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テイ ルズ オブ ヴェ スペ リア 


表 


公式 シナ リオ ブッ ク 


PRKOLOQGUE 


万 物 を 構成 する 源 、 エ アル 。 エア ル を 糧 に 作動 する 半 置 、 記 癌 。 
フラ ステ ィ ア 

そし て 麻 導 器 に よっ て 人 々 の 生活 が 支え られ て いる 世界 、 

テル カ : リ エミ 2 ニス 

旧 文 明 の 遺 産 で ある 府 導 器 は 、 帝 国 の 放し い 管理 下 に 置か れ 、 

と の 恩恵 の 多く は 一 部 の 貴族 の み が 吾 受 し て いる 。 


貴族 た ちの 富 の 独占 に 反発 し た 人 々 は 、 
宙 国 を 去り 、 互 助 組織 ギル ド を 設立 し た 。 
また 、 帝 国 に 残っ た 人 々 は 、 貴族 の 圧政 に 苦 


帝国 の 腐敗 を 目の当たり に し て 絶望 し 、 退 団 し た : 周 去 を 持つ 。 
崎 士 団 に と どまり 出世 街道 を 歩み な はじ め た フレ ン を よそ に 、 
ユーリ は 用 心 棒 まがい の 自由 気まま な 生活 を 送っ て いた 。 


て ん な ある 日 、 下 町 で 起き た 事件 が きっ か け と な り 、 
ユー リ は 帝都 か ら 旅立つ 。 


ォ ー リ に は 、 知 る よし も な か っ た 。 


プレ イプ ヴェ スペ リア 


て の 旅 の 先 で 、“ 凛 々 の 明星 " と し て 集う 仲間 と 出会い 
や が て は 、 世 界 に 迫る 災厄 に 立ち 向かう こと を 。 


テイ ルズ オブ ヴェ スペ リア 
公 基 を ナリ キジ ッ ク 
CORHTEFTTS 


CS に 大 よこ えと 2 た ニニ と て と キズ エニ エ テル 交 天 ベル ニナ 和 と ズン のび 大 大 えみ えた と ルキ ルル と と と エエ て エニ 


PROLOQUE 002 


登場 人 物 紹介 008 


メイ ン シ ナ リオ コン プリ ー ト 010 
PART1 廣 核 春 還 編 01l1 
PART2 漂 々 の 明星 編 115 
PART3 星 喰 み 編 293 


「 ヴ ェ ス ペリ ア 」 の 物語 582 
設定 解説 1 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス 584 
設定 解説 2 帝国 587 
設定 解説 3 ギル ド 590 
設定 解説 4 始祖 の 隷 長 と 満月 の 子 594 
設定 解説 5 人 魔 戦 争 596 
設定 解説 6 アレ クセ イ の 企み 597 
設定 解説 7 大 海賊 ダラ ンカ レイ 599 
設定 解説 8 星 喰 み 600 
世界 を 救っ た 明星 た ち 602 
シナ リオ Q&A 607 


量 オリ ジ ナ ル 小 説 “ 
パ ON | 「 不 変 と 流転 の 狭間 で 」 
010 年 4 月 13 日 一 2010 年 5 月 5 日 の 間 に 、 バン ダイ ナ ES 
ムコ ゲー ム ス ブ ックス 公式 サイ ト (http://bngb.qDbist.cO.jDp) 
で 実施 し た アン ケー ト 「 シ ナリ オ に 関す る 質問 ]」「 キ ャ ラク ター 
人 気 投票 」 に ご 協力 いた だ き 、 あり が と う ご ざ いま し た 。 こ れ ら 
の アン ケー ト の 結果 は 「 第 5 章 シ ナリ オ 解 説 | の /「 シ ナリ オ QSA 
(P.607)」、 お よび COLUMN「 人 気 投票 の 結果 発表 !(P.1 14、 
P.348、 P.558)」 に 掲載 し こい ます 。 

また 、 人 気 投票 結果 の 一 部 は 、 Topics(P.049、 P.292、 
P.347、 P.563、 P.580) に も 掲載 し こい ます 。 


※ 本 書 に 記載 され て いる セリ フ は 、 読み や すさ と スト ー リ ー の わか りや すさ 等 を 重視 し て 、 ゲ ー ム 本 編 と は 表現 を 変更 し て いる 箇所 が あり ます 。 


列 丁 葉 メキ イン シン ナチ リオ シー 
の の まっ っ っ 生生 の > 0 まっ の へ ・ 寺 っ < 2 
PaRT 1』 魔 村 奪 本 編 oll 
No.000 始ま り 012 
No.001 水道 魔 導 器 壊れ る 012 
No.002 貴族 街 潜入 ! 01 を 
No.003 地下 定か ら の 脱出 O16 
No.004 謎 の 少女 と の 選 和 折 O18 
No.005 暗殺 者 の 襲撃 Oi9 
No.006 秘密 の 地下 通路 021 
No.007 帝都 の 青年 、 北 へ 023 
No.008 外敵 を 拒む 砦 025 
No.0o9 砦 の 救出 劇 026 
No.010 呪い に 喘ぐ 森 028 
No.011 倒れ る 少女 029 
No.012 魔 狩り の 少年 の 襲撃 030 
No.013 花 の 街 の 頼 末 031 
No.014 樹 よ 、 再 び 美 し く 033 
No.015 樹 を 元 通 り に 035 
No.0lG6 奇跡 を 起こ す 少 女 037 
No.012 アス ピオ へ 038 
No.018 山の下 に 潜む 街 040 
No.019 アス ピオ の 天才 謀 導 士 041 
No.020 湧 水 に 浮く 遺構 045 
No.021 遺跡 の 奥 の 人 型 魔 導 器 048 
No.022 盗賊 な ん て 怖く な い O49 
No.023 天才 魔 導 士 も 仲間 に 050 
No.024 廣 導 士 の 好奇 心 051 
No.025 賞金 首 053 
No.026 海 が 見 える 丘 05 を 
No.027 丘 を 越え て 行こ う 056 
No.028 不穏 な 港 街 058 
No.029 奇妙 な 少女 06O 
No.030 横暴 な る 執政 官 06O 
No.031 リブ ガロ を 捕獲 し に 063 
No.032 魔物 の いる 地下 065 
No.033 少女 と の 再会 067 
No.034 ラ ゴ ウ 邸 大 混乱 068 
No.035 沈み ゆく 船 か ら 070 
Ro.036 罪 を 逃れ た 小 悪 漢 071 
No.037 魔 狩 り の 警告 07 を 
No.038 廃 玉 の 地下 空洞 に 079 
No.039 下町 青年 の 逮捕 | 082 
No.040 すべ て の 罪 は 白紙 に 083 
Ro.041 魔 導 器 の 異変 085 
No.042 天才 魔 導 士 の 活躍 086 
No.043 竜 使い 、 再 度 襲撃 088 
No.044 与え られ た 使命 089 
No.0&5 ギル ド の 巣窟 090 
No.046 愛す る 街 を 守る た め ! 0O90 
No.042 翠 に 眠る 大 森林 093 
No.O48 躍 と 戯れ る 少女 09 を 
No.049 沈黙 する エア ル 095 
No.050 皇帝 候補 か ら の 書状 098 
No.051 友情 の 結晶 099 


No.052 静か な 地下 水道 101 


To.053 
No.054 を 
TNo.055 
No.056 


記さ れ た 地下 の 故 い 
追い 詰め られ る 黒幕 
烈風 に 立つ 楼閣 
剛 嵐 の 最期 


103 
103 
106 
112 


PaRKT 2 六 々 の 明星 編 ils 


To.057 
Ro.058 
No.059 
Ro.060 
No.061 
Ro.062 
No.063 
No.06 和 を 
No.065 
No.066 
No.067 
No.068 
No.069 
To.070 
To.07 1 
No.072 
No.073 
No.074 
To.075 
No.076 
Ro.077 
No.078 
No.079 
No.080 
No.081 
No.082 
No.083 
No.084 
No.085 
No.086 
To.082 
No.088 
No.089 
Ro.090 
To.09 1 
No.092 
TNo.093 
TNo.094 を 
To.095 
No.096 
No.097 
No.098 
To.099 
Ro.100 
No.101 
No.102 
No.103 
Ro.10 を 


裁 か れる べき 答 人 
答 人 謎 殺 
波乱 は 波乱 を 呼ぶ 
新 ギ ルド 結成! 

行方 不明 の 街 
素敵 な ドレ ス の 作り 方 
新興 都市 の 実態 
暴虐 か ら の 解放 
友好 協定 停 頓 中 
魚 人 に お 気 を つけ 
魚 人 退治 

肥 中 を 漂う 幽霊 船 
な ぞ の 小 箱 
戦士 の 歌 が 轟く 街 
統領 は 新 月 の 夜 に 
パテ ィ の 正体 

閣 技 場 で の 小 問題 
決戦 ! 闘技 場 
エア ル 噴 く 洞穴 
熱風 漂う オア シス 
砂漠 に 入る 決意 
執政 官 の 理不尽 な 命令 
サボ テン の 生え る 場所 
語り 継ぐ 理想 郷 

澄 明 の 刻 晶 壊れ る 
暴 政 を 挫 く 
暴 政 の 騎士 、 失 蹴 ? 
喉 笛 封鎖 
新 月 の 夜 に 
統領 と の 面会 
闘技 場 都市 の 混迷 
フィ エル ティ ア 号 漂流 
才 い た る 英雄 

死 へ 誘う 者 の 館 
背徳 の 対決 
巨星 堕 つ 
竜 の 住む 山 
山頂 へ 向かっ て 
砂漠 に 住ま う 島 

満月 の 子 の 真相 

クリ ティ ア 、 導 き の 者 
弓 弾 され る 少女 
洞穴 の 奥 の 墓所 
聖地 と 讃 わ れ た 森 
認め られ る 喜び 
天空 覆う 神秘 の 影 
隠棲 者 の 集う 街 
災厄 を 招く 者 


116 
116 
118 
120 
12 を 
127 
128 
132 
136 
140 
142 
143 
147 
150 
152 
152 
15 和 を 
156 
160 
16 を 
167 
1270 
171 
175 
178 
18 を 
185 
189 
192 
193 
195 
198 
203 
206 
207 
208 
211 
213 
216 
221 
224 を 
227 
228 
231 
23 を 
23 和 を 
236 
238 


PaRT3 星 唄 み 編 293 


No.131 
No.132 
No.133 
No.13 和 を 
No.135 
To.136 
No.137 
To.138 
No.139 
Ro.140 
No.141 
Ro.142 
No.14 る 3 
No.14 和 を 
No.1 を 5 
No.146 
No.1 を 7 
No.148 
No.149 
To.150 
No.151I 
No.152 
To.153 
No.1 5 を 


いな く な っ た 二 人 
騎士 団長 の 激 白 
魔物 vs 移動 要塞 
崇高 な る 者 の 寝 所 
騎士 隊長 の 死 
騎士 団長 は 移動 要塞 に 
動力 室 を 探し て 
移動 要塞 停止 
騎士 団長 、 帝 都 へ 
帝都 を 包む エア ル 
北 ま わり で 帝都 へ 
氷 に 閉ざさ れる 海 
氷 の 下 の 人 脅威 
帝都 を 受け 入れ る 街 
貴人 の 務め 
悲壮 の 決意 

帝都 消失 
騎士 VS 戦闘 機械 
帝都 を 包む 嵐 
懐か し き 顔 ぶれ 
階 桶 の 果て に 
打ち 砕 か れる 野望 
海上 宮殿 に 潜入 
妨害 を 越え て 
発見 され た 宝物 
落下 


帰っ て きた 彼 

ダン グレ スト は 故郷 
人 類 に 遺 さ これ た も の 
精霊 育む 源泉 
星 喰 み 、 覚 醒 

閣 技 場 都市 の 危機 
聖 核 秘め し 体 
始 の 決意 

董 色 に 光輝 く 大 地 
地 の 精 霊 の 誕生 
大 地 直 う 古き 刻印 
精霊 の 昔 語り 

精 村 化 、 そ し て 
呼び 出さ れ た 幽霊 船 
少女 の 正体 
復活 する 古代 の 塔 
友 の 危 機 

団結 する 心 

星 喰 み を 倒す た め 
希望 に 燃え る 街 
古代 の 塔 へ 

塔 市 を 復活 させ た 者 
暗殺 者 の 最期 
希望 の ギル ド 


294 
297 
298 
301 
304 を 
3058 
307 
308 
309 
310 
う 13 
う 15 
3 う 1 7 
318 
32 1 
322 
3 う 2 る 3 
32 和 を 
3 う 28 
329 
336 
338 
339 
3 を 1 


「 ヴ ェ スペ リア 」 は 映画 や 小説 と いっ た メデ ィ ア で も 展開 し て いる 。 ゲー ム だ け で は 終わ ら 
な い 「 ヴ ェ ス ペリ ア 」 の 世界 を 堪能 する た め に 、 ぜひ これ ら の 作品 も チェ ッ ク し て ほし い 。 


、 ク オリ ティ を 追求 し た 至高 の 5 テイ ルズ オブ ムー ビー”" 
_Blu- ray&DVD&UMD で 大 好評 発売 中 !! 


テイ ルズ オブ ヴェ スペ リア ~The First Strike 一 


騎士 団 に 憧れ 、 理想 を 胸 に 入団 し た ユー リ 。 規 律 を 重んじ る フレ ン 。 二 人 は 帝都 の 
下町 で 育っ た 幼なじみ 。 や が て 隊 謀 の 潮流 が 、 騎士 団員 と し て 行動 を 共に し な が ら も 
反発 し あう 若き 二 人 を 、 そし て 帝国 全体 を 巻き 込ん で いく 。 そ の 滴 流 の 中 で 二 人 は 、 
それ ぞ れ の 『 正 義 』 を 貫く 覚悟 を 迫 ら れる 


0 tk O+ 0 しゃ p 0 しぃ y < の DL か な 20 し ゃ 0 し 46 し ャ 0 し かす 00 に 40 し ます 0 しさ 0 か 0 より か ずら か - か か か な すっ 0 の ra を 胃 


BCXA-0230 / 8,190 円 (税込 ) カラ ー プ 本 編 110 分 十 特 典 11 分 DTS-HD Master Audio 
(5.1ch) ・ リ ニア PCM (ドル ビー サラ ウン ド ) AVC/BD50G ン 16 : 9 く 1080p High-Defini 

tion> ※ オ ー デ ィ オ コメ ンタ リー は ドル ビー デジ タル (ステ レオ ) 

BCBA-3799 6.090 円 (税込 ) カラ ー ノ 本 編 110 分 十 特典 11 分 プ DTS(5.1ch) ・ ド ルビ ー 

デジ タル (ドル ビー サラ ウン ド ) 片面 2 層 ノ 16 : 9( ス クイ ー ズ ) プ ビ スタ サイ ズ 

※ オ ー デ ィ オ コメ ンタ リー は ドル ビー デジ タル (ステ レオ ) 

BCUA-0247 / 2.940 円 (税込 ) カラ ー ノ 本 編 110 分 十 特典 8 分 プ ATRAC3plus (ステ レオ ) 

ン MPEG4 AVC/ 16: 9 


発売 ・ 販 売 


* 十 特典 紹介 
PS3 版 「 テ イル ズ オブ ヴェ スペ 

本 詳 UN リア 」 な りき り コ スチ ュー ム ※ 
⑧@ 封 入 特典 |Blu-ray、 DVD 版 の み 特製 ブッ クレ ッ ト 

音声 特典 「Blu-ray、 DVD 版 の み ガー ディ オ コ メ ンタ リー 
④ 映 像 特典 1 |Blu-ray、 DVD、 UMD 版 | 宣伝 用 映像 集 
⑤ 映 像 特典 ど |Blu-ray、 DVD 版 の み [ピクチャー サウ ンド 、 
※ ダウ ン ロ ー ド に 必要 な プロ ダク トコ ー ド の 入っ た チケ ッ ト が 封入 され て 

いま す 。 ま た 、 ご 使用 の 際 は PlayStation⑧⑤3 本 体 及 び 、 PS3「 テ 

イル ズ オブ ヴェ スペ リア 」 ソ フト と PS3 本 体 を イン ター ネッ ト に 接続 

する 環境 が 必要 と な り ま す 。 な お 、 ダウ ン ロ ー ド 有効 期限 は 2010 年 

5 月 28 日 一 8 月 31 日 で す 。 
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、 ファ ミ 通 文庫 | テイ ルズ オプ ヴェ スベ リア 」 ノ ベラ イス 第 四 弾 
_ ゲー ム の オリ ジ ナ ルス タッ フ が 綴る レイ ヴ ン の 物語 が 登場 ! 


テイ ルズ オブ ヴェ スペ リア 虚空 の 仮面 


ファ リハ イド の 名 門 貴 族 の 放 湯 息子 、 ダ ミュ ロン ・ ア トマ イス 。 彼 は 、 自分 が 何 を し た らい い 
の か を 見 つけ られ な いま ま 、 な り ゆ き で 騎士 と な る こと を 決め る 。 だ が 、 派 遣 さ れ た 先 の 帝都 ザー 
フィ アス で も 、 結局 は 、 故郷 と 変わ ら な い 日 々 を 送っ て いた 。 

そん な ある 日 、 ダミ ュ ロ ン は キャ ナリ と いう 女 騎 士 と 出会う 。 そ し て 、 あの べく 人 魔 戦 争 > に 巻 
きき 込ま れ て いく 


1 【 
1 
4 
「 
| 
「 
| 
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著 : 株 式 会 社 バン ダイ ナム コゲ ー ム ス 奥田 孝明 
イラ スト : 株 式 会 社 バ ンダ イナ ムコ ゲー ム ス 岩本 稔 定価 :672 円 (税込 ) 
発売 元 : 株 式 会 社 エン ター ブレ イン 
@ 藤 島 康介 @NBGI お 問い 合わ せ 先 : 0570-060-555( 土 日 祝日 除く 18 :00 一 17: 00) 
006 ISBN978-4-04-726489-2 


メイ ン シ ナ リオ 


PO ER 生ま 人 まま な 


YuriLowell 


か つて 帝国 騎士 団 に 所 属し て いた が 、 帝国 の 腐敗 と 貴族 の 横暴 に 嫌気 が さ 
し て 退団 。 そ の 後 は 、 帝都 の 下町 で くす ぶる 日 々 を 送っ て いた が 、 エス テル と 
の 出会い を きっ か け に 外 の 世界 へ 旅立っ て いく 。 皮 肉屋 で 口 は 悪い も の の 、 面 
倒 見 の いい 性 格 の た め 周 囲 か ら の 人 望 は 厚い 。 


LcV 


本 名 は エス テリ ー ゼ 。 フ レン が 暗殺 者 に 狙わ れ て いる こと を 知り 、 そ れ を 当 
人 に 伝え よう と し た 際 に ユー リ と 出会い 、 同行 を 願い 出る 。 読 書 好き で 深い 知 
識 を 備え る 一 方 、 浮世 離れ し た 言動 で 周囲 を 混乱 させ る こと も 多い 。 治癒 術 を 
会 得 し て お り 、 ケガ 人 を 見 る と 率先 し て 助け よう と する 、 優し い 心根 の 持ち 主 。 


1 70cm( 尾 人 む ) 


き 


ー リ の 飼い 犬 で 、 ユー リ と 深い 絆 で 結ば れ て いる 隻眼 の 相棒 。 以 前 の 飼 
い 主 の 形見 で ある キセル を いつ も くわ えて いる 。 誇り 高く 、 あま り 人 に な つこ 
うと し な い が 、 心 を 許し た 相手 は 決し て 裏切ら な い 。 非 常に 賢く 、 まる で 人 間 
の 言葉 を 理解 し て いる か の よう な 態度 を 見 せる こと も ある 。 


(CV 漠 ス 美子 )4 


魔物 退治 を 生業 と する ギル ド 、 魔 狩 り の 人 刻 の 一 員 。 明る く 元 気 な 性 格 だ が 膜 
病 な 面 が 災い し て 、 ギル ド の メン バー か ら 認 め ら れず 、 今 ま で に さま ざま な ギル 
ド を 転々 と し て きた 。 そ れ ゆ え に 事 情 通 か つ 小 器用 で ある 。 上 自分 の 力 を 認め ら 
れ た く て 張り 切る も の の 、 空回り する こと が 多い 。 


年齢 
身長 0om_ 


| CV 


魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 研 究 者 の 間 で は 知ら ぬ 者 が いな い ほ ど 有 名 な 天才 少 
女 。 非常 に 研究 熱心 だ が 、 魔 導 器 以外 の こと に 興味 を 示さ ず 、 研究 を ジャ マ さ 
れる と 逆 上 する 。 し か も 容赦 の な い 物 言い を する た め 、 周囲 か ら は 変人 と 敬遠 
され て お り 、 まとも に 人 付き 合い を し た こと が な い 。 


EE 


た び た び ユー リ た ちの 前 に 現れ て は 、 軽 口 を た た いて 一 行 を 振り 回 す 謎 の 男 。 
ー リ と リタ か ら は 、 嫌味 た っ ぷり に “お っ さん "と 呼ば れる 。 軽薄 で うさ ん くさ 
い 割 に 、 ギル ド の 重要 人 物 と の つなが り を 持ち 、 情報 通 な 面 を 披露 する こと も 
ある な ど 、 な か な か 底 が 知れ な い 人 物 。 


クリ ティ ア 族 と いう 少数 民族 の 1 人 。 ふだん は 穏やか な 物腰 で マイ ペー ス だ 
が 、 戦い が 始ま る と 別人 の よう に 激しく な る 。 ま た 、 相手 を 傷つけ る 結果 に な っ 
て も 言う べき こと は は っ きり 伝え た り 、 目標 が 決ま っ た ら 門 路 し な いな ど 、 人 忌 の 
強 さ も 持つ 。 な お 、 ユー リ か ら は ジュ ディ と 呼ば れる 。 


フレ ン ・ シ ー フ ォ 


0 や Scifo 


ー リ と 共に 帝都 ザー フィ アス の 下町 で 育っ た 若き 騎士 。 世 の 改革 を 志 し 

お り 、 NO 四 族 か ら は うと まれ て いる 。 2 
と ころ が あり 、 法 と 信念 の 板挟み に な っ て 悩む こと も し ば し ば 。 下 町 で くす ぶる 
ユー リ を 案じ る あま り 、 つい 小言 を 言い が ち 。 


冒険 家 を 自称 する 女の子 。 伝 説 の 海賊 アイ フリ ー ド の 残し た 財宝 と ロマ ン を 
求め て 、 世界 中 を 旅 し て 回 っ て いる 。 冗談 めい た 言動 を 繰り 返す うえ に 、 ロケ ッ 
ト や フラ イ パ ン 、 びっ くり 箱 を 使っ て 戦う な ど 、 予測 不能 な 人 物 。 ユーリ に 一 目 
惚れ し 、 何かと ユー リ の 気 を 引 こ うと する 。 


ンタ ィ あ 


や 


ー ン ご 


】 カロ ル 


に コス 過 リタ 


K リタ 


開 ユー リ 


「 ま 、 有力 な 手掛かり も ね え し な 」 


ー 行 の 会 話 を 、 男 が 屋根 の 上 で 盗み 聞き し て いる 。 


罰 バー ト 時 ・R PP = 


メイ ン シ ナ リオ を 魔 核 礁 本 編 、 凛々 の 明星 編 、 星 喰 み 編 の 3 つの パー 
トド に 分 け て お り 、 その シー ン が どの パー ト な の か を 示し て いる 。 


シー ン 番 号 

シー ン の 番号 。 ゲー ム 中 の 「 ラ イブ ラリ 」 に ある 「 あ ら す じ 」 の 番号 と 
同じ と な っ て お り 、 この 順番 に シナ リオ が 進ん で いく 。 な お 、 ゲー ム 
中 で は No.138、139 一 140、141 一 142 は 順不同 で 進め られ る 。 


回 シー ンタ イト ル 


ジーン の タイ トル 。 ゲー ー ム 中 の 「 ラ イブ ラリ 」 に ある 「 あ ら すじ 」 の タ 
イト ル と 同じ と な っ て いる 。 


回 地名 
その シー ン の 主 な 舞台 と な る 場所 。 
回 ト 書 き 


キャ ラク ター の 動作 や その と き 起 こっ た こと な ど 、 セリ フ だ け で は わ 
か ら な いこ と を 補足 し て いる 。 


16」 発言 キャ ラク タ 


発言 し た キャ ラク ター の 名 前 。 固有 名 が ある キャ ラク ター は 、 顔 ア 
イコ ン も 掲載 し て いる 。 


ナリ オ を 3 つの バー ト に 分 は 、 ゲー に る あ 6 す ビ 


に ジュ ディ ス 


4 還 ザー フィ アス * 1 


す 全 ザー フィ アス 、 宿屋 の 一 室 。 大 型 の 犬 が すやすや と 眠っ て いる と 、 階 段 を 上 る 足音 が 
ES ここ コン ニニ テー ニニ ーーー2SP に ニニ ーー ニー バー ーー ーー 
| こえ 、 勢い よく 戸 が 開く 。 


ー リ ! た い へ ん だ よ 』 


・ こ の いい 声 出し て どう し た ん だ 、 テッ ド 」 


ー アル の 伝導 管 を 調べ る と 

[これ 何 ?] 

「 エ アル の 伝導 管 よ 」 

上 まっ て いる 商 還 を 責 べ で て いない 

[これ で エア ル を 上 に 運ん で る ん で すね 」 

「 エ アル を 上 に 運ん で どう し よう っ て の よ 」 

「 そ う 言え ば 、 ここ の 屋上 に 大 き な 訂 導 問 ( プ ラス ティ ア ) が あっ た わ ね 」 


エス テル 「 な ら 、 決ま り で すね 。 ケー ブ - モッ ク 大 森林 に 行き まし ょ う 」 


「 ケ ー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 と は 。 偶 然 っ て ある も ん だ ね え 


し 2 の 


セリ フ っ 
キャ ラク ター が 発言 する セリ フ 。 セ リフ 全体 が ( ) で 囲ま れ て いる 場 
合 、 そ の キャ ラク ター が 心 の 中 で 思っ た こと を 表す 。 また 、 ゲー ム 中 
で 読み 仮名 が つい て いる 場合 、 そ の 言葉 の 右 に ( ) で 入れ て いる 。 
回 条件 付き 会 話 ( 1 ) 


特定 の 条件 を 満た す と 発生 する 会 話 。 
回 条件 付き 会 話 (2) 了 c 
条件 付き 会 話 の 中 に 、 さら に 条件 付き 会 話 が ある 場合 は 、 青い 線 で 
囲ん で 区 切っ て いる 。 

回 発生 サブ イベ ント ・ ス キッ ト ・ 戦 闘 会 話 

その シー ン で 発生 する サブ イベ ント 、 スキ ッ ト 、 戦闘 会 話 の タイ トル 
と 参照 ペー ジ 。 サ ブイ ベン ト は 概要 も 掲載 いし て いる 。 な お 、 掲載 し 


て いる スキ ッ ト は 「 第 3 章 ス キッ ト 」 の 時 期 固定 スキ ッ ト の み 。 特殊 発 
生 ス キッ ト は 割愛 し て いる 。 


ン 4 


アス ピオ の 天才 魔 導 士 04 
湧 水 に 浮く 遺 


_No.023 天才 魔 導 士 も 仲間 に EE 
No-024 魔 導 士 の 好奇 心 。 051 
No.025 賞金 首 。-。 。 053 


海 が 見 える 丘 054 
丘 を 越え て 行こ う 056 
不穏 な 港 街 058 
奇妙 な 少女 06O 


_No.030 横暴 な る 執政 官 (Ui 


軸 No.-03』 リブ ガロ を 捕獲 し に 063 

ーー No.032 魔物 の いる 地下 065 

No.033 少女 と の 再会 067 

樹 を 元 通 り に _ _035 No.os4 ラコ ゴウ 邸 大 混乱 oes 
奇跡 を 起こ す 少 女 No-035 沈み ゆく 船 か ら 020 
スピ オペ 彰二 ピピ No-036 罪 を 逃れ た 小 悪 渓 071 
山の下 に 潜む 街 No.032 魔 狩 り の 警告 CZ 


NM】 = = | 


A 
No.000-056 


PA KW 


王 


No-038 廃寺 の 地下 空洞 に 079 
No.039 下町 青年 の 逮捕 ! 082 
No.040 すべ て の 罪 は 白紙 に 083 
No.O41 魔 導 器 の 異変 085 
No.042 天才 魔 導 士 の 活躍 086 
No.043 竜 使い 、 再 度 蒙 撃 088 
No.044 与え られ た 使命 089 
No.045 ギル ド の 巣窟 090 
No.046 愛す る 街 を 守る た め ! 090 
No.047 翠 に 眠る 大 森林 093 
No.O48 躍 と 戯れ る 少女 09 和 を 
No.049 沈黙 する エア ル 095 
No.050 皇帝 候補 か ら の 書状 098 
No.051 友情 の 結晶 099 
No-052 静か な 地下 水道 101 
No.053 記さ れ た 地下 の 碑 い 1 が k) 
No.054 追い 詰め られ る 黒幕 103 
No.055 烈風 に 立つ 楼閣 106 
No.O56 剛 嵐 の 最期 112 


テル カ ・ リ ュ ミ レー ス の 各所 が 映し 出さ れ 、 女性 が 語り は じ め る 。 

女性 「 こ の 世界 、 テル カ ・ リ ユミ レー ス 。 大 地 と 海 が 何処 まで 続く の か 、 知る 人 
は いな い 。 な ぜ な ら …… 世 界 に うごめく 魔物 た ち に 比べ 、 人 は あま り に も 
弱い 。 我々 の 住む 街 を 守る 結界 、 我々 は 己 を 守る た め に その 中 で 生き な 
が ら え て いる 。 それ を 成す 、 核 と な る 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )。 世 界 に 満ち 
た 根源 た る 力 、 エア ル を 使い 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 、 火 、 水 、 光 、 繁 
栄 に 必要 な 、 あり と あら ゆる も の を 、 今日 まで 我々 に 与え 続け て きた 。」 

荒れ 狂う 魔物 が 、 獲物 を お むさ ぼる 場面 と な る 。 

女性 「 や が て 、 いつ の 日 か 、 結界 の 向こう に 、 凶暴 な 魔物 が 生息 する 事 も 我々 は 
忘れ て し まう の だ ろう 。 繁栄 と 成長 を 続け る 世界 ……。 すべ て の 人 々 の た め 
の 平和 、 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 恩恵 に より 、 更 な る 発展 を 遂げ て いく だ ろう 」 

帝都 ザー フィ アス の 下町 。 ロ ー ブ 姿 の 人 物 が 噴水 に 近づき 、 青く 光る 球体 を 抜き 出す 。 

そこ で 場面 は 切り 変わ り 、 魔物 を 倒す 騎士 団 の 姿 が 映し 出さ れる 。 

| 男性 「…… な ぜ ? この 街 の 結界 は どう な っ て いる ん だ !|」 

ふた た び ば ザー フ ィ ア ス 。 光 る 球体 を 失っ た 噴水 が 延々 と 水 を 吐き 出す 。 や が て 場面 は 、 騙 

ぎ と は 縁 速い 城 の 一 室 へ 。 


女性 「 平 和 の 礎 で ある 帝都 ザー フィ アス より 願う 。 「 世 界 が 穏やか で ある よう に 」 
語り 終え た 女性 が 本 を 閉じ る と 同時 に 、 ノッ ク の 音 。 
女性 「…… っ 日 


一 方 、 ザー フィ アス の 下町 で は 、 あふ れ 出 し た 水 で 人 々 が パニ ッ ク に 陥っ て いる 。 そ の な か 
で 1 人 、 静か に 遠く を 見 つめ る 男 が いた 。 


水道 魔 導 器 壊 れる 


MO あお いく ミッ も 0 の くに 523 で すま 5 る 823 すく くも ご の 3 2 全 で の で さ ら に こ つ で 帝都 ザー フィ アス < 


帝都 ザー フィ アス 、 宿屋 の 一 室 。 大型 の 犬 が すやすや と 眠っ て いる と 、 階段 を 上 る 足音 が 
聞こ え 、 勢い よく 戸 が 開く 。 


7? 「 ユ ー リ ! た い へ ん だ よ !」 

閲 ユー リ 「 で か い 声 出し て どう し た ん だ 、 テッ ド 」 

テッ ド は 窓 か ら 身 を 乗り 出し て 、 噴水 の 方 を 指 差す 。 

開 テッ ド 「 あ れ 、 ほら! 水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) が また 壊れ ちゃ っ た よ ! 

さっ き 修 理 し て も ら っ た ば っ か りな の に 」 

関 ユー リ 「 な ん だ よ 、 厄 介 ご と な ら 騎 士 団 に 任せ は と けっ て 。 そ の た め に いん だ か ら 」 
mn ち r く no 開 テッ ド 「 下 町 の た め に 、 動い ちゃ くれ な いよ 。 騎士 団 な ん か 

関 ユー リ 「 世 話 好き の フレ ン が いん だ ろ ?」 

テッ ド 「 も う フ レン に は 頼み に 行っ た よ ! で も 会 わせ て も ら え な か っ た の !」 

ユー リ 「 は あ ? オレ 、 フ レン の 代わ りか ?」 

テッ ド 「 い いか ら 早く 来 て ! 人 手 が 足 りな いん だ ! 

女性 「 テ ッ ド お ぉ ! テッ ド ぉ ! 降り て き な さ い ! あん た も 手伝う の より!」 

テッ ド 「 ち ょ っ 、 ちょ っ と 待つ て よ お ……。 も う …… ユ ー リ の 人 バカ 

テッ ド は 部 屋 か ら 駆け 出し て いく 。 ユー リ は 小さ くつ ぶ や く 。 了 

関 ユー リ 「 騒 ざ が あっ た ら す っ 飛ん で 来る や や つ な の に ……」 


ふた た び 、 窓 の 外 に 目 を 向け る 。 
関 ユー リ 「 あ の 調子 じゃ 、 魚 し か 住め な い 街 に な っ ちまう な]」 


階段 を 下り D る テッ ド を 追う 犬 。 そ し て ユー リ が 窓 か ら 飛 び 降 り て くる 。 


ンチ ノド 


ユー リ が 天 高 く 水 を 巻き 上げ て いる 噴水 に 近づく と 、 必死 に 水 を 止め よう と する 住人 た ち 
の 姿 が 見 える 。 


陸 | ハン クス 

ユー リ 
青年 

閲 ユー リ 


青年 


国 ハン クス 
関 ユー リ 
較 ハン クス 
ユー リ 
較 ハン クス 


閲 ユー リ 


「 ユ ー リ 1!」 


「 な ん と し て も 止め る ん じゃ 1」 

「 な ん だ ? ご ど で か い 宝 物 で も 沈ん で ん の か ?」 

「 あ あ 、 で も ユー リ に は 分 け て や ん ね えよ 。 来 ん の 遅かっ た か ら 」 

「 は っ は っ は 。 世 知 辛 ( せ ち が ら ) い ね ぇ 」 

「 そ う 、 世 知 辛 ( せ ち が ら ) い 世の中 な ん だ よ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 修 
理 を 頼ん だ 貴族 の 魔 導 士 様 も 、 いい 加減 な 修理 し か し て くん な いし な 」 
「 ユ ー リ め 、 や っ と 顔 を 出し お っ た か !」 

「 じ いさ ん 、 水遊び は ほど ほど に し と け 。 も う 若 くね えん だ か ら 」 

「 そ の 水遊び を これ か ら お まえ さん も する ん じゃ よ 」 

「 げ っ ]」 


[さあ 、 運べ ! いっ ち 、 に 一 、 いっ ち ……」 


「 ル ハンクス じ いさ ん 、 が ん ば っ て る な 」 

「 責 任 感じ て ん の さ 。 修理 代 、 先頭 立っ て 、 集め て た の じい さん だ か ら 」 
「 そ の 結果 が 、 ドカ ン と は ね 。 け ど 、 魔 導 士 が 手抜き 修理 すん の は 、 じ 
いさ ん の 責任 じゃ ね えよ 」 


「 ま あな 。 じい さん も ば あさ ん の 形見 (か た み ) ま で 手放し て 金 を 工面 ( く 


めん ) し た っ て の に 」 


作業 の 手 を 止め 、 噴水 を 見 つめ る ユー リ 。 


ハン クス 
閲 ユー リ 


回 ハン クス 


「 こ れ 、 ユー リ ! 手伝わ な いな ら 近 付く な 。 危ない ぞ !」 


「 じ いさ ん 、 魔 核 ( コ ア ) 見 な か っ た か ? 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 真 ん 


中 で 光る や つ 」 
LA ん 2 さあ の う 7 な い の か ?」 
「 あ あ 。 魔 核 (コア ) が な けり ゃ あま 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 動か な いっ 


て の に な 。 最 後に 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 触っ た の 、 修理 に 来 た 足 族 様 


だ よ な ?] 

「 あ あ 、 モル ディ オ さ ん じゃ よ 」 

「 貴 族 街 に 住ん で ん の か ?」 

「 そ うじ ゃ よ 。 ほ れ 、 も うい いか ら 、 ユー リ も みん な を 手伝わ ん か !」 
「…… 悪 い 、 じい さん 。 用 事 思 い 出し た ん で 行く わ 」 

「 待 て 、 待た ん か ! まさ か モル ディ オ さ ん の と ころ へ 行く の で は ある 
まい な 」 


「 足 族 様 の 第 に ? オレ が ? あん な 息 詰っ て 気分 悪く な る と こ 用 事 が 


還 ハン クス 


あっ て も 行か ね えっ て 」 
「 ま っ た く …… 武 醒 魔 導 器 ( ボ ポー ディ ブラ ステ ィ ア ) で 技 を 使え る か ら っ 
て 無茶 だ け は する ん じゃ な い ぞ 


ハン クス の 言葉 を 痛 に 、 ユー リ は その 場 を 去っ て いく 。 


国 ハン クス 
、 旧 年 
ハン クス 


「 ま た 無茶 せん と いい が ……」 
「 ど ご どうでしょう ね 、 あい つ 、 下町 の こと だ と いつ も 無茶 し ます か ら 」 


「 ま あ 、 いつ も の こと で すか ら 上 手 く や っ て きま す よ 」 


ぁ P.350 ワン ダー 記者 ・ そ の 1 謎 の ワン ダー 記者 に 突然 声 を か けら れ 、 ワン ダー ログ を も ら う 
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その 水遊び を 
これ か ら お まえ さん も 
する ん じゃ よ 


れ 、 ユ ー リ / 


伝 わ な いな ら 近 付く な 。 


危な い ぞ / 


ハン グ クス 
また 無茶 せん と いい が …… 
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ーー ボーン テー ポー ネ ボン テキ イーネ で っ 


マイ で で 


や 


ンマ キマ ドア 


『 お い . 較 いた か > 舞 議 較 識 


ュ ユーリ 0 
ガラ クタ の 価値 も わか ら ね ぇ 
お まえ ら は ガラ クタ 以下 だ よ 


家 の ど こ か に 
モル ディ オ が ひそ ん で や が る 
は ず な ん だ が …… 


衣 


な ら 


貴族 街 の 近く まで や っ て きた ユー リ 。 入 口 の 門 の 前 で 、 ら 人 の 騎士 が 話し あっ て いる 。 


騎士 A 「 お い 、 聞い た か ? 下町 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 件 」 

騎士 B 「 は い 、 故障 し た の を 直 そ うと 、 修理 費 を 集め た と か で 」 

騎士 A 「 あ あ 、 連中 、 宝物 まで 売っ て 、 金 を 工面 (くめ ん ) し た らし い ぞ 」 

騎士 B [宝物 で すか ?] 

騎士 A 「 ど う せ ガラ クタ だ よ 、 ガラ クタ 。]1 ガル ド に も な りゃ し な い 」 
騎士 B ” 「1 ガ ルド に すら !? そり ゃ どん な 宝物 な ん で すか ね 。 一 度 、 見 て みた 
IIIYN) DUMUCMIS 。 > | 0 クト 

騎士 A 「 だ か ら 、 ガラ クタ な ん だ よ 。 ひ ゃ ひ ゃ ひ ゃ ひ ゃ ……」 
閥 ユー リ 「 あ ん な に 言い た 放題 じゃ 、 ハ ンク ス じ いさ ん も 形 無 ( か た な ) し だ な 。 


ま 、 確か に ガラ クタ だ けど さ 」 
ユー リ は 定 下 の 石 を 拾い 上 げ 、 騎士 に 投げ つけ る 。 


騎士 A 「 あ 放っ 」 
騎士 B 「 な っ …… だ 、 誰 だ ! う ぁ あっ !」 
コー リ 「 ガ ラク タ の 価値 も わか ら ね ぇ な ら お まえ ら は ガラ クタ 以下 だ よ 。 ラ ピ ー 
| トド 央 える か の の 


ユー リ に うな が され た ラビ ピー ド は 、 大 き な 屋 敷 に 入っ て いく 。 ふ と 街灯 に 目 を や る と 、 明か 

り が 灯っ て いな い 。 

閲 ユー リ 「……: こ こも 魔 核 ( コ ア ) や られ て や が る 。 こり ゃ 、 ずい ぶん と 手癖 (て く 
せ ) の 悪い の が いや が る な 。 に し て も 、 さす が 貴族 様 の 街 。 魔 核 (コア ) 
の ひと つや ふた つじ ゃ 、 誰 ひ と り 騒が ね えと きた か 。 下 町 は 魔 核 (コア ) 
ひと つ で お 祭り 騒 ざ っ て の に 。 奈 っ て る な ら 、 下町 に よこ せっ て ん だ よ 」 


ラビ ピー ド が 屋敷 か ら 出 て き て 、 ユー リ の 方 を 向く 。 


問 ユー リ 「 み っ け ]」 

ユー リ と ラビ ー ド は 、 屋敷 の 玄関 まで 進む 。 穫 
閲 ユー リ 「 こ こ か 。 な ん か 、 人 の 気配 が し ね ぇ な あ …--」 

玄関 の 扉 は 開か な い 。 ユ ー リ は 扉 を 蹴 飛 ば し て 、 あたり を 見 回 す 。 

問 ユー リ 「 他 に 入り 口 は ね え の か な …… ?」 

屋敷 の 側面 に 回 り 、 窓 を 調べ る 。 

関 ユー リ 「 お っ …… 開 いて る ……? こっ か ら 入 れん な 」 0 
ユー リ は 窓 を 飛び 越え 、 屋敷 内 へ 侵入 する 。 

ユー リ 「……: こ て の 家 の ど こ か に モル ディ オ が ひそ ん で や が る は ず な ん だ が -…-」 
光二 た ド 沈 埋 間 6 で CE 
閲 ユー リ 「 ダ メ 、 か ……。 ここ も ダメ 、 と ……:。 な る ほど な ……。 こ こま で 厳重 に 


し と きゃ 窓 が 一 つく らい 開い て て も 大 丈夫 っ て こと か 。 
開か な い 、 か 0 ご うす つか な 822 」 


ら 階 奥 の ドア を 調べ 終え た と き 、 背 後 で 扉 の 開く 音 が 聞こ える 。 階下 に は 、 袋 を か つい だ ロー 
ブ 姿 の 人 物 が いた 。 


閲 ユー リ 「 あ いつ は ……」 

ロー ブ 姿 の 人 物 は 袋 を 置き 、 青く 輝く 魔 核 (コア ) を 満足 げに 見 つめ る 。 
ユー リ 「 お し 、 お 宝 発見 !」 

すばやく 飛び 降り 、 ラビ ピード と 挟み 撃ち に する ユー リ 。 

閲 ユー リ 「 お まえ 、 モル ディ オ だ な ?] 


ユー リ が 近づく と 、 慌て た ロー ブ 姿 の 人 物 は 煙 と 共に 次 を 消し て し まう 。 し か し 、 ラ ピ ー ド 
の 口 に は 、 ロー ブ 姿 の 人 物 が 担い で いた 袋 が あっ た 。 


問 ユー リ 「 よ し 、 よく や っ た 、 ラ ピ ー ド 」 
袋 の 中 身 を あら た め る ユー リ 。 
問 ユー リ 「 な ん だ よ ! 魔 核 ( コ ア ) が ね え ぞ ! 魔 核 ( コ ア ) を 取り 返し て 一 発 ぶ 


ん 殴っ て や ろう ぜ 」 


| ラ ピ ー ド 「 ワ ン っ !」 
ユー リ は ラレー ド と 共に 度 敷 を 出る 。 する と 外 に は 、 2 人 の 騎士 が 待ち 受け て いた 。 


7?? 「 騒 ざと 聞い て 来 て 見 れ ば 貴様 ( き を さ ま ) な の で ある か ユー リ |」 ー 

癌 2?? 「 つ い に 食 えな く な っ て 貴族 の 家 に ドロ ボウ と は …… 貴 様 ( き さま ) も 落 ーー 
ち た も の な の だ !」 “ 

関 ユー リ 「 な ん だ 、 デコ と ボコ か 」 


アデ コー ル  「 デ コ と 言う な で あてる!」 

回 | ボッ コス 「 ボ コ じ ゃ な い の だ 1 

時 を に 送 げ る ロー ブ 拓 の 人 物 を 、 ユー リ は 追い か け よ うと する が ……。 
に | ボッ コス 「 逃 げ よ うと し て も そう は いか な い の だ 1!」 

ロー ブ 姿 の 人 物 は 馬車 で 去っ て いく 。 うん ざり する ユー リ 。 

関 ユー リ 「 逃 げ て る よう に 見 える か ? ああ 、 だ か ら 出世 を 見 逃す の か 」 
半 ボッ コス 「 な 、 な ん と いう 暴言 (ぼう げん ) か !」 

アデ コー ル  「 取 り 消す の で あー る !」 

武器 を 構え る ら 人 に 対し て 、 ユー リ も 創 を 抜く 。 


ユー リ 。 [この 方 が 手 っ 取り 早く て いっ か 」 - 本 て トー 

この わり 早く て いっ か 

還 「 ア デコ ー ル は 下がっ て る の だ 。 騎士 団 の 名 誉 に 賭け 、 ここ は 私 が ……」 Pe 
「 い や 、 騎士 団 の 名 誉 は 私 が 守る で あー る 。 下っ端 は 下がっ て いる の で まし 、 3 


あー る 」 
「 下 っ 端 は お まえ だ ろう が …… !」 
アデ コー ル 「 い や 、 私 が 上 司 で あー る !」 


較 ユー リ 「 そ ん な ふう に 取り 合い され ん の は 光栄 だ けど 、 移動 くら い 満足 に し ろ 二宮 主 
よ な 。 お い 、 行く ぞ ! いい の か ?」 陽二 幸便 N 議 提 昌 間 nonrro-s, 


回 ボッ コス  「 私 が 上 司 だ !] 
アデ コー ル 「 い いや 、 ボ ッ コ ス は 私 の 部 下 で あー る !」 


閲 ユー リ 「 一 発 か まし て や ん な いと わか ん ね ぇ か な 、 こい つら は 」 

騎士 ら 人 を 容赦 な く 攻撃 する ユー リ 。 

1 ボッ コス 「 い っ で で で や …] 

関 ユー リ 「 ど うだ 、 利 い た か 、 オレ の 攻撃 」 PR 

癌 ボッ コス 「 お の れ ! 話し 合い の 途中 に 攻撃 な ん て 卑 改 だ ぞ !」 ae いい かっ て …… 軸 た よど? 
閲 ユー リ 「 オ レ 、 殴る 前 に 一 言 、 いい か っ て …… 聞 いた よ な ?] Sc 和志 | 
アデ コー ル 「 く そ 一 !」 

回 「 お い お い ……」 


「 え ぇ えい 、 貴様 、 逃げ る な !」 
「 い や 、 逃げ て る よう に 見 える か ?」 
1 ええ スー い | う 6 も ざー い 由 


「 上 ふ 、 防 が れ た ぁ …… ! 

「 瞬 迅 剣 ! で あー る !!」 

「 う お っ て ご 0 た EAA こよ OO 」 

計 アデ コー ル 「 き ーー 一 っ ! 私 の 技 を 勝手 に 防ぐ な 、 で あー る !」 


ユー リ 「 ム チャ クチ ャ 言う な よ ……。 ま 、 そっ ち が 技 で 来る な ら 、 こっ ち も 行 か 
せ て も ら う ぜ 」 

ユー リ の 技 が アデ コー ル に 誕 裂 する 。 

問 ユー リ 「 も うい っ ちょ 、 行っ と く か 。 次 の は 痛い ぜ …… ?」 

ユー リ の 連続 攻撃 が 決ま り 、 ら 人 の 騎士 は 倒れ 込む 。 

ユー リ 「 ま さか 、 これ で 終り と か 言う ん じゃ ね ぇ だ ろう な ?」 


アデ コー ル  「 こ 、 こ れ で 終っ て た まる か 、 で あー こる!」 
に ボッ コス 「 我 々 の 実力 は こん な も の で は な い ぞ !」 
関 ユー リ 「…… さ て 、 本 気 で 行く ぜ ?」 

| ボッ コス 「 そ れ は こっ ちの 台詞 だ !」 

アデ コー ル 「 そ れ は こっ ちの 台詞 で あー る 」 


関 ユー リ ”。 「 お まえ ら 腕 落ち た ん じゃ ね え の ?」 


SS 


人 
SR 


衝 わ っ た ら 、 い つも の よう に 
ぶち 込ん る で お いて くれ よ 


MP.56 1 


So 1 峡 旨 いや ぁ 、 ぞ こ は 誤 族 の 面 が 
3 邪魔 を し て っ て や つ で な 
今 、 館 に あん の は 詩作 よ ぉ 


ぞろぞろ じっと し て る の も 
疲れ る 張 で し ょ ー よ 、 お 隣 さ ん 。 
目覚 め て る ん じゃ な い の ? 


ほん と に 面 曲 い お っ さん だ な 


ぁ P.492 | ユー リ の 貴族 観 
アデ コー ル S ボ ッ コ ス 戦 


こい や おえ す Y く か デ ーー トン アス 城 


閲 ユー リ 「 ち っ 、 手抜き すぎ た か …-」 

戦闘 を 終え る と 同時 に 、 騎士 が 次 々 と 集まっ て くる 。 

ユー リ 「 こ りゃ 馬車 は も う 無理 だ な 」 

ユー リ を 包囲 する 騎士 た ちの 後方 か ら 、 身分 の 高 そう な 騎士 が 姿 を 現す 。 

 ??? 「 さ す が シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 、 こん な 下 民 ( げ みん ) ひ と り 、 捕まえ られ な い 
と は 無能 だ ね 」 


上 M アデ コー ル 「 こ 、 こ れ は キュ モー ル 隊 長 ! と て も 見 苦し い 所 を 、 で あー る 」 

| ] キュ モー ル 「 キ ミ た ちの よう な 生ま れ の 卑しい ヘナチョコ 隊 、 騎 士 団 に は いら な いん だ よ ] 

ボッ コス 「 グ ッ …… シ ュ 、 シュ ヴァ ー ン 隊長 に は ご 内 密 に 、 お 、 お 願い し ます 」 

ユー リ [逃げ た の が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 泥棒 な ら 、 逃 が し た の は 税金 泥棒 か よ 」 

ユー リ は ラ ピ ー ド が 袋 を 持っ て 逃げ る の を 確認 し 、 剣 を 地面 に 投げ 捨て る 。 

ユー リ 「 し ょ う が ね えな ……」 

MM アデ コー ル 「 飼 い 犬 に も 見 放さ れる と は 、 これ は 傑作 (けっ さく ) な の で あー る !」 

ボッ コス 「 ぎ ゃ は は は は は っ !」 

|] キュ モー ル  「 毎 度 、 毎度 、 忙し いね 、 ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 君 。 僕 も 忙し いけ ど 、 ちょ っ 
と だ け 遊 ん で あげ る よ 。 僕 の キュ モー ル 隊 が ね !」] 

ユー リ 「 お まえ ら が そう だ か ら 、 フレ ン が 苦労 する ん だ よ 」 

| ] キュ モー ル 「 あ ん な 成り 上 が り の 小隊 長 に は 苦労 が お 似合い だ よ 」 

キュ モー ル 隊 の 騎士 た ち が ユー リ に 詰め 寄る 。。 。。 。 

| ] キュ モー ル 「 終 わっ た ら 、 い つも の よう に 独房 (どく ぼう ) に ぶち 込ん で お いて くれ よ 。 
十 日 (と お か ) も 入れ れ ば 反省 する だ ろう か ら ね 」 


ザー フィ アス 城 の 独房 。 ベッ ド で うな だ れる ユー リ の 耳 に 、 うさ ん くさ そう な 男 の 声 が 入る 。 


較 zz 「 で 、 その 例 の 盗賊 が 、 難攻不落 (な ん こう ふら く ) の 貴族 の 館 か ら 、 す 
ん ご い お 宝 を 盗ん だ わけ よ 」 9 フト 
城 の 看守 「 知 っ て る よ 。 盗 賊 も 捕まっ た 、 盗品 も 戻っ て きた だ ろ 」 
開 2?? 「 い や ぁ 、 そこ は 四 族 の 面子 (めん つ ) が 邪魔 を し て っ て や つ で な 。 今 、 
館 に あん の は 族 作 (が ん さく ) よ ぉ 」 
城 の 看守 | バカ な 
開 25? 「 こ こ だ け の 話 な ? 漆黒 の 細 ( シ ッ コ ク の ツバ サ ) が 目 の 色 変え て 、 ア 
ジ ト を 探し て ん の よ 」 


城 の 看守  「 例 の 盗賊 ギル ド か ?」 
つい つい 聞き 入っ て し まっ た 看守 は 、 は っ と し て 我 に 返る 。 
城 の 看守 " 「 ご ほん っ 。 大 人 し くし て ろ 。 も うす ぐ 食 事 だ 」 
看守 は 去り 、 屋 に は ユー リ と うさ ん くさ い 男 の 2 人 。 


開 2?? 「 そ ろ そ ろ じ っ と し て る の も 疲れ る 頃 で し ょ ーー よ 、 お 隣 さん 。 目 覚め て る 
ん じゃ な い の ?」 

閲 ユー リ 「 そ うい う 嘘 、 自分 で 考え ん の か 。 お っ さん 、 暇 だ な 」 

7? 「 お っ さん は 酷い な 。 お っ さん 傷 付 く よ 。 それ に ウソ っ て わけ じゃ な い の 。 
世界 中 に 散ら ば る 俺 の 部 下 た ち が 、 必死 に 集め て きた 情報 で な ……」 

閲 ユー リ 「 は っ は っ 。 ほん と に 面白 い お っ さん だ な ]」 

開 zz? 「 蛇 (じゃ ) の 道 (みち ) は 蛇 ( へ び )。 た めし に 質問 し て よ 。 な ん で も 答え 


られ る か ら 。 海賊 ギル ド が 沈め た お 宝 か ? 最 ( さ い ) 果 て の 地 に 住む 
賢人 (けん じん ) の 話 か ? それ と も 、 そう だ な ……」 


関 ユー リ 「 そ れ よ りこ こ を 出る 方 法 を 教え て くれ ] 


開 22? 「 何 し た か 知ら な いけ ど 、 十 日 ( と お か ) も 大 人 し くし て れ ば 、 出し て も ら 
える で し よ ょ 」 

較 ユー リ 「 そ ん な に 待っ て た ら 下 町 が 湖 に な っ ちまう よ 」 

開 2?? 「 下 町 …… あ あ 、 聞い た 、 聞い た 。 水 道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) が 
壊れ た そう じゃ な い 」 5 

関 ユー リ 「 今 頃 …… ど うな っ て ん だ か な 」 

開 ?e? 「 悪 いね 。 そ の 情報 は 持っ て な いわ ]」 

ユー リ は 立ち 上 が り 、 独 房 の 扉 を 調べ る 。 

開 ユー リ 「 モ ルディ オ の や つも どう すっ か な ]」 

還 oo 「 モ ルディ オ っ て 、 アス ピオ の ? 学術 都市 の 天才 魔 導 士 と お た く 関 係 
あっ た の ?」 

開 ユー リ 「 知 っ て る の か ?] 

開 2?? 「 お ? 知り た いか 。 知 り た けれ ば 、 それ 相 応 の 報酬 を も ら わな いと 
ea 」 

較 ユー リ 「 学 術 都市 アス ビオ の 天地 魔 導 士 な ん だ ろ ? ご ち そう さま 

開 2?? 「 い 、 いや 、 違う 、 違う っ て 。 美食 ギル ド の 長老 の 名 だ 。 い や 、 ま て 、 そ 
れ は 、 あれ か ……」 

の 声 を さえ ぎる よう に 扉 の 開く 音 が 洲 く 。 定 屋 に 入っ て きた の は 、 白髪 の 騎士 だ っ た 。 

「 出 ろ 」 
「 い いと ころ だ っ た ん で す が ね え 」 
「 早 くし ろ 」 


SB 了 了 了 了 トバ トト トバ バーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 お っ と 」 
[騎士 団長 直々 (じき じき ) な ん て 、 お っ さん 、 何者 だ よ 」 


その 言葉 と と も に 、 男 は カギ を 投げ 入れ る 。 ら 人 の や り と り に 、 騎士 団長 が 割っ て 入る 。 
国 アレ クセ イ 「 何 を し て いる 」 


開 ze 「 は い は い 、 た だ いま 行き ます っ て 」 

騎士 団長 と 男 が 去っ た あと 、 ユー リ は 受け 取っ た カギ を まじ まじ と 見 つめ る 。 

関 ユー リ 「…… そ りゃ 抜け 出す 方 法 、 知り た いと は 言っ た けど な 」 

カギ を 差し 込ん で 回 す と 、 扉 は 音 を 立て て 開く 。 

関 ユー リ 「 マ ジ で 開く の な 」 

独房 を 出 て 、 周囲 を 見 回 す 。 

関 ユー リ 「 相 変わ ら ず の ざる 警備 か よ ……。 これ な ら 抜 け 出せ っ けど 、 脱獄 罪 の 


上 乗せ は 勘弁 だ な 。 下 町 の 様子 を 見 に 行く だ け な ら 、 朝 まで に 戻っ て 
こら れる か ……。 女神 像 っ て の も 試す 価値 は あり そう だ 」 
取り 上 げ ら れ た 荷物 を 回 収 し て 、 宇 屋 を 抜け 出す ユー リ 。 し か し 、 定 屋 を 出 た と ころ で 早 
くも 騎士 に 上 見 つけ られ て し まう 。 


騎士 [何者 だ ] 
関 ユー リ 「 ち っ 、 見 つか っ た !?」 
義 ユー リ し ば ら < 眠 っ て て くれ よ 。 こ れ 以 上 、 罪 状 増やし た くね え け ど 、 見 つか っ 


た ら や る し か な いな 。 うろ ちょ ろ し て る 敵 に は 気 を つけ な いと な 」 


和 士 [どう や っ て 逃げ や が っ た ん だ 、 まっ た く …… 来 い 
独房 へ と 戻さ れる ユー リ 。 再度 脱出 する た め 、 独房 の 扉 に カギ を 差し 込む 。 
ユー リ 「 ま 、 鍵 が あり ゃ 、 な ん て こと な いけ ど ……。 こん な こと 、 何 回 も 繰り 返 


せ ね ぇ し …… 気 を つけ よ …… つ と 」 
宣 屋 を 出る と 、 ふた た び 騎 士 と 鉢合わせ し て し まう 。 
騎士 「 ま た お まえ か !」 


スキ ッ ト p P.492 | 率 屋 に 入れ られ て 


… ぞ りゃ 抜け 出す 方 法 
知り た いと は 言っ た けど な 


ーー で - 
ホネ テマ ホ マイ マイ ィ ー 


生か かく メオ バチ 芝 な を を: 直ら あや スコ 帝都 ザー フィ アス 城 キ | 


oo 


ON 


城内 を 進ん で いく と 、 ドレ ス を まとっ た 女性 が 騎士 に 邊 わ れ て いる 場面 に 出くわす 。 と っ 


さ に 身 を 隠す ユー リ 。 
騎士 A 「 も う 、 お 戻り くだ さい 
?22 今 は 戻れ ませ ん !」 
騎士 A 「 こ れ は あな た の た め な の で す よ 」 
騎士 B 「 例 の 件 に つき まし て は 、 我 々 が 責任 を 持っ て 小隊 長 に 伝え て お きま す の で 」 
?2? 「 そ う 言っ て 、 あな た 方 は 、 何 も し て くれ な か っ た で は あり ませ ん か 」 
2 人 の 騎士 は 顔 を 見 合わ せ て 、 女性 に に じ り 寄る 。 女性 は すか さ ず 剣 を 構え る 。 
本 REGb2MKeSO 
騎士 A 「 お 止め に な られ た ほう が …… お 怪我 (けが ) を な さい ます よ ?」 
?2? 「 合 の 扱い は 心得 (ここ ろ え ) て いま す 」 
騎士 A 「 致 し 方 あり ませ ん ね 。 手 荒 な 真似 は し た く あ り ま せん で し た が ……」 
騎士 た ち を 剣 を 抜き 、 速く か ら は さら に 騎士 が や っ て くる 。 
騎士 C 「 お い ! いた ぞ ! こっ ち だ !」 
22? 「 お 願い し ます ! 行か せ て くだ さい ! どう し て も 、 フ レン に 伝え な け 
れ ば な ら な いこ と が ン 
関 ユー リ 「 フ ルン だ っ で る 
続々 と 集まっ て くる 騎士 を 、 ユーリ の 蒼 破 刃 が 貫く 。 
閲 ユー リ 「 て あっ !」 
騎士 C 「 う わあ っ !」 
騎士 D 「 な っ 
222 「 フ レン ……!? わた し を 助け に …… ?」 
女性 が ユー リ の 方 を 向く 。 まま 
92 「 だ 、 誰 ? 
騎士 B 「 貴 様 ( き さ ま )、 何者 だ !」 
ユー リ 「 っ た く 、 こっ そり の は ず が 、 いき な り 厄 介 ご と か よ 」 
騎士 A 「 こ いつ 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 持っ て る の か 」 
騎士 B 「 ふ た り で か か れ ば 問題 な い 」 
ユー リ 「 最 近 の 騎士 団 じゃ 、 エス コー ト の 仕方 も 教え て くん な い の か ?」 
コー リ 「 く っ …… く そお ぉ ……] 
騎士 A 「 ま だ や る か !?」 に ー 
騎士 B 「 と ど め だ 」 * 
ユー リ は 力 を 振り し ぼり 、 蒼 破 刃 を 放つ 。 
閲 ユー リ 「 た あぁ っ …… 1 
騎士 A ゴゴ 
騎士 B 「 つ わぁ っ 1!!」 
閲 ユー リ 「 避 うっ 守 : 6 や バス え 等 」 


騎士 た ち を 倒し た ユー リ の 背後 に 、 女性 が 忍び 寄っ て 花瓶 を 振り 下ろ す 。 


?22 「 え いっ !」 


と っ さ に 回 避 す る ユー リ 。 花瓶 は 床 の 上 で 砕け 散る 。 


関 ユー リ 「 な に すん だ 

?2? 「…… だ っ て 、 あな た 、 お 城 の 人 じゃ な いで す よ ね ?」 

関 ユー リ 「 そ う 見 えな いっ て ん な ら 、 それ また 光栄 だ な 」 

その と き 、 遠く か らし わが れ た 声 が 聞こ える 。 

??? 「 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ー ル ! どこ だ | 


kk アデ コー ル  「 不 届き な 脱走 者 め ! 逃げ 出し た の は わか っ て いる の で あー る 」 
閲 ユー リ 「 ち っ 、 また めい つら か 。 も う 許 屋 に 戻る 意味 、 な く な っ ちまっ た よ 」 


「 馬 鹿 も ー ん ! 声 が 小さ て い 晶 

「 ル ブラ ン 小 隊長 は 、 声 で か すぎ て 耳 が ……」 

「 ユ ー リ ・ ロ ロー ウェル? も し か し て 、 フレ ン の お 友達 の ?」 
「 あ あ 、 そう だ けど 」 

「 な ら 、 以前 は 騎士 団 に いた 方 な ん で す よ ね ?」 

「 ほ ん の 少し だ け だ けど な 。 それ 、 フレ ン に 聞い た の ?] 

「 は い 」」 

「 尺 て ん 、 あい つ に も 城 の 中 に 、 そん な 話す る 相手 いた ん だ な 」 
「 あ の 、 ユー リ さ ん ! フレ ン の こと で 、 お 話 が !」 

「 ち ょ い 待 っ た 。 あ ん た 一 体 、 な ん な ん だ ? フレ ン の 知り 合い な の は 
わか っ た けど 、 どう し て 騎士 団 に 追わ れ て ん だ よ 」 

アデ コー ル た ちと は 別 の 方 向 か ら 、 騎士 の 声 が 響く 。 


ーー ンーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


騎士 E 「 こ っ ち だ 」」 
閲 ユー リ 「 事 情 も 聞き た いけ ど 、 お 互い の ん びり し て らん な いな 。 まず は フレ ン 
の と ころ に 案内 すれ ば いい か ?] 
彫 ??? 「 あ 、 は い 引 
本 ユー リ 「 い く ぞ 」 
ユー リ は 女性 と と も に 、 城内 を 進ん で いく 。 
本 ユーリ 「…… ん ? な ん か いい 匂い が する 」]」 
に | ??? 「 あ 、 本 当 で す 。 な ん で し ょ う ?」 
閲 ユー リ 「 そ うい や 、 この 辺 に 騎士 の 食堂 が めった な ]」 


城内 を さら に 進み 、 つ 人 は と ある 部 屋 の 前 に た どり 状 く 。 


2? 「 こ の 辺り …… だ っ た よう な ……」 

ユー リ 「…… あ ん た の 立っ て る そこ が フレ ン の 部 屋 だ ろ …… ?] 

部 屋 に 入る ユー リ と 女性 。 ーー「 1 

ユー リ 「 や け に 片付い て る な ……。 こり ゃ あ 、 フ レン の や つど っ か に 遠出 か も な 」 

違 | ??? 「 そ ん な …… 間 に 合わ な か っ た 」 

ユー リ 「 ん で 、 一 体 ど ん な 悪さ や や ら か し た ん だ ?」 

に | ??? 「 ど うし て ? わた し 、 何 も 悪い こと な ん て し て ませ ん 」 

ユー リ 「 な の に 騎士 に 追い まわ され る の か ? 常識 じゃ 計れ ね えな 、 城 ん 中 は 」 

同 ??? 「 あ の ! ユー リ さ ん 

ユー リ 「 な ん だ よ 急 に 」 し つう 

同 se? 「 詳 し いこ と は 言え ませ ん けど 、 フレ ン の 身 が 危険 な ん で す ! わた し 、 
それ を フレ ン に 伝え に 行き を た いん で す 」 

本 ユー リ 「 行 きた きゃ 、 行け ば いい ん じゃ な い の か ?」 だ 

間 oo "それ は …-」 

癌 ユー リ 「 オ レ に も 急ぎ の 事情 が あっ て ね 。 外 が 落ち 着い た ら 、 下町 に 戻り た い 
ん だ よ 」 

2?9? 「 だ っ た ら 、 お 願い し ます 。 わた し も 連れ て 行っ て くだ さい 。 今 の わた し 
に は 、 フレ ン 以 外 に 頼れ る 人 が いな いん で す 。 せ め て 、 お 城 の 外 ま で 
。 お 願い し ます 、 助け て くだ さい 」 

閲 ユー リ 「 わ け あ りな の は わか っ た か ら せ め て 名 前 くら い 聞 か せ て くん な い ?」 


ら 人 が 会 話し て いる と 、 突然 ドア が 吹き 飛ば され る 。 
29 「 ひ ゃ あっ 」 
赤い 瞳 の 男 が 部 屋 に 入っ て くる 。 


ふーん 、 あ いつ に も 城 の 中 に 、 
そん な 話す る 相手 いた ん だ な 


そう いや 、 こ の 辺 に 
騎士 の 食堂 が あっ た な 


だ っ た ら 、 お 珠 い し ます 。 
わた し も 達 れ て 行っ て くだ さい 


さあ 、 上 が っ て キタ ァ メ / 
上 が っ て キタ リリ / 
いい 感じ じゃ な いか !// 疾 議 識 


相 ま 、 完 璧 に 問 違っ て る ぜ 。 
仕事 は も っ と 丁寧 に や ん な 


うわ は は は は っ …… ソ 
オレ の 邪魔 を する な / 
まだ 上 り 詰 めちゃ いな い ! 


こも ゆっ くり で き ね え の な 


を 


こま っ ーー 
オレ の せい と な に 
な っ て ね ぇ よ な 


2?? [オレ の 刃 (や い ば ) の エサ に な れ ……」 
ユー リ が 動じ ず に そっ ぽ を 向い て いる と 、 男 は 武器 を 振り 、 タン ス の 上 の ツボ を 割る 。 


ユー リ 「 ノ ッ ク ぐ らい し ろ よ な ]」 
| ??? 「 オ レ は ザ ギ …… お まえ を 殺す 男 の 名 、 覚え て お け 、 死ね 、 フ レン ・ シ ー フ ォ … 


突 然 襲い か か る ザ ギ に 、 ユー リ は すばやく 応戦 する 。 し ば らく 戦闘 を 続け て いる と ……。 
ザ ギ 「 い い 感 じ だ 」 


ユー リ 「 は あ ? 何 が だ よ 。 こ っ ち は ち っ と も よく ね えよ 」 

ザ ギ 「 い いな 、 そ の 余裕 も 。 あ は は っ !! さあ 、 上 が っ て キタ !! 上 が っ て キタ !| 
いい 感じ じゃ な いか !」 

ユー リ 「 急 に 変わ りや が っ た な 」 

に | ザ ギ 「 あ は は は は は は っ !」 

ザ ギ の 攻撃 を 、 ユ ー リ は か ろう じ て 防 ぐ 。 

関 ユー リ 「 く っ 」 塊 0 

9? 「 わ た し も お 手伝い し ます 

問 ュー リ 「 く る な っ !」 


ザ ギ を 払い の け 、 参戦 する 女性 を いな す ユ ー リ 。 


??? 「 で も っ !」 


ザ ギ 「 あ あ 、 いい ぜ ! 何人 で も 掛か っ て 来い !| 
関 ユー リ 「 無 理 し ね え で や ば く な っ た ら 退 け よ 」 
??? 「 は いっ 」 


「 簡 単に 終ら せな いで くれ よ ? こん な 闘い は 久 し が りな ん だ か ら な あっ !」 


回 ユー リ 「 相 手 、 完璧 に 間違っ て る ぜ 。 仕事 は も っ と 丁寧 に や ん な 」 
9 の 「 こ の 人 は 、 フレ ン じ ゃ あり ませ ん 」 
ザ ギ 「 そ ん な 紫 細 (ささ ざい) な こと は 、 どう で も いい ! さあ 、 続き を や る ぞ !」 


ユー リ 「 そ りゃ 、 ど うい う 理 屈 だ よ 。 っ た く 、 フ レン も と ん で も ね え の に 狙わ れ て ん な 」 
突如 、 黒 装束 の 男 が 部 屋 の 入り 口 に 現れ る 。 

黒 装束 の 男 「 ザ ギ 、 引 き 上 げ だ 。 こっ ちの ミス で 、 騎士 団 に 気付 か れ た 」 
な ん の 前 触れ も な く 男 を 斬り つけ る ザ ギ 。 
黒 装束 の 男 「 さ き 、 買 様 (を さま )」 人 
問 サザ ”  「 う わ は は は は っ ……! オレ の 邪魔 を する な ! まだ 上 (の ぼ ) り 詰 ( つ ) 

めちゃ いな い !」 

黒 装束 の 男 「 騎 士 団 が 来る 前 に 退 ( ひ ) く ぞ 。 今日 で 楽し み を 終わ り に し た い の か ?」 

男 を 何 度 も 町 りつ けた あと 、 サギ は 無言 で 去っ て いく 。 ます 


ユー リ 「 こ こも ゆっ くり で き ね え の な 。 

…… 女神 像 の 話 に 賭け て 、 さっ さと お いと ます る か 」 
の 「 あ の 、 ユー リ さ ん 」 NN NNWe 
開 ユー リ 「 わ か っ た よ 。 ひと まず 城 の 外 ま で は 一 緒 だ 」 2 
> ペド し 
凍り th の エモ 2 テリ ー 必 才 < で |  。 060{6{ 
エス テリ ー ゼ 「 待 っ て くだ さい 、 ドア 直さ な いと ……」 
ユー リ 「 ん な こと し て る 場合 じゃ ね ぇ だ ろ 」 
エス テリ ー ぜ [で も …| 
間 人 6 
ユー リ は 手早く ドア を 直す 。 
問 ユー リ 「 ほ ら よ 、 さ 、 行く ぞ 」 っ 


問 ユー リ 「…… さ っ き の 連 中 の せい か 、 こ れ …… ? オレ の せい と か に な っ て ね ぇ 
よ な ]」 

エス テリ ー ゼ 「 ケ ガ 人 が 出 て な けれ ば いい けど 」 

ユー リ 「 騎 士 団 も 自分 た ちの 身 く らい は ちゃ ん と 守っ て ん だ ろ 」 


エス テリ ー ゼ 「 そ う で すね 」 

階下 か ら 聞こ える 、 し わが れ た 声 。 

ルプ ラン 「 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル ! どこ に 逃げ お っ た !」 

は ソン 「 ほ ら 、 元気 な の が 来 た ぞ 。 この 声 、 ルブラン だ な ]」 


。 | エス テリ ー ゼ 「 あ の …… お 知り 合い な ん で すか 」 
ュー リ 「 ま 、 ちょ っ と 前 に な 。 …… と 、 そん な こと より 急ぐ ぞ 」 、 2 胃 
歩き 出す る 人 だ っ た が 、 エス テリ ー ゼ は ドレ ス の 福 を 呈 み つけ て パラ ンス を 崩し て し まう 。 剛 
ユー リ 「 そ の 目立つ 格好 (か っ こう ) も 、 どう に か し た 方 が いい な 」 

| エス テリ ー ゼ 「 着 替え な ら こ の 先 の わた し の 部 屋 に 行け ば …」 

ユー リ 「 ん じゃ 、 それ で 行こ う 」 

城内 を 進ん で いく と 、 エス テリ ー ゼ が 白い 扉 の 前 で 立ち 止ま る 。 

に | エス テリ ー ゼ 「 こ こ が わ た し の 部 屋 で す 。 着 替え て きま す の で 少し 待つ っ て いて くだ さい ] 
ユー リ 「 わ か っ た 。 手短 に な 」 

エス テリ ー ゼ は 部 屋 に 入っ た か と 思う と 、 すぐ に 剣 を 携え て 扉 か ら 顔 を の ぞ か せる 。 

ド | エス テリ ー ゼ 「 念 の た め 」 


ユー リ 「 心 外 だ な 。 覗 ( の ぞ ) く わけ な い だ ろ 」 
ド | エス テリ ー ゼ 「 フ レン か ら 「 会 っ た ら 用 心 す る よう に 」 っ て 、 言わ れ て ます か ら 」 
ユー リ 「 余 計 ( よ けい ) な こと 吹き 込み や が っ て 」 


し ば らく する と 、 エス テリ ー ゼ が 部 屋 か ら 出 て くる 。 


ユー リ 「…… い や 、 似合っ て ね えな と 思っ て 」 

叶 エス テリ ー ゼ 「 そ う で し ょ うか ?」 

ユー リ に 近づき 、 手 を 差し 出す エス テリ ー ゼ 。 

開 ユー リ 「 何 、 こ れ ?] 

ド に | エス テリ ー ゼ 「 よ ろ し くっ て 意味 で す 」 

ユー リ は お ざ な り に エス テリ ー ゼ の 手 を つか み 、 すぐ に 放す 。 
癌 ユー リ 「 ん じゃ 、 行く ぜ 」 

四 | エス テリ ー ゼ 「 は い 」」 


スキ ッ ト と ん だ 拾い 物 / 侵 入 者 ザ ギ に つい て 1 ノン フ レン に つい て ノノ 追っ手 が 来る ぞ 
戦闘 会 話 ザ ギ 戦 ( 1 回目) ノ ザ ギ 戦 (2 回 目 ) 


PART 


魔 枝 礁 還 編 


ホー ル ま で 進む と 、 女神 像 が 目 に 入る 。 
ユー リ 「 上 ー ん …… こ れ か が 」 


や っ て みる 価値 は 
あん じゃ ね え の 


癌 ユー リ 「 動 か し た ら 秘 密 の 抜け げ 穴 が ある と か な ]」 
エス テリ ー ザ ぜ 「 ま さか -…」 
閲 ユー リ 「 や っ て みる 価値 は あん じゃ ね え の 」 


ユー リ が 女神 像 を 引い て みる と 、 その 下 に 階段 が 現れ る 。 


開 エス テリ ー ゼ 「…… え ? 本 当 に ……?」 


ユー リ 「 う わ 、 本 当 に あり や が っ た …」 

エス テリ ー ゼ 「 も し か し て 、 ここ か ら 外 に ?」 

ユー リ 「 保 障 は な い 。 オレ は 行く けど 、 どう する ?」 

エス テリ ー ゼ 「…… 行 きま す 」 

閲 ユー リ 「 な か な が 勇気 の ある 決断 だ 。 し か し 、 あめ の お っ さん 、 まじ か よ 。 見 た 
目 ど お り 胡 散 ( う さん ) く せ え な 」 

ユー リ が 階段 を 下り よう と する と 、 エス テリ ー ゼ が その 手 を つか む 。 

関 ユー リ 「 ど うし た ? や っ ぱり 、 や めん の ?」 


エス テリ ー ゼ 「 い え 、 手 、 ケガ し て ます 。 ち ょ っ と 見 せ て くだ さい 」 
エス テリ ー ゼ の 周囲 に 光 が 発生 し て 術 式 の よう な も の が 現れ 、 ユー リ の 傷 が 治る 。 
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エス テリ ー ゼ 
窓 か ら 見 る の と 、 
全然 違っ て 見 えま す 


kP.493 | 城 で 会 っ た 怪し い 男 


閲 ユー リ 「 ん ?] 

ユー リ は と っ さ に エス テル の 手 を つか み 、 その 腕 に つい た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 見 る 。 
に:| エス テリ ー ゼ 「 き ゃ あっ !」 
閲 ユー リ 「 あ 、 悪 い ……。 き れい な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) だ と 思っ た ら 、 つ い 、 手 が ] 
呈 了 0 リー ビ | に それ 8Be9 析 に し 、- 0 リー 
関 ユー リ 「 ほ ん と に それ だ け 。 …… 手 、 あり が と な 」 
因 | エス テリ ー ゼ 「…… い 、 いえ 、 これ くら い 」 

ユー リ 「 ほ ら 、 行く ぞ 」 
階 彼 を 下り た 先 は 、 薄暗い 地下 道 。 
閲 ユー リ 「 こ ん な と ころ に も 、 魔物 が いや が る の な 」 


魔物 が ら 人 に 気づく 。 

較 ユー リ […… つ と 、 ちゃ ちゃ っ と 片付け ます か | ドー ポニ ーー 
回 エス テリ ー ゼ 「 ユ ー リ さん 、 前 か ら も …… 
関 ユー リ 。 「 ち っ … 厄 介 だ な ] 

魔物 の 群れ を 撃退 し た ユー リ た ち 。 


癌 ユー リ 「…… ま 、 こん な も ん か 」 


閲 ユー リ 「 少 な い 敵 を 相手 に し て 確実 に 倒す か 、 いっ ぺん に 多く の 敵 を な ぎ 倒 す 
oe の まれ 2000KNSU99 er 
隔 | エス テリ ー ゼ 「 ユ ー リ さん は どっ ちな ん で すか ?」 

関 ユー リ 「 ど っ ち で も いい だ ろ 。 さ 、 急ぐ ぜ 」 

直 | エス テリ ー ゼ 「 あ 、 ちょ っ と ……。 待 っ て くだ さい 」 

地下 道 を 進み 、 ら 人 は 外 へ つなが る は し ご を 上 る 。 


ユー リ は 周囲 を 確認 する 。 
関 ユー リ 「 貴 族 街 に 繋 ( つ な ) が っ て ん の か 」 
了 | エス テリ ー ゼ 「 窓 か ら 見 る の と 、 全然 違っ て 見 えま す 」 


居 ] エス テリ ー ゼ 「 は 、 は い 、 そう な ん で す 」 

閲 ユー リ 「 ま 、 と りあ え ず 脱出 成功 つて こと で 」 

ユー リ が 手のひら を 掲げ る と 、 エス テル は それ を 指先 で つつ く 。 

関 ユー リ 「 あ は は …-」 

也 | エス テリ ー ゼ 「 あ 、 あの 、 な に か 間違え まし た ?」 

開 ユー リ 「 い や …… 別 に 、 な ……。…… で 、 エ ステ リー ゼ は 、 こ れ か ら ど うす ん の ?]」 

四 | エス テリ ー ゼ 「 フ レン を 追い ます 」 

関 ユー リ 遇 寺 和 80 で 0 ooo 

防 | エス テリ ー ゼ 「 先 日 、 騎士 の 巡礼 に 出る と 、 話し て いま し た か ら ……」 

閲 ユー リ 「 あ ー、 あれ か 。 帝国 の 街 を 回 っ て 、 善行 を 積ん で こい っ て や つ 」 

同 | エス テリ ー ゼ 「 は い 。 だ か ら 花 の 街 ハ ルル を 目指 し ます 。 騎 士 の 巡礼 で は 最初 に ハ 
ルル へ 行く の が 慣 (な ら ) わ し で すか ら 」 

閲 ユー リ 「 と な る と 、 結界 (けっ か い ) の 外 か ] 

也 | エス テリ ー ゼ 「 ユ ー リ さん は 結界 (けっ か い ) の 外 を 旅 し た こと あり ます ?」 

閲 ユー リ 「 少 し の 間 だ け な ら な 。 興味 は ある けど 、 下町 を 留守 に する わけ に は い 
か な いし ね 。 オレ も 下町 に 戻る か ら 、 街 の 出口 まで 案内 する よ 」 

居 | エス テリ ー ゼ 「 あ り が と う ご ざい ます 」 


下町 へ 向かう ユー リ た ち だ っ た が 、 騒が し い 声 に 引き 止め られ る 。 

計 アデ コー ル 「 そ この 脱獄 者 ! 待つ の で あー こる! 

ポッ コス 「 こ こ が 年 買 の 納め 時 な の だ !」 

ルブラン  。 「 ば か も 一 ん ! 能書き は いい か ら 、 さっ さと 取り 押さ える の だ !」 

居 | エス テリ ー ゼ 「 ど 、 どう し まし ょ う ?」 

閲 ユー リ 「 ん な も ん …… こ うす ん に 決ま っ て ん だ ろ !」 

足下 の 石 を 投げ つけ る ユー リ 。 石 は 見 事 に アデ コー ル と ボッ コス の 頭 に 命中 する 。 

了 MM アデ コー ル 「 ご が っ !」 

問 ポッ コス 「 も ふっ 

ユー リ 「 下 町 に 逃げ る ぞ 」 

下町 の 噴水 広場 まで や っ て くる と 、 ハン クス に 声 を か けら れる 。 

較 ハン クス 。「 お お 、 ユ ー リ ! どこ に 行っ と っ た ん じゃ !」 

閲 ユー リ 「 ち ょ いと お 城 に 招待 受け て 優雅 な ひと 時 を 満喫 し て た 」 

国 | ハン クス 。「 何 を の ん き な …… そ の 娘 さ ん は ?] 

也 | エス テリ ー ゼ 「 こ ん に ち は 、 エス テリ ー ゼ と 申し ます 」 

較 ハン クス 。 「 い や 、 こ りゃ ご 丁寧 に …-」 

エス テリ ー ゼ に 会 息 し た あと 、 ハン クス は ユー リ に 近づく 。 

国 | ハン クス 。 「 い や 、 そ れ よ り も 騎士 団 じゃ よ 。 下 町 の 惨状 に は 目 も くれ ず 、 お まえ 
さん を 探し て おっ た ぞ 。 や は り 騎 士 団 もめ た ん じゃ な 」 


開 ユー リ 「 ま 、 そん な と こ だ 。 ラ ピ ー ド は 戻っ て る か ?」 
ハン クス 「 あ あ 、 何 か 袋 を くわ えて お っ た よう じゃ が ……」 
開 ユー リ 「 そ の 袋 は ?」 
ハン クス  。 「 お まえ さん の 部 屋 に 置い て ある は ず じ ゃ よ 」 
ユー リ 「 な ら 、 あと で 取り に 行っ て 振っ て みな 。 い い 音 する ぜ 。 モ ルディ オ も 
楽し ん で た 」 
国 ハン クス 。「 モ ルディ オ さ ん に 会 っ た の か ?] 
関 ユー リ 「 当 人 は 逃げ ちまっ た けど な 。 アス ピオ っ て 街 の 有名 人 らし いん だ ] 
較 ハン クス  「… 逃 げた ? と いう 事 は 、 や は り わ し ら は 騙さ れ て ……」 
関 ユー リ 「 あ あ 、 家 も 空家 だ っ た し 、 貴族 っ て 肩書 きも 怪し いな 」 
較 ハン クス 。 「…… そ うか ] 
閲 ユー リ 「 水 道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) も 、 水 漏れ 通り 越し て 止ま っ ちまっ 
た みた い だ な ] 
回 ハン クス 「 あ あ 、 魔 核 ( コ ア ) が な く て は どう に も 動か ん 」 > り ュー 
ユー リ 「 残 り の 水 で 、 し ば らく は 大 丈夫 だ よ な ?」 CK 
圏 ハン クス 「 あ あ 、 じゃ が 、 長く は も た ん よ 。 後 は 腹 壊す の 承知 で 川 の 水 を 飲む し 自 ンプ アデ 
か な い の か の ……」 
閲 ユー リ [騎士 団 は 何 も し て くれ ね え し 、 や っ ぱ ド ロボ ウ 本 人 か ら 魔 核 (コア ) 取 り バン 
戻す し か ね えな 」 し ば らく 帰っ て こん で いい 
国 | ハン クス 。「 ま さか 、 モ ルディ オ を 追い か け て 結界 (けっ か い ) の 外 に 出る つも りか ?] 
閲 ユー リ 「 心 配 す ん な よ 。 ち ょ っ くら 行っ て 、 すぐ に 戻っ て くっ か ら 」 
国 ハン クス 。「 は ん 。 誰 が 心配 な ん ぞ す る か 。 ち ょ うど いい 、 機会 じゃ 。 し ば らく 帰っ 
て こん で いい )」 
関 ユー リ 「 は あ ? な ん だ よ 、 それ 」 


国 ハン クス  「 お まえ さん が いな く て も 、 わ し ら は ちゃ ん と や っ て いけ る 。 前 に フレ ン も 
言っ て お っ た ぞ 。 ユー リ は 、 いつ まで 今 の 生活 を 続け る つも りな の か と な ] 講 計 ラン em 
関 ユー リ 「 余 計 ( よ けい ) な お 世話 だ っ て の 」 ーッ Ta 
ハン クス と の 会 話 も そこ そこ に 、 下町 の 出口 へ 向かう と 、 ふた た び 騒 が し い 声 。 
ルブラン  。 「 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ーー ル !! よく も 、 か わい い 部 下 を ふた り も ! 
お 縄 だ 、 神妙 (し ん みょう ) に お 縄 に つけ !」 


や 


の こっ 


ao 


Sh 


| 
1 
| 
| 
上 
| 
| 
」 


か と の こも へ エエ 2 グー 
こ て 


ん か っ も っ や っ 


閲 ユー リ 「 ま 、 こう いう 事情 も ある か ら 、 し ば らく 、 留守 に する わ 」 

| ハン クス 。「 や れ や れ 、 い つも いつ も 、 騙 が し いや つ だ な 」 

下町 の 住人 た ち が な に や ら 準備 運動 らし きも の を 始め る 。 

四 ハン クス  「 こ れ で 金 の 件 に 関し て は 、 貸し 借り な し じゃ ぞ 」 

ユー リ 「 年 甲斐 (と し が い ) も な く は し ゃ いで 、 ぼっ く り い く な よ ?]」 
還 ハン クス 。「 は ん っ 、 お まえ さん こそ 、 の た れ 死 ぬん じゃ な い ぞ 」 

出口 に 向かっ て 走り 出す ユー リ 。 

に | エス テリ ー ゼ 「 あ 、 待っ て くだ さい ! お じい さん 、 わた し も 行き ます 」 

| ハン クス 。 「 あ や つの 面倒 見 る の は 苦労 も 多い じゃ ろう が 、 お 嬢 さん も 気 を つけ て な 
隔 | エス テリ ー ゼ 「 は い 。 あり が と う ご ざ いま す 」 

ルブラン が ユー リ た ち を 追い か け て くる 。 す る と 、 それ を さえ ぎる よう に 住人 た ちがい っ 
せい に ルブラン を 取り 囲む 。 う 


住人 A 「 騎 士 さ ま 、 噴水 は いつ 直る ん で すか い ?」 

住人 B 「 騎 士 だ 、 か っ こい いい 一 」」 

住人 C 「 わ て い 、 わーい 」」 

住人 D 「 ば あさ ん の 入れ 歯 を 探し て もらえ ん か の ?」 
ルブラン  。 「 ば か も 一 ん ! 通れ ん で は な いか ! 公務 の 妨害 を する で な ー い !」 
さら に 押し 寄せ る 住人 た ち 。 ユ ー リ も 巻き 込ま れる 。 

住人 E 「 彼 女 を 泣か せる ん じゃ な いよ 


関 ユー リ 「 な に 、 勝手 な こと 言っ て ん だ 。…… っ て 、 ちょ 、 押す な っ て ! 今 、 叩 
いた や つ 、 覚え と け よ !」 


ユー リ = 「 ん ? 地図 か ……。 こ れ 、 道 し か 書い て ね え じ ゃ ん 」 
イド ン 砦 に 行く と いい 」 


人 込み を 抜け て 一 軌 つ く ユ ー リ と エス テリ ー ゼ 。 

| エス テリ ー ゼ 「 ユ ー リ さん は 皆さん に 、 と て も 愛さ れ て る ん で すね 」 

閲 ユー リ 「 冗 談 言 うな よ 、 厄介 払い が で き て 、 嬉し い だ け だ ろ ?」 

ふと 違和感 を 感じ た ユー リ は 、 自分 の 懐 に 手 を 入れ る 。 す る と 人 金 の 入っ た 袋 が 出 て くる 。 

問 ユー リ 「 ち ょ 、 お い ……! 誰 だ よ 、 金 まで 入れ た の ! こん な の 受け 取れ る か 」 

了 回 ルブラン  「 え えー い ! 待て ー! どけ ー い | 

癌 ユー リ 「 プ げっ …… し ょ う が ね ぇ 、 一 旦 も ら っ と く か 」 

必 到 に ユー リ た ち を 追い か ける ルブラン は 、 突然 飛び 出し た ラビ ピー ド に ぶつ か っ て 転ぶ 。 

ルプ ラ ツ  「 な な に こと だ 

閲 ユー リ 「 ラ ピー ド …… 狙 っ て た ろ 。 お いし いや つ だ な 」 

隔 | エス テリ ー ゼ 「 犬 ?」 

閲 ユー リ 「 じ ゃ 、 まず は 北 の デイ ドン 砦 だ な 」 

回 | エス テリ ー ゼ 「 え ? あ 、 は いっ !」 

関 ユー リ 「 ど こま で 一 緒 か わか ん ね え け ど 、 ま 、 よろ し く な 、 エス テル 」 

了 疲 | エス テリ ー ゼ 「 は い …… え ? あれ ? …… エ ス …… テ ル ? エス テル 、 
エス テル ……。 こ ちら こそ よろ し く お 願 いし ます 、 ユー リ !」 

振り 返り 、 町 並み を 見 つめ る ら 人 。 

閲 ユー リ 「 し ば らく 留守 に する ぜ 」 

隔 | エス テリ ー ゼ 「 行 っ て きま す 」 


kP.350 旅籠 「 冒 険 王 ]・ そ の 1 放浪 する 宿 「 冒 険 王 】 を 営 お リッ チ と カレ ン に 出会い 、 一 泊 す る 


pP.483 | 下町 の みん な あり が と う プ エス テル と いう 呼び 名 に つい て は じ め ま し て ラビ ピー ド ノ 旅 する こと に つい て 
結界 の 外 の 実態 魔術 は 苦手 ? ン 帝都 より も 広く 予想 以下 


デイ ドン 砦 に た どり 着い た ユー リ と エス テル 。 砦 に は 騎士 の 姿 が 多数 見 受け られ る 。 


隔 | エス テル 


開 ユー リ 


因 | エス テル 


癌 ユー リ 


ユー リ が 歩 を 進め る と 、 エス テル は 何 か に 気づき 、 そ ちら に 走っ て いっ て し まう 。 


癌 ユー リ 


「 ユ ー リ を 追っ て きた 騎士 で し ょ うか ?」 

「 ど うか な 。 ま 、 あん ま 目 立た な いよ うに な 」 

「 は い 。 わた し も 早く フレ ン に 追い つき た いで すか ら J] 
「 ん じゃ 、 さっ さと 砦 を 抜け ます か 」 


「 ほ ん と に わか っ て る の か ね 」 


ユー リ は エス テル が 向かっ た 馬車 に 近づく 。 


行商 人 


関 ユー リ 
し | エス テル 


行商 人 
直 | エス テル 
閲 ユー リ 


行商 人 


行商 人 


行商 人 


問 ユー リ 


行商 人 


閲 ユー リ 


「 は い 、 いら っ し ゃ い 、。 今日 は いい 品 入っ て る よ 。 か の 剣 区 (けん し よう ) 
アッ サム が 打っ た 武 能 ( ス キル ) の 宿っ た 名 剣 だ 。 旅 を する な ら 武 能 ( ス 
キル ) は 重要 だ よ 。 ぜひ お 試し あれ 」 

「 武 能 ( ス キル ) っ て ?」 

「 武 能 ( ス キル ) と は 武器 に 宿っ た 戦闘 技術 の 事 。 戦 闘技 術 は 本 来 、 誰 
か に 師事 し 、 教わる も の だ が 、 剣 匠 (けん し ょ う ) ア ッ サ ム は 特殊 な 方 法 
を 用 いそ の 技術 を 武器 に 封じ 込め た 。 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ 
ア ) に は 、 力 を 封じ 込め た 武器 より 技術 を 習得 する 機能 が ある 。 武器 を 
使い 続け る こと で その 武器 に 宿っ た 武 能 (スキ ル ) を 装備 者 に 還元 する 
こと が で きる 、 ん で す 」 

「 お 嬢 さん 、 物知り だ な あ 。 まあ 、 そう いう こっ た 」 

「 昔 に クリ ティ ア 族 が 人 間 に 伝え た と 本 に あり まし た ]」 

「 へ えー 武 醒 魔 導 器 ( ボ ー デ ィ ブ ラス ティ ア ) っ て 技 や 魔術 を 使う た め だ 
け か と 思っ て た ぜ 」 

「 自 分 に あっ た 戦い を する た め に 、 武 能 ( ス キル ) を 考え な が ら 武 器 を 選 
ぶっ て の が 賢い っ て も の さ 。 武 能 ( ス キル ) の 無い 単純 に 攻撃 力 の 高い 
武器 も ある 。 闘い 方 は 好み だ けど ね 。 武器 に 封じ 込め られ た 武 能 ( ス 
キル ) は 、 そ の 武器 を 装備 し た 時 点 で お まえ さん の 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ 
ブラ ステ ィ ア ) に 収め られ る 。 そ の 武器 を 装備 し て いれ ば 、 その 武器 に 
封じ 込め られ て いた 武 能 ( ス キル ) は いつ で も 使え る が 、 も し 、 その 武 
器 を 外し た ら 、 そ の 時 は ちゃ ん と セッ ト し て や ら な きゃ いけ な い 。 武 能 ( ス 
キル ) は 四 つ の カテ ゴリ の 組み 合わ せ に よっ て 成り 立っ て いる 。 武 能 ( ス 
キル ) を 何 個 か セッ ト す る と 、 その セッ ト し た 武 能 ( ス キル ) の カテ ゴリ に 
応じ て 、 武 醒 魔 導 器 ( ボ ー デ ィ ブ ラス ティ ア ) の 魔 核 ( コ ア ) に 、 紋 が 浮か 
び 上 が る こと が ある 。 例え ば 攻撃 系 の 武 能 ( ス キル ) ば か り た くさ ん セッ 
ト す れ ば 、 フレ ッ ク の 紋 が 浮か び 上 が る 。 こ の 紋 は 自身 の 物理 攻撃 の 
効果 が 上 が っ て いる こと を 表し て いる 。 ど う 組 み 合わ せれ ば 、 どん な 効 
果 が ある か は 試し こみ て くれ 。 全 部 、 説明 し て る と 日 が 暮れ ち おま うん で 
な 。 今 の で わか っ た か ?」 


「 な か な か 物 分 り が いい な 。 お嬢さん の 読ん で る 本 に 、 その へ ん の こと 


は 、 全部 書い て ある ぞ 」 


「 う 一 ん 、 そう か 、 ま 、 や や こし いし ね 。 お 嬢 さん の 読ん る で る 本 に 、 その 


へ ん の こと は 、 全部 書い て ある ん だ が な ……-」 
「 お っ さん 、 こん な 場所 で 商売 や っ て 繁盛 し て ん の ?」 


「 い や あ 、 俺 も 好き で 、 ここ に いる わけ じゃ な いん だ 。 砦 の 向こう に 魔 


物 が 出 ち まっ て 足止め 食っ て る の よ 」 
上 魔物 が ね …… 」 


ユー リ は 、 本 を 読み ぬけ る エス テル を 見 る 。 
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面白 いで す よ 。 
あと で ユー リ に も 
貸し て あげ ます ね 


PART 


| 麻 核 春 還 編 


エス テル は ぞ こ で 待 …… 
…… つ て 、 お いっ / 


ー 行 が 巨大 な 門 に 近づく と 、 突如 鐘 が 鳴り は じ め る 。 門 の 先 か ら 、 大 量 の 魔物 が 迫っ て き 


エス テル 「 ぷ ん 尺 ん ……」 

閲 ユー リ 「 聞 いて な い 、 と 」 

エス テル  「…… え ? な に か 言い まし た ?」 

較 ユー リ 「 情 報 集 め て くる か ら 、 そこ で 待っ と けっ て 言っ た の 」 
エス テル 「 あ 、 わ た し も 行き ます 」 

本 を 抱え た まま 、 行商 人 の 方 を 向く エス テル 。 


行商 人 「 い いよ 、 持っ て いき な 。 そん な 古く て ペー ジ の 抜け た 本 で よけれ ば ね 」 
エス テル 「 あ …… あ り が と う ご ざ いま す 」 
関 ユー リ 「 そ の 本 、 面白 い の ?」 


エス テル 「 面 白い で す よ 。 あ と で ユー リ に も 貸し て あげ ます ね 」 


呈 デイ ドン 砦 の 屋上 で 、 遠く を 見 つめ る 銀髪 の 男 と 出会う 
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て いる 。 慌 て て 砦 に 入る 人 々 。 騎 士 は すか さ ず 門 を 閉め よう と する 。 


賠 ??? 「 早 く 入 りな さい !! 門 が 閉まる わ !!」 
騎士 A 「 矢 だ 、 矢 を 持っ て 来い っ !」 
騎士 B 「 早 く 門 を 閉め ろ !」 
騎士 C 「 く そっ ! や つが 来る 季節 じゃ な い だ ろ !」 
騎士 D 「 主 の 体 当 た り を 耐え れ ば や つら 魔物 は 去る ! 訓練 を 思い 出せ !] 
魔物 の 群れ に 大 量 の 矢 が 放 た れる 。 人 々 は 必至 に 此 へ と 向かう 。 
騎士 E 「…… よ し 、 退避 は 完了 し た ! 扉 を 閉め ろ ぉ !」 
賠 ??? 「 閉 門 を 待ち な さい ! まだ 残さ れ た 人 が ……」 
門 は 降り は じ め る 。 し か し 、 門 の 向こう に は 足 を くじ いて 動け な い 青 年 と 、 泣き じゃ くる 女 
の 子 が 残さ れ て いる 。 
隔 | エス テル  「 あ れ 、 全 部 、 魔 物 な の …-」 
関 ユー リ 「 帝 都 を 出 て 早々 に と ん で も な いも ん に あっ た な 。 


オレ 、 な ん か 漂い て ん の か ?] 
門 へ 向かっ て 走り 出す ユー リ と ラビ ピー ド 。 
較 ??? 「……!? 門 を 
ユー リ は 門 を 抜け 、 ラビ ー ド は 門 を 閉め て いる 騎士 に 襲い か か る 。 
寺 ら T055 1 
「 な 、 な ん だ 、 お まえ ! うわ っ 、 う わっ ! や め ろ !」 
いっ た ん 、 門 の 動き が 止ま る 。 
関 ユー リ 「 エ ステ ル は そこ で 待 ………… っ て 、 お いっ !」 
振り 向い た ユー リ を 追い 越す エス テル 。 
隔 | エス テル  「 ユ ー リ は 女の子 を ! 


関 ユー リ 「…… は い は い 」 
エス テル は 足 を くじ いて 動け な い 青 年 に 駆け 寄る 。 
青年 「 た 、 助け て …… 立 て な く て …… ひ っ ……! 魔物 が 、 魔物 が ……!] 


エス テル 「 だ いじ ょ うぶ で す よ 」 


女の子 を 抱き か か えて 門 に 戻る ユー リ 。 女の子 の 手 か ら は 、 小さ な 人 形 が 落ち る 。 一 方 、 


エス テル は 治癒 術 で 青年 の 傷 を 治し て いる 。 
青年 [ お あ 、 / ので る) に 」 
エス テル 「 早 < 避難 し て くだ さい 」 
無事 、 全員 が 砦 の 中 に 避難 する が ……。 
女の子 「 お 人 形 、 ママ の お 人 形 一 !」 
と っ さ に 戻 ろ うと する エス テル の 腕 を 、 ユー リ が つか む 。 


同 エス テル  「 は 、 は な し て くだ さい ……! 


ユー リ 「 こ こ で 待っ て ろ !」 
ふた た び 外 へ と 向かい 、 人 形 を 拾い 上 げ る ユー リ 。 
ユー リ 「 っ た く 、 めちゃ くち ゃ 目立っ て ん じゃ ね え か !」 


エス テル [Eー 
門 は ふた た び 閉 じ は じ め て いる 。 ユ ー リ が 門 と 地面 の わずか な 隙間 を スラ イデ ィング で 抜 
けた 直後 、 門 は 完全 に 閉まり 、 大 量 の 魔物 が 門 に ぶつ か る 。 


女性 「 な ん と お 礼 を 言え ば いい か 」 
エス テル  「 い 、 い え 、 そ ん な :……」 
青年 「 怪 我 ( け が ) ま で 治し て も ら っ て 、 本 当 に 助かり まし た 」 


ユー リ た ち が 助 けた 人 々 は 、 礼 を 述べ て 去っ て いく 。 

恩 | エス テル  「-…… み ん な が 無事 で 本 当 に よかっ た -……」 
べた ん と 座り 込ん で し まう エス テル 。 

回 エス テル 「 あ 、 あ れ …」 


ユー リ 「 安 心 し た と た ん それ か よ 」 

エス テル 「 結 界 ( け っ か い ) の 外 っ て 、 凶暴 な 魔物 が た くさ ん いて 、 こん な に 危険 
だ っ た ん で すね 」 

関 ユー リ 「 あ ん な 大 群 で 来 ら れ た ら 結 界 ( け っ か い ) が ほし く な る な ]」 

エス テル 「 こ こ に 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 設置 で き な い ん で し ょ うか ?] 

ユー リ 「 そ りゃ 、 無理 だ ろ 。 結界 (けっ か い ) は 責 重 品 だ 」 


エス テル 「 そ う で す よ ね ……。 今 の 技術 で は 作り 出せ ませ ん か ら 。 魔 導 器 ( ブ ラ 
ステ ィ ア ) を 生み 出し た 古代 ゲラ イオ ス 文 明 の 技術 が よみ が えれ ば いい 


の に …… 」 ーー 5 or 
ユー リ 「 そ れ が よみ が えっ て も 、 帝国 が 民衆 の た め に っ て の は ちょ っ と 想像 し PA 
に くい な 」 
ユー リ と エス テル が 立ち 上 が る と 、1 人 の 騎士 が 近づい て くる 。 
騎士 G 「 そ この ふた り 、 少し 話 を 聞か せ て も らい た い )」 
騎士 が 話し か ける と ほぼ 同 時 に 、 遠く か ら 別 の 声 が 聞こ えて くる 。 
222 「 だ か ら 、 な ぜ に 通さ ん の だ ! 魔物 な ど 俺 様 が この 拳 で 、 ノッ クア ウト 
し て や る も の を な な 
フー ド を か ぶっ た 男 が 、 騎 士 と も め て いる 。 フー ド の 男 の そ ば に は 、 大 柄 な 男 と 少女 が いる 。 
騎士 H 「 簡 単に 倒せ る 魔物 じゃ な い ! 何 度 言 えば わか る ん だ !」 
??? 「 貴 様 ( き さ ま ) は 我々 の 実力 を 何 る と いう の だ な ?」 
大 柄 な 男 は 、 黙っ て 巨大 な 剣 を 掲げ る 。 
騎士 H 「 や 、 や め ろ !」 
剣 を 思い 切り 地面 に 振り 下ろ すず 男 。 mi 
??? 「 政 魔 す る な ! 先 の 仕事 で 騎士 に 出し 抜か が れ た うっ ぷん を ここ で 晴らす | 四 PT 靖 請 際 
1 本 G  「 お UP ot あ me の pe と 王 うう ぶん を ここ て 5 
騎士 「 こ れ だ か ら ギ ルド の 連中 は 」」 ママ 
騎士 た ち が 集まっ て くる 。 ユ ー リ は その 様子 を 遠目 に 見 て いる 。 
ユー リ 「 あ の 様子 じゃ 、 門 を 抜け ん の は 無理 だ な 」 
エス テル  「 そ ん な …… フ レン が 向かっ た 花 の 街 ハ ルル は この 先 な の に 」 
ユー リ 「 騎 士 に 捕まる の も 面倒 だ 。 別 の 道 を 探 そう 」 た 
あて も な く 砦 の 周囲 を ぶら つい て いる と 、 赤 髪 の 女 が 男 と と も に ユー リ に 近づい て くる 。 “ eo 
本 22? 「 ね え 、 あな た 。 私 の 下 で 働か な い ? 報酬 は 弾む わ よ 」 ele 
金 が た っ ぷり と 入っ た 袋 を 掲げ る 女 。 ユ ー リ は 無言 で 目 を そら す 。 
男 「 社 長 (ボス ) に 対し て 失礼 だ ぞ 。 返事 は どう し た 」 
ユー リ 「 名 乗り も せ ず に 金 で 釣る の は 失礼 っ て 言わ な いん だ な 。 
いや 、 勉強 に な っ た わ 」 
男 「 お まえ 」」 
ユー リ に 詰め 寄 ろ うと する 男 を 、 赤 髪 の 女 が 止め る 。 
半 ??? 「 予 想 通り 面白 い 子 ね 。 私 は ギル ド 「 幸 福 の 市 場 ( ギ ルド - ド ・ マ ル シ ェ )] 
の カウ フ マ ン よ 。 商売 か ら 流通 まで を 仕切 ら u せ て も ら っ て る わ 」 
ユー リ 「 ふ ぶーん 、 ギル ド ね ……」 


その と き 、 地 狼 き が 獲 度 も 起こ る 。 
職 カウ フ マ ン  「 私 、 今 、 困っ て る の よ 。 この 地 署 き の 元 凶 の せい で ] 


関 ユー リ 「 あ ん ま 想 像 し た くね え け ど 、 これ っ て 魔物 の 仕業 な の か ?] 
較 カウ フ マ ン  「 え え 、 平 原 の 主 ( ぬ し ) の ね 」 

エス テル [平原 の 主 ( ぬ し ) ?」 

困 | カウ フ マ ン 「 魔 物 の 大 群 の 親玉 よ 」 


ユー リ 「 あ の 群れ の 親玉 っ て …… 世 の 中 すげ え の が いる な 」 2 
エス テル 「 ど こ か が 別 の 道 か ら 、 平 原 を 越え られ ませ ん か ? 先 を 急い で る ん で す ] 
較 カウ フ マ ン 「 さ あ ? 平原 の 主 ( ぬ し ) が 去る の を 、 待つ し か な いん じゃ な い ?」 
Ep に ) ユー リ 「 焦 っ て も 仕方 ね ある えっ て わけ だ 」 
0 エス テル  「 待 っ て な ん て いら れ ま せん 。 わ た し 、 他 の 人 に も 聞い て きま す |」 


ラ ピ ー ド に ] 
去っ て いく エス テル を 、 ラ ピ ー ド は し か た な いと いっ た 様子 で 追う 。 


開 ユー リ 「 流 通 ま で 取り 仕切 っ て る の に 別 の 道 、 ほん と に 知ら な い の ?]」 

カウ フ マ ン  「 主 ( ぬ し ) さ え 去 れ ば 、 あな た を 雇っ て 強行 突破 っ て 作戦 が ある けど 、 
協力 する 気 は …… な さそ う ね 」 

ユー リ 「 護 衛 が ほし いな ら 、 騎士 に 頼ん で くれ ] yi 


カウ フ マ ン  「 冗 談 は や め て よね 。 私 は 帝国 の 市 民権 を 捨て た ギル ド の 人 間 よ ? 
自分 で 生き る っ て 決め て 帝国 か ら 飛び 出し た の に 今さら 助け て くれ は 
な いで し ょ 。 当然 、 騎士 団 だ っ て 、 ギル ド の 護衛 な ん て し な いわ 」 
関 ユー リ 「 へ え 、 自分 で 決め た こと に は ちゃ ん と 筋 を 通す ん だ な 」 
新 カウ フ マ ン 「 そ の くら い の 根 性 が な きゃ ギル ド な ん て や っ て らん な いわ 」 
ユー リ 「 な ら 、 その 根性 で 平原 の 主 ( ぬ し ) も な ん と か し て くれ ] 
ユー リ は エス テル を 追っ て 歩き 出す 。 
es カウ フ マ ン  「 こ こ か ら 西 、 ク オイ の 森 に 行き な さい 。 そ の 森 を 抜け れ ば 、 平原 の 向 
キル K な ん て や っ て らん どい わ こう に 出 ら れる わ 」 
、 ユー リ 「 け ど 、 あ ん た ら は そこ を 通ら な い 。 っ て こと は 、 何 か お 楽し み が あ る わけ だ ]」 
阿 カウ フ マ ン  「 察 し の いい 子 は 好き よ 。 先 行 投資 を 無駄 に し な い 子 は 、 も っ と 好き だ けど 
ユー リ 「 礼 は 言っ と く よ 。 あり が と な 、 お 姉さん 。 仕 事 の 話 は また 緑 が め れ ば 」 
カウ フ マ ン と 別れ 、 エス テル を 追う ユー リ 。 エス テル は 地面 に 座り 込み 、 そば に いる ラ ピ ー 
2 内 ドド は あく び を し て いる 。 
Sou 
エス テル 「… ち ょ っ と 、 休 憩 で す 。 魔 物 が 去る あま で こん な 場所 で 待っ た り し ませ ん か ら 」 
関 ユー リ 「 あ っ そ 。 じゃ あ 、 ひと り で 抜け 道 を 行く こと に する わ 」 
エス テル 「 え ? わか っ た ん で すか ? 待っ て くだ さい !」 


蘭 スキ ッ ト 大 立ち 回 り し に つい て ノン ギ ルド に つい て 。 | 


カウ フ マ ン に 言わ れ た と お り 、 デイ ドン 砦 の 西 、 ク オイ の 森 に や っ て きた 一 行 。 


me エス テル 「…… こ の 場所 に ある 森 っ て 、 まさ か 、 クオ イ の 森 …… ?」 
ae ユー リ 「 ご 名 答 、 よく 知っ て る な 」 
エス テル 「 ク オイ に 踏み 入る 者 、 そ の 身 に 呪い 、 ふり か か る 、 と 本 で 読ん だ こと が ……」 
ユー リ 「 な る ほど 、 それ が お 楽し みっ て わけ か 」 
ユー リ は 歩き 出す が 、 エス テル は うつ お いた まま 動か な い 。 
ユー リ 「 行 か な い の か ? ま 、 オ レ は いい けど 、 フレ ン は どう すん の ?」 


隔 | エス テル 。 「…… わ か り ま し た 。 行き ましょ う !」 


蘭 スキ ッ ト エス テル の 知っ て る 呪い の 話 


森 を 進ん で いく と 、 うな る よう な 音 が 聞こ える 。 
に:| エス テル 。「 何 の -… 音 で す ? 足元 が ひん や り し ます ……。 ま さか ! これ が 呪い !?」 


閲 ユー リ 「 ど ん な 呪い だ よ 」 


較 エス テル 「 木 の 下 に 埋め られ た 死体 か ら 、 呪い の 声 が じわじわ と 中 い 上 が り 


わた し た ち を 道連れ に -……」 


開 ユー リ [おい お い …… ] 

也 | エス テル 「…… あ れ は ?] 

関 ユー リ 「 こ れ 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) か 。 な ん で こん な 場所 に ……」 
朽ち 果て た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 見 て いた ユー リ は 、 エス テル の 方 を 向く 。 
関 ユー リ [少し 休憩 し よう 」 


也 | エス テル 「 だ 、 だ いじ ょ うぶ で す 。…… あ れ 、 これ は ?] 


エス テル が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 近づく と 、 突然 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 内 光 を 放つ 。 


閲 ユー リ 「 う わっ ] 
回 | エス テル  「 き ゃ あっ 」 
閲 ユー リ 「 お い 、 エス テル !」 


エス テル は 倒れ 込ん で し まい 、 まだ 目覚 め な い 。 ラ ピ ー ド を 枕 に 眠る エス テル を 見 な が ら 、 


ユー リ は 拾っ た 果実 を 口 に する 。 


関 ユー リ 「 に が っ 」 
目 を 覚まし た エス テル が 、 体 を 起こ す 。 
関 ユー リ 「 大 丈夫 か ?」 


居 | エス テル  「 う っ …- 少 し 頭 が ……。 で も 、 平気 で す 。 わた し 、 いっ た い ……」 


ユー リ 「 突 然 倒 れ た ん だ よ 。 何 か 身 に 覚え な いか ?] 
居 | エス テル  「 も し か し た ら 、 エ アル に 酔っ た の か も 知れ ませ ん 」 


閲 ユー リ 「 エ アル っ て 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 動 か す 燃 料 み た いな も ん だ ろ ? 目 


に は 見 えな いけ ど 、 大 気 中 に ま ざ れ て る っ て や つ ]」 


| に | エス テル  「 は い 、 そ の エア ル で す 。 濃い エア ル は 人 体 に 悪い 影響 を 与え る 、 と 前 


に 本 で 読み まし た 」 

閲 ユー リ [ふーん 、 だ と する と 呪い の 噂 っ て の は その せい な の か も な 」 
ゆっ くり と 立ち 上 が る エス テル 。 

開 ユ エー リ 倒れ た ば っ か な ん だ 。 も うち ょ い ゆ っ くり し と け 」 

也 | エス テル  「 そ う は いき ませ ん 。 早く フレ ン に 追い つか な いと 」 

関 ユー リ 「 ま た 倒れ て 、 今度 は 一 晩 中 起き な か っ た ら ど うす ん だ よ 」 


因 | エス テル  「 で も …… そ う で す よ ね 。 ご めん な さい ……」 


そば に 座っ た エス テル に 、 ユー リ は 果実 を 渡す 。 エ ステ ル は うれ し そう に 果実 を か じ る 。 


0 ニン クオ イ の 森 + 


問 ユー リ 「 は は は っ 、 これ で 腹ごしらえ は や っ ぱり 無理 か 」 
因 | エス テル 。 「 と て も お いし いで す ]」 
閲 ユー リ 「 ち ょ っ と 待っ て な 。 簡単 な も ん な ら 作れ っ か ら 」 


了 四 | エス テル  「 ユ ー リ は 料理 で きる ん で す ?」 


開 ユー リ 「 城 の コッ ク と 比べ ん な よ 。 下 町 育ち で 勝手 に 覚え た 簡単 な 料理 だ か ら な 」 


| エス テル  「 フ レン が 危険 な の に ユー リ は 心配 で は な いん で す ?」 
閑 ユー リ 「 ん ? そう 見 える ?」 


回 コー ジリ 「 実 際 、 心配 じ し て ね え か ら な 。 あい つ な ら 自分 で 何と か し ち ま つ だ ろう し 。 


あい つ を 狙っ て る 連中 に は ほん と 同情 する よ 」 


本 ユー リ 「 ガ キ の 頃 か ら 何 や っ て も フレ ン に は 勝て な か っ た も ん な 。 か けっ こ だ ろ う が 、 
剣 だ ろう が 。 そ の 上 、 余 裕 か まし て 、 こ う 言 うん だ ぜ ? 大 丈夫 ユーリ ? つて で]」 


ーーー ンー ンー ニン ーー ニニ ンー ニー ンー ジー ニニ ニン コーン ンー デン ン シン ニン ラー ンジ ラス ン ジーン ラン ラン ンー ランラン ラニ: 


eK、 As 


0。 北 0h。 水 の もこ も っ る た っ もつ いい も 


基 | エス テル  「 う ら や まし いな ……。 わ た し に は 、 そう いう 人 、 誰 も いな いか ら 」 


問 ユー リ 「 い て も 口うるさい だ け だ ぞ 。 ほ い 、 出来 た 」 

料理 を た いら げ る 一 行 。 

賠 エス テル  「 ご こち そ うさ まで し た 」 

関 ユー リ 「 お 粗末 さま で し た 」 ー 
回 エス テル  「 す ご く お い し か っ た で す 。 わた し な ん て 料理 を し た こと も な い の に 」 
病 ユー リ 着 と お な た な: 人 


因 | エス テル [ワン ピ あ に 入れ て 二 寺 で すか の 
関 ユー リ 「 ん じゃ あ 、 オレ が お 手 本 見 せる よ 。 見 て な で] 
料理 を する ユー リ 。 


に 食べ させ られ る 料理 レシ ピ は これ くら いし か な いん だ けど な 。 で と 、 サン 


ドウ イッ チ を 作る に ゃ 、 パン と タマ ゴ が 必要 だ か ら …… ち ょ うど あっ て よかっ 


ーー で szcgpeeguu 


回 エス テル 軸 放 の お 姓 ーー そう で すね 」 


閲 ユー リ 「 ど うし た ? ラ ピ ー ド ?」 


ラビ ピー ド が 突然 起 キ 上 が っ た が 、 と くに 異変 は な い 。 


「 う ああ ああ っ ! 


大 な 凌 が 折れ 、 年 は し り も ち を つく wwwhwhthththtwtsWW 
、 9 失 まじ に こら 


ラビ ピー ド か が 少年 を の ぞ き 込む 。 
癌 ??? 「 ひ いい っ ! ボ 、 ボ ク な ん か 食べ て も 、 お いし く な いし 、 お 腹 壊す ん だ か ら 」 
半 ラビ ー ド 「 ガ ウ っ !」 


問 ??? 「 ほ 、 ほほ ほん と に 、 た た た すけ て 。 ぎゃ ああ あーーーーー NII 
閲 ユー リ 「 忙 し い ガ キ だ な 」 


還 エス テル  「 だ いじ ょ うぶ で す よ 」 


222 「 あ 、 あれ ? 魔物 が 女 の 人 に 」 


ユー リ 「 っ た く 。 な に や っ て ん だ か 」 
少年 は 立ち 上 が り 、 落ち 着き を 取り も ど し て は き は き と し ゃ べり 出す 。 
癌 ??? 「 ボ ク は カロ ル - カ ペル! 魔物 を 狩っ て 世界 を 渡り 歩く 、 ギル ド 「 魔 狩 
り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ )」 の 一 員 さ !」 
関 ユー リ 「 オ レ は 、 ユ ー リ 。 それ に エス テル と 、 ラ ピー ド だ 。 ん じゃ 、 そ うい うこ と で 」 
隔 | エス テル  「 あ 、 え ? ちょ っ と ユー リ ! えと 、 ご めん な さい 」 
カロ ル 「 へ ? …… つ て 、 わ ー、 待 っ て 待っ て 待っ て ! ふた り は 森 に 入り た く 
て ここ に 来 た ん で し ょ ? な ら 、 ボ ク が -…--」 pen て を ap タ <、 
也 | エス テル  「 い え 、 わ た し た ち 、 森 を 抜け ここ て まで きた ん で す 。 今 か ら 花 の 街 作 
ルル に 行き ます 」 
カロ ル 「 へ ? うそ !? 呪い の 森 を ? あ 、 な ら 、 エッ グ ベ ア 見 な か っ た ?] 
回 エス テル  「 ユ ー リ 、 知 っ て ます ?」 
問 ユー リ 「 さ あ 、 見 て ね えと 思う ぞ 」 
カロ ル 「 そ っ か ……。 な ら 、 ボク も 街 に 戻 ろう うか な ……。 あ ん まり 待た せる と 、 
絶対 に 怒る し …… う ん 、 よ し ! ふた り だ け じ ゃ 心配 だ か ら 、 魔 狩り の 剣 ( マ 上 だ っ て 持っ て ん だ よ 


ガ り の ツル ギ ) の エー ス で ある ボク が 街 まで 一 緒 に 行っ て あげ る よ 。 ほ 
ら ほ ら 、 な ん た っ て ボク は 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) だ っ て 持っ て る ん だ よ 」 
顔 を 見 合わ せる ユー リ と エス テル 。 カロ ル は 2 人 の 腕 に つい た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 気づく 。 
関 カロ ル 「 あ 、 あわ れ 、 ふた り と も な ん で 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 持 っ て る の ! な 、 
な ら こ れ で どう だ !」 
カロ ル は 大 き な 本 を 取り 出し て 掲げ る 。 
違 | エス テル  「 魔 物 の 情報 で すね 。 で も 、 途中 か ら 全部 白紙 で す よ ?] で も . め か ら 人 で す よう 
カロ ル 「 こ 、 これ か ら ど ん どん 増え て いく 予定 な の ! ちょ っ と 、 ね ぇ 勝手 に 書 _、 
き 込 まな いで より 」 
本 を 取り 戻 そ うと じたばた する カロ ル 。 


閲 ユー リ 「 エ ー ス の 腕前 も 、 剣 が 折れ ちゃ 披露 で き ね えな 」 

カロ ル 「 い や だ な あ 。 こん な の た だ の ハン デ だ よ 」 

カロ ル は 折れ た 剣 を 拾っ て 振っ て みる 。 

カロ ル [あれ ? な ん か いい 感 、 

素振り を する カロ ル を 横目 に 、 一行 は 先 へ と 進む 。 NN 

カロ ル 「 ち ょ 、 あ 、 方 向 わか っ て ん の 一 ? ハル ル は 森 出 て 北の方 だ よ 。 も ぉ 、 N 
置い て か な いで よー」 N 


ユー リ た ち が 森 を 抜け た 頃 、 朽ち 果て た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 怪し げ な 光 を た た えて い 
た 。 そ こ に 近づく 人 影 が ひと つ 。 そ の 人 物 が 剣 を 掲げ る と 、 周囲 か ら 光 が 立ち 上 っ た 。 


RSS 


DP.35 1 旅籠 「 冒 険 王 」・ そ の ら リッ チ と カレ ン に 会 い 、 ら 人 が 放浪 し て いる 理由 を 聞く 


P.484 | 旅 は 道連れ ? プ 折れ た 語 に つい て 地図 に つい て プ カ ロ ル と ラ ピ ー ド プ カ ロ ル っ て 何者 ? 


ce 


花 の 街 ハル ル に 到着 し た ユー リ た ち 。 
に | エス テル 「 こ こ が 花 の 街 ハ ルル な ん で す よ ね 2?」 


カロ ル 「 う ん 、 そう だ よ 」 

閲 ユー リ 「 こ の 街 、 結界 (けっ つっ かい) ない の か ?」 

也 | エス テル  「 そ ん な は ず は ……」 

カロ ル 「 ふ た り と も ハル ル は 初め て ?」 

カロ ル の 問い に 、 ユー リ と エス テル は うな ずく 。 

カロ ル 「 そ っ か 。 だ っ た ら 、 ハル ル の 樹 の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) も 


知ら な いん だ 」 


っ て 行っ ちゃ っ た ん だ …… 


閲 ユー リ 「 樹 の 結界 (けっ か い ) ?] 
waacs*cmssu た | に | エス テル  「 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 中 に は 植物 と 融合 し 有機 的 特性 を 身 に 付け る 
MS こと で 進化 を する も の が ある 、 で す 。 その 代表 が 、 花 の 街 ハ ルル の 結 
界 魔 必 器 ( シ ルト ブラ ステ ィ ア ) だ と 本 で 読み まし た 」 
ユー リ 「…… 捕 協 だ な 。 で 、 そ の 自慢 の 結界 (けっ か い ) は どう し ちまっ た ん だ ?」 


ユー リ は 街 を 見 回 す 。 うな だ れ て いる 人 々 が 目 に 映る 。 


ユー リ 「 役 に 立っ て ね えみ た い だ け ど ]」 

カロ ル 「 毎 年 、 満開 の 季節 が 近付く と 一 時 的 に 結界 (けっ か い ) が 弱く な る ん だ 
よ 。 ち ょ うど 今 の 季節 な ん だ けど 、 そこ を 魔物 に 襲わ れ て ……」 

閲 ユー リ 「 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) が や られ た の か ?」 

カロ ル 「 う ん 、 魔物 は や っ つつ けた けど 、 樹 が 徐々 に 枯れ は じ め て る ん だ ] 

カロ ル の 目 の 前 を 少女 が 走り 抜け る 。 

カロ ル 「 あ ! 

エス テル | ご どう し た ん で す ? 

カロ ル 「 ご めん ! 用 事 が あっ た ん だ ! じゃ あ ね !」 

ユー リ 「 勝 手 に 忙し いや つ だ な 。 エス テル は フレ ン を 探す ん だ よ な …」 


ユー リ の 言葉 が 終わ ら な いう ち に 、 エス テル は ケガ 人 に 駆け 寄る 。 


閲 ユー リ [大 人 し くし と けっ て まだ わか っ て な いら し いな 。 そ れ に フレ ン は いい の か よ 」 
ケガ 人 た ち に 話し か ける エス テル 。 
エス テル 「 わ た し に 皆さん の 手当 て を させ て くれ ませ ん か ?] 
国 を 和 人 「 な ん と 、 治癒 術 ( ち ゆ じゅ つ ) を お 使い に な る の か !? ええ 、 それは ぜ 
ひと も ! …… あ 、 い や 、 で す が 、 私 ら お 金 の 方 は …」 
エス テル  「 そ ん な の いり ませ ん 」 
本 2 エス テル は 治療 術 で ケガ 人 を 治し は じ め る 。 
区 女性 「 す ご い …… 冶 みか が な く な っ た 。 あ 、 あり が と う ご ざい ます 。 本 当 に あ 
り が と う ご ざい ます 」 
エス テル  「 い 和 、 そ ん な 、 ぜ ん ぜ ん …-」 
男性 「 い や は や 、 これ ほど の 治癒 術 ( ち ゆ じゅ つ ) が あっ た な ん て …」 
老人 「 な ん と お 礼 を 言え ば いい の か 」 
エス テル  「 い え 、 本 当 に いい で すか ら 」 
老人 「 謙 虚 な お 嬢 べ ん だ 。 騎士 団 の 方 々 に も 見 習っ て ほし いも の で す 」 
女性 「 ま っ た く で す よ ! 騎士 に 護衛 を お 願い し て も 、 何 も し て くれ な いん で すか ら 」 
老人 「 ま あ 、 帝国 の 方 々 に は 私 ら が どう な ろう と 関係 な いん で し ょ うな 」 
エス テル 「 つ そそ の 人 垢 ば ず は *」 
女性 「 あ 、 で も 、 あの 騎士 様 だ け は 違っ て まし た よね ?」 
老人 「 お お 、 あの 青年 か 。 彼 が いな けれ ば 、 今 ご ろ 私 ら は 全滅 で し た わ 。 今 
年 は 結界 (けっ か い ) の 弱まる 時 期 が 早く 、 護衛 を 依頼 し た ギル ド が 来 
ルン コ て Pe を か っ 2 る 前 に 襲わ れ て し まい まし て な 。 偶 然 、 街 に 滞在 し て いた 巡礼 の 崎 寺 
Si 更 様 ご 一 行 が 、 魔物 を 退 け て 下さ っ た の で す 」 
エス テル  「 巡 礼 の 騎士 っ て 」 
閲 ユー リ 「 そ の 騎士 様 っ て 、 フレ ン っ て 名 前 じゃ な か っ た ?」 
女性 「 え え 、 フレ ン ・ シ ー フ ォ と 」 


| エス テル 「 ま だ 街 に 居る ん で すか !?] 
バル ル の て も 上 に お こ う を 老人 「 い え 、 結界 (けっ か い ) を 直す 魔 導 士 を 探す と 言っ て 旅 立 た れ ま し た 」 
mi ユー リ 「 行 き 先 まで は わか ら な いか 」 
老人 「 東 の 方 へ 向かっ た よう で す が 、 それ 以上 の こと は ……」 
エス テル 「 そ う で すか 。 で も 、 こ こ で 待っ て いれ ば 、 フ レン は 戻っ て くる ん で すね ] 
閲 ユー リ 「 よ か っ た な 。 追い つい て 」 
エス テル  「 は い …… 会 うま で は 安心 で きま せん けど よかっ た で す 」 
ユー リ 「 ハ ルル の 樹 で も 見 に 行こ うば ぜ 。 エス テル も 見 た い だ ろ ?] 
エス テル 「 あ 、 は い ! ユー リ は いい ん で す ? 魔 核 ( コ ア ) ド ロボ ウ を 追わ な く て も ] 
ボー ュ コリ 「 樹 見 て る 時 間 くら い は ある っ て 」 


街 の 中 を 歩く ら 人 。 す る と 、 橋 の 上 で た そ が れ て いる カロ ル を 見 つけ る 。 


カロ ル 


「 は あ 、 人 違い か …… ギ ルド の みん な も 居 な い ……。 ず いぶ ん 待た 


エス テル 


「 カ ロ ル 、 どう し た ん で す ?」 


カロ ル [どこ 行っ ちゃ っ た ん だ ろう 。 ほ ん と に 行っ ちゃ っ た の か な 。 ボ ク だ っ て ちゃ 
ん と や っ て る の に 」 

エス テル 「 カ ロ ル ?」 

開 ユー リ 「 ひ と り に し と いて や ろう ぜ 」 

カロ ル 「 お し まい 、 お し まい 。 も うお し まい 、 ほん と に お し まい 。 な に が な ん で 


ユー リ と エス テル が その 場 を 去 ろう と し た と き 、 街 の 子供 た ちの 声 が 聞こ える 。 


子供 A 


も お し まい だ ……」 


「 武 器 も 用 意 し た し 、 これ で 魔物 と 戦え る ぞ ぉ !」 


[ 長 も 、 戦っ て いい っ て 、 言っ て くれ る ね !」 
「 フ レン 様 み た い に 、 魔物 も や っ つけ よー !」 


子供 た ち 


「 お ー!] 1 


同 エス テル 


較 ユー リ 


[あん な 子ども まで ……。 早 く 、 結界 (けっ か い ) が 戻れ ば いい の に 」 
[そう だ な 」 


スキ ッ ト 


ぁ を P.495 | 結界 魔 導 器 に つい て ハル ル の 樹 に つい て 


花 の 街 ハル ル * 


ュー リ 
近く で 見 る と 
ほん と 、 で っ け 


「 そ う で すね 。 満開 の 花 が 咲い て 街 を 守っ て る な ん て 素敵 で す 。 わた し 、 


フレ ン が 戻る まで ケガ 人 の 治療 を 続け ます 」 


「 な あ 、 どう せ 治 すん な ら 、 結界 (けっ か い ) の 方 に し な いか ?」 


「 魔 物 が 来れ ば 、 また ケガ 人 が 出る ん だ 。 今度 は さっ き の ガ キ た ち が 


お ふた り と も 、 一 体 な に を 
な さっ て いる の で すか ? 


大 ケガ する か も し れ ね え 」 


「 そ れ は そう で すけ ど 、 どう や っ て 結界 (けっ か い ) を ?」 


「 こ ん な で か い 樹 だ 。 魔 物 に 襲わ れ た 程度 で 枯れ た り し な い だ ろ 」 


エス テル 


回 老人 


「 何 か 他 に 理由 が ある っ て こと で すか ?」 
「 オ レ は そう 思う けど な 」 


エス テル 


較 才 人 


「 難 し いと 思い ます よ 。 フ レン 様 に も 原因 まで は わか ら な か っ た よう で すか ら 」 


「 樹 が 枯れ た 原因 を 調べ て いる ん で す 」] 


あ 、 カ ロ ル / 
カロ ル も 手伝っ て くだ さい ! 


長 と 話し て いる と 、 が っ くり と 肩 を 落と し た カロ ル が 歩い て くる 。 


エス テル 


[ あ 、 カロ ル ! カロ ル も 手伝っ て くだ さい !」 


癌 カロ ル 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー 


PO? どの た だ だ 
「 土 を よく 見 て 。 変色 し て る で し ょ ? それ 、 街 を 襲っ た 魔物 の 血 を 土 
が 吸っ ちゃ っ て る ん だ 。 その 血 が 毒 に な っ て ハル ル の 樹 を 枯らし て る の ]」 


「…… な に や っ て ん の ?」 

[ハル ル の 樹 が 枯れ た 原因 を 調べ て いる ん だ そう で す 」 

MEe を BE に か 
「 な ん だ 、 じゃ な いで す 」 


その 箇 が 毒 に な っ て 
ハル ル の 摺 を 枯らし て る の 


* 
* 
2 
直 
疾 
4 
送 
1 


こと 


トル も で や っ 


Ax So 下 
0 oe 


リコ 
は 
+ 
株 


rod \ ら っ し ゃ い 
今日 は り 用 で ぅ 


ーー イー マネ て エー で ネイ ンー 


ホヤ ティ サ 


エス テル が 森 で 美味 い 美味 いっ て 
食っ て た あの 苦い 果実 だ 


わか っ た 。 
素材 が 集まっ た ら ま た 来る よ 


パナ シー アボ トル で 治る っ て 
信じ て くれ る の P 


ルル リエ 
\ ル ル の 前 に KK 


_「 あ る よ 、 ある けど ……。 誰 も 信じ て くれ な いよ …… に 


「 な ん だ よ よ 、 言っ て みな っ て 」 


汗 パ ナシ ー アボ トル が あれ ば 、 治 台 せ る と 思う ん だ 」 
(パオ ナ シー ー ア ボトル か が 。 よろ ず 屋 に あれ ば いい けど ] 


[行き まし ょ う 、 つり 


「 は いよ 、 いら っ し ゃ い 。 今日 は 何 が いり 用 で ?」 
(バナ ショ ts 


「 素 材 さえ あれ ば 、 合成 で きる ん だ が ね 」 


「 何 が あれ ば 作れ る 


「「 エ ッ グ ベ ア の 爪 」 と 「 ニ ア の 実 ! 「 ル ルリ エ の 花びら 」 の 3 つ だ 。 けど 、 


バラ クッ アボ トル を 一 体 、 何 に 使う ん だ ? 先日 も 同じ こと を 聞い て き 


た ガキ が いた ん だ が 」 


エス テル 


|/ ツル ル の 樹 を 治 すん で す 」 


ー リ た ち を 追っ て きた カロ ル が 、 隠れ て 会 話 を 聞い て いる 。 


ユー リ 


2 パフ シテ アポ トル を 樹 に 使う な ん て 、 半 聞い た こと な いけ ど な あ SN 


「 ふ ー ん 、 な る ほど | 


較 ュ ー- リ 


回 ou 


エス テル が 才 で 半 珠 い 美 叶い っ て う て た あの 天 い 末 天 た 


「 な ら 、 エッ グ ベ ア は 昌 


関 ュ ユー リ 


加 エス テル 


「 あ いつ 、 その た め に 森 に いた の か - Y 「 旨 


[ルル リエ の 花びら と いう の は ?] 


_ よろず 屋 


「 こ の 街 の 真ん中 に / ルル の 樹 が ある だ ろ ? あれ の 花びら さ 。 普通 


な ら 鹿 用 を 使う ん だ けど この あたり に は な いか ら ね 」 


「 わ か っ た 。 ーー ンー 


よろ ず 屋 を 離れ 、 ュー リ は そっ ぽ を 向い て いる カロ ル に 声 を か ける 。 


「 カ ロ ル 、 クオ イ の 森 に 行く ぞ 」 


ーー 


「 森 で 言っ て た ろ ? 4 デ 


吾 つ いて ん の か 9] 


カロ ル は 首 を 横 に 振る 。 


[| ハル ル の 長 


「 あ の 、 ルル リエ の 花びら を 持っ て いま せん か ?」 


「 誰 か ら それ を ? 確か に 持っ て いま す が ……」 


三 つ の 花 の 一 つ 。 に し て 作る な 最後 の ひ 


と つ で す が 、 ト 、 億 が よみ が える の で あれ は 


ふた た び ク オイ の 森 へ と や っ て きた 一行 


賠 カロ ル [ね え 、 問 に 思っ て た ん だ けど ふたり …… … ラ ピー - ド も な ん だ けど な 


フラ ラス ティア) な ん て 上 還 司 持 っ て がい は ず な ん だ けど な 


開 コ ー リ 。 「 カ ロ ル も 持っ て ん じゃ ん 」 


癌 カロ ル 「 ボ ク は ギル ド に 所 属し て る し 、 手 に 入れ る 機会 まあ る ん だ よ 。 魔 導 器 ( ブ 


ラス ティ ア ) 発 掘 が 専門 の ギル ド 、 遺構 の 門 (ルー アバ - ト ) の お か 


、 げ で 出 物 も 増え た し ね ] 


関 ユー リ 「 へ え 、 遺 跡 か ら 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 掘 り 出し て る ギル ド ま で あん の か 」] 


間 | カロ ル 「 う ん 、 そう で も し な きゃ 帝国 が 邊 耳 る 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 個人 で 
扶 。 ・ 。 和信 す る が Cg 才 理 選 まあ ls 
同 エス テル  「 代 文明 の 遺産 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 、 有用 性 と 共に 着 険 性 を 持 
、 つた め 、 稼 国 が 使用 を 管理 し て いる 、 で す 。 訂 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が あ 


れ ば 危険 な 魔術 を 、 誰 で も 使え る よう に な り ま すか ら 無 理 も な いこ と だ 


と 思い ます 」 


日 「 や りす ぎ て 独占 に な っ て る けど な 」 


いこ だ ] 


カロ ル 「 骨 別 っ て 、 そ れ 盗 品 な ん じゃ 。…… え と 、 エス テル は ?」 


関 ユー リ 「 抽 族 の お 爆 簡 な ん だ か ら 魔性 器 (ブラ ステ ィ ア ) く らい 持っ て る っ て 」 
カロ ル 「 あ 、 や っ ぱり 買 族 な ん だ 。 ユ ー リ と 違っ て 、 エ ステ ル に は 品 が ある も ん ね ]」 


関 ユー リ 「 バ 言っ て ね え で 、 さっ きん と こ に ニア の 実 、 取り に 行く ぞ 」 


森 を 進み 、 ユー リ は ニ に 


| エス テル に 3 エッ プペ ベア 上 9O で す 2 人 
カロ ル 「 そ れ じゃ 見 つか ら な いよ 」 


ア は ね 、 の なり 変わ っ た 員 葛 の 持ち まな ん ただ 


ユー リ が 投げ た ア の 実 を 受け 取る と 、 カロ ル は それ に 火 を つけ る 。 思わ ず あ と ず さ る ラビ ピー ド 。 


カロ ル が 近づい た の と 同じ だ け 、 ユー リ と エス テル は 後ろ に 下がる 。 


癌 エス テル 「 先 に 言っ て お いて くだ さい 」 


あま り の 臭 さ に 卒倒 する ラビ ピー ー ド 。 


同 ェ エス テル _ 「 あ 、 ラビ ピー ド 、 し っ か り し て 」 


] カロ ル 「 み ん な 警戒 し て ね ! いつ 飛び 出し て き て も いい よう に 。 それ に エッ 


グ ベ ア は 凶暴 な こと で も 有名 だ か ら 」 


クオ イ の 森 ~ 花 の 街 ハル ル キネ 


カロ ル 

ね る え 、 右 問 に 思っ て た ん だ けど 、 
ふた り …… ラ ビー ド も な ん だ けど 
な ん で 識 衣 持っ て る の ? 
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話 導 器 が あれ ば 危険 な 歴 箱 を 、 
誰 で も 使え る よう に な り ま すか ら 
無理 も な いこ と だ と 思い ます 


ュー リ 
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さっ きん と こ に 

ニア の 実 、 取 り に 行く ぜ 
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関 ユー リ = 「 そ の 凶暴 な 魔物 の 相手 は カロ ル 先 生 が や っ て くれ る わけ ?] 


関 | カロ ル 「 や だ な 、 当然 で し ょ 。 で も 、 ユー リモ 手 伝っ て よね 」 


開 エス テル 「 わ た し も お 手伝い し ます 。 ほら 、 ラ ピード も 」 
ユー リ 。 「 じ ゃ 、 ま あ 、 こ れ で ちょ っ と 森 の 中 、 歩き 回 っ て みっ か 」 
ま か な り 離 れ て 、 ユ ー リ た ち は カ ロ ル の あと を 伺 っ て いく 。 し ば らく 進む と 、 前 方 か ら 獣 の 遇 隊 。 

[ カロ ル は そそ くさ と ユー リ の 背後 に 回 る 。 0 
0 閣 カロ ル 。 「 き 、 気 を つけ て 、 ほ 、 本 当 に 凶暴 だ か ら …- 昌 。 
開 ユー リ 。 [そう 言っ て る 張本人 が 、 真 っ 先 に 隠れ る な ん て 、 いい ご 身分 だ な 」 
^ カエ つの 見 せ 電 は 環 錠 な 9] ” : 。  。、。 

草 お ら か ら 、 小さ な 植物 型 の 魔物 が 現れ る 。 。。 。 

症 は 失 59 よ ね 1 


次 の 瞬間 、 巨大 な 魔物 が 飛び 出し て くる 。 or 
癌 カロ ル 「 う わあ あっ !」 
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半 用 に か エク ベー?7| 0 = 
っ 
M 開 ユーリ 「 な る ほど 、: カロ ル 先生 の 鼻 曲 が り 大 作戦 は 成功 っ て わけ か 」 
間 カ 昌 比 [へ 、 素 衝 名 前 。 散 竹 に つじ なじ で ま よ 唱 = ドー フー 
ト 間 ユーリ [そう いう セリ ヲ は 、 し ゃ きっ と 立っ て 言う も ん だ ]】 ~"- 


襲い か か る 凶暴 な エッ グ ベ ア を 、 、 な ん と か 倒し た ユ ー リ た ち 。 
関 ユー リ 「 カ ロ ル 、 爪 取っ て くれ 。 オレ 、 わか ん な いし 」 


VN 
k 補 e 
ーー デー ー や に っ 
っ か pe の に 
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間 カ ロ ル 。。 え 2 応 秦 で も で きる よ 。 すぐ は が れる か ら 」 
還 エス テル  「 わ た し に も 手伝わ せ て くだ ………… う っ ] 2 紹 け 
凍り MM 本 ror 

IN 
2 
カロ ル が エッ グ ベ ア に 近づく と 、 ユー リ は 彼 の 背後 に 回 り 、 ニッ と 笑っ た あと ……。 
回 ユ ー リ 。 「 う わあ あぁ あぁ っ | 人 


開 カロ ル 。 「 ぎ ゃ ああ あーーーーー っ 


開 ユー リ 。。。 [敬い た フリ が 上 手 いな あ 、 カ ロ ル 先生 は 」 」 “ 
し に 「 あ 、 うっ …… は っ は は …… そ 、 そう ? あ 、 は は は ….」 


ー リ は エッ グ ベ ア の そば に し ゃ が みこ ん で 、 爪 を 手 に 入れ る 。 5 


Er 「 鼻 、 大 丈夫 か 、 ラ ピ ー ド ?] 


12 さ 、 戻 うう ぜ 」 


前 カロ ル 「 こ れ で 、 ルル リエ の 花びら が あれ ば いい ん だ よね ?」 


問 2 チ ル UMUL の WO の AG も asU3 | 
森 を 出 よう と し た と ころ で 、 聞き 慣れ た 声 が 耳 に 入る 。 


回 ルブラン 「 ユ ー リ ・ ロ ー - ウ ェ ル ! 森 に 入っ た の は わか っ て いる ! 素直 に お 縄 に 
つけ ぃ 


Ci ポー デザ テー ギ で ギャ ーー マ ー ー 


義 ユー リ [この 声 、 冗談 だ ろ 。 ルブラン の や つ 、 結 界 (けっ か い ) の 外 ま で 追っ て 
き や が っ た の か 


は 


賠 カ ロ ル 。 ほえ 、 な に ? 誰か に 追わ れ て ん の ?」 の で 
「 ん 、 まあ 、 騎士 団 に ちょ っ と 」 


回 
1 
1 こ 


NE 


ー リ と エス テル を じっと 見 つめ る カロ ル 。 ど 人 は 昧 っ た まま だ 。 
問 っ ip 「 え 、 え 、 ええ こつ! 


KN 


JeyyCeemwfvmoeooomnerarovrouateaororreVrorereowoeoovyorrrwrooanrormwooyouoororro 
PR 2 で Ye oc 


議 アデ コー ル 「 す 、 表 直 に 出 て くる の で あや < る] 。 

間 ボッ コス 。。 「 い 、 今 な ら ボ コ る の は 勘弁 し て あげ る の だ ] 
1 回 ルプ ラン [時 ご と き に 伝え る と は 、 それ で も シュ ヴァ ー ン 隊 の 騎士 か | 
世 同 カ 「 「-… ね え 、 何 し た の ? 器物 破損 ? 詐欺 ? 密輸 ? ドロ ボウ ? 
ド IA ーー 
関 ユ ー リ [上 脱 究 だ け だ と 思う ん だ けど -……。 ま 、 と に か < 逃げ る ぞ 」 
ト ユー リ は 周 困 の 章 本 を 集め 、 道 ふさ いで し まう 。。 
( 関 ユー リ 「 こ れ で よし っ と 」 


国 エス テル  「 だ 、 だ めで す よ ! 無関係 な 人 に も 迷惑 に な かり ます !」 


3 ユー リ ー「 誰 も 通り ゃ し な いよ 。 な ん せ 、 _ 呪い の 森 だ か ら な 」 


森 の 外 へ 向かっ て 歩き 出す ユー リ と エス テル 。 果 然 と し て いた カロ ル は 少し 遅れ て 気づく 。 Ce に ot 


材料 は 鐘 っ て る の か ? 


癌 カロ ル 「 わ ー、 待っ て よー !」 


バル ル の 街 に 戻り 、 ー 行 は よろ ず 屋 に 向かう 。 


よろ ず 屋 「 お っ 、 戻っ て きた か 。 材料 は 揃っ て る の か ?」 


賠 カ ロ ル ー 「 ち ゃ ん と ある よ 」 


よろ ず 屋 「 エ ッ グ ベア の 爪 、 ニア の 実 、 ルル リエ の 花びら …… っ と 。 全部 ある な 。 


_ よし 、 作業 に 取り 掛か る ぞ 」 


同 エス テル 「 お 願い し ます 」 


本 ウッ ラー トル 8 呆 ED だ J 人 人 
癌 カロ ル 「 こ れ で 毒 を 浄化 で きる は ず ! 早速 行こ う よ !] 


癌 ユー リー | そん な 慌て ん な っ て 。 ひと つ し か ね えん だ か ら 、 落と し た ら 大 変 だ ぞ ] 
2 ルル - | ら 、 う ん 。 な ら 、 機 問 に 電 8 け (| 1 


スキ ッ ト ラ ピ ー ド と 仲良 く な れ プ ニア の 実 が な ぜ ? 


戦闘 会 話 エッ グ ベ プア 戦 


し も も も も も つた 


生ま も 幸生: た いこ に に に の CO こ て ここ 花 の 街 ハル ル キキ 


ご | ハル ル の 長 「 お お っ 、 1 る 生 i01 


同 コ ー リ [2 画 WlR の きま で Gj 入 。 


閉 カロ ル 。 「 え ? いい の ? じゃ あ 、 ボ ク が や る ね | 


同 エス テル  「 カ ロ ル 、 誰 か に ハル ル の 花 を 見 せ た か っ た ん で す よ ね ?」 
義 ユー リ 。 「 た ぶん な 。 ま 、 手 遅れ で な きゃ いい けど 」 


樹 の 根本 で カロ ル が バナ シー アポ トル を 使う と 、 樹 が 光 を 放ち は じ め る 。 
に 「 樹 が ……」 


生生 [そん な 、 そん な の っ て ……。 …… す 


樹 の 前 出 ーーー 彼女 の 周 り に 、 光 の 粒子 が 現れ る 。 


や の と ーー と の と の と あと て と ー 


同 : エス テル  「 咲 いて 」 
ハル ル の 樹 に 関 光 が 走 る 。 あ た り 一 面 に 光 の 粒子 が 舞う 。 そ し て 、 樹 は みる みる うち に 生 


。. 0x や 


ac 


に 


問 カロ ル 「 す 、 すごい ……」 | 

| 7 ] 

男性 A ” 「 今 の は 治癒 術 (ちゆ じゅ つ ) な の か ……」 ( 
男性 B 「 こ れ は 夢 だ ろ ……」 

男性 C [あり えな し Y… で で も ーー] っ 


し 


力 を 使い 果たし た の か 、 エス テル は その 場 に 座り 込む お 。 


0 


< か と 


男の子 「 お 姉ちゃん ! すご い ! すご いよ 1 
女の子 「 あ り が と ね ! ハル ル の 樹 を 元気 に し て くれ て 


ゆっ くり と 立ち 上 が る エス テル 。 カロ ル は ユー リ に 近づき 、 、 手 を 掲げ る 。 


ポー キー ネー サー テ イー デー サー で 


賠 エス テル  「 ュ ー ー リ と フレ ン っ て 不思議 な 関係 で す よ ね 。 友達 じゃ な いん で す ?」 


ーー イーー。 | 競 232 ROOM 2 本 2 200228225 に 2 
同 ユー リ 。 [た だ の 昔 各 只 み っ て だ け だ よ 」 


ラビ ー ド が 何 か に 気づく 。 ラ ピー ド の 視線 を 違う と 、 黒 装束 の 男 と ザ ギ の 姿 が あっ た 。 ーー 
時 の の 、 5 の に ちゃ 得 at 


回 ユー リ 住民 を 巻き 込む と 両 負 だ 。 見 つか る 前 に 一 旦 離 れ よう 」 


おこ 


スキ ッ ト 魔 導 器 に つい て ノ ハ ルル の 街 で 赤 眼 発見 


ーー で キー 


ジン モン デ 


EE 


「 こ こ で 待っ て いれ ば フレ ン も 戻っ て くる の に 」 

すそ の コレ ッ M 開 523h 間 7 テモ ー ーー 

「 エ ステ ル が 片想い し て る 帝国 の 騎士 様 だ | = 
癌 カロ ル | [ 間 尊 3 RMORS フ NE 二 


「 ち 、 違い ます 中 ' 

提 ! 「 あ れ ? 違う の か ? ああ 、 も う デ キ て る っ て こと か 」 

半 エス テル 「 も う 、 そ ん な ん じゃ あ D ま せん 1 Vo 3 
0 「 ま 、 な ん に せよ 、 街 か ら 離れ た 方 が いい な ] 


「 そ う で すね 。 街 の 皆 き さ ん に 迷惑 を か けた く あ り ま せん 」 


カル | 「 フ レン っ て 人 の 行き 先 が わ か っ て る な ら 追 いか けた ら ?」 _ 
い SO 「 確 か 、 東 に 向かっ つた っ て 言っ て た よ な 」 っ ・ 


回 エス テル  「 は い 」 


[| ハル ル の 長 「 待 っ て くだ され ] 


ハル ル の 長 が ユー リ た ち に 駆け 寄っ て くる 。 


四 wom racemaeesr に 。 私 は 先 に 表 に 戻っ て お り ま す 」 
0 に 、 。20 生 0 プー 
賠 ヵ ロ ル PT どう する 7 お 宙 だ 5 て 」 

あり が と うこ ざいます . ] 問 ユー リ 「 こ の まま 、 無視 し て くわ け に ゃ いか ん だ ろ 」 

で も 、 わ た し た ち 、 あ まり = 三 コ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーーー 一 

の っ くり 6 で らい の で ーー ] エス テル  「 で も 、 わ た し 夢中 で 、 何 し た か も よく わか ら な い の に 」 2 

る 賠 ユー リ 「 ま 、 と りあ え ず 行っ と こう ぜ 。 断る な ら 断 る で さ 」 

長 の 家 へ 向かう と 、 玄関 の 前 で ハル ル の 長 が 待っ て いた 。 内 


[| ハル ル の 長 「 お お 、 お お 、 よく ぞ 参 られ まし た 。 ささ 、 ご ゆっ くり と …」 


「 ま だ 騎士 様 も 戻ら れ て いな い の に 街 を 離れ る の で すか ?」 


関 ユー リ 。 「 ち ょ っ と 事情 が 変わ っ て ね ] 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー て ーー て ーーーーーーーーー と どう で すか …… 


で し た ら 


国 ハル ル の 長 [ 何 か お 怠 ぎの 用 と か 」 わずか ば か り で す が 


どう ぞ お 受け 取り くだ さい 


主 コ ユー リ まあ そん な と こ だ 生 あ ご 孝和 bee 


ハル ル の 長 「 私 で お 力 に な れる こと な ら な ん な り と ……」 


居 ] エス テル  「 そ の お 気持 ち だ け 、 い た だ いて お きま す 」 


財 人 ルルル の 長 「 そ う で すか …… で し た ら わ ず か ば か り で す が 、 どう ぞ お 受け 取り くだ 


さい J」 


りき 


回 人 J ル の 長 [か U、。 お 連 SB 時 NF oo 
閉 カ ロ ル | bw、 じゃ あ …| 0 
開 エス テル 。 [いえ 、 そ れ は 受け 取れ ませ ん l 。 
閉 カロ ル 。。 「 あ …- え えと 、 じ や あ ポ ク も いら な い 、 か な … と ] SS 


較 ルルル の 長 「 い や 、 し か し 、 それ で は 気持 ちの 収まり が つき ませ ん 」 


関 ユー リ 。。 な ら 、 こ うし よう 。 今度 遊び に きた ら 、 特 等 席 で 花見 させ て くれ ]」 


同 エス テル  「 あ 、- それ いい で すね ! と て も 楽し み で す 」 


同 / ル ルル の 長 「…… わ か り ま し た 。 その と き は 腕 に より を か け て 、、 お も て な し させ て 


ue uu ます 」 SN 
回 ユー リ _「 あ 、、 ひと つい いか ? アス ピオ っ て 街 に 聞き 覚え な い ?] 


剛 / ル ルル の 長 「…… ア スピ オ ? ああ 、 日陰 の 街 が 確か そん な 名 だ っ た よう な …ー」 


関 ユ コー リ [日 陰 の 街 ] 
回 / ル ルル の 長 「 聞 いた 話 で は 、 陽 が ほとん ど さ ささ な い 洞 窟 の 中 の 街 だ そう で 。 た ま に 


て 街 に 聞き 覚え な い ? 


マン ト と フー ド を か ぷっ た 無口 な 方 々 が この 街 に 、 買出し に 来る ん で す 
” が …。 ど うに も 気味 が 悪く て 、 ほ と ん ど 交流 は な いん で す 」 

開 ユー リ = その 街 は どこ に ある ん だ ?] 5 
国人 ル ル の 長 「 東 の 方 角 だ っ た か と 。 詳し い 位置 まで は な ん と も …-] 
還 エス テル  「 フ レン が 向かっ た の も 東 で し た よね ?」 2 の 8 


コー リ 「 あ ぁ 。 学術 都市 っ て くら い だ か ら 、! 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と 関係 あん 
_ の か も な 」 


ユー リ は ハル ル の 表 に 邊 き 直 る Shotstsmskswswsm 


ユーリ 「 サ ン キ ュ 、 それ だ け だ 」 


長 と 別れ 、 ユー リ は つぶ や く 。 


ユー リ 「 待 っ て ろ よ 、 モル ディ オ の や ろう 」 


(| 

街 の 出口 まで 来る と 、 エス テル が 立ち 止 きる 8。 = 】 
還 エス テル  「 不 護 企 か も し れ ま せん が …- -。 わた し 、 し 旅 を 続け られ て 、 すこ し だ け 3 
うれ し いで す 。 こん な に 自由 な こと 今 ま で に な か っ た か ら 」 紳 

半 ユ ー リ | 「 大 げ さ だ な 。 で 、 カロ ル は どう すん だ ?」 も の eo て 3 
閉 カロ ル 。 「 洪 の 街 に 出 て 、 ト ルビ キア 大 陸 に 渡り た いん だ けど ……]」 SCO 1 
還 コ ー リ 。 it お 9 コナラ 3 RS 1 
癌 カロ ル 「 え !?] 
還 コ ュー リ [カロル 、 あり が と な 。 楽 L が の っ た ぜ ] :。  。 。。 ここ | 4 
同 エス テル  「 お 気 を つけ て 」 この 8 コー レー | 
開 カロ ル ” 「 あ 、 い や 、 も うち ょ っ と 一 緒 に つい て 行こ う : が お 逢 N 
較 コ ーー OPEN 3 
半 カロ ル  「 や っ ぱ 、 心細い で し ょ ? ボク が いな いと さ 」 | | 
関 ユー リ |  「 ま 、 カ ロ ル 先 生 、 意 外 と 頼り に な る も ん な ] 人 
間 エス デル  -「 で は みん が で 中 bk) | 
賠 カロ ル 。。 「 で 、 東 、 だ っ け ?」 人 


に けり 「 あ あ 、 フレ ン は 」 


関 ユー リ 。。 「 オ レ は アス ピオ っ て 街 に 行き た いん だ けど ……。 と に か く 、 や つら が 


_ 来る 前 に ここ を 出 よう 」 


ぁ P.495 | フレ ン っ て 何者 ? プ 花 の 理由 


1 
ーーー ペーーーーーーーーーーーーーー…c: 提 衣 
閉 


< ここ て 


か 


エス テル 
あの 、 フ レン と いう 名 の 監 士 が 
訪ね て 来 ま せん で し た か 2 


都合 よく 開い ちゃ いな いか 


~ 守 編 1 の "ーー- ] 


閉 カロ ル 。 「 簿 暗く て ジメジメ し て …… お まけ に 肌寒い と ころ だ ね 」 
本 2 まあ 。 | 抽 朋 の 用 に お る S せ いで すね に し の ーー 1 
門 ユー リ [大 陽 見 れ ね ぇ と 心 ま で ね じ く れん の か ね 、 魔 核 (コア ) 次 お と か 」 
痢 会 入 用 名 まる どら 碑 土 に 打 HE0B 和 Se ーー 
、 門番 人 。 [通行 許可 配 の 提示 を 願い ます 」 ト 
ROOM WP 
月 重 | 「 こ こ は 帝 国 直属 の 施設 だ 一般人 を 簡単 に 入れ る わけ に は いか な い 」 
癌 カロ ル 9 前 30N と 
当然 そん な も の は 持っ て いな い ユ ー リ は 、 門番 に 掛け 合う 5 = 
同 ユー リ | 「 中 に 知り 合い が いん だ けど 、 通し て も ら え な い ?」 
、 門番 B ” [正規 の 訪問 手続き を し た な ら 、 許 可 証 が 渡っ て いる は ず だ 。 その 知り 
に NO 
関 ユー リ 。。 「 い や 、 何 も 聞い て な いん だ けど 。 入 れ な いっ て ん な ら 、 呼ん で き て く 
(2 旨 2 折 時 00e 枯 間 IT 雪  < 
に 問 陳 0" W00RUOWS as 0 
関 ユー リ 凍ら いっ コラ Peー 本 さ 
門番 B 「 モ 、 モル ディ オ だ と !? や 、 や は り 駄 目 だ 。 書簡 に て や り 取 り を し 、 正 
eS 2 区 講和 覆 直 荻 付 し を 香 5 え | 。。 > 
開 カロ ル 。。 「 ち ぇ 、 融 通 き か な いん だ か ら 」 
文句 を 聞い た 門番 が 構え る と 、 カロ ル は すぐ さま ユー リ の 後ろ に 隠れ る 。 。 
回 エス テル  「 あ の 、 フ レン と いう 名 の 騎士 が 、 訪 ね て 来 ませ ん で し た か ?] 5 
門番 A 「 施 設 に 関す る 一 切 は 機密 事項 で す 。 革 細 (ささ い ) な こと で も 教え : 
明和 ーー 
の フジ が 一 
本 本 も 5 の や hn ) r て 
賠 エス テル 「…… と いう こと は 、 フ レン は ここ に 来 た ん で すね | 
5 靖 隊 人 生 期 5C ウ レン お で 桂 和 は … り | 
に | エス テル 。 「 じ ゃ あせ め て 伝言 だ け で も お 願い で きま せん か ?]」 
開 ユー リ 「 や め と け 、 こい つら に 何 言っ て も 時 間 の 無駄 だ っ と] 
III 
関 ユー リ 「 冷 表 に いこ う ぜ 」 に 0 
本 が し TE 中 EE752084| on ーー 
癌 カロ ル 「 諦 めちゃ っ て いい の ?」 9 の さと 
に | エス テル [絶対 に 諦め ませ ん ! 今度 こそ フレ ン に 会 うん で す 」 
関 ユー リツ) 「 オ レ は モル ディ オ の や つか ら 鹿 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 取 り 返し て 、 つい 
で に ぶん 殴っ て や る 」 
韻 カロル 。 「 だ っ た ら 、 他 の 出入 り 口 で も 探さ な い ?]」 
閥 ユー リ 「 そ れ 、 採 用 。 ぐ る っ と 回 っ て みよ う ぜ 。 いざ と な れ ば 、 壁 を 越え て や りゃ あい い 」 
ー 行 は あたり を 探索 する 。 す る と 裏口 らし き 扉 が 見 つか り 、 ユー リ が 開け よう と する 。 
開 ュ ユーリ 「 都 合 よく 開い ちゃ いな いか 」 。 あと 
に | エス テル  「 華 を 越え て 、 中 か ら 開 ける し か な いで すね 」 ET 
関 ユー リ | 拉 間 間 ーー 
了 | エス テル  「 フ レン が 出 て くる の を 待ち まし ょ う 」 
義 ユー リ 。 「 フ レン は 出 て きた と し て も 、 モル ディ オ は 出 て こない だ ろ 」 了 
上 癌 | エス テル 。 「 出 て きた フレ ン に お 願い し て 中 に 入れ て も ら う の は どう で す ?」 
閥 ユー リ 「 あ いつ 、 こ の 手 の 規 則 に は と こと ん うる さい か ら な 。 頼 ん で も 無駄 だ っ て 」 


ら 人 が 話し て いる 間 、 カロ ル は 扉 を いじ っ て いる 。 


エス テル 「 カ ロ ル 、 な に を し て る ん で す ?] 


カロ ル 「 よ し 、 開い た よ 」 

エス テル  「 え ? だ 、 だ めで す ! そん な ドロ ボウ みた いな こと !」 に 

開 ユー リ 「…… お まえ の いる ギル ド っ て 、 魔物 狩る の が 仕事 だ よ な ? 盗賊 ギル 

ーー 且 |E リ 0GAOD は SN ーー 

開 カロ ル 「 え 、 あ 、 うん ……。 まあ 、 ボ ク ぐ らい だ よ 。 こん な こと まで や れる の は 」 

開 ユー リ 「 ご 苦労 さん 、 ん じゃ 行く か 」 

エス テル  「 ほ ん と に 、 だ めで すっ て ! フレ ン を 待ち まし ょ う 」 

開 ユー リ 「 フ レン が 出 て くる 偶然 に 期待 で きる ほど オレ 、 我慢 強く な いん だ よ 。 adm で Pe 
だ いた い 、 こう いう と き に 法 と か 規則 に 縛ら れん の が 嫌 で オレ 、 騎士 団 
辞め た ん だ し 」 

間 エステル も で 昌和 

ユー リ 「 ん じゃ 、 エス テル は ここ で 見 張り よろ し く な 」 で 

エス テル  「 え 、 え っ と 、 で も 、 あ の ……… っ !! わ 、 わ た し も 行き ます っ 」 

街 の 中 に 侵入 する と 、 ロー ブ を まとっ た 人 々 が 目 に 入る 。 。。 

義 ユー リウ) "な ん か モル ディ オ み た い の が いっ ぱい いる な …-| an 


時 あの 、 少 し お 時 間 よ ろ し いで す ? 


エス テル は 近く に いた 男性 に 話し か ける 。 

「 あ の 、 少し お 時 間 よ ろ し いで す ?」 

「 ん 、 な ん だ よ ?] 

「 フ レン ・ シ ー フ ォ と いう 騎士 が 訪ね て 来 ませ ん で し た か ?」 
回 エス テル  「 今 、 ど こ に !?」] の 
「 さ あ 、 研究 に 忙し く て それ どこ ろ じ ゃ な いか ら ね 」 
「 そ 、 そう で すか 。 …… ご めん な さい 」 
「 じ ゃ あ 、 失礼 する よ ] 
「 ち ょ 、 待っ た 。 も う ひ と つ 教 えて くれ 。 ここ に モル ディ オ っ て 天才 魔 導 


士 が いる よ な ?」 
研究 員 [な ! あの 変人 に 客 !?」 
開 ユー リ 「 さ す が 有 名 人 、 知っ て ん だ 」 5 人 ーー 
研究 員 「…… あ 、 いや 、 何 も 知 ら な い 。 俺 は あん な の と は 関係 な い ……」 ミウ. 時に ロ ボウ だ し と . 
去 ろ うと する 研究 員 の 宰 首 を 、 すか さ ず ユー リ が つか お む 。 
開 ユ ー リ 「 ま だ 話 は 全然 終っ て な いっ て 」 
研究 員 [も う ! な ん だ よ 
開 ユー リ 「 ど こ に いん の ?」 
研究 員 「 奥 の 小屋 に ひと り で 住ん で る か ら 勝 手 に 行け ば いい だ ろ 
病 ユー リ [サン キュ 」 
計 | カロ ル 「 大 丈夫 な の ?」 
問 ユー リ 「 ん ?」 
開 カロ ル 「 名 前 出し た だ け で 、 み ん な 嫌がる な ん て お か し いよ 」 
エス テル 「 気 に な り ま すね 」 
関 ユー リ 「 そ りゃ 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ド ロボ ウ だ し な 。 嫌 わ れ て ん の も 当然 だ ろ 」 


スキ ッ ト 元 騎 士 団 本 が いっ ぱい 


学術 閉鎖 都市 アス ビオ * 


研究 員 の 言葉 を 頼り し に 、 モル ディ オ の 家 ま で や っ て きた ユー リ た ち 。 
エス テル  「「 絶 対 、 入 る な 。 モ ルディ オ 」] 

癌 ユー リ [だ で こ か <] 

ユー リ は 扉 を 開け よう と する が 、 カギ が か か っ て いる 。 し か た が な く ノ ッ ク を する 。 


ペイ - 


。 
ニー 


うこ コ 


て 


と ミニ 


か 


いな いみ た い だ ね 
どう する ? 


エス テル 
カギ の 謝罪 も で す 


結界 魔 導 器 な ど を 含む 、 
大 き な 麻 導 器 を 
巨大 麻 導 器 と 呼ぶ 、 で す 


カロ ル 
わ 、 こ れ 表 紙 取 れ ぞ う 


人 


これ 以上 、 罪 を 
重ね る わけ に は いき ませ ん 


普通 は ノ > ノッ ク が 先 で す よ 0 


回 ェ エス テル 0 


局 カロ ル 「 い な いみ た い だ ね 。 どう する ?」 
義 ユー リ [悪党 の 巣 へ 乗り 込む の に 遠慮 な ん て いら な いっ て 」 。 
同 エス テル  「 だ 、 だ めで す 。 こ れ 以 上 罪 を 重ね な いで くだ さい 」 
間 和 | 守 らち 2 の 還 基 人 
回 エス テル II 
本 UM 
隔 | ェ ス テル 3 1 の 090 に ずっ て OWN 


MY2SSW6rHEASCUG PP rorhrhhtnt'1)0〔. 
oo 
国 エス テル  「 あ 、 待 っ て くだ さい ! も う 、 ど うし て こう …」』 
家 の 中 に は 、 大 量 の 書物 が 雑然 と 積ま れ て いた 。 = 
半 カロ ル 。。 「 す っ こっ ……。 こん な ん じゃ 誰 も 住め な いよ て ー」 


閲 ユー リ 「 そ の 気 に な りゃ あ 、 存 外 ど ん な と こ だ っ て 食っ た り 寝 た り で きる も ん だ 」 


] エス テル 「 ユ ー リ 、 - 先 に 言う こと が あり ます よ | 


こん 代 宇 は 。 お 外 魔 し て ます よ 」 


に エス テル  「 カ ギ の 部 罪 も で す 」 1 


「 カ ロ ル が 勝手 に あけ まし た 。 ご めん な さい 」 


国 | エス テル 。 「 も う 、 コ ユー リ は ……。 ご めん くだ さこ い 。 ど な た か いら っ し ゃ いま せん か ?」 
ユー リ 。。「 居 な いん な ら 好 者 合 。 証拠 を 探す と する か 」 


上 に 見 て 見 て 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 模型 だ よ 」 


関 ユー リ 。。 [ふーん -… 器 用 な や つも いん だ な 」 。 


に | エス テル [巨大 魔 導 器 で すね 。 さす が に 動い て は いま せん けど 」 


関 ユ ー リ [所 大麻 導 器 ?1 _ 
| エス テル [結界 訂 導 器 (シル トブ ラスティ ア ) な ど を 含む 、 大 き な 麻 導 器 ( ブ ラス ティ 


83 ア ) を 巨大 麻 導 器 と 呼ぶ d す 」 8 
剛 ユーリ 


「 そ れ も 本 で 読ん だ の か 」 


同 エス テル 


II 「 こ こ に 居る 方 は 熱心 な 勉強 家 み た いで すね 」 


「 ま じ め に 勉強 し て る や つか 、 、 必ず し も 正しい 行い を する と は 限ら な いっ 


「 む 、 ーー 」 


9 い ! _ 頁 重 な 知識 が 書か れ て る ん で す !| 。 


| に | エス テル 。 「 そ れ 、 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 術 式 で すね ] 

回 コー リ に つた GO AA PC」 0 
ユー リ は 、 いま だ に 戸口 に 立つ て いる エス テル に 語り か ける 。 。。。 
同 エス テル 。 「 こ れ 以上 、 罪 を 重ね る わけ に は いき ませ ん ] 。 


「 気 に し な く て いい の に 」 


「 不 法 侵入 の 罪 は 、 禁固 一 年 未満 又は 1 万 ガル ド 以 下 の 太 金 です 」 
「 そ れ に し て も 、 きっ た な い 字 。 ボク の 方 が キレ イ に 書け る よ 」 


「 字 が 汚い や つ は 心 が キ レイ つて 言う けど な ] 


「 な ら 、 ボク は 字 も 心 セ も キレイ な ん だ よ 」 


| 上 ステ ル 。 術 式 の 意味 わか る ?」 


ー「 火 を 使っ た 術 式 に 似 て ます が 、 わた し に は ちょ っ と ーー | 


書物 の 山 に 近づく と 、 ラ ビー ー ド が 内 ぃ する 。 す る と 、 SE プ を まとっ た 人 


開 カロ ル 。 「 き ゃ ああ あーーーーー っ ! 


ロー プ 次 の 人 物 は 計 昌 を 始め る 。 ユ ー リ は 背後 に 隠れ た カロ ル に か まわ ず 、 そ その 場 を 離れ る 。 


あう つう 、 あう っ 、 あう あう あう 」 


同 22 [っ 飛べ 


間 ガーROPeb あ ho ジジ ニポン ーー 
魔術 が 挫 生 し 、 カロ ル は 吹き 飛ば きれ る 。 。。。。。 
間 カ ロ ル - - 1 け ほ ESO ど や すま の RS 
間 モス テル 。 (お KOFaN51- 


ロー ー プ の ジー ー ド が 外れ て 、 少女 の 顔 が 見 える 。 ユー リ は 少女 の 背後 に 回 り 、 剣 を 抜く 。 


癌 ??? 「 は あ ? 逃げ る っ て 何 よ 。 な ん で 、 あ た し が 、 逃 げ な きゃ な ん な い の ?」 
義 ユー リ [そり 市 者 の 下町 か ら 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 校 (コア ) を 盗ん だ か ら だ 」 
開 ?7? "いき な り 、 何 ? あたし が ドロ ボウ っ て こと ? あん た .、 党 識 っ て 言葉 知っ て る ?] 
開 ユ ー リ 。 「 ま あ 、 人 並み に は 」 に 
病 ??? ”” [勝手 に 家 に 上 が り 込ん で 、 人 を ドロ ボウ 呼ば わり し た 挙句 、 剣 突き つ 

1 あの が AM の 人 科 


ラ ラビ ピー ー ド が ゆっ くり と 少女 の 方 に 近づい て くる 。 


[ 記 よ うと 、 犬 ! 犬 入 れ な いで よ . そこ の ガキ ん ちょ も ! - その 子 を 返し な さい ! 

EC SR 2 yr 
間 病 ??7? ”“ [ 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) よ 、 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア )!| 返し な さい !| 
突然 エス テル が 少女 の 正面 まで 来 て 、 頭 を 下げ る 。 。。 
彫 ??? _「 な 、 な に よ 、 あん だ に だ 0 


エス テル 「 わ た し 、 を コリ ー ゼ っ て 言い ます 。 突然 、 ベ 、 こん な 形 で お 邪魔 し て ご 


癌 カロ ル 「 ご 、 ご めん な さい 


エス テル は じっと ユー リ を 見 る が 、 ー リ は 視線 を そら す だ け 。 


内 ??? ”" 「 で 、 あ ん た ら な に ?] 


還 エス テル  「 え と 、 で すね.……。 この ユー リ と いう 人 は 、 帝都 か ら 魔 核 (コア ) ド ロボ 


_ ウ を 追っ て 、 こ こま で きた ん で す 」 


関 ユー リ 「 魔 核 (コア ) ド ロボ ウ の 特徴 っ て の が ……。 マン ト ! 小柄 ! 名 前 は モ 


ルディ オ ! | だ っ た ん だ よ 」 


ぷー ん 、 確か に あたし は モル ディ オ よ 。 リタ ・ モ ルディ オ 」 
「 至 格好 (か っ こう ) も 情報 と 一 致し て る ね 」 


「 で 、 ンー ?」 


「 い いか ら 来 て 。 シャ イコ ス 遺 跡 に 、 : 放 了 団 が 旧 れ た っ て 庄 "せっ がく 


RAM 


】 
ke 
3 


9 の 


上 E 人 [相談 終っ た ? じゃ 行こ う 」 


ck < 


im に 
H 
118 
し ee 
Nm 
け 
川 | 
U 
nI 
FE | 
四 : 
時 
が 
条 
| 隊 
ぃ エエ 
@ 
中 


賠 リタ 「 来 る の が いや な ら 、 ここ に 警備 呼ぶ ? 困る の は あたし じゃ な いし 」 


回 ユー リ 「 わ か っ た 。 行っ て ゃ る は 」 


リタ 「 シ ャ イコ ス 遺 貴 は 街 を 出 て さら に 東 よ 」 


関 ユー リ 「 悪 人 は 平 
リタ 「 あ 、 こ ら ! 待て !」 
に:]】 エス テル  「 女 の 子 の 部 屋 の 引き 出し 、 勝手 に 開け ちゃ いけ ませ ん ] 


_「 その お 嬢 さん の 盗み の 証拠 が ある か も し れ な い だ ろ 用 


回 エス テル 1 わた し が 調べ ます 」 


病 リタ [ え . 0 ちょ っ と 0 1 - 


エス テル は 引き 出し を 開け る 。 一 朋 の 沈黙 … - リ タ は 顔 を 真っ 赤 に し て 壁 の 方 を 向い て いる 。 


回 | エス テル [だいじょうぶ 、 誰 に も 言い ませ ん か ら 」 


人 


開 カロ ル 。 「 何 が あっ た の か な 」 OO 

ICAO の 7T7「「 い 1「1「1「1{ 
EOID 

人 に も きい ませ ん か ら 門 ユ ー リ [エス テル 、 思 だ つけ 2 よ | キー ャ キー キ 07W 1「 す の す の すす "「「. 


「 違 うわ よ ! あん た よ ! あん た W 


[ね え ね え 、 これ っ て 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 模型 だ よね 。 君 が 作っ た の ん 


ss お た つつ で に 障 な 」 


_「 器 用 な も ん だ な 」 - 
「 記 大 魔 導 器 で すね 。 さす が に 動い て は いま せん けど 」 


者 と か な れ な れ し い 


em 内 リタ HE り 前 で し ょ 、 模型 な ん だ か ら ] 


ED IN 細 、 還 
本 朗 _ 「 結 界 麻 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) な ど を 含む 、 大 き な 麻 導 器 ( ブ ラス ティ 
。。 。 人間 導 の ご ニ ほ セ 0 下 「 ロ q ト 0 


et 、 君 が 作 っ た の ? MI AN 
「 君 、 と か な れ な れ し い 口 利 か な いで よね 」 


な 「 こ ん な の 作れ る な ん て すご いで すね 」 


ピン ん ees 「 大 し た こと な いわ 。 誰 だ っ て で きる わ よ 、 これ くら い 」 
全部 読ん だ ん で す ? SSRRRBRRRSOO2SSS2 OS 


| そ 。 そう で し ょ うか ?] 


に | エス テル 「 間 強 熱心 な ん で すね 」 


「 そ ん な ん じゃ な いわ よ 」 


た っ 「 ま じ め に 勉強 し て る や つが 、 、 必ず し も 正しい 行い を する と は 限ら な いっ 


コー _ て こと だ な 」 1] 1 


凍 ( BSIBAHNDoHInTHHIP po 
、。 DWSI (ルト ハト 00 ク 0 ク 0〔0〔0〔0 

て AA LU NNWWMW UIWI 
司 | エス テル 。 「 リ タ は この 難し そう な 本 、 全部 読ん だ ん で す ?] 
e 内 リタ や"〔”。 [読ん で な い 本 を 較 い て お いて も し ょ う が な いで し ょ 」』 
MAO oo oo 


3 ド 】 エス テル  「 だ 、 大 丈夫 で すか !?」 


錠 eg NM 
ーー 1 半 。 6 2 和 注 注 - 


[55 つが キ レイ フ て 3 お 
「 そ れ が 人 何 よ 記 


[ 3 そう ね 。 …… わ か る の ?」 ーー 
ツー 「 え え 、 本 で 読み まし た 」 TYO キ OTTOTY ヤ IO や 1I1 ゃ tmOI1I ゃ IOI1IK1I10 ゎ K ゎ K ゎ 0 ね へ ね へ m ね へ ね へ ニニ 
「 応 一 5 」 


レ と 4 財 >P.352 | 暫 届 軸 コレ クタ ー 図 鑑 ・ そ の 1 = 手 に 入れ た アイ テム が 記載 され る 、 コレ クタ ー 図 鑑 を 入手 する 
スキ ッ ト リタ に つい て ノエ ステ ル と 呼ん で くだ さい 


シャ イコ ス 遺 跡 


> っ YY 
回 エス テル の か いま せん ね 」 


ラビ ー ド が 足跡 を 見 つけ 、 臭い を 嘆 ぐ 。 ーー 

| 陸 

半 カ ロ ル | 「 こ の 足跡 まだ 新しい ね 。 数 も た くさ ん ある よ ] に 4 

関 ユ ー リ 。 [騎士 団 か 、 盗 賊 団 か 、 そ の 両方 か っ て と こ だ ろ 」 和 

同 エス テル  「 き っ と 、 フ レン の 足跡 も て の 中 に ある ん で し ょ う ね 」 9 

問 ュ ーッ [か も gd 0n0n〔t〔t〔{〔{〔{. 敵 

賠 リタ 「 ほ ら 、 こっ ち 。 早く 来 て 」 We iAb 

関 ユー リ )。 「 モ ルディ オ さ ん は 暗がり に 連れ 込ん で 、 オ レ ら を 始末 する 気 だ な 」 

開 リ タ ==。 [始末 、 ね 。 その 方 が あたし 好み だ っ た か も 」 

関 カロ ル 「 不 気味 な 笑み で 同調 し な いで よ 」) 5 

喘 エ スチ J ル な 、 仲 良く し まし まう よ に に に 

一 行 は ひと と お り 遺 跡 を 探索 する が …。 「 あ 

還 コ ユーリ [ 量 上 団 も 送 唆 団 る いね まな mm 

同 エス テル  「 も っ と 奥 の 方 で し ょ うか ?」 2 抽 結 で 

還 ュ コー リ | 「 美 言っ で 牧 大 あけ 20200 nc 

ガロ 。  「[ 座 か いる よう に ば 県 えな いね 1 。 2 を うら /、 ョ デー 

賠 り リタ "や""”。 「 ま さか 、 地 下 の 情報 が 外 に も れ て ん じゃ な いで し ょ う ね ] 

年 迷 [系 下 2 に 5 2 

内 リタ や ”。  「 こ こ 最 近 に な っ て 、 地 下 の 入り 口 が 発見 され た の よ 。 まだ 一 部 の 麻 導 

3 の 。..  、 叶 に b か 、 知ら され か 9 論証 な の に nn 

関 ユ - リ 「 そ れ を オレ ら に 教え て いい の か よ 」 

内 リタ や = [しょうが な いで し ょ 。 身 の 潔白 を 証明 する た めだか ら 」 

関 コー リ [用 の 毒 田 和 ね 衝 トー 8 。 

リタ は 石 父 の 横 に 欧 動 し 、 地 畔 を 見 つめ る 。 。。 。  。 0 

賠 カ ヵ カロル 。 [地面 に こす れ た 跡 が ある ね 」 

閥 り タ 。 「 発 所 の 終わ っ た 地上 の 遺跡 くら 次 甘 団 に あげ て も よかっ た けど 、 来 て 正解 だ っ た わ | 

閉 カ ロ ル 「 な ら 、 早く 追い か け な い と 。 これ を 動か のせ ば いい ん で し ょ ?」 

カロ ル は 懸命 に 石像 を 押す が 、 ぴ ずく と も し な い 。 。 

賠 ヵ カロル 「 は あぁ 、 は あぁ 」 も 

詳 コ ユー リ [ほら 、 行 < ぞ , も うち っ らぶ が の ぽ 机上 ミー 

賠 カ ロ ル 3 9 

ユー リ と ら 人 で 押す と 、 石像 は じりじり と 動く 。 NR | 
陽 pt Mko な や | 
間 ュ コー リ 。 | 軸 ら .BBNU 。 】 
石像 の 下 か ら 隅 段 が 次 を 現す 。 その 場 に へ た り 込 お カロ ル 。 0 {tn〔nt〔 ひ 章 
関 エス テル 。 「 カ ロ ル 、 だ いじ ょ う 如 です?7] oo WW 1 
賠 カロ ル 。。「 こ 、 こ れ く らい 導 容 だ よ …… は ぁ は ぁ …] まる 人 | 
| リタ 。。  「 じ ゃ 、 行 < わ よ 』 ーー 人 | 
階段 を 下り た 先 に は 遺跡 が 広がっ て いた 。 
同 エス テル [遺跡 な ん て 入る の は じ め て で す …』 。 紳 
』 リ タ = 。 「 そ こ 、 足 元 滑る か ら 気 を つけ て 」 s ャ アテ ィ ガ さん | 
ーー キッ P リタ は 注意 を 促す 。 そ の 様子 を じっと 見 て いる ユー リ 。 ER 

リタ 「 な に 見 て ん の よ 」 3 

開 ユー リ 。。 「 モ ルディ オ さ ん は 意外 と お や さ し い な あと 思っ て ね ] 


開 り リタ "や" 「 は あ …- や っ ぱり 面倒 を 引き 連れ て きた 気 が す る 。 別に ひと り で も 問 


同 エス テル  「 リ タ は いつ も 、 ひ と り で 、 こ の 遺跡 の 調査 に 来る ん で す ?」 


IOW ON 
還 | エス テル 「 詞 と か 魔物 と か 、 危 険 な ん じゃ あり ませ ん ?] 。 
開 リ ッ ”。 「 何 か を 得る た め に リス ク が ある な ん て 当たり 前 じゃ な い 。 そ の 結果 、 
、 。 何 か を 傷付け て も あたし は それ を 受け 入れ る |] 
WODu2BMoeei nh ot 
韻 0 
還 エス テル  「 悩 お むこ と は な いん で す ? た め ら うと か …」 較 
V 3 :ocrcwy、 詳 隊 リタ =。  「 何 も 傷付け ず に 望み を 叶え よう な ん て 悩み 、 心 が 費 沢 だ か ら で き る の よ ] 
癌 エス テル [が ーー oy 抽 
病 ウ ia フラ ステ イア )kgE し を 56t5 


が な く て 楽 な の 」 
還 エス テル 。 「 な ん か 、 リ タ っ て 、 す ご いで す 。 あ ん な に き きっ ぱり と 言い 切れ て 」 


回 ユー リ = 「 何 が 大 切な の か 、 そ れ が は っ きり し て ん だ な ] 四 


同 エス テル 。 「 わ た し は 、 まだ その 大 切 が よく わか り ま せん -…」 
義 ユー [適当 に 旅 し て 回 っ て りゃ あ 、 そ の うち 、 嫌 で も 見 つか る っ て 」 


遺 中 内 部 を 進ん で いく と 、 道 の 端 導 に 壊れ た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が あっ た 。 


RF 2 
 「 入 和 の 記 呈 (プラ ステ ィ ア ) っ て こん な 員 に な っ て ん だ 」 
革 の 人 祭っ て 、 放 藤 ( プ ラス ティ イア) 叶 有 に 晶 め た ん で し ょ う 21 

さあ ね 。 その 辺 の こと は うろ も 研究 よ 」 


_ 「 こ ん だ け あ る な ら 、 水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) も 落ち て ね え か な . 『 
「 ど れ も 魔 核 (コア ) が あり ませ ん ね ] 
[な ん だ 。 それ じゃ 動か な いじ ゃ ん 」 


_  「 魔 核 (コア ) も 董 体 (コン テ ナ ) も 完璧 か ん て 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )、 そ 


SS aa 
ー「 術 式 に より 魔術 を 発現 する 魔 村 ( コ ア )、 その 魔術 を 調整 する の が 芋 体 
(コン テ ナ ) 。 両者 が 揃っ て 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と 呼び 。 魔 導 器 ( ブ 


ラス ティ ア ) は それ ぞ れ 異 な っ た 性 能 を 持ち 、、 その 人 性能 を 表す 紋 が 麻 校 
(コア ) 上 に 浮か ぶ 。 現 代 技術 で 蘭 体 (コン テ ナ ) の 生産 は 可能 だ 


魔 校 (コア ) は 再生 不可 能 で ある 、 …… で す 」 


_ 「 要 する に 発掘 品 を 使う し か な い 魔 核 (コア ) は 貴重 っ て わけ だ 。 ドロ ボ 
ウ が 盗 お の も 当然 だ な ] 


_ 「 そ う で も な いよ 。 エス テリ ー ゼ が 言っ た 本 の 内 容 は ちよ っ と 古い の 」 
「 古 いっ て どう いう こと ?」 


_ 「 発 掘 品 より 劣化 は する けど 、 簡単 な 魔 枚 ( コ ア ) の 復元 は 成功 し て る 」 
「 本 当 で すか | 


口 で は 何と で も 言え る も 


、 「 だ か ら 、 あたし な ら 、 盗み な ん て バカ な 真似 は し な い 。 そん な ヒマ が ある 


、 な ら 、 研究 に 時 間 を 費やす わ 。 完全 に 修復 する た め の ね 。 それ が 麻 導 士 よ 」 


、「 立 派 な 信念 だ よ 。 けど 、 それ で 疑い は 晴れ な い ぜ 」 
1 の 。 円 大 時 還 さ も 寺 え る も 6 幸 >  。 ー .。 
「 そ 、 そ の 辺 に 使え る 麻 導 器 (プラ ステ ィ ア ) が 残っ て る か も し れ ま せん よ 」 
さら に 進む と 、 比較 的 状態 の よい 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 目 に 入る 。 。。。 
「 あ 、 こっ ちの は 魔 核 (コア ) が 残っ て る よ ま 」 
1 訂 校 (ヨコ) だら 間 隊 っ て 、 繋 5 で て み で 


リタ は ユー リ に 指輪 を 渡す 。 
関 ユー リ 「 こ の リン グ に つい て る の 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) と 同じ 


も の だ な 」 
回 エス テル [ 術 式 を 文字 結晶 化す る こと で 必要 に 応じ て エア ル を 明 射 する 魔 導 器 ( ブ 
。 、 。 ラス ティ ア ) ソー ザ サコ ニー リ シク 』 る 
閥 リタ や "。 「 そ の 説明 、 ちょ っ と 違う 。 眼 射 し て 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に エア ル を 
ーー ーー 王寺 ES 8 明 本 や うと 、 あんた 知っ て る の に 
国 エス テル 。「 古 い 遺 跡 の カギ 代わ り に な る と お 城 の 本 で 読み まし た 。 本 物 は は じ め 
00 RS 2 
際 和 2 o8 牧 っ で 
糧 間 OO 


開 リ タ や 《。 「 あ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) を その ソー サラ ー リ ング で 撃 
つ だ け よ 。 狙う も の に 体 を 向け て 撃つ の よ 。 飛 距離 に 限界 が あめ る か ら 、 
語 し て の る よい DE 人 


ーー サラ ー リ ング か ら エ アル 才 放 う 。 
癌 リタ 「…… ハ イ 終 了 」 


魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が うな り を 上 げ 、 紋章 の よう な も の を 浮か び 上 が ら せ る 。 


ド に | エス テル 「 あ れ は スト リム の 紋 …… 移動 を 示す 紋章 で すね 」 


内 ユー リ 「 は ー ん 、 な る ほど ]」 


道 跡 の 奥 の 方 で 、 階段 が 水中 か ら せ り 上 が っ て くる 。 と 同時 に 、 それ まで は 璧 の よう に じ っ | 


と し て いた 魔物 が 動き 出す 。 た 


りか も よ 」 


関 ユー リ 。 【 詞 より 頂い の が 、 こ こ に いた よ 」 っ EMB 


あん た ら を 始末 する つも りか も よ 


まさ か 、 編 成 を 


貼 = ステ ルー BT ま U た U」 5cw/ 


、 Pa うま Rn rr fr oo ( .?.? ぴ ?  !.!!iii 


「 気 を つけ て ! 慎重 に 行け ば 大 丈夫 だ か がら!」 
「 後 つよ!」 


_「 あ 、 えつ 6 わた し 、 後ろ に いた の に ……」 


ーー の 2 | | え 、 な 、 何 - … 後 ろ に いた の に 、 
ー ン ーー ニーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニーーー ニ ーー ニーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー いき な り ! 2 
_ 3、 後ろ か ら 来る な ん て 卑 居 だ よ !| 1 | 
族 
4 
1 
ドー ! 
sw 0 間 
| N 
電 
導 
ちょ っ と も め て な いで / に 
また 来 た / | 
N 
4 
着 
(| 
に 
| 
前 
電 
3 を 
| エス テル 
ユー リ は 正面 か ら や っ て くる 魔物 に 、 ソー サラ ー リ ング を 撃つ 。 
関 リタ 今 の うち に !」 っ 4 0 


気絶 し た 魔物 た ち を 、 こと こっ ここ 


内 りあ 。 ける うい うど で らち こつ さと 行 くわ は 」 


スキ ッ ト 遺跡 探索 / 札 憂 っ て 言う ん だ よ ノ ソー サラ ー リ ング 感想 ご お 城 っ て 言わ な か っ た ? 
戦闘 会 話 サプライ ズ エ ンカ ウン ト の チュ ー ト リア ル 


遺跡 の 奥 の 人 型 魔 導 器 


ロ ユー リ 「 あ 、 お い !」 


「 う わ 、 な に これ ?! これ も 魔 導 身 ( ブ ラス ティ ア ) ?」 
「 こ ん な 人 形 じ ゃ な く て 、 オレ は 水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) が ほ 


「5 ょ っ と 不用 意 に 触 ん な いで ! この 子 を 調べ れ ば 、 念願 の 自立 術 


「 お まえ た ちこ そ 何 者 だ ! ここ は 立ち 入り 禁止 だ ぞ !| Li 
「 は あ ? あん た 救い よう の な い バ カ ね 。 あたし は あん た を 知ら な いけ 


。 あん た が アス ピオ の 人 間 な ら 、 あたし を 知ら な いわ け な い で し ょ 」 


人 型 魔 導 器 の 攻撃 を 受け て 吹き 飛ぶ リタ 。 


開 エス テル  「 リ タ ! 今 、 傷 を ……!] 


リタ に 駆 け 寄 っ た エス テル は 、 すぐ さま : 昌 痕 術 を 発動 させ る 。 


隔 | エス テル  「 な 、 な に !?」 


半 エス テル  「 え 、 え っ ? た だ だ ケガ を 治 そ うと ……」 
問 月 回 。 「 ち ょ っ と ! サボ っ て な いで 手伝っ て !] 
癌 り タ 「 あ ー、 も うし ょ う が な いわ ね ! あたし 、 あの 人 バカ 追う か ら ! ここ は あ 


ん た ら に 任せ た 1」 


関 ユー リ 「 仲 良く 人 形 遊び すす る し か ね えな 」 


4 リタ RoN6 あの 人 バカ を 追う わ よ 」 


や て サキ で イサ で イサ ネイ で + ト で ババ 


開 カロ ル 530 W 


KONAOSNSRS 


リタ 「 あ ん た も 早く !」 


eo R 


CK 


閲 ユー リ [あん な 島 し い が ウロ ウロ し て る と ころ に 、 騎士 団 な ん て いね ぇ っ て 」 


隔 | エス テル 「 じ ゃ あ 、 も う フ レン は …-」 


関 ユー リ 「 た 上 ぶん 、 も うこ こ に は いな い 、 行く ぞ !| 
の [ 生 e エ ーー ンー っ 
癌 カロ ル 「 そ の た め に ボク ら を 戦わ むせ た の ?」 
UITIRNRNRRSRII SINS 
開 カ ロ ル 昌 本 AS II 間 生 に > 


リタ 
較 ユー リ 


| | PART 


「 ド ロボ ウ 探 し の つい で に 手伝っ て も ら っ た だ け よ 」 
「 口 じゃ な く 足 使え よ !!」 


戦闘 会 話 ゴ ラ イ アー ス 戦 


| | 廃 村 春 還 編 


遺跡 内 部 の 入口 まで 戻る と 、 魔物 に 囲ま れる ロー ブ の 男 を 見 つけ る 。 


カロ ル 


f あ 、 い た より! 


魔物 を 蹴 散 らし 、 一 行 は ロー ブ の 男 を 取り 囲む 。 


リタ 「 魔 核 ( コ ア ) 盗 ん で 歩く な ん て どう し て や ろう か し ら …-」 
ロー ブ の 男 「 ひ いい っ ! や め て くれ ! や 、 や め て 、 も う 、 や め て ! 俺 は 頼ま れ た 
だ け だ ……。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 ( コ ア ) を 持っ て くれ ば 、 それ 
な り の 報酬 を や る っ て 」 
関 ユー リ 「 お まえ 、 帝都 で も 魔 核 (コア ) 盗 ん だ よ な ?」 
ロー ブ の 男 「 帝 都 ? お 、 俺 じゃ ね ぇ !」 
閲 ユー リ 「 お まえ じゃ ね ぇ っ て こと は 、 他 に 帝都 に 行っ た 仲間 が いる ん だ な ?] 
ロー ブ の 男 「 あ 、 あ あ ! デ 、 デ デッキ の 野郎 だ !] 
閲 ユー リ 「 そ いつ は どこ 行っ た ?」 
ロー ブ の 男 「 今 頃 、 依頼 人 に 金 を も らい に 行っ て る は ず だ ] 
較 ユー リ 「 依 頼 人 だ と ……。 どこ の どい つ だ ?」 
ロー ブ の 男 「 ト 、 ト リム 港 に いる っ て だ け で 、 詳し いこ と は 知ら ね ぇ よ 。 顔 の 右 に 傷 
の ある 、 隻眼 で バカ に 体格 の いい 大 男 だ 」 
ユー リ 「 そ いつ が 魔 核 ( コ ア ) 集 め て る っ て こと か よ ……」 
リタ 「 ソ ー サ ラー リン グ も どこ か で 盗ん だ の ね 」 
ロー ブ の 男 「 ぬ 、 盗 ん で な ん て いね え ! 仕事 の 役に立つ っ て 依頼 人 に 渡さ れ た ん だ !」 
リタ 「 う そ ね 。 コン 泥 の 親玉 な ん か に 手 に 入れ られ る も の じゃ な いわ 」 
ロー ブ の 男 「 ほ 、 本 当 だ ! 信じ て くれ よ !」 
半 | カロ ル 「 な ん か 話 が 大 掛か り だ し 、 すご い 黒幕 で も ちい る ん じゃ な い ?」 
ユー リ 「 カ ロ ル 先 生 、 革 えて る な 。 た だ の コン 泥 集 団 で も な さそ うだ ]」 
ロー ブ の 男 「 騎 士 も 魔物 も や り 過ごし て 奥 ま で 行っ た の に ! つい て ね ぇ 、 つ いて ね ぇ よっ !」 
エス テル 「 騎 士 ? や は り フ レン が 来 て た ん で すね ] 
ロー ブ の 男 「 あ あ 、 そ ん な 名 前 の や つ だ ! くそ 一 ! あの 騎士 の 若造 め !」 
リタ 「…… う っ さい 


ロー ブ の 男 を 帯 で ぶん 殴る リタ 。 


カロ ル [ちょ 、 リタ 、 気絶 ちゃ っ た よ …… ど うす ん の ?」 
リタ 「 後 で 街 の 警備 に 頼ん で 、 拾わ せる わ よ 」 
閲 ユー リ 「 そ れ じ ゃ あ 、 アス ピオ に 戻る か 」 


VO り 【) 


人 気 投票 の コメ ント ピッ クア ッ プ ・ そ の 1 


ゲス ペッ シャ イコ ス 遺 跡 キ 


庭 検 決 ん で 歩く な ん て 
どう し て や ろう か し ら 


お まえ じゃ ね ぇ っ て こと は 、 
他 に 帝都 に 行っ た 伸 器 が 
いる ん だ な ? 


ソーサラー リン グ も 
どこ な で 次 ん だ の ね 


後 で 街 の 警 位 に 束 ん で 、 
拾わ せる わ よ 


2 


6 放っ P_.292 


ここ で は 、 2010 年 4 月 13 日 一 8010 年 5 月 5 日 
まで 実施 し た アン ケー ト 「 キ ャ ラク ター 人 気 投票 」 の 、 
結果 の 一 部 を 紹介 する 。 サブ キャ ラク ター を 選ん で く 
れ た 方 の 、 熱い コメ ント に 注目 し て ほし い 。 


ひひ ひひ ゆ ゆ ひ ゃ ゆ も ひ ひひ の の ゆる ある の る の 


QG1 好き な 人 物 は .? 


バハ リー 4 上 票 
「 カ ロ ル と 同じ くら い 成 長 を 見 せる キャ ラク ター 
だ と 思い ます 。 彼 に も 自分 の 信じ る 正義 を 皿 い 
て いっ て ほし いで す 」 (fjsSm / 女 特 ) 


こ て 
we 


3 
宮 
に 


ナー っ も 


ョ 士 も 仲間 に 


< いた Sr に SWGE te は 学術 閉鎖 都市 アス ピオ + 


SW 


アス ピオ まで 戻っ て きた ユー リ た ち 一 行 。 


ふ て ん 、 あ ん た の 友達 ね エス テル […… 肝心 の フレ ン は いま せん で し た ね 」 


それ は 苦労 する わ 


3 
に 


か 人 テ w 


問 リタ 「 そ の 騎士 、 何者 な の ?」 
エス テル 。「 ユ ー リ の 友達 で す 」 ああ 3 の 
同 リタ _「 ふ ぶーん 、 あん た の 友達 ね 。 それ は 苦労 する わ 」 。 
間 証 II 
ッ 賠 リ ター 「 別 に 。 で 、 な ん で そい つが この 街 に いる の ?] 1 
* te。 エス テル [ルル の 本 放 間 和 ( ジ ル ト プラ ステ ィ ア ) を 直せ る 主 を 控 て:…・」 
f sme emu て ーー 内 リタ 「 あ あ …… あ の 青臭い の ね …… あ た し の と こ に も 来 た わ 」 
エス テル  「 フ レン 、 元 気 そう で し た ?] 
『 内 リタ 「 元 気 だ っ た ん じゃ な い ?」 本 
オ 剛 カロ ル | 0 本 SS SI0W | 9 
閥 リタ や” [騎士 の 要請 な ら 他 の 麻 導 士 が 動く だ ろう し 、 も う / リ ルル に 戻っ た ん じゃ な い ?」 
チル tk や ーー モート 
内 リタ 「 で ? 医 い は 晴れ た ?」 2 SS 
トート 同 エス テル  「 リ タ は 、 ド ロボ ウ を する よう な 人 じゃ な いと 思い ます 」 
義 ユー リ [思う だ け じ ゃ や っ て な い 丁 明 に は な ら ね えな ] 
[で も …-… 人 だ の シス ンタ 2 この 2 も っ 隊 ー「 い 2 
閥 リタ ※== ニ 「 い いよ 、 か ば っ て くれ な く て 。 け ど 、 ほ ん と に や っ て な いか ら 」 
「 ま 、 お まえ は ドロ ボウ より も 研究 の 方 が お 似合い だ も ん な 」 


「 ユ ー リ は 素直 AKG 


Ptee 二 か 加 コ ー リ て Bot で も ao 


通し て くれ る か どう か Cocco 


「 サ ン キ ュ 」 
「 い い ? 793 和 出 だ GO ざい 間 あ ね すわ よ 」 


あ 、 い え 、 リ タ に も 


ちゃ ん と 押 を し な いと 「 あ 、 いえ 、 だ 時 ] 


「 だ っ た ら 、 ノー ル 港 まで 一 直線 だ ね !」 


「 ト リム 港 っ て 言っ て な か っ た か ?」 


Per [05 な いっ て 何 を 2] 


「 ノ ー ル と トリ ム は ふた つの 大 陸 に また が っ た ひと つの 街 な ん だ よ 。 に の 


リキ ア 大 陸 に ある の が 清 の 街 カブ ワ ・ ノー ル 。 通称 ノー ル 港 。 お 隙 の トル 


む わた し は ハル ル に 戻り ます 
フレ ン を 追わ な いと 


カロ ル 「 え ー、 で も お …… ] 


な いと か ?」 
カロ ル 「 そ ん な は か な い 子 な ら 、 どん な に …-」 
そこ で リタ が 戻っ て くる 。 
リタ [待っ て ろ と は 言っ た けど …… ど ん だ け く つろ いで ん の よ 」 
に | エス テル  「 あ 、 お か えり な さい 。 ドロ ボウ の 方 は どう な り まし た ?] 
2 89 > er 。 
内 リタ [軽い 謝罪 ね 。 ま 、 いい けど ね 、 こっ ち も 収 穫 あ っ た か ら 」 


黒板 に 書か れ た 術 式 と エス テル を 見 比べ る リタ 。 

エス テル 「 リ タ ?]」 

_ 「 ん じゃ 、 世話 か けた な 」 
「 な に ? も う 行く の ?」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー 


RAYATTTORKRK1、|、|ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


y り 「 リ タ 、 会 えて よかっ た で す 。 急 ぎ ま す の で これ で 失礼 し ます 。 お 礼 は また 後日 
リタ 「…… わ か っ た わ 」 
ユー リ た ち は 研 究 所 を 出 て 、 街 の 広場 まで 進 お 。 振り 向く と 、 リタ が つい て き て いる 。 
閲 ユー リ 「 見 送り な ら こ こ で いい ぜ 」 
リタ 「 そ うじ ゃ な いわ 。 あ た し も 一 緒 に 行く 」 
カロ ル 「 え 、 な 、 な に 言っ て ん の ?] 
関 ユ ー リ まさ か 、 勝 手 に 帰る な っ て こう いう こと か ?] mm 
章 IE 
了 立 | カ ロ ル 「 う ん っ て 、 そん な 簡単 に !」 
閲 ユー リ 「 い い の か よ ? お まえ 、 こ この 魔 導 士 な ん だ ろ ?] 
内 リタ _「…… ん ん ー……。 ハ ルル の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 見 て 
お きた い の よ 。 壊れ た まま じゃ まず いで し ょ 」 
開 カロ ル 「 そ れ な ら 、 ボク た ち で 直し た よ 」 
リタ 「 は ぁ ? 直し た っ て あん た ら が ? 素人 が どう や っ て ?] 
閥 ヵ ロ ル 「 示 み が え ら せ た ん だ よ 人 32 と 、 エス チー し ーー つ 
議 コ ー リ 。。 「 抄 人 も . 箇 BMB だ ば] 、、 
半 リ タ や "= ふーん 、 ま すま す 心 配 。 本 当 に 直っ て る か 、 確 か め に いか な いと 」 
3 ユー リ 「 じ ゃ 、 勝手 に し て くれ 」 
突然 、 リ タ の 目 の 前 まで 近づく エス テル 。 
同 リタ 「 な 、 な に !?」 N 


エス テル 「 わ た し 、 同年 代 の 友達 、 は じ め て な ん で す !」 


サブ イベ ント 馬 肖 スキ な も の は ・ そ の 1 ュ リタ が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 対す る 思い を 語る 


スキ ッ ト リタ の 医 い が 晴れ た こと に つい て はかない 子 っ て 誰 の こと ? プ この メン バー で 旅 す る の か ノ 
リタ っ て いく つ ? プ リタ と ラ ピ ー ド ン / 学 術 都市 の 治 革 


花 の 街 ハル ル キネ 


ふた た び ハ ルル へ や っ て きた ユー リ た ち 。 街 に は 花びら が 舞っ て いる 。 中 
『 コ (| 
リタ 「 げ っ 、 な に これ 、 も う 満開 の 季節 だ っ け ?」 | 
カロ ル [へ ヘー ん 、 だ か ら 言 っ た じゃ ん 。 ボク ら で よ み が え ら せ た っ て 」 051 


ま 、 ど うす る か 考え と き な 。 


ちょ いと 晃 て くる 


無 も し た いわ よ 
や っ と 晃 つ けた 手掛かり 


リタ が 面倒 更 こし て な いか 


リタ は カロ ル に チョ ッ プ し た あと 、 街 の 奥 へ 走っ て いく 。 そ の と き 、 家 か ら ハ ルル の 長 が 出 て きた 。 
ハル ル の 長 「 お お 、 皆 さん お 戻り で すか 。 騎士 様 の お っ し ゃ っ た と お り だ 」 

エス テル 「 あ の …… フ レン は ?」 

ハル ル の 長 「 残 念 で し た な 、 入れ違い で し て …-」 

癌 カロ ル 「 え ー、 また -」 

回 / ル ルル の 長 「 結 界 ( け っ か い ) が 直っ て いる こと に は 大 変 衣 か れ て いま し た よ 」 

エス テル 「 あ の …… ど こ に 向かっ た か 、 わか り ま せん か 」 

回 / ル ルル の 長 「 い え …- 私 に は な に も ……。 た だ 、 も し も の 時 は と 手紙 を お 預かり し て いま す ] 
手紙 を 受け 取る ユー リ 。 見 る と 、 そこ に は 下手 くそ な ユー リ の 顔 が 描か れ て いた 。 


癌 カロ ル 「 え ? こ 、 こ れ 手 配 書 !? っ て な 、 な ん で ?] 

閲 ユー リ 「 ち ょ っ と 悪さ が 過ぎ た か な ]」 

癌 カロ ル 「 い 、 いっ た い ど ん な 悪行 重ね て きた ん だ より 

エス テル  。 「 こ れ っ て …… わ た し の せい -…-」 

閲 ユー リ 「 こ りゃ 、 な い だ ろ 。 た っ た 5000 ガ ルド っ て 」 

癌 カロ ル 「 脱 獄 に し て は 高 す ぎ だ よ ! 他 に も な ん か し た ん じゃ な い ?] 


エス テル 「 そ れ で 、 手紙 に は な ん て ?」 
ユー リ は エス テル に 手紙 を 渡す 。 
エス テル 「「 僕 は ノー ル 港 に 行く 。 早く 追い つい て 来い 』」 


閲 ユー リ 「「 早 く 追い つい て 来い 』 ね 。 っ た く 、 余裕 だ な 」 

エス テル 「 そ れ か ら 、 暗 殺 者 に は 気 を つけ る よう に と 書か れ て ます 」 

閲 ユー リ 「 な ん だ 、 や っ ぱり 狙わ れ て ん の 知っ て ん だ 」 

カロ ル 「 な ん か 、 し っ か り し た 人 だ ね 」 

関 ユー リ 「 身 の 危険 っ て や つ に は 気付 いて る みた い だ け ど 、 この 先 、 どう する ?」 
エス テル 「 そ う で すね ……」 

関 ユー リ 「 オ レ は ノー ル 港 に 行く か ら 伝言 ある な ら 伝 えて も いい 」 

エス テル  「 そ れ は …… で も ……」 

ユー リ 「 ま 、 ど うす る か 考え と き な 。 リ タ が 面倒 起こ し て な いか ちょ いと 見 て くる 」 
ハル ル の 樹 の 根本 に 向かう と 、 リタ が 果 然 と 樹 を 見 上 げ て いる 。 

リタ 「…… な に よ 、 これ 。 こん な の あり えな い ……。 満 開 の 季節 で も な い の 


に 花 が こん な に 咲い て ……。 結 界 ( け っ か い ) も ずっ と 安定 し て る 。 ほ 
ん と に 、 エス テリ ー ゼ が や っ た の ?」 


関 ユー リ 「 な ん で 、 エス テル な ん だ よ 」 

リタ 「 ア スピ オ を 出る 前 に 、 カロ ル が 口 滑 らし た で し ょ ? あん た が は ぐら か 
し た けど 」 

関 ユー リ 「 ば れ て りゃ 世話 な いな 」 

リタ 「 こ ん な 真似 され た ら 、 あたし ら 魔 導 士 は 形 無 ( か た な ) し よ 」 

関 ユー リ 「 商 売 敵 は さっ さと 消す ん だ な 。 その た め に つい て き て る ん だ ろ ?」 

リタ 「 そ ん な わけ な いで し ょ !? あたし に は 解 か な きゃ な ら な い 公 式 が …… 

閲 ユー リ 「 公 式 が どう し た っ て ?」 

リタ 「…… な ん で も な い 、 忘れ て 。 で 、 あん た の 用 件 は 何 ? その た め に ひ 

2 に > うす を で 来 だ ん ELSE ーー 

関 ユー リ 「 ま 、 半分 くら い は 今 の で 済ん だ 」 

リタ 「 な ら 、 も う 半 分 は ?」 

較 ユー リ 「 前 に お まえ 言っ た よ な 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 自分 を 裏切ら な いか 
ら 楽 だ っ て 」 

リタ 「 言 っ た わ ね 。 そ れ が ?」 

関 ユー リ 「 エ ステ ル と お まえ は どっ ち も 人 間 だ 。 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) じ ゃ な い 」 

リタ 「…… あ あ 、 そ うい うこ と 。 あの 子 が 心配 な ん だ 。 あたし が 傷付け る ん じゃ 
な いか っ て 」 

ユー リ 「 エ ステ ル は 、 オレ や お まえ と 違っ て 正直 者 みた い だ か ら な 。 無茶 だ け 


は し な いで くれ っ て 話 だ 。 ほら 、 戻 ろう ぜ 。 カロ ル と エス テル が 待っ て る 」 
ユー リ は 1 人 で 歩き 出す 。 リ タ は 小さ くつ ぶ や く 。 
リタ 「 無 茶 も し た いわ よ 。 や っ と 見 つけ た 手掛かり な ん だ か ら -…-」 


げ スキ ッ ト 樹 の 復活 に つい て 。 


街 の 入口 まで 戻る と 、 エス テル を 取り 囲 お ば ルブラン た ち が 見 える 。 

ルブラン 「 さ さ 、 今 の うち に 、 エス テリ ー ゼ 様 は 我ら の も と に 」 

計 アデ コー ル 「 帝 都 まで 丁重 に お 送り する の で あー る 」 

ボッ コス 「 あ と は ユー リ を と っ 捕まえ れ ば いい の だ 」 

ユー リ に 気づく ルブラン 。 

ルブラン 「 こ こ で 会 っ た が 百年 目 、 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル ! そこ に な お 一 れ ぇ ー !」 

関 ユー リ 「 今 回 は バカ に し つこ いな 」 

ルブラン 「 昔 か ら の よし み と は いえ 、 今 日 こそ は 容赦 せん ぞ !」 

| エス テル  「 ユ ー リ は 悪く あり ませ ん 。 わた し が 連れ 出す よう に 頼ん だ の で す !」 

ルブラン  。 「 え えい 、 お の れ 、 ユ ー リ ! エス テリ ー ゼ 様 を 脅 和 し て いる の だ な !] 

也 | エス テル 「 違 いま す ! これ は わた し の 意志 で す ! 必ず 戻り ます か ら 、 あと 少し 
自由 に させ て くだ さい 」 

ルブラン 「 そ れ は な り ま せん ぞ ! 我々 と お 戻り くだ さい |! 

隔 | エス テル  「 戻 れ ま せん 。 わ か っ て くだ さい !」 

ルブラン 「 こ こ は 、 致 し 方 な い 。 どう せ 罪人 も 捕らえ る の だ か ら ……」 5 電 

ルブラン の 指示 で 、 アデ コー ル と ボッ コス が ユー リ た ち に 襲い か か る 。 で FTP 

癌 ホッ コス  「 こ れ で お まえ た ちの 自由 も 今日 限り !」 、。 

計 アデ コー ル 「 我 々 騎士 団 究極 の 戦闘 術 、 オー バー リミッツ で 行く で あー て る! 

ユー リ 「 勝 手 に 盗む な よ 。 騎士 団 の も ん じゃ ね ぇ だ ろ 」 

計 アデ コー ル 「 到 れ で あー る 


ラー に リミッツ っ て ーー 

戦闘 に 参加 し て いな い 場 合 。 。 

エス テル  「 オ ー バ ー リ ミッ ツー……。? 

関 ユー リ 「 戦 闘 時 の 能力 を 上 げ る 技 だ よ 。 ど う や る ん だ っ た っ け か ? ど 忘 れ し ちまっ た な ] 

ボッ コス 「 バ カ め 。 所 診 、 庶民 だ な 」 

隔 アデ コー ル  「 私 が 教え て や る で あー る ! だ が 、 そ れ が わか っ た 時 、 お まえ た ち は 
死 の 急行 馬車 に 乗っ て いる で あー る ! まず …… 斬 り っ ! 


アデ コー ル が ユー リ に 斬り か か る が 、 ユー リ は 難なく か わす 。 
語 アデ コー ル 「 お お むっ! えー い 、 斬り っ 、 斬り っ !」 
関 ユー リ 「 そ うそ う 、 思い 出し た 。 相手 に 攻撃 を 当て て 、 闘気 上 げ て くん だ っ け ]」 
癌 ボッ コス  「< っ は ぁ ! 全然 、 当 た ら な いで は な いか !」 

ー リ は アデ コー ル を 斬り つけ る 。 
計 アデ コー ル 「< く ひっ ……! くう っ …… い て て で あー る …… も う ガ マン な ら な いで あー る … 
問 ユー リ 「 あ 、 本 受け て も 、 闘 所 が 上 が る ん だ っ け か 。 そ っ か …… こ こ で 溜め 


| 


も 


痢 0 、 ず 、 すご いで す -… 

ポッ コス 「 こ れ 以 上 、 調 子 に 乗せ る な !] 

関 ユー リ 「 望 お と ころ …… 1 

ユー リ た ち は ア デコ ー ル と ボッ コス を 退け る 。 

ka ルブラン  「 え えい っ ! 情け な 一 い っ! 
ニー リタ は 詠唱 を 始め る 。 

選 カロ ル 「 ち ょ 、 リタ ー…… バ 」 

議 リタ 「 戻 ら うな いっ て 言っ て ん だ か ら 、 さっ さと 消え な さい よ !」 
リタ が 騎士 た ち を 吹き 飛ば し た と ころ で 、 エス テル が 高台 に いる 黒 装 素 の 男 た ち に 気づく 。 
因 | エス テル  「 ユ ー リ っ ! あの 人 た ち !』] 


ct か 


本 まり 「 や っ ぱり も 用 われ て ん だ 6 EE Po | ro 
癌 カロ ル [ ど 、 どじ 85 あの | 

閲 ユー リ 「 話 は あと だ ! カロ ル 、 ノ ー ル 港 っ て の は どっ ち だ っ け ?」 

エス テル  「 で も 、 わ た し …-」 

par リタ 「…… あ ー つ !! 決め な さい 。 本 当 に し た い の は どっ ち ? 旅 を 続け る 
oe の か 、 帰る の か 」 


そう だ っ た よ な あ ? 


え 、 あ 、 西 だ よ 、 西 / 


エフ ミド の 丘 を 越え た 先 に 、 
カプ ワ ・ ノ ー ル は ある ん だ  。』 


局 | エス テル  「-…- 今 は 、 旅 を 続け ます 」 
リタ 「 臣 明 な 選択 ね 、 あ の 手 の 大 人 は 懇願 し た っ て わか っ て くれ な い の よ 」 
ユー リ 「 騎 士 団 心 得 (ここ ろ え ) ひ と ー つ !| 「 そ の 剣 で 市 民 を 護る 」 そ うだ っ た よ な あ ?] 


トコ ルブラン 「 そ の 通り っ !! いく ぞ 騎 士 の 意地 を みせ よっ 中] 
騎士 団 が 、 追っ て くる 黒 装束 の 男 た ち に 立ち 向かう 。 
エス テル 「…… ご めん な さい 」 


と と や = 請 還 > P.497 | ユー リ の さ が 
し |: 議 軒 >P.56 1 | アデ コー ル & ボ ッ コ ス 戦 


PART 


魔 桜 奪 如 編 


esseeeeeeeeeeeeeeeeeeeaeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 


ー 行 は ハル ル の 西 、 エフ ミド の 丘 に た どり 着く 。 
WWyp っ to? リタ 「 こ こ が エ フミ ド の 丘 ?」 
カロ ル 「 そ う …… だ けど ……。 お か し いな …… 結 界 (けっ か い ) が な く な っ て る 」 
関 ユー リ 「 こ こ に 、 結界 (けっ か い ) が あっ た の か ?」 
問 カロ ル 「 う ん 、 来る と き に は あっ た よ 」 


コリ 「 人 の 住ん で な いと こ に 結界 (けっ か い ) と は 贅沢 な 話 だ な 」 
内 リタ 「 あ ん た の 思い 違い で し ょ 。 結界 (けっ か い ) の 設置 場所 は 、 あたし も 把 
握 し て る けど 、 知ら な いわ よ 」 
カロ ル 「 リ タ が 知ら な い だ け だ よ 。 最近 設置 され た っ て 、 ナン が 言っ て た し 」 


トド | エス テル 「 ナ ン っ て 誰 で すか ?」 


ほ 、 ほら 、 ギル ド の 仲間 だ よ 。 ボ 、 ボク 、 そ 
の 辺 で 、 情報 集め て くる !」 
リタ 「 あ た し も 、 ちょ っ と 見 て くる 」 
ユー リ 「 っ た く 、 自分 勝手 な 連中 だ な 。 迷子 に な っ て も 知ら ね え ぞ 」 
=:| エス テル 「 わ た し た ち も 行き まし ょ う 」 
。 me 少し 進む と 、 壊 れ た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 道 を ふさ いで お り 、 そ れ を 騎士 や 技師 が 囲ん で いる 。 
に トド 魔 導 器 技師 A 「 こ ら こ ら 、 部 外 者 は 、 立ち 入り 禁止 だ よ !」 
リタ 「 帝 国 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 研 究 所 の リタ - モ ルディ オ よ 。 通 し て も ら うか ら 」 
魔 導 器 技師 へ 「 ア スピ オ の 魔 導 士 の 方 で し た か ! し 、 失 礼 し まし た !」 
技師 の 横 を 抜け 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 調べ は じ め る リタ 。 
魔 導 器 技師 へ 「 あ あ 、 勝手 を され て は 困り ます ! 上 に 話 を 通す まで は -…-」 
関 ユー リ 「 あ の 強引 さ 、 オレ も わけ て も らい た いね 」 
に 。 | エス テル 「 ユ ー リ に は 必要 な いか と 、 思う ん で すけ ど ……」 
ユー リ と エス テル が リタ の 様子 を 見 て いる と 、 カロ ル が ら 人 の も と に 戻っ て くる 。 
カロ ル 「 上 ふた り と も 、 聞い て ! それ が 一 瞬 だ っ た らし いよ ! 槍 で ガツ ン ! 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ド カン で ! 空 に ピュ ー っ て 飛ん で 行っ て ね !」 
関 ユー リ 「…… 誰 が 何 を どう し た っ て ?」 
癌 カロ ル 「 意 に 乗っ た や つが ! 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 槍 で ! 壊し 
て 飛び 去っ た ん だ っ て さ !」 


問 ユー リ 「 人 が 竜 に 乗っ て か ? ん な バカ な 」 
也 | エス テル  「 そ ん な 話 、 初 め て 聞き まし た 」 


カロ ル 「 ボ ク だ っ て そう だ けど 、 見 た 人 が た くさ ん いる ん だ よ 。 「 竜 使い 」 が 出 た っ て 」 
較 ユー リ 「 意 使い …… ね え 。 まだ まだ 世界 は 広い な ] 
周 リタ 「 ち ょ っ と 放し な さい よ 、 何 すん の !?] 
見 る と 、 リタ が ら 人 の 騎士 に つか まれ て いる 。 
カロ ル 「 な ん か 騒ぎ 起こ し て る よ ]」 
リタ 「 こ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 術 式 は 、 絶対 、 お か し い !」 
魔 導 器 技師 へ 「 お か し く な ん て あり ませ ん 。 あな た の 言っ て る こと の 方 が お か し いん じゃ …-」 
リタ 「 あ た し を 誰 だ と 思っ て る の よ !?」 こん Ce の 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


い 術 式 の ひと つく らい あり ます よ !] 
ド 「 こ ん な 変 な 術 式 の 使い 方 し て 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 可哀想 で し ょ !」 
騎士 た ち が 制 止 す る の を か まわ ず 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 調べ よう と する リタ 。 
魔 導 器 技師 B 「 ち ょ っ と ! 見 て いな いで 捕まえ る の を 手伝っ て くだ さい !」 
リタ の 周り に 騎士 が 集まっ て くる 。 


関 カロ ル 「 火 事 だ あっ! 山 火 事 だ っ ! 
騎士 A 「 な ん だ 、 あの ガキ 」 

- 譲二 B: | 出 火事 2 音 も 人 5 は も し 直 ゆか 2 ーー 0 
騎士 A [こら っ ! 嘘つき 小僧 !」 

半 カロ ル 。 「 や ば っ …… も うば れ た の 2?」 

騎士 た ち が 逃 げ る カロ ル を 追い か ける 。 す る と 1 人 の 騎士 が 、 脇 で 見 て いる ユー リ に 目 を 留め る 。 
騎士 C 「 お まえ た ち 、 さっ き の ガ キ と 一 緒 に いた よう だ が 


ん ? お まえ 、 給 か 季 配 圭 の …… 


確か 手配 書 の ……」 
リタ の 近く に いる 騎士 の も と まで 走り 、 手刀 を 食らわ せる ユー リ 。 
閥 ユー リ 「 今 だ !」 
騎士 C 「 あ 、 こら 、 待て!」 
エス テル 「 ご めん な さい 」 


騎士 A 「 お まえ ら ! サボっ て な いで 小僧 追い か ける の 、 手 伝 え !」 

騎士 C 「 ち っ … 0 
騎士 た ち は カ ロ ル を 追っ て いき 、 ユー リ た ち は 逃 走 に 成功 する 。 
較 ユー リ 「 避 ー、 振り 切っ た か 」 
居 ] エス テル  「 は あ …… は あ …… リ タ っ て 、 も っ と 考え て 行動 する 人 だ と 思っ て いま し た 」 
リタ 「 は あ …… あ の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア )、 完璧 お か し か っ た か ら 、 つい -…-」 
還 ユーリ) [お か し いっ て 、 ま た 古 介 吾 か 51。 | 
閥 リタ [厄介 事 な ん て か わい い 言 葉 で 、 片付け ば いい けど ] 4 
ユー リ 「 オ レ の 両手 は いっ ぱい だ か ら 、 その 厄介 事 は よそ に や っ て くれ ] 】 
リタ 「…… ど の 道 、 あん た ら に は 関係 な いこ と よ 」 1 
ルブラン  「 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ーー ル ! どこ に 逃げ よっ た あっ 1 
周り タ -「 呼 ば れ て る わ よ ? 有名 人 」 の | 
ユー リ 「 ま た か よ 。 仕事 熱心 な の も 考え も ん だ な 」 1 
陸 アデ コー ル 「 エ ステ リー ゼ 様 一! 出 て き て くだ さい で あー る !」 
周り タ 「 あ ん た ら 、 問題 多い わ ね 。 い っ た い 、 何者 よ 」 


也 | エス テル [えと 、 わた し は …-」 
ポッ コス  。 「 ユ ー リ 、 出 て ここ い !」 


関 ユー リ 「 そ ん な 話 は あと あと 」 

草 お ら で ル ブラ ン た ち を や りす ご す と 、 突然 ラビ ー ド が 後方 を 警戒 する 。 

カロ ル 「 う わあ ああ っ ! 待っ て 待っ て ! ボク だ よ !」 

居 | エス テル 。 「…… な ん だ 、 カ ロ ル …… び っ くり させ な いで くだ さい ……」 
閲 ユー リ 「 さ 、 面倒 に な る 前 に 、 さっ さと ノー ル 港 まで 行く ぞ 」 

防 | エス テル  「 え と 、 ど ちら に 向かえ ば 、 い いん で し ょ うか ?」 

カロ ル 「 方 角 的 に は ……」 

いち お う 道 らし きも の の 先 を 指す さす カロ ル 。 

リタ 「 こ れ っ て 獣 道 よね ? 進め る の ?」 


門 デジ 「 行 ける と ころ まで 行く ぞ 。 捕まる の は た くさ ん だ ] 


サブ イベ ント 世 7 ハル ル の 樹 の 下 に は き ハル ル の 長 か ら 、 ハル ル の 樹 に まつ わる 話 を 聞く 
スキ ッ ト ナン っ て 誰 で す ? ノ 意 使 い に つ いて 騒動 な し で は 進ま な い の ね 結界 魔 導 器 の 価値 ノ フ レン と 会 える の か ? 


| に | エス テル [魔物 に も 注意 が 必要 で すね 」 


関 ユー リ 「 な あ に 、 魔 物 の 一 匹 や 二 匹 カロ ル 先生 に 任せ て お け ば 万 事 解決 だ よ な 」 

カロ ル 「 そ 、 そ りゃ あ ね 。 結界 (けっ か い ) が あれ ば 、 魔 物 の 心配 も わな か っ た の に 」 

リタ 「 ま っ た く よ 。 ど っ か の 人 バカ が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊 すか ら ほ ん と に 
いい 迷惑 !」 

獣 道 進ん で いく と 、 大 き な 赤い 花 が 目 に 入る 。 

リタ 「 山 の 中 じゃ 、 こん な 花咲 くん だ 」 

エス テル  「 リ タ ! 触っ ちゃ だ め ! ビリ バリ 八 の 花粉 を 吸い 込む と 目 骸 と 激しい 
脱力 感 に 襲わ れる 、 で す 」 

リタ 「 ホ ー ん ……」 

リタ は カロ ル の 背後 に そっ と 回 る と 、 花 に 向け て ドン ッ と 背中 を 押す 。 

同 カロ ル 「 ち ょ 、 何 を ……」 

リタ 「 あ 、 ゴメ ン リ 


エス テル  。 「 カ ロ ル 、 だ いじ ょ うぶ で す !?」 
ビリ バリ ハ の 花粉 を 吸い 込み 、 カロ ル は ピヨピヨ し て いる 。 す ぐに 治癒 術 を 使う エス テル 。 


閲 ユー リ 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) に 興味 あん の か ?」 

リタ [別に …-」 

エス テル  「…… だ めで すね 。 治癒 術 (ちゆ じゅ つ ) で は 治り ませ ん 。 自然 に 回 復 す 
II 
関 ユー リ 「 こ れ 、 いつ 治る ん だ ?」 


エス テル  。 「 カ ロ ル 、 が ん ば っ て くだ さい 」 
し ば らく し て 、 カロ ル は よう や く 立 ち 直 る 。 


癌 カロ ル 「 う う 、 ひど いよ 、 リタ ー」 
リタ [だ か ら 、 ご めん っ て 言っ た で し ょ ]」 
関 ユー リ 「 平 気 な ら 、 行く ぞ 」 


エス テル 「 ビ リバ リ 八 に は 、 今後 気 を つけ まし ょ う ね 」 


少し 開け た 場所 に 来る と 、 獣 の 史 呼 が 響き 渡る 。 


カロ ル 「 ん …… な に ?」 

ガケ の 上 を 見 る と 、 巨大 な 魔物 が こち ら を 見 下ろ し て いる 。 

癌 カロ ル 「 う わあ ああ っ ! あ 、 あ れ 、 ハル ル の 街 を 朋 っ た 魔物 だ よ !」 
閲 ユー リ 「 へ え 、 こい つが ね 。 生き 残り っ て わけ か 」 

リタ 「 ほ っ と いた ら ま た ハル ル の 街 を 荒らし に 行く わ ね 、 た ぶん 」 
エス テル 「 で も 、 今 な ら 結 界 ( け っ か い ) が あり ます 」 

ユー リ 「 結 界 ( け っ か い ) の 外 で も 近所 に こん な の いた ら 、 安 心して 眠れ ね え か ら な 」 
襲い か か る 魔物 。 ユー リ た ち は ビ リバ リハ の 花 を 利用 し つつ 、 撃退 に 成功 する 。 
回 カロ ル 「 な 、 な ー ん だ 、 手ごたえ ゼロ だ っ た ね 」 

エス テル 「 で も 、 こ の 先 も まだ 何 匹 も 出 て くる か も …-」 

癌 カロ ル 「 だ 、 大 丈夫 だ っ て 」 

閲 ユー リ 「 ま 、 そう な ら な いこ と みん な で 祈 ろ う ぜ 」 


さら に 獣 道 を 進ん で いく と 、 視界 が 女 に 開け る 。 
エス テル 「 う わあ …」 

リタ の スン 

エス テル 「 ユ ー リ 、 海 で す よ 、 海 ] 


ユー リ 
エス テル 


*』 カロ ル 


エス テル 
関 ユー リ 
リタ 
カロ ル 
リタ 

= カロ ル 
リタ 
エス テル 


開 リタ 


カロ ル 


1 わか っ て あっ て 。 ご ご“ 風 が 気持 ちい いな 」 

「 本 で 読ん だ こと は あり ます けど 、 わた し 、 本 物 を こん な 間近 で 見 る の 
は 初め て な ん で す !]」 

「 普 通 、 結界 (けっ か い ) を 越え て 旅 す る こと な ん て な いも ん ね 。 旅 が 続 
け ば 、 も っ と 面白 いも の が 見 られ る よ 。 ジャ ング ル と が 滝 の 街 と か ……」 
「 旅 が 続け ば …… も っ と いろ ん な こと を 知る こと が で きる ・…」 

「 そ うだ な …… オ レ の 世界 も 狭かっ た ん だ な 」 

「 あ ん た に し て は 珍し く 素 直 な 感想 ね 」 

「 リ タ も 、 海 初め て な ん で し ょ ?」 

「 ま あ 、 そう だ けど 」 

「 そ っ か ぁ …… 研 究 ば か り の さび し い 人 生 送 っ て きた ん だ ね 」] 

「 あ ん た に 同情 され る と 死に た く な る ん だ けど 」 

「 こ の 水 は 世 界 の 海 を 回 っ て 、 すべ て を 見 て き て る ん で すね 。 この 海 を 
通じ て 、 世界 中 が つなが っ て いる …」 

「 ま た 大 げ さ な 。 た か だ か 水 溜り の ひと つ で 」 

「 リ タ も 結構 、 感激 し て た くせ に 」 


リタ が 手 を 挙げ る と カロ ル は 思わ ず 頭 を ガー ド す る が 、 その 手 は 下り て こない 。 


カロ ル 
関 ユー リ 
エス テル 
関 ユー リ 
エス テル 
問 ユー リ 
開 カロ ル 
関 ユー リ 
カロ ル 
関 ユー リ 


カロ ル 


「 あ 、 あれ …… ?] 
「 こ れ が あい つの 見 て る 世界 か 」 
「 ユ ー リ ?] 


「 も っ と 前 に 、 フレ ン は この 景色 を 見 た ん だ ろう な 」 

「 そ う で すね 。 任務 で 各地 を 旅 し て と ます か ら 」 
[追い つい て 来い な ん て 、 簡単 に 言っ て くれ る ぜ 」 

「 エ フミ ド の 丘 を 抜け れ ば 、 ノー ル 港 は も うす ぐだ よ 。 追い つけ る っ て 」 
「 そ うい う 意 味 じ ゃ ね えよ 」 

[ステ どう いう こと と 2 

「 さ あて 、 ルブラン が 出 て こない うち に 行く ぞ 」 

「 ノ ー ル 港 は ここ を 出 て 海 治 い の 街道 を 西 だ よ 。 も う 目 の 前 だ か ら 」 


まだ 海 を 見 て いる エス テル に 、 ユー リ は 声 を か ける 。 


閲 ユー リ 「 海 は また いく ら で も 見 られ る 。 旅 な ん て いく ら で も で きる さ ]」 
エス テル [ 人 な 9 る な も で 」 

癌 ユー リ 「 そ の 気 に な りゃ な 。 今 だ っ て その 結果 だ ろ ?] 

に :| エス テル 「…… そ う で すね 」 

回 カロ ル 「 ほ ら 、 先 に 行っ ちゃ う よ 」 

関 ユー リ 「 慌 て て る と 、 崖 か ら 落ち る ぞ 」 

カロ ル 「 う わあ ああ っ !」 

リタ 「 バ バカっ ぽい …」 


ふた た び 獣 道 を 進み 、 一 行 は 大 破 し た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 反対 側 に 抜け る 。 そこ で リ 
タ は 、 宝箱 に 入っ て いる も の に 注目 する 。 


リタ 

開 カロ ル 
リタ 
カロ ル 
エス テル 
リタ 

閲 ユー リ 
開 カロ ル 


エス テル 
リタ 

閲 ユー リ 
カロ ル 
関 ユー リ 


カロ ル 


問 リタ 


(なれ ーー に の 

「 あ 、 そ れ 、 テ ント だ よ ! これ が あれ ば 、 宿 屋 で な く て も 休憩 で きる ん だ よ 」 
「 よ か っ た わ ね 、 次 か ら ガ キ ん ちょ の 分 だ け 宿 代 が 安く な っ て さ ]」 

「 な 、 何 言っ て ん の 、 テン ト は 一 個 に つき 、 一 回 し か 使え な いん だ っ て 」 
「 リ タ 、 そん な 意地 悪 言 わな いで くだ さい 」 

「 上 ふーん だ ]」 

「 世 の 中 に は 、 便利 な も の が ある ん だ な ]」 

「 旅 する 時 に は 大 事 な も の な ん だ よ 。 テ ント の 他 に も 、 ご ざと か も ある 
ん だ 。 で も や っ ぱり キャ ンプ する な ら 、 テン ト だ よね 。 雰囲気 ある し 」 

「 ち ょ うど よかっ た で すね 。 みな さん 、 山越 え で ヘトヘト の ご 様子 で すし ……-」 
「…… あ ん た も ね 」 

「 ま あ 、 まだ 街 ま で だ いぶ あり そう だ し 、 ここ ら へ ん で 休憩 する か ]」 

「 じ ゃ 準備 する よ 。 あ 、 一 回 、 キ ャ ンプ し た ら と りあ え ず し ば らく は で き な い か ら ね ] 
「 な ん で だ よ ?」 

「 キ ャ ンプ し た 場所 の 近く で は テン ト に 塗ら れ た 簡易 結界 (けつ っ かい) が 
し ば らく 働か な く な る ん だ 」 

[簡易 結界 (けっ か い )? 何 そ れ ? 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) じ ゃ …… な いわ よね ?] 


登 の 中 に は 、 
便利 な ちの が ある ん だ な 
に 


本 で 読ん だ こと は あり ます けど 、 きき 電 
わた し 、 本 物 を こん な 較 近 で 
る の は 初め て な ん で す ! 


エス テ 』 
この 海 を 通じ て 、 


王 界 中 が つなが っ て いる …… 


tw 


追い つい て 来い な ん て 、 パ 
箇 演 に 言っ て くれ る せ  /。 


い 


あ 、 一 蝶 、 キ ャ ンプ し た ちら 
と りあ え ず し ば らく は 
で き な い か な ら ね 


カロ ル 


も ー ワ 

ま 、 と りあ え ず 

浴 備 は カロ ル 先 生 に 
任せ る な 


リタ 
閲 ユー リ 
癌 | カロ ル 
PP.353 墓参 ・ そ の 1 
魔 導 器 の 破壊 者 
と P.56 1 | ガッ トゥ ー ソ 戦 


RS 


ED デ ま ギ RGESEGom 


ドー マテ 


あ 、+ と いう の は 
も っ と 千 気 の ある 場所 だ と 
思っ て いま し た ・ 


関 ユー リ 


ーー 港 の 街 カプ ワ ・ ノ ー ル ネ 


丘 を 越え 、 ユ ー リ た ち は ノ ー ル 港 に 着く 。 降 り し きる 雨 は 、 止む 気配 が な い 。 


「 違 う よ 。 魔物 が 嫌い な 匂い を 出し て る 薬品 が 塗ら れ た も の を 結界 (けっ 
か い ) っ て 呼ん で る だ け 。 一 晩 く らい の 間 な ら 魔 物 を 速 ざ ける こと は で 
きる けど 、 時 間 が た つと 魔物 た ち が そ の 匂い に 慣れ ちゃ うか ら ね 」 
パー ん …… そ ん な の ある の ね -……」 

「 ま 、 と りあ え ず 準備 は カロ ル 先 生 に 任せ る な 」 

「 う ん 、 じゃ 、 も う 少 し 行っ た ら そ こ で キャ ンプ 張る ね 」 


丘 で 慕 石 ら し きも の を 見 つけ 、 それ に つい て 話し 合う 
丘 の 壊さ れ た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 見 て 、 リタ が 悲し お 


「…… な ん か 急 に 天気 が 変わ っ た な 」 


問 カロ ル 
関 ユー リ 
也 | エス テル 
ユー リ 
リタ 


ガル 
そん な こと な いよ 回 リタ 
ノー ル 港 が 厄介 な だ け だ よ 
皿 | エス テル 


問 | カロ ル 
備 兵 


お 役人 様 // 
どう か 、 だ れ だ け は / 
患 ば だ け は …… 即 し て くだ さい / 


開 男性 


「 び し ょ び し ょ に な る 前 に 宿 を 探 そう よ 」 
| エズ チル 、 の し だ | 

「 あ 、 その 、 港 町 と いう の は も っ と 活気 の ある 場所 だ と 思っ て いま し た …」 
「 確 か に 、 想像 し て た の と 全然 違う な ……」 

「 で も 、 あん た の 探し て る 魔 核 ( コ ア ) ド ロボ ウ が いそ うな 感じ よ 」 

「 デ デッキ っ て や つが 向かっ た の は トリ ム 港 の 方 だ ぞ 」 

「 ど っ ち も 似 た よう な も ん で し ょ 」 


「 そ ん な こと な いよ 。 ノー ル 港 が 厄介 な だ け だ よ 」 
2 つい うこ と で する] 
「 ノ ー ル 港 は さあ 、 帝国 の 圧力 が ……」 


カロ ル の 話 を さえ ぎる よう に 、 男 の 声 が 響く 。 


ーーーーーーーーーーーーー ーー アーー ーー て ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーmーーーーーーーーーーー…ー 


「 金 の 用 意 が 出来 な いと き は 、 お まえ ら の ガキ が どう な る か よく わか っ 
て いる よ な ?」 


声 が する 方 を 見 る と 、 傷 だ ら け の 男性 が 役人 らし き 男 に 土下座 し て いる 。 


「 お 役人 様 !! どう か 、 そ れ だ け は ! 息子 だ け は …… 返 し て くだ さい ! 
この 数 ヶ月 も の あい だ 、 天候 が 悪く て 船 も 出せ ませ ん 。 税 金 を 払え る 
状況 で な いこ と は お 役人 様 も ご 存 知 で し ょ う ?」 
「 な ら ば 、 早く リブ ガロ っ て 魔物 を 捕まえ て こい 」 
「 そ うそ う 、 あい つの ツノ を 売れ ば 一 生 分 の 税金 納め られ る ぜ 。 前 も そ 
2 吉 っ た ろう クタ 」 


そう 言う と 、 ら 人 の 男 は 去っ て いく 。 


に 1 

た 符 政 礼 は リタ 

帝国 で も 結構 な 地 倍 ら し く て 

や り た い 放 還 だ っ て 聞い た よ 還 8 
開 カロ ル 


「 な に 、 あの 野 論 人 」 
「 カ ロ ル 、 今 の が ノー ル 港 の 厄介 の 種 か ?」 
「 う ん 、 この カプ ワ ・ ノ ー ル は 帝国 の 威光 が も の すご く 強 いん だ 。 特に 最近 


リタ 
皿 | エス テル 
ド 】 女性 
賠 ティ クル 


韻 ティ グル 


関 ユー リ 


来 た 執 政官 は 帝国 で も 結構 な 地位 らし く て 、 や り た い 放題 だ っ て 聞い た よ 」 
「 そ の 部 下 の 役人 が 横暴 な 真似 を し て も 、 誰 も 文句 が 言え な いっ て こと ね | 


男性 は ゆっ くり と 立ち 上 が り 、 街 の 出口 へ 歩き 出す 。 


「 も う や め て 、 ティ グル ! その 怪我 (けが ) で は …… 今 度 こ そ あ な た が 
死ん じゃ う !] 応 
「 だ か ら っ つて 、 俺 が 行か な いと うち の 子 は どう な る ん だ 、 ケラ ス !」 


走り 出し た 男性 は 、 ユー リ が 突き 出し た 足 に 引っ つか か っ て 転 避 。 


「 痛 ツ …… あん た 、 何 す ん だ !」 
「 あ 、 悪い 、 ひつ っ か か っ ちまっ た 」 


回 エス テル 「 も う ! コー リ ! …… ご めん な さい 。 今 、 治し ます か ら ] 
エス テル は 治療 術 で 男性 の 傷 を 癒す 。 


較 ケラ ス 「 あ 、 あの …… 私 た ち 、 払え る 治療 費 が -……」 

閲 ユー リ 「 そ の 前 に 言う こと あん だ ろ 」 
OOEIUIOOS SSR っ 
較 ユーリ 「 ま っ た く 、 金 と 一 緒 に 常識 まで し ぼり 取ら れ て ん の か 」 

ケラ ス 「…… ご で 、 ご めん な さい 。 あり が と う ご ざ いま す 」 


その と き 、 ユー リ の 目 に 路地 へ 入っ て いく 黒 装束 の 人 物 が 映る 。 


ユー リ 「 入 22SYSS29 」 
癌 | カロ ル 「 あ れ ……? ユー リ は ?]1 


CA 


3 人 の 連携 攻撃 に 苦戦 する ユー リ 。 ら 6 人 が ユー リ の 背後 に 回 り 、 斬り つけ よう と し た その と き 、 
暗殺 者 た ち は 一 太刀 に 吹き 飛ば され る 。 斬 撃 を 放っ た の は 、 騎士 の 鎧 を まとっ た 男 だ っ た 。 


NN 


KS 


間 2 。 。 [大夫 か . コ デリ 半 | 
開 ユー リ 「 フ レン ! お まっ …… そ れ オ レ の セリ フ だ ろ 」 人 
脱 フレ レ ” 「 ま っ た <、 探 し た ぞ ! 放 
Ra ユー リ 「 そ れ も オ レ の セリ フ だ 」 


そう 言い な が ら 、 ユー リ は 残り の 1 人 に 蒼 破 丸 を 撃ち 込む 。 そ し て 先 の 斬 撃 を 受け た どら 人 


が 立ち 上 が る と 、 ユーリ と フレ ン は それ に 応戦 。 3 人 の 暗殺 者 が 固まっ た と ころ で 、 同 時 
に 技 を 放っ て 蹴 散ら す 。 


RS ユー リ 5 つう マ ジ で 人 閑 ら た し の 

則 フ レン  e で …」 

ユー リ に 向け て 剣 を 振り 下ろ る す フ レン 。 ユー リ は すん で の と ころ で 受け 止め る 。 

ユー リ 「 ち ょ 、 お まえ 、 な に し や が る !」 

回 フレ ン 「 ユ ー リ が 結界 (けっ か い ) の 外 へ 旅立つ て くれ た こと は 嬉し く 思 っ て いる 」 

ユー リ 「 な ら 、 も っ と 喜べ よ 。 剣 な ん か 振り 回 さ な いで 」 

貼 フレ ン 「 こ れ を 見 て 、 素直 に 喜 記 気 が う せ た 」 6 

フレ ン の 剣 が 指し た 先 に は 、 ユー リ の 手配 書 。 

議 コ ユニ リ 「 ぁ 、16000 和 0 了 ド に MG た 。PP no oo 還 

[に フレ ン ” 「 騎 士 団 を 辞め た の は 犯罪 者 に な る た めで は な い だ ろ う 」 5.10000 カ ルド に よっ た 

開 ユー リ 「 色 々 事情 が あっ た ん だ よ 」 

に フレ ン 「 事 情 が あっ た と し て も 罪 は 罪 だ 」 

病 ュ ユーリ 「 っ た く 、 相変わらず 、 頭 の 固い や つ だ な …… お あっ] 

に | エス テル  「 ユ ー リ 、 さ っ き そ こ で 何 か 事 件 が あっ た よう で すけ ど -…」 

閲 ユー リ 「 ち ょ うど いい と こ に 」 

回 エス テル 。 「… フ レン に ag 
思わ ず フ レン に 抱き つく エス テル 。 も CS 
開 フレ ン ーー し て PS 
隔 | エス テル  「 よ か っ た 、 フ レン 。 無事 だ っ た ん で すね ? ケガ と か し て ませ ん か ?] 

フレ ン 「… し て ませ ん か ら 、 そ の 、 エス テリ ー ゼ 様 ……」 


也 | エス テル [ あ 、 ご 、 ご めん な さい 。 わ た し 、 嬉し く て 、 つい ……」 


時 エス テル 「 え ? あ 、 ち まつ と ーー プレン お 導 二 
フレ ン は 少し 考え た あと 、 や や 強引 に エス テル を 連れ て いく 。 
関 ユー リ 「…… カ ロ ル と リタ を 先 に 拾う か 」 


宿 居 の 軒下 で 、 カロ ル と リタ に 合流 する ユー リ 。 


賠 カロ ル ” 「 な ん か エス テル が 引き ずら れ て いっ た けど …-」 

関 ユー 「 心 た り は 宿屋 の 中 か ?] 

同 ヵ カロル 「 う ん 。 さっ き の が フレ ン な ん だ 」 人 
関 ユー リ 「 ま あな 」 

リタ 「 今 、 行っ て も 色々 立て 込ん で る と 思う わ よ 」 

癌 | カロ ル 「 長 く な り そ う だ っ た し 、 先 に 街 を 見 て 回 っ た ら ?」 

関 ユー リ 「…… そ うだ な あ 」 


ぁ P.562 | 赤 眼 の 集団 の 襲撃 


| PART 』 


者 罰 還 


ユー リ が 街 を ぶら つい て いる と 、 大 き な 屋 敷 に 入っ て いこ うと する 少女 の 姿 が 見 えた 。 な 
ぜ か お で ん を くわ えた 少女 は 、 門 を 守る 偽 兵 に 引き 止め られ る 。 


| ?2? 「 あ う 」 

備 兵 A 「 何 入ろう と し て ん だ 、 この ガキ が 」 
| 22? 「 ま あま あ 、 これ で も 食っ て 落ち 着け 」 

備 兵 A 「 い ら ね ぇ よ 。 ガキ が 来る と ころ じゃ ね ぇ ん だ 、 ここ は 」 
備 兵 が 少女 を 投げ 飛ば す と 、 ユー リ が キャ ッ チ する 。 
3 ユー リ 「 お っ に こつ たき 。- 
レア ア ) [お お ご 
本 コー リ 「 子 ども 一 人 に ずい ぶん 乱暴 的 な 扱い だ な 」 

偽 兵 B 「 な ん だ 、 お まえ は 。 そ の ガキ の 親父 か 何 か か ?」 
問 ユー リ 「 オ レ が こん な 大 きな子 ども の 親 に 見 える っ て か ? 嘘 だ ろ 」 
に 222 「 再 チャ レン ジ な の じゃ 」 


屋敷 に 向かっ て 走り 出す 少女 。 し か し 、 備 兵 が 刻 を 突き 出し た た め 、 切 ブ レー キ を か ける 。 
Ed ??2 「 あ う 」 


閲 ユー リ 「 お い お い 。 丸腰 の 子ども 相手 に 武器 向け ん の か 」 
偽 兵 A 「 ガ キ に これ が 大 人 の ルー ル だ っ て こと を 教え て や る だ け だ よ 」 
較 ユー リ 「 や め と けっ て ……」 
に ??? 「 え いっ !」 
少女 が 何 か を 地面 に た た きつ ける と 、 黄色 い 煙 が あたり 一 面 を 包み 込む 。 
回 ユー リ つね わっ うー」 
SS 偽 兵 B 「 な 、 何 し や が る …… 
ES 電電 偽 兵 A 「 う っ ぷ …… や 、 や りや が っ た ……」 
人 逃げ よう と する 少女 の 腕 を 、 ユー リ が つか お む 。 
関 ユー リ 「 お い お い 、 ここ まで や っ と いて 逃げ る 気 か ?」 
回 2? 「 美 少女 の 手 を 掴 お の に は 、 それ な り の 覚悟 が 必要 な の じゃ 」 
関 ユー リ 「 ど ん な 覚悟 か 教え て も ら お うじ ゃ ね え か 」 
| 22? 「 残 念 な の じゃ 。 今 は その 時 で は な い 」 
閲 ユー リ 「 な ん だ っ て …… ?」 
に ?22 「 さ ら ば じゃ 」 
煙 が 晴れ る と 、 すでに 少女 の 姿 は な い 。 
偽 兵 BB 「 て め ぇ CC 待て っ る | | 
偽 兵 A 「 ち っ 、 な ん だ っ て ん だ 、 あ の ガキ 。 お い 、 お 前 も さっ さと 消え る ん だ な 」 
関 ユー リ 「 っ た く …… や っ て くれ る ぜ 」 
ユー リ が つか ん で いた は ず の 少女 は 、 いつ の 間 に か 人 形 と すり か わっ て いた 。 


ユー リ 「 そ ろ そ ろ 、 フレ ン と エス テル の 話 も 終っ た 頃 か も な ……」 


PART 
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oooeooeeoeoeeeeoeoeoeeoeoeeeeoea 


宿屋 の 一 室 に 入る と 、 フレ ン と エス テル が 向き 合っ て 座っ て いる 。 
関 ユー リ 「 用 事 は 済ん だ の か ?」 

うな ずく エス テル 。 今度 は フレ ン に 問う 。 

ユー リ 「 そ っ ちの ヒミツ の お 話 も ?」 


に | フレ ン 「 こ こま で の 事情 は 聞い た 。 賞金 導 に な っ た 理由 も ね 。 まず は 礼 を 言 っ 
て お く 。 彼女 を 守っ て くれ て あり が と う 」 
孔 | エス テル  「 あ 、 わ た し か ら も あり が と う ご ざ いま し た ]」 


閲 ユー リ 「 な に 、 魔 核 (コア ) ド ロボ ウ 探 す つ いで だ よ 」 

に | フレ ン 「 問 題 は そっ ちの 方 だ な 」 

ユー リ 「 ん ?] 

に :| フレ ン 「 ど ん な 事情 が あれ 、 公 務 の 妨害 、 脱 獄 、 不 法 侵入 を 帝国 の 法 は 認め て いな い ] 
基 | エス テル  「 ご 、 ご めん な さい 。 全部 話し て し まい まし た 」 

ユー リ 「 し か た ね えな あ 。 や っ た こと は 本 当 だ し 」 

フレ ン 「 で は 、 それ 相応 の 処罰 を 受け て も ら う が 、 いい ね ?」 

同 エス テル  「 フ レン !?」 

関 ユー リ 「 別 に 構わ ね え け ど 、 ちょ っ と 待っ て くん な い ?」 

に | フレ ン 「 下 町 の 魔 核 ( コ ア ) を 取り 戻す の が 先決 と 言い た い の だ ろ ?」 

その と き 扉 が 開き 、 騎士 の 格好 を し た 女性 と 魔 導 士 出 の 少年 が 入っ て くる 。 

問 ??? 「 フ レン 様 、 情報 が …… な ぜ 、 リタ が いる ん で すか !! あな た 、 帝国 の 


協力 要請 を 断っ た そう つじ ゃ な いで すか ? 帝国 直属 の 魔 導 士 が 、 義務 
づけ られ て いる 仕事 を 放棄 し て いい ん で すか が ?」 


関 ユー リ 「 誰 ?」 

リタ 「…… だ れ だ っ け ?] 

問 フ レン  「m す る 。 保 … 私 の 部 の ツテ 7 ア だ 」 ')|10 ゆ ⑨ ヨ †7t⑰ ヅ ⑰⑥ ハ セ kN、 
女性 が 軽く 頭 を 下げ る 。 

還 シッ に っ ち 3 アス ピオ の 上 2G 時 9 ん だ ウィ チル 。 人 を の 


開 ソ テ ディ ア 「 こ いつ …! 賞金 首 の っ !! 
ソ デ ィ ア は ユー リ の 顔 を 確認 する と 、 すか さ ず 抜刀 する 。 


回 | フレン 「 ソ ディ ア ! 待て ……! 彼 は 私 の 友人 だ 」 
ソ デ ィ ア 「 な っ ! 賞金 首 で す よ !」 
違 | フレ ン 「 事 情 は 今 、 確認 し た 。 確 か に 軽い 罪 は 犯し た が 、 手配 書 を 出さ れ た 

の は 濡れ 衣 だ 。 後 日 、 帝都 に 連れ 帰り 私 が 申し 開き を する 。 そ の 上 で 、 
上 受け る べき 加 は 受け て も ら う 」 シー am 
ソ デ ィ ア 「 し -… 失 礼 し まし た 。 ウ ィ チ ル 、 報告 を ーーmーー… 
リタ 「 も う 用 事 は 終わ っ た ん で し ょ ] 


話 に 興味 の な い リ タ が 口 を 挟む 。 
ウィ チル 「 こ の 連続 し た 雨 や 暴風 の 原因 は 、 や は り 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の せい 
だ と 思い ます 。 季節 柄 、 荒れ や すい 時 期 で す が 船 を 出す た びに 悪化 す 


る の は 説明 が つき ませ ん 」 | 
ソ デ ィ ア 「 ラ ゴウ 執政 官 の 屋敷 内 に 、 それ らし き 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 運び 込 し 
= : まれ た と の 還 衝 6 S oo Wo ん て mc 
リタ 「 天 候 を 制御 で きる よう な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 話 な ん て 聞い た こと Me 
な いわ 。 そ ん な も の 発掘 も ちさ れ て な いし …… い え 、 下 町 の 水道 魔 導 器 ( ア 1 

クエ ブラ ステ ィ ア ) に 遺跡 の 盗掘 … ま さか ……」 
関 ユー リ 「 執 政官 様 が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 使 っ て 、 天 候 を 自由 に し て る っ て わけ か 」 
ソ デ ィ ア 。 「…… え え 、 あ くま で 可能 性 で す が 。 そ の 悪天候 を 理由 に 港 を 封鎖 し 出 N 
。 航 す る 船 が あれ ば 、 法 令 違 反 で 攻撃 を 受け た と か 」 | 
関 ユー リ 「 そ れ じゃ 、 ト リム 港 に 渡れ ね えな ……」 
に | フレ ン 「 執 政官 の 悪い うわさ は それ だ け で は な い 。 リブ ガロ と いう 魔物 を 野 に 

放っ て 、 税金 を 払え な い 住人 た ちと 戦わ むせ て 遊ん で いる ん だ 。 リブ ガ 

ロ を 捕まえ て くれ ば 、 税金 を 免除 する と 言っ て ね 」 
還 エス テル 。 「 そ ん な 、 ひ どい …-」 則 
リタ [入り口 で 会 っ た 夫婦 の ケガ っ て 、 そ うい うか らく りな ん だ 。 やりたい 放題 ね 」 | 
同 ヵ カロル 「 そ うい えば 、 子ども が …-」 人 
同 フ レン 「 子 ども が どう か し た の か い ?」 (| 
開 ユー リ [な ん で も ね えよ 。 色 々 あり すぎ て 疲れ た し 、 オ レ ら この まま 宿 選 で 休ま せ て も ら う わ 」 


部 屋 を 出 て いく ユー リ 。 エス テル も それ に 続 こう と する 。 
開 ソ テ ィ ァ 「 そ れ と …… 例 の 『 探 し 物 」 の 件 で す が …--」 


癌 | エス テル (探し 物 ?) 


は 
| 3 トド 宿屋 を 出 て 、 話し 合う ユー リ た ち 。 0 
| ネ 江 6 賠 カロル [これから どう する ?」 
| N SS エス テル 「 わ た し 、 ラ ゴウ 執政 官 に 会 い に 行っ て きま す 」 
| M M に 賠 カロ ル 「 え ? ボク ら な ん か 行っ て も 門前 払い だ よ 。 い くら エス テル が 買 族 の 
| 4 M 人 で も 無駄 だ っ て 」 に も 1 
『 事 開 ユー リ 「 と は 言っ て も 、 港 が 閉鎖 され て ちゃ トリ ム 港 に 渡れ ね え し な 。 デ デ ッ キ っ 
| | 「 う だ うだ 考え て な いで 、 行け ば いい じゃ な い 」」 

# ーー 0 義 ユー リ 。 「 話 の わか る 相手 じゃ ね えな ら 、 別 の 方 法 考え れ ば いい ん だ し な 」 


行け ば いい じゃ な い 


エス テル 「 で は 、 ラ ゴウ 執政 官 の 屋敷 に 向かい まし ょ う 」 
ラ ゴ ウ の 屋敷 に 向かう と 、 案の定 備 兵 に 引き 止め られ る 。 
_「 な ん だ 、 貫 様 ( き さ ま ) ら 」 


プ _ 「 ラ ゴウ 執政 官 に 会 わせ て いた だ きた いん で す が ]」 


「 ユ ー リ 、 この 人 た ち 、 備 兵 だ よ 。 どこ の ギル ド だ ろう ……」 
[道理 で ガラ が 悪い わけ だ 」 


だ か ら 、 松 に され な い 「 ふ ん 、 帰れ 、 帰れ ! 執政 官 典 は お 忙し いん だ よ 」 
大 事 に な る 前 に 退散 し よう よ Sc 


「 街 の 連中 痛め つけ る の に か ?」 
「 お い 、 貢 様 ( き さ ま )、 口 に は 気 を つけ ろ よ 」 


「 だ か ら 、 相 手 に され な いっ て 言っ た じゃ な いか が 。 大 事 に な る 前 に 退散 し よう よ ] 
「 こ こ は カ ロ ル 先 生 に 賛成 だ な 」 


「 い いか ら 、 行く よ 」 


関 ユー リ [正面 か ら の 正攻法 は 騎士 様 に 任せ る し か な いな 」 


閥 リタ _ 「 そ れ が 上 手 くい か な いか ら 、 あ の フレ ン っ て の が 困っ て る ん じゃ な い の ?] 
関 ユー リ 「 ま あな 。 と な る と 、 献上 品 で も 持っ て 、 参上 する し か な いか 」 
賠 リタ [献上 品 ? 何 よ 、 そ れ ] が で 生 放 
ユー リ 「 リ ブ ガ ロ だ よ 。 価値 あん だ ろ ?] 

回 エス テル 。 「 そ うい えば 、 役 人 の ひと り が 言っ て まし た 。 その ツノ で 、 一 生 分 の 税 


人 金 を 納め られ る っ て 」 


「 そ ん だ け 高 価 な も ん な ら 面 ぐ らい 拝 ませ て くれ る だ ろ 」 


天気 が 変わ っ た 時 に し か 


活動 し な い 廃 物 っ て の が 、 「 リ ブ ガ ロ っ て の を 捕まえ る つも り ?」 


時 た まい る ん だ よね 2 
「 だ っ た ら 今 が チャ ンス だ よ ! 雨 降 っ て る し ] 
「 雨 が どう か し た ん で す ?」 


[リブ ガロ は 雨 が 降る と 出 て くる ん だ よ 。 天気 が 変わ っ た 時 に し か 活動 
し な い 魔 物 っ て の が 、 時 た まい る ん だ よね 」 


[じゃ あ 、 街 の 人 に 話 を 聞き まし ょ う 」 

「 聞 きま し ょ うっ て 、 いい の か が よ 、 エス テル 」 
(テル  「 は い 2] 

「 下 手すり ゃ 、 こっ ち が 犯罪 者 に され ん だ ぞ 。 この 街 の ルー ル 作 っ て ん 


の は 帝国 の 執政 官 様 だ 。 そい つ に 逆 ら お うっ て ん だ か ら な 」 


「 い いん だ な 」 
「 は い 」 


エス テル OU 
苦手 みた い だ な 
] 関 ユー リ 「 じ ゃ あ 、 まず リブ ガロ を 探す と し ます か 」 


] 
牙 


ーー ka ーー 


開 ユー リ 


「 オ レ は 生ま れ て この か た 、 無 茶 な ん て し た こと な い ぜ 。 今 も 魔 核 (コア ) 
ドロ ボウ 追っ て る だ け だ 」 


較 フレ ン 「 ユ ー リ ……| 」 

関 ユー リ 「 お まえ こそ 、 無理 は ほど ほど に な 」 

そう 言っ て ユー リ は 去っ て いく 。 

に | フレ ン 「 ウ ィ チ ル 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 研 究 所 の 強制 調査 権限 が 使え な いか 

確認 を 取っ て お いて くれ ] 

うな ずい て 走り 出す ウィ チル 。 

に | フ プレン ”  「 ま っ た <、 錠 都 を 出 て 少し は 変わ っ た か と 思え ば ……。 これ で は 無茶 
の 規模 が 膨れ あがっ た だ け だ 」 

同 エス テル  「 フ レン ?」 

回 フレ ン 「 ユ ー リ は 守る べき 物 の た め な ら と て も 真っ 直ぐ な ん で す よ 。 そ の た め 

。 に 自分 が 傷つく こと を 胡 わ な い 。 そ れ が うら や まし くも あり 、 その た め 

P の 無茶 が 不安 で も ある ん で す が ね 」 

開 カロ ル 「 ね 、 エス テル 、 も う 行 こう 。 ユ ー リ に 置い て いか れる よ 」 

同 エス テル  「 え え 、 わ た し た ち も こ れ で ]」 zie 

ト に 』 フレ ン 「 あ 、 エス テリ ー ゼ 様 」 

居 | エス テル  「 は い 」 

フレ ン 「…… そ の 、 どう で すか ? 外 を 、 自由 に 歩く と いう の は ?」 

了 | エス テル  「 全 部 を よかっ た と いう の は 、 難し いこ と で すけ ど ……。 わ た し に も な 
すべ きこ と が ある の だ と わか り 、 それ が うれ し く て 、 楽し いで す 」 

フレ ン 「 そ う で すか 。 それ は よかっ た ……」 き 


PP.354 サイ コロ ゲー ム 


ウィ チル 、 記 差 器 
強制 調査 権限 が 使え な いか 
履 認 を 取っ て お いて く 


ne 
ユー リ は 守る べき 物 の た め な ら 
と て も 軸 っ 意 ぐ な ん で す よ 


カプ ワ ・ ノ ー ル の サイ コロ 名 人 と リタ が サイ コロ で 勝負 を する 


lP.498 | ユーリ の 憂い ノ 執 政官 の 悪行 に つい て の 所 見 プ ウ ィ チ ル と リタ は 知り 合い ? プ フレ ン の 感想 / 


フレ ン と の 再会 に つい て ノ 強 制 調査 権限 っ て ? 


リブ ガロ を 捕獲 し に 


カロ ル 「 こ れ が リブ ガロ だ よ 」 

襲い か か る リブ ガロ を ユー リ た ち は 気 絶 さ せる 。 

問 カロ ル 「 さ っ さと 連れ て 帰ろ う よ 」 

半 エス テル  「 傷 だ ら け ………… 少 し か わい そう で すね 。。 。 
開 ユ ー リ [死に 物 ぐ る い の 街 の 連中 に 何 度 も 襲わ れ た ん だ ろう な 」 

了 | エス テル  「 街 の 人 が 悪い わけ じゃ ……」 

較 ユ ー リ 「 わ か っ て る っ て 」 の 
ユー リ は リブ ガロ の 前 で か が み 込 み 、 そ の ツノ を 折る 。 

同 エス テル 。 「 コ ユー リ ……?」 

関 ユー リ 「 高 価 な の は ツノ だ ろ ? 人 金 の 亡者 ども に ゃ これ で 十分 だ 」 

リタ  。「 あ ん た が 魔物 に 情け な ん て か な り 意外 な ん だ けど 」 
カロ ル 「 の ん きなこ と 言っ て た ら 、 ほら 、 起き る よ 」 


目 を 覚まし た リブ ガロ 。 し か し 襲い か か っ た り は せ ず 、 そ の まま 去っ て いく 。 


問 カロ ル 「 あ 、 あれ ? な ん で ?] 

隔 | エス テル ” 「 わ た し た ちの 意図 を 、 理 解 し て くれ た ん で す よ 」 
問 カロ ル 「 魔 物 が ? まさ か ?] 

関 ユー リ 「 ツ ノ が 手 に 入っ た ん だ か ら な ん だ っ て いい さ 」 


街 に 戻る と 、 ティ グル と ケラ ス の 姿 が 目 に 入る 。 


較 ケラ ス 


関 ユー リ 


[待つ て ! せっ か く 、 ケ ガ を 治し て も ら っ た の に 
[そん な 物 駐 な も ん 持っ て 、 どこ に 行こ うっ て ん だ ?]」 


港 の 街 カプ ワ ・ ノ ー ル * 


高価 な の は ツノ だ ろ ? 
金 の 亡者 ども に ゃ 
これ で 十分 だ 


909 の 。 キキ る た て 


4 


WAR 


AWKRNRWRNWSRONRNXSWSANS 
wo 


宰 
WS 
本 と て 


> か ym 


プレ ン 
ラ ゴ ウ は 遇 士 慌 の 擬 を 出 し て 


市 中 の 見 因り に 測る 
手配 書 で 晃 た 忘 盗 現 が 、 
地 政 宮 記 を 昌 う と の 情報 を 得 た 


kP.56 ら | リブ ガロ 戦 


ティ グル 


「 あ な た 方 に は 関係 な い 。 好奇 心 で 首 を 突っ 込ま れ て も 迷惑 だ 」 


ユー リ は ティ グル の 足下 に 、 リブ ガロ の ツノ を 放 る 。 


ティ グル 
閲 ユー リ 
ティ グル 
較 ケラ ス 
カロ ル 
関 ユー リ 
也 | エス テル 
関 ユー リ 
リタ 

関 ユー リ 
也 | エス テル 
カロ ル 
関 ユー リ 


也 | エス テル 


に 、 に 4 は こう 17] 

「 あ ん た の 活躍 の 場 礁 っ て 悪かっ た な 。 それ は 、 お 詫び だ 」 
「 あ 、 あり が と う ご ざ いま す 」 

「 あ 、 あり が と う ご ざ いま す 」 

「 ち ょ 、 ちょ っ と ! あげ ちゃ っ て も いい の ?」 

「 あ れ で ガキ が 助かる な ら 安 いも ん だ ろ 」 

「 最 初 か ら こ うす る つも り だ っ た ん で すね 」 

「 思 いつ き 思 いつ き 」 

「 そ の 思い つき で 、 献上 品 が な く な っ ちゃ っ た わ よ 。 ど うす ん の 」 
「 ま 、 執政 官邸 に は 、 別 の 方 法 で 乗り 込め ば いい だ ろ 」] 

「 な ら 、 フレ ン が どう な っ た か が 確認 に 戻り ませ ん か ?」 

「 と っ くに ラ ゴ ウ の 屋敷 に 入っ て 、 解決 し て る か も し れ な いし ね 」 
「 だ と いい けど 」 

「 宿 を 訪ね て み ま し ょ よう 」 


宿屋 の 一 室 に 入る と 、 フレ ン た ち が 打 合せ を し て いる 。 


ユー リ 
フレ ン 
閲 ユー リ 
に:| フレ ン 


目 を そら す ユ ー リ 。 


関 ユー リ 
ト に:| フレ ン 
閲 ユー リ 
に | フレ ン 
関 | カロ ル 


ウィ チル 


3 ソ デ ィ ア 


関 ユー リ 


癌 ソ テ ィ ァ 


「 相 変わ ら ず 辛 気 臭い 顔 し て る な 」 
「 色 々 考え る こと が 多い ん だ 。 君 と 違っ つて] 


「 ま た 無茶 を し て 賞金 額 を 上 げ て 来 た ん じゃ な い だ ろ う ね 」 


「 執 政官 と こ に 行か な か っ た の か 」 

「 行 っ た 。 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 研 究 所 か ら 調 査 執行 書 を 取り 寄せ て ね 」 
「 そ れ で 中 に 入っ て 調べ た ん だ な 」 

「 い や …… 執 政官 に は あっ さり 拒否 され た 」 

「 な ん で !?」 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 本 当 に ある と 思う な ら 正 面 か ら 乗り 込ん で み 
た まえ 、 と 安い 挑発 まで くれ まし た よ 」 


「 私 た ち に その 権限 が な いか ら 、 馬鹿 に し て いる ん だ !」 


「 で も 、 そり ゃ そい つの 言う 通り じゃ ね え の ?」 
「 何 だ と !?」 


ユー リ に つか みか か ろう と する ソ デ ィ ア を 、 ウィ チル が 制す る 。 


関 | カロ ル 
関 ユー リ 


回 フレン 


ド に | エス テル 


に | フレ ン 


ユー リ 


| フレ ン 


ユー リ 
問 ウィ チル 


四 ] エス テル 
ユー リ 


に:| フレ ン 
閲 ユー リ 


「 ユ ー リ 、 どっ ちの 味方 な の さ 」 

「 敵 味方 の 問題 じゃ ね え 。 自信 が あん な ら 乗 り 込め よ 」 

「 い や 、 これ は 罠 だ 。 ラ ゴ ウ は 騎士 団 の 失態 を 演出 し て 評議 会 の 権力 強化 を 
狙っ て いる 。 今 、 下 手 に 踏み 込ん で も 、 証 拠 は 隠蔽 され 、 し ら を 切ら れる だ ろう 」 
「 ラ ゴウ 執政 官 も 、 評議 会 の 人 間 な ん で す ?] 

「 え え 。 騎 士 団 も 評議 会 も 帝国 を 支え る 重要 な 組織 で す 。 な の に 、 ラ 
ゴウ は それ を 忘れ て いる 」 

「 と に か く 、 た だ の 執政 官 様 っ て わけ じゃ な いっ て こと か 。 で 、 次 の 手 考 
えて あん の か ?」 


きる ん で すけ ご ど ね] 

を 許さ れる 、 で すね 」 

「 な る ほど 、 屋敷 に 泥棒 で も 入っ て 、 ボ ヤ 騒 ざ で も 起こ れ ば いい ん だ な ]」 
「 ユ ー リ 、 し つこ いよ うだ けど ……」 

「 無 茶 す る な 、 だ ろ ?」 


ユー リ を 見 て か ら 、 フレ ン は ソ デ ィ ア と ウィ チル に 命令 する 。 


「 市 中 の 見 回 り に 出る 。 手配 書 で 見 た 包 盗 犯 が 、 執 政官 邸 を 狙う と の 情報 を 得 た 」 


ふたたび ラ ゴ ウ の 屋敷 まで や っ て きた 一 行 。 物 陰 に 隠れ て 様子 を うか が う 。 
開 カロ ル 。 「 何 度 見 て も 、 お っ き な 屋 敷 だ ね 。 評議 会 の お 役人 っ て そん な に 偉い の ?] 


回 エス テル  「 評 議会 皇帝 を 政治 面 で 補佐 する 機関 で あり 、 四 族 の 有力 者 に より 
構成 され て いる 、 で す 」 


賠 リタ 「 言 わ ば 、 皇帝 の 代理 人 っ て わけ ね 」 

電 主 カロ ルー に へえ 、 26 張 培 す ドド 
| II 
癌 | エス テル [裏口 は どう で す ?」 2 

四 o vn T 9 人 | 穫 5 き さ 


開 ?e? 「 こ ん な 所 で 叫ん だ ら 見 つか っ ちゃ う よ 、 お 嬢 さん 」 

庄 エス テル  「 え っ と 、 失 礼 で す が 、 ど ちら 様 で す ?] 3 
開 ?? ” "「 な ー に 、 そっ ちの か っ こい い 兄ちゃん と ちょ っ と し た 仲 な の よ 。 な ?」 

還 コ ー リ 。 [いや 、 逝 う が 5 ほ 22BH も 

開 ??? ”"「 お い お い 、 ひ どい じゃ な い の 。 お 城 の 宇 屋 で 仲良 くし た じゃ な い 、 コー 
症 IT 

病 コ ユー リ 。。 「 ん ? 名 乗っ た 覚え は ね ぇ ぞ 」 に ミルラ 
還 商 半 才 おら づ 人 志 く 人 、 
閉 カロ ル ” 「 コ ー リ は 有名 人 だ か ら ね 。 で 、 お じ さ ん の 名 前 は ?] 

開 ??2 = 「 ん ? そう だ な ……。 と りあ え ず レイ ヴ ン で 」 

岡 リタ =”== と りあ え ず っ て …… ど ん だ け ふ ざけ た や つ な の よ 」] 
開 ユー リ 。。 「 ん じゃ 、 レ イヴ ン さ ん 、 較 者 で 暮らせ きよ] 
開 レ ィ ヴ ウン 「 つ れ な いこ と 言わ な い の 。 屋敷 に 入り た いん で し ょ ? ま 、 お っ さん 
NT ず 還 : 
レイ ヴ ン は さっ さだ 由記 商 計 BI6MK うに あ ュー 2 
証 リ タク 。 。 [の 款 と ます MD ない?」 SS ho し 
回 ユー リ  「 あ ん な ん で も 城 抜け 出す 時 は 、 本 当 に 助け て くれ た ん だ よ な ] 
同 エス テル  「 そ うだ っ た ん で す ? だ っ た ら 、 信 用 で きる か も 」 
回 コー リ だ と ODM | 0 oO 
レイ ヴ ン が 何やら 門番 と 会 話 を する と 、 門番 の ら 人 は ユー リ た ち に 駆け 寄っ て くる 。 
開 カロ ル 「 な 、 な ん か こっ ちく る よ ?」 9 0 2 
レイ ヴ ン は ユー リ た ち に 親指 を 立て た あと 、1 人 で 屋敷 に 入っ て いく 。 。。 
同 エス テル 。 「 そ 、 そ ん な あ …-」 ーー 
内 リタ や "= 「 あ いつ 、 バ バカ に し て ! あたし は 誰か に 利用 され る の が 大 っ 嫌い な の よ !| 
天 っ た リタ は 、 席 靖 で 円 講 を 区 っ 隊 ば ほす 。 

賠 カロ ル 「 あ ー あ ^、 や っ ちゃ っ た ゅ > どう すん の る 1 も 本 し コー ミン 
回 ーッ と 5 すっ て そ on、5< に 2 っ て CE27 DS くっ た 


屋敷 に 駆け 込む 一 行 。 正面 玄関 の 前 で 、 ユー リ は いっ た ん 立ち 止ま る 。 


ユー リ 「 ち ょ い 、 人 っ た 正面 は さす が に や め と げ 。 環 に 回 っ て 適用 で も 探す る! 


園 リタ 「 待 て 、 こ ら !」 


リフ ト に 乗っ て 上 へ 向かう レイ ヴ ン 。 ユー ー リ た ち も す か さ ず 隣 の リフ ト に 乗り 込む が … ie 


閉 カ ロ ル 。。 「 あ れ 下 ?] 

リフト が 回 寺 の 才 ド で 作 上 ます る 
病 リ タ や "= 「 あ ー も う ! ここ か ら じ ゃ 、 操 作 で き な い よう に な っ て る …] 
ルル Bo 


ん ? 


と りあ え ず レイ ヴ ン で 


0 江北 ので 


No っ 


に の RSS 
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「 碑 を 計 う 和 味 で も あん の か ね 」 

本: り EMI の 全 n コ デ 
CK て No SO 

較 際 [ちい つ っ う 麻 BK に 2 だ うな at0 の ここ 1 

開 エス MM。 [行き ま しま う | 義 か いる みた いで す 11 に ーーー 


屋敷 の 地下 を 進む 一 行 。 カロ ル の 目 に 、 大 量 の 白骨 が 飛び 込む 。 


カロ ル -「 う けら Oo 1 


導 ??? [えっ ぐ 、 え っ く ……。 バー ママ …-」 


部 屋 の 隅 で 、 男の子 が 泣い て いる 。 エス テル は すぐ さま 駆け 寄る 。 
還 エス テル [だ い Ck う AVE は 。 人 が めった か 症 せる 6】 
間 ??? ”” [CPU お C さ ん に つれ て こら れ て -…・。/V( と ママ が せい さん を は ら 
0 ええ D ら 28…』 3 
、「 お え 、 も CD し て 、 と の 子 、 き 5 き の AE5 の to』 
に 9 乱 計 人 語 人 雪 の 導 人 ここ Sn ーー 
3 上 「 も し か し て 、 この 人 た ち は 、 、 ここ の 魔物 に …… ?」 SR 
ーー 本 EE - コー 生 
SS 同 = ス テル TSuz う gt も だ いじ ょ うだ か 5 ね 。 お 名 章 は 2] 


0 と 5 人 2 「 ポ リー、 男 だ ろ 、 めそ めそ すん な 。 すぐ に 父 ぶち ゃ ん と 母ちゃん に は あ 
計 と 計時 わせ て や る か ら 」 


お 持ち じゃ ね え か ペー と ーー 


固 % 3 pr ーー 
回 ユーリ = 【「 あ ん た が フ ゴ ウ さ ん ? 隊 ど 次 有 い 電 味 を お 持ち じゃ ね え か 」 
回 ラフ ゴウ メー 半 「 趣 味 ? ああ か 、 地下 室 の こと で すか 。 これ は 私 の よう な 高雅 な 者 に し か 


P 、 理解 で き な い 楽し みな の で す よ 。 評 議会 の 小心 な 考 人 ども と きた ら 尽 屈 
で の 34 を まで わす の な 、 な 駆け 引き ば か り で 、 私 を 楽し ませ て くれ ませ ん か ら ね 。 そ の 届 屈 を 平 


Ao 2 _ 民 で 紛らわす の は 私 の よう な 選 畔 ば れ た 人 間 の 特権 と いう も の で し ょ う ?] 


回 | エス テル  「 ま さか 、 た だ それ だ け の 理由 で こん な こと を -……?」1 
賠 ラマ コウ さて 、 リ ブフ ガ ロ な 連れ 帰っ て くる と し ます か 。 これ だ け 獲 物 が 増え た な 
、 ら 、 面白 い 見 志 物 に な り ま す 。 ま 、 そ れ ま で 生き て れ ば 、 で す が 」 
、  「 リ ブ ガ ロ な ら 探し て も 無駄 だ ぜ 。 オレ ら が や っ ちまっ た か ら 」 


上 レル 「… ーー… な ん で すっ て ?] 2 
ラコ ゴウ し 「 間 こえ な か っ た か ? オレ ら が 倒し た っ て 、 言っ た ん だ よ 」 


ここ ー か か 


< っ 5: な ん と いう こと を 2 T 
「 飼 っ て る な ら 、 わか る よう に 鈴 で も つけ と きゃ よかっ た ん だ 」 
_「 ま あ 、 いい で し ょ う 。 金 さ え 積め ば 、 すぐ 手 に 入り ます 」 

「 ラ ゴウ ! それ で も あな た は 帝国 に 仕え る 人 間 で すか | 

の き =7 ホ ニッチ" ー 


全 を 抜き 、 准 破 刃 で 格子 ごと ラ ゴ ウ を 吹き 飛ば す ユ ー リ 。 0 
賠 ラ ゴウ ” さき. 貴様 ( き さ ま )! な 、 な に を する の で すか ! 誰か ! この 者 た ち 


を 捕らえ な さい 


0 じ お 9 の は 培 も りく <。 
義 ユー リ 。 「 早 いとこ. 用事 す ませ ね えと 敵 が ぞろぞろ 出 て くん ぞ ?] 
さっ そく 魔術 の 詠唱 を 始め る リタ 。 。 2 2 
内 昌和 cue ーー タ 
| リタ =。。 「-…- 何 よ 、 騎 士 団 が 踏み 込む た め の 有事 っ て や つが 必要 じゃ な い の ?] 
義 ユー リ [まだ 早 い 。 まず は 証拠 の 確認 だ ] ” 5 
国 エス テル [天候 を 操る 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 探す ん る で すね ] 


kP.438 | レイ ヴ ン に つい て 


し ば 5 く 進 ん で いく と 、 机 団 で グル グル 命 き に され た 9 と 少女 が 天井 か ら 吊り 下げ られ て いた 。 


回 カロ ル 5 2 | 


開 ユー リ 「 そ こ で 何 し て ん だ ?」 


較 ?? ” "“ [見 て の 通り 、 高 み の 見 物 な の じゃ l 3 
問 ユ コー リ [ぶーん 、 オレ は て っ きり 捕まっ て る の か と 思っ た よ ま 」 
同 エス テル  「 あ の … 捕 まっ て る ん だ と 思う ん で すけ ど …」 。 
騰 ?7o  「 そ ん な こと な 還 本 も ニコニ ーー コジ ンー ニ ジー の 
少女 は も ぞ も ぞ する が 、 抜け 出せ る 様子 ほな い 。 。。。 。 
回 ??? [お -……? お まえ 、 知 っ て る の じゃ 。 えー と 、 名 前 は …… ジ ャ ッ ク ] 
凍り 。[ 八 6 ん です 700 50 0 
開 コー リ 。 オレ は ユー リ 。 お まえ 大 間 は 31 。 
較 77 (2 の De ちい ニー シー ュー 
義 ユー リ 。。 「 バ ティ か 。 さ っ き 、 屋 敷 の 前 で 会 っ た よ まな 」】 
回 バテ ィ ”  「 お お 、 そ うな の じゃ 。 う ちの 手 の ぬ くも り を 忘れ られ な く て 、 追い か け 
"て また kuD ゃ な で まい も 9 
や れ や れ 、 と いっ た 様子 の ユー リ 。 ひと まず パテ ィ の 縄 を ほど いて や る 。 。。 
四 お ロロ ル  。 | ね 、 こ ん な と ころ で 問 尼 全 玩 の に 0 シ ニー 
詳 だ ティ 。 。 「 お 宝生 提 じ で た OF < OS 
本 0 まや AME 
閥 リタ や” 「 あ の 道楽 腹黒 ジジ ィ の こと だ し 、 そ うい う の が め て て も 不思議 じゃ な 
で SO - いけ ど 0 ] 2 て 二 ン 。 、 
隊 カロ ル 。 ティ は 何 し て る 人 ?] 業 陸 3 や シン ー 。 レ - 
料 リ (ディ  。 [間際 家 な の 0 じゃ ID 
還 エス テル  「 と 、 と も か く 、 女 の 子 ひと り で こん な と ころ ウロ ウロ する の は 危な いで す 」 
義 カロ ル ” 「 そ うだ ね 。 ボク た ちと 一 緒 に 行こ う ]」 
賠 バテ ィ ”"” 「 う ち は ま だ 宝 も 何 も 見 つけ て いな い の じ b ゃ や] 
閲 ユ ー リ 「 人 の こと 言え た 義理 じゃ ね えがお まえ 、 や っ て る こと 冒険 家 っ て いう よ 


り 泥 棒 だ ぞ 」 


回 バテ ィ 「 置 只 家 と いう の は 、 常に 探求 心 を 持ち 、 未知 に 分 け 入る 精神 を 持つ 者 


の こと な の じゃ 。 だ か ら 、 泥棒 に 見 えて も 、 これ は 泥棒 で は な い の じ ゃ 」 


較 ユー リ 。。 「 ふ ー ん …- な ん で も いい けど 。 ま 、 ま だ 宝探し する っ て ん な ら 、 止め 
な いけ ど な ]」 


開 カ ロ ル 。 「 ど 5 する ?」 


パテ ィ は し ば らく 考え 込み 、 関 いた よう に し ゃ べ る 。 


図り ィ 「 た ぷん 、 この お 屋敷 に は も うお 宝 は な い の じ ゃ 」 
賠 リタ 、「 一 緒 に 来る っ て さ 」 


回 ユー リ 「 そ れ じ ゃ 行く か 」 


さら に 奥 の 部屋 に 入る と 、 偽 兵 が 突然 襲い か か っ て くる 。 。。 は 
Re 


これ を 撃退 する ユー リ た ち 。 ここ 
較 ユー リ 「 こ ん な 危険 な 連中 の いる 屋敷 を よく ひと り で ウロ ウロ し て た な 」 


に | パテ ィ 「 久 険 を 冒し て で も 、 手 に 入れ る 価値 の ある お 宝 な の じゃ 」 


に ら の ド の 麗し た 8 主 な bel = )0 や 0〔0 - 
癌 カロ ル 「 ア 、 アイ フリ ー ド ッ ツー 由 


回 = ステ ル 「 ア イフ リー ド っ て あの 、 9 ーー 王寺 
問 ユー リ ー「 有 名 人 な の か ? 


CPAN や つう 


Sc 


Ce 


っ の 6 9 


BS 


9 


Pe mw ov 


(| 


2 を た 人 mrT PENNEE 3 し た 


いる の で は と 言わ れ て いる 、 で す 」 


同 ヵ ロ ) ーー カ 和 5 Si も う ひ どか っ た ん だ っ て 」 


な eb な い の bt」 


「 面 白い か ? どう じゃ 、 2 こす 緒 に や らん か 」 


較 ュ ユー リ 「 性 に は 合い そう だ けど 、 遠慮 し と くわ 。 そん な に 暇 じゃ な いん で な 」 


癌 / ィ 「 ユ ー リ は 冷た い の じゃ 。 サメ の 肌 よ り 冷 た い の じ ゃ 」 


開 カロ ル 「 サ メ の 肌 …… - の ] 


居 ロロ ル 「 も し か し て パテ ィ っ て ユー リ の こと …| 5 


4 バテ ィ 「 ひ と め ぼ れ な の じゃ ] 


パテ ィ は ユー リ に 向け て 、 4 ンク る 


目 み い 1Ml | 


| | 誠人 如 編 還 


ひと きわ 大 き な 広 間 に 出 た ユー リ た ち 。』 中 央 に は 巨大 な 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 鎮座 し て いる 。 


リル ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー ンー ンー プーーー ツ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プー プーーーーーーーー 


ー 開 カロ ル 「 こ の 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 例 の ブツ ?] 


8 リタ は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 調べ は じ め る 。 


9 較 り リタ [FUA に レイ トス 、 ロ クラ ー に フレ ッ ク -。 牧 の 許 藤 フラ ステ ィ ッ ) 


を ソ ツ ギ / \ ギ に し て 組み 合わ せ て いる 0 。 この 衛 式 な ら 大 気 に 千 まし て 天 


候 操 れる けど ……] こん な 無茶 な 使い 方 し て の | エフ ミド の 丘 の と いい 、 


あたし より も 進ん で る くせ に 、 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 愛情 の カケ ラ も な い 


占 | エス テル  「 こ れ で 証 失 は 確認 で きま し た ね 。 リタ 、 調べ る の は 後に じ て …ー| 
代 も っ ちょ っ と 四 く さて ーー 胡 レア 7 関 ! [=* も うち ょ っ と 、 も うち ょ つ あ 靖 べ ぐせ て 」 


「 あ と で フレ ン に その 麻 導 器 器 ( ブ ラス ティ ア ) ま わし て も ら え ば いい だ ろ ? 


さっ さと 有事 を 始め よう ぜ 」 


は な ん か 知ら ん が 、 うち も 手伝う の じゃ 」 


ドー デス ユー リ が 押さ え 込 お 。 一 方 カロ ル は 、 武器 で 柱 を 叩き は じ め る 。 
症 ーー 
の だ お を 多才 お な い の は 。 麻 本 を 呈 半 0 
糧 証 2 向 覆 [つね あか う E- 寺 な 前 李 上 っ | ーーー ご こ ニシ ーー 1 
閲 ニー に ん < らい し て や ん な いと 、 騎士 団 が 来 に くい で し ょ っ | 


還 エス テル 「 で も 、 こ れ は ちょ っ と …」 


バテ ィ 「 な に 、 悪人 に お 灸 を 据え る に は ちょ うど いい くら いな の じゃ 」 


ラ ゴ ウ 「 人 の 屋敷 で な ん た る 暴挙 で す !] 
扉 の 方 を 見 る と 、 偽 兵 を 引き 連れ た ラ ゴ ウ が いる 。 に 人 に を 和え 6 に 
骨 ラ ゴ ウ 「 お まえ た ち 、 報酬 に 見 合っ た 働き を し て も らい ます よ 。 あの 者 た ち を ' 
2 捕らえ な さい 。 た だ し 、 くれ ぐれ も あの 女 を 殺し て は な り ま せん !| 

賠 カロ ル 「 ま さか 、 こい つら っ て 、 紅 の 絆 偽 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) ?] 

癌 り タ ーー 「 そ れ 、 も うい っ ちょ 

偽 兵 を 謗 飛 ら す ユ ー リ た ち 。 リタ は まだ 魔術 を 放っ て いる 。 ご 

開 ユ コー リ = [二分 だ 、 屋 ( ひ ) く ぞ 中 

リタ 「 何 言っ て ん の 、 まだ 暴れ 足り な いわ よ |」 

華 コー リ 。 [早く < 逃げ ね ぇ と フレ ン と ご 対面 だ 。 そ うい う 間抜け は 勘弁 だ ぜ ] 

周り リタ "= 「 ま さか . こん な に 早く 来れ る わけ ……」 誠 

し Se その すぐ 下 に 、 フレ ン た ちの 姿 が めった 。 ジョ 

』 フレ ン 「 執 政官 、 何事 か は 存じ ませ ん が 、 事態 の 対処 に 協力 致し ます 」 

| に か 

四 ッ rmsoa 


「 ち っ 、 仕事 熱心 な 騎士 で すね ……-」 
その と き 、 竜 に 乗っ た 人 間 が 窓 を 破っ て 入っ て くる 。 


関 | カロ ル 「 う わぁ ……!! あ 、 あれ っ て 、 竜 使い !?」 
フレ ンド た ちず る 竜 使い は 彼ら を 避け て 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を な ぎ 払 う 。 
リタ 「 ち ょ っ と !! 何 し て くれ て ん の よ ! 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す な ん て !| 
国 ス テル 本 当 、 大 が 導 惣 に 秒 3 に の 本 
リタ -_[ 符 て 、 こ ら 
リタ の 鹿 術 は か すり も し な い 。 竜 は 災 を 吐き 出し 、 フ レン た ちの 足 を 止め る 。 
-  「< っ 、 こ れ で ほ 有 
「 船 の 用 意 を !] 
回 ュー ギー リ  。 | ちっ 半 大 お っ 
ラ ゴ ウ を 追っ て 、 一 行 は 屋敷 の 外 に 出る 。 
岡 リタ や "= 「 っ た <、 な ん な の よ ! あの 魔物 に 乗っ て ん の !] s 
癌 カロ ル 「 あ れ が 竜 使い だ よ 」 0 
リタ 「 竜 使い な ん て 勿体 な いわ 。 バカ ドラ で 十分 よ ! あたし の 魔 導 器 ( ブ Po 
ラス ティ ア ) を 壊し て !」 
| カロ ル 「 バ カド ラ っ て ……。 そ れ に リタ の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) じ ゃ な いし 」 
同 エス テル  「 そ れ に し て も 、 ど うし て 麻 導 器 (プラ ステ ィ ア ) を 壊し た りす る ん で し ょ う ?」 
四 ユー リ 「 確 か に な 。 話 が で きる 相手 な ら 、 一 度 聞 いて みた いけ ど な 」 
園 リ シタ ”"” 「 あ ん な 奴 と まとも な 話 、 で きる わけ な いで し ょ !] 
ユー リ は パテ ィ と ポリ ー に 向け て 言う 。 
関 ユー リ 「 お まえ ら と は ここ で お 別れ だ 」 本 デ タ 
] ポリ ー ” 「 ラ ゴウ っ て わる い 人 を や っ つけ に 行く ん だ ね 」 “ 1 
癌 ユー リ 「 あ あ 、 急い で ん だ 」 
| ポリ ー 「 だ いじ ょ うぶ 、 ひと り で 帰れ る よ 」 
回 ユー リ 「 い い 子 だ 」 
ユー リ は パティ に 目 を 向け る 。 ーー 
閲 ユー リ 「 お まえ も も う 危 な いと ころ に 行っ た りす ん な よ 」 
| バテ ィ 「 わ か っ た の じゃ 」 
ディ と ポリ ー は 巴 け て <。 ーー 
リタ 「…… あ の 娘 ( こ )、 た ぶん わか っ て な いわ ね ……」 
半 カロ ル  「…- エ ステ ル 、 ど うし た の ?] 時 
四 | エス テル 「 わ た し 、 まだ 信じ られ な いで す 。 執政 官 が あめ ん な ひど いこ と を し て い ーー 
だ た なんて“ 
関 カロ ル 「 よ く あ る こと だ よ 」 
癌 ユー リ 「 帝 国 が っ て ん な ら 、 この 旅 の 間 に も 何 度 か 見 て きた ろ ?] 
癌 カロ ル 「 ほ ら 、 の ん びり し て る と ラ ゴ ウ が 船 で 逃げ ちゃ う よ !| 


モー kP.4988 | 竜 使い に つい て 


waoaywaoeeyRvveetOAtGcOCtoRetOSeNAmXoCASeOXmoe9eeOCNSVectSmotvoOEoy な NSPtoeoeeyemoeoonooxononyeoscyesiorneNotoermcnemsrohcoueeyonechenoDPoooeDWeomtooosnom 


に 
っ 


< か ye 


ナー だ ーー で 


っ て 鹿 覆 所 ませ て る の は 


いい 動き だ Me \ い 
ワシ の 脱 も 療 く ね え … 
うち の ギル ド に も 欲し いと ころ だ 


誰 を 殺 ら せ て 、 く ね る ん だ ……2 


問 カロ ル 「 ち ょ っ 待つ て 待っ て 待っ て ! っ で ! 心 の 準備 が ニー ニー! 2 
カロ ル を 抱え 、 ユー リ は 船 に 飛び 乗る 。 船 の 甲板 で 一 行 は 、 意外 な も の を 見 つけ る 。 
リタ 「 こ れ 、 魔 導 器 (プラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) じ ゃ な い !| 
開 カロ ル 。「 な ん で こん な に た くさ ん 麻 核 (コア ) だ け ?] 


較 り タ 「 知 ら な いわ よ 。 研究 所 に だ っ て 、 、 こん な に 数 背 わ な いっ て の に W 


IN 
開 カロ ル 「 け ど 、 黒幕 は 隻眼 の 大 男 で し ょ ? ラ ゴ ウ と は 一 致し な いよ 」 
関 ユー リ ” 「 だ と する と 、 他 に も 黒幕 が いる っ て こと だ な 。 ここ に 下町 の 麻 核 (579 
二 和 お 識 還 まで 乱 誰 Sea っ mb hb っ >: 


癌 リタ ""。 「 残 念 だ けど 、 それ ほど 大 型 の 魔 核 ( コ ア ) は な いわ 」 


話し て いる と 備 兵 た ち が 現れ 、 一 行 を 取り 囲む 。 


同 ヵ ロ ル 「 こ いつ ら 、 や っ ぱり 五大 ギル ド の ひと つ 、 「 紅 の 絆 備 兵団 (ブラ ッ ド アラ 
も 者 2 用 に ao em 
偽 兵 を 蹴 散 らし 、 ユー リ と カロ ル は 船室 の 入口 に 近づく 。 。 ドド 肖 
章介 人 
開 カロ ル 「 う わっ !」 4 
回 zoy 「 は ん っ 、 ラ ゴ ウ の 腰 抜 け は 、 こん な ガキ か ら 逃 げ て こん の か 」 
関 ユー リ [和食 限 の 大 男 -…… あ ん た か 。 人 使っ て 魔 校 (コア ) 盗 ませ て る の は 」 
| ??? 「 そ うか も 知れ ね えな あ ……」 
そう いっ て 隻眼 の 男 は 背後 の ユー リ に 斬り か か る 。 ユ ー リ は すばやく か わし 、 距離 を と る 。 
目 ?e? 「 い い 動 きだ 。 そ の 肝っ玉 も いい 。 ワシ の 腕 も 症 く ね え …… う ちの ギル 
ド に も 欲し いと ころ だ 」 2 
関 ュー リ PO 絡 0 人 証 陸 
F | ze? [だ が 、 野心 の 強い 目 は いけ ね え 。 ギル ド の 調和 を 崩し や が る 。 惜しい な …」 
詳 らし り ポス ざ 3 放 と こい つら を 始末 し な さい | 0 トー 


記 | バル ボス  「 金 の 分 は 働い た 。 そ れ に 、 す ぐ 騎 士 が 来る 。 追 自 い つか れ て は 面倒 だ 」 
と ド / 和 ポス と 困 ば れ 基 が える 。 


で 「 待 て 、 まだ 中 に 、 ちっ ……! ザ ギ ……! 後 は 任せ ます よ !] 
EE 2 人 は 逃げ て いく 。 船 の 興 か ら は 、 赤 髪 の 男 。 
回 サギ ”  「 共 を 殺 ら せ て 、 く れる ん だ …….?] ーー 
回 エス テル  「 あ な た は お 城 で !] 


問 ユー リ 「 ど う も 緑 が め る みた い だ な 」 

問 サ ギ  。 [ 尺 Q や ば ) が うず く 5-… 条 5 せろ …-5 せ は 28 っ H'10t や ツ t1 フ i 
爆発 を 起こ す 船 の 上 で 、 ザ ギ は ユー に ーー 
凍 和 0DG5 病 | い 、 : - ee 
一 行 は ザ ギ を 退け る 。 燃え上がる 船 の 上 で 、 ザ ギ の 身体 も 炎 に 包ま れ て いる 。 。 
に サギ 「 ぐ ぅ ああ あっ ……!! 痛 ぇ ] で 
間 和 ii 
ザ ギ 「…… オ 、 SPPVUS 


爆発 と と も に 、 ザ ギ は 海 に 飛び 込む 。 


…… げ ほっ 、 プ げ ほ っ ……-。 
座 か いる ん で すか ? 


ーー [ 海 へ 逃げ ろ …… 由 
??? 「…… げ ほっ 、 げ ほ っ ……。 誰 か いる ん で すか ?」 


船室 か ら 声 が 聞こ える 。 ーー 


リタ 「 エ ステ リー ゼ ! ダメ 1 

開 エス テル [で も …… で も …… | 

周 リタ 「 ご ちゃ ご ちゃ 言っ て な いで 、 飛び 込む の 

完全 に 沈む 船 。 海上 に は カロ ル 、 エス テル 、 リタ の 姿 。 

カロ ル 「 み ん な 、 大 丈夫 ?] 

エス テル - -「 わ た し は …" で も 所 一 リ 不 ……] 

| 失 EESEESESSEK 2 

する と ユー リ が 、 人 を か か えて 浮か ん で きた 。 

較 に | エス テル トド ユー リー… 「 よら た 

議 コ ー リ [ひし ょ べつ 上 : だ い 避 本 ん じ ま っ た ] シー 
内 リタ [その 子 、 いっ た い 誰 な の ?」 

同 エス テル 「 ヨ ー デ ル …… け 

閲 リタ 「 な に 、 あん た の 知り 合い ?」 

職 カロ ル [助かっ た 、 舶 だ よ ! お ぉ い ! お ぉ uH 0 


避 く か ら 下 大 な 向かっ て くる 。 甲板 に は フレ ン が いる 。 
| 「 ど う や ら 、 平 気 み た い だ な 。 …… つ ! ヨー デル 様 ! 今 、 引 上 げ ま す 。 
ソ デ ィ ア 、 手伝っ て くれ ] は 
騎士 団 の 船 に 乗せ られ て 、 ユー リ た ち は カ プ ワ ・ ノ ー ル の 対岸 、 カ プ ワ ・ ト リム に 着く 。 
ヨー デル 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 お か げ で 助かり まし た 」 
リタ 「 ね 、 こい つ 、 誰 ?」 
回: 識 エス テル  「 え 、 え っ と 、 で すね …….」 
| フレ ン 「 今 、 宿 を 用 意 し て いる 。 詳し い 話 は そちら で 。 それ で いい ね ?」 


スキ ッ ト 危機 一 髪 ね / ザ ギ に つい て 潮風 が …… ン 流通 拠点 、 こ こ は ト リム 
戦闘 会 話 紅 の 絆 偽 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) と の 戦闘 / ザ ギ 戦 


PART 


魔 核 奪還 編 


RSRRRSRRR2RARSRCRLRSRORJRLNMSMRMR2MK ま 私 ま 及 まま 衣 福 ま 


テレ ン 

we 1 | 執政 官 、 あ な た の 例 は 明日 で す 。 
N ーー 。 委 ら が その 一 部 始 終 を 

| に IO CEA 見 て いる の で すか ら 


園 ラコ ウゥ 「 お や 、 どこ か で お 会 いし まし た か ね ?」 

ユー リ 「 船 で の 事件 が ショ ッ ク で 、 都合 の いい 記憶 喪失 か ? いい 治癒 術 ( ち 

ゆ じ ゅ つ ) 師 、 紹介 する ぜ 」 

園 ラコ ゴウ 「 は て ? 記憶 喪失 も 何 も 、 あ な た と 会 う の は 、 これ が 初め て で す よ ?] 

カロ ル 「 何 言っ て ん だ より! 

フレ ン [執政 家 、 あ な た の 罪 は 明白 で す 。 彼ら が その 一 部 始終 を 見 て いる の 
で すか ら 」 

賠 ラコ ッ 「 何 度 も 申し 上 げた 通り 、 名 前 を 騙っ た 何者 か が 私 を 陥れ た うと し た の 
で す 。 いや は や 、 迷惑 な 話 で す よ 」 

リタ [ウソ 言う な ! 魔物 の エサ に され た 人 た ち を 、 あ た し は この 目 で 見 た の より | 

賠 ラコ ッ 「 さ あ 、 フレ ン 殿 、 貴 公 は この な ら ず 者 と 評議 会 の 私 と どちら を 信じ る 
の で す ?] 

関 ユー リ に 0 

フレ ン は 何 も 言わ ず う つ お く 。 


賠 ラコ ゥ 「 決 まり まし た な 。 で は 、 失礼 し ます よ 」 


『 公 
8* 間 賠 リタ 
0 還 コ ン 
# 
| カロ ル 
k 2 
較 =wiIW ト -] ヨー テル 
ト 。 基 フレ ン 


詩 | カロ ル 


市 民 に は 議 か せら れ な い 
事情 っ て わけ か 


の 


「 な ん な の よ 、 あい つ は ! で 、 こい つ は 何者 よ !?」 
「 ち っ と は 落ち 着け 」 
「 こ の 方 は ……」 


「 こ の 方 は 次 期 皇帝 候補 の ヨー デル 殿下 で す 」 


「 へ ? また また エス テル は ……。 …… つ て 、 あれ ?」 

「 あ くま で 候補 の ひと り で す よ 」 

「 本 当 な ん だ 。 先代 皇帝 の 揚 御 に あたら れる ヨー デル 殿下 だ 」 
「 ほ 、 ほん と に !?」 

「 は い 」 

[殿下 と も あろ うお 方 が 、 将 政 表 ご と き に 捕まる 事情 を オレ は 聞い て みた いね 」 


「 市 民 に は 聞か せら れ な い 事 情 っ て わけ か 」 


か 
ンー ン デー ニー ンー デン に 


ドー サー ネー ペー で マフ 


回 フレ ン 


回 | エス テル 
フレ ン 
ト ] ヨー デル 


| エス テル 


に フレ ン 


ト 』 フレ ン 
カロ ル 


レン 
ーー カロ ル 
「 隔 | エス テル 


回 フレ ン 


還 エス テル 


に フレ ン 


、 オ レ に だ っ て わか っ て る 


較 ユー リ 


ト 二 と チ れ ま 、。.… 」 KW 
「 エ ステ ル が ここ まで きた の も 関係 し て ん だ な 」 っ の デン ッ ズン MM 
トー: 」 


「 ま 、 好き に すれ ば いい さ 。 目 の 前 で 困っ て る 連中 を ほっ と く 帝 国 の ご 
た ご た に 興味 は ね え 」 

「 ユ ー リ ……。 そ う や っ て 帝国 に 育 を 向け て 何 か 変わ っ た か ? 人 々 が 
安定 し た 生活 を 送る に は 帝国 の 定め た 正しい 法 が 必要 だ 」 
「 け ど 、 その 法 が 、 今 は ラ ゴ ウ を 許し て ん だ ろ 」 

「 だ か ら 、 それ を 変え る た め に 、 僕たち は 騎士 に な っ た 。 下 か ら 吹 えて 


いる だ け で は 何 も 変 えら れ な いか ら 。 手柄 を 立て 、 信頼 を 勝ち 取り 、 


宙 国 を 内 部 か ら 是 正す る 。 そう だ っ た ろ 、 ユー リ 」 

「…… だ か ら 、 出世 の た め に 、 ガキ が 魔物 の エサ に され ん の を 黙っ て 見 
て つろ っ て が? 下町 の 連中 が 厳し い 取立 て に あっ て ん の な 見 過ごす の 
か よ ! それ が で き ね え か ら 、 オレ は 騎士 団 を 辞め た ん だ 」 

「 知 っ て る よ 。 けど 、 や め て 何 か 変わ っ た か ?」 


[騎士 団 に 入る 前 と 何 か 変わ っ た の か 」 
| あ 、 待っ て ポ ク も ……」 


カロ ル が し ゃ べり 終え る 前 に ユー リ は 部 屋 を 出 て いく 。 


「 ま た や っ て し まっ た ……。 僕 は た だ 、 ユー リ に 前 に 進ん で ほし い だ け 
な の に 。 いつ まで も くす ぶっ て いな いで 」 

あの 、 フ レン 

「…… お 恥ず か し いと ころ を 」 

「 あ な た は どう され る ん で すか ?」 


ヨー デル が エス テル に 尋ね る 。 


「 行 っ て も いい の で し ょ うか ?」 
「 な ぜ で すか ?」 
に テッ ユー リ こ と 旅 を し て みて 変わ っ た 気 が す る ん で す 。 帝国 と か 、 世界 
の 景色 が ……。 それ と 、 わた し 自身 も ……」 
「 そ う で すか …… わ か り ま し た 。 少年 …… !」 
「 え 0 ボ 、 ボク に 12 | 
ー リ に 彼女 を 頼む と 伝え て お いて くれ 」 
「 は 、 は い …… 四 
「 い いん で すか …… | 
「 私 が お 守り し た い の で す が 、 今 は 任務 で 余力 が あり ませ ん 。 そ れ に 、 ユ ー 
リ の そば な ら 、 私 も 安心 で きま す 」 
「 フ レン は ユー リ を 信頼 し て いる ん で すね 」 
「 え え 」 
「 話 が まとまっ た と ころ で 、 そろ そろ 行か な い ? あい つ 、 見 失う わ よ ?」 


5 っ は 思い き り 壁 を 殴る 。 


「 っ た く 、 痛い と ころ つき や が っ て 。 何 も 変わ っ て ね え の は オレ に だ っ て 
わか っ て る 」 


し ば らく の 間 、 黙っ て 考え 込む ユー リ 。 


街 を 散策 する ユー リ は 、 ラ ゴ ウ の 屋敷 で 出会っ た レイ ヴ ン を 見 つけ る 。 


関 ユー リ 
開 レ ィ ッ ン 
閲 ユー リ 
開 レ ィ ッ ン 
ユー リ 
開 レ ィ ヴ ン 


関 ユー リ 


「 あ っ ド あの お つよ ん ……] 

「 ん …… よ 、 よ ぉ 、 久しぶり だ な 」 

[挨拶 の 前 に 言う こと ある だ ろ 」 

[挨拶 より まず 先 に する こと 2? ラー ん ……」 

「 ま 、 騙し た 方 より も 騙さ れ た 方 が 忘れ ず に いる っ て 言う も ん な 」 

「 俺 っ て 誤解 され や すい ん だ よね 」 

[無意識 で 人 に 迷惑 か ける 病気 は 医者 行っ て 治し て も ら っ て こい 」 

「 そ っ ち も さ 、 その 口 の 悪さ 、 な ん と か し た 方 が いい よ ?] 

「 口 の 減ら な い ……。 あ ん ま 必 ら ふら し て っ と 、 ま た 、 騎 士 団 に と っ 捕まる ぞ 」 
[騎士 団 も 俺 相手 に し て る ほど ひま じゃ な いっ て 。 さっ き 物騒 な ギル ド 


- 1 の 一 団 が 北西 に 移動 する の も 見 か けた し ね 。 騎士 団 は お あい う の ほ っ 


と け な い で し よ 」 


「 さ あ ? どう か な 

[そもそも 、 お っ さん あの 屋敷 へ 何 し に いっ た ん だ ?」 

「 ま 、 ちょ っ と し た お 仕事 。 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) っ て 奴 を 探し て た の よ 」 

「 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) ? な ん だ それ ?] 

「 魔 入 (コア) の すご い 版 、 だ っ て さ 。 あそこ に ある っ ぽい っ て 聞い た ん 
だ けど 見 込み 違い だ っ た みた い 」 

[ーー ん …… 聖 核 ( ア パテ ィ ア )、 ね 」 

「 あ ! ユーリ! おーい 

[あん の 、 オヤ ジ ……!」 


宿屋 か ら 出 て を た カロ ル た ち は 、 ユー リ と レイ ヴ ン に 了 け 寄る 。 


開 レ ィ ヴ ン 
関 ユー リ 
リタ 


「 逃 げた 方 が いい か ね え 、 これ ] 
「 ひ と り 好 戦 的 な の が いる か ら な 」 
「 待 て 、 こ ら ! ぶっ 飛ば す !」 


逃げ る レイ ヴ ン を 、 リタ は 造っ て いく 。 


回 カロル 「 は あ …… は あ ……。 な ん で 逃がし ちゃ うん だ より 

関 ユー リ 「 誤 解 さ れ や すい タイ プ な ん だ と さ 」 

癌 カロ ル 「 え ? それ 、 どう いう 意味 …… ?」 

リタ 「… 送 が し た わ 。 いつ か 捕まえ て や る …」 

関 ユー リ 「 ほ っ と け 。 あん な お っ さん 、 まとも に 相手 し て た ら 疲れ る だ け だ ぞ 」 

遅れ て エス テル が や っ て くる 。 

問 ユー リ 「 大 丈夫 か ?] 

エス テル  「…… 少 し 、 休憩 さ せ て 、 くだ さい ] 

ユー リ 「 あ あ 、 じゃ 少し だ け な 。 そ し た ら 行 く ぞ 」 

カロ ル 「 行 くっ て 、 どこ に 行く の ?] 

関 ユー リ 「 紅 の 絆 偽 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) の 後 を 追う 。 下町 の 魔 核 ( コ ア ) 、 
返し て も ら わ ね えと 」 

皿 | エス テル  「 足 取り 、 つ か め た ん で す ?] 

閲 ユー リ [北西 の 方 に 怪し い ギル ド の 一 団 が 向かっ た ん だ と 。 や つら か も し ん ね え 」 

癌 カロ ル [北西 っ て いう と …… 地 震 で 滅ん だ 街 くら いし か な か っ た 気 が す る けど な あ 」 

エス テル 「 そ ん な と ころ に 何 し に 行っ た ん で し ょ う 」 

閥 ユー リ 「 さ あな 」 

リタ 「 そ ん な 曖昧 な の で いい わけ ?」 

関 ユー リ 「 だ か ら 、 行 っ て 確か めん だ ろ 」 


サブ イベ ント 0E 


スキ ッ ト 


= カプ ワ ・ ト リム の 宿屋 に 泊まる と 、 ユー リ が 従業 員 に 通報 され る 
レイ ヴ ン に つい て & 魔 核 の 情報 探し て 地震 で 崩壊 し た 街 プ うじ うじ 、 じ めじ め 


…… よ 、 よ ぉ 、 久 し ぶり だ な 


ぞ っ ち も さ 、 ぞ の 口 の 悪さ 、 
な ん と か し た 方 が いい よ ? 


n 
\ 


あん の 、 オ ヤジ ……/7 


] の 
栖 和 を 
革 | 天 2 
ココ % 
3 
パ 


…… 沙 し 、 休 憩 さ で せ て 、 く だ さい 


ドジ キン ギン ギン ニン ーー 


OR 


か 


うー 


Tr 


マキ 


また いい 加減 な 情報 、 
掴ま され た か な 


カロ ル 
わあ ああ ああ っ / 
わあ ああ ああ あっ / 


Ns 


魔 狩 り の 剣 より 忠告 する / 
速やか に 当地 区 より 立ち 去れ / 


リタ 
入っ ちゃ だ め と は 
言っ て な か っ た で し ょ ? 


カロ ル 


「 ま た SS ?」 ッッ 


開 イア 


[そこ で 止ま れ ! 当地 区 は 我ら 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ )」 に より 


重 介 多幸 績 9 ーー 


[この 声 PO 12 


「 み UE ぐ fOc よく そん な ウソ が 言え る ! 逃げ 出し た くせ に !」 


「 逃 げ 出し て な ん て いな いよ 1」 


「 ま だ 言い 訳す る の ?」 


「 言 い 訳 じゃ な い | ちゃ ん と エッ グ ベ ア を 倒し た ん だ よ !」 


「 そ れ も ウ ソン ね 」 


「 ほ 、 ほん と だ よ ーー 


5eEaP0oCm6ogco | ーー | 


| カロル 


生物 ら ] わあ あめ ああ ああ っ !」 


カロ ル は ナン の 財 を 必死 た か き 滑 そ うと する 。 


「 ま 、 待っ て よ 
し ec | 速やか に 当地 区 より 立 


そう 言い 残し て 、 ナ ン は 去る 。 


カロ ル 「 ナ ン ロ 

同 エ ステ ル 「…… ] 二 
開 ユー リ 「 そ れれ に し て も 、 ど うし て 詳 狩 り の 証 ( マ ガ D の ツル ギ ) と や ら が ここ に いん だ ろう な 」 
同 リタ 「 さ あ ね 」 

っ と IN os 1 
同 エス テル  「 リ タ 、 待 っ て くだ さい 。 忠告 忘れ た ん で すか ?] う ュ 
内 リタ [大 っ ちゃ だ め と は 胃 っ で な か っ た で し ょ ?1 。。  。 = 
エス テル | 1 で 、 で も ⑳ の 保障 を じ な 5 者 | ュー 
賠 リタ 「 あ た し が 、 あん な ガキ に 、 どう に か され る と で も ? 冗談 じゃ な いわ ] 
関 ユー リ 「 ま 、 と に か く 紅 の 絆 備 兵 団 (ブラ ッ ド アラ イア ンス ) の 姿 も 見 えな いし 、 


奥 を 調べ て みよ う ぜ 」 


開 ユ ー リ = 「 ど うし た 2? 


コア の 80 で な ん と か する 2 イブ で も な いみ た いり 


に | エス テル  「 ど こ か 別 の と ころ に 、 起 動 ス イッ チ が ある ん で し ょ うか ?」 


リタ 「 そ う ね -…… こ れ の 他 に も 同じ 詳 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が この 街 に 設置 され 


て る と し た ら 、 それ を 一 丘 し て 、 管理 する 装置 が め っ つ て も お か し く な いわ ] | 


同 テ リ ー リ 。 「 な ん だ 、 じ ゃ あ 動 か せ ね ぇ ん だ な 。 残 訪 ] 


較 カル [人 間 あ ROSH oo 
| 関 ユー リ 。 「 い や. 直感 的 に な ん か 面白 そう だ な と 思っ て 」 
ly リタ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は オモ チャ じゃ な い の 」 


ド ] エス テル  「 そ の 管理 し て いる 装置 を 探し 出せ ば いい ん じゃ な いで すか が ?] 


同 20 ee 


も 起動 スイ ッ チ が な い 2 。 さっ つきの 装 、 あ れれ 、 これ の 起動 装 


置 ね ] 
閲 ユ ー リ 1 「 こ れ 使っ て 移動 する た め に | は 、 あい つの 機能 を オ ン に し な きゃ な ん | 
| 。 、 252C0020| ー ャ ーー 
] エス テル  「 だ と する と 、 も うー 回 行わ がい と ダメ で すね 」 = 


ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ーー ーー ーー ーーーー ペ ニー ニニ ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニ ニー ニー ンー ニー ニー 


向 リタ 「 ち ょ っ と 、 ベタ ベタ 触ら な いで 。 な る ほど ね …… ち ょ っ と 変わ っ て る け 


- ど 転送 魔 導 器 (キネ ス ブ ラス ティ ア ア ) の 一 種 み た い 」 


| に | エス テル  「 転 送 魔 導 器 ( キ ネス プラ ステ ィ ア ) っ て 移動 する た め の …… ?」] 


| 岡 リタ や = 「 た ぷん 、 ち ょ っ と 離れ た 場所 に 自動 的 に 飛ば し て くれ る の ね 。 起動 し て 
| る -…… こ ん な 廃 壇 で ……? さっ き の 装 置 、 あ れ 、 こ れ の 起動 装置 だ わ 」 
問 ユ ー リ 「…… な る ほど な 」 ここ 
内 リタ ※。 「 息 動 が 一 括 で 管理 され て る っ て こと は 、 他 に も 同じ 鹿 導 器 ( ブ ラス ティ 

_ ア ) が 置か れ て る っ て こと か も ね ] II 
同 前 TIT す すす ドキ 0 0 0 わ 0 
| リタ は カロ ル に チョ ッ プ 。 000 や 0 ブイ 8 だ | 


ア ) に エア ル を 充填 し な いと 、 POPS 


| 関 ユー リ [ソー サラ ー リ ング だ な 」 mm 


リ タ "= 「 ス イッ チ が な いか ら 、 無 理 だ っ て 言っ て る じゃ な い ] 
| ユー リ 「 別 に 未練 が ある と か じゃ な い ぜ 」 


に リタ [慌て な いで 。 シャ イコ ス 遺 跡 の 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) と 同じ 。 魔 核 ( コ 


| 、 アア ) に エア ル を 充填 し な いと 、 動 作 は し な いわ] 
| 癌 ユー リ 「 ソ ー サ ラー リン グ だ な 」 


ウー 3 ほ 


生 5 hy ある い は ……」 RS 
閉 カロ ル [待っ て 、 調 べ る か ら 。 あ れ ぇ ? 鍵穴 も 何 も な いな ) 
関 ユー リ _「 ど れ ど れ 2 4 


ユー リ 
いや 、 直 感 的 に 
な ん か 面 日 そう だ な と 思っ て 


エス テル 
ぞ の 管理 し て いる 装置 を 
探し 出せ ば いい ん じゃ な いで すか 3? 


ちょ っ と 変わ っ て る けど 
転送 府 導 器 の 一 種 みた い 


転送 麻 導 器 っ て 
移動 する た め の 


起動 が 一 括 で 管理 され て る 
っ て こと は 、 他 に も 同じ 魔 導 器 が 
童 か れ て る っ て こと か も ね 


シャ イコ ス 遺 跡 の 茜 導 器 と 同じ 。 
魔 入 に エア ル を 充 寺 し な いと 、 
動作 は し な いわ 


ee SKK か た と へ も 


の 水落 。 9、、 北 90 の nc kn、 沙 0n、、 90h、、 小 、- の 、 圭 、-0x、、c、 水 、 


1 
ト 
* 
区 
き 
1 
き 
由 
* 
半 
* 
羽 
* 
青 
* 
ババ 
き 
* 
す : 
* 
間 


ce。 水 、 大 


co 


李 


で - 


ー あ "ee 


こ て - 


宰 


か か ご ご 
3 


2 ケー ポー ドボン ーーー ギー 補 


ES 


癌 カロ ル 

カロ ル 先 生 の を ーー アー て ーー て ーー て ーー アー て ーーー プー て ーー て ーー て ーー て ーーーー プ ーー プー プープー プー プー プー プー ンーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ユー リ が 競 っ 飛ば す と 、 扇 は あっ さり と 開く 。 
癌 カロ ル 「 あ れ …-?」 


賠 ユー リ 「 カ ロ ル 先 生 の 手 を わ ず ら わ せる 代物 じゃ な か っ た な 」 

昌義 で そこ まあ だ ね 東和 
OO 
ENIIOSNIUIOIOOOO059. 
義 ユー 「 足 突っ 込ん だ ら 、 が ば っ と 食い つか れ た り し て な ] 
科 AGNM 。 | ええ 5 で odH 0 


閲 ユー リ 「 平 気 みた い だ な 。 入る か 


癌 カロ ル 「 な 、 何 、 ボク 、 実験 台 !?」 
扉 か ら 地下 に 下り た 先 に は 、 奇妙 な 装置 が あっ た 。 


回 カロ ル 「 何 の 装置 ?」 


賠 リタ "= 「 べ た べた 毅 5 な いで っ て 休 訟 言え ば わか る の ?」 


ユー リ 「 上 に あっ た 転送 麻 導 器 (キネ ス ブ ラ ステ ィ ア ) の 起動 スイ ッ チ と や ら っ ぽ いな ]」 


本 り の 9 。 000NOONONOCI 00Itotototo 

問 ユー リ  「 な ん か の スイ ッ チ か ?] INT | 1 

特 導 誠 DE ら 佐 ある が 、 特に 変化 は 忠 を な い 。 |。 | {クー 

電 メ テル RW 才 6 も に くい 記 

りみ 。 3 隔 絆 8 に だ 

の OPC 本 

人 0 

)。。 「…… シ ャ イコ ス 遺 忠 で も ちら っ た あの リン グ で な ん と か な ん ね ぇ か 」 


了 M | 直 WW (6) - 
に エス テル 「 こ れ で 上 の 転送 了 導 器 (エネ スプ ラス ティ ア ) も 使え る か も し れ ま せん ね 」| 


「 行 っ て みよ う ぜ 」 


電 症 RI 7 wi 」 
< 病 ユ ー リ 。 「-… 不 用 意 に 動か し て よかっ た も ん だ っ た の か 」 
エス テル | ちり II 
に 気付 いて た ん な ら 、 PD 


カロ ル SC つの 全 見 て みれ ば 、 ウン mm 


転 | カロ ル MO の (マガ り の ツル ギ ) だ よ 」 


回 | エス テル 。 「 あ …… あ の 人 、 デ イド ン 砦 で 見 か けた 人 で す よ 」 


義 ユー リ 。 「 あ 、 そ うい や 、 見 た な 。 な る ほど 、 あ いつ が お まえ ん と この リー ダー か 」 
大 柄 な 男 が 、 魔物 了 物 の 前 で 巨大 な 侯 を 揚 げ る 。 


術 式 が 現れ た か と 思う と 、 ラロ ーーー 。 、 Ns は 
問 0 生れ ス 全 休ま あい te en -。 。 に 


隔 ユー リ 「 と ど め の 一 発 、 か …?」 


関 ユー リ 。。 ワ ェ イ タル スト ライ ク ?] 


隊 カロ ル 。 「 笠 練 し た 剣 の 使い 手 な ら 、 使え る スゴ 技 だ よ 」 


ユー リ 「 上 ホー ん …… ど う や る ん だ ?] 


カロ ル 「 ど う や る っ て …… ボ ク は わか ん な いよ ぉ 」 


日 エス テル  「 相 手 に うま く 攻 撃 を 加え る こと で 敵 の 体勢 を 崩し て いさ 、 その スキ に 術 


3 技 を 打ち 込ん だ 後 、 相 手 に と ど め の 一 発 を 打ち 込む 戦 闘 技術 の こと 、 で す 」 
リタ 「 そ れ も 前 に 本 で 読ん だ 知識 琴 


間 エス テル [ え 、 え え 、 ま あ =…」 まつ 2 
関 ユー リ 「 な る ほど ね -…… 言 う は 易い が 成す は 難し っ て 感じ だ な 」 


魔 狩 り の 刻 ( マ ガ り の ツル ギ ) 一 行 を じっと 見 て いる カロ ル に 、 リタ は 声 を か ける 。 


回 リタ 。。 。 「 あ ん た 、 本 当 は 戻り た いん で し ょ 」 


較 カロ ル 「 そ 、 そん な の 」 


賠 エステ ル 「 え ……? カロ ル 、 戻っ て し まう ん で す ?」 


癌 ヵ ロ ル 。 「 戻 ん な いよ ……! 魔物 狩り に は 角 き た か ら ね ] 
閥 リタ や ""。 「 戻 ら 5 な いじ ゃ な く て 、 戻れ な いん で し ょ ? クビ っ て 言わ れ て た し 」 
賠 加 ル 。 「 ち RE っ 


開 カロ ル 「 だ か ら 、 みん な と 行く よ ]」 
同 エス テル ” 「 じ ゃ あ 、 あらためて よろ し く お 願 いし ます 、 カ ロ ル 」 
義 ユー リウ) 「 そ れ に し て も あい つら 、 あ ん な 大 所 和 帯 で 何 する 気 な ん だ ?] 
同 エス テル  「 さ っ き の 魔物 が 目的 な ら ひ と り で 十分 で す も ん ね |] 
カロ ル ” 「 こ ん な 人 数 が 集まる の 、 今 まで に 一 度 も な か っ た よ 」 
凍 モス テル 26uG す 2 oon た と と 丘 
有 カロル 。 「 う ん 、 み ん な 、 群 れ た が ら な いか ら 。 首領 (ボス ) た ち が 居る な ん て 相 
。。 3 の と 02 重信 2 し ーー ーー 
較 9 み [ます ます うく ん くし US 
0 役 … つ も の る?5 0 いこ も つこ 
議 ユ ー リ [いや 、 そ れ も 楽 し そう だ けど ここ ほ 先 に 行く 
同 エス テル  「 コ ー リ が 探し て る の は 紅 の 旨 偽 兵団 (ブラ ッ ドア ライ アン ス ) の 方 で す も ん ね | 
義 ユー リ ” 「 あ あ 、 あ いつ ら と 事 を 構え る 必要 は な いん で な 」 2 
先 へ と 進む ユー リ た ち は 、 魔物 た ちと の 戦闘 に 突入 する 。 。。。。 
コー リ さっ さ の や つと CD 2 コピ ンー a 二 
開 カロ ル 「 さ っ き の っ て ?」 
較 コ ニー リ 。 フェ イタ ルス トラ イク っ で や つま ma っ 
韻 カロ  【「 で 、 で も 山 似 すり ゃ 、 で きる っ て も ん で も -… 回 ーー シラ 


ユー リ が 技 を 繰り 出す と 、 魔物 に 術 式 が 現れ る 。 記 


較 ュ ユーリ っ 異 えた | 。 


開 カロ ル 「 え っ 、 な 、 何 が !| 


関 ュー リ 「 一 点 突 突破 の 敵 の スキ っ て や つ だ よ 」 


そう 言っ て 、 ユー リ は 一 撃 で 魔物 を 仕 陣 め る 。 


開 カロ ル 「 ユ ー リ 、 すご い …--」 


] エス テル 「 真 似 し て で きる も の で は な か っ た ん じゃ ……」 


癌 ユリ 「 ま あ 、 ちょ っ と し た コツ は 必要 だ けど 、 そう 難し いも ん で も な い ぜ 。 オ 


。 レ の や つ 、 見 て る うち に みん な も で きる よう に な る ん じゃ な いか ?」 


I 必 カロ ル 「 ム リ 、 ムリ だ っ て ! あれ は 熟練 し た 刻 の 宗 」 
証 コ ユー リ 「 知 っ て る よ 。 で も カロ ル 、 コル 、 お まえ の 腕 も 自分 が 思っ て る ほど 悲観 し た | 


_ も ん じゃ な い ぜ 」 


ぞ その スキ に 術 技 を 打ち 込ん だ 後 、 
相手 に と ど め の 一 発 を 打ち 込む 
戦闘 技術 の こと 、 で す 


リタ 
あん た 、 本 当 は 
戻り た いん で し ょ 


ち 、 違 う よ 。 
元々 、 出 て 行く つも り 
だ っ た ん だ か ら 


首領 た ち が 居 る な ん て 
相当 の こと な ん じゃ …… 


ユー リ 
ああ 、 あ いつ ら と 
を 構え る 必要 は な いん で な 


オレ の や つ 、 晃 て る うち に みん な も 
で きる よう に な る ん じゃ な いか うぅ 


oe 


ぶら 
愉 


< か か 


ー で て - 


いい 
に 


"か か 


(まき 

1 失 

【 開 、 

料 計 

(3 

上 吉 
1 

由 

1 
| 

1 

[ 

1 
凌 3 

1 

1 

甘 

1 

1 

還 

1 
埋 

1 

幸 
- 結 

旬 
1 
埋 
に | 
二 
電 
間 

す 
示 
1 


1 
1 
村 
ま 
上 


22052 ニニン ニニ ニニ ニン ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ラニ ニテ ニー ニニ ニョ ニニ ニニ ニニ ニニ っ 2 ニコニ ニー 


エス テリ ー ゼ に 2 ユー リ 「 エ ステ ル も な 」 


違 ェ ス テル 、「PR も S 


か ホキ 


0 


| エス テル 「 さ っ き の っ て な ん で す ?」 


癌 ユー リ 「 フ ェ イタ ルス トラ イク っ て や つ 」 


上 | エス テル 。 「 そ ん な 簡単 に で きる も の で し ょ うか ……」 


ユーリ 「 や っ て みな いと わか ん ね ぇ だ ろ 。 ど う や っ て た っ け ?」 


ボー ナー イサ テー 


レ の や っ つ 、 2 ンー 


3 | 還 エス テル  「 え えと 、 最 初 は 相手 の 体勢 を 崩す よう な 攻撃 を し て いく ん で すけ ど -…」 | 
、 MI 
K IE 
【 | ユー リ が 技 を 線 り 出す と 、 廃物 に 和 式 が 現れ る 。 = 
賠 回 ユー リ 「 見 えた ぜ 」 | 
) 欄 io it 
b ーー 国 ユ コー リ [一 京 突破 の 敵 の スキ っ て や つ だ よ 」 二 生 or 
| そう 言っ て 、 1 | 
問 コ ー リ [なあ 5 ょ っ し た コジ 8 だ けど 、 そ う し いも ん で ない オ 
* 
| マネ ーー の さら な る 力 を つけ た 一 行 は 、 廃寺 の 探索 を 


pn 続け る 。 1 MS 3 と 表 
ニッ [menccvopu」 に 


同 ェ ス テル 「 わ た し 、 で すか …… ?] 


関 ユーリ) 【「 ど うし て 、 ト リム 港 で 帝都 に 引き 返さ な か っ た ん だ ?] 
比 eo 
還 カ ロ ル = 〔「 そ っ か 、 エ ステ ル は フレ ン に 考 わ れ て る っ て 伝え た か っ た ん だ も ん ね 」 
民 関 ユー リ 「 あ あ 、 あの 時 点 で 、 お まえ の 旅 は 終わ っ た は ず だ ろ ?」 
旧 同 エス テル  「 そ れ は 、 そ の …-」 3 ーー ルド で 
上 cm 閉 カロ ル [ね え 、 そ うい えば 結局 、 フ レン っ て 誰 に 狂わ れ て た の ?] 
IM 貢 同 エス テル [ええ と 、 そ こま で は …」 
【 病 0 

関 | カロ ル 「 え ? あの 悪党 ?] 

開 ユー 「 ヨ ー デ テル は ラ ゴ ウ の 毅 に いた 。 ヨー ー デ ル は 旦 族 っ て や つ だ 」 


回 カロ ル 「 だ か ら ?」 
ユー リ ー「 本 当 は フレ ン の 任務 は ヨー ー デ ル を 探す こと だ っ た ん じゃ ね え か な っ て 


こと さ 。 な ん で 同じ 帝国 の お 偉い さん 同士 が そん な こと に な っ て ん の 
_ か は 知ら ね え け ど な ] > の 
エス テル  「…… ご めん な さい 。 わた し に も よく 分 か り ませ ん 」 91 た 


に ユー リ [ ま 、 いい さ 。 それ より エス テル の 話 だ 。 戻ら な く て いい ん だ な ?」 


エス テル  「 そ う で すね …… わ た し 、 ト リム 港 か ら そ の まま 勢い で つい て き て し ま 


に いま も た ・ 。 た いわ たら も う 少 じ 、 みん な と 旅 を 続け た か っ 


そこ で 少し 考え て か ら 、 エス テル は ユー リ に 目 を 向け る 。 
回 エス テル  「……- そ れ に 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 鹿 核 (コア )、 まだ 取り 戻し ま 

SL ーー っ 1 
語 ユー リ 。 「 そ れ は そう だ けど 、 そ れ は オウ の 目的 だ よ な ?]」 。 
凍 章 0 も 目 BS ーー 。 セー 
きり まき aoel WO 


同 = エステル 「 「 あ り が と う ご ざい ます 」 


きま 
お は 


スキ ッ ト クビ に な っ た カロ ル ノ 地 居 で 崩れ た 感じ じゃ な い / 魔 狩り の 人 刻 と は ? ン エス テル の 歴史 探訪 / 街 は 迷路 状態 


上 生還 軒 と P.562 | フェ イタ ルス トラ イク の チュ ー ト リア ル 


と め る 建物 の 瘍 邊 を 下り る と 、 と 、 一 行 は 巨大 な スペ ー ス に 行き 当たる 。 らせん 階段 で さら に 


賠 7 カロ ル な ん だ ろう 。 さっ きか ら 気 持ち 悪い 」 


癌 リタ 「 鈍 感 な あん た で も 感じ る の ?」 


開 ヵ ロ ル [部 感 は まま けい ……! っ て いう か 、 リ タ も ?] 。 
本 ユー リ [こり 5 な BEE DD 
カル コー リ り も … 下 bb 
開 | エ スチ ル 。 [ST 氏 で FN 
義 ユー リ [無理 する こと も ね え だ ろ 。 休憩 し て 様子 見 すっ ぞ で] 

半 リ り タ "= [一体 、 な ん な の か し ら 。 こ こ に 来 て か ら 急 に …] 
韻 ヵ カロル | 「 こ ん な と き に 魔物 に 尊 わ れ た ら 大 変 だ ね お] 
語 ユー リ 。 そう いう こと 言っ で る と 、 夫 当 lC や っ で くば 
回 エス テル oe PE 2 NN 2 マー 


その 場 に 座り 込ん で し まう エス テル 。 ユー リ が すぐ に 駆け 寄る 。 


賠 エス テル 。 「 コ ユー リ … 昌 


関 ユー リ [行き 倒れ に な ん な ら 、 人 の 多い 街 ん 中 に し と いて くれ 。 オレ し 、 面倒 見 


切れ な いか ら な ] 


同 エス テル  「 は 、 は い 、 あ り が と う 。 まだ 、 だ いじ ょ うぶ で す 」 


エス テル は な ん と か 立ち 上 が る 。 よく 見 る と 、 周囲 に は 光 の カタ マリ が 漂っ て いる 。 


本 に これ LU だ LDS SN 
間 カロ ル 1 え ? 上 つて 邊 に 凌 電 90900 、  、。 ac 
還 り リタ  。- 。「 肖 が お が る と fa SI 
開 ユー リ = 「 そ うい や 、 前 に エス テル が 言っ て た な 。 濃い エア ル は 体 に 悪い っ て 」 
同 エス テル  「 は い -…- 濃 度 の 高い エア ル は 時 と し て 人 体 に 悪影響 を 及ぼ す 、 で す 」 
ユー リ  。 「 ク オイ の 森 で も ぶっ 倒れ だ か 5 な 』 
閥 り タ っ へ 吉池 な どど と が ーー へ と 
回 コニー リ [DK、3HeE す 9 な 1 も や 2 
回 エス テル  「 で も 、 億 兵団 が いる か まだ 確か め て いま せん よ 」 
詳 コ ー リ | いや まめ そう 5 ん AAB を ES 0 
問 メチ ル お きま し A31 も OO シー の の の 


リタ は 、 最 下層 に ある 魔 導 器 (ブラス ティ ア ) を 調べ る 。 


癌 リタ 「 こ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が ドア ど 連 動 し て る みた いね 」 


韻 カロ ル 。 「 ど う や っ て 開け る の ?] 。 
閥 リタ "=" 「 ご 丁寧 に バス ワー ド を 入力 し な きゃ ダメ みた い ] 
還 コ ー リ 、 生 し ちまっ た 万 が 団 く 2Y] 、  。 、 0 ジー 
リタ  「 無 理 に 解体 する の は 危険 よ 。 開 か な く な る か も し れ な いし 」 
還 コ ユー リ 。 NM な ん 出る を 
囚 り リタ "=" = 「…… こ こ に 何 か 文字 を 入れ れ ば いい の か し ら ?」 


賠 ヵ 『 nn 「 文 字 っ て 言 寺 ほ わ れ て : も … に 」 


開 コ ユー リ 「 こ りゃ 何 か 手 掛か り が な いと 開か な そう だ な 」 


閉 カロ ル 「 そ う 言 えば 、 変 な 紙 、 拾わ な か っ た ?] 

回 ェ エス テル  。 [そう 言え ば な に か 書い て あり まし た 。 バ スワ ー ド の ヒン ト か 何 か で し ょ うか ?] 
関 ユー リ 。。 [に こりゃ 、 ち ょ いと 頭 ひ ね ん な きゃ いけ な いか も な 。 さっ き の 抵 見 て みよ う ぜ |] 
麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に バス ワー ド を 入力 する と 、 重 そ うな 扉 が 開く <。 = 

| ユー リ IT ペペ WM っ ュ 


部 屋 の 中 で は 、 宙 に 浮い た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 稼働 し て いた 。 


半 カロ ル 。。 [ 水 が 浮い て る …」 


ー 体 、 な ん な の か し ら 
ここ に 来 て か ら 急 に 


ほ 団 が いる か 
す r < 確か め て て いま せん よ 


この 魔 導 器 が ドア と 
達 動 し て る みた いね 


…… こ こ に 何 か 文 字 を 
入れ れ ば いい の か し ら ?2 


…… あ れ 、 エ フミ ド や 
カプ ワ ・ ノ ー ル の に 似 て る 


病人 は 休ん どけ 。 


ここ に 医者 は いね ー ぞ 


っ て 、 な ん た 、 クビ に な っ た 
カロ ル 君 も いる じゃ な いか 


ーー リ 「 あ の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 仕業 みた い だ な 」 


ステ の EGO の 貞 洋 ドー ー ドレ ーー だら 
閥 リタ 「… あ れ 、 エフ ミド や カプ ワ ・ ノ ー ル の 子 に 似 て 」 
章夫 昌和 1 電 れれ て る の rt 。 ーー 
閥 リタ ”*” [麻由 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 壊れ た ら エア ル 供 給 の 機能 は 止ま る の 。 こん 


な 風 に は 絶対 な ら な い 」 


ー ト トミー 3 


閥 ユー リ 「 病 人 は 休ん どけ 。 ここ に 医者 は いね ー ぞ 」 


回 カロ ル 「 え いこ ro 。 で も 2 ] 


ふた た び 、 魔物 中隊 。 


同 カロ E2 うわ ぁ に ーー 遇 


賠 リタ [大 あれ は 逆 結界 (けっ か い ) だ か ら 」 


癌 カロ ル 「 逆 … 結 界 ( け っ か い )…… ?」 


内 リタ 「 魔 物 を 閉じ 込め る た め の 強 力 な 結界 (けっ か い ) よ 。 簡単 に は 出 て こら 


_ れ な いわ 。 で も 、 が (に 、 この エア ル の 量 。 異常 だ わ 」 


悦 カロ ル 「 な 、 な ん か 消え そう …… 
IRIS 
II 
男 リ ター 持っ と の ey の 今 今 すぐ < 直 自 し て あ お 人 ほ 和 あ か らら り 才 Ch こ 
II) 


ラビ ー ド が ほか の 気配 に 気づく 。 男 の 声 が 聞こ える 。 


較 ティ ソン 【「 便 様 た ちの 優し い 選 告 を 無 提 し た の は どこ の どい つ だ ?」 


見 る と 、 結界 を 挟ん で 反対 側 に 、 魔 久 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 面々 が いる 。 


関 ユー リ 「 悪 v な 。 こっ ち に ゃ 、 大 人 し く 忠 告 聞 く よ うな 優し い 人 間 は いね ぇ ん だ ]」 


間 ティ ソン 「 ふ ん 、 な る ほど .…… つ て 、 な ん だ 、 クビ に な っ た カロ ル 君 も いる じゃ な 


: _ いか 。 エア ル に 酔っ て る の か 。 そっ ち は か な り 濃 いよ うだ ね ]」 
「 ち ょ うど いい 。 その まま 大 人 し くし て いろ 。 こち ら の 用 事 は 、 この ケ ダ 


突然 、 魔物 と は 違う 雄叫び が こだま する 。 


隊 デル 人 7] っ 穫 KG 1 
結 夫 の は る か 上 か ら 竜 使い が 現れ 、 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に 一 撃 を 加え る 。 


賠 リタ 「 ま た あい つ 」」 


結界 が 破れ 、 魔物 が 出 て くる 。 


回: エス テル 人 ーー あれ の 平気 で す …… ] 


癌 カロ ル 「 け 、 結界 (けっ か い ) 破 れ た よっ !| 


閥 リタ や"。 「 逆 結界 (けっ か い ) の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 壊れ た か ら 当然 で し ょ !? 


ん っ と に あの バカ ドラ !」 


クリ ント 「 そ うだ 、 も っ と 暴れ ろ ! ケタ モノ ケタ モノ 5 し 5 我 が 手 で 、 ほ ぶ っ て くれ る わ 中 


竜 使い が すか さす 、 魔物 の 援護 に 入る 。 


き 」 


ティ ソン 「「 ま ず 、 オレ を 倒せ !」 っ て 事 ら し い ぜ 。 面白 れ え じゃ 、 ね え か 中 | 


ティ ソン と ナン は 電 全 に 括 い を 定め 、 攻撃 を 開始 する 。 


の ティ ソン 「 おら お ら お ら お ら あ ぁ つ 中 


魔物 は 暴れ だ し 、 あたり の 地面 が 隆起 する 。 


開 ユー リ 「 結 局 ペ ッ ト の 面倒 見 ん の は 、 保護 者 に 回 っ て くる の な ]」 

巨大 な 魔物 が 襲い か か る が 、 一 行 は な ん と か 撃退 に 成功 する 。 魔 物 は ゆっ くり と 、 部 屋 の 
奥 へ と 去っ て いく 。 
孔 | エス テル  「 は あ …… 助 か り ま し た 」 
リタ 「…… カ ロ ル は ?」 

一 方 で ティ ソン が 座 叫び を 上 げ て いる 。 

昌 ティ ソン 「 全 て の 魔物 は な 、 俺 様 に 殴ら れる た め に 、 生ま れ て きた ん じゃ ー !] 
[師匠 | 危険 で す 上 

朋 ポツン 「 極 上 の 獲物 を 前 に ! 命 が お し く て 逃げ 出せ る か !」 

ティ ソン は 竜 使い に 飛び か か る が 、 一 蹴 さ れ て し まう 。 

間 ティ ソン 「 ぐ へら ああ っ !」 

上 空 へ 去っ て いく 電 使 い 部 還 の 中 で は 押 生 が 絶え 同 な く 続き 、 水 が 漏れ て き て いる 。 


同 ナ ン 。。。 [首領 ボス)! 撤収 を ! 標的 に 逃げ られ た 以上 、 長 居 は 無用 で す | 
記 クリ ント 。 「 最 近 に な い 魔 物 だ っ た が …… 興 ざめ だ な 。 引き 上 げ る ぞ 」 mae 
較 コ ー リ 。 [49 灯 (0 く < ぞ を 0 * | 
内 リタ や "= 「 あ ー も う 、 あ た し も あの バカ ドラ 順 り た か っ た の に !」 0 

回 エス テル  「 待 っ て くだ さい 、 カロル は どこ に !?」 1 
関 ユー リ [その 和 辺 に いな いと こみ る と 先 に 外 へ 出 た ん だ ろ 。 探し な が ら 行く ぞ 」 ま 
ー 行 が 建物 を 出る と 、 ナン の 声 が 聞こ える 。 

癌 ナン 「 な に か あれ ば 、 すぐ に そう ! いつ も 、 いつ も ひと り で 逃げ 出し て 

閉 ヵ カロル 。 「 ち 、 違 う よ ! 9 

間 ナ ジン [D 邊 250 や いま 2 も ーー we 

開 カロ ル ” 「 だ か ら / ハ ルル の 時 は …」 [ aaa 

賠 ナ ン = 「 今 は ハル ル の こと は 言っ て な い ! や まし いこ と が な い の な ら 、 さっ さ 

語 、 と 仲間 の と ころ に 戻れ ば いい じゃ な い 」 

開 カロ ル 。 「 だ か ら 、 そ れ は ……-」 

闘 ナ シン =”。 「 あ た し に 説明 し な く て いい 。 す る 相手 は 別に いる で し ょ ] 

賠 カ ロ ル 。 え … の ] 

振り 向く カロ ル 。 ユー リ た ち が 近 づい て くる 。 。 。 5 

開 カロ ル 。。 「 み ん な …-」 か No を 生 すこ 

回 エス テ ) エス テル 「 カ ロ ル 、 無 事 で よかっ た で す 」 

基 リ ター 「 ま っ た く よ 。 どこ 行っ て た ん だ か 。 こっ ち は 大 変 だ っ た の に 

癌 カロ ル 。。 「 ご 、 ご めん な さい …」 

関 ユー リ 。 「 ま 、 ケ ガ も な いみ た いで 何より だ ] 

闘 ナン = 「 も う 、 行 < か ら 」 sss | 
閉 カ ロ ル 。 「 あ 、 待 っ て …」 お 〔 

較 ナン  。 「 自 分 が 何 を し た の か 、 ち ゃ ん と 考え る の ね 。 じ ゃ な いと も う 知 ら な いか ら 」 Oo 

ナン は 去っ て いく 。 ユ ー リ は カロ ル の 頭 を な で る 。 he 
Ll 「 わ っ : ちょ っ と に arDek と て Ser 9 : S 

開 ユー リ 「 抽 3 ぜ - 0 あう 欄 た ] ミー 3 

癌 カロ ルー に 1 

内 リタ ”"。 [し か し と ん だ 大 ハズ レ ね 。 紅 の 紳 備 兵団 (ブラ ッ ド アラ イア ンス ) な ん て いな いし 」 

開 ユー リ ” 「 ほ ん と に 。 や っ ぱあ の お っ さん の 情報 は 次 か ら 注意 し な いと な 」 

閥 リタ 「 お っ さん …… つ て 、 まさ か 、 あの …… ?」 

関 ユー リ  「 そ う 」 

病 リ タ や =。 「 あ 、 あ 、 あ の お っ さん 、 次 は 顔 見 た 瞬間 に 焼い て や る っ !| 


孔 | エス テル  「 租 便 に 、 ね 、 穏 便 に 行き まし ょ う 」 


歩き 出す ユー リ た ち 。 カ ロ ル は 動か な い 。 


関 カロ ル F:: ッ ボク だ つる 
閲 ユー リ 「 置 いて 行く ぞ 」 
カロ ル 「 す ぐ 行 く !」 


ぁ P.500 | エア ル 酔 い に つ いて パカ ドラ と か カロ ル と ナン 
kP.56 ら | 胃 怖 され し 巨体 戦 


廃 堪 の 出口 で は 、 騎士 が ユー ー リ た ち を 待ち 受け て いた 。 


園 ラビ ー ド  「 グ ルル ルル ル 」 
| | キュ モー ル 「 よ う や く 見 つけ た よ 、 愚民 ども 。 そこ で 止ま りな 」 


よう や く 見 つけ た よ 、 最 民 ど も 


問 ユー リ 「 わ ざわ ざ 海 まで 渡っ て 、 暇 な 下っ 端 ど も だ な 」 
キュ モー ル 「< っ … キ ミ に 下っ 上 端 呼ば わり され る 筋合い は な いね 。 さ 、 姫 様 こち. 
紗 人 
提 電 年 介 様 5 て の 21 ドー < ーー 
際 関 ユー リ 「 姫 様 は 姫 様 だ うっ 。 そ この 目 の 前 の な 」 も 6 
PoiaW だ 2 本 し (た ー コ ュー ムル ど と 356 の hh 0 
癌 カロ ル 。。  「 え … エ ステ ル が …… 姫 様 ?」 に 1 
リタ 「 や っ ぱり ね 。 そう じゃ な いか と 思っ て た 」 ん 
還 4 の UM も 517 2 に 
同 カロル 「 ち ょ 、 ちょ っ と そん な …」 の y 


エス テル は キュ モー ル の 前 に 出る 。 
回 エス テル 。 「-…- 彼 ら を どう する の で すか ?」 


キュ モー ル 「 決 まっ て ます 。 姫 様 誘拐 の 罪 で び ハ つ 裂 さ で す 」 の 
回 エス テル [待っ て くだ さい 、 わ た し は 誘拐 され た の で は な く て -…-」 
上 キュ モー ル 「 あ ー、 う る さい 姫 様 だ ね ! こっ ち に 来 て くだ さい よっ !] 


部 下 の 騎士 た ち が 前 に 出る 。 キュ モー ル は 剣 を 振り か ざす 。 
開 カロ ル 「 エ ステ ル …… 
回 キュ モー ル 「 そ っ ちの ハエ は そこ で 死ん じゃ え 」」 


その と き 、 チュ モー ル の 背後 か らし わが れ た 声 が 聞こ える 。 


還 ルブラン  「 ユ ー リ . ロ ー ウ ェ ル と その 一 味 を 罪人 と し て 捕縛 せよ !」 
回 キュ モー ル 「 げ っ ・‥・ 貴 様 ( ま さま ) ら 、 シュ ヴァ ー ン 隊 ・…・・…・! 待ち な よ ! こい 


攻 物 、 で すか 
sr を 狩 り 所 で 


02 Ceea つ は 僕 の 見 つけ た 獲物 だ ! お ざお ざ 渡 さん ぞ !] 
に ルブラン  「 擬 物 、 で すか 。 任務 を 狩り 気分 で や られ て は 困り ます な 」 


回 ルブラン 「 そ れ に 先ほど 、 死 ね 、 と 聞こ えた の で す が ……」 

| キュ モー ル 「 そ うだ よ 、 犯 罪 者 に 死 の 人 を 与え て 何 が 悪い ?」 

回 ルブラン [2 罪 者 は 捕まえ て 法 の 下 で 坊 く べき で は ?] 

| キュ モー ル 「…… ふ ん …… そ ん な 小物 、 お まえ ら に くれ て や る よ 」 

キュ モー ル は 文句 を 言い な が ら 去 っ て いく 。 

| キュ モー ル 「 シ ュ ヴ ァ ー ン と いい 、 フレ ン と いい 、 貴族 で も な く 成 り 上 が り の くせ に 
偉 そう に ……。 これ と いう の も 、 あの 騎士 団長 が …」 

隔 ルブラン  「 さ さ 、 ど う ぞ 、 姫 様 は こち ら へ 。 あ 、 お 足元 に お 気 を つけ て ……」 

同 エス テル  「 あ の 、 わ た し …」 

義 ポッ コス 「 こ ちら へ どー ぞ ロ 

ルブラン 「 こ や つら を シュ ヴァ ー ン 隊長 の 名 の 下 に 逮捕 せよ !」 


計 | アデ コー ル 「 ユ ー リ ー 味 ! お と な し く お 縄 を ちょ うだ いす る で あこ る | 


賠 リタ 「 一 味 っ て 何 よ ! な に すん の よ ! は な せ ! あたし を 誰 だ と ……」 
癌 カロ ル 「 ボ 、 ボク だ っ て 何 も や っ て な い の に !」 

回 エス テル  「 彼 ら に 起 暴 し な いで くだ さい ! お 願い で す … ひ | 
関 ユー リ 「 エ ステ ル 、 心配 し な く て も いい 」 Me 


隔 | エス テル 。 「 ユ ー リ …… ロ に 
kk アデ コー ル 「 い いか ら 、 き りき り 歩 く の で あー る 


ルブラン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 、 不 届き 者 を 、 へ リオ ー ド へ 連行 し ます 」 
ルプ ラン の 声 を 受け て 、 高台 に いる 立派 な 鎧 を 着 た 男 は 、 手 で 返事 を する 。 
ルブラン 「 全 員 、 し ゅ っ ぱー こつ! 


E は 白紙 に 


g22 0 け 18 g す る 」 

閥 ユー リ 「 は い 、 どう ぞ 」 

回 ルプ ブラ [滞納 され た 税 の 徴収 に 来 た 騎士 を 川 に 落と し た の は 間違い な いな ?」 

病 ユー リ 「 そ ん な こと も あっ た な 。 あれ 、 デコ だ っ け ?] 

| アデ コー ル 「 そ うだ ! お か げ で 私 は 風邪 を ひい て 、 三 日 間 寝 込ん だ の で あー る 」 

本 ユー リ 「…… で 、 あと いく つ あ ん の ? 飽き て きた ん だ けど 」 5 

開 カロ ル 「…… ボ ク は どう な っ ちゃ うん だ ろう 」 

半 ボッ コス [反省 の 色 は な し -…… と 、 調書 に 残し て や る の だ ] 

病 ユー リ 「 そ うい や 、 お まえ らん と この 何 も し な い 隊 長 は どう し た ? シュ ヴァ ー 
-。 ツッコ つっ た だ うけ の 

内 リタ や = ・「 偉 いか ら っ て サポ ボワ り でしょ ] 

ト 回 ルブラン  「 我 等 が 隊長 を 愚 弄 する か ! シュ ヴァ ー ン 隊長 は 、10 年 前 の あの 大 戦 

を 戦い 抜い た 英傑 だ ぞ ] 

賠 リタ 「 ま 、 あたし ら な ん て 小物 どう で も いい っ て こと ね 」 

旨 アデ コー ル 「 え えー い ! 次 の 罪状 確認 を する の で あー る 」 

部 屋 の 扉 が 開き 、 白 右 の 男 と その 補佐 らし き 女性 が 入っ て くる 。 

ルブラン  「 ア 、 ア レク セイ 騎士 団長 痢 下 !」 どう し て こん な と ころ に !?」 

問 ユー リ 「 ア レク セイ …… な ん で ]」 


アレ クセ イ 


「 エ ステ リー ゼ 様 、 ヨー デル 様 、 両 殿 下 の お 計ら いで 君 の 罪 は すべ て 救 


免 さ れ た 」 


女性 が 金 の 入っ た 設 を 差し 出す 。 


ユー リ 


「 そ ん な も ん 、 いら ね えよ 。 騎士 団 の た め に や っ た ん じゃ な い 」 


「 和 そう が ] 


[それ よ まり 、 エス デ 砂 だ が …… - 


「 先 ほど 、 帝都 に 戻る 旨 


ト え SL 


… あ 、 で も 、 NG 全 Ion 


Lo と 4c に Re 顔 を 見 せ て あげ て ほし い 」 


癌 カロ ル は 帰っ ちゃ うん だ ね 」 

賠 り ター 「 あ ん た 、 これ で いい の ?]」 に 

関 ユー リ 「 選 ぶ の は オレ じゃ な い だ ろ 」 

賠 リタ 「 そ りゃ …… そ うだ けど 」 

病 ユー リ 「 そ れ よ り 、 ここ は どこ な ん だ ?」 

カロ ル 「 新 興 都市 ヘリ オー ド だ よ 。 位置 的 に は トリ ム 港 と ダン グレ スト っ て 街 の 
間 だ ね 。 ま だ 作ら れ て 間 も な い 新しい 街 な ん だ 。 こ の 道 を 東 に 行け ば さっ 

- きい た カル ボク ラム 、 西 に 抜け て 西北 方 向 に 行く と ダン グレ スト だ よ ] 

問 ユー リ 「 ふ ー ム ん 、 少し 街 の 中 も 見 て 回 る か 」 

リタ 「…… あ た し は 好き に させ て も ら うわ 」 

カロ ル 「 ボ ク は …… ど うし よう か な 」 


各々 が 街 に 散ら ば る 。 ユ ー リ は 、 宿屋 の 近く で フレ ン と ヨー デル を 見 つけ る 。 
「 な ん だ 、 ご 両 人 や っ ぱ 居 た の か よ 」 


PA ーー せっ か く ご 厚意 で 君 


RC マレ こん ーー ニー ウー ラッ マコ 
「 エ ステ リー ゼ 様 の こと は 、 も う 聞 いて る みた い だ な 」 


…… で 、 あ と いく つ あ ん の ? 
飽き て きた ん だ けど 


St 


録 
まあ を 


新興 都市 へ ヘリ オー ド * 


北 、 0 . 北 、 0 、 素 、。 が 。 尿 <0h、。 水 、x0k、 onk、0 、 尼 0 、 由 、 0 
rw 人 ei NIR ここ 


cn 


2 3 
反省 の 色 は な し …… と 、 
こ 残 し て や る の だ 


ア 、 ア レク セイ 騎士 練 長 閥 下 / 
どう し て こん な と ころ に / 2 


そん な も ん 、 い ら ね えよ 。 
騎士 団 の た め に 
や っ た ん じゃ な い 


まだ 作ら れ て 間 も な い 
新しい 街 な ん だ 


いい ん で す よ 、 フ レン 。 
私 と エス テリ ー ゼ で 
勝 才 に や っ た こと で すか ら 


で ae 


" 字 


ユー リ と 一 緒 に 居る ほう が 
エス テリ ー ゼ 様 の た め に 
な る と 思っ た ん だ が … 


^ か か 


こ で - 


2 
と 


ee 


ヨー デル 

ここ まで わか っ て いて 、 

今さら 隠せ る も の で も な いよ 
細 笑 


0 
1 計 ま 1 押 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


「 あ を 」 
「 ユ ー リ と 一 緒 に 居る ほう が エス テリ ー ゼ 様 の た め に な る と 思っ た ん だ が ……」 
本 


大 三 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー シ ーー ワー シー ワー 


は 面目 な い 。 けど 、 ーー 沙汰 に する 時 期 で は 


あり ませ ん 」 
「 そ の 問題 っ て の は 、 あん た と 姫 様 、 どっ ち が 次 期 皇 帝 か っ て こと だ よ な ?」 


「 え え 、 今 は 意見 が 二 つ に 分 か れ 、 騎士 団 と 評議 会 で も や め て いま す 」 


ーー 


ンー ざさ 2 て に 


「 ほ ん と に お 姫 様 な ん だ な 」 


「 え え 、 ええ 、 遠 線 で は あり ます が 、 エス テリ ー ゼ は 間違い な く 皇 族 で す 」 
「 そ りゃ 、 騎士 団 も 大 変 だ な 。 競争 相手 と は いえ 、 お 姫 様 の 身辺 警護 に 


手 を 抜く わけ に も いか ね え し 」 


アデ コー ル 
待つ の で あー る / 
ボッ コス 


「 ユ ー リ 、 これ は 、 その …--」 


時 計 25 


】 . 合 、 に 


宿屋 に 入ろう と する と 、 アデ コー ル S ボ ッ コ ス の コン ビ に 引き 止め られ る 。 


アデ コー ル 


[待つ の で あー る!」 


「 待 つの だ !」 


「 何 だ 、 デコ ボコ じゃ ね ー か 」 


ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル / 
ここ で 我々 と 正 々 堂々 と 


「 デ コ ボ コ 言 うな ー !」 


幸 う で あて る / 


「 ま だ 何 か 用 か ?」 
「 い くら ヨー デル 典 下る 直々 (じき じき) の 慰 赦 で も 買 様 (ささ ま ) が 罪 を 犯 


症例 5 本 の ある 中 0 


「 そ れ は 騎士 団 の 正義 と し て 見 逃し が た いこ と な の だ 」 


多 3 7 い * 
アデ コー ル 


[ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル ! ここ で 我々 と 正 々 堂々 と 戦う で あわ こる !| 


癌 ポッ コス 「 我 々 に 勝て ば 、 貴様 ( き さ ま ) の 無罪 認め よう !」 
ユー リ 「 無 茶 苦 茶 言っ て ん な 。 いつ か ら お まえ ら 、 人 の 罪 の 有無 決め られ る ほ 
、 oo ど 偉 く な っ た ん だ ?」 
| 負 いい 覚悟 だ / に 4 Co 
信 9 アデ コー ル 「 い ご 勝負 を !] 
Nu 計 | < 問 「 勝 負 だ 


Se この LE こい |] 


「 我 々 騎士 団 究極 の 戦闘 術 、 バ ー ス ト ア ー ツ で あて る 」 


開 ュ ーッ 「 ま た 勝手 に 盗ん で …- 騎 士 団 の も ん じゃ ね ぇ っ て の 」 
二 020 | 症 是 0 の 
問 ユー リ 「 バ ー ス ト ア ー ツ か …… 話 に は 聞い た こと ある が ……」 


「 知 ら な い の か ? バカ め 」 


計 アデ コー ル 「 我 々 が 見 せ て や る で あー る ! だ が 、 そ れ を 見 る 前 に 、 お まえ は 地面 

- ィ ィ に 詞 い つく ば る ダメ 虫 に な っ て いる の で あー る ! ふ ぬ っ | 
アデ コー ル が オー バー リミッツ を 衝動 する 。 の の 
閥 ユー リ 「 オ ー バ ー リ ミッ ツ と な ん か 関係 あん の か ……」 本 > 
- ポッ コス 「 さ ー 行 けっ 、 見 せ て や れ 、 アデ コー ル 」」 較 に こら 

アデ コー ル 「 見 る で あー る ……! 騎士 団 奥義 !] 
アデ コー 公 提 2 な 
「 「 当 た っ て な いで は な いか ! 何 を や っ て る の だ | 
「 な る ほど 、 奥義 か ら 連 携 し て 出す の が バー スト アー ツ か 。 マネ すっ か ね -…」 


問 に [奥義 …… 四 
問 ユー リ 「…… つ て 知ら ね ぇ けど 、 こん な ん で どう だ !?」 
奥義 か ら 続 け ざ ま に 、 バー スト アー ツ を 繰り 出す ユー リ 。 


較 ポッ コス  「 ふ ん ぎゃ ーー っ ! バー スト アー ツ 
アデ コー ル  「 余 計 ( よ けい ) な こと を 、 で ある! 


スキ ッ ト ぁ P.500 | エス テル は お 姫 様 


新興 都市 ヘリ オード * 


宿屋 に 向かっ た ユー リ だ っ た が 、 エス テル は すでに 休ん で いる 模様 。 ユ ー リ も 休 も うと す 
る と 、 リタ と カロ ル が や っ て くる 。 


賠 リタ 「 あ れ ? あん た エス テリ ー ゼ に 会 えた の ?」 
開 コー リ = 「 い や 。 も う 休 ん で る みた い だ か ら 収 魔 し ちゃ 悪い と 思っ て な 」 


関 ユー リ 「 い や …… で も 、 今日 は 疲れ て る だ ろう か ら 、 そっ と し と いて や ろう ぜ 」 


病 ユー リ 「 話 する の は 明日 で も いい だ ろ 」 
| カロ ル 「 そ っ か 、 じゃ ボク た ち も 部 屋 行こ っ か 」 
一 泊 し た ユー リ た ち 。 翌日 、 宿屋 の ロビ ー に 一 行 が 集まる と 、 外 か ら 奇 妙 な 音 が 聞こ える 
| ラ ピ ー ド ドッ ーー… ] 
開 ユー リ Fe うし た 7 ラビ ピッ 
賠 カロ ル 「 変 な 音 聞こ えな い ?」 
開 リタ 「 言 われ て みれ ば そう ね 」 

宿屋 の 主人 「 あ あ 、 な ん で も 、 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) の 調子 が 、 悪い ら 

し いん で す よ ] 

PT 時 HH 
癌 ユー リ 「 ち ょ い 待 っ た !」 
較 り ター 「 待 っ て らん な いわ よ 」 
閲 ユー リ [騎士 団長 様 だ っ て いる ん だ 。 すぐ に 手打 っ て くれ る だ ろ 」 
カロ ル 「 リ タ が 出 て 行っ て 勝手 する と エフ ミド の 丘 ん 時 みた い に な っ ちゃ う も ん ね ] 
ユー リ 「 ま 、 気 が 向い た ら 、 フレ ン に 知ら せ て や りゃ いい 」 
NSReBN た ま に は 血 士 団 の 作 、 
エス テル  「 リ タ 、 待 っ て くだ さい !] Ba 
癌 カロ ル 「 エ ステ ルリ 
エス テル 「 騎 士 団 の 方 で 修復 の 手配 は 整え た そう で すか ら 、 ここ は ]」 
ユー リ 「 た ま に は 騎士 団 の 顔 、 立て て や れ よ 」 
エス テル 「 お 願い し ます 」 
同 リタ 「…… わ か っ た わ よ 」 
ユー リ 「 ふ らら 出 歩 いて 平気 な の か ?」 
エス テル  「 は い 。 帝都 に 戻る まで 、 一 緒 に いて も いい で す ?」 
ユー リ 「 そ りゃ 、 オレ は 構わ な いけ ど 」 
カロ ル 「 エ ステ ル ! まだ 帰っ て な か っ た ん だ ね ] 
エス テル 「 は い 」 


に フレ ン [こち ら も すぐ に 騎士 団 を 動か せな く て ね 」 
エス テル 「 そ うだ 、 フレ ン 」 


も のか 0 


理 


ー で 


S。 
に 


か か ー 


っ とまっ て 


ちよ 


。 | フレ ン 「 は い ?] 

sc し て 50 と 9 に ] エス テル  「 帝 部 に 戻る まで 、 ユ ー リ た ちと 一 緒 に いて も いい で す ?」 
加 フレ ン 「 わ か り ま し た 。 た だ し 、 戻る まで 、 で す よ ?」 
エス テル  。 「 は い 。 フ レン に 迷惑 は か け ま せん 」 
騎士 団 本 部 で 、 ユ ー リ は フレ ン に 声 を か ける 。 ONI 計 
上 ユー リ 「 な ん か 、 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) が 、 変 な 音 出し て る けど 、 平 気 か ?] 
「 そ れ が 気 に な っ て 、 わざ わざ 顔 を 出し た の か 。 相変わらず 、 目 の 前 の 
事件 を ユー リ は 放っ て お け な い ん だ な 」 
「 オ レ が っ て いう か 、 こっ ちの …」 
「 様 子 が お か し い の は 明白 よ 。 あたし に 調べ させ て | 

こち ら で も 修繕 の 手配 は し て ある ん だ 。 悪い が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) を 調べ させ る わけ に は いか な い 」 5 9 
癌 リタ 「 な ん で より!」 
その と き 、 大 き な 地 署 き が 一 行 を 襲っ た 。 


まさ か 、 麻 導 器 か っ 


症 [SMAMNN20 oo ir 
に | フレ ン 「 ま さか 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) か ?」 

エス テル 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 何 か あ わっ た の か も し れ ま せん 」 

閥 ユー リ 「 行 く ぞ 」」 

に フレ ン 「 エ ステ リー ゼ 様 は ここ に 」」 人 


スキ ッ ト 未知 の 魔物 と か 魔 狩り の 語 と か 取り 調べ と か 色々 


PART 


| 麻枝 春 如 編 


る 5 昌明 お だ 3 お す gU2 の ユー リ が つか お む 。 
四 ll FM 四 

「 ち ょ っ と は な し て ! この 子 、 ほっ と け な い の よ ! エア ル が バカ みた 
い (に 出 て る | この 濃度 じゃ 合 に 関わ る わ 


大 丈夫 、 エ アル の 重 を 調整 すれ ば ーー ニー ニキ ーー ニー ニー ニーーー ニ ーー ジニー デー ウー 


すぐ に 番 ち 着く か ら .。 で 上 ぐつ)】 | あの 魔 導 器 (プラ ステ ィ ア リル \ 力 | 
元 通 り に な る か ら ね ! 議 凍 ーー ニーーーーー 一 me テーーー テ ーーーーーーーーーーーー ーー 


「 危 な い ! 今 すぐ 離れ る ん だ !」 

「…… 市 民 を 街 の 外 へ 誘導 だ 。 あ と 姫 様 を 含め た 彼ら も 」 
「 は い 」 

「 エ アル の 暴走 だ 。 どう な る か 想像 が 付か ん 」 

「…… そ ん な ! この 子 の 容量 を 超え た エア ル が 流れ 込ん で る 。 この ま 
まじ ゃ 、 エア ル が 街 を 飲み 込む か 、 下手 すり ゃ 爆発 …」 

「 な 、 ば 、 爆発 だ っ て ! 冗談 じゃ な い ぞ !」 

「 み ん な 、 逃げろ! 急げ 

「 リ タ ! 

「 姫 様 !?」 

ちっ | 

「 エ ステ リー ゼ 様 

「 あ いつ !?」 

エス テル は リタ の そば まで 駆け 寄る 。 身体 か ら は 光 が 放 た れ て いる 。 

還 | エス テル  「 リ タ ! だ いじ ょ うぶ 1 


賠 ??? 「…… ア レク セイ 様 !?] 

癌 リタ 「 よ し っ 、 で きた …… き ゃ ああ ああ ああ っ !」 

魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 大 き な 音 を 立て 、 あたり は 関 光 に 包ま れる 。 

議 エス ダル … つ ME bep6Lcx で ーー。 
倒れ て 動か な い リ タ に 、 エス テル か が 治療 術 を 使う 。 


回 エス テル トド は あ …… ほぼ あめ の 定 …… 休ま せる 部 屋 を …… 準備 し て くだ 


さい Sa < さ 」 
開 ユー リ 「 な に 言っ て や が る 。 お まえ も ぼろ ぼろ じゃ ね え か 」 当 
に | フレ ン 「 す ぐに 準備 を ……! 彼女 は 私 が 連れ て いき まし ょ う 」 
一 方 ユー リ は 、 し り も ち を つい て いる カロ ル に 駆け 寄る 。 
計 コ ー リ ロロ ル M: 科 6 か | 2 
癌 カロ ル に うん ] 
閲 ュー リ 「 オ レ た ち も 行く ぞ 」 


宿 情 の 一 室 で は 、 エス テル が ベッ ド に 寝 か さ れ た リタ に 治癒 術 を 使っ て いる 。 する と ノッ 
ク の 音 が 聞こ える 。 生 MN こす 
天光 ル [| っ こう も 

扉 を 開け た ユー リ が 、 エス テル に 近づく 。 


問 ーー 治癒 術 (ちゆ じゅ つ ) だ っ て 無限 に 使え る わけ じゃ な い 。 も う リ タ も 落 
ち 着 いて る 。 そ の 辺 に し て お け ]」 


関 ユ ー リ [っ た < く 、 無 茶 ば っ か し や が っ て 」 に 
同 エス テル  「 本 当 で すね 。 リタ っ て 、 決 め た こと に は どこ まで も 真っ 直ぐ で ……」 7 
義 ユー リ 。。 「 〇 ひと ご と に すん な 。 エス テル も 同罪 だ 」 ば rd 押 
隔 | エス テル 。 「-…: ご めん な さい 」 NSR 
開 ユーリ” [ここ 、 オ レ が 残る か ら エ ステ ル は も う 休め 。 治 癒 術 (ちゆ じゅ つ ) 使 っ 

、 て 疲れ た ろ ?」] 
還 エス テル  「 わ た し 、 リ タ が うら や まし いで す 。 大 切な も の を 持っ て いる か ら -…-」 
義 エ ユーリ” 「 な いな ら 、 探 せま いい 。 そ の た め に 今日 は 休ん どけ 」 3 9 
隔 | エス テル 。 「 だ いじ ょ うぶ で す 。 ユー リ こ そ 、 休ん で くだ さい 」 5Icy6P3RC2SC 
義 ユー リ | 「 お まえ が 倒れ た ら 、 オ レ が フレ ン に 怒ら れん の 」 呈 
回 エス テル  「 な ら 、 怒 られ て くだ さい ] : 
関 ユー リ 「 倒 れ て か ら 代わ っ て くれ っ て 言わ 1 れ て も オレ は 知ら な いか ら な 」 


IEEE エス テル [倒れ て か ら じ ゃ 、 代わ っ て くれ っ て 言え ませ ん か ら 」 


ー リ は や れ や れ と いっ た 様子 で 、 部 屋 を 出 て いく 。 廊下 で は 、 ・ カ ロ ル が 座り 込ん で いた 。 


還 カロ ル 「 ど うし よう も な いや つ だ っ て 、 ユー リ は 思っ て る よね 。 最初 に 会 っ た と 涯 
きも カル ボク ラム で の こと も ……… 今 日 の こと だ っ て -…-」 4 

開 ユー リ ” 「 今 日 の は さす が に ぴぴ びっ た よ な 。 さ す が の 騎士 団長 様 も われ に は お 6 

陸 8 手 上 げ だ っ た ぜ 。 大 の 大 人 に だ っ て 、 で き な い こと が た くさ ん あん だ 」 1 

関 カロ ル 「 ユ ー リ に も ?」 6 

ユー リ は うな ずく 。 カロ ル は ゆっ くり と 立ち 上 が る 。 。。 9 1 

関 | カロル 「 そ うだ ね 。 世 の 中 、 簡単 じゃ な いよ 」 M 

議 ユー リ 。 つい 5 こと MI) で ここ N 

開 カロ ル 。 「… あ の さ 、 コ ユー リ ] 寺 

還 コ ー リ 。 [ん 2」 0 っ 

欄 カロ ルポ ボク と 者 上 ド 仙 な い 21 0 

義 ユー リ 。。 「 ギ ルド か -…。 そう いや 、 そ の 選択 も あっ た な 。 考え と く よ 」 

カー まこ 

関 ユー リ 「 な に 、 驚い て ん だ よ 」 OO AS 

癌 カロ ル 「 厄 介 事 は ごめん だ 、 と か 言う と 思っ て た か ら 」 

較 ユー リ 「 大 人 に も 色々 ある ん だ よ 。 ほら 、 今日 は も う 休ん で 、 明日 、 また 様子 


を 見 に くん ぞ 」 


RS 


使い 、 再 度 刷 撃 


vnck>e3 く cce く co 2 新興 都市 ヘリ オー ド キネ 


NRNRNNBRNNNNNRNNRRNR 


ユー リ は 、 ふた た び エ ステ ル と リタ の 様子 を 見 に いく 。 扉 を ノッ ク す る ユー リ 。 
リタ 「…… は いっ て 」 


関 ユー リ 「 目 、 覚め た か 。 よかっ た な ]」 

エス テル は リタ の ベッ ド に 突っ 伏し て いる 。 be 

関 ユー リ 「 あ れ ほ ど 倒 れる 前 に 言え っ て 言っ た の に 」 計 。。 

リタ 「 わ か っ て た ん で し よ ょ ? 言っ て も 聞か な いこ と くら い 」 

ステ ラー で に らら …| ーー | ュー 

リタ 「…… 幸 せ そ うな 顔 し ちゃ っ て 。 あの さ 、 エス テリ ー ゼ っ て あたし を どう 
思っ て る と 思う ? っ て 何 て 顔 し て ん の よ 」 

ユー リ 「 自 分 が どう 見 られ て る か な ん て 気 に し て な いと 思っ て た 」 

閥 リタ 「 も 、 も うい い 。 あ っ ち 行 っ て 」 

ユー リ 「 靖 結 が まり: で いづ は 業 b く な U ぜ | 

隔 | エス テル 。 「 ふ ぶ む お ぅ …… あ れ ? リタ ! 目 が 覚め た ん で すね ! あ 、 で も 油断 し た 


ら だ めで す よ ! 治っ た と 思っ た 頃 が 危な いん で す 」 
エス テル は も う 一 度 、 治癒 術 を リタ に 使う 。 


リタ 「 も う 、 大 丈夫 よ 。 あ と 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 使 う フ リ 、 も う や め て いい よ ] 
還 | エス テル  「 な 、 何 の こと で す ?」 
関 ユー リ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) な く て も 、 治 癒 術 ( ち ゆ じゅ つ ) 使 える な ん て すげ えよ な 


同 エス テル  「 ど 、 ど うし て それ を …」 
突然 、 別 放 と と も に 竜 使い が 部 屋 の 外 に 現れ る 。 


関 ユー リ 「 な ん だ ?」 
内 リタ 「 あ 、 バカ ドラ !」 ーー ミ 半 
エス テル が リタ を か ば う よ う に 抱く 。 竜 は 災 を 吐き 出す が 、 ユー リ が 剣 で 受け 止め る 。 
導い OM で ま 090 | 
リタ 「 あ ん た っ て 子 は …-」 
癌 カロ ル 「 す ご い 音 が し た けど どう し た の …… っ て 、 うわ あっ !? 」 
竜 使い が 去っ て いく 。 
還 カロ ル 「 な に ? な ん な の ? な 、 な ん だ っ た の 、 あ れ ?」 
リタ 昌和 旨 ESRO1 
すごい m2 し た を 5 キー リ 「 エ ステ ル の 治癒 術 ( ち ゆ じゅ つ ) に 関し て は 、 と りあ え ず 、 ここ まで な 」 
リタ 「 別 に いい わ よ 。 あたし は だ いた い 理解 し た し 」 
敵 ユー リ 。。 「 な に 、 悪 いよ うに し な いっ て 。 オレ 、 そん な に 悪い や つ に 見 える ?」 
リタ 「 見 える わ 」 
6 0 
癌 カロ ル 「……… ち ょ っ と 、 ボク だ け 仲 間 は ずれ な の ? 何 の こ と だ よ 、 教 えて よ !」 
翌日 、 論 屋 の 外 で 一 行 は エス テル に 別れ を 告げ る 。 。。 
関 ユー リ 「 ま 、 帝都 まで の 道中 は 気 を つけ て な 」 
癌 エス テル  「 は い 」 
関 ユー リ [忘れ物 と か な い だ ろ うな ? 後 か ら 思 い 出し て 、 ま た 迷惑 か けん な よ 」 
隔 | エス テル  「 忘 れ て いっ た ら 、 ユ ー リ が 届け て くだ さい 」 
賠 ユー リ 「 バ 言っ て ん な 。 さ っ さと フレ ン と と 行く ぞ 。 そ こま で は 送っ て や っ か ら 」 
隔 | エス テル  「 あ 、 あ の 、 ユ ー リ た ち は こ の あと どう する ん で す ?」 
関 ユー リ 「 そ うだ な 。 紅 の 紳 代 兵団 (ブラ ッ ド アラ イア ンス ) の 足取り も 途絶 え ち ま っ た し …」 
癌 カロ ル 「 だ っ た ら 、 この 先 に ある ダン グレ …… ス ト …… は だ め だ 。 今 、 戻っ た ら 、 
みん な に バカ に -……」 
関 ユー リ 。。 「 ダ ング レス ト っ て いう と 、 確 か ギル ド の 街 だ っ た よ な ?」 
癌 カロ ル 「 う 、 うん 。 だ か ら 、 紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) の 情報 も み 


つか る か も な っ て …… 」 
! 関 ユー リ 「 こ こ か ら だ と 、 どっ ち だ ?」 


MCA 


oe っ 


me ーー と ye < 


癌 カロ ル 「 西 に 行け ば つく けど …-」 


開 ユー リ [な ら 、 行く か 。 ギル ド 作 る に し て も 、 色々 と 参考 に な る だ ろう し ]」 
カロ ル [「 え ? ギル ド の た め に ? な ら 、 行 こう !] 
閲 リタ っ ] 


oo 


fa 


ta 


エス テル を 送る た め 、 街 の 中 央 まで や っ て きた ユー リ た ち 。 


癌 リタ 「 フ レン っ て 騎士 、 いな いじ ゃ な い ] 

聞 | カロ ル 「 こ の まま ボク ら に つい て くる ?」 1 
エス テル  「 そ う で すね 。 そ うし て も いい で す ?)] 
関 ユー リ 「 カ ロ ル 、 お 姫 様 を た ぷら か す な 」 1 


っ 


アレ クセ イ  「 勝 手 を され て は 困り ます 。 エス テリ ー ゼ 様 に は 帝都 に お 戻り いい た だ か な いと ]」 


CCCEEXRCR く ヒュ ニュ ゴ ュ ピヨ ピ 5 ピュ ーー トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プープーーーーーーー ーー プー て ーー ーー 


アレ クセ イ  「 フ レン は 別 の 用 件 が あり 、 すでに 旅立っ た 。 さ て 、 リタ ・ モ ルディ オ 、 


ー…… ケ ー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 か 。 


君 に は 昨日 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 暴走 の 調査 を 依頼 し た い 」 ( に きき 込ま れ た 本 の 
モヨ トニ ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー | sN、 あの 麻 に そっ くり だ っ た か も 
リタ […… あれ 調べ る の は も う 無 理 。 あ の 子 、 今朝 少し みた けど 結局 何 も 『 


わか ら な か っ た わ 」 
アレ クセ イ  「 い や 、 ケ ー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 に 行っ て も らい た い 」 
「…… ケ ー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 か 。 暴 走 に 巻き 込ま れ た 植物 の 感じ 、 あの 
森 に そっ くり だ っ た か も 」 
「 最 近 、 森 の 木々 に 異常 や 魔物 の 大 量 発生 、 そ れ に 凶暴 化 が 報告 され て いる 。 


帝都 に 使者 を 送っ た が 、 優秀 な 魔 導 士 の 派遣 に は まだ まだ 時 間 を 要する ] ーーekLG- 電 
エス テル が 戻る な ら 、 


「 あ た し の 専門 は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 。 植物 は 管轄 外 な ん だ けど ?] WW に SE 
[エア ル 関 連 と 考え れ ば 、 管轄 外 で も な い は ず だ 」 2 
「 そ れ に …… あ た し は …… エ ステ ル が 戻る な ら 、 一 緒 に 帝都 に 行き た し 」 
[ え ?」 

[ 君 は 帝国 直属 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 研 究 所 の 研究 員 だ 。 我 々 か ら 
の 仕事 を 請け 負う の は 君たち の 義務 だ 」 

[ あ 、 え 、 え っ と -…… そ れ じゃ あ 、 わ た し が その 森 に 一 緒 に 行け ば 問題 な いで す よね ] 
[ 姫 様 、 あ まり 無理 を お っ し ゃ ら な いで いた だ きた い 」 

[エア ル が 関係 し て いる の な ら 、 わ た し の 治癒 術 ( ち ゆ じゅ つ ) も 役に立つ は ず で す ] 
「 そ れ は 、 確か に …」 

「 お 願い で す 、 アレ クセ イ ! わた し に も 手伝わ せ て くだ さい J」 

「 し か し 、 危険 な 大 森林 に 、 姫 様 を 行か せる わけ に は 」 

「 そ れ な ら ……。 ユ ー リ 、 一 緒 に 行き ませ ん か ?」 

[「 え ? オレ が ?]1 

「 ユ ー リ が 一 緒 な ら 、 か まい ませ ん よね ?」 

アレ クセ イ は し ば し 考え た あと 、 応え る 。 

「 青 年 、 姫 様 の 護衛 を お 願い する 。 一度 は 騎士 団 の 門 を 叩い た 君 を 見 


し か えて そ キム エ つ キー エ 、 エ つ 。 


込ん で の 頼み だ 」 
関 ユー リ 「…… な ん で も か ん で も 勝手 に 見 込ん で 押し 付け や が っ て 」 
アレ クセ イ [その 返答 は 承諾 と 受け 取っ て も か まわ な いよ うだ な 」 
ユー リ 「 た だ し 、 オレ に も 用 事 が ある 。 森 に 行く の は ダン グレ スト の 後 だ 」 この を 、 


フレ ン は 予期 し て いた よう だ な 


アレ クセ イ  「 致 し 方 ある まい 」 


2? の 「 閣 下 …-」 

アレ クセ イ  「 こ の 結果 を 、 フレ ン は 予期 し て いた よう だ な 」 
閲 ユー リ 「 ん ? フレ ン が どう し た っ て ?」 

= 二 | アレ クセ イ 「「 エ ステ リー ゼ 様 を 頼む お 』」。 フ レン か ら の 伝言 だ 」 
エス テル は アレ クセ イ に 頭 を 下げ る 。 


カロ ル 「 よ し 、 じゃ あ 、 ダン グレ スト の 街 経由 で ケー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 だ ね !| 
ー リ た ち が 去 っ て いく と 、 アレ クセ イ は と ある 男 に 声 を か ける 。 
還 アレ クセ イ 「 君 に や っ て も ら う 仕事 が で きた 」 


サブ イベ ント 上 諾 姫 様 の 師匠 き エス テル の 剣 の 師匠 で 、 騎士 団 の 顧問 官 で ある ドレ イク に 会 う 


ワン ダー 記者 ・ そ の ら き 物陰 で 、 ユ ー リ を つけ て いる らし い ワ ンダ ー 記 者 を 見 つけ る 
反 泡 胃 ユー リ と 騎士 団 きき へ リオ ー ド で ユー リ の 騎士 団 時 代 の 同期 、 ア シェ ッ ト と 話 を する 
上 働 者 き 夜中 まで 働く 労働 者 を エス テル が 助け よう と する が 、 断ら れる 
謎 の 男 ・ そ の 2 き カル ボク ラム で 会 っ た デュ ー ク が 明 怖 され し 巨体 に つい て 話す 


スキ ッ ト エス テル と 呼ぶ よう に な っ た ノア レク セイ に つい て ノリ タ の 変 心 


PART 


訪 春 還 編 


ee 


l ギル ド の 街 、 ダ ング レス ト に た どり 着い た ユー リ た ち 。 
こ テ ア 2 の Pe | カロ ル 「 こ こ が ダ ング レス ト 、 ボク の 上 ふる さと だ よ 」 
rr 関 ユー リ 「 に ぎ や か な と こみ た い だ な ]」 


カロ ル 「 そ りゃ 、 帝都 に 次 ぐ 第 二 の 都市 で 、 ギル ド が 統治 する 街 だ か ら ね 」 
関 ユー リ 「 も っ と じめじめ し た 悪党 の 巣窟 だ と 思っ て た よ 」 
癌 カロ ル 「 そ れ っ て 、 ギル ド に 対す る 偏見 だ よね 」 
エス テル 「 紅 の 絆 億 兵団 (ブラ ッ ド アラ イア ンス ) の 印象 が 悪い せい で す よ 、 き っ と ] 
SN カロ ル 「 ボ ク ま で 悪党 な の か と 思っ た よ 」 
em.5 和 すん に よっ て 明 。 | 閥 リタ 「 あ ん た が 、 悪党 な ら 、 こい つ は どう な る の よ 」 2 
関 ユー リ 「 そ れ も そ うだ 。 さて 、 バル ボス の こと は どっ か ら 手 つ け よう か 」 
カロ ル 「 ユ ニオ ン に 顔 を 出す の が 早く て 確実 だ と 思う よ 」 に ほ 
エス テル 「 ユ ニオ ン と は ギル ド を 束ね る 集合 組織 で 、 5 大 ギル ド に よっ て 運営 さ 
れ て いる 、 で す よね ?」 
癌 カロ ル 「 う ん 、 それ と 、 この 街 の 自治 も 、 ユニ オン が 取り 仕切 っ て る ん だ 」 
ーー リタ 「 で も 、 いい わけ ? バル ボス の 紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) っ 
を 和束 8 て 5 大 ギル ド の ひと つ で し ょ ?」 
閲 ユー リ 「 っ て こと は バル ボス に 手出し た ら 、 ユニ オン も 敵 に 回 あな 」 
カロ ル 「……' そ れ は 、 ド ン に 聞い て みな いと な ん と も 」 
ユー リ 「 そ の ドン っ て の が 、 ユニ オン の 親玉 な ん だ な ?」 
カロ ル 「 う ん 、 5 大 ギル ド の 元首 「 天 を 射る 矢 (アル トス ク )」 を 束ね る ドン ・ ホ ワ 
イト ホー ス だ よ 」 
関 ユー リ 「 ん じゃ 、 その ドン に 会 うか 。 カロ ル 、 案内 頼む 
カロ ル 「 ち ょ っ と そん な に 簡単 に 会 うっ て ……。 ボク は あん まり …-」 
エス テル  「 お 願い し ます 」 


に ユニ オン の 本 部 は 街 の 北側 に ある よ 」 


5 愛す る 街 を 守る た め ! 


だ SMCYrE:SyAe て CA546 で > cdSIv 有 3 ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト ネ 


ギル ド ユ ニオ ン 本 部 を めざし て 歩く 一 行 。 カロ ル は や け に 落ち 着き が な く 、 きょろきょろ あ 
た り を 見 回 し て いる 。 

関 リタ 「 あ ん た 、 何 し て ん の ?」 

カロ ル [えり > が な に つ 6 わ に 」 


ギル ド の 男 A 「 ん ? そこ に いる の は カロ ル じ ゃ ね え か 」 


どの 面 下げ て この 掛 に 


ギル ド の 男 B 「 ど の 面 下 げ て この 街 に 戻っ て き て ん だ ?] 戻っ て き て ん だ ? 


カロ ル 「 な 、 な ん だ よ 、 いき な り 」 
ギル ド の 男 A 「 お や 、 ナ ン の 姿 が 見 えな いな ? つい に 見 放さ れ ち ゃ っ た か 、 あ は は は は っ 中 
カロ ル 「 ち 、 違う ! いつ も し つこ いか ら 、 ボク が あい つか ら 逃 げ て る の !」 
ユー リ 「 こ れ が ある か ら 、 ダン グレ スト 行き を 最初 嫌がっ た ん だ な 」 
ギル ド の 男 B 「 あ ん た ら が こい つ 拾 っ た 新しい ギル ド の 人 ? 相手 は 選ん だ 方 が いい せ 」 
ギル ド の 男 A 「 自 慢 で きる の は 、 所 属し た ギル ド の 数 だ け だ し 。 あ 、 そ れ 自 慢 に な ら ね え か 
閲 ユー リ 「 カ ロ ル の 友達 か ? 相手 は 選ん だ 方 が いい ぜ ?] 
ギル ド の 男 A 「 な 、 な ん だ と !」 
回 エス テル  「 あ な た 方 の 品位 を 疑い ます 」 
ギル ド の 男 B 「 ふ ざけ や が っ て 1 
賠 リタ 「 あ ん た 、 言う わ ね 。 ま 、 で も 同感 
ギル ド の 男 A 「 言 わせ て お け ば …-」 
その と き 、 街 に 鐘 が 鳴り 響き 、 地 鳴 り の よう な も の が 聞こ えて くる 。 
開 リタ 「 何 の 音 …… ?] 
ギル ド の 男 A 「 や べ …… ま た 、 来 や が っ た ……」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー… 


ギル ド の 男 B 「 行 く ぞ !」 


立 | カロ ル 「 警 鐘 …… 魔 物 が 来 た ん だ 」 

回 エス テル  「 魔 物 っ て …… ま さか この 須 動 、 そ の 魔物 の 足音 ……」 

閲 ユー リ [だ と する と 、 こり ゃ 大 群 だ な 」 

開 カロ ル 。 「 ま 、 で も 心配 いら な いよ 。 最近 や け に 多い けど 。 ここ の 結界 (けっ か い ) 


は 丈夫 で 、 破 られ た こと も な いし ね 。 外 の 魔物 だ っ て 、 ギル ド が 撃退 …」 
カロ ル が 街 の 結界 を 見 て いる と 、 結界 は また た き 、 消え て し まう 。 


癌 カロ ル 「…… っ て 、 ええ っ !」 
回 | エス テル [結界 (けっ か い ) が 、 消え た …… ?」 
リタ [一 体 どう な っ て ん の ! 魔物 が 来 て る の に !」 
還 ユー リ 「 っ た く 、 行く 場所 、 行く 場所 、 厄介 ご と 起こ りや が っ て ……」 
団 り タ や” ”“ 「 何 か 湖 いて ん の よ 、 あ ん た 」 
[ さ )a か も な 」 


「 ユ ー リ 、 魔物 を 止め に 行き まし ょ う !」 
街 に は すでに 、 大 量 の 魔物 が 入り 込ん で いる 。 


関 ユー リ 「 す げ ー な 、 こん だ け の 魔物 、 どっ か ら 湧い て くん だ 」 
癌 カロ ル 「 ち ょ っ と 異常 だ よ …… 
了 | エス テル  「 魔 物 の 様子 も 普段 と 違い ませ ん か ?」 
周 リタ 「 来 る よ ! 
ー リ た ち は 魔物 を 撃破 する が 、 魔 物 は 続々 と 現れ る 。 
リタ 「 あ ー、 ウザ イ ! 次 か ら 次 へ と …… も お っ 


女性 「 き やっ …… 四 


関 ユー リ 「 ち っ …… 1 

ユー リ は 女性 に 襲い か か る 魔物 を 蒼 破 刃 で 吹き 飛ば し 、 女性 の 前 に 出る 。 

女性 「 あ 、 あり が と う ご ざい ます っ 」 

閲 ユー リ 「 礼 は いい ! 走れ !」 

あたり の 人 々 は みな 、 魔物 に 襲わ れ て いる 。 ユ ー リ は 蒼 破 刃 で 応戦 する が ……。 

義 ユー リウ 「< そ っ ! 問 に 合わ ね えっ !」 0 較 

する と 、 魔物 を 次 々 と 蹴 散ら す 老 人 の 姿 が 目 に 入る 。 

間 ?e? 「 さ あ 、 ク ソン 野郎 ども 、 い くら で も 来い 。 こ の 老い ぼれ が 胸 を 貸し て や る 

開 ユー リ 「 と ん で も ね え じ じい だ な 。 何者 だ ?」 

癌 カロ ル 「 ド ン だ ! ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス だ よ !」 

閲 ユー リ 「 あ の 、 じじ い が ね え 」 さあ クツ 季 ど も 、 
ギル ド 員 A [ドン だ ! ドン が きた ぞ !| に 5 を い ほか が を 


ギル ド 員 B  「 一 気 に 蹴 散ら せ ! 俺 た ちの 街 を 守る ん だ !」 
ギル ド 員 C  「 我 ら 「 暁 の 雲 (オウ ラウ ビル )」 の 力 を 見 せろ !!」 
魔物 に 立ち 向かう 男 た ち 。 そ の な か に は フレ ン の 姿 も 。 
咽 エス テル  「 ラ レン 1 


系 の 、 北 か も の に 


に 


ーー ポン ネー で ンー て ーー マテ 


直し に 行く ん で す 
この まま で は 
魔物 の 群れ に 飲み 込ま れ ま す / 


7 


に ここ 


ーー 


や 


デー デマ 


保 が ある こと な ん だ 


「 魔 物 の 討伐 に 協力 させ て いた だ く !」 

「 騎 士 の 坊主 は 、 そこ で 止ま れ ぇ ! 騎士 に 助け られ た と あっ て は 、 俺 ら 
の 面子 (めん つ ) が た た ね えん だ 。 す っ こん で ろ !」 

「 今 は 、 それ どこ ろ で は !」 


「 ど いつ も こい つも 、 て め え の 意思 で 電 国 抜け 出し て ギル ド や っ て ん だ ! 
いま さら 、 や べ え か ら っ て 帝国 の 力 借り よう な ん て 恥知らず 、 この 街 に 


は いや し ね えよ お ぉ !」 

「 し か し !」 

「 そ いつ が て め え で 決め た ルー ル だ 。 て め え で 守ら ね え で 誰が 守る 」 
「 何 が あっ て も 筋 は 曲げ ね えっ て か ……。 な る ほど 、 こ いつ が 本 物 の ギル ド か 」 
「 ち ょ っ と そこ の ! 案内 し な さい 」 ン 


そこ の っ て 、 志 グ っ 2 で え 、 ど 、 どこ へ 
「 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 直し に 行く ん で す 。 こ の まま で は 
魔物 の 群れ に 飲み 込ま れ ま す !」 


カロ ル と エス テル が 駆け 出す 。 ユ ー リ は まだ 、 ド ン を 見 て いる 。 


閥 リタ 
関 ユー リ 


「 ちょ っ と あん た も !」 
「 そ れ し か な さそ うだ な 」 


街 の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) に 急行 する ユー リ た ち 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 近 


くに は 人 が 倒れ て いる 。 


に | エス テル 


「…… も う 手 遅れ で す 。 な ん て ひど い …-」 


賠 リタ 


「 ち ょ っ と どい て 。 こ れ な ら 、 な ん と か な る か も ] 


ト 』 エス テル 


黒 装束 の 男 


閥 リタ 


リタ が 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 操作 し よう と する と 、 黒 装束 の 男 た ち が 現れ る 。 


「 リ タ 、 危な い ! 後ろ !」 


「 結 界 ( け っ か い ) は 直さ せん ぞ 」 


「 っ た く 、 ほん と 次 か ら 次 に ! も うっ 中 


ー リ た ち は 、 黒 装束 の 男 た ち を 蹴 散 ら す 。 リタ は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 操作 し て いる 。 


| 


「 結 界 麻 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) の 不調 は こい つら の 仕業 か よ 」 


ト 」 エス テル 


ト で や 、 ご つう し て ?」 


フレ ン が 騎士 を 連れ て ユー ー リ た ち に 駆け 寄っ て くる 。 


「 こ っ ち も 大 変 な 騒 ざ だ ね 」 


「 な ん だ 、 ドン の 説得 は も う 諦め た の か ?」 


今 は 、 や れる こと を や る だ け だ 。 それ で 、 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ 
ア ) の 修復 は ?」 
「 天 才 魔 導 士 様 次 第 っ て や つ だ 」 


増幅 器 っ !? それ に また 、 こ の 術 式 ……。 エ フミ ド の 丘 の と 同じ ……」 
「 魔 物 の 襲撃 結界 (けっ か い ) の 消失 。 同時 だ っ た の は た だ の 偶然 じゃ 
な いよ な ?」 


「…… お そら く は 」 

「 お まえ が 来 た っ て こと は 、 こ れ も 帝国 の ご た ご た と 関連 あり っ て わけ か 」 
「 わ か ら な い 、 だ か ら 確 か め に 来 た 」 

「……… そ れ が 、 あれ で 、 これ が 、 こう 


リタ が そう いう と 同時 に 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 暴走 が 収まり 、 街 の 結界 が 復活 する 。 


因 ] エス テル  「 さ す が 、 リ タ 」 

回 フレ ン 「 よ し 、 外 の 魔物 を 一 掃 す る ! 外 な ら ギ ルド も 文句 を 言う まい 」 

関 ユー リ 。。 [魔物 の 方 は フレ ン に 任せ て 、 オ レ ら は ユニ オン に / リ ルポ ス の 話 を 聞き に いく ぞ | 

防 | エス テル 。 「 フ レン の こと 、 信 頼 し て る ん で すね 、 や っ ぱり 」 

関 ユー リ 「 他 が 信頼 で を き な い だ け の 話 だ ろ 。 比 較 の 問題 っ て や つ だ な 」 

因 ] エス テル  「 時 々 、 ユー リ の 言う こと は 、 難 し いで す 」 

ギル ド ユ ニオ ン 本 部 に 向かう 一 行 。 本 部 の 中 に 入ろう と する と 、 脇 に いた 男 に 声 を か けら れる 。 
ドン の 部 下 「 ん ? な ん だ お まえ た ち 」 

症 コ ユー リ 「 ド ン に 会 っ て 話し た いこ と が ある ん だ 。 取り 次 いで くれ ] 

開 カロ ル 。 「5 大 ギル ド に 関係 が ある こと な ん だ 」 
ドン の 部 下 「 見 な い 顔 だ な 。 ど この ギル ド だ ?] 

閲 ユー リ 「 ど こっ て 、 どこ で も な いけ ど 」 


ドン の 部 下 


「…… あ い に く ドン は 魔物 の 群れ を 追っ て 街 を 出 て っ た ぞ ]」 


関 | カロ ル 「 魔 物 の 群れ を ?] 
ドン の 部 下 「 あ あ 、 魔 物 の 巣 を 一 網 打 尽 に する ん だ と ] 


閲 ユー リ 「 な る ほど …… 教 えて くれ て サン キュ な 」 

ドン の 部 下 「 あ あ 」 : 叶 
賠 カロ ル ”「…- ド ン の 手伝い を し た ら 、 ド ン に 認め て も ら え て -…」 間 
お ロ 所 さく 0 くう の くっ の ンー キテ ミン 5 作 
ユーリ 「 し ょ う が ね えな 。 街 で 情報 を 探る か 」 
同 カロ ル 「…… え ? ドン の 手伝い に 行か な い の ?]」 
病 ユー リ 「 魔 物 の 巣 の 場所 、 知っ て る の か ?」 3 
開 カロ ル 「 あ ぁ 、 そっ か …」 N 
病 リ シタ "”。 [手詰まり みた い だ し 、 あ た し 、 ケ ー ブ ・ モ ッ ク の 調査 に 行っ て くる 」 N 
剛 カロ ル ん ね な 靖 痢 に お 。 和 1 
リタ [面倒 な 仕事 は さっ さと 終わ ら せ た い の 」 3 
癌 カロ ル 「 け ど 、 それ な ら 、 エス テル も 一 緒 っ て こと ?」 3 
恩 | エス テル  「 そ う で すね 。 ア レク セイ に は そう 言い まし た し ……。 だ いじ よう ぶ で す 4 

"  。.-、 お た 0 も ちゃ ん に mor ち ebA だ ちえ 1 
義 ユー リ  ”「 そ う も いか ね え だ ろ 。 ケガ で も され た ら 、 オ レ が フレ ン に 殺さ れる 」 4 
開 カロ ル 。。 「 い い の 、 コ ユーリ ?」 1 
閉 コ ユー リ  「 ま 、 有 力 な 手 描 か り も ね え し な 】 N 
因 | エス テル  「 な ら 、 決 まり で すね 。 ケ ー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 に 行き ましょ う 」 N 
一 行 の 会 話 を 、 の N 


ぁ P.356 ウサ ギル ド ウサ ギ 好 き の 老 人 か ら ラ ブリ ー ウ サギ ルド の 広報 を 頼ま れる 
p P.501 | この 街 い っ た い ど うな っ て ん だ ギル ド の 街 ダ ング レス トン ドン っ て どん な 人 ?/ 百 ギル ド の 長 プ フレ ン は 何 を し に ? 
p P.562 | ダン グレ スト へ の 魔物 の 襲撃 ( 1 回 目 ) プ ご ダ ング レス ト へ の 魔物 の 坦 撃 (2 回 目 ) プ 結界 修復 に 対す る 赤 眼 の 妨害 


し 。 の 、。 北 。 ze 。 北 、 -@> 。 北 9 . 北 9. 天光 の の の 北 . へ で 。 
ARGSROESOSSRDNNGRNNSNNSGRNNN 


モッ ク 大 森林 * 


ケー ー ブ 。 モッ ク 大 森林 に 着い た ユ ー リ た ち 一 行 。 


回 エス テル 「「 世 の 中 に は こん な 大 き な 木 が め る ん で すね -…-」 4 
閲 ユー リ 「 け ど 、 ここ まで 成長 する と 、 逆 に 不健康 な 感じ が すん な 」 1 
岡 リッ "=" 「 カ ロ ル が 言っ て た と お り ね 。 へ リオ ー ド で 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 暴 | 
_ 走 し た と き の 感じ に な ん と な く 似 て る 」 4 
開 カロ ル 。 「 気 を つけ て …… 誰 か いる よ 」 人 | 
開 レ ィ イヴ ウン [よっ 、 偶然 2 2 | 
振り 返る と 、 カプ ワ ・ ノ ー ル で 出会っ た レイ ヴ ン が いた 。 馬 9 
凍 コ ーー に ん な だ とこ で 有 し て ん だ お 組 | つこ | 
開 レ ィ ヴ ン  「 自 然 観察 森林浴 っ て 感じ だ な 」 | 
カロ ル 。 「 う さん 臭い …-」 KS 3 に そう 
還 レイ ツル | の れ も 09DS0ESO ここ し 。 ニン る 
賠 リタ 「 本 気 で 歓迎 され る な ん て 思っ て た ん じゃ な いで し ょ う ね 」 芝 
開 レイ ヴ ン [そん な こと 言う な よ 。 俺 、 役に立つ ぜ ] に 

カロ ル 「 役 に 立つ っ て 、 まさ か 、 一 緒 に 来 た い 、 と か ?] 有 ま 
隔 レ ィ ヴ ン  「 そ う よ 、 一 人 じゃ 寂し いし さ 。 何 ? ダメ ?] EE 
賠 リタ 「 背 後に は 気 を つけ て ね 。 変 な こと し た ら 殺 すか ら 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 な あ 、 俺 っ て ば 、 そん な に うさ ん 臭い ?] 
関 ユー リ 。。 「 あ あ 、 う さん 臭 さ が 、 全 身 か ら に じみ 出 て る を な 」 


0 閲 ユー リ 「 奈 計 ( よ けい ) な 真似 し た ら 、 オレ 何 す る か わか ん な いん で 、 そこ ん と 
上 ころ は よろ し く な 」 
森 を 進む ユー リ た ち 。 レイ ヴ ン は 最後 方 に つけ て いる 。 ワリ 


開 レ ィ ヴ ン  「 ま あ 、 俺 の こと は 気 に は ず に 、 よろ し く や っ て くだ さい よ 」 
回 エス テル 。 「 ど うし ます ?」 


較 レ ィ ウン 「 人 を 大 骨 寺 人 か な ん か 、 間違え て な い ?」 
少し 考え る と 、 レイ ヴ ン は カロ ル を 呼び つけ る 。 
開 レイ ィ ヴ ン 。 「 ち ょ いち ょ い 、 こ っ ち 来 て 」 


間 間 
カロ ル と と も に どこ か へ 行く レイ ヴ ン 。 し ば らく する と 、 レイ ヴ ン だ けが 戻っ て きた 。 
内 ユー リ 了 2 性 おう し 作 ん だ お 3 さん に だ 0 。 し | 
2 用 、 5 う うわ 0 っ | 生 ら と 人 ない CH ご 
凍り み 才 ーー 
清 夫 箇 軸 寺 が 理由 に 蘭 わ むれ で US 
国 カ ロ ル _ NN 生還 生生 っ ニー 


カロ ル 1 
リタ 「 中 で 爆発 し た !?」 


皿 | エス テル 「 な 、 何 し た ん で す !?」 


- Rue EE … ボ ン て ね 


「 え と 、 それ な ら 、 よろ し く お 願 いし ます 」 


ei)  「 は い 、 の し 
DP.357 虫 な ん て 嫌い ! 虫 嫌い の カロ ル に 、 リタ が アス ピオ 製 撃 虫 水溶 薬 を 渡す 
年 の 功 レイ ヴ ン が エア ル と 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 関係 に つい て 語る 


ぁ kP.501 | レイ ヴ ン 、 ま じ う さん くさ ノ / 躍 の 棲む 森 


「 な に ? お 馴染 みさ ん ?」 


癌 カロ ル 「 助 け な き ゃ …… 1 

開 レ ィ ヴ ン  「 あ ー ほ い ほ い 、 俺 様 に お 任せ は よっ と ……」 
レイ ヴ ン は 昆虫 めがけ て 、 すばやく 矢 を 放つ 。 

エス テル 「 当 た り ま し た !」 

落下 する パテ ィ を ユー リ が 受け 止め る 。 


パテ ィ 「 ナ イス キャ ッ チ な の じゃ ] 
その まま 捨て る ユー リ 。 一 息 つ いて 、 一 行 は パテ ィ か ら 話 を 聞く 。 
閲 ユー リ 「 で ? や っ ぱり アイ フリ ー ド の お 宝 っ て 奴 を 探し て る の か ?」 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ア イフ リー ド ……?」 に 
DD eS て く neoby 
賠 リタ 「 嘘 くさ 。 本 当 に こん な と ころ に 宝 が ? 誰 に 聞い て きた の よ 」 人 
隔 | バテ ィ 「 測 量 ギル ド 、 天地 の 審 ( あ な ぐら ) が 色々 と 教え て くれ る の じゃ 。 連中 
は 世界 を 回 っ と る か ら の 」 
リタ 「 そ れ で ラ ゴ ウ の 屋敷 に も 入っ た っ て 訳 ? 結局 、 な に も な か っ た ん で し ょ 」 
パテ ィ 「100 パ ー セ ント 信用 で きる 話 の 方 が 聞 に うさ ん くさ い の じ ゃ ] 
開 レ ィ ヴ ン  「[ ま 、 確 か に そう か も 」 
リタ 「 あ ん た は 100 バ パー セン ト う さん くさ いわ よね 」 
開 レ ィ ヴ ン  「O ど い お 言 葉 …-」 
パテ ィ 「 と りあ え ず 、 うち は 宝探し を 続行 する の じゃ 」 
エス テル 「 一 人 で ウロ ウロ し た ら 、 さっ きみ た い に ま た 魔物 に 襲わ れ て 危険 な こと に …-」 
バテ ィ 「 あ れ は 取 われ て た ん で は な い の じ ゃ 。 戯れ て た の じゃ 」 
関 | カロ ル 「 た ぶん 、 魔物 の 方 は そん な こと 思っ て な いと 思う けど な 」 ( 
エス テル [パテ ィ 、 後 ろ …」 まだ の に し と くち 
パテ ィ の 背後 に 昆虫 が 現れ る 。 パテ ィ は すぐ さま 銃弾 を た た き 込 み 、 これ を 撃退 する 。 
閲 ユー リ 「 つ まり 、 ひと り で も 大 丈夫 っ て こと か 」 
に | パテ ィ 「 一 緒 に 行く か の ?」 
癌 ユー リ 「 せ っ か くだ けど 、 お 宝探し は また の 機会 に し と くわ ] 
パテ ィ 「 そ れ は 残念 至極 な の じゃ 。 で も うち は それ で も いく の じゃ 。 サラ バ な の じゃ 」 
カロ ル 「 行 っ ちゃ っ た ……」 
エス テル  「 本 当 に 大 丈夫 な ん で し ょ うか 」 
リタ 「 本 人 が 大 丈夫 だ っ て 言っ て る ん だ か ら 、 大 丈夫 な ん で し ょ ]」 
開 ユー リ 「 だ と いい ん だ が な 。 ま 、 気 に し て も し か た ね え 。 オレ た ち も 行こ う ぜ 」 


スキ ッ ト 抜け 道 の 達 人 


PART 


魔 春 本 編 


森 の 奥 ま で 進む と 、 大 量 の エア ル が 立ち 上 る 場所 を 発見 する 。 


リタ 「 こ れ 、 へ リオ ー ド の 街 で 見 た の と 同じ 現象 ね 。 あ の 時 より エア ル が 弱 
いけ ど 間 違い な いわ …-」 
エア ル を 見 て いる と 、 背後 か ら 巨 大 な 魔物 が 現れ る 。 = か. へ リード の 
エス テル 「 あ の 魔物 も ダン グレ スト を 襲 っ た の と 様子 が 似 て ます !」 
ユー リ 「 来 や が っ た ぞ !」 
荒れ 狂う 魔物 を 、 ユー リ た ち は な ん と か 撃退 する 。 
リタ 「 木 も 、 魔物 も 、 絶対 、 あ の エア ル の せい だ 
カロ ル 「 ま 、 また 来 た ! 


先ほど 倒し た の と 同種 の 魔物 が 次 々 と 現れ 、 ユー リ た ち を 取り 囲む 。 

レイ ヴ ン 「 あ あ 、 こ こ で 死ん じ ま う の か 。 さよ な ら 、 世 界 中 の 俺 の ファ ン 」 
ユー リ 「 世 界 一 の 軽薄 男 、 こ こ に 眠 る っ て 墓 に 彫っ と いて や る か ら な 」 

開 レイ ィ ヴ ン  「 そ ん な こと 言わ ず に 一 緒 に 生き 残 ろ う ぜ 、 と か 言え な い の ……!?] 


その と き 、 上 空 か ら 銀髪 の 男 が 降っ て くる 。 男 が 剣 を 掲げ る と 、 周囲 に 光 が 立 ち 上 り 、 麻 
物 の 大 群 が 消 え 去 っ た 。 

問 エス テル  「 座 ……?] 

議 レイ ヴ ン  「 デ ュー ク …-」 

エア ル の 暴走 が 収まる と 、 デュ ー ク は 何 も 言 わ ず に 去 ろ うと する 。 


リタ 「 ち ょ っ と 、 待っ て !」 
ト | デュ ー ク 本 くさ ] 
賠 リタ 「 そ の 剣 は 何 っ !? 見 せ て ! 今 、 い っ た い 何 を し た の ? エア ル を 斬る っ 


て いう か ……。 うう ん 、 そん な こと 無理 だ けど 」 
ト | デュ ー ク 「 知 っ て どう する ?」 


関 リ ター 「 そ りゃ も ちろ ん …… い や …… そ れ が あれ は ば 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 
暴走 を 止め られ る か と 思っ 2 。 前 に も 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 暴 


走 を 見 た の 。 エア ル が 暴れ て 、 どう する こと も で き な く て ……」 
ト | デュ ー ク 「 そ れ は ひずみ 、 当然 の 現象 だ 」 


「 あ 、 あの 、 大 な いと ころ を あり が と う ご ざ いま し た ]」 
「 エ アル クレ ー ネ に は 近付く な 」 


デュ ー ク は 何 も 答え ず 、 去っ て いく 。 


内 リタ 「…… ま さか 、 あの 力 が 「 リ ゾ マ ー タ の 公式 」] 

そう つぶ や く と 、 リタ は みん な に 呼び か ける 。 

リタ 。。 。 「…… こ こ だ け 調 べ て も よく わか ら な いわ 。 他 の も 見 て みな いと 」 

開 カロ ル 。 「 他 の か ……。 さっ き の 人 、 世 界 中 に こう いう の が ある っ て 言っ て た ね 」 

OS 

リタ 「 そ れ を 探し 出し て 、 も っ と 検証 し て みな いと 確か な こと は 何 も わか ん な い 」 

隔 | エス テル  「-…… じ ゃ あ 、 も うこ こ で 調べ る 事 は な いん で す ?」 

関 ユー リ [ん じゃ 、 ダン ダレ スト に 戻っ て ドン に 会 お うき ]】 

一行 は 、 来 た 道 を 引き 返す 。 

癌 リタ 「 エ アル の 異常 で 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 暴走 、 そ の せい で 魔物 が 凶 
、 暴 化 ……。 そ れ が あい つの 言う ひずみ と 関係 ある な ら 、 こ の 場所 だ け じ ゃ 

和 。 すま な い の か も 」 

開 レイヴン” 「 さ っ きか らぶ つぶ つと …--」 

類 交 才 科 隊 55 

賠 カロ ル 「 う わっ 、 何 !? また 魔物 の 組 撃 ?」 Sb 

魔物 の 大 群 が 、 森 の 奥 へ と 向かっ て いく 。 

閲 ユー リ 「 カ ロ ル 、 頭 、 上 げん な よ !| と ン 電 


大 群 が 過ぎ 去る と 、 ユー リ た ち は 人 の 姿 に 気づく 。 


「…… て め え ら が 何 が し た の か ?」 


「 何 か っ て 何だ ?」 ジー の た た 
「 暴 れ ま くっ て た 魔物 が 突然 、 お と な し く な っ て 逃げ や が っ た 。 何 い や っ た ?」 


「 ボ ク た ち が 、 エ アル の 暴走 を 止め た か ら 、 魔 物 も お と な し く な っ た ん で す ! 
「 エ アル の 暴走 ? ほお ……」 


「 何 、 お じい さん 、 あん た 、 な ん か 知っ て ん の !?」 EE 
_ 「 い や な 、 ベ リウ ス っ て 俺 の 古い 友達 が そん な 話 を し て た こと が あっ て な 」 


Te ドン が 南 の ベリ ウス と 友達 っ て 本 当 だ っ た ん だ 0 」 


「 何 よ 、 その ベリ ウス っ て いう の ]」 


「 ノ ー ド ポリ カ で 閣 技 場 の 首領 (ボス ) を し て る 人 だ よ 」 


賠 リタ ー「 ノ ー ド ポリ カ -…--」 


間 ド > ” " [Ge エア ル の 務 が ど 5U た oc て?1 1. 
開 カロ ル [は 2 だ っ た A で す ! す G く < さん 、 寺 が XXD ら へ と 、 で も 1 
間 ド ン ” 。 [ 呈 、 そう いう こと は な 、 ひ っ そり 胸 に 秘め て お くも ん だ 」 
糧 2 あ IE 


剛 ド ン 「 誰 か に 認め て も ら う た め に や っ て ん じゃ ね え 、 街 や 部 下 を 守る た め に や っ 


て る ん だ か ら な ]」 


導 0 つの ODMSD… に や 
同 エス テル ” 「 ち ょ っ と 、 すみません 。 見 せ て くだ さい ます か ?] 。 
人 
: エ ステ ル が 、 催 借 し て いる ドン の 部下 四 物 細 二 使 う 。 | 
クタ ドン の 部 下 _「 お お っ っ : 治 靖 術 ( ち ゆ 箇 つ ) か …- あ り が て を …| 。 。 
剛 ド レン  「… ん 2 に に いる の は レイ ヴ ン じゃ ね え か 。 介 悦 れ て ん だ 5 
1 まとう 
則 ド ン = " 「 う ちの も ん が 、 他 人 様 の と こ で 迷惑 か け て ん じゃ ある め え な ?] 
開 レイヴン [迷惑 っ て な に よ ? ここ の 魔物 大 人 し くさ せる の に が ん ば っ た の よ 、 主 に 俺 が 」 
半 カ ロ ル  「 え の も 5 っ 、 天 を 射る 矢 (アル トス ク ) の 一 員 な の !?] 
義 ユ ー リ 。。 「 と どう も 、 そ うら 5 し いな 」 JP 
ドン は 力 の 本 で レイ ヴ ン 電導 IS 
同 レ ィ ヴ ン 。 「 い て っ 、 じ いさ ん 、 それ 反則 ……! 反則 だ か ら …』 


ドン _「 う る せい ぃ っ 


本 3 ユー リ ホワ イト ルー ス 」 | 


関 ユ - リ 1 あん た に 折り 入っ て 話 が ある ] 
較 ド ン =  「 若 え の 、 名 前 は ?] も P 
議 コー リ 。 [コー リ だ 。 コー リー ウキ ル | 2 
剛 ド ン ”" 「 コ ユーリ か 、 お め え が こい つら の 頭 っ て 訳 だ な ?]】 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 あ の 一 、 ち ょ っ と 、 - じ いさ ん 、 も MI 


ドン 「 最 近 、 ど うに も 活き の いい 若造 が 少な く て 退 屈し て た と ころ だ 。 話 な 


ら 聞 いて や る 。 が 、 代わ り に ちょ いと ば か り 面 貸 せ や 」 


レイ ヴ ン 。 「 あ ちゃ ー、 こ ん な 時 に じい さん の 悪癖 が ……」 

リタ お に それ 7「 の EAN OM ) 
開 レ ィ ヴ ン 。 [人骨 の あり そう な の 見 つけ る と つい 試し て みた く な ん の よ 」 
剛 カロ ル 。 [た 、 開 ずっ で な に を 7 2 


開 レ ィ イヴ ン  「 脱 っ 節 を 、 よ ! 


則 ド ン 「 そ うい うこ と だ 。 ち ょ いと 年 寄り の 道楽 に 付き 合え 」 


開 レ ィ ヴ ウン 「 い や いや いや いや いや 、 俺 様 ま や ら な いわ よ 」 
還 り リッ 「 ち こち 0 SN OO Io 
関 ユー リ 。。 「 い い ぜ 、 ギ ルド の 頂点 に 立つ 男 と や りあ うな ん ざ 、 そう ある 機会 じゃ 
ーー ーー 4 
関 0 ウン の SHEMS ボ それ 直 連 UI oo > 
ドン と 一 戦 交え る ユー リ 。 し か し 、 ドン の 力量 は ユー リ を は る か に 上 回 っ て いる 。 


義 ユ ー リ 「 ち いっ 、 ま だ まだ ! 


賠 ド ン 「 お お っ と 、 こ こま で だ 。 これ 以上 は 本 気 の 戦 い に な っ ちまう か ら な 。 久々 


に 楽し か っ た ぜ 。 そ れ じ ゃ 話 を 聞こ うか 」 


ー ド ン の 部 下 「 ド ン 、 お 話 中 、 すみ ませ ん 」 


ドン の 部 下 が や っ て き て 、 ドン に 耳打ち する 。 


賠 ドン 5 「 ん わか っ た 。 野郎 ども 、 引き 出 7 由 ーー 


部 下 た ち に 声 を か けた あと 、 ドン は ユー リ を 見 や る 。 

則 ドン  "  「 す まね ぇ な 。 急用 で ダン グレ スト に 戻ら に じゃ な ら ね え 。 ユ ニオ ン を 訪ね 
て くれ りゃ あ 優 先 し て 話 を 聞く か ら 、 それ で 動 弁 し て くれ | 
開 ユー リ 。。 「 い や 、 約 束 し て も ら え る な ら それ で 構わ ね えよ 」 
賠 ド ン ” 「 ふ ん 、 俺 相手 に 物怖じ な し か 。 て め ぇ えら 、 いい ギル ド に な れる ぜ ] 
去 う で いく ドン 。。 あら 

パカ コ ュー リ ーー ギル ド 、 か …| 


会 っ た ば っ か で 失礼 だ けど 、 
あん た に 折り 入 っ て 話 が ある 


いい ぜ 、 ギ ルド の 項 点 に 立 


ゃ りあ > うな ん ざ 、 ぞ そう あ る 袖 全 じゃ 
な い だ ろ うし な 
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SW 
Se 


cs の 


キー べべ へ 


開 コー リ 「 そ ん と き が 来 た ら な 」 


リタ 、 ユ ー リ の 用 事 が 終っ た ら 、 5 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
わた し た ち は 
アレ クセ イ に 報告 へ 


開 レイ ィ ヴ ウン 「 で 、 ど う よ ? や っ と 俺 様 の 偉大 さ が 伝わっ た か ね ?] 

較 | カロ ル 侍 犬 な の は レイ ウン じ e な いん Be な いす = . 0 
開 レ ィ ヴ ン  「 な に よ 、 す ぐ ケ チ つ ける ん だ か ら 」 

問 ユー リ さ 、 ダン グレ スト に 戻っ て 、 ドン に 会 っ た ら バ ル ボ ス 探し の 続き だ 」 
回 ェ エス テル 93 2 ー リ の 用 事 が 終っ た ら 、 わた し た ち は ア レク セイ に 報告 へ 」 
際 明和 人 eS。 


同 エス テル  「 リ タ ?」 


- リ の 用 事 を 済ま せ た ら アレ クセ イ に 報告 


ー ノ ラー 


加 a コ 5 タ ce 


っ 2 


ダン グレ スト に 戻り 、 ユー リ た ち は ギ ルド ユニ オン 本 部 を 訪れ る 。 。。 
「 よ ぉ 、 て め ぇ ら 、 帰っ て きた か 」 


よ ぁ ぉ 、 て め ぇ ら 、 
帰っ て きた か な 


「 ド ン も ユー リ と 面識 が あっ た の で すね 」 


オレ ら は 紅 の 絆 兵団 の 
バル ボス っ て や つの 話 を 
聞き に きた ん だ よ 


ユニ オン と 紅 の 旨 人 人 団 の 
壁 約 破棄 の お 願い に 参り まし た ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「……- な る ほど 、 バル ボス か 。 確か に 最近 の や つの 行動 は 、 少し ば か り 


目 に 余る な 。 ギ ルド と し て 、 けじめ は つけ に ゃ あな ら ね え 」 


人 昨今 、 幣 国 と ギル ド の 武力 闘争 は お さま っ 


「 そ いつ は 面白 くね えな 」 


「 バ ル ボ ス は 、 今 止め る べき で す 」 


「 あ あ 、 ここ は 手 を 結ん で 、 こと を 運ん だ 方 が 得策 だ 。 お いっ 、 ベリ ウス 


か こと いざ と な っ た ら ノー ド ポ リカ に も 協力 し て も ら う っ て な 」 


回 フ プレン” 「 こ ちら に ヨー デル 販 下 より 書状 を 預かっ て 参り まし た 」 
フレ ン が ドン に 書状 を 差し 出す 。 


「 ほ お ぉ 、 次 期 皇帝 候補 の 密書 か 。 読ん で 聞か せ て や れ | 

開 レ ィ ヴ ン 。 「[ ド ン . ホ ワイ ト ホ ー ス の 首 を 差し 出せ ば 、 ルル ボス の 件 に 関し ユニ オ 
ー ン の 責任 は 不問 と す 」」 

「 何 で すっ て …… 12 | 


IE これ は 笑え る 話 だ 」 


に 用 レイ 9 ン 


「 う わ は っ は っ は ! 


3 2 な ん だ 、 C こ 4 れれ 計 2 」 


ーー 
「 こ れ は 何 か の 間違い で す ! ヨー デル 殿下 が その よう な こと を 」 


、 「 お い 、 お 客人 を 特別 室 に ご 案内 し ろ !」 


「 ド ン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 、 聞い て くだ さい ! これ は 何者 か の 罠 で す 
フレ ン ほ ドン の 部 下 た ち に 達 れ 去ら 短く 
還 エス テル [| ラ レン … ト し 器 上 71 3  ) の や 
議 3 ii 

NE GRGST 
II 
ーー 


一 度 こ と なめ た 口 き か せる な !」 


癌 カロ ル 「 た 、 大 変 な こと に な っ ちゃ っ た 

還 リタ や " 「 お か げ で あたし ら の 用 件 、 忘れ られ ちゃ っ た わ よ 」 
較 コ ニー リ ドン も RCC2DPaRS 6) "月 
同 エス テル  「 わ た し 、 帝都 に 戻っ て 、 本 当 の こと を 確か め ま す | 
閉 ユー リ ” 早まる な っ て 言っ た ろ 。 ち ょ っ と 様子 を 見 よう ば ] の 
開 和光 iD: わか SC 7 


スキ ッ ト kP.502 | フレ ン ピ ン チ S 際 斉 に つい て 


PART 』 


魔 村 奪 二 編 時 


ee 


「 こ ん な と き に 何 や っ て ん の しり 
関 ユー リド ン の と こ で 落と し た か な ? ちょ っ と 探し て くる 。 その あたり で 待っ て て くれ | 
剛 カロ ル 、 5、 う ん : 早く 押 し で きぐ RM 。 
カロ ル た ちと 別れ る ユー リ 。 _「 
開 ユー リ さて と 。 フ レン の 姿 、 見 に 行っ て や ろう か 」 


ん ee 地下 中 へ 向かう 。 


「 お お っ ? な ん だ 、 静 か に 入っ て きた の に 、 も う バ レ た か 」 

「 僕 の 無様 を 笑い に きた ん だ ろ 」 

「 そ うそ う 、 どん な 神妙 (し ん みょう ) な 顔 し て 捕まっ て る か 、 見 に な 」 

「 補 屋 に ぶち 込ま れる 立場 も た ま に は 悪く な いも ん だ な 」 

「 あ ん な 物 騨 な 書状 を 持っ て き て お いて 、 何 、 呑気 な こと …」 

「 あ れ は 赤 眼 (あか め ) ど も の 仕業 だ 。 ユー リ と 別れ た 後 で また 油 わ れ た ん だ ] 
「 ら し くね え 、 ミス し て ん な 。 部 下 が 原 因 か ?」 

「 そ れ も 含 め て 僕 の ミス だ 」 


こち ら に ヨー デル 中 下 よ り 
書状 を 馳 か っ て 参り まし た 


これ は 后 か の 間違い で す ! 
殿下 が その よう な こと を 


帝国 と の 全面 戦争 だ / 
総力 を 拳 げ て 、 帝 都 に 攻め の ほぼ ほる! 


さて と 。 フ レン の 姿 、 
見 に 行っ て や ろう か 


宇 屋 に ぶち 込ま れる 立場 も 
た ま に は 悪く な いも ん だ な 


RNNSARNSRRRGRSNRSSRRORSONSNYSNKONSNSOSNSGNG 


「 そ うか い 。 けど 、 赤 眼 ( あ か め ) ど も っ て こと は 裏 に いん の は ラ ゴ ウ だ な | 

飲ま あう し そそる れ を に に 0 0 0 0 0 マコ ジリ 00 

| 開 コ ー リ 。 「 洪 の 街 で な 、 ラ ゴウ が 赤 眼 (あか め ) ど も と 一 - 緒 だ っ た 5 隙 殺 者 に 命令 出 

| 半 の 上 て だ 
| 「 そ ん な こと が あっ た の か 」 

0 es 5 本 69 基 じ し お の で の か 7 、 
| _「-…- 悪 らく 、 ギル ド と 士 団 の 直利 突 だ 」 
| 党 「 だ と する と 、 や ば そう だ な 。 騎士 団 に も 似 た よう な 偽 の 書状 が いっ て 

ロ ん じゃ ね え か ?」 
[あこ 馬 正 国友 卓 ( あ お る 夫 め に に に 、。 。 


「 そこ まで わか っ て ん な ら 、 で っ さと 本 物 の 書状 を 奪い 返し て こい よ 」 


)、 率 屋 の 扉 を 開け る 。 ワー 
「 そ の 忌まわしい カギ を ユー リ が あけ て くれ る の を ずっ と 待っ て いた ん だ 」 


1 「 君 は ここ に いて くれ 」 
[オレ 、 身代わり か よ 。 お まえ 、 オレ を 見 捨て る 気 ま ん まん だ ろ 」 


こ 「 そ うだ な 、 、 も し 戻っ て こ な が っ た その 時 は …… で ・。 僕 の 代わ り に 死ん で くれ 」 


率 屋 で じっと 友 を 待つ ユー リ 。 し ば らく する と 、 足音 が 近づい て くる 。 。 。 


「 友 の 代わ り に 持 に 入る 、 か 。 そい つ は どん な 酔狂 だ 、 小僧 」 


軸 「 わ ざわ ざ 見 張り を な くし た 大 間抜け な じじ い に 言わ れ た く な いね 」 MR 
[ふん っ 、 騎士 の 坊主 に 秘密 の 頼み が あっ た ん だ よ ま 」 


コフレ の 
[こん な 茶番 を 仕掛 ける 連中 だ 。 その 辺 で 高み の 見 物 と し ゃ れ 込ん で る だ ろう よ 」 
「 茶 番 だ っ て わか っ て ん な ら ギ ルド を 煽 ( あ お ) ん な よ 」 


[やる気 見 せ ね えと 、 黒幕 が 見物 に こね え だ ろ う が 。 それ に 、 て う で も し 


ーー 半 穫 1 2 連中 が 黙っ ちゃ いね えよ 。 まあ 、 そう い 


閲 ユ ー リ 


去 ろう と する ドン に ユー ー リ は 問う 。 


義 ユー リ  「 な あ 、 あ ん た は な ん で ギル ド を 作っ た ん だ ?」 


賠 ド ン 、「 商 国 の 作っ た ルー ル じ ゃ あ 、 俺 の 大 事 な も ん が 、 守 れ ね えっ て 思っ た か ら だ 」 


関 ユー リ 。 「 負 国 に いた 方 が 、 守り や すい も ん も あっ た ろ 。 下 町 で さえ 結界 (けっ 


< か い ) に 守ら れ て た 。 魔物 は 絶対 に 入っ て こね え 」 ーー 
遇 「 だ か ら 、 その 他 の 気に入ら ね え こ と を 、 て め ぇ は 我慢 し て ん の か よ 」 


に 「 帝 国 の 作っ た ルー ル が 気にいら ね えな ら 、 選 1 選択 肢 は ふた つ だ 。 3 あの 


、 騎士 の 坊主 の よう に 、 変え て や ろう と 意気 込む か 。 も し く は 帝国 を 飛び 


。 し で て め ぇ の ルー ル を て め ぇ で 作り 上 げ る か 、 ki 5 
「 は っ きり し て ん の な 」 
1 も 1 と つう うち の 大 切な 人 質 を 逃がし た 責任 は 取れ よ 」 ルコ 


、_ 「 身 代わ り 以外 に 、 まだ な ん か や れ っ て の ?] 


_「 茶 番 を 仕切 っ て る 黒幕 が 街 に まぎれ て る は ず だ 。 - あの 騎士 の 坊主 に 
探さ せる つも り だ っ た ん だ が な 」 


_ [それ 、 オレ に 探せ っ て ?」 


[責任 の 取り 方 は て め ぇ に 任せ る 。 連 れ の 娘 っ 子 だ っ て ケガ 人 相手 に 、 


、 工 けず り 回 っ て ん だ 。 て め ぇ だ け の ん びり っ て の は 性 に あわ ね え だ ろう 」 
本 コー | エステ 0006. ま のり 05uol 
街 に 出る と 、 ギル ド 員 が 慌ただしく 走り 回 っ て いる 。 。。 。 。 
CRPEDOMNNZOO PS TREE 還 還 
開 ユー リ 。 「 あ の じじ ぃ 、 バ バカ お びき 出す た め に マジ で 戦争 する つも りか ?」 
天 ド ン  ”  「 俺 ら を 見 下 し 作 辱 し た 帝国 の クソ 野郎 ども に 、 思 い 知ら せ て や ろう じゃ ね え か 
ドン は 部 下 た ち に 概 を 飛ば し て いる 。 そ れ を 見 て いた カロ ル が 、 ユー リ の 姿 に 気づく 。 
カロ ルー 。 [5 コーU は | 。 。 
還 3ー リ  。 2 人 の 泊 生 CO の?|  。、 ーー 
人 ?iliIT0T0TSI S 


し わっ ジ に 聞 | いた こん だ よ 」 ーー 


「 そ うじ ゃ な く て 」 


較 5 。。 [ 他 に 6 二 L910 en デー シーシー ーー 
HP 0 に AE よー ジー ドー シク ーー シー 
義 ユー [見 た っ て 何 を II 
還 エス テル 「 穫 の 旨 備 氏 団 (ブラ ッ ドア ライ アン ス ) で す ! す ! バル ボス は いま せん で し た が …-」 


同 カロ ル 「 リ タ と ラビ ピード が 、 今 め と を つけ て る か ら 」 


「 ド ン の 狙い 通り か …… 」 


「 早 く リ タ た ち を 追 お う よ 」 


問 ユー リ 


ユー リ た ち は 、 酒場 の 出入 り 口 を 見 張っ て いる リタ と ラ ピ ー ド に 合流 する 。 


周り リタ し っ …… 人 ュー 


で も 、 ちの 中 に OU ポス が いる と し た 5 


_「 指 くわ えて 見 て る っ て わけ に も いか ね えよ な 」 


_「 い 一 こ と 教え て あげ よう 」 


振り 返る と 、 レイ ヴ ン が いた 。 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 よ か な いけ ど 、 計 征 たち が 下手 打 た な いよ うに 、 ちゃ ん と み と けっ て ド 


ン が さ -。 ゆ っ くり 酒場 に で も 行っ て 俺 様 の お 話 聞か な い デ 」 


回 ェ に | エス テル 
開 レ ィ ヴ ン 


岡 リタ "や" 「 そ ん な こと 言わ れ て 、 騙 され る 奴 
ユー リ [「 二 度 騙 され る の も 三 度 騙さ れる の も 一 緒 だ 。 で も 、 、 仏 の 顔 も 三 度 ま で っ 


て 言葉 、 お っ さん 知っ て る よ な 」 
開 レ ィ ッ ン イン 


SLbVMI。 いい か ら 。 騙さ れ た と 思っ て 」 


「 そ ん な こと 言わ れ て 騙さ れる 奴 が いる と 思っ て 


[そん な 怖い 顔 し な し な く て も 、 わ わか っ て ます っ て 。 。 ほ ら 青年 、 笑 っ て 笑っ て 笑っ て 。 , こ っ ちよ ] 


フレ ン S ド ン の 思惑 黒幕? 


スキ ッ ト 


「 な ん だ 、 ここ は 」 


ン ドン 届い 字 えて 、 お 洒 炎 みな が ら 和 密 の お 生ずる と と ろ よ 」 


[ここ で お と な し く 飲ん で ろ っ て の か ?」 


開 レ ィ ヴ ン  「 お た く の お 友達 が 本 


ーー く 収 まる の よね 」 
閲 : ユー リ 


回 エス テル 「 わ た し た ち 、 この 計 き 二 人 本地 由 村 ほ が うこ 


7 SS の 622S2 ニ = に 2 


本 物 の 書状 持っ て 戻っ て くれ は ば 、 と りあ え ず 事 は 丸 


[悪い けど 、 フ レン ひと り に いい 格好 (か っ こう ) さ せ と く わけ に ゃ いか な いん で ね 」 


カロ ル 
ぞ そんな こと より 、 
大 変 な こと に な っ て ん だ よ / 


見 た っ て 拘 を ? 


イィ ヴェ 


いこ と 教え て あげ よう 


ぞ ん な こと 千 わ れ て 、 
騙さ れる 公 が いる と 
思っ て …… リ 


SR 


2 


RWCofNyWNCc XN 


CN 


ドン が 人 律 い 客 錦 えて 、 
お 洒 飲 みな が ら 
秘密 の お 話す る と ころ よ 


お た く の お 友達 が 本 物 の 書状 
持っ て 戻っ て くれ ば 、 と りあ え ず 
地 は 丸く ぐ 取 ま る の よね 


oo 


4 
も 


| 


3 潜 
| 
上 
上 
還 
3 を 
間 
謀 


わ 、 ち ょ っ と 閥 し た り し な い ?2 
大 丈夫 /? 


開 レ ィ ヴ ン [に の 街 の 地下 に は 複雑 に 地下 水道 が 張り 巡ら され て る 。 その 昔 、 街 が 帝国 に 占 


、 信 さ れ た 時 ギルド は この 地下 水道 に 潜伏 し て 、 反撃 の 機会 を うか が っ た ん だ と 」 


同 ヵ カロル 「 ま さか …… こ こ が そ の 地下 水道 に つなが っ て る …… と か 言わ な いよ ね ] 


開 レ ィ ウ ンー ECS ここ がら こっ そり と 軍 * の 足元 に あび 込 め る つて 法 な わけ よ 」 


「 そ うい うこ と 。 信 じ て よ か っ た で し ょ ?21 


「 あ っ ら 一 ン お つっ さん 、 この まま 、 リッ ク れ 所 酒 々 だ っ た の に 」 


「 ほ ら 、 天魔 導 士 の お 嬢 ちゃ ん よ 、 ここ は - ー つ 、* 火 の 魔 術 で バー ン と 


先 を 照ら し て くれ ん か ね 」 
開 リ タ や =。 「 あ た し を ラン プ 代 わり に し よう っ て の ? いい 根性 し て る わ ね 」 
EC の の 2 PP ーー 
| リタ =。。 [うー ん -… 無 理 。 火 の 魔術 は 攻撃 用 な の よ 。 婦 明 みた い に 持 続 させ る に は 
、 人 時 エア ル が 供給 され な いと 。 当麻 導 器 (ルク スプ ラス ティ ア ) み た い に ね 」 
OIDS 
IO 


詳 ラ ピ ー ド 「 ワ ン ロ ] 


ラビ ー ド が 何 か を 見 つけ る 。 


選 リタ 人 UE これ 財 導 器 (ブラ ステ ィ ア CEpRLgT 
区 (プラ ステ ィ ア )96 を 放ち 、 あたり が 頻 ら され る 。 


皿 | カロ ル 「 わ 、 ちょ っ と 爆発 し た り し な い ? 大 丈夫 !?」 


「 す る 訳 な いで し ょ 。 これ 炊 麻 導 器 () ル クス プラ ステ ィ ア ) の 一 種 よ 。 


あの 充填 器 で エア ル を 補充 し て 光る 仕組 みね 」 


同 エス テル 「 さ す が で す 、 リ タ !| ュー 
癌 リタ _ 「 で も か な り ガ タ さ て る みた い だ か ら 、 多分 、 長持ち し な いと 思う わ ] 
本 ユー リ 「C ゃ あ 、 こい つが 光っ つて る うち に と っ と と 行こ う ぜ 」 


少し 進む と 、 カロ ル が 水路 を 見 て 叫 点 。 


衣 生ま ea ッ ーーーーー 


灯り が 消え る と 同時 に 、 魔物 が 水路 か ら 飛 び 出 す 。 


関 カ ロ ル 。。 「 な っ …! 


コトリ _「 ち し っ | 


暗 導 の な か で 、 魔物 を 撃退 する ユー り た ち 。 


| 人 科 … び っ く くり し た … 油 断 さ せ て お いて 、 | 必 軸 し に くつ の 00 で 
有 カリタ = 。 「 魔 物 に そん な 知恵 ある わけ な いで し ょ 」 “ 


回 | エス テル 。 「 た ぶん 、 光 が 茜 手 、 と か そん な ん じゃ な いで し ょ うか 」 


義 ユー リ 。 「 そ ん な の が いる の か ?] ーー 
回 エス テル 「 洞 窟 や 海底 と いっ た 暗い 場所 に 棲息 する 生物 の 中 に は 、 光 に 対す る 


耐性 が な く な り 、 強い 刺激 と し て 避け る も の が いる 、 で す 」 


開 カロ ル 。 [そっ か …- だ か ら 、 明 る い 時 は 襲っ て こない ん だ ね 。 あ 、 さ っ き と 同じ の が ある よ 


充填 機 に 光 照 魔 導 器 ( ル クス ブラ ステ ィ ア ) を か ざす と 、 ふた た び 光 が 宿る 。 


議 レイ ィ ヴ ン [お ほ 、 な る ほど ね え 】 
「 よ う は 消え な いよ うに 注意 し て 、 充填 し な が ら 進 め っ て こと だ な 」 


ワン 


kg P.502 | は し ゃ ざす ぎの お っ さん 


| 記さ れ た 地下 の 誓い 


OMP て CE:cdc を ec30 お 5 ャ シ 023K26 ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト キネ 


ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー 69 ん 、 な ん か ここ に 刻ん で ある な 。 


開 ユー リ 「 ん 、 な ん か ここ に 刻ん で ある な 。 …… My な ん だ ?」 ステ か な ん だ ク 


_ 申 の 護 D と な っ た 。 TID5 ルト の gcD で ちる し 


EC > だ 
” ルド の 本 義 に 立ち 戻り 持て る 力 を ひとつ に せん 。 我 ら の 剣 は 自由 の た め 。 
” 我ら の 唐 は 友 の た め 。 我 ら の 命 は 皆 の た め 。 こ こ に 古き 暫 い を 新た に す 」 
閉 カロ ル ” 「 ね え … こ れ っ て 「 コ ニオ ン 約 約 」 じ ゃ な い ?」 2 
| II 
半 ヵ カロル 。 [ドン が コ ニ オン を 結成 し た 時 に 作ら れ た 、 コ ユニ オン の 本 語 語 み た いな も ん だ よ 」 


開 レ ィ ヴ ウン 「 自 分 た ちの こと は 和 国 に 頼ら な いで 自分 た ち で 守る 。 その た め に は し っ 


か り 結 束 し 、 お 互い の た め な ら 命 も か け よ う 、 みた いな こと ね 」 


開 カロ ル 。 「 で も 、 な ん で こん な と ころ に 和 約 が 書か れ て る の ?] 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 コ ユニ オン っ て の は 帝国 が この 街 を 占領 し た 時 に 抵抗 し た ギル ド 勢 力 が 
- 元 に な っ て ん の よ 。 それ まで ギル ド っ て の は て ん で / \ ラ / \ ラ 好き 勝手 
St aeaooze cr:e2tsfEsEe0c2c 32 で ぞ れ まで ギル ド っ て の は 


_ や っ て て 、 問題 が か 生じ た 時 だ け 団 結 し て た 。 で 事 が 済め ば また / \ ラ バ ラ 。 て ん で バラ バラ 好き 勝手 や っ て て 、 


問題 が 生じ た 時 だ け 団 結 し て た 


帝 国 に 占領 され て 、 よう や くそ れ じ ゃ まず いっ て 悟っ た 訳 ね 」 


癌 カロ ル 「 そ の ギル ド 勢 力 を 率い た の が ドン ・ ホワ イト ホー ー ス な ん だ !?」_ 


開 レイ ヴ ン 「 そ そ 。 そ ん 時 、 こ の 地下 水道 も 大 い に 役に立っ た は ず よ 」 


ドカ ロ ル _「 じ ゃ あ 、 その 時 ここ で 結成 の 区 千 い を 立て た っ て こと な ん だ ね ] 


開 レ ィ ヴ ン  「 そ うい うこ と みた いね 。 確か に 区 約 書 の 実物 が どこ か に ある っ て 話 だ っ 


た けど 、 こん な 壁 の 落書 きだ っ た と は ね ] あの ドン で すら 相手 すん の に 
008 ES 苦労 し た っ て さ 


| エス テル 「 壁 に 書か れ た 交 約 書 な ん て 、 な ん か 素敵 で すね 」 


エス テル は 何 か に 気づき 、 壁 の 下 の 方 を 注視 する 。 2 


同 エス テル  「 こ こ …… ア イフ リー ド っ て 書い て あり ます ]」 


問 コ ニー リ 「 あ あ 、 あの 大 悪党 っ て 噂 の 海賊 王 か ] 


開 レ ィ ヴ ウン = 「 ド ン が 言う に は 一 応 、 盟友 だ っ た そう よ 。 で も 、 頭 の 回 る 食え な い 人 


、 物 で 、 あ の ドン で すら 相手 すん の に 若 効 し た つと さ 」 Sg 3 


開 ユー リ Es 大 し た 器 の じい さん だ な 、 ド ン っ て の は 」 


関 ユ ー リ  [ 画 折 し PE 今 38 そろ そろ 行こ う ぜ 」 


スキ ッ ト ユニ オン の 客 約 


IP 追い 詰め られ る 黒幕 


まく すす る と 2 と 3 < の Eo 9 ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト * 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 バ ル ボ ス が アジ ト に 使っ て る 街 の 東 の 酒場 、 つ まり 、 お た くら が 妨 び 
込 も うと し て た 場所 よ ] 


に カロ ル 「 じ ゃ あ 、 この どこ か に バル ボス が …… ?」 


上 議 バル ボス / 
識 ※ これ は どう いう こと で す / 


覚え て お き な さ い / 
表 様 の よう な 腹黒 い 男 は 
いつ か 痛い 目 を 見 ます よ / 


ネン ーー 


+ー リ 
悪党 が 揃っ て 特等 謀 を 独占 か ? 


デー ネン 


Nm で や 


0 イネ 


この 一 達 の 凌 動 は 、 
あな た 方 の 仕業 だ っ た ん で すね 


な ら 、 ユ ー リ も や っ ぱり 悪人 だ 


選 、 紀 の 妹 人 寺 が 夫 を 射る 矢 を 
抑え て ユニ オン に 君 監 する 、 と 


酒場 の ら 階 で は 、 ラ ゴ ウ と バル ボス が 言い 争い を し て いる 。 外 で は 騎士 と ギル ド の 大 軍 が 、 


今にも 戦い を 始め そう な 勢い で に ら み あっ て いる 。 
拓 900 UNA PD F イート 「 ド 
還 / ツ ルポ ボス  「 何 を 言っ て いる の か 、 ワ シ に は さっ ぱり だ な 」 
園 ラ ゴ ゥ 。。「 例 の 次 と 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の こと で す ! 私 は 報告 を 受け て いま 
し NAIKI 

回 ツル ボス 。 「 な ぜ 、 そ ん な こと 報告 し な きゃ な ら な い ?] 
園 0 の 


ア ) を 集め た の だ 。 ビス リク) 


を 作れ た ん だ ろう 」 

較 ラ ゴ ッ ※  「 誰 が 余っ た 詳 核 (コア ) を 持っ て いっ て いい と 言い まし た !?] 
上 | ルル ボス 。「 お 互い 不可 侵 が 協力 の 条件 だ っ た は ず だ が な 」 
賠 3sa> 22 0 on 
回 /QM ポ ス  「 ワ シ が 貴様 (ささ ま ) の や る こと に 口出し を し た か ?」 1 
較 309 。 MM 電 M8 ま NN 、 < ー 
II 
園 ラ ゴ コウ ” [覚え て お き な さ い ! 綱 様 ( き さ ま ) の よう な 腹黒 い 男 は いつ か 痛い 目 

URI 
間 ポス 義夫 (5N に 
沙 J00000ME5 ま < 者 
リタ YS Caede 。。 っ 
間 MNT oe に 3 


バル ボス は ユー HBs 


| バリ ル ボス  「 ほ う 、 船 で 会 っ た 小僧 ども か 」 


同 エス テル  「 こ の 一 連 の 騒動 は 、 あ な た 方 の 仕業 だ っ た ん で すね 」 
回 / ル MM ポス 。 「 そ れ が どう うし た 。 所 訟 四 様 (まさ ま ) ら に ワシ を 捕え る こと は で きま い 」 
MI 
内 ユー リ 「 悪 人 っ て の は 負け る こと を 考え て ね えっ て こと だ な 」 
癌 カロ ル なら 、 ゴー リ お 5M 林 だ に ーー 
義 ユ ー リ 「 お う 。 極 悪人 だ 」 間 
開 レ ィ ヴ ウン 「 や れ や れ . 造 反 確定 か 。 面倒 な こと し て くれ ちゃ っ て 」 ワ 
前 生還 0 肖 二 用 且 電 まや の 0 昌 さこ 3 
バル ボス の 部 下 が 一行 を 取り 囲 お 。 ユ ー リ は すか さす 剣 を 抜く 。 CI 3 
| バル ボス  「 手 向かう か ? 前 に 言っ た は ず だ 。 次 は 容赦 し な いと 」 1 
関 ユー リ 「 そ の 方 が 暴れ が いあ る っ て も ん だ 」 


ト | バル ボス 「 と っ と と 次 末 し ろ 


PPE つっ 誰が 帝国 を 守る ん で す ? ラ ゴ ウ 、 どう 


「 な る ほど 、 騎士 団 の 弱体 化 に 乗じ て 、 、 評議 会 が 帝国 を 支配 する っ て カ 

ラク リ ね 」 

「 で 、 紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) が 天 を 射る 矢 (アル トス ク ) 
2 仙 た 

CC どこ 

[騎士 団 と ユニ オン の 共倒れ か 。 フレ ン の 言っ て だ 通 9 だ 」 

「 ふ っ 、 今さら 知っ て どう な る ? どう あがい た と ころ で 、 こ の 戦い は 止 
に た 3 1 と ha 
「 そ れ は どう か な 」 


バル ボス 「 そ し て 、 お まえ ら の 命 も ここ で 終わ り だ 」 
外 で は 馬 の 鳴 き 声 、 そ し て 足音 が 近づい て き て いる 。 


開 ユー リ 「 っ た く 、 遅刻 だ ぜ ] 

議 エス テル 1 ラル ン 1 。 こら の oe さ う 
同 フレ ン [止ま れ 一 っ ! 双方 刃 (や い ば ) を 引け ! 引か な いか !] 

フレ ン は ギル ド と 騎士 の 間 に 立ち 、 書状 を 掲げ る あ 。 。 0 ウフ ラニ 


回 フ ン [私 は 騎士 団 の フレ ン ・ シ ー フ ォ だ 。 ヨー デル 殿下 の 記し た 書 TS 


る ! 即刻 、 事 け リ 


間 ド 学 。 た 2 で Ch の Me2AIY Re 
剛 ラ フレ ン 「 あ いつ を 見 捨て る つも り は 、 は な か ら あ り ま せん の で 」 


目 ox ュー ー リ ! あの 人 、 ES 


同 生生 5 [So 。 まう 
開 ユ ー リ [| ナイス だ 、 EIC Se 

国 ルル ポス  「 ガ キ ど も ! 邪魔 は ゆる さん ぞ | 5 っ 
バル ポス が 自 大 が 続 で ユーU た ち を で 本 5 oo 
閉 カロ ル 。 「 う わ わ わっ ! も 1 上 
剛 エ スタ 。 に も あっ 中 の こっ の 8 
本 ユニ リ DSicROetE と 、。 ドー 
同 エス テル  「 ユ ー リ 、 危 な い 」 や 

開 リッ や”” 「 エ アル を 再 充填 する まで 、 少 し 問 が ある は ず 。 そ の 隙 を 狙っ て ……」 
バル ボス は 再度 銃 を 撃つ 。 に の 生 

間 カ ロ ル [2 だ り U 8 

[遅い わぁ ! に 持 

| MP 

弾 が 放 た れる と 同時 に 、 突 次 現 れ た 章 が バル ボス を 区 上 66 た ーー 

蘭 7OL ス  [ 撤 っ な ee っ ミ 

開 レイ ヴ ン  「 な ん だ 、 あ りゃ 」 1 

内 リタ 「 ま た 出 た わ ね ! バカ ドラ 5 

関 ユー リ 「 リ タ 、 間違え る な 、 敵 は あっ ち だ ……!| 

間 リ り タ "”"・「 あ た し の 洋 は AO ドラ よ 且 ii 

関 ユー リ 今 は ほっ と け |] 

回 /JM ポ ボス  「 ち っ 。 ワシ の 邪魔 を し た こと 、 必 ず 後悔 させ て や る か ら な !] 
バル ボス が 機械 仕掛 け の 剣 を 振り か ざす と 、 竜巻 が 起こ り 、 彼 の 身体 は 宙 に 浮く 。 

賠 カロ ル 「 う そっ ! 飛ん だ 1 の まき 0 
レイ ヴ ン 。 お ー、 天 和 だ 雇う が や 。 ニシ シン まう 
癌 リタ 「 あ ! ま て ! バカ ドラ ! あん た は 逃がさ な いん だ か ら !」 

義 ユー リ ”「 や つ を 人 違う な ら 一 緒 に 頼む ! 羽 の は えた の が いな いん で ね ] 

ユー リ は 意 使 い に 呼び か ける 。 

リタ 「 あ ん だ た 、 な に 言っ と ん の 1 と し いつ は 疫 ま 日 、 RI 
関 ユー リ 「 オ レ は な ん と し て も 、 や つ を 捕まえ な きゃ な ん ね ぇ 。 …… 頼 お!」 

意 使 い が 、 ゆ っ くり と ユー リ の と ころ まで 下り て くる 。 

糧 コ ユー リ DS も 
聞 | カロ ル 「 待 っ て と! ポ ク た ち も ……!」 

関 ユー リ 「 こ りゃ どう 見 て も 定員 オー バー だ !」 

較 カロ ル 「 で も 、 ボク た ち も …… 2 

閲 ユー リ 「 お まえ ら は 留守 番 し て ろ !」 

回 エス テル 。 「 そ ん な ……! 9 

関 ユー リ 「 ち ゃ ん と 歯磨 いて 、 街 の 連中 に も 迷惑 か ける な よ !」 

開 カロ ル 。 「 コ ユー リ の バカ ぁ っ ! 3 


閲 ユー リ 「 フ レン に も ちょ っ と 行っ て くる っ て 伝え と いて くれ 1」 


『 あい つ を 晃 捨 て る つも り は 、 
。 は な か ら あ り ま せん の で 


エア ル の 充填 が 早い / 


カロ ル た ち を 残し 、 、 竜 使い と と も に バル ポス を 追う ユー ー リ 。 バ ル ボ ス が 向かっ た 先 は 竜巻 


に 守ら れ た 塔 だ っ た 。 意 が 培 の 頂上 に ある 装置 めがけ て 淡 を 吐く と 、 装置 は 止ま り 、 塔 を 


百 う 竜巻 が 消え 去っ た 。 ユー リ は 竜 の 背 か ら 、 塔 の 頂上 へ 飛び 降り る 。 
閲 ユー リ 「 あ の 章 若 、 こい つの 仕業 か 」 


機 械 仕掛 け の 剣 を 携え た バル ポス が や っ て くる 。 。。。 
関 ユー リ _  「 邪 魔 し て る ぜ 」 


「 足 様 ( き さま )…… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 破壊 し お っ て | 
ユー リ が 構え た その と き 、 災 の 弾 が 竜 を 主 し いい 意 使 い は 塔 の 頂上 に 落下 する 。 


関 ュ ユー リ IT 3 大 丈夫 か !?」 


災 が 放 た れ た 場所 を 見 る と 、 バ ルポ ボス の 部 下 た ちがい た 。 
邊 =ー リ ”。 [な る ろう 1 1 

ー リ は バル ボス の 部 下 た ち を 誠 散 ら す 。 バ ルポ ス ス が ユー リ の あと を 追っ て くる 。 
連 の _ 「 あ と は 買 様 ( き さま ) だ 」 と 


関 ユ ー リ 「 な ー に 、 こっ か ら だ 」 
回 人 W ポ スー [ん 、 小 僧 ご と き 下 っ 端 ども で 十分 だ ! な ぷり * だ 


肌 い か か る 部 下 た ち を 、 ユー リ は 次 々 と 倒し て いく 。 了 


関 ユー リ 。。 「 も う 終 わり か ?」 


間 eti oo ve . 
剣 か ら 衝撃 波 が 発生 し 、 ユ ー リ の 剣 が は じき 飛ば され る 。 。。 。 
関 ユーリ 「 あ らら .… 便 利 な 剣持 っ て ん な 」 


回 ツル ポス [負け た の は 剣 の せい だ と 言い た いわ け か ?] 
義 ユー リ 。 「 そ りゃ や 、 あ ん た が どう 思う か だ 」 


me _ 「 今 は 減ら ず 口 利 いて ろ 。 後 で 惨 た らし い 死 を 与え て や る 」 


ユー リ は 意 使 いと と も に 、 塔 の 許 獄 に 連行 され る 。 3 
看守 A 。 「 し ば らく お と な し くし て ろ !」 


較 ユーリ 「 な だま …」 本 
老人 「 な あ 、 早く 出し て くれ よ !」 


52 笠 た PD PD 近 ORE 

義 ユー リ [丸腰 の 年 寄り 相手 に 刃物 抜く な よ 」 
2 和  「 へ っ 

看守 が ユー リ に 剣 を 振り 下ろ す と 、 間 使い が 名 で 記 撃 を 受け 止め る 。 

閲 関 ユー リ 2 」 「 お まえ ss H 13008 お 


看守 B 「 も う や め て お け 」 5 0 6 
2 旨 是 > 
鼻 守 が 去る と 、 埋 使い は 傷つけ られ た 贅 を 脱 く 。 。 
閲 TRW ・ ク リティ ア 族 … 3 < な 。 ケガ し て な いか ? 悪かっ た な 」 


癌 zz? 「 い え -…… だ っ て バウ ル 助 け て くれ た で し ょ ] 


関 ユ ー リ 「 バ ウル ?」 


癌 ??? 「 え え 、 私 の 友達 」 


ユー リ 「 あ の 魔物 か 」 


率 獄 の 壁 に り か か り 、 2 人 は 語り 含 5 ー 
=ー - リ 。 「 な あ 、 あ ん た な ん で 、 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊 し て 回 っ て ん だ ?」 


「 2 』 
1 「 言 いた く な きゃ いい けど 」 
_  「 聞 いて 感動 で きる 美談 談 で は な いわ よ 。 壊し た いか ら 壊 し て る ] 


「「 確 か に 感動 で きる 話 じゃ ね えな 。 それ で / ツル ボス の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 


ア ) も 壊し た わけ か 」 


、「 先 全 じゃ な か っ た けど ]」 
_「 こ れ は いい の か ?」 


ユー リ は 自分 の 腕 に つけ た 直毅 (ポー ディ ブラ ステ ィ ア ) を 見 る 。 | * 
欄 ??7 。  「-…: そ れ は 曇 し て も 面白 く な いも の 」 に 回 レー | 
記 4 ユー リ 1 AOA_ | 


ユー リ は 麟 に 近づき 、 看守 を 確認 し た あと 、 振り 返る 。 Y 

CYSY3Eo CSS た 2 cpprzSo 間 gooSS23SSS 5 を 
目 ユー リ 。。 「 な 、 も うち ょ い 箇 力 し な いか ?] し 
還 2 「 そ う ね -…… 屋 上 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ) も 壊し そこ な っ た し 」 


同 - 1 貫 二 に 


問 っ 2 っ 


出来 る 入 は 


_「 ま あ 、 手 が な いわ け じ ゃ な いけ ど 軸 = ee | 1 


、「 な ら 、 その 手 を 使え ば いい ん じゃ な いか し ら ? 出来 る 人 は 手 抜 いち ゃ 


いけ な いと 思う の 」 


_「 そ れ じ ゃ 、 協 カ し て ほし いん だ けど を] tvVvVvVvVvv 
「 き ちん と エス コー ト し て ね 」 


| 還 較 「 あ あ 、 い い ぜ 。 美人 相手 に 緊張 すっ けど 」 


ユー リ は 電 使 い の 表面 を 殴る 。 


を 
だ さて - 


ナー 


に つて ユー リ を 吹き 飛ば す 。 


_「 や りや が っ た な ンー 


で で 


2 
se 


< ナー デニ 


平時 の 中 か ら 、 殴り 合 き う 音 が 絶え ず 響 く 。 ウー 


3 - 邊 守 に 「 静 か に し ろ 0 
_「se けん な 


「 あ な た が ね 日 


、「 い いか げん に し ろ !」 7 、 と 
「 も うう ん ざり H や 
「 こ っ ちか ら 願 い 下 げ だ !| 


「 痛 い 目 を 見 な いと - 1 『 


こ 。 < で. 閉 。- の か まこ えよ た や も の た へ や よー と エー 


看守 が 扇 を 開け る と 、 待 ち 構え て いた 囚人 た ち が 一 気 に 逃げ 出す 。 = 。 
看守 で ー 「 ぷ ほっ ント に っ 
看守 を 隊 英 らし 、 脱出 に 成功 し た ユー り と 電 人 MM 
ad。 SEC 85 
_「 さ 御 力 あり が と よれ 、 こ NN ュー: 
1 の 


ーー 


[じゃ 、 これ で お あい こね 」 。 
Op これ で SS | 
「 ユ ー リ だ 。 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 」 0 ま 
の に PWR 0 の 
問 ち ーー 「 ジ ュ ディ ーー 9 \ 
3 「 そ れ で いい わ 。 じゃ 、 次 行き まし ょ 」 アン し 9 
「 次 っ て …… ま 、 屋上 の 麻 導 器 ( プ ラス ティ ア ) に 行く か 。 そっ ち は 場 所 


2 が は っ きり し て る 」 すす CLOS mn 
お SO DC 2 SR 麻 導 器 膨 先 で か まわ ね ぇ よ 
ト 「 あ な た は ? 友達 を 待た せ て る ん じゃ な いか し ら ?」 


_「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 優先 で か まわ ね ぇ えよ 」 


_「Ce あ 上 ね 」 


oo っ か 9 ec っ 。 っ 。 ooo 


Ah 


eo . ま So 、。 
に 


や 


っ 


。 ル 6 


か ry 


SEC 


ae 上 へ も 行け な いし 
外 も 出 ら れ ね ぇ みて ぇ だ な 


ch 
< ぺこ 


。 
0 


Me 


韻 ユー リ = 「 上 へ も 生け な いし 外 も 出 られ ね ぇ みて ぇ だ な 」 107 


っ 三軍 KN RSS < の ce か 


「 どう し た よ 


「 私 の 槍 は どこ か し ら 」 


「 そ う 言 や …… 武 器 ね ぇ と この 先 、 大 変 そう だ よ な 」 


は 、 ソー サラ ー リ ング が 光っ て いる こと に 気づく 。 。。 量 委 9 


「 な ん だ ? 壊れ た か ? ソー サラ ー リ ング 。 この エア ル の せい か ?] 
問 ジュ ディ ス [意外 と お シャ レ さ ん な の ね ]」 ンド 
ユー リ 「 コ イツ は お シャ レ っ て の と は 違 く て さ ……。 こう や っ て …-」 


ー リ が ソー サラ ー リン グ を 撃つ と 、 緑色 の エア ル が 放出 され 、 レバ ー に 当たる 。 


IE 
! バ ワー - ア ッ プ し て ん ぞ … 2。 」 


「 他 の レバ ー も それ で 動か せる ん じゃ な いか し ら 」 
「 い や 、 大 丈夫 か ? 使っ て 、 爆 発 と か し ね ぇ だ ろう な 」 


 「 そ の 時 は その 時 。 今 は あの レバ ー に 賭け まし ょ 」 


「 こ ん な ちっ こい も ん が 爆発 し て も た か が 知れ て る か … 


「 お っ と 、 あっ た あっ た 、 オレ の 武器 っ と … …… 


紀 肖 の な い の か ?] 6 
GE の 3 


「…… 大 切な も ん な の か ?」 


問 ジュ ティ ス [一 応 は ね 。 し ょ う が な いわ ね …… こ れ で いい わ 」 の 
1 5 PD 2 た 
ス ” 「 こ れ 以 上 探し て も 、 こ の 部 屋 に は な さそ うだ し 。 探し な が ら 行く わ 」 
リ 。 「 そ っ か 、 じ ゃ オレ も 気 を つけ と く と する か 」 


ジュ デ 「 あ り が と う 」 


サイ で ネ で で 


ら 階 に 上 が る と 、 ジュ ディ ス が ユー ー リ に 話し か ける 。 

問 ジュ デ ティス 「-… あ な た 、 強 い の ね 。 も し か し て オー バー リミッツ も 使え る ?」 
半 ュ ユーリ 生還 2 まあ まま ーッ の こい で 
99 [そう De 
閲 ュ ーー 2 な ん だ これ 3 2 ] 7 


問 ジュ ディ ス  「 リ ミッ ツ デ ュ オ 。 開 気 に 呼 応 し て より 強力 な オー バー リミッツ を 使う 事 が 出来 る の 」 


問 ジュディス  「 あ な た の 剛 気 が ホン モノ な ら 、 ね ] 
関 ユー リ 。。 [ん で 、 強 力 な オー バー リミッツ っ て どう いう ん だ ?」 
問 ジュ ティス 「 強 力 は 強力 よ 。 通常 の オー バー リミッツ の 時 より 強い 力 が 使え る の 」 

関 ユー リ 。 「 ぷ ふーん …… な ん か よく わか ん ね ぇ けど …-]」 
問 ジュ ティ ス 「 そ う ? 戦っ て いる うち に わか る ん じゃ な ぁ い ?] 。 
回 六 Lt ラー リー 3 ウー 


問 ジュ ティ ス  「 さ あ 、 先 を 急ぎ まし ょ 」 


ーー 培 の 外 で は 、 リタ や レイ ヴ ン が バル ボス ス の 部 下 た ち を 蹴 散 らし て いた 。 


補 AU 9 粒 多 ュ ーー 0 に 3 
芝生 2 
「 コ ー リ リー 


_「 な ん と も な いっ て 。 心配 し すぎ 。 お まえ ら も …… お と な し く し て ろ っ て 言っ た の に 」 


_「 だ っ て 、 みみ 義 ヨ ー リ の こと が 心配 で 」」 


_「 嘘 つけ 。 つて いう か 、 、 な ん で お っ さん まで わざ わざ 来 て ん だ ァ 」 


開 レ ィ ヴ ウン 「 そ れ が 、 聞 いて くれ よ 。 ドン が 、 バル ボス な ん ぞ に な め られ ちゃ いけ 


ね えと か 言い 出し て 、 いい 迷惑 よ 」 

開 ユー リ = =" 「 そ も そ も 、 お まえ た ち 、 ど こ か ら 入っ て き て ん だ よ 」] 
閉 カロ ル 。 「 し ょ う が な いじ ゃ ん 、 表 の 扉 が 閉まっ て ん だ か ら 」 
議 コ ー リ [だ か 55 て な あ も … ま oeotht と もう 
選 れ て や っ て きた ジュ ディ ス に 、 レイ ヴ ン が 長 3 く <。 。 
開 レ ィ ヴ ン  「…- だ 、 誰 だ 、 その クリ ティ アッ 娘 は ? どこ の 姫 様 だ ?] 
内 リタ や”"” 「 お っ さん 、 食 いつ きす ぎ 」 。、 圭 
詳 コ に リ  . [オレ と 一 績 に 捕 玩 と た ジワ 3084 天 し コジ ーー 
還 が 2 ス PU に OM も ニク トン 
隊 お 昌 P > ロウ 2 まし っ - 寺 2 
還 エス テル =[ エ ステ リー っ で 表 い 0 
開 カロ ル 。 「 ポ ボク 5 は エス テル っ て 呼ん t で る ん だ |] 
開 り タ "= = 「 リ タ - モ ルディ オ 」 1 

還 レイ ヴ ン [そし E 他 時 この 
本 り リタ 上 [っ AE ニン ジン チン 
29 ンー [レイ ワッ トレ 520M0E 
義 カロ ル ” 「 そ うい う 言い 方 する 人 っ て 信用 で き な い 人 多い よ まね] 
開 レ ィ ヴ ウン 「 な ー ん か 、 納 得 いか な いわ ] 導 iiy 5 
間 ユー リ 。 、「 ま 、 い UIADP ね を の 5 あえ ず | 


癌 ジュ ティス 「 ウ フフ …… 愉 快 な 人 た ち 」 

開 レイ ワン  「 お BC な ん だ 時 還 肖 Ak 0 
病 リ タッ タ "=" の っ ぽい …:」 > So 
同 エス テル  「 ジ ュ デ ィ ス 、 あ な た は ここ へ 何 し に 来 て た ん で すか ?]」 


癌 ジュ ディ ス  「 私 は 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 見 に 来 た の よ 」 還 
詳 . り 2 。 。 [DS わ ざこ ん な と まる へ べ どう し と ?1 2 
問 ジュ デ ス 取 は …」 2 MP: 
問 ユー [5 ぬら 研究 の 旅 し て た ら 、 捕 まっ た ん だ と さ 」 


賠 り タ [ 「 ぬ ー ん 、、 研究 熱心 な クリ ティ ア 人 らし いわ 」 人 タン 「 エ 
問 ジュ ティス oo 」 E Apmuc … ュ 


国 エス テル [水道 放 器 (アク エ ブ ラス ティ ア ) の 麻 校 (コア ) は 取り 返せ た ん で すか ?」 
*4 ユー リ _「 残 訪 な が ら な 」 


園 i ロ ル eS ペー パー 


問 z ロ y 四 P25U 有 3 

ュー リ 。 「 ち っ 」 に 0 1 
ュー ユー リ は 構え る が 、 部 下 は 列 の 男 に 倒さ れる 。 = 
回 OO 


義 ユー リ 。。。「 フ レン !? お まえ 、 仮に も 小隊 長 が な に や っ て ん だ 、 ひと り で 」 
に | フレ ン 「 人 手 が 足り な く て ね 。 それ に どん な 危険 が め る か も 分 か ら な か っ た し ]」 


還 エス テル 。 「 衝 突 は も う 大 丈夫 な ん で す 2」 


ト 』 も 「 ド ン が 真相 を 伝え た の で 、 みな 落ち 着 きき を 取り 戻し まし た 。 も う 衝 突 


_ の 心配 は あり ませ ん 。 : ラ ゴ ウ の 身柄 は 部 下 が 確 保 し た 。 街 の 備 兵 た ち 
も ユニ オン が 制圧 し た 。 あと は / OL ボス だ け だ 。/ 危険 で すか ら エ ステ リー 


に っ 


キ 
に に 


「 


に こつ 


_ ゼ 様 は ユー リ た ちと ここ に いて くだ さい 」 on の の 
同 エス テル  「 ひ と り で 行く な ん て 危険 で す ! わた し た ち も - 一 緒 に 行き ます! 
賠 フレ レ ” ”“「 そ ん な 、 い け ま せん !] 

開 ユー リ = [待て よ 、 こ っ ち も / ル ボス に は 色々 と 因縁 が め る ん だ 。 ここ まで き て 止ま る 
”。 気 は ね え 。 そ れ に どの みち エス テル は お 前 を 追い か け て 行っ ちまう と 思う ぜ ?」 
同 エス テル 。 コー リ …| Sp 生 り に 

還 フレ ン ”  「-… 分 か っ た 。 な ら 一 緒 に 行こ う 。 時 間 も な いし 、 そ の 方 が まだ 安全 だ ろう ] 
剛 リタ ”"” 「 話 は まとまっ た ? じゃ 、 行 くわ よ 」 ー 1 
歩き 出す 一 行 だ が 、 レイ ヴ ン は その 場 か ら 動か な い 。 ュー 
還 和 0 に お AA も 0 

開 レ イィ ウン あか いや …… こ ん な 立派 な 増 に 住ん で た ら 、 自 慢 で きる だ ろう な あと 思っ て ね ぇ | 


還 ーー リ [ふーん 95 ラビ ー ド 、 行こ う ぜ 。 つ いで に お っ さん も ……-」 


人 8 ーー ラゴン Eia 和 人 時 
人 開 レ し イヴ ウン 。 「 い い 歳 し て 、 か くれ ん ほぼ ? ちょ っ と 顔出し て くれ て も いい ん じゃ な い 
の ? 若者 が が ん ば っ て ん だ 、 ちっ と は 手 、 貸し て くれ よ 」 
上 _ 「 も し その 必要 が あれ ば そう する 。 今 は 必要 と 感じ な い 」 
) 「 ま た また 一 。 あ ん た に も 目的 が ある の は わか る けど さ 」 
間 _「…- 足 様 ( き さ ま ) の 道 化 に 付き 合っ て いる 暇 は な い 」 
旧 [ほん と 、 ひど い お 言 葉 」 9 の さも 
| 。 pco552505 軸 BE 演 較 ト A の 揚 介 開村 村 引 上 で 
塔 を 上 っ て いく ユー リ た ち 。 リタ は と 、 - ジュディス の 手元 た 義 目 する 。 = 
ト 間 リ タ ※=〔= 「 あ ん た も 纏 使 う 0 ね …」 性 る 
ト K 和 ジュディス  「 っ て こと は 、 誰 か あな た の お 友達 も 使っ て いる の か し ら ?」 
ト _「 そ うい うわ け じ ゃ な いわ 、 ちょ っ と イヤ な 奴 思い 出し た だ け 」 
ト 「 そ れ っ て 、 も し か し て 、 あの 竜 使い ?」 
【 _「 ま あ ね ……。 …… そ う 言え ば 、 ちょ っ と あん A た 」 
旧 recfhman、 較 リ り タ ”" ~" [そう 。 肝 心 の バカ ドラ は どこ 行っ た の ?1 )…。… … 1..・ 
間 ーー | コリ 「 屋 上 で は ぐれ て な 。 無事 だ と は 思う けど …-」  。 
| 。 生 で いて ミ 衝 な 志 了 お まし beG い 日  、 
「 お い お い 、 それ が 目的 で ここ まで 来 ちゃ っ た の ?] 
_「 あ と 、 あの バル ボス っ て や つが 許せ な い の ! 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 


ェ ダ | 


っ で ンジ つた ーー ン ジン デ 


に 無茶 させ て 、 可哀想 じゃ な い 」」 


SS 関 ユー リ だから っ て そっ ちの お 姫 様 まで 連れ て くる か ね 、 こん な 危険 な と ころ 
_ に さ 。 フレ ン 、 お まえ も 止め な か っ た の か よ 」 


。「 す まな い 。 ダ ジ グスト で 入れ 思い に な っ た だ | 
| _ 「 そ れ で 慌て て 追い か け て きた っ て か 」 Si 


ES 「 リ タ も フレ ン も 悪く あり ませ ん 、 自分 か ら 行く っ て 言っ こん で す 。 ユー 


、 り ひ と り で 行か せ た ま ま に な ん て で きま せん 。 それ に 人 々 に 寄 を な す 


ネン ーー サ ネン で で 


か 


、 悪人 を 放っ て お くわ け に は いき ませ ん ]」 5 


キ ニ +Y ヾ ヽ ャ 


凡 gi いけ ど 、 あ ん た の 二 問 ジュ ディス 「 そ う よ ね 。 め な た いい て と 言う わ 」 
上 BE 人 足 重 な 戦力 だ か ら な 」 
旧 _ 「 う ん 、 も ちろ ん ! さあ 、 こ の 調子 で 行こ う 」 SI 汗 
1 ふた た び 歩 き 出す 一 行 。 ユー リ は ジュ ディ ス に そっ と つぶ や く 。 。。 。 

関 ユー リ 。。 [悪い けど 、 あ ん た の 款 性 、 黙 っ と いて くれ ね ぇ か 。 う る さい の が いる ん で ね ] 


問 ジュ ティ スー _ 村 委 わか っ て る わ 。 その 方 が お 互 い 目的 を 果たし や すい も の ね 」 | 


関 カ ロ ル に れ 何 %] 


内 リタ ー 還 エア ル の 伝導 管 陽 人 ES0N 
に | エス テル TWS | 


リ タ や =。 エア ル を 上 に 運ん で どう し よう っ て の よ 」 
竹 ジョ ディ ス 「 そ う 言 えば 、 ここ の 屋上 に 大 き な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が あっ た わ ね 」 


閥 リタ ”"。 「 で も 、 こ れ 、 エア ル が 通っ て な いわ 」 


関 カロ ル 。 [ 麗 障 中 か な 」 


| 生生 0 NNC 二 NR YK 
_「-…… で も エア ル が 通っ て な い -……。 な る ほど 、 さっ き の 歯車 が エア ル 
、 供給 の 動力 っ て わけ 」 NT 


ー リ 。 とりあえず 、 こい つ は ほっ と いて いい ん だ ろ 」 」 
「 ま あ ね 」 


間 カ ルー 「… - こ の 歯車 止ま っ て る よ 」 


開 カロ ル 。 「-…… な ん か 歯車 が うま く 噛み 合っ て な いせ いで 、 止ま っ て る みた い だ | 


よ 、 ちょ っ と 力 を くわ えれ ば 、 動く か も 」 


還っ 「 ま 、 動か し て や る 義理 も な い だ ろ 」 

賠 り タ 。 「 な る ほど ね -…… エ アル 供給 の 動力 は これ か …-] | 
| 癌 カロ ル 「-…: な ん か 歯車 が うま く 貴 合っ て な いせ いで 、 止ま っ て る みた い だ | 
| _ よ SA っ CDSMAIK 章 く 051 oo 


関 ユー リ  「 ま 、 動 の し て や る 義理 も な い だ ろ 」 


| リ ター 「 な る ほど ね - _ …- エ アル 供給 の 動力 は これ か … NNU ーー「「 
病 ユー リ [ So 隊 0 


し カロ ル 1 車 が うま く 噛み 合っ て な いせ いで 、 止ま っ て る みた い だ よ 。 | 


0 0 NN 人 ONWMW  「 |) 


| 記 大 な 人 車 を 押し て 動か そう と する カロ ル 。 


ーー 「… あ りゃ 、 オレ が 手 を 貸し て PoEEU で も 2 だ 2 うな | 
] _「 そ うい えば 、3 あれ は どう か し ら | 。 


「 ほ ら 、 あれ 。 さっ き エ アル を 吸収 し た 」 


。 「 あ れ っ て 何で す ?」 


- ソ ツー サラ ー リ ング ね 」 


エア ル 本 ね 」 


| 陣 | エス テル  「 エ アル が ?」 

岡 り タ 。 「 そ う 。 この 伝導 管 に エア ル を 供給 すれ ば 、 動く か も し れ な い ]」 
の と っ や SE IO 00000 
リタ や = 「 た ま に は 自分 で 考え た ら 」 ーーーーーーーー | | 


癌 カロ ル 「 わ か ん な いん で し ょ ]」 


癌 リタ 「…… あ ん た 、 一 度 本 気 で 殴ら な いと わか ん な いみ た いね 」 


カロ MM 。 「 ま 、 待 っ て いつ も の は 本 気 Cm な いっ と て こと 7] 


| 開 ユー 「 や め ろ っ て 。 と に か く 何 か 方 法 探し て みよ う せ 」 


は し ご を 降ろ し 、 上 階 へ と 進ん だ 一 行 。 その 階 も 、 上 へ 続く は し ご は 降る され て いな か っ た 。 


問 ジュ ディ ス  「 こ こも 下 の 方 の 階 と 同じ みた いね 」 


義 ユー リ 。 「 こ いつ で また .、 歯車 動か せっ て こと か 」 


開 レイヴン 「 こ ん な 大 層 な 仕掛 けし て 、 こい つら 、 何 守っ て ん だ ろう ね ぇ ] 


回 ユー リ  「 ギ ルド と し て の プラ イド 、 だ っ た り し て な …-」 


バル ボス を 追っ て 慣れ な い 宿 囲 気 / ガ ス フ ァ ロス ト の 塔 に つい て 


| 還 ミ 2 P.503 | ジュ ディ ス の 鎧 強い 絆 合流 で き て よかっ た ね S&S ジュディス に つい て ノラ ピー ド と ジュ ディ スン 
| ニュ テイ し 2 店 才 て 人 き て の が コ た ね 0 ピ コピ イベ ヘ に 3 
| 


つい に 培 の 頂上 に た どり 着い た コー ー リ た ち 。 


バル ボス  「 性 人 り も な く 、 ま た 来 た か 」 


関 ユー リ 「 待 た せ て 悪い な 」 


及 リ タ = 「 も し か し て 、 あ の 剣 に は まっ て る 魔 核 (コア )、 水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ 


_ ス ティ ア ) の ーー 日 


回 人 ボス 8 ioPGh フ コガ 25 の つた が 
_ ス フ ァ ロス ト ま で ! 忌 々 し い 小 僧 ども め 」」 
同 エス テル  「 バ ルポ ボス 、 こ こま で で す 。 潔く 縛 に 就き まな さい !」 


回 フレ ン [間もなく 騎 二男 も 来る これ 以上 の 抵抗 は 無駄 だ ! 


ス フ ァ ロス ト が あれ ば 、 ワシ の 野望 は 潰え ぬ ! あの 男 と 帝国 を 利用 し 


て 作り 上 げた この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が あれ ば な 1 


バル ボス は 剣 か ら 衝撃 濾 を 放つ 。 一 は それ を か わし 、- ー 段 低い 場所 へ 。 バ ルポ ボス も 追っ て くる 。 


回 人 WM ボス 。 「< だ ら な < な kp。 1 5 ト ホ ー ス を : 0 、 ワシ が ギル ド の 


頂点 に 立つ ! ギル ド の 後 は 帝国 だ ! この 力 さ え あ れ ば 、 世界 は ワシ 


の も の に な る の だ ! ! 手始め に 失せ ろ | 八 ど も 


バル ボス が 衝撃 波 を 乱射 する 。 


_ 半 用 フレン ” [大 丈夫 か 、 み A な 
あの 還 ュー ジリ 「 あ の 剣 は ちっ と や ば い ぜ 」 


世界 は ワシ の も ーーーーーーー ーー ポー や ーー ジー ニー ンー た ンー 


開 レ ィ イヴ ウン 「 や ば いっ て いう か …… こ りゃ 反則 で し ょ 」 


癌 ジュ デ ティス [圧倒 的 ね 」 
回 人 WM ボス 。 「 多 いっ !! 府中 器 ( プ ラス ティ ア ) と 鹿 に し て お っ た が 使え る で は な いか | 


あたり が 爆発 に 包み 込ま れる 。 


同 エス テル  「 そ ん な …… ロ 


了 | バル ボス  「 ど うし た 小僧 ども 。 口 先 だ け か ?」 


生生 0 
回 WM ポ ボス 。 「 お 遊び は ここ まで だ ! ダン グレ スト ご と 、 消 し 飛ぶ が いい わ !] 
半 メーク [伏せ ろ 」 ON 
ES 


いつ の 間 に か 培 の 頂上 に 立っ て いる デュ ー ク 。 彼 が 千 を 掲げ ける と 光 が 放射 され 、 バ ルポ ボス の 合 が 大 破 す る 。 


So 人 に ES208 い の 5 、、、 っ さっ 
ISIIOIOISIOIOIOISIOYSTIODSOYOD515 ュ 1515 ュー 1 
0 り リタ て 有 90680 0 00000 
III 
閲 コ ユー 。 夫人 転 SH 
の ウン 叶 る 力 な ど ま が い 物 に すぎ ん …… 
_ か 。 所 診 、 最 後に 痕 れ る の は 、 己 の 力 の み だ っ た な 。 さあ 、 お まえ ら 剣 を 取れ 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 あ ちゃ ー、 力 に 酔っ て た 分 、 さっ きま で の 方 が 扱い や すか っ た の に 」 
リタ  。「 開 き 直 っ た ババ ほど 扱い に くい も の は な いわ ね 」 
訓 | / ツ ルポ ボス  「 ホ ワイ ト ホ ー ス に 並ぶ 兵 ( つ わ も の )、 則 証 の バル ボス と 呼ば れ た ワシ 


、。 の 力 と ……。 ワ シン が 作り 上 げた 「 紅 の 絆 供 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス )」 
の 力 。 と く と 味わう が よい !」 


寺 い か か る バル ボス と その 部 下 た ち 5。 一 行 は 力 を 合 きわ せ て 応戦 する 。 


回 人 ボス 。 「 ご ほっ 」 

閥 ユー リ 「…… も う 部 下 も いな い 。 器 が 知れ た な 。 分 を わき まえ な い / バ 力 は あん た っ て こと だ | 

バル ボス 「 ぐ っ … リ リリ \ っ 。 な 、 な る ほど 、 どう や ら そ の 様 だ 」 

隔 | エス テル 。 「 で は お と な し く …-」 

回 ポス 。 「 こ 、 こ れ 以 上 、 無 様 を さら す つ も り は な い 。 …… ユ ー リ 、 と か 言っ た な ? 
、 お まえ は 若い 頃 の ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー RE モコ イコ 

関 ユー リ 「 オ レ が あん な じい さん に な る っ て か 。 ぞっと し な い 話 だ な 」 

バル ボス  「 あ あか 、 足 様 ( き さま ) は いずれ 世界 に 大 き な 英 を 作る 。 あ の ドン の よう に 。 

0 半 の そし て 世界 に 食い 潰さ れる 。 悔やみ 、 嘆き 、 絶望 し た 貴様 ( き さ ま ) 

が や っ て くる の を 先 に 地獄 で 待つ と し よう ] 


その 言葉 を 最後 に 、 バ ル ボ ス は 塔 か ら 身 を 投げ 出す 。 決着 を つけ た ユー リ た ち は 、 塔 を 出る 。 


Ed リ 「 ま っ た く 、 魔 核 ( コ ア ) が 無事 で よかっ た ぜ 」 

違 | エス テル  「 水 道 麻 導 器 ( ア クエ ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) っ て そん な に 小さ いも 
の だ っ た ん で すね 」 

カロ ル 「 さ て 、 魔 核 ( コ ア ) も 取り 戻し た し 、 これ で 一 件 落着 だ ね 」 

同 エス テル  「 で も 、 バ ル ボ ス を 捕まえ る こと が で きま せん で し た …」 
同 フレ ン 「 え え …… そ れ だ けが 悔やま れ ます 」 了 

賠 リタ 「 何 言っ て ん の 、 あん な 悪人 、 死ん で …… ふ ぎゃ … ロ | 


人 リタ の 言葉 を 止め る 。 
に フレ ン 「 そ れ に まだ 一 件 落着 に は 早い な ] 


ls 世 ユー は: 「 あ あ 、 こい つが ちゃ ん と 動く か どう か 確認 し な いと 」 

「 ペ さ 3 | ERP 2 - 。 
阿 リタ  「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) は そん な に 簡単 に 壊れ な いわ よ 」 
開 カロ ル [ふーん 、 そう な ん だ 。 知っ て た 、 レイ ヴ ン …?] 
あたり を 見 回 し て も 、 レイ ヴ ン の 凄 は な な か っ た 。 
賠 リ シタ や”"”。 「 ま た あの お っ さん は …… 本 当 に 自分 勝手 ね ] 

賠 カロ ル 「 そ れ を リタ が 言う ん だ 」 MO 
問 ジュ ディ ス 。 「 人 それ ぞ れ で いい ん じゃ な い ?]」 ーー 
四 ュ ユー リ 「 ダ ング レス ト に 帰っ た ん だ ろ 。 会 いた きゃ 会 える さ 」 

| フレ ン 「 僕 も 一 足 先 に 戻る 。 部 下 に 仕事 を 押し つけ た まま だ か ら 。 …… エ ステ 


リー ゼ 様 も どう か 私 と ご 一 緒 に 」 
し マー わた し …… も う 少 し みん な こと 一緒 に いて は いけ ませ ん か 2 に 人 


[聞き 分 け の な い 姫 さん の 面倒 は も う 少 し こっ ち で 見 て や る よ 。 その 方 
が そっ ち も 楽 だ ろ ? 責任 も っ て ダン グレ スト に は 送り 届け る か ら 」 


も 駄目 だ 、 いい ね ?] 
「 分 か っ た 分 か っ た 」 
賠 「 で は エス テリ ー ゼ 様 、 ダン グレ スト で 」 
隔 | エス テル 。 「 あ り が と う 、 フ レン 」 


フレ ン は 立ち 去る 。 ユー リ は 黙っ た まま 、 何 か を 考え て いる 。 
了 | エス テル  「 浮 か な い 顔 し て 、 どう か し まし た か ?] 


関 ユー リ 「 い や 、 まだ デ デ ッ キ の 野郎 を 、 ぶん 殴っ て ね えと 思っ て さ 」 
カロ ル 「 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 魔 校 (コア ) は 戻っ た ん だ か らい いん じゃ な い 


の ? そん な コン 泥 な ん て 」 
「 ま 、 それ も そう だ な 。 ご どっ か が で 会 っ た ら 、 絶対 に ぶん 殴る けど 。 
……… 地獄 で 待つ て る 、 か 。 エー コー と 


「 じ ゃ あ 、 私 は ここ で お 別れ ね 」 
| リ 「 相 棒 の と こ 戻る の か ?」 
ーー 0 


こ か ら は 別 行 動 。 お 互い の 行動 に 干渉 は な し ね 」 
「 そ っ か 、 じゃ あな ]」 


= 生 - 証 議 ア P.563 | バル ボス 戦 


得 や み 、 苦 さ 、 
絶望 し た 貴様 が や っ て くる の を 
先 に 地獄 で 待つ と し よう 


ぞ れ に まだ 


一 件 北 着 に は 早い な 


ここ か ら は 別 行 動 
お 互い の 行動 に 千 渉 は な し ね 
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人 気 投票 の 結果 発表 ! 。o1 


「 キャ ラク ター 人 気 投票 」 の 結果 を 紹介 。 票 数 が 少な い キ ャ ラク ター は > P.348 
Topics(P.049、 P.292、 P.347、 P.563、 P.580) に 掲載 し て いる 。 *P.558 


に ユー リ が ぶっ ちぎ り の 票数 で 堂々 の 1 位 獲得 。 な お 、 レ イヴ ン は シュ | 
Q 1 好き な 人 物 は ? ヴァ ー ン と し て 29 票 集め た が 、 票 は 分 け て 集計 し た 。 


1 だ 4 位 か ら 1 、 、 こ ュ と と 


人 | フレ ン 
エス テル 
ジュ ディ ス 
パテ ィ 
ee 


1086 桂 


貫 き 通す 強い 意思 。 私 の 憧れ で す ( 箱 子 ・ 女 性 ) プ すべ て が 好き す 
ぎ て も う よ く 分 か り ま せん (れい れい ・ 女 性 ) 男 か ら 見 て も か っ こ 
いい (リス モ ・ OS ・ 男 性 ) 


受 し て る ぜ の . 女 性 と 12T3 
レイ ヴ ン と し て 生き よう と し て くれ た と ころ が 好き (七味 ・ 女 性 ) ン あ 
の お ちゃ ら け た 性 格 が 大 好き で す !( さ すら い の 明 星 ・ 女 性 ) 


3 位 | リタ を 選 だ だ 火 の コ メシ ド 
エス テル と の 友情 が 心 に し みた (Shori・ 女 性 ) ン 素直 に な れ な いと 
ころ が か わい い 。 天才 だ が 人 一 倍 努 力 家 な と ころ も いい (うし に ん 
ZZ・ 男 性 ) プ ご かわ いい 。 こ れ に つき る (Greed・ 男 性 他 多 数 ) 


直ぐ で カッ コイ イ け どか わい いと ころ が 好き で す !( い ちか ・ 女性 ) ン 完璧 な の に 味 オン チ な と ころ ( 和 那 ・ 女 性 ) 
ee ?」 が すご く か わい いで す !(kota ・ 男 性 他 多数 )/ 成 長 し て いく 姿 が か わい らし い (aas ・ 男 性 ) 
上 自分 を し つか り 持っ て いて 、 冷静 で か つ 熱 い 心 も 持っ て いて 、 強く 、 格好 が よい と ころ で す (迅雷 鳴動 ・ 男 性 ) 
サイ ファ ー と の 決着 の シー ン は 一 番 泣き まま し た 。 パテ ィ の 強 さ と 弱 さ の ギャ ッ プ が 大 好き で す !!( う に ・ 女 性 ) 
クー ル で す !! 静か な 闘志 を 感じ ます (ラビ ピー ド 大 好き ・ 男 性 )/ 買 く て 渋い の が か わい すぎ る (海里 ・ 女 性 ) 


票 | ストー リー の 中 で 一 番 成長 し た 子 だ と 思い ます 。 応援 し た く な る し 何より か わい い !!( カ ルミ ア ・ 女 性 ) 
ミ | 容姿 、 性 格 、 行動 な どす べ て が 好き で す 。 彼 に は 幸せ に な っ て ほし いで す ( 洋 梨 ・ 女 性 ) 


も し 登場 人 物 の 1 位 と 僅差 の ラ ピ ー ド は 、 ユー リ の そば に いら れる か ら と いう 理由 


誰か か の びら 6 


が 多かっ た 。 な か に は 街 の 人 に な り た いと いう コメ ント も ! 


あの 剣 を くる くる 回 す ヤツ …… や っ て みた いで すっ !( ア イリ ・ 女 性 ) 
ノ ユ ー リ みた い に 強 く な り た い ( エ ッ グ ベア ・ 男 性 他 多 数 ) 自己 
作 を も の と も し な い 、 こん な 人 に な っ て みた いで す (kukty・ 男 人 


ー リ と いつ も 三 緒 に いら れる が (お ゃ ー ・ 女性 他 多数 ) ン ユー リ 
に な で な で し て も らい た い (明星 ・ 女 性 ) 
ラビ ピード に な っ て みん な を そっ と 支え て あげ た いで す (kad・ 女 性 ) 


3 位 リタ を 選 め だ 火 の コ メン シド 
くる くる 回 りな が ら 魔 術 を 使っ て みた い ( さ っ ちん ・ 女 性 他 多数 ) ノ 
お っ さん の 心臓 魔 導 器 を 毎日 診 ひ こ あ げた いで す ( 天 音 ・ 女 性 ) か 


トッ ーー ジー ee わい いし 、 何より も 強い か ら ! 魔術 も 使っ て みた い !( 紅 強 ・ 女 性 ) 


票 | エス テル に な っ て ユー リ と 駆け 落ち する の が 夢 で す ( 月 草 ・ 女 性 ) ノ 治癒 術 で 人 を 助け た い ( フ ィ ー ネ ・ 女 性 他 多数 ) 


票 | ふだん は お どけ な が ら も 大 事 な 場面 で は し っ か り と する 、 こん な 人 物 に な り た いで す ( イ チバ ン ボ シ ・ 男 性 ) 
票 | あん な 素晴らし い リ ー ダ ー に な れ た ら ……( 楓 輝 ・ 男 性 ) プ ユー リ の 親友 に な り た いか ら ( き さ ・ 女 性 他 多 数 ) 
票 | すべ て を 見 透 か す よう な 笑み を 浮か べ て 、 ほか の キャ ラク ター を 翻弄 し た いで す ( メ リー ・ 女 性 ) 


桂 | お で ん で フェ イタ ルス トラ イク を 決め た い !( コ トレ ノ ・ 女性) あの 身軽 さ で 、 世界 を 回 っ て みた いか ら ( 未 紗 ・ 女性) 
票 | 一 番 性 格 が 似 て いる か ら で す 。 カロ ル の 心 の 成長 を 見 て 、 自分 も 頑張 ろう と 思い まし た (わん こ ・ 


票 | 違っ 未来 を 選ば せ た い (お 星 様 の し っ ぽ ・ 男 性 ) 考 え に 共感 で きる か ら ( ゼ アー ・ 男性 他 多数 ) 
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116 
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ジュ ディ ス と 別れ た ユー リ た ち は 、 ダン グレ スト まで 戻っ て きた 。 


「 あ 、 騎士 団 も 戻っ て きた よ 」 


大 勢 の 騎士 が ラ ゴ ウ を 取り 囲み 、 拘束 し て いる 。 


「 私 は 無実 で す ! これ は 評議 会 を 潰さ ん と する 騎士 団 の 陰謀 で す !」 
「 往 生 際 悪い じい さん 」 
「 を プレン ば Se - の | 
「 こ こ か ら じ ゃ 見 えな いな 」 


計上 に g づ く ュー リ た ち 、 


「 騎 士 団 を 信じ て は いけ ませ ん ! 彼ら は あな た た ち を 安心 させ た 上 で 
この 街 を 潰 そ うと し て いる の で す 3 
「 我 ら は 騎士 団 の 名 の 下 に 、 その よう な 不実 な こと を し な いと 碧 い ます | 
「 あ な た は …… フ レン ・ シ ー フ ォ ロ | 
「 帝 国 と ユニ 20 コー つこ 
「 な ! そん な 、 バカ な -…-」 

今 ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス と ヨー デル 様 の 間 で 、 話し 合い が も た れ て いま 
す 。 正式 な 調印 も 時 間 の 問題 で し ょ う 」 5 
「 ど うし て …… ア レク セイ め は 今 、 別 事 で 身動き が 取れ ぬ は すず | 
「 確 か に 。 騎 士 団長 は こち ら の 方 に 顔 を 出さ れ た 後 、 す ぐに 帝都 に 戻ら れ ま し た 」 
ト で は eS 誰 の 指示 で 2 」 


エス テル 


カロ ル 
関 ユー リ 


エス テル 


関 ユー リ 
エス テル 


閥 ユー リ 


エス テル 


「 く っ …… ま さか こ ーー テー を 潰さ れる と は …-」 
「 こ れ で カプ ワ ・ ノ ー ル の 人 る 々 も 圧政 か ら 解放 され ます ね | 1 
「 次 は まとも な 執政 官 が 来 りゃ いい ん だ が な 」 
「 い い 人 が 選ば れる よう に 、 お 城 に 戻っ た ら 掛け 合っ て み ま す 」 

「 お 城 に っ て …… エ ステ ル 、 帝都 へ 帰っ ちゃ う の ?」 


「…… は い 。 ラ ゴ ウ が 捕まっ て 、 も うお 城 の 中 も 安全 で し ょ うか ら 」 


「 ホ ント は 帰り た く な い 」 

「 え ?」 

「 つ て 、 顔 し て る 」 

「 そ ん な こと 、 0 4 
「 ま 、 AS st 


凛々 の 明星 編 


癌 カロ ル 


ド 』 カロ ル 


ユー リ 


宿屋 で 身 を 休め る 一 行 。 そ の 夜 、 ベ ッ ド で 寝転がっ て いる ユー リ に 、 カ ロ ル が 駆け 寄っ て くる 。 


関 ユー リ 


「 ゆ っ くり 寝かせ ろ っ て ……-」 


「 大 変 だ よ ! ユー リ | 


「 ラ コウ が 、 ラコ ゴウ が 
ジウ が どう もし た っ て て] 


カロ ル 
ユー リ 


「 評 議会 の 立場 を 利用 し て 、 非 を 軽く し た ん だ っ て ! 少し 地位 が 低く な 
る だ け で 済ま され る みた い ! ひど いこ と し て た の に !」 
「 面 白く ね え 冗 談 だ な 」 


癌 カロ ル 「 冗 談 じ ゃ な く て 、 ほん と な ん だ より 


開 ユー リ 「 こ れ が 今 の 帝国 の ルー ル か 。 っ たく 、 ホン ト に 面白 くね ぇ 」 

関 | カロ ル 「 ど うし よう 、 ユー リ ] 

閲 ユー リ [さて …… な | 

癌 カロ ル 「 ち ゃ ん と し た 訓 も 受け な いな ん て 、 こん な の 絶対 お か し いよ 。 そう だ ! 
2 エス テル に 言え ば 、 な ん と か な る か も し れ な い | 

関 ユー リ 「 お い 、 あん まお 姫 様 に 迷惑 か けん じゃ ね え ぞ 」 

カロ ル は 走り 去る 。 和 まさ 人 = 
較 ユー リ 「 っ た く 。 な に や っ て ん だ よ 、 フレ ン 。 あい つ ……・ 駐 屯 地 の テン ト に いる か な …」 
ユー リ は ひと りら 、 騎 士 団 の 駐屯 地 に 向かう 。 と ある テン ト に 入ろう と し た と ころ で 、 声 が する 。 
用 フレ シ レッ ク < く らい し た 5 どう 3 だ い ?|] 

較 コ ー リ 。 ER る の お の っ て た ろ | 坂 に 。 2 
ユー リ が テン ト を 叩く と 、 フレ ン が 出 て くる 。 そ の 身 に は 真新しい 鎧 を まとっ て いる 。 

関 ユー リ 「 お まえ 、 その 格好 (か っ こう )」 

用 フラ レン [日 付け で 隊長 橋 赤 和 し た 1 っ 
義 ユー リ 。。 「 フ レン 隊 の 生 か 。 ま た 差 つゆ られ た な 」 
賠 フレ ン 「 そ う 思う な ら 、 騎士 団 に 戻っ て くれ ば いい 。 ユー リ な ら ……」 

関 ユー リ 「 オ レ の 話 は いい ん だ よ 。 隊長 就 任 、 お めで と さん 」 

賠 フ レン | 「 あ り が と う 。 僕 を 祝う た め に 来 た わ け じ ゃ な い だ ろ う ?」 
較 コ ユー [の 5 0 ニー ント シン シート 
同 フレ ン ” ”「 ラ ゴウ の 件 だ な 」 に 2 
回 フレ ン [ノー ル 門 の 私 物化 、 ルル ボス と 結託 し て の 反逆 行為 。 加え て 街 の 人 々 か ら 


_ の 扱 玲 、 気に入ら な いと いう 理由 だ け で 部 下 に さ > 人 、 手 を か けた 。* し た 人 々 


は 魔物 の エサ か 、 商品 に し て 、 死体 を 欲し が る 人 々 に 売り 飛ば し て 金 に し た 」 


ここ ルキ る と エト 


本 ユー リ 「 外 道 め ……」 

| フレ ン ” ”「 こ れ だ け の こと を し て お いて 、 罪 に 問わ れ な いな ん て ……! 思っ て い 

。 た 以上 だ っ た ……。 評 議会 の 権力 は ……! 隊長 に 昇進 し て 、 少 し は 目 

-。 的 | に 近付い た つも り だ っ た 。 だ が 、 ラ ゴウ ひと し 裁 け な い の が 僕 の 現実 だ 」 4 
閲 コ ユー リ | 「… 終 っ た わけ じゃ な い だ ろ ? それ を 変え る た め に 、 も っ と 上 に 行く ん だ ろ 」 

回 フレ ン 。 | そう だ . だ が 、 その 間 に も 多く の 人 か 苗 し め られ る 。 理不尽 に …- そ れ を 時 うと …」 

開 コ ユー リ 。 [短気 起こ し て 、 ラ ゴウ を 殴っ た りす ん な よ ? 出世 が 水の泡 だ 」 

隊 フ レレ ] 2 So | 
較 ユー リ 「 お まえ は ラ ゴ ウ より 上 に 行け 。 そし て …-」 肖 
回 フレ ン ”。 「 あ あ 、 万 人 が 等 し く 扱わ れる 法 秩序 を 築い て みせ る 。 必ず 」 紳 
に ] 


賠 フ レン 4 
回 ュー | 
較 フレ ン 人 | 
深夜 。 街 の 一 人 
園 ラコ ゥ | 
es 人 
人 記 5 すら 0 M 


0 、 交 oe.* 


黒い 影 、 ユー リ は 、 ラ ゴ ウ を 静か に に らん で いる 。 

| 、  「 あ 、 あ な た は ……。 私 に 手 を 出す 気 で すか !? 私 は 評議 会 の 人 間 で す よ !] 
ラ ゴ ウ の 声 に いっ さい 耳 を 傾け ず 、 ユー リ は 詰め 寄る 。 

園 ラ ゴ コウ や ” 「 あ な た な ど 簡 単に 潰せ る の で す 。 無事 で は 、 す 、 すみ ませ ん よ 」 
賠 ュ ユー リ 「 法 や 評議 会 が お まえ を 許し て も オレ は お まえ を 許さ ね え 」 

間 2H の 0 | いく 玉 SEU ニー 

信 げ 出す ララ ゴウ に ーー 前 。。 

園 ラ ゴ マウ  " 「< ぐ っ -…… あ と 少し で 、 軸 の 式典 (デイ ン ノ モス ) を ぉ …… が ふっ 」 
宿屋 に 帰る ユー リ 。 宿屋 の 前 で は 、 ラビ ー ド が 寝 て いる 。 

病 3ー コ リ ラビ ピー ド 


立ち 止ま っ て し ば らく する と 、 ユー リ は 宿屋 に 入っ て いく 。 ラビ ピー ド の 目 は 、 開か れ て いた 。 


SNOWRONSNSKD 


波乱 は 波乱 を 呼ぶ 


た AkKCS2497 KC まま /b032 が Sh2AKYSE SR ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト ネ 


E K ト か : 


で て ネー ネー ネ マネー て ネー ネー 


ー た に て DS 隊 記 
今度 、 お 城 に 遊び に 来 て くだ さい 」 
「 ガ キ ん ちょ ほん と に 行く わ よ 」 


同 エス テル  「 そ う で すね 」 
評議 会 員  「 姫 様 、 そ ろ そろ 」 


エス テル 0 の 正当 な 処 害 を 下 せ る よう に ]」 


、 評議 会 員 ” 「 姫 様 、 そ の こと な ん で す が …」 


察し た エス テル は 、 評議 会 員 と と も に カロ ル た ちか ら 離 れる 。 
評議 会 員 ーー 詳し く は まだ わか り ま せん 


隔 | エス テル 。 「 ど うい うこ と な の ……」 


リタ 「 び びっ て 逃げ た か な 。 さて 、 あたし も 行こ うか な 。 エア ルク レー ネ っ て の 
3 を 色々 調べ て 回 り た いし 。 調査 が 済ん だ ら 、 あたし モ も 、 帝 都 に 、 い 、 行く か ら 」 


エス テル は リタ の 前 に 回 り 込み 、 無理 矢 理 握手 を する 。 


- 医 エス テル  「 は い 、 楽 し み に し て ます 」 
内 リタ 「 じ ゃ 、 bw あ ね リ 


「 ボ ク は ギル ド を 、 ユー リ と 一 緒 に に Y た に 


に ラテ ヶ 、 追え ば 、 まだ 間 に 合 合う か も し れ な いよ 」 


[その 気 に な りゃ 、 いつ だ っ て 会 える さ 」 


「 ユ ー リ の バカ 。 も う 知 ら な い 」 


「 行 っ て も 帰り づら くす る だ け だ っ て の …-」 。 1 

突然 外 か ら 爆 音 が 鳴り 響く 。 L 全く 2 間 Me 。 コ ニ | 

閲 - し 計 間 の ーー の ーー ピ 
ー リ 。 

っ ーー ヤジ 
2 4 
街 の 上 空 で は 、 巨大 な 鳥 の よう な 魔物 が 飛び 回 っ て いる 。 。 。 
問 ユー リ 。。 「 カ ロ ル ! あり D ゃ な ん だ ? 知っ て つか ?] 


カロ ル 「 う うん 、 ボク も あん な の 見 た こと な いよ ……。 降り て くる よ 


ユー リ 「 行 く ぞ 、 カロ ル 」 

カロ ル 「 え ? あ 、 待 っ て !] 

広場 に 出る と 、 剣 を 杖 に か ろう じ て 立 っ て いる フレ ン が 目 に 入る 。 

ュー リ 「 な ん て ザマ だ よ 」 し 1 
に | フレ ン 「 ユ ー リ か 、 頼む …… エ ステ リー ゼ 様 を ……」 


記 | カロ ル 「 ユ ー リ ! あれ !| 
街 の 出口 付近 で 、 エス テル が 騎士 を 治療 し て いる 。 すぐ 近 くに は 魔物 の 次 。 
ウィ チル 「 魔 物 め 、 こ っ ち に 来い !] 
ウィ チル が 魔物 に 向け て 魔術 を 放つ が 、 魔物 は エス テル の 方 を 向い た まま だ 。 
開 ソ デ ティア  「 な ぜ 、 私 た ち を 無視 する 」 
隔 | エス テル  「 わ た し が -…… 狙 われ て る の ?] 
アレ クセ イ が 、 部 下 を 連れ て 広場 に 出 て くる 。 
| フレ ン 「 騎 士 団長 ……。 どう し て ここ に …-」 
賠 アレ クセ イ 「 騎 士 団 の 精鋭 が ……! や お を 得 な い 、 か ……。 ヘ ラク レス で 、 や つ 

を 仕留め る !」 モス テル ダグ PR る の を 
ユー リ と カロ ル が 、 部 下 に 指示 を 出す アレ クセ イ の 後ろ を 抜け る 。 
較 アレ クセ イ 「 ロ ー ウ ェ ル 君 、 待ち た まえ ! も う 手 は 打っ た ! 


な ぜ 、 私 た ち を 無視 する 


か 


関 ユー リ [冗談 ! エス テル が 食わ れる の を 、 黙っ て 見 て られ る か !] 

咽 ??? 「 忌 マ ワシ キ 、 世界 ノ 毒 八 消 ス 」 

- 障 寺 。 「 人 の 言葉 を ……! あ 、 あ な た は …… 1 

突然 、 爆撃 が 魔物 を 襲う 。 魔物 は エス テル の も と か ら 可 れ る 。 330 ] 上 
同 | エス テル  「 コ ユーリ ! = も の 9 ピー 
関 コ ー リ [無事 だ な 」 「。 生 oR 


よー リ 「 あ れ は …… ?」 
癌 エス テル 「 ヘ ラク レス …-」 SS 
カロ ル ” 「 こ こ に いち ゃ 危な いよ | NN 
ユー リ 「 オ レ は この まま 街 を 出 て 、 旅 を 続け る 」 
同 エス テル  「 え ?」 
ユー リ 「 帝 都 に 戻る っ て ん な ら 、 フレ ン の と こま で 走れ 。 選ぶ の は エス テル だ 」 
回 エス テル  「 わ た し は ……」 
砲撃 は いま だ 止ま な い 。 
居 | エス テル  「 わ た し は 旅 を 続け た いで す !」 6 
エス テル は 答え る 。 ユ ー リ は 微笑 ん で 手 を 差し 伸 く る 。 。 。 au ia 
閲 ユー リ 「 そ うこ な くっ ちゃ な 」 人 
エス テル が ユー リ の 手 を つか ん だ その と き 、 砲 弾 が 橋 に 直撃 する 。 崩れ る 橋 か ら 離 れる 一 行 。 
同 エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス ?] Pa 1 
橋 の 上 に は 、 魔物 と 対 崎 す る ジュ ディ ス の 姿 が あっ た 。 1 
還 | エス テル  「 危 な いこ と し な いで !| 人 
閲 ユー リ 「 お まえ が それ 言う な 」 3 
問 ジュ ティ ス [心配 な いわ 。 あな た た ち は 先 に 」 5 N 
同 エス テル  「 さ ぁ 、 早 く !」 9 
閲 5 。 「 あ ら 、 強引 な 子 」 4 

ー リ た ち が 街 を 出る と 、 魔物 も 去っ て いく 。 | 
し カロ ル 「 あ れ ? 帰っ て く 。 な ん で ?1 | 
違 | フレ ン 「 待 つん だ 、 ユー リ ! それ に エス テリ ー ゼ 様 も 」 
閥 ユー リ 「 面 倒 な の が 来 ち まっ た な 」 
孔 | エス テル  「 ご めん な さい 、 フ レン 。 わ た し 、 や っ ぱり 帝都 に は 戻れ ませ ん 。 学 ば 
な けれ ば な ら な いこ と が まだ た くさ ん あり ます 」 cevio 
同 フレ ン 「 そ れ は 帝都 に お 戻り に な っ た 上 で も …」 ーー も 
エス テル は 首 を 横 に 振る 。 、 # 


孔 | エス テル  「 帝 都 に は 、 ノ ー ル 港 で 苦し お 人 々 の 声 は 届き ませ ん で し た 。 自分 か ら 
歩み 寄ら な けれ ば 何 も 得 ら れ な い ……。 そ れ を この 旅 で 知り まし た 。 
だ か ら ! だ か ら 旅 を 続け ます !」 


帝都 に は し ば らく 戻れ ね え 。 
オレ 、 ギ ルド 始め る わ 


言う の が 逆 に 
な っ ちまっ た けど 
よろ し く な 、 カ ロ ル 


) ロ ル 

は ぁ 、 は ぁ 、 

街 を 出 な きゃ は わか る ん だ けど 
正直 へ と へ と ー 


F ス テリ ー ゼ 本 …」 


ユー リ は フレ ン に 何 か を 投げ 渡す 。 


閲 ユー リ 


「 フ レン 、 その 魔 核 (コア )、 下町 に 届け と いて くれ !」 


「 孝 に は し ば らく 戻れ ね え 。 オレ 、 ギル ド 始 め る わ 。 ハン クス じい さん 


蘭 ユニ リ 


癌 カロ ル 


閲 ユー リ 


や 、 下 町 の みん な に よろ し く な 」 

に ジー は ー… | 

「…… ギ ルド 。 それ が 、 君 の 言っ て いた 君 の や り 方 か 」 
「 あ あ 、 腹 は 決め た 」 

「…… そ れ は か まわ な い が 、 エス テリ ー ゼ 様 は ……」 
「 頼 ん だ ぜ 」 

[ユー リバ | | | 

「 言 う の が 逆 に な っ ちまっ た けど 、 よろ し く な 、 カロ ル 」 
「 う ん 1 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


「 さ ぁ 、 と っ と と 街 を 出 よ う ぜ 。 ウ ダウ ダ し て る と 騎士 ども が 追っ か け に きち まう ぞ 」 


エス テル は フレ ン に 深々 と お 辞 儀 を し た あと 、 ユーリ た ちと と も に 行く 。 街 を 出 た と ころ 
で 一 乱 つ く 一 行 。 カ ロ ル は 肩 で 息 を し て いる 。 


カロ ル 


ジュ ディ ス 


ユー リ 


3 ディス 


関 ユー リ 
カロ ル 


エス テル 


カロ ル 
ユー リ 


「 は ぁ 、 は ぁ 、 街 を 出 な きゃ は わか る ん だ けど 正直 へ と へ と -ー。 て ゆう か 、 


な ん で ジュ ディ ス 付 いて き て ん の ?」 

「 ゆ き が か り 上 、 そう いう こと に な っ た みた い ]」 

「 道 連れ が 増え ん の は 構わ ね え け ど 、 は も うち ょ っ と が ん ば っ て 踏ん 張 ろ う ぜ ] 
「 ど こま で 踏ん 張れ ば いい の か し ら 」 

「 こ こ か ら 近 い の は へ リオ ー ド か 。 と りあ え ず そこ まで か な ]」 

「 え ーッ リ 」 

「 街 を 出 て 少し し た ら 休 憩 し ます ?] 

「 そ 、 それ 賛成 一 」 

「 へ い へ い 。 ん じゃ 行き ます か 」 


うり フィ ベン ト 2 相 の 男 ・ そ の 3 


世 中 明 ブリ ュー ナク ・ そ の 1 


スキ ッ ト 次 か ら 次 へ と いっ た いな ん だ ノダ ング レス ト を 襲っ た 魔物 に つい て / 罪 魔物 が し ゃ べ っ た ! / 
ダン グレ スト は 大 丈夫 ? プ ヘラ クレ ス っ て すご い 


叶 デュ ー ク が エス テル を 狙っ た 魔物 に つい て 話す 
き ガス ファ ロス ト の 一 室 で 、 ジュ ディ ス が 奪わ れ た 槍 を 探す 


カロ ル 
ぞろぞろ 休憩 し よう よー 


ぞ それ で ドン の を 継い で 、 


ダン グレ スト を 守る ん だ 


へ リオ ー ド を めざす ユー リ た ち 。 道中 で カロ ル が 口 を 開く 。 


問 カロ ル 「 そ ろ そ ろ 休 憩 し よう よー」 

ジュ ディ ス  「 そ う ね 。 も う 何 も 追っ て こない よう だ し 」 

。 | エス テル 「…… ど うし て わか る ん で す ?」 

ジュ ディ ス  「 勘 、 か し ら 」 0 

* 引 カロ ル 「 勘 …… ?」 

較 ユー リ 「 ま 、 ここ な ら 大 丈夫 だ 。 と りあ え ず 休 も う 」 

癌 | カロ ル 「 一 休み し た ら ギ ルド の 事 も 色々 ちゃ ん と 決め よう ね 」 

関 ユー リ 「 一 休み し た い の は カロ ル 先 生 だ けど な 」 

ジュ ディ ス  「 ギ ルド を 作っ て 、 何 を する の ? あな た た ち 」 

閲 ユー リ 「 何 を 、 か ……」 

癌 カロ ル 「 ボ ク は ギル ド を 大 きく し た いな 。 そ れ で ドン の 跡 を 継い で 、 ダン グレ ス 
ト を 守る ん だ 。 それ が 街 を 守り 続け る ドン へ の 恩返し に な る と 思う ん だ ]」 

エス テル  「 立 派 な 夢 で すね 」 


関 ユー リ 


「 オ レ は まぁ 、 首領 (ボス ) に つい て 行く ぜ ]」 


カロ ル 「 え ? ボ 、 首 領 (ボス )? ボク が …… ?」 

問 ユー リ 「 あ あ 、 お まえ が 言い だ し っ ぺ な ん だ か ら 」 

義 カロ ル 。 「 そ 、 そ うだ よね 。 じゃ あ 、 何 か らし よっ か | 
関 ユー リ 。。 「 と りあ え ず 落ち 着け 」 

同 カロ ル [うん あら っ 2 寺 和 ポー シシ シー っ 
[いっ …… な ん だ か ギル ド っ て 楽し そう ね 」 

「 ジ ュ デ ィ ス も ギル ド に 入っ て は どう で す ?」 

「 あ ら 、 いい の か し ら 。 ご 一 緒 さ せ て も ら っ て も 」 

「 ギ ルド は 捉 を 守る こと が 一 番 大 事 な ん だ 。 その 控 を 破る と 厳し い 処罰 
を 受け る 。 例え それ が 友達 で も 、 兄弟 で も 。 それ が ギル ド の 誇り な ん だ 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


だ か ら 近 に 装 い を 立て ず に は 加入 は 出来 な いん だ よ ] 


賠 ジュ ティ ス 


エス テル  。 「 カ ロ ル の ギル ド の 探 は 何 な ん で す ?」 
賠 カロ ル 「 え っ と …-」 
病 ユー リ 「 お 互い に 助け 合う 、 ギル ド の こと を 考え て 行動 する 、 人 と し て 正しい 
- 行動 を する 、 それ に 背け ば お 仕置 さだ な 」 
開 カロ ル 「 え ?」 る 
エス テル  。 「 ひ と り は ギル ド の た め に 、 ギル ド は ひと り の た め に 。 義 を も っ て こと を 
成せ 、 不義 に は 神 を 、 っ て こと で すね 」 
義 ユー リ |  [ 控 に 反し な い 限 り は 、 個 々 の 意思 は 尊重 する 」 
カロ ル モーMeoo or: 
ユー リ [だ ろ ? 領 (ボス )] 


「 う か ら は 私 の 控 で も ある 、 と いう こと ね 」 
「 そ ん な 簡単 に 決め て いい の か ?」 
「 え え 。 気に入っ た わ 。 ひと り D り は ギル ド の た め …… い いわ ね 」 


「 捉 を 守る 交 い を 立て る わ 。 私 と SV あな た た ちの た め に 」 

[あん た の 相棒 は どう すん だ ?」 

「 心 配 し て くれ て あり が と う 。 で も 、 平気 よ 、 彼 な ら 」 

[相棒 っ て …… ?] 

「 前 に 一 緒 に 旅 を し て た 友達 よ 」 

「 へ え 、 そ ん な 人 が いた ん だ ね 。 じゃ あ 今 日 か ら ボ ク ら が ジュ ディ ス の 相棒 だ ね 」 
「 よ ろ し く お 願 いね ] 
「 よ ろ し く !」 


「 わ た し は ……」 5 
「 ま 、 と りあ え ず 今日 は も う 休む か 」 


ea クタ クタ な の 忘れ て た 」 


RES ( ヶ (^ 人 ^(ー ッ ッッ ヶ ォ ヶ ネル ケル ネッ ネッ ヨネ トー ッ ーーーーーー ーー ーー つう ペ トッ OO トー テウ ーー 


「 は 3。 寝 な い の か が ?」 


問 エス テル | ええ それ より どう か し まし た ?」 


問 ユー リ 「 い や 、 これ か ら ど うす る つも りか と 思っ て な 」 

回 エス テル 「 そ う で すね ……・ 旅 を 続け られ る と 思っ て な か っ た し ……。 。 
sw 考え 中 で す 。 ユー リ は ギル ド が ん ば る ん で す よ ね 」 
開 ユー リ [ボチボチ っ て 言い た いと ころ だ けど 、 フレ ン に も 格好 (か っ こう ) つ けち 
IT テ YT マ T す 所 や ヶ IT や や ヤ TY ユ エマ 
同 エス テル  「 カ ロ ル も うれ し そう で す 。 少し うら ゃ まし い 」 。 
閲 ユー リ 「 お っ と 。 お 姫 様 も ギル ド に 入り た く な っ た か 」 

識 エス テル  「 入 れ て くだ さい っ て 言っ た ら …… 入 れ て くれ ます ?] 。 
開 ココ リ ”” 「 ち ゃ ん と 考え て 決め た ん な ら 、 止 め や し な い ぜ ] 
ト エス テル  「 そ う で すね 、 ち ゃ ん と 考え な きゃ …… わ た し も 」 
義 ユ ー リ 「 ま 、 考 えす ぎ て も ダメ だ けど 」 NTTrmT ギヤ TItTtltmtsoO 


「 ふ 点 点 」 


お 互い に 助け 合う 、 
ギル ド の こと を 考え て 行動 する 


ひと り は ギル ド の た め に 
ギル ド は ひと り の た め …… 


控 を 守る 散 い を 立て る わ 
あな た た ちの た め に 


ぞう だ ね . ク タク タ な の 忘れ て た 


ちゃ ん と 考え て 決め た ん な ら 、 


止め や し な い ぜ 


8 ro 6 
ーー ニー で バ 


こそ 


0 。 北 。 On。 北 0 か 、。 光 か の か の 、 
宮 
ナァ ニー て 


2 


に 
> こと 


し か 。 北 、 づ ト 、 北 で や も つい 
ター 


pk 


ここ ー て 


x4k、。 北 、.。、。 北 、 。0。 。 下 。、。。- 文 。 0x 素 、 8 ・ 
am あー 


Ce 


IN 


2 2 2 


OR 
キ コ 電 * の 
| で no ーー で ここ で た て ここ で 
PS 人 上 
ギン ネー ホー キー イー ネー て ーー デー ンー デー ンー ンー ジー 


ー リ は 去っ て いく 。 
ロ エス テル  「 わた し の 決め る ……] 


ュ ユーリ 「 ラ ピー ド 


ー リ が 声 を か ける と 、 伏せ は て いた ラ ピ ー ー ド は 起き 上 が る 。 
賠 ユ ー ュー リ 「 お まえ も 見 張り 番 か 。 ギル ド …… は じ め ち まっ た な 。 どう に も 変わ っ た 
メン ツ だ が お も し ろく な り そ う だ 」 


回 ュー ユー リ 「 は っ は 。 お まえ が ナン バー ら だ な 。 あん まり 首領 (ボス ) を いじ め る な よ 」 
ビード ウン 


_「 お まえ も グ し 休ん どけ よ 」 


SR 


関 ユ - リ  「[ ceore 人 人 0 


_「 な ん だ よ 」 


「 あ の 控 、 誰か に 聞い た り し な いで 自分 で 考え た の 7」 


人 半 pr poetmaaesctya-… タ efikfrEEHLoG 


SO 


男気 涯 々 胸 い っ ぱい 回 上 


癌 っ ュ ジュ ディ ス [の 上 NO 富 で MASCI 10 NO 2 ーー 
回 コー- リ 「 そ ん な ん じゃ ね ぇ よ 」 


癌 ジュ ティ ス 「 素 直 じ ゃ な い の ね 」 


息 ュ ユー リ (人 


「 よ く 言 う ぜ 。 RG Ac の 画 5g い < 


ck 


交 
| 
NMMk Ml el 0 ee ーー ーー 
ユー リ  「 ま だ 大 丈夫 だ っ て 」 、 川 
夜 が 明け て 、 一 行 は 今後 の こと を 話し 合う 。 旨 
較 カロ ル 「 せ っ か く ギル ド 、 立ち 上 げた ん だ し 、 何 か 仕事 し た いね ] 間 
還 ユー リ 「 そ う 慌 て る な っ て 。…… エ ステ ル は これ か ら ど うす る つも りな ん だ ?」 | 


エス テル 「 わ た し は 、 あの し ゃ べ る 魔物 を 探 そ うと 思い ます 。 狙わ れ た の が わた 
し な ら 、 その 理由 を 知り た いん で す 」 


[ 
開 カロ ル  ” 「 で も -…- 見 つか る ? どこ に いる か わか ら な い 化 け 物 な ん て ……」 6 ] 
閲 ユー リ 「 化 け 物 情 報 は カロ ル 担当 だ ろ 」 

カロ ル 「 い くら ボク で も あん な の 初め て だ も ん 。 わか ん な いよ ー」 


癌 ジュ ディ ス [化け物 で は な く て 、 あの 子 は フェ ロー」 


uuEEEhEEU え ERR ッッ ッッ ト ト ー て シー 


エス テル 「 知 っ て いる ん で す ?」 
和 「 前 に 友達 と 旅 を し た 時 に 見 た の 。 友達 が 彼 の 名 前 を 知っ て いた わ ]」 
HE 「 一 緒 に 旅 し て た っ て 人 ? その 人 、 な ん で そん な の 知っ て た の ?」 
ジュ ディ ス は 何 も 答え な い 。 
エス テル [見 た っ て どこ で で すか 91 

ジュ ディ ス 「 デ ズ エ ー ル 大 陸 に ある コ ゴ ー ル 砂漠 で 、 よ 」 


基 | エス テル [この トル ビ キ ア 大 陸 の 南西 の 大 陸 で すね 。 デズ エー ル 大 陸 …… 砂 漠 ……」 


開 ユー リ 「 た だ 見 た っ て だ け で ほ い ほぼ い 行 く よ う な と こじ ゃ な い ぞ 。 砂漠 は ] 
較 カロ ル 「 そ うだ よね ぇ 」 
開 エス テル  「 も し か し て 、 あ の お と ぎ 語 DO…』 っ az 
カロ ル 「 お と ぎ 話 ?」 -- 電 95 和 9 
同 エス 「 お 城 で 読ん だ こと が あり ます 。 コ ゴー ル 砂 漠 に 住む 、 言葉 を し ゃ べ る Bs 
魔物 の 物語 を 」 
カロ ル  ” 「 で も 、 い くら で も ある じゃ ん 、 そ ん な 話 。 ほら 、 海 の 中 か ら 語り 掛け て 
くる 魔物 の 話 と か 」 2 いす ニ 
「 そ れ は きっ と 逆 ね 」 
[ 逆 ?] 0 PWR TSN  N > 


[その まま そう いう お 話 に な っ た の よ 、 彼ら の こと が 」 
[ 火 の な いと ころ に 煙 は た た な い 、 で すね | 
[で も 、 そこ へ エス テル 一 人 で 行く つも り だ っ た の ?] 
陸 問 % あの 0 な: な o 」 3 
[や れ や れ 。 こり ゃ 護衛 役 続け こ か ね ぇ と マジ で 一 人 で も いっ ちまい そ 
うだ 。 な ぁ 。 こ れ 、 ギル ド の 初 仕事 に し よう ぜ 」 
「 そ っ か ! ここ で エス テル ー 人 で 行か せ た ら ギル ド の 控 に 反する よね 」 
[そう いう こと ね 」 2 2 
「…… で も 、 仕事 に する な ら 、 エス テル か ら 報 酬 を も ら わな いと ]」 
[ユニ リ 。 RGUME ろ 、 移 本 Lo ウー ーー 
1 に 


「 あ 、 あの …… わ た し 、 今 、 持ち 合わ せな いで す ……」 
ーー 報酬 は 、 5 と で きえ で も VC ない 


な ぁ . こ れ 、 ギ ルド の 
初 仕 吉 に し よう ぜ 


に で 3 


っ | アニ 洗う 


は 
3 
1 


に 


に 
あつ 
か 


< か 


ECtO1 ウ 1 ヤマ ヤ ITOT サ ーー 


また 、 み ん な で 旅 が 出来 る … 


隊 : あ 「 ま た 、 みん な で 旅 が 出来 る ……」 


賠 カロ ル 「 よ ー し ! じゃ あ 勇 気 凛々 胸 い っ ぱい 団 出発 !」 

同 エス テル 。 「 ち ょ っ 、 それ な ん で す ?] 2 ーー スー 
同 カ ヵ カロル 「 え 、 ギル ド 名 だ よ 」 5 ※ 
回 に | エス テル 「 そ れ じ ゃ だ めで す ! 名 乗り を めげ る と き に 、 ず ば っ と 言い や すく な いと | + 
較 カロ ル 。 「 そ 、 そ うな の ? じゃ あ …-」 っ モ 


EC いい で 3 


、w 
"か 


テー 

同 エス テル  「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) な ん て どう で す ? 夜空 に あっ て 、 
最も 強い 光 を 放つ 星 ……」 

癌 | カロ ル 「 一 番 の 星 か 、 格好 (か っ こう ) い いね 


閲 ユー リ [凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) …… ね 。 気 に 入っ た 、 そ れ に し よう ぜ ] 


ww 


詳 | 問 カロ ル 「 大 決定 ! じゃ あ 早 速 ト リム 港 に 行っ て 船 を 調達 し よう ! デズ エー ル 
| ee 大 陸 ま で 船旅 だ !」 
5 ユー リ 「 へ リオ ー ド で 休む の は も う 良 い の か ?] 
カロ ル 「 も う へ っ ちゃ ら だ よ !」 の 
関 ユー リ 「 ど っ ち に し ろ 、 へ リオ ー ド 通 ん な いと トリ ム 港 に ゃ 行け な いけ ど な 」 


エス テル 「 へ リオ ー ド と 言え ば 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 暴走 の 後 、 街 が どう な っ 
た の か 気 に な り ます 」 


| 問 ユー リ 「 た し か に あり ゃ 凄かっ た か ら な 」 
ド 剛 | カロ ル 「 ん じゃ 、 ちょ っ と 街 の 様子 だ け で も 見 て いく ?」 
ト エス テル  「 え え !」 
>| 門 ユー リ = [ん Ce まずは へ リオ ー ド 、 そ の あと トリ ム 港 か ら 前 で デズ エー ル 大 聴 だ な 」 
【 癌 カロ ル 「 じ ゃ あ 改め て …… 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 出発 
| ラビ ピー ド  「 ワ ン ロ 


So 


OSN NRN 


AO 


ODN 


mee 


へ ヘリ オード に 着い た ユー リ た ち 一 行 。 街 の 様子 は 、 以前 と 少し 異な っ て いた 。 


タン クレ 2 いた だり エス テル  「 な ん だ か …… 以 前 より 閑散 と し て ませ ん ?」 
ーー 関 ユー リ 「 あ あ 。 な ん か 人 が 少な く な っ た 気 が する な 」 
g カロ ル 「 そ う 言 えば 、 あれ か な ぁ -…」 
EX あら おう MDI 3 、 0 人) au 財 : 
周 カロ ル 「 ダ ング レス ト で 聞い た ん だ けど 、 街 の 建設 の 仕事 が キツ く て 、 逃げ 出 
す 人 が 増え て る ん だ っ て 。 本 当 か 嘘 か 知ら な いけ ど さ 」 0 
3 1 ee 太い そん な こと が :…-- 」 
ユー リ は エス テル の 顔 を じっと 見 る 。 
関 ユー リ 「 ほ っ と け な い 」 


問 ジュ ディ ス  「 っ て 顔 し て る わ ね 」 


忌 | カロ ル 「 だ っ た ら ま ず 宿 に 行っ て 作戦 会 議 だ ね 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 様子 
9: も 見 に 行か な きゃ だ し 」 

義 ユー リ 「 だ な 。 エス テル の ほっ と け な い 病 も 出 ちまっ た し 」 |。..「 
エス テル 「 だ っ て 、 ほっとけない じゃ な いで すか 」 

二 35 り わか っ て る 2 て トド ジー 2 
開 カロ ル 「 じ ゃ あ 、 いこ う ! 宿屋 に 出発 --」 お 


に ジュ ディ ス  「 張 り 切っ て る わ 」 
エス テル 「 ユ ー リ と ギル ド を 作れ た の が ホン ト に うれ し いん で すね 」 


生還 ーー て ーー て ーーー ツーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ワ ーー ワシ ーー ワー ワー ワー ワー ワシ シソ ワシ シシ シシ To 


ユー リ 「 別 に 、 カロ ル の た め に 作っ た ん じゃ な いけ ど な 」 

癌 ジュ ティ ス  「 で も 無関係 っ て わけ で も な い の で し ょ う ? あな た に と っ て 」 

問 ユー リ 「 さ ぁ て な 。 ほ ら 、 オレ たち も さ っ さと 宿屋 に 行こ う ぜ 」 
時 宿屋 で 休 お ユー リ た ち 。 深夜 だ と いう の に 、 部 屋 の 外 で 足音 が 聞こ える 。 。 
WE て SD ここ の Re ユー リ 「 オ レ も ほっ と け な い 病 、 だ な 」 

宿屋 を 出る と 、 ジュ ディ ス が 空 を 見 上 げ て いた 。 

関 ユー リ 「 夜 の 散歩 か ?」 

ジュ ディ ス  「 故 卿 に 似 て る わ 。 ここ の 景色 」 

関 ユー リ 「 へ え …… じ ゃ あ 、 ジュ ディ の 故郷 は キレ イ な と こ な ん だ な 」 

問 ジュ ディ ス  「 た だ 高い と ころ に あっ て 見 晴らし が いい っ て だ け 。 高 いと ころ は 嫌い じゃ 

な いけ れ ど 」 


ユー リ [ホー ん …… あ ん な 魔物 に 乗っ て た の も だ か ら か 」 


癌 ジュ ディ ス  「 魔 物 じ ゃ な いわ 、 彼 は バウ ル 。 それ に 空 が 泳げ あか ら と いう わけ で も 
な いわ 。 一緒 だ っ た の は 彼 が 戦争 か ら 救 っ て くれ た か ら 」 

「 戦 争 ? 帝国 と ギル ド の か ?」 

0 Seok  Sc 


PO3P の 7 短い が 陸 だ つた か わか る な ん て ] 
[そう いう 性 分 で ね 。 フ ェ ロ ー っ て の も 、 エス テル を 狙っ て た 。 何 か 関 
係 あ ん の か ? バウ ル っ て 相棒 と 」 
較 ジュ ディ ス 「 上 手 く 説明 で きそう に な いわ 」 っ 
「 否 定 は し な いん だ な 。 狙っ た こと 」 
「 嘘 は 得意 じゃ な い の 」 
[…… わ か っ た 。 も う 聞か ね えよ 。 で も 、 また エス テル を 狙う よう な ら …」 
[心配 し な いで 、 も うそ ん な こと し な い 。 保証 する わ 」 


記 計 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーー デ 


「 ど う 言 えば 、 信用 し て も ら え る か し ら ?」 


[中 は 得意 じゃ な いん だ っ つけ 。 5 の まあ 、 言っ て ね え こ と が あん の は 、 


RCKXT1ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ブ ーー ーー ーー 


ユー リ は ひと り 、 宿屋 に 戻っ て いく 。 
回 ジュ ディ ス 「 お か し な 人 」 
翌日 、 宿屋 の ロビ ー で 一 行 は 話し 合う 。 
し | エス テル 「 と りあ え ず 街 の 様子 を 見 て 回 り ま し ょ う 」 


RCKEKA エ エエ モエ モエ イーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー 


較 カロ ル 「 暴 走 し た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) も 見 に 行か な きゃ だ ね ] 


宿屋 を 出 て 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 様子 を そう か が う ユ ー リ た ち 。 
内 エス テル 「 同 半 の 異変 も お さま っ て ます ね 」 


見 る と 、 カ ブ ワ . ノール で 了 け た ポリ ー と その 親 ケラ ス が いた 。 ポリ ー は エス テル に 駆け 寄る 。 
「 お 元気 で し た か ?」 
「 ど ちら 様 ?」 

[前 に 助け た ん だ よ 、 ノー ル 港 で 」 
「 あ の と き は 、 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 」 
「 お 父さん は 、 一 緒 じ ゃ な い の ?」 2 計 e 生 ニー 
「 そ れ が 、 ティ グル の …… 夫 の 行方 は 、 三 日 前 か ら わ か ら な く て ……」 
[あの 噂 、 ホン ト っ ぽい よ ……」 2 
ユー リ は うな ず き 、 ケラ ス に 尋ね る 。 


開 ユー リ 「 心 当たり は な い の か ?」 

ャ ケラ ス 「 は い ……。 い な く な る 前 の 晩 も 、 買 族 こ な る た め が ん ば ろう と -…-」 

| エス テル 「 貴 族 に っ て どう いう こと で す ?」 

病 25x 「 こ の 街 が 完成 すれ ば 、 私 た ち 、 軸 族 と し て ここ に 住め る ん で す 」 
国 エス テル 。 「 え ? それ 、 ちょ っ と お か し いで す 」 

癌 ケラ ス 。 ほえ の に 


回 エス テル 「 責 族 の 位 は 帝国 に 対す る 功績 を 挙げ 、 皇帝 降下 の 信 認 を 得る こと の 
出来 た 者 に 与え られ る も の で ある 、 で す 」 
「 で 、 で す が 、 キ ュ モ ー ル 様 は 約束 し て くだ さい まし た ! 貴族 と し て 迎え る と 


「 キ ュ モー ル っ て …… 騎 士 団 の ?」 

2 「 は い 。 この 街 の 現 執政 家 代 行 で すす ] まま 
「 キ ュ モー ル が ね え ……」 

「 け ど さ 、 今 皇 帝 の 椅子 は 空っぽ な ん だ し 、 や っ ぱり 、 お か し いよ 」 
[そん な …… じ ゃ あ 、 私 た ちの 努力 は いっ た い 。 それ に 、 ティ グル は …」 
「 お 父さん 、 帰っ て こない の …… ?」 

「 あ の に コー リー 

「 ギ ルド で 引き 受け られ な いか っ て ん だ ろ 」 

国 | エス テル  「 報 酬 まわ た し が 後 で 一 緒 に 払い ます か ら 」 ま - 6 
癌 カロ ル 「 え と …… じ ゃ 、 いい よ 」 


義 ケ ラス = 「 え ? で す が …-」 


ジュ ディ ス 
いつ だ っ て 、 こ の 世界 は 
芽 人 争 だ ら け 


上 まく 説明 で きそう に な いわ 


周囲 の 異変 も お さま っ て ます ね 


ぞ れ が 、 テ ィ グ ル の …… 
夫 の 行方 は 、 


三 日 前 か ら わ か ら な く て …… 


ck の た 0 


ec 


に 
9 


< か Pe に 


回 ジュ ディ ス  「 次 の 仕事 は 人 探し ね 」 
は い 。 基 士 団 は 民衆 を 生計 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プー プーーーーmーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 
レー 関 ユー リ 「 ま 、 キュ モー ル が バカ や っ て ん な ら 、 一 発 殴 っ て 止め ね えと な 」 
日 エス テル  「 は い 。 騎士 団 は 民衆 を 守る た め に いる ん で すか ら 」 


SU 行動 は 慎重 に ね 。 騎士 団 に 上 ま れ た ら 、 ボク ら み た いな 小さ な ギ 
ー ルド 、 簡単 に 潰さ れ ち ゃ う よ 」 


園 ユ ー リ  「 了 了解 に 2 
「 わ た し た ち が き っ と お 父 さん を 見 つけ ます 。 待っ て て ね 」 
「 そ うい うわ け だ 。 引き 受 けた よ 」 


「 あ り が とう 、 あり が と う ご ざ いま す !」 
「 ん じゃ 、 さく っ と 探っ て みる か 」 
CM So 


し 、 民 重 に 、 を 忘れ な いで よ 


っ 


みん な の も と に 戻る ユー リ 。 
韻 ap カロ ル た AE SS ー リ の こと だ か ら 、 和 行 突破 し ちゃ うか と っ た の 」 


は 稀 避 が で 条 語 いと 市 うけ れ ど | て て す 

ロ ル 。 「 そ れ は 禁止 だ よ ! と に か く 見 張り を 連れ 出せ れ は ! いし 交 が | 

ーー 

細 地 。 MO 二 た 2 括り し 

PE ーーー 

コー リ 。 [2 チル や SD1 0 の 00 ロー 

計 エス テル | [2 わた し で すず お 押 電 CO す | 

、  [ 舞 一 か ぁ 。 23 な 。 エス テル 色 先 Ba し L1_ 0 ここ 「「 

「 お …… わ た し だ っ て 、 それ くら い 、 あり ます 。…… 試 し て み ま す ?」 

に DU 人 あし Ke mW er ー 

、 何 が 素敵 な お 妊 し 物 を 探し に お 店 に 行き まし ょ う 」 

問 エ スチ テル DI 0 rw  「「 

eo、 ーー 
1 [乗せ る の 上 手 いわ ね 、 あな た 」 

- リ 。。” 「 あ いつ が 義 B ら や まっ C て だ DU まる] いい 

OUITWOWONIISWNIOIANORO の ぐ ーー 

天 ロ 0 ジテ MESS1 | | {000 2 

3 0 806  ) (|〔{!{t〔{〔 | t0|「0Wt「 

同 カロ ル 。 「 な に . そ の 自信 … テーーー WT 


「 じゃ 行き まし ょ 」 


- 開 計 _「GEfP<AC す U 


問 ジュ ディ ス [552A、 ド レス を Uic く の よ = cdanegT 


「 了 分 だ つ 」 


問 ジュ ディ ス 「 そ れ は 私 の プラ イド が 許さ な いわ 」 


、「 よ く は わか ん ね ー け ど 、 服 を 買い に 行く ん だ な ] 


コー の Pr | _ [じゃ あ 、 、 お 店 だ ね . ] 


な ん で ボク な ん だ よ ! 


Seesaacogsoodetososseesseesososgesosonoassaoaeeefeaeea 


「 な 、 何 言っ て ん だ よ ! ! な ん で ボク な ん だ よ 村 


問 ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 、 お 願い ね 。 カロ ル 」 


「 あはは は 、 ジュ ディ ス で も 、 そん な 冗談 言う ん だ ね 」 


本 | 
UN 


ジュディス 「 冗 談 は 苦手 だ わ 、 私 」 

「 ほ ら 、 店 行く ぞ 」 

「 自 信 持 っ て 、 カロ ル 。 女 は 気合 いで 服 を 着る の よ 」 
「 あ の 、 意味 が わか ら な いん だ けど !」 


加 | 
H | 二 
1 1 日 
に 1 

| 

民 | さ 


に 用 に 過 
い e 
山 
KM 
> 


さ 
CM 
こ 


スキ ッ ト 姫 様 の 一 大 決心 / ジ ュ ディ ス み た い に ノ ボク か わい い ? 


| PART フ 


凛々 の 明星 編 


ー 行 は 服装 を 調達 する た め 、 街 の 店 を 訪ね る 。 
エス テル を 選ん で いた 場合 


ュ デ ィ ス 
どん な 男 の す も 

イチ コロ に な っ ちゃ う よ う な 
上 っ て な いか し ら ? 


| エス テル  「 素 敵 で す !」 
関 ユー リ 「 ダ メ だ な 」 

前 「 ダ メダ メ ね 」 
] カロ ル 「 ダ メ な の ?」 


エス テル 「 ど うし て ? カワ イイ の に -…-」 

ジュ ディ ス  「 そ れ だ っ た ら 、 今 着 て る 服 の 方 が いい わ ] 

開 ユー リ ” 「 そ うそ う 、 要 は 色気 が 足り て ね ぇ ん だ な 」 

エス テル 「 ま た それ で すか …… の | じゃ あ 例 えば ぼ … | 
エス テル が 行商 人 に 何 か を 提案 する 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


型 鳥 の 羽毛 を 持っ て きた ら 、 作っ て や る こと は で きる が ……。 どれ も 、 
街 の 周囲 に いる 魔物 が 持っ て いる よ 」 

エス テル 「 行 くし か あり ませ ん 、 行 きま し ょ う 」 

関 ユー リ [な ん か 面倒 な こと に な っ て きた な …-」 

隔 エス テル  「 ほ ら 、 早 く ! 

ジュ ディ ス  「 意 地 ね 、 あ れ は 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ブ ーー ーー て ーー 


ジュ ディ ス を 選ん で いた 場合 、、 
ジュ ディ ス  「 男 の 人 を 悩殺 する ドレ ス を 探し し いる の だ けれ ど 」 
_ 商人 「 悩 殺っ て …… 誰 か デー ト で も する の か い ? じゃ あ 、 こ ん な の どう か な ?] 
ジュ ディ ス  「 地 味 ね ] 
商人 「 う ー ん 、 じゃ 、 こっ ちがい いか な ]」 
ジュ ディ ス  「 趣 味 じゃ な いわ 」 
、 前 人  ” |Peb. ご っ で どう Cl ST TTT 
首 を 振る ジュ ディ ス 。 し ば らく ら 人 の や り と り が 続く 。 
商人 「 じ ゃ あ 、 お 姉さん 、 どん な の が いい ん だ い ?」 


問 ジュ ディ ス  「 例 えば …-」 
ジュ ディ ス は 商人 に 希望 の 服 を 伝え る 。 


商人 「 わ 、 悪い けど 、 そん な の な いか ら ……」 
間 ジュ ディ スズ 「C あ 、 作 っ て < れ gu か L5Y] 


りゃ 、 お 手 の も の だ けど さ 。 どれ も 、 街 の 周囲 に いる 魔物 が 持っ て いる よ 」 
ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 、 行き まし ょ う 」 
引 カロ ル [ジュディス 、 な に げに ノリ ノリ じゃ な い ?」 


CC ママ 5 


関 ユー リ 「 こ うい う の 好 き な ん だ ろ ……」 


や we を っ 


Ro 
8 


ye 


二 0082 問 ジュ ティ ス  「 男 の 子 の ハー ト を 射止め る た め の カ ワイ イ 女 の 子 の ドレ ス な いか し ら ?」 


女 の す の ドレ ス な いか し ら ? 


商人 「 ハ ー ト を 射止め る っ て デー ト か い ?] ーー 
『 開 ジコ ディ スズ  「 え え 、 そ うま 0 0 III 1 
要望 を 伝え る ジュ ディ ス 。 


「 女 の (に は 見 えな いで し な り ー 
「 は あ 、 まあ …… な ん で オレ が 怒ら れ て る ん だ ? と も か く ぐ 、 うち は ほ 女 
の 子 服 っ て の は 扱っ つて な いな 」 


「 な いっ て さ 。 残念 だ ね え 」 
見 えな い ・ c 震 5 
) 「 い や 、 待て よ ……」 


1 


[柔らか い 尻 尾 と / (ジリ スク の うろ こと 選 の 玉 を 持つ て きた ら 作っ 


新興 都市 ヘリ オー ド + 


服 の 材料 を そろ えた ユー リ た ち は 、 ふたたび 店 へ と 向かう 。 
商人 「 お っ 、 持っ て きた な 。 待っ て な 、 すぐ に 作っ て や る ぜ 」 


エス テル 。「 ど う で す ? 似合っ て ます ?」 、 
関 コ ユー リ 。。 「-… 意 外 と いけ る か も し ん ね ぇ な …」 
ド に 』 カロ ル し - つ て な ん で ジュ ディ ス 、 そん な 格好 (か っ こう ) し て ん の ?」 


回 ジュ ディ ス 「 つ いで だ か ら 、 私 の も 作っ て も ら っ た の 」 


義 ユー リ 。。 「…… い < ら 5 な ん で も その 格好 (か っ こう ) は な い だ ろ 」 
| ビア: 肖 較 と 1 か し ら ? と て も 素敵 だ と 思っ た の だ けど …」 
同 ユー リ と に か < 当初 通り 、 エ ステ ル に 行っ て も ら 5 そ で ] 
よ OADOOAOIIOTOUTOSXSWSW ぐ &_S ぐ S ぐ 9I II 
| # 回 ユーリ = ニニ その 前 に 、 ジュディ は その 格好 (か っ こう ) な ん と か し て な 」)。 
| } 人 
| 芝 | エス テル 。 「 ど う で す ? 似合っ て ます ?] 

# 開 ユー リ 「 つ いで だ か ら っ て 、 お まえ まで そん な 格好 (か っ こう ) し な く て も …・」 
開 ヵ カロル 「 大 人 っ て 、 こう いう 格好 (か っ こう ) が 好き な ん だ ……」 
ジュ ディ ス  「 こ れ で 準備 万 端 。 さあ 、 行く わ よ 」 ーー 
開 ユー リ 「 ち ょ っ …… 本 当 に それ で 行く つも りか ?」 2 
OOIOOWOOOUWNWIIIS0SIISI 
関 ユー リ 「 ど こ か っ て 全部 ……。 …… ま 、 いっ か 」 0 0 
回 エス テル 。 「 と て も カワ イイ で すか ら 絶 対 成功 し ます よ 。 行き まま し ょ う 」 
閲 ュー リ 「 そ の 前 に 、 お まえ は その 格好 (か っ こう ) な ん と か し て な 」 


癌 ジュ 1 「 え ? どこ か お か し いか し ら ?」 


| エス テル 。 「 と て も カワ イイ で すか ら 絶 対 成功 し ます よ 。 行き まし ょ う 」 


着替え 終え た 仲間 は 、 さっ そく 昇降 機 村 の 騎士 色仕掛け を する 。 


回 | エス テル 。 「 あ 、 あ の -…… そ ちら の 騎士 の お 方 …」 


騎士 「 ん …… ち ょ 、 あな た 、 街中 で そん な 格好 (か っ こう )……。 
(を - お や … …. あ な た - …… い や 、 まさ * か 、 そん な 格好 (か っ こう ) で - ーー 
同 エス テル  「 は ? な 、 何 か …?] II キ to 

騎士 ”)) 「…… な に 、 姫 様 に 面 差し が 似 て らっし ゃ る と 思い まし て …」 
ステル | ええ 4 <Bb6RWI 0 000 
エエ TIT タ TI で TI エエ Ir7T や や T{e 
間 HL ROW 9 (の の コラ | | 
IIIIOUOOSO SORT 
、 還 E CMCBMWMOMSOU 
央 3 し いも?990605en nd 


騎士 が 近づく と 、 その ぶん だ け エ ステ ル は 下がる 。 


騎士 「 ど うし て お 逃げ に な る ん で すか ?」 


回 エス テル 「 え 、 え っ と …… ち ょ っ と …… 恥 ず か し く て …| 
IO IT 77 ウ Ti 

WIITITITTWOWOWYOEY め K す KK ペ ポ パ ぴ ハ ま & ゅ &gg ぴ 了 ” パ や T T T す 「 の 

逃げ る エス テル を 詳 寺 が 條 いか ける 。 騎士 が 近づい て きた と ころ で 、 ユ ー リ は 背後 か ら 殴り 倒す 。 

開 カロ ル 。 「-… 結 局 、 最終 的 に は 喚 り 倒す ん だ ね 」 

還 3 り や "に し いと HAPUUANMUESI 000 

回 エス テル _「 そ う で すね 、 由 が バレ た ら 趣 られ て た か も し れ ませ ん 」 0 


ユー リ た ち が 物 陰 か ら 見 守る な か 、 騎士 に 近づく ジュ ディ ス 。 


駐 士 3 な ん て いや らし い ーー い 、 いや ゃ 、 怪し い ヤツ め !」 

癌 ジュ ディ ス 「 つ れ な い 人 ね 」 TOTTUWO0OWW' て て 
ジュ ディ ス は 簡 士 の 方 を 向き 、 II 

加 「 の 57 ASUS 
[いい 、 いえ 、 見 えて な い …… 見 えて いて も 見 て ませ ん | 
39 DD}I〕ITO+III 
Wi Se 生ま NN It 
_ 「 ほ は あ …- NN | 0 nilirtrnftfr 
「 私 、 あ な た の 真面目 な 仕事 っ ぷり に 惚れ た の ] 

T ほ 、 Wh た | 

EUCCMLIO MM 0 0 7 II 
-『 ええ っ と - と … で や お もの の nw ーー 
「 は っ きり 言わ な いと わか ん な いか し ら 。 私 と いい こと 、 し まし ょ ?] 
_ 「 え えっ ! し 、 し か いし 、 私 に は 帝都 に 結婚 を 約束 し た …」 ーー 
_「 そ ん な 固い こと 、 言わ な いで 」 NN mw 
_ に - え えと 、 田 ITYT す 7 て 7 て 7 て iT キヤ キヤ 7 1 1 


に で 、 いつ まで その 格好 (か っ こう ) し て る 気 だ ?」_ 


_ 「 そ う ね 、 目立つ も の ね 。 お 店 に 預け て くる わ 」 「。 
同 ェ エス テル 『 で も 、 いい こと 、 っ て 何で す ?」 ] ャ | 


回 ジュ ディ ス 「 水 遊び ぴよ] 


騎士 に 近づい て いく カロ ル 。 ユー リ た ち は 物 陰 か ら 見 守る 。 

剛 MO DIET す 2?)')2)292921 2 ? 
| 24A 義 TTTTI|UF「 キ キ の ⑨ 「 の †「 の …90 )|) 
WAM (だ ECSSMO 1 (IO (ss st 


sl ジュ ディ ス  「 勇 気 を 出し て 、 カロ ル 」 


あ 、 あ の …… 
そちら の 英 士 の お 方 


そんな 固い こと 、 


言わ な いで 


KO 


An 


3 


は 、 は い …… カロ ル は 思い 切っ て 騎士 に 接近 する 。 


すこ し こち ら に き て に ea 2 お ボー おお PS 


わた し と お 話し ませ ん か ? 回 カロ ル 「 あ 、 あの ! そちら の 騎士 様 | | 


騎士 1 ん ? ? 私 の こと で すか な ?」 


賠 カ ロ ル 。 「 は 、 は い …: - す こし こち ら に き て わた し と お 話し ませ ん か ?」 


須 士 。) 「 い … い え 、 持ち 場 を 離れ る わけ に は いき ませ ん 」 


騎士 は すみ ませ ん 、 そん な 泣か な く て も ……。 . わか り ま し た 。 お 時 間 作 


人 キー の しい り ま し ょ う 、 あな た の た め に 」 


較 カロ ル 「 ま …… ま あ 、 嬉し い ……! じゃ あ 、 こ ちら へ 」 


ユー リ た ちの も と に 寺 れ て いか れ た 凍 二 は 持ち 多め に 限ら れる 


3 
お は 


「 な 、 0 22280 ?」 
Ni 「 い や 別に ……。 さぁ 、 さ っ さと 着替え て 済ん だ ら 、 そ いつ 、 お 店 に 預け て こい 
ーー 「 あ 、 うん ] 
ジュ 7 は 。 生還 も た 千 BI5 作 畑 in intnho wo 
時 締 区 tt だ  ooonoo ー ら bhe- 
1 0 PS を 202e に へ の フッ > ーー ーー 
ジュ ディ ス | 「 騎 士 の 格好 (か っ こう ) し て た 方 が 動き や すい で し ょ 」 
beU MNO 0 の 0 2 の 0 や WT 
MP や BU に 。 SS 
内 邊 光 咲 %2、 KN2 
3 


0 関 ユー リ 。。 「 し ょ う が ね ぇ な 、 オレ が や る わ 。 に し て も 、 より に よっ て 騎士 か よ 」 


に is こ ーー あの 2 RS 
、 こ の が 何かと 
読 HO 拉 に 失 を た さ ー0。 te 


閲 ユー リ 「 ま 、 この 方 が 何かと ご ま か し きく か らい っ か 」 


| 凍 才 )” “|!| CAGZESCMW2CSAEHI {0 
は つど 
。 精 土 ) [攻め 所 が 大 変 な と と に な っ で る ん だ で H 
OIDSRTOT STTTTT す や T す の すす 


年 )) [捕まえ て た 府 間 二 が 暴れ て ん だ 、 ほ ら 、 早 < 来い 
2 り 7 502Ht<S6| | 


2 ユー リ ? | 


「 よ くも こん な と ころ に 閉じ 込め た わ ね ! 上 あたし が 誰 だ か 知っ て ん の ! 1 


責任 者 出せ っ !] 


[お と な し くろ. 今 … 今 、 呼ん で くる か ら …… ! 


OO TITTITITIIITIII 
さら に 魔術 。 立っ て いる の は リタ と ユー リ だ け に な っ て し まっ た 。 。。 


3 ユー リ 「 メ チャ クチ ャ だ な 」 


立ち 去 ろ うと する リタ を 捕まえ る ユー リ 。 


内 リタ 「 は 、 は な し て よっ vo WW oflrTFplpFpF pb bjw ョ oi 
回 3 こり "MoWO0 カ だ た ォ ル tsotW tt 
賠 り ター ーー ユーリ OO000OTT00 7TTO イ 00T ヤ ツ Q>M>O0 は 09 1 
2 チル (た に AGONW  、 to ーー 
オル に が 本 導入 うに くき 。。。。 や 0 。。0。0。 0 。  。 。 セ 。「 
四 : CO 二 PUEO ONM_W 選 SOS て て ぐ 


_「 カ ロ ル 、: や っ て くれ | 


開 カ ルー 不 0 で も 、 これ ボク の 体 に 合う か な ?」 


関 カ ロ ル けら 、 二 つ ら は 」 


関 ユー リ 「 だ いじ ょ うぶ 、 すぐ 慣れ る っ て 」 


騎士 _。 1 I _ 何 こん な と ころ で 油 売っ て る ん だ 記 
トド L し トビ で (l の ロロ イマ トト て ニン ベビ ロロ mnaー 


 。 下 上 「 詰 め 所 が 大 変 な こと に な っ て る ん だ ぞ !| JI 
由 カ ロ ロ 「 い や 、 違う ん で す 、 待っ て 、 は な し て 、 助け て -」 


関 ユ リ eggs オレ も 動け な か っ た ……。 。 


騎士 団 本 部 に 向かう ユー リ た ち 。 
に エス テル  「 中 で 何 が 起こ っ て る ん で し ょ う 0 


ーー TTYTT す て 7 
較 0 ス OODUAOCDk の OO 0 0 | 
主 コー リ | YYTTYYT7Tf7YOYT1Y す Yh す Kh1T す て ぎ て ぎ て 了 い いと そ 
中 に は 大 勢 の 倒れ た 騎士 と 、1 人 の 少女 が いた 。 。 ーー。 | 
較 上 、 


ユーリ [お まえ が 中 で 暴れ て た の か ?」 


開 り リタ = = 「 あ ん た た ち …-」 、 SI 
り 7 ス し PUBEACADUBB| 0 00 0o0oo (OR 2 
回 3 コーD 50 の 20 の リ 9 の リ ?){) ィ 0 
回 エス テル 。 「 カ ロ ル 」 NO US 
較 り 2 。 中 キ ん ち が A3UR の | 、 0 000 1 
起き 上 が る 小さ い 騎 士 。 。。 II 
M2  。 MMWN Oo9o の o の q の op 0 0ー ロ ワ ピロ 9 
戦闘 上 勢 を と る リタ を 、 の に IO 


癌 エス テル  「 そ れ で リタ は どう し て こん な と ころ に ?」 

内 リ タ "や""。 「 こ この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 気 に な っ た か ら 、 調査 の 前 に 見 て お こ 
ーー コー BCSG で WCOR ee 0 
義 ユー リ [で 、 余 計 ( よ けい ) な こと に 首 を 突っ 込ん だ と 。 面倒 な 性 格 し て ん な 」 
語 エス テル [一 体 、 何 に 首 を 突っ 込ん だ ん で すか ?]。  。 
開 リ ッ ""。 「 夜 中 こっ そり と 労働 者 キャ ンプ に 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 運び 込ま れ 


て た の よ 。 そ の 時 点 で も う 怪 し いで し ょ ?] 
問 ュ ユー リ 「 そ れ で まさ か 、 こそ こそ 調べ まわ っ て て 捕まっ た っ て わけ か 」 


リタ 「 違 うわ 、 忍び 込ん だ の よ 」 


| カロ ル 「… で 、 捕まっ た ん だ 」 


開 リ タ や”"”。 [だ っ て 、 人 怪し い 使い 方 され よう と し て る 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ほ っ と け な 


か っ た か ら 。 そし た ら 、 街 の 人 が 騎士 に 脅 さ れ て 無理 矢 理 働か され て て さ 」 


カロ ル 「C ゃ あ テ ィ グ ル さ ん も そこ で 働か され て る ん だ ろう ね 」 


閥 リタ 「 兵 装 放 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) だ っ た 。 か き 集 め て 戦う 準 供し て る みた いよ | 


回 カロル 「 ま さか …… ま た ダン グレ スト を 攻め る つも りな ん じゃ !?」 


同 エス テル  「 で も 、 ど うし て ? 友好 箇 定 が 結ば れる っ て 言う の に …-] 
関 ユー リ [キュ モー ル の 奴 だ ろ 。 き っ と ギル ド と の 約束 な ん て 、 尼 と も 思っ て な いせ ぜ 」 


同 カロ ル _ 「 ユ ー リ の 知っ て る 人 な の ?] 


3 
N 
章 
4 

| 


や 


魔 導 器 は 捨て ちゃ だ め 。 
ちゃ ん と 回 取 し て 管理 し な いと 


それ Pr 当初 の 予定 通り 、 
下 へ 行こ 


近 も 1 チ 生 H は 
0 


ドコ 
と we 


か 


スキ ッ ト 


[ri5oe] cc 


補 
< で て 


は 


ああ 、 わ か っ て いる よ 、 
イエ ガー 


は し て い マ ー ス 
バッ ト 、 海 因 の 爪 の 仁 吉 は 
別 デ ス ヨ 


僕 な ら ユ ニオ ン な ん て 
さっ さと 漠 し ちゃ う よ 、 
君たち な ら 皿 っ た 武器 で ! 


ユー リ 「 お まえ も 前 に 一 EE 
関 | カロ ル 「 あ あ 、 あの ちょ っ と 気持 ち 各 い 味 り 方 する 人 だ ね 


問 ジュ ティ ス [ここ で 話し 込む の も いい けれ ど 、 何 か 忘 れ て な いか し ら ?」 


っ 基 の 介 を よめ させ て 、 和 め て る 放 拉 (フラ スィ) を 


呈し 放 和 (ブラ ステ ィ ブ ) は 捨て ちゃ だ め 。 ちゃ ん と 回 収 し て 管理 し な いと 」 


esa 隊 
スコ 2 


で り タ 登場 / 苦 手 な 格好 / 割 と 似合っ て た か も 


昇降 機 に 向かう と 、 キュ モー ル と 変わ っ た 髪型 の 男 が 話 を し て いる 。 


_「 お お 、 マイ ロー ド 。 コー ー ル 砂漠 に ゴー し な く て 本 当 に ダイ ジョ ウブ で すか ?] 


_「a ん 、 アレ クセ イ の 命令 に な ん て 耳 を 貸す 必要 は な いね 。 僕 は この 金 


] キュ モー ー ル 


5 _ と 抽 毅 を 使っ て 、 すべ て を 手 に 入れ る の だ か ら 」 
有 大 ??7? ” 「 そ の と き が きた ら 、 ミ ー が 率い る 海 凶 の 爪 (リヴァ イア サン の ッ ツメ) の 


人 革 首 の GMOSDSI 5 
_「 あ あ 、 わか っ て いる よ 、 イエ ガー」 


_ 「 ミ ー が 売っ た ウェ ポン 使っ て 、 ユニ オン に アタ ッ ク ね !」 


_「& ん 、 コミ オン な ん て 僕 の 眼中 に は な いな 」 


_「 ド ン を 作っ て は ノン ノン 、 - 彼 は ワン ダ ホ ー ー な ナイ スガ イ 。 そ それ を リ メ ン 


_「 お や 、 ドン を 尊敬 し て いる よう な 口 ぶ り だ ね 」 


記 キュ モー cb 


押 に S ー ス 。 バッ ト 、 海 凶 の (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) の 仁 
2 に ー 


。 | キュ モー ル 「 点 上 ふ っ …… 僕 は そん な キミ の そう いう と ころ が 好き さ 。 で も 心配 な い 、 


、 僕 は 騎士 団長 に な る 男 だ よ ? コ ニ オン 外 禄 し ろ っ て アレ クセ イ も バカ 
oh で ME の < せ 005 だ S て 1 
| イエ ガー  「 イ エー! | オウ コース に 


- | キュ モー ル 


[ 僕 な ら ユ ニ オン な ん て さっ さ ご と 潰し ちゃ う よ 。 君 た ちか ら 買 っ た 武器 g で 中 


各 和 な 押 GMNGE、 


= キュ モー ル 「 僕 が ユニ オン な ん か に 、 つま ずく は ず が な いん だ ! け | ーー 


記 イエ ガー 。「 フ フフ イエ ー ス イエ ー ス …-」 


ら 人 が いな く な っ た と ころ で 、 、 ユー リ た ち が 出 て くる 。 


「 あ の トロ ロ ヘ アー 


2 こつ ち を 見 て 笑っ た わ よ 」 


[あたし た ち を / に し て いか - 


_「 本 当 に くだ ら な いこ と し か 考え な いな 、 あの 人 バカ ども 。 - と りあ え ザ 、 こ 


の 下 に 閉じ 込め られ て いる 人 た ちがい る ん だ な 」 


「 み ん な 、 解放 し て や ろう ぜ 、 あの バカ ご ども か ら 」 


ユー リ の 言 生 に ー 同 は うな ずく 。 


「 何 、 休ん で る ! 休ん で る 暇 は な い ぞ ! キュ モー ル 様 の お 言 し 


で 工期 は 一 ヶ月 以内 と な っ た の だ !」 


いつ け 


下 様 (ささ ざま) も 反抗 する 気 か !」 


違 | エス テル な た に や 中 記 に な れる と いう お 語 で この 負 へ 来 5 た の で すか ?」 


男性 の 0 


こう ご で :* い まし た 」 


去っ て いく 男性 。 


「 何 の 話し て る ん だ 。 53 $ じ ゃ な い だ ろ 」 


「 ふ ぶん 、 どう で も いい けど 」 


男性 


人 を 抹 て お 


て くれ る 1 
「 へ つっ 、 思 、 圭 望む と ころ だ 」 


ー 行 は 騎士 を 麟 散ら す 。 


「 助 か り ま し た …… 」 


ラジ クレ 2 ト e KOc の WW 8 で す 」 


「 表 向 さ に は 貴族 の 街 を 作ら せ て ね 」 


「 そ れ も キ ュ モー ル の 指示 で や っ て いる こと な ん だ な ? ?] 
[は い 」 


「 人 バカ を 野放し に する な ん て ね 」 


に | エス テル 


回 リー 


EGG 


と りあ え ず 、 竣 制 労働 
し て る 人 見 つけ た ら 
逃げ る よう に 伝え まし ょ 


て 


oo oo ーー ニー パー 


0 
に に 


了 e 
に に 


we 


ぞ そんな に 聞き 分 けが 
よく な く て ね 


ムダ な 話 な ん か し て な いで 
さっ さと 上 に 戻っ た 方 が 
いい ん じゃ な い の か ? 


……" 今 、 本 当 の こと 知ら な く て も 、 
いずれ 知っ て ショ ッ ク 受 ける の は 
お ん な じ よ 


うー ん と つま り 人 を 騙し て 
集め て 、 論 で 無理 矢 理 
働か せ て る っ て こと ぅ 


- cw MA ル 。。o、 の の さ っ > 


の も ん こも か 


二 Er 「 ね ぇ 、 も し か し て 、 あの 変 な 言葉 の や つが 赤 眼 (あか め ) の 首領 (ボス ) 


じゃ な い の か な ?」 


較 ユーリ 「 ど う も 、 そ うっ ぽい な 」 


キュ モー ル の 近く に いた 労働 者 が 、 倒れ 込む 。 


に | キュ モー ル 「 サ ボ っ て いな いで 働け ! この 下 民 ( げ みん ) が !] 
\ | 
吾 関 カロ ル 。 「 ほ ら 、 あ れ …… テ ィ グ ル さ ん …-」 
人 | キュ モー ル 「 お 金 な らい くら で も あげ る 、 ほら 働け 、 働け よっ !」 


アロ ル 「 あ 、 待っ て …」 
ー リ は 黙っ て 進み 、 キュ モー ル の 顔面 に 石 を 投げ つけ る 。 


上 seー ル だれ 


較 = モー ル コー リー ロー ウェ ル | 5 どう UCEGEI や 、 夫 US 
ュー 回 エス テル  「 あ な た の よう な 人 に 、 騎 士 を 名 乗る 資格 は あり ませ ん ! 力 で 帝国 の 
か ーー よう な Rg で う っ 2 て ます ーー 


の 武器 を 今 すぐ 捨て な ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


較 キュ モー ル 5 ず の 地 に は 消え て も 5 っ た の 此 か も ね 理想 ば っ か り 語っ 


て 胸 糞 悪い ん だ より! 


キサ ネネ キマ イン ネー ネー ネイ て で ンー て ーー イー トーマ ィ 


So PBPGRDPETT さ 
ee 「 イ エガ ー! や っ ちゃ いな よ 


「 な か な か スト ロン グ で すね 」 


_「 キ ュ モー ル 様 フレ ン 隊 で す !」 


「 は い 、 イエ ガー 様 」 


本 が 声 を か ける と 、 ら 人 の 少女 が 現れ る 。 


ー リ は すぐ に 追 お うと する が 、 人 を 5 れ て 何 も 見 えな く な る 。 や 
カロ ル ーー 「 う わ …… こ れ 、 に あこ に RE 2 2 
03 の あ ご ちら の へ 」 


開 F ロ ワッ ト [逃げろ や 、 逃 げろ ご! す た こら 逃げ ろ ー 


国 キュ モー ル 「 今 度 会 っ た ら 、 た だ じゃ お か な いか ら ね | 


に 導 ジュ ディ ス  「 お 決ま り の 捨て 台詞 ね 」 
あす こと な ん だ よ /。 に | エス テル de 


リタ 「 あ ん た た ちの 仕事 と か よく わか ん な いけ ど 追 う の ? 追わ な い の ?] 

9 DS oe ーー 
関 ユー リ 「 お 、 いい と こ に 来 た 」 0 人 
賠 : FPN 0 ユー リ か ーー 


閲 ユー リ 「 立 て る か ?」 

ティ グル 「 あ 、 あ あ ……」 
開 ユー リ 「 悪 い が 最後 まで 面倒 みれ な く な っ た 。 自分 で 帰っ て くれ 。 嫁さん と ガ 
まま - ギ に h つ な 」 に WI 


「 あ 、 あり が と う ご ざ いま し た 」 

「 追 う の ね ?」 

「 あ あ 。 も うこ こ は フ レン が 片づけ る だ ろう し な 。 カ ロ ル 、 そ れ で いい だ ろ ?」 
「 そ うだ ね 。 エス テル が 今にも 行っ ちゃ いそ うだ も ん 」 

「 す み ま せ ん 」 
[も う ! 追う こと に な っ た ん な ら さ っ さと いこ !」 

「 は い 」 

「 待 て 、 ユー リ !」 

[ここ の 後 始末 は 任せ た !」 

「 エ ステ リー ゼ 様 ! や は り 、 あな た に こん な 危険 な 旅 は …… 」 


キュ モー ル た ち を 追っ て ひ た 走 る 一 行 。 


同 | エス テル  「…… 見 あたり ませ ん ……」 

リタ 「 結 局 逃がし ちゃ っ た みた いね 」 あ おら 

カロ ル ここ は どの あたり な ん だ ろう ?」 

園 ジュ ディ ス  「…… ト ルビ キア の 中 央 部 の 森 ね 。 ト リム 港 は ここ か ら 東 に な る と 思う わ ] 

四 ユー リ 「 へ リオ ー ド に 戻る より この まま 港 行っ た 方 が 良さ そう だ な 」 

同 エス テル  「 え ? キュ モー ル は どう する ん で す !? 放っ て お くん で すか ?] 

ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー に 会 うと いう の が あな た の 旅 の 目的 だ と 思っ て いた けど 」 

還 区 連 ル  。 「 そ それ は 

ジュ ディ ス  「 あ な た の だ だ っ 子 に 付き 合う ギル ド だ っ た か し ら ? 凛々 の 明星 (ブレ 

ニー イ ブウ ェ ス ペ U) 陸 | 

エス テル  「…… ご 、 ご めん な さい 。 わた し そん な つも り じ ゃ ……」 

閲 ユー リ 「 ま 、 落 ち 着け っ て こっ た 。 それ に フレ ン が 来 た ろ 。 あい つ に 任せ と きゃ 、 
間違い な いさ 」 

問 リタ 「 ち ょ っ と 、 フェ ロー っ て な に ? 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ? 
説明 し て 」 

用 レ ィ ヴ ン  「 そ うそ う 、 説 明 し て ほし いわ ] 抽 ま 

な ぜ か 隣 に レイ ヴ ン の 姿 。 

リタ 「 ち ょ 、 ちょ っ と 、 何 よ あん た !?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 な ん だ よ 。 天才 魔 導 士 少女 。 も う 忘れ ちゃ っ た の ? レイ ヴ ン 様 だ よ 」 

リタ 「 何 よ あ ん た 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 だ か ら 、 レ イヴ ン 様 ……」 


も の すさ い 形 相 で に ら み コピ ける りあ > 
開 レ ィ ヴ ン 。。 「…… ん と に 。 怖 い ガ キ ん ちょ だ よ ……」 


閲 ユー リ 「 ん で ? 何 し て ん だ よ 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 お まえ さん 達 が 元気 すぎ る か ら 、 お っ さん こん な と こま で くる ハメ に な っ 
ちまっ た の よ 」 

カロ ル 「 ど うい うこ と ?」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「 ま 、 ト リム 港 の 宿 に で も いっ て 、 と りあ え ず 落 ち 着 こう や 。 そこ で ちゃ 
ん と 話す か ら さ 。 お っ さん 腹 減っ て ……」 

ユー リ 「 い つま で も ここ に 居 て も し ゃ あ ね ぇ し な 。 と りあ え ず トリ ム 港 へ っ て の 
は オレ も 人 賛 成 だ 」 

ジュ ディ ス  「 で は 、 ト リム 港 か し ら 。 それ で いい わ ね ?] 

エス テル 「 は い 。 構い ませ ん 。 ご めん な さい 。 わが まま 言っ て 」 

閲 ユー リ 「 じ ゃ 、 行く か 」 


スキ ッ ト 
二 人 の 違い 数 える 手ごたえ 


戦闘 会 話 イエ ガー 戦 


ぁ P.505 | イエ ガー し ゃ べり 方 プ フ レ ン の 考え キュ モー ル も イエ ガー も ツー ン !/ こ れ が ギル ド の 構成 員 だ ! 


も う / 追う こと に な っ た ん な ら 
ざっ さと いこ 』 


あな た の だ だ っ に 
付き 合う ギル ド だ っ た か し ら ? 
鞭 、 ※ 々 の 明星 は 


な ん だ よ . 天 孝 諾 導 士 少女 . 
も う 忘れ ちゃ っ た の 2 
人 レイ ヴ ン 様 だ よ 


we て 
エス テル を 9 
言わ れ 


リタ 
帝国 と ユニ オン の 関係 を 考え た ら 
当 句 の こと か も ね 


友好 協定 停 頓 中 


カブ ワ ・ トリ ム に 着い た ユー リ た ち 。 

図 カロ ル 。 【「 し 前 に も 来 た の に 、 な ん か ちょ っ と 慎 か し いね 」 に 生 。 4 前 

賠 レ ィ ウ ン | 「 感 他 に 眺 (ふけ ) っ て な いで 、 宿 に 行こ う ぜ 。 腹 減っ た 」 
四 = ッ po DD 


[な る ほど な 、 。 オン と し て は 爾 国 の 科 が 5h5 し て る の を 和 り 


な が ら ほ っ と け な い っ て 訳 か 」 


回 エス テル 。 「 ド ン は も う ご 存 知 な ん で すね 、 わた し が 次 の 皇帝 候補 で ある っ て こと 」 
開 レ ィ ヴ ウン 「 そ そ 。 な も ん で 、 ド ン に エス テル を 見 て お けっ て 言わ れ た ん さ 」 
開 カロ ル 。 [監視 っ て こと ? あん ま 気分 まく な く な い ?] 
に 学 用 PE は SU 衣 


9 笛 … ? ボク だ け ?] 


お な ん つい て く の 大 変 E だ っ た わ よ 」 


_「…… で も 、 どう し て エス テル を を ?」 


[時 < 乾い て て 、 砂 ば っ か の と ころ で し ょ 」 


「 簡 単に 言う わ ね 。 そう 簡単 じゃ な いわ よ 」 


因 | エス テル  「 と りあ え ず 、 近 くま で 皆さん と 一 緒 に 行こ うと 思っ て 」 
の DokS 90 
回 エス テル 。 「 色 々 回 っ て みて 、 フェ ロー の 行方 を 聞こ うか と 」 
。。 「…… ツ ッ コ み た いこ と は た くさ ん ある けど -…-。 お 城 に 帰り た く な く な っ 
OO 
ECO TO 


手紙 を 持っ て けっ て 」 
「 う わっ 、 大 物 だ ね ] 


_「 ノ ー ド ポリ カ を 治め る 、 時 電導 人 (ボス ) の 方 で し た よね ?] 


レイ ヴ ーー ニー リ ーー 


癌 | カロ ル [同時 に 二 つ 以 上 の ギル ド に 所 属す る 事 は 禁止 され て る ん だ 。 レイ ヴ ン 
だ っ て 一 応 、 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) の 人 間 だ し ね 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 一 応 っ て な ん だ よ 」 


閥 リタ 「 話 は 終わ り ? じゃ ああ た し そろ そろ 休む わ 」 

証 エス の レー HEUI や ミー ジテ ーー 
リタ は す た す た と 部 屋 を 出 て いく 。 

エス テル 「 リ タ は …… ど うす る ん で し ょ う ?」 

ユー リ 「 さ ぁ 、 な 」 

ジュ ディ ス  「 明 日 の 出発 まで 自由 行動 か し ら ?」 

賠 カロ ル 「 う ん 。 そう だ ね 。 明日 に な っ た ら 港 に 行っ て みよ う 」 


語 が つい た と ころ で 、 それぞれ 散 っ て いく 。 


oo 


SOHSRSSRSSSSSRGSS282S2R622S222EESS2232SSS3233982SCC3SSR228SSCS2RC2HSKEARRSESCESESO3S23G2S2332532RERSEEAEESRe252 こ RA で ECR 


関 ユー リ 「 ど うし た 、 首領 (ボス )」 
問 カロ ル 「 う ーー ん 、 その 呼び 方 、 な ん だ か な ん だ よね ] 
義 ユー リ [首領 (ボス ) は 首領 (ボス ) だ ろ 。 じゃ 、 な ん て 呼 ?] 
開 カロ ル 。 「 な ん て っ て …… 今 まで 通り で いい よ 。 な ん か 実感 な いん だ 、 そ れ 。 ユー AORWSe4 と 
リ に そん な ふう に 呼ば れる の も 、 くす ぐっ た いし 」 
義 ユー リ 少し ずつ 慣れ て くん じゃ ね ぇ の 」 
開 カロ ル 。 「 そ ん な も ん か な ……」 TNI 、 。 
関 ユー リ さあ な 、 ギ ルド の こと は 、 オ レ よ り も お まえ の 方 が くわ し い だ ろ ?] 
義 カロ ル ” 「 そ うだ ね -…。 首 領 (ボス ) っ て さ 、 ギル ド の 真ん中 で し ゃ ん と 立っ て 
-。 な きゃ いけ な い 。 ボク 、 そ ん な ふう に 立派 に で きる か な …… ?] 
開 ユー リ まあ 初め っ か ら 首領 (ボス ) ら し く ふ る まえ っ て 言う の は 無理 だ 。 と り 帳 て 。 
し あえ ず 、 ギル ド と し て 、 仕事 を 一 つこ な す の が 先 だ ろ ?」 
癌 カロ ル 「 そ うだ ね 。 ひ と まず エス テル を ちゃ ん と フェ ロー に 会 わせ て …・。 
(の の っ て 会 える か な 2 1 ノー 
開 ユー リ 会 える よう に 図る の が 、 オレ た ち ギ ルド の 仕事 だ よ 。 会 えな さき ゃ 、 
( 報酬 は も ら えな いし 、 信 頼も 得 ら れ な い 。 た だ そん だ け の 話 だ 」 
賠 カロ ル 最初 か ト ら ハー ドル 高い 仕事 、 選ん じゃ っ た ん じゃ な い …… ?」] 
閲 ユー リ [その 方 が 手ごたえ が ある だ ろ 。 得 る も の も その 分 大 きい 。…… が ん ば ろう ゼ せ | I | em 
カロ ル [ つ 、 お ん | エス テル を フェ ロー と みう の に 
リタ 「 あ ん た 、 ホン ト に エス テル を フェ ロー と か 言う の に 会 わせ る つも り ?」 
閲 ユー リ 「 ん 、 まぁ な 」 還 
リタ 「 あ の 子 、 そい つ に 毒 っ て 言わ れ た ん だ っ け ?」 
NNNM 還 0 _. . OR 0 ON _ 
周 リタ 「 そ ん な こと 言わ れ た ら 、 気 に する な っ て いう の が 無理 か も だ けど 。 だ か ら っ 1 だ らら っ て 
て 帝位 継承 の ご た ご た か ら 目 を 背け て も 、 あの 子 の た め に な ん な いで し ょ ] 季 MdN 
開 ユー リ 「 心 配 な ん だ な 」 
リタ 「 な 、 何 い っ て ん の 。 事実 で し ょ 」 
関 ユー リ 「 ま ぁ な ぁ 」 
囚 リタ ”"”" 「 だ っ た ら !』 
較 ユー リ 「 城 に 帰す べき っ て か ?」 0 
リタ 。。 「 う ん 。 あたし は そう 思う ] 
関 ユー リ 「 あ いつ が 決め た ん だ 。 ホン ト に どう すべ きか は あい つが 見 つけ 出す し か ね ぇ 」 
岡 り リタ や "= 「 フ ェ ロー っ て の と 戦い に な る か も し れ な いん で し ょ ? 死ん じゃ っ た ら 
1 見 つけ る も 何 も な いじ ゃ な い 」 
閲 ユーリ 「 死 な せ や し な い 。 そ の カ に オレ ら が つい て くん だ ろ 」 
回 リタ 「 も う 、 いい わ ] 


" [ワン !| オレ は オレ の や り 方 で や る 、 と か 
ドコ 2 2 言っ と き な が ら 
還 ユー リ 「 オ レ は オレ の や り 方 で や る 、 と か 言っ と き な が ら 、 早々 に キュ モー ル に 逃げ られ 
ちまう な ん て 、 情け ね ぇ よ な 。 まっ た く …… フ レン の 奴 に 顔 向 け で き ね ぇ …--」 
[ 較 ラ ピ ー ド 「 ク ー ン …-」 


ck < 


cs 。 水 、 


Sc の 。 


も も っ エル 


の の も つの 、 も っ っ 


っ, 


= ふ 、。 北 3 交 の 。、 丈 。 Po 。 天 。 > 


か と エー キー エー とる シス 


we 


。 呈 
- 宮 


うと キー て ナー 


ぞう だ な 、 い い 覚 悟 だ 


や れ や れ 、 お っ さん と 


一 緒 に 旅 す る こと に な る と は ね 


た だ 一 緒 に 旅 す る の を 
遠慮 し た く な る に は 、 
十分 すぎ る ぜ 


ま 、 し ば らく 一 緒 っ 
残念 だ けど よろ し く な 、 お っ さん 


探し に 行く の 2 


本 当 に 自分 の 
し よう と し て た こと を 


晃 失 っ て し まう ん で す 。 


1 ワン ロリ 
「 あ あ ーー さす が に いつ まで も ほっとけない だ ろう けど な ああ いう ヤ 


ft ルド 作っ た 味 ね ぇ よ な ] 


RRBRRBRSSHRRBR2SS 


行 つ ちゃ っ て 。 本 当 に 自分 の し よう と し て た こと を 見 っ て し まう ん で す ] 


ユー リ 「 そ うだ な 」 


] エス テル  「 ジ ュ デ ィ ス に 言わ れ て 、 - 和 付き まし た 。 4 わた し 、 今 ま で そう や っ て コー 


ーー リ  「 そ れ で も 、 ラ は まだ マシ だ ぜ 。 も し 、 お まえ が 旦 帝 に な っ た ら 、 その 


言 で 国 一 剛 箇 NEN 


E エス テル 「 こ う や っ て 新しい こと が 見 えた か ら 。 わた し が 皇帝 に な る か どう か は ま 


、 だ わか ら な いけ ど 、 まだ まだ 知ら な けれ ば な ら な いこ と が この 世界 に は 
。「 た っ くさ ん ある ん で す よ ね 」 
問 ュー リ 「 フ ェ ロー を 追い か ける の も 、 その 一 つ 、 か 」 


回 エス テル  「… 5 くも あり ます けど …… で も 、 自分 が 同 者 な の か 、 彼 の 言っ て た 


回 コ ー リ 0 OU |).0|「0.01.|0 〇 | 〇 {0{〔 | 
SM 。 ロー 還 | 1 
| ユー リ _ | + ん ?」 MOW IT すす 0 すす 1 すす],] す すさ )j や せ  ' の 
|] エス テル  「 わ た し 、 こ ん な ふう だ か ら 、 また ワガママ 言っ て 振り 回 し て し まう か も 
ーー し れ ま せん 。 その 時 は 叱っ て くだ さい 」 ーー 
関 ユー リ ※ 「 そ うだ な 、 そ の 人 性 格 、 簡 単に は 治ら な そう だ し 。 ま 、 も う 一 人 、 手 厳 し 
、  。 い の が いる か ら 、 嫌 われ 役 は そっ ち に 回 すか ね ] 
エス テル  「 そ れ じ ゃ あ 、 わ た し 、 先 に 宿屋 に 戻っ て ます ね 」 
レイ ヴ ン が ひと り 、 波止場 で 海 を 見 て いる 。 MT 
開 ユリ) 「 や れ や れ 、 お っ さん と 一 緒 に 旅 する こと に な る と は ね 」 ] 
開 レ ィ ヴ ン [な に 、 イ ヤ な わけ ?] ーー 
IIOIIOSOTOTTTWTIYThohoprlrmvrvtftf 
開 レイヴ ン [な に よ 、 悲 し いこ と 言う わ ね ー。 一 緒 に 悪 に 立ち 向かっ た 仲 じ ゃ な い ?」 
関 ユー リ 「 あ れ は ゆき が か り 上 だ か ら な 。 ノー ル 港 で や っ た こと 、 忘れ て ね ぇ ぞ 」 
開 レ ィ ヴ ン [まだ その 話 覚え て る の 。 し つこ い 男 は 嬢 われ る わ よ ] 
開 ユー リ 「 恨 み 節 を 言う つも り は な い 。 た だ 一 緒 に 旅 す る の を 遠 劇 し た く な る に 
_ は 、 十分 すぎ る せ ぜ 」 1 
開 レ ィ ヴ ウン [大 丈夫 、 大 丈夫 、 お と な し くし て る っ て 。 ケー ブ - モ ッ ク の 時 も 、 ガス ファ 
。 人 L で SSCLCACUE | 0 0) 
エ ユーリ 「 だ と 助かる ん だ けど な 」 TI 
開 レ ィ ヴ ン  「 お っ さん が 若 人 た ち に どこ まで つい て ける か は 不安 だ けど さ 」 | 
ユー リ 。。 「 エ ステ ル が 城 へ 戻る まま で 、 つ いて いく つも 5 ら か ?」 由 
開 レ ィ ヴ ン  「 そ りゃ ドン か ら 命 令 受け た 嬢 ちゃ ん の 監視 っ て そう いう こと だ か ら ね 」 
ュー リ 「 そ りゃ まあ 、 難儀 な 仕事 だ な 」 | 
開 レ ィ イヴ ン  「 ど こ か で 騎士 団 に 引き 渡す っ て の も 手 か …」 
閲 ユー リ 「 ま た ろく で も な いこ と を 考え て る 目 し て る ぜ 、 お っ さん 」 
開 レイ ヴ ン  「 そ ん な ん じゃ な いわ よ お ぉ ]」 
閲 ユーリ 「 ま 、 し ば らく 一 緒 っ て こと で 、 残念 だ けど よろ し く な 、 お っ さん 」 
開 レ ィ ヴ ン [残念 っ て どう いう こと よ …- ま あい いけ ど 。 ん じゃ 、 仁 、 先 に 宿屋 に 帰る わ 」 


持 の 出口 に 向かう と 、 出口 か ら ジ ュ ディ ス が 歩い て くる 。 
問 ジュ ディ ス  「 あ ら ? も し か し て あの キュ モー ル っ て いう 人 、 探し に 行く の ?」 


「 単 な る 散歩 だ よ 。 ジ ュ デ ィ こ そ 、 どこ 行っ て た ん だ 」 


回 ジュ ディ ス  「 私 も 単なる 散歩 」 

開 ユー リ 「 さ っ き 、 エス テル に 言っ た こと 気 に し て る ん じゃ な い だ ろ うな 」 

ジュ ディ ス  「 さ っ き 、 言っ た こと ?」 

問 ユー リ [ほら 、 エ ステ ル に 、 ちょ つと キツ イ こ と 叶っ で | | 

問 ジュ ディ ス 「 あ あ 、 あ れ は 悪かっ た わ 。 あな た の お 株 、 奪っ ちゃ っ て 」 と 視 

開 ユー リ 「 お 株 ? 別に 何 も 奪 われ た 覚え は な い が …-| | 福 

ウデ ディ ス  「 あ な た も あの 娘 に 私 と 同じ こと 言 お うと し て た で し ょ ?]】 1 

関 ユー リ 。「 な ん だ 、 気 付い て た の か 。 調 られ る ほど の こと じゃ ね ぇ えよ 」 人 

回 ジュ ディス 「 そ う …」 中 
ユー リ [エス テル に きつ く 言 っ た こと 気 に し て 、 キ ュ モ ー ル 探し に 行っ て た ん じゃ な い の か ?] | | 

II | 

関 ユー リ た PP 1 

問 ジュ ティ ス 凝っ て る の ?] 2 ーー ワ 

還 コー リ [見た目 以 上 に 人 に 気 を 中 っ で そう だ し な 」 ーー [ 

回 ジュ ディ ス  「 そ う で も な いわ よ 」 ー 

ユー リ 「 ま 、 いい ん だ けど な 」 2 

癌 ジュ ディ ス 「 あ な た こそ 、 探 し に 行か な い の ?] ーー 

問 ユー リ ” "だ か ら 言 っ た ろ 、 オ レ の は 単なる 散歩 だ つと] _ 

一 夜明け 、 リタ 以外 が 宿 尾 の ロビ ー に 集合 する 。 1 

癌 ユー リ 「 じ ゃ あ 、 行く か 」 剛 k 人 2 

語 エス [時 おう ある です 科 に 

問 ジュ ディ ス ”「 あ の 子 に は あの 子 の や る こと が ある |] 

ユーリ. 「 そ うつ と と だ な 」 過 二 っ 

還 り タ 「 で 、 溢 び ら 組 だ っ 日 玖 2 oo に 

満面 の 笑み を 浮か べ て 、 部 屋 か ら 出 て きた リタ 。 

内 カロ ル = 「 え 、 そ れ っ て …-」 Ss 紀 

関 ユー リ 「 お まえ も つい て くん の か ?」 と 

凍り 2 6 ーー ラン シー ニー こつ 計 。 

韻 レイヴ ウン” [な の 用事 が あっ た ん で な い の ?] VS 紳 

国 | エス テル  「 エ アル クレ ー ネ の 調査 で す よね 」 絢 

リタ [騎士 団長 か ら 依頼 され た 、 ケ ー ブ - モ ッ ク の 方 は 、 す で に 調査 、 報 告 済み 。 K 

他 の エア ルク レー ネ は 、 どの みち 旅 し て 調べ る つも り だ っ た か ら 」 1 

回 ジュ ティ ス 「 つ まり 、 調査 の た め に 私 た ち を 利用 する っ て こと か し ら 」 3 誕 

内 リタ ”"。 まあ ね 、 へ リオ ー ド の 時 みた い に 調査 中 、 ひ どい 目 に わ な いと も 限ら 族 

な いわ け だ し 。 一 人 より も あん た た ちと 一 緒 の 方 が と りあ え ず 安 心 よね ] | 

開 ユー リ 「 相 変わ ら ず 良い 性 格 し て る ぜ 」 紳 

同 エス テル  「 ま た 一 緒 に 旅 で きる ん で すね 。 わた し 、 うれ し いで す 」 4 

内 リタ 「 そ 、 そ う …… あ た し は 、 別 に 。 そ 、 そ れ よ り 、 港 に 行く ん じゃ な か っ た の ?」] 4 

開 レイ ヴ ン  「 ま っ た < く 。 若 人 は 元気 よ の うー] 1 

問 リタ [ 叶 け で ん 9 | 

開 レ ィ ウ ン  「o-! evewfuacd 夫 

開 ユー リ 「 ん じゃ 、 港 に 行き ます か 」 NN 

港 に 向かう ユー リ た ち 。 | 

隔 | エス テル  「 あ れ 、 ヨ ー デ ル …」 5 

本 ヨー デル 。 [あゆ な さん 。 また お 会 いし まじ た ね ュー と 

関 ユー リ 「 次 期 皇帝 候補 殿 が 、 こ ん な と こ で 何 や っ て ん だ ?] 

に | ヨー テル [ドン と 友好 協定 締結 に 関す る や り 取り を 行っ て いま す 」 B 

因 | エス テル 。 「 う まく いっ て ます ?] 宮 

ト |] ヨー デル  「 そ れ が …… 順 調 と は いえ ませ ん 」 『 

開 レイ ィ ヴ ン [だ ろう な ぁ 。 ヘ ラク レス っ て デカ 物 の せい で 、 ユ ニオ ン は 反 帝 国 ブー ム 再燃 中 で し ょ | っ で ] 

| ヨー デル  「 そ の 影響 で 仙 国 側 で も 友好 協定 に 疑問 の 声 が あがっ て いま す 」 sae 『 

開 レイ ィ ヴ ン  「 ド ン が 帝国 に 提示 し た 条件 は 、 対 等 な 立場 で の 協定 だ っ た し な 」 ま 

癌 ジュ ディス 「 あ ん な の が あっ た ら 、 対 等 と は いえ な いわ ね 」 [ 

ト | ヨー デル  「 え え …- 事 前 に ヘラ クレ ス の こと を 知っ て いれ ば 止め られ た の で す が …」 

関 ユー リ 。。 「 次 の 還 帝 候補 が 、 何 も 知ら な か っ た の か よ 」 


| | ヨー デル 
エス テル 
ユー リ 
エス テル 
ヨー デル 
リタ 
ヨー デル 


帝位 継承 に は 再 の 茂 典 と いう 
帝国 の 至宝 が 必要 な の で す 


計 それ に し て も 
| 旦 候 補 が 廷 は た 


「 え え 、 今 私 に は 騎士 団 の 指揮 権限 が あり ませ ん 」 

「 騎 士 団 は 、 皇帝 に の みそ の 行動 を ゆだね 、 報告 の 義務 を 持つ 、 で す 」 
「 な ら 、 話 は 簡単 だ 。 皇帝 に な れ ば いい ] 

[ な それ は に 」 

「 私 が その つも り で も 、 今 は 帝位 を 継承 で き な い ん で す 」 
「 な ん で よ 」 

「 帝 位 継承 に は 軸 の 成 典 (デイ ン ノモス ) と いう 帝国 の 至宝 が 必要 な の 
で す 。 と ころ が 二 の 戒 典 ( デ イン ノモス ) は 十 年 前 の 人 魔 戦争 の 頃 か ら 
行方 不明 で ……」 


ee 開 レ ィ ヴ ン [ふーん 、 次 の 皇帝 が 、 決ま ら な い の は そう いう 理事 情 が ちっ た の ね 」 
関 ユー リ 。。 「-…… だ か ら ラコ ゴウ は 直 の 成 典 (デイ ン ノモス ) を ほし が っ て た の か -…」 
問 カロ ル ユー リ 9 


四 ユー リ 


レイ ヴ ン 


= ス op 


ヨー デル 


関 リタ 「 そ れ に し て も 皇帝 候補 が 道ばた へ も へ も 歩い て て 良い の ?」 
ト ] ヨー テル 今 、 へ ヘリ オー ド に 向かう と ころ な ん で す 」 


「 こ こよ り ダ ング レス ト に 近い か ら な ぁ 。 その 方 が や り 取り し や すい わな 」 
[ええ 」 
[ヨー デル 様 まい り まし ょ う 」 


と Ke と 4 >P.358 | 所 7 省 竜 使い 出現 ?・ そ の 1 
と 7 に 請 還 し P.506 | 三 つ で 一 つ 


| PART 


凛々 の 明星 編 


待ち な さい / 


魚 人 に お 気 


波止場 に 藩 く と 、 逃げ 出す 男 た ち が 見 える 。 


きき 狂い 咲く 花 の 話 を 聞く と 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 破壊 の 報 が 入る 


式 を つけ 


人 は 人 し 3 ギル ド 員 A 「 あ ん な に た くさ ん 、 勘弁 し て くれ !」 
ギル ド 員 B  「 命 が いく ら あ っ て も 足り ね えよ !」 
問 00 - 0 牟 52 た 6 だ | ーー ーー  : ー 
閑 カウ フ マ ン [待ち な さい ! 金 の 分 は 仕事 し ろ ! し な いな ら 返 せこ っ 


カウ フ マ ン 
男 
エス テル 


ユー リ 
関 ユー リ 


開 レ ィ ヴ ン 
癌 ユー リ 
癌 カロ ル 
関 ユー リ 
カロ ル 


カウ フ マ ン 


ユー リ 
カウ フ マ ン 


ユー リ 


カロ ル 、 知り 合 
較 カロ ル 


さっ そく カウ フ マ ン に 話 を 聞き に いく ユー リ た ち 。 


男 た ち に 時 声 を 浴び せ た あ と 、 カウ フ マ ン は ボディ ガー ド の 男 に 言う 。 


「 ギ ルド 、 蒼き 獣 を ブラ ッ ク リ スト に 追加 よ !」 

「 は い 、 社長 (ボス )」 

「 あ の 人 、 確か デイ ドン 砦 で 」 

「 あ あ 、 あん と き の …… 」 

「 し 、 知り 合い な の ?」 

「 い や 、 前 に 一 度 だ け 。 お まえ こそ 知り 合い ?] 


の 社長 (ボス ) だ よ 」 

「 つ まり 、 ユニ オン の 重鎮 よ 」 

「 尺 ー ん つこ せら っ 」 

「 い いこ と 、 思い つい た …… 四 

「 ど うし た 、 カロ ル 」 

「 あ の 人 な ら 、 海渡 る 船出 し て くれ る か も し れ な いよ 」 
「 あ ら 、 あな た は ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 君 。 いい と ころ で 会 っ た わ 」 
[手配 書 の 効果 っ て すげ えん だ な 」 

「 ね え 、 あな た に ピッ タリ の 仕事 が ある ん だ けど ]」 

「 っ て こと は 荒 仕 事 か 」 


カウ フ マ ン 


カロ ル 


カウ フ マ ン 


「 察 し の いい 子 は 好き よ 。 聞い て る か も し れ な いけ ど 、 この 季節 、 魚 人 
(ぎょ じん ) の 群れ が 船 の 積荷 を 襲う ん で 大 変 な の 」 

「 あ れ ? それ っ て いつ も 、 他 の ギル ド に 護衛 を 頼ん で る ん じゃ ……-」 
「 そ れ が いつ も お 願い し て いる 備 兵 団 の 首領 (ボス ) が 亡くな っ た らし く 
て 今 使え な い の よ 。 他 の 億 兵団 は 骨 な し ば か り 。 私 と し て は 頭 の 痛い 話 ね ] 


「 そ の 位 兵 団 は な ん て と ころ ……: で すか ?] 


ンー 


「 紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) よ 」 


「 誰 か さん が 潰し ちゃ っ た か ら 」 
「 み ん な 、 同罪 だ ろ 


ユー リ は カウ フ マ ン に 背 を 向け る 。 


病 ユー リ [生憎 と 今 、 取り 込み 中 で ね 。 他 を あたっ て くれ 。 じゃ あな 」 

閉 カロ ル 。。 「 え 、 コ ユー リ ! 船 の こと お 願い する ん で し ょ ?] 革 

2 カウ フ マ ン  「 あ ら 、 船 っ て ?」 0 8 

開 ユー リ 。。 「 オ レ た ち も ギ ルド 作っ た ん だ よ 」 

カロ ル [凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) っ て いう ん で す !」 

隔 | カウ フ マ ン  「 素 敵 。 そ れ じ ゃ 商売 の お 話し まし ょ うか 。 相互 利益 は 商売 の 基本 。 お 

互い の た め に な る わ 」 

関 ユ エー リ [悪い が 仕事 の 最 中 で な 。 他 の 仕事 は 請け られ ね え 」 た 

阿 カウ フ マ ン 「 そ れ な ら 商売 じゃ な く て 、 ギル ド 同 士 の 協力 っ て 事 で どう ? それ な ら ギ 

”。 ルド の 信義 に は 反し な くっ て よ 。 う ちと 仲良 くし て お く と 、 色 々 お 得 よー ?] 

カロ ル 。。 「 あ … う ラー、 え と 」 

開 ユー リ 「 分 か っ た よ 。 けど オレ た ち は ノ ー ド ポリ カ に 行き た いん だ 。 遠回り は ご 

4 説い つ 本 OO て 9 ドー で 

較 カウ フ マ ン 「 摘 わな いわ 。 魚 人 (ぎょ じん ) が 出る の は 、 ここ の 近海 だ も の 。 こち ら 
に 全 5W と し て は よそ の 港 に 行け さえ すれ ば 、 それ で いい の 。 そし た ら 、 そこ か 

ま らい くら で も 船 を 手配 で きる か ら 」 

開 カロ ル 。 「 さ す が 幸 福 の 市場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ )…」 

賠 カウ フ マ ン 「 契 約 成立 か し ら ?」 

病 リ タ や = 「 な ん か 、 い いよ うに 言い くる め られ た 気 が す る 」 ra 

開 レイヴ ン [さす が 天下 の 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ド マ ル シェ )、 商 売上 手 っ て と こ だ ね え ]」 


ジュ ディ ス 


「 い いん じゃ な い ? これ で デズ エー ル 大 陸 に 渡れ る 訳 だ し 」 


カウ フ マ ン 「 も う ひ と つい い 話 を つけ て あげ る 」 

カロ ル 「 い い 話 ? 何 それ ?」 

カウ フ マ ン  「 も し 無事 に ノー ド ポリ カ に 辿り 着い た ら 、 使っ た 船 を 進呈 する わ 」 

還 カロ ル 「 ほ 、 ほん と に !?] 1 
回 ジュ ディ ス 「 ボ ロ 船 だ けど 、 破 格 の 条件 に は 違い な いわ ね |] 

還 099 マン CUE EURO > シー 
義 ユー リ |) 「 ど うだ か な 。 魚 人 (ぎょ じん ) っ て の が それ だ け 厄 介 だ っ て 話 だ ろ 」 

妥 カウ フ マ ン 「 そ こ は ご 想像 に お 任せ する わ ] こま 
ユー リ は カ 口 二 だ 鐵 要 護 生 わせ る > の 3 の SS ニー 
関 ユー リ 「 し ょ う が ね ぇ な 」 

カウ フ マ ン  「 素 敵 ! 契約 成立 ね 。 さ 、 話 は まとまっ た ん だ か ら 、 仕 事 し て も ら うわ よ ! 


eS ンー へ 


同 エス テル 
カウ フ マ ン 
ユー リ 


較 カウ フ マ ン 


「 積 谷 は な ん な ん で す ?」 


「 ト ク ナ ガ で す 。 よ ろ し く 、 お 願い し ます 」 
「 彼 は あく まで この 航海 だ け だ か ら 、 次 か ら は 自前 の 操船 士 を 雇っ つて ね 。 


急 ぎじ ゃ な いけ ど ご 重要 な 商談 だ っ た か ら 本 当 、 助かっ た わ 」 


「 そ れ は 、 秘密 よ 」 
「 や ば いも ん じゃ ね え だ ろ うな ?」 
「 安 心して 。 ーー 


で の お 、 ア ソー MA う 


素敵 。 
それ じゃ 商売 の お 話し まし ょ うか 


な ん か 、 い いよ うに 
kk、 言い くる め ら れ た 気 が す る 


あな た た ちの 船 に な る 
フィ エル ティ ア 号 


や ば いも ん じゃ ね え だ ろ うな ぅ 2 


スキ ッ ト 船出 は 拓 険 な 香り な の ね 


』PART ウ 


| 凛々 の 明星 編 


エス テル 
灸 人 の 群れ に 


会 わな けれ ば いい で すね 


波 本 いし た の じゃ 


聖 柱 っ て 前 に ノー ル 傘 で 
探し て た アレ か 


「 早 速 で す が 、 フィ エル ティ ア 号 の 扱い に つい て 事前 に 説明 し て お きま すね 。 船 か 
ら 上 陸 で きる の は 、 機 橋 の ある 港 か 、 砂浜 だ け で す 。 崖 に な っ た と ころ に 停泊 し 
て も 上 陸 は で きま せん よ 。 岩 が ある と ころ は も ちろ ん で す が 、 浅瀬 の ある と ころ 
も 通れ ませ ん 。 川 くら い 深 さ の ある と ころ な ら 入 れる 場所 も あり ます が 、 途中 に 
橋 が か か っ て いる と 、 こ の 船 の 大 き さ で は 、 く ぐる こと が で き な い で すね 。 以 上 で す 」 


ーー ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ワ ーー ワー ワー ワー ワー シー シー ワー シワ ーー ワー 一 


「 で も 世の中 、 そん な に 甘く な いわ よ 」 


「 若 い の に 、 ずい ぶん 悲観 的 な の ね 」 


「 現 実 的 っ て 言っ て 」 し 
「 そ れ に し て も 助かっ た わ 。 な ん と か 間に合い そう 」 


「 海 較 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) か 。 ち ょ くち ょ よく 名 前 を 聞く な 」 


「 そ う ? 兵 装 魔 導 器 ( ホ ブロ ー ブ ラ ステ ィ ア ) を 専門 に 商売 し て こる ギル ド よ 」 


また 大 口 の 取引 先 を 奪わ れる と ころ だ っ た わ 」 


「 そ れ に し て も 、 連中 は どこ か ら 商 品 を 調達 し て る ん で し ょ う 」 


カウ フ マ ン 


その と き 、 船 が 大 きく 揺れ る 。 


カウ フ マ ン 


「 来 た わ ね 」 


トク ナガ 


「 皆 さん 気 を つけ て !」 


魚 人 が 甲板 に 上 が っ て くる 。1 匹 の 魚 人 か ら 、 声 が 発 さ れる 。 


りさ 「 ち ょ っ と …… 波 酔い し た の じゃ …… 4] 
カロ ル 「 ま 、 魔物 が 喋っ た …… 1 | os 
エス テル 「 も し か し て 、 あ の 魔物 と 同じ ……」 
ロー リー | 只 っ と る と 千 叶 お 人 せ 凡 0 
上 Dem"  " 雪 


[さす が ね 。 私 の 目 に 間違い は な か っ た わ 」 


[と ほほ …… 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は お っ さん も こき 使う 


聖 核 ( ア パテ ィ ア ) っ て 前 に ノー ル 港 で 探し こ た ア レ か 」 


ーーーーーーーーmーmーーーmーmーーーー ワ ーー ワー ワー ワシ ーー ワー ワー 一 


「 そ うそ うぅ 」 
| リタ 。  「 そ れ っ て お と ぎ 話 で し ょ 。 あ た し も 、 前 に 研究 し た けど 、 理論 で は 実証 
され な いっ て わか っ た わ 」 ku ドー 
開 レ ィ サン  「 ま 、 お と ぎ 話 だ っ て 言わ れ て る の は お っ さん も 知っ て る よ 」 
エス テル  。 「 ど うし て そん な も の を 、 探す ん で す ?] 
開 レ ィ イヴ ン [そり ゃ …… ド ン に 言わ れ た か ら ね 」 CNS デ 1 


突然 、 倒し た は ず の 魚 人 が 立ち 上 が る 。 
「 ま だ 生き て ます 


回 | エス テル 


エス テル 
店 | バテ ィ 


ユー リ 「 魔 物 に 飲ま れ て て 、 航海 も 何 も な い だ ろ 」 
エス テル 「 こ ん な と ころ で 、 何 し て た ん で す ?] 


ユー リ 「 よ か っ た な 、 その まま 、 栄養 分 に され な く て 」 

較 カウ フ マ ン 「…… な ん で も いい けど 、 この まま 、 船出 し て いい か し ら 」 
ON 

トク ナガ  。 「 う わぁ ああ っ 中 

関 ユー リ [ちい っ ……! まだ 一 匹 いや が っ た か ……」 

トク ナガ 「 う っ ……」 、 玩 


と に 応 ) ec 24 sao cc 当分 安静 に し て た 方 が いい で す 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 う ち が や れる の じゃ 」 

カロ ル [パテ ィ が ?」 

悦 | バテ ィ 「 世 界 を 旅 する 者 、 船 の 操縦 くら いで き な い と 笑わ れる の じゃ 」 

『] Be 船 の 操縦 は あな た に お 願い する わ 」 


本 3 カウ フ マ ン 「 そ れ と 、 な 寄り 道 し て こも か まわ な いわ 
よ 。 針路 は ある 程度 、 あ な た 方 に 任せ る わ 」 
回 ジュ ディ ス  「 船 が め る な ら 、 どこ へ も 行き た い 放 題 ね ] 


関 | カロ ル [エス テル は フェ ロー を 探す ん で し ょ ? そん な の ん びり し て る 暇 な いん じゃ な い ?] 

回 エス テル [どの う で し よう へ ^』 員 

賠 リタ や = = 「 あ た し は 、 別 に 勝手 に や る か らい いわ よ 」 < | 

閲 ユー リ 「 ま だ 始め た ば っ か だ し 、 も っ と 余裕 持っ て こう ぜ 。 カロ ル 」 唱 | 1 

癌 カロ ル 「 う 、 う ん A」 川 計 

本 バテ ィ 「 じ ゃ あ 、 針路 の 指示 は 任せ た の じゃ | | 記 

7 二 ビ ッ グ ボス と の 再会 = フチ ウル フ が 、 ラビ ピード に マー キン グ 勝 負 を 挑ん で くる 時 ご 

世 7Z 時 賞金 閣 ・ そ の 1 = 貴族 の シェ ル が 、 正義 感 の 強い 兄 を 見 つけ て ほし いと 頼む 1 の 
揮 條 ライ バル の 残 津 = プチ ウル フ と 勝負 中 の ラ ピ ー ド に 、 帝都 の 犬 た ち が 激励 する 用 リ 
世 沈 当 獲 を 追い か け て き 下町 で 見 か けた 猫 を 、 リ タ と エス テル が 追い か け て 捕まえ る | 
倉庫 整理 ・ そ の 1 っ バイ ト に 問 違え られ た カロ ル が 、 デイ ドン 砦 の 倉庫 を 整理 する | 当 
7 当 幽 圭 の 落し 物 っ ハル ル の 樹 の 話 を し て いる 子ども が 拾っ た ヴェ ー ル を 差し 出す | 
世 江 肖 調子 の いい 男 ・ そ の 1 = 謎 の 男 シシ リー が 、 レイ ヴ ン と 一 緒 に 花びら の 数 を 数 える 1 
記 穫 由 コレクター 図鑑 ・ そ の ら っ 研究 員 ジ ェ バ ン ニ に 、 コレ クタ ー 図 鑑 を 貸し て くれ と 頼ま れる I 


区 < 調子 の いい 男 ・ そ の ら き レイ ヴ ン が シシ リー に 、 一 緒 に た そ が れ よ うと 誘わ れる 

世 : と カ ロ ル の 幸せ な 夢 カロ ル が 1 人 で 巨大 な 魔物 を 倒し 、 絶賛 され る と いう 夢 を 見 る 
記 倉庫 整理 ・ そ の 2 今度 は カプ ワ ・ ト リム で 、 カロ ル が 倉庫 の 整理 を 頼ま れる 
所 ビッ グ ボ ス 再 来 き マー キン グ 勝 負 を 進め る ラ ピ ー ド の 前 に 、 プチ ウル フ が 現れ る 


戦闘 会 放 魚 人 選 治 


凛々 の 明星 編 


魚 人 を 倒し 、 船旅 を 続け る 一 行 だ っ た が 、 突如 、 あたり に 濃い 唆 が 立ち こめ る 。 
回 ジュ ディ ス  「 肥 が 深く な っ て きた わ よ 、 な ん だ か 」 SS 
開 カロ ル 「 不 気味 ……」 

開 レ ィ ヴ ン  「 こ うい う 瑞 っ て の は 大 体 、 何 か よ く な いこ と の 前 触れ だ っ て 言う わな 」 
が ロ b TP や DC まく | も 5 0 SH 
ET ユー リ 。  「 余 計 ( よ けい ) な こと 言う と 、 それ が ほん と に な っ ちまう ぜ ] 


癌 リタ 「 あ っ ! 前 、 前 !」 


| 

| 
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| 

| 

| 


NR 
ご = 


ナー 


ES 


OR Se 0 PT いい ai 


の 


ジン 


ポン ネネ て 


原因 は …… こ いつ か も な 


ん じゃ 、 四 人 が 探索 に 出 て 、 
残り が 見 張り で どう だ ? 


こ 、 コ ワ く な ん て な いわ っ 


…… 行 っ て や ろう じゃ な い の 


エス テル 
つ 、 疲 れ た ら 
交替 し て も いい で す よ 


肖 


癌 ジュ ティ ス ー セ ルム 号 …… っ て 、 5 もら] 


アー セル ム 号 か ら フ ィ エル ティ ア 号 へ 、 タラ ッ プ が 降ろ され る 。 


「 お 一 タメ じゃ の 。 ーー の oO 


_ す ん と も 言わ な い の じ ゃ 」 


「 え ?」 
リタ は も の すご い 勢 いで 、 虹 動 放 問 (セロ スプ ラス ティ ア ) を 再 べ る @。 =。。 
| EE 
SO NCP っ ョ pm 
湊 拉 放 3 コ リ ーー 
園 レ ィ ッ ウン [50oo。 ぉ 人 け の 上 oo て か 1 、)、)、0 つ 0 
本 電導 ん 后 識 (oo me 0 0 
問 シュ ティス [入っ て みな い ?7 正和 も う よ 。 こう いう の きだ b。 私] 
2 科 5CRODEU > eeuo meE 
ー リ [原因 わ か ん な いし な 。 行 < し か な だ 2」 
、「 ち ょ っ と 、 フィ エル ティ ア 号 を ほっ て いく つも 5!?] 
病 =- リ | 「 ん Ce、 四 人 が に 出 て 、 残り が 見 限り で どう だ ?] 
3 De 


「「…… 後 は 誰 だ ?」 


- め た し 行か な いわ よ 村 - 


「 わ か っ た 」 


「 わ か っ て る ? ちゃ ん と 戦力 配分 考え て 分 け て よ 。 船 だ っ て いつ 魔物 


に 襲わ れる か わか ん な いん だ か ら 」 


OOUNWW WII WI 
了 Ta や ーー ーーーーーーーーーーー 
閥 リタ ※”"。 [あたし は 世 動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) 直 さ な き ゃ いけ な い の よっ 
92 6 っ 他人 KEI 

OWNS)l000.W 
間 091 oo 


関 カロ ル 。 「 こ ん な の ギル ド の 仕事 で も な い の に ……」 
リタ -IA コワ く な ん て な いわ っ フワ 行っ て や ろう じゃ な い の 」 


2 「 は ぁ …… も う 、 つき 合い きれ な いね ぇ 」 


回 エス テル _「 気 を つけ て 行っ て くだ さ いね 」 


同 カロ ル 「 ほ 、 本 当 に 大 丈夫 ?」 


リタ 「 な 、 な ん か あっ た ら 、 、 大声 で 呼ぶ の よ 」 


開 レ ィ ヴ ン [平気 、 平 気 、 平 出 心 、 平常 


問 ジュ デ ティス 「 そ う … 残 念 ね 」 


回 エス テル 「 つ っ ーー 
2 2 有 COW 9 9 tt 


内 リタ [だ か ら 、 あたし は 駆動 訂 導 器 ( セ ロス プラ ステ ィ ア ) 直 し て る ん だ っ て ば ! 


「 お り ょ ? これ 以上 そっ ち に 人 員 割 け な い で し ょ 」 
「 あ ら 。 交替 か し ら ?」 


「 あ ら ? 4 人 で 行く ん じゃ な か っ た で し た っ け ?」 
「 そ 、 それ 以上 人 数 必要 な い … よ ね ?」 


「 ち ょ っ と ! 一 体 何人 で 行く 気 よ !? あ 、 あ た し は 船 を 守る ん だ か ら ね 」 


「 お り ょ ? これ 以上 そっ ち に 人 員 割 け な い で し ょ 」 
「 あ ら 、 いっ ぱい の よう ね 。 残念 だ わ 」 


「 う ち も 連 れ て いく の じゃ 」 
「 お まえ は お と な し く 、 船 の お 守り し て ろ 」 


SS ニニ ニー ニニ 人 ニー ロ 人 交 モニ 人 還 ボド ニーーーー ーー ーー ーー ツー ツー ーー ジー ニー シー ニン ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ニー ニテ ーー ニニ ーー 


「 ち ゃ ん と 戻っ て き て も ら わ な いと こっ ち も 迷 惑 す る ん だ 。 充分 な 戦力 


開 ユー リ 


そろ えて 行く ん だ な 」 
「 ん …… だ な 。 わか っ た 」 


メン バー を 選び 、 3 人 と 1 匹 で アー セル ム 号 に 乗り 込む ユー リ 。 


男 


ユー リ 


[一 応 、 駆動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) を 調べ て みる 。 直っ た ら 発 煙 
筒 で 知ら せる か ら 、 すぐ に 戻っ て こい 」 
「 サ ン キ ュ 」 


パテ ィ 


今 、 な ん か 変 な 音 が し た 気 が す る の じゃ 」 


ーー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー 


カロ ル 
閥 リタ 
ジュ ディ ス 


「 あ れ 見 て ee | | 
[危な い を | | 
「 倒 れる …… 


マス ト が 折れ て 船体 に 激突 し 、 大 き な 音 が 響 く 。 そ の 振動 に より 、 船内 を 探索 する ユー リ 
た ちの 眼前 で 、 鉄格子 が 降り る 。 


閥 リタ 「 き ゃ あっ 

敵 エス テル  「 き * ぁ ああ っ トー 
カロ ル 「 う ひ や あ あっ !」 

開 レイ ィ イヴ ン  「 う お ぉ お お っ ……! 

ユー リ は 閉まっ た 鉄格子 を 調べ る 。 


関 ユー リ 


「 ダ メ だ 。 開 か な い 」 


「 は ぁ …… だ か ら 来 た く な か っ た ん だ 。 …… 先 に 進 お むし か ね え か 」 
「 先 に 進む し か …… な いみ た いで すね ……」 

[な ら 、 先進 ん で み ま し ょ 。 ここ に いて も 仕方 な いわ 」 

「 は 、 は 、 早く …… 先 進 お わ よ …… 


「 だ な 。 進ん で みよ う ぜ 」 


そう 言い な が ら も 、 ユー リ は 外 の 方 を 気 に する 。 


ユー リ 


「 残 っ て る 奴ら に な ん か あっ た の か …… | 


一 方 、 フ ィ エ ル テ ィ ア 号 で は 。 


カウ フ マ ン 


カロ ル 


「 ツ ツ …… 何 が あっ た の ? 突然 マス ト が 倒れ る な ん て ……」 


[ボク ら は 大 丈夫 だ けど 。 ユー リ 達 は ……」 


開 レ ィ ヴ ン 
回 ジュ ディ ス 
カウ フ マ ン 


エス テル 


ジュ ディ ス 


「 こ っ ち は OK よ 。 ん だ ども 先 に 行っ た 奴ら は どう だ ろう な ぁ ?」 
「 え え 。 無事 の よう 。 調べ に 行っ た 子 た ち は ど うか し ら ?」 
今 の 衝撃 で 無事 と は 言い 切れ な いわ ね 」 


[ み 、 みん な が 心配 で す 。 あ の 、 行っ て も いい 、 で す ?」 
[放っ て お け な い と 思う の だ けれ ど 、 ダメ か し ら ?」 


開 レ ィ ヴ ン 


「…… ま っ た く 面 倒 か け や が っ て 。 様子 見 が て ら 、 行く か ?」 


カウ フ マ ン 


カロ ル ※ 


「 ち ょ っ と 。 船 の 護衛 は どう すん の 」 


「 ゴ メン な さい 、 で も エス テル の 護衛 も ボク た ちの 大 切な 仕事 な ん で す 」 


※ エス テル も 待機 し て いる 場合 の み 。 


ちょ っ と !/ 
ー 体 何人 で 行く 気 よ / 2 
あ 、 あ た し は 船 を 守る ん だ か ら ね 


お まえ は お と な し く 、 
船 の お 守り し て ろ 


一 応 、 虹 動 魔 導 器 を 調べ て みる 。 
直っ た ら 発 煙 筒 で 知ら せる か ら 、 
すぐ に 戻っ て こい 


先 に 進む し か 
な いみ た いで すね …… 


残っ て る 飲 ら に 
な ん か あっ た の か ……? 


面倒 か け や が っ て 
様 了 見 が て ら 、 行 く か ? 


衝 
区 拉 
四 1 
3 
4 
3 
に 
4 
の 
に 
お 
1 
3 
和 
1 
和 
六 
】 


ゴメ ン な さい 、 5 シー 
で も あ ク 6 だ け じ ゃ 、 退治 し た か ら 」 
船 守 れ な いも の 


「 ゴ メン な さい 、 で も ボク ら だ け じ ゃ 、 船 守 れ な いも の 」 

[大 丈夫 よ 、 こ ん な と ころ に まで 魚 人 (ぎょ じん ) は 現れ た り し な いと 思う わ 、 勘 だ けど ] 
「 お っ さん 、 別 に あい つら の ギル ド の 人 間 じ ゃ な いし この 船 の 護衛 な ん て 知ら な 一 い ] 
「 す いま せん 、 で 、 で も 中 に 入っ て っ た 人 た ちの こと が 気 に な る か ら ……」 
ユー リ た ち を 追う こと に し た 仲間 た ち 。 


し エス チル 「 で も 三 人 だ け で も 大 丈夫 で し ょ うか 」 
カロ ル 。 「 で も 、 三 人 だ け で も 大 丈夫 か な ?] 
ジュ ディ ス  「 三 人 で も 大 丈夫 か し ら ね ?」 

その 問い に 、 別 の 仲間 が 答え る 。 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 そ う ね 、 ラー ん …-」 


癌 リタ 「 何 が 不満 な の よ ?」 
ジュ ディ ス  「 で も わた し た ち 以 外 で 誰か いて ?]1 
ーー 本 | バテ ィ 「 こ こ で うち の 出番 な の じゃ 1!」 
ま 、 あ た し は いい けど さ 


「 あ な た 、 お と な し くし て ろ っ て 言わ れ て た わ よ ね ?」 

「 あ ん た 、 お と な し くし て ろ っ て 言わ れ て な か っ た ? ま 、 あ た し は いい けど さ 」 
「 パ ティ ちゃ ん は お と な し くし て た 方 が いい ん じゃ な い の ?」 

「 そ れ し き の 言葉 で は 、 激 し く 燃え る 冒険 心 の 炎 を 消す こと は で きぬ の じゃ 


「 つ まり 、 船 の 中 を 探検 し た いと 、 そ ー い う こと ?」 
「…… 船 に 行き た いん で す ?] 

「 ど うし て 、 そん な に 船 に 乗り た い の ?]」 

「 船 か ら お 宝 の 匂い が する の じゃ |」 


[匂い 2 を で の と 。 し な いけ ど シー 」 


「 俺 様 、 今 、 鼻 づ まり な の よね 」 


「 は ? 匂い っ て 何 よ 」 


「 冒 険 家 の 喫 覚 は 人 食い ザ メ の 牙 よ り も 鋭い の じゃ 」 


[じゃあ 、 まあ 、 つい と いで よ 。 その 代わ り 、 お 宝 あ っ た ら 、 山分け よ 」 
[8 : で 手 を 打つ の じゃ 」 


まま 


か や 


「 つ いて き て も 構わ な いけ ど 、 邪魔 し た ら 、 容赦 な く 置い て くわ よ 」 
「 般 着 場 の フナ ムシ より は 役に立つ の じゃ 」 


キツ ツキ 


1 「 も う …… じ ゃ あ 、 お と な し くつ いて き て よ 」 

「 心 配 は 無用 な の じゃ 」 

「 は ぁ …。 し ょ う が な いわ ……」 

「 ち ゃ ん と 戻っ て こい よ 。 この まま 漂流 は ご めん だ か ら な 」 
pm そう 言っ た あと 、 男 は カウ フ マ ン に つぶ や く 。 


も っ と 楽し く な る 話 を な さい ! 


AO OCN つう 


マー マイ マテ 


男 [さす が に 俺 た ち だ け だ と ちょ っ と 心細い すね -……」 
N 阿 カウ フ マ ン 「 そ うい うこ と 言わ な い ! も っ と 楽し く な る 話 を な さい !」 
0 男 「 す 、 すい ませ ん ……|」 


仲間 た ち は ユ ー リ の あと を 追う 。 倒 れ た マス ト の 上 を 通り 、 船 内 の 一 室 に 入る と ユー リ た ちがい た 。 
カロ ル 「 は ぁ …… よ か っ た …… 無 事 だ っ た ん だ ね |] 

癌 リタ 「 な ん だ …… 無 事 じゃ な い の 」 

エス テル  「 無 事 だ っ た ん で すね 」 

ユー リ 「 お い お い 、 お まえ ら も 来 ち まっ た の か よ 。 し か も 、 何 連れ て き て ん だ よ 」 


開 レイヴン [連れ て きた わけ じゃ な いん だ けど も ね ……」 
カロ ル 「 勝 手 に つい て きた ん だ よー」 
※ エス テル も 待機 し て いる 場合 の み 。 


カロ ル が そう 言う と 同時 に 、 扉 が 勝手 に 閉まる 。 


バテ ィ 


閥 リタ 


エス テル 


リタ 


開 レ ィ ッ ン 


関 ユー リ 


癌 ジュ ディ ス 


スキ ッ ト 


| 1 PART フ 精 請 
| | 凛々 の 明星 編 


船長 室 らし き 場 所 に 来る と 、 カロ ル が 悲鳴 を 上 げ る 。 


「 コ メン な さい 、 連れ て きち ゃ っ た わ 。 か わい か っ た か ら 、 つい 

「 ユ ー リ に 会 い に 来 た の じゃ 」 

[度胸 ある お 嬢 さん だ な 。 っ て まあ 、 今更 か …」 

[海辺 の シー ラカン ス よ し 度胸 ある こと 、 折り 紙 つ き な の じゃ 」 
[度胸 が ある の は 知っ て る よ 。 で な きゃ 、 あの 業 突 くじ じい の 屋敷 に 一 
人 で 乗り 込ま ね え だ ろ 」 

「 ラ ゴウ の 屋敷 の こと で すね 」 

「 船 の 方 は 、 大 丈夫 な の か よ ……」 
[こん な と ころ 、 早く 出 よ う よ 」 


海 錠 の シー ラカン ス よ り 
度肝 あ る こと 、 
折り 紙 つ き な の じゃ 


2 きっ と この 船 の 悪霊 た ち が 
わた し た ち を 合 間 入 りさ せよ うと 
船底 で 相談 し て る ん で す …… 


「 幽 寺 の 仕業 じゃ な 」 

「 ウ 、 ウソ で し ょ …… 19 ] 

「 き っ と この 船 の 悪霊 た ち が 、 わた し た ち を 仲間 入り させ よう と 船底 で 
相談 し て る ん で す ……」 

「 へ 、 へ ん な 想像 し な いで よ …… 1] 

「 あ 、 あり え ね ぇ っ て 」 に 所 で 2 

[そこ が ダメ な ら 別 の 出口 を 探す まで だ 」 

「 そ う ね 、 いき まし ょ う 」 


幽霊 船 の お 楽し みち ょ っ と は な れ て / あ て が 外れ た / お っ さん の 役目 / 鏡 の 向こう に ノエ ステ ル 独 り 言 / 
ボク が 助け る 文句 言っ て や る ジュディス 、 興味 津々 ン め ん どく さく て 、 や が て お も ろ き ノコ バン ザ メ より も 
女心 ノ 勇敢 な カロ ル ? ノ 勘 は 鋭い ノ 宝 を 探し て し や っ ぱり みん な 一 緒 が 安心 脅え る 少女 


カロ ル 「 ひ ぃ っ …… 
イス に 座っ て いた の は 白骨 だ っ た 。 ユ ー リ た ち は 、 近く に ある 日 誌 を 調べ る 。 
ユー リ 「 ア スー ル 暦 632 年 、 ブル エー ル の 月 13 ?」 
エス テル 「 ア スー ル 暦 も ブル エー ル の 月 も 帝国 が で きる 前 の 暦 で すね ] 
リタ 「 千 年 以上 も 昔 、 か ……」 
関 カロ ル 「 そ ん な に ?」 
エス テル は 日 誌 を 読み 上 げ る 。 
エス テル 「 船 が 漂流 し て 40 と 5 日 、 水 も 食糧 も と うに 尽き た 。 船員 も 次 々 と 負え 
に 倒れ る 。 し か し 私 は 逝け な い 。 ヨー ムゲン の 街 に 、 澄 明 の 刻 晶 (クリ 
アシ エル ) を 届け な く て は ……。 魔物 を 退け る 力 を 持つ 澄 明 の 刻 晶 ( ク 
リア シエル ) が あれ ば 、 街 は 助かる 。 注 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) を 例 の し か し は 送 け な り 
紅 の 小 箱 に 収め た 。 ユイ ファ ン に も ら っ た 大 切な 箱 だ 。 彼女 に も も う 少 goaempo< て e 
し で 会 える 。 みん な も 救え る 。 …… で も 結局 、 こ の 人 は 街 に 帰れ ず 、 こ 
こ で 亡くな っ て し まわ れ た ん で すね ……」 
リタ 「 エ ステ ル 、 千年 も 前 の 話 よ ] ュー 
パテ ィ 「 そ ん な 長い 間 、 この 船 は 広い 海 を 科 委 っ て お っ た の じゃ な 。 寂し い の う …-」 
癌 カロ ル 「 ボ ク 、 ヨー ムゲン な ん て 街 、 聞い た こと な いな あ ……」 
リタ 「 こ れ が ほん と に 千年 前 の 記録 な ら 街 だ っ て 残っ て る か どう か 」 
閲 ユー リ 「 ま 、 そう だ よ な 。 … 澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) っ て の は ?] 
リタ 「 知 ら な い 」 
本 レ ィ ヴ ン  「-… 魔 物 を 退け る 力 ね え 」 
ジュ ディ ス  「 結 界 ( け っ か い ) み た いな も の じゃ な いか し ら ?」 
閲 ユー リ 「 そ の へ ん に な いか ?」 
ドド:】 バテ ィ 「 探 し て みる の じゃ ] 


| 貞 
| け 
| 

ゆ 
ド 
* 

て 
| 
| 生 
肝 
まま 
計 
1 

N 
ド 


CC ポー キー イマ で イー 


らい の た レ 
その 避 明 の 刻 晶 を ヨー ムゲン に 
け て あげ た いで す 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ユー リ は 白 肖 の 死体 が 、 赤い 箱 を 抱え て いる の に 気づく 。 


関 ユーリ) 「 ん ? これ じゃ な いか ?」 

問 ジュ ディス 「 な ん か 大 切 そう に 抱え て る わ ね 」 = 
癌 カロ ル 「 こ れ が 澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) か な ?」 っ 
較 ユー リ 「 日 誌 に 書か れ た 通り な ら 、 合い きだ の 3 に に) っ 
ピ と イ 「 お 、 お っ さん 、 取っ て よ . 222。 凍っ ンー ニニ シッ ーー > 
開 レ ィ ヴ サン 「 イ 、 イ ヤ だ っ て の 。 何 言い 出す の よ 、 まっ た く こ の 若 人 は 」 2 
回 パティ ”。 「 い い 歳 し て 、 お っ さん は こわ が りな の じゃ 」 

較 し ワン | そう 還 (ティ ラ ゃ は だ 3 な の ま ] 。  - - に ら 
閲 ユー リ 「 子 ども と 張り 合う な よ 、 いい 歳 し て す 』 。。 テ 


2 「 は い J」 


中 レイ ヴ ン 。 「 う ひ ゃ ぁ 。 ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 大 困 5a 

問 ジュ ティ ス  「 呪 われ ちゃ うか し ら 」 夫人 
箱 を レイ ヴ ン に 渡し 、 白骨 の 腕 を 掲げ る ジュ ディ ス 。 
TRS 
癌 カロ ル 「 あ 、 あ 、 あ 、 あ 、 あれ …-」 
開 レイ ィ ヴ ウン 「 ん … う ぉ っ 

部 屋 の 鏡 を 見 る と 、 謗 栗 の 騎士 が 映っ て いる 。 


ジュ ディ ス  「 逆 の よう ね 」 


癌 カロ ル 「 な に が !?」 を 8 
問 ジュ ディ ス  「 魔 物 を 引き 寄せ て る っ て こと 」 2 
剛 膝 の 騎士 は 鏡 か ら 出 て くる 。 


還 エス テル  「 来 ます ! 

な ん と か 骨 朋 の 騎士 を 退け る 一 行 。 す る と 、 剛 の 騎士 が 赤い 光 を 放ち は じ め る 。 

リタ 「 き ゃ っ …… 

パテ ィ あー 12 | 

騎士 は 鏡 の 中 へ と 帰っ て いく 。 

本 | バテ ィ 「 逃 げ る の じゃ 」 

痢 導 和 9 バテ af も 
ユー リ 「 別 に あの 化け 物 と 白黒 つけ な きゃ いけ な いこ と も な い だ ろ 」 

凍 SS 1 電 し て よ 、 も 3 
問 ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 返 し て あげ る ? あの 人 に 」 


問 カロ ル 「 返 し た 方 が いい っ て 

了 に | エス テル 。 「 あ の -…… わ た し 、 そ の 潜 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) を ヨー ー ム ゲン に 届け 
て あげ た いで す 」 

リタ 「 な に 言い 出す の よ !| まい eocE 6 

回 | エス テル [性 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) 届 け を ギル ド の 仕事 に 加え て も ら え な いで し ょ うか ?」 

癌 カロ ル 「 だ め だ よ 。 エス テル 。 基本 的 に ボク た ち み た いな ちっ ちゃ な ギル ド は 、 


ひと つの 仕事 を 完了 する まで 次 の 仕事 は 受け な いん だ 」 
開 レイヴン 「 〇 ひと つ ひ と つ し っ か り 仕事 し て いく の が ギル ド の 信用 に 繋が る か ら な ぁ ] 
ジュ ディ ス  「 あ ら ? また その 娘 の 宛て も な い 話 で ギル ド が 右往左往 する の ?」 


遇 。 「 ち ょ っ と ! あん た 、 他 に 言い 方 が わる ん じゃ な い の !?」 


因 | エス テル 。 「 リ タ 待 っ て ……。 ご めん な さい 、 ジュディ ス 。 で も 、 この 人 の 思い を 届 
け て あげ た い ……。 待っ て いる 人 に 」 


問 ユー リ 「 待 っ て る 人 っ つっ て も 千年 も 前 の 話 な ん だ よ な あ 」 

陸 パ ティ =” 「 さ す が に 千年 は 待ち くたびれ る の じゃ ml 20 

賠 カロ ル 「 そ うい うこ と じゃ あな いと 、 思う ん だ けど …」 

同 エス テル  「…- コ 

リタ 「 あ た し が 探す 」 衣 

較 エス チ 比 [リタ ーー 」 2 の ーー に 

リタ 「 フ ェ ロ ー 探 し と エス テル の 護衛 、 あ ん た た ち は あ ん た た ちの 仕事 や りゃ 
いい で し ょ 。 あ た し は 勝手 に や る 」 9 

癌 カロ ル 9 直義 0 の まし ーー こし だ 

関 ユー リ 丁 隊 な ら 。 オ レ も うき 全 っ て も し ME ば | 。 に 


リタ 「 ち ょ 、 ちょ っ と あん た た ち は 仕 事 や っ て りゃ いい の よ !」 


関 ユー リ 「 ど う せ 、 オレ た ち に つい て くん だ ろ 。 だ っ た ら 、 仕事 外 と し て 少し 手 伝 
つう 分 に ゃ 、 問題 な い ]」 

了 門 | エス テル  「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 若 人 は 元気 が め っ て 良い ね ぇ ] 


相 | バテ ィ 「 み ん な 仲 が よい の じゃ 。 リタ 旭 い い の う 」 
リタ 「 あ 、 あたし は 喜ん で な ん て な いわ よ ]」 
に パテ ィ 「 そ うな の か の ?」 


開 レ ィ ヴ ン 。 「… ん 2」 

癌 ジュ ディ ス 「 ど うか し た ?] 
開 レ ィ ヴ ン 「 外 に な ん か 煙 み た いな の が -…--」 
フィ エル ティ ア 号 か ら 、 煙 の 尾 を 引く 光 が 射 出さ れる 。 


開 ユー リ 「 お 、 発煙 筒 か ? 駆動 麻 導 器 ( セ ロス ブラ ステ ィ ア ) 、 直っ た か ?」 
開 | カロ ル 「 戻 っ て みよ う よ 」 
問 リタ 「 そ ん な こと 言っ て も 来 た 道 、 戻れ な く な っ ちゃ っ て る わ よ 」 


関 3 ロ ル 「 あ れ ? さっ き 、 ボク が ここ 調べ た 時 、 鍵 か か っ て た の に …… ?] 
義 ユー リ  「 こ っ か ら 戻れ る な 」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「…… は は あ 、 呪 が 解け た な 」 に に 
リタ 。。  「 そ 、 そ ん な わけ な いで し ょ !? ババ 力 言っ て な いで 行く わ より 


開 レ ィ ヴ ウン 「 へ い へ い 」 

上 飛 の 甲板 に 出 て 、 下 を 見 下ろ す カ ロ ル 。 

関 | カロ ル 「 こ こ か ら 下 に 降り られ れ ば 、 船 まで すぐ な の に な あ 」 
癌 ジュ ティ ス 「 は い 」 

近づい て きた ジュ ディ ス の 手 に は は し ご 。 
リタ 「 そ 、 それ どう し た の ?」 
癌 ジュ ディ ス 「 た ぶん 、 こ ん な こと も ある か と 思っ て 、 この 船 の 中 か ら 持っ て きた の 」 


問 ヵ ロ ル 「 よ し 、 船 に 戻 う う ……。 …… あ わ わ わ わ ……」 
カロ ル は 勢い 奈 っ て 、 落っ こち そう に な る 。 
リタ 「 バ カ っ ぽい ……」 


開 レイ ィ ヴ ン [| 肛 動 訂 導 器 ( セ ロス ブラ ステ ィ ア ) が 直っ た と な りゃ 、 こ ん な と ころ か ら は お さら ば ね ] 

フィ エル ティ ア 号 に 戻っ て きた 一 行 。 

職 カウ フ マ ン 「 船 の 駆動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) が 直っ た わ よ 」 

ユー リ 「 み た い だ な 」 

回 / ほ ィ 「 ふ ぁ ー よ か っ た の じゃ 」 

阿 カウ フ マ ン 「 ま っ た く 次 々 トラ ブル に 巻き 込ま れ て ……。 こ こ に 残っ た の が 私 じゃ な 
か っ た ら 、 あん た た ち 置い て くわ よ 」 

義 ユー リ [そり ゃ 悪かっ た 。 今 後 の 教訓 に する よ 」 

義 カウ フ マ ン 「 ま っ た くも う …-」 

癌 ジュ ディ ス  「 駆 動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) が 壊れ て た 原因 は 何だ っ た の か し ら ?] 

隊 | カウ フ マ ン 「 そ れ が 、 急 に 動き 出し た の よね 。 訳 が 分 か ら な いわ 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 や っ ぱり 、 呪 いっ て や つ ?] 

也 | エス テル  「 き っ と 、 ア ー セ ルム 号 の 人 が 溢 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) を 誰か に 渡し 


た く て 、 わた し た ち を 呼ん だ ん で す よ 」 


閲 リタ 「 あ る は ず な い ! 死ん だ 人 間 の 意思 が 働く な ん て ……」 

関 ユー リ 「 扉 は 開か な く な る 、 駆動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) は 動か な く な る 、 
_ 呪い っ ぽい よ な 」 

】 バテ ィ 「 世 界 は 広い 、 まだ まだ 人 の 知恵 で は わか らん こと は 多い の じゃ あ 」 

リタ 「 違 うっ た ら 、 違う の !」 

リタ は 目 の 前 に いた カロ ル に チョ ッ プ 。 

関 カロ ル 「 な ん で 、 ボク …-」 

賠 カウ フ マ ン 「 そ れ に し て も みん な 無事 で よかっ た わ よ 」 

閲 ユー リ 「 う ちの 首領 (ボス ) が 、 無事 じゃ な いけ ど な ]」 

了 に | バテ ィ 「 う ーー お ……」 


ウフ マン  「 ど うし た の 


no MA 
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リ 

| オ 


パテ ィ 「 故 障 の 原因 は 分 か らん が 、 どっ ち に し て も 相当 ガタ が き と る の じゃ 。 


CORE 


較 カウ フ マ ン  「 そ う ね 。 そろ そろ 向かっ て も ら える と 私 も 嬉し いわ 」 


な ec ューー タ 9 っ F、 こん な 古い ポン コツ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 使っ と っ た ら 、 いつ か 広い 
ーー 海 の 真 ん 中 で 難破 する こと 必至 じゃ 」 
| 回 リタ 「 へ え 、 船 絡み だ と 目 端 利 く の ね 」 
| カロ ル 「 え え 、 そう な の !?」 トッ 
| カウ フ マ ン  「 な 、 な に よ …… 分 か っ た 、 分 か っ た わ よ 、 仕方 な いわ ね 。 港 に 着い た 
| ら 新調 し て あげ る 。 それ な ら 文 匂 な いで し ょ ? も う 、 大 サー ビス だ わ 」 
| 回 リタ 「 ほ ら 、 さっ さと 出る わ よ 。 ノー ド ポ リカ に 行く ん で し ょ 」 


記 デ デ ッ キ の 未 路 = 魔 核 (コア ) を 盗ん だ 犯人 デ デ ッ キ を 見 つけ 、 制 壇 を 加え る 
見 当 海鮮 電 レ シ ピ 取 得 き カプ ワ ・ ノ ー ル の 宿屋 の お か みか ら 、 海鮮 圭 の レシ ピ を も ら う 

スキ ッ ト 箱 に つい て / 負 膝 の 魔物 ユー リ の 暮らし 

戦闘 会 話 宝 律 う 骸 の 凶 戦 士 戦 


信太 太 大江 大友 玉 注 玉 太 玉 ま 太 注 注 信 及 流 人 信 全 全 信人 王 まま 生 まま ま 生玉 は ま 入 た 入 は な) 


「 9 幽霊 船 を 離れ 、 船 は デズ エー ル 大 陸 に 近づく 。 
現在 は ギル ド 、 戦 士 の 居 堂 が 
上 のち の ジュ ディ ス  「 あ れ が ノー ド ポ リカ ね 」 
聞 |】 カロ ル 「 う ん 、 別名 、 闘技 場 都市 !」 
エス テル 「 か つて は 罪人 同士 を 戦わ せ 、 貴族 た ちの 熱狂 と 狂乱 を 呼ん だ 。 現在 
は ギル ド 、 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) が 闘技 場 の 運営 権 を 持ち 、 市 


民 の 娯楽 の 場 と な っ て いる 、 で す 」 


関 カロ ル 「 戦 士 の 殿堂 (バレ スト ラー レ ) は ね 、 ド ン の ギル ド 、 天 を 射る 矢 ( ア ルト 
3 スク ) に も 叱 敵 する 大 き な ギ ルド で ……」 
と つて も マッ テ な の じゃ ノー ド ポ リカ の 街 か ら 花火 が 上 が る 。 


癌 ジュ ディ ス  「 あ ら 、 綺 麗 」 
開 レイ ヴ ン [毎日 が お 祭り 騒 ざ っ て と こ か 。 こり ゃ いい わ 」 

】 パテ ィ 「 花 火 に お 祭り に お で ん 、 と っ て も マッ チ な の じゃ 」 

開 レ ィ イヴ ン  「 ど れ 、 俺 様 に も 一 本 …-」 

パテ ィ の お で ん に 手 を 出す レイ ヴ ン 。 パテ ィ は べ ち っ と レイ ヴ ン の 手 を 叩く 。 

「 あ ん た は 遊び で 来 て ん じゃ ね ぇ だ ろ 」 


約束 どおり 、 積 荷 を 放 ろ し た ら 
フィ エル ティ ア 号 は 
あな た た ち に あげ る わ 


[ドン の 使者 な ん だ か ら ベ リウ ス に 失礼 の 無い よう に ね | 

「 な ん だ よ 。 少年 。 俺 様 いつ も 礼 を 弁 えて る ぜ 。 う ひ ゃ ひ ゃ ひ ゃ 」 

「 大 勢 で 旅 する の は に ぎ や か そう で いい の 」 

「 う る さい だ け だ っ て の 」 

了 | カウ フ マ ン 「 お か げ で 依頼 は 無事 完了 よ 。 約 束 ど お り 、 積 荷 を 降ろ し た ら フ ィ エ ル テ ィ 
ア 号 は あな た た ち に あげ る わ 」 

「 や っ た ね ! あり が と う 。 大 事 に する よ 」 

「 そ れ で コ ゴ ー ル 砂漠 っ て の は ここ か ら 、 まだ 遠い の か ?」 

[ノー ド ポ リカ の ずっ と 西 ね 」 

「 え 、 で も 途中 に 大 き な 山 が ある ん じゃ な か っ た っ け ?」 

「 ち ょ っ と 歩き じゃ 大 変 そう だ な 。 近く まで 船 で 行け ね え か 」 

「 き っ と 無理 ね 。 砂 漠 に 行く こと 自体 珍し い の に 、 船 が つけ る と ころ が 

ある と は 思え な い 」 

「 ね 、 本 当 に 行く つも り ? 前 も 言っ た けど 、 本 当 に 危険 な と ころ な の よ 。 

そん な と ころ に あん た 行か せる わけ に は …… じ ゃ な く て …… 

1 バテ ィ 「 入 港 す る の じゃ 」 

150 船 は ノー ド ポリ カ に 入る 。 


そん な と ころ に 
あん た 行か せる わけ に は …… 
じゃ な く て ……/ 


閣 | カウ フ マ ン 


「 ご 苦労 様 。 ど う も ね ] 


癌 カロ ル 「 う うん 、 こち ら こそ 。 大 助かり だ よ 」 

関 ユー リ 「 そ うそ う 、 お 互い 様 っ て ヤツ だ 」 

2 の 「 あ 、 こ 、 こ れ は カウ フ マ ン さん 、 い 、 い つも 、 お 、 お 世話 に な っ て 、 い 、 い ます 

用 | カウ フ マ ン  「 ま た どこ か の 遺 中 発掘 ? 首領 (ボス ) 自 ら 赴く な ん て 、 い つも な が ら 感心 する わ ] 

癌 ??? 「 い 、 遺 中 発掘 は 、 わ 、 私 の 生き 甲斐 、 で すか ら 」 

リタ 「 あ れ 、 誰 …… ?] 

開 レ ィ ヴ ン  「 坦 構 の 門 ( ル レー イン ズ ゲー ト ) の 首領 (ボス ) ラ ー ギ ィ よ 」 

リタ [遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) ? 何 か 覚 え あ る ……」 

開 レ ィ ヴ ン  「 そ りゃ あ 、 錠 国 魔 導 土 の 遺 中 発掘 を お 手伝い し て る ギル ド だ し 」 

リタ 「 あ あ 、 それ で 聞い た こと ある の か 」 

較 ラー ギィ  「 で 、 で は 、 な 、 仲 間 を 待た せ て お 、 お り ま す の で 、 こ 、 これ で ]」 

ラー ギィ は 去っ て いく 。 

居 | エス テル 。 「 い い 人 そう で すね 」 

リタ [ねぇ 前 に 拓 装 訂 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) を 売っ て る ギル ド の 話 を し て た わ よね | 

ユー リ 「 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) か ?」 

リタ [そこ に 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 横流し し て ん の あい つら じゃ な い ?」 

阿 カウ フ マ ン  「 吊 構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) は 完全 に 白 よ 」 

ユー リ 「 な ん で 、 そう 言い 切れ る ん だ ?] 

開 レ ィ ヴ ン 。 「 温 厚 で 、 まじ め に 、 こつ こつ と 。 それ が 売り の ギル ド だ か ら な ぁ 」 

リタ 人 er ] 

阿 カウ フ マ ン 「 じ ゃ 、 も う 行 くわ ね 。 フィ エル ティ ア 号 、 大 事 に 使っ て あげ て 。 駆動 魔 
導 器 (セロ ス ブ ラス ティ ア ) の 交換 と トク ナガ の 移送 は 手配 し て お くわ 」 

ユー リ 「 あ あ 」 

閑 カウ フ マ ン 「 大 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 が ん ば っ て ね |] 

癌 カロ ル 「 は い 昌 


立ち 去る カウ フ マ ン 。 リ タ は 先ほど か ら 考 え 込ん で いる 。 


リタ 「 ど こ か の 麻 導 土 が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 横 流し し て る と か ? 笑え な いわ ね ] 

賠 エス テル  「 リ タ 」 

リタ [「 え ? ああ 、 う ん 」 

本 | パテ ィ 「 ん じゃ 、 うち は 行く の じゃ 」 

関 | カロ ル 1 沈 * どこ ペ べ の 

本 | バテ ィ 「 う ち に は うち の や る こと が ある の じゃ 」 

開 ユー リ 「 宝 探し か 」 

| バテ ィ 「 じ ゃ の 。 色 々 と 世話 に な っ た な ]」 

開 カロ ル 「 う ん 。 こち ら こ そ 、 船 の 操縦 あ り が と う 」 RT 

本 | バテ ィ 「 そ れ じ ゃ あ 達者 で な 。 道 中 気 を つけ ろ 」 

関 ユー リ 「 お まえ が な 」 

パテ ィ は どこ か へ と 駆け て いく 。 

レイ ヴ ン 「 ん じゃ 、 こ っ ち は こ っ ちの 仕事 し て きま すか ね 」 

ジュ ディ ス  「 手 紙 、 届け る の よね ? ベリ ウス に 」 

開 レ ィ ヴ ウン  「 そ そ 」 

癌 カロ ル 「 ボ ク た ち も 行っ て みよ う よ 」 

開 ユー リ 「 そ うだ な 。 フェ ロー の 事 、 な ん か 知っ て そう だ し な 。 挨拶 が て ら 、 お っ 
さん を ダシ に 会 っ て みよ う ぜ ]」 

開 レ ィ ヴ ン  「 だ だ 漏れ で 聞こ えて る ん だ が …… そ れ に し て も …… 挨 拶 ね ぇ ] 

関 カロ ル 「 何 ? な ん か ある の ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 い や ? な ー ん も ?」 

了 | エス テル 。 「 ベ リウ ス さ ん は どこ に いる の で す ?] 

癌 カロ ル 「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 首領 (ボス ) だ か ら 、 闘技 場 に 行け ば 、 


会 える ん じゃ な いか な ?」 


ぁ P.364 竜 使い 出現 ?・ そ の ど 魚の 変化 の 話 を 聞く と 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 破 壊 の 報 が 入る 
戒め の 言葉 再会 し た ドレ イク に 、 エス テル が 自分 の 行動 を 戒め られ る 


g P.508 | ベリ ウス に つい て ボク ら の 目的 は ? 


吉橋 の 門 は 完全 に 白 よ 


挨拶 が て ら 、 お っ ざん を 
ダシ に 会 っ て みよ う ぜ 


ze 。 北 で 。、。 北 、--。 北 。 


oe 


っ ルン の 


on 


1 続 領 は 新 月 


ho. 0 ) | | は 2 に 120 1 PSW 2 es ct 0 0 _』 


ベリ ウス に 会 うた め 、 闘技 場 に や っ て きた 一 行 。 奥 へ 続く 道 を 、 男 が ふさ いで いる 。 
で ウス の た 賠 zz? 「 こ の 先 は 我 が 主 、 ベリ ウス の 私 室 だ 。 立ち入り は 控え て も ら う 」 


立ち 入り は 搾 え て も ら う 


癌 カロ ル 「 そ の ベリ ウス さん に 会 い に 来 た ん で す 」 
9? 「 な ん だ っ て ? お まえ た ち は 誰 だ ?」 


カロ ル 。 「 ギ ルド 、 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) だ よ 」 
賠 ??? 「…… 聞 か な い 名 前 だ な 。 主 と の 約束 は ある か ?」 
癌 カロ ル 「 え ? や 、 約 束 ?] 

?29 「 残 念 な が ら 、 我 が 主 は 約束 の な い 者 と は 会 わな い 」 


' 開 レ ィ ヴ ン  「 ド ン - ホ ワイ ト ホ ー ス の 使い の 者 で も ?」 
トン ホワ イト かー ス の 賠 ??? 「 ド ン …… こ 、 これ は 失礼 。 我 が 名 は ナッ ツ 。 この 街 の 統領 (ドゥ ー チ ェ ) 


代理 を 務め て いる 。 我 が 主 へ の 用 向き な ら ば 私 が 承 ろう 」 
レイ ヴ ン は 手紙 を 取り 出し 、 ひら ひら と させ る 。 
開 レイ ヴ ン 「 す まな いね ぇ 、 一 応 ベ リウ ス さ ん に 直接 、 渡 せっ て ドン か ら 言 われ て ん だ ] 
メッ ツ 「 そ うか …… し か し な が ら 、 ベ リウ ス 様 は 新 月 の 晩 に し か 人 に 会 われ な い 。 


で きれ ば 、 次 の 新 月 の 晩 に 来 て も うら いた い の だ が …」 
閥 リタ 「 次 の 新 月 か ……」 
癌 カロ ル 「 な ん で 、 新 月 の 晩 だ け ?」 
内 リタ 「 そ うい う 主 義 な ん で し ょ 。 わか ん な いわ よ 、 他人 の 考え 方 な ん て 」 


ジュ ディ ス  「 満 月 は つい 最近 だ っ た し 、 新 月 は まま だ まだ 先 ね ] 
開 レイ ィ ヴ ン [出直し ます か 」 
半 カロ ル 「 居 な いん な ら 、 仕方 な いも ん ね 」 


賠 テッ ッ 「 わ ざわ ざ 悪 か っ た な 。 ドン の 使い の 者 が 訪れ た こと は 連絡 し て お こう 」 
ーー NO 関 レイ ヴ ン  「 未 お わ ] 
ーー 問 ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 、 今 の 内 に 砂漠 の 情報 を あめ つめ て は どう ?」 
カロ ル 「 フ ェ ロ ー の 情報 も ね 」 
閥 リタ 「 あ た し は エア ルク レー ネ の 情報 探し た いん だ けど ]」 
エス テル 「 こ れ だ け 、 人 の 集まる 場所 な ら 期 待 で きそう で すね 」 
半 レイ ヴ ン 。 「 お っ さん は 先 に 宿 に 行っ て て 良い ? と りあ え ず ドン に 経過 報告 の 手紙 出し と くわ ] 
関 ユ -ー リ  「 ぁ ぁ 」 2 0 
閥 リタ 「 じ ゃ あ 、 あたし ら も 行こ 」 


エス テル 
これ だ け 、 人 の 集まる 場所 な ら 
期待 で きそう で すね 


宿屋 の 従業 員 「 い らっし ゃ い 。 お 泊まり か い ?」 


閲 ユー リ 「 連 れ が 来 て いる と 思う ん だ けど ……」 

宿屋 の 従業 員 「 お 連れ さん ? いえ 、 今 日 は まだ 誰 も 客 は 来 て な いけ ど ね 」 
閲 ユー リ 「…… 点 らぶ ゆら と し ょ う の な い お っ さん だ な 」 
エス テル 「 だ っ た ら 、 もう少し いろ いろ お 話 聞い て 回 り ま せん か ?」 


関 ユー リ 「 だ な ]」 


up tdY AS 2 鬼才 闘技 場 都市 ノー ド ポ リカ ネ | 


闘技 場 を 出る と 、 パテ ィ が 街 の 人 と 会 話し て いる 。 

回 | カロ ル 「 あ 、 パテ ィ だ よ ? 何 し て る ん だ ろ ?」 
エス テル 「 買 い 物 み た いで すね 」 

に バテ ィ 「 こ れ と これ 、 くれ な の じゃ 」 


女性 「 は 、 は い ……」 
男性 ト ち ょ つと 、 あん だ ーー 1] 
ら 人 の 住人 は こそ こそ と 話 を する と 、 女性 が バテ ィ に 言う 。 
女性 「 あ の ぉ ……: そ の 格好 (か っ こう )…… > すい ませ ん が 、 あな た 、 ア 


イフ リー ド の お 孫 さ ん …… ? いや ね 、 ちょ っ と し た 噂 が 流れ て る ん だ 。 
アイ フリ ー ド みた いな 服 着 て その 孫 だ っ て 名 乗る 娘 が いる っ て …」 


バテ ィ の 四 
関 | カロ ル 「 え ? 孫 9 押 っ て … コ 
女性 「…… や っ ぱり ……。 え ぇ と …… 全 部 で 450 ガ ルド に な り ま す 」 
パテ ィ は 黙っ て 料金 を 払う 。 
届 | バ パティ 陸 - ら 0 ] 
女性 「 あ 、 あの …… も うう ち に は あま り 、 来 な いで いた だ け ま すか 、 ね …」 
店 バテ ィ 「 そ れ は …… う ち が ア イフ リー ド の 孫 だ か ら か の ?」 
女性 「 あ 、 えと …… そ の で すね 。 うち は 別に いい ん で す よ 、 で も ね 、 ほら お 
Ce、 容 さ ん と か が ……」 5 寺 
男性 [「 え ? いや …… わ た し ? いや 、 ちょ っ と 待っ て くだ さい よ 、 わた し ゃ 、 
何 も そ ん な こと …-」 
女性 「 ち ょ っ と 、 言っ た じゃ な いで すか 、 ギル ド の 義 に 反し た 奴 の 人 孫 が 来 た ら 
店 の イメ ー ジ ダウ ン だ っ て 」 
男性 「 そ りゃ 、 だ っ て 人 々 を 守る っ て いう ギル ド の 本 分 破っ て 、 多く の 民間 人 
を 殺 才 し た 人 物 の 孫 だ し ……」 
回 パティ 。 「 そ 、 そ れ ほ …-」 に 0 の 
ユー リ 「…… く だ ら ね ぇ 話し て る じゃ ね ぇ か 」 
女性 「 な 、 何だ よ …… ?」 
関 ユー リ [こん な 子ども に 何 の 責任 が ある っ て ん だ 。 こ いつ が 直接 、 何 か 悪い こと を し た か ?] 
バ パティ 「……" ま あ 、 ユー リ 、 そう 、 カリ カリ する な 。 いつ も の こと な の じゃ 」 
賠 リタ 「 あ ん た ね 、 こい つ は あん た の こと を 思っ て ……」 
バ パティ [心配 せん で も 、 うち は すぐ に この 街 を 出 て いく の じゃ 。 ん じゃ の 」 
園 り タ 「 あ …… ち ょ っ と 、 あん た ……」 8 1 
女性 [ イス こ 」 
癌 リタ 「 ま っ た く …-」 
エス テル 「…… パ ティ が アイ フリ ー ド の 孫 っ て …… ど うい うこ と で し ょ う ?」 
関 カロ ル 「 そ ん な 話 聞 いた こと な いけ ど …… 本 当 な の か な ?」 
ユー リ 「 さ あ …… ど うだ ろう な 。 に し て も 、 ア イフ リー ド っ て そこ まで 評判 悪い の か ?」 
カロ ル 「 ブ ラッ ク ホ ー ブ 号 事件 で ギル ド の 信用 を 地 に 周 め た か ら 、 ギル ド の 関 
人 も 係 者 は 悪く 言う 人 が 多い よね 」 ] 
ユー リ 「…… な る ほど な 」 


ユー リ は きび す を 返し 、 闘技 場 の 方 へ 歩い て いく 。 

エス テル  「 あ 、 ユ ー リ …… バ ティ 、 ほっ と いて いい ん で す ?] 

癌 ジュ ディ ス  「 あ の 子 の こと よ 、 強く 生き る わ 、 きっ と ]」 

関 ユー リ 「 あ あ 、 それ より 早く 帰ら な いと 、 お っ さん が 待ち くたびれ て また 悪さ 
を 始め か ね な い ぜ 」 

エス デ 政 。 トー そう き 、 で まな -" コ 

闘技 場内 の 宿屋 に 向かっ た 一 行 。 


宿屋 の 従業 員 「 お や 、 さっ き の お 客 さ ん だ ね 。 も し か し て 、 あん た の お 連れ さん っ て 
派手 な 服装 の へ ら へ らし た 人 か い ?」 

関 ユー リ 「 あ あ 、 その へ ら へ ら だ 」 

宿屋 の 従業 員 「 そ うか い 。 お 代 は も ら っ て る か ら 、 好き に 休ん で お くれ な 」 


宿屋 の 従業 員 「 い らっし ゃ い 。 お 泊まり か い ?」 
ュー リ [連れ が も う 来 て る と 思う ん だ けど 。 派手 で へ ら へ らし て る お っ さん 」 
- 宿屋 の 従業 員 「 あ あ 、 あ の 人 の お 連れ さん か い 。 お 代 は も ら っ て る か ら 、 好 き に 休ん で お くれ な | 
ユー リ は 答え る 。 


ユー リ 「 ん じゃ 、 も う 休む か 」 


アイ フリ ー ド みた いな 服 着 て 
ぞ の 否 だ っ て 名 乗る 娘 が 
いる っ て …… 


ぞ それ は …… う ち が ア イフ リー ド の 
孫 だ か ら か の ? 


…… く だ ら ね ぇ 話 
し て る じゃ ね ぇ か 


ぞう 、 カ リカ リ す る な 。 
いつ も の こと な の じゃ 


あの の こと よ 、 
強く 生き る わ 、 き っ と 


CN 


連れ が も う 来 て る と 思う ん だ けど 
派 で へ ら へ らし て る お っ さん 


由 
中 
2 
吉 
NR 
【 
| 
EN 
ポ 
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So 


oh、。 ル < 


IO 
ポー て 


や > 


吉 
ひだ さて 


3 
に に 


5 


| に | エス テル 「 そ う で すね 。 旅 の 疲 れ も あ り ます し 」 

FL お 業 だ 糧 千 (で ペット は 四 ま まい 
宿屋 の 従業 員 [なら 休 わ と き に は また 声 を か け て お くれ な 」 

その 夜 、 宿 を 抜け 出す エス テル 。 海 を 眺め て いる と 、 声 を か けら れる 。 


フェ ロー に 言わ れ た 言葉 が 
耳 か ら 難 れ な いん で す 


関 ユー リ 「 城 に 帰り た く な っ た か ?] 

エス テル は ゆっ くり と 振り 向く 。 

エス テル  「 い え ……: ち ょ っ と 落ち 着 こ うと 思っ て 。 フ ェ ロー に 言わ れ た 言葉 が 耳 

2 生生 還っ ーー 
お キス ケ に えり え が な 関 ユー リ 「 あ あ 、 何 か 言っ て た な 」 

エス テル 「 忌 まわ し き 、 世界 の 毒 は 消す ……」 

閲 ユー リ 「 世 界 の 毒 ね ……。 確 か に そん な 連中 が 世の中 に は いる けど な 。 少な 


く と も 、 オレ に は お まえ が 毒 に は 見 え ね え が な 」 
エス テル 「 そ れ っ て 、 励 まし て くれ て る ん で す ?] 
関 ユー リ 「 思 っ た こと 、 言っ た だ け だ っ て 」 
エス テル 「 ふ 避 。 ち ょ っ と 元気 出 まし た 。 あ …」 
何 か に 気づき 、 夜空 を 見 上 げ る エス テル 。 
エス テル  「 ユ ー リ 、 ほ ら 、 あ れ 」 


賠 ユー リ 「 ん ?」 
人 エス テル  「 あ れ が 、 ブ レイ ブ ヴェ スペ リア …… 凛 々 (りり ) の 明星 (あか ぼ し ) で す 」 
関 ユー リ 「 夜 空 で 最も 強い 光 を 放つ 星 …… か 」 
エス テル 「 あ の 星 に は 、 古い 伝承 が ある ん で す 。 そ の 昔 、 世界 を 滅亡 に 追い 込 
際 む 災 厄 が 起こ り ま し た 。 人 々 は 災厄 に 立ち 向かい 、 多く の 命 が 失 われ 
Po まし た 。 皆 が 倒れ 、 力尽き た と き 、 ある 兄妹 が 現れ まし た 。 その 兄妹 は 、 


帰っ て こい よ 


力 を 合わ せ 、 災厄 と 戦い 、 世界 を 救い まし た 。 妹 は 満月 の 子 と 呼ば れ 、 
戦い の あと も 、 大 地 に 残り まし た 。 兄 は 凛々 (りり ) の 明星 (あか ぼ し ) と 
呼ば れ 、 空 か ら 世 界 を 見 守る こと に し まし た 。 お し まい 」」 


開 ユー リ 「 恐 れ 多い 名 前 を 、 ギル ド に つけ ちまっ た な 」 
エス テル 「 あ の 輝き に 負け な いく らい 立派 な ギル ド に し て くだ さい ね 」 
閥 ユー リ 「 あ あ …… 今 度 、 カ ロ ル に も 聞か せ て や ら な いと な 。 名 前 負け し て 格好 


(か っ こう ) 悪 く な ら な いよ うに 」 
ユー リ は エス テル に 背 を 向け る 。 
閥 ユー リ 「 オ レ 帰 る わ 。 お まえ も り 夕 辺り が 心配 する 前 に 帰っ て こい よ 」 
エス テル  「 は い ] 


ピア と 6 アン 4 証 し P.365 | 所 SE 肖 謎 の 男 ・ そ の 4 き デュ ー ク が ベリ ウス に 会 お うと し て いる と ころ に 出くわす 
スキ ッ ト アイ フリ ー ド 


] 朝 賠 技 場 で の 小 問題 


2 な ScX を っ Sc の Cocco 205 っ 2k30 み 0582 闘技 場 都市 ノー ド ポ リカ キネ 


翌日 。 街 を 歩い て いる と 、 荒し い 声 が 聞こ えて くる 。 


| 男性 A 「 お め ぇ が 先 に 手 を 出し た ん だ ろう が !」 
ET「 ぜ 人 男性 B 「 は あ ? な に 言っ て ん だ !」 
敵 議 3 ラー ギィ  「 お 、 お ふた り と も 、 や 、 や め て くだ さい 。 こん な 街中 で は 、 み 、 皆さん 
に ご 迷惑 が ……| ] 
男性 A 「 外 野 は すっ こん で ろ リ !」 
男 が ラー ギィ に 斬り か か ろう と し た と き 、 ユー リ が 剣 で 男 の 武器 を 払う 。 
関 ユー リ 「 物 騒 な も ん 振り 回 す な よ 」 
男性 B 「 な ん だ 、 お まえ 」」 


L ェ も う 1 人 の 男 が 剣 を 突き 出す と 、 今度 は ジュ ディ ス が 植 で 払う 。 
154 男性 B 「 な っ 」] 


ジュ ディ ス 


男性 A 


男 た ち は そ の 場 か ら 去 っ て いく 。 エス テル は ラー ギィ に 声 を か ける 。 


也 | エス テル 


ラー ギィ 


関 | カロ ル 
リタ 


ジュ ディ ス 


ユー リ 


ラー ギィ 


少し 黙 り し 、 ラー ギィ は 何 か を 思い つく 。 


補 uuーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 私 が 悪い の な ら 後 で 謝る わ 。 あな た 達 が 悪い の だ と は 思う けれ ど 」 


「 だ いじ ょ うぶ で す ?] 

「 あ 、 こ 、 これ は ご 、 ご 親切 に どう も 。 あ 、 あな た 方 は 、 た 、 確か 、 カウ 
フ マ ン さん と 一 緒 に お られ た -……」 

「 ギ ルド 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) だ より 

「 ち ゃ っ か り 宣 伝 し て る し 」 

「 避 台 っ つ 、 いい じゃ な い 」 

「 あ ん た は …… 遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) の ラー ギィ だ っ け ? ケン 
力 を 止め た いん な ら 、 まず は 腕っ節 つけ な 」 

「 あ 、 は い 。 すい ませ ん 。 ど 、 どう も …… 」 


「 遺 構 の 門 (ルル ー イ ンズ ゲー ト ) の お 願い な ら 放 っ つて お け な い ね 」 
「 ま 、 内 容 に も よる な 。 な ん だ ? お 願い っ て 」 


「 こ 、 ここ で 話す の は ちょ っ と ……。 と 、 略 技 場 ま で 、 来 て くだ さい 。 そ 、 
そこ で お 話し ます 」 


ラー ギィ は 闘技 場 に 駆け て いく 。 


RU リーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナ ーー て ーー 


「 人 に 聞か れ た く な い 話 か ……。 な ん か ヤバ そう だ ね ぇ 」 


「 フ ェ ロ ー 探 索 と エス テル の 護衛 だ か ら な 」 
「 そ うだ ね …… う ん 、 気 を つけ る 」 


【 放 
3 
さ 


隔 ユーリ 


闘技 場 に 入る と 、 受付 近く に ラー ギィ が いる 。 話し か ける ユー リ 。 


「 で も 、 話 聞い て か ら 、 受け る か どう か 決め て も 遅く な い の で は ?」] 
[生生 な ここ 

「 し ょ う も な い 話 だ っ た ら 、 断 る わ よ 。 あたし た ち 、 そ れ ど ころ じゃ な いん だ か ら 」 
「 と りあ え ず 闘技 場 に 行っ て みる か 。 話 だ け で も 聞き に 」 


ラー ギィ 
こ 、 こ の 街 を 作っ た 古い 一 族 で 、 
我 が ギ ルド と この 街 の 渡り を 


つけ て くれ た と 聞い て いま す 


閲 ユー リ 「 受 ける か どう か は まだ 決め て な い ぜ 。 話 を 聞い て か ら だ ]」 

ラー ギィ 「 じ 、 実 は 、 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) を 
の 、 乗っ 取 ろ うと し て る 男 を 倒し て いた だ きた いん で す 」 

関 カロ ル 「 乗 っ 取り ……!? この 街 を !?」 

回 ジュ ディ ス 「 い さき な り 、 物騒 な 話 ね 、 それ] 

リタ 「 で も 、 な ん で あん た が それ を 止め よう と し て ん の ? 別 の ギル ド の 事 

の だ し 放っ と け ば いい じゃ な い 」 

ラー ギィ 「 バ 、 戦 士 の 殿堂 (バレ スト ラー レ ) に は 、 と 、 闘技 場 遺跡 の 調査 を 、 さ 
せ て も ら っ て いま し て 」 

関 | カロ ル 「 そ っ か 、 そう いや 、 この 街 、 すっ ご く 古 いん だ よね ] 

ラー ギィ 「 も 、 も し 別 の 人 間 が 上 に 立っ て 、 こ 、 この 街 と の 縁 が 切れ た ら 、 始祖 
の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) に 申し 訳 な いで す 」 

開 カロ ル 「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) っ て な に ?] 

較 ラー ギィ  「 あ 、 す み ま せ ん …… ご 、 ご 存じ な いで すか 。 こ 、 この 街 を 作っ た 古い 
一 族 で 、 我 が ギ ルド と この 街 の 渡り を つけ て くれ た と 聞い て いま す 」 

閲 ユー リ 「 ふ ー ん 、 古い 一 族 …… ね ] 

関 | カロ ル 「 そ れ っ て …… ク リティ ア 族 の こと ?」 

カロ ル の 問い に 、 ジュ ディ ス は 首 を 傾げ る 。 

開 レ ィ ヴ ン  「 ん で 、 ど この 誰 な の よ 、 そ の 物騒 な ヤツ っ て 」 

ラー ギィ 「 と 、 闘 技 場 の チャ ン ピ オ ン で す 」 

リタ 「 は あ ? な に 、 それ?] 

ラー ギィ [や 、 奴 は 大 会 に 参加 し 、 正面 か ら 戦士 の 典 堂 (パレ スト ラー レ ) に 挑ん で き 
た そう で す 。 そ 、 そ し て 、 大 会 で 勝ち 続け 、 ベ リウ ス に 急 接 近 し て いる の で す 。 
と 、 と て も 危険 な 奴 で す 。 ベリ ウス の 近く か ら は 、 排除 し な けれ ば -…-」 

開 レ ィ イヴ ン  「 そ りゃ 、 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) も 、 追い 出す に 追い 出せ な いわ 」 

ユー リ 「 で 、 早い 話 が 、 オレ た ち に 大 会 に 出 て 、 そい つ に 勝て っ て 話 な ん だ な 」 


ラー ギィ 


「 え 、 ええ 、 きよ ょ 、 恐縮 で す 」 


f | 
た 
| 
| 
{ | 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


も か の も 


2 癌 リタ 「 ま わり くど い ……。 そ いつ の 目的 っ て 本 当 に 闘技 場 の 乗っ 取り な わけ ?」 
Wo っ ues 団 ラー ギィ  「 も も 、 も ちろ ん 、 お お 、 男 の 背後 に は 、 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) 

が いる ん で す ! 海 凶 の 爪 (リヴァイアサン の ツメ ) は 、 この 闘技 場 を 資 
金 源 に し て 、 ギ 、 ギル ド 制圧 を …… | 


関 ユー リ 「 キ ュ モー ル の 野郎 あたり が 考え て そう な 話 だ な ……」 
癌 カロ ル [まさ か ……」 vi 
【 EE 


PS の で ここ 


止め な いと ! 帝国 と ギル ド の 関係 が 悪化 する ば か り で す 」 
ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー は どう する の ? こん な の じゃ いつ 会 える こと か 」 
同 エス テル  「 で 、 で も …-」 < 
ト K ジュ ディ ス  「 あ な た 、 本 当 に や り た い 事 っ て な ん な の ?」 
「 本 当 に や り た いこ と ……」 
「 あ 、 あの 、 すみ ませ ん 。 難し いで し ょ うか ?]」 wi 
還 い ど 、 ジ ュ テ ィ と 、 | ジュ デ 「 難 し く は 無い わ 」 


どこ か で ぶつ か る の は 勘弁 だ な 
た 1 


SAA ec 


いこ っ oo 9 いつ 


et 


Sc 


の 8 


RS 


「Ae、 誰が 出る わけ ?」 

「 エ ステ ル や リタ 、 レイ ヴ ン に は お 願い で き な い よ 。 これ は 遺構 の 門 ( ル ー イ 
ンズ ゲー ト ) に 対し て 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) が 受け る 話 だ も ん 」 
「 そ れ じ ゃ あ ……」 

「 悪 いけ ど 、 ジュ ディ と 、 どこ か で ぶつ か る の は 勘弁 だ な 」 

「 あ ら ? 私 は や っ て も よかっ た の に 、 残念 。 今回 は お と な し くし て る わ 」 


「 首 領 ( ボ ス ) が 出る まで も な い 。 オレ で 良い だ ろ ?」 


「 あ の …… お 、 お 引き 受け くだ さる の で ……-」 3 
「 あ あ 。 チャンピオン 倒し ゃ ギル ド の 名 も あがる し な 。 オレ 達 に と っ て も 
悪い 話 じ ゃ な い 」 


*』 カロ ル 「 う ん 、 そう だ ね …… 」 
ラー ギィ 「 で は 、 じ ゅ 、 準 備 が 出来 た ら 、 う 、 受付 で 、 手続 き を し て くだ さい 」 


| | 流 々 の 時 


ラー ギィ の 依頼 を 受け 、 ユー リ は さっ そく 受付 に 向かう 。 
ay ん cr ゎ 。 受付 嬢 「 よ っ て っ て 一 見 て っ て 一 や っ て っ て 一 百 戦 錬磨 ! 闘技 


じゃ あ 、 張 り 切っ て 


1 会 勝ち 抜き 戦 、 参加 者 受付 中 で す ! や り ま すか ? や られ ます か ?」 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 


受付 嬢 「 参 加 す る ん で すね ー。 じゃ あ 、 っ て 中 まで お 館 め くだ さと い 

「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 (イベ ント は 進ま な い ) 
受付 媒 「 あ らら 、 大 く な っ た の で すね 。 度胸 を つけ て また どー ぞ ) | 

エン トリ ー を 済ま せ 、 戦い の 舞台 に 上 が る ユー リ 。 

リン グ ア ナ  「 お 待た せ し ま し た ! た だ いま より 闘技 大 会 を 開催 し ます ! 最初 に この 

会 の ルー ル を 説明 し まし ょ う ! まず 、 ト ー ナ メン ト 方 式 で 行わ れる 予選 

を 勝ち 抜い て いた だ きま す ! 三 回 勝ち お 抜け ば 、 大 会 チャ ン ピ オン と 対戦 

【 と な り ま す ! 見 事 チ ャ ン ピ オ ン に 勝て ば 、 すばらし い 賞 品 と と も に 、 あな 

156 1 た に チャ ン ピ オ ン の 座 が 譲ら れ ま す ! それ で は 、 第 一 回 戦 まい り ま し ょ う 」 


観客 席 か ら 仲間 た ち が 声 援 を 送る 。 

エス テル  「 ユ ー リ ! が ん ば っ て くだ さ ー い !」 
カロ ル 「 ユ ー リ な らき っ と 大 丈夫 だ よ 」 
レイ ヴ ン  。 「 ケ ガ し な いよ うに 、 ほ ど ほ ど に 一 」 
ジュ ディ ス  「 出 た か っ た わ 、 私 も 」 


リタ 「 ま だ 言っ て る し 」 
ユー リ は 舞台 の 中 央 に 立つ 。 
ユー リ 「 め ちゃ くち ゃ 目立っ て ん な 。 こり ゃ 、 ギル ド の 名 も あがる わ 」 


リン グ ア ナ  「 さ あ 、 本 日 の 一 回 戦 ! 闘技 場 の ニュ ー フ ェ イ ス ! フレ ッシュ ギル ド 、 
凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の ユーー リ ・ ロ ーー ウェ ーー ル 
会 場 が 一 気 に 沸く 。 
リン グ ア ナ  「 対 し ます 相手 、 元 騎 士 に し て 政治 活動 家 、 投獄 歴 も ちる ぞ 、 ニョ キリ ・ 
エル ン ガ ー 明 
| エル ン ガ ー 「 エ ルン ガー!」 
リン グ ア ナ  「 百 戦 錬磨 と 青 二 才 、 結果 は 一 目 瞭 然 ! だ が 大 番手 わせ も あり !? さ 
あ 、 地獄 と 天国 の 分 か れ 道 ! 注目 の 第 一 回 戦 …… フ ァ イ ト !」 
ユー リ は 対戦 相手 を 蹴 散ら し 、 駒 を 進め る 。 
リン グ ア ナ  「 第 二 回 戦 、 地獄 の バン ダナ 盗賊 、 ジュゲム ・ ジ ェ ロ ー ム !」 
剛 ジュ ゲ ム 「 け ひひ ひ 、 ヒト デ は どこ だ 一 、 ヒト デ を くれ ー」 
リン グ ア ナ  「 対 し ます は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 ユーリ - ロ ー ウ ェ ル ー !| 
思い 上 が る な 、 若き 戦士 た ちよ 、 戦い は まだ まだ 始ま っ た ば か り ! 冥 
界 の 扉 に 対戦 相手 を が っ こん じ ま え ! 第 二 戦 …… フ ァ イ ト !」 人 ee 一 
ら 回 戦 の 相手 に も 、 勝利 を 収め た ユー リ 。 陳 和 0 
リン グ ア ナ  「 続 きま し て 第 三 回 戦 ! 不 敵 な る 仮面 の 剣豪 、 ジ ョ アン ・ ド ゥ ・ マ ルク !」 Sa ' 
開 ジョ アン 「 華 本 か つ 豪 腕 な り 、 私 の 剣 さ ば き ! 受け 止め よ !」 
リン グ ア ナ  「 対 し ます は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 ユ ー リ - ロ ー ウ ェ ル ー ! 
マグ レ か 実力 か 、 ここ で すべ て が 決ま る は ず ! 熱く た ぎる 魂 の 火 を 消 
す の は どっ ち だ ぁ …… フ ァ イ ト !」 
ユー リ は この 相手 に も 打ち 勝ち 、 ついに 予選 を 突破 する 。 
カロ ル 「 さ す が 、 ユー リ ]」 
開 レ ィ ヴ ン  「 あ いつ 、 が ん ば る じゃ な い 」 
リン グ ア ナ  「 ま だ まだ 盛り 上 が っ て いく ぜ ぃ ! そう ! 次 こそ メイ ン イ ベン ト ! 紹 
介し よう 、 大 会 史上 、 無敗 の 現 闘 技 場 チャ ン ピ オ ン !」 


/ めちゃ くち ゃ 目立っ て ん な 
\、 こり ゃ 、 ギ ルド の 名 も あがる わ 


カロ ル [「 ど 、 どう いう こと ?」 me 

現れ た チャ ン ピ オ ン は 、 騎士 の 負 を まとっ た 金髪 の 青年 ーー ュ ーー 
リン グ ア ナ  「 甘 い マ スク に 鋭い 眼光 ! フレ ーーー ン ・ シ ーー フォ !」 っ 

* 』 フレ ン 「…… ユー リ ……・ こん な と ころ で 、 何 を …… | | 

隊 ユー リ 「 お まえ か 、 闘技 場 乗 っ 取 ろ うと し て る 悪党 っ て の は 」 

= フレ ン [冗談 は や め て くれ 。 い っ た い 、 何 の 話 だ 」 

ユー リ 「 こ りゃ 、 は め ら れ た か な 」 

フレ ン 「 そ うら し いな 」 


リン グ ア ナ  「 男 た ちよ ! 燃え た ぎる 熱き 闘志 を 見 せよ ! 注目 の ファ イナ ルー ファ イッ 
ら 人 の や り と り に か か わら ず 、 試合 は 始ま る 。 ユー リ の 斬 撃 を 、 フ レン が 盾 で 受け る 。 


に :| フレ ン 「 危 な いじ ゃ な いか 」 
ユー リ 「 観 客 に 、 八百長 試合 を 見 せる わけ に は いか ね え だ ろ ?] 
に 「 少 し は 手加減 を し て ほし いな ]」 
関 ユー リ 「 よ く 言 う ぜ 。 科 単 に 受け 止め や が っ て 」 
戦い な が ら も 、 ら 人 は 言葉 を 交わ す 。 
「 手 短 に 事情 を 聞こ うか ?」 


「 騎 士 団 の 任務 だ 。 それ 以上 は 言え な い 」 

「 闘 技 場 で 勝ち 抜く 任務 っ て いっ た いな ん の こと だ よ 。 それ も 隊長 自ら ……」 
。 | フレ ン 「 言 えな いん だ 」 

戦い つづ ける ら 人 。 剣 と 剣 が 重なり 、 つ ば ぜ り 合い と な る 。 

ユー リ 「 隊 長 に な っ て 張り 切 ん の も いい が あん まひ と り で 無理 すん な よ 」 


SN 
> し は 手加減 を し て ほし いな  ) 


君 こ ぞ 、 3 
ぞろぞろ エス テリ ー ゼ 様 を 
返し て くれ な いか 


あの お 姫 様 は オレ の 
言う こと も な か な か 
聞い て くれ な いせ , 


島 コー リ / オレ に 殺さ れる た め に 
生 さ 穫 び た 男 よ / 感謝 する ゼ / 


) むっ …… ぐ わぁ っ 77 ( 


に 』 フレ ン 「 張 り 切っ て いる の は 君 だ 。 そ ん な 楽し そう な 姿 を 見 る の は 久しぶり だ よ 。 
君 こ そ を 、 そろ そろ エス テリ ー ゼ 様 を 返し て くれ な いか 」 
時 ユー リ 「 悪 いけ ど 、 それ は オレ じゃ な く て 、 本 人 に 交渉 し て くれ よ 」 


: | フレ ン 「 エ ステ リー ゼ 様 は 僕 の 言う こと に 耳 を 貸し て くだ さら な い 」 
関 ユー リ 「 あ の お 姫 様 は オレ の 言う こと も な か な か 聞い て くれ な い ぜ 」 
いっ たま ふた た び 戦 闘 を 開始 する 。 

「 そ ろ そ ろ 茶 番 は や め な いか 」 
同 ユー リ 「 ど う や っ て ? ここ で や め た ら 大 ブー イン グ だ ぜ 」 
その と き 、 上 空 か ら 思 び 声 が 聞こ える 。 
| ??? 「 ユ ー リ ーーー…… ロ ー ウ ェ ル 
回 ダン 二 し 425c. 


舞台 に 乱入 し て きた の は 、 異様 な 左腕 を 携え た ザ ギ だ っ た 。 
リン グ ア ナ  「 こ れ は 大 変 ! 大 八 プ ニン グ ! 舞台 上 の 主役 た ち も お 株 を 奪わ れ た 感じ か !」 


| サギ 「 ユ ー リ ! オレ に 殺さ れる た め に 生き 延び た 男 よ ! 感謝 する ぜ !| 
関 ユー リ 「 ち っ 、 生き 延び た の は お まえ の た めじ ゃ ね ぇ ぞ 」 

| ザ ギ 「 オ レ を 初め て 傷つけ た お まえ を 、 オレ は 絶対 この 手 で 殺す !」 
ユー リ 「 や る 気 出す な ら 、 も っ と 別 の こと に し と け よ 」 

に | サギ 「 見 ろ ぉ 」」 

ザ ギ は 左腕 を 掲げ る 。 


カロ ル 「 う わっ 、 あれ 何 !?」 

閥 リタ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) よ ! あん な 使い 方 する な ん て …… 
開 レ ィ ヴ ン  「 な ん か 気持 ち が 悪く て 、 動 俊 が する わ 」 

ジュ ディ ス  「 あ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )…… !」 

ジュ ディ ス は 舞台 へ 駆け て いく 。 

エス テル  「 あ 、 ジ ュ デ ィ ス !」 

問 リタ 「 ち ょ っ と 何 な の よ …… |」 

エス テル た ち も あ と を 追う 。 


リン グ ア ナ  「 こ 、 こ 、 こ れ は も う 大 会 の 様相 は どこ へ や ら ! て ゆっ か 私 も 逃げ る べき ?」 


ザ ギ 「 ど うだ 、 この 腕 は ? お まえ の せい だ 。 お まえ の た め だ ! くく くく !」 
エス テル  「 コ ユーリ ロリ 

に | ザ ギ 「 さ ぁ 、 この 腕 を ぶち こん で や る ぜ ! ユー リリ 

ユー リ 「 し つこ いと 嫌 わ れる ぜ !」 

な ん と か ザ ギ を 退け る 一 行 。 する と 、 ザ ギ の 左腕 が 怪し い 光 を 帯び は じ め る 。 

叶 ザ ギ [お っ …… ぐ わぁ みろ 由 

癌 リタ 「 制 御 し きれ て な い ! あん な 無茶 な 使い 方 する か ら !」 

| ザ ギ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 風 情 が オレ に 逆らう 気 か !」 


ザ ギ は 左腕 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) か ら 光 の 弾 を 放つ 。 弾 が 地面 に 着弾 し て 爆発 する と 、 


舞台 に 魔物 が な だ れ 込ん で きた 。 

「 ま 、 魔物 !」 

「 ど うし て 、 こん な と ころ に !?」 

「 見 世 物 の た め に 捕まえ て あっ た 魔物 だ ! た ぶん 、 今 の で 魔物 を 閉じ 
込め て いた 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) が 壊れ た ん だ !」 

「 ぐ わあ ああ っ -… 1 

腕 を 押さ えな が ら 、 ザ ギ は 去っ て いく 。 

問 ジュ ディ ス  「 送 が さ な い わ …… 1 

同 エス テル  「 き ゃ っ ! 


魔物 の 攻撃 で 、 ジ ュ デ ィ ス の 前 に 吹き 飛ば され る エス テル 。 ユー リ は すばやく 魔物 を 斬り つけ る 。 


pe 「 ち っ 、 魔物 の 掃除 が 先 だ な 」 
ジュ ーー ] 


ユー リ た ち は 次 々 と 魔物 を 倒し て いく が 、 一 向 に 数 は 減ら な い 。 
開 レ ィ ヴ ン [こりゃ 、 ち ょ いと し ん どい ね え 」 


リタ 「 口 じゃ な く て 、 手動 か し て 」 

リタ が 魔術 を 詠唱 する と 、 突然 、 彼女 の 身体 か ら 強烈 な 光 が 溢れ 、 魔術 が 暴発 する 。 
カロ ル 「 な 、 な に ?] 

リタ 「 ち ょ っ と …… ど うい うこ と !?」 


隔 | エス テル  「 こ の 箱 の せい ……?] 


エス テル が 箱 を 手 に 乗せ て 見 て いる と 、 ラー ギィ が 俊足 で 末 い 去る 。 


問 リタ 


フレ ン 


「 あ いつ 


[騎士 団 に 告ぐ く ! ソ デ ィ ア は 小隊 を 指揮 し 、 散っ た 魔物 の 討伐 に 当たれ !」 


フレ ン は リン グ ア ナ の マイ ク を 借り て 、 指示 を 出し て いる 。 


ユー リ 
フレ ン 
癌 ユー リ 


癌 リタ 
問 ユー リ 


レイ ヴ ン 


「 客 を 避難 させ る の が 先 だ ろ 」 

「 残 り は 私 と 、 観客 の 護衛 だ ! 魔物 は 一 匹 た り と も 逃がす な !」 

「 ま 、 フレ ン な ら 考 えて る か 。 ち ゃ ん と 隊長 らし さも 板 に つい て ん じゃ ね 
え か 。 オレ た ち は 行 く ぞ ]」 

「 ジ ュ デ ィ ス と 犬 っ ころ が 先 に 行っ た わ よ 」 

「 あ あ 」 

「 や れ や れ ……。 ち ょ っ と 待て よ 、 お いっ て ば 」 


闘技 場 の 出口 に 着く と 、 ジュ ディ ス が 戻っ て きた 。 


ジュ ディ ス 
関 ユー リ 
ジュ ディ ス 
ユー リ 
癌 | カロ ル 
レイ ヴ ン 
問 ユー リ 
エス テル 
問 ユー リ 


エス テル 
ユー リ 
問 カロ ル 
リタ 
レイ ヴ ン 
癌 ジュ ディ ス 
エス テル 
リタ 


レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 


「 街 の 外 に 逃げ られ た わ 」 

「…… 逃 げ 足 の 速い 野郎 だ 」 

「 ま だ ラ ピ ー ド が 追っ て る 」 

「 ラ ピー ド が 追い つい て くれ て れ ば いい ん だ が ]」 

「 そ れ に し て も 、 どう な っ て る の ? な ん で 、 ラー ギィ さん が 」 

「 ど う や ら 、 は め ら れ た っ ぽい ?」 

「 ら し いな 。 フ レン の 任務 を 妨害 する た め に オレ 達 を けし か けた ん だ ろ 」 


「 お 姫 様 を 連れ 返し に っ て 事 じ ゃ な さそ うだ ぜ 。 そ れ な ら 闘 技 場 の 大 会 
に 出 た り し な いか ら な 」 

「 じ ゃ あ 、 いっ た い 、 何 な ん で し ょ う ?」 

「 さ あな 。 ラー ギィ の 思惑 を 凶 魔 する も の だ っ た っ て の は 間違い な さそ うだ ]」 
「 で も 、 あの 温厚 そう な 、 ラー ギィ さん が -…」 

「 箱 を 奪っ て っ た 時 の あい つ は 温厚 な ん て も ん じゃ な か っ た わ よ 」 

「 遺 構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) は 表向き の 顔 っ て ヤツ か も ね ぇ え ……」 

「 そ れ に し て も あの 箱 を 奪っ て いく な ん て 」 

「 澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) っ て 一 体 、 何だ っ た ん で し ょ う ?」 

「 わ か っ て る の は あたし の 魔術 が 、 あ の 箱 の せい で 暴走 し た っ て こと く 
らい か し ら 。 あ ん な うに 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) が 制御 で 
き な か っ た の な ん て 初め て ……-」 

「 ね ぇ 、 喋っ て る 暇 あ っ た ら 、 ワン コ 追 いか けた 方 が いい ん じゃ な い の ?」 
「 そ う ね 、 行き まし ょ う ]」 


街 の 出口 に 向かっ た 一 行 。 ラ ピー ド が 外 か ら 戻 っ て くる 。 


エス テル 


問 ジュ ディ ス 


[ラビ ピー ド ……』」 
ト 8 ぇ 、 これ 」 


ラビ ピード は ラー ギィ の 服 の 切れ 端 を くわ えて いた 。 


エス テル 
閲 ユー リ 


「 こ いつ が あれ ば 、 匂い で 追え る な 」 
ば クスッ 提 

「 あ の 箱 を 取り 返 べ な きゃ !」 

「 そ れ も あ る けど な ]」 

「 ギ ルド は 裏切り を 許さ な い 」 


「 西 の 山脈 は 旅 支度 の な いま ま 通 り 抜け る の は 無理 だ と 思う か ら 、 追い 
詰め られ そう よ 」 

「 あ あ 、 と っ 捕まえ る ぜ 」 

「 闘 技 場 の 方 は 大 丈夫 で し ょ うか ?」 

「 気 に な る ?」 

「 じ ゃ 、 エス テル 達 は ここ で 待っ て る ?」 

「 え ?]」 

「 こ れ は ギル ド の 問題 だ し な 。 お 嬢 ちゃ ん 達 が 着い て くる 理由 は 、 ま 、 な いわ な ]」 
「 ゴ メン 、 エス テル 、 あたし は 行く わ 。 あ の 箱 が 気 に な る し 。 そ れ に あ 
の 箱 盗 ん だ バカ に 落と し 前 つけ た いか ら 」 

「 わ た し は ……」 

「 自 分 で 決め な 」 


5 客 を 意 難 させ る の が 先 だ ろ 


まっ 


豊 
ナ 


エス テル 
上 計 6 の 講 島 っ て 一 人 
何だ っ た ん で し ょ う ? 


こい つが あれ ば 、 幸 
急い で 追え る な 


ノ グ 西 の 山脈 は 旅 支度 の な いま ま 
3 通り 抜け る の は 無理 だ と 思う か ら 
語 、、 追い 詰め られ そう よ 


あたし は 行く わ 


あの 特 が 気 に な る し 


| | 凛々 の 明星 編 | 


スキ ッ ト ぁ ゅ P.508 | ラー ギィ に つい て ノ 久 回 の 騒動 に つい て / 五 大 ギル ド の 後 ひ と つ ン 地図 大 好き っ 子 


戦闘 会 話 エル ン ガ ー 戦 プ ジ ュ ゲ ム 戦 プ ジョ アン 戦 / ザ ギ 戦 


エス テル  「 い 、 行 きま す 。 騎 士 団 を 妨害 し よう と し た の な ら 、 何 が 帝国 に も 関係 


が ある か も し れ な いか ら 」 
関 ユー リ 「 そ っ か 。 ま 、 闘技 場 の 方 は 大 丈夫 だ ろ 。 フレ ン が 上 手 く や る さ 」 
リタ 「 じ ゃ あ 、 準備 が 整っ た ら 早速 髄 いか け よ 」 


リタ ダ 


見 あたら な いわ ね 


欄 Z で も 、 こ こ は 
カド ス の 忠 笛 っ て 
言わ れ て る 洞 窟 で 、 


オレ た ち を 賠 技 場 に 立た せ て 
どう する つも り だ っ た ん だ 


手伝う ふり し て 、 
研究 所 の も の か すめ 取っ て 
横流し し て た の ね …… 


蘭 昌 ′ 俺 様 、 ベ リウ ス に 手紙 
渡す 仕事 まだ な の に 
ノー ド ポ リカ か ら 難 れ ち ゃ っ た ら 


ラー ギィ を 追っ て 、 ノー ド ポ リカ 西 の 洞窟 に や っ て きた ユー リ た ち 。 

癌 リタ 「 見 あたら な いわ ね 」 

エス テル 「 こ こ を 進ん だ ん で し ょ うか 」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「 こ れ を 抜け て 山 の 向こう に 逃げ ば た っ て こと ?]」 還 

カロ ル 「 で も 、 ここ は カド ス の 喉 笛 っ て 言わ れ て る 洞窟 で 、 プ テ ロ プス っ て 強い 
魔物 が 棲ん で て 危険 な と こ な ん だ っ て 。 前 に ナン が 言っ て た 」 

ジュ ディ ス  「 そ れ を 知ら な く て 進ん で いっ た の か し ら 」 

ラビ ピー ド 。  「 ワ ン !」 

ラビ ピー ド が 駆け 出し 、 物陰 に 潜ん で いた ラー ギィ を 見 つけ 出す 。 

ラー ギィ 「 あ わ わ わ …… は 、 は な し て 、 く 、 く だ さい 」 

ユー リ 「 隠 れ て オレ た ち を や り 過ごす つも り だ っ た らし いな 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 さ ぁ て 。 じっくり 話 を 聞か せ て も ら わ な いと な 」 

閥 ユー リ 「 オ レ た ち を 闘技 場 に 立た せ て どう する つも り だ っ た ん だ ]」 

リタ 「 と に か く 、 箱 を 返し な さい !] 

ト 回 ラー ギィ  「 し し し 、 仕 方 な いで すね ]」 

ラー ギィ が そう 言う と 、 赤 眼 の 男 た ち が 現れ る 。 

エス テル 「 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ )!?」 

ユー リ た ち が 赤 眼 を 撃退 し た ころ に は 、 すでに ラー ギィ の 姿 は な か っ た 。 


2 RESAG 2 本 の と に 3 の 8 お ろか ーー 、 . こつ 大 ーー 
較 り リッ "”。 [手伝う ふり し て 、 研 究 所 の も の か すめ 取っ て 横流し し て た の ね ……。 
6 SE に 科 M6 ン あ い て 5 直 に 2 か ーー > ジー 
癌 カロ ル ” [正しい ギリ ルド で 有名 な 遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) が そん な 悪さ すす る な ん て …」 
NEY 規 隊 CU お うと まる ツラ 2 eo 
カロ ル 「 待 っ て 、 ジュ ディ ス ! 危な いっ て ば 」 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 で も 追わ な いと 逃がし ちゃ うわ 」 

較 カロ ル 「 さ っ きも 言っ た で し ょ 、 危険 な 魔物 が 棲ん で る っ て 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 な ぁ 、 も う や め と こう ぜ 。 俺 様 、 ベ リウ ス に 手紙 渡す 仕事 まだ な の に 、 ノ ー 
ド ポ リカ か ら 離 れ ち ゃ っ た ら 、 また ドン に し ん どい 仕事 、 回 され ちまう 」 
「 あ た し は 追い か ける わ よ 。 あん な ヤツ に 遺跡 か ら 出 た 大 切な 魔 導 器 
(ブラ ステ ィ ア ) を 好き 勝手 に させ な いわ ! あの 箱 も 返し て も ら う !」 
「 わ た し も …… 行 きま す |」 

「 何 言っ て ん の ! あん た は 待っ て な さい 」 

「 待 ち ま せん 」 

「 は っ は 。 こり ゃ 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) と し て は 、 つい て 行 
か ざる を 得 な い ぜ 」] 

「……- そ うだ ね 、 エス テル の 護衛 が ボク た ちの 仕事 だ も ん ね 」 

「 み ん な で 行け ば 、 きっ と な ん と か な る わ 」 

「 ん 俺 様 行か な く て いい ?] 

「 あ あ 、 ド ン の お 使い 、 が ん ば れ よ 」 


還 レ ィ ヴ ン や ENNIIOO 
ひと り 天 さ れ た レイ ウン 。 5 2 な: 
較 レイ ウン 「-…… な ん だ よ 、 引き止め て < れ ま co】 

結 央 レイ ヴ ン は ユー リ た ち に つい て い <。 洞 を 進ん で ほど な くす る と 、 どこ か ら か 表 が く 。 
本 2 。 、 [よっ こし 昌和 EE 
レジ あと え 8 か っ SNS Po 
慕 3 。 NO 3 


崖 か ら 人 影 が 登 きっ て くる 。 


閥 ヵ 問 旭 2 うわ め あつ | 人 5 つ て 本 PS2P 1 を ニー ンー 
| お っ 2 二 た 倍 の 作 DO ド ドー し に っ 
関 ユー リ 。。 「 そ ん な と ころ か ら 出 て 来 て 、 や っ ぱり アイ フリ ー ド の お 宝 を 探し て る の か 」 
且 パ ティ SG30NCO。 II 
剛 カロ ル 。 「 ね ぇ 、 そ の お 放っ て どん な も の な の ?」 
回 バテ ィ ”*” 「 聞 いて 驚 け 、 それ は 衣 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) な の じゃ !] 
人 リタ ーー 。 全 それ の あー に クン 
同 エス テル  「 え …… え っ と 、 さ あ …」 5 で 
義 カロ ル 。 「 博 識 な エス テル も 知ら な いな ん て ……」 っ し 
回 パテ ィ ”  【「 蘭 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) は アイ フリ ー ド の お 宝 の 中 で も 、 な に より も 
|  。。 . 瑞生 な も の な か の じ の 上 引 コ e 2 し 

義 ユー リ 。 「 で 、 そ の 貢 し の 星 (マリ ス . ス テラ ) と や ら っ て お 宝 は 見 つか っ た の か ?] 
回 パティ”  【「 宝 と は 簡単 に 見 つか ら な いか ら 宝 と いう の じゃ 」 た 
WE 
閉 カロ ル 。 「… ね え 、 ノ ー ド ポリ カ で 聞い た パテ ィ が アイ フリ ー ド の 孫 っ て …- 本 当 ?] 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 な に よ 、 そ うな の 、 お 嬢 ちゃ ん ? 盟友 に 孫 が いた と 知っ た ら ド ン 、 ど 
。 導 - AO 導 の SDM EE と 
同 エス テル 「 そ う 言え ば 、 ド ン と アイ フリ ー ド は ユニ オン 結成 以 来 の お 友達 な ん で し た よね | 


開 カロ ル 「 で も さ …… 嘘 で し ょ ? アイ フリ ー ド の 孫 な ん て 。 だ っ て 、 そん な 話 、 
一 度 も 聞い た こと な いし 」 


議 パ ティ | 中 当 :DUDw に ton eo の 
還 エス テル EDA…? どい 3G 交 oe 8 
訪 | バテ ィ 「 た ぷん と いう の は 推測 の こと な の じゃ 」 


閥 リタ や =” 「 エ ステ ル は 、 な ん で 、 自 分 の お じい さん の こと を 推測 で 話し て る か 、 っ 
て 聞い て る の よ 」 


周 パティ ”” 「 あ う 。 それ は うち が 記憶 東 失 だ か ら 、 な の じゃ ] 。 
閉 カ ロ ル 。 [記憶 … 2 f 5 の 
閥 リタ ー 喪失 …… ? ] 。 シ - で ーー 引 
用 パテ ィ 。  「 ま 、 そ うい うと と な の じゃ sa に 

開 レイヴン [じゃあ 、 ア イフ リー ド の 孫 っ て の は 、 本当 か どう か わか ら な いっ て こと ?] 
閣 パ ティ [絶対 、 本 当 な の じゃ l …- だ た 癌 meod oe フフ 
開 リ タ や 。  「 あ あっ 、 も お っ ! 絶対 な の か た ぷん な の か どっ ちよ !| 
回 パテ ィ ”*” 「 わ か ん な いか ら 、 肌 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) を 探し て る の じゃ ]」 
関 ユー リ [つま り 、 記 憶 を 取り 戻す た め に 、 じ いさ ん か も し れ な い ア イフ リー ド に 


会 いた い 。 その アイ フリ ー - ド を 探し 出す た め に 腫 し の 星 ( マ リス . フ ステ 5)5 
_ て いう お 宝 を 探し て 回 っ て いる 、 うつ で こと が ?」 


隔 バ ティ 。 「 の じゃ 。 い つの 日 か 祖父 ちゃ ん に 会 える の じゃ や ]l 。 


癌 ジュ ディ ス  「 そ ん な こと より 、 紅 の 小 箱 、 追い か け な く て いい の か し ら ?」 


開 カ BEou を RoR 0 拓 0 
慌て て 駆け 出す ユー リ た ち 、 と バテ ィ 。 SS 1 
リタ 「 あ ん た 、 何で つい て き て ん の よ 」 


且 パテ ィ 。  「 う ち も こ っ ち へ 宇 くつ も り だ っ た 9 じ ゃ ] 5 
| エス チル - おら た ら 細 に 行き 21 
間 パテ ィ (それ DODO の be に だ ト 。 ここ 
関 ユー リ 。 「-… 買 い 物 に 行く の と は わけ が 違う ん だ ぞ ?| 。 
回 バテ ィ ”  「 拓 知 の うえ な の じゃ 。 何 か あっ た ら 力 に な る で] 


ジュ ディ ス  「 ま あ 、 頼 も し い 」 


| 


ギン ドアン イマ イマ ネン 


洞窟 の 奥 で 、 ー 行 は ふた た び び ラ ー ギ ィ を 発見 する 。 


園 ラード [バウ ッ 


ラビ ピード が 追い か け よ うと する と 、 ラー ギィ が 転 。 し か し 、 ラビ ー ド と ラー ギィ の 間 を 、 
不思議 な 光 が 隔て る 。 。 9 
村人 1 っ に お お お お 須 け を ーー シー ドー 
間 NZ | 人 名 G の Be お れれ は に や や 、 。 ーー = 
MI 
閥 り リタ ”" = ケーブ. モック の と 同じ だ わ ! ここ も エア ルク レー ネ な の ?」 
| 引 を TS9t 2 還 0 デー ラー ニー 
問 ュ ディ ス シテ ーー 人 
同 エス テル  「 で す ! この 量 の エア ル に 触れ る の は 危険 で す | 
ラー ギィ  「 こ ここ 、 こ ん な も の に 、 た た 、 助 けら れる と は | 
開 計り タダ HCS ド 2 
ラー ギィ が 奥 に 逃げ よう と する と 、 そこ か ら も エア ル が 噴出 する も 。 。。 
間 カ ロ ル 5 ゎ ちっ 」 2 待て 

剛 22 ゲ 3 、 さ すり 区 8 お が きも う 3| 。 
較 ラー ギィ 二 は 80e 2 まう 訂 還 義 凍 粒 の 隊 、2 が こ ン ポ ジマ 
地面 が 掘れ 、 ユー リ の 目 の 前 に 巨大 な 意 が 現れ る 。 。。 
前 
開 カロル 。 「 ち 、 違 う … あ ん な 魔物 、 見 た こと な い …| 。 
押下 の ここ 
凍り Wo0ce 0 0 

竜 が 申 座 を あげ る 。 そ し て 、 周囲 の エア ル を 吸い 込み は じ め る 。 5 

還 生 BMMGRNNS2| (ここ. . ニ 
ーー ニー ニー ニー ニー ーー 
同 カ ロ ル バー 1 0 
ニーーーー ニ ーー 92 WW 0 
症 DP や Bo ーー 1 

竜 は 身動き で き な い ユー リ た ち を その まま に 、 どこ か へ 去っ て いく 。 。 

開 レイ ヴ ン ーー おら 動け の 」 ーー の の MR 9 、 
OS 


「 い い 加減 に し て 」 


ジュ ディ ス は 追 お うと する が 、 仲間 の 様子 を 見 て や ゆる 。 。 リ タ は エア ル が 噴出 し た 場所 に 進み 出る 。 


リタ 、 危な いで す 日 に 
「 大 丈夫 よ 。 この 程度 の 濃度 な ら 、 害 は な いわ 」 


「 今 の は いっ た い 、 な ん だ っ た ん だ あぁ 2] 


SPY 5 っ 時 辻 モッ ク の 時 に 、 あい 
。 つが 剣 で や っ た の と …… お ん な じ IP] 。 
関 ュ ユー リ とみ 、「 通 っ て も 大 丈夫 か 2 ダー リタ ! ーー 
王 けけ ダ 、 。 | の も 5 っ 
7 っ 、 全 SDCe1 | ae 
本 | エス テル 。 「 お あっ 、 大 短 元 先 を 5 け で くだ さい | 
二 506 に も S が DB に 
NN 
関 リタ や "= 「 そ りゃ そう よ 。 あ れ を 調べ る た め に 旅 し て る ん だ し …| 
較 コー けり 。 。 CS す ん だ od 必 よ に こ 前 作 Xs 
閥 リタ "や =" わか っ て る わ よ 、 わ か っ て る 、 今 は あい つ を 追う 時 …… で も ……」 
い ウフ と い つ は ご か に 攻 け だ 695 の の 727 


賠 リタ [逃げ る わけ が いで し ょ ! …… あ …… そ っ か ……。…… い いわ 、 行 きま し ょ う ] 


賠 ユー リ 「 よ し 、 決ま っ た な 。 カロ ル 、 大 丈夫 か ?] 


先 へ 進ん で いく ユー リ た ち 。 リタ は し ば らく 動か ず 、・ つぶ や く 。 


閲 リタ 「 さ っ き の 魔 物 の 力も 、 リ ゾ マ ー タ の 公式 な の ?」 


洞窟 の さら に 奥 で 、、 、 一行 は コウ モリ の 大 群 に 足止め され て いる ラー ー ギ ィ を 見 つけ る 。 
II 
に ヨ ワー ギィ 「 こ 、 こ 、 こ ん な こと に ……| コ 


ラビ ピード - ド が ラー ギィ に 突進 し 、 紅 の 小 箱 を 奪い 返す 。 


閲 ユー リ 「 よ く や っ た 、 ラビ ー ド 。 吉 ご っ こ は 終わ り だ な 」 


問 寺 1 時 ーー 
半 ユ - リ | SVoe そ うじ 3 衝 析 Di-。 ーー ーー っ コピ 
同 エス テル  「 ど うい うこ と で す ? ラー ギィ さ ん に 変装 し て ……?] 。 
癌 ウ ュ デ ティス 「 今 は あれ これ と 考え て る 由 は な さそ う よ 」 
剛 イエ ガー  「 お ーー コワイ で ー す 。 ミー は ラコ ゴウ みた い に な り た く な いで す ヨ 」 
還 エス テル 。 「 ラ ゴウ ……? ラ ゴ ウ が どう し た ん で すか ?] の も 
四 イエ ター 「 ち ょ っ と ビフォア に 、 ラ ゴ ウ の 死体 が ダン グレ スト の 川下 で ファ イン ド 

_ され た ん で す よ 。 ミー も ああ は な り た く ネ ー、 っ て こと で す ヨ |] 
間 エス テル  「 ラ ゴウ が … 玩 が だ ……?。 ど 3 も て 29 0 
有 還 イエ ガー = 「 そ れ は ミー の 口 か ら は キャ ン ノッ トス ピー ク ま 」 


どこ か ら と も な く 、 ゴー シュ と ドロ ワッ ト が 参上 する 。 


問 ヨー シュ 。 「 イ エ 衣 一 株 1 


開 F ロ ワット 「 お 和 け 机 だ ん 1 uo tt WW 


イエ ガー [ゴー シュ 、 ド ロワ ッ ト 、 後 は 任せ は まし た ヨー」 


前 に ド By コチ リグ 950] 0 ラー 
DEE か か り 、 その 合間 を イエ ガー が 抜け て いく 。 。 
半 カロ ル 。。 「 送 げ ら れ ち ゃ う | ーー 
還 ロ ミリ 。 1 和 SNKI て 
較 ィ エ ガー 「 イ エー、 ま た 会 いま し ょ う 、 シー ユ ー ネ ク スト タイ ム ね !] 
導 げ 去る イエ ガー。 コウ モリ の 詳 れ は 、 1 つの カタ マ リ と な っ て ゴー シュ と ドロ ワッ ト を 吹き 飛ば す 。 
剛 カロル  ”"「 こ いつ だ | プラ ピロ ブス だ よ 」 て の 
プ テ ロブ プス を 撃退 し た ユー リ た ち 。 エ ステ ル は ゴー シュ た ちの 傷 を 療 そ うと する 。 


問 コー シュ  「 敵 の 施し は 受け な い …-」 


半 F ロ ワッ ト 。 「 バ カ に し ちゃ 、 や ー な の よ お ……」 


議 スチ 「 で も 、 ま の 人 
関 | コドン シュ 1 穫 本 する 
ドロ ワッ ト 。「 ば い ば ぱい だ よ ぁ か お に 8 5 INIT 
規 本 友近 っ て 師 MK。 
較 ユ ー リ 。 「< さ っ … な ん だ この 煙 - 煙 … 9 由 。 ほし た) 

較 ラ ピ ー ド ラー に ーー oo 
用 レ ィ ヴ ン  「 こ れ じ ゃ 、 ワ ンコ も 匂い 追え な いっ て か …」| 。 
隊 バ ティ 。 「 匂 いさ え 我 慢 す れ ば 、 平 気 な の b や l 
バテ ィ が 煙 の 中 に 突っ 込ん で いく 。 WIIWNWWWN 9 
較 ヵ ロ 。  「 そ 、 そ の 名 い が 2 が AM だ っ で ぷ の 1] 
較 コ ー リ [io っ 866M09 に (ii 
煙 が 晴れ て 、 一 行 は 駆け 出す 。 洞 窟 の 出口 に 差し 掛か る と 、 強 烈 な 日 光 が ユ ー リ た ち を 照ら す 。 
LU タ 。  「 ラ うな 、 MC の 誕生 に 0 
回 パテ ィ ”。 「-… 洞 窟 で 山 の 向 こう に 抜け て し まっ た の じゃ ] 。 
関 カロ ルー 「 Ce DI 


開 レイヴン 「 あ らら … 来 ちゃ っ た わ ね ぇ ] 


病 ユー リ 「 コ ゴー ル 砂 漠 …… フ ェ ロ ー が いる …」 


回 | エス テル 。 「…… わ た し …… や っ ぱり フェ ロー に 会 い に 行き ます 」 


ューk、 6、 沙 で 。 北 、 の 。 北 の か 、 北 。 な 、 式 で の トル で で - 北 。 -、 光 、、 未 、- や < の 0 に < 


別 
通 
人 


「 _ 「 待 っ て ……! エス テル ーー 人 を 行か せら れ な いよ 。 今 の ボク た ちの 仕 
… ま あ 、 ーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
va に デー 束 に ギク ーーー ンー 2 


いつ まで も あい つら を 中 っ か け て る わけ に も いか ね ー し 。 し ゃ あ ね ぇ 


EE 次 会 っ た ら ケ リ つ ける ゼ ぜ 」 


、。 「 ち ょ っ と 待っ て 、 本 当 に 行く っ もり? わか っ て ん の ? 砂漠 よ ? 
暑い の よ ? 死ぬ わ よ ? な め て な い ?] 


Po 「 わ か っ て る …… つ も り で す ……」 
spn て SO 回 _ 「-… 砂 漢 は 三 つ の 地域 に 分 か れ て る の 」 
ee 
癌 ジュ デ ティス [砂漠 西側 の 狭い 地域 が 山 述 部 、 も っ と も 暑 さ が 過酷 な 中 央 部 、 東 部 
っ 疫 9 開 思 NMO に つ ルード 0 
剛昌 
癌 ジュ ティ ス  「-…- 山 麓 部 と 中 央 部 の 中 間 地 点 に オア シス の 街 が あめ る わ ] 
上 IO 
は っ RC えー 問 ジュ ティ ス 「[ 前 に 5 る の > 水 糧 の そば に え た いい 街 よ ]」 


PA&& ジ 4 >P.365 | 世 昔 中 名 う て の 料理 人 ・ そ の 1 き パテ ィ が 美食 ギル ド や 高級 レス トラ ン に 、 シェ フ と し て 誘わ れる 


記 光 謎 の 男 ・ そ の 5 き カド ス の 忠 笛 の エア ルク レー ネ で 、 また し て も デュ ー ク と 出会う 


往く も 復 す も 記憶 青 > 失 !? 魔物 が エア ル を 食べ た ! プ エア ルク レー ネ に つい て ノイ エガ ー に つい て 


戦闘 会 海 凶 の 爪 ( り ヴァ イア サン の ツメ ) と の 戦闘 ププ テロ プス 戦 


PART 


凛々 の 明星 編 


「 少 な く と も 、 た 時 は あん な 物 財 な 人 た ち は いな か っ た わ ね 」 


「 行 っ ちゃ う の ?」 


生ま AL も う 少 し いて 欲し いか ?」 


ば ら ば ら と 散っ て いく 仲間 た ち 。 レイヴン が 去り 際 に 、 ユー リ に 声 を か ける 。 
レイ ヴ ン 「 気 い 遣 う の も 大 変 や ね 」 

関 ユー リ 「 ま 、 ちっ と は 考え る 時 間 も 必 要 だ ろ 」 

レイ ヴ ン 。 「 は っ は っ は 。 が ん ば れ 。 若 人 ども 」 
| エス テル に 話し か ける と 


気 い 舌 う の も 大 変 や ね 


エス テル  「 ユ ー リ …」 
ユー リ 「 よ 、 浮か な い 顔 し て る な 」 
エス テル 「 そ ん な に 砂漠 っ て 危険 な と ころ な ん で し ょ うか …… ?] 
関 ユー リ 「 リ タ が あん な 真顔 で 冗談 言う わけ な い だ ろ 」 / * ん mo 
エス テル 「 そ う 、 で す よ ね -…。 皆さん を 引っ 張っ て き て お いて ここ まで 、 な ん て …-」 net 
ユー リ 「 み ん な の こと は 、 どう で も いい ん じゃ ね ぇ の 」 
エス テ Jb 。 「 え の 
開 ユー リ 「 だ っ て 、 し た いよ うに し て る だ け だ か ら な 。 で も …… 肝 心 の お まえ は ど 
うし た いん だ ?] 
エス チル |D た し " も hh 」 呈 
ユー リ 「 自 分 が 何者 か 知り た いっ て 言っ て た だ ろ 」 どう で ecepxo 
エス テル  「 え え …… そ う 、 で すけ ど …」 2 
ユー リ 「 エ ステ ル が 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 雇い 主 だ 。 お まえ が 


行こ うっ て 言え ば 、 オレ た ち は 行 くし 。 代 わり に 行っ て くれ っ て 言わ れれ 
ば 、 オレ た ち が フ ェ ロ ー を 引っ 張っ て き て や る 」]」 
還 エス テル 。 「 コ ユー リ ……。 わ た し は ……」 


回 ユー リ 「…… 焦 っ て 答え 出し て も し ょ う が ね ぇ な 」 コ 導 本 

癌 カロ ル 「 世 の 中 っ て わか ん な いよ ね 。 あの 遺構 の 門 ( ル ー イ ンズ ゲー ト ) が 裏 で 武器 akane 
を 売っ て る ギル ド だ っ た な ん て 。 それ も 遺跡 か ら 不正 に 横流し し て る …」 し 

関 ユー リ 「…… 世 の 中 、 裏表 を 作ら な いと 生き て け な い 時 も ある 」 W 『 

関 | カロ ル 「…… な ん か 悲し いね 、 そう いう の 」 0 の 

己 の 手 を じっと 見 つめ る ユー リ 。 

関 ユー リ 「 だ っ た ら 、 カ ロ ル は 正 々 堂々 と 生き れ ば いい 。 凛々 の 明星 (ブレ イブ ウェ 還 議 詳 議 還 5 
スペ リア ) は 、 胸 張 っ て 行き ゃ いい ん だ ]」 II 半 

回 カロ ル 「 そ う 、 そう だ よね 。 と に か く 今 は フェ ロー だ よ 」 

ユー リ 「 あ あ 、 砂漠 に 入っ た ら 、 いよ いよ っ て と こ か 」 

問 カロ ル 「 ね 、 この 依頼 が 終っ た ら 、 一 旦 、 ダン グレ スト に 戻る ?」 

開 ユー リ 「 そ うだ な …… と りあ え ず 、 そう いう 話 は 仕事 が 終っ て か ら な ]」 

関 カロ ル 「 あ 、 う 、 うん 」 


| リタ に 話し か ける と 


リタ は 紅 の 小 箱 を じっと 見 つめ て いる 。 


ユー リ 「 鍵 が な けれ ば 、 開か な い だ ろ 」 

リタ 「 わ か っ て る わ よ 」 

関 ユー リ 「 本 当 に 返し に 行く つも りか 」 

リタ 「 行 くわ よ 。 何 か ?」 

還 ユー ロリ いや | 

問 リタ 「 ノ ー ド ポリ カ で 見 た で し ょ 。 あたし の 魔術 の 制御 が 利 か な く な っ た 。 こ エア ル に きだ っ て ッ 
の 中 に 入っ て る 澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) っ て の が 、 エア ル に な ん ら か ae 

_ の 干渉 を し て る ん だ わ 」 

ES ユー リ 「 エ アル に 干渉 だ っ て ? こん な 小さ な 箱 が 一 体 、 どう し て ?」 

リタ 「 そ れ が わか ん な いか ら 、 な ん と か し て この 箱 、 開け た いん だ けど …」 

ユー リ 「 確 か に ヨー ムゲン っ て 街 に 、 そ の 逢 の 鍵 に な る も の が ある か も し れ な いな 

リタ 「 も う エ ステ ル に お 願い され た か ら と か そう いう 問題 じゃ な い 」 

関 ユー リ 「 そ れ じ ゃ あ 、 お まえ は あの 日 記 に 書か れ て た ヨー ムゲン っ て 街 を 探す の か 」 

リタ 「 そ う ね 、 で きれ ば そう し た い ……」 

ユー リ 「 で きれ ば ?」 

リタ 「 エ ステ ル を ほっ と くわ け に は いか な い の よ 」 

閲 ユー リ 「 ほ っ と け ば いい だ ろ 」 


加 リタ 「 ほ っ と きた いわ よ 。 で も 、 で き な い の 」 


な ん だ よ 、 変 な 顔 し て 


うだ けど 、 新 月 まで 会 えな い 
ふっ て ん な らし ょ う が な いっ て 


閲 ユー リ 


ジュ ディ ス 
閲 ユー リ 
ジュ ディ ス 
ユー リ 
ジュ ディ ス 
ユー リ 
癌 ジュ ディ ス 
閲 ユー リ 
ジュ ディ ス 
閲 ユー リ 
ジュ ディ ス 
ユー リ 
」 1 ジュ ディ ス 
co 軒 還 ユーリ 
om ジュ ティ スズ 


っ て こと な ん だ けど 


ユー リ 
に | バテ ィ 
ユー リ 
パテ ィ 
関 ユー リ 
隔 | バテ ィ 


な ん じゃ 、 ま 
うち と 別れ る の が 寂し く て 、 1 
探し に きた の か ? 本 共 


ギル ド 員 


閲 ユー リ 
パテ ィ 
co ギル ド 上 員 


に | バテ ィ 


ギル ド 員 


に | バテ ィ 


ギル ド 員 


その と き 、 男性 が パテ ィ の も と まで 駆け て くる 。 男性 は ユー リ を いぶ か し が る 。 


「 な ん だ よ 、 変 な 顔 し て 」 

「 そ ん な ふう に 謝ら れる な ん て 、 ちょ いしい 気持 ち 悪 いわ 」 

「 だ っ て お っ さん 、 ベリ ウス に 書状 届け る 用 事 が あっ た ん だ ろ 」 

「 そ うだ けど 、 新 月 まで 会 えな いっ て ん な らし ょ う が な いっ て 。 嬢 ちゃ ん 
の 気まま に 付き 合う わ よ 」 

「 お い お い 、 気楽 だ な 。 いい の か 、 う ろう ろ し て た ら 、 新 月 周 ぎ ちまっ て 、 
ドン に 叱 ら れる ぜ 」 

「 ど う せ 叱 られ 慣れ て る し 、 待た され る ん な ら 、 次 の 新 月 まで だ っ て 待 
つ わ よ 。 新 月 は 、 来 月 も 来年 も 何 度 も ある ん だ か ら 」 

「 気 の 長い お 話 で 。 ほん と に それ で いい の か よ 」 

「 そ うな の よ 、 それ で いい わけ な い の が 、 大 人 の 世界 な の よね 」 

「 ま うた く ・」 

「 ま 、 適切 な 判断 が で きる の も 大 人 っ て わけ よ 。 行か な きゃ な ん な いっ 
て わか っ た ら 行 くっ て 。 ま 、 も う 少 し 一 緒 に いさ せ て よ 」 

「 お 好き に どう ぞ 」 


街 を 出 よ うと する と [ 


街 の 出口 の 方 か ら 、 ジュ ディ ス が 歩い て くる 。 


「 あ ら 、 どこ 行く の か し ら ?」 

「 い や 、 ちょ っ と 散歩 に な 。 そっ ちこ そ 、 どこ 行っ て た ん だ ?」 

「 これ か ら 行 く 砂 漠 っ て どん な と ころ か 見 て きた の 」 

「 下 見 は 必要 だ よ な 。 で 、 どう だ っ た ?」 

「 暑 か っ た わ 」 

「 そ ん な こと は わか っ て ん よ 」 

「 で も 、 思っ た ほど じゃ な か っ た わ 」 

[ぶーん … つて 、 いや 。 フェ ロー は いた か っ て こと な ん だ けど ] 
「 そ う ね ー、 いた ら 、 よかっ た ん だ けど ね 」 

「 ま 、 そん な 簡単 に 見 つか っ た ら 世 話 な いよ な 」 


「 何 だ よ ?] 

「 も う 一 回 、 自分 の 目 で 確か め て くる ?」 

「 い や 、 いい ……。 も し 行く ん だ っ た ら 、 みん な で 行っ た 方 が いい だ ろ 」 
「 あ ら 、 そう ]」 


パテ ィ に 話し か ける と 


「 な ん だ …… ま だ 、 いた ん だ な 」 

「 な ん じゃ 、 うち と 別れ る の が 寂し く て 、 探し に きた の か ?」 

「 お まえ の 方 が オレ と 離れ が た く て 、 こ の 辺り D り を ウロ ウロ し て る ん じゃ な い の か 」 
「 実 は その 通り な の じゃ 。 うち と 結婚 し て くれ 」 

「 お まえ が 大 人 に な っ た ら 、 考え て や る よ 」 


「 あ ん た 、 な に ?」 

「 い や 、 こい つの ちょ っ と し た 知り 合い 」 

「 う ちの 旦那 な の じゃ 」 

「 ま あ 、 いい や ……。 一 応 、 あ ん た が 欲し が っ て た 方 し の 星 ( マ リス ・ ス 
テラ ) の 情報 は 手 に 入れ た が ……」 

「 あ り が た い の じ ゃ 」 

「 そ の 前 に 、 あん た …… ア イフ リー ド の 孫 っ て 話 、 本 当 な の か ?」 


ギル ド 員 ” 「 本 当 な ん だ な 。 だ と し た な ら 、 お まえ に は こい つ は や れ な い 。 ギル ド の 
義 に 反し た 奴 の 孫 と 取引 し た と わか っ た ら 、 うち ら の 信用 も な いか ら な ]」 
| バテ ィ 「 ア イフ リー ド は …」 
ギル ド 員 ” 「 あ ん た 自身 は どう か 知ら ん が 、 ギル ド の 世界 で 生き る 俺 た ち に と っ て は アイ 
フリ ー ド は 最も 許せ な い 存 在 だ 。 そん な や つの 身内 だ と 自分 で 言っ て 回 る よ 
うな や つと 関わ る の は ご めん だ 。 金輪 際 、 俺 た ちの 前 に 顔 を 出さ な いで くれ ] 
パテ ィ し つ ] 
ギル ド 員 今回 の 件 を 逆恨み し て 、 う ちの ギル ド 員 に 何 か す る よう な こと が あっ た ら 黙 っ 
ちゃ いな い ぞ 。 ギ ルド 天地 の 夫 ( あ な ぐら ) を 単なる 測量 集団 だ と 笑 る な よ ] 
。 | パテ ィ 「 そ ん な こと し な い の じ ゃ !」 
ギル ド 員 ”" 「 ど うだ ろう な …… 何 し ろ 、 護衛 と 称し な が ら 船 を 翼 っ た 卑 昼 の 血 が 
流れ て る ん だ 。 何 を 考え て る ん だ か 、 わ か ん な いさ 」 
バ パティ ーー ] 
ギル ド 員 ” 「 あ ん た も 、 旦 那 か な ん か 知ら ん が 、 あ まり 関わ り に な ら な い 方 が いい ぜ 」 
ギル ド 員 は 去っ て いく 。 
関 ユー リ 「…… 黙 っ て 聞い て る だ け な の な 」 
| バテ ィ 「…… わ か ら な い の じ ゃ 、 祖父 ちゃ ん の こと 、 事件 の こと ……。 本 当 な 
の か 嘘 な の か 、 悪人 だ っ た の か 、 いい 人 だ っ た の か ……。 うち が わか っ 
て る の は 、 うち に と っ て 祖父 ちゃ ん が と て も 大 切な 人 だ っ た っ て こと だ 
け ……。 だ か ら 、 否定 も 背 定 も で き な い の じゃ 」 
閲 ユー リ 「 自 分 が どう いう 人 間 な の か も よく わか ら な い 、 か ?」 
に | バテ ィ 「 う ち は う ち じ ゃ 。 それは わか っ と る の じゃ 」 
閲 ユー リ 「 だ っ た ら 、 言い 返せ る こと も あっ た ん じゃ ね ぇ の か 」 
パテ ィ 「…… い い の じ ゃ …… 祖 父ちゃん の こと で 、 あれ これ 言わ れる の は も う 慣 れ っ こ 
な の じゃ 。 う ち は そ ん な つま ら ぬ こと は 気 に せ ず 、 気 まま な 宝探し を 続け る の じゃ ] 
関 ユー リ 「 そ ん な 強がり 言っ て 、 一 人 に な っ た 時 、 こっ そり 泣く な よ 」 
パテ ィ 「 泣 いて な ん か いら れ な い の じ ゃ 。 何 し ろう ちの モッ トー は つら く て も 泣 
か な い 、 な の じゃ 」 
関 ユー リ 「 ま 、 な ん で も いい けど ……。 そ う は 言っ て も 、 宝探し の 手がかり が な 
い 状 態 じ ゆ ど うに も な ん な いよ な 」 
| パテ ィ 「 な に 、 宛て は ある 。 じゃ あの 」 
パテ ィ は どこ か へ と 走り 去る 。 


Pe&ew4= と P.366 | 硬直 全 ワン ダー 記者 ・ そ の 3 
p P.509 | 騎士 団 に つい て 


スキ ッ ト 


| | 凛々 の 明星 編 


日 が 落ち 、 仲間 た ち は 宿 屋 の 前 に 集まる 。 


エス テル 


エス テル 「 カ ロ ル 、 こ れ を 」 

カロ ル 「 ど うし た の 、 エス テル 、 突然 ……。 これ は ?」 

エス テル 「 仕 事 の 報酬 で す 。 き っ と 高値 で 売れ る と 思い ます 。 ここ まで あり が と う ご ざい ます 」 
関 カロ ル 「 え 、 何 言っ て る の 。 まだ エス テル の 依頼 は 終っ て な い の に …」 

エス テル  「…… み ん な と は ここ で お 別れ で す 」 

癌 リタ 「 お 別れ っ て …… あ ん た は どう すん の よ 」 

関 ユー リ 「 一 人 で 行く 気 か …… ?] 

エス テル  。 「 フ ェ ロ ー に 会 うつ の は わた し の 個人 的 な 願い で すか ら 」 

聞 | カロ ル 「 何 言っ て ん の 、 危険 だ っ て !」 


「 だ か ら 、 で す 。 これ 以上 みん な を わた し の わが まま に 巻き 込め ませ ん 」 


き 木 の 陰 に 隠れ て いる ワン ダー 記者 を 発見 し 、 記事 の 秘密 を 聞く 


どう だ ろう な …… 何 し ろ 、 
護衛 と 称し な が ら 船 を 豚 っ た 
卑 者 の 血 が 流れ て る ん だ < 
Me 9 


【 


うち が わか っ て る の は 、 
うち に と っ て 祖父 ちゃ ん が と て も 
大 切な 人 だ っ た っ て こと だ け …… 


潤い て な ん か いら れ な い の じ ゃ 。 
何しろ うち の モッ トー は 
つら く て も 泣か な い 、 な の じゃ 


ここ まで あり が と う ご ざ いま す 


キ ご す ぐん 


どう 考え て も 、 エ ステ ル 一 人 で 
砂漠 の 真 ん 夏 ん 中 に 
行か せる の は 不義 ね 


あん た ら も 何 考え て ん の ぅ 2 


自 競 な め て な い ?2 


わた し も 自分 の 本 当 に 
や り た い 事 、 や る べき 事 を 
見 つけ な きゃ っ て 思っ た ん で す 


ぞ の た め に も 、 


自分 で 決め て 、 自 分 か ら 始め た 


この 旅 の 目的 を 達し た い 


だ と 思っ て 人 準備 を 
お 願い し て お いた わ 
宿屋 で 貸し て くれ る ぞう よ 


関 ユー リ 「 義 を も っ て こと を 成せ 、 不義 に は 罰 を 」 
問 カロ ル 「 え …… ? …… あ 、 ボク た ちの 控 だ ね 」 
ジュ ディ ス  「 ど う 考 えて も 、 エ ステ ル 一 人 で 砂漠 の 真 ん 真 ん 中 に 行か せる の は 不義 ね ] 


関 ユー リ 「 オ レ 、 控 を 破る ほど 度胸 ね ぇ ぞ 。 な 、 カロ ル 」 

II 

MM ョ デイ スズ  「 そ うじ いう こと の まう だ けど } 

エス テル  「…… わ た し 、 と て も 嬉し いで す 。 で も 、 や っ ぱり ダメ -…-」 

リタ 「 待 ちな さい 、 エ ステ ル ! あん た ら も 何 考 えて ん の ? 自然 な め て な い ?] 

ユー リ 「 や ば いか ら こ そ み ん な で 行か な いと な 」 ' 

カロ ル 「 ボ ク 、 怖い けど エス テル を 放っ と け な い よ 」 0 

閥 リタ 「 あ ん た ! 何と か 言い な さい よ 」 

は 計 給 者 の 2 條 靖幸 症 和 it 

開 レ ィ ヴ ン  「 こ こ で ご ね た ら 俺 一 人 で あの 街 戻 し な いと ダメ で し ょ ? それ も めん 
どく さい の よね 」 ME 

リタ 「 ま っ た く 、 あん た た ちと 来 た ら ……。 どう し て も 行く の ? タ | 


エス テル  「 は い 。 わた し 、 考 えた ん で す 。 みん な 自分 た ちの や る べき 事 を 探し て 、 


つけ な きゃ っ て 思っ た ん で す 。 そ の た め に も 、 自分 で 決め て 、 自分 か ら 
始め た この 旅 の 目的 を 達し た い 。 これ は 、 けじめ で も ある ん で す 」 


リタ 「…… わ か っ た わ よ 、 入ろう じゃ な い の 、 砂漠 中 央 部 に 」 

和 D まま 
閲 リタ 「 こ ん な ガン コ な 連中 、 も う あ た し に は 止め それ な いわ よ 」 

関 ユー リ 「 リ タ こ そ 、 つ いて くる 必要 な い だ ろ 。 エ アル クレ ー ネ 調 べ る ん じゃ な い の か ?」 
リタ 「 あ ん た た ち み た いな バカ ほっ と ける ワケ な いで し ょ 。 エ アル クレ ー ネ 


は 逃げ な いん だ か ら 、 あと で また 行く わ よ 。 た だ し ! この 街 で ちゃ ん 
と 準備 し て 、 万 全 で いく わ よ 」 


本 2000 No け で 0 な を | mo OO ーー 
ユー リ 「 こ の 旅 の 最初 か ら こ うな る 予定 だ っ た ろ 」 寺 る 
癌 カロ ル 「 う ん 」 

エス テル  「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

癌 カロ ル 「 あ れ ……? ジュ ディ ス は ?」 eS 


問 ジュ ディ ス  「 話 は まとまっ た ?」 

どこ か か ら 戻 っ て きた ジュ ディ ス 。 

リタ 「 と っ くに 」 

メデ ィ ス  「 ど うす る の ?」 

エス テル  「 行 きま す 。 砂漠 の 中 央 部 に 」 

ジュ ディ ス  「 だ と 思っ て 準備 を お 願い し て お いた わ 。 宿 屋 で 貸し て くれ る そう よ 」 
開 レ ィ イヴ ン  「 こ の 街 か ら 出る 前 に 、 十 分 に 休み を 取っ た 方 が いい わ ね 」 

癌 リタ 「 お っ さん 、 休ん で ば っ か り 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 そ う ね 。 一 緒 に 添い 寝 し て くれ る ?] 

思い っ きり レイ ヴ ン の 足 を 踏む り タ 。 ユー リ た ち は 宿 屋 に 向かっ て いく 。 。 
Ii 
ー 行 は 宿屋 に 入り 、 主人 に 話し か ける 。 


関 ユー リ 「 泊 まれ る か ?」 
宿屋 の 主人 「 い らっし ゃ いま せ 。 水 と 黄砂 の 街 マン タイ ク へ よう こそ 」 
癌 リタ 「 こ の 騎士 … 何 ?」 


カウ ンタ ー の 真横 に 騎士 が 突っ 立っ て いる 。 
宿屋 の 主人 「 え えー と ……」 


騎士 「 30: の 沈 82:es 9 」 
 . 本隊 の 主人 | ご 、 ご 宿泊 で すか ?] 紀 2 0。 
ユー リ 「 あ あ 。 砂漠 へ 行く ん で 、 その 準備 と 、 少し 休憩 に な 」 


宿屋 の 主人 「 あ あ 、 砂漠 に 向かう 準備 を し て 欲し いと 言う の は あな た 方 で すか 。 し 


較 ユー リ 


「 危 険 な の は わか っ て る 」 


宿屋 の 主人 


宿屋 の 主人 


その 夜 、 客室 で 話し 合う 一 行 。 


「 そ 、 そう で すか ……。 で は 、 発 た れる 前 まで に 準備 で きる も の を ご 用 
意 し て お きま す 。 ご 宿泊 に 400 ガ ルド 頂き ます が よろ し いで すか ?」 


|「 で は 、 ゆっ くり お 休み くだ さ 


「 お 休み に な られ る 際 は いつ で も どう ぞ 」 


に エス テル 
還 カロ ル 


「 な ん か 変 な 雰囲気 よね 、 この 街 ] 

「 や た ら と 騎士 が 目 に つく し 」 

「 と に か く 今 夜 は 寝よ 、 寝よ 」 

8 騎士 に 入り 口 に 立た れる と 、 落ち 着 か な いよ ね ……」 


っ 
ト ま 、 守っ て くれ る っ て ん な ら 、 いい ん じゃ な い ?」 


つた 2 罰 開 著 。 ま 、 ざ っ て くれ る っ て ん な ら 、 
ん 」 いい ん じゃ な い ?2 


翌日 。 ユ ー リ た ち は 宿 屋 の 主人 に 出発 を 告げ る 。 


ウン 


「 世 話 に な っ た な 」 
「 あ の ぉ …… ど ん な 理由 が ある か 、 存じ ませ ん が ……。 や は り 砂 漢 へ 行 


「 サ ン キ ュ 、 で も 、 みん な で 考え て 出し た 結 議 だ か ら な 」 


宿屋 の 主人 


主人 は カロ ル の 似顔絵 が つい た 小さ い 水 筒 を 取り 出す 。 


「 そ う で すか 。 で は お 約束 の も の を ……」 


| カロ ル [水筒 、 こん な 小さ い の !?」 
園 リ タッ === 「 十 分 じゃ な い ?」 
ジュ ディ ス  「 そ う ね 、 砂 漠 に 生え て る ある 種 の サボテン は 、 水 を 多分 に 含ん で る か ら 」 
彫 リタ [そう 、 そこ か ら こ まめ に 水 を 補給 すれ ば これ で 事足り る の 。 よく 知っ て 
較 る わ ね 」 

エス テル は 主人 に 礼 を 述べ る 。 ジッ ー = 導 
還 エス テル  「 あ り が と う ご ざい ます 。 助かり ます 」 9 rr ーー 。 

宿屋 の 主人 「 い えい え 。 そ れ ら は 差し 上 げ ま す の で 遠慮 な く 使 っ て くだ さい 。 て て 還 “ seo 
作 を 出 て 、 す ぐ そ この 分 か れ 道 を 右 に 曲がっ た 突き 当たり に 湖 が あり ます 。 
ド そこ で 水 を 流 ん で いく と 良い で し ょ よう] 
韻 ュ ー リ 「 わ か っ た 」 
閥 リタ [と ころ で さ 、 ここ に いた あの 騎士 、 何 ?」 
同 レイ ヴ ン 「 ず っ と 見 張ら れ て て 、 お っ さん 、 緊張 し ちゃ っ た よ 」 る 
関 カロ ル 「 ウ ソン ば っ か り …」 
宿屋 の 主人 「…… あ れ は 、 監 視 で す 。 住 民 が 外 か ら 来 た 方 と 勝手 に 話 を し な いよ うに 」 
還 エス テル  「 ど うし て 、 そ ん な こと を ?」 SS 

宿屋 の 主人 「 理 由 は わか り ま せん が 執政 官 命令 で 、 私 の よう な 商売 人 以外 は 外出 

禁止 な の で す 」 

関 ユー リ 「 な る ほど …… だ か ら 、 街中 に 住民 の 姿 が 見 えな いん だ な 」 
開 カロ ル 「 こ こ で も 執政 官 が 悪 だ くみ し て る の か な 」 

宿屋 の 主人 「 つ い 最近 まで 執政 官 な ん て いな か っ た の に 、 と うと うこ こ に 来 て …-」 
隔 | エス テル 「 そ うな ん で す ?J] 
宿屋 の 主人 「 え え 。 最 近 、 ノ ー ド ポリ カ で 騎士 団 が 動い て いる と か 。 遂に 騎士 団 が 


宿屋 の 主人 


ベリ ウス の 捕縛 に 乗り 出し た みた いで すね 。 こ の 街 に 国 の 執政 官 が 


赴任 し て きた の も 、 その 波紋 みた いで すね 」] 

「 騎 士 団 が ベリ ウス を 捕まえ る の !?] 

「 な ん で も 賠 技 場 の 統領 (ドゥ ー チ ェ ) が 人 魔 戦 争 の 裏 で 、 終 を 引い て た 
らし いで すか ら 」 


「 こ の 街 で は そう 言わ れ て ます 。 まぁ 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) が あ 


宿屋 の 主人 


その と き 、 騎士 が 戻っ て き て 定位 置 に 着く 。 


騎士 


る 限り 、 帝国 は うか つ に 手出し で き を ない は ず で す が ね 」 


と に か な く 今 夜 は 寝よ 、 寝 よ 


ン キ ュ 、 
みん な で 考え て 出し た 
か ら な 


< 


ーー ニー 


oo 


ch いよ 


ch 砂 .。 つい 水 、<0、 


ec0 


サブ イベ ント 上 式 軸 エス テリ ー ゼ の 大 切な も の エス テル が 両親 に つい て 話し 、 ユー リ に 母 の 形見 を 渡す 
所 式 汗 聞 に まぎれ て き 宿 を 抜け 出す ジュ ディ ス を 追い 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す 
スキ ッ ト 砂漠 に つい て ノ オ アシ ス の 結界 


PART 


凛々 の 明星 編 


外出 禁止 令 を 破る 
[ 悪い は 執政 宮 様 に 
叱っ て いた だ か な いと な 。/ 


ーー 宝 


” 。 0 還 間 ee こ 
/ ん ー と ね 、 シ ッ セ イカ ン 様 の “ 


| 馬車 に 乗せ られ て 砂漠 に 


、 連れ て か れ ち ゃ っ た …… 


私 、 ウ ソ は つか な いわ 。 
NM …… い いで し ょ う 2 カロ ル 


ーー 


宿屋 の 主人 「 ご 利用 あり が と う ご ざ いま し た 」 


カロ ル 翌 こ … まう 。 ] 
較 ユー リ [世話 に な っ た な 。 湖 に 水流 み に い く ぞ 」 


も で で:eig の e の で woe の の の さる で ら も の ep の ゃ の で もら る る も る で mp る op る jm も の る @ 63 @ 6 で ぁゃ oiwiepioooeueieie な 


街 の 湖 で 、 水 簡 に 水 を 波 む 一 行 。 
癌 カロ ル 「 水 も 流 ん だ し 、 準備 OK だ ね ] Je 軸 
間 間 0 に M 軸 に 0N も も 00 お に ao 
突然 、 子供 の 声 が 聞こ えて くる 。 ユ ー リ は 声 の 方 に 走り 出す 。 


PP の 「 や だ よ ぉ 、 は な し て よ お ぉ !」 
騎士 A 「 外 出 茜 止 令 を 破る 悪い 子 は 執政 官 様 に 叱っ て いた だ か な いと な 」 
開 ユー リ 「 執 政官 様 と や ら の 代わ り に オレ が 叱っ と いて や る よ 」 
騎士 A 「 よ そ 者 は 口出し する な 」 
回 エス テル  「 許 し て あげ て くだ さい 。 わ た し が 直接 、 こ の 子 た ち に 代わ っ て 執政 官 
に 頭 を 下げ ます 」 
騎士 A 「 お や …… も し や 、 この 方 ……。 失 礼 し まし た …… | 


エス テル の 正体 に 気づい た 騎士 た ち は 、 そ そく さと その 場 を 去る 。 
防 | エス テル 。 「 も し か し て …… ま ず か っ た で し ょ うか ?」 


関 ユー リ 「 結 果 オ ー ラ イ だ な ]」 

に: | 2??? 「 あ り が と う 、 お 兄ちゃん 、 お 姉ちゃん 」 
エス テル  「 坊 や た ち 、 お 名 前 は ?」 

に: | 2?? 「 ぼ く は アル フ 、 妹 は ライ ラ っ て 言う ん だ 」 
ジュ ディ ス  「 お 父さん と お 母さん 、 どう し た の か し ら ?] 


た …::。 フェ ロー の チョ ー サ する ん だ っ で 」 

エス テル 「 フ ェ ロ ー っ て ……!」 
ーー リ [ああ で | NO や 
開 レ ィ イヴ ン  「 で も 、 フェロー の 調査 っ て 何 を する 気 よ ?」 
癌 | カロ ル 「 そ れ に 街 の 人 を 利用 し て っ て こと だ よね ? ひど く な い ?] 
癌 ライ ラ 「 ね ぇ …… お 兄ちゃん 、 お 父さん た ち 探 し に 行か な い の ?」 

ジュ ディ ス  「 や め な さい 。 あ な た た ち が 砂漠 に 行っ て も 死ぬ だ け よ ] - 商 
| アル フ 「 え っ 」 
ド | エス テル [ジコ ディ ス | 
ジュ ディ ス  「 私 た ち が 探す わ 。 だ か ら 、 砂漠 に 行っ て は ダメ 」 
アル フ 「 ほ ん と に ?」 
ジュ ディ ス  「 私 、 ウ ソン は つか な いわ 。 …… い いで し ょ う ? カロ ル 」 
カロ ル 「 う ん 。 いい よ 」 
リタ 「 い や に あっ さり し て る わ ね 」 
エス テル 「 義 を も っ て こと を 成せ 、 で す よね 」 


ウイ フラ 「 あ り が と う ! お 姉ちゃん た ち 」 
"| アル フ 「 お 礼 に これ 、 あげ る !」 
子供 た ち は ジ ュ デ ィ ス に 何 か を 渡し 、 去っ て いく 。 
癌 カロ ル 「…… ガ ラス 玉 ?] 


ジュ ディ ス  「 素 敵 な 宝石 だ わ 」 


『 先払 いし て も ら っ た 分 、 


ュー リ 「 先 払い し て も ら っ た 分 、 きっ ちり 働か な いと な 、 カロ ル 」 ンジ 
カロ ル 「 そ うだ ね 」 [ 


ユー リ 「…… に し て も ……。 帝国 が フェ ロー の 調査 、 か ……」 
街 の 出口 に 差し 掛か っ た と ころ で 、 ユー リ は 立ち 止ま る 。 
エス まま ル 。 上 どう bp で まり ユー 


開 レ ィ ヴ ン  「 じ ゃ あ 、 何 の た め よ 」 

リタ 「 あ た し が 知る わけ な いで し ょ 」 

問 ジュ ディ ス 「 外 出 禁 止 と いう の も わか ら な いわ ね 」 

カロ ル 「 と に か く 、 まず は コ ゴ ー ル 砂漠 で し ょ ] 
症 1 


レイ ヴ ン [早く あの 二 人 の 親 を 助け て や ん な いと 、 こ の 暑 さ で 応 っ 倒れ ちまう わ よ 」 
エス チル [そう すね] 

開 レ ィ イヴ ン  「 ん で 、 砂 漠 の 中 央 部 は 、 こ の 先 、 抜け れ ば いい ん だ っ け ?」 

癌 ジュ ディ ス ” 「 そ う ね 。 お そら く あ の 子 た ちの 両親 が 連れ て いか れ た の は そっ ちの 方 だ と 思う わ ] 
ユー リ 「 わ か っ た 。 行こ う ぜ 」 

エス テル は 街 の 方 を 気 に し つつ も 、 コ ゴ ー ル 砂漠 へ 向かっ た 。 


ボテ ン の 生え る 場所 


の お に て 23 2 は で づき 38092E321200 お SISqIe コ ゴ ー ル 砂 漢 * 


いよ いよ 砂漠 に 入っ た 一 行 。 あ た り に は 砂 と 魔物 と サポ テン の み 。 
門 | エス テル  「… 影 一 つない 、 で すね ] 


回 カロ ル 「 こ の 暑 さ 、 想像 以上 だ ね ……」 ーー 
時 ユー リ 「 準 備 な し で 放り 出さ れ た ら た まん ね えな 」 oo 
内 リタ 「 あ の お っ さん は 準備 な し で も 平気 そう よ 」 放せ 

な ぜ か 元気 満 タ ン の レイ ヴ ン は 、 宙返り を し て いる 。 衝 

ユー リ 「 お っ さん …… 暑 く な い の か ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 い や 暑い ぞ 、 め ちゃ 暑い 、 まっ た く 暑 い ぞ !| な 
癌 リタ 「 う っ と うし い ……」 Eee 


に に | エス テル  「 暑 いっ て 言わ れる た びに …… 温 度 が 上 が っ て いく 気 が し ます 」 ソー 
開 レ ィ ヴ ン  「 水 の 補給 を 忘れ な いよ うに し と きゃ 大 丈夫 よ ] 

エス テル  .「 サ ポテ ン 、 で まね > ゴ 

回 ジュ ディ ス 「 で も あの 子 た ちの 両親 は 、 何 も 準備 し て な い の よ ね 」 

。 | エス テル 「 フ ェ ロ ー も 探さ な きゃ 、 だ けど ……」 

癌 ジュ ディ ス 「 え え …… ア ルフ と ライ ラ か ら の 依頼 を 先 、 に し て いい か し ら ?] 

韻 | カロ ル 「 で 、 で も …」 

ド に | エス テル 「 わ た し と の 依頼 は 終っ た は ず で すか ら 」 


較 カロ ル [エス テル ……」 
菩 ユーリ 「…… よ し 、 二 人 の 両親 を 探 そ う ぜ 」 


突然 、 鳥 の よう な 鳴き 声 が 砂漠 に 響き 渡る 。 
エス テル | ラ の フェ ロニ の 


3 
て や る か ら さ ぐ 」 存 分 に 相手 し て や る か ら さ 

サポ テン に 近づく 一 行 。 

リタ 「 こ こら で 水 補給 し まし ょ 」 

カロ ル 「 で も 、 これ っ て …… い た た …… 日 


リタ 「 バ カ っ ぽい ……… 頭 使い な さい よ 」 


ユー リ 


=4 ーー リ 


エス テル 
ユー リ 


開 レ ィ ヴ ン 
カロ ル 
ユー リ 
リタ 
ユー リ 
問 リタ 
エス テル 
リタ 


ジュ ディ スズ ス 


リタ 

癌 ジュ ディ ズ 
ユー リ 
カロ ル 


エス テル 


AR 


、、 な ん で 、 そ ん な 元気 な の ……?2 ) 
ーー で 二 m 一 すい 


′ ここ の 北の方 に ある N 
山 の 中 の 街 に 住ん で た の 、 私 。 | 
友達 の バウ ル と 一 緒 に / 


、 ( う も う 水 が な い …… 区 


2 
ユー リ 
カロ ル 
リタ 

開 レ ィ ヴ ン 


癌 | カロ ル 


開 レ ィ ヴ ン 
リタ 
エス テル 


開 レ ィ ヴ ン 
Es4 ーー リ 


癌 リタ 

カロ ル 
開 レ ィ ヴ ン 
リタ 

カロ ル 
加 ジュ ディ ス 
リタ 

エス テル 
ユー リ 
開 レ ィ ヴ ン 
』 カロ ル 
問 ジュ ディ ス 
カロ ル 
癌 リタ 

ユー リ 
エス テル 


事 ラビ ピード 


で も 、 こ こ で 引き 返し た ら 、 
あの た ち 悲 し む わ ね 、 


は い 、 波 ん どい た わ 。*。  。 


| は いり リタ も PIN 
by 。 2 3 


カロ ル 
「 マ メ な 水分 補給 が 必要 で すね 」 


「 こ いつ の 出番 っ て こっ た 」 


ユー リ が ソー サラ ー リ ング で サボ テン を 撃つ 。 す る と 、 サ ポテ ン か ら 大 量 の 水 が あ ふれ 出し た 。 
ーー ニー ニー ウン to ピー ニー ジーーーーー ニ ニー ニー ニー ニー ラー ーー 


「 水 筒 、 水筒 っ と 」 
「 次 、 ボク ね か 」 


「 あ あ ……… 日 干し に な り た く な いし な 。 全員 済ん だ ら 、 先 に 進む ぞ 」 


だ ら だ ら と 進む 一 行 を 、 レ イヴ ン が 先導 する 。 


「 ほ れ 、 た ら た ら 歩 く と よけい 疲れ る ぞ 」 

「 な ん で 、 そん な 元気 な の …… <』 

「 い る よ な 、 人 が ば て て る 時 だ け 、 元気 な ヤツ ……」 
「 ぶ っ 飛ば し た い ……」 

「 ム ダ に 動く な よ 」 

「 そ ん な 元気 も な いわ …… ね 、 あれ か ら 声 聞こ えた ?」 
DO 生き ニキ に 

「 と ころ で 、 あん た 、 こん な 砂漠 に 何 し に 来 て た の ?」 
「 こ この 北の方 に ある 山 の 中 の 街 に 住ん で た の 、 私 。 友達 の バウ ル と 
一 緒 に 。 だ か ら 、 時 々 、 砂漠 の 近く まで 来 て た の よ 」 
「 砂 漠 に …… ?] 

「 そ れ に し て も 何 か を 探す 余 裕 は な さそ う ね 。 これ は 」 
「 ま っ た く な 。 自分 の 命 繋 ぐ の に 精 一 杯 だ ……」 

「 早 く 何 か 手がかり を 見 つけ な きゃ ……」 

「 は い ……」 


砂漠 を ひたすら に 突き 進む ユー リ た ち 。 


「 う 、 も う 水 が な い ……」 


「 全 部 飲 お ん じゃ ね え ぞ 」 

「 あ り が と 、 ユー リ ] 

「 ち ょ っ と …… こ の へ ん で ・…… 休 憩 に 、 し な い …… ?」 

「 ま っ た くし ょ う が な いね ぇ 」 

「 あ ーー 夫人 る ざけ 


何 か に 先 づ いた カロ ル が 駆け 出す 。 


「 お ? つい に ひと り 壊 れ た ?] 
「 水 っ !」 
「 あ 、 ちょ っ と 、 気 を つけ て 、 砂 に 足 を 取ら れ た ら 、 危な いで す よ | 


リタ 、 エス テル が カロ ル に 続く 。 
ユー リ 


「 な ん だ よ …… ま だ 元気 じゃ ね え か 」 
「 お っ さん も 行く か !」 
「 み ん な し て 、 力 の 出し 惜しみ し や が っ て 」 


オア シス に 浸かる 仲間 た ち 。 


「 生 き 返 っ た ……」 

「 ほ ん と 、 も う ダ メ か と 思っ た 」 

「 お お 、 お お 、 これ か ら の 未来 を し ょ っ て 立つ 若者 が 情け な いね 」 
「 う っ さい 

「 こ の まま 進む の も 危険 だ よね -……」 

「 で も 、 ここ で 引き 返し た ら 、 あの 子 た ち 悲し む わ ね 、 きっ と 」 
「 と りあ えす ず 力 の 続く 限り 、 行く わ よ 」 

「 あ わ よ くば 、 フェ ロー だ っ て 見 つか る か も し れ な いで すか ら 」 
「 だ な 。 水 場 も 見 つけ た し も うし ば らく は 捜索 で きる だ ろ 」 
「 毒 を 食らわ ば 、 皿 ま で っ て こと ね 」 

|: そっ つか 、 そう だ よね 】 

「 そ ん な こと より カロ ル 、 ちゃ ん と 水筒 に 水 入 れ た か ?」 

「 は い 、 流 ん どい た わ 。 は い 、 リタ も 」 

「 さ っ す が ジ ュ デ ィ ス 昌 

「 あ 、 あり が と eS な つう の 02 」 

「 他 は 平気 だ な 」 

「 は い 」 

| ワン 1 


開 レイ ィ ヴ ウン  「 お っ …-?] 

ユー リ 「 何 や っ て ん だ 、 お っ さん 」 

較 レ ィ ヴ ン 「 い や ほら 、 そこ な ん か 変 な 生き 物 が いる な 一 っ て 」 
庄 コ ー リ も ol 

突然 クロ ー ル の よう な 動き で こち ら へ 向かっ て くる 謎 の 生物 。 


な ん だ !? 


癌 カロ ル 「 う わあ ああ っ 

謎 の 生物 は ユー リ の 足 を ガ シ ッ と つか お と 、 顔 を 上 げ る 。 

パテ ィ 「 ユ ー リ な の じゃ 

エス テル  「 び 、 び ぴっ くり し た ……」 
ユー リ 「 そ りゃ 、 オレ の 台詞 だ 。 まさ か 砂 ん 中 で 宝探し か ?] r マ 
バ パティ 「 ご 名 答 な の じゃ 」 

パテ ィ は 大 き な 宝 箱 を 見 せる 。 会 

較 ユー リ 「 こ れ 何 だ ?] 

貼 ティ 「 ア イフ リー ド が 隠し た 宝 な の じゃ 」 有 


ea 「 こ れ が …… ?」 

「 で も 、 よく 砂 の 中 の 宝物 な ん か 見 つけ る こと で きた ね 」 
「 冒 険 家 の 勘 は イル カ の 右脳 より も 鋭い の じゃ 」 

「 勘 ? 非 科学 的 -」 

「 あ ら 、 傷 れ な いわ よ 、 勘 っ て 」 

「 ま さか 、 それ か ? 探し て た お 宝 っ て の は 」 


「 違 う の じ ゃ 。 これ は ガラ クタ な の じゃ 。 そ れ に うち は お 宝 を 見 つけ る の 


が 、 目的 で は な い の じ ゃ 」 Eee so 1 
エス テル 「 記 憶 を 取り 戻す 、 で す よ ね ?] 1 起 
| バテ ィ 「 そ うな の じゃ 、 その た め に は 祖父 ちゃ ん の お 宝 の 朋 し の 星 ( マ リス ・ ス 
テラ ) を 見 つけ る の じゃ 」 2 
ユー リ 「 ん で ? まだ その 記憶 と や ら は 戻っ て こない の か ?] ン 
| バテ ィ 「 う お む お 。 その よう な の じゃ 。 で も 、 うち の 旅 は まだ まだ これ か ら な の じゃ 」 ェ ン 
開 レイ ィ ヴ ン [立ち 直り の 早い 子 だ ね え ] MR 7 CE 『 
問 ジュ ディ ス  「 あ ら ? わた し は そう いう 子 の 方 が 好き よ ?」 オ 
開 レイ ヴ ン  「 お ? 俺 様 も そう だ けど ?] 
癌 リタ 「 ね ぇ 、 こん な と ころ で お し ゃ べり し て た ら 、 行き 倒れ に な る わ よ 」 
3 ユー リ [ な 】 
エス テル 「 パ ティ も 一 緒 に 行き まし ょ う 」 
= パテ ィ 「 む ? 宝探し の 続き が ある ん じゃ が の 」 
リタ  「 ご ちゃ ご ちゃ 言わ な いで つい て くる 」 
さら に 砂漠 を 進む と 、 倒れ て いる 男女 を 見 つけ る 。 
同 カロ ル 上 Ga …… 
國 カロ ル 「 だ 、 大 丈夫 !?」 
エス テル か が 治療 術 を 使う と 、 男性 は 目 を 覚ます 。 
男性 3 つこ あの あ 、 あ な ただ 注 
同 エス テル  「 楽 に な り ま し た ?」 あめ 
男性 「 あ あ …… 妻 は 、 妻 は ……」 
開 カロ ル 。 「 こ の 人 、 か な ……? ここ に いる よ 」 
エス テル は 女性 も 癒す 。 | 
エス テル 「 ま 大 じっと し て 避 て くだ さい ] 
。 婦 性 みあ 
男性 「 ぷ は -、 な 
女性 「 え え 、 潤っ て きた わ ー」 
男性 「 あ り が と う ご ざ いま す !」 
女性 「 あ な た 方 の お か げ で 、 命拾い を し まし た …… あ な た 方 は 私 た ちの 救 
い 主 で す 」 


。 | エス テル 「 そ 、 そん な ……」 


ジュ ディ ス 
兄妹 の 父親 
兄妹 の 母親 

エス テル 

カロ ル 

ジュ ディ ス 
兄妹 の 父親 

ジュ ディ ス 
兄妹 の 父親 

開 レ ィ ッ ウン 

バ パティ 

に | エス テル 


居 


『 


倍 


ジコ 


、 焦ら な いで 、 


キー すぐ へ Y。 前 


兄妹 の 父親 
カロ ル 
レイ ヴ ン 
ユー リ 
エス テル 

兄妹 の 父親 
ユー リ 


兄妹 の 母親 


ジュ ディ ス 
エス テル 
関 ユー リ 


カロ ル 


問 リタ 
パテ ィ 


ん て で ーー 


水筒 の 水 が 1096 以 上 ー 50% 未 満 だ っ た 場合 


FE お 2 me ーーーーーー ーーーーーーーーーーー 


申 682 男性 
ec 女性 「 少 し 物足りな いわ ね 」 
男性 「 で も …… あ り が と う ご ざ いま す 」 
女性 「 あ な た 方 の お か げ で 、 助かり まし た 」 
ト 】 エス テル 。 「 い え 、 そ ん な …」 NN 


[ み 、 水 は ?] 
[ こ 、 これ だ け で すか ?| 
[ あ …… す いま せん …… 見 つけ て いた だ いた お か げ で 、 行き 倒れ に な 


「 安 心 す る の は 、 生き て 帰れ て か ら だ 」 

「 な に 、 な ん と か な る の じゃ 」 

「 こ の 状況 で その 台詞 言え る な ん て 、 あん た 上 等 だ わ 」 

「 お 礼 を …… と いっ て も 、 今 は 何 も 持 ち 合 わせ が な く て ……」 
「 あ あ 、 いい っ て いい っ て 、 そん な の 」 

「 い え 、 そう いう わけ に は 行き ませ ん 。 ぜ ひ 、 お 礼 に マン タイ ク ま で 取 
り に 来 て くだ さい 」 

NZ タイ クー 

「 あ な た た ち 、 も し か し て アル フ と ライ ラ の 両親 か し ら ?」 

1 え 、 ええ. で 9 す 1 

「 も し か し て 、 マン タイ ク で あの 子 た ち に …… ?」 

「 え え 、 会 いま し た 」 

「 お 父さん と お 母さん の こと 、 心配 し て た よ 」 

「 探 し に 行こ うと まで し て た わ 」 


「 焦 ら な いで 。 二 人 だ け で 帰れ る と 思う ?」 

ぞ 、 それ は は. 無 年 で すね |」 

「 ち ょ っ と 落ち 着い て 、 ね 」 

「 そ うな の じゃ 、 少し この 辺り で 横 に な る の じゃ 」 
「 ちょ っ と パテ ィ 、 それ は 落ち 着き すぎ -…-」 


島 の よう な 鳴き 声 が あたり に 狼 く 。 


「 こ ん な 砂漠 に …… 鳥 ?」 

「 近 く な い …… ?」 

「 こ の 先 み た いね ぇ 」 

「 ようやく ご 対面 か 。 干からび る と こ だ っ た ぜ 」 

「 お 上 たり も 一 緒 に 」 

「 は 、 は い ……」 

「 つ か ず 離 れず で な 。 戦い に な っ た ら 邪 魔 に な る 」 
「 わ 、 わか り ま し た 」 


鳴き 声 が する 場所 まで や っ て きた 一 行 。 


「 な に か お か し い …… 気 を つけ て 」 

「 フ ェ ロ ー じ ゃ な い ……」 

「 あ あ ・…… 声 の 調子 が 変わ りや が っ た な 」 
「 あ 、 あれ …… |」 


突然 、 半 透 明 の 生物 が 出現 する 。 


「 何 !? 気持 ち ワ ルッ !」 
「 お と り を 使っ て の 不意 打ち と は 卑 な 魔物 な の じゃ 」 
「 あ ん な 魔物 …… ボ ク 知 ら な い ……」 
[魔物 じゃ な いわ ね 、 あれ は 」 

[魔物 じゃ な か っ た ら 、 何 よ !?] 

ワウ ルン | ジン も ウン 

「 ラ ピー ド が びび る な ん て …… や ば そう だ な ……」 
「 に 、 逃げ よう …… 目 


エス テル 


ユー リ 「 ち っ 、 や る し か ね ぇ っ て こと か 。 あん た た ち は 離 れ て ろ よ り 」 
謎 の 生物 を 撃退 する ユー リ た ち 。 
閲 ユー リ 「 清 えた と 


上 空 か ら 、 継 色 の 羽根 が 落ち て くる 。 


エス テル 


*』 カロ ル 


「 こ っ ち に 来 ま す !」 


「 こ れ は …… ?] 
「 は あ …… ボ ク 、 も うだ め …」 


カロ ル と リタ が 倒れ 込む 。 es 
エス テル 「 リ タ …… カ ロ ル ……」 ーー 
パテ ィ 「 サ ザ エ の つぼ 焼き …… よ り も …… グ ツ グ ツ グラ グラ 熱 …| |  / ノ - 
レイ ヴ ン 「 さ ご す が の 俺 様 も 、 も う 限界 …」 

関 ユー リ の の や 2 

次 々 と 倒れ て いく 仲間 た ち 。 

ユー リ に …3 古 ん だ 。 っ 2 


視線 の 先 に 、 街 ら し きも の を 見 た ユー リ 。 そ の と き 、 上 空 か ら 巨 大 な 魔物 が や っ て くる 。 


| 画 
| | / 示 


砂 江 旅 / だ ら だ ら ノ パテ ィ と ラ ピ ー ド ノ お 宝 ど こじ ゃ あ ! プ お で ん 夫婦 に つい て / ぐ だ ぐだ 
戦闘 会 話 アウ トブ レー カー 戦 


建物 の 外 に 出る と 、 ジュ ディ ス た ちがい た 。 


[ 生れ カド ス の 喉 笛 ん 時 の ae CCC は つ …… オレ 食っ て KS 腹 で も 


ジュ ディ ス  「 お は よう 」 

本 バテ ィ 「 お は よう さん の チュ ー は いら ん か の ?」 

ユー リ は パテ ィ の 頭 を ぼん ぼん と 叩く 。 

同 エス テル  「 あ 、 ユ ー リ 、 も う 大 丈夫 で すか ?」 6 計 

関 ユー リ 「 あ あ 。 お まえ ら こ そ 、 大 丈夫 な の か ?」 

に | エス テル 「 え え 、 と りあ え ず は 」 

関 ユー リ 。 「 オ し ら 砂 漠 で ぷっ 倒れ た よ な ? それ が 何で 街 に いる ん だ ?」 

ジュ ディ ス  「 誰 か が 助け て くれ た よう だ けれ ど …」 

に | エス テル 「 誰 だ か 、 わからない ん で す ]」 

| バテ ィ 「 あ ん な スナ スナ な と ころ を 通り が か っ て うち ら 全 員 を 助け る よう な 

4 奇特 な 奴 は 誰か の 」 区 

回 ジュ ティ ス  「 見 つけ 出し て 、 お 礼 し な いと ね ] TKHRDSP や 人 

病 ユー リ 「 助 けた 夫婦 は ?] 

同 | エス テル  「 わ た し た ちと 一 緒 に 、 街 に 連れ て こら れ た みた いで す 」 

回 ユー リ 「 み た い 、 っ て こと は 、 あの 二 人 も 命 の 恩人 は 見 て な い の か 」 

ジュ ディ ス  「 彼 ら も 気 を 失っ て いた よう ね 。 今 あ の 二 人 、 街 を 見 て 回 っ て る と 思う わ 」 

関 ユー リ 「……: そ う 言 えば 、 あれ は 幻 だ っ た の か な ……」 

エス デル 「 何 の こと で す 生 

閲 ユー リ 「 い や …… 気 を 失う 前 に 、 カド ス で エア ル の 暴走 を お さめ た あの で っ か 
い 魔物 を 見 た ん だ けど ……-」 

エス テル  「 本 当 で すか ?」 

ユー リ 「 あ あ …… 見 て な い の か 、 エス テル 」 


エス テル 


「 え え 、 わた し は 見 て ませ ん 」 


| 癌 / ィ 「 だ と する と 、 きっ と その 魔物 が 助け て くれ た の じゃ 、 た ぷん 」 
還 エス テル  「 魔 物 が 、 わ た し た ち を ……? まさ か ]」 


ユー リ [ 色 、 か …… ? 。 太 で ?. ここ は ど と で 、 な ん で 街 な が 太 だ 91 
ジュ ディ ス  「 そ れ は 優し い お じ さん が 調べ て くれ て いる わ 」 - 
関 ユー リ 「 優 し い ……? ああ 、 お っ さん ね |」 ーー 
POUNDAE く 4 
周 リタ 「 結 界 ( け っ か い ) が な い 。 変 な 街 …」| 。 ま 
癌 カロ ル 「 砂 漠 の 巨 山 部 は 無人 地帯 だ っ て 聞い た こと が ある ん だ けど な 」 


| エス テル  「 リ タ 、 カ ロ ル 、 こ っ ち で す 」 
エス テル の 手 に は 、 先ほど の 砂漠 で 拾っ た 羽根 。 


関 ユ ー リ = 「 そ れ ほ は?」 の 2 ER 
回 エス テル に | エス テル 「 さ ざっき 砂漠 で 襲っ て きた 魔物 が 落と し て いっ た みた いで す 」 2 まま 
内 リタ 「 あ の 魔物 に 羽根 な ん て な か っ た けど …」 


癌 ジュ ティ ス  「 フ ェ ロ ー の 羽根 ね 、 それ 」 
ジュ ディ ス の 言葉 に 驚く 一 行 。 

エス テル 「 で も 、 ど うし て フェ ロー の 羽根 を さっ き の 魔物 が …… ?」 
ワー ンー 2 ほう NNNNN SR PR 
癌 カロ ル がら な いね 着 
レイ ヴ ン が ラビ ー ド と と も に 戻っ て きた 。 
韻 00OSU 
開 レ ィ ッ ン SFP se 


"私 が 行っ ちゃ うと 、 あ な た と 
エス テル た ち を 置い て いく こと に 
人生 、 な る で し ょ . ぞ れ は 危な いも の 


RE 韻 レ イヴ ン の 
問 ジュ ディ ス  「 さ あ 、 ど うか し ら 」 


” どう や ら 、 こ こ が 
ヨー ムゲン っ て 街 ら し い ぜ 。 
員 霊 船 の 日 記 に あっ た アレ 


「 で も 、 あれ は 千年 も 前 の 話 で し ょ 」 に 
「 あ あ 。 それ に 結界 (けっ か い ) な し で 暮らし て る な ん て 妙 だ ] 
「 そ うだ よね 」 


「 ん じゃ 」 
〔 きめ それに 時 9 「 街 の 人 に 澄 明 の 刻 晶 (クリ ア シエル ) の 箱 を 見 せ て 、 話 を 聞い て みて 
9 は どう ? 1 


「 そ う で すね フェ ロー に つい て も 何 か 聞 ける か も し れ ま せん 」 


「 そ の 箱 は …… ロン チー の 持つ て いた だ やっ それ を どこ で ?] 


| ど ー セ ルム 号 っ て 船 で す よ 。 美しい 方 。 - 知っ て る の か がい ?」 


ほそ えっ あな た 方 、 ア ー セ ルム 号 を ご 存 知 な ん で すか !?」 


ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー シ ーー シー 


あな た だ の 名 前 を 間 い て も いい か し ら ?」 


本: 27? 。。 。 「 あ 、 私 は ユイ ファ ン と 言い ます 」 


皿 | エス テル  「 ア ー セ ルム 号 の 日 記 に あっ た 名 前 で すね 」 


層 還 ーーーーーーーー デ ーーーーーーー ニ ーーーーー の ツー ツテ ーーーー ーー ーー デーーーー ツ ーーー ツーー 、 彰 
本 | パテ ィ [同じ 名 前 の 子孫 か の ?] ーー 5" 
| あん た 、 姓 明 の 刻 健 っ て 
ュー リ 「 あ ん た 、 洪 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) っ て 知っ て る か ?」 Se 

リタ 「 魔 物 を 退け る も の らし いん だ けど 」 Nr 


ユイ ファ ン  「 結 界 ( け っ か い ) を 作る た め に 必要 な も の だ と 賢人 (さか びと ) 様 が お っ 
し ゃ っ て いま し た 。 ま 、 まさ か 、 その 箱 の 中 に ?」 

エス テル 「 は い 。 わた し た ち 届 け に きた ん で す ] 

ユイ ファ ン 衝 5。 だ っ だ ん で すか ] 

ユイ ファ ン は 小さ な カギ を 取り 出す 。 

賠 リタ 「 そ の 鍵 、 まさ か ……」 

問 ユイ ファ ン  「 箱 を 貸し て も ら え ます か ?] 

箱 の 中 に は 、 大 き な 宝 石 の よう な も の が 入っ て いた 。 


*』 カロ ル 「 う わあ …… こ れ が も し か し て 洪 明 の 刻 晶 ( ク リア シエル ) ?」 
開 レ ィ ヴ ン  「 で 、 さ っ き 言っ て た 買 人 (さか びと ) 様 っ て 誰 の こと よ ?」 ーー ム 
ジッ 
お 方 で す 」 
と よね ] 
ま ユイ ファ ン [ブラ スー ティー アッ でき 。、 さ めこ 」 


の 賢人 (さか びと ) 様 と や ら が あの メチ ャ クチ ャ な 術 式 の 魔 導 器 ( ブ ラス 
ティ ア ) 作 っ た 奴 じ ゃ な いで し ょ う ね 」 
ユイ ファ ン  「 ご 、 ご めん な さい 、 私 よく わか ら な いん で す ……。 と に か く 、 結界 (けっ 
か い ) を 作る た め に 澄 明 の 刻 晶 ( ク リア シエル ) が 必要 だ っ て 、 賢人 ( さ 
か びと ) 様 が お っ し ゃ っ て 。 それ を 探し に ロン チー は 旅 に 出 て ……。 も う 


三 年 に も な り ます 」 Tam 
関 ユー リ 「…… 三 年 、 ね 。 そ りゃ 心配 する わな 」 c ん だか 8 が 
ユー リ た ち は ひ そ ひ そ と 話し 合う 。 (6 

癌 カロ ル 「 な ん か 色々 話 が お か し く な い ?」 


エス テル 「 な ん だ か 、 話 が か み 合っ て ませ ん ね 」 
開 レイ ィ イヴ ン  「 千 年 の 間違い じゃ な いん ?] 


リタ 「 そ れ じ ゃ 、 彼 女 、 何 歳 ?」 
2Y 。 に 0 も リュ テス 
開 レイ ィ ヴ ン 「 歴 史 は 繰り 返す と は 言う けど 、 それ は どう よ 」 ー 


ジュ ディ ス  「 そ の 賢人 (さか びと ) 様 、 この 街 に いる の で し ょ う ? どこ に いる の か し ら ?] 

ユイ ファ ン  「 え ? あ 、 は い 、 街 の 一 番 奥 の 家 に 」 

ジュ ディ ス  「 賢 人 (さか びと ) 様 と いう 人 に 話 を 聞い た 方 が 早い と 思う けれ ど 」 

エス テル 「 そ 、 そう か も まね 

了 癌 ユイ ファ ン 「 あ の ぉ …… そ れ じ ゃ あ 、 洪 明 の 刻 晶 ( ク リア シエル ) を 賢人 (さか びと ) 
様 の と ころ に 持っ て いっ て いた だ け ま すか 」 

エス テル 「 え え 、 も ちろ ん 」 

ユイ ファ ン  「 じ ゃ 、 すい ませ ん 。 お 願い し ます 」 

カロ ル 「 じ ゃ あ 、 行っ て みよ う 」 


スキ ッ ト PP.510 | ヨー ムゲン っ て ヘン な 街 ン 魔物 と いう より 化け 物 ? プ フェ ロー に 会 えな か っ た こと に つい て 結界 の な い 街 / 
好き な 理由 と 嫌い な 理由 


2 澄 明 の 刻 晶 壊れ る 


SN あう な の が で トス こっ お RE 古 慕 の 孝 ヨー ムゲン ネ 


賢人 (さか びと ) の 屋敷 に 入る ユー リ た ち 。 


『 閲 ユー リ 「 邪 魔 す る ぜ 」 

4 声 を 聞き 、 振り 返る 男 。 そ れ は デュ ー ク だ っ た 。 3 
6 カロ ル と に あの 人 人 が 、 人 222 を 22 
ト 0 ee 才 や 9 
ド 記 】 パテ ィ 「 誰 な の じゃ ?」 

、 隔 ユー リ 「 こ こ に 来る まで 何 度 か 会 っ た っ て だ け だ よ 」 FN 
N ト | デュ ー ク 「 お まえ た ち …… ど う や っ て ここ へ 来 た ?] 

N 義 ユー リ 。 「 ど う や っ て っ て 、 足 で 歩い て 、 砂 漠 を 越え て 、 だ よ 」 
ト ド デュ ー ク 本 な る ほど に 3 だ が 、 一体 …… の 

ト 』 エス テル ここ 2 

上 還 デュ ー ク 。 「 い や … こ こ に 何 を し に 来 た ?] 

【 韻 て 


還 デュ ー ク  「 わ ざわ ざ 、 悪 いこ と を し た 」 


関 ユー リ 「 い や …… ま あな り ゆ きだ し な 」 


較 デュ ー ク ” 「 そ うか …… だ と する な ら 奇 跡 だ な 」 


ーー 一 


mm れ て いな い だ け の こと 」 
「 術 式 が 刻ま れ て いな い 魔 校 (コア ) …… ? どう いう こと !?] 
[一 般 的 に は 聖 核 (アパ ティ ア ) と 呼ば れ て いる 。 澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ 

- エル ) は その 一 つ だ 」 が 1 

「 こ れ が 聖 核 (アパ ティ ア ) ……!?」 

「 お っ さん が 探し て る お 宝 か の ?」 


「 か の 者 は も う 死ん だ 」 
「 そ りゃ 、 困っ た な 。 そ し た ら 、 そい つ 、 あん た に は 渡せ ね ぇ ん だ けど 」 


デュ ー ク は 床 に 置い た 聖 核 ( ア バテ ィ ア ) に 、 剣 を 突き 立て る 。 
開 レ ィ ヴ ン  「 あ ー、 何 すん の ! 待て 待て 待て !」 


「 おいおい 、 だ か ら っ て 壊す こと は ね え だ ろ 」 
「 せっ か く の お 宝 に 乱暴 な こと を する 御仁 な の じゃ 」 


を 魔物 か ら 救 うた め に 必要 な も の だ っ た ん じゃ な いん で す ?」 

「 こ の 街 に 、 結界 (けっ か い ) も 救い も 不要 だ 。 ここ は 悠久 の 平穏 が 約束 
され て いる の だ か ら 」 

[確か に の どか な と こ だ け ど な 」 

「 で も 、 フェ ロー の よう な 魔物 も 近く に いる ん で す よ 」 

「 な ぜ 、 フェ ロー の こと を 知っ て いる 」 


回 ユー リ 「 そ りゃ 、 こっ ちの 台詞 だ 。 あん た も 知っ て ん だ な 」 
図 エス テル  「 知 っ て いる こと を 教え て くれ ませ ん か ? わた し 、 フェ ロー に 避 ま わし 32o6P 


あん た も 知っ て ん だ な 


き 毒 だ と 言わ れ ま し た 」 

に | デュ ー ク 「…… な る ほど 」 

居 | エス テル  「 何 か 知っ て る ん で すね ?] 

トド | デュ ー ク 「 こ の 世界 に は 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) が 忌み 嫌う 力 の 使い 手 が い る 」 
「 そ れ が 、 わた し …… ?」 

「 そ の 力 の 使い 手 を 満月 の 子 と いう 」 

「…… 満 月 の 子 っ て 伝承 の ……。 も し か し て …… 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ 
ケイ ア ) っ て いう の は フェ ロー の こと 、 で すか …… ?」 

「 そ の 通り だ 」 

[どう し て その 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) は わた し を ・… 満 月 の 子 を 
嫌う ん で す ? 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) が 忌み 嫌う 満月 の 子 の 力 っ 
て 何 の こ と で すか ?」 

に | デュ ー ク [真意 は 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) 本 人 の 心 の 内 。 始祖 の 隷 長 (エン 


テレ ケイ ア ) に 直接 聞く し か 、 それ を 知る 方 法 は な い 」 
因 | エス テル 「 や っ ぱり フェ ロー に 会 っ て 直接 聞く し か な いっ て こと で すか ?」 
に | デュ ー ク 「 フ ェ ロ ー に 会 っ た と ころ で 、 満月 の 子 は 消さ れる だ け 。 お ろか な こと 
は や め る が いい 」 


ね 、 旭 補 の 線 長 
前 に 遠 構 の 門 の ラー ギィ …… 
イエ ガー も 言っ て た よね 


レイ ヴ ン  。 「 ノ ー ド ポリ カ を 作っ た 古い 一 族 、 だ っ け 」 


リタ 「 フ ェ ロ ー が ノー ド ポ リカ を ? そん な わけ な いじ ゃ な い ] 
に | デュ ー ク 「 立 ち 去 れ 。 も は や ここ に は 用 は な か ろう 」 
問 リタ 「 待 っ て ! あたし も あん た に 聞き た いこ と が ある 。 エア ルク レー ネ で 


あん た 何 し て た の '? あん た 、 何 者 よ 、 そ の 剣 は な に !?」 

較 デュ ー ク  「 お まえ た ち に 理解 で きる 事 で は な い 。 ま た 理解 も 求め ぬ 。 去 れ 。 も 
RA は や 語る 事 は な い 」 8 
門 リタ 「 ち ょ っ 何 よ そ れ !」 
ユー リ 「 リ タ 」 

賢人 の 屋敷 を 出 て いく 一 行 。 


也 | エス テル  「 わ た し た ち を 助け こく れ た の デュ ー ク か も し れ ま せん ね 」 


開 ユー リ 「 ど うだ ろう な 」 

癌 | エス テル  「…… わ た し 、 お 礼 を 言っ て きま す 」 

関 ユー リ 「 や め と け 。 そ うい う の ガ ラ じ ゃ ね ぇ だ ろ 、 あい つも 」 ER 
人 ゥ 人 だ 人 人 地上 つる 黄金 の 光 放 つ 女神 、 
咽 エス テル  「 そ う で じょう か] 、 語 語 誠 

問 ユー リ 「 あ あ 。 多分 な 。 あい つの 言っ て た 満月 の 子 っ て 、 前 に 言っ て た 凛々 ( り 議 識 


り ) の 明星 (あか ぼ し ) の 妹 だ よ な 」 
也 | エス テル  「 え え ……。 地上 満 つる 黄金 の 光 放 つ 女神 、 君 の 名 は 満月 の 子 。 兄 、 凛々 
(りり ) の 明星 (あか ぼ し ) は 空 よ り 我ら を 見 る 。 君 は 地上 に 残り 、 賢 母 


の 率 、 か 、 北 も か っ > 


な る 大 地 を 未来 永 効 見 守る 」 

回 エス テル  「 わ か り ま せん 。 で も 、 た だ の 伝承 で は な い の か も し れ ま せん 」 時 語 ーー 
関 ユー リ 。 [地上 に 残り 、 大 地 を 見 守る 、 ね ] 0 人 
1 
癌 | カロ ル 「 じ ゃ あ 、 皇帝 に な る 人 っ て こと ? エス テル が 満月 の 子 な ら 、 それ で つ 1 

” じ つ ま が 合わ な い ?] 4 
韻 レイヴン 「 だ と する と 、 代 々 の 宇 刺 は みん な 、 フェ ロー に 狂わ れる わな 」 コ 1 
| エス テル  「 そ ん な 話 は 聞い た こと な いで す 」 回 拉 「 プ gz 


ゆっ くり 話し て くれ る わ 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 そ う ね ぇ 、 パ ティ ちゃ ん に は ちょ っ と 難し い 話 か も ね ] 
店 | バテ ィ 「 お っ さん に も 難し い 話 じゃ の 」 
癌 ジュ ディ ス  「 後 で ちな た に リタ が ゆっ くり 話し て くれ る わ 」 


に 


っ と キー< 


と 
剖 


re な ee 


な 


vv 


ee 


"か we: 


全 
3ie 


| 還 
1 


ポテ ネネ で ネネ イマ て ネイ ネン パー ネー で アキ ーー ンー デン ーー ネー で デー デ で キュ っ 


あたし は この 街 に 残る 。 
調 ゝ こと が あ 


も う オ レ た ちと の 


契約 は 解除 され た ん だ か ら さ 


吉 フェ ロー 見 つけ られ すず 
能 &※ じまい だ っ た ね ・ 


リタ 

ジュ ディ ス 
リタ 

に | エス テル 


閥 リタ 


四 | エス テル 
ジュ ティス 
リタ 


レイ ヴ ン 


に | バテ ィ 
ユー リ 
リタ 
関 ユー リ 

癌 カロ ル 


「 あ 、 あたし ……!?」 

「 今 は これ か ら ど うす る か を 決め た 方 が いい ん じゃ な い ?」 

「 あ た し は この 街 に 残る 。 調べ た いこ と が ある か ら 」 

「 調 べた いこ と で す ?」 

「 浴 明 の 刻 晶 ( ク リア シエル )…… 聖 核 (アパ ティ ア ) の こと と か 色々 。 正 
確 に は ここ に いる あい つ に 聞き た いこ と が ある の 。 あ ん た ら が 帰る の 
な ら あ た し は ここ で お 別れ ね 」 

[ え ! 

「 そ う -…… 残 念 。 砂漠 一 人 で 大 変 だ と 思う けど が ん ば っ て 」 

「 う …… そ うか ・… 砂漠 越 えな いと ダメ な ん だ っ た 」 

「 調 べ も ん の 間 ぐ らい 俺 らち いて いい ん で な い ? 聖 核 (アパ ティ ア ) の 
こと は 俺 も 興味 ある し 」 

[また 砂漠 へ 行く な ら 、 の ん びり と 準備 で も する の じゃ 。 も う 行 き 倒れ は 勘弁 な の じゃ 」 
「 そ うだ な 。 出発 は 明日 に する か 。 リタ 、 一 日 あれ ば いい だ ろ ?」 

「 え え 。 十 分 よ 。 あ 、 あり が と …… 一 応 礼 いっ と く 」 


「 は は 。 ど うい た し まし て 。 じゃあ 明日 の 朝 、 街 の 出口 集合 な 」 
「 う ん 。 わ か っ た 」 


較 RWN 
トド | エス テル 
関 ユー リ 
直接 聴か な いと ダメ っ ぽい な 」 
| に | エス テル  「 で も 、 あ の 人 も 言っ て まし た 、 フェ ロー の と ころ へ 行っ て も 消さ れる だ け だ っ て 」 
閲 ユー リ 「 そ うな る こと 真 実は 知り よう が な い 、 か ……」 
也 | エ ステ ル 。「 こ ん な ん じゃ ……。 ま る で 誰か に これ 以上 、 何 も す る な っ て 言わ れ て 
る みた いで す ……|」 
閲 ユー リ 「 ま さか な 」 
に エス テル  「……: も し か し た ら …-」 
准 ユー リ し ?| 2 の /。 
| に] エス テル 。 「 わ た し が 知 ろ うと し て いる の は 、 知ら な く て も いい こと な ん じゃ な いで し ょ うか 
関 ユー リ 「 な ん だ 、 突然 」 
| に | エス テル 。 「 も し 、 あ の 時 、 仮 に ユー リ と 出会う こと な く 、 あの まま 、 お 城 で 暮らし て い 


閲 ユー リ 


ド に エス テル 


閲 ユー リ 


ド に | エス テル 


関 ユー リ 


トド | エス テル 


閲 ユー リ 


ト | エス テル 


関 ユー リ 


トド エス テル 


閲 ユー リ 


トド] エス テル 


関 ユー リ 


「 だ か ら 、 この まま 帝都 に 戻 ろ うう っ て か 」 


た と し た ら 、 満月 の 子 と か 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) と か そん な こと を 
知ら な いま ま に わ た し は 生き て た の か も っ て 。 だ っ た ら 、 今 の まま で も 、 自 
分 の 狙わ れ た 理由 な ん て 知ら な く て も 、 生き て いけ る ん じゃ な いか っ て 」 
に ーーー ー つ の 選択 肢 だ と 思い ます 」 

1 エス テル が そう し た いん な ら 、 別に 止め る 理由 は な い ぜ 」 

ーー リー…・ 」 2 2 
「 も う オ レ た ちと の 契約 は 解除 され た ん だ か ら さ 」 

トー そう で すね | 


ユー リ 
カロ ル 


「 や U ド と し て の 初 人事 は 和 取 っ て と ころ か な どう する 、 ダン グレ スト に 戻る か ] 
「 そ の 方 が いい か も …… で も ユー リ は それ で いい の ? エス テル は ?」 


「 オ レ は それ で も いい ぜ 。 エス テル は ……。 エス テル の こと は 、 エス テ 
ル 自 身 が 答え を 出す さ 」 


「 え ? あ 、 う ん …… そ うだ ね 。 ギル ド も 帝国 も な い 、 な ん と な く お か し な 街 ……」 
「 で も 、 な ん と な く 落 ち 着 ける と ころ だ な 」 

「 そ うだ ね ……| び で も ボク は や っ ぱり ダン グレ スト が いい な 」 

「 誰 だ っ て そう だ 、 生ま れ 育 っ た 場所 が いい に 決ま っ て る 」 

「 や っ ぱり ユー リ も ?」 

「 ま あ 、 そう だ な 」 

「 で も 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) で 一 緒 に 活動 する な ら 、 本 
拠 地 は どこ か 一 つ に 絞ら な いと ね 」 

「 新 し く 作 る っ て いう 手 も あ る ぜ 」 


「 そ うだ 。 ダン グレ スト は ユニ オン の 街 と は 言っ て る が 、 実質 天 を 射る 矢 
(アル トス ク ) の 街 だ ろ 。 あれ と 同じ だ 。 オレ た ち 凛 々 の 明星 (ブレ イブ 
ヴェ スペ リア ) の 街 を 作る ん だ 」 

「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の …… う ん 、 いい ね 、 それ ……」 


「 ま 、 いずれ 、 だ ぜ 。 そ の 前 に ギル ド と し て 、 色々 や ん な きゃ いけ な いこ 


と は た くさ ん ある か ら な ]」 


9A- | そう 言え ば 、 ノー ド ポ リカ も 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー 


レ ) の 街 だ よね 」 

「 あ あ 、 そう いう 意味 で は 、 あそこ の 街 の 方 が ダン グレ スト より も ギル ド 
の 街 っ ぽい な 」 

「 そ うだ ね 。 ベリ ウス が 街 を 治め て る 感じ だ し 。 ノ ー ド ポリ カ 、 か -… 街 の 支配 者 、 
ギル ド の 統領 (ドゥ ー チ ェ )……。 ベリ ウス っ て どん な 人 な ん だ ろう …… ?] 


も な た こま っ 」 

デュ ー ク に ニー ] 

デュ ー ク は 去っ て いく 。 

関 ユー リ 「 追 わな い の か ] 

リタ 「 ム ダ よ 。 あい つ 話 す 気 ゼ ロ だ か ら 」 

ユー リ 「 ま っ た く の ム ダ 足 だ っ た か 」 

リタ 「 ま あ 、 ムダ 足 っ て こと も な いわ 」 

リタ は デュ ー ク が 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 消し 去っ た 場所 を 見 る 。 

ユー リ 「 聖 核 ( ア パテ ィ ア )…… ?] 

リタ 「 エ アル クレ ー ネ が 暴走 し た 時 、 ラー ギィ が 、 いや イエ ガー か …… あ の 
箱 を 持っ て た 。 あたし の 魔術 が 暴走 し た 時 も そう 。 その 箱 の 中 身 が 聖 核 
(アパ ティ ア ) だ っ た っ て こと は …・」 

閲 ユー リ 「 聖 核 (アパ ティ ア ) が エア ルク レー ネ の 暴走 を 招い て る っ て こと か ?」 

リタ 「 結 果 か ら 推 測 す る と そう も 考え られ る わ 」 

ユー リ 「 そ れ じ ゃ あ 、 へ リオ ー ド の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 暴走 し た 時 、 近く に 
聖 核 ( ア パテ ィ ア ) が あっ た っ て こと か ? それ に ケー ブ ・ モ ッ ク の エア 
ルク レー ネ の 時 も 、 だ な 」 

リタ 「 近 くに あっ た の か も し れ な い 。 ある い は 聖 核 (アパ ティ ア ) が 少し ずつ 、 
世界 全体 の エア ルク レー ネ に ダメ ー ジ を 与え て っ て 、 その 大 きく な っ た 
ひずみ が 、 出 た だ け か も し れ な い ] 

関 ユー リ 「…… な る ほど ]」 

問 リタ 「 全 部 当て 推量 に 過ぎ な いけ ど 、 で も 当たっ て る か も し れ な い 」 

ユー リ 「 ず いぶ ん 、 曖昧 だ な 」 

リタ 「 推 測 と 実験 を 繰り 返し て 、 科学 は 真実 へ と 近付い て いく 。 そん な も ん よ ] 

問 ユー リ ーー ーー ] 

リタ 「…… ま あ 、 いい わ 。 これ で な ん と か する わ 」 

関 ユー リ 「 ど うす る 気 だ 」 

閲 リタ 「 推 測 の 次 は 実験 よ 」 
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も が 途中 で 
化け 物 ど も に 殺さ れ て 、 


り し た ら 、 


うち の 祖父 ちゃ ん 秘伝 の 
料理 な の じゃ 
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「 お う 、 若 人 。 な ん だ よ 、 お っ さん は 那 魔 か 」 


「 そ れ ま た 違え っ て の 。 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の せい で 、 


天 を 射る 矢 (アル トス ク ) の 仕事 が 滞っ た ら ドン に 申し 訳 が 立た ね ぇ 」 

「 な ぁ ん だ 。 そ ん な こと 、 若 人 が 心配 すん な っ て 」 II | 
「 こ れ は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 信頼 問題 だ 。 わか っ て ん だ ろ 」 
「 新 月 まで 後 も う 少 し 時 間 が ある わ よ 。 大 丈夫 だ っ て 」 ーー 


物 ど も に 殺さ れ て 、 書 状 が 届か な か っ た り し た ら 、 そ の 方 が 凛々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) の 信頼 問題 に か か わん な いか い ?」 

「 そ ん 時 は オレ が ちゃ ん と 骨 と 書状 を 拾っ て 、 届け て や る よ 」 
「 そ りゃ また 親切 な ……。…… っ て 、 お い )| 

「 そ れ じゃ 、 ま 、 オレ ら の せい で 渡せ な か っ た っ て 言わ れ て も 筋違い っ て こと で 」 
[OK、 OK 一 ヵ 」 


「 そ りゃ 意外 だ な 」 

「 あ な た こそ 、 いつ も ふら ふら と どこ か へ 出 て いこ うと し て る わ 」 
「 オ レ も 落ち 着き が な いん だ ろう な 」 

「 意 外 …… で も な いか し ら 」 


「 え え 。 一 人 で フェ ロー を 探し に 行く つも り ?」 
「 行 か な いよ 」 

「 あ ら 、 じゃ あ 、 どこ 行く つも り だ っ た の ?」 
「 単 な る 散歩 だ よ 」 

[あら 、 そう ] 

「 な ん か いつ も こん な ん じゃ な いか ?」 


「 そ れ 、 美味 い の か ?」 
「 食 っ て みる と いい の じゃ 」 


ユー リ は ベッ ド に 腰掛 け 、 お で ん を 受け 取る 。 


ドド :】 パテ ィ 


「 つ ちの 祖父 ちゃ ん 秘伝 の 料理 な の じゃ 」 


関 ユー リ 
ドド | バテ ィ 


閲 ユー リ 
に | バテ ィ 
関 ユー リ 
に | バテ ィ 


ユー リ 
に:| バテ ィ 
に 3 ユー リ 


ドド:| バテ ィ 


「 秘 伝 の っ て 、 お まえ 記憶 が な か っ た ん じゃ な い の か ?」 
[アイ フリ ー ド の こと な ら 、 な ん で も 知っ と る ぞ 。 色 々 と 調べ て 回 っ た か 


ド だ と 知っ た の じゃ 」 
「 ア イフ リー ド が 、 お まえ の 名 前 を ?] ーー _ 
「 ん じゃ 。 そ の 時 の こと が うち に と っ て の 一 番 古い 記憶 な の じゃ 」 


「 あ の 時 の 優し いま な ざし を 思い 出し た だ け で 、 うち は すご く 温 か い 気 持 
ち に な れる の じゃ 。 祖 父ちゃん か どう か 本 当 の と ころ は わか らん 。 で も う 
ち に と っ て は 、 そう と し か 思え ん くら い 大 切な 人 だ っ た 気 が す る の じゃ 」 
「 な る ほど な …… で も 、 その 名 前 は 隠し と いた 方 が 賢明 だ っ た か も な 」 
「 じ ゃ の 。 で も ……」 

「 も う 慣 れ っ こ か 」 


「 じ ゃ の 。 少々 、 嫌 な こと が あっ て も な ん て こと な い の じ ゃ 」 


関 ユー リ 


悦 | バテ ィ 
ユー リ 
に | バテ ィ 


「 つ らく て も 泣か な い 、 だ っ け か ? で も 、 理 司 で は わか っ て も 、 感情 っ 
て の は 上 黙っ て くれ て な い ぜ 」 

「 岩 場 で じっと し て お る 保護 色 の イシ ガレ イ よ り 、 うち は 我慢 強い の じゃ 」 
「 そ うか …… で も 、 せっ か く の 情 報 源 に も そっ ぽ を 向 か れ ちまっ た な ]」 

「 な に 、 な ん と か な る 。 明日 は 明日 の 風 が 吹く 、 な る よう に な れ 、 な の じゃ 。 
と に か く 腹 が 空く か ら 悲 し い 気持 ち に な る の じゃ 」 


お で ん に 口 に 運ぶ 2 人 。 


開 ユー リ 
隊 | バテ ィ 


「 ん …… 美 味 いな 」 
「 当 然 、 な の じゃ 


ーー 夜明け 、 街 の 出口 に 向かう と 、 仲間 た ち が 待 っ て いた 。 


レイ ヴ ン 「 お せ 一 ぞ ぉ 」 

義 ユ ー リ [悪い 惑 い 。…… あ ん た ら も 帰る ん だ な な]」 
兄妹 の 父親 「 お か げ さ まで 体力 も 回 復 し まし た し 、 も し 砂漠 を 越え られ る の な ら 、 皆 

さん と ご 一 緒 し よう か と ……」 

開 レ ィ ッ ン 「 じ ゃ 、 は ぐれ な いよ うに ね 」 「 肖 且 こ ご 

癌 カロ ル 「 で 、 ボク た ち は こ れ か ら ど うす る ?」 

内 リタ や”” "「 あ た し は カド ス の 忠 笛 の エア ルク レー ネ に いく わ 。 始祖 の 隷 長 ( エ ン 

に テレ ケイ ア ) も 気 に な る けど ね ] 

開 レイ ィ ヴ ン  「 俺 様 は ベリ ウス に 手紙 を 渡さ な いと な ぁ 」] 。 

癌 カロ ル [ボク も ベリ ウス に 会 っ て みた い 。 ドン と 双 加 と 言わ れ て る ギル ド の 統領 

_ (ドゥー チェ ) が 、 ど ん な 人 な の か 知り た いよ 」 

| 

カロ ル 。 「 そ う 、 ノ ー ド ポリ カ を 治め る 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 一 番 偉 い 人 。 


統領 (ドゥ ー チ ェ ) っ て 呼ば れ て る ん だ 」 
「 カ ロ ル は そん な スゴ イ 奴 と 友達 な の じゃ な 」 


同 ユー リ 「 オ レ も ノー ド ポ リカ か 。 マン タイ ク の 騎士 団 の 行動 、 フレ ン に 問い た 
だ さ な き ゃ な 。 ま 、 ノ ー ド ポリ カ に まだ 居れ ば 、 の 話 だ けど 」 
同 エス テル  「 わ た し は …… 始 祖 の 款 長 (エン テレ ケイ ア ) が 満月 の 子 を 王 む 理由 を 
-。 . 知り た いで す 。 だ か ら 、 フェ ロー に 会 わな がい e…| 
癌 リタ 「 気 に な る の は わか る けど 、 フェ ロー に 会 うく らい な ら 何 か 別 の 方 法 を 
_ 探し た 方 が いい わ ] と 
開 ユー リ 「 そ うだ な …… 砂 漠 を 歩い て フェ ロー を 探す の は ちっ と 難し そう だ ぜ 」 
癌 ジュ ディ ス 「 だ っ た ら み ん な で ノー ド ポ リカ に 向かう の は どう ? 始祖 の 隷 長 (エン 
5 テレ ケイ ア ) に 襲わ れ た 理由 …… そ れ が わか れ ば いい ん で し ょ ] 
還 ゴ スル スス えー ド 、 に 
韻 ジュ ディ ス ”「 ベ リウ ス に 会 えば 、 わ か る と 思う わ 」 
賠 リタ [闘技 場 は 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) と 何かしら の 関係 が ある っ て こと ?] 
開 レ ィ イヴ ン [ 礁 に イエ ガー が ノー ド ポリ カ の 始 福 の 導 (エン テレ ケイ ア ) が どう と か 言っ て た ね ぇ | 
病 ユー リ 「 ヤツ の 言葉 を 信じ る な ら な 」 SI 
較 レイ ィ ヴ ン  「 ま 、 ベ リウ ス に 会 い に 行く の な ら 途中 で カド ス の 忠 笛 通る わけ だ し 、 
魔 導 少 女 に と っ て も 都合 いい わな ]」 
義 ユー リ ” "だ な 。 じゃ あ ノ ー ド ポリ カ を 目指 すか ] に 
癌 カロ ル 「 う ん 。 まず は マン タイ ク に 戻 ろう 」 
閲 ユー リ 「 パ ティ は …」 半 
回 エス テル  「 確 か 、 ノ ー ド ポリ カ に は 、 パ ティ を よく 思っ て な い 人 が ……-」 
同 バ ティ [ 畔 気 な の じゃ 。 あん な の は 相手 に し な けれ ば いい だ け な の じゃ 。 
さっ さと 海 に 出れ ば 問題 な い の じ ゃ 」 
閲 ユー リ 「 そ れ な ら ……。 …… 一 緒 に 来る か ?」 
本 バテ ィ 「 の じゃ 」 
エス テル 「 ベ リウ ス に 会 える の は 新 月 の 夜 で し た っ け 」 
ユー リ 「 あ あ 、 ベリ ウス に 会 うな ら 急 が な いと 。 新 月 過ぎ て 、 また 一 月 待た さ 


れる の は ゴメ ン だ し な 」 


蘭 スキ ッ ト し つこ で エス ーー 


。 つら く て も 泣か な い 、 だ っ け か 2? 1) 


修 様 は ベリ ウス に 
チ 紙 を 渡さ な いと な ぁ 


上 ェ エス テル 

『。 わた し は ・ 

時 始祖 の 雑 長 が 満月 の を 琴 む 
理由 を 知り た いで す 


新 月 過ぎ て 、 ま た 一 月 
待た こさ れる の は ゴメ ン だ し な 


“ 入 が 外 に 出 て る 


うむ 、 こ こ は 人 慎重 に 
. 様 見 な の じゃ 


、/ そう したら 、 チ ども と も ども 


\、 楽 な 生活 が 送れ る ん だ よ 


に AKKO の て ィ 條 41 マジ 9750 50 CE 水 と 黄砂 の 街 マン タイ ク ネ 


『” に し て も 、 
フェ ロー 捕まえ て 
何 し よ うっ て ん だ か ね 


砂漠 を 越え 、 マ ンタ イク に 戻っ て きた ユー リ た ち 。 


リタ 
カロ ル 
エス テル 


閲 リタ 


癌 リタ 

開 レ ィ ッ ン 
パテ ィ 
キュ モー ル 


「 は ぁ ー…… や っ と 帰っ て きた 。 砂漠 は も うこ り ご り だ わ ……」 
「 ホ ント だ よ ……」 

あれれ 人 が 外 に 出 て る …… ] 

「 外 出 禁止 伝っ て の が 、 解 か れ た の か も ね 」 


馬車 の 近く に 、 住人 を 取り 囲む 騎士 団 が 見 える 。 その な か に は 、 派手 な 鎧 の 男 が いる 。 


0 攻 ーーー 凍 

「 急 いて は こと を 仕 損 じ る よ 」 

「 う お 、 ここ は 慎重 に 様子 見 な の じゃ 」 

「 ほ ら ほ ぼら 、 早く 乗り な 。 楽し い 旅 に 連れ て っ て あげ る ん だ 、 ね ?」 


街 人 A 「 私 た ちがい な いと 子ども た ち は …… !」 
] キュ モー ル 「 相 の ある 巨大 な 魔物 を 殺し て 死骸 を 持っ て くれ ば 、 お 金 は や る よ 。 そ 
うし た ら 、 子ども と も ども 楽 な 生活 が 送れ る ん だ よ 」 
街 人 B 「 お 許し くだ さい !」 
| | キュ モー ル  「 知 る か ! 乗れ っ て 言っ て ん だ ろう 、 下 民 ( げ み ん ) ど も め ! さっ さと 行っ ちゃ え | 
兄妹 の 父親 「 私 た こち も あ ん な ふう に 、 砂漠 で 放り 出さ れ た ん で す 」 
パテ ィ 「 ど うし て 自分 で 乗っ て 行か な い の じ ゃ 」 
ユー リ 「 わ か っ て る か ら だ ろ 、 この 砂漠 が 危な いっ て 。 オレ た ち が ヤ バ か っ た みた い に 」 
癌 カロ ル 「 柚 の ある 巨大 な 魔物 っ て フェ ロー の こと だ よね ] 
開 レ ィ ヴ ン [に し て も 、 フ ェ ロ ー 捕 まえ て 何 し よ うっ て ん だ か ね 」 
ジュ ディ ス  「 そ れ で どう する の か し ら ? 放っ て お け な い の で し ょ う ?」 
エス テル 「 わ た し が …-」 
パテ ィ 「 今 は 行か な い 方 が いい と 思う の じゃ 」 
ユー リ 「 あ の バカ 、 お 姫 様 の 言う こと も 聞き ゃ あし ね ぇ し な 」 
エス テル  「…… じ ゃ あ 、 どう する ん で す ?」 
関 ユー リ 「 カ ロ ル 、 耳 貸 せ 」 
カロ ル は ユー リ の 話 を 聞く 。 
カロ ル 「 え えっ ? で きる けど …… 道 具 が …… つ て も し か し て …」 
ジュ ディ ス  「 え え 、 準 備 は で き て る わ よ 」 
癌 カロ ル 「 や っ ぱり ね -…」 


片手 に レン チ を 持ち 、 構え る カロ ル 。 


癌 カロ ル 


「 危 な か っ た ら …… 助 け て よ ?」 


そう 言い 残し て 、 カロ ル は 騎士 団 に 向かう 。 


ユー リ 
癌 ジュ ディ ス 
リタ 

| バテ ィ 
開 レ ィ ヴ ン 


「 や っ ぱり 拾っ た の か ?」 

「 前 に 落ち て た の を 、 ね 。 使 うこ と も ある か と 思っ て 」 
[ が 変 な の 」 

「 何 な の じゃ ?」 


「 と も あれ 、 少年 の 活躍 に 期待 し よう じゃ な い 」 


| キュ モー ル [ノロノロ 、 ノロノロ と 下 民 ( げ みん ) ど も は まる で カメ だ ね 。 早く 乗っ ちゃ え 」」 
騎士 A 「 キ ュ モ ー ル 様 、 全員 馬車 に 乗り まし た !」 
。 |] キュ モー ル  「 じ ゃ 、 君 も 馬車 に 乗り な 」 
騎士 A 「 え 、 わ 、 私 も …… ?」 
| | キュ モー ル  「 仕 事 が 遅い も の に は 神 を 与え な いと 、 ね ?] 
騎士 A 「 キ ュ モー ル 様 、 お 許し を ! 私 に は 妻 と 娘 が ……」 
| キュ モー ル  「 キ ミ が 行か な きゃ 、 代わ り に 行く の は …… 奥 さん と 娘 さ ん 、 か な ? さ 、 出 発 だ 
仲間 た ち は カ ロ ル を 見 守っ て いる 。 
エス テル 「 カ ロ ル ……」 
問 ジュ ディ ス  「 大 丈夫 よ 。 で きる 子 よ 、 あの 子 は 」 
k】 バテ ィ 「 う お お ?] 


突然 、 騎士 団 の 馬車 の 車輪 が 外れ る 。 


| |] キュ モー ル 「 何 し て る ん だ !? 馬車 を 準備 し た の は 誰 !? き 一 っ !! 馬車 を 直せ 
この 責任 は 問う か ら ね !」 
閥 リタ 「 こ れ が ガキ ん ちょ に 授け た 知恵 っ て わけ ね ] 


カロ ル が ユー リ た ちの も と へ 戻っ て くる 。 


ユー リ 「 お 疲れ さん 」 

カロ ル 「 ふ ー っ …… ド キ ド キ も ん だ っ た よ 」 

癌 リタ 「 で も 、 これ っ て 、 た だ の 時 間 稼 ぎじ ゃ な い 」 

ジュ ディ ス  「 こ れ が 限度 ね 。 私 た ち に は ]」 

本 | バテ ィ 「 う ちら も 旅 の 途中 だ か ら の ]」 

癌 ユー リ 「 騎 士 団 に 表 だ っ て 橘 突 いた ら カロ ル 先 生 、 泣い ちまう か ら な 」 

レイ ヴ ン 「 俺 た ち 、 気 付か れる 前 に 、 隠れ た 方 が いい ん じゃ な あい ?] 
兄妹 の 父親 「 そ れ じ ゃ あ 、 私 た ち は ……」 

ユー リ 「 あ あ 。 ガキ に 顔 見 せ て や ん な 。 今回 みたい に いつ も 助け が 来る と 思う な よ ] 
兄妹 の 母親 「 は 、 は い 。 色 々 と あり が と う ご ざ いま し た 」 

関 ユー リ 「 オ レ ら も 、 宿屋 に 隠れ に 行く か 」 


間 ラフ イベ ント IO2EGG 06 の し 


スキ ッ ト 


と P.51 1 | この 街 の 騎士 団 の 具合 


PART プ | 


| | 六 々 の 明星 編 


街 の 宿屋 に 向かっ た ユー リ た ち 。 


宿屋 の 主人 時 … | よく ぞ ご 無事 で ……! …… お 、 お 帰り な さい ませ ] 
癌 カロ ル 。 「…| まだ 監視 され て る ん だ ね 」 
宿屋 の 主人 と れ で し ょ う 。 ゆ っ くり お 休み くだ さい ませ 」 


その 夜 、 ー 行 は 客室 で 語り 合 コ ラ 。 


問 リタ 「 あ の キュ モー ル っ て の 、 ホン ト に どう し よう も な い ヤ ツ ね 」 

隊 | バテ ィ 「 ど うし て 、 世の中 、 こん な に どう し よう も な い ヤ ツ が 多い の じゃ 」 

ジュ ディ ス  「 あ れ は た ぶん 病気 な の よ 」 

朴 パティ 「 そ れ は きっ と 絶対 、 バカ っ て いう 病気 な ん じゃ な 」 

癌 リタ 「 わ か っ て る わ ね 、 あん た 。 きっ と そう だ わ 」 

レイ ヴ ン 「 あ いつ ら 、 フ ェ ロ ー 捕 まえ て どう すん の か ね 」 

エス テル 「 わ か り ま せん 、 で すけ ど ……。 この まま だ と 、 大 人 は みん な 残ら ず 砂漠 行き で す 」 

ジュ ディ ス  「 大 人 が いな く な れ ば 、 次 は 子ども の 番 か も し れ な いわ ね 」 

エス テル 「 そ ん な の 絶対 に だ めで す ! わた し が 皇族 の 者 と し て 話 を し た ら …… | 

癌 ジュ ディ ス 「 へ リオ ー ド で の こと 、 忘れ た の か し ら ?」 

関 カロ ル 「 そ うだ よ 。 あ いつ 、 お 姫 様 で も お 構い な し だ っ た ん だ よ 」 

エス テル ee ] 

レイ ヴ ン 「 あ れ は 嬢 ちゃ ん の 言葉 に 耳 を 貸す よう な 聞き 分 け の いい お 利口 ちゃ ん 
じゃ な いも ん ね 」 

悦 】 バテ ィ 「 ノ ー ド ポリ カム へ 行く 話 は どう な っ た の じゃ …… ?] 

リタ 「 と りあ え ず 、 自分 の こと か 人 の こと か 、 どっ ちか に し た ら ?」 


還 エス テル 。 | リタ |」] 

問 ジュ ディ ス  「 知 り た いん で し ょ ? 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 思惑 を 。 だ っ た ら 
キュ モー ル の こと は 今 は 考え な いよ うに し て は どう ?」 

賠 リタ 「 あ ん た と 意見 が 合う と は ね 。 あ た し も ベリ ウス に 会 う の を 優先 し た 方 

が 良い と 思う 。 キュ モー ル を 捕まえ て も 、 あたし ら に は 裁く 権利 も な い 。 

どう し よう も な いな ら 出 来る こと か ら す る べき だ わ 」 

「 フ レン な ら …… 


エス テル 


テッ 。 注 で 助け た 天 婦 か ら お 礼 を も らい 、 ガラ スモ を 兄 昧 に 返 す 。 


_ 騎士 団 に 表 だ っ て 橋 突 いた ら 
カロ ル 先 生 、 泣 いち まう か ら な 


それ は きっ と 絶対 、 
バカ っ て いう 病気 な ん じゃ な 


そん な の 絶対 に だ めで す ! 


だ っ た ら 、 キ ュ モ ー ル の こと は 
今 は 考え な いよ うに し て は どう ぅ 2 


ーー て ーー ニー で ンー ンー ニー ンー 


賠 カロ ル 「 フ レン は …… ど こ に いる の …… ?] 


回 エス テル 。 「 そ れ は …」 1 md 
違 | バテ ィ 「 二 つの こと を いっ ぺん に し よう っ た っ て で き な い の じゃ 」 
リタ 。。 [ご ゆん エス テル … みん な 、 責 め て る わけ じゃ な い 。 あ た し だ っ て ムカ つく わ 。 


今頃 詰め 所 の ベッ ド で あい つが 大 いび きか いて る の 想像 し た ら 。 で も ……-」 
隔 | エス テル  「 リ タ …… わ か っ て ます ] 


問 ジュ ディス  「 例 え 捕 まっ て も 、 駅 放さ れ た ら ま た 同じ こと を 線 り 返す わ ね 、 ああ いう 人 は | 
開 レ ィ ツン 「 だ ろう な ぁ 。 人 バカ は 死な な きゃ 、 治ら な いっ て 言う し ね ぇ 」 


間 馬 0 り 2 完 は お 者 も 条 生 な いり の 3 の 2 2 0 と し Y L 
仲間 た ち が 寝 表 ま っ た ころ 、 ユー リ は つぶ や く 。 。。。 し 
較 2m 肝 し は し の 80 あ で が 1 ここ 区 
部 屋 を 出 て 、 騎士 団 の 詰め 所 に 妨 び 込ん だ ユー リ 。 = 
II 
キュ モー ル は 起き な い 。 ユー リ は ベッ ド を 有 り 飛ば す 。 = 


還っ ー ル 「 キ 、 キ 、 キ ミ ! いや ! 買 様 ( ま さま ) は ユー リ ! な 、 な ん で 、 こ と て に | 


ー リ の 手 に 刻 が 握ら れ て いる こと に 気づく と 、 キュ モー ル は ベッ ド か ら 転 げ 落 ちる 。 


還 3 ー ル 「 誰 が! 誰か いな い の か いっ ! こ 、 こ の 貴族 の ボク と 、 剣 で や ろう っ 


て いう の か い ? い 、 いい よ 、 受け て 立 と う 」 


キュ モー ル の 剣 を 一 朋 で 弾き 飛ば す ユ ー リ 。 


キュ モー ル  「 な っ 、 人 バ 、 バカ な !」 


閲 ユー リ 「 は し ゃ ぎす ぎ た な 。 キュ モー ル 。 そろ そろ 舞台 か ら 降 り て くん ね ぇ か な 」 


ー ル 「 キ 、 キ ミ ご と き が 、 ko ひ 、 0 っ … 


EE 生 緒 と CE 和 9 
回 キュ モー ル 「 ま 、 待 て っ ! こう し よう ! ボク の 権力 で キミ が 犯し た 罪 を 帳消し こし 


て あげ る よ ! 騎士 団 に 戻り た けれ ば 、 その よう に 手 は ず も する ! 金 


は た くさ ん ある 、 幸 さ え あ れ ば 、 どん な 思 きみ で も か な えて あげ られ る 。 


さあ ! 望み を 言っ て ご らん | 
義 ユー リ 。。 「 オ し が お まえ に 望 お の は ひと つ だ け だ 」 ~ 
凍 和 飲も (で だ Oh で 
PO 


回 キュ モー ル 「 や 、 や め ろ .…… 来 る な ! 近づく な 、 下 民 ( げ みん ) が ! ボク は 入団 


ー リ が ざら に 近づく と 、 キュ モー ーー 


較 モー ー ル 「 う わあ ああ ああ っ ! た 、 頼 お ! 助け て くれ ! ゆ 、 許 し て くれ ! こ 


の まま で は ! こ 、 この まま で は っ !」 
問 ユー リ 「 お まえ は その 言葉 を 、 今 まで 何 度 聞 いて きた ?]」 


本 ー ル 「 う わあ ああ ああ あっ 


由 フレ ン 『 特 の 中 は 修 の 部 下 が 抑 えた 。 1 つう も 5 痛 U め な い 」 

義 ユー リ そう か 、 これ で また 出世 の 足がかり に な る な 。 オレ 、 あい つら の と ころ 
ンー 人 詳 の か に の あ > 
に | フレ ン 和議 思 本 CDM コー ジー も っ 
IP 
レン の そ Me や 伯 っ て る た ーー eps 
キュ モー ル 隊 か ら 解放 され た 街 は 、 本 来 の 賑わい を 取り 戻す 。 宿 屋 に 集まる ユー リ た ち 。 
開 カロ ル 。 「 本 当 は こん な に 賑やか な 街 だ っ た ん だ ね ] 


ジュ ディ ス _ 「 え え 。 解放 され て よかっ た わ 、 本 当 に 」 


国 | エス テル  「 ま さか フレ ン が 来 て くれ る な ん て 」 


OS 
回 エス テル  「 で も 逃げ た キュ モー ル は 、 ま た どこ か で 悪事 を 働く か も し れ ま せん 」 

閥 カロ ルー | 9 で フレ ン 枯 まえ て き 和 あま 。 ね コー リ 」。 ご 紀 
関 ユー リ 「…… ん 、 まあ 、 そう だ な 」 oo 
間 2 ロ PL  「… コ ーー 和 0 


関 | カロ ル 「 レ イヴ ン 、 風邪 ひく よ 」 


問 ジュ ティス 「 子 ども と 一 緒 に な っ て 騒い で 疲れ た の ね 。 い い 歳 し て 」 間 
リタ が 宿屋 に 戻っ て くる 。 


較 り タ 人 まっ た く あ きれ る わ 」 


癌 ジュ ディ ス 「 パ ティ は どう し た の か し ら ?」 

周り リタ ”""” 「 ま だ 踊っ て る わ 。 まっ た く ガ キ っ て の は …] 
開 カロ ル ” 「 リ タ も 楽し ん で た で し ょ ? ダン ス 上 手 だ ね 、 リ タ 」 了 
基本 5 ら さか | 義生 
デ チョップ で 瞳 連 る りあ シー ラジ ピー シン ラー。 


問 り タ _ 「 っ て …… あ れ ? お っ さん 絆 た の ……」 


3 「 も う 、 ニー 


ユー リ _「 ち ょ っ と フレ ン に 挨拶 、 行っ て くる 」 
賑わう 街 を 抜け 、 湖 に 向かっ た ユー リ 。 フレ ン が 座っ て 待っ て いる 。 。。 
菩 ラ EC/ 、 [っ CRU で 中 た 
義 ユ ー リ 。 「 語 が めん だ ろ ] は 
ト 同 フレ ン ”  「… な ば 、 キ ュ モ ー ル を 殺し た 。 人 が 人 を 裁く な ど 許 され な い 。 法 に よっ 」 
| ご で 光り ( 机 才 ME ジー ジ ^ コロ に ジロ 
問 ユー リ | な ら 、 法 は キュ モー ル を 裁 け た っ て いう の か !? ラ ゴ ウ を 裁 け な か っ 
 。 シン 0DZ 除隊 双 | ロー シー キー 
半 ント 11 君 は …… 」 まあ の ロロ ント 
開 ユー コリ [いつ だ っ て 、 法 は 権力 を 握る や つの 味方 じ p ね え か 」 
剛 SS 人 の 感光 で 上 も 0 ない いだい 


病 ユー リ ーー リウ ーー お まえ は 助かっ 
。 た 命 に 、 い つか 法 を 正す か ら 、 今 は 我慢 し て 死ね っ て 言う の か !| 
剛 | ウレ ン 。 -: そ き は 表 わ な い 11. 2 生 ーー。 o 
関 +- リ 「 い る ん だ よ 、 世 の 中 に は 。 死 ぬ ま で 人 を 傷つけ る 悪党 が 。 そ ん な 悪党 に 、 
て 2 弱い 連中 は 一 方 的 に 虐げ られ る だ け だ 。 下町 の 連中 が そう だ っ た ろ 」 
回 フレ ン ” "「 そ れ で も ユー リ の や り 方 は 間違っ て いる 。 そう や っ て 、 君 の 価値 観 だ 


け で 、 悪人 すべ て を 裁く つも りか 。 それ は も う 罪 人 の 行い だ 」 


関 ユー リ  「 わ か っ て る さ 。 わか っ た 上 で 、 選 ん だ 。 人 殺し は 罪 だ ] 


ト 同 フ プレン” "「 わ か っ て いな が ら 、 君 は 手 を 汚す 道 を 選ぶ の か 」 
閲 ユ - リ | E 持 殿 UE ゃ ねえ お う 選 師直 ん だ よー ジー ンー ンド こい 
間 ラ レン 時 れ 用 OPD っ Oo 2 
較 コ ニ リ 、。 .:H 間 を の た 、 と 胃 生 SKG1 0 
較 ME その 意 和信 。 が 


2 た ー ド ポ リカ の 封鎖 完了 し まし た 。 そ れ と 、 と 、 魔 狩り の 侯 I( マ ガ D の ツル ギ ) 


が どう や ら 動い て いる よう で す 。 女 ぎ 、 ノー ド ポ リカ へ 」 

ヘス NG 

[隊長 ?」] の 2 シー お こま 

ウツ ニン PD か っ た 1 や ニー ニン で 生 e の ピー ロ 

闘っ ニー fn ーー 
レン コー リー71 も ジロ つつ 2 
本 り 返る と 、 すでに ユー り の 湊 は かない 。 ーー ピー ンー 
回 フレ ン ” [ユー リ 、 君 の こと は 誰 よ り も 僕 が 知っ て いる 。 あ えて 罪人 の 道 を 歩む 
IGGMOKFTPTNIEIERRN Nm で 。、 5 
ひと り 湖 を 眺め あて いる ユー リ 。 。 7 
同 エス テル  「 あ 、 だ め 、 ラ ビ ピード] 


ae 
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NN 
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ee 
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Sh。 北 の 


ee 


欧 
* 
パ 
半 
| 
| 
着 


後ろ か ら ラ ビー ド が 駆け 寄り 、 ユー リ は エス テル に 気づく 。 


エス テル 「 ユ ー リ …-」 
ユー リ 「 全 部 、 聞い て た の か 」 
エス テル  「 ご めん な さい 」 
閲 ユー リ 「 オ レ の こと 、 怖い か ? 嫌 な ら 、 ここ まで に すれ ば いい 。 フレ ン と 一 緒 に 帰れ 
エス テル  「-…… 帰 り ま せん 」 
本 3 ユー リ 「 お まえ 」 
エス テル 「…… ユ ー リ の や っ た こと は 法 を 犯し て いま す 。 で も わた し 、 わか ら な いん 
PL に emies で す 。 ユー リ の や っ た こと で 救 われ た 人 が いる の は 確か な の だ か ら -…・」 
関 ユー リ 「 い つか 、 お まえ に も 刃 ( や い ば ) を 向け る か も し れ な い ぜ 」 
に] エス テル  「 ユ コー リ は 意味 も な くそ ん な こと を する 人 じゃ な い 。 も し 、 ユー リ が わた 
し に 刃 (や い ば ) を 向け る な ら 、 きっ と わた し が 悪い ん で す 」 
閥 ユー リ 「……… 。 フ レン と 帰る な ら 、 今 し か ね え ぞ 。 急い で る みた い だ っ た し ]」 
エス テル 「 わ た し は ユー リ こ 旅 を 続け ます 。 続け た いん で す 。 ユ ー リ と 旅 を し て いる と 、 
わた し も 見 つか る 気 が す る ん で す 。 わた し の 、 選 応 道 が ……。 だ か ら ……-」 
エス テル は ユー リ に 近づき 、 手 を 差し 出す 。 
エス テル  。 「 こ れ か ら も 、 よ ろ し くっ て 意味 で す 」 
ユー リ 「…… あ り が と な 」 
し ば らく 己 の 手 を 見 つめ た あと 、 ユ ー リ は エス テル の 手 を 握 返 す 翌日 、 ユ ー リ た ち は 答 屋 を 出る 。 
開 レイヴン [久しぶり に よく 寝 た ー。 ふわ ぁ あ っ ……」 
問 リタ 「 あ ん た 、 寝 すぎ 」 
関 ユー リ 「 も う 街 出 ん だ か ら 、 し ゃ ん と 目 を 覚ませ よ 」 5 
フレ ン た ちな ら ノ ー ド が に 隊 | バテ ィ 「 お っ さん 、 目 が と ろ け て る の じゃ 」 
ST レイ ヴ ン [な に っ !? それ は 大 変 員 | 
リタ 「 う ざっ …-」 
カロ ル 。 「…- あれ ? 騎士 団 が 少な く な っ て る …… ?」 
ユー リ 「 あ あ 。 フ レン た ちな ら ノ ー ド ポリ カ に 戻っ て いっ た ぞ 」 
ジュ ディ ス  「 夜 の うち に 、 移動 し てこ た み た いね 」 
癌 カロ ル 「 何 か 急ぎ の 用 事 で も あっ た の か な ?」 
パテ ィ 「 海 の 魚 が 食 いた く な っ て ノー ド ポ リカ に 帰っ た の じゃ 」 
関 カロ ル 「 そ ん な 、 パテ ィ じ ゃ ある まい し …」 
内 リタ 「 前 に 魔物 が 逃げ た り し て 大 変 だ っ た で し ょ 。 あ れ の 後 処理 じゃ な い の 」 
開 カロ ル 「 た ぷん 、 戦士 の 典 堂 (パレ スト ラー レ ) が 騎士 団 に 協力 を 仰い だ ん だ よ 、 きっ と 
ユー リ 「 さ あ 、 どう だ ろう な 」 
エズ スズ テル 「 と で すす り | 
関 ユー リ 「 い や 、 な ん か 、 封鎖 が どう と か 言っ て た し ] 
ジュ ディ ス  「 封 鎖 ? 何 の こ と か し ら 」 
エス テル  「 ま さか 例 の 人 魔 戦争 の 件 で 、 ベ リウ ス を 捕まえ る た め …… ?] 
カロ ル 「 そ う 簡 単に 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) が 、 騎士 団 に 後 れ を 取る と は 
思え な いけ ど な 」 
ユー リ 「 何 で あれ 、 ゴタゴタ し そう な 予感 は する 」 
開 レ ィ ヴ ン 今 は ノー ド ポ リカ に 近寄ら な い 方 が いい か も ね 」 
癌 カロ ル 「 で も 新 月 の 夜 も 近 づい て る し 、 今 を 逃し た らい つ ベ リウ ス に 会 える か 
と Wa っ わか ん な いか も だ よ 」 
悦 | バテ ィ 「 う ち は ノ ー ド ポリ カ へ 行か な いと 船 に 乗れ な い の じ ゃ 。 船 に 乗ら な い 
と 英 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) と 記憶 を 探す 旅 が 続け られ な い の じ ゃ 」 
開 レイ ィ ヴ ン  「 で も な -。 俺 様 、 あ ん ま 騎 士 団 と 関わ りあ いた く な い の よね え 」 
ユー リ 「 そ りゃ オレ も で きれ ば な 」 
カロ ル 「 じ ゃ 慎重 に 進 も う よ 。 慌て ず 急 いで 、 ね ] 
閲 リタ 「 カ ドス の エア ルク レー ネ の 事 も 忘れ な いで よね 」 
ユー リ 「 あ あ 。 わか っ て る さ 。 行こ う ぜ 」 


サフ ィ ベ ント 2355 | ,P.368 | 368 ] ギルド の 仁 事 ・ その 1 


みみ マンタ イク で 、 ギル ド の 仕事 と し て 荷物 の 輸送 を 請け 負う 


1048【 あり じ ご くぅ ・ そ の 1 


『 スキ ッ ト ] キュ モー ル は 行方 下 明 / フ レン に つい て る 


ー うし に ん を 通し て 、 あり じ ご くに ん に アイ テム を 渡す 


| | PART リョ 
| | 凛々 の 明星 編 


カド ス の 忠 笛 に 近づい た と ころ で 、 一 行 は 商人 と すれ 違う 。 
エス テル  「 こ ん に ち は 」 


商人 「 あ ん た 方 、 カド ス の 暇 笛 へ ?」 
ユー リ 「 あ あ 、 そう だ けど 」 
商人 「 今 、 カド ス は 騎士 団 が 封鎖 し て ます よ 。 ここ だ け じ ゃ な い 、 山 を 越え る 
の ルー ト 全 部 が ね 」 
回 リタ 「 封 鎖 ……? な ん で そん な こと ……」 
商人 「 事 情 は 知り ませ ん 。 で も 、 ノー ド ポ リカ は 危険 な ん だ と か 」 
也 | エス テル  「 ど うし まし ょ う …… 新 月 まで に ノー ド ポリ カ へ 行か な きゃ な ら な い の に 」 
商人 「 と 言っ て も ね ぇ 、 免状 を 持っ て いる 私 で も 、 通し て も ら え な か っ た か ら な あお] 
カロ ル 「 お 兄さん 、 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) の 人 ?」 
商人 「 あ あ 」 
ユー リ 「 免 状 が 、 どう か し た の か ?」 
カロ ル 「 幸 福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) は 帝国 か ら 免 状 を 発行 され て て 、 
国内 を 自由 に 行き 来 で きる 、 は ず だ けど ……」 
商人 「 騎 士 団 に 止め られ て し まい まし た 。 仕方 な い の で 私 は マン タイ ク に 戻り ます 」 
商人 は 一 度 頭 を 下げ て 、 マン タイ ク の 方 へ 去っ て いく 。 
パテ ィ 「 う ちら も マン タイ ク に 戻っ て 、 の ん びり 待つ か ?] 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 う ーー ん 、 ど うす っ か ね ぇ | 
也 | エス テル 「 フ レン が 封鎖 を 指示 し て いる の で し ょ うか ?」 


ユー リ 「 ど うだ ろう な 。 どっ ち に し ろ 、 ここ で 足止め 食う わけ に ゃ いか ね ぇ だ ろ 」 
ジュ ディ ス  「 新 月 過ぎ ちゃ っ た ら 、 どう し よう も な いも の ね 」 
癌 カロ ル 「 で も 頼み 込ん で 通し て も ら え る 状況 じゃ な さそ うだ よ ]」 


開 レイ ィ ヴ ン  「[ ま 、 実 際 、 状 況 見 て か ら 入り 方 を 考え る と し て …… 問 題 は 中 に 入っ て か ら ね ] 

エス テル  「 中 に 入っ て か ら っ て どう いう こと で す ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「[ 持 鎖 され て る っ て こと は 、 容 易 に 外 に は 出 ら れ な いっ て 状況 よね 。 そ 
れ は 想定 し て お いた 方 が いい っ て こと ]」 


賠 ユ ー リ  「 大 丈夫 だ ろ 。 この まま 行う せ J】 


洞窟 に 入る と 、 大 勢 の 騎士 と 魔物 の 姿 が 見 える 。 
エス テル 「 フ レン 隊 で す ……」 
ジュ ディ ス  「 封 鎖 っ て いう の は あれ ?] 


カロ ) 「 や っ ぱり フレ ン 隊 が や っ て た ん だ ね ……。 で も …… あ の 魔物 は 何 ?」 
開 レイ ヴ ン  「 基 士 団 で 飼い 慣らし た っ て と こ か ね ] 
関 ユー リ 「 な ん か 、 フレ ン に 似合わ ね え 部 隊 に な っ て ん な 。 


ーー ィ まっ た く フ レン の や つ 、 何 や っ て や が ん だ ……」 

開 レ ィ ヴ ン [これだけ 大 掛か りな 作戦 な ら 、 や っ ぱ 人 魔 戦争 の 黒幕 っ て 話 と 関係 あ 
る の か も ね ぇ 」 

カロ ル 「 こ の 検問 、 ど うし よっ か …」 

開 レ イヴ ウン ー 「 ん …2 

パテ ィ が レイ ヴ ン の 背中 を つつ き 、 ひそ ひそ 話し は じ め る 。 

開 レイ ィ ヴ ン 。 「…… マ ジ で か ……!2 や る や る ! で ? で 2?] 

エス テル 「 何 話し て る ん で し ょ う ?」 

ユー リ 「…… お っ さん 、 あん まり 大 き な 声 出す な …--」 

開 レ ィ ヴ ン  「 ゴ メン コメ ン 。 面白 いじ ゃ な い 」 

パテ ィ に そう 言う と 、 レイ ヴ ン は 弓 を 構え る 。 

開 レ ィ ヴ ン 。  「 こ うい う の は どう よ ?] 

レイ ヴ ン の 放っ た 矢 が 魔物 に 当たっ て 爆発 する 。 魔物 は 暴れ 出す 。 

騎士 A 「 な 、 何事 だ !」 


\、 な ん で そん な こと …… 


ー マ : 7? 
や る や る / で ? で う 


/ フレ ン が 封鎖 を 「 
指示 し て いる の で し ょ うか ? ク 


e4 は 
りり 電 人 
マル 


: あん た 方 、 カ ドス の 帳 笛 へ 2 ) 
級 ua 内 


ヽ 
/ 


騎士 B 「 や め ろ ! 暴れ る な !」 


較 テス Nd 衝 TO Io 
し た り 顔 の レイ ヴ ン を 無視 し て 一 行 は 走り 出す 。 


開 レ ィ ヴ ン  「 お い お い 、 お っ さん を 置い て く な より 」 

3 本 生 A | が ん だ 、 買 欄 ( き さま )9 待 で HH の や 0 
0 
計 レ イラ ン [Am が Ro て SI た 
煙幕 を ば ら ま き 、 ユー リ た ち は 騎 士 団 を 煙 に 巻い た 。 。。 1 
関 ュ ユーリ | 珍しく 盾 に 動 た な お お っ ぷん 1 ドー ーー ここ 1 
開 レ ィ イヴ ン  「 な に な に 、 パ ティ ちゃ ん の 助言 あっ て よ 。 人 間 ご 褒美 が め る と 、 が ん 
の 生計 pe 2 オキ し の らき 寺 う に を は いい 7 し 0 生 2 シ ッ ジ ー-ー 
ーー 
欄 レ ィ ヴ ン  「 ヒ . ミ - ツ W 約束 お 願い ね 、 パ ティ ちゃ ん j」 
ON PTS 
間 の De 芝  RS を - ここ っ 
還 0 
関 ユー リ 。。 「 ど う せ し ょ う も な い 約 束 だ ろ 。 今 は それ より 先 を 急ぐ で] 
凌 本 較 馬 ん で せい ME 本 
隊 凍 邊 多 Nb 飼 ら が 朋 と こ な 9 だ も 衝 | シー  。 
間 放 | な の おり 北 し か っ た Ob や 

放 半 RRBe な きっ た や の ーー ジー ーー ドー 


韻 レイ サン” 「[PM や 、 こ れれ ぞ パ ティ ちゃ ん の ブレ イン と 仙 様 の テク ニッ ク の 隔て ね ) 
Re 


みっ 


問 リタ まっ た く 。 和 N じ て 5 っ て 1 


癌 ジュ デ ティス 「 き っ と 、 財前 し て の 


k | バテ ィ 「 の う 、 フレ ン っ て いう の は どう いう 奴 な の じゃ ?」 


ーー 還 カ ロ ル 。 「 コ ー 子 0 あい 較 0 


加 コ ァ リ 生 牧 隊 り だ な 。 さす が 天 を 計る 矢 ( ア ルト スク ) の ー 員 っ て か 」 

関 レイ ヴ ン  「 組 織 な ん て も な ぁ 、 ど こも そん な も ん で し ょ 」 

関 ュー リ 「 問 題 は …… フ レン の や つが どこ まで 本 気 か っ て こと だ 」 コ 

較 レイヴン  「 な に 、 ノ ー ド ポリ カ に 行け ば 色々 見 えて くん で し ょ 」 
ーー- 回 エス テル 「 そ う で すね 』 


癌 ジュ ティ ス [ で も 警戒 は し て お いた 方 が 良さ そう 。 まさ か ノー ド ポ リカ が 武力 制圧 
人 の 


問 ユ ニー リ rmuu リ zu エア ル ラレー 調べ る 時 間 も あ ん まり 取れ ね えば 」 

「 う ーー。 で も し ょ う が な いか 。 追っ 手 と か 来る と 面倒 だ し …-」 に 

[そつ 3 こ ど だ 。 じ やあ に とき まみ 行く  。 。 の 

コッ 電 0 。 邊 な ん が ユー 機種 約 だ 5 
2 間 の ANR 例 RS 2 守 


う 到 人 に お ぐま っ て る ー…、 ーー 
一 時 は あん な に 溢れ て た の に ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- ーー ツー ツー ツーーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
「 わ か っ て る 」 に 
リタ は 調査 を 始め る 。 3 
閥 リタ 「 今 は 完全 に お さま っ て る ……。 一 時 は あん な に 溢れ て た の に 。 あれ 
で エア ル を 制御 し た っ て 事 ? 何で 魔物 に そん な こと が - し NE 
違 | エス テル 「 そ の エア ルク レー ネ は も う 安 全 な ん で す ?」 に 


リタ 「 問 題 は そこ ね 」 

剛 エス チル [自然 現 藤 で ほじ NR ま 5」 0 デー ーー 。 。 
較 り タ [その 可能 性 は 低い わ ね 。 も し 、 そう な ら 定 期 的 に 同じ 現象 が 起こ る は ず よ 」 
癌 ラテ スニ _「 エ アル が 定期 的 に 噴出 する な ら 、 周囲 に 影響 が 出る は ず 」 
園 リ シタ "=" 「 ケ ー ブ . モ ッ ク み た い に 、 植 物 が 異常 に 繁殖 する と か ね ] 

開 レ ィ ウン _「 見 た と c、 ぞう し 病 半生 は 9 0 > 


。 エア ル に 干渉 する な ん て 、 術 式 か 、 


_ー「 グ ルルル] 


病 っ ユー リ 「 ち 。 追っ 手 か 。 隊 長 に 似 て くそ まじ め な 騎士 共 だ ぜ 。 リタ 、 いく ぞ 。 
2 3 
還 り 。 、 [うち まっ と 寺 え させ を の 2 
凍 Tei Ce 
賠 り タ | [お %、 あ 生得 ーー 0 に ia 
ノー ド ポリ カ 側 の 出口 付近 で 、 騎士 た ち が 見 張り を し て いる 。 。。 

問 ジュ ディス 「 隠 れ て 」 ドッ きま 
詳 レイ ヴ ン  「 ま お 当然 さだ も 押 ま ポ も る 66 和 較  、 、 っ 
癌 カロ ル ” 「 バ ティ 、 な ん か 突破 する いい アイ デア な い の ?」 
人 チー 2 
閉 カ ロ ル [| [レイ ヴ ン は ? さっ きみ た い に う まく で き な い ?」 PS 
開 レイ ィ ヴ ン [まじ め な 騎士 に あま り 無体 な こと は し た く な いな あ ……]」 
症 2 [の れ 、 ま じ 屋 見 えな 0 
前 ガ の 縛 出 店 ち 記 問い て OS 
開 アデ コー ル 「 私 は 姜 ら し い の で あこ る | コジ 
語 ーー [な ぜ に 、 栄え わる シュ ヴァ ー ン 隊 の 我ら が フレ ン 隊 の 手伝い な の だ !」 
e お 「 え えい 、 文句 を 言う な ! 悔し けれ ば 、 結果 を 出す ん だ | 
その と き 、 ユー リ た ちの 後ろ か ら 騎 士 が や っ て きた 。 に 全く っ - 
_ 騎士 A 「 い た ぞ 、 捕らえ ろ !」 ーー 5 
お ロ ル 「 生 わが か つた < あッ に は 

避 アデ コー ル 【「 お 、 何 事 で めーる 」 

[お まえ た ち 、 そい つら を 水 が す な 上 5 
圏 ルプ ラン 「 お 、 お まえ は 、 ユ ー リ - ロ ー ウ ェ ャ ルリ | 


「 よ う 、 久しぶり だ な 」 


較 カロ ル 「 ど 、 ど うす ん の !」 

義 後 か ら 凍 士 だ ち が 通 っ て くる ニー ンー に 0 
生 イ ウン 。 [EMI 
還 コ ユー リ お い 、 お っ まん 用 

関 レ イヴ ン  - 和 理 穫 を 人 は ほ は 3 
還 ルブラン  「 は 、 は っ - 。 電 

レイ ヴ ン が そう いう と 、 ルブラン た ちか が 散 礼 する 。 5 し 3 

詳 コ ユー リ 。  「 な ん か 和 ら が あの 3 ち 5 だ け 1 ーー ミド 、 - T 
| 2 較 EeE MO 


開 レイ ヴ ウン 「 い いか ら 、 いい か ら 。 さぁ 、 ぐず ぐず し て る と 追っ 手 に 追い つか れる ぜ 」 
回 / テ ィ 「 こ の チャ ンス を 逃す 手 は な い の じ ゃ 」 
「 だ な 。 一 気 に ノ ー ド ポリ カ に 向かう ぞ 」 


関 ユー リ 


kP.512 | 封鎖 作戦 に つい て お っ さん の 約束 プ エ ア ルク レー ネ 調 査 に つい て 


ある 
シュ ヴァ ー ン 隊 の 我ら が 
フレ ン 隊 の 手伝い な の だ ! 


に ペー 


か 


w 
< て 


ッ ナ ター 


ジュ デ ティス OSG 
ベリ ウス に 会 える の は 
新 月 の 夜 …… 丁 度 今夜 # 


パテ ィ 、 ぞ ん な と ころ に 
隠れ て 何 し て ん の 


つい て こい 
今更 、 道 連れ が ひと り 
増え た っ て 困り ゃ えよ 


も 退け ませ ん 、 
退 ぎ た く あ り ま せん 


「 こ の 前 の 大 会 の 騒動 考え れ ば 、 普通 の 警備 っ て 感じ 」 
に | エス テル  「 魔 物 が 逃げ 出し て 、 大 変 で し た か ら ね 」 


問 ユー リ 「 逆 に 気味 が 悪い ぜ 。 あん な 検問 敷い て こ た っ て の に 。 や っ ぱお っ さん の 
言う と お り 、 騎士 団 め 、 何 か 企 ん で や が る な 」 
問 カロ ル 「 で も 今 は 目立た な けれ ば 、 街 の 中 に いて も 平気 そう 」 


ジュ ディ ス  「 べ ベリ ウス に 会 える の は 新 月 の 夜 …… 丁 度 今夜 ね ] 


開 レ ィ ヴ ン [じゃ 、 宿 で 一 休み し て か ら 、 ベリ ウス に 会 い に 行き まま すか 。 よう や く < ド 


ン の 手紙 を わた せる わ 」 

開 カロ ル [パテ ィ 、 そん な と ころ に 隠れ て 何 し て ん の 」 3 

バテ ィ は 一 行か ら 離 れ た 場所 に いる 。 に 

リタ 「 あ の 子 、 前 に この 街 で 色々 あっ た で し ょ ] 

癌 ジュ ディ ス  「 出 て いら っ し ゃ い 、 大 丈夫 よ 」 

に | バテ ィ 「 う ち も 、 も うす こ 一 し だ け 一 緒 に いて も いい か の ?」 

開 カロ ル 「 え ? うん …… 構 わな い 、 よ ね ?」 

因 | エス テル 。 「…… そ う で すね .…… こ の 街 を 出る まで は 一 緒 に いた 方 が いい で すね 」 

了 :| バテ ィ 「 ど う せ 、 ここ で 別れ て も 、 行っ た 先 で また 会 う よ う な 気 が す る の じゃ 。 
だ っ た ら 、 一 緒 に 行っ て も 行か な く て も 同じ こと な の じゃ ] 

リタ 「 そ れ 、 よく わか ら な い 理 屈 な ん だ けど 」 

店 | バテ ィ 「 き っ と 、 ユー リ た ち は 有 方 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) が ある 方 向 に 向かっ て 
進ん で お る の じゃ 」 革 | 

周 リタ ト 。 雪 お も ま くね お か ん な | っ ーーー 

に | バテ ィ 「 つ まり 、 うち は ……」 

関 ユー- リ 「…… つ まり 、 オレ た ちと 一 緒 に 来 た い 、 っ て こと な ん だ な ?」 

に | バテ ィ 「…… 一 人 で 行く より 、 ユー リ た ちと 行っ た 方 が 色々 と …… 得 な の じゃ 」 

関 ユー リ 「 来 た いな ら 、 つ いて こい 、。 今更 、 道 連れ が ひと り 増え た っ て 困り ゃ し ね ぇ よ 」 

に | バテ ィ 「 じ ゃ の 

ユー リ は 闘技 場 の 方 を 見 や る 。 9 

開 ユー リ 「 フ レン の ヤツ 、 も うこ の 街 に 入っ て る ん だ ろう な 」 

隔 | エス テル 「 ど う で し ょ う …-」 

ユー リ 「 も ろ も ろ と っ と と 片づけ て 、 フレ ン の ヤツ を 問い 詰め な きゃ な ……」 


居 ] エス テル  「 そ の 時 は わた し も …… 連 れ て っ て くだ さい J」 
宿屋 に 泊まり 、 つい に 新 月 の 夜 が や っ て きた 。 


閲 ユー リ 「 み ん な 覚悟 は いい か 」 

問 カロ ル と UN あー 

リタ : あ ん 電 詳 光 て 更に と ーー 
開 レ ィ ヴ ン  「 ま 、 ギ ルド の 大 物 に し て 、 人 魔 戦 争 の 黒幕 っ て 話 だ し な 」 

閲 ユー リ 「 な に 、 相手 は 同じ 人 間 だ 。 怖がる こと は ね えっ て 」  。 
半 カロ ル 。。 「 だ 、 だ っ て …」 5 5 挟 、 
貼 ティ 「 カ ロ ル は 往生 際 が 悪い の じゃ 」 


ジュ ディ ス  「 バ ティ は 肝 が 据 わ っ て る の ね 」 

開 レイヴン [見ろ よ 、 嬢 ちゃ ん も 大 し た も ん だ ぜ 」 

還 | エス テル 。 「…… わ た し も けっ こう も う 、 いっ ぱい いっ ぱい で す ……」 
リタ 「 無 理 し な く て も 良い と 思う よ 」 紀 
也 ]| エス テル  「 も う 後に は 退け ませ ん 、 退き た く あ り ま せん 。 わた し 、 ちゃ ん と 知り た 
軸 EC や 0 
問 ジュ ディ ス  「 良 い 覚悟 ね ] 

ユー リ 「 そ れ じ ゃ あ 、 ベリ ウス に 会 い に 行く ぞ 」 


賠 カロ ル 「… 気 の せい か な …… ?] 


カロ ル は 何 か に 気づい て 振り 返る が 、 何 も な い 。 し か いし 、 、 一 行 が 去っ て か らし ば らく する と 、 


魔 狩 り の 侯 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 面々 が 闘技 場 に 入っ て きた 。 一 方 、 ユー リ た ち は ベ リウ ス 


と 会 うべ く 、 ナッ ツ の も と を 訪れ る 。 
簡 ユー リ 1 「 ベ リウ ス に 会 い に 来 た 」 


悦 ナッツ ※) も 「 あ ん た た ち は …… た し か 、 ド ン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス の 使い だ っ た か な ] 


開 レ ィ ヴ ン  「 そ そ 。 そ ゆ ワケ だ か ら 通 し て も らい た いん だ けど ]」 


較 テッ ッ 「 そ ちら は 通っ て も 良い が ……。 他 の 者 は 控え て も らい た い 」 


カロ ル 。 [えー! どう し で @ ま か ?] 


リタ _ [あたし ら が 信用 で き な い っ て の ?」 


賠 ナッ ツ 「 申 し 訳 な い が そ う 言う こと に な る 」 


ーー it 
】 バテ ィ 。 「 口 を 開か な い シ ャ コガ イ よ りう ちら の 方 が 信用 で きる こと 、 間 違い な い の じ ゃ ]」 


の 7 の 「 よ い 。 皆 通せ 」 


賠 ナ ッ ウツ 。 「 撤 領 (ドゥ ー チ ェ )! し か し …-」 


4 ー「 良 いと いう て お る 」 


関 | カロ ル 「 他 言 無用 ……? どう し て ?」 


諾 ナッ ツ 「 そ れ が 我 が ギ ルド の 控 だ か ら だ 」 


開 ユー リ 「 わ か っ た 。 約束 し よう 」 


議 ナッ ツ - [この 先天 べり ら 記 AI 


Z カロ ル 0 | 


関 ユー リ 「 み ん な いる よ な ?」 


癌 リタ 「 い る わ よ 」 


還 エス 学 ル 。 「 は の 挟 に ジー も 32 シテ は 
本 議 」, IO II 
IN 
っ 3 
DB や 年 
部 屋 に 災 が 灯る と 、 巨大 な 狐 の よう な 姿 が 浮か び 上 が る 。 。。 
TI 
還 ユー リ [つた <、 豪 華 な お 食事 付き か と 期待 し て た の に 、 己 と は ね ] し 
問 ジュ デ ティス 「 詞 で は な いわ 。 彼女 が …」 ュー 
間 エス テル べり ウス 
賠 ?e 。 「 い か に も 。 わ ら わ が ノー ド ポ リカ の 統領 (ドゥ ー チ ェ )、 戦士 の 殿堂 ( パ 
。。、。 ヤス ト ラー も) 陸 末 作る ベリ ウス じゃ VN ns 
較 し 2 の HDPW 間 ko2 


|] エス テル 「 あ な た も 、 人 の 言葉 を 話せ る の で すね ]」 


に 「 先 刻 そ な た ら は 、 フェ ロー に 会 う て お ろう 。 な れ ば 、 言の葉 を 操る わ 


ら わ と て さほど 珍し くも ある まい て 」 


目 べ ベリ ウス Ce 
半 カロ ル 。 「 じ 、 じ ゃ あ 、 こ の 街 を 作っ た 古い 一 族 っ て の は ……-」 


蘭 xpox と 1 わら の CE も し 


隔 バテ ィ 。 [この 街 が で きた の は 、 何 百年 も 何 百年 も 昔 …… っ て こと は …」 


較べ ベリ ウス 「 左 様 、 わら わ は そ の 頃 か ら この 街 を 統治 し て きた 」 


パテ ィ 

口 を 開 か な い シ ャ コガ イ よ り 
うち ら の 方 が 信用 で きる こと 、 
間違い な い の じ ゃ 


闘技 場 都市 ノー ド ボ ポリ カ * 


っ た く 、 醸 華 な お 食事 付き か と 
期待 し て た の に 、 罠 と は ね 


あん た 、 鉛 宿 の 長 だ な っ 


に に に 


> か 


回 バテ ィ = [スゴイ の じゃ ll 

闘 レ ィ ヴ ウン 。 「… ド ン の じい さん 、 知っ て て 隠し て や が っ た な 」 
較べ 99 ス 。 | そ な た は ?1 で IO 
レ ィ ウン [ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス の 部 下 の レイ ヴ ン 。 書状 を 持っ て きた ぜ 。 いま さら あ 


の じい さん が 誰 こ 知り 合い で も 驚か ね え け ど 、 いっ た い どう いう 関 係 な の よ ?] 


レイ ヴ ン は ベリ ウス に 手紙 を 手渡 す 。 


較 ベリ ウス [人 魔 戦争 の 折 に 、 色 々 と 世話 に な っ た の じゃ や] 。 
閉 カロ ル 。。 [人 魔 戦 争 ……! な ら 、 黒 幕 っ て 噂 は 本 当 な ん で すか ?」 

圏 ベリ ウス [ほほ 確か に わら わ は 人 麻 戦 争 に 参加 し た 。 し か し それ は 始祖 の 鞍 長 ( 工 
、。  。 。。 ン テ レ ケイ ア ) の 務め に 従っ た まで の こと 。 黒 幕 な ど と 言わ れ て は 心 外 よ 」 


較 カロ ル 。 [人 魔 戦 争 が 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) ア ) と の 戦い シン 1 


ペリ ウス 「 い ずれ に せよ 、 ドン と は その 頃 か が ら の 付き 合い 。 あれ は 人 間 に し て お 


- く の は 惜しい 男 よ な 」 


開 レイ ィ ヴ ン  「 じ いさ ん が 人 魔 戦争 に か か わっ て た な ん て 話 、 初め て 聞い た ぜ 」 


置 ベ リウ ス 「 や つと て 話し た く な いこ と ぐら いあ ろう 。 で て 、 ドン は フェ ロー と の 促 


と ロー て 2 、 立ち を わら わ に 求め て いる 。 お あの 剛 毅 な 男 も 、 フェ ロー に 街 を 朋 わ れ て 


mn 、。 は の な わ ぬ よう じゃ な 。 無 過 に は 出来 克 原 いよ 。 一 応 承知 し て お こう か の 
開 レイ ィ ヴ ン 。 [ぬい て 。 いい 人 で 助かっ た わ 」 に 
義 ユー リ 。。 「 街 を 股 う の も いれ ば 、 ギ ルド の 長 や っ て ん の も いる 。 始祖 の 半 長 ( 工 
コン シク イア ) つ で の ほめ 89 中 1 
凍り ウス | 科 た らら 人 提 有 b じ < る る 1 や | 


| つむ お つむ 、 その 通り な の じゃ 」 


2 巧 ベ リウ ス ー [さて 、 用 向き は 書状 だ け で は ある まい 。 の う 。 満 月 の 子 よ 」 


「 わ か る の '? エス テル が 満月 の 子 だ っ て ……」 

[我ら 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 、 満 月 の 子 を 感じ る 事 が 出来 る の じゃ 」 
[エス テリ ー ゼ と いい ます 。 満 月 の 子 と は 、 い っ た い 何 な の で すか ? わた し 、 
フェ ロー に 居 まわ し さき 専 と 言わ れ ま し た 。 われ は どう いう 意味 な ん で すか ?] 

「 ぷ む お 。 それ を 知っ た と ころ で そ な た の 運命 が 変わ あか は わか ら ぬ が …-」 

_「 ベ リウ ス 。 その 事 な の だ けど -…-」 RI 
ーー や ーーーーーーー 

。 [お 。 何 か め る と いう の か ?] 。 4 


部 屋 の 外 か ら 便 撃 、 そし て 人 が 倒れ る 斉 が 聞こ える 。 OR 


「 な ん の 騒ぎ だ よ 、 Mo だ い 」 


扉 が 開か れ 、 ティ ソン と クリ ント が 入っ て きた 。 


、「 表 に 見 つけ た ぞ 、 始祖 の 譜 長 ( エ ン テ レ ケイ ア の 1 魔物 を 率い る 悪 の 根源 め 


05 人 人 の 大 J ロ ル 。。 「 テ ィ ン ン ! 首領 (ボス) に 
omo テ コ 「 こ れ は カロ ル 君 ご 一 行 。 化 け 物 と 仲良 く お 話す る と は 変わ っ た 趣味 だ な ]」 


_ 闘技 場 で 凶暴 な 魔物 ご も を 飼い 慣らす 、 人 間 の 大 敵 ! 覚悟 せよ 、 我 
_ が 丸い ば ) の 錆 と こなれ! 


「 カ ロ ル の 知り 合い に し て は 、 ガラ が 悪い の じゃ な 」 
生 M だ 、 と の きき う CEW の は 生生 ー ーッ 生 の 2 
残念 な の じゃ 、 乱暴 者 に 名 乗る 名 前 は 持ち 合わ せ て お らん の じゃ 」 
ん …… 名 乗れ ね ぇ 事情 で も あん の か ?] ある 
ナン は で さこ コッ ルー CC の 
「 お ? 気 に な る か ? 今頃 、 闘技 場 で 魔物 狩り を 指揮 し て る 頃 だ ろう 
、 よ 。 俺 ら 魔 狩 り の 剣 (マガ り の ツル ギ ) の 制裁 邪魔 する 奴 ぁ 、 人 間 だ っ 
っ 。 5 で 四 較 し PUMKEN に 
較 クリ ント 。「 か か っ て こない な ら 、 俺 か ら 行く ! さあ 相手 に な れ 、 化け 物 !! 


ベリ ウス に 町 りか か る クリ ント 。 ベリ ウス は 片手 で 剣 を 受け 止め る 。 


ま ぬ が ナ ッ ツ の 加勢 に いっ て も ら え ぬか 」 


粒 コ ー リ 5/8 は 大 MK な の DI 
胃 ベリ ウス ” 「 た か が 人 な ど に 後 れ は 取り は せ ぬ ] 
還 WI 0 6'{{、〈、 


圏 ベリ ウス  「 す まめ ぬ な 」 


統領 私 室 を 出 て 、 すぐ さま 闘技 場 へ 向かう 一 行 。 道中 に は 、 戦士 の 典 堂 (バレ スト ラー レ ) 


の ギル ド 員 が 倒れ て いる 。 

半 ロ ん ioeuoicn の ylmoa ュー 
回 : に 還 ー ジ ヤ ツ 陳 テキ と キ ・: あ 
人 


識 エス テル  「 い 、 今 、 わ た し が …-」 


首 を 左右 に 振る ユー リ 。 


由 ジュ デオ ス 全 PICGS 村 Ci 5 2 
リタ 「 サ ツウ ッ て 生前 必 了 生 oo 1 こ 0 
2 


スキ ッ ト 騎士 団 と 魔 狩 り の 狙い 


闘技 場 は 現在 、 
魔 詩 り の 剣 が 制圧 し た / 
速やか に 退去 せよ / 


事 な ん だ か ら 


「 お まえ も ドン に 命令 


較 レイ ヴ ン 「 あ あ 、 02 何 の 関 係 が ある っ て ん だ ?| 


レイ ヴ ン の 話 を よそ に 、 駆け 出し て いく ジュ ディ ス 。 


癌 カロ ル 「 ジ ュ デ ィ ス ! どう し た の 1」 

ON INIT 9 
| の 入 の eo 0 了 
還 コ ユー 。 < で 中 で ここ 
時 レ ィ ヴ ン ”  「 え えい ! こっ ちの 話 、 終 っ て ね ぇ っ て の に … 1 
闘 ナ ン 。 [待て ! 退 去 し ろ と 言っ て いる だ ろう !」 

回 ウー iz の os いる ん だ 。 あい つら は 味方 だ うち 。 ほっ と け 」 
NH: 1 クシ ーー] も WO うち 

開 ナン BMN 。 9 い IS 1 


関 ュー リー の AD 
8 
カロ ル 「 ボ 、 ボク ら は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) だ !」 


ギル ド 員 「 な ん か が 知ら ね ぇ が 、 魔物 に 味方 する 奴 は 死ね !」 


行 が 魔 色 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) を 蹴 散 ら す と 、. エス テル は すか さ ず ナッ ツ を 治療 する 。 


ナッ ツ 。 無 吉 の よう だ の 


キー イオ ゲオ キン サナ オタ オマ ナオ 


キー キー モー ベー ンー で ーー ネー ンー ネー マー て 


ベリ ウス 様 / お 気 を 確か に / 


ベリ ウス 様 / 


賠 ナッ ッ ーー と の の ーー に の ピン ペン ツ 要 0 
ウッ | 作 5 の 5 打 に 合っ 8458 に し 
悦 ナッ ツ ” 「 あ ん た 治療 術 (ちゆ じゅ つ ) 師 だ っ た ん だ な 。 お か げ で 命拾い し た よ 」 
話 (ティ 「 ベ リウ ス の 方 は 大 丈夫 な の か の …?] 

突然 ガラ ス の 割れ る 音 が し て 、 ベリ ウス と クリ ント 、 ティ ソン が 落ち て くる 。 。 
0 わり ニー らき NE 
圏 < り 2 ス 0 3 あ だ や る が 、 大 間 ご も 上 1200 
剛 2 クリ ント  「… こ の -…… 悪 の 根源 … め …-」 コー 
義 ユー リ )※。 「 あ いつ が 悪 の 根源 ? ん な わけ ね ぇ だ ろ 。 よ く 見 て みや が れ !] 
還 クリ ント 。 [魔物 は 悪 と 決ま っ て いる ……! ゆえ に 、 狩 る ……! 魔 狩り の 剣 ( マ 


ガワ の ツル ギ ) が 、 我々 が ……!| 
開 レ ィ イヴ ン [この 石頭 ども !」 


間 ティ ソン [に の.…- 魔 物 風情 が あぁ ……!」 


べり ウ 2 に 押 55 る ティ ツン ショ ティ ス が ES 


園 テ ッ ーー DI 1 トン Rh 
開 エス テル [すぐ に 治し まま 中 。 
隊 ベリ ウス  「 な ら ぬ 、 そ な た の 力 は …-」 


問 ジュ ディス  「 だ め 」 

エス テル が 所 術 を 使う と 、 ベリ の 全 人 等 がり は じ 6 る 。。 

『 計 これ は 50: らしい 隊 光 ek 」 ke 

FE 7 eg …] 
ーー PE 


。 「 な ん じゃ !?」 


遅かっ た …… H 2 2 ) 
「 わ た し の せい ・ Sh ァ 」 


「 あ の まま 暴れ られ る と 闘技 場 が 崩れ っ ちまう ぜ !」 
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OiIiIIlblObOD1 ゃ O+lO+l+ctctctc+czc+zczczczczc 
OORIIINN 層 MININMMMNIMMSNN 
開 ユー リ = "「 マ イベ ー ス だ な 、 お っ さん は 。 ま 、 そ れ だ けが 取 柄 か 」 
開 レイヴン 「 そ れ は ちと ヒド イ ん じゃ な い 。 そ れ 以 外 に も 取 柄 は ある わ よ 」 
開 コ ユーリ ” 「 ま 、 そ れ は どう で も いい けど ] 、「 
開 レ ィ ヴ ン [し か し 、 びっ くり し た わ 、 ベリ ウス が あん な 化け 物 …… 失 礼 、 始祖 の 款 
_。、 本 ゲル レク polgf 
義 ユー リ |” 「 あ あぁ 。 で も 、 人 魔 戦争 の 黒幕 だ っ て 話 は 嘘 だ っ た みた い だ な 」 
開 レイヴン” [「 国 が ノー ド ポリ カ の 占拠 を 正当 化す る た め っ て と こじ ゃ な い 」 
関 ユー リ [だ ろう な 。 で 、 そ っ ちの ドン の 孫 、 だ っ け か ? 一 体 、 ど うな っ て る ん だ ] 
開 レイヴン [この が 、 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) に 人 情報 掴ま され て 先 
、 、 た NM) 、 、 、 、 TI 
剛 ハリ ー 「 ド ン の 盟友 が 魔物 に 捕まっ て る っ て 聞け ば 、 助け な きゃ っ て 思う だ ろ 。 
し か も 、 そ の 魔物 が 聖 校 ( ア バテ ィ ア ) ま で 持っ て る と 言わ れ た ら ……」 
| IIUUSe22DSDEK や NMM Hm 
韻 レイ ウン 「 海 M の IN( リ ヴァ イア サン の ツメ ) が そう 言っ た そう よ 。 で 、 鹿 放り の 人 


(マガ り の ツル ギ ) の 手 を 借り て 、 魔物 を 選 治 し に 来 た っ て こと 」 


関 ユ ーッ _  「 実 際 は その 魔物 が ベリ ウス で 、 聖 核 (アパ ティ ア ) は 手 に 入っ た けど 、 
- BSe& ん は い ME だ た と | 0 
凍 h DOYTT や TOT010101 ゃ 1919$1$†?$†† や = 
開 レ ィ イヴ ン  「 お まえ 、 焦 りす ぎ な の よ 。 も っ と 情報 を 確認 し て 行動 し な いと ……」 
議 ハ リー ”"「< そ お 、 お まえ に 名 が も SS2G6 症 | "= 
開 レ ィ ヴ ン ” 「… し ょ う が ね ぇ な あ -……。 こい つ に と っ て ドン の 存在 は 重荷 な の よ 」 
開 ユー リ "じい さん が 偉大 だ と 、 孫 が 苦労 する っ て わけ か 」 
開 レ ィ イヴ ン  「 周 D り も こい つ に 期待 し すぎ な の さ 。 そし て こい つも それ に 応え よう と 
。 ERBANPSSI ャ で ャ "見 「 1「 チ 
関 ユー リ [戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) は 黙っ ちゃ いな い だ ろ うな 。 あ の 時 
- は 戦う し か 無かっ た けど 、 そ ん な も ん 言い 訳 に な ら ね ぇ ] 
開 レ ィ ヴ ウン” [ナッツ っ て や つ は わか っ て くれ た ん じゃ な い の ?]  。 
関 ユー リ ” [だ と 良い ん だ が な 。 ナ ッ ツ は 統領 (ドゥ ー チ ェ ) じ ゃ な い 。 他 の 連中 を 
。 、  、 MASNMe200  。  。 
開 レ ィ イヴ ン  「 ま 、 ど う 出 る か は お っ さん に は わか らん よ 。 と に か く ハ リー は ドン の と 
、 。 ころ に 連れ て いく わ 。 船 が 直っ た ら 、 ダン グレ スト の そば に つけ て よ 」 
IiI1I1I1+I0{1+{0O+O+O+0 べ ね と 
ユーUU 旨 6 と レイ コン 200G0O ' [00[O[XC キ ヒキ ト 〔 ト 〔 じ b ト じ † コ ツ つ 5 ウ 0〔0…0( の (0 「{〔「 


開 レ ィ ヴ ン  「 ど う 出る か な ん て 、 ほ ん と は わか っ て ん だ けど ね -……。 血 に は 血 の 制 


裁 を ……。 お 互い ギル ド だ も ん な ……」 
| バ (た INWW 
ドド 】 パテ ィ 「 う お 。 どう や ら 潮 に 乗っ て 、 北の方 角 に 流さ れ て る よう な の じゃ 」 


に 】 パ ティ  。 「 な ん の 。 最 初 か ら そ の つも り だ っ た の じゃ 」 


本 ユー リ 「 こ っ ちと し て は 船 の 運転 で きる ヤツ が いて くれ る の は あり が た いけ ど 


-_ 。 お まえ も 記憶 取り 戻す た め に 宝探し し な きゃ な ん ね ぇ だ ろ 」 


回 バテ ディ" 「 い い の じ ゃ 、 う ち は の ん びり いく の じゃ 。 人 生 は 真っ 赤 な ウサ ギ の 耳 よ 


_ り 、 ぬ る ぬる ウナ ギ の 胴体 より も 長い の じゃ ] 
関 ユー リ 「 ま 、 作 っ て 生き 急ぐ より は いい さ 」 


癌 バテ ィ 「 そ れ に こう し て ユー リ と いる 今 も そう 悪く は な い の じ ゃ 」 
閲 ユー リ 「 そ りゃ あり が た いな 」 


k | パティ 「 そ う 思 うと 過去 な ん か どう で も いい と 思え て くる こと も ある の じゃ 」 


っ 
PF 


ら ここ て - 


ye 


0 
で 


Se 
に 
に に 


… か ウー 


し か し 、 び っ くり し た わ 、 
ベリ ウス が あん な 化け 物 …… 
失礼 、 始 祖 の 緑 長 だ っ け か 


か て 


ドン の 盟友 が 諾 物 に 
生ま っ て る っ て 聞け ば 、 
助け な きゃ っ て 加 う だ ろ 


N 
に 


-) こ = 


実際 は ぞ の 魔物 が ベリ ウス で 、 
定 核 は 手 に 入っ た けど 、 助 け 
な きゃ な ん な い 相 手 は 死ん だ 、 と 


し 0 9 9 


周り も こい つ に 期待 し すぎ な の さ 。 
ぞ し て こい つも ぞ れ に 応え よう と 
が ん ば る も ん だ か ら さ 


どう 出る か な ん て 、 
ほん と は わか っ て ん だ けど ね …… 


うむ . ど う や ら 滞 に 乗っ て 、 
北の方 角 に 流さ れ て る 
よう な の じゃ 


に 3 


。 宮 


>Ym 


入 生 は 胡 っ 赤 な ウサ ギ の 耳より 、 
ぬる ぬる ウナ ギ の 胴体 より も 
長い の じゃ 


。「[…… で 6 だ か ら っ て お まえ は 記憶 探し を や め る わけ じゃ な いん だ ろ 」 


ーー 「 う お -…… 祖 父ちゃん の こと …… ち ゃ ん と 知り た い の じ ゃ 。 うち が この 先 、 


どう し て いけ ば いい の か 、 うち 自身 が アイ フリ ー ド と いう 名 前 に どう 向 


き 合 えば いい の か 、 知る た め に 」 
、。 の だ っ た ら 、 い つま で も オレ た ちと 一 一 緒 っ て わけ に も いか な いよ な 」 


、。 PIN ・CL つら 5 は 人 で いる より 誰か が と いた 方 が 数 倍 よ いこ と に 気 


付い た の じゃ 。 に が ら 記 人 が 戻っ た ら また だ ユ ー リ た ちと 旅 を し た い の じ ゃ 」 


EE。 ひ IZPCPHEDIPN2 計 OB 
仲間 た ちと 話し た あと 、 ユー リ は 和 宮 に 戻っ て 休 お 。 翌日 一 行 は 四 板 で 話し 合う 9 = 
岡 り タ ※”〔… 「 な ん が 、 許 舌 ( プ ラス ティ ア ) の 瑞 可 は すん だ 5 よ 」 E 
ーー 


es お っ さん が 持っ て いっ た げ る よ 。 ほれ 」 


聖 核 (アカ ティ ア ) の 事 が も っ と わか れ ば 、 フレ ン の 気にいら ね ぇ 動き 


6 の 理由 も 少し は わか る か も し れ ね ぇ 」 


Sr 開 レイ ウン  「[ じ e、 ド へ の 提 波 し は お っ さん が し て あげ る ま 」'')1)0 や 0 9 1・ 
ROBE 

2 タン | 「 和 振り 合う も 他 生 の 線 っ て 言う か ら ね 。 それ くら いな ら 湖 々 の 明 量 ( 

OM 2 レイ プ 9 ェ スペ の の ため に 動く ね ss)。) 〇 | や bt1 1 も 10100V ヅ . 

議 02 2EUBR2SS2KBS nh hh 

問 カロ ル | し 


1 うち も ダン クレ スト に 行く の be」 っ 
2 「 オ レ た ちと 来 た 方 が 得 な ん だ っ け か 。 まあ 操船 し て も ら う 以上 、 オレ 


た ち に も 都合 は いい けど な ] 


「 別 に それ だ け で は な い の じ ゃ 。 ゲン グ レス ト に 記憶 の 手がかり が あり 


こ Pfrda 


| アイ フリ ー ド の きだ ( そう だ か ら 一 緒 に 行く の じゃ 。 前 に ダン グレ スト の ドン は 、 アイ フリ ー ド 
0 
開 レ ィ ヴ ン [ん 2? あお. 帝国 と 戦っ た 時 に アイ フリ ー ド が ドン に 協力 し た っ て 話 だ けど 」 
回 ティ 「 も し か し た ら 、 ド ン に うち の 記憶 の 手がかり を 教え て も ら え る か も し れん 」 
開 ユー リ 「 そ うい うこ と な ら …… じ ゃ あ 、 一 緒 に 行く か が 」 


開 レ ィ ヴ ン な ん か 、 じい さん 、 大 人 気 だ な 。 忙し く て 目 回 さ な き ゃ いい ん だ が 」 


「 し ば らく は そっ と し と きま し ょ 」 
「 だ な 」 
「 ジ ュ デ ィ ス は …… ど うし た の か な ……。 ね え 、 ド ン に 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) 


届け た ら 、 ジュ ディ ス に 会 い に 行か な い ?」 


開 ユー リ 「 あ あ 、 そう だ な 。 控 を 破っ た 人 間 を 、 見 過ごす わけ に も いか ね え し 」 
癌 カロ ル 「 う 、 うん 。 ちゃ ん と 理由 を 知ら な いと 」 

開 ユー リ 「 で も 、 まず は ダン グレ スト だ 」 に 

還 レイ ウン 「 ト ル ピ キ ア 大 隊 の 南岸 に 方 が つけ られ る 浜 が ある よ 。 そこ か ら 上 


サブ イベ ント 虚 月 ユー リ の 下町 の 生活 = 下町 に 泊まる と 、 テッ ド か ら ユ ー リ と フレ ン の 話 を 聞け る 
馬 司 お金 も 大 事 だ ね ョ 老人 た ちか ら 商 売 と お 金 の 話 を 聞い た パテ ィ が 、 何 か を 関 く 
スキ ッ ト ジュ ディ ス の 正体 バー ティ 崩壊 の 危機 


俸 は こい つ 轄 れ て 、 
ドン の と ころ に 顔出し て くる わ 


2 、 電 みん な と は 聞け な い …… 


| エス テル 「 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) の 話 も 聞け な いで し ょ うか ?」 


閲 ユー リ 「 そ りゃ 長い 話 だ ろ 」 

リタ 。。  「 そ う よ ね …」 

1 人 で 姜 き ほめ る /( チ 2 NR 

隊 U タ 5 [ ち o と あん 直 に の 加 べ 生 く の よ 和 SA の っ 5. こ の こと が 
層 :| バテ ィ 「 う ち 、 この 街 に 来 た こ と が ある の じゃ …… た ぶん ……」 

病 リッ ”"” ~"「 ま た 、 た ぷん 、 ね …-」 

開 ユ ー リ 。 [そり ゃ 、 ア イフ リー ド に も ゆか り の ある 街 だ し な 。 じい さん に つい て 来 

。 - - 。 て た と し で も お が じ 倍 MMS の O が 呈 P 

ト 問 バテ ィ  ” 「 ほ じゃ な 。 ち ょ っ と 、 辺 り に 話 を 聞き に 行っ て みる の じゃ 」 mm 

関 ユー リ 。=。。 ニ レー ド ポ リカ や マン タイ ク ん 時 みた い に な ら な いよ う 気 を つけ ろ よ 」 
本 バディ 。 。「 わ か っ て る の pl 

関 エ ユー リ 「 先 に 宿屋 に 入っ て る か ら な 」 

パテ ィ は 街中 に 駆け 出し て いく 。 ユー リ は 残っ た メン バー に 語り か ける 。 。 

開 ユー リ =” 「 さ て 、 と …-。 大 人 し く 宿 で 待っ て よう ぜ 」 PE 

宿屋 で 休 お こと に し た ユー リ た ち 。 

内 リタ 「 あ た し と エス テル は 中 で 休ん で る か ら 」 9 


回 エス テル ほえ … で DS 


あたし と エス テル は 
中 で 休ん で る か ら 


ーー ー 
リタ 「 そ 。 わか っ た 」 
街 を 散策 し 、 宿 に 戻っ て きた ユー リ 。 


本 020600 MNT (>) ゥ ぅ ゥ ぅ ? ヶ >. 


加 ラ ビー ドド | ワン 


宿屋 の 主人 「 お 連れ さん は 、 先 に 入っ て お られ ます よ 」 


ー リ が 眠り に つい て し ば らく する と 、 エス テル に 起こ され る 。 e 


同和 5 し 1 ユー リ 』 引き で NEaM 人 WU の 0 
関 ユー リ 「 ん ? ああ ……… 寝 ちまっ た か 」 


開 レイヴン 。 「 寝 ば すけ さん 、 お は よう …… っ て 時 間 で も な いか 」 
還 ユー リ 「 あ あ 2 お っ さん っ 力 ロ ル は 2 


同 コ ーッ 。 「 一 人 で ? らし くね ぇ な 。 どこ に 行っ た ん だ ?] 


り 泌 開 レ ィ ヴ ン [これ は 俺 様 の カン だ が ……。 お そら く 背徳 の 鮨 っ つつ 一 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ 
Eee 論 。。 還 還 還 語 議 較 イア サン の ツメ ) の 根城 に 向かっ た ん じゃ な いか な 」 
IP WI 0 2 
回 | エス テル [ 海 凶 の ( リ り ヴ ァ イ ア サン の ツメ ) の 首領 (ボス ) っ て 、 あの イエ ガー で 
に 0 2 


面 切っ て ぶつ か る ハメ に な っ た ら 、 商売 上 が っ た り だ ろう か ら な 」 


AWK 

開 レイヴン 「-…。 っ つ 一 わけ で 、 悪い けど 今 ドン は この 街 に いな い 」 1 
cioreceo- 信 識 職 関 ロー リ = ニニ [ん じゃ 、 行 < か 。 海 凶 の ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) の 根城 と や ら に 」 
' 人 っ NAO カツ 全 洋 8 の に ーー on | 

関 ユー リ |) 「 じ いさ ん の 相手 が 海 凶 の 爪 (リヴァイアサン の ツメ ) か も っ て ん な ら 、 

。 放っ て も お け ね ぇ 。 手 を 出さ な いと は 限ら ね ぇ 連中 だ し な 」 

閥 リタ = = 「… ま ぁ 、 い っ か 。 待 っ て る の は 性 に 合わ な いし 」 も 

関 ユー リ | 「 バ ティ の 奴 も 戻っ て な い の か 。 し ょ う が ね ぇ …… 置 いて く か 。 。 

2 ジラ イル は 人生 5CRI 33 の 。 を 3 

時 ス わた し ゆ … や WU に ーー 

議 和 ステ 才 GPP22 あ ん た 、 いま 、 あん まり D…」 


開 レ ィ ヴ ン 。 「…- 背 徳 の 能 が どこ に ある の か わか っ て ん の ?」 由 
関 ユー リ 「 お っ さん が 知っ て る だ ろ 。 一緒 に 来る まな ?] 3 
BE 0 
関 ユー リ 「 決 まり だ な 。 じゃ あ カ ロ ル を 拾っ て …」 
その と き 、 宿 の 外 か ら 大 勢 の 声 が 聞こ える 。 = 。 
NAO 四 
リタ 「 橋 の ある 方 か ら 聞こ えた みた い …-」  。 Na 
ーー 人 
凍 ます 5 まじ 
凍 疹 に た 間 の 馬 の い 和 ーー 
ON Se 結 


央 テル 「 あ そこ 、 22 6 


病 レイ ヴ ン 「 符 て 全て 落ち 着け お め 一 ら 。 こり ゃ 何 の 騒ぎ よ ?] 


ユニ オン の 男 C 「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 連中 が 、 へ リオ ー ド の 辺り まで 乗り 込 
ん で きた らし い 」 


開 レ ィ ヴ ン [こっ ちの 非 で 向こう の 頭 が 殺 ら れ た ん だ 。 話 を つけ に 来る の は 当然 よ 」 


ユニ オン の 男 C 「 ド ン が いな いと わか っ た ら 、 奴ら 暴走 する か も し れ な い 。 オレ た ち が 、 
奴ら か ら 街 を 守る ん だ 。 ここ 


ユニ オン の 男 D 「 ダ ング レス ト は 負 国 か ら 独立 し た ん だ ! 士 団 な ん ざ に と や か く 言 わせ ね ぇ 中 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 押 定 は まだ 結ば れ て ね ー っ つの -…」 3 


ギル ド 同 士 の 戦争 に な っ ちゃ 


関 | カロ ル 「 ユ ー リ ! みん な ! どう し よう ?! ギル ド 同 士 の 戦争 に な っ ちゃ う ! 


ー ド ン が いた ら こ ん な 事 に は ーー…・ 」 


E ユーリ ドン は 尊 き 徳 の 館 っ て 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) の 根城 に 行っ た 


開 カロ ル 。。 「 え ! それ ホン ト ! 


エス テル 「 お そら く …… で すけ ど …」 


閲 ユー リ 「 オ レ た ち は 今 か ら そ こ に いっ て みる 。 一 緒 に 来る か ?」 


癌 カロ ル 「 で も 、 ドン 、 そこ て に いな いか も し れ な いん で し ょ ?」] 

りり グ 。  .「 お っ op の 26 且 っ ュー シ 20 っ 
閉 カロ ル  「 も し いな か っ た ら ……。 ドン を 探し て る 間 に 戦い に な っ ちゃ っ た ら 
wm。 ユー サチ ーー の うし まっ どら た らし LU も だ ろ スラン 
義 ユー リ 。。 「 背 鼻 の 館 は オレ た ち だ け で 大 丈夫 だ ろ 。 カ ロ ル は 自分 の 思う よう に や 


国 カ ロ ル ー の 町 2 3 に De こい か 5 を いい の で すわ ど ーー 


周 リタ 「 仕 方 な いわ 。 ドン を 追う 事 と ここ に 残っ て 街 を 守る こと 、 同時 に は 出 


_ 来 な いん だ か ら 」 


同 エス テル に [ドン が 夷 『 徳 の 館 で 見 つか る こと いい の で すけ ど に ] 


閲 ユーリ 「 オ レ た ち も 行く ぞ 。 ドン の 遊び 相手 が 本 当 に イエ ガー だ っ た ら 、 タダ 


で す お と は 思え ね ぇ 」 


賠 レ ィ ッ ウン 「 ち ょ 、 場所 わか っ て ん の ?! ずっ と 西 に 行っ た と こよ ! っ て ゆっ か お 


いて く な ご] 


街 の 西側 の 出口 に 向かっ た と ころ で 、 どこ か ら と も な く 声 が 響 く 。 


パテ ィ [人 つの じゃ ああ 」 


門 = な 2 
悦 パ ティ ー 2 2 


癌 ユー リ 3 Pe te 
回 1 


お と ころ な の じゃ 」 


2 ユー リ 「 そ れ じ ゃ か あ 、 つい て こい 」 
開 レイ ヴ ン _「 ち ょ い 待 ち 」 


閲 ユー リ 「 な ん だ よ 、 お っ さん 」 


も て nn エ の 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 こ っ ち は ア ウェ イ だ 、 アウェー イ 。 準 備 万 端 の 向こう に こ て ん ば ん に や 


られ た ら 、 お し まい だ か ん ね ー」 


28 


:3/1 お し ゃ れ ギ ルド お し ゃ れ ギ ルド に ファ ッ シ ョ ンチ ェ ッ ク さ れ 、 アイ テム を も ら う 
P.515 | ギル ド の 衝突 に つい て / ド ン 、 早 まる な ドン に 会 いた い 


で - 


っ 


で 
信 


ee ッ ま ww 


コ 


Se 


に ここ 


マネ マネ タイ で ネッ マネ ママ パー 


オレ ら も 便乗 と 行き ます か 


どう し て ジュ ティス が 
魔 対 り の 剣 に 狙わ れる ん で し ょ う 


恒 の 前 で 、 ゴー ope 
通し て っ て いっ て る で し ょ ー-」 


_ 「 そ ん な も の は な い 。 通せ 。 あの ドン が 来 て いる ん だ 。 お まえ た ちと 話 
し て る 暇 は な い 」 
「 や っ ぱ じ い さん 、 ここ に 来 て る ん だ な ……」 


ッ ト  「 そ ん な の 知っ た ら ほ っ と け な いで し ょ 」 


、  「 構 わな いか ら 早く 通せ 」 


仙 C OSN WW NMNWMES 本 


ン [連中 が ベリ ウス 狙っ た の は 、 ハ リー の 依頼 だ か ら っ て だ け じ ゃ 無い っ て 


_ な 女 共 も 入っ て いっ た し な ]」 


。-「 自 人 で で 決め る 。 そう だ っ た よ な ? 行く で 」 


お は 海外 の (リヴァイアサン の ツメ ) の アツ ト 、 背徳 の 館 に た どり 着く 。 あの 
「 ど う や ら 、 ここ が 背徳 の 館 ら し いな 」 


「 す ご い 千 人 備 で す は 」 


「 し ば らく 様子 を 伺っ て みる が よい の じゃ 」 


_  「 あ ん ま の ん 気 に も し て られ な いん だ けど ね ぇ 」 ' 


「 し っ 。 何 かも や め て る ぜ 」 


[戻る タイ ミン グ が 良 すぎ る っ つっ て る ん だ 。 あん た た ち が 本 物 だ っ て 


_ 証明 で きる も の ある の か ?] 


「 ビ ン ゴ な の じゃ 。 話 を 聞く チャ ンス な の じゃ ……」 


「 あ ん た た ち は 魔 狩り の 剣 (マガ り の ツル ギ ) が 電 使 い を 狙っ て る っ て ネ 
タ を 探り に いっ た は ず だ ろ ?」 


、 SUGD ら 。 テム ザ 山 へ 向かう 前 に ドン が ここ に 向かっ た と いう 情報 を 得 た 
と 言っ て いる 」 


「 魔 狩り の 剣 (マガ り の ツル ギ ) が ジュ ディ を 狙っ て る だ と ?」 
[早く 通し て よー! 戦い に な っ ちゃ っ た ら ば 、 君たち じゃ イエ ガー 様 の 


、 役に立た な いで し ょ 因 


[< っ …。 通し て や る が 何人 か つけ る ぞ 。 - それ で いい な 四 SN 


「 ラッキ ー 」 敬 備 が 減っ た ぜ 」 0 。 シン 


_「 オ レ ら も 便乗 と 行き まま すか 」 


「 な 、 な ん だ お まえ ら ] 


ー リ た ち に 気づい た ギル ド 員 を 、 ラビ ピー ド が 足止め する 。 


[な っ 


5 ] す 一 行 。 


[気付 われ て な いよ うだ な 」 


「 ど うし て ジュ ディ ス が 魔 狩り の 剣 (マガ り の ツル ギ ) に 狙わ れる ん で し ょ う 」 


人 B 核 (アパ ティ ア ) を 探し て る ん だ と し た ら 狙 い は あの 女 の 乗っ 


、 て た 竜 か も 。 あ れ が 始祖 の 痕 長 (エン テレ ケイ ア ) な ら 、 ベリ ウス の 時 み 


た い に 聖 E 核 (アバ ティ ア ) が 生ま れる の か も し れ な い 。 ・ Ai 死ん だ と き に 」 


事 か 。 連 中 が 聖 核 (アバ ティ ア ) を 欲し が っ て る 可能 性 は 否 否定 で き ね ー - な ] 


、「 ジ ュ デ ィ 粗 ……」 


「 ジ ュ デ ィ も 心配 だ が 、 ドン の じい さん の 方 が 先決 だ ろ ? あの 賑やか 


「 じ ゃ な 。 ここ を さっ さと 片付け る の じゃ 」 


_「 あ あ 。 急ぎ ます か ね ] 


ステ ル 。 仲間 の 視線 に 気づい て 口 を 開く 。 


[いえ 、 た ご ジュ ディ ス か 心配 で 」 


1 な 委 放 上 当 っ て ここ に 合 め る みな ーー 。 


「 で も 、 ド ン は …-」 


回 エス テル  「 わ た し も ! 行き ます ! 今 ドン を 放っ て ジュ ディ ス に 会 い に い っ て も 、 


きっ と 怒ら れ ち ゃ いま す 。「 あ な た の 目的 は 何だ っ た の ?」 っ て ……」 


開 リ り タ "= 「-…- 大 丈夫 よ 、 あ の 女 な ら 。 強い ん だ か ら 」 
関 ユエ ー リ 。。 「 じ ゃ 、 と っ と と ドン の じい さん 連れ 戻 そ う ぜ 。 や ら な きゃ いけ な いこ と 
が また 増え た し な 」 


エス テル 。 「 は い 中 


令 に 入る と ら 階 で ドン と イエ ガー が 対 時 し て いる 姿 が 目 に 入る 。 


回 エス テル  「 あ 、 あ れ …-」 


ワン [DU さん HH 5 線 り 0 00OO>0 0 キー 


Fm バテ ィ [あれ が … に ドジ シー の 
駆け 出す 一 行 の 前 に 、 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) が 立ち は だ か る 。 。 5 
回 コー シ シュ Et っ 0 
_ 「 お っ さん 、 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) は 手 を 出さ な いっ て 言っ 
っ 2 孝二 下 か ら た っ は りー の 
同 ドロ ワッ ト  「 仕 掛け た の は ドン の 方 よん 」 


韻 レ ィ ッ ン 「 な ん だ と ? それ じゃ じい さん 、 や っ ぱり ……」 


 「 何 し に き や が っ た ! バカ や ろう が 若い の まで 連れ て き や が っ て 」 


_「 エ クセ レン ト な 江 出 、 感謝 感激 、 サン キュ ー よ !」 


レー トー 
| モス テル [イエ ガー を 販 ら で 美 に Hs ST、 5 
| 追 追う う で 1 | 


スキ ッ ト ジュ ディ スピ ンチ に つい て /「 海 凶 の 爪 」 の 本 拠 地 
戦闘 会 話 屋外 で の 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) と の 戦闘 / ホ ー ル で の 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) と の 戦闘 


|PART フ 


凛々 の 明星 編 


奥 の 一 室 に 入る と 、 ド ン と イエ ガー が に ら み 合っ て いる 。 そ の 前 に 立ち は だ か る ゴー シュ と ドロ ワッ ト 。 


人 me ンー ここ こっこ 92KCS 了 5:R0 す 8 ここ で いさ 2 ここ まさ か ユー が こん な 強引 な 


イエ ガー  。 「 ま さか ユー が こん な 強引 な プラ ン で くる と は ……」 フラ ン で く s と は ーー 


ドン | て め ぇ に 生き て られ る と 世の中 や や こし く て し ょ う が ね えん で な 」 
識 イエ ガー  「 ユ ー 自 ら が ユニ オン の 控 に 反し て 私 闘 な ん て する と 他 の 5 大 ギル ド も 
ウリ) 抽 3 プ ウ スイ 2 に も) - の ラコ 0 
本 Wa 「 覚 恒 の うえ よ 。 だ が 、 夜 が 明け ちまっ た 。 て め ぇ の 力量 を 計り 損ね て た みた 


馬 ンー に 払う 代償 は 用 意 し て ある 」 うく クッパ イ で ー タ 
加 し イヴ ウン | WW ハハ ハハ へ 

半 コー リ こっ ちの 落と し 前 が まだ だ ぜ 、 イ ギガ ー ニ | 。 。 。 

有 議 イエ ガー  「 さ す が に 旗 色 悪い で ー す 。 グッ パイ で ー す | 0 0)|1t や t ト ミ 

凍り 5 特に 日 ヤヤ 

イエ ガー、 そし て ゴー シュ と ドロ ワッ ト は 、 窓 を 破っ て 外 へ 逃げ ば る 。 

証 ユー リ 。  「 ち っ ホン ト 列 叫 0 貞 PC ド "0 oooOO0T 0 

ドン 。。。 「 お まえ ら は 何だ 。 應 首 そ ろ え て こん な と ころ まで 来 ち まい や が っ て 。 


ん の そこ の チビ ピ ッ こ い の 」 


パテ ィ 。 。。「 チ ビッ こい の で は な い の じ ゃ 。 パティ な の じゃ 」 


間 ド ン 「 す まね ぇ な 、 パテ ィ か 。 ち ょ っ と 面 あ コ ッ チ に 見 せ て みろ 」 


ドン は パテ ィ の 顔 を の ぞ き 込む 。 


“て 


に 
NE 
0 


ee 


1 < る de 


Re 
抽 


かー ジ 


パテ ィ 

ある 理由 が あっ て 、 

うち は アイ フリ ー ド の 足跡 を 
追っ て る の じゃ 


gd 
た っ で 


で テー 


< か 


・ ホワ イ 


2 
ご ご 


けど 、 や っ ぱり か …… 


すま ね ぇ が ザコ の 補 手 は 任せ る ] 


ドン は 間に合っ た よう ね 。 


[ 了 ? 0 か ーー 全然 、 知ら な か っ た ぜ ] 


「 例 の 事件 の こと は 、 身内 と し て 色々 と や る せな いこ と も 多かっ た だ ろう な ] 


「 あ る 理由 が あっ て 、 うち は アイ フリ ー ド の 定跡 を 追っ て る の じゃ 。 友 達 


、 た つた ドン な ら 、 殺 か 知 っ て る の と 器 っ て 訪ね て きた の じゃ 」 
則 ド ン ” 。 [AA な ん て そん な 大 属 な も ん じゃ ね 自由 気まま な 奴 だ 、 俺 
は あい つが どこ で 何 を し て た の か 、 そ し て うど うし て る の の 、 そこ まで 
に 


貼 ティ 「 そ うか ……。 前 に …… ど こ か で 会 っ て な か っ た か の …… ?] 


件 才 。 … 條 と が か が さあ な 2 ea 
関 ユー リ じい さん の 朋 友 の 形見 (か た み ) だ 。 あん た に 届け て くれ っ て 頼ま れ た 」 
ユー リ は 蒼 窒 の 水玉 (キュ アノ シエル ) を 取り 出す 。 。。 
| 剛 ド ン  「 そ うか …-。 世話 か けた よう だ な 。 ちっ …… こ ん な 姿 に な かり や が っ て ……」 


賠 リタ 「 ね ぇ 、 その 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) っ て 一 体 、 何 な の ?」] 


導 ド ン " [に いつ ほな 】 2 
その と き 、 天 暴 に 扉 を 叩く 音 が 聞こ える 。 


ドン 「 語 し て る 暇 は ね ぇ 、 か egr・ 。 すま ね ぇ が ザコ の 相手 は 任せ る 」 の 
癌 リタ 「 ち ょ っ ] 


ドン は 窓 か ら 飛び 降り る 。 半 部 屋 に は 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) が 大 勢 入っ て きた 。 お 


問 ユーリ 「 こ りゃ オレ た ち も 逃 げ よ う ぜ 」 


開 レ ィ ヴ ン  「 悪 い 。 時 間 稼い で や っ て くれ |] 


PIDSP 


ギド 貞 と 旧 う ュー リ た 5。 WO 
凍 和 は の その 凍 時 91"  、 0 


開 レ ィ ウン  「 だ な ] 


同 ュ エス テル 


計 か 5 飛び 降り る の を た め ら う エス テル 。 


| エス テル  「 き ゃ っ 」 3 


スキ ッ ト 生き 写し 


ダン グレ スト に 戻る と 、 カロ ル が 馳 け 寄っ て きた 。 


開 レ ィ ヴ ン [ドン な は 間 に 合っ た よう ね 。 けど 、 や っ ぱり か …」 


胃 2 テル 「 や っ ぱり っ て 、 に 、 どう いう こと で す ?」 


開 レ ィ ヴ ン  「 ハ リー が 先走っ て 、 結 果 、 ベ リウ ス が 死ん だ 。 ノー ド ポ リカ の 統領 (ドゥ ー 
チェ ) の 命 だ 。 偽 情報 掴ま され て 問 違え まし た で 済ま され る わき ゃ な い 。 
ベリ ウス の 命 に 釣り 合う 代償 が 必要 っ て こと だ ] 

恩 | エス テル  「 じ ゃ あ 背 徳 の 館 で ドン が 言っ て いた 代償 っ て ……」 


閲 ユー リ 「 じ いさ ん 自身 の 命 か ……。 腹 切る 覚悟 を 決め て た か ら 、 控 を 破る こと 
人 に な っ て も イエ ガー を 討ち に 行っ た っ て の か 」 

問 カロ ル 「 そ ん な ! そん な の っ て !」 

カロ ル は 駆け て いく 。 


居 | エス テル  「 き っ と 他 に 方 法 が ある は ず で す !」 
開 レイ ィ ヴ ン  「 だ が これ 以上 どっ ち も 辛 抱 で き な い 。 一 触 即発 っ て や つ 。 この まま だ 
と ユニ オン と 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 全面 戦争 に な っ ちまう 」 


相 | バテ ィ 「 他 の 方 法 を 探し て る 時 間 は も うな いっ て こと な の か の -…-」 
エス テル トー | 2 で 。 
開 ユー リ 「…… オ レ も じい さん と ころ 行っ て くる 」 

広場 で は ドン が 正座 し て いる 。 駆け 寄る カロ ル 。 

賠 ド ン し っ か りな 、 坊主 。 首領 (ポス ) な ん だ ろ ?] 。 5 
開 カロル 。 「 で も 、 ボ ク な ん て 一 人 じゃ 何 も 出来 な い …」 

問 ド ン 「 だ っ た ら 助け て も ら え ば いい 。 その た め に 仲間 が いん だ ろ ?」 
閉 カ ロ ル 。 ドン … ロ 

賠 ド ン 「 仲 間 を 守っ て みな 。 そう すり ゃ 応え て くれ る さ 」 

問 カロ ル 了 の い 『 

ハリ ー 「 ド ン ! オレ も 一 緒 に …… 半 。 本 


開 レ ィ ヴ ン  「 人 野郎 が !] 
ハリ ー を 殴り 倒す レイ ヴ ン 。 
開 レイヴン 「 じ いさ ん 。 あ ば よ 」 


過 ド ン 「 レ イヴ ン 、 イエ ガー の 始末 頼ん だ ぜ 」 

開 レイ ィ イヴ ン  「 は は っ 、 俺 に ゃ 、 荷 が 重 過 ぎ る っ て 」 

間 ド ン 「 お め え に し か 頼め ね えん だ 」 

開 レ ィ ウン 「… ド ン 」 eo 

賠 ド ン  「 お 嬢 、 街 の 酒場 の 倉庫 か ら 地 下 に 降り て みろ 」 
冊 バテ ィ の 1 | 

賠 ド ン 「 そ こ に アイ フリ ー ド の 名 前 が 掘り 込ま れ た 壁 が め る 。 お め え も 奴 の 孫 な ら 、 

3 奴 が どん な こと に か か わっ て どう 生き た か 、 片 鱗 を 見 て お く の も 悪く ね ぇ だ ろ 」 
吉 バテ ィ [so ] と 
。 電 上 0 革 メッ パー「 お た く の 可 愛 い 孫 に や ゃ ずい ぶん 世話 に な っ た 」 

賠 ド ン 「 す まね ぇ こと を し た 。 あ の 人 バカ 孫 も れっきとした ユニ オン の 一 員 だ 。 


_ 部 下 が 犯 し た 失態 の 責任 は 頭 が 取る 。 それ が ギル ド の 控 だ 。 ベリ ウス 
の 仙 。 俺 の 首 で 許し て くれ や 」 


リタ 「 バ カ よ 。 ギ ルド な ん て …… ど いつ も こい つも バカ ば っ か …-」 
韻 ド ン 「 す まん が 誰か 介錯 頼む 」 
小刀 を 抜く ドン 。 静 ま り 返 る な か 、 ユー リ が 応え る 。 EE ら ー 
病 ユー リ 「…… オ レ が や ろう 」 
関 ドン  。 GO え 5 抽 球 除 BD だ He > 
関 ユ コー リ  「 お 互い 様 だ ] 
剛 ド ン  。  「 は っ 、 違 いね え 。 ユー リ 。 お め え の 将 来 (さき ) を 見 て みた か っ た が な 。 
- -ー 信人 ほ 先 に 地 本 で 休 再 寺 ま する ぽ ] ご 
閲 ユー リ 「 あ ん た が 行く の が 地獄 な ら 、 オ レ は あん た の と ころ に ゃ いけ そう に な いわ 」 
周 ド ン  「G ん 。 お め ぇ の 減ら ず 口 、 忘れ ね ぇ ぞ 」 の 
義 ユー リ ” 「 オ レ も あん た の 覚悟 忘れ な い ぜ 。 ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 」 

ドン の 部 下 た ち 「 ド ン 」」 
韻 ド ン AS て め え ら の 時 代 を 拓く ん だ ! いい な | 


| 
* 
* 
* 
パ 
天 
* 
1 
4 


| 
| 


こそ で 


 。 
うそ 


ナー 


が 3 に 
レ に に て 


テー 


キマ ネー ネ マ ティ イマ 


マー 


や 


な 


お っ さん は 多々 


k 連れ 回 され て る みた い 。 


ょ ー リ 

…… ギ ルド の 反 に 生き る こと へ の 
誇り …… 負 うべ き 責 任 

k。 避 ん だ 道 へ の 覚悟 … 


な ら 戦 士 の 殿堂 と 
話 を し て みよ うと 思っ た ん だ 


ュー ジリ 
お まえ に と っ て ギル ド は 、 
湖 々 の 明星 は そん な も ん な の か ? 


カロ ル 

一 流 の ギル ド を 作り た か っ た / 
ぞ し て ドン の 役に立ち た か っ た !/ 
認め られ た か っ た よ 》/ 


逃げ た く な い ……。 
逃げ た く な い の に 


リタ 「 お っ さん は 色々 連れ 回 され て る みた い 。 一 応 天 を 射る 矢 (アル トス ク ) の 一 員 だ し ] 

閲 ユー リ 「 そ っ か 」 

居 ] エス テル  「 パ ティ の 姿 も 、 さ っ きか ら 見 えな いん で すけ ど -…-」 

ユー リ 「 地 下水 道 か も な …-」 

回 エス テル  「 あ 、 ド ン が 言っ て た …」 

リタ 「 オ トシ マエ を つけ る た め な ら 自 分 の 命 を も 差し 出す 、 か ……。 ギ ルド 
に と っ て 搾 は そ を こま で の も ん な の ね 」 

閲 ユー リ 「…… ギ ルド の 搾 に 生き る こと へ の 誇り …… 負 うべ き 責任 ……。 選ん だ 
道 へ の 覚悟 ……。 ドン は 見 せつ け て いき や が っ た 」 

壮 リ タ 「 文 字 通り 命 を か け て 、 ね ……」 

還 | エス テル  「 責 任 …… 選 ん だ 道 …」 

癌 ユー リ 「 オ レ も …… け じ め を つけ な きゃ な 。 まず は オレ た ちの ギル ド 凛 々 の 明 
陳 G75E プ 008 へ KON 2 ーー ーー 

隔 | エス テル 。 「 ユ ー リ ? どこ へ ……」 

ユー リ [散歩 だ よ 」 3 

部 屋 を 出 て いく ユー リ 。 ん 人 

リタ 「 カ ロ ル の と こ 行 っ た ん で し ょ ] 

回 エス テル  「 カ ロ ル …-」 


酒場 の 近く で 、 カロ ル が うず くま っ て いる 。 


カロ ル 


「 ユー リ 本 の ボク PS 何 も 出 来 な か っ た Sse な ゃ 了 ドン も cv:e ユー リ た 


「 ジ ュ デ ィ は どう する 気 だ ? 探し に 行く ん じゃ な か っ た の か ?」 
「…… 行 け な い よ 。 もう 、 ユー リ と は 一 緒 に 、 行け な い ……。 ギ ルド の 


カロ ル の 肩 を つか み 、 立ち 上 が ら せ る ユー リ 。 


関 ユー リ 


「 お まえ に と っ て ギル ド は 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は そん 


な も ん な の か ? お まえ の 夢 だ っ た ん だ ろう が 」 


[一流 の ギル ド を 作り た か っ た ! そし て ドン の 役に立ち た か っ た ! 認め られ た か っ 
た よ ! ドン は ボク の 憧れ だ っ た ん だ ……。 で も 、 も う ド ン は いな いん だ …」 


カロ ル は ふた た び う ずく まる 。 


閲 ユー リ 「 だ か ら や めん の か ? ドン は 何 を 守っ て 死ん で いっ た ? それ が わか 
ら な い お ま え じゃ な い だ ろ 」 ) 

カロ ル [な ん で も 出来 る ユー リ に は 、 ボ ク の 気持 ちな ん て わか り っ こ な い ! ボク は コー 
リ み た い に 強 く な いん だ ! ユー リ や ドン みた い に は な れ な いん だ ! も う …-」 

義 ユー リ 。 「 カ ロ ル ! ドン が お まえ に 伝え た 事 は 何だ っ た ? ドン が 見 せ た 覚悟 も 
忘れ ちまっ た の か ?」 8 

カロ ル 2 ] 

病 ユー リ 「 オ レ は ギル ド と し て けじめ を つけ る た め に 、 ジ ュ ディ を 探し て テム ザ 山 に 行く 」 

カロ ル 「 え ……」 


[お まえ が や め て も 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は お わら ね ぇ 。 


も うお まえ だ け の ギル ド じ ゃ ね ぇ ん だ ]」 


そう 言っ て ユー リ は 去る 。 っ 
癌 カロ ル 「 う う 、 うう っ …。 逃げ た く な い ……。 逃げ た く な い の に …-」 


外 に 出 て いた エス テル に 会 う ユ ー リ 。 


に | エス テル  「…… カ ロ ル …… 大 丈夫 で し ょ うか ……」 

ユー リ 「 心 配 す ん な 」 

賠 エス テル  「 で も …-」 人 
調 イエ ガー  「 ボ ー イ アン ガー ル 、 ナ イス トゥ ミー トゥ ユー?」 
回 エス テル  “「 イ エガ ー……1 


イエ ガー と ゴー シュ 、 ドロ ワッ ト が ユー リ た ち に 近づい て くる 。 


関 ユー リ 


「 よく 顔 出せ た な 。 ケ ンカ の 種 ま い と いて 」 


上 | イエ ガー 


[ケン カ の 種 を ? ナン ノコ ト デ ス カ ?」 


ゴー シュ 
ドロ ワッ ト 


及 イエ ガー 


「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 刷 撃 は ユニ オン の 判断 だ ろう 」 
「 そ うそ う 、 ウチ ら は 情報 を 教え た だ け よ ん 文 」 
「 そ う で つま と ドゥ コー デシ ジー スタ シン 


イ が 大 ナッ スィ ン で す 。 本 当 に 惜しい ミス ター、 亡くし まし た デス 」 
| おま えら の 狙い は な ん だ ? ドン を 消し て 、 ユ ニオ ン を 掌握 し よう っ て の か ?] 


[ノン ノン 。 確か に ドン が いな く な っ て ビジ ネス は イー ジー に な り ま し た が …」 


「…… ド ン の 前 で 無粋 な 真似 は し た くね え 。 オ レ の 気 が 変わ ら な いう ち に 消え ろ 」 


| ミー も ドン の 死 を 悼む 気持 ち は 同 デース 。 党 の ここ ろ は シー リー」 


「 イ エガ ー も ドン を 悼 ん で いる ……。 わ た し 、 わか り ま せん …… 自 分 で 


「 ギ ルド 海 凶 の 爪 ( リ ヴァイ ア サン の ツメ ) に と っ て 、 ド ン は 政 魔 な 存在 だ 


「 あ あ 。 ド ン に と っ て の イエ ガー も 、 ギ ルド と 個人 じゃ 思う と ころ が 違っ た よう だ し な 」 


「 あ 、 は い 。 リタ と は 街 の 出口 で 待ち 合わ せ て ます 。 パ ティ に も 宿屋 に 


肝 イエ ガー 
閲 ユー リ 
由 | イエ ガー 
ト 』 エス テル 
ドン を 陥れ て お いて …」 
閲 ユー リ 
“ が …… イ エガ ー 個 人 に と っ て は 少し 違っ た の か も な 」 
也 | エス テル  「 ギ ルド と 個人 は 別物 っ て こと で す ?] 
問 ュ ー リ 
因 | エス テル  「 ド ン 自 ら が 控 を 破っ て 、 私 闘 を 挑む 程 で すし ね 」 
槍 3 ユー リ 「 さ ぁ 、 も う 行 こう ぜ 」 
回 エス テル 


言 付け を お 願い し て お きま し た 。 で も 、 カロ ル は …」 


街 の 出口 で 、 リ 夕 と 合流 する ユー リ と エス テル 。 


「 あ た し は も ちろ ん 一 緒 に 行く わ よ 。 言 っ た で し ょ ? エア ルク レー ネ 


「 わ た し も ユー リ と 行き た いで す 。 ジ ュ デ ィ ス が 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツ 


「 オ レ が 行く の は 助け る た めじ ゃ な い ぜ 。 ケ ジ メ を つけ る た め っ て 言っ た ろ ?] 


「 ジ ュ デ ィ が 一 体 、 何 を 知っ て いて 、 何 を 知ら な い の か …… 。 全部 話し 


「 な 、 何 言っ て こん の ! あく まで つい で よ ! それ より ギル ド の ケジメ っ 


リタ 「 カ ロ ル と パテ ィ は ?」 
還 ユー リ [は けい な D 配 する な っ 
リタ 
NO MP の 調査 は あん た た ちと する っ て 決め た の 」 
開 ユー リ 。。 「 そ うだ っ た な 」 近 
回 エス テル 
ル ギ ) に 狙わ れ て いる か も し れ な い の に 、 放っ て お け な い …」 
内 リタ 「 あ の 女 を 助け る 義理 な ん て な いで し ょ うに 」 
還 エス テル  「…… ジ ュ デ ィ ス は 一 緒 に 旅 し て きた 仲間 で す ……」 
閲 リタ ”"” [で も 、 船 の 駆動 麻 導 器 (セロ ス ブ ラス ティ ア ) を 壊し た 」 
同 エス テル  「 で も …-」 に 
開 ユー リ 
回 | エス テル 。 「 コ ユー リ …-」 
開 ユ ー リ 
て も ら う 。 ギル ド と し て ケジメ を つけ る た め に 」 
内 リタ 「 ま 、 結果 助け る 事 に な る か も だ けど 」 
回 エス テル 。 「 二 人 と も ジュ ディ ス が 心配 な ん で すね 
リタ 
が て も 肝心 の 首領 (ボス )、 ホン ト に 来る の ?」 
ユー リ 。 「 ア イツ は こん な と こ で 終わ りゃ し な い 。 必ず 来る 」 


「 あ 、 パテ ィ も 来 ま し た 」 


ドン が お 亡くな り に 
な っ た の で す 。 
オト ムラ イ が 大 ナッ スィ ン で す 


ジュ ディ が 一 体 、 
何 を 知っ て いて 、 
伺 を 知ら な い の か …… 


あ 、 パ ティ も 来 ま し た 


と た ーー た キッ 


と で 


2 た Ya に ac 


ーー っ ーー を - か ニー で 


ue 人 
SS 


ャ hw 


MC 


バウ ル っ て の と 9 漢 の 北 の 山 に 
住ん っ て た し な 


mW ツー サー ネー イサ イサ イイ で パサ トイ サイ や で や ・ 


レイ ヴ ン 
ん むん む 。 青 春 よ の う 最 記 


Py ああ 、 し く て を し く 2 
忠 が 温 く くら い に 泣 いて 
も う 一 滴 も 涯 は 出 な 


「 じ いさ ん の 足跡 、 ち ゃ ん と 見 て きた か 」 


「 う お む お …… し か と 、 心 に 刻み 込ん だ の じゃ 」 


> 何 が 少し で も 記憶 を 取り 戻す 材料 に な っ た か ?」 


「 そ うう まく は いか な いみ た いな の じゃ ……。 で も 、 これ し きのこ と で め 


げ て も いら れ な い の じ ゃ 」 
| っ つ Se だ な | 


まわ つ 消 し へ っ つ ち も 一 緒 に 行っ て も いい か の ?」 
「 構 わ ね ぇ ぜ 。 じ ゃ 、 行く か 」 


、 エス テル の 声 が 止め る 。 


「 レ イヴ ン は どう する ん で す ?」 


「 さ す が に 来 な いで し よ ょ 。 ドン を 和 失っ た この 街 を ほっ と け な い だ ろう し 」 4 


「 だ ろう な 。 お っ さん に は お っ さん の や る こと が ある 」 


「 ま 、 あ の お っ さん の 事 だ か ら 、 また と ん で も な いと ころ で 会 っ た りす る か も な 」 


「 で 。 2 


山 に 住ん で た っ て 言っ て た し な 」 


「 確 か に デズ エー ル 大 陸 の 北西 部 に は 山脈 が 広がっ て いま す 」 


「 と りあ え ず 、 そこ か ら 当 た っ て みよ う 」 ーー 


「 デ ズ エ ー ル 大 陸 ま で は 船 、 うち の 出番 じゃ な 」 


「 あ あ 、 船 に 行こ う ぜ 」 


ー リ た ち 。 じっと 何 か を 待っ て いる 。 


「 待 っ て 一 串 」 


[カロ ル !」 


「 カ ロ ル な の じゃ 」 と 


カロ ル は 船 に 飛び 乗る 。 


ルド だ か ら …… ボ ク も 一 5 一 緒 に 行き た いん だ 日 


「 カ ロ ル …-」 


ト ご ご で 遂げ だ ら ・" 仲間 を 放っ て お いた ら 、 も う 戻 れ な い 気 が す る 


こつ っ 。 だ か ら ! ボク も 行く ! 一 緒 に 連れ て っ て !] 
「 カ ロ ル 先 生 が 首領 (ポス ) な ん だ 。 一 緒 に 行く の は 当たり 前 だ ろ 」 


[| ユー リ 。 ああ 痢 と う 「 名 料 …ー も う 首 領 ( ポ ボス) つて 言わ な いで ]」 


ユー リ に ちゃ ん と 首領 (ボス ) っ て 認め て も ら え る まで 、 首領 (ボス ) っ て 


呼ば れ て 恥ず か し く な く な る まで 、 ボク は 首領 (ポス) じゃ な く て 同じ 凛々 


の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 一 員 と し て が ん ば る り 


[ほん っ と ギル ド っ て 面 人 アツ 週 ぎ 人 


「 ん むん お む 。 青春 よ の つう]」 


[うわ っ ! お 、 お っ さん ……? 昌 


いつ の 間 に か 船室 の 上 に 立っ て いた レイ ヴ ン 。 ユ ー リ の 前 に 飛び 降り る 。 


[若い っ て 素 晴 青 ら し いね え 」 


_ 「 お っ さん 、 何 し て ん だ よ 」 0 
ーー メー お っ さ ンー 


「 ん 一 。 色 々 と 面倒 ど だ か ら 交 げ て きち ゃ っ た 」 


ドン に 世話 に な っ た ん で し ょ 。 SS ?] 


「 全 然 、 そん な ふう に 見 えな いけ ど 」 


「 さ す が の お っ さん も 、 ド ン の 最後 の 言葉 は 無視 で き な いっ て 事 だ ろ 」 


開 レ ィ ヴ ン 


ユー リ 
開 レ ィ ヴ ン 
貼 バテ ィ 
リタ 
よ ス チル 
カロ ル 
開 レ ィ ヴ ン 


リタ 

開 レ ィ ヴ ン 
リタ 

開 レ ィ ッ ン 
癌 | カロ ル 
閲 ユー リ 


バ パティ 


スキ ッ ト 


|PART ウ 


サブ イベ ント 馬 ジ 継ぐ の は 誰か 


誓い の 言葉 プレ イヴ ン の 考え 


[ん 、 ん な わけ な いっ て 一 の 。 言 っ た だ ろ 、 俺 に は 重荷 だ っ て 。 あ っ ち は あ っ 
ち で 、 後に 残っ た 奴ら が 、 きっ ちり や っ て くれ る っ て 」 

「 ま 、 そう いう こと に し て お いて や る よ 」 

「 っ た く 。 最近 の 若 人 は 怖い わ 」 

「 大 勢 の 方 が 賑やか で いい の じゃ 」 

「 こ れ は 賑やか じゃ な く て 、 うる さい っ て 言う の よ 。 前 に も 言っ た で し ょ 」 
「 じ ゃ 、 デズ エー ル 大 陸 に 出発 で すね 」 

「 え ? な ん で デズ エー ル な の ?」 

「 良 い カ ン し て ん じゃ な い の 。 察し の 通り テム ザ 山 は コ ゴ ー ル 砂漠 の 北 
に ある 。 あ そこ に ゃ 、 確か クリ ティ ア 族 の 街 が あっ た し な 」 

「 な ん で 、 そん な こと 、 知っ て る の よ 」 

「 少 年 少女 の 倍 以上 生き て る と 人 生 、 色々 と ある の よ 」 

「 な に それ ]」 

「 ほ れ 、 行く な ら 行こ つや 」 

「 コ ゴー ル の 北 っ て 、 船 で 回 りこ め る か な ?」 

[行っ て みり ゃ わか る さ 」 

「 フ ィ エ ル テ ィ ア 号 、 出発 進行 な の じゃ 」 


円 
の 上 
大 勢 の 方 が 軍 や か で - 太 
いい の じゃ 3 


> 
ャ y ウ 
2 は ン 
k コー リ 】 


馬 天 引 首 領 と し て 

記 了 女 の 人 が 好き 
世 選 便 が ん ば れ 少 年 
世 局 当 遺構 の 門 の 真実 


| | 凛々 の 明星 編 


「 到 着 一 。 ここ が テム ザ 山 よ 」 
「 ワ ン !」 
「 こ れ 、 人 の 定跡 だ よね ? ずい ぶん た くさ ん ある な 」 


エス テル 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ )、 で し ょ うか ?」 

カロ ル は 先 へ 駆け 出し て いく 。 

閲 ユー リ 「 騎 士 団 か も な 」 

エス テル 「 え ? どう し て 騎士 団 が ?」 

関 ユー リ 「 フ レン も 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 探し て た 。 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) 
が 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 狙っ て ここ に 来 て る ん な ら 、 騎士 団 も 聖 核 ( ア パ 
ティ ア ) を 狙っ て 来 て る か も し れ な い 」 

居 | エス テル  「 何 故 み ん な 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 手 に 入れ よう と する ん で し ょ う ?」 

本 | バテ ィ 「 ピ カ ピ カ キラ キラ 光っ て て 、 と て も キレ イ だ っ た の じゃ 。 すご く 足 重 な 
も の に 違い な い の じ ゃ 」 

リタ 「 結 局 ド ン に は 聞け な か っ た し …」 

関 ユー リ 「 ジ ュ デ ィ が 全部 話し て くれ た ら 、 何 か わ か る か も し れ な いな 」 

バテ ィ 「 ジ ュ デ ィ 旭 …… 話 し て くれ る か の …… ?」 

ユー リ 「 さ ぁ な 。 話す 話さ な い は 、 ジュ ディ が 決め る こと だ 。 話さ な いっ て ん な ら …」 

| バテ ィ 「 ユ ー リ ?]」 

関 カロ ル 「 ね え ! ちょ っ と 来 て よ ! ここ 、 な ん か すご いよ 1! 


カロ ル に 呼ば れ た 場所 まで 行く と 、 巨大 な へ こみ が いく つも 見 える 。 


リタ 
エス テル 


「 な に よこ れ 。 山 が 削れ て る ……」 
「 こ こ で 一 体 何 が …-」 


き ケガ 人 を 治す エス テル を 見 た ドレ イク が 、 軽率 な 行動 を 叱る 
き 寝付け な い カ ロ ル が 、 ユー リ と ギル ド に つい て 語り 合う 

レイ ヴ ン が 何人 も の 知り 合い らし き 女性 に 声 を か けら れる 
きき カロ ル が 特訓 を し て いる と 、 ハリ ー が ドン の 刻 を 貸し て くれ る 
き リタ が 遺構 の 門 ( ル ー イ ンズ ゲー ト ) の ギル ド 員 に 説教 を する 


1 See レイ ワン 
能 上 十 年 前 に は 
確か に あっ た ん だ が な ぁ 


と いう こと は 
ここ で 人 と 銘 祖 
す 


の 緑 長 が 
江 っ た ん で 要 


ね 


し Nr 
il に 。 一 ト om 3 


千 二 半 べべ へ ん 


欄 ジュ ティ 竹 は 綴 い の じゃ 。 


な い の じ ゃ 


ジュ ディ 姓 が 人 問 の 琶 だ っ た ら 、 
うち は ちょ っ と 切な い の じ ゃ 


あー、 あ ん と き 、 死 ん で りゃ 
も うち っ と 楽 だ っ た の に な あ 


簡単 に や られ る と は 思え 左 


カロ ル 


「 こ ん な ん で ホン ト に 街 な ん て ある の か な …」 


開 レ ィ ヴ ン  「[ 十 年 前 に は 確か に あっ た ん だ が な ぁ 。 今 は ば うか わか ん な いわ 」 

ユー リ 「 十 年 前 ? そん な 前 の 話 な の か 。 その 時 は な ん で こん な と こ に 来 た ん だ ?] 
開 レ ィ ヴ ウン 「 そ りゃ …-」 

空 に 史 隊 が 響き 渡る 。 に 


問 リタ 
開 レ ィ ヴ ン 
エス テル 


「 あ の 声 …… バ カド ラ !?」 
「 何 か マズ イ こ と に な っ て ん じゃ な い の 」 
[ 惹 ぎ まま しょう!」 


少し 進む と 、 巨大 な へ こみ の そば に 出る 。 


関 ユー リ 
本 | バテ ィ 
リタ 
エス テル 
癌 カロ ル 
開 レ ィ ヴ ン 
エス テル 


開 レ ィ ウン 


「 近 く で 見 る と 、 より 酷い な 」 

「 こ ん な で っ か い 穴 ボコ 見 た こと な い の じ ゃ 」 

「 ど う 見 て も 、 自然 現象 じゃ な いわ ね 」 

「 何 か が 爆発 し た あと みた い ……」 

「 爆 発つ っ て ……。 こん な こと で きる 魔物 な ん て いる の ?」 
「 あ あ 。 そ の 魔物 な ら 、 と っ くに 退治 され た か ら 」 

「 退 治さ れ た っ て 、 どう いう こと で す ?] 

「 こ こ が 人 魔 戦 争 の 、 戦場 だ っ た っ て こと 」 

「 え ! そう な の ?」 


= ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 


k | パテ ィ 
エス テル 
バテ ィ 


関 ユー リ 


開 レ ィ ウン 


内 リタ 
エス テル 


癌 カロ ル 
半 レ ィ ッ ン 
関 ユー リ 
エス テル 
層 :| バテ ィ 
リタ 


ユー リ 
エス テル 


「 と いう こと は …… こ こ で 人 と 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) が 戦っ た ん 
で すね ……。 戦い は 人 の 勝利 で 終っ た が 、 戦地 に 赴 い た 者 に 生存 者 は 
ほとん ど お ら ず …… そ の 戦争 の 真実 は 痢 に 包ま れ て いる ……。 公 文書 
に も 詳し いこ と は 書か れ て いま せん 」 ーー 
「 じ ゃ あ 、 この 有 様 は 始祖 の 吉 長 (エン テレ ケイ ア ) の 仕業 っ て こと か 
き 。 すさ まじ いわ ね 」 


「 の 人 魔 戦争 計る 8 十 年 前 」 
「 パ ティ は まだ 小さ い 頃 で すね 」 
「 が e 和 じゃ の EC 」 


「 で も 、 ここ が 戦場 だ っ た っ て 話 、 聞い た こと 無い ぜ 」 

「 色 々 、 情 報 操作 され て ん の よ 。 帝国 に ね 。 知ら れ た く な いこ と が 一 杯 
あっ た ん じゃ な い ?] 

「 魔 物 が 人 間 相 手 に 戦争 っ て おか し いと 思っ て た けど ……」 

「 そ の 魔物 と いう の が 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) だ と いう こと も 、 知 
られ た く な い 事 実 だ っ た ……」 

「 レ イヴ ン 、 随分 詳し いね 」 

[少年 少女 の 倍 の 人 生生 き て れ ば 、 色々 あん の よ 、 ほん と に 」 

「 歴 史 の 勉強 はち も うい い だ ろ 。 オレ た ち は ジ ュ ディ を 探し に 来 た ん だ 」 
「 先 ほど の 魔物 の 声 …… ジ ュ デ ィ ス た ち 、 も う 追い 詰め られ て いる の か も 」 
「 ジ ュ ディ 旭 は 強い の じゃ 。 簡 単に や られ る と は 思え な い の じ ゃ 」 

「 当 然 で し ょ 。 そ れ に …… あ の バカ ドラ は 、 あたし が ぶん 殴る ん だ か ら 。 
先 を 越 さ せな いわ 」 

「 あ あ 」 

「 急 ぎ ま し ょ う !」 


道中 で 、 ユー リ は ふと 立ち 止ま る 。 


閲 ユー リ 
エス テル 
関 ユー リ 


賠 リタ 


バテ ィ 
ユー リ 
開 レ ィ ヴ ン 
ユー リ 
開 カロ ル 


開 レ ィ ヴ ン 


: だ つ し た ん の です ? ユー テリ | 

「 い や 、 ジュ ディ が 前 に 言っ て た 。「 バ ウル が 戦争 か ら 救 っ て くれ た 」 っ て 
な ……。 そ れ っ て 人 魔 戦 争 の 事 だ っ た の か な っ て 」 

「 じ ゃ あ も し か し て あの 女 っ て 、 人 魔 戦争 の 時 に バカ ドラ と 一 緒 に 帝国 と 
戦 つ た の か な ?」 

「 ジ ュ デ ィ 旭 が 人 間 の 敵 だ どっ た ら 、 うち は ちょ っ と 切な い の じ ゃ 」 

「 ど うな ん だ ? レイ ヴ ン ? 人 魔 戦 争 に 参加 し て た ん だ ろ 」 

「 へ ? な ん で ?」 

「 色 々 詳し い の は 当事者 だ か ら だ ろ 」 

「 そ うな の ? で も 、 生き 残っ た 人 、 ほとん どい な いん で し ょ ?」 

「 あ あ 、 さ す が の 俺 様 も 、 あ ん と き は 死ぬ か と 思っ た ね 。 あー、 あん と き 、 
死ん で りゃ も うち っ と 楽 だ っ た の に な あ 」 


リタ 「 死 ん で りゃ っ て 、 あん た ……」 


エス テル 「 そ れ で 、 戦 争 中 に ジュ ディ ス に 会 っ た り し まし た ?」 詳 還 ーー っ tempcs 
開 レ ィ ヴ ン  「 い や いや 。 い くら 俺 様 で も 10 歳 に ちな ら な い 女の子 は 守備 範囲 外 よ 」 Me 
閥 リタ 「 ア ホ か ……」 [ 
本 | バテ ィ 「 て こと は ジュ ディ 旭 は 人 魔 戦 争 に は 参加 し と らん か っ た みた いじ ゃ な 」 
癌 カロ ル 「 そ うだ ね ー、 だ っ て 十 年 前 っ た ら ジ ュ デ ィ ス が 九 歳 だ よ ? 僕 より 年 下 だ も ん 」 
開 レ ィ ヴ ン [まほ ー、 あ の バウ ル っ て の も 見 か け な か っ た 気 が す る し 、 どっ か に 逃げ て た ん じゃ な い ?] 
ユー リ 「 戦 争 の 相手 は 、 や っ ぱり 始祖 の 遠 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) だ っ た の か ?] 
開 レ ィ ヴ ン  「 そ うな る ん だ ろう な ぁ 。 当時 は と ん で も な い 魔 物 と し か 思っ て な か っ た けど も ] 
関 カロ ル 「 で も ホン ト に レイ ヴ ン 、 戦争 に 行っ て た ん だ ね 。 すご いね 、 そん な の 
騎士 団 だ け か と 思っ て た よ 」 


開 レ ィ ヴ ン  「 大 人 の 事情 っ て ヤツ さ 」 
山 を 登っ て いく と 、 廃 壇 が 立ち 並 場 所 に 着く 。 
エス テル 「 こ こ が ク リティ ア 族 の 街 …… ?」 


問 リタ 「 街 と いう より 、 街 の 跡 ね ] に ] 
開 ユー リ 「 故 卿 を 懐か し ん で …… つ て ワケ じゃ な さそ うだ な 」 
端 | ラ ピ ー ド [グル ルル 」 


ラビ ピー ド が 警戒 し た 場所 か ら 、 男 た ち が 吹き 飛ば され て きた 。 
癌 カロ ル 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) !」 

エス テル ジュディス 

男 た ち を 吹き 飛ば し た の は 、 ジュ ディ ス だ っ た 。 

ジュ ディ ス  「 あ な た た ち ……」 


男 A 胡 を っ 計 
男 B 「 テ ィ ソ ン さ ん と ナン に 知ら せろ !」 
開 ユー リ 「 お まえ ら ! うち の モン に 手 ぇ 出す ん じゃ ね えよ 。 搾 に 反し て いる な ら 
ケジメ は オレ ら で つ ける 。 引っ 込ん で な !」 
男 B 「 我 々 は 奥 に 行っ て 魔物 を 狩り た い だ け だ oss 
男 A 「 邪 魔 を する な ーー 2 
問 リタ 「 も う 、 面倒 くさ いな ぁ 。 ぶ っ 飛ば し ちゃ お うか 」 の 
開 レ ィ ヴ ン  「 そ う ね ぇ 。 こ いつ ら じ ゃ 話 に な ら な いし ね ぇ 」 
パテ ィ 「 話 の 氏 魔 する 奴 は 永久 に そこ に 倒れ と け な の じゃ 」 
関 ユー リ 「 消 えと け 。 ホン ト に 一 戦 や ら か すか ?] 
臨戦 態勢 を と る 仲間 た ち 。 男 た ち は 黙 っ て 去っ て いく 。 
エス テル [ジュ ディ ス ….」 人 
ジュ ディ ス  「 追 っ て きた の ね 。 私 を ] 較 1 
関 ユー リ 「 あ あ 。 ギル ド の ケジメ を つけ る た め に な 」 EL | ま 
カロ ル 「 ジ ュ デ ィ ス 。 全部 話し て 欲し いん だ よ 」 「 | 騰 ! 
癌 リタ 「 何 故 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊し た の か 。 聖 核 (アパ ティ ア ) の こと 。 始祖 
の 裁 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) の こと 。 フェロー と の 関係 。 知っ て る こと 全部 ね 」 { 
閥 ユー リ 「 事 と 次 第 に よっ ちゃ 、 ジュ ディ で も 許す わけ に は いか な い 」 * 


直 分 か ら な いけ ど 。 あな た た ち は も うこ こま で 来 て し まっ た の だ か ら 。 来 て 」 


ぞ それ が いい こと な の か な 


仲間 た ち は ジ ュ デ ィ ス に つい て いく 。 2 ン 
ユー リ 「…… ド ン の 覚悟 見 て まだ まだ 甘かっ た こと を 思い 知ら され た 。 討た 

な きゃ いけ な い ヤ ツ は 討つ 。 例え それ が 仲間 で も 、 始祖 の 隷 長 (エン テ 

レ ケ イア ) で も 、 友 で も 」 【 
カロ ル 「 フ レン や フェ ロー で も っ て こと ?」 
較 ユー リ 「……: あ あ 。 そ れ が オレ の 選ん だ 道 だ 」 
ユー リ は ジュ ディ ス が 向かっ た 方 へ 歩き 出す 。 3 
カロ ル 「 ボ ク は …-」 1 


スキ ッ ト 人 魔 戦争 に つい て ノ 感 傷 地帯 魔 狩 り の 剣 も いい 加減 うざい プク リティ ア の 街 


N 
に 
M 
に 
3 
に 
ば 
旧 
に 
肖 
ゆ 
け 


消費 され た エア ル を 補う た め に 
各地 の エア ルク レー ネ は 活動 を 強め 、 


ド 


NO ボーイ で 


】 義 
大 
1 
1 業 
H 上 l 
4 本 ま 。 
ま 


上 
| 


OPT Nr 


キマ ー イ ホホ サ ネツ の 


魔物 を 守る な ん て 理解 で き な い / 上 


mh サ ネ で イサ ポー イサ サー イー イサ イー イー イヤ ネバ サ て テ 


ジュ ディ ス 
関 ユー リ 
ジュ ディ ス 
閥 リタ 


ジュ ディ ス 


エス テル 


ジュ ディ ス 
関 ユー リ 
癌 カロ ル 
エス テル 


開 レ ィ ヴ ン 


バテ ィ 


廃 類 を 越え 、 さら に 山 を 登っ て いく 一 行 。 


「 こ こ が …… 人 魔 戦争 の 戦場 だ っ た こと は も う 知 っ て る ?」 

「 あ あ 。 お っ さん に 聞い た 」 

「 人 魔 戦 争 ……| あ の 戦争 の 発端 は ある 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) だ っ た の 」 
「 な ん で すっ て 

「 そ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 発掘 べ され た も の じゃ な く 、 テム ザ の 街 で 開 
発 さ れ た 新しい 技術 で 作ら れ た も の 。 ヘル メス 式 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア )」 
「 ヘ ル メ ス 式 ……」 

「 初 め て 聞い た わ ……。 それに 新しく 作ら れ た っ て ……」 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) っ て 新しく 作れ な いん じゃ な い の か の ?」 
[ヘルメス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 、 従来 の も の より も エア ル な 効率 よく 
活動 に 変換 し て 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 技 術 の 革新 に な る …… は ず だ っ た ]」 
「 何 か 問題 が めった ん だ な 」 

「 ヘ ル メ ス 式 の 術 式 を 施さ れ た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は エア ル を 大 量 


に 消費 する の 。 消 費 さ れ た エア ル を 補う た め に 各地 の エア ルク レー ネ 


は 活動 を 強め 、 異常 に エア ル を 放出 し 始め た 」 

「 そ ん な の 人 間 ど ころ か 全て の 生物 が 生き て いけ な く な る わ !」 

「 ケ ー ブ ・ モ ッ ク や カド ス の 忠 笛 で 見 た アレ か 。 そ りゃ や ば いわ な 」 

「 人 より も 先 に ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 危険 性 に 気付 いた 始祖 の 
款 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) は 、 ヘル メス 式 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 破壊 し 始め た 」 
「 そ れ が や が て 大 き な 戦 いと な り 、 人 魔 戦 争 へ と 発展 し た ……」 

「 じ ゃ あ 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 世界 の た め に 人 と 戦っ た の ?!」 
「 ど うし て 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 人 に 伝え な か っ た ん で す ?! 
その 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 危険 だ っ て !」 

「 互 い に 有 無 を 言わ ず に 減 ぼ しゃ いい っ て な も ん よ 。 元々 相容れない 者 
同士 、 そこ まで する 義理 は 無かっ た 。 そん な と こ か ね ぇ 」 

「 あ る い は 何 か 他 に も 理由 が あっ た の か も し れん の 。 で も …… こ の 話 が 
ジュ ディ 婦 に 何 の 関 係 が ある の じゃ ?」 


ジュ ディス 


カロ ル 
癌 ジュ ディス 
閲 ユー リ 
パティ 
エス テル 


閥 リタ 


「 テ ム ザ の 街 が 戦争 で 減 ん で 、 ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 技 
術 は 失わ れ た は ず だ っ た ……」 

「 ま さか ! その ヘル メス 式 が まだ 稼働 し て る ?!」 

ト そ う 。 ラ コウ の 委 。 エフ ミド の 丘 。 ガス ファ ロス ト 。 そし て 

「 フ ィ エ ル テ ィ ア 号 の 駆動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) か …… 」 

「 交 換 し た 駆動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) が ヘル メス 式 だ っ た ん じゃ な 」 
「 そ れ じ ゃ あ 、 ジュ ディ ス は 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) に 替わっ て 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊し て ……」 

[な ら ! 言え ば 良かっ た じゃ な い ! ご どう し て 話さ な か っ た の よ ! 一 人 
で 世界 を 救っ て る つも り ? バカ じゃ な い の ?1」 


し ば し の 沈黙 。 そ れ を 破る よう に 、 山 の 奥 地 が 光 を 放つ 。 


癌 カロ ル 


* wy ーー 
ジュ ティ イズ 


「 な 、 何 ?」 
「 バ ウル!」 


ー 行 の 輪 に 、 ティ ソン と ナン が 飛び 込ん で くる 。 
カロ ル 


「 ナ ン !」 

「 どうやら 獲 物 は そこ に いる よう だ な 」 

[行か せな いわ 」 

「 人 で あり な が ら 魔 物 を 守る な ん て 理解 で き な い !」 

「 手 下 ど も に 聞か な か っ た か ? うち の モン に 手 ぇ 出す な っ つっ た ろ ?」 
「 い 、 いく ら ナ ン た ち で も 、 ギル ド の 仲間 を 傷つけ る の は 許さ な い !」 

「 ま だ 話 の 途中 な の よ ! 邪魔 すん な !」 


…… 始 祖 の 款 長 と し て ね 


層 | バテ ィ 「 ま っ た く 、 無粋 な 連中 な の じゃ 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 ア ツイ の は 専門 外 な ん だ が な ぁ ] 
ジュ ディ ス 「 あ な た た ち ・…-」 、 1 
也 ] エス テル 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) が な ぜ 人 に 危害 を 加え る ん で すか !」 芝 め な の じゃ 
間 ティ ソン [魔物 に 与 する も の を 、 人 と は 呼ば ん だ ろう ]」 
開 ナン 「 カ ロ ル 。 魔 狩り の 剣 (マガ D り の ツル ギ ) の 理念 も 忘れ た の ? 邪魔 し な いで ] 
関 カロ ル 「 魔 物 は 悪 ……。 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) は その 悪 を 狩る 者 …。 
で も ! 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 悪 じゃ な い ! 世界 の た め に …-」 
関 ユー リ 「 雇 われ て 見 境 無く な っ て る ん だ ろ 。 狙い は 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) の クセ に 
カッ コ つ け て ん じゃ ね ぇ よ 」 
間 ティ ソン  「 ふ ん 。 話 に な らん な ぁ 。 ど うし て も 邪魔 だ て する の な ら ……-」 
ナン 「 仕 方 あり ませ ん ね | 
ジュ ディ ス と 力 を 合わ せ 、 ユー リ た ち は テ ィ ソ ン と ナン を 倒す 。 
関 カロ ル 「 ナ ン …… ご めん 」 
山 の 奥 に 入る と 、 横たわっ た バウ ル が 光 を 放っ て いた 。 呈 
閲 ユー リ 「 こ れ は ……」 PS 
回 ジュ ディ ス  「 バ ウル は 成長 し よう と し て いる の -… 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) と し て ね ] 
カロ ル 「 若 しそ う "・】 
癌 ジュ ディ ス 「 が ん ば っ て …… バ ウル 」 
本 | パテ ィ 「 が ん ば る の じゃ ぞ 」 
駆け 寄る エス テル 。 
ジュ ディ ス  「 だ め ! 1 
に | エス テル  「 怪 我 (けが ) を 治し て あげ た く て も 、 何 も し て あげ られ な い ……。 あ な wemveo て の が 
た に と っ て 、 わた し の 力 は 毒 な ん で す よ ね ……」 
関 ユー リ 「 傷 を 癒せる っ て の が エス テル の 力 じ ゃ な い ぜ 」 
呈 ステ ル  [ え リ ] 
開 リタ 「 ベ リウ ス の 言葉 …… 覚 えて な い ?] 


「 力 は 己 を 仙 慢 ( ご うま ん ) に する ……。 だ が 、 そ な た は 違う よう じゃ な 。 他 者 を 慈しむ 優 し 
き 心 を …… 大 切 に する の じゃ …」。 ベ リウ ス の 言葉 が エス テル の 心 に 談 る 。 


「 効 し お 心 Oo ] 「 everblpe2dc od 


居 | エス テル 
癌 ジュ ディ ス 
開 レ ィ ヴ ン 
居 | エス テル 


光 は 次 第 に 強く な り 、 あたり を 包 お 。 雄叫び を 上 げ る バウ ル 。 光 が 消え る と 、 そこ に は 巨 
大 な 姿 に 成長 し た バウ ル が いた 。 


「 バ ウル に も 伝わっ て いる わ 。 きっ と ……。 あ な た の 気 持ち 」 
「 ま 、 今 は 見 守る ろ ー じ ゃ な い の ]」 


開 レ ィ ヴ ン  「 お ほ -」 

関 カロ ル 「 す ご い …-」 

ジュ ディ ス  「 が ん ば っ た わ ね 。 バ ウル 」 

ユー リ 「 ど う や ら 相 棒 は も う 大 丈夫 の よう だ な ]」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 あ り が と う 。 バ ウル を 守っ て くれ て ……。 私 だ け だ と 、 きっ と 守 
りき れ な か っ た わ 」 

カロ ル 「 仲 間 だ も ん 。 当 た り 前 だ より! 

回 パイ 。 「C ゃ の 

バウ ル は エス テル の 方 を 見 て 咲 える 。 

ジュ ディ ス  「 言 っ た で し ょ う ? ちゃ ん と 伝わっ て る っ て 」 

因 | エス テル  「 ふ 」 

ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー に も 、 伝わる か も し れ な い 。 会 う ? フェ ロー に 」 

関 ユー リ 「 決 め る の は エス テル だ 」 

因 | エス テル  「-…- 会 いま す 。 そ れ が わた し の 旅 の 目的 だ か ら 」 

リタ 「 い い の ? 殺さ れ ち ゃ うか も し れ な い の よ ]」 

因 | エス テル  「 は い 。 わた し も 覚悟 を 決め な きゃ ……」 

開 レ ィ ヴ ン  「 そ ろ そ 2 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 増援 が 来 そ う よ 。 や や こし く 
な る 前 に 、 移動 し た 方 が いい ん じゃ な い ?」 

カロ ル 「 で も 下り る 道 ひと つ し か な いよ 。 鉢合わせ ちゃ う 」 

違 】 バテ ィ 「 上 が 開い て る の じゃ 」 


開 レ ィ ヴ ン 


「 ん な 無茶 な ……」 
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うだ 


あたし は ぶっ 壌 す な ん て 


事 し な いけ ど 
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何 も 知 ら ず に ベリ ウス の : 
慕っ て し まっ て か ら 


ギル ド の 結 索 を 作る ん だ と 書 


思っ て た 


ちゃ ん と 決め られ る よう に な っ た ら 
ナン も 話 を 聞い て くれ る か な …… 


ジュ ディ ス 


「 乗 つて 。 と りあ え ず フィ エル ティ ア 号 まで 飛 点 わ 。 話 の 続き は そこ で 、 ね 」 


バウ ル に 乗り 込み 、 一 行 は テム ザ 山 を 脱出 する 。 バウ ル は フィ エル ティ ア 号 を 提げ て 、 空 を 
行く 。 フ ィ エ ル テ ィ ア 号 の 甲板 か ら 景色 を 眺め る 一 行 だ っ た が 、 ジ ュ デ ィ ス が 突然 倒れ て し まう 。 


関 ユーリ 


エス テル は ジュ ディ ス を 船室 に 運び 込む 。 戻っ て きた エス テル は 言う 。 


エス テル 


問 カロ ル 
関 ユー リ 


[ジュ ディ ウフ 1 

[疲れ て た ん で し ょ う 。 眠っ て いま す 」 

「 い き な り 倒れ ちゃ うん だ も ん 。 び っ くり し ちゃ っ た 」 

「 成 長 の た め に 動け な か っ た バウ ル を 寝 ず に 守っ て た ん だ ろう 。 魔 狩り 
の 合 ( マ ガ り の ツル ギ ) が いつ 襲っ て くる か 分 か ら な か っ た ろう し な 」 


開 レイ ィ ヴ ン  「 割 と 平然 と し て た けど 、 今 まで も 無理 し て た の か も ね ぇ 」 

閥 リタ 「 バ バカ な の よ 。 あ いつ も 。 不器用 な ん だ か ら 」 

バテ ィ 「 で も よかっ た の じゃ …… ち ゃ ん と ジュ ディ 旭 を 助け る こと が で き て 」 

関 ユー リ 「 ジ ュ デ ィ の 話 の 続き は 明日 だ な 。 今 は 府 か が せ て お いて や ろう ぜ 。 オレ 
た ち も ち ょ っ と 休 も う 」 生 

エス テル  「 あ 、 コ ユー リ 」 

関 ユー リ 「 悪 い 、 考え 事 の 邪魔 し た か 」 

エス テル 「 何 も 知ら ず に ベリ ウス の 命 を 奪っ て し まっ て か ら -……。 同 じ 事 を 繰り 
返さ な いた め に も 満月 の 子 の こと を 知り た い ……。 ず っ と そう 思っ て い 
まし た 。 それ が わた し の 義務 だ と 。 で も 、 その 後 の こ と は ……」 

関 ユー リ 「 み ん な そん な も ん さ 。 や っ て 、 知っ て また や っ て 、 そん で 知る 」 

IiISOUOOINIOT0ISI0Tfjfitriclclctcltctctl 

関 ユー リ 「 あ あ 」 

悦 | エス テル  「-…… も し 全部 知っ て た ら 、 間 違え ず に 済ん だ か も し れ な いで す よね 」 

関 ユー リ 「 さ ぁ な ……。 た だ ひと つ 言 える の は 」 

よ ス テル  「 介 です?」 

関 ユー リ 「 間 違え な いか も し れ な い が 、 つま ん な そう だ 」 

エス テル  「…… そ うな ん で し ょ うか ……」 

船室 の 方 を 向い て 考え 込ん で いる カロ ル 。 

閥 ユー リ 「 ジ ュ デ ィ の 事 考 えて る の か ?」 

カロ ル 「 う ん 。 どう する べき か な っ て 」 
開 ユー リ 「 ギ ルド の 探 を 破っ て オレ た ちな 裏切っ た の は 事実 だ っ た な 」 
賠 カロ ル 「 控 に 対す る 厳し さ が 、 ギル ド の 結束 を 作る ん だ と 思っ て た 。 そこ に 例 
外 も 、 温情 も あっ た らい け な い ん だ っ て 。 で も -……」 
開 ユー リ [それ は 世界 を 救う た め だ っ た 。 ジ ュ デ ィ は 自分 の すべ き 事 と し て 、 人 
に 恨 ま れ よ う が 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 壊し て る 」 

癌 | カロ ル 「 う ん ……。 ジュディス が 探 に 反し た の は 悪い こと を する た めじ ゃ な か っ 
た 。 それ は わか っ た ん だ 。 も っ と 話 を 聞い て 考え る よ 。 ちゃ ん と 考え て 、 
決め られ る よう に が ん ば る 」 ー 

開 ユー リ 「 そ っ か 」 

カロ ル 「 ち ゃ ん と 決め られ る よう に な っ た ら 、 ナン も 話 を 聞い て くれ る か な …」 


船 守 で 、 リタ は 机 の 上 の 魔 核 (コア ) を 見 て いる 。 


関 ユー リ 


閥 リタ 


関 ユー リ 
閥 リタ 


関 ユー リ 
閥 リタ 


「 そ れ 、 ジュ ディ が 壊し た 駆動 魔 導 器 (セロ ス ブ ラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) か ?] 
「 そ う よ 。 確か に 普通 の 魔 核 ( コ ア ) と は 違う 術 式 が 刻ま れ て る 。 あ いつ 
の 言っ て る こと は ホン ト の 事 み た いね 」 

「 ウ ソン は 得意 じゃ な いっ て 言っ て た し な 」 

「 せ っ か くだ た どり 着い た 新しい 技術 が 世界 に と っ て 具合 が 悪い も の だ っ 
た ……。 ヘルメス 式 っ て の を 作り 出し た ヤツ は どう 思っ た ん だ ろう 」 

「 リ タ な ら ど うな ん だ ?」 

「 あ た し な ら も し 具合 が 悪い っ て わか っ た ら そ の まま に し て お か な い 。 
あたし は ぶっ 壊す な ん て 事 し な いけ ど 」 


し ば らく 黙 り 込み 、 リタ は は っ と する 。 


閲 リタ 
関 ユー リ 


「 な ん だ ?」 


の 女 ぶ っ 飛ば し て お し まい だ っ た の に 」 


突 わ れ お こ は ず の 技術 で 


「 黄 皆 れ て る お っ さん も 、 絵 に な る っ し ょ ?] 
「 っ た く 、 この お っ さん は …… ん で 、 何で 黄 紀 て ん だ よ 」 

[ん ー。 さっ つき の ジュ ディ ス ち ゃ ん の 話 、 ヘ ル メ ス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) 、 だ っ け ? 戦争 で 失わ れ た は ず の 技術 で 作ら れ た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) が まだ 活動 し て る ……。 これ が どう いう 事 か わか る か い ?」 


ee 


義 ユー リ 。 「… 戦 争 で 生き 残っ た ヤツ が 、 そ の 魔 導 器 (プラ ステ ィ ア ) な り 技 術 な 人 

り を 持ち 帰っ た っ て と こ だ ろ うな 」 中 
開 レイ ィ ヴ ン も し 、 そ の 持ち 帰っ た ヤツ が 、 世 界 に と っ て 具合 悪い も の っ て 知っ て て 使っ 

て る ん だ と し た ら ……。 そい つ は …… と ん で も な い 悪 党 っ て 事 よね ぇ 」 | 
開 ユー リ 「 お っ さん 、 まさ か ……」 (| 
開 レイ ィ ヴ ン  「 お い お い 。 当 時 の 俺 様 は 正義 に 燃え る ウブ な 美 青年 よ 。 間違っ て も 放 
」 そん な 真似 で き な い わ よ 」 
閲 ユー リ 「 カ マ か けた だ けさ 。 お っ さん も 素直 じゃ な いか ら な 」 


関 レ ィ ヴ ン  「 ま っ た 


く …… 年 長者 を か ら か うん じゃ な いっ て の 」 


船 の 緑 に 立っ て いる バテ ィ 。 
関 ユー リ [落っ こち る な よ 」 や や や や ぶ ぷ パ 
了 問 パティ ” ” 「 お う -…- 気 を つけ る の じゃ 。 …… ユ ー リ 、 世界 は 広い の じゃ 」 

開 ユー リ 「 あ あ …… こ ん だ け 高い と ころ を 飛ん で る の に 、 まだ 向こう が 見 え ね ぇ 」 
下 | バテ ィ 「 こ ん だ け 広 けれ ば 、 わか らん こと も いっ ぱい あっ て 当然 じゃ な 。 記憶 
が 戻っ て も 戻ら な く て も 、 あま り 変わ らん の か も の 」 

関 ユー リ 「 そ れ は 記憶 が 戻ら なく て も いい っ て こと か ?」 

に | パテ ィ 「 本 当 の こと が わか ら な く て 、 不安 で 心細い 想い を し て る の は 、 うち だ け で 
は な いっ て こと じゃ 。 み ん な 不安 な ん じゃ な 、 ユー リ も 、 エス テル も ……」 

3 ユー リ て そう コリ の 

ドド | パテ ィ [だから 、 みん な 一 緒 に いる ん じゃ な い の か 。 だ か ら ジ ュ デ ィ 旭 も 戻っ て 
きた ん じゃ な い の か 」 

関 ユー リ 「 お まえ が オレ た ち に つい て くる の も だ か ら …… か ?] 

ドド | バテ ィ 「 う ち は 一 人 に な り た く な い 」 

内 ユー リ 「 な ん だ か 、 今日 は えら く 素直 だ な 」 

| パテ ィ 「 う ち は い つも 素直 な の じゃ 」 

3 ユー リ | そう か ? そう か も な 」 


ー リ は 船室 に 入り 、 ジュ ディ ス の 様子 を 見 る 。 


ユー リ 「 よ く 寝 て いる 。 も う 少 し この まま 寝 ご させ て お いて や ろう 」 
翌日 。 甲 板 に 仲間 た ち が 集 まる 。 
「 ユ ー リ 。 お は よう 」 
「 あ あ 」 
「 さ れい な 朝 …… で も 。 今 こう し て いる 間 に も エア ル は 乱れ 、 世界 は 鯨 
まれ て いる か も し れ な いん で すね se N 
紅 [ 22022205eSc 】 
「 そ う よ 」 Pt ) 
ジュ ディ ス が 船室 か ら 出 て くる 。 と 
門 バテ ィ 「 ジ ュ デ ィ 婦 」 1 
開 レ ィ ヴ ン  「 も う 大 丈夫 な の ね 。 ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん 」 | + 
ジュ ディ ス  「 本 来 、 エ アル が 多少 乱れ た と ころ で 世界 に は 影響 は な いわ 。 エア ル の に 


か 


バラ ンス を 取る た め に 、 常 に エア ル の 流れ を 感じ て いる も の が いる か ら 。 
それ が フェ ロー や バウ ル た ち 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア )」 

隔 | エス テル  「 始 祖 の 半 長 (エン テレ ケイ ア ) が エア ル の 調整 役 …」 

回 ジュ ディ ス  「 長 い 間 、 始 祖 の 半 長 (エン テレ ケイ ア ) は エア ル を 調整 し 続け て きた 。 だ 
けど 近頃 エア ル の 増加 が 、 彼ら の エア ル 調 整 の 力 を 上 回 っ て き て いる 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 そ の 原因 が ヘル メス 式 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) か ]」 

関 ユー リ 「 だ か ら ジ ュ デ ィ は 、 ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊し て まわ っ て た ん だ な 」 


\ ル メス 式 比 導 誰 を 
壊し て まわ っ て た ん だ な 


「 え え 。 それ が 私 の 役目 。 私 を 救っ て くれ た バウ ル と 歩む 道 」 
「 ジュディス の 道 ……」 
「 最 近 は 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 求め て 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) に 挑 


が より 難し く な っ て いる わ 」 

「 ど いつ も こい つも 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 狙う 理由 は 何 な ん だ ?」 

「 私 に は わか ら な いわ 。 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) と は 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケ 
i イア ) が 体内 に 取り 込ん だ エア ル を 長い 年 月 を か け て 凝縮 し 、 始祖 の 款 長 

ササ < ロト (エン テレ ケイ ア ) が 命 を 落と し た と き に 結晶 と な っ て 生ま れる も の 。 私 

が 知っ て いる の は これ ぐら い 。 フェ ロー な ら も っ と 詳し いと 思う けれ ど ] 


も し 聖 核 (アパ ティ ア ) の エネ ルギー を うま く 引 き 出す こと が で きれ は 、 
凄まじ い パ ワー を 得る こと が で きる わ よ 、 きっ と 」 5 

「 そ ん な 方 法 が ある ん で す ?] 

ド 馬 た 0 だ US > 。 ご 02 ーー の 
「 で も それ が で きる な ら 、 欲し が る 奴 は 沢山 いそ うじ ゃ の 」 

「 誰 か が 悪 監 み し て る の は 間違い な さそ う ね ぇ 」 


「 ど うい う 事 2」 
「…… あ の 時 私 た ち が へ リオ ー ド へ 向かっ た の は 、 バウ ル が エア ル の 乱 
エメ テル を 肖 っ て きた れ を 感じ た か ら 。 エア ル の 乱れ が ある と ころ に ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ 
hn ステ ィ ア ) は ある ……。 で も そこ に いた の は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で は 
な く 人 間 だ っ た 。 そん な こと 今 ま で な か っ た の に 」 
「 へ リオ ー ド に は ハナ か ら エ ステ ル を 狙っ て きた ワケ じゃ な か っ た ん だ な 」 
「 何 故 バウ ル が エス テル を エア ル の 乱れ と 感じ た か 。 私 は 知る 必要 が 
あっ た の 。 私 の 道 を 歩 お た め に 。 そ ん な 時 、 フェ ロー が 現れ た 。 彼 は 
エス テル が 何者 な の か 知っ て いる よう だ っ た 。 私 の 役目 は ヘル メス 式 
魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 破壊 する こと 。 だ けど 、 エス テル は 魔 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) じ ゃ な い 。 だ か ら 見 極め させ て 欲し い ……。 私 は 彼 に ある 
約束 を 持ち か けた 。 彼 は 私 に 時 間 を くれ た 」 
関 | カロ ル 「 そ の 約束 っ て ……」 
ジュ ディ ス  「 も し 消さ な けれ ば な ら な い 存 在 な ら 私 が …… 殺 す 」 
リタ 「 あ ん た 
pg ジュ ディ ス に つか みか か ろう と する リタ 。 
べ や ウス 5 っ て た わ も に | バテ ィ 「 わ 、 わ 、 待つ の じゃ 、 リタ 如 」 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 お ち つ けっ て 。 ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 結局 手 を 下 し て な いっ し ょ 」 
開 ユー リ 「 話 は わか っ た 」 
問 ジュ ディ ス 「 ベ リウ ス は 言っ て た わ ね 。 あ な た に は 心 が あ る と 。 フェ ロー に も あな 
た の 心 が 伝われ ば 、 これ か ら ど うす る べき か 、 わか る か も し れ な い 」 
リタ 「 ね 、 ね ぇ 、 も う フェ ロー に 会 う 必要 な ん て 無い ん じゃ な い ? だ っ て 、 
ほら 、 問題 な の は ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) っ て わか っ た ん だ し 。 
わた し も きか の を 知っ て 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) も 悪い こと 企ん で る ヤツ に 渡さ な いよ うに すれ ば 」 


ぞ れ に 責任 を 


人 テ 「…… わ た し 、 フェ ロー に 会 いた いで す 。 そ し て 話 を 聞き た い 」 


「 行 か せ て くだ さい 。 わた し も 自分 の 事 を 知っ て 、 それ に 責任 を 持て る 
よう に な り た いか ら 」 トー 
「 わ か っ た わ ……」 

[ご めん …… ユ ー リ -…- ジ ュ デ ィ ス を どう する べき か 、 すぐ に は 決め られ な いよ …」 
「 あ な た た ちの 言う ケジメ を つけ な いま ま 去 る こと は も うし な いわ 。 私 
こら ん ーー コー mt 虹 、 も 責任 も た な いと ね |] 


ジュ ディ ス を どう する べき か 、 


2 ジー ! 。 「 フ ェ ロー に 会 い に 行こ う 。 オレ た ちの 旅 の 最初 の 目的 、 そ れ を こなし 
ち ま お う 。 後 の こ と は それ か ら だ ]」 


「 コ ゴー ル 砂 漠 中 央 部 に そびえ る 岩山 、 そ て に フェ ロー は いる 。 バウ ル か なら 行け る わ ] 
「 よし 。 行こ つ ぜ 。 フェ ロー に 会 い に 」 


ーー 行 は フェ ロー が いる と いう 岩山 を めざす こと に する 。 


ジュ ディ ス  「 バ ウル に は 私 が 意志 を 伝え る けれ ど 、 先 に 覚え て お いて 欲し い 事 が ある わ ] 
ユー リ 「 な ん だ ?] 


ジュ ディ ス 
ら 険 し い 山 脈 の 頂上 と か 、 狭い 峡谷 も ムリ ね 」 


問 カロ ル 「 海 の 上 に は 降り られ な い の ?」 
問 ジュ ディ ス  「 海 の 上 も ムリ よ 」 
カロ ル 「 泳 げ ば そう な の に ね 」 


ジュ ディ ス  「 フ フ 、 そう ね 。 洲 る どこ ろか が カナ ツチ な の よ 」 


「 へ え 、 意外 ……」 


Kg: 
H | 
口 
RE 


ー リ 「 で も 、 だ か ら こ そ 、 この 船 が め る ん だ ろ 」 
ジュ ディ ス  「 そ う ね 。 海 の 上 で も 降り た く な っ た ら 言 えば いい わ 。 そこ で バウ ル が 
船 を 下ろ し て くれ る か ら 」 
癌 | カロ ル 「 で も また 、 空 を 飛び た い 時 は どう する の ?」 
ジュ ディ ス  「「 バ ウル の ツノ 』 を 使っ て 、 呼び 出す の 」 
関 ユー リ [バウ ル の …… そ ん な ん で いけ る の か ?」 
ジュ ディ ス  「 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) の 体 の 一 部 に 特殊 な 加工 を 施せ ば 、 ク 
リティ ア 族 だ けが 持つ ナギ ー グ で 感応 し て 、 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) 
と 対話 で きる の よ 」 
還 ユー リ [ふーん 、 じゃ それ を 使え ば 、 呼び 出せ する っ て こと だ な 」 
回 ジュ ディ ス  「 え え 、 そ うい うこ と 」 


モン スタ ー 図 鑑 ・ そ の 1 
所 呈 当 竜 使い 出現 ?・ そ の 3 
世 民 骨 ブリ ュー ナク ・ そ の ら 
記 員 看板 メニ ュー を 作ろ う 
ギル ド の 顔役 
記 と ギル ド の 仕事 ・ そ の 2 
上 : 荒らさ れる 街 
世 配膳 ゲ ー ム 
暫 條 ベリ ウス 亡き 後 
記 当 ザ ・ 無 尽 斬り 
あり じ ご くぅ ・ そ の ら 
断罪 
所 民 肖 ナン の 肖像 
墓参 ・ そ の ら 
ヘル メス の 論考 
軸 い の 戦士 ・ そ の 1 
ソー サラ ー リ ング 変化 ・ そ の 1 


5 志 Et 本 議 レ P.564 | ティ ソン & ナ ン 戦 


ユー リ 「 こ こ に フェ ロー が いる ん だ な 」 


ド 』 カロ ル 
32 ュ ディ ス 


「 保 証 は で き な い わ 。 私 た ち 次 第 じゃ な いか し ら 」 


「 バ ウル で 地上 に 降り る に は 、 ある 程度 の 広 さ が な いと ダメ な の 。 だ か 


スキ ッ ト ジュ ディ ス と これ か ら ノ フェ ロー に つい て ジュディ ス の 意思 伝達 (コミ ュ ニ ケー ショ ン ) / 始 祖 の 隷 長 に つい て 


バウ ル に 乗り b、 コ ゴ ー ル 砂漠 の 中 央 に そびえ 立つ 岩山 へ や っ て きた ユー リ た ち 。 


「 お そら くね 。 砂漠 で は 会 えな か っ た けれ ど 、 ここ で は 会 える と 思う 」 
「 大 丈夫 か な ぁ …… い き な り 製 っ て きた り し な い ?] 


了 m バウ ル に は 私 が 意志 を 伝え る けれ ど 
先 に 覚え て お いて 欲し い 事 が ある わ 


時 フフ 、 ぞ そうね. 
泳げ る どこ ろか カナ ヅ チ な の よ 


アク リティ ア 族 だ けが 持つ 
ナギ ー グ で 感応 し て 、 
外 祖 の 緑 長 と 対話 で きる の よ 


き ナン と 出会い 、 カロ ル が モン スタ ー 図 鑑 の 登録 状況 を 教え る 
き リタ と ジュ ディ ス が 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 破壊 に つい て 話す 
= 奪わ れ た 槍 を 探し し 、 ジュディ ス が カウ フ マ ン に 話 を 聞く 

= 売れ な い 屋 台 の 店 主 の た め に 、 パテ ィ が 看板 メニ ュー を 作る 

き ドン 亡き 後 、 ユニ オン を まとめ る た め に レイ ヴ ン が 一 肌 脱ぐ 

き ギル ド の 仕事 を 受け 、 今度 は ネッ クレ ス を 探す こと に 

き 猫 か ら プ チ ウ ルフ の 悪事 を 聞き 、 ラ ピ ー ド が こら し め る 

き ドン が 使っ て いた 酒場 で 、 一 行 が ウェ イタ ー の アル バイ ト を する 
き ナッ ツ が ノー ド ポ リカ の 街 を を まとめ て いる 様子 を 見 る 

き ノー ド ポ リカ の 閣 技 場 で 、 一 行 が 「 ザ ・ 無 尽 斬 り ] に 挑戦 する 

きき うし に ん を 通し て 、 あり じ ご くに ん に アイ テム を 渡す 

き 人 さら い を 退治 する 黒 す くめ の 男 と 、 ユー リ が 会 話 を する 

紀 ナン の こと を 心配 し て いる カロ ル に 、 ジュ ディ ス が 話し か ける 
き 以前 見 つけ た エフ ミド の 丘 の 慕 石 の 前 で 、 デュ ー ク と 出会う 

ヨ ヘル メス 式 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に つい て 話し 合う 

き エフ ミド の 丘 で 、 レイ ヴ ン の 友人 が 好き だ っ た 花 を 見 つけ る 

き 世界 各地 に ある 、 謎 の 遺跡 らし き 場 所 を 一 行 が 訪れ る 


ee 


eS 


ーー マネ ーー イィ ーー 


に 


1 


本 | パテ ィ 
ユー リ 


開 レ ィ ヴ ン 
問 ジュ ディ ス 
に | エス テル 
由 ジュ ディ ス 


ぎ はい. もう …… 
覚 合 は 決め て いま すか ら 


エス テル 


癌 ユー リ 


カロ ル 


門 ジュ ディ ス 


カロ ル 
アル た スピ 
ユー リ 


島 の よう な 鳴き 声 


「 そ うな ら な いよ うに が ん ば ろう っ て こと な の じゃ 」 

「 カ ロ ル 、 大 丈夫 か ?] 

「 大 丈夫 く な いけ ど …… い か な きゃ ……」 

「 そ れ に し て も ずい ぶん 殺風景 な と こ に 住ん を で る の ね ぇ 。 フ ェ ロ ー は 」 
「 か つて は ここ に も 一 面 、 緑 が 生い茂っ て いた と いう わ 」 

「 ど うし て それ が 、 こん な 岩 ば か り の 砂漠 に な っ た ん で す ?」 

「 さ ぁ そ こま で は 知ら な いわ 」 
「 エ ステ ル 、 ホン ト に 行く の ? 
「 は い 。 


殺さ れ ち ゃ うか も し れ な い の に 」 
も う …… 覚 悟 は 決め て いま すか ら 」 


エス テル た ち は 歩 き 出す 。 動 か な い リ タ に ユー リ が 声 を か ける 。 


「 リ タ 。 ジ ュ デ ィ の 話 聞 いて か ら な ん か お まえ 変 だ ぞ ? フェ ロー に 会 
うつ の に な ん か 問題 が あめ る の か ?」 

「 多 分 、 あ の 子 に と っ て つら い 話 だ か ら 。 も う 、 今更 し ょ う が な いわ 。 こ 
こま で 来 ち ゃ っ た ん だ か ら 」 


ユー リ た ち は 岩 山 の 頂 上 まで 進む 。 


「 フ ェ ロ ー い な いね 。 お 、 お 休み な ん じゃ な い …… な ん て 」 
「 フ ェ ロ ー。 い る ん で し ょ う ?」 


。 突き 出し た 岩 の て っ ぺん を 見 る と 、 フェ ロー が いた 。 


「 わ ああ ああ !|」 
「 祥 まわ し き 毒 よ 、 遂に 我 が 下 に 来 た か !」 
「……: お 出 まし か 。 現れ る な り 毒 呼ば わり と は ご 挨拶 だ な 、 フェ ロー !」 


7 に トー 


喧 まわ し き 毒 よ 、 
遂に 我 が 下 に 来 た か / 


ユー リ 


回 エス テル 


8 エス テル 


フェ ロー 


癌 | エス テル 


。 怖い で す 。 
で も 自分 が 何者 な の か 知ら な いま ま 
死ぬ の は も っ と 怖い で す 


か つて は ここ も エア ルク レー ネ の 
恵み を 受け た 筐 か な 土地 で あっ た 


剣 を 抜く ユー リ 。 


「 何 故 我 に 会 い に 来 た ? 我 に に っ て お まえ た ち を 消す こと な ぞ で 造作 も 
な いこ と 、 わか っ て お ろう 」 
「 ち っ 、 あん た も これ で 語る タイ プ か ? SE 


「 駄 目 で す 、 ユー リ ! 
| エス テル !」 

「 お 願い で す 、 フェ ロー、 話 を させ て くだ さ 
「 死 を 恐れ ぬ の か 、 小さ 


みん な も 待っ て !」 


い 
さき 者 よ 。 そ な た の 死な る 我 を ?] 


「 怖 いで す 。 で も 自分 が 何者 な の か 知ら な いま ま 死 ぬ の は も っ と 怖い で 
す 。 ベ リウ ス は あな た に 会 っ て 運命 を 確か め ろ と 言い まし た 。 わた し は 
自分 の 運命 が 知り た いん で す 。 わた し が 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) に 
と っ て 危険 だ と いう の は 分 か り ま し た 。 で も あな た は 世界 の 毒 と :……。 
わた し の 力 は 何 ? 満月 の 子 と は な ん な ん で す ? 本 当 に わた し が 生き 
て いる こと が 許さ れ な い の な ら …… 死 ん だ っ て いい 。 でも! せめ て ど 
うし て 死な な けれ ば な ら な い の か ・… 教 えて くだ さい ! お 願い で す !」 


「 か つて は ここ も エア ルク レー ネ の 恵み を 受け た 豊か な 土地 で あっ た 」 
「 こ こと に エア ルク レー ネ が あっ た の ね 」 
「 で も 、 それ が 何故 こん な こと に ?」 


エア ル を 力 に 変え る 術 式 を 
その 身 に 持っ て る っ て 事 …… 


「 エ アル の 暴走 と その 後 の 枯 潟 が も た らし た 結果 だ 。 何故 エア ル が 暴 
走 し た か …… そ れこ そ が 満月 の 子 が 世界 の 毒 た る 所 以 よ 」 


「 ど うい う 事 だ ?」 

「…… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 術 式 に よっ て エア ル を 活動 力 に 変え る も 
の 。 な ら 、 そ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 使わ ず に 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 
が 使え る エス テル は 、 エア ル を 力 に 変え る 術 式 を その 身 に 持っ て る っ て 


満月 の は 力 を 使う た びに 
魔 導 器 な ど と は 
比べ も の に な ら ぬ 程 


ル を 消費 する …… 。 そし て エア ルク レー ネ は 活動 を 強め 、 エア ル が 大 
量 に 放出 され る ……。 あ た し の 仮説 …… 間 違っ て て 欲し か っ た ……」 
「 わ た し は ……」 

「 そ の 者 の 言う と お り だ 。 満月 の 子 は 力 を 使う た びに 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 


ア ) な ど と は 比べ も の に な ら ぬ 程 、 エ アル を 消費 し 、 世界 の エア ル を 乱す 。 
世界 に と っ て 毒 以外 の 何 物 で も な い 」 


「 だ か ら 消 すっ て か ? そり ゃ 随分 と 気 が 短い な 。 え ? フェ ロー よ 」 


ンジ ギー 


関 ユー リ 
に:| バテ ィ 
ジェ エロ ロー 
関 ユー リ 
マエ ロー 
ジュ ディス 


ツー 


開 レ ィ ヴ ン 


フェ ロー 
ジュ ディ ス 


エミー 
関 ユー リ 


ジ ツ ま 一 
ユー リ 
フェ ロー 


ジュ ディ ス 


也 | エス テル 
ジュ ディ ス 


カロ ル 
ジュ ディ ス 


カロ ル 
関 ユー リ 


ジジ に コピ レー 
ジュ ディ ス 
ロー 


「 こ れ は 世界 全体 の 問題 な の だ 。 そ し て その 者 は その 原因 。 座 視 する 
わけ に は 行か ぬ 」 

「 オ レ た ちの 不 始末 な ら オ レ た ち が や る 」 

「 そ うな の じゃ 、 勝手 に 押し 付け は ゴメ ン な の じゃ 」 

「 お まえ た ち は こ と の 重大 さ が 理 解 で ば て いな い の だ 」 

「 じ ゃ あ 聞 く が 、 エス テル が 死ん だ か ら っ て 何もかも 解決 する の か よ ?」] 
「 少 な く と も ひと つづ つ は 問題 を 取り 除く こと が で きる 」 

「 フ ェ ロ ー、 へ リオ ー ド で 私 は 手 を 止め 、 ダン グレ スト で は あな た を 止め た わ 。 最 
初 は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の は ず が 人 間 だ っ た か ら 。 次 は 私 自身 が 分 か りら な く な っ 
た か ら 。 この 子 が あな た が 言う よう な 危険 な 存在 と は 思え な か っ た か ら よ 」 

「 そ うだ 。 ゆえ に 我 は そ な た に 免じ て 、 見 極 の の た め の 時 間 を 与え た 。 そ の 結 
果 、 我 は 同胞 ベリ ウス を 失う こと と な っ た 。 も う 十 分 だ 。 その 力 は 減 び を 招く 」 
「 ふ ー ん 、 よく わか ん な いけ ど 、 力 を 使う の が まず いな ら 、 使わ な きゃ 
いい だ け じ ゃ な い の ?」 

「 そ の 娘 が 力 を 使わ な いと いう 保証 は な い 」」 

「…… そ う ね 。 この 子 は 目 の 前 の こと を 見 過ごせ な い 子 。 き っ と また 誰 
か の た め に 使う で し ょ う ね 。 だ けど 、 その 心 が あ る か ぎり 、 害 あ る も の 
と は 言い 切れ な い は ず 。 彼 女 は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と は 違う 。 あ な 
た に も それ が わか る と 思う けれ ど ?」 

「…… 心 で 世界 は 救え ぬ 」 

「 お い 、 フェ ロー。 お まえ が 世界 と や ら の た め に あれ これ 考え て いる の は 
よく 分 か っ た 。 けど な 、 な ん で エス テル が その 世界 に 含ま れ て な い ?」 

「 よ り 大 き な も の を 守る た め に は 、 切り 捨て る こと も 必要 な の だ ]」 

「 ク ソ 喰 ら え だ な 。 その 何 を 切り 捨て る か を 決め られ る ほど 、 お まえ は 偉い の か よ ?」 
「 我 ら は お まえ た ちの 想像 も 及ば ぬ ほ どの 長き に 渡り 、 忍耐 と 心労 を 重ね て 
きた の だ 。 わずか な 時 間 で し か 世界 を 捉え る こと の で きぬ 身 で 何 を 言う か !」 
「 フ ェ ロ ー、 聞い て 。 要する に エア ル の 暴走 を 抑え る 方 法 が あれ ば いい 
の で し ょ う ? まだ それ を 探す た め の 時 間 く らい は ある は ず よ 」 

「 ジ ュ デ ィ ス ……』」 

「 そ れ に も し …… エ ステ ル の 力 の 影響 が 本 当 の 限界 に きた ら ……。 
約束 通り 私 が 殺す わ 。 それなら 文句 な いで し ょ う ?」 

「 ぢ ちょ ちょ っ と 、 ジュ ディ ス 、 本 気 で 言っ て る の !?] 

「 あ ら 、 そう な ら な いよ うに 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) が な ん 
と か する で し ょ ?」 

[ え !?~ あ 、 そう が うん 、 そう に 。 そう だ ね 月 

「 一 本 取ら れ た な 。 そう いう 訳 だ 。 エス テル の こと も 、 世界 の ヤバ さも 、 
それ が オレ た ち 人 間 の せい だ っ て な ら オ レ た ち 自 身 が ケジメ つけ る 。 
それ で 駄目 な ら 、 丸焼き で も な ん で も 好き に し た らい い 」 


「 さ あど うな の か し ら ? で も そう 言わ れ て 悪い 和 気 は し な いわ ね 」 


「…… よ か ろう 。 だ が 忘れ る な 、 時 は 尽き つつ ある と いう こと を 


岩山 か ら 飛 び 立つ フェ ロー。 


ッ ン / エ 上 ご 


「 待 っ て ! 術 式 が エア ル 暴 走 の 原因 っ て いつ の な ら 、 昔 に も 同じ よう に 
暴走 し た こと が ある は ず で し ょ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 古代 文明 で 生 
み 出 され た 技術 な ん だ か ら 」 

「 罪 を 受け 継ぐ 者 た ちがい る 。 そ や つら を 探す が よい 彼 の 者 ども な ら 、 
過去 に 何 が 起こ っ た の か 伝え て いる で あろ う 」 


フェ ロー は 去っ て いく 。 


カロ ル 
本 | バテ ィ 
皿 | エス テル 
ユー リ 


「 行 つ ち ゃ っ 大] 

「 バ イ バ イ な の じゃ 」 

「 え っ と 、 あの …… め あり が と う ご ざ いま す 、 ユー リ 。 それ に …… ジ ュ デ ィ ス も 」 
「 そ れ は いい ん だ けど な 」 


ユー リ は エス テル に 近づく 。 


に | エス テル 


ユー リ 
四 | エス テル 


「 え ?」 
「 死 ん だ っ て いい ? 上 ぶ ざ け て ん の か ?」 
「…… ご めん な さい 


ふーん 、 よ くわ か な ん な いけ ど 
力 を 使う の が まず いな ら 、 
使わ な きゃ いい だ け じ ゃ な い の ?2 


きっ と また 誰か の た め に 
使う で し ょ う ね 


わずか な 時 間 で し か 
世界 を 捉え る こと の で きぬ 
身 で 価 を 番 う か // 


ぞ れ で 杖 昌 な ら 、 丸 焼き で も 
な ん で も 好き に し た らい い 


Dee 


Ra Wo 


ek 


Yo 


も の の も の 


Et も 


本 当 に エス テル を 殺す つも りな ら 


問答 無用 で くれ ば 
よかっ た は ず だ が …… 


ーー 
- 和 w 
ジュ テ ィ ス 


だ か ら 私 た ち が ど う 振 舞う か 
見 定め る た め に 砂漠 で は 姿 を 隠し た 


過去 の 出来 事 に つい て は 
罪 を 受け 継ぐ 者 た ち に 


アス ピオ に 来 て た 
クリ ティ ア 衣 の 人 が 
な ん か ぞ の 名 前 を いっ て た よう な 


PART ウー 


凛々 の 明星 編 


ユー リ 
エス テル 


「 二 度 と 言う な よ 」 
「 ご めん な さい ……」 


フィ エル ティ ア 号 の 船室 に 戻っ て きた 一 行 。 


カロ ル 
開 レ ィ ッ ン 


に 


門 り タ 


れ て る けど ……」 


「 は ぁ …… ど うな る か と 思っ た よ 」 

「 あ ー ん な デカ ブツ 相手 に 、 よく まあ 話 だ け で 済ん だ ね え 。 お っ さん 心 
臓 が び つ うに か な り そ う だ っ た わ 」 

「 お っ さん の くせ に 、 度胸 が な い の じ ゃ 」 

「 本 当 、 パテ ィ ち ゃ ん は いつ も 肝 が 据わっ て る の ね 」 

「 本 当 に エス テル を 殺す つも りな ら 、 問答 無用 で くれ ば よかっ た は ず だ 
が ……。 そ こ が ど う も 解せ な いな 」 

「 多 分 、 フ ェ ロ ー も 迷っ て た の よ 。 だ か ら 私 た ち が ど う 振 舞う か 、 見 定め 
る た め に 砂漠 で は 人 姿 を 隠し た 」 

「 ふ つん 、 思っ た より 悪い や つじ ゃ な か っ た の か な ?」 

「 ど うだ か な 。 い ざと な りゃ 、 な ん だ っ て や る タイ プ と 思う が な 、 オレ は 」 
「 そ れ は あん た も 一 緒 で し ょ 」 


「 で も どう する の 、 ユー リ ? あん な こと 言っ ちゃ っ て 」 

「 エ アル が 悪さ すん の を どう に か する 。 それ だ け だ ろ ?」 

「 つ っ て も 手がかり ゼロ じゃ 話 に な ん な いん で な い ?」 

「 う むう お む 、 手がかり は 大 切 じ ゃ ぞ 」 

「 エ アル の 消費 に 関し て は 、 間違い な く 術 式 が 関わ っ て る は ず な の よ 。 
昔 の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に つい て や 、 そ の 時 に 暴走 が 起き た か どう か 、 
その 辺 の 情報 が あれ ば 手がかり に な る ん だ けど |」 

[過去 の 出来 事 に つい て は 、 罪 を 受け 継ぐ 者 た ち に 聞け ……。 フェロー 
は そう 言っ て まし た 」 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 発明 し た の は クリ ティ ア 族 。 つ まり 今 も 伝承 
を 受け 継ぐ クリ ティ ア 族 に 聞け と いう 意味 ね 」 

「 確 か に 、 クリ ティ ア 族 が 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 生み 出し た と は 言わ 


「 け ど クリ ティ ア の 街 テ ュ ザ は も う 滅ん じ ま っ て る せ 」 

「 他 に も あれ ば 話 が 早い ん じゃ が の 」 

「 隠 され た 街 ミ ヨル ゾ 。 テム ザ より ずっ と 古い 、 クリ ティ ア の 故郷 

そし て 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア 発祥 の 地 」 

「 ほ ヘー。 そん な 街 が ある の ね 。 も し か し て ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 その ミ ョ 
ル ゾ っ て の どこ に ある か 知っ て る ?」 

「 さ ぁ ?」 

「 そ の 名 前 に 覚え が ある ……。 ア スピ オ に 来 て た クリ ティ ア 族 の 人 が 、 
な ん か その 名 前 を いっ て た よう な 」 

「 そ の 人 、 まだ アス ピオ に いる で し ょ うか ?」 

「 ま 、 当たっ て みる し か な いな 」 CE 

「 ジ ュ デ ィ ス …… 一 緒 に 来 て くれ る ?」 

「…… そ う ね 。 まだ ギル ド の ケジメ が 残っ て る も の ね 」 


「 じ ゃ アス ピオ に 行く と する か 」]」 


クリ ティ ア 、 導 き の 者 


だ CAS が CE 03129 ミコ ジ 255 51 の 2 OR 学術 閉鎖 都市 アス ビオ + 


oo 


ミ ョ ル ゾ の 情報 を 求め て 、 アス ピオ へ や っ て きた ユー リ た ち 。 


閥 リタ 


「 さ す が に 疲れ た わ ね 。 と りあ え ず 人 探し は 明日 に し まし ょ 」 


韻 レイ サン 「 和 成 -。 し 5D に まとも な ベッド で 寝 られ る わ -] 
閥 リタ 。  「 じ や ゃ あ 、 あたし の 家 に …--」 ーー 


開 カロ ル 「 待 っ て 。 先 に 話し て お きた いこ と が ある ん だ 」 


開 レ ィ ヴ ウン” 「 ギ ルド の 話し 合い よ 。 横 や り は 無し に し よう や 」 


癌 カロ ル 「 ポ ク 、 ずっ と 考え て た 。 ギル ド と し て どう すべ き な ん だ ろう っ て 。 で 、 思っ 


関 ユー リ 。 「 ど うす る か 決め た ん だ な ?] 


剛 カロ ル 。 「 言 っ た よね 。 ギ ルド は 探 を 守る こと が 一 番 大 事 。 近 を 破る と 厳し い 処 玉 を 


受け る 。 例え それ が 友達 で も 、 元利 で も 。 それ が ギル ド の 誠 『 きり な ん だ っ て]」 


問 ジュ ディ ス 人 あえ 」 


p 記 カロ ル [だ か ら - 等 -- み ん な で 罰 を 受け まう |] 。 。 ーーーー 


癌 カロ ル 。 「 ポ ボク 、 ジュディ ス が 一 人 で 世界 の た め に が ん ば っ て る の 知ら な か っ た 。 
、 知ら な か っ た か ら っ て 仲間 を 手伝っ て あげ な か っ た の は 事実 で し ょ 。 だ 
つの おら 小 の も 画 を まけ 
万 明信 時 ユーリ に 療 導 ひけ 9 
国人 
MHR 
開 カロ ル 。 「 ユ ー リ も 自分 の 道 だ か ら っ て 秘密 に し て る こと が あっ た 。 そ れ っ て 仲 
~。 -- 有 OR め lg の AMGMD NN 
開 ユ ー リ 2 す 家 齋 王 砂 CH の も っ や ーー 0 
20 は ルル | だ が 前 屋 け な いと ね も 2 0 
凍り し bb の DGGBSB 提 eo シー 
開 カロ ル 。 「-… 控 は 大 事 だ よ 。 で も 正しい 事 を し て る の に 、 探 に 反し て る か ら っ て 
、 視 を 与え る べき な の か ……。 ホ ント 言う と まだ わか ん な い ……。 な ら 、 


みん な で 宮 を 受け て 、 全部 や り 直 そう っ て 思っ た ん だ 。 これ じゃ 、 ダメ ?] 


開 ユー リ 「 オ レ 、 また 秘密 で 何 か す る か も し れ な い ぜ ?」 

閉 カロ ル 。 [信頼 し て も ら えな く て そう な っ ちゃ うん な ら 、 し ょ よう が な いよ 。 それ は 
KN S - 飛 み が 天 い ん だ |: 3 2 

回 ジュディ ス 「 ま た ギル ド の 必要 と し て る 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 破 や 壊す る か も し れ 
イズ ”" "な いわ 2 逢 P ド O だ め に だ 有馬 に 反する わ | 

開 カ ロ ル 「 で も それ は 世界 の た め だ も ん 。 それ に 近 を 守る た め に ギル ド が ある ワ 
。。 ケ じ ゃ な いも ん 。 許容 範囲 じゃ や な いか な 」 NE 

較 リ タ 。 | それ っ て 失 の 意味 ある の 071 だ 
開 レ ィ ヴ ウン 「 は っ は っ は 。 そん な ギル ド 聞 いた こと な いわ 。 お も し ろ い じゃ な い の 」 
回 パテ ィ 「 う お 、 型 に と ら わ れる こと は な い の じ ゃ 。 自由 が いい の じゃ 」 
賠 エス テル [asml Nd NSRMvev 
開 ユー リ 。 「 カ ロ ル 。 お まえ すご いな 。 オ レ は 自分 が どう する か っ て の は 考え て た 


_ が 、 仲間 と し て どう し て いく か が っ て 考え られ て な か つた か も し れ な い 。 ' 


- レ に は 思い も つか な いけ じ め の つけ 方 だ 」 

閉 カロ ル 。 「 ポ ボ 、 ポ ボク は た だ みん な と 旅 を 続け た い だ け な ん だ 。 みん な の 道 と 、 凛 々 
1 と DEP 

議 ユー リ  。 「 そ っ か : そう だ な 。 ジュ デム そう いう こと らし じい 生 | 
癌 ジュ ディ ス 「 お か し な 人 た ち ね 、 あな た た ち ホ ント に ……。 で も …… そ うい う の 、 

NN INN WP RS NIREHNWMMS 
開 カロ ル 。 「 じ ゃ あ 改 め て 、 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 出発 だ ね !| 
語り タ "や" ”" 「 な ーー ん か ご 都合 。 ギ ギ ルド っ て そん な も ん 可 。。 
議 レイ ヴ ン  -「 ま 、 ド ン の ギル お は O 除 達 うら ね 4」 コッ 
同 エス テル  「 で も な ん か 素敵 で す 」 ee 
尊 パテ ィ  - | 当 々 の 明 召 (プレ イプ ウェ スベリ) い CO] 
カロ 尼 。 | バテ イセ も 人 あー 
較 (ティ  。.F② は まだ ダ 28 の じ W] 
開 カロ ル 。 「 そ っ か 、 バ ティ は 記憶 を 取り 戻さ な きゃ な ん な いん だ よね ] 
開 レ ィ イヴ ン  「 で 、 画 は どう な る の よ ?] 5 


また ト ギ ルド の 必 要 と し て る 
仙 を 大 する か よう 
し れ 


道 と 
凛々 の 明星 の 送 を 
同じ に し た い だ け な ん だ よ 


と Se や 、、 さ 


パ 
拓 
4 
も 
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* 
1 
1 
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人 
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っ か 、。 北 9u。 の な. キ 、 か 、、 閉 、 


ce 


っ で も の っ 


問 ジュ ディ ス [ええ | 


同 カロ ル 1 


凛々 の 明星 (ブレ イ ウ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) の 面々 は 、 広場 に いる クリ ティ ア 族 の 男性 に 声 を か ける 。 


「 ニ ョ ル ゾ を 探し て る 1 ? 2 


「 ご き げ ん よう 、 我 が 同 胞 殿 」 


他 り 壮 い て も 、 介 も 
あり ゃ し な い 、 ぞ それなのに 癌 ジュ ディ ス 2222 


価 し に 行く つも りな の さ 


2 二 PU2N NM SS WM NN 
問 ジュ ディ ス 


「 あ な た 、 ミ ョ ル ゾ に つい て 、 何 が 知っ て いる こと は な い ? 私 た ち 、 ニョ 


ー ル ゾ へ 行き た い の 。 ミ ョ ル ゾ が どこ に ある の か … 2 そし て どう すれ ば 、 


_ そこ へ 辿り 着け る の か 、 ね ] 
「 辿 り 着い て も 、 何 も あ りゃ し な い 。 それ な の に 何 し に 行く つも りな の さ 」 


「 あ ら 、 クリ ティ ア 族 が 自分 の 同胞 の 街 に 興味 を 持っ た っ て の は 6 T く 理由 に な ら な い 4 


「 理 由 に な ら な くも な じ 。 で も 私 は 知ら な いん だ な 、 これ が 」 


DO に ミコ ルプ へ の 選 は える それ が 代々 の 所 だから な 」 


問 ジュ ティ ス 「 人 間 と か ク リティ ア 族 と か より も 信用 で きる か で き な い か 、 じゃ な いか 


し 少な く と も 彼ら は 信用 に 足る 人 た ち だ わ ]」 


_「-…… も う 一 度 聞く が 、 な ん の た め に ミ ョ ル ソ ゾ を 求め る ?」] 


世界 が 色々 と マズ イ 方 向 に 向かっ て る 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の せい 


で な 。 過去 に 何 が あっ た か 、 どう すれ ば 止め られ る か 、 それ を 知る た め に 


行く 。 フリ チイ ブ を 刻む 、 すべ て の 人 の た め …… つと と と ろ の て で うた デ ] 


ー LU ーー いい だ ろう 。 そこ で あん た た ち が 千 え を 見 つけ られ る か どう か 保証 は で き 


な いか が 教え よう 。 ます 、 ミ ョ ル ゾ へ 行く た め に は 、 その 道標 と な る 鐘 が % 要 だ 」 


[ 入 7」 


「 そ う 。 ヒ ピ オニ 陸 の 南 の 洞窟 に 隠さ れ て いる 」 


_「 ヒ ピオ ニ ee 、 広い よね ?」 


| 洞窟 は 赤い 花 の 咲く 岸辺 に ある 。 そ れ を 目印 に すれ は た どり 着け る よ 。 それ 


りら その 洞 宙 の 奥 に ある 扉 は 我ら クリ ティ ア に し か 開く こと が で き な い か ら 」 


「 ど うい うこ と …… 2 


回 ーー ーー 0 1 
則 ト ー ト 「 ま ぁ 、 焦ら な いで くれ 。 人 間 は せっ か ち で いけ な いな 。 鐘 を 手 に 入れ 
た エコ OB<AA] _ | 


「 エ ゴ ソ ー の 礎 ? それ も …… ヒ ビオ ニア 大 陸 、 だ っ け ? 聞い た こと ある …-」 


[そう 、 そこ は クリ ティ ア 族 に と っ て 神聖 な る 場所 よ 。 や っ ぱり あそこ が ミ ョ 


_「 そ こ で 鐘 を 使え ば その 扉 が 開く 。 た だ ー つ 、 問題 が ある ]」 


は 大 勢 で 乗り 込ん だ 上 に 、 の な 会 朋 ( プ ラス ティ ア ) ま で 持ち 5 ん で る 。 


目的 が な ん な の か 分 か ら な いけ ど 、 と て も 気がかり だ よ 」 


「 ミ ョ ル ン へ 行き た いな ら 、 ーー 


「 な る ほど 。 つま り 、 半 を 手 に 入れ て 、 その 聖地 っ て と ころ で 謎 の 集団 ぶっ 


_ 飛ば し て 、 鐘 を 鳴ら せ ば 扉 は 開く っ て こと な ん だ な ]」 


剛 トー ト 「 そ うい うこ と だ ね 」 


問 ジュ ディ ス  「 わ か っ た わ …… あ り が と う 」 


剛 トー ト 「 あ な た の 前 途 に 幸多 か らん こと を 」 
ジュ ディ ス  「 あ な た に も ……。 み ん な の と ころ に 戻り まし ょ う 」 


エス テル た ち が 待 つ リタ の 小屋 へ 向かう 。 
回 | エス テル 「 何 か わか り ま し た ?」 


関 ユー リ 「 エ ゴ ソ ー の 森 っ て と ころ に 手がかり が ある みた い だ ぜ ] 
開 カロ ル ” 「 こ こ か ら 南 の 大 陸 ヒ ビオ ニア の 西 の 方 だ っ た と 思う よ 」 
閥 レ ィ ヴ ン  「 そ の 森 に ミ ョ ル ゾ っ て の が ある の ?」 ナ ゃ 

回 ジュ デ ティス  「 扉 が め る の よ 」 ェ ー デ 

内 リタ 「 は ぁ ?2 扉 ? 何 それ 2」 

議 コ ー リ - ミコ ル に 湯 じ る 応 記 びに = ここ 

癌 カロ ル 「…… そ の 扉 を 開け る 鐘 が 、 ヒビ オニ ア 大 陸 の 赤い 花 が 咲く 岸辺 の 洞 

2 窟 に 隠さ れ て る ん だ っ て 」 Eee 
開 ユー リ ” 「 と りあ え ず 、 行 っ て 見 た 方 が 早い 」 2 2 いい 、 科 ん どい た ゲー 
癌 カロ ル 「 そ の 前 に …… 休ま せ で ーー ] トーン つの 

回 ジュ ディ ス  「 一 休み し て か ら 出 発 か し ら ?」 の 了 

開 コ ユー リ 。 [だ っ て さ 」 で 

開 リ り タ "==ー「 し ょ う が な いな ぁ 」 は PC の 


「 そ れ じ ゃ あ 、 3 RE 街 を 英 策 する の じゃ あ 」 


ST それ で / パテ ィ 、 
結 最 、 問 し の 星 の 手 が か り は 
何 か 見 つか っ た ?2 


に |】 パ ティ 「 う お む 。 本 は 多い が 、 ア イフ リー ド の 話 は どこ に も な い の じ ゃ 」 

閥 り タ 「 当 た り 前 で し ょ 。 この 街 は 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 関 連 の 類 し か 置い こない の よ 」 
回 パテ ィ = 。 [し ょ う が な い の じ ゃ 。 も う 少し ユー リ た ちと 旅 を し て 手がかり を 探す の じゃ 」 
男性 、 - 「…: 今 、 ア イフ リー ビ つ の 還 3 計 析 1 電 n ら 


遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲー ト ) の ギル ド 員 らし き 男 が 近づい て くる 。 。 NN 
_ 男性” ” 「 お い 、 そ っ ちの 。 あ ん た 最近 、 噂 の アイ フリ ー ド の 孫 な の か ?」 TTF 
届 7 ボ 。 ニニ 0 - 丘 議 酸 le 
秀作 | 「 否 定 も 衣 定 も し な いっ て こと は そう な ん だ な 。 な る ほど ね 、 あん た が 

、 ギル ド の 面 汚し の 孫 か …… な ん だ 、 普通 の ガキ だ な 」 
回 / ィ [| 0 ーー 字 こ 
人 2 _ じ いさ ん だ を 人 衣 する 評 と か は な い の か ? 


内 了 ク 5 は 


テル 「 ど うし て っ て 、 事実 だ し な 。 で ? PP の ウー [ 42 に っ 
- - ごま で ニク の キバ ) の ギル に 革 起 大 EE ーー 時 
癌 カロ ル 「 ボ 、 ボク ら は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) だ っ | 
本 本 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ? うさ ん くさ いな 。 何 を する ギ 
うこ 。 /N0 た 2 上 L 


「 言 えば 、 何 か い い 仕 事 を 紹介 し て くれ る の か ?」 
「 お 、 お まえ ら み た い に ア イフ リー ド の 関係 者 と つる お 怪し い 連中 に や 
る 仕事 は な いよ 。 …… 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ね 。 また ギル 


ド の 品位 を 下げ る ろく で も な い ギ ルド が 増え た わけ だ 」 
ーー 


まだ 、 何 か 2 


言い 足り な い の か し ら ? 一 行 は 男 を 置い て 歩き 出す 。 っ 
男性 「 ち ょ っ 、 まっ ……』 


癌 ジュ ティス 「 ま だ 、 何 か 言い 足り な い の か し ら ?」 


男性 「[ い 、 いえ …… ] 


較 「 和光 2 」 SE 2 


癌 カロ ル 。 「 で も 、 ど うし よう …… あ の 人 、 た ぶん 、 言い ふら す よ 、 きっ と 」 


間 ユー リ [揃わ ね ぇ よ 、 そん な こと で 潰れ る よう だ っ た ら 、 と っ くに 潰れ て る せ 、 オレ た ち ] 

癌 ジュ ディ ス [そうね 。 言い た い ヤ ツ に は 言わ せ て お け ば いい わ 」 

じゃ あ 、 行 っ て みる か ーー ニーーーーーーー ニ ーー ツー ニー ニー ニー 
回 バテ ィ 「 う ち ……」 


バテ ィ の 言葉 を さえ ぎる よう に 、 ユー リ が 話す 。 


問 ユー リ 「 ヒ ピオ ニア 大 陸 の 赤い 花 の 咲き 誇る 岸辺 、 だ っ け か 」 


NRNSINGNRRRSRRRNISSSOSS 
PART | 


隊 レイ ヴ ン [者 か 、 esal 


「 ど いい て! 

リタ が ジュ ディ ス の 示し た 場所 に 魔術 を 放つ 。 。 
防 | エス テル  「 開 きま し た !」 

半 し ィ ウ ンー 1 


] カロ ル 


賠 レイ ヴ ン  「 や っ ぱり 、 トピ WP TP 


回 エス テル 「 だ と し て も …… こ ん な に いっ ぱい …… ど うし て …… こ ん な と ころ に 


な ぜ -……!2| 

癌 ジュ デ ティス 。「 し か も …… す ご い 、 数 …」 
病 ユー リ 「 ま さか 、 クリ ティ ア 族 の 街 へ の 道 探し に 来 て 、 こん な と ころ に 来 ち まう 
ここ が の NN 
| NIS この 
癌 ジュ ティ ス  「…… 何 か 書い て ある ]」 お トン 
還 エス テル 。 「…… ブ ラッ ク ホ ー ブ 号 事件 の 被害 者 、 こ こ に 眠る ……。 

2 その 死 を 悼み 、 その 死者 を ここ に 葬る も の な り 」 
半 カロ ル 。 [これ 全部 、 あ の ブラ ッ ク ホー ブ 号 の 事件 の 犠 牲 者 …!?」 
賠 リ タ "” 「 つ まり 、 ア イフ リー ド が 殺し た 人 の …… お 墓 … つ て こと よ …… ね ?] 
同 エス テル  「 確 か に …… で も …… こ ん な に と は …』 。 
が っ くり と 膝 を つく パテ ィ 。 っ 四 
同 エス テル [パテ ロー る 
回 (テッ [も うち いび. まひ で ん 本 の の 1 2 っ 
回 | エス テル [バテ ィ …」 守 
開 レ ィ ヴ ン [いく < ら な ん で も 、 無理 な いわ 。 この 歳 で 、 この 現実 を 受け 止め ろ っ て 方 が 無茶 だ 
閲 症 2 ヘッ 
間 カロ ル 。 [に この間 :… 著 が 建て た ん だ ろ ?| 、 
義 ユー リ さあ -…- 事 件 の 生き 残り が いた 、 と か な …-」 だ ま 
ト 】 エス テ ル PC で も …… と の チン ] の 生生 >。 ジー の 
癌 ジュ デ ティス 「-…… 私 は ミ ョ ル ゾ の 鍵 を 探す わ 。 あ な た た ち は こ こ に いて ]」 
間 証 2 向 用 OB に た 生 シ ーー 
癌 ジュ ディ ス 「 こ ん な パテ ィ を 連れ 回 す 訳 に は いか な いで し ょ う ?」 ーー 
関 ユー リ 。 「…… 魔 物 の 気配 も ね え 。 オ レ た ち も 行こ う 。 ラ ピー ド 、 バテ ィ な を 見 て 

SU と ここ で 2 と くれ 
園 ラビ ー ド 0 ウン oe の つの 20200 < シー ニン 3 
パテ ィ 、 ラビ ピード と 別れ 、 ユー リ た ち は 先 へ 進む お 。 CI SO 。 1 
間 カロ 形 - トー 生き 止ま D だ ね ここ 
開 ユー リ ” 「 や っ ぱ 、 お っ さん の 言う と お り 、 間違え ちまっ た の か も な 」 
開 レ ィ イヴ ン  「 で も 、 こ こ 以 外 に 、 赤い 花 が 咲く 岸辺 な ん て な か っ た よね ぇ 」 
ーー 


突然 、 扉 が 現れ る 。 


同 エス テル  「 鹿 …?」 


の 。 その 力 で 、 この 扉 を 隠し て いた 岩 壁 の 紀 惑 を 取り 除く 秘文 を 売 み 取っ た の | 


関 ユー リ 。。 「 な る ほど な 、 ト ー ト の 奴 が 言っ て た クリ ティ ア に し か 開け られ な い 扉 っ 

ES2 ポ て これ の こと か 」 0 

癌 ジュ ティ ス 「 さ ぁ 、 中 に 入り まし ょ う 」 ーー 

面 の 先 で 、 一 行 ほじ ゆきな 二 見 つけ る 。 0 

閉 カロ ル 。 「 も し か し て 、 こ れ が ミ ョ ル ゾ へ の 扉 の 鍵 か な 」 蘭 

癌 ジュ ディ ス [そうね 、 鐘 っ て 言っ て た か ら 、 きっ と これ よね 」 

開 レイ ィ ヴ ン  「 に し て も 、 な ん で 鐘 の 隠し 場所 に お 墓 が 作ら れ て ん の か ね ぇ ] 

癌 ジュ ティ ス  「 偶 状 ね 」 | 

義 ユー リ [か も な 。 曹 を 作っ た ヤツ は 、 こ こ が 鐘 の 隠し 場所 だ な ん て 知ら な か っ た ん だ ろ ] 

半 カロ ル ” 「 あ ん な ふう に 扉 が 見 えな か っ た ん だ か ら 、 仕 方 な いよ 」 

回 エス テル 。 「…: も し か し て 洞窟 の 入り 口 を 塞い だ の は 、 あの お 則 を 作っ た 人 か も -…」 

り タ ミ 。 、、[ 間 の COE3 2 
関 ユー リ 。。 「 さ あな 、 単 な る 墓 荒 らし 対策 か 、 そ れ と も な に か 隠さ な きゃ な ら な い 『 


-。  : 朋 の 由 が あっ な た の が 3 
問 ジュ ディ ス 「 確 か に トー ーー そう か も ね 」 


> ご 


ユー リー 「 何 で あれ 、 目 的 の 鐘 も 手 に 入っ つた し 、 と りあ え ず 、 パ ティ の と ころ へ 戻 ろ う 」 


エス テル 


ユー リ 
エス テル 
閲 ユー リ 
ジュ チ ヂ ィ スズ 


関 ユー リ 


W ラ ピ ー ド 
閲 ユー リ 
園 ラビ ー ー ド 


「 か も し れ な いな 」 

し パティー 

お あい つ @ 和 0D た が きた 財 美 だ ]」 。 > 
「 そ う ね …… で も 、 彼女 に と っ て あま り に も 心 の 準備 も 何 も な さす ぎ た ……」 
「 そ うだ な 。 早い と こ 戻っ て や ろう ぜ 」 


パテ ィ の も と まで 戻っ て きた ユー リ た ち 。 


[ワン !」 
「 ラ ピー ド 、 ご 苦労 さん 。 目的 の も の は 手 に 入れ て きた ぜ 」 
[ワン !」 


ュー ッ 
に | バテ ィ 
エス テル 
本 | バテ ィ 
癌 ユー リ 
析 | バテ ィ 
閲 ユー リ 


関 ユー リ 
ユー リ 


本 を お に 和 れ た を 1 
エゴ ソー の 森 っ て と こ で ジュ デ ティス 
則 ら せ ば いい だ け だ な 2 

パテ ィ 

回 ーッ 

パティ 


較 ユー リ 
パテ ィ 

Ri う この 辺り で みん な と ーー 
パイ バイ し た い の じ ゃ 3 バディ 


癌 カロ ル 
バテ ィ 


い - SE 
『 あん た 一 人 いた くら いで 、 
ゝ 、 こ の 集団 で 何 が 変わ る の 


エス テル 『 突 


バテ ィ は 答え ず 、 歩い て いく 。 


洞くつ を 出 て 、 フィ エル ティ ア 号 EE 


「… 後 は 手 に 入れ た 鐘 を エゴ ソー の 森 っ て と こ で 鳴ら せ ば いい だ け だ な 」 
「 そ う ね 」 

「…… ユ ー リ 、 話 が ある の じゃ 」 

[ 疾 ん だ po 

「 う ち は …… こ の 辺り で みん な と バイ バイ し た い の じ ゃ 。 そろ そろ 、 ユー 
リ た ちと 別れ る 潮時 な の じゃ 」 


「 な ぜ 突 然 ? わた し た ちと 一 緒 に 行く の が イヤ に な っ た ん で す ?」 


「 そ うい うわ け で は な い の じ ゃ 」 

「…… も し 、 アイ フリ ー ド の こと で ボク た ち に 気兼ね し て る ん だ っ た ら 」 
「 こ れ 以 上 、 迷惑 を か ける の は イヤ な の じゃ 。 例 え 、 みん な が 気 に し て 
な く て も …… つ うち が イヤ な の じゃ 」 


AP 4 
「…… 何 を 今更 」 CS や 
「 Say リタ な oee 2 1 


「 ど いつ も こい つも 、 迷惑 な ヤツ ば っ か じゃ な い 。 あ ん た 一 人 いた くら 
いで 、 この 集団 で 何 が 変わ る の よ 」 


「 リ タ 粗 …」 
「 本 当 に や る べき こと を 優先 させ る た め だ っ て な ら 、 引 止 め や し な いん だ けど な 」 
「 う ち は …」 


「 パ ティ ちゃ ん いな く な っ た ら 、 ちょ っ ち 寂 し いわ ね 」 

「 も うこ こま で 一 緒 に 来 た ら 、 遠慮 な ん か な し だ よ 」 

「 一 緒 に 砂漠 も 越え た し 、 た くさ ん 一 緒 に 戦い まし た 」 

「 そ れ に その 答え は な に も こん な 場所 で 出さ な く て も いい ん じゃ な いか し ら ?] 


「 ま 、 ここ で 抜け られ る と 船 を 動か せな く な っ て 、 オレ た ち も 困 っ ちまう し な 」 


「 少 し 頭 冷や し て か ら 考 えて みな 。 そ れ で 出 た 答え な ら 、 好き に し た ら 
いい 。 そ れ ま で は 、 と りあ え ず 一 緒 に 来れ ば いい ん じゃ な いか ?」 
「…… わ か っ た の じゃ 」 

「 じ ゃ 、 エゴ ソー の 森 、 だ ね 」 

「 不 審 者 を 排除 し て 、 あの 鐘 を 鳴ら せ ば いい の よね ?」 


スキ ッ ト 相談 相手 


「 え え 」 


| 聖 M と 語 わ れ た 森 


カギ と な る 鐘 を 手 に 入れ た 一 行 は 、 エゴ ソー の 森 へ や っ て きた 。 


癌 ジュ ディ ス 「 こ こ が エゴ ソー の 森 、 クリ ティ ア 族 の 聖地 よ 」 


リタ 「 へ え 、 思っ て た より の どか で 気持 ちの いい と こじ ゃ な い 」 

カロ ル 「 わ 、 意外 。 暗く て じめじめ し た 研究 室 が 好き な ん だ と ば っ か り …」 

同 | エス テル  「-… 何 も な い 時 に 来 て みた か っ た で す 」 2 sosoznoxc 

関 ユー リ 「……: あ れ だ な 、 謎 の 集団 が 持ち 込ん だ 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) っ て の は 」 

山 の 方 を 見 る と 、 巨大 な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 目 に 入る 。 

リタ 「 兵 装 麻 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) じ ゃ な い …-」 ) 

隔 | エス テル  「 そ の 、 謎 の 集団 っ て 何 な ん で す ?] 

癌 カロ ル 「 そ れ は くわ し く 聞 け な か っ た けど ……。 と に か く 、 ミ ョ ル ゾ へ の 行き 方 ry 
教え る 代わ り に そい つら 何と か し ろ っ て 」 EE 

開 レイヴン [何と か する っ て の は 、 あ れ ぷ っ 壊し ゃ いい っ て こと ?」 い oe 


ジュ ディ ス  「 ど うな の か し ら 。 それ で いい な ら そ うす る けど 」 
リタ 「 あ ん た が 壊す 必要 の な いよ う 、 あたし が ちゃ ん と 処理 する わ よ 」 


癌 ジュ ディ ス 「 そ う ? 期待 し て る わ 」 
歩き 出す 一 行 だ っ た が 、 パテ ィ は 動か な い 。 


開 ユー リ 「 船 で 休ん で る か ?」 
| パテ ィ 「…… 行 く 、 の じゃ …」 
開 ユー リ PCO KK 」 た 
少し 進む と 、 例 の 集団 に 引き 止め られ る 。 
騎士 「 止 まれ ! ここ は 現在 、 帝国 騎士 団 が 作戦 行動 中 で ある 」 
開 レ ィ ヴ ン [親衛隊 …… あ りゃ 騎士 団長 直属 の エリ ー ト 部 隊 だ よ 」 
関 ユー リ 「 そ の 騎士 団長 様 の 部 隊 が こん な 森 に 兵 装 魔 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ,  。 更 還 
ア ) 持 ち 込ん で 、 一 体 な に し よう っ て ん だ ?] のど うし て メレ た 5 に 
騎士 「 答 える 必要 は な い 。 それに 法令 に より 民間 人 の 行動 は 制限 され て いる 」 
閥 ユー リ 「 ふ ー ん 、 それ は いい と し て も その 刃 ( や い ば )、 どう し て オレ た ち に 向 
いて る ん だ ?」 
騎士 「 か か れ !」 
襲 いか か る 騎士 団 。 ユー リ た ち は こ れ を 蹴 散 ら す 。 に ー 」 
回 ユー リ 「 やれやれ 、 つい に 騎士 団 た まとも に や り 合 っ ちまっ た 。 腹 くく っ た そば っ Fe で 
か ら 幸 先 い いこ っ た 」 
也 | エス テル  「 謎 の 集団 っ て 騎士 団 の こと だ っ た ん で すね …」 
カロ ル 「 で も 、 な ん で ボク た ち を 襲っ て きた の か な ?」 
ジュ ディ ス  「 知 られ た ら 困 る よう な こと を ここ で や っ て いる か ら で し ょ ] 
カロ ル 「 そ れ が あの 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) っ て こと ?] 
開 ユー リ 「 だ ろう な 」 ココ 
山 パテ ィ し っ 」 
リタ 「 あ ん た 自分 で つい て くる っ て 言っ た ん だ か ら 、 し ゃ ん と し な さい よ 」 
問 パティ 。。 「-…… わ か っ て る の じゃ 」 


因 | エス テル  「 危 な い ……! 
山の上 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) か ら 、 ユー リ た ち に 向け て 光 弾 が 射出 され る 。 と っ さ に エ 
ステ ル が 仲間 た ちの 前 に 出 て 、 光 弾 を 打ち 消す 。 


リタ 「 エ ステ ル …… 
カロ ル 「……: 今 、 何 、 し た の ?」 
リタ 「 へ リオ ー ド で や っ た の と 同じ ……! エス テル の 力 が 、 エア ル を 制御 し 


て 分 解 し た の よ ! あん た また そん な 無理 し て ……」 
司 エス テル  「 ご 、 ご めん な さい 、 み ん な が 危な いと 思っ た ら 、 力 が 勝手 に …… !] 
癌 ジュ ティ ス 「 力 が 無意識 に 感情 と 反応 する よう に な り 始 め て る ん だ わ ……] 


N 
| 


「 と いう こと は 撃た れる た びに 、 エス テル が 力 を 使っ て し まう っ て こと ね 」 


「 エ ステ ル の こと も 、 世界 の ヤバ さも オレ た ち で ケジメ つけ る っ て 決め た 
だ ろ 。 今 や つて る こと は 全部 、 その た め だ 。 細か いこ と は 気 に す ん な 」 
「 で も 、 こん な の 何 度 も や っ て た ら フ ェ ロ ー 怒 る ん じゃ な い の ? 魔 導 器 
(ブラ ステ ィ ア ) だ ろう と フェ ロー だ ろう と 丸焼き に され ん の は 勘弁 よ 」 


うと フェ ロー だ ろう と 層 


れん の は 動 弁 よ で 「 な に 、 簡単 な 話 だ ろ 。 要 する に あの 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を な ん と か 
J い すり ゃ いい っ て こっ た 」 
そつ いう こと ね ] 


「 あ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 使 っ て る 奴ら 、 ボコ っ て や る 」 
「 よ し 行こ つ 。 な る べく 目立た な いよ うに な 」 


9 2873 」 

「 ぐ ず ぐ ず し て る と 置い て く ぞ 」 人 
麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の そば まで や っ て きた 一 行 。 

騎士 「 お の れ 、 買 様 ( き さま ) 1 2 

関 ユー リ 「 邪 魔 な ん だ よ !」 の 
魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 守る 騎士 た ち を 、 ユー リ た ち は 倒 す 。 陸 
閲 ユー リ 「 さ て と 、 これ で 撃た れる 心配 は な く な っ た な 」 
内 リタ 「 ま だ よ 。 騎士 団 だ け じ ゃ な く 、 この 子 も 止め な いと 意味 な いで し ょ 。 こ 


の 子 …… ヘ ル メ ス 式 じゃ な いけ ど 術 式 が 暗号 化 さ れ て る ……」 
較 レ ィ ヴ ン 「 ど ー い うこ と よ ?」 
リタ [早い 話 、 暗号 鍵 が な いと 動力 落と すこ と も で き な い の よ 」 
較 ユー リ 「 そ の 暗号 と や ら を 解く の は ……」 


癌 ジュ ディ ス 「 そ れ ほ ど 、 時 間 か ける 必要 は な さそ う よ 」 
癌 リタ 「 ち ょ っ と …… な ん で ……!?」 
槍 を 構え た ジュ ディ ス は 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で は な く 上 空 に 檎 を 放つ 。 す る と 、 木 の 
上 か ら ロ ー ブ 姿 の 男 が 落ち て きた 。 
魔 導 器 研究 員 「 ひ いっ ……! 
同 リタ 「 あ ん た ……!?」 
問 ジュ ディ ス  「 こ の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 技師 じゃ な いか し ら ね 」 
魔 導 器 研究 員 「 ち 、 違う 、 違う ん だ 、 いや 技師 な の は そう な ん だ けど 、 ぼ 、 僕 は 命令 さ 
問 れ た だ け で 。 だ 、 だ か ら こ ん な こと に 協力 する の イヤ だ っ た ん だ ……」 
リタ 「 早 く 暗号 を 解い て 、 この 子 を 止め な さい !] 
魔 導 器 研究 員 「 は 、 は ひ 、 た だ いま ……!」 
問 ジュ ティス 「 ご めん な さい 、 び ぴっ くり させ て 」 
リタ 「 ふ 、 ふん だ …… ど う せ 、 ぴっ くり させ る だ け だ な ん て 、 わか っ て た わ よ 」 
ジュ ディ ス  「 そ う ……?」 
カロ ル 「 で も 、 これ で 一 件 落着 、 晴れ て ミ ョ ル ゾ に 行け る ん だ ね 」 
何 か に 気づい た ラビ ー ド 。 ユ ー リ が その 視線 を 追う 。 
閲 ユー リ 「 ち いっ ! 
開 エス テル  「 何 で す …?」 
別 の 山の上 に ある 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) か ら 、 光 弾 が 放 た れる 。 ユ ー リ は これ を 剣 で 防 ご 
うと する が 、 吹き 飛ば され て し まう 。 
同 エス テル  「 き ゃ っ ……!H 
カロ ル 「 ユ 、 ユ 、 ユー リ …--」 
mm、 開 レ イヴ ン 「 少 年 、 こ っ ち 来 て 、 手伝う の よ 」 
ーー 人 カロ ル 「 あ 、 う 、 うん …… 
全く な いた MEーー/ レイ ヴ ン と カロ ル が ユー リ を 救出 する 。 
、 ユー リ 「 油 断 し た ぜ 。 も う 一 台 あ っ た と は な 」 
に | エス テル  「 ま さか …… ユ ー リ 、 わ た し に 力 を 使わ O せ な いた め に ……!?] 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ど うし て そん な 無茶 する か ね ぇ 」 
ジュ ディ ス  「 本 当 …… あ な た 死ぬ 気 ?」 


問 ユー リ 「 こ れ く らい の 傷 、 日 常 茶飯 事 だ っ て の 」 


エス テル 、 


っ 
ユー リ 「 お 互い か ば いあ っ た ん だ 、 お めい こ だ ろ ?」 


財 粒 孝 取 。 「 で も コリ 
ジュ ディ ス  「 エ ステ ル 、 ここ は あり が と う 、 じゃ な いか し ら ?] 
エス テル  「 あ …… ゆ め あり が と う 、 ご ざい ます 」 


閲 ユー リ 「 そ れ よ り …… つ と 、 あっ ちの 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) も な ん と か し よう ぜ ]」 
癌 リタ 「 あ ん た 、 向こう の …… つ て ……!?] 

魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を いじ っ て いた 技師 が 、 バテ ィ を 突き 飛ば し て 逃げ る 。 

バテ ィ 「 ふ きゃ ん 


開 レ ィ ヴ ン  「 輝 げ 足 の は ええ …… 早 く 捕まえ まし ょ ] 
回 | エス テル  「 待 っ て くだ さい 、 パ ティ が ……!」] 


本 バテ ィ [リタ 旭 …… す まな い の じ ゃ …… 逃 が し て し まっ た の じゃ ……」 

癌 リタ 「…… い いわ 、 ここ は あたし が な ん と か する か ら 」 

賠 カロ ル 「 え …… で も 簡単 じゃ ぃ な いっ て …--」 人 
リタ [騎士 団 さ えい な く な りゃ 、 そん な に 慌て る 必要 も な いで し ょ 。 それ に 、 交 是 eccmocoz 


あたし を 誰 だ と 思っ て ん の ? 天才 魔 導 士 リ り タ ・ モ ルディ オ 様 よ ? 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 相 手 な ら 死 ぬ 気 で や る わ よ 」 


カロ ル 「…… 死 ぬ 気 で …… か ……】 

パテ ィ し oodi ] 

エス テル  「 何 し て る ん で す ?] 

リタ 「 こ の まま じゃ また 使え ちゃ うか ら 、 ちょ っ と 細工 を 、 ね 。 …… ご めん ね 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 命 を 賭け る も の が ある 若 人 は 輝い て る わ ね ー」 

ユー リ [一度 死に か けた 身 と し て は 、 死ぬ 気 で っ て の は シャ レ に な ら ね ぇ か 」 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 ん 2? 死に か けた っ て ?」 

閲 ユー リ 「 人 魔 戦争 の 時 、 死に か けた っ て 言っ て た ろ ?] 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 あ あ 、 そ の 話し た っ け か 。 …… ま あ -…- 死ぬ 気 で が ん ば る の は 、 生き 
て る や つの 特権 だ わな 。 死人 に ゃ 信念 も 覚悟 も …」 

関 ユー リ 「 お っ さん ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 あ ー い や いや 、 お っ さん 、 ちょ っ と 昔 を 思い 出し て お セン チ に な っ ちゃ っ 
ささ 、 い こい 

ユー リ 「 行 け そ うか ?」 

ユー リ が 声 を か ける と 、 バテ ィ は 小さ くう な ずく 。 も う ひ と つの 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を め 

ざし て 移動 する 一 行 。 さら に 光 弾 が 発射 され る 。 

エス テル  「 皆 さん 、 伏 せ て くだ さい っ !| 


閲 ユー リ 「 全 員 、 大 丈夫 か …… ?」 

カロ ル 「 な ん と か ……」 。 

パテ ィ 「…… の じゃ ] ん と いう から っ と 
リタ [今度 は お っ さん が つら そう よ 」 ma 
関 ユー リ 「 お っ さん 、 ここ で リタ イア する か ? 後 は オレ た ち で 行く か ら 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 こ こ で 置い て か れ た ら 、 俺 様 行く ここ て 、 な く な っ ちまう 」 

カロ ル 「 ユ ー リ だ っ て 本 気 で 置い て くわ け な い じゃ ん 。 それ に 行く と こない っ て 、 


天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) が ある じゃ な い )」 
レイ ヴ ン 「 ん 一 ? まあ あれ は ね え 、 な ん と いう か 、 ちょ っ と そう いう の と 違う の よ 」 


カロ ル 「 そ うな の ?」 し fP 
ュー リ 2 あま で いっ ちゃ 
リタ 「 お っ さん 大 丈夫 な ら 次 、 充填 し て 攻撃 し か け て くる 前 に あの 魔 導 器 ( ブ [ 

ラス ティ ア ) ま で いっ ちゃ お ] l 


開 レイ ィ ヴ ン  「 あ いあ い -。 了解 ~-」 


スキ ッ ト クリ ティ ア 族 に つい て ノバ カ な 会 話 ノ 普通 が 一 番 プ リタ と エス テル 


PART フ 


凛々 の 明星 編 


カロ ル 
リタ 

開 レ ィ ヴ ン 
ジュ ディ ス 
カロ ル 
エス テル 
リタ 

関 ユー リ 


関 ユー リ 


に 4 パテ ィ 
開 ユー リ 
パテ ィ 
開 レ ィ ヴ ン 
| パテ ィ 


閲 リタ 


) 1 に 
昌 も うと っ くに 仲間 な ん だ か ら 、 
気 に す ん な っ て 言っ た で し ょ 


*』 カロ ル 
ジュ ディ ス 
閥 リタ 

ジュ ディ ス 


パテ ィ 


癌 カロ ル 


ks 引 パテ ィ 


PART ウ 


凛々 の 明星 編 


ee 


cre の 12 は な る の SCog CB エゴ ソー の 末 よ 


ざっ きみ た い に 
また 親衛 墜 が 来る と いけ な いか ら 、 騎士 


下 で 上 易 張 っ て る ! 
賠 =ー リ 


関 ユー リ 
リタ 
関 ユー リ 
リタ 


カロ ル 
ジュ ディ ス 
カロ ル 


魔 層 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 接近 する ユー リ た ち 。 


パテ ィ に 攻撃 し よう と し た 騎士 を 、 ユ ー リ は 蒼 破 刃 で 倒す 。 


「 あ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )、 な ん か 変 な 音 し て る よ 」 

「 エ アル を 充填 し て ん の よ 。 後 も う 少し は 大 丈夫 。 撃っ て こら れ な いわ 」 
「 さ っ さと 足元 に も ぐり こめ ば 、 敵 さ ん も 手 の 出し よう は な いみ た いね 」 
「 そ う も 言っ て られ な いん じゃ な く て ?」 

「 親 衛 隊 だ !」 

「 向 こう か ら も ……」 

「 挟 み 撃 ち !?] 

「 こ りゃ 、 踏ん 張っ て いか ね ぇ と な !」 


次 々 と 襲い か か る 騎士 団 を 、 ユー リ た ち は 倒 し て いく 。 


「 全 員 片 付け た か ? 
「 あ る | 

「 ぼ うっ と し て ん な よ 」 

「 ユ ー リ 、 すま な い の じ ゃ ……」 

「 やっぱ パ ティ ちゃ ん 、 船 で 休ん で た 方 が よかっ た ん じゃ な い ?」 

「…… じ ゃ の 。 これ し き の 戦 いで こん な 応 う に 足 引っ 張る くら いな ら 、 や っ ぱり ……」 
「 こ こま で 来 て 、 ぐ じ ぐ じ 悩 ん で ん じゃ な いわ よ 。 も うと っ くに 仲間 な ん 
だ か ら 、 気 に す ん な っ て 言っ た で し ょ 」 

「 仲 間 っ て ……」 

「 珍 し いこ と を 言う わ ね 、 リタ が ……」 

「 う 、 うる さい ! ほら 、 早く あの 兵 装 魔 導 器 ( ホ ブロ ー ブ ラ ステ ィ ア )、 
止め に 行く わ よ 」 

「 は い は い 。 そう いう こと らし いわ よ ?」 

「 仲 間 か 」 

「 パ ティ 何 や っ て ん の ! 


置い て つて も いい の !?」 


全員 が 、 バテ ィ を 待っ て いる 。 


「 う ん に ゃ …… 行 く 。 一 緒 に 行く の じゃ ! 仲間 だ か ら 、 の …」 


山頂 に ある 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 、 大 勢 の 騎士 に 守り を 固め られ て いた 。 


「 騎 士 団 の 任務 を 邪魔 する と 、 罪 に 問わ れる ぞ !」 
「 そ りゃ あり が た いね !」 


騎士 た ち を 倒し 、 リタ が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 様子 を 見 る 。 


まっ どう だ けが | 

「 案 の 定 、 こ っ ち に も 術 式 暗号 が か か っ て る わ 」 

「 解 け そ うか ?」 

「 死 ぬ 気 で や る っ て 言っ た で し ょ 。 こ うな っ た ら ミ ョ ル ゾ 行く た め の 条 件 
と か も う 関 係 な いわ 。 騎 士 団 の や つら の 手 に 、 この 子 そ の まま 残す な 
ん て 絶対 で き な い ん だ か ら 」 

「 じ ゃ 、 そっ ち は 任 せ た よ !」 

「 あ ら 、 どこ 行く の ? カロ ル 」 

「 さ っ きみ た い に ま た 親衛 隊 が 来る と いけ な いか ら 、 下 で 見 張っ て る !」 


癌 ジュ ディ ス 「 じ ゃ あ 、 私 も お 手伝い させ て も ら う わ ]」 

本 | バテ ィ 「 う ち も 行 く ] 

カロ ル 、 ジュ ディ ス に 続き 、 パ ティ も 下 に 降り て いく 。 

基 ] エス テル  「 パ ティ 、 元 気取り 戻し た みた いで すね 」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「 だ と いい ん だ けど ね ぇ 。…… に し て も 、 な ん か みん な 妙 に や る 気 で コワ いわ ] 
同 | エス テル  「-…- ユ ー リ の 影響 で す よ 」 

問 ユー リ 「 と りあ え ず オレ た ち は こ っ ち で 待機 だ な 」 

開 レ ィ ヴ ン  「-… 当 の 本 人 は いた っ て クー ル な ん だ が 」 

同 エス テル  「…… で すね ] 

か な り の 時 間 が 経っ た が 、 リタ は まだ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を いじ っ て いる 。 

開 レ ィ ヴ ン  「 そ う 科 単に は 解け ませ ん っ て か …… ?」 

閲 ユー リ 「 規 衛 隊 つ っ た か ? 結局 、 連 中 、 こ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で な に を する つも り …」 
その と き 、 下 の 方 か ら 金 属 が ぶつ か る 音 が 聞こ える 。 

の 54 。 えい っ ーー 


騎士 「 ぐ わぁ あっ …… !」 
譜 カロ ル 「 騎 士 団 戻 っ て きた …… !」 
ユー リ 「 こ こ は 死 守 す る ぞ 」 


ユー リ た ち は 山 を 苫 っ て くる 騎士 団 と 戦う 。 

同 エス テル  「 リ タ ! 何 を | 

リタ は 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 調整 を や め 、 魔術 の 詠唱 を し て いる 。 

同 リタ 「 も うこ いつ 壊し て ……! そい つら ぷっ 倒す !] 

開 エス テル 。 「 リ タ …… そ ん な 、 どう し て !?] 

問 リタ 「 も う 時 間 か け て いら れ な いで し ょ ! だ っ て この まま じゃ あん た ら が …」 

還 呆 ス テル 「 リ ター 

癌 ジュ ディ ス  「 私 た ち が 倒 され る 、 そ う 言 いた い の ? あな た は 私 を 、 私 た ち を 信用 
で き な い の ? 死ぬ 気 で や る ん で し ょ ?] 

因 | エス テル  「 わ た し た ち 、 負 け ま せん か ら 。 リ タ 、 そ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 助 


食 
わた し た ち 、 負 け ま せん か ら 
リタ 、 ぞ の 散 導 問 を 

動け て あげ て くだ さい 


け て あげ て くだ さい 
「 あ あ 、 が ん ば る の じゃ ! ここ は うち ら で 絶 対 守 る ! だ か ら ! が ん ば れ 則 
「 あ ん た た ち ……」 
り 2 は け 出し て 、 下 で 戦っ て いる 仲間 た ち に 叫 点 。 
開 リタ 「…… わ か っ た わ よ ! 死ぬ 気 で や っ て や る わ よ 。 そ の 代わ り 、 あん た ら 


も 死ぬ 気 で や ん な さい より 

開 レイ ィ イヴ ン  「 は あ …… や れ や れ 、 ん じゃ ま …… 死 ぬ 気 で や り ま すか 」 

閲 ユー リ 「 輝 いて る 若 人 の 仲間 入り か ?」 

開 レイ ィ ヴ ン  「 み た いね ] 

KEOEC 導 rs ユー リ な 

「…… 北 まっ た わ う 1 

「 リ タロ 

「 さ す が 、 リタ 

「 あ らら …… や っ た じゃ な い 」 

「! 騎士 団 が 引き 上 げ て < く より 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 止ま っ た か ら ? な ん だ っ た の か し ら 、 彼ら の 目的 は 」 
「 ま あい いさ 、 と に か く こ れ で トー ト と の 約束 は 果たし た 。 ジュディ 、 頼む ] 
「 え え 」 


* 
着 
* 
3 
* 
3 


mm 


ok 。 


も 


癌 ジュ ディ ス  「 扉 が 開い た …… あ れ が ミ ョ ル ゾ 。 クリ ティ ア 族 の 故郷 よ 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 こ りゃ あ …… え らい も ん だ 」 

本 | バテ ィ [海底 に 咲く タン ポポ より も ……… 予 想 外 、 な の じゃ …-」 

ジュ ディ ス  「 あ まり 長い こと 扉 を 開け て お いて は も ら え な いみ た い 。 急ぎ まし ょ 。 バウ ル | 


ED どー 
ー パテ ィ 「 ラ ワ フ ワク ラグ ゲ ざんじ コ 


丈夫 。 
バウ ル が いれ ば 、 
中 に 入れ て くれ る は ず よ 


クリ ティ ア 族 が た くさ ん …… 


も うい いか し ら っ > 
長老 さま に 会 いた い の だ けれ ど 


第 所 


な ん か 、 お か し な 連中 だ な 


サブ イベ ント 区 :Z 記憶 の 切れ 端 ・ そ の 1 き パテ ィ が 世話 に な っ て いた 人 に 会 い 、 パテ ィ の 部 屋 を 訪れ る 
戦闘 会 リタ 防衛 戦 ( 1 回 目 ) リタ 防衛 戦 (2 回 目 ) 


| ジュ ディ ス  「 あ れ も 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) だ そう よ 。 話 を し た こと は な いけ ど ] 
較 ユー リ 「 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア )!? それ が な ん で 街 を 丸ごと 飲み 込ん で ん だ ?] 
問 ジュ ディ ス  「 さ あ 、 そ こま で は 知ら な いわ 」 

| エス テル 「 こ ん な 街 が あめ る な ん て 、 まっ た く 知 り ま せん で し た 」 

ジュ ディ ス  「 気 が 遠く な る ほど 長い 間 、 外 界 と の 接触 を 断っ て きた 街 だ か ら ね 、 ミ ョ ル ゾ は 
還 カロ ル 「 こ の まま 近付い て も 豚 っ て きた り し な いよ ね 」 

問 ジュ ティス  「 大 丈夫 。 バウ ル が いれ ば 、 中 に 入れ て くれ る は ず よ 」 


ユー リ た ち は ミ ョ ル ゾ に 降り 立つ 。 
カロ ル 「 な ん か 、 不思議 な 景色 だ よね 」 
癌 リタ 「 ち ょ っ と 、 あれ …… |」 

エス テル 「 ク リティ ア 族 が た くさ ん ……」 
大 勢 の クリ ティ ア 族 が 、 一 行 を 取り 囲む 。 


カロ ル 「 か 、 歓迎 され て な い ?」 
男性 A 「 こ りゃ 驚い た 。 本 当 に 外 か ら 人 が や っ て きた ぞ | 
女性 A 「 あ ら 、 まあ まあ 、 ミ ョ ル ゾ を 呼ん だ の は 、 あな た た ち ?」 
男性 B 「 お や お や ? これ は また 妙 な 感じ だ 。 変わ っ た 飾り を 着け て る ね 」 
リタ 「 ち ょ っ と あん た ら 、 いい 加減 に し な さい よ 」 
女性 B 「 あ な た みた いな 小さ な 子 が どう や っ て ここ に 来 た の ?」 
リタ 「 あ ん た 、 言わ れ て る わ よ 」 
バテ ィ 「 あ ぅ …… ?」 


開 レ ィ ヴ ン  「 リ タ っ ち も で し ょ 」 
男性 A 「 こ の 魔物 っ て ひょっと し て 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) か い ?] 
ジュ ディ ス  「 バ ウル よ 。 忘れ て し まっ た の ?] 
女性 A 。 「 あ ら 、 あ な た 、 何 年 か 前 に 地上 に 降り た ……] 


問 ジュ ディ ス  「 も うい いか し ら ? 長老 さま に 会 いた い の だ けれ ど 」 


男性 A |「 そ りゃ も ちろ ん 、 好き に する と いい 」 
女性 A 「 ま た 散歩 し こる か も し れ な いけ ど ね 」 


ひと し きり 話し た あと 、 去っ て いく 街 の 人 々 。 
開 レ ィ イヴ ン  「 な ん か 、 お か し な 連中 だ な 」 

リタ 「 あ あい う の は 失礼 っ て いう の よ 」 

癌 カロ ル 「 リ タ が 言う ん だ 」 

ジュ ディ ス  「 基 本 的 に クリ ティ ア 族 っ て ああ いう 人 た ちな の 」 
エス テル 「 あ あい う 、 人 ?] 

ジュ ディ ス  「 明 る く て 物怖じ し な い 。 楽天 的 で 楽観 的 。 よく も 悪く も 、 ね 」 


本 バテ ィ 「…… 地 上 に 住ん で る クリ ティ ア も あん な 感じ じゃ 」 
開 レ ィ ヴ ン [人 間 と 一 緒 に 住ん で る ぷん 、 地 上 の クリ ティ ア 族 の 方 が 少し すれ て る っ て 感じ か ね ] 


関 ユー リ 「 で 、 長老 っ て の も そん な 感じ な の か ?」 

問 ジュ ディ ス  「 な ん て 言う か ……- ま さ に お か し な 人 の 長老 っ て 感じ か し ら ?」 
開 レ ィ ヴ ン  「 な ん か 凄い 人 っ ぽい ね …… 色 ん な 意味 で …」 

閲 ユー リ 会 っ て みて の お 楽し み だ な 」 

街 の 広場 まで や っ て きた ユー リ た ち 。 

パテ ィ 「 こ ん な と ころ に 街 が あめ る な ん て 驚き な の じゃ 」 


周り タ 「 あ た し の 知ら な い 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が た くさ ん ある ……| 


関 ユー リ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 作っ た 民 …… ど う や ら 本 当っ て こと か 」 
閥 リッ == 。 「…… そ う ね 、 こ ん な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 見 せら れれ ば 、 その 話 も 
信じ られ る わ 」 


開 レ ィ ウン 「 お 十 ち ゃ ん の を 何と か する 法 、 ここ で 案外 、 さ ら っ と 見 つか っ た り し て 」 


カロ ル は 地面 に 置い て ある 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 見 る 。 500 6 | 
間 カ Bb [OCG コジ 5 ュ * 

開 リ タ ””  「 魔 炉 ( コ ア ) が な い 。 筐 体 (コン テ ナ ) だ け だ わ ] 
癌 ジュ ディ ス  「 こ の 街 は 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 捨て た の 。 ここ に ある の は みん な 大 
ーー 半 G カ ラ の タ 8| 2 0 に ここ キー 
閉 カロ ル 。 「 ど うい うこ と ?」 RE 0 
識 長 老 ))「 そ れ が ワシ ら の 選ん だ 生き 方 だ か ら じ ゃ よ ] 。 
年 老い た クリ ティ ア 族 の 男性 が 、 近づい て き て 言 3 〈) 1 
回 ジュ ディス  「 お 久しぶり ね 。 長老 さま 」 れい 
詳 長 も ”" 「 外 が 陸 が し いと 思え ば 、 お ぬ し だ っ た の か 。 戻っ た ん じゃ の 」 5 
癌 ジュ ディ ス  「 こ の 子 た ち は 、 私 と 一 緒 に 旅 を し て いる 人 た ち 」 

剛 長 老 ”)” 「 お む 。 こ れ は … 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で す な 。 も し や 使っ て な さる ?」 


関 ユー リ  「 あ あぁ 。 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) を 使っ て る 」 


層 長 を ) 「 ふ 一 お 。 ワ シ ら と 同様 地上 の 者 も も う 衣 (ブラ ステ ィ ア ) は 使う 


| エス テル 「 こ この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) も 、 特 別 な 術 式 だ か ら 使っ て な いん で す ?] 


長老 。)。 【「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 特別 も 何 も な いじ ゃ ろ 。 そ も そ も 魔 導 器 ( ブ 
_ ラス ティ ア ) と は 聖 核 (アパ ティ ア ) を 砕 さ で 、 そ の 欠片 に 術 式 を 施し て 魔 核 
-。 凌 。- 、 。 ( の の とし: 生還 0 に Do っ 。 

内 リタ ※”"= 「 ち ょ っ ! 魔 核 (コア ) が 聖 校 ( ア バテ ィ ア ) を 砕い た も の っ て ?!] 
剛 長老))。 「 左 様 、 そ う 言わ れ て お る 。 聖 核 ( ア バテ ィ ア ) の 力 は その まま で は 強 す 


ぎ た そ うな 。 そ れ で な く て も 、 いか な る 宝石 より も 貴重 な 石 じ ゃ 。 だ か 


ら 砕 き 術 式 を 刻む こと で 力 を 抑え 、 同時 に 数 を 増やし た ん じゃ な 。 魔 核 ( コ 


_ ア ) と は そう し て 作ら れ た も の と 伝え られ て お る 。 」 


関 ユー リ 「…… 皮 肉 な 話 だ な 」 

開 ヵ カロ ル | 「 う ん ……。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 嫌う 始祖 の 送 長 ( エ ン テ レ ケ イア ) 
、。 の 生み 出す 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) が 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 作り 出す の 
フ YM' 二 引 _ に 必要 だ な ん て ……」 キー と こつ 


開 レ ィ ヴ ン 「 フ ェ ロ ー が 聖 核 ( ア バテ ィ ア ) の 話 を し な か っ た の は 、 触れ た く な か っ 


2 だから "か も ね ぇ ] 


癌 ジュ ティス [長老 さ ま 。 も っ と 色々 聞か せ て も らい た い の ] 


関 ユー|。。 [オレ た ち は 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 大 音 に どん な 役割 を 演じ た か 調べ 


_ て いる ん だ 。 も し それ が 災い を 呼ん だ の な ら 、 どう や っ て それ を 収め た 


_ の か も 。 ミ ョ ル ゾ に は 伝承 が 残っ て る ん だ ろ ? それ を 教え て くれ な いか 」 


層 長 を )= お む 。 い いじ ゃ ろ 。 ここ より ワシ の 家 に うっ て つけ の も の が ある 。 勝 
手 に 入っ て 待っ て な され 」 


開 レイ ウシ おいおい に 行く < の よく 
調 長 老 。 「 日 課 の 散歩 の 途中 な の で な 。 も う 2 少し し た ら 戻 る わい 」 
回 エス テル 還 間 林 る 


病 ユー リ - コ 聖 核 (アバ ティ ア )、 雇 導 毅 ( ブ ラス ティ ア た エア ル の 乱れ 、 、 始祖 の 束 


賠 リタ や ="。 「 伝 承っ て の を 聞い た ら 、 も っ と 色々 繋 ( つ な ) が っ て くる か も 」 


問 ジュ ディ ス 「 長 さま の 家 は 屋根 の 色 が 違う あの 大 き な 建物 よ ] 
ON II 
回 ジュ ディ ス [パテ ィ 、 行く わ よ 」 


回 パテ ディ [お う 。 行 < の じゃ 」 本 攻 還 も 


p P.389 訪 庫 整理 ・ そ の 3 クリ ティ ア 族 の 街 ミ ュ ミル ゾ で も 、 カロ ル が 訪 庫 の 整理 に 挑む 


を P516 | クリ ティ ア 族 、 会 っ て みて ジュ ディ ス の 子ども 時 代 


こそ て - 


時 
に だ 


っ っ 北 0 っ か か セ 。 


ai 


< か かこ 


こ て - 


ky 
2 
が 


ye 


ホン ト に 勝手 に 入っ て いい ん で し ょ うか る 」 


| リタ 「 本 人 が 入っ て 待っ て ろ っ て 言っ た ん だ か ら 良 いで し ょ ] 


避 癌 カロ ル 。 「 や っ ぱり クリ ティ ア の 人 っ て な ん か 変わ っ て る よね 」 1 
開 レ ィ ヴ ウン 「 の ほほ ん と し て る と いう か マイ ベー ス と いう か 」 
2 の 0OCOAEWPUSSN や や ーー 
お ロ ル | ジュ ディ ス も 何 こ が < く 所 て る けど だ ね | | | mn こ 
癌 ジュ ティス ”「 お か し いわ ね 。 陸 分 着き だ の だ DR 
国 カロ ル 0 が 合 し いそ うだ ね] 1 


回 エス テル  「 ぁ 、 お 帰り な さい 」 


1 に E コ _「 待 た せ た の 。 それ じゃ 、 その 奥 に 行く と よい 」 


| の 生 スト : ナギ ー グ で 壁 に 触れ な が ら 、 こう 唱え る の じゃ 。 


0 唆 の まにまに 浮か 応 夢 の 都 、 それ が 現実 の 続き 」 


癌 ジュ ティ ス 「 用 の まにまに 浮か ぶ 夢 の 都 、 そ れ が 現実 の 続き …… ?」 


ジュ ディ ス が 唱え る と 、 壁 一 面 に 絵 が 現れ た 。 に 
本 ぶす [これ に か 


開 レ ィ ヴ ウン 「 ほ ー、 ナ ギー グ っ て の は こん な こと も で きん の ね 」 


司 長 を 「 ナ ギー グ を 知っ て な さる か 。 この 力 と 口伝 の 秘文 に より 、 この 壁画 は 


_ 真 の 姿 を 表す の じゃ 」 


閉 カロ ル 。 「 な 、 な ん か 不気味 な 絵 だ ね ……」 


エス テル やっ はり リタ の 言っ た どおり 、 エア ル の 基 れ は 過去 に も 起き さて いた ん で すね ] 


関 ユー リ 「 こ いつ が エア ル の 乱れ を 表し て る の か 」 


開 カロ ル [欠席 べ よう と し て る みた い …] Vo ov 


回 長 を 「 ん お 。 大 量 の エア ル が 世界 全体 を 飲み 込 お か の よう だ っ た と いう 」 


癌 ジュ ティ ス [エア ル の 季 れ 高じ て 大 いな る 災い を 招き 、 我 ら 怖 れ も て これ を 星 喰 ( ほ 


し は ) み と 名 付け た り …-」 
UN NUM ME 和 STI 
問 ジュ ティ ス 「 こ こ に 世 の こ と ご と く 一 丸 と な り て 星 喰 ( ほ し は ) み に 挑み 、 忌 ま わ し き 
VO ま も 二 ュー ピー 


リタ 「 ね え ひ ょ っ と し て これ 、 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を 表し て る の か な ?] 
開 レ ィ ヴ ン [廃物 みた いな の が 人 と 一 一 緒 に 化け 物 に 挑ん で る よう に 見 える ね ぇ 」 


回 長 を ”” ド 結果 古代 ゲラ イオ ス 文明 は 滅ん で し まっ た が 、 星 喰 ( ほ し は ) み は 鎮め ら 


れ た よう じゃ の 。 そ の CN PPRS 


閥 り タ 大きな 策 っ か みた いね 。 価 、 これ る 」 


II 
MM 。 [ 提 後 、 大 6 で 書い Gba024 。 


ジュ ディ ス は し ば らく 黙 り 込む 。 


問 ユー リ ヒレ と EK es 


「…… 世 の 祈り を 受け 満月 の 子 ら は 命 燃え 果 つ 。 星 喰 ( ほ し は ) み 虚空 


へ と 消え 去れ り 」 
開 ユー リ 「 な ん だ と ?」 
に | エス テル 「 世 の 祈り を 受け …… 満 月 の 子 ら は 命 燃え 果 つ ……」 


問 ジュ ディ ス  「 か がく て 世 は 永 ら そ えた り 。 され ど 我 ら は 罪 を 忘れ ず 、 ここ に 世 々 語り 継 
志ん 。 …… ア スー に 時 6 
「 ど うい うこ と !」 
「 個 々 の 言葉 の 全部 が 全部 、 何 を 意味 し て いる の か まで は 伝わっ て お ら 
ん の じゃ 。 と に か く 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 生み 出し 、 ひと つの 文明 の 
滅び を 導く 事 と な っ た 我ら の 祖先 は 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 捨て 、 外 
5 界 と 関わ り を 断つ 道 を 選ん だ と され て お る 」 
エス テル は 、 走っ て 部 屋 を 出 て いっ て し まう 。 
「 エステル 
「 ほ っ と いて や れ 」 
「 ミ ョ ル ゾ に 伝わる 伝承 は これ で すべ て じゃ 」 
[あり が と な 、 じい さん 。 参 考 に な っ た 」 
[ ふ お 。 も っ と 参考 に な る どん な 料理 も お いし く な る 幻 の キュ ウリ の 話 
が ある の じゃ が 和 人 昌 | 
「 結 構 よ 。 そ れ よ り ど こ か 休め る と ころ を 借り て も 良い か し ら ? 仲間 
が 落ち 着く まで 、 し ば らく お 世話 に な り た い の だ けれ ど 」 
「 お 。 な ら ば 隣 の 家 を 使う と 良い 。 今 は 誰 も 使っ て お らん で の 」 


「 助 か る わ 。 行 きま し ょ ] 


スキ ッ ト 


ぁ P.516 | 伝承 に つい て 


PART ウ 


凛々 の 明星 編 


長老 の 屋敷 を 出 て 、 隣 の 家 で 休む お 一行 。 


カロ ル 「 世 界 の 災い 、 星 喰 (ほし は ) み か ぁ 」 

関 ユー リ 「 あ の 伝承 か ら だ と 前 に 星 喰 ( ほ し は ) み が 起き た の は 、 満 月 の 子 の 力 

0 が 原因 と は 言い 切れ な いも ん だ っ た 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 け ど よ 。 世 の 祈り を 受け 満月 の 子 ら は 命 燃 え 果 つっ て の は …・」 

ジュ ディ ス  「 星 喰 (ほし は ) み の 原因 の 満月 の 子 の 命 を 絶っ た こと で 、 危機 を 回 避 し 

ュー 、 の た と KR る NN 

開 カロ ル ” 「 で 、 で も さ 、 ボ ク た ち が 、 確 実に 原因 に な っ て る ヘル メス 式 魔 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) を 止め れ ば 良い ん だ よね …… ?」 

病 ユー リ 「 ヘ ル メ ス 式 だ け じ ゃ な いか も な 。 あの 伝承 か ら だ と 、 す べ て の 魔 導 器 ( ブ 

ラス ティ ア ) が エア ル を 乱 し て る っ て 感じ だ っ た 。 違う か 、 リ タ ?」 

癌 リタ 「 長 老 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 普通 も 特殊 も な いっ て 言っ て た 。 つま 

> り 違う の は 術 式 に よっ て 扱う エア ル の 量 の 大 小 の みっ て 事 だ と 思う 」 

詳 コ ー リ [オレ だ ち が 人 まっ て る C い つも か ?| “ | 。 や 

癌 リタ 「 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) は 特殊 だ けど 、 術 式 に よっ て エア 

3 ル を 用 いる 以上 、 どの 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) も 同じ よ ……。 そ れ に 術 
技 は どの みち エア ル を 必要 と する も の 。 多分 、 ヘ ル メ ス 式 も 満月 の 子 も 、 

本 質 的 に は 危険 の 一 部 で し か な い 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 数 が 増え 
続け れ ば 、 遅かれ 早かれ 星 喰 (ほし は ) み が 起こ る 。 始祖 の 隷 長 (エン テ 
レ ケ イア ) は それ を 怖 れ て る ん だ わ 」 

関 ユー リ 「 や っ ぱそ うか 」 

リタ 「 認 め た く な か っ た ……! 悪い の は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) じ ゃ な い 、 悪 


世 の 祈 り を 受け 
潜 月 の づら は 使 二 え 果 つ …… 


個々 の 言葉 の 全部 が 全部 、 
何 を 意味 し て いる の か まで は 
伝わっ て お らん の じゃ 


仲間 が 落ち 乱 く まで 
し ば らく お 世話 に 
な り た い の だ けれ ど 


旦 維 み の 原 因 の 
満月 の の 合 を 絶っ た こと で 
危機 を 回 選 し た と も 取れ る わ 


つま り 違 う の は 術 式 に よっ て 2 
扱う エア ル の 凍 の 大 小 の みっ て 
事 だ と 思う 


計器 の 数 が 幸 え 継 けれ ば 
遅かれ 早かれ 量 嘩 み が 起 こ る 。 
多 祖 の 団長 は それ を 怖 れ て る ん だ わ 


テ 開 カロ ル 「 じ ゃ あ 全 部 の 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 止め な きゃ ダメ な の ? この ミ ョ 
ーー イート PSM 「 ル ソ の 人 た ち み た い に ?」 
店 | バテ ィ 「 そ れ じ ゃ 。 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 全 部 、 捨て れ ば いい の じゃ 。 船 も オー 


で 


ル で 溝 げ 、 ae 


宮 
OSA 6 


か Sa 


に 


Ro 時 
9 


re 


レイ ヴ > 
そり ゃ 無理 な 話 だ 。 


ーー ペペ 陸 寺 6 3 の ON 
「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 使っ て も エア ル が 消費 し な けれ ば 良い の だ け 


ど ……。 夢 物語 ーー 


eml は 


中 の 斉 が 飼い 求め て いる 現代 放 学 の 時 避 よ 」 


「 そ れ が リ ソ マー タ の 公式 の 


本 DC 


の 術 式 が 必要 だ けど ……。 で も 現に エス テル の 力 は エア ル に 直接 干渉 


し て る 。 リン マコ ィ タ の 公 ゝ 式 に 一 番 近 い 存 在 な の は エス テル な の よ 。 公 公 


式 で エス テル の 力 に 干渉 し て 相 す れ ば ある い は ……」 


_「 な ん だ か よく わか ん ね ぇ が 、 その 公 \ 式 っ て の に た どり 着け ば エス テル 
_ 安 D し て 生き て ける っ て こと だ な 


な る 5 理屈 ね 」 2 まあ 
-- 9Cve 1 


_ 「 う お お む 、 難 しい けど 、 すご そう な の じゃ ! 


2 た どり 導い て みせ る わ 。 エス テル の た め に も 、 あたし の た め に も 昌 


「 そ うか い 9 な ee 」 
0e JEONG92aPY9Z2] (ここ に だ だ 
yt 大 きせ て ちっ さん 旧 識 粒 N 義 レイ ィ ヴ ン [散歩 よ 。 世界 を 救う と か 、 魔 導 学 の 最終 到達 点 と か 、 話 が 壮大 すぎ て 、 
線 軒 肖 還 BMWeBoEPG0ec  。 ニア 
OTDONNMWIOIISS 3 


癌 ジュ ティス 「 公 式 も いい けど 、 こ うし て いる 間 に も エア ル の 乱れ は 大 きく な っ て る わ 」 


「 そ うだ な 。 と に か く ヘ ル メ ス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 作っ て る ヤツ 


_ 見 つけ 出さ な いと 、 本 当 に フェ ロー の 言う と お 手遅れ に な っ ちまう 」 

陳 0 そり 06CP う BdCN す の EE 、 
!\ー リ 。 「 聖 核 (アパ ティ ア ) を 狙っ て る 連中 …… そ いつ ら を 追え ば た どり 着く 。 
1 魔 核 (コア ) は 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) か ら 出 来る ん だ か ら な 」 
お ロ ル フシ あだち だ ね 3 間 0 > ーー 
ーー 
凍 33Hii rico っ 3 本 SO0 な 0 。 pe 
し 区 30 間 あ 0 馬 ER 8 
然 、 絆 90 本 講座 が 間 に え 人 


音 が し た 街 の 入口 まで 向かっ た 一 行 。 

開 リ タ や =。  「 魔 性 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 動い て る 。 どう し て ……?] 
あ 張 全 (7 ラ テッ ア 2 半生 る 。 
還 0y | 族 (0 打 落 さ れ て る | 0 へー 


問 ジュ ディ ス  「 こ こ に 何 か 文字 が …… 転 送 魔 導 器 (キネ ス ブ ラ ステ ィ ア )…… ?」 


較 ユー リ 「 つ まり そい つ で 誰か が ミ ョ ル ゾ か ら 出 た の か ?」 
ジュ ディ ス  「 そ う 言 うこ と に な る わ ね 」 


本 バテ ィ 「 で も 、 ここ の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) は 全部 、 捨て られ て 動か な いも の 
で は な い の か の ?] 

ジュ ディ ス  「 え え …… そ の は ず な ん だ けど 」 

還 長 を 「 お 。 な ん と 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 動い て いる と は 、 こ れ は 一 体 何 事 か ね 」 

喜 | カロ ル 「 誰 か が 街 を 出 た みた い 」 

リタ 「 エ ステ ル …… エ ステ ル は どこ ?」 

関 ユー リ 「 お っ さん も どこ 行っ た ん だ ?] 

カロ ル 「 え ? まさ か …… 二 人 が ?] 

株 バテ ィ 「 ど うい うこ と じゃ ?」 

計 | 長 「 ふ ー お ……。 こ この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は みな 肝心 の 魔 核 (コア ) 

2 を と う の 音 に 失っ た も の ば か り の は ず じ ゃ が …] 

癌 リタ 「 多 分 、 外 か ら 魔 核 ( コ ア ) を 持ち 込ん だ の よ 。 調整 な し に た だ 装着 し た っ て 動 


く は ず な いん だ けど 、 エス テル な ら 別 か も し れ な い 。 エア ル に 直接 十 小 で きる 
の な ら 、 魔 核 (コア ) の 術 式 に あわ せ て エア ル を 再 構成 する こと も 出来 る か も 」 


問 カロ ル 「 で も 一 体 ど うし て ……」 

ジュ ディ ス [長老 さま 、 私 た ちの 仲間 が 街 に いな いか 、 み ん な で 探し て も ら え な いか し ら ?] 
店 長 を 「 ふ お 。 いい じゃ ろ 」 

開 ユー リ 。 「 オ レ た ち も 探 そ や う 」 IO 2 
街 の 中 で ら 人 を 捜索 する ユー リ た ち 。 し か し 、 どこ に も 姿 は 見 えな い 。 

剛 長 を 「 や っ ぱり 二 人 と も どこ に も お らん の う 」 

開 カロ ル 。 [一体 どう し ちゃ っ た ん だ ろう 」 

賠 リ タ "=" と に か < 降り て 探さ な きゃ !| 

本 | バテ ィ 「 降 り て と 言っ て も 、 世界 は 広い の じゃ 。 閣 雲 に 探す の は 無謀 な の じゃ ] 
目 』 長 「 二 人 と も 散歩 か も し れ な い ぞ ?」 

カロ ル 「 ボ ク た ち に 黙っ て 街 を 出る 散歩 ? そん な ワケ な いよ 


ユー リ の 脳裏 に 、 ふと レイ ヴ ン の 言葉 が 浮か び 上 が る 。 

開 レイ ヴ ン (回 門 ) 「… ま あ …… 死 ぬ 気 で が ん ば る の は 、 生き て る や つの 特権 だ わな 。 
死人 に ゃ 信念 も 覚悟 も …-」 

レイ ヴ ン と 初め て 会 っ た の は 、 ザー フィ アス の 宇 獄 。 

暫 | アレ クセ イ ( 回 想 ) 「 出 ろ 」 

開 レイ ィ ヴ ン ( 回 想 ) 「 い いと ころ だ っ た ん で す が ね え 」 

閲 ユー リ ( 回 想 ) 「 騎 士 団長 直々 (じき じき ) な ん て 、 お っ さん 、 何者 だ よ 」 

次 々 と 思い 出さ れる レイ ヴ ン の 言動 。 


較 ユー リ (…… つ ! な ん で 今 に な っ て 思い 出す うう 

ユー リ は 仲間 た ち に 声 を か ける 。 

関 ユー リ 「 な ん か 嫌 な 予感 が し や が る 」 

カロ ル 「 早 く 追っ か け よ う 

問 ジュ ディ ス  「 気 持ち は わか る けれ ど 、 と に か く 落ち 着い て 」 1. 
リタ 「 あ ん た ! 心配 じゃ な い の 21 


問 ジュ ディ ス  「 心 配 よ 。 だ か ら こそ 落ち 着い て 考え な きゃ 、 ね ?] 

ド 9 「 そ 、 そう ね …ー。 つん 。 わが かっ た "この つめ ん 」 

病 ユー リ 「 何 か 良い 方 法 な いか ?」 「 

長老 「 そ うさ の う 。 ミ ョ ル ゾ の 主 な ら な に か ご 存 知 か も し れん の う 」 

ジュ ディ ス  「 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) だ も の ね 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の エ 
アル の 流れ を 感じ 取っ て いた か も 」 

ジュ ディ ス は ミ ョ ル ゾ の 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) と コン タク ト を と る 。 

ジュ ディ ス  「 聞 いて いた で し ょ う ? 教え て も ら え る か し ら ? …… な ん と な く の 方 
角 で し か … 西 の 方 、 砂 の 海 …… 街 ? も う ひ と つ は っ きり し な いけ ど 、 
砂漠 の 街 …… 多 分 、 ヨ ー ム ゲン の 方 だ と 思う わ 」 


カロ ル 「 前 に デュ ー ク と 会 っ た 、 コ ゴ ー ル 砂漠 の 街 だ ね 」 
に バテ ィ 「 砂 漠 の …… あ ん な 何 も な い 街 に 何 し に 行っ た の か の 」 
関 ユー リ 「 す ぐに 向かお う 」 


ユー リ た ち は 駆 け 出す 。 長 老 は 、 ジュ ディ ス に 声 を か ける 。 
上 長老 「 い く の か ね 」 


調整 な し に た だ 装着 
動く は ず な いん だ けど 、 
エス テル な ら 別 か も し れ な い 


死ぬ 気 で が ん ば る の は 、 
生き て る や つの 特権 だ わな 


ぞう さ の う . ミ ョ ル ゾ の 主 な ら 


な に か ご 在 知 む も し れん の う 瞬 


3 
| 
4 
半 
電 
3 
き 
1 


NN 、 小 、 < 、 交 の いい の > 


「 え え 」 

「 何 も つら い 役 目 を 負う こと は な い 。 も う 良 い の で は な いか ?」 
「 あ り が と う 。 長老 ぐま 。 で も 私 、 今 つ らく な ん て な い の よ 」 

「 む 」 

「 ふ 上 ふ 。 長 老 ぐ さま も 外界 に 出 て みれ ば わか る か も 」 


と る 4 唐 >P.389 | 所 7Z 條 始祖 の 裁 長 き ユー リ が ジュ ディ ス に 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) の 話 を 聞く 
スキ ッ ト 消え た 二 人 


ee 


ヨー ムゲン に 着い た 一 行 。 し か し 、 その 場所 は た だ の 廃 壇 と な っ て いた 。 


ーー 閲 ユー リ 「 こ れ は ……」 
ロロ っ て bose いち ーー 癌 カロ ル 「 ど うな っ て ん の ? 完全 に 廃 壇 だ よ …… ?」 
NN も う 何 百年 も 経っ て る 傷み 方 よ 4 
の 、| ご !F em 閥 リタ 「 昨 日 今日 っ て も の じゃ な いわ …… も う 何 百年 も 経っ て る 傷み 方 よ 」 


は 2】 パテ ィ 「 大 火事 が あっ て 灰 に な っ た …… つ て わけ で も な さそ うじ ゃ な ]」 
ジュ ディ ス  「 静 か に 。 誰 か いる わ 」 
遠く に 、 デュ ー ク と 和 竜 の よう な 魔物 が 見 える 。 


閲 ユー リ 「 デ ュー ク …… 

リタ 「 リ ゾ マ ー タ の 公式 の 手がかり !」 

癌 カロ ル 「 あ いつ は …… カ ドス の 喉 笛 の ヤツ だ ]」 

ユー リ 「 デ ュー ク の ツレ だ っ た と は な 」 

デュ ー ク は 竜 に 乗っ て 去っ て いく 。 

リタ 「 あ いつ に は 聞き た いこ と ある けど 、 まず は エス テル を …-」 


較 アレ クセ イ 「 逃 が し た か …-」 
振り 返る と 、 騎士 を 連れ た アレ クセ イ が いた 。 


パテ ィ Fo 四 

アレ クセ イ  「 時 間 が な い 。 残念 だ が 、 こう な れ ば も は や 止む を えん な ]」 
ユー リ 「 ア レク セイ 。 何で こん な と こ に ……」 

較 アレ クセ イ 「 ほ う 、 姫 を 追っ て きた か 。 よく ここ が 分 か っ た な 」 

リタ 「 エ ステ ル が どこ に いる か 知っ て る の ?!」 

近づく リタ を 騎士 が 牽制 する 。 

カロ ル 「 な 、 何 す る ん だ より 

較 アレ クセ イ 「 ふ ん 」 

ユー リ 「 何 の 冗談 だ ? 騎士 団長 さん よ 」 


問 アレ クセ イ  「 君 た ち に は 感謝 の 言葉 も ない 。 君たち の くだ ら な い 正 義 感 の お か げ で 、 
私 は 静か に 事 を 運べ た 。 古く は 海賊 アイ フリ ー ド 、 そし て 今 ま た バル ボ 
ス 、 ラ ゴ ウ 。 みな それ な り に 役に立っ た が 、 諸君 は それ を 上 回 る 、 素 晴 
らし い 働 きだ っ た 。 まっ た く 見 事 な 道 化 ぶ ぷり だ っ た よ 」 


「 だ が も う 道 化 の 出番 は 終わ り だ 。 そろ そろ 舞台 か ら 降 り て も らい た い ] 
「 そ うい うこ と か よ 。 …… 何 も か も て め ぇ が 黒幕 …… ? 笑え ね ぇ ぜ ! 
アレ クセ イ !」 

「 騎 士 団長 !」 

フレ ン 隊 が アレ クセ イ の 後ろ か ら や っ て くる 。 

較 アレ クセ イ 「 ふ ぶん 。 も う 一 人 の 道 化 も 来 た か …」 


| アレ クセ イ  「 謀 反 で は な い 。 真 の 支配 者 た る も の の 歩む べき 翻 道 だ 」 
= フレン 「 ヨ ー デ ル 様 の 信頼 を 裏切る の で すか !」 


還 アレ クセ イ 「 ヨ ー デ ル 典 下 …… あ あ 、 殿下 に も ご 選 場 珠 わ な いと な 」 
。』 フレ ン 「 ば か な | 


『 イエ ガー 「 マイ ロー ド 。 準備 が 整っ つた よう で 一 す 」 
丘 の 上 か ら 、 イエ ガー が アレ クセ イ に 声 を が ける 。 
国 カロ ル [イエ ガー』」 


ーー ヨー デル の 始末 も な 」 
イエ ガー [イエ ス 。 マイ ロー ド ]」 


=』 フレ ン 「 ま て ! アレ クセ イ 』」 
関 ユー リ 「 逃 が すか よ !」 
コー リモ フレン の 行く を ゴー シュ と ドロ ワッ ト が 必 さ ぐ 。 


[通さ な い 」 

[邪魔 す る の な ら …」 

「 ど き な さ いよ っ 

[ユー た ちの プリ ン セ ス も バク ティ オン 神殿 で 一 す 」 
[な ん だ と !?] 

・ 「 早 く 行か な いと 手遅れ ちゃ うわ よん 」 

そう 言い 残し て 、 イエ ガー た ち は 姿 を くら まし た 。 

問 ユー リ | くっ 」 
韻 「 ア レク セイ と イエ ガー を 追え !」 

ウィ チル 「 は いっ 1 

フレ ン の 命令 を 受け る ソ デ ィ ア と ウィ チル 。 し か し 、 ソ デ ィ ア は 動か な い 。 
| パテ ィ 「 ア レク セイ …… 許 せん 、 許せ ん の じゃ !」 

関 カロ ル 「 ユ ー リ 、 ボク ら も ! ユー リ …… ?] 

『 ソ デ ィ ア [ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 、 お と な し くし て も ら お う 」 


「…… バ クティ オン 神殿 は ヒビ オニ ア 大 陸 に ある そう だ 」 


着 ー ス 「 ヒ ピオ ニア …… デ ズ エ ー ル の 東 の 大 陸 ね 。 エゴ ソー の 森 が ある 」 


応 カロ ル 「 イ エガ ー の 言葉 を 信じ る の ?!」 
リタ 「 ア レク セイ も 向かっ た っ て ん な ら 、 きっ と エス テル も いる わ !」 
Fa ジュ ディ ス  「 情 報 が 少な いし 、 行っ て みる し か な いわ ね 」 
・ | バテ ィ 「 な の じゃ ! あの 男 、 この まま ほっ と くわ け に は いか ん の じゃ 
宮 | カロ ル 「 ど うし た の 、 パテ ィ …… ?」 
リタ 「 そ う 言 えば あん た 、 アイ フリ ー ド が どう と か 言っ て た けど …」 
・ | バテ ィ 「 あ の 男 が すべ て の 元凶 な の じゃ 。 あい つ を 倒 は ば 、 エ ステ ル も 戻っ て くる の じゃ ] 
聞 | カロ ル 「 で も 、 レイ ヴ ン は ?」] 
回 リタ 「 エ ステ ル を 渡し て 、 どっ か に 逃げ う ゃ っ た ん で し ょ !」 


悦 カロ ル 「 そ ん な …… レ イヴ ン が そん な こと する は ず が な い …… | 


る の が -…… 論 理 的 で し ょ !」 
問 ジュディス  「 彼 も 捕まっ た の か も し れ な いけ ど ね 」 
間 り 2 「…… と に か く 1 行く わ よ ! ユー…』】 


ユーリ. ] 
「…… フ レン 、 ちょ っ と 顔 貸 せ 」 
「 分 か っ た 。 向こう で 聞こ う 」 
場所 を 変え る ら 人 。 ユー リ は フレ ン に 問う 。 


ユー リ 「 お まえ 、 何 し て や が っ た ? 騎士 団 で 上 に 行っ て 国 を 正す ん じゃ な か っ た 


の か ! アレ クセ イ に まん ま と 利 用 され や が っ て 。 ドン も ベリ ウス も あの 野 
郎 の た め に 死ん だ っ て の か ! そば に いて まっ た く 気 付か な か っ た の か よ !?] 
「 すま な い ) CO に 」 

「 な ぜ だ 。 ヨー デル が アレ クセ イ を 信用 し て た か ら か ?」 
「 殿 下 は 悪く な い 。 すべ て アレ クセ イ を 信じ た 僕 の 責任 だ 」 
「 ノ ー ド ポリ カ で 聖 核 (アパ ティ ア ) を 欲し が っ た の も 、 ア レク セイ の 命令 だ か ら だ ろ 」 


「 話 せよ 。 何 が あっ た 。 も う 元 騎士 団長 殿 に 気 を 遣う 意味 ね ぇ だ ろ 」 


アレ クセ イ  「 ご 苦労 。 で は 私 は 予定 通り バク ティ オン へ 行く 。 こ こ は お まえ に 任せ る 。 


ン ディ ア が ュー リ に 和 和 る 、 し か し 、 フレ ン は 首 を 横 に 振っ て ソ デ ィ ア を 引か せる 。 


功 リタ 「 現 に エス テル は さら われ ちゃ っ て 、 あの お っ さん は いな い ! そう 考え 


ヨー デル 眉 下 …… あ あぁ 、 
殿下 に も ご 退場 三 わ な いと な 


ユー た ちの プリ ン セ ス も 
バク ティ オン 神殿 で 一 す 


…… バ クティ オン 神殿 は 。 


ヒビ オー ニア 大 陸 に ある そう だ 計 計 


デー ョ ーーーーーー 


′ 彼 も 捕まっ た の か も 
、 しれ な いけ ど ね 


「 へ ヘリ オー ド の 軍事 拠点 化 に 、 マン タイ ク で の 住民 迫害 。 キュ モー ル 
の 行動 、 更に 帝国 で 禁止 され て いる 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 新開 発 
3 。 すべ て 騎士 団長 …… い や 、 アレ クセ イ の 命令 だ っ た 」 

「 立 派 な 騎士 様 に な っ た も ん だ な 。 国 へ の 忠節 、 た いし た モン だ ]」 

[ 逢 団 長 は …… ア レク セイ は 昔 は ああ じゃ な か っ た ! 君 だ っ て 知っ て る は ず だ 。 正 
し い 者 が 正しく 生き て いけ る 、 それ が アレ クセ イ の 理想 だ っ た 。 だ か ら こそ 僕 は …」 
「 それで 自分 の や る べき 事 を 見 失う よう じゃ 世話 無い せ 」 


ノ 立派 な 土 様 に な っ た も ん だ な 。 
\、、 国 へ の 忠節 、 た いし た モン だ 


FCceempzsct に Q 「 エ ステ ル さ ら わ れ ち まっ た オレ も 偉 そ うな こと 言え た 義理 じゃ ね ぇ けど な 」 
\ い に 「 い や 、 それ も 元 は と いえ ば 僕 が アレ クセ イ の 本 性 を 見 抜け な か っ た せ 
い だ 。 疑問 を 感じ な が ら も 、 騎士 と し て 命令 を 遂行 する こと に 固執 し て 
し まっ た 。 僕 の 思慮 の 浅 べ が 、 今回 の 事態 を 招い た ん だ …… !」 
[嘆く の が あん た の 仕事 な の ?」 

[無礼 だ よ !」 

「 い や 、 彼 女 の 言 うと お り だ 。 僕 は 責任 を 取ら な いと いけ な い 。 エ ステ リー 
ゼ 様 は 僕 が 敷い 出す 」 
「 あ ん !?」 

[隊長 ! それ じゃ ヨー デル 様 は どう する ん で すか ! 今 、 殿 下 の 身 に な 
に か あっ た ら 、 帝国 は ……」 

[その 通り だ 。 だ か ら こ そ 、 我 が 隊 の 総力 を あげ て ヨー デル 様 を お 守り する ん だ 」 
「 で す が 隊 長 は …… !」 


= ii 「 頼 む 」 
ォ レ は お まえ に そう いう  、 答 呈 。 ーー 
| けじめ を つけ させ た く て ! 二 細 し ツク 」 
、 束 只 っ た ワケ じゃ な いっ て の 1 ーー SCPH:23 了 SEE3cR3R55 EE 
BB に 「 つ たく ……。 オ レ は お まえ に そう いう けじめ を つけ させ た く て 怒鳴 っ た 

ワケ じゃ な いっ て の 。 それ に エス テル を 助け る の は 、 オレ た ち 凛 々 の 明 
星 ( ブ レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) だ 」 
「…… な ら 、 僕 も 入れ て くれ 。 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) に 」 
「 隊 長 !?」 


「 騎 士 が ギル ド に っ て 、 お 前 、 冗談 きつ いせ 」 

レレ 、 パ 「 親 衛 隊 が エス テリ ー ゼ 様 を 連れ 去る の を 僕 は 阻止 で き な か っ た 。 僕 に 

ュー テン yeao_ は 彼女 を 助け 出す 義務 が ある 」 

「 や め と けっ て 。 お 前 に ギル ド は 合わ ね えよ 。 けど 、 一 緒 に 来 た い っ て 

ん な ら 、 好き に すり ゃ いい 」 

| ユーリ 3 | | 

「 け ど 分 か っ て ん だ ろ な 。 お 前 の 本 当 に すべ きこ と 」 

「 ー 「 あ あ 。 エス テリ ー ゼ 様 を 助け 次 第 、 ヨー デル 殿下 の 護衛 に 戻る 。 帝国 

scRouce、 を 混乱 に 陥ら する よう な こと に は させ な い 。 すま な い 、 ソ デ ィ ア 、 ウィ 
チル 。…… ヨ ー デ ル 様 を 頼む 

「…… で きる だ け 早 く お 戻り くだ さい 。 殿下 に も そう お 伝え し ます 」 

「 わ か っ た 」 CC 


「 お 互い な 。 ち っ と 安心 し た ぜ 。 久 包 に らし いと ころ 見 れ て 、 な 」 
癌 ジュ ディ ス  「 ア レク セイ …… 彼 が …… ヘ ル メ ス 式 の 技術 を 持ち 出し て いた の ね 」 


ユー リ 「 あ あ 。 良く も 悪く も ひと つ に つなが っ た っ て 訳 だ 。 よし ! バク ティ オン 神 
殿 に いく ぞ 。 エス テル と レイ ヴ ン を 助け て 、 アレ クセ イ の ヤツ を ぶっ 飛ば す 1] 

カロ ル 「 う ん !」 

リタ 「 え え !」 


ジュ ディ ス 了解 ] 
ト 科 4 


ラビ ー ド 「 ワ ン !」 
「 う つむ]」 


サブ イベ ント 区 7Z 騎士 道 と は = 騎士 を めざす 無謀 な 少年 に に フレ ン が 本 当 の 騎士 道 を 教え る 


始祖 の 隷 長 と 協調 プア レク セイ の 企み ン ア レク セイ 許す まじ 


「 葉 PART ノ 
「 凛々 の 明星 編 


バク ティ オン 神殿 に 近づく ユー リ た ち 。 


関 | カロル [見 て ! あそこ !」 
バテ ィ 「 な ん じゃ 、 あめ の ば か で っ か い の 」 
MM 「 ヘ ラク レス …… | | 
菩 ユー リ 「 ア レク セイ が 呼び 寄せ た の か 」 


移動 要塞 へ ラク レス が 、 大 空 を 飛び 回 る 魔物 を 攻撃 し て いる 。 魔物 は 山 に 開い た 穴 に 逃げ 込む 。 
癌 ジュ ディ ス  「……… あ れ は 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) ア スタ ル ……。 アレ クセ イ は 


まだ 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 狙っ て いる の ね 」 

「 逃 が され た よう に 見 えた けど 」 

「 あ あ 。 あの 遺跡 に 追い 込ま れ た みた い だ っ た 」 

「 ど う や ら あ の 遺跡 が 、 バ クティ オン で 間違い な さそ う ね 」 
「 ア レク セイ 、 今度 は な に を 企ん で る ん だ ろう ]」 


「 ア レク セイ が 何 を 企ん で る の か な ん て 関係 な いわ ] 
「 あ あ 。 オレ た ち は エ ステ ル を 助け る だ け だ 」 
バ パウル で バク ティ オン 神殿 に 近づい て いた 場合 
ジュ ディ ス  「 で も この まま 接近 する と 、 アス タル の 二の舞 よ 」 
ユー リ 「 少 し 離れ た と ころ か ら 降 り て 近づこ う 」 


バク ティ オン 神殿 に 向かっ た 一 行 。 神 殿 の 入口 に アレ クセ イ と 騎士 団 が いる 。 ア レク セイ 


の そば に は 、 球体 に 閉じ 込め られ た エス テル 。 

「 ア レク セイ !」 

「 イ エガ ー め 。 雑 魚の 始末 も 出来 ぬ ほ ど 有 抜 けた か ]」 

「 ア レク セイ 、 あな た は 一 体 、 エス テリ ー ゼ 様 に 何 を …… !」 
「 エ ステ ル を 返せ !」 

「 エ ステ ル 、 目 を 覚まし て ! エス テル !」 

に 「 よ か ろう 」 

アレ クセ イ が 手 に し た 石 を 掲げ る と 、 球体 内 に 電撃 が 走る 。 

エス テル 「 う あ ! あ …… あ ああ !」 

境 ま 7 De ユー リ た ち は 吹 き 飛ば され る 。 

「 ユ ー リ ! みん な ! う …… あ …… ] 

「 こ の と お り 、 ーー ーーー キー ニシ ーー ーー 諸 


「 く … そ 和合 1 
遠のい て いく 意識 。 ア レク セイ と 騎士 た ち は 神殿 へ 入っ て いく 。 
問 zo? 「 隊 長 、 大 丈夫 で すか 、 隊長! 


務 い の 填 が 問 こ えて 、 ユー リ た ち は 目 を 覚ます 。 

[ソン デ ィ ア だし て る ご に タク 1 

「 あ れ か ら ヘ ラク レス の 動き を つか ん だ ん で す よ 。 そ れ で ヨー デル 殿下 
が 僕ら を 派遣 し た ん で す 。 きっ と 助け が いる だ ろう か ら っ て 」 

「 つ っ たく あの 天然 殿下 …… お 節 介 に も 程 が ある ぜ 」 

「 そ うい うつ 貴様 ( き さ ま ) の ザマ は な ん だ 。 散 々 大 口 叩 いて いた くせ に 」 
「 育 ちの いい お 歴 々 と 違っ て 、 こっ ち は デ キ が 悪い ん だ よ 。 お い 、 みん 
な し っ かり し ろ 」 

「 ん …… あ れ 、 あん た た ち 」 

「 助 け こ くれ た らし い 。 ヨ ー デ ル に 言わ れ た ん だ と 」 

「 ア レク セイ は 神殿 の 中 じゃ 。 早 く 追 う の じ ゃ !」 

「 隊 長 、 や は り 今 か ら で も 我々 と 一 緒 に ヨー デル 殿下 の も と に 戻り まし ょ う 」 
「 ゲ ティ アイ 1 


ガー め 。 
i 雑魚 の 始末 も 出来 ぬ ほ ど 
世 抜 けた か 


何 の 補 助 も な し に 力 を 使え ば 
姫 の 生命 力 が 削ら れる 


アレ クセ イ は 神 忠 の 中 じゃ 。 
早く 追う の じゃ ! 


稚 土 っ て の は ホン ト 、~ 
不 自由 だ よ な 


* ゾ テ ディ ア re nnn 
5 な ぜ お まえ みた いな や つが 
ls フレン 隊 長 の 友人 な ん だ / 


カロ ル 
ヨー デル 殿下 、 ボ ク た ちの た め に 
助け を 送っ て くれ た ん だ ね 


スキ ッ ト 始祖 の 隷 長 ア スタ ル 


2 ソ デ ィ ア 
フレン 


ンチ ディア 
フレ ン 


「 申 し 上 げに くい こと で す が 、 危険 が 大 きす ぎ ま す 。 今 の 帝国 で 最も 護 
ら な けれ ば な ら な い 方 、 それ は ……-」 

「 分 か っ て いる 。 騎士 と し て そう すべ きだ っ て こと は 。 よく …… 分 か っ て いる 」 
「 な ら !」 


「 こ れ は 僕 の 、 僕 自 身 の け じ め な ん だ 。 エス テリ ー ゼ 様 の こと も 、 アレ 


クセ イ の こと も 。 頼む 、 行か せ て くれ ] 


「 頼 む 」 


フレ ン は 神殿 に 入っ て いき 、 パテ ィ も 続く 。 


ユー リ 
ソン ディ ア 


関 ユー リ 
ウィ チル 


ソ デ ィ ア 
問 ウィ テル 


語 を 抜 こ うと する ソ デ ィ ア を 、 ウィ チル が 止め る 。 


ソ デ ィ ア 


ソ デ ィ ア は そう 吐き 捨て て 去っ て いく 。 
ジュ ディ スズ 


癌 ウィ チル 
門 ソ デ ィ ア 
関 カロ ル 
閥 ユー リ 


ジュ ディ ス 


賠 リタ 


カロ ル 


開 カロ ル 


賠 リタ 


較 ユー リ 
フレ ン 


ジュ ディ ズ ス 


フレ ン 
関 ユー リ 
フレ ン 


ユー リ 


[騎士 っ て の は ホン ト 、 不 自由 だ よ な 」 
「……… な ぜ お まえ な ん だ 。 な ぜ お まえ みた いな や つが 、 フレ ン 隊 長 の 友人 な 
ん だ ! 隊長 は 私 た ち 騎士 の 憧れ だ 。 あれ こそ 帝国 騎士 の 第 だ 。 な の に ! 
お まえ と 一 緒 だ と 隊長 は 隊長 で な く な っ て し まう 。 今回 の こと だ っ て -…」 
「 く だ ら ね ぇ 。 そ ん な 話 な ら そ の リン ゴ 頭 と で も すり ゃ いい だ ろ 。 オレ た 
ちゃ あん た の 愚痴 に 付き 合っ て る 暇 は 無い ん だ よ 」 0 
「 リ 、 リン ゴ 頭 ぁ !」 

「 買 様 ( き さ ま )!」 

「 ソ ティ ア 、 駄目 で すっ て 、 ソ デ ィ ア 」」 


「…… こ れ だ け は 言っ て お く 、 ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 。 お まえ は …… お まえ 
の 存在 は 隊長 の た め に な ら な い !」 

「 激 し いひ と ね 」 

[ え 、 え えと それ じゃ 僕ら は 引き 上 げ ま す 。…… フ レン 隊長 の こと 、 頼 み ま す か ら ね ] 
「 小 隊 、 撤収 する ぞ ! 急い で 本 隊 に 戻る 」 

「 ユ ー リ cs 」 

「 さ 、 早い と こ 、 フレ ン を 追っ か け よ う ぜ 」 


神殿 内 部 に 入っ た 一 行 。 


「 ど こ に 敵 が いる か も 分 か ん ね えん だ 、 落ち 着け よ 」 


「 え え 。 あ の 調子 で 力 を 使わ され た ら 、 あの 子 も エア ル の 乱れ も 手 層 
れ に な っ て し まう わ 」 も に 2 
「 あ いつ …… エ ステ ル を 道具 みた い に ……! 許せ は ない! 
[行こ う 」 


な る 者 の 嫌 所 


忘れ られ た 神殿 バク ティ オン * 


「 ヨ ー デ ル 殿 下 、 ボク た ちの た め に 助け を 送っ て くれ た ん だ ね 」 


あたし た ちっ で いう が ウレ ン と エス テル の た め 、 で し ょ 」 


覚 し て ね え の か ね 、 あの 殿下 は 」 

「 そ うい うお 方 な ん だ 、 殿 下 は 。 今 回 の こと だ っ て 、 人 一 倍 、 心 を 痛め て ら っ 
し ゃ る は ず だ 」 

「 エ ステ ル の こと を 、 か し ら ? それ と も アレ クセ イ の こと ?」] 

し ご ご つっ ち も だ 。 急 ご う 」 

「 焦 ん な っ て 」 

「 な に を の ん きなこ と を 言っ て いる ん だ ]」 


フレ ン 
関 ユー リ 


「 気 に すん な 、 お 互い 様 だ 」 


ー リ は パテ ィ の 方 を 向い て 声 を が ける 。 


開 ユー リ 「 パ ティ 、 大 丈夫 か ] 

に バテ ィ 「 大 丈夫 、 極 め て 大 丈夫 じゃ 。 ささ 、 エ ステ ル が 待っ て る の じゃ ! 急ぐ の じゃ 1 

走っ て いく パテ ィ 。 人 

カロ ル 「 ア レク セイ 、 アイ フリ ー ド の こと 自分 の 手下 みた い に 言っ て た よね 」 

回 フレ ン 「 確 か に 騎士 団 が ギル ド を 雇う こと も な い 訳 じゃ な い が -…」 

開 ユー リ 「 手 下 か どう か は わか ら ね え だ ろ 。 な ん に し て も その 話 は 後 だ 。 行 こう ぜ 」 

神殿 を 進む 一 行 。 内 部 は 似 た よう な 景色 が 続く 。 

貼 バテ ィ 「 さ っ きも こん な 部 屋 だ っ た の 」 語 

開 ユー リ 「 似 た よう な 部 屋 ば っ か り だ な 。 ひょっと し て ずっ と こん な ん じゃ な い だ ろ うな ]」 

関 | カロ ル 「 ボ ク 、 ちょ っ と 見 て くる 」 

開 ユー リ 「 ラ ピー ド 」 計 

カロ ル と ラビ ピー ド が 奥 へ 向かう 。 

隔 | フレ ン 「 こ うい う 長 々 と し た 造り は 、 通る 者 を 謙虚 に させ る た め だ と 聞い た こ 
と が ある 。 つま りこ れ は 参道 な ん だ ろう 」 

同 リタ 「 ち ん た らし て る 暇 な いっ て の に ……」 

開 ユー リ 「 落 ち 着け よ 」 

カロ ル た ち が 戻 っ て くる 。 

半 カロ ル ” 「 や っ ぱり ずっ と 同じ よう な の が この 先 も 続い て る よ 。 ラ ビード も 匂い 
は 分 か ら な いみ た い 」 

関 ユー リ = 「 そ っ か 。 迷子 に で も な っ た 5 ら 厄介 だ な 」 

癌 ジュ ティス 「 は い 、 こ れ 。 地図 作り な が ら 進 み ま し ょ う 」 

カロ ル ” 「 い 、 い つも 用 意 良い ね ] 和 

関 ユー リ 「 カ ロ ル 、 頼め る か 」 0 

癌 カロ ル 「 う ん 、 地図 は 得意 だ も ん 。 任 せ て よ 」 

内 リタ や"  「 間 違っ た ら ひ どい か ら ね ] 

癌 カロ ル 「 や 、 や だ な あ 、 そん な 、 大 丈夫 だ よ 、 多分 …-」 

一 行 は 神殿 の 奥 へ と 進ん で いく 。 歩き な が ら 、 ユー リ が フレ ン に 話し か ける 。 

義 ユー 「 ア レク セイ に 会 っ た ら ど うす る か 、 考 えて る の か 」 

回 フレ ン ”  「-… 戦 わな けれ ば な ら な い だ ろ う ね 」 半 語 

閥 ユー リ 「 覚 本 は で き て ん だ な 」 まつ 

| フレ ン 「 正 直 、 今 で も 信じ られ な い 。 いや 、 信 じ た く な い 、 と いう の が 本 音 な ん だ 。 

全う ー 彼 は ずっ と 僕 の 憧れ だ っ た 。 何 か の 間違い で あっ て くれ た ら 、 どん な に 

に 。 いい か と 思っ て いた 」 

開 ユー リ 「 悪 い が オ レ の 答え は も う は っ きり し て ん せ 」 1 

圏 フ ラン 「…… 分 か っ て る 。 それ に 、 エス テリ ー ゼ 様 へ の 仕打ち 、 あれ は 間違い 
で は すま され な い 」 

回 ユーリ  「 抽 RSRL だ IE 

の カロル 2 ね シレ さ AN Po 

症 ラ レジ [フレ シン で いし 5 芝 あ 007 た 3 ドニ の 

半 カロ ル ” 「 え と 、 フ レン は その 、 ユ ー リ の し た こと 、 知っ て いる ん だ よね 」 

に | フレン 。。= 「… ラ ゴウ と キュ モー ル の こと か な 」 

カカ 日 且 A ws 

且 フ レン 「 心 配 し な く て も 、 ユー リ を 如 捕 し た り は し な いよ 、 今 は ね ] 

回 パティ" ” 「 っ て こと は 、 や っ ぱり エス テル 連れ 戻し た ら 逮 捕 す る の か の ?] 

菩 フ レン 「 ユ ー リ の し た こと は 、 帝国 の 法 に 照ら せ ば 重罪 だ 。 言わ ば 私 作 で 帝国 

= の 正人 ん を だ たり も 拓 b た きだ がら | ここ 

門 | バテ ィ 「 重 … 罪 」 

開 カロル 「 私 人 銀 っ て 、 ユー リ は …… !」 - 2 

間 フ レン 「 分 か っ て いる 。 ユー リ は 決し て 自分 の た め に や っ た 訳 じゃ な い 。 で も 

法 と は そう いう も の な ん だ 。 それ は 帝国 の ゆがみ と は 関係 な い ] 

癌 ジュ ディ ス  「 迷 っ て いる の か し ら 。 どちら が 正しい の か 」 に 

隔 | フレ ン ”  「 分 か ら な い 。 これ は 迷い な ん だ ろう か 。 それ と も ……」 

リタ  。「 ち ょ っ と 何 や っ て ん の ! 置い て くわ よ !?] 


関 カロ ル 「 あ 、 ご 、 ご めん !」 
問 ジュ ディ ス  「 あ ら 人 怖い 。 行 きま し ょ 」 


アレ クセ イ 、 (人 HH MA 
自分 の 手下 みた い に て た 


こう いう 長 々 と し た 造り は 


通る 者 を 議 記 に させ る た め 


だ と 聞い た こと が ある 


ちん た らし て る 角 な いっ て の に …… 


彼 は ずっ と em つた 。 
介 か の 隊 達 いで あ う も さ れ が こら 
いた 


どん な に いい か と 閣 っ 


で も 法 と は ぞう いう も の な ん だ 
それ は 帝国 の 必 が み と は 関係 な い 


ちょ っ と 持 や っ て ん の ! 
回 いて くわ よ リ ? 


に ote な ん が 3 「 こ の 像 な ん の 像 な ん だ ろ 」 
人間 と も お 化け と も つか な い 形 し と る の 」 

「 神 殿 っ て いう くら い だ か ら な 。 ここ で 祀 られ て た も ん の 像 だ ろ 」 
[案外 、 外 で 見 た 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を 祀っ た も の だ っ た り し て 」 


* 紀 「 え え ? まさ か 、 だ っ て 魔物 …… っ て いう か 、 その …… 似 て な いし 」 
芝 諾 「 い や 、 あり える か も し れ な い ぞ 。 人 間 以 上 の 力 を 持ち 、 言葉 を 話す 存 
+ Bb キャ ヤマ ヤキ マヤ ャ ーー ヘー ーー 


在 だ 。 昔 の 人 間 が 崇め よう と 思っ た っ て 不思議 じゃ な い ] 

「 も し か し た ら 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) と 人 間 の 関係 は 思っ て た 
より 近かっ た の か も し れ な いわ ね 。 長い 長い 時 の 流れ が 両者 を 引き 林 
し て 、 つの この 居 現 を MEOD も | 
「 だ と し た ら 、 僕たち は どれ だ け の こと を 忘れ て し まっ た ん だ ろう な 」 


「 決 し て 忘れ ちゃ いけ な いこ と も 、 世の中 に は ある の じゃ 」 


ま 


マニ ニニ ドン ニニ ーー ニニ 


「 が バテ ィ | 
「 ボ 、 ボク は あん な の が 身近 に いた 時 代 よ り 、 い 、 今 の 方 が いい 、 か な 、 
は 、 は 、 は ……」 
け さら に 進む と 、 騎士 た ち が 部 屋 の 入口 を 守っ て いる の が 見 える 。 
| 
開 カロ ル 「 っ て こと は 道 は 間 違っ て な いっ て こと だ よね ]」 
ト 回 ユーリ  「 カ ロ ル 先 生 、 当 え て る な 。 あ の 興 に エス テル が いん だ ろ 」 
Re | リタ 「 あ ん た 隊長 な ん で し ょ 。 あい つら に どけ っ て 言え な い の ?」 
dP 介 。 隊 フレ ン ”  「 首 衛 隊 は 騎士 団長 の 命令 に し か 従わ な い 」 。 


関 ユ ー リ 。 「 時 間 が 惜しい 。 一 気 に い く ぞ ! 
ー 行 は 騎士 た ち を 撃退 する が 、 部 屋 の 入口 に は 封印 が 施さ れ て いる 。 
トト パテ ィ 「 な ん だ か 分 か らん けど や や こし そう じゃ の 」 


「 開 けら れる か ?」 
= 「 ろ くに 研究 され た こと の な い 、 未知 の 古代 技術 よ 。 あたし も 本 で 見 た 
54c2222Cnc 二 こと が ある だ け 。 ま と も に 解析 し よう と 思っ た ら 、 どれ だ け 時 間 が か か 
| 1 る か 見 当 も つか な い 」 人 


「 力 づく で 破れ な いか な 」 


お ー 
満月 の チ は どう し た こっ 


よっ て た か っ て 小 嫌 ひ と り に 
背負 い 込 ませ や が っ て ーー ーーーーーーーーーーーー プ ーーーーー プ ーー プー プー プー プー ペーーーーーーーーーー 一 


ト | デュ ー ク 「 暴 走 し た 満月 の 子 を 放置 し て は お けん 」 
関 ユー リ 「 あ ん た も フェ ロー と 同じ 石頭 か よ 。 同じ 人 間 同 士 も う 少し 話 が 通じ る 
か と 思っ た ん だ けど な 


デュ ー ク 「 人 間 同士 で ある こと に 意味 な ど な い 。 ひと り の 命 は 世界 に 優越 し な い 」 


中 で ある こ と に 意味 な ど な い 。 


ユー リ 「 そ の 世界 っ て の も バラ し ゃ 全部 ひと り ひ と り の 命 だ ろう が 。 い いか 、 とり のせ に 人 し ない 
あの 馬鹿 で 世間 知ら ず の お 嬢 様 は 、 オレ た ちの 仲間 な ん だ よ 。 部 外 者 
は すっ こん で ろ 1 

デュ ー ク 「 あ の 娘 が どれ ほど 危険 な 存在 か 、 知っ た 上 で 言っ て いる の か ?] 

問 ユー リ 「 知 ろう が 知る まい が 、 義 を も っ て こと を 成せ 、 っ て の が ウチ の モッ トー 


な ん で な 。 どう し て も っ て な ら 、 悪い が 相手 に な る ぜ 」 
黙っ て 対 財 する 2 人 。 デ ュー ク が 口 を 開く 。 
較 デューク  「…… い い だ ろ う 。 な ら ば フェ ロー が 認め た その 覚悟 の ほど 、 見 せ て も 
ら お う 」 
デュ ー ク は ユー リ の 足もと に 剣 を 投げ る 。 
軸 デュ ー ク  「 四 の 成 典 (デイ ン ノモス ) だ 。 エア ル を 鎮め る こと が で きる の は その 証 
で だ け だ 。 掲げ て 念じ ろ 。 そう すれ ば 後 は 剣 が や る 」 


| 
閲 ユー リ 「 待 て よ 、 デュ ー ク ! 笛 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) と いや 行方 知れ ず の 皇 


帝 の 証 の 名 前 だ 。 な ん で あん た が それ を 持っ て る ? な ん で それ が エ 
アル を 制御 で きる ? あん た 一 体 何者 だ ?」 

遠く で 爆発 音 が し て 、 神殿 が 揺れ る 。 に 

同 テ ュ ー ク ” 「 そ の 問い の 答え を 得る こと が 、 今 の お まえ た ちの 頼 い で は ある まい 。 


行け 。 手遅れ に な る 前 に 。 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) が 痛 痛 負 つ 重荷 、 
それ が どれ ほど の も の か 、 身 を も っ て 知る が いい 


W ユー リ [……… ] [ 
人 2 人 2KGGD る 
本] バテ ィ 「 カ ッ コ いい けど 、 気難しい や つじ ゃ の 」 て 
| に] フレ ン ” ” 「 あ の 男 、 確 か ガス ファ ロス ト で も -… 何 者 な ん だ ?] 3 っ 

病 ユー リ 「 さ あな 。 敵 な ん だ か 味方 な ん だ か 」 

ユー リ は 剣 を 掲げ 、 気合 い を 入れ る 。 

ユー リ 「 お うぅ うっ …… 四 

内 リタ =”=”= 「… そ の 術 式 、 エス テル と 同じ 。 や っ ぱり その 剣 …] 6 

ユー リ の 周り に 光 が 立 ちこ め 、 入口 の 封印 が 解 か れる 。 

開 ヵ カロル 「 開 いた …-」 


問 ユー リ 「 し っ か し 、 これ が 皇帝 の 証 、 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) と は な ] 


開 カロ ル 「 ユ ー リ 、 皇帝 に な れる ね 」 

閲 ユー リ 「 こ ん な の た だ の 飾り の だろ 。 それ に な れ た っ て ご 免 だ ね 、 オレ は 」 

較 /C*  .[ 考 い の に 飲 が SL の -| で AI 

賠 リタ 「…… あ ん た が 言う の どう か と 思う ん だ けど 」 

回 フレ ン 「 失 われ た 皇位 継承 の 証 ……。 帝 位 を 巡る 争い も 、 も と は と いえ ば その 語 

が 行方 不明 に な っ た か ら だ 。 まさ か あの デュ ー ク が 盗み 出し た ん だ ろう か 」 

病 ユー リ 「 お い お い 、 頼 お か ら 騎士 団 が 回 収 す る 、 と か 言い 出さ ね え で くれ よ 」 

に 』 フレ ン 「 分 か っ て る 。 今 は そん な 場合 じゃ な い 」 

回 ジュ ディ ス  「 デ ュー ク は その 剣 で エア ルク レー ネ を 抑え て 回 っ つて た よう だ けど -…-」 

開 カロル 。 「 え ! じゃ あ デ ュー ク は 、 始祖 の 塚 長 (エン テレ ケイ ア ) と 同じ こと を し 
て る の ?」 つう 

癌 ジュ ディ ス  「 ど うか し ら ね 」 ミ Es 

内 リタ ”"” = “「 そ の 刻 …… さ っ き エ ステ ル と 同じ こと を や っ て の けた 。 リゾ マー タ の 

式 は すでに 一 度 は 確立 され て た ? で も それ な ら な ん で 失わ れ た の ? 

生 ー - 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 失わ れ た よう に 、 災厄 と 関係 し て る ? どう し 

SS て それ が 帝国 の 宝物 に ?」 

閲 ユー リ 「 わ か ら ね ぇ こと だ ら け だ が 、 その 剣 の こと は 事 が 済ん だ あと 好き な だ 

9 。 _ け 調 べ れ ば いい さ 。 今 は エス テル を 助け る の が 先 だ 」 

閥 リタ 「 え え 。 急ぎ まし ょ 


| サブ イベ ント 世 : ラン タン が ほし い 


= バク ティ オン で 何 度 も 穴 に 落ち る の で 、 リタ が ラン タン を 作る 
スキ ッ ト 聖 核 は アレ クセ イ の 手 に / カ ドス 封鎖 の 真相 バテ ィ の 激励 / 柚 張 ムー ドン デュ ー ク は 一 体 何者 ? 


カロ ル 
ユー リ 、 皇 帝 に な れる ね 


リゾ マー タ の 公式 は 
すでに 一 度 は 確立 され て た ? 
で も それ な ら な ん で 失わ れ た の ? 


Ne、 


し 0 = の や 北 、 か の 


の の いて やこ て いそ 


0 し 0 


の たこ 


た 、 > 0 


な. 水 。。 2 Rx 0 "区 8 . 9 0 


に 


9 で キー 


に 


に 0、。 北 。 =9。。 オ や 。 北 0 。。 0 ひつ で 


1 
| 
| 

| 

ま 

| 

1 
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WW 
ナシ ジー て 


補 ー 
DC に 


crjw 2 


SS 


に 


NO 


多 
を 


て キマ ネン ーー シー 


SE 


< デコ 


自分 を 坊 っ た 神 忠 で 
最期 を 迎え る と いう の は 
どう いう 気分 だ ? 


一 人 で は 世界 に 害 を 為す 
毒 で し か な い 


道 異 は 使わ れ て こ ぞ 、 
ぞ その 本 人 懐 を 遂げ る の だ よ 


アレ クセ 
は は は 、 な に が 銘 祖 の 鞍 長 か 。 
な に が 世界 の 支配 者 か 


アレ クセ イ 
思っ た より 小ぶり だ な 
まあ 使い 道 は いく ら で も ある 


アレ クセ イ  「 ア スタ ル よ 。 自分 を 祀っ た 神殿 で 最期 を 迎え る と いう の は どう いう 気 
分 だ で る っ こっ く ] 

アス タル 的 び の 者 に チー んっ 」 

エス テル  「 や め て ! も う や め て くだ さい 、 ア レク セイ !| 

固 アレ クセ イ 「 く くく 。 こ や つの 苦し み を 取り 除き た い の で あれ ば 、 あな た の 癒し の 
術 で この 者 を 癒し て や れ ば よろ し いで は な いで すか 」 

壮 呈 本 。 「 く っ 」 

還 アレ クセ イ 「 は っ は っ は っ は ! あな た は 本 当 に 無力 だ 。 一 人 で は 世界 に 害 を 為す 
毒 で し か な い 。 それ が よく わか っ た で し ょ う 」 

その と き 、 ユー リ た ち が 部 屋 に 入っ て くる 。 

関 ユー リ 「 エ ステ ル 、 無事 か !」 

フレ ン 「 エ ステ リー ゼ 様 中 」 

「 エ ステ ル !」 

同 / 「 助 け に 来 た の じゃ | 本 を 1 

「 ま た 君たち か 。 どこまで も 分 を わき まえ な い 連 中 だ な 」 

ユーリ} - ラ レン 1 みん な 1 

「 エ ステ ル 、 今 助け て あげ る 

「 ふ ん 。 お まえ た ち に 姫 は 敷 え ぬ 。 救え る の は この 私 だ け 」 

「 上 ふざけ ろ 

還 アレ クセ イ [道具 は 使わ れ て こそ 、 そ の 本 人 懐 を 遂げ る の だ よ 。 世 界 の 毒 も 正しく 
使え ば 、 それ は 得 が た い 福 音 と な る 。 それ が で きる の は 私 だ け だ 。 姫 、 
私 と 来 な さい 。 私 が いな けれ ば 、 あな た の 力 は ……」 

フレ ン 「 ア レク セイ !」 

アレ クセ イ は 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 掲げ 、 エス テル の 力 を 引き 出 そ う と する 。 

エス テル 「 き ゃ ああ あ !」 

ジュ ディ ス  「 や め な さい 、 アレ クセ イ ! あっ !」 

エス テル か ら 赤 い 光 が 放 た れる 。 

エス テル [に ディス 日 

アス タル 「 ぐ …… あ お 」 

還 アレ クセ イ 「 は は は 、 な に が 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) か 。 な に が 世界 の 支配 者 か 」 

ユー リ 「 や め ろ !! エス テル を 放せ !] 

アス タル は も だ え 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) と 化す 。 

上 | アレ クセ イ 「 死 ん だ か 。 あ っ け な か っ た な 」 

エス テル 「 そ ん な ……」 

四 | アレ クセ イ  「 思 っ た より 小ぶり だ な 。 まあ 使い 道 は いく ら で も ある 」 


開 ユー リ 「 貴 様 ( き さま )……」 

還 アレ クセ イ 「 そ うだ 、 せ っ か く 来 た の だ 。 諸君 も 洗礼 を 受け る が いい 。 姫 が 手 ず か 
_ ら 刺 激 し た エア ル の な 」 2 8 

ふた た び エ ステ ル が 赤い 光 を 放出 する 。 

カロ ル 「 う わあ ああ !」 

閥 リタ 「 う うっ 」」 

孔 | エス テル 。 「 い や ! も う や め て 中 

関 ユー リ 「 く …… っ だ ら ぁ !」 


ユー リ の 生 の 式典 (デイ ン ノ モス ) が 光 を 放ち 、 エア ル の 暴走 を 抑え る 。 5 
還 アレ クセ イ 「 な ん だ と ? な せ 買 様 ( き さま ) が その 剣 を 持っ て いる ? デュ ー ク は どう し た ?] 
閲 ユー リ 「 あ いつ な ら こ の 剣 寄 越し て 、 どっ か いっ ちまっ た ぜ 。 て め え な ん ぞ に 


用 は な いそ うだ ]」 


アレ クセ イ  「…… 皮 肉 な も の だ な 。 長 年 追い 求め た も の が 、 不要 に な っ た 途 端 、 転 
が り 込 ん で くる と は 。 そ う 、 満 月 の 子 と 聖 核 (アパ ティ ア )、 それ に 我 が 
知識 が あめ れ ば も は や 軸 の 式典 (デイ ン ノモス ) な ど 不 要 」 

閲 ユー リ 「 何 、 寝言 言っ て や が る 。 つべ こ べ 言わ ず エ ステ ル 返 し な 」 

アレ クセ イ [ふん 。 姫 が それ を 望ま れる か な ?」 

ジュ ディ ス エステル?」 


WSK、 uc0wK ch. 


oN 


ト 』 エス テル |………… 」 

因 | フレ ン 「 エ ステ リー ゼ 様 !?」 

リタ 「 エ ステ ル ! どう し た の よ 、 エス テル !| 

国 | エス テル  「…… わ か ら な い 」 
癌 カロ ル 「 何 言っ て ん だ より!」 


に | エス テル [一緒 に いた ら わた し 、 み ん な を 傷つけ て し まう 。 で も …… 一 緒 に いた い ! 
わた し 、 どう し た らい い の か わか ら な い !」 
本 | バテ ィ 「 エ ステ ル ! し っ か りす る の じゃ | 


較 ユー リ 「 四 の 五 の 言う な ! 来い ! エス テル ! わか ん ね ぇ 事 は みん な で 考え りゃ いい ん だ 
咽 エス テル [コード ワ 日 


4 
* 


過ぎ や し な いか ね 。 紳士 的 で は な いな 」 
閲 ユー リ 「 生 憎 、 紳士 と 無縁 の 下町 育ち で な 。 行儀 と 諦め の 悪さ は 勘弁 し て くれ ] 


| アレ クセ イ 「 今 と な っ て は その 剣 は 邪魔 以外 の 何 物 で も な い 。 ここ で 消え て も ら う ] 


貼 | ェ ス テル [ユー リ ! みん な 
アレ クセ イ と エス テル が 去り 、 騎士 た ち が 一 行 の 行く 手 を 阻む お 。 


リタ 「 あ ん た た ち そ こ を どき な さい !」 

騎士 た ちの 後ろ か ら 、 白 金 の 鎧 を まとっ た 男 が や っ て くる 。 騎士 た ち は 男 に 環 礼 し 、 去っ て いく 。 

内 リタ "="==「 あ いつ は !?」 

回 フレ ン ” "「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 ……!] ui の 5 

開 ユー リ 。 「 い つも 部 下 に まかせ きり で 顔 見 せ な か っ た クセ に 、 どう いう 風 の 吹き 

2 回 し だ ?」 拓 ーー 

園 ラビ ー ド  「 ワ ン ワ ン ワ ン リ 3 

開 ユー リ 「 ど うし た 、 ラ ピ ー ド 」 

用 シュ ヴァ ー ン 「… や は り 犬 の 鼻 は ご まかせ ん か 」 。 放 

隊 ジ ュ テ ディス 9 州 

開 カロ ル 「…: の の 声 …… ま さか … こ レイ ヴ ン ?」 MK 
且 パティ 。 唱え 7 お っ さん 7 どう いう こと Be Oo 人 
問 ジュ ティ ス 「 冗 談 …… つ て ワケ じゃ な さそ う ね 」 開 
較 り ター 「 ギ ルド ユニ オン の 幹部 が 、 騎士 団 の 隊長 !] 視 # | 
較 フレ ン 「 初 め て 会 っ た 時 、 ま さか と は 思っ た が …」』 | え 
閲 ユー リ 「 な る ほど な 、 そう いう こと か よ 」 ウッ に ] 
韻 カロ ル 。。 「 そ ん な ! だ っ て ドン は …… ね え レ イヴ ウン] 。 0 B 
還 フ レン 「 騎 士 団長 だ け で な く あ な た まで …… な ぜ で す | WV す 
較 シュ ヴァ ー ン 「 俺 の 任務 は お まえ た ちと お し ゃ べり する こと で は な い 」 ^ 
開 ヵ カロル [レイ ウン … ロ 

関 ユー リ 。。 [こっち は 急 いで ん だ 。 通 し て くん ね ぇ の 。 そ れ と も 本 気 ( マ ジ ) で や り 合う つも りか ?] 

シュ ヴァ ー ジ 村 旧 拓く ニー リコ トピ 

関 ユー リ 「 バ ッ カ や ろう が | 半 


有 欄 シュ ヴァ ー ン 「 帝 国 騎士 団 隊 長 首席 シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン 、 …… 参 る 」 


激闘 の 未 、 ピー ジン ン を 退け る ユー リ り た ち 。 いっ た ん 距離 を と り 、 ふた た び ユ ー リ と シュ 
ae ー ン は 斬り 合う 。 獲 度 か 剣 を 交わ す と 、 シュ ヴァ ー ン は 微か に 笑み を 浮か べ 、 そ その 手 


ーー ム スー ニョ リル ナー が 、 直撃 する 。 


プレン 「 こ れ は !?」 
ー リ の 町 撃 で 、 シ ュ ヴ ァ ー ン の 胸部 の 鎧 が は が れ 落ち る 。 そこ か ら は 、 麻 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) が 姿 を の ぞ か せ て いた 。 


に る ーー の 胸 に 埋め 込ん で ある の !?」 


「10 年 前 っ て …… Se 


あー 3 の カ Sm 5 ji 守 当 


然 、 然 、 神殿 が 大 きく 揺れ る 。 
同 カロ ル 半生 ーー 
本 AN 「 大 諸 じ ゃ l。 開 PXA め 5 れ た の be ImTOO 0 0 
四 ーー の ろう A アレ クセ イ だ な 。 生き 埋め に する つも D だ 」 
「 レン Pe- egcuiaoE ーーーーーー デ ーー ーーーーーー 


韻 ー リー と 3 の ーー フク を 謗 き 寄せ た っ て 訳 。 つく つげ 
ROOTUMSEWko 生 旨 il 還 古 
開 リ タ や "= 「 ち ょ っ と 、 お っ さん ! な ん で そん な に 落ち 着い て ん の よ | 
間 シュ ウ ァ ー ン [ 傘 に と っ で は まう や く 肪 れ た 終わ D だ 」 。 。 。 。 
回 ジュ ディ ス  「 初 めか ら …… こ こ を 生き て 出る つも り が な か っ た の ね ] 
「 腕 "は ジル プ 季 二 隊 蘭 06S いま oeY 、 ニ 

ユー リ は シュ ヴァ ー ン の 肩 を つか お 。 。 2 あと 
剛 ユーリ 8 で 「 一 人 で 勝手 に 終わ っ た 気 に な っ て ん じゃ ね ぇ ! オレ た ちと の 旅 が 全部 

5 芝居 だ っ た と し て も だ 。 ド ン が 死ん だ と き の 怒 り 、 あ れ も 演 技 だ っ て の か ? 
、 最後 まで ケツ 持つ の が ギル ド 流 …… ド ン の 遺志 じゃ ね ぇ の か ! 最後 ま 


で し ゃ ん と 生き や が れ 」 


2 お as に 朋 
剛 / ィ | OO 訂 UN ENOMdd 2 
扶 隊 壮 韻 夫 夫 が 作れ は ほじ め て いる 2 や 
音 2 (<) 問 に DSIEI ド  en 
崩れ 落ち た 天井 。 し か し 、 それ を 、 シュ ヴァ ー ン が 支え て いた 。 。。 
ON 
賠 リタ "" 「 ち ょ っ と ! 生命 力 の 落ち て る あん た が 今 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) で そ 

0 凍 SNSI い こり 


悦 シュ ヴァ ー ン 「 長 く は 保 た な い …… 早 く 脱出 し ろ 」 


カロ ル 
レイ ヴ ン / ? 


ジュ ディ ス  「 損 な 役回り ね 。 ユー リ ] 


関 ユー リ 「…… 別 に 。 実際 ぐず ぐず し て られ ね ぇ だ ろ 」 

神殿 の 外 に 脱出 し た ユー リ た ち 。 

リタ 「 ヘ ラク レス が いな い !?」 

ユー リ 「 レ イヴ ン の 言っ た と お り 、 ザー フィ アス に 向かっ た ん だ ろう な ]」 

229 「 ユ 、 ユー リロ ー ウ ェ ル !? な ぜ こ こ に いる !?!? それ に フレ ン 殿 も !?] 
ユー リ 「 ル ブラ ン !? それ に 、 デコ と ボコ も か 」 


MM アデ コー ル 「 デ コ と 言う な で あー こる! 

の 
レン 殿 、 我ら が シュ ヴァ ー ン 隊長 を 見 ませ ん で し た か な ? 単身 、 騎士 7 パ 
団長 閣下 と 共に 行動 され た きり 、 まる で 連絡 が つか ん の で す 。 ど う も 
最近 の 団長 閣下 は 何 を お 考え な の か …… 親 衛 隊 は 何 も 教 えて くれ ん し 。 
あちこち あたっ て みて 、 や っ と ここ まで 来 た ん で あり ます が -…」 


9 [ eo 」 

ユー リ [アレ クセ イ は 帝都 に 向かっ た 。 ヘラ クレ ス で な 」 

回 ルブラン  「 な ん と 、 入 れ 違 いか !? それ で シュ ヴァ ー ン 隊長 は ……」 
癌 カロ ル 「 レ …… シ ュ ヴ ァ ー ン は ボク た ち を 助け て くれ た ん だ 」 


ルブラン 「 お お 、 そ うか ! で 、 今 は ヘラ クレ ス か ?」 
| 「…… 神 殿 の 中 よ 。 一 番 奥 ] 


し 3 
神殿 内 か ら 轟 音 が 響く 。 

アデ コー ル 「 え …?] 

中 [ちょ 2 お …… 」 


「…: ま さか 、 お い 、 そう な の か 、 そん な ! どう いう こと な ん で す 。 
フレ ン 殿 、 答え て くだ さい 、 フレ ン 殿 !] 

閲 リタ 「 ア レク セイ の せい で あたし た ち 死 に そう に な っ た の よ ! それ を 助け 
て くれ た の が 、 あん た ら の シュ ヴァ ー ン よ !」 

「 あ の 人 は …… 本 当 の 騎士 だ っ た 」 

「 ア レク セイ は 帝国 に も 内 緒 で な ん か ヤバ イ こ と を し よう と し て いる らし 
い 。 オレ た ち は そ れ を 止め に 行く 。 あん た ら も 騎士 の 端くれ な ら 、 頼む 


か ら 邪 魔 し な いで くれ 」 
ル ジ タ タン […… そん な …… な に が どう し て …… 」 
パテ ィ 「 早 くし な いと ヘラ クレ ス に 逃げ られ る の じゃ 」 


" 「 急 ぎ ま し ょ う 。 バウ ル を 呼ぶ わ 」 
バウ ル に 乗り 込み 、 一 行 は ヘラ クレ ス を 追う 。 


カロ ル 「 レ イヴ ン …」 
= フレ ン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 は ずっ と 、 騎士 団長 の 懐 刀 と 言わ れ て きた 。 騎士 団 
で も その 姿 を 見 る こと は 滅多 に な か っ た し 、 その 任務 は 極秘 の も の ば 
か り と いう 噂 だ っ た 」 
ユー リ 「 レ イヴ ン と し て 活動 し てこ いたから だ っ た ん だ な ]」 
ジュ ディ ス  「 そ の 僚 刀 すら アレ クセ イ は 捨て 駒 に し た の ね 」 
ユー リ 「 や つの 目的 が 大 詰め を 迎え た っ て こと だ ろう な 。 お っ さん 、 ずっ と 死 
に 場所 を 探し て た らし い 。 野郎 、 それ を 知っ て て 利用 し た っ て 訳 だ 」 
バ パティ 「 魚 が 腐っ た よう な や つじ ゃ の 、 アレ クセ イ 」 ame な いよ うな Be 
3 い [………… 」 大 きく 関 いて お く の じ ゃ 
「 な ん で も いい わ 。 今 は エス テル を 助け る の が 先 。 いい わ ね !?] 


「 も ちろ ん だ ]」 
RN4 ユー リ 「 あ あ 」 


目 を 深海 魚の より も 大 きく 開い て お く の じ ゃ 」 


シモ ゴ = 議 と P.5 1 7 | エス テル は 絶対 …… ン レイ ヴ ン が まさ か …… 


戦闘 会 pk P.565 | シュ ヴァ ー ン 戦 


ヘラ クレ ス に 接近 する ユー リ た ち 。 


SS AA 


バテ ィ 「 見 えた ! 


| ヘラ クレ ス じ ゃ 中 

| |] フレ ン 。。 「 待 つん だ 。 う か つ に 近づけ ば 集中 倫 火 を 浴び る こと に な る 」 
問 リタ 「 で も 、 エス テル は アレ に …… !」 

| 議 計 HiWtih9SREPDSH 
| 癌 カロ ル 。 「 で も 、 空 か ら だ っ て 、 バ ウル が 危 …」 


問 ジュ ディ ス 「 や っ て み ま し ょ う 」 

カロ ル の 言葉 を ジュ ディ ス が さえ ぎる 。 

開 ユー リ 「…… サ ン キ ュ 」 

癌 ジュ ディ ス [バウ ル ロ 

開 ユー リ 「 追 いつ いた ぜ 」 kJ 

カロ ル 「 あ れ 見 て !」 

騎士 団 の 船団 が 、 移 動 す る ヘラ クレ ス を 追っ て いる 。 船上 で は ソ デ ィ ア が 指揮 を 執っ て いる 。 
ソ デ ィ ア 「 反 逆 者 の 操る ヘラ クレ ス を これ 以上 、 帝都 に 近づけ て は な ら な い ! 

反逆 者 の 操る ヘラ クレ ス を これ 以上 、 Ss eo し 
につけ て は どら な い ! に 』 フレ ン 「 ソ ディ ア た ちか !?」 

| 問 ジュ ディ ス  「 無 茶 な こと を 」 
賠 リタ 「 あ ん な の に 近づい た ら 沈め られ る わ 」 
問 ユー リ 「 い くら な ん で も 真正 面 か ら パ つか る っ て こと は し ね えと 思う が ……。 つ っ 

て も 、 あの 要塞 相手 に あの 船団 じゃ 勝ち 目 ね えな 」 

問 ジュ ディ ス  「 下 か ら が ダメ な ら 上 か ら 、 ね 」 

カロ ル 「 え 一 ! ちょ っ と も うち ょ っ と 考え た 方 が ……」 

ジュ ディ ス  「 バ ウル お 願い !」 

ユー リ た ち を 乗せ た バウ ル が 、 上 空 か ら ヘ ラク レス に 近づく 。 

「 振 り 落と され な いよ うに ちゃ ん と 掴ま っ て て ね 」 

「 ほ 、 砲撃 され て る よ 」 


0 


RC 


SE だ ES 


マネ て ネ て ネネ マネ マネ ンー マネ で て 


[バウ ル ロ 
ト 、 [!? 砲 に お ら が ある !?」 
RT 上 「 あ そこ ! 左 後方 だ け 砲撃 し て き て な い 」 


で ーー ティー 


SE 


砲撃 し て き て な い 
の [よし 、 そこ に つっ こむ ぞ ! 出来 る か ?] 

「 当 た り 前 の こと 聞く な っ て 、 ちょ っ と ご 機嫌 斜め よ ?」 

「 そ りゃ 、 悪かっ た 。 な ら 、 頼ん だ ぜ 」 

「 バ ウル 、 お 願い 」 

[行く ぞ !」 

「 う わあ ああ ああ っ 」| 


0 


「 だ か ら こ こ だ け 弾幕 が 薄かっ た の か 」 

ジュ ディ ス  「 誰 ?」 

シュ ヴァ ー ン 隊 の 面々 が 、 ユ ー リ た ち に 近づい て きた 。 

ルブラン  。 「 ま っ た < く 無 計画 な 連中 だ な 。 強行 突破 し か 策 が な い の か 」 
か | アデ コー ル  「 そ の 通り で あー る 」 


あん な 季 が あっ た っ て の に 


まだ アレ クセ イ に つく の か 2? 「 こ こ で 会 っ た が 100O 年 目 な の だ | | 
閥 リタ 「 ま た 出 た の ? あん た らし つこ すぎ !」 
閲 ユー リ 「…… シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 か 。 あん な 事 が めった っ て の に まだ アレ クセ イ に つく の か ?] 


ルブラン 「 我 ら は 騎士 の 誇り に 従っ て 行動 する の み !」 
関 カロ ル 「……… も う ボ ク た ちの 邪魔 し な いで よ !」 


で ママ マー ンー ンマ ドン で で モン で アンデ で で デア デン で 


リタ 「 そ う よ ! あん た ら の 顔 見 て る と 、 思い 出し た く な い 顔 が 浮か ん で くる の より 


開 25? 「 ど ん な 顔 な ん だ ろう な ぁ 。 よっ ぽ ど 非道 い 顔 の や つ な の ね 」 
ルブラン た ちの 後ろ に は 、 紫 の 羽織 を 着 た 男 。 

関 ユー リ 「 レ イヴ ン ……!」 

に | フレ ン 「 

リタ 「 お っ さん 

関 | カロ ル 「 レ イヴ ン ロ 」 

ジュ ディ ス  「 あ な た …… 日 

下 | バテ ィ 「 驚 いた の じゃ …」 

了 開 レ ィ ヴ ン [お う 。 レ イヴ ン 様 参上 よ 。 な に な に ? 感動 の 再会 に いっ ぱい 胸 が どき どき ?] 
問 ユー リ 「 お っ さん 。 何 し に 来 た ?] 


開 レイ ヴ ン [冷た い お 言葉 ね …-」 

ユー リ た ち に 襲い か か る 騎士 を 、 レイヴン の 矢 が 貫く 。 
開 レイ ィ ヴ ン  「 お う 、 お まえ ら ! ここ は 任せ る ぜ 」 
少 プ ラン 還っ 

庄 アデ コー ル 「 了 解 で あり ます !」 

ボッ コス [了解 で あり ます !」 

指示 を 受け た ルブラン た ち は 去 っ て いく 。 

開 レイ ィ ヴ ン  「 ま 、 こ うい う ワ ケ グ 」 


問 カロ ル 「 レ イヴ ン …-」 

開 レ ィ イヴ ン 。 「 そ うい うこ と で 、 よ ろ し く 頼 お わ 」 

癌 リタ 「 何 言っ て ん の よ ! 信用 で きる わけ …… な いで し ょ !」 
ユー リ 「 お っ さん 、 自分 が 何 や っ た か 忘れ た と は いわ せ ね ぇ ぜ 」 


開 レイ ィ イヴ ン  「 そ っ か 。 な ら 、 サ ク っ と 殺っ ちゃ っ て くれ や 」 

レイ ヴ ン は 小刀 を ユー リ に 投げ 渡す 。 

リタ 「 ば っ ! な ん の つも り よ り 」 

開 レイ ィ ヴ ン 。 「 命 が 惜しかっ た わけ じゃ な い は ず な の に 、 な ん で か こう な っ ちまっ た 。 
ここ で お まえ ら に 殺 ら れ っ ち まう の な ら 、 それ は それ 」 

問 ジュ ディ ス  「 ア レク セイ に 刃 向かっ た 今 、 いずれ 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 止め られ 

[ て し まっ て 命 は な い 。 だ か ら こ こ で 死ん で も 同じ …… そ う 言う こと ?] 

開 レイ ィ ヴ ン 「 俺 は も う 死ん だ 身 な ん よ 」 

閲 ユー リ 「 そ の 死ん じ ま っ た ヤツ が な ん で ここ に 来 た ん だ ? レイ ヴ ン 。 あん た 、 
ケジメ を つけ に きた ん だ ろ 。 じゃ あ 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 
の 搾 に 従っ て 、 ケジメ を つけ させ て も ら う ぜ 」 

ユー リ は レイ ヴ ン を ぶん 殴る 。 

開 レ ィ ヴ ン  「 っ て -」 

小刀 を 投げ 捨て る ユー リ 。 


問 ユー リ 「 あ ん た の 命 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) が も ら っ た 。 生 きる 
も 死ぬ も オレ た ち 次 第 。 こん な と こ で どう だ ? カロ ル 先 生 」 

癌 カロ ル 「 え へ へ 。 さす が ユー リ 。 ば っ ちり だ よ 」 2 

カロ ル も レイ ヴ ン を ぶん 殴る 。 

開 レイ ィ イヴ ン  「 あ だ !』 

カロ ル 「 と りあ え ず これ が 宮 ね 」 

手 を 差し 伸 べ る ジュ ディ ス 。 


開 レイ ィ ヴ ン  「 あ り が と 、 ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん 」 
レイ ヴ ン が 立ち 上 が る と 、 顔面 を ぶん 殴る 。 
開 レイ ヴ ン 。 「 ぶ へ っ 」 


リタ も ぶん 殴る 。 

開 レ ィ ヴ ン  「 は < ぐっ! 

リタ 「 せ っ か くだ か ら 、 あたし も ぶっ と くわ 」 

バテ ィ は ヒッ プア タッ ク 。 

開 レイ ィ ヴ ン  「 お ご っ !」 

下 】 バテ ィ 「 う ち も や っ と く の じ ゃ 」 

レイ ヴ ン 「O、 ひ どい …」 

閲 ユー リ 「 レ イヴ ン 。 アレ クセ イ の ヤツ が どこ に いる か わか る か ?」 


本 レ ィ ヴ ン  「 う う …-。 制御 室 だ と 思う …」 


に >。 北 。 か 。 か オト その > の > 
ナー て 


っ 
すま さて 


る の 
か ye 2 こさ て 


に 


電 


Nm に 


NT や ホ 


と oo 


ホー で 


or 


M 
* 紅 
b 
を 
* 
* 公 
は 


の な いこ の ET つこ ここ や ーー ベー っ ニー ンー スト ーー ここ へ 


Si 


や 


時 者 還 二 や 、 全 きま 0 や 。 ニー 
WW っ 
回 か カロ ル っ す 拓 手 に 更 ん me ダス だ がら Mt み 69 け も ーー ジー 

ー リ た ち は 満 面 の 笑み を 見 せる と 、 先 へ 歩き 出す 。 。。 
中 フレ ン 23 箇 間 ーー 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 へ ? ん 、 あ あ 、 ル ブラ ン た ちの お 陰 で どう に か ね 。 みっ と も な い 話さ 」 


還 フレ ン 「 本 当 に あな た だ っ た ん で すね 」 

開 レイ ィ ヴ ン  「 お 前 さん に も 悪い こと し た な 。 殴ら れ て も 文句 は 言わ ん よ 」 2 
に トー ーー あい el 5 
較 フワ レレ ” 。「… 自 分 も 騎士 団長 に 従い 続け た 身 で すか ら 」 
開 レイ ィ ヴ ン 。 「 そ が 。 そん じゃ ま 、 団 長 問 下 に 世話 に な っ た モン 同士 、 落と し 前 つけ 
あき いさ 加 隊 特 る 菩 す 旬 本 凍っ や = キー 

HO あー いま 6 
艦内 を 進ん で いる と 、 ラ ピ ー ド が 道中 に ある 光 の カタ マリ に 気づく 。 。 
提 4 
前 馬 3 の だ 0 ら で エア ル お の 下 コ に に へー まあ ニュ ペル 
リタ に) 学 移 み た UN この 中 を アル が 流れ で る ドー 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 そ ん な 近付い た ら 危 な いん じゃ な あい ?] 。 。 Sn 
同 リタ 「 当 紀 決 く は ほな いか ら 、 大 区 美由 。 。 .  。、。 
開 ヵ カロ ル 。 「 で も 、 ど うし て ヘラ クレ ス の 中 を エア ル が 流れ て る の ?」 
病 リ タ や "。 この デカ 物 を 動か し て る の が エア ル っ て こと みた いね ] 
癌 ジュ ティ ス 「 エ アル クレ ー ネ で も な い の に 、 エア ル を 供給 … ひ ね ……]」 
回 フレ ン 。 「 ヘ ラク レス の 建造 は 極秘 扱い だ っ た ん だ 。 詳し い 仕 組み の こと は 分 か ら な い 」 
開 レイヴン  「 俺 様 も 構造 の こと まで は 聞い て な いな あ 。 …… 興 味 な く て と 」 
回 パティ 「 お っ さん 、 肝 心 な 時 に 役立た ず な の じゃ ー] 
生涯 近 が 86 出 和 まあ" 人 
開 カロ ル 。 「 ソ ー サ ラー リン グ が 光っ て る よ …| 。 
問 ジュ ディ ス [前 に ガス ファ ロス ト で も 同じ 反応 を 見 た わ ね ]】 
義 ユー| 「 あ あ 、 あ ん と き と 一 緒 だ 」 33 2 まっ 
較 ーー 3 
リタ は ユー リ の 手 を つか み 、 ソー サラ ー リ ング を まじ まじ と 見 つめ る 。 =。。 
| 計 和 還 Oro RE ネー いっ 2 
ユー デリ 「 必 あな に 手 親和 蘭 れれ 才 と れ る な 』> 8。、。  。 5 
II 
計れ の まる の 才 生 作り 2 
半 リ タ "” [エア ル の 影響 を 受け て 、 中 の 形状 が 変化 し て る 。 この 格子 戸 に 向かっ 
MS の 本 3 の の で 0 光 20e 。 02402 て ま 半 まな 
ユー リ が ソー サラ ー リ ング を 撃つ と 、 格子 が バラ バラ に な っ て 吹き 飛ぶ 。 。。 
開 カロ ル 。 「-… な ん か 破壊 力 が すご く あ が っ て る ん だ けど 。 これ 、 大 丈夫 な の ?] 
義 ユー 「 松 つも の 全部 壊し ちまっ た ら 、 さ す が に や ば いな 」 
賠 リタ や””。  「 今 の は 格子 戸 の 中 の エア ル に 、 撃 っ た エア ル が 反応 し た 結果 よ 。 な ん 
に と  、 CB ん で WEDLo い が 導 Rouc] キャ 


議 だ 人 。 SAeckec 33 ソー サラ ー リ ング で 、 2 


信和 32 の 5 
SE 拉 凍 昌和 

関 ユ - リ | 「 さ す が に 簡単 に は 止め られ そう も な いか 」 
「 あ ん な に 居 た ら 強 行 突破 は 無理 ね 。 な 、 な に よ ?] 

補導 と 治 義 0 が MD 

ゲイ 。 [次 の 玉 一作 罰 ン の 思っ た の じゃ や ]  。 で こし っ 


「 こ ん な と こ で つま ん な い ミ ス し て られ な いで し ょ J」 


「 ヘ ラク レス の 足 を 止め る こと が で きれ ば 、 、 ソ ディア た ち も 乗 り に 込ん で 


2 。 これ る と 思う ん だ が 」 ーー 
「 ど ん な で か い 人 魚 で も 、 頭 を 叩け ば 大 人 し く な る の じゃ 」 


「 だ な 。 制御 室 を 探 そ う ぜ 」 


関 | カロ ル 「 レ イヴ ン 、 制御 室 が どこ か わか ら な い ?」 
開 レ ィ ヴ ン 悪い ね ぇ 。 そこ まで は わか ん な いわ 」 
| 制御 室 の 方 も 、 警備 が 厳重 だ っ た ら 


国 ジュ ティ ス 


_「 そ ん 時 は 痢 行 突破 する Se 


「 例 えば な の じゃ 。 も し も フ レン が ユー りこ と っ て 消す べき 存在 だ っ た と 


つう な 大 切な 友達 が 相手 、 人 


[3 


な けれ ば な ら な いな ら 、 Es 


ツー ド ポ リカ で の あの 時 、 和 の は が し そう だ っ た けれ ら 揺 る ざ は な か っ た 」 


「 や っ ぱり ……。 で も 、 その 決断 は きっ と ツラ イ も の な の じゃ 」 


】 バテ ィ 


「 例 え 、 、 その こと で 自分 が 深く 傷 つ こう と も 、 その 傷 を 一 生 、 飲み 込ん で 生 


_ きる こと を 覚悟 し て いる ん だ と 思う 。 ユー リ は 、 そう いう 強 さ を 持っ て いる 」 


間 Y IOMO の 名 
図 プレン” [だ けど 、 も し ユー リ が 罪 を 宣 ね 続け る の な ら 、 僕 は この 侯 で 徐 を 止め 


な けれ ば な ら な く な る 。 そん な 日 が 来 な いこ と を 祈る ば か り だ けど ね 」 


脱が ティ PED… ラ 02sSUOGbyI Co 
NN ここら で も 、 あり が と う 、 / パテ ィ ] 


スキ ッ ト 


一 行 が 制御 室 に 入る と 、 警備 の 騎士 た ち は す で に 倒さ れ て いた 。 


「 な ん だ こり ゃ ?」 


開 カロ ル 。 [親衛 隊 が 倒さ れ て る …』 
物議 か ら 、 和 上 負 大 測 で くる 
時 サギ 。 | 約 ち か ね た ぜ 条 コー リラ 四 ー ウ kl - ーー ュー 
衣 フレ ン 、。 。 [8 前 は 2 
問 ジュ ディス”「 あ な た が ここ の 人 た ち を 倒し た の ね ] 
問 サ ギ 。  「 余 計 ( よ けい ) な 外 魔 を 入れ られ た く な いか ら な ぁ 」 
較 ユー リ 。。。 [て め え な ん ぞ に 用 は ね ぇ 。 ア レク セイ は どこ だ ? エス テル を どこ に や っ た 
回 サキ ーー ー ee _ そん な ヤツ は 最初 か ら こ こ に は 居 ね ぇ ] 
Te 


四 と 疾 * 


_「 ア レク セイ 、 この 要塞 すら オト リ に 使っ た の か …… | 


) 。 -「 半 人 気 前 の いい こら た 。 や っ と を る ぜ ] 3 


人 自分 は 


その 間 に ト ンズ ラ か …… ] 


苦悩 の パテ ィ ノ 親衛 隊 に つい て / 呼 び 方 / 移 動 要 塞 へ ラク レス ノ フ レン と 旅 し て どっち が 本 当 ? ン 男 ら し さ 


ぞう な りゃ 
た っ た 7 人 と 1 匹 で 、 
親衛 隊 と 戦争 か ぁ …… 


も し も フレ ン が ユー リ に と っ て 
消す べき 在 在 だ っ た と し た ら …… 


や ら な けれ ば な ら な いな ら 
例え 僕 で も 新 る だ ろう ね 


傷 を 一 生 、 飲 み 込ん で 
生き る 覚悟 … 


アレ クセ イ 、 こ の 要 計 すら 
オト リ に 使っ た の か ……\ 


es サキ 
し ゃ べ っ て る 中 ある の か ? 
さっ さと お 楽し み に 入ろう ぜ ぇ 


器 ら せる た め だ け に 
邪 磨 し て き て る の ? 


連れ て か れ ち ゃ っ た の 


リタ 退 、 元 気 を 出す の じゃ 。 
抽 対 …… ア イツ を 倒し て …… 
隊 0M。 エス テル を 助け 出す の じゃ …… 


位 ひ ゃ は ぁ ー/ 
ユゥ ゥ リィ リ 
まだ 装 わ っ ちゃ いね ええ ぇ ぇ / き 


) ああ ああ あぁ ぁ ぁ ぁ / 


閥 リタ 「 ア レク セイ ! どこ まで も むか つく ヤツ 」 

円 バテ ィ 「 す ぐ 追 いか ける の じゃ SR 

部 屋 を 出 よ うと する パティ の 目 の 前 で 、 爆発 が 起こ る 。 
「 お い お い お い お い お い ! そう じゃ な い だ ろ ! し ゃ べ っ て る 暇 あ る の 
か? ざり きど 天 和 し み 作 表 あ うき ぇ | に 
「 何 度 も 言わ せ する な よ 。 お まえ に 用 は ね ぇ 。 消え ろ ! 邪魔 する っ て ん 
な ら 容 赦 は し ね ぇ 

に ザ ギ 「 く っ くっ く ……… そ うだ … ユ ー リ 。 も っ と 怒れ ! た か ぶれ ! 憎め ! そ 
れこ そ が 最高 の スパ イス ! は 一 っ は っ は っ は 

癌 カロ ル 「 こ いつ -…… 怒 ら せ る た め だ け に 那 魔 し て き て る の ?」 

ジュ ディ ス  「 救 いよ う の な い 人 ね 」 

門 サギ 「 さ ぁ …… 逝 こう ぜ ぇ ! ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル !」 

有無 を 言わ せ ず 襲い か か る ザ ギ を 、 ユー リ た ち は 撃 退 す る 。 。。 

門 サキ 「 ぐ ぷっ ! くく く …… お まえ は 最高 だ …… ユ ーー リーーー 日 

「 こ の 粘着 野郎 ! いい 加 浅 に し や が れ ! 笛 


「 ぐ は ぁ 」 
[「 リ タロ 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 下 


「 さ す が 天 才 魔 導 少女 」 
「 これ で ソ デ ィ ア た ち も 乗 り 込 ん で これ る だ ろう 」 
「…… エ ステ ル …… ど こ に 連れ て か れ ち ゃ っ た の ?」 


[リタ …… 」 
癌 リタ ""。 「 ア レク セイ は エス テル を 道具 と し か 見 て な い ! この まま エス テル の 
力 を 使わ れ ち ゃ っ た ら …… ホ ント に エス テル が 星 喰 (ほし は ) み を 引き 起 


ュ デ 「 も う 一 刻 の 猫 予 も な いわ 。 この ヘラ クレ ス も きっ と ヘル メス 式 魔 導 器 
(ブラ ステ ィ ア ) を 使っ て る 。 これ だ け の も の を 動か し て いる ん だ も の 」 


力 を 使わ され て る の な ら 、 きっ と 見 つか る わ 」 


「 ひ ゃ は ぁ ー ! 


ユウ ゥ ウリ イィ イ ! まだ 終わ つ ち ゃ いね ええ ぇ !」 


いつ の 間 に か 部 屋 に いた イエ ガー が 、 ト ド メ の 弾 を 放っ 。 
ド | ザ サギ 「 あ ああ ああ ぁ ぁ ぁ ぁ !」 

有 イエ ガー [ぶっ ぬん 。 ビュ リフ ォ ー な シャ ウト で すね | 。。 
ーー テー ロリ た ちの 性 を 業 ま を 。、 ーー 
義 ユー リ イエ ガー! て め ぇ 何 の つも り だ 」 た 


ド | バテ ィ 


「 ま た うち ら の 夏 魔 を する 気 か !?] 


イエ ガー ミー の ビジ ネス に と っ て 帝国 ば か り が パワ フル に な る の は 、 都合 が バッ 
ド バ ッ ド な の で 一 す ] 

問 ゴー シュ  「 ア レク セイ は ザー フィ アス に いる 」 

= ドロ ワッ ト  「 帝 都 ザ ー フ ィ ア ス の 御剣 の 階 欄 ( み つる ぎの き ざ は し ) に 秘密 が ある 

すす 2000 > 

| イエ ガー  「 軸 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) が キー と し て ニー ド な は ず だ っ た の に 、 ユー 
た ちの プリ ン セ ス で 代用 し よう と し て マー ス 」 

リタ 「 な ん で すっ て 

フレ ン 「 エ ステ リー ゼ 様 を どう し よう と いう ん だ 

ジュ ディ ス  「 話 し 込ん で る 場合 じゃ な さそ う よ ]」 

ジュ ディ ス が 窓 の 外 に 目 を 向け る 。 

開 レイ ィ ヴ ン  「 こ りゃ まず いな 。 この まま じゃ ザー フィ アス の 下町 は べし ゃ ん こ だ 」 

呈 語 「 ち っ ! リタ 

リタ 「 無 理 よ ! 完全 に 壊れ ちゃ っ て る !」 

閉 カロ ル [動力 を 止め る し か な いよ TI 

イエ ガー 「 が ん ば る で 一 す ! じゃ 、 そ うい うわ け で シー ユー !| 

店 パテ ィ 「 あ 、 待つ の じゃ !」 

イエ ガー た ち は 姿 を 消す 。 

関 ユー リ = [イエ ガー め ] で 

フレ ン 「 や つの 狙い は な ん な ん だ ?」 

癌 ジュ ディ ス 「 そ れ は あと で 考え まし ょ 。 は や く ヘ ラク レス を 止め な いと 」 

王 コ ー リ 。 [わかっ て る 。 午 用 生 S 内 まう ーー し 

カロ ル  ” 「 イ エガ ー… 次 は 絶対 逃がさ な い | 


走り 出し た ユー リ た ち に 続く カロ ル 。 


スキ ッ ト 


「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 首領 (ボス ) と は いえ 、 イエ ガー 


だ け は 、 譲る わけ に ゃ あい か な いよ ね 」 


kP519 | ザ ギ に つい て / 海 凶 の 爪 に つい て プア レク セイ と ヘラ クレ ス ノ 星 喰 み っ て ? 


戦 同 会 話 ザ ギ 戦 


「 何 を 言う か ! 騎士 団長 こそ が 我ら の 従う べき お 方 、 騎士 の 誉れ だ |」 

_ 騎士 B 「 ア レク セイ 様 に 橋 突 く フ レン こそ 、 裏切り 者 だ !] の 
較 コ ニー リ BAD っ 1 DS oo 
賠 フ レン ” [as& っ 四 IT 
ユー リ と フレ ン の 剣 技 で 、 武器 を 構え た 騎士 た ち は 倒さ れる 。 

ーー 凍 生 和 > = 「 う 本 あ っ 1 は に で ーー ンジ ニー ンー 
騎士 B ” 「 う わあ っ ! 、 
間 フレ シ [大 が ウデ 9 ー 
癌 ソ テ ディア  「 隊 長 ! ご 無事 で …」 
円 ユー リ 。。。 「O と り で こん だ け の 相手 を 倒す と は 大 し た も ん だ 」 
ソ デ ィ ア は ユー リ を 見 る な り 、 収め た 剣 を ふた た び 抜 く 。 
ソ デ ィ ア 「 助 け を 頼ん だ 覚え は な い ……」 
了 還 ー リ [素直 に 礼 も 言え な い の か ? 帝国 騎士 様 は 」 に 
問 ソ テ ディア [貴様 ( き さ ま ) に ! 貴様 ( き さ ま ) な ど に 死ん で も 礼 な ど し な い ! こ 


の まま 、 貴様 ( き さ ま ) を 見 逃す と 思う の か …… ] 


こり ゃ まず いな 
この まま じゃ ザー フィ アス の 
下町 は べし ゃ ん こ だ 


が ん ば る で 一 す ! 
じゃ 、 ぞ うい うわ け で 
シー ユー/ 


党 ご 選 


キー すぐ ヘッ 


式 け を 閣 ん だ 覚え は な い …… 


の SSRNSAGYRMWSOKAOKRSSNAoowawnonyawwe 
we 


ーーー テ me 
を を ゃ 
ee に っ に 


素 
を 補 
3 


ここ 


に 。:| フレ ン 「 よ すん だ 、 ソ デ ィ ア 。 千村 合 じ ない 


リタ 「 人 に や る こと が ある か ら 、 邪魔 し な いで よね ] 

且 ソ テ ィ イア” 「 そ れ は 、 エ ステ リー ゼ 様 の 救出 が] = 
本 っ うだ よ 、 5 個 境 お あじ c よ | 
開 レ ィ ヴ ン  「 そ うそ う 無益 な 戦い は 、 や め に し よう や ]」 
癌 ソ テ ィ ア [ウジ ュ ヴァ ー ツ 際 時 … の 生 ン 0 パト 


刻 を 収め 、 ユー リ を に ら み つけ る ソ デ ィ ア 。 


隔 ソ テ ィ ア  「 コ ユーリ ロー ウェ ル 。 優 先 すべ き ほこ と が 片付け ば 必ず お まえ を 処罰 する 」 


還 ユー リ 「 そ れ が あん た の 仕事 だ も ん な 。 好き に する さ 」 


フレ ン 隊 の 騎士 副長 …… フレ ン 隊 長 も !2 ちょ うど よかっ た ……! 外 で 交 < 戦中 の 我 


が 能 隊 で す が 、 ヘラ クレ ス と の 火力 差 が あり すぎ て 、 この まま で は も ち 


ませ ん 。 ご つか が 直 接 指揮 を お 願い し ます 


回 ティ [ 本 格 的 に 撃ち 1 合っ て る 音 じ ゃ の 」 


ー フ レン 隊 の 馬 ! 指 理 を …… 
上 ソ デ ィ ア ニ _ 「 隊 長 … 2 … 私 - 肝 KC2N20  S SD 
護 コ ユーリ 。 「 お 前 の 部 下 の ピ ンチ だ ろ 、 行 っ て と いよ 」 
回 フ ンー 「LpL- RE に 押 NE 


癌 ジュ ティ ス 「 こ っ ち は 私 た ち で な ん と か する わ 」 人 ー 和 8 
回 フレ ン 「…… 後 で 合流 する 。 行く ぞ 」 


フレ ン は 騎士 た ち を 連れ て 駆け て いく 。 
隊 カ ロ ル  。 馬 土 団 も 苦戦 で る みた い 窓 ね | の の 
関 ユー リ = 「 と っ と と こい つ を 止め な いと 、 菩 戦 じゃ すま な い ぜ ]」 
レ イヴ ン 1 だ な お 。 動 上 款 に 招き ます の ね | - キー ーー | 
動力 室 に 入っ た ユー リ た ち 。 部 屋 一 面 が 赤く 輝く エア ル に 包ま れ て いる 。 。。 
NN 

回 パテ ディ 「 な ん か も の すご いこ と に な っ て いる の じゃ | 
閥 リタ も” 【「 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 暴走 2 " 
義 ユー リ  「 ザ ギ が 制御 板 、 ぷ っ 震 し た せい で 、 や ば いこ と に な っ た みた い だ な 」 
上 し 6 の 0 RONNEBAAO の REh1 
肖 間 半 件 


賠 リタ -[ 計 て 


問 ジュ ティス 「 待 て る 状況 じゃ な いと 思う けれ ど ?」 AI 

人 

一 役 商 い 場所 に 、 エア ル が 立ち 上 る 千 状 の 半 置 が 見 える 。 2 

賠 カ ルー [ わ ! あれ 何 2] し ODM まま 

還 リ 2 「 エ アル が も の すご い 勢 いで 送ら れ て る 。 この デカ 物 で こん な と ん で も 
ー 79368020c ME * 


_「 ヘ ラク レス で に 番 パ ワー ー が 必要 な と こと いう と ……] 
「 主 砲 か !」 


_「 こ ん な 状態 で この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊 し ちゃ っ た ら 、 ヘラ クレ ス の 動き は 


止ま っ て も 、 主砲 ぶっ 放し ちゃ っ て 目 の 前 の ザー フィ アス は 吹っ飛ん じゃ うわ 
ーー SR も よ DF さい 
、。 回 に せよ で の の 本 滴 iE め な いと | an 
0 沢内 (220 ま 2 の や > 
"。  「 そ っ か ! デュ ー ク は それ で エア ル の 暴走 を 鎮め て た も ん ね 」 
WI 
と だ だ ーー て 


TBugw、 大 丈夫 な の か 0 


2 リ 、 が ん ば っ て 」 


「 浮 か ん で る の じゃ … 2 


問 ジュ デ ティス  「 聖 核 (アパ ティ ア )…-」 


閥 リタ [制御 で き な く な っ た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と 干渉 し 合っ て 、 暴 走 し て る ん だ わ ] 
開 カロ ル [壊す の ……? 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 魂 み た いな も の な ん で し ょ ?] 二 。 
開 レ ィ ヴ ン  「 し ゃ あな いわ な 。 こ の まま ヘラ クレ ス が つっ こめ ば ザー フィ アス は べし ゃ 


ん こ 。 主砲 も 暴発 する か も し れ な い 」 

閲 ユー リ 「 だ な 。 迷っ て られ ね ぇ !」 

ユー リ は 軸 の 成 典 (デイ ン ノ モス ) を 掲げ 、 聖 核 (アバ ティ ア ) を 消滅 させ る 。 
??? 「 あ り が と う 」 


リタ 「 え ……?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 収 まっ た ?] 

開 ユー リ 「 主 砲 は どう な っ た ?!」 

囚 リ タ や”"” 「 ダ メ ! この まま じゃ 発射 され る !] 
開 カロ ル [そん な ! 動力 は も う 止ま っ て る の に !」 


ヘラ クレ ス の 主砲 に エネ ルギー が 集まる 。 ヘラ クレ ス を 囲む 騎士 団 の 船 は 体 当 た り を 敢行 し 、 
主砲 の 照準 を ずら す 。 発 射 さ れ た 主砲 は ザ サー フィ アス を わずか に 逸れ 、 大 爆発 を 巻き 起こ し た 。 


に | パテ ィ 「 ど うな る か と 思っ た の じゃ 」 

ジュ ディ ス  「 す ご いわ ね 。 あ な た の お 友達 」 

関 ユー リ 「 は は …… ま っ た くだ 。 無茶 ば っ つかり し や が る 」 

賠 カロ ル 「 ね ぇ 、 聖 核 (アバ ティ ア ) を 斬っ た と さき 、 何 か 声 聞こ えた よね ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 あ あぁ 。 和 聖 核 (アパ ティ ア ) に な っ た 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 声 、 
呈 。。 ミミ 。。 だ っ た の か も ね ぇ | 

回 ジュ デ ティス  「 聖 校 (アパ ティ ア ) に 宿っ て いた 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) の 意志 

1 才 の エア ル を 針 め た よう だ っ た わ 」 

関 ユー リ 「 も うこ こ に 用 は ね ぇ 。 ザー フィ アス に エス テル を 救い に 行こ う 」 


ジュ ディ ス  「 バ ウル を 呼ぶ わ 。 空 の 見 える と ころ に 行き まし ょ 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 へ ヘラ クレ ス を オト リ に され て 、 随分 時 間 稼 が れ ち ゃ っ た ね ぇ ] 

聞 | カロ ル 「 急 ご う !」 

閲 リタ eS ヘー …… 聖 核 (アパ ティ ア ) と エア ル …… リ ゾ マ ー タ 


uu バーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー… 


ae 首 を 横 に 振る 。 


PART ウ 


ユー リ た ち が 和 能 内 か ら 出る と 、 眼下 に 騎士 団 の 船 が 見 えた 。 


隔 ユー リ 「 フ レン …… は 下 か 」 

較 | カロ ル 「 騎 士 団 の 船 、 な ん か や ば そう だ よ 」 

本 | バテ ィ 「 あ ー あ れ は まず い の 。 あ の 傾き 方 は 浸水 し と る 。 も た も た し て る と 沈む お の じゃ 」 

開 レ ィ ヴ ン  「 あ そこ で な ん か 叫ん で る の 、 フレ ン じ ゃ な い の ?」 

閲 ユー リ 「 あ りゃ 抜け 出す っ て 訳 に は いき そう に ね えな 。 フレ ン に ゃ 悪い が この まま いく か ] 

リタ 「 い い の ? 後 で 文句 言わ れる ん じゃ な い ?] 

本 3 ユーリ 「 あ いつ の 小言 に は 慣れ て る よ 。 ジ ュ デ ィ 、 頼む 」 

回 ジュ ディ ス  「 バ ウル ! 

ジュ ディ ス は バウ ル を 呼び 寄せ る 

了 問 ジュ ディ ス  「…… バ ウル 、 帝都 に 向かっ て …… !」 __ _ 硬 
噂 き 声 で 応え る バウ ル 。 時 ここ ら で 旨 わり に する / し っ 
ジュ ディ ス  「 う ん …… あ り が と う 。 み ん な 乗っ て 」 ー | 


病 ユー リ 「 追 いか けっ こも 、 ここ ら で 終わ り に する ぞ 」 
上 空 か ら ザ ー フ ィ ア ス に 近づく 一 行 。 


癌 カロ ル 「 見 えた ! 帝都 だ ! …… あ れ ?] 
開 レイ ィ ヴ ン  「 お い お い ! 結界 (けっ か い ) が な いせ ぜ 」 


開 ユー リ 「 ア レク セイ の 野郎 の 仕業 か 」 
隊 | バテ ィ 「 し た い 放題 じゃ の …… ア レク セイ ……] 


ジュ ディ ス  「 こ の まま 行く わ よ 」 

閥 ユー リ 「 頼 お 」 

癌 リタ 「 エ ステ ル 、 どこ に いる の ?」 

癌 カロ ル 「 ど う や っ て 探 そ う …… こ ん な お っ きい 街 …」 

ジュ ディ ス  「 エ アル の 流れ を 追う わ 。 ア レク セイ が エス テル と 聖 核 (アパ ティ ア ) を 使っ 
て 何 か し よ うと し て る の な ら 、 必 ず エ アル の 乱れ が 生じ て る は ず 。 バ ウル 

ジュ し ば し 空 を 漂う 。 

問 ジュ ティ スー 「…- 見 つけ た 」 

癌 カロ ル 


癌 リタ 「 エ ステ ル !」 

開 レ ィ ヴ ン  「 ア レク セイ も いや が る 」 

バテ ィ 72 由 

関 ユー リ 「 ジ ュ デ ィ 、 近づけ て くれ !」 

城 の 頂上 部 に いる アレ クセ イ と エス テル 。 ユ ー リ は フィ エル ティ ア 号 か ら 身 を 乗り 出す 。 
関 ユー リ 「 エ ステ ル ! 2 1 
力 を 行使 され 、 叫び 声 を 上 げ る エス テル 。 

問 リタ 「 エ ステ ル !」 

関 ユー リ = 「 て め え 、 ア レク セイ ロ 

エス テル 「 い や ! 力 が 抑え られ な い ! 怖い | 

関 ユー リ 「 弱 気 に な る な ! エス テル ! 今 助け て や る 


ユー リ は エス テル 目 が け て 、 船 か ら 飛 び 降 り る 。 ユ ー リ の 手 を つか も うと 、 エス テル は 己 
の 手 を 伸ばす 。 し か し 、 アレ クセ イ に よっ て 力 を 発動 され 、 ユー リ は 吹き 飛ば され て し まう 。 
な ん と か フィ エル ティ ア 号 に つか まっ た ユー リ 。 


カロ ル 「 ユ ー リ !」 
開 ユー リ 「 エ ステ ル …-」 


エス テル 「 こ れ 以 上 … 誰 か を 傷つけ る 前 に ……。 お 願い ……… 」 

エス テル は 泣き な が ら 懇 願 する 。 

エス テル  「 殺 し て 」 

アレ クセ イ が ふた た び エ ステ ル の 力 を 行使 する 。 泣 き 叫 ぶ エ ステ ル 。 猛 烈 な 風 が 巻き 起こ り 、 
ー 行 は バウ ル ご と 吹き 飛ば され た 。 

関 ユー リ 「 エ ステ ル !」 


PART ウ 


凛々 の 明星 編 


ーー 痛覚 も 目覚 め る 。 
「 っ 1 っ つて え ……。…… みん な 生き て る か ?」 


「 私 は な ん と か 」 
2 ウー シー 
「 生 き て る っ ちゃ 生き て る けど 、 無 事 か と 言わ れる と 微妙 よ 。 何 本 か 骨 い っ 
ちゃ っ た っ ぽい わ 」 
和 者 E ア 2 セイ op 


内 リタ 「 エ ステ ル の あれ …… 軸 の 式典 (デイ ン ノモス ) と 似 て た ……。 多 分 、 


還 ユー リ [無理 に し ゃ べ る な 。 点 た り と も 、 す ぐ 医 者 見 つけ て や っ か ら な 。 ち ょ っ と だ け 辛 抱 し て くれ ] 


ジュ ディ ス は 倒れ て いる バウ ル に 声 を か ける 。 


ジュ ディ ス  「 あ り が と う 、 よく 頑張 っ て くれ た わ ね 」 

ユー リ 「 バ ウル の 怪我 (けが ) …… し ば らく は 運ん で も ら う の は 無理 だ な 」 の <ott で cn 

ジュ ディ ス  「 え え 。 傷 が 癒え る まで 、 どこ か で 休ん で も ら う わ 」 2 半 、 
問 コ ユー リ 無理 させ ちまっ た な 。 ゆ っ くり 休ん で くれ J SV シレ  ・ 義 / 
カロ ル 「 エ ステ ル は …」 ーー 

癌 リタ 「 そ う よ …… ! 急 が な いと 」 1 語 

ユー リ [エス テル の 心配 より 、 自分 の 心配 し ろ 」 に エア ル グ 革 みた く 


隔 | バテ ィ 
ジュ ディ ス 


閲 ユー リ 


レイ ヴ ン 


帝都 の 空 は 、 赤 く 、 暗 い 。 一 行 が カプ ワ ・ ノ ー ル に 着く と 、 住民 た ち は パ ニッ ク に 陥っ て いた 。 


住民 A 
住民 B 
住民 C 
ジュ ディ ス 
ユー リ 
住民 A 
ユー リ 


22? 


声 の 主 は 、 以前 この 街 で 出会っ た ティ グル だ っ た 。 


"| ティ グル 
ユー リ 

較 ティ グル 
レイ ヴ ン 


ティ グル 


ュー リ 
間 ケラ ス 


ケラ ス は パテ ィ に 尋ね る 。 


隊 | パティ 
ユー リ 
パテ ィ 
開 ユー リ 


ティ グル 


宿屋 で 医者 に 診 と も ら っ た ユー リ た ち 一 行 。 


渦巻 いて や が る 財 


「 う お む -…… こ の 体 で 乗り 込め ば 確実 に 返り 討ち 、 な の じゃ ……」 

「 こ こ は カ プ ワ ・ ノ ー ル の 近く の よう ね 。 と に か く ノ ー ル 港 に いき まし ょ 。 
きっ と お 医者 さん も いる は すず 」 

「 あ あ 」 

「 い や な 空 だ ね 。 エア ル が 雲 みた く 渦巻 いて や が る 。 …… 災 厄 、 か …」 


な に か 天変 地 実 の 前 触 
な い の 


[一体 何 が どう な っ て ん だ 」 

「 な に か 天変 地異 の 前 触れ じゃ な い の か ね 」 

「 俺 、 や っ と 家 建 て た と ころ な ん だ ぜ !? 冗談 じゃ ね えよ 」 

「 大 変 な 騒ぎ ね 。 無理 も な いけ れ ど ] 

「 帝 都 の 方 も 大 騒ぎ だ ろう な 」 

「 あ ん た ら ど っ か ら 来 た ん だ ? な ん か 聞い た り し て な いか ?] 
「 い や 、 オ レ た ち は ……」 和男 / 
「 あ ん た た ち 、 どう し て ここ に 」 間 eo 


「 ひ どい 有 様 じゃ な いか ! 何 が あっ た ん だ ?] 

「 あ ん た か 。 ち ょ っ と 色々 あっ て な 。 い い 医 者 を 知ら な いか ?] 

「 あ あ 、 知ら な いこ と は な い が -…」 

「 ん じゃ 悪い けど も 、 宿屋 まで 連れ て き て くん な い ? 俺 ら も う 歩 く の 
も く た ぴ れ て -…-」 

「 わ か っ た 。 待っ て て くれ 」 


「……: ど ご どうも あり が と う ご ざ いま し た に 先生 ] 
「 助 か っ た よ 。 へ リオ ー ド か ら 戻 っ て き て た ん だ な 」 
「 は い 。 あの 時 は お 世話 に な り ま し た 。 あら 、 あな た も 、 この 方 た ちと 一 緒 に ?] 


「 の じゃ 」 

「 な ん だ ? 知っ て る の か ?」 
「 ポ リー を 送り 届け た 時 に 、 一 宿 一 飯 の ご 思 な の じゃ 」 PP や 
「 あ あ …… ラ ゴウ の 屋敷 を 出 た 後 な ……」 1 RE 

「 ノ ー ル も 執政 官 が 代わ っ た お か げ で 、 前 より は 随分 と 暮らし や すく な っ 1 1 
た と 思っ て た の に 、 今度 は あの 空 だ 」 

[それ で ね 。 ちょ っ と 前 に ね 、 ドー ン っ て すご い 音 が し て 、 ぐら ぐら ー っ て な っ た ん だ よ 」 
「 今 、 役人 の 人 た ち が 様 子 を 見 に 行っ て いる と こ な ん で す 」 

「 ね え ね え 、 あの お 姉ちゃん は ? いな い の ?」 


本 
[そう いえ ば あの 子 な ら 、 あん た た ちの 怪我 (けが ) も 治せ る だ ろう に 、 IE 

どう し た ん だ ?」 3 1 

「…… あ る 馬鹿 野郎 が さぁ 、 悪い 奴 に 渡し ちまっ て ね 。 そ れ で 今 、 追い 

か け て ん の よ 」 

Pk 」 に 

「 そ うか …… 悪 いこ と 聞い た みた い だ な 」 0 エン サタ ャ ー ペ ーー 


一 緒 に いる か ら 


「 ご めん な さい ね 、 今日 は ちょ っ と お 休み な の 」 

| スネ ー、。 で コ 村 た だ 

「 大 丈夫 よ 、 今度 また 来る 時 は ちゃ ん と 一 緒 に いる か ら 」 
「 本 当 !? よかっ た !」 

「 と に か く 今 は ゆっ くり や すむ お と いい よ 」 


PART ウツ 


凛 々 の 明星 編 


…… エ フミ ド の 丘 の 向こう に 


巨大 な 穴 が 空い て いる ん で す 


エフ ミド の 丘 を 抜け られ な いな ら 


船 で 立 回 する と か 


手 が あ る な ら 教 えて くれ 。 


オレ た ち 
急い で 帝都 に 行き た い 


その 代わ り 、 う ちの チ の 期待 を で 計 
裏切ら な いで や っ て くれ 


情報 収集 の た め ユ ー リ が 宿屋 を 出る と 、 執政 官 と 役人 の や り と り が 聞こ える 。 


役人 


関 ユー リ 


役人 


執政 官 
役人 


住民 A 
住民 B 


関 ユー リ 


「 た 、 大 変 で す 、 閣下 ! 道 が 、 道 が な く な っ て て 中 」 

「!?」 

「…… エ フミ ド の 丘 の 向こう に 巨大 な 穴 が 空い て いる ん で す 。 周囲 は 物 
凄い 熱 で 近づく こと も で きま せん で し た 」 

「 う うむ お 、 に わか に 信じ 難い が …… 少 し 前 の 地 鳴 り の 正体 は それ か 」 

「 仮 に 近づけ る よう に な っ て も 、 あの 大 穴 を 越え る こと は と て も …。 こ 
の まま で は 誰 も 丘 の 先 に は 行け ませ ん !」 

「 そ れ じ ゃ ノー ル は 孤立 し ちまっ た の か ?」 

「 大 変 だ よ 。 こり ゃ あ 」 

「 ま さか …… あ の 時 の ヘラ クレ ス の 砲撃 か ? な ん て こっ た ……-」 


ユー リ は 宿屋 に 戻り 、 仲間 た ちと 話し 合う 。 


開 レ ィ ヴ ン 


ジュ ディ ズ 


「…… よ り に よっ て えら いと こ に 当たっ ちまっ た も ん だ ね え 」 
「 街 に 当たら な か っ た の が せめ て も の 救い ね 」 


ベッ ド に 寝 て いた カロ ル と リタ が 起き 上 が る 。 


関 ユー リ 
カロ ル 


問 リタ 
開 レ ィ ヴ ン 
リタ 


賠 ティ クル 


開 レ ィ ヴ ン 
k | バテ ィ 
ユー リ 
賠 ティ クル 


閲 ユー リ 


門 ティ グル 


ティ グル 


k2| バテ ィ 
カロ ル 


ティ グル 


ジュ ディ ス 


還 レイ ヴ ン 
リタ 
ユー リ 


閣 ティ グル 


開 カロ ル 


「 も うい い の か 、 ふた り と も 」 

「 ま だ あちこち 痛い けど ……。 エ ステ ル が 危な いん だ 。 の ん びり 寝 て ら 
れ な いよ 」 

「 そ ゆこ と 」 

「 し か し どう する よ 、 実際 」 

「 エ フミ ド の 丘 を 抜け られ な いな ら 、 船 で 辻 回 する と か 」 

「 そ れ は 無理 だ 。 少し 前 に 遠出 で きる よう な 船 は 全部 騎士 団 が 持っ て いっ 
て し まっ た ん だ 。 お 陰 で 今 、 港 は 空っぽ さ 」 

「 フ ィ エ ル テ ィ ア 号 を 修理 し て 、 海 か ら 回 る っ て の は どう ?」 

「 船 の 竜骨 が グチ ャ グチ ャ で 、 ちゃ ん と 修理 する に は 、 時 間 が か か る の じゃ 」 
「 く そ 、 一 刻 を 争う っ て の に 」 

「…… 方 法 が な いこ と も な い 。 あ まり お 勧め で き な い が ね 」 

「 手 が ある な ら 教 えて くれ 。 オレ た ち 急 いで 帝都 に 行き を た いん だ 」 

「 大 きく 遠回り け す る こと に な る ん だ が ……。 エ フミ ド の 丘 の 手前 を 北 に 
行く と 、 山 と 海 に 挟ま れ た 細い 海岸 が ある 。 そ の 先 は 行き 止ま りな ん 
だ が 、 今 の 季節 、 そ こ に 流水 が た くさ ん 流れ つく 」 

「 ゾ フェ ル 氷 刃 海 (ひよ うじ ん か い ) ね 」 

「 そ う 。 あそこ の 流氷 は 、 運 が 良けれ ば つら な っ て 道 に な かる こと が ある ん だ 」 
「 つ まり 、 そこ を 通っ て いけ ば 、 大 陸 の 真ん中 の 方 に 辻 回 で を る わけ じゃ な 」 
「 ゾ フェ ル 永 刃 海 ( ひ ょ よう じん か い ) か ……:。 あの 辺り は 気味 悪い 噂 が 色々 
あっ て 、 漁師 も 近づか な いっ て 話 だ よ 」 

「 そ れ に 自然 の こと だ か ら 、 必ず 通れ る と も 限ら な い 」 

「 自 然 は むしろ 、 人 の 敵 で ある こと の 方 が 多い か ら の 」 

「 な か な か 容 っ た こと を 言う わ ね 、 パテ ィ ち ゃ ん 」 

「 そ れ し か 方 法 が な いな ら 、 行く し か な いで し ょ 」 

よい 行 ご う /。 こっ 世話 に な っ た な 」 

「 い いっ て 。 あ ん た た ち は う ちの 一 家 の 因 人 な ん だ か ら 。 そ の 代わ り 、 
うち の 子 の 期待 を 裏切ら な いで や っ て くれ 」 

「 う ん 、 まかせ て よ !」 


スキ ッ ト P.519 | エス テル の 言 お うと し た こと バウ ル 心 配 だ ね エア ル の 暴走 で 世界 が 暮らし に くく な っ て る ? ン 


アレ クセ イ 事 件 の 影響 プ ゾ ゾ フ ェ ル 氷 刃 海港 の 街 が よく な っ た エフ ミド の 丘 を 通れ な い 


| PART ェ ウ の 


凛々 の 明星 編 


徒歩 で 帝都 を めざす こと に し た 一 行 は 、 ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 に や っ て きた 。 
開 レ ィ イヴ ン  「 う うう 、 う うう うう 、 寒い 寒い 寒い ] 


癌 リタ 「 お っ さん 、 ウザ イ 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 年 寄り は 体温 高く な い の よ 。 あ ー 砂 漠 の 暑 さ が 人 懐か し いわ ] 


問 ユー リ [無駄 口 い て る と こけ る ぞ ……。 っ て 言っ て る 側 か ら 」 
カロ ル が 転ん で レイ ヴ ン を 巻き 込む 。 
開 レイ ィ ヴ ン  「 あ た 一 、 し ゃ ん と し て よ 。 年 寄り は 繊細 な ん だ か ら ] 


カロ ル 「…… ご 、 ご めん 」 
ユー リ [し か し すげ ぇ と ころ だ な 。 不思議 っ つ 一 か 不気味 っ つ ー か 。 氷 か ら 剣 
が 生え て ん ぞ 」 


リタ 「 あ ちこ ち に ある わ よ 。 な ん な の よこ こ !?] 

= | バテ ィ 「 昔 の 海賊 と 帝国 が 争っ た 名 残 な の じゃ 」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「 ん ? そ 、 そ う 言 や 、 な ん か そん な の き 、 聞い た こと ある な 」 

開 ユー リ 「 よ く 知 っ て る な 、 そん な こと 」 

バテ ィ 「…… ア イフ リー ド の こと を 調べ て た 時 に 収集 し た 情報 な の じゃ 」 

韻 ジュ ディ ス  「 刃 (や い ば ) の よう に 冷た いか ら 氷 刃 海 ( ひ よう じん か い )。 …… と 思っ 
て た けど 、 こう いう こと な の ね ] 

開 レ ィ ヴ ン  「 刃 (や い ば ) の よう に 冷た いっ て の も 、 間違っ て な いと は 思う な あ 。 う 
うう うさ ぶさ ぶ 」 

鐘 ポ じ ゃ や 「 ウ ウ ウ ウン ウン ワラ 1 


0 ょ う C@ た いのら 誠 、 に 
… と 思っ て た けど 、 1 
、 こう いう こと な の ね 


リタ [な に どう し た の よ …… つ て 、 ひゃあ 中 
ユー リ た ちの 足下 の 海 を 、 巨大 な 魔物 が 泳い で いく 。 
閥 ユー リ 画 
開 レ ィ ヴ ン  「 お わ ! 
癌 カロ ル 「 ち ょ っ 、 な に いま の !?」 
問 リタ 「 大 きい ……。 …… ま さか 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケ イア )!?」 
回 ジュ ディ ス  「…… 違 うわ ね 。 知 性 が 感じ られ な いも の 」 
癌 カロ ル 「 っ て こと は 魔物 で し ょ !? 製 っ て こら れ た ら 大 変 だ よ 」 
パテ ィ 「 バ イト ジョ ー な の じゃ 。 背 骨 が ガチ ガチ の ピカ ピカ で 、 と っ て も 丈夫 な 9 
体 の 魔物 な の じゃ 」 《 ほっと で ゃ 攻 っ て こない だろ 1 
較 ユー リ 「 ほ っ と きゃ 襲っ て こない だ ろ 。 相手 に すん な っ て 。 い く ぞ 」 5 で 
うつ お いて 動か な い カ ロ ル を 、 ユー リ が 呼ぶ 。 
ユー リ 「 カ ロ ル !」 


「 え 、 あ 、 う ん !」 


記 カロ ル 「 う わ わ わ W 
】 リタ 「 あ ん た 、 驚き すぎ 」 


回 ジュ ディ ス  「 ど う や ら 気 に 入ら れ て し まっ た みた いね 」 ーー 
3 ユー リ 「 強 引 な お 誘い は お 断り し て えな 」 rei 
テン 。 「 な ん と か 捕まえ られ ん か の 」 


「 捕 まえ て 食う の か ?] 

[寒い 海 に 住む 魚 は 、 寒さ か ら 体 を 守る た め 脂 身 が 多く て 美味 い の じ ゃ 。 
白身 な ら お で ん の 練り 物 に 最高 な の じゃ 」 

衣 「 い や 、 あれ 、 魚 じゃ な く て 魔物 な ん で すけ ど ……」 

ユー リ た ち に つい て くる バイ ト ジ ョ ー。 し ば らく する と 、 ふ た た び 流 氷 を 砕い て 沈め て し まう 。 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 ぷ わ ! 水 が ぶ っ た 。 し ょ っ ぱい 、 冷た い 」 

「 お っ さん 、 元気 だ な 」 

「 さ 、 騒 いで な いと 、 ほ 、 本 気 で 凍え そう よ 、 ふ 、 えつ っ つく しょい !! パテ ィ 


冷た い 氷 の 大 地 


凛々 の 明星 編 


「 病 えて し まっ て る の じゃ 」 
「 ぎ ゃ 、 どっ ひゃあ 」 


氷上 を 黙々 と 進む 一 行 。 三 度 、 バ イト ジョ ー が 進行 を 妨害 する 。 


ユー リ 
カロ ル 
バ パティ 


ユー リ 


閲 リタ 


開 レ ィ ヴ ン 


ee 


ジュ ディ ス 


1 KAY チ 5CC お の PS ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 1 


「 変 ね も 。 あ の 魔物 、 邪魔 する 時 と し な い 時 が ある みた い 」」 

「 あ あ 、 な ん か 気に入ら な いな 」 

「 こ ん だ け 分 厚い 水 の 上 に いれ ば 、 襲わ れる 心配 は な いと 思う けど ……」 
「 襲っ て きた ら 、 返り 討ち じゃ 。 どん と 来い な の じゃ 」 

「 で も 今 、 あん な の と 真正 面 か ら や り 合 う の は 、 で きる だ け 勘 弁 だ な 」 
「 早 いと こ 、 地面 の 上 に 戻り た いわ ね 」 

「 そ れ と 、 暖か いと こ に ね 。 は 一 つく し ょ い !」 


ー 行 は 氷 刃 海 の ど 真ん中 に 、 巨大 な 緑色 の 結晶 を 見 つけ る 。 


リタ 
ユー リ 


閥 リタ 


ジュ ポッ スズ 


開 レ ィ ヴ ン 


メ ュ ディ ス 


「 お ろ 、 な ん だ こり ゃ 。 ど っ か で 見 た よう な ……」 

「 こ れ エ アル クレ ー ネ じ ゃ な い !」 

「 こ ん な と こ に も あっ た ん だ な 」 

「 で も エア ル が 出 て な いわ ね 。 油 れ た 跡 な の か し ら ?] 
「 そ の 割 に この 辺 は 荒廃 し て いな いみ た い だ け ど ]」 

「! みん な 気 を つけ て !」 


振り 向く と 、 すぐ 後ろ の 海 に バイ ト ジ ョ ー が いた 。 


カロ ル 


開 レ ィ ヴ ン 


「 う わ 、 ま 、 また 出 た !」 
「 大 丈夫 っ し ょ 。 ここ 岩の上 よ 」 


レイ ヴ ン が そう 言う と 同時 に 、 バイ ト ジ ョ ー は 海 か ら あ が り 、 宙 を 舞う 。 


開 レ ィ ヴ ン  「 あ ら ま 」 

バイ ト ジ ョ ー が 咲 える と 、 突 然 エ アル クレ ー ネ が 活性 化す る 。 身 動き ま が と れ な く な る ユー リ た ち 。 
関 ユー リ 中 

リタ 「 エ アル クレ ー ネ が !?」 

ユー リ 「 や べ え !」 


ユー リ は と っ ざさ に カロ ル を 突き 飛ば し て 逃がす 。 


賠 カロ ル 


パテ ィ 
ユー リ 
カロ ル 
関 ユー リ 


カロ ル 


「 つ ね お 、 コ 、 ユー リ 1?] 


ユー リ 「 く っ …… 
ンプ イス 


「…… ま さか 、 エア ルク レー ネ を 狩り に 使う 魔物 が いる な ん て 」 
「 う ちと し た こと が …… こ ん な の 、 知ら ん か っ た の じゃ ……」 

「 カ ロ ル 、 逃げ ろ !」 

「 そ 、 そん な ! みん な 食べ られ ちゃ う よ 1!」 

「 一 人 で 勝て る 相手 じゃ ね ぇ だ ろう が !」 

「 で も !!」 


バイ ト ジ ョ ー は カロ ル を 牽制 する 。 


カロ ル 


ユー リ た ち を じっと 狙う バイ ト ジ ョ ー。 


カロ ル 
ユー リ 
較 カロ ル 


「 ボ ク が や ら な きゃ …… 今 や ら な きゃ ……」 
「 カ ロ ル ! 
「 今 や ら な く て いつ や る ん だ ぁ !」 


バイ ト ジ ョ ー は 、 ゆっ くり と カロ ル の 方 を 向く 。 


カロ ル 


「 や ああ あ !!」 


襲い か か る バイ ト ジ ョ ー。 孤 軍 奮 闘 す る カロ ル 。 


「 わ ああ あ ! ち 、 ち ょ っ と 油断 し た か な 」 


” み 、 み ん な を 守る ん だ 。 


ふっ 飛ば され て も 、 また 立ち 向かう 。 “ の > 
開 カロ ル 「 ぐ …… え …… 。 だ 、 大 丈夫 、 こん な の 、 へ っ ちゃ ら だ !| 1 
どれ だ け 攻 撃 さ れ て も 、 0 

カロ ル 「 み 、 みん な を 守る ん だ 。 逃げ る も ん か …… 


戦い つづ ける カロ ル だ が 、 つい に 武器 を 吹き 飛ば され て し まう 。 
癌 ジュ ディ ス 「 カ ロ ル ! も う 無茶 は や め な さい | 


閲 ユー リ 「 見 て られ ね ぇ ! 頼む か ら 逃 げろ !」 

層 】 バテ ィ [それ 以上 や っ た ら 、 死ん で し まう の じゃ …… 

開 | カロ ル 「 だ 、 大 丈夫 だ か ら …--」 

癌 リタ 「 大 丈夫 な わけ な いじ ゃ な い !」 

回 カロ ル 「 大 丈夫 な ん だ よ 。 だ っ て 、 みん な が いる も ん 」 

eo [カロ ル …… お まえ ……」 

カロ ル 「 ボ ク の 後ろ に は みん な が いる か ら 、 ボク が どん だ け や ら れ て も ボク に 
負け は な いん だ ] 


開 レ ィ ヴ ン  「 動 け よ 、 く そ ! この まま じゃ ガキ ん ちょ が -…」 
カロ ル は 流水 に 刺さ っ た 剣 め が け て 走り 出す 。 剣 を 取る と 同時 に 、 バイ ト ジ ョ ー の 体 当 た 
り が 直撃 する 。 宙 に 舞う カロ ル 。 


関 ユー リ 「 カ ロ ル !!」 

ジュ ディ ス  。「! ご あの 子 ] 

カロ ル 「 ボ ク の 勝ち だ !|」 

吹き 飛ん だ カロ ル は バイ ト ジ ョ ー の 頭上 を と り 、 剣 を 突き 立て る 。 一 撃 を 加え る と 、 エア FN 
ル の 放出 が 収まり 、 ユ ー リ た ち に 自由 が 戻る 。 1 の 


開 レ ィ ヴ ン  「 ま っ た く と ん で も な いこ と する 少年 だ ね え 。 生き て る か ぁ ?] 
カロ ル 「 み ん な !」 


ユー リ 「 悪 u。 ち ょ っ と 道 が 混ん で て な 。 いけ る か ?」 
カロ ル 「 も 、 も ちろ ん だ より の 
ユー リ 「 よ し 、 食らっ た 分 、 倍 返し に し て や ろう ぜ !」 ン 
今度 は 全員 で バイ ト ジ ョ ー に 挑み 、 見 事 打ち 倒す 。 ーー ン 
パテ ィ 「 や っ た の じゃ 4 6 \ 
リタ 「 ひ と り で あん な 無茶 し て バカ ……」 「 オ 
カロ ル は その 場 に 倒れ 込む 。 
閥 リタ [カロ ルリ 」 
ユー リ 「 カ ロ ル ! お い ! カロ ル ! 
開 レイヴン し っ か り し ろ ガ キ ん ちょ !」 
問 ジュ ディ ス 。 「… 大 丈夫 。 安心 し て 気 が ゆ る ん だ の ね 。 気 を 失っ て る だ け ]」 
リタ … エス テル 助け に 行く の に 、 あん た が 先 に や られ ちゃ っ た ら ど うす ん の よ 」 まま ん な 。 
開 レ ィ イヴ ン 。「 ま 、 そ うい いな さん な 。 男 に や 勝負 時 っ て の が ある の よ 。 お か げ で 助かっ た わ ] | 
に ユー リ 「 あ あ 。 カロ ル が いな か っ た ら 、 オレ た ち 今頃 あい つの 胃 の 中 だ 」 

肖 ラビ ピード [ワン ト | 
ー バ パティ 「 勝 負 時 ……」 


レイ ヴ ン  。 「 そ うそ う 、 ど うし て も 逃げ たら いか ん 時 っ て や つが ね 。 誰 で も 一 度 は 
そう いう 時 が ある も ん よ 」 

「 さ 、 早く ここ を 抜け まし ょ 。 弱っ て る カロ ル に は つら い は ず よ 」 

「 え え 」 

「 あ り が と うな 。 首領 (ボス )」 

軸 ジュ ディ ス  「 格 好 ( か っ こう ) 良 か つた わ 」 


よう や く 氷 刃 海 を 抜け た 一 行 。 
開 レ ィ ヴ ン  「 ふ ひ ー。 出口 っ ぼ ぽい かぁ?] 
回 リタ 「 な に よ 。 も う 疲 れ た の ?」 


開 レイ ィ ヴ ン [年 寄り は 体力 が な い の よ …… ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん 、 代わ っ て 一 」 
ジュ ディ ス  「 あ ら 、 あ な た の 仕事 を 奪う つも り は な いわ 」 

ユー リ 「 カ ロ ル …… 起 き て る な ]」 

カロ ル 「 お 、 起き て な い !」 

レイ ヴ ン は 背負 っ て いる カロ ル を す と ん と 落と す 。 

カロ ル 「 あ いた | 


| お 、 起 き て な い !『 


バテ ィ 「 カ ロ ル は 撮 寝 入り が 上 手 い の 」 


2 闘 レイヴン [この 宮 い 中 お っ さん に 労働 させ る と は 。 カロ ル 君 。 君 も な か な か や る 
で は な いか 」 

開 ユー リ 「 も う 大 丈夫 か 、 カロ ル 」 
カロ ル 「 う ん 」 
ジュ ディ ス  「 心 配 し た の よ 。 と て も 」 
ト 】 バテ ィ 「 う ち も じ ゃ 」 

es 。 リタ 「 そ ん な 風 に は 見 えな か っ た けど ?」 

( 5 うな こと し な いで よね 回 ッ ジュ ディ ス  「 お か し し 1 わ ね 」 


\、 サ ポー ト し きれ な いわ 


トウ ワン 
「 と に か く 、 も う 無 茶 な こと し な いで よね 。 サポ ー ト し きれ な いわ 」 
「 う ん 」 


に ニタ 放し て あえ だ マ ] 
ひど いな 、 ニン リリ っ 肖 ドン の 言葉 を 思い 出し て た ん だ よ 」 


ad 回 「 仲 間 を 守っ て みろ 、 そう すれ ば 応え て くれ る 、 …… だ っ た か ?」 
rar 較 | カロ ル 「 う ん 。 あれ っ て こう いう こと だ っ た の か な っ て 」 
rs TP TO ユー リ は 空 を 仰ぐ 。 
関 ユー リ 「 そ れ が お まえ の 見 つけ た 答え っ て 事 か 。 な ら 、 きっ と 正解 だ よ 」 
カロ ル 「 そ うだ と いい な 」 
閲 ユー リ 「 さ 、 出口 は すぐ そこ だ 。 と っ と と 抜け ち ま お う ぜ 」 


うな ずく カロ ル 。 一 方 リタ は 、 何 か 考 え 込ん で いる 。 

im ジュ ディ ス  「 ど うか し た か し ら ?」 

2 リタ 「 う ん 。 ここ の 氷 っ て エア ル か ら 生 まれ た の か も し れ な いっ て 」 
Ciao ん カロ ル 「 氷 が ? エア ル か ら ?] 


問 ジュ ディ ス  「 あ ら ゆ る も の が エア ル か ら で き て いる な ら 当然 ね 」 

リタ 「 こ この エア ルク レー ネ は ある 意味 、 すご く 安 定 し て た 。 魔物 が 操れる 程 

ha ne 放っ 
に ね 。 も し か し た ら 、 大 量 に 物質 化 で きた ら エ アル は 安定 する の か も 」 


ユー リ 「 そ れ っ て エア ル の 乱れ を 解消 で きる か も し れ な い 、 そう 言う こと か ?」 
リタ 「 分 か ら な い 。 そ の た め に は も っ と 効率 が 必要 だ ろう し 、 量 だ っ て ……」 
バテ ィ 「 で も 、 確か に それ が で きた ら 、 スゴ イ の じゃ 」 


 。 開 レイ ヴ ン  「 も っ と ここ の エア ルク レー ネ 、 調査 し た い の か い ?」 
/ :cewcec っ pomc 、 議 リタ 「 う うん 。 今 は そん な こと し て る 時 間 は な いわ 」 
人 「 関 ユー リ 「 あ あ 、 思わ ぬ 時 間食 っ ちまっ た し な 。 急 ご う 」 
| 9 。 | 閲 リタ 「 エ ステ ル 、 無事 で いて …-」 
閲 に と こり し 
癌 カロ ル 「 こ こ を 出 た ら ど っ か の 街 で 帝都 が どう な っ て いる か 聞い て みよ う よ 」 


開 レ ィ ヴ ン  「 あ いよ うぅ 」 


流水 を 渡り 、 一 行 は ハル ル に た どり 着い た 。 
閲 ユー リ 「……: え らく ご っ た 返し て ん な 」 

開 レイ ィ ヴ ン 「 帝 都 か ら 輝 げ て きた 連中 よ 。 キレ イ な 身なり し て ん で し ょ ?」 
問 リタ 「 今 ん と こ 、 ここ の 結界 (けっ か い ) は 異常 な さそ う 」 

5 』 カロ ル […… は あ …… は お あ 」 

ジュ ディ ス  「 カ ロ ル 、 大 丈夫 ?] 

開 レ ィ ヴ ン [大 丈夫 じゃ な いみ た いね 」 


ジュ ディ ス が カロ ル の 斉 に 手 を 当て る 。 
ジュ ディ ス  「 す ご い 熱 。 無理 し て た の ね 」 


リタ 「 あ ん な 無茶 する か ら よ 。 っ た く ……。 ユー リ …… ?] 
隔 ユー リ 「 ん ? ああ 、 悪い 。 宿 屋 に 行っ て カロ ル 休 ませ て や ろう ぜ 」 
名 いで 導 に 向かう ユー リ た ち 。 
宿屋 の 主人 「 い らっし ゃ い 、 よう こそ 宿屋 デ ネ ボ ラ へ ! お 代 は 結構 で さ 」 
リタ 「 へ ? な ん で ?] 
悦 パティ 「 た ぷん 、 うち ら が お 金 を 全然 持っ て な いよ うに 見 えた の じゃ 」 


宿屋 の 主人 「 い や それ が ね 、 今 、 長 の 家 に 国 の お 偉い さん が 来 て ん だ けど 、 その お 
達し で さ 。 金 は 国 が 払う か ら 、 誰 で も た だ で 泊め て や れ っ て 」 
癌 ジュ ディ ス  「 避 難し て きた 人 た ちの た め っ て こと か し ら 」 
宿主 の 主人 「 状 況 が 状況 だ け に 、 少 々 気 が 退 ける けど も 、 お 陰 で ウチ は 大 緊 盛 さ ね 」 


職 ユー リ 「 帝 国 に し ちゃ 粋 な 計ら い だ な ]」 
問 リタ [それ じゃ 部 屋 な ん て 空い て こない ん じゃ な い の ?」 
宿屋 の 主人 「 ち ょ うど ひと 部屋 あ る 。 運 が いい よ 、 あん た た ち 」 
- 引 族 "  「 な ら ば その 部 屋 、 私 が 借り て や ろう 」 IE 


扉 を 開け て 、 貴族 らし き 夫 婦 が 宿屋 に 入っ て きた 。 


5 ママ YY マーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーーーーーーーーーーーーーー 


開 レ ィ ヴ ン  「 ち ょ っ と 旦那 ぁ 、 横 入り は 勘弁 し て くだ さい よ ] 


貴族 [無論 た だ と は 言わ ん 。 本 来 の 十 倍 の 額 を 払っ て や る ぞ 。 お まえ た ち 
TE に も 同じ 金額 を や ろう 。 そ れ な ら 文 句 な か ろう ?] 
関 ユ ー リ = 「 お いこ ら …」 

宿屋 の 主人 「 い や 申し訳 な い ! 帳簿 よ 一 く 見 た ら 、 空き 部 屋 は 勘違い で し た わ 。 
、 まあ 拉 0 まで マキン ピー ツジ ーー ジコ 
、 責 族 「 な ん だ こと!?!2? …… え えい 、 こ れ だ か ら 田 舎 は …-」 
貢 族 の 奏 「「 あ な た 、 さ っ さと ノー ル 港 か ら ヘ リオ ー ド に 参り まし ょ 」 
引 族 「 ま っ た くだ 、 こ ん な 小汚い 宿 、 泊まっ て や る だ け で あり が た く 思 えと い 

うに 6 」 


厨 レン 「 ノ ー ル 港 に は 行け な いと 思う ぞ ー…… っ と 」 


リタ > 空い て な いっ て ……」 
関 ユー リ 「 い い の か よ 、 商売 だ ろ ?」 


宿屋 の 主人 「 あ あ 、 い いん だ いい ん だ 。 あ あい う 手 合い は 鼻 持 ちな らん 。 そ れ に 、 
0 あん た た ち ハ ルル の 樹 を 救っ て くれ た 人 た ち だ ろ ? この くら い の こ と 
は させ と くれ 。 ご ゆっ くり !」 
客室 で カロ ル を 休ま せ 、 一行 ほ 話し 合う 。 = 


問 ジュ デ ティス  「 あ の 避難 民 .…… 帝 都 は 大 変 な 状況 の よう ね ] 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ア レク セイ の 大 将 、 一 体 な に を し で か す つも りな ん だ か 」 


回 パティ” 「-…… ア レク セイ は 絶対 、 許せ ん の じゃ …」 
問 り ター 「 ア レク セイ な ん て どう で も いい 。 …… エ ステ ル よ 。 あたし は エス テル 
を 助け た い 」 


ジュ ディ ス  「 そ う ね 。 で も その た め に は アレ クセ イ を 何と か し な いと 。 それ に 、 この ま 
まじ ゃ 無策 すぎ る わ 。 また ノー ル 港 まで 飛ば され る 訳 に は いか な いも の 」 


リタ 5 ] 

関 ユ ー リ 。 「…… コ 和 

賠 レイ ヴ ン 。 「 ど の みち カロ ル が 回 復 する まで は 動け な いん だ し 、 今 の うち に 情報 集 
ー し CS の CLIP ーー に 0 ーッ 

問 ジュ ディ ス 。 「… そ う ね 、 ちょ うど いい 話 も 聞い た こと だ し ね ] 

関 ユー 「-… 両 都 の お 偉い さん と や ら が 、 長 の 家 に いる っ て 話 だ っ た な 。 行っ 


スキ ッ ト 最初 ルル に 来 た と き と 、 今 の 自分 プ ビ ユ ー リ どう か し た の ? 


いや それ が ね .、 今 、 長 の 家 に 
国 の お 偉い さん が 来 て ん だ けど 
その お 達し で さ 


無論 た だ と は 言わ ん 。 
本 来 の 十 倍 の 額 を 払っ て や る ぞ 


帳 短 よ ー く 見 た ら 、 
空き 部 屋 は 短 達 いで し た わ 。 
すん ませ ん ね 、 ど ー も 


さて お 待た せ し ま し た ね 、 お 客 さ ん 。 
融 屋 は 上 が っ て 正面 だ 。 


あの 送 昌 民 … 
帝都 は 大 秋 な 状況 の よ う ね 


護 か yo 
いる っ 
oe らち 行 っ と いで 


吉 こ 愉 


紳 | メ 
イ 
ン 
シン 

ウ 
7 
| オ 


花 の 街 ハル ル キネ 


長 の 屋敷 に 向かう と 、 屋敷 か ら ヨ ー デ ル が 出 て きた 。 
だ っ た ん で す の ヨー デル 「! …… み な さん 、 無 事 だ っ た ん で すね 」 
ユー リ 「 な る ほど な 。 あ ん た だ ろ ? 宿屋 を タダ で 解放 させ た の は ]」 
評議 員 A  「 な ん だ ね 君 は 。 無視 で あろ う 。 この 方 を どなた と …」 
ヨー デル が 評議 員 を 制止 する 。 


ヨー テル ト - | ヨー デル [ 身 一 つ で 逃げ 出し て きた 人 も 多い で すし 、 これ も 国 の 6 目 だ と 思っ て いま す 」 


関 ユー リ 「 ふ うん 、 ま 、 いい さ 。 それ より 、 教え て くれ 。 今 、 帝都 は どう な っ て ん だ ?」 
| に | ヨー デル  「 帝 都 は …… ザ ー フ ィ ア ス は も う 人 の 住め な い 街 と 化し まし た 」 
が を っ だ ーー 、 評議 員 A  「 街 の 結界 麻 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) が 光 を 発し て … 地震 と 落 男 が 
街 を 襲っ た ……」 


| し | ヨー デル  「 で す が 本 当 の 恐怖 は その 後 で し た 。 結界 麻 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) の 
根元 か ら 光る 催 の よう な も の が 現れ て 、 全域 に 広がっ た ん で す 。 触れ た 
植物 が 巨大 化し て 、 水 は 専 の 沼 の よう に -…… 地 狼 の よう な 光景 で し た 」 


「 エ アル の 暴走 だ わ ……」 


「 あ 、 あれ は アレ クセ イ め の 仕業 に 違い な い ! や つ は 我々 に 服従 を 要 
求 し て きた 。 断 る と 、 それ な ら 塵 に な れ と 言い よっ た !」 


Yoo 夫 「 帝 都 全部 を 満た す エ アル …… 一 体 、 どれ だ け の 負荷 を …」 


「 し か も 脱出 し た 我々 に 、 アレ クセ イ め 、 親衛 隊 を け 、 けし か け お っ た ん じゃ !」 
2 い ど つ や っ て 無事 に ここ まで 来れ た の か し ら ?」 


て いっ た OB。 まで や っ て これ た ん で す 。 SE 0 


_ 当たら ね ぇ の が 気 に な る 。 連中 は どう な っ た ?] 
[「…… す み ま せ ん 。 私 は 見 て いな い 」 
[置い てこ いっ た の ね 。 ーー ニー 


無茶 苦 茶 よ 本 二 コー 」 亜 者 人 (エエ 抽 / で と 本 アア 月 飲み 和信 主力 ナビ 由 証 リス 人 の 土 下 二 ご 
つま り そ ぞ れ 全 葬 エス テル の ee の 


。 還 EGO 「 無 茶 苦 茶 よ ! つま り そ れ 全部 エス テル の 負担 っ て こと な の よ ? 無 


し …… も し 手遅れ に な っ た り し た ら 、 アレ クセ イ を 倒し た っ て ……」 


「 そ の … えっ て の を もん な の が 


7 レン が 政 張 っ て る らし い が 、 
どう に も な らん だ ろ 。 
連中 に は 員 の 戒 典 も ね え 


カロ ル 選 DS 


閲 ユー リ 「 悪 起こ し ちまっ た か 。 調子 は どう だ ?」 

カロ ル 「 ご めん 、 また 足 引っ 張っ ちゃ っ て …… 帝 都 に 行く ん で し ょ ?] 

関 ユー リ 「 気 に す けん な っ て 。 オレ た ち 助け て そう な っ た ん だ か ら 。 そ れ よ り 治 す モス テキ MK の 
こと に 集中 し ろ 」 

癌 カロ ル 「 う ん 、 で も 置い て っ ちゃ や だ よ 。 エ ステ ル 、 ギル ド の みん な で 助け る 
ん だ か ら oc 」 

関 ユー リ 「 あ あ 、 分 か っ て る 。 さ 、 も う 少し 寝 と け 。 な ?」 


カロ ル 「 う ん ……」 
癌 ジュ ディ ス 「 つ な が ら な いわ 。 エ アル が 乱れ て いる せい か も 」 


癌 ユー リ 「 い いさ 、 どっ ち み ち 、 アレ クセ イ の 野郎 を ぶっ 倒す だ け の 話 だ 。 だ ろ ?」 
ジュ ディ ス 年 そ れ 衣 お の Je 
閲 ユー リ 「…… ち ょ っ と 外 の 空気 吸っ て くる 。 カロ ル 、 見 て て や っ て くれ | 


出 て いこ うと する ユー リ の 腕 を 、 パテ ィ が つか お む 。 
| バテ ィ 「 ユ ー リ ……」 


関 ユー リ 「 何 そん な 顔 し て る ん だ よ 、 心配 いら ね ぇ よ 」 
宿屋 を 出る ユー リ に 、 ラビ ピー ド が 続く 。 ユー リ は つぶ や く 。 
回 ユー リ 。 「 損 な 役回り 、 か …」 


街 の 出口 で 、 ユー リ は ヨー デル に 声 を か けら れる 。 


| ヨー デル [評議 会 は アレ クセ イ を 正式 に 大 罪人 と し て 告発 する 決定 を 下 し まし た 。 
に 靖 本 っ 今 、 デイ ドン 砦 で 騎士 団 が 帝都 攻略 の 準備 を 進め て いま す 」 の 
「 エ アル が 充満 し て ん だ ろ ? どう に も な らん と 思う ぜ 」 
「…… エ ステ リー ゼ は アレ クセ イ の も と に いる ん で すね 」 


「 知 っ て …… ま あ 気 付く か 。 さっ きわ ざと 話題 に し な か っ た ろ 」 ァ レ クセ ィ の ecc 
「 彼 女 を どう する ん で すか が] ー 3 回 
「 ど うい つう 意 味 だ の 


る も の で す が 、 人 女 の は 飛び ぬけ て いた と 賠 さ ます 。 評 議会 が 彼女 を 


_ 担ぎ 出 そ う と し た の も 、 それ が 理由 で し ょ う 」 


_「 な ん で 今 そん な 話す る ん だ 」 

「 彼 女 の 力 が この 災い を も た らし て いる の で は な いで すか ?」 err 
aa ーーー ーーー 重荷 を 受け よう と する 、 と 

「 だ っ た ら ど うす る ?」 


「 騎 士 団 は た …… アレ クセ イ を 討つ だ け で は 済ま な く な る で し ょ う ] 
Sa こ 。 


お ュー ゴイ 2 
[余計 (よけい ) な お 世話 だ っ て 言っ と いて くれ |」 
[どう し て で す ?」 

「 言 っ た ろ 、 あん た に や ゃ 関係 な い 」 


「 そ の 剣 …… あ な た の よう な 人 こそ が 持つ べき な の か も し れ ま せん 」」 


それ 以上 な ん か 厨 う と 
ぶん 共 る ぞ 


ッ ル >0e っ か 、 北 。 9 っ 


oo 


ント 9 っ っ 


0 も の 6 


 。 


も も つも 


た こも や > 


束 
DC 


か w 


か か 未 we 


回 
| 
3 
ル 
ぅ 
ド 
ゆ 
N 


ド マ ネ マー マネ マテ て 


SD 


街 を 出 て 、 、 刺 都 を めざす ユー ー リ 。 道中 の クオ イ の 森 で 、 2300 


Ei 
。S。。 も も 半生 うし …… な ん だ 宏和 れ た 。 …… ち ょ っ と だ け 見 張り 績 むせ 、 ラビ ピード] 
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TP 
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の こっ ピー ハン ポン クト - ス ッ ト コ ドッ コイ !」 
「 ス ッ ト コ っ て ……… 待て っ て 1 
、「 言 い 訳 は あと で 聞い た げ る 」 


「 へ !?」 


ーー 0 0 


[豪快 じゃ の 」 


「 は ぁ い 。 生き て る 2 


「 目 も 沈め た みた いね 。 よかっ た わ 」 ツン 生ま 。 


ジュ ディ ス は 拳 を 掘っ て いる 。 


較 コテ リ 


「 っ た く ラ ビー ド 、 て め え 見 張り は どう し た ん だ よ 」 


自 ジュ ディ ス 1 


癌 カロ ルー 


内 リタ 


園 ラ ピード ! 


_ 「 う ちら は ユー リ を 信じ と る ぞ 」 
そう だ よ 。 仲間 で し ょ !| 


Teeo」_ 


[この 子 が 私 た ち を 案内 し て くれ た の よ 。 賢い 子 ね 」 クー 
を に 行く と 、 ご どっ か の 馬鹿 は 大 違い ] 


「 お まえ 5 分 か っ て ん の か ? で ゆら 、 な に し よう と し て っ か 、 、 本 当 に 分 か っ て ん の かよ 9 


ー「 分 か っ て な い の は ユー - リ だ よ 細 に 


_「 コ ー リリ だ け で …… コ - ー リ だ け で な ん て 駄目 だ よ ! 


「 あ ん た ひと り で な に する っ て の よ 。 あたし ら 差 し 置い て な に が で きる っ て いう の よ | 


「 う ちら の こと が 不 必要 で 、 ュー - り が うち ら を 置い て いっ た と し て も 、 う 


、 ちら は 世界 中 どこ まで も ユー リ を 捜し て つい て 回 る の じゃ 」 


隊 。3 よう する に 、 だ ひと り で 格好 (か っ こう ) つ けん な っ て こと よ 」 
「 も う 少し 信じ て みて も いい ん じゃ な いか し ら 0 


「…… 参 っ た ね 。 ……- 分 か っ た よ 、 、 みん な で 行こ う 。 最後 まで な 」 


- 半 第 よ 』。 


「 ワ ンー 


開 レ ィ ヴ ン  「 そ ん じゃ まあ 、 行っ て み ま す か !」 


癌 ジュ ディ ス 「 森 の 出口 は も うす ぐ そ こよ 」 テー 


デイ ドン 砦 に 入る と 


リタ 「 ち ょ っ と 、 な に 寄り 道 し て ん の よ 」 【 
閲 ユー リ 「 い や 、 騎士 団 が デイ ドン 砦 に 集結 し て る っ て 聞い た ん で な 」 

層 「 フ レン ね ?」 

バ パティ 「 で も も ぬけ の 殻 な の じゃ 」 

開 レ ィ ヴ ン 「 ど う や ら 入れ 違い っ ぽい ね え 」 

カロ ル 「 帝 都 に 向かっ た の か な 」 

ジュ ディ ス  「 な ら 、 ど こ か で 出会え る か も し れ な いわ ね 」 

癌 リタ 「 な ん で も いい わ よ 。 用 が な いな ら 、 さっ さと 行く わ よ 」 

ユー リ 「 へ い へ い 」 


紀 デイ ドン 砦 で ふた た び デ ュー ク に 会 い 、 エス テル に つい て 話す 


サブ イベ ント 区 7 謎 の 男 ・ そ の 6 


スキ ッ ト pP.521 | ヨー デル の は か らい 


PART ウ 


| | 凛々 の 明星 編 


帝都 の 手前 で は 、 大 勢 の 騎士 が 慌ただしく 動い て いた 。 


は ー リ 「 騎 士 団 じ ゃ ね え か 。 帝都 に 攻め 込む と こ か 」 
ジュ ディ ス  「 で も 足踏み し て いる みた い 。 な に か あっ た の か し ら ?」 
開 カロ ル 。 「 そ うだ 、 ね え 、 ユー リ 、 フ レン が 一 緒 に 来 て くれ た ら 心 強い ん じゃ な い ?」 


Oo ユー リ ! みん な 1!」 


[良かっ た 、 無 事 だ っ た ん だ な 。 エ ステ リー ゼ 様 は …… ま だ ザー フィ アス な ん だ な 

「 あ あ 。 今 の と ころ は まだ 、 な 。 そ っ ち は な に や っ て ん だ 、 こん な と こ で 」 こん eec で 。 
「 親 衛 隊 が この 先 に 布陣 し て いる 。 出 方 を 見 る た め に 送っ た 債 察 隊 が 戻 
る の を 待っ て いる ん だ 」 

[隊長 、 今 は あま り 彼ら と 話す 時 間 は ……」 

「 心 配 ご 無用 。 長居 する つも り は ね えよ 」 

[君たち も 帝都 に 行く ん だ ね 」 

「 あ あ 」 

「…… 少 し だ け ふ た り で 話 が し た い 。 い いか い ?」 

[隊長 

「 大 丈夫 だ 、 すぐ 戻る よ 。 何 か 動 き が あれ ば 報 (し ら ) せ て くれ 。 行こ う 」 


_ 「 ヨ ー デ ル 典 下 か ら 何 が 起き て いる の か 、 お お よそ の 話 は 聞い た 。 エス 
テリ ー ゼ 様 の 能力 の こと も ね 。 万 が 一 の 場合 、 君 は …」 
「 お い お い 、 そう な ら な いよ うに する た め に オレ た ち は 行く ん だ ぜ 」 Pe 
「 分 か っ て いる 。 僕 が 言っ て いる の は 最悪 の 場合 の 話 だ 」 間 寺 どら っ mor ん rv の 
「 オ レ は も う 選 ん だ ん だ ぜ 。 忘れ た の か ?」 
[そう 、 だ っ だ ね 
「 オ レ は 腹 を くく っ た 。 その 上 で 望み を 拾い に 行く ん だ 。 お 前 は どう する 」 
「 ず っ と 考え て いた 。 法 と は な に か 、 罪 と は な に か 。 良い も の と 悪い も 
の の 境 は 、 どこ に ある の か と 。 さん ざん 考え て 、 出 て きた の は 、 は っ き 
り し た 線引き は で き な い 、 と いう 分 か りき っ た 答え だ け だ 。 法 が 必要 だ 
と いう 思い は 今 で も 変わ ら な い 。 それで も 君 を 悪 だ と 呼ぶ 気 に は な れ 
な い 。 だ か ら せ め て これ 以上 、 繰り 返さ ず に すむ お よう な 世の中 を 作り た 
いと 思っ た 。 …… そ れ な の に 、 今 また こん な こと に な る な ん て 」 


「 な ら 一 緒 に 行く か ? どう せ 帝 都 は エア ル だ ら け で 、 騎士 団 は 入る こと が で き ね 

え は ず だ 。 オレ ら と な ら 、 全員 は 無理 で も 多少 は な ん と か な る か も し れ ね え ぜ | 

「 宙 の 戒 典 (デイ ン ノモス ) か 」 

「 正 直 、 この 先 ど うな る か は 分 か ら ね え 。 だ か ら ど うす る か 自分 で 決め て くれ ] 
2 0 

人 衣 「 失 礼 し ます ! 敵陣 か ら 戦闘 機械 の 大 群 が 出現 ! 物凄い 数 で す !! 

] 還 「 な ん だ っ て !?] 

ユー リ 中 

仲間 た ちの も と に 戻る ユー リ 。 前 方 に は 、 数 え 切 れ な い ほ どの 戦闘 機械 。 

| 「 あ 、 ユー リ ! 大 変 だ よ !」 

「……- ま だ あれ だ け の 戦力 を 隠し て いた の か 」 

「 あ れ を 突破 する の は 少々 骨 が 折れ そう ね 」 

「 い や ー さ す が に キツ イ っ し ょ 。 帝都 に 辿り 着く 頃 に は こっ ち も ボ ロボ ロ よ 」 

「 な に も 真正 面 か ら 挑む 必要 は な い だ ろ 。 パ ティ 、 どこ か 回 り 込め そう 

な と ころ は 見 えな いか 」 

_| じーっと 双眼鏡 で 前 方 を 見 て いる パテ ィ 。 っ 

本 | バテ ィ 「 う ん ……。 ど こ 見 て も 敵 だ ら け 、 これ は ちょ っ と 無理 そう な の じゃ 」 

[帝都 は すぐ そこ な の に ……」 

「 う 、 動き 出し た ! 向かっ て くる ぞ !|」 

「 お い 、 砦 まで 撤退 し た 方 が いい ん じゃ な いか ] 


作り 仙 フ レン 「 コ ー リ 。 都 に 行く の は アレ クセ イ を 止め る た め 、 そ し て -…- エ ステ リー 
し 、 ゃ 9 か エス テリ ー 
… た と え ーー シン 
と 2 に どん な 結果 に な ろう と 
別 3 僕 は それ が 最善 だ と 信じ る 
1 
章 と 信じ る 」 
メ 論 
イ | 詩 
ン 3 
4 「 騎 士 団 諸 君 !! 目 の 前 に 敵 の 大 部 隊 、 そ し て その 背後 に は アレ クセ イ 
リ が 控え て いる 。 容易 い 相手 だ と は 言わ な い 。 逃げ た く な る の も 無理 は な 
レ ョ い 。 し か し 思い 出し て 欲し い 。 僕 ら が な すべ きこ と を ! 僕ら の 後ろ に あ 


る も の を ! 僕ら は 騎士 だ 。 そ の 剣 で 市 民 を 護る 騎士 だ ! 誰 に も 強制 
は し な い 。 だ けど も し 志 を 同じ くす る 者 が いる な ら 、 こ の 一 戦 、 共 に 戦 お う !」 
高々 と 剣 を 掲げ る フレ ン 。 騎士 た ち も 雄 叫び を あげ て 続く 。 
国 カ ロ ル 「 フ レン 、 すご いや …-」 


「 帝 国 騎士 団 、 前 進 !」 
士気 が 上 が っ た 騎士 た ち が 前 進 する 。 
閲 ユー リ 「 行 こう ぜ 、 帝都 だ 」 


スキ ッ ト PP.5 ら 1 | オレ た ちゃ ー 蓮 拓 生 も は や 世界 は 一 刻 の 獲 予 も れい か ? プ エス テル に つい て の 不安 / 託 され た 想い ノ 有 騎士 団 の 奮闘 


帝都 の 市 民 街 に 突入 し た ユー リ た ち 。 あら ゆる 建物 が 、 巨大 な 植物 の ツタ に 履 わ れ て いる 。 


拓 ユー リ [な ん て こっ た 、 これ が あの 帝都 な の か 」 
SE パテ ィ 「 ひ どい の じゃ ……」 
カロ ル 「 植 物 が 巨大 化し て る …… エ アル の 暴走 の せい だ ね 」 
リタ 「 す ご い 濃 度 …… ま と も に 食らっ た ら 一 巻 の 終わ り よ 」 


問 ジュ ディ ス  「 私 た ち も そ の 剣 が な か っ た ら 危 な か っ た わ ね 」 
関 ユー リ 「 あ あ 、 みん な 離れ る な よ 。 特 に お っ さん は ]」 


「 え ぇ え ぇ 、 も うさ っ きか ら ド キ ドキ し っ ぱな し 。…… 手 えつ な いで て いい ?] 
「 勘 弁 し て くれ 

「 手 を つなぐ の は うち じゃ 。 も う ユ ー リ は 逃がさ な い の じ ゃ 」 

「 も う 一 人 で は 行か ね ぇ っ て 」 

「 見 て 、 魔物 が 入り 込ん で る !」 

和 「 な ん で !? 結界 (けっ か い ) は 復活 し て いる の に …-」 

開 レ ィ イヴ ン  「 ケ ー ブ ・ モ ッ ク ん と きみ た く 凶 暴 に な っ て る みた いよ ?」 

ユー リ は じっと 一 点 を 見 つめ て いる 。 


* テ ィ 
手 を つなぐ の は うち じゃ 
も う ユ ー リ は 逃がさ な い の じ ゃ 4 


あの 坂 の 先 は 下町 が あっ た 


ht カロ ル 「 ユ ー リ 、 どう し た の の | や っ こさ ん の 住ん で た 、 ね 
問 ユー リ 「 ん ? ああ 、 いや な ん で も ね えよ 。 行こ う ぜ 。 エス テル が 待っ て る 」 0 
歩き 出す ユー リ 。 


umーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


「 あ の 坂 の 先 は 下町 が あっ た 。 や っ こさ ん の 住ん で た 、 ね 」 
「…… 植 物 で 覆い つく され ちゃ っ て る …… ね 」 


トド 「 や 」 

ザー フィ アス 城 の 手前 まで や っ て きた 一 行 。 し か し 、 堅 呈 な 城門 は 閉じ て いる 。 
問 ユー リ 「 ダ メ だ 。 閉まっ て や が る 」 

[あそこ 見 て 。 ボク な ら 通れ る ん じゃ な いか な ]」 

閲 ユー リ 「 あ っ ち に 抜け て 開け る ん だ な 。 よ し 」 

譜 】 バテ ィ 「 期 待 し て る の じゃ ー」 


レイ ヴ ン に 肩車 され 、 カロ ル は 城門 の 隙間 を 抜け る 。 

「 ね え 時 間 が な い の よ 。 ふ っ 飛ば し た 方 が 早く な い ?」 

イヴ ン  「 外 に 人 が いな いか ら っ て 、 中 も そう と は 限ら ん で し ょ 。 聞き つけ られ た 
ら 面 倒 よ 」 

リタ [街中 エア ル だ ら け な の よ ? 城 の 中 だ っ て 同じ で し ょ 」 
癌 ジュ ディ ス  「 あ の アレ クセ イ が 、 な ん の 備え も し て な いと は 思え な い 」 

その と き 、 城門 が 開く 。 


譜 】 バテ ィ 「 お っ 、 カロ ル が や っ た の じゃ 」 
カロ ル 「 や っ た ! みん な 、 早く! 
義 ユー リ [頼り に な る ぜ 。 じゃ 、 気 いし め て いこ う ぜ ]」 
城内 は 不気味 な ほど 静まり返っ て いた 。 
開 カロ ル 「 あ れ ? エア ル が な いよ ?」 
癌 リタ 「 エ ステ ル の 力 を 使っ て こん な こと まで や っ て の けた ん だ わ ] 
問 ジュ ティス  「 外 の 結界 (けっ か い ) は エア ル を 閉じ込め る た め だ っ た の か も し れ な い 
わ ね ] 
関 ユ ー リ  「 お っ さん の QD 配 が 当たっ た 可能 性 大 だ な 。 きっ と お 出迎え が ある ぞ 」 
レイ ヴ ン [悪い 予感 か り 当 た ん の は な ん で か ね え 」 1 
に | パテ ィ 「 悪 い 方 向 に 考え る か ら 悪 いこ と ば っ か 起き る の じゃ 。 い いこ と だ け 考 1 
える の じゃ 」 ( 
ジュ ディ ス  「 い いこ と 言う わ ね 。 きっ と そう だ わ 」 NM * 
開 レイ ィ ヴ ン  「 お っ さん 、 け っ こう 楽観 的 だ と 思う ん だ けど 」 ER ト 
リタ 「 今 、 ん な こと 言っ て も し ょ う が な いで し ょ 。 気 引き 締め て 進め ば いい の よ 」 呈し < 1 
関 ユーリ 「 あ あ 、 悪 いこ と に 加担 し て る まがい も ん の 騎士 な ん て 、 オ レ た ちの 敵 じ ゃ 4 
ね ぇ だ ろ ?」 N 
本 | バテ ィ 「 じ ゃ の 」 3 
pg 「 こ ん な 形 で お 城 に 来る こと に な る な ん て …… な ん か 残念 …」 】 


oe 


残念 が る カロ ル に 近づく ユー リ 。 ら 人 は 目 を 合わ せる と 、 ニッ と 笑っ た 。 


we ペー 


0 小 、 か 、 6 、、 


P.52 1 | ユー リ ち ょ っ と 変わ っ た ね 


と で - 


た 
ト 


< か か w 


ーー 


9 
と っ を 6 
3 


"か 


城内 を 進ん で 食堂 の 前 まで 来る と 、 ジュディ ス が 人 の 気配 に 気づく 。 
だ ああ ぁ ぁ 手 ジュ ディ ス  「 ま っ て 。 誰か いる わ ]」 
| 扉 の 両 脇 で 構え る ユー リ た ち 。 す る と 扉 が 勢い よく 開か れる 。 
シュ ヴァ ー ン 隊 「 だ ああ ああ あ 中 」 
閲 ユー リ 「 お っ !?] 
食堂 か うら シュ ヴァ ー ン 隊 の 面々 が 飛び 出し 、 そ の まま 壁 に 激突 する 。 。 
シュ ヴァ ー ン 隊 「 あ だ だ だ だ だ だ だ だ 』 


に コラ 
ナァ ニニ で 


閲 ユー リ 「 な ん だ あ …… ?」 
国 ?e? 「 ユ ー リ !? ユー リ か 了 
閲 ユー リ 「!? ハン クス じい さん !?」 
食堂 に は 、 下町 の 住人 た ちか 避難 し て いた 。 
閲 ユー リ 「 じ いさ ん 、 みん な ! 無事 だ っ た の か !」 
還 ハン クス  「 そ りゃ こっ ちの セリ フ じ ゃ 」 人 0 
閲 ユー リ 「 な ん で 城 の 中 に な ん て 居 ん だ よ !?」 
- 馬 W 「 開 レ ィ ヴ ン  「 ほ ん と 、 それ に お まえ ら まで 」 9 
7 socymrmompc ルブラン 「 は っ 、 そ れ が その 、 フ レン 典 の 命令 で 市 民 の 避難 を 誘導 し て いた の で 


、 命 の 思 人 じゃ よ 


あり ます が 、 その …… ふ と 下町 の 住民 の 姿 が 見 えな いこ と に 気が付き 
まし て 、 命令 に は な か っ た ん で あり ます が 、 つま り そ の …」 テ 
| 還 ハン クス  「 出 口 は 崩れ る わ 、 お か し な 鍋 は 迫る は 、 大 な いと こじ ゃ っ た 。 な ん と か 
騎士 自 の 助け で 鮭 の な いこ こ に 逃げ 込め た 。 命 の 恩人 じゃ よ 」 
ルブラン 「 め 、 命 令 違反 の 罰 は 受け ます !」 
計 | アデ コー ル  「 我 々 も 同罪 な の で あー る 
と に を る の は ボッ コス 「 我 々 も 同罪 な の だ !」 
oy 開 レ ィ ヴ ン  「 男 も な に も 、 俺 た だ の お っ さん だ か ら ね ぇ 。 それに 市 民 を 護る の は 騎 
上 の 本 分 つじ しょ ?。… よく や っ た な 」 
了 回 ルブラン  「…… こ っ 光栄 で あり ます ! シュ ヴァ …… レ イヴ ン 隊 長 典 |」 
開 レ ィ ヴ ン  「 隊 長 ゆー な 。 俺 様 は た だ の レイ ヴ ン よ 」 
ルブラン  。 「 は っ ! 失礼 し まし た 。 た だ の レイ ヴ ン 殿 オ !」 


あき れる レイ ヴ ン 。 
MA  「 夫 取れ で 2 
リタ 「 ほ ん と 、 想像 つか な いわ 」 9 
癌 バテ ィ 「 見 か け に よら な いも ん じゃ の 」 い 
カロ ル 「 よ か っ た ね 、 ユー リ ] 0 3 
較 ユー リ 「 フ ッ 、 し ぶ と い 奴 ら だ っ て の 忘れ て た 。 心配 する だ け 無 駄 だ っ た わ ] 
回 パティ" ” 「 な ん だ か ユー リ 、 今 まで に な いく らい に すご く 嬉 し そう な の じゃ 」 
[ カロ ル 「 う ん 、 そう だ ね 」 
ら * ぇ 6 時 和 を 証 証 |) レイ ヴ ン は ルブラン た ち に 尋ね る 。 2 を に 


見 な か ひっ た か ? 


開 レ ィ イヴ ン  「 お まえ ら 、 元 団長 閣下 を 見 な か っ た か ?」 

了 回 ルブラン 。「 は っ 、 い え 我 々 は 見 て お り ま せん 。 た だ 外 で 親衛 隊 の 話し 声 で 、 な に 
や ら 御 刻 の 階 欄 ( み つる ぎの き ざ は し ) の こと を 」 W20 
「 御 剣 の 階 税 (みつ る ぎの き ざ は し ) ?」 

「 う ちら が 吹っ飛ば され た 、 あの 高 一 い 高い アレ よ 」 

「 ま だ そこ に いる っ て こと ね 」 

「 煙 と 極悪 人 は 高い と ころ に 昇り た が る ん じゃ な 」 

「 問 題 は 、 御剣 の 階 科 (みつ る ぎの き ざ は し ) っ て 、 えら ー い 人 し か 入れ 


仕掛 け な ら ボク が 外す 』 
術 式 な ら リ タ が いる 


大 丈夫 だ よ 』 な い の よ ね 。 仕 掛け が あん の 」 


半 】 カロ ル 「 仕 掛け な ら ボ ク が 外す ! 術 式 な ら リ タ が いる 。 大 丈夫 だ よ !」 
較 ユー リ 「 だ な 。 じい さん 、 あん た ら は この まま ここ で 隠れ て て くれ 。 行く ぜ 」」 
御 刻 の 階 税 (みつ る ぎの き ざ は し ) を めざす 一 行 。 調 見 の 間 に 入る と 、 背 後 か ら 女性 の 声 が 聞こ える 。 


「 よ う や く 来 まし た ね 」 

「 ク リティ ア 族 !? いえ 、 あな た は 確か ……」 

「 帝 国 騎士 団 特別 褒 問 官 クロ ー ム 、…… 要 する に アレ クセ イ の 秘書 殿 よ 」 
アレ ツン だ 0 っ て こと は !?」 

「 敵 !?」 

[いい え 違 いま す 。…… 少な く と も 今 は 」 

「 引 つか か る 言い 方 だ な 。 悪い が 、 こっ ち は 女 い で ん だ 。 戦う か 、 で な きゃ 
後に し て くん ね え か な 」 

「 誰 が た め に あな た た ち は 戦 うさ の で すか ?」 

: え 2] 

「 あ の 哀れ な 娘 の た めで すか 」 

「 哀 れ だ と か あん た に 言わ れる 筋合い な ん か な い !] 

「 回 りく どい ね ぇ 。 何 が 言い た い の よ ?」 

「 あ の 人 が あな た た ち に 何 を 見 た の か 分 か り ま せん が ……。 

あな た た ち が あ の 人 を 止め て くれ る の を 願っ て いま す 」 


そう 言い 残し て クロ ー ム は 去っ て いく 。 


賠 リタ 

関 | カロル 
関 ユー リ 
ジュ ディ ス 
本 | バテ ィ 
本 レ ィ ラン 


ユー リ 


スキ ッ ト 


PARKT っ 


凛々 の 明星 編 


調 見 の 間 の 仕掛 け を 解い た 一 行 は 、 御剣 の 階 欄 ( み つる ぎの き ざ は し ) を 駆け の ぼり 、 ア 


「 意 味 不明 。 ワケ わか ん な いん だ けど -…-」 
「 ア レク セイ を 止め て 欲し いっ て こと ?」 


「 さ ぁ な 。 ま 、 考え て も 仕方 ね ぇ 」 


「 そ う ね 。 も う 、 この 先 に エス テル た ち は 居 る の だ か ら 」 
「 の じゃ 、 止め る な ん て 生ぬるい 。 ぶ っ 倒す の じゃ 」 

「 あ と は ぶっ つけ っ て と こ か ね ぇ ?」 

「 そ う 言 うこ っ た 。 行く ぜ !」 


下町 の 人 た ち が 無 事 で 良かっ た 


レク セイ の も と に た どり 着く 。 


店 アレ クセ イ 


ユー リ 


- | アレ クセ イ 


ユー リ 


ユー リ は 剣 を 抜く 。 


| アレ クセ イ 


ユー リ 
| アレ クセ イ 
ジュ ディ ス 


解放 され た エス テル 。 そ の 瞳 に 、 感 情 は 灯っ て いな い 。 エ ステ ル は 剣 を 構え 、 ユ ー リ に 斬り か か る 。 


四 ユー リ 


ジュ ディ ス 


-| パティ 
還 アレ クセ イィ 


「…… 果 れ た も の だ 。 あ の 衝撃 で も 死な な いと は 」 

「 あ や うく ご 期待 に 治 え る と こ だ っ た けど な 。 エ ステ ル 返 し て ぶつ 倒さ 
れん の と 、 ぶっ 倒さ れ て エス テル 返す の と 、 どっ ちか 選び な 」 

「 月 並み で 悪い が 、 どちら も 断る と 言っ た ら ?」 

「 じ ゃ あ オ レ が 決め て や る よ 」 


「 姫 の 力 は 本 当 に すばらし か っ た 。 い に し え の 満 月 の 子 ら と 比べ て も 須 
色 あ る まい 。 人 に は それ ぞ れ 相応 し い 役 回 り と いう も の が ある 。 姫 は 
それ を 立派 に 果たし て くれ た 」 

「 用 が 済ん だ っ て ん な ら 、 な お の こと 返し て も ら う ぜ 」 

「 い いと も 」 

「 エ ステ ル !?」 


「 う お っ 1!」 

「 エ ステ ル ! どう し た ん だ よ !」 

「 待 っ て 。 操 られ て いる よう よ 」 

卑 改 じゃ …… 卑 改 な の じゃ 、 アレ クセ イ !」 

「 取 り 戻 し て どう する ? 姫 の 力 は も う 本 人 の 意思 で は どう に も な らん 。 我 が 
シス テム に よっ て よう や く 制 御 し て いる 状態 な の だ 。 暴走 し た 魔 導 器 ( ブ ラス 
ティ ア ) を 止め る に は 破壊 する し か な い 。 諸君 な ら よ く 知っ て いる は ず だ な 」 


5 階 棚 の 果て に 


PP さま ま 注 まま まま 玉生 まま まま まあ まま お ああ 


寺 和 ティ ア 衣 / 2 
る いえ 、 あ な た は 確か …… 


あな た た ち が あ の 人 を 
止め て くれ る の を 頻 っ て いま す 


エス テル 返し て ぶっ 倒さ れん の と 
ぶっ 倒さ れ て エス テル 返す の と 、 
どっ ちか 選び な 


「 エ ステ ル を 物 呼ば わり し な いで 中 」 


お ま だ 、 シ ュ ヴ ァ ー ン 。 


Ne つ 「 あ あ 、 ま さ し く か けが え の な い 道 具 だ っ た よ 、 姫 は 。 お まえ も だ 、 シ ュ ヴ ァ ー 


さっ さと 道具 らし く 戻 っ て くる が いい 


ン 。 生 き 延 び た この なら また 使っ て や る 。 さ っ さと 道具 らし く 戻 っ て くる が いい 
「 シ ュ ヴ ァ ー ン な ら 可 哀 相 に 、 あん た が 生き 埋め に し た で し ょ が 。 俺 は レ 
イヴ ン 。 そこ ん と こよ ろ し く 」 

「 役 回 り し が ある っ て の は 同感 だ けど な 、 そ の 中 身 は 自分 で 決め る も ん だ ろ 」 
「 そ れ で 無駄 な 人 生 を 送る 者 も いる と いう の に か ね 。 異な 事 を 」 

「 自 分 で 選ん だ な ら 受 け 入 れる よ 。 自分 で 決め る っ て の は そう いう こと だ 
[無駄 か どう か な ん て 、 お まえ に 決め る 権利 な ん か な い の じ ゃ !」 
「 残 念 だ な 。 どこ まで も 平行 線 か 」 

アレ クセ イ が 諸 を 抜く と 、 その 柄 に 収まっ た 魔 核 (コア ) が 光 を 放つ 。 

閲 ユー リ 「 や め ろ !! よせ 、 エス テル ! くっ そお お !|」 

容赦 な く 襲 いか か る エス テル に 、 や む な く 応戦 する 一 行 。 な ん と か 退け る が ……。 
軒 | アレ クセ イ 「 ふ お 、 パ ワー が 足り な か っ た か ?」 

隔 | エス テル  「 き ゃ ああ ああ あ !」 

閲 ユー リ [LM ステー つく ぐっ 日 

エス テル か ら 衝 撃破 が 放 た れ 、 和 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) を 持つ ユー リ 以外 の 仲間 が 動け な く な る 。 
四 | アレ クセ イ 「 諸 君 の お か げ で こう し て 笛 の 成 典 ( デ イン ノモス ) に か わる 新しい 「 鍵 
も 完成 し た 。 礼 と いっ て は な ん だ が 、 我 が 計 画 の 仕上 げ を 見 届け て い 
た だ こう 。 …… 真 の 満月 の 子 の 目覚 め を な 」 

ザー フィ アス 上 空 に 、 紋章 が 浮か び 上 が る 。 そ こ か ら 放 た れ た 光 は 海上 で 誕 裂 し 、 海底 か 
ら 巨大 な 指輪 の よう な 建造 物 が せり 上 が っ た 。 

| ぐ の な ん だ 、 あり ゃ 8 」 


よせ 、 エ ステ ル !/ 
くっ ぞ お お !/『 


な な 
T 「 あ れ は …… ミ ョ ル ゾ で 見 た ……」 
世 「 あ の 壁画 の …… 輪 っ か な の か ……!?] 
「 く くく … は は は …… 成 功 だ ! や っ た ぞ 、 つ い に や っ た !! あれ こそ 、 
の 古代 文明 が 生み 出し た 究極 の 遺産 ! ザウ デ 不 落 宮 ! か つて 世界 を 
ン 見 舞っ た 災厄 を も 打ち 砕い た と いう 究極 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) !」 
ナ 匠 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )!? あれ が ……」 
リ CSCCCScce 「 誰 も いな いと こ で や っ て くれ 。 聞い て て 恥ず か し いせ ぜ 」 
ン 音 ES 「…… シ ョ ー は 終わ り だ 。 幕 引 き を する と し よう 。 姫 、 ひと り ず つ お 仲間 
の 首 を 落と し て 差し 上 げ る が いい 」 
[中 て め え …… 昌 


「 姫 も 君たち が わざ わざ ここ に 来 た り し な けれ ば 、 こん な こと を せ ず に すん だ 
も の を 。 我 に 返っ た と き の 姫 の こと を 思う と 心 が 痛 お よ 。 で は 、 ご き げ ん よう 」 
アレ クセ イ は 風 と と も に 姿 を 消す 。 0 
閲 ユー リ 「 待 て っ て ん だ 、 アレ クセ イ ! て め え 、 戻 っ て こい ! アレ クセ イ !|」 
層 】 バテ ィ 「 く っ …… あ いつ ……! 
リタ 「! エス テル …… や め て …… 1 
背後 か ら ユ ー リ に 斬り か か る エス テル 。 ユー リ は すん で の と ころ で か わし 、 次 の 剣 撃 を 受け 止め る 。 
門 ユー リ 「 つ "だ あっ 1 
エス テル 「 こ れ 以上 … 誰 か を 傷つけ る 前 に …… お 願い ……… 」 
エス テル は 以前 と 同じ 言葉 を つぶ や く 。 0 っ 。 
エス テル 「 殺 し て 」 
に し て を ユー ロリ 「 今 … 楽 に し て や る 」 
ジョ ディ スズ (コー リー 
問 リタ 「 ユ ー リ リロ 」 
カロ ル 「 ユ ー リ リロ 
エス テル と 剣 を 交わ す ユ ー リ 。 
閲 ユー リ 「 帰 っ て こい 。 エス テル !」 
ユー リ の 言葉 に 、 エス テル の 瞳 が 見 開か れる 。 
ユー リ 「 お まえ は その まま 、 道具 と し て 死ぬ つも りか !?」 
エス テル の 手 か ら 剣 が 滑り 落ち る 。 
エス テル  「 わ た … わ た し は …」 
瞳 か ら 涙 が あめ ふれ 、 光 が 宿る 。 
エス テル 「 わ た し は まだ 人 と し て 生き て いた い !」 


エス テル の 身体 か ら 光 が 放 た れる 。 帝都 の 空 が 、 晴れ 上 が る 。 


kc は あ … ド は あお あ :…"】 

エス テル そこ で | 

カロ ル 「 や っ た 、 エス テル 、 目 が 覚め た ん だ ね !」 

リタ 「 待 っ て 、 シス テム が !?」 

赤い 球体 に 取り 込ま れる エス テル 。 

問 ジュ ディ ス  「 ア レク セイ の 剣 が 要 だ っ た ん だ わ 。 この まま で は …… !」 

円 回 エス テル  「 う う …… あ あ !」 

球体 か ら 赤 い 波 動 が ほとばしる 。 

癌 カロ ル 「 う わあ !」 

関 ユー リ 「 ぐ うう !|」 

エス テル  「 駄 目 …… も う 止ま ら な い …… み ん な 逃げ て …-!」 

ユー リ 「 大 丈夫 だ 、 仲間 を 信じ ろ !」 

リタ 「 あ いつ の シス テム が 使え る か も …… 

リタ は アレ クセ イ が 作り 出し た シス テム を チェ ッ ク す る 。 

リタ 「…… す ご い ……。 エ ステ ル と の 同調 も 完璧 。 千 渉 術 式 不 活性 化 調 束 
デー タ 、 余剰 エア ル 隔 離 術 式 も そろ っ て る 。 で も 肝心 の 聖 核 (アパ ティ 
ア ) の 代わ り を どう し た ら ……」 

ユー リ 「 こ の 剣 使っ た ら ど うだ !? アレ クセ イ が 使っ て た や つの 本 物 だ ろ !?] 

癌 リタ 「…… や っ て みる !」 

ジュ ディ ス  「 手 伝 う わ 。 流 れ を 読み 取る か ら 」 

開 カロ ル 「 ボ ク も 

| バテ ィ 「 手 伝 う の じ ゃ 」 

レイ ヴ ン 「< く 3 ぅ 。 融通 の 利 か な い 体 だ ぜ ……」 

エス テル 「 み ん な 、 も う …-」 

関 ユー リ 「 言 っ た ろ 。 信じ ろ っ て 。 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は や る と きゃ 


や る 。 そ ん な 顔 す る な っ て 」 
エス チル  。 に さそ 3 
エス テル は に っ こり と 笑う 。 球 体 の 周り に 集まる 仲間 た ち 。 


リタ 「 ユ ー リ ! 剣 を | 

ユー リ 「 っ し ゃ あ !」 

あたり を 強 型 な 光 が 包 み 、 球体 が 破壊 され る 。 エス テル が ユー リ の 胸 に 飛び 込ん で くる 。 
カロ ル 「 や っ た あ !」 

本 | パテ ィ 「 成 功 な の じゃ !」 


エス テル を し っ か り と 抱き と め る ユー リ 。 
関 ユー リ 「…… お か えり 」 
エス テル  「…… た だ いま 」 


で 知っ て る か ?」 
「 い や 、 初め て 聞い た 。 ど うい う も の な ん だ ろう 」 

「 さ あな 。 け ど 何 に 使う つも りか な ら 分 か りき っ て ん ぜ 」 
「 全 世界 の 支配 …… 本 当 に で きる と 思う か い ?」 

「 で きる と 思っ た ん だ ろ 、 ヤツ は 」 


寺 和 深 


エス テル と の 了 同 衣 も 完 
千 落 術 式 不 活性 化 調 共 デー ウ 。 


8 きっ た ろ . 信じ ろ っ て 。 ERO 
凛々 の 明星 は や る と きゃ や る 。 
、 そ ん な 顔 す る な っ て 


| 上 =- 証 軒 >P.566 | エス テリ ー ゼ 戦 プ ユー リ 対 エス テリ ー ゼ 戦 


| 
ト 時 5 「 騎 士 団 は ずっ と 後手 に 回 り し っ ぱな し だ 。 ユー リ た ちがい な か っ た ら 帝 
* 部 の 解放 は 不可 能 だ っ た 。 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 世界 を 危険 に さら し 
【 M AA て いる と いう こと すら …-」 
『 「 ヘ ラク レス か ら 帝都 守っ た の は 騎士 団 じ ゃ ね え か 。 オレ た ち が 爾 者 に 
ま 全 入れ た の だ っ て そう だ っ た ろ 」 
- 「 エ ステ リー ゼ 様 の こと だ っ て …・」 穫 
間 「 あ れ は エス テル が 自分 で 帰っ て きた ん だ 」 時 
肛 ・ 「 そ れ で も 感謝 し て いる 。 あ り が と う 」 
MI で で すぎ た に と っ て も Q 「 よ せよ 、 お ず が ゆい ぜ 。 アレ クセ イ に は 色々 と 貸し が で きす ぎ た 。 世 
上 界 に と っ て も 、 オレ た ち 自 身 に と っ て も だ 。 だ か ら ケ リ を つけ る 。 明日 
。 比 ザウ デ 不 落 宮 に 乗り 込む 」 
ト 「 君 の 仲間 も 行く ん だ ね 」 
ト 「 あ あ 。 今 は 明日 の た め に それ ぞ れ 好 き に 休ん で る か ら 、 今夜 は お と が 
間 2 コ 
DC 拓 N 「 わ か っ た 」 
。 六 CO ソ デ ィ ア が 騎士 を 連れ て 部 屋 に 入っ て くる 。 
3 団長 代行 に 任命 な さい まし た !/ 2 
ソ デ ィ ア 「 隊 長 、 こ ちら で し た か 。! …… ま た お まえ か 」 の 
f 化 ユー リ は 手 を ひら ひら と 振り 、 部 屋 を 出 て いこ うと する 。 
+ 玉 ソ デ ィ ア 。 「 ユ ニオ ン と の 交渉 難航 し て いま す 。 先 方 の 意見 が まとまら な いよ う で す 。 
- 還 それ と 、 も う ひ と つ 。 評議 会 が 現在 の 混乱 収拾 の た め 、 全権 を ヨー デル 剛 
ゆ 


下 に 委ね る 旨 、 布告 が な され まし た 。 そ し て 典 下 は フレ ン 隊 長 を 帝都 解放 
2 て AA の 功 に より 、 団長 代行 に 任命 な さい まし た ! お めで と う ご ざ いま す 日 
[これ で 問題 が ひと つ 片 付い た 訳 だ 。 お めで と さん 」 
「 貴 様 ( き さま )、 いい 加減 その 気 安 い 口 を ……」 
「 ユ ー リ 、 本 当 に や っ た の は 、 君 …-」 
「 ま あい いじ ゃ ね え か 、 細か いこ と は さ 。 さて と 、 それ じゃ オレ は 仲間 の 


様子 で も 見 て くる わ 。 また な 」 


NSRSIIRPSNOSPPSSPSPNORNDSRSPSASPPSSRSPPPSPSCS3NS7RSYRDSSKGPSPDSYGONYSPNNPSSYSPSPSNOSYDSDGPSRSDSYSSGRS2RRRSRSRSUSPSRPOP 


リタ が エス テル と 向き 合っ て 座り 、 彼女 の 力 を 抑制 する シス テム を 調整 し て いる 。 


マー キー イマ イヤ て イー イイ 


うる さい わ ね 、 ぎ ん な 7 1 ゃ 内 リタ 「 こ こ で 値 が 戻る か ら 、 そう する と ここ と の 差 が …」 
k 還 拉 「 ( 警告 音 が 鳴り 、 エ ステ ル の 周囲 に 一 通 だ け 術 式 が 現れ る 。 し 
ト 賠 リタ 「…… 駄 目 か 、 全然 足り な い 」 cv 
ト エス テル が ユー リ の 姿 に 気づく 。 
( エス テル 「 ユ ー リ !」 
関 ユー リ 「…… な に や っ て ん だ 、 こん な と こ で 」 
剛 リタ や”"”。 「 う る さい わ ね 、 那 魔 すん な ! っ て な ん だ 、 あ ん た か 」 
[ 右手 に 発生 させ た 火の玉 を 引っ 込め る リタ 。 | 
okaxotcco 開 ユー リ 「 な ん だ じゃ ね え だ ろ 。 な に や っ て ん だ 一 体 。 …… な ん か まず い の か ?」 
| 賠 リタ 「 う うん 、 今 は ちゃ ん と 抑制 され て る し 安定 も し て る 。 軸 の 式典 (デイ ン 
ノモス ) と アレ クセ イ の シス テム 、 ど っ ち も 大 し た も ん だ わ 。 し ゃ くだ けど 」 
ュー リ 「 な ら 何 が 問題 な ん だ ?」 りり 
閥 リタ 「… 抑 制 の 有効 範囲 が 思い の 外 、 限定 され て た の よ 。 結 界 麻 導 器 (シル 


トブ ラス ティ ア ) を 中 心 に 抑制 結界 (けっ か い ) が 展開 し て て 、 その 中 な ら 安 
定 し て る ん だ けど そこ か ら 出 られ な い の 。 さす が に 笛 の 戒 典 ( デ イン ノモス ) 


旨 介 疾 も シス テム の 一 部 だ か ら 和合 MCN 人 GSC 


Wet ー 本 で 複数 の 聖 核 (アパ ティ ア ) の 代わ り を する の は 無理 が めった みた い 」 


「 そ れ っ て 遠出 が で き な い っ て こと か ?」 

「 つ いで に 言う と 、 帝都 の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) も シス テム 
の 一 部 だ か ら 使 っ て る 限り 、 帝都 は 無防備 。 だ か ら な ん と か し て 自由 に 
行動 で きる た め の 方法 を 探し て いる 訳 」 

と 「 笛 の 戒 典 ( デ イン ノモス ) を エス テル が 持ち 歩く ん じゃ 駄目 な の か ?」 

と に か くり タモ ルディ オ の 「 あ れ 本 質 的 に は 暴走 し た エア ル を 抑制 する の が 目的 みた い だ か ら 。 
zes。 人 エス テル 自身 を どう こう は で き な いと 思う 」 
_  「 デ ュー ク も そう だ っ た し な 」 

「 と に か く リ タ ・ モ ルディ オ の 名 に か け て 絶対 に な ん と か し て みせ る 。 エス 
テル を 囚われ の 身 に 逆戻り な ん て させ な い 。 二度と 物 扱い に な ん か ……」 


「 わ か っ た 。 頼む ぜ 」 


ーー ボー テー イマ イー イイ 


ーー ベー ニー ンー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニニ ーー ニー ニー 


ンー 


ユー リ は エス テル に 声 


を か が ける 。 


は い 、 わ た し も リ 夕 を 信じ て ます 


コー リ [大丈夫 、 心 配 すん な 。 こっ ち に ゃ 天下 の 天 す が つい て ん だ ] 
エス テル  。「 は い 、 わ た し も リタ を 信じ て ます 」 

賠 リタ 「 明 日 に は 間に合わ せる わ 。 あん た は さっ さと 寝 て な さい 」 
ユー リ 「 へ い へ い 。 お まえ も 無理 し すぎ ん な よ 。 エス テル も な 」 


食堂 で 、 カロ ル が 何 か を いじ っ て いる 。 


回 コー リー 
開 カロ ル 


「 な に や っ て ん だ 、 カロ ル 」 
「 あ 、 ユー リ 。 見 て ほら これ 、 うま く 修 理 で きた で し ょ ]」 


カロ ル は 小さ な カバ ン を ユー リ に 見 せる 。 


ーー 


「 へ え 、 相変わらず 器用 だ な 。 けど お まえ の じゃ な いよ な 」 


[わし の じゃ よ 」 本 
[じい さん 」 
「 こ の 騒 ざ で あれ これ 痛ん で し も た も ん を ひと つ ひ と つ 直 し て くれ と る 


ん Dew よ わざ わざ 下町 まで 行っ て 拾い 集め て き て くれ て の う 」 
大 事 な 靴 の 裂け 目 、 


「 へ へ 、 見 つけ た の は ほとん ど ラ ピー ド だ けど ね 」 ほら ほとん ど 消 えて る だ ろ ? 


いい 錠 し て る よ 、 彼 
「 大 事 な 靴 の 裂け 目 、 ほら ほとん ど 消 えて る だ ろ ? いい \ 腕 し て る よ 、 彼 | 
「 わ た し は 恩 い 出 の 有 を 修 結 し て も ら っ た の よ 。 本 当 、 90 が と うっ] 


関 ユー リ 「「 そ うか ……」 

閉 カロ ル 。 「 で も ラビ ピー ド が 手伝っ て くれ る と は 思わ な か っ た な 。 ち ょ っ と びっ くし] 《 # Smapg み っ Fo。 
癌 ユー リ 「 気 持ち が 伝わっ た ん だ ろ 。 適当 な こと に は 付き 合わ な いや つ だ か ら な 」 

関 | カロ ル 「 へ へ へ 、 そう な の か な ]」 


カロ ル が な で よう と する と 、 ラビ ピー ド は ふい と 離れ て あく び を する 。 


[いや は や な か な が 見 所 の ある 少年 じゃ よ 」 ーー ント 


| リ 。 「 は は 、 そ うお 安く な いと さ 」 

隊 カロ ル ” 「 ち えー、 ひ どい な を 」 5 ーー 
由 ハン クス 

閲 ユー リ 「 当 ギル ド 自慢 の 首領 (ボス ) で ご ざい ます 」 


ユー リ が そう 言う と 、 カロ ル は 照れ る 。 


ト 還 ハン クス  「 お まえ も 少し は 見 習う と いい わい ] 
関 ユー リ 「 そ うく る か 」 | 
回 ハン クス 「 恩 い 出 と いう の は 心 の 支え 。 大 事 な 品 は 思い 出 の 器 な ん じゃ 。 あり が と う よ 」 | 議 
カロ ル 「 ボ ク 、 も う 少 し や っ て か ら 休 お よ 」 人 1 
開 ユー リ 「 あ あ 、 あま り 無理 す ん な よ 」 、 Pe 1 
癌 カロ ル 「 う ん 、 分 か っ て る 」 Rm 半 ! | 
な ぜ か 城 の 許 屋 で 寝 て いる レイ ヴ ン 。 
関 ユー リ 「……… 本 気 で くつ ろ い で や が る 。 度胸 あん だ か 緊張 感 な いん だ か 」 ! ャ | 
レイ ヴ ン は 目 を 覚ます 。 1 ーー | ※| 
開 レイ ィ ヴ ン  「 お り よ 親友 と 感動 の 再会 し て た ん で な い の ?] 征 二 | 
関 ユー リ  「 な ん か 副官 の 姉ちゃん が や た ら と お っ か な く て な 」 で た 5 と あっ の な く て な | | 
開 レイ ヴ ン  「 ん ? あー まあ …… な ん と な く 分 か る 気 も する けど 」 iu | 
RODOEOOOOAONNN や ぬ ーー0 tn 抹 
開 レ ィ ヴ ン  「 ん 一 いや まあ あれ よ 、 堅物 だ か ら っ て あん まし 逆 撫で し な いこ と よ 」 計 半 
関 ユー リ 「 別 に そん な 気 な いん だ けど な 」 | 1 | 
開 レ ィ ヴ ン  「 ん 一 物 事 っ て の は 万 事 、 相手 の 捉え 方 次 第 だ か ら ね ぇ 」 党 
閥 ユー リ 「 そ ん な も ん か ね 。 で 、 レイ ヴ ン は こん な と こ で な に し て ん だ よ ?」] 4 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ち ょ っ と 考え 事 を ね …… っ て こら 、 な ん て 顔 すん の よ 。 ここ ん と と 色 々 な ん て いう か … 
あっ た し ね 、 これ か ら の 身 の 振り 方 と か 、 さ 。 けど も 、 な ー ん も 浮か ば 2FCrgua し て et に 1 
、 な いん だ わ 。 慣 れ な い 事 すっ と 疲れ る わ ] 、 
関 ユ ー リ 「 自 分 で 人 生 選 ん だ ん だ 。 今 の あん た な ら な ん だ っ て で きる だ ろ 」 
開 レ ィ ヴ ン [な ん て いう か … 死 ん で た か ら ね 、 俺 は 。 今 慌て て 思い 出し て る と こ 。 と 


りあ え ず アレ クセ イ と は ケリ 着け る と し て だ 。 先 の こと は それ か ら 考 える わ 」 


「 い いん じゃ な いか 、 それ で 」 
「 ケ リ と いや ぁ さ 、 エス テル 嬢 ちゃ ん に これ まで の 経緯 を 話し た ん さ 。 し 
た ら ど うな っ た と 思う ?] 


1 は 了 で 、 頭 を 一 回 ボカ リ 
ぞ れ で チャ ラ 


関 レイ ヴ ン 。 「 事 情 は 分 か っ た か ら 、 みな と 同じ こと や ら せ ろ っ て いう ん だ わ 。 で 、 豆 
。 を 一 回 ポカ リ 。 それで チャ ラ 」 
閥 ユー リ 「 は は 、 あい つら し いな 」 


衝 
Ma 


「…… ち ょ いと ば か し 、 効い た わ 。 さて と 面倒 だ か ら 俺 、 この まま ここ で 
ーー ニーーー 寝る こと に する わ 」 
関 ユー リ 「 っ た く ……。 明日 、 寝坊 すん な よ ?」 
城 の 中 庭 で 、 ジュディス が 手 を 耳 に 当て て いる 。 NN 
開 ユー リ 「 ジ ュ デ ィ 、 な に し て ん だ ?」 
ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー に も う 一 度 、 連絡 が つか な いか 試し て みよ うと 思っ て 。 ザウ 
デ が 古代 の 災厄 に 関係 ある な ら 、 も し か し た ら フ ェ ロ ー が な に か 知っ て 
サウ チゲ 代 の 人 に 肌 全 あ る な ら いる ん じゃ な いか と 思う の 」 
pt い S ん と v を いみ と 2 の ュー リ 「 エ ステ ル の こと 聞か れる ん じゃ な いか ?」 


ジュ ディ ス  「 な ん と か な り そ うだ っ て 言っ て お くわ 」 

関 ユー リ 「 そ っ か 、 あり が と な 」 

ジュ ディ ス  「 私 は ね 、 ヘ ル メ ス 式 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 壊す こと だ け を 生き る 目 

的 に し て きた の 。 そ れ を し て いる 間 は 他 の こと 考え な く て いい か ら 」 

DD ウ エエ TTY エマ TET エ 7T7YTO7Y ガ へ ペ K す え キミ yhbkvv キ キキ T も N へ すか 1 
ジュ ディ ス  「 世 界 の こと 、 自分 の こと 、 色々 。 も し エス テル と 出会わ な か っ た ら 、 今 

で も 何 も 考 え ず に バウ ル と 一 緒 に 飛び 回 っ て た か も し れ な いわ 」 

「 フェ ロー も ジュ ディ が 変わ っ た っ て 言っ て た っ け な 」 


私 は ね 、 ヘ ル メ ス 式 麻 導 器 を 
壊す こと だ け を 生き る 目的 に 
し て きた の 


し / 


ロ 
| 
も に 


比 当 に 肖 


ト 問 ジュ ディ ス  「 で も 勘違い し な いで 。 エス テル の こと は 本 当 に な ん と か な り そ う だ か ら そ う 

言う の よ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )、 エ アル の こと を 放っ て お くつ も り は な いも の 」 

較 ユー リ 「 そ れ 、 さっ き の 色々 っ て の も 関係 し て ん の か 」 

癌 ジュ ディ ス ーー ] ー ーー 
きも ラス テル を な いし ユー リ 「 悪 い 。 忘れ て くれ ] | 
RG 問 ジュ ディ ス  「 私 は も う エ ステ ル を 殺さ な いし 、 殺さ せ も し な い 。 そし て …… ア レク 

セイ は 許さ な い 」 

関 ユー リ 「 分 か っ た 。…… 明 日 の 朝 に は 出発 する 。 それ まで に 戻っ て くれ よ な 」 

問 ジュ ディ ス 「 了 解 」 

去 ろう と する ジュ ディ ス を 、 ユー リ は 呼び 止め る 。 Ni 

加 開 コ ユー リ  「 ジ ュ テ ィ 」 TNI 
| ジュ ディ ス  「?」 NO 
開 ユー リ 「 勝 と う ぜ 」 
| ECSSIRESSTTOT TO デキ フフ 
バテ ィ 「 何 を ウロ ウロ し て る ん じゃ 」 

較 ユー リ 「 お まえ ら が 悪さ し て な いか 、 見 張り し て る ん だ よ 」 

同 バテ ィ 「 な る ほど 。 悪さ を する た め に 、 ウロ ウロ し て る ん じゃ な 」 

M 開 ユー リ 「 い や 、 だ か ら …… ま あ 、 いい か 

| に 】 パ ティ 。。 「… よ か っ た の 、 エ ステ ル が 戻っ て き て ……。 …… 殺 すこ と も な く て 」 

回 ユー リ = 「 あ あ … そ う . だ な ] NII 

【 に | バテ ィ 「 も し …… エ ステ ル が 本 当 に あの 状態 か ら 立ち 直る こと が な か っ た ら 

呈 。 sj 語 還 還 還 ES 。 ユ ー リ は エス テル を 斬っ て お っ た の か の ?」 

ユー リ 「 な ん で そん な こと 聞く ん だ ?」 ーー 

| パテ ィ 「 そ れ は ……」 

ユー リ 「 さ あな …… っ て 言い た いと ころ だ けど 。…… も し 、 あの 時 、 オレ の 声 
ニギ ーー 較 。)。。。。。 が エス テル に 同 か な な けれ ば オレ は 手 を し て いた だ ろう な 」 
ーー 隔 | バテ ィ 「 自 分 が 傷つく と わか っ て いる の に 、 どう し て そこ まで で きる の じゃ 」 

7 関 ユー リ 「 エ ステ ル は 仲間 だ 、 仲間 の 問題 を 他人 に 負わ せる わけ に ゃ いか ね ぇ 。 


それ に 一 番 傷 つく の は オレ じゃ ね ぇ 」 
に 】 パテ ィ 「 仲 間 の 問題 …… ユ ー リ は 強い の じゃ な ……」 


信 
| 
閲 ユー リ 「 強 い 、 ね …… ど うだ か な ……。 そ ん な こと より 三 し の 星 (マリ ス . ス テラ ) っ 3 
て の を 探す の は 忘れ て る の か ?] 
バテ ィ は 振り 返っ て 首 を 横 に 振る 。 1 
| パテ ィ 「 今 は 悪い ヤツ を 倒す の が 優先 な の じゃ 。 そ れ に うち は 、 忘れ て る わけ | 
ュ で は な い の じ * ゃ 。 配 憶 力 だ け は よい の じゃ や ] 。 。 
関 ユー リ 「 記 憶 力 、 ね ぇ ……」 
に | パテ ィ ツン ] 
関 ユー リ 「 ど うし た ん だ ]」 
ドド | パテ ィ 「…… ユ ー リ …… う ち ……。 …… ア レク セイ だ け は 絶対 、 許せ ん の じゃ 。 
自分 の 欲望 の た め に 、 誰か を 犠牲 に する な ん て 、 絶対 に …」 | 4 
開 ユー リ | ああ 、 そう だ な | | 生還 還 み き 守 に ずる びん て 、 
癌 ティ [だ か ら …… そ の ……。 …… ア レク セイ の 好き に は 、 させ て は いか ん の じゃ 」 クム 、 
開 ユ コー リ = 「 ん 、 だ な ] 
パテ ィ は 何 か を ご ま か す よう に 、 ne 
癌 ティ  。 「 そ うじ ゃ 、 喜べ ユー リ 、 今 、 海 脂 ギ ルド 、 ウミ ネコ の 詩 が 突 買 で 船 を 直 
ーー 2 
ユー リ 「 ウ ミネ コ の 詩 っ て 、 あの トク ナガ の ?」 
貼 バテ ィ [ああ 。 すぐ に フィ エル ティ ア 号 も 使え る よう に な る ぞ 」 了 
尊 コ ユー リ 「 じ ゃ あ 、 そい つ で 打倒 アレ クセ イ と 行く か 」 、 neg | 
同 バテ ィ 「 も ちろ ん な の じゃ | * 
高らか に そう 言っ た あと 、 バテ ィ の 声 は 小さ く な る 。 。 
関 バ パティ [コー リ 、 ぁ あの な …H 
詳 っ 0 Do Roen 
ト っ (テッ イー オッ 2 | ーー 
開 ユー リ 「 う まく 言え な いな ら 、 無理 に 話す こと は な い ぜ 。 話せ る よう に な っ た 


ら 聞い て や る 。 だ か ら も う 今 日 は 寝 と け 。 お や すみ 」 
城 の ホー ル で 、 商人 に 話し か ける ユー リ 。 
。 商人 「 も う 休み ます か ?」 


ユー リ が 休 も うと する と 、 ラビ ー ド が 近づい て くる 。 


関 ユー リ 「 な ん だ 、 お まえ も も う 寝 る の か ?」 
園 ラビ ー ド  「 ワ ン ! 
関 ユー リ 。  「 い よい よ 決 戦 か 。…… あ いつ らち ゃ ん と 寝る ん だ ろう な 」 
問 ユー リ [ 気 が 印 ぶっ て ん の か 、 ま だ 寝る 気 に な ん ね ぇ な 。 も う 少 し ぶら つい て みよ う } 
本 城 を 出 て いく ユー リ に フレ ン が 声 を か ける 。 。 CC 
回 フレ ン 「 も う 行 く の か し 」 1 
ユー リ は 立ち 止ま っ て 振り 返る 。 
フレ ン [こっ ち は も う 少し か か り そ うだ 。 ギル ド の 船 を 調達 する つも り だ っ た ん だ けど | 
較 ユ ー リ  「 な ん か こじ れ て そう 太っ た な 」】 ss WV 
と に な り そ うだ よ 」 
較 ユー リ 「 ど っ ち が 先 に アレ クセ イ の と こ 着い て も 恨み っ こなし だ ぜ 」 
歩き 出し た ユー リ は 、 ふと 思い 出し た よう に フレ ン に 尋ね る 。 リ 。 ( 
開 ユー リ 「 そ うい や お まえ 、 も う エス テル は 取り 返 そ うとし な い の か よ ? 今 だ っ [ EC 
て あい つ お 姫 様 に ゃ 違い な い だ ろ 。 あと あれ だ 、 皇帝 の 後継 ぎっ て や つ ] 軒 
還 フ レン 「 評 議会 は ヨー デル 典 下 を 指導 者 に 選ん だ 。 事実 上 、 殿下 を 次 期 皇帝 
に 推挙 し た も 同然 だ よ ] 
開 ユー リ 「 ふ ー ん 。 だ か ら も う エ ステ ル を 追う 必要 も な いっ て か 」 
居 | フレ ン 「 そ こ は 違 う 。 僕 の 中 で 、 彼 女 の 選択 を 尊重 する 踏ん 切り が つい た だ けさ 」 ーー 
閲 ユー リ 「 ず いぶ ん 訟 通 利 く よ うに な っ た な 」 sort ecoamewmy3 
ユー リ 「 ま ああ いつ が 聞い た ら 喜 ぶ と 思う ぜ 」 | 
フレ ン 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と エア ル の こと は 、 ヨー デル 殿下 に お 伝え し て 


みる 。 殿下 な らき っ と 何 か 手 を 打っ て くだ さる だ ろう 。 エ ステ リー ザ ゼ 様 
の こと も …… ユ ー リ を 信じ る よ 」 


で - 


に 
SS 


ww 


ここ の 7 OSPF 


ああ これ で や っ と 菩 通 に 


生き られ る ん だ な っ て 


ユー リ 「 よ ろ し く 頼 お わ 。 いろ いろ 押し 付け て 悪い な 。 じゃ 、 行 くわ 。 ザウ デ で 会 お う ぜ ] 
去 ろ うう と する ユー リ 。 フ レン は うつ むい た あと 、 ユー リ の 背中 に 語り か ける 。 


の こと さえ 誰 も 知ら な い 。 知 ろう と し て いな い 。 本 当 に それ で いい の か い 」 
ユー リ は 手 を ひら り と させ た だ け で 去っ て いく 。 そ の 様子 を 、 ヨ ー デ ル も 城 の 入口 か ら 見 
て いた 。 ユ ー リ が 市 民 街 の 出口 に 向かう と 、 仲間 た ち が 待 っ て いた 。 


開 カロ ル 「 お は よう 、 ユー リ !」 

に | バテ ィ 「 ユ ー リ 、 寝 ま すけ さん な の じゃ 」 

開 レ ィ イヴ ン  「 あ ー ち ょ っ と 寝 す ぎ た み た い 。 寝癖 が ……」 2 ま 
関 | カロ ル 「 寝 放っ て いま さら …」 

関 ユー リ 義 較 陸 洒 洗 W も 馬 MIB 
リタ 「 は いこ れ 」 

リタ が 軸 の 式典 (デイ ン ノ モス ) を 渡す 。 ユー リ は 街 の 結界 魔 導 器 ( シ ルト ブラ ステ ィ ア ) を 見 る 。 
関 ユー リ 「 う まく いっ た ん だ な 。 あと は ジュ ディ と エス テル か 」 ri 
問 ジュ ディ ス  「 私 な ら も うい る わ 。 お は よう 、 みん な 」 

カロ ル 「 あ 、 お は よう 、 ジュ ディ ス !」 

関 ユー リ 「 フ ェ ロ ー と は 連絡 取れ た の か ?」 

問 ジュ ディ ス 「 え え 、 それ が ザウ デ の こと な ん だ けど ……。 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケ 


「 な ん か や ば そう な 言い 草 ね え 」 

「 ま 、 そ う 言 われ た か ら っ て 、 は いそ う で すか っ て 訳 に は いか な いけ ど な 。 
ザウ デ に は アレ クセ イ が いる 。 奴 の し た こと を オレ は 許す 気 は ね え 」 
今更 、 退け な い の じ ゃ 」 

「 そ う ね 。 フ ェ ロ ー に は 悪い けど 」 

「 こ こま で きた ら 、 や る し か ね え で し ょ お 」 

「 う ん 。 放っ て お いた ら 世 界 中 減 茶 苦 茶 に され ちゃ う も ん 」 

「 い い 覚 悟 だ 。 あと は エス テル だ 。 リタ 、 見 て な い の か ?」 

「 エ ステ ル は 来 な いわ 」 

「!?] 

「 あ の 子 、 も う 戦 えな いか ら 」 

「 お い 、 まさ か ……」 

「 抑 制 は 成功 し た わ 。 た だ エス テル の 力 の 発動 を 抑え る に は エア ル の 
干渉 を 極力 避け る 必要 が あっ た の 」 

ロ 「 あ れ ? 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 使う 限り 、 エ アル は 絶対 必要 な ん で し ょ ?」 
「 そ う 、 だ か ら あ た し は レイ ヴ ン と 同じ 方 法 を 採っ た 」 


問 ジュ ティ ス  「 生 命 力 を 動力 に し た の ね ]」 2 レー 1 
開 レ ィ ヴ ン  「 ま じ で ? 正直 、 お 勧め し な いよ 、 それ 
リタ 「 他 に 方 法 は 見 つか ら な か っ た 。 で も それ な ら エ アル の 刺激 を 受け ず 


に 術 式 を 行使 で きる 。 た だ 抑制 され る の は 満月 の 子 の 力 だ け で な く 全 


れ だ け で 命 が 危な いわ 」 
本 | バテ ィ 「 そ ん な ……」 
問 ユー リ 「…… だ か ら こ れ 以 上 、 一 緒 に 行く の は 無理 っ て こと か 」 


開 レ ィ ヴ ン [それ で 当 人 は 納得 し た の か ね ?」 
隔 | エス テル 「…… い いえ 」 
ー 行 の 後ろ に 、 エス テル が 立っ て いた 。 


関 カロ ル 「 エ ステ ル !」 

リタ 「 ち ょ っ 、 あん た 、 見 送り …… よ ね ?] 

因 ] エス テル 。 「 ご めん な さい 、 リ タ 。 や っ ぱり …… 連 れ て 行っ て くだ さい 」 

リタ 「 話 し た で し ょ ! 術 技 を 使う だ け で 命 が 削ら れる の よ ! 術 技 さ え 使わ 


ーーー ーー て ーー て ーーー て ーー プー て ーー て ーー て ーー て ーーーーーーー プ ーーーーーーーーーーーーーーー シ ーー ワー ワー 


な けれ ば 、 何 の 問題 も な く 生き られ る の に 」 

回 エス テル  「 リ タ に 言わ れ て か ら 、 一 晩 考え た ん で す 。 最初 は 思い まし た 。 ああ こ 
れ で や っ と 普通 に 生き られ る ん だ な っ て 」 

リタ 「 そ う よ 。 エス テル は も う 二 分 ひざ い め に あっ て きた 。 も う 休ん で 良い の よ 」 


也 | エス テル 


癌 カロ ル 


「 あ り が と う 。 で も …… み ん な 命がけ で 戦 お うと し て いる 。 世 界 の 命運 
を か け て ……。 そ れ を 知っ て 私 だ け 戦わ な いな ん て で き な い ] 
「 エ ステ ルト ー コ 


也 | エス テル  「 わ た し に も 出来 る こと が ある 。 仲間 の た め に 出来 る こと が 。 お 願い で す 、 
みん な 、 わた し も 連れ て 行っ て くだ さい 」 

関 ユー リ [駄目 だ …… と 言い た いと こ だ が 、 自分 で 考え て 自分 で 決め た ん だ 。 オ 
レ は 反対 し な い ぜ 」 

癌 ジュ ディ ス  「 そ う ね 。 一 度 言い 出し た ら 聞 か な い 子 だ し 」 

開 レ ィ ヴ ン [連れ て っ て や ろう や 。 仲間 に 置い て け ぼ り に され る の は 、 ち っ と 切な い ぜ ?] 

関 | カロル 「 う ん 。 エス テル が つら く な いよ うに 、 みん な で 助け 合 お う よ 」 

株 | バテ ィ 「 一 緒 に あの 大 悪人 、 ぶっ 飛ば す の じ ゃ 」 

リタ 「…… ひ と つ だ け 約 束 し て 。 絶 対 に 、 絶対 に ぜ ー っ た い に ひ と り で 無理 

知っ し な いこ と 、 いい ? や 、 破 っ た ら ぜ ぜ 絶 交 だ か ら ね 

隔 | エス テル  「 は い 』 

閲 ユー リ 「 フ ッ 、 この メン ツ 相 手 に 無理 無茶 禁止 は 意味 な い だ ろ 」 

照れ て 後ろ を 向く リタ の 顔 を 見 よう と し て 、 府 拳 を 食らう カロ ル 。 そ の と き 一 行 に 声 が か けら れる 。 

トド ??? 「 よ か っ た 、 間に合っ た よう で すね 」 

関 | カロ ル 「 あ れ 、 ヨー デル 殿下 、 フ レン も ?] 

閲 ユー リ 「 殿 下 御 自ら に 見 送っ て も ら え る と は 恐縮 だ ね ] 

回 フレ ン 「 ま た 君 は そん な こと を …」 

ト | ヨー デル 「 聞 いて いる か も し れ ま せん が 、 騎 士 団 は 船 の 調達 が 遅れ て いて 、 まだ 
出撃 で きま せん 。 本 来 、 騎士 団 が 率先 し て すべ きこ と を 民間 人 で ある 

_ 皆さん が 担っ て いる 。 帝国 の 指導 者 と し て 申し 訳 な いと 思っ て いま す 」 

閲 ユー リ 「 気 に けん な 。 別に 騎士 団 や 帝国 の た め に や っ て ん じゃ ね えん だ ] 

ト | ヨー デル 「 代 わり と 言っ て は な ん で す が 、 こ ちら の フレ ン を 連れ て 行っ て くだ さい 

同 | エス テル  「 え ?」 

に | フレ ン 「 殿 下 !?」 

ト :] ヨー デル 「 今 や フレ ン は 名 実 共に 帝国 最高 の 騎士 で す 。 必 ず お 役に立つ は ず 、 そ う で すね ?」 

賠 フレ ン 「 ぼ … 私 は 騎士 団 を 指 撮 し な けれ ば な り ま せん 」 

| ヨー テル  「 騎 士 団 に は 準備 が 整い 次 第 、 後 を 追 O せ ます 。 そ の 位 、 部 下 に 任せ 
て も 大 丈夫 で す よ 。 それ に 、 誰 よ り も あな た 自身 が アレ クセ イ と 直 に 決 

2 着 を 着け た いと 、 そう 願っ て いる の で は な いで すか ?」 

に フレ ン 「 殿 下 …」 

ト :| ヨー デル 「 帝 権 を 代行 する 者 と し て 、 ヨー デル ・ ア ル ギ ロ ス ・ ヒ ュ ラ ッ セ イン が 命 
じ ま す 。 帝国 騎士 フレ ン ・ シ ー フ ォ 、 ギル ド 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ ス 
ペリ ア ) と 力 を 合わ せ 、 アレ クセ イ を 止め な さい ] 

回 フレ ン 「…… は い 

ヨー デル に 敬礼 し た あと 、 フレ ン は ユー リ の 方 を 向く 。 

フレ ン 「 そ うい う 訳 だ 。 よろ し く 頼 お よ 、 ユー リ ] 

義 ユー リ |  「 ど う せ 断っ た っ て 勝手 に 付い て くん だ ろ ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 さ て 、 問 題 は 海 の 彼 方 の ザウ デ に ど 一 や っ て 行く か 、 か ね ぇ 」 

朴 | バテ ィ 「 そ こ は ぬ か りな い の じ ゃ 。 の う 、 ジュ ディ 如 」 

問 ジュ ディ ス  「 え え 、 ま だ 大 事 な 仲間 が 残っ て いる わ 」 

帝都 に バウ ル の 史 が 響く 。 二 

閲 ユー リ 「 バ ウル ? も うい い の か ?」 

問 ジュ ディ ス  「 言 っ た で し ょ 、 強 い 子 だ っ て 」 

析 】 バテ ィ 「 見 る 、 ちゃ ん と フィ エル ティ ア 号 も ある ぞ |」 

ユー リ 「 な に も か も 準備 万 端 っ て 訳 だ 。 行こ う ぜ 、 決戦 だ !」 

問 カロ ル 「 お 一 

ジェ ュ ディス 「 え え キ 」 

本 レイ ィ イヴ ン  「 あ いよ ! 

EK FU 

因 | エス テル  「 は い 』 

リタ ええ 

了 】 バテ ィ 「 な の じゃ !」 


| フレ ン 「 あ あ !」 


フ 


代わ り と 言っ て は な ん で す が 、 


こち ら の フレ ン を 連れ て 行っ て 


帝国 騎士 フレン ・ シ ー フ ォ 
1 ギル ド 凛 々 の 明星 と 力 を 合わ せ 
aa アレ クセ イ を 止め な さい 


見 ろ る 、 ち ゃ ん と 


フィ エル ティ ア 号 も ある ぞ / 


準備 万 穫 っ て 訳 だ 


ッ 、 こ の ツ 相 に 
無理 無茶 禁止 は 意味 な い だ ろ 


Ni 


oe 


ae や 
RSSSRSTSCSNNSOOIONOSRSCONSAYSSnCoYSSSCSCOSOSCOVSORONOTOSS 


eK い SeoESoCRSKS EK 


2 


ae 


0 、 北 、。、。 水 9。、、-A 。 沙 cte、 北 。 が 、、 基 。 0 


に 0 大 で の s、、 


サブ イベ ント 世 名 う て の 料理 人 ・ そ の 2 


上 伝説 の 男 
三江 謎 の 男 ・ そ の 7 

スキ スキ ユー リ ・ そ の 1 
記子 ども 好き 

世 [: 夜 の 帝王 

倉庫 整理 ・ そ の 4 
あり じ ご くぅ ・ そ の 3 
魔 語 ・ そ の 1 

起 天 風呂 いい ね ・ そ の 1 
記 露 天風 呂 い いね ・ そ の ら 
区 避 旧 負い の 戦士 ・ そ の 2 
世紀 影 の 街 へ 

記紀 影 に て 

太 力 な さ 正 義 は 無力 


スキ ッ ト 


PART プ 


凛々 の 明星 編 


カロ ル 
開 レ ィ ヴ ン 
k | バテ ィ 
カロ ル 
リタ 


ジュ ディ スズ 


フェ ロー に ゃ 悪い が 、 
今 な ら ア レク セイ の 目 は 


上 向い て る 


関 ユー リ 


ジュ ディ ス 


閲 ユー リ 
癌 リタ 

k 引 パテ ィ 
問 ジュ ディ ス 
開 カロ ル 
エス テル 
ト | フレ ン 
開 レ ィ ヴ ン 


エス テル 再び / バ ウル 復活 プ / ザ ウデ に は 触れ る な 隊長 の 品格 プシ ュ ヴ ァ ー ン と し て ノ ソ ディ ア と ウィ チル ン 
ヨー デル に 感謝 ノ 昔 昔 、 そ の 昔 ン 流氷 は 動く 見 えな い 毛 ノ 地 下 神 殿 の 地図 ノ 地図 を 読む 人 


ザウ デ 不 沙 宮 に 接近 する ユー リ た ち 。 


関 ユー リ 


叶 ユー リ た ち に 、 下 町 の 宿屋 の お か み と パ ティ が 料理 を ふる まう 
き シシ リー が フィ エル ティ ア 号 を 改造 し て 、 クレ ー ン を つけ る 

き デュ ー ク に 宙 の 戒 典 ( デ イン ノモス ) の 返却 を 求め られ る 

き パテ ィ が 占い 師 の 助言 どおり 、 ラッ キー アイ テム を 発見 する 
謀 へ リオ ー ド で ポリ ー が さら われ 、 ラビ ピード が 救出 に 向かう 

きき レイ ヴ ン が フレ ン を 連れ て 、 夜 の ダン グレ スト に 繰り 出す 

き すっ か り 有 名 に な っ た カロ ル が 、 ノー ド ポ リカ の 倉庫 を 整理 する 
叶 うし に ん に アイ テム を 渡し て 、 お 礼 の アイ テム を も ら う 

き ミ ヨ ル ゾ の 長老 か ら 、 魔 装 具 と 呼ば れる 武器 を 託さ れる 

き ユウ マン ジュ を 訪れ て 露天 風呂 に 入ろう と する が 、 断ら れる 
き ユウ マン ジュ で 大 金 を 払い 、 一 行 が 中 天 風呂 を 堪能 する 

き テム ザ 山 に て 、 レイ ヴ ン が 古い 友人 を 花 で 訓 う 

叶 き 幻 の ほこ ろ び を 見 つけ 、 妃 の ヨー ムゲン に た どり 着く 

き 幻 の ヨー ムゲン で 賢人 に 会 い 、 古代 文明 の 話 を 聞く 

只 夜 遅く まで 修行 し こい る フレ ン に 感化 され 、 みん な で 修行 する 


「 あ れ が ザウ デ か 。 で か いな 」 

「 な ん か 指輪 みた いな 形 だ ね 」 

「 あ れ 指 に は め ら れる 奴 な ら 、 確か に 世界 を 支配 で を る か も ね え 」 
「 ア レク セイ の 指 に は 絶対 、 は め さ せ な い の じ ゃ 」 

「 見 つか ら ず に 済む か な 」 

「 ち ょ っ と 、 あれ ! あそこ !」 

「 フェ ロー 3 」 


フェ ロー が ザウ デ の 魔 核 ( コ ア ) か ら 発射 され る 光線 を 避け つつ 、 魔 核 (コア ) に 近づく 。 エ 
アル を 吸収 し は じ め る フェ ロー。 そ の と き 、 上 空 の 星 か ら 魔 核 ( コ ア ) に 光 が 投 射 さ れ 、 巨 
大 な 魔法 陣 が 展開 され る 。 フ ェ ロ ー は 吹き 飛ば され 、 退散 し て いく 。 


「 フ ェ ロ ー ほ どの 力 を 持っ た 始祖 の 塚 長 (エン テレ ケイ ア ) は ほとん どい な い の に ]」 
「 そ れ が 手 も 足 も 出 な いた あ 、 どん だ け ヤ バイ の よ 、 あれ 」 

「 エ アル レベ ル で 干渉 し て 再 構成 し た の よ 。…… な ん て 負 理 能力 」 

「 あ れ が アレ クセ イ の 求め た 力 な の か …… ?」 


ザウ デ 不 落 宮 に バウ ル で 近づい て いた 場合 


「 低 空 で 侵入 し よう 。 フェ ロー に ゃ 悪い が 、 今 な ら ア レク セイ の 目 は 上 向い て る 」 
フエ ロー ーー あり が どう 4 


ザウ デ 不 沙 宮 に 上 陸 し た ユー リ た ち 。 


「 し っ か し 近く で 見 る と 、 いよ いよ で け え な 」 

「 こ れ 全 部 で ひと つの 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア )!? 信じ らん な い ……」 

「 さ っ と 世界 の みん な を 脅す た め の 兵 装 魔 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) な の じゃ 」 
「 き っ と 想像 を 絶する 力 で し ょ う ね 」 

「 ね え 、 あれ ! 船 だ よ 」 

「 騎 士 団 で し ょ うか ?」 

「 い え 、 そん な に 早く 来れ る と は 思え ませ ん 。 親衛 隊 で し ょ う 」 

| て こよ は 、 だ | 


レイ ヴ ン と パテ ィ は ザウ デ 不 落 宮 の 入口 を 偵察 する 。 


開 レ ィ ヴ ン  「 や っ ぱ 入 口 固め られ て る わ ] 


回 バテ ィ 「 フ ナム シ み た い に ぞ ろ ぞ ろ い る の じゃ 」 
癌 リタ 「 あ れ く らい な ら 、 まとめ て 吹っ飛ば は そう よ ?」 
関 ユー リ 「 慌 て ん な っ て 。 そ う 言 う 派手 な の は オレ た ちの 役目 じゃ ね ぇ 。 他 に 入 


れ そ うな と こ が な いか 探 そ う ぜ 」 
あたり を 探る と 、 通風 孔 ら し きも の が 見 つか る 。 


問 ユー リ 「 風 が 流れ て いる …- 通 風 孔 だ な 」 
カロ ル 「 そ れ な ら ボ ク の 出番 だ ね !」 


1 
SS 


人 疾 フレ ン 「 こ こ か ら 入る つも りか が い ?」 ピス テル 。 
ユー リ 「 騎 士 様 に は ちょ っ と 相応 し く な いか も し れ ね え け ど な 」 人 大大 で すか ら 5 。 | 


カロ ル が 通風 孔 の 格子 を 開け よう と する 。 そ の 間 、 リタ は ずっ と エス テル を 見 て いる 。 
エス テル 「 リ タ 、 そ ん な に 心配 し な いで 。 全 然 大 丈夫 で すか ら 」 


リタ 「 べ 、 別に 心配 な ん か し て な いし 」 

ジュ ディ ス  「 ど う 見 て も 心配 し て る わ 」 

了 】 バテ ィ 「 じ ゃ の 」 

賠 リ タ や”"” 「 あ ー も う 、 う る さい ! さっ さと 開け な さい よ !] 人 [ 

関 ユー リ [うる さい の は お まえ だ 」 を こも うう sr 
カロ ル 「 開 いた !」 


開 レイ ィ ヴ ン [お 見 事 。 ん じゃ 、 い っ て みよ ー か 」 
内 部 を 進み な が ら 、 ユー リ は レイ ヴ ン に 尋ね る 。 


較 ユー リ 「 前 か ら 気 に な っ て た ん だ が 

開 レ ィ ヴ ン  「 な に よ ?」 

開 ユー リ 「 親 衛 隊 の 連中 、 な ん で あん な に アレ クセ イ に 忠実 な ん だ ?」 

隔 | バテ ィ 「 確 か に 、 いい 加減 、 も う 目 を 覚まし て も よさ そう な も ん な の じゃ ] ーー 

開 レイ ィ ヴ ン [騎士 団 の 大 部 分 が 、 貴 族 の 門弟 で 占め られ て る っ て の は 知っ て る で し ょ ?」 ui 

癌 ユー リ 「 あ あ 、 嫌 と いう ほど な 」 

レイ ヴ ン 「 ん で 騎士 の 中 か ら 優秀 な の 集め て 皇帝 の 甘 護 や ら せ た 、 こ れ が 本 来 の 親衛 隊 ] 

リタ 「 皇 爾 っ て いな く な っ て 、 も う 何 年 も 経つ じゃ な い 」 

開 レイ ィ ヴ ン [その 通り 。 で 、 騎 士 団長 典 は その 間 に ち ゃ っ か り 私 兵 化し ちゃ っ た っ て わけ ] ン 

開 ユー リ 「 あ の 忠 犬 ぶり は それ だ け と は 思え ね えな 」 ッ ん な ガッ ん な 、 9 で 


マシ に な る ん だ ろう けど ね え 


開 レ ィ ヴ ン 「 揚 げた 理想 は それ な り に 格好 (か っ こう ) よ か っ た か ら ね 。 我々 が 帝国 

を 導く ん だ ぞ ー っ て ね 」 

「 み ん な 彼 に 惹き 付け られ て 、 本 気 で 信じ て いた ん だ 。 今 で も 信じ て い 

る ん だ ろう 。 僕 に は 彼ら を 責め る こと は で き な い 」 

計 | カロ ル 「 で も フレ ン み た い に 他 の 人 だ っ て ……」 

開 レ ィ ヴ ン 「 み ん な が みん な 、 自分 で 気付 けた ら 、 世の中 も うち っ と マシ に な る ん 
だ ろう けど ね え 」 


な だ け 


で の っ 


| 
2 
3 


系 =9k 、、 か いつ っ 区 や 、 や 、 


- 沙 。0- 北 9 か ッ 北 9. 北 か 


か 、 


トペ 。 


さら に 歩 を 進め 、 大 広間 に 到達 し た 一 行 。 

エス テル 「 き れい ……」 

カロ ル 「 ほ ん と 、 武器 の 中 と は 思え な いよ ね 」 
先 へ 行こ うと し た カロ ル を 、 ジュ ディ ス が 止め る 。 

ジュ ディ ス  「 カ ロ ル 、 待 っ て 」 

計 | カロ ル 「 え ?」 

章 ラ ピ ー ド 「 グ ルル ルル 」 


こ て で - うと まさ て うー ニー て 


に 
に に だ 


ナー 


0 。 水 、- い 。 北 。 0 の つか 


夫 ュー リ 「 出 て こい よ 。 か くれ ん ぼっ て 歳 で も ね え だ ろ 」 


エク セレ ント / 


人 まさ れ た 衝立 229 「 ブ ラボ ー、 ブラ ボー」 
拍手 を し な が ら 、 イエ ガー が 現れ る 。 
イエ ガー  。 「 エ クセ レン ト ! 研ぎ 澄 ま され た 勘 と 野生 の 史 覚 、 実に エク セレ ント 」 
カロ ル 「 イ エガ ー 
リタ 「 今 度 は な に ? アレ クセ イ の 居場所 で も 教え て くれ る の ?] 
イエ ガー  。 「 イ エー ス 、 教 えて 差し 上 げ ます 。 地獄 (ヘル ) へ の 行き 方 を ね !」 
| 寺 武器 を 取り 出す イエ ガー。 
開 レ ィ ヴ ン  「…… こ こ に き て どう いう 風 の 吹き 回 し よ ?] 
及 イエ ガー 。 「 フ ォ ー コ ゴット ン ? も と より ミー と ユー た ち は 敵 同士 。 いつ か は こう な 
' の デス テッ ニー】 
カロ ル 「 ま た 罠 な ん じゃ …… ?」 
病 ユー リ 「 て め え の 言う と お り だ 。 オレ た ち は 敵 同士 。 いい ぜ 。 決着 (ケリ ) つ け 
3 表 
及 イ エガ ー  「 グ ッ ド アン サー! カモ ン !」 
ユー リ 「 上 等 ! 
ユー リ た ち は イ エガ ー と 刃 を 交え る 。 猛攻 を し の ぎ 、 イエ ガー を 追い 詰め て いく 。 
及 イエ ガー  「 な か な か や り ま すね 。 か く な る 上 は 、 ミー の トゥ ルー パワ ー! 受け て 
みよ 


イエ ガー の 胸部 か ら 、 紫 色 の 光 が 放出 され る 。 光 を 放っ た の は 、 魔 導 器 (プラ ステ ィ ア ) だ っ た 。 
区 ユー リ 「 そ ん な こけ お ど し が どう し た ぁ 「」 

カロ ル 「 え ええ 。 それ っ て 1?」 

リタ 「 ま さか レイ ヴ ン と 同じ !?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 お いそ れ 、 そ ん な 使い 方 し た ら …… 

ジュ ディ ス  「 あ れ も …… ヘ ル メ ス 式 !?」 


パテ ィ [手品 な ら 負け な い の じ ゃ 
に | フレン 「 そ れ が 切り 和 れ だ と いう の か …… 2」 
力 を 解放 し た イエ ガー を 打ち 倒し た ユー リ た ち 。 
且 イ エガ ー  「 ナ … ナ イス ファ イト …-」 


開 レ ィ ヴ ン  「 柄 じゃ ね えん だ けど 、 ド ン の 仙 取 ら せ て も ら うわ 」 

レイ ヴ ン が 倒れ て いる イエ ガー に 小刀 を 向け る 。 

閲 リタ 「 油 断 し ちゃ ダメ 。 まだ な ん か 隠し て る か も し れ な いわ 」 

還 イエ ガー [ノン ノン 。 も うな に も あり ませ ん 。 最後 …… そ う 、 最後 で す 」 
ド ジュ ディ ス  「 そ の 胸 …… あ な た も アレ クセ イ に ?」 

且 イ エガ ー  「 さ あ …… ど う で し ょ う 、 ネヴァ マイ ンド 」 

二 炎 テル 「 ど うし て ? な ば ひと り で 戦っ た ん で す 


『] イエ ガー 人 ー・ 。 た の グッ バイ | 

フレ ン 「 待 て 、 ア レク セイ は どこ に いる !? や つ は な に を し よう と し て いる !」 
開 レイ ヴ ン たっ な ん で え 」 

カロ ル が 後ろ を 見 る と 、 ゴ ーシュ と ドロ ワッ ト が いた 。 ら 人 は 何 も 言 わ ず に 去っ て いく 。 
フレ ン 「 ふ た り と も 、 泣い て た …-」 

リタ 「 な に よ …… な ん だ っ て いう の よ 」 


四 | エス テル 「 ひ どい 人 …… だ っ た けど 。 この 人 も も し か し た ら ……」 


スキ ッ ト 打倒 アレ クセ イ !/ 海 凶 の 爪 の 未 路 


イエ ガー 戦 (1 回目) イエ ガー 戦 ( ら 回 目 ) 


|PART プ 


| 凛々 の 明星 編 


アレ クセ イ の も と へ 急ぐ 一 行 。 道中 で 、 バテ ィ が 何 か を 見 つけ る 。 
バ パティ [ん …… の | 

閲 ユー リ [ん ? 何 か あ っ た の か ?] 

バテ ィ は 、 石像 の 台座 に 埋め 込ま れ た 宝石 を まじ まじ と 見 て いる 。 
パティ [聞い て た の と 同じ …… そ れ じ ゃ 、 これ が …… ?」 

のり ュ デ イス "あら? 柚 ゆ し ら 、 和 それに に ドド ュ ジー 


これ は …… 主 し の 星 な の じゃ 


| バテ ィ 「 こ れ は …… 豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) な の じゃ 」 
還 | エス テル  「 そ れ が 、 英 し の 星 ( マ リス . ス テラ )…… パ ティ が 探し て いた っ て いう 宝物 で す ?」 5 
バテ ィ 「…… の じゃ 」 よう や く 見 っ 5 た ーー 
開 レ ィ イヴ ン 。 [ふえ え …- マ ジ か が よ 。 ま さか 、 こ ん な と ころ で そん な も ん が 見 つか る と は ね 」 
に | バテ ィ tt 。 ずっ と 探し て た の じゃ …… よ う や く 見 つけ た ……」 
閥 リタ 「 で ? それ か ら ど うす ん の ? そい つ を 手がかり に じい さん 、 探 すん じゃ 
な か っ た っ け ?」 
ト に:】 バテ ィ 「…… じ ゃ な ……。 で も 。 今 は まだ その 時 で は な い の じ ゃ 」 
開 カロ ル 「 あ れ ……? で も 、 硬 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) っ て アイ フリ ー ド が 隠し 
た ん じゃ ……」 
ユー リ 「 今 は お 宝 な ん か に 感動 し て る 場合 じゃ ね ぇ っ て 」 
隊 | バテ ィ 「…… う お む ! さっ さと 腹黒 アレ クセ イ を ボコ ボコ に し に 行く の じゃ 」 


スキ ッ ト 海 凶 の 爪 の 動き / 打 倒 アレ クセ イン 肌 し の 星 


PART ウノ 


| | 凛々 の 明星 編 


PE 注 まま まま まま まま まま まま まま まる る る る る る RE 


奥 へ と 続く 通路 を 、 大 勢 の 親衛 隊 が 守っ て いる 。 


親衛 隊 「 足 様 ( き さま ) ら …… こ こ は 通さ ん 
居 | エス テル  「 親 衛 隊 ! で は この 奥 に アレ クセ イ が 」 
関 ユー リ 「 そ うい うこ っ た 。 一 気 に 突破 する ぞ 、 みん な 
親衛 隊 を 蹴 散 ら す ユー リ た ち 。 


ジュ ディ ス  「 親 衛 隊 も 必死 ね ] 
その と き 、 後方 か ら 声 が する 。 
ソ デ ィ ア 「 隊 長 、 無事 で すか 


較 ソ テ ィ アア  「 胎 は 苑 れ た 位置 に 泊め まし た 。 我々 は 先発 隊 で す 。 後続 は 少数 に 分 
か れ て 上 陸 を 進め て いま す 」 


局 カロ ル 「 用 心して る ん だ ね 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 賢 明 よ 。 下 手 に 大 勢 で 近づい て 、 気 付か れ た ら 一 巻 の 終わ り っ て ね 」 
門 ソ テ ィ ア  「 こ こ か ら は 我々 の 務め だ 。 お 前 た ち は 下がっ て いろ 」 

電 ユ ー リ 「 相 変わ ら ず だ な 。 悪い が そり ゃ 聞け ね え 」 


ト | バ ティ 「 そ ん な こと し た ら 、 うち ら の ここ まで の 道のり は 全部 パー な の じゃ 」 
剣 を 抜 こ うと する ソ デ ィ ア を 、 フレ ン が 目 で 制す 。 

癌 リタ 「 こ こ は 協 力 し た 方 が いい に 決ま っ て る と 思う ん だ けど 」 

に :| バテ ィ 「 そ うじ ゃ 、 アレ クセ イ や っ つけ に 来 た の は 、 みん な 同じ な の じゃ 」 


「 彼 女 の 言う こおり だ 。 我々 の すべ きこ と は アレ クセ イ の 打倒 だ 」 


「 それと 世界 を 救う こと 、 だ ろ 」 


「 あ あ 」 
ソ デ ィ ア は 剣 の 柄 か ら 手 を 放す 。 
ユー リ 「 よ し 、 それ じゃ 仲良 く 殴 りこ むと すっ か !」 


通路 の 先 の 扉 を 開く と 、 アレ クセ イ の 姿 が あっ た 。 
還 アレ クセ イ 「 揃 い 踏み だ な 。 は る ば る こん な 海 の 底 へ よう こそ 」 
エス テル  「 そ こま で で す 、 ア レク セイ 。 こ れ 以 上 、 罪 を 重ね な いで 」 


剛 アレ クセ イ 「 こ れ は エス テリ ー ゼ 姫 ご 機嫌 麗し ゅ う 。 そ の 分 で は イエ ガー は 役 に 立 
いな は る ば る た な か っ た よう だ な 」 


こん な 海 の 研 へ よう こそ 


ユー リ 「……- 死 ん だ よ 」 
アレ クセ イ  「 最 後 く らい は と 思っ た が 、 と ん だ 見 込み 違い だ っ た か 」 
FE 導 ジュ ディ ス  「 そ う や っ て 他人 の 運命 を 弄 ん で 楽し いか し ら ?」 


い ゃ 共用 を させ る に は 、 の ト た 帝国 を 、 いや 世界 を 再生 させ る に は 、 絶対 的 な 力 が 必要 な の だ 」 


絶対 的 な 力 が 必要 な の だ 


欄 表 フレ ン 「 そ の た め に どれ だ け 犠 牲 を 出す つも り で す 」 
昌 アレ クセ イ  「 今 の 帝国 で は 手段 を 選ん で いる 限り 、 決し て 真 の 改革 が その 実現 を 


見 る こと は な い 。 お まえ な ら 分 か る は ず だ 」 
フレ ン は 言葉 に 詰まっ て し まう 。 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 ち ょ っ と ちょ っ と 、 や つの 言葉 に 呑ま れ て どう すん の よ 」 
2 隔 | バテ ィ 「 世 迷言 … 全 部 、 世迷言 な の じゃ ! こい つの 言う こと は 、 な に も か も 
estossoouy 還 識 。。 = 〈〈0 ! 脱 io 
人 皿 ] エス テル 。 「-… ど うし て こん な 、 笑 顔 を 奪 う よ う な や り 方 し か で き な か っ た ん で す ? 


あな た ほど の 人 な ら 、 も っ と 他 に 方 法 が …」 
較 アレ クセ イ [理想 の た め に は 敢えて 罪人 の 冶 印 を 背負 わ ね ば な ら ぬ 時 も ある 。 な 
ら ば 私 は 喜ん で それ を 受け よう 。 私 は 世界 の 解放 を 約束 する ! 始祖 
の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) か ら 、 エア ル か ら 、 ちっ ぽ け な 箱庭 の 帝国 か ら ! 
遂 アァ 世界 は 生ま れ 変 わる の だ !」 
GPSGHCC0Z" 革 還 還 ユー リ 「 世 の た め だ ろ う が な ん だ ろう が 、 そ れ で 誰か を 泣か せ て りゃ 世話 ね え ぜ 。 
て め え を 倒す 理由 は これ で 十分 だ 
所 作 キャ ラク ター が フレ ン 以 外 の 場 使 oo。 
ド フレ ン 「 も う …… 引 き 返 す 気 は な い の で すね 」 
較 アレ クセ イ 「 く どい な 。 悪い が これ で 失礼 する 。 な に ぶん 忙し いも の で ね 」 


「 待 っ て くれ 、 ユー リリ | 

「 フ レン ?」 

「 ア レク セイ 、 最後 に も う 一 度 だ け 答え て くだ さい 。 入団 し た て の 僕 に 

あな た は 、 誰 も が 豊か に 暮らせ る 世界 を 作る と 言っ た 。 誰か を 犠牲 に し 

て で は な く 、 誰 も が 、 と 言っ た 。 あ れ も 嘘 だ っ た ん で すか ?] 

「 言 っ た ろう 、 手段 を 選ん で いら れ な い の だ と 。 手 ぬ る いや り 方 は 所 訟 、 

山 犬 ども の 餌 に し か な らん 。 子供 じみ た 青 虹 い 幻想 を 捨て て 、 初め て 
「 私 は 力 を 得 た 。 そ うだ 、 今度 こそ 成し遂げ て みせ よう 。 見 届け る 気 が 

きっ た うう 、 チ 時 ん で いら ある な ら 、 二胡 用 間 LC や る ぞ や (| 00000t0 や 0m0O0tmtmtmtmtmtm 


な い の だ と 。 手 ぬる いや り 方 は 


N。 アレ クセ イ 、 最 後に 
度 だ け 答え て くだ さい 


すい ども の 還 に し か な らん 「…… 断 る 。 僕 は あな た を 止め る た め に ここ に 来 た 」 
較 アレ クセ イ 「 つ く づ く < 頑固 な 男 よ 。 な ら ば 私 は 私 の 為す べき こと を 為す まで 。 さ ら ば だ 
に フレ ン 「 ア レク セイ !」 
アレ クセ イ の いる 場所 が 上 昇 し は じ め る 。 
カロ ル 「 あ 、 逃げる !」 
バ パティ 「 逃 が さん !」 
ユー リ 「 み ん な 、 跳べ !」 


上 昇 する 巨大 エレ ベー ター で 、 アレ クセ イ と 対 財 する ユー リ た ち 。 ア レク セイ は 背 を 向け 

た まま 、 モニ ター を いじ っ て いる 。 

開 レ ィ ヴ ン  「 な あお 大将 、 ど う あ っ て も や め る 気 は ね え の ?」 

二 』】 アレ クセ イ 「 お まえ まで が そん な こと を 言う の か 。 な ぜ だ ? お まえ た ちの 誰 一 人 
と し て 今 の 帝国 を よい と は 思っ て いな い だ ろ うに 」 


キル ド も 飼 国 ちい いと こ だ っ て ある 。 


還 レ ィ ヴ ン [目的 は 手段 を 正当 化し ね えよ 、 大 将 。 お ら ぁ こ いつ ら 見 て て 、 よ く 分 か っ た 」 

エス テル  「… 痛 み に 満ち た あな た の や り 方 は 、 正しい と は 思え ませ ん 。 や り 方 ( II 
を 変え られ な いと いう の な ら ……」 。 本 ] 

癌 | カロ ル 「 ギ ルド も 帝国 も いい と こ だ っ て ある 。 そ れ を 全部 壊し て か ら や り 直 す 
な ん て 、 ひど すぎ る よ 」 

較 ジュ ディ ス  「 強 行 な 手 段 は 必ず それ を 許さ な いも の を 生む 。 わか る わ よね ?] 

[あん た の 作る 世界 が 、 今 より マシ だ っ て 保証 な ん て どこ に も な いわ !」 

「 僕 が め あな た を 信じ た の は 、 人 々 に 何 か を 押し 付け る た めじ ゃ な い 。 与 

える た め に まず 奪う と いう の な ら 、 僕 は あな た を …… 倒 す !」 


| まず 奏 う と いう の な ら 
倒す / 


、 僕 は あな た を …… 
バテ ィ 「 お まえ の 勝手 な 夢 な ん か に 付き 合う の は まっ ぴら な の じゃ 」 SReー 


還 アレ クセ イ [どう ちっ て も 理 角 し な い の か 、 変革 を 恐れ る 小 人 (し ょ うじ ん ) ど も 。 


だ が すでに 全 世 界 の エア ル は 我 が 掌 中 に ある 。 勝ち 目 は な い ぞ ]」 


リタ 「 よ く 言 うわ 。 あ ん た それ 、 まだ 術 式 の 解析 中 で し よ ] 
エス チル [2 どう US が 3 ぎす ?] 


問 リタ 「 こ いつ 、 まだ ザウ デ の 制御 、 完全 に は 手 に 入れ て いな い の よ 」 


国 | アレ クセ イ 「 い ちい ちご も っ と も だ 。 よ か ろう 、 な ら ば これ も また 我 が 番 道 の 試練 ! 
ぬう ん !」 


デ 
1 


店 | アレ クセ イ 「 新 世界 の 生 費 に し て くれ る 。…… 来 い !」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「…… お い お い 、 完全 じゃ な か っ た ん じゃ な い の ?] 

周り タ 「 そ う よ 、 あれ で も ね 」 

内 ユー リ 「 へ っ 、 世 界 を 賭け て ん だ ろ 。 そ れ ぐ らい の 歯ごたえ は な いと な 。 行 く ぞ !| 
ーー エレ ベー ター は 、 すでに 頂上 に 到着 し て いる 。 


uuRUAT エ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


関 ユー リ 「…… 終 わり だ 。 アレ クセ イ 」 

エス チル [ここ は …- ザ ウデ の 順 上 る | 

ユー リ た ちの 頭上 に 、 と て つも な い 大 き さ の 結晶 が 浮か ん で いる 。 
周 シ 問 ジュ ディ ス 1 な ん て 大 きい 」 


較 リ > [! た 作れ し て た の 71 

較 アレ クセ イ 「 ザ ウデ の 威力 …… 共 に 見 届け よう で は な いか 」 

ユー リ 「 や め ろ ! 

剣 を 構え 不 敵 に 笑う アレ クセ イ に 、 ユー リ は 駆け て いく 。 

賠 アレ クセ イ [馬鹿 め 」 

。 | フレ ン 「 危 な い 、 ユー リ !|」 

フレ ン は ユー リ を 突き 飛ば し 、 アレ クセ イ が 剣 か ら 放 っ た 光線 を その 身 に 受け る 。 

に | フレ ン 「 う が あっ !!」 

開 ユ aー リ フル レン ョ に 

大 きく 吹き 飛ば され る フレ ン 。 後方 で 控え て いた ソ デ ィ ア が 駆け 寄る 。 

間 ソ デ ィ ア 「 隊 長 !|」 

剣 か ら 光 を 放つ アレ クセ イ 。 ユー リ も 和 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) の 力 で 対抗 し 、 斬り か か る 。 
人 [「 え えい!」 

アレ クセ イ は それ を 受け 止め る が 、 負荷 に 耐え きれ な く な っ た の か 、 アレ クセ イ の 剣 は 爆 
発し 、 両者 が 吹き 飛ば され る 。 

ユー リ 「 う お っ !」 

店 アレ クセ イ 「 ぐ あ !」 

ユー リ は 立ち 上 が り 、 仰向け に 倒れ て いる アレ クセ イ に 近づく 。 

四 | アレ クセ イ 「 く …… や は り 、 そ の 剣 …… 最 後 の 最後 で 仙 に な っ た か …… だ が 、 見 る が いい 」 
ザウ デ の 魔 核 (コア ) か ら 光 が 立ち 上 る 。 空 に 結界 らし きも の が 見 えた か と 思う と 、 それ は 
破れ は じ め 、 空 の 裂け 目 か ら 黒く 、 褐 々 し い 物体 が 記 い 出 て きた 。 


"どう な っ て ん だ !? 
量 喰 みっ て 、 今 の で 
- そん な に エア ル を 使っ た の か よっ 


より に も よっ て 、 
この 私 の で か 』 
これ は 傑作 だ 、 は は は は 『 


戦闘 会 ぁ P.567 | アレ クセ イプ 戦 


すぎ で す !!」 ( 零 音 男性 ) 


ソ デ ィ ア 11 票 
「 フ レン 隊長 の 直属 の 部 下 に な っ て お 役に立ち た い 。 
あの 位置 は お いし すぎ ます よ !!」 (和菓子 娘 / 女 性) 


「 ジ ュ デ ィ と いつ も 一 緒 な ん て … 幸 せ 


アデ レク セイ  「I?] 
カロ ル 「。 琶 、 な ……」 


ジュ ディ ス  「 あ れ は …… あ れ は 壁画 の …」 
エス テル  「 和 災厄 !?」 
開 ユー リ 「 星 喰 (ほし は ) み か !」 

| アレ クセ イ 「 あ れ が ザウ デ の 力 だ と !? …… そ ん な は ず は ……。 まさ か …」 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ど うな っ て ん だ !? 星 喰 ( ほ し は ) み っ て 、 今 の で そん な に エア ル を 使っ 
た の か よ ?」 0 
「…… 違 う 。 災 は ずっ と いた の だ 、 すぐ そこ に 」 
「 ど 、 どう いう こと ?」 
問 ジュ ディ ス  「 星 喰 (ほし は ) み は 打ち 砕 か れ て な どい な か っ た ん だ わ ……。 た だ 封じ 

られ て いた 、 遠ざけ られ て いた に すぎ な か っ た 」 
剛 アレ クセ イ 「 そ うだ 、 それ が 今 、 還っ て きた 。 古代 に も た ら す は ず だ っ た 破滅 を ひっ 
さげ て ! より に も よっ て 、 この 私 の 手 で か ! これ は 傑作 (けっ さく ) だ 、 
は は は は | 
リタ 今 まで ザウ デ が 封じ て た っ て いう の !?」 2 
回 | エス テル [危な い 中 
ザウ デ の 魔 核 ( コ ア ) が 雷 を 帯び は じ め 、 爆発 が 起こ る 。 
「 我 ら は 災厄 の 前 で 踊る 虫 け ら に 過ぎ な か っ た 。 絶対 的 な 死 が 来る 。 誰 
も 遂 れ られ ん 」 ・ 
空 を 見 上 げ な が ら 、 アレ クセ イ は た だ 、 ひたすら に 笑う 。 
ユー リ 「 い い 加 減 、 黙っ と き な 」 
ユー リ が アレ クセ イ を 斬り つけ る 。 
アレ クセ イ  「 も っ と も 愚か な … 道 化 …… そ れ が 私 と は 、 な …」 
ー 筋 の 涙 を 流す アレ クセ イ の 真 上 に 、 ザウ デ の 巨大 な 魔 核 (コア ) が 落下 する 。 と っ さ に 
その 場 か ら 離 れる 仲間 た ち 。 
エス テル  「 ユ ー リ は !?」 

開 カロ ル 「 き っ と 向こう に いる よ ……」 の 
ユー リ は 上 空 の 星 喰 (ほし は ) み を 見 て いる 。 
開 ユー リ 「……「 星 喰 (ほし は ) み 虚空 へ と 消え 去れ り 」。 確か に 、 滅ぼし た と は 言っ 
て な か っ た が ……。 ろく で も ね ぇ 遺産 を 残し て いき や が っ て 」 


背後 で 金属 音 。 
閲 ュー リ 「 フ レン か ?」 5 


振り 返っ た ユー リ の 腹部 に 、 鋭い 痛み が 襲う 。 ユー リ が 見 た の は 、 己 の 血 が つい た ナイ フ 、 
然 自 失 の 女 、 そ し て 海 。 ソ ディ ア に 刺さ れ た ユー リ は 、 ザウ デ の 頂上 か ら 落 下す る 。 


Topics 人気 投票 の コメ ント ピッ クア ッ プ ・ そ の 2 


Q の も し 登場 人 物 の だ れ か に な る な ら ? 
バウ ル 32 票 


Q③ 三 緒 に ギル ド を 作る な ら ? 


イエ ガー @1 県 
と 「 確 実に ビジ ネス が うま くい きそう 
( 笑 )」 ( 陸 峰 女性) 
ナン 58 票 
「 サ ポート が 上 手 そ う 。 し っ か り し て いる の で 困っ 
た 時 に 助言 し て くれ そう で す 」 (鈴原 女性 ) 


PAIKTW 


喰 み 編 


No.1 う 1-15 生 


No.131 帰っ て きた 彼 29 和 を 
No-132 ダン グレ スト は 故郷 297 
No.133 人 類 に 遺 さ れ た も の 298 
No.134 精霊 育む 源泉 301 
No.135 星 喰 み 、 覚 醒 304 
No-136 剛 技 場 都市 の 危機 305 
No.137 聖 核 秘め し 体 307 
No.138 畑 の 決意 308 
No-139 董 色 に 光輝 く 大 地 309 
No-140 地 の 精 雲 の 誕生 310 
No.141 大 地 赴 う 古き 刻印 313 
No.142 精霊 の 昔 語り 315 
No.143 精霊 化 、 そ し て 31 7 
No.144 呼び 出さ れ た 幽霊 船 318 
No.145 少女 の 正体 32 1 
No.I46 復活 する 古代 の 塔 322 
No.147 友 の 危 機 う 23 
No.148 団結 する 心 32 和 を 
No.149 星 喰 み を 倒す た め 328 
No-150 希望 に 燃え る 街 ” 329 
No.151 古代 の 塔 へ 336 
No-152 塔 市 を 復活 させ た 者 。 338 
No-153 暗殺 者 の 最期 ” 339 


No.154 希望 の ギル ド 


だ か ら ザ ウデ の 鍵 と も な る 
その 剣 が 皇帝 の 証 に な る ん だ な 


あん た 、 人 入間 嫌い みた い だ け ど 
て 人 間 だ ぜ ? 


オレ た ち だ っ 


さ 


テ 
私 は 世界 を 、 
テル カ ・ リ ュ ミ レー ス を 守る 


[オレ の 部 屋 - に 2 人 フ な ん で AN 」 


CBC59SESg こ ag ど cs。 ーー 中 0 
着れ Sg 絆 まれ で 六 き 8 で すず 


ベッ ド の 上 に 書 


物 が ある こと に 気づき 、 に 取り 開い て みる 。 


で た 。 役 5 は 油 月 の と 叶 ば れ た 。 サウ デ は 彼ら の あと カ と で 人 


ー リ が 本 を 読 


を 結界 (けっ か い ) で 包み 込み 、 星 喰 (ほし は ) み の 私 威 か ら 救っ た 」 


み 進 め て いる と 、 ドア が 開き デュ ー ク が 現れ る 。 。 
「 目 が 覚め た か 」 


「 デ ュー ク ……: そ うか 、 あん た が 助け て くれ た の か Nd の 


デュ ー ク が ベッ ド に 立て か け て ある 軸 の 式典 (デイ ン ノ モス ) を 手 に 取る 。 


ユー リ は 傍ら に 置い た 本 を 見 つめ る 。 


「 こ の 剣 を 海 に 失う 訳 に は いか な か っ た か ら な 」 


[まあ いい さ 、 それ で も 礼 を 言わ せ て も ら う 」 


っ _  「 ザ ウデ 不 落 外 は 満月 の 子 の 命 で 動い て た の 了 た を 上 Sm 1 
ーー _ 「 星 喰 ( ほ し は ) み を 招い た 原因 は 人 間 に あ り 、 彼ら は その 指導 者 で あっ 


病 ユー リ 


デュ ー ク は 窓 の 方 へ 向き を 変え て 、 き 


放 ボク 


賠 デューク 
回 ユー リ 


た と いう 。 償い 5 だ っ た の だ ろう 。 そし て わずか に 生き 残っ た 満月 の 


_ 子 が 始祖 の 長 (エン テレ ケイ ア ) と 後 の 世 界 の あり 方 を 取り 決め た 。 


帝国 の 皇帝 家 は その 未 商 だ 」 


「 そ れ が 帝国 の 起こ り っ て 訳 か 。 だ か ら ザ ウデ の 鍵 と も な る その 剣持 


0 PE 


「 エ アル を 用 し 時 ほし は ) み に は 対 質 で き な い 。 あれ は 、 エア ェ ア 


- ル か ら 生ま れ た も の な の だ か ら 」 


「 NE あん た も あの 星 喰 ( ほ し は ) み を 止め る つも り だ っ た 。 だ か ら エ ア 


ー ル クレ ー イネ を 針 め て 回 っ て た 、 違う か ?] 


_「 そ うだ 」 


「 な ん で 帝国 や ギル ド に 協力 を 求め な か っ た ん だ ? そう すれ ば アレ ク 


、 セイ を 止め る こと だ っ て 出来 た か も し れ ね ぇ 」 


帳 当 ラー _「 私 は 始祖 の 靖 長 (エン テレ ケイ ア ) に 身 を 寄せ た 。 人 間 と 関わ り 合 うつ 


。 占 ュー リー 


部 屋 か ら 出 て 行こ うと する デュ ー ク に 問い か ける ユー YS 


圏 デ ュー ク 
と U 


_ も り は な い 。 それ に 人 間 た ち は 決 し て まとまり は し な い だ ろ う 」 


「 な ら ど うし よう っ て ん だ ? 星 喰 (ほし は ) み は 古代 文明 だ っ て 手 に 負 


、 えな か っ た ん だ ろ 」 


0 


_「 あ ん た 、 人 間 嫌 いみ た い だ け ど 、 - オレ た ち だ っ て 人 間 だ ぜ ? ie 


に ジリ フイ アロ 30 


。 た か ら ・ 1 "いや 、 ーー 


市 民 街 へ の 坂道 の 上 の 方 か ら 、 声 が 聞こ えて くる 。 


坂道 の 方 を 見 て いる と 、 そこ に ラビ ピー ド と エス テル が 現れ る 。 


同 エス テル  「 コ ユー- リ ?」 


議 コ ユーリ に ス 62 ラビ RS oo 
剛 エステル 00H 
還 9 0 。 と コク と シー 
エス テル と ラビ ピー ド が 、 一 気 に 駆け 下り て くる 。 そし て エス テル は ユー リ に 抱き つく 。 
賠 エス テル  「 ぁ あはは 」 こり "まう > 疾 
間 コ ー リ CGNBMS 和 0 


エス テル 向 ー リ 、 ユ ー リ で す よ ね 、 お ば け じ ゃ な いで す よ ね 、 ちゃ ん と 県 果 め あり ます よね ] 


関 ユー リ 「 生 き て る 生き て る 。 だ か らち ゃ ん と 痛い っ て ば よ 」 


還 エス テル  「 よ か っ た 、 本 当 に よかっ た …- ] 


階段 に 腰 を 下ろ す ユ ー リ 。 エス テル が 腹部 の 傷 を 治癒 術 で 治す 。 


国 エス テル 。 「 ラ ピー ド っ た ら こ ん な 時 間 に 女 に 外 に 走り 出す ん で す よ ? も う び ぴっ く 


り し ちゃ いま し た 」 

| IE 
治療 が 終わ り 、 エス テル も 腰 を 下ろ す 。 あこ 
同 エス テル  「 傷 … や っ ぱり ザウ デ か ら 落 ち た と き の で す ?」 
議 コー リ 。 [ん 7 あの 、 ま おそ AB だま 
議 : エ ステ ル で も ほん と に よかっ た で まま 
議 コ ー リ 。 [Ro た cnWEQ は た 表し 
回 エス テル  「 み ん な も 喜び ます 。 早く 伝え て あげ た い 」 EN 
凍り [の 導 は うじ で の だ に 5 
癌 エス テル _ 「 リ タ は ジュ ディ ス と 一 緒 に ザウ デ に 行き まし た 。 古代 の 遺跡 だ か ら 調 
ーー 。 べた だ こと が 一 覧 二 あ b が きも | を So 7 
コ ユー リ = 「 リ タ ら し いな ] DC MEET し 3 
同 エス テル  「 バ (ティ も フィ エル ティ ア 号 の 手入れ を し な が ら 手 伝っ て ます 。 カロ ル と 
レイ ヴ ン は ダン グレ スト に 戻っ て ます 。…… 帝 国 と ギル ド の 関係 が また 


よく な いみ た いな ん で す 」 


義 ユー リ 「 っ た <。 まだ そん な 事 いっ て ん の か 」 


同 エス テル 「 ザ ウデ の せい みた いで すけ ど …- そ れ で ギル ド の 人 が また 無 染 し な いよ うに っ て ] 


ユー リ 2 ーー 


較 ま が 3DCCGSDGE チ DES 
議 コー [みな 湖上 う CR 3 oh 
同 エス テル  「…… ユ ー リ が いな く て も 、 自分 た ち に や れる こと を や ろう っ て 」 
議 コ ー リ 2 まお 0 8 
剛 エス テル  「 き っ と きっ と 生き て る が 5 で ] 
較 コ 0 


と 「 フ レン な ん か … … 山 で 何 度 も 何 度 も 探し て 0 」 


開 ユー リ 「…… 心 配 か けた な 。 悪い 。 お 陰 さ ん で 、 傷も 全然 だ いじ ょ うぷ だ ぜ 」 


エス テル は 立ち 上 が り 、 ユー リ の 方 を 向く 。 


恩 | エス テル  「 で も 今日 は も う 休ん で くだ さい 。 今 すぐ 会 い に 行か な く て も 、 リタ た 


ちら も カ ロ ル た ち も 、 さっ と だ いじ ょ うば で すか ら 」 


関 ユー リ ea けど 災厄 っ て くら い だ 。 ロク な も ん じゃ ね え の は 確か だ ろ 。 


よかっ た 、 本 当 に よかっ た …… 


こん 
he 外 に 走り 出す ん で す よう 
も う び っ くり し ちゃ いま し た 


ル 
… 帝 国 と ギル ド の 関係 が 
また よく な いみ た いな ん で す 


F ス テル 
…… ユ ー リ が いな く て も 


ち に や れる こと を や ろう っ て 


て も アレ クセ イ の や つ 、 
で も ね えも ん 
ほ 放 し て き や が っ た な 


| 
4 | | 
] 
宙 
年 
| 
志 語 
| 


この や 


っ もっ で っ も 


も っ も 


立 通 に 暮らす …… み ん な で 
普通 に 暮らす 。 と そのため に 
江 う ん で す よ ね 、 わ た し た ち 


ナー キュ て 


心配 すん 、 オ レ た ち 翌 識 
あく の 8 5 量 に 任せ と き な と 


て ーー イー 


ーー の 


ーー ニー ンー 


っ マン 


防 | エス テル [普通 に 暮らす …… み ん な で 普通 に 暮らす 。 そ の た め に 戦う ん で す よね 、 


わた し た ち 」 
ュー リ 「 あ あ 。 それ で 十分 だ ろ 」 3 
賠 エス テル  「 は い 」 
回 ハン クス  「 な ん じゃ 、 聞き覚え の ある 声 だ と 思っ た ら 、 や っ ぱり お まえ さん か 」 


ハン クス た ち 下 町 の 住人 が 、 ユ ー リ の 方 に や っ て くる 。 


ユー リ 「 ハ ンク ス じ いさ ん 、 みん な ]」 
還 ハン クス 。「 彼 女 は 疲れ と る は ず じ ゃ 。 無理 に 連れ 回 すん じゃ な い ぞ 」 1 
ユー リ 「 ん ? 疲れ て る っ て …… エ ステ ル 、 お まえ 、 力 を ……」 
回 ハン クス  「 戻 っ て きた 怪我 (けが ) 人 を 片っ端 か ら 治療 し て くれ て お る ん じゃ 。 大 
変 世話 に な っ て お る よ 」 
還 エス テル  「 わ た し に 出来 る 事 な ら な ん で も 言っ て くだ さい ね 」 ちか 
関 ユー リ 「 下 町 も すっ か り 元 通り みた い だ な 」 も っ 
国 ハン クス 「 こ れ で あの 空 さえ な けれ ば 完璧 な ん じゃ が の 」 
関 ユー リツ) 「D 札 すん な っ て 、 オ レ た ち 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) に 任せ と き な 」 
回 ハン クス 。「 ま た 大 きく 出 お っ て 。 空 の 穴 を どう や っ て 塞ぐ と 言う ん じゃ 」 
男性 MY 衝 も や D が 科 本 まま) ドー ーー だ 
女性 「 そ うそ う 、 で き な い こと は 言わ な いも の 」 四 
導 「960CeMRGENSS 9 ーー 
声 の 方 を 向く と 、 ルブラン 、 アデ コー ル 、 ボッ コス が 立っ て いる 。 了 
関 ユー リ 際 押 まお 示 才 な 2 2 すこ きこ 3 
アデ コー ル は ユー リ に 近づく と 、 一 枚 の 紙 を 目 の 前 に 差し 出す 。 。 = 2 
計 アデ コー ル 「 ふ っ 必 っ ふ 、 こ れ を 見 る の で あー る 」 3 
前 
開 ユー リ 「 ん ? 手配 書 …… っ て オレ ?] 9 の 1 
同 エス テル  「 コ ー リ … だ け ?」 散 9 
計 アデ コー ル 「 無 法 者 を 取り 締まる の が 騎士 の 務め な の で あー る 」 、 講 
ユー リ 「 お い お い 他 は よく て オレ だ け 貸 金 彰 か よ 」 敵 
較 が 2 (| それ は それ 名 は これ が の だ | 義 
回 ルプ ラン 「 オ ホン 、 で 物 は 相 設 な ん だ が な 。 どう だ 、 お まえ 騎士 団 に 戻ら ん か 。 
そう すり ゃ こん な も ん は ポイ だ ]」 の 
ユー リ 「 は あ ?」 Ri」 る 
回 ルブラン 「 要 する に お まえ みた いな の が 野放し な の を 問題 に し こる ん だ 、 お 偉 方 
は 。 だ か ら な 」 、 
ユー リ [手綱 つけ と きゃ 安心 っ て か ?」 っ > 
MI に 
関 ユー リ 「……… 。 よう 、 シェ ヴァ ー ン 」 7 
ユー リ が 突然 発し た 言葉 に ルブラン た ち は 驚 き 、 ユー リ の 視線 を 追 。 。 
了 圏 ルブラン  「 な め ぬ !? え ? お !?] 3 
ーー ユー リ た ち は 駆 け 足 で 逃げ 出す 。 
団 ルブラン  「 あ 、 こ ら 待 て !」 3 5 
賠 ユー リ 「 ま た な 、 みん な 。k 
賠 ハン クス 。 「 が ん ば れ よ !」 II 
あっ け に 取ら れ て いた ルプ ラン だ が 、 不意 に 顔 を 伏せ て 笑い 出す 。 
ルプ ラン 「……… 応 っ 記 っ 。 やはり そ うだ 。 そ う で な くち ゃ いか ん 。 行 く ぞ 、 未 捕 だ 一 !| 
シュ ヴァ ー ン 隊 は ユー リ た ち を 追い か ける 。 坂道 を 一 気 に 上 っ て 、 息 を 切ら せる ユー リ た ち 。 
関 ユー リ 「 は あ は あ は あ 。 この 坂 一 気 は きつ いな 」 
因 | エス テル  「 騎 士 の 人 は 凄い で すね …」 
関 ユー リ 「 あ の 根性 だ け は 見 習い た いね 」 


そこ へ 聞き 覚え の ある 声 が 聞こ えて くる 。 
悦 ??? 「 ユ ー リ ーーー 
ユー リ を 呼ぶ 声 と 共に 、 パテ ィ が 空 か ら 落 ち て くる 。 すか さ ず ユー 


リ に 抱き つく パテ ィ 。 


閲 ユー リ 「 お っ と 、 パテ ィ か !? お まえ どっ か ら …」 
悦 バテ ィ 「 や っ ぱ ユ ー リ は 生き と っ た の じゃ ! よかっ た の じゃ !」 
閲 ユー リ 「 お う 、 生き て た よ 。 お か げ さ ん で な 」 


229 


「 あ ら 」 


聞こ えて きた 声 の 方 へ 振り 向く ユー リ 。 

開 ユー リ 隊 恒 

同 | エス テル  「 あ 、 ジ ュ デ ィ ス !] 

問 ジュ ディ ス 「 エ ステ ル 。 迎え に きた わ 」 
2 ディ 先 905 に 選 づく 中 栓 析 馬 ーー 
同 エス テル  「 リ タ は 一 緒 じ ゃ な い の で す ?] 
回 ジュ ディ ス 「 リ タ は アス ピオ で 調べ た こと を まとめ て いる わ 。 あ な た も 行く で し ょ う ?] 
議 コ 5 。 [ああ DK 株 5 せこ と PD ho 0 ころ 


有 ーー 


ジュ ディ ス  「 さ 、 行 きま し ょ ] 


a ユー リ 「 心 配 か けた な 、 ジュ デイ 」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 心配 で 胸 が 張り 裂け そう だ っ た わ ]」 

全 語 コー リ に HMI く URI] 

半 の の 「 お か し いわ ね 。 本 当 な の に 」 

回 ルフ ラン ルブラン 。 「 お わぁ て ま て ま て えい! OS TI 
職 コ ユーリ 「 や れ や れ 、 た ま に は ゆっ くり 出かけ た いも ん だ ぜ 。 あ ば よ 騎士 団 」 
0 シュ ヴァ ー ン 隊 は 呆然 と 上 見上げ ぼる も 。 。。 
回 ルプ ラン 「 お の れ 一 返せ 戻せ 0 


スキ ッ ト ザウ デ か ら の こと / 星 喰 み 復 活 に つい て ノ パ ティ の お 宝探し 秘密 の ユー リ 1 


タダ ング レス ト は 故郷 


人 生ま c だ C あ た て エス CK こい に の CCO に こつ と に て 学術 閉鎖 都市 だ 基 ピ ビオ と 


賠 ?z? 1 の か っ た あ 員 
辺り を 見 渡す 一 行 の 前 を 、 猛 スピ ー ド で 駆け 抜け る リタ 。 
に | エス テル 「 あ 、 リタ 、 ユー リ が …:」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ブ ーー 


FE:】 バテ ィ 「 う ちら の 存在 感 は カサ ゴ の 擬態 より も ゼロ な の じゃ 」 
ジュ ディ ス  「 研 究 以 外 、 な に も 目 に 入ら な く な っ て る っ て 感じ ね 」 
開 ユ ー リ 。。 「… あ れ じ ゃ 変人 扱 
エス テル 
思 ーー だ ョ ーー ナド ニニ + モ ーー 
回 り タ NBVO 

- つま り … 3 っ we 
同 エス テル  「 リ タ ?」 
回 リタ 「…… の 応用 で 基幹 術 式 も いけ そう 。 変換 効率 は クリ ア ね 。 非 拡散 の 

安定 し た 循環 構造 体 が これ で ……」 
関 ユー リ 「 お い 、 リタ ころ 
賠 リタ 「 な に ?1. 軍 訂 し な いで くれ る 3 つて 、 例 和 H NPD 
ユー リ の 声 に や っ と 気がつく リタ 。 
問 リタ 「 ち ょ っ 、 あん た …… ど う や っ て …… っ てい うか]」 
ユー リ 「 よ う 」 
ユー リ の 無事 に 安心 し た 顔 を 見 せ する リタ だ が 、 一 転 し て 怒り の 形相 で 問い 詰め る 。 
問 リタ 「 こ の 忙し い 時 に どこ 行っ て た の よ ! だ いた いあ ん だ け 探 し て 見 つか ーー た くま あい 
ら な か っ た の に …」 ーー 

閲 ユー リ 「 じ V や まお 珠 か っ た ま ] ジー 。 
リタ 「-…… た く 、 ま あい いわ 。 そ れ ど ころ じゃ な いし 。 エ ステ ル に 大 事 な 話 が ある の ] 
ユー リ 「 エ ステ ル に ?」 


開 リタ 「…… エ アル を 抑制 する 方 法 が 見 つか っ た か も し れ な い の 」 


還 エス テル  「 本 当 !? すご いで す 、 リ タロ 
リタ 「 ザ ウデ を 調べ て 色んな こと が 分 か っ た ん だ けど 、 そこ で 使わ れ て た 技 


術 を 応用 し た らい ける か も っ て 。 た だ …」 
ジュ ディ ス  「 そ れ が エス テル の -…… 満 月 の 子 の 力 と 関係 し て る 、 と いう こと か し ら ?」 
内 リタ 「 エ アル に 千 渉 し て 自在 に 術 式 の 組み 換え を 行う 必要 が ある ……。 エ 


_ ステル に し か が できない こと な の 」 


関 ユー リ 「 デ ュー ク に 軸 の 戚 典 (デイ ン ノモス )、 返さ な きゃ よかっ た か 」 
ュー リ 同 ェ : エス テル く テ デル | デコ ー ク に 会 っ た ん で す ?」 
オレ を て くれ た ん だ 。 「 あ あ 。 あい つが オレ を 助け て くれ た ん だ 。 剣 を 回 収 する た め っ て 言っ 
語 を 回 収 す る た め っ て 言っ て た けど な TS 


ーー 


きっ と うま くい く 


を み 5 エス テル 義 ユー リウ 「 つ まり -…- 上 手 く いけ ば エア ル は 制御 で きる が 、 下手 すり ゃ エア ル は 
に ーー こう ーー: より 乱れ て 世界 は 星 喰 (ほし は ) み の も の に な る 。 そ うい うこ と か 」 
Mo 1 


リタ . わ た し に 出来 る こと な ら 内 
何で も いっ て くだ さい 1 誠 ーー 


に で 細 ーー ニ ーー 


= テーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…- 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTTTーーーーーーーーーーーーーーー- 


2 ダン グレ スト に 到着 し 、 ギル ド ユ ニオ ン 本 部 を めざす 一 行 。 
か PH ハリ ー 「 ど う せ オレ な ん か !」 


関 ユー リ 「 あ れ は …… 確 か ドン の 孫 の ハ リー… だ っ け か 」 
カロ ル 「 あ ー っ ! 

背後 か ら 大 き な 声 。 振り 向く と そこ に は カロ ル と レイ ヴ ン の 姿 が 。 
癌 カロ ル 「 ユ ー リ ! ロ 

ユー リ の も と へ 駆け 寄る カロ ル 。 


「 心 配 か けた な 。 で も 戻っ て きた ぜ 」 

「 お た くも 良い し ぶ と さ ね ぇ 。 さす が 、 俺 様 の 見 込ん だ 男 」 
「 ユ ー リ を 見 込ん だ の は うち が 先 な の じゃ 」 

「 お や 、 パテ ィ ち ゃ ん に は 渡さ な いわ よ 」 


開 ユー リ 「 バ カ や っ て ん な よ 、 ん な こと より …。 今 、 -。 今 、 ハ リー 見 か けた けど 、 な に 


か あっ た の か ?」 


開 レ ィ ヴ ン 「「 そ れれ が ちょ っ と ば か し うま く な く て ね え 。 いま ユニ オン は 船 頭 不在 だ か ら ね ぇ | 


の が に ーー 
閉 カ ロ ル 2 に に に ニー シシ コピ っ キジ ろ 。 つと 
内 リタ = = [分 か っ た わ 。 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) よ 。 あ れ 使え ば うま くい くわ 。 つ まり 、 
- エア ル を 安定 係数 が 変化 し 続け こい っ て も それ を 結び つけ …| 
部 人 な 脱 明 を 始め る リタ を さえ ぎる ユー リ 。 。。。 。 3 
義 ユー リ ” 「 ま て ま て ま て 、 ど う せ 理解 で き な いか ら 説明 は バス な | 
リタ  「 ま 、 ま ぁ い いわ 。 と に か く 、 ド ン に 渡し た 聖 核 (アバ ティア) が あっ た は ず よ ね ?] 
問 ジュ ディ ス  「… ベ リウ ス の 聖 核 ( ア バテ ィ ア )、 蒼 夫 の 水玉 (キュ アノ シエル ) ね 」 
製 を 生 傘 ね わ ぜ る ガ 還 小 と レザ ヴ シン 5 っ ニッ ンジ ジー キー ニー 
同 エス テル ” 「 リ タ が エア ル を 抑制 する 方 法 を 見 つけ た ん で す ] 
間 カロ ル 。- [ほん すこ い 貞二 こ 。 。. うっ で 
問 ユー リ 。。 [ドン が に く な っ た 後 、 音 埋 の 水玉 (キュ アノ シエル ) が どう な っ た か 知っ て る か ?] 
較 レ イヴ ウン [さあ 8 あか … 昌 0 2 
癌 バテ ィ ” [ハリ ー は どう か の ? ドン の 孫 な ら 知っ と る ん じゃ な い の か ?] 
開 レイ ヴ ン [ちょ うど いい わ 。 や っ こさ ん 連れ 戻す と こ だ っ た ん だ 。 ユニ オン の 本 
し 。 SS 。 況 行っ て て よ 。 すぐ 陳 @ か 6 ざさ へ < 
散 が し い ユ ニオ ン 二 部 の 申 才 進 一 村 : 。  ーー 。  R E 
較 コ ニ リ [CDM ね 遇 更 に 
剛 カロル -。「 う ん ユニ オン は う 、 バラ バラ だ の ら …」  。 。 。 
韻 レイヴン  「 座 も ドン の 後 多 に 座 の た く な い の よ 」 


妙 な 雰 囲 気 に 気づい た 一 行 の も と に 、 遅れ て レイ ヴ ン が 合流 する 。 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 な ん せ あ の ドン の 後 だ か ら ね え 。 ほれ し ゃ ん と し な っ て 」 


レイ ヴ ン に うな が され て 、 バ パリー が 一 行 の 前 に 姿 を 現す 。 


贈 ACE 「 オ レ は じい さん を 死に 追い や つた 震 本 人 だ 。< そん な や つが ドン みた い 


0 テリ に な れる 訳 が ね え だ ろ ]」 
癌 レイ ウン ー「 誰 も あの じい さん みた く な れ な ん て 言っ て ね え で し ょ う が 。 中 目 会 議 


くら いち ゃ ん と 出 と けっ て 言っ て ん の 」 
閥 リタ 「 ね え あ ん た 、 ド ン の 聖 2 この 


回 ハリ ー  「 2 こう い だ や つの も ん だ 。 よそ 者 に は や れ ね えよ 」 
内 リタ や "= 「 な に よそ れ 。 そ れ じ ゃ いつ その 跡目 が 決ま る の よ 」] 
議 ハ リー 知ら ね え ト : オ 5 に 和 が 邊 CS れ et 
騰 バテ ィ ” ”“ 「 な ら 共 に 聞け ば 、 教 えて くれ る の か の ?] 。 
問 ユー リ 。。 た < し ょ う が ね えな 。 コ ユニ オン が し っ か り し な さ で 誰が この 街 を 守る っ て ん だ よ 」 
ユー リ の 言葉 に 、 ユニ オン の 幹部 の 一 人 が 反応 する 。 。。。。。 


幹部 A 「 あ あ ? そり ゃ 俺 た ち に 決ま っ て ら あ な 」 
別 の 幹部 が つっ か か っ て くる 。 


幹部 B 「 人 た ちと は どの 他 た ち だ (ね > あの ザウ デ と や ら に 手下 を 送り 込ん だ の 


幹部 B 「 う かつ だ っ た と 言っ て いる の だ よ 。 ユニ オン の 敵対 行 T 為 と 帝国 に 受 | 


取ら れ か ね ん 」 


幹部 A 「 そ ん 時 *、 一 戦 や る まで だ ]」 


ドン が 科 い た ら 大 笑い する だ ろう は 」 


- 幹部 A ” 「 天 を 射る 矢 (アル トス ク ) の て め え こそ 、 名 乗り を 上 げた ら ど うな ん だ 。 


きっ と 人 望 の な さ が は っ きり する だ ろう ぜ 」 


開 ユー リ  ” 「 ア ホ < さ 。 こ の 世 の 終わ り ま で や っ て ろ 。 仲間 内 で や りあ っ て 自滅 っ 


て の は や め て くれ よ 。 全 っ 然 笑 え ね ぇ か ら 」 


パテ ィ 「 い いこ と 思い つい た の じゃ 。 ドン の 椅子 に 流木 を 座 ら せ て お け ば いい の じゃ 。 


波 に も まれ た 分 だ け 人 生 に 苦労 し て お る か ら 、 ドン の 買 禄 た っ ぷり な の じゃ 」 


分 か っ た わ 。 聖 核 よ 。 


あれ 使え ば うま くい くわ 


誰 も ドン の 後半 に 
座り た く な 


。 2 ーー 
フー デー て ーー 


ナー 


アホ くさ 
この 世 の 終わ り ま で や っ て ろ 


で 


に ポー 


ゃ rw 


SR に ス 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 いい 案 ね ] 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー シ ーー ワー ワー シー 


人間 に 私 け て も ら え ば いい 」 「 言 わせ て お け ば 2 」 


仲間 を 守れ ば 応え て くれ る 


の: こてつ ここ っ 


R 圏 カ ガロ ル  「 仲間 に 助け て もらえ ば いい 、 仲間 を 守れ ば 応え て くれ る 。 ドン が 最後 
! に ボク に 言っ た ん だ 」 2 に 3 


ー に くれ る か ら な ん だ っ て で きる 、 今 だ っ て ちゃ ん と 支え て くれ て る 。 


ーー 


AA 


ユニ オン が それ じゃ 駄目 な の さ !2?」 


hy * 失 同 [年 の 言う と お り 、 ギル ド っ て の は 互い に 助け 人 う の が 身上 だ っ た よ 


ーー 


rr だ ろ ? PP 


ここ に いて も な に も ね え oe 


四 
: 甘 3 
上 
5 
1 
替 
本 
お 
紹 
5 
| 
上 


「 行 こう ぜ 。 これ 以上 、 ここ に いて も な に も ね え 』 


引 
どう すん の よ 、 聖 核 は ! 吾 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ん に きき っ て る 理 め っ だ ら 人 の きえ に お マジ 


「 ま た 、 あたし !?」 


背後 か ら 近 づく 気配 に 気づく 一 行 。 振り 向く と ハリ ー が 立っ て いる 。 。。 

賠 ハ リー 放 …"… ほら よ 」 2 の の 生 科 ター トッ ュー に 

ハリ ー は 落 究 の 水玉 (キュ アノ シエル ) を ユー リ に 投げ 渡す 。 。o。 

間 前 Io 

間 ハリ ー T 雇 癌 え ( 遇 96 蜂 抽 NG 

賠 ヵ ロ ル 3 ト え 2」 る 本 WW NKK  。 っ PP 0 
ーー 

| 人 ハリー 「 他 の 連中 に 気取ら れる 前 に 、 さ っ さと 行っ ちまい な 」 

oc と ラ と oc 還 レイ ィ ヴ ン ” 「 ど うい う 風 の 吹き 回 し よ ?] AI 
に だ シャ あま パチ ー 「 さ あな 。 け ど 、 子 ども に 説教 され っ ぱな し っ て の も 、 な ん だ か シャ ク だ か ら な ] 


そう 言う と 、 八 リ ー は ユニ オン の 本 部 へ 帰っ て いく 。 その 後ろ 姿 を 見 つめ る 一 行 。 


内 ーー 


待っ て て いい ?」 
内 ユー リ [世界 が 飛 貞 より マシ だ ろ 。 行 と きき 」 。  。 

計 アレ クセ イ の 研究 = ガス ファ ロス ト の 地下 で 、 アレ クセ イ の 研究 室 を 発見 する 

記 肖 嗜好 の 玩具 ・ そ の 1 き 倉庫 の カギ を 開け られ な く て 困っ て いる 男性 を 助け る 

ギル ド の 仕事 ・ そ の 3 き 酒場 で 仕事 を 受け られ な か っ た 一 行 が 、 ユウ に 仕事 を 頼ま れる 

ギル ド の 仕事 ・ そ の 4 き ユニ オン が 扱い か ね る 、 ミムラ と いう 人 物 か ら の 仕事 を 受け る 

世 .: 肖 ギル ド の 仕事 ・ そ の 5 き 酒場 で 遺構 の 門 ( ル ルー イン ズ ゲ ー ト ) か ら の 仕事 を 受け る 

全 【 騎士 団 隊 長 首席 き 部 隊 の 方 針 に 悩 お ビル ブラ ン に 、 レイ ヴ ン が アド バイ ス を 送る 

賞金 首 ・ そ の ら き 兄 捜索 の 依頼 者 シェ ル か ら 、 依頼 の 打ち 切り を 告げ られ る 


ボー ダー ラビ ピー ド き ギル ド の PH 活動 の た め 、 ラ ピ ー ド が スノー ボー ド に 挑戦 する 


サブ イベ ント 左 イエ ガー の 遺し た も の 


皇族 の 資質 

カロ ル の お 気に入り 
お 色気 衣装 ゲッ ト 
謎 の 人 型 魔 導 器 
赤ちゃん 狂想曲 

ザ ・ 団 体 戦 

あり じ ご くぅ ・ そ の 4 
クリ ティ ア 流 の 戦い 
壁画 に 込め た 想い 
露天 風呂 いい ね ・ そ の 3 
バウ ル と の 思い 出 


ふた た び ば ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 を 訪れ た ユー リ た ち 。 


開 レ ィ ヴ ン 
ユー リ 
閥 リタ 
エス テル 


に ュー 


PE リタ 


リタ 


賠 リタ 


エス テル 


パテ ィ 


rs 


PE リタ 


「 あ ああ 寒い 寒い 寒い 。 そ れ に し て も 寒い 寒い 寒い ] 

「 ん で 、 エア ルク レー ネ で どう し よう っ て ん だ ?」 

「 エ ネル ギー 体 で 構成 され た エア ル 変 換 機 を 作る の 」 

[変換 < 機 ? 

「 エ アル を 効率 よく 物質 化す る こと で 総量 を 減ら す の が 狙い な ん だ けど 、 その 


た め に は 変換 機 邊 体 が エア ル と 物質 の 両方 に 近い エネ ルギー な の が 理想 な の 」 


「 そ の エネ ルギー っ て 、 エア ル と どう 違う の じゃ ?」 

「 属 性 分 化し た エア ル は 段階 的 に 物質 に 移行 し て 安定 する 。 そ の 途中 
の 段階 で 固定 し て それ で 変換 機 術 式 を 構築 し よう っ て わけ ]」 

「 エ アル で も 物質 で も な いっ て こと ?」 

「 エ アル より 物質 に 近い 、 で も 物質 に は な っ て な い 状 態 。 あ た し ら は マナ っ 


「 寒 い 海 の 漁火 より も 荘厳 な 雰囲気 が 短い 言葉 の 中 か ら 今 に も 溢れ て 
くる の を 感じ る の じゃ 」 

「 い や 、 まあ 、 本 当 は も っ と 長 っ た らし い 名 前 な ん だ けど 。 た だ 安定 し 
て る っ つて 言っ て も 物質 より は 不安 定 だ か ら 、 核 に な か る も の が 必要 な の 」 
[そこで 聖 核 ( ア バテ ィ ア ) か 」 


リタ 「 そ れ と 十分 な エア ル と それ の 術 式 を 組み 替え る エス テル の 力 」 

エス テル 「 わ た し が 抑制 術 式 な し で 力 を 使う} こ エ アル が 乱れ 、 あふ れ 出し て し まう けど -…--」 

ユー リ 「 け ど 、 何 も し な いで あい つ を ほっ と く な ん て で き な い 。 それ に ……」 

回 カロ ル 「 そ れ に ?]」 

閲 ユー リ こう いう 賭け は 嫌い じゃ な い ] 

ジュ ディ ス  「 私 は 立場 上 、 止め る べき な ん だ けど ……。 私 も 乗っ て みた く な っ た わ 。 
この 賭け に 」 

バテ ィ 「 う ち は そ の 賭け に 10 億 ガル ド 乗る の じゃ 」 

リタ 「 大 丈夫 よ 。 理 論 に 間違い は な いん だ か ら 。 そ の 10 億 、 何 百倍 に も し 
て 返し て や る わ 」 

リタ の 言葉 に 思わ ず 身 を 乗り 出す バテ ィ 。 

| バテ ィ 「 お お 、 本 当 な の か ?] 

リタ 「 え え 。 さ 、 エア ルク レー ネ に 行こ 」 


道中 で 、 レイ ヴ ン が リタ に 話し か ける 。 


ョ 街 で ご ゴー シュ と ドロ ワッ ト を 見 か け 、 救 児 院 の 保母 か ら 話 を 聞く 
き 救 児 院 に 大 金 を 払う と 、 ドレ イク が 現れ て エス テル と 話し 合う 
き 寝言 が うる さい カロ ル に 、 ユー リ た ち が お し お き を する 

絆 へ ヘリ オード の 店 員 に 、 ふた た び お 色気 衣装 を 作っ て も ら う 

き シシ リー が カロ ル そ っ くり の 人 型 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 作る 
紅き へ リオ ー ド で 拾っ た 赤ん坊 の 面倒 を 、 エス テル と リタ が 見 る 
き 闘技 場 の 新しい 大 会 、「 ザ ・ 団 体 戦 」 に 挑戦 する 

強 マン タイ ク の うし に ん と 、 4 回 目 の 物 々 交換 を する 

き 千年 前 に クリ ティ ア 族 が 編み 出し た 術 を 、 トー ト か ら 教 わる 
き ミ ョ ル ゾ の 長老 の 屋敷 に あめ っ た 壁画 が 住民 た ち に 見 つか る 

き ユウ マン ジュ の 露天 風呂 を 貸し 切っ て 、 女性 陣 が 入浴 する 

放 ジュ ディ ス が バウ ル と 出会っ た 頃 の 話 を 語る 


スキ ッ ト ユー リ 無 事 で よかっ た 男性 編 ノ ドン の 残し た も の / 秘 密 の ユー リノ 粗悪 の 美学 / 砦 の 歴史 


テテ 


ああ あ 奏 い 奏 い 寒い 。 
ぞ れ に し て も 塵 い 塞い 寒い 


エア ル よ り 物 質 に 近い 、 
で も 物 気 に は な っ て な い 状 態 


雰囲気 が 短い 言葉 の 中 か ら 
_ 今にも 溢れ て くる の を 感じ る の じゃ 


「 し か し エア ル 変換 機 ね え 、 よく まあ 思い つく も ん だ 。 さす が 天才 魔 導 
少女 リタ っ ち だ 。 うん うん 」 

閥 リタ 「…… 手 が か り が あっ た か ら よ 」 

3 ユーリ 「 そ うい や ザウ デ を 調べ た っ て 言っ て た よ な 」 

リタ 「 あ れ 、 あん だ け の 規模 な の に エア ル で は 動い て な か っ た 。 世界 全体 
を 守る た め の 結 界 麻 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) な の に ね 」 
「 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア )!? そっ か 星 喰 (ほし は ) み か ら 守 っ て た ん だ 
「 千 年 も の 長い 問 っ て こと か ? 哲学 する イソ ギン チャ ク の よう に 粘り 強い の じゃ 」 
「 そ れ に 千年 も 張り 付い て る 星 喰 (ほし は ) み も 粘り 強い けど ね -……」 
「 ア レク セイ は ザウ デ を 兵器 だ と 思っ て た みた い だ け ど 、 と ん で も な い 
間違い だ っ た 訳 ね 」 

隊 ユー リ 「 け ど 星 喰 (ほし は ) み は エア ル の 暴走 が 原因 だ よ な ? な る ほど 、 だ か 


ーーー て ーー て ーー アー プー アー アー て ーー て ーーー て ーーー て ーー て ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ワ ーー シー シー 


開 レ ィ ヴ ン 


バテ ィ 


フュ ティ < 守 生 e 
プア レク セイ は ザウ デ を 


PTY に > カロ ル 
な い 問 四 い だ っ た 訳 ね 


和 ジュ ディ ス 


エス テル 
に ジュ ディ ス 
ユー リ 
バテ ィ 
開 レ ィ ヴ ン 
エス テル 


ら エ アル 以外 の 力 の 結界 (けっ か い ) な の か 」 
「 で も だ と し た ら な ん の 力 な ん で す ?」 
「………: 満 月 の 子 、 か し ら ?] 


「 正 確 に は 彼ら か ら 分 離し た 力 ね 。 あ の 巨大 魔 核 ( コ ア ) の 中 で 半永久 


術 式 と し て ザウ デ を 動か し 続け た 。 多 分 、 彼ら の 命 と 引き 換え に 」 

「 満 月 の 子 ら は 命 燃え 果 つ ……」 

「 ミ ョ ル ゾ の 言い 伝え は そう いう 意味 だ っ た の ね 」 

「 デ ュー ク の 話 じ ゃ 、 自発 的 に や っ た らし い ぜ 。 世界 を 救う た め に 」 

「 つ まり 、 結 界 ( け っ か い ) を 作っ た の は 満月 の 子 の 世界 に 対す る 愛 の 力 な の じゃ な ] 
[ 愛 の 力 、 ね …… 泣 ける じゃ な い の 」 


[世界 の た め に 犠牲 に な っ て …… ず っ と 守っ て て くれ た ん で すね | 


エア ルク レー ネ に 近づく 一 行 。 リ タ は 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 取り 出し 準備 を 始め る 。 


関 カロ ル 
開 レ ィ ヴ ン 
*』 カロ ル 


「 ま た あの 魔物 出 て きた り し な いよ ね 」 
「 出 て きた ら 、 カロ ル が また 退治 し て くれ ん で し ょ ?」 
[うう … バ 意地悪 ……」 


聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 設置 し た リタ は 、 エス テル を エア ルク レー ネ の 近く に 呼び 寄せ る 。 


閥 リタ 


「 さ 、 準備 で きた わ 。 エス テル 、 こっ ち 来 て 」 


魔法 陣 を 展開 する リタ 。 続 け こ エス テル に 手順 の 説明 を 始め る 。 


内 リタ [ 今 か ら 抑 制 術 式 を 解除 する わ 。 そ し た ら 、 エ ステ ル に 反応 し て エア ル が 放出 され る 。 
エス テル は エア ル の 術 式 を 、 より マナ に 近い 安定 し た 術 式 に 再 構成 し て ほし い の ] 

エス テル 「 え 、 と …… よ くわ か り ま せん ……-」 

内 リタ 「 う 一 ん 。 そう ね ……。 ここ は 水 の 属性 が 強い か ら 流 れる 水 を イメ ー ジ し て 


エア ル の 流れ に 身 を 任せ れ ば いい わ 。 エア ル 物 質 化 の 理論 は 魔術 と 同じ よ 


うな も の だ か が から 。 エス テル が エア ル を マナ に 近い 形 に 再 構成 し て こく れれ ば 、 


カロ ル 
リタ 


開 レ ィ ヴ ン 


あたし で も 蒼 窒 の 水玉 (キュ アノ シエル ) に エア ル を 導ける よう に な る は ず 」 
「 ボ ク た ち に 何 か 出来 る こと な い ?] 

「 な いわ 。 謙 て て 」 

「 こ ん な と ころ で 寝 た ら 凍死 する っ つ ー の 」 


パテ ィ 「 飯 炊き で も 、 魚釣り で も 何で も お 役に立つ の じゃ 。 さ 、 うち ら に 言い 
つけ る の じゃ 」 

癌 リタ 「 何 で も っ て 言っ て も ……」 

ジュ ディ ス  「 あ る で し ょ う ? ザウ デ で 見 つけ た 変換 技術 を 使え ば いい の よ 」 

リタ 「 あ れ は ! 命 を エア ル の 代用 に する も の で し ょ ! そん な の 使え る わけ な いじ ゃ な い ] 

問 ジュ ディ ス  「 で も 、 失 敗 し た ら 激流 と な っ た エア ル に 飲み 込ま れ て 私 た ち は 全滅 。 そう で し ょ ?] 

癌 ユー リ 「 命 が け な の は みん な 同じ っ て こと だ 。 手伝わ せろ よ 」 


エス テル と 顔 を 見 合わ せる リタ 。 うつ お むい て 目 を 閉じ る と 、 顔 を 上 げ て みん な に 告げ る 。 


閥 リタ 


ユー リ 


「 わ か っ た ……。 あ た し が 蒼 容 の 水玉 (キュ アノ シエル ) に エア ル を 導く 
の に 、 あん た ら の 生命 力 を 使う 。 そ うす れ ば エス テル は あたし に エア ル 
を 千 渉 され な いで 流れ を 掌握 で きる と 思う か ら 」 

「 よっ し 。 じゃ あみ ん な 、 いっ ちょ 気合 い 入 れ よ う ぜ 」 


エス テル  「 は いい 
カロ ル 「 う ん !」 
開 レ ィ ヴ ン  「 あ いあ い 」 
ジュ ディ 。 [ええ | 


| ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 


バテ ィ 「 の じゃ 」 eee 
リタ を 見 て うな ずく ユー リ 。 リタ も それ に 答え る よう に うな ずく 。 半 、 

リタ 「 い い ? エス テル 。 い くわ よ 。 み ん な は こっ ち き て 」 

エス テル 「 お 願い し ます 」 

リタ の 足下 に 魔法 陣 が 展開 され る 。 

癌 リタ 「 あ た し の 術 式 に 同調 し て 。 そう …… い いわ よ 」 

身体 に 付加 が か か り 、 思わ ず 声 を 上 げ て し まう ユー リ た ち 。 

We トウ ラウ て 」 

蒼 窒 の 水玉 (キュ アノ シエル ) に エア ル が 集まっ て いく 。 

リタ 「 着 鶴 の 水玉 (キュ アノ シエル ) に エア ル が 集まっ て いる ……。 術 式 は う 


まく 働い て る 。 力 場 も 安定 し て る …… い ける !」 
エス テル CO 
不意 に 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) が 賠 光 を 放ち 、 エス テル の 身体 が 光り は じ め る 。 
隔 | エス テル  「 き ゃ あ !?」 
い 「 な ん だ 
「 ま さか 、 失敗 な の ?」 
「 違 う ! ちゃ ん と 制御 で き て る 、 で も これ は ……!? 聖 核 (アパ ティ ア ) 
を 形作る 術 式 !? 勝手 に 組み 上 が っ て 再 構成 し て る …… ?] 
聖 核 (アバ ティ ア ) の 周囲 に 水流 が 発生 し 、 そ の 場 に 何者 か が 現れ る 。 


「 1 わら わ は Wi 」 
「 そ の 声 …… ベ リウ ス !?」 wi 
「 ジ ュ デ ィ ス か 。 ベ リウ ス 、 そう わら わ は …… い や 違う 。 か つて ベリ ウス 較 議 。。 CE242P5ocwsoy 
で あっ た 。 し か し も は や 違う 」 owa 
ユー リ 「 ど うい うこ と だ ?」 
リタ は 考え 込ん で つぶ や く 。 
賠 リタ 「 ま さか 、 聖 核 (アパ ティ ア ) に 宿っ て いた ベリ ウス の 意思 が …… ? すご い …-」 
ト 】 ??? 「 す べ て の 水 が わら わ に 従う の が 分 か る 。 わら わ は 水 を 統べる 者 」 
開 レ ィ ヴ ン  「 な ん か 分 か らん けど 、 こ れ 成 功 な の ?」 
リタ 「 せ 、 成功 っ て いう か それ 以上 の 結果 ……。 まさ か 意思 を 宿す な ん て 」 “ - ま 
。 | バテ ィ 「 驚 け ! 自然 の 神秘 は 常に 人 の 想像 を は る か に 超越 する も の な の じゃ !」 人 \ save 
賠 リタ 「 そ う ね .…… ど う や ら 、 それ は 認め ざる を 得 な いみ た い ] AM 
ト 】 ??? 「 人 間 よ 、 わら わ は 何で あろ う ? も は や 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) 


で も な けれ ば ベリ ウス で も な いわ ら わ は 。 そ な た ら が わら わ を 生み 出 
し た 。 ど うか 名 を 与え て 欲し い 」 

e 「 物 質 の 精髄 を 司る 存在 …… 精 圭 な ん て どう だ ?] 

ト 】 ??? 「 し て 我 が 名 は 」 ンー ネーー で poo 
問 カロ ル 「 ざ が ざ 京 水色 クイ ー……」 

途中 まで 言い か けた カロ ル だ が 、 ユー リ た ちの 反応 を 見 て うつ むく 。 

エス テル 「 古 代 の 言葉 で 水 を 統べる 者 …… ウ ン デ ィ ー ネ 、 な ん て どう で す ?」 

ト 】 ウン ディ ー ネ 「 ウ ン デ ィ ー ネ …… で は わら わ は 今 より 精霊 ウン ディ ー ネ 」 


「 エ アル の 達人 」 を リタ に 頼ま ず に 成功 させ た 場合 


F 】 ウン ディ ー ネ 「 お お …… 力 が みな ぎる ……。 そ な た ら が わら わ の た め に 多く の エア ル 
「…・ が ん ば っ た も ん ね …」 CS 語 
ウン ディ ー ネ 、 そ な た ら に こ ーー wa 


「 ウ ン デ ィ ー ネ ! オレ た ち は 世 界 の エア ル を 抑え た い 。 力 を 貸し て 飲 し い 」 
「 承 知 し よう 、 だ が わら わ だ け で は 赴 り ぬ 」 


[ え ?] 
「 わ ら わ が 司る は 水 の み じ ゃ 。 他 の 属性 を 統べる 者 も そろ わ ね ば 十分 と は いえ ぬ ] に < 本 
「 物 質 の 基本 元素 、 地 水 火 風 ……… 最 低 で も あと 三 体 か ……」 ーー 


、 な ん と か する し か な いっ て こと ?2 


「 そ れ っ て や っ ぱり 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を な ん と か する し か な いっ て こと ?」] 
「 素 直 に 精霊 に な っ て くれ る と いい ん じゃ が の ]」 
「 も う 存 在 し て いる 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) も 数 少な いわ 。 フ ェ 


ける 礎 エ レア ルー ミン 、 
# 界 の 根 た る レレ ウィ ー ゼ 』 還 


これ っ て …… 


| ウンディーネ が エス テル の 力 を 
、 儲 御 し て くれ て る ……? 


カロ ル 「 あ と 、 バウ ル だ ね 」 
ジュ ディ ス  「 バ ウル は だ め 。 まだ 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 生成 する ほど の エア ル を 処理 
し て いな いわ 。 そ れ に 、 私 が 認め られ そう に な い ] 


ユー リ 「 ウ ン デ ィ ー ネ 、 心当たり は な い の か ?」 

ウン ディ ー ネ 「 輝 ける 森 エ レア ルー ミン 、 世 界 の 根 た る レレ ウィ ー ゼ 。 場所 は そ な た 
の 友 バ ウル が 知っ て お ろう 」 

ユー リ の 問い に 答え る と 、 ウン ディ ー ネ は 姿 を 消し て し まう 。 

カロ ル 「 消 え ち ゃ っ た !」 

エス テル  「 い え 、…… い ます 。 感じ ます 」 回 

ジュ ディ ス  「 エ アル クレ ー ネ も 落ち 着い た よう ……。 エ ステ ル の 力 を 抑制 し て な い の に 」 

リタ 「 え ! 


驚い た リタ は エス テル の 方 を 向き 、 モ ニタ ー を 開く 。 
問 リタ 「 こ れ っ て …… ウ ン デ ィ ー ネ が エス テル の カ 力 を 制御 し て くれ て る …… ?] 


カロ ル 「 じ ゃ あ 、 エス テル は 本 当 に 自由 に な っ た の ?」 

閥 リタ 「 え え …… え え 1] 

ユー リ 「 エ ステ ル 。 よかっ た な ]」 

開 レ ィ ヴ ン  「 な ん だ か 不思議 な 成り 行き に な っ て きた ね え 」 

隔 ユー リ 「 確 か に 想像 も し て な か っ た こと ば か り だ 。 けど 光 が 見 えて きた じゃ ね ぇ か 」 
バ パティ 「 わ ず か な 光 じ ゃ 。 で も 、 深 海 か ら 見 える 太陽 くら い に 嬉 し い 光 な の じゃ 」 
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た り で 、 カロ ル が エス テル に 尋ね る 。 
「 ウ ン デ ィ ー ネ 、 ホン ト に 居る の ?」 
「 は い 、 うま く 言 えま せん けど 、 一 緒 に いま す 。 感 じ ま す 」 


トド:】 バテ ィ 「 エ ステ ル の 体 の 中 に 入っ と る の か も し れん の 」 
リタ 「 エ ステ ル を 通じ て 誕生 し た こと で 、 な に か つなが り が 生じ た の か も 。 
興味 深い …… 」 


ユー リ 「 研 究 は また に し て くれ よ 」 

閲 リタ 「 分 か っ て る わ よ 。 そん な ……-」 

リタ の 言葉 を さえ ぎる よう に 、 光 と と も に 田 音 が 鳴り 響く 。 

カロ ル 「 な 、 な に 、 今 の !?」 

開 レ ィ イヴ ン  「 あ の 方 角 は 確か …」 

ジュ ディ ス 。 「 ザ ウデ の 方 角 ね 」 

ザウ デ か ら 光 が 幾 筋 も 空 へ 向け て 放 た れる 。 光 は 上 空 で 、 見 えな い 壁 に ぶつ か っ た か の 
よう に 爆発 する 。 そ し て 空中 の 結界 らし きも の が 破 られ 、 黒く 福々 し い 物 体 が 空 を 覆う 。 
ザウ デ の 魔 核 (コア ) は 頂上 部 か ら 落 下 し 、 巨大 な 爆発 を 起こ す 。 そ し て 空 か ら は 、 無数 の 
星 喰 (ほし は ) み の 分 体 が 現れ る 。 

リタ 「 星 喰 ( ほ し は ) み が …… ま さか ザウ デ が 停止 し た …… ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 あ ちゃ ー、 ど っ か 下手 な と こい じ り で も し た の か ね 」 

エス テル 「 あ れ が 本 当 の 災厄 …」 

「 な る ほど 世界 を 喰い か ね ね えな ]」 

「 あ ん な の 、 どう し た らい いん だ ろう 」 

「…… ち ょ いと 包丁 で 三 枚 に お ろ す に は 大 きす ぎる よう じゃ の 」 
巨大 な 星 喰 (ほし は ) み を 目の当たり に し て 、 言葉 を 失っ て し まう 一 行 。 し ば らく し て 、 何 か 
を 思い つい た ユー リ が 言葉 を 発する 。 

隔 ユー リ 「 な あり タ 、 あの 星 喰 (ほし は ) み っ て の は エア ル か ら 生 まれ た っ て デュ ー 
ク が 言っ て た ん だ が ]」 


リタ 「 え ?」 


も し 十分 な 精霊 が いた ら 、 


関 ユー リ 「 精 圭 は エア ル を 物質 に 変え る っ て ん な ら 。 も し 十分 な 精霊 が いた ら 、 革 M み も と うに か で き な い の ? 
星 喰 ( ほ し は ) み も どう に か で き な い か ?」 


閥 リタ 「 分 か ら な い 。 そ ん な の 分 か ら な い 。 で も …… や っ て みる 価値 は ある と 思う 」 
エス テル †「 や り ま し ょ う 、 ユー リリ!」 
開 ユー リ 「 決 まり だ な 」 


突然 、 ジ ュ デ ィ ス が バウ ル の 声 を 聞き つけ る 。 
ジュ ディ ス  「 バ ウル !? …… そ う 、 分 か っ た わ 。 あ り が と う 。 星 喰 (ほし は ) み の 付 
属 が 街 を 襲っ て いる らし いわ 。 場所 は ノー ド ポ リカ 」 


エス の 


閲 ユー リ 「 や れ や れ 聞 いち まっ た ら 、 放っ と く 訳 に いか ね えな 。 急ぐ ぞ !」 


あな や 4 記し P 419 | 古人 誰が た め に ・ そ の 1 き シェ ル の 探し て いた 兄 ク レイ が 、 ザー フィ アス に 帰っ て くる 


花 の 恩返し = エス テル が ハル ル の 樹 に まつ わる 物語 を 子ども た ち に 聞か せる 
噂 の 真相 = エス テル が 物語 を 創っ た こと に ハル ル の 樹 の 精霊 が お 礼 を する 
バウ ルレ ー ス ヨ ミ ョ ル ゾ の 少年 が 考え た レー ス に バウ ル で 挑む 


スキ ッ ト 星 喰 み 完全 復活 に つい て 


技 場 都市 の 危機 


CSS また Kr KK 闘技 場 都市 ノー ド ボ ポリ カ ネ 


ノー ド ポ リカ を 襲う 星 喰 (ほし は ) み の 分 体 に 近づく 一 行 。 0 
カロ ル 「 見 て ! 街 に 取り 付い て る !」 の は 本 所 を つて 
ユー リ 「 あ の 黒い の …… 前 に コ ゴ ー ル 砂漠 で 見 た や つか !」 

ジュ ディ ス  「 前 の は フェ ロー の 幻 だ っ た けど 今度 の は 本 物 よ 。 気 を つけ て 」 

エス テル  「 結 界 ( け っ か い ) の エア ル を 食べ よう と し て る みた いで す 


リタ 「 星 喰 (ほし は ) み は エア ル に 引き 寄せ られ る …… ?] 

開 レ ィ ヴ ン  「 こ いつ は な か な か や ば そう ね え 」 

に | パテ ィ 「 や ば く て も や る し か な い 。 一 本 釣り に し て くれ る の じゃ 」 

関 ユー リ 「 よ し 、 行く ぞ !」 

ナッ ツ が 戦士 の 殿堂 (バレ スト ラー レ ) を 率い て 、 分 体 の 侵攻 を 食い 止め て いる 。 と 


賠 ナッ ッ 「 退 ( ひ ) く な ! ここ で 食い 止め る ん だ !」 ah 
そこ に ユー リ た ち が 駆 けつ け 、 星 喰 (ほし は ) み の 分 体 を 撃退 する 。 
開 レ ィ ヴ ン  「 お ーー お 、 も の も の し いね え 」 


賠 テ ッッ 「 あ 、 あん た た ち は …… | 

街 を 守り 、 ナッ ツ と 話し 込む 一 行 。 

賠 ナッ ッ 「 ま た あん た た ち に 助け られ た な 」 

カロ ル 「 こ の 街 だ け 襲 われ る な ん て ほん と 運 が 悪い よね 」 
リタ 「 運 じゃ な いわ 」 


別 行動 を し て いた リタ が 、 戻っ て くる 。 
エス テル  「 リ タ 、 ど こ に 行っ て た ん で す ?] 


リタ 「 こ この 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) 見 て きた の 。 出力 が 上 げ ら れ 
て た わ 。 だ か ら あ の 化け 物 が 引き 寄せ られ た みた いね 。 通 常 の 出力 に 
戻さ は て も ら っ た わ よ ]」 どん だ だ ちく らい っ で も 
賠 テッ ッ 「 万 が 一 に 備え た ん だ が …… 裏 目 に な っ て し まっ た ん だ な 。 自 分 は 住民 
の 様子 を 見 に いく 。 あん た た ち は 好 き な だ け ゆ っ くり し て っ て くれ 
閲 ユー リ 「 あ り が た い が オ レ た ち も 旋 いで て ね 。 も う 行く わ 」 
賠 ナッ ッ 「 そ うか 。 あん た た ちな らい つ で も 歓迎 する 。 また 寄っ て くれ 」 
閲 ユー リ 「 サ ン キュ ] 


ノー ド K り カ を 去 ろ うと する 一行 
カロ ル 「 ナ ッ ツ さん 、 が ん ば っ て た ね 」 


ユー リ 
エス テル 
ユー リ 
エス テル 


開 レ ィ ヴ ン 


ユー リ 
けど 、 全 部 ケリ が つい た 時 に は 
落 か みせ て や ろう ぜ 


カロ ル 
ユー リ 
ジュ ディ ス 
癌 リタ 


閲 ユー リ 
リタ 


開 レ ィ ヴ ン 


記 星 忠 み は エ アル に 近い っ て ん な ら 
精霊 の カ が 影響 し た 
時 


は ある わ ね 


問 ユー リ 
エス テル 
問 ユー リ 
と だ se ES : 
別 1 いい ん じゃ な いか ? > 
1 アデ 9 バテ ィ 
章 リタ 
ジュ ディ ス 
イ 
シ 回 リタ 
リ ono ・ 
オ 全部 使え な く な っ ちゃ わな い ? 


開 レ ィ ヴ ン 
エス テル 
ジュ ディ ス 


内 リタ 


な に 、 競 簡 が な く な っ て も 、 カロ ル 
うち は オー ル 一 本 で 
バテ ィ 


大 海原 を 溢 っ て みせ る の じゃ 


ジュ ディ 
リタ 
関 ユー リ 


間 訟 ie 関 ユー リ 
園 レ ィ ゥ ン 
うな ずく 一 行 。 
パテ ィ 
カロ ル 


閲 ユー リ 


スキ ッ ト 
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エス テル 


考え 込ん で いた ユー リ が 、 ふと 何 か を 思い つく 。 


空 の 星 喰 (ほし は ) み を 見 る ユー リ 。 さ ら に 言葉 を 続け る 。 


戦闘 会 放 デイ ブレ ー カ ー S ナ イト ブレ ー カ ー 戦 


「 あ あ 、 ベリ ウス 亡き 後 、 うま くま と め て る みた い だ な 」 

「 ウ ン デ ィ ー ネ と 会 わせ て あげ た いで す 。 きっ と 喜び ます 」 

「 今 は 止め と け 。 けど 、 全部 ケリ が つい た 時 に は 驚か の せ て や ろう せ 」 

「 は い 」 

「 に し て も 、 あの 化け 物 ……。 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 手練 れ が 
太刀 打ち で き て な か っ た な 。 どう も 解せ な いね ぇ 」 

「 ボ ク ら は 倒せ た の に ね 」 

「 何 か 違い が ある と し た ら ……」 

「 精 圭 、 か し ら ね ?」 

「 星 喰 ( ほ し は ) み は エア ル に 近い っ て ん な ら 精 霊 の 力 が 影響 し た 可能 
性 は ある わ ね 」 

「 そ れ じ ゃ あと 三 体 そ ろ え れ ば も っ と 対抗 で きる っ て こと か ?」 

「 ど うだ ろう ……。 エ アル を 抑え る だ け な ら 、 属性 そろ えれ ば 十分 だ ろ 
うけ ど 、 相手 は あの 星 喰 (ほし は ) み だ か ら 。 何と も 言え な いわ 」 

「 う お 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) だ っ て そこ ら 辺 に 転がっ つて る も ん じゃ な いし な あ 」 
「 始 祖 の 塚 長 (エン テレ ケイ ア ) も 、 も う 数 少な いみ た いで すし …」 


「……: な あ 、 世界 に 存在 する 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) っ て 相当 な 数 だ よ な 」 
「 そうですね 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は わた し た ちの 生活 に 欠か せな い 
も の で すか ら 」 

「 魔 核 ( コ ア ) っ て 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) の カケ ラ で で き て る っ て こと だ よ な 。 
だ っ た ら 、 も し 精霊 四 体 で 走り な いん な ら 、 世界 中 の 魔 核 ( コ ア ) を 精霊 
に 変え た らい いん じゃ な いか ?」 

「 う うむ 、 そ うな っ た ら 5 海辺 の 砂粒 みた く 精 霊 だ ら け に な る か も し れん の 」 
[無茶 な こと 言う わ ね 。 だ いた い ど う や っ て や る の よ 」 

「 仮 に 方 法 が わか っ て も 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) ひ と つ ひ と つ を 回 る の 
か しら? 量 喰 (ほし は ) み は 待っ て くれ な いと 思う けれ ど ]」 

「 ど うに か し て くれ る よ な ? 専門 家 さ ん 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ラス ティ ア ) は 全部 使え な く な っ ちゃ わな い ?] 

「 魔 入 (コア ) が な く な る わけ だ か ら そ うな る わな 」 

「 ど ん な 世の中 に な っ て し まう ん で し ょ う ?」 

[結界 (けっ か い ) に よっ て 約束 され て いた 安全 は な く な り …」 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に まかなわ れ て た 生活 に 必要 な 機能 が 失わ れ て 、 
相当 不便 な 生活 に な る で し ょ うな 」 c 
「 な に 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が な く な っ て も 、 うち は オー ルー 本 で 大 
海原 を 渡っ て みせ る の じゃ 」 

「 そ の 気概 、 素敵 だ わ 、 バテ ィ 」 

「 あ ん た た ち が そ れ で よく て も ……」 

「 嫌 が る ヤツ は 大 勢い る だ ろう な 。 それ で も や ら な きゃ ……」 


間 以 外 の 誰 に も 理解 され な か っ た と し て も 」 

「 ま 、 と に か くま ず は 四 属 性 の 精 圭 を 生み 出 そ う ぎ ぜ ] 
「 じ ゃ の 。 先 の こと は それ か ら で も 考え られ る の じゃ 」 

「 バ ウル が 始祖 の 痕 長 (エン テレ ケイ ア ) の いる 場所 を 知っ て る ん だ よね ?」 
「 あ あ 。 船 に 戻っ て 聞い て みよ う 」 


バウ ル に 乗り 込み 、 ユー リ た ち は 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を 探し 求め る 。 
隔 | エス テル  「 輝 ける 森 エ レア ルー ミン 、 世 界 の 根 た る レレ ウィ ー ゼ -…-」 


癌 カロ ル 「 聞 いた こと も な い 地 名 だ よ 」 

双眼鏡 で 遠く を 見 つめ る バテ ィ 。 

本 バテ ィ 「 ど こ か に 見 えん か の 一 」 

開 レイヴン [見 て わか れ は 苦労 は し な い だ ろ う ね え 」 

きり 文 に 。 バ ウル は 知っ て る そう よ 。 た だ …-」 

ユー リ 「?」 冬 

ジュ ディ ス  「 教 える の を た め ら っ て る 。 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) は 始祖 の 隷 長 (エン テレ 、 Per を oeEW ヶ を 


ケイ ア ) の 死 と 引き 換え に 得 ら れる も の だ か ら 」 

エス テル  「 仲 間 を 危険 な 目 に 四 わ せ た く な いん で すね ……」 

ユー リ 「 バ ウル 、 聞い て くれ 。 オ レ た ち は 世 界 を 護り た い 。 け ど 、 その た め に 
誰か を 犠牲 に し て いい な ん て 思っ て な い 。 一 方 的 に 始祖 の 隷 長 (エン 
テレ ケイ ア ) か ら 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 奪う 真似 は し な い 」 

エス テル 「 お 願い し ます 。 バ ウル 」 

閲 ユー リ 「 頼 む 。 教え て くれ 。 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 居る と ころ を 」 

ユー リ た ちの 声 に 応え る よう に 、 バウ ル が 只 く 。 

ジュ ディ ス  「…… エ レア ルー ミン は トル ビ キ ア 大 陸 の 北東 部 。 レ レ ウ ィ ー ゼ は ウェ 
ケア 大 陸 …… だ そう よ 」 

エス デル . [あり が よう 。 バウ 北 

ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー の 居る コ ゴ ー ル 砂漠 へ も 行か な いと ね 」] 


較 っ 0 
まれ た と ころ か し ら 」 最後 の 秘 漠 、 で す 

脱 レイ ヴ ン ”「 ウ ェ ケ ア 大 陸 っ て の は 帝都 の ある イリ キア 大 陸 の さら に 南 の ヤツ っ 
し ょ ?」 


エス テル 「 ウ ェ ケ ア 大 陸 ……。 時 の 皇帝 カル クス 三世 が 開拓 の た め に 四 度 に わた っ 
て 調査 隊 を 派遣 し た が 、 いずれ も 交信 が 途絶 え 、 戻る も の も な か っ た 。 

人 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス に 残さ れ た 最後 の 秘境 、 です 」 。 の 

癌 カロ ル 「 そ 、 そん な と こ な の …… ?」 ーー いつ まで も DE 、 

開 ユー リ 「 ウ ェ ケ ア の レレ ウィ ー ゼ は 最後 に 回 し た 方 が 良い か も し れ な いな 」 還 0 7 

話 を 聞い て いた バウ ル が 噂 く 。 

回 ジュ ディ ス  「 ど うす る か は …… 任 せる そう よ 」 


ユー リ 「 サ ン キ ュ 。 バウ ル 。 行こ う 」 
ユー リ た ちと 少し 離れ た 場所 に 立っ て いる バテ ィ 。 思 い 詰め た 表情 で つぶ や く 。 
バテ ィ 「…… い つま で も 先送り に し と く 訳 に ちい か ん の 」 


= リタ が アス ピオ の 魔 導 士 た ち に 精霊 化 の 話 を する 


サブ イベ ント 目 [ 精 圭 魔 術 の 第 一 歩 


レイ ヴ ン と 心臓 魔 導 器 き レイ ヴ ン が 自分 の 心臓 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の こと で 悩む 
戦闘 技術 の 訳 合い ・ そ の 1 き ミ ョ ル ゾ の 長老 か ら 、 住民 が 移住 し よう と し て いる こと を 聞く 
スキ スキ WW ユー リ ・ そ の ら 2 き パテ ィ が カワ イイ 衣装 を 作っ て 、 ユー リ に アピ ー ル する 


スキ ッ ト 前 人 未 到 は 高 さ の せい ? 


キー ニキ YY へ 避 半 


世界 の 命運 は 決し 、 我 ら は 
その 務め を 果たせ ず 装 わる 。 


ie 


フェ ロー 三 生 生生 
どの みち 遠から ず 果 て る 身 … 
ぞ な た ら の 心 の まま に する が 良い 


フェ ロー の 岩場 


コ ゴ ー ル 砂漠 の 上 空 で は 、 フェ ロー が 飛び 回 っ て いた 。 
ジュ ディ ス 「 フ ェ ロ ー ! 


閥 リタ 「 傷 つい て る の に 何で 飛び 回 っ て る の ?」 

較 ユー リ 「 あ ん な 状態 で 馬鹿 な ヤツ に 襲わ れ た ら ひ と た まり も ね ぇ だ ろう か ら な 」 

開 レイヴン [人間 に 聖 核 (アバ ティ ア ) を 渡さ な いた めか 」 

に | バテ ィ 「 人 の 欲望 は 果て し な いか ら 、 空 と 言え ども 安全 で は な い の じ ゃ 」 

癌 カロ ル 「 っ つて 言っ て も 、 じゃ あ 、 どこ に いて も ……」 

GR で べく | フェ ロー 

賠 カロ ル 半 ーー 

エス テル  「 な ん だ か …… 呼 ん で る よう で す 」 

ユー リ 「 行 こう 」 

住処 で 横たわっ て いる フェ ロー に 、 ジュ ディ ス が 呼び か ける 。 

ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー、 フェ ロー、 し っ か り し て 。 ご めん な さい 、 私 た ちの た め に …-」 

癌 カロ ル 「 ど うい うこ と ?」 

問 ジュ ディ ス  「 ザ ウデ で フェ ロー は 私 た ちの オト リ に な っ て くれ た の よ 」 

隊 フェ ロー [世界 の 命運 は 決し 、 我 ら は その 務め を 果たせ ず 終 わる 。 無念 だ ……」 

ユー リ 「 長 年 、 が ん ば っ て きた 割 に 諦め が 早い ん だ な 。 悪 いけ ど 、 ま だ 終わ っ ちゃ 
いな いせ ぜ 」 

フェ ロー 「 ザ ウデ が 失わ れ 、 星 喰 (ほし は ) み は 帰還 し た 。 人 間 も 我 ら も 昔 日 の 力 


は な い 。 こ れ 以 上 、 な に が で きよ う 」 
ト 』 エス テル 「 ま だ 望み は あり ます ! まだ 新しい 力 が ある ん で す !」 


リタ 「 あ ん た に 精霊 に …… エ アル を も っ と 制御 で きる 存在 に 転生 し て 欲し い の 」 
関 ユー リ 「 そ の た め に は …… あ ん た の 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) が 必要 な ん だ 」 
フェ ロー 「…… 我 が 命 を 寄 越 は す と いう か 。………… 。 心 で 世界 は 救え ぬ が 世界 


を 救い た いと いう 心 を 持た ね ば 、 また 救う こと は か な わ ぬ 、 か ……。 ど 
の みち 遠から ず 果 て る 身 …… そ な た ら の 心 の まま に する が 良い 」 
フェ ロー の 身体 か ら 光 が 発せ られ た あと 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) が 出現 する 。 
開 レ ィ ヴ ン 。 「-…- 精 寺 に な っ て も 協力 し て くれ な か っ た り し て ね ……」 
問 ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー は 世界 を 愛し て いる も の 。 き っ と 大 丈夫 よ 」 
エス テル  「 や り ま し ょ う 」 9 


癌 カロ ル 「 で も ここ エア ルク レー ネ が 酒 れ て る ん で し ょ ?」 

エス テル 「 エ アル の 流れ の 跡 を 辿れ ば 、 深 か か ら 引 き 寄せ る こと が で きる と 思い ます 
門 バテ ィ 「 そ ん な こと 、 で きる の か ?」 

エス テル 「 ウ ン デ ィ ー ネ が …… 教 えて くれ る ん で す 」 

ユー リ 「 分 か っ た 、 頼む 」 

精霊 化 の 術 式 が 成功 し 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) か ら 肖 が 噴き 出す 。 

内 リタ 「 や っ た 2 


レイ ヴ ン | うわ も ら わ 、 火 だ 炎 が | 

エス テル [ 炎 の … 精 霊 ……」 

229 「 お お …… 無 尽 蔵 の 活力 を 感じ る 」 

その と き 、 ウン ディ ー ネ が 出現 する 。 

上 | ウン ディ ー ネ 「 お 久 し ゅ う 、 盟主 どの 。 転生 、 お 祝い 申し 上 げ ま す 」 

222 「 そ の 気配 は …… ベ リウ ス ? そう か 、 そ な た も ……」 

上 ウン ディ ー ネ 「 水 を 統べる よう に な っ た 今 は ウン ディ ー ネ と 呼ば れ て お り ま す 」 

9? 「 在 り よ う を 変え し 今 、 我 も また 新た な 名 を 求め ね ば な 。 我 を 転生 せ し 
め た そ な た 、 我 を 名 付け よ 」 

カロ ル 「 め ら め ら 火の玉 キン …-」 

そう 言い か けた カロ ル を 、 リタ が チョ ッ プ で 止め る 。 

エス テル  「 力 強く 猛々 し い ※…… 和 熱 の 君 イ フリ ー ト 」 


災 の 精霊 は その 名 を 聞い て 、 うな ずく 。 


職 イフ リー ト  「 世 界 と 深く 結び つい た 今 、 すべ て が 新しく 視 える 。 この 死に 絶え た 荒 


野 で さえ 力 に 満ち 溢れ て いる 。 は は は は 、 愉快 だ 」 
暴 笑 し な が ら 飛 び 去 る イフ リー ト 。 
烹 | カロ ル 「 ち ょ 、 飛ん で っ ちゃ っ た !」 
パテ ィ 「 お 一 い 、 どこ へ 行く の じゃ あ 」 


F ウン ディ ー ネ 「 案 ずる な 。 我ら そ な た と 結び つい て お る 。 どこ で あろ うと 共に 在 る の 


じゃ 。 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) と 満月 の 子 と が 精霊 を 生み 出す 。 
"て ー まこ と 自然 の 摂理 は 深遠 な も の じゃ な 」 
そう 言っ て 姿 を 消す ウン ディ ー ネ 。 


開 レ ィ ヴ ン  「 な ん つ 一 か 、 精霊 に な る 前 と 後 で ずい ぶん と ノリ 違う も ん ね え 」 
リタ 「 き っ と 価値 観 が まる きり 変わ る の よ 。 魚 が 鳥 に 変わ る どこ ろ じ ゃ な くね ] 
ユー リ 「 あ の 方 が 健全 で 良い じゃ ね ぇ か 。 世 を 朋 う 賢人 (けん じん ) 然 と し て る 


より 、 さ 」 


スキ ッ ト フェ ロー の 気持 ち ン エア ル 制 御 へ の 光明 精霊 誕生 に つい て 


結晶 の 森 、 エ レア ルー ミン 石英 林 の 内 部 に 入り 込ん だ ユー リ た ち 。 
ユー リ 「 こ こ が 結 晶 化 の 中 心 め みた い だ な 」 
エス テル 「 綺 麗 …… 夢 の 中 に いる みた いで す 」 


パテ ィ は 双眼鏡 で 森 を 見 渡し て いる 。 


バ パティ 「 う 一 お 、 森 全体 が お 宝 な の じゃ 。 で も 船 に は 運べ な い の じ ゃ ……」 


開 レ ィ ヴ ン  「 な ん で ああ も 反応 に 差 が ある か ね え 」 
一 方 カロ ル は 、 近く に ある 結晶 を 破壊 し て いる 。 


カロ ル 「 バ リバ リ 砕 ける よ 、 あはは 面白 い 」 
リタ 「 の ん き な も ん ね 。 これ 自然 に で きた ん じゃ な いわ よ ?」 
癌 カロ ル 「 え 、 どう いう と ど ?」 


ジュ ディ ス  「 結 晶 化 に よっ て 新た に 生ま れ た 地 の 中 心 …。 こ こ に それ を 行っ た 何者 か が いる 」 


リタ 「 そ れ と エア ルク レー ネ も ね 」 
突然 、 ラ ビー ド が 何 か に 気づい て 咲 える 。 
、 境 』 


だ 問 


ユー リ 「 ど うし た ラ ピ ー ド 、 な ん か 見 つけ た か 」 

足下 に は 、 踏み 荒らさ れ た 結晶 の 跡 が 残っ て いる 。 

リタ 「 こ れ っ て …-」 

カロ ル 「 踏 み 荒 らし た 跡 …- ボ ク ら の じゃ な いね 」 

バテ ィ 「 こ ん な と ころ に 来る な ん て どこ の 物好き な の じゃ 」 

ユー リ 「 ど う や ら 先客 が いる らし いな 。 み ん な 、 用 心 し ろ よ 」 

森 を 進む 一 行 め が け て 、 突 如 ブ ー メ ラン が 飛ん で くる 。 それ を と っ さ に 剣 で 受け 流す ユー リ 。 
ユー リ 「 ち っ !」 

ジュ ディ ス  「 こ の 武器 …… 1! 


カロ ル ラン コリ 
ユー リ た ちの 目 の 前 に 、 傷 を 負っ た ナン が 現れ る 。 


に 立ち 赤 り こ … コ 
カロ ル 「 ナ ン ! 


そう 言う と ナン は 倒れ て し まう 。 カロ ル は ナン に 駆け 寄り 、 仲間 た ち も あ と を 追う 。 


カカ に 溝 ち 溢れ て いる 。 
は は は は 、 夫 配 だ 


あの 方 が 健全 で 良い じゃ ね ぇ か 
紀 を 愛 う 賢 人 然 と し て る より 、 さ 


諸 光 避 …… 夢 の 中 に 
欠い る みた いで す  』 


踏み 荒らし た 跡 …… 
、 ボ ク ら の じゃ な いね 


疲 | エス テル  「O ひ どい ヶ ケガ …」 

倒れ た ナン を 治癒 術 で 治療 する エス テル 。 カロ ル も 心配 そう に ナン を 見 つめ る 。 
韻 カロ ル [し っ か り ! ナン | 

チン [カロ ル …」 

了 「 一 人 で どう し た ん だ よ ! 首領 (ポス ) や ティ ソン た ち は ?] 
治癒 術 が 効き 、 な ん と か 上 半身 を 起こ す ナン 。 


か 


「 え !? ナン を お いて !? 首領 (ボス ) は と も か く 、 ティ ソン が ナン を つ 
れ て か な いな ん て ……。 い っ た い 、 何 が あっ た の さ 

「 不 意 に 標的 と ここ で 戦い に な っ て 。 あ た し 、 いつ も みた い に 出 来 な く 
て ……。 師匠 が 、 迷い が ある か ら だ っ て 」 

「 迷 い ?」 

「 魔 物 は 憎い 。 許せ な い 。 そ の 気持 ち は 変わ ら な い 。 で も 今 は こん な 
と こ に まで 来 て 魔物 を 狩る も こと より も 、 し な きゃ いけ な いこ と が ある ん 
じゃ な いか っ て ……。 そ れ を 話し た ら ……」 

開 レ ィ ヴ ン  「 置 いて 行か れれ た っ て か 」 

ジュ ディ ス  「 愚 か ね 。 こ の 期 に 及 ん で 生き 方 を 見 つめ 直せ な いな ん て 」 


/ 叶 か ね . こ の 期 に 及 ん で 。 
f  \、 生き 方 を 見 つめ 直せ な いな ん て 


関 カロ ル 「 ひ どい よ ! ナン は 間違っ て な い の に 」」 
ユー リ 「 ま 、 落ち 着け 、 カロ ル 。 な ぁ 、 魔 狩 り の 剣 ( マ ガワ り の ツル ギ ) の 狙い は 


始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) だ ろ 」 
リタ 「 急 い だ 方 が 良さ そう ね 」 
ユー リ [ああ 」 
カロ ル 「 さ ぁ 、 ナン 、 歩け る ?] 
民 】 ナン 1 え ?、 う 。、 う ん 。 は ど -…」 
エス テル 「 こ ん な と ころ に 一 人 で いて は 危険 で す 」 
カロ ル [一緒 に 行こ う 、 ナン 」 
ナン 「 カ ロ ル ……。 うん 」 


る eg まく oo は soc お まみ あら ce 2 お の で も に CO の らい エレ アル ー ミ ン 石 英 林 そ 


ー 行 が 最深 部 に 到達 する と 、 グ シ オス と 何者 か が 相対 し て いる 。 
コチ W 天 | グ シ オス 1 


癌 カロ ル 「 グ シオ ス っ て あい つ !? 確か カル ボク ラム で ……」 
閲 ユー リ 「 な る ほど 。 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) に と っ ちゃ 因縁 の 相手 っ て と こ か 」 


本 | バテ ィ 「 で 、 うち ら の 茶 飲み 相手 は どっ ちか の 」 

開 レ ィ ヴ ン 。 「 ど っ ち 、 っ て あの ね え 」 

1 人 で 飛び 出 そ う と する ジュ ディ ス 。 

エス テル  「 待 っ て 、 ジュ ディ ス 。 様子 が お か し いで す !」 
ジュ ディ ス は エス テル に 制止 され て 踏み と ど ま る 。 一 方 、 グ シ オス と 相対 し て いる 魔 狩 り 
の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) は 、 苦戦 し て いる 様子 。 

議 テディ ソン 「 お お りゃ ああ あ !|」 

グ シ オス に 飛び か か る も の の 、 吹き 飛ば され て し まう ティ ソン 。 
本 3 ナン 「 師 匠 !」 

記 クリ ント 「 く ……: な ぜ だ 、 な ぜ 攻 撃 が 効か な い ……!?] 
喚 立 を あげ る グ シ オス 。 口 か ら た くさ ん の エア ル を 吸収 し て いる 。 
リタ 「 エ アル を 食べ て る 。 で も これ っ て …… ?] 
魔 諸 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の メン バー に 駆け 寄る ナン 。 

開 カロ ル 「 ナ ン 、 危な い !」 


主 クリ ント 。「 ナ ン … な ぜ 来 た 
間 ティ ソン 迷い を も っ た まま じゃ 足 手 まとい だ と 言っ た ろう が 
主 クリ ント  「 輝 げろ ! お まえ で は どう に も な らん J」 
ナシ 「 い や で す 、 あたし に と っ て ギル ド は 家族 。 見 捨て る な ん て で き な い !」 


あたし に と っ て ギル ド は 家族 
晃 挫 て る な ん て で き な い !/ 


グ シ オス が ふた た び 別 呼 を あげ る 。 

間 ティ ソン 「< そ が !』j 

カロ ル を 筆頭 に 、 ユー リ た ち が グ シオ ス と 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 間 に 割 っ て 入る 。 
カロル トナ ナラ 

還 クリ ント [貴様 ( き さ ま ) ら ……」 

問 ジュ ディ ス  「 落 ち 着い て 、 グ シオ ス ! どう し た と いう の 

グ シ オス が 回 転 し て 尻尾 で 攻撃 する と 、 全員 が 吹き 飛ば され る 。 クリ ント は ナン が 壁 に 激突 し 
な いよ うに 身 を 抵 し て 守る 。 身構え る 一 行 の 前 に 、 精霊 が 姿 を 現す 。 

韻 | エス テル  「 ウ ン デ ィ ー ネ !」 

回 クリ ント 「 な 、 な ん だ …… こ いつ は ……」 

E ジュ ディ ス  「 精 霊 よ 」 


隊 】 ナン 「 精 寺 ……」 
ウン ディ ー ネ 「…… グ シオ ス 。 そ な た …-」 
関 ユー リ 「 ウ ン デ ィ ー ネ 、 あい つ 、 いっ た い ど うし ちまっ た ん だ ?」 


イキ ワッ ! な ん 0 困 で 窒 あ 大 500 


曲 ウン ディ ー ネ ye 2 の CHE 5 還 に エ アリル 定 了 の 0 
る 訳 で は な い 。 その 能力 を 超え た エア ル を 、 体内 に 取り 込ん だ も の は 
SA 0 


。 / その 能力 を 超え た エア ル を 、 
体内 に 取り 込ん だ も の は 
、 え 切れ ず 変 因 を 起こ す 


國 | シル フ 「 い くら 色 福 の 吉 長 ( エ ン テ レ ケ イア ) で も 、 無 限 に エア ル を 取り 込め る 


訳 で は あり ませ ん 。 そ の 能力 を 超え た エア ル を 体内 に 取り 込ん だ も の は 、 
面 え 切 れず 変異 を 起こ し ます 」 
EE ウン ディ ー ネ 「 そ し て …-」 
開 リタ 「 ま さか !」 電 、 DP 
ウン ディ ー ネ 「…… 星 喰 (ほし は ) み と な る 」 4 と いこ いつ きき さっと 
関 ユー リ 「 な ん だ と !? それ じゃ 、 こ いつ は 世界 を 守 ろ うと し て 、 あん な ん な っ ち 
まっ て た の か 」 


還 じ 3 ウズ 


PP 」 


ー… 裁 っ て や っ て く 


前 ウン ディ ー ネ 「 ご 、 グ シ オス と いう 存在 で ある 内 に 


ーー この 者 が まだ 、 グ シオ ス と いう | 
存在 で いる 間 に 0 
コー リ トド ーー ああ 」 2 | 
杜 才 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー | 
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癌 | エス テル  「…… は い ] 

グ シ オス を 倒し た 一 行 。 グ シオ ス の 身体 は 光 と と も に 消滅 し 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) と な る 。 
癌 ジュ ディ ス  「 グ シオ ス …… ご めん な さい …」 

グ シ オス の 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 見 つめ る ジュ ディ ス 。 ティ ソン の 肩 を 借り て 何と か 立ち 上 が っ 
た クリ ント は 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 憎しみ を 込め た 目 で 見 つめ て いる 。 


Se 


1 
8 
4 
は 


| 
| 
| 
| 
1 


CR 


識 クリ ト [そい つ は 仙人 は 間 」3 っ 計 mor | 
| 
ーー (| 
識 クリ ンド 。。 [何人 前 に 井村 ( エ 5 が) Sm (| 


俺 だ け で は な い 。 魔 狩り の 剣 (マガ り の ツル ギ ) の メン バー の 大 半 が 麻 
物 に 大 事 な も の を 奪わ れ た 者 た ち ……。 この 、 奴ら を 憎 お 気持 ち は 世 
界 が どう な ろう と 変わ る も の で は な い !」 

カロ ル 「…… そ れ で も 間違っ て る よ ]」 

間 クリ ント 「 な に ?」 


NT 


Na 
NCAAYORCK 


は 
1 
1 思 
回 
< 


そん な こと 続け た 
な に も 帰っ て こない の に 


tl 


や で ドー 


か mW ホー ホー サー 


2 


/ 意識 すら 飲ま れ か け て いた の だ 
、、 し ば らく は 目覚 めまい 


ん で 、 拓 り 巡っ て 結 一 番 悪 い の は さ 
人 間 っ て か ……. 笑 えな いね ぇ / 


カロ ル 
開 レ ィ ヴ ン 
F ジュ ディ ス 
パテ ィ 


エス テル 
ッ ik 


「 そ ん な こと 続け た っ て 、 な に も 帰っ て こない の に 」 

「 あ の 戦争 で 身内 失っ た の は 、 あん た ら だ け じ ゃ な いで し ょ ] 

「 そ う ね 、 それ で も 前 向き に 生き よう と する 人 も いる 」 

「 憎 し み だ け で ぶつ か っ て いっ て も 、 誰 も …… 自 分 も 救 わ れ な い の じ ゃ 。 
それ より 残っ た 者 を 大 切 に し た 方 が よい の じゃ ] 

「 街 を 守っ て 魔物 と 戦う 、 立派 な こと だ と 思い ます 。 けど ……」 

「 世 界 が どう に か な り そ う っ て な 時 だ 。 意地 に な っ て ん じゃ ね ぇ よ 」 

回 クリ ント 今更 …… 生 き 方 を 変え られ ん 」 

ユー リ 「 ふ ん 。 どう し て も 邪魔 する っ て ん な ら …… こ こ で 白黒 つけ な きゃ な ん ね えな 
相対 する ユー リ と クリ ント 。 

問 ナン 「 首 領 (ボス )……」 

回 クリ ント 
真 刻 な 表情 で クリ ント を 見 つめ る カロ ル 。 ク リン ト は その 顔 を 見 る と 、 背 を 向け て 一 行 の 
前 か ら 立 ち 去 ろう と する 。 

エス テル 「 待 っ て くだ さい 、 傷 の 治療 だ け で も ……」 
エス テル は 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の メン バー に そう 言う が 、 


クリ ント は その 言葉 を 


無視 し て 行っ て し まう 。 
回 クリ ント 「 起 きろ 貴様 ( き さ ま ) ら ! 撤収 する ぞ !」 
| ナン [ に の あり が と う 」 


ナン は カロ ル に 近づい て 礼 を 言う と 、 こち ら を 見 ず に 立ち 去る 。 
カロ ル 「 わ か っ て くれ た の か な -……」 
ユー リ 


癌 リタ 「 成 功 …… ?」 
< | パテ ィ 「 で も 日 を 閉じ た まま 、 びく り と も 動か ん の じゃ 」 
イフ リー ト が 誕生 し て いる 場合 | 


[意識 すら 飲ま れ か け て いた の だ 。 し ば らく は 目 沈め まい 。 さぁ 、 名 付 
け て や る が よい 」 

イフ リー ト が 誕生 し て いな い 場 合 。 。 

| ウン ディ ー ネ 意識 すら 飲ま れ か け て お っ た の じゃ 。 
名 付け て や る が よい 」 

隔 | エス テル 「 属 性 は …… な ん で す ?」 


SOE 間 


隊 イフ リー ト 


PPP PP ] 


すなわち 地 ] 
間 っ エス テル 「…… 大 地 …… な ら …… 根 を 張る 者 ノー ム 」 
ウン ディ ー ネ 「 目 覚め た ら 、 伝え て お こう 」 
姿 を 消す 精 寺 た ち 。 
リタ 「…… 星 喰 (ほし は ) み が エア ル を 調整 し て くれ よう と し た 始祖 の 隷 長 ( 工 
ン テ レ ケイ ア ) の 成れの果て な ん て 」 
「 ま っ た く 人 間 っ て や つ は 本 当 に 自分 の 目 で 見 える こと し か 分 か ら な い 
も ん だ な 」 
「 ん で 、 巡り 巡っ て 結局 一 番 悪い の は 人 間 っ て か ……。 笑え な いね ぇ 」 
バ パティ 「 い つ だ っ て な に か や ら か す の は 人 間 な の じゃ 」 
エス テル  「 じ ゃ 、 な お の こと が ん ば ら な いと いけ ませ ん ね 」 
時 ユ ー リ 「……: そ うだ な 。 そ の 通り だ 」 


開 レ ィ ヴ ン 


ウェ ケア 大 陸 に 到着 し た 一 行 。 あ た り に は 強い 風 が 吹い て いる 。 
ユー リ [ここ が レレ ウィ ー ゼ か ?] 
ジュ ディ ス  「 え え 。 バ ウル は そう 言っ て る わ ] 


議 ジュディ スズ [ええ 。 02L は そう 店 5 で る 6] 。  。 。 


レイ ヴ ン 「 こ こ か ら 、 降 り て いけ そう だ けど も ……」 

レイ ヴ ン は 高台 か ら 続く 細い 坂道 を 見 て 、 そう つぶ や く 。 坂道 に 近づく 一 行 。 
癌 ジュ ディ ス  「 深 そう ね ] 

エス テル  「 で すね ] 

一 方 、 パテ ィ は ガケ の 先端 に 立ち 、 双眼鏡 で 景色 を 楽し ん で いる 。 


析 】 パテ ィ 「 う ー お 、 よい 眺め な の じゃ 」 

エス テル  「 パ ティ 、 落 ちな いよ うに し て くだ さい ね ] 

隔 | バテ ィ 「 あ う 。 落ち る の は 間抜け な カロ ル だ け な の じゃ 」 
カロ ル 「 お 、 落ち な いっ て ば ] 

閲 ユー リ 「 降 り て いっ て みよ う 」 

問 ジュ ディ ス  「 そ う ね 。 それ し か な さそ う 」 

癌 リタ [ね え 、 バウ ル で 下 まで 降り た 方 が よく な い ?」 

癌 ジュ ディ ス  「 ち ょ っ と 危険 ね 。 狭 いし 、 気流 の 乱れ も 強 す ぎる わ 」 
店 パティ [確か に 風 が 強い の じゃ 。 ここ は 、 きっ と 風 の 生 まれ 故郷 な の じゃ 」 
エス テル  「 じ ゃ あ 、 こ の 谷 は 風 の お 母さん な ん で すね ] 

癌 カロ ル 「 風 の お 母さん か ぁ 」 

カロ ル は し ゃ が み 込 み 、 ガ ケ か ら 下 を の ぞ き 込む 。 

カロ ル 「 す ご いよ 、 ずっ と 下 の 方 に 河 が 見 える !」 


を 
エス テル 「 河 が 長い 時 間 を か け て 少し ずつ 地面 を 削っ て いっ て 、 この よう な 地形 


に な る ん で すね 」 


OO 
レイ ヴ ン 「 ま さ に 大 自然 の 力 。 い っ た い ど れ 程 の 時 間 を か け て 作ら れ て いっ た の か ね ぇ 」 


高い と ころ か ら 下 を 見 すぎ た た め 、 目 を 回 し て し まう カロ ル 。 


カロ ル 「 う わ ー 下 を 覗 ( の ぞ ) く と くら くら する ~」 

癌 リタ [馬鹿 っ ぽい ……」 

関 ユー リ 「 八 、 は し ゃ いで 足 滑ら す な よ 」 

開け た 場所 に 出る 一 行 。 少し 遅れ て いる レイ ヴ ン が 、 和 恵 を 切ら せ て つら そう に する 。 
隔 | パテ ィ 「 ほ れ 、 が ん ば る の じゃ 、 進む の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 ひ いこ ら 、 こ りゃ 年 寄り に ゃ 堪え る わ 」 

ユー リ 「 し っ か り し ろ よ 、 お っ さん 」 

癌 リタ 「 そ う よ 、 帰り は これ を 登ら な きゃ な ら な いん だ か ら 」 

リタ の 絶望 的 な 一 言 に 、 レイ ヴ ン は 仰向け に な っ て 倒れ て し まう 。 

リタ 「 あ 、 死ん だ 」 


その と き 、 ラビ ピー ド が 何 か に 気づき うな り を あげ る 。 
『 ラ ピー ド 「 ウ ウ ウ ウ 」 

エス テル 「 誰 か 来 ます !」 

ジュ ディ ス  「 こ ん な と ころ に 、 人 …… ?」 

ー 行 の 前 に 現れ た の は 、 デュ ー ク だ っ た 。 

| デュ ー ク 「 お まえ た ち …… !」 


閲 ユー リ 「 デ ュー ク ! あん た か 。 相 変わ ら ず 、 神出鬼没 だ な ] 
に | パティ 「 ユ ー リ を 助け て くれ て あり が と うな の じゃ 」 
癌 リタ 「 な ん で 、 あん た が お 礼 言 う の よ ……」 


国 デュ ー ク 本 ここ で 何 を し て いる ?」 


て くれ る よう 頼み に 来 た の さ 」 
四 デュ ー ク [精霊 と は ?」 


ユー リ [ここ に 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) が いる らし いん で な 、 精霊 に な っ 


。 降り て いけ そう だ けど も …… 


じゃ あ 、 
この 谷 は 風 の お 母さん 


全 生ま さ に 大 自然 の カ 。 


いっ た い ど れ 程 の 時 間 を か け て 開 


S、 作ら れ て いっ た の か ね ぇ 


還 蘭 本 生 替 に な っ て くれ る よう 
胃 二 計 計 >、 に 来 た の さ 


Se 存 よ 」 
4 エス テル [その 精霊 の 力 で エア ル の 問題 根本 的 に 解決 で きる か も し れ な いん で す 」 
リタ 「 エ アル を マナ に 変換 し て ね 」 
上 6 「 科 で だ そう か 。 だ か ら 0 」 
2 の っ 
「…- 転 生 …… エ アル を 変換 …… お まえ た ち 、 世界 を 作り 変え よう と で 
も いう の か 。 元 は と 言え ば 人 間 が 引き 起こ し た 問題 の た め に 。 な ん と 


いう 仙 慢 (ご うま ん ) さ だ 」 

ーー デー ニー テー ニー ラー ーーー ニー ニーーーーーーーーーーー 

閥 ユー リ 「 だ が 、 エア ル の 問題 を 解決 し な けり ゃ 星 喰 (ほし は ) み が 世界 を 滅ぼし 

は ) み が 世界 を 添い 
ちまう だ ろ 」 


エス テル 「 ベ リウ ス も わか っ て くれ た ん で す 。 ウン ディ ー ネ と な っ て 、 わた し た ぢ ち 
に 力 を 貸し て くれ て いま す 」 


イフ リー ト が 誕生 し て いる 場合 


問 ジュ ディ ス  「 フ ェ ロ ー も 、 そう よ 。 彼 は イフ リー ト と し て 生ま れ 変 わっ た わ 」 


ノ SS 


ド |] デュ ー ク 「 テ ルカ リュ ミレ ー ス の ある べき 形 、 そ れ は 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) 
を 含む 全て の 生物 が 自然 な 形 で 生命 を 営め る も の 。 それ は お まえ た ち 


も わか っ て いよ う 」 
アヤ ャ ヤヤ 
カロ ル 「 け ど 、 エア ル を 調整 し よう と 頑張 っ て くれ て た グ シ オス も 、 限界 を 超え 
dee edo お 55 ooo 


ちゃ っ て 、 居 な か っ た ん だ よ !」 
「 あ あ 。 ノー ム に 転生 し て な か っ た ら ど うな っ て た こと か ……」 
cpoAoW、 「 の じゃ 。 だ か ら 人 も 始祖 の 塚 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) も 、 いろ ん な 生物 の 
ちゃ ん と 分 か り 合え る の じゃ 1 壁 を 越え て 、 ちゃ ん と 分 か り 合 える の じゃ 」 

了 、 「-………: た と え そ う で あっ て も 私 は 認め る 訳 に いか ぬ 。 私 は この 世界 を 守る 」 
「 前 に も そう 言っ て た な 。 じゃ あ 、 あん た は どう や っ て 世界 を 守 ろ うと し 
て る ん だ ?」 
「……: お まえ た ちの 邪魔 は すま い 。 が 、 私 の 邪魔 も する な 」 
= 人 の 次 から き は と ず る ア ュ ニク 


議 デーン この は の エモ エー ニーーーーーーーーーーーーー 
| デュ ー ク  「 こ の 先 は この 世界 で も っ と も 古く か ら 存 在 する 泉 の ひと つ 。 相応 の 敬 


意 を 払う が いい 」 
ロ ジュ ディ ス  「 肝 心 の 話 は 答え て くれ な い の ね 」 
[ 「……… さら ば だ 。 もう 会 うこ と も ある まい 」 
そう 言い 残し て 、 デュ ー ク は 立ち 去る 。 
問 カロ ル 「 あ 、 ね え ! …… 行 っ ちゃ っ た 」 


了 レイ ヴ ン 「 相 変わ ら ず と っ つき に くい 御仁 だ わ 」 
エス テル 「 あ の 人 …… な に を し よう と し て いる ん で し ょ う ?」 
関 ユー リ 「 わ か ん ね ぇ 、 けど 、 あま り い い 感 じ は し な いな 」 
バテ ィ 「 う ち が 聞 いて くる か 。 美 少 女 の 質問 に 答え ぬ 者 は お らん の じゃ 」 
関 レイ ヴ ン  「 あ の 愛想 な し に パテ ィ ち ゃ ん の 美 少 女 攻 撃 は 効か な いっ て ば 」 
何 か を 考え 込ん で いる リタ 。 そ の 様子 を 察し た ジュ ディ ス が 声 を か ける 。 
問 ジュ ディ ス  「 リ タ 、 ど うか し た ?] 

ーー い リタ 「 え 、 うん 。 あい つの 剣 、 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) だ っ た ら 精 霊 の 力 を 
Wao2e2 < 星 喰 (ほし は ) み に 向け られ そう だ な っ て ……」 
間 和 EAR っ で ィ エス テル 「 追 いか け て 貸し て くれ る よう お 願い し て み ま す ?] 

開 レ ィ イヴ ン  「 や ー、 あ の 様子 じゃ も う 貸し て くれ そう に な いね え 」 

カロ ル 「 う ん ……」 
関 ユー リ 「 な ん に し て も 、 精霊 が そろ わな きゃ 始ま ら ね えん だ 。 今 は それ に 専念 
し よう ぜ 」 


「 ほ わ -ー し 」 


ジュ ディ ス  「 こ れ が も っ と も 古く か ら 存 在 する 泉 ……」 

隔 | エス テル  「 と て も 静か ……… 空 気 も 湾 ん で て 、 な ん だ か が 神聖 な 雰囲気 で す 」 
ユー リ 「 あ の 岩山 の 下 に こん な と ころ が ある な ん て な 」 

隊 | バテ ィ 「 落 ち 着く の じゃ あ ……」 

開 カロ ル 「 落 ち 着い て る 場合 じゃ な いと 思う ん だ けど 、 で も …… 確 か に …」 
園 り ター 「 そ こ に 溜まっ て る の は エア ル よ 。 相当 濃い わ 、 近づか な いで ] 
水面 に 近づこ うと する カロ ル だ が 、 リタ の 一 言 で 足 を 止め る 。 そ こ に 何者 か が 姿 を 現す 。 
賠 ??? 「 来 まし た ね 」 

開 | カロ ル 「 え ? この 人 ご 7」 

問 ティ 「 お 拓 で 会 っ た の じゃ 。 …… ク ロー ム だ っ た か の ?] 
開 ユー リ 。。 「 ア レク セイ の 仙 討 ちっ て 訳 じゃ な さそ うだ な ] 


『 」 クロ ー ム 「…… デ ュー ク は あな た た ちの 話 を 受け 入れ な か っ た で し ょ う ? あの 


人 は あの 人 の や りか た で 世界 を 守 ろ うと し て いま すか ら 」]」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


了 聞 ] カロ ル [ え ! デュ ー ク が 何 や ろ うと し て る か 知っ て る の ?!」 
剛 2 ロー ム  「 あ の 人 は 世界 の た め に 、 すべ て の 人 間 の 命 を 引き 換え に し よう と し て 
いま す 」 
開 リ り リッ ”"” "「 な ん で すっ て !?」 
癌 エス テル ” 「 ど うし て デュ ー ク は そん な こと を !?」 
還 クロ ー ム 「 あ の 人 は 人 間 を 信じ て いな い の で す 」 
問 カロ ル "” 「 け ど 、 デュ ー ク は ボク た ち を 助け て くれ た よ !?] 
本 | パテ ィ 「 大 事 な 剣 も 貸し て くれ た の じゃ ] 
賠 クロ ー ム  「 多 分 、 あ な た た ちの 中 に 、 自 分 と 同じ も の を 見 た か ら で し ょ う 。 あ る 
= 此 い は あな た 方 が いれ ば 自分 が 手 を 下さ ず に 済 お と 思っ た か 」 
癌 エス テル  「 そ れ は 一 体 …] 
閲 ユー リ 「 オ レ た ち に デュ ー ク の 事 話し て どう し よう っ て ん だ ? いい 加減 正体 
を あら わし な 。 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) さ ん よ 」 

癌 カロ ルー [和え 中 AN シート シー 4 aa ia 
ユー リ の 一 言 に 驚く 仲間 た ち 。 クロ ー ム は 身体 か ら 光 を 発し 、 本 来 の 姿 を 現す 。 3 
癌 ジュ ディ ス  「 そ の 姿 は …! 1 
開 ユー リ 「 あ ん た の 目的 は な ん だ ? 遠回し に 協力 する つも り が ね ぇ っ て いい た 4 

コ い の か ?」 4 
詞 クロ ー ム  【「 私 も 人 間 は 信用 で きま せん 。…… そ れ で も あの 人 が 同族 に 代 な す 姿 は 

見 た く な い 。 世界 を 救え る と いう な ら 協 力 を 拒 び つも り は あり ませ ん 。 で 

間 T す が 、 あ の 人 と 違う 方 法 を 選ぶ と いう こと は 、 対決 する こと に な る で し ょ う 」 
開 ユー リ 「 そ うか も …… し れ な いな 」 守 
議 クロ ー ム  「 も し あな た た ち が あ の 人 に 力 及 ば な けれ ば 、 あの 人 を 止め る も の が 


居 な く な る 。 あ な た た ちの 有力 、 試さ で せ て も らい ます ] 


抜刀 し て 身構え る ユー リ た ち 。 


59 ババ バ ババ バー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヤ ーー ツー“ 


回 コー リ  「 来 る ぞ ! Sc 生き 
一 行 は クロ ー ム を 倒す 。 クロ ー ム の 身体 か ら は 光 が 発 せら れ 、 姿 が 薄く な っ て いる 。 党 
クロ ー ム ーー 見 事 で す …… あな た た ちな ら …… 救え る か も …… し れれ 本 し ] 人 
ジュ ディ ス  「 ク ロー ム ……」 0 | 
較 クローム  「 あ な た た ちの …… 望 お よう に …」 Y 


強い 光 と と も に 、 クロ ー ム は 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) に な る 。 


リタ  「 エ ステ ル …… や り ま し ょ 。 ジ ュ デ ィ ス 、 お 願い 」 
回 エス テル 。 「…… は い 」 
関 ユー リ 「 頼 お ぜ 」 


に 
か 


か 


また 新た な 同志 が 
生ま れ た の じゃ な 


前 に クロ ー ム が 止め て 欲し いと 
言っ た の は デュ ー ク だ っ た ん じゃ な 


れ が 精 圭 に な る と いう こと …… 人 症 


デ 共存 を 喝 え る 學 祖 
エル シフ ル が 人 5 


入内 に 勝利 を も た 


で 、 戦 い は デュ ー ク と いう 
英雄 の 活躍 に より 人 間 は 
勝利 を 納め 人 了 魔 戦争 は 終結 し た 


の 緑 長 の 長 、 
に 戦い 


精霊 化 の 術 式 が 成功 し 、 聖 核 (アバ ティ ア ) か ら 新 た な 精 土 が 現れ る 。 
関 カロ ル 「 や っ た 
| リタ 「 眠 っ て る ・ 


ド に | エス テル 「 ノ ー ム の 時 と 同じ で すね 」 
精霊 た ち が 姿 を 現す 。 
上 】 ウン ディ ー ネ 「 ま た 新た な 同志 が 生ま れ た の じゃ な 」 


に 】 ウン ディ ー ネ 「…… 時 に 凪 ざ 、 時 に 荒 点 風 を 統べる も の か 」 
眠っ て いる 精霊 を 見 て 、 ウンディーネ は 言う 。 


| ウン ディ ー ネ 「 ノ ー ム の 時 の よう に エア ル に 侵さ れ て いる 訳 で は な い 。 程なく 目覚 め よ う 」 


】 ウン ディ ー ネ 「 案 ずる 事 は な い 。 程なく 目覚 め よう 」 
国 ] エス テル 。 「 あ り が と う 、 ウンディーネ 」 


姿 を 消す 精霊 た ち 。 
に バテ ィ 「 前 に クロ ー ム が 止め て 欲し いと 言っ この は デュ ー ク だ っ た ん じゃ な 」 
癌 カロ ル 「 ク ロー ム 、 な ん か デュ ー ク の こと 色々 知っ て る みた い だ っ た ね 」 

問 ジュ ディ ス  「 え え 。 目覚 め た ら も っ と 詳し く 聞 ける か も 」 

ュー リ 「 と に か く 戻 ろう せ 」 か 

リタ 「 そ うそ う 。 こん な と こ 、 長居 は 無用 」 


開 レイ ィ ヴ ン  「 う う …… ま た あの 坂道 か ぁ め …… お っ さん ぐっ た り -…」 

レレ ウィ ー ゼ 古 仙 洞 を 引き 返す ユー リ た ち 。 

開 レイヴン 「 ふ いい ー。 や っ と 半分 っ て と こ ?」 

ジュ ディ ス  「 せ め て 気流 が 安定 し て いれ ば バウ ル に 来 て も ら え る の だ けど 」 
足 を 止め た 一 行 の 前 に 、 精霊 化し た クロ ー ム が 姿 を 現す 。 


つの の に > 知覚 が …… これ が 精霊 に な る と いう こと …… どれ ほ …… ど ご 
ん な に も 多く の こと が 隠さ れ て いた と は ……」 

析 | バテ ィ 「 お は よう さん な の じゃ 」 

関 ユー リ 「 目 覚め た ん だ な 。 えっ と -…」 

問 ジュ ディ ス 「 あ な た は …… ク ロー ム と 呼ば れる 方 が いい か し ら ?」 

2? 「 い え …… 私 は も う 始 祖 の 赤 長 (エン テレ ケイ ア ) の クロ ー ム で は あり ま 


せん 。 新た な 名 を 受け る べき で し ょ う 」 
エス テル 「 な ら …… シ ルフ っ て 名 前 は どう で す ? 風 を 紡ぐ 者 、 っ て 意味 で す 」 


7 の 「 シ ルフ …… で は それ を 我 が 名 と し まし ょ う 」 

関 | カロ ル 「 そ れ じ ゃ 改め て よろ し く 、 風 の 精 霊 シル フ 」 

シル フ 「 え え 」 

ユー リ 「…… シ ルフ 、 デュ ー ク が な ぜ 人 間 を 嫌う の か 教え て くん ね ぇ か 」 

| シル フ 「…… わ か り ま し た 。…… 人 魔 戦争 は 知っ て いま すね 。 始祖 の 隷 長 (エエ 


ン テ レ ケイ ア ) に は 人 間 と 共に 生き る 道 を 選ぶ も の と 、 人 間 を 拒む も の 
が いま し た 。 人 魔 戦争 は 古代 の 禁 を 破っ た 人 間 と 人 間 を 拒む 始祖 の 隷 
長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) と の 戦い で し た 」 

開 レイ ィ ヴ ン  「 で 、 戦 い は デュ ー ク と いう 英雄 の 活躍 に より 人 間 は 勝利 を 納め 人 麻 戦 
争 は 終結 し た 」 

癌 カロ ル 「 デ ュー ク が 英雄 ?」 

回 エス テル  「 そ うだ っ た ん で すか ……」 

開 レ ィ ヴ ン  「 帝 国 が 隠し て た 真相 の 一 つっ て や つよ 」 


本 eo ーー 
に | バテ ィ 「 都 合 の いい 噂 を 流し て 具合 の 悪い こと を 隠す 。 単純 だ けど 効果 的 な の じゃ 」 
、 スー 
回 | エス テル 。 「… パ ティ ……?」 

w さ 
シル フ 「 あ の 戦争 は 人 間 の 力 だ け で 勝利 だ つか ん だ の で は な い の で す 。 共存 


を 唱え る 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 長 、 エル シフ ル が 人 間 と 共に 
戦い 人 間 に 勝 利 を も た らし た の で す 」 

開 レイ ィ イヴ ン  「 マ ジ か よ …… そ ん な 話 、 俺 も 知ら な か っ た ぜ ……。 けん ども …… こ の 
話 が デュ ー ク の 人 間 不 信 に どう 繋が る っ て の よ ?」 


回 シル フ 「 エ ル シ フ ル は デュ ー ク の 友 で し た 。 デュ ー ク は エル シフ ル と 共に 人 を 
拒む も の の 長 と 戦い 倒し た の で す 。 し か し 戦争 が 終結 し た と き 、 エル シ 人 rem 
フル の 力 を 恐れ た 帝国 は 、 傷 付 いた エル シフ ル を 舞い 、 命 を 奪っ た の ーー 
で す 。 静観 する と デュ ー ク に 約束 し て いた に も か か わら ず 」 

エス プル [そん な で 』 

開 レ ィ ヴ ン  「 な る ほど な ……。 人 間 を 信じ られ な く な る 訳 だ 」 

ジュ ディ ス  「 戦 争 の 陰 で そん な こと が あっ た の ね 」 


本 | バテ ィ 「 デ ュー ク …… 哀 れ な の じゃ …」 

ユー リ 「…… あ いつ が どん な に キツ い 裏 切り に あっ て た と し て も 、 すべ て の 人 
間 の 命 を 犠牲 に する 権利 な ん て ね ぇ よ 」 

同 シル フ 「 デ ュー ク よ し 先 に 星 喰 ( ほ し は ) み を 滅ぼさ な けれ ば 、 結局 人 間 は 減 び 
る こと に な る で し ょ う 。 女 ぎ な さい 

あたり に 吹い て いた 風 が 弱まる 。 

賠 シル フ 「 気 流 を 抑え まし た 。 これ で バウ ル も ここ まで 来る 事 が 出来 る で し ょ う 」 

シル フ は 姿 を 消す 。 

ジュ ディ ス  「 あ り が と う 、 シ ルフ] 

開 カロ ル 「 精 霊 化 は 順調 だ けど …」 

還 レ ィ ヴ ン  「 あ あ 。 デュ ー ク も な ん か や ば そげ J」 

閥 ユー リ 「…… そ うだ な 」 


スキ ッ ト シル フ の 言葉 に つい て 


戦闘 会 話 クロ ー ム ドラ ゴン 戦 


フィ エル ティ ア 号 の 甲板 で 話し 込む ユー リ た ち 。 


つい に 四 属 性 の 精霊 が 


カロ ル 「 つ い に 四 属性 の 精霊 が そろ っ た ね 」 \ ろ っ た ね 
閥 ユー リ 「 あ あ 。 あと は ……」 3 
エス テル 「 世 界 中 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) を 精霊 に 転生 させ る 、 で すね ] 
リタ 「…… そ う ね 。 四 精霊 の 力 だ け で 星 喰 (ほし は ) み を 抑え られ れ ば その 
必要 は な いん だ けど 」 
開 レ ィ ヴ ン [中途 半 端 で 挑め る 相手 じゃ な いで し ょ ー よ 。 万 全 を 期す べき よね 。 失 敗 で き ね ぇ も の 」 
リタ 「 わ か っ て る けど ……」 2 
ジュ ディ ス  「 精 圭 を 生み 出す と いう だ け で も テル カ ・ リ ュ ミ レー ス の あり 方 を 変え アル クー り コミ レー ス の ちり 2 を 


て し まっ て いる 。 世 界 の た め と は いえ 、 ね 」 
エス テル 「 確 か に わた し た ちの 判断 だ け で 、 世界 の 人 々 の 生活 すら 変え て し まう 


の は 問題 だ と 思い ます 」 

カロ ル 「 そ うか も だ ね ……」 

閥 ユー リ 「 オ レ た ち が や ろう と し て る こと を 理解 し て も ら わ な きゃ 、 や っ て る こと は 
アレ クセ イ と 変わ ら ね ぇ の か も し れ ね ぇ 。 け ど 、 理 解 を 求め て る 時 間 も ね ぇ 」 

カロ ル 「 で も 帝国 騎士 団 や ギル ド の みん な に ちゃ ん と 話し て お く こ と は で きる 5 し せ 大 と きり れ て も 
ん じゃ な いか な 」 

ジュ ディ ス  「 そ れ で 私 た ちの や り 方 を 否定 され て し まっ た ら 、 私 た ち は ホ ント に 人 々 
に 仙 な す 大 悪党 よ ?] 

黙っ て し まう 一 行 。 し ば らく の 沈黙 の あと 、 ユー リ が 口 を 開く 。 

閲 ユー リ ES 。 オ レ は この まま 世界 が 破 減 し ちまう の は 我慢 で き ね ぇ 。 デ ュー 


ク が や ろう と し て る こと で 世界 が 救 わ れ て も 、 普通 に 暮らし て る 奴ら が 
消え ちまっ ちゃ 意味 が ね ぇ 。 だ か ら オ レ は 大 悪党 と 言わ れ て も 魔 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) を 捨て て 星 喰 (ほし は ) み を 倒し た い 。 み ん な 、 どう する ? 
降り る な ら 今 だ ぜ 」 


開 レイヴ ン  「 俺 様 は つい て く ぜ 。 な ん せ 、 俺 の 命 は 齋 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 


俺 様 は つい て く ぜ 。 


な ん せ 、 俺 の 命 は リア ) の も ん だ し な 」 


凛々 の 明星 の も ん だ し な 


ジュ ディ ス  「 私 も 。 フェロ ー や ベリ ウス が 託し て くれ た 気持 ち が あ る も の 。 それ に 
…… 中 途 半端 は 好き じゃ な いわ 」 
リタ 「 や ら な いと 後悔 する っ て の を 知っ ちゃ っ た し 。 ここ で や め て も 後悔 する し ] 
カロ ル 「 う ん 。 ボク も 後悔 し た く な い 」 
エス テル  「 は い 。 自 分 で 選択 し た こと な ら ど ん な 結果 に な っ て も 受け 入れ られ る 
し 商 還 還 還 還 還 3 。 この 旅 で 学ん だ こと で す 」 
Hit 電 癌 カロ ル 「 そ れ に -…… 世 界 の みん な も わか っ て くれ る 。 変わ っ て いく 世界 を 受け 


入れ られ な い ほ ど 弱 く な いよ 

「 そ うだ な 。 明日 笑っ て 暮らす た め の こ と だ 。 そう 信じ た い 」 
ウン ワン 1 ウォン 日 

20GE UE 1 人 口 を 開か な い パ ティ に 、 ユー リ が 声 を か ける 。 
関 コ ー リ - 「…| パテ ィ は どう する ?」 

パテ ィ 了 …… 当然 、 つ いて いく の じゃ 


ユー リ 
わか っ た 。 み ん な 


で に い こ う パテ ィ は 不 自然 な ほど 明る く 振る 舞う 。 

ユー リ 「 わ か っ た 。 みん な 、 最後 まで 一 緒 に いこ う 」 
カロ ル 「 じ ゃ あ 準 備 が 全部 で きた ら 、 ヨ ー デ ル 典 下 や ユニ オン の 人 た ち に 話 を し に 行こ う 」 
レイ ヴ ン  。 「 ん で 、 あ と 準備 し な きゃ いけ な いも の っ て な ん な の よ ?」 
リタ 「 あ た し に 任せ て 。 ちょ っ と 色々 要 る か ら ど っ か 適当 な 街 に 寄り た いん だ けど 」 
回 カロ ル 「 じ ゃ 、 ノー ル 港 は どう ? イリ キア の 端っこ だ し 」 

較 ユー リ 「 エ フミ ド の 丘 が 通れ な く な っ て か ら ど うな っ た か が 気 に ち も な る し な 。 そう し よう 」 


回 ユー リ 8 な 」 


サブ イベ ント 誕生 霊 化 へ の 不安 っ バウ ル が 抱え る 精霊 化 へ の 不安 を 、 精 圭 た ち が 解消 する 


ソー サラ ー リ ング 変化 ・ そ の 2 世界 各地 の エア ルク レー ネ で 、 ソーサラー リン グ が 強化 され る 
大 深度 空洞 帯 きき エア ルク レー ネ の 奥 で 、 溶 震 が 流れ る 大 空洞 を 発見 する 


魔 刻 ・ そ の ら = 魔 装具 を 集め つづ ける ユー リ た ち が 、 その 力 に つい て 語る 


スキ ッ ト ぁ P.528 | 四 精 霊 が 揃っ た / 静 か な 決意 / 殖 環 の で きる 海 


ユー リ 「 え らく 閑散 と し て る な 」 

に エス テル  「 氷 刃 海 ( ひ ょ うじ ん か い ) を 通っ て 避難 し た ん で し ょ うか ?] 

カロ ル 「 隣 の トル ビ キ ア じゃ な いか な 。 トリ ム と か さ 」 

KK ジュ ディ ス  「 船 が また 使え る よう に な っ た の か も し れ な いわ ね 」 

開 レイ ィ ヴ ン  「 な ん に し て も こん な 空 の 下 じゃ 逃げ 出し た くも な る わな 」 

賠 リタ [ん じゃ 、 あたし は 買い 物 し て くる 」 れれ 

隊 守 用 ED 人 OSEDDDe ま 中 ンー  )、 ドー 

賠 リタ 「 う 、 うん 。 じゃ 、 あん た ら は 宿屋 で 待っ て て 」 

3 コー リ 「 わ か っ た 」 

リタ 、 エス テル と 別れ 、 ユー リ た ち は 宿 屋 へ 向かう 。 
宿屋 の 主人 「 お 客 さ ん 、 こ ん な 時 に 旅行 か い ? こっ ち は 閑 古島 だ か ら 助かる けど ] 

宿屋 に 泊まり 、 客室 で 話 を する ユー リ た ち 。 


こん な 時 で も 港 街 は 
や っ ぱり も の が ある わ ね 


国 カロ ル 「 テ ィ グ ル さ ん ち も 避 難し た らし いよ 」 の 
閲 ユー リ 「 エ フミ ド の 丘 が 通れ る よう に な っ た と し て も 頭 の 上 が あれ じゃ あな 」 


そこ に 、 大 荷物 を 抱え た り タ と エス テル が 帰っ て くる 。 3 
けり 放 「 こ ん な 時 で も 港 街 は や っ ぱり も の が ある わ ね 。 お か げ で な ん と か な り そ う だ わ 」 


ユー リ 「 な に 買っ て きた ん だ ?」 


居 | エス テル  「 衛 式 紋章 ひと 揃え と … 筐 体 ( コ ン テ ナ ) パ ー ツ で す ] Crm 「 
開 レ ィ ヴ ン  「[ 何 し よう っ て の よ ?] 
リタ 「 精 趣 の 力 を 収束 する た め の 装 置 を 作っ て る の 。 即席 の 宙 の 戚 典 (デイ 
ン ノ モス ) を ね 」 
癌 カロ ル 「 南 の 成 典 (デイ ン ノモス ) か ぁ ……。 デュ ー ク 、 今頃 な に し て ん だ ろう ね 」 
開 ユー リ 「 さ ぁ な …… あ いつ 、 相当 思い 詰め た 感じ だ っ た が ……」 
会 話 に 加わ ら ず 、 何 か 考 え 込ん で いる 様子 の バテ ィ 。 
冊 パテ ィ < ] 
問 ユー リ 「 パ ティ 、 どう し た ?」 5 
本 | バテ ィ 「…… む お? うち は 腹 が 空い た の じゃ 」 
癌 カロ ル 「 何 か 作ろ うか ?」 
了 問 バテ ィ  。 「 そ の 気持 ち だ け で 、 感 放 感 汰 な の じゃ 。 で も 、 今 食う と 太る の じゃ 。 


空腹 を 紛らわす の は 寝る の が 一 番 な の じゃ 。 お や すみ 、 な の じゃ 」 
パテ ィ は ベッ ド で 横 に な る 。 


開 レ ィ ヴ ン [寝る 子 は 育つ っ て 言う けど 、 パ ティ ちゃ ん は 育た な いね ] 
開 ユー リ 「…… リ タ の 方 も 時 間 が 必要 だ ろう し 。 そ の 間 、 オ レ た ち は 休 ませ て も ら お う ぜ | 


隔 | エス テル  「 そ う 、 で すね ] 


uu くく セ ヒル 5 く K〈 く 〈 く ト くく ト ヘ る 1 ローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


その 夜 、1 人 宿屋 を 抜け 出す 影 が あっ た 。 


了 疲 | エス テル  「…… こ ん な 夜中 に 一 人 で 出 て いく な ん て …… 心 配 で す 」 


閲 ユー リ 「 あ あ 、 そう いえ ば 、 何 か 考 えて る ふう だ っ た な 」 

癌 ジュ デ ティス 「 ア イフ リー ド の こと で も 考え て た の か し ら ?」 

隔 | エス テル  「 ジ ュ デ ィ ス ……! 起き て た ん で す ……?] 

リタ 「 そ う 言え ば あの 子 、 最近 、 アイ フリ ー ド の こと 口 に し な く な っ た わ ね 」 

癌 エス テル 「 リ タ ま で …-| 0 で つっ 8 ス と あの 3 
開 レイ ィ ヴ ン  「 お っ さん も 起き て る わ よ 」 DF し な く な っ た わ ち 


仲間 た ち が 次 々 と 宿屋 か ら 出 て くる 。 


ーー バーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


癌 ジュ ディ ス  「 私 も 行く わ 。 女 の 子 が 一 人 フラ フラ 出歩く と 危な いも の 」 
開 レ ィ イヴ ン  「 い や いや 、 ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん 、 女 の 子 二 人 で も 危険 よ 。 お じ さ ん も 護衛 に つく よ ] 


リタ ワウ 避 え る 還 還 旨 間 IE 間 。 ”""”"-" ご ー M 國 暫 詳 | 軸 
還 ユ コー リ 50 懲 えな 、 生 っ た る | NE ュー 

半 カロ ル 。。 「… み ん な 、 どう し た の … ?] よ 
遅れ て 宿屋 か ら 出 て くる カロ ル 。 
開 ユー リ ” 起き た か 。 ちょ っ と 出 て くる か ら 留守 番 し て て くれ る か 」 

半 カロ ル 。。 [ え ? 何 、 ど こ 行 く の ? お 、 置 いて か な いで | /_ 利 。 B 
賠 り タ ""。 「 ガ キ ん ちょ も 行く っ て さ 」 1 党 
関 ユー リ 「 じ ゃ あ 、 みん な で こそ っ と 見 て きま すか 」 + 
湊 比 場 に バチ ィ が 本 ら 尺 ど 半 っ で KB。 記 

吉 バテ ィ に 2 と 」 

パテ ィ は た め 息 を つく と 、 肌 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) を 掲げ た 。 する と 巨大 な 船 が 現れ る 。 

証 り ター 「 あ < あき も 上 年 だ ーー 半 ーー 

閲 ユー リ 「 行 く ぞ 」] 


パテ ィ の も と に 駆け 寄る 一 行 。 
了 疲 | エス テル  「 パ ティ 、 待 っ て くだ さい 


玉 】 バテ ィ 「 み ん な …… ど うし て ……-」 

開 レ ィ ヴ ン  「 そ れ は こっ ちの 台詞 よ 。 一 人 で 何 し て ん の よ 」 2 
下 | バテ ィ 「 精 圭 も そろ っ た …… こ の 先 は 命 を 賭け た 大 仕事 な の じゃ 。 で も 、 その 
_ 大 仕事 の 前 に 、 自 分 の 中 の 決着 を つけ よう と 思っ た の じゃ ]」 
開 ユー リ  「 そ れ は アイ フリ ー ド の こと か ?」 


回 ティ 「 こ れ は うち の 問題 な の じゃ 。 誰 に も 任せ られ な い 、 うち の -…-」 


パテ ィ 
こい つの 片 創 れ と 
引き 人 台 っ て お る の じゃ 


オレ た ちと 一 緒 に いて 
ーー 人 で 行か せ て も ら え な い の は 
わか っ て る だ ろ ? ぅ 


バテ ィ は アイ フリ ー ド が 
隠し た 宝物 を 探し て た ん だ よね 


部 し の 星 を 使え ば 会 える 
ぞ れ は 間違い で は な い の じ ゃ 


カロ ル 
違 | パテ ィ 
閥 リタ 
エス テル 
関 ユー リ 
開 レ ィ ウン 


開 ユー リ 


バテ ィ 
ジュ ディ ス 


カロ ル 


閥 リタ 


本 ユー リ 
k パティ 
開 ユー リ 
パテ ィ 
関 ユー リ 
ジュ ディ スズ 
カロ ル 


開 ユー リ 


「 パ ティ 、 お 前 が 呼び 出し た の か ?」 


| だ から っ て 、 ユ 人 で 行か な ね く て も 」 


「 そ うい えば パテ ィ ち ゃ ん 、 英 し の 星 ( マ リス : ス テラ ) か か げ て な か っ た ?」 
「 つ まり 豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) っ て の は 、 あい つ を 呼び 出す 道具 だ っ 
た っ つっ ぞ こと か が 

「 こ いつ の 片割れ と 引き 合っ て お る の じゃ 」 

「 つ まり 、 その 片割れ が あの 船 の 中 に ある っ て こと ね 」 

「 で も 、 訪 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) っ て …… あ れ ?」 

「 そ 、 それ は あん た の 言う 問題 っ て の と 何 か 関 係 あ ん の ?」 


「 行 か な い の か ?」 

「 つ いて き て くれ る の か ……… ?」 

「 オ レ た ちと 一 緒 に いて 、 一 人 で 行か せ て も ら え な い の は わか っ て る だ ろ ?」 
ド に" 宮 ・ あり が と うな の じゃ 。 だ が 、 最後 の 決着 だ け は うち が つけ る の じゃ 」 
「 あ あ 、 わか っ て る さ 」 

「 あ そこ に ボー ト が ある わ 、 乗っ て いき まし ょ 」 


幽 吉 船 に 乗り 込ん だ 一 行 。 カ ロ ル が パテ ィ に 声 を か ける 。 


カロ ル 


了 に | バテ ィ 


カロ ル 


「 パ ティ は アイ フリ ー ド が 隠し た 宝物 を 探し し た ん だ よね 。 アイ フリ ー ド 
に 会 っ て 記憶 を 取り 戻す た め に 」 
「 ん じゃ 」 


ド *』 カロ ル 
パテ ィ 


アイ フリ ー ド が 探し て た お 宝 な の じゃ 」 

「 は ? あん た が 探し て た も の と じい さん が 探し て た も の が 同じ っ て こ 
と ? それ で じい さん に 会 える の ?」 

「 衣 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) を 使え ば 会 える -…… そ れ は 間違い で は な い 
の じゃ 」 
「 っ て こと は 、 や っ ぱり アイ フリ ー ド が この 船 に …… 」 

「 それ は 和 」 


どこ か ら か 史 叶 が 聞こ えて くる 。 


開 レ ィ ヴ ン 


ユー リ 


「 な 、 な に よ !?」 
ト に 上 だ 


船長 室 の 上 に 設 膝 の 騎士 が 立っ て いる 。 


呈 要 、、 。。 
ド K』 ンジ ユ ティ ス 


「 あ の 魔物 、 ここ で 倒し た わ ね 、 前 に 」 


女 に 走り 出す パテ ィ 。 


MPT 0 生 > コ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
「 ま さか 、 あれ が アイ フリ ー ド ……-」 


| あれ が ? そん な 、 で も :…」 


「 と に か く オ レ た ち も 行 く ぞ !」 


[ええ 、 確か 船長 室 か ら 上 に 上 が る 桶 子 が あっ た わ ね 」 


瑞 し の 星 (マリ ス ・ ス テラ ) を 手 に し た パテ ィ は 、 敵 陽 の 騎士 に 駆け 寄る 。 


隔 | バテ ィ 「 サ イフ ァ ー、 うち じゃ ! わか る か ……!] 


開 レ ィ ヴ ン  「 サ イフ ァ ー は その アイ フリ ー ド の 参謀 の 名 前 だ わ ね 、 確か 」 


Ao っ こ ス 


ー リ た ち は 武 器 を 構え る 。 


閲 こと 「 こ りゃ 、 うだ うだ し て る 暇 な さそ うだ ぜ …… 」 


パチ ア 和 名 ち が 湯 間 是 陸 を た に 
議 パティ [サイ ファ ー…… 今 。 決 着 だ つけ る の じゃ 日 ドー ーー ーー ーー 
一 行 は いっ た ん 股 隊 の 騎士 を 退け る も の の 、 騎士 は 浮き 上 が っ て 上 空 に 移動 し て し まう 。 
叶 ヵ カロル 『 ま だ 生 さ で る よう 1 く まこ NNS に で あつ 
舞 陽 の 騎士 を 違い か け て マス ト を 登る バテ ィ 。 エステル は バテ ィ を 追い か け よ うと する が 、 

ユー リ が それ を 制止 する 。 5 IE 下 
ロ パテ ィ 。 「 サ イフ ァ ー、 長 いこ と 、 待 た なせ て すま な か っ た 。 記憶 を 失っ て 時 間 が 
。  。 。 か 0 つた に たよ う b<。 利和 い AR の じ ャ L。  。 


関 ユ コー リウ 「… や っ ぱり …- 記憶 が 戻っ て や が っ た か St 革 
AI 
同 / ンー 
バテ ィ の 呼び か け に 応じ た の か 、 疫 了 の 騎士 の 身体 か ら 男性 の 幻 が 姿 を 現す 。 。。 
リタ 「 あ 、 あ 、 あれ は …-」 

議 サイ ファ ー  [ 表 イ フリ ー ド 、 か こっ 4 し が は eo 
剛昌 時 。 「 ア 、 ア イフ リー ド つ て 。 氏 ? まま か … ツ | ーー 
開 / ィ 「 ア イフ リード ま ……c 守 OEEDWH。 ニキ 。 ーー 
還 エス デル  -「 ど ご うい うさ だ で す 生 3P」、 し また PGI 
且 パ ティ [サイ アー う 5DbAS の DP to SL 
園 リィ ファ ー 「 あ あ …… だ が 、 再び 自我 を 失い 、 お まえ に 刃 (や い ば ) を 向け る 前 に こ 

回 (ティ 。。 「-……: そ うい うわ け に は いか な い の じ ゃ 。 うち は お まえ を 解放 し に きた 
_ の じゃ 。 そ の 魔物 の 姿 と ブラ ッ ク ホ ー ブ 号 の 因縁 か ら ) 
園 リィ ファ ー 「 俺 は あの 事件 で 多く の 人 を 手 に か け 、 罪 を 犯し た ……] 
開 レ ィ ヴ ン 。 [じゃ あ 、 ブ ラッ ク ホー ブ 号 事件 っ て の は …-| 。 
バテ ィ は 首 を 横 に 振る 。 。 と 
回 バテ ィ  ” 「 あ あし な けれ ば 、 彼 ら は 苦し み 続け た の じゃ 。 今 の お まえ の よう に 。 
_。 あの 事故 で 魔物 化し た 人 た ち を サイ ファ ー は 救っ た の じゃ 」 
賠 サイ ィ ファー 「 だ が 、 彼ら を 手 に か けた 俺 は こん な 姿 で 今や のうのう と 生き て いる -…」 


回 ティ 「 お まえ は うち を 助け 逃し て くれ た 。 だ か ら …… 今 度 は うち が お まえ を 


。 や 助け る 番 な の じ e、 サ イフ ァ ー] 
賠 サ ィ ファー 「 ア イフ リー ド -… 俺 を この 苦し みか ら 解放 し て くれ る と いう の か 」 


回 バテ ィ  ” 「 お まえ に は ずい ぶん 世話 に な っ た 。 荒 くれ 者 の 集まり だ っ た 海 精 の 中 


(セイ レー ン の キバ ) を よく 見 守っ て くれ た 。 そ し て …… う ち を よく 支 
、。。。。。。。。 えて < くれ た の じゃ 。 で も …… こ こ で … 終 りな の じゃ や ] 。 
甘 を サイ ファ ー に 向け る 7 ティ 。 
凍 和 の 
回 ヨー リ し 0 ここ 
バテ ィ は 宮 し げ な 表情 で 、 銃 を 撃て な いで いる 。 。。。 。 
間 パ ティ 「 サ イフ アー だ け ほ … き が 


アイ フリ ー ド …- 
俺 を この 苦し みか 
解放 し て くれ る と 


D 姿 と ブラ ッ ク ホ ー プ 号 


ご そそ っ 


を 
どく 


ーー 


PP 6 
た ー ス 


> か Pe 


た 


で あ 


つら い 想 い を させ て 、 
ミ 。 すま ぬ な 、 ア イフ リー ド 


1 妥 心 し で 発 に ゆけ る 
- れ 


ん じゃ 、 改 め て 
パテ ィ 、 よ ろ し く な 


「 つ らい 想い を させ て 、 すま ぬ な 、 アイ フリ ー ド ]」 


「 つ らい の は うち だ け で は な い 。 - サイ ファ ー は うち より ずっ と つら い 想 


2 も SE いる 衝 だ ちの の あお の "で っ 記憶 も 


_ な くし 、 ok それ だ けが 気がかり だ っ た が 。 


ーー ウー ーー エコ 2 『 
回 パテ ィ 。 「 こ れ は …… 英 し の 下 聞 ( マ リス - ゲ ンマ …] 
議 サイ ファ ー [これ で 、 安 心 し で 死に ゆけ る 。 さぁ …… や れ ] 。  。 うう 
和 ーー 3 
ーー 
港 まで も どっ て きた 一 行 。 パテ ィ は 幽 趣 船 を 見 つめ な が ら 、 涙 声 で つぶ や く 。 。 
義和 アー ドニ 
問 ユー リ [我慢 し な く て も いい 。 泣き た けれ ば 泣い た 方 が いい | 


了 悦 バ ティ ” ” 「 つ ら < て も 泣か な い の じ ゃ 。 それ が うち の モッ トー な の じゃ …… 


回 エス テル 。 「 バ ティ ー…」 
計 パ ティ  「 う 5 は 8 党 D な の じゃ 、 注 を 見 せ た ら 死ん で いっ た 大 切な 仲間 に 申し 訳 な い 
の じゃ 。 つ うち は 海 精 の (セイ レー ン の キ / Si アイ フリ ー ド な の じゃ 。 


エス テル が そっ と / パテ ィ を 抱き 寄せ る 。 エス テル の 胸 の 中 で / (ティ は 泣き 崩れ る 。 


宿屋 に も どっ た ユー リ た ち 。 ほ ど な く し て 、 眠っ て いた パテ ィ が 目 を 覚ます 。 


融 パテ ィ 人 ] 
間 り だ さま 3 
還 U 。 122 だ た O ひ glUWD だ 5 素 に な っ た か 」 _ 
本 
半 ユー リ 「 よ し …… で 、 こ れ か ら パ ティ は どう する ん だ 」 
開 レ ィ イヴ ツン 「 そ う ね 、 記憶 も 戻っ た よう だ し 会 いた い 相手 に も 会 えた わけ だ し ね 」 
| _「 も ちろ ん 、 ユー リ た ちと 一 緒 に 行く の b ゃ や ] 。 。 
間 9、 ま 0 - 9 〔〔{〔〔{ 』 
問 パティ  。 「 ん じゃ 。 さす が に 星 喰 (ほし は ) み を 放っ て お くわ け に は いか ん の じゃ 。 
| それ に 、 こ こま で きた の じゃ 。 最後 まで 付い て いか せろ |  。 
凍り WOW SUK な に や 。 っ 0 “>。 
回 / ィ 還 半 ボ る も 085008 拓 
開 カロ ル 。 「 え っ と -… ち ょ っ と 色々 聞き づら く て 、 聞け な か っ た こと が ある ん だ けど …・」 
義 ロ ユーリ 「 ま 、 気 に な る こと は ある だ ろう けど 、 お い お い 話 聞 いて こう ぜ 」 
パチ 。 の O じ Y。 気 が 身 We 十 を Obe] 
2 0 
ラビ ー ド が 何 か に 反応 し て 起き 上 が る と 、 すぐ さま 地 瞳 が 関 と えて くる 。 = 


関 カロ ル 。 「 な 、 な に !?」 
外 に 向かう ジュ ディ ス 。 ユ ー リ た ち も そ れ に 続く 。 


閲 ユー リ トー ここ ュー 
リタ 知っ 当 = あっ ちっ て 2 ピオ の 方 beSU 。 。 
mirhnd 


リタ 

開 レ ィ ヴ ン 
届 バテ ィ 
エス テル 
カロ ル 
エズ テル 
関 ユー リ 


タル カロ ン の 塔 を 見 つめ る 一 行 の も と に 、 役人 が や っ て くる 。 


役人 


役人 は ユー リ に 近づく 。 


役人 
ユー リ 
役人 


関 ユー リ 


役人 


問 ユー リ 


宿屋 で 待っ て いる 一 行 の も と に 、 ウィ チル と ソ デ ィ ア が や っ て くる 。 


癌 ウィ チル 


「 あ れ じ ゃ 、 アス ピオ は ……」 
「 あ の 馬鹿 で か い の は な に よ !?」 


あれ じゃ 、 ア スピ オ は ……  } 


「 タ ル の: 力 ロ ン …… 」 

「 え ?] 

「 あ れ は タル カロ ン の 塔 、 精霊 た ち が そ う 言 うん で す 」 

「…… デ ュー ク だ な 。 そ れ し か 考え られ ね ぇ 。 あ れ で 量 喰 (ほし は ) み を 
どう に か し よう っ て ん だ ろ 」 


「 ど いた 、 どい て くれ !」 


[黒く て 長い 回 の あん た 、 ちょ っ と いい か !?」 

「 な ん だ よ 」 

「 あ ん た みた いな 風月 の 人 を 見 か けた ら 教え て 欲し いっ て 騎士 団 の 人 に 言わ 
れ て て な 。 な ん で も 新しい 騎士 団 長 フ レン 典 に つい て 話し た いこ と が ある と か 
「 な ん だ と ?]」 。 

「 人 違い じゃ な さそ うか ?]」 

「 あ あ 。 な ぁ 、 オレ を 探し て た ヤツ っ て 猫 み た いな つり 目 の 姉 さん と リ 
ン ゴ みた いな 頭 し た ガキ か ?] 

「 あ ? ああ 。 そう だ が 

本 。 宿 で まっ て りゃ いい か ?」 

「 あ あ 。 そ れ で いい 。 呼ん で くる 」 


な ん で も 新しい 騎士 団長 
フレ ン 典 に つい て 
話し た いこ と が ある と か 


*ー 前 


j 


キャ ご ニ T ぐ ヘッ 


「 よう や くつ か まえ まし た よ ! どこ ほぼ ほっ つき 歩い て た ん で すか 」 
「 ユー リ 2 ロー ウェ ル CCO ーー 


ウィ チル 
ソ デ ィ ア 


ユー リ 
門 テカ 
ユー リ 
ソチ キア 
ユー リ 
ウィ チル 


閲 ユー リ 


そう いっ て 部 屋 か ら 出 よ うと する ユー リ 。 


エス チル 
関 | カロ ル 
ユー リ 


「 諦 の ちまっ た の か ? お まえ 、 何 の た め に 今 ま で や っ て きた ん だ よ ?」 


る ん で す 。 で も ギル ド の 船団 で 帝国 の 護衛 を 拒否 する の が いて 、 隊長 
は それ を 放っ て お け な く て 。 魔物 に 襲わ れ た 船団 は ヒビ オニ ア に 漂着 、 


… 時 が 経ち すぎ た …… 
も う 


「 も う 皆 さん に お 願い する し か 方 法 は な いん で す 」 
「 し か し …… 時 が 経ち すぎ た …… 隊 長 は も う ……」 
「 相 変わ ら ず つま ん ね ぇ 事 し か 言え な い ヤ ツ だ な 」 
「 な 、 な に !」 


「 私 は ! 私 は あの 方 …… フ レン 隊長 の た め に ! あの 時 だ っ て ……」 
[か ん 。 め そめ そし て て め え の 覚悟 忘れ て 諦め ちまう や つ に 、 フ レン の た め と か 言わ せ ね ぇ | 


トリ ンコ 晴 ! ヒビ ピオ ニア と だ っ た な 」 
し ルス 」 
「 そ うい うわ け だ 。 ちょ っ と 行っ て くる わ 。 みん な は タル カロ ン に 行く 準備 を ……」 


「 え ? わた し た ち も 行 きま す よ ?」 
「 そ うだ よ 、 悪い クセ だ よ 、 ユー リ 
「 そ うい うけ ど な 、 割 と ヤバ そう な 感じ だ ぜ ?」 


[な ら 、 な お さら あな た ひと り で 行か せる 訳 に いか な いわ ね 。 それ に バ 


ひと り は ギル ド の た め に 、 


ギル ド は ひと り の た め に 、 ウル が 言う こと 聞か な いと 思う けど ?] 


な ん で し ょ 


「 ひ と り は ギル ド の た め に 、 ギル ド は ひと り の た め に 、 な ん で し ょ 」 
「 時 間 な いな らち ゃ っ ちゃ と 行っ て 片 つ け よ うじ ゃ な い の 」 
「 う ち は 噛 み 付い た ウツ ボ 以 上 の 勢い で 、 死 ぬ ま で ユー リ に つい て 回 る ぞ 」 
「 っ た く 付き 合い いい な 。 そん じゃ 行く か 人 

「 お 一 ! 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 出 撃 ぃ 

2 [ ワ デ 1 

融 屋 から 出る 一 行 を 上 送る ウィ チル と ソチ ィ テ 。 だ Ce 1 
問 ウィ チル [頼み まし た よー! じゃ あ ソ ディ ア 、 僕 た ち は 引き 続き 救援 部 隊 の 再編 を | 


街 か ら 出 よう と する と 、 ソ デ ィ ア が 追い か け て き て ユー リ を 引き 留め る 。 


' 語 ソ テ ィ ァ 「 ユ ー リ ・ ローウェル! 何故 だ ! どう し て あの 時 の こと を 谷 め な い ? 


私 は お まえ を ……」 
ョ うっ [ 水 に 流し た つも D は ね ぇ 。 け ど な 、 オ レ は 導 め ちまっ た ヤツ に 構っ て る ほど 眼 じ ゃ や ねぇ ん だ よ ] 
pe Oc 王 ユー リ は 振り 向 か ず に 答え る 。 2 
| ソ デ ィ ア 。 「 鞍 め て な ど …」 
同 ユ ニ リ ユー リ 。。 「 な ら 何 で 一 人 で で も フレ ン を 助け に 行か な い ? オレ を 消し て で も 守 


り た か っ た あい つの 存在 を どう し て 守り に いか ね ぇ 1」 


ソ デ ィ ア 「 私 で は …… あ の 人 を 守れ な い 6 頼む …… 彼 を 00 助け て … 0 お 願い …」 
回 = ユー リ 「 言 われ る まで も ね ぇ 」 
選 PO 
266 の を きい て いく 和 、 較 ユー リ 「 あ あ 、 あん た の 言う こと で ひと つ だ け 同 意 で きる こと が ある ぜ 」 
その 開 に 発信 は 相応 し く な い 時 

時 2 ロー ーー っ 
関 ユー リ 「 オ レ は 罪人 。 いつ 斬ら れ て も お か し く な い 。 そし て フレ ン は 騎士 の 鑑 。 


今後 の 帝国 騎士 を 導い て いく 男 。 その 隣 に 罪人 は 相応 し く な い 」 


開 コ ユー リ [オレ は さしずめ 、 あ いつ に 相応 し い ヤツ が 現れ る まで の 、 ま 、 代 役 っ て ヤツ さ 」 


魔 導 器 の 未来 ュ ザー フィ アス 城 の ヘル メス 式 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 処理 する 
約束 ヨ エス テル と リタ が 今後 に つい て 話し 合い 、 生涯 の 友情 を 故 う 
望 鏡 の 墓所 ・ そ の 1 き 大 海賊 グラ ンカ レイ が 見 つけ た と いう 楽園 を 探す 
記憶 の 切れ 端 ・ そ の ら = パテ ィ が ブラ ッ ク ホ ー ブ 号 事件 の 真相 を 語る 
カジ ノ は 良い と ころ き アト ラク ショ ン 満 載 の 不思議 な 場所 、 ナ ム 孤 島 を 電 能 する 
ギャ ン ブ ル 人 生 き カジ ノ を 荒らす ギャ ン ブ ラ ー を 、 ジュ ディ ス が 追い 払う 
博士 号 = ナム 孤島 で 実施 され て いる ミ シ ナ 博士 号 の 試験 に 、 リタ が 挑む 
あり じ ご くに ん も 好事家 = 世界 中 の 宝箱 を 開け て 、 あり じ ご くに ん に その 中 身 を 見 せる 
暗 好 の 玩具 ・ そ の 2 ラー「 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 」 を 集め て ほし いと いう 依頼 を 受け る 
クロ ー ム が 助け て くれ た = シル フ と な っ た クロ ー ム が 、 デュ ー ク に 協力 し た 理由 を 明か す 
幸せ な 放浪 き リッ チ と カレ ン の 関係 と 、 その 後 の 身 の 振り 方 が 明らか に な る 


フレ ン の 危機 / ア イフ リー ド と し て / 大 海賊 の 証 


ユー リ 「 あ れ か !?」 


癌 カロ ル 「 す ご い 土 煙 だ よ 。 あれ 全部 魔物 !?」 

ジュ ディ ス  「 ア スタ ル が 死ん で 統制 を 失っ た 反動 らし いわ 。 大 陸中 の 魔物 が 殺到 
し て いる みた い 」 

開 エス テル  「 本 当 に あの どこ か に フレ ン が いる ん で す ?] 

関 ユー リ 「 多 分 な 」 

開 レ ィ ヴ ン [どう すん の よ ? まさ か 全部 倒し て くつ も り ?] 

隊 | バテ ィ 「 平 気 な の じゃ 、 二 日 ほ ど あ れ ば 、 全部 倒 は る の じゃ 、 た ぶん 」 

閉 カロル 。 [日 っ て 、 そん な の ん き な 」 

関 ユー リ 「 リ タ 、 例 の リタ 製 軸 の 式典 (デイ ン ノモス ) 、 使え な いか ?」 

開 レ ィ ヴ ン  「 星 喰 (ほし は ) み ぶっ 飛ば すみ た い に 魔 物 蹴 散ら すっ て か ?」 

園 り ター ェ E30 ーー ・ 策 幸 の カ に 指 向 を 持た せ で 結 具 (けっ かい ) 状 の フィ ー 


問 カロ ル 「 け ど それ し か 何と か する 方 活 い つか な いよ 』 
本 | バテ ィ 「 今 使う か 、 後 で 使う か 、 悩ま し いと ころ じゃ の 」 
ユー リ 「 使 わせ て くれ な いか 。 頼む 」 


還 エス テル  「 わ た し か ら も お 願い し ます 。 宙 の 世 典 (デイ ン ノモス ) は …- 人 を 救え 


リタ は 自作 の 宙 の 式典 (デイ ン ノ モス ) を 持っ て くる 。 


リタ 「 そ う ね 。 こ れ ぐ らい バー ン と 出来 ちゃ わな いと 星 只 ( ほ し は ) み に な ん て 通用 し な いわ ] 


韻 ュ ァ ジュ ディ ス  「 そ う 。 な ら そう し まし ょ うか 」 
開 レ ィ ヴ ウン 「 コ ユー リ の あん ちゃ ん が わが まま 言う の も 珍し いし な 」 


開 カロ ル ” 「 た ま に は 聞い て あげ な いと ね !| 

還 ユー リ 。 「 っ た <。 茶 化す ん じゃ ね ぇ っ て の 」 

上 回 ジュ ティ ス 「 そ れ で 、 具 体 的 に どう する の ?」 

才 に | 「 魔 物 が 一 番 集まっ て る と ころ で 起動 、 これ だ け 。 簡単 で し ょ ?」 

還 ユー リ [簡単 だ な 」 re 

還 レ イヴ ウン [Bo…1 の ここ 22 

閉 カロ ル 。 「 ね え 、 せっかく だから そ の 装置 、 名 前 付け よう よ 。 リタ 製 軸 の 典 ( デ 
イン ノモス ) じ ゃ あん まり だ し 」 

同 リタ や”"” 「 は あ ? …… ま あ 好 き に すれ ば 」 の 

半 カロ ル 。 「 う ーー ん 、 う ん と ね 、 う ん ! 明星 壱 号 ! どう !?] 較 

開 リ タ = = 「… や め れ ば よかっ た 」 3 

閲 ユー リ 「 ま あい いん じゃ な いか ? シン プル で 」 

癌 ジュ ディ ス 「 バ ウル で も 下手 に 近づく と 危険 ね 。 少し 離れ た と ころ で 降り る わ 」 

病 ユー リ 「 よ し 。 いっ ちょ いく か 」 

地上 に 降り る 一 行 。 あたり は 魔物 と 騎士 、 逃げ 惑う 人 々 が 入り 乱れ て いる 。 3 

半 り リタ "="=ー「 す ご い 状 態 …」 2 ミ 

閥 カロ ル 「 あ の 中 に 突っ 込む ん だ …」 


還っ 「 見 て 、 あ そこ!」 


准 ユー リ 「 フ レン 


開 レ ィ ヴ ウン 「 お い お い 。 相 当 追 い 込 まれ て る ぜ 」 
ふたたび 土 煙 が た ちこ め 、 フレ ン の 姿 が 見 えな く な っ て し まう 。 


回 パティ 見 えな く な っ て し まっ た の じゃ 」 
癌 ジュ ティ ス  「 急 い だ 方 が よさ そう ね 。 思い 切っ て 突っ 切り まし ょ う 」 


剣 を 抜き 、 気合 い を 入れ る ユー リ 。 

癌 = _  「 行 く ぞ ! は ぐれ る な よ !] 
ー リ が 走り 出す と 、 仲間 た ち も そ れ を 追い か ける 。 一 方 その 先 で は 、 フレ ン と シュ ヴァ ー 

ン 隊 が 身 を 抵 し て 魔物 の 進行 を 止め て いた 。 5 

に 』 フレ ン [騎士 団 の 名 に か け て 踏み 止ま る ん だ !」 


| アデ コー ル 「 こ 、 これ は も う 駄 目 な の で あー る 」 


ボッ コス 「 限 界 な の だ 一 」 


回 ルブラン 「 ば か も 一 ん ! 弱音 を 吐く ん じゃ な い ! ぐ お っ !?」 
回 フレ ン 「 し まっ た ! 


すご し ご よ 。 
あれ 名物 / 2 


笛 の 茂 典 は 
人 を 琉 え る も の っ て 


ビル 

ぞう ね . こ れ ぐ らい バー ン と 
出来 ちゃ わな いと 

星 験 み に な ん て 通用 し な いわ 


リ レ 
うー ん 、 う ん と ね 、 う ん / 
明星 大 号 ! どう 2 


行く ぞ ! は ぐれ る な よ }! 


琴 士 革 の 名 に か け て 
踏み 止ま る ん だ !/ リ 


[ユーリ 
こい つ を 、 蔽 の 真っ 直 中 で 
\、 スイ ッ チ ポン 


ユー ッ ) 
簡単 さ 、 
オレ と お まえ が や る ん だ ぜ ? 


思っ た 以上 に けが 人 が 多い の じゃ 


懸命 に 魔物 を 食い 止め る フレ ン た ち だ が 、 一 瞬 の 隙 を つか れ て 飛行 する 魔物 に 突破 され 
て し まう 。 し か し 、 どこ か ら か 発せ られ た 魔術 が この 魔物 を 撃退 する 。 ラ ピー ド が フレ ン の 
前 を 駆け 抜け 、 フ レン は 驚き の 表情 を 見 せる 。 続い て 現れ た ユー リ が 、 フ レン に 声 を か ける 。 


ユー リ 


「 生 き て る か ?」 


フレ ン 「 ゴ コー リ ト に どう じ て こ と に 7 
ユー リ 。 「 上 赴 想 い の 副 官 に 感謝 し ろ よ 」 1 
フレ ン 「 ソ ディ ア が !? そう か ……。 だ が 、 こん な 状況 だ 。 この まま で は いつ 
か や られ て し まう 」 区 2 
レイ ヴ ン 「 切 り 札 は 我 に あり っ て ね 」 9 2 
回 フレ ン 「 な ん だ っ て ?」 oo 
明星 索 号 を 取り 出す ユー リ 。 Rd 
ユー リ 。 「 こ いつ を 、 敵 の 真っ 直 中 で スイ ッ チ ポン 。 する と ボン ! っ て わけ だ 」 
違 | フレ ン 「 敵 の 中 心 で 、 か 。 この 数 だ 、 簡単 じゃ な いよ 」 
関 ユー リ 畑 単 で 、 野 じ ど お まえ が や る ん だ ぜ ?1 。  。  。 ご に 
時 oo あし 
回 フレ ン [2 半 20005A、 や 5988ES いや シル 
開 ユー リ 「 み ん な 、 こい つの 起動 は オレ た ち が や る 。 ここ は 頼ん だ ぜ !」 
リタ 「 あ ん た ら だ け で 行く 気 ?! 無茶 で し ょ !] 5 得 
回 フレ ン 「 こ この 守り を 手薄 に する わけ に は いか な い 。 ここ を 守り 抜か ね ば 僕 た 
ち が 魔 物 を 退け る 意味 すら な く な る ん だ 」 MD で 
癌 カロ ル 「 魔 物 を 倒す た めじ ゃ な く て みん な を 守る た め だ も ん ね 」 
還 9 02EIE SS の 2 
王 炊 5 放 48 り まま SSC は 合せ て くだ さい 必 。 |  ・ 
貼 7 ティ 「 う ちら は 適当 に が ん ば る の じゃ 」 2 人 攻 
違 フレ ン 「 あ り が た い 」 半 
ジュ ディ ス  「 が ん ば っ て ね 。 二 人 と も 」 2 人 0 っ : 
本 明和 WEE ま 9 す 
「 い く ぜ 還 
1 語 ま こす の ME SE 
IO 測 本 


ユー リ と フレ ン は 顔 を 見 合わ せる と 、 群れ の 中 心 部 へ 向かっ て 走り 出す 。 敵 を 撃退 し な が 
ら 進 み 、 群れ の 中 心 に 近づく ユー リ た ち 。 


選 | フレ ン 「 そ ろ そ ろ 群 れ の 中 心 だ !」 

ユー リ 「 ま だ 戦い た り ね ぇ けど な 

フレ ン 「 フ ッ 、 こん な 時 だ と いう の に 君 は 楽し そう だ な 」 

韻 0 還 
聞 | ラ ピ ー ド 「 ワ シワ ン 1」 

ユー リ た ち は 和 群れ の 中 心 に た どり 着く 。 

同 ルン IN 本 
閲 ユー リ 結べ ら tee Se と と 5 


ユー リガ が 明星 壱 号 を 地面 に 突き 立て る と 、 魔法 陣 が 展開 。 強い 光 が 広 が っ て いき 、 次 々 と 魔 


エス テル  「 は い 、 こ れ で 大 丈夫 」 

_ けが 人 [ あ 、 お 9 と うど まい まま だ | に こし し リリー ジー 生き 
ユー リ と フレ ン が エス テル に 声 を か ける 。 Se 
フレ ン に の 中 層 様 ] 2 まい 
ユー リ 「 あ まり 無理 する な よ 」 


明星 壱 号 を じっと 見 て いる リタ に 、 ユー リ は 声 を か ける 。 
開 ユー リ [明星 壱 号 、 壊れ も ちまっ た か 。 悪い こと し た な 」 
リタ 「 う ん …… 筐 体 (コン テ ナ ) に 使っ て た 素材 が 腕 す ぎ た み た い 」 


に :| フレ ン 「 す まな い 、 僕ら の た め に 」 

リタ 「 大 丈夫 、 魔 村 (コア ) も 無事 だ し 、 修理 は で きる わ 。 た だ ……」 
ジュ ディ ス と パテ ィ が や っ て き て 会 話 に 加わ る 。 

本 | バテ ィ 「 思 っ た 以上 に けが 人 が 多い の じゃ 」 

ジュ ディ ス  「 エ ステ ル の お か げ で 、 みん な 命 は 取り 留め た けど 、 すぐ に は 動か さ な 


い 方 が いい わ ね 」 


還 フレ ン ”。 「 し ば らく ここ で 守り 抜く し か な いか 」 


回 292 [それ な ら こ 砦 に し て し まえ ば いい ん じゃ な い ?」] 


カロ ル 、 レイ ヴ ン と 一 緒 に 、 カウ フ マ ン が 現れ る 。 


阿 カウ フ マ ン 「 お 久しぶり ね 、 ユー イェ メリ 9 


聞い て る わ よ 」 

カウ フ マ ジ : プレ ラ 章 古 が ける ンー タン シン 
脱 カウ フ マ ン [手配 し て た 備 兵 で は 十分 じゃ な か っ た よう ね 。 こ ちら の 不手際 で 迷惑 か けた わ ] 
回 フレ ン ” "「 い え 、 ギル ド も 今 混乱 し て いる で し ょ う 。 ご 助力 感 席 し ます ] 
2 ここ の 防衛 に 協力 する わ ] 


較 カウ フ マ ン 「 ま さか 。 私 は 商人 よ 。 まあ 見 て らっし ゃ いな ] 


立ち 去る あ カ ウフ マン 。 そ れ と 入れ 替わる よう に 、 -、 ウィ チル と ソ デ ィ ア が や っ て くる 。 
癌 ウィ チル  「 フ レン 隊長 、 無 事 で よかっ た !」 


騰 フレ ン [ウィ リル 3 和 あ に か 56 の DU 。 0 eo 
開 ウィ チル 。 「 は い 、 例 の アス ピオ の 側 に 出現 し た 塔 で す が 、 妙 ゆな 術 式 を 周囲 に 展開 

- し 始め まし た 。 紋 章 か ら 推測 する に 、 何 か 力 を 吸収 し て いる よう で す 。 
” それ に あわ せ て イリ キア 全土 で 住民 が 体調 に 異変 を 感じ 出し て いま す 」 
岡 リタ ”"。 [中 … 体 調 …… そ れ っ て 人 間 の 生命 力 を 吸収 し て る っ て こと じゃ あ …」 
較 ユー リ MG 9 デュ ー ク ]」 人 2 3 1 


リタ 「 生 命 は 純度 の 高い マナ 。 …… そ れ を 攻撃 に 使う つも り ?」 


還 レイ ヴ ン [人間 す べ て の 人 とき 多 に 昌和 (ほし は ) み を 側 す つて の は こう いう こと だ っ た の ね ] 
韻 ウィ テル  「 箱 式 は 段階 的 に 拡大 し て いま す 。 こ こま まい く と いずれ 全 世 界 に 効力 


が 及 応 可 肖 EE 性 が ……| ] 


較 ステ ル 。 。 [そん な | 日 


詳 紹 -D 12222CC5o2S oo 
問 リ ッ ※"。 「 で も 、 思 っ た 通り この まま だ と 精 醒 の カ が 足り な いわ 。 明 量 号 を 修 
理 し て も それ だ け じ ゃ 駄目 ね ] 


間 カロ ル ええ? あんな すご い 晴 才 な の PH  。 に 
岡 リタ や” [時 内 (ほし は ) み の 大 き さ か ら する と 、 あ れ の 何 百 倍 も の 力 が 必要 に な る わ ね ] 
開 レ ィ ヴ ウン [ 何 百 倍 -? そり ゃ また ……] まき 

軸 ティ ” 。 「 や っ ぱり 災 契 相手 と も な る と 途方 も な い 力 が いる ん じゃ の 」 
関 ユー リ 。。 「-… や っ ば 魔 核 (コア ) を 精霊 に 変え る し か な いか ] 


| フレ ン 。。 「 待 っ て くれ 、 僕 ら に も 分 か る よう 説明 し て くれ な いか 」 
開 ユー リ 「 そ うだ な 。 ち ゃ ん と 話 そう と 思っ て た 事 だ 。 な ぁ 、 フレ ン 。 ヨー デル 殿 


下 や ギル ド の 人 間 に も 聞い て も らい た いん だ 。 ここ に 呼べ ね ぇ か ?」 


。 | フレ ン ー「 フ フル ツリ 


半 カロ ル 。 「 も ー、 ユ ー リ 。 皇帝 を こん な と ころ に 呼び つけ よう っ て 言う の ?」 
に:| フレ ン 「 君 は ホン ト に 君 の まま だ ね 」 


| に EE 


癌 ジュ ディ ス  「 な ら 、 ダ ング レス ト と ノー ド ポ リカ ね ?」 

還 ユー リ  。 「 あ あめ 。 ま た ひと 9 朝 
出発 し よう と する 一 行 を 、 ソ デ ィ ア が 引き 留め ぁ 。 = ..《{〔{〔 
癌 ソ テ ィ ア 。 「 ユ ー リ -…- 典 。 隊長 を 助け て くれ て 、 そ の …・ 感 謝 し て いる 。 ……」 
開 ユー リ 。  「 み ん な 、 ち ょ っ と 先行 っ て て くれ | 8 の 凍 
うつ むく ソ デ ィ ア を 見 た ユー リ は 、 皆 に 先 に 行く よう に 伝え る も 。 。 。 
還 ユー リ [別に 誰 に も 話し ゃ し ね えよ 」 人 IO 
ツイ [のせ 7 
義 ユー リ ” 「 あ ん た が あの 時 何故 オレ を 殺 そ うと し た の か 、 わ か っ ちまう か ら だ よ 。 
、 自分 の 手 を 汚し て で も 守り た いも の が ある 。 激 し い 感 情 に 囚われ て 自 


分 で も 思い が け な い こと を し ち ま つ 〕 


開 ソ ティ アア 「… 5 許さ れ な いこ と を し た の は 分 か っ て いる 。 罪 に な ん の 盆 めも な 


ニ て - 


9 3 
に だ 


に こつ 


823 
つう だ つて 


し [ 「 甘 っ た れん な ! オレ は 別に あん た の た め に 恨 ま な い 訳 じゃ な いし 、 あ 
で 9 よ で フレ ン を きき っ て ん と ら ん た を 楽に し て や る た め に 恨 お つも り も ね え 」 


ダチ と し て 感 諸 す る さ 


「 私 は …… ど うす れ ば ……」 


「 わ か ん ね ぇ な ら …… オ レ じ ゃ な く て 全て を 話せ る 仲間 と 考え て みな 。 


その 上 で フン レン を 守る つて ん な ら ダ チ と し て 感謝 する さ 」 
っ 二 いい 提 ユー リ は 行っ て し まう 。 


海 柄 の 牙 の 教え = 海 精 の 牙 ( セ イレ ー ン の キバ ) の 元 メ ン バ ー か ら 、 術 を 教わる 
目 上 上: ギル ド の 仕事 ・ そ の 6 き 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 依頼 で 、 衣 冶 台 を 手伝う 
アイ フリ ー ド の 大 切な も の き パテ ィ が アイ フリ ー ド の 子ども の 頃 の 服 を も ら 
馬 【 演劇 大 好き き 演劇 ギル ド に お 願い され て 、 誠 生 か 


スキ ッ ト ぁ P.529 | 街 の 帯 明 期 プ ソ デ ィ ア に ユー リン 首ったけ 


戦闘 会 放 ヒビ オニ ア 大 陸 北 東 で の 魔物 の 群れ と の 戦闘 


いい ん だ よ 。 


ハリ ー が ぞ こ で 判断 し た こと に に コッ ハリ ー 「 わ か っ た 。 オレ が 行く 」 


文 名 を いう つも り は ね ぇ 


半 カロ ル 「 も う ! 重要 な 話 な ん だ よ ! そん な 適当 で 良い の 
幹部 A 「 い いん だ よ 。 ハ 八 リー が そこ で 判断 し た こと に 文句 を いう つも り は ね ぇ ] 
幹部 B 「 う お む 」 


承知 し た 。 
じゃ あ 、 ぞ そちら の 配 が 
すむ まで 待っ て る と する よ 


ド | エス テル 「 じ ゃ あ 、 フ レン た ちの と ころ に 戻っ て み ま し ょ う 。 進 展 が あっ た か も し れ ま せん 」 


そう だ な 。 一 度 戻 ろう 」 8880808002008008808080k 
ナッ ツ に 事情 を 説明 する 。 


TP じゃ あ 、 そちら の 手配 が すむ お まで 待っ てる と する よ 」 
「 は い 。 あり が と う ご ざ いま す 」 


「 ナ ッ ツ 、 話 が 早く て 助かる わ 」 
「 あ っ さり 了承 し た わ ね ] 
「 彼 は 世界 の 移り 変わ り を 目の当たり に し て いる よう な も の だ か ら 。 囚 
われ な い 心 を 持っ て いる の ね 」 
「 ユ ニオ ン と 戦士 の 殿堂 (バレ スト ラー レ ) も も っ と 仲良 く な れる か な 」 
「 な れる さ 。 同じ ギル ド な ん だ 」 本 | 
うつ で ね 。 う は わた だり まり を 捨て て を 合わ せる べき 時 で すか ら 。 き っ 
と 仲良 し に な れ ま す 」 
「 の じゃ 、 い が み 合っ た 後に こそ 、 お 互い を 深く 知る こと が で き て 、 真 の 
328 友情 が 生ま れる の じゃ 。 うち ら が 海 の 上 の 架け 橋 に な る の じゃ 


カロ ル 「 そ うだ ね |!」 
クル スト を 基 れ CU た 呈 合 


エス テル 「 フ レン た ちの と ころ に 戻っ て み ま し ょ う 。 進展 が あっ た か も し れ ま せん 」 


ユー リ 「 そ うだ な 。 一 度 戻 ろう 」 


スキ ッ ト ユニ オン の 状態 に つい て 戦士 の 殿堂 の 状態 に つい て 


期間 で 街 が ここ まで 時 信じ られ ませ ん 」 
レイ ヴ ン 「 ど う や ら 魔法 じゃ な いみ た いよ 。 ホ レ 」 


ーー ウン 


リタ 「 完 徹 で 燃え 尽き ー、 っ て か ん じ 」 
ジュ ディ ス  「 騎 士 団 も 頑張 っ て 戦っ た よう ね ] 
別 の 場所 で は 、 騎士 団 の 姿 も 見 受け られ る 。 


関 | カロ ル 「 み ん な で 力 を 合わ せ た ら こん な こと さえ で きち ゃ うん だ ね 」 ッ ん 6 で か を Spe た 5 
こん な こと さえ で きち ゃ うん だ 
隊 バテ ィ [人 は 、 い ざと いう 時 、 釣 り 糸 を 引く シイ ラ の ご と くす ご い 力 を 発揮 する の じゃ 」 


関 ユー リ 「 あ あ 、 確か に この 状況 を 見 た ら 、 人 の 力 っ て 作れ ね ぇ と 思う な 」 

フレ ン と カウ フ マ ン が ユー リ た ちの 前 に や っ て くる 。 

較 ヵ カウフマン お 気 に じ で まあ の 

還 つ 直 、 脱帽 だ 」 

二 ー リ 、 どう だ い ? そっ ちの 方 は 」 2 

「 あ あ 。 話 つけ て きた 。 あと は 殿下 の 都合 が つい た ら 迎 え に 行 く と 伝え て ある | 計 還 較 で や 
「 わ か っ た 。 殿下 に も 連絡 が つい た よ 。 来 て いた だ ける 事 に な っ た 。 船 識 Pa 
で こち ら に 向かわ れ て いる 」 

[まぁ 、 の ん びり 屋 さ ん ね 。 バウ ル に お 願い し て 連れ て くる わ 。 ハリ ー も ナッ ツ も 、 ね ] 
閲 ュ 「 い い の か ? バウ ル 怒 る ん じゃ な いか ?] 

[一 刻 を 争う ん で し ょ う ? バウ ル も わか っ て くれ る わ 」 

「 そ うし て も ら える と 助かる 」 


8 ジュ ティ ス は うな ずく と 、 バウ ル の も と へ 向かう 。 4 Pr 全 Wps / 


集まる の で すね 


お で 
3 Em の iC 


k バテ ィ 「 と こと ん 話し 合っ て それ で も ダメ な ら 、 殴り 合い な の じゃ 」 
園 エス テル 「 み ん な 色んな こと を 乗り 越え て きた 人 た ち で す 。 大 丈夫 、 きっ と 分 か っ て くれ ます 」 


「 精 圭 … (は L) み ーー デュ ー ク ……」 

「 世 界 中 の 魔 核 (コア ) を 精霊 に 変え る ……」 

[ 2 途方 も な い 話 で すね な 」 

「 信 じ が た い だ ろ う が な 。 これ が 今 オレ し た ちの ぶつ か っ て る 現実 だ 」 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が この 世 か ら な く な る …… 結 界 (けっ か い ) も な 
く な る 。 大 混乱 に な る な 」 

開 レイヴン” 「 で な きゃ デュ ー ク か 星 喰 ( ほ し は ) み に や られ て 一 巻 の 終わ り ] 
還 ハリ ー 「 選 択 の 余地 は な い が …… 果 た し て 受け 入れ られ る か ?」 
癌 エス テル | 誰 も 破 源 の 未来 を 請 ん で いな いと 思い ます 。 つ らく て も 生き て いれ ば 前 に 進め ます 
カロ ル 「 う ん 。 だ か ら ボ ク た ちはや る ん だ 」 


2 
| トド ト 上 | ヨー テル  「-…… 人 々 の 混乱 を 防ぎ 、 明日 へ 導く の は 帝国 の 務め 。 今 こ そ 人 々 の 

1 ト 為 の 治世 を 敷く 時 な の で すね ] 
ド フレ ン 「 我 々 も 忙し く な り ま すね |] 
【 = 門 ウフ マン [人 々 の 和 滞 秀 爾 て 北 (ブフ 4 テイ) に 06 氷 人 磁 … 艇 6 人 | 
間 ee 人 還 園 ナッ ッ 結界 (けっ か い ) な し で 魔物 を 退け る た め の 方 法 も 考え な けれ ば 」 
の KA 朋 立 還 較 | ハー 「 備 兵 ギル ド や 魔 狩り の 剣 (マガ D り の ツル ギ ) だ け じ ゃ ま か な え ね ぇ し な 」 
は ct 9 上] ヨー テル  「 騎 士 団 の 再編 を ギル ド と 合同 で 行う と いう の は どう で し ょ う ?」 
較 カウ フ マ ン 「 お も し ろ い 試 み だ け ど 、 すん な り い く か し ら ?| 本 
ま ユー リ た ち は 顔 を 見 合わ せ うな ずく と 、 部 屋 を あと に する 。 そ れ に 気づい た フレ ン も 、 部 


屋 を 出る 。 去 ろ うう と する ユー リ に 声 を か ける フレ ン 。 

岡 コ [最後 まで 立ち 会 わな い の か ?] 

「 あ あい う の は オレ ら の 仕事 じゃ ね ぇ だ ろ ]」  。 
「 そ うそ う 。 お 偉い さん が まとめ れ ば 良い ん じゃ な い ?] 

_「 彼 ら が 思う より も 人 々 は 今 の 生活 か ら 離 れ ら れ な いと 思う けれ ど 。 彼 
ら は それ を 整え る の が 仕事 。 私 た ちの 仕事 は ……」 
「 星 喰 (ほし は ) み を ぶっ 潰し て デュ ー ク の ヤツ を 止め る 事 ] 

「 う お 、 うち ら に は うち ら の 出番 が 待っ て お る の じゃ 」 


か 


0 


Nr 


ダー 


「 す まね ぇ な 。 面倒 な 事 は 全部 お まえ ら に 回 し ちまっ て 」 
[こっ ちの 台詞 だ 。 いつ も 一 番 つ らい と ころ を 君たち に 任せ て し まっ て すま な い ] 
「 さ ぁ 、 ボク ら も が ん ば ら な くっ ちゃ | | 


マキ マネ マネ マー 


2 の rc 本 9 。 アレ クセ イ や ルル ボス の 残し た 研究 成果 の 中 に 、 
。 連 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 間 の ネッ トワ ー ク を 構築 する みた いな 記述 が ……」 

「 本 当 !? それ 今 ど こ に ある の !?」 

「 え っ と 、 僕 の 私 物 と 一 緒 に 運ん で きま し た 」 

ウィ チル が 言い 終え る と 同時 に 、 リタ は 走り 出し て し まう 。 

問 ウィ チル  「 あ 、 ち ょ っ と 、 ね え 、 人 の 荷物 勝手 に 見 る 気 で すか !?」 

回 | エス テル  「 あ ! わた し も 行っ て きま す 」 

慌て て リタ を 追い か ける ウィ チル 。 エス テル も それ に 続く 。 


癌 | カロ ル 「…… 行 っ ちゃ っ た 」 

貼 ティ 「 相 変わ ら ず 、 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は 賑やか …… う ん に ゃ 、 
うる さい の じゃ 」. 

癌 カロ ル 「 そ れ が ボク ら の 流儀 な ん だ よ 」 


開 レ ィ ヴ ン [少し 、 望み が 繋が っ た よう ね 」 の 
ジュ ディ ス  「 え え 。 あ の 子 が あめ あ な っ た らき っ と 答え を 見 つけ て くれ る わ 」 


関 ユー リ 「 だ な 。 期待 し て 待っ て よう ぜ 」 
街 の 広場 に 向かう と 、 フレ ン の 姿 が 見 える 。 
司 | フレ ン 「 ユ ー リ 、 ちょ っ と いい か い ?」 0 ME 
開 ユー リ 0 あび 00 0 は 。 ーー our 
フレ ン 「…… こ こじ ゃ な ん だ か ら 、 入口 の と ころ で 待っ て る 」 
自 : ヤリ 20 2 

デリ は 街 の 入 邊 で 弧 っ て いる フレ ン に 諾 じ か げ る 9 
フレ ン 「 も うい い の か い ?」 


ト に:| フレ ン 「 都 合 の いい 時 に 声 か け て くれ 」 

ユー リ は フレ ン に 連れ られ 、 開け た 場所 に や っ て くる 。 

開 ユー リ 「 あ ら た まっ て どう し た ん だ ?」 ON を 

ー リ と 向き 合う フレ ン 。 

フレ ン 「 君 は この まま 行く の か ?」 1 
ao ユー リ 「 あ ん ?」 RS 
mm ト 語 フレ ン 。 「 こ こ に 世界 の 指揮 を こる 人 た ち が 集 まっ て る 。 今 こそ 君 の 功績 を 称え 

em られ る 時 だ 」 Pe no 

閲 ユー リ 「 ま た その 話 か 」 

| フレ ン 「 僕 の 功績 の 半分 、 い や それ 以上 が 本 当 は 君 の …--」 


閲 ユー リ 「 い いじ ゃ ね ぇ か 。 誰が や っ た か な ん て どう で も 」 


加 フレ ン 「 よ く な いさ 。 な ぜ 自 分 だ け 損 な 選 択 を する ? どう し て つら い 部 分 を 
全部 背負 い 込 も うと する ? 僕 に は 背負 えな いか ら か ?」 


開 ユー リ 「…… お まえ は オレ が 背負 えな いも の 、 背負 っ て くれ て ん じゃ ね え か 。 オレ 
が 好き 勝手 れ て ん の が 誰 の お 陰 か っ て こと くら い 、 分 か っ て る つも り だ ぜ ] 

フレ ン 「 だ けど ……! 

言葉 を 切り 、 首 を 横 に 振る フレ ン 。 

ンス ン 「…… 駄 目 だ 、 どう も 余計 (よけい ) な 言葉 ば か り 出 て き て し まう 」 

3 ユー リ [ラッ ツ こ なら デコ 

ユー リ は 畔 か ら 剣 を 抜く 。 

ユー リ 「 こ いつ で 来い よ 」 

隔 | フレ ン 「 コ ユー リ …… 

ユー リ 「 お まえ が 口 で オレ に 勝て る わけ ね ぇ だ ろ 。 お まえ が オレ に 勝て る の は 
先生 こい つ だ ろ ?」 

合 を フレ ン に 向け る ユー リ 。 

賠 フレ ン ” " 「 そ うか …… そ うだ っ た な 。 君 は いつ も そう だ ]」 

フレ ン は 剣 を 抜き 、 ユ ー リ の 剣 に 自分 の 剣 を 合わ せる 。 

フレ ン 「 思 い は すべ て この 剣 に 乗せ る !」 

ユー リ 「…… い い ぜ 、 き な !」 

1 対 1 の 真剣 勝負 を する ユー リ と フレ ン 。 戦い が 終わ り 、 ら 人 は 大 の 字 に な っ て 寝 転 が る 。 


フレ ン に 勝っ た 場合 
「 剣 で も …… 負 け て し まっ た な 」 
「 は っ は っ は 。 ざ まぁ 見 ろ 」 


フレ ン に 負け た 場合 
、 「 お まえ 、 ほん と 手加減 し ね え の な 」 
- | フレ ン [思い の すべ て を 乗せ る と 言っ た ろう ?」 
違 | フレ ン 「…… 腕 を 上 げた な 、 ユー リ ] 
剛 ユー リ 「……… お まえ も な 。 昔 の まま の お まえ だ っ た ら 楽 勝 だ っ た は ず な ん だ が な ] 
フレ ン は 仰向け の まま 剣 を 掲げ る 。 
賠 フレ ン 「…… 茸 、 剣 に 失 っ た っ け 。 人 々 の 笑顔 の た め に 戦う の だ と 」 
ユー リ 「 あ あ 。 例え 歩む 道 が 違っ て も 」 
フレ ジン 「 背 負う も の が 違っ て も 」 
ユー リ 「 区 辞 を 受け て も 、 軒 ら れ て も …-」 
フレ ン 「 騎 士 も ギル ド も それ は 変わ ら な い 。 そう だ ね ?」 
ユー リ も 剣 を 掲げ る 。 
閲 ユー リ 「 オ レ た ち は 互い に 手 の 届か な いと ころ が ある 」 
フレ ン 「 だ か ら 僕 た ち は ひ と り で は な い 」 
剣 を 合わ せる ユー リ と フレ ン 。 
閲 ユー ロリ し ore ] 
本 5 ウ  - 玉 … コ で 
思わ ずら 人 は 笑い 出す 。 決闘 を 終え 、 ユ ー リ が 街 に 戻る と 、 エ ステ ル た ち が 駆 け 寄っ て くる 。 
リタ 「 い ける わ !! 精霊 た ちと 魔 核 ( コ ア ) を 直結 し て 励起 させ る の ! その 力 を 


_ 四 精 霊 を 介し て 明星 索 号 に 収束 する 。 それ を 星 喰 (ほし は ) み に ぷ つ ける の ] 
ウィ チル 「 僕 が 見 つけ た ん で す よ 」 


団 パ テディ ” [リタ 短 の 話 が 、 タ コ の 足 より も 難解 すぎ て カロ ル が 理解 し と らん の じゃ ] 
関 カロ ル 今 の 、 パテ ィ わ か っ た ?」 
リタ 「 だ か ら そ う 言 っ て る じゃ な い 」 

する 用 意 は 同時 に や ら な いと ]」 


韻 ウィ チル  「 ネ ットワーク の 構築 は 僕 が し ます 。 アス ピオ か ら の 避難 者 ちい る し 」 
レイ ヴ ン 「 学 者 た ち だ け じ ゃ 護衛 が 必要 だ ろ 。 魔 物 も 星 喰 (ほし は ) み も 結構 や ば い ぜ 」 


『  …… 昔 、 剣 に 区 っ た っ け 。 


よく な いさ 。 
な ぜ 自 分 だ け 損 な 選択 を する 2 


フレン 
思い は すべ て 
この 証 に 乗せ る / 


207 が 32 
“… 腕 を 上 げた な 、 ユ ー リ 


人 々 の 笑顔 の た め に 戦う ろう の だ と 


この 装置 と 各地 の 結界 府 導 問 を 
同期 させ て 、 結 界 魔 導 器 を 中 継 
し て 周囲 の 魔 導 器 に 千沙 する の よ 


P …… 要 する に 
府 接 を 精 土 に 変え る こと が 
で きる ん だ な ? 


人 mm ドー ニーー…ーー ボ ーー ペー ペー…ーー………ーー…ーー ボ ーー ボー ペー ボー…ーーーー…ーーーーーー ペ ーー ニーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーー…ー 
we で 1 


回 フク レン” 「 そ こ は 和 騎士 団 が や り ま し ょ う 」 
ラビ ピー ー ド と フレ ン が や っ て くる 。 


| 


そこ に カウ フ マ ン も 合流 する 。 


較 カウ フ マ ン [足り な い 分 は ギル ド が 提 杉 する わ 。 技術 者 だ っ て いな い 訳 じゃ な いし 」 


B け な ん だ けど ……」 
上 湯本 0 義昌 
ト 違 | ヨー テル  「 そ れ な らい っ そ 、 新 た に 作っ て し まっ て は どう で し ょ う ? 今 な ら ここ 
6 お < 
ト _「 あ らい い 委 ね 。 ネッ トワ ー ク 構築 の 和 了 戦 つて と こ か し ら 。 どう ?」 
し 「 確 か に …… そ れ が で きる な ら そ の 方 が 早い か も 」 
M 隊 カウ フ マ ン 「 決 まり ね 。 あと で 人 を 集め る か ら 詳し い 説 明 を し て ちょ うだ い 」 
半 | カロ ル ” 「 星 喰 (ほし は ) み に 挑む 武器 を 、 み ん な で 作る ん だ ね ] - 
【 議 の チイ に の 千 を 作 20RlEDe な SN 
M 癌 ジュ ティ ス 「 そ う 考 える と 不思議 な 感じ ね 」 5 時 
上 賠 リタ や ” 「 あ と は 精霊 の 力 が 確実 に 星 喰 (ほし は ) み に 届く よう に で きる だ け 近 づ 
ん <《 Li 明 還 商 呈 忠重 させ る だ け ま | | 。 
症 ii 
ユー リ が そう 言う と 、 全員 が タル カロ ン を 見 上 げ る 。 。。。 。 2 
癌 ジュ ディス | に 2h ク 9E3309200 に し 0 
ak っ 2 の 欄 粒 0 
粒 電 移 か jk 箇 う こと に な る 導 で し まう が に ドー ーー 
「 二 eSS5NEVOR 


ト : そ うい う ご こと] 


eS め た し は 罰 還 | 号 の 修理 に 取り か る わ ね 」 


「 条 の は いる と う けど に 寝 て いる ん じゃ な い の か い りう 


_ 「 う むむ 、 うち の 目 か ら 隠れ お お せる と は さす が ユー 5 ー リ な の じゃ 。 フレ ン 


こそ な に し て る の じゃ 」 0 2 
パテ ィ は 腕 を 組み 、 時 必 し た 様子 で うな ずく 。 フレ ン は 高 台 に 登る 。 


"WO 


Ecocaww を ee な yo の 7 5 
| 2 ーー ps 


woecoPfIE 3 導 「 コト aa 
「 確 か に 悩み は 尽き な い 。 で も 覚悟 は 決め た よ 」 と ーー に 
こ 「 半 竹 2」 ーー ーーー も 


と 知っ て 以来 ね 。 で も 、 ラ 史 の 一 連 の 事件 で 、 そん な 6 の は な が 5 


て よう や く 分 か っ た 。 結局 、 NN 8 辛い 


回 ティ 。 は 5 い の b ゃ 。 。 で も ダメ な の じゃ !」 


パテ ィ は その 場 に 座る と 、 、 地面 を 軽く た た いて フレ ン に 座る よう に 促す 。 フレ ン は それ に 
応じ て 、 パテ ィ の 前 に 座る 。 


韻 バテ ィ 「 革 、 アイ フリ ロー ー ド と じ で 導い て た 六 ( ボ ス ) は うち だ っ た けど 、 


どう な っ て た か 分 か らん けど 、 = に たち が 人 に いて くれ た 。 お か が かげ で 


ラ あ どう し て 元気 に や っ と る の じゃ は 
コシ デー イィ (チイ っ つる 5 こす まま 二 ーー 
癌 ティ ” ” [ひとり で 悦 お むこ と は な い の じ ゃ 。 ユー リ も いる し 、 うち も いる 。 みん な 
。。 っ の と は あし 本 で 考 移 机 u の BB 衣 
回 フレ ン ” [みん な の こと は みん な で ……。…… そ うか 、 そ うだ ね 。 わ か っ た よ 、 バ ティ 。 
、 ありがとう 。 君 は … 時 々 、 ひ どく 大 人 び て る よう に 見 える こと が ある ね ] 
ne 「 う お 、 、 フ レン も うち の 各 に 前 い し れる が よい そ 」 た 


の 「…… み ん な で 考え 、 と も に 悩ん で 、 そ れ で いつ か 夢見 た 世界 を 実現 


- する 。 頑張 り 甲斐 が あり そう だ 。 まず は あの 星 喰 (ほし は ) み か ら だ な 」 

問 バテ ィ 「 実 現さ せよ うと 思っ て 動け ば 、 そ の 覚悟 が 周り を 動か す の じゃ 。 そ し 

。 て 現実 に な る の じゃ 。 世 の 中 は そう や っ て で き て お る の じゃ | 
フレ ン に 背 を 向け 、 大 きく あく び を する パテ ィ 。 0 
癌 ティ ” [ふわ わ …… い か ん 、 夜 更かし は お 肌 の 大 敵 な の じゃ 。 寝る ] 
賠 フ プレン” "「 コ ー リ は いい の か い ?] コ 玩 9 
回 バテ ィ ”  「 う ち は 若 い 。 機 会 は い いく ら で も ある の じゃ ! お や すみ な の じゃ !」 8 
回 フ プレン ” ” 「 あ あ 、 お や すみ 9 を 

フレ ン は パテ ィ の 秋葉 を 思い 返し 、 つぶ や く 。 RCI 
一 方 、 bo リタ に 気づい て 声 を か ける 。 
癌 ジュ ディ ス [眠れ な い の か し 2 こと マッ ー 

閥 リタ "="==「 あ ん た こそ 」 0 or 人 生 ーー 
回 ジュ ディ ス  「 バ ウル と 庁 し 込ん で た ら 違 く な っ た の |] 。 
病 リ タ や”"” 「 あ た し だ っ て 修理 が 万 全 か 只 認 し て た だ け よ 」 本 
問 ジュ ディス 「 ぷ ゅ 」 5 い : 
較 お Ri こち の 
問 ジュ ディス 。 「 い いえ 別に | 3 Co: 
本 リタ "="〔 ド お CEO そ うい 3C AGBEe 
癌 ジュ ディス 「 お か し いわ ね 、 人 馬 は 人 ない の だ H ま っ シー 


ジュ ディ ス の 横 に 座り 込む リタ 。 
周り タ 「 ね え 、 あん た 、 この 後 どう する の ? も し 作戦 が 成功 し た ら 魔 導 器 器 ( ブ 


ラス ティ ア ) は 全部 使え な く な る 。 ヘル メス 式 も ね 」 


間 ジュ ティ ス [そう な る ち ね ] 年 。 EE 
リタ 「 あ ん た や る こと な く な っ ちゃ うじ ゃ な い 」 


』 ジュ ティ スズ 5 ね 」 
ジュ ディ ス は 夜空 を 伽 ぐ 。 
癌 ジュ ティ ス Il 私 に は 。 バウ ル だ けが 友 。 ヘル メス 式 を 圭 


癌 ジュ ティ ス 「 あ な た た ちと 旅 し と た ら ど う で も よく な っ た みた い 」 


賠 リタ 「 な に それ 、 いい 加減 


癌 ジュ ディ ス  「 あ な た は どう する の ? 魔 導 串 ( ブ ラス ティ ア ) 研 究 が 生き が い だ っ た ん で し ょ う ?] 
岡 リタ や”"” [別に 研究 する も の は いく ら で も ある し 。 それ に その -…・ 魔 導 器 (プラス 
。 ティア) じゃ な く て も 信じ られ る も の が ある っ て 分 か っ た か ら 。 あたし さ 、 家族 
” と か っ て いな いか ら よ く 分 か ら な いん だ けど 、 結 構 、 今 の 関係 、 気 に 入っ て て ] 
言い か け て 我 に 返る リタ 。 立ち 上 が っ て ジュ ディ ス に 話 を 続け ぁ 。 。。 

リタ や =" 「 ち ょ 今 の 、 内緒 だ か ら ね 、 言 っ た ら ひ どい わ よ ] 
回 ジュ ディ ス [言わ な い 。 約 束 す る わ 。…… が 誰か と 秘密 を 共有 する の っ て 楽し いも の ね 」 
闘 り リタ "=" = 「 あ ん た 、 や っ ぱ ミー ニー スン 


問 ジュ ティ ス  「 み ん な と 旅 を し て 、 色 ん な こと 、 色 ん な 人 と 出会っ て …… あ な た も そう で し ょ ?] 


9 っ で 


か 北 、 
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| 
1 
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| 
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| 
| 
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| 
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| 
1 
| 


か と っ か かと と の も シキ の と ーー た と と つの と と と 9 。 北 、 で へ 


が 素 の 、 北 、。 


賠 リタ _「 そ う ね 。 今 みた く な る な ん て 想像 も し な か っ た けど -…… 昔 に 戻り た い 


と は 宮 わ な いわ 」 


II 
WONRIIIRIINO 
癌 ジュ デ ティス 「 す べ て が 終わ っ た ら …… バ ウル と 色んな と ころ に 行っ て みよ うか し ら 」 
閥 リタ ”=" 「 い いじ ゃ な い 。 ね 、 エス テル も 連れ て っ て よ 。 あ の 子 、 まだ まだ 世 の 
うう 全 還 。 。 申 内 2 べ さ な OPD 2 
問 ジュ デ ティス 「 あ ら 、 あな た は 来 な い の ? 表し いわ ] 


bo ゃ 、 ぞ 


の 世界 を 守ら な relyiOn 二 3 閥 リタ 1 う 、 そ 、 そり ゃ 行っ て も いい スン | の に と 


問 ジュ ディ ス - 「 そ れ じ ゃ 、 その た め に も まず は この 世界 を 守ら な いと いけ な いわ ね 」 


較 リタ 「 当 然 。 絶対 に あれ 、 な ん と か し て みせ る わ 」 


リタ は ジュ ディ ス の 言葉 に 大 きく うな ず き 、 夜空 を 見 な が ら 答 える 。 


同 : SM 移 、 二 2 


> 、 。 
1 2 0 つこ 2 っ oc こう MM 9 ーー 


その ころ 、 カロ ル は 街 の た め に 一 生 落 命 働 いて いた 。 
賠 カ ロ ル 。 っ L ょ っ と III 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ほ い 、 ご 苦労 さん 。 悪 いね 、 明日 決戦 だ っ て の に 、 働か お せ て ] 
癌 カル 55 ん 、 ボク だ っ て ギル ド の 人 間 だ も ん 。 な に か し な くち ゃ 」 
街 を 見 渡す カロ ル 。 一 呼吸 置い て 、 レイ ヴ ン に 話し か ける 。 = っ っ 。「』 
開 カロ ル 。 「 ね え 、 レ イヴ ン 。 誰 か の た め に し て あげ られ る こと が ある っ て うれ し いね | 
開 レ ィ ヴ ン  「 お や お や 、 カ ロ ル 君 も 言う よう に な っ た ね え 」  ・ 
癌 カル 「 う ん 、 ボク ずっ と 、 し て あげ られ る こと じゃ な く て 、 や っ て みせ た いこ と ば 
B 、。 か りや ろう と し て た か ら 。 そ れ を 夢 だ と 思っ て た ん だ けど 、 違 っ た みた い 」 
| 議 開 レイヴン 「 ギ ルド を 作り た い 夢 、 それ を で っ か くし た い 夢 、 首領 (ボス ) に な っ て 尊 
還 - - 敬 べ され た い 夢 。 の 子 ら しく と い UL 120 SL ao 
章 凍 義 カロ ル 。 「 で も それ っ て いい 格好 (か っ こ こう ) し た か っ た だ け な ん だ 。 だ っ て ほら 、 
旧 9 の 替 まま DBNCNSM ま よう てい 5 いあ る よね JP と に ニー 
4 開 22 WS 
0 その 場 に 座り 込む カロ ル 。 
開 カ ロ ル 。 ボク ひと り で で き な き ゃ 格好 (か っ こう ) 悪 い 、 意 意味 が な いっ て 思っ て 
。 た それ っ て 人 の た めじ ゃ な いよ ね 」 
レイ ヴ ウ も 乾 る 。 S DIY ET 
ii 
半 カロ ル 。 「 み ん な と 旅 し て て 思っ た ん だ 。 7 力 合 わせ た 方 が や れる こと も 豆 雇 人 も 
科 。 。 。。 、。 す こく 場 え あ ee ら ま の が DU な っ て 1  . = 
開 レイ ィ ヴ ン 。 「… 大 し た も ん だ ね 、 カロ ル 君 。 お まえ さん 、 この お っ さん より ずっ と 
_ 先行 っ て る わ 。 今 の お まえ さん 、 十 分 、 格好 (か っ こう ) い いよ 」 
癌 カロ ル 「 レ イヴ ン だ っ て 格好 (か っ こう ) い いよ 。 ユ ーー リ ほ どじ ゃ な いけ ど ね 」 
剛 レ ィ ヴ ウン  「 あ らら 、 言 っ て くれ る ね え 」 っ 
前 へ へ ジイ ワ ス 409 更 は な お ん な の 25。 ボー - ーー 
開 レイ ヴ ン [人 か 、 人様 の 夢 は そら あれ だ 、 大 金持ち に な っ て 、 美女 一 本 は べら せ 
は の は し 7E 隊 まお 。 っ: MS 
わざ と らし く 目 を 背け る カロ ル に 気づい た レイ ヴ ン は 冗談 を 切り 上 げ 、 ふ た た び 語 り は じ め る 。 


『 
開 レ ィ ッ ウン 「 今 は そう ね え 、 や っ と 生き て る と ころ まで 戻っ た っ て と こ だ か ら 。 また 
ト _ 夢 を 持て る よう に な る の が 夢 か ね ]」 
ト 開 カロ ル 。 「 な 、 な ん か 難し そう な 夢 だ ね 。 で も レイ ヴ ン な ら 大 丈夫 だ よ 」 
ド レイ ワン 2 そ DeE っ つま 、 信 ES50 
電 証 お 生き いえ 和 職 … 大 丈夫 な の Ph | 0 2 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 そ れ が 不思議 と 楽 な の よ 。 多 少 の 無理 を し て も な ん と も な いし 」 
問 カロ ル 。 [精霊 の 影響 か の も ね ] に 
開 レ ィ ヴ ン 。 「 だ と し た ら 、 今 度 の 作戦 、 悪い こと ば か り UL* 夷 な 」 
寺 夫 NN 
癌 カロ ル 。 「 ポ ボク 、 み ん な と 会 えて よかっ た よ 。 あお 、 も ちろ ん レイ ヴ ン も だ よ 」 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 俺 も お まえ さん た ちと 会 えて よかっ た と 思う よ 。 マジ で ね 」 


に の レイ ヴ ン [お うと も さ 。 さ 、 そ ろ そ ろ 絆 か いと 本 当 に 明日 に 作る わ 。 Ao 


賠 カロ ル 「 う ん 、 お や すみ 」 
開 レイ ィ ヴ ン  「 あ い 、 お や すみ 
環 に も どっ て いく カロ ル 。 その 姿 を 見 な が ら 、 レイ ヴ ン は 1 人 つぶ や く 。 

剛 レイ ヴ ン [ 夢 か 。 お っ さん 、 柄 に も な くそ の 気 に な っ ちゃ っ て る よ 。 参 っ た ね 、 ど ー も 」 


街 の 外 で は 、 ユー リ と ラビ ピー ド が 座っ て いる 。 そ そこ に エス テル が 近づき 、 話 し か が ける 。 


回 エス テル 。 「 い よい よ で すね ] 


関 ユー 。 「 あ あぁ 、 そ う 思 うと な ん だ か 眠れ ね ぇ よ な 」 


折 ルド 「 ユ ー リ で も そん な こと ある ん で すね 」 


円 に に | エス テル 半 に 隣 座っ て も いい で す で す ?」 2 て NSR 
エス テル の 言葉 に 反応 し た ラ ピ ー ド が 、 場所 を 譲る 。 = 
回 | エス テル あり が ら ヴ ーー の 、 2 の ドー ーー 


電 pi BI ユー リ と と も に 星 喰 ( ほ ほし は ) み を 見 つめ る 。 


に の に あれ を な ん と か する の に アレ クセ イ た ちの 残し た 研究 が 役立つ な ん て 、 


皮肉 だ よ な 」 
還 エス テル  「 あ の 人 た ち も 他 の 人 の た め に 考え る こと が で き て た ら …-] 
関 ュ ユーリ [| 「 そ うだ な 。 け ど あ いつ ら は あい つら の 選択 を し た 。 そ こ は ど うし よう も ね えよ 」 
回 エス テル [選択 … コ ユー リ は いつ も 自分 で 自分 の 選択 を し て きま し た よね 」 
閲 ユ ー リ Te56 選 ぶ な 5 ら 自分 で 選ん だ 方 が いい っ て 思 っ て る だ けさ 。 それ が 正 


剛 エス 0 [で Br や っ ぱり すご いで す 、 選 択 す る っ て こと は と て も 大 変 な こと だ か ら 」 


ユー リ 「 エ ステ ル だ っ て ちゃ ん と 選ん だ ろ 」 


関 ユー リ [大げさ だ な 」 


同 エス テル  「 わ た し 、 ず っ と 与え られ た 役割 を 演じ て た だ け だ っ た ん で す 。 人 を 治 


せ て 感謝 され る の が うれ し く て 。 で も 飼 今度 は その 力 が 世界 に と っ て 毒 だ 


と 分 か っ て ……。 ず っ と その 時 々 に 振り 回 され て ……] 
義 ユー リ 。。 「-… 今 は どう な ん だ ?」 2 
同 エス テル  「 本 当 は …… よ く 分 か り ま せん 。 で も -…… こ こ に こう し て いる の は わた 
mmm 
No リン 旅 が で き で よかっ つた で ま 上 。 こま ご で ee 
コー リ 「 オ レ も だ 。 ま 、 城 の 外 に 連れ 出し て くれ っ て 言わ れ た 時 に ゃ 、 どう な る 
II 


同 エス テル  「 本 当 で すね ] 


誠 ユー リー K っ Cu な が 色んな 人 や 出来 事 に 出 会 さ 。 世 界 中 旅 し て きた けど 、 


_ 全然 飽き ね ぇ 。 どう や ら 性 に 合 っ て る みた い だ 。 ずっ と 続け て くだ ろう な 」 


問 エス テル  「 そ し て 、 困っ て る 人 を 助け る ん で すね 」 


ば 姫 が 居る か も し れ ね ぇ か ら な 」 


同 エス テル  「-…… も う 。 ユー リ 意 地 悪 で す 」 


開 ュ ユー リ AVADAU きこ 0 
エス チル 和夫 和 上 びる rt の 
回 エス テル  「-… 不 恩 議 で す 。 今 、 ちっ と も 怖く な い 。 お し ろ 新 し い 世界 が 来る ん だ な っ て …-」 
| 此 関 ユ - リ  「 ぁ ぁ : CC 細め 2 その 先 を 生き る ん だ | 


問 ユー 「 サ ン キ ュ 、 オレ も 同じ だ よ 。 さく っ と ケリ つけ て 、E 自分 た ち で 選ん だ 未 
上 コ 
回 エス テル  「 ほ は い 


| 還 TE 議 し P.568 | フレ ン 戦 


ビ 


夢 か 。 お っ さん 、 栖 に も な く 


その 気 に な っ ちゃ っ て る よ 
参っ た ね 、 ど ー も 


明日 、 あ の 暑 只 み に 朱 む ん で すね 


選択 …… ユ ー リ は いつ も 自分 で 
自分 の 選択 を し て きま し た よね 


て 
選択 する 覚 情 を する っ て (ユー 
な ん だ な っ て 


に こう し て いる の は 
わた し が 選ん だ か ら 、 わ た し が 
望ん だ か ら な ん だ っ て 思い ます 


旅 っ て いい よ な 
色んな 人 や 出来 事 に 出会っ て さ 


ああ . オ レ た ち は 
星 幅 み な ん か で 終わ ら な い 
その 先 を 生き る ん だ 


Ra 


oe N 


Mudfaecah 


うと さて 


Se 


ン n 。 沙 <. 光 、 9 


も ce 0 


6 っ kc 。 沙 、-。、 沙 、- ル 、。9- 北 0 水 、 光 、h の ne か も っ の た か た の 


= 北 。 0 - 北 。 2 トト 水 、 いで 


9 の ぐる ゃ ooo ゃ る oe ゃ aoeoo ゃ ゃ ゃ る の eoeo ゃ eeeee ゃ eeeooeeeeoeeoeeeeeioesieeweeoeeooeeweooooieie 


夜 が 明け 、 、 一行 は 街 の 中 心 部 に 集まる 。 


関 ユー リ 「 よ く 眠 れ た よう だ な ]」 
に すこ 1 
トン SN お っ 
イヴ ッ 1] 「 最 初 に 来 た と き と は ダン チ で 快適 な ベッ ド だ っ た わ 」 
「 あ あ 。 随分 し っ か り と し た 街 に な っ た か ら な 」 6 
、_ 「 も うこ こ は 立 派 な 街 な の だ か ら 名 前 を つけ な いと ね 」 IF 寺 し で 
ま 業 な ら う の 名 全 は 作 の 上 本 ね | 2 や ニー ジー 
0 NMISUB: 手 作 BEE の ed コシ eo 0 | 
OO 
開 カロ ル 「 ぶ ー」 上 て 
国 エス テル  「 え えと …- 雪 解け の 光っ て 意味 の …… オ ル ニ オ ン 、 な ん て どう で す ?」 
寺谷 お 肖 間 9 
] | は ル = ォ を PE 


第 | まま 

1 
草 有 「 明 星 索 号 じゃ な ?」 

ト 隊 寺 3 生前 昌 の 其 、 で 時 1 0 

7 上 閉 カロ ル 。 ええ!? そん な の 使っ ちゃ っ て いい の ?] 

| _「 憧 造 と し し 、 大 き さ と いい 、 ちょ うど よかっ た の よ 。 これ レア メタ ル 製 だ し ね 」 

| 

り 旧 国 ルレ アラ ルー 和博 で 1 

オ 卓 「 み な さん が 議論 し て いる の を 聞い て 、 この 剣 の こと を 思い 出し た ん で 

入閣 す 。 どうせ 私 は 剣 は か らき し で すし 、 お 役に立つ な ら 本 望 で す よ 」 

ガン | 「 電 寺 な が 拓 議 章 牧 9 摘 じ 

> 和 MCB 際 E ーー ニッ ニー 。 っ マシ 

凍 wa0 入 細 大 間 較 NWE。 

閣 カロ ル  ” 「 そ れ じ ゃ 、 号 改め 、 明 星 弐 号 だ ね か ヵ 」 

こ SO 9 

PASeS 了 の SFD1 間 還る ま テー つま に に >oー 

] 「 あ あ 、 今度 こそ 本 当 の 本 当 に 最後 の 決戦 だ | 〔"- 

四 の IRC 


_[ ソ ディ ア !7] 


ー「 休 が ある か 分 か D ま せん 。 入ら に は 隊長 の 助け が いる は ず で す 」 


…… い え 、 隊 長 も 彼ら と 共に 
、 行っ て くだ さい 


ジ デ ィ ア [分 か っ て いま す 。 ZDSROIDiD。 肝 に 銘じ て いま す 」 


回: ウィ チル 「 大 丈夫 で す 。 貸 だ つて いる ん で すか ら 」 


フレ ン 

た と え 別 々 に 行動 し て いて も 
僕たち は 仲間 だ 。 

ぞ れ だ け は 忘れ な いで くれ 


の ーーー ニー ニー 


ト | ヨー デル 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と 精霊 の 件 は 、 私 た ち 指導 者 は 納得 し 、 その 後 


の 方 策 を 話し 合い まし た が 、 全て の 人 々 が この 変化 を 受け 入れ る の に 


は 時 間 が か か る と 思い ます 」 


フッ 「 そ う で すね ……。 戸 惑う 人 は 大 勢い る で し ょ う 」 3 

ヨー デル 「 で す が 、 受 け 入 れ な けれ ば 新しい 世界 を 生き て いく こと は で きま せん 」 オル ニオ ン と いう まし いき 

較 ユー リ 「 あ あ 。 その 通り だ 」 

ヨー デル 「 ま ず は ここ に いる 人 た ちか ら 話し て み ま す 。 た だ の 野原 か ら 、 この オ 

0 ル ニ オ ン と いう 素晴らし い 街 を 生み 出し た 彼ら な ら ……」 

フレ ン  「 え え 。 き っ と 受け 入れ て くれ る で し ょ う 」 Ra 

開 ユー リ 「 頼 お ぜ 、 オレ が 言っ た っ て 誰 も 聞き ゃ し な いか ら な 」 

還 エ 5 ル | あこ と 2 は | ーー 
同 ヨー テル  「 エ ステ リー ゼ 、 それ に みな さん も 気 を つけ て 」 ん の ek 


ヨー デル 殿下 の 話 を 聞い て 谷 し い 


外 に 向かう ユー リ た ち 。 ソ ディ ア が 街 の 人 々 に 声 を か け て 注目 を 集め る 。 


韻 ソ デ ィ ア  「 み ん な 、 忙 し いと ころ すま な い ! ほん の 一 時 、 手 を 止め 、 ヨ ー デ ル 
殿下 の 話 を 聞い て 欲し い 」 

ソ デ ティ ア は ヨー デル に うな ずく 。 3 。 虹 
ヨー デル 「 み な さん 、 今 か ら 大 事 な 話 を させ て も らい ます 。 これ は 帝国 に も ギル 


ー 行 、 出口 か ら ヨ ー デ ル を 見 つめ る 。 


これ は 帝国 に ち ギ ルド に も 、 。 こ 
この 世界 で 生き る すべ て の 人 に 丘 還 半 還 胃 
関係 ある こと な ん で す …… 作 


ジュ ディ ス  「 大 丈夫 か し ら 」 こ 
開 ユー リ 「 あ いつ ら は オレ た ち を 信じ て 送り 出し た 。 オレ た ち も 信じ よう ぜ 」 
エス テ 誠 。 。  【 ネ え | 


心配 そう に 見 守る フレ ン の 肩 を 叩く ユー リ 。 フ レン は 小さ くう な ずく 。 


病 ユー リ 「 さ ぁ 、 オレ た ち は オ レ た ちの 仕事 を こなさ な きゃ な 。 カロ ル 、 締め ろ 」 
同 カロ ル [うん 。 み ん な ! 絶対 成功 させ る よ ! 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 出 発 ( 
還 er は 「 お う 」 2 ba 症 ri 醒 
エス テル 「 は い 」 トト の 
リタ 「 え え 」 
開 レイ ィ ヴ ン  「 ほ いさ 」 
RE ジュ ディ ス [了解] 
「 ワ ン リ 
「 の じゃ 」 を ンー 
「 あ あ 」 0 時 


サブ イベ ント 記 語 友 
シュ ヴァ ー ン 隊 の 激励 ・ そ の 1 
且 上, ラ ピ ー ド の 飼い 主 
スキ な も の は ・ そ の ら 
騎士 団 最 強 の 奥義 
騎士 団 へ の 想い 
丘 【[ 新 騎 士 団長 誕生 ! 
| 149 た と ウス 
丘 世 帝国 御 宮 人 漫遊 記 
病院 へ 行こ う 
引当 精霊 た ちの 対話 
上 に 肖 ホン ト の 理由 
ブリ ュー ナク ・ そ の 3 
最終 決着 
継承 の 証 
倉庫 整理 ・ そ の 5 
誰が た め に ・ そ の ら 
下町 の お 礼 
グレ ー ト ボス へ の 道 
勇者 か ら の 挑戦 
フレ ン の 試練 
ー 夜 の 特訓 
上 【 当 シシ リー の ひら めき 
秘密 の 改造 


き ユー リ と フレ ン が 稽古 を し て 、 新しい 技 を 編み 出す 

き シュ ヴァ ー ン 隊 が レイ ヴ ン に 決戦 装束 を 贈り 激励 する 

叶 ユー リ が 、 フレ ン と ら 人 で ラビ ピー ド の 世話 を し て いた 話 を する 
き リタ が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 好き な 理由 を 語る 

き ドレ イク が レイ ヴ ン に 騎士 団 最強 の 奥義 を 伝授 し よう と する 
き ドレ イク が ユー リ に 騎士 団 に 戻っ て くる よう すす め る 

き ドレ イク か ら 、 フレ ン が 正式 に 騎士 団長 に 任命 され る こと を 聞く 
き ユー リ が フレ ン に 内 緒 で 、 オル ニオ ン の 発展 を 手伝う 

き エス テル が ドレ イク に 、 これ まで の 旅 に つい て 語る 

き エス テル が オル ニオ ン の 病院 を 手伝い 、 治癒 術 に つい て 学 京 
き 四 精 霊 が 人 間 と 世界 の 行く へ 未 に つい て 語り 合う 

き ジュ ディ ス が リタ に 、 自分 と ヘル メス の 関係 を 明か す 

叶 き ジュ ディ ス が 備 兵 た ち に 奪わ れ た 槍 を 取り 戻す 

き ラビ ピー ド と プチ ウル フ の マー キン グ 勝 負 に 決着 が つく 

き エス テル が ヨー デル か ら 、 自分 を 支え て ほし いと お 願い され る 
き オル ニオ ン に 新設 され た 倉庫 を 、 カロ ル が 整理 する 

き シェ ル と クレ イ の 事件 で 辛い 思い を し た リュ ネ の 笑顔 を 見 る 
き ユー リ が 世界 の た め に 戦う 理由 を 、 ハン クス が 語る 

き 世界 中 を 縄張り に し た ラビ ピー ド を 、 犬 猫 た ち が 祝 福 する 

き ユー リ が フレ ン か ら の 挑戦 状 を 受け 取る 

き 騎士 団 秘蔵 の 語 を 取り も どす た め 、 ソー ド ダ ン サ ー と 戦う 

きき カロ ル の 覚悟 を 試す た め 、 ナン が カロ ル に 特訓 を 課す 

き シシ リー が ラビ ピー ド に 興味 を 持っ て 、 武器 を 作ろ うと する 

きき シシ リー が カル ロウ X を 改造 し 、 ウィ チル が それ を 見 学 す る 


サブ イベ ント 古 肖 大 き な 声 で 叫べ ! ラ ダン グレ スト で 、 カロ ル が ビッ グ ボ イス コン テス ト に 挑む 


ギル ド の 仕事 ・ そ の 7 きき ノビ ス の た め に 、 エヴァ ライ ト の 精製 方 法 を 探す 

中 上: ギル ド の 仕事 ・ そ の 8 呈 一 行 が これ まで に こなし て きた ギル ド の 仕事 を 振り 返る 

上 ハル ル の 樹 うき ハル ル の 樹 を 前 に し て 、 エス テル が 今後 の 身 の 振り 方 を 決め る 
技術 の 粋 の 結集 = 魔 導 土 と 魂 の 鉄 植 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) が 協力 し て 武器 を 作る 
中 上 4 魔 導 士 の 道 は 果て し な い = 魔 導 土 た ち に 認め られ た リタ に 、 決戦 装束 が 送ら れる 

全 【Z 刺激 大 好き シシ リー き シシ リー に 武器 を 作っ て も ら う た め に 、 刺激 的 な こと を する 
古 < 料理 人 の 証 = ワン ダー シェ フ に 頼ま れ て 、 料理 パト ル に 参加 する 。 
あり じ ご くぅ ・ そ の 5 き マン タイ ク の うし に ん と 最後 の 物 々 交換 を 行う 

| 175 Ft = 廃 壇 の ヨー ムゲン で 、 ユイ ファ ン の 日 記帳 を 発見 する 

略し い 君 の 水着 姿 き レイ ヴ ン が 女性 陣 の 水着 姿 を 見 る た め に 寿 走 する 

填 天 風呂 いい ね ・ そ の 4 = 団体 客 を 迎え て 人 手 不 足 の ユウ マン ジュ を 、 一 行 が 手伝う 
良い 上 司 き フレ ン が ソ デ ィ ア と ウィ チル を ユウ マン ジュ で 骨 休 め さ せ る 


后 『 温泉 バイ ト ア ゲイ ン ・ そ の 1 き 客 か ら の 人 気 が 高 か っ た ジュ ディ ス が 、 ふた た び 売 り 子 を や る 
后 上 温泉 バイ ト ア ゲイ ン ・ そ の ら きき カロ ル が 新しい 衣装 で 、 赴 天 風呂 の 掃除 を 手伝う 


| 181 に ょ Ak アァ = 魔物 に 襲わ れ て ピン チ の ナン を 、 カロ ル が 救出 する 

中 [首領 、 出陣 き クリ ント に 考え を 改め て も ら う た め 、 ユー リ た ちの 力 を 示す 

目 [:: 戦闘 技術 の 訳 合い ・ そ の ら きき ジュ ディ ス が クリ ティ ア 族 に 知恵 を 役立て る よう アド バイ ス す る 
ラビ ピー ド の 血筋 ョ リッ チ と カレ ン が 、 知人 の 飼っ て いた 犬 に つい て 語る 

中 上: 当 スキ スキ ユー リ ・ そ の 3 き グラ ンカ レイ の 武器 を 拾っ た パテ ィ が 、 ユー リ に アタ ッ ク す る 


スキ ッ ト 最終 戦へ の 意気 込み 男性 編 ノ 最終 戦へ の 意気 込み 女性 編 / オ ル ニ オ ン の 元気 に つい て / 世 界 変革 通 逢 に つい て ン / 
ラス トバ トル に 向け て 新しい 街 の 英雄 は プ ヒ ビオ ニア 大 陸 の 可能 性 不思議 よね 温か な お も て な し 


塔 市 を 復活 させ た 者 


で いて ヤセ ん YOCt ルス を OCG と CO こ こつ 古代 塔 市 タル カロ ン どう 


「 は えー」 Ne 
「 す げ え 、 で か さだ な 」 
「 ま さ に 天 ま で 届け っ て 感じ だ ね 」 


「 こ ん な の が アス ピオ の 側 に 眠っ て た な ん て 、 い ろ ん な 意味 で ショ ッ ク だ わ ] 


「 あ の 周り に 展開 し て いる の が 、 生命 力 を 吸収 する 術 式 だ ろう か 」 


ec く n て いま ボー 回 層 ィ 「 い いこ と な の じゃ 。 時 間 が 差し 迫っ た 方 が 人 は や る 気 に な る も の じゃ 」 
「 そ れ は そう か も し れ な いけ ど 、 ボク 5 ら も や ば いん じゃ な い の ?] 
【 ジュ ディ ス  「 確 か に 全て の 人 間 と いう こと な ら 影 守 が あめ っ て も お か し く な いけ れ ど ] 


に エス テル の 身体 が 育 い 光 を 放つ 。 0 


OCS の 「 星 喰 (ほし は ) み と や る 前 に ば て ちゃ う よ …」 


「 バ ウル に 乗っ て ピュ ー っ て 天辺 に 行く 訳 に いか な い の ?」 
[/ ルト ペー 


SH] 


培 の 内 部 に 入る と 、 その 壮 衣 さ に カロ ル が 感嘆 の 声 を 上 げ る 。 


了 エス テル 


閲 リタ 


「 す げ え な 、 これ が 全部 、 今 ま で 土 の 下 に 埋まっ て た っ て の か よ ] 
「 ア スピ オ 周 辺 で 多く の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 発掘 べ これ た の も 、 ここ 
ーー シー 


「 な ん だ か 変 な 感じ ね 。 星 喰 ( ほ し は ) み に 使う っ て くら い だ か ら 、 これ 
は 兵器 な ん だ ろう けど 、 外 か ら の 眺め は 都市 あたい だ っ た 。 都 市 を 改 
造 し て 兵器 に し た の か な ]」 

「 星 喰 ( ほ し は ) み と 対等 に 戦う に は 、 こん な 大 き な 街 を 犠牲 に し な く て 
は な ら な か っ た の か が の] 

「 こ れ だ け の 規模 な ら さ ぞ 大 勢 の 人 が 暮らし て いた こと で し ょ う ね 」 


け て る こと や ら 」 
「 な ぁ に 。 デ ュー ク と ケン カ す る 前 に 星 喰 (ほし は ) み を 倒し ちまえ ば い 
ME 


スキ ッ ト 


古代 文明 に つい て / 迷 子 な 地形 古代 の 遺産 


え に は オレ が 居る だ ろう ?」 

回 レン 「 あ いつ は …… | 

|] ジュ ティ ス  「 生 き て た の ね 。 信じ られ な いし ぷと さ 」 

ー バテ ィ 「 こ ん な 高い と ころ まで 疲れ た じゃ ろう 。 わざ わざ ご 苦労 さん じゃ の 」 
較 ユー リ 「 ホ ント に し つこ い 野 郎 だ な 。 何 度 も 言わ せる な っ つっ た ろ ? て め え 


「 おいおい お い お い お い ! だ か ら こ そ 意 味 が ある ん だ ろう が !」 


「 ク 八 八 八 八 八 ! ユウ ウリ イイ イ ! 世界 て や ら を 救い た けれ ば 、 オレ と 


の ぼり つめ る し かない みたい だ ぜ ぇ ?」 


還 | エス テル  「 ど うし て ! な ぜ こ ん な 無 意 味 な こと を 」」 

に | サギ 「 無 意味 ? 無 意 味 だ と ? 意味 な ら あ る だ ろう が ! この 方 が 本 気 ( マ 
ジ ) で 戦 ( や ) れ る だ ろう ?」 

関 ュ - 「 ザ ギ …… こ こま で イカ れ た や ろう だ っ た と は な 。 いい ぜ 。 ケリ つけ て や る 」 
「 は 一 っ は っ は ! 怒れ ! も っ と だ ! も っ と 昆 ぶ れ ! 本 気 ( マ ジ ) で 来 


い ! で な いと …… の ぼり つめ られ な いか ら な ああ あぁ ぁ !」 


肢 人 ゲ ライ オス 文明 …… 寺 
| 本 に 書い て あっ た も の より 
ずっ と すご いで す 


デュ ー ク と ケン カ す る 前 に 
星 喰 み を 倒し ちまえ ば いい ん だ よ 


待ち あか ね た ぞ …… 
ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 


この 先 の 封印 式 の 構成 式 よ 。 
つま り 、 こ の 上 脱 を ぶっ 壊さ な い 
限り この 先 に は 進め ね ぇ な ぁ 


ザ ギ …ー… 
イカ れ た や ろう だ っ た と は な 


Naowevotey 


SS TS 


ユー リ た ち は 襲 いか か る ザ ギ を 撃退 する 。 腔 を つく ザ ギ 。 


PP 


レイ ヴ ン は ザ ギ が 沙 ち た 場所 を の ぞ き 込む 。 


STSSSSAODSKOS い SC 


ユー リ と な ら 本 気 で 戦え る 、 


ぞう 加 っ た ん じゃ 


1 次 は 体 も 麻 導 器 に 変え て こよ う . ーー 222 か 82 半 23908 
【 522 賠 回? 叶 [<<<、 痛み が ね え 、 全然 ね え 。 お お ? 体 が 動 わ ね えな 。 な ん て ヤ ワ 
ト な 体 な ん だ 。 次 は 体 も 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 変え て こよ う 。 そう すり ゃ 、 
ド 、。 も っ と 楽し め る 、 そう だ ろ 、 ユーリ イ ? ひっ ひっ ひ 、 あ ー は は は は ……」 
| CEOS SE mn 
0 訂 32M ン ー | コー9U ーー 
紀 ユー リ は ザ ギ を 斬り つけ る 。 

| io 
| 2 
| よろ めい て 後 ず さ っ た ザ ギ は 、 その まま 奈落 へ 落ち る 。 フ レン は 表情 を 時 ら せ る 。 
0 第 
| ーー 
| 

| 


ーー 戦え る 、 そう 思っ た ん じゃ な いで し ょ うか ?」 

E 閉 カロ ル 。。 「 そ れ っ て ユー リ く らい し か 本 気 で 戦え る 人 が いな か っ た っ て こと ?」 

| 関 ユー リ  ・「 知 る か よ 。 あん な いっ ちまっ た ヤツ の こと な ん ざ 」 
回 パティ ”。 「 力 を も て あま し た ヤツ の 成れの果て 、C ゃ の 」 


問 ジュ ディ ス  「 え え 、 ええ 分 か っ た わ 」 


ュー リ 
つま ん ね ぇ 事 で 時 間 く っ ちまっ た 


行こ う せ 関 ユー リ 「 バ ウル が どう か し た の か ?」 


問 ジュ ディ ス [大 丈夫 、 外 の 様子 を 聞い て た だ け ] 


内 リタ 「 生 命 力 吸 引 の 術 式 、 どれ ぐら い 組み 上 が っ て る ?] 


ジュ ディ ス  「 バ ウル は 術 式 の こと わか ら な いか ら 」 


仕掛け を 解き つつ 典 へ 進む と 、 一 行 は 長い 階段 を 目 に する 。 


因 | エス テル  「 あ の 階段 は ……」 


守 う か 5、 こ の 上 が 雇 ぁ た いで 階段 の 先 を 見 上 げ る 。 


「 ど う や ら 、 この 上 が 頂上 みた いで すね 」 


「 こ こ が 正 意 場 だ な 。 み ん な 、 覚悟 は いい か ?」 


fy ボク た ち が や ら な きゃ いけ な いん だ も ん 」 
_「 こ こ で 逃げ た ら 、 今晩 の 食事 が まず く な る の じゃ 」 


「 そ ゆこ と 。 お っ さん も さす が に が ん ば っ ちゃ う よ 」 


「 わ た し た ち を 信じ て 待っ て いる 人 た ちの た め に も 必ず 星 喰 (ほし は ) み 


を 倒し ます !」 


問 ジュ ディス” 「 フ ェ ロー や ベリ ウス 夫 得 の 長 (エン テレ ケイ ア ) た ちの 想い の た め に も 、 ね ] 


わた し た ち を 信じ て 
待っ て いる 人 た ちの た め に も 
必ず 星 喰 み を 倒し ます / 


し 


階段 の 先 に は 、 お そら く あ の 男 が いる 。 


開 ユー リ 「 行 こう !」 


シュ ヴァ ー ン 隊 の 激励 ・ そ の らき レイ ヴ ン と シュ ヴァ ー ン の ギャ ッ プ に 、 一 行 が うん ざり する 
魔 剣 ・ そ の 3 き 9 つ す べ て そろ えた 魔 装具 の 扱い に つい て 話し 合う 
下町 の 希望 = 高 名 な 偽 兵 が 残し た 剣 を 、 下町 の 住民 が ユー リ と フレ ン に 託す 
や っ ぱり 圭 天 風呂 いい ね き 全員 で ユウ マン ジュ の 吉 天 風呂 に 入り 、 くつ ろ ぐ 


スキ ッ ト ザ ギ の 最期 ビザ ギ に つい て ら 


戦闘 会 話 ザ ギ 戦 


堪 の 頂上 に は デュ ー ク の 姿 が あっ た 。 彼 の 周り に は 魔法 陣 が 展開 され て いる 。 


関 ユー リ 「 デ ュー ク …… 

近づく 一 行 。 デ ュー ク も それ に 気づく 。 

関 ユー リ 「 デ ュー ク 、 オレ た ち は 四 属性 の 精霊 を 得 た 。 精霊 の 力 は 星 喰 ( ほ し は ) 
0 皇 る 


エス テル  。 「 も う 人 の 命 を 使っ て 星 喰 (ほし は ) み を 討つ 必要 は あり ませ ん !」 


デュ ー ク は 頭上 に ある 星 喰 (ほし は ) み を 見 上 げ る 。 


較 デュ ー ク  「 あ の 大 き さ を 見 る が いい 。 た っ た 四 体 で は どう に も な る まい 」 


癌 リタ 「 四 体 は 要 よ 。 足り な い 分 は 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 魔 核 ( コ ア ) を 精 
2 。. 挫 に G 二 3 わ に EE 
カロ ル 「 世 界 中 の 魔 核 (コア ) だ も ん 、 すごい 数 に な る は ず だ よ 」 

開 レイ ィ ヴ ン 。 「 つ いで に お た く の 嫌 いな 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 文 明 も 今度 こそ 終わ り 。 
まり 悪い 話 じ ゃ な いで し ょ ?」 


賠 デュ ー ク 。 「-… 人 間 た ち が お と な し く 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 差し 出す と は 思え 


ん 。 そ れ と も 無理 矢 理 行う の か ]」 


k パティ [無理 矢 理 な ん て し な い の じ ゃ !] 


「 一 度 手 に し た も の を 手放せ な い の が 人 間 だ ]」 
「 わ か っ て も ら え ね ぇ か ……。 だ けど 、 オレ し たち は オ レ た ちの 選ん だ 方 


法 で 星 喰 (ほし は ) み を 討つ 。 もう 少し 、 待っ て くれ ね ぇ か ?」 
_「 僕 た ち は 、 人 々 の 決断 を 、 ーー ニン ーー ニー ピー 


も っ と も 自然 に 営ま れ て いた 頃 に 戻る の か 、 と 聞い て いる 」 


いこ っ 
My ) 
ご 
守 


較 デュ ー ク  「 お まえ た ち は 人 間 の 都合 の 良い よう に 、 この 世界 を …… テ ルカ ・ リ ュ 


了 | エス テル が 人 の 送 中 だ と は 考え られ ませ ん か ? 始祖 の 隷 長 (エン テレ 
ケイ ア ) た ち は 精 霊 に な る こと を 進化 だ と 考え て いま す 。 同じ よう に は 


だ が 、 私 に は 私 の 潜る] 
開 ユー リ |) [わか っ て くれ ね ぇ の は それ を や ろう と し て いる オレ た ち が 人 間 だ か ら か ?」 
開 レ ィ ヴ ン  「 人 間 が 信用 で き な い か ら っ て 放っ て お いて 、 手遅れ に な っ た らい き な 
開 り 消 そう と する っ て どう な の よ !?」 
国 デュ ー ク  「…… お まえ た ち は こ の 塔 が どう いう も の か 知っ て いる か ? も と も と 
_ 都市 だ っ た この タル カロ ン を 古代 人 は 自ら 兵器 に 変え た 。 始 祖 の 博 長 ( エ 


、 ン テレ ケイ ア ) を 滅ぼす た め に |」 


較 デュ ー ク  「 あ < くま で 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 危険 を 認め よう と し な い 古 代 人 に と っ 
て 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 攻撃 する 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 
邪魔 で し か な か っ た の だ ]」 

カロ ル 「 そ し て エア ル の 乱れ に より 星 喰 (ほし は ) み が 出現 し た ……」 

国 | デュ ー ク 「 そ うな っ て 初め て 人 間 は 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) の 言葉 に 耳 を 

傾け た 。 今 の 世界 は 多く の 犠牲 の 上 に ある 。 な の に 人 間 は また 過ち を 
犯し た 。 必 ず ま た 繰り 返す だ ろう 。 ど うし よう も な いと ころ まで 世界 を 
触 み 、 自分 た ちの 存続 の た め だ け に 世界 の あり 方 まで 変え よう と する 。 
そん な 存在 こそ 、 星 喰 (ほし は ) み を も 凌 角 す る 破滅 の 使徒 だ 」 


デュ ー ク 、 
オレ た ち は 四 属性 の 精 履 を 得 た 。 
精霊 の カ は 星 喰 み に 対抗 で きる 


つい で に お た く の 媒 い な 
。 、 疾 導 器 文明 も 今度 こ ぞ 終 わり 


入 々 が 進ん で 応じ る な ん て 、 


信じ られ な い の か し ら ぅ 


デュ ー ク 
それ で 世界 が 
元 に 戻る と いう の か ?2 


免 福 の 縺 長 た ち は 精 圭 に な る こと 


を 進化 だ と 考え て いま す 。 


周 じ よう に は 考え られ ませ ん か 2 護 


= Se 
詞 庄 を 攻 黄 する 始 揚 の 計 長 は 
那 麻 で し か な か っ た の だ 


今 の 紀 界 は 多く の 物 特 の 上 に ある 。 
な の に 和信 王 は また 包 ち を 犯し た 。 
銀 ず また 繰り 返す だ ろう 
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邊 
交 
交 
も 


びら 


et 


 …… そ れ が あな た が 人 間 を 
滅 ほそ うと する 理由 な の 
。 で すか 


トコ 
か 


に 
ここ で 


かー 


ー で て 


二 、 
に に 


か 


の 隷 長 が その 使命 を 放棄 する 
うな ら 、 私 が 3| き 継ぐ 


「…… そ れ が あな た が 人 間 を 減 ぼ そう と する 理由 な の で すか 」 
「 私 は 友 に 故 っ た の だ 。 この 世界 を 守る と 」 
「 エ ル シ フ ル 、 ね 」 


「 役 女 わ わた し た ちの 話 を 間 き 入れ て くれ て 積雪 に 転生 し まし た 。 だ か 
ら 、 どう か 一 緒 に …ー」 


ざけ る な 。 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) が その 使命 を 放棄 す 


る と いう な ら 、 私 が 引き 継ぐ ぶ 。 お まえ た ちの 手段 を 待つ まで も な く 、 私 
が この 術 式 を 完成 すれ ば 世界 は 救 わ れる 」 


傷つい て も 、 立 ち 止 まっ て も 、 間 議 
謗 め な けれ ば 


また 歩き 出せ る は ず で す ! 


で ギー キー ポー キー デー ボー ギン ーーー イー イー ギー サイ で ボー 
| 


ンー っ の 傷つい て も 、 立ち 止ま っ 
て や 、 電 42AE と ーー レン 


何 も み つか ら な いも ん ね 。 そ れ に 、 あたし た ち は あ ん た みた い に 勝 手 


に 決め つけ て この 道 を 選ん だ ん じゃ な い 。 みん な で 決め た よ 」 
「 う ん 。 


一 人 じゃ 難し い の か も し れ な い 。 で も ボク た ち は 一 人 じゃ な い 


ん だ 。 一 人 で 出来 な か つっ た ら み ん な で が ん ば る 。 そう や っ て 彰 い て い 


で も ボク た ち は 一 人 じゃ な いん だ 
一 で 出来 な な っ た ら 
みん な で が ん ば る 


ジュ ディ スズ ス 


ジュ ディ ス 
けど 、 変 わろ うと し て いく も の を 
受け 止め 、 考 え 、 ま た 


ける っ て 事 に 気付 いた ん だ 。 だ か ら ー 
[の じゃ 。 一 人 で 出し た 答え は いつ か 必ず 行き 止ま り に ぶち 当たる 。 で も 、 


2 げ ば 、 ど ん な 凪 で も 政 で も 、 人 30! 


い 未 来 を 受け 入れ られ ぬ も の が いる 。 そ れ が わか ら ぬ お まえ た ち で は 


な い だ ろ う ?」 


くも の を 受け 止め 、 考え 、 また 変わ っ て いく 。 本 ね 。 だ か ら 


変わ っ て いく 。 人 も 世界 も 、 ね 


バカ ども が 変わ っ て いく の を 
先 に いっ ちまっ た 巡ら の 


何 年 … 何 十 年 … 何 百年 か か っ た と し て も いつ か 受け 入れ て くれ る 、 今 
は そう 思え る わ 。 だ っ て 、 ーー 


誰 も が 同じ よう に 進め る 訳 じ ゃ な いと いう な ら 、 僕ら が それ を 支え ます 。 その 


eS sa 


ト 3 の EE / 間 2 


代わ り に 、 さ 


て いく の を 先 に いっ ちまっ た 奴ら の 代わ り に 、 さ 」 


「 相 容れ ぬ な ……。 
SS 


未来 は 創り 出す も ん だ ろ 。 
選ん だ 道 を 信じ て 創り 出す も ん だ 


の が 違う 」 


「 未 来 は 守ら ね ば な らん 。 守 ら ね ば 破 減 が 待つ っ て いる 」 


「 満 月 の 子 よ … 


ME こ ご 


合 を 。 な ら ば 、 析 同 様 に こと で 寺 和 る 箇 を 見 せる が 艇 で は な いか 」 
「 死 ぬこ と を 選ん だ の が 、 勇気 で は あり ませ ん 。 ニニ ーー 
ここ > 


ド に | エス テル  「 だ か ら 、 そう で は な い 証 に わた し は ここ へ 来 た ん で す 」 


宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) を 手 に する デュ ー ク 。 周囲 に 展開 し て いた 魔法 陣 が 消え て いく 。 
ニー 「 な ら は 、 今 こそ その 誇り を 見 せる が いい -…。 私 を 倒し て みよ 


ト デュ ー ク 「 し か し 、 どちら に し ろ 、 それ は 愚か な 選択 だ 。 私 が 描く 世界 に 生き 残 
れる と いう の に ここ で いた ずら に 命 を 散ら す と いう か 」 


デュ ー ク 「 人 は 世界 を 錠 お 。 人 も 世界 も 守る ろう な ど 矛 盾 は な は だ し い 」 


癌 カロ ル 「 今 まで と は 違う よ ! きっ と 、 世 界 は 変わ れる ! その た め の 精 霊 化 だ か ら !] 
デュ ー ク  「 世 界 は 変わ っ て も 、 人 は 変わ ら な い 。 変わ ら ぬ 者 た ちの た め に 世界 を 
NITETTTITTTTT'+† ゆ 1_TI_t ぴ et 
邊 分 の 傍ら に ドン の 半 を 見 る カロ ル 。 。 

] カロ ル 「 変 2 


め ら れ た 信念 ……。 …… う うん 、 有情 か な 


ト | デュ ー ク 「 だ が 、 所 訟 、 命 を 賭し て 守る も の で は な か っ た と いう こと だ な 」 


賠 リタ 「 命 を 賭け る と か 賭け な いと か バカ っ ぽい 。 例え 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 
が な く な っ て も 、 愛情 を 込め られ る も の は た くさ ん ある ね わ 、 世界 に は ね ] 


還 デュー ク | … くだ ら 0 ぬ 9。 来る が いい 


問 ジュ ディ ス [わか ら な いこ と も ある も の ね 。 23PCP9zn2YCT 
較 デュ ー ク 。 「-…… 私 も わか ら ぬ 。 見 て いる 先 も 同じ は ず だ ろう 」 

回 ジュ ディ ス  「 ど うし て 、 戦 わ …-」 
較 デュ ー ク  「 ど うし て 、 そ こ に …-」 
ら 人 は 同時 に 声 を 発し 、 言葉 を さえ ざら れ て し まう 。 


= か ら 、 そ う で は な い 証 に 
た し は ここ へ 来 た ん で す 


且 私 が 失 く 世界 に 生き 残れ る 


と いう の に ここ で いた ずら に 
。 命 を 散ら す と いう か 


ーー 
計 士 の よー 


いい の か 、 和 笠 が 
この 世 か ら 失 われ て も …… 


確か に 不思議 だ ね ぇ 
晃 目 衣 し き 乙 女 た ち の いる 
この 世界 を 減 ほそ うな ん て さ ー 


いつ まで だ っ て 道 化 て や る さ 。 


カワ イ 娘 ちゃ ん た ちの いる 
この 世界 を 守る まで は ね 


cm かこ へ エム エー へ エエ. や その 


| 


利 
に 
4 
電 
を 


ジュ ディ ス  「 潔 い の ね 」 
……" 大 切な 友 を 奏 わ れ 、 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プー て ーー て ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ep 四 の 不 典 (テイ ン ノ モス ) を 手 に する デュ ー ク 。 周囲 に 展開 し て いた 魔法 陣 が 消え て いく 。 


その 非 が 帝国 に ある こと も 


回 デュ ー デュ ー ク 1 ーー 来る が いい 由 


アデ 人 の 法 は 私 に は 意味 を 為 さ な い 、。 
私 が 従う の は た だ ひと つ 、 
、 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス の 摂理 の み 


開 テ ュ ー ク 「 人 の 法 は 私 に は 意味 を 為 さ な い 。 私 が 従う の は た だ ひと つ 、 テ ルカ リュ 


ニレ リー ス の 摂理 の み 」 


半 ラ ラッ 「 それで も 條 は あな た の 行い を 見 週 ご す 恥 に は いか な い - 0 


非 も な い 。 来る が いい | 


お まえ が みん な を 礁 うと いう な ら II 上 II 人 人 人 MM 
うち は や め さ せ る た め に 戦う 。 
それ だ け の こと な の じゃ / SOS 生生 ERSSORIKSAKAASSAA 

較 デ ュー ク  「 な ぜ ば 、 そ うま で し て 私 の 前 に 立つ 、 娘 ] 

トド | バテ ィ 「 難 し い 理屈 は 抜き じゃ 。 うち に は 大 切な 仲間 が お る 。 お まえ が みん な を 


、 礁 う と いう な ら 、 うち は や め さ せ る た め に 戦う 。 それ だ け の こと な の じゃ 昌 


較 デュ ー ク  「 な か な か に 潔い 。 年 端 も いか ぬ 少 女 と は 思え ん 」 


パテ ィ 。 「 悩 ん で も 三 秒 と 持た ん だ け じ ゃ の 。 こら え 性 が な いか ら 仕方 な い の じゃ !」 

放 , 回 デュー ク  「 だ が お まえ に 守る も の が ある よう に 私 に も ある 。 退 か ぬ と いう な ら 戦 うま で ] 

gnYTPPPN、 。。 上 還 の ACg』 「 う ち は そ れ で も か まわ ん の じゃ 。 で も 、 う ちら は 必ず 勝つ 。 や る な ら さ っ 
"系 い / ーーーーー 


さと 始め る の じゃ に 


Mn 「 だ が 時 

デュ ー ク と 剣 を 交え る ユー リ た ち 。 仲 間 と 力 を 合わ せ 、 追い 詰め た か に 見 えた が ……。 

srzco- ヶ 和議 賠 デュ ー ク ” 「 さ す が に フェ ロー が 認め た 者 た ちと いう こと とか] 
NII TWO テア UNNTWTWW DU 

「 フ ッ 、 残念 だ 。 お まえ た ちと も っ と 長き 時 を 歩ん で いれ ば 、 違う 形 の 

デン ン シ rw nt  '( 

「 今 か ら で も 遅く な い ぜ 」 ャ TWO7 す て す 0 す 7 すす 7 

「 い や 、 も う 遅 い 。 この 空 を 星 喰 (ほし は ) み が 覆っ た と き 、 私 の 道 は 決 

NT _T mr 「 MGS9N000U |. 0 


関 ユー リ 。。 [この 分 か ら ず 屋 め !] 
武器 を 構え る ユー リ 。 0 法 陣 を 展開 する 。 


剛 と れ が 私 の 選ん だ 道 / 
細 NW) 私 は それ に 列 じ る 。 
友よ / カ を // 


それ が 私 の 選ん だ 道 ! 私 は それ に 閣 じ る 。 友よ ! am 


Se ボ た 5 の よう と 呈し きえ る か 2] 。。 
ES エス テル  「 わ た し は 死に ませ ん 。 生 き て 、 みん な と 新しい 世界 を 歩き た いか ら 。 
その 世界 に は 、 あな た も いる ん で す 。 だ っ て わた し た ちと あな た は 戦う 


べき 敵 じゃ な い は ず な の だ か ら 」 


賠 デューク  「 と も に 生き る 未来 か …… そ れ も い いか も し れん …-」 


エス テル  「 じ ゃ あ …」 
pn デュ ー ク  「 い や 、 も う 遅 い 。 この 空 を 星 喰 ( ほ し は ) み が 覆 っ た と き 、 私 の 道 は 決 
と も に 生き る 未来 か …… | し て し まっ た の だ か ら 」 
それ も いい か も し れん … 1 ee 
回 エス テル 「 そ ん な ……! - ャ ーー「「「「 


武器 を 構え る エス テル 。 デュ ー ク は 地 男 に 弟 を 突き 立て 、 oe 


それ が 私 の 選ん だ 道 ! 私 は それ に 閣 じ る 。 友よ ! 力 を !] 


エ T く TKWTWTEIII キ ヨ 8 まま K8F|O868【8【P く Cu いい くく いく YY くく Yo 


園 ラビ ー ド  「 ワ ン ワ ン ロ 


RAR1KR1R1K1 ね 1 


_ が 人 な ら ば …… ど れ ほ どの 力 を 見 せ て いた こと か ……] 


回 : ニー 


図 カロ ル 「 絶 対 に 負け な い …… 

剛 デュ ー ク  「 フ ッ 、 残念 だ 。 お まえ 達 と も っ と 長き 時 を 歩ん で いれ ば 、 違 う 形 の 居 
。 逝 が あっ た か も し れ ぬ の に な ] ュー 

開 ヵ カロル ” [だ と し た ら 、 あな た は ボク た ちの や り 方 に 名 成 し て くれ た ?] 
還 デュー ク ” 「… い や 、 や は り 駄目 だ 。 道 は 最初 か ら 分 か た れ て いる ] 
し 戦う | し の な LW だ … sl ーー 


内 リタ ※”=。  「 自 分 が 変わ れ な いひ が み じ ゃ な い ? …… み っ と も な い の 」 
国 デュ ー ク  「…… な ん と で も 言う が いい 。 私 は 私 の 道 を 行く …-」 
岡 リタ” ” ="「 ア スピ オ に いた まま の あたし な ら た 応 ん 、 あ な た と 正 同じ こと を 言っ て 
Tn ダダ や" タ ニ eo ター er re or 

還 デュ ー ク  【「 私 は 過去 の 自分 を 否定 する つも り は な い 」 ri 
同 リタ 4 NEED 2 


じゃ な い 、 め た し た ち は そ こ か ら 先 へ 行く の 」 


ド に | デュ ー ク 「 論 弁 だ な ……」 


問 り リタ 「 な ん で も いい わ よ 、 も う ……。 どう する の 。 降参 する の 、 し な い の ?] 
回 デュ ー ク  「 私 は の 続く 限り 、 自 分 の 道 を 突進 お ] = ニ 
回 リタ 「 そ れ は 残念 ね 」 


に | デュ ー ク 「 後 梅 は な い 。 私 は それ に 表し る 。 友よ ! 力 を !] 


ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニシ ニニ ここ ーー ニニ ニニ ーー ニー だ ーー ニー の デデデ ニー だ デデデ デニ ーー デー デー デー ニー デー デー デー デー デー ニー 


較 デュ ー ク 。 「 さ す が に フェ ロー が 認め た 者 た ちと いう こと か ] 


開 レ ィ ヴ ウン [大 戦 の 英雄 が 俺 様 に 負け る な ん て 、 えら い 落 ち ぶ れ よ うだ な 」 


| | デュ ー ク 「 十 年 前 の あの 大 戦 か ら …… 我 々 の 道 は 二 つ に 分 か た れ た 」 


開 レ ィ ヴ ン 。 「 分 か た れ た 道 は 価 と あん た の 道 じゃ な く て 、 あん た が 歩む べき 正しい 


道 と 、 そう で な い 道 よ 」 


困っ 「… 私 が 歩 お べき 道 は 常に 一 つ し か な い ……。 エル シフ ル と の 約束 を 守 


る …… そ の た め に 世界 を 自然 な 形 に 戻す 。 私 は それ に 狗 じ る 。 友 よ ! 力 を 


財 デューク 「 さ す が に フェ ロー が 認め た 者 た ちと いう こと か 」 


| ジュ ディ ス 「 あな た も 強い わ よ ? どう し て 、 そん な に 強く いら れる の か し ら 。 


ャ ーー 世界 の た め に 散 ろ うと 考え て いる 人 が 、 RE 胃 ーー 
ト | デュ ー ク 「 こ の 世界 へ の 想い が 故 


回 ジュ ディス  「 生 きた い の で し ょ う ? 本 当 は 、 そ の 想い と 一 緒 に 」 


デュ ー ク は 地面 に 剣 を 突き 立て 、 魔法 陣 を 展開 する 。 


剛 デュ ー ク [誤解 も いい と ころ だ な 。 私 は この 世界 を 自然 な 形 へ 戻す と 死ん だ 友 
と も 約 し た 。 私 は それ に 列 じ る 。 友よ ! 力 を ! 


「 国 に まだ お まえ の よう な 騎士 が いた と は な 。 本 当 に 変え られ る と 信じ 
て いる の か 。 財 お も の し か 見 よう と し な い 帝 国 を 、 そこ に 住む お 人間 た ち を ] 
「 変 えて みせ る 。 それ が どれ だ け 時 間 の か か る こと だ ろう と 。 僕 が で き 
な く て も 、 きっ と 志 を 継ぐ 者 が いる 。 そし て いつ か 必ず ……」 


…… 傷 りな ど し て は いな い …… 
私 の 全力 を 前 に これ と は 


だ と し た ら 、 
あな た は ボク た ちの や り 方 に 
次 成 し て くれ た 2 


自分 が 変わ れ な い 
ひ が み じゃ な い ? 


た だ 恋 わ る だ け じ ゃ な い 、 
あたし た ち は ぞ そこ か ら 先 へ 行く の 


大 戦 の 英雄 が 俺 様 に 負け る な ん て 
えら い 落 ち ぶ れ よ うだ な 


ア …… 私 が 歩む べき 道 は 、、 
常に 一 つ し か な い …… 


生き た い の で し ょ う ? 
本 当 は 、 そ の 想い と 一 緒 に 


= 


pcikx の ょ 71 
陽 、 結 士 が いた と は な 


の 人 
に に 


- か w 


] | デュ ー ク  「 気 の 長い 話 だ 。 そ の 日 が 来る より 先 に 、 世 界 は 星 喰 (ほし は ) み に 呑ま 
kN い 」 に フレ ン 「 ひ と りな ら そ うか も し れ な い 。 …… で も 僕 は 独り じゃ な い 。 時 に つ 
か り 、 時 に 手 を 取り 合え る 、 そん な 仲間 が 僕 に は いる 。 僕 が 仙 慢 (ご 
- 。 0 還 の で DOHC 
デュ ー ク は 地面 に 剣 を 突き 立て 、 魔法 陣 を 展開 する 。 
デュ ー ク 「 理 想 、 言 葉 、 みな 虚しい 。 私 は 今 あ る 威 か ら 世界 を 守る 。 その た め 
に 、 お まえ た ち を 全力 で 排除 する 。 …… 友 よ ! 力 を !] | 


テディ 
お まえ だ けが 痛み を 背負 っ て る 
訳 じ ゃ な い の じ ゃ 


あっ た の じゃ 。 で も お まえ は 自分 の 痛み を 世界 の 痛み と ご っ ちゃ に し と る 。 
“ OO 
詳 デ テーク 「… 私 が 公私 を 取り 違え て いる と いう の か 。 知っ た よう な こと を 」 
回 7 EE いく ら で も 相手 に な っ て や る の じゃ 。 お まえ が 立て な く 
な る まで 。 うち ら は 命 まで は 取ら ん ぞ 、 安心 し ろ ] 
デュ ー ク は 地面 に 剣 を 突き 立て 、 魔法 陣 を 展開 する 。 
還 テ ュ ー ク  「 私 は 友 と 約 し た 、 こ の 世界 を 守る と 。 その た め な ら 、 この 身 を 砕 か れ 
よう と 本 望 。 友よ ! 力 を !| 
麻 法 陣 が 周囲 に ある 水晶 と 反応 し 、 一 行 は 光 に 包ま れる 。 や が て 光 は デュ ー ク に 集約 し 、 
彼 の 姿 を 変え る 。 全身 を 輝 か せ 、 猛 攻 を 仕掛 ける デュ ー ク 。 ユ ー リ た ち は 最 後 の 力 を 振り 
し ぼっ て 立ち 向かい 、 つい に デュ ー ク を 倒す 。 デ ュー ク は 倒れ た まま 、 空 を 仰ぐ 。 
較 デュ ー ク  「 す ま ぬ …… エ ル シ フ ル -…… 約 束 …… 守 れ そ うに な い …--」 
閲 ユー リ 「 エ ル シ フ ル が どん な ヤツ だ っ た の か も し ら ね ぇ オレ が 言っ て も 説得 カ 
ね ぇ けど 、 人 魔 戦争 で 人 の た め に 戦っ た エル シフ ル っ て ヤツ は 、 ダチ の 


あん た に 人 間 を 否定 し て 生き る 事 な ん て 望ん じゃ いな いと 思う ぜ 」 


デュ ー ク 「 エ ル シ フ ル の 望み ……。 世 界 を 守る 事 …… い き と し いけ る 者 、 心 め る 
者 の 安寧 SS2 」 

星 喰 (ほし は ) み が 鳴動 する 。 

に | フレ ン 「 ユ ー リ ! 急 が な いと !」 

ユー リ 「 あ あ 、 や る ぞ 」 

賠 リタ 「 い くわ よ …… エ ステ ル 、 同調 し て 。 ジュ ディ ス 、 サポ ー ト お 願い 」 


リタ が 術 式 を 展開 し 、 一 行 の 足下 に 魔法 陣 が 現れ る 。 

癌 エス テル  「 は い ! 5 
し と の 室 ROUND 

閥 リタ 「 ユ ー リ 、 いく わ よ り 」 
パテ ィ 「 ド キ ド キ な の じゃ -…-」 
ト :』| フレ ン も と od 

開 レ ィ ヴ ン  「 た の お ぜ -。 大 将 -」 
開 ユー リ 「 あ あ !」 

空 に 向かっ て 剣 を 掲げ る ユー リ 。 周 囲 に 4 体 の 精霊 が 現れ 、 ユー リ を 中 心 に 魔法 陣 が 形成 
され る 。 空 中 に 精霊 た ち が 放 っ た 光 が 集約 し 、 そ れ が 小さ な 光 と な っ て 世界 各地 へ と 散ら ば る 。 
世界 中 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 淡い 光 を 放ち は じ め 、 そ の 光 が ユ ー リ の 剣 に 集まっ て いく 。 
デュ ー ク  「 本 当 に 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 捨て た と いう の か …」 『 
ユー リ の 剣 か ら 放 た れる 光 が 、 星 喰 (ほし は ) み に 直撃 する 。 し か し 、 星 喰 (ほし は ) み は 消え な い 。 
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関 | カロ ル 「 ま さか 効い て な い の !?」 

閲 リタ 「 そ ん な こと な い ! た だ あと 少し 、 あと 少し 足り な い !」 

兄 共 テル 。 | そん な 、 こと まで さて 1 

開 レイ ィ イヴ ン  「 な ん と か な らん の か !?」 

問 ジュ ディ ス  「 お ね が い ! 


フレ ン 「 ま だ 終わ っ ちゃ いな い …… 5 
立ち 上 が り 、 光 を 見 つめ る デュ ー ク 。 
デュ ー ク 「 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) ie 精霊 es 人 間 8 > エル シフ ル よ 


3 世界 は 変わ れる の か が !?」 


デュ ー ク は 剣 を 構え 、 ユー リ に 近づい て いく 。 

ユー リ 「 だ めか ……」 

デュ ー ク の 周り に 魔法 陣 が 展開 し 、 デ ュー ク か ら 強 い 光 が 放 た れる 。 デ ュー ク が 放っ た 光 

は ユー リ の 光 と 融合 し 、 精霊 た ち も そ こ に 集う 。 ユ ー リ の 剣 は 、 まる で 巨大 な 羽 の よう な 

光 と な る 。 デ ュー ク と 顔 を 見 合わ せる ユー リ 。 気合 い を 入れ 、 一 気 に 剣 を 振り 下ろ す 。 
全員 「 い っ け え !」 

光 の 剣 は 、 星 喰 ( ほ し は ) み を 真っ 二 つ に する 。 小さ な 光 へ と 変わ っ て いく 量 只 ( ほ し は ) み 。 

| エス テル [精霊 …」 

薩 | カロ ル 「 あ れ 全 部 が !? すご い ……-」 

閥 リタ 「 星 喰 (ほし は ) み に な っ て た 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) が みん な 精 

霊 に 変わ っ た ん だ ……」 


ーー ーーーーーーーー ド ーー ニー ニー ニー ーー いき ーー の 


内 パテ ィ 「C ゃ の | 


に フレ ン RCCCDD や っ た な 」 
フレ ン が ユー リ に 近づき 、 声 を か けた 。 


還 デュ ー ク  「-…… 本 当 に これ で 正しかっ た の か 」 
ユー リ 「 さ ぁ な 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 失い 、 結界 も な く な っ た 。 けど オレ 


た ち は 選 ん じ ま っ た か ら な 。 生き て る 限り は 、 な ん と か する さ 」 
| デュ ー ク 。 「 強 い の だ な 」 


4 ユー リ な に 、 ひ と CD じゃ な いか らち な] 一 に 0 6 
| 

立ち 去 ろ うと する デュ ー ク 。 

半 ユ コー リ  「 テ ュー クロ お 放 0 

ユー リ の 呼び か け に 、 デュ ー ク は 立ち 止まる 。 

関 ユ ー リ 「 ま た な ]」 S 
デュ ー ク は 振り 向 か ず 、 そ の まま 去っ て いく 。 2 

間 | カロ ル 2 テリ 


仲間 た ち が ユ ー リ に 駆け 寄る 。 ユ ー リ は フレ ン と ハイ タッ チ す る と 、 仲間 の も と へ 走る 。 


精 幸 た ち が 、 大 空 を 駆け る 。 あ ら た な 世界 が 、 今 始ま っ た 。 
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(物語 の 続き は P.6 1 1 の オリ ジ ナ ル 小 説 「 不 変 と 流転 の 狭間 で 」 に 掲載 ) 


サブ イベ ント 折 可 魔 剣 ・ そ の 4 っ 9 つの 魔 装具 の 秘め られ た 力 が 解放 され 、 デュ ー ク が バ パワー アッ プ 


は 朋 ユー リ の 正装 = ユー リ が 珍 国 か ら 贈 られ た 自由 聖 騎士 の 称号 を 断る 
中 上 追憶 の 迷い 路 = 不思議 な 空間 の 先 で 、 謎 の 戦士 が 待ち 受け る 
望 鏡 の 墓所 ・ そ の ら = 望 鏡 の 墓所 の 最 奥 で 、 最強 の 敵 と 戦う 
丘 上 好奇 心 の 姫君 き エス テル が カレ ン に 、 これ まで の 旅 の 話 を 聞か せる 
コレ クタ ー 図 鑑 ・ そ の 3 = 完成 し た コレ クタ ー 図 鑑 を 、 研究 員 の ジェ バン ニニ に 貸す 
モン スタ ー 図 鑑 ・ そ の ら = カロ ル が 完成 させ た モン スタ ー 図 鑑 を ナン に 見 せる 


戦闘 会 話 デュ ー ク 戦 ( 1 回目) デューク 戦 ( ら 回 目 ) 


人 気 投票 の コメ ント ピッ クア ッ プ ・ ぞ の 3 


Q5 ち 学校 の 先生 (職場 の 上 司 ) に な っ で ほし じい! 


サイ ファ ー 6 票 
「 ス ー パ ー マ ン っ ぷり を この 目 で お が ん で 仕 
事 に 活か し た い 」( ふ ぇ りお ん 女性 ) 


Q4 結婚 する な ら こ の 大 ! 


カウ フ マ ン 12 票 
「 か っ こよ く て 仕事 も で き て 憧れ る 」 (ジュ ン ノノ 女性 ) 
[姉さん 女房 で 痕 り に な り そ う 」 ( 爪 意 レ ン ガ 斬 男性 ) 
ルブラン 11 票 
「 仕 事 熟 心 だ し 、 思い や りあ る し 、 奥さん 大 切 に 


し そう だ な と 思い まし た の で 」 (は ち プ 女性 ) 年 


キュ モー ル 1 上 票 ー 
「 キ ュ モ 様 に 美術 を 教え て ほし い 」 (る か 女性 ) 5 


ひひ の の で の ひひ ゆ ひも の ひひ ひので ひひ の の の ひので ひで る ひる 
< 


%L 投 宗 の 結果 発表 ! 。xoz 


一 緒 に ギル ド を 作り た い キ ャ ラク ター と 、 結婚 し た い キ ャ ラク ター の 投票 ュ >P.114 
結果 を 発表 〆 「 そ の 1 」 に 続き 、 ユ ー リ の 人 気 の 高 さ が 明らか に な っ た 。 っ P.558 


ギル ド と いえ ば カロ ル と いう こと で 、Q1 と Q2 で は 9 位 だ っ た カロ ル 
が 表彰 台 に ! な お 、11 位 に は 10 位 と 2 票 差 で ドン が ラン クイ ン 。 


1 位 ユー リ を 選ん だ 火 の コ ヨメ シド 


フレ ン や ラビ ピー ド み た い に 背 中 を 合わ せ て 戦い た い ( は ん な り . 女 性 ) 
どん な 状況 に な っ て も 「 大 丈夫 」 っ て 思え そう (taka@・ 女 性 ) ノ 頼 
サン LC ・ 男 性 他 多数 ) 


こん な 優し く て いい 子 が ボス な ら 、 な ん で も や り ま す (momo- 女性 ) 
共に 成長 で きる 相棒 に な れ そ う ( め りお ん 男性 ) ノ 勇気 凛々 胸 い っ 
ぱい 団 を 一 緒 に 作り た い ( 月 竜 ・ 女 性 他 多 数 ) 

3 位 レイ ヴ シ を 選 だ だ 火 の コ メシ ド 
アレ クセ イ と ドン と いう 大 物 の 補佐 を 務め て いた お っ さん に 支え て 
も らい た い ( ゆ い は し き や ・ 女 性 ) 知識 と 経験 が 豊富 そう だ か ら ( 猫 
まん じゅ う ・ 女 性 他 多 数 ) プ た だ 一 緒 に いた い …… バ (白銀 和 ・ 女 性 ) 


票 | あの 自由 寿 放っ ぷり に つい て いけ る か わか ら な いけ ど 、 一 緒 に 作っ て みた い (し ん ら ・ 女 性) 
364 票 | バウ ル に 乗っ て 一 緒 に 世界 を 飛び まわ り た い ( 今 泉 一 ・ 女 性 他 多数 ) ン 一 番 し っ か り し て そう (chisa・ 女 性 ) 
272 票 | 物事 を 楽し く て ワク ワク する 方 向 に 持っ て 行け る 人 だ と 思う の で 、 リタ さん で す ( き ょ うこ ・ 女 性 ) 
268 票 | 義 を 持っ て 事 を 成せ 。 エス テル と な らい い ギ ルド に な り そ う で す …… 振 り 回 され そう で すけ ど ね ( 谷 河 あつ し ・ 男 性) 
239 票 | フレン と な ら 、 規律 に 則っ た 絆 の 強い ギル ド が 作れ そう で す ( ユ ー リ の 弟子 男性) 
209 票 | さり げ な い サ ポー ト が ば っ ちり すぎ る か ら ( せ し ・ 女性 ) ン 一 緒 に 駆け まわ り た い の で (に こ ・ 女性 ) 

奈 | 條 の 生き 方 や 信 交 は ギル ド の リー ダー と し て ふさ わし い の で 。 ぜひ リー ダー に な っ て ほし いで す (hiro・ 男 性 ) 


ー 滞 報 湘 剖 9 湘 眉 統 と 


主 に よこ 


好き な 人 物 1 位 の ユー リ が ここ で も トッ プ に 輝い た 。10 位 より 下 は 、 
僅差 で シュ ヴァ ー ン 、 デュ ー ク 、 ヨー デル と 続く 結果 に 。 


! 位 ユーリ を 選ん だ 火 の コ メシ ド 


か っ こい いし 、 強い し 、 頼り に な る 。 これ 以上 な い 相 手 (木々 サラ ン 
女性 ) プ 甘党 な ユー リ と 甘い 生活 を 送り た いで す (Rain・ 女 性 )/ 守 
る た め な ら 傷つく こと も いと わな い 彼 を 、 私 も 守り た い ( ユ ミル ・ 放 

| 2 位 エス テル を 選び だ 火 の コ メン ド 
あの 笑顔 が 家 で 待っ て る と 思う だ け で 、 幸せ だ か ら ( ゴ ー ル キー バー 


男性 ) プ 自分 が 男 な ら 、 エス テル が 一 番 い い ( 理 多 ・ 女 性 他 多数 ) ン 
気 が き く 、 と っ て も いい 奥さん に な っ て くれ そう (スイ ッ チ ・ 男 性 ) 


3 位 | リタ を 選 め だ 火 の コ メシ ド 
リタ を 思う と 夜 も 眠れ ませ ん (か っ し 一 ・ 男 性 ) 研究 を 手伝い な が 
ら 世 話 を 焼き た い !(rooc・ 男 性 他 多 数 ) ノ 「 ゴ ミ 出 し 行き を な さい よ 」 
と か 言わ れ そ うだ けど 、 楽し そう だ か ら ( 標 欄 ・ 男 性 ) 


ミ | 安定 し た 生活 が で きそう (ツバ サ ・ 女性 他 多数 ) プ 誠実 そう 。 支 えて あげ た いな っ て 思う (し ろ い も の ・ 女 性 ) 
ジュ デ ティス 上 昧 |LOVE だ か ら 。 心 に 決め た 人 だ か ら 。 初恋 の 人 だ か ら 。 本 気 で LOVE だ か ら (LOVE ジュ ディ ス ・ 男 性 ) 
レイ ヴ ン 票 | 幸せ に し ます 。 お っ さん を くだ さい ( 銀 助 ・ 女 性 )「 愛 し て る ぜ 一 !」 っ て 言っ て ほし い ( け げ ・ 女性 ) 
立 | パテ ィ 票 | 一 緒 に 船 に 乗っ て 旅 が で きそう だ か ら ( 和 牛 丼 専門 店 ・ 男 性 ) プ 大 きく な っ た 姿 が 楽し み ( は や み ・ 男 性 ) 

ラマ ビード 票 | 色々 無理 な の は わか っ て る ん で す が 、 彼 ほ どの イイ 男 は いな いと 思う の で す よ !( イ ッ サ 。 ・ 女性 ) 
立 | カロ ル ビッ クリ する ほど 素敵 な 男 に な る と 思い ます (水野 サワ ・ 女性 )/ 大 事 に し て くれ そう だ か ら (ameko ・ 女 性 ) 
蘭 | ド ノ ツネ ホワ イト ホー ス 票 | 度量 の 深 さや 生き 様 に 惚れ まし た 。 漢 の 中 の 漢 で す (mochi・ 女性) 広い 背中 に 任せ た い ( 生 い ・ 女 性 ) 


出 発生 時 期 
メイ ン シ ナ リオ の どの 時 期 に 発生 する か を 、 シー ン 番 号 と タイ トル で 示し て いる 。 
参照 ペー ジ は 「 第 1 章 メ イン シナ リオ 」 の 掲載 ペー ジ 。 

サブ イベ ント タイ トル 

サブ イベ ント の 番号 と タイ トル 。 別 の サブ イベ ント と 関連 し て いる 場合 、 そ の サ 
ブイ ベン ト の 番号 と 参照 ペー ジ も 掲載 し た 。 な お 、 タイ トル に その 1 、 その 2 な 
どの 連 番 が つい て いな く て も 関連 し て いる サブ イベ ント も ある 。 

ト 書 き 

キャ ラク ター の 動作 や その と き 起こ っ た こと な ど 、 セリ フ だ け で は わか ら な いこ 
と を 補足 し て いる 。 

サブ イベ ント 内 容 

サブ イベ ント 中 の 発言 キャ ラク ター と セリ フ 。 

条件 付き 会 話 ( 1 ) 

特定 の 条件 を 満た す と 発生 する 会 話 。 

回 条件 付き 会 話 (2) 

条件 付き 会 話 の 中 に さら に 条件 付き 会 話 が ある 場合 や 、 イベ ント が いっ た ん 途 


の な は し お 切れ る よう な 分 岐 が ある 場合 は 、 茶色 の 線 で 囲ん で 区 切っ て いる 。 また 、 囲ん だ 
範囲 内 に さら に 条件 付き 会 話 が ある 場合 、 条件 の 文頭 に 只 や 中 只 を つけ て いる 。 


エス テル 「 え え …… こ こま で 逃げ て くれ ば 、 大 丈夫 で し ょ うか 」 


ユー リ 「 さ ぁ な 。 無駄 に 連中 し つこ いか ら な 」 
ルビ ー ド 「 ワ ッ ロ 
ジッ NOS 


ラビ ピー ド が 剛 えた 方 向 を 見 る と 、 馬車 と っ 人 の 若い 男女 が いる 。 
男性 2 


専 部 ザー フィ アス で 貴族 午 へ 向かう 問 中 、 ユー リ は 声 を か けら れる 。 


謎 の 声 「 キ ミ 、 キミ 、 な ん だ か 大 変 な こと に な っ て る みた い だ ね 」 女性 「 ど う も お 」 
_ ユー リ は 相手 の 姿 が 見 え ず 不思議 が る 。 エス テル 「 こ ん に ち は 」 
謎 の 声 | ココ だ よ 、 ココ | ボク は ワン ダー 記者 ] 女性 「 い らっし ゃ いま せ ぇ か)」 
。 壁 の 中 か ら 聞 こえ る 声 に 近づく ユー リ 。 エス テル 「…… こ て こ は お 店 で す ?」 
_ ワン ダー 記者 「 起 こっ た 事件 の 記事 を 毎日 お 届け ! キミ は 新聞 男性 「…… 旅 籠 「 冒 険 王 】 だ ……」 
を 読む お 習慣 は ある か が かい? え ? な い ? そり ゃ い 女性 「 も う 、 お 兄ちゃん 、 も っ と 愛想 よく し て よ お 湯 」 
け な い ! 今日 の この 大 変 な 出来 事 も 、 キミ の と こ 男性 に osrs 9 まん 、 カ レン ・ 
ろ へ 届け る よ ! いつ で も どこ で も 、 気軽 に 読め る カレ ン 「 ホ ント 、 ゴメ ン な さい 。 わた し は カレ ン 、 こっ ち は リ ッ チ 」 
ワン ダー ログ ! 利用 し て くれ よ まな! ・……・ な ん で 、 エス テル 「 旅 を し な が ら 宿 を 提供 し て る ん で す ?] 


壁 の 中 に いる か は ヒミツ で は 、 サ ラバ !」 ユー リ 「 し っ か し 、 冒険 王 、 と は また 大 きく 出 た も ん だ 」 
…… エス テル 「 先 帝 の 弟 君 、 レ ギン 皇 弟 殿下 が 冒険 好き で そう 呼 
ば れ て まし た ね ] 
カレ ン 「 え え 、 まさ に レギ ン 典 下 か らい た だ いた 名 前 な ん で す 」 
リッ チ 「…… 我 々 が 尊敬 する お 方 だ ……」 
ユー リ 「 上 ふ ー ん 、 そり ゃ また 恐れ 多い 」 
カレ ン 「 ご 夫婦 で すか ぁ 」 
エス テル 「 ふ 、 夫婦 な ん て …… そ ん な ……」 
ユー リ 「 夫 婦 に 見 える か ?」 
間 都 を 出 て し ば らく し た と ころ で 、 一 息 つ く ユ ー リ と エス テル 。 カリッ 「 あ ら ? 違う の で すね 。 失礼 し まし た ぁ ー。 
ユー リ 「 ず いぶ ん と 帝都 か ら 離 れ た な 」 お 疲れ な ら 一 泊 い か が で すか ?」 


※ 発行 元 : 株 式 会 社 バ ンダ イナ ムコ ゲー ム ス グ ノ 発売 元 : 株 式 会 社 山下 書店 ISBN : 978-4-902372-26-7 価格 : 1.900 円 (税別 ) 


エス テル 1 ご どう し まし ょ う 7」 


「 休 ん で いく が 」 を 選ん だ 場合 ーー ーー 


ユー リ 「 休 ん で いく か 」 

カレ ン 「 毎 度 あ り が と う ご ざ いま すぅ ] 

リッ チ 「- ニーD つ て くり 休 秒 -・ 

カレ ン 「 も ゅ ! お 兄ちゃん ! コメ ン な さい ! ゴメ ン な さい 中 
エス テル 1 い 、 いえ …- 」 

旅 租 冒 険 王 」 で 一 泊 する 一 行 。 そ し て 翌朝 。 

カレ ン 「 よ く お 休み に な られ まし た か ぁ ?」 

ユー リ 「 あ あ 、 あり が と な 」 


「 や め と くわ 」 を 選ん だ 場合 
ユー リ 「 や め と くわ 。 先 を 急い で る ん だ 、 すま な いな 」 


カレ ン 「 そ う で すか ぁ ]」 

カレ ン 「 ま た どこ か で お 会 いす る 機会 が め れ ば お 願い し ます っ 」 
エス テル 「 え え 、 こち ら こ そ 、 よろ し く お 願 いし ます 」 

リッ チ [ < まま / 祭 人 8 深 」 


記 < 謎 の 男 ・ そ の 1 ぁ 次 P.356 


デイ ドン 砦 の 屋上 で 、 銀髪 の 男 が 遠く を 見 つめ て いる 。 エ ステ ル 
が 近づい て いく と 、 男 は エス テル に 視線 を 向け る 。 


銀髪 の 男 いう ] 
ユー リ 「…… お い お い ……] 
エス テル 「 こ ん に ち は 」 

男 は 視線 を 速く に 戻す 。 


エス テル 「 あ の …… 何 が 見 える ん で す ?」 
銀髪 の 男 
エス テル [ Co の 


銀髪 の 男 「 ど うし て …… 人 は そう まで し て 生き る ? 独占 され た 
技術 を 奪い 合い 、 大 切な も の を 傷つけ て まで し て ……」 

エス テル 「 光 ッ が の あの ? | 

ユー リ 「…… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の こと か ?」 

銀髪 の 男 か た くら ] 

ユー リ 「 人 の 気持 ち お まで は わか ら ね ー け ど 、 何 の 因果 か 、 この 
世に 生ま れ て きち まっ た 以上 、 や れる だ け の こと を し て 
精 一 杯 生き よう と する の は 、 普 通 の こと だ と オレ は 思う ぜ 」 

銀髪 の 男 「 そ れ も ま た 真理 、 か ……」 

銀髪 の 男 は それ 以上 語ら ず 、 去っ て いく 。 

ユー リ 「 あ 、 お い …… |] 

エス テル 「 行 っ ちゃ いま し た …… 何 だ っ た ん で し ょ よう …… ?」 

ユー ジリ 「 さ あな 。 暑い と 変 な の が 増え る っ て 言う し な 」 

エス テル | 閉 い …… で ま <』 


と 前記 P.350 
ぁ 次 P.439 
ぁ 次 P.487 


道中 で 見 か けた 馬車 に 立ち 寄る 一 行 。 そ ば に は 若い 男女 が いる 。 


[ 002 [旅籠 冒険 王 」・ そ の 1」 を 見 て いな い 場 合 


男性 ト ・ お 科す 」 


7 旅籠 「 冒 険 王 ]・ そ の 2 


女性 「 い らっし ゃ いま せ ぇ ヵ お 泊り で すか ?」 
ユー リ 「 ん …… ?2 宿屋 …… か ? 
女性 「 旅 籠 「 冒 険 王 』} で えす 」 
男性 「…… 泊 まっ て いけ ……」 
女性 「 ち ょ っ と お 兄ちゃん っ ! 失礼 で し ょ 日 
カロ ル 「 馬 車 な の に 宿屋 -…… 人 
エス テル 「 素 敵 な お 仕事 、 で すね 」 _ 
女性 を 放し な が ら その つい で に 者 を し と る ん で す 」 
リッ チ | - リ ッ チ と し うー 


カレ ン 「『 冒 険 王 』 へ よう こそ …… あ ら ぁ ? また お 会 いし 
まし た ね ) 了 )」 

ユー リ 「 ひさ し ぶり だ な 」 

カレ ン 「 ま た お 会 いで きる こと に な る な ん て 、 私 た ち 、 縁 あ 

ーー り ま すね ぇ 」 

リッ チ 「…… 俺 は 会 える と 、 思っ て た ……」 

カレ ン 「 ま た また ぁ ー お 兄ちゃん っ た ら 四 

カロ ル 「 座 ……?」 

エス テル 「 旅 を し な が ら 、 宿 屋 を や っ て る カレ ン さ ん と リッ チ さ ん 」 

カレ ン 「 は じ め ま し て ぇ ぎ 」 

リッ チ を SH 」 

カロ ル 「 ど 、 どこ も | 

カレ ン 「 前 に お 会 いし た 時 より も 旅 の お 仲間 が 増え た ん で すね 」 

カレ ン 「 よろし けれ ば 、 お 休み し て 行か れ ま す ?」 

ユー リ 「 そ うだ な 、 ちょ っ と 休憩 さ ご せ て も ら お うか な 」 

カロ ル 「 だ ね 、 ちょ っ と ボク 疲れ た し ……」 

エス テル 「 そ れ じ ゃ あ 、 お 世話 に な り ま し ょ う 」 

カレ ン 「 じ ゃ あど う ぞ 」 

一 泊 す る こと に し た 一 行 。 そ の 夜 、 座っ て いる リッ チ の そば で 、 カ 

ロ ル が 素振り を し て いる 。 

カロ ル [えい っ ! えい っ …… 目 

そこ に ユー リ が 現れ 、 リッ チ の そば に ある 剣 に 目 を 留め る 。 

ユー リ 「 ず いぶ ん 、 使い 古 さ れ た 剣 だ な 」 

リッ チ 「 入っ す ) 2 」 

座り 込ん で 剣 を 見 つめ る ユー リ 。 

ユー リ 「 刃 (や い ば ) も ずい ぶん 磨り 減っ て る ……」 

リッ チ 「…… も う 、 魔物 も 人 も 切れ な い 代 物 だ ……」 

ら 人 の 様子 に 気づい た カロ ル が 、 近く に 座っ て 会 話 に 加わ る 。 

ユー リ 「 そ ん な も ん 、 大 切 そ うに 持っ て ん の か ?」 

リッ チ 「…… 尊 人 敬 す る 方 の 剣 。 簡 単に 捨て られ な い ……」 

カロ ル [リッチ ざん っ て …… 好き で 旅籠 し て る つっ て ふう つじ ゃ 
な いよ ね ?」 

リッ チ 「 1 す ) 0 な 」 

ュ ユーリ 「…… よ けい な 診 索 だ っ た な 」 

リッ チ [か まわ な い ……。 …… 俺 は …… 商 売 人 で は な い 、 剣 


だ た oe で 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) を 倒す た 
め 、 故 卿 を 出 た ……15 歳 の 時 、 カ レン と と も に ……」 


に リ 「15 の 時 ? あん た 、 今 い くつ だ ?」 

リッ チ EE テ っ. ] 

ユー リ 13 年 か …… そり ゃ な か な か …… ] 

カロ ル 「 巨 大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) っ て 、 世界 各地 に 棲 
息 し て る 巨大 な 魔物 だ ね 。 前 に 帝国 が 出し た 討伐 隊 
が 全 減 し た っ て 聞い た 」 

リジン ーー 「 そ いつ を 全部 、 倒 べ な いと 俺 は 故郷 に 帰れ な い …… ] 

カロ ル 「 ど うに oe ?」 

リッ チ 「 GSG 」 

ユー リ 「 ワ ケ あ りか 」 

カロ ル 「…… 手 伝 お うか ? な ん か が 苦労 し て る っ ぽい し 」 

リッ チ 「 さあ だ が 、 し か し ドニ ベタ 」 

ユー リ 「 事 情 は し ら ね え が 自 分 で 決め た ん だ ろ ?」 

リッ チ に つつ だこ 」 

ユー リ 「 な ら カ ロ ル 、 余計 (よけい ) な お 世話 っ て ヤツ だ 」 

カロ ル 「 う 、 うん 」 

リッ チ 上 0 | 

夜 が 明け て 翌朝 。 

カロ ル 「 わ あぁ あぁ あ あっ …」 

カレ ン 「 よ く お 休み で し た ね ぇ 」 

ユー リ 「 あ あ 、 ぐっ すり と な 」 

カレ ン 「 ま た どこ か で お 会 いし た ら 、 声 か け て くだ さい か 」」 

エス テル 「 は い 、 あり が と う ご ざ いま す 。 助かり ます 」 

リッ チ に こっ また な …… 『 


カレ ン 「 お 兄ちゃん ! も っ と 愛想 よく し て っ て ば !」 


ら 人 に 別れ を 告げ 、 歩 き 出す ユー リ た ち 。 少し する と 、 カ ロ ル が ユー 
リ に 語り か ける 。 


カロ ル 「 や っ ぱり 手伝っ て あげ た 方 が 良かっ た ん じゃ な いか 
な 和幸 」 

ュー リ 「 な ん で も 手 伝 えば いい っ て も ん じゃ ね ぇ よ 。 ま 、 た ま 
た ま 出 会 っ て あい つの 獲物 を 取っ ちまう こと は ある か 
も し れ ね え が な 。 そ れ ぐ らい で 考え と きゃ いい だ ろ 」 

カロ ル 「 う ん 。 わか っ た よ 」 


いずれ か の ギガ ント モン スタ ー を 撃 破 後 、 リ ッ チ に 話し か けた 場合 
「 お …… 〇 〇 (倒し た ギガ ント モン スタ ー 名 ) を 倒し 
た と いつ の か 」 


リッ チ 「 す まな い ……」 


リッ チ 「 そ れ で も …… 礼 を 言う 。 せめて これ を 」 


で いい と 思う 。 他 力 本 願 の まま っ て の が 問題 ある と 
思う ん だ が な 」 
リッ チ 「 の 」 
ユー リ ト ま も 9 けど よ ]」 


ギガ ント モン スタ ーー 撃破 後に 旅籠 冒険 王 ! で 一 泊 し た 場合 


久しぶり に 旅籠 「 冒 険 王 } を 利用 し た ユー リ た ち 。 そ の 晩 、 ユー リ 


が リッ チ に 話し か ける 。 
ユー リ 「 よ お ぉ 」 


こけ 「 ま た 見 て る の か 、 尊敬 する 人 の 剣 …… 


リッ チ 「…… レ ギン 旦 弟 殿下 の 剣 だ 」 
ユー リ 「 レ ギン っ て 前 に 聞い た 「 冒 険 王 ] か ? この 宿屋 の 


ユー リ の 問い に リッ チ は うな ず き 、 話 を 続け る 。 


ユー リ 


あら た に ギガ ント モン スタ ー を 倒し て いな い 状 態 で 、 リ ッ チ に 話し 
か けた 場合 ( 未 撃破 の ギガ ント モン スタ ー に 関す る セリ フ の み 発 言 ) 


キマ イラ バタ フラ イ 
No.137「 聖 核 秘 めし 体 」 以 降 の 場合 
リッ チ 。  「…… イ リキ ア 北 東海 上 の 島 …… 青 く 輝く 石英 の 林 
、 ん に 00 ル も で | 」 ー に 


リフ ィ ン 
No.127「 海 上 宮殿 に 潜入 」 以 降 の 場合 


未 撃 破 の フェ ン リ ル 、 ポセイドン に つい て 発言 し な か っ た 場合 


リッ チ 「 こ の 他 の 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) の 所 在 は ま 


に 4 


| 


No.145「 少 女 の 正 体 」 以 前 の 場合 


リタ の 小屋 で 、 ユー リ が 本 の 山 か ら 1 冊 の 本 を 手 に 取る 。 


ユー リ 「 ん ? な ん だ これ ?」 

リタ 「 あ あ 、 コレ クタ ー 図 鑑 ね 。 ア イ テ ム を 記録 し や す 

ユー リ 「 自 己 記入 っ て …… 要 する に 自分 で 調べ ろ っ て こと か よ 」 

リタ 「 ま あ 、 そう と も 言う わ ね 。 ある と いろ いろ 便利 だ か 
ら 、 持っ て きま し ょ 」 

図鑑 に 目 を 通し て 、 ユー リ が ぼや く 。 

ユー リ 「 ん ? お い お い 、 ほとんど 真っ 白 じ ゃ ね ー か ……。 
お 前 、 ホン ト に 研究 員 か ?」 

リタ 生か 」 


… それ に し て も 、 どさくさ に 紛れ て いい も の を 
| 手 に 入れ た も ん だ 、 上 避 」 。 
リタ 「……? ちょ っ と 、 あん た 、 それ 、 コレ クタ ー 図 鑑 
NII 
府 導 士 。 | ん 2 え ?2 あ ? モモ ルディ オ !21 
リタ 「 手 に 入れ た アイ テム を 自分 で 記入 し て 作る 自己 記 
_ 人 型 図鑑 。 な 一 ん か 、 あたし が 家 に 置い て きた の に 
、 似 て る 気 が す る ん だ け @『| 0 
魔 導 士 「 あ 、 あ 、 あ の その …… そ う ! そう な ん だ よ ! そ 
| の 、 アス ピオ が 崩壊 し た 時 、 困る ん じゃ な いか と 思っ 
_ て と っ さ に 持ち 出し た ん だ 。 い や 一 、 持ち 主 に 巡り 
_ 会 えて よかっ た よかっ た 。 あ 、 あ は 、 あはは 、 は は 」 
リタ 。。 「 ふ ホー ん …… ま あ 、 い いわ 。 一 応 、 お 礼 言っ と く 」 
廃 導 士 [いり い いえ いえ し いえ どど うい た し まし て 、」 


麻 導 士 は 落ち 込ん で いる 。 。、。BF 上 B ゎ )・ = 


魔 導 士 「 と ほほ 、 せっ か くい い 本 が 手 に 入っ た と 思っ た の に …-」 


リタ の 小屋 に ある 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 見 て 、 ユ ー リ が つぶ や く 。 


ユー リ 「 本 当 に 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 好 き な ん だ な ]」 

魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 触 ろ うと する カロ ル を リタ が 止め る 。 

リタ 「 ビ クト リア に 汚い 手 で 触る な っ て 言っ て こん で し ょ ]」 

カロ ル 「 ビ 、 ビク トリ ア ? それ っ て この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) の Sais の | 

ユー リ 「 何 が そん な に 好き な ん だ ?」 

リタ 「 何 が っ て …… 楽 し いか ら よ 。 仕組 み と か 理論 と か ……。 
あー もぉ っ 、 そん な の 考え た こと な いわ 。 あん た だ っ て 、 
自分 の 好き な も の に 理由 つけ られ る ?] 

ユー ワラ 「 ま 、 た し か に 理 尾 じ ゃ ね えも の は いっ ぱい ある わな 。 
好き な 理由 は 好き だ か ら っ て か 」 

リタ [そう いう こと] 


ハル ル の 樹 の 下 に は 。 次 馬 式 財 P.361 


ハル ル の 長 「 赤 い …… 赤い の …… 今年 は 一 段 と …… 」 


エス テル  「 ど うし た ん で す ?] 

ハル ル の 長 「 お や 。 お 戻り で すか 」 

エス テル 「 赤 い の が どう か し た ん で す ?」 

ハル ル の 長 「 い や 、 い つも の 年 に 増し て 、 花 の 色 が 濃い の で 、 


籠 居 帝 (セク ルー ド ・ ジ ャ ー ル ) の 花嫁 の 妨 が 今年 
は 強い の か と 。 な ん て …… は っ は 、 冗談 で す が 」 
コー 「 な ん だ 、 そ の 籠 居 帝 (セク ルー ド : ジ ャ ー ル ) の 花嫁 っ て ] 


エス テル  「 今 か ら 300 年 ほど 前 の 帝国 皇帝 、 ブ ライ ム ス トー ン 
四 世 は ハル ル の 結界 魔 導 器 ( シ ルト ブラ ステ ィ ア ) の 
周囲 に 樹 を 植え た 。 晩年 、 城 に こち もり きり だ っ た の で 
籠 居 帝 (セク ルー ドジ ャ ー ル ) の 異名 が つい た 、 で す 」 

ユー リ 「 さ す が 物 知り エス テル だ な ] そ 

エス テル 「 そ の 籠 居 帝 (セク ルー ド ・ ジ ャ ー ル ) の 花嫁 が 、 この 

樹 と どう 関係 あめ る ん で すか ] 

ハル ル の 長 「 こ の 樹 が 赤い の は 、 籠 居 帝 (セク ルー ド ・ ジ ャ ー ル ) 
が 殺し た 婚約 者 を この 根元 に 死体 を 埋め て 、 樹 が そ 
の 血 を 吸っ て る か ら 、 っ て いう 伝承 が め る ん で す 」 

リタ なら 0 何 よ 、 それ ea 」 

ハル ル の 長 「 あ くま で も 伝承 で す ] 

ユー リ 「 だ ろう な 。 そん な 昔 に 死ん だ 奴 の 血 を いつ まで も 

の つ も 半 全 人 

ハル ル の 長 「 え え 。 で す が 、 妙 な 風説 が 広まっ て 、 客足 が 途絶 
えん か 心配 で す 」 

エス テル  「 あ 、 あ の 一 、 そ ん な 話 、 わ た し た ち に し ちゃ 、 マズ 
イ ん じゃ ss<ees 」 

ハル ル の 長 「 お っ …… と .…… 失 言 失言 。 今 の 話 は 忘れ て くだ され ] 

カロ ル 忘れ ろ っ て 言わ れ て も …-」 

ハル ル の 長 「 忘 れ ま せん と 、 籠 居 帝 (セク ルー ド ・ ジ ャ ー ル ) の 花 
嫁 の 恨み が あり ます ぞ ぉ ー」 

リタ 「 ち ょ っ と 、 や め な さい よ …… 

ユー リ 「 そ うい う の が マズ イ ん じゃ な い の か ?」 

ハル ル の 長 「 お っ と …-」 


エス テル 「 2 まさ か 、 ね 2 」 


エフ ミド の 丘 の 海 が 見 渡せ る 場所 で 、 不 自然 な 形 の 石 を 発見 する 。 


カロ ル 「 何 だ ろう 、 これ ?」 

エス テル 「 お 募 …… じ ゃ な いで し ょ うか ?」 

ユー リ 「 墓 ? こん な と ころ に ?」 

リタ 「 こ ん な と ころ だ か ら こ そ じ ゃ な い の ?」 

カロ ル 「 ど と うし つ ら と 和 

サタ [帝国 に よ か ら ぬこ と 企ん で 、 追放 され た ヤツ の 墓 、 


と か ね 。 公 的 に 葬 れ な いと 、 こん な 人 の いな いと こ 
ろ に し か 募 作 っ て も ら え な く な る わ ね 」 


ユー リ 「 じ ゃ 、 オレ も た ぶん そう な る か な 」 

エス テル  「 そ ん な ……! 冗談 は や め て くだ さい 1!」 

ユー リ 「 あ な が ち 冗 談 で も な い ぜ 。 現に 下町 の 連中 の 中 に 
は 葬儀 も 出せ な い 、 ちゃ ん と 葬っ て も も ら え な い の 
が いる ん だ 」 

カロ ル 「 じ ゃ あ 、 どう し て る の ?」 ピ 

ユー リ 「 そ うだ な 、 燃やし て 灰 を 川 に まい た り 、 燃やし て 畑 
に 灰 を まい た りか な 」 

エス テル 「 そ れ 、 本 当 な ん で す …… 2?] 

リタ 「…… や め ま し ょ 、 そん な 辛 気 く さ い 話 」 

カロ ル 「 こ ん な と ころ に お 墓 が ある か ら だ よ 」 

ユー リ 「 あ あ 。 一体 、 誰 の 墓 な ん だ か ……」 


その 後 、 ハ ルル に いる 1 組 の 男女 が 、 エ フミ ド の 丘 に つい て の 話 を : 

聞か せ て くれ た 。 3 

男性 「 こ こ か ら 海 に 向かっ て っ た と ころ に エフ ミド の 丘 っ 

-)。 ちゅ うと ころ が ある だ 。 そ の 丘 の 中 腹 辺 り の ちょ っ 
と 広まっ た と ころ に 魔物 の 死骸 が 埋まっ て る っ て 聞 
いた こと が ある だ 。 そ の 魔物 は 身の丈 が ハル ル の 
樹 の 幹 っ くら いで っ か く て 、 そり ゃ すご く 大 きい っ て 
聞い た こと が ある ぞ 」 

女性 「 こ の 前 ね 、 港町 か ら こ ちら に 帰っ て くる 時 、 と て も 
素敵 な 男 の 人 を 見 か けた の 。 銀髪 の すら っ と し た 長 
身 の 男 の 人 よ 。 で も その 人 、 山 の 方 に 入っ て いっ て 、 
その まま 出 て こ な か っ た も 。 山男 ……? に し て は 
身 綺麗 だ っ た し …… 誰 だ っ た の か し ら ……」 


エフ ミド の 丘 を 越え た あと 、 ユー リ は 破壊 され た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) の と ころ へ 行こ うと し て 、 足 を 止め る 。 


ュ ユーリ 「…… つ と 、 こっ ちはや め と いた 方 が いい な 」 

リタ 「 な ん で よ ?」 ポ 

カロ ル 「 こ っ ち は 壊 れ た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が ある と ころ だ よ 」 

リタ 「 知 っ て る わ よ 」 

ーー リ 「 じ ゃ あ 、 戻 ろう ぜ 。 騎士 に 見 つか っ た ら ま た 大 変 だ ぜ 」 

リタ 「 ち ょ こっ と さっ き の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 様子 を 
見 た い の 。…… 見 る だ け だ か ら 」 

エス テル 「 捕 まっ ちゃ うか も で す よ 」 

リタ 「 そ ん な ドジ じゃ な いわ よ 」 


魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 方 へ 駆け て いく リタ 。 
エス テル 「 り 夕 …… 1 

ユー リ 「 お い お い ……」 

ユー リ た ち が つ いて いく と 、 リタ は 壊れ た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 
見 つめ て いる 。 「 


リタ 「 エ カテ リー ヌ -……] an 
カロ ル 「 エ カテ リー ヌ っ て ………… あの 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) に も 名 前 つけ た ん だ ね ……」 
リタ が 重い 足取り で 戻っ て くる 。 
リタ 「 SS | 


りり 「 い い の か 、 も う 」 


カロ ル 「 確 か に 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 貴重 な も の だ けど ね ] 
リタ 「 足 重 か ど うか が 問題 じゃ な い 。 人 は 細々 と 文明 を 
築い て きた 。 その 中 で 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 人 間 

と 共に 生き て きた 存在 な の よ 。 た だ の 道具 と は 違う 」 


ユー リ […… ま 、 リタ が 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に 相当 思い 
入れ が ある っ て の は わか っ た よ 」 

エス テル 「 で すね 」 

ーー リ [も うい い だ ろ ? 行こ う ぜ ] 

リタ 「 え え 」 


| | サイ コロ ゲー ム 


カプ ワ ・ ノ ー ル に ある サイ コロ 名 人 の 家 の 前 で 、 リタ が サイ コロ 名 

人 に 声 を か けら れる 。 

サイ コロ 名 人 「 お っ 、 そ この お 嬢 べ ん 。 ち ょ っ と 寄っ て いか ん か ね ?」 

リタ 「 ん ? あたし の こと ?」 

サイ コロ 名 人 「 そ うじ ゃ そう じゃ 。 ど うじ ゃ 、 ワシ と サイ コロ で 勝負 
せん か ? も ちろ ん タダ で と は 言わ ん 。 わ し に 勝っ 
た ら 褒 美 を 出 そ う 。 ど うじ ゃ ?」 


リタ 「 ぶ ー ん 。 ま 、 いい けど 。 で も いい の ? あたし 、 そ 
うい う の 強 いわ よ ?」 


サイ コロ 名 人 「 放 お っ 心 お っ ふ お っ 。 手 応え の あり そう な 相手 を 探 
し て お っ た の じゃ 。 ワ シ と て 名 人 と 呼ば れ た 男 。 そ 


つう 簡 単に は や られ ん ぞ 」 
ユリ 「 や れ や れ …… ち ん た らし て る 暇 あ ん の か よ ……」 


「 勝 負 !」 を 選ん だ 場合 


リタ 「 わ か っ て る わ よ 。 こん な の ちゃ ちゃ っ と 片付け て あ 
げ る わ 。 見 て な さい 」 


サイ コロ 名 人 「 必 お っ 改 お っ ぬお っ 。 で は 始め る か い の ?」 


リタ と サイ コロ 名 人 が 勝負 を 始め る 。 


章 利 し た 場 語 。 
1 回 目 の 挑戦 だ っ た 


サイ コロ 名 人 「 な ん と ! いき な り ワ シ が 負け て し まう と は ! お 
ぬ し 、 只 者 で は な い の う 。 ま いっ た 。 完敗 じゃ 」 


ユー リ 「 へ ーー、 や る な 。 言う だ け の 事 は ある 、 か 」 
リタ 「 ふ 上 ぬん 。 も っ と 褒め な さい 」」 


| 「 う 、 うる っ さい わ ね 」 


ITYTYT7T や OO0O0tW0W0WtWOt{ 
ユー リ 「3 度 目 の 正 直っ て ヤツ だ な 」 
リタ 「 う 、 うる さい わ ね !」 

2 回 目 以降 の 挑戦 だ っ た 場合 


ユー リ 「 そ りゃ 何 度 も 何 度 も や っ て りゃ ぁ な 」 
リタ 「 う 、 うる さい わ ね !」 


狙う 者 も 出 て こよ う 。 じゃ が 、 負け る な リタ ! 新 ・ サ イコ ロ 
名 人 リタ よ ! 次 週 「『 し の び よ る 新た な 刺客 」 の 巻 に 続く !」 


IIIiIiIiIm+I+tit ゎ th ふ +ii ふ や + よ や ふ や + や へ べべ 
挑戦 だ っ た 場 


調子 が 悪かっ た だ け よ !」 

サイ コロ 名 人 「 ぶ お つっ ふ お っ お っ 。 挑戦 な らい つ で も 受け る ぞい 」 

の 中 の 8 昌 だ つた 電導 Oo WW〔t〔t+4〔4〈〔{ 

ユー リ 「 く っ くっ つく 。 ど うし た ? 天才 魔 導 士 」 

リタ | そこ! うっ ぷ さ し 1! 

サイ コロ 名 人 「 尺 お っ ぬお っ ふ お っ 。 熱く な りす ぎ て も 勝て ん ぞい 」」 
3 回 目 以降 の 挑戦 だ っ た 場合 


| ユー リ  「 な あ 、 も う あ きら め ろ っ て 。 何 回 や っ て も 変わ ん ね ぇ よ ] 
リタ 「 く 、 くやし いく や し いく や し い ー」 
サイ コロ 名 人 「 ふ むう ワシ の 見 込み 違い じゃ っ た か の う 」 


「 や っ ぱ や め る 」 を 選ん だ 場合 
リタ 「 う ーー、 お じい さん 、 や っ ぱ ゴ メン 。 時 間 な い の よ ね 」 
サイ コロ 名 人 「 そ れ は 残念 じゃ の う …… ま 、 気 が 向 いた ら ま た 来 


て お くれ 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
サイ コロ 名 人 「 お 、 どう じゃ ? や る 気 に な っ た の か ね ?」 


通報 時 3 040 EEEE 


カプ ワ ・ ト リム の 宿屋 に 泊まる こと に し た 一 行 。 ユ ー リ が 手続 き を 
し て いる と 、 宿泊 客 と 従業 員 の 会 話 が 聞こ えて くる 。 


宿泊 客 「 犬 と 子ども 連れ だ けど 兄弟 に も 見 えな いし 、 お か 
し な 人 た ち ね 」 

従業 員 「 こ の 街 は トル ビ キ ア 大 陸 の 玄関 口 で すか らい ろ い 
ろ な 方 が 訪れ ます 。 ギ ルド 員 な ど に は ああ いっ た 顔 
上 ぶれ も 珍し く は あり ませ ん よ 」 

宿泊 客 「 けれど 、 私 、 あ の 方 々 を …… い いえ 、 あの 青年 を 
どこ か で 見 がけ た 気 が す る の で す 」 

従業 員 「 マ ダム も で すか ? 実は 、 僕 も 覚え が あり まし て 。 


どこ で 見 た の か な ぁ 」 
ユー リ が 振り 向く と 、 従業 員 は 顔 を そら す 。 相 手 が な ぜ 自 分 の 話 
に 見 覚え が ある の か 分から な い ユ ー リ 。 


宿屋 の 受付 「 お 部 屋 は つき あたり の 右手 に な り ま す 。 ご ゆっ くり 
お くつ ろ ぎ 下さ い 」 
ユー リ 「 あ あ 、 サン キュ 」 


その 夜 、 一 行 が 休ん で いる 部 屋 に 誰か が 忍び 寄っ て くる 。 


謎 の 声 A 「 本 当 に ここ に 賞金 首 が 潜伏 し て いる の か ?」 

謎 の 声 B 「 間 違い あり ませ ん 。 ど こ か で 見 た 顔 だ と 思っ て た 
ん で す 。 そ うし た ら 手 配 書 の 絵 が 目 に 止ま っ て 」 

謎 の 声 A 「 こ の 先 の 部 屋 か …… 君 は さがっ て いた まえ 」 

謎 の 声 B 「 よろ し く お 願 いし ます 」 


声 を 聞い た ユー リ は 、 会 話 の 内 容 か ら 部 屋 の 外 に いる の が 騎士 と 
昼間 の 従業 員 だ と 気づき 、 立ち 上 が る 。 


と 「 お い 、 起き ろ !」 

リタ 「 ん 一 ……: 何 よ 、 まだ 夜中 で し ょ 』」 

カロ ル 「 朝 ご は ん は ミル ク い っ ぱい で …… 

ユー リ 「 寝 ぼけ て ん な ! 逃げ る ぞ !」 

従業 員 「 賞 金 首 一 行 は 4 名 で す 。 犬 も 連れ て いま し た か ら 
気 を つけ て 下さ い 」 

従業 員 の 声 を 聞き つけ 、 飛び 起き る リタ 。 

騎士 「 帝 国 騎 士 が 賞金 首 如き に 遅れ を と る も の か 」 


こ 」 以 前 の 場合 


No.038「 廃 坦 の 地下 空 


従業 員 「 逃 げ ら れ た !」 


宿屋 の 外 に 逃げ て いた 一 行 。 エス テル と カロ ル は 皿 を 切ら し て いる 。 


ドレ イク 


エス テル 


[了解 し た 。 そ れ で は 姫 様 、 ここ で 。 度 を 越し た 行 
い は 控え られ ます よう 」 
「 は い 。 師匠 も お 体 の 方 、 お 大 事 に ……| 


頭 を 下げ て 去っ て いく ドレ イク 。 ル ブラ ン は ユー リ た ち を に ら み つ 
け て か ら 、 ド レイ ク に つい て いく 。 


「 ま さか あの ドレ イク が エス テル の 剣 の 師匠 と は な …・」 


 「 そ も そ も お 和 姫 様 な の に 、 剣 が 上 手 な ん て 変 な 話 よね ] 


「 ど うし て 、 エス テル は 剣 を 習っ て る の ?」 
「 そ う で すね …… 話 せ ば ちょ っ と 長く な る の で 、 い ず 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー ツーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーーーーー プ ーー プーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー… 


エス テル 「 な 、 何 が あっ た ん で す ?」 

ユー リ 「 ど う や ら 、 通報 され た みた い だ な 」 

カロ ル [通報 ?」 

リタ 「 と ん だ 有名 人 よね 」 

と ん だ 有名 人 こと 賞金 首 の ユー リ へ 、 非難 の 視線 を 送る 一 同 。 

ユー リ 「 ト リム は ギル ド 勢 力 が 強い は ず じ ゃ な い の か 。 あ の 

- 騎士 珠 張 りす ぎ だ ろ 」 

エス テル 「 ユ ー リ 、 真 面目 な 騎士 に 対し て その 発言 は どう か 
と 思い ます 」 

カロ ル 「 う …… ユ ー リ と 一 緒 に いる と 、 ぐっ すり 眠れ な い 
の KS 9 1 

ユー リ 「 ま あ 、 い いじ ゃ ね え か 。 こ うし て 捕まら ず に 済ん だ ん だ し ] 

リタ 「 い い 迷 惑 だ わ ! あん た お お っ ぴら に 表 歩 け な い 


顔 な ん だ か ら 、 今度 か ら 犬 と 外 で 寝 な さい よ 」 
リタ の 無茶 な 要求 に た め 息 を つく ユー リ 。 


騎士 団長 アレ クセ イ が 駐在 中 の ヘリ オー ド 。 そ の 街中 で エス テル 
が 老 騎 士 を 発見 し 、 声 を か ける 。 


エス テル 
老 騎士 


「 師 匠 !」 
「 姫 様 …… こ ん な 場所 で 何 を し て いら っ し ゃ る の で す 」 


ロン ターmm-to2 


「 そ うだ な 、 落ち 着い た 時 に で も ゆっ くり 話し て くれ 」 
「 は い 」 


- 前 馬 六 P.350 
次 P.366 


を 発見 する ユー リ 。 


ワン ダー 記者 「 お っ と 、 見 つか っ て し まっ た ! 


魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) が 暴走 し て 、 な ん だ か 大 変 な こと に な っ て た み 
た い だ ね ! さっ そく 記事 に し な いと ! 日 夜 、 事件 
集め に 駆け 回 る 、 ワン ダー 記者 ! 別に キミ の スト ー 


煙 と 共に 消え る が ンダ ー 記 者 。 


ーー 


記 ユー リ と 騎士 団 


カー を し て る わけ じゃ な いか ら ね ! で は 、 ア デュ ー 
「 ee 後 つ けら れ て る PC 9 | 
次 馬 還 周 P.364 


へ リオ ー ド の 騎士 団 本 部 に 入る と 、 ユー リ が 騎士 に 声 を か けら れる 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーーmーmーー て ーー ワシ ーーーーーーーーーーー 


老 騎 士 「 城 を 抜け 出し た 話 は 聞い て いま す 」 

エス テル 「 あ 、 あの 、 あの …… 」 

カロ ル 詳 oo の 

老 騎士 「 こ れ は 自己 紹介 が 遅れ た 。 ドレ イク ・ ド ロッ プ ワ ー 
ト と 申す 」 

エス テル 「 先 代 皇帝 の 剣 の 指南 役 で 、 わた し の 剣 の 師匠 で も 
ある ん で す 」 

ユー リ 「 あ …… 尽 忠 報国 の 騎士 、 ドレ イク か …… 』 

カロ ル 「 何 、 そ れ ?」 

エス テル 「 尽 忠 報 国 、 つ まり 真心 尽く し て 皇帝 に 仕え 、 帝国 
の た め に 働く っ て 意味 で す 」 

ユー リ 「 ド レイ ク ・ ド ロッ プ ワ ー ト は 、 騎士 の か が み と し て 騎 
士 団 に 知ら れ て る 名 前 だ 」 

エス テル 「 今 は 騎士 団 の 顧問 官 を され て いる ん で す よ 」 

カロ ル 「 へ え ……」 

ドレ イク 「 顧 問 と は 名 ば か り 、 今 は 隠居 同然 の 身の上 。 務 め 
と いえ ば 、 姫 様 に 剣 を お 教え する こと ぐら いで す 」 

エス テル 「 で も 、 今回 も 顧問 官 の 仕事 で 騎士 団長 と と も に 来 


られ た ん で す よ ね ?」 


ドレ イク 「 え え …… こ こま で の こと 、 全部 、 耳 に 入っ て お り ま 


す 。 初 め て 外 の 世界 を 歩か れ て 、 どう で し た か ?」 


ーー ペーーーー ツ ーーーーーー ツ ーー ツー ツーーーーーーー ニ ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーーー 一 ーー サーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


エス テル 「 は い 、 大 変 な こと ば か り で し た が 、 どれ も と て も 素 
英 な 経験 で し た 」 
ドレ イク 「 素 敵 な 経験 で すか 。 そ う で すか ……」 


エス テル […… えと …… 何 か …… 」 

その と き 、 ルブラン が ドレ イク に 駆け 寄っ て くる 。 

ルブラン 「 顧 問 官 殿 …… | ぬ ぬ っ …… 貴 様 ( き さま) ら ……」 
ドレ イク 「 何 用 だ 」 


ユー リ た ち を 見 て 身構え る ルブラン だ が 、 ドレ イク が 呼び か ける と 


そちら に 向き 直り 、 気 を つけ の 姿勢 を と る 。 


ルフ ラン 「 は っ 。 騎 士 団長 閣下 が 、 顧問 官民 を お 呼び で す 」 


騎士 「 ユ ー リ に ユーリ じゃ な いか 

ユー リ 「 あ ん ? お まえ 誰 だ 」 

騎士 「 覚 えて な い の か ? 薄情 だ な 。 ア シェ ッ ト だ よ 」 

カロ ル 「 仮 面 の まま で 覚え て な い の か っ て 言わ れ て も 」 

ユー リ 「 あ あ 、 お まえ か 。 体型 変わ っ て る か ら 気 付か な か っ 
た 。 太 っ た ん じゃ ね え の ?」 

アシ ェ ッ ト 「 いきなり 痛い と こ 突 く な 」 

リタ 「 仮面 は 関係 な いみ た いよ 」 

釈然 と し な い カ ロ ル 。 

邊 ステ ル 「 ユ ー リ の お 知り 合い で すか ?」 

ユー リ 「 騎 士 団 の 頃 の 同期 だ 」 

レイ ヴ ン が いる 場合 

レイ ヴ ン 「 お っ さん ちょ っ と 外 

カロ ル oe ー 

レイ ヴ ン 「 年 取る と 近く な っ て 困る の 

カロ |。 Ne 

レイ ヴ ン が 外 に 出 て いく 。 _ 「 

ユー リ 「 そ の 鎧 の 色 、 ルブラン た ちと 同じ だ な 」 

アシ ェ ッ ト 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 の 所 属 な ん だ 。 正直 、 フレ ン 隊 に 配 
属さ れ な く て ほっ と し た 」 

エス テル 「 フ レン と 一 緒 で は 嫌 な ん で す ?」 

アシ ェ ッ ト | 同期 ゆ え に 、 お 互い や り に くい ん で す よ 」 

リタ 「 あ の フレ ン っ て の は 気 に し そう に な いけ ど ]」 

ユー リ 「 リ タ 、 正解 」 

カロ ル 「 フ レン っ て 出世 頭 な ん だ 」 

アシ ェ ッ ト 「 買 族 で も な い の に あの 若 さ で 隊長 職 に 就く な ん て 、 
異例 さ 。 ま 、 俺 は ユー リ と 一 緒 に バカ や っ て た せい 
で いま だ に 下っ 端 だ けど ね 」 

エス テル  「 ど ん な こと を し て た ん で す ?」 0 

アシ ジェ ッ ト 「 訓 練 抜 け 出し て 食堂 に 忍び 込ん で つま み 食 いし た り 」 

ユー リ 「 倉 庫 に 忍び 込ん で 上 物 の 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブ 
ラス ティ ア ) と 自分 の を 交換 し た り 」 

カロ ル 「 忍 び 込 ん で ば か り だ ね 」 

アシ ェ ッ ト 「 若 気 の 至 D じ っ て ヤツ さ 」 

リタ 「 ユーリ は 今 も 同じ じゃ な い 」 

アシ ェ ッ ト 「 は は 、 噂 は 聞い て る 。 あ まり フレ ン に 迷惑 か ける な よ ?] 


ユー リ 。。 「 は い は い 。 お まえ も 真面目 に 仕事 し ろう よ 」 


アシ ェ ッ ト [名 う だ 、 ユー リ は 旅 を し て る ん だ よ な ? カプ ワ ・ 
ノー ル に 立ち 寄っ た ら 家 族 に 、 俺 は 元気 だ っ て 伝え 
て くれ な いか 。 うち は 宿屋 だ か ら す ぐ わ か る よ 」 

ユー リ 「 わ か っ た 。 じゃ あな 」 

騎士 団 本 部 を 出る ユー リ た ち 。 


レイ ヴ ン が いる 場合 


外 で は レイ ヴ ン が 待っ て いた 。 
レイ ヴ ン 「 お っ が えり ー」 


カロ ル | し イヴ ワン 人 で 待っ て た の 7 

レイ ヴ ン 「 旧 交 を 温め て る と ころ に 水 を さす の も 悪い で し ょ ]」 

リタ 「 珍 し く 殊 勝 な こと 言っ て る わ ね 」 

エス チル 「 ユ ー リ が 騎士 団 に いた 頃 の こと 、 楽し そう に 話し て 
た の は 少し 意外 で し た 」 

ユー リ 「 そ うか ?」 

エス テル 「 騎 士 団 を あま り 好 き で は な いよ うに 見 えた か ら 」 

ユー リ 「 一 応 自分 か ら 入 団 希 望 し た ん だ ぜ ? 悪い 思い 出 
ば か り じ ゃ な いさ 。 訓練 は 嫌い じゃ な か っ た し 、 同期 
と は いろ いろ や っ た し な 」 

リタ 「 あ の 騎士 の 話し ぶり か らし て 相当 や ん ちゃ し て た ん 

じゃ な い ?」 
ユー リ 「 現 在 、 若 気 の 至 り 真っ 盛り の リタ に 言わ れ た くね えな 」 


ユー リ の 言葉 に 怒り を あら わ に する リタ 。 


へ リオ ー ド で 一 泊 す る こと に し た 一 行 。 そ の 夜 、 ユ ー リ が 休ま ず 働 
く 人 々 の 姿 を 見 て いる と 、 エス テル が や っ て くる 。 


ユー リ [街並み は 綺麗 で も 、 人 の 生活 は どこ も 一 緒 だ な 」 

エス テル まい 

ユー リ [こん な 夜中 に どう し た ん だ よ 」 

エス テル 「 ず っ と 外 か ら 物 音 が し て な か な か 寝付け な く て ……。 
皆さん 、 こん な 時 間 ま で 働い て いる ん で すね 」 

ユー リ 「 別 に 好き で や っ て る わけ じゃ ね えん だ ろう けど な 。 
こう で も し な いと 生活 が で き ね え 。 こ うま で し て も まっ 

Se と うな 生活 が で き ね え 」 


エス テル …… そ ん な 」 

その と き 、 通り が か っ た 労働 者 が 旋 に 倒れ る 。 倒 れ た 労働 者 に 駆 
エス テル 「 だ いじ ょ うぶ で すか ?」 

エス テル が 声 を か ける と 、 労 働 者 は 立ち 上 が っ て エス テル を に らむ お む 。 


労作 者 「 あ ん た 、 見 た と こ 貴 族 だ な 。 ほっ と いて くれ !] 

エス テル  「 あ っ 」 

去っ て いく 労働 者 。 エス テル は 重い 足取り で ユー リ の そば に 戻る 。 

ユー リ 「 単 に 帝国 や 貴族 っ て も の が 気にいら な い だ け さ 。 エ 
ステ ル 個 人 に 恨み が ある わけ じゃ ね え 。 ま 、 気 に けん な ] 

エス テル 「 変 えら れ な いん で し ょ うか 」 

ユー [さぁ な 。 簡単 じゃ ね え の は 確か だ 。 フレ ン も 苦労 し て る か ら な 

エス テル 「 ye S Se、a03 らい 」 

ュ ユーリ 「 も う 戻 っ て 休 も う ぜ 」 


*※ カル ボク ラム の 池 の そ ば に 、 銀髪 の 男 が 立っ て いる 。 


ユー リ 。  「…… 誰 か いる ぞ ……」 

一 行 は 男 に 近づく 。 

銀髪 の 男 ” 「 エ アル が 流れ 出し た 痕跡 が ……。 し か し 、 エア ル 
3 水 ど こ べ eS 」 
* ユー リ 「 そ れ な ら そ こ に いた 、 化け 物 が 吸収 し た ぜ 」 

ユー リ の 声 に 振り 返る 男 。 


銀 右 の 男  「…- 化 け 物 ……?] 


カロ ル 「 う ん 、 で か い ゴ ツ ゴ ッ ト ゲ トゲ の 、 で っ か い 魔 物 が ね ……」 
銀髪 の 男  「 そ うか …… こ こ に 彼 が いた の か …」 
エス テル  「 彼 ? 魔物 の こと で す ?」 


銀髪 の 男 導 物 …… か 。 …… 人 間 が どう 呼ば ぼう が 、 ささ ざい な 
こと で は ある が 、 彼ら も 報 わ れ な いこ と だ 」 


男 は その 言葉 を 最後 に 去っ て いく 。 

エス テル 「 あ れ は 魔物 じゃ な いっ て こと で す ?」 

リタ 「 そ も そ も 魔 物 っ て 何 な の よ 」 

カロ ル 「 人間 を 襲 う 凶 暴 な 生き 物 を ボク ら は 全部 、 ひっ くる 
め て 魔物 っ て 呼ん で る けど …… 」 

ユー リ 「 だ と すり ゃ あり ゃ 魔物 だ ろ ?」 

リタ Po と つり ば ガキ ん ちょ の 言っ て る の は 、 人 間 
の 基準 で し か な いん だ わ 」 

エス テル 「 そ れ っ て ひと 口 に 魔物 と いっ て も 、 本 当 は 色々 あ 
る つて て と で す ?」 

カロ ル | それ より …>・ 今 の 人 、 個 じ て た だ ん だ ろ :…… の 肖 

ユー リ 「 さ あな 。 と に か く 、 オレ た ちはや る こと 、 や っ ち ま 
わな いと な 」 

エス テル | そう で すね | 


[003 ]「 謎 の 男 ・ そ の 1」 を 見 て いる 場合 


エス テル 「 前 に も デイ ドン 砦 で 会 いま し た よね ?」 
ユー リ 「 あ あ ……… 得 体 の 知れ な い ヤ ツ だ な 」 
リタ 「 ま ぁ あ た し ら に は 関係 な い ヤ ツ で し ょ 。 どう せ 」 
カロ ル 「 そ 、 そう だ ね -…」 、 


Sa 還 
ウサ ギル ド 


ダン グレ スト の ギル ド ユ ニオ ン 本 部 内 に 老人 が いる 。 


称号 ボイン ト が 500 未 満 で 話し か けた 場合 


どう じゃ ? ワシ の ギル ド の 宣伝 を 手伝わ ん か ? 
な あ に 軽 い 手 伝い みた いな も ん じゃ 。 ギ ルド の 二 重 
登録 に は な らん よ 。 ど つう じゃ? や っ て くれ ぬか ?」 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 
老人 「 お お 、 そう か そう か 。 で は 簡単 に 説明 する ぞい 。 


ワシ の ギル ド は ウサ ギ さ ん を た だ ひたすら に 愛でる 


と いう 、 な ん と も すばらし い ギ ルド じゃ ! お 前 さん 
に は その 広報 と し て 、 この ラブ リー ウサ ギル ド の こ 
と を 世に 触れ 回 っ て 欲し い の じ ゃ 。 難 し いこ と は あ 


りゃ せん 。 こ の バッ ヂ を お 前 さん に 預け る 。 こ れ を 
持っ た 状態 で ひたすら に 有名 に な る の じゃ ! ん ~、 
そう じゃ の 。 分 か りや すく 言う と と に か く 称 号 を 集め 
る ん じゃ よ 。 そ うす る こと で 自動 的 に ラブ リー ウサ 
ギル ド の こと も 知れ 渡っ て いく と 言う わけ な の じゃ ! 
_ ラブ リー ウサ ギル ド の 知名 度 が 上 が る ご と に 、 お 前 
さん に は 特別 ボー ナス を や ろう 。 ど うじ ゃ ? 悪い 
_ 語 で は ある まい ? 話 は 理解 で きた か の ?」 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 
ウサ ギル ド の 長 「 ん む 。 で は 広報 活動 に いそ し ん で くれ た まえ よ ! 
| お っ と 、 忘れ る と ころ じゃ っ た 。 広報 バッ ヂ と 、 お 前 
ウサ ギル ド の 長 か ら 、 広報 用 の ウサ ギル ド バ ッ ヂ と 就任 記念 の うさ 
ウサ ギル ド の 長 「 で は 頼ん だ ぞ ! どしどし 称号 を 集め る の じゃ !」 
_ 「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 以下 の 会 話 の あと 直前 の 会 話 に 戻る 
ウサ ギル ド の 長 「 ま っ た く 物 覚え が 悪い の う …… で は 最初 か ら 言う ぞ !」 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
| ウサ ギル ド の 長 「 ト ホホ … 今 な ら ダ イナ ミッ クキ ャ ン ペ ー ン 中 に つき 
- 。 た ま オ 20P 7 の PP0 | を - 


ウサ ギル ド バ ッ チ ヂ 取 得 後 、 称号 ボ ポイント が 一 定 値 未済 で 話し か けた 場合 
ウサ ギル ド の 長 「 お お 、 お 前 さん ら か 。 が ん ば っ て ラブ リー ウサ ギル 


ド の こと を 広め て お くれ よ 」 


ウサ ギル ド バ ッ チ ヂ 取 得 後 、 称 号 ポ イン ト が 一 定 値 以上 で 話し か けた 場合 


ウサ ギル ド の 長 「 お お 、 お 前 さん か 。 お か げ で ウサ ギル ド の 会 員 も 


着 々 と 増え て お る よ 。 で は 約束 の ご ほう び じ ゃ !」 


ウサ ギル ド の 長 か ら ご ほぼ ほうび を 受け 取る 。 


ウサ ギル ド の 長 「 こ れ か ら も 頼ん だ ぞ ! どしどし 称号 を 集め る の じゃ 


ウサ ギル ド バ ッ チ ヂ 取 得 後 、 称 号 ボ イン ト が 2800 以 上 で 話し か けた 場合 
ウサ ギル ド の 長 「 お う 、 よく きた の う 。 お か げ で ナウ な ヤン グ に ギー 
サウ サド ー ギ ル も バー フィ ー じ ゃ ! だ か ら こ れ か ら 
も チリ バツ バリ ガン で ゴー ゴー な の じゃ 

パー ティ トッ プ (言葉 の 意味 は よく わか ら な い が と に か くす ご い 感 


ウサ ギル ド の 長 「 さ あ モ アモ アゴ ー レ ッ ツ じゃ あー ファ イッ ! ファ イ !]」 


ウサ ギル ド バ ッ チ ヂ 取 得 後 、 称 号 ボ ポイ ント が 6600 以 上 で 話し か けた 場合 

ウサ ギル ド の 長 「 ほ うほ う 、 お 前 さん た ちか 。 ラブ リー ウサ ギル ド も 
か な り の 会 員数 に な っ た わい 。 で は 恒例 の ご ほう び 
じゃ ! うけ と れい !」 

ご ほう びと し て 、 うさ みみ カス タム を 受け 取る 。 これ は リタ 用 の う 

ウサ ギル ド の 長 「 ツ ン ツ ン し て いる 娘 が する うさ みみ は また 格別 じゃ 
の う 。 お っ ふ お っ ふ お っ 。 まだ まだ 後 ひ と お し じゃ ! 

も うち っ と だ け わ し の た め に が ん ば っ て お くれ 」 


ウサ ギル ド バ ッ チ ヂ 取 得 後 、 称 号 ホ イン ト が 8400 以 上 、 か つ フ レ 
ン と パテ ィ 以 外 の 全員 が いる 状態 で 話し か けた 場合 


「 じ 、1 0 人 っ て の は 、 ね 。 あ は は は は は 」 
「 そ ん な と こ だ と 思っ た けど 、 か わい い ス ケー ル の 
お 話 だ っ た の ね 」 

リタ 「 で 、 どう する の ? あん た も つけ ん の ? それ ?」 
一 同 が ユー リ に 注目 。 長い 沈黙 の 末 、 ユー リ は 絶叫 する 。 


ke 「 誰 が つけ る か ああ あめ あ あああ!」 


うさ みみ 紳士 用 取得 後に 話し か けた 場合 
ウサ ギル ド の 長 「 お お 、 お 前 さん ら か 。 い つも ラブ リー ウサ ギル ド 


の 誇り を 胸 に 生き る ん じゃ ぞ 」 


ジュ ディ ス 


ケー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 を 調査 中 の 一 行 。 し か し 、 カ ロ ル の 様子 が お か し い 。 
ユー リ 「 カ ロ ル 、 何 し て る ん だ 、 さっ さと 行く ぞ 」 

カロ ル いつ: 

リタ [ が Sr S 沈ま な 」 


その と き 、 一 行 の 頭上 を 昆虫 型 の 魔物 が 飛ん で いく 。 そ れ を 見 た 

カロ ル が 、 切 に 武器 を 振り 出す 。 

カロ ル 「 う わぁ ああ あぁ あぁ あっ …… |! あっ ち 行 け ! 触る 
な ! 近付く な !」 

魔物 は 去っ た が 、 カロ ル は 武器 を 振り 回 す の を や め な い 。 

エス 人 デル 「 カ ロ ル 、 カ ロ ル 、 大 丈夫 で す よ 、 も う あ っ ち 行 つっ ちゃ 
いま し た か ら 」 


エス テル の 言葉 で よう や く 沙 ち 着く カロ ル 。 


カロ ル 「…… へ ? は 、 は は は 、 な ーー ん だ :…… さ 、 先 を 急 ご ] 


カロ ル が 先 に 歩い て いく 。 

ユー リ 「…… い つも の カロ ル 先 生 と 少し 様子 が 違う な 」 

リタ 「 何 が ? いつ も の ダメ ガキ っ ぷり じゃ な い 」 コ 
ユー リ 「 ち ょ っ と 違う ん だ よ な 。 い つも の あの 反応 な ら 腰 : 


抜か すか 、 逃げ て る ぜ 」 


エス テル 「 あ あ …… そ う 言 えば 、 そう で すね 」 


カロ ル に つい て いく 一 行 。 そ の と き レ イヴ ン が 何 か を 閥 き 、 カロ ル 


に 向かっ て 大 声 で 叫 点 。 
レイ ヴ ン 「 う は ぁ っ ! 躍 だ 、 虫 の 大 群 だ あぁ っ!」 
カロ ル 「 う わぁ あっ 、 来る な 、 来る な ……|!」 


また し て も 武器 を 振り 回 す カ ロ ル 。 そ れ を 見 て 、 リ タ が レイ ヴ ン の 


顔 に スプ レー を 吹き か ける 。 顔 を 押え て 痛 が る レイ ヴ ン 。 


レイ ヴ ン 「 う わっ ポ …… ち ょ い ! な な な 、 何 す ん の …… う 
わっ 、 目 痛 っ ……」 

リタ 「 虫 の 大 群 追い 払う た め に 、 薬 か ひけ て や っ た ん で し よ ]」 

それ を 聞い て カロ ル が 我 に 返る 。 

カロ ル Fx 半 


痛み が 引き 、 顔 か ら 手 を 離す レイ ヴ ン 。 


レイ ヴ ン 。 「 げ ほっ げ ほっ …… 死 ぬか と 思っ た ……] 
エス テル 。 「 カ ロ ル …… 虫 、 ダメ な ん で すね ……」 

し AS ーー テー マニー 
に 


な さい よ 。 ア スピ オ 製 撃 虫 水溶 薬 」 
リタ が カロ ル に スプ レー を 差し 出す 。 
カロ ル 1 の こつ ルド し いび ので < 重 


リタ 「 い いわ よ 。 た だ し 、 人 に 向け て 噴射 し な いで よ 」 1 
笑顔 で スプ レー を 受け 取る カロ ル 。 一 方 の レイ ヴ ン は 肩 を 落と す 。 


レイ ヴ ン 「 俺 様 、 人 扱い され て な い の ね …… と ほぼ ほ ……」 
リタ 「 さ 、 行く わ よ 」 


ケー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 を 探索 中 、 リタ が 一 同 に 注意 を 促す 。 
リタ 「 一 応 気 を つけ て お いて 。 植物 の 異常 成長 が エア ル の 

せい な ら 、 ここ も エア ル が 溢れ て る 可能 性 が ある か ら 」 
リタ の 言葉 を 受け て 、 レイ ヴ ン が 説明 を 付け 加え る 。 


レイ ヴ ン 「 過 度 な エア ル は 人 体 に も 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に も 
悪影響 を 及ぼ すか ら ね 。 エア ル の 取り 込み すぎ で 代 
謝 活動 が 活発 に な りす ぎる か ら 、 普段 より 疲れ る わ よ 」 
レイ ヴ ン の 説明 に 感心 し て 振り 向く リタ 。 

リタ 「 よ く 知っ て た わ ね 」 


レイ ヴ シ 「 へ ? 常識 で し ょ 」 

リタ 「 人 体 へ の 影響 は 知っ て て も お か し く な いけ ど …… 
無茶 な 使い 方 し て 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を エア ル 
過多 に する の は 一 般 に 知ら れ て な いと 思っ た わ 」 

レイ ヴ ン 「 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) 扱う 人 間 な ら 
知っ て て 当然 で し ょ 」 

カロ ル 「 ボ ク 、 リタ に 聞く まで 知ら な か っ た 」 

レイ ヴ ン 「 勉 強 不足 よ 、 少年 

ユー リ 「 Cm ここ 0 」 


フェ ロー の 本 到 を 受け て 、 ダン グレ スト を 飛び 出し た 一 行 。 ダン グ 


レス ト に 戻っ て くる と 、 そこ に は デュ ー ク が いた 。 


カロ ル 「 あ 、 あの 人 、 ケー ブ ・ モ ッ ク で 会 っ た ……」 
エス テル 「 こ ん に ち は !」 
デュ ー ク 「 2 」 


デュ ー ク は 少し だ け エ ステ ル の 方 を 向く が 、 また すぐ に 視線 を 戻す 。 . 


。 ユー リ 「 エ ステ ル が 挨拶 し て ん の に …… 愛 想 ね ーー な 」 

カロ ル 「 ユ ー リ が 言う ん だ ……' そ れ よ り 、 また 戻っ て きた り 
し て さっ き の 魔 物 に 製 わ れる よ 」 

カロ ル の 言葉 を 聞き 、 一 行 に 向き 直る デュ ー ク 。 


ャ エス テル 「 そ 、 そう で す よ ね 」 

* デュ ー ク 「 奴 に 襲わ れ た の は 、 お まえ た ちか ?] 

。 エス テル 「…… え ?2 は い 。 えっ と 、 その 、 応 ま わし き ……」 
ユー リ 「 な ん だ 、 あん た 、 あい つの 飼い 主 か 、 何 か か ?] 
デュ ー ク 「 私 と 行動 を 同じ くす る も の だ 」 
ユー リ [同じ ……? あの 化け 物 と か ?」 
エス テル 「 じ ゃ あ 、 あな た も も し か し て 、 わた し を 狙っ て 、 ここ 

に 生 。 2 1 
デュ ー ク 「 私 の 丸 ( や い ば ) は 人 を 裁く た め に ある わけ で は な い …」 


デュ ー ク 


デュ ー ク 「 私 の 勘違い な の か …… い や ……」 
最後 に エス テル を 少し 見 て 、 去っ て いく デュ ー ク 。 


エー リ [相変わらず 、 わけ の わか ん ね 一 野 郎 だ な 」 

カロ ル 「 何 し て る 人 な の か な ?」 

コー 「 さ あな ……。 さて 、 こん な と ころ で ぐず ぐず し て る 
暇 、 オレ た ち に ゃ な いよ な 」 

カロ ル | なら だ つた で“ | 先 を 切 が な きゃ ね 」 


記 証 ブリ ュー ナク ・ そ の 1 と 次 世 民 沼 P.375 

ガス ファ ロス ト の 一 室 に 入る と 、 ジュ ディ ス が あたり を 見 回 し て つ 

ぶ や く 。 以 前 礁 われ た 槍 を 探し て いる よう だ 。 

ジュ ディ ス  「… 何 度 見 て ちな いも の は な いわ ね -…-」 

ュ コ 5 「 あ の 槍 か ? 大 し た 業 物 ( わ ざ も の ) だ っ た か ら な 。 
や っ ぱ 備 兵 ど も が も っ て っ た ん だ ろう な 」 

ジュ ディ ス [……] 


カプ ワ ・ ト リム で 、 女性 が 植え 込み を 見 て 不思議 が っ て いる 。 


女性 「 お か し い の よ ね ぇ …」 

エス テル 「 ど うし た ん で すか ?」 

女性 「 雨 の 多い 季節 に 咲く は ず の シャ ゴ シ ム の 花 が も う 
咲い て る の よ 、 ほら ]」 

う ユー リ 「 お か し な 話 だ な ……」 

女性 「 そ うな の よ お ぉ お 。 誰か が ここ だ けた くさ ん 水 め あげ た り 
し た の か し ら 」 


話 を 聞く と 、 どこ か へ 向かう ジュ ディ ス 。 一 同 は それ に 気づか な い 。 


エス テル 「 そ れ く らい で 花 が 咲く で し ょ うか ?」 
リタ 「 く る い 咲き する 時 は エア ル の 乱れ だ っ て 言う わ ね 」 

ご セイ ィ ヴ ン 「 な ら 、 この 辺り も …… ?」 

。 リタ 「 大 丈夫 、 例え そう だ と し て も 、 これ くら い の 乱 れ は 
た まにある こと だ わ 。 植物 が 人 間 よ り も 敏感 だ か ら 
それ に 反応 する だ け 」 

ま レイヴン 「 前 の ヘリ オー ド み た いな の は 困る か ら ね ぇ …」 

ユー リ [ 衝 。 > と 」 


レイ ヴ ン の 言動 に 違和感 を 感じ る ユー リ 。 そ の と き 、 ジュ ディ ス が 
いな く な っ て いる こと に 気づく 。 


ユー リ 「 あ れ 、 ジュ ディ …… ?] 
、 突然 、 近く の 倉庫 で 爆発 が 起き 、 煙 が 上 が る 。 
叫び 声 。 「 う わぁ っ ! 倉庫 の 空調 魔 導 器 ( ア エラ ブラ ステ ィ ア ) 
と 2 | 


訪 庫 に 向かっ て 駆け 出す リタ 。 


倉庫 と は 反対 方 向 か ら 、 ジュ ディ ス が 戻っ て くる 。 


そう 言っ て 、 ジュ ディ ス も 歩き 出す 。1 人 た た ず む ユー リ 。 


エス テル |「 あ 、 サ ダ …~> 
ュー リ 9 ドラ ね おえ] 


ジュ ディ ス  「 何 の 騒 ざ か し ら ?」 
ュ ユーリ 「 な ん だ 、 あん た じゃ な か っ た の か ?」 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 私 じゃ な いな ん て 誰 も 言っ て な いわ よ 」 

ユー リ 「 」 

し ば らく し て 、 リタ が 戻っ て くる 。 

リタ 「 メ チャ クチ ャ だ っ た …… も う 直 す 余 地 が な いく らい 」 

ユー リ 「 ご 各 傷 様 …… だ な 」 

リタ 「 く っ …… 今 度 会 っ た ら 、 絶対 殴っ て や る っ !! あの 、 
バカ ドラ !」 

腹 を 立て て その 場 を あと に する リタ 。 

レイ ヴ ン 「 お お っ 、 こわ 」 

一 同 が リタ に つい て いく な か 、 ユー リ と ジュ ディ ス は その 場 に 残っ 

て 会 話 を 続け る 。 

ユー リ 「 ど うい うつ も りか 、 知ら ね ぇ けど …」 

ジュ ディ ス  「 あ な た 達 に 迷惑 は か か っ て な いと 思う けれ ど ? 


言っ た で し ょ う ? あな た 達 を 傷つけ る よう な マネ は 
し な い 」 


カプ ワ ・ ト リム を 歩い て いる と 、 ラ ピ ー ド が 何 か に 気づく 。 
ベリ だ つり し た 、 ジ ビー6 7 

ラビ ピード [ロン リ 

ラビ ピー ド が 叶え た 方 向 か ら 、 魔物 の よう な 姿 の 犬 が 現れ る 。 


プチ ウル フ  「 ワ オォ オーン !」 

ユーリ 「…… あ れ は …… 先 代 ビ ピッグ ボス 」」 

カロ ル 「 何 だ っ け 、 それ 23 
エス テル  「 前 に ユー リ が 話し て くれ た 、 帝都 の 犬 猫 を 牛耳っ 


て ゆい た っ て いう 犬 …」 
ユー リ ト そ う 。 アメ チ ウ ルフ だ 】 
ユー リ が ラビ ピー ド の 吹き 替え を 始め る 。 
ラビ ー ド 「 ひ ざさ しぶ り だ な 、 お っ さん 」 
レイ ヴ ン 、 ユー リ に 呼応 し て プチ ウル フ の 吹き 替え を 担当 。 


プチ ウル フ  「 お た くに 帝都 を 追い 出さ れ た 恨み 、 忘 れ ち ゃ いね ぇ わ よ ]」 

ラビ ピー ド 「 あ れ は 正当 な 戦い の 結果 だ ぜ 。 恨 ま れ ち ゃ た まん 
ね ぇ な 」 

プチ ウル フ  「 無 用 な 情け を か ける よう な マネ し て よ ぉ …… な ん 
で ひと 思い に 殺さ な か っ た の よ 」 

ラ ピ ー ド 「 無 様 な 敗者 に 手 を か ける 程 、 落ち ぶれ ちゃ ね ぇ よ 」 

プチ ウル フ  「 俺 様 が 敗者 だ ? 俺 様 自身 は まだ お た くに ゃ あ 負 
け て な い の よ 」 

ラビ ピー ド 「 タ イマ ン か ?」 こっ つみ 

プチ ウル フ 「 よ くわ か っ て る わ ね 」 


ラビ ー ド が 戦闘 花 勢 を と る が 、 プチ ウル フ は 構え な い 。 


プチ ウル フ  「 こ れ だ か ら 、 体力 バカ は 困る 。 マ ー キ ング 勝負 よ 」 
に 「 な ん だ っ て ?」 
プチ ウル フ  「 ど れ だ け 先 に 多く の 場所 を 自分 の 縄張り に で きる 


が 勝負 よ ! それ も 全 世 界 規模 よ !] 


エス テル が 何 か を 思い つい て 走り 去る 。 ラビ ピー ド は 戦闘 削 勢 を 解く 。 


に 「 ふ ん 、 面白 いじ ゃ ね え か …… そ うと な っ た ら 、 ゆっ く 
り も し て らん ね ぇ えん じゃ ね ぇ のか ?」 
プチ ウル フ  「 そ れ は こっ ちの 台詞 よ 。 グズ グズ し て た ら 、 俺 様 が 


全部 、 こ っ ちまう わ よ 」 


去っ て いく プチ ウル フ 。 し か し ユー リ と レイ ヴ ン は 吹き 替え を や め な い 。 


ユー ジリ 「 ふ ぶん 、 すぐ に 取り 返し て や る よ 」 
レイ ヴ ン 「 で きる も ん な ら ね 」 
カロ ル Es いつ まで や っ て る の ?」 


ュー ロリ [「 え ? ああ 、 終っ た か 、 ラ ピ ー ド 」 


ラ ピ ー ド ワウ シリ 

そこ へ エス テル が 走っ て 帰っ て くる 。 

ユー リ [エス テル 、 どら 行 っ る て だ た あ だ 」 

エステル 「 は い 、 カロ ル 」 

カロ ル に 地図 を 手渡 す エ ステ ル 。 

カロ ル 「 な 、 何 …… ?」 

エス テル 「 こ れ 使 っ て 、 ラ ピ ー ド の マー キン グ し た 場所 を つけ 
て あげ て くだ さい 」 

カロ ル [「 え ? ポ ボ 、 ボ ク が …… ?」 

ユー リ 「 こ うい う の 、 カロ ル 先 生 の 得意 分 野 だ も ん な 」 

ラビ ピー ド [ワン 1 

ユー リ 「 よ ろ し く な 」 


な ん で ボク が 、 と で も 言い た そう に 肩 を 落と す カ ロ ル 。 


ザー フィ アス の 貴族 街 に 入る と 、 貴 族 の 男性 が ユー リ に 駆け 寄っ て くる 。 


貴族 の 男性 「 あ ああ ああ ! 君 ! そこ の 黒い 人 ! 君 を 探し て 
いた ん で す 」 

エス テル 「 お 知り 合い の 方 で す ?] 

エー ジリ 「 貴 族 様 に 知り 合い な ん か いる わけ な い だ ろ 」 

貴族 の 男性 「 君 、 賞金 導 で す よ ね ?」 

リタ 「 お 呼び よ 、 賞金 首 」 

ユー リ [逃げる ぞ 」 

貴族 の 男性 「 待 っ て くだ さい ! 通報 は し ませ ん か ら ! どう か 
話 を 聞い て 下さ い 」 

カロ ル 「 通 報 と か 大 声 で 叫ば れる と 騎士 団 が 来 ち ゃ う よ 」 

ユー ジリ 「 わ か っ た よ 。 話 を 聞く か ら 静 か に し て くれ ]」 

貴族 の 男性 「 は い 、 失礼 し まし た 。 僕 は シエル と いい ます 。 君 は 
確か ささみ ユー リ 、 君 ] 

ユー リ 「 ご 名 答 」 

シェ ル 「 実 は 、 賞金 首 の 君 を 見 込ん で お 願い が あり ます 。 
僕 の 兄 を 探し て くれ ませ ん か 」」 

エス テル 「 え っ と 、 賞金 首 と お 兄さん は 何 の 関 係 が あめ る ん で す ?」 

シェ ル 「 僕 の 兄 は 悪人 を 放っ つて お け な い 人 な ん で す 。 だ か 
ら 君 な ら 会 える と 思っ て 」 

リタ 「 つ まり 、 あん た の 兄 を お びき 出す た め の お と り に 
な 机 っ で こと 

シェ ル 「 実 も 医 も あり ませ ん が そう いう こと で す 」 

ユー リ 「 他 あたっ て くれ ]」 

エス テル [待っ て くだ さい 、 ユー リ 。…… お 兄さん が 見 つか 


ら な いん で すか ?」 

シェ ル 「 は い 。 3 年 前 に 帝都 を 出 て 以来 音沙汰 が な いん で 
す 。 兄 は 功績 を あげ る た め の 旅 に 出 た ん で す 。 以 
前 は 騎士 団 に 在籍 し てこ た ん で す が 、 手柄 を 立て て も 


名 を あげ られ な く て 」 
ユー リ 「 よ ほど 人 間 で きた 上 司 で な きゃ 手柄 は 吸収 され る 
だ ろう な 」 
カロ ル 「 お 兄さん は 、 ど うし て そん な に 功績 に こだわ る の ?」 
シェ ル 「 兄 の 恋人 の 父親 が 結婚 の 条件 と し て 挙げ た か ら で 


す 。 お まえ の 正義 を 世に 知ら し め て みよ 、 と 」 


エス テル 「 じ ゃ あ 、 お 兄さん の 恋人 は …… 」 

シェ ル 「 今 も 兄 の 帰り を 待っ て いま す 。 彼女 の 父親 は 亡 く 
な っ た の で 結婚 を 反対 する 人 は も うい ませ ん 」」 

カロ ル 「 お 兄さん が 帰っ て くれ ば 二 人 は 結婚 で きる ん だ ね 」 

エス テル テー リー 

ユー リ 「 っ た く 、 し ょ よう が ね えな 。 オレ が 狙わ れる 保証 は な い ぜ 」 

シェ ル 「 兄 の 情報 で も か まい ませ ん 。 兄 の 名 前 は 、 クレ イ 
と いい ます 」 

エス テル 「 ク レイ さん で すね 。 探し て み ま す 」 

その 後 、 貴族 街 で 報告 を 待つ シェ ル に 話し か ける ユー リ 。 

シェ ル 「 ユ ー リ 君 。 兄 の 手がかり は 見 つか り ま し た か ?」 

ユー リ 「 い や 、 まだ 何 も 」 

シェ ル 「 そう で すか 」 


カロ ル 「 ク レイ さん っ て 名 前 だ け じ ゃ 手がかり が 少な すぎ て 
探し よ つ が な いよ 」 

シェ ル 「 そ れ な ら 、 リュ ネ に 会 っ て みて くだ さい 。 兄 の 恋人 
で す 。 この 時 間 な ら 市 民 街 で 子ども た ちと 一 緒 に い 
る は ず で すか ら 」 

エス テル 「 い っ て み ま し ょ う 」 


シェル の 言葉 に し た が っ て 市 民 街 に 行く と 、 貴族 の 女性 が 子ども た 
ち に 囲ま れ て いる 。 子ども た ちの な か に は 、 テッ ド の 姿 も ある 。 


テッ ド [ あ 、 ユー リ ! どう し た の ?] 

ユー リ 「 お まえ こそ 珍し いな 。 貴族 の お ね えさ ん と 一 緒 に 
いる な ん て 」 1 

テッ ド 「 リ ュ ネ さん だ よ ! と きど きこ こ で 、 みん な に 本 を 
読ん で くれ た りす る ん だ 」 

ユー リ 「 あ ん た が リュ ネ さ ん か 」 

リュ ネ 「 あ ら 、 私 の 名 前 を どちら で ?] 

ユー リ 「 シ ェ ル か ら 聞 いた 」 

リュ ネ 「 そ うな の 。 私 も あな た の 噂 は 子ども た ちか ら 聞 い 


て る わ 、 ユー リ さ ん 」」 


レイ ヴ ン 「 さ す が 、 帝都 の 有名 人 」 

複雑 な 気分 に な る ユー リ 。 

リュ ネ 「 私 に 何 か ご 用 か し ら 」 

ユー ジリ 「 ク レイ っ て 人 の 特徴 を 聞き た いん だ けど 」 

リュ ネ 「 ク レイ の 、 特徴 ? ひょっと し て 、 シェ ル に 頼ま れ 
た の か が しら] 

エス テル 「 は い 。 私 た ち 、 必ず クレ イ さ ん を 見 つけ ます か ら 
待っ て いて くだ さい 」」 

リュ ネ 「…… あ り が と う 。 で も 、 無理 は し な いで 下さ いね 。 


クレ イ が 戻っ たら 嬉し いけ れ ど 、 私 は 今 の まま で も 
十分 幸せ な ん で す 」 


エス テル 「 そ う 、 な ん で すか ?」 

リュ ネ [ええ 。 私 は 、 ず っ と 隣 に いて くれ る 人 の 優し さ を 知っ 
て いま すか ら 」 

ユー リ る そっ か 」 

リュ ネ 「 で も 、 みな さん の ご 好意 は と て も あり が た いで す 。 


そう だ 、 ユー リ さ ん は 剣士 だ そう で すね 。 そ れ な ら 、 
これ を 使え る か も 」 
ユー リ に 本 を 渡す リュ ネ 。 ユ ー リ は 本 を 読ん で みる 。 


リュ ネ 私 の 父 が 残し た 奥義 書 で す 。 父 は 、 騎士 団 で 腕 を 鳴ら 


し た 剣士 だ つた ん で す よ 。 弟子 も た くさ ん いた ん で す 
が その 技 を 使い こなせ る 人 は いな く て …… ど う で すか ?] 


レイ ヴ ン 「 い け そ うか い ?] 

本 を リュ ネ に 返し 、 武器 を 構え る ユー リ 。 

ユー リ 「 こ う …… か っ !?] 

ユー リ が 本 に 書か が か れ て いた 技 、 虎牙 破 斬 を 繰り 出す 。 

テッ ド 「 さ っ す が ユ ー リ 1!」 

レイ ヴ ン 「 あ らら 、 一 発 で 」 

リュ ネ 「 素 晴らし いで す 。 ユ ー リ さん は 類 稀 な る 剣 才 を お 
持ち な ん で すね 」 

ユー リ 「 そ ん な こと ね えっ て 」 1 

リュ ネ 「 謙 腺 し た ら 、 挫け て いっ た 父 の 弟子 た ちの 立場 が 
あり ませ ん 。 好意 の お 礼 に 、 この 奥義 書 は さ し 上 げ 
ます 。 どう か 役立て て 下さ い 」 

エス テル 「 本 当 に クレ イ さ ん を 探さ な く て いい ん で し ょ うか 」 

ユー リ 「 シ ェ ル の ほう は 気 に し て た か ら な 。 も う 少 し 探し て みよ う せ 」 


プチ ウル フ と マー キン グ 勝 負 を する こと に な っ た ラ ピ ー ド 。 一 行 が 


ザー フィ アス に 立ち 寄る と 、 ラ ピ ー ド と 犬 が 話 を 始め る 。 


ラビ ピー ド | ウン 

犬 トワ ォ ー ン 日 

ラ ピ ー ド [ウシ ワウ ワン | 
犬 | ウォ ネン ワン | 


カロ ル 「 何 の 話し て る ん だ ろ ?」 


ユー リ 「 さ あ 」 


カロ ル 「 さ あっ て …… ユ ー リ 、 ラ ピ ー ド の 言葉 、 わ か る ん じゃ 


な い の ?」 

ユー リ 「 オ レ が 今 ま で 、 ラ ピ ー ド の 言葉 が わか る っ て 言っ た 
こ 志 あっ た っ け ?1 

ラビ ピー ド と 話 を し て いた 犬 が 、 そ の 場 を 離れ る 。 

カロ ル 「 あ …… イメ こ ど っ が 行っ た 1] 

レイ ヴ ン 「 だ っ て 、 ラ ピー ド の 言葉 、 代 弁 し て る ん じゃ な い の ?」 

ユー リ 「 オ レ が 勝手 に 解釈 し て 、 話し て る だ け 」 

カロ ル 「 本 当 か な ー ?」 

ユー リ 「 疑 問 持 つ な ら 、 ふつ ー は 逆 だ よ な 」 

カロ ル 「 あ 、 戻っ て きた よ !」 


先程 の 犬 が 戻っ て くる と 、 ラビ ピー ド に 何 か を 渡す 。 


レイ ヴ ン 「 お っ ! ワン コ が ちっ こい ワン コ か ら 何 か 受け 取っ た 」 


カロ ル 「 な に 、 あれ ?] 

ドー リ 「 他 の 犬 た ちの 毛 だ な 」 

レイ ヴ ン 「 ん ? な ん で そん な も ん 渡し て ん の よ 」 

ーー ツジ 「 プ チ ウ ルフ と 戦う ラビ ピー ド へ の 激励 と 親愛 っ て ヤツ か な 」 
カロ ル 「 街 の で こ か に 残っ て た の を あの イヌ が 持っ て きた ん だ ね 」 
レイ ヴ ン 「 こ れ で ワン コ 、 ライ バル も 怖く な いわ ね 」 


ラロ ャ ド 「 ワ ン 明 


ザー フィ アス の 下町 で 、 お ろ お ろ し て いる 老婆 を 見 か ける 。 


老 妥 「 ノ ラ や 、 降り と いで ]」 

エス テル 「 ど うじ た ん で す ?」 

老 当 「 う ちの ノラ が 、 高い と ころ に 上 っ た まま 降り て こ な 
いん で す よ 」 

見 上 げ る と 、 屋根 の 上 に 猫 が いる 。 す る と 猫 が 、 一 行 に 呼び か け 

る よう に 跡 き 出す 。 

リタ 「 に ゃ あ 」 

エス テル 「 の 2 2 が ? | 

リタ に 返事 を する か の よう に 、 も う 一 度 只 く 猫 。 

リタ 「 に ゃ あ 」 

エス テル 「 リ タ …… ?」 

猫 は 屋根 を 伝っ て 遠く へ 行っ て し まう 。 

老 受 「 あ あ 、 ノラ や ……」 

カロ ル 「… の … ね ぇ 、 な ん で 、 今 リ 夕 鳴い た の ?」 

カロ ル の 質問 に 赤面 する リタ 。 

リタ [追う …… 則 

エス テル 「 あ 、 わた し も …… 四 

猫 を 追っ て いっ た リタ を 、 エス テル が さら に 追い か ける 。 

ユー ニー リ 「 あ いつ ら 、 何 や っ て ん だ か ……-」 

カロ ル 「 ね え 、 今 、 リタ 、 ネコ と 会 話し て な か っ た ?」 

ユー リ 「 ま さか の 」 

エス テル と リタ を 追い か ける 一 行 。 市 民 街 へ 行く と 、 陸橋 の 上 で ら 

人 が 猫 と 向き 合っ て いる 。 

エス テル トー ザ ま 」 

リタ 「 違 うわ よ …… ニ ャ ー」 

猫 が 噂 く 。 

エス テル ドニ せ 先 

リタ ト 二 っ 」 

また 猫 が 鳴く 。 

リタ トーヤ | 

カロ ル 「 ね え 、 これ 何 ?」 

ぁ ・ ユー リ 「 何 か の 儀式 じゃ ね ぇ の ?」 
_ 猫 は 陸橋 か ら 飛 び 降 り て 、 どこ か へ 行っ て し まう 。 
リタ 「 あ 、 行っ ちゃ うわ よ 」 


猫 を 追っ て 飛び 降り よう と し て いる リタ を 、 エス テル が 制止 する 。 


エス テル 「 危 な いで す 。 あ っ ち だ っ た ら 足 族 街 か ら 回 っ た 方 
“ が 近い で す ]」 
_ リタ [わか っ た ……」 
貴族 街 へ 走っ て いく エス テル と リタ 。 


ユー リ 「 お い 、 待て っ て …… 目 


ジュ ディ ス 「…… お か し な 娘 た ち 」 

カロ ル 「 ね ぇ 、 リタ っ て さ …… ネ コ が 好き な ん じゃ な い ?] 
レイ ヴ ン 「 あ れ は か な り 好 きだ わ ね 」 

ら 人 を 追っ て 引 族 街 へ 行く と 、 空き 家 へ 走っ て いく リタ を 発見 。 
カロ ル 「 リ タ だ よ !」 

リタ を 追う 一 行 。 リ タ は 空き 家 に 入ろう と し て いる 。 

レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん は …… ?」 

ユー リ [行っ て みる ぞ ]」 

リタ と 共に 空き 家 に 入る と 、 2 ら 階 の 廊下 で 鳴く 猫 を 発見 する 。 
カロ ル 「 追 い 詰め た …… 四 

リタ し こ ゃ の 1 


猫 が リ 夕 に 返事 を する 。 そ れ を 聞き 、 ら 階 へ 了 け 上 が る リタ 。 


ルー 「 い や 、 あの まま だ っ た ら 、 逃げ られ る ぜ 」 
その と き 、 どこ か ら か エス テル が 現れ 、 猫 に 駆け 寄っ て いく 。 
エス テル セーー 


ユー リ 「 ど こ か ら 入 っ て きた ん だ 」 

鳴き 声 を あげ て ら 階 か ら 飛 び 降 り た 猫 を 、 カロ ル が 受け 止め る 。 
カロ ル 「 捕 まえ た !」 

下町 に 戻り 、 老婆 に 猫 を 渡す 一 行 。 

老婆 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

老婆 の 腕 の 中 で 猫 が 鳴く 。 

リタ トー ネー 

エス テル 「 も う 交 げ 出し ちゃ ダメ で す よ 」 

猫 は 返事 を する よう に も う 一 度 鳴く 。 

リタ トニ ヤー 

カロ ル 「 ね ぇ 、 その ニャ ー っ て 何 、 ニャ ー っ て ……」 
カロ ル に チョ ッ プ し て 黙ら せる リタ 。 

リタ ト 上 エス テル よく や っ た だ た わ 」] 

エス テル いえ 、 これ ぞ チ ー ム プレ イ で す 」 


ユー リ は ら 人 の 様子 に あき れる 。 


の 「 エ ステ ル 、 あ ん 時 、 お まえ 、 ど こ か ら 入っ て きた ん だ ?] 


エス テル 「 ど こ か ら っ て 、 裏口 か ら 回 っ て 二階 の 窓 か ら りら で すけ ど ……」 

ユー リ 「…… 二 了 の 窓 っ て 、 そこ まで よじ 登っ た の か …… ?] 

リタ 「 な か な か や る わ ね 」 

エス テル 「 い え 、 リタ が 挟み 撃ち し よう っ て 言っ て くれ た か ら 」 

リタ 「 あ た し も まさ か 、 エス テル が 外 の 壁 よ じ の ぼっ て く 
る な ん て 思わ な か っ た か ら ね 」 

エス テル 「 お ば あさ ん に ネコ を 取り 戻し てこ あ げた いっ て 思っ 
た リタ の 気持 ち 、 わ か っ た か ら 」 

リタ 「…… 別 に あたし 、 そん な こと 思っ て な いん だ けど ]」 

エス テル 「 隠 さ な く て も いい で す 。 リタ は 、 や っ ぱり いい 人 で すね 」 

リタ 「 誤 解 な ん だ けど …… ま あ …… 否 定 す る こと も な い 
か に 」 

カロ ル 「 リ タ が いい 人 だ っ た ら 、 エス テル は どう な ん の …… ?」 

ーー 「 人 が いい 人 、 だ ろ …… ?1 

レイ ヴ ン 「…… う まい こと 言う わ ね 」 

リタ 「 バ カ じ ゃ な い の 、 あん た た ち ……|」 


デイ ドン 砦 の 倉庫 前 に いる 男性 に 声 を か ける と 、 ユー リ た ち は 一 方 

的 に まく し た て られ る 。 

男性 「 あ ! や っ と 来 た な ! も う 時 間 は 過ぎ て る ん だ か 
ら 、 ホラ 、 切 い だ 女 い だ !」 

カロ ル トス マイ えて まま 2 の 0 こと 7 

男性 「 何 を 言っ て る ん だ ? 他 に 誰が いる ? し か も バイ ト 
初日 か ら 遅 刻 と は 、 まっ た く 最 近 の 若い や つ は ……」 


カロ ル 「 や 、 それ 、 人 違い 。 ボク じゃ な い …」 

男性 「 倉 庫 整 理 の 仕事 だ っ て な ぁ 、 立派 な 仕事 な ん だ ぞ ? 
テー か も ん 6 お 6 も る 
カロ ル 「 い や 、 だ か ら …-」 

男性 「 よ し 、 すぐ に 行く ぞ 」 

カロ ル 「 ち ょ 、 ちょ っ と 待っ て 一 」 


カロ ル は 男性 に 倉庫 内 へ 連れ て いか れる 。 
エス テル 「 あ の 、 カロ ル 連 れ て 行か れ ち ゃ いま し た けど ……」 


ジュ ディ ス  「 止 め な く て よかっ た の ?」 
ユー リ [いや 、 オレ も あっ け に と られ て ……」 
倉庫 の 片付け を 手伝う こと に な っ て し まっ た カロ ル 。 


倉庫 整理 を クリ ア せ ず に 「 止 め る 」 を 選ん だ た 場合 


再度 話し か けた 場合 
男性 「 ほ ら ほ ら ! 休憩 も 終わ り だ ! 倉庫 整理 を 再開 す 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 、 以下 の 会 


「 い や ー、 ホン ト す まな い ! まさ か 人 違い だ っ た と 


男性 に 聞こ えな いよ うに 、 ユー リ が カロ ル に ささ や く 。 
ユー リ 「 い いか ら 、 これ も ギル ド の 仕事 だ っ て こと に し と け 。 


そう すり ゃ ギル ド の いい 宣伝 に も な ん だ ろ ? ピン 


に 2 JC 
過ごせ な いよ 。 また 何 か あ っ た ら ボ ク た ち 凛 々 の 明 


ハル ル の 樹 の ふも と に 、 子ども た ち が 集 まっ て いる 。 


少年 A [「 こ 、 この 樹 の 下 に 、 死体 が 埋まっ て る ん だ っ て ……」 

少年 B [な 、 な ん で も 、 昔 の 皇帝 様 の 花嫁 さん な ん だ っ て ……」 

少女 [違う よ 、 結 婚 す る 前 に し 、 死 ん じゃ っ た か ら 、 花 嫁 じ ゃ 
な いん だ っ で ーー 

少年 A [な ん だ っ て いい よ …… コ 、 コワ イ け ど …… こ れ は 
信じ て いい こと な ん だ ]」 

少年 B 「 だ っ て 、 ハル ル の 花 が あん な に も み 、 見 事 に 咲く 
な ん て 信じ られ な いこ と じゃ な い …… を 

少女 「 こ れ で 何 が 私 た ち を こん な に 不安 に し て いた か が 


な 、 納得 いく よ お ……」 
お び え て いる 子ども た ち に 、 た ま ら ず エ ステ ル が 声 を か ける 。 
エス テル 「 あ の ぉ …… そ の 話 、 ウソ で す よ ?」 
少年 A 「 ウ ソ だ よ ぉ …… 長 が 言っ て た も ん 」 
以前 、 籠 居 ( セ クル ー ド ・ ジ ャ ー ル ) の 花嫁 に つい て ハル ル の 長 か 
ら 聞い て いた ユー リ た ち 。 長 は 話 を 知ら れる と まず いと 言っ て お き 
な が ら 、 子 ども た ち に 話し て し まっ た らし い 。 あ きれ て ユー リ が ぼや く 。 
ユー ジリ 「 あ の じい さん 、 どう な ん か ね 、 まっ た く 」 
少年 BB [ 池 格 に だれ っ ら ・ 


少年 は 持っ て いた ヴェ ー ル を エス テル に 差し 出す 。 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 き れい な ヴェ ー ル 」 

エス テル 「 そ れ 、 ど うほ だ ん で す ?」 

ヴェ ー ル を 受け 取る エス テル 。 

少女 [ 幽 孝 み た いな 白い 影 が 、 これ 落と し て っ た の 」 

カロ ル [その 白い 影 っ て 、 まさ か その 死ん だ 花嫁 の 幽霊 …… ?] 

リタ | ウー ウソ よー っ | 幽霊 と か 呪い と か 、 ん な も ん あ 
る わけ な いで し ょ ]」 

少年 B 「 ウ ソン じゃ な いっ て !」 

リタ 「 ウ ソ ! 絶対 ウソ な の ! それ だ っ て 、 誰か 街 の 人 
が 落と し て っ た の よ !」 

少女 [村長 さ ん が 聞い て 回 っ た けど 、 誰 の も の で も な か が っ 
7 こつ 268 生ま 」 

リタ 「 ん な わけ な い …… ん な わけ な いわ よっ !」 

少年 A 「 こ の お 姉ちゃん …… コラ イツ 」 

少年 B [行こ ……」 

子ども た ち が 走 り 去る 。 

エス テル 「 あ 、 ご れれ ーー] 


ヴェ ー ル を 返し そびれ た エス テル が 、 リタ を 見 つめ て 一 言 。 


エス テル グーン 
リタ 「 ご めん ……」 


エス テル 「 と これ 。 どう し まし ょ う ^ "1 

リタ 「 捨 て な さい よ 。 ど う せ 、 あの 子 た ち も い ら な いで 
し ょ 、 そん な 不吉 な も の ]」 

エス テル 「 で も 、 これ 、 そん な 不吉 な 感じ し な いで す 。 むしろ 、 
も っ と 聖なる 感じ が ……。…… な ん か 気にいっ ちゃ 
いま し た 。 持っ て て いい で す ?] 

リタ 「 も う …… 呪 われ て も 知ら な いわ よ !」 

ユー 「 呪 いな ん て な いん だ ろ ?」 

リタ 「 う 、 うる さい わ ね !」 

一 行 が その 場 を あと に する な か 、 エス テル は ハル ル の 樹 を 見 上 げ 

て つぶ や く 。 

エス テル 「 な ん だ ろう …… も っ と 聖なる …… 何 か ……。 本 当 


は も っ と 素敵 な 何 か が ある よう な ……」 


ハル ル の 宿屋 の 前 で 、 緑 の 服 を 着 た 男性 が 、 下 を 向い て 何 か を し 


て いる 。 

男性 [ウノ 、 ドゥ エ 、 トレ ーー クア トロ …… う ーー ん 、 や つば 
1 人 じゃ し ん どい な 一 ぶつ ぶつ ぶつ ……」 

ユー リ [な 。 な ん だ > 

リタ 「…… 明 ら か に 不審 人 物 ね 」 

レイ ヴ ン 「 関 わら な い 方 が いい と 思う ぜ ……」 

男性 が ユー リ た ち に 気づき 、 話し か け て くる 。 

男性 「 お 、 ボン ジョ ル ノ ォ ! いい と ころ に 来 た ね ー」 

カロ ル 「 な 、 何 -…… で で の 大] 

男性 「 お れ 、 シシ リー っ て ん だ 一 。 ピアチェーレ ー ォ 

エス テル 「 あ 、 は じ め ま し て 」 

ユー リ 「 知 気 に あ いさ つ し て ん じゃ ね ぇ えよ ……」 

シシ リー 「 今 、 困っ て ん だ よね ー。 で きれ ば 手伝っ て ほし い 
ん だ けど ]」 

レイ ヴ ン ば 2 チチ 伝 う …・ ?] 

ジュ ディ ス  「 何 を 手伝っ て 欲し い の か し ら ?」 

シシ リー 「 う ん 、 今 、 この 木 か ら 落ち た 花びら の 数 を 数 えて 


た ん だ けど 1 人 じゃ し ん どく て ね ー」 


無言 で 目 を 合わ せる 仲間 た ち 。 ほど な くし て ユー リ が 口 を 開く 。 


ユー リ 「 さ て 、 行く か …-」 


ジッ リー 「 コ メ ! ちょ っ 、 ち ぢ ょ っ と 待っ て よー。 を ん な こと 堅 


わ ず に 手伝っ て よー」 
リタ 「 こ いつ …… 結 構 、 うっ と お し いわ ね ] 


シシ リー [「 1 人 で いい か ら さ ー。 そ この お っ さん で いい か ら 
さ ー。 な ? 頼む よーー」 3 
レイ ヴ ン [は ぁ !? 俺 ? て ゆー か 、 お っ さん で いい か ら っ て ……」 。 


生 で り 「 ん じゃ 、 レイ ヴ ン 任せ た 」 


リタ 「 な る べく 早く すま せな さい ね 」 

言い な が ら その 場 を 立ち 去 あ ユー リ と リタ 。 

カロ ル 「 な ん だ か わか ん な いけ ど レ イヴ ン 、 頑張 っ て 」 
′ カロル も 2 人 に 続い て 去っ て いく 。 
* エス テル  「 あ の …… い いん で し ょ うか ?」 


ジュディス  「 彼 な らき っ と や り 遂 げ る わ 。 出来 る 人 で す も の 」 
エス テル と ジュ ディ ス も 去り 、1 人 残さ れ た レイ ヴ ン 。 

1 シシ リー 「 ベ ー ネ ! じゃ あ 、 お っ さん は あっ ちの 方 調べ て き て よ 」 
_ レイ ヴ ン 「 ち ょ 、 ちょ っ と 待て ! 俺 は まだ 手伝う な ん て 一 言 も ……」 


その 言葉 を さえ ぎる よう に 、 ジュ ディ ス と リタ が 本 く か ら 言 い 放 つ 。 


ジュディス 
* リタ 「 と っ と と や っ ちゃ いな さい 」 
* レイ ヴ ン の 」 


「 も う 諦 め た 方 が 良い と 思う わ 」 


、 観念 し た レイ ヴ ン は 、 シシ リー に 指示 され た 場所 へ 向かい な が ら 愚 


_ 痴 を こぼす 。 

レイ ヴ ン 「…… 何 で こん な こと 」 

し ば らく し て 、 レイ ヴ ン が 戻っ て くる 。 

レイ ヴ ン 「…… し 、 調べ て きた ぞ 。 こ っ か ら 向 こう 側 の 花びら 
は 全部 で 97201 枚 だ 


ンジ リー 「…… う ん ! まぁ 、 そ ん な と こ だ ろ う ね 。 グラ ッ ツ ェ リ | 


レイ ヴ ン 「…… つ た く 何 の た め の 調 査 だ よ 」 


_ シシ リー 「 う ー ん 、 それ は 秘密 な ん だ よね ー」 

レイ ヴ ン 「 秘 密 っ つて …… も 、 も うい い だ ろ -…… 俺 は 行く ぜ 」 
シシ リー 「 ち ょ っ と 待っ て よ お っ さん 、 名 前 は ?」 
レイ ヴ ン 「 あ ? レイ ヴ ン だ 」 
ンジ リー 「 レ イヴ ン …… いい 仕事 だ っ た よー。 きっ と いい こと 


ある よ 。 ア リー ヴェ デル チ !」 

別れ の あい さ つ と 共に 走り 去る シシ リー。 

レイ ヴ ン 「 い いこ と だ ぁ ? そん な も ん 、 何 ひ と つ …… 
ん …… ?2 何 か …… 賠 い た ぞ ……| | 

レイ ヴ ン が あら た な 術 、 アリ ー ヴ ェ デ ル チ を 習得 する 。 

レイ ヴ ン 。 「 な ん か …… 俺 様 複雑 ……」 
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アス ピオ を 移動 中 、 エス テル と 研究 員 が 応 つ か る 。 

エス テル 「 き ゃ っ 。 ご 、 ご めん な さい 」 

研究 員 「 い え 、 こち ら こ そ 。 は い 、 本 が 落ち まし た よ 」 
エス テル 「 あ ら 。 すみません 。 あ り が と う ご ざ いま す 」 
落と し た コレ クタ ー 図 鑑 を 研究 員 か ら 受 け 取 る エス テル 。 


Em コレクター その 2 


研究 員 「 コ レク ター 図鑑 、 で すか … こ れ は か な り の デー タ 量 で す 


ね 。 珍し い ア イ テ ム も た くさ ん ある 。 これ は 実に 興味 深い 」 


エス テル  「 え っ ? そう な ん で す ? よく リタ に は まだ まだ っ 
で 言わ れる けど ……」 

研究 員 「 あ の っ ! も し よろ し けれ ば 、 な ん で す が ]」 

エス テル 「 は 、 は い ?] 

研究 員 「 こ の 図鑑 、 ち ょ っ と だ け お 借り で き な い で し ょ う 


か っ !? 1 か 月 …… い え 、 週間 ほど で か まい ませ 
ん ! ぜひ ! ぜひ お 願い し ます 」 
エス テル : あ 、 こ ご 4 


サタ 「 ダ メ ね 。 て ゆー か 長 す ぎ 」 

答え な が らら 人 に 近づく リタ 。 

研究 員 「 プ げっ! モル ディ オ ! お 、 お 前 の 知り 合い だ っ た の が!?] 
リタ 「 悪 か っ た わ ね 。 ん で 、 図鑑 だ けど これ は まだ 貸 せ な いわ 」 
研究 員 「 な 、 な ん で !?」 

リタ 「 だ っ て まだ 完成 し て な いも の 。 ア ンタ だ っ て 見 る 


な ら 完 成 し た 図鑑 の ほう が いい で し ょ 。 こっ ち も ち ょ 
くち ょ く あ ん た に 貸し だ す の メ ンド イ し 」 


研究 員 「 ん 、 ん ー…… 確 か に 。 じゃ あ 、 その 図鑑 が 出来 た ら 


少し だ け 貸 し て くれ ! も ちろ ん タダ で と は 言わ な い 」 
「 そ ん な 、 お 礼 な ん て いり ませ ん 。 い いで す よ 。 出 
来 た ら 持っ て きま す 」 


エス テル 


研究 員 「 あ 、 あり が と う 。 私 は ジェ バン 二 。 も う 分 か っ て る 


と 思う が ここ の 研究 員 だ 」 

エス テル 「 は い 。 ジェ バン さん 。 必ず 完成 し た 図鑑 、 持っ て 
さま すね 」 

ジェ バン ニ  「 あ あ 、 あり が た い 。 頼ん だ よ 」 


カプ ワ ・ ノ ー ル で 、 海 を 眺め て いる シシ リー を 発見 する 一 行 。 


シシ リー 「 お 、 ポ ボナ セー ラ ! 元気 だ っ た 一 ?] 

ユー リ ピー ラフ ラッ ンジ だ な | 

レイ ヴ ン 「 プ げっ 、 また 会 っ た ……」 

カロ ル 「 こ の 人 …… 前 に ハル ル の 街 で 会 っ た 人 だ よね 」 
ジュ ディ ス 「 何 し て る の か し ら ?」 

シシ リー 「 ん ? ん ーー、 た だ ここ で 海 を 見 て て た そ が れ て た ん だ ー」 


エス テル 「 た そ が れ …… で すか ……?] 


シシ リー 「 う ん 、 た そ が れ 、 一 緒 に どぉ ? 特に レイ ヴ ン な ん 
か は た そ が れる の に 向い て る と 思う よー」 

ユー リ 「 お っ さん 、 御 指名 だ ぜ 」 

レイ ヴ ン 「 お 、 お い ! また 俺 か よ …… 四 

ユー リ 「 ん 一 じゃ 、 宿 で で も 待っ て っ か ら 」 

ジュ ディ ス 「 ふ 点 、 頑張 っ て ね 」 


また し て も レイ ヴ ン を 置い て 去っ て いく ユー リ た ち 。 
レイ ヴ ン 「 頑 張る っ た っ て …… 何 を すり ゃ ……」 


ノリ ーー 「 何 も し な く て いい よー。 た だ ボー っ と 海 を 見 て れ ば 」 


レイ ヴ ン 「 海 を …… ボ ー っ と …-」 


シシ リー に 言わ れ た と お り 海 を 見 つめ る レイ ヴ ン 。 す る と シシ リー が 、 


レイ ヴ ン の 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) に 気づく 。 


シシ リー 「 ん 一 ? レイ ヴ ン の それ っ て 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ 
ブラ ステ ィ ア ) ?] 

レイ ヴ ン 「 ん ? ああ 、 そ う よ 。 こ れ で 武器 か ら 武 能 ( ス キル ) 
を 習得 する ん よ 」 

シシ リー 「 ふ ぶーん ……。 起 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) っ 


て さぁ 、 武器 が 無く て も 武 能 ( ス キル ) を 習得 する こ 
と ある ん だ っ て 一 」 
レイ ヴ ン 「 へ ぇ 、 そう な の か ?」 


ン シ ワ リー 「 武 能 (スキ ル ) っ て 元々 本 人 が 潜在 的 に も っ て いる 力 で 一 一 、 


武器 は それ を 解放 する た め の キ ー に すぎ な いん だ っ て 」 


レイ ヴ ン 「 避 ー ん …… つ て 、 お まえ さん 、 よ くそ ん な 事 知 っ て ん な ぁ 」 
ルリ ー 「 ホ ント の 話 か どう か 知ら な いけ ど ね ー 一 」 

レイ ヴ ン 「 あ っ ぞ で マリ 

ンス 「 ん じゃ ー 行 くね ー。 アリ ー ヴ ェ デ ル チ |」 


シシ リー が 走り 去る 。 
レイ ヴ ン 「…… ホ ント 、 変 な 奴 だ な 」 


その と き 、 レ イヴ ン の 武 醒 魔 導 器 (ポー ディ ブラ ステ ィ ア ) が 光り 出す 。 


レイ ヴ ン 「 あ ? な 、 な ん だ …… ?」 


レイ ヴ ン が 武 能 ( ス キル )、 ヴァ カン ツァ を 習得 する 。 
レイ ヴ ン 「 ど うな っ て ん だ ……? あい つ …… 実は す で い 奴 な の か も 」 


カプ ワ ・ ノ ー ル の 宿屋 に 宿泊 し た 一 行 。 そ の 夜 、 男性 陣 の 部 屋 で 
カロ ル の 寝言 が 響く 。 

カロ ル 「 行 く よ ー、 せい の ぉ 一 、 どか ーー ん …… | 

カロ ル は 夢 の 中 で 、 カ ルポ クラ ム で 見 た 異 怖 さ れ し 巨 体 と 戦っ て 
いた 。 叶 怖 され し 巨体 を 1 人 で 倒す カロ ル 。 

ユー リ 「 カ ロ ル 大 先生 ! や る な !」 


エス 務 ル 「 ま さか 、 カ ロ ル 一 人 で 撃退 する な ん て …… | 素敵 で す !」 
リタ 「 さ す が 、 十 年 後に ドン に な る 男 、 まい っ た わ …… 四 
ジュ ディ ス 「 す ご いわ ね 」 


レイ ヴ ン 「 き 一 っ 、 完全 に 俺 の 負け だ ー」 


カロ ル 「 う うん 、 そん な こと な いよ ! みん な の サポ ー ト が 


あっ た か ら 、 ボク の 力 で も 勝て た ん だ 。 み ん な 、 あ 
り が と う ! そし て 、 これ か ら も よろ し くね 」 


ナン [カロ ル !」 
声 の 方 を 向く と 、 ナン と ティ ソン が いる 。 


ティ ソン 「 カ ロ ル 、 いや カロ ル く ん 」 

ナン 「 お 願い 、 魔 狩り の 剣 ( マ ガ D り の ツル ギ ) に 戻っ て き て 中 

ティ ソン 「 そ うだ 、 首領 (ボス ) 亡 き 後 、 次 の 魔 狩り の 剣 ( マ ガ 
り の ツル ギ ) の 首領 (ボス ) は カロ ル く ん し か いな い !」 

カロ ル [そそ なの ? ~ ど 、 どう し よう か な あ ……。 で も 一 度 
辞め た し が 6 」 

ユー リ 「 カ ロ ル 、 オレ た ち を 裏切る の か ?」 

リタ 「 そ う よ 、 あたし た ちと ギル ド を 作る っ て 約束 し た じゃ 
な い 」 

カロ ル [し 。 し た っ は 3】 

ナン | 全 よ っ と 、 カ ルル 

ティ ソン 「 カ ロ ル く ん !」 

ユー リ [カロ ル !」 

カロ ル 「 え ーー ボ 、 ボク 、 そん な こと 言わ れ て も 、 わか ん な い 
よ お 人 | | 

そこ で カロ ル は ベッ ド か ら 落 ち 、 夢 か ら 覚め る 。 

カロ ル 「 し いで デュー| 


あたり を 見 回 す カロ ル 。 場所 は も ちろ ん カプ ワ ・ ノ ー ル の 奏 屋 だ 。 
カロ ル 「 う ぁ ー 夢 ……? いい 夢 だ っ た ぁ ……」 


トリ 「…… う る さす ぎ て こっ ち は 夢 も 見 れ ね ぇ っ て の ……」 


カプ ワ ・ ト リム の 倉庫 前 に いる 男性 に 話し か ける と 、 倉 庫 整 理 を 頼ま れる 。 


男性 [あの 、 失礼 で す が 、 あな た 方 は 凛々 の 明星 (ブレ イ 
ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) の か た ?」 

カロ ル 「 え ? うん 、 そう だ けど 」 

男性 [上 し つけ な お 願い で 恐縮 で す が 、 ここ の 倉庫 整理 
も 頼ま れ て くれ ませ ん か ? ちょ うど 今 、 人 手 が 足 

2 りな いん で す 。 も ちろ ん お 礼 は し ます よ 」 

カロ ル 「 う ん 」 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 

カロ ル 「 う ん 、 まかせ て !」 
男性 「 あ り が と う ご ざ いま す ! 
カロ ル が 倉庫 整理 に 挑戦 する 。 

訪 庫 整理 を クリ ア せ ず に [止め る 」 を 
男性 。。 「…- そ う で 


さっ そく お 願い し ます 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


男性 「 ど う で すか ? 倉庫 整理 を お 願い で きま すか ?」 


キャ ンプ を し た 翌朝 、 出発 の 準備 を する ユー リ た ち 。 


ユー リ 「 尺 わぁ あっ …… さ て と 行く か 」 
その と き 、 ラビ ピー ド が 唐突 に 身構え る 。 
エス テル 「 ラ ピー ド …… ?」 


1 
| 


ビード トグル ルル ル - こ ワン ラン ルン 


9ー リ [ん ご おれ は き 3 の ] 
レイ ヴ ン 「 お や お や 、 あり ゃ 、 前 に トリ ム 港 で 会 っ た な ん ちゃ 
ら ウ ルフ だ ね 」 


ラビ ピー ド の 視線 の 先 に プチ ウル フ を 発見 し た ユー リ は 、 さっ そく ラ 


ビード に 近寄っ て 吹き 替え を 開始 する 。 
ルー 「 プ チ ウ ルフ だ よ 」 
レイ ヴ ン も プチ ウル フ の 脇 に 立ち 、 吹き 替え を 担当 。 


プチ ウル フ | そうそう 、 フ チ ウ ルン だ ! 

六 計 アデ ド 「 何 し に き や が っ た 」 

プチ ウル フ  「 そ うい う の を ご 挨拶 だ ね っ て 言う の よ ] 

ビビ つ 攻 「 こ ちら と し て も あん た の 今 ま で の 印象 か ら 非礼 に 
な ら ざ る を 得 な いん で ね 」 

プチ ウル フ  「 マ ー キ ング の 方 、 半分 くら いす ん だ みた いじ ゃ な い 
の 。 こっ ちと し て も な り ふ り 構 っ て らん な いっ ぽい わ ]」 

ラド ビード 「 あ ん ? 何 す る つも り だ よ ?」 

プチ ウル フ  「 全 力 実力 で いか せ て も ら う の よ 。 帝都 ん 時 と 同じ で ね ]」 


プチ ウル フ は ラビ ピー ド に 背 を 向け る 。 
ラ ピ ー ド 「 待 て よ 」 
去っ て いく プチ ウル フ 。 レ イヴ ン も 一 緒 に 走っ て いく 。 


ユー リ 「 ま っ た く ……|' あ いつ 、 また 暴力 で 街 襲 うつ つも りみ 
た い だ な 」 
カロ ル 「 大 丈夫 だ よ 、 ラ ピ ー ド 強い も ん ね ? ね ?」 


カロ ル に 背 を 向け て 立ち 去る ラ ピ ー ド 。 エス テル が それ を 追う 。 


カロ ル 「 も お 、 照れ ちゃ っ て !」 
入れ 違い で レイ ヴ ン が 戻っ て き て 一 言 。 


レイ ヴ ン 「… こ どう で も いい けど ささ" なん の 合 欄 が ラキ ワウ 


k デ デ ッ キ の 末路 


カプ ワ ・ ノ ー ル の 路地 裏 に 近づく と 、 ラビ ピー ド が 何 か に 気づく 。 


ラビ ピー ド 
ユー リ 


「 ワ フッ ] 
[どう じ た 。 ラビ ピード] 


路地 裏 を の ぞ き 込む 一 行 。 そ こ で は ら 人 の 男 が 話し あっ て いた 。 


男性 「 で 、 ど ん な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 売っ て くれ る ん だ い ?] 

魔 導 士 容 の 男 「 世 界 最小 の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) だ よ 。 こ いつ は 
買わ な さ ゃ 損 だ 」 

男性 「 ほ う ! で 、 モノ は どこ に ある ん だ い ?」 


魔 導 士 容 の 男 「 あ っ ちの 事務 所 に 置い に ある ん だ 。 お っ と その 前 


に 前 金 で 50 万 ガル ド 頂 か な いと 」 


男性 「50 万 ガル ド ? ぐ お ぅ ……」 


魔 導 士 姿 の 男 「 品 質 な ら ア スピ オ い ちの 天才 魔 導 士 と 言わ れ た 私 、 


モル ディ オ が 保障 する よ 。 さあ 、 どう だ い ?」 


リタ 「 あ た し の 名 前 を 騙 ( か た ) る ロー ブ 男 …… ど っ か で 
聞い た 話 ね 」 

ユー リ [あぁ 、 見 つけ ちまっ た か ら に は 知ら ん 振り する わけ 
に いか ね ぇ よ な 」 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 


路地 に 入っ て いく ユー リ と ラ ピ ー ド 。 

エス テル 「 え っ 、 ま さか あの 人 が 魔 核 ( コ ア ) ド ロボ ウ な ん で す ?」 

カロ ル 「 確か 、 デ デ ッ キ だ っ た っ け ?」 

ユー リ に 続く 一 行 。 デ デッキ が ユー リ に 気づく 。 

デ デ ッ キ 「 ん ? な ん だ お まえ ?」 

ユー リ 「 こ ん な と ころ で 会 うと は 奇 軸 だ な 、 魔 核 ( コ ア ) ド ロ 
ボウ さん よ 」 

ユー リ の 言葉 に 驚 慢 す る デ デ ッ キ 。 

デ デ ッ キ 「 お 、 お まえ 、 あの 時 の っ !!」 

は ー り 「 オ レ の こと 覚え て る っ て こと は や っ た こと も 覚え て 


る よ な ? 下町 の や つら の 生活 めちゃ めちゃ に し や 


ユー リ の 剣 幕 に デ デ ッ キ が 焦る 。 


デ デ ッ キ 「 わ 、 悪かっ たよ! あ 、 あれ は 、 俺 も 頼ま れ て 仕方 
な く や っ た こと だ っ た ん だ 」 

ユー リ 「 頼 まれ よう が な ん だ ろう が や っ た こと に 変わ り は ね ぇ 」 

デ デ ッ キ 「 ひ っ ! た 、 頼 む ! 許し て くれ !」 

ョ ユー- 村 「 許 し て くれ と いわ れ て は い 、 そう で すか っ て わけ に 
も いか ね ぇ ん だ 。 や っ た 分 の 落と し 前 、 き っ ちり つ 
けさ せ て も ら う ぜ 」 

デ デ ッ キ 「 く 、 く そっ ! バル ボス な ん か に まで 手 を 伸ばす ん じゃ 


な か っ た ぜ 。 こん な 変態 魔 導 士 の 名 前 だ っ て 、 上 手 く 
や る た め に ずっ と 我慢 し て 名 乗っ て た っ て 言う の に よ 」 
リタ を 気 に し は じ め る カロ ル 。 当 の リタ は そっ ぽ を 向い て いる 。 


デ デ ッ キ 「 ア スピ オ い ちの 天才 魔 導 土 だ か な ん だ か 知ら ね ぇ け 
ど 、 よ う は た だ の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) バ カ じ ゃ ね ぇ か !」 

カロ ル 「 ち ょ 、 ちょ っ と ……」 

カロ ル は リタ と デ デ ッ キ を 交互 に 見 る 。 

デ デ ッ キ 「 こ ん な こと に な る くら いな ら あ ん な 奇人 変人 な ん 


か 名 乗ら な きゃ 良かっ た ぜ !」 

リタ [ホー ん ……|: あ ん た 、 いい 度胸 し て る じゃ な い 」 

つい に 口 を 開い た リタ が 、 向き 直っ て 術 の 詠唱 を 開始 する 。 

デ デ ッ キ 「 え っ 、 な 、 な に 、 な ん で !?」 

リタ 「 勝 手 に 人 の 名 前 使っ て 二 セ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
売り つけ と いて ……。 そ の 上 、 変態 魔 導 士 呼ば わり 
する よう な ヤツ は ……」 


デ デ ッ キ 「 ひ っ 、 た 、 助け て くれ 一 中 

デ デ ッ キ は 路地 の 奥 へ 走る が 、 行き 止ま り で 逃げ 場 を 失う 。 

リタ 「 ス トー ン ブ ラ スト 

デ デ ッ キ 誠 わ ニニ ーー つり 

リタ の 術 が 姓 裂 し 、 倒れ る デ デ ッ キ 。 

リタ 「 こ れ で すっ きり し た わ 」 

エス テル 「 リ タ 、 ちょ っ と や りす ぎ な の で は ……] 

カロ ル 「 本 人 の 目 の 前 で あん な こと 言う か ら …」 

ユー リ 「…… な ん だ よ 、 オレ の 出る 幕 な く な っ ちまっ た な 」 
男性 。  「 い や ー、 助 か っ た よ 。 まさ か た だ の ガラ クタ だ っ た 
0 
ロー リ 「 こ れ か ら は 怪し い 話 に は 気 を つけ る ん だ な 」 


と こん な こと で き な い よう に 騎士 団 に 突き 出し と く よ 」 
ー 行 は 男性 が デ デ ッ キ を 騎士 団 へ 渡す の を 見 送る 。 


カロ ル 「 し ば らく は 皇 屋 の 中 だ ね 」 
まま リタ 「 あ ん な や つ 、 一 生 定 屋 で いい わ よ 」 
エス テル 「 こ れ で 、 魔 核 (コア ) ド ロボ ウ の 件 は 本 当 に 終わ っ 
た ん で すね 」 
カロ ル 「 ユ ー リ 、 自分 で 殴ら な く て 良かっ た の ?」 


ユー リ 「 ま 、 それ 以上 の こと を リタ が や っ て くれ ちまっ た か 
ら な 。 いい っ て こと に する さ 。 な 、 ラビ ー ド 」 
ラビ ピー ド  「 ワ ン ロ 


カプ ワ ・ ノ ー ル の 宿屋 前 で 、 宿屋 の お か み が 客 引き を し て いる 。 


お か み 「 お 泊まり で すか ? 今日 は 脂 の の っ た 魚 が あ が っ 
た ん で す よ 。 ぜ ひうち に 泊まっ て 海鮮 丼 を 堪能 し て 
くだ さい 」 


レイ ヴ ン 「 お っ 、 うま そう じゃ な い の 」 
お か み に じ っ と 見 つめ られ て 、 不思議 が る ユー リ 。 
お か み 「 お 冗 さ ん 、 海鮮 寺 は お 好き ?」 
ュー 「 ま あ 、 好き だ けど 」 
お か み 「 そ れ な ら 、 これ を あげ る わ 」 
お か み が ユ ー リ に 紙切れ を 渡す 。 
ユー 「 こ れ 、 レシ ピ か が ?」 
*※ ジュ ディ ス  「 海 鮮 寺 の レシ ピ ね 」 
ドー バテ ィ 「 う お むむ お 、 これ は …… ! まさ に 海 と 米 の クジ ラ 級 


の 響 宴 な の じゃ ! 腕 の 振る い が い の あり そう な メ 
ニュ ー じ ゃ あ !」 


お か み 「 息 子 が ね 、 好き な メニ ュー な の 。 今 は 騎士 団 で 働い 


て いる か ら 減 多 に 会 えな いん だ けど 。 お 兄さん と 同じ 
くら い の 年 な の よ 。 あの 子 に も 食べ させ て あげ た いわ 。 
ーー トー よかっ た ら 、 も ら っ て や っ て 」 


も れれ な ら も うち ら っ て る さ 」 


ジュ ディ ス 「 レ シ ピ 、 使わ せ て も ら う わ 。 っ 53T ' 


その と き 、 横 か ら ワ ンダ ー シ ェ フ が 近づい て くる 。 メ ガ ネ を 投げ 捨 


て 、 フラ イ バ ン を 構え る ワン ダー シェ フ 。 


ワン ダー シェ フ 「 そ れ は この 私 の 役目 …… 早 まる な 。 至 高 を 極め た 


超絶 ・ 海 鮮 丼 丸 の レ シ ピ は ここ に ある ! 受け 取る 
が いい 中 」 

ワン ダー シェ フ を 見 や っ た 一 同 は 、 無視 を 決め 込む こと に 。 

パテ ィ 「 行 く の じ ゃ 」 

レイ ヴ ン 「 だ な 」 

足早 に その 場 を あと に する ユー リ た ち 。 


ワン ダー シェ フ 「 ぬ お !? 待た ぬか ! この 私 の た ゆま ぬ 研 究 の 結 


実 、 超絶 ・ 海 鮮 填 怒 を 受け 取れ !」 
フラ イ バ ン を 落と し な が ら 、 虚しく 叫ぶ ワン ダー シェ フ 。 


ノー ド ポ リカ の 入り 口 付 近 で 、 魚 を 売っ て いる 男性 が いる 。 

魚 売 り の 男性 「 お や 、 あん さん ら も バタ ン ギ を 食べ に 来 た ん か ?」 

カロ ル 「 バ タン ギ っ て 人 魚 だ っ け ? それ 、 美味 し い の …… ?」 

魚 売 り の 男性 「 そ れ が な 、 まず う て ま ず う て 食え た も ん や な か っ た 
の に 、 それ が ここ ん と こ 、 美味 うな っ て 」 

イス っ Ao 」 

話 を 聞い た ジュ ディ ス が 、 誰 に も 気づか れず に その 場 を 離れ る 。 


レイ ヴ ン 「 ま ず か っ た 人 魚 が 美 味 し く な っ た っ て 一 の ?」 


魚 売 り の 男性 「 す か すか の 身 ば っ か りや っ た の が こてこて の 脂 が 


乗っ て な 」 


リタ 「 こ れ も エ アル の 乱れ が 原因 か し ら 。 海 の 底 に エア 


ルク レー ネ が ある の か し ら ……」 


リタ の 方 を 向い た ユー リ は 、 ジ ュ デ ィ ス が いな く な っ て いる こと に 気づく 。 


ユー リ ト Se コラ シイ なか 全う つ 、 また …… 」 


ギル ド 員 「 大 変 だ 、 女 げ !」 


り の 前 を 横切る 。 魚 売り の 男性 が 、 そ の うち の 1 人 を 呼び 止め る 。 


魚 売 り の 男性 「 ん ? 何 の 騒 ざ や いな 」 

ギル ド 員 「 詳 し いこ と は わか らん …… 
ア ) が 壊さ れ た と 」 

魚 売り の 男性 「 誰 が そん な も ん を ?」 


た だ 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 


ギル ド 上 員 「 顔 は 見 えな か っ た が 、 槍 を 持っ た ヤツ だ っ た らし い 」 
ギル ド 員 と 魚 売 り の 男性 が 闘技 場 の 方 へ 走っ て いく 。 

リタ 「 槍 …… ! 怒 カ ドラ だ わ 1!」 

あと を 追っ て 闘技 場 へ 駆け て いく リタ 。 

エス テル 「 あ 、 リタ …… 1 

カロ ル 「 リ タ っ て 落ち 着き な いよ ね 。 ね 、 ジ ュ デ ィ ……| あ れ ?] 
ユー リ 「 あ いつ も 意外 と 落ち 着き な いよ な 」 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 そ ん な こと な いつ も り だ けれ ど ?」] 
闘技 場 と は 逆 の 方 向 か ら 戻っ て くる ジュ ディ スズ 。 


カロ ル 「 ど こ 行 っ て た の ?] 

ジュ ディ ス  「 素 敵 な 男性 に お 茶 に 誘わ れ て た の 」 

レイ ヴ ン [「 何 ? けし か らん !」 

ユー リ 「 お っ さん は いい か ら 」 

闘技 場 か ら 戻 っ て くる リタ 。 

ッッ ディ ス 「 な に か 騒ぎ に な っ て る みた い だ け ど 、 ど うか し た の ?] 

カロ ル 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 壊れ た ん だ よ 。 例 の 竜 使 
し だ だら て 』 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 コワ イ わ ね 」 

ユー リ 「 ま っ た く …… よ く 言 う ぜ 」 


リタ 「 め ちゃ くち ゃ だ っ た わ ……。 まったく! 
ラ 、 絶対 に 絶対 、 殴っ て や る か がら …… ] 


ノー ド ポ リカ に て 、 ドレ イク と 再会 する 一 行 。 


エス テル 「 師 匠 !」 

ドレ イク [ 姫 様 、 お 久しぶり で す 。 息災 で や っ て お いで で すか 」 

エス テル [ええ 。 師匠 こそ 、 お 元気 で 何より で す 」 

ドレ イク 「 あ れ か ら 色 ん な と ころ を 歩き 回 られ た よう で すね 」 

エス テル [「 た くさ ん の こと を 見 聞き し て 、 と て も いい 経験 に な 
り ま し た 」 

ドレ イク [それ は 本 当 に あな た が 皇 帝 に な る た め に 、 必要 な 
経験 で し た か 」 

エス テル 「 ど うい う 意 味 で す …… ?] 

ドレ イク [どこ の 誰 と も 知れ な い 連 中 と 歩き 回 り 、 節操 な く 
行動 する 」 

ユー リ [どこ の 誰 と も 知れ な いっ て …… オ レ は オレ だ っ つ 一 の 」 

ドレ イク 「 そ れ が 次 期 皇帝 候補 が と る べき 行動 と し て 正しかっ 
た の か 、 考え て お いで で し ょ うか 」 

エス チル 「 で も 、 見 聞 を 広く 持つ こと は 必要 だ と 師匠 は ……」 

ドレ イク 「 見 聞 を 広め ゆる の は 悪い こと で は あり ませ ん 。 問 題 
は あな た 自身 の 行動 で す 」 

エス テル 「 わ た し の ……- 行 動 …… ?] 

ドレ イク 「 聖 断 者 た る 皇帝 に 必 さ わし い 行 動 を と っ て お いで 
か と いう こと で す 。 も う 一 度 、 自分 自身 の 行動 を 見 
返し て みな さい 。 そ し て 本 当 に それ が 正しかっ た の 
か 、 考え な さい 」 

そう 言っ て ドレ イク は 去っ て いく 。 

リタ 「 何 、 あ の 偉 そ うな じじ い 」 

カロ ル [前 会 っ た 時 は 気付 か な か っ た けど 、 いつ も あん な 
感じ な の ?」 

エス テル 「 え え 、 師匠 は 厳し い 方 で すか ら 、 も う 慣 れ て は いま す 
た また で も 、 わた し が 旅 を し て いる の は 師匠 
の せい か も し れ ま せん 。 師匠 に 認め て も らい た い 」 

ジュ ディ ス [思い つき で 言っ た で し ょ 」 

エス テル 「 す いま せん 、 実は …… 」 

ユー リ 「 思 いつ き で も いい ん じゃ ね ぇ ? 認め て も らい た 
い の は 本 心 だ ろ 」 

エス テル 「 え え 」 

リタ 「 じ ゃ 、 いつ か ぎゃ ふん と 言わ せ た げ な さい 」 

エス テル 「 は い 」 


、 ゅ 次 還 P.366 
ノー ド ボ ポリ カ で 、 ナッ ツ と 話し て いる デュ ー ク を 発見 する 。 


ナッ ク ゲ 「 申 し 訳 な い が 、 今 、 我 が 主 は 客人 に は お 会 い に な 


ら な い 。 出直し て き て ほし い 」」 


ナッ ツ と の 会 話 を 終え 、 引 き 返 そう と する デュ ー ク と 向き 合っ た と 
ころ で 、 ユー リ は 声 を か ける 。 


ユー リ 「 よ ぉ 、 な ん が 縁 が め る みた い だ な ]」 

デュ ー ク 「…… 縁 な ど ま や か し だ 」 

ユー リ 「 あ ん た の 言う 通り か も な 。 こん な と ころ で 何 し て ん だ ?」 

デュ ー ク 「 こ の 都市 の 古く より の 主 に 挨拶 に 来 た 」 

ユー リ 「 ベ リウ ス か 。 あん た も どこ か の ギル ド の 遣い か 何 
か …… つ て わけ じゃ な さそ うだ な 」 

デュ ー ク 。 「 そ の よう な 卑 俗 な も の と は 違う 」 1 

ユー リ [ふーん …… 卑 俗 ね …… あ ん た は どん な 高尚 な 用 : 
事 持っ て き て ん だ ?] 

デュ ー ク 「 答 える 必要 は な い 」 


通り 過ぎ よう と し た デュ ー ク に 、 冗談 まじ り に 問い か ける ユー リ 。 
ユー リ [まさ か が 世界 を 救う と か 、 そん な ん じゃ ね ぇ だ ろ ?」 
デュ ー ク 「 夫人 」 

ユー リ の 問い に 足 を 止め る デュ ー ク 。 し か し 結局 、 答え る こと な く 
去っ て いく 。 


ユー リ 「 な ん だ 、 あい つ ……」 


ノー ド ポ リカ の 道ばた で 、 男女 の 会 話 を 耳 に する ユー リ 。 


女性 [昨夜 も 二 人 い な く な っ た らし いわ 」 1 

男性 「 あ の ギル ド は 高利 貸 で 有名 な の に な 。 観光 客 は 何 
も 知ら な いか ら 」 

女性 [予想 屋 と グル な ん で し ょ う ? ノー ド ポ リカ の 常連 
な 599 な い の に 相生 。 

男性 [いな く な っ た 人 た ち は ど こ へ 連れ て 行か れる ん だ ?] : 

女性 [さあ …… で も 、 誰 も 戻っ て こない われ 。 今夜 は 誰 も 


いな く な ら な いと いい けれ ど ……」 
それ か ら 一 行 は 、 ノード ポリ カ で 一 泊 す る こと に 。 そ の 夜 、 ユー リ は 1 
人 で 宿屋 か ら 抜け 出 そ う と する 。 気づい た ラビ ピー ド に 話し か ける ユー リ 。 
ユーリ [昼間 に 聞い た 人 が 居 な く な る っ て 噂 を 確か め に 行 
な だ け だ うと て 」 
ユー リ が 夜道 を 歩い て いる と 、 船 落 場 の 方 か ら 悲 鳴 が 聞こ える 。 
2?9 [ひい ぃ っ ! た 、 助け て くれ ……- 誰 か 、 誰か ぁ っ !」 
た だ な ら ぬ 様子 に 駆け 出す ユー リ 。 声 が し た 場所 で は 、 黒 す くめ 
の 男 が 身なり の いい 男性 に 語 を 向け て いる 。 
黒 す くめ の 男 「 予 想 屋 と 組み 、 無知 な 客 を カモ に し た あげ くそ の 
人 生 を 破 減 さ せ て 喜 点 外道 、 こ れ が 報い だ !」 
どう や ら 苗 わ れ て いる 男性 が 、 昼間 の 話 に あっ た 高利 貸 ら し い 。 黒 


ずく め の 男 は 剣 を 用 いて 技 を 繰り 出す 。 
高利 貸 「 ぐ ぎゃ ああ ああ ああ あ !」 
ユー リ 「 な つこ 』 


技 を 受け た 高利 貸 が 一 撃 で 倒れ る 。 そ の 光景 に 思わ ず 声 を も ら す 


ユー リ 。 そ の 声 を 聞き つけ た 黒 す くめ の 男 は 、 ユー リ を 見 て か ら 
その 横 を 走り 抜け て いく 。 
ユー リ 今 の 男 …… そ れ に 今 の 技 は ……」 


ーーーーーーー 


いる 。 思 わ ず 声 を か ける エス テル 。 


エス テル 
男性 


「 ど うし まし た ? 何 か お 困り の よう で すけ ど …-」 
「 い え 、 人 を 探し て お り ま し て …-」 

男性 「 失 礼 、 そ ちら の お 嬢 様 。 パテ ィ ・ フ ルー ル 殿 で 間 
違い は ご ざい ませ ん か ?] 


男性 は 事情 を 話し は じ め る が 、 パ ティ を 見 る な り 驚 き の 表 情 を 見 せる 。 : 


馬 365 ピ 


攻 、 バテ ィ 「 ん じゃ 。 パ ティ は うち じゃ 。 お まえ は 誰 じ ゃ 」 
| 男性 「 私 は ギル ド 食 の 花道 の 者 で す 。 ああ 、 や っ と お 会 


いで きま し た ]」 

カロ ル 「 食 の 花道 …… 美 食 ギ ルド だ っ け 」 

美食 ギル ド 員 「 そ の と お り で す 。 本 日 は 、 パテ ィ 殿 を 我 が ギ ルド へ 
スカ ウト に 参り まし た 」 


美食 ギル ド 員 の 言葉 に 驚く ユー リ た ち 。 


エス テル 「 ス カウ ト な ん て 、 すご いで す 」 
ユー リ 「 確 か に お まえ の 料理 は うま いけ ど 、 そ こま で と は な 」 
パテ ィ 「 う ち 、 食 の 花道 と 関わ っ た 覚え は な いん じゃ が の ?」 


_ 美食 ギル ド 員 「 以 前 、 空 腹 で 行き 倒れ て いた 当方 の ギル ド 員 に 、 
お で ん を ご 馳走 し て くだ さっ た そう で 」 

を バ ィ 「 そ ん な こと も あっ た の ぅ 」 

* 美食 ギル ド 員 「 そ の お で ん が 、 今 も 忘れ うれ ぬ ほ ど お い し か っ た と 申し 
て お り ま し た 。 話 を 聞き 、 これ は ぜひ と も パテ ィ 殿 に ギル 
ド へ 入っ て も らい 、 その 腕 を 生か し て いた だ きた いと 」 

そこ へ 女性 が 走っ て き て 、 話 に 割り 込ん で くる 。 

女性 「 お 待ち | その お 嬢 ちゃ ん は うち の レス トラ ン に 来る ん だ | 

ユー リ L 難 だ ?] 

女性 「 彼 女 は 私 の レス トラ ン 「 ラ ・ メ ー ル 」 の 料理 長 と し 
て 迎え 入れ る 予定 な ん で ね 。 美食 ギル ド に 譲る わけ 

1 に は いか な いね ぇ 」 

『- カロ ル 「 レ スト ラン 「 ラ ・ メ ー ル 」 と いえ ば 、 ノー ド ポ リカ 闘技 坦 

] の 最上 階 に ある 高級 レス トラ ン 。 す 、 すご いよ 、 パ ティ | 

パテ ィ を 巡っ て に ら み 合う 美食 ギル ド 員 と レス トラ ン 店 主 。 そ こ に 

今度 は 、 役人 が 現れ る 。 


役人 「 ち ょ っ と お 待ち くだ さい 」 

ユー リ 「 ん ? あん た は ?] 

役人 「 私 、 帝国 評議 会 の 書記 官 を や っ て いる も の で す 」 

ユー リ 「 そ の 書記 官 様 も まさ か パテ ィ に 用 事 か ?」 

役人 「 え え 。 そ ちら の お 嬢 様 を 宮廷 料理 人 と し て お 連れ 
する 役 を 任 さ れ 、 こち ら へ 参り まし た 」 

ユー リ 「 今 度 は 宮廷 料理 人 か よ 」 

美食 ギル ド 員 、 レ スト ラン 店 主 、 役 人 の 3 人 が 、 三 つ 凹 と な っ て パテ ィ 

の 取り 合い を 始め る 。 

リタ 「 な ん の 冗談 ? っ て 感じ だ けど 」 

レイ ヴ ン 「 冗 談 て 雰囲気 じゃ な いわ よ 」 

リタ 「 ほ うっ と いて いい の ?」 

パテ ィ 「 ま あま あ 皆 の 衆 。 落ち 着く が よい 。 まず は …… こ 
れ を 食べ る の じゃ 」 


パテ ィ が そう 言う や いな や 、 3 人 の 前 に 豪勢 な 料理 が 出現 。 

美食 ギル ド 員 「 お お 

レス トラ ン 店 主 「 こ れ は …… 目 

パテ ィ 「 お いし い 料 理 の 前 で 喧嘩 は 野暮 じゃ 。 な ?] 

役人 「 あ り が た く 、 いた だ きま す 」 

*※ お いし そう に パテ ィ の 料理 を 食べ る 3 人 。 

*。 美食 ギル ド 員 「 な ん と 、 想像 以上 の 味 で す 

レス トラ ン 店 主 「 う まい …… 盛 り 付 け は 豪快 だ が 、 絶妙 な バラ ンス 
の 味付け 。 この 腕 、 ぜひ 私 の 」 

パテ ィ 「 う ち は ど この ギル ド に も 入ら ん 。 うち に は や ら な は け 
れ ば な らん こと が ある の じゃ 。 じゃ が 、 料理 は いつ で 
も 振舞 っ て や る ぞ 。 風 の 噂 を 頼っ て 、 うち を 捜す と 
よい の じゃ 」 

美食 ギル ド 員 「 さ し ず め 、 流し の 料理 人 と いっ た と ころ で すか ?」 

パテ ィ 「 ん じゃ 。 う ちの 料理 は 、 食 べ る 人 も 場所 も 選ば ぬ の じゃ 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ちゃ ん の 料理 道 っ て わけ だ ね 」 
パテ ィ 「 気 が 向い た ら 、 お まえ た ちの と ころ に も 作り に 行く 
の じゃ 。 そ れ で 許し て くれ ん か の ?] 
エス テル 「 確 か に 、 美味 し いも の の 独り 占め は よく な いで す 」 
役人 「 わ か り ま し た 。 帝都 へ の お 越し 、 お 待ち し て お り ま す 」 
満 定 し た 様子 で 、 3 人 は その 場 を あと に する 。 
レイ ヴ ン 「 料 理 道 と か 、 ず いぶ ん 壮大 な 話 に な っ て た わ ね 」 
カロ ル 「 パ ティ の 料理 を 食べ られ る ボク た ち は 、 ラ ッ キ ー な ん だ ね ] 
リタ 「 単 な る 偶然 で し ょ 」 


の 「 ま 、 オレ た ち は あ り が た く 評 判 の 料理 の 味 を 堪能 
ぐせ と やら 5 つぐ 」 
パテ ィ 「 ユ ー リ が 望む な ら う ち は い つ で も 作る の じゃ 」」 


の 背 和 アル レク 本 つく 6 
デュ ー ク が エア ルク レー ネ を 見 つめ て いた 。 
エス テル [ 0 あの 人 は 所 」 

リタ 「 こ この エア ルク レー ネ な ら 、 化け 物 が 抑え た わ よ 」 


デュ ー ク 「 そ れ は 聞い て いる -…」 
カロ ル 「 聞 いた っ て 誰か ら …… ?」 
エス テル  。 「 あ の 時 、 こ こ に いた の っ て ラー ギィ 、 いえ イエ ガー だ け …・| 
カロ ル 「 ま さか 、 イエ ガー と …… 1 
デュ ー ク 「 エ アル クレ ー ネ に ……… 近 付く な 、 と 言っ た は ず だ 」 
ユー リ 「 悪 いね 、 こ ちと ら 偶然 に も そい つ を 見 つけ た も ん で ね | 
デュ ー ク 「 な ら ば 、 すぐ に 立ち 去る が いい 。 二度と 来る な 」 
デュ ー ク は 背 を 向け て 立ち 去 ろ うと する 。 
リタ 「 ち ょ っ と 待っ て よ …… 日 
リタ が 駆け 寄っ て 制止 する が 、 デュ ー ク は その まま 行っ て し まう 。 


リタ 「[…… 何 な の 、 あの 態度 …… 」 
悪態 を つく も 、 エ アル クレ ー ネ が 気 に な っ て いる 様子 の リタ に 、 ユ ー 
本 が 用 0 前 


ュー リ 「 せっ か く 戻 っ て きた ん だ 、 調べ て か ら で も いい ぜ 」 

リタ 「…… 冗 談 。 あたし た ち 、 優先 し な きゃ いけ な いこ と 、 
た くさ ん あん じゃ な い の 」 

ュー リ 「 ま 、 オレ た ち は な 」 

リタ SR ] 


ユー リ の 言う 「 オ レ た ち 」 に 、 自分 が 含ま れ て いな いこ と を 穴 し て 
言葉 を 詰まら せる リタ 。 

エス テル 「 わ た し た ち 、 で す 」 

エス テル は リタ を 含ん だ 「 わ た し た ち 」 と 言い 直し 、 ユー リ の 言葉 
を 否定 する 。 


リタ に っ ス テル 

デビ 「 そ うだ な 。 ほら 、 行く ぜ ] 

歩き 出す ユー リ た ち だ が 、 リタ は 立ち 尽く し た まま 。 
ーー ジ 「 お ら 5 リタ も 」 


ユー リ の 呼び か け に うな ずく リタ 。 


ワン ダー 記者 ・ そ の 3 3 中 019 cc に 1 

マン タイ ク の ヤシ の 木陰 に ワン ダー 記者 を 発見 する ユー リ 。 3 

ワン ダー 記者 [お っ と . 具 つ か っ で し まっ た ね ! キミ が 寝 て いる 
間 に 、 こっ そり と ワン ダー ログ を 増やし て いる の は 
内 緒 の 話 だ ! 知っ て し まっ た ね 、 ボク の 秘密 ! 誰 
に も 話し た こと な か っ た の に ! 大 丈夫 、 秘密 に し て 
いて くれ れ ば これ か ら も いつ で も こっ そり と キミ の 
枕元 に 形 お っ と 、 これ は 記者 と し て の 守秘 義務 に 
反 す …… 1 グッ バイ |」 

爆発 と 共に いな く な る ワン ダー 記者 。 一 方 ユー リ は 、 明か され た 

衝撃 の 事実 に 冷や 汗 を た ら す 。 


マン タイ ク に 宿泊 し た 夜 、 ユ ー リ は 湖 の そば で エス テル を 見 か ける 。 
ユー リ 「 エ ステ ル 」 
エス テル 「…… あ …… コ ユーリ ] 


エス テル に 近づい た ユー リ は 、 彼女 の 手 の 中 に ある 物 に 気づく 。 
それ は コ ゴ ー ル 砂漠 へ 入ろう と し た 直前 に 、 エス テル が これ まで の 


報酬 と し て カロ ル に 渡 そ うと し て いた 物 だ 。 


ーー ワリ 「 そ れ …… オ レ た ち に 報酬 と し て 渡 そう と し た …… ?」 


エス テル 「 え え 、 母 の 形見 (か た み ) な ん で す ]」 
こと 「 お ふく ろ さ ん …… 亡 く な っ て る ん だ な ]」 


エス テル [ええ 、 まだ 子ども の 頃 に 。 …… ユ ー リ の お 母さん は …… ?] 

ユー リ [オレ が 赤ん坊 の 時 に 。 だ か ら 顔 は 覚え て な い 」 

エス テル 「 そ う 、 で すか ……。 自 分 が 特別 だ と 思っ て まし た 。 
お 父さん も お 母さん も いな いっ て 。 で も ユー リ も カ 

- ロ ル も リタ も 、 独り で が ん ば っ て きた ん で すね 」 

ユー リ [オレ の 場合 は 、 下町 の みん な も いた か ら な 」 

エス テル 「 わ た し だ っ て …… お 城 の 人 が 面倒 見 て くれ て まし 
た 。 で も 寂し いと きも あり まし た 。 そ の 時 は これ を 
見 て 母 を 思い 出し て 自分 を 励ま し て た ん で す 」 

ユー リ 「 そ ん な 大 切な も ん な ら 、 大 事 に 持っ と け よ 。 オ レ 
た ち に 渡し た り し な いで 」 

エス テル 「 こ の 旅 を 始め て 、 形見 (か た み ) の こと 、 すっ か の 忘 


れ て た ん で す 。 た ぶん 、 ユー リ た ちと いた か ら …… 
も う 寂 し く な か っ た か ら …… 必要 な いで す よ ね …… 」 
ユー リ [ 683 捨て る の か 2 CSS の 


エス テル [古い 思い 出 と は 決別 し な いと 。 みん な そん な も の 
な く て も 強く 生き て る ん で す 。 わた し だ っ て 、 こん 
な も の に 甘え て る わけ に は いか な いで す 」 

ユー リ [いら な いな ら 、 オレ が 預かっ と いて や る 」 

エス テル 「 コ ユー リ …-」 に 

ユー リ [必要 な 時 が 来る 。 自 分 を 見 つめ 直す 時 に 。 自分 が 
な ん で 生ま れ て きた か 、 思い 出す た め に 。 そん 時 に 
後 梅 し た っ て 遅い ぜ 」 

エス テル 「 そ う …… か も し れ ま せん ね …… で も 、 そ れ ま で ユー 


リ 、 預かっ て お いて くだ さい 。 気持 ち が め げた ら 、 
また それ に 頼っ て し まい そう だ か ら 」 


ユー リ に 母 の 形見 を 渡し て 、 宿屋 に 戻っ て いく エス テル 。 そ の 後ろ 


姿 を 見 な が ら 、 ユー リ は つぶ や く 。 
ユー リ 「 頼 っ て も いい ん だ けど な ……」 


マン タイ ク の 宿屋 に 泊まっ た 一 行 。 そ の 夜 、 一 同 が 寝 表 まっ て いる 
間 に ジ ュ デ ィ ス が 宿屋 を 抜け 出 そ う と する 。 そ れ に 気づく ユー リ 。 
ユー リ [ん …… ど と 行く ん だ …… ?」 


ジュ ディ ス  「 月 が キレ イ だ か ら 、 ちょ っ と 散歩 し よう か と 思っ て 」 


その と き 、 外 か ら 馬 車 の 通る 音 が 聞こ える 。 そ の 音 で 次 々 と 目 を 


覚ます 仲間 た ち 。 

カロ ル 「…… 何 ? 何 の 音 ?」 

レイ ヴ ン 「…… 怪 し い 物 音 ……」 

リタ 「 騒が し い 3 何 な の よ 0 」 

ジュ ディ ス 「 な ん で も な いわ 、 ゆっ くり お 休み な さい 」 

ラ ピ ー ド も 起き 上 が り 、 外 の 様子 を 気 に し て いる 。 

ユー リ 「 な ん だ よ 、 全員 起き ちまい や が っ た …… 」 
立ち 上 が る ユー リ 、 カ ロ ル 、 リ タ 。 一 方 、 ラ ビード は 寝 直し の 体勢 に 。 
リタ 「 ま だ 一 人 、 寝 て る わ よ 」 

エス テル 0 む お に ゅ お に ゆ ゅ ゆ …… も う 食 べら れ ま せん …… 」 
寝言 を 言っ て いる エス テル を よそ に 、 レイ ヴ ン が 横 に な っ た まま 問 
いか ける 。 

レイ ヴ ン 「…… Me ?」 

カロ ル 「 ド ア の 外 で 変 な 音 が し た ん だ 。 何 か を 運ぶ よう な 音 」 
リタ oyy こ の 怪し いわ 」 

カロ ル 「 と に か く 様 子 、 見 に いっ て みな い ?」 

ユー リ 「 そ うだ な 」 

リタ 「 ほ ら 、 エス テル 、 起き な さい 、 ちょ っ と 出る わ よ 」 
エス テル ……… ーー チ M で が ーー ジ 」 

カロ ル 「 寝 ぼけ て る ……」 

レイ ヴ ン 「 俺 様 も や 謙 て る ……」 

リタ 「 ま っ た くも ドー 


ーー 「 ラ ピー ド も 休ん で る し な 、 無理 に 連れ て く こ と は な いさ 」 
カロ ル と リタ が 出口 に 向かう 。 

本 スー | ] 

ュ ユーリ 「…… ほ ら 、 行く ん だ ろ 」 


ジュ ディ ス 「 え え 」 
宿屋 の 外 に 出 た ユー リ た ち 。 そ こ に は 馬車 と ら 人 の 騎士 が いた 。 


騎士 A に 早く し ろ ………… 様 が お 待ち だ …… 」 

騎士 B 「 は っ …… し か し 、 わざ わざ こん な も の を …… 何 に 使 
われ る の で …… 」 

騎士 A 「 余 計 ( よ けい ) な こと は 知ら な く て いい …… 特 別 任 
務 だ ……」 

ユー リ 「 重 そう だ な 、 手伝っ て や ろう つか 」 

ユー リ が 背後 か ら 声 を か ける と 、 騎士 が 振り 向く 。 

騎士 A 「 す まん な …… ん …… 2 貴様 ( き さ ま ) ら ……| 」 

リタ 「 そ れ 、 兵 装 魔 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) ね 。 何 
に 使う の ?] 

騎士 A [逃げ ろ …… 則 

騎士 B 「 に 、 逃げ る の で …… ?」 

騎士 A 「 バ カ 者 、 早く 逃げ ろ !」 

そう 言う や いな や 、 馬車 を 走ら せ て 街 の 外 へ 逃げ る 騎士 た ち 。 

ユー リ 「 追 いか ける ぞ 」 

騎士 た ち を 追跡 し た 一 行い 、 コ ゴ ー ル 砂漠 で 彼ら を 包囲 する 。 

ユー リ [お っ と ここ まで だ ぜ 」 

騎士 A 「 は さま れ た …… 目 

退路 が な いこ と を 悟っ た 騎士 が 、 戦闘 削 勢 を と る 。 

騎士 A 「…… 目 撃 者 は 有無 を 言わ むさ ず 消 せ と の ご 命令 だ …… 」」 

騎士 B いし 、 し が ーー 

騎士 A 「 四 の 五 の 言わ ず に 、 行け っ !」 


騎士 B [は っ …… 1!」 

1 人 が ユー リ た ちと 対 財 し て いる スキ に 、 馬車 で 兵 装 魔 導 器 (ホブ 
ロー ブラ ステ ィ ア ) の 操作 を 始め る も う 1 人 の 騎士 。 

騎士 A [こう な っ た だ たら こい つ で < 

その と き 、 ジュ ディ ス が 跳び 上 が っ て 一 骨 で 騎士 を 倒し 、 一気に も 
う 1 人 の 騎士 に 肉薄 する 。 


騎士 A 「 な 日 

ジュ ディ ス 「 終 わり よ 」 

武器 を ひと な ぎし 、 騎士 を 倒す ジュ ディ ス 。 

騎士 A 「 ぐ あ 」 

その 直後 、 馬車 の 荷車 で 爆発 が 起こ る 。 

リタ 「 あ あ 、 もう! 素人 が 変 な さわ り 方 する か ら !」 
騎士 B 「 ひ 一 っ 」 

騎士 が 起き 上 が り 、 悲鳴 を 上 げ て 逃走 する 。 

騎士 A 「 こ ら 、 待て 、 お 前 ……」 


同じ く 逃 げ 出 すもう 1 人 の 騎士 。 一 方 、 爆発 の 炎 が 収まら な い 馬 車 
か ら 離 れ よ うと し な い リ タ を 心配 し て 、 カロ ル が 駆け 寄る 。 


し ん っ っ) 
ユー リ 「 も う 無理 だ な …」 


No.( ーー ーー 


C だ っ た どか 二 | 1 
「 何 の こと か し ら ……?] 
「 ま 、 結果 的 に は 壊れ た けど 」 


ーー で se 近 は 色々 白 城 す て 難し いせ ] 
_ そう ね 散歩 も お ち お ち 行か せ て も ら え な いわ 」 
ー「… …- ま だ 話し て くれ ね ぇ の か ? 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
_ ア ) を 壊し て 回 る 理由 ] ーー 
se 填 o また あな た た ち が 知 ら な く て も 良 
3 いこ と だ と 思う か ら 」 
そう 言っ て ジュ ディ ス は 歩き 出す 。 


し が 、 ジュ ディ ズ の 方 を 上 て 不 民 が る 


コ ゴ ー ル 砂漠 で アル フ と ライ ラ の 両親 を 救出 し た 一 行 は 、 マン タ 
イク で 兄妹 に 再会 する 。 


ーー 「 よ 、 坊主 、 元気 か ?」 

アル フ 「 あ 、 お 兄ちゃん た ち !」 

プラ 「 お 父さん と お 母さん 、 助け こく れ て あり が と う !」 
レイ ヴ ン 「 い や 、 な ん の な ん の 」 

リタ 「 な ん で お っ さん が 照れ て ん の よ 」 

ジュ ディ ス  「 ち ゃ ん と 報酬 も いた だ いた し ね 」 


報酬 の こと を 聞い て 、 顔 を 見 合わ せる アル フ と ライ ラ 。 
ジュ ディ ス  「 あ ら 、 どう し た の ?」 
そこ へ ヘア ルフ と ライ ラ の 両親 が や っ て くる 。 


兄妹 の 父親 「 お や 、 皆 さん ! その 節 は 大 変 お 世話 に な り ま し た 
兄妹 の 母親 「 お か げ で 子ども た ち を 二 人 き り に し な いで すみ まし た 」 
エス テル 「 い え 、 本 当 に 大 し た こと し て ませ ん か ら 」 


と か 生き 延び られ まし た 」 8 
「 命 が 助かっ た お 礼 で す 、 受け 取っ て くだ さい 」 


児 「 い えい え 、 買 重 な 水 を いた だ けた お か げ で 、 な ん 


両親 救出 時 に 水 籠 の 水 が 109% 未 満 だ っ た 場合 
兄妹 の 母親 「 そ う で すね 、 あ まり 水 は い た だ け な か っ た し ……」 


カロ ル 「 ど う も 、 あり が と う !」 

兄妹 の 父親 「 こ ちら こそ 、 あり が と う ご ざ いま し た 」 

ユー リ た ち が 去 っ て いく な か 、 ジ ュ デ ィ ス は アル フ と ライ ラ に 近寄り 、 
以前 報酬 と し て 受け 取っ た ガラ ス 玉 を 渡す 。 

ジュ ディ ス  「 は い 」 


アル フ た 可 

ジュ ディ ス 「 大 切な も の な ん で し ょ ? 返す わ 」 

アル フ 「 で も …・」 も 

ジュ ディ ス 「 お 父さん と お 母さん か ら も ら っ た も の 、 お礼 は 。 
それ まで も ら っ つっ たら 、 も らい すぎ 、 だ も の ね 」 

アル フ 「 う 、 うん …… 四 

ジュ ディ ス 「 じ ゃ 、 ね ?」 


ユー リ た ちの 方 へ 歩き 出す ジュ ディ ス 。 


8 ギル ド の 仕事 ・ そ の 1 SI062I2EyZ 


キュ モー ル の 暴 政 か ら 解 放さ れ た マン タイ ク で 、 ユー リ が カロ ル に 


時 相談 を 持ち か ける 。 


ユー リ 「 な あ 、 カロ ル 」 
カロ ル [らし だ の ユーリ] 
ユー リ 「 エ ステ ル の 依頼 も 終わ っ て ん だ 。 そろ そろ 凛々 の 
明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) も 他 の 仕事 を や っ て み 
て も いい ん じゃ な い の か ?」 
ま 。 カロル 「 そ っ か 、 そう だ ね 。 うー ん 、 で も どう し よう 。 ユ ニ 


オン に 入っ て いれ ば 、 ダン グレ スト の 酒場 で 仕事 紹 
介し て くれ る ん だ けど -……」 

「 お っ 、 少年 、 知ら な い の か 。 あ る 程度 、 仲介 料 を 取 
られ る が 、 ユニ オン に 入っ て な く て も 仕事 の 紹介 は 
し て くれ る ぞ 」 


レイ ヴ ン 


カロ ル 「 ほ ん と !?] 

レイ ヴ ン 「 ホ ント ホン ト 」 

ユー リ 「……: で も 、 ここ か ら ダ ング レス ト ま で 戻る っ て の も な ……」 

レイ ヴ ン 「 そ う ね ぇ …… そ の 辺 に ユニ オン の 派遣 員 が いり ゃ 
仕事 くれ る か も し れ な いけ ど ……」 

ジュ デ ティス 「 そ れ じ ゃ 、 探し て みる ?] 

レイ ヴ ン 1 お 。、 ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 行く ?」 

ラビ ピー ド 「 バ ウ っ !」 


っ で つ ち は 後 で も か まい ませ ん よ ] 
カロ ル | と CS コス テル | 
ユー リ 「 ん じゃ 、 探 そ う ぜ 」 

街中 で ユニ オン の 派遣 員 を 探す 一 行 。、 ほ ど な く し て 、 そ れ ら し い 
人 物 を 発見 する 。 


レイ ヴ ン 「 よ っ !」 

派遣 上 員 「 お よっ 、 レイ ヴ ン さん 。 そ っ ち は …… CE 色 
ん な ギル ド を 転々 と し て た ボウ ズ だ よ な 」 

カロ ル 「 カ ロ ル だ よ 。 今 は ギル ド 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) の 一 員 な ん だ 」 

派遣 員 「 ほ う 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ね 。 で も 
その ギル ド 様 が うち に 何 の 用 事 だ 」 

ジュ ディ スズ 「 あ な た が ユニ オン の 派遣 員 さ ん ?」 

派遣 貞 「 い か に も 。 仕事 が 欲し い の か い ?」 


派遣 員 の 問い に ユー リ が うな ずく 。 

派遣 貞 「 そ うだ な -…… 紹 介 で きる 仕事 は …… こ れ く らい か ……] 

派遣 員 に 手渡 され た 紙切れ を 読み 上 げ る ユー リ 。 2 も 

ユー リ 「…… 和 荷物 の 輸送 お 願い し ます 。 ユ ウ ・ セ ロン 。 な 
ん だ これ 、 具体 的 な こと が な に も 書い て ね え ぞ 」 


カロ ル 「 ユ ニオ ン の 韓 旋 だ も ん 。 そ うそ う 変 な 依頼 は な い 
と 思 つ よ 」 

派遣 貞 「 ま あ 、 新参 向け と し て は 妥当 な 線 じ ゃ ね え か な 。 報 
酬 は 4200 ガ ルド ]」 

レイ ヴ ン 「 ちっ と 待つ た 。 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 
は ユニ オン に は 入っ て な いよ 」 

派遣 貞 「 な ん だ 、 あん た ら 無 加盟 な の か 。 と な る と 、 仲介 


料 で 三 割 引い て 3000 ガ ルド の 報酬 だ な 。 どう する 、 
受け る か ね ?」 


「 仕 事 を 受け る 」 を 選ん だ 場合 
「 三 割 …… レ イヴ ン 、 余計 (よけい ) な こと 言わ な い 


レイ ヴ ン 「 決 まり だ し 、 し ょ う が な いで し ょ 。 後 で バレ た ら 、 そ 


| の 方 が 面倒 よ 」 


ユー リ [ 赤 。 いも いざ 。 その くい 。 せ っ か くだ 。 や ろう ぜ 

カロ ル は ユー リ に 向かっ て うな ずく 。 

派遣 上 員 「 ん じゃ 、 よろ し く 頼 む よ 。 具体 的 な 仕事 内 容 は 、 依 
頼 主 に 直接 会 っ て 聞い て くれ 。 ユ ウ っ て 男 は 、 この 
街 の 入り 口 あ た り を ウロ ウロ し て ん じゃ な いか な 」 

カロ ル 「 じ ゃ 、 行っ て 、 話 を 聞い て みよ う よ 」 

派遣 貞 の 言う と お り に 、 一 行 は 街 の 入り 口 で ユウ を 探す 。 

カロ ル 「 あ な た が ユウ さん ?」 

「 え え 、 オレ が ユウ ・ セ ロン で す 。 も し や ユニ オン か 


スワ 「 え え …… 古 い 友 人 に 本 を 一 冊 届 け て も らい た いで す 」 


ジュ ディ ス 「 本 ?」 


の 「 え え 、 大 切な 本 な ん で す 。 こ れ は ヤツ と オレ の 思 


い 出 の 品 な ん で す 」 


カロ ル 「 大 切 に お 預かり し ます 」 


「 失 くさ な いで くだ さい ね 。 も し 失 く し た ら …… Sa be 
オン を 通じ て 賠償 金 を 払っ て いた だ きま す よ 」 
ユー リ 「 カ ロ ル が 大 丈夫 っ て 言っ た ろ ? 心配 すん な 」 


に いる の が 正確 な 場所 は わか り ま せん が 。・ 0 


ちく だ さい 。 こ れ を 持っ て いれ ば 、 向こう か ら 気 が 


つい て 声 を か け て くれ る で し ょ う 。「 炎 の 海 に 熱き 


魂 を 」 そ うつ 言う 者 が いれ ば 、 彼 が ノビ ス で す 」 


ユウ か ら 本 と 紋章 を 受け 取る カロ ル 。 


カロ ル 


「 う ん 、 わか っ た …… 夜 空 に また た く 凛 々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) の 名 に 賭け て 、 お 仕事 お 引き 


カロ ル 「 仕 事 を 受け る 時 の 宣 置 だ よ 。 仕事 受け ます っ て い 
ジュ ディ ス 「 そ ん な の が ある の ね 」 

ユー リ 「 じ ゃ 、 ノビ ス っ て の を 探し に 行く か 」 

男性 


「 炎 の 海 に 熱き 魂 を ……」 


聞き 覚え の ある フレ ー ズ に 驚く カロ ル 。 


カロ ル 


[それ は …… ユ ウ さ ん の 言っ て た ……』」 


ジュ ディ ス 「 あ な た が ユウ の 友達 の ノビ ス ?」 

デー 「 い か に も 。 あな た た ち は 使 い の 者 か 」 

カロ ル 「 は い 、 ユウ . セ ロン さん か ら 預 か っ て る も の が ある よ 」 
ノビ ス 「 中 は 見 て お らん だ ろう な ?」 


カロ ル [ 素 ? ええ に まあ ・-」 

カロ ル 「 あ 、 待っ て 。 受け取 り の 証 を 依頼 人 さん に 持っ て 
いか な いと いけ な いん だ けど ……」 
「 お お 、 そう が 。 そう だ な …^ で は 、 受け 取り の 証 に 
これ を ーー 

ノビ ス か ら 受 け 取 り の 証 と し て 、 し お り を 渡さ れる カロ ル 。 

ビス | SS は 、 ユウ に よろ らく 、 と ] 

「 う ん 。 そ れ じ ゃ あ 」 

ノビ ス が 去っ て いく 。 

ユー リ 「 初 仕事 完了 っ て わけ だ な 」 

カロ ル 「 ま だ まだ 。 ユウ さ ん に この 受け 取り の 証 を 渡さ な いと 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ で よう や く 仕 事 完了 、 っ て こと ね 」 

うな ずく カロ ル 。 

ユー リ 「 そ れ に し て も 途中 で 失 く さ な く て よかっ た な 」 

カロ ル 「 も し 失 く し て た ら 大 事 だ よ 。 買 っ て 弁償 で きる も 


き | ヽ 
コロ 
ミ 


の で も な さそ うだ っ た し 」 
リタ 「 ど う や っ た ら 、 失 く す の よ 、 あん な も の 」 
レイ ヴ ン 「 ト イレ 行っ て 、 手洗 っ て る 時 に 置き 忘れ る と か ?」 
リタ 「 汚 いわ ね 」 


「 汚 く な いで し ょ 、 手洗 っ て る の よ 」 

「 受 け 取 り の 証 も や 失 く さ な い よう に し な いと 」 

「 ム ダ 話 は その へ ん に し て 行く ぞ 」 

「 う ん 、 マン タイ ク の 依頼 人 さん に 伝え な きゃ ね 」 
「 う へ 、 あそこ まで 戻 ん の ?」 

[だ っ て 早く 依頼 人 さん の 豆 避 顔 を 見 た いじ ゃ な い ?」 
「 そ う 女 く な っ て 。 じ らし た 方 が 喜び は より 一 層 大 き 
の ゥ て いう ぜ 】 

「 そ ん な も ん な の …… ?] 

「 今 度 、 立ち 寄っ た 時 に つい で で いい だ ろ 」 

ウン 


| レイ ヴ ン 
カロ ル 
ユー リ 
カロ ル 
レイ ヴ ン 
カロ ル 
ユー リ 


カロ ル 
こし で ぴ 
ラビ ピード 


無事 に 本 の 配達 を 終え た 一 行 が マン タイ ク に 戻る と 、 街 の 入り 口 | : 


で ユウ が 待っ て いた 。 
「 依 頼 の 通り 、 本 を 渡し て きた よ 。 ほら 、 これ … 


| カロ ル は ノ ビス か ら 受 け 取っ た し お り を ユウ に 渡す 。 | 

本 当 に あり が と う ご ざ いま す 。 そ れ で は お 約束 の 報 | 
( 
カロ ル 「 ま た 何 か あ っ た ら 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ | 3 


と 「 え え …… そ れ で は また 」 


本 だ っ だ ん. ぐし ょ う 」 


レイ ヴ ン 「 別 に 普通 の 本 だ っ た わ よ 。 経 済 書 み た い だ っ た けど ]| 


カロ ル 「 レ イヴ ン 中 身 見 た の ?] 
レイ ヴ ン 「 な ん か 不都合 わっ た ?」 
カロ ル 「 い や 、 別に いい ん だ けど …… も し 依頼 人 さん の プ 


| ライ ベー ト が 隠さ れ て た ら ど うす る の ?」 - 
レイ ヴ ン [別に いい ん じゃ ね ぇ の 。 干渉 し な きゃ いい だ け だ し 」 
「 経 済 書 、 ね …… 


白かっ た の に ね 」 | 


「 面 白い …… か ?」 


「 こ れ が ギル ド の 仕事 っ て わけ か 」 
| カロ ル 「 う ん 。 これ が 魔 狩 り の 剣 (マガ り の ツル ギ ) だ っ た ら 、 
福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) は 、 商品 の 発送 と | ・ 
| ジュ ディ ス  「 で 、 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は 運送 な の ?] 
カロ ル 「 い や 、 ボク ら は ……」 

1 そま 


「 受 け な い 」 を 選ん だ 場合 
派遣 貞 「 ま 、 いつ で も 仕事 は 紹介 し て や れる と 思う か ら 、 ま 


た 来る と いい さ 」 1 


派遣 貞 に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


派遣 貞 「 前 に 話し た 荷物 の 輸送 の 仕事 だ が 、 受け る か い ?」 
CE あり じ と くぅ - そ の 1 11{}・ 】 
マン タイ ク の 宿屋 の 裏 へ 行く と 、 和牛 の 着ぐるみ を 着 た よう な 子ども  . 
が 立っ て いる 。 

カロ ル 「 だ 、 誰 ?] 

うし に ん 「 ち ぃ ーー す ! ボク 、 う し に ん 。 略し て 「 う に 』、 よ ろ し く 一 」 
あっ け に と られ る 一 同 。 

リタ 「 う に っ て 略す 必要 な いじ ゃ な い ……」 

うし に ん 「 お 堅い こと 言わ な い の 一 べた ん こち ゃ ん 」 


その 言葉 に 、 レイ ヴ ン が 笑い な が ら 騒 ぎ 立て る 。 


レイ ヴ ン [ぺたんこ だっ て! ぺた だ ん こ ーー 

リタ 「 ア ホ か …… 乳 な ん て 大 きく て も 邪魔 な だ け で し よ ょ 」 
と 言い つつ 、 今にも 術 を 発動 させ そう な リタ 。 

レイ ヴ ン 「 そ 、 そ っ すね …… 」 


レイ ヴ ン が お び え て 静か に な る と 、 リタ は 術 を 中 断 す る 。 


ユー リ 「 で 、 こん な と こ で 何 や っ て る ん だ ?」 

うし に ん 「 う ーー ん 。 平 た く 言 っ て お 手伝い か な ぁ 」 

エス テル 「 え らい で すね 。 お 母さん の お 手伝い な ん て 」 
うし に ん 「 誰 が 母親 な ん て 言っ た 。 あ り じ ご くに ん の お 手 伝 


いし て ん の 」 


ジュ ディ ス  「「 あ り じ ご くに ん 』 っ て お 友達 の 名 前 か し ら ?」 

うし に ん 「 そ う ね 。 そん な 感じ か な ぼ い ん 姉ちゃん 」 

カロ ル 「 ぼ 、 ぼ ぽい ん ……-」 

思わ ず 赤 面 する カロ ル 。 

うし に ん 「 じ ゃ あさ 、 と りあ え ず 「 ア ッ プ ル グ ミ 」 ちょ うだ い 。 


そう すれ ば 、 わか る よ 」 


「 は い 」 を 選び 、 アッ プル グミ を 持っ て いる 場合 
うし に ん に アッ プル グミ を 渡す 。 

うし に ん 「 お 、 あん が と 」 

アッ プル グミ を 受け 取っ た うし に ん は 、 そ ば に ある 奇妙 な 穴 に 向かっ 
うし に ん | ガチャ ガチ ャ ゴロ ゴロ ガチ ャ ゴロ ゴロ 。 ご っ て わく わく ^」」 
する と 穴 か が から あり じ ご くに ん が 飛び 出し て くる 。 驚く 一 同 。 

うし に ん 「 ほ いっ 」 

あり じ ご くに ん 「 う ひひ 。 あ ん が ちょ あん が ちょ 」 

あり じ ご くに ん は うし に ん か ら ア ッ プ ル グ ミ を 受け 取る と 、 穴 に 飛 
び 降 り て 姿 を 消す 。 


「 ち ょ っ と あん た 返し な さい よ 、 グミ !」 
「 返 せっ て 言わ れ て も そり ゃ 殺生 な 話 で っ せ 。 べ た 


うし に ん 


ぶた た び ば レイ ヴ ン が 笑い 声 を あげ る 。 
うし に ん 「 物 々 交換 で 許し て ね ぇ 。 は い 」 
そう 言っ て 、 うし に ん は ミル ク を ユー リ に 手渡 す 。 
うし に ん 「 ボ ク の し ぼり 立て 。 ぐふ 必 筐 」 


沈黙 する 一 同 。 


「 は い 」 を 選び 、 ア ッ プ ル グ ミ を 持っ て いな い 場 合 


うし に ん 「 う そつ き は いけ な いん だ よ 。 あ ほ ー-」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
うし に ん 「 ケ ツ の 穴 が 小さ いね 洪 。 気 が 変わ っ た ら ま た 来 て 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
うし に ん 「 ま た 来 た ね 。『「 ア ッ プ ル グ ミ 」 く れる 気 に な っ た ?」 


。 フレ ン と 仲違い し た ユー リ が 、 仲間 と 共に ザー フィ アス の 自分 の 部 
屋 へ 戻っ て くる 。 この 日 は ここ で 休む こと に し た 一 行 。 
エス テル 「 わ た し た ち は 隣 の 部 屋 を 使わ D せ て も ら っ て いい ん で す ?] 
ユー リ 「 狭 いか も し れ な い が 好 き に 使っ て くれ 」 
エス テル を 除く 女性 陣 が 隣 の 部 屋 に 向かう 。 
_ エス テル 「 あ 、 待っ て くだ さい 」 

あと を 追う エス テル 。 ユ ー リ の 部 屋 で は 、 すでに カロ ル と レイ ヴ ン 
が くつ ろ い で いる 。 そ こ ヘ テッ ド が 走り 込ん で くる 。 


テッ ド 「 ユ ー リ 、 お か えり !」 
ユー リ 「 相 変わ ら ず 騒 々 し いな 、 テッ ド 」 
テッ ド 「 あ れ 、 フレ ン は 一 緒 じ ゃ な い の ?」 
攻 = コー リ 「 フ レン は 騎士 団 で 忙し くし て る 。 騎士 団 期待 の 新 
任 隊 長 を ホイ ホイ 連れ 回 せる わけ ね え だ ろ 」 
テッ ド し 3 し か し て 、 また ケン ガ 
。 カロ ル 「 ま た っ で いう くら いよ く ケ ンカ し じ て る ん だ ]」 
テッ ド 「 う ん 、 し ょ よっ ちゅ う ね 。 さ っ さと 仲直り し な よ 」 


ーー ロリ 「 そ ん な 単純 な 話 じゃ ね えん だ よ 」 


テッ ド 「 ユ ー リ も フレ ン も 単純 だ っ て みん な 言っ て る よ 。 
税金 払う の が 間に合わ な いか ら 集 め に 来 た 役人 を 
中 止め すれ ば いい や と か が 。 発 想 が 単純 だ よね 。 僕 だ っ 


て も うち ょ っ と 考え る よ 」 

レイ ヴ ン  。 [そら 単純 だ わ 」 

テッ ド 「 二 人 と も 頑固 で 自分 の 意見 曲げ な いか ら 、 ユー リ 
が 騎士 団 其 め た あと みた い に 、 変 な 状態 が 続く こと 
ある よね 。 仕方 な いな ぁ 。 は い 、 これ あげ る か ら 仲 
直り し て き な よ 」 

テッ ド は ポケ ッ ト を 探り 、 バン を 取り 出し て ユー リ に 手渡 す 。 

カロ ル 「 な ん で バン な の ?] 6 

テッ ド 「 半 分 こ に に で きる で し ょ 。 ユ ー リ と フレ ン は な ん で も 
半分 て に する ん だ 。 初め て 買っ た 剣 も 、 二 人 で 一 本 
し か 買え な か っ た か ら 一 日 交代 で 持っ て た ん だ よね 」 

カロ ル [ユー リ と フレ ン っ て 似 た も の 同士 っ て 感じ が し て きた よ 」 


フレ ン と 似 た も の 同士 と 言わ れ て 複雑 な 気持 ちの ユー リ 。 
ユー リ 「 物 心 つ く 前 か ら 一 緒 だ か ら な 。 育 つた 環境 が 同じ 


な ら あ る 程度 は 似 や も ん だ ろ 」 
テッ ド 「 次 に 帰っ て くる まで に 仲直り し な よ 。 で 、 みん な で 
一 緒 に 母さん の ご は ん 食べ よ 」 


話 が 終わ っ た あと 、1 人 つぶ や く ユ ー リ 。 いっ 
ユー リ 「 仲 直り 、 か …… ガ キ の と き は 、 簡単 だ っ た な 」 


世 損 訪 お 金 も 大 事 だ ね | 


へ ヘリ オード の 道ばた で 、 話し 込ん で いる 2 人 の 老人 を 見 か ける 。 
老人 「 あ ん た も か い 、 ヒー ラス さん 


ヒー ラス 。 「 そ うな ん じゃ よ 、 コッ トン さん 。 大損 な ん よ 。 こん 
な に 悪く な る と は 思い も せな ん だ わ 」 

カロ ル 「 ど うし た ん で すか ?」 

コッ トン 「 ん ー、 あ ん た みた いな 子ども に ゃ 面白 く な い 話 か 
も し れん が 聞い て くれ る か い 」 

カロ ル 「 も ちろ ん 。 是非 、 聞か せ て よ 」 

パテ ィ 「 面 白い か つま ら な いか は 聞い て か ら 判 断 す る の じゃ 」 

0 村 寺内 、。 UNE 有 BN いさ > らい 


コッ トン と ヒー ラス は 顔 を 見 合わ せ て か ら 、 カ ロ ル た ち に 話し は じ め る 。 


コッ トン 「 わ し ら は 、 小さ な ギル ド に お 金 を 出資 し て て の 。 そ 
の ギル ド が 成功 し て お 金 が 入っ た ら 出 資 額 に 見 合っ 
た お 金 を も ら っ て いた ん じゃ 」 

パテ ィ 「 お お む お? そい つ は な ん か メチ ャ クチ ャ 怪し い 臭 い 
が する の じゃ 」 

カロ ル 「 臭 いな の …… ?」 の 3 

ヒー ラス 「 や っ ぱり そう か の う 」 “ 

カロ ル OS まり お で 0 と 人 9) じゃ あ SA な 

ヒー ラス 「 ち ょ っ と 前 まで は それ は 儲かる 商売 で の 一 、 た くさ 
ん 出資 し てこ た の じゃ よ 。 と ころ が 最近 、 わ し ら が 出資 
し て いた ギル ド が 軒並み 解散 し て し まっ て の ~-」 

コッ トン 「 出 資金 も 返っ て こん し 大 損し て し まっ た ん よ 」 

カロ ル 「 そ ん な こと 、 ある ん だ …… 気 を つけ な いと …… 」 


パテ ィ 「 こ の 先 、 ちゃ ん と 生活 し て いけ る の か の ?」 

コッ トン 「 ま あの う 、 まだ 少し は 鞭 え が ある し 。 こ れ も 商 売 を 
な め と っ た バチ が あたっ た と 思っ て あき ら め と る よ 」 

パテ ィ 「 不 幸 中 の 幸い な の じゃ 」 


に … ラ プス 「 話 を 聞い て くれ て や さ し い 子 た ち じ ゃ の 一 。 つ いで 
に 、 わた し の 小言 も ひと つき いと くれ 。 な ん だ か ん 
だ と いっ て お 金 は 大 事 な も ん よ 。 ち ょ っ と 貯まっ た か 
ら っ て 使っ て る と あと で 後悔 する こと に な る ん よ 」 

コッ トン 「 稼 げ る と き は どん な と き で も 稼が ん と な ー-」 

に 一 ス 「 そ うそ う 、 魔物 と 闘っ て こる と きだ っ て 稼げ る と き は 
稼が ん と な 」 

パテ ィ 「 そ うな の か …… 闘 っ て る 時 も ……」 

その 瞬間 、 パ ティ が 戦闘 中 に ガル ド を 得る 技 、 サ ー チ ガル ド を 思い つく 。 

カロ ル 「2-o 人 バチ ィ 、 どう し だ の 7」 

パテ ィ 「 う つむ お 。 いい こと を 思い つい た の じゃ 」 


お し ゃ れ ギ ルド 5 


ダン グレ スト の 酒場 「 天 を 射る 重 星 } の 奥 に 、 身 な り の いい 女性 が いる 。 
サス ー ン 「 ウ フフ フ 。 ア タク シ は お し ゃ れ ギ ルド 、 セ レブ 団 お し ゃ 
れ ス イー ツ 代 表 サ スー ンド ・- モ ホル ン と いう ザマ ス 。 
ん ま ! アー タ た ち 、 な ん て ダサ い セ ンス を し て い 
らっし ゃ る の ザマ ス 。 せっ か くだ か ら ア タク シ が アー 
タ た ちの お し ゃ れ 指 南 を し て あげ る ザマ ス ! その 
美 し さ に アタ クシ が 泣け た ! っ て ほど に し て あげ る 
ザマ ス ! いい ザマ ス ね ? 答え は 聞か な い ザ マス 」 
一 行 の ファ ッ シ ョ ン を チェ ッ ク す る サス ー ン 。 
何 も も ら え な いり い 場 合 
サス ー ン 「 う ーー ん 、 ナ ウ の アー タ た ちの お し ゃ れ ア ッ プ の 要素 
_ は カケ ラ も な い ザ マス ね ーー。 も っ と キバ っ て 行く ザ 
_ マス! お し ゃ れ 的 な サム シン グ を 見 つけ て 、 また 来 
_ 9 | TS ーー 
アタ ッ チ メン ト を も ら え る 場合 
サス ー ン  。 「 あ ら ま ! アー タ な か な か 光る も の を 持っ て る ザマ 
ー _ ス ね 。 ち ょ っ と アタ クシ に 釣ら れ て みる ザマ ス !」 
サス ー ン が アタ ッ チ メン ト を いじ る 。 _ Se 
よい ちょ い 、 ここ を こう し て …… ザ マス 。 


な っ た ザマ ス 。 お し ゃ れ 的 な サム シン グ を 見 つけ た ら 、 

ダグ タネ ゥ タ の で ーー 

称号 を も ら える 場合 

サス ー ン 「 あ ら ま ! 今 の アー タ に は な か な か 面白 そう な 素 

ー _ 質 が ある ザマ ス ね 。 ちょ と こっ ち に 来る ザマ ス ! あ 
_ る 種 、 運命 に 素敵 に ナチ ュ ラ ル に コー ディ ネイ ト し 
_ て あげ る げ マ ス | 。 _ 

サフ ー デ ィ ネ イト を 行う 。 

サス ー 「 完 成 ! ザマ ス !|」 

お し ゃ れ な 称号 を 入手 。 1 ー ーー 

サス ー ン 「 点 お お 。 満 を 持 し て の 降臨 っ て ヤツ ザマ ス ね 。 

ーー 。 いい て い ザ マス よー。 お し ゃ れ 的 な サム シン グ を 見 


_ つけ た ら 、 また 来る と いい ザマ ス 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと チェ ッ ク に 戻る 
ササ スープ 「 お し ゃ れ ピ ラミ ッ ド の 頂点 に 君 臣 する アタ クシ 、 参 
上 ! ザマ ス 。 お し ゃ れ 最 下層 民 の アー タ た ち に お 


し ゃ れ の 何たる か を 思い 知ら せ て や る ザマ ス ! さ 
あ 、 アタ クシ に 釣ら れ て みる ザマ スー 中 


サス ー ン か ら す べ て の アタ ッ チ メン ト と 称号 を も ら っ た 場合 


エス テル 「 おしゃれ 指 数 …… つ て 何で す ?」 
カロ ル 「 おしゃ れ 度 を 表す 数 字 の こと じゃ な い ?」 


ーー 「 こ ちら の お 坊 、 な か な か いい 勘 を し て る ザマ ス わ 
ね 。 そ の 通り ザマ ス ] 
エス テル 「 わ ぁ 。 上 が っ た の っ て どれ くら いで す ?」 


イン ト な の じゃ ?」 


こり 「 聞 く な 、 パテ ィ ……」 
ユー リ た ち は 去 ろう と する 。 
ジソプ | ま 、 待 て ザマ えー- | ここ で あき ら め る の は いか が 


な も の か ザマ ス ! あと ら 年 も 武者 修行 すれ ば お し ゃ 
れ ピ ラミ ッ ド 最 下層 か ら 脱出 も 夢 じ ゃ な い ザ マス の に !」 


離れ て いく ユー リ た ち を 見 て 、 残念 そう に うつ お むく サス ー ン 。 
2 チー ンジ 「 お し ゃ れ 道 は 修羅 の 道 。 一 度 定 を 踏み 入れ た ら 最 

後 、 引き 返す こと か な わ ぬ ザマ ス 。 ア ー タ た ちがい 
つか 帰っ て くる こと を 信じ て 待っ て いる ザマ ス よ 」 


ー 行 が ダン グレ スト の 酒場 『 天 を 射る 重 星 』 に 入る と 、 壁際 で 座り 

込ん で いる 戦士 を 見 か ける 。 

エス テル 「 あ の 人 、 ケガ し て る ?」 

エス テル が 戦士 の ケガ に 気づく と 、 後ろ に いた 男性 が ユー リ た ち に 

事情 を 説明 する 。 

男性 「 こ の あい だ の 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) と の に ら 
み 合 いで 、 野 次 馬 の 列 が 押し 合い に な り 、 あ の ザマ だ ] 

ユー リ 「 ふーん いし 3 ポッ > 。 ーーー っ て エス テル …… 」 

男性 の 話 に 耳 を 傾け る こと な く 、 戦士 に 駆け 寄っ て 治癒 術 を 使 お う 

と する エス テル 。 


ユー リ 「 ま っ た く …… い つも の こと だ けど ……」 

し か し 、 戦士 は 怒鳴 っ て エス テル の 治癒 術 を 中 断 さ せる 。 

戦士 | の ほっ と いて くれ !」 

ユー リ 「 os:3 も る 2 ] 

た だ な ら ぬ 様子 に 、 ユー リ が ら 人 に 近づく 。 

戦士 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) で 恩 売っ て 、 金 ぼ ぽ っ た くろ うっ 


て か ? いい カモ だ な 、 ふん 1」 


エス テル 「 そ ん な つも り は あり ませ ん !」 

ユー リ 「 死に た いん だ ろ 。 ほ っ と いて や れ よ 」 

戦士 「 こ ん な 軽い ケガ で 死ん で た まる か !」 

コー リ 「 か すり 傷 か ら で も 伝染 し て 、 あ っ と 言う 間 に 死 ぬ 病 
気 つ て この も ある よ な ]」 

戦士 | そそ ん な = ンー 

ユー リ 「 行 くだ 、 エス テル 」 


ユー リ が 立ち 去 ろ うと する が 、 エ ステ ル は 無視 し て 治療 を 再開 する 。 
エス テル 「 じ っ と し て て くだ さい 」]」 

ユー リ は た め 息 を つい て 、 仕方 な く エ ステ ル を 待つ 。 ほ ど な く し て 
エス テル の 治癒 術 が 発動 。 

エス テル 「 こ れ で 痛く な い は ず で す 」 

立ち 上 が り 、 ユー リ の 方 へ 歩い て いく エス テル 。 

エス テル 「 す いま せん 、 お 待た せ し ま し た 」 

さ ー リ 「 じ ゃ 、 行く ぞ 」 

酒場 を 出る ユー リ と エス テル 。 し か し 外 に 出 た と た ん 、 酒場 で の や 
り と り を 見 て いた ドレ イク に 呼び 止め られ る 。 


ドレ イク 治す な と 言う 相手 に どう し て 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) を 
使う の で すか 」 

エス テル [師匠 …… 。 わた し は た だ あの 人 に 喜ん で ほし か っ 
た か ら が 9 」 

ドレ イク 「 姫 様 の 行動 の ー つ ー つ は と て も 意味 が 重い の で 
す 。 あ な た が 動け ば 、 多く の 人 が 翻弄 され 、 時 に 混 
乱 の 種 と な り ま す 」 

ユー リ 「 何 も し な いよ り は マシ な ん じゃ ね ぇ か 」 

エス テル [ユー リ …… 」 

ドレ イク 「 何 も し な い の が 一 番 よ い 、 と いう こと も ある の で す 」 

ea 「 ハ ルル の 街 な ん か は 、 エス テル に 感謝 し た 人 が い 
た ぜ 」 

ドレ イク 「 そ の お か げ で 救い の 姫君 が 現れ た と お か し な 評判 
が 立っ て いる の を ど ご存知 で すか ?」 

こり 「 別 に 悪い こと じゃ な い だ ろ ?」 

ドレ イク 「 信 じ た 者 た ち は 期 待 す る 。 期待 は 大 きく 膨れ 上 が っ 
て 、 叶え られ な いと は じ け る 。 期待 が 壊れ 、 不満 と 
な る と それ は 混乱 の 種 に な る の で す 」 

エス テル [そん な …… 」 


「 幸 い 、 救い の 姫君 が 姫 様 自 身 で あめ る こと は まだ 誰 
2 も 知り ませ ん 」 
エス テル 「 わ 京 し で 


ドレ イク 「 何 事 に も 動じ な い 心 、 皇帝 に は それ が 必要 で す 。 
あな た は 皇帝 に 向い て いま せん 。 今 すぐ 継承 候補 
重 を お 降り に な られ た 方 が いい 」 
* エス テル 「 わ た し は どう すれ ば いい の で すか !」 
ドレ イク 「 こ れ を お 渡し し ます 」 


ドレ イク は 皇帝 家 の 紋章 を エス テル に 渡す 。 


エス テル  「 こ れ は ……… 旦 帝 家 の 紋章 で は ……」 


K ドレ イク 


し 「 そ れ を 見 て 、 自分 で お 考え な さい 」」 
_ 去っ て いく ドレ イク 。 
4 エス テル […………… 」 
。 ユー リ 「 元 気 だ せよ 」 
に 大 チル 「 大 丈夫 で す …… 師 匠 は 自分 で 考え ろ と 言い まし た 。 
だ か ら わ た し 、 考え て み ま す 。 皇帝 に 必 さ わし い 行 

動 が 何 な の か 」]」 
。 ユー リ 「 そ っ か 。 が ん ば れ 。 エス テル 」 

エス テル 「 は い 、 あり が と う ご ざ いま す 」 

首領 と し て 


苦 問 の 表情 を 浮か べ 、 目 を 覚まし て し まう 。 


コ カロ ル Su あま 1 うこ の 眠れ な い …… 1 
眠れ な い カ ロ ル は 、 宿屋 を 出 て 橋 か ら 川 を 眺め る 。 そ ん な カロ ル 


| に 声 を か ける ユー リ 。 
。 ユー リ 「 カ ロ ル 。 眠れ な い の か ?」 


を カロ ル es: うた ニー な ん か 、 嫌 な 夢 を 見 て …… ] 

ま 。 コー ロリ 「 嫌 な 夢 …… ?」 

。 カロ ル [みん な が 死に そう で 一 生 懸 命 助 け に 走る ん だ けど 、 
| ずっ と 同じ と ころ 走っ て ん だ 」 

。 ユー リ 「 そ りゃ 嫌 な 夢 だ な 」 

ま = カロ ル 「 ど きど き し て 、 目 が 覚め た ……」 

* ユー リ 「 眠 れ な いな ら 眠 れ な いで 、 うる さく な く て いい や 」 
ユー リ の 言葉 の 意味 が わか ら な い カロ ル 。 

。 ユー リ 「 自 覚 な いか …… ま 、 そり ゃ そう だ な 。 お まえ 、 幸 言 
に うる さい ん だ ]」 

。 カロ ル 「 そ ん な の わか る わけ な いじ ゃ ん 

> ユー リ 「 は は っ …… そ うだ な 。 カロ ル …… ド ン の 死ん だ こと 


を まだ 気 に し て ん な ら ……」 


| カロ ル  「…。 ド ン の 事 だ け じ ゃ な いん だ 。 自分 が 齋 々 の 


明星 (ブレ イプ ブ ヴェスペリア) の た め に 何 を すれ ば い 
い の か 。 ボ ク に 、 何 が で きる の か 。 そ れ を ちゃ ん と 


考え な きゃ や っ て 」 
ユー リ 「 そ っ か 」 
_ カロ ル 「 お か げ で ちょ っ と 眠れ な いん だ けど ね 。 ユ ー リ も 
] 悩ん で 眠れ な い の ?」 
。 ユー リ 「 い や いや 。 オレ は 考え る より 動く 、 だ か ら な 。 一 生 
懸命 、 頭 回 す よ り 動く まま に 体 動 か し た 方 が オレ の 
性 格 に 合っ て ん だ な 」 
カロ ル 「 性 格 か ぁ …… ボ ク の 性 格 に 合っ て る の っ て 何 な ん 
過 7 だ の 8 」 
* ユー リ 「 楽 し い 夢 で も 見 て すっ と すり ゃ 、 考え も まとまる か 
も し れ な い ぜ ?」 
カロ ル 「 夢 に 逃げ て も 、 し ょ う が な いよ 」 
。 ユー リ [逃げ る わけ じゃ な い 。 戻 っ て くる た め に 夢 を 見 る ん だ よ 」 
「 カロ ル [うん …-」 


, し ば らく する と 、 カロ ル が 気 を 持ち 直し た よう に 口 を 開く 。 
【 = カロ ル 「 た ぶん 宿屋 に 帰っ て ゴロ ゴロ し て れ ば きっ と 眠れ る 


よ 。 心配 し な いで 先 に 寝 て て 」 
ユー リ 「 わ か っ た 」 


_ ユー リ は 宿屋 に 向かっ て 歩き 出す が 、 途中 で 立ち 止ま り 、 カロ ル を 


見 て つ 記 や く 。 


ユー リ 「 頭 で 割り 切っ て も 心 が つ いて っ て ね ぇ 。 あ れ が あ 
いつ の 性 分 か ea 」 


ダン グレ スト の 酒場 「 天 を 射る 重 星 ! に 入っ た 一 行 。 す る と レイ ヴ ン 
が 女性 に 話し か けら れる 。 


女性 A 「 あ ら ぁ ? に 一 さん し ば らく ぷり じゃ な い 。 ど うし て た の ?] 

レイ ヴ ン 「 お や ま 、 奇 遇 ね 。 ド ン の 命令 で 、 ず っ と 外 回 っ て た の よ 」 

女性 A 「 や だ 、 に 一 さん が 下 面 目 に 仕事 し て た の ? ジョ ー 
ダン で し ょ 」 

レイ ヴ ン 「 世界 漫遊 も な か な か いい も ん よ 」 

女性 A 「 き ゃ は は は は 。 や っ ぱり 行く 先々 で 遊ん で た ん じゃ 
な い 。 と ころ で …… 」 

女性 が リタ を じろじろ と 見 る 。 

女性 A 「 に 一 さん らし く な い 連 れ ね 。 お 子 様 に 宗旨 替え し た の ?」 

レイ ヴ ン 「 そ ん な ん じゃ な いわ よ 」 

女性 A 「 そ 。 よ か っ た 。 じ ゃ あ 時 間 が で きた ら 飲 み ま し よ ょ 。 
また ね ぇ 」 

その 場 を あと に する 女性 。 

カロ ル 「 友 達 ?」 

レイ ヴ ン 「 単 な る 知り 合い よ 」 

カロ ル 「 そ の 割 に は 、 親 し げ だ っ た けど ]」 

ユー リ 「 カ ロ ル 、 診 索 する と 人 バカ 見 る か ら や め と け 」 

リタ 「 な に あの 女 。 感じ 悪 っ 」 

その 後 、 広場 で 別 の 女性 に 声 を か けら れる レイ ヴ ン 。 

女性 B 「 レ イヴ ン じ ゃ な いさ 。 戻っ て た ん だ ね 」 

レイ ヴ ン 「 よ っ 」 

女性 BB 「 相 変わ ら ず フラ フラ し て る ん だ ね 」 

レイ ヴ ン 「 人 を クラ ゲ み た い に 言 わな いで よ 」 

女性 B 「 い つ に な っ た ら 落 ち 着 く 気 だ い ?」 

レイ ヴ ン 「 足 腰 が 立た な く な っ た ら フ ラフ ラ で き な く な る ね 」 

女性 「 ま っ た く …… あん た らし いよ 。 暇 が で きた ら う ちの 
ほう に も 顔出し な 」 

レイ ヴ ン 「 は いよ 。 じゃ ー ね 」 


さら に 広場 の 東 に も 、 レイ ヴ ン を 知る 女性 が いた 。 彼女 は レイ ヴ ン 
と ジュ ディ ス を 見 て 、 し て や っ た り と いっ た 様子 。 
女性 C 「 ふ ・ ぬ ・ ふ か 新しい 女性 目撃 」 


レイ ヴ ン 「 お お っ と 、 怖い の に 見 つか っ た 」 

女性 の 発言 に 沈黙 で 応え る ジュ ディ ス 。 の 

女性 C 「 私 の 機嫌 を 損ね た お 詫び 期待 し て る わ 。 紅 の 流星 
群 で 待っ て る 」 

レイ ヴ ン 「 悪 いね 。 こう 見 えて 俺 様 忙 し い の 」 

女性 C 「 も ぅ 、 つれ な いん だ か ら 。 気 が 向い た ら 連 絡 し て 」 

レイ ヴ ン 「 は 一 い 。 また ね 」 

宿屋 に 向かう 道中 で 、 ま た し て も 女性 か ら 声 を か けら れる レイ ヴ ン 。 

女性 D 「…… え えと 、 ほら 、 あな た 。 何 回 か 会 っ た わ よ ね ?」 

レイ ヴ ン 「 そうね 。 会 っ て た ね 」 

女性 D 「 や っ ぱり 。 お 久しぶり ね 。 私 、 今 も いつ も の 所 に い 
る か ら 」 

レイ ヴ ン 「 そ の うち ね 」 

女性 D 「 え え 。 そ れ じ ゃ 、 失礼 」 

女性 が 去っ て いく 。 そ の 様子 を 見 て いた カロ ル が 一 言 。 

カロ ル 「 レ イヴ ン も 歩け ば 女 の 人 に 当たる …」 

一 行 が ギル ド ユ ニオ ン 本 部 前 に 来る と 、 後 ろか ら 女 性 が 駆け て くる 。 

女性 E 「 レ イヴ ン ! お か えり な さい 」 

レイ ヴ ン 「 よ お 」 

カロ ル 「 あ れ 、 な ん か 反応 違わ な い ?」 

女性 E 「 今 回 は どこ へ 行っ て た の ? 旅 の 話 、 聞か せ て ほ 


し いわ 。 ね え 、 こ れ か ら お 茶 で も どう か し ら 。 昨日 ケー 
キ を 焼い た の 。 みな さん も ご 一 緒 に 」 


レイ ヴ ン 「 俺 様 が 甘い も の 嫌い な の 知っ て る で し ょ 」 
女性 E 「 あ 、 お 茶 よ りお 夕食 の が よかっ た か し ら 」 
ジュ ディ ス  「 欧 (た で ) 食 う 虫 も 好き 好き ね 」 


ルー 「 み た い だ な 」 


レイ ヴ ン 「 疲 れ て る ん で 失礼 する わ 。 ケ ー キ を 食べ て くれ る 
相手 は 他 に いる で し よ ょ ]」 

女性 E 「 レ イヴ ン に 食べ て も らい た い の !」 

レイ ヴ ン 「 あ の ね 、 うら ぶれ た お っ さん に 時 間 裂 く な ん て 、 無 


駄 よ 。 前 途 有 望 な 若者 が そば に いる ん だ か ら 、 そっ 
ち に 行き な 」 

女性 E 「…… 八 リー の こと ? で も 、 私 は いや な の 。 あ い 
つの 気 の 小さ いと ころ や 悲観 的 な と ころ 、 大 嫌い ] 


レイ ヴ ン 「 男 は 女 で 変わ る ぜ ? お まえ さん な ら 、 あい つ を 
大 物 に 化け させ られ る だ ろ 。 あ て つけ な ん か 漂 じ て 
な いで さっ さと 行っ た 、 行っ た 」 

女性 E 「 あ て つけ な ん か じゃ な いも の 。 レイ ヴ ン の 意地 悪 !」 

女性 は 怒っ て 走り 去る 。 

ユー リ | べ え 」 

カロ ル 「 う ん 、 レイ ヴ ン が よく わか ら な く な っ て きた よ 」 

エス テル 「 あ ん な 上 うに 冷た く あ た る の は か わい そう だ と 思 
も ちり ます の 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 私 は 見 直し た けど 」 

レイ ヴ ン 「 お ? ジュ ディ ス ち ゃ ん な ら お っ さん 大 歓迎 よ 。 む 
し ろ お 願い し た いく らい )」 

カロ ル 「 レ イヴ ン が 女 の 人 を 大 好き な の は よく わか っ た 」 


一 行 が ダン グレ スト の 宿屋 に 泊まっ た 夜 、 カロ ル が 外出 する 。 


カロ ル 「…… ド ン 。 も っ と …… も っ と 強く な ら な ぎゃ 」 
武器 を 構え て 素振り を 始め る カロ ル 。 
カロ ル 「 え い ! と りゃ !」 


その 様子 を 、 ハ リー が 物陰 か ら 見 て いた 。 そ の 後 、 一 行 は ふた た 
び ダ ング レス ト に 泊まる 。 前 回 同様 、 カロ ル が 夜間 に 素振り を する 。 


カロ ル [ 持 い っ つま うた ぁ っ |] 

今回 も カロ ル の 素振り を 見 て いる ハリ ー。 し ば らく する と 、 ハリ ー 

が カロ ル に 声 を か ける 。 

バリ ー 「 お いい 

カロ ル [は やう ……- ぴぴ っ ぐり し 大雨 5 …。 ええ / 守り 
と …… た 八 け リー…… ? | 

ハリ ー 「 お 前 、 前 も ここ で や っ て た だ ろ 」 

カロ ル 「 あ …… う ん …… こ の 街 に 来る と 何 か 眠 れ な く て ……」 

バリ ー | 92068 ドン の こと か ?」 

カロ ル 「…… う ん 。 ボク 、 ドン みた い に な り た いん だ 。 そ れ 
を 思い 出す 度 、 頑張 ら な きゃ っ て 思っ て ……」 

ハリ ー oxes]1 

カロ ル に 近づく ハリ ー。 

ハリ ー 「…… こ れ 貸 し て や る よ 」 

そう 言っ て ハリ ー が 差し 出し た の は 、1 本 の 人 語 だ っ た 。 

カロ ル 「 こ れ は …… ?] 

ハリ ー 「 ド ン が 使っ て た 剣 だ 」 

カロ ル が 受け 取っ た 剣 を 構え る が 、 重 さ の せい で よろ めく 。 

カロ ル 「 お 、 重い …… 武 器 の 重 さ も だ けど 何 か こ う ……」 

ハリ ー 「 あ あ 、 そ いつ に は ギル ド を 束ね る 長 と し て の 責任 
が 乗っ か っ て る ん だ ……」 

カロ ル 0 

た 「 こ こ で 修行 する と き は 貸し て や る 。 今 よ り は マシ な 
修行 に な る は ず だ ]」 

カロ ル [この 武器 で …… ?] 

ハリ ー 「 た だ し 、 貸す だ け だ ぞ ! 朝 に な っ た ら 返 せよ な 。 
オレ だ っ て まだ 使い こなせ て ね ぇ ん だ か ら ……」 

カロ ル 「 う ん …… あ り が と う 」 

去っ て いく ハリ ー。 

カロ ル ドン の 間 -… よ し じ ・… | 。 で あっ ! せい っ 本 


カロ ル は ドン の 剣 で 素振り を 再開 する 。 そ れ か ら 、 ダン グレ スト に 

泊まる た ば に 、 カロ ル は ドン の 全 を 借り て 修行 を する 。 

カロ ル 「 せ いっ ! や ぁ っ !」 

ハリ ー 「 脇 が あめ えん だ よっ ! そん な ん じゃ いつ まで も ド 
ン に 追い つけ ね ぇ ぞ っ !」 


カロ ル 「…… っ つく! 

ハリ ー の 指摘 を 受け て 構え を 直し 、 素振り を 再開 する カロ ル 。 

カロ ル [と りゃ っ ! えい っ !」 

ハリ ー 「 そ うだ ! 常に 実戦 を 想定 し て 武器 を 振れ !」 

カロ ル 「 う 、 う ん !」 

こう し て ドン の 剣 で 修行 を 繰り 返す カロ ル 。 そし て また 別 の 日 の 夜 、 
カロ ル は いつ も の よう に ハリ ー の 前 で 素振り を し て いた 。 


カロ ル 「 え いや ぁ っ ! そり ゃ っ 

ハリ ー 「 よ し ! 休憩 前 に 最後 の 一 発 だ !」 

カロ ル | うん! 偵 龍 …… アウ バア ァ アーー 11 

素振り の 最後 を 内 龍 アッ パー で 締め る カロ ル 。 

カロ ル 「 は ぁ 、 は ぁ 、 は ぁ …… 」 

ハリ ー 「 だ いぶ 、 使い こなせ る よう に な っ て きた な ・…」 
カロ ル 0 ん ンー で も で こ で まだ まだ ]」 


その と き 、 カロ ル の 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) が 光り 、 カ 
ロ ル は 武 能 ( ス キル )、 スペ シャ ル を 習得 する 。 


カロ ル [ え …… 2 

ハリ ー [ふう …… や っ ば 完 越 さ れ ち まっ た な 

カロ ル 「 ど うい うこ と ?」 

ハリ ー 「 お 前 、 そ の 武器 に こめ られ た 武 能 (スキ ル ) を 習得 
し た ん だ よ 」 

カロ ル 「 あ 、 そっ か …… で も 、 こ の 武 能 (スキ ル ) っ て …-」 

ハリ ー [ドン が 使っ て た 武器 だ 。 悪い 武 能 (スキ ル ) じ ゃ な 
い は ず だ ぜ ?] 

カロ ル 「 う ん …… そ うみ た い 」 

ハリ ー 「 先 越 され ちまっ た ん だ …… も うこ の 武器 を 貸す の は 無し な ] 

カロ ル 「 う ん …… わ か っ た 。 ハリ ー、 あり が と う 」 


シャ イコ ス 遺 跡 を 訪れ た 一 行 は 、 そ の 入り 口 で 人 影 を 見 か ける 。 


ユー リ 「…… 誰か いる …… 」 

リタ 「 遺 構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) の 連中 ね ] 本 

エス テル 「 遺 構 の 門 (ルー イン ズ ゲー ト ) っ て いう と ラー ギィ  』 
さん の …… 」 

リタ 「 あ た し た ちの 見 た ラー ギィ は 偽者 だ っ た けど ね 」 

ユー リ 「 ラ ー ギ ィ が イエ ガー だ っ た ん だ ろ 」 

カロ ル 「 あ れ は イエ ガー が ラー ギィ さん に 変装 し て た だ け 
じゃ な い の ?」 

ca 「 そ うな の か ?」 


その と き 、 遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) の ギル ド 員 の と ころ へ 別 
の ギル ド 員 が 駆け 寄り 、 手 の 中 の 物 を 見 せる 。 


ギル ド 員 A  「 何 や ら 怪 し いも の を 見 つけ た ぞ 」 「 
ギル ド 員 B  「 ア ー ち ゃ ん 、 こ れ 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 筐 体 ( コ 

ン テ ナ ) の 一 部 だ ね 」 
ギル ド 員 A  「 や っ た な 、 マ ー ち ゃ ん 。 貴重 な 研究 材料 だ 」 3 
ギル ド 員 B  「 さ っ そく アス ピオ に 持ち 帰っ て 研究 員 に 見 せよ う よ 」 』 
ギル ド 員 A  「 そ の 前 に 見 つけ た も の に は 自分 の 名 前 を 書い て お 

か な いと な 」 | 
ギル ド 員 が 、 発見 し た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 部 品 に 名 前 を 書く 。  。 
それ を 見 た リタ が 慌て て 2 人 に 近づく 。 1 
リタ 「 な 、 何 や っ て ん の よ 、 あん た た ち …… 
ギル ド 員 A  「 な 、 何 だ !?」 
リタ 「 何 考え て ん の よ 、 貴重 な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の < 

部 品 に 落書 きす る な ん て !」 
ギル ド 員 A  「 発 見 者 の 当然 の 権利 だ 」 ーー 
リタ 「 バ バカ ! 一 体 、 ど うい うつ も り !? あ …… 消 えな い ! 。 


ちょ っ と 、 あん た た ち 、 そこ 座れ !」 
リタ に 言わ れ た と お り 、 その 場 に 座る ギル ド 員 た ち 。 


ミー リ 「 何 を お っ 始め る つも り だ 」 
リタ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が どん な に 貴重 か 、 説 教 し て や る !] : 
ギル ド 員 B  「 魔 導 土 さん が 講義 6 し て くだ さる みた い だ よ 、7 


アー ちゃ ん ] : 
ギル ド 員 A  「 ふ ん …… 偉 そう に ……」 
リタ 「 黙 っ て 聞け !」 
リタ の 説教 が 延々 と 続き 、 ようやく 終わ る 。 


リタ 「 …… わ か っ た !?」 
ギル ド 員 B  「 は 一 い 」 
ギル ド 員 A 「 な ん で 、 こん な 小娘 に くだ くだ と …… 」 


ギル ド 員 B  「…… こ ご こ は お と な し く 聞 いと こう よ 」 

リタ が ぶつ ぶつ 言い な が ら ユ ー リ た ちの も と へ 戻っ て くる 。 

リプ 「 ま っ た く …… ア スピ オ に 戻っ た ら 、 遺構 の 門 (ルー 
イン ズ ゲ ー ト ) に 抗議 だ わ ……」 

に 「 そ れ に し て も 、 本 当 に 人 畜 無 害 そ うな 連中 だ な 」 

リタ 「 そ う ね …… で も 悪意 の な い バ カ が 一 番 面倒 」 

ー リ 「 ま あ 、 そう 言う な っ て 」 


その 後 、 ノ ー ド ポリ カ で 怪し げ な 行商 人 を 見 か けた 一 行 は 、 声 を か 
け て みる こと に 。 


行商 人 「 い らっし ゃ い 、 あな た 方 は どなた の 紹介 か な ぁ ?」 

まり 「 紹 介 な いと 買い 物 で き な い の か 」 

行商 人 「 そう ね ぇ 、 僕 は 普通 の 商人 と は 違う か ら ね ぇ 」 

カロ ル 「 幸 福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) の 人 と は 違う っ 
て こと | 

行商 人 「 イ ェ エス イエ ェ ス 、 僕 は マル シェ デス デュ ン ケ ル 、 光 の 
裏 に ある 間 の 商人 

リタ 「 闇 の 商人 ?] 

行商 人 「 ひ ら た く 言 えば 、 武器 を 世界 の 津々 浦 々 広く 売り 
歩く 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ) の 販売 人 」 

_ ユー リ [ 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) …… イエ ガー の 

手先 か PS 19 | 

行商 人 「 あ は は 、 手先 だ な ん て 、 そん な 悪者 みた い に 」 

ンー を 「 ど ん な も の 売っ て る の ?」 

リタ 「 ち ょ っ と 、 あん た 何 親 し そ うに 声 か け て ん の よ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 敵 情 視察 は 大 切 で し ょ ?」 

行商 人 「 は は は 、 正直 な お 姉さん に 特別 に 一 押し を お 見 せ 


する よ 。…… 売ら な いけ ど ね 」 

行商 人 は 兵 装 魔 導 器 ( ホ ブロ ー ブ ラ ステ ィ ア ) を 取り 出す 。 

行商 人 「 こ れ 、100 メ ー ト ル 先 まで 火 火 攻撃 で きる 兵 装 魔 
導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア )。 そ りゃ も う 大 昔 の 代 
物 だ けど 、 保守 整備 は 万 全 だ か ら 使 える よ 」 

兵 装 魔 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) を 観察 し て 驚く リタ 。 


。 リタ 「 な …… こ れ 、 名 前 書い て ……」 

。 行商 人 「 あ あ 、 掘り 出し た ヤツ が 名 前 書い た ん だ ろう ね 」 

_ カロ ル [そう 言え ば 、 シ ャ イコ ス 遺 跡 で 会 っ た 遺構 の 門 (ルー 

イン ズ ゲ ー ト ) の 人 た ち 、 発掘 品 に 名 前 書い て た ね 」 

リタ 「 し か も これ 、 あの バカ が 書い て た の と 同じ 名 前 よ 」 
レイ ヴ ン 「 あ らら ら …… つ な が っ て る 決定 的 証拠 残し た か ……」 
リタ 「 お っ さん 、 な ん か 知っ て る の ね !?」 
レイ ヴ ン 「 い や ね 、 ド ン は うっ すら と だ けど イエ ガー と ラー ギィ 


が 同一 人 物 だ っ て こと は 察し て る わ 」 
カロ ル 「 ま さか 、 本 当 に 同じ 人 だ っ た な ん て ……-」 


レイ ヴ ン 「 で も あく まで も 遺構 の 門 (ルル ー イ ンズ ゲー ト ) と 海 
凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) は 別 の ギル ド な の よ 」 

エス テル 「 で も 、 帝国 の 法律 で 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 流通 
は 制限 され て ます 」 

レイ ヴ ン 「 ユ ニオ ン に ゃ 関係 な いわ 。 帝 国法 に 従順 な の は 、 
幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マルシェ ) く らい 、。 連中 は 帝 
国 と 友好 的 だ か ら 」 

一 行 の や り と り を 見 て 、 行商 人 が ユー リ た ちの 素性 に 気づく 。 

行商 人 「…… あ あ 、 も し か し て 、 あん た ら 、 凛々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) だ な 」 

ユー リ 「 ずい ぶん オレ た ち も 有 名 に な っ て きた も ん だ 」 


行商 人 「 黒 い の に 、 お 姫 様 っ ぽい の 、 魔 導 士 に 、 ユニオン の 、 


ガキ に 色っぽ い 姉 ちゃ ん に 犬 。 イ エガ ー 様 か ら ご 通 
達 あ っ て ね 。 接触 に は 充分 気 を つけ ろ っ て 。 っ て こ 
と で 、 僕 の ビジ ネス は ここ まで だ な | 


そう 言っ て 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を し まう 行商 人 。 ジ ュ デ ィ ス が 拳 


を 鳴ら し な が ら 言 い 放 つ 。 
ダ ュ ディ ス | この 人 、 ここ で 消 じ と く ?] 
行商 人 「 お 、 お い お い 、 丸腰 の 人 間 イ ジ め る 気 ?」 


2 ュ デ ティス 「 あ ら 、 武器 持っ て る じゃ な い ?」 


行商 人 「 こ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 売り 物 だ よ 。 僕 が 使 


う 用 じゃ な いし 」 
リタ 「 ほ っ と け ば 。 こい つ 消 し て も 、 連中 が 魔 導 器 (ブラ 


ステ ィ ア ) の 横流し や め る わけ で も な し 」 


レイ ヴ ン 「 ま 、 コ ユニ オン と し て も 問題 ある な ら 、 何かしら の 坊 
可 下す で し ょ 。 バル ボス ん 時 みた い に 」 SN 
行商 人 「 ま 、 そう いう こと な ん で 、 僕 は ここ で 商売 続け させ 


て も らい ます けど ね 」 
ー 行 は 行商 人 に 背 を 向け て 、 打ち 合わ せ を する 。 


リタ 「 ア スピ オ に 戻っ た ら 、 遺構 の 門 (ルル ー イ ンズ ゲー ト ) 
を ちゃ ん と 調査 し な きゃ 」 

ユー リ 「 イ エガ ー の 出 方 次 第 で は こっ ち も 何ら か の 手 は 打 
た な きゃ な らん か も な 」 


カプ ワ ・ ノ ー ル で ナン を 見 か ける ユー リ た ち 。 


ユー BOO? あ 机 ほっ | 

カロ ル ドナ ラウ だ | ナシ 1 こ 

ナン 5 

カロ ル 「 テ ム ザ 山 で は その …… 大 丈夫 ?」 1 

ナン 「……: カ ロ ル に 心配 され る 事 な ん か な い 。 あの 時 だ っ 
て 油断 し た だ け な ん だ か ら 」 

カロ ル 「 う ん 。 そう だ よね 」 

ナン 「…… 何 か 用 ?」 

カロ ル 「 あ 、 うん 。. ナ ン に も ら っ た モン スタ ー 図 鑑 助 か っ て 


る よ 。 今 。 こと まで 糧 ま っ た だ だ ] 
カバ ン か ら 図 鑑 を 取り 出し て ナン に 見 せる カロ ル 。 


ナン 「 そ う 。 で も 、 そん な こと あたし に 報告 し な く て 良い 


か ら 。 獲 物 を 巡っ て また 敵 同士 に な る か も し れ な い 
_ ん だ か ら 和 気 安く 話し か ける の も や め て 」 


カロ ル _ー 用 ナ ノー 
ナン 「 あ た し 、 も う 行 く か ら 」 
ナン は 街 の 外 へ 走っ て いく 。 
カロ ル 「 ナ ン ……」 
ユー リ 「 カ ロ ル 、 大 丈夫 か ?」 
カロ ル 「 う ん …… 全 然 平気 … 行 こ …」 
ユー リ 。  「…… あ お あ ] 
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カプ ワ ・ ト リム で 以前 、 シ ャ ゴ シ ム の 花 が 狂い 咲き を し て いる こと を 


教え て くれ た 女性 が 、 ま た 植え 込み を 見 て いる 。 


女性 「 シ ャ ゴ シ ム の 花 が 枯れ て し まっ た わ ……」 


女性 の 言葉 を 聞い て 、 リタ が ジュ ディ ス に 問い た だ す 。 


リタ 「…… こ の 前 ここ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊し た 


の 、 あん た ね 」 


ジコ ディス | そう よ 」 


リタ SS OO 


「 瑞生 り の 人 か ら 、 の の 辺り の 海 の 秋 の 話 を 間 い た 
ー _ で し ょ 。 調べ て みた ら 、 や っ ぱり そう だ っ た の 」 

リタ は 少し 考え 込ん で か ら 、 立ち 去 ろ うと する 。 そん な 彼女 に 逆 に 

尋ね る ジュ ディ ス 。 


ジュ ディ ス 


ジュ ディ ス  「 怒 ら な い の ね 」 


リタ 「 怒 っ て る わ よ 。 け ど 、 も う 前 の 事 だ か ら 。 済 ん だ こ 


と を ご ど つ こう 言う つの は 嫌い 」 
その 場 を あと に する リタ 。 


ジュ ディ ス 「…… 物 わか り が 良い と いう の も 損 な も の ね 」 


以前 に 奪わ れ た 槍 を 探し て し 、 ジュディ ス は カプ ワ ・ ト リム に ある 幸 
福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 本 部 を 訪れ る 。 カウ フ マ ン に 槍 の 
こと を 尋ね る ジュ ディ ス 。 


「 ち ょ っ と 良い か し ら ? 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ 
ル シ ェ ) は 槍 の 下取り は し て いな い ?」 


ジュ ディ ス 


カウ フ マ ン  「 し て は いる けど -…:… そ れ な ら 私 に 言わ ず 直 接 店 に 
売れ ば 良い ん じゃ な い ?」 

ジュ ディ ス [いえ 、 売り た いん じゃ な く て 、 も し 他 の 人 か ら 売 ら 
れ た も の が ある の な ら 見 せ て 飲 し く て 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ 、 まだ あの 槍 諦 めき れ な い の か 」 

ジュ ディ ス re 

カウ フ マ ン  「 何 か わけ あり っ ぽい けど 、 多分 ウチ に は 売ら れ て い 


な いわ 。 貴重 な も の を 仕入れ た ら ど ん な も の で あっ 
て も 私 の 耳 に 届く は ず だ けど 、 何 の 連 絡 も な いも の ]」 
に ここ な いっ て ラウ 2 ご 


マ ュ デン ス  「 ち ょ つっ と 良い か し いら? 備 兵 が 檎 を 売り に 来 た 、 と 


ジュ デ ティス [ちょ っ と 良い か し ら ? 備 兵 が 槍 を 売り に 来 た 、 と 
言う 事 は な い ?] 

店 員 。 [売り に は いら っ し ゃ いま す が 、 大 抵 は キズ モノ で す 

ーー お 。 そん な の で よけれ ば テン 」 

ユー リ [ジュ ディ の 探し こる あの 槍 だ っ た ら 、 ちょ っ と や そっ 
と で 傷ん だ りす る よう な も の じゃ ね ぇ よ な 」 

ジュ ディ ス  「 そ うだ とこ 思う わ 」 

店 員 [そん な 上 等 の 槍 は 持ち 込ま れ て な いで すね ぇ 」 


記 守 看 板 メ ニュ ー を 作ろ う 


カプ ワ ・ ト リム の 屋台 で 、 店 主 が た め 息 を つい て いる 。 の っ 
店 主 「 は ぁ ー つ っ 」 


パテ ィ [5 ちゃ ん 、 ざ うら た AT 用 。 ーー と 

カロ ル [パテ ィ 、 知り 合い ?」 

パテ ィ 「 う ん に ゃ 。 た め 息 つい て た か ら 、 声 を か けず に いら 
れ な か っ た だ け じ ゃ 」 

レイ ヴ ン 「 お い お い 」 

エス テル 「 な に か 、 悩み ご と で す ?」 

リタ 「 店 が 閑古鳥 鳴い て て 悩ん で る と か その 程度 じゃ な い ?] 

エス テル 「 リ タ ! 失礼 で す よ 」 

店 主 「 い え …… そ の と お り で す 。 あ っ ! ひょっと し て お 
客 様 で し た か !?」 

ユー リ 「 い いや 」 

店 主 「 そ 、 そう で すか ……。 は ぁ ー つ ……」 

ジュ ディ ス  「 こ こ は 何 の お 店 か し ら ?] た 

店 主 「 ジ ュー スス タン ド で す 」 

パテ ィ 「 ジ ュー ス ? な ぜ 魚 を 扱わ ん の じゃ 。 せっ か く ト リム は 
新鮮 な 魚 が あ が る の に 、 使わ な か い の は お か し い の じ ゃ 」 

カロ ル 「 確 か に 、 トリ ム の 魚 は お いし いっ て 評判 だ よね 」 

リタ 「 魚 ジュ ー ス で も 出し と きゃ いい みた いよ 。 は い 、 解 
決 。 解決 」 
「 魚 ジュ ー ス か …… も の 珍し さ で 、 お 客 は 集め られ 

、 る か も し れ な いけ ど ] 

ユー リ [いや 、 だ め だ ろ 。 ネコ くら いし か 呼び 込め ね えっ て 」 

レイ ヴ ン 「 普 通 に 考え て 魚 ジ ュー ス は 生臭 い だ け っ し ょ ]」 

パテ ィ 「 魚 ジュ ー ス で は な い の じ ゃ 。 トリ ム の 魚 を 使っ て ……。 


実物 を 見 せ た ほ う が 早 い の じ ゃ 。 うち が この 店 の 看板 
メニ ュー を 作っ て みる の じゃ 」 


店 主 「 本 当 で すか !?」 

バテ ィ 「 女 に 二 言 は な い の じ ゃ あ 」 

リタ 「 な に 勝手 に 面倒 ご と 引き 受け て ん の よ 」 

ジュ ディ ス  「 魚 ジュ ー ス な ん て いう か ら プ ライ ド 刺 激 し ち ゃ っ た 
ん じゃ な いか し ら 」 


バテ ィ 「 み ん な で 、 今 か ら 言 う 材料 を 集め る の じゃ 」 


リタ 「 そ ん な の 付き 合っ て られ な いわ よ !」 
ス ユーリ 「 い や 、 これ は も う 止め られ な さそ うだ ぜ ?」 
エス テル 「 い いじ ゃ な いで すか 。 お 店 の 人 も 喜ん で くれ て ます 。 


や り ま し ょ う 。 人 魚 ジ ュー ス っ て 言っ た の リタ で すし ね 」 
リタ 「 く っ つ 03 


ジュ ディ ス 「 何 を 集め れ ば いい の か し ら ?」 

パテ ィ [ハク サイ 、 ド ウフ 、 コ プン ポタ テ 、 サード だ の 、 
エビ 。 以上 7 種類 を ひと つ ず つじ ゃ 」 

ユー リ 「 わ か っ た 」 

パテ ィ 「 材 料 が そろ っ た ら こ こ に 戻っ て き て 調理 じゃ あ 」 

店 主 「 よ ろ し く お 願 いし ます 」 

材料 を そろ えた 一 行 。 ふたたび 店 主 の も と へ 向かう 。 

店 主 「 み な さん 、 お か えり な さい )」 

ユー リ 「 材 料 揃 えた ぞ 。 で 、 どう する っ て ?」 

パテ ィ 「 魚 を お ろ す の じゃ 。 店 主 、 出 刃 包 を 貸し て くれ る か が の]」 

店 主 「 あ り ま せん 」 

バテ ィ 「 な いと な ?] y 

店 主 「 す み ま せ ん 。 うち の 店 、 ジュ ー ス スタ ンド な の で ……」 

リタ 「 そ この 、 リン ゴ の 皮 和 剥く ナイ フ で いい じゃ な い 」」 

レイ ヴ ン 「 リ タ っ ち 、 果 物 ナ イフ で 人 魚 お ろう す の は 、 さす が に 無理 だ わ ] 

パテ ィ 「 な ら 、 出刃 包 丁 を 作る の じゃ 」 

カロ ル 「 え ? 普通 の 包丁 な ら 、 ボク 持っ て る よ 」 る 

パテ ィ 「 出 刃 包丁 じゃ あ 。 魚 は 鮮度 が 命 な の じゃ 。 鮮度 を 保つ 
に は 、 素早 く お ろ す た め の 専用 包丁 が 必要 な ん じゃ 。 お 
いし く お ろ し て あげ な きゃ せっ か く の 人 魚 が 泣 く の じ ゃ 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 あな た いい こと 言う わ 」 

ユー リ 「 で も 、 包丁 な ん て どう や っ て 作る ん だ ?」 

カロ ル 「 鍛 治 ギ ルド な ら 作 れる か な ?」 

レイ ヴ ン 「 ギ ルド に 頼む な ら ユ ニオ ン を 通し て 依頼 すれ ば 早 
いん じゃ な い ?」 


〔047 」「 ギ ルド の 仕事 ・ その 1」 を 見 て いな いり 場合 
カロ ル 「 銀 治 ギル ド の 人 を 探す より その ほう が 早 そう 7 ね . 


、 ダン グレ スト の 酒場 だ っ け ?| 
[047 ]「 ギ ルド の 仕事 ・ そ の 1」 を 見 て いる 場合 
ー リ 「 仕 事 を 韓 旋 し て もらう の と 逆 か 。 シル 
場 に 頼め ば いい ん だ ろ . 


レイ ヴ ン 


「 そ そ 。 酒 場 の ユニ オン 窓口 の 人 ね 」 
ジュ ディ ス  「 職 人 さん に 頼む 前 に 材料 を 集め て いっ た ほう が いい わ ね 」 
エス テル 「 包 丁 を 作る の に 必要 な 材料 は 鋭い 刃 ( や い ば ) と フ 
レイ ト ドー ンー で です] 
ナー リ 「 鋭 い 刃 (や い ば ) と フレ イス トー ン か が 。 ご どこ か で 調 


達 で きそう だ な 」 
フレ ン が いる 場合 


フレ ツン ー「 材 料 を 揃え た ら 、 ダン グレ スト に 向かう と いう こと 


「 で いい の か な ] 
パテ ィ 「 包 本 を 求め て 、 いざ 出発 な の じゃ 」 
一 行 は 包丁 の 材料 を 調達 し 、 ダン グレ スト の 酒場 『 天 を 射る 重 星 ! 
の マス ター を 訪ね る 。 
レイ ヴ ン 。 「 よ っ ! ちと 頼め る か ?] 


マス ター 「 レ イヴ ン さ ん 。 な に か 依頼 か い ?」 

レイ ヴ ン  。 「 こ っ ちの お 嬢 ちゃ ん が ね 」 

バテ ィ 「 こ の 材料 で 、 出刃 包丁 を 作っ て ほし い の じ ゃ 」 

マス ター [出刃 包 丁 ? 作っ て も ら うと な る と 時 間 が か か る けど ]」 

ュー リ 「 あ まり の ん びり は 待て ね えな 。 何と か な ら な いか ?」 

マス ター 「 う 一 ん …… そ うだ 。 うち の 店 の 包丁 と その 材料 を 
交換 で どう だ ろう 」 

バテ ィ 「 酒 場 で 使っ て る 包丁 な ら 問 題 な い の じゃ 」 

マス ター の 提案 に 同意 し 、 包丁 の 材料 を 渡す パテ ィ 。 

マス ター 「 じ ゃ 、 こ れ ね ] 

そう 言っ て マス ター が 差し 出し た 包丁 を 見 て 、 バテ ィ は 驚く 。 

バテ ィ 「 お お ッ ! これ は !」 

カロ ル 「 ど うし た の ? パテ ィ ] 

バテ ィ 「 ど ん な 料理 で も 、 ほん の 少し 上 手 に で きる 万 能 包 


丁 な の じゃ ! …… いい の か 、 これ も ら っ て も 」 


。 マス ター 


「 こ ん な の に 頼ら な く て も 俺 の 料理 の 腕 は 確か だ し 
な 。 また 魂 の 鉄 西 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) に 頼ん で 作っ 
て も ら う さ 。 材料 も も ちら っ た わけ だ し 」 
パテ ィ 「 あ り が と うな の じゃ 」 
、 パテ ィ は 万 能 包丁 を し まう 。 
ユー 「 い いも ん 、 も ら っ た な 」 
。 パテ ィ | うむ ]」 
ユー リ 「 ん じゃ 、 トリ ム に 戻る か 」 
万 能 包 丁 を 入手 し て 、 カプ ワ ・ ト リム に 戻っ た 一 行 。 
店 主 [包丁 、 手 に 入っ た ん で すね 」 
ユー リ 「 と な る と 、 次 は 料理 か ?」 
カロ ル 「 と ころ で 、 看板 メニ ュー っ て な に を 作る の ?] 
パテ ィ 「 海 の 漢 の 料理 「 漁 師 な べ 』 じ ゃ 」 
エス テル 「 な べ で すか 。 わ た し 、 な べ 料 理 は あま り ……」 
レイ ヴ ン 「 漁 師 が 船上 で 食べ る 秘伝 の 料理 っ て や つね 。 い い 
ね ぇ 、 酒 の 用 に ピッ タリ 」 
ジュ ディ ス  「 ス ー プ に 人 魚の うま み が す べ て 溶け 込ん で 、 魚の 味 
を 生か せる いい メニ ュー だ と 思う わ 」 
リタ 「 な べ ね ー、 いい ん じゃ な い ? 材料 ぶっ こん で 、 煮 
て 味付け し て お し まい 。 テ キト ー に で きる で し ょ 。 じ ゃ 、 
あと は 自分 で 面倒 みて 」 
バ パティ 「 な べ を 作 る な か れ じ ゃ あ 。 な べ は 材料 を 入れ る 順 
番 ひ と つ で 味 が 左右 され る 、 奥深 い 料 理 じ ゃ 。 う ち 
が な べ 料 理 の 真髄 を 伝授 し て あげ る の じゃ 」 
カロ ル 「 リ タ 、 や ぶ へ びっ て 言葉 知っ て る …… | 
リタ 「 う っ さい 1」 
_ カロ ル の 頭上 に リタ の チョ ッ プ が 手 裂 。 
パテ ィ 「 お っ さん と カロ ル は 野菜 担当 、 ジュ ディ 旭 に は ダシ 
取り を お 願い する の じゃ 」 
レイ ヴ ン 「 分 担 作業 な の ? パテ ィ ち ゃ ん が 作る ん じゃ ?」 
パテ ィ 「 み ん な に も 、 な べ 料 理 の 真 籠 を 教え て あげ る の じゃ 」 
カロ ル 「 リ タ …… 」 
リタ を うら めし そう に 見 て 、 再度 リタ の チョ ッ プ を 受け る カロ ル 。 
パテ ィ 「 リ タタ 旭 は 皿洗い 、 エス テル は ご は ん の 用 意 、 ユー 
リ は 人 魚 を お ろ す 役 じゃ 」 
テリ 「 お っ 、 大 役 だ な 」 


フレ ン が いる 場合 


パテ ィ 「 味 付け は うち が する の じゃ 。 で は みん な 、 それ ぞ 
れ の 作業 は 任せ た の じゃ 」 

料理 を 始め る 一 行 。 そ し て 、 つい に 漁師 な べ が 完成 する 。 

パテ ィ 「 完 成 じゃ あ 」 

そこ へ カウ フ マ ン が や っ て くる 。 

カウ フ マ ン  「 あ ら 、 いい に お いね 。 食欲 が そそ られ る わ 」 

カロ ル 「 カ ウフ マン さん 

カウ フ マ ン  「 経 緯 は 彼 か ら 聞 いた わ 。 看板 メニ ュー を 作る ん で 


すっ て ね 。 私 も ご 相 伴 に 与 っ て いい か し ら ?] 
パテ ィ 「 も ちろ ん じゃ 」 


_。 カウ フ マ ン  「 あ り が と う 。 いた だ くわ 」 
漁師 な べ を 食べ る カウ フ マ ン 。 じ っ くり 吟味 する と 、 や が て ご 機嫌 
な 表情 を 浮か べ る 。 
カウ フ マ ン  「 お いし い ! 大 胆 で あわ りな が ら う まみ を 一 切 逃 し て 
ト いな い …… 素 晴らし い 料理 だ わ 」 
_ パテ ィ 「 看 板 メ ニュ ー に で きる か の ?」 
、。 カウ フ マ ン  「 え え 。 トリ ム の 新しい 名 物 に な り そ う ね 」 
。 店 主 「 み な さん 、 あり が と う ご ざ いま す 。 この メニ ュー で 、 
お 客 さ ん を 呼び 込ん で みせ ます よ 」 
* エス テル 「 そ の 意気 で す 。 頑張 っ て くだ さい !」 
カウ フ マ ン  「 こ の な べ が 名 物 に な れ ば 、 トリ ム へ の 観光 客 が 増 
3 「 えて 観光 収入 の 増加 が 見 込め る わ 」 
ユー リ 「 な る ほど 。 相変わらず の 商売 人 で 」 
「 お 褒め いた だ き 、 光栄 よ 」 


* カウ フ マ ン 


パティ 「「 漁 師 な べ 」』 は うち の 自信 作 じ ゃ か ら の 。 こ れ を な 食 
えば みん な 幸せ に な れる の じゃ ! 絶対 じゃ !」 


億 ギル ド の 顔役 次 証 枯 P.407 
ギル ド ユ ニオ ン 本 部 に 入る と 、 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) の ギル ド 上 員 
が レイ ヴ ン に 話し か ける 。 

ギル ド 員 「 レ イヴ ン 殿 。 ち ょ うど いい と ころ に 」 

レイ ヴ ン 「 入 る 建物 間違え た みた い 。 じゃ ね 」 

いき な り 背 を 向け て 出 よ うと する レイ ヴ ン 。 

ギル ド 上 員 [待っ て くだ さい ! 話 だ け で も いい で すか ら 」 

ギル ド 員 が 駆け 寄っ て 、 レイ ヴ ン の 前 に 立つ 。 


レイ ヴ ン 「 俺 様 た ち 忙 し い の 。 厄介 ご と は ご めん よ 」 

ギル ド 員 「 八 リー に は と て も 頼め る 状態 で は な いし ……」 

レイ ヴ ン 「 仕 方 な い 。 聞 くだ け だ ぞ 」 

ギル ド 員 「 は い ! 最近 、 各 地 で ギル ド と 帝国 の 小競り合い が 

- 絶え な いん で す 。 こ れ ま で ユニ オン を 通し て 調停 が 
な され て いた は ず が 、 ドン 亡き 後 、 ユ ニオ ン は 形骸 
化し て し まっ て いま す 」 

レイ ヴ ン 「 ユ ニオ ン が 機能 し な いか ら 個別 で 話 、 つけ に か か っ 
て ん だ な 」 

ギル ド 員 「 は い 。 先 日 も 、 カド ス の 忠 笛 が 封鎖 され た 件 で 、 幸福 
の 市 場 ( ギ ルド ド ・ マ ル シ ェ ) と 騎士 団 が も め た そう で す 」 

エス テル 「 フ レン の と ころ で し ょ うか 」 

ユー リ 「 だ ろう な 」 

ギル ド 員 「 ギ ルド 相互 不 干 渉 の 捉 が ある の で 、 天 を 射る 矢 ( ア 
ルト スク ) が 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) に 忠 
告 は で き な い し 」 

レイ ヴ ン 「 ユ ニオ ン を 立て 直す し か な い だ ろ うな 」 

ギル ド 員 「 し か し 、 ハ リー は あの 調子 だ し 、 紅 の 絆 億 兵団 (ブラ ッ 
ドア ライ アン ス ) の 後釜 を どう する か も まだ ……-」 

レイ ヴ ン 「 順 に 固め て いく し か な い 。 まず は て め え の と こ だ ろ 。 
八 リ ー を 何と か し ろ 。 女 社長 (ボス ) を 見 か けた ら 幸 

AN 福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) に は 、 ユニ オン を 通 
す よ うそ れ と な く 言 っ と くわ 」 

ギル ド 員 「 わ か り ま し た 。 よろ し く お 願 いし ます 」 


ギル ド 員 は 頭 を 下げ る と 、 建物 の 奥 へ 歩い て いく 。 
カロ ル 「 カ ウフ マン さん か 。 今 、 どこ に いる の か な 」 


レイ ヴ ン 「 い 一 の い 一 の 。 探す ほど で も な いで し ょ 。 見かけ 
た つい で で いい の 」 

カロ ル で も も 2 の ・ リ 

ユー リ 「 お っ さん は 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) の 連中 な ら 、 

ーー ニコニ チン WV だ 直 は 才 9 の 取ら で 5 な |  . 

レイ ヴ ン 「 世 情 が 女 速 に 動い こる か ら ね 。 ユ ニオ ン が 後手 に 
回 ら な いよ う 、 お っ さん は 保険 みた いな も の よ 」 

カロ ル 「 な る ほど 」 

レイ ヴ ン 「 っ て こと で 、 美人 社長 (ボス ) を 見 か けた ら 、 よろ し 
く 頼 む わ ]」 


その 後 、 一 行 が カプ ワ ・ ト リム の 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 

本 部 を 訪れ る と 、 カウ フ マ ン と 国 の 役人 が 押し 問答 を し て いる 。 

カウ フ マ ン  「 免 状 は 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) に 与え られ 
た 権利 で あり 、 義務 な の よ 。 街道 を 封鎖 し た の だ か ら 
今後 、 帝都 に 品物 を 流通 させ な く て いい っ て こと ね 」 

役人 「 そ う は 申し て お り ま せん 」 

カウ フ マ ン  「 ノ ー ド ポリ カ の 一 件 も そう よ 。 市 民 の 安全 を 守る 
は ず の 騎士 団 が 武力 制圧 っ て 、 何 の 冗 談 か し ら 」 

役人 「 騎 士 団 が 勝手 に し た こと で す 。 と に か く こ こ で 話し 
て も 坪 が あき ませ ん 。 上 を 通し て いた だ け ま すか )」 

その 言葉 を 最後 に 、 役人 は 退出 し て し まう 。 

カウ フ マ ジ シン | よう つと …・ 四 

デス ク を 叩い て 役人 を 呼び 止め る カウ フ マ ン 。 


レイ ヴ ン 「 残 念 な が ら 、 あ ちら さん の 言う と お り だ ね 」 

カウ フ マ ン  「 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 君 ? あら 、 あな た は 確か 天 を 
射る 矢 ( ア ルト スク ) の -…」 

レイ ヴ ン 「 美 人 に 覚え て いて も ら え る と は 嬉し いね ぇ 」 


カウ フ マ ン  「 天 を 射る 矢 (アル トス ク ) が 幸福 の 市 場 (ギル ド ・ ド ・ 
マル シェ ) に 口出し する つも りか し ら 」 

レイ ヴ ン 「 ユ ニオ ン の 一 員 と し て 協力 を あお ぎ に 来 た だ けさ 」 

カウ フ マ ン 「 協 力 ?」 

レイ ヴ ン 「 ユ ニオ ン の 立て 直し に 協力 し て や っ て くれ や 。 幸 
福 の 市 場 (ギル ド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) も ユニ オン な 支え 
る 大 き な 柱 の ひと つ だ ろ ? ユニ オン の 必要 性 は あ 
ん た に も わか っ て る は ず さ 。 権力 に は 権力 で 対抗 し 
な けり ゃ 踏み 潰さ れる だ け だ 」 

カウ フ マ ン  「…… そ う 言 うち わな た こそ ユー リ 君 た ちと ふら ふら し 
て いる の は どう いう 了 見 か し ら 」 

レイ ヴ ン 「 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) な ら す で に 動い て る さ 。 ' 
だ か ら 俺 様 は 情報 収集 中 っ て と こ 」 ' 

カウ フ マ ン  「 ド ン の 右腕 と し て 各地 を 巡り 、 常に 騎士 団 の 動向 を | 
探っ て いた と は 聞い て る わ 。 そ う ね 、 いい で し ょ 。 あ 
な た と ドン の 顔 を 立て て ユニ オン 再建 を 働き か ける わ 」 | 

レイ ヴ ン 「 噂 どおり の 決断 力 で 助かる わ ] | RI | 

カウ フ マ ン  「 帝 国 と の 交渉 の 参謀 を 務め て いた 人 に 認め られ る 。 | て … 1 

な ん て 、 光 栄 だ わ 」 。。 .。 還 還 0 

「 
1 


クレ ス を 探し て いた だ きた い の で すわ 」 
レイ ヴ ン [結婚 記念 に 贈ら れ た ネッ クレ ス …… な ん て 素敵 な お 話 だ ] 
リタ お っ ざさ ん 、 う ざ っ - 
た も の で 、 父 が と ある 鉱山 か ら 掘 り 出 し て き て 上 自分 
の 手 で 加工 し た も の な の で す 。 世界 に 一 つ し か な 
レイ ヴ ン 「 そ れ で 、 その ネッ クレ ス の 特徴 は ?」 
り リア デン ナ 「 エ エヴァ ライ ト は 真っ 赤 な 金属 で す 。 父 は それ を 六 


角形 の 鎖 を 連ね て ネッ クレ ス に し 、 母 に プレ ゼン ト し 


「 真 っ 赤 な 六角 形 の 鎖 …… 


レイ ヴ ン 「 大 げ さ ね 。 た だ 、 人 生 の 長 さ の 分 だ けず る 暫く な れる の よ 」 | ユー リ | それ を 見 つけ る っ て か が か …… % 
カウ フ マ ン  「 私 も そう な り た いも の ね 。 そ れ じ ゃ 、 失礼 」 
カウ フ マ ン が 去っ て いく 。 


ダン グレ スト の 酒場 『 天 を 射る 重 星 } で 、 マ スタ ー に 話し か ける 一 行 。 
カロ ル 「 こ ん に ち は 」 
キム グー 「 お っ と 、 いら っ し ゃ い 。 仕事 が 欲し い の か い ?」 


事 お 引き 受け し ます よ 」 


け デ ン ナ 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

[まっ た く …… し ょ う が ね ぇ な 。 ここ は と りあ え ず 、 や っ 
と く が 。 な 、 カロ ル ……」 

ユー リ が 振り 向く が 、 カロ ル は 初め か ら そ の 場 に いな か っ た 。 

ジュ ディ ス 「 あ ら ? さっ き 入 り 口 の と ころ まで は いた の に 」 

ユー リ 「 ど お り で 静か な は ず だ ぜ ]」 

カロ ル が いる で あろ う 入 り 口 の 方 に 向かっ て 、 ラビ ピード が 咲 える 。 


カロ ル [あの カウ フ マ ン さ ん と 渡り 合え る な ん て レイ ヴ ン 、 す ご いね ] 理 難題 よね 。 これ っ て 」 | 
レイ ヴ ン 。 「 ド ン に 比べ た ら 全然 ] ユー リ 「 ユ ニオ ン に は 受け る っ て 言っ ちまっ た し な 」 放 
カロ ル 「 う ん 。 ドン は …… も っ と すご か っ た ね ] ジュ ディ ス  「 こ ん な 依頼 、 き っ と 他 の ギル ド だ っ た ら で き な いっ | 料 
レイ ヴ ン 「 そ こ は 納 得 し な いで お っ さん を 褒め る と こ で し ょ ] | 
カロ ル 「 え ? え 、 だ っ て """』 人 
ユー リ 「 さ て 、 いく か 」 1 
ユー リ 「 な 、 何だ よ 、 突然 …」 人 

記 ?4 ギル ド の 仕事 ・ そ の 2 前 記 78P.388 助け な いで 、 何 が ギル ド だ ! 夜空 に また た く 着 々 | 中 
と 人馬 全 ーー の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 名 に 賭け て 、 お 仕 | 周 

1 


ル 、 


の Ca い の ご と っ や っ の ーー ーー 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 
ユー リ 「 あ あ 」 


ポー 


っ 


れ 

ラビ ピー ド 「 ワ ン ワン !」 P 

ユー リ 「 外 出 て みよ う ぜ 」 】 

ユー リ た ち が 外 に 出る と 、 カロ ル が 待っ て いた 。 | 

カロ ル 「 あ 、 お 話 終っ た ?」 

ジュ ディ ス 「 ど と 行っ て た の ?] | 
ジュ ディ ス  「 定 番 な の ?」 カロ ル 「 あ 、 ちょ っ と 用 事 思 い 出し て 」 9 


ユー リ 「 さ あな 」 


ルー リ 「 思 い 出す の は か まわ ね ぇ けど 、 一 言 か けろ よ 」 
カロ ル 「 う 、 うん 、 ゴメ ン な さい 」 

ユー リ 「 よ し 、 じゃ あと りあ え ず 、 ネッ クレ ス を 落と し た っ て 
ラビ ピー ド が 橋 の 方 に 向かっ て 史 え 、 先 に 歩き 出す 。 

ユー リ 「 橋 の 上 だ っ た な ]」 

橋 に 到着 し 、 そ の 上 か ら 川 を 眺め る 一 行 。 
「 改め て 見 る と けっ こう 深い ね 、 ここ …… 

ユー リ 「 こ こ に 依頼 人 は ネッ クレ ス を 落と し た っ て わけ か 」 


こ ネ ッ ク レ ス 
マス ター 「 依 頼 人 と 顔見知り な ら 話 は 早い な 。 今 は 宿屋 に い 


ジュ ディ ス  「 あ な た が リア ン ナ と 言 つ 方 ?」 ジュ ディ ス  「 こ こ で 海水 浴 し ろ っ て こと か し ら ? 川 だ か ら 川 水 
女性 「 え え 、 私 は リア ン ナ ・ ケ ー ル 。 あ な た 方 は ?] 浴 か し ら ね 」 


くだ さる と いう ギル ド の 方 は 」 
レイ ヴ ン 「 な る ほど 、 探す の は お 母 様 の 形見 (か た み ) な の で 
すね 、 美しい お 嬢 さん 」 


リタ 「 飛 び 込 ん で も 、 た ぶん その ネッ クレ ス 、 も うこ こ に 
は な いと 思う わ 。 エヴァ ライ ト っ て 金属 は 比較 的 比 
重 が 軽い か ら 、 きっ と 流さ れ ち ゃ っ て る 」 


な と もん の と の ルル の た の と の シ ニー シー ニー ニー ニー ニー 


ーー 


男性 「 気 を つけ な よ 。 こ の あたり は 海 か ら の 潮 で 、 流れ 

が 複雑 だ か ら 落 ち た り し た ら す ぐ 流 され る ぞ 」 

ユー リ 「 潮 っ て 、 ここ 海 じ ゃ ね ぇ だ ろ ?] 
ね ぇ え 。 こ の あたり の 川 は 全部 そう さ 」 

カロ ル 「 へ ぇ 、 そう な ん だ …… ボ ク も 知ら な か っ た ……」 


_ 官 の 水 死体 、 ヘ リオ ー ド で 見 つか っ た ん だ 。 相 当 、 
ジュ ディ ス  「…… 行 っ て みる 価値 あり そう ね 。 へ リオ ー ド 」 
カロ ル 「 あ り が と う 。 おじさん 」 
男性 | ええ? いや 、 介 が ・?」 

を 探す が 、 見 あたら な い 。 
「…… さ す が に 見 あたら ね ぇ か 。 エ ヴァ ライ ト の ネッ 
クレ ス は 」 


ジュ ディ ス  「 も し 流れ つい た の な ら 誰 か が 持っ て いっ て も 、 お 
か し く は な いん じゃ な い ?」 

カロ ル 「 街 の 人 に 話 を 聞い て みよ う よ 」 

ユー リ 「 そ うす る か 」 


労働 者 キャ ンプ で 聞き 込み を し て いる と 、 ネッ クレ ス を つけ て いる 


女性 を 発見 する 。 


ジュ ディ ス 


女性 「 な 、 何かしら ?」 
ユー リ 「 な あ 、 あ ん た の 首 か ら か か っ て る それ 、 ど うし た ん だ ?」 
女性 「 え ? 川岸 で 拾っ た の よ 」 

「 や っ ぱり 、 そう だ …… 四 


ユー リ 「 そ いつ を オレ た ち に 譲っ て くれ ね ぇ か ? 元 の 持 
ち 主 が それ を 探し て る ん だ ]」 


0 お 金 は いら な いわ 。 で も も し 、 小型 鳥 の 


羽毛 を 持っ て き て くれ た ら 、 譲っ て あげ て も いい わ 」 


ユー リ 「 よ し 、 それ じゃ あ ……」 


そこ へ 突然 、 男性 が 割り 込ん で くる 。 


男性 「 ち ょ っ と 待っ た あっ! その ネッ クレ ス は 俺 が も ら う 。 


て こと に な っ た ん だ けど ……」 


男性 「 じ ゃ 、 俺 が 先 に 小型 鳥 の 羽毛 を 持っ て くれ ば 、 俺 に 
譲っ て くれ る か ?」 

女性 「 あ た し は どっ ち で も いい わ 。 先 に 持っ て きた 方 に あげ る 」 

男性 


「 お し っ 、 行く ぞ 、 さら ば だ ! ダッ シュ |!」 
そう 言う や いな や 、 走り 去っ て いく 男性 。 
ジュ ディ ス  「 行 っ ちゃ っ た わ ね 。 な ん だ か が 忙しい 人 」 
ユー リ 「 ぐ ず ぐ ず し て る と 先 を 越 さ れる な 。 オ レ た ち も 行こ う ぜ 」 
小型 島 の 羽毛 を 手 に 入れ て 、 女性 の と ころ へ 戻る 一 行 。 

ユー リ 「 持 っ て きた ぜ 。 小型 鳥 の 羽毛 」 

女性 「 あ ら 、 早かっ た の ね 。 し ょ う が な い 。 気にいっ て た 
カロ ル 「 や っ た ね !」 

ユー リ と 女性 が 、 小型 鳥 の 羽毛 と ネッ クレ ス を 交換 する 。 そ こ へ 


先程 の 男性 も 戻っ て くる 。 


男性 「 待 て 待て 待て ! オレ も 持っ て きた ぜ い 、 小型 島 
カロ ル 「 な ん か 、 も う 、 ボロ ボロ だ よ ……」 


男性 「 な 、 な ん だ と ! な あ 、 オレ に 議 っ て くれ な いか ! 


オレ に は それ か が 必要 な ん だ !] 


ュ ユーリ 「 残 礼 だ が 、 オ レ た ち に も こい つが 必要 な ん だ よ 。 


| 悪い けど 譲る こと は で き な い 」 


ラビ ピー ド 「 グ ルル ル ……」 


ラビ ピード に に ら ま れ て お び え る 男性 。 


男性 「 い 、 いや いか ん 、 暴力 は 何 も 解決 を 見 出さ ん ……。 


ユー リ 「 よ し 、 じゃ ダン グレ スト に 帰る か 」 
エヴァ ライ ト の ネッ クレ ス を 手 に 入れ た 一 行 は 、 ダン グレ スト の 宿 


屋 で 待つ リア ン ナ の も と へ 向かう 。 


レイ ヴ ン 「 持 っ て きま し た よ 、 お 嬢 さん 。 エヴァ ライ ト の ネッ 
クレ ス だ 」 


で も 、 どこ に あっ た の で すか ?」 
」 


ーー リ 


で は 報酬 を 0 
レイ ヴ ン 「 報 酬 な ん て いり ませ ん 、 代わ り に あな た の 愛 を ……」 
ユー リ 「 お い お い 、 お っ さん ……」 
リア ン ナ 90 | 
ジュ ディ ス  「 あ な た …… へ ヘリ オー ド の .……- 
[あめ っ 、 お まえ た ち は 1 リア ン ナ 、 こい つら . どう 
「 こ の 人 た ち に 例 の ネッ クレ ス を 探し て も ら っ て いた の よ ] 
「 な ん だ っ て 一 ! だ か ら 、 ああ 、 それ で …… 目 
レイ ヴ ン 「 そ うだ ! お まえ こそ 、 リ アン ナ ち ゃ ん の 何 な ん だ !?」 
男性 「 幼 馴染 じみ だ !」 
レイ ヴ ン 「 な ぁ ん だ 、 幼馴染 じみ が 何 を ……」 
「 う 、 うる ざい ……-」 
「 あ な た 、 今 ま で どこ へ 行っ て いた の ? 私 探し て 
いた の に ……」 
男性 「 君 の ネッ クレ ス を 探し て た ん だ よ 。 君 が お 父さん 
の 形見 (か た み ) だ っ て 言っ て た ネッ クレ ス を …… で 
も 、 見 つけ られ な か っ た ……」 

に この 人 た ち に 頼っ て し まっ た けど ……」 
そう 言い な が ら 、 リア ン ナ は ネッ クレ ス を 男性 に 手渡 す 。 
は デシ ジン ナ 「 私 、 私 た ちの 婚約 の 証 と し て あな た に あげ た か っ 


リアン ルナ 


レイ ヴ ン 
リデン ナ 


レイ チン 2 。 
男性 「 オ レ に ……」 

ら 人 の 様子 を 見 た ユー リ が 背 を 向け る 。 
ユー リ 「 行 く か 」 

エス テル 2 


ユー リ 「 ま た な ん か が 用事 で も で きた か な 。 ほ ら 、 お っ さん 


宿屋 か ら 出 て きた ユー リ た ち を 、 カロ ル が 待っ て いた 。 


と ころ で 報酬 も ら え た ?」 


「 え ! Re …… え ? まさ か 、 リ アン ナ 先 


リタ 「 別 に あ た on 


ジュ ディ ス 4 れ Pe ーー 


「 うき ig ん gi お 言葉 に 甘え て いい 
Ph ?」 


[受け な い 」 を 選ん だ あと マス ター に 再度 話し か けた 場合 、 以下 の 
会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
「 お 、 前 の 仕事 の 話 、 ま だ 残っ て る ぜ 。 受け る か い ?] 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
「 ま 、 いつ で も 仕事 は 紹介 し て や れる と 思う か ら 、 ま 
た 来る と いい さ 」 


マス ター 


ト , 前 P.363 
荒らさ れる 街 6 2 1 
ダン グレ スト の 入口 で 猫 を 見 か け て 、 リタ の 足 が 止ま る 。 ラ 
獲 [ニャ ー ン ] 
リタ 「 あ 、 の ニャ ー」 
ラビ ピー ド に 近づく 猫 。 それ に つい て いっ た リタ が 、 唐突 に 猫 の 吹き 
替え を 始め る 。 ーー 
猫 「 あ ん た 犬 士 で し ょ ?」 


ユー リ も ラビ ピー ド の 吹き 替え を 開始 。 

に ーー ド 「 ま あな 。 な に か が 用 か ?」 

獲 「 こ の あい だ か ら 、 一 匹 の 凶暴 な 犬 が 街 に 現れ て 、 
街 を 荒らし て る の よ 。 人 間 も だ けど 、 犬 も 猫 も 迷惑 
し て る の 。 退 治し て くれ な い ?」 

ラフ ピー 「 オ レ ぁ 用 心 棒 じ ゃ ね えん だ が ……」 

そこ へ プチ ウル フ が 参上 。 レイ ヴ ン が いつ も の よう に 吹き 替え る 。 


プチ ウル フ  「 や ぁ 、 小 猫 ちゃ ん 、 こん ちゃ 湯 」 

猫 と り タ が 、 プチ ウル フ の 方 に 向き 直る 。 

獲 […… こ いつ よ 」 

ラビ ピー ド 1 お まえ は …… 四 

プチ ウル フ  「 お や お や 、 こん な と ころ で 会 うな ん て 偶然 ね 」 
ラ ピ ー ド 「 お 嬢 ご ん は 下がっ て な 」 


猫 と リ り タ が 下がり 、 代 わり に ラビ ピード と ユー リ が プチ ウル フ と 対 岩 す る 。 


に ー ド 「 我 が 物 顔 で 街 を 荒らし て る そう じゃ ね ぇ か 」 

プチ ウル フ  「 人 聞き が 悪い な 。 自 分 勝手 な 人 か ら 街 を 解放 し て 
や ろう と し て ん の よ 」 

猫 「 こ の 街 は 人 も 動物 も 、 仲 良く 共存 し て ん の 。 未 計 ( よ 
けい ) な こと し な いで 」 

プチ ウル フ  「 情 け な い ね ぇ 、 人 に 妨 び を 売る な ん て 」 

プン ビー 「 婚 び を 売る の と 仲良 くす ん の は 別 も ん だ ぜ 。 お っ 
さん は それ を わか っ て ね ぇ みたい だ な 」 

プチ ウル フ  「 相 変わ ら ず 、 口 が 減ら ん ね 。 この 辺 で 死ん どく ?」 


ラビ ピー ド と プチ ウル フ が 駆け 出し て 交差 する 。 長 い 硬 直 の あと 、 且 


を つい た の は な ぜ か レイ ヴ ン 。 


プチ ウル フ  「 く そっ …… こ ん な に 軽く …… 見 て らっし ゃ い …… 


プチ ウル フ と レイ ヴ ン が 街 の 外 に 出 て いく 。 


猫 「…… あ 、 あり が と う ……。 お礼 に この 周り に ある あ 


な た の 縄張り 、 街 の 犬 猫 の 総力 を あげ て 守る わ ]」 


ラ ピ ー ド 「 ほ う …… そ いつ は あり が た いな 」 3 


狂 「 あ いつ を 追っ 払っ て も ら っ た お 礼 よ 」 に 

猫 が 去っ て いく 。 す 

カロ ル 「 も し か し て 、 この 街 の 周り の ラビ ピー ド の 縄張り は 安 
替 つ て こと ?] 

ユー リ [ん 走る 2 まりか っ た が マビ ロード ] 

ラビ ピー ド 5 ラロ 

リタ 「 こ の 街 の 猫 も プチ ウル フ な ん か に 良い よう に され 
た く な いん で し よ ょ 」 

エス テル E そ れ に し で も :~… みん な 、 犬 や 猫 の 言葉 が わか る 
ん で すね 」 

ジュ ディ ス 「 ふ ぶ ふ 人 ふ 。 ホン ト に そう な ら 楽 し そう ね 」 


そう 言う ジュ ディ ス の 視線 の 先 に は 、 走っ て 疲れ た の か 、 うつ ぶせ 
で 倒れ て いる レイ ヴ ン の 姿 が あっ た 。 


7 計 配膳 ゲー ム 


ダン グレ スト の 酒場 「 天 を 射る 重 星 』 で 店 員 に 話し か ける と 、 店 の こ 


と が 話題 に な る 。 2 

上 店員 ”"”" " 「 い らっし ゃ いま せ 。 あ ら 、 あ な た た ち は …… 確 か 
ン の 知り 合い の 方 々 ね ] 

レイ ヴ ン 「 ま 、 そう な る か な 」 


カロ ル [ね ぇ 、 この お 店 つて ドン が 関わ っ て た ん だ よね ?」 

店 員 「 そ う ね 。 関わ っ て いた と 言う より お 漂 を よく 飲み に 
来 て いた わ 」 

ジュ ディ ス  「 悪 い の 場所 だ っ た の で し ょ う ね 」 

店 員 「 だ か ら ね 、 私 た ち も お 店 の 切り 盛り 頑張 っ て ドン を 
安心 させ て あげ な いと さ ] 

エス テル 「 頑 張っ て くだ さい 。 何 か われ ば わた し た ち も お 手 
伝い し ます か ら !」 

店 員 「 あ ら 、 ほ ん と に ? じゃ あ 、 早 速 お 願い し よう か し ら 」 

ユー リ 「 い き な り だ な 」 op 

店 員 「 実 は ね 、 いつ も お 店 を お 手伝い し て くれ て いた 子 が 発 


掘 作業 で 遠征 し ちゃ っ て ね 。 人手 が 足り な い 状態 な の よ 。 
その 子 が いつ 帰っ て くる の か わか ら な いし 困っ て て 」 


レイ ヴ ン 「 ん で 、 俺 様 た ち に その 子 の 代わ り を し て くれ な いか 、 と ?] 
店 具 「 そ う 。 臨 時 アル バイ ト っ て 感じ だ か ら 正 式 な 雇用 
は で き な い けど ]」 
カロ ル 「 い や いや 正式 に 雇 わ れ て も ボク た ち 困 る し 」 
店 員 「 あ ら そ うな の 、 残念 。 で も 、 アル バイ ト だ か らち ゃ 
ん と お 給料 も だ すわ 」 
レイ ヴ ン 「 ガ ルド 貰え る な らい いん じゃ な い ?」 
リタ 「 現 金 な ヤツ ……」 4 
店 員 「 お 手伝い は 1] 人 だ け で いい か ら ね 。 誰 な の か は お 
任せ する わ 」 
ユー リ 「 み ん な 適当 に 頑張 っ て くれ よ 」 
エス テル 「 ユ ー リ は お 手伝い し な いん で すか ?」 
レイ ヴ ン 「 こ ん な 無愛想 な 店 員 い た ら お 客 さ ん どん どん 減っ 


ちゃ う で し よ ] 
リタ 「 言 えて る ] 


。 店 員 「 じ ゃ 、 よろ し く 頼 お わ ね 」 
一 行 の うち の 1 人 が 店 の 手伝い を する 。 
カロ ル 「 な る ほど ね 。 な ん と な く 要 領 は わか っ た よ 」 
店 員 「 ま た 、 いつ で も いい か ら お 手伝い に 来 て ね 」 


細 較 エス テル が レベ ル 3 を クリ ア し た 場合 
店 員 「 な ん だ か 物腰 柔らか く て いい 感じ ね 」 


エズ テル 「 そ う で すか ? 人 と 接する の が 楽し いか ら か も し 
れ な いで す 」 


ユー リ 「 や っ ぱり 育ち の 良さ が 出 て る ん だ な 」 

| 店員 「 そ うな の ? そり ゃ 、 客 の 人 気 も 出る わ 。 この 街 に 
は いな い タ イプ だ も ん 」 

_ | ユーリ 「 そ の 普通 が オレ ら と は 違う っ て こと さ 」 

店 員 「 あ り が と 。 これ 、 お 礼 よ 。 あな た 用 に 制服 を 作っ て みた わ ] 
1 


カロ ル が レベ ル 3 を クリ ア し た 場合 
ユー リ 【「 頑 張っ て た な 。 カロ ル 」 

店 員 「 ほ ん と 、 子ども の 割 に は し っ か りや れ て た わ ね 」 
カロ ル 。 「 子 ども っ て -……. そ れこ の 仕事 と 関係 な いで し ょ ー」 
ユー リ 「 一 応 誉め て くれ て る ん だ ろ 」 

店 員 [また 、 お 手伝い に 来 て 央 衝 ね 。 幸 用 の 制服 も 用 意 し た か ら 」 
カロ ル  ” 「 ほ ん と ? や っ た ! あり が と う 。 早速 着 て みる よ 」 
喜ぶ カロ ル だ が 、 店 の 制服 に 着替え る と 、 意気 消沈 し て うつ お く 。 
カロ ル 「………。 まる で 学校 の 給食 係 みた い 」 


リタ が レベ ル 3 を クリ アレ し た 場合 

リタ 「 ふ ー。 ざっ と こん な も ん ね 」 

店 員 「 す ご いわ ーー。 あ の 客 の 量 を 所 ける な ん て 」 

ユー リ 「 ま 、 天才 魔 導 士 だ か ら な 」 

店 員 「 あ な た みた いな 要領 の いい 人 欲し いわ ー。 うち の 


店 に 就職 し な い ?」 
サタ 「 冗 談 で し ょ 。 パス よ 」 
店 員 「 あ ら 一 、 そう ? 気 が 変わ っ た ら お 願い ね 」 
ーー 「 良 か っ た な 。 い ざと いう 時 の 働き 口 が 決ま っ て さ 」 


店 員 「 ま た お 手伝い に 来 て ほし いか ら あ な た 用 の 制服 用 

意 し た わ 。 ぜひ 着 て みて ね 」 

リタ [ 今 ?] 
、 | 店 員 「 い いわ ぁ 。 ね こみ み 。 あ な た みた いな 性 格 は これ 
| 店 員 「 も ちろ ん お 客 の よ 。 も う 、 あな た パー フェ クト 。 そ 
3 の 格好 (か っ こう ) で これ か ら も よろ し く -」 
1 
。 | リタ 「 で も 、 ネコ か …… 率 。 ネ コネ コ 」 

リタ 「 に ゃ ん で も 」 

ユー リ 「 は ?]1 

リタ 「 な 、 な ん で も な い ……」 


ー レイ ヴ ン が レベ ル 3 を クリ ア し た 場合 
_ | レイ ヴ ン 「 ひ 一 。 結構 大 変 ね ] 
] 店 員 「 ご 苦労 様 。 と て も 助かっ た わ 」 


ユン リ 「 ふ ざけ て いる 暇 も 女の子 に 声 掛け る 暇 も な か っ た し な 」 


レイ ヴ ン 「 ほ ん と 疲れ た わ よ 」 


店 員 「 う ん うん 、 あり が と ね 。 せ っ か くだ か ら 新 し い 制 服 


あげ る わ 」 
レイ ヴ ン 「 え ? 俺 様 に ?」 
店 員 「 そ 、 男性 従業 員 用 の 制服 に し よう と 思っ て ね 。 あ 


る 意味 試作 品 に 近い けど ]」 


レイ ヴ ン 「 い や いや 、 いい の よー。 女の子 か ら の プレ ゼン ト 
レイ ヴ ン が 店 の 制服 に 着替え て 登場 。 喜ぶ レイ ヴ ン 。 

レイ ヴ ン 「 お うお うい いじ ゃ な い 一 洪 」 

店 員 「 ほ ん と ピッ タリ だ わ 。 髪型 に も マッ チ し て る し お 似合い ね ] 
レイ ヴ ン 「 な ん だ ろう 、 愛 っ て 言う の か な 。 俺 様 に 対す る キミ 


レイ ヴ ン 「 そ りゃ も う ビ ッ シ ビ シ と ! この 手作り の 制服 最高 !」 


oe リ 「 愛 情 を た っ ぷり 感じ た っ て 伝え て お いて くれ っ て さ 」 


ジュ ディ ス が レベ ル 3 を クリ アレ し た 場合 
店 員 「 な ん か 大 人 の 接客 っ て 雰囲気 で 余裕 すら 感じ た わ 」 
ジュ ディ スズ 「 そ うか し ら ? 私 は 普段 通り に し て た だ け だ けど 」 
ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は ずっ と 落ち 着い て いる か ら な 」 

店 員 「 あ な た いい わ ー。 本 当 に いい わ ー。 一 緒 に 働か な い ?」 
ジュ ディ スズ 「 速 慮 する わ 。 私 に は や ら な けれ ば いけ な い 事 が あ 
店 員 「 意 外 に お 堅い の ね …… ま 、 そう 言わ れる と 思っ た 
けど 。 で も 、 また お 手伝い に 来 て くれ る っ て 事 だ か 


ら あ な た 専用 の 制服 を あげ る 」 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 あり が と う 。 せ っ か くだ か ら 着 て みる わ ね 」 


ジュ ディ ス が 店 の 制服 に 着替え て 登場 。 


ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は 何 を 着 て も 様 に な る な 」 

店 員 「 素 敵 ね る 。 ス タイ ル が いい か ら 素 晴らし さ が よ り 
ジュ ディ ス 「 ち ょ っ と 胸 が キツ イ け れ ど 」 

店 員 「 私 の 想像 を 上 回 る スタ イル だ っ た の ね 。 ち ょ っ と 


羨まし い …… 


誰か が レベ ル 3 を クリ ア し た あと 店 員 に 話し か けた 場合 
店 員 「 ま た 、 来 て くれ た わ ね 。 お 手伝い お 願い で きる ?」 
その と き 、 遠く か ら 一行 に 声 が か けら れる 。 

遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) の ギル ド 員 らし き 女 性 が 歩い て くる 。 
店 員 「 あ ら 、 ミミ じゃ な い 、。 今 、 帰っ て 来 た の ?」 

に を コ 「 そ う よ 。 こ れ で また 時 間 が 空く か ら お 手伝い し に 
リタ 「 そ ん な 猛烈 に 怒ら れる ほど あたし た ち だ っ て 進ん 


「 い や よ ! 白黒 ハッ キリ つけ まし ょ !」 
店 員 「 ま っ た く 言 い 始 め た ら 聞 か な い 子 ね 」 


が 勝負 よ 。 そ っ ち は 制 服 着 な さい よ !」 
ミミ と 接客 勝負 を する こと に な っ た 一 行 。 


全員 が レベ ル 3 を クリ ア し た 場合 


リタ 「 ま っ た く 女 の 子 に は 甘い わ ね 」 
カロ ル 「 こ れ で 、 ドン も 喜ん で くれ て る か な ぁ 」 
エス テル 「 も ちろ ん で す よ 。 みん な が お 手伝い し て いる ん で すか ら 」 


店 員 「 ど っ か で に や に や し な が ら 見 て いる わ よ 」 


カロ ル 「 結 局 ユ ー リ は 一 度 も お 手伝い し な か っ た ね 」 
と 「 し ゃ あ ね ぇ だ ろ 。 オレ に は 向い て ね ぇ も ん 」」 


エス テル [見 て みた いで す 。 ユー リ の 接 審 全 ……」 

店 員 「 残 念 。 人 気 出 そ う な の に 。「 頑 固 ウ ェ イ ター」 の い 
る 店 な 一 ん て 言っ て 」 

店 員 の 言葉 に 乗り 、 リタ 、 レ イヴ ン 、 ジュ ディ ス が 頑固 ウェ イタ ー・ 

ユー リ を 想像 し て モノ マネ を する 。 


リタ 「 な ん に すん だ よ ?」 
レイ ヴ ン 「 そ ん な メニ ュー 頼む な !」 
リタ 「 お まえ は これ を 喰え 」 


ジュ ディ ス  「 金 は いら ね ぇ 、 早く 帰れ 」 
沈黙 する ユー リ を よそ に 盛り 上 が る 一 同 。 
カロ ル 「 結 構 繁盛 し そつ だ ね 」 


ーー リ 「 オ レ 、 そん な か ?」 
エス テル 「 案 外 」 


ユ うっ 520 。 これ か ら も 、 お まえ た ち が 頑 張っ つて 手 


ノー ド ポ リカ の 道ばた で 、 備 兵 と 商人 が 口論 し て いる 。 

偽 兵 「 ま っ た くわ か っ て ね ー な 、 貴様 ( き さ ま ) !」 

商人 「 な ん だ と ! 騎士 貞 れ の バカ 剣士 が !」 

備 兵 「 ち っ ! 言い や が っ た な …… 四 

ユー リ 「 相 変わ ら ず だ ね 、 この 街 も …… 」 

??2 | 子 こ と ま ぞ 」 

ら 人 を 制止 する 声 を 発し な が ら 、 部 下 を 連れ た ナッ ツ が や っ て くる 。 

チ ナッツ 学 の ケン カカ そま で に し て も ら お う 」 

備 兵 「 な ん だ 、 貴様 ( き さ ま )…… 四 

ナッ ツ 「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 、 統領 (ドゥ ー チ ェ ) 代 
理 の ナッ ツ だ 。 何 が 原因 か は 知ら な い が 、 そい つ は 
我々 の 方 に 預 か ひら せ て も ら お う 」 

備 兵 「 預 か る だ ?」 

ナッ ツ 「 こ ん な 往来 で 剣 を や り 合っ て も 意味 な か ろう 。 相 手 


に 不満 が あめ る な ら 、 闘技 場 で 戦え ば いい 。 相 手 を や り 
込め れ ば 、 不 満 も 解消 され る し 、 名 声 も 挙がる 。 ど うだ ?」 
備 兵 「 ち っ 、 そん な めん どく さい こと 、 や っ て られ っ か よ ……」 


アッ ツ 「 そ うか 、 な ら ば ギル ド 権 限 で 、 騒乱 罪 で 拘束 させ 


て も ら う が 、 それ で いい か ?」 


備 殿 = 「 く そっ や め り ゃ いし ん だ ろ 、8W] 


商人 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 ナ ッ ツ さん 」」 


ナッ ツ 「 何 が あっ た か 知ら な い が 、 争う な ら お まえ も 同罪 


に 問わ な けれ ば いけ な く な る 。 気 を つけ て ほし い 」 


商人 「 は っ …… も 、 申し 訳 あ り ま せん ……」 
ナッ ツ 「 商 売 し っ か り が ん ば れ よ 」 


その 場 を あと に する 商人 。 ナ ッ ツ は ユー リ た ちの 姿 に 気づい て 、 


あい さ つ を する 。 

ナッ プ 「 あ あ …… あ ん た た ちか 。 そ の 節 は 色々 と 世話 を か けた な ] 
ユー リ 「 ベ リウ ス 亡 き 後 、 色々 大 変 み た い だ な 」 

ナッ ツメ 「 ベ リウ ス 様 の 事 は 残念 だ が …… い ずれ に せよ 、 い 


つま で も ベリ ウス 様 に 依存 し 続け る 訳 に も ちい か な 
か っ た ん だ 。 こ こ は 人 の 住ま う 街 だ がら な 。 我 々 が し っ 
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まあ 、 どう な る こと や ら な ]」 


ュー ジリ 「 も う 街 の ひ 人 は あん た を 選ん で る 。 そ ん な 気 は する けど な ] 


その と き 、 遠く で 誰か が 暴れ て いる 声 が 聞こ える 。 
男性 「 う お ら ぁ 、 邪魔 だ 、 どけ どけ どけ !|」 
ナッ ツ 「 yk どい つも こい つも 2 」 


ナッ ツ が 部 下 に 合図 し て 先 に 行か せる 。 自身 も その あと を 追 お うと 


し て 足 を 止め 、 ユ ー リ た ち に 言葉 を か ける 。 


チ ナッツ 「 よ けれ ば 、 また 立ち 寄っ て くれ 。 次 は 茶 の 用 意 で 

も し て 待っ て いよ う 」 
ユー リ 「 あ あ eee 3 
騒ぎ の 場 に 急行 する ナッ ツ 。 
カロ ル | 天変 だ 」」 3 
ae 「 あ あ 、 一 筋 縄 で は いか な い 連 中 ば か り だ し な ]」 3 
ジュ ティ ズ 「 が ん ば っ て ほし いわ ね 」 


それ か ら 一 行 は 、 闘技 場 受 付 の 奥 に いる ナッ ツ を 訪ね た 。 


ユー リ 「 よ う 、 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) も 少し は 落ち 着 
いた みた い だ な 」 

ナッ ツ 「 あ ん た た ちの 顔 を 見 る と ベリ ウス 様 の こと を 思い 
出し て し まう な 」 


oe [そり ゃ に 藤 か つた …-・ 


ユー リ た ち に 背 を 向け 、 語 


ナッ ツ 「 一 人 旅 を し て いた 私 は ある 新 月 の 夜 に あの 方 と 出 


会 っ た ん だ 。 血 が 騒い だ よ 。 見 た こと も な いび 魔物 だ っ 
た 。 倒 せ ば 名 が あがる と 思っ た 」 


ナッ ツ 「 腕 に 自信 が あっ た か ら な 。 と ころ が 見 事 に 返り 


ち だ 。 気づい た ら 闘 技 場 の ベッ ド の 上 で 寝 て いた よ 」 
ユー リ 「 ベ リウ ス と や りあ っ て 生き て る だ け で も 大 し た も ん だ 」 
チ ナッツ 「 い や 、 太刀 打ち で きる 相手 で は な か っ た 」 
ユー リ 「 生 か され た っ て 事 か 」 
ナッ ツ は うな ずく 。 
ナッ ツ 「 助 けた 理由 を 尋ね た ら 、 あの 方 は こう いっ た 。 短 


い 命 を さら に 短く する 必要 は な い 」 


ユー リ 「 …… 長 く 生 き て きた 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) 
な ら で は の 台詞 だ な 」 

ナッ 2 「 色 ん な 人 の 生き 死に を 見 て きた ん だ ろう な 。 友 が 
で き て も 、 部 下 が で き て も 、 必ず 先 に 死ん で いく 。 
想像 も 出来 な い ほ どの 孤独 だ ろう 。 だ が 、 命 を 落と 
す 事 で よう や く あ の 方 は その 孤独 か ら 、 解放 され た 
ん だ 。 だ か ら 、 これ で 良かっ た と も 思え る よ 」 

ユー リ 「 そ っ か 」 

思い 出 話 を 終え て 、 振り 返る ナッ ツ 。 

チ ナッツ 「 悪 いな 。 長 話 に つき 合わ せ た 」 


フレ ン が いな いり 場合 


ユーリ 「 構 わ ね ぇ よ 。 ベ リウ ス の 事 、 少 し わか っ た 気 が す る し な 」 
フレ ン が いる 場合 

フ プレン 「-……: い え 。 貴重 な お 話 を あり が と う ご ざ いま す 」 
ユー リ 「 あ あ 、 ベリ ウス の 事 、 少し わか っ た 気 が す る し な 」 


記紀 ザ ・ 無 尽 斬 り ノ 受付 ぁ 次 岬 P.415 


ノー ド ポ リカ の 閣 技 場 で 、 受 付 嬢 が 大 会 へ の 参加 を 呼び か け て いる 。 


受付 嬢 「 よ っ て っ て 一 見 て っ て 一 や っ て っ て 一 ゆ 
『「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ )』 名 物 、 真 の 戦士 を 
決め る 「 ザ ・ 無 尽 斬り 」 参 加 者 、 大 募集 中 で 一 す ヵ 」 

レイ ヴ ン 「 お 一 、 「 ザ ・ 無 尽 斬 り 』 と うと う 再 開 し た の か 一 」 

ユー リ 「 な ん な ん だ ? お っ さん 」」 

レイ ヴ ン 「 闘 技 場 を 利用 し た イベ ント さ 。 と に がく 1 人 で 何人 


も 倒し て いく っ て わけ 。 勝ち 抜く に は 相当 の 根性 と 
気合 が 必要 っ て 話 だ 」 

ユー リ 「 へ ぇ え …… ベ リウ ス が いな く な っ て どう な っ ちまう か 
と 思っ た けど 結構 が ん ば っ て ん だ な ……」 

ジュ ディ ス  「 参 加 し て みる ?」 


エス テル 「 そ う で すね 。 ノ ー ド ポリ カ 再 建 の 手助け に な る か も 
し れ ま せん し 」 

カロ ル 「 え っ と …… だ 、 誰 が 参加 する の か な ぁ ー? ボク じゃ 
な いよ ね ?」 

ユー リ 「 ま だ 参加 する と は 言っ て こない だ ろ 。 と りあ え ず 話し 
聞く だ け 聞 いて みよ う ぜ 」 


あら た め て 受付 嬢 に 話し か ける 一 行 。 

受付 嬢 まつ て っ て の 見 で つう つて) 必 っ て っ て か) 一 瞳 当 
干 ! 四面 半 歌 ! 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 名 
物 ザ ・ 無 尽 斬 り ! 参加 者 受付 中 で 一 す や り ま 
すか が か? や られ ます か ?」 


「 説 明 を 聞く 」 を 選ん だ 場合 
受付 嬢 「 階 級 を 決め て 一 、 挑戦 する 人 を 1 人 決め て 一 、 後 
は お 金 を 払う だ け 一 ! 簡単 に 参加 で きま ー す か) 

挑戦 者 は 次 々 と 現れ る 猛者 ども を バッ サバ ッ サ と 斬 
り た お し て いっ て くだ さ ー い 。 猛 者 は ドン ドン 現れ 
ます よー。 参 加 す る 階級 に よっ て 出 て くる 猛者 の 数 


や 種類 が 変わ や り ま すか ら ね ー。 そ れ で 一 、 いつ まで 


も だ ら だ ら 戦 われ て も 迷惑 な の で 制限 時 間 が つい 
最後 の 猛者 まで 倒す と 優勝 と な り ま ー す 。 優勝 者 に 
は 豪華 商品 が 出 ま す が 途 中 で や られ て も 何 も 出 ま 
せ 一 ん 。 も ちろ ん お 金 も 返 し ませ 一 ん ! で も 回 復 
だ け は ちゃ ん と し て 帰し て あげ ます か ら ね ー。 と に 
変更 は 可能 で 一 す 。 が 、 今 お 持ち の アイ テム は 一 
旦 こ ちら で 預かり ま ー す 。 闘技 場 で は こち ら か ら 支 
給 し た アイ テム を 使用 し て くだ さ ー い 。 あ 、 それ と 
猛者 か ら ア イ テ ム を 盗ん で 使う の は アリ で す が 、 戦 
闘 終了 後 は 残っ た アイ テム と 、 お 預かり し た アイ テ 
ム を 全部 交換 させ て いた だ きま す よ ー」 


「 ザ ・30 人 斬り (3000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 
受付 嬢 「 お ? 参加 し ます 一 ? ザ ・30 人 斬り で すね ー ? 


その 階級 は お 手 ご つ で す よ ー。 ザコ ば っ か で すか ら 一 弄 
誰が 参加 し ます か ー ?] 


参加 者 を 選ん だ 場合 
受付 娠 ” 「OO( 参 加 者 名 ) さ ん が 参加 で よい で すか 一 ?」 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 


受付 嬢 「 じ ゃ あ 、 が ん ば っ ちゃ っ て くだ さぁ ー い 文 」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 参加 者 選択 に 戻る 


ザ ・30 人 斬り クリ ア 前 に 「 ザ ・50 人 斬り (5000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 


受付 嬢 「 え えっ と 、 初心者 は ぁ あー まず 「 ザ ・30 人 斬り 」 を ク 


リア し て くだ さ ー い 。 て ゆー か 、 て め ぇ の 身の程 を 


わき まえ て くだ さい 」」 


ザ ・30 人 斬り クリ ア 後 に 「 ザ ・50 人 斬り (5000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 


参加 者 を 選ん だ 場合 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 

受付 嬢 「 じ ゃ あ 、 が ん ば っ ちゃ っ て くだ さぁ ー い 区 」 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 参加 者 選択 に 戻る 


ザ ・50 人 斬り クリ ア 前 に 「 ザ ・80 人 斬り (8000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 


ザ ・50 人 斬り クリ ア 後 に 「 ザ ・80 人 斬り (8000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 
受付 嬢 「 お ? 参加 し ます 一 ? ザ ・80 人 斬り で すね ー ? 
と うと うそ こい っ ちゃ いま すか …… い いえ 、 止め ま 


せん 。 儲 か り ま すか ら 一 。 誰が 参加 し ます か ー ?」 


参加 者 を 選ん だ 場合 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 

受付 媒 ” 「 じ ゃ あ 、 が ん ば っ ちゃ っ て くだ さぁ ー い 友 」 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 参加 者 選択 に 戻る 


参加 条件 を 満た さ ず に 「 ザ ・100 人 斬り (10000 ガ ルド )」 を 選 
ん だ 場合 
受付 嬢 


「 あ ーー ご めん な さ ー い まだ そこ は 準備 中 な ん で す 。 


「 ザ ・100 人 斬り 』 と か 言っ て る くせ に 、 まだ 100 
人 集まっ て な いん で す よ ー。 こ っ ち も い ろ い 2 ろ 大 変 
な ん で す よ ー。 そ の 内 オー プン し ます か ら そ し た ら 


挑戦 し こく だ さい ね ー」 


参加 条件 を 満た し て 「 ザ ・100 人 斬り (10000 ガ ルド ) 」 を 選ん だ 場合 
受付 娠 「 お ? 参加 し ます 一 ? ザ ・100 人 斬り で すね ー ? 
話 で す よ ね ? 最近 、 や っ と 100 人 揃っ た ん で す 

けど な か な か が 挑戦 者 が いな く て 困っ て た ん で す 一 。 

ー…… ー 番 儲かる の に 一 ……。 誰が 参加 し ます か ーー ?] 

参加 者 を 選ん だ 場合 

受付 嬢  「 〇 〇 (参加 者 名 ) さ ん が 参加 で よい で すか 一 ?」 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 

受付 媒 「 じ ゃ あ 、 が ん ば っ ちゃ っ て くだ さぁ ー い 文 」 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 参加 者 選択 に 戻る 


「 幻 の ザ ・200 人 斬り (20000 ガ ルド ) 」 を 選ん だ 場合 


た いも の で す 。 誰が 参加 し ます か ?」 


「 〇 〇 (参加 者 名 ) さ ん が 参加 で よい で すか ー ?」 


「 じ ゃ あ 、 が ん ば っ ちゃ っ て くだ さぁ ー い 」 


「 そ う で す よ ね ? 誰 だ っ て 命 は 惜しい も の で す 」 


各階 級 を 選び 、 参 加 費 が 不足 し て いる 場合 ーー 
「 ち ょ 、 お 金 が 足り な いな ん て 信じ られ ませ 一 ん 。 


「 ラ ン キ ング に は 、 30 人 斬り に 挑戦 し た 世界 の 猛 
た ち が 名 を 連ね て いま す 。 も ちろ ん 、 あな た も 30 人 
斬り に 参加 し て いれ ば 、 自動 的 に 名 前 が 載り ます より 
それ ぞ れ 挑戦 し た 人 ご と に 記録 され て いき ます の で 、 
お 仲間 内 で 競う の も アリ で すね 。 また 、 記 憶 術 式 (セー 
ブ ポ イン ト ) で 旅 を 記録 する と あな た の 他 の 戦績 も い 
くつ か ラン キン グ に 登録 させ て 頂き ます 。 ど うい う 仕 
組み か っ て ? それ は 聞き っ こなし な し か 」 


「 参 加 し な い 」 を 選ん だ 、 また は 参加 者 選択 で 「 や め る 」 を 選ん だ 場合 
受付 嬢 「 そ う で すか 一 …… と ん だ チキ ン 野 郎 で すね 一 。 ま 


_ た の 参加 待つ っ て ます ね ー 」 


参加 登録 し た あと 、 受付 嬢 に 再度 話し か けた 、 また は 闘技 場 を 出 
よう と し た 場合 
受付 嬢 「 あ らら 一 ? 棄権 な さる ん で すか ぁ ? お 金 は 戻っ 


て きま せん けど 」 


受付 嬢 [まい ど あ …… じ ゃ な く て 、 また どう ぞ ー」 
受付 娠 「 で す よ ね ー」 


参加 登録 し た あと 、 奥 の 扉 の 前 に 立つ 戦士 に 話し か けた 場合 
戦士 [いく の か ? 装備 や 武 能 ( ス キル ) に ぬか り は な いな ?」 


戦士 「 い っ て こい 


「 は い 」 を 選び 、 参加 する 階級 が ザ ・50 人 斬り の 場合 
戦士 「 御 武運 を 」 

「 は い 」 を 選び 、 参加 する 階級 が ザ ・B0 人 斬り の 場合 。 
戦士 「 お 前 の 力 を 見 せ て や れ 」 

「 は い 」 を 選び 、 参加 する 階級 が ザ ・100 人 斬り の 場合 。 
戦士 「 死 ぬ な よ ……」 

「 は い 」 を 選び 、 参加 する 階級 が 幻 の ザ ・200 人 斬り の 場合 。 
戦士 「 死 力 を 尽く せ 」 
ンー ャ ーー 
戦士 [準備 が で きた ら 話し か けろ 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
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ザ ・ 無 尽 斬 り に 参加 し た 一 行 。 


「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 名 物 ザ ・30 人 斬り !|! 
この 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) で は 最も 安全 な 階 
級 …… し か し ! 次 々 現れ る 戦士 は いずれ も 屈強 な 
猛者 ば か り ! 果たし て 今日 の 挑戦 者 は どこ まで 倒 
せる の か ーー !?」 


アナ ウン ス 


ア チ ワ ンス 


ナナ ウン ス 


プッ ソン ンス 


オン 


プ ナ ウン ス 


ナナ ワウ ワン シス 


アメ アン ス 


ナメ ナ ワンス 


「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 名 物 ザ ・50 人 斬り ! 
100 人 斬り の ちょ うど 半分 ! し か し これ を 制す る 
に は 半人前 じゃ 及ば な い !! 斬れ ども 斬れ ども 出 
て くる 猛者 を どこ まで 倒せ る の か ! 今日 も 見 逃す 
な ーーー 


「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 名物 ザ ・80 人 斬り ! 
そろ そろ 死人 も 出る 階級 !! 挑戦 する 証 は 勇気 か 、 
それ と も 無謀 か !! 斬っ て 斬っ て 斬り まく れ ! 80 
と いう 数 は きっ と お 前 の 想像 以上 だ ぜ !」 


「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 、 真 の 名 物 ザ ・100 
人 斬り !! や っ と 言え た よ 100 人 斬り !! これ に 挑 
まず 、 何 に 挑む !? 今 ま で の 階級 は 全て 前 座 だ ! 
伝説 の 100 人 斬り ! 見 せ て くれ よ !!] 


「 何 と 言う こと で し ょ うか …… こ の よう な 階級 が 存 
在 し て いい も の か ……!? 100 人 斬り の 更に 倍 ! 
「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ )」』 幻 の 名 物 ザ ・200 
人 斬り !! こん な 物 、 誰が 考え た の か …… ん あう 
と そい つ は 宇宙 一 の 戦闘 バ 力 に ち げ ぇ え ねぇ え ……。 し 
か し オレ は 尊敬 する ! そん な バカ を 尊敬 する ! そ 
し て で - い の | こん な 物 に 挑む バカ も 涙 が 出る くら い 
尊 倍 する ぜ !] 

[さぁ ーーーー!「 今日 の 獲物 が 出 て きだ ぞ こ て] リ 」 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は ギル ド 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) が 誇る な ん と 元 賞 金 畠 の 切り 込み 隊長 ! 
〇 〇 (称号 の 名 称 ) ユ ー リ だ ぁ ーーー !」 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は あら くれ ども に も 負け な い 、 な 
ん だ か 高中 な 花 ! 旅 する ご 令嬢 ! 〇 〇 (称号 の 名 
称 ) エ ステ リー ゼ だ ぁ ーーー !」 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は ギル ド 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) の 一 員 に し て 帝都 ザー フィ アス の 動物 た 
ちの ボス ! 〇 〇 (称号 の 名 称 ) ラ ビー ド だ ぁ ーー 一 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は 新進 気鋭 の ギル ド 凛 々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) そ の 若き 首領 ( ポ ボス)! 〇 O 〇 ( 称 
号 の 名 称 ) カ ロ ル だ ぁ ーーー !] 


[勇敢 な る 挑戦 者 は 帝国 魔 導 研 究 所 も 恐れ る 天才 
魔 導 士 | 〇 〇 (称号 の 名 称 ) リ タ だ ぁ ーーー 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は あの 名 門 ギ ルド 、 天 を 射る 矢 
(アル トス ク ) が 1 人 ! 〇 O 〇 (称号 の 名 称 ) レ イヴ ン 
5 人 ーー 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 
リア ) が 誇る オト コ 殺 し の クー ルビ ュー ティ ー! 〇 〇 
(称号 の 名 称 ) ジ ュ デ ィ ス だ ぁ ぉ ーー 一 !」 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は ここ の 特別 大 会 に て 優勝 経験 も 
持つ 若き イケ メン 騎士 ! 〇 〇 (称号 の 名 称 ) フ レン 
だ あーーーー 


「 勇 敢 な る 挑戦 者 は 世界 を 股 に か ける 謎 の トレ ジャ ー 
ハン ター!? 〇 〇 (称号 の 名 称 ) パ ティ だ ぁ ぉ ーー 一 」 


参加 者 が 意気 込み を 口 に する 。 


ユー リ 
エス テル 
ニー ピ ニー ビ ピ 


さて …… 暴れ る か 」 
「 が ん ば り ま す !」 
「 バ ゥ バウ 1 


プーマ 2 ヽ ユキ 


民 層 


2 カロル [eeoceantU oh 


リタ ーー 「 う っ さい わ ね ー……」 

レイ ヴ ン 「 こ の クラ ス な ら 何 と か な る …… か ?] 
ジュ ディ ス  「 あ ら 。 も っ と 居 て も 大 丈夫 な の に 
フレ リー 「 油 断 は し な い 」 1 
パティ 「 陸 で も 大 暴れ し て や る の じゃ !」 

ザ ・50 人 斬り の 場合 の 参加 者 の 発言 

ユー リ 「 お し !」 ー 

エス テル 「 ま 、 負け られ ま せん …… 

ラビ ピー ド 「 バ ゥ バウ バ ゥ 」 

カロ ル 「 や 、 や れる か な …… ?」 


リタ 「 相 変わ ら ず うっ さい わ ね ー……」 


レイ ヴ ン 「 や る し か な いか ……」 
ジュ ディ ス  「 さ ぁ 、 い くわ よ 」 
フレ ン 「 全 力 で いく よ 


バテ ィ 「 南 国 の 海水 より も ぬる い の じ ゃ 」 


ザ ・80 人 斬り の 場合 の 参加 者 の 発言 


ユー リー 「 う ぉ お お お お | 


エス デル | い 、 行 きま す 日 

ラビ ピー ド 1 ウォ ーー ニー ンー ン 日 

カロ ル 「 こ 、 こ 、 こわ く な い …… こ わく な い !」 
リタ 「 ち ょ っ と 気合 いれ な いと まず そう ね ……-」 
レイ ヴ ン 「 ん 一 …… で きれ ば パス し た いわ 」 

ジュ ディ ス 「, ふ ぷぷ 。 ドキ ドキ する わ 」 

フレ ン 「 こ の 山 、 越え て みせ る !」 


バテ ィ 「 大 漁 大 漁 、 じゃ !」 
サ ・100 人 斬り の 場合 の 参加 者 の 発言 
「 う っ し ゃ ああ ああ !」 


エス テル 「 大 丈夫 …… や れ ま す !」 

ラビ ピー ド 「 グ ルル ルル !」 

カロ ル 「 で 、 伝説 の 100 人 斬り …… 出 来 た ら 英雄 -…… か な ?] 

リタ 「 伝 説 の 100 人 斬り …… ふ ー ん 、 ち ょ っ と お も し ろ そ う ね 」 

レイ ヴ ン 「 こ ん な の お っ さん の 役目 じゃ ね ぇ けど …… や る だ け 、 
や っ て みる わ 」 

ジュ ディ ス 「100 人 、 ね 。 点 点 尺 。 いつでも 良い わ 」 

ツレ ン 「100 人 だ ろう と 僕 の 全力 を 尽く す の み ]」 

バテ ィ 「 う ち も 伝 説 に 名 を 連ね る の じゃ !」 


幻 の ザ ・200 人 斬り の 場合 の 参加 者 の 発言 
「 こ うな っ た ら 、 や れる と こま で や っ て や る ぜ |!|」 
エス テル 「…… 玉 砕 覚悟 で す !」 


ラビ ピー ド 「 ガ ルル ル …… バ ウッ バウ バウ ッ ロ 」 
カロ ル 「 わ 、 わ わ わ わ …… に 、 200 人 …… ? めちゃ くち ゃ 
だ よ …… ] 

リタ 「 馬 鹿 み た いな 数 ね …… 多 けれ ば いい っ て も ん じゃ 
] な いわ 

レイ ヴ ン 「 は ぁ … マジ で 導 り て ぇ 1 

ジュ ディ ス  「 さ ぁ 、 どう な る か し ら 」 

が 「 己 の 限界 に 挑戦 し こみ よう 。 いざ 

バテ ディ 「 集 めも 集め た り じ ゃ の 。 華々 し く 散 ら せ て や る の じゃ 


いよ いよ 大 会 開始 を 告げ る アナ ウン ス が 流れ る 。 

ザ ・30 人 斬り の 場合 

アナ ウン ス  「 さ ぁ 、 始ま る ぜ !! て め ぇ ら 、 眼 え ひん お いて よく 
見 て ろ !」 

ザ ・50 人 斬り の 場合 

アナ ウン メス 

ザ ・80 人 斬り の 場合 

アナ ウン ス  「 覚 悟 を 決め ろ ! 死ん だ ら ゴ メン ね !」 

ザ ・100 人 斬り の 場合 

アナ ウン ス  「 さ ぁ 、 俺 達 に 夢 を 見 せ て くれ !」 

幻 の ザ ・200 人 斬り の 場合 

アナ ウン ス  「 親 愛 な る キミ よ ! 骨 は 拾っ て や る ぞ ……! 

アナ ウン ス  「 レ ディ ー…… フ ァ イ !」 


ザ ・30 人 斬り に 勝利 し た 場合 
デメ ウン スズ | コシ グラ チ ユ レイ ショ ー ン ! や ヤー、 すごかっ た すご 


ザ ・50 人 斬り に 勝利 し た 場合 


アナ ウン ス  「 コ ング ラチ ュ レ イシ ョ ー ン ! 斬る に 斬っ た り D50 人 !! 
〇 〇 (参加 者 名 ) 選 手 に は 豪華 商品 を プレ ゼン ト ! 


し か し 、 や っ と こさ ら 合 目 ! 次 な る 挑戦 、 お 前 な ら 
きっ と する は ず だ ! 待っ て る ぜ ! アデ ィ オ ー ス !」 


ザ ・80 人 斬り に 勝利 し た 場合 
| アナ ウン ス  「 コ ング ラチ ュ レ イシ ョ ー ン ! な ん と な ん と ! この 階級 
華 商品 を プレ ゼン ト ! つい に 来 た ぜ 、8 合 目 ! 伝説 の 
100 人 斬り が 出来 る の は お 前 し か いね ぇ !! 俺 た ち に 
夢 を 見 させ て くれ ! ファ イナ ルト ライ ! 待っ て る ぜ !」 


ザ ・100 人 斬り に 勝利 し た 場合 
アナ ウン ス [コン グラ チュ レイ ショ ー ン ! 今 ! ここ に ! 伝説 
〇 O 〇 (参加 者 名 ) 選 手 に は 豪華 商品 を プレ ゼン ト ! 

つい に 手 に 入れ た 10 合 目 ! も うお 前 に 敵 は いな 


い !! 突き 進め 〇 〇 (参加 者 名 )!!」 


幻 の ザ ・200 人 斬り に 勝利 し た 場合 
参加 者 の 発言 


ラ ピ ー ド | ワン. ワ ォ ー ン 1 
カロ ル [ わ ー! ボ 、 ポ ク 、 や っ た よ 1」 

リタ 「 ま 、 こ ん な と こね 。 ちょ っ と 本 気 に な つっ ちゃ っ た か な 」 
レイ ヴ ン | 
ジュ ディ ス 


フレ ン 「 い い 修 行 に な り ま し た 。 あり が と う ご ざ いま す 」 
パテ ィ 「 口 ほど に も な い の 。 まだ まだ お か わり も いけ る の じゃ 


| コ に 包 、 コン グラ チュ レイ ジョーン な 、 な 、 な ん 
と いう こと で し ょ う ……。 今 、 我々 は 間違い な く 歴 史 
の 目撃 者 に な り ま し た 。 こん な あり えな い 階 級 を 設 
ける こと 自体 アリ エナ イ !! な の に 、 歯 を 食い し ば っ 
て まで し て キミ は 何故 行く ! そん な キミ こそ 歴史 に 
名 を 刻む に ぬ ふさわしい! その 名 は 〇 〇 (参加 者 名 )! 


〇 O 〇 (参加 者 名 ) 選 手 に 大 き な 拍手 を ーーーー |」 


敗北 し た 場合 
アナ ウン ス 


アナ ウン ス 


「 あ ーーー 一 残 訪 ! 〇 〇 (参加 者 名 ) 選 手 、 惜 し く 
も ここ で 倒れ る ! し か し 戦 つ キミ は 美しかっ た ! 


また の 挑戦 を 我ら は 待っ て る ぞ ー!」 


時 間切 れ に な っ た 場合 

アナ ウン ス  「 あ ー っ と ここ で 、 ここ で 無 訪 の 時 間切 れ 一 ! 
し い 、 まこ と に 惜しい ! 泣く な か れ 君 よ ! また 次 
の 挑戦 を 待っ て いる ぞ !」 


一 行 は マン タイ ク の 宿屋 の 裏 に いる うし に ん を ふた た び 訪 ね る 。 


うし に ん 「 ち わ ー す ! ポ ク 、 う し に ん 。 略し て 『 う に ん 」、 よ 
ろ す く 。 キ ミ た ち 、 また 来 た ね お え 。 ボ ク ち ん が 恋し く 
な っ た ん で し ょ ?」 

レイ ヴ ン 「 恋 し て る っ つ 一 か 何 し て る の か な ぁ と 思っ て さ 」 

うし に ん 「 な 一 ん だ 。 や っ ぱ 、 気 に な っ て ん じゃ ん 」 

カロ ル 「 そ も そ も そ ん な 格好 (か っ こう ) し て て 暑く な い の ?」 


うし に ん 「 暑 い ? 暑い っ て な ん で ?」 

リタ [それ 、 着 ぐる み で し ょ ? 見 て いる こっ ち が 暑 く な っ て くる わ よ ] 
うし に ん が 上 を 向い て 考え 込む 。 

うし に ん 「 う ん ボク 何 に も 着 て な いけ ど ?」 

カロ ル 「 何 が 、 な ん だ か ……」 

うし に ん 「 細 か い 事 は 、 気 に し な いっ 。 さ て さて 、 本 日 の メ 


ニュ ンー は ダ カ ダ カ ダ カ ダ カ ー ヽ ダン! 
『「 ト ライ デン ト 」 で ご ざい ます -…-」 
唐突 に アイ テム 名 を 告げ られ て 返答 に 困る 一 行 。 
ユー リ 「 ご ざい ます っ て どう し ろ っ て ん だ よ 」 
うし に ん 「 も う 、 わか っ て る くせ に 。 無駄 に フェ ロモ ン 放 出 冗 」 
レイ ヴ ン [くく く 。 フェ ロモ ン 放 出 ……」 
レイ ヴ ン を に ら み つけ る ユー リ 。 うし に ん は ジュ ディ ス に 向き 直る 。 


うし に ん 「 は い 、 ちょ ー だ い 漠 」 
ジュ ディ ス  「 も し か し て また 物 々 交換 な の か し ら ] 
うし に ん 「 そ 一 だ ね 、 ぽい ん 姉ちゃん 。 だ か ら 、 は い 」 


「 は い 」 を 選び 、 ト ライ デン ト を 持っ て いる 場合 
ジュ ディ ス は トラ イデ ント を うし に ん に 渡す 。 
うし に ん  「 さ ん くす 、 さ ん くす 。 ガ チャ ガチ ャ ゴロ ゴロ ガチ ャ 
コロ ゴロ 。 ご っ て わく わく ー」 

前 回 同様 、 う し に ん が 穴 に 向かっ て 呪文 を 唱え る と 、 あり じ ご くに 
うし に ん 。 「 ほ - い ] 

あり じ ご くに ん 「 こ りゃ また あん が ちょ 。 う ひ ひひ O」 
トラ イデ ント を 受け 取り 、 穴 に 消え る あり じ ご くに ん 。 


うし に ん 「 そ うだ ね ぇ 。 何 に し よう か ね ぇ 。」 

凡 EUCER 2 
そう 言っ て うし に ん が ユー リ に 渡し た の は 、 ライ ス 、 ポテ ト 、 タマ ネ 
うし に ん 「 暑 い 場 所 で の 『 カ レー」 は 最高 だ よね 清 」 

と 、 うし に ん は 言う が 、 カ レー を 作る に は 肉 が 足り な い 。 う し に ん 


に 視線 を 送っ て 黙 り 込 む 一 行 。 


「 は い 」 を 選び 、 ト ライ デン ト を 持っ て いな い 場 合 


うし に ん 「 う そつ く な よ 。 ぼ け ぇ ー」 


「 い いえ 」 を 選ん だ た 場合 
うし に ん 「 器 が 小 つ さい ね 清 気 が 変わ つた ら ま た 来 て ちょ 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
「 あ ら あ ら 、 ま た 来 た で すか 。 「 ト ライ デン ト 」 く れる 気 に な っ た ?] 


マン タイ ク で 、1 組 の 男女 か ら 賞 金 首 の 噂 を 有 耳 に する 。 


男性 「 人 さら い の 賞 金 首 が この 近辺 に 潜伏 し て る っ て 噂 だ ぜ ] 
女性 「 い や だ わ 、 や っ と ひど い 執 政官 か ら 解放 され た っ 
ま て いう の に 、 また 事件 ?」 

男性 「 子 ども を 狙う らし いか ら 気 を つけ て ね えと 」 

女性 「 賞 金 を か けら れる ほど 前 科 が 多い の よね 。 怖 いわ ] 


一 方 、 湖 の そば で は 、 ら 人 の 子ども と 1 人 の 青年 が 座り 込ん で 語ら っ 
て いた 。 そ の 様子 を 見 つめ る ユー リ 。 


少女 「 う み は み ず う み より も っ と 広い の ?] 

青年 「 ず っ と 広く て 、 深い ん だ よ 。 湖 よ り 青 く て 、 き れい な ん だ ]」 
少年 「 さ か な が いる ん だ よね ? うみ っ て どこ に ある の ?」 
少女 「 こ こ か ら 遠 い の ?」 

青年 「 少 し 遠い か な 」 

少年 「 な ん だ ぁ 。 うみ 、 見 て みた か っ た の に ]」 

青年 「 大 きく な っ た ら 行 っ て ご らん 。 船 に 乗っ て 、 他 の 街 


まで …… い ろ い ろ な も の が 見 つか る か ら 」 


少女 「 う ん 1」 


その 後 、 一 行 が マン タイ ク の 宿屋 に 泊まる と 、 夜中 に ユー リ が 宿 


屋 を 抜け 出す 。 外 に いた ラビ ピー ド に 理由 を 話す ユー リ 。 


ユー リ 「 散 歩 が て ら 様 子 を 見 て みる だ け だ 。 人 さら い が 居 
る らし いし な 。 ガキ と 遊ん で た あい つ …… どこ か で ぞ 
見 た よう な ……」 

ユー リ が 湖 の 方 へ 向かう と 、 悲鳴 が 聞こ えて くる 。 

悲鳴 「…… つ ああ ぁ っ !」 


悲鳴 の し た 方 へ 走る と 、 以前 ノー ド ポ リカ で 見 た 時 す くめ の 男 が 、 
ユー リ の 目 の 前 を 横切っ て いく 。 男 が 来 た 方 か ら 、 騎士 が 声 を 張り 


上 げ な が ら 走 っ て くる 。 
騎士 「 買 様 ( き さ ま ) 、 殺 人 の 現行 犯 で 逮捕 する ! 止ま れ ! 
止ま らん か !」 


騎士 が 目 の 前 に 来 た と き 、 ユ ー リ は 黒 す くめ の 男 が ノー ド ポ リカ で 


見 せ た 技 、 義 翔 関 を 放つ 。 
ユー リ [で や っ 


技 を 受け て 倒れ る 騎士 。 ユーリ は 黒 す くめ の 男 を 追い か ける 。 男 


は 街 の 出口 で ユー リ を 待っ て いた 。 


黒 す くめ の 男 「 助 けら れ た な 。 僕 が ノー ド ポ リカ で 使っ た 技 を 再現 


する と は ね 」 


こり 「 こ の 技 使え ば 気付 く か と 思っ た ん で な 。 あ ん た 、 


昼間 湖 の そば で 子ども と 一 緒 に いた 男 だ な ?」] 


黒 ず すく め の 男 「 や は り 、 気付 いて いた か 。 同 類 と の 巡り 会 い は 運 


命 な の か も し れ な い ] 
ユー 「 お まえ ……」 


黒 ま くめ の 男 「 知 っ て いる よ ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 。 僕 と 同じ く 手 を 汚す 男 」 
ーー リ 「 そ っ ち だ け オ レ の 素性 を 知っ て ん の は 、 フ ェ ア じ ゃ な い だ ろ ] 
黒 ず すく め の 男 「 生 憎 君 と 馴れ 合う つも り は な い 。 だ が 、 今夜 の 礼 


に 一 つ だ け 質 問 に 答え よう 。 名 前 以外 で 、 な 」 


ュー リ 「 あ ん た は 何 の た め に … 自 分 の 手 を 汚し て いる 」 
黒 す くめ の 男 「 君 と 同じ 理由 で は な いと だ け 言 っ て お こう 。 僕 は 、 


僕 の 剣 の 師 を 殺し た 犯人 を 探し て いる 。 粛清 は そ 
の つい で だ ]} 
ユー リ 「 つ いで で 人 を 殺す の か 」 


黒 す くめ の 男 「 つ いで な ん だ 。 だ が 、 僕 が 在 る た め に 必要 な こと ] 


ユー リ 「 在 る た め …… 4』 


黒 ま くめ の 男 「 わ か ら な い の な ら 、 いい 。 こ の まま 知ら な い ほ う 


が いい 。 君 は まだ 、 引 寺 返せ る ]」 
ュ ユーリ 「 そ りう いう:-」 


黒 す くめ の 男 「 質 問 は ひと つと 言っ た は ず だ 。 で は 、 二度と 会 う 


会 が 訪れ ぬこ と を 願う よ 」 
黒 す くめ の 男 は 街 の 外 へ 歩い て いく 。 


1 「 オ レ だ っ て 会 いた くね え や 」 


マン タイ ク の 宿屋 に 入る と 、 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の ギル ド 
員 が 宿屋 の 主人 と 話 を し て いる 。 


ギル ド 員 「 な る ほど …… で は 首領 (ボス ) た ち は 今 朝 、 この 町 
を 出 た の だ な 」 

「 町 を 出 た か どう か は 知ら ん が 昨日 ここ に 泊まっ て た 
の が 、 多分 、 お 前 さん の 言う 首領 (ボス ) だ と 思う よ 」 
ギル ド 員 「 う む 」 


宿屋 の 主人 


ギル ド 員 が 宿屋 を 出 て いく と 、 今度 は カロ ル が 主人 に 詰め 寄る 。 


カロ ル 「 お 、 お じ さ ん 、 今 の 人 は !?」 

宿屋 の 主人 「 あ あ 、 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) っ て いう ギル ド の 
一 員 と か 言っ て た な 。 別働隊 で は ぐれ ちまっ た らし い が 」 

カロ ル 「 そ 、 それ で ナン が ここ に 泊まっ て た の !?] 

宿屋 の 主人 「 ナ ン 2?」 

ユー リ 「 落 ち 着け カロ ル 、 それ じゃ わか ん ね ぇ っ て 」 

ジュ ディ ス  「 ご 主人 、 そ の ギル ド の 人 た ち が 、 この 宿 に 泊まっ て 
いた の ね ?」 

宿屋 の 主人 「 あ あ 、 今 朝 ま で ここ に いた よ 」 

カロ ル 「 そ 、 その 中 に 茶色 い 髪 の 女の子 も いた ?]」  : 

宿屋 の 主人 「 確 か 、 い た ね 、 怪 我 ( け が ) を 負っ て いる よう だ っ た が ] 


カロ ル 
ユーリ 
レイ ヴ ン 


[ボク た ちと 戦っ た と き の 傷 だ …… ど うし よう ……」 
「 わ か ん ね ぇ だ ろ 、 あい つら 毎日 、 魔 物 と 戦っ て ん だ か ら ]」 
「 ね ぇ 、 ユー リ 君 よ 、 今日 は ここ で 一 泊 し て いか な い ? 
少年 も こん な 状態 じゃ 、 落ち 着 か な いで し ょ ?」 

リタ 「 あ ん た は た だ 休み た い だ け で し よ ょ 」 

レイ ヴ ン [ ま 、 で れ も あ ん だ けど 

ユー リ ナー た だ 、。 


ーー 


[あの 子 の と と が 6 本 1 
カロ ル は 荻 く が 、 素 画 に 和 状 する 。 


Ph こつ ーー 
_ ギル ド か ら も 見 放さ れ ち ゃ っ た ん だ 。 で も …… 
ーー 、 時 に ナン が …」] 
ス | ギル ド に 関 っ て くれ た 」 、 
ーー 「 あ …… う ん …… で も 、 ケン カ し た まま な ん だ 。 ご め 
ーー ん …… つ は 凍 々 の 明 時 (プレ イブ ヴェ スペ リア ) の 一 
、。 骨 SOGI 
ジュ ディ ス  「 い いん じゃ な いか し ら ? 大 切な 人 な ん で し ょ ?J 
H ル えど と 25LC7J 
ジュ ディ ス 「 大 切 じゃ な い 人 の 写真 な ん て 持ち 歩か な いも の ] 
SE [し - 0 … 知 っ て た の P す 
 「 あ な た が 嬉し そう に 彼女 の 写真 を 見 る 姿 を 何 度 か 
、 。 見 て いる か ら 」 
| 「 う ……… 曽 に いた 写 虹 機 ギル ド の 知り 合い に 撮っ て 
ー 「 し 撮り ね 2」 、 
5 た ONONN WW 「 ーー 
、 、 て RC の OS も)」 
ーー 「 悪 い 子 ね 。 で も 嬢 いじ ゃ な いわ 、 そう いう の 」 
。 「 え …… そ 、 そう か な …… ? また 、 会 える よね ?」 
( で 30 し 57| 
ーー 「 う うん 、 絶対 また 会 …… 会 っ て ちゃ ん と 和 衣 


CC 


_ エフ ミド の 丘 の 墓石 の 前 で 、 座っ て いる デュ ー ク を 見 か ける 一 行 。 
デュ ー ク は 墓参 り の 最 中 だ っ た よう だ 。 

デュ ー ク 「 お まえ た ち は ……」 

ユー リ 「 誰 の 墓 ま いり だ ?] 

デュ ー ク 「…… 古 い 友 人 だ 。 か つて 供 に 旅 を し 、 供 に 戦い 、 
命 を 散ら し た 憐 れ な 友 の ……」 


ビレ イヴ フン [戦っ た ……? ギル ド の 人 間 か ……?1 


ポーン 「 な ぜ 、 そう 思う 」 

レイ ヴ ン 「 い や 、 だ っ て 帝国 の 騎士 が 戦争 と か 任務 で 死ん だ 
共同 募 地 で 葬 ら れる で し ょ 」 

デューク 「 帝 国 だ の ギル ド だ の は 無 意 味 だ 」 

ュ ユーリ 「 ど うい う 意 味 だ 」 

ニク [それ は 、 人 間 が 勝手 に 作っ た 規範 に 過ぎ な い の だ か ら ] 

デュ ー ク は 立ち 上 が る 。 

レイ ヴ ン 「 あ ん た が 、 今 フラ フラ し て る の は そい つの せい な の ?」 

ユー ン 「 お まえ に は 関係 な いこ と だ 」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 冷た い お 言葉 ね 」 


その 場 を あと に する デュ ー ク 。 


ユー リ 「…… 一 体 、 誰 の 墓 な ん だ ?] Sa 
レイ ヴ ン 。 「 騎 士 で も ギル ド で も な い 。 だ と すれ ば …」 
ュ ユーリ 「 墓 作っ て も ら え な い 人 間 が いる の は 確か だ けど 、 


こん な と ころ っ て の は 意味 あり げ だ よ な 」 
お も お むろ に エス テル が 慕 石 に 近づき 、 祈り を 捧げ る 。 


カロ ル 「 エ ステ ル 、 何 や っ て る の ?」 

エス テル 「 誰 の お 慕 か わか ら な いで すけ ど 、 こう し た 方 が い 
い ) 気 が し て 3 」 

ユー リ 【 テ 3 の ……」 

エス テル に な ら っ て 、 ユー リ た ち も 墓 に 祈り を 捧げ る 。 レ イヴ ン だ 

け は 背 を 向け た まま 動か な い 。 

ユー リ 「 さ 、 山 を 下り よう ぜ 。 も うこ こ に は 用 事 は な い は ず だ ] 


ヘル メス の 論考 ぁ 次 P.450 


ジュ ディ ス か ら 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 破壊 する 理由 を 聞い た ユー 


り た ち は 、 以 前 に ジュ ディ ス が 壊し た エフ ミド の 丘 の 魔 導 器 (ブラ 


ステ ィ ア ) を 見 に くる 。 

ユー リ  「 こ いつ も ジュ ディ が や っ た ん だ っ け な 」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 そう よ 」 

リタ 「 ね ぇ …… あ ん た が ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
壊し て た の 、 世界 に 悪影響 が ある か ら で し ょ ?」 

ジュ ディ ス  「 そ う ね 」 

リタ 「 つ まり 、 世界 を 害 か ら 救う た め ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う 思 っ て も ら っ て 、 か まわ な いわ 」 

リタ 「…… そ れ 、 や っ ぱり な ん か 納得 いか な い の よ 。 どう 


し て その ヘル メス っ て の を と っ 捕まえ な か っ た の ? 

-  . それ か 、 魔 導 士 か か に 言え ば よかっ た じゃ な い 」 . 

ジュ ディ ス  「…… 暴 走 し て エア ル に 異常 を 来 し て いる 魔 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) を 命 を 捨て て 何と か し て ……。 そ ん な 
話 を 受け て くれ る 人 が いる か し ら ?] 

り 必 。 。 お た DDO |」 0 

ジュ ディ ス  「 世 界 に どれ ほど ある の か わか ら な い ヘ ル メ ス 式 全 
て を 壊さ ざ に な ん と か する ……。 確 か に 、 あな た な 
ら ひ と つ ふ た つ は それ で も な ん と か 出来 た か も し れ 
な い 。 け ど 、 全て 果たす 前 に 死ぬ わ 。 確 実に ね 」 

リタ 「 生き 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は バウ ル と 一 緒 だ っ た か ら エ アル が 暴走 し 
て も な ん と か な っ て た 。 そ う 言 う 事 か 」 

ジュ ディ ス が うな ずく 。 

スズ 「 私 に は 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 調整 する 技術 は な 

いか ら 破 壊す る の が 一 番 確実 だ っ た 」 


ジュ ディ ス  「 ち ょ っ と 本 を 探し て し も ら え な いか し ら ? 2 
式 に つい て 調べ た い の 」 

ユー リ  「 本 棚 を 探せ ば いい の か ?」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 お 願い する わ 」 


本 棚 を 調べ て いる と 、 や が て ジュ ディ ス が 1 冊 の 本 を 手 に 取る 。 
ジュ ディ ス  「…・ 見 つけ た わ 」 


リタ _ 「 こ れ 『 エ アル 論考 』」 じ ゃ な い 。 イフ ムン フト ・ ネ プ メ 
ジャ プ の 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 。 知っ て いる の ? この 本 の こと 」 

リタ 「 あ た し ん 家 に あっ た 本 だ も ん 。 前 の 住人 の も の か も 」 

ジュ ディ ス  「…… そ う …… そ うだ っ た の ね 」 

リタ 「 暗 号 だ ら け の 文章 で 全然 興味 で な か っ た か ら 、 興 


味 持っ た 誰か が 欲し が っ た 時 に あげ ちゃ っ た の よね 」 
少し 考え 込ん で か ら 、 ジュ ディ ス が リタ に 告げ る 。 


ジュ ディ ス  「 イ フ ム ン フト ・ ネ プ メ ジャ プ 。 これ は ヘル メス の こ 
と よ 。 彼 の ペン ネー ム な の ]」 

リタ 「 え ! そう な の ?!」] 

ドリ 「…… っ て こと は 、 ヘル メス は アス ピオ に いた こと が 
ある の か ?」 

ジュ ディ ス  「 そ うな る わ ね 」 

リタ 「 ま た あん た そう いう 重要 な こと を ……」 

ジュ ディ ス  「 ゴ メン な さい 。 確信 は な か っ つ たから]」 

リタ 「 は ぁ …… も うい いわ 」 


『 エ アル 論考 』 を 開く ユー リ 。 エス テル が 横 か ら の ぞ き 込む 。 


エス テル  「 な ん で し ょ う …… こ れ ? 文 の 意味 が わか り ま せん 
ね 05 」 

ユー リ [「 む ぞ し ひみ ん を せろ そ ね うつ っ な …』 字 を 並べ 

ITT | て る だ け か ?」 

リタ 「 暗 号 の 羅列 な の よ 。 読ん で みよ うと も 思っ た 事 あっ 
た けど 。 こん な 面倒 な 事 する の っ て 研究 書 じ ゃ な く 、 
ご く 個 人 的 な 覚書 な ん て 事 が 多い の よ 。 そ れ に 、 冒 
頭 見 て みて 」 

エス テル 「「 我 が 娘 に 捧ぐ 」 っ て 書い て あり ます ね 」 

リタ 「 で 、 続き が 「 さ ぁ 、 読ん で ご らん 』。…… 意 味 不明 


で し ょ ? 当時 は 読む お 気 に な ら な か っ た の よね 」 


エス テル  「…… ま さか 、 こ れ っ て 娘 さ ん に 対す る 挑戦 状 で は 
0 ?| 

ジュ ディ ス  「 そ うな る と 思う わ 」 

リタ 「 な る ほど ……。 あき れ た バカ 研究 者 ね 。 自分 の 作っ 
た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が どう な っ て る の か も 、 知 
り も し な いで 」 

ジュ ディ ス  「 そ う ね -…-」 

リタ 「 頭 に 来 た …… こ れ 、 あ た し が 持っ て っ て 、 解 読 し て や る 」 

エス テル  「 ち ょ っ …… そ れ は マズ イ ん じゃ な いで す …… ?] 

ジュ ディ ス  「 い え 、 それで 良い と 思う わ 。 せっ か く 見 つけ 出し た 
の だ か ら 」 

エス テル 「 そ 、 そ う で し ょ うか ?」 

リタ 「 そ う よ 。 見 て な さい よ 、 人 バ 力 魔 導 十 」 

ジュ ディ ス [ 360 」 


No.146「 復 活 する 古代 の 塔 」 以 降 の 場合 


ジュ ディ ス  「 そ う 言 えば アス ピオ 、 な く な っ ちゃ っ た の よね 」 

リタ 「 何 よ 、 唐突 に 」 

ジュ ディ ス 「 ヘ ル メ ス 式 の こと で 色々 調べ て みた いこ と が あっ 
た ん だ けど 」 

リタ 「…… 街 の 書物 な ら 、 避難 し た 魔 導 士 ど も が 持ち 出 
し て る か も し れ な いわ 」 

ユー リ 「 な ら 、 避難 し た アス ピオ の 魔 導 土 が 見 つか れ ぼ 何 

[ か 調べ れる か も な 」 

リタ 「 そ う ね 」 

カプ ワ ・ ト リム の 宿屋 で 、 本 を 読ん で いる 魔 導 士 を 見 か けた 一 行 。 

魔 導 士 「 あ …… あ ん た 、 リタ ・ モ ルディ オ 」 

リタ 「 あ た し を 知っ て る っ て こと は あん た 、 アス ピオ の 魔 
導 士 ね 」 

魔 導 士 ”「 な 、 何 し に 来 た ん だ 」 

リタ [別に 旅 の 途中 よ 」 


その と き 、 魔 導 土 の 横 の テー ブル に 置か れ て いた 本 に 、 ジュ ディ ス 


の 目 が 引き つけ られ る 。 

ジュ ディ ス  「 ち ょ っ と いい か し ら ? その 本 -……- 見 せ て も 5 いた 
い の だ けれ ど ]」 

魔 導 士 「 え ? これ ? 構わ な いけ ど ……」 

リタ [これ 「 エ アル 論考 』 じ ゃ な い 。 イ フ ム ン フト : ネ プ メジ ャ プ の 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 。 知っ て いる の ? この 本 の こと 」 

リタ 「 あ た し ん 家 に あっ た 本 だ も ん 。 前 の 住人 の も の か も 」 

ジュ デ ティス 。 そう っ そう た だ の 6 

リタ 「 暗 号 だ ら け の 文章 で 全然 興味 で な か っ た か ら 、 興 


味 持 っ た 誰か が 欲し が っ た 時 に あげ ちゃ っ た の よね 」 
少し 考え 込ん で か ら 、 ジュ ディ ス が リタ に 告げ る 。 


ジュ ディ ス 「 イ フ ム ン フト ・ ネ プ メ ジャ プ 。 これ は ヘル メス の こ 
と よ 。 彼 の ペン ネー ム な の 」 

リタ 「 え ! そう な の ?!」 

ユー リ 「…… っ て こと は 、 ヘル メス は アス ピオ に いた こと が 
ある の か ?」 

ジュ ディ ス  「 そ うな る わ ね 」 

リタ 「 ま た あん た そう いう 重要 な こと を ……」 

ジュ ディ ス  「 ゴ メン な さい 、。 確信 は な か っ た か ら 」 

リタ 「 は ぁ …… も うい いわ 」 

「 エ アル 論考 』 を 手 に 取り 、 読ん で みる ユー リ 。 

ユー リ 「 意 味 わ か ら ね えな ……。『「 む お ぞ し ひみ ん を せろ そ ね 
うつ っ な ……』 字 を 並べ て る だ け か ?」 

リタ 「 暗 号 の 紀 列 な の よ 。 読ん で みよ うと も 思っ た 事 あ っ 


た けど 。 こん な 面倒 な 事 す る の っ て 研究 書 じ ゃ な く 、 
ご く 個人 的 な 覚書 な ん て 事 が 多い の よ 」 

魔 導 士 「 冒 頭 に は 「 我 が 娘 に 捧ぐ 」 続 き が 『 さ ぁ 、 読ん で ご ら 
ん 」 だ か ら 、 覚え 書き っ て いう より 娘 さ ん に 対す る 挑 


戦 状 みた い だ よ な 」 

ジュ ディ ス 「 そ うな る と 思う わ 」 

リタ 「 な る ほど ……。 あき れ た バカ 研究 者 ね 。 自分 の 作っ 
た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が どう な っ て る の か も 、 知 
り も し な いで 」 

ジュ ディ ス | そう | 

リタ 「 頭 に 来 た …… これ 、 あたし が 持っ て っ て 、 解読 し て 
や る 。 これ 、 あたし に 頂戴 

魔 導 士 「 い いよ 。 ど う せ 俺 に ゃ 読め な いし さ 」 

リタ 「 解 読 し た ら 、 そ の 娘 と や ら 探 し て 渡し と いて や る わ 。 
見 て な さい よ 、 人 バ 魔 導 士 」 

ジュ ディ ス [ で で や マコ 」 


ヘル メス の 暗号 メモ を 手 に 入れ た リタ は 、 カプ ワ ・ ト リム に 泊まっ 

た 際 に 解読 を 試み る 。 そ の 様子 を ジュ ディ ス が うか が う 。 

ジュ ディ ス  「 ど う ? 読め そう ?」 

リタ 「 ペ ー ジ に よっ て 少し ずつ 変わ っ て る けど 、 法則 性 を 
持た せ て 文字 を ずら し て る だ け み た い 。 法則 性 探る 
の が めん どく ざい っ て だ け …… 」 

ジュ ディ ス  「 ど ん な こと が 書い て ある の か し ら ?」 

リタ 「…… ヘ ル メ ス っ て 知識 を 悪用 する 類 の 魔 導 士 だ と 
思っ て た の に …… 純 粋 に 好奇 心 を 追求 し て いて 、 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) や エア ル に 対す る 理想 が すご く 


まっ すぐ な の 」 
ジュ ディ ス 「…… そ れ で 、 何 を 悩ん で いる の ?」 ま 。 】 
リタ 「 ヘ ル メ ス の メモ 書き だ か らい ろ ん な こと 書い て あっ 


て 。 あたし が 知ら な い 魔 術 の 術 式 と か 書い て ある の 」 
「 ヘ ル メ ス は …… あ な た か ら 見 て も 優秀 な の ?」 


リタ 「 そ う ね 。 認め た く な いけ ど 。 自分 に な い 発 想 と か いつ 


ぱい あっ て ショ ッ ク ……。 それに 、 これ に 書か が か れ て る 
の 暴走 し た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 壊す の に 有効 な 
術 式 な の よね ……」 


リタ 「 ち ゃ ん と ヘル メス は わか っ て た の よ 、 エア ル 増 加 
の 可能 性 。 そ れ に よっ て 引き 起こ ざさ れる 魔 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) の 暴走 を 」 

ジュ ディ ス 「 そ うこ だ っ コ た の ね お ね] 


リタ 「 そ う 。 だ か ら 、 そ の 時 の た め 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 


を 壊す 魔術 も 研究 し て いた 」 
ジュ ディ ス  「……: な ら 、 その 術 、 あな た が 使え ば 良い と 思う わ 。 


どう いう 形 で あれ 、 ヘル メス は それ を よい 形 で 使っ 
て くれ る 人 を 探し て た 。 後 を 引き 継い で くれ る 人 を 
探し て た か ら 、 そう や っ て 書き 残し た 」 


リタ 「 そ の 引き 継い で くれ る 人 っ て の が ヘル メス の 娘 な 

ん で し ょ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 そ の 娘 は 魔術 な ん て 使え な いか も し れ な い 
に て ンチ れこ こもら 
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ジコ ディ ス 「 可 能 性 な ん て 考え れ ば 、 いく ら で も 考え られ る わ 」 

りあ 「 ま ぁ ね ……」 

ジュ ディ ス 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す た め に 考え られ た も の 


で も 、 あ な た な ら 別 の 使い 方 が 出来 る 。 そ う で し ょ う ?」 

リタ 「 ま 、 まぁ あ そ う だ けど ……。 …… そう ね 。 た ぷん 、 て 
の 術 式 を 使い こなせ る 魔 導 士 、 あたし 以外 に いな い 
か ら 。 あ り が た くも ら っ て お く か ……-」 

ジュ デ ティス 「 ふ 上 ふ 。 きっ と ヘル メス も 喜 点 わ 」 

リタ 「 適 当 な 事 を ……」 

ジュ ティ ス 「 あ ら 。 ホン ト に そう 思う 


か ら 言 つの よ 」 


一 行 が エフ ミド の 丘 の 奥地 に 足 を 運ぶ と 、 エ ステ ル が 花 を 発見 する 。 
エス テル の 
リタ 「 何 よ 、 突然 ……」 


エス テル  「 キ レイ な 花 ……」 
花 の 前 で し ゃ が み 込 む エ ステ ル 。 す る と レイ ヴ ン が 花 の 名 を 言い 当て る 。 


レイ ヴ ン 「 ん ……? キル タン サス の 花 じ ゃ な い の 」 

ユー リ 「 お っ さん 、 顔 に 似合わ ず 花 と か 詳し い の な 」 

レイ ヴ ン 「 ま あ ね ー )」 

リタ 「 ふ ー ん …… じ ゃ あ 、 あの 花 は 」 

レイ ヴ ン 「 え ? ああ 、 えっ と 、 ティ ア の 花 」 

リタ 「 あ れ は ?」] 

レイ ヴ ン 「 有 え 。 うと 、 レイ ン ボ ー フ ラ ワ ー ?」 

リタ 「 ベ ニナ デシ コ と クマ ツ ヅ ラ 。 全然 、 知 ら な いじ ゃ な い の 」 
レイ ヴ ン 「 た また ま よ 、 た また ま か 」 

エス テル  「 た また ま 、 こ の キル タン サス を 知っ て た ん で すね 」 
レイ ヴ ン 「 い や いや 、 そっ ち が た また まじ ゃ な く て ……」 


は ー リ 「 で 、 な ん で 、 た また ま 知 っ て た ん だ 」 


レイ ヴ ン 「 俺 の 話 を 聞い て くれ よ ぉ ……」 

カロ ル 「 何 か 意味 あり げ だ ね 」 

レイ ヴ ン 「…… ま あ ね ・…… 騎 士 団 の 古い 友人 が 好き な 花 な 
の よ 。 よ く 部 屋 に 飾 つ た こり し て た も ん だ か ら 」 

ーー け 「 お っ さん に も 友達 と か いる ん だ な 」 

レイ ヴ ン 「 ま る で 誰 も 友達 が いな いみ た いな 言い 方 。 一 人 だ 


と 死ん じゃ う の よ 、 俺 様 」 


ナコ ディ ズ 「 そ ん な 小動物 みた いな アピ ー ル され た ら ど う 2 返事 
すれ ば いい の 、 私 」 
レイ ヴ ン Fi ヴ ン ん 、 カワ イイ っ て ] 


ジュ ディ ス [か …… 可 愛 く な いわ よ 」 


レイ ヴ ン 「 ぐ は っ …… | ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 き つい ね 」 

リタ 「……|: あ ほ く さ ] 0 っ 

エス テル 「 な ん か フレ ン と ユー リ の 関係 みた いで すね 。 騎士 
団 で お 友達 だ な ん て 」 

レイ ヴ ン 「 そ ん な 青年 た ち み た い に キ レイ な 友情 と か は な か っ た っ て 」 

ユー リ 「 オ レ た ち も 別 に キレ イ な 友情 と か な いか ら 」 

レイ ヴ ン 「 あ ら そ う ? ま 、 青春 と は 過ぎ 去る も の よ 。 友情 
は 遠い 過去 の 話 」 

エス テル 「 じ ゃ あ 、 ケン カ し た ん で すか ?」 


レイ ヴ ン 「 ま 、 そん な と こ か ね 。 お 嬢 ちゃ ん 、 その 花 、 ち ょ っ 
] と 取っ て も ら え な い ?」 
。 エス テル 「 え ? あ 、 お 安い 御用 で す よ 」 


| エス テル は キル タン サス の 花 を 摘み 取る 。 


認 全 ソー サラ ー リ ング 変化 ・ そ の 1 次 証 基 P.424 
ー 行 は 人 里 離 れ た 場所 に ある 、 岩 が 組み 合わ さっ た よう な 遺跡 に 


足 を 踏み 入れ る 。 

カロ ル 「 こ こ 何だ ろう ね ……」 

エス テル 「 何 か の 遺跡 ? で し ょ うか 2?] 

リタ 「 で も 人 の 手 が 入 っ た よう に は 見 えな いわ よ 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は 何 か 知 ら な い の か ?」 

ジュ ディ ス  「 知 ら な いわ 。 私 に は 誰か が 作っ た わけ で な く 自 然 
に な っ た よう に 見 える けど 」 

レイ ヴ ン 「 見 た 感じ な ん も な さそ うじ ゃ な い 」 ーー 

ユー リ 「 ま 、 適当 に 覗 ( の ぞ ) い て みる か 」 


カプ ワ ・ ト リム に や っ て きた 一 行 。 パ ティ は 灯台 守 の 家 に 住む お お ば 
さん に 、 あい さ つ を する 。 


パテ ィ 「 ご 無 沙汰 し と っ た の じゃ 」 

お ば さん 「 パ ティ ……! あな た ドコ へ 行っ て た の !?」 

パテ ィ 「 す ま ぬ の じゃ 。 記憶 を 取り 戻す た め の 旅 を し て た の じゃ 」 

お ば さん 「 心 配 し た わ 。 突然 、 い な く な る ん で す も の 」 

カロ ル 「 誰 ?」 

パテ ィ 「 記 憶 を な くし て うろ うろ し て た うち を 拾っ て くれ た 
人 な の じゃ 」 2 5  』 

お ば さん 「 あ な た た ち 、 パ ティ の お 友達 に な か っ て くれ た ん で すか ?」 

ユー リ 「 お 友達 っ て か 、 旅 の 道連れ っ て いう か 、 な ん か そ 

3 ん な 感じ だ 」 

エス テル 「 お 友達 で す よね ?」 

パテ ィ 「 う ちの 嬉 な の じゃ 」 

お ば さん  。 「 あ ら 、 ま あ 、 そ う 、 い い 人 が 見 つか っ て よかっ た わ ね 」 


パテ ィ の 発言 を 真 に 受け る お ば さん を 見 て 沈黙 する 一 同 。 
お ば さん 「 そ れ で 記憶 は 戻っ た の か し ら ?」 
No.145「 少 女 の 正 体 」 以 前 の 場合 
パテ ィ …… そ うじ ゃ の 。 な ー ん か 戻っ て き て そ で 、 

_- 。 6SAMO0WI oO ここ | 
No. 146「 復 活 する 古代 の 塔 」 以 降 の 場合 
SKK 泊 辺 を 
し 、 生 に こ た り 来 た D な の じ w] NN 
お SA 「 そ う …… で も 、 CB 到 層 所 つ か に 7 だ の だ 

し 。 あ 、 上 の 部 屋 、 そ の まま に し て る わ よ 」 

パテ ィ 「 あ り が と うな の じゃ 」 
パテ ィ が ハシ ゴ を 上 っ て ら 階 に 消え て いく 。 パテ ィ が いな く な る と 、 
お ば さん が ユー リ た ち に 話し か け て くる 。 2 


お ば さん 。 「 あ の …… あ な た た ち に は ちゃ ん と お 話し て る の か 
し ら 、 あの 子 は …-」 
エス テル 「 ち ゃ ん と っ て …… 何 を …… ?] 


「 え 、 ええ と -…: そ の 、 自分 の 系 性 、 と か ……」 
ユー リ に ww アッ リー ド RO82 と 、 と か りこ か 2 


お ば さん 「 あ あ 、 そう そう …… そ う で すか ……。 あ な た 方 は 
それ を 知っ て 、 あの 子 と 一 緒 に 旅 を ?」 “ 

ジュ ディ ス  「 別 に それ が あの 子 と いた く な い 理 由 に な ら な か っ 
た だ け の こと 」 

ユー リ 「 だ っ て 、 あん た も それ 知っ て て 、 ここ の 二階 を 貸し 
て た ん だ ろ ?」 

お ば さん 「 え え 、 た だ ここ の 町 、 ギル ド の 力 が 強い で し ょ 」 

カロ ル […… アイ フリ ー ド っ て ギル ド の 義 を 欠い た か ら 、 ギ 
ルド の 人 た ちの 風当たり が 強い ん だ よね ……」 

お ば さん [だ から あ ま り 素 性 の こと は 言わ な い 方 が いい っ て 、 い 


つも 言い 聞か せ て た ん で す 。 本 当 は 、 あん な 小さ な 娘 
に ああ だ こ 一 だ 言う 方 が び どう か し て る と 思う の だ けど ]」 
ーー 「 そ うだ な 」 
お ば さん 「 あ 、 あな た 方 も ゆっ くり し て いら し て くだ さい ね 」 


カロ ル 「 あ り が と う 、 お ば さん 」 

ら 階 に あがっ た ユー リ は 、 さっ そく パテ ィ の 部 屋 を 見 回 す 。 
ユー リ 「 避 ーー ん …… こ ん な と ころ で 暮らし て た ん だ な 」 
パテ ィ 「 の じゃ 。 ゆっ くり する と いい の じゃ 」 


パテ ィ に 話し か けた 場合 
パテ ィ 「 い ろ い ろ と ひっ くり 返さ れる と 困る の じゃ 。 ご 女 の 
秘密 は 見 せら れ ぬ か ら の ]」 


扉 を 調べ た 場合 
ユー リ 「 こ ん な と ころ か ら 外 に 出 ら れる の か 」 
カロ ル 「 え !? 昇っ て みた い !」 
カロ ル 「 な ん だ あぁ …… 残 念 ……」 

パテ ィ 「 外 側 の 通路 に は 出る こと が で きる ぞ 。 胸 いっ ぱい 


に 潮風 を 吸い 込む が いい の じゃ ] 


旗 を 調べ た 場合 
レイ ヴ ン 「 こ れ っ て 海 精 の ( セ イレ ー ン の キバ ) の 紋章 だ ね 」 
パテ ィ 「 巡 と ドク ロ を 合わ せ て 意匠 し た も の な の じゃ 」 


いな 部 分 、 ご こ か で 見 た こと が ある な 」 


[185 ]「 ス キス キ 滞 ユー リ ・ そ の 3」 を 見 て いな いり 場合 


[185 ]「 ス キス キ 穫 ユー リ ・ そ の 3」 を 見 て いる 場合 

レイ ヴ ン 「 あ あ 、 あれ よ 、 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) 
の 紋章 に 似 て る の よ 」 、 ( 
「 そ う 言 えば 、 根っこ は お ん な じ だ っ て 、 言っ て た っ 
RI ] 

「 ん じゃ 」 


No.145「 少 女 の 正体 」 以 前 で 、 肖 像 画 を 調べ た 場合 
OL の 1 隊 7 が 半生 CC CU 


エス テル ト べ 半 こ と だ れ が … リ 


パテ ィ 「 精 じ ゃ ろ ? 惚れ た らい か ん ぞ 。 リタ 旭 も 」 
リタ 「 惚 れ な いっ つ 一 に 」 


ぬい ぐる み を 調べ た 場合 
リタ 「 何 、 この 気持 ち 悪 い の 」 


ジュ ディ 「 あ ら 、 可愛 いじ ゃ な い ?」 


バテ ィ 「 さ す が 、 ジュ ディ 旭 、 よう わか っ と る の じゃ 」 


下 へ 降り よう と し た 場合 

パテ ィ 「 ん ? 何 じ ゃ 、 も う 行 く の か ?」 

「 は い 」 を 選ん だ 場合 

【 _ 「 何 じゃ 、 もう少し ゆっ くり し て け ば よい の に 


] 。 RT し 前 思 E< 條 P.363 
倉庫 整理 ・ そ の 3 と 次 P.394 


ミ ョ ル ゾ の 倉庫 前 に いる クリ ティ ア 族 の 男性 が 、 カ ロ ル の 次 を 見 か 
ける な り 声 を か け て くる 。 


男性 「 お っ 、 あん た た ち 、 も し か し て 凛々 の 明星 (ブレ イ 
プ ヴ エス ペリ アデ ) イ 1 
カロ ル ト え て うん 、 学 つ うつ だけ 


男性 「 前 に ウチ の 倉庫 整理 を 手伝っ て くれ た っ て 聞い て 
さ 。 ど うだ い ? また 手伝っ て くれ な いか ? も ち 
ろ ん 礼 は する ] 

カロ ル つこ ん 」 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 


カロ ル 「 う ん 、 まかせ て !」 
男性 「 お し ! さっ そく 頼む ぜ 」 


倉庫 整理 を クリ ア せ ず に 「 止 め る 」 を 選ん だ 場合 4 
クリ ティ ア 族 の 男性 「 お ? どう し た ? …… な に ? 今日 は 調子 が 悪い ?| 。 
_ 仕方 な い 、 また 時 間 が あっ た ら そ の と き は 頼む ぜ 」 
倉庫 整理 を クリ ア し た 場合 
:  「 あ り が と よ 、 助 か っ た ぜ 。 これ は お 代 だ 」 
カロ ル は 男性 か ら 報 酬 を 受け 取る 。 。 
カロ ル 「 あ り が と う ! これ か ら も 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
_ スペ リア ) を よろ し く !」 NN 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
男性 「 そ うか 、 残念 だ が そっ ちの 手 の 空い た と き で いい 。 


そん 時 は 頼む ぜ ?」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 に 戻る 
男性 「 ど うだ い ? 上 島 庫 整理 を 手伝っ て くれ な いか ? 
も ちろ ん 礼 は する ]」 


始祖 の 隷 長 


一 行 が ミ ョ ル ゾ の 民家 で 休息 を と っ て いる と 、 夜中 に ジュ ディ ス が 

外出 する 。 そ れ に 気づい て 起き る ユー リ 。 

ユー リ 「 ど て 行く ん だ よ …… こ ん な 時 間 に ……。 オレ も 寝 
て りゃ いい ん だ が …… 」 

ユー リ は ジュ ディ ス を 追っ て 外 に 出る 。 ジュ ディ ス は バウ ル の 正面 

に 立ち 、 会 話 を し て いる 様子 。 そ こ に や っ て きた ユー リ が 、 バウ ル 

を 見 て 口 を 開く 。 

ユー リ 「 一 体 、 何 食 えば 、 こん な に で か く な れる ん だ か )」 


ジュ ディ ス 「 彼 ら は エア ル し か 食べ な いわ 。 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) 
に な ら な い 分 の エア ル を 代謝 機能 に 回 し て る か ら 、 
こん な に 大 きく な っ た の 」 

ーー 。 「 そ れ で 生き て いけ る の か ?」 

ジュ ディ ス  「 生 きる の に 必要 な も の は 全部 、 エア ル に 含ま れ て 
る か ら 」 

ユー リ 「 な る ほど 。 人 間 に ゃ で き な い 芸当 だ 」 

22 ュ デ ィ ス 「 彼 ら 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) は 様々 な 種 か ら 
自分 の 体 を 自ら が 必要 と する 形 に 進化 させ て いっ た 
の よ 。 人 の 生き る 何 十 倍 も の 時 間 を か け て 」 

ユー リ 「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) っ て ひと くく りな の に 、 
見 た 目 が バラ バラ な の は その せい か )」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 長い 年 月 で 蓄積 され た 知恵 の 量 も 人 間 の 比 
じゃ な い 」」 

ユー リ [人間 より も 知恵 びあ ん の に 、 魔 術 は 使わ な いん だ な 」 


ジュ ディ ス  「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 魔術 で 身 を 守る 必 
要 が な いも の 。 人 間 と 違っ て ね 」 


ベリ 「 魔 術 は 身 を 守る 以外 に も 使い 道 あ る だ ろ ?」 

ジュ ディ ス  「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 身 を 守る 以外 の 力 
を 飲 し な か っ た の で し ょ う ね 」 

ュ ユーリ 「…… 価 値 観 の 違い っ て ヤツ か 」 


ジュ ディ ス 「 人 間 と 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 間 で 何 度 も 
戦い が 起き て る の は その 価値 観 の 違い の せい ね 」 

ユー リ 「…… そ ん な 価値 観 の 合わ な い 奴 ら 同 士 が 手 を 結 
ば な きゃ な ら な か っ た っ て いう 星 喰 (ほし は ) み ……。 
一 体 ど ん な と ん で も な い 事 だ っ た ん だ ろう な 」 


ジュ ディ ス  「 さ あ …… バ ウル も まだ 若い か ら そ の 時 の こと は わ 


の 7 し に | 

ユー リ 「 そ れ で も 、 も うっ 百 年 以上 生き て る ん だ ろ 」] 

ジス 郭 4 。 「 ウ フフ そう ね ・……: 兵 ど 人 の 年 齢 で 革 う と 二 十 歳 
践 きつ て と ころ が し ら 。 ……。 フェ ロー な ら 、 その 時 の 
の の の まわ た そつ の に けっ 

ウー リ 「 あ いつ が 素直 に そん な こと 話し て くれ る か ね 」 

ジュ ディ ス  「 聞 いて みな いと わか ら な いわ 。 …… 会 っ て 聞い て みる ?」 

こげ リ 「 ま 、 いずれ その うち に な 。 結局 まだ エス テル の 事 、 


何 も 解 決し て ね ぇ か ら 今 いつ て も また も め る だ け だ ]」 
ジュ デ ティル 二 ら 5」 


ー 行 が マン タイ ク を 歩い て いる と 、 突然 子ども の 大 声 が 聞こ える 。 


| 少年 [待て 一 ! ドロ ボウ 


の 目 の 前 で 止ま り 、 少年 に 向き 直る 。 


盗賊 [チッ !] 
少年 に 向かっ て 剣 を 突き つけ る 盗賊 。 
少年 | うわ うつ 1 


その と き 、 フレ ン が 少年 と 姿 賊 の 間 に 割 っ て 入る 。 さら に ユー リ が 
。 盗賊 た ちの 背後 に 立つ 。 追い 詰め られ た 盗賊 た ち は 、 観念 し て お 
縄 に つく 。 盗賊 を 連行 し た あと 、 少年 に 声 を か ける フレ ン 。 


フレ ン 「 怪 我 ( け が ) は な いか い ?」 

少年 「 は い 、 あり が と う ご ざ いま す ! へ へ 、 憧 れ の 騎士 
様 に 助け て も ら え る な ん て 嬉し いな 」 

ユー リ 「 っ た く 、 この 街 は 無茶 し た が る 子ども が 多い な 」 

ジュディ ス 「 本 当 に ね 。 あな た 、 私 た ち が 通 りか か ら な か っ た ら 、 
危な か っ た わ よ 」 

少年 「 だ っ て 、 ドロ ボウ を 放っ て お け な か っ た か ら ……」 

パテ ィ 「 正 義 感 が 強い ん じゃ な 」 


レ 、 将来 は 騎士 に な る ん だ ! だ か ら 悪 い ヤ ツ は 


見 山 ご せ な いよ 」 

プレ ン 「 憧 れ だ け で 実現 で きる ほど 、 騎士 は 甘い も の じゃ な いよ 」 

少年 [2 どう いう こと 選 

フレ ン 「 君 は さっ き 、 大 人 二 人 に 丸腰 で 挑ん だ 。 助 けが な 
けれ ば どう な っ て いた か 、 わか る よね 」 

少年 上 3 」 

カロ ル 『 あ ょ 、 ちよ っ と フ レシ | 

レミ 「 己 の 力量 を 知り 、 無理 な ら ば 誰か の 助け を 借り る 


こと も 必要 だ 。 背中 の 後ろ に 守る べき 人 が いた ら 騎 
士 は 倒れ る こと な ん て で き な い だ ろう ?」 


少年 [で も …… 」 

ュー リ 「 助 け を 借り る な ん て カッ ココ 悪い 」 

少年 5 こつ ん 

うっ 中 「 だ が 、 命 を 落と し た ら 元 も 子 も ね え だ ろ ]」 

フレ ン 「 か っ こい いと か 、 悪 いと か 気 に す る の が お か し いよ 。 
それ だ け の 理由 で 騎士 に な り た いな ら 、 君 に は 騎士 
の 役 は 重い ん じゃ な いか な 」 

少年 [ し PC 」 

フレ ジン 「 だ けど 、 君 の 勇気 は 、 大 人 で も な か な か 持て な い 
も の だ 。 自 分 を 過信 せ ず 努力 を 忘れ な けれ ば 、 騎 
士 団 へ の 道 は 開か れる だ ろう ]」 

_ 少年 | ほん と "デー 1 

フレ ン 「 あ あ 」 

少年 「 オ レ 、 が ん ば る ! が ん ば っ て 騎士 団 に 入る よ ! 
あり が と 、 騎士 様 |」 


少年 は フレ ン に 手 を 振り 、 元気 に 駆け て いく 。 
バテ ィ 「 上 ぬう 、 ヒヤ ヒヤ し た の じゃ 」 


ー 巧 C だ っ た 


[あの まま 子ども の 夢 を 木 っ 端 微 族 に 打ち 砕く の か 
と 思っ た だ た わ 」 

カロ ル 「 け っ こう 容赦 な か っ た よね ……」 

プッ / 「 現 実 的 な アド バイ ス を し た つも り だ よ 」 


ユー リ 「 ま 、 間違っ た こと も 言っ て ね え し 。 結果 オ ー ラ イ で 


いい ん じゃ ね え の ]」 


エス テル を 救出 する べく 、 バク ティ オン を 進む 一 行 。 し か し 、 床 が 


月 れ た 部 屋 で 足 を 踏み 外し 、 下 の 階 へ 落ち て し まう 。 


カロ ル 「 あ っ ちゃ あ …… 落 ちち ゃ っ た よ ……」 

ユー リ 「 ま うた ぐも っ る 店 で 導 作 2 け っ て の …] 
ジュ ディ ス [侵入 者 対策 ね 」 

リタ 「 な る ほど …… だ か らち ょ っ と 暗め に し て ある の ね 」 
ユー リ 「 次 は 気 を つけ な いと な 」 

し か し その 後 も 、 同じ 部 屋 で ら 回 も 落ち て し まう 。 

カロ ル | 8 も 一 いや か | | 

こと 4 の OO PO の 四 


as SIDEICDHSCTSNETTRSOD | 
リタ 1 も つう: 待 つて て 』 


カロ ル 「 何 すん の ?」 

リタ 「 そ も そ も 暗 い の が ダメ な ん で し ょ 、 だ っ た ら 、 灯り 
を 作れ ば いい の よ 」 

カロ ル [ え “… る 

リタ が その 場 で ラン タン を 作成 する 。 

リタ 「 は い 、 で きた 」 

カロ ル ト び すごい 、 も うつ で きた の 2」 

ユー リ 「 っ て いう か 、 それ 以前 に どう や っ て 作っ た ん だ 」 

リタ 「 あ た し の 辞書 に 不可 能 の 文字 は な い の よ 」 

カロ ル 「 そ の 力 、 ダン グレ スト の 地下 水道 の 時 に も 使え な 
か っ た の ?」 

リタ 「 う 、 うる さい わ ね 、 あの 時 は そこ に 光照 魔 導 器 ( ル クス 


ブラ ステ ィ ア ) が あっ た ん だ か らい いで し ょ 。 さ 、 行 くわ よ 」 
リタ が ラン タン を 点け る と 、 一 気 に 周囲 が 明る く な る 。 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 明る いわ ね 。 こ れ だ っ た ら 、 大 丈夫 か も ] 


テリ 「 よ し 、 行く ぞ 」 
ラン タン を 持っ て 部 屋 の 突破 に B 


お 一 行 。 床 が は っ きり 見 える よう 


に な りら 、 今度 こそ 先 に 進め る と 思わ れ た が 、 結局 落ち て し まう 。 


カロ ル 「…… ま た 落ち た ね ……」 


リタ 「 も う ! 何 !? 暗い の と か 関係 な いじ ゃ な い !」 
ユー うり 「 ち ょ っ と 焦り すぎ か も し れ ね ぇ な 。 慎 重 に 行く ぞ 」 


エス テル を 救う た め に 帝都 へ 向かう 途中 、 一 行 は デイ ドン 砦 の 屋上 
で デュ ー ク と 出会う 。 

ー リ 「 あ ん た ie 」 
デュ ー ク 「 彼 女 を 止め られ な か っ た よう だ な …… 」 


ユー リ 「 何 言っ て こん だ よ 、 まだ まだ これ か ら だ 。 あ ん た は 
そこ で 指 く わ え て 見 て ろ 」 

カロ ル 「 ユ ー リ …… 剣 僅 し て くれ た の に 失礼 だ よ …… 由 

ユー リ 「 そ うだ な 」 

デュ ー ク 「 ど うし て だ …… ?] 

ユー リ [ か の 何 が だ ? 

デュ ー ク 「 ど うし て 、 こん な 時 に 笑っ て いら れる ?」 

ユー リ 「 根 が 呑気 だ か ら 、 だ ろ ?」 


デュ ー ク 「 軒 か な ……」 


で 「 ふ つっ 、 し ょ う が ね ぇ 、 それ が 生ま れつ き 持 っ た 性 だ 


し な 。……| 行く ぞ 」 


ユー リ は 立ち 去る が 、 カロ ル は 残っ て デュ ー ク に 話し か ける 。 


カロ ル 「…… わ か っ て る が ら 」 
デュ ー ク [ 68 82083 ? 1 
カロ ル 「 ユ ー リ が 怒っ た り 、 焦っ た り 泣い た り し て な く て も ボ 


ク た ち は わ か っ ちゃ っ て る ん だ 。 心 の 中 で は 血 が 港 む 
くら い 強 く 唇 を 噛み た いく らい に 悔し いっ て こと 。 ユー 
り は それ を 押し 隠す みた い に 平 然 と し て る 。 だ か ら 今 


に も 絶望 し そう な ボク も ここ に 立っ て いら れる ん だ ]」 
デュ ー ク No ] 
ー リ 「 カ ロ ル 、 何 や っ て ん だ !?] 
遠く か ら ユ ー リ が カロ ル を 呼ぶ 。 
カロ ル 「 今 行く よ !] 


ュー 「…… そ れ を 私 に 言っ て どう する つも り だ ]」 


カロ ル 「…… そ うだ ね 。 いつ か 、 ユー リ に 言う 。 いつ か ね ……」 


駆け 出す カロ ル 。 そ の 姿 を 見 な が ら 、 デ ュー ク が つぶ や く 。 
ナス ュー ツク 「 仲 間 か ……。 し か し 、 希望 は いつ か 絶望 に 変わ る 


行動 共に する こと に な っ た ユー リ と フレ ン が 、 ユー リ の 下宿 先 の 


お か み に あ いさ つ に 訪れ る 。 

お か み 「 あ ら 、 ユー リ ! お か えり ]」 

フレ ン 「 お 久しぶり で す 」 

お か み 「 ま あ 、 フレ ン も 。 みん な お か えり な さい 。 フ レン ま 
で 顔 を 見 せ て くれ る な ん て 今夜 は 腕 を 揮 わ な くち ゃ 」 

パテ ィ 「 料 理 な ら 、 うち も 手伝う の じゃ 」 

お か み 「 お 手伝い し て くれ る の ?2 お 嬢 ちゃ ん 」 

パテ ィ 「 こ う 見 えて も 、 料理 は 得意 じゃ 。 うち も 、 ユー リ が 
好き な 味付け 教え て ほし い の じ ゃ 」 

お か み 「 ふ 上 ふ 、 そう いう こと な ら 手 伝っ て も ら お うか し ら 」 

バ パティ 「 任 せる の じゃ ! うち は きっ と 役に立つ の じゃ 」 

お か み 「 こ の 間 、 数 日 だ け 泊 まっ て た 自称 世界 最高 峰 シ ェ 


フ が 置い こっ た コッ クコ ー ト が ある の 。 お 洋服 が 汚 
れ な いよ うに それ を 着る と いい わ ]」 


パテ ィ が コッ クコ ー ト に 着替え 、 お か み と 一 緒 に 料理 を する 。 ほ ど 


な くし て 料理 を 終え 、 フ ロア で 語り 合う 一 同 。 


ンプ ー シ ェ ブフ に 会 っ と こと が ある 場合 
お か み 「 お 娠 ちゃ ん 、 本 当 に 料理 上 手 だ ね ぇ 。 陣 が いい よ 」 
パテ ィ 「 本 当 か !? うち 、 いずれ ユー リ を 嬉 と し て 迎え た と 


き 、 お いし い 料 理 を 作れ る よう 、 も っ と 頑張 る の じゃ ]」 


お か み 「 あ ら 、 ユー リ の た め に ? こん な し っ か り し た お 嬢 


ちゃ ん が 相手 な ら 、 あたし も 安心 で きる わ 」 


パテ ィ 「 お か みさ ん に 認め て も ら え て 光栄 じゃ あ 。 う ち は 


海 の 漢 じゃ か ら こ の 家 に は 入れ な い が よ いか の ?」 


お か み 「 下 町 は 、 ユー リ が いな く て も や っ て ける か ら 心 配 


は 要ら な いよ 。 だから 、 ユー リ は ユー リ の 好き な よ 
うに 、 ざこ べ へ で も いう と し 


パテ ィ 「 ユ ー リ は うち と と も に 、 大 海原 を お 宝探し て フォ ー 
エバ ー な の じゃ !」 

パテ ィ と お か み の や り と り を 見 て 、 フレ ン が 笑う 。 

ユー リ 「 フ レン …… 何 笑っ て る ん だ よ 」 

フレ ン 「 い や 、 だ っ て ずい ぶん 彼女 に 振り 回 され て る みた 
い だ か ら 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ン ッ !」 

ユー リ [バテ ィ 。 フ レン と ラビ ピー ド も 一 緒 に 来 騙 いっ ぐさ 」 

プッ レン [ちょ っ と 、 ユー リ …… 目 

バテ ィ 「 お お む 。 困 っ た の じゃ 。 うち は モテ モテ な の じゃ 」 


ー 行 が カプ ワ ・ ト リム の 船着 場 を 歩い て いる と 、 遠く か ら シ シリ ー 


に 声 を か けら れる 。 

シシ リー | チャ オー ュー 

シシ リー の 声 を 聞い て 、 レイ ヴ ン が ビク ッ と する 。 
レイ ヴ ン FC この 声 は …… 四 

シシ リー 「 ま た 会 っ た ね ー 一 」 


近づい て きた シシ リー を 見 て 、 肩 を 落と す レ イヴ ン 。 リタ は 頭 を か 


いて 、 レイ ヴ ン に シシ リー の 相手 を 押し つけ る 。 


リタ 「 は い 、 お っ さん 。 出番 よ 」 
レイ ヴ ン 「 ま だ 何 も 話 聞い て ね っ つの 
ジュ ディ ス  「 今 度 は 何 の 用 ?] 3 
シシ リー 「 あ の 港 に 泊まっ て いる 船 っ て さ ー あ ん た た ちの ?」 
カロ ル 「 う ん 、 ボク た ちの 船 だ よ 。 元 は カウ フ マ ン さん の 
だ ほけ だ So 」 
シシ リー 「 ち ょ っ と さ ー、 改造 させ て くれ な い ?」 
いき な り の シシ リー の 申し 出 に 、 し ば らく 言葉 を 失う 一 同 。 
ユー リ | 放 千 :…… | 
パテ ィ 「 待 つの じゃ 、 船 に 変 な こと し た ら 、 うち が 許さ ん の 
じゃ 日 
レイ ヴ ン 「 改 造っ て 、 お まえ ……| ど うす る つも りな ん だ ?] 4 
シシ リー 「 ち ょ っ と 付け て みた いも の が あっ て さ ー。 ま 、 悪 い . 
よう に は し な いか ら さ 」 1 
ユー リ 「 そ ん な よく わか ん ね ぇ こと させ る と 思う か …… ?」 3 
レイ ヴ ン ersco っ 。 な ぁ 、 ユー リ 君 、 ちょ っ と や ら せ て み で 生 
も いい ん じゃ な い ?」 
ユー リ 「……|: お っ さん 何 か 考 え が あ る の か ?」 
レイ ヴ ン [ん 一 …… い や 、 そ ん な 大 し た も ん じゃ な いん だ けど 」 』 
ユー リ 「…… EE 人 バテ イィ イ : どう だ | 
パテ ィ 「 お むむ -…… ー リ が 言う な らし ょ う が な い の 。 た だ 


も 馬 つ た うち に も わか る ぞ 」 


シシ リー 「 う ん 、 多 分 大 丈夫 だ と 思う か ら グ ラッ ツェ ! ん じゃ 、 


ちょ っ と 待つ て て 一 』 


フィ エル ティ ア 号 に 向かっ て いき 、 改造 を 行う シシ リー。 し ば らく し 。 | # 
で 肌 の 改 寺 を 幸 矯 た ウジ リー ザー の 剖 同 入 で で 抽 村 っ 


で は な く 、 改造 され た 船 を まじ まじ と 見 つめ て いる 。 
シシ リー [ グ ア ル ダ ! で きた よー」 
ステ ル 「 何 か …… く っ つい て ます 」 


レイ ヴ ン 「 何 を し た ん だ ?」 

ジ シ リー 「 サ ル ベ ー ジ クレ ー ン を くっ つけ た よー。 これ で 海 
の 中 の お 宝 と か 拾え る は ず だ よ 」 

ユー リ 「 おい 、 パテ ィ ど うな ん だ ?」 

パテ ィ 「 お お む …… す ご くち ゃ ん と 設置 され て る の じゃ 。 船体 
バラ ンス の 崩れ 、 重心 も 計算 され て る ……。 お ぬ し 、 
な か な か や る の 」 

ツン ンチ ー 「 あ と 船底 も ちょ っ と いじ っ た か ら 今 まで いけ な か っ 
た 浅瀬 と か も 通れ る と 思う よ 」 

カロ ル 「 す 、 すご いね ……」 

レイ ヴ ン 「 お い 、 何で こん な こと すん だ ?」 

シシ リー 「 最 近 、 船 に 興味 が あっ た だ け だ よー」 


レイ ヴ ン 「 ホ ント 、 変 な や つ だ な ……」 

シシ リー 「 ん じゃ 、 また ね ー。 アリ ー ヴ ェ デ ル チ ー」 
いつ も の よう に 、 別れ の あい さ つ を し て 走り 去っ て いく シシ リー。 
する と 入れ 違い に 、 男性 が 一 行 の も と へ 工 け 寄っ て くる 。 


男性 「 い 、 今 の シシ リー 博士 じゃ な い の か ?」 
リタ 「 何 ? あん た あい つの こと 知っ て ん の ?」 
男性 「 あ あ 、 筐 体 ( コ ン テ ナ ) 工 学 の 申し 子 と 呼ば れ て い 


る 人 だ よ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 人 筐 体 ( コ ン テ ナ ) 
を いじ ら せ た ら 、 右 に 出る も の は いな いら し いよ 」 


エス テル 「 す ご い 人 な ん で すね 」 

マ ョ ディ ス 「 リ タ な ら 知 っ て た ん じゃ な い ?」 

リタ 「 知 ら な いわ 。 同 じ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 携わる 
者 で も あたし は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 研究 し た り 
魔術 を 使う 魔 導 士 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 筐 体 ( コ 
ン テ ナ ) と その 人 性能 を 活用 する こと を 追求 し て る 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 技 師 と は 違う か ら 」 

カロ ル 「 へ ぇ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 技師 か …… 建 築 ギ ル 
ド の 人 た ち が 欲 し が り そ う な 人 だ ね 」 

男性 「 そ うな ん だ よ ! シシ リー 博士 の こと は 、 今 、 建築 

4 ギル ド の 連中 が 躍起 に な っ て 探し て る っ て 話 だ よ 」 

ユー リ 「 カ ウフ マン と 取引 が で きそう な 情報 だ な ……」 

_ 男性 「 た だ 、 ホン ト に 気まぐれ で 自分 に 興味 の ある も の し 

か 触ら な いっ て 話 だ けど な ……」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 そう だ ろう な ……」 

ユー リ 「 は っ は 。 そ の すご い 博 士 の 気まぐれ 、 どん な 性 能 
か 試し て みよ う ぜ 」 

カロ ル 「 そ うだ ね 。 さっ そく サル ベー ジ に 出発 -」 


_ 前世 2 肖 P.391 


アレ クセ イ と の 決戦 を 控え た 一 行 が カプ ワ ・ ノ ー ル を 訪れ る と 、 海 

の 方 を 眺め て いる デュ ー ク を 見 か ける 。 

ユー リ 「 よ おぉ 」 

ユー リ が 声 を か ける な り 、 デュ ー ク は 正面 を 向い て 言い 放つ 。 

デュ ー ク 「 貸し た も の を 返し て も ら お う 。 あ れ の 出現 を 許し た お 
まえ に 、 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) を 託し て は お け な い 」 

ユー リ 「 あ れ が 何だ か 、 知っ て ん の か ?」 

デュ ー ク 「 古 代 遺 産 …… 巨 大 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) …… そ し て 
使い 方 を 説 ら な けれ ば この 世 を 災厄 か ら 守 る べき も の 。 
だ が 、 渡る べき で な い 者 の 手 に 渡っ て し まっ た 。 す べ 
て 元 あ る 場所 へ 戻す べき だ 。 まず は その 剣 を 私 に 」 

ユー リ 「 待 て よ 。 元 ある 場所 に っ て ん な ら エ ステ ル に 返す 
べき じゃ ね ぇ の か ?」 

デュ ー ク に >"… 正しく 使え ぬ も の の 手 に 置い に お く こ と ほど 

無益 な こと は な い 」 

「 わ た し た ち は 笛 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) に 皇帝 の 証 以上 

の 意味 を 見 出し て いま せん で し た 。 そう いう 意味 で は あ 

な た の 手 に ある 方 が ふさ わし い の か も し れ ま せん 」 

デュ ー ク EE いた 

ユー 2 ん じゃ あ 、 悪い けど 、 も うし ば らく オレ に 貸し と 
いて くれ な いか が か? アレ クセ イ は オレ た ち が 止 め る 。 
その た め に ……」 

ユー リ が 頼む と 、 デュ ー ク は 海 に 向き 直り 、 背中 越し に 返答 する 。 


エス テル 


デュ ー ク 「…… わ か っ た …… し か し 、 も し お まえ た ち が 災 厄 を 前 
に 膝 を 折る こと あら ば 、 その 剣 、 我 が 手 へ 回 収 す る 」 
ユー リ 「 わ か っ た 。…… 行こ う ぜ 」 


カプ ワ ・ ノ ー ル の 街中 を 歩い て いる と 、 いき な り 女 性 が パテ ィ に 声 
を か け て くる 。 


女性 「 あな た 、 も し か し て 悩み が あり ます ね 」 

パテ ィ 「 う ちか ? そう じゃ の 、 人 生 は 悩み だ ら け な の じゃ 」 

女性 「 私 は 占い 師 ギ ルド 「『 半 熟 の 橋 」 の ザラ シャ ー ン 。 私 
が あな た の 悩み を 占っ つっ て あげ ます 。 は い 、 その まま 、 
じっと し て て ……」 

バテ ィ [お : た … 本 

ザラ シャ ー ン Tee 6 えい っ ! ズバ リ ! あな た の 悩み 

は 恋 の 悩み で すね 」 

パテ ィ 「 お お っ 、 スゴ イ の じゃ 。 当 た りな の じゃ 」 

ザラ シャ ー ン 「 そ の 恋 、 成就 する た め に は …… ム ム ム ……。 あ な 
た 上 自身 が 戒め と する 教え を 大 切 に し 、 実 践 する こと !」 

パテ ィ 「 戒 め …… それは 『 海 の 教え 』 か の 」 

カロ ル 0 の に ?」 


も そん な も ん さる だ け で 、 願い な ん か 、 本 当 に 叶う の か カ よ 」 
ザラ シャ ー ン 「 実 践 ある の み で す ! さ 、 占っ て あげ た の で 、 お 金 
を くだ さい 。 見 料 1 000 ガ ルド 」 


レイ ヴ ン 「 な に ? 金 取 る の ?」 

ザラ シャ ー ン 「 タ ダ で 幸せ が 掴め る な ん て そん な 具合 の いい 話 、 
世の中 に は あり ませ ん よ 」 

カロ ル 「 ね ぇ 、 勝手 に 見 と いて 、 お金 取る な ん て さ 、 騙し う 
ち じ ゃ な い ?」 

ユー リ [そう だ な あ …-」 


所 持 ガ ルド が 1000 ガ ルド 以上 で 「 は い 」 を 選ん だ 場合 
ザラ シャ ー ン 「 ど う も 毎度 あり が と う ご ざ いま す 。 最後 に 一 つ 、 いい 
3 あな た に 幸せ を 与え る ラッ 


ーー テム は 海 導 がら 引き 上 げ ら れ た も の 、 で す 」 


「 私 が 見 える の は 、 そこ まで で す 。 で は 、 サラ バ 、 あ 
な た の の 恋 に 祝福 あれ 一 」 


ーー ル シャ ー ン は 立ち 去る 。 


「 う さん くさ いわ 。 お っ さん と 同じ くら い に 」 


時 ヴ ン 「 何 よ 、 お っ さん の 方 が 、 まだ 健全 だ っ つ 一 の 」 


ザラ シャ ー ン 


0 9 る の 会 こ と を れ る rl| 


バテ ィ [と は 導 の 50 し CT、 4 ら 。 
ユー リ | まあ 、 な ん で も いい けど 勝手 に すり ゃ いい ん 
その 後 、 パテ ィ は ザラ シャ ー ン の 助言 に し た が い 、 海上 で サル ベー 
ジ を 行う 。 す る と 、 海底 か ら み そお で ん の 材料 を 引き 上 げた 。 

バテ ィ [ 恋 恋 の ラッ キー アイ テム な の じゃ 


「 海 か ら 引 き 上 げ る か ら こ そ 、 意味 が ある の じゃ ! 
ー リ に 手料理 を 振る 舞っ て アピ ー ル 、 な の じゃ !」 


カロ ル 「 手 料理 っ て ?」 
パテ ィ [お で ん な の じゃ 」 
ジュ ディ ス  「 待 っ て 、 パテ ィ 。 そ ん な 男らしい 食べ も の は ダメ 」 


バテ ィ 「 海 の 教え 、 その 24「 手 ご わい 敵 は 自分 の フィ ー ル 


ド に 引き 入れ ろ 」 な の じゃ 」 


ジュ ディ ス  「 も っ と 、 女の子 らし いと ころ を アピ ー ル し た 方 が い 


ンコ 
いと 思 つ うわ]」 


ジュ ディ メス | そう 。 ず ぼり 、 イー ツン ね 」 


バテ ィ は 思考 を 巡ら せ 、 何 か を 了 内 く 。 


パテ ィ 「 い いこ と 考え た の じゃ !」 


さっ そく 思い つい た こと を 実践 する パテ ィ 。 ほ ど な く し て 、 海 を 眺 
め て いる ユー リ に パテ ィ が 駆け 寄る 。 
「 


パテ ィ ユー リ ! ユー リ ! ユー リ の た め に 腕 に より を か 


パテ ィ が 特製 スイ ー ツ を ユー リ に 見 せる 。 


パテ ィ 「 お で ん ケー キ な の じゃ 」 
パテ ィ 「 な の じゃ 。 お で ん 汁 を 含ん だ 大 根 に ま と わ り つ い 


た 甘い チョ コ が 、 素敵 な テイ スト を 醸す の じゃ 。 さ 、 


ユー リ 「 い や …… 遠 慮 し と くわ 」 

に:205701Z 計 3223 
ユー リ 「…… ジ ュ デ ィ 、 お まえ だ な 、 よけい な 入れ 知恵 し た の は ] 
Ei 22 
パテ ィ を 見 る カロ ル 。 パ ティ は 不気味 な 笑み を た た えて いた 。 そ 
カロ ル 「 う 、 うつ ぎゃ ああ あっ …… 」 

バ パティ 「…… 0 うう 逃げ られ た の じゃ 」 
ジュ ディ ス 「 や っ ぱり 、 お で ん と スイ ー ツ は な か っ た か も し れ な 


「 う ーー お …… 海 の 教え に 従っ た と まで な ん じゃ が の う …… 


所 持 ガ ルド が 1000 ガ ルド 未満 、 ま た は 「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
ザラ シャ ー ン 「 お 金 を 払う 気 に な り ま し た か ?」 
サリ ルド が 1000 ガ ルド 未満 、 ま た は 


「 あ な た の 恋 は 成就 し ませ ん !」 


記 編 子ども 好き 
へ リオ ー ド の 広場 で 、 ポリ ー と 再会 する 一 行 。 
ポリ ー 「 あ 、 お ね え ち ゃ ん た ち !」 


キス テル 「 あ …… ポ リー、 元気 で す ?」 

ポリ ー 「 う ん ! ワン コ も 到 先 だ っ だ ?1 

ラビ ピー ド 「 キ ュー ン ……」 

カロ ル 「 ラ ピー ド が 人 に な つく な ん て ……」 

ユー リ 「 犬 好き の 子ども に は 優し いん だ よ な ?」 

カロ ル 「 そ うな の !? じ w、 ポ ク は ?。 ほら ワラ ピー ドラ ボク 
ラ ピ ー ド の こと 、 こん な に 好き だ よ 」 

ラビ ピー ド [ガウ ッ l」 

ラ ピ ー ド に 咲 え られ て うろ た える カロ ル 。 そこ へ ポリ ー の 両親 、 ティ 

グル と ケラ ス が や っ て くる 。 

ティ グル 「 や あ 」 

ユー リ 「 よ ぉ 。 この 街 離 れ た ん じゃ な か っ た の か 」 

ティ グル 「 う ちの 子 が ここ を 気に入っ ちゃ っ て ね 。 時 々 は こう 
し て 来る ん だ ]」 

ユー リ 「 そ うか …… そ うだ な 」 

ゲッ ス 「 さ あ 、 ポリ ー、 それ くら い に し て 。 で は 、 みな さん 、 
失礼 し ます 」 

ポリ ー 「 バ イ バ イ ー !」 

ラビ ピー ド 5 


その 場 を あと に する ティ グル 一 家 。 


エス テル [ ま よかっ 計 で す 、 幸せ そう で 」 

ラ ピ ー ド 。。 「 ウ ー…- ワ ン !] も 
その と き 、 遠く か ら ケ ラス の 悲鳴 が 聞こ えて くる 。 

し ォ ー 「 キ ャ ー 中 


エス テル 「 何 !?」 

ー 行 は ティ グル た ち に 駆け 寄る が 、 そ こ に ポリ ー の 姿 は な い 。 
紀 に 2 

ラ ピ ー ド が 史 え て 、 街 の 外 に 飛び 出し て いく 。 


エズ 形 、 「 ラ ピー ド と > 
ティ グル  「 ポ リー が 魔物 に さら われ て ……! 

ユー リ [結界 (けっ か い ) の 中 に 魔物 …… ?] 

エス テル  「 ラ ビー ド が 後 を 追い まし た ! わた し た ち も …… 1 


エス テル の 呼び か け に うな ずく ユー リ た ち 。 一 方 、 街 の 外 で は 、 魔 

物 を 連れ た 盗賊 が ポリ ー を 連れ て いる 。 

盗賊 「 け けっ 、 結界 (けっ か い ) が ある と 思っ て 油断 し て る 
連中 な ん ざ ち ょ ろ い も ん だ 。 さて 、 この ガキ 使っ て 、 
どん だ け 巻 き 上 げ ら れる か ……」 

そこ ヘラ ビー ド が 駆け つけ 、 盗賊 に 向かっ て 咲 え 立て る 。 


レー | ウー の シワ ン ワ シン ルン グリ 

盗賊 「 な ん だ ぁ 、 こ の 犬 野郎 が …… 人 間 様 に た て つく か ?」] 

ピード 「 グ ルル ル ……」 

ユー リ た ち も ラ ピー ド に 追い つく 。 

盗賊 「 ち っ …… 何 だ 、 お まえ ら ?」 

1 。 「 結 界 ( け っ か い ) の 中 に 魔物 な ん て お か し いと 思っ 
た が 、 て め え の 手引 きか 。 ガキ を 返し な 」 

盗賊 [返せ と 言わ れ て 、 ほ い ほ い 返 す と で も 思っ て ん の か ?] 

ラウ ビー ド [グル ルル こち ン レン ウ ラリ 


盗賊 が 魔物 を けし か ける が 、 返り 討ち に する ユー リ た ち 。 
ビー チ 「 ウ ー ト ラク た だ た / 


ユー リ 「 よ く や っ ラロ ピー ド 1 

盗賊 「 く 、 くそ …… 覚 えて や が れ :…… 四 

盗賊 が 逃げ て いく 。 

カロ ル [ あ …<」 

トリ 「 ほ っ と け 、 今 は ポリ ー を ティ グル た ちの と ころ へ 返 
し て や ら な いと 」 

一 行 は ヘリ オー ド に 戻り 、 ポ リー を 両親 の も と へ 送り 届け る 。 

ケラ ス 「 あ り が と う ご ざ いま し た !」 

ティ グル 「 何 度 も 助け て も ら っ て 、 な ん て お 礼 を いつ た らい いか 」 

レイ ヴ ン 「 い や いや 、 な ん の な ん の 」 

ユー リ 「 お っ さん 、 大 し た こと し て な い だ つ ろ ……… 」 

ポリ サー 「 ワ ンコ が 助け こく れ た ん だ よ 」 

ラビ ピー ド ウン 

ユー リ 「 犬 好き の 子ども は ほう っ て お け な い タチ な ん だ よ 、 こい つ ]」 

ティ グル 「 あ り が と う 。 犬 君 」 

ピード 2 と だ 


。 ティ グル 「 で も 、 それ に し て も どう し て 、 ポリ ー を さら っ た りな ん か ……」 
ラビ ピー ド 「 ワ ン ワ ン ワ ン リ 」 

ユー リ 「 手 っ 取り 早く 金 を 株 ご うと し て た みた い だ ぜ | 
ティ グル 「 な ん て こと だ 。 結界 (けっ か い ) の 中 で も 用 心 が い る の か …-| 
その と き 、 ポリ ー の 手 の 中 か ら 光 が 発せ られ る 。 


ティ グル 「…… ポ リー、 何 持 っ て る の ?」 
ポリ ー 「 さ っ き の お じ さ ん が 落と し て っ た の 拾っ た の 」 
ユー リ 「 さ っ き の 盗 賊 が ?] 
ユー リ は ポリ ー が 拾っ た 物 を 受け 取る 。 
ミー リ 「 魔 物 に 武 能 ( ス キル ) を 教え 込む た め の メ モ み た い 
だ な 。 知 性 の な い 魔 物 が こん な も の 使え る わけ な 
い の に な 」 
ラビ ピー ド ドイ ゴブ ウン | 
二 の ー リ 「 な ん だ 、 こい つが 欲し い の か ?」 
: ラビ ピー ド | ワン 用 
ユー リ [まあ 、 ラ ピ ー ド な ら 使 え ね ぇ こと は な いけ ど ……*。 
の し ゃ あ ね ぇ 、 読ん で きか せ て や る か 」 
還 ソウ ピエ ド ウラ フリ 
.。 メモ の 内 容 を ラ ピ ー ド に 読み 聞か せる ユー リ 。 
ユー リ 1 こっ で な わけ や 。 わか っ た か の 1 
ラ ピ ー ド ウン ント | 
ラビ ピー ド が メモ に 記さ れ て いた 武 能 ( ス キル ) を 習得 する 。 
* ポリ ー 「 ワ ンコ また 強く な っ た ん だ ね !」 
。 ラビ ピー ド ウン 


ダン グレ スト の 宿屋 の 前 を 通る と 、 ユー リ が 宿泊 を 提案 する 。 


※ ユー リ 「 時 間 も 時 間 だ し 、 今 夜 は ダン グレ スト で 一 泊 す る か 」 
エス テル 「 そ う で すね 。 ここ の と ころ 慌 し か っ た で すか ら ゆ っ 
ト ( くり 休む の も 必要 で す 」 
。 する と フレ ン が 、 ギル ド ユ ニオ ン 本 部 の 方 へ 向かお うと する 。 
人 バテ ディ 「 ど こ へ 行く の じゃ 、 フレ ン 」 
フレ ン  「 今 夜 、 ダ ング レス ト の 夜間 巡回 を する か ら 、 ユニ オン 


に 許可 を も ら お うと 思っ て 。 隊 を 離れ て いる と は いえ 、 
僕 は 騎士 団 の 人 間 だ か ら 筋 は 通し て お か な く て は ね 」 


ジュ ディ ス  「 ど うし て パト ロー ル を あな た が する の か し ら ? ユ 
ニオ ン の 役目 で は な く て ?」 
フレ ウ 「 ド ン 亡 き 後 、 ユニ オン は 正常 に 機能 し て る と は 言い 
が た いか ら ね 。 ダン グレ スト の 治安 悪化 の 噂 は 騎士 
団 に も 届い て る よ 」 
カロ ル 「 確 か に 、 ドン が いな く な っ て ギル ド 同 士 の 揉め 事 と 
か 増え た よね 。 本 当 は 、 ユニ オン が 処 理 し な きゃ い 
け な い こと な ん だ けど 」 
フレ ン 「 う ん 。 だ か ら 、 騎士 の 僕 が 見 回 る だ け で も 、 抑止 
力 に は な る か と 思っ た ん だ 」 
* レイ ヴ ン 「 あ ー あ ーー まったく 。 固い ね ぇ 、 フレ ン ち ゃ ん 。 気 を 
抜く と き は 、 パー ッ と 気分 転換 し な さい よ 。 人 生 も っ 
と 楽し まな きゃ 」 
_ ユー リ 「 フ レン は 、 オ ン と オフ の 切り 替え が で き な い ん だ よ 」 
ダレン [常に オフ 状態 の ユー リ に は 言わ れ た く な いな 」 


フレ ン に 言わ れ て 、 機嫌 を 損ね る ユー リ 。 


レイ ヴ ン 「 仕 方 な いわ ね 。 お っ さん が イイ トコ 連れ て っ た げ る わ 」 
時 テレ ン 「 い え 、 僕 は 夜間 巡回 を し ます の で ……」 
* レイヴン 「 若 者 よ 、 何事 も 社会 勉強 だ ! ご た ご た 言わ ず 、 つ 
いと いで 」 

フレ ン 「 レ 、 レイ ヴ ン さん 

フレ ン は レイ ヴ ン に 連れ て いか れる 。 無言 で ら 人 を 見 送る 一 同 。 

リタ 「 連 れ て か れ た けど 、 平気 ? お っ さん の こと だ か ら 
還 ロク な 場所 行か な いわ よ 」 

ユー リ 「 こ れ で フレ ン の 固い 頭 が 少し は や わら か く な っ て く 


れん な ら 、 大 歓迎 だ けど な 」 
レイ ヴ ン は フレ ン を 、 酒場 「 紅 の 流星 群 } に 連れ 込ん で いた 。 フ レ 
ン だ けが 女性 た ち に 囲ま れ て いる 。 


女性 A 「 や っ だ 、 お 兄さん が 騎士 な ん て 冗談 で し ょ う ? 全 
然 見 えな いわ 」 


女性 B = 。 「 騎 士 な ん て 嫌味 で 偉 そ うな ヤツ ば か り だ も ん 。 お 
兄さん みた いな か わい い 人 が 騎士 な わけ な いじ ゃ 
な ー い 。 キ ャ ハル ハル ルル 」 


女性 C 「 帝 都 で は 、 騎士 っ て 名 乗る と 女の子 が ちや ほや し 
て くれ た ? で も 残念 。 ここ は ダン グレ スト な の よ 」 

フレ シ 「 い え 、 あの ……」 

女性 D 「 そ ん な に 緊張 し な いで 。 いろいろ 教え て あげ る か 
ら な ん で も 聞い て 」 

女性 A 「 ホ ント に 、 レイ ヴ ン と 知り 合い な の が 信じ られ な いわ 」 

フレ ン 「 先 た … 

女性 B 「 ジ ュー ス な ん て 飲ん で る の ね 。 も 一 、 子ども な ん 
だ か ら 。 そん な トコ も か わい いけ どど 

フレ ン 「 あ の 、 僕 は ……」 

女性 C 「 ほ ら ほ ら 、 も っ と リラ ックス し て 沈 今夜 は 一 緒 に 
楽し み ま し ょ ) 」 


フレ ン を 取り 囲ん で 盛り 上 が る 女性 た ち 。 そ し て 翌朝 、 レ イヴ ン と 
フレ ン は ユー リ た ちと 合流 する 。 背筋 を し ゃ ん と し た フレ ン と は 対 
照 的 に 、 し ょ ん ぼり し て いる レイ ヴ ン 。 


パテ ィ 「 お は よう な の じゃ 」 

フレ ン 「 お は よう 。 待た せ て し まっ た か な ?」 

カロ ル 「 う うん 、 待っ て な いよ 。…… うる いう か 、 三 人 と も 
ひょっと し て 一 晩 中 ?」 

フレ シ 「 気 付い た ら 、 夜 が 明け て て ね 。 徹夜 は 騎士 団 で 慣れ 
て る か ら 大 丈夫 だ よ 。 戦い に 支 遼 を きた し た り し な い 」 

リタ 「 ず いぶ ん 楽し ん で きた みた いね 」 

コレ ン 「 楽 し か っ た よ 。 レ イヴ ン さ ん の お か げ で と て も 有 
意義 な 時 間 が 過ごせ た 」 

フレ ン の 意外 な 返答 に 、 ド 肝 を 抜か れる カロ ル と リタ 。 

リタ 「 あ っ そ ……」 

ジュ ディ ス 「 彼 も ユー リ の 親友 な だ け あ っ た っ て こと ね 」 


ジュ ディ ス の 言葉 の 意味 が 分 か ら な い 様 子 の エス テル 。 

フレ ン 「 う ん 、 ユー リ も 誘 え ば よかっ た な 」 

さら な る フレ ン の 意外 な 発言 に 、 カロ ル は お ろ お ろ し 、 リタ は 絶句 。 
そん な ら 人 を 尻目 に 、 ユー リ は レイ ヴ ン に 近寄っ て 声 を か ける 。 
ュー リ 「 ど うし た 、 お っ さん 。 し ょ ぼく れ て ん な 」 


レイ ヴ ン 「 お っ さん 人 選 ミ ス っ た よ …… フレ ン と は 、 も う 夜 の 
街 に は 行か な い 。 フレ ン と 行く と 、 女の子 みん な 持っ 
て か れ ち まう ん だ も ん 」」 

ユー ジリ 「 あ いつ 昔 か ら 、 女 に 言い 寄ら れる こと 多い か ら 。 
意外 と 扱い に は 慣れ て ん だ よ 」 

フレ ン [ 僕 が どう し た だ たって?」 

ユー リ 「 い や 、 楽し ん で きた か ?」 

フウ レン 「 あ あ 。 騎士 団 に は 上 が っ て こない 街 の 人 の 声 を 聞 
く こ と が で きた 。 時 に は は め を 外し て 人 の 本 音 を 聞 
く こ と も 必要 だ と 、 教え て もら っ た よ 」 

ユー リ 「 お っ さん に 、 ん な 殊 勝 な 目的 が あっ た と は 思え な 
いけ ご ど な 。 ま 、 お っ さん 、 連 れ て く 相 手 が 悪 か っ た な 」 

レイ ヴ ン 「 ま っ た くだ ……」 


3 倉庫 整理 ・ そ の 4 82 
これ まで に 訪 庫 整理 の 実績 を 重ね て きた カロ ル 。 ノ ー ド ポリ カ の 
廊 庫 前 に いる 戦士 の 殿堂 (バレ スト ラー レ ) の ギル ド 員 に 話し か け 
る と 、 案の定 廊 庫 整理 を 依頼 され る 。 


ギル ド 員 「 あ ん た た ち 、 も し か し て あの 凛々 の 明星 (ブレ イブ 
ヴェ スペ リア ) ?」 

カロ ル 「 そ う ! ボク ら が あの 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ ス 
ペリ ア ) さ ぐさ 


ギル ド 員 「 ち ょ うど ウチ の 倉庫 に いろ いろ 搬入 し て な 、 まだ 片 
付い て な いん だ 。 どう だ い ? 得意 の 倉庫 整理 、 お 
願い で き な い か い ?」 

カロ ル 「 う ん 」 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 


ギル ド 員 


「 お 、 じゃ あさ っ そく 頼む よ 」 


な あ 、 
ナリ) つ 
志 さん が 想像 し て いる 通り な ん じゃ な 
「 な ん か そん な 感じ が する な …… 豆 ん で いい の や ら 、 
- 電 DOW2F 。 0 、 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
ギル ド 員 「 そ うか 、 わか っ た 。 都合 が いい と き に 、 また 頼む よ 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


ギル ド 員 「 お お 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 。 倉 庫 


「 と 前 世 生 時 P.384 
り じ ご くぅ ・ 
記入 あり じ ご くぅ ・ そ の 3 y 次 訪 【P.416 


ザウ デ 不 落 宮 で の 決戦 を 前 に し て 、 一行 は うし に ん の も と を 訪れ る 。 


うし に ん 「 ち ょ いす ! ボク 、 う し に ん 。 略し て 『 に ん 」、 よ ろ し く 。 
また また 来 た ね ぇ 。 ボク ちん が 忘れ られ な く な っ た ?」 

リタ 「 だ ん だ ん 相手 する の も 疲れ て くる わ ね 」 

うし に ん 「 な に さ べ た ん こ な く せ し て 」 

リタ 「 あ ん た 、 いい 加減 その ネタ うざい 。 ケ ンカ 売っ て 
る つも り ?」 

レイ ヴ ン [や め ろ よ 、 子ども 相手 に 。 子ども 同士 の ケン カ は 醒 い ぞ 」 

うし に ん 「 ボ ク ち ん 子ども じゃ な いのら 。 立派 な も ん よ 」 

カロ ル 「 い や いや どう 見 て も 子ども じゃ ん 。 小さ いし 」 

うし に ん 「 リ ー ゼ ント チビ に 言わ れ た く な い に ゃ 」 

リタ [あはは ! リー ゼン トチ 避 - こ て くべ] 

大 笑い する リタ を じっと 見 る カロ ル 。 

うし に ん 「 さ あさ あ 、 お 待た せ 。 本 日 の メニ ュー は ダ カ ダ カ 
ダ カ ダ 対 :…・ ダン ! PR ドイ ズラ シンチ ャ ー ム パラ ライ 
チャ ー ム スト ー ン チャ ー ム 」』 で す ー--」 

エス テル 「 い き な り 3 品 に 増え て こま すけ ど ]」 

うし に ん 「 ん ーー そん な と ころ 突っ 込ま な い の カ マト ト 姉 ちゃ ん 」 


一 同 は エス テル に 視線 を 向け て 黙 り 込 お 。 


エス テル 「 カ マト ト っ て 何で すか ?」 

レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん が 知ら な い 方 が 良い 事 も 世の中 に は ある の よ 」 
うし に ん 「 は い は いち ょ ー だ い 江 」 

レイ ヴ ン 「 物 々 交換 っ て ん だ か ら 結 構 く れる ん で し ょ 清 」 
うし に ん 「 い いか らい いか ら ]」 


「 は い 」 を 選び 、 要求 品 を すべ て 持っ て いる 場合 
うし に ん は ユー リ か ら 品 物 を 受け 取る 。 


うし に ん 「 あ ん が と ね ぇ 。 ガチ ャ ガチ ャ ゴロ ゴロ ガチ ャ ゴロ ゴ 
捉 。 ざっ で わく わく | 


例 に よっ て 穴 か ら あ り じ ご くに ん を 呼び 出す うし に ん 。 一行 は 黙っ 
て それ を 見 て いる 。 
うし に ん 「 は いよ 」 


品物 を 受け 取っ た あり じ ご くに ん が 穴 に 戻っ て いく 。 
ジュ ディ ス  「 何 度 見 て も 慣れ な いも の ね J」 
[まあ 、 普通 に 不思議 だ し な 」 
レイ ヴ ン [は い は い 3 つ も あげ た ん だ か ら 何 くれ る の よ 」 3 
うし に ん 「 そ うだ ね ぇ 。 本 日 の お 返し は …… ジ ャ カジ ャ カジ ャ | 琴 
うし に ん 「 え ーーー !? 砂漠 で 使え る か な ぁ っ て 思 つ たから 
あげ た の に ……」 

落ち 込む うし に ん を 見 て 、 一 同 は いた た まれ な い 気 持ち に な る 。 
レイ ヴ ン 「 や っ た 一 嬉し ぃ ー な ? な ? カロ ル 」 

カロ ル 「 あ 、 うん うん 。 すっ ご い 嬉 し いよ ほん と ほん と 」 
うし に ん 「 良 か っ た ね 。 大 事 に し て ちょ うだ い 。 まっ た ね 一 形 」 


うし に ん の 機嫌 は 直っ た が 、 や は り 納 得 が いか な い 一 同 。 ) 


「 は い 」 を 選び 、 要求 品 が 不足 し て いる 場合 
うし に ん 「 え ない じゃ ん 。 ウソ つき い 」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
うし に ん [オー ブー。 グチ くさ い が ゃ 〕 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
うし に ん 「 わ ー い きだ きた 一 1 ポイ ズン チャ ズム パラ コン 


( [ ぁ 次 証 誠 P.424 


ミ ョ ル ゾ の 長老 の 屋敷 で 、 一 行 は 何 か に 困っ て いる 様子 の 長老 を 
見 か ける 。 


長老 「 ぬ お お む お ……」 
ジュ ディ スズ 「 こ ん に ち は 、 長老 様 。 何 を うな っ て る の か し ら ?」 
長老 「 お や 、 お 前 さん た ちか 。 い や の う 、 タン ス を 掃除 し 


て た ら こ ん な も の が 出 て きた の じゃ よ 」 
エス テル 「 タ ンス か ら 、 剣 …… ?] 
長老 が 出し た 語 を 見 る ユー リ た ち 。 
ユー リ 「 そ れ に し て も こい つ は …… 


ww | 
上 CT つい 
モス 


リタ は うな ずく 。 
[これ は どう いう 


剣 な の で す ?」 


エス テル 
長老 「 う お む 、 よく ぞ 聞 いて くれ た 。 ワシ の 記憶 が 確か な ら 、 

これ は 伝説 の 九 つ の 魔 装具 の ひと つじ ゃ 」 
エス テル 「 魔 装具 …… お と ぎ 話 に ある 1 4 の 頭 を 持つ 魔物 か 。 


ら 生ま れ た 、 と いう 伝説 の 武器 で す ?] 
長老 「 ん お 、 地上 で は どう 伝え られ と る か 知ら ん が 、 ここ で は こう 
言わ れ と る 。 古 の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 文 明 が 最も 栄 えた 頃 、 
特別 な 武具 を 作り 出 そ うと いう 試み が 為 さ れ た 。 結果 、 途 輸 
も な い 力 を 秘め た 武具 が 誕生 し 、 その 数 は 九 つ だ っ た と か 」 


レイ ヴ ン 「 古 代 遺 産 の 伝説 の 武器 、 か …… 宙 の 戒 典 (デイ ン 
ノモス ) が 実在 し て いる 以上 、 あり えな い 話 じゃ な い 
か も ね え 」 

ーー リ 「 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) も その 魔 装具 な の か ?」 


リタ 「 長 老 の 話 が 本 当 な ら 可 能 性 は ある わ ね 」 


「 で も 、 も し これ が ホン ト に 魔 装具 の ひと つ な ん だ と 
し た ら 、 そん な も の が な ぜ 長 老 様 の タン ス に ?」 
長老 「 そ れ が さっ ぱり 思い 出せ ん の じゃ 。 な ん せ タ ンス 
の 掃除 な ぞ 何 十 年 ぷり か じゃ か ら の うー-」 


ジュ ディ ス 


エス テル 「 何 十 年 も タン ス を 掃除 し な いな ん て …… あ りえ ませ ん …」 

ーー 生 「……: も し ホン ト に すご い 武 器 な ん だ と し た ら 、 ろく 
で も な い ヤ ツ に 渡る 前 に オレ 達 が あめ つ め ち ま っ た 方 
が いい か も な 」 

レイ ヴ ン 「 そ う ね ぇ …… ろ く で も な い ヤ ツ が 色々 動き 回 っ て る し ね ぇ 」 

ジュ ディ ス  「 長 老 べ ま 、 これ 頂い て も 良い か し ら ?」 

長老 「 ん ? 構わ ん よ 」 

カロ ル 「 え 、 そん な あっ さり 」 

長老 「 い や 正直 、 見 つけ た は いい が どう し た も の か と 悩 
ん で お っ た ん じゃ 。 ワ シ ら に は 不要 な も の じゃ し 、 と 
いっ て 適当 に 扱っ て よい と も 思え ん し 。 そ の 点 、 お 
前 さん た ちな ら う っ て つけ じゃ ろ 」 

リタ 「 他 の 魔 装具 の 情報 は 何 か な い ?」 

長老 「 そ うじ ゃ の う …… 言 い 伝 え で は 、 九 つ は 互い に 引 


き 合 うん だ と か 。 な ら も し それ が 魔 装具 な ら 他 の 魔 
エル 2 スル 2 


1 うこ と か も し れ A の 5」 
_ 。 の op ロコ 
わか ん な いこ と 考え た っ て し ょ う が な いわ 。 る あたし 
が ひと つづ 持っ と け ば 誰か 悪い ヤツ に 全部 集め られ 
ー る 事 は な いわ け だ し 。 それ で いい ん じゃ な い ?」 


リー Es ssse<E 55 


No. 131 | 放っ て きた 投 以降 の 場合 
カロ _「 ひ と ど つ で も 持っ て お け ば 反 庶 し て 他 の も 見 つけ ら 
9 れる っ で こと ?] 
「 あく まで 言い 伝え に よれ ば じゃ が の 」 
コ 、 「 わ が っ た 。 あり が と な 。 長老 さん 。 も ら っ と く よ 」 


EE 露天 風呂 いい ね ・ そ の 1 ゅ 次 還 軒 P.3g6 


ユル ゾ レ ア 大 陸 で 、 一 風 変 わ っ た 趣 の 建物 を 発見 し た 一 行 。 中 に 入っ 
て 、 すぐ 脇 の カ ウン ター に いる 人 物 に 話し か け て みる 。 


番頭 「 い らっし ゃ いま せ 。 湯 源 卿 ユウ マン ジュ へ よう こそ 」 
カロ ル 「 ねぇ え ね ぇ 、 ここ っ て 何 ?」 
番頭 「 は ぃ い ー。 こ ちら は 起 天 風呂 が ある 温泉 旅館 『「 湧 萬 書 」 


で す 。 読み 方 は 「 け ユウ マン ジュ 」』 で 屋号 は 「 湧 萬 畜 』 で す 」 


レイ ヴ ン 「 ん で 、 ロ テ ン ブロ と か っ て 何 よ 」 

エス テル 「 露 天風 呂 と は 屋外 で 入る お 風呂 場 の こと で すね 」 

リタ 「 外 で フロ に 入る ? 何 の 意味 が ある っ て いう の よ 」 

番頭 「 と て も 開放 的 で 気持 ちい いで す よ 」 

ラー リ 「 フ ロ な ん て ザッ と 入れ りゃ な ん で も いい けど な 」 

エス テル 「 ユ ー リ 、 お 風呂 は ゆっ くり 浸かっ た 方 が 体 に も いい 
ん で す よ 」 

ジュ ディ ス  「 皿 天 風呂 っ て 興味 あめ る わ ね 。 ど ん な 感じ な の か し ら 」 

カロ ル 「 い いね 、 いい ね ーー。 ボク も 入っ て みた いか 」」 

カロ ル が 跳び 上 が っ て は し ゃ ぐ 。 

レイ ヴ ン 「 俺 様 も 興味 わる わ -ー。 い ろ ん な 意味 で 江 」 

リタ 「 0 な 」 

不穏 な 発言 を し た レイ ヴ ン を に ら み つけ る リタ 。 

エス テル 「 入 っ て も いい ん で す ?」 

番頭 「 と ころ が 、 だ ん め ぇ 一 。 だ め な の で す 」 

カロ ル 「 え ええ ぇ ぇ ぇ ーー !! な ん で 、 ダメ な の さ ー。 いじ わる 一 |」 

悔し ば の あま り 、 カロ ル が 地 団 駄 を 踏む 。 

番頭 「 い じ わ る で は あり ませ ん 。 た だ いま ガッ ツリ 清掃 中 
な の で す 」 


レイ ヴ ン 「 な に よ 。 と ん だ 肩透かし だ こと 」 
ジュ ザ ィ スズ 「 ま た の 機会 に し まし ょ うか 」 


番頭 「 申 し 訳 あ り ま せん 。 また の お 越し を お 待ち し て 
お り ま す 」 


以前 は 清掃 中 で 露天 風呂 を 利用 で き な か っ た 一 行 。 し ば らく し て 、 


ぷ ぶた た び ユ ウマ ンジ ュ を 訪れ る 。 

番頭 「 い らっし ゃ いま せ 。 湯 源 卿 ユウ マン ジュ へ よう こそ 」 
カロ ル 「 ね ぇ え ね え 、 お 掃除 終わ っ た ?」 

番頭 「 は ぃ 一 。 終 わり まし た 。 ご 堪能 頂け ます よ 」 

レイ ヴ ン 「 お ぉ いい ね 、 いい ね 」 


エス テル 「 で は 、 早速 入ら させ て 頂い て も よろ し いで し ょ うか ?] 

番頭 「 ど ん ぞ 、 ど ん ぞ ー 皆 さん で 30 万 ガル ド に な り ま す 。」 

カロ ル 「 さ …、 30 万 ガル ド !?」 

り リク 「 な に よそ の ぼっ た くり 価格 !」 

番頭 「 こ こと に お 越し に な る の は 貴族 の 方 を 中 心 に 富裕 層 
の 方 々 が 多い ん で す 。 そ の 方 た ち に ご 満足 頂け る 
よう に いろ いろ 設備 投資 を し た 結果 この 入浴 料 に 
な っ て し まい まし た 。 そ の 人 金額 を お 支払 い 頂 いて も 
損 を し な い だ け の 価値 が ある と 思い ます が 」 

ジュ ディ ス  「 ど うす る の ユー リ ?」 


「 は い 」 を 選び 、 所 持 ガ ルド が 30 万 ガル ド 以 上 の 場合 


」 「 ま 、 た ま に は いい ん じゃ な いか 。 ほ ら よ 」 
ーー 


「 あ り が と う ご ざ いま す 。 男性 は 左 の 男 湯 へ 女性 は 
右 の 女 湯 へ どう ぞ 。 ご ゆっ くり お 楽し みく だ さい )」 
ル を 腰 に 巻い た だ け の カロ ル が 、 ユー リ と レイ ヴ ン を 怠 か し て いる 。 
カロ ル 「 早 く 早 く 。 早く 入ろう よ 」」 に 

レイ ヴ ン  「 そ う 、 急 く な っ て 少年 。 の ん びり 楽し お の が 大 人 っ 
て も ん だ 」 
ユー リ と レイ ヴ ン は 中 庭 を の ん びり 眺め て くつ ろ ぐ 。 
ユー リ 「 な ん つ 一 か 情緒 が ある っ て 言う の か こう いう の ?」 
レイ ヴ ン 「 あ そこ で 動い て る の が 「 し し お ご ど し 」 っ て も の だ ね 。 


俺 様 も 初め て 見 る けど さ 」 


カロ ル 「 ね ぇ ね ぇ そん な の 後 で いい か ら さ 。 早く 入ろう よー 

カロ ル 「 う ん 、 わか っ た 一 。 じ ゃ あ 、 先行 く よ 」 

カロ ル が 駆け て いく と 、 すぐ に 風呂 へ 飛び 込む 斉 が する 。 

レイ ヴ ン 「 少 年 は いい ね ぇ ^-。 純粋 っ て 言う か 真っ 直ぐ っ て 言う か 」 

ユー リ ーー スニ ーー それ よ 

レイ ヴ ン L ん や 、 生 hi ちょ っ と 滑 雷 する か も し 
2 

ユー リ が : 絶対 、 王 緒 に 入る な よ ] 


その と き 、 て 


カロ ル 「 ね ぇ ね ぇ ! 大 変 だ よ 大 変 !!」 


レイ ヴ ン 「 ど うし た 、 少年 。 まさ か 女 湯 が 覗 (の ぞ ) け る と か 


夢み た いな 事 言っ た りす る の ?」 
カロ ル 「 そ の まさ か だ よ 。 お 風呂 に ある 真ん中 の つい た て 
が 途中 で 切れ て る の 」 


それ を 聞い た と た ん 、 立ち 上 が る レイ ヴ ン 。 


レイ ヴ ン 「 な に を ーー 一 っ ! な ぜ 、 それ を 早く 言わ な い ! 
こり ゃ 、 うか うか し て られ な い ぜ っ !」 


レイ も こう 


oe お っ さ ドーン ES な ?」 


還 それ と も 出 て し まっ た の か ?) 


その ころ 、 休憩 所 に 戻っ て きた ジュ ディ ス を ユー リ が 出迎え る 。 
ユー リ 「 も う 出 て きた の か 」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 気持 ちよ か っ た わ 」 

続け て 残り の 女性 陣 が 、 逃げ る よう に 女 湯 か ら 出 て くる 。 

リタ 「 な ん な の よ あ の フロ !」 

ユー リ 「 は っ は 。 何 キレ て ん だ よ 」 

エス テル 「 カ ロ ル の 声 で 私 た ち も 気 づい た ん で す 。 だ か ら も 


ジュ ディ ス 「 見 せつ け て あげ れ ば 良かっ つた の に 。 き っ と カロ ル 
も レイ ヴ ン も 悩殺 で きた と 思う わ 」 

パテ ィ 「 つ っ つっ ふ 。 うち は な いす ば で 一 じゃ か ら の 一 」 

リタ 「 何 いっ て ん の より 

パテ ィ に 突っ 込ん だ あと 、 ジュ ディ ス に 詰め 寄る リタ 。 

リタ 「 あ ん た 、 気付 いて た ん で し ょ ! あの フロ が あん な 


の だ っ て ! だ か ら 一 人 で さっ さと 出 ち ゃ っ た ん じゃ 


「 あ の まま 居 て も 良かっ た ん だ けど 。 外 か ら あ な た 
た ちの 反応 見 た 方 が 楽し そう だ っ た か ら 、 つい 、 ね 」 

エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス …… 意 地 悪 で す 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 、 ご めん な さい 」 

そこ へ カロ ル と レイ ヴ ン が 男 湯 か ら 戻 っ て くる 。 ち ょ うど その と き 

叫ん だ リタ の 一 言 に 、 ビク ッ と する レイ ヴ ン 。 

「 も う 、 絶対 に 入ら な いわ よ ! 


ジュ ディ ス 


こん な 変態 風呂 !!」 


「 は い 」 を 選び 、 所持 ガ ルド が 30 万 ガル ド 未 満 の 場合 
番頭 「 あ ら 一 ガル ド 足 りな いで すね 。 また お 越し くだ さい 」」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


ユー ジリ 「 ガ ルド に 余裕 が で きた ら 来 る よ 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


番頭 「 い らっし ゃ いま せ 。 皆 さん で 30 万 ガル ド に な り ま す 。 
いか が な さい ます か ?] 


ー 行 が キル タン サス の 花 を 手 に し て テム ザ 山 を 訪れ る と 、 クレ ー 
ター だ ら け の 光景 を 前 に し て レイ ヴ ン が 口 を 開く 。 


レイ ヴ ン 「 こ こ は 何 度 来 て も 、 きっ つい わ ね ー」 
ユー リ 「…… 人 魔 戦 争 の こと を 思い 出す か ら か ?」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 それ も ある けど …」 

レイ ヴ ン は ガケ の 前 に 立つ と 、 キ ル タ ン サ ス の 花 を 放り 投げ る 。 
エス テル 
レイ ヴ ン [ほれ 、 前 に この 花 、 好 き な 友 達 が いる っ て 言っ た じゃ 
な い 。 奴 は ここ に いる の よ 」 

リタ EAC た 7 で に の に ゃ の" ?」 


エス テル 「 も し か し て 、 レイ ヴ ン の 騎士 団 に いた 友達 っ て ……」 
レイ ヴ ン 「 ム ダ に 生き て る ヤツ が いり ゃ 、 ムダ に 命 を 散ら す ヤ 


ツ も いる の よ 」 
ジュ ディ ス 「…… 人 魔 戦争 の 時 に 亡くな っ た の ね 」 


レイ ヴ ン 「 そ うそ う 。 哀れ よね 、 人 間 っ て 」 

エス テル 「 そ うだ っ た ん で すか ……」 

レイ ヴ ン 「 俺 様 以上 の 手練 で ね 、 家宝 だ っ て いう 名 弓 を 常に 
携え た 勇敢 な 騎士 だ っ た の よ 。 そ う 言 えば あの 弓 
Yano… どこ 行っ ちまっ た ん だ ろ 」 

ユー リ 「 こ の 荒野 ひ の ど こ か に 眠っ て る の か も な ……-」 

レイ ヴ ン 「 か も し ん な いけ ど 、 探し 出す の は 困難 よね …… は あぁ 
Ok。 ムダ な 生き 方 し て りゃ 、 恨み 言 の ー つ も 言い に 
化け て 出 て くる か と 思っ た ん だ けど 」 

カロ ル 「 悲 し いね ……」 

レイ ヴ ン 「…… お 、 ちょ いち ょ い 、 暗く な ら な いで よ 」 

ユー リ 「 暗 く な る よう な 話し と いて 何 言っ て や が ん だ ]」 

レイ ヴ ン 「 い や 、 まあ 、 すま ん ね 。 と に が く …… キ ャ ナリ 、 静 


か に 眠っ と くれ よ 。 南 無 南 無 」 


そう 言っ て 手 を 合わ せる レイ ヴ ン に な ら っ て 、 一 同 も 祈り を 捧げ る 。 


する と 、 カロ ル が 何 か に 気づい て 空 を 見 上 げ る 。 
カロ ル 「 ね 、 何 か 落 ち て くる よ 」 
レイ ヴ ン 。 「 ん … 2] 


落ち て きた 物 を 受け 止め る レイ ヴ ン 。 一 同 は それ に 注目 する 。 


エス テル | な 、 何 だ すず と っ 

レイ ヴ ン 「 お い お い 、 マジ か よ 」 

ユー リ 「 何 だ 、 それ ]」 

レイ ヴ ン 「 キ ャ ナリ の 大 切 に し て た コン パク ト だ ……」 

エス テル 「 で お 5 し で ここ 

ジュ ディ ス 「 そ の 人 の 幽霊 が どこ か で あな た の こと を 見 て た の 
ま 、 きっ た 

リタ [幽霊 っ て ……! そん な わけ な いで し ょ ! 偶然 よ 、 偶 然 ! 

カロ ル 「 偶 然 っ て …… これ が ?] 

リタ 「 た また まそ れ を 拾っ た 鳥 が 落と し て っ た の よ ! きっ 
と 。 そう 日 

ユー リ 「 て いう か 、 も し か し て その キャ ナリ っ て いう お っ さ 
ん の 友達 っ て 女 か 」 

リタ し 2 何 ? お っ さん の 曰く つき ?」 

レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と 、 リタ っ ち 、 目 が 輝き すぎ ……」 

リタ 「 お っ さん の そう いう 話 っ つて な ん か 面白 そう だ か ら 」 

レイ ヴ ン 「 な いな い 、 何 も な いっ て よ 。 第 一 、 あい つ に ゃ 悦 
れ た 男 が いた っ て 話 だ し 」 

ジュ ディ ス 「 じ ゃ あ 、 片 恋 っ て ヤツ か し ら 」 

エス テル 「 一 方 通行 の 戦場 を 駆け る 恋 :…… 叶 うこ と な く 彼 女 
は 散る 人 悲恋 で すね ae | 

レイ ヴ ン 「 あ の な あ …… ま 、 な ん と で も 言っ て ちょ うだ い 」 


荒れ 地 の 方 に 向き 直り 、 言葉 を か ける レイ ヴ ン 。 
レイ ヴ ン 「 キ ャ ナリ …… と りあ え ず 、 こん な 奴ら と 元気 に や っ 
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フェ ロー の 岩場 に 立ち 寄っ た 一 行 。 特 に 用 事 が ある わけ で も な い 
の に 、 ここ に 来 た 理由 を レイ ヴ ン と カロ ル が 尋ね る 。 


レイ ヴ ン 「 こ ん な と ころ に 何 し に 来 た わ け ?」 

カロ ル 「 ボ ク た ち に は や ら な きゃ いけ な いこ と が ある じゃ な い 」 

ジュ ディ ス 「 こ こま で 来 た の よ 、 フェ ロー に 挨拶 し て っ て も バチ 
は あたら な いわ よ 」 

ユー リ 「 オ レ は フェ ロー が 留守 な の を 願う ぜ 」 

岩場 の 奥 に 進む と 、 空間 に 空い た 穴 の よう な も の を 発見 する 。 

カロ ル [な に 、 これ …… ?」 

リタ 「 空 中 に ぽっかり 穴 が 空い て …… ?] 

ジュ ディ 「 ま あ …… こ れ 、 妃 の ほこ ろ び ぴよ 。 フェ ロー が 作っ た 」 

ユー リ 「 幻 の ほこ ろ び ぴっ て 何だ ?」 3 

ジュ ディ ス  「 デ ュー ク が いた ヨー ムゲン 、 あれ は フェ ロー が 作っ 
た 幻 だ っ た の 」 

カロ ル 「 確 か に この あい だ 行っ た 時 は 、 廃 壇 だ っ つた けど ……」 

ユー リ 「 あ そこ で 見 た 街 が 船 の 遭難 し た 当時 の も の っ て 考  』 
える と 、 色々 話 が 合い そう だ 」 2 

レイ ヴ ン 「 デ ュー ク 以 外 は ね 」 

ジョ ディ ス 「 お そら く 、 そう いう こと だ わ 」 

リタ [これ が その フェ ロー が 作っ た …… ? 

ジュ ディ ス [ええ 、 幻 の ほこ ろ び 」 

ルリ 「 フ ェ ロ ー は …… い ね ぇ みた い だ な ……」 

ジュ ディ ス 「…… 私 の 呼び か け に も 応じ な い 」 

カロ ル 「 14 CS 4【 室 き あッ 地 と こう つ で る の 細 さ aiai e 和 1 

カロ ル が 幻 の ほこ ろ び に 手 を 伸ばす 。 

ジュ ディ ス 「 ダ メ よ 1 

カロ ル 「 う は ぁ あっ …… 四 3 

カロ ル は 幻 の ほこ ろ び に 吸い 込ま れ 、 その 場 か ら 消 えて し まう 。 

リタ 「 ガ キ ん ちょ 1 

ユー リ 「 行 く ぞ !」 


カロ ル を 追っ て 幻 の ほこ ろ びに 飛び 込む ユー リ た ち 。 その 先 は 、 | 


以前 来 た こ と の ある 、 緑 豊か な ヨー ムゲン だ っ た 。 


ジュディス 「 大 丈夫 、 カロ ル ?」 

カロ ル 「 だ 、 大 丈夫 、 ぴっ くり し た ……」 
ユー リ 『 こ は 2 ヨー ムゲン か 2 」 
ジュ ディ ス 「 フ ェ ロ ー の 作り 出し た 幻影 の ね 」 
リタ 「 誰 も いな いわ よ …… ?] 

ユー リ ド フ ゃ は ーー は ここ に ?] 

ジコ ディ ス 「 さ あ 」 

カロ ル 「 見 て まわ っ て みよ う よ 」 


フェ ロー の 岩場 で 見 つけ た 幻 の ほこ ろ び か ら 、 幻影 の ヨー ムゲン に 
や っ て きた 一 行 。 街 の 中 を 探索 する も 、 人 影 は 見 あたら な い 。 臣 
人 の 屋敷 に 入っ て 、 よう や く 1 人 の 老い た クリ ティ ア 族 に 英 遇 する 。 


老人 「 い き な り じゃ の 、 お ぬ し ら 。 何 し に 来 た ?] 
ュ ユーリ 「 通 りす が り の 旅人 だ よ 」 
老人 「 申 し 訳 な い が 、 宿泊 所 も 買い 物 する 店 も この 街 に 
は も うな い ぞ 」 
3 の ュ デ ィ ス 「 あ な た 一 人 だ け ?」 
老人 「 そ うじ ゃ 。 ワシ だ け じ ゃ 」 
ユー リ は ここ で の 出来 事 を 思い 出し 、 老人 に 尋ね て みる 。 
キー リ 「…… も し か し て 、 あん た 賢人 (さか びと ) 様 っ て ヤツ 
じゃ な い の か 」 
賢人 「 街 の 人 間 か ら は そう 呼ば れ て お っ た な 」 
カロ ル 「 あ れ …… ? で も 賢人 (さか びと ) 様 は 上 く な っ た っ て …」 
リタ Y まこ 
ガー 「 こ れ は フェ ロー の 作っ た 幻 っ て ヤツ な ん だ よ ……」 
カロ ル 「 じ ゃ あ 、 や っ ぱり ここ も 千年 前 の ヨー ムゲン -…」 
ユ コ 』 「 だ な 。 結 局 、 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) が 
な く て 、 街 の 連中 は 逃 げ 出し た っ て と ころ か 」 
賢人 「 訳 知り じゃ ね 。 確か に 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 自由 
に な らん し 、 澄 明 の 刻 晶 ( ク リア シエル ) も 手 に 入ら 


ん し ……。 満月 の 子 が 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) 
と 奈 計 (よけい ) な 約束 を せな ん だ ら よ か っ た の よ 」 


エス テル 「 約 束 ?」 
賢人 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 地 中 に 埋め る 、 残っ た 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を すべ て 満月 の 子 の 一 族 の 監 
視 下 に 置く と いう な 」 
ジュ ディ ス  「 星 喰 ( ほ し は ) み を 防ぐ た め ね 」 
旨み] 「 そ っ か …… 古 代 の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 文明 は 減 
び た ん じゃ な いわ …… バ 封印 さ れ た の よ ……」 
賢人 「 訳 知り か と 思え ば 、 な ん も 知ら ん ね 、 あん た ら 」 
エス テル 「 は 、 は あ ……」 
カロ ル (で も 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 監視 だ な ん て な ん 
・ だ か 今 の 帝国 みた い だ ね ) 
リタ (エス テル は 満月 の 子 で 、 皇帝 後継 者 候補 ) 
カロ ル ( あ ……! つま り 、 満 月 の 子 が 帝国 の 元 な ん だ ……)) 
賢人 「 こ そこ そ 話 す で な いと 言う に 。 じゃ が いずれ 、 約束 
は また 違わ れ て し まう じゃ ろう 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
を 完全 に 捨て ね ば な 」 
カロ ル 「 で も 、 そん な こと し た ら 、 生活 で き な く な る よ 」 
賢人 「 な けれ ば な いで 、 それ な り の 生活 は で きる ぞい 」 
ユー リ 「 そ れ な り の 、 だ けど な 」 
賢人 「 そ う や っ て 、 人 間 は 都合 の よい も の に は すぐ に 味 
を 占め る も ん じゃ 」 


ジュ ディ ス  「 そ れ が わか っ て て 、 あな た は この 村 の 人 た ち に 結界 
魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 作ろ うと し て た の ?」 

賢人 「 ワ シ も そう し た も の に 毒 さ れ た 一 人 じゃ 。 便利 さか 
ら は 目 は そお けら れん 」 

レイ ヴ ン 「 と ん だ 賢人 (さか びと ) よ ね 」 

賢人 [賢人 (さか びと ) と 言っ て も た だ 知恵 が 豊富 な だ け 。 


ワシ と て 人 社会 の 一 部 じゃ 」 
ユー ワ 「 人 を 指導 する 者 が 必ず し も 聖人 と は 限ら な いっ て 


賢人 「 よ うわ か っ と る の 。 満月 の 子 と て 同じ よ 。 監視 と い 
う 役 目 は 、 いずれ 独占 と いう 名 の 強権 へ と 変わ っ て 


いく じゃ ろう 」 
カロ ル [どこ だ うい うこ と の | 
ユー リ 「 今 の 帝国 の 状態 を 見 れ ば わか る だ ろ 」 
賢人 「 と に か く 、 こ の 街 に は 何 も な い 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 


ア ) も な 。 ワシ の 長 話 に も うち ょ い 付 き 合っ て くれ る 
な ら 、 泊め て や っ て も よい ぞ 」 
ユー リ 「 サンキュ |] 


再度 話し か けた 場合 
賢人 「 ど うじ ゃ ? 泊まっ て いく か の ?」 
導電 の 本 


本 放し て 研究 させ て る し 」 

「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 

_ ア ) を 忌み 嫌っ て も 人 は それ を 捨て られ な い の よね ] 

ビー ジー ラコ ウジ ガラ 0 フー 2 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 

「 ん お む 、 そう か 気 が 向い た らい つ で も 言う が いい て 」 


ーー 賢人 に 話し か けた 場合 


「 ま だ 何 か 用 事 か の 」 


5 「 あ な た は こん な 人 の いな く な っ た 街 で 何 し て た の 」 
「 同 有 抱 た ち が 地上 を 去っ て し も うた ん で 、 ワシ も 隠 
れる 場所 を 探し と っ た 」 
「 一 緒 に 行か な か っ た の ?] 
「 フ ラフ ラ し て た ら 置 いて き ぼ り に され た の よ 。 お 
嬢 さん も その クチ じゃ ろ ?」 : 
エス テル 「 こ ん な と ころ に 一 人 じゃ 寂し いで す …… 

賢人 「 な に 、 人 が いな く な っ て 、 いい 感じ に 静か に な っ て 


[CO PSO3 CDO 昌 昌 力 な き 正 義 は 無力 A 


野外 で キャ ンプ を する 一 行 。 夜 も 更け 、 就 欄 す る こと に 。 


ジュ ディ ズ M 


カロ ル 「 じ ゃ 、 今夜 の 見 張り は ユー リ お 願い ね 」 

ユー リ 「 あ あ 」 

ジュ ディ ス  「 よ ろ し くね 。 お や すみ な さい 」 し 
ユー リ  「 お や すみ 」 5 

ユー リ が 見 張り を する な か 、 離 れ た 場所 で フレ ン が 修行 を し て いる 。 
フレ ルッ > 「65U つ 
人 の 気配 を 感じ 、 剣 を 収め て 尋ね る フレ ン 。 

フレ ン 「…… 座 だ い ?」 

気配 の 主 は カロ ル だ っ た 。 

カロ ル 「 あ っ 、 邪魔 し て ご めん !」 

ダシ ルン [か まわ な いよ 。 こっ ちこ そ 起 こし て し まっ た か な 」 
カロ ル 「 う うん 。 ボク も 修行 し よう と 思っ て 起き て きた ん だ 」 
フレ シン 「 そ れ な ら 、 一 緒 に や ろう か 」 

カロ ル 「 い い の !? や っ た ! で も …… フ レン くら い 強 く て 


も 、 まだ 、 寝る 間 を 惜しん で 修行 する ん だ ね 」] 


フレ ン 「 自 分 の 無力 さ を 思 い 知ら され て ば か り だ よ 。 帝国 


を 変え る た め に 、 僕 は も っ と 己 を 磨 か な く て は いけ 
な い 。 己 を 磨い て 、 揺るが な い 自 分 の 強 さ を 育て な 


カロ ル 「 そ れ っ て 剣 の 腕 だ け じ ゃ な いっ て こと だ よね ?」 
フレン 「 あ あ …… 肉 体 的 に も 精神 的 に も 、 だ よ 。 剣 の 腕 と 


同時 に 、 自ら の 確固 た る 信念 も 鍛え る 。 信 六 の な い 
力 は た だ の 暴力 だ 」 


カロ ル 「 そ うだ ね …… 強 い 信念 が あれ ば どん な 暴力 に も 勝 


フレ ン 「 ラ ピー ド 。 君 も 手伝っ て くれ る の か い ?」 
ラビ ピー ド 「 ワ ン ッ !」 


レイ ヴ ン 「 お っ さん も 珍し く 頑 張っ ちゃ お うつ かな]」 
レイ ヴ ン も 姿 を 現す 。 


フレッ 「 レ イヴ ン さ ん 。 お 手合 わせ いた だ ける な ら 星 非 、 
お 願い し ます 」 

ジュ ディ ス  「 騎 士 な ら 、 集団 戦 に な る こと も 多い わ よ ね 。 対 複 
数 人 の 練習 も 必要 な ん じゃ な いか し ら 」 

パテ ィ 「 悪 者 は 、 多く 徒党 を 組ん で いる も の な の じゃ 」 

そう 言い な が ら 、 ジュ ディ ス と パテ ィ も フレ ン の 前 に 立つ 。 

カロ ル | シュ ユナ イス へ こ デ ィ まだ 】 

ジュ ディ ス  「 私 た ち も 、 混ぜ て くれ な い ?」 

フレ ソン 「 そ れ は いい けど …… み ん な どう し て 」 

ジュ ディ ス  「 私 ? 一 度 、 あ な た と 手合 わせ し て みた か っ た の 」 

パテ ィ 「 将 を 射 ん し こすれ ば まず 馬 を 、 な の じゃ 」 

カロ ル  [ 点 、 二 人 と も らし いっ て いう か ……」 

フレ 必 「 フ フ .…… ど ん な 理由 で も か まわ な いよ 。 あり が と う 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 、 偶然 利害 が 一 致し た だ け な の に 、 お 礼 を 言 
うな ん て お か し な 人 ね 」 

フレ ン 「 そ うだ ね 。 それ じゃ 、 始め よう か 」 

修行 を 始め る フレ ン た ち 。 そ の 様子 を 見 て いた ユー リ が つぶ や く 。 

ユー リ 「 こ れ じ ゃ 、 オレ の 出る 幕 ね えな 」 

ユー リ の 隣 で 横 に な っ て いた リタ も 口 を 開く 。 

リタ 「 っ て いう か 、 みん な ちゃ ん と 寝ろ っ て 話 よ 」 

ユー リ 「…… お まえ も な 」 

突っ 込ま れ て 照れ る リタ 。 


ダン グレ スト の 酒場 「 天 を 射る 重 星 』 の マス ター に 話し か ける と 、 一 
行 は ガス ファ ロス ト の 地下 室 の 鍵 を 渡さ れる 。 


プー 「 元 気 で や っ て る か い 。 そ りゃ 、 よかっ た 。 そ う 言 えば 、 


紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) の 連中 か ら 鍵 も 


ら っ た ん だ が ……。 オレ 持っ て て も 、 し ょ よう が な いか ら 、 
お まえ ら に や る よ 。 ガス ファ ロス ト の 地下 室 の 鍵 だ と さ 」 


も ら っ た 鍵 を 持っ て ガス ファ ロス ト へ 行っ て みる と 、 鍵穴 の つい て 


いる レバ ー を 発見 し た 。 


ジュ ディ ス 「 こ の レバ ー、 鍵穴 が つい て る わ 」 

も 」 「 そ うい えば 、 な ん か が 鍵 も ら っ て た よ な 」 

カロ ル が 鍵 を 差し 込む と 、 起動 音 が する 。 

TE 「 お KW ? | ニラ 
ジュ ディ ス 「 こ れ で ソー サラ ー リ ング 使え ば 、 動く ん じゃ な いか し ら 」 


ソー サラ ー リ ング で レバ ー を 撃つ と 、 階段 が 動い て 地下 へ 行け る 


よう に な る 。 さ っ そく 下り て みる ユー リ た ち 。 


リタ 「…… こ この 地下 、 こん な ん に な っ て た の ね 」] 

も 「 こ れ 、 何 な ん だ ?」 

リタ 「 ア レク セイ が 作ろ うと し て いた 魔 導 器 ( ブ ラス ティ 
ア ) の ネッ トワ ー ク 。 それ を 築き 上 げ る た め の 装 置 よ 」 

リタ が 装置 を 調べ な が ら 答 える 。 

ユー リ 「 これ が -……| 2 


リタ 「 そ う 。 こと も その 一 つと し て バル ポス に 作ら せ て 


た みた いね 」 dd 
ユー リ 「 や っ ぱり バル ボス の 後ろ に は アレ クセ イ が いた ん だ な ] 
リタ 「 ザ ウデ を 中 心 に ガス ファ ロス ト 、 帝都 、 カプ ワ 、 八 


ルル 、 へ リオ ー ド 、 そし て アス ピオ 。 世界 中 の 魔 導 器 
(ブラ ステ ィ ア ) が 吸い 上 げ て いる エア ル を 制御 し 、 
ザウ デ に 一 気 に 持 っ て き て 、 最大 の 力 を 発揮 する 」 


エス テル 「 人 々 が 幸せ に 暮らす た め の エ アル を 私 利 私 欲 の た 
め に の 」 
レイ ヴ ン 「 そ れ で あの 災厄 ちゃ ん だ か ら ね 。 許せ ん 男 だ けど 


哀れ で も ある ね ぇ 」 


ジュ ディ ス 「 哀れ む 必 要 な ん て な いわ 。 あ の 人 の せい で 、 この 


カロ ル 「 も う 死 ん じゃ っ た 人 の こと 、 どう こう 言っ て も 仕方 # 
な いよ 。 今 は 、 目 の 前 の こと の た め に 戦わ な いと ね 」 * 
ユー リ [言う よう に な っ た な 、 カロ ル 」 ' 
カロ ル [そん な こと な いよ = 

リタ 「 あれ 計る ct 2 」 

ユー リ 「 ど うし た ん だ ? リタ 」 

リタ が バネ ル を 操作 する と 、 装置 か ら 1 本 の 剣 が 出 て くる 。 

ユー リ 「 そ れ は アレ クセ イ が 使っ て た …-」 

エス テル 「 軸 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) の 偽物 で す ]」 

ユー リ [どう し て と ん な どこ ろ に や 』 
カロ ル 「 そ ん な こと より 、 これ っ て ザウ デ 不 落 宮 で 壊れ た よね ?」 
リタ 「 大 量 に 生産 し て た の か も し れ な いわ 。 そうね 、 こ こ 


みた いな ネッ トワ ー ク の 一 端 と な る 魔 導 器 (ブラ ス 
ティ ア ) の 制御 キー と し て 」 


て た 粗悪 な 模造 品 で 、 こん な 塔 規模 の 魔 導 器 (ブラ 
ステ ィ ア ) が まとも に 作動 する な ん て 。 ア レク セイ の 


作っ た これ が ある な ら 、 納得 っ て 感じ 」 


エス テル 「 い いん で す ? それ 抜い と も 本 
リタ 「 エ アル 供給 が うま くい か な く な っ て 、 塔 の 機能 が 
止ま っ ちゃ うか も し れ な いけ ど -…… 問 題 な いで し ょ ?」 
レイ ヴ ン 「 な いな い 、 全然 な い 。 青 年 、 持っ て っ ちゃ いな 」 ] 
ユー リ 「 こ いつ を …… ? 星 喰 (ほし は ) み を 解放 し た 力 で 、 * 


星 喰 (ほし は ) み を 倒し に 行く っ て の も 一 興 か も な 。 
よし …… 行 く ぞ !」 
偽 剣 デイ ン ノモス を 手 に する ユー リ 。 


ダン グレ スト の ショ ッ プ 内 に ある 倉庫 の 前 で 、 困っ て いる 全 士 を 見 


か ける 一 行 。 
カロ ル 「 あ れ ? どう し た の ?] 
剣士 「 よ お カロ ル に レイ ヴ ン じゃ な いか 。 い や な 、 ちょ っ  * 
と 困っ た 事 が あっ て な 」 
レイ ヴ ン 「 ど し た ん ?] 
カロ ル 「 ボ ク ら 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) に 言っ て みて 」 
剣士 「 単 純 な 話 な ん だ が 倉庫 の 鍵 を 無く し ちまっ て な 。 
片づけ が で き な く て よ 」 
レイ ヴ ン 「 ま さ し く カロ ル 大 先生 の 出番 じゃ な い の よ 」 
カロ ル 「 え 、 ボ 、 ボ ク ?」 mr 
レイ ヴ ン 「 得 意 の 鍵 開 け よ ろ し く ー」 有 。 
鍵 開け に 挑戦 する カロ ル だ が 、 な か な か 鍵 を 開け られ な い 。 
カロ ル 「 こ の 鍵 、 結構 古い みた い 。 ち ょ っ と 難し いや 。 ご め 
ん 、 力 に な れ な く て 」 
剣士 「 そ っ か ぁ ……。 ど う し た も ん か ね 」 1 
カロ ル と 剣士 が 考え 込ん で いる と 、 倉庫 の 上 に すき 間 を 見 つけ た 
レイ ヴ ン が 打開 策 を 関 く 。 
レイ ヴ ン 「 あ らら 俺 様 っ て ば や っ ぱり 天才 ね ぇ 」 
カロ ル 「 何 、 何 ? 嫌 な 予感 する ん だ けど 」 
レイ ヴ ン 「 少 年 、 あの 時 と 同じ だ よ 。 上 か ら よ ろ し く 一 。 ち ゃ 


ん と 持ち 上 げ る か ら さ 」 


扉 の 鍵 を 開け る 。 


カロ ル 「 や っ た !」 
剣士 「 お お ありがとう! さす が だ な ぁ 」 
レイ ヴ ン 「 ま 、 俺 様 に か か れ ば こん な も ん よ 」 
カロ ル 「 レ イヴ ン 肩 車 し た だ け じ ゃ ん 」」 
= 和合 二 「 お 礼 と 言っ て は な ん だ けど さ 。 倉 庫 の 中 の 物 あ げ る よ ]」 
意外 な 申し 出 に 、 カロ ル と レイ ヴ ン が 創 士 を 見 や る 。 
カロ ル トス え 、 だ っ て 片付け よう と 思っ て た ん で し ょ ?] 
剣士 「 ま あ 、 元々 荷物 を 整理 し よう と 思っ て た か ら 捨 て る 
も の も あっ た だ ろう し 。 何より 今回 の 依頼 の 報酬 だ よ 」 
カロ ル 「 報 酬 っ て 言っ て も 多 過ぎ じゃ な いか な ……」 
レイ ヴ ン 「 い いじ ゃ な い の 。 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リ 
Pr ア ) が 仕事 し た 報酬 な ん だ か ら 」 
剣士 「 ぷ っ ちゃ け 俺 も 何 入 っ つて る か わか ん ね ぇ し な 」 
カロ ル 「 じ ゃ ああ り が た く 貰 っ て いく ね 」 
剣士 「 助 か っ た よ 。 また 何 か 困 っ た 事 あ っ た ら 凛 々 の 明星 


(ブレ イブ ヴェ スペ リア ) に 頼む わ 」 


NM 前 力 狂 P.377 
ギル ド の 仕事 ・ そ の 3 ぁ 次 P.408 


| ギル ド の 仕事 を 求め て 、 一行 は ダン グレ スト の 酒場 『 天 を 射る 重 星 
> で マス ター に 話し か ける 。 
の ロ ル 、/。 | こん に ち は 』 


マス ター 「 よ お 、 毎度 。 仕 事 の 紹介 か い ? あい に < く 、 今 は 
だ 紹介 で きる 仕事 は な くっ て ね 」 

ユー リ 「 上 ふーん …… こ うい う 時 も ある っ て こと か 」 

カロ ル 「 い つも 仕事 受け られ る っ て わけ じゃ な いん だ ね 」 
ジュ ディ ス  「 出 直し まし ょ 」 ーー 


ラロ ピコ ド し ソリ ソイ 月 


、 酒場 を 出 て 街 を 歩い て いる と 、 一 行 は 以前 の 仕事 の 依頼 人 ユウ と 再会 する 。 


ユウ 「 お や 、 あな た 方 は ギル ド の …… い つ ぞ や は お 世話 
に な り まし た 」 

、。 カロ ル  。 「 う うん 、 こ ちら こそ 仕事 くれ て 、 あり が と う ご ざい まし た 」 

馬 。 コウ 「…… そ うだ 、 ちょ うど いい …… お 願い が ある の で す が …」 
ジュ ディ ス  「 何 か し ら ?] 

ユウ 「 以 前 、 本 を 届け て も ら っ た ノビ ス が 仕事 を 引き 受 


け て くれ る 人 間 を 探し て いる よう な の で す 。 も し 、 
よろ し けれ ば 話 を 聞い て や っ て くだ さい ませ ん か 」 


カロ ル L 半 つて る | 

ユー リ 「 ち ょ っ と 待て 。 ユ ニオ ン に 断り な し で 仕事 を 受け て 
わっ ke 1 いい の か ?] ミミ 

カロ ル 「 ユ ニオ ン は ギル ド が 自分 た ちの 仕事 する の を 制限 


し た り は し な いよ 。 飽 くま で も ユニ オン の 韓 旋 は 、 
目力 で 仕事 を 得 ら れ な い 無 名 の ギル ド の た め の 救 


済 手段 な ん だ 」 
ジュ ディ ス  「 そ れ じ ゃ あ 、 私 た ち は ギ ルド と し て は 一 歩 ス テッ プ 
用 アッ ダ し た っ て こと ね ] 
『。 カロ ル 「 そ うそ う 。 それ に 紹介 料 と か 取ら れ な いで 、 報酬 
が まる まる 自分 た ちの も の に な る し 」 
ユー リ 「 な る ほど な 。 そ れ じ ゃ 、 と りあ え ず 、 仕事 する か ど 
うか は ヤツ の 話 を 聞い て か ら 、 だ な 」 
ユウ 「 助 か り ま す 。 お そら く 今 は トリ ム 港 に いる は ず で す 。 


行っ て 話 を 聞い て や っ て くだ さい 」] 
カブ ワ ・ ト リム を 訪れ る 一 行 。 街 の 出口 付近 で 、 ノビ ス を 見 か ける 。 


ノビ ス 「 火 の 海 に 熱き 魂 を ] 

"カロ ル 「 あ 、 あな た は ……」 

ラビ ス 「 ど う も 、 ご 無 沙汰 を し て いる 」 

ユー リ 「 ご 無 沙汰 っ て ほど 面識 が ある わけ で も な いけ ど ご な]」 
ノビ ス 「 ま あ 、 も っ と も だ 」 
『 ン グレ スト で ユウ に 話し か け て いな い 場 合 


ノビ ス [最近 、 あん た ら の 名 前 を ちょ くち ょ く 聞 く 。 も し か 


し た ら あ ん た ら な ら 、 何 か 答え を 出し て くれ る か も 
し れ ぬ と 思っ て な 」 

カロ ル 「 じ ゃ あ 、 ボク た ち を 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 
リア ) と 見 込ん 々 で 、 っ て こと …… ?] 

ノビ ス 「 あ あ 、 そ うい うこ と だ 。 実は ある も の に 関す る 情 
報 収 集 を 頼み た い 」 

ユー リ 「 情 報 収 集 ? また きり が な さそ うだ な 」 

プ ビ ス 「 あ あ 、 私 自身 も 動い て みた し 、 他 の ギル ド の 連中 


に も 頼ん で いる 案件 だ 。 だ が 、 今 の と ころ 、 芳しい 
話 が 聞け な く て な ……。 だ が …… め げ て は いら れ な 
い 。 な ん と し て で も 成し遂げ な けれ ば ]」 


ジュ ディ ス  「 随 分 …… 深 刻 そ う ね 」 

ノビ ス 「 あ あ 。 私 に と っ て は 重大 事 な の だ 」 

カロ ル 「 重 大 事 、 か …… で 、 その ある も の っ て 何 ?] 

ノビ ス 「 エ ヴァ ライ ト と いう 金属 の 原石 だ 」 

カロ ル F の とれ づつ る CS 」 

ジュ ディ ス  「 前 に ダン グレ スト の 女 の 人 に 依頼 を 受け て 探し に 
行っ た ネッ クレ ス ね 」 

ユー リ [た し か 父親 が と ある 鉱山 か ら 掘り 出し た と か いっ て た な 

ノビ ス 「 本 当 な の か …… ?] 

ジュ ディ ス  「 え え 。 彼女 に 聞け ば 、 も っ と 詳し い 話 を 聞け る か も 

2 生 。 し れ な いわ 」 

ノビ ス 「 頼 お 。 も し 、 有用 な 情報 を 得 ら れれ ば それ 相応 の 
報酬 を 支払 う 。 詳し い 話 を 聞い て き て も ら え まい か 」 

カロ ル 「 そ の エヴァ ライ ト が よほど 必要 な ん だ ね …… 何 に 使う の ?] 

ノビ ス 「 我 が 命 を 賭け た 夢 …… だ ……」 

カロ ル 「 夢 …… 命 を 賭け た ……」 

ノビ ス 「 い や …… く だ ら な いこ と を 聞か せ た な 。 や っ て くれ る か ?] 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 
ュー ジリ 「 ま 、 ダメ も と で 当たっ て みる さ 」 
ノビ ピス 「 お お 、 そう か が 」 


「 重 大 事 だ な ん て 言わ れ た ら 、 受け な いわ け に いか 


な いよ 。 夜空 に また た く 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
「 あ あ 、 頼ん だ 。 よ き 報 (し ら ) せ が ある か も し れ ぬ 
の で 、 私 は し ば らく は この 街 で それ を 待つ つも り だ 」 
エヴァ ライ ト の 情報 を 求め て 、 一 行 は 以前 リア ン ナ に 会 っ た ダン グ 
レス ト の 宿屋 に 向かう 。 。 
ジュ ディ ス  「 リ アン ナ 、 まだ 宿 に いる か し ら ?」 
「 ま 、 と に か く 入 っ て みよ う ぜ 」 
「 あ 
ユー リ 「 先 生 に 会 いた く な いん だ ろ 。 ここ で 待っ て りゃ いい ぐさ 」 
リア ン ナ 「 あ ら 、 あな た 方 。 この あい だ は あり が と う ご ざ いま し た 」 
「 ま 、 あれ くら い の 仕事 、 軽い も ん だ っ て 」 
「 け っ こう 大 変 な 仕事 だ っ た わ よ 」 1 


アレ シェン の 


ユー リ [社交 辞令 っ て ヤツ だ よ ……」 

ラビ ピー ド ウッ リ 

ユー リ 「 ち ょ っ と 聞き た いこ と が あっ て 、 来 た ん だ が 」 

り ア デン ナ 「 私 に ? 私 に 答え られ る こと で あれ ば な ん な り と ]」 

ユー リ 「 あ ん た に 依頼 され て 見 つけ 出し た ネッ クレ ス 、 エ ヴァ 

デン ナチ 「 え え 」 

ユー リ 「 あ れ 、 あん た の 親父 さん が 自分 で 石 を 採っ て き て 、 
作っ た っ て 言っ て た よ な ? どこ で 探っ て きた か 知っ 

り リデン シン ナ 「 え え 。 確か 昔 読ん だ 父 の 日 記 に は デズ エー ル 大 陸 

ジュ ディ ス | テム ザ 山 ?] 

ee 「 あ あ 、 そん な 名 前 だ っ た と 思い ます 。 ク リティ ア の 
方 の / 村 が あっ て 、 そこ で 一 晩 泊 め て も ら っ て 、 更に 
山 に 分 け 入 っ た そう で す 」 

ジュ ディ ス  「 そ れ は いつ の 話 な の か し ら ?」 

リア ン ナ 「 父 と 母 が 結婚 する 前 で すか ら 、 も うか れこ れ ら 0 年 

ジュ ディ スス |20 年 前 …“」 

わか ん ね ぇ よ な 」 

リデン ナナ 

ユー リ 「 サ ン キ ュ 、 あり が と よ 」 

リア ン ナ か ら 情 報 を 得 て 、 宿屋 を 出る ユー リ た ち 。 

カロ ル 「 あ 、 な ん か わか っ た ?」 


カロ ル 「20 年 前 ? え ? 何 が ?] 
レイ ヴ ン 。 「 あ そこ は 一 度 、 人 麻 戦 争 で さ メ チャクチャ に な っ て る か ら ね ] 
ジュ ディ ス  「 で も 、 石 は 石 、 戦争 は 関係 な いわ 」 


な いか ?」 


ジュ ディ ス 「 あ そこ に いた の は 、 ほん の 子ども の 頃 だ っ た し 、 エ 
ヴァ ライ ト の 話 な ん て 聞い た こと な いわ ね 」 

ユー リ 「 そ っ か な る ほど な 」 

カロ ル 「 ね 、 これ は も う あ る の を 確か め て 持っ て きた 方 が 

ユー リ 「 確 か に そう だ な 。 テム ザ 山 に 行っ て みる か 」」 


カロ ル 
リタ 「 こ れ …… 混 じ り 物 が 多い けど 、 確か に エヴァ ライ ト 


の 原石 だ わ 
カロ ル 「 や っ た ぁ !」 


ユー リ 「 こ の 情報 を ノビ ス に 伝え れ ば 仕事 は 終わ り だ な 」 
カロ ル 「 ね ぇ 、 どう せな ら 持 っ て 行っ て あげ れ ば いい ん じゃ 
ジュ ディ ス  「 そ う 。 いい と 思う お] 
ユー リ 「 ん じゃ 、 掘り 出し ます か 」]」 
エヴァ ライ ト の 原石 を 掘り 出す ユー リ た ち 。 
ユー リ 「 や れ や れ 

「 ね ぇ 、 何 か 聞 こえ な い ?」 


カロ ル 
ジュ ディ ス  「 ど うす る の ? 戦 ( や ) る ?] 
カロ ル 「 だ め だ め ! 逃げ よう よー」 
だ っ ら て ざさ 」 
復活 させ た 者 」 以 前 の 場合 


ザ ギ [クノ リリ V\ わか っ て る さ ! お まえ が オレ の 怒 
- (や い ほ ) の 届く 生 画 


[ ブロ ンク の 攻撃 は ザ ギ に 命中 し 、 仰向け に 1 
ザ ギ は プ テ ラ ブ ロン ク を に ら みつ ける 。 
サギ  ” 「 あ あん ? な ん だ て め ぇ … 
< か ? ん 
いか か る 。 


US ')〔{〔{「5「 


カロ ル 


ユー リ 「 な 、 これ 本 当 に 持っ て く の か ?」 
「 当 然 で し ょ 、 だ っ て 、 それ が ボク た ち が 依 頼 さ れ た 
仕事 な ん だ か ら 。 依頼 人 さん も あん な に 必要 と し 
ユー リ 「 で も 、 あの 化け 物 、 これ 狙っ て た みた い だ ぜ ?] 
カロ ル 「 バ ウル な ら 逃 げ 切れ る よね 、 ね 、 ジュ ディ ス 」 
ジュ ディ ス [当然 ね 。 けど 、 あな た が 言っ て る こと っ て そう いう こと ?] 
ゴー リ 「 い や 、 こん な 曰く あり げ な も ん 、 持っ て いっ て いい 
カロ ル 「 で も 、 ボ ク た ち を 信頼 し て 仕事 を くれ た ん だ 。 ボク 、| 。 
[ 
[ ま 、 そこ まで 言う な ら 
ジュ ディ ス 「 依 頼 人 の 意思 を 確認 すれ ば いい ん じゃ な い の ?」 
カプ ワ ・ ト リム で 待つ ノビ ス に 、 カロ ル が エヴァ ライ ト の 原石 を 渡す 。 
カロ ル [持つ でき たよ! エヴァ ラウ イト 
プ ビ スズ 「 お お 


デビ ス 「 い や 、 な ん で も な い ……。 こ れ は お 礼 だ 」 


上 
] 
「 
その と き 、 テム ザ 山 で 聞い た の と 同じ 魔物 の 鳴き 声 が 響き 渡る 。 
ジュ ディ ス 「 こ の 声 

カロ ル 


急 ご う !」 
ノビ ス を 追っ て 街 の 外 へ 出る と 、 一 行 は プ ブ テ ラ ブロ ンク が ノビ ス を 


襲い 、 飛び 去っ て いく さま を 目撃 する 。 ト 


シン テ 「 う が あっ !」 


ユーリ お し いあ お ん た 大 十 交 か 1? 


PX [ob 寿 】 挫 代 。 友 滞 誰 。 


エス テル [大 変 。 ひど い 傷 …… 」」 


| エス テル が ノビ ス に 治療 術 を か ける が 、 依然 と し て 容態 は 悪い 。 | 
| 一 行 は ノビ ス を カプ ワ ・ ト リム の 宿屋 に 運び 込む 。 ノ ビス の 治療 を | 
する エス テル を 、 宿屋 の 外 で 待つ ユー リ た ち 。 や が て 治療 を 終え 
た エス テル が 、 宿屋 か ら 出 て くる 。 
エス テル 「 な ん と か 命 は 取り 留め まし た 。 で も し ば らく は 安静 
間 4 か 2 で ま 
ユー リ 「 そ っ か 、 ご 苦労 さん 。 し っ か し ノビ ス の ヤツ 、 無茶 し た 
も ん だ な 。 どん な 事情 か 知ら ね え け ど 、 結界 (けっ か い ) 
の 外 に 身 ひ と つ で 飛び 出す な ん ざ 、 まとも じゃ な い ぜ 」 
「 ま 、 や っ こさ ん も と に か く こ れ で エヴァ ライ ト 諦 め 
ん じゃ な い の ? 命 あ っ て の 何と や ら よ 」 
「…… や っ ぱり あの 時 、 持っ て くる べき じゃ な か っ た の か 


レイ ヴ ン 


ユーリ 「 不 用 意 に 飛び 出し て っ た の は ノビ ス 自 身 の 責 任 だ 。 


カロ ル が 気 に け る こと じゃ ね えよ 」 


カロ ル 「 ユ ー リ ho | 


決め と くっ て の は 必要 だ ろう な 」 


ジュ ディ ス  「 経 験 を 経て 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 


の ルー ル を 形 に し て いか な く て は 、 ね ?」 


カロ ル 「 う ん 


デリ 「 そ うめ げ る な 。 まだ オレ た ち は ギ ルド と し て 始ま っ 
た ば っ か りな ん だ か ら さ 」 
「 う ん 、 が ん ば ろ 」 


カロ ル 


「 い いえ 」 を 選ん だ た 場合 
「 す まな い 、 オ レ た ち も や ん な きゃ な ん ね ぇ こと が ある ん だ ] 
「 そ うか …… 評 判 の ギル ド だ し 、 仕方 が な か ろう 。 だ 


スー リ 


が 、 も し 時 間 が で きた ら 、 話 を 聞き に き て くれ な いか )」 
「 あ あ …… わ か っ た 」 


ノビ ス に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
カロ ル 「 こ ん に ち は !」 
ノビ ス 「 あ あ 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 面々 か 。 その 節 は 」 


ノビ ス 「 い や 、 あ れ か ら ま っ た く の 手 付か ず だ 。 改め て エヴァ 
ライ ト に 関す る 情報 収集 を お 願い で き な い だ ろう か 」 


ダン グレ スト の 酒場 『 天 を 射る 重 星 } で マス ター に 話し か ける 一 行 。 


マス ター 「 よ お 。 ブ レイ ド ベ スト リア の 面々 」 
カロ ル 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) だ よ !」 
人 「 名 前 覚え ん の 苦手 で さ 。 ま 、 怒 ん な っ て 。 仕事 の 


紹介 か い ?」 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 

スタ ー 

ジュ ディ ス 

マス ター 

こっ ち に 回 っ て きた ん だ よ な 」 

「 難 し い 仕 事 ?」 

「 難 し い 仕 事 っ つこ わけ じゃ な い 。 た だ あん ま ユ ニオ 

ン と か ギル ド の こと よく わか っ て な いら し く て な あ 」 

マス ター が 差し 出し た 依頼 書 を 、 ユー リ が 読み 上 げ る 。 

ユー リ 「 あ る ギル ド と 連絡 を 取り た い 。 ミムラ 」 

カロ ル 「 な ん で 、 この 仕事 、 ユニ オン か ら 回 っ て きた の ?」 

マス ター 「 こ の 人 、 直接 、 ユ ニオ ン に この ギル ド と の 橋渡し を 
頼ん で きた ん だ と 」 


カロ ル 


マス ター 


レイ ヴ ン | ユニ オン は 、 ギル ド と お 客 さん の 交渉 役 じゃ な い の よ ] 


ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 、 ここ で 仕事 を 紹介 し て る の は 何故 ?」 


?⑦9- | ルル た 50 箇 が (志久 十 助 邊 


ユー リ 「 上 ぶーん 、 な る ほど ね 」 

ユー リ 「 そ の 、 ある ギル ド っ て 何 な ん だ ?] 

マス ター 「 さ あお 、 仕事 を 受け られ る 相手 に し か 話 で き な い ん 
だ と さ 。 報酬 は SO000 ガ ルド だ な 。 受け る か い ?] 
「 仕 事 を 受け る 」 を 選ん だ 場合 

マス ター 「 こ れ ま た 依頼 人 が いる 場所 は ちょ っ と 速い ん だ が 、 い いか 2?] 
カロ ル TNC WO 「〔 (| { 0 
マス ター | 専 部 げ ー フ ィ ア ス 


DR 


引 ] 


POCKET 


の ジー 
「 最 近 、 移っ て きた ヤツ 


し ろ 、 バウ ル を 使え ば ひ 


! | よし 、 行く ぞ 」 1 
[100 ]「 騎 士 団 隊長 首席 」 が 発生 中 で な いり い 場合 
依頼 人 を 探し に 一 行 が ザー フィ アス の 下町 に や っ て くる と 、 水道 麻 
導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) の 近く で ルブラン た ちと 出くわす 。 


りあ っ て いる 暇 は な い !」 

「 な ん だ 、 ま た 過激 派 の 連中 、 ご た ご た や っ て ん の ?」 

ルブラン 「 は っ ! レイ ヴ ン 隊長 ! いつ に も まし て 不穏 な 動 

アデ コー ル  「 下 町 に ひっ そり こっ そり 潜伏 し て いる と の 情報 あり 、 

レイ ヴ ン 「 そ っ か 、 ご 苦労 さん 」 

エス テル 「 が ん ば っ て くだ さい 」 

ボッ コス 「 姫 様 と 隊長 に 直々 (じき じき ) に お 言葉 を いた だ ける と は …… 

ルブラン 「 あ り が た いこ と で あり ます !」 

ユー リ 「 過 激 派 っ て あれ か 、 爆発 物 し か け て 、 人 ケガ させ 
た り し て 街 混乱 させ て る っ て いう 」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 。 し ば らく 静か に し て た けど 、 また 動き 出し た の ね ] 

エス テル ト …… そん な 人 た ちがい る ん で すか ?」 

ユー リ 「 あ あ 。 っ た く 帝 国 に 不満 な の は わか る けど 、 無 関 

係 な ヤツ ら 巻 き 込 むん じゃ ね ぇ っ て の 」 

「 ギ ルド と 違っ て 、 組織 も 適当 だ し 、 不満 持っ て る ヤ 

ツ が ふらり と な っ た りす る か ら ね え 。 根絶 や し に す 

る の は 難し い の よ 」 

ジュ ディ ス 「 手 が か り が ある わけ じゃ な いし それ は 騎士 団 に 任 

レイ ヴ ン 「 ん だ ね 」 

ルブラン 


レイ ヴ ン 


カロ ル | えー! そん な 
文句 を 言 お うと する カロ ル を 、 ジュ ディ ス が さえ ぎる 。 


ミムラ 「 こ の 破廉恥 な 格好 (か っ こう ) の 女 も ブレ …… な ん 


ちゃ ら の 一 員 ?] 


ジュ ディ ス  「 あ ら ? 何 か 問 題 で も ?] 
ミムラ 「 な いわ よ 、 別 に 。 そ れ で 本 当 に 仕事 引き 受け て く 
ミムラ  ” 「 う ちの 執事 の セバス が 、 あ る ギル ド と の 交渉 に 行っ 


けど 、 正直 、 誰 も 行き た が ら な い の よ !」 
「 ご 自分 で 行か れ て は いか が ? 楽し いわ よ 」 
「 キ ー っ ! 冗談 言わ な いで ! そん な 得体 の 知れ 
な いと ころ 、 行き た く な いわ 」 


ジュ ディ スズ 


ユー リ 「 そ ん な と ころ へ 行け っ て か 」 
ミムラ 「 下 民 ( げ みん ) は 貴族 の 言う こと を 聞い て れ ば いい 
ユー リ 「 そ の 貴族 様 が な ん で 下町 に いる ん だ よ 」 


ミムラ | を 、 それは キー ッ ! うる さい わ ね ! な ん で 
ヒス テリ ッ ク な ミムラ に 一 同 は 果 然 と する 。 

カロ ル [それ で その ギル ド っ で ?] 

ムラ 「 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) っ て いう ギル ド よ 」 


か 、 それ だ け で も 確認 し た い の よ 」 
カロ ル 「 そ の 交渉 っ て 何 ?」 


な ムラ 「 あ ん た ら に は まっ た く 縁 の な いこ と よ 」 
Pe oe 「…… い いけ ど な 、 厄介 事 は ゴメ ン だ し 」 
ジュ ディ ス 「 と りあ え ず 、 その セバス っ て 人 を 取り 戻せ ば いい の ね 」 


あん た ら は 依頼 人 の 言う 通り に 仕事 し て れ ば いい の !」 
「 出 すぎ た 態度 で し た わ 、 お 嬢 様 」 
ジラ ビード | ワン 1 リ 
| わか っ た た よ 、 ラ ビ ピード 。 こっ | 

「 う ん 。 夜空 に また た く 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ ス 
ベリ ア ) の 名 に 賭け て 、 お 仕事 お 引き 受け 、 し ます 」 


ミムラ 「 キ ーッ ! 何 が か ムカ つく わ ! あん た な ん か …… キ ーッ リロ 
た ち が 、 一 行 を 見 て 身構え る 。 
赤 眼 の 男 A 「 足 様 ( き さ ま ) ら ……- 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 


「 ご 記憶 いた だ け て 光栄 だ な 」 

り は な い は すず だ 」 
ユー リ 「 セ バス っ て ヤツ 、 ここ に 来 な か っ た か 」 
赤 眼 の 男 A 「 ふ ん 、 知 らん な 」 
赤 眼 の 男 B 「 待 て 。 我 々 も あの 男 の 処 遇 に は 困っ て いた と ころ 
ジュ ディ ス  「 や っ ぱり 、 ここ に いる の ね 」 
赤 眼 の 男 B 「 イ エガ ー 様 が ご 存命 時 に 利用 価値 が ある と 、 軟禁 
| され て いた 。 し か し 正直 、 我々 は も て あま し て いる 」 
赤 眼 の 男 A へ 「 お まえ 、 こ いつ ら は イエ ガー 様 の 仙 だ ぞ !」 
赤 眼 の 男 B 「 イ エガ ー 様 は 死ん だ 。 い つま で も こだわ っ て いて 


も 仕方 が な い 。 た だ し 、 条件 が ある 」 


カロ ル 「 条 件 ?」 ーー 
赤 眼 の 男 B 「 魂 の 鉄 西 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) と いう ギル ド と 接触 
ユー リ 「 な ん で オレ ら が 死 の 商人 の 手伝い を し な きゃ な ん 
レイ ヴ ン 「 ま あま あ 穏 便 に 行こ う ぜ 」 

赤 眼 の 男 A 「 点 ん …」 


赤 眼 の 男 B 「 魔 物 か ら 身 を 守る た め に も 武器 は 必要 に な る だ ろ 
ユー リ 「…… 魂 の 鉄 植 ( ス ミス : ザ - ソ ウル)? 知っ て る か ?」 


専門 の ギル ド だ よ 。 た だ 他 と 違っ て 、 あま り 表 に は 


ユー リ 「 世 界 中 の 山 の 中 を か ? 冗談 言う な 

レイ ヴ ン 。 「 お っ さん 、 心 当たり な いこ と も な い が ね 」 

ユー リ 「 さ す が ユ ニオ ン の ナン バー 5。 

レイ ヴ ン [最初 に 依頼 くれ た ユウ っ て 男 いる で し ょ 。 あれ よ ] 

カロ ル 「 そ 、 そう な の !?」 

2 ウン ウソ つい て SEASOSU 

「 じ ゃ あ 、 その 魂 の 鉄 配 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) と 連絡 
を と れれ ば あん た ん と この 客 返し て も ら え る か 」 

赤 眼 の 男 B 「 あ あ 、 よ か ろう ] 

ダン グレ スト に 向かい 、 ユウ に 会 う 一 行 。 


カロ ル 「 こ ん に ち は 」 


ユウ 「 あ あ を ンコ の 】- eX や 0 


ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) の 人 間 か ?」 
ユウ ワ 「 魂 の 鉄 西 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル )? ああ 鍛冶 ギル ド 


の 。 い え 、 オレ は 関係 ありま せん よ 」 


ユー リ の 物言い た げ な 視線 を 浴び つつ 、 レ イヴ ン が ユウ に 詰め 寄る 。 
レイ ヴ ン 「 あ ん た が 仕事 で 運ば せ た 本 …… あ れ 、 単 な る 本 じゃ 


な いわ よね 。 職 明暗 号 ( ギ ルド コー ド ) で 書か れ て た 


わ よ 」 
トウ 「 本 の 中 身 を 見 た ん で すか が !? と いう より 、 あな た 


ユー リ 「 そ ん な も の が あっ た ん だ な 」 
ユウ 「…… 武 器 の 流通 は 慎重 に 、 それ が ギル ド の モッ トー 
な の で す 。 優 れ た 武器 を 作る 者 は 中 立 で な く て は 
カロ ル 「…… じ ゃ あ 、 や っ ぱり 魂 の 鉄 植 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) 
鉄 朴 (スミ ス ・ ザ ・ ソ ウル ) の 人 な の ね | 
St 隠し て も 無駄 で すね 。 え え 、 その 通り で す 。 


「 た だ …… そ の イエ ガー も 死ん だ と 言い ます し 、 も 
し か し た ら 、 何 か 変化 の 兆し か も し れ ま せん 。 接触 


_ する 価値 は ある で し ょ う 。 わか り ま し た 」 


カロ ル 「 あ っ 、 何 か 一 筆 書 いて ! ちゃ ん と 魂 の 鉄 植 ( ス ミス - 
ザ - ソ ウル ) の 人 に 会 っ た っ て いう 証明 が 欲し いん だ 」 
ュ ウ 「…… 仕 方 あり ませ ん ね 」 

ユウ は その 場 で 手紙 を 書き 、 カロ ル に 渡す 。 


セバス 「 そ し て 、 我々 も 組織 に 加わ っ て 、 帝国 転覆 の 暁 に 


ば ヘッ ウ ヘ ハッパ 」 


ュ ウ 「 は い 、 どう ぞ 。 ギ ルド の 名 で 署名 し て あり ます 。 信 エス テル 「 帝 国 転 覆っ て ……」 
用 商売 で すか ら こ れ で 十分 の は すず]」 ユー リ 「 貴 族 っ て 皇帝 に 任命 され る も ん っ て 言っ て た よ な 」 


ジュ ディ ス 「 そ れ じ ゃ あ 、 背徳 の 館 へ 戻り まし ょ う 」 

一 行 が ユウ の 手紙 を 持っ て 背徳 の 館 に 戻る と 、 赤 眼 の 男 た ち が 執 
事 姿 の 男性 を 痛め つけ て いた 。 

赤 眼 の 男 A 「 き りき り 歩 け !」 

執事 姿 の 男性 「…… う う 」 


ユー リ 「 お い 。 待て よ 。 そい つが セバス か ?] 


カロ ル 「 つ て こと は -…… 帝 国 転覆 し た ら 、 買 族 に な れ な いん だ ] 


ジュ ディ ス  「 自 ら 皇 に で も な る つも りか し ら 」 
レイ ヴ ン 「 で ? どう すん の ? あく まで も ギル ド は 自分 た ち 
の 仕事 を 買い て 報酬 を も ら う の が 基本 よ 」 


エス テル 「 で も 、 帝国 転覆 っ て 言っ て る の を 見 過ごす な ん て …-」 
レイ ヴ ン 「 心 配 し な く て も 週 激 派 の 連中 な ん て 、 どう せ 何 も 


で き な い わ 。 せいぜい 帝都 の 治安 お び や か し て 、 す 


カロ ル 「 そ ん な も ん な の …… ?」 


レイ ヴ ン 「 報 酬 だ け も ら っ て 、 ずら か ろう ぜ ]」 
リタ 「 元 騎士 団 の 隊長 が そん な こと 言っ て いい の ?」 


レイ ヴ ン 「 俺 様 、 実利 主義 な も ん で ね 」 
エス テル 「 ね 、 騎士 団 に この こと 、 報 ( し ら ) せ まし ょ う 」 


赤 眼 の 男 た ち に 詰め 寄る 一 行 。 

カロ ル 「 魂 の 鉄 植 (スミ ス ・ ザ ・ ソ ウル ) と 話 は つけ て きた よ ! 
セバス さん を 放し て あげ て !」 

赤 眼 の 男 A 「 は あ ? 何 の 話 だ ?」 

ユーリ 「 約 束 だ っ た ろ 」 

赤 眼 の 男 A 「 知 らん な あ 」 

ジュ ディ ス  「 こ の 人 た ち 、 知ら ん ぷり する つも り ね 」 


カロ ル 「 だ っ て 、 魂 の 鉄 村 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) と 連絡 取れ | "| ユーリ 「 ど うす っ か な あ 、 カ ロ ル ] 
カロ ル 。。=。 「 ラ ー ん …」 
ミムラ に 話し か けた 場合 

生き て いけ る ほど 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) | | ユーリ 。 「 よ っ 、 ち ゃ ん と 依頼 果たし た ぜ 」 


カロ ル 「 ま さか …」 
ュー リ 「 外 道 め 」 セバス 「 ど 、 どう も 、 この た ぴ は …… ヘ ッ ペ ッ ペ ヘー…-」 
ユー リ 「 さ て 、 も ら う も ん 、 も ら わ な いと な 」 

赤 眼 の 男 た ち が 襲 いか か っ て くる 。 ユ ー リ た ち は こ れ を 撃退 し 、| | ミムラ  。 「 下 民 ( げ みん ) な が ら 、 な か な か の 働き ね 。 ま 、 大 


エス テル 「 し っ か り 。 大 丈夫 で す ?」 
執事 姿 の 男性 「 あ 、 あな た 方 は …… ?」 


報酬 を 受け 取 ろ うと する ユー リ を 、 エス テル が 制止 する 。 
エス テル の けい 由 


カロ ル 「 ギ ルド 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) だ よ !」 

リタ 「 あ ん た が セバス っ て 人 ?] 
事 姿 の 男性 「 い 、 いか に も 、 私 が セバス で す が そ れ を どう し て …… 」 「 あ り が た くい た だ く よ 」 を 選ん だ 場合 

ユー リ 「 あ り が た くい た だ く よ 」 

「 そ うそ う 、 感謝 な さい 。 私 が 直接 手 ず から ご 褒 美 

と 待っ て て くだ さい 」」 ミムラ か ら 受 け 取 っ た 報酬 の 重 さ ぐに 、 ユー リ は 違和感 を 覚え る 。 

館 の 中 に 入っ て いく セバス 。 し ば らく する と 、 背中 に 大 荷物 を 抱え 

ユー リ 「 お い お い 。 な ん だ 、 その 背中 の 大 荷物 」 

セバス 5 04 生ま NN 6 6 = | | セバス  。 お嬢様 、 落ち 着い て … 

カロ ル 「 忘 れ 物 2」 ジュ ディ ス  「 可 哀 想 な お 嬢 様 。 恵 ん で あげ まし ょ うか ?」 

ミムラ 「 キ ーッ 、 キー ッ 」 

その と き 、 遠く か ら ル ブラ ン の 大 声 が 響 く 。 

ルブラン  「 過 激 派 に 加担 する 者 ! そこ へ 直 れ ! お と な し く 

お 縄 を ちょ うだ いし ろ !」 

ジュ ディ カロ ル 「 う わっ 、 や ば いよ …… 則 


ルブラン 、 アデ コー ル 、 ボッ コス が 駆け つけ て 、 一 同 を 取り 囲む 。 

ボッ コス 「 ル ブラ ン 小 隊長 、 武器 で す ! こい つら 、 武器 の 取 
り 引 き し て る の だ 1!」 

「 お まえ ら 、 こっ ち へ 来る の で あー る !」 


アデ コー ル 


週 激 派 は 世 を 騒が す 犯 罪 者 、 そ れ に お まえ が 加担 
する と は …… 見 損なっ た ぞ !」 


ュー ジリ 「 見 損なう ほど 、 買っ て こもら っ て た と は 光栄 だ ね 」 
レイ ヴ ン 「 よ っ !」 


ルブラン | ショ ュー・ い や レイ ヴ ン 際 ま で 
ボッ コス 1 ご 、 と うし ます か 。 」 

レイ ヴ ン | どう する っ と 、 そ りゃ ・…、 全員 気 を 付け !!」 
ルブラン 「 は 、 は っ !] 

レイ ヴ ン の 号令 を 受け て 、 気 を つけ の 姿勢 を と る ルブラン た ち 。 
ュー リ 「 相 変わ ら ず だ な 」 


クサ に た ん まり 持ち 出す こと が で きま し た ぞ 」 
「 よ く や っ た わ 、 セバス ちゃ ん 。 これ で …… 我 々 を お 
と し め た 帝国 の 連中 に 一 泡 吹か せ て ……」 
「 し か し 、 さす が 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) 
 …… す ば らし い 武 器 が 揃っ て いる 」 
ミムラ  。 「…… こ れ で 週 激 派 の 連中 も 喜ん で くれ る わ 」 


| ルブラン た ち が 固 まっ て いる スキ に 、 ユー リ た ち は 逃 げ 出 す 。 


ルブラン 


「 や っ ぱり いら ね ぇ 」 を 選ん だ 場合 


ユー リ 「 や っ ぱり いら ね ぇ 」 


カロ ル NT 


エス テル 「 え そ ・・」 


Pa。 「 こ うい うこ と は 慎重 に な ら ね ぇ と な 」 


水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) 付 近 に いる ルブラン に 話し か けた 場合 


ルブラン は っ コー リ ロー ウェ エル 」 
アデ コー ル  「 な ん だ 、 責 様 ( き さま )、 任務 の 邪魔 で めーる !」 
ボッ コス 「 見 張り の 任務 の 邪魔 な の だ !]」 


ルプ ラン 1 に こら の 。 大 き な 声 で ・ 四 
| ユ ー リ | 相 変 5b5 ず の CO ど も だ な 】 | 
アデ コー ル  「 な ん だ と ! で あて る 

ルブラン 「 な ん だ 、 貴様 ( き さ ま )、 わざ わざ 我々 を 愚 弄 す る 
で ま 時 ま ESI ーー 
ユー リ 「 違 うっ て 、 過激 派 に 力 貸し て る ヤツ 見 つけ た ん で 
0 PGI ol 
ルブラン 「 な 、 な ん だ と 明 

アデ コー ル  「 そ れ は 一 大 事 で あて る !」 

ボッ コス 行く ぞ 、 アデ コー ル 1] 
ルブラン [「 待 てい! …… の 
"| 
アデ コー ル 今度 こそ 、 一 大 事 で あて る !」 

ボッ コス [今度 こそ 、 行く ぞ 

アデ コー ル と ボッ コス が 駆 け 出し て いく 。 ル ブラ ン も あと を 追 お う 
と する が 、 心 と 立ち 止ま っ て ユー リ に 礼 を 述べ る 。 

ルツ ラッ 「 す まん な 」 

ュ ユーリ 「 い 一 っ て こと 』 

レイ ヴ ン 「 が ん ば っ て ちょ ーー だ い !」 

レイ ヴ ン に 一 礼 し て か ら 走 っ て いく ルブラン 。 そ し て 路地 裏 に いる 
ミムラ と セバス を 、 ルブラン た ち が 逮 捕 す る 。 

ミムラ 「 私 は 貴族 よー! は な せっ ! 騎士 な ん て 、 騎士 な 


ラ が 逮捕 され た あと 、 一 行 は 今回 の 仕事 を 振り 返る 。 


お いつ ら 放 置 し て た 
央 栄 考 た に 全 つ た も 1 ) 0 
「 で も 、 依頼 受け て 知っ た こと の 秘密 漏らす っ て の 


ン  「 仕 事 を 受け る うえ で の 依頼 人 の 秘 宙 は 守ら な きゃ 


が 上 い と と や っ て て も 、 そこ に 目 を つて 


。 | 凍 CCUMW ま だ うっ | 

_ 「 そ う ね 、 私 た ち 諫 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 

_ は 、 自 分 た ち が 正しい と 思っ た こと を や る の よ 」] 
うん 、 それ が 例え 、 レイ ヴ ン の 言う と ころ の ギル ド 

_ の 利益 に つなが ら な く て も 。 …… あ 、 で も な る べく 、 

_ し ば らく は お 金 が も ら え る よう に する 方 向 

_  「 そ れ が 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リ 


「 上 ふーん …… よ くわ か っ た よう な わか ら な いよ うな 
「 そ れ で 本 当 に いい の ? ギル ド は お 遊び じゃ な い 
IT T… 

_ 「 元 より D そ の つも り は な い ぜ 。 で も 、 だ か ら っ て 自 
_ 分 た ちの 思う と ころ は 裏 切 れ な いし な 」 
「 そ 、 ボク た ち は ボ ク た ち 流 で 行く ん だ よね 」 
「 ふ ん 、 偉 そ うに 」 _。 。 
DO EYI _ 
MM ます 1 5 
、 1 で びさ とこ で お ぶ ま っ た ば お っ さん | 
「 ま ……' お た くら の 場合 それ で いい の か も ね 」 
ルブラン に 通報 し て ミムラ を 逮捕 させ た 場合 

ユー リ た ち が ダ ング レス ト の 酒場 で マス ター に 話し か ける と 、 一行 

移 て に 何 か が 届い て いる こと を 知ら され る 。 =。 

マス ター 「 お お 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 面々 

呈 主 NE UN 

カロ ル 「 よ う や く 、 名 前 覚え て くれ た ん だ ね 」 

マス ター 「 そ りゃ そう よ 、 あ ん た ら に 届け 物 が 届い て る か ら な 」 

ユー リ 「 な ん だ ?] 

マス ター が カウ ンタ ー の 下 か ら 袋 を 取り 出す 。 

マス ター 「 聞 いて 驚く な 。 帝国 騎 士 団 の 小隊 長 殿 か ら だ 」 


ジュ ディ ス  「 そ れ は 大 変 な と ころ か ら ね 」 ! 


レイ ヴ ン 「 ん 一 ? 誰 だ ?] 


カロ ル が 袋 を 受け 取る 。 1 


マス ター 「 お っ と 、 手紙 つき だ 」 

本 に 受取 っ た 手紙 を 読み よ げ る カロ ル 。 

カロ ル えっ と 拝 所 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リ 
ア ) の 皆様 、 ま すま すご 健勝 の こと と 


ヨー リ ほこ ほじ ig、 和 を 読め ] | 

カロ ル  「 あ 、 ぇ た 、 こ の た び は 反 人 上 力 捕 妖 に ご 協力 い | 
た だ き 、 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 お か げ さ まで 3 

| 机 な 琶 計 画 を 阻止 する こと が で きま し | 】 
た 。 騎士 団 と し て ギル ド の 皆様 に 心 付け を お 送り す | 

| る に と は 加 く 株 赴 され て お り ます 。 し か い 、 私 以 下 | 

| 二名 個人 と し て も ば か り の お 礼 を お 送り し た い | 
と 存じ ます 。 今後 と も よろ し く お 願 いし ます 。 皆様 | 導 _ 

の SSBNDDGI 253| il 直 
「 四 

5 ス 「 あ 5 ぁ 5eT 事 eel |: 

ーー ワリ 「 よ ろ し くっ て 、 何 を よろ し く お 願 いす る ん だ よ 」 1 

カロ ル 「 で も 、 そっ か 、 あの 依頼 の 時 の 

| ユー リ [に ゆあ の 往事 の 義人 わり っ て と ころ か な ] | 

マス ター 「 何 が あっ た か 知ら ん が 、 この ダン グレ スト に 騎士 団 

| 5 語 け 物 させ る と は 大 し た も ん だ 。 けど 、 軸 還 | 
に 目 を か けら れる の を 快く 思わ な い 連 中 も ギル ド に | 引 

に CSDS8 EESDSSI | 

ーー リ 「 大 丈夫 だ っ て 、 そん な ん じゃ な いか ら 」 

カロ ル 「 ユ ー リ 、 正しい と 思っ た こと を し て 感謝 され る の っ 

時 遇 EID NINERSN ま SR 

ユー リ 「 あ あ 、 こん な 感じ で や っ て いこ う ぜ 」 

「 受 け な い 」 を 選ん だ 場合 

マス ター 「 そ うか 、 また 仕事 受け る 気 に な っ た ら 来 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


マス ター 「 ま 、 いつ で も 仕事 は 紹介 し て や れる と 思う か ら 、 ま 


た 来る と いい さ 」 


マス ター に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


マス ター 「 お 、 前 の 仕事 の 話 、 ま だ 残っ て る ぜ 。 受け る か い ?] 
前 P.408 
式 人 ギル ド の 仕事 ・ そ の 5 次 全 EP441 


一 行 は ダン グレ スト の 酒場 で 、 マス ター か ら 仕 事 を 紹介 し て も ら う 。 

マス ター 「 お っ と 、 旦 那 方 、 最 近 、 す こぶ る 好調 だ ね 。 そろ そろ 、 
何 も 言わ な く て も 、 仕事 が 向こう か ら 来 る 頃 だ と は 
思う が …… 仕 事 を 受け る か い ?」 


「 仕 事 を 受け る 」 を 選ん だ 場合 
マス ター が 差し 出し た 依頼 書 を カロ ル が 読み 上 げ る 。 
カロ ル 。 「…- 大 切な 忘れ 物 を し て し まっ た 。 取り に 行っ て く 


| れ 遺 構 の 門 0 レー イン ズ ゲー ト )、 マ ー カ ム ] 
| ユー リ ※ 「 そ ん な も ん 、 自 分 の 責任 で 取り に 行か せこ け よ 」 
エス テル  「 や お に や まれ ぬ 事 情 が ある ん で す 、 さっ と 」 
カロ ル 「 そ うそ う 、 そ れ に これ は お 仕事 だ し 」 

レイ ヴ ン  「 壮 構 の 門 ( ル ー イ ンズ ゲー ト ) の 依頼 っ て 言え ば 、 


前 に も な ん か あっ た わ よ ね 。 ほら 闘技 場 で …」 
ジュ ディ ス  「 イ エガ ー に 騙さ れ た わ ね 」 


ーー 。 「 お っ さん 、 イヤ な こと 思い 出さ せ て くれ る な 」 


「 だ か ら 今 回 は た ぶん そう いう ん じゃ な いと 思う ん 
だ けど …… 


「 仕 事 を 受け る 」 を 選ん だ 場合 
「 た ぷん 、 遺構 の 門 (ルル ー イ ンズ ゲー ト ) の 連中 は 、 ユニ 
カロ ル 「 わ か っ た !」 

ギル ド ユ ニオ ン 本 部 に 向かう と 、 遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) の 
ギル ド 員 らし き 男 性 6 人 組 が いた 。 

カロ ル 「 あ の マー カム さん は ……」 

「 私 が マー カム さん だ が 」 


「 そ ちら は ?」 
「 僕 は マー ちゃ ん の お 友達 の ヨシ ュ ア だ よ 」 

「 も し か し て 、 ユニ オン に 依頼 し て お いた アレ か ?」 

「 う ん 、 そう 。 詳し い 話 聞か せ て 」 

「 あ お 、 発掘 に 行っ た 時 、 遺跡 に スコ ッ プ を 忘れ て き 
た 。 取り に 行っ て き て ほし いん だ ] 
ユー リ 。 「 ス コッ プ だ っ て ?」 

ヨシ ュ ア [そう だ よ 、 ス コッ プ 、 移 逢 ご て と も 言う ね 」 
ユー リ 「 そ れ だ け か ?] 

マー カム [それだけ だ っ て ? 聞 さ 捨 と な らん ぞ ! けし か らん 
ヨシ ュ ア [マー ちゃ ん …… 落 ち 着い て 」 

マー カム  「 我 々 の 大 切な 仕事 道具 を それ だ け 、 と 言わ れ て 落 
ヨシ ュ ア  「 わ か る けど 、 こ こ は 深 呼吸 し て 」 

ユー リ 「 そ ん な 大 切な も の だ っ た ら 、 な ん で 忘れ た りす ん だ よ 」 


ヨシ ュ ア 「 早 い 話 が 魔物 に 襲わ れ て 、 逃げ る 時 に 泣く 泣く 置 


いて きち ゃ っ た ん だ ね 」 


男性 B 
マー カム 
カロ ル 
マー カム 


マー カム 「 今 だ っ て 自分 た ち で 行き た いと ころ だ が 、 護衛 の 
な い 状 態 で は と て も ]」 


ジュ ディ ス  「 諦 め て 新しい の 買っ た 方 が いい ん じゃ な いか し ら ?」 


「 オ レ た ち に お 金 払っ て る 余裕 が あん な ら そ うし た 
マー カム 「 何 を 言う か ! 道具 が 手 に 合わ な いと 仕事 に 集中 
ヨシ ュ ア | た り ) り コップ で EE され C ス ユル プ だ よ 」 

リタ 「 理 解 で き な い わ ……」 

マー カム 「 あ れ が な いと 仕事 が で き な い ん だ 、 頼む !」 


カロ ル 「 わ か っ た 、 や る よ 。 好き 嫌い で 仕事 を 選ん じゃ ダメ 


だ と 思う し ね 」 


「 そ っ か ……' ま 、 いい ん じゃ ね ぇ か が 、 首領 (ボス ) ら し 
い 決 断 で 」 
カロ ル 1 へ の そう 7 


リタ の 忠告 に うな ずく ユー リ 。 


マー カム 「 頼 む 、 場所 は ヒビ オニ ア 大 陸 に ある バク ティ オン 神殿 だ 」 
ユー リ 「 あ あ 、 あそこ か ……」 
そこ か ら 更 に 一 階層 下っ た 辺り を 調べ て いた 記憶 は 
ある けど ……」 
ジュ ディ ス 「 頼 りな い 情 報 ね 」 
マー カム 「 い や 、 し か し 、 スコ ッ プ の 柄 に 名 前 が 書い て ある か 
カロ ル 「 そ れ を 手がかり に 探す し か な いか 」 
バク ティ オン に や っ て きた ユー リ た ち は 、 マー カム の 言っ た と お り 
| に 内 部 を 進む 。 奥地 で 、 よう や く ス コッ プ を 発見 する 一 行 。 
カロ ル 「 こ の スコ ッ プ か が な]」 
エス テル [ハム ファ ー ル っ て 書い て あり ます ……-」 
ジュ ディ スズ 「 マ ー カ ム さ ん の 名 前 は …… な いわ ね 」 


リタ 「 じ ゃ 、 それ は 違う の ね 」 
エス テル 「 も うち ょ っ と 探し て み ま す ?」 


ユー ワリ 「 あ る と すれ ば 、 この 辺り な ん だ ろ ?」 


レイ ヴ ン 「 誰 が スコ ッ プ な ん か が 持っ て く の よ 」 
リタ 「 そ ん な の 知ら な いわ よ 。 い る ん で し ょ 、 スコ ッ プ マ 


こ ア が 」 

「 リ タ が 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) マ ニア みた い に -… 
リタ 「 マ ニア 言う な 」 
| 言い 出し た の は リタ の 方 な の に 、 と カロ ル が 理不尽 な 思い を する 。 
ユー リ 「…… こ の 仕事 は 失敗 か な 」 


ジュ ディ ス  「 目 的 の 回 収 物 が な か っ た の よ 。 和 失敗 と は 違う わ 」 
レイ ヴ ン 「 で も 、 依 頼 人 は そう は 受け 取っ て は くれ な いか も ね 」 
コー リ 9 


カロ ル 「 ね ぇ え 、 コレ どう し よう ?」 
ユー リ 「 持 っ て っ て も 、 し ょ う が ね ぇ だ ろ 。 置い こい こう ぜ 」 


リタ 「 そ の 方 が 次 来 た ス コッ プ マ ニア が 豆 京 か も し れ な いわ ね 」 
カロ ル 「 同 じ マ ニア 同士 、 共感 する も の が ある ん だ ね 」 
ユー リ 「 お まえ も 懲り な いな ……」 
エス テル ーー ンー 5 eo 9 

エス テル 「 こ ん な と ころ に そん な も の 忘れ る の っ て 、 た ぶん 
ユー リ 「 ん …… ま 、 そう か も し れ な いけ ど ……」 
エス テル [だ っ た ら 、 持っ て っ て 、 あの 人 た ち に 託し た 方 が よ 
く な いで すか ?」 

「 そ っ か …… こ の ハム ファ ー ル さん っ て いう の も 、 あ 
の 人 た ちの 仲間 か も 」 

ユー リ 「 ち ょ い 荷 物 に な っ けど 、 持っ て っ て や る か 」 

落ち て いた スコ ッ プ を 持っ て 、 一 行 は マー カム と ヨシ ュ ア の 待つ ギ 
ルド ユニ オン 本 部 に 戻る 。 


カロ ル 


マー カム 「 早 か っ た な 。 も う 見 つか っ た の か 」 


レイ ヴ ン 
リア 


「 ち ょ 、 何 言い 出す の よ 」 
「 そうね 、 何 が 手掛かり が 残っ て る か も し れ な いし ……」 


レイ ヴ ン 1 リタ っ ち まで 」 
リタ 「 理 解 で き な い な ん て 言っ て 悪かっ た 。 あん た に と っ 
て そん な に 大 切な も の と 思わ な か っ た か ら 」 
」 


レイ ヴ ン 「 で し ょ 、 で し ょ ?」 

| ユー リ 「…… で も 探せ ば 何 か 出 て くる 可能 性 も な き に し も 
あら ず 、 か 」 

レイ ヴ ン 「 お ー い ……」 

ジュ ディ ス  「 そ れ じ ゃ あか 、 私 も その 可能 性 に 便乗 させ て も ら う わ 」 

エス テル 「 あ 、 じゃ あ 、 わた し も ……」 

| カロ ル 「 そ の 代わ り 、 報酬 は 前 の 額 よ ひも ちょ っ と 多め に も | 

II 

エス テル 「 カ ロ ル 、 ちゃ っ か り し て ます 」 


| マー カム 
ジュ ア 
| マー カム 


「 あ り が と う -……| で も 、 その 気持 ち だ け で 充分 だ 」 
| マー ちゃ ん …… ど うし て ?] 

「 こ こま で 親身 に な っ て も ら え る と は 正直 思っ て な 
か っ た ん で な 、 嬉 し か っ た 。 言わ れ て た 仕事 終っ た ら 、 
は い 、 お し まい っ て の が ギル ド だ か ら な 。 我々 も 例 


還 呈 生生 N0l 
マー カム 「 頑 張っ て くれ た ん だ 。 今回 の 報酬 は ちゃ ん と 払 お う 」 
カロ ル 「 い い の …… ?」 


カロ ル は マー カム の 差し 出し た 報酬 を 受け 取る 。 


「 古 い 相棒 の こと は 忘れ て 、 新 し い の を 見 つけ る と する よ 」 


マー カム 


カロ ル 時 こつ で ここ で 

エス テル た とう し で きく いて 

エス テル が ハム ファ ー ル と 書か れ た スコ ッ プ を 見 せる と 、 マー カム 
が スコ ッ プ に 近づき 歓喜 の 声 を あげ る 。 

マー カム 

カロ ル 1 え 4 

ユー リ | まさ か それ が ?」 


ヨコ ヨ シュア 


「 そ う 、 これ が 、 彼 の 家 に 伝わる 優 具 ハム ファ ー ル 号 
だ よ 。 あ あ 、 本 当 に よかっ た 」 


カロ ル 「 じ ゃ あ 、 書い て ある 名 前 っ て 、 スコ ッ プ の 名 前 っ て 


リタ 「…… み た いね 」 

仕事 を 成功 させ た 一 行 は 、 ギル ド ユ ニオ ン 本 部 を 出 た と ころ で 今 
ユー リ 「 ま あ 、 何 に せよ 、 今回 も 仕事 成功 っ こわ け だ 」 
リタ 「 あ の 時 、 持っ て 帰ろ うっ て 言っ た の エス テル だ し 」 
カロ ル 「 そ っ か 、 エス テル が 言わ な きゃ や 、 ハム ファ ー ル 号 は 
ユー リ 「 ん ?] 

エス テル 「 な ん か や っ と ギル ド の 一 人 と し て お 仕事 し た な っ て 感じ まし た 」 


コー ロリ 
カロ ル 


「 そ っ か も 
「 よ か っ た ね 」 」 


「 受 け な い 」 を 選ん だ 場合 
メス ゲー 「 ま 、 いつ で も 仕事 は 紹介 し て や れる か ら 、 また 来る 
と いい さ 。 うち を 頼ら な く て も 、 仕事 が 来る よう に 
な る の が 一 番 だ けど な 」 


マス ター に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


マス ター 「 お 、 前 の 仕事 の 話 、 まだ 残っ て る ぜ 。 受け る か い ?] 
前 P.376 
芽 器 騎士 団 隊長 首席 Se コピ 


一 行 が ザー フィ アス を 訪れ る と 、 ベン チ に 腰掛 け て うつ お むい て いる 
ルブラン を 見 か ける 。 


ユー リ 「 ル ブラ ン 、 何 し て ん だ ?」 

ルプ ラッ 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 オオ オ !」 

レイ ヴ ン を 見 か ける な り 、 立ち 上 が っ て 熱い 視線 を 送る ルブラン 。 
レイ ヴ ン は 背 を 向け て 視線 を か わす 。 

レイ ヴ ン 「 人 違い 、 人 違い 」 

ルブラン 「 和 失礼 し まし た ! た だ の レイ ヴ ン 殿 オ オォ オォ!」 


カロ ル 「 ま た 、 た だ の レイ ヴ ン っ て 言っ て る よ 」 
レイ ヴ ン は た め 息 を つき 、 ルブラン の 話 を 聞く 。 


レイ ヴ ン 「 元 シュ ヴァ ー ン 隊 の 精鋭 が この 状況 下 で 動い て な 
いな ん て 何 が あっ た ?」 

ルフ ラン シン [は っ 、 いえ 、 その ……-」 

レイ ヴ ン 「 報 告 は 簡潔 に 」 

ルプ ラン 「 は っ ! 今後 の シュ ヴァ ー ン 隊 の 方 針 に つい て 悩ん で 
いた で あり ます ! 私 は フレ ン 隊 と 合流 すべ きだ と 考え 
る の で す が 、 他 の 小隊 長 は 帝都 に 残る べき と 主張 し て 
いま す 。 方 針 が 不透明 な こと か りら 部 下 た ちの 我々 へ の 
信頼 も 揺 ら ざ つつ ある 現状 で 。 お 恥ず か し い 限 り で す ! 
シュ ヴァ ー ン 隊長 に 合わ せる 顔 も ご ざい ませ ん |」 

リタ 「 っ て 考え て た ら 目 の 前 に いた 、 と 」 

ルブラン 「 申 し 訳 ご ざい ませ ん 中 」 

エス テル [リタ ! あの …… レ イヴ ン 」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 シュ ヴァ ー ン の 撤 い た 種 と あっ ちゃ ね ぇ 。 知 ら 
ん 顔 も や できない わな 」 

ジュ ディ ス 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 の 隊員 を 集め て 導い て あげ る つも り ?] 

レイ ヴ ン 「…… ル ブラ ン 。 お まえ は 俺 に それ を 望む の か ?」 

ルブラン 「 は っ 、 いい え ! レイ ヴ ン 殿 の 手 を 炉 わ せる つも り 
は あり ませ ん !」 

レイ ヴ ン 「 な ら 、 決断 する の は 誰 だ 」 

ルプ ラン 「 は っ 、 私 で あり ます ! 我 が 小隊 の 方 針 と 責任 は 私 
が 担う と 自負 し て お り ま す 」 

レイ ヴ ン [答え が 出 た な ら 、 動け |。 そ れ か ら 、 シュ ヴァ ー ン は フレ ン 
隊 へ の 応援 も 帝都 の 警備 も 両方 必要 だ と 考え る だ ろう 」 

ルブラン 「 了 解 し まし た ! 失礼 致し ます !」 


迷い の 晴れ た ルブラン は 、 さっ そう と 走り 去っ て いく 。 


カロ ル 「 や っ ぱり アド バイ ス し て あげ る ん だ ]」 

ジュ ディ ス 「 育 中 を 押し て あげ た だ け じ ゃ な いか し ら 。 答え を 出 
し た の は あの 人 で す も の 」 

エス テル 「 噂 どおり の 隊長 さん で すね 。 最初 に 聞い た と き は 


驚 さ まし た けど 」 


リタ 「 と ころ で あん た な ん で ずっ と 黙っ て た の ? 団長 
代行 な ん だ か ら 無 関係 じゃ な いで し ょ ]」 
フン レン 「 僕 な ん か が 出る 暮 じ ゃ な いと 思っ た か ら だ よ 」 


リタ 「 それ 、 謙虚 通り 越し て 頼り な いん だ けど ?」 
フレ ン 「 彼 は 僕 よ り も シュ ヴァ ー ン 隊長 の 助言 を 求め て い 
た か ら ね 」 


0 っ. 20 っ < も 0 か し 北 の 。 で 。 つ っ - つ 、 の の 、。 


の 、 


っ た 


dk っ 


90。 
3 


鍵 8 
を 


「 ル リー や ユニ オン の ギル ド 員 に 頼ら れ た と きも そ 
うだ っ た が 、 お っ さん 、 意外 と 面倒 見 いい よ な 」 
「 き まぐ れ に 話 、 聞い て や っ た だ け だ っ て 」 


人 ー リ 


レイ ヴ ン 


ニー SS 


「 あ ら 。 照れ な く て も 良い の に 」 
「 で も 、 甘やかす ん じゃ な く て …… 難 し いよ ね 。 ボク 、 
レイ ヴ ン みた い に で きる か な ]」 

「 お っ さん 手 本 に し て も ろく な 大 人 に な れ な いわ よ 」 
「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 に 憧れ る 人 は た くさ ん いま す 。 だ か 
ら シ ュ ヴ ァ ー ン の すべ て を 否定 する 必要 は な いで す よ 」 
「 嬢 ちゃ ん に は か な わん よ 」 


独り 言 を 言っ て いる 。 

シェ ル 「…… 兄 さん は どこ に いる ん だ ろう …… も う 反 対す る 
こ 人 は いな い の に 。 リュ ネ は ずっ と 待っ て る ん だ よ 。 ま 

た 三 人 で 暮らせ る よう に 心配 事 は 、 僕 が ……。 も う 

誰 も 頼り に な ら な いか ら 。 僕 が 兄さん の 力 に ……」 

[シェ ル さ ん 、 な ん か 少し 様子 が お か し く な い ?」 

_ ユー リ は カロ ル に うな ずい て 、 声 を か ける 。 

ユーリ 「 シ ェ ル 」 


。 シェ ル 「 あ あ 、 みな さん 。 何 か 御用 で すか 」 
『 ジュ ディ ス  「 お 兄さん の 件 に つい て な の だ けれ ど 」 
シェ ル 「 あ あ 、 それ な ら も うい いん で す 。 変 な お 願い を し 
] て すみ ませ ん で し た 。 忘れ て くだ さい 」 
ke エス テル 「 で も 、 クレ イ さ ん は ……」 
シエル まえ で しい た ん で す 。 や っ ぱり D こ うい うこ と は 人 任せ 
会 じゃ いけ な い 。 自力 で 何と か し ます か ら お 気 に な さ 
ら ず に 。 それ で は 」 
※ シェ ル は 去っ て いく 。 
| リタ 「 な に あれ 」 
ニレ イヴ ン 「 自 力 で っ て 、 心当たり で も ある の か ね 」 


ユー ジ 「 さ あな 。 ち ょ っ と ひっ か か る が 、 本 人 が いい つて 言 
うつ 以上 と こと こま で だ つろ | 


「 な ん か が 釈然 と し な いわ ……」 


[ た つこ ちら で ん AI 拓 いま いち …… 」 
男性 は 一 行 の 方 を 向く と 、 ラ ピ ー ド に 目 を 奪わ れる 。 


「 そ 、 そ 、 その 犬 は …… ! な ん て すばらし い 犬 な ん 
だ ! 君 こ そ 、 ずっ と 探し て いた 宣伝 キャ ラク ター に 
びっ た り だ 1」 

「 ウ コー] 

「 い き な り 何だ ?] 

「 ご めん な さい 、 ぼく は ギル ド 『 四 季 折 々 (パー ペチ ュ 
アル )』 の ルウ ィ ス と 言う ん だ 」 


L 帳 符 折々 (パー ペチ ュ ア ル ) ? そん な ギル ド 、 
聞い た こと な いな ぁ ……」 

「 お ろ ? 少年 、 知 ら な い ? 一 応 ユ ニオ ン に 加盟 
_ し て いる ギル ド な の よ 」 

「 我 々 は 、 各 季 節 の 良さ を 人 々 に 伝え て 、 その 季節 
を も っ と 楽し ん で も ら お うと いう ギル ド な ん だ ]」 

「 一 体 、 何 の た め に そん な こと し て る の ?」 

「 そ の 季節 に 関連 し た 商品 を 生産 し て る ギル ド の PR 活動 よね ] 
「 で も 、 最近 、 う まく 季節 の 魅力 を 伝え られ て な く て 。 
今度 失敗 する と 首領 (ボス ) に 首 に され て し まう ん だ 」 


カロ ル 「 ど こも 大 変 な ん だ ね 」 

レイ ヴ ン 「 で 、 お まえ さん は 、 何 の 紹介 し て る の よ ?」 

ルウ ィ ス 「 ぼ く は 冬 、 中 で も スノー ボー ド 担 当 さ 。 澄み 切っ た 空 
気 、 突き 抜け る 寒さ 、 さら さら な 白い 粉雪 。 そ ん な 中 
で 行う スノー ボー ド は 、 爽やか で 気持 ちがい いん だ 」 

カロ ル 「 で も 、 結界 (けっ か い ) の 外 っ て 危険 じゃ な い ?」 

ルウ ィ ス 「 も ちろ ん 、 護衛 の 備 兵 も つけ る か ら 、 大 丈夫 だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 突 き 抜け る 寒さ っ て …… そ れ 聞 いた だ け で 布団 の 
中 で 丸 ま り た く な る わ 」 

カロ ル 「 レ イヴ ン …… 本 当 に 寒 が りな ん だ ね ……」 

ルウ ィ ス | うこ へ どん な に ぽく が アビ ピー ル し て も 、 そう や う 
て みん な 興味 を 持っ て くれ な い ……」 

ゴー 「 お っ さん が 余計 (よけい ) な こと 言う か ら ……」 

レイ ヴ ン 「 い や 、 だ 、 だ っ て さ 、 寒さ の 方 が 興味 に 勝る ん だ も ん よー 

ルウ ィ ス 「 だ か ら 、 そこ で 考え た ん だ 、 人 間 が ダメ な ら 、 動物 
で アビ ピー ル し た ら ど う が な っ で 」 

ュー リ 「 そ れ で ラ ピ ー ド に 目 を つけ た っ て わけ か 」 

ルウ ィ ス 「 そ うな ん だ 。 彼 が 宣伝 し こく れ た ら 絶 対 に みん な の 
興味 を 引く と 思う ん だ ! 手伝っ て も ら え な いか な ?」 

ユリ 「 そ りゃ えら い 自 信 だ な 。 た ぶん 、 目 の つ けど ころ は 
悪く な いん だ ろう が …… ラ ピー ド が や っ て くれ る か 
と こう vw どう まる 。 ラビ ピード"〕 

ルウ ィ ス 「 君 ほど カッ コ い い 犬 は 他 に いな いよ 。 一 回 で いい 
か ら お 願い で き な い か な ?」 

ラ ピ ー ド 8 ] 

ルウ ィ ス 「 お 願い だ よ 」 


「 ワ ン ( や る )」 を 選ん だ 場合 
ユー リ 
ルウ ィ ス 
ユー リ 
ルウ ィ ス 


「 や っ て くれ る そう だ 」 
「 本 当 か い 、 あり が と う 。 早速 行こ う 」 
「 折 くっ て どこ へ だ 7?] 
「 近 く の 雪 山 に コー ス を 作っ て ある ん だ 。 あ 、 な ん 
か 身 に つけ て いる も の が あっ た ら 外 し て お いて くれ 
な いか 。 危険 だ か ら ね 。 さ 、 行こ う 」 

を 完走 し た 場合 


「 ク ー ン (や ら な い ) 」 を 選ん だ 、 また は ボー ダー ラビ ー ド を 完走 し な か っ た 場合 
エー リ 「 今 回 は パス だ と さ 」 

ルウ ィ ス 「 そ うか 、 じゃ あ 仕 方 な い 。 も し や り た く な っ た ら 、 
また 話し か け て くれ よ 」 


ルウ ィ ス に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


ルウ ィ ス 「 宣 伝 し て こく れる 気 に な っ た か い ?」 


ボー ダー ラビ ピード を 完走 し た あと 、 ル ウィ ス に 再度 話し か けた 場合 
ルウ ィ ス 「 ま た 来 て くれ た ん だ ね 。 ラ ピー ド 君 の 宣伝 の お か 


げ で 人 気 急上昇 な ん だ 」 


トー 「 そ いつ は すげ ー」 


ルウ ィ ス 「 今 日 も よろ し く 頼 む よ ?」 


「 ワ ン ( や る )」 を 選ん だ 場合 


称号 | 雪 の 上 の 配達 犬 ] を 未 入 手 の 場 
ルウ ィ ス 「 あ 、 な ん か 身 に つけ て いる も の が あっ た ら 外 し て 
お いて ね 」 


件 を 満た 


あら た な 称号 の 入手 灯 


さ ず に 完走 し た 場合 


ルウ ィ ス 「 す ご く か っ こよ か っ た よ 。 ば っ ちり 君 の スペ シャ ル 
な 姿 は 収め させ て も ら っ た よ 。 こ れ で 、 さら な る 宣 

ユー リ 「 ラ ピー ド も 喜ん で いる みた い だ ]」 

ルウ ィ ス 「 ま た や り た く な っ た らい つ で も 話し か け て くれ よ 」 

称号 「 雪 の 上 の 配達 犬 ] の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 

ルウ ィ ス [今日 も すご く か っ こよ か っ た よ 」 

ユー リ 「 ラ ピー ド も 喜ん で いる みた い だ ]」 

ルウ ィ ス 「 前 回 の ラ ピ ー ド 君 の 滑り を みた 四季 折々 (パー ペ 
チュ アル ) の 首領 (ボス ) が お 礼 に この 衣装 を プレ ゼ 
ント する っ て 。 は い 」」 

ユー リ 「 よ か っ た な 、 ラ ピ ー ド た めし に 着 て みる か 」 

ラビ ピー ド が も ら っ た 衣装 に 着替え て 登場 。 

ユー リ 「 な ん な ん だ 、 その 衣装 は ?」 

ルウ ィ ス 「 こ れ は 四季 折々 を (パーペチュアル) の 冬 の イメ ー ジ 


キャ ラク ター の 衣装 な ん だ よ 」 
ユー リ 「 冬 の イメ ー ジ キャ ラク ター ね ぇ 」 


ルウ ィ ス  「 一 年 に 一 回 、 冬 の 夜 に トナ カイ の そり に 乗っ て 、 子 
ども た ち に プレゼント を 配っ て いる ん だ 」 

エス テル  「 素 敵 な キャ ラ タ ー で すね ] 

ジュ ディ ス [この 衣装 を 着 て 滑っ て みる と いう の も 、 いい 宣伝 

に MOSS 


4 


ジュ ディ ス の アイ デア に 、 ルウ ィ ス が 感銘 を 受け る 。 


ルウ ィ ス 「 そ れ は 良い アイ ディ ア だ 。 そ れ だ け じ ゃ な く 何 か 
マス コッ ト 的 な も の を つけ れれ ば いい 宣伝 に な る だ 
ろう な あ 。 また 暇 な 時 に お 願い で き な い か な ぁ 」 

ユー リ 「 そ うだ な 。 また 来 て みる か 、 ラ ピ ー ド 」 

RU US SO So9 ゃ 99mtorotc ゃ tc 

ルウ ィ ス 「 あ り が と う 。 お あま 、 次 は 君たち が スタ ー タ ー を や っ て みな 
いか 。 その 方 が 、 犬 く ん も スタ ー ト し や すい だ ろう か ら 」 

エス テル 「 わ た し 、 それ や っ て みた いで す 」 

ユー リ 「 じ ゃ あ 、 そう する か 」 

ルウ ィ ス [次 か ら は マス コッ ト 的 な も の を つけ て 滑っ た ら 、 写 

ユー リ 「 危 険 な ん じゃ な か っ た か ?」 

ルウ ィ ス 「 危 な いと 思っ た けど 、 彼 の 滑り な ら 大 丈夫 そう だ し 


ね 。 じゃ あ 、 また や り た く な っ た ら 話 し か け て くれ よ 
称号 「 聖 夜 の 配達 娘 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 


に だ 


ルウ ィ ス 今 の 人 形 、 すご く 優 雅 だ な 」 

エス テル 「 わ た し も 優雅 に 滑れ る と いい ん で すけ ど 」 
ルウ ィ ス 「 ん ! 優雅 に すべる 。 それ いい ね 」 

ルウ ィ ス 「 こ れ で いい 宣伝 が 出来 そう だ 」 

エス テル 「 よ か っ た で すね 」 

ルウ ィ ス 「 お 礼 に この 服 を あげ る よ 」 
WNWW 
パテ ィ 「 お 、 ラ ピ ー ド と お 揃い じゃ な 」 

エス チル [はい 。 す ご くう れ し し ) で す 。 ね 、 ラ ピ ー ド | 
ラビ ピー ド 1 クーン シー 」 

エス テル 「 ラ ビ ピード …-」 

ルウ ィ ス 「 ま た 、 よろ し くね 」 


称号 「 ワ ン ワ ン パ ジャ マー]」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 


ルウ ィ ス 「 す ご い 、 どん な に 早く て も 本 を 手放さ な いん だ ね 」 

リタ 「 そ う よ 。 本 は 人 の 知 的 好奇 心 を 満た し て くれ る の よ 」 

ルウ ィ ス 「 そ れ だ !」 

リタ 「 な 、 な に ?」 

ルウ ィ ス 「 知 的 に 滑る 、 いい 言葉 が 思い つい た お 礼 に この 服 
を あげ る よ 」 


リタ 「 寝 巻き じゃ な い ? だ っ さい ……」 
' 
リタ 「 ま …… せ っ か くだ か ら も ら っ て お くわ 」 
カロ ル 「 そ ん な こと 言っ て 本 当 は うれ し いく せ に 」 。 
1 
称号 「 紳 士 の 心がけ 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 
IIIIWNWWNWWI】( 
「………ー 。 本物 は そう で も な いや 」 
レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と ちょ っ と 、 その 反応 は な いん じゃ な い の 」 


Ip 時 SSR 
レイ ヴ ン 「 こ れ で 俺 様 の ファ ン も ウ ハ ウ 八 よ 」 1 
に 較 し 220305 
ルウ ィ ス 「 ま た 、 よろ し くね 」 

称号 「 寒 い 夜 の 配達 トナ カイ 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 画 
ルウ ィ ス 「 生 き 様 ! いい キャ ッ チ コピ ー に な り そ う だ 。 お 礼 
“ 
' 
“ 


カロ ル Eo 。 な ん で トナ カイ …… 5 
ルウ ィ ス 「 ト ナカ イ は 四季 折々 (パー ペチ ュ ア ル ) の 冬 の イメ ー 


| 
」 
カロ ル 「 そ うか な ぁ ……」 1 

称号 「 華 や か な 夜 へ の 誘い 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 較 
| 、、、 人 し 介 RE は OS (il4 
ジュ ディ ス  「 ふ ふ 、 あ り が と う 。 せっ か くだ か ら 着 て みよ うか し ら 」 
「 
ジュ ディ ス  「 ど うか し ら 」 1 
IONNNN 5 ww 7 
」 
ジュ ディ ス  「 で は 、 お 言葉 に 甘え て 」 


称号 「 冬 の 夜 の 配達 人 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 


ルウ ィ ス 「 す ご いな ぁ 、 あの 人 形 を 通し て 君たち の これ 以上 | : 


に な い 信 頼 感 を 感じ る よ 。 ん ? 信頼 感 … ひ いい | * 
キャ ッ チ コピ ー に な り そ う だ 」 
ユー リ 「 そ れ は 光栄 だ よ な 、 ラ ピ ー ド 」 


し 』 


し // 


ルウ ィ ス 「 そ ん な 君 に は 、 ラ ピ ー ド くん と お 揃い の この 衣装 | 』 
を プレ ゼン ト す る よ 」 ] 


ラビ ピー ド  「 ワ ン 」 業 


エス テル 「 お 揃い な ん て 素敵 で す 。 ユ ー リ 、 せっ か くだ か ら 


着 て みて くだ さい よ 」 


ユー リ 「 仕 方 ね る な あ 」 

評 | エス テル  「 け っ こう 似合っ て ます よ 」 

| | ユー リ 「 し か し 、 こん な 格好 (か っ こう ) で プレ ゼン ト 配 っ て 

ルウ ィ ス 「 ま た 。 よろ し くね 」 

称号 「 白 い ア イツ 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 

ルウ ィ ス 「 軽 快 に 走っ て いる ラ ピ ー ド の 頭 に 乗っ て 上 か ら の 危険 か 
ら 守 っ て いる 。 そん な 感じ が し て すご く 良 いよ 」 

パテ ィ 「 そ うじ ゃ ろ 。 大 切な 人 を 守 ろ うと する 気持 ち は う ち 


ルウ ィ ス 「 大 切な 人 を 守る …… 


バディ 「 滑 っ て いる 時 も 守っ て も ら っ て いる と 安心 し て 滑る 


ルウ ィ ス 「 そ うだ ね 。 良い 言葉 の お 礼 に 君 に は これ を あげ よう 」 


パテ ィ 「 あ り が と う 、 早速 さき て みる の じゃ 」 
パテ ィ が も ら っ た 衣装 に 着替え て 登場 。 


ユー リ 「 寺 か ?] 
ルウ ィ ス 「 そ う 、 雪 の 人 形 を デザ イン し た ん だ っ て 」 


パテ ィ 「 ま さ し く 冬 っ て 感じ じゃ 」 


「 見 た 目 は 雪 で も この 服 は と っ て も あたたか い の う 」 
ルウ ィ ス 「 ま た 、 よろ し くね 」 
称号 「 紳 士 の た し な み 」 の 入手 条件 を 満た し て 完走 し た 場合 


ルウ ィ ス 「 犬 に 乗っ て 雪 の 上 を 走る 騎士 、 いつ で も みん な を 


守る た め に 剣 は 手放さ な い 」 


フレ ン 「 人 々 を 守る の が 騎士 で すか ら 」 


ルウ ィ ス 「 人 形 だ けど すご く か っ こい いよ 。 いい 宣伝 に な り そ うだ ]」 


ルウ ィ ス 「 で も いつ も 騎士 の 鎧 じゃ 、 つ ま ら な いで し ょ ? た ま 


「 羽 目 を 外す か は わか り ま せん が 、 あり が と う ご ざ いま す 」 
「 せ っ か くだ か ら 着 て みて よ 」 


フレ ン 
カロ ル 


ルウ ィ ス 「 ま た 、 よろ し くね 」 


コー ス 選 択 で 「 や め る 」 を 選ん だ 場合 


ルウ ィ ス 「 そ うか 、 じゃ あ 仕 方 な い 。 も し や り た く な っ た ら 、 
また 話し か け て くれ よ 」 


「 ク ー ン (や ら な い )」 を 選ん だ 場合 、 会 話 終了 


カプ ワ ・ ト リム を 訪れ た 一 行 は 、 街中 で ゴー シュ と ドロ ワッ ト を 見 か 
ける 。 ら 人 は 子ども た ちと 話 を し て いる 様子 。 


カロ ル [ね 、 あれ 見 て …… 四 

少女 「 お 姉ちゃん 、 また 来 て ね ー」 
ゴー シュ 「 あ あ …」 

ドロ ワッ ト 「 約 束 だ お て ん 」 


立ち 去 ろう と 振り 返っ た と ころ で ユー リ た ち に 気づき 、 身 構え る ゴー 
シュ と ドロ ワッ ト 。 

ユー リ 「…… 変 な と ころ で 会 っ た な 」 

レイ ヴ ン 「 お い お い 、 や め よ う ぜ 、 こん な と こ で …… 」 
子ども た ち を 連れ て いた 女性 が 、 ら 人 に 声 を か ける 。 

女性 「 ど うし た の 、 ゴー シュ ? ドロ ワッ ト 2?」 


ドロ ワッ ト 
ゴー シュ 


ゴー シュ と ドロ ワッ ト は 構え を 解き 、 子ども た ち に 向き 直る 。 


ゴー シュ 。 「 で は …-」 
ドロ ワッ ト  「 ま っ た ね ぇ ー ん 」 


ユー リ た ちの 脇 を 抜け て 去っ て いく ゴー シュ と ドロ ワッ ト 。 ユ ー リ 


た ち は 状 況 が 分 か ら な いま ま 、 ら 人 を 見 送る 。 


レイ ヴ ン 「 な ん だ 、 あり ゃ ……」 

そこ へ 、 ら 人 と 話し て いた 女性 が 一 行 に 尋ね て くる 。 

女性 「 あ の …… あ な た 方 、 あの ふた り と お 知り 合い な ん で すか ?] 

ユー リ 「 知 り 合い っ て いう か …… ち ょ っ と な 」 

女性 「 ま あ 、 それ は よかっ た 」 

リタ 「 え !?」 

女性 「 心 配 し てこ たん で す 。 あ の 子 た ち 、 誤解 され や すい 
性 格 で すか ら …… で も ちゃ ん と お 友だち が いる っ て 
分 か っ て 安心 し まし た 」 

カロ ル 「 誤 解っ て 、 あ の ふた り 、 海 凶 ( リ ヴァ イア サン ) の 
の う つ | | 

リタ が カロ ル を チョ ッ プ し て 黙ら せる 。 

レイ ヴ ン 「 あ ん た は 、 彼女 た ちと どう いう 関係 ?] 

女性 「 私 は ここ の 保母 を し て いま す 。 あ の 子 た ち は こ こ 
の 出 な ん で す 」 

リタ た に つた 

女性 「 身 寄り を 無く し た 子ども た ち を 育て る た め の 施 設 、 
救 児 乱 で すわ 。 あ の ふたり も 1 0 年 前 の 戦災 で 家族 
を 失っ た ん で す 」 

リタ 「 そ れ っ て 人 魔 戦 争 の こと か も ね 」 

子ども た ち が 救 児 院 の 先生 に 近寄り 、 一 行 を に ら み つけ る 。 

少女 「 先 生 、 この 人 た ち 誰 ?」 

少年 「 お 姉ちゃん た ちの 敵 は 僕 が や っ つけ て や る !」 


救 児 院 の 先生 「 こ れ 、 や め な さい 、 あな た た ち 」 
エス テル 「 と て も ご 立派 で すね 。 そん な こと され て る な ん て ……」 


救 児 院 の 先生 「 い いえ 、 私 た ち だ け で は と て も や っ て いけ ませ ん 。 


すべ て 寄付 あっ て の こと で す 。 イ エガ ー 様 と いう 方 
な ん で すけ ど ね 、 それ は も うた くさ ん の …」 


レイ ヴ ン 「 イ エガ ー が !? あの 御仁 が な ん で そん な こと を …」 


救 児 院 の 先生 「 理 由 は 知り ませ ん 。 で も あの 方 は 一 度 だ っ て 、 何 


か 見 返り を 求め た こと は 」 
少女 「 先 生 ! お 腹 空い た ぁ !」 
救 児 院 の 先生 「 あ …… そ う ね 、 そう ね 。 ご めん な さい 、 これ で ……」 
子ども た ちと 先生 は 救 児 院 に 入っ て いく 。 


ジュ ディ ス 「 ど うい うこ と な の か し ら 。 あ の 男 が 見 返り な し に 寄 
付 を する な ん て 」 

リタ 「 絶 対 に 裏 が あめ る に 決ま っ て る わ 。 現に 例 の ふた り 
だ っ て 手下 に な っ て ん だ し 」 

カロ ル 「 ま さか 、 手下 に する た め に 身寄り の な い 子 ども た 
ち を 育て て た と か が !?」 

レイ ヴ ン 「 ヤ ツ な ら や りか ね ん わな 。 ん ? どう し た 嬢 ちゃ ん ?」 


エス テル  「…… い え ……、 た だ さっ き の 方 の お 話 だ と 、 本 当 
に 善意 だ っ た 気 が し て …… で も わた し た ちの 知る イ 
エガ ー は ……。 本 当 に 同じ 人 な ん で し ょ うか ?」 

ユー リ 「 さ て 、 どう だ ろう な ……」 

エス テル [ OO スス 3 」 

その 後 、 一 行 が ザウ デ 不 落 宮 の イ エガ ー と 戦っ た 場所 を 訪れ る と 、 

ゴー シュ と ドロ ワッ ト が いた 。 ユ ー リ た ち が 近 づく と 、 気づい て 戦 

闘 体勢 を と る ら 人 。 

ュー 


「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ! イエ ガー 様 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン 「 君 ら は 、 海 凶 ( リ ヴァ イア サン ) の | 
ユー リ 「 お 前 ら 、 な ん で こん な と こ に 」 
レイ ヴ ン 「 や め な っ て ば 。 無益 よ 、 無 益 。 復 讐 は 何 も 生 まね ー わ よ ?] 


ドロ ワッ ト 「 で も 、 こ の や る せな い 気 持ち 、 な ん と か し た い の --」 
レイ ヴ ン 「 恨 お な ら ア レク セイ 恨む の が 筋 じ ゃ な い の ?」 
ii… ユ 「 ア レク セイ は 死ん だ 。 お 前 た ち は 生 き て いる 」 


ユー リ 「…… つ た く 。 いい ぜ 、 相手 し て や る よ 」 

キス チル [待っ て くだ さい 、 ユー リ ! …… あな た た ち 、 どう 
し て イエ ガー と 一 緒 に 戦わ な か っ た ん で す ? あの 
時 、 そ の 場 に いた の に 」 


レイ ヴ ン 「 ヤ ツ に そう 命令 され た か ら で し ょ 、 違う ?」 
ドロ ワッ ト 「 う 一 、 その 通り だ わん 」 


ユー リ 「 そ れ で 今さら 仙 討 ちか ? 意味 分 か ん ね ー ぞ 、 お い 」 

ゴー シュ 「 黙 れ ! お 前 な ん か に 何 が 分 か る !」 

ドロ ワッ ト 「 イ エガ ー 様 、 私 ら の た め に ああ する し か な か っ た の よ 」 

エス テル : ど うい うこ と で すま?1 

ドロ ワッ ト [「…… イ エガ ー 様 、 裏 で 色々 や っ て た の が アレ クセ 
イ に バレ ちゃ っ て 。 私 ら 助け る た め に …… 」 

ゴー シュ 「 し ゃ べり すぎ だ 、 ドロ ワッ ト 」 

ドロ ワッ ト 「…… ご めん 」 


ゴー シュ 「 事 情 が どう あれ 、 お 前 た ち は イ エガ ー 様 を 殺し た 。 
許す 訳 に は いか な い 」 

ドロ ワッ ト 「 悪 いけ ど 相 手 し て ね ] 

ジュ ディ ス 「 や る し か な いみ た いね 」 

エス テル だ ん な ーー】 

ユー リ 「 く る ぞ !」 


ゴー シュ と ドロ ワッ ト を 相手 に 激戦 を 繰り 広げ る 一 行 。 ら 人 の 息 の 
合っ た 連携 に 苦戦 を 強い られ る も 、 な ん と か 撃退 に 成功 する 。 満 
身 創 療 と な っ た ゴー シュ と ドロ ワッ ト が 、 一 行 の 前 に 膝 を つく 。 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン  「 こ れ で や め に する ん だ 。 これ 以上 の 戦い は 無 意 味 だ ] 

ドロ ワッ ト  「 大 丈夫 、 ゴ ーシュ ちゃ ん ? どう し よう 、 私 た ち 負 
けち ゃ っ た よー」 

ゴー シュ 「…… 勝 つま で 、 何 度 だ っ て や る 。 そう 暫 っ た は ず だ ]」 

リタ 「 っ た く 、 あん た ら 、 な ん で イエ ガー な ん か に そこ ま 
で 忠義 立て する の よ !?」 

ゴー シュ 「 因 人 だ か ら だ 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ で ヤツ の 本 性 知っ て な お 、 恩返し の た め に 仕 
えて た っ て か 。 や る せな いね え 。 ほ れ し っ か り 」 

ゴー シュ 「 触 る な !」 


差し 伸 べ られ た レイ ヴ ン の 手 を 、 ゴ ーシュ は 払い の ける 。 そ の 拍子 
に 、 レイ ヴ ン の 懐か ら キ ャ ナリ の コン パク ト が 落ち る 。 

レイ ヴ ン 「 お っ と 」 

コン パク ト を 拾い 上 げ る レイ ヴ ン 。 ゴ ーシュ と ドロ ワッ ト は その コ 
ン パ クト を 見 て 驚く 。 

ドロ ワッ ト は 。 ぞ は 」 


ゴー シュ 「 な ん で お 前 た ち が そ れ を …… いも 1 や に そん 六 
こと は いい 、。 頼む お 、 それ を 私 た ち に 譲っ て くれ !」 

リタ 「 ち ょ っ と 、 な に 勝手 な こと 言っ て ん の !!」 

パテ ィ [襲っ て き て お いて 願い を 聞け な ど と 図 々 し い に も 
程 が ある ぞ !」 

ゴー シュ 「 頼 む 。 そ れ は キャ ナリ 旭 の 、 イエ ガー 様 の 想い 人 
の も の 。 す ずっ と 探し て いた ん だ ]」 

レイ ヴ ン 「 キ ャ ナリ の ……」 

カロ ル 「 レ イヴ ン ……」 

レイ ヴ ン 「 イ エガ ー が 想い 人 、 か …… 」 


レイ ヴ ン は ゴー シュ に コン パク ト を 投げ 渡す 。 


レイ ヴ ン 「 ほ れ 。 仲 良く 所 っ て や ん な ]」 
ゴー シュ [ は すす 」 
ドロ ワッ ト 「 あ り が と うな の ね 」]」 


お 返し に ゴー シュ は 、 立派 な 弓 を レイ ヴ ン の 足下 に 投げ る 。 


ゴー シュ 「 そ の 武器 、 十分 、 引換 え に 見 合う は ず ]」 

弓 を 手 に 取る レイ ヴ ン 。 

レイ ヴ ン [お い 、 こり ゃ あ …… キャ ナリ の 弓 じ ゃ ね え の 。 お 前 
ら が 持っ て た の か 」 

ゴー シュ [これ で 貸し 借り は な し だ 。 私 た ちの 恨み が 消え た 訳 じ ゃ な い 」 

ドロ ワッ ト 「 も っ と 腕 を 磨い た ら 、 また 来る むん 」 


そう 言っ て 紙切れ を レイ ヴ ン に 投げ 渡す と 、 ら 人 は 走り 去っ て いく 。 
フレ ン が いる 場合 
レン 


「 待 て ! 待つ ん だ | 


パテ ィ 「 相 変わ ら ず 逃げ 足 だ け は 速い や つら な の じゃ 」 

リタ は レイ ヴ ン が 受け 取っ た 紙切れ が 気 に な る 様子 。 

リタ 「 か た RicS き オト 0 」 

カロ ル [行っ ちゃ っ た 。 レイ ヴ ン いい の ? 大 事 な も の だ っ 
た ん で し ょ ?」 

レイ ヴ ン 「 ん ? ああ 、 まあ 、 ね 。 代 わり の も の も ら っ ち ゃ つっ 


た し ね 。 よ し と する わ 」 
ジュ ディ ス  「 あ ら 未 練 が ある の か し ら 。 そ れ と も 焼 も ち ?」 


レイ ヴ ン [ん も う 、 そう いじ め な いで よ 、 ジュ ディ ス ち ゃ ん 」 

エス テル 「 わ た し 、 や っ ぱり よく 分 か り ま せん 。 悪人 と 分 か っ て 
て 慕う ふた り 。 本 当 に 善意 で 寄付 する イエ ガー……」 

ジュ ディ ォ ス 「 そ し て 悪人 の 寄付 で 助かる 子ども た ち 。 何 が 正 し 
く て 何 が 間違い な の か 。 確か に 難し い 問 題 ね 」 

ユー リ 「 そ うい う も ろ も ろ ひ っ くる め て イエ ガー っ て や つ だ っ 
た ん だ ろ 」 

レイ ヴ ン 「 そ そ 、 人 間 て の は 見 た 目 よ り ず ー っ と 複雑 で 面倒 
な も ん よ 」 

リタ 「 そ うい う あ ん た は どう な の よ 。 キ ャ ナリ と か っ て な 
ん か 複雑 そう じゃ な い 」 

レイ ヴ ン [そう ね え 、 な ん か 引 つ か か っ て た も ん が ひと つ 消 え 
た っ て と こ ? ま 、 こ ん な お っ さん の こと は いい か ら 。 
ざさ 2 MCUIE 

レイ ヴ ン は 歩き 出す 。 

リタ 「 あ 、 こら 、 逃げ る な !」 


前 馬 錠 371 
p 前 証 肖 P.410 


次 硬 P.445 
ぁ 次 証 胃 P.447 
ぁ 次 語 P.451 


ー 行 が カプ ワ ・ ト リム を 歩い て いる と 、 花 を 売っ て いる 女性 に 声 を 

か けら れる 。 よ く 見 る と その 女性 は 、 救 児 院 の 先生 だ っ た 。 

児 院 の 先生 「 ご 両親 、 ご 兄弟 、 あ な た の 愛す る 人 に 花 は いか が 
っ あ 、 そこ を 行く お 兄さん 方 ……。 あ 、 あな た 方 


は 知人 」 
エス テル 「 あ な た は …… 救 児 院 の ……」 
カロ ル 「 普 段 は 花屋 さん な ん だ ね |! 


敷 児 院 の 先生 「 い 、 いえ …… そ うい うわ け じ ゃ ……」 

エス ゲル 「 じ ゃ あ 、 どう し て …… ?」 

ジュ ディ ス  「…… お 金 が 入り 用 な の ね ?」 

敷 児 院 の 先生 「 え 、 えっ と 、 それ は ……」 

リタ 「 な る ほど …… ね 、 イエ ガー が いな く な っ て 、 救 児 院 
に お 金 が な いっ て と ころ か 」 

救 児 院 の 先生 「 す いま せん …… 実 は あの 家 は 街 の さる 名 士 か ら お 
借り し て る ん で す 。 で も 、 イエ ガー 様 か ら の 寄付 が 
止ま り 、 救 児 院 の 借金 が 払え な い の で す 。 家 の お 
金 だ け で な く 、 食費 も けっ こう か か っ て ……」 

レイ ヴ ン 「 で も 救 児 院 出 て 働い て る 連中 も いる ん で し ょ ?」 

敷 児 院 の 先生 「 彼 ら は まだ 自分 の 生活 で 精 一 杯 。 と て も 援助 を 頼 
むこ と な ん か で き な い ん で す 」 

ユー リ 「 あ の 賑やか な 二 人 娘 が いる じゃ な いか 」 

救 児 院 の 先生 「 ゴ ーシュ と ドロ ワッ ト も 同じ で す 。 イ エガ ー 様 の と 
ころ で 働い て まし た が 、 その イエ ガー 様 が 亡くな っ 
た 以上 、 きっ と 大 変 な は ず 」 

通り が か っ た 男性 に 、 救 児 院 の 先生 は 花 を 売り 込む 。 

敷 児 院 の 先生 「…… あ 、 そこ の お 兄さん 、 花 は いか が で すか ……-」 

男性 は 無視 し て 行っ て し まう 。 そ れ を 追い か ける 先生 。 


カロ ル 「 あ ん な ん で 、 借金 な ん て 払え る の か な ?」 

ユー リ 「 ち ょ っ と し た 儲け に は な る か も し れ ね ぇ けど 、 借金 
は どう だ ろう な 」 

リタ 「 な ん か …… 憐 れ で 見 て らん な いわ ね 」 


うつ お いて 戻っ て きた 先生 に エス テル が 近寄り 、 以前 ドレ イク に も 
ら っ た 皇帝 家 の 紋章 を 差し 出す 。 


エス テル 「 こ れ 、 受け 取っ て くだ さい 。 そ こそ この 値段 で 売 
れる は ず で す 」 

エリ 「 お い お い 、 そん な も の 勝手 に 渡し て いい の か ?」 

エス テル 「 今 まで 帝国 が 怠っ て きた や る べき こと を や る 、 そ 
れ だ け の こと で す 」 

カロ ル 「 で も 、 そ れ 渡 し た ら 、 皇族 と し て の 証 が な く な っ ちゃ 
つん じゃ な い の ?」 

エス テル 「 大 丈夫 で す よ 。 こ ん な も の が な く て も 、 わた し は 
わた し で すか ら 」 

ジュ ディ ス  「 さ し あたっ て 、 いく ら 必要 な の か し ら ?」 


敷 児 院 の 先生 「 そ う で すね ……50 万 ガル ド あ れ ば ……」 


所 持 ガ ルド が 50 万 ガル ド 未 満 の 場合 
ジュ ディ ス  「 さ す が に 大 金 ね 。 私 た ち で は 払え な いわ 」 
エス テル 


1 リ 「 が ん ば りゃ 、 それ くら い 貯 まる だ ろ ?」 
リタ 


「 み ん な 、 エス テル の 気持 ち に 協力 し た く な っ た っ 


カロ ル 「 お 金 が 貯まっ た ら ま た 来る よ 。 待っ て て ね 」)」 


所 持 ガ ルド が 50 万 ガル ド 以 上 の 場合 


ジュ ディ ス  「 あ る わ ね 」 


カロ ル 


 「 金 客 が 金額 だ 。 さす が に 即決 っ て 訳 に は いか ね えよ な ] 
1 で yg よね 」 


ユー リ 
カロ ル 


_ えて みよ う ぜ 。 すま な いな 。 何 も 協力 で き な く て 」 
敷 児 院 の 先生 「 い え 、 そん な 
「 払 う ] を 選ん だ 場合 


PCE 


救 児 院 の 先生 「 で も 私 、 わけ も な く 、 そん な 大 金 受 け 取 る わけ に は 


ユー リ 「 オ レ た ち が 払 うわ け じ ゃ な い ぜ 。 な ?2 エス テル 」 
ユー リ _ 「 今 まで 帝国 が 怠っ て きた や る べき こと を や る っ て 言っ 


た だ ろ 。 それ を オレ た ち が 今 こ こ で 立て 替え る だ け 」 


_ 「 国 帰っ た ら 、 評議 会 に ここ の お 金 出し て も ら える よ 
_ う 掛け 合っ て くれ 、 お まえ が 


…ー ニ ーー ニー オイ)7 リリ )ー 上 1 ナチ テ ーー 


IAN2U oi 
「 お まえ 、 説明 する の 好き だ ろ ?」 


先生 = 
つ 


_「 国 が 返し て くれ る ん だ ろ ? な 、 エス テル ?」 

_「 ヨ ー デ ル に お 願い し て み ま す 。 ダ メ だ っ た ら …… 

_ ー ク の さり | 
_ 「 コ メン な さい な の お ぉ ……!? 


ユー リ 「 そ ん 時 は そん 時 で 、 オレ た ち が 乗 り 込 ん 
殿下 を 締め 上 げ り ゃ いい さ 」 _ 
エス テル  「 そ うな ら な いよ うに 、 一 所 懸命 や り ま すか ら 」 
一 行 が その 場 を 離れ よう と する と 、 ドレ イク が 姿 を 現す 。 

“ 


ドレ イク 


で つて 、 


「 私 は 申し 上 げた は ず で す 。 あ な た の 行動 一 つ ー つ 
の 意味 は と て も 重い の だ と 。 それ で も 、 そう し て すぐ 
に 心 揺らし 、 目 の 前 の こと に 直感 的 に 動く の で すね 」 


_ 、 の 表 っ うっ C た こと っ て そう いう こと で す よ ね 7? で 


エス テル し | ト 
ドレ イク 「 し か し 、 姫 様 は ご 自分 が 正しい と 思っ た 道 を 行か れ 


れ ば よろ し い 。 私 に 姫 様 の 道 を 阻 お 権 利 は な い の 


[師匠 … 」 ー 0 

「 私 が 聞き た か っ た の は 、 正解 で は な い 、 姫 様 自身 
の 答え と 揺るぎない 想い で す 。 気品 と 誇り に 満ち た 
_ 迷い な き 瞳 …… そ れこ そ が 気 高 き 一 族 に ある べき 


資質 で す 。 満 月 の 子 よ 、 常に 足 く 気高く あれ ] 
エス テル 「 は い 、 あり が と う ご ざ いま す 、 師匠 」 。 


ドレ イク 「 あ な た に は まだ や る べき こと が ある は ず 。 急ぎ な さい 」 


エス テル 
ドレ イク 


救 児 院 の 先生 に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 が 発生 し 、 さ ら 
に 所 持 ガ ルド が 50 万 ガル ド 以 上 あれ ば 選択 肢 に 戻る 


救 児 院 の 先生 「 は ぁ こ ぃ ピコ 上 … せ …『…『… 本 全 が .……… 民 万 才 川 ドド 二 れれ ば げ .……… 」 
と 前 講和? 当 P.362 

トマ ーー に 1 
町 語 カロ ル の お 気に入り と 前 還 選 P413 


カプ ワ ・ ト リム の 宿屋 に 宿泊 し た 一 行 。 そ の 晩 、 カロ ル の 寝言 が 部 
屋 中 に 響き 、 仲間 た ちの 安眠 を さま た げ る 。 


カロ ル 「 ほ ら 、 ガン バレ …… そ ら 行 け …… み ん な …… 」 

ユー ジ 「 カ ロ ル …… 相 変わ ら ず うる せ ぇ ……」 

リタ | Se 眠い …… 」 

ジュ ディ ス  「 寝 言 ?」 

ユー リ 「 あ あ oc 

レイ ヴ ン 「 叩 き 起こ し て 、 お し お き ね 」 

ジュ ディ ス 「 そ ん な の 可哀想 よ 。 も っ と いい 手 が あ る わ 。 私 た 
ち も カ ロ ル も 満 定 で きる ね ]」 

ユー り 「 な ん だ ?」 

ジュ ディ ス が ユー リ に 耳打ち する 。 カ ロ ル の 寝言 は 止ま ら な い 。 

カロ ル 「 うこ や ば い Ke みん な の 危機 だ の 行く ぞ お OO 」 


カロ ル の 夢 の 舞 台 は 闘技 場 、 カ ロ ル を 欠い た ユー リ た ち が 、 ル ブ 
ラン 小隊 に 追い 詰め られ て いる 。 


ルブラン 「 フ 八 八 八 、 我々 に 勝 と うと は 片 腹痛 いわ !」 

アデ コー ル  「 出 直し て くる で あー て る!」 

ボッ コス 「 一 昨日 来 や が れ な の だ !」 

ーー 「 く っ そ …… こ ん な 時 に …… あ いつ が いれ ば ……」 
エス テル 「 大 丈夫 …… き っ と 来 て …… く れ ま す ……」 
リタ | 7: 名 前 を 呼 ぼ oo あい つ を ……: 呼 ぶ の 8 」 
ジュ ディ ス 「 63 カロ ル …… カロ ル …… 早く 来 て …… | | 


カロ ル は 闘 技 場 の 入場 口 か ら 、 そ の 様子 を 見 て いる 。 

カロ ル 「 み ん な …… ボ ク の こと 、 待っ て て くれ る …… 早 く 行 
か な きゃ 、 みん な を 助け に 行く ん だ …… ! で な い 
記 eeaiaoww みん な 、 危な い ea さる 目 

カロ ル が 勇 ん で 闘技 場 へ 飛び 出す が 、 な ぜ か その 格好 は 女の子 。 

自分 の 姿 に 気づい て 、 呆然 と する カロ ル 。 

カロ ル ーー 21 


そこ で ベッ ド か ら 落 ち 、 夢 か ら 覚め る カロ ル 。 し か し 、 格好 は 夢 の 
中 と 同じ 女の子 の まま 。 そ の 様子 を 、 ユ ー リ が 隠れ て 見 て いる 。 


カロ ル 「 あ 痛 ……! いた た た ……」 
カロ ル は 立ち 上 が り 、 少し 歩い て よう や く 自 分 の 姿 に 気づく 。 
カロ ル [な 、 休 これ ! ちょ っ 、 み ん な ……? いな い ?」 


部 屋 を 見 回 す が 、 カ ロ ル は ユー リ の 姿 に 気がつか な い 。 誰 も いな 
いと 思い 込み 、 改め て 自分 の 姿 を 確認 する 。 


カロ ル [ 0 で も sss ee 悪く な いか な で 5 に 不 ー ん 尺 点 ん ae ei ai 」 
つい に は 女の子 さながら に 踊り 出し て し まう カロ ル 。 それ を 見 た ユー 
リ は た ま ら ず 吹 き 出す 。 

ユー リ 歌 $5) 2 」 


そこ で よう や く ユ ー リ に 気づき 、 ぴ っ くり する カロ ル 。 作戦 が 成功 
し て 部 屋 に 戻っ て きた 一 同 に 、 カロ ル が 腹 を 立て る 。 


エス テル 「 何 、 カロ ル 、 怒っ て る ん で す ?」 

カロ ル 「 せ っ か く 、 助け に 行っ た げた の に ヒド イ よ 、 みん な 」 
レイ ヴ ン 「 そ ん な 夢 の 中 の 話 、 さ れ て も ね ぇ え ……」 

ユーリ 「 い いじ ゃ ね ぇ か 、 気 に 入っ た ん だ ろ 、 あの 格好 (か っ こう )」 
カロ ル 「 き 、 気に入っ て な ん か な いっ て ば 


お 色気 衣装 ゲッ ト ぁ 次 古 P.412 


以前 ドレ ス を 作っ て も ら っ た 、 へ リオ ー ド の ショ ッ プ に 立ち 寄る 一 行 。 

店 員 [いらっ じゃ MM …… お や 、 あん た ら 、 前 に ドレ ス を 
合成 し に 来 た 人 た ち だ ね ぇ 。 前 作っ た ドレ ス 、 ま だ と っ 
て ある けど 、 いる か い ?」 

No.06 ] 「 行 方 不明 の 街 」 に て 、 エス テル が 色仕掛け を し た 場合 


エス テル 「 本 当 で す ?] 

店 員 「 ほ ら 、 これ な 」 

エス テル が お 色気 衣装 に 着替え て 登場 。 

レイ ヴ ン 「 お お っ 、 嬢 ちゃ ん 、 セク シー タイ フー ン !」 
エス テル [は 、 せく し いた いう? 


店 員 「 そ ちら の お 嬢 さん も けっ こう 似合っ て た よ な 。 チー 
グル の 毛 と 霊魂 の 欠片 を 1 つ ず つ 、 神木 、 コカ トリ 
ス の 爪 を 2 つ ず つ 持 っ て きた ら 作 っ て や れる ぜ ? 
そっ ちの お 嬢 べ ん も どう だ い ?] 
店 員 は リタ に も ドレ ス を すす め る が 、 リタ は 乗り 気 で は な い 模 様 。 


No.06 1 「 行 方 不明 の 街 ] に て 、 ジュ ディ ス が 色仕掛け を し た 場合 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 じ ゃ あ 、 いた だ こう か し ら ?」 

店 員 「 ほ ら 、 これ な 」 

ジュ ディ ス が お 色気 衣装 に 着替え て 登場 。 

レイ ヴ ン 「 ジ ュ 、 ジュ ディ ス ち ゃ ん …… そ 、 それ は 反則 だ わ ……」 
レイ ヴ ン が 卒倒 する 。 

ユー リ 「 お っ さん ……!?」 

カロ ル  「 反 則 な の …… 2?] 


店 員 「 そ ちら の お 嬢 さん も けっ こう 似合っ て た よ な 。 チー 
グル の 毛 と 霊魂 の 欠片 を 1 つ ず つ 、 神木 、 コカ トリ 
ュー と こく 
そっ ちの お 嬢 さん も どう だ い ?」 
店 員 は リタ に も ドレ ス を すす め る が 、 リタ は 乗り 気 で は な い 模 様 。 
No.06 1 「 行 方 不明 の 街 」 に て 、 カロ ル が 色仕掛け を し た 場合 
カロ ル 。 「 い 、 い いよ 、 いらない っ て ば …… 
カロ ル が その 場 か ら 逃 げ 出 す 。 
ユー リ 「 せ っ か くだ か ら も ら っ と こ 3 ぜ 」 
ジュ ディ ス  「 誰 が 着る の か し ら ?」 
「 あ ん た が 着れ ば ?」 
「 カ ロ ル に 着せ て や る さ 」 
「 そ うい えば お 姉さん た ち 、 男の子 の ハー ト を 身上 
め る ドレ ス っ て ヤツ 欲し いん だ っ け ?」 
「 そ う ね 、 そん な の あれ ば 楽し いか も 」 
2 俺 様 の ハー ト は いつ も 焼き 鳥 
状態 ……… 上 へ っ : 
リタ 5 は Er れる レイ ヴ ッ 。 。 。 
店 員 チー グル の 毛 と 時 現 の 欠片 を 1 つ ずっ 、 神木 、 api 
ーー リス の 爪 を の つ ず つ 持っ て きた ら 作 っ て や れる ぜ ?」 
を か ける 。 


ジュ ディ ス 
レイ ヴ ン 


材料 を 集め て きた 一 行 は 、 ふた た び 店 員 に 声 


称号 「 セ クシ ー タ イフ ー ン 」 を 未 入 手 の 場合 


エス テル が お 色気 衣装 に 着替え て 登場 。 

レイ ヴ ン 「 お お っ 、 嬢 ちゃ ん 、 セク シー タイ フー ン | 

エス チル 。 | せく LUEUD8 ロ 29 ーー 
ジュ ディ ス  「 あ ら 、 じ ゃ あ 、 いた だ こう か し ら ?」 

「 ほ ら 、 これ な 」 


店 員 
ジュ ディ ス が お 色気 衣装 に 着替え て 登場 。 


レイ ヴ ン  「 ジ ュ 、 ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん …… そ 、 それ は 反則 だ わ …」 
レイ ヴ ン が 卒倒 する 。 

ユーリ 「 お っ さん ……!?] 

カロ ル 「 反 則 な の …… ?] 


称号 「 ボ ク 女 の 子 」 を 未 入 手 の 場 合 


エス テル 「 ほ ら 、 リタ の も 作り まし た よ 」 

リタ 「 ゴ メン 、 あたし 、 そう いう の 趣味 じゃ な いか ら 」 
エス テル # そ 、 そん な 」 

落ち 込む エス テル を 見 て 、 リタ は 焦る 。 

リタ 「 え っ と …… っ て いう か 、 そ れ ち っ ちゃ く て 、 ど っ ちか っ 


て と カロ ル に ぴったり っ て か ……|」 
いき な り 名 指し され た カロ ル が 仰天 する 。 


エス テル 「 カ ロ ル …… に …… ?] 
エス テル に 見 つめ られ 、 逃走 する カロ ル 。 
と 前 P.391 
謎 の 人 型 魔 導 器 ぁ 次 証 短 P.457 
ぁ 次 P.465 
へ リオ ー ド の 労働 者 キャ ンプ で は 、 シシ リー が た め 息 を つい て いた 。 
シシ リー 「 は ぁ …」 
カロ ル 「 あ 、 あれ シシ リー 博士 …… だ よね ?」 
ジュ ディ ス  「 ホ ント 、 よく 会 う の ね 」 
リタ 「 あ た し た ちの 行く と ころ に 先回り し て ん じゃ な いで 
し よう ね Nio ig) 」 
エス テル 「 声 …… か けた 方 が 良い ん で し ょ うか ?」 
ユー リ 「 お っ さん 、 どう すん だ ?」 
レイ ヴ ン 「 オ 、 俺 が かよ ……!? し ょ 、 し ょ ー が ね ぇ な 。 ボ 、 ボン 


ジョ ル ノ ォ ー 元 気 一 ?] 
ンー 「 お 、 あん た ら か 一 ボン ジョ ルノー。 は あぁ ……」 
シシ リー は レイ ヴ ン に 返事 を する が 、 た め 息 は 絶え な い 。 


レイ ヴ ン 「 ず 、 ずい ぶん 落ち 込ん で る みた いじ ゃ な い 。 ど うし 
ちゃ っ た の ?」 

3 も / ワ ーー 「 ん 一 ? 最近 、 な ん が 刺激 が な く て さ ー…… 」 

レイ ヴ ン | と 、 そう が ド … お まえ に も 悩み が あん だ な 」 

何 か を 思い つい た カロ ル が 、 シシ リー に 声 を か ける 。 

カロ ル [ね 。 ね ぇ 、 ジ シシ リー ざん 」 

ント [ん ル ん ーー 9 

カロ ル 「 シ シリ ー さ ん は すご い 職 人 な ん で し ょ ? 武器 と か 
も 作れ る ん で し ょ ?」 

シシリー ん アテ ん ーー ペー] 

カロ ル 「 だ っ た ら ボ ク た ち に 強い 武器 作っ て よ !」 

シシ リー 「 武 器 か ぁ …… 今 は 興味 な いな ぁ ……」 

カロ ル 「……、 そっ か 残 意 で し 」 

ーー 「 自 分 が 興味 ある も の し か 作ら な いん だ っ た な -……-」 


する と 、 シシ リー が 歩み 寄っ て き て カロ ル を まじ まじ と 見 つめ る 。 
シシ リー に ンー の ] 
カロ ル の 外見 に 刺激 を 受け た シシ リー。 


カロ ル 「 え …… ? 髪型 ? そ 、 そ うか な ……?] 

シシ リー [ es ん の 何 か 関 いた ぞ > ] 

カロ ル の 

ッ シ リ ー 「 君 の 髪型 か ら ヒ ント を も ら っ た よ グ ラッ ツェ ! さっ 
そく 材料 集め な きゃ 。 じ ゃ あ 、 ま た 会 お ボ つ うな ーー アリ ー 
ヴェ デル チー 


元気 を 取り 戻し た らし い シ シリ ー は 、 さっ そう と 走り 去る 。 


。 タル ロウ X 


カロ ル 「 行 っ ちゃ っ た ……」 
リタ 「 ホ ント 変 な 奴 …… 」 
レイ ヴ ン 「 で も 、 また 会 うん だ ろう な …… 」 


! シシ リー 
レイ ヴ ン 


「 ボ ー ン ジョ ルノー 一 一 日 」 

「 や っ ぱり ……' ま た 会 っ た な ……|」 

ジュ ガザ ィ ズ 「 ぶ 上 ふ …… 少 し 嬉し そう ね 」 

レイ ヴ ン 「 う ーー ん 、 そう な の か も 」 

エス テル 「 何 か …… 横 に いま すね 」 

シシ リー 「 こ れ 見 て よー お れ の 傑作 (けっ さく ) な ん だ ーー 一 」 


タル ロウ X 「 オ レ 様 は タル ロウ X 様 ズラ ! シシ リー 様 の 助手 ズラ !」 

リタ | 何 さ ここ いつ ?」 

ユー リ 「 カ ロ ル に そっ くり だ な ……」 

シシ リー 「 か っ こい い だ ろ ?」 

タル ロウ X  「 か っ こい い だ ろ ? ズラ ーーー!」 

リタ 「 こ 、 これ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ? けど 、 オモ チャ 
みた い 2 」 


「 オ 、 オモ チャ と は !! 何たる 暴言 (ば う げ ん )! シ 
シリ ー 様 ! 何と か 言っ て や っ て で 下さい! あ 、 ズ ラロ 
「 う 一 ん 、 まぁ 、 オモ チャ な ん だ けど ね ー」 

「 シ ョ ッ ク ハ ー ト !! ズラ ー!」 

「 こ れ 、 あん た ら に あげ よう と 思っ て さ 」 


シシ リー 
タル ロウ X 
シシ リー 


タル ロウ X 「 さ 、 更に ショ ッ ク ハ ー ト !|」 

リタ 「 こ れ 自 律 型 よ ね ……。 で も 何故 か 愛せ な そう …-」 

ユー リ 「 リ タ で も そん な 事 が ある ん だ な ……」 

リタ 「 ご めん ! いら な い ! ああ 、 で も …… や っ ぱい ら 
な い ! 無理 !」 

タル ロウ X 「 シ ョ ッ ク …… 日 …… 補 、 で こき っ そ て そ ーーー 己 ] 

ショ ッ ク の あま り タ ル ロ ウ X が 逃げ 出す 。 

ユー リ 「 逃 げ て っ た ぞ ……」 


エス テル 「 追 いか け な く て 良い ん で し ょ うか …… ?」 


逃げ て いく タル ロウ X を 見 て 、 カロ ル は 何 か 思 うと ころ が ある 様子 。 


シシ リー 「 あ ん た ら さ ぁ よ く 見 る と 結構 個性 的 だ な ぁ ー」 
ユー リ [聞い て ね ぇ し ……」 
レイ ヴ ン 「 お まえ より 普通 な の は 間違い な いけ ど な …… 」 


ジル は 「 犬 ! 犬 も ちい る ん だ ーー こい つも 戦っ た りす ん の ?] 


所 どー ド 「 バ ゥ リ l]」 
タル ロウ X  「 も 、 も う オ レ 様 の こと は 気 に し て な い 様 子 ! その 
様子 に ショ ッ ク ハ ー ト 日 」 


こっ そり 戻っ て き て 様子 を うか が っ て いた タル ロウ X が 、 今度 こそ 


本 当 に いな く な る 。 

カロ ル 「 ね ぇ 、 ちゃ ん と 追い か け て あげ よう よ 」 
ン ン リー 「 お よ ? 何 を 」 

カロ ル 「 タ ル ロ ウ X だ よ !」 


アン 「 そ うな ん ? な ん か 了解 一 。 為 が ず 焦 ら ず 待っ て る 」 
カロ ル 「 い こう !」 
ユーリ 「 あ 、 ああ ……」 


労働 者 キャ ンプ の 片隅 で 立ち 尽く し て いる タル ロウ X を 見 つけ 、 カ 
。 ロ ル が 声 を か ける 。 


カロ ル [ね 、 ね ぇ ……」 

話し か けら れ た タル ロウ X は 緊張 し て いる 様子 。 

タル ロウ X 「 な 、 な 、 何 ズ ラ か ! べ 、 別 に 寂し く な ん か な い ズ ラ 1!」 
カロ ル 「 ボ ポ ク 、 キミ の こと か っ こい いと 思う よ 」 


カロ ル の 言葉 に し ば し 声 を 失い 、 や が て 恥ず か し く な っ た タル ロウ 


X は 、 照れ 隠し に 高飛車 に な る 。 

タル ロウ X  「…… あ 、 当たり 前 ズラ !! な 、 何 当 た り 前 の こと 言っ て 
る ズラ か ! 当たり 前 すぎ て ちょ っ と ビッ クリ し た ズラ よ 」」 

カロ ル 「 良 か っ た ら 友 達 に な っ て くれ な いか な ……」 

カロ ル の 直球 な お 願い に 、 また し て も 口 ご も る タル ロウ X。 


タル ロウ X  「…… そ 、 そこ まで 言う な ら 子 分 に し て あげ な いこ と 


も な ゆい ズラ よー …-」 


* カロ ル 「 あ 、 子 分 じゃ な く て 友達 な ん だ けど …… と に か く 、 


シシ リー の と ころ に 戻る つよ] 


ダル ロウ X “| わか っ た ズラ !] 


カロ ル と 一 緒 に 、 タル ロウ X が シシ リー の も と へ 戻る 。 

ンジ シ リー 「 お 、 戻っ て きた ね ーー」 

タル ロウ X  「 シ シリ ー 様 ! オレ は 決め た ズラ ! こい つら に つい 
て 行く ズラ ! この 少年 に どう し て も と 頼ま れ た ズラ ! 
仕方 な いか ら つ いて いっ て や る こと に 決め た ズラ !」 

カロ ル 「 そ 、 そこ まで は 言っ て な いん だ けど ……」 


シシ リー 「 そ っ か 一 、 じゃあ が ん ば っ て こい よー。 いつ で も 帰っ 
て き て いい か ら さ ー」 

タル ロウ X  「 シ シリ ー 様 ……」 

シシ リー 「 じ ゃ あ 、 これ 、 あ ん た ら の 物 に な っ た か ら さ ーー、 
名 前 と か も 適当 に 変え ちゃ っ て いい よー」 0 

タル ロウ X 。。「 え …:17] 

レイ ヴ ン 「 う 一 ん 、 そん な 急 に 言わ れ て も な ぁ ……」 

エス テル 「 元 が タル ロウ X で カロ ル に そっ くり だ か ら …… カ ル 
ロウ X な ん て どう で し ょ うか ?] ご 

ユー リ 「 じ ゃ 、 決定 」 

カル ロウ X  「 そ ん な 簡単 に !|」 

カロ ル [ よ 、 よろし くね 。 カルロ ウ X」 

カル ロウ X  「 う 、 わ 、 わ か っ た ズラ 。 これ か ら は カル ロウ X と し 
で 生 補 で いく ズラ 1 

ジュ ディ ス  「 よ ろ し くね 。 カル ロウ X。 あな た の 居場所 は カロ ル 
の カバ ン の 中 よ 」 

カル ロウ X  「 な ん で ズラ ? オレ 様 、 自分 で 歩け る ズラ 」 

ジュ ディ ス  「 お 願い 、 ね ?」 

見 つめ られ る カル ロウ X。 

カル ロウ X  「 ど っ き ー ん ! わ 、 わ か っ た ズラ 1 


カル ロウ X は 自分 か ら カ ロ ル の カバ ン に 潜り 込む 。 
ジュ ディ ス  「 さ 、 静 か に な っ た わ 。 い きま し ょ 」 
カロ ル 「…」 


夜中 に ヘリ オー ド の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) 前 を 通り か か 
る と 、 一 行 は 何 か の 声 を 耳 に する 。 
ジュ ディ ス  「…… 何 の 声 か し ら …」 


レイ ヴ ン 「 赤 ん 坊 の 声 ね 」 

エス テル が 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) の 裏側 で 泣い て いる 
赤ん坊 を 見 つけ る 。 

エス テル 「 こ ん な と ころ に 赤ちゃん が -…-」 
赤ん坊 を 抱き か か える エス テル 。 


エス テル ああ 5 よし よし ……] 

リタ 「 ち ょ っ と 、 貸し な さい よ 」 
泣き 止ま な い 赤 ん 坊 を 、 リタ が エス テル か ら 受 け 取 る 。 
リタ 「 泣 止み な さい っ て 」 

カロ ル 「 そ ん な ん で 泣き 止 お わけ ……」 


カロ ル の ツッコ ミ に 反し て 、 赤ん坊 が 泣き 止む 。 


エス テル 「 ス ゴイ で す …… リ タ 、 お 母さん の 才能 あり ます 」 

リタ 「 何 よ 、 それ ……」 

カロ ル 「 ね ぇ え 、 これ っ て 捨て 子 か な ?」 

ユー リ 「 だ と し た ら 、 騎士 に 預け ん の が 妥当 だ な 」 

エス テル 「 で も 、 こん な 夜中 に 訪ね て く の は ちょ っ と …… 」 

リタ 「…… ど う せ 朝 ま で で し ょ 。 あたし た ち で 面倒 見 る わ よ 」 

ユー リ F…" オ レ 、 バス 」 

リタ 「 な 、 な ん で よ 」 

ユー リ [本当に 悪い ん だ けど 、 意思 疎通 が で き な い 子ども 
ほど オレ 苦手 な も ん ね ぇ ん だ 」 

ジュ ディ ス 「 私 も ゴメ ン な さい 。 ちっ ちゃ く て 壊し そう で コワ イ か ら 」 

レイ ヴ ン 「 オ レ 様 に 子育て な ん て 野暮 、 似合わ な いっ し ょ ?」 

カロ ル 「 ボ ク は ……」 

リタ 「 も う 、 いい わ 、 あん た ら に も 頼ま な い 」 

カロ ル 「 ボ ク 、 まだ 何 も 言っ て な い の に …」 

リタ 「 エ ステ ル 、 行く わ よ 」 

エス テル 「 え 、 あ 、 は い …… 目 


宿屋 の 一 室 で 赤ん坊 の 世話 を する エス テル と リタ 。 エ ステ ル は 自 
分 の 腕 の 中 で 泣く 赤ん坊 に 戸惑う 。 


リタ 「 も う 、 あん た は …」 
リタ が 抱き か か える と 、 赤ん坊 は 泣き 止む 。 


エス テル 「 ど うし て 、 リ タ が 抱く と 泣き 止む ん で し ょ う ?] 
UI2 > Sool SN UE 
リタ 「 な ん で いき な り 、 泣き だ し て る の …… !」 

本 を 調べ る エス テル 。 

エス テル  。 「 え 、 え っ と …… も し か し た ら 、 お 腹 が 減っ て る の か も -…」 
リタ 「 バ ナナ と か 食べ る か し ら ?」 

その と き 、 物陰 か ら カ ロ ル が 声 を も ら す 。 

カロ ル に おう ーー リタ 、 ダス ャ マコ 

ミー リ [し つっ …… カロ ル ………… 駅 っ て ろ …… ] 

リタ [だ 、 槍 :…・ ?」 


リタ は 物陰 か ら の 声 に 気づく が 、 タイ ミン グ よ く エ ステ ル が 答え る 。 


「 リ タ 、 まだ この 子 に は バナ ナ は 早い で す 。 何 か も っ 
と ミル ク と か 違う も の を *…」 


エス テル 


無事 に 赤ん坊 の 空腹 を 満た し た エス テル と リタ 。 次 は お も らし の 


エス テル 「 え 、 えっ と …… わ た し 、 下 に 行っ て 下着 の 替え に な 


る も の な いか 見 て きま す ……| 由 


エス テル が 部 屋 を 飛び 出し 、 下着 の 替え を 持っ て くる 。 下着 を 替え 


て も ら っ た 赤ん坊 が 、 リタ の 腕 の 中 で 落ち 着く 。 


エス テル 「 ミ ルク も 飲ん で 、 満足 みた いで ちゅ ね 」 

リタ 「 い い 子 、 いい 子 」 

エス テル 「……' で も 、 まさ か 男の子 だ な ん て 」 

リタ 「 あ ん た 、 顔 赤 いわ よ 」 

エス ゲル …… 日 

思わ ず 顔 に 手 を 当て る エス テル 。 

リタ ウン 」 

その 後 、 ら 人 は ベッ ド の 上 に 赤ん坊 を 寝かせ る 。 赤 ん 坊 の 寝顔 を 

の ぞ き 込む エス テル と リタ 。 

エス テル 「 避 ぬっ つ 、 よく 寝 て ます 」 

リタ 「 点 わあ あっ …… 本 当 は あたし た ち だ っ て 寝 て る 時 
間 よ て に 」 

エス テル 「 そ ん な こと 言っ て 、 つき っ きり だ っ た じゃ な いで す 
か ンー 」 

リタ 「 ほ っ と け な い で し ょ 』」 

エス テル 「…… そ れ に し て も ユー リ た ち 、 どこ 行っ た ん で し ょ う ね 」 

リタ 「 さ あ ね ……」 

エス テル 「 な ん か わた し た ち 、 この 子 の お 父さん と お 母さん 
みた いで す 」 

リタ 「 は ぁ ? 何 そ れ ?] 

エス テル 「 こ の まま …… お 母さん が 見 つか ら な か っ た ら 、 わた 


し た ち で 青 て まし ょ うっ ol 
そう 言い 終え る と 、 エス テル は 眠り に つく 。 
リタ 「 バ カ な こと 、 言わ な いで よ ……」 


エス テル が 眠っ た の を 確認 し て 、 リタ は 物陰 に 隠れ て いる ユー リ た 


ち に 言い 放つ 。 


リタ 「 あ ん た ら ……。 …… 夜 が 明け た ら 、 覚 えて お き な さ いよ 」 
リタ の 恨み 言 に 沈黙 で 返す し か な い ユ ー リ た ち 。 翌 日 、 一 行 が 騎 


士 団 本 部 に 赤ん坊 を 届け る と 、 ほど な くし て 母親 が 迎え に 来る 。 


母親 「 あ あ 、 ぼう や ……' 。 あり が と う ご ざ いま し た 。 ち ょ っ 
と 目 を 離し た 隙 に 誰か に 連れ て か れ て ……」 

リタ 「 ま っ た く …… 気 を つけ な さい よ 」 

お 礼 を し て 騎士 団 本 部 を あと に する 母親 。 

カロ ル 「 で も 、 よかっ た ね 」 

エス テル 「 も う 少 し 、 預かっ て て も よかっ た で す よ ね 」 

リタ 「 冗 談 で し ょ 』 

エス テル 「 あ の 子 だ っ て あん な に リタ に な つい て た し 」 

リタ 「 あ れ は な つい て た っ て 言わ な いで し ょ 」 

エス テル 「 子 ども は 本 能 的 に いい 人 を 史 ぎ 分 ける っ て 言い ます 」 

リタ | も)、 人 に ュー ね で: で 」 

エス テル 「 リ タ は いい 人 で す よ ?」 

リタ 「 がく を 120 」 


「 ザ ・ 無 尽 斬 り 」 担 当 の 隣 の 受付 嬢 が 、 新た な 大 会 を 紹介 し て いる 。 
受付 嬢 「 ご き げ ん よう 。 長い 間 、 お 待た せ し て お り ま し た 。 本 闘 
技 場 に お ける 新た な 大 会 が 本 日 より 開催 いた し まし た 」 


ユー リ 「 新 た な 大 会 ?] 

受付 嬢 「 左 様 で ご ざい ます 。 そ の 名 も 、 ザ ・ 団 体 戦 !! と 、 
申し ます 」 

エス テル 「 団 体 戦 ……」 

パティ 「 み ん な で 戦え る の じゃ !」 

受付 嬢 「 左 様 で ご ざい ます 。 ザ ・ 無 尽 斬り で は 挑戦 者 は 常 


に 孤独 で し た 。 さ ぞ 寂 し か っ た と 心情 、 ご 察し ます 。 
で も 、 ご 安心 下さ い 。 本 日 か ら は 頼も し い お 仲間 と 


一 緒 に 戦う こと が で きる の で す 」 
ユー リ 「 へ ぇ 、 た ま に 一 人 で 戦う の も 悪く は な か っ た けど な 」 
カロ ル 「 ボ 、 ボク は こっ ちの 方 が 好き だ な 。 ほ ら 、 ボク た ち 
仲間 じゃ な い !」 
受付 嬢 「 是 非 、 挑戦 し て みて 下さ い 」」 
「 ザ : 団 体 戦 」 に 参加 する た め 、 あらた め て 受付 嬢 に 話し か ける 一 行 。 
受付 嬢 「 ご き げ ん よう 。 新た な 大 会 、 ザ ・ 団 体 戦 。 是非 、 挑 
戦 し て みて 下さ い 」」 


「 説 明 を 聞く 」 を 選ん だ た 場合 
受付 嬢 「 こ ちら は ザ ・ 無 尽 斬り と は 異な り 団体 で 戦っ て いた 
団体 戦 に も 無尽 斬り と 同じ くい くつ か の ラン ク が 設定 
され て お り ま す 。 は じ め は 1 つの ラン ク し か が 選べ ませ 
ん が 、 成績 を 残せ ば 次 の ラン ク も 選べ る 様 に な り ま す 。 
り ま す 。 ご 了承 下さ い 。 大 会 が 始ま る と 様々 な 団体 と 
次 々 戦っ て いく こと に な り ま す 。 最終 的 に 最後 まで 勝 
ち 残 っ た 団体 が 優勝 賞金 を 獲得 で きま す 。 途 中 で 敗 
北 し た 場合 賞金 は 獲得 で きま せん が 、 お 帰り の 際 は 


回 復 し て 差し 上 げ ま す 。 ご 安心 下さ い 。 以 上 と な り ま す 」 


「 ザ ・ 団 体 戦 手 解き (3000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 


受付 嬢 「 手 解き で すね 。 入 門 コ ー ス と な り ま す 。 た だ 油断 


「 は い 」 を 選ん だ 場合 

受付 嬢 ” 「 ご 健闘 を お 祈り し ます 」 
「 は い 」 を 選び 、 参加 費 が 不足 し て いる 場合 

受付 嬢 ” 「 申 し 訳 ご ざい ませ ん が 、 参 加 費 が 足り な いよ う で す 」 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 階級 選択 に 戻る 


「 ザ ・ 団 体 戦 勇壮 (5000 ガ ルド )」 を 選ん だ 場合 

受付 嬢 「 勇 圭 で すね 。 そ の 階級 は 多く の 猛者 が 集まっ て お 
り ま す 。 こち ら の 勇壮 コー ス に エン トリ ー し ます か ?」 

「 は い 」 を 選ん だ 場合 


受付 坦 
\ え 」 を 選ん 


で は 、 こち ら の 無慈悲 コー ス に 本 当 に エン トリ ー し 


ます 。 よ ろ し いで すね ?」 し 


「 は い ]」 を 選ん だ 場合 


「 い いえ 」 を 選 


4 
を 


fc 癌 ッ | 


デバ へ 1 寺 


ンマ ネー マンマ ィ ー 


「 参 加 し な い 」 を 選ん だ 場合 
受付 嬢 「 左 様 で ご ざい ます か 。 また ご 検討 下さ い 」 


参加 登録 し た あと 、 受付 胡 に 再度 話し か けた 、 また は 聞 技 場 を 出 よ うと し た 場合 
受付 嬢 「 辞 選 さ れ ま すか ? ーー 


受付 料 


「 左 様 で で ざ い 3 すか ozco0e 5 し て お 0 すす 」 


集中 だ 。 た は 


ザ ・ 団 体 戦 / 大 会 と 前 原 貼 P.382 


二 々 の 明 時 (プレ イブ ヴェ スペ リア ) が [ ザ ・ 加 体 ] に 狗 埋 す る 。 


ザ ・ 団 体 戦 手 解き の 場合 3 ー 
「 戦士 の 民 ( て レス トラ ー) 新 名 物 ! | 


ザ 団体 了 
手 解き ! お 前 ら の ! 日 ご ろ の 絆 を ! 今 こ そ 見 せ 
て や る ん だ ! 手 解 さと いえ ども な め て か か る と ケガ 
じゃ すま ね ぇ ! 今日 の 挑戦 者 は こい つら だ !! 期待 


アナ ワンス 


の 新星 夜空 に まき ら り と ギル ド 星 ! 凛々 の 明星 (ブレ 
oo 


「 了 の 際 全 (バレ スト ラー レ ) 新 名 物 ザ - 団体 戦 
壮 ! あ 、 お 前 ら の ! あ 、 日ごろ の 絆 を ! 見 せつ け て み 
や が れ ! この クラ ス 勇 壮 ! 集まる の は 猛者 ば か り だ ぜ ? 
逃げ ん じゃ ね ぇ ぞ ーー!! 今日 の 挑戦 者 は こい つら だ ! 
期待 の 新星 夜空 に ぼら り と ギル ド 星 ! 凛々 の 明星 (ブレ 
イ プ ワ ヴェ エスペリア) な あーー| REU 


ポチ ウン スー 


ザ ・ 団 体 戦 無慈悲 の 場合 


[戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) 新 名 物 ! ザ ・ 団体 戦 舞 
慈悲 ! 無慈悲 ! お 前 ら 、 こ の 言葉 の 意味 知っ て っ か !? 

真 の 強者 を 決め る この 階級 ! それ に 挑む 勇気 は 称え よう 
骨 く らい は 拾 つて や る 。 さぁ 、 無謀 な 挑戦 者 は こい つら だ !| 
期待 の 新星 夜空 に ぼら り と ギル ド 星 ! 凛々 の 明星 (ブレ イ 


アナ ワン スズ 


ブ ヴ ェ ス ペリ ア )!! さぁ ーー! 最後 の 祭り の 始ま り だ ! 
ー 行 の 前 に 、 強 英 が 立ち は だ か る 。 


色とりどり の 星々 よこ こ 
レデ ィ ー ファ イッ 」 


「 つ い に 潜っ た G つ の 1 
で 輝け ! 
紳士 の 極み 出現 時 
アナ ウン ス  「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) に 紳士 が 集う ! 秦 族 ども 
よ 、 二 邊 本 入 0 の 5 5 レデ ティー ファ イ 


アナ ウン ス 


2 の ンス HFC な に RIC き かー| た ご と な で この 所 
危険 な 3 匹 が 組ん で し まっ た ! や っ て し まえ ! レ 
ディ ー、 フ ァ イ に 


騎士 団 シュ ヴァ ー ン 隊 出 現時 ーー ー 
アナ ワン スズ 「 ギ ルド に ゃ 似合わ ぬ そ の 劉 ! 
ね え ぇ ! 強 さ こそ が 正義 ! 


だ が ここ じゃ 関係 
騎士 の 魂 と や ら 見 せ て み 
2 と Na ( 


[ 記 物 相手 に ゃ 容 雪 し ね ぇ ! Ta 
救 し ね ぇ ! 危険 だ ! フェ イタ ルス トラ イク ! そろ 
そろ ケリ つけ よう や ! レデ ィ ー、 ファ イッ 


ター 


「 世 界 を 超え て 、 時 空 を 超え て つい に 実現 、 ドリ ー ム 
チー ム ! この 壁 を ! 越え て こそ 真 の 強者 ! も う 、 
どう な っ て も 知ら ね ぇ ぞ ! レデ ィ ー、 ファ イッ | 

ブレ イプ ブ ヴェスペリア) アナザー 出現 時 

「 な ん だ な ん だ !? 仲間 割れ か ? い 一 や 、 違 う ! 

俺 た ち は ! 切 磁 寺 磨 ! お 互い を 磨い て 高め あう ! 

だ か ら マ ジ で 容赦 は し ね ぇ ! レデ ィ ー、 ファ イッ 1」 


アナ ウン ス 


現れ た 敵 と 戦う 一 行 。 


ュ ミシャ ヤヤ や timimt( _ 
「 コ ング ラチ ュ レ イシ ョ ー ン ! 制 し た の は 凛々 の 明 
星 ( ブ レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア )! お 前 ら の 絆 、 し か と 見 
せ て も ら っ た ぜ ! 賞金 も っ て け 、 この 野郎 ! ザ ・ 
回 休 報 まだ まだ 始ま っ た ば か り ! また の 挑戦 を 


SO 


アナ ウン ス 


ラント ST の フン Pe 制 し た の は 旨 々 の 明生 
(ブレ イブ ヴェ スペ リア )! お 前 ら の 輝く 絆 今日 イ 
チ だ っ た ぜ ? 賞金 も っ て け 、 この 野郎 ! ザ ・ 団 体 
戦 、 最強 は 決ま っ て し まっ た の か ? だ が また 来 て く 

れ ! ! ーー ! フン 


表 PP の YBIー 


星 ! 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )! 今や お 
前 ら は 世界 中 を 照 ら す 一 番 星 だ ! 賞金 も っ て け 、 こ 
の 野郎 ! お 前 ら の 前 に も う 敵 は いな い ! だ が 、 真 
飽く な き 強 さ を 求 
OO ペン a 


の 敵 は 己 の 内 に ある こと を 知れ ! 
_ め て 輝け ! 


ーッ 昌和 
だ が ! この まま 終わ る よう な お 前 ら じ ゃ な いよ な ! 
、 また の 多 戦 を 我 5 は 待っ て る そ ー!! = 。 


ーー 


Ta 
惜しかっ た 惜しかっ た ! だ が ルー ル は ルー ル ! ま 
た の 挑戦 を 我ら は 待っ て る ぞ ー 


アナ ウン ス 


と 前 時: 紅 P.395 
【 
略 あり じ ご くぅ ・ そ の 4 次 衣 P473 
星 喰 み が うごめく 空 の 下 、 う し に ん は いつ も どおり マン タイ ク の 宿 
屋 の 裏 に いる 。 
うし に ん 「 ち ぃ ーー す ! ボク 、 う し に ん 。 略 し て 「『 う し 」、 よろ し 


く 一 ね 。 お 空 が に よろ に ょ ろ 、 すっ ご いね 」 


カロ ル 「 気 に な る の ?」 

うし に ん 「 ん ? 別に 。 どう で も いい ん じゃ な い 。 気 に し て も 
し ゃ ー な いっ つっ しょ 」 

言葉 を 失う 一 同 。 

レイ ヴ ン 「 な ん だ ろう 。 割り 切っ て る っ て いう が 達観 し ちゃ っ 
て る っ て いう か 」 

うし に ん 「 流 れ に 身 を 任せ る の が ボク の 主義 な の よ 。 そ う 、 
まる で 雲 の よ うに 」 

リタ 「 そ の 背伸び 加減 微妙 に 引く わ ……」 

うし に ん 「 う っ さい 、 ぼけ ぇ ー。 ぺた ん こ 野 郎 。 夢 も 希望 も な 
いや つ だ な ぁ 」 

リタ 「 は ぁ …… や っ ぱこ いつ ケン カナ 売っ て る よね 」 

ユー リ 「 リ タタ 止め と けっ て 」 

うし に ん 「 さ っ す が フ ェ ロ モン 兄 。 気 が 利く こと 形 そん な フェ 
ロモ ン 兄 に 敬意 を 表し て 余っ た アイ テム 貰っ た げ る 」 

エス テル 「 奈 っ て いる アイ テム な ん て あり まし た っ け ?」 

カロ ル 「 な いん じゃ な い ? そん な に 余裕 な いよ 」 

うし に ん 「 え ーー、 また また 結構 作 っ て る 的 な 顔 し て る よ 」 


そん な 顔 を し て いる の か 、 カロ ル と リタ が 顔 を 見 合わ せる 。 
うし に ん 「 い いか らち ょ うだ いち ょ うだ い オ クレ よー-」 


ジュ ディ ス 「 ど うし て そん な に アイ テム を 欲し が る の か し ら ?」 


うし に ん 「 聞 くも 涙 、 語る も 涙 。 悲し い 理 由 が あっ て ね ぇ 。 

で も 、 話す と 長い か ら 割 愛 」 

リタ 「 も う 、 さっ つき から な ん な の 。 バ ハッキリ し な さい よ 」 

うし に ん 「 じ ゃ 、 本 日 の メニ ュー は 『 オ ー ル ディ バイ ド 」 と 「 ア 
ワー グラ ス 」 で どう よ 。 ご の 8 つが 赤 っ て た ら ポ みち 
ん に 、 お くれ ] 


「 は い 」 を 選び 、 要求 品 を すべ て 持っ て いる 場合 
| うし に ん 「 お ぅ お ぅ うお ぅ あり が と さ ー ん 」 

| うし に ん 「 ガ チャ ガチ ャ ゴロ ゴロ ガチ ャ ゴロ ゴロ 。 ご っ て わく わく ^」 
ー 同 が 無言 で 見 守る な か 、 いつ も の よう に あり じ ご くに ん が 登場 。 
うし に ん 「 ほ ー い 」 

あり じ ご くに ん 「 う ひ 、 う ひ あり が ちょ あん が ちょ 」 
品物 を 受け 取り 、 穴 に 飛び 降り る あり じ ご くに ん 。 
うし に ん 「 い や ー ボ ク ち ん 助かっ た ナリ 。 な の で お 礼 だ よー。 
ユー リ は うし に ん か ら ア ッ プ ル グ ミ 、 レモ ング ミ 、 オレ ンジ グミ 、 バ 
イン グミ 、 ミッ クス グミ 、 ミラ クル グミ を 受け 取る 。 

| レイヴン [ん ? ん ーーー? いい の か 、 い い 感 じ な の か ?」 
うし に ん 「 グ ミセ ッ ト ーー ! また の 名 を ぐみ ぐみ む に ゅ む に ゅ 」 
リタ [損得 っ て レベ ル じ ゃ な いわ ね ……」 

ジュ ディ ス  「 そ れ で 渡し た アイ テム は どう な る の か し ら ?」 
カロ ル 「 そ うそ う 気 に な る 気 に な る 」 

うし に ん [ん と ね 話す と 長く な る ん だ よね 。 面倒 だ な ぁ 」 
「 い いか ら 話 し な さい よ 」 
その と き 、 突然 うし に ん が 何 か に 驚く そ ぶ り を 見 せる 。 
うし に ん 「 あ 、 も うこ ん な 時 間 だ ! また の お 越し を 待っ て る 
| よ 。 ば っ は は 一 い 演 」 


話 を お あず け に され て 不満 が 残る 一 同 。 


「 は い 」 を 選び 、 要求 品 が 不足 し て いる 場合 
うし に ん 「 な いっ て 。 持 っ て な いっ て 。 こ の バカ た れ が 」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


うし に ん 「 つ ぇ っ 断ら れ た 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
うし に ん 「 は い は いい 一 、 待っ て た よ ! 『「 オ ー ル ディ バイ ド 」 と 
『「 ア ワー グラ ス 」 く れる ?」 


ミ ョ ル ゾ の 長老 の 屋敷 を 訪れ た 一 行 。 以 前 見 せ て も ら っ た 壁画 を 、 


あら た め て 見 て みる 。 

エス テル 「 そ う 言 えば 、 こ の 壁画 の クリ ティ ア 族 、 星 喰 ( ほ し は ) 
み に 武 器 持 っ て 立ち 向かっ て ます ね 」 

ユー リ 「 あ ん ま 戦う つっ て イメ ー ジ な いな 。 ジュディ は 別 と し て 」 

そこ へ 長老 が や っ て き て 、 話 に 加わ る 。 

長老 「 も と も と クリ ティ ア 族 は 穏やか な 種族 じゃ か ら の っ 。 争 


い は 元 より 、 泣い た り 、 大 笑い し た りす ら あ まり し な い 」 


エス テル 「 そ ん な クリ ティ ア が この 時 ば か り は 武器 を 持っ て 災 
厄 に 立ち 向かっ た ん で すね 」 

長老 「 う ん に ゃ 」 

残念 な 回 答 に が っ か りす る 一 同 。 

長老 「 こ れ は クリ ティ ア も こう じゃ っ た ら 、 か っ こ 一 いい じゃ 
ろ る 一 な と いう 絵 ら し い 」 

カロ ル 「 な ぁ ん だ …… じ ゃ あ 、 本 当 は 戦っ て な い の ?」 


長老 「 さ て な ん せ 大 昔 の こと だ し の 。 た だ 、 その 頃 、 編 
み 出 され た と され る 魔術 が ある 。 アス ティ オン と いっ 
て な 、 そり ゃ 大 層 な 術 で 、 大 い に 役 立っ た そう な 」 

リタ 「 そ ん な すご い 魔 術 が ある な ら ぜ ひ 教 えて くれ な い ? 
これ か ら の 戦い に きっ と 役立つ わ 」 

長老 「 ワ シ ら が 知っ と る 訳 な か ろ 。 ここ じゃ 無用 の 長物 じゃ も の ]」 


リタ 「…… 本 当 、 こい つら に は が っ か り だ わ ] 

長老 「 ま あ 、 そう 言い な さん な 。 代わ り に これ を や る か ら J]」 

長老 は エス テル に 人 形 を 渡す 。 

長老 「 ワ シ の 愛す る ブッ シュ ベイ ビー ちゃ ん 人 形 じ ゃ 」 

エス テル [わあ 、 カワ イイ ーー』 

長老 「 大 事 に し て や っ て くれ ] 

エス テル 「 ゆ We… ] 

リタ 「 あ ん た ね …… は ぁ 、 も うい いわ ……」 

長老 「 ア ステ ィ オ ン じ ゃ が の 、 ある い は 地上 に 降り た 同胞 
の 中 に 、 継承 し て いる も ん が お る か も し れん 」 

カロ ル 「 地 上 の クリ ティ ア 族 っ て こと ?」 

長老 「 ま あ 、 皆 が 皆 、 古き クリ ティ ア の こと を 語り 継い ど 
る と も 思え ん が の 」 

ジュ ディ ス  「 ト ー ト は どう か し ら 。 代 々 、 ミ ョ ル ゾ へ の 道 を 守っ 
て きた 彼 な ら も し か し た ら 」 


No.145「 少 女 の 正 体 」 以 前 の 場合 、 
ユー リ  「 じ ゃ 、 行 くつ いで が あり ゃ 、 アス ピオ で あい つ に 聞 
50000 0 5 2 . {0 
アス ティ オン を 求め て 、 一 行 は アス ピオ に いる トー ト を 訪ね る 。 
No.146「 復 活 する 古代 の 塔 」 以 降 の 場合 
エス テル 「 ア スピ オ に いた 方 で す よ ね 。 で も アス ピオ は も う …-」 
リタ 「 そ うら も し か し た ら 、 あ いう | 
ジュ ディ ス 、 [死ん で は いな いと 因 うわ] 
り 。 。 。 COLUA の OAI 
ジュ ディ ス  「 そ うい う も の な の 」 
の 人 放 ] こ - 
ユー リ  「 じ ゃ まあ 、 脈 あり っ て こと で 会 えた ら 聞 し 」 
トー ト は 月 壊し た と アス ピオ を 離れ 、 デイ ドン 砦 に 避難 し て いた 。 


トー ト 「 前 に 会 っ た な 。 今 日 は 何 の 用 事 だ ?」 

リタ [アスティ オン っ て 魔術 を 教え て も らい た い の よ 」 

トー ト 「 あ の 魔術 を 知っ て いる の か 。 だ が お いそ れ と 教え 
る よう な も の じゃ な い 」 

カロ ル 「 そ こ を 何と か …… 星 喰 ( ほ し は ) み を 倒す た め に 少 
し で も 力 を つけ た いん だ よ 」 

トー ト 「 し か し な ぁ ……」 

上 ふ ぶ と 、 エス テル の 持っ て いる 人 形 に 気づく トー ト 。 

トー ト 「 お や 、 あん た その ブッ シュ ベイ ビー の 人 形 ……」 

エス テル 「 あ 、 こ れ は …… ミ ョ ル ゾ の 長老 か らい た だ きま し た 」 

トー ト 「 ふ ホー ん …… よ し 、 な ら 交 換 だ 。 そ れ を くれ れ ば 教 
えよ う 』 

リタ 「 え ? そん な ん で いい の ?」 

エス テル 「 え ? それ は ちょ っ と …… 

トー ト 「 そ れ は クリ ティ ア 族 に と っ て は と て も 足 重 な 代物 な 
ん だ 。 本 来 は クロ ー ネ ス の ご 機嫌 うか が い の 儀式 
用 の ね 」 

カロ ル 「 ク ロー ネス …… ?」 

トー ト 「 ミ ョ ル ゾ を 運 点 も の の 名 だ よ 。 ミ ョ ル ゾ の クリ ティ 

_ ア 族 に と っ て は な に より 神聖 な 存在 。 だ か ら そ の 人 
形 は と て も 大 切な も の な ん だ 」 

カロ ル 「…… 結 構 、 あ っ さり くれ た よね 」 

ユー リ 「 い いん じゃ ね ぇ か ? そん な の あげ る だ け で いい 
ん な ら 」 

トー ト 「 そ ん な の …… ? それ は ブッ シュ ベイ ビー 人 形 に 
対す る 作 辱 だ 。 取 り 消 し て も ら お う 」 

ユー リ 「 あ 、 ああ …… 悪 か っ た 」 、 

リタ 「 い いじ ゃ な い の 。 さ 、 エス テル 、 それ 貸し て 」 

エス テル 「 そ 、 そん な …… こ ん な に カワ イイ の に 」 

リタ 「 何 言っ て ん の よ 、 それ で 術 を 教え て も ら え る の よ 」 

エス テル 「 わ た し は 術 よ りこ の 子 の 方 が …-」 1 

リタ [ 何 、 ダダ っ 子 み た いな こと 言っ て ん の よ 、 渡し な さい 」 

ユー リ 「 魔 除け の 人 形 に は 強力 な 呪い が 取り 渡 い て る こと 
も ある そう だ ぜ 」 


る 。 す ぐに トー ト へ と 渡す リタ 。 こ 


、 トー ト 「 二 晴 5L。 まさ か 生き て これ を 手 に する 日 が こよ うと 


は 。 ……: で は これ を 。 アス ティ オン の 詳細 が 書い て ある 」 


_ トー ト は リタ に 魔術 の 指南 書 を 渡す 。 人 形 を 奪わ れ た エス テル は 、 


怒っ て リタ に 詰め 寄る 。 

『f エス テル 「 あ ー、 ズル イ で す …… 

リタ 「 い い 加 減 に し な さい 」 

_ リタ は エス テル を いさ め て 、 さっ そく 指南 書 に 目 を 通す 。 
リタ 「 こ れ は エス テル 向き の 魔術 ね 」 

そう 言う と 、 リタ は 指南 書 を エス テル に 渡す 。 

甘 多 学 示 (ええ -…2 わた し に の] 


サタ 「 ま 、 明日 まで に 読ん で 、 覚え て お く と いい わ 」 
ー 行 が トー ト と 別れ た あと 、 カロ ル は エス テル か ら 少 し 離れ て リタ 


に 問い か ける 。 
カロ ル 「…… な ん で エス テル 向き な の ?」 


リタ 「 古 い 術 式 だ か ら 記述 は 面白 いん だ けど 、 い か ん せん 、 ね ] 


カロ ル 「?」 
リタ 「 な ん て いう か 、 ちょ っ と 地味 か な 一 っ て 」 
トリ 「 そ れ を エス テル に 押し つけ た の か ?」 


こり 久 「 ひ 、 人 聞き の 悪い こと 言わ な いで よ 。 人 に は 向き 


不向き っ て の が あん の !」 
カロ ル は 交 に イト ] 


ミ ョ ル ゾ の 長老 の 屋敷 に と 。 ジ ュ デ ィ ス が 壁画 を 出現 させ る と 、 長 


老 が 一 行 に 声 を か け て くる 。 

長老 「 ま た 来 な すっ た か 」 

ユー リ 「 邪 魔 し て る ぜ 」 

ジュ ディ ス 「 長 老 ぐ さま 。 どう し て この 壁画 は 隠さ れ て いる の ? 


ご 先祖 か ら 伝え られ た 大 切な 伝承 な の で し ょ う ?」 


長老 「…… 過 ち を 繰り 返 ぐ で ぬ た め 、 我ら は 魔 導 器 (ブラ ス 


ティ ア ) を 捨て た 。 そ し て 、 過ち が 引き 起こ し た 恐 ろ 
し き 結 果 を 、 後世 に 伝え ん が た め 、 こう し て 壁画 を 
残し た 。 し か し この 事実 を 知る こと で 、 同 胞 た ち が 
混乱 する の を お それ 、 先 人 た ち は こ れ を 壁 の 底 に 沈 
め た 。 た だ 伝承 を 伝え る 者 だ けが 、 その 真実 を 胸 に 


だ びき 元 …。] 

ジュ ディ ス  「 本 当 に …… ?」 

長老 「 あ あ …… し か し 、 今 思え ば 、 それ は 間違い だ っ た か 
も し れん 。 も っ と 早い 段階 に この 事実 を 公表 し 、 皆 で 
星 喰 (ほし は ) み に 対す る 対抗 策 を 模索 すべ きじ ゃ っ た 」 

エス テル 「…… そ ん な ……: 今 か ら だ っ て 遅く な いで す 」 


長老 「 ありがとう 、 あり が と う 、 地上 の 娘 さ ん や 」 
その と き 、 街 の 住民 た ち が 集 会 の た め に 屋敷 に 入っ て くる 。 


男性 A 「 こ ん ち は ー み ん な 集まっ て …… あ …… 何 で すか 、 


その 壁画 」 
_ 住民 は 初め て 見 る 壁画 に 目 を 奪わ れる 。 
長老 「 あ …… これ は 、 あれ じゃ 、 あの 一 先祖 代々 伝わる 、 
じゃ の おぉ お 」 
説明 に 困る 長老 を よそ に 、 続々 と 壁画 に 引き 寄せ られ る 住民 た ち 。 
女性 A 「 す いま せん 、 集会 まだ 始ま っ て …… 94 つ - ?] 
男性 B 「 こ れ 、 あの 空 に 浮い て る の よね 。 みん な 戦っ つて る わぁ 」 
女性 B 「 ク リティ ア も 槍 持 っ て る わ よ !」 
子ども 「 す げ ー、 か っ こい い !」 
長老 「 そ うじ ゃ ろう 、 そう じゃ ろう 」 
ユー リ ト 交 0 。 いい の か に So ば れ な まう で ぐ で Eeeieig 4 
ジュ ディ ス 「 い いん じゃ な いか しら 。 あ まり 混乱 し て な いみ た い だ し 」 
ユー リ 「 は ぁ ……」 
子ども 「 こ ん な の 隠し て 、 長老 様 だ け 独り 占め な ん て ずる い 1」 
長老 「 す まん の 、 じい 様 か ら 丁 寧 に 扱う よう 言わ れ て の 。 


出し た まま も 面倒 な ん で 、 隠し て お っ た ん じゃ あ 」 
ジュ ディ ス 「 そ ん な こと だ と 思っ て いた けれ ど 」 
「 わ た し の 励ま し は ……」 


。 男性 A 「 こ う や っ て 我々 も あの 化け 物 と 戦っ て た ん で すね 」 


男性 B 「 そ し て 、 退 治し た ん だ な 」 


女性 A 「 私 た ち も が ん ば ら な くち ゃ …… !」 
予想 外 の 盛り 上 が り に 、 ユー リ と エス テル は 果 然 と する 。 


ジュ ディ ス  「 戸 惑う 気持 ち は わ か る わ 。 これ が クリ ティ ア な の よ 。 私 
も こう いっ 気質 に つい て け な く て 、 ここ を 出 た ん だ も の ]」 

女性 A 「 さ あ 、 長 老 、 集 会 を し まし ょ う ! 化け 物 対策 会 議 で す 」 

長老 「 と いう わけ じゃ か ら 、 すま ん の 」 

ユーリ 「 あ 、 ああ 、 邪魔 し た な 」 


前 回 、 男 湯 と 女 湯 が つなが っ て いる こと が 判明 し た ユウ マン ジュ 。 

女性 陣 に は 不評 な が ら も 、 再度 その 地 を 訪れ る 一 行 。 

番頭 「 い らっし ゃ いま せ 。 湯 源 卿 ユウ マン ジュ へ よう こそ 。 
また お 越し で すね 。 気に入っ て 頂け まし た よう で 」 

リタ [気に入っ て な いわ よ ! 何 、 あ の フロ の つい た て は ? 
丸見え じゃ な い 」 

番頭 「 い えい え 、 あれ は つい た て を 最低 限 に し て 視界 を 
広く し た だ け で す 。 そ こ は お 客 様 の モラ ル 次 第 で す 
し わざ わざ 覗 ( の ぞ ) き な ん て する 下品 な 方 は いら っ 


し ゃ いま せん よ 」 

一 同 が いっ せい に レイ ヴ ン を 見 る 。 

レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と ちょ っ と まだ 何 も し て な いじ ゃ な い の 」 

ジュ ディ ス 「 何 か する 気 は あっ た みた いね 」 

番頭 「 そ ん な に 気 に な る よう で し た ら 霞 天風 呂 を 貸し 切り ま 
すか ? お 客 様 だ け で お 入り 頂け ます か ら 男 女 関係 な 
く 混浴 と いう 形 で も な ん ら 問 題 は あり の ませ ん の で 」 

レイ ヴ ン | こと こ 、 混 沿 IP2 そそ れ は すご も それ いこ てこ! 
それ や ろう 

ユー リ 「 お っ さん が 混浴 や る っ つっ た ら カ ロ ル し か 入ら ね ぇ ぞ 」 

カロ ル 「 え ー レ イヴ ン と 2 人 っ きり で お 風呂 な ん て ボク も ヤダ よ 」 

エス テル 「 そ れ な ら お 風呂 貸し 切っ て 男子 と 女子 で 順番 に 入 
れ ば いい ん じゃ な いで すか ?」 

ユー リ 「 男 子女 子 っ て …… 。 ま 、 エス テル 達 が それ で いい 
な ら 好 き に し ろ よ 」 

番頭 「 は い は ー い 。 で は 、 露天 風呂 貸し 切り 料金 60 万 ガ 

AN 

番頭 が 口 に し た 途方 も な い 人 金額 に 驚く 一 同 。 

リタ 「 ろ …、 60 万 ガル ド !?] 

カロ ル 「 こ な い だ の 倍 の 値段 に な っ て る よ ……」 

番頭 「 貸し 切り で すか ら 、 それ ぐら い は 頂 か な いと …… dd 


も 、 か な り の 破格 で す よ ー」 


「 は い 」 を 選び 、 所 持 ガ ルド が 60 万 ガル ド 以 上 の 場合 


ユー リ 「 女 性 陣 も の ん びり し た い だ ろ うか ら な 。 ほ ら よ 」 
ユー リ は どか ん と 60 万 ガル ド を 支払 う 。 


番頭 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 で は で は ご ゆっ くり お 楽し 
みく だ さい 」 
起 天 風呂 貸し 切っ た ユー リ た ち は 、 男女 交替 で 入浴 する こと に 。 


脱衣 所 の 前 で 分 か れる 男性 陣 と 女性 陣 。 


エス テル 「 そ れ じ ゃ あわ た し た ちか ら 入 っ て きま すね 」 


レイ ヴ ン 「 ほ いじ ゃ 俺 様 は ここ で 一 休み する わ 。 フ ロ 空 いた 
リタ 「 あ そこ で 寝 て る 分 に は 安心 だ わ 。 さ 、 行き まし ょ 』」 
女 湯 に 入っ て いく 女性 陣 。 ほ ど な く し て ユー リ も 寝 て し まう 。 
フレ ン が いな い 場 合 

ロ ル [早く 入り た いな ぁ 。 ユ ー リ も 寝 ち ゃ っ た し つま ん な いよ ー」 


。 「 早 く 入 り た いな ぁ 。 


暇 を 持て 余 し た カロ ル が レイ ヴ ン の 顔 を の ぞ き 込む 。 そ の 瞬間 、 レ 
イヴ ン の 目 が 見 開か れ 、 カロ ル は みぞ お ち に 拳 を た た き 込 まれ る 。 


カロ ル は 気絶 し 、 レイ ヴ ン は 立ち 上 が る 。 し ば らく し て 目 を 覚まし 
た カロ ル は 、 レイ ヴ ン と 共に どこ か の 梱 の 裏 に いた 。 
つ 、 う デ ん 。 お れれ 、 と と 


レイ ヴ ン (し っ ! だ まっ て な よ 少 年 。 すでに 嬢 ちゃ ん が 入っ て る ん だ ) 
は すでに 湯船 に 浸かっ て いる 。 
レイ ヴ ン (少年 に 社会 勉強 させ て あげ よう と 思っ て な 。 ま 、 


も し これ で バレ た ら 共 犯 だ っ て 事 よ 。 うつ ひひ ) 


レイ ヴ ン の 悪 知恵 に 言葉 を 失う カロ ル 。 す る と 風呂 場 の 引き 戸 が 


開い て 、 リタ が 姿 を 現す 。 


リタ 「 あ ー な ん だ か ん だ 言っ て も 気持 ちい いわ ね ぇ 」 
レイ ヴ ン (ええ い リ タ は どう で も いい ! ジュ ディ ス を ジュ ディ ス を !!) 


ジュ ディ ス  「 露 天風 呂 っ て や っ ぱし 気持 ち お 良い わ ね 。 開 放 的 な 
気分 に な る わ ]」 


リタ 「 開 放 的 も 何 も ……。 タ オル ぐら い 持 っ て き な さ い 


と 触ら し て みれ 」 
「 き ゃ っ 、 くす ぐっ た いわ 」 


ジュ ディ ス 


その 後 、 女性 陣 は 風呂 か ら 上 が り 、 畳 で 眠り こけ て いる ユー リ に 声 
エス テル [ユー リ !| 上 が り ま し た よ ] 

ユー リ が 起き 上 が る 一 方 で 、 リタ が 周囲 を 見 回 す 。 

首 を か が しげ る ユー リ 。 そ こ へ 、 部 屋 の 入口 の 方 か ら カ ロ ル と レイ ヴ 
ン が 歩い て くる 。 


ここ 


ジュ ディ ス 


れ て し まう 。 何 が 起き た の か 分 か ら な い 女 性 陣 。 


ユー リ 「 こ りゃ 使い も の に な ん ね ぇ な 。 フ ロ 入 ら ず に 、 置い 
て 行く か 」 


倒れ た レイ ヴ ン を 無言 で 見 つめ る カロ ル 。 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 
に 「 そ の うち ガル ド が 貯まっ た ら 来 る わ 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
番頭 「 い らっし ゃ いま せ 。 貸し 切 D60 万 ガル ド に な り ま す 。 
いか が な さい ます か ?」 


バウ ル で テム ザ 山 の 上 空 を 通り が か る と 、 ジュ ディ ス が 物 思 い に ふ 
ける よう に パウ ル と 会 話 を 始め る 。 


「 こ こ を 飛び 立っ た の も 随分 昔 の 事 の よう に 感じ る 
わ ね 。 ふ 上 ふ 。 バ ウル も そう 思う ?」 

ユー リ が や っ て き て 、 ジュ ディ ス に 尋ね る 。 

ユー リ 「 バ ウル と 話し て る の か ?」 


ジュ ディ ス 


ジュ ディ ス 「 え ぇ 。 初め て 出会っ た 時 の 事 思 い 出 し た り し て た の 」 
ユー リ 「 良かっ た ら 聞 か せ て くれ な いか ?」 


ジュ ディ ス 「 彼 は いつ の 頃 か 、 テム ザ 山 の 山頂 に 棲み つい て い 
た の 。 彼 は 大 き な 魔 物 と し て 街 の 人 達 に 恐れ られ て 
いた わ 。 で も 、 私 は バウ ル と いろ いろ と 話し て いる 
うち に 仲良 く な っ て いっ た の 」 

ドー リ 「 そ れ っ て ジュ ディ が 幾つ ぐら い の 時 だ ?」 

ジュ ジ ディス 「 は っ きり と は 覚え て いな いけ どか な り 幼 か っ た と 


思う わ 。 そ れ か ら ね 、 旅 を 共に する よう に な っ た の 。 
父 も 一 緒 だ っ た わ 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ の 親父 さん か 」 

ジュ ディ ス  「 父 は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 情熱 を 注い で た わ 。 
そん な 父 を 見 な が ら 私 も 成長 し て いっ た と 思う の 。 
その あと 、 人 魔 戦争 が 起き た の よ 。 私 も 命 を 落と し 
そう に な っ て そこ を バウ ル に 助け られ た わ 」 

ユー リ 「 あ の 戦争 の 真っ 只 中 に いた の か )」 


ジュ デメ 「 え え …… 一 度 は ミ ョ ル ゾ の 同胞 に 引き 取ら れ た け 
れ ど 、 また 地上 に 戻っ て きた わ 。 そ れ か ら ね 。 バ ウ 
ル と 二 人 で 世界 を 回 る こと に し た の は 。 悪影響 が あ 
る ヘル メス 式 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 破壊 する た 
め に ね 」 

ユー リ 「 そ っ か 。 バ ウル は 、 ジュ ディ の 命 の 思 人 な ん だ な 」 

ジュ ディ 天 「 え え 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ と バウ ル の 事 が より わか っ た 気 が す る な 。 


あり が と う 、 聞か せ て くれ て 」 
話 を 終え た ユー リ が 船室 の 方 へ 歩い て いく と 、 ジュ ディ ス は 空 を 見 
上 げ て つ 束 や く 。 
ジュ ディ ス 


「 父 さん St る 」 


_ * 前 馬 穫 人 P.385 
前 P.408 
次 P.45 ら 


誰が た め に ・ そ の 1 


フレ ン が いな い ) 場 合 

ザー フィ アス の 貴族 街 へ 向かう 途中 、 シェ エル が ユー リ た ち を 追い 抜 

CUK 。 | - 上 NVYW 

フレ ン が いる 場合 

ユー リ た ち が ザ ー フ ィ ア ス 城 の 前 を 通り か か る と 、1 人 の 騎士 が フ 

リト に 間 り 衝 648 0 {0〔0〔 ぃ 0 ぃ 〔〈w〈 

病 。 「 フ レン 団長 代行 ! ちょ うど よかっ た 。 シ ュ 1 
隊 と 旧 親 衛 隊 の 部 隊 配 置 変更 案 を ご 確認 いた だ 

_ た し の 695| STSS TS'S や や 50 

騎士 か ら の 要請 を 聞い た フレ ン に 、 ユー リ が 声 を か ける 。 

ヨッ リ 。 | 儲 -CCUU キー で  T「 

フレ リン | りお まし い 。 すぐ に 戻 ま あま 0 

ユー リ  「 お っ さん の 尻拭い だ ろ ? 気 に け ん な っ て 」 

レイ ヴ ン 「 立 つ 鳥 が 跡 を 濁し た まま な ん て 

1 _。 の ー ン YNK | 

「 よ くも し ゃ あし ゃ あと 言え た も ん じ 


7 プ ィ ーー 
き て 、 一 行 の 横 を 通り 過ぎ る 。 


ユー リ 「 シ ェ ル か ?」 

シェ ル は 足 を 止め て ユー リ に 向き 直り 、 うれ し そう に 答え る 。 

シェ ル 「 ユ ー リ 君 ! 兄さん が 帰っ て きた ん だ !」 

ユー リ [は ? な ん だ っ て 71 

シェ ル 「 だ か ら 、 ク レイ 兄さん が …… 悪 いけ ど 、 僕 は 行く か ら 」 

貴族 街 の 奥 へ と 走っ て いく シェ ル 。 

カロ ル 「 ク レイ さん 見 つか っ た ん だ 。 ボク た ち 、 何 も で き な 
か っ た ね 」 

エス テル 「 で も 、 シェ ル さ ん あん な に 喜ん で まし た 。 よかっ た で す 」 


ジュ ディ ス  「 せ っ か くだ か ら 、 尋ね 人 の 顔 を 拝ん で くる ?」 
シェ ル 「 う わあ ぁ あ あっ … !」 


突然 聞こ える シェ ル の 悲鳴 に 驚く 一 行 。 駆け つけ た 一 行 が 見 た も の 
は 、 倒れ て いる シェ ル と 、 以前 ユー リ が 出会っ た 黒 す くめ の 男 だ っ た 。 


ユー ツリ 1 お まえ っ ご | 


黒 ず く め の 男 「 こ こ で 会 うと は や は り 運 命 だ うろ うか 。 ユー リロ ー ウ ェ ル 」 


レイ ヴ ン 「 誰 よ !」 


シェ ル に つの さん どうじ を 

カロ ル 「 に 、 兄さん っ て それ じゃ この 人 が 

に ニュ 「 あ ん た が クレ イ だ っ た の か )」 

クレ イ 「 ど うし て 、 と 問う た か 。 それ は 僕 が お まえ に 聞き た 


い 。 な ぜ 、 師父 を 殺し た 」 
クレ イ が 口 に し た 事実 に 耳 を 疑う 一 同 。 


シェ ル [だ 、 て …… あの 人 が いな く な れ ば …… 兄さん と 、 リ ュ 
玉 は た 」 

クレ イ 「 リ ュ ネ が それ を 願っ た か ?」 

シェ ル 「 僕 は 、 ま た …… 三 人 で 、 一 緒 に …… 兄 さん …… 僕 も 、 


リュ ネ も ずっ と 、 待っ 、 て ……」 
リュ ネ 「 き ゃ ああ ああ ああ !」 


ユー リ た ちの うし ろ で 、 惨状 を 目の当たり に し た リュ ネ が 悲鳴 を あ 


げ る 。 シェ ル に 駆け 寄る リュ ネ 。 
リュ ネ 「 シ ェ ル ル 、 シ ェ ル 1 


リュ ネ の 呼び か け も 虚しく 、 シェ ル は すでに こと 切れ て いた 。 背 を 


向け る クレ イ 。 リュ ネ は クレ イ を 見 上 げ て 責め 立て る 。 


。 リュ ネ 「 な ん て こと …… ク レイ ! あな た 自分 が 何 を し た か 


わか っ て いる の !? シェ ル を 斬る な ん て …… 父 は そ 
ん な こと の た め に あな た に 剣 を 教え た ん じゃ な い !」 


クレ イ 「 僕 の 正義 を 買 く た め に シェ ル の 罪 を 見 逃す こと は 
で き な か っ た 」 
リュ ネ 「 シ ェ ル の 命 よ り 正 義 を 曲げ な いこ と が 大 事 ?」 


リュ ネ の 問い に 答え ず 、 クレ イ は 去っ て いく 。 


リュ ネ 「 人 バカ 、 み た い ……。 バカ みた い 、 私 …… ぢ ちゃ ん と シェ 


ユー リ は リュ ネ の 言葉 を 最後 まで 聞く こと な く 、 クレ イ を 追い か け 


る 。 城 の 前 で クレ イ に 追い つい た ユー リ 。 


ユー リ 「 ク レイ ! あん た これ で よかっ た の か ?」 

クレ イ 「 さ あな …… 今 の 僕 は 何 が 正義 か さえ も わか ら な いで いる 」 

ユー リ 「 な ら ど うし て シェ ル を 手 に か けた 」 

クレ イ 「 僕 が 在 る た め と 言っ た だ ろう ? 買い て きた 正義 
を 曲げ れ ば それ まで の 僕 が 否定 され る 。 手 を 汚し た 

トー 僕 は 悪人 に 成り 下がる 」 

ユー リ 「 だ けど あん た 、 も うわ か っ て た ん だ ろ ? だ か ら 彼 
女 の 元 へ 帰ら な か っ た 。 手 を 汚し た 自分 が 、 彼女 に 
相応 し く な いと 思っ た ん だ 」 

クレ イ 「 君 の 言う と お り だ 。 正義 の た め に 手 を 汚し て きた 


は ず な の に 、 僕 は 、 守り た か っ た も の まで 正義 の 名 
の 下 に 斬り 捨て た …」 


ユー リ 「 そ の 程度 で 揺らぐ 決意 な ら 軽 々 し く 正 義 な ん て 言 
葉 使う つん じゃ ね えよ 」 

クレ イ 1 

ーー リ 「 武 器 を 振り 回 す 人 間 な ら 最 初 か ら 知 っ つて る は ず だ 


ろ 。 剣 は 人 を 守る た め の も ん だ 。 守る べき も の が は っ 


きり し て た ら 心 が 揺らい だ り し ね えん だ よ 」 


クレ イ 「 守 る べき も の ……」 
ー ュ ー リ 「 あ ん た は 、 何 を 守り た か っ た ん だ 」 
クレ イ 「 剣 は 人 を 守る た め の も の ・…・ 僕 が 師 か ら 、 最初 に 


教わっ た 心得 (ここ ろ え ) だ 。 ど こ で 忘れ て し まっ た 
の だ ろう 。 君 は 迷い が な いん だ な 」 


『 ユー リ 「 幸 い 守 る も の に は 事欠か な いん で ね 」 
* クレ イ 「…… バ 世話 に な っ た 。 こ れ は 礼 だ 。 君 の 守る も の の 
た め に 役立て て くれ 」 
クレ イ は 自分 と 同じ 黒 す くめ の 衣装 を ユー リ に 差し 出す 。 
_ ユーリ 「 ど うす る 気 だ ?」 
。 クレ イ 「 間 違い は や り 直 せな い 。 だ か ら 、 せめ て 逃げ ず に 


償 お うと 思う 」 


城 へ と 入っ て いく クレ イ 。 そ こ へ エス テル た ち が や っ て くる 。 


エス テル US -」 

ユー リ [そっ ち は ど うな っ た 」 

レイ ヴ ン 「 あ と は 騎士 団 に 任せ て きた 。 奴 さ ん は ?」 
ユー リ 「 城 に 入っ て いっ た 。 自首 する つも り だ ろう 」 
ジュ ディ ス 「 そ う 、 それ な ら 片 は つい た こと に な る わ ね 」 


フレ ン が いな い 場 合 
カロ 


- る 時 間 は な い は ず だ 」 
ュー 


ハル ル の 樹 の ふも と で 、 以前 花嫁 の 呪い に つい て 話し て いた 子 ど 
も た ち が 、 また 集まっ て いる 。 


少年 A 「 あ …… 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) の お 姉ちゃん !」 

エス テル 。 [こんにちは] 

ユー リ 「 相 変わ ら ず 、 真っ 赤 に 咲い て る けど … 花 嫁 の 呪 
い 4 か Sa 」 

エス テル 「 そ れ 、 や っ ぱり 違う と 思う ん で す 」 

ユー リ 「 違 う ……? 何 が ?」 + も 

エス テル ま 教 え で くれ まし た や PY この ヴェ ー ル が 内 私 に 人 」 


エス テル は ハル ル の 樹 に まつ わる 物語 を 語り 出す 。 

エス テル 「 お か し お か し 、 ある と ころ に 心 や さ し い 皇子 様 が い 
まし た 。 名 前 は ジャ ー ル 。 花 と 虫 が 大 好き で 、 星 と 
月 と 太陽 を 愛し て いま し た 。 あ る 時 、 ジャ ー ル は 種 
を 手 に 入れ まし た 。 彼 は それ を と ある 丘 の 上 に 植え 
まし た 。 種 は 芽 を 出し 、 や せっ ぽち の 幹 を 生やし ま 
し た 。 し か し 、 花 は 咲き ませ ん で し た 。 花 が 咲か ぬ 
な ら 、 切り まし ょ う 、 気 短 か な 大 臣 は そう 言い まし た 。 
し か し ジャ ー ル は 答え まし た 。 花 は 咲か せな く て も 、 
ー 生 懸命 生き て る ん だ よ 。 切っ て し まう な ん て と ん 
で も な い 。 そ れ を 聞い た 花 は 娘 の 姿 に か っ て ジャ ー 
ル の と ころ に 現れ まし た 。 色 が 白く て キレ イ な 彼女 
に 一 目 ぼ ぎれ した ジャ ー ル は 、 月 夜 の 晩 に 求婚 し まし 
た 。 そ うし て 結ば れ た 二 人 は 、 夢見 る よう な 楽し い 
生活 を 送り まし た 。 し か し 、 娘 の こと を ここ ろ よ く 思 
わな い 大 臣 は 彼女 を 城 か ら 追 放し まし た 。 ジャ ー ル 
は 悲し み に 暮れ 、 毎日 を 城 の 中 に 閉じ こも っ て 朝 な 
タ な 泣き 濡れ まし た 。 そ れ を 知っ た 花 の 娘 は 、 彼 を 
励ま す た め に 、 幹 を 伸ばし 、 枝 を 伸ばし 白い 花 を 咲 
か せま し た 。 城 の 窓 か ら そ れ を 見 た ジャ ー ル は 泣き 
や み 、 彼女 が いな く な っ て か ら 初 め て 外 に 出 まし た 。 
花 の 下 で ジャ ー ル は 、 娘 の 声 を 聞き まし た 。 泣か な 

- いで くだ さい 。 わた し は いつ で も ここ に いま す 。 そ 

こ で ジャ ー ル は 、 娘 が その 樹 の 化身 で ある こと に 気 
付い た の で す 。 ジ ャ ー ル が その 時 、 そっ と 樹 に 口 づ 
けた 名 残 で 、 この 樹 の 花 は 赤く な っ た の で す 。 その 

こと か ら 、 この 樹 の 花 の 花 言葉 は 「 変 わら ぬ 愛 」 そ う 
言わ れ て いま す 」 

少年 A 「…… へ え …… そ う 、 な ん だ 」 

少年 B 「 本 当 は そう いう お 話 だ っ た ん だ ね 」 

少女 「 お 姉ちゃん 、 素敵 な お 話 、 あり が と う 」 

エス テル 「 い いえ 、 お 粗末 様 で す 」 

少年 A 「 長 に も 教え て あげ よ !」 

子供 た ち が 去 っ て いく 。 


カロ ル 「 へ え 、 そん な 話 が ある ん だ ね 」 
ae 「 い つの 間 に 調べ た ん だ ?] 


エス テル 「 え 、 えっ と …… 調 べた ん じゃ な く て 創っ た ん で す ……」 

カロ ル 「 だ っ て ヴェ ー ル が 教え て くれ た っ て ……」 

と ステ ル [それ は ウソ ゾ で す 。 ゴ メン な さめ …… 。 この ヴェ モル 
見 て た ら 、 な ん か 必 わ っ と お 話 が 浮か ん で き て …… 」 

カロ ル 「 す ご い ! エス テル ! お 話 創る 才能 ある より !」 

ジュ ゲ ィ ス 「 隠 れ た 才能 ね 」 

エス テル ト え 、 え で WS 人 

ユー リ 「 童 話 作家 と か 向い て こる ん じゃ な いか ?」 

エス テル し と 、 そう で し ょ うお が 」 

レイ ヴ ン 「 そ うい う の は 無理 に 押し つけ る も ん じゃ な いわ よ 」 

カロ ル 「 だ っ て 、 エス テル は お 姫 様 だ も ん ね 了 」 

エス テル [そう で すね 」 

ユー リ た ち が 歩 き 出す な か 、 エ ステ ル は ひと り ハ ルル の 樹 を 見 上 

げ て つ 点 や く 。 

エス テル 「…… 童 話 作 家 か 。 考 えて みて も ………… いい で す よ ね ?」 


ハル ル の 樹 の ふも と に や っ て くる と 、 樹 か ら 光 の 塊 が 出現 し 、 一 行 


の 前 に 下 D て くる 。 

ei 「 な ん だ ……!?] 

エス テル 「 待 っ て くだ さい 」 

謎 の 声 「 素 敵 な お 話 を あり が と う ……」 

カロ ル 「 お 話 っ て 、 エス テル が 前 に 創っ た あの お 話 の こと 
か な …… 2] 

エス テル 「 あ な た は ?」 

謎 の 声 「…… わ た し は 古く か ら 、 この 樹 の も と に 住ま う も の 


"の 名 乗る な ら ば 、 あな た の お 話 に あっ た 花 の 娘 と 
いう と ころ で し ょ うか が 」 


エス テル 「 じ ゃ あ 、 本 当 に …… 」 

謎 の 声 「 子 ども た ち に 姿 を 見 られ 、 お か し な 噂 が た っ て し ま 
いま し た 」 

エス テル 「 花 嫁 の 幽霊 の こと で すね ?」 

謎 の 声 「 え え …… お まけ に ヴェ ー ル まで 落と し て し まっ て ……」 

エス テル 「 こ れ は あな た の も の だ っ た ん で すね 。 お 返し し ます 」 

謎 の 声 > それ は あな た に 差し 上 げ ま す 。 あ な た の 


お か げ で 、 お か し な 噂 も 消え まし た 」 


エス テル 「 そ ん な …… わ た し は 、 お 話 を 創っ た だ け で ……」 


謎 の 声 「 い いえ …… 私 か ら も う 一 つ お 礼 を し ます 」 
エス テル ドン イコ 
光 が 強 まり 、 エス テル に 力 が 流れ 込む 。 


謎 の 声 「 新 し い 力 を 差し 上 げ ま し た 。 こ の 力 は あな た と 仲 


間 の 皆さん を 守る こと で し ょ う 。 で は …-」 
デス テル  T あ 5 」 


閥 光 と 共に 光 の 塊 が 消え 去る 。 

ユー リ 「……- 今 の …… 何 だ っ た ん だ ?」 

リタ 「 精 霊 ね 」 

カロ ル 「 え え ? だ っ て 精霊 は 始祖 の 塚 長 ( エ ン テ レ ケ イア ) 
か ら …… 」 

リタ 「 こ こ に は 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) が ある 。 


0 っ て こと は 精霊 の 元 に な る べき 魔 核 (コア ) も ある ] 
リタ の 指摘 に 衝撃 を 受け る 一 同 。 


リタ 「 あ た し た ち は エ ステ ル の 力 を 使っ て 、 聖 核 ( ア パテ ィ 
ア ) に エア ル を 注 ざ こむ こと で 精霊 を 作っ た 。 で も 、 


ここ の 樹木 と 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) は それ を 自力 で 


や っ た ん だ と し た ら ?」 

ユー リ [ぬう お …… な る ほど ね 」 

リタ 「 ま 、 花 の っ て こと は な いけ ど ね 」 

ジュ ディ ス 「 ロ マン チッ ク で いい ん じゃ な い ? 花 の 精霊 っ て い 
う の も 」 

エス テル 「…… 決 め ま し た ……。 わ た し 、 量 喰 (ほし は ) み と 


の 戦い が 終っ た ら 作 家 に な り ま す 」 


カロ ル と 四 

エス テル 「 今 みた い に 誰 か に 喜ん で も らい た いか ら 。 この 街 の 人 
た ち み た い に み ん な を 幸せ な 気分 に し た いか ら …」 

カロ ル を 、 リタ が チョ ッ プ で 黙ら せる 。 

カロ ル 「…… ぃ て っ 日 

リタ 「 さ 、 行き まし ょ ]」 


ミ ョ ル ゾ を 訪れ た 一 行 。 街 の 片隅 に いる クリ ティ ア 族 の 少年 に 声 を 
か ける と 、 少年 は バウ ル に つい て 尋ね て くる 。 


少年 「 街 に 入っ て きた あの 竜 っ て 誰 の 物 な の ?」 

ジュ ディ ス  「 私 の 友達 よ 。 バウ ル っ て 言う の 」 

少年 「 尺 ーー ん 。 結構 デカ イ け ど お い ら の クロ ー ネ ス より 
は ショ ボ イ ね 」 

カロ ル [「 ク ロー ネス ? 何 、 どこ に いる の ?」 

少年 「 目 の 前 に いる じゃ ん 。 この 街 を 守っ て くれ て いる 始 
祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) さ 」 

レイ ヴ ン [それ っ そこ の クラ ゲ ご 上 あ の こと ?] 

少年 「 ク ラ ゲ な ん て ヘタ な 事 言う な よ 。 お っ さん 」」 

エス テル 「 で も 、 本 当 に すご い 大 き さ で す よ ね 。 街 ご と 中 に 入っ 
て る な ん て 」 

少年 「 そ うだ ろう ? お た く の バ エル すら 飲み 込ん じゃ うん だ ぜ ] 

ユー リ 「 バ ウル だ けど な 」 

少年 「 ど っ ち で も いい よ 。 レベ ル 的 に 負け て る ん だ か ら 」 

リタ 「 何 よ 、 さっ きか ら 聞 いて れ ば 、 ネチネチ くだ ら な い 
事 言 っ て こ 。 あ ん た 何様 ?」 

少年 「 あ ん だ よ 。 事実 を 言っ て こる だ け だ ろ 」 

リタ 「 ジ ュ デ ィ ス な ん か 言っ て や ん な さい よ 」 

ジュ ディ ス  「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) に は それ ぞ れ の 役割 
が ある わ 。 勝ち 負け な ん て 無 意 味 よ 」 

少年 「 け っ 、 そ ん な 事 言 っ て 、 負 け を 認め た く な いん だ ろ 」 

リタ 「 い つ バ ウル が 負け た の よ 。 だ っ た ら 勝 負 し て 白黒 
ハッ キリ つけ て や る わ 

少年 「 望 お 所 だ 。 咲 え 面 か く な よ 」 

リタ 「 さ ぁ ! ジュ ディ ス !」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 そ こ で 私 に 振る の ね 。 困 っ た 子 」 


少年 「 僕 が 考え た レー ス で 勝負 な 。 空 に 浮か ん で いる ポ 
イン ト を 時 間 内 に 全部 集め れ ば クリ ア だ 。 まあ せい 


ぜ い 頑 張っ て くれ よ 」 


> ば クロ ー ネ ス が 一 番 だ な 」 


少年 に 再度 話し か けた 場合 
少年 「 お ? また レー ス 、 や る の ?」 


「 や る 」 を 選ん だ 場合 


_「 ま あせ し 
ス を 「 や め る 」 で 終 
1 上 ぶん! や っ ぱり お いら の クロ ー ネ ス の ほう が 
すご いも ん ね !」 
2 LEVEL3 を クリ ア し た 場合 
「 ぬ ぬ ぬ 、 まさ か ここ まで クリ ア さ れる と は 」 
「 ど う よ ? 参っ た っ て 言い な さい !」 
意地 で 押し 黙る 少年 。 
「 い や だ 。 どっ ち だ っ て まだ 公 力 だ し て な いん だ 」 
「 ま っ た く 往 生 際 の 悪い ガキ ね ぇ 」 
「 誰 か さん みた い だ ね 」 
「 で も 、 ここ まで で きた の は 衣 め て や る よ 」 


[だから これ や る よ 」 


| | 少年 が 何 か を ジュ ディ ス に 手渡 す 。 
し 2 0 ER 


ユー リ 「 バ ウル な 」 
ジュ ディ ス  「 飲 ませ る と どう な る の か し ら ?」 
| 少年 「 も し あん た ら の 竜 が 冷た い の が 苦手 な ら こ れ 飲 ま 


1 
「 


レイ ヴ ン 「 な ん で リタ が 仲介 役 に な っ て ん の よ 」 
バウ ルレ ー ス LEVEL5 を クリ ア し た 場合 
少年 「 ま 、 まさ か ここ まで クリ ア さ れる と は -…… 」 
ま | リタ 「 い い 加 減 、 諦め の な さい よ 。 あ た し た ち に 掛か れ ば 
3 


「 ク ソ ッ SS 」 


ジュ ディ ス  「 も うい いで し ょ ? クロ ー ネ ス に も バウ ル に も それ 
- ぞ れ の 良さ が ある の だ か ら 」 


エス テル 「 そ う で す よ 。 争う 必要 な ん て な いじ ゃ な いで すか )」 


「 今 更 だ けど な 」 


さ ユーリ 
少年 「 わ か っ た よ 。 負け を 認め る よ 」 


カロ ル 「 そ っ か わか っ て くれ た ん だ ね 」 
少年 「 本 当 は ……」 

リタ 「 何 よ ?」 

少年 「 本 当 は 竜 が 羨まし か っ た ん だ い !」 


、 | 少年 の 動機 を 聞い て あさ れる 一 同 。 


レイ ヴ ン 「 な ん ちゅ 一 お子様 的 発想 」 

| 少年 「 だ っ て 、 だ っ て 格好 (か っ こう ) い いじ ゃ ん ! 
カロ ル 「 あ ー、 その 気持 ち ボ ク も わか る な ぁ 」 

少年 「 ね ぇ ね ぇ 、 また 遊び に 来 て よ 。 バエ ル 見 た いか ら さ 」 
ユー リ 「 バ ウル な 」 
ジュ ディ ス 「 い いわ よ 。 今度 落ち 着い た ら バ ウル に 乗せ て あげ る わ 」 
くれ よ な 。「『「 超 ドラ ゴン ライ ダー」 の お 姉ちゃん !」 
| や め と く 」 を 選ん だ 場合 
P ん 。 送 げ ん の ? まあ いい けど ]」 


バ パウル レー ス LEVEL5 を クリ ア 後 に 少年 に 話し か けた 場合 


_ | 少年 「 ね ぇ ね ぇ 、 また バエ ル で 飛ぶ トコ 、 見 せ て よー」 


「 や る 」 を 選 だ 場合 


バウ ルレ ー ス を 「 やめる]」 で 終え た 場合 


少年 「 今 度 バ エル に 乗せ て よね ! きっ と だ よ !」 


「 や め と く 」 を 選ん だ 場合 


バ パウル レース LEVEL5 を クリ ア 後 に 1 泊 以 上 し 、FS チ ェ イ ン 

数 の 累計 が 1000 を 超え た 状態 で 少年 に 話し か けた 場合 

少年 「 あ 、 お 姉ちゃん ! また 来 て くれ た ん だ ね 」 

ジュ ディ ス [元気 だ っ た か が しら?」] 

少年 「 あ あ 、 空 の 上 か ら 姉ちゃん の 活躍 見 て た ぜ 」 

カロ ル 「 こ ん な と ころ か ら 見 る 事 な ん て で きる の ?」 

ジュ ディ ス  「 た し か に クリ ティ ア 族 は 人 間 よ り 目 が いい けれ ど 

* | 少年 「 実 は …… こ れ 使 っ て た ん だ 」 

“ 

抽 較 ステ ィ ア ) ? うう ん 。 何 か ちょ っ と 違う 気 も する ……」 
「 


少年 「 う ん ! だ っ て 格好 (か っ こう ) い いか ら さ 。 数 も 数 
少年 | そう 、 空 中 に 打ち 上 げ て 魔物 が バシ ュ ッ っ て 消え ちゃ う や つ ]」 
少年 


「 そ の ヤツ が ね 1000 回 を 超え た ん だ よ 。 すげ えよ 」 


「 数 えて た あん た が すご いわ 」 


リタ 
少年 「 見 て いる お いら も すっ げ え 興奮 し た か ら 何 か お 礼 


ユー リ 「 随 分 律儀 だ な 」 
ジュ ディ ス  「 い いわ よ 。 ち ょ っ と 待っ て て ね 」 
/ み メス (どれ 5 ら う 2 
カロ ル 「 す ご いね 。 と て も 手作り に 見 えな いよ 」 
げた か っ た ん だ けど ね 」 
ジュ ディ ス  「 大 切 に する わ 。 あ り が と う 」 


ビオ を 訪れ た 一 行 。 ふと リタ が 用 事 を 口 に する 。 
Js 


一 行 が ハル ル に 立ち 寄る と 、 リタ が 用 事 を 口 に する 。 ー 

リタ 「 ち ょ っ と 、 いい ? ここ に いる 魔 導 士 た ち に 精霊 化 
の 話 を し と きた い 」 

ユー リ 「 構 わな い ぜ 」 

レイ ヴ ン 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 研 究 し 続け こも も う 無 駄 に 
な る か も し れ な いし ね ぇ 」 

リタ 「 ん じゃ 、 ちょ っ と 待っ て て 」 


リタ が 魔 導 士 を 探し に 走っ て いく 。 ユー リ た ち も 街 を 歩い て いる と 、 
魔 士 た ち に 話 を し て いる リタ を 見 つけ る 。 

リタ 「 206 つら SeieG7SSa28D2Y2H98 ご ゆう わけ | 

魔 尊 士 A 「 そ りゃ 大 変 な こと に な っ て る ん だ ね 」 

魔 導 士 B 「 精 霊 か ……」 


魔 末 士 C 「 そ れ っ て 俺 た ちか ら 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 研究 
を 取り 上 げ よ うっ て いう の か ?」 

魔 尊 士 D 「 人 は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) な し で 生き て な ん て い 
け な い 。 僕 も イヤ だ ね 」 

魔 導 士 A 「 大 し た 研究 も し て な い 奴 ら が 何 言っ て こん だ か 」 

魔 導 士 C 「 な ん だ っ て !?」 

魔 導 士 A 「 や る の か い ?」 

リタ 「 あ た し は あん た ら に ケン カ さ せ に 来 た わ け じ ゃ な い ! 


そう いう の 、 あと に し て くれ る ?」 

に ら み あっ て いた 魔 導 士 た ち が 、 リタ に 怒ら れ て た じ ろ ぐ 。 

リタ 「 と に か が く 話 し た と お り 、 あたし ら 魔 導 士 は これ か ら 
魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 研究 し て れ ば いい っ て だ け 
じゃ な いわ け 。 一 応 教え て お いた 方 が 良い と 思っ た 
だ け だ か ら 」 


魔 層 士 C 「 俺 た ち は お た く の 言 っ て る こと に は 承服 し か ね る 」 


ら 人 の 魔 導 士 が 立ち 去る 。 そ れ を 黙っ て 見 過ごす リタ に 、 残っ た 魔 


導 土 た ち が 言 葉 を か ける 。 

魔 導 士 A 「 例 え ア スピ オー 番 の 頭脳 で も お た く は まだ 子ども 」 

魔 導 土 B 「 大 人 は 子ども の 言う こと に は 素直 に 耳 を 貸し た く 
な いも の 。 そ ん な と ころ だ ろう 」 

リタ 「 別 に …… 気 に し て な いか ら 」 


背 を 向け て 去 ろ うと する リタ に 、 魔 導 士 は さら に 語り か ける 。 


魔 導 士 A 「 大 人 に は 大 人 の 話し 方 が ある 。 俺 た ち に 任 し て お くん だ ] 


その 言葉 に リタ が 振り 返る と 、 も う 1 人 の 魔 導 士 が あと を 続け る 。 


魔 導 士 B 「 そ うそ う 。 あの 偏屈 な 連中 は 私 た ち で な ん と か する よ 」 
話 を 終え て 解散 する 3 人 。 リタ は ユー リ た ちの と ころ へ 戻る 。 

リタ 「 お また せ 。 さ 、 いこ 」 

エス テル 「 い いん で す ? この まま 行っ て も ……」 

リタ 「 い い の よ 」 

し ば らく 経っ て か ら 一 行 が 同じ 場所 へ 訪れ る と 、 リタ と 話 を し た 魔 
導 士 た ち が 集まっ て いる 。 

魔 導 士 A お や お た ぐつ 

魔 導 士 B 見 で くれ この 

リタ に 気づい た 魔 導 士 た ち は 、 見 た こと の な い 魔 術 を 披露 する 。 
リタ [ た それ は CO | | 

魔 導 士 A 「 精 霊 を 使っ た 魔術 だ 。 た だ 未完 成 だ が 」 - 1 
魔 導 士 B 「 す ご い だ ろ 、 こい つづ が 精霊 術 式 の 解 を 出し た ん だ 」 
魔 導 士 C 「 ふ ぶん 、 こん な の 、 な ん て こと は な い 」 


彼 は 精霊 化 に 反対 し て いた 魔 導 士 だ っ た 。 


魔 導 士 D 「 こ の 術 式 を 唱え られ る お た くも スゴ イ け ご ど な]」 

魔 導 土 B 「 へ へ 、 よせ や い 」」 

リタ 「 ゲ ン キ ン な も ん ね 。 文句 言っ て た くせ に も う 精 霊 の 研究 ?」 
魔 導 土 C 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 研究 は 続け る さ 」 

魔 導 士 D 「 た だ 、 研究 対象 を 増やし た だ け だ よ 」 

リタ 「 ま 、 いい けど ね ーー。 で 、 どん な 術 式 な わけ ?」 


リタ は 魔 導 士 の 持っ て いる 本 を の ぞ き 込 も うと する 。 


魔 導 士 C 「 勝 手 に 見 る な よ 」 

魔 導 士 A 「 ア スピ オ の 魔 導 土 同 士 、 堅い こと 言う な っ て 。 お 
た くも こい つの 構造 は アス ピオ の 秘密 っ て こと で 」 

リタ 「 わ か っ て る わ 」 

魔 導 士 C 「 ま ず 、 火 属 性 を 割り 出す 文字 式 を 一 番外 側 に 書い 
5 か が 」 

リタ と 魔 導 士 た ち が 研 究 で 盛り 上 が る 。 

エー 「 リ タ が 心配 し て た みた い だ が 全然 大 丈夫 そう じゃ 
ね ぇ か 」 

エス テル 「 み ん な 、 研究 へ の 好奇 心 は 抑え られ な いん で すね 」 


ここ リ 「 こ いつ ら 全 員 、 同じ 穴 の ムジ ナ っ て こと だ な 」 
魔 導 士 D 「…… と いう わけ な ん だ が 、 ここ が どう し て も わか ら 


な い 。 お た く な ら 、 どう する ?」 


リタ | つ ーー ん さら 0 か うた 上 で そよ 日 
思い つい た 魔術 の 完成 形 を 披露 する リタ 。 す る と 一 帯 に 陣 石 が 降 
り 注ぐ 。 そ の 魔術 、 メ テオ スウ ォ ー ム に 仰天 する 魔 導 士 た ち 。 


魔 導 士 B 「 点 は と …」 

魔 導 士 A 「…… お い お い …… お た く 、 や りす ぎ だ よ 」 

リタ 「 ご 、 ご めん ……」 

魔 導 士 C 「 で も 、 これ は これ で 使え そう だ な 」 

魔 導 士 D [そう だ な 。 どう だ y 321 

リタ 「 そ う ね -…… 使 わ むせ て も ら っ て も いい の ?」 

魔 導 士 A 「 俺 た ち は も うち ょ っ と お と な し い の が いい ん だ ]」 

魔 導 士 B 「 私 た ち は 、 も うち ょ っ と 実用 的 な 方 向 に な ら な いか 
模索 する さ 」 

リタ 「 そ う …… あ た し に も も う 少 し 、 考え させ て 。 そ の 術 
式 を 上 手 く 使う 方 法 が わか っ た ら 、 また 来る か ら 」 

魔 導 士 C 「 頼 り に する よ 」 


ー 行 が ダン グレ スト の 宿屋 に 泊まる と 、 夜中 に レイ ヴ ン が 外出 する 。 
橋 の 上 か ら 川 を 眺め て いる レイ ヴ ン に 、 声 を か ける ユー リ 。 
ユー リ 「 い き な り 飛び 降り る の だ け は 勘弁 し て くれ よ ?」 


一 行 が 船 で サル ベー ジ を 行う と 、 さま ざま な 乏 材 が 手 に 入る 。 
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レイ ヴ ン [そん な 憂い を 帯び た 顔 し て る か い ?」 ) 
ユー リ 「 心 臓 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の こと で 悩ん で る … つ 
て 顔 だ 」 1 
レイ ヴ ン [お 見 通し っ て 訳 か い ……。 恐れ 入っ た よ 。 …… ま っ 
た く 。 今更 こい つの 事 を 考え る な ん て な ぁ 」 
ユー リ 「 生 きた いっ て こと だ ろ 。 当たり 前 の 事 だ 」 
レイ ヴ ン 「……' そ うだ っ た な 。 それ が 当たり 前 だ っ た ん だ っ け な 」 
ユー リ [思い出 してき たか? な ら さ っ さと リタ に 相談 し な 」 
レイ ヴ ン 「 そ う ね ぇ 。 リタ っ ち に 頭上 が ら な く な る の も 怖い し ョ 
Na ま 、 考え と くわ 」 - 
ユー リ [真面目 に 聞け よ 。 レイ ヴ ン 。 最後 まで し ゃ ん と 生き 
ろ っ つっ た ろ ?」 1 
レイ ヴ ン 「 は つ は 。 俺 の 命 は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リ 
ア ) の も の だ か ら 勝 手 に 死に ゃ し な いさ 。 少 年 と も 
約束 し た し な 。 ほれ ほれ 。 子ども は 早く 寝 な さい 」 
ユー リ 「 っ た く 。 素直 じゃ ね えな ぁ 」 


ユー リ を 帰し て 1 人 に な っ た レイ ヴ ン は 、 心臓 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 


に 手 を 当て て し ゃ が み 込 む 。 
レイ ヴ ン  「…-」 


ミ ョ ル ゾ の 長老 に 一 行 が あい さ つ を する と 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ 


ケイ ア ) の 精霊 化 に つい て 尋ね られ る 。 

長老 「 お まえ さん が た 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を 
どう こう し て な に か や ら か し と る そう じゃ な 」 

カロ ル 「 そ の 言い 方 …… 何 か 悪い こと し て る みた い ……」 

ジュ ディ ス  「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を 精 器 と いう 別 の 意 


思 体 に 転生 させ て いる の 。 彼ら の 力 を 借り れ ば 、 星 
喰 ( ほ し は ) み の 分 解 が 可能 な の よ 」 


長老 「 ほ うほ う …… な る ほど ……: ド や っ ぱり の 。 あ ん た ら の 
こと じゃ か ら 、 星 喰 (ほし は ) み を 倒す た めじ ゃ な いか 
と 思っ と っ た 』 1 

リタ [また 調子 の いい こと を :……」 

長老 「 本 当 じ ゃ ぞ ? 我々 も な 、 地上 へ 降り よう と 思っ と る 」 

ジュ ディ ス [ 地 二 ペン ?」 

長老 「 ク ロー ネス …… こ の ミ ョ ル ゾ を 運ん どる 始祖 の 隷 
長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) も いずれ 、 その 精霊 と や ら に な 
る 時 が 来る の じゃ ろ ?」 

ユー リ 「 ま あ そ の 可能 性 は な く は な いわ な 」 

長老 「 気 の 早い 者 は 、 今 か ら も う 地上 に 降り と る 」 

ジュ ディ ス Ss の どど へ 2| 

長老 「 さ あの う 。 ク リティ ア が 固まっ と っ た ら さ ぞ 、 目 立 
つこ と じゃ ろう が 」 

カロ ル 「 ど こ 行 っ た の か な ?」 

ユー リ 「 ど この 街 に だ っ て 、 クリ ティ ア は いる けど な 」 

ジュ ディ ス 「 ど こ で だ っ て 生活 で きる わ 。 ク リティ ア は 適応 力 あ 
る 種族 だ も の 」 

長老 「 ん お む 」 
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エス テル 「 前 に 会 っ た 占い 師 さ ん が 言っ て た 恋 の アイ テム で 


すね 。 で も …… こ ん な も の で 、 何 が で きる ん で し よ ょ 


バディ 「…… エ ステ ル だ っ た ら 、 どう する か の ?」 


を 素材 に し て 、 ドレ ス を 作る 、 と か ……」 


パテ ィ 「 そ うじ ゃ 、 海 の 教 え 、 その 53 に も ある の じゃ 。「 海 書 電 
の 漢 に は 色気 も 必要 。 た だ スト イッ ク な だ け で は 務 半 


ま ら な い 」 な の じゃ ! よし 、 そう と 決ま っ た ら 、 こ れ 
で た ま ら な く カ ワイ イ 衣 装 を 作る の じゃ !」 


キス テル 「 あ 、 パ 、 パテ ィ …… 

船室 の 方 へ 走っ て いく パテ ィ 。 し ば らく する と 、 作っ た 衣装 を 着 て 
パテ ィ が 戻っ て くる 。 

バ パティ 「 じ ゃ じゃ ー ん 」 

エス テル 「 う 、 わぁ ゃ …… カ ワイ イ で す )」 

パテ ィ 「 こ れ で 早速 、 ユー リ を デー ト に 誘う の じゃ 」 


そこ へ ユー リ が や っ て き て 、 パ ティ を 見 る な り 一 言 。 
レン 「 ん ? パテ ィ か ? な ん か 変わ っ た 格好 (か っ こう ) 


し て る な 」 

パテ ィ 「 変 わっ た …… ?] 

ルー リ 「 あ あ 、 どう し た ん だ 、 いつ も の あの 黒い 衣装 は 」 

エス テル 「 ユ ー リ ! せっ か く パ ティ が こん な に カワ イイ 格好 (か っ 
こう ) し て る の に 、 ヘ ン な 格好 (か っ こう ) っ て ひど いで す 」 

屋 … り 「 い や 、 変 な 、 と は 言っ て な い だ ろ …… 」 

エス テル 「 大 体 、 ユー リ は 言葉 遣い が 悪い ん で す 。 も っ と キ 
レイ な 言葉 を 使っ た 方 が いい で す 」 

ユー リ 「 そ れ 、 今 の 話 の 流れ と な ん か 関係 あん の か ?」 

エス テル 「 女 の 子 に 向かっ て ヘン な 格好 (か っ こう ) な ん て 言 
うこ と と が 、 そう いう こと を 言っ て る ん で す ] 

ユー リ 「 だ か ら 、 変 な 、 と か は 言っ て な いよ な …… ?」 


パテ ィ 。  「…… エ ステ ル と ユー リ 、 な ん か 仲 よ さそ うな の じゃ 
…… うー お 、 負け な い の じ ゃ 」 


精霊 化 へ の 不安 


四 属 性 の 精 圭 を そろ える こと に 成功 し た 一 行 。 バ ウル で 移動 中 に 、 
ふと ユー リ が ジュ ディ ス に 尋ね る 。 


つ に 0 「…… バ ウル は 元気 か ? 疲れ て な いか ?」 

ジュ ディ ス  「 大 丈夫 よ …… で も 不安 が っ て る 」 

ュ ユーリ つじ で だ ?」 

ジュ ディ ス 今 は まだ 精霊 化 に 定 る だ け の 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) が 


彼 の 中 に は な いわ 。 で も 、 いつ か 自分 も 精霊 に な ら 
な けれ ば いけ な いん だ ろう か っ て …|」 
エリ 「 人 も いつ か 死ぬ 、 で も 、 それ を 毎日 、 不安 に 思っ 


て 過ごし て る わけ じゃ な い 」 

ジュ ディ ス  「 そ うい う 人 も いる ん じゃ な いか し ら ?」 

ユー リ 「 バ ウル は そん な 意気 地 な し な の か 」 

ジュ ディ ス フ 「 あ な た の 何 倍 も 繊細 な の よ 、 バウ ル は 」 

ユー リ 「 死 ん じい まう っ て の は 例え で あっ て 、 別に 本 当 に 死ぬ 
わけ じゃ な い だ ろ 」 

ジュ ディ ス 「 で も 、 意識 は 少し ずつ 、 新しい も の と 入れ 替わっ て 
し まう 」 

ユー リ 「 得 体 の 知れ な いも の へ の 不安 か 。 そ うい う 意 味 で 
は 一 緒 だ な 」 


ら 人 の 会 話 を 聞い て いた バウ ル が 弱 々 し く 咲 える 。 

2 グ ュ ディ スズ 「 他 の 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 、 精霊 に な る 
こと を 受け 入れ た 。 それ は 彼ら が 世界 の 安定 化 を 自 
ら の 使命 と 割り 切っ て る か ら 」 

ユー リ 「 バ ウル に だ っ て 使命 は ある だ ろ 。 それ と も 、 ヘル 
メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す の は その 使命 
関係 な か っ た の か ?」 

ジュ ディ ス  「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す こと と 精霊 に な る こと と 、 
覚悟 が 全然 違う わ 。 バ ウル に は …… ま だ 始祖 の 隷 長 ( エ 
ン テ レ ケイ ア ) と し て の 己 を な くす 覚悟 が な い だ け 」 

ユー リ 「 ま 、 オレ は 覚悟 で き て な いっ て 方 が よっ ぽ ど 健全 だ 
と 思う し 、 理解 も で きる 」 

ユー リ の 言葉 に 応じ て 咲 え る バウ ル 。 

ジュ ディ ス  「 あ な た に 理解 し てこ もらえ た の は 嬉し いみ た い 。 で も 、 
本 当 に それ で いい の か し ら ……|」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は 、 バウ ル を 精霊 に し た い の か ?」 

ジュ ディ ス 「 い いえ 、 ま っ た く 全 然 。 で も 、 そ れ を 他 の 始祖 の 隷 長 ( 工 
ン テ レ ケイ ア ) 2 精霊 た ち お が どう 思う の か て コ 」 


その と き 、 バウ ル の 眼前 に 四 精 霊 が 姿 を 現す 。 バ ウル が 精霊 た ち 

に 向かっ て 咲 える 。 

ユー リ 「 ど うな っ て る ん だ ?」 

ジュ ティ ズ 「 わ か ら な いわ …… バ ウル と 精霊 た ち が 対話 し て る 
は みた い だ け ど -…… 声 は 聞こ えな い 」 

や が て 精霊 た ちと バウ ル の 対話 は 終わ り 、 精 霊 た ち が 姿 を 消す 。 ジ ュ 

ディ ス に 対し て 咲 え る バウ ル 。 

ジュ ディ スズ ト を か だ es 」 


ユー リ 「 ど うじ た ?」 

ジュ ディ ス 「 も う 心 配 は いら な いっ て 」 

mm 「 何 が あっ た ん だ ?」 

ジュ ディス 「 さ あ …… で も 、 精 吉 た ち が バ ウル に 何 か 言 っ て く 
れ た の は 確か 」 

ユー リ [精霊 は 意外 と 楽 だ っ て か 」 

ジュ ディ ス 「 そ うい っ た こと か し ら 、 きっ と 。 ど っ ち に し ろ 、 今 す 
ぐ 精 霊 化 は 無理 だ けど ね 」 

バウ ル を 見 上 げ て 、 ね ぎら い の 言 葉 を か ける ユー リ 。 

ユー リ 「 こ の 旅 が 終る まで 、 も うし ば らく 頼む な 、 バウ ル 」 

バウ ル が ユー リ に 返事 を する 。 

ジュ ディ ス [年 ぜ ろ っ て 」 


前 P.388 


ソー サラ ー リ ング 変化 ・ そ の 2 ゅ 前 P.395 
次 P.425 


ユー リ た ち は デ ズ エ ー ル 大 陸 付 近 の 島 に ある 、 遺跡 の よう な 場所 
に や っ て きた 。 奥 に 進み 、 遺跡 らし きも の を 近く で 見 る 一 行 。 
リタ 「 し っ か し ボロ ボロ じゃ な い の こ の 石造 り 」 


レイ ヴ ン 「 結 構 な 風化 具合 だ も ん ね 」 
ユー リ た ちの 眼前 に は 岩 が あり 、 道 を 閉ざし て いる 。 
[088「 魔 合 ・ そ の 1」 を 見 て いな い 場 合 
ユー リ 「 入 れ な いっ ぽい な 」 
カロ ル  「 壊 せる の ?] 
ジュ ディ ス  「 さ す が に 無理 だ と 思う わ 。 これ だ け 大 きく て 量 い 
_ 岩 を 壊す の は ね 」 

カロ ル _「 よ じ 登 る ?」 
ユー リ 「 そ こま で し て 入る 必要 も ね え だ ろ 。】 戻る ろう ぜ 」 
[088 「 魔 剣 ・ そ の 1」 を 見 て いる 場合 
突然 、 ミ ョ ル ゾ の 長老 か ら も ら っ た 魔 装具 が 妖しい 光 を 放つ 。 
ユー リ トル ルー 2 3 
ジュ ディ ス  「 そ の 剣 、 HE Sge9 
次 の 瞬間 、 た りー 画 が 白い 光 に 包ま れる 。 
コー リ 。 60 
エス テル  。 「 き ゃ ああ っ !」 
カロ ル  。 「 う わあ ああ っ ……!| 
Ns 

ピ 2 較 


リタ 「 ち ょ 、 ちょ っ と 見 せ て よ 」 
ソー サラ ー リ ング を 見 せる ユー リ 。 


リタ 「 や っ ぱり ね 。 今 ま で と 同じ 。 中 の 形状 が 変化 し て いる わ ] 

カロ ル 「 じ ゃ あ 、 じゃ あ 何 か 起き る の ?」 

リタ 「 ち ょ っ と 撃つ て みて 」 

ユー リ 「 こ うか ?」 

ソー サラ ー リ ング を 撃つ と 、 赤い 光 の 玉 が 射出 され た 。 

カロ ル  「 う わっ … 光 の 玉 の 色 が 前 と 違う よ …… ね 、 な に 、 な に ?] 

リタ 「…… あ の 色 は 火 属 性 の 含有 量 が 増え た の ね 」 

エス テル 「 火 属性 …… つ て こと は 、 な ん で も 燃え ちゃ うっ て こ 
こと です?] 

リタ 「 た 応 ん …… そ れ は な いと 思う わ 。 ソー サラ ー リ ン 
グ の 機能 を 考え て みて ]」 

カロ ル 「 な ん だ っ け 。 エ アル 同士 を 反応 させ る ん だ よね ?」 

リタ 「 ま ぁ ザ ッ ク リ 言う と それ で 合っ て る けど ]」 

レイ ヴ ン 「 な ー る 。 エ アル を 帯び た 木 や ツタ と か が 燃え る っ 
て わけ ね 」 

リタ 「 全 て の 物質 が エア ル を その まま 帯び て いる 訳 じ ゃ 
な いし 、 さら に 燃え る 訳 で も な いか ら 」 

ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 撃 た れ た 物 に よっ て は 壊れ る 事 も ある し 燃え 
る 事 も ある っ て こと な の ね 」 

ユー リ 「 な ん の 反応 も し な い 方 が 多い けど な 」 

リタ 「 そ うい う 事 ね 。 エ アル が 普通 に ある 時 は 大 気 中 で 
普通 に 混ざり 合う だ け で 何 も 起き な い 。 で も 、 エア 
ル の 含ま れ た 物質 に 外 か ら エ アル の 固まり を ぶつ け 
る と 、 お 互い に 混ざり 合 お うと し て それ を 含 す 物 質 
が 壊れ た り 、 燃え た りす る の ね 」 

カロ ル 「 ふ ー ん 、 な る ほど ね 」 

ユー リ 「 そ うい う 難 し い 理 屈 は オレ に ゃ わか ん な いけ ど 、 こ 
いつ が 何 か に 使え そう な の は 確か だ な 」 

カロ ル が さっ そく 使い 道 を 内 く 。 

カロ ル 「 こ れ で 、 木 と か 壁 と か 通せ ん ば し て る も の 、 燃やせ 
る こと が で きる か も …… !」 

ユー リ 「 行 け な か っ た と ころ も 行け る か も 、 な ……。 


いろ いろ 回 っ て みる か …… 四 


その 後 、 一 行 は デズ エー ル 以 外 に も 似 た よう な エア ルク レー ネ を 
発見 する 。 そ の 入り 口 も 岩 で ふさ が れ て いた が 、 今回 は 魔 装具 を 


か ざし て も 何 も 起き な い 。 
ユー リ 「…… こ こも 同じ っ て わけ に ゃ いか ん か ……」 
レイ ヴ ン 「 ソ ー サ ラー リン グ で 壊せ ん じゃ な い ?」 


レイ ヴ ン の アド バイ ス ど お り に ソー サラ ー リ ング を 撃つ と 、 岩 が 壊 


れる 。 言い 出し た レイ ヴ ン も 含め て 驚く 一 同 。 
レイ ヴ ン 「 お お っ 、 壊れ た ……」 

ユー リ 「 お っ さん の くせ に 勘 よ すぎ 」 
レイ ヴ ン |「 く せ に 、 っ て そり ゃ な いで も し ょ ] 
エス テル 「 早 速 、 行っ て み ま し ょ う !」 


エス テル が 先陣 を 切っ て 入ろう と する 。 田 み 足 の エス テル を た し な 


め る レイ ヴ ン 。 

レイ ヴ ン 「 こ れこ れ 、 嬢 ちゃ ん …… - 

内 部 は 案の定 、 エ アル クレ ー ネ だ っ た 。 

エス テル 「 や っ ぱり 、 ここ も エア ルク レー ネ で し た ね 」 
レイ ヴ ン 0 押 半 8 
カロ ル  ” 「O ひ ょ っ と し て まだ まだ ある か も ?」 


ジョ ディ ス 「 そ うか も し れ な いわ ね 。 人 の 目 に 触れ られ な い 場 
~ 所 な ん て 世界 中 に は まだ ある で し ょ うし 」 

けり あま | 本 ほ 、 ユー リラ あそこ | 

ユー リ  「 へ い へ い 近 づき ゃ いい ん だ ろ ?」 

kW と 。 敵 回 と 同じ く ソ ー サ ラー 

リン グ が 発光 する 。 ( 

カロ ル 「 や っ ぱ り ま た きた ね 四 

リタ 、 見 せ て ] 

ユー リ は ソー サラ ー リ ング を リタ に 見 せる 。 

リタ _ 「 さ ら に 形状 が 変化 し た わ ね 」 

じ ィ ウン eucCee 

ユー リ  「 試 し 撃ち だ ろ ?」 


ソー サラ ー リ ング か ら 放 た れ た 光 の 玉 は 白く 施さ 、 層 距離 が 伸び 


て いる 。 格段 の パワ ー ア ッ プ に 驚く 一 同 。 


カロ ル 「 な ん か 、 すっ ご い パ ワー アッ プ し て る ね 

エス テル  。 「 ス ピー ド も 速く な っ て 飛 距離 も 長く な り ま し た よ 」 

リタ 「 ソ ー サ ラー リン グ の 大 き さ か ら 言 っ て これ 以上 は 
見 込め な いわ ね 」 | 

ユー リ 「 こ ん だ けい ろ い ろ な れ ば 充分 だ ろ 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ に し て も 、 エア ル っ て ヤツ に は 色んな 効果 が 
ある も ん ね 」 

リタ ーー 「 そ れ は -……-」 

ユー リ 「 で も どれ も た だ エア ル 同 十 が お 互い に 反応 人 

て いる だ けっ て 気 も する ぜ 」 
リタ 「 そ の 高い 親和 性 を ……」 
カロ ル 「 だ か ら 、 それ を 応用 する こと で 、 も の に 働き か け て 、 魔 


導 器 (ブラ ステ ィ ア ) や 魔術 っ て いう 技術 が 発展 し た ん だ よ ] 
リタ マナ し な うた 


ジュ ディ ス 「 魔 術 で 属性 ご と に 分 けら れ て 利用 され た エア ル は 、 
力 を 発揮 し た 後 、 エア ル に 戻る わけ ね 」 

レイ ヴ ン 「 そ う や っ て エア ル は 、 俺 ら の 日 常 を 支え そ て きた …… か ……」 

説明 を 聞い て も ら え な い リ タ が すね る 。 

リタ 「 も うい い ……」 

エリ 「 い や 、 だ っ て リタ の 説明 難し いし さ 」 

カロ ル 「…… で も 、 その エア ル と 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 
文明 も も う 終 る ん だ ね ……」 

ジュ ディ ス 「 で も 、 精霊 が いる わ 」 

レイ ヴ ン 「 う ん うん 、 も う 最 後 な ん だ し 、 じゃ ん じゃ ん 使っ て 
いき まっ し ょ い 」 

カロ ル 「…… そ うだ ね 、 うん 。 と りあ え ず 、 ソー サラ ー リ ン 
グ も 進化 し て 便利 に な っ た わけ だ し ね 」 


ーー 行 は エア ルク レー ネ の 奥 に 道 が 続い て いる こと に 気づく 。 そ の 


道 を 突き 進む と 、 知 熱 の 溶岩 地帯 に 出る 。 
カロ ル 「 う わっ 、 暑 っ …… 目 


レイ ヴ ン 「 こ ん な 溶岩 地帯 、 落 っ こち た ら ひ と た まり も な いわ ね 」 

エス テル 「 エ アル クレ ー ネ の 奥 に 、 こん な と ころ が ある な ん 
て 知り ませ ん で し た ……" 」 

リタ 「 あ た し だ っ て 、 初め て 知っ た わ 。 エア ルク レー ネ の 
奥 っ て いう の が 気 に な る けど 、 そん な 報告 、 今 まで 
な が か あみ た し の: 。 で も 、 エア ルク レー ネ か ら 見 える 
エア ル の 流れ か ら 考 えれ ば 関係 な いと は 言い 切れ 
な さそ う 。 こ の 奥 に 、 何 か あ る の か し ら ?」 

ユー リ 「 い ろ い ろ 考 える の は いい けど 、 今 は 調べ て る 暇 な 
ん て な いん じゃ な い の か ?」 

リタ 「 わ か っ て る わ よ 。 で も 、 ちょ っ と だ け な ら ……」 

ユー リ 「 ま 、 ほど ほど に し て くれ よ 」 

ぁ 前 記 :: 肖 P.395 

魔 諸 ・ そ の 2 次 P.483 

魔 装具 を ある 程度 集め た 一 行 は 、 フィ エル ティ ア 号 の 甲板 で 魔 装 

具 に つい て 語り 合う 。 

カロ ル 「 魔 装具 、 随分 集まっ た ね 」 

エス テル 「 で も 、 特 別に 強い 力 を 感じ ませ ん けど ……」 

リタ 「 本 来 の 力 を 出す た め に 何 か 鍵 が 必要 な の か も し れ 
な いわ ね 」 

レイ ヴ ン 「 戦 力 と し て 使え た 方 が 楽に な る の に ね ぇ 」 


ジュ チ ィ ズ 「 使 う 事 に よっ て 依存 し て し まわ な けれ ば いい けど 」 


エス テル | そう で す 符 ~… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 頼り すぎ 
て 週 ち を 犯し て し まっ た よう に 、 魔 装 具 の 力 に 頼 ろ つと 
する こと で 何 か 間 違い を 犯し て し まう か も し れ ま せん 」」 
トー りり 「 使 う 必 要 な ん て ね ぇ さ 。 オ レ 達 は 悪用 され な いよ 


うに 集め て る だ け な ん だ し さ 」 
カロ ル 「 う ん 」 


呈 フレ ン が いる 場合 


リタ 
_。 リタ は ジュ ディ ス を 呼び 止め つつ 、 ユー リ た ち に は 城 へ 入ら な いよ 


| バウ ル が ザー フィ アス の 上 空 に 差し か か る と 、 ジュ ディ ス が ザー フィ 
アス に 立ち 寄り た いと 言い 出す 。 
ジュ ディ ス  「……: ち ょ っ と 、 帝都 に 寄っ て も ら っ て も いい か し ら 」 


ユー リ 「 帝 都 に ?」 


ンク 


2 


り た か っ た 理由 を 見 抜く 。 


魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 隠し て ある っ て 」 
ジュ ディ ス  「 え え ……。 気付 いた の は バウ ル だ けれ ど ]」 


。 エス テル  「 た ぷん …… ア レク セイ が 残し て いっ た ん で すね 」 
。 ユー リ 「 で 、 ジュ ディ は それ を 壊す っ て か ?] 
。 ジュ ディ ス  「-… 少 し で も エア ル の 乱れ を 抑え て いる 方 が 


星 喰 ( ほ し は ) み に 対し や すい で し ょ う ?」 


エス テル に ウン イ つ 5 で すね 」 


「 あ ら 。 ど うじ て ?」 


や リタ  [ 右 ( ブ ラス ティ ア ) を 壊さ な く て も 諾 校 (コア ) を …-」 


機能 停止 べそ え し て れ ば 良い ん じゃ な いで す ?」 


] ユー ドリ 「 理 屈 は そう だ けど な 。 ま た 動か そう と する ヤツ が 


出 な いっ て 保証 は な いか ら な あ 。 な ん せ 、 な きゃ な 
いで 、 不便 な の は 間違い な いか ら な 」 


リタ が ユー リ の 方 を 向い た スキ に 、 ジ ュ デ ィ ス は 城 の 方 へ 走っ て いく 。 


リタ 「 ち ょ っ 待ち な さい よ 。 あ た し も 行く っ て ば 」 
リタ が ジュ ディ ス を 追い か ける 。 


エス テル 「 あ 、 待 っ て くだ さい 。 ユ ー リ 、 わ た し た ち も 行 きま し ょ う ]」 


ユー リ 「 や れ や れ ……」 


城門 の 前 で リタ と ジュ ディ ス に 追い つく ユー リ た ち 。 ジ ュ デ ィ ス は 


止ま る こと な く 城 に 入っ て いく 。 
「 あ 、 も う ! 待ち な さい っ て ! あん た ら は ここ で 待っ て て 」 


うに うな が す 。 
コリ 「 あ ん ? まぁ 良い けど ]」 
エス テル 「 わ た し も 一 緒 に 行き ます 」 


2 「 ジ ュ デ ィ と リタ な ら そ ん な へ マ し な い だ ろ 」 


エス テル 「 で も 、 自由 に 動き 回 れ た 方 が 便利 じゃ な いで すか 。 


待っ て くだ さい 。 ジュディス 」 


* エス テル は ジュ ディ ス を 追っ て 城 に 入る 。 


リタ 「 あ 、 ダメ だ っ て !」 
リタ も 城 の 中 へ 消え る 。 


を 3 人 が いな く な っ た の を 見 計ら っ て 、 ユー リ も 城 に 入ろう と する 。 


カロ ル に つ ょ うっ. ユー ニ リ ど ご 守 く の ? 1 


ユー リ 「 ん 、 散歩 だ よ ] 

パテ ィ | うち も 行く の じゃ |] 

ユー リ 「 お まえ は ここ で 留守 番 し て ろ 」 

城内 で は 、 エ ステ ル 、 リ タ 、 ジ ュ デ ィ ス の 3 人 が 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 

を 探し て いる 。 

エス テル 「 ホ ント に 壊す ん で す ?] 

ジュ ディ ス [ユー リ の 言っ た と お り 、 どれ だ け 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) を 使わ な いよ うに 心がけ て も 、 か な ら ず 使い た 


いと 加 う 人 が 現れ る わ 」 
リタ 「 だ か ら 絶 対 に 起動 で を な いよ うに する 必要 が ある の よ 」 


エス テル 「 そ う で すか ……: や っ ぱり 壊す し か な いん で すね -…」 

ジュ ディ ス [あら 、 い し ス ] 

エス テル 「 え ?」 

リタ 「 魔 核 ( コ ア ) を 取り 出せ ば 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
は 使え な い 。 だ っ た ら 魔 核 ( コ ア ) を 持ち 出し て 精霊 


化し て し まえ ば いい の よ 」 
エス テル 「 け ど 、 それ っ て 泥棒 ……」 
リタ 「 そ う よ 。 だ か ら 勝 手 に や ろう と し た の に -…… 」 


ジュ ディ ス 「 も う 、 エ ステ ル も 共犯 に な つっ て も ら う し か な いわ ね 」 
エス テル [えー リ | 
ン ン が いる 雪 


魔 核 ( コ ア ) を 持ち 出し た の が わか ら な いよ うに 、 倉 
庫 や その 周り は 徹底 的 に 破壊 し な きゃ いけ な いけ れ ど ]」 

エス テル 『 え スー ロ 

リタ 「 そ う ね 。 筐 体 ( コ ン テ ナ ) も ちょ っ と は 傷つい ちゃ う 
か な ……。 ま 、 仕方 な いわ ね 」 

ジュ ディ スズ ス 「 け ど 、 あな た すぐ に 私 の 考え を わか っ て くれ て うれ 
し か っ た わ 」 

リタ 「 な 、 何 言っ て こん の 。 あ ん た の 考え る 事 な ん て お 見 
通し 。 エ ステ ル 達 を 巻き 込ま な いよ うに し よう と し 
た ん で し ょ 。 も う 、 意味 無く な っ ちゃ っ た けど ね 」 

エス テル 「 ご 、 ご めん な さい …… 」 

3 人 の 様子 を 物陰 か ら 見 て いた ユー リ が ぼや く 。 


ジュ ディ ス 


ユリ 「 ま っ た く …… そ ん な こと し な く て も 、 天然 殿下 に で 


も 言え ば も っ と スマ ー ト に 出来 る だ ろう に 」 
隠れ て いる ユー リ に 声 を か ける ジュ ディ ス 。 
ジュ ディ ス  「 あ な た も 一 緒 に や り た い の か し ら ?」 
エス テル 「 え ? 誰か いる ん で す ?」 
rs 「 ば れ て ら …… 退 散 退 散 」 
ユー リ は その 場 を 離れ る 。 
ジュ ディ ス  「 さ 、 折角 だ か ら 派 手 に や り ま し ょ うか 」 


か くし て 、 城内 で 暴れ 回 る こと に な っ た 3 人 。 一 方 ユー リ は 、 カロ 


ル た ちの 待つ 城門 の 前 まで 戻っ て くる 。 

カロ ル 「 あ 、 ユー リ ] 

次 の 瞬間 、 城内 で 爆発 が 発生 する 。 

ルブラン 「 何 の 騒ぎ だ ぁ !」 

爆発 音 を 聞き つけ て 、 ルブラン 小隊 が や っ て くる 。 
ユー リ 「 な ん と も 早い お 出 ま し だ こと 」 

ボッ コス 「 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル !」 

アデ コー ル  「 ま た 貴様 ( き さ ま ) の 仕業 か 、 で あー て る!」 
エー ロリ 「 ま 、 そう いう こと に な る か な ぁ 」 

カロ ル 「 え 、 ユー リ ……」 

ルプ ラン 「 ぬ め ぬ ぬ ぬ ! ふてぶてしい! ご 用 だ !」 


ユー リ 「 そ ら 、 カロ ル 、 お っ さん 、 逃げ る ぞ 。 パ ティ も 」 


カロ ル ーー」 
レイ ヴ ン [ネー」 
パテ ィ えー」 


逃げ る ユー リ た ち 。 ル ブラ ン 小 隊 を 巻く と 、 城 の 外 に 出 て きた エス 


テル た ちと 合流 する 。 リタ の そば に は 大 き な 袋 が あっ た 。 


ュ ユーリ 「 全 部 、 始末 つい た の か 」 

ジュ ディ ス 「 え え 、 お か げ さ まで ね 」 

カロ ル 「 リ タ 、 その 袋 、 何 ?」 

バテ ィ 「 お 利口 に し て いる うち へ の オミ ヤ ゲ な の か ?」 


リタ ダ 「 違 うわ よ 。 な ん で も な い 」 


ユー リ 「 や 、 も う オ レ 達 共犯 だ か ら 。 魔 核 (コア ) 泥 棒 の さ 」 
カロ ル [えー! 泥棒 っ て 何 ?」 

リタ 「 あ ん た 知っ て ……」 

レイ ヴ ン 「 あ ー、 そ うい うこ と 。 ん じゃ 、 そ れ 魔 核 ( コ ア ) な の ね ] 
カロ ル 「 な ん だ か 知ら な い 間 に ボ ク 、 泥棒 に な っ て る の …… ?」 
エス テル 「 ご めん な さい …… カ ロ ル 」 


| フレン が いる 場合 


4 (1 

リタ は ジュ ディ ス の 前 で 足 を 止め て 話し か ける 。 

リタ 「 ジ ュ デ ィ ス 。 その 、 あり が と 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
を 壊さ な いで いて くれ て 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 いつ に な く 素 直 な の ね 」 

リタ 「 で も 、 どう し て ? 今 ま で あん な に 有無 を 言わ し て 
な か っ た の に 」 

ジュ ディ ス 「 あ な た に 、 嫌 む われ た く な いか ら 」 

リタ 「 ば 、 ば っ か ! ふざけ て る ん で し ょ ?1」 

ジョ ディ ス 「 え え 」 

リタ 「 あ ん た ……」 

ジュ ディ ス 「 一 人 だ と 壊す し か な か っ た けど 、 みん な だ と 違う 方 法 も 
ある っ て わか っ た か ら よ 。 あて に し て 、 いい ん で し ょ う ?] 

リタ 「 そ 、 そり ゃ ね 」 


_ 前 世 共 貼 P.360 


ぁ 前 馬 征 P.414 


次 P.463 


ザー フィ アス の ユー リ の 下宿 先 で 、 一夜 を 明か すこ と に し た 一 行 。 
その 夜 、 ユ ー リ は 部 屋 の 窓 か ら 外 を 眺め て いる 。 

ユー リ 「 2 いて Se 」 

ふと 下 を 見 る と 、 立ち 尽く し て いる リタ の 姿 が ある 。 エス テル が 出 
て き て 、 リタ に 近寄る 。 


リタ Ro ] 

エス テル 「 眠 れ な いで す ?」 

リタ 「 ん ? そう いう わけ じゃ な いけ ど ]」 

階段 に 腰掛 け て 話し 合う ら 人 。 

エス テル 「 星 喰 ( ほ し は ) み を 倒し た ら 、 わた し た ちの 旅 も 一 
段落 で すね 」 

リタ 「 そ うな っ た ら 、 あん た 、 お 城 に 戻る の ?] 

エス テル [そう で すね そう し な きゃ で すず 。 …… リタ は ?」 

リタ 「 ア スピ オ を 掘り 返し て 、 復興 か な 」 

エス テル 「 そ れ じ ゃ あ 、 わた し も お 手伝い し に 行き ます 」 

リタ 「 お 姫 様 が ほ い ほ い 、 出 歩 い ちゃ ダメ で し ょ 」 

エス テル | そう 、 夫 し た 。… に わた し が お 城 に 戻っ つて も 友 
達 で いて くれ ます ?] 

リタ 「 城 に 戻っ た ら 、 あ た し の こと な ん て 忘れ る よ 」 

エス テル 「 そ ん な こと あり ませ ん よ 」 

リタ 「 例 え あ の 八 カ 殿下 が 皇帝 に な る に し て も あん た に 


だ っ て 何かしら 仕事 は ある わけ で し ょ 。 国 の 仕事 は 
忙し いん だ 。 遊ん で な ん て いら れ な いわ よ 。 毎日 毎 
日 次 か ら 次 へ と 案件 が 流れ て き て 、 厄介 な こと が 
た くさ ん た くさ ん ……。 そ うし て る うち に 、 遠い 記 
憶 の 彼方 に め た し の こと な ん て 飛ば され ちゃ うわ 」 
エス テル 「 そ 太 不 や 
寂し そう に うつ お むく エス テル 。 少 し し て 、 リタ は 言う 。 


リタ 「…… 会 い に 行く わ よ 」 
エス テル  「 え …-?1 


リタ 「 あ た し が 、 あん た に 会 い に い くっ て 言っ て ん の 」 

エス テル [リタ *… 四 

リタ 「 勘 違い し な いで よね 。 別に あたし が 寂し いか ら っ 
て わけ じゃ な いん だ か ら ね 」 

エス テル [わが う C て ます 。 ちら リタ は いい 人 で すね 」 

リタ 「 や め な さい っ て 、 そ れ 。 あたし 、 い い 人 な ん か が じゃ な い 」」 

エス テル 「 い い 人 は みん な 、 そう や っ て 人 否定 する ん で す 。 い 


い 人 に 限っ て 、 悪い 人 点 る ん で す 。 リタ と か ……}」 
リタ 「 そ れ 、 うち の バカ ども の こと で し よ ょ 」 


エス テル 「 あ は は 、 そう 言え ば 、 みん な も そう で すね 。 
は の 改め て 、 聞い て いい で す ? …… わ た し と ずっ 
と 友達 で いて くれ ます ?] 

リタ 「 あ ん た が あたし の こと を 忘れ な い 限 り は 」 

エス テル 忘れ ませ ん 。 これから も ずっ と 友達 で す 」 

リタ ト ま つっ ど 用 

エス テル [ずっ と 、 ずーっと で ま ) 

リタ うべ の そり ゃ 大 変 そ う の 生 」 


微笑 み 合 う エ ステ ル と リタ 。 そ の 様子 を 見 て いた ユー リ の 顔 に も 
笑み が 浮か 点 。 
ユー リ [ RC そ 」 


ザー フィ アス 城 で 、 エ ステ ル の 私 室 に 入っ た 一 行 。 カ ロ ル は 感嘆 
の 声 を 上 げ て 部 屋 を 見 回 す 。 


カロ ル 「 う わあ ……」 
リタ 「 な に その 反応 」 し 
カロ ル 「 だ っ て さ 、 お姫様 の 部 屋 だ よ ? そっ か …… こ ん 


な 部 屋 で 暮らし て た ん だ 、 へ え ……」 


ジュ ディ ス 「 女 性 の 部 屋 を あま り じ ろ じ ろ 見 る も の じゃ な いわ 、 カ ロ ル 」 
ジュ ディ ス に 注意 され 、 あわ て て お と な し く な る カロ ル 。 

ユー リ 「 そ うい や オレ も 最初 入ろう と し た ら 剣 で 脅 さ れ た っ け な 」 
プレ ン が 

フレ ン 

笑顔 で か ける フレ ン を 見 て 、 ユー リ が や れ や れ と いっ た 仕 
草 を 見 せる に 
エス テル 「 べ 、 別に あれ は 脅 そ うと し た 訳 じ ゃ な くっ て で すね ……」 


カロ ル 「 本 も た くさ ん ある ね 。 本 当 に 読書 好き な ん だ ]」 

パテ ィ は 机 の 上 に 開か れ て いた 本 を 見 る 。 そ の 様子 を 見 て 、 本 の 

内 容 を 説明 する エス テル 。 

エス テル 「 あ 、 それ まだ 読み か け な ん で す 。 名 も な き 大 海賊 
の 冒険 物語 。 と っ て も 不思議 で 面白 いん で す よ 」 

パテ ィ [海賊 も の と 聞い て は 読ま ん 訳 に いか ん の じゃ 。 ど 
れ ど だ れれ oo お お 2 は て な 2 | 。 

本 を 読ん で 驚い て いる パテ ィ に 、 一 同 が 集まる 。 


パテ ィ [この 本 < これ は グラ ンカ レイ の 物語 じゃ の 」 
フレ ン が いな いり 場合 

P ビ PT 

フレ ン が いる 場 

フレ ン 


の 夢 ( サ ー ベ ント の ユメ ) を 作っ た 偉大 な 海賊 じゃ 。 彼 が 
十 六 夜 の 庭 ( い ざ よ い の に わ ) と いう 楽園 4 見 つけ た と い  』 
つう 伝説 が あめ っ て の 。 肌 し の 星 ( マ リス . ス テラ ) と 略 し の 瑞 天 
(マリ ス ・ ゲ ンマ ) は そこ に 至る 鍵 だ と 言わ れ て いる の じゃ ]」 


ユー リ 「 へ え 、 た だ 引き 合う だ け の 代物 じゃ な か っ た ん だ な 」 

パテ ィ 「 船 乗り の 間 じ ゃ 有名 な 伝説 で の 。 い つか うち も 探 
し た いと 思っ て いた の じゃ 。 こ の 本 に は その 楽園 を 
見 つけ る 様子 が 書い て ある の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 な に な に …… 大 海 の 芯 に 行き 、 鍵 を 掲げ て 呪文 を 


唱え た 、 と 。 で 、 そ の 呪文 が …「 旦 斉 さ て 、 下 尊 靖 え 、 
この 海 の 安 軍 を 知る 」] = 


人 0 才 


エス テル 「 星 …… 工 其 …… そ れ じ ゃ これ は 本 当 の こと な ん で すね ] 


リタ 「 な ん か 胡 散 ( う さん ) 和 具 い わ ね 。 お お か た 後 で 作ら 
れ た お 話 な ん じゃ な い の ?」 

カロ ル 「 で も さ 、 星 も 再 贅 も や 本当 に あっ た ん だ よ ?」 

ジュ ディ ス 「 そうね 、 な ら 楽 園 だ つて ある か も し れ な いわ ね 」 

パテ ィ 「 お むむ お …… 楽 園 探索 は 海賊 の 夢 。 冒 険 家 の 血 が 
た ぎっ て きた の じゃ 

リタ 「 楽園 ね え 。 どー だ か 」 

カロ ル 「 夢 が な いな あ 、 リタ は 」 

イラ っ と きた り リタ は カロ ル を チョ ッ プ 。 

リタ 「 あ た し は 不 確 実 な 話 に は 興味 が な い だ け よ !」 

バ パティ 「 眉 嘩 か どう か は 行っ て みれ ば 分 か る の じゃ 。 行動 
ある の みな の じゃ !」 

ユー リ 「 落 ち 着け 。 だ いた い 行 くっ て どこ 行く つも り だ 」 

バ パティ 「 あ う …… 大 海 の …… 芯 」 

リタ 「 だ か ら ど こよ それ 」 


フレ ン が いな いり い 場合 
エス テル 「 あ の 、 豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) は ザウ デ に あり ま 
し 、 し た よ お 8。 な ら ザ ウデ に な に が 手がかり が ある ん じゃ 


_ な いで し ょ うか ?」 
フレ ン が いる 場合 
「 確 か 、 豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) は ザウ デ に あっ た 
ん だ っ た ね 。 な ら ザ ウデ に な に か 手がかり が ある ん 


ご じゃ な い だ ろ うか ?」 

レイ ヴ ン 「 そ うい や ザウ デ 局 辺 は 世界 の へ そ と 呼ば れ て る 。 
大 海 の 芯 と 似 て る っ ちゃ 似 て る わ ね 」 

エス テル 「 あ れ 、 で も この 本 、 肝心 の 楽園 その も の に つい て 
全然 書か れ て いま せん ね 」 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン 「 な に か …… 理 由 が ある ん で し ょ うか 」 

パテ ィ 「 き っ と 言葉 で は 書け な い ほ ど 素 晴らし いと ころ な の じゃ ] 
ュー リ 「 分 か っ た 分 か っ た 、 それ じゃ 、 今度 ザウ デ 行 く こ と 
あっ た ら 、 つい で に 調べ て みよ う ぜ 」 


国 /、- ン セレ クタ を 持っ て いな い 場 合 | 


その と き 、 本 の ペー ジ が めく れ て 何 か が 転がり 落ち る 。 
エス テル  「 あ ら 、 こ れ は .…?1 
ユー リ 「 さ あ 、 誰 か が は さん で 忘れ た も の じゃ ね ぇ の か 」 

義人 な で 見よ スズ 
2 こ 「 き れい … … 持 っ て いっ て いい で す ?」 
ユー リー _「 い いん じゃ ね ぇ か 。 て か それ お まえ の 本 な ん だ ろ ?] 
エス テル  「 あ 、 そ 5 で UL た 」 '' 
その 後 、 一 行 は ザウ デ 不 沙 宮 を 探索 し 、 そ の 最深 部 に 到達 する 。 


カロ ル 「 こ こ ザ ウデ の 一 番 奥 だ よね ]」 

コー 「 そ うい や 、 楽園 の 手がかり が ある か も っ て 話 だ っ た 
けど 、 それ らし いも の も な か っ た な 」 

リタ 「 ほ ら 見 な さい 。 や っ ぱり ガセ だ っ た の よ 」 

パテ ィ 「 う う ……' そ うな の か の 」 


エス テル 「 で 、 で も 恐 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) は 確か に ここ に 
あっ た ん だ し 、 まだ 決め 付け る の は ……」 


リタ 「 だ いた い ザ ウデ 自体 も 壊れ ちゃ っ た ん だ し 、 仮に 
な に か あっ た と し て も 」 

ジュ ディ ス 「 待 っ て 」 

リタ 「 え ?] 


ジュ ディ ス が 集中 し て 何 か を 感じ と っ て いる 。 
ジュ ディ ス [……) 流れ が …… に 4 れれ し は …… ホ 〆 下方 に 流れ る 旋 


90 まだ 活動 し て いる わ 」 
ジュ ディ ス の 言葉 を 受け 、 リ タ は モニ ター を 展開 し て 周辺 を 解析 する 。 
人 科 ピ ン ィ 「…… 本 当 。 ここ だ け 別 系 統 に な っ て る みた い 」 
ジュ ディ ス 「 と て も 微か な 力 だ わ 。 ザ ウデ が 停止 し て な か っ た 
ら 気 付か な か っ た か も 」 
バテ ィ [ 9 」 
ee 「 や っ て みろ よ 、 パテ ィ 」 


_ ユー リ に うな が され 、 パ ティ は 薦 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) と 黄 し の 


殖 殖 (マリ ス ・ ゲ ンマ ) を 床 に 置く 。 そ し て 、 本 に 書か れ て いた 呪文 
を 唱え は じ め る 。 


パテ ィ 「 星 輝き て 、 再 期 萌え 、 この 海 の 安寧 を 知る 」 
する と 2 つの 秘宝 が 浮か び 上 が り 、 重なっ て 大 海賊 の 証 に な る 。 
カロ ル 「 ひ と つ に な っ た !?」 

さら に 次 の 瞬間 、 あたり 一 面 が 光 に 包ま れる 。 

ユー リ 「 う お っ 中 

光 が 収 まる と 、 床 に 術 式 が 出現 し て いる 。 

ユー リ 「 ご 和 れ は ……] 


リタ が 術 式 を 調べ る 。 

リタ 「 こ れ 、 転送 術 式 ね 」 

レイ ヴ ン | っ ぞ を こと は 大 当たり ?] 

不服 そう に 腕組み を し て 答え る リタ 。 

リタ ト に …・ ど う や ら ね 」 

パテ ィ 「 す ご い の じ ゃ ! や っ ぱり 伝説 は 本 当 だ っ た の じゃ 


エス テル 「 そ れ じ ゃ この 下 に 楽園 が 、 十 六 夜 の 庭 ( い ざ よ い の 


に わ ) が ある ん で すね !」 


2 「 慌 て ん な っ て 。 ま だ そう 決め ん の は 早い 。 慎重 に 行こ う ぜ ] 
ー 行 は 転送 術 式 を 作動 させ 、 ザウ デ の 地下 に 到 着 する 。 

ュ ユーリ FC ここ は …… ザ ウデ の 下 か ?」 

ジュ ディ ス  「 そ の よう ね 」 

パテ ィ 「 早 く 、 早く 行く の じゃ 1!」 


エス テル 「 あ 、 待っ て ! パテ ィ !」 
1 人 で 駆け 出し て いく パテ ィ を 、 エス テル が 呼び 止め る 。 
ュー ピリ 「 一 人 で 動く な 。 一 緒 に 行く ぞ 」 


通路 を 抜け た 先 は 、 巨大 な 吹き 抜け に な っ て いた 。 そ の 中 心 に は 


と て つも な い 大 き さ の 石像 が そびえ 立っ て いる 。 


カロ ル 「 ぶ わあ …… で っ つかい 石像 。 誰 な ん だ ろう 」 


ユー リ 「 な ん な ん だ よ 、 ここ は ……」 


ジュ ディ ス 「 楽 園 と いう より は …… な に か の 遺跡 みた いね ……」 
レイ ヴ ン 「 お い お い …… ザ ウデ の 下 に こん な も ん が あっ た っ 


て の か よ ?」 


パティ 「 世 紀 の 大 発見 な の じゃ ! きっ と この 下 に お 宝 が 


眠っ て いる の じゃ !」 


フレ ン が いな いり 場合 
エス テル  「 あ そこ … 


フレ ン が いる 場合 
フレ ン 。  「 あ そこ に な に か ある 。 な ん だ ろう ?」 
ー 同 が 正面 に あっ た 石版 の 前 に 集まる 。 


パテ ィ 「 何 か 書い て ある の 。…… む お むぅ 、 読め ん の じゃ 」 


ジュ ディ ス | 古代 ゲラ イオ ス 文 字 ね 」 


エス テル 「 え えと …… 災 厄 に 抗 すべ く 力 と 命 と を 捧げ し 満月 


の 子 ら ここ に 眠る 。 か く て 罪 は 購 ( あ が な ) わ れ た り 
その 眠り 安らか な る べし ……」 


ユー リ 「 確 か ザウ デ は 満月 の 子 の 命 で 動い こい た と デュ ー 


ク が 言 つて た な 」 


レイ ヴ ン 「 ザ ウデ は 災厄 、 星 喰 (ほし は ) み に 対抗 する た め の 


も の だ っ た 。 て こと は ……」 


カロ ル 「 こ こ は そ の た め に 死ん だ 満月 の 子 た ちの お 慕っ て こと ?] 


エス テル ICSC 


リタ 「 そ うか 、 さ っ きか ら あ の 壁 み た いな と ころ 、 気 に な っ 


て た 。 何 だ ろう っ て 。 あ れ 、 お 慕 だ っ た の ね 」 
ジュ ディ ス  「 こ この 壁面 、 ず っ と 全部 お 幕 み た いね 。」 


リタ 「 で ? 楽園 っ て の は どこ に 行っ た の よ ?」 

カロ ル ウー ん だ に 行 つ ちゃ っ うだ ん だ ろ ?] 

ジュ ディ ス 「 グ ラン カレ イ は 本 当 に ここ を 楽園 だ と 言っ た の か し ら ?」 
パテ ィ 「 き っ と も っ と も っ と 下 に ある の じゃ 」 

ュー リ 「 ま 、 それ も 行っ て みり ゃ わか る だ ろ 」 


先 に 進ん で 小 部 屋 に 入っ た 一 行 だ っ た が 、 そ の 中 は 大 き な 穴 が 空 


いて いる だ け で 、 ほか に 道 は な い 。 


パテ ィ 「 お お む …… 行 き ぎ 止 まり な の じゃ 」 
その と き 、 大 海賊 の 証 が 浮き 上 が っ て 発光 する 。 
カロ ル 9 の まだ 


光 が 収 まる と 、 穴 の 上 に 転送 術 式 が 出現 し て いる 。 


リタ 「 点 ん …… こ れ さ っ き の と 同じ ね 。 下 に 降り られ る か も 」 
ピュー CK り の A」 
カロ ル 「 あ 、 こっ ち も 何 か 光っ て る より!」 


ラビ ピー ド が 示し た 床 は 、 と ころ どこ ろ 光 を 放っ て いる 。 


エス テル 「 何 か が 意味 あり げに 並ん で ます けど …… 何 で し ょ う ?」 

パテ ィ 「 地 図 な の じゃ !」 

ユー リ 「 こ れ が 地図 ? どう し て そう 思う ん だ ?」 

パテ ィ 「 勘 な の じゃ ]」 

エス テル 「 捕 て ……」 

リタ 「 ど うす ん の ? 先 に 進む の ?」 

パテ ィ 「 も ちろ ん 行く の じゃ 。 な 、 エス テル 」 

エス テル 「 え ? あ 、 は い 、 そ 、 そう で すね 」 

ジュ ディ ス  「 大 丈夫 か し ら 、 何 か 変 な も の が 出 て きた り し な い 
か し ら ね 」 

レイ ヴ ン 「 点 、 不吉 な こと 言わ な いで よ ……」 

4) 「 な に が ある か 分 か ら ね え 。 油断 だ け は する な よ 」 

半 徹 ー ド トワ ソ ジ 


小 部 屋 に 出現 し た 転送 術 式 を 作動 させ る と 、 一 行 は 魔物 の いる 部 
屋 に 送り 込ま れ て し まう 。 


カロ ル 「 え 、 わ 、 わ 、 な に !? と 、 閉じ 込め られ た !?」 

エス テル 「 ま さか 、 戻 と か っ "9 

ユー リ 「 あ まり 奥 に 立ち 入っ て も らい た く な い 事 情 で も あ 
ん の か ね 」 

パテ ィ 「 楽 園 に 辿り 着く に は 、 試練 は つき 物 な の じゃ 」 

リタ 「 息 な 試練 ね 。 一 発 で 決め る わ よ 」 

ピード 「 ウ ーッ ルク 


魔物 を 全滅 させ る と 、 先 に 進む お 道 が 出現 する 。 


レイ ヴ ン 「 あ ー べ っ くら こい た 」 

フレ ン が いな いり 場 合 

ユー リ 「 や れ や れ 、 敵 を 片付け な いと 先 に 進め な い 仕組 みか よ 」 

フレ ン が いる 場合 

フレ ン  「 ど ご どうやら 敵 を 一 掃 し な いと 先 に 進め な い 仕組 み の 
よう だ ね 」 

カロ ル 「 魔 物 が いる な ん て …… ね え 、 ち ょ っ と 様子 見 た 方 
が いい ん じゃ な い ?」 

リタ 「 そ ん な 時 間 は な いわ ね 」 

フレ ン が いな いり い 場 合 

ユー リ | うい 5 こ と だ 2 

フレ ン が いる 場合 

フレ ツン | どこ うい うこ と だ いう 、 

リタ は 床 に 描か れ て いる 術 式 を 指し 示し 、 その 機能 を 説明 する 。 

リタ 「 こ の 術 式 、 一 定時 間 で 外部 か ら 転 送 …… 多 分 、 魔 
物 を 送り 込む お よう に な っ て る 」 

レイ ヴ ン [それ 、 も た も た し て る と 、 ま た 戦う は め に な る っ て こと ?」 

カロ ル 「 止 め ら れ な い の !?」 

リタ 「 無 理 ね 。 こ こ か ら じ ゃ 」 

パテ ィ 「 な ら さ っ さと あの 道 か ら 先 に 行く の じゃ 」 

ユー リ [あま り 選 択 の 余地 は な さそ うだ な 。 腹 くく っ て 行こ う ぜ 」 


魔物 を 倒し な が ら 先 へ 進ん で いく と 、 転送 術 式 が 見 つか る 。 こ れ 
を 作動 させ た 一 行 は 、 魔物 の いな い 小 部 屋 に 出 た 。 


カロ ル へ や つの 誠に の か な ?] 
よー リ 「 ひ と まず は 、 だ ろう けど な 」 
エス テル 「 あ ん な に 魔物 が いる な ん て 、 や っ ぱり ここ は 楽園 と は 


違う ん で し ょ うか 。 も し か し て 何 が の 罠 な ん じゃ ……」 


ー ピ 


れ さ せ た く な い 何 か が ある 、 


ジュ ディ ス 「 こ の 下 に 誰 の 目 に も 触 
と か 、 か し ら ね 」 
パテ ィ 「 き っ と 、 すご い 楽 園 だ か ら こ そこ ん な 仕掛 け や 魔 


物 で 守っ て いる の じゃ ! た ぶん 」 


リタ 「 は あ …… な ん で そこ まで 信じ る こと が で きる の よ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 夢 を 持ち 続け る の っ て 素敵 だ と 思う けど 」 

レイ ヴ ン 「 ホ ント に ある な ら 、 そろ そろ 出 て き て 欲し いわ 。 
お っ さん 疲れ た -」 

パテ ィ 「 お むぅ 一 -」 

カロ ル 「……: そ う 言 えば 、 上 の 床 に 書い て あっ た あの 模様 、 
や っ ぱり 地図 だ っ た ね 」 

エス テル 「 確 か に 、 ここ まで の 道順 と 同じ で し た 」 

カロ ル 「 白 いと ころ が 入り 口 、 赤 が 出口 だ っ た か な 」 

ジュ ティ ス 「 あ ら 、 ちゃ ん と 覚え て た の ? えら いわ 」 

ほめ られ た カロ ル が 、 デレ デレ し て 得意 げに な る 。 

カロ ル 「 緑 の と ころ に は 宝箱 が あっ た よ !」 

ジュ デ ティ 「 と に か く 、 ここ か ら ど うす る か 、 よね 」 

ユー リ 「 ひ と まず 進む も よし 、 戻る も よし 、 だ な 」 


その 後 も 魔物 の いる 部 屋 を 切り 抜け 、 最 下層 に 到達 し た 一 行 。 吹 
き 抜け の 中 心 に ある 、 巨大 な 石像 を 見 上 げ る 。 
[どうやら 一 番 下 に た どり 着い た みた い だ な 」 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン  「 ど ご どうやら 一 番 下 に た どり 着い た みた い だ ね 」 

カロ ル 「 ひ ゃ ああ あ …… 下 か ら 見 上 げ る と や っ ぱり で っ か い 
ね ー。 あれ 、 この 合 ひ ょ っ と し て ……」 

ユー リ 「 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス )、 か 。 な る ほど 由緒 正 し 
い 古 代 の 遺跡 っ て 訳 だ 」 

レイ ヴ ン 「 結 局 、 上 か ら 下 まで 全部 お 幕 。 楽園 は な か っ た ね え 」 

パテ ィ 「 う お む 、 その よう じゃ の 」 

リタ 「 な に よ 、 あん まり 残念 そう じゃ な いわ ね 」 

パテ ィ 「 こ れ で も が っ くり し て お る の じゃ 。 で も 、 いい の じゃ 、 
冒険 家 と し て 新た な 未知 の 領域 を 踏め た の じゃ 。 そ 
れ だ け で も 来 た 甲 斐 は あっ た の じゃ 」 

ジュ ディ ス 「 や っ ぱり 、 前 向き な 子 ね 、 この 子 は 」 

エス テル [わた し も …… こう し て 、 満月 の 子 た ちの 最期 の 地 
に 来 ら れ て よかっ た で す 。 彼 ら が 命 を 捨て て 封じ 込 
め た 星 喰 (ほし は ) み …… 。 わた し も 彼ら と 同じ だ け 
の 覚悟 を 持っ て 、 星 喰 ( ほ し は ) み と の 戦い に 臨 も うっ 
て 。 そ う 気 持ち が 引き 締まり まし た 。」 

ユー リ 「 そ っ か 。 けど 自分 の 命 を 捧げ る 、 っ て の は ナシ だ ぜ ?] 

エス テル 「 は い 」 

カロ ル 「 で も ここ が 楽園 じゃ な いな ら グ ラン カレ イ は どう し 
で 0 」 / 

ラビ ピー ド | ウ ウ ウ ウ ウー…」 

カロ ル の 言葉 の 途中 で 、 ラビ ー ド が うな り 出 す 。 

ユー リ 「 どう し た 、 ラビ ピー ド ! 

ラビ ピー ド が 見 て いる 場所 に 、 巨大 な ゴー レム が 落ち て くる 。 

カロ ル [うわ ああ あっ !」 


襲い か か る ゴー レム を 迎え 撃ち 、 な ん と か 撃破 する 一 行 。 


レイ ヴ ン 「 な ん な の よ 、 今 の は 」 
ジュ ディ ス  「 お 慕 の 番 人 …… 慕 守っ て と こ か し ら 」] 
カロ ル 「 あ 、 あれ …… 」 


巨大 な 石像 の 侯 が 持ち 上 が り 、 その 下 に 箱 式 が 浮か び 上 が る 。 さっ | 


そく 術 式 に 駆け 寄っ て 解析 を 行う リタ 。 バテ ィ も つい て いく 。 

リタ 「 今 まで と 同じ 術 式 の よう ね 。 さら に 下 に 向かう みた い 」 

バ パティ 「 ま だ 諦め る の は 早かっ た の じゃ 。 きっ と この 下 に 十 六 
夜 の 庭 ( い ざ ご よい の に わ ) が ある に 違い な い の じ ゃ 

フレ ン が いる 場合 

フレ ン  「 さ っ き の や つ は 墓守 じゃ な く て 楽園 の 門番 だ っ た の か な 」 


ユー リ  「 こ の 先 で 終わ りな ら そ うい うこ と に な る ん だ ろう けど な 」 

リタ [しょう が な いわ ね 。 こ こま で 来 た ら 最後 まで 付き 合う わ よ 」 呈 

パテ ィ 「 お 宝 の 前 に は 番 人 あり 。 番 人 の 奥 に は 宝 あ り 、 な 
の じゃ 


一 行 は 出現 し た 転送 術 式 を 作動 させ る 。 た どり 着い た 先 は 、 頭上 

に 山吹 色 の 空 が 広がる 巨大 な 街 だ っ た 。 

ユー リ 「 こ こ は ……」 4 

カロ ル 「 ど うな っ て ん の ? ボク た ち 地 下 に 降り て 来 た は 』 
ず な の に 」 


湖 に ンド 


ラビ ピー ド が 叶 え た 方 か ら 、 街 の 住民 た ち が や っ て くる 。 彼ら は みな 、 


薄い エア ル の 塊 ね 。 和 灯り の 代わ りか が しら]」 
「 で 、 ここ が 楽園 な の か ? その 十 六 夜 の 庭 ( い ざ よ 
い の に わ ) と か っ て いう 」 
「 不 思 議 な 雰囲気 で は ある けど 、 ここ も 楽園 っ て 感 
じじ ゃ な いわ ね 」 
「 う うむ 、 うち に も な ん だ か よく 分 か ら な く な っ て き 
た の じゃ 」 
「 ワ シン リロ ] 


エス テル と 同じ ピン ク 色 の 髪 を し て いる 。 


住民 
カロ ル 
エス テル 
住民 
っ ぼ 


「 か 、 数 いる そちら 、 数 いる こち ら と 違う 。 い つい た か ?」 
1 つら あの 1 

「 え 、 っ と …… わ た し た ち は こ の 上 か ら ……」 

「 上 ? そっ ちな い 。 意味 よく な い 。 い いか ?」 

「 あ ん た ら 、 ここ の 住人 か ?」 


ユー リ が 進み 出る と 、 住民 た ち は 後 ず さ る 。 


カロ ル 
エス テル 


「…… な ん か が 怖がっ て る みた い だ よ 」 
「 あ 、 あの で すね 、 ここ は 、 どこ 、 で すか ?」 


エス テル に は お び え る こと な く 、 問い に 答え る 住民 。 


住民 


「 こ こ 、 十 六 夜 の 街 ( い ざ よ い の ま ち )。 知ら な い 、、 変 。 
そちら 、 こち ら 同 じ 」 


ここ が 十 六 夜 の 街 ( い ざ よ い の ま ち ) と 聞い て 驚く 一 行 。 


エス テル 
住民 


カロ ル 
住民 


「 十 六 夜 (いざ よい ) の …… や っ ぱり ここ が 楽園 …… ?] 
「 難 し いこ と 、 語れ な い 。 館 主 オ ー マ 、 すべ て 知る 。 
そちら 、 知識 求め る 。 オー マ 語 る 、 きっ と 」 

[オー マ ?] 

「 み 、 見 えな い 館 主 。 た だ 声 、 ある 。 この 奥 ] 


住民 は 奥 の 館 を 指し 示す と 、 そ の 場 を 離れ て いく 。 


リタ 
エス テル 


ジュ ディ ス 
パテ ィ 


レイ ヴ ン 


「 な に よ 、 あの ヘン テコ な し ゃ べり 方 は 」 

「 古 い 言 葉 遣 い に 似 て いる 気 が し ます 。 なんとなく 
だ お リピ 」 

「 そ れ で 、 ここ が 終点 と いう こと で いい の か し ら ?」 
「 ザ ウデ の 下 を 延々 降り て た どり 着い た 楽園 ……。 
うう お む 、 想像 し て いた の と ずい 応 ん 違う の 」 

「 こ の どこ か に すご い お 宝 が あっ た りす る と か ?」 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン 
ュー リ 


「 人 が 住ん で いる の に 漁る 訳 に ちい きま せん ね ]」 
「 こ の 奥 に いる オー マ と や ら に 聞い て みり ゃ 分 か ん 
だ ろ 。 行っ て みよ う ぜ 」 


ー 行 は 住民 が 示し た 館 に 入る が 、 中 に 人 の 気配 は な い 。 


パテ ィ 
ジュ ディ ス 
カロ ル 


??? 
カロ ル 
??? 


「 お む お …… な ん だ か が らん と し て る の じゃ 」 
「 見 えな い 館 主 …… 確 か に 誰か いる よう に は 見 えな いわ ね ] 
「 あ そこ だ け 明 る いよ 」 


「…… 何 者 か !? | 

ト つ わ 。 在 2 どこ I?] 

「 我 が 名 は オー マ 。 そ の 方 ら 、 我 が 民 に あら ず 。 
答え よ 、 い ず こ より 来 た か !?」 

「 そ ん な 大 声 で 怒鳴 る な っ て 。 オ レ た ち は 地 上 か ら 
来 た ん だ よ 」 

「 地 上 …… で は 千年 の 門 が 開い た と 感じ た は 真 で あっ た か 」 
「 あ の …… わ た し た ち 、 十 六 夜 の 庭 ( い ざ よ い の に わ ) 
を 探し に 来 た ん で す 。 ここ が そう な ん で し ょ うか ?」 
「 そ こ が 楽 園 だ っ て 聞い て きた の じゃ 」 

「 は は は は は は は は は は !!!! 楽園 ? 楽園 だ と !? 


名 こそ 確か に 十 六 夜 の 庭 ( い ざ よ い の に わ )、 され ど 


ここ は 皇 獄 より 」 

「 ろ 、 持 獄 !2」 

「 だ が それ も 最前 まで の 話 。 
礼 を 言 お う ぞ !」 

「…… あ の 一 な ん か あん まり 聞き た く な いん だ けど 、 
な に を お っ 始め る お つも り で ?] 


今や 門 は 開け 放 た れ た 。 


枯 「 知 れ た こと 、 地上 に 立ち 戻り 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケ 
イア ) と 彼 奴 ( き ゃ つ ) ら に 組 し た 裏切り 者 ども を 滅ぼし 尽 
くす 。 そ し て 不当 に 奪わ れ し 謀 権 を 再び 手 に する の だ !」 

エス テル [始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア )……: あ 、 あ な た は 一 体 !?] 


オー マ 「 ほ う …… そ の 力 感じ る ぞ 。 彼 奴 ( き ゃ つ ) ら の 血筋 
に 連なる 者 か 、 な ら ば 聞く が いい 。 我ら は 人 間 た ち 
の 王 、 満月 の 子 。 そ の 力 で 世界 を 統 べ て いた 。 千 
年 も 前 の 話 よ 。 だ が その 方 の 祖先 は 我ら を 裏切り 、 
始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) ど も と 謀っ て 我ら を こ 
の 地 の 底 に 閉じ 込め た の だ !」 
スン ンチ 
OO どう し て ……」 


1 ー「 月 の 子 同 の 間 で あい が めった と いう の か !?」 
「 で 、 以 来 ずっ と 恨み 続け て た っ て か ? 気 の 長い 話 だ な ] 
「 こ の 日 ある を 信じ て 千年 の 長き を ひと り ア ムリ タ 


の 力 で 永 ほ そえ て きた 。 そ れ も こ れ も た だ 復讐 を 果 た 
さん が た め 。 そし て 遂に 時 は きた 。 疾 く 地 上 に 去れ ! 
そし て 我 が 帰還 を 伏し て 待つ が よい ……」 

その 言葉 を 最後 に 、 垂れ 幕 の 奥 の 光 は 去っ て いく 。 


エス テル 「 そ ん な 、 待っ て 、 待っ て くだ さい !」 

パテ ィ 「 気 配 が 消え た の じゃ ……」 

レイ ヴ ン 「 や れ や れ 、 楽園 どこ ろか 、 な ん か と ん で も な く 厄 介 
な こと に な っ て な い ?」 

カロ ル 「 ど うい うこ と ? ここ 、 一 体 な ん な の !?」 

ジョ ディ ス 「…… 千 年 前 、 星 喰 (ほし は ) み を 前 に 始祖 の 隷 長 ( 工 
ン テ レ ケイ ア ) と の 和解 を あく まで 拒ん だ 満月 の 子 
た ちがい た 、 改 ( か いし ゅ ん ) し た 満月 の 子 ら と 始 
祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) が ここ に そい つら を 閉じ 
込め た 、 …… そん な と こ か し ら ね 」 

リタ 「 じ ゃ あ 外 の 連中 は 、 その 子孫 ? そん な 悪い 連中 
に は 見 えな か っ た けど 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ よ り ど うす る の ? オー マ を 探す の か し ら 」 


フレ ン が いな いり 場合 

ユー リ ー「 放 っ と く 訳 に ちい か ね え だ ろ 。 な ん か 物騒 な こと 言っ 
て や が っ た し 」 

フレ ン が いる 場合 

フレ ン 「 放 っ て お く 訳 に は いか な いね 。 オー 1 
か め た 方 が いい 」 
カロ ル 「 あ そこ 、 また 術 式 が ある よ 」 

光 が 向 か っ た 場所 に 、 術 式 を 見 つけ る カロ ル 。 リタ が 術 式 を 調べ る 。 

リタ 「 転 送 術 式 …… 下 に 行け る わ 」 

ユーリ 「 止 め よ うと も し な い の か 。 上 等 じゃ ね え か 」 

館 の 奥 に あっ た 転送 術 式 か ら 下 に 行く と 、 街 の 上 層 と 同じ 構造 の 
小 部 屋 に た どり 着く 。 


カロ ル 「 こ こも 、 同じ だ ね 」 

8 ま 「 あ あ 。 た ぶん 、 上 の 墓所 と 同じ 構造 に な っ て る ん 
だ ろう な 」 

ジュ ディ ス  「 と に か く 、 行 きま し ょ う 。 面倒 な ひこ と に な ら な いう ち に ]」 


吹き 抜け に 出 た と ころ で 、 オー マ の 言葉 を 振り 返る 一 行 。 
カロ ル 「 満 月 の 子 の 街 か あ 。 そ うい えば あの 人 た ち 、 な ん 
と な く エ ステ ル に 似 て た ね 」 
エス テル 。 「…-」 
ユー リ 「 ど うし た 、 エス テル ?」 
エス テル 「 わ た し の 先祖 が オー マ や あの 街 の 人 た ちの 先祖 を 
ここ に 閉じ 込め た ん で す よ ね -……」 
フレ ン が いな いり い ) 場 合 
- リ 。  「 そ うさ れる だ け の 理由 が あっ た っ て こと だ ろ 」 
フレ ン が いる 場合 
/ 「 こ ん な 言い 方 は し た く あ り ま せん が …… 彼 ら に は 
_ そう され る だ け の 理由 が あっ た ん だ ろう と 思い ます 」 
カロ ル 「 そ れ に 、 あ の 街 の 人 た ち は も う 恨 み と か な さそ うだ っ た よ ] 
リタ 「 自 分 た ち が 何者 な の か も 忘れ て いる みた い だ っ た 
わ ね 。 世代 を 重ね て いく うち に 、 少し ずつ 忘れ ちゃ っ 
た の か も ね 」 


エス テル 
ユー リ 
リタ 


カロ ル 
リタ 


パテ ィ 


ユー リ 


エス テル 


レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 


「 だ けど オー マ だ け は 千年 の 間 、 恨み を 抱え た まま ……」 
[アム リタ の 力 で 、 っ て 董 っ て た な 。 な ん だ ?」 

「 さ あ 、 聞い た こと な いけ ど 、 お お か た 寿命 を 延 ば 
す 薬 と か そん な ん じゃ な い の ?」 

「 そ ん な ん っ て 、 本 当 に ある な ら す ご い 薬 だ よ ?] 
「 あ た し は そん な も の に すがっ て 生き 続け る な ん て 
まっ ぴら よ 」 

「…… つ ちの 好奇 心 で 、 と ん で も な い 箱 を 開け て し まっ 
た の か も し れん の じゃ 。 責 任 は 取ら な きゃ いか ん の 」 
「 あ ん まり 気 に す けん な よ 。 あ あい う 手 合い は 、 どう せ 
いずれ 誰か が な ん と か し な きゃ な ら な く な る も ん だ ]」 
「 な ん と か オー マ を 説得 で き な い で し ょ うか 。 千年 
も 前 の 恨み な ん て ……」 

「 ど うか ね え 、 相手 が 聴く 耳 も っ て くれ りゃ いい けど 」 
「 あ まり 心配 し すぎ る より 、 今 は オー マ を 見 つけ る こ 
と を 優先 し た 方 が いい わ 。 ね ?」 


最 下 層 で は 、 異形 の 怪物 が た た ずん で いた 。 


オー マ 
ユー リ 
カロ ル 
パテ ィ 
オー マ 
エス テル 
オー マ 
ジュ ディ ス 


オー マ 


エス テル 


リタ 


オマ 


スー リ 


「 来 た か …… せ っ か く の 李 悲 を 無駄 に する と は と ん 
だ 痴 ( し ) れ 者 ども よ 」 

「 そ の 声 、 お 前 が オー マ か 」 

「 な 、 人 間 じ ゃ な か っ た の !?」 

「 気 持ち 悪い の じゃ -…」 

[無礼 者 め 、 我 こそ オー マ 。 千 年 を 永 ほ えた 人 間 の 王 ] 
「 で 、 で も その 姿 は ……」 

「 エ アル か ら な る 霊 業 アム リタ も 千年 摂り 続け れ ば 、 
色々 と 不都合 が ある も の よ 」 

「 そ れ で 仲間 に も 姿 を 見 せな く な っ た の ね 。 恨 み を 
分 か ち 合 う 者 も な く 、 千年 も ……… 気の毒 ね 」 

「 控 えろ 、 女 。 そ の 方 ご と き に 同情 され る 調 ( い わ ) 
れ は な いわ 。 こ の よう な 姿 に は な り は し た が 、 引き 
替え に 得 た この 力 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) を 
層 ( ほ 上 ふ ) る に 十分 事足り よう ]」 

「 オ ー マ 、 聞い て くだ さい 、。 世界 は 今 、 星 喰 (ほし は ) 
み の 脅 威 に さら され て いる ん で す 。 お 願い で す 、 そ 
れ ほ どの 力 が ある な ら ど うか が 協力 し て くだ さい 
「……: か つて その 方 の 祖先 も 同じ こと を 申し た も の 
よ 。 だ が ゲラ イオ ス の 勢 威 ( せ いい ) が れ ば 量 喰 ( ほ 
し は ) み ご と き 、 物 の 数 で は な いわ 」 

「 ア ムリ タ …… エ アル …… め あん た だ っ て 始祖 の 隷 長 ( 工 
ン テ レ ケイ ア ) み た いな も ん じゃ な い ! どう し て ……」 
「 黙 れ !! 彼 奴 ( き ゃ つ ) ら と 同じ な ど と 二度と 口 に す 
る な !! 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア )、 裏切り 者 ど 
も の みな ら ず 、 た だ の 人 間 ま で が か くも 増長 する と 
は 。 な ら ば 真 の 主 が 誰か 身 を も っ て 教え て くれよ う !」 
「…… つ た く 、 多少 は 同情 し て た ん だ が な ]」 


フレ ン が いな い 場 合 


フレ ン が いる 場合 


フレ 


フレ ン が いる 場 


オー マ が 消滅 し た あ 


* つ て の 人 間 の 王 、 オー マ と 戦う 一 行 。 圧倒 的 な 力 を 見 せる 彼 を 、 
激闘 の 未 に 打ち 倒す 。 
オー 0 に や 馬鹿 な …… た だ の 人 間 に 敗 れる な ど ……」 
ュ ユーリ 「 悪 いけ ど 、 恨み つら み だ け で 生き て る よう な や つ に 
負け る 訳 に は いか な いん で ね 」 
エス テル 「…… ご めん な さい 」 
オー マ 「 テ ルカ ・ リ ュ ミ レー ス …… あ くま で 我ら を 拒む と い 


う の か ……。 な ら ば …… な ら ば 我ら は な ぜ こ の 世に 


ぞ き 込む リタ と パテ ィ 。 


リタ 


「 こ れ …… マ ナ 結 晶 に 似 て る 。 オー マ の 言っ て た ア 
ムリ タ 7] 


こ 、 何 か 光 る 物 が 残っ て いた 。 近づい て の 


パテ ィ [は て 、 海 博 の ( セ イレ ー ン の キバ) に 伝わっ て た 3 
宝 に ちょ うど そん な 感じ の ……」 
ユー リ た ち も 近 づい て きた と ころ で 、 バテ ィ は 気づく 。 


パテ ィ 1 そう か …… サ サイファー が ガ が フ ラック ホー Q 全 に 
飲ま せ た の は これ だ っ た ん じゃ 」 

カロ ル [これ ? アム リタ を ? まさ か ケガ を 治す た め 、 と か ?| 

パテ ィ 「 副 作用 も あっ た が の 。 うち が 満月 の 子 で な か っ た 
か ら か も し れん 。 で も お か げ で も う 一 度 、 イ ルカ の 
よう に ピチ ピチ の 姿 に な れ た の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 ひ ょ っ と し て パテ ィ ち ゃ ん …… 若返っ た と か ?」 

リタ 「 そ ん な こと ある わけ な いで し よ ょ 」 

カロ ル 「 で も 、 だ と する と いろ いろ 辻 寝 ( つ じ つ ま ) が -…-」 

ジュ ディ ス [どう 引 の が しら 7」 0 (6 WNW 

パテ ィ 「 そ こ は ご 想像 に お 任せ な の じゃ 」 

ルリ 「 い いさ 、 オレ し たち が 知っ て ん の は 今 こ こ に いる パ 
ナッ 、 だ ろ 」 


エス テル 「 そ う で すね 」 
パテ ィ は し ゃ が み 込 み 、 ア ムリ タ を 燃やす 。 


カロ ル 「 あ ……! 何 す る ん だ よ !」 

パテ ィ 「 こ ん な も の は こう し た 方 が いい の じゃ 」 

スー リ 「 ま 、 賢明 な 判断 か も な 」 

エス テル 「 結 局 、 こ こ が 楽 園 だ っ た ん で すね -…」 

パテ ィ 「-… あ の 街 の 住民 は 地上 の 双 ざ と も 鹿 物 と も 緑 の 


な い 生 活 を 送っ て る の じゃ 。 も し か し た ら グ ラン カレ 
イ は それ を 楽園 と 呼ん だ の か も し れん の -…-」 


カロ ル 「 あ の 人 た ちこ れ か ら ど うし た らい いん だ ろう 」 
エス テル 「 少 な く と も 、 も う 誰か の 脅威 に な か る こと は な さそ う 
で す ど 人 0 」 
ね 。 いきなり 連れ 出し て も い 7 
ユー リ 「 門 は 開い た ん だ 。 連 中 自身 が 出 て こよ うと 思う ま 
で そっ と し て お いて や ろう ぜ ]」 
パテ ィ 「 但 成 な の じゃ 。 グラ ンカ レイ も きっ と 同じ だ っ た の じゃ 」 


レイ ヴ ン 「 か く て 楽園 は 隙 さ れ た まま に 、 か 」 


一 行 が カプ ワ ・ ト リム の パテ ィ の 部 屋 で くつ ろ い で いる と 、 リタ が 
肖像 画 を 見 て 一 同 に 問い か ける 。 
リタ 「 ね ぇ え 、 これ っ て 前 に アー セル ム 号 で 見 た サイ ファ ー 


に 似 て な い ?] 

レイ ヴ ン 「 っ て いう か 、 間違い な くそ う ね 」 

パテ ィ 「 う お …… ず っ と サイ ファ ー を 祖父 ちゃ ん だ と 思い 込 
ん で 、 探し て お っ た の じゃ 」 

カロ ル 「 お じい さん だ と 思っ て た の が アイ フリ ー ド じゃ な く 
サイ ファ ー で アイ フリ ー ド は パテ ィ で …… あ れ ?」 

ユー リ 「 考 え だ す と な ん だ か や や こし いな 」 

エス テル 「 で も 、 どう し て そん な こと に な っ た ん で す ?」 

パテ ィ [うち が 間違っ た 情報 を 集め て し まっ た ん じゃ の う 、 き っ と 」 

レイ ヴ ン 「 海 靖 の 了 ( セ イレ ー ン の キ 八 ) は 海賊 ギル ド だ か ら 、 陸 


の 連中 と 接触 する こと も 少な い 、。 渉外 的 な 役目 を 担っ て 
た の は サイ ファ ー だ っ た 。 だ か ら 、 サ イフ ァ ー を アイ フリ ー 
ド と 思っ て いる 連中 も 少な く な か っ た 、 っ て と こ か ね 」 


バテ ィ 「 お お 、 お っ さん 、 見 事 な 推 理 じ ゃ な 」 

リタ 「 な ん か 間抜け な 話 。 ア イフ リー ド 本 人 に 別 の 人 間 
が アイ フリ ー ド っ て 伝わっ た な ん て 」 

パテ ィ 「 う むう お む 、 間抜け な の じゃ あ 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 あな た の こと よ ?] 

パテ ィ 「 お ? そう じゃ の 。 で も 、 し ょ う が な い の じ ゃ 。 記憶 が 
混乱 し て お っ た の じゃ 。 設 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) を 見 
つけ た ら 、 ア イフ リー ド に 会 える と 勘違い し と っ た か ら の ]」 


「 あ あ 、 そう 言 や 、 英 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) は アイ 
フリ ー ド が 隠し た 宝物 じゃ な いん だ っ た か 」 


バテ ィ 「 う お 、 そう な の じゃ 。 間 抜け な の じゃ あ 」 
リタ [だ か ら 、 あん た の こと を だ っ て の .…・」 
ジュ ディ ス  「 で も 、 豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) は あな た に と っ て 、 


それ くら い 強 い 思 い 入 れ が あっ た も の な の ね 」 


_ 本 MOON 0 (| 2 
に 残さ れ て た サイ ファ ー の 帽子 と 剣 見 て 思い 


ュー トーー・ ーー 


こ 行っ て や らん と な 」 


た 手 を 合わ せ | 
レナ ンス ラ 岩 虚 の 墓石 群 を 訪れ た 一 行 。 帽 子 を 乗せ られ た 墓石 の 
前 に パテ ィ が 座り 、 手 を 合わ せる 。 


1 バ パティ 「 に シフ 」 
カロ ル 「…… ね ぇ 、 パテ ィ 。 気 に な っ て た こと が あっ た ん だ 
けど 聞い て も いい か な 」 
立ち 上 が り 、 カロ ル に 振り 向く パテ ィ 。 
パテ ィ 「 何 じゃ ?」 
カロ ル 「 こ の 慕っ て サイ ファ ー が 作っ た も の な の ?」 
パテ ィ 「 う む 、 そう いう こと に な ろう の 」 


カロ ル 「 ふ ぶーん 。 結局 、 ブ ラッ ク ホ ー プ 号 事 件 っ つて 何だ っ た の ? 
どう し て 、 乗 っ て た 人 が みん な 魔物 に な っ ちゃ っ た の ?」 
リタ 「 あ た し 、 サイ ファ ー に 会 っ て か らち ょ っ と 考え た ん だ 
けど 、 濃い エア ル を 急激 に 体内 に 流さ れ た ら 、 あん 
な ふう に な る っ て いう の を 前 に 読ん だ こと が ある 。 減 
多 に ある 事例 じゃ な いけ ど 、 それ じゃ な い の か な っ て 」 


た ぶん 、 その 時 に アレ クセ イ は 船 に な ん ら か の 術 式 
を 施し た の じゃ 」 


ジュ ディ ス  「 ア レク セイ は 船 の 人 た ち を 実験 に 使っ た っ て こと ね 」 
エス テル 「 な ん で ヒド イ こ と を ……」 

リタ 「 な る ほど ね …… そ れ で つなが っ た 気 が す る 」 
カロ ル 「 つ な が っ た の ?」 

リタ 「 こ れ は あたし の 推測 だ けど あい つ は 満月 の 子 を 人 


工 的 に 作り 出 そ う と し て た ん じゃ な いか し ら 。 あ い 

つ は ザウ デ 復 活 に エス テル みた いな 能力 の 高い 満 

月 の 子 が 必要 だ っ た ん で し よ ょ ]」 

パテ ィ 「 そ ん な 、 アレ クセ イ の くだ ら な い 課 略 の せい で 
NR 多く の 者 が 化け 物 に な っ た 。 サイ ファ ー は 化け 
物 に な っ た 人 々 を 、 その 苦し みか ら 救 うた め 、 刃 ( や 
い ば ) を 振る い 、 すべ て 殺し た ……」 

ユー リ 「 そ の 結果 、 アイ フリ ー ド が 汚名 を か ぶっ た 、 か 」 

パテ ィ 「 う ちの こと は いい の じゃ 。 あ の 事件 で 苦し ん だ 多く 
の 人 だ ちご て それ か ら サ イフ ァ ー や 仲間 た ちと 比べ 
る と うち の 苦し みな ん て 微々 た る も ん な の じゃ 。 本 
当 は うち が や る べき だ っ た の じゃ 。 で も 、 ケガ を し て 
動け な か っ た …… 悔 し い の じ ゃ 」 


エス テル [パテ ィ …… 」 
パテ ィ 「 で も 、 アレ クセ イ も 死ん だ 。 あ れ は も う 、 終っ た こ 
と な の じゃ 」 


、 草 石 に か ぶせ られ た 帽子 と 草 前 に 突き 立て られ た 武器 を 見 て 、 ユ ー 
、 リ は パテ ィ に 問う 。 


ユー リ 「 そ の 帽子 と 武器 は サイ ファ ー の も の か ?] 
バテ ィ お 


「 そ ん な 前 か ら 記憶 が 戻っ て た ん だ 。 気付 か な か っ た …- 
「 つ まり 、 い うな れ ば これ は サイ ファ ー の 慕 で も ある っ 


て わけ だ ]」 

カロ ル 「 サ イフ ァ ー の 慕 ?」 

レイ ヴ ン 「 サ イフ ァ ー は あの 姿 に な っ た 時 、 自分 と いう 存在 を 
この 世 か ら 抹 消し よう と 思っ た ん で な いか な 」 

ユー ジリ 「…… サ イフ ァ ー は 自分 の 墓 を て ここ に 作っ て いっ た っ 
て こと だ な 」 

パテ ィ | サイ ファ で) 

リタ 「 ま た 泣く の ?」 

バテ ィ 「 う ち は 泣か な い の じ ゃ 。 つ らく て も 泣か な い が モ ッ 
トー じゃ か ら の 」 

ユー リ 「 よ し 、 じゃ あ 行 く か 」 

歩き 出す 一 行 。 パ ティ は 振り 返っ て 、 墓石 に 語り か ける 。 

パテ ィ 「…… サ イフ ァ ー…… ま た 来る か ら の 」 


幕 石 に 背 を 向け 、 一 行 の あと を 追う パテ ィ 。 


と ある 島 に 、 不思議 な 建物 が 建っ て いる 。 立ち 寄っ て みる 一 行 。 


カロ ル 「 な に 、 ここ …-」 っ 9 
レイ ヴ ン  「 不 思 議 な 雰囲気 の と こね ぇ ] 
うし に ん 「 み な さん こん に ち は -」 


いき な り 話 し か けら れ て 、 ぴっ くり する 一 同 。 


うし に ん 「 み な さん こち ら 初 め て で す よ ね 。 まずは 、 チケ ッ ト 
を お 買い 求め くだ さい 」 

リタ 「 チ ケッ ト ? 入る の に チケ ッ ト が 必要 な の ?」 

うし に ん 「 そ う で す 。 お ひと り 様 10 ガ ルド に な り ま すけ ど 」 

ュー リ 「 冗 談 み た いな 値段 だ な 」 

うし に ん 「 営 利 目的 じゃ な く て 皆さん に 楽し ん で も ら う た め の 
お 祭り で すか ら 」 

ジュ ディ ス  「 こ こ で 何 が 行なわ れ て いる の か し ら ?」 

うし に ん 一 言 で は 言い に くい で すけ ど ま ぁ 、 な ん で も あり 
の お 楽し み 会 みた いな 感じ で す 。 そ れ も 含 め て 見 
て 行っ て 頂け れ ば と 思い ます 」 

エス テル 「 ど うし まし ょ う ?」 


「 買 う 」 を 選ん だ 場合 
「 あ り が と う ご ざ いま す 。 で は 、 これ が チケ ッ ト に な 


り ま す の で ]」 


うし に ん か ら ナ ム 孤 島 ・ 入 場 チ ケッ ト を 受け 取る 。 


うし に ん 「 出 入り は 自由 で すか ら ご ゆっ くり お 楽し みく だ さい 。 
た だ 、 何 を する に も チッ プ か が 必要 な の で 体育 館 で 交 
換 し て くだ さい ね 」 


「 買 う 」 を 選び 、 ガ ルド が 不足 し て いる 場合 
うし に ん 「 あ ー、 ガル ド 定 りな いで すね 。 申 し 訳 な いで す が 」 


「 買 わな い 」 を 選ん だ 場合 


うし に ん 「 ま た 、 お 越し くだ さい 」」 


チケ ッ ト 未 購入 で うし に ん に 再度 話し か けた 場合 
うし に ん 「 い らっし ゃ いま せ 。 入場 チケ ッ ト お ひと り 様 10 ガ ルド で す 」 


チケ ッ ト 未 購入 で 奥 へ 進 も うと し た 場合 
体育 館 の 中 で は 様々 な 催し 物 が 行わ ね れ て いる 。 

リタ 「 中 は 中 で 結構 すご いわ ね ぇ 」 

チケ ッ ト を 手 に し て 体育 館 に 入る と 、 すぐ 横 に いた カウ フ マ ン が 一 
行 に 気づい て 区 く 。 


カウ フ マ ン  「 あ ら 、 あな た た ちこ こま で 来る な ん て さす が と 言っ 
た と ころ か し ら 」 

ユー リ 「 あ ん た が ここ に いる っ て こと は 幸福 の 市 場 ( ギ ルド 
ド ・ マ ル シ ェ ) 絡 みな の か ?」 

カウ フ マ ン  「 残 念 、 ハズ レ よ 。 私 も ここ の 情報 を 知っ た か ら 見 
に 来 た だ け 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ で 、 ここ っ て 何 か わ か っ た の ?」 

カウ フ マ ン  「 な ん て 言う か …… 遊 び 場 か し ら 。 俗 世間 を 忘れ て 
いろ いろ 遊べ る 場所 よ 」 

カロ ル 「 そ れ っ て 見 た まま じゃ ……」 

カウ フ マ ン  「 自 分 の 目 で 確か め て みな さい な 。 意味 が わか る と 思う 
わ 。 ここ で チッ プ を 交換 で きる か ら 早 速 や っ て みた ら ?] 

エス テル 「 は い 。 そう し て み ま す 」 

カウ フ マ ン  「 じ ゃ あ 、 楽し ん で みる と いい わ 。 また ね 」 

カウ フ マ ン は 体育 館 の 奥 に 消え て いく 。 

ジュ ディ ス 「 じ ゃ あ 、 チッ プ 交 換 し て みる ?」 

ユー リ 「 そ うだ な 」 

一 行 は チッ プ 交 換 所 の うし に ん に 話し か ける 。 

うし に ん 「 は い は い ど う も どう も 。 こ ちら は 初め て で すね ?」 

ユー リ 「 あ あ 」 

うし に ん 「 こ ちら で 遊ぶ ぶ に は チッ プ か が 必要 で す 。 ガル ド は 使え 


ませ ん 。 チッ プ は ガル ド や グレ ー ド と 交換 が で きま す 。 
今回 は お 初 と いつ 事 で チッ プ を サー ビス し ます ね 」 


初回 サー ビス で チッ プ を 5 枚 受け 取る ユー リ 。 


うし に ん 


チッ プ 交 換 所 の 向かい の テー ブル に は 、 カ ー ド の 東 が 置 か れ て いる 。 


うし に ん 
レイ ヴ ン 
カロ ル 

レイ ヴ ン 
うし に ん 


カロ ル 
リタ 
うし に ん 


ュ ユーリ 
うし に ん 


「 ゲ ー ム を 遊ん で チッ プ を た くさ ん 貯め る と 景品 と 
交換 で きま す よ 。 隣 り の あり じ ご くに ん に 話し か け 
て も ら え れ ば 交換 で きま す の で 。 どう ぞ 、 ご ゆっ くり ] 


「 よ うこ そい らっし ゃ いま し た 。 こ ちら は ポー カー テー ブル で す ] 
「 ヘ ー、 ポー カー な ん て 遊べ ん の か 」 

「 レ イヴ ン は 知っ て る の ? 「 ポ カー」 っ て 」 

ト し > 少年 、 ポ ー カ ー だ よ 。 一 種 の カー ド ゲ ー ム だ な 」 
「 そ う で す 。 54 枚 の トラ ンプ を 使用 し て 高い 手 役 を 
目指 す ゲ ー ム で すね 」 

「 な ん が 難し そう ……」 

「 ま 、 あん た みた いな ガキ ン ち ょ に は 難し いか も ね 」 
「 い えい え そ ん な 事 は あり ませ ん よ 。 軽く 遊ん で 頂け ま 
す の で 。 わか ら な いよ う で し た らい つ で も ご 説明 し ます 」 
「 で 、 チッ プ が 必要 な ん だ ろ ?」 

「 こ ちら で は チッ プ 1 枚 か ら 遊 上 ぶ 事 が で きま す 。 掛け 
る 枚数 が 増え れ は 配当 も 多く な り ま す よ 。 い か が で 
す 。 遊ば れ ま すか ?」 


ーー 行 は ひと し きり ポー カー で 遊ぶ 。 


うし に ん 


景品 交換 所 の 隣 に は 、 大 量 の カプ セル が 入っ た 箱 が 陳列 され て い 


「 あ り が と う ご ざ いま し た 。 また お 越し くだ さい 」」 


る 。 そ の 前 に 立っ て いる あり じ ご くに ん に 話し か ける 一 行 。 


あり じ ご くに ん 「 ガ チャ ガチ ャ ゴロ ゴロ ガチ ャ ゴロ ゴロ 


エス テル 


あり じ ご くに ん 


ジュ ディ ス 


あり じ ご くに ん 


ユー リ 
レイ ヴ ン 


あり じ ご くに ん 


ここ は ガ 
チャ ゴロ 広場 。 ガ チャ ガチ ャ し て く ?] 

「「 ガ チャ ゴロ 」 と 、 言 うん で すか ? 何 を する も の な ん で す ?] 
「 チ ッ プ を 入れ て ガチ ャ ガチ ャ 回 せ ば 夢 の 詰 まっ た カ 
プ セ ル 出 る よ 」 

「 そ の カプ セル に は 何 が 入っ て いる の か し ら ?」 

「 大 きい 夢 か ら 小さ い 夢 まで 多種 多様 だ よ 」 

「 つ まり 何 が 出る か わか ん ね ぇ っ て 事 だ ろ 」 

「 随 分 ギャ ン ブ ル 性 が 高い じゃ な い の よ 」 

「 だ か ら 夢 が 詰まっ て る の 。 一 番 右 の 列 か ら 順 番 に そ 
れ ぞ れ 、10 枚 、 50 枚 、100 枚 、 500 枚 、 チッ プ が 
和 必要 で す 。 多く の チッ プ が 必要 な 台 ほ ど よ り 素 敵 な 夢 
が 見 られ る よ 。 好き な 台 の 前 で ガチ ャ ガチ ャ 回 し て ね 」 


さっ そく カロ ル が ガチ ャ ゴロ に 駆け 寄る 。 


カロ ル 
ジュ ディ ズ 


施設 内 で 遊ん で 増やし た チッ プ を 、 景品 交換 所 で 景品 に 交換 し て 
も ら う 一 行 。 そ うし て 大 量 の チッ プ を 交換 し て いく と 、 交換 所 の あ 


「 ガ チャ ガチ ャ ゴロ ゴロ 回 し て みる よー」 
「 ふ 上 ふ 。 和 気にいっ つた みた いね 」 


り じ ご くに ん に 感心 され る 。 


あり じ ご くに ん 


ジュ ディ スズ ス 


あり じ ご くに ん 


ユー リ 
カロ ル 
ジュ ディ ス 


あり じ ご くに ん 


3 ュ デ ィ ズ ス 


あり じ ご くに ん 


ユー リ 
ジュ ディ ス 


あり じ ご くに ん 


「 お ぉ 、 すご いす ご い 。 豪華 景品 ゲッ ト し まく り 。 今 
まで いな か っ た で す よ 」 

「 あ ら そ うな の ? 1 個 ず す つ し か な いか ら 足 重 な 物 と 
は 思っ て いた けど 」 

「 は い 。 ご 用 意 さ せ て 頂い た 中 で は 特別 で し た か ら 」 
「 ま ぁ 、 さ ん ざん 遊ん だ し 山 の よ うに チッ プ 稼 い だ か ら な 」 
「 そ うそ う 結 構 ジコ ディ ス な ん か が 盛り 上 が っ て 遊ん で た よね 」 
「 単 純 な 物 が 多く て 私 に 合っ て いた の か も 知れ な いわ 」 
「 ボ ク も 見 て まし た けど お 姉さん 結構 や り 手 で すね 」 
「 あ ら 、 どの 辺 が ?」 

「 だ っ て ポー カー 遊ん で る 時 な ん て 表情 変わ ら な いん 
で す も ん 。 まさ に 『「 ポ ー カ ー フ ェ イ ス 」 っ て や つ で し た よ 」 
「 あ れ ぐ らい じゃ ジュ ディ は 動揺 し な いも ん な 」 

「 ぶ ふ 。 そ れ は 褒め 言葉 な の か し ら ?」 

「 す ご いで す 。 すご いで す 。 ここ を 訪れ た 人 の 中 で 
は 最高 の ギャ ン ブ ラ ー で す よ 」 


すっ か り ナ ム 孤 島 に な じん だ 一 行 が 下駄 箱 に 立ち 寄る と 、 カウ フ マ 


ン と うし に ん が 話し 合い を し て いた 。 


ユー リ 
カウ フ マ ン 
レイ ヴ ン 
カウ フ マ ン 
リタ 

ジュ ディ ス 
カウ フ マ ン 
レイ ヴ ン 
カウ フ マ ン 
リタ 
カウ フ マ ン 
うし に ん 
カウ フ マ ン 
ユー リ 
カウ フ マ ン 


エス テル 


「 あ れ ? カウ フ マ ン じゃ ね ぇ か 。 まだ いた ん だ な 」 
「 ち ょ っ と ビジ ネス の お 話 。 あな た た ち に は 関係 な いわ ] 
「 さ っ す が 社 長 ( ボ ス )! 何 に で も 目 を つけ る ん だ か ら 」] 
「 あ な た そん な 事 ば っ か り 言 っ て る と 信用 され な く な る わ よ 」 
「 最 初 っ か ら 信 用 な ん て な いわ よ 」 

「 娯 楽 施 設 と し て も 世界 随 一 だ か ら 新しい 観光 地 に 
し よう っ て と こ か し ら ?」 

「 さ す が 頭 の キレ る 人 は 違う わ ね 。 他 の 娯楽 施設 の よう 
に 営利 目的 で は な いか ら 施 設 自 体 は お 金 に な ら な いけ ど ] 
「 は ん 、 ここ に 来る まで の 交通 手段 を 韓 旋 し つつ 
その 収益 を 得 よ うっ て 魂胆 か 」 

「 そ う 。 そ の 分 配 と か の 話 を し て た ん だ けど ね ……」 
「 ど うし た の よ ? 配当 金 が 少な いっ て ご ね られ て る の ?」 
「 逆 よ 。 ガル ド は 一 切 い ら な いん で すっ て 」 

「 ガ ルド な ん て いら な いよ 。 ボ ク ら は 、 みん な に 楽し ん 
で も ら え れ ば いい の 。 それ だ け で ボク ら は 満足 な の で す 」 
「 ね ? こん な 感じ で 坪 が 明か な い の よ 」 

「 い いじ ゃ ね ぇ え か 。 い ら な いっ て 言っ て る ん だ か ら 」 
「 ダ メ ! 義 に 反する 事 に な る わ 。 正 し き 者 に は 正 し 
く 接 する の 」 

「 な ん だ か カウ フ マ ン さん っ て ルブラン みた いで すね 」 


ルブラン の 名 を 聞い て 、 過剰 な 反応 を 見 せる カウ フ マ ン 。 


ユー リ 「 あ の オヤ ジ と ? 全然 わか ん ね ぇ よ 」 

カウ フ マ ン 今 け ルブラン 」 っ て 言っ た ?」 

エス テル | え 、 ズ ぇ そう で すけ どぶ が と 」 

カウ フ マ ン は 考え 込む 。 

ユー リ 「 あ の 男 に な ん か 迷惑 掛け られ た か ?」 

カウ フ マ ン  「 い え 気 に し な いで 。 た いし た 事 じ ゃ な い の 」 

うし に ん 「 ね え ね ぇ ボク 、 も う 行っ て も いい ? 「 み る く 焼 き そ 
ば 』 作 り に 行か な いと ダメ だ か ら 。 じ ゃ ね ぇ 」 

そう 言っ て うし に ん は 外 へ 出 て いく 。 

あ カウフマン 、「 ち た ちよ っ と 待っ で て ……』 

うし に ん を 追い か ける カウ フ マ ン 。 

エス テル 「「 ル ブラ ン 』 に 反応 …… 」 

ユー リ 「 し て た よ な 、 あれ ]」 


ナム 孤島 の 体育 館 で 、 カウ フ マ ン が ポー カー テー ブル の 方 を 見 て 


た め 息 を つい て いる 。 

カウ フ マ ン  「 避 うぅ 、 困っ た わ ね ぇ ] 

ユー リ 「 あ ん た 、 な ん だ か いっ つも 困っ て ん な 」 
カウ フ マ ン  「 あ ら 。 避 点 、 貧 乏 ヒ マ な し ………… っ て 、 少 し 違う わ ね 」 
エス テル 「 な に か あっ た ん で す ?」 

カウ フ マ ン  「 今 回 ここ の お 祭り の 手伝い を し て いる の だ けれ ど 。 


あの 彼 、 彼 が カジ ノコ ー ナ ー で 根こそぎ 稼い で 行っ 
て も まう っ て そ ね 」 


カウ フ マ ン の 視線 の 先 に は 、 ポー カー で 勝ち つづ け て いる ギャ ン 
ブラ ー が いた 。 


ユー 
カウ ウマ シン 


ジュ 基 ィ ズ 
カウ フ マ ン 


カロ ル 


ジュ ディ ス 


。 ジュ ディ ス は ディ ー ラ ー の 服 を 着 て 、 ギャ ン ブ ラ ー の 前 に 立つ 。 


ジュ ディ ス 
ギャ ン ブ ラ ー 


に た ーー 


ジュ ティス 


ギャ ン ブ ラ ー 


ジュ ディ ス 


「 へ ー、 すご い 腕 な ん だ な ぁ 」 

「 と いう より 、 イカ サマ か も ね 。 そ れ も 凄 腕 の 。 ど ち 
ら に せよ 、 この まま じゃ みん な の お 祭り を 台無し に 
し ちゃ うわ 。 けど 、 さす が に これ ば か り は 、 あな た た 
ち に 助け こも ら う こと も 出来 な いわ ね 」 

「…… 要 は あの 男 を 追い 払え れ ば いい の か し ら ?」 
「 あ ら ? で きる の ? も し 出来 た な ら 報酬 は 出す 
わ よ 。 ギ ルド へ の 正式 な 依頼 と し て 」 

「 成 功 報 酬 か …… で も ジュ ディ ス 、 そん な こと で き 
る の ?] 

「 さ あ ? どう か し ら 。 や っ て みれ ば わか る わ 」 


[ちょ っ と いい か し ら ?」 

「 ん ? な ん だ 貴様 ( き さ ま ) は 」 

「 ず いぶ ん 景気 が いい よう だ けど …: あ な た 、 プロ 
ね ? プロ の 勝負 師 が いる な ん て 、 珍し いと 思っ て 」 
「 ギ ャ ン ブ ル こ そ わ が 人 生 。 時 世 も 何 も 関係 な い 。 
た だ 勝負 し 、 打ち 勝つ の み 」 

「 そ れ な ら 手 広 え の ある 勝負 じゃ な いと 次 えな いん 
じゃ な いか しら ?」 

「 な ん だ と …… 。 貢 様 ( き さま )、 も し や …… 」 

「 は っ は 。 ジュ ディ 、 やる気 満々 だ な 。 駆 け ぅ | き は 始 
まつ て 人 あつ で だ だ こ か が 】 

「 そ れ に し て も あの カッ コ 、 ジュ ディ ス 、 いつ 着替え 
た の か な ?」 

「 そ うい や いつ の 間 に か 着替え て た が ……。 
いか に も 、 な カッ コ だ な 、 あり ゃ 」 

「 貴 様 ( き さま ) な ら 分 か る だ ろう が 、 あい に く オ レ は 
イカ サマ な ど し て お らん 」」 

「 そ の よう ね 。 で も ここ は みん な が 楽し お 場所 。 あ 
な た の よう な 人 が 素人 相手 に 本 気 で や る と どう な る 
2 わか る で し ょ う ?」 

「 フ ン 、 博打 が ある か ら 打 つ 、 た だ それ だ け の こと 。 
どう し て も オレ を 排除 し た い の で あれ ば ……-」 
「 や っ ぱり こう な る の ね 。 いい わ 。 その 勝負 、 受け まし ょ う ]」 
「 フ ッ …… 面 白い 」 

「 ギ ャ ン ブ ル と 言え ば 、 うち の 出番 な の じゃ !」 

「 さ し の 勝負 だ 、 邪魔 すん な 」 

「 あ う 」 

「 そ う ね …… な ら 、 私 が 賭け る の は …… 」 

「 よく 聞こ えな いな 、 今 な ん て っ た ?」 

「 ボ ク も 聞こ えな か っ た 。 何 賭け た ん だ ろう ?」 

「 よ し 、 乗っ た 。 何 で 勝負 を ?] 

「 そ う ね …… こ れ か し ら 」 


ジュ ディ ス が 目 の 前 に あっ た カー ド を 指し 示す 。 


ギャ ン ブ ラ ー 


ジュ ティス 
ギャ ン ブ ラ ー 


[カー ド か 。 いい だ ろう 。 それ ぞ れ が ディ ー ラ ー と 5 
回 勝負 、 手持 ち 100 枚 スタ ー ト を 、 どちら が 多く 増 
や せる か ……。 お 互い イカ サマ の 無い よう に 見 張れ 
る と いう の も ある 。 ル ー ル は これ で 良い な ?」 

「 え え 」 

「 で は 、 早速 オレ か ら 行 か せ て も ら お う !」 


ギャ ン ブ ラ ー が 先攻 で ゲー ム を 行う 。 


ギャ ンプ ブ ラー 「 フ ム 、 オ レ は 1200 枚 だ 。 で は 、 次 は 貴様 (ささ ま ) 


の 番 だ な 」 


今度 は ジュ ディ ス が ポー カー に 挑む 。 


勝利 し た 場合 


ジュ ディ ス  「 そ う ね 、 負け た わ 」 _ 
ギャ ン ブ ラ ー 「 だ が 、 そろ そろ ここ に も 箇 き た 。 ここ の コイ ン も も 
_。 ) 92 生 才 5 な 9I  「 こ _。。 
ジュ ディ ス ご うい う 風 の 吹き 回 し か し 5 ?」 ーー 
ギャ ンプ ブラ ー 「 さ あな 。 次 の 賭場 の 、 オレ を 大 が 聞こえ た 、 
_ だ | 
ジュ ディ ス 「 ず いぶ ん と 潔い の ね 」 
ギャ ン ブ ラ ー 「 な に 、 貴様 ( き さ ま ) と 勝負 で きた 。 それ だ け で 何 
より さ 」 


ギャ ンプ ブ ラー は テー ブル を 離れ 、 肩 越 し に 別れ の あい さ つ を 残す 。 
ギャ ン ブ ラ ー 「 ま た 会 お う 」 

去っ て いく ギャ ン ブ ラ ー。 そ れ を 見 届け た カウ フ マ ン が 、 礼 を 言い 
に ジュ ディ ス に 近寄る 。 


勝利 し た 場合 

カウ フ マ ン  「 す ご い ! 助かっ た わ ! 
、 たり の が だ た 人 者 ま ] 

ジュ ディ ス  「 た だ の クリ ティ ア 人 よ 」 

敗北 し た 場合 「 

_「 勝 負 は どう あれ 、 よく や っ て くれ た わ ! あり が と う !」 
「 さ ぁ 、 報酬 を 渡さ な いと ね 」 


あり が と う ! も う ! いっ 


カウ フラマン 
カウ フ マ ン 
報酬 を 受け 取る ジュ ディ ス 。 


ユー リ 「 し か し 、 意外 と あっ さり 立ち 去っ た な 。 あ れ が 勝負 
師 の 気質 な の か ?」 

ジュ ディ ス 「 さ ぁ ? 私 に 聞か れ て も 、 ね 。 け ど 正 々 堂々 と し た 
人 だ っ た 。 楽し い 勝 負 だ っ た わ 」 

カロ ル 「 ね え ね ぇ え ジ ュ デ ィ ス 。 勝負 す る と き 、 何 か を 賭け た 
よね ? よく 聞こ えな か っ た ん だ けど あれ 、 い っ た 
い 何 を 賭け た の ?] 

ジュ ディ ス  「 こ この お 祭り の 屋台 の 飲食 物 、 永久 無料 の 権利 」 

カロ ル 「…… え ?」 


無断 で と ん で も な いも の を 賭け て いた こと に 驚 情 する カウ フ マ ン 。 
ジュ ディ ス  「 彼 は ギャ ン ブ ル で 生計 を 立て て いる の だ し 、 それ 
ぐら い の 条 件 じゃ な いと 可哀想 で し ょ ? 生活 が か 


か っ て いる ん だ も の 」 
敗北 し た 場合 
そこ に カウ フ マ ン の 部 下 が 、 慌て て 駆け 込ん で くる 。 


カウ フ マ ン 0 部 下 「 社 長 ( ボ ス ) 一 ! 社長 (ボス ) 一 ! な ん か が 変 な 男 が 
_ 屋台 の 食い モン 片っ端 か ら 無銭 飲食 し て つ ち ゃ いま し 
た 。 し か も 「 ツ ケ だ 』 と か な ん と か …… ど うし ます 

「 あ ら 」 


EK ミミ ミミ ささ 


ジュ ディ ス 
カウ フ マ ン 


カウ フ マ ン に に ら ま れ て 灸 る ユー リ た ち 。 


博士 号 、 


ナム 孤島 の 体育 館 に て 。 筆 記 用 具 が 置か れ た テー ブル に いる うし 
に ん に 、 一 行 は 声 を か ける 。 


うし に ん 「 よ うこ そ 皇 立 機関 公認 試験 会 場 へ 。 キミ た ち も 受 
験 し に 来 た の か な ?」 

レイ ヴ ン 「 ん 一 と 、 ツッコ ミ ど ころ 満載 だ な 。 何 から 聞く か ?] 

エス テル 「 じ ゃ あ 、 まず ここ は どう いっ た 場所 な ん で すか ?」 

うし に ん 「 さ っ きも 言っ た よう に ここ で は 検定 試験 を 受け る 事 
が で きる よー。 皇 立 学術 会 議 協力 研究 機関 の ね 。 ハ ー 
ドル は 高い けど 合格 する と 博士 号 が 貰え る よ 」 

リタ 「 ちょ 、 ち ょ 、 ち ょ っ と 旦 立 学術 会 議 協力 研究 機関 っ て 
国立 の 最高 機関 の 1 つじ ゃ な い 。 語文 の 査読 や 研究 発 
表 、 機 関 誌 、 研 究 討 議 が 認め られ た 唯一 の 機関 で し ょ ?] 

うし に ん 「 お 一 、 素晴らし い 。 ち ょ っ と は 学問 に 精通 し て いる 


みた い だ ね 。 だ っ た ら 知 っ て る で し ょ 。 ミ シカ 博士 
号 の 事 。 その 試験 が 受け られ る の よー-」 

うし に ん の 言葉 に 衝撃 を 受け る リタ 。 一 方 ユー リ た ち は 、 ら 人 の 会 

話 に つい て いけ な い 。 

リタ 「 何 デタラメ 言っ て る の ? ミ シ カ 博士 号 っ て 魔 導 
研究 で は 最高 峰 よ ? その 試験 が ここ で 受け られ る 
な ん て と ん で も な い 冗 談 だ わ !」 


カロ ル 「 ね ぇ え ねぇ え 、 ユー リ 。 あ の 必 た り 、 さっ きか ら 何 の 話 
し て る の ?」 
ミー ロリ 「 ん な も ん オレ に だ っ て わか ん ね ぇ よ 。 見 て る し か な い だ ろ ] 


うし に ん 「 確 か に 正規 の 試験 は 帝都 で し か 受け られ な いけ ど 


ここ は 公認 の 別 機関 な の 。 正確 に は ここ の 場所 と い 
うか この ボク が 認め られ て る っ て 事 な ん だ けど ね 」 
リタ に と っ て は 衝撃 的 な 発言 を 繰り 返す うし に ん 。 


リタ 「 ミ シカ 博士 号 の 検定 を 唯一 認め られ た っ て まさ か 、 
あな た AZ の 

うし に ん 「 あ 、 自 己 紹 介し て な か っ た ね 。 ボク の 名 前 は 『 ミ シカ 
ユタ リオ ン 」」 

リタ 「 え ーーーーー ! ちょ っ と 待っ て よ !! ミ シ カ 魔 導 
抗体 を 見 つけ た あの ミ シ カ - ユタ リオ ン ? こん な 
人 だ っ た の ?」 

カロ ル 「 あ れ っ て 人 な の ?」 

ユー リ 「 人 だ ろ 二 本 足 で 立っ て ん だ か ら 」 

ミ シ カ 「 そ の 魔 導 抗 体 を 見 つけ た あの ミ シ カ ・ ユ タリ オン 


で す 。 以 後 、 お 見 知り お き を 」 
ミ シ カ を 前 に し て 、 考え 込ん で し まう リタ 。 


エス テル 「 あ の 一 リタ ? わた し た ち に は 話 が 見 えな いん 
で す が ……」 
リタ 「 あ ー、 そう ね 。 簡 単に 言う ここ の 人 は 魔 導 研 究 の 


第 一 人 者 な の 。 この 人 の 論文 に は あたし も 共感 で き 
る 事 が 多く て その 発想 も あたし に 近い の 。 会 つた 事 
は 無かっ つた けど 親近 感 と いつ が 目標 と いう か ……」 


ジュ ディ ス  「 そ の ミ シ カ 博士 号 も 狙っ て いた っ て わけ ね ?」 
リタ 「 バ ハッ キリ 言っ て 他 の 賞 や 論文 は どう で も いい ん だ 


けど ミ シ カ 博士 号 だ け は っ て ……」 


ミ シ カ 「 あ りゃ りゃ ー、 照れ る な ぁ 。 ボ ク ち ん そん な に リス 


バク ント され て た の か て ] 
「 人 は 見 た 目 に よら な い の ね ー-」 
ミ シ カ 「 で 、 どう する の ? 試験 受け て く ?] 


エス テル 「 せ っ か く で すか ら 受 け て みた ら ど う で す ? リタ な 
ら 絶 対 合格 で す よ !」 
カロ ル 「 そ うだ よ 。 本 試験 場 の 帝都 は それ どこ ろ じ ゃ な いし 」 


リタ は 少し 考え て か ら 、 意 を 決し て ミ シ カ に 問い か ける 。 


リタ 「 試 験 を 受け る 資格 は ? 何 か 必 要 な ん で し ょ ?」 


リタ が や る 気 を 見 せ た こ と に 驚く 一 同 。 


ミ シ カ [受け る 気 マ ンマ ン だ ね 。 い いよ 、 その 目 つ き 。 ボ 


ク ち ん の 若い 頃 そ っ くり 。 試験 受け る た め に 必要 な 
物 は 紙 に 書い て ある よ 。 無く さ な い で ね 」 
ミ シ カ は 試験 要項 用 紙 を リタ に 渡す 。 


シカ 「 そ こ に 書か れ て いる 5 冊 の 本 を 持っ て 来れ ば 試験 


を 受け られ る よ 」 


ee 


宗 」『 新 興 都市 の 設計 方 法 』「 称 熱 の 大 地 に 眠る 伝説 』 
「 新 た な る 希望 を 背 に 」」 


ミミ シカ 。 「 集 め る 事 も 1 つの 試験 だ か ら 頑 張っ て ちょ 穫 」 


固まっ て いる リタ に 、 ユー リ が 行動 を うな が す 。 


ユー テリ 「 本 っ て 事 だ か ら 置か れ て いそ うな 場所 を 調べ て みる か 」 


リタ 「 そ う ね 。 心 当たり を 回 っ て み ま し ょ 」 


試験 を 受け る た め に 必要 な 本 を 探す 一 行 。 ハ ルル の 長 の 屋敷 で 、 


さっ そく 目的 の 本 を 発見 する 。 

リタ 「 あ っ た わ ! 『 花 の 咲き 乱れ る 村 の 土壌 』 よ 」 
リタ の 様子 を 見 た 長 が 尋ね て くる 。 

ハル ル の 長 「 ど うし まし た か な ? そん な 古めかしい 本 」 

リタ 「 あ の 一 。 これ 、 ゆず っ て も ら え な いか し ら ?」 


ハル ル の 長 「 あ あ 、 構い ませ ん よ 。 古 い 専 門 書 で 、 私 に は さっ 


ぱり で すか ら ね 」 
ユー リ 「 す まな いな ]」 


バハ ルル の 長 「 お 気 に な さら ず に 。 み な さん に は 感謝 し て も し き 


れ ま せん か ら な 」 


一 行 は 本 を 探し て し 、 カプ ワ ・ ト リム を 訪れ る 。 幸福 の 市 場 ( ギ ルド * ド *・ 
マル シェ ) 本 部 の 本 棚 で 、 ユー リ が 試験 に 必要 な 本 を 見 つけ る 。 


ユー リ 「 こ れ 、 探し て る 本 じゃ ね ぇ か ?」 


4 「「 花 の 咲き 乱れ る 村 の 土壌 』「 潮 の 香り 漂う 長 の 考 


リタ = 。 「 う ん 、 間 違い な い 。「 清 の 香り 源 う 長 の 考察 」 だ わ 」 


カウ フ マ ン  「 あ ら 、 私 の 自叙伝 に 興味 を 持つ な ん て 商売 っ 気 が 
出 た の か し ら ?」 


ユー リ た ち に 声 を か け な が ら カ ウフ マン が や っ て くる 。 


コー リ 「 あ ん た の 本 か よ 、 っ て 、 いや そん な ん じゃ ね ぇ けど 


さこ の 本 くれ ね ぇ か ?」 


カウ フ マ ン  「 相 変わ ら ず スト レー ト ね 。 記 点 、 で も 潔く て 気持 ち 
いい わ 。 そ の 本 で いい な ら あ げ る わ よ 。 し っ か り 勉 
強し な さい 」 

リタ 「 あ り が と う 。 助かっ た わ 」 

カウ フ マ ン  「 あ ら 、 あな た か ら 感 謝 の 言葉 が 出る な ん て 明日 の 
海 は 荒れ そう ね 」 


カウ フ マ ン の 皮肉 で 気分 を 害する リタ 。 と ころ 変わ っ て 、 へ リオ ー 


ド の 騎士 団 本 部 。 本 棚 に 、 リタ が 目的 の 本 を 見 つけ る 。 


リタ 「 こ の 箱 の 後ろ に ある の ……。 や っ ぱり 『 新 興 都 市 
の 設計 方 法 』 ね 」 

ユー リ 「 目 的 の 物 は 見 つか っ た けど 、 誰 も いや し な いな 」 

リタ 「 ど うす る の ?」 

ユー リ は も の すご い 小 声 で 呼び か ける 。 

ユー リ 「 す ん ませ 一 ん 。 本 借り ます けど いい で すか ぁ ?」 | 

ユー リ の 珍妙 な 行動 に 沈黙 する リタ 。 

ユー リ [返事 が な いっ て 事 で 借り て 行こ う ぜ 」 

リタ [あん な 小さ な 声 で 言っ た っ て 誰 に も 聞こ えな いわ よ ……」 

マン タイ ク に 目的 の 本 が ある と 踏ん だ リタ は 、 宿 屋 の 本 棚 を 調べ る 。 

リタ 「 こ こら 辺 に あり そう だ けど ……。 あ ! あっ た わ ! 
「 称 熱 の 大 地 に 眠る 伝説 』 よ ] 

ユー リ 「 さ て さて この 本 は 宿屋 の 所 有 物 だ よ な 」 

リタ 「 そ う ね 」 


そこ へ 宿屋 の 主人 が 声 を か け て くる 。 


宿屋 の 主人 「 ど うか され まし た ?」 


リタ 「 あ の 一 、 この 本 棚 の 本 な ん だ けど ……」 


宿屋 の 主人 「 あ ー、 そ れ で すか ? 宿泊 され る お 客 様 が 勝手 に 本 


を 置い て に いか れる ん で す よ ね 。 正 直 私 ども は 一 切 関知 
し て いな いと いう か 。 好き に 使っ て 頂い て いる ん で す 」 


ユー リ 「 つ 一 こと は 勝手 に 持っ て いっ て も いい の か ?」 
宿屋 の 主人 「 え ぇ 、 どう ぞ ど う ぞ 。 実 の 所 本 棚 に 収まり きら な く 


て 定期 的 に 処分 し て る ぐら いな の で 」 
リタ 「 じ ゃ 、 遠慮 な く 貰 っ て いく わ ね 」 


必要 な 本 を 求め て 、 オル ニオ ン の 騎士 団 総本部 に 立ち 寄っ た 一 行 。 


室内 は 綺麗 に 片づけ られ て いる 。 


ユー リ 。 「 フ レン の ヤツ は 相変わらず 綺麗 好き だ な 」 


フレ ン 「 そ うか な ? 普通 だ と 思う けど 」 
ユー リ が 何気なく 眺め て いた 本 に 、 リタ が 注目 する 。 
リタ 「 ち ょ っ と 待っ て 。 その 本 っ て ……」 


に け 「 ん 一 ? 『 新 た な る 希望 を 背 に 』 っ て 書い て ある な 」 


リタ [ピン 当 1 それ ね よ 、 探し と た の ] 
ユー リ 「 あ 、 これ か 」 


し バア 「 ま っ だ く ユ ー リ は いつ まで 経っ て も 2 o いい よ 。 


その 本 は 、 あげ る か ら 試 験 に 持っ て いこ う 」 


リタ 「 あ り が と う ]」 

ユー リ 「 あ り が と 一 」 

ユー リ の 棒読み の お 礼 に あき れる リタ 。 

フレ ン 「 棒 読み の 方 が 面倒 どろ うに ……」 

ユー リ と リタ は 、 これ まで に 集め た 本 を 確認 する 。 

ユー リ 「 お 、 これ で よう や く 集 まっ た か ?」 

リタ 「 そ う ね 。 ら 5 冊 全 部 揃っ た わ 。 や っ と 試験 を 受け られ 
る の ね 」 

ユー リ 「 本 を 集め て こい な ん て 、 と ん だ 試験 だ けど な 」 

リタ 「 あ ら 、 本 番 は これ か ら よ 。 こ の 本 を 資料 に 使っ た 
筆記 試験 が あめ る か ら ね 」 

ユー リ 「 試 験 な ん て 頭 が 痛く な り そ う だ ぜ 」 

リタ 「 あ ん た も 一 緒 に 受け て みる ?」 

ユー リ 「 ご めん 、 こう むる 。 な ん と か 号 に も 興味 な いし な 」 

リタ 「 ユ ー リ が 貰っ た と ころ で 豚 に 真珠 だ も ん ね 」 


ユー リ 「 誰 が 豚 だ よ ……」 


ミ シ カ に 言わ れ た 5 冊 の 本 を そろ えた 一 行 。 ナ ム 孤 島 に 戻っ て 、 い 


よい は よ 試験 に 挑戦 する 。 

ミ シ カ 「 お 、 その 顔 は 5 國 の 本 を 集め て きた ね 」 

リタ 「 え ぇ 、 バッ チリ よ 」 

ミ シ カ 「 よ し 、 早速 筆記 試験 を 始め よう か 。 こ れ か ら 出 す 
問題 を 集め て きた 本 を 見 て いい か ら 解 答 し て いっ て 
ちょ うだ い 」 

カロ ル [本 を 見 な が ら 問 題 を 解く な ん て 誰 で も 満点 じゃ な い ?] 

ユー リ [「 だ っ た ら カ ロ ル も 受け て みろ よ 。 案 外 受 か る か も な 」 

ミ シ カ [そこ 

ミ シ カ に 呼ば れ て 、 ユー リ と カロ ル が びく っ と する 。 

カロ ル 「 あ 、 あ 、 ご めん な さい ……」 

ミ シ カ [試験 を 受け て みた いっ て ? ミ シ カ 博士 号 は 難し 
いか ら ナ ム 号 賞 を 受け て みな よ 」 

カロ ル 「 ナ 、 ナム 号 賞 ?] 

ミ シ カ 「 う ん 。 対象 年 齢 は 10 歳 ぐら い の 子 ども 向け な ん 


だ けど ね 。 ア トラ クシ ョ ン の 1 つ な ん だ 」 


レイ ヴ ン 「 お 、 な ん か ギリ ギリ ぐら いじ ゃ な い ? 案外 落ち た 
り し て な 」 

カロ ル 「 バ カカ に し な いで よ ! ボク だ っ て も う 12 歳 だ よ 。 ら 
つも 下 の 子 用 な ん て 簡単 さ 」 

ミシン ガ 「 そう と 決ま れ ば 上 ふ た り は 準備 し て ね ぇ 」 


成り 行き で 子ども 用 の 試験 を 受け る こと に な っ た カロ ル 。 隣 で 博 
士 号 に 挑 お リタ が 、 カロ ル に きつ く 注 意 す る 。 


リタ 「 あ ん た 絶対 邪魔 し な いで よね ! こっ ち は 遊 び じ ゃ 
な いん だ か ら 」 

カロ ル 「 わ か っ て る よ 。 ボク だ っ て プラ イド を 掛け こる ん だ 」 

ー ン アー [じゃ 、 行 く よ 。 よー い ス ター ト 


ナム 号 賞 の 問題 に 正解 し た 場合 


好調 の カロ ル は 、 静か に 問題 を 解き つづ ける 。 


ナム 号 賞 の 問題 に 不正 解 し た 場合 
TIRIRXRX 々 > 々 >X>X>X<X<I+I+IcIcz 
カロ ル 「 あ れ 、 違っ た っ け ?」 

ナム 号 真 第 ど 4 問 の 場合 


ナム 号 賞 : 第 5 問 の 場合 。 
_ 「 あ ー、 わか ん な い 
ナム 号 邊 : 第 81 問 の 場合 = 
「 ち ょ 、 ちょ っ と 難し いか な …… ?] 
『 最終 問題 第 100 問 の 場合 
_ 「 だ 一 ! ダメ だ ぁ …… 


ぶ ミシン カ 「 終 わり で す 一 。 お 疲れ 様 で し た 。 じゃ 、 早速 採点 し 
ます の で 」 
ナム 号 賞 の 問題 正解 数 が 3 問 以上 の 場 使 。 
エス テル  「 リ タ 、 ど う で し た 2 受かり そう で きか?」 
「 う ん 、 さ す が の あたし で も 手 強 か っ た …… e 
_ けど 、 た 点 ん いけ る と 思う つう 」 
ユー リ _ 「 さ す が だ な 」 


レイ ヴ ン [ガキ ん ちょ は どう だ っ た の よ ?1 

カロ ル  。  「 ポ ボク も た ぷん いけ た と 思う 。 な ん だ か 手ごたえ あっ た も ん 」 
ジュ ディ ス  「 か な り 自 信 が ある みた いね 」 

カロ ル  「 へ へ ーー、 ま あ ね 」 

ミ シ カ  。  「 お 待た せ ー。 採点 結果 の 発表 で す !」 

結果 発表 に 、 一 同 が 注目 する 。 

ミ シ カ  。  「 そ れ で は 先 に リタ ・ モ ルディ オ く ん 。 800 点 満点 中 


。 800 点 ! な ん と 全 間 正解 で 文句 な く 合 格 で す !!」 
リタ の 満点 合格 に 盛り 上 が る 一 同 。 し か し 、 カロ ル は 黙っ た まま 。 


エス テル 「 リ タ す ご いで す !」 
レイ ヴ ン 「 や る と きゃ や る ね ぇ 」 
リタ _ 「 正 直 ホ ッ と し た …… な ん た っ て 過去 この 試験 に 合 


格 し た の 1 人 し か いな いか ら 」 


ジュ ディ ス  「 で は 、 リ タ が 世界 で ら 人 目 の 合 格 者 と いう 事 ね 」 

カロ ル 「 み ん な っ !」 

急 に 大 声 で 呼ば れ て びっ くり する 一 同 。 

カロ ル 「 ま だ ボク が 残っ て る よ 」 

ミ シ カ 「 続 いて カロ ル ・ カ ペル くん 。100 点 満点 中 …… 
82 点 ! ギリ ギリ で 合格 で す !」 

カロ ル 「 や っ た ! や っ た !! 良かっ た ーー 一 ! 合格 だ よ 、 

_ 合格 ! あれ ? な ん で みん な 喜ん で くれ な い の ?」 

レイ ヴ ン 「 だ っ て さぁ 10 歳 用 の 問題 を 12 歳 が 解け ば 受かる っ し ょ ] 

リタ [ ま 、 落ち た ら 恥ず か し い ぐ ら いな レベ ル だ も ん ね 」 

カロ ル 「 そ 、 そん な ぁ ……」 

ミ シ カ 「 さ あさ あお 合格 者 に は 栄誉 ある 称号 を 」 

ミ シ カ 博士 号 を 得 た リタ が 、 不思議 な 衣装 に 着替え て 登場 する 。 

ユー リ 「 な ん か すげ ー 格 好 ( か っ こう ) だ な …… な ん だ 、 そ れ ] 

ミ シ カ 「 も ちろ ん ミ シ カ 博士 号 を 手 に し た も の だ けが 着 ら 
れる スペ シャ ルコ スチ ュー ム だ よ 」 

ユー リ 「 も ちろ ん 、 な の か ……」 


喜ん で いる は ず の リタ は 、 ずっ と 静か な まま 。 

エス テル 「 ど うし た ん で すか ? 嬉し く な いん で すか ?」 
リタ 「 え …… う 、 うん 。 嬉し いわ よ ……」 | 
不 自然 な 様子 の リタ を 見 た レイ ヴ ン が 、 意外 な 事実 に 気づく 。 


レイ ヴ ン 「 お 前 、 泣い て る な ! 余り の 感動 に 泣い て や が る ! 
いや 一 、 鬼 の 目 に も 涙 っ て ね ぇ 」 

赤く な っ た 顔 を 背け る リタ 。 、 

リタ 「 ば 、 バカ な こと 言わ な いで よ ! 目 に ゴミ が 入っ た 
だ け で し ょ 

ジュ ディ ス 「 ぶ ふ ぶ 。 ほん と 素直 じゃ な い の ね 」 

ミ シ カ 「 さ て さて お 次 は カロ ル く ん 。 君 に も 称号 が ある よ 」 

カロ ル 「 ボ 、 ボク に も ? 本 当 に !?」 

カロ ル は ちび っ - 子 博士 の 称号 を 得る 。 

カロ ル 「 ち 、 ちび っ 子 っ て ! ナム 号 賞 っ て 言っ て た じゃ ん 」 

ミ シ カ 「 ナ ム 号 賞 は 段階 が あっ て キミ の は その 一 番 下 の ヤ 
ツ 。 上 が っ て 行け ば 違う 称号 に な る よ 」 

レイ ヴ ン 「 ぷ ぷぷ 。 ちび っ - 子 博士 だ っ て 。 こり ゃ お 似合い だ 

リタ 「 も と も と 10 歳 用 の 称号 だ も ん ね 」 

カロ ル 「 や だ …… 、 や だ ! ボク いら な いよ ! みっ と も な 
いか ら 返 す ] 。 

ちび ぴっ 子 博士 の 称号 を 断る カロ ル 。 。 _ 

ミ シ カ 「 遠 慮 し な く て も いい の に 。 それ より 、 リタ - モ ルディ 
オ く ん 合格 お めで と う で す 」 

リタ . 「 あ 、 うん 、 は い 」 

ミ シ カ 「 こ れ か ら も その 栄誉 に 恥じ な いよ う 研 究 に 勤しん 
で ね 江 」 

リタ 「 任 せ て 。 天才 魔 導 士 の 活躍 は これ か ら よ !」 


ナム 号 芝 の 問題 の 正解 数 が 2 問 以下 の 場合 


レイ ヴ ン 「 で 、 どう だ っ た の よ で | 

リタ [最悪 ……。 この 馬鹿 の せい で 全然 集中 で き な か っ た わ 

カロ ル 「 え ぇ ーーー! ボク の せい に し な いで よ 」 

リタ は カロ ル に 向き 直っ て 怒り を あら わ に する 。 

リタ [試験 中 に ギャ ー ギ ャ 一 騒い で た くせ に な ん で あん 
た の せい じゃ な い の よ 」 | 

カロ ル 「 あ 、 あれ は 独り 言 だ よ ……」 

ミ シ カ 「 お 待た せ し ま し た ~-。 採点 結果 で す !」 

ー 行 は 黙っ て 、 採点 結果 を 聞く 。 

ミ シ カ  「 リ タ ・ モ ルディ オ く ん 800 点 満点 中 ……715 点 ! 


な ん と か ギリ ギリ セー フ ! 合格 で す !!」 
合格 を 喜ぶ 一 同 。 し か し 、 自 分 の 結果 が 気 に な る カロ ル は 騒が な い 。 


ユー リ 「 良 か っ た じゃ ね ぇ か 」 

リタ 「 上 ふ ー。 ガキ ん ちょ の せい で 危な か っ た わ 一 」 

レイ ヴ ン 「 い や いや あの 状況 で も 合格 で きる 。 それ で こそ 天 
才 魔 導 士 さん 」 ー 

カロ ル 「 ね ぇ ね ぇ ボク は 、 ボク は ?] < 

ミ シ カ 「 は ーー い 。 続き まし て カロ ル ・ カ ペル くん 。100 点 
満点 中 ……66 点 ! 残念 な が ら 不 合格 で す 。 も う 
少し 頑張 り ま し ょ う 」 


「 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 」 を すべ て そろ えた 一 行 は 、 ナ ム 孤 島 で 宝 つ 
り を 催す あり じ ご くに ん に 目 を つけ られ る 。 
あり じ ご くに ん 「 兄 ちゃ ん 兄ちゃん 随分 いい も ん 持っ て る ね 」 


ュ ユーリ 「 ど れ の 事 指し て る の か わか ん ね ぇ な 」 
あり じ ご くに ん 「 ま た また 「 嗜 好 の 玩具 ] シ リー ズ コ ンプ し て る くせ に -」 
カロ ル 「 こ れ っ て 本 当 に 人 気 な ん だ ね 」 

リタ 「 一 部 の 収集 癖 の あめ る ヤツ ら だ け で し ょ 」 


あり じ ご くに ん 「 ち ょ いと 見 せ て よ 」 


また ハン クス か ら 預 か っ た 彫像 を 才 わ れる と 思っ た エス テル が 、 強 


い 口 調 で 断る 。 


エス テル 「 ダ メ で す 


あり じ ご くに ん 「 あ 一 触っ て 欲し く な い タ イプ な の ね 。 わ か る ね わ 一 。 


お いら も 指紋 付く の 嫌い 。 だ いじ ょ 記 、 見 る だ け よ ]」 


見 る だ け な ら 、 と いう こと で ユー リ が 「 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 』 を あり 


じ ご くに ん に 見 せる 。 


あり じ ご くに ん 「 す ご いな ぁ ー。 この し トロ 感 、 た まん な い 。 あり が と 一 ね ] 


ユー リ 「 そ りゃ 、 どう も 」 
レイ ヴ ン 「 ね ぇ ね ぇ ここ は 何 よ ?] 


あり じ ご くに ん 「 こ こね 、 宝 つ り 一 。 紐 引 つ 張る と な ん か 取れ る の 。 


八 ズ プレ な し の お 得 な 遊び で す 」 


エス テル 「 で も 、 見 た と ころ 何 も な いで す よ ?」 

あり じ ご くに ん 「 よ く お わ か り で 。 実は 準備 中 で ね 。 吊 る お 宝 な い 
ん だ よー-」 

ジュ ディ ス  「 開 店 休業 中 と いう わけ ね 」 


あり じ ご くに ん 「 ど うし た も ん か が なぁ と 思っ て 。 お 兄ちゃん た ちい い 


アイ ディ ア な い ?」 


レイ ヴ ン 「 ア イデ ィ ア ね ぇ 。 困 っ た 時 の 凛々 の 明星 (ブレ イブ 
ヴェ スペ リア ) さ ん 、 助け て あげ な よ 」 
カロ ル 「 え ぇ 、 ボク ら ? そん な 切 に 言わ れ て も 何 も 浮 か ば 


あり じ ご くに ん 「 ひ ょ っ と し て ギル ド の 人 た ちな の か な ?」 


エス テル 「 そ うな ん で す 。 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) っ 
て 置い ます 」 

あり じ ご くに ん 「 だ か ら 彫 像 も コン プ し て る ん だ 。 世 界 中 旅 し て る 
ん で し ょ ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 こ こ に 来 て いる ぐら い だ か ら 世 界 中 飛び 
回 っ て いる わ よ 」 


あり じ ご くに ん 「 じ ゃ あさ 世界 中 の 宝箱 を 拾っ て ボク に 見 せ て よ 。 


で きる だ け 多 く の 宝 箱 を 取っ て くれ た 方 が 宝 の 中 身 
の アイ ディ ア に な る か ら ]」 
リタ 「 そ の 中 身 を くれ っ て 言う ん じゃ な い の ?」 


あり じ ご くに ん 「 全 然 。 見 せ て さえ くれ れ ば ボク ら そ れ を 作っ ちゃ うか ら ]」 


エス テル | 手先 が 器用 な ん で すね ] 


あり じ ご くに ん 「 ま あ ね 。 だ か ら 世 界 中 の 宝箱 開け まく っ て き て ね 湯 」 
世界 中 の 宝箱 を 開け た 一 行 は 、 そ の こと を あり じ ご くに ん に 報告 する 。 


あり じ ご くに ん 「 や っ た ね ぇ 。 か な り 回 収 し た じゃ な い !」 
リタ 「 世 界 中 回 っ た も の ね 」 

あり じ ご くに ん 「 見 せ て 一 」 

ー 行 が 手 に 入れ た アイ テム を 見 て いく あり じ ご くに ん 。 


あり じ ご くに ん 「 ヘ ー、 こん な の ある ん だ ーー。 あ 、 これ 知っ て る よ 。 


これ は ダメ だ な る ぁ 」 


アイ テム を 見 終え た あり じ ご くに ん は 、 一 同 に お 礼 を 言う 。 
あり じ ご くに ん 「 す っ ご いあ り が と ! と っ て も 参考 に な っ た よ 」 


カロ ル 「 へ ? あれ だ け で いい の ?」 


あり じ ご くに ん 「 充 分 、 充分 。 ボク の 脳みそ は バッ チリ 記憶 し た か ら ]」 


「 じ ゃ あ 、 宝 つり が で きる よう に な り ま すね 」 
「 で も 、 いろ いろ 作る 時 間 が 必要 で し ょ う よ 」 


エス テル 
レイ ヴ ン 


あり じ ご くに ん 「 そ うだ ね ぇ え 。 お 店 を いっ ぱい する た め に は 100 個 


ぐら い は 必要 か な ?」 
ジュ ディ ス  「100 個 も 手作り する な ん て 随分 気 の 速 く な る 作業 ね ] 
あり じ ご くに ん 「 全然 。 だ っ て 、 楽し いか ら 」 
ユー リ 「 た いし た も ん だ な 」 
あり じ ご くに ん 「 お 兄さん だ っ て た いし た も ん だ よ 」 
何 が た いし た も ん な の か 分 か ら な い 様 子 の ユー リ 。 


あり じ ご くに ん 「 世 界 中 巡り 巡っ て 宝箱 開け まく っ た ん だ か ら 。 も う 、 


世界 の ほとん ど が 空っぽ の 宝箱 ば っ か り だ よ 」 


Pe 「 な ん だ よ 、 そり ゃ 。 まる で 人 を 盗賊 か 守銭奴 の よう 


に 言い や が っ て 」 


あり じ ご くに ん 「 そ う 、 お 冗 さ ん の 通っ た 後 は パン パン 草 1 本 も 残ら 


な いな ん て ね 湯 」 


1 人 で 盛り 上 が る あり じ ご くに ん を 無言 で 見 つめ る 一 同 。 


ユウ マン ジュ の ガチ ャ ゴロ 前 に いる 中 年 男性 が 、 一 行 の 持っ て いる 


(C)F の 彫像 に 気づく 。 

中 年 男性 「 も し も し ?」 

ユー リ 「 ん 一 。 な ん だ ?」 

中 年 男性 「 あ な た が お 持ち の それ 、 ち ょ っ と 見 せ て 頂け な い 
で すか ?」 

レイ ヴ ン 「 あ ら 一 、 ひょっと し て 「 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 」』 に 喰い 
つい ちゃ っ た ?] 

中 年 男性 「 お ぉ 、 や は り そ う で すか 。 羨まし いで す な ぁ 」 

リタ 「 こ ん な オモ チャ の 何 が いい の か ……」 

レイ ヴ ン 「 も う 手 に 入れ られ な い の よ ね ぇ 。 残念 だ わ ー」 

中 年 男性 「 お や 、 ご 存 知 な いで すか ? 噂 で は そこ の ガチ ャ 
ゴロ で 手 に 入れ られ る らし いで す よ 」 

レイ ヴ ン 大 ええ スキ ーー |- マジ で 7 マジ で 

中 年 男性 「 あ くま で も 噂 で すけ ど ね 。 私 も 頑張 っ て た ん で す 
が 全然 出 て こ な く て 。 あ な た 方 が そこ で 手 に 入れ た 
か と 思い まし て 」 

カロ ル 「 こ れ は ね 、 ボ ク ら 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 
が 貰っ た 報酬 な の 」 

中 年 男性 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) と は ギル ド で すか ?」 

ユー リ 「 ま 、 何で も 屋 に 近い けど な 」 

ギル ド と 聞い て 考え 込む 中 年 男性 。 

中 年 男性 「 ギ ルド の 方 々 と 見 込ん で お 願い が ある の で す が ……」 

レイ ヴ ン 「 お 一 げ ー お ーー げ ー。 同 じ 趣 味 を 持っ た 人 間 と し て 
何で も 言っ て 頂戴 よ 」 』 

中 年 男性 「『 嗜 の 玩具 シリ ー ズ 」 の 全 1 1 種類 を 集め て も ら 
えな いで すか ?] に 

カロ ル 「 で も それ っ て 売っ て な いん で し ょ ? ガチ ャ ゴロ も 
噂 だ っ て 」 

中 年 男性 「 そ うか も し れ な いで す が ま だ 、 お 持ち の 方 が いら っ 


し ゃ る か も し れ ま せん し 。 さ ら な る 噂 で は ガチ ャ ゴ 
ロロ が 他 に も 置い て ある 場所 が ある と か 」 


レイ ヴ ン 「 そ こ な ら 知っ て る わ 。 ま 、 ち と ガル ド っ つ 一 が 余計 ( よ 
けい ) な も ん か が 必要 だ けど な 」 

「 そ れ な ら 、 ぜひ ぜひ お 願い し ます 。 お礼 も し ます の 
で 。 そう だ 、 報酬 の 一 部 と し て これ を 差し 上 げ ま す よ 」 


そう 言っ て 中 年 男性 は ティ アラ を 差し 出す 。 


中 年 男性 


中 年 男性 「 ガ チャ ゴロ で 出 た ん で すけ ど さ す が に 私 に は 合い 
ませ ん し 。 そちら の お 嬢 さん に どう ぞ 」 

エス テル 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 この 服 に も 合い そう で すね 」 

ユー リ 「 し ゃ あ ね ぇ な 。 報酬 貰っ た し 探し て みる か 」 

中 年 男性 「 よろ し く お 願 いし ます 」 


中 年 男性 の 依頼 で 、『 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 」 を 集め る こと に な っ た 
ユー リ た ち 。 そ の 後 、 一 行 は ザー フィ アス の 下町 で 見 か けた ハン 


クス に 声 を か ける 。 
ハン クス 「 ユ ー リ か 。 相変わらず ブラ ブラ し と る の 。 じゃ が フ 
レン も 一 緒 な ら ム チャ も せん か な ?」 


ラー リ 「 は ん 、 随分 な 言葉 だ な 。 そ れ よ り じ いさ ん こそ 何 


し て ん だ よ 」 

ハン クス や ーー 。 こん な 事 は 言い た か な い が も う 腹 を く 
くり 始め て て の 。 せめ て と 思っ て ば あさ ん の 形見 (か 
た み ) を 見 な が ら 思 い 出 話 を し て た と ころ じゃ 」 

エス テル 「 待 っ て くだ さい 。 世界 は まだ まだ これ か ら で す 。 わ 
た し た ち が な ん と か し ます か ら 」 

プレ ン 「 そ うだ よ ハ ンク ス さ ん 。 エス テリ ー ゼ 様 の 言う と お り だ 」 

ハン ゲス 「 そ う 言 っ て くれ る の は 嬉し い が あ の 空 を 見 て いる 
と 陰 錦 な 気持 ち に な っ て し まっ て な 」 

ユー リ 「 だ か ら 、 ば あさ ん と 楽し か っ た 頃 の 想い 出 を 語り 
合っ て た っ で て か?」 

バン クズ 「 笑 いた けれ ば 笑え 。 わし は も う 先 は 長く な い の じ ゃ 。 

ば あさ ん に 会 える 日 も 近い 」 

ユー リ 「 そ ん な ハン クス じい さん 、 天国 に いる ば あさ ん も 
迷惑 だ ろう な 」 

王 ス テル 「 そ う で す よ 。 ハン クス さん らし くも っ と 元気 出し て くだ さい 」 

ハン クス 「 わ し らし く ?」 

エス テル 「 人 ルン クス さん の 元気 に みん な が 助け られ て る ん で す 。 も 


ちろ ん わた し だ っ て 。 で も 、 今 の ハン クス さん 見 て いて 辛 

いで す ……。 下 町 の みん な を 見 て くだ さい 。 こん な 状況 

で も 頑張 っ て いま す 。 諦め た ら そ こ で 終わ り で す よ っ !」 
エス テル の 言葉 を 黙っ て 受け 止め る ハン クス 。 


コー の は 「 エ ステ ル の 言う 事 が 正しい わな 。 らし くね ぇ ぞ 、 じ いさ ん 」 


ハン クス AA…… 上 は は は …… こ ん な 若い 娘 さ ん に 説教 


れる と は な 。 わ し も 老い た も ん じゃ 」 


エス テル 「 す す 、 すい ませ ん 

ハン クス 「 い や いや 、 謝る の は こっ ち じ ゃ 。 わ し は 何 か 勘 違い 
を し て いた よう じゃ の 。 な ん か 、 その 怒り 方 若い 頃 の 
ば あさ ん に そっ くり じゃ 。 よ く 見 れ ば 容姿 も よく 似 と る 」 

エス テル 「 わ た し が で す ?] 

アン ル ・ 「 あ ぁ 、 そり ゃ も う 生 き 写 し の よう じゃ 」 

ユー リ 「 あ の ば あさ ん が か ? ハン クス じい さん 言い 過ぎ 
じゃ ね ぇ の ?」 

フレ ン 「 そ うだ ね 。 ち ょ っ と 無理 が ある な 」 

ルン クス 「 お まえ ら は うる さい の 。 そ の 持っ て いる ティ アラ も 
わし が 昔 贈 っ た の と 似 と る し の 。 あ り が と う 。 お か 
げ で 目 が 醍 め た よ 」 

エス テル 「 そ ん な 、 や め て くだ さい 。 わた し は た だ 、 元気 な 八 
ンク ス さ ん が 好き な だ け で 」 

ハン クス 「 嬉 し い 事 を 言っ こく れる の 。 これ は 、 せめ て も の お 
礼 じ ゃ 。 ぜひ 受け 取っ て くれ い 」 

エス テル 「 で も 、 これ っ て お ば あさ ん の 形見 (か た み ) な ん じゃ ……」 

ハン クス 「 い や 、 ば あさ ん も きっ と そう し ろ と 言っ て くれ る は 


ず じ ゃ 。 お め ぬ し に 貰 っ て ほし いん じゃ よ 」 

コー 「 ほ ん と に いい の か ?」 

ハン クス 「 い いん じゃ よ 。 ぜひ お 嬢 ご さん に 貰っ て ほし いん じゃ 。 
形見 (か た み ) は あげ た と し て も ば あさ ん と の 想い 
出 は ずっ と 心 の 中 に ある 。 ワシ に は この 思い 出 だ け 
で 充分 じゃ よ 。 じ ゃ か ら 、 貰っ て お くれ ] 


エス テル は 少し 考え て か ら 答 える 。 

エス テル 「 わ か り ま し た 。 で も 、 返し て ほし く な っ た らい つ で 
も 言っ て くだ さい ね 。 わ た し 、 いつ まで も 大 事 に 、 
大 事 に 持っ て いま すか ら 」 


ハン クス 「 あり が と う ]」 


バンクス か ら (C)L の 彫像 を 受け 取っ た エス テル 。 そ れ か ら ユ ー リ 


た ち は ナ ム 孤 島 と ユウ マン ジュ の ガチ ャ ゴロ を 回 し つづ け 、 つい に 


「 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 」 を すべ て そろ える 。 さ っ そく 依頼 人 の 中 年 


男性 の も と へ 向かっ た 一 行 。 

中 年 男性 「 お 、 その 顔 は ひょっと し て ……」 

レイ ヴ ン 「 そ う よ ー て ん 。 俺 様 の お か げ で 全部 集め て きた の よ 」 
リタ 「 あ ん た っ て ……」 


中 年 男性 「 早 速見 せ て くだ さい 」 

ユー リ が 『 嗜 好 の 玩具 シリ ー ズ 」 を 渡す と 、 中 年 男性 は ガッ ツ ポ ー 

ズ を と っ て 喜 点 。 

中 年 男性 「 す ご いす ご い 、。 本 当 に 1 1 種類 全部 揃っ て いる 。 
あー、 た ま ら な い ほ ん と に た ま ら な い ! 早く 飾っ て 
お きた い 」 

カロ ル  「 喜 ん で も ら っ て 良かっ た ね 。 これ で 依頼 完了 か な 」 

中 年 男性 「 す いま せん で し た 。 つ い 夢 中 に な っ て し まっ て 」 

レイ ヴ ン 「 い や いや 俺 様 も わか る よー」 

中 年 男性 「 さ て 、 報酬 で す よ ね 。 何 が いい か な ?」 


それ まで 沈黙 を 守っ て いた エス テル が 、 不意 に 口 を 開く 。 
エス テル [あの … っ コ 


中 年 男性 「 ガ ルド が いい か な ? それ と も アイ テム ? や っ ぱ 
り 玩具 系 で お 返し か な ?」 

エス テル 「 あ の っ ! すい ませ ん っ 中 」 

ジュ ディ ス  「 ど うし た の ? そん な に 大 き な 声 出し て 」 

エス テル の 。 それ な ん で すけ ど (C)L の 彫像 だ け 返 


し て も ら え ませ ん か ?」 


事情 を 知る ユー リ 以 外 の 全員 が 、 エス テル の 発言 に 耳 を 疑う 。 
カロ ル 「 ちょ っ と 、 ちょ っ と どう し た の ? 全 1 1 種類 が 依頼 だ よ ?] 


レイ ヴ ン 「 コ レク ター は 1 個 で も 欠け た ら 価 値 が な いか ら ね ぇ 」 

エス テル 「 わ か る ん で す 。 で も 、 その 彫像 だ け は ダメ な ん で す -…-」 

ユーリ 「 ハ ルン クス じ いさ ん だ な 」 

ユー リ の 言葉 に うな ず き 、 話 を 続け る エス テル 。 

エス テル 「 ハ ンク ス さ ん の 大 事 な 形 見 (か た み ) な ん で す 」 

カロ ル 「 で も 、 エス テル に くれ た ん で し ょ ?」 

エス テル 「 そ れ で も 、 こ れ は ハン クス さん の な ん で す 。 返 べ ご な くち ゃ 
いけ な いん で す ! だ か ら 、 だ か ら そ の 彫像 だ け は ……」 

リタ エス が ルー ] 

中 年 男性 「 そ ん な こと 言わ れ て も 依頼 し て 手 に 入れ た 物 だ し ……」 


ユー リ は 考え を 巡ら せる と 、 お も お ろ に 中 年 男性 に 近づい て 『 嗜 好 


の 玩具 シリ ー ズ 」 を 奪い と る 。 ユ ー リ の 行動 に 驚く 一 同 。 


中 年 男性 「 ち ょ 、 ちょ っ と ! 何 す る ん で すか ?」 

ユー リ 「 あ ー、 すま ん 。 これ 、 全部 偽物 な ん だ わ 」 

カロ ル 「 コ 、 ユ ー リ タ 何 置 っ で る の ?| 

ユー リ 「 い や ー、 これ さ 全 部 偽物 を 集め て 報酬 を 騙し 取 ろ 
うと 思っ で な が 。 で も 、 エス テル が バラ し そう に な っ た 
か ら 奪 い 返 し て みた 」 

カロ ル 「 奪 い 返 し て みた っ て ……」 

ユー リ 「 つ 一 こと で すま ね ぇ な 。 依頼 は 失敗 だ 」 

中 年 男性 「 な ん だ と ! バカ に する の も いい 加減 に し ろ 」 

激怒 し た 中 年 男性 が 去っ て いく 。 

レイ ヴ ン 「 あ ー あ 、 報酬 貰い 損ね お た わ 。 あれ だ け 苦 労 し て ティ 
アラ 1 個 だ け か ……-」 

エス テル 「 ユ ー リ 、 あり が と う ご ざ いま す !」 

ユー リ 「 ハ ンク ス じ いさ ん な ん て し ょ ば ぼ いも ん し か 持っ て ね ぇ 
か ら な 。 絶対 に 偽物 だ ろ 、 これ ? バレ た ら 凛 々 の 明 
星 ( ブ レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) の 名 に 傷 が 付い ちまう し な 」 

リタ 「 ま っ た く 、 下 手 く そ な 演 技 ね 。 あ の お っ さん が アホ 
で 良かっ た わ 」 

ジュ ディ ス 「 だ っ た ら 本 当 に 偽物 を 作っ て 渡せ ば よかっ た の に ]」 

ジュ ディ ス の 過激 な 発言 に 一 同 が 絶句 する 。 


リタ 「 ユ ー リ より 怖い わ ……」 


ュー リ 
シル フ 
ユー リ 


シル フ 


エス テル 


ミー リ 


パテ ィ 
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ユー リ 
シル フ 
ジュ ディ ス 
レイ ヴ ン 
シル フ 
ジュ ディ ス 
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カロ ル 
シル フ 


リタ 
シル フ 


エス テル 


うー ワリ 


シル フ 


ユー リ 


パテ ィ 


シル フ 


証 焦 クロ ー ム が 助け て くれ た 
一 行 が レレ ウィ ー ゼ 古 仙 洞 に 立ち 寄る と 、 精霊 シル フ が 姿 を 現す 。 


「 な ん だ 、 あん た …… い き な り 出 て きた な 」 

「…… え え …… や は り 、 ここ が 一 番 落ち 着き ます 」 
「 な ぁ 、 ザウ デ で オレ が て っ ぺん か ら 落 ち た 時 、 救っ 
て くれ た の は あん た だ な 。 デ ュー ク 一 人 で 助け られ 
た と も 思え ね え ぇ し 」 

[ええ ……・‥ そ う で まね 」 

「 コ ゴー ル 砂 漠 で も 。 確か ユー リ は あな た の 姿 を 見 
た と 言っ て まし た 」 

「 っ て こと は 都合 二 回 、 あ ん た は オレ の 命 を 救っ て く 
れ た っ て こと か 」 


「 感 謝 せ ね ば いか ん の じゃ 」 
「 い え …… す べ て な り ゆ き 。 感謝 され る よう な 講 ( い 
わ ) れ は な い の で す 」] 


「 ど う で あれ 、 助け られ た 方 は あり が た く 思 っ て る っ て こっ た 」 
「 デ ュー ク の 指示 で も あり まし た か ら 」 

「…… ど うし て 、 あな た は それ ほど まで に デュ ー ク に 
肩入れ する の か し ら ?」 

「 ま さか 、 惚れ ちゃ っ た と か ?」 

「 さ あ …… そ うい う 風 に 考え た こと は あり ませ ん 」 
「 じ ゃ あ 、 な ぜ ?」 

「 父 の 想い を 受け 継が ん た め ……」 

「 お 父さん …… CR 

「 父 は あの 人 と 長い 旅路 を と も に し 、 そし て 、 と も に 戦 
いま し た 。 そ れ は 長い 時 を 生き 、 何 に 触れ て も 無 感動 
だ っ た 父 に 、 想い を 語り 合う 喜び を 与え まし た 。 父 は 、 
デュ ー ク を 大 切な 友 と 言っ た …… で すか ら 、 私 は ……」 
「 そ う …… あ な た は エル シフ ル の 娘 だ っ た の ね 」 
「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 親子 ……」 

「 と て も 稀 な こと で は あり ます 。 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ 
レ ケ イア ) は エア ル に 適応 し た 個体 が 進化 し て 誕生 
する 存在 で すか ら 」 

「 だ か ら み ん な て ん で バラ バラ な 姿 を し て る の ね 」 
「 私 も 自分 た ち 以 外 で 身内 の いる 始祖 の 隷 長 (エン 
テレ ケイ ア ) を 見 た こと は あり ませ ん 。 で す が 私 に 
つい て いえ ば 、 それ は 事実 で すし 、 その 想い は 人 間 
の それ と 変わ り ま せん 。 そ の 父 の 友 の 力 に 私 は な り 
だ 2 の 7 だ 生か 」 

「 騎 士 団 で あん な こと を し て いた の も 、 デュ ー ク の 
た め な ん で す ?] 

「 お お か た アレ クセ イ を 監視 し て た っ て と こ だ ろ 。 そ 
れ で デュ ー ク に 動向 を 報 ( し ら ) せ て いた 、 違う か ?」 
「 え え 、 で も 結局 、 デ ュー ク は 辛い 道 を 選 避 こと に な っ 
て し まっ た ……」 

「 遅 く は な い ぜ 。 早 い 話 、 星 喰 (ほし は ) み を 倒し ち 
まえ ば デュ ー ク の 出番 は な し っ て こと な ん だ ろ ?」 

「 う お 。 デ ュー ク を 世界 の 舞台 か ら 引 きず り 降 ろ し て 
し まう の じゃ 」 

「 え え 、 そう で すね 。 そう すれ ば 、 あの 人 は 傷つか ず に 
済む ……。 再び 安らか な 生活 に 戻る こと が で きる -…-」 


シル フ の 思い を 無言 で か み し め る 一 同 。 


トーリ 「 っ て こと で 、 さら っ と 行っ て 、 さら っ と 空 の 作 け 物 
を 退 治し て こよ う ぜ 」 

カロ ル 「 つ うん!」 

ー 行 が 出発 する な か 、 レイ ヴ ン が シル フ に 語り か ける 。 

レイ ヴ ン 「 シ ルフ ちゃ ん 」」 

シル フ 「 PE デス ウフ 2 1 

レイ ヴ ン 「 き っ と 、 それ が 惚れ て る っ て こと な の よ 」 

シル フ 「 私 は …… い え 、 ある い は そう だ っ た の か も 。 で も 、 


も うそ れ は 昔 の こと 。 私 は も う 始 祖 の 隷 長 (エン テ 
レ ケ イア ) ク ロー ム で は あり ませ ん 。 風 の 精 霊 と な っ 
て し まっ た の で すか ら 。 こ れ か ら は 彼 の 耳 も と を そ 
よ 吹 く 風 と な っ て 、 流れ る だ け で す 」 


長い 旅路 の 果て に 、 すべ て の 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) を 倒し 
た 一 行 。 そ の こと を リッ チ に 報告 する 。 
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ユー リ 
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カロ ル 
カレ ン 


リッ チ 


カロ ル 


リッ 


っ しり 


リッ チ 


カレ ン 
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カレ ン 
カロ ル 


り ル 


カレ ン 


リッ ま 


ユー リ 
リッ チ 
ユー リ 
カロ ル 
た と 


カロ ル 
リッ チ 


「…… 巨 大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) を すべ て 倒し て 
くれ た の か ……」 

「 結 局 全部 オレ ら が や っ ちまっ た 」 

「 す まな い …-」 

「 あ な た た ちの お か げ で 私 た ち 、 故郷 に 帰れ ます !」 
「…… そ の こと だ が ……。…… 俺 た ち は も う 少 し 旅 


[ええ っ …… | どう し て !? よう や く 帰 れる の に !? 
お 父さん に も 顔 向け が で きる 。 きっ と 、 お 父さん は 
私 た ちの 結婚 を 認め て くれ る わ !」 

「 え ? 今 、 結婚 っ て ?」 


「 だ っ て 、 兄妹 じゃ な い の …… ?] 

「 私 の 父 も お 兄ちゃん の お 父さん も レギ ン 遊 撃 踏査 
隊 の メン バー で し た 。 だ か ら 、 幼い 頃 か ら 知っ て い 
た し 、 兄妹 みた いな も ん で す 」 

「 で も 、 兄妹 じゃ な いん だ ……」 

「 お 兄ちゃん の お 父さん は 遊撃 踏査 隊 の 唯一 の 生 
存 者 な ん で す 。 だ か ら 、 巨 大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) 
を 倒す まで は わた し た ちの 結婚 は 認め られ な いっ て 
言っ て いた ん で す ] 

「…… 俺 も その 覚悟 、 だ っ た ……。…… 皇 弟 殿 下 の 
希望 を 叶え る た め に ……」 

「 だ か ら っ て 一 人 で 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) を 
倒す な ん て 無謀 だ よ 」 

「…… あ あ … 無 謀 だ 。 だ か ら と いっ て 止め られ な 


「 そ れ で 情 性 で 放浪 し て た 、 っ て こと か 。 そ れ な ら 
最初 か ら 倒 す の を 助け て くれ っ て ちゃ ん と 言っ て き 
た ら 、 も っ と すっ きり し た ん だ けど な 」 

oo すま な い | 


一 緒 に な 」 
「 お 兄ちゃん ……」 


に sys そん な こと は な い 00 CE あん た た ち は の 
父 の 、 そし て レギ ン 殿 下 の 無念 を 晴らし て くれ た ……」 
「 皇 弟 殿 下 の 望み は 、 すべ て の 人 が 魔物 に 脅かさ れ 
な いで 平安 に 暮らす こと 。 そ の た め に 、 世界 中 の 調 
査 を し て お られ た の で す よ 湯 」 

「…… い つか 旅 の 途中 で 、 父 に 会 っ た ら ……。 

の の 知ら せ て くれ 、 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) は 
まま べ て で 身 ざ され た この 区 は カプ ララ トリム 
に いる は ず だ か ら …-」 

「 ま 、 覚え て た ら な 」 


「 お 礼 な ら う ちの 魔物 狩り の ホー プ に 言っ て くれ ] 
「 ス 4 に ポ 、 ポ クロ 
「…… 小 さい の に 、 大 き な 武 器 を ……。 …… す ば ら 


その と き 、 カレ ン が 何 か が を 思い つく 。 


カレ ン 


「 そ うだ 、 ちょ っ と 馬車 の 方 へ 」 


カレ ン に 呼ば れ て 馬車 に 向かっ た カロ ル 。 し ば らく する と 、 真 新 し 
い 衣 装 を 着 て 出 て くる 。 


> あ ビ レツ 「 前 に 来 た シ シリ ー っ て お 客 様 か らい た だ いた ん で 


す 。 子ども が で きた ら っ て …… 気 が 早い で す よ ね 湯 


結婚 も や も まだ な の に 」 

ユー リ 「 そ ん な も の も ら っ て いい の か ?」 

カレ ン 「 え え 、 これ じゃ あ 例え 子ども が 生ま れ て も 大 きす ぎ 
符 っ る だ け で すし 」 

イマ と と ) 「 ん な も ん 渡す な ん て トン チン カン な 客 だ わ ……」 

ジュ ディ ス  「 カ ワイ イ わ よ 」 
。 ジュ ディ ス に ほめ られ て カロ ル が 照れ る 。 
_ ジュ ディ ス  「 子 ども らし く て 」 

リタ 「 ま さ に 未完 っ て 感じ ?」 


持ち お 上げ られ て か ら 沙 と され 、 へ こむ カロ ル 。 


カレ ン 「 見 か けた ら 、 また 寄っ て くだ さい 。 いつ で も お 泊め 


し ます よ )」 
エス テル 「 あ り が と う ご ざ いま す !」 
カレ ン 「 こ ちら こそ 」 


その 後 、 カ プ ワ ・ ト リム を 訪れ る と 、 リ ッ チ の 父 ら し き 男 性 を 見 つけ る 。 
リッ チ の 父親 「…… 思 えば 13 年 前 、 我 が 息 子 は 家 を 飛び 出し た っ 


きり どこ か の 空 …… の 


カロ ル 「 ね え 、 も し か し て 、 リッ チ さ ん の お 父さん …… ?」 


リッ チ の 父親 「 君 、 リ ッ チ を 知っ て いる の か ?」 
カロ ル 「 う ん 、 旅 の 途中 で 会 っ た ん だ 」 
生ま 00 主 | り ッ 近 は どこ に …… ?」 


カロ ル 「 今 も どこ か で カレ ン さ ん と 旅 を 続け こる ん じゃ な いか な 」 
リッ チ の 父親 「 そ うか …… 旅 を し て お る の か …… ど お り で どの 街 


に も お らん は ず だ 」 


カロ ル 「 そ れ で 、 リッ チ さ ん が 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) 


は すべ て 倒さ れ た っ て 言っ と いて っ て 」 


リッ チ の 父親 「 な ん だ と …… ま さか 、 二 人 が 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ン 


カロ ル 「 違 う よ 、 倒し た の は ボク た ち 。 証拠 も ある よ 」 


証拠 を 見 せる カロ ル 。 


リッ チ の 父親 「 こ れ は 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) の …… す ば ら 


し い 、 見 事 だ 。 も し 旅 の 途中 で リッ チ に 再び 会 うこ 
と が あれ ば 、 二 人 の 結婚 は 許す か ら 一 度 帰 っ て くる 
よう に 、 と 伝え て ほし い 」 


カロ ル 「 つ ん 、 わか っ た 

一 行 は リッ チ の も と を 訪ね 、 父親 に 会 っ て きた こと を 告げ る 。 

カロ ル 「 お 父さん に 会 っ て 、 伝言 伝え て きた よ 」 

リッ チ 「 0 そう か 除 か あり が と う か の 」 

カロ ル 「 い つ で も 帰っ て こい っ て 。 結婚 を 許し て や る っ て 」 


リッ チ 0 の さま よっ て いれ ば 、 いつ か 


カプ ワ ・ ト リム に 流れ つく こと も ある だ ろう ……。 


その 時 に で も ……」 

カロ ル 「 う ん 」 

ーー 件 落着 し て 、 笑み を 浮か べ る カロ ル た ち 。 

リタ 「 今 回 、 あん た 静か だ っ た わ ね 」 

レイ ヴ ン 「 何 よ 、 俺 様 は いつ も 静か よ 」 

リタ 「 結 婚 し て た の ? 俺 様 シ ョ ッ ク ー! …… つて 言う 
( か と 思っ て た か ら 」 
5 レイ ヴ ン 「 俺 様 の 好み は 、 も っ と 大 人 の 女性 な の 。 ジ ュ デ ィ 


ス ち ゃ ん みた い に 。 相 変わ ら ず 俺 様 の こと 、 わ か っ 
て な いわ ね 、 リタ っ ち は 」 
不意 に 名 前 を 呼ば れ て 振り 向く ジュ ディ ス 。 


リタ 「 あ ん た の こと な ん て 、 別に わか ん な くっ た っ て いい 
本 示 絆 人 」 


、 る 男性 の 前 で 足 を 止め る 。 
馬 440 ま 


パテ ィ ②③、 お まえ も も か し て …… ?」 


男性 「 ん ……?」 

バテ ィ 「 ジ ム 、 か … ?」 

ジム 「 な ん で 俺 の 名 前 を …・」 

自分 の 名 前 を 呼ん だ パテ ィ の 姿 を 見 て 、 驚く ジム 。 


ジム = [ああ ん た も し か し て お 頭 の ……! 


カロ ル 「 お 頭 ?」 


ジム 「 い や 、 ここ じゃ いい づら いん だ けど よー。 俺 は 昔 、 


海賊 だ っ た ん だ よー その と き の お 頭 に あん た が 似 
て る な っ て 思っ て よー。 や 、 お 頭 は あん た みた いな 
子ども じゃ な いん だ けど ……」 


パテ ィ は ドキ ッ と する 。 
パテ ィ 「 あ 、 う …… つ 、 う む 。 うち は その お 頭 の 孫 な の じゃ 。 
DO II 


ジム 「…… お 、 お 頭 の 孫 ……! な 、 な ん と ……! まさ 


か お 頭 に 孫 が ……。 で も 、 確か に 最初 見 た 時 、 お 頭 
と 何 か 関係 が ある か も と 思っ た ん だ よ な ー。 孫 、 かぁ 


ジム は 背 を 向け て 泣き じゃ くる 。 
ジョ ディ ス 1 どう し た の か じ し ら 、 この 大人 7] 
ジュ ディ ス の 問い に 振り 向い て 答え る ジム 。 


ジム 「 い や ぁ 、 こう 目 の 辺 り と か 顔 の 感じ と いい 、 そっ く 


り だ よー し か し あの お 頭 に 孫 が いた と は ……。 懐 か 
し いな ー め あの ころ は よかっ た な ……。 うつ …… お 頭 一 」 
また ジム が 泣く 。 


パテ ィ 「 泣 く な 。 男 の くせ に みっ と も な い ぞ 」 

ジム 「 す 、 すま ね ぇ 、 つい 思い 出し ちまっ て よ 。 あ ん と きゃ 
駆け 出し で よー、 い つも いつ も お 頭 に 助け られ て た よ 」 

カロ ル 「 強 か っ た ん だ ね 、 パ ティ …… そ の お …… お 頭 さ ん っ て 」 

ジム 「 あ あ 、 カッ コ よ か っ た よ 、 お 頭 は 。 う ……、 お 頭 一 」 

バテ ィ 「 い つま で も 泣く の で は な い の じ ゃ ! 海 精 の 牙 ( セ 


イレ ー ン の キバ ) の 名 が す た る ぞ !」 
ジム 「 は 、 は い ……!」 
パテ ィ に 怒ら れ た 瞬間 、 ジム が 懐か し い 感 覚 に と ら わ れる 。 


ジム 「 あ あれ -…- い 、 今 な ん が お 頭 に 稀 ら れ た よう な …-」 


慌て て と りつ くろ う パ ティ 。 
パテ ィ 「 も う 泣 く な 」 


ジム 「 あ 、 ああ 、 すま ね ぇ 、 また 別 の こと を 思い 出し ちまっ 


て よ 。 お 頭 に 憧れ て 、 お 頭 の 術 を 真似 し た な ー っ て よ ] 


エス テル 「 そ れ じ ゃ あ 、 あな た も けっ こう 強かっ た ん で すね ?」 

ジム 「 い や 、 全然 ダメ だ っ た ん だ よ 。 で も 、 一 つ だ け 、 マ 
スタ ー し た も の が あっ て よー。 こ の 術 は 特殊 で よ 、 
何 が 起こ る か わか ん ね ぇ ん だ 」 

カロ ル 「 な ん が 厄介 な 技 だ ね ……」 

ジム 「 お 頭 が 使っ た ら 、 ば ー ん と 敵 が 全滅 する こと も あっ 


た ん だ 。 で も 、 俺 が 使っ た ら 、 ろ く な こと 起き や し ね ぇ 」 


危な そう な 術 の 効果 を 聞い て 、 エス テル と カロ ル が た じ ろ ぐ 。 


カロ ル 「 ど うし て 、 そん な ヤバ イ 術 、 使う の …… ?」 

ジム 「 何 せ 、 お 頭 の 思い 出 の 術 だ か ら …… う お 頭 あ ……」 

バテ ィ 「 か 」 

ジム 「 そ うだ 、 あん た に その 術 お し えて や る よ 。 孫 の あ 
ん た が 知っ て お いた 方 が いい だ ろ 」 

パテ ィ 「 お お 。 そ れ は 助かる の じゃ 」 

カロ ル 「 ね ぇ 、 や め と いた 方 が よく な い …… ?] 

パテ ィ 「 大 丈夫 な の じゃ 。 使い こなし て みせ る の じゃ 」 

ジム 「 術 の 内 容 を 奥義 書 に まとめ て お いた か ら 。 俺 は 習 
得 に 10 年 か か っ た けど な 」 

カロ ル [じゅ 、 10 年 っ て …… 」 


エス テル  「 パ ティ …… そ ん な に か か っ た ら …」 
奥義 書 を 読ん で 、 バテ ィ が 術 を 思い 出す 。 


パテ ィ 「…… お お 、 この 術 か 」 
ジム 「 知 っ て いる の か ?」] 


その 場 で 術 を 使い こなし て みせ る パテ ィ 。 


ジム 「 な 、 な ん と …… す ご い …… よ さす が 、 お 頭 の 孫 だ !」 
カロ ル 「…… 本 当 は 初め か ら 知 っ て た ん じゃ な い の …… ?」 
パテ ィ 「 す っ か り 忘 れ て た の じゃ 」 

ジム 「 う ……、 お 頭 --」 


また また 泣き 出 す ジ ム の 背中 を 無言 で 見 つめ る 一 同 。 
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ダン グレ スト を 散策 する 一 行 。 する と 、 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) 
の ギル ド 員 が カロ ル に 声 を か け て くる 。 


ギル ド 員 「 カ ロ ル じ ゃ ね ぇ か 」 

カロ ル 「 ダ イン !」 

ジュ ディ ス 「 誰 か し ら ?」 

カロ ル [紹介 する ね 。 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の ダイ 
ン 。 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) に いる 時 に 世話 に 
な っ た ん だ 。 こっ ち は 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 
リア ) の 仲間 だ よ 」 

ダイ ン [聞い て る ぜ 。 ナン の 奴 に クビ 切ら れ て 、 新しく ギル 
ド 作 っ た っ て 。 ど うだ 、 うま く 行 っ て ん の か ?」 

カロ ル 「 う ん 、 な ん と か ね 」 

ユー リ 「 カ ロ ル ……」 

カロ ル [ん …… で 、 二 に 2 

ユー リ 「 い い の か …… 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 連中 


に は いろ いろ 因縁 が あめ る ん じゃ ね ぇ の か …… ?」 
カロ ル 「 え …… ? あ 、 ダイ ン は そう いう ん じゃ な いよ 」 


ダイ ン 「 こ いつ 、 妙 に 粋 が る か ら ね 。 他 の 連中 は ガキ の く 
せ に 生意気 だ っ て いじ め る けど 、 俺 っ ち も 似 た よう 
な も ん だ っ た か ら わ か ん の よ 」 

ユー リ 「 上 ふーん 、 そん な も ん か 」 

ダイ ン 「 お まえ が そっ ち で 仲間 と ちゃ ん と や っ て て 、 安 心 し た よ 」 

カロ ル 「 う ん 、 な ん と か が ん ば っ て る よ 」 

ダイ ン 「…… そ うだ ……| 。 お まえ た ち に ちょ っ と し た 仕事 頼 
みた いん だ が ……」 

カロ ル 「 何 ?] 

ダイ ン 「 こ れ か ら デ ズ エ ー ル 大 陸 に 魔物 退治 に 行く ん だ が 、 
これ が また 相当 の 魔物 で な 。 首 領 ( ボ ポス) や ティ ソン 
さん は どっ か 出張 っ て て 頼れ ね ぇ し 」 

カロ ル 「 そ れ で ボク た ち に 手伝っ て ほし いっ て こと ?」 

ダイ ン 「 ま あ 、 そう いう こと だ な 」 

カロ ル 「 仕 事 の 依頼 だ よ 」 


「 受 ける 」 を 選ん だ 場合 
ダイ ン 。 「 お 、 マ ジ で か ] 

「 あ あ 、 仲間 が 世話 に な っ た ん だ 、 きっ ちり や ら せ て 
「 う ん 、 夜空 に また た く 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ ス 
ベリ ア ) の 名 に 賭け て 、 お 仕事 お 引き 受け し ます 」 

「 お っ 、 カロ ル 、 さま に な っ て る ね ぇ 。 よし 、 そっ ち は 
色々 し っ か り 準備 し た 方 が いい だ ろう な 。 相当 強い 
魔物 だ し な 」 


ダイ ン 


「 俺 は マン タイ ク で 依頼 人 が 待っ て る か ら 先 に 行っ 


去っ て いく ダイ ン 。 


エス テル 「 今 、 マン タイ ク っ て 言っ て まし た よね 」 
ーー 「 あ あ 。 そ れ が どう か し た か ?」 

エス テル 「 ま さか 、 倒す 魔物 っ て フェ ロー の 事 だ っ た ら ど うし 
よう と ど 選 ジ で て 

EC 天 こ フェ ロー は も う イ フリート に 

「 つ まり 、 胃 治 すべ き 魔 物 が フェ ロー な ら こ の 仕事 、 
受け な い 方 が 得策 と 」 

「 で も 、 も う 仕事 受け ちゃ っ た し 、 それ に ダイ ン の 頼 
みだし な の 」 

ジュディス  「 マ ンタ イク へ 行き まし ょ 。 そう すれ ば わか る こと だ わ 」 


カロ ル 
ルー リ 


カロ ル 


リ 


1 
エス テル [準備 も きち ん と し て いき まし ょ う 」 ョ 
ユー リ 「 あ あ 、 そう し た 方 が いい か も な 」 

ふと 、 以前 の 仕事 で 重傷 を 負っ た ノビ ス の こと が 気 に な り 、 一 行 は | . 
カプ ワ ・ ト リム に 立ち 寄る 。 宿屋 に いる 治癒 術士 に 、 ノビ ス の こと | 朝 
ユー リ 「 な あ 、 そこ の 部 屋 に ケガ 人 が いな か っ た か ?] ] 
治癒 術士 「「 あ あ 、 あ な た 方 、 ノ ビス ・ セ レス テル さん の お 知り | . 
: 
カロ ル [知り合い っ て いう か 仕事 の 関係 で ちょ っ と ね 」 
治癒 術士 「 あ の 方 、 いな く な っ ちゃ っ た ん で す よ ……」 

カロ ル 「 だ っ て 、 確か 動け な いく らい 大 ケガ だ っ た で し ょ ?」 
治癒 術士 「「 え え 、 で し た 。 で も 、 い つの 間 に か 部 屋 抜け 出し 
ユー リ 「 ま っ た く 、 何 考 えて ん だ か )」 

治癒 術士 ~「「 も し 見 か けた ら 、 こ ちら に 連れ て き て くだ さい 」 
ユー リ 「 あ あ 、 そん 時 ゃ 殴っ て で も 連れ 帰っ て くる さ 」 

カロ ル 「 殴 っ ちゃ ダメ だ よ 、 ユー リ 」 

マン タイ ク に 到着 し た 一 行 は 、 ダイ ン を 探し て 街中 を 歩き 回 る 。 し 
か し 、 その 姿 は 見 あたら な い 。 

カロ ル 「 ダ イン 、 いな いね ぇ …… 宿 屋 で 休ん で る の か な ?] | : 


」 
ダイ ン 「 申 し 訳 ね えた ……」 

カロ ル 「 そ れ じ ゃ あ 、 み ん な が 元気 に な る まで ここ で 待つ よ 」 
ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 幸い 魔物 は 見 えな いみ た い だ し 」 1 
ダイ ン 「 そ れ が そう いう わけ に も いか ね ぇ の よ 。 う ちの 依 | 』 
レイ ヴ ン 「 こ りゃ また 、 大 変 な こと に な っ ちまっ て ん の ね 」 
ダイ ン 「 そ の 御仁 、 どう に も 頼り な い 剣 の 振り で ね 。 今頃 は どう 
な っ て る か …… 早 め に 行っ て や っ た 方 が いい ん だ が …」| 
ユー リ 「 そ の 魔物 、 どっ ちの 方 へ 行っ た ?」 1 
ユー リ 「 飛 ん で …… ?」 

ジュ ディ ス ここ か ら 北 だ と 、 ちょ うど テム ザ 山 の 方 向 ね 」 

カロ ル 「 ね 、 それ っ て 前 に テム ザ 山 で 見 た あの で か い ゆい 魔物 | . 
1 


ユー リ 「…… か も な 」 


頼ん だ …… 


慌て て ダイ ン が 去っ て いく 。 ] 


ユー リ 「 や れ や れ …-」 

エス テル 「 テ ム ザ 山 で す よね 。 行っ て み ま し ょ う 」 

カロ ル 「 う ん 」 

テム ザ 山 に 向かっ た 一 行 は 、 ク レー ター の 中 心 で 羽ばたく プ テ ラ 


カロ ル | うわ 2 だ で が い の …… ! あれ っ て や っ ぱり 前 に エ 
ヴァ ライ ト 狙 っ た ……」 

「 さ ら わ れ た 依頼 人 の 方 は …… 」 

「 見 当たら ね ぇ な 」 

「 ま さか 喰わ れ ち ゃ っ た …… ?」 

「 も っ と 近付け ば わか る ん じゃ な い ?」 


エス テル 
ユー リ 
レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 


ユー リ 「 そ うだ な 」 
近づい て みる と 、 プ テ ラ ブロ ンク の 真下 で ノビ ス が 倒れ て いる 。 
カロ ル 「 あ ! あれ ! あそこ !| 


ユー リ 
レイ ヴ ン 


「 ノ ビス !? ダイ ン た ちの 依頼 人 っ て あい つか ?」 
「 魂 の 鉄 植 ( ス ミス ・ ザ プ ・ ソ ウル ) の ヤツ ね 」 

ジュ ディ ス  「 食 べら れ て し まう 前 に 助け た 方 が よさ そう ね 」 
ーー リ 「 や る ぞ !」 
一 行 は プ テ ラ ブ ロン ク を 退治 し て 、 倒 れ て いる ノビ ス に 声 を か ける 


ya 8 


ブロ ンク を 目撃 する 。 ト 


* | リタ 「 エ ステ ル 、 ちょ っ と 、 そん な に 怒ら な く て も 」 


「 お い 、 し っ か り し ろ 」 
「 私 の …… 私 の エヴァ ライ ト は 無事 か ……」 


4 リタ 「 あ きれ た 、 まだ 諦め て な か っ た の ?」 
及 | レ イヴ ウン 「 ま っ た く 無 茶 し ちゃ っ て 」 


エス テル 「 い くら 大 切な も の で も こん な 凶暴 な 魔物 に 一 人 で 立ち 


向かう な ん て ………。 命 を 粗末 に する に も 程 が あり ます 


エス テル 


3 帰 ら ね ば CCO つづ つつ …… | | 
3 エス テル 「 し っ か り し て くだ さい !」 
エス テル か が 治癒 術 で ノビ ス の 応急 処置 を する 。 


ユー リ 「 と りあ え ず 、 マン タイ ク へ 行っ て 、 休ま せよ う 」 
て 。 は い 、 こ れ で OK、 と ] 

倒れ た プ テ ラ ブ ロン ク か ら 爪 を 手 に 入れ る カロ ル 。 

ジュ ディ ス  「 早 くし な いと ノビ ス が 危な いわ 。 用 意 は いい か し ら ?」 


ジィ イン [帰っ て きた か 、 どう だ っ た ?」 
“ 
| 
_ | ユーリ 「 こ れ か 、 お た く の 依 頼 人 は 」 


あの 魔物 に 敵 属 心 (て き が いし ん ) 持 っ て て ね 」 
エス テル 「 そ こま で し て 、 欲し か つっ た ん で し ょ うか エヴァ ライ ト …… 
ワタ 「 こ の 状態 じゃ な ん で そん な に こだわ っ て ん の か 聞 


仁義 だ ろ 。 ま 、 気 に な ら ね えと 言え ば ウソ に な る け 
無茶 する こと も ね え だ ろ 」 

ダイ ン 「 あ あ 、 俺 は も う 大 丈夫 だ 。 仲間 は まだ 微妙 な と ころ だ け 
ど な 。 ま 、 今回 は 助かっ た 。 お 礼 に これ を 受け 取っ て くれ ] 


| 


「 受 け な い 」 を 選ん だ 場合 
ダイ ン 「 そ うか 、 困 っ た な ……。 で も 、 し ょ う が ね ぇ な 。 他 を 探す よ 」 


ダイ ン に 再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 
ゲイ ン 「 お お 、 引き 受け て くれ る の か ?」 


以前 に カプ ワ ・ ト リム で 会 っ た 海 精 の 牙 ( セ イレ ー ン の キバ ) の 元 ギ 
ルド 員 ジ ム を 、 ノー ド ポ リカ で 見 か ける 一 行 。 
パテ ィ 「 ジ ム …… 7 

びっ くり だ 。 あん まり に そっ くり で よ 。」 ・ 


ユー リ 「…… そ っ くり 、 ね ぇ 」 

た 「 う 一 お 頭 あ ……」 

パテ ィ 「 海 の 漢 び が めそ めそ 泣く な な の じゃ 」 
ジム 「 そ うだ ! あれ を …… 四 

ジム は どこ か が へ と 駆け て いく 。 

カロ ル 「 ど うし た ん だ ろ ?」 


戻っ て きた ジム の 手 に は 、 子ども 用 の 服 が あっ た 。 

ジム 「 あ ん た に 会 っ て 、 お 頭 の 遺品 が あっ た の を 思い 出 
し た 。 お 頭 が まだ 四 族 だ っ た 子ども の 頃 に 親父 さん 
か ら も ら っ た っ て 服 だ よ 」 


エス テル 「 そ の お 頭 さ ん っ て 貴族 だ っ た ん で す ?] 


ジム 「 お 頭 や 参謀 に そう 聞い た ぜ 。 海 に 憧れ て 家出 し た っ て ] 
ユー リ 「…… ふーん 」 

バ パティ 「 う ち は 知 らん 」 

仲間 た ちの 視線 か ら 顔 を 背け る パテ ィ だ が 、 ジム の 持っ て きた 服 に 
は 着替え て みせ る 。 

ジム 「 ぴ っ た り だ !」 

カロ ル 1 うわ っ 、 似合い すぎ -……」 

エス テル 「 本 当 に 。 パ ティ の た め に あつ ら え られ た みた いで す 」 


ジム 「 ま る で お 頭 が 生き 返っ た みた い だ ……。 よかっ た ら 、 


この 衣装 、 も ら っ て くれ な いか 」 


パテ ィ 「 い い の か ?」 

ジム 「 い いと いう か 、 お し ろ 、 あん た が 持っ て いる べき だ 
と 思う ん だ ] 

パテ ィ 「 そ れ な ら ば 、 その お 頭 が 大 切 に し て いた 衣装 、 う 
ち が 譲 り 受け る の じゃ !」 

ミッ ム 「 あ あ 、 お 頭 一 ! や っ ぱり お 頭 に そっ くり だ 。 これ 
で あん た が 海 靖 の 牙 ( セ イレ ー ン の キバ ) を 復興 さ 
せ て 率い て くれ た ら な あ 」 

パテ ィ 「 そ れ は …… 今 は ちょ っ と 無理 じゃ な 」 

ジム 「 だ よ な あ 、 あん た みた いな 子ども に は 頼め な いし 
9 し ょ う が ね ぇ え 。 じ ゃ あな 」 

ジム が 去っ て いく 。 

エス テル 「 ち ょ っ と 可哀想 で すね 」 

ユー リ 「 で も 、 オ レ た ち が ど うに か で きる っ て 話 で も な いか ら な 」 

エス テル ト そ う 、 で すね 


演劇 大 好き 
ナム 孤島 の 体育 館内 で 、 途方 に 暮れ て いる 男性 が いる 。 


男性 [あー、 困っ だ 、 困っ た 。 どう 色 よ まう 、 どう し よう 」 

エス テル 「 ど うか し た ん で す ?] 

男性 「 ん ? あな た が た は ……」 

男性 は ユー リ た ち を じろじろ と 見 る 。 

リタ 「 な に よ 、 じろじろ 見 て 。 和 失礼 な や つね 」 

演劇 団員 「 こ 、 これ は 失敬 。 私 、 演劇 ギル ド 、 ショ ー タ イム の 
者 な ん で す が 」 

レイ ヴ ン 「 突 然 、 自己 紹介 を 始め た ぞ 」 

演劇 団員 「 空 に お か し な 化け 物 が 出 た お か げ で 、 他 の メン バー 
が 集まれ な く な っ て し まっ て ……。 お 願い し ます ! 
代わ り に 舞台 に 立っ て くだ さい ! 背 格好 (か っ こう ) 
も ちょ うど いい し 、 衣装 も ば っ ちり 似合う は ず で す 」 

ジュ ディ ズ 「 あ ら 、 面白 そう じゃ な い 」 

演劇 団員 「 こ の まま で は 信頼 を 失っ て 私 の ギル ド は お し まい 


で す 。 ど つう か! どう か ! お 願い し ます !」 
エス テル の 視線 を 感じ た ユー リ が し か た な く 答 える 。 


こと し 「 こ う 頼 まれ る と 、 断れ な い の が いる か ら な 。 は けど 、 


オレ た ち に で きん の か ね ?」 


演劇 団員 「 お お ! で は 、 まず 役者 は 四 人 、 青年 と 、 清 針 な あ 


な た と 、 口 の 悪い あな た と 、 子ども の 君 ! さっ そく 、 
そっ ち で 着替え て 、 一 瞬 で 台本 覚え て くだ さい ! 
男性 は こっ ち 、 女性 は こっ ち ね !」 


演劇 団員 に 案内 され 、 舞台 裏 に 向かっ た ユー リ 、 エス テル 、 カロ ル 、 
リタ の 4 人 。 観 客席 で 待つ 残り の メン バー の 耳 に 、 舞台 裏 か ら の 


声 が 入っ て くる 。 

リタ 「 ち ょ 、 あん た 押さ な いで より 

エス テル 「 衣 装っ て これ で し ょ うか 。 うわ ーー、 リタ の 服装 、 か 
わい いで すね 」 

リタ 「 ん な ! あたし に こん な の を 着 ろ つっ て いう わけ ? 


いや よ ! 絶対 に いや ! こら 、 勝手 に 脱が す な !」 


ーー リ 「 お い お い 、 い くら な ん で も 、 こ の 役 は 酷い ん じゃ ね え か 」 
カロ ル 「 ユ ー リ は まだ いい 方 だ よ 。 あ る 意味 、 似合っ て る し …-」 


賑やか な 舞台 裏 の 様子 に 、 ジュ ディ ス が わく わく する 。 


ジュ ディ ス 「 盛 り 上 が っ て きた みた いね 」 
レイ ヴ ン 「 ま 、 お っ さん は 役目 が な いか ら 客 席 で じっくり と 見 
物 さ せ て も ら う わ 」 


フ ヒ ピー ド [ワン リ 」 


そし て 大 勢 の 観客 が 見 守る な か 、 演劇 は 始ま っ た 。 ナ レー ショ ン を 


務め る ジュ ディ ス が 、 物語 の クラ イマ ックス を 告げ る 。 
ジュ ディ ス [幾多 の 危機 を 乗り 越え て 、 勇者 エス テル は つい に 
大 魔王 の 城 に 乗り 込ん だ の で し た 」 


舞台 に は すでに 大 魔王 ユー リ と リ 夕 姫 が いる 。 そ こ へ 勇者 エス テ 


ル が 登場 。 盛り 上 が る 観客 席 。 


エス テル 「 大 魔王 ユー リ ! お まえ を 倒し 、 姫 を 返し て も ら う ぞ 
レイ ヴ ン (お お 、 嬢 ちゃ ん や る 気 だ ね え ) 

リタ 「 ゆ 、 勇者 様 、 た 、 助け て くだ さい 」 

人 「 が っ は っ は っ ! 人 間 ご と き に 何 が で きる ! 今日 が お ま 


え の 命 日 だ ! 勇者 エス テル ! か か れ ! 雑魚 カロ ル !」 


雑魚 カロ ル が 登場 し 、 勇者 エス テル の 前 に 立ち は だ か る 。 
カロ ル 「 お まえ ご と き 、 大 魔王 様 が 相手 を し て や る まで も 


な いわ ! ええ い 、 これ で も くら え !」 


雑魚 カロ ル は 何 か 攻 撃 を し た らし い が 、 観客 に は 伝わら な い 。 


リタ 「 ゆ 、 勇者 様 !」 

エス テル 「 今 度 は こっ ちか ら 行 く ぞ !」 

カロ ル [うわ っ 、 ひぃ いい 

勇者 エス テル が 振り 回 し た 剣 を 、 雑 魚 カ ロ ル が 尻 も ち を つい て か わす 。 
観客 A 「 お 、 今回 の 舞台 は アク ショ ン が いい な 」 

エス テル 「 こ れ で と ど め だ !」 


勇者 エス テル が 必殺 技 ら し きも の を 繰り 出す が 、 雑魚 カロ ル の 周 


囲 で 煙 が 上 が る だ け 。 観客 の 反応 は いま いち だ 。 


リタ (な ん か が 演出 が し ょ ぼ い わ ね 。 あ た し が 盛り 上 げ て 


あげ る わ ) 


リタ が こっ そり と 攻撃 魔術 を 発動 する 。 雑魚 カ ロ ル に 火 が つき 、 観 
客 の 注目 が 集まる 。 一 方 レイ ヴ ン は 、 オイ オイ と いつ た 様子 。 


カロ ル トペ うわ っ | - あたっ と に 


雑魚 カロ ル が あわ て て 舞台 裏 に 駆け 込む と 、 直後 に 爆発 が 発生 。 


ざわ めく 観客 の か た わら で 、 カロ ル に 同情 する レイ ヴ ン 。 


カロ ル 「 も う 、 駄目 ……」 
観客 B 「 お お 、 演 出 も 派手 だ し 、 あ の 雑魚 いい 演技 する な あ ] 
レイ ヴ ン (まあ 、 演技 じゃ な いか ら な あ ) 


舞台 で は 、 リタ 姫 が 勇者 エス テル の 背後 に 逃げ 込ん で いる 。 


リタ 「 あ あ 、 勇 者 様 一 」 

勇者 エス テル は 大 魔王 ユー リ に 立ち 向かう 。 
エス テル 「 覚 悟 し ろ 大 魔王 !」 

ユー ジリ 「 身 の 程 を 知る が いい わ !」 


剣 を 振る う 勇 者 エス テル 。 台本 で は この 攻撃 で 大 魔王 が 倒さ れる 


は ず だ が 、 ユー リ は 攻撃 を か わし て し まう 。 
ユー リ 「 甘 い 、 甘 いわ !」 
予想 外 の 展開 に 、 小声 で 訴え る エス テル 。 


エス テル (ユー リ 、 台本 どおり 、 ちゃ ん と や られ て くだ さい よ ) 
ーー リ (せっ か くだ か ら 、 も うち ょ い 盛 り 上 げ て や ろう ぜ ) 
エス テル ( あ 、 それ いい か も し れ ま せん ね ) 


する と 、 勇者 エス テル が 間合い を と り 直 し て 唐 を 構え る 。 そ こ に 容 
赦 な く 蒼 破 刃 を 放つ 大 魔王 ユー リ 。 観客 が 驚く な か 、 レイ ヴ ン は ま 


た か 、 と いっ た 様子 。 


観客 A 「 お お 、 すげ え 、 すげ え ぞ !」 

リタ 「 勇 者 様 ! そ 、 それ に 大 魔王 も 、 危な いで す 。 
ーー の て 、 きゃ っ 1 

リタ 姫 に 蒼 破 刃 が 直撃 する 。 レイ ヴ ン の 鳥肌 が 立つ 。 

観客 B 「 あ 、 姫 に 直撃 し た ぞ !」 

転倒 し た リタ 姫 は ゆっ くり と 立ち 上 が り 、 肩 を 震わせ て 怒鳴 り 散 ら す 。 

リタ 「 台 本 に 、 こん な こと 書い て な か っ た で し ょ う が !」 

仕返し に 攻撃 魔術 を 放つ リタ 。 吹 き 飛 上 ぶ ユ ー リ と エス テル 。 

ユー リ 「 悪 ふざけ が 過ぎ た みた い だ な ]」 

エス テル トン な ん で わた し まで 」 


ジュ ディ ス 「 こ うし て 、 リ 夕 姫 は 、 自力 で 大 魔王 を 倒し 、 世界 に 


平和 を も た らし た の で す 。 お し まい 」」 


あき れる レイ ヴ ン を よそ に 、 舞台 は 大 歓声 の うち に 閉幕 し た 。 公 演 


を 終え た 一 同 に 、 演劇 団員 が 礼 を 述べ る 。 
演劇 団員 「 君 た ちの お か げ で 、 すご くい い 公 演 に な っ た よ ! 
また 機会 が あめ れ ば 、 ぜひ 舞台 に 立っ て くだ さい !」 


リタ 「 冗 談 じ ゃ な いわ ]」 


レイ ヴ ン 「 ん な こと いっ て 、 良い 息抜き に な っ た ん で な い ?」 

ディ スズ 「 随 分 楽し そう だ っ た も の ね 」 

エス テル 「 は い 。 楽し か っ た で す 」 

カロ ル 「 ボ ク 、 も う 演 劇 は いい か な …」 

演劇 団員 「 あ 、 そう だ 。 舞台 で 使っ た 衣装 を 記念 に 上 げ る よ 。 
より よい 舞台 を 作る た め に 、 今後 も が ん ば ろう ね ! 
演劇 ギル ド 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 
こと は 絶対 に 忘れ な いか ら 」 

ユー リ 「 い や 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は 、 演劇 


ギル ド じ ゃ ね え か ら 」 


タル カロ ン で の 決戦 を 控え た 一 行 。 休 息 の た め に オル ニオ ン へ 立 


ち 寄 る と 、 フレ ン の 部 下 が 出 迎え る 。 


騎士 「 フ レン 団長 代行 、 お 疲れ 様 で す !」 
フレ ン 「 み ん な を 休め る 場所 に 案内 し て くれ 」 
騎士 | は つら ちら へ だ どうぞ] 


ー 行 は 騎士 に 案内 され て テン ト へ 向かう が 、 ユ ー リ と フレ ン は その 
場 に 廊 ま る 。 ら 人 を 見 て いる エス テル に 、 ジュ ディ ス が 呼び か ける 。 


ジュ ディ ス 「 行 きま し ょ う 」 
に ん プク 「 は い 」 


ジュ ディ ス と 共に テン ト へ 向かう エス テル 。 ラ ピー ド も 彼女 た ち に 


つい て いき 、 ユー リ と フレ ン だ けが 残る 。 


フレ ン 「 の ん びり し て る 時 間 は な いと わか っ て いる は ず だ 
- ろう ?」 

ユー リ 「 和 失敗 は 許さ れ な いん だ 。 慎重 に も な る さ 」 

フレ ン 「 ユ ー リ らし く な いね 。 無茶 で も 無謀 で も 突っ 込む 
の が 、 ユー リ だ ろう ?] 

ユー リ 「 そ れ は お まえ だ ろ 」 

フレ ン 「 今更 迷い は な い だ ろ うか ら 、 足り な い の は …… 後 
押し か い ? 成功 を 確実 に する た め の 」 

ユー リ 「…… 決 め 手 が ほし い 」 

フレ ン 「 そ れ な ら 、 付き 合 お う ] 

ユー リ 「 ん じゃ 、 頼む わ 」 

フレ ン 「 喜 ん で 」 

し ば らく し て 、 睡眠 を と っ た リタ が テン ト か ら 出 て くる 。 

リタ 「 ふ あー、 よく 寝 た 」 

エス テル 「 何 度 叩 いて も 揺 さ ぶ っ て も 、 起き な いか ら 、 リタ 、 死 


ん で る の か と 思い まし た 。 …… は ぁ …… よ か っ た ……」 


ジュ ディ ス  「 思 っ て いる 以上 に 疲れ て た の ね 」 

剣 の 稽古 を 続け て いる ユー リ と フレ ン を 見 る リタ 。 

リタ に やつ あの 二 人 、 まだ や っ て ん の ?」 

エス テル と ジュ ディ ス も ら 人 を 見 る 。 

エス テル 「 え え 、 ほとん ど 休 憩 な し で 続け こま す よ 」 

ジュ ディ ス 「 二 和信 と も 、 楽し そう ね ] 

リタ 「 よ く や る わ 。 暑苦しい 。 さて 、 あたし は 明星 弐号 の 
メン デ チ ンス で も ずる わ 」] 

エス テル 「 あ 、 わた し も 手伝い ます 」 

歩き 出す エス テル と リタ 。 

ジュ ディ ス 「 リ タ も 似 た よう な も の だ と 思う の だ けれ ど 」 


ユー リ と フレ ン の 稽古 は 、 夜 に な っ て も 終わ ら な い 。 決め手 の な い 
まま 刻 を 交わ すら 人 だ っ た が 、 つい に ユー リ が フレ ン の スキ を 見 つ 


け て 技 を 繰り 出す 。 

ユー リ 「 そ こ だ ! これ で どう だ ぁ っ !」 

フレ ン 「 く っ …… 四 

フレ ン は 苦し まぎれ に ユー リ の 技 を 古 で 防ぐ 。 今 の 技 に 手応え を 
感じ る ら 人 。 

ユー リ 今 の ーー 」 

ジレ ン 「 ど う や ら 、 つか め た よう だ ね 」 


ュー リ 「 あ め あ 。 あ り が と な 」 


先 古 が 終わ っ た と 見 た 一 同 が 、 ら 人 に 近づく 。 
エス テル | ラー ラウ レン 


リタ 「 終 わっ た の ?] 

ユー リ 「 あ あ 、 待た せ た な 」 

ジュ ディ ス  「 じ ゃ 、 行き まし ょ うか 」 

ユー リ 「 え ? 待っ た 、 少し 休ま せ て ……」 

カロ ル 「 の ん びり し て る 暇 な いん だ か ら 。 いざ 、 し ゅ っ ぱー つ 


どら 人 を 待た ず に 出発 し て し まう 一 行 。 残 され た ユー リ と フレ ン は 向 
き 合 っ て 、 勝利 を 装い 合う 。 


ラ レ ン 「 勝 つよ 」 
ユー リ 「 当 然 だ 」 
ハイ タッ チ で 締め る ら 人 。 


オル ニオ ン の 街中 を 歩い て いる と 、 レイ ヴ ン の 姿 を 見 つけ た ル ブ 


。 ラン が 彼 に 敬礼 を する 。 
9 ア ョ ー ケ テン 「 レ イヴ ン 殿 、 任務 お 疲れ 様 で す !」 

レイ ヴ ン 「 任 務 っ て な に よ ……」 

展 プ ラシン 「 レ イヴ ン 殿 率い る 皆様 の ご 活躍 、 我ら の 耳 に も 届 
いて お り ま す 

レイ ヴ ン 「 堅 苦し い 挨拶 な らい らん よ 」 

ルブラン 「 は っ 、 いえ 、 ヨー デル 殿下 より 装束 を 預かっ て まい 
り ま し た ! 決戦 に 赴く レイ ヴ ン 殿 ヘ へ ヨー デル 殿下 
か ら の 激励 の 品 で す ! お 納め 下さ い 」 

ユー リ 「 決 戦 装 束 っ て と こ か ?] 

エス テル 「 勲 功 を あげ た 騎士 団長 に は その 忠誠 と 功労 を 称え 

皇帝 か ら 装 束 が 贈ら れ ま す 」 

ジュ ディ スル 決戦 前 に 渡す っ て こと は 発破 を か け て いる ん で し ょ う ね 」 

レイ ヴ ン 「 だ が 、 騎士 団長 っ て な ら フ レン じゃ な い の ? 俺 は 
騎士 団員 じゃ な い ぜ 」 

フレ ン 「 僕 は 団長 代行 を 拝命 し た ば か り で す 。 過去 の 功績 に 


対す る 栄誉 と いう な ら レ イヴ ン さ ん が 相応 し い 。 ヨー 

デル 殿下 も そう お 考え に な られ た ん じゃ な いか な 。 ま 

さか 、 殿下 の ご 厚意 を 無 介 に し た り し ませ ん よね ?」 
フレ ン は さわ や か な 笑顔 で レイ ヴ ン に 問い か ける 。 


レイ ヴ ン 「…… わ か っ た よ 。 ヨ ー デ ル 殿 下 御 下 賜 の 品 有 難く 
頂戴 し ます 」 

エス テル 「 受 け 取 っ た ら 、 お 披露 目 で す 」 

レイ ヴ ン (に し な 7」 

エス テル 「 は い 。 な ら わ し で すか ら 」 

レイ ヴ ン が 決戦 装束 に 着替え て 現れ る 。 その うし ろ に は 、 大 勢 の シュ 

ヴァ ー ン 隊員 が 集まっ て いる 。 

ジュ ディ ス  「 似 合っ て る わ 」 

レイ ヴ ン 「 あ 一 感想 いい か ら 。 さっ さと 行こ う よ 」 

ルブラン 「 シ ュ 、 シュ ヴァ ー ン 隊長 オ ……。 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 ! 


レイ ヴ ン 殿 に 、 敬礼 ! ご 武運 を !」 
いっ せい に レイ ヴ ン に 向け て 敬礼 を する シュ ヴァ ー ン 隊員 。 
カロ ル 「 す ご ……』 
レイ ヴ ン 「 だ か ら さ っ さと 行こ うっ て 言っ た じゃ な い 」 
ジュ ディ スズ 「 み ん な の 期待 は 大 きい わ ね 」 


一 行 が オル ニオ ン を 訪れ る と 、 フレ ン が 騎士 団 の 様子 を 見 る た め 


に 別 行 動 を と る 。 
フェ 「 ち ょ っ と 騎士 団 の 様子 を 見 て くる よ 」 
カロ ル 「 い っ て らっし ゃ い )」 
* する と ラビ ピー ド が フレ ン に 駆け 寄る 。 
を = ラフ レン 「 ラ ピー ド 。 一 緒 に 来る か い ?」 
ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 


。 フレ ン に つい て いく ラビ ピー ド 。 

* エス テル 「 ラ ピー ド は フレ ン に 人 懐 いて る ん で すね 。 いい な ぁ 、 フ レン ] 
レン ュ ユーリ 「 懐 いて る っ て いう か フレ ン も 飼い 主 だ か ら な 。 昔 
は オレ と フレ ン で 面倒 見 て た ん だ 」 


エス テル 「 ユ ー リ と フレ ン は どう や っ て ラビ ピード と 仲良 く な っ 


た ん で す ?] 
ユー リ 「 普 通 に 世話 し て た だ け だ な 。 一度 、 ラ ピー ド が 大 


怪我 (けが ) し て 、 寝 ず に 手当 て し た こと も あっ た ぜ 」 


ジュ ディ ス 「 ラ ピー ド の 傷 は ひょっと し て その と き の ?」 

ユー リ 「 あ あ ] 

カロ ル 「 そ うい えば 、 ラ ピ ー ド の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は 前 
の ご 主人 様 の 形見 (か た み ) だ っ て 言っ て た よね 。 武 
醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) 持 っ て た こと と 怪我 
(けが ) し て た こと 関係 ある の か な 」 

ユー リ 「 さ あな 」 

レイ ヴ ン 「 ラ ピー ド は 前 の 飼い 主 に 攻 い を 立て て る の か も ね 。 
だ か ら 愛 想 ぬ ぬり まかない の よ 」 

リタ 「 和 ホー ん …… ま 、 誰 に で も 尻尾 振る より は よっ ぽ ど 

ーー UN 

ラビ ピー ド と フレ ン が 戻っ て くる 。 

ラビ ー ド AO た だこ ワン 1 

ユー リ 「 も うい い の か ?」 

フレ ン 「 あ あ 。 残っ た みん な が 、 上 手 く や っ て くれ て る みた い だ ]」 

エメ デル 「 ラ ピー ド っ て 、 落ち 着い て ます よね 。 い つも 余裕 
で 構え て て 、 貫禄 が あり ます 」 

ユー リ 「 そ りゃ 、 お っ さん と 同じ くら い の 年 だ し な 」 

その 言葉 を 聞い て 、 ラビ ピー ド と レイ ヴ ン を 見 比べ る 一 同 。 

リタ 「 犬 の ほう が し っ か り し て る わ よ ね 」 

ジュ ディ ス  「 ニ ヒル な 雰囲気 ね 。 大 人 の 魅力 を 感じ る わ 」 

エス テル 「 バ ハード ボイル ド で すね 」 


レイ ヴ ン に 向かっ て た め 息 を つく リタ 。 


レイ ヴ ン 「 な 、 な に よ 、 その た 人 息 !」 

リタ 「 同 じ く らい の 年 齢 と は 思え な いわ 」 

フレ ン 「 犬 年 齢 に 換算 し て だ よ ? 実際 は 4 歳 く らい じゃ な いか な ] 

ユー リ 「 つ まり 、 お っ さん は 4 歳 に 負け て る 、 と 」 

フレ ン 「 え っ ? い 、 い や 、 そう いう 意味 で は ……」 

ラビ ピー ド MP か 

レイ ヴ ン 「 ワ ンコ 今 笑 っ た わ ね !? どう いう 意味 よ 、 そ れ ど う 
いう 笑い な の よ !」 

カロ ル 「 レ イヴ ン 、 た ぶん し ゃ べ る ほど に 評価 落と し て る と 
思う よ 結党 2 

レイ ヴ ン | つう くち 」 

プレ ン 「 ラ ピー ド も みん な が 好き みた い だ ね 」 

ユー リ 「 あ ん ま 顔 に は 出さ ね え け ど な 」 

ラビ ピー ド 「 ワ フッ ?] 


オル ニオ ン の 中 心 に ある 、 結界 魔 尊 器 ( シ ルト ブラ ステ ィ ア ) の 残 
骸 を 見 て いる ユー リ た ち 。 


エス テル 「 こ れ も 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) で す ? 
動い て こない けれ ど ……」 
ジュ ディ ス 「 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) は 街 の 守護 の 象 


徴 な ん だ も の 、 形 だ け で も 残し た いん じゃ な いか し ら 」 
リタ 「…… な ん と な く 、 わか っ た 気 が する 」 


エス テル 「 え ? な に が で す ?] 

リタ 「 な ん で あたし が 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 好 き な の か 
か 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) は あたし に と っ て 、 兄 
弟 み た いな も ん な の 」 

ユー リ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 兄弟 …… ? 1 

リタ 「 あ た し に は 父親 は いな か っ た し 、 母親 と も 早く に 死 
に 別れ た 。 で も 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) だ け は あたし 
と いつ も 一 緒 だ っ た 」 

が ュ デ ィ ス 「 だ か ら 、 兄弟 みた いな も の …… ね 」 

リタ 「 あ た し の 中 で 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 知識 も 一 緒 
に 育つ て つっ たから ね 。 だ か ら 、 愛 お し く 思 っ た り 、 壊 
され た ら お か つい た ん じゃ な いか っ て ね 」 

ジュ ディ ス 選 誠 ea arp:s な 」 


リタ 「…… け ど 、 その 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と も も うす ぐ 
お 別れ 、 か ……」 

ジュ ディ ス 「 兄 弟 は …… い つま で も 一 緒 に いる わけ じゃ な い 。 
いつ か が 離れ 離れ に な る 時 が 来る わ 」 

リタ 「 い つか っ て …… ?] 

ジュ ディ ス 「 も っ と 大 切な 人 が で きた 時 、 ね 」 

エス テル 「 で も 離れ 離れ に な っ た か ら っ て 、 大 切な 絆 が 失わ 
れる わけ じゃ な いと 思い ます 」 

リタ [ っ そつ うか も ね es 」 

ジュディス 「 そ れ に 、 離れ 離れ に な る か ら と いっ て 、 好き な 気持 
ちや 大 切 だ と 思う 気持 ち …… そ れ を 忘れ る 必要 は 
無い と 思う わ 」 

リタ 「 エ ステ ル …… ジ ュ デ ィ ズ ……-」 

エス テル 「 そ れ に リタ の こと 、 大 切 に 思っ て くれ る 人 、 た くさ 
ん で きた じゃ な いで すか )」 

リタ 「…… ぷん ーーー 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 代わ りな ん 
て まだ まだ ね 」 

ジュ ディ ス 「 ま だ まだ な の ?」 

ユー リ 「 ま だ まだ らし い ぜ 」 

カロ ル 「 ひ どい よ 、 リタ 」 

レイ ヴ ン 「 こ ん な に 愛し ちゃ っ て る の に 」 

リタ 「 う ざい 。 お っ さん 、 う ざ す ぎ 」 


エス テル 「…… い つか リタ が 素直 に な れれ ば いい ん で すけ ど ……」 
ジュ ディ ス  「 い いん じゃ な い ? あの 子 は あれ が 可愛 い の よ 」 
その 後 、 一 同 は 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) に あい さ つ を する 
リタ の 姿 を 目撃 する 。 


リタ 「 マ リア …… 行 っ て きま す ……」 
カロ ル 「 勝 手 に 名 前 つけ ちゃ っ た ……」 
エス テル 「 カ ワイ イ 名 前 で すね 」 


オル ニオ ン の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) の そば に いた ドレ イ 
ク が 、 レイ ヴ ン を 見 る な り 話し か け て くる 。 


ドレ イク 「 の らく らし て いて 、 腕前 が 落ち て る の で は な いか 、 
シュ ヴァ ー ン 」 

レイ ヴ ン 「 失 礼 ね 、 俺 は シュ ヴァ ー ン と か っ て の で も な いし 、 
腕前 も 別に 落ち て な いわ よ 」 

ドレ イク 「 で は 、 手合 わせ 願 お うか 」 

レイ ヴ ン 「 お 、 や る ?」 


身構え る ドレ イク に 矢 を 放つ レイ ヴ ン 。 ドレ イク は 微動 だ に せ ず 、 
矢 を は じき 返す 。 レ イヴ ン は た っ た 3 回 の 攻撃 で 手 を 止め る と 、 ド 
レイ ク に 駆け 寄っ て 頭 を 下げ る 。 


レイ ヴ ン 「 ま いり まし た !」 

あま り に 早い 降参 に 絶句 する ドレ イク 。 

ユーリ 「 ま いる の は ええ -……-」 

ドレ イク 「 シ ュ ヴ ァ ー ン ・ オ ルト レイ ン と も あろ う 者 が この 老 
いぼ れ に 後 れ を と る と は な 」 

レイ ヴ ン 「 だ か ら 、 シュ ヴァ ー ン じゃ な いっ て の 」 


ドレ イク 「…… ま あ 、 よ か ろ うつ 」 
ドレ イク は 歩き な が ら 、 背中 越し に レイ ヴ ン に 語る 。 


ドレ イク 「 ア レク セイ は な か な か や る 人 間 だ っ た が 、 一 本 気 
すぎ て 人 間 的 魅力 に 欠け た 」 

レイ ヴ ン 「 あ ん た に 言わ れ た か な い だ ろ う 、 元 騎 士 団長 様 も 」 

ドレ イク 「 そ れ に 対し 、 シュ ヴァ ー ン は 人 間 味 ある 性 格 で 、 上 
に 立つ 者 と し て ふさ わし い 人 物 だ っ た 」 

レイ ヴ ン [そつ 7 は は は …。 ほ ゥ …… |] 


うっ か り 喜 ん で し まい 、 慌 て て 口 を 押さ える レイ ヴ ン 。 

ドレ イク 「 そ ん な 隊長 首席 だ か ら こ そ 、 議 り た か っ た も の が あっ 
た 。 だ が 、 死ん だ な ら ば 、 どう し よう も な い ……」 

レイ ヴ ン が 、 ユー リ に 続き を 聞け と 目 で 合図 する 。 ユー リ は や れ や 

れ と た め 息 を つき 、 し か た な く 尋 ね て みる 。 

ユー ジリ 「 何 だ よ 。 その 譲り た か っ た も の っ て の は 」 

ドレ イク 「 騎 士 団 に 伝わる 秘術 …… 人 魔 大 戦 の 勝利 の 切り 札 
と な っ た 魔物 た ち を 一 瞬 に 混乱 に 陥れ た 術 だ 」 


ユー リ 「 へ ぇ 」 


ドレ イク 「 今 の 騎士 団 に は シュ ヴァ ー ン の 他 に 継ぐ に ふさ ざわ 
し い 者 は な い 。 慕 へ 持っ て いく し か ある まい 」 

は 「…… い い の か 、 すげ え 技 が この まま この 世 か ら 和 失 
われ る ぞ 」 

レイ ヴ ン 「 そ う 言わ れ ま し て も ぉ お …… お っ さん は シュ ヴァ ー ン 


じゃ 契り で すし いて ツー。 ニー ええ いっ ! 実は 俺 様 は 
シュ ヴァ ー ン の 弟 な ん だ 1!」 
無理 矢 理 な 嘘 を つい て ドレ イク に 詰め 寄る レイ ヴ ン 。 


ーー リ 「 お い お い …… い くら な ん で も それ は ……」 

レイ ヴ ン 「 だ か ら じ い さん ! 兄貴 の 代わ り に その 技 を 俺 に 
譲っ つて くれ な いか ?」 

ドレ イク 「 点 っ つ …… よ か ろう レイ ヴ ン 、 と 言っ た か 。 兄 の 代わ り に 、 


騎士 団 最強 奥義 を 授け よう 。 真面目 に 精進 する が いい 」 
レイ ヴ ン 「 は は ぁ っ !」 
ドレ イク 「 も っ と も 、 いら ぬ 心 配 だ ろう が な 」 
レイ ヴ ン 「…… 何 の こと で し ょ う ね ぇ 」 
ドレ イク が 去っ て か ら 、 ユー リ は レイ ヴ ン に 言う 。 


ユー リ 「 っ た く 。 レイ ヴ ン 、 いい 加減 面倒 じゃ ね ぇ か ?」 

レイ ヴ ン 「 何 を お っ し ゃ る 。 俺 様 は シュ ヴァ ー ン じゃ な く て レイ 
ヴ ン な ん だ か ら 」 

ユー リ 「 ま 、 いい けど な 」 


オル ニオ ン の 騎士 団 総 本 部 前 に いる ドレ イク に 、 エス テル が あい 
さ つ を する 。 


エス テル 「 師 匠 、 や っ ぱり この 街 に いら し た ん で すね 」 
ドレ イク 「 え え 。 姫 様 は お 変わ りな く 何より で す 。 
ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 。 お まえ に 少し 話 が ある 」 
ユー リ 「 オ レ に ?」 
ドレ イク 「 騎 士 団 に 戻っ て フレ ン 騎 士 団長 を 支え て や っ て ほ 
し い の だ ]」 
ユー リ 「 フ レン を ? 騎士 団 に 戻っ て ? ご 冗談 を 」 
ドレ イク 「 以 前 か ら 騎士 団 は ずい ぶん 、 貴重 な 人 材 を 手放し 
た と 思っ て いた の が だ] 2 
ユー リ 「 じ いさ ん 、 お 世辞 言っ て も 、 何 も ご 馳走 は 出 な い ぜ 」 
ドレ イク 「 世 辞 で も な ん で も な い 。 ど うだ ?」 
ユー リ 「 ゴ メン だ ね 、 騎士 団長 に し て や る っ て 言っ て も な 」 
ドレ イク 「 当 然 、 見 習い か ら だ が 、 お まえ ほど の 実力 な ら す 
ぐに 隊長 に も な れる だ ろう 。 …… 受 け 取れ ]」 
ドレ イク は 騎士 団 の 制服 を 差し 出す 。 
ユー リ 「 い ら ね っ て の 」 1 
ドレ イク 「 フ レン が 騎士 団長 に な れ ば 、 騎士 団 は 違う 形 に 変 * 
わっ て いく か も し れ ぬ 。 ……: そ れ で も か ?」 
ユー リ 「 あ の 暑苦しい の が 騎士 団長 だ ろ ? 言う まで も ね ぇ よ 」 - 
エス テル 「 あ 、 ユー リ ! 師匠 、 失礼 し ます ]」 
エス テル は ドレ イク に 頭 を 下げ 、 去っ て いく ユー リ を 追う 。 1 
ドレ イク [ か | 
ユー リ は 少し 離れ た と ころ で 立ち 止ま り 、 つ ぶ や く 。 3 
ユー リ 「 フ レン 騎士 団長 、 か …… 悪 くね ぇ 響き じゃ ね ぇ か ……」 


オル ニオ ン に 立ち 寄っ た 一 行 は 、 騎士 団 総 本 部 前 で ドレ イク を 見 
か ける 。 彼 に あい さ つ を する フレ ン 。 


ドレ イク [息災 で や っ て いる か 、 フレ ン 」 

フレ ン 「 は い 、 ド レイ ク 殿 」 

ドレ イク 「 先 日 、 ヨー デル 殿下 が 、 お まえ を 騎士 団長 に と 推 
挙 さ れ た こと は 聞い て いる か ?] 

プレ 「 い 、 いえ …… 」 

ドレ イク 「 そ うか …… ほ ど な く し て 、 お まえ は 正式 に 騎士 団 : 
長 に 任命 させ られ る だ ろう 」 


ユー リ 「 よ か っ た じゃ ね ぇ か 」 

ラ ピ ー ド [ウォー シリ 

エス テル 「 お めで と う ご ざ いま す |」 

ドレ イク 「 喜 避 の は まだ 早い 。 今回 の 人 事 に 際 し て 私 は 殿下 
に ご 進言 申し 上 げた 。 騎士 団長 と いう 地位 その も の 
の 見 直し を 」 

エス テル 「 そ れ は どう いう こと で すか ?」 

ドレ イク 「 騎 士 団長 と いう 地位 は あま り に も 重荷 で 、 そ れ だ 
け に 持ち すぎ た 強い 力 ゆ え に 暴 走 し や すい 。 アレ ク 
セイ の よう に な 。 特に フレ ン 、 お まえ は まだ 若い 。 
この 力 を 御 し きれ ぬ 部 分 も 大 きか ろう 」 

ユー リ 「 そ れ は 騎士 団長 の 持つ 権限 を 今 よ り 小 べく する っ 
て こと か 」 

ドレ イク 「 そ うい うこ と に な る か 」 

ソソ プ 「 僕 は そう な っ た と し て も 、 構い ませ ん 。 理想 を 形 に 
する の に 必要 な の は 力 で は な く 、 僕 と 同じ よう な 想い 
を 持つ 人 た ち で す 。 僕 が 掲げ る 想い を 継い で 、 自分 
た ちの 方 法 で 紡ぐ 和信 々 が いれ ば 、 世 の 中 は 変わ り ま す 」 

ドレ イク 「 お まえ も …… ヨー デル 殿下 も や は り ま だ 青い な 。 
殿下 は 私 の 進言 を 、 フ レン な ら 心 配 は いらない と つっ 
ぱ ば ね られ た 」 

フレ ン 「 殿 下 が ?] 

ドレ イク 「 あ の お 方 は お まえ の 理想 を よく 理解 な さっ て いる 
よう だ 。 まだ まだ 私 は 帝国 や 騎士 団 に 意見 する 立場 
か ら 退 け な い みた い だ な 」 

ユー リ 「 じ いさ ん は 、 茶 で も すす っ て 、 若い 連中 の 背中 を 
温か く 見 守っ て ろ よ 」 

エス テル 「 ユ ー リ …… 四 

フレ ン 「 ド レイ ク 殿 。 これ か ら も 、 我々 騎士 団 や 帝国 に 所 
思 あ ら ば 、 ご 忠 言 下さ る と 幸い で す 」 

ドレ イク 「…… う お む お 。 これ は 私 か ら だ 。」 

ドレ イク は 騎士 団長 就任 の 前 祝い と し て 、 フレ ン に 衣装 を 送る 。 

フレ ン 「 ド レイ ク 殿 か ら ? よろ し い の で すか ?」 

ドレ イク 「 あ あ 。 し ば し 後 、 お まえ は 正式 に 騎士 団長 に な る 。 
その 任命 式 で 着る が よい 」 

フウ レン 「 あ り が と う ご ざ いま す 、 ドレ イク 殿 」 

エス テル 「 フ レン 、 着 て みて くだ さい ませ ん か ?」 

フレ ン 「 今 、 ここ で で す が ?] 

エス テル 「 え え !」 

も ら っ た 衣装 に 着替え た フレ ン を 見 て 、 ユー リ が 感心 する 。 

ユー リ 「 尺 ー ん me 」 

エス テル 「 ユ ー リ 、 が っ こい いで す よ ね 、 ね 、 ね ?」 

ユー リ 「 ま ぁ 、 そこ そこ だ な 」 

ドレ イク 「 騎 士 団 長 に な る と は 言っ て こも 、 まだ まだ お まえ は 
未熟 だ 。 一 層 の 精進 を 忘れ ぬ よ う 」 

フレ ン 「 は い 」 

ドレ イク 「 で は な 」 

ドレ イク は その 場 を あと に する 。 

ユー リ 「 偉 そう な じい さん だ な 。 皇帝 候 補 に 説教 する な ん て な 」 

フレ ン 「 本 当 に 偉い 方 だ か ら ね 。 国 の た め に 生き 、 忠義 を 
尽く し た 尽 忠 報国 の 騎士 」 

エス テル 「 今 は も う 正 式 に 騎士 で は あり ませ ん が 、 誰 も が 一 
目 置 いて いて 、 発言 力も 強い ん で す 。」 

ユー リ 「 ま っ た く 元 気 な 年 寄り に ゃ 困り も ん だ な 。 ど っ か の 
下町 の じい さん 、 と か な 。」 

エス テル 「 師 匠 は 結局 の と ころ 、 わた し た ち を 理解 し 、 意思 を 
尊重 し そし て 導い て くだ さい ます 」 

フリ ジン 「 た だ うる さく 言っ て 、 自分 の 思い 通り に し よう と す 
る 者 と は 少し 違い ます ね 」 

ユー リ 「 結 局 、 甘い っ て こと じゃ ね ぇ え か あ の じい さん も 」 

エス テル [そう で すね 。 きっ と 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ント 1 

フレ ン 「 僕 も いつ か …… あの 方 の よう な 国 に 、 人 に 尽く す 


騎士 に な り た い ……」 


オル ニオ ン の 騎士 団 総本部 前 で 、 騎士 に 話し か けら れる 一 行 。 ど 
う や ら ユ ー リ と フレ ン の 同期 らし い 。 


同期 の 騎士 「 よ ぉ お 、 ユー リ と フレ ン じ ゃ な いか 」 
ユー リ 「 ん ーー? 誰 ?] 


同期 の 騎士 「 は っ は っ は っ 。 相 変わ や ら ず だ な ユー リ は 。 俺 だ よ 、 俺 。 
騎士 団 時 代 に 一 緒 だ っ た アグ エロ ン だ よ 」 

に ここ 「 ア グ エ ロ ン ? あぁ 、 な ん と な く 覚 えて る わ 。 いつ 
も 飯 横 取り し て た よ な 」 

フレ ン 「 違 う よ 、 ユー リ 。 それ は アー シヤ だ よ 」 

ユー リ 「 そ うだ っ け か ?」 

アグ エロ ン [まあ 、 い いけ ど よ ま :…] 

ユー リ 「 ん じゃ また な 、 アグ エロ ン 」 

アプ エロ ン 「 あ ちょ こと 待っ だ くれ 」 

ユー リ 「 ま だ な ん か あん の か ?」 

アグ エロ ン  「 い や まあ そう な ん だ が 、 あー……|」 


アグ エロ ン は フレ ン を 気 に し て 話 を 切り 出せ な い 様 子 。 そ の と き 、 
別 の 騎士 が フレ ン を 呼び に や っ て くる 。 


騎士 F フ レン 隊長 、 い いと ころ に ! ちょ っ と 見 て い だ だ 
きた いん で す が …… 」 
フレ ン 「2 の が つた だ 。 ず まま な い 、 才 よ っ と 行っ つて くる | 


フレ ン が 去っ て いく と 、 アグ エロ ン が 安 培 の 声 を も ら す 。 

アプ フエ ロン |… い ゆう 動か うだ 

0 「 な ん か フレ ン が いる と まず い 話 な の か ?」 

ユー リ の 問い に 沈黙 で 育 定 す る アグ エロ ン 。 

アグ エロ ン  「 実 は な …… 街 が 発展 し て き て みん な の 心 に も 余 
裕 が 出来 た か ら か …… 、 今 まで 一 枚 岩 だ っ た ん だ が 
ちょ っ と し た 事 で すれ 違い が 出 始め て な 」 

ユー リ 「 ま 、 当然 の 気持 ちの 変化 だ と 思う ぜ 」 

アグ エロ ン  「 そ うな ん だ が …… 楽 を し た いん だ ろう な 。 くだ ら な 
い 事 まで フレ ン に 任せ よう と する ヤツ が 出 て きた ん だ ]」 

ユー リ F で < だ うし た いん だ よ 」 

アグ エロ ン  「 も う 一 度 こ の 街 を 大 きく 発展 させ る 事 で 初心 を 思 
い 出 させ た いん だ 。 あ の 達成 感 を 味わえ ば また 心 
が ひと つ に な る ん じゃ な いか と 思う 」 

ユー リ で"…… 。 具体 的 に 何 を すり ゃ いい ん だ よ 」 


アグ エロ ン  「 こ の 付近 で は 取れ な い 各 種 素 材 を 集め て 来 て も ら 
えな いか ? その 素材 を 集め られ れ ば さら に 街 が 発 
展 で きる と 思う ん だ 」 

 。 「 ま ぁ 、 確か に オレ た ち に は バウ ル が いる か ら な 」 

アグ エロ ン  「 頼 む 。 街 の 発展 に 協力 を し て くれ ] 

ed 「 し ゃ あ ね ぇ な 。 も ちろ ん フレ ン に は 内 密 な ん だ ろ 」 

アグ エロ ン  「 あ あ 、 余計 (よけい ) な 心配 は か けた く な いん だ 」 

し 「 ま 、 あ いつ も 苦労 性 だ か ら な 。 いい ぜ 、 引 き 受け た 」 

アグ エロ ン  「 あ り が と う 。 や っ ぱり 持つ べき も の は 騎士 団 仲間 


だ な 。 そ れ じ ゃ まず 「 デ ズ エ 砂金 ・ ヒ ピオ ニニ 樹皮 ・ ユ 
ル ゾ の 実 J を 3 つ す ずつ 頼む 」 

ユー リ 「『 デ ズ エ 砂金 : ヒ ピオ ニニ 樹皮 ・ ユ ル ゾ の 実 」 を 3 つ 
ずつ だ な 。 ち ょ っ と 待っ て ろ よ 」 

話 が 終わ っ た と ころ で 、 フレ ン が 戻っ て くる 。 

グレン 「 お 待た せ 。 そ っ ちの 話 も 終わ っ た の か い ?」 

ユー リ 「 あ あ 、 ちょ うど な 。 行こ う ぜ 」 

その 後 ア グ エ ロ ン に 話し か ける と 、 物資 を 持っ て きた か 尋ね られ る 。 

アグ チン | お 、 持 うら て き て くれ た か ?] 


「 は い 」 を 選び 、 要求 唱 を すべ て 持っ て いる 場 


アグ エロ ン 「 よ ろ し く な 」 ーー 


ユー リ が フレ ン を 待た せ て いた 場所 に 戻る と 、 先程 の や り と り を フ 
レン に 尋ね られ る 。 

フラ レン  " 中 ーー 9068 [ 

ユー リ 「 い いか らい いか ら 、 気 に け ん な っ て 」 

「 は い 」 を 選び 、 要求 品 が 不足 し て いる 場合 「 
アグ エ 「 ま だ 足り て な いな 。「 デ ズ エ 砂金 ・ ヒ ピオ 樹皮 ・ 
ユル ゾ の 実 」 を 3 つ ず つ だ 。 頼ん だ ぞ 。」 


アグ エロ ン 


[いい え 」 を 選ん だ 場合 
アグ エロ ン 「「 デ ズ エ 砂金 ・ ヒ ビオ ニ 樹 友 ・ ユ ル ゾ の 実 』 を 3 つ 
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ずつ だ 。 頼ん だ ぞ 」 


1 回 目 の 物 資 を 渡し た あと アグ エロ ン に 話し か けた 場合 

アグ エロ ン  「 す まな いな 。 素材 は 集まっ た の か ?」 

「 は い 」 を 選び 、 要求 品 を すべ て 持っ て いる 場合 。 

ユー リ 「 待 た せ た な 。 これ で いい ん だ ろ ?」 

アグ エロ ン  「 ん 、 バッ チリ だ 。 結構 面倒 だ っ た ろ 」 

ユー リ 「 い や 、 そん な こと な い ぞ 」 

アグ エロ ン  「 そ うだ な 。 ユー リ な ら 朝 飯 前 だ よ な 」 

ユー リ 「 お い お い 、 勘弁 し て くれ よ 。 そ ん な 褒め 殺し っ て 

事 は 次 は 相当 厳し いん だ な 」 

「 お まえ は 、 な ん で も 勘 付 く な 。 や っ ぱり 戻っ て き て 、 

フレ ン の 助け に な っ て や れ ] 、 

ユー リ 「 出 戻り は 性 に 合わ ね ぇ よ 。 支え る な ら 今 で も 充分 だ ろ ] 

ア ヴ エ ロン 「 ま その 方 が ユー リロ らし いけ ざ な 」 

ユー リ 「 で 、 次 は ?」 

アグ エロ ン  「 次 で 最後 だ 。 これ で 下 準 備 は 整う か ら な 。「 グ リー ン ラ 
イト ・ 常 導 の スミ ・ レ アメ タル 」 を それ ぞ れ 1 つ 、 と 

アグ エロ ン  「 そ うだ な 。 本 当 は 頼 お べき じゃ な いと 思う ん だ が ……」 


アツ エロ ン 


アグ エロ ン  「 ユ ー リ の 察し の 良さ も 昔 の まま だ な 。 そ の 通り ガ 
アグ エロ ン  「 あ ぁ 。50 万 ガル ド ほ ど 。 そ れ で 残り の 資材 と か を 
搬入 で きる か ら な 」 

ユー リ 「OK。『 グ リー ン ラ イト ・ 常 聞 の スミ ・ レ アメ タル 』 
アグ エロ ン 「 か な り キ ツイ と 思う が 頼む お 。 これ で 最後 だ か ら な 」 
ユー リ  「 あ いよ 。 気長 に 待っ て くれ 」 1 

「 は い 」 を 選び 、 要求 品 が 不足 し て いる 場合 し _ 
「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


2 回 目 の 物資 を 渡し た あと アグ エロ ン に 話し か けた 場合 

アグ エロ ン  「 ど うだ ? な ん と か な っ た か ?」 

「 は い 」 を 選び 、 要求 品 を すべ て 持っ て いる 場合 

ユー リ は 頼ま れ た 物資 を 渡す 。 

「 ど うだ これ で 揃っ た ろ 」 ーー ーー 

「 あ ぁ 、 本 当 に すま な い 。 面倒 ば っ か り 掛 け て 。 こん 
な 大 金 、 フ レン に 内 緒 で 集め る の 大 変 だ っ た ろ 」 


アグ エロ ン 


「 や め ろ よ 。 お まえ は お まえ の で きる 事 を や っ た 。 


オレ は オレ の で きる 事 を や っ た 」 


アグ エロ ン 
ユー リー 
アプ エロ シン 


「 そ うだ な 。 お まえ は 本 当 に 大 だ よ 」 ーー 
「 ま た か よ 、 それ 。 楽し くね ぇ 、 冗談 だ 」 ] 

「 は は 、 その 辺 も 変わ ら ね ぇ 。 で も 、 あり が と うな 。 
本 当 に 助かっ た よ 」 ] _ 
「 こ れ で 街 は 発展 で きそう な の か ?] 


アグ エロ ン  「 そ うだ な 。 これ を 元 に みん な の 意識 を も う 一 度 ま 


「 は い 」 を 選び 、 要求 品 が 不足 し て いる 場合 。 
[すま な い 。 まだ 足り て いな いよ うだ 。「 グ リー ン ラ 
イト ・ 常 軍 の スミ ・ レ アメ タル 」 と 50 万 ガル ド だ 」 

「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 1 
アグ エロ ン 「「 グ リー ン ラ イト ・ 常 間 の スミ ・ レ アメ タル 」 と 50 


万 ガル ド が 必要 だ 」 


グロ ン 


物資 を 渡し 終え 、 し ば らく し て か ら オ ル ニ オ ン を 訪れ た 一 行 。 街 は 


道 が 整備 され 、 きれ いな 家屋 が 建ち 並ん で いる 。 


カロ ル 「 う わ 一 、 随分 変わ っ た 一 」 

エス テル 「 素 敵 な 街 に な り ま し た ね 」 

レイ ヴ ン 「 う ちら も 手伝っ た も ん な ]」 

ジュ チ ィ 大 「 街 の 人 た ちの 目 も 前 と 違っ て 活き 活き し て る みた い 」 
ユー リ 「 大 き な 苦 労 を 越え て 街 が 完成 し た ん だ か ら な ]」 
リタ 「 達 成 感 ね ]」 

シノ 「 入江 」 

パテ ィ 「 フ レン は 、 感動 の あま り 声 が 出 な いよ うな の じゃ 」 


街 の 発展 に 感動 する 一 行 を 、 アグエロ ン が 出迎え る 。 


アグ エロ ン  「 お ぉ 、 フレ ン 、 ユー リ 。 どう だ い 街 の 変貌 点 り は 」 

ユー リ 「 た いし た も ん だ 。 ちゃ ん と 街 と し て 出来 上 が っ た じゃ な いか ] 

フレ ン 「…… そ れ も こ れ も 、 色々 必要 な も の を ユー リ が 提 
供し て くれ た か ら だ ろ 」 

ユー リ 「 な ん だ バレ て た の か よ 」 

フレ ン 「 ず っ と 行動 を 共に し て る ん だ 。 嫌 で も 気付 く よ 。 
本 来 、 国 な り 騎士 団 な り が すべ きこ と を 、 民間 人 に 
頼る と いう の は 問題 だ ね 」 

アグ エロ ン 「 あ ー い や 、 そ の ……」 

けけ 「 お い お い 、 こ いつ は お まえ を 気遣っ ここ て や っ た ん だ ぜ 」 

フレ ン 「 分 か っ て いる 。 そ の 気持 ち は と て も うれ し い 。 だ 


けど 、 次 か ら は ちゃ ん と 事前 に 相談 し て くれ 。 そ れ 


が ルー ル だ 。 いい ね ?] 


アグ エロ ン  「 フ レン …… へ へ 、 了解 了解 。 まあ な ん に せよ 、 この 


街 び が ここ まで に な っ た の は ユー リ た ちの お か げ だ よ 」 


レイ ヴ ン 「 い や いや 俺 様 に か か れ ば これ ぐら い 朝 飯 前 よ 」 

リタ 「 あ ん た 役に立っ つた っ け ?」 

フレ ン 「 い え 、 レイ ヴ ン さん 。 み ん な も ……。 の みん な の お か 
げ だ 。 改め て 騎士 団 を 代表 し て 礼 を 言わ むせ て も ら う よ 」 

エス テル 「 フ レン 。 気 に し な いで くだ さい 。 わた し た ち が で き 
る 事 を し た だ け で すか ら 」]」 

カロ ル 「 そ れ っ て ユー リ の セリ フ だ ね 」 


ユー リ を 囲ん で 笑い 合う 一 同 。 
アグ エロ ジン 


「 こ れ で 街 の みん な も 少し は 自信 を 持て た と 思う 。 ホン 


ト 、 あ り が と な 。 ユー リ 、 こ れ は 俺 か ら の ささ や か な 礼 だ 」 


アグ エロ ン は ユー リ に お 礼 の 品 を 差し 出す 。 = 。 


ユー リ 「 い ら ね ぇ よ 。 そ ん な も ん 」 

ジュ ディ ス 。 「 い いじ ゃ な い 。 プ レ ゼ ント は 気持 ち を 形 に 残し て く 
れる も の な の だ か ら ]」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 。 素直 に 受け 取り な っ て 」 


仲間 た ち に すす め ら れ 、 品 を 受け 取る ユー リ 。 


アグ エロ ン  「 役 に 立つ か わか ら な い が 良 か っ た ら 使っ て くれ 」 
エス テル 「 絶 対 に 役立ち ます よ 。 ね 、 ユー リ ?」 

ユー リ 「 フ レン も 一 緒 に 来る ん だ か ら 、 お まえ が 使え ば いい だ ろ ?] 
エス テル 「 も うつ 素直 じ ゃ な いん で すか ら 」 


オル ニオ ン で ドレ イク を 見 か けた エス テル が 、 これ まで の 旅 の こと 


を 彼 に 語る 。 
エス テル [師匠 !」 
ドレ イク 「 姫 様 。 お 元気 そう で 何より で す 。 ず いぶ ん と 成長 な 


され まし た な 。 ここ まで 色々 、 見 て 回 られ た の で し ょ う 」 ョ 


エス テル 「 そ うな ん で す 、 聞い て くだ さい 、 師匠 。 最初 、 と て 
も 海 に びっ くり し まし た 。 話 に は 聞い て いた けれ ど 、 
あん な に 広い な ん て ……| ょ 。 で も 、 それ だ け で は あり 
ませ ん で し た 。 船 に 乗る と 、 も う 一 面 が 水 、 水 ……。 
そし て 、 砂 一 面 の 砂漠 は まる で 悪夢 の 中 の よう で し 
た 。 強 い 日 差し も 幻 み た いで 。 そ し て 夢 の 中 に ある 
よう な 空 に 浮か 点 街 、 それ に ……」 

ドレ イク 「 ふ 上 ふふふ 。 すべ て が あな た に と っ て は 発見 だ っ た の 
で すね 」 

宝 炊 テ 比 [は い 。 城 の 外 の 事 を 知ら な か っ た 自分 が 恥ず か し いで す 」 

ドレ イク 「 ま だ まだ 世界 は 広い 。 も っ と 世界 を 歩き な さい 」 

エス テル 「 は い 、 皇族 の 務め と し て 、 も っ と も っ と 多く の も の 
を 見 て 学び た いと 思い ます 」 

ドレ イク 「 か つて 先帝 の 弟 君 が 組織 し 、 帝国 の 平安 の た め 世 
界 を 調査 し て 回 っ た レギ ン 遊 撃 踏 査 団 ……。 今 の あ 
な た は 在り し 日 の レギ ン 殿 下 を 見 て いる よう で す よ 」 

エス テル 「 あ り が と う ご ざ いま す ……。 師匠 ……」 

ドレ イク 「 い え 、 あ な た に ふさ わし い 導 を する 、 そ れ が 我々 、 
臣下 の 役目 で す 」 

エス テル 「 あり が と う ……」 


オル ニオ ン の 宿屋 で 男性 に 会 う 一 行 。 彼 は 以前 、 カ プ ワ ・ ノ ー ル 
で ユー リ た ち を 治療 し て くれ た 医師 だ っ た 。 


医師 「 お や 、 あん た ら 、 どこ か で 会 っ た な 」 

カロ ル 「 カ プ ワ ・ ノ ー ル で は お 世話 に な り ま し た 」 

ユー リ 「 お まえ が アレ クセ イ に 捕まっ て る 時 に 、 ちょ っ と な 」 

エス テル に 事情 を 説明 する ユー リ 。 す る と 医師 は エス テル を 一 目 

見 て 、 彼女 が 治癒 術 師 だ と 見 抜く 。 

医師 し * あん た 、 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) を 使え る の か ?」 

エス テル 「 え ……! わか る ん で すか ?」 

医師 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 師 は 、 術 発動 の 時 に 出る 術 式 
の 跡 が 左手 の 親指 の つけ 根 に で きる の だ 」 

自分 の 手 を 見 る エス テル 。 

エス テル 「 少 し だ け 黒 く な っ て る …… これ で …… ?」 

医師 「 医 者 は 観察 力 。 そ れ に 同業 者 だ 」 

そこ へ 、 老 有 婆 を 連れ た 女性 が 入っ て くる 。 

女性 A 「 お ば あちゃ ん が 急 に 具合 が 悪い と ……」 

老婆 「 も う 、 わし ゃ ダメ だ 。 死ぬ か も し れん ……」 


エス テル  「 そ ん な …… 大 変 …」 


エス テル が 慌て て 治癒 術 を 使 お うと する と 、 医師 が 制止 する 。 


医師 「 待 ちな さい 。 治療 を 行う 者 が そん な に 焦っ て は い 
か ん よ 。 お ば あちゃ ん 、 ど この 具合 が 悪い ん で すか ?] 
_ 老 波 「 横 っ 腹 が 締め 付け られ る よう に 痛い ん じゃ …… そ れ 
1 に 指 に 力 が 入ら ん ……」 
_ 医師 [上 ぬお ぬお …… そ れ じ ゃ あ 、 ちょ っ と 診 て みる か ね ……」 
医師 が 治療 を 行い 、 具合 が よく な っ た 老婆 が 礼 を 述べ る 。 
。 老婆 「 す っ か り よ く な っ た わ 。 あ り が と うな 、 先生 」 
。 医師 「 い や いや 、 これ が 仕事 で すか ら 」 
老婆 と 女性 が 帰っ て いく 。 
ユー リ 「 悪 いと ころ を 見 つけ 出し て 適 確 に 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ 
つ ) 使 う 。 た いし た も ん だ 」 
医師 「 健 康 な 部 位 に 集中 的 に 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) を か け 
る の は よく な いか ら な 」 
エス テル 「 そ 、 そう な ん で す ?] 


医師 「 治 癒 術 (ちゆ じゅ つ ) 師 が 焦る と 患者 も よけい に 緊 


張 し て 、 具合 を 悪く する 。 常に 治癒 術 (ちゆ じゅ つ ) 
師 は 平常 心 で いね ば 」 


エス テル 「 は 、 は い …… す いま せん で し た 」 


医師 「 い や いや 、 精進 だ 。 治 癒 術 (ちゆ じゅ つ ) 師 の 道 は 


厳し い ぞ 。 また 来 な さい 。 色 々 、 教え よう 」 
: 一 行 が 宿屋 か ら 出 る と 、 ユー リ が エス テル に 聞く 。 


ルー ワリ 「 で 、 お まえ 、 治 癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 師 目指 し て ん だ っ け ?] 


エス テル 「 い え …… だ けど 、 わた し が 誰か に 何 か を し て あげ られ 
た の は 傷 を 癒す こと だ け で し た か ら ……。 今 は も っ と 
治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 師 の 事 を 知り た いっ て 思う ん で す 」 
ーー リ 「 傷 を 癒し て きた だ け じ ゃ ね ぇ と 思う けど な 」 


エス テル 「 え ?」 


ーー ジ け 「 な ん で も ね ぇ えよ 。 と に か く エ ステ ル が 思う よう に し 


て みれ ば 良い ん じゃ ね ぇ か ?」 
エス テル 「 は い 」 


治癒 術 に つい て 教わる た め 、 エ ステ ル は ふた た び 医 師 を 訪ね る 。 


医師 は ベッ ド に 寝 て いる 患者 を 治療 中 だ っ た 。 


エス テル 「 こ ん に ち は 」 

医師 「 お っ と 、 元気 か 。 …… 元気 の よう だ な 」 
エス テル 「 わ か り ま すか …… ゴ 

医師 「 顔 色 見 た ら わ か る さ ね 」 

男性 A 1 うつ Ra 先生 2 さき 」 

医師 「 お っ と 、 治療 中 だ っ た 」 

エス テル 「 患 者 さん で す ?」 

ベッ ド の 脇 に 立つ エス テル 。 


医師 「 あ あ 、 ど う や ら 、 心 臓 に 病 を 持っ て いる よう だ 。 まあ 、 


待ち な さい 、、 今 、 楽に し て あげ る で 」 


医師 は 手 を か ざし て 治癒 術 を か ける が 、 効き を 目 が な い 模 様 。 


男性 A に お oo さる 痛 つ っ と 」 

医師 「 あ まり 効い て な いか ……」 

医師 の 治療 を 見 て いた エス テル が 治癒 術 を 使う 。 

医師 「 お お む SS 魔術 の 力 が 3 」 

医師 は エス テル の 魔術 の 力 に 目 を 見 張る 。 一 方 患者 は 、 エス テル 
の 治癒 術 が 功 を 奏し て 回 復 し て いく 。 

男性 A 「 な あ 620 を 痛く な い 人 」 

エス テル 「…… よ か っ た ]」 

医師 「 ほ う ……」 

男性 A 「 あ り が と う ご ざ いま す 、 先生 ……」 

医師 「 あ 、 ああ …… ま あ 、 も う 少 し 休ん で いき な さい 」 


患者 が 帰っ た あと 、 医師 は エス テル に 話し か ける 。 
医師 「 な か な か 、 類 稀 な る 才能 を お 持ち だ な 」 


エス テル [「 え ? わた し で すか …… 2 た 大 こ 選 本 の の 」 

医師 「 い や いや 、 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) を あれ だ け 解 放 で 
きき る と いう の は 大 し た も の だ 。 知識 的 に 荒 肖 D り な と 
ころ は ある か が 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 師 と し て の 才覚 が 
ある 。 大 い に 期 待 で きる な 」 

エス テル 「 は い ……」 


宿屋 か ら 出 た エス テル は 、 ユー リ た ち に 悩み を 打ち 明け る 。 


エス テル 「…… こ の まま だ と 先生 を だ まし て る 事 に な る ん じゃ 
な いで し ょ うか ……」 
ユー リ 「 エ ステ ル が ホン ト は 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 師 に な り 


た い ワ ケ じ ゃ な いか ら か ?」 
エス テル 「 は い ……」 


レイ ヴ ン 「 い いん で な い の ? 人 手 が 足 りな く て 困っ て る み 
た い だ し 。 実際 助かっ て る だ ろう し ね 。 勝 手 に あっ 
ち が 期 待 を か け て る だ け だ し 」 

エス テル [ そう な ん で し じょう か ……・」 


その 後 、 エ ステ ル は 治療 し た 男性 と 道ばた で 出会う 。 彼 は エス テ 


ル を 見 る と 、 あ いさ つ を する 。 
男性 A 「 あ あ 、 先生 、 その 節 は どう も 」 


エス テル 「 せ 、 先生 …… っ て わた し の こと …… ?」 

男性 A 「 そ う で す よ 。 前 に 病院 で 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) を 先 
生 に か け て も らい まし て 。 病院 に は いつ も いら っ し ゃ 
る わけ じゃ な いん で すね 」 

エス テル 「 え 、 ええ …… 普 段 は 旅 を し て る の で 。 そ れ よ り 、 わ 
た し 、 先生 と いう わけ じゃ …… 」 

そこ へ 別 の 男性 が や っ て くる 。 

男性 B [お る 3。 どう し た ?] 

男性 A 「 あ あ 、 この 人 、 病院 の 先生 な ん だ 」 

男性 B 「 ほ う 、 こん な 若い の に 。 じゃ あ 、 今度 、 俺 も 者 て も 
らい に 行く か な 。 ちょ いと 肩 の 調子 が よく な いん だ 」 

エス テル と ど 。 わた し て] 


さら に も う 1 人 、 女性 が エス テル に 近づい て くる 。 


女性 B 「 こ の 人 か い 、 評判 の 若い 女 の 先 生 っ て 」 

男性 A 「 そ うな ん だ よ 、 この 人 の お か げ で この 通り 、 ビン ビ 
ン に 元気 だ 」 

女性 B 「 そ う ! が ん ば ん な さい よ 、 あ ん た 。 老 先生 も 筋 
が ある っ て 誉め て らっし ゃ る わ 」 

エス テル 「 は 、 は あぁ …… 」 

男性 A 「 ま た 、 よろ し く 頼 む よ 、 先生 」 

女性 B 「 何 か あっ た ら 、 私 も ね 」 

エス テル [あえ と 、 その … 

エス テル が 言葉 に 詰まっ て いる うち に 、 街 の 人 た ち は 解 散 し て し まう 。 

ユー リ 「 す っ か り 人 気 者 だ な 」 

ジュ ディ ス 「 こ の まま じゃ 、 本 当 に この 街 の お 医者 さん に され て 
し まう わ よ ?」 

エス テル 「 そ れ は ちょ っ と 困り ます …… 」 


し ば らく し て か ら 一 行 が オル ニオ ン を 訪れ る と 、 宿屋 の 前 で 大 勢 の 
ケガ 人 が 座り 込ん で いる の を 見 が ける 。 
カロ ル 「 何 が あっ た ん だ ろ ……」 
エス テル 「 こ の 人 た ち 、 ケガ し て る ? 
ケガ 人 に 駆け 寄り 、 治癒 術 を 使う エス テル 。 

ユー リ 「 オ レ は 、 中 で 事情 を 聞い て くる 」 

ユー リ た ち は 宿 屋 に 入る 。 室 内 は ケガ 人 で あふ れ か えっ て お り 、 医 
師 が 1 人 で 治療 に あたっ て いた 。 


医師 「 い いと ころ に 来 た 、 手伝っ て くれ ]」 

ユー リ 「 ど うし た ん だ !?] 

医師 「 裏 山 で 崖 が 衣 れ た 。 街 の 資材 を 切り 出し て た 途中 
だ っ た ん だ が 」 

ユー リ 「 じ ゃ あ 、 手分け し て 手 伝 お つう ぜ 」 

医師 「 あ り が た い 。 水 が 足り な いか ら 水 場 へ 行っ て 水 を 
流 ん で き て くれ ]」 

ユー リ 「 お っ さん 、 カロ ル 、 頼む 」 


カロ ル と レイ ヴ ン が うな ず き 、 水 場 へ 行 する 。 


医師 「 そ れ と まだ 崖 崩 れ の 現場 に 怪我 (けが ) 人 が いる 。 
騎士 団 が 救助 し て くれ て る が 、 手 が 足 りな い だ ろ う 。 
手伝っ て や っ て くれ ] 

ユー リ 「 ジュ ディ 、 バウ ル で 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ウル 

ユー リ 「 じ ゃ 、 ラ ピ ー ド も 行っ て こい 」 


ジュ ディ ス と ラビ ピー ド が 駆け 出し て いく 。 


医師 「 あ ん た ら は 買出し だ 。 騎 士 団 施設 に 置い て ある 素 
材 持っ て 、 ショ ッ プ で 薬 を 合成 し て も ら っ て き て くれ ] 
ユリ ッ リ 「 わ か っ た 、 リタ 行く ぐ ぞ 」 


ユー リ と リタ が 買い 出し に 出る と 、 入 れ 違 い に エ ステ ル が 入っ て くる 。 


エス テル [先生 、 外 の 人 に は 治癒 術 (ちゆ じゅ つ ) を か け ま し た 。 
こち ら は ?] 

医師 「 こ っ ち も あ ら か た 、 終り だ 。 だ が 、 まだ 何人 か 運ば 
れ て くる 。 と りあ え ず 、 そこ の を 看 て や っ て くれ 」 

エス テル  「 は い ……!」 

手分け し て 救助 活動 を 行う ユー リ た ち 。 状況 が 落ち 着く と 、 一 行 

は 宿屋 に 集まる 。 

ユー リ 「…… こ っ ち は 落 ち 着 いた な 」 

エス テル と 医師 が 戻っ て くる 。 

医師 ”” 「 外 の は みん な 軽い 怪我 (けが ) だ っ た か ら 、 治癒 術 

放 (ちゆ じゅ つ ) か け て 帰し た よ 」 

エス テル  。 「 よ か っ た で す 、 な ん と か ヒド イ こ と に な ら ず に 済ん で 」 

医師 「 ず いぶ ん と 動き も 術 も こなれ た な 。 あ ん た も 立派 
な 治癒 術 (ちゆ じゅ つ ) 師 と し て や っ て いけ る だ ろう 」 

エス テル  。 「 あ 、 あ の …… そ の こと な ん で すけ ど ……」 

医師 「 ん 、 な に が な ?1 


宿屋 か ら 外 に 場所 を 移し て 、 エス テル は 医師 に 頭 を 下げ る 。 


エス テル  「 ご めん な さい ! わた し 、 治 癒 術 (ちゆ じゅ つ ) 師 に 
な る つも りな いん で す | 

医師 「 ほ う ……-」 

エス テル  「…… 先 生 の よう に 人 々 を 治療 する の は 素晴らし いこ 


と だ と 思い ます 。 で も 、 わた し の 夢 は 別に あっ て ……」 


医師 「 そ うか そう か …… 私 の 早合点 だ っ た か 。 こち ら こ 
そ ス マン 事 を し た の 」 

エス テル 「 そ ん な …… わ た し こそ も っ と は や く 伝 える べき で し 
た ……。 本 当 に ご めん な さい 」 

医師 「 い や いや 。 気 に な さる な 。 し か し 、 お まえ さん の 
夢 は と も か く 、 も う 立 派 な コ ・ メデ ィ カ ル と いえ る 」 

エス テル 「 コ ・ メ ディ カル ?」 

医師 「 医 者 や 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 師 と は 別に 医療 の 現場 


を 広く 支え る 仕事 の こと だ 。 その 証 に これ を あげ よう ]」 
医師 は ナー スキ ャ ッ プ を 差し 出す 。 


エス テル ナー ズ スキャナ チン 

医師 「 お まえ さん は 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) と いう 特殊 な 能 
力 を 持っ て お る 。 苦し ん で いる 誰か が いた ら で き れ 
ば その 力 で 助け て や っ て ほし い 。 正式 な 治癒 術 ( ち 
ゆ じ ゅ つ ) 師 で な く と も 人 を 癒す こと は 素晴らし いこ 
と な の だ か ら 」 

エス テル 「 は い !」 

医師 「 お まえ さん 自身 の 夢 も 、 が ん ば りん さい 」」 

エス テル 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 


一 行 が オル ニオ ン の 宿屋 で 休ん で いる 頃 、 四 精 霊 が どこ と も 知れ 
ぬ 空 間 に 集 まり 、 人間 と 世界 の 行く 未 に つい て 語り 合う 。 


イフ リー ト  「 時 に 大 き な 敵 と 相対 する と 仲間 を 裏切り 、 逃亡 を 
図る 。 必要 以上 の 力 を 得る と 女 に 分 不相応 の 過信 を 
する 。 人 間 と は そう いう も の だ と 思っ て いた の だ が 」 
「 人 と は 面白 きも の 。 大 切 に 思っ て いた も の に 裏 切 
り に あえ ば 不信 と な り 、 友 を な い が し ろ に し て いた 
者 が ある 時 、 突然 、 大 切な 感情 を 得 て 、 人 を 愛す る 
よう に な る 。 成長 する 心 が あ れ ば 、 失 す る 心 も め ある 。 
不思議 な 生物 よ の う 」 

「 そ れ だ け に 危う くも あり ます 。 彼ら も いつ その カ 
に 湧 れる か 。 力 を 奪い 、 独占 せん が た め に いつ 促 
間 を 裏切る か 。 強 大 な 敵 を 目前 に し た 途 端 、 すべ て 
の 決意 の 言葉 が 大 言 壮 語 に 変わ る か ]」 


ウン ディ ー ネ 


「 シ ルフ 典 は か の 者 ども を 信じ て お ら ぬ の か 」 
「 そ の 可能 性 は ゼロ で は な い 、 と 申し た か っ た だ け ] 


い だ け の こと よ 」 

「 相 変わ ら ず の 猛々 し さ 、 盟主 殿 は 精霊 と な り て も 
相変わらず で ある の 」 

「 ウ ン デ ィ ー ネ 殿 も その 楽観 的 な と ころ は お 変わ り 
に な っ て いま せん 」 

「 そ れ な ら ば 、 そ な た の その 心配 性 も まる で 変わ っ 
て お ら ぬ が 」 

「 そ な た の こと じゃ 、 空 の 災厄 の こと も 必要 以上 に 
案じ て お る の で は な い の か 」 

[一 千年 前 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) と 人 間 が 
その 知恵 と 力 を 結集 し て も 封じ 込め る に 留まっ た 鼻 
威 。 精 圭 と な っ た 我ら な ら そ れ を 減 ぼ せる と あの 人 
「 皆 まで 言う で な い 。 口 に 出さ ば 不安 は 更に 大 きく 
な ろう ぞ 」 


し は ) み な ご ど 恐る る に 足ら ず 」 


人 が 星 喰 (ほし は ) み に 辿り 着く 前 に 力尽き て し まえ 


ば 元 も 子 も あり ませ ん 。 我々 の 力 を 、 星 喰 (ほし は ) 


み に 用 いる の は 人 な の で す 」 
「 そ な た は あの 者 た ちの 力 に 賭け た の で は な い の か 」 


ら に 賭け まし た 」 
「 な ら ば 、 し ば し 静観 する の じゃ 。 あの 者 ら を 信じ て 」 


「 我 ら は 新た な る この 世界 の 礎 と な る 力 だ 。 星 喰 ( ほ 


[な に 、 そう な っ た 時 は 我々 が 連中 を 減っ すれ ば よ < 


「 我 々 の 力 が 星 喰 (ほし は ) み を 倒す に 定 る と し て も 、 。 


「 他 に 託す る も の が な か っ た 故 …… 最 後 の 希 望 を 彼 
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は 


4 「 や っ ぱり ヘル メス っ て すご か っ た の ね …… そ ん な に 
こう 簡単 に 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 作 っ て 」 

_ ジュ ディ ス  「 あ な た に あげ る わ 」 

リタ 「 な ん で よ 、 お 父さん の 形見 (か た み ) で し ょ ?」 

本 a デ デ ネ 和 所 「 だ か ら 、 よ 」 

リタ 「 だ か ら っ て 何 が …… ?」 


選 


. 
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:。 プッ ディ ス 


ジュ ディ スズ 


So 


イフ リー ト  「 我 々 は 存 分 に 力 振る える 時 を 待 と う で は な いか 」 
シル フ 「 の の > 」 
ノー ム が か が 細い 声 で 鳴く 。 
イフ リー ト  「 ノ ー ム も 何 か が 言い た げ で ある な 」 
シル フ 「…… 私 た ち に は も う 3 選択肢 は 二 つ し か 残さ れ て い 


な い ……。 な る が まま 世界 と 滅び る か 、 あるいは 人 
に 目 ら の 力 を ゆだね る か ………:。 弱 く は か な き 者 た ち 
の 強く 生き よう と する 心 を 私 は 信じ る 、 と 」 

ウン ディ ー ネ 「 ノ ー ム 殿 が そう ?」 

シル フ | …… か の 者 た ちの よう に 我 も 生き た い 、 と 」 

イフ リー ト  「 そ れ は は か な く 散 る 者 た ちの 生き 方 、 我々 は 我々 
の 生き 方 を すれ ば よい 」 


ウン ディ ー ネ 「 い え 、 我々 も あの 災厄 を 前 に すれ ば 人 と 同じ で ご 


ざい ます 。 ノー ム 殿 、 我々 も あめ が くだ け あ が こう ぞ 。 
人 の よう に な 」 

返事 を する ノー ム 。 

ウン ディ ー ネ 「 で は ……」 

四 精 霊 た ち は 姿 を 消す 。 


トー 生 


。 訂 旨 P3e 
オル ニオ ン の 宿屋 に 泊まっ た 一 行 。 そ の 晩 、 リタ は 以前 入手 し た 
ヘル メス メモ の 解読 を 続け る 。 そ の 様子 を 見 て いる ジュ ディ ス に 、 
、 ふと リタ が 質問 を する 。 


リタ 「 そ う 言 えば 、 聞く の すっ か り 忘 れ て た わ 。 あ ん た 、 


これ 探し て た っ て 言っ て た けど 、 な ん で ?] 


「 私 、 そ ん な こと 言っ た か し ら 」 
まり リタ 。 「 と こと ん ト ボ ける つも りな ら こ れ 以 上 は 追求 し な いけ ど ] 
ジュ ディ ス  「…… 私 の 父 だ か ら よ 」 
リヒ 「 は ? 誰が ?」 
ジュ ゲ ィ ス 「 ヘ ル メ ス が 」 


れ が ? 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊 し て …… ?」 
「 父 が 作っ た も の だ か ら こ そ 、 壊し て た の 」 
リタ . 「 そ 、 そん な 重要 な 事 な ん で 言わ な か っ た の よ !」 


ジュ ディ ス  「 ヘ ル メ ス と 私 の 関係 が 重要 と は 感じ な いけ れ ど …… ?] 
リタ 「…… は ぁ …… あ ん た の そう いう トコ 疲れ る ……。 
ん で ? 父親 の 作っ た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) を 壊し 
て た の は 罪 減 ぼ し ?」 
ジュ ディ ス  「 そ ん な 立派 な 話 じ ゃ な いわ 。 誰か が 気付 く 前 に な 
」 くら て し まお うと し た だ け よ ] 
CM み / 「 何 それ ……? じゃ あ 、 世 界 の た めじ ゃ な く て それ っ 
い て 父親 の た め ?」 
ジュ ディ ス  「 そ う ね 。 そ うな る か も 」 
ま 。 リ ター 「 あ た し に は そう いう 感覚 わか ん な いわ 。 父親 いな いし 」 
ま * = ジュディス  「 党 えて いな い の ?」 
F- リタ 「 あ た し が 生ま れ て すぐ に いな く な っ た 親父 よ 。 覚 
えて る は ず な いわ 。 母親 の 顔 だ っ て 、 お ば ぼろ げに し 
か 覚え て な い の に 」 
ジュ ディ ス  「-…… そ うな の ね 」 
そう 言う と 、 ジュ ディ ス が 点 と ころ か ら 何 か を 取り 出す 。 
リタ 「 何 、 そ れ …… ?] 


「 私 の 父 の 形見 (か た み ) よ 。 気温 を 計測 する 測 温 
魔 導 器 (サー モブ ラス ティ ア )。 父 の 作っ た も の で も 、 
害 の な いも の ……」 


ジュ ディ ス 


あな た が 持つ っ て いた 方 が いい ん じゃ な いか し ら っ て 
こと 。 そ の 方 が 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に と っ て も い 
いん で し よ ?」 


リタ 「 だ か ら っ て 何で …… ?」 
ジュ ディ ス  「 こ の 子 の た め に 、 あな た が 持っ て て 」 
リタ 「 で 、 で も …-」 


リタ に 形見 を 持た せ て 、 足早 に 自分 の ベッ ド へ 向かう ジュ ディ ス 。 


ジュ ディ ス  「 さ 、 今日 は も う 寝 まし ょ 」 

リタ [ あ …… 」 

ジュ ディ ス  「 お や すみ 」 

リタ EE お や すみ な さい …… 」 


その 後 も リタ は ヘル メス メモ の 解読 を 続け る 。 ふた た び オ ル ニ オ 


ン の 宿屋 に 泊まっ た 夜 、 遅く まで メモ と 向き 合う リタ を ジュ ディ ス 


が 気 に か ける 。 

ミッ ティ 「 ま た 読ん で る の …… ?] 

リタ 今 いい と ころ だ か ら …… 」 

解読 を 一 段落 させ て 、 リタ は 驚き まじ り に ジュ ディ ス に 語る 。 

リタ 上 2 ふう Gee wa あん た の 親父 、 すず だ も いわ 人 」 

ジュ ディ ス 「 ど うし た の ?」 

リタ 「 ヘ ル メ ス は …… 精霊 化 の 可能 性 に 気付 いて た 」 
ジュ ディ ス  「 そ う …… あ の 人 な ら 、 それ まで 見 越し て て も お か 


し く な いか も ……」 
リタ 「 で も 、 こん な 災厄 の た め に 利用 する な ん て こと じゃ 


な く て 、 も っ と 遥か 未来 の 可能 性 と し て ね 。 人 が 減 
び て し まっ た ずっ と 先 、 それ は た ぶん 始祖 の 隷 長 ( エ 
ン テ レ ケイ ア ) も 滅び て し まっ た 先 の こと ……。 テ 
ルカ ・ リ ュ ユミ レー ス が 世界 と し て 壮年 期 を 迎え た 時 、 
エア ル は 、 マナ を 経て 、 すべ て 精霊 化す る 」 


ジュ ディ ス 「 で も 、 今 、 思い が けず 、 精 寺 化 は 人 の 手 に よっ て 
行わ れ よ うと し て る 。 人 々 に も ・…… 世 界 に も 何 の 準 
備 も な いま ま 。 これ か ら エ アル と 魔 導 器 ( ブ ラス ティ 
ア ) に よっ て 当たり 前 に 出来 て いた 事 を どの よう に ま 
か な っ て いく か 、 探さ な いと いけ な い 」 

リタ 「 そう ね ……。 で も この 本 、 精霊 に つい て も 相当 詳し 


く 論考 され て る 。 これ と 照ら し 合わ せな が ら 、 精霊 
実験 を すれ ば …… も し か し た ら 、 エア ル を 使わ な い 、 
新しい 麻 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) が 作れ る か も し れ な い 」 

ジュ ディ ス  「 本 当 ……?] 


リタ 。 「 少 し この 人 の 書く 術 式 は や や こし いけ ど …… や っ 


て みよ うか と 思う 。 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ 
ア ) み た いな 高 出力 の も の は 無理 か も し れ な いけ ど 
が と 何 も な いよ り は 良い わ よ ね 」 


ジュ ディ ス  「 え え 。 も ちろ ん ね 。 あ な た な ら で き る わ 」 

リタ 「 な ん か 考え て た ら う ず う ず し て きた 。 ち ょ っ と 今 か 
ら 実 験 を に 4 

ジュ ディ ス  「 焦 っ て は ダメ 。 こ れ か ら は 常に 万 全 の 状態 を 整え 
な いと 、 ね ?」 

リタ | ズー 

ジュ ディ ス  「 さ 、 お や すみ な さい 」 

リタ 「 わ か り ま し た 。 寝 りゃ や いい ん で し ょ 寝 り ゃ 」 


ユー リ 「 ふ あー」 

エス テル 「 お は よう ご ざい ます 」 

リタ 「 こ の 街 も 随分 過ごし や すく な っ た わ ね 」 

カロ ル 「 お は よう 、 み ん な 。 あれ ? ジュ ディ ス は まだ 寝 て る の ?」 


エス テル 「 部 屋 に は 居 な か っ た で すけ ど ……」 
その と き 、 ジュ ディ ス が カウ フ マ ン と 一 緒 に や っ て くる 。 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 みん な お は よう 」 

カウ フ マ ン  「 じ ゃ あ 、 私 は 行く わ 。 大 し た 力 に な れ な く て 申し 訳 
な いわ ね 」 

ジュ ディ ス  「 い いえ 。 わざ わざ あり が と う 」 

カウ フ マ ン は 去っ て いく 。 

レイ ヴ ン [幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) の 社長 (ボス ) に 
用 が あっ た の か が い ?」 

ジュ ディ ス [前 に 聞い た 事 に つい て 情報 を 伝え に 来 て くれ た の よ 」 

ユー リ 「 前 に 聞い た っ て …… ガ ス フ ァ ロス ト で 持っ て か れ た 
槍 の こと か ?」 

ジュ ディ スズ 「 え え 」 

リタ 「…… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊し まく っ て た 時 の あ 
れ か ……。 ふーん 。 探し て た ん だ 」 

レイ ヴ ン 「 良 い 槍 だ っ た も ん ね ぇ 」 

ユー リ 「 ん で 社長 (ボス ) さ ん は どん な 情報 くれ た ん だ ?」 

ジュ ディ ス 「 槍 の 流通 の こと で は 何 も 進展 が な いか ら 、 紅 の 終 
備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) の 事 を 追っ た 方 が 良 
いん じゃ な いか っ て 」 

カロ ル [ 紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) か …… ガス 
ファ ロス ト 以 外 に も アジ ト が ある の か な ……」 

エス テル 「 探 し て み ま す ?] 

ジュ ディ ス 「…… も う 、 いい わ 」 

ば 「 い い の か ? 熱心 に 探し て た の に 」 


ジュ ディ ス  「…… え え 。 こ れ 以 上 の 捜索 は 時 間 が か か りす ぎる 
わ 。 星 喰 ( ほ し は ) み は …… 待 っ て くれ な いか ら 」 


. ユ ー リ 「 そ っ か 。 ジ ュ デ ィ が 良い の な ら 構 わ ね る ぇ けど さ 。 ん 
じゃ みん な 揃っ た し 、 そろ そろ 出発 する か ]」 
カロ ル 「 う ん 」 


ー 行 は 歩き 出す が 、 ジュ ディ ス は や は り 槍 の こと を 割り 切れ な い の 

か 、 足 を 踏み 出す の が 遅れ る 。 

ジュ ディ ス E ye | 

その 後 、 一 行 は カル ボク ラム に 立ち 寄る 。 ちょ うど その ころ 、 カル 

ボク ラム の 廃屋 の ひと つ に 、 紅 の 絆 偽 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) 

の ギル ド 員 た ち が 集 まっ て いた 。 

偽 兵 A 「 バ ル ボ ス 様 を 失っ て 、 まっ た く 惨 め だ ぜ 、 俺 た ち 。 

_ お まけ に 紅 の 絆 人 兵団 (ブラ ッ ド アラ イア ンス ) は 五 

3 大 ギル ド か ら 外 され た と さ 」 

健 兵 B 「 う ちの お 頭 が 、 ア レク セイ に この 街 売ら な きゃ 、 こ 
こ 拠点 に まとも な ギル ド 活 動 が で きた の に 」 

偽 兵 A 「 ア レク セイ の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 実 験 の お か げ 
で こん な 廃 壇 に な かっ ちまっ た 」 と 

偽 兵 C [「 た っ た 一 つの 戦利 品 は 例 の 竜 使い の 持っ て た 。 こ 
の 槍 だ け だ 。 この 槍 は 、 か な り の 名 槍 ら し い ぜ 。 鍛 
治 屋 の オヤ ジ が 言っ て た 」 

そこ へ ユー リ た ち が 入 っ て くる 。 


備 兵 A 「 な ん だ 、 俺 た ちの アジ ト に 無断 で 入り や が っ て ……-」 

リタ が 相手 の 素性 と 、 彼ら の 1 人 が 持っ て いる 槍 に 烏 づ く 。 

リタ 「 あ ん た ら 、 バル ボス ん と この …… その 村 は …… 四 

偽 兵 C 「 待 て 、 こい つら …… ガ ス フ ァ ロス ト で お 頭 倒し た ……」 

偽 兵 B 「 な 、 何 だ ! 俺 た ち 、 も う 何 も 悪い こと し て ね ぇ ぞ !」 

備 兵 A 「 こ な い だ の あれ は 首領 (ボス ) の 命令 で …… 目 

偽 兵 C [いや …… 逃げ ろ …… 四 

リタ 「 待 ちな さい ! その 槍 、 置い こつ っ て も ら う わ よ 」 

備 兵 C 「 な 、 な ん で |」 

まり 「 そ りゃ ウチ の も ん の 獲物 だ 。 くれ て や る わけ に ゃ い 
か な いん で な 」 

ジュ ディ ス 「 あ な た た ち ……」 

偽 兵 C 「 じ ょ 冗談 じい ゃ ね え 、 この 槍 は 俺 た ちの ……」 

ユー リ 「 な ん だ ? 一 戦 や ら か そう っ て の か ?」 

偽 兵 C 「 わ 、 わ か っ た よ :……」 


槍 を 置い て 逃げ て いく 偽 兵 た ち 。 リタ は ジュ ディ ス に 槍 を 渡す 。 
リタ 「…… は い 」 
ジュ ディ ス 「 い い の ? 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊 し て た 槍 よ ?」 


リタ 「 大 事 な も の な ん で し ょ 。 探し て た じゃ な い 」」 


ユー リ 「 そ ん な 大 切な も の だ っ た の か 」 
リタ 「 そ ん な の を 諦め よう と し て た っ て の !?」 
ジュ ディ ス 「 あ な た た ちの お か げ で 、 形 が な く て も 確か な 絆 が 
ある と わか っ た か ら 」 1 
リタ 「 け ど ! 大 切 だ と 思う 気持 ち は 忘れ る 必要 な ん て 
な いん で し ょ ! 諦め ちゃ ダメ で し ょ 1 | 
ジュ ディ スズ 「 ご めん な さい )」 
ユー リ [ジュディ 、 ここ は 謝る と ころ じゃ ね ぇ と 思う ぜ 」 
ジェ ディ ス  「… こ そう ね 。 あり が と う 。 リタ ] 
リタ F べ 、 別居 。 つい で よ 、 つい ぞ ] 


リタ は さっ さと 外 に 出 て し まう 。 そ の 背中 に も う 一度 礼 を 言う ジュ ディ ス 。 


世界 中 で マー キン グ を し て きた ラ ピ ー ド 。 そ ん な 彼 を 連れ た 一 行 
が オル ニオ ン の 街 外 れ に 定 を 向け る と 、 住民 が 騒ぎ 出す 。 


住民 が 逃げ て きた 先 に は 、 プ チ ウ ルフ が いた 。 < スン 


恒例 の ユー リ と レイ ヴ ン に よる 吹き 替え が 始ま る 。 


プチ ウル フ と ラビ ピー ド が 街 の 外 へ 出 て いく 。 レイ ヴ ン も つい て いく 


し ば らく する と 、 街 の 入り 口 で 待っ て いた ユー リ た ちの も と に ラビ ー  : 


ド が 戻っ て くる 。 

ユー リ 「 ラ ピー ド 、 勝つ た の か ]」 

ラビ ー ド [クー ン …」 

カロ ル 「 な に …… く わ え て る の …… ?」 

ユー リ は し ゃ が ん で 、 ラビ ー ド の くわ えて いる 物 を 確か め る 。 
ユー 「 戦 利 品 、 か ……。 悪 は 滅び た 、 っ て 感じ か ?」 
ラビ ー ド 「 ク ー ン ……」 


ラビ ー ド の 後ろ で は 、 走り 疲れ た レイ ヴ ン が 突っ 伏し て いた 。 。 


エス テル | 多 え … っ も し か じ て 、 陳 革 がら メ で 


カロ ル 「 そ ん な の 評議 会 や 騎士 の 人 た ち み ん な 、 黄 同 し 6 


槍 を 大 事 に 抱え る ジュ ディ ス 。 4 
ジュ ディ ス  「 こ れ は 暫 い の 檎 ……。 ど ん な に つら く て も 誰 の 理 . 


解 も 助け も な く と も バウ ル と 共に 道 を 歩み 続け よう 。 
私 が そう 故 っ た 、 バウ ル と 私 の 絆 の 証 な の ]」 


ジュ ディ ス  「……: 本 当 に あり が と う 」 


次 匠 45a 


男性 「 お い ! 魔物 だ !」 
女性 「 魔 物 よ !」 


する ラビ ピー ド と 吹き 替え 担当 の ユー リ 。 
ラ ピ ー ド 「 お っ さん か ……] 


プチ ウル フ  「 ず いぶ ん と マー キン グ を 進め た みた いね 」 
ラビ ピー ド 「 あ ん た の 縄張り も この まま 一 気 に い た だ く ぜ ] > 
プチ ウル フ  「 そ れ じ ゃ あ 、 ここ ら へ ん で 決着 つけ な い ? 俺 様 が 勝て 』 


ば 今 持っ て る お た く の 縄 張り を 俺 様 が 全部 いた だ く 。 お た 
く が 勝て ば 、 俺 様 の 縄張り は や る 。 全部 、 取 り に いき ゃ いい 」 


ッ ヒ ビー ド 「 オ レ に は な ん の メリ ッ ト も ね ぇ 話 だ が …… い い ぜ 。 そ の  . 


挑発 、 乗 っ て や る よ 。 こ れ く らい じゃ な いと 面白 く な いし な 」 
プチ ウル フ  「 必 ん 、 強がり も これ まで 。 表 へ 出 な !」 
が 、 ユー リ は 動か な い 。 


エス テル の おこ ウ ビー に マー ン 」 


「 そ う 言え は 、 ーー も ミー 
[トリ ム 港 の 敷 児 院 の お 話 で すか ? 


「 え え …… 話 を お 聞き し まし た よ 。 そ の 後 の 調査 で 、 

他 の 街 に も 多数 戦災 で 親 を 失っ た 子ども が いる と 報 
告 を 受け て いま す 。 話し 合い の 未 、 評議 会 員 と 騎士 
の 給 金 を 一 部 削り 、 彼ら の 救済 に 回 すこ と に な り ま 
し た 。 も ちろ ん 、 ト リム 港 の 救 児 院 に も 」 ァ 


くれ る の ?」 


ヨー デル 
ユー リ 
リタ 
ジュ 先 ィ ス 
ヨー デル 
エス テ チ 刻 
エス テル 


カロ ル 
エス テル 


ヨー デル 


エス テル 


ョ ヨー テル 


リタ 


カロ ル 


エス テル 
ヨー チ デル 


ユー つり 


男性 


「 給 金 を 削ら れる の は 賛同 し て くれ る 評議 会 員 と 騎 
士 に 限り ます 」 

「 我 慢 し て 、 この 提案 に 賛成 すり ゃ 殿下 の 心証 も よ 
く な る わけ だ 」 

「 評 議会 と 騎士 団 は 互い に 競っ て る し ね 」 

「 あ ら 、 この 子 、 な か な か 腹黒 いわ ね 」 

「 私 に そん な つも り は あり ませ ん が そう 思う 人 は い 
る か も し れ ま せん ね 。 そ う 言 えば 、 私 も エス テリ ー 
ゼ に 渡す も の が あっ た の で す 」 

[わた し に …… ?」 


ヨー デル は 1 本 の 杖 を 取り 出す 。 


「 そ れ は …… 副 帝 の 証 …… ブ ルー クリ スタ ル ロ ッ ド 」 
「 副 帝 の 証 …… ? 副 帝 っ て 何 ?] 

「 皇 帝 の 補佐 役 で 、 皇 帝 に 近い 権限 を 持つ 地位 で す 。 
宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) ほ どじ ゃ な いで すけ ど 、 ブ 
ルー クリ スタ ル ロ ッ ド も 由緒 正しい 皇帝 家 の 宝 な ん 
で す 。 で も 副 帝 は 臨時 的 に 設け られ る も の で 、 正式 
な 役職 じゃ 30 」 

「 こ ん な 時 で すか ら 、 支え て くれ る 方 が 必要 な の で 
す 。 不甲斐ない 皇帝 で す が 、 お 手伝い 願え な いで し ょ 
うか ?] 

[で も …… わた し は みん な と まだ 旅 を 続け な くち ゃ 
いけ な い ……。…… いえ 、 続け た いん で す 」 

「 え え 、 わか っ て ます 。 皇帝 と いう 椅子 に 縛ら れず 、 
世界 を 回 り 、 陰 日 向 に な り 私 を 補佐 し て いた だ きた 
い の で す 」 

「…… い いじ ゃ な い の 、 や っ た げ れ ば 」 

「 何 する 仕事 か 知ら な いけ ど 一 緒 に 旅 続け られ る ん 
な ら 、 いい 、 か な ?」 

「 じ ゃ あ …… 豆 ん で 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す ……! ブル ー ク リス タル ロッ 
ド は 破邪 の 杖 。 旅 す る あな た を 助け こく れる で し ょ う 」 


エス テル は ブル ー ク リス タル ロッ ド を 受け 取る 。 


発展 し た オル ニオ ン に 倉庫 が 建て られ て いる 。 こ れ ま で に 世界 中 
の 倉庫 を 片付け て きた カロ ル が 、 含 庫 前 に 立つ 男性 に 話し か ける 。 


「 お お っ 、 あん た た ち 、 も し か し て …… 訪 庫 整理 な ら 


右 に 出る ギル ド は いな いと いう あの 凛々 の 明星 ( ブ 


レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア )?] 

「 あ 、 や っ ぱそ うい う 感 じ で 名 前 が 売れ て きた か 。 す 
まん 、 カロ ル 。 どうやら オレ ら は 倉庫 整理 ギル ド と し 
て 有名 に な りつ つ あ る らし い 」」 

「 え え ? 別に そん な 方 向 目指 す つ も り は …… 」 

「 は っ は っ は っ 。 い や 、 安心 し て くれ 。 た し か に ウチ 
ら 廊 庫 業界 に あん た ら の 名 前 は 広がっ て きた が 便 
利 屋 ギル ド っ て 話 だ ぜ ?」 

[便利 屋 ギ ルド …… つ ん 、 確 か に そう か も し れ な いけ ど ] 
「 と ころ で どう だ い ? また 倉庫 を 手伝っ て くれ な い 
か ? も ちろ ん 礼 は させ て も ら う 」 

「 う ーー ん 」 


「 は い 」 を 選ん だ た 場合 


カロ ル 
男性 


倉庫 整理 を クリ 


は 


「 う ん 、 まかせ て !」 
「 そ うこ な くっ ちゃ な ! 
ア せ ず に 「 止 め る 」 を 
「 結 構 ウチ の 信 


さっ そく 頼む ぜ 」 


アレ した 


「 う ~ー、 これ で また 倉庫 整理 ギル ド と し て 名 前 が 広 が 
る の か な ……。 そ うな っ た ら こ の 先 、 倉庫 整理 し か 
仕事 が 来 な く な る か も …」 ー 
「 安 心 し ろ 。 倉庫 業 界 に だ っ て 便利 屋 ギ ルド っ て 思 
われ て ん だ 。 一 般 的 に は 倉庫 イコ ー ル 凛々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) な ん て 構図 は まだ で き て な い 


[ う 、 う ん 、 そう だ ね ] 

「 そ うそ う 。 で も 首領 (ポス) の あん ちゃ 
倉庫 業界 で は ……」 
「??」 ( ー 
「 倉 庫 マ スタ ー っ て 呼ば れ て る ぜ ? 倉庫 整理 の エ 
キス パー ト っ て 全国 の 倉庫 が 認め て ん だ 。 こ れ は 誇っ 


ん 、 あん た 


カロ ル っ て ] 


「 い や 、 冗 譜 だ か ら そ ん な に …… お 一 い 、 聞 


Y て る か ?] 
「 人 バカ っ ぽ ……」 0 


「 い いえ 」 を 選ん た 場合 
男性 「 あ ん ま 気 に し な く て も いい と 思う ぜ ? ま 、 気 が 向 


いた ら 頼 む わ 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 肢 に 戻る 


男性 「 お ? 倉庫 整理 を 頼ま れ て くれ る か い ?」 


カロ ル | ラー ん 」 


誰が た め に ・ そ の 2 と 前 訪 国 P.419 


ザー フィ アス の 広場 を 通り が か っ た 一 行 は 、 ベン チ に 座っ て いる リュ 
ネ を 見 か ける 。 シ ェ ル と クレ イ の 惨劇 が あっ た あと も 、 リュ ネ は 初め 
て 会 っ た と き と 同じ く 、 子ども た ち に 囲ま れ て 笑み を 浮か べ て いる 。 


ーー コル Eo 入 0 旨 人 
エス テル  「 リ ュ ネ さん 、 笑 っ て ます ね 」 
ジュ ディ ス  「 隣 で 笑っ て くれ る 人 が いる か ら 彼 女 も 笑う こと が で 


きる の よ 」 

エス テル にょ 半 較 MM 
ユー リ 「 オ レ た ちの 役目 は ああ いう 笑顔 を 守る こと 、 だ ろ 」 
レイ ヴ ン 「 そ う ね 。 気合 入れ て いき ます か 」 


ーーーーーーーー て ーー て ーー ーーー て ーーー アーーーーーーーー プ ーーーー…… 


下町 の お 礼 


ーー て ーー て ーー て ーー プー プーーーーーー て ーーーーー プ ーーーーーーーーー プ ーーーーーー 


ザー フィ アス の 下町 で 、 長い 旅 の きっ か け と な っ た 水道 魔 導 器 ( ア 
クエ ブラ ステ ィ ア ) を 眺め て いる ユー リ た ち 。 


ユー リ 今日 も 順調 に 動い こる みた い だ な ……」 

エス テル 「 で も 、 この 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) も も うす ぐ 、 使え 
な く な る ん で すね ……」 

ハン クス 「 ユ ー リ 、 帰っ て お っ た ん な ら 、 一 言 声 を か けん か !」 


ユー リ を 見 がけ て 、 住民 た ち が 近 づい て くる 。 


ユー 「 し まっ た …… う る さい じい さん に 見 つか っ ちまっ た ぜ 」 

ハン クス 「 う る さく 言わ れ な いよ うに 行動 すれ ば よい の だ 。 
お お 、 フレ ン も 戻っ て きた の か 」 

フレ ン 「 お 久しぶり で す 、 ハン クス さん 」」 

ハン クス 「 固 く て いか ん の う 。 こ こ は お 前 の 地元 じゃ 。 も っ と 
フラン クン に したら ええ | 

ユー リ 「 オ レ ん 時 と 態度 違う ぜ 、 じい さん ……」 


テッ ド 。  「 ね ぇ 、 ユー リ 。 足 族 街 の 方 で も 、 光照 魔 導 器 (ルク 
ス ブ ラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) が な く て 困っ て る 人 
が いる ん だ よ 。 水 道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) の 
魔 核 (コア ) と 一 緒 に な か っ た ?」 


ユー リ [さぁ な 。 貴族 街 の こと は 貴族 の 連中 で な ん と か すん だ ろ ?」 

フレ ン 「 騎 士 団 の 方 で な ん と か する よ づ 手 筐 を 整え る よ 」 

テッ ド 「 そ れ じ ゃ あ 、 遅い ん だ っ て 。 夜 が 暗く て 物 包 で 出 
歩け な いっ て 言っ て る ん だ 」 

ユー リ 「 言 っ て る っ て 誰が ?」 

青年 「 こ いつ 、 最 近 、 貴 族 街 に 友達 が で きた みた いな ん だ 。 
それ も カワ イイ 女の子 」 

ユー リ 「 上 ふーん 。 だ か ら 、 心配 な ん だ な 」 

テッ ド 「 ち ょ っ と 、 余計 (よけい ) な こと 言わ な いで よね 。 ね 、 
ユー リ 、 フ レン も 。 ち ょ っ と 足 族 街 ま で 、 一 緒 に 来 て よ 」 

ユー リ 「 し ょ う が ね ぇ な …… わ か っ た よ 」 

フレ ン 「 僕 た ち は 、 ちょ っ と 行っ て きま す 」 


エス テル た ち に 一 声 か ける と 、 ユー リ と フレ ン は テッ ド の 案内 で 貴 

族 街 に 向かっ て いく 。 ラビ ピード も それ を 追う 。 

レイ ヴ ン 「 フ レン 君 は 騎士 だ か ら と も か く と し て 、 ユー リ 青 年 

は 本 当 、 面倒 見 いい わ ね 」 

「 こ の 街 で 育っ た あい つ に と っ て 、 街 の 人 間 は みん 

な 、 あい つの 家族 みた いな も の じゃ か ら の 。 そ の 家 

族 を 傷つけ る 者 が いれ ば 許さ な い 。 逆 に その 家族 

が 大 切 に 思っ と る 相手 が いれ ば 、 そい つの 面倒 も 見 

る 、 そう いう ヤツ じゃ 」 

リタ 「 そ ん な 奴 が 何 の 因果 で 今 は 世界 を 救う た め に 星 喰 
(ほし は ) み と 戦っ て る っ て の が し ら ね 」 

青年 「 ま っ た く 。 あ いつ が 世界 を 救う と か 言っ て る な ん て 

ちょ っ と 笑え て くる よ 」 

「 あ いつ は 世界 を 救う た め に 戦っ と る ん じゃ な い 。 

奴 の 行動 は すべ て 、 その 家族 を 守る た め の 延 長 上 

に ある 、 それ だ け な の じゃ 。 だ か ら 例 え 世 界 が 救 わ 

れ て も 、 大 切な 相手 が 命 を 失う な ら 、 そい つが 死な 

な い 別 の 方 法 を 選択 し よう と する じゃ ろう な 」 

エス テル [「 あ 和夫 」 

フェ ロー と 対話 し た と き の ユ ー リ の 言動 を 思い 出す エス テル 。 


ハン クス 


ハン クス 


レイ ヴ ン 「 で も 、 それ っ て けっ こう 自分 勝手 よね 」 

ジュ ディ ス  「 自 分 勝手 か し ら ? ご く 普 通 の 感情 だ と 思う けど 。 

「 顔 も 知ら な い 誰 か の た め に 世界 を 救い ます 、 な ん て 
私 、 怖く て 言え な いわ 」 

リタ 「 そ うか も ね 」 

ユー リ た ち が 、 テッ ド の 友達 の 少女 と 一 緒 に 戻っ て くる 。 

テッ ド 「 本 当 だ っ た で し ょ 。 れ ね ぇ 、 足 族 街 の 魔 核 ( コ ア ) も 取 
り 戻し て あげ て よ 」 

ユー リ 「 し ょ う が ね ぇ な …… じ ゃ あ 、 あの 空 の 化け 物 、 ぷっ 
倒し た ら 行 っ て や る よ 」 

フレ ン 「 僕 の 方 か ら も 騎士 団 に 話 を し て お いて あげ る よ 」 

テッ ド 「 本 当 に !? や っ た ! さす が ユー リ と フレ ン リ !」 

リタ 「 で 、 あい つら は 無意識 の うち に 守る べき も の を あ 

2 ン あし て 増やし て る の よね 」 

ユー リ 「 何 こそ こそ し て る ん だ 」 

エス テル [わた し 、 家族 が いな か っ た か ら 、 な ん か 嬉し いで す 」 

ユー リ EE ? な ん か よく わか ん ね ぇ けど 、 さ っ さと 行く ぞ 」 

ユー リ と フレ ン は 一 同 を 置い て 出発 する 。 

カロ ル 「 家 族 か ぁ ……」 


一 同 は ユー リ と フレ ン を 見 な が ら 、 そ れ ぞ れ の 家族 に 思い を 馳せ る 。 


プチ ウル フ と の 勝負 を 制 し 、 世界 中 を 自分 の 縄張り に し た ラ ピ ー ド 。 
ザー フィ アス の 下町 に 名 旋 し 、 犬 に あい さ つ を する と 、 犬 は 大 き な 
声 で 咲 える 。 

犬 2 ウォ オー ジン 

その 声 に 呼ば れ て 、 ザー フィ アス 中 の 犬 猫 が ラビ ー ド の 周り に 続々 
と 集まっ て くる 。 


ユー リ 「 お お っ …… な ん だ 、 な ん だ …」 
カロ ル 「 そ っ か …… ラ ピー ド 、 世界 中 を 縄張り に し た か ら 」 
ユー リ 「 カ ロ ル も ラ ピ ー ド の た め に マー キン グ の マッ プ 、 つ 


け て くれ て た ん だ な 」 


カロ ル 「 当 然 で し ょ !」 


エス テル 「 み ん な 、 ラビ ピー ド を 祝福 し て る ん で すね 」 
リタ 「 犬 、 人 気 者 じゃ な い 」 

レイ ヴ ン 「 始 く な 始 く な 」 

リタ 「 誰 が !? 何 を !?」 

ジュ ディ ス  「 そ う 怒 ら な いで 。 私 た ち も 彼 を 祝い まし ょ ]」 
ユー リ 「 ワ オー ン !] 


犬 の 鳴き 真似 で 、 ラ ピ ー ド へ 祝福 の 言葉 を 贈る ユー リ 。 


ザー フィ アス の 下町 で 休憩 を と る 一 行 。 ユ ー リ は 自分 の 部 屋 に 戻 

る と 、 机 に 置か れ た 手紙 に 気づく 。 

に リ 「 な ん だ 、 これ 。 手紙 ? この 字 、 フ レン か 。 改 まっ 
て 何 の 用 事 な ん だ か 」]」 

その 手紙 は 、 フレ ン か ら の 挑戦 状 だ っ た 。 


カプ ワ ・ ノ ー ル で 、1 人 の 女性 騎士 が 商人 と 話 を し て いる 。 ユ ー リ 


と フレ ン は 、 その 騎士 に 見 覚え が あっ た 。 


商人 と の 会 話 を 終え た 騎士 が 、 ユ ー リ に 気づい て 振り 向く 。 
女性 騎士 [ 艇 っ て 」 


ブレ ン 「 先 輩 !?」 

女性 騎士 [ユー リィ 孝和 に フレ ンタ 1 

ーー リ 「 ビ スカ 1 リ 

ヒス カ 「 先 輩 相手 に 呼び 捨て な ん て 、 あ ん た 変わ っ て な いわ ね 」 

カロ ル 「 な に な に ? 知り 合い な の ?」 2 

フレ ン 「 僕 と ユー リ が 騎士 団 に 入団 し た ば か り の 頃 、 同じ 
隊 だ っ た 先輩 騎士 だ よ 」 

ヒス カ 「 こ ん な と ころ で 再会 する な ん て 奇 軸 ね] 

ユー リ 「 本 当 だ な 。 シ ャ ステ ィ ル は 一 緒 じ ゃ ね ぇ の か ?」 

222 「 わ た し が どう か し た ?」 


声 と 共に 、 ヒス カ と 瓜 二 つ の 女性 騎士 、 シャ ステ ィ ル が や っ て くる 。 


パテ ィ 「 同 じ 顔 が ふた つ な の じゃ 
ジュ ディ ス 「 双 子 だ っ た の ね 」 


シャ ステ ィ ル 「 な ん か ヒス カ の と ころ に 懐か が し い 顔 が いる と 思っ た ら 」 


フレ ン 「 お 二 人 と も 、 お 元気 そう で な に より で す 」 

ユー リ 「 で 、 こん な と ころ で 何 や っ て ん だ ?」 ] 

シャ ステ ィ ル 「 そ うだ っ た ! ヒス カ 、 天地 の 審 ( あ な ぐら ) に も 何 
も 情報 は な か っ た わ 」 

ラフ レン 「 情 報 ?] 

ヒス カ 「 わ た し た ち 、 ちょ っ と し た 探し 物 を し て いる の よ 」 


シャ ステ ィ ル 「 祈 り の 語っ て いう 剣 を ね 」 
カロ ル 「 祈 り の 剣 …… ?」 


シャ ステ ィ ル 「 騎 士 団 の 宝物 で ね 、 だ いぶ 前 に 盗ま れ て それ きり  : 


な の 。 女神 を か た どっ た 装飾 が 付い て る 、 ちょ っ と 
変わ っ た 剣 な ん だ けど 知ら な い ?」 


フレ ン 「 な に か 引っ か か る 感じ は する ん で す が …… す み ま せ ん 」 . 
ユー リ 「 オ レ も 初耳 だ 。 悪い な 」 0 
ヒス カ 「 そ っ か ぁ ……』 

フレ ン 「 で も 騎士 団 の 宝 と な れ ば ひと ご と で は あり ませ ん 。 


や し な に が 手がかり を 6 こ と ニテ ネイ ーー うっ 


ヒス カ と シャ ステ ィ ル が 去っ て いく 。 

フレ シン 「 驚 いた な 、 こ ん な と ころ で あの ふた り に 会 うな ん て 」 

に 「 あ あ 、 顔 見 る まで 、 完全 に 忘れ て た ぜ 。 に し て も 、 
取り 締まる 側 の 騎士 が 宝 を 盗ま れ て 追っ て る と は ちょ 3 
いと し ま ら ね え 話 だ な 」 - 

メジ レン 「…… 上 ふたり は まだ 騎士 団 に いる ん だ ろう か ?」 | 

ユー リ 「 さ あな 、 格好 (か っ こう ) は 昔 と 変わ っ て な か っ た が 


匠 5 その 辺 は お まえ の 方 が 詳し い だ ろ 」 


ララ レン 


「 僕 も 会 っ た の は 久しぶり な ん だ 。 それ に 僕 だ っ て 、 
すべ て の 騎士 の 顔ぶれ を 知っ て いる 訳 じ ゃ な いか ら 
ね 。 と に か く 合 の こと は 覚え て お く よ 」 

コテ リ 「 分 か っ た 。 行こ う ぜ 」 


_ 深度 空洞 帯 を 探索 し 、 床 に 描か れ た 術 式 を 発見 する 。 


エス テル 「 こ れ 、 何 の 術 式 で し ょ う ?] 
リタ [待っ て 、 調べ て みる 」 
、 術 式 を 調べ る リタ 。 
” リタ 「 し ば らく 使わ れ て な いみ た い だ け ど 、 転送 術 式 の 
に 一 種 み た いね 」 
フレ ン FeG2 う DC て こら な と ころ に 術 拓 が -」 
レイ ヴ ン 「 術 式 が ある っ て こと は 人 の 手 が 入 っ て る っ て こと な 
ん だ ろう けど も 。 こん な エア ルク レー ネ の 奥地 に 術 
式 を 設置 する と は 、 な ん か あり そう ね 」 
リタ 「 お っ さん に し て は めす ずら しく 沼 え て る わ ね 。 確か に 、 
ICM この 術 式 複雑 な ロッ ク が か けら れ て て 素人 が 解除 す 
る の は 無理 だ わ 」 に 
レイ ヴ ン 「 め ずら し くっ て どう いう こと よ 」 
ユー リ 「 解 除 で きる の か ?」 の 
リタ 「 あ た し を 誰 だ と 思っ て る の よ 。 ち ょ っ と 待っ て な さい 
リタ は 術 式 の ロッ ク 解 除 を 試み る 。 
カロ ル [な ん か 、 と ん で も な いも の が 出 て きた り し な いよ ね ?] 
ユー リ [ぶさ て な 
バテ ィ 「 き っ と この 奥 に は も の すご い お 宝 が 隠さ れ て いる の じゃ | 
ジュ ディ ス  「 あ ら 、 それ は 素敵 ね 」 
その と き 、 術 式 が 光 を 放っ て 起動 する 。 
リタ 「 で きた ! ひ ゃ っ 
し か し 次 の 瞬間 、 リタ は 術 式 に 転送 べ れ て 消え て し まう 。 
エス テル  「 リ タロ 
ET 「 オ レ た ち も 行 く ぞ 」 


いっ せい に 転送 術 式 に 飛び 込む ユー リ た ち 。 転送 され た 先 は 、 溶 
岩 地帯 の た だ 中 に ある 石造 り の 足場 だ っ た 。 


カロ ル が 刻 に 近づく と 、 剣 が 発光 し て 浮き 上 が る 。 


カロ ル 「 う わあ ああ 中 」 
フレ ン 1 くっ 日 
エス テル 「 な 、 何で す !?] 


次 の 野 間 、 女 神 の 剣 を 頭 部 と する 人 型 魔 導 器 (ゴー レム )、 ソー ド 
ダン サー が 現れ る 。 


バテ ィ 「 人 形 遊び の 趣味 は な い ぞ 」 

レイ ヴ ン 「 そ ん な の ん き な も ん じゃ な いっ て ば 

リタ 「 こ れ 、 人 型 魔 導 器 ( ゴ ー レ ム )!? あの 術 式 か ら エ 
アル が 流れ 込ん で いた の は 、 まさ か 、 この 魔 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) の 原動力 に ける た め !?」 

ブレン 「 ど うい うこ と だ ……。 あ の 剣 は 、 盗ま れ た ん じゃ な 
か っ た の か ?」 

ユー リ 「 話 は 後に し ろ ! 来る ぞ !」 


襲い くる ソー ド ダ ン サ ー を 打ち 破っ た 一 行 。 し か し 、 剣 は ふた た び 
床 に 突き 刺さ り 、 バリ ア を 展開 し て 接近 を 阻む 。 
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ユー リ 『 リ タ 、 大 丈夫 か ?」 

リタ 「 あ た し は 大 丈夫 」 

エス テル 「 こ こ は 、 どこ な ん で し ょ うか ?」 

レイ ヴ ン 「 溶 震 地 帯 っ てこ こと は 、 さっ き 術 式 が あっ た 場所 と そ 
う 変 わり は な いみ た いね 」 

リタ 「 こ の 術 式 ……」 

ジュ ディ ス  「 え え 、 あ の 中 央 部 分 に 向かっ て エア ル を 流し 込ん 
で いる みた いね 」 

ユー リ 「 エ アル を ?] 

周り を 見 渡し て いた カロ ル が 、 中 央 に 何 か あ る の を 見 つけ る 。 

カロ ル 「 ね え 、 あそこ 見 て ! 真ん中 に 何 か あ る よ ?」 

フレ ン 「 剣 … ?] 当 

ユー リ 「 こ こ か ら じ ゃ わか ら ね ぇ な 」 

カロ ル 「 行 っ て みよ う よ !」 


足場 の 中 央 部 に は 、 無数 の 語 が 突き 刺さ れ て いた 。 そ の さら に 中 
央 に 、 ひと きわ 存在 感 を 故 つ 1 本 の 剣 が 突き 立て られ て いる 。 


。 カロ ル 「 な に 、 こ の すご い 数 の 剣 ! ゾ フ ェ ル み た いじ ゃ な い ?] 
。 ユー リ 「 け ど 、 あそこ と は 違っ て この 周り に だ け あ る っ て の 
が うさ ん くさ いな 」 
フレ ン 「 あ れ は っ !」 


_ フレ ン は 剣 群 の 中 央 、 女神 を か た どっ た 装飾 の 刻 に 注目 する 。 


フレ ン 「 く っ 、 ダメ だ …… 触 れる こと も で き な い ……-」 

リタ が 剣 を 解析 する 。 MM 、 

あの 「 あ の 剣 、 エ アル を 吸収 し よう と し て る ……。 た ぷん 、 
剣 に 触れ られ な い の は 自己 防衛 機能 みた いな も の 
が 働い て る か ら だ と 思う 。 その 剣 も あの 人 型 魔 導 器 
(ゴー レム ) の シス テム に 組み 込ま れ て る ん だ わ 」 

フレ ン 「 リ タ 、 な ん と か この 剣 を 取る こと は で き な い か ?」 

リタ 今 の まま じゃ 無理 ね 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 起動 し て 、 
な ん と か シス テム か ら 外 す 方 法 を 見 つけ る し か な いわ ] 

カロ ル 「 で も 、 これ どう や っ た ら 動 く の ?」 

ジュ ディ ス  「 他 の 術 式 も 起動 し て みた ら ど うか し ら ? 術 式 か ら 
流れ 込む エア ル を 吸収 し て いる の な ら 、 残り の 術 式 
を 起動 し て 、 十分 な エア ル が 充填 され れ ば 動き 出す 
ん じゃ な い ?」 

パテ ィ 「 あ っ ち に も こっ ち に も 起動 し て な い 術 式 が ある の じゃ 」 

リタ 「 そ う ね 。 それ に 、 術 式 が ロッ ク さ れ て いた の も 、 こ 
の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) と 何 か 関係 が ある の か も し 
れ な い 。 さ っ き 解 除 し た 術 式 と 同じ な ら こ っ ち 側 か 
ら は 起動 で を ない よう に な っ て る は すず 。 た ぶん 、 こ 
の 手 の 術 式 な ら 他 の も 同じ よう な 場所 に 設置 され て 
る と 思う けど …」 

ユー リ 「 じ ゃ 、 そ の 術 式 が 設置 され て る 場所 を 探す こす る か 」 

フ プレン 「 い い の か い ?」 

ユー リ 「 騎 士 団 の お 宝 の 剣 、 取り 返す ん だ ろ ?」 

フレ シ 「 あ り が と う 、 ユー リ 」 

イリ キア 方 面 で エア ルク レー ネ を 発見 し た 一 行 は 、 その 奥 に 存在 

し て いた 大 深度 空洞 帯 の 術 式 を 調べ る 。 

リタ 「 こ の 術 式 、 解除 し た 術 式 の 続き を に な っ て る 」 

フレ ン 「 じ ゃ あ 、 これ が あの 場所 に 繋 ( つ な ) が っ て る 術 式 
の ひと つ で ある 可能 性 が 高い と いう こと だ ね 」 

リタ 「 同 じ よ うな エア ルク レー ネ の 奥 が 、 術 式 で 同じ 場 
所 に 繋 ( つ な ) が っ て る 。 た ぷん 、 あの 場所 ご と この 
術 式 を 設置 し た や つが 作り 上 げた の ね 」 

レイ ヴ ン [あの 人 型 魔 導 器 (ゴー レム ) と いい 、 こ の 術 式 と いい 、 


誰が 何 の た め に こん な も ん 作り 出し た ん だ か ……」 
リタ が 術 式 の ロッ ク を 解除 し 、 転送 術 式 を 起動 させ る 。 


リタ 「 こ れ で いい わ 」 

カロ ル 「 こ れ で あの 人 型 魔 導 器 (ゴー レム ) が 動き 出し た ら 、 
きっ と また 戦う こと に な る よね ?」 

ユー リ 「 た ぶん な 」 

プレ ツジ 「 で も 、 剣 を 取り 返す に は そう する し か な い 」」 

レイ ヴ ン 「 こ こ で 四 の 五 の 言っ て て も 仕方 な いで し ょ 。 と りあ 


え ず 、 行っ て みよ う や 」 
転送 術 式 は 案の定 、 ラ グ ク エリ オン の ある 足場 に つなが っ て いた 。 
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フレ ン 「 ラ グ ク エリ オン …… こ の 形 、 間違い な い 。 そ うか 、 
この 剣 だ っ た の か ……」 

コ っ 2 「 な ん の 話 だ ?」 

フレ ン 「 こ の 剣 は ラグ クエ リオ ン 。 別名 、 祈り の 剣 と いう 」 

エス テル 「 祈 り の 剣 ……!? 確か ……」 

よー リ 「 あ あ 、 ヒ スカ た ち が 探 し て た の が そん な 名 前 だ っ た よ な ]」 

カロ ル 「 そ うい えば 女神 像 が 装飾 に あめ る ね 」 

フレ ン 「 昔 、 騎士 団 に 入っ て 間 も な い 頃 に 、 一 度 だ け 見 た 


こと が あっ た ん だ 。 現 物 を 見 る まで 、 す っ か しり 忘 
て いた 。 情けな いよ 」 
「 で も 、 その 剣 が どう し て こん な と ころ に ……」 


中 央 部 に 行く と 、 語 の 周り の バリ ア が な く な っ て いる こと が わか が る 。 
カロ ル 「 見 て ! バリ ア み た いな の が な く な っ て る よ 」 
その 直後 、 剣 が 発光 し て 浮き 上 が る 。 

フレ ン まつ 、 ま がら 1 

エス テル 「 こ の 光 、 この 前 と 同じ で す !」 


ソー ド ダ ン サ ー が 出現 する 。 そ の 姿 は 、 以前 と 少し 異な っ て いる 。 


ユー リ [人 型 魔 導 器 (ゴー レム ) の お 出 ま し か !」 

カロ ル 「 な 、 な ん か いろ いろ 変わ っ て る よ 

リタ 「 エ アル の 吸収 で 強化 し た ? いや 、 も し か し た ら 術 
式 の 解除 も 関係 し て る か も ……」 

ユー リ 「 気 を つけ ろ !」 

ヴ プレン 「 そ の 剣 を お まえ に 渡し た まま に は で き な い 。 今 


こそ ぞ で 直し て も ら う ぞ ! リ 」 


パワ ー ア ッ プ し た ソー ド ダ ン サ ー を 撃破 し た 一 行 。 し か し 、 剣 は ふ 


た た び ば バリ ア を 展開 し て 他 を 寄せ つけ な い 。 


フレ ン 「 く そっ 、 また …。 あ の 剣 を あん な 魔 導 器 (ブラ ス 
ティ ア ) の 一 部 に し て お くわ け に は いか な い 。 早く 取 
り 戻 さ な け れ ば ……」 

ユー リ [落ち 着け っ て 。 また 剣 の 状態 に 戻っ た っ て こと は 、 
残り の 術 式 を 解除 し て エア ル が 流れ 込め ば こい つ は 
動き 出す 。 まだ チャ ンス は ある ん だ ]」 

フレ ン 「…… そ うだ ね 。 すま な い 、 残り の 術 式 を 探 そ う 」 

足早 に その 場 を あと に する フレ ン 。 

バテ ィ 「 な ん だ か 、 いつ も の フレ ン ら し く な い の お ぉ 」 

ジュ ディ ス 「 先 輩 と 騎士 団 の た め に 取り 返し た い 、 と いう だ け じ ゃ 
な さそ う ね 」 

エス テル 「 も し か し た ら 、 フレ ン 自 身 、 あの 剣 に 何 か 思 うと こ 
ろ が ある の か も し れ ま せん ね 」 

ユー リ 「 5 が 28 7628 」 

カロ ル 「 で も さ 、 さっ き の や つい ろ い ろ 変 わっ て た し 、 強く 
な っ て た よね ? も し か し て 、 また 術 式 を 解除 し た ら 
も っ と 強く な る ん じゃ な い の ?」 

ユー リ 「 ま 、 その 時 は その 時 だ ろ 。 ほ ら 、 と っ と と フレ ン を 
追 お うつ ぜ 。 ひと り に し と く と 、 勝手 に 次 の 場所 に 行っ 

ちまい そう だ か ら な 」 

トル ビ キ ア 方 面 の 大 深度 空洞 帯 に て 、 術 式 に 到達 し た 一 行 。 

リタ 「 こ れ が 次 の 術 式 ね 。 解除 する わ よ 」 

フレ ン 「 頼 む 。 剣 の 在り 如 が わか っ て いる 以上 、 ほう っ て お 
くわ け に は いか な い 。 な ん と し て も 取り 戻さ な く て は 」 

リタ が 転送 術 式 を 起動 させ る 。 

リタ 「 で きた 、 これ で いい わ 」 

フレ ン 「 あ り が と う 、 行こ う !」 


ー 行 は 転送 先 の 足場 で 中 央 に 向かう が 、 刻 の バリ ア は 消え て いな い 。 


フレ ン Fccl テ は - ど うい うこ と だ り 」 

リタ 「 こ の 子 、 まだ エア ル を 吸収 し 続け て る 」 

レイ ヴ ン 「 最 後 の 術 式 も 解除 し な いと だ め っ て こと か も ね 」 
パテ ィ 「 谷 張り さん な 刻 じ ゃ な 」 

フレ ン 「 な ら 、 最後 の 術 式 を 解除 し に 行こ う 」 


早く も 歩き 出す フレ ン を 、 カロ ル が 呼び 止め る 。 

カロ ル 「 ち ょ 、 ちょ っ と 待っ て! 最初 に 戦っ た と きよ り Z 回 
目 に 戦っ た と き の 方 が 強く な っ て た よね ?」 

リタ 「 そ れ が どう し た の よ ?」 


カロ ル 「 一 気 に 二 箇所 も 術 式 解除 し た ら 、 も っ と すご い の 
に な る が か も し れ な いじ ゃ ん ! この 辺 で や め と いた ほ 
うつ が よ く な い ?」 

フレ ン | そう 9、 だ ね 。』 


エス テル 「…… ど うし て 、 そ こま で あの 剣 に 執着 する ん で す ?」 


フレ ン に 8・ あの 剣 は た だ の 剣 で は な い の で す 」 

ユー リ 「 そ りゃ 、 あん な 使わ れ 方 し て ん の 見 りゃ 、 分 か る っ て 。 
大 方 、 な ん か すげ え 業 物 ( わ ざ も の ) だ っ た りす ん だ ろ ?] 

アニ / 「 確 か に 強力 な 剣 ら し い 。 だ けど それ だ け じ ゃ な い 。 
あの 剣 は 騎士 団 秘蔵 の 語 、 なぜ な ら ず っ と 隠さ れ て 
いた か ら な ん だ 。 真 の 騎士 と 呼ば れる に 足る 者 だ け 
が 、 それ を 帯び る こと を 許さ れる 」 

エス テル 「 真 の 騎士 …」 

プレ 「 最 後に 使わ れ た の は 人 魔 戦 争 。 そ れ 以 来 、 使い 手 
の いな いま まだ っ た そう で す 。 ほ と ん ど 忘 れ ら れ て 
し まう ほど に 」 

リタ 「 強 力 な 武器 な の に ? も っ た いな い 話 ね 」 


フラ レン 

中 央 部 の 剣 に 近づく と 、 地 鳴 り と 共に ソー ド ダ ン サ ー が 現れ る 。 そ 
の 姿 は さら な る 変貌 を 応 げ て いる 。 

ユー リ 「 来 る ぞ 、 気 を つけ ろ !」 

カロ ル 「 な っ 、 何 こ の すご い の っ !」 

エス テル 「 ま る で 、 剣 の 細 を まとっ て いる みた いで す 」 

フレ ン 「 こ れ が 最後 だ !」 


刻 の 化身 に ふさ わし い 猛 攻 を し か け て くる ソー ド ダ ン サ ー 相 手 に 、 
ー 行 は 力 を 集結 し て 立ち 向かう 。 や が て 一 行 の 攻撃 の 前 に 力 つき 、 


動き を 止め る ソー ド ダ ン サ ー。 

フレ ン 「 動 き が 止ま っ た ?] 
ユー リ 「 や っ た の か が !?」 

リタ が 倒れ た ソー ド ダ ン サ ー を 調べ る 。 


リタ [完全 に 機能 停止 し て る 。 この 子 、 武器 か ら 武 能 ( ス 


キル ) を 吸収 する よう に で き て る わ 。 きっ と その 武 能 
(スキ ル ) を あの 剣 に 還元 し て た の ね 」 


や つ は と ん だ 悪人 よ 」 
ソー ド ダ ン サ ー に 細工 を 施し 、 再起 動 を 封じ る リ 夕 。 


リタ 「 こ れ で も うこ の 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 起動 する こと は 
な い 。 こ の 子 が 集め た 武 能 ( ス キル ) も 全部 解放 され る わ 」 
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ユー リ 「 い や 騎士 団 に し ちゃ 、 案外 、 いい 判断 だ っ た か も し 
れ ね え ぞ 。 な ん で も 評判 ば か り が 先 走 る と ロク な こ 
と に な ら ね え 」 
ジュ ディ ス  「 そ ん な 剣 あ る と 知れ た ら 、 欲し が る 人 が うようよ 現 
れ て 大 変 だ っ た で し ょ う ね 」 
フレ ン 「 名 誉 が 剣 を も た ら す ん だ 。 剣 に よっ て 名 誉 を # 下る 
な ん て 、 本 未 転倒 も いい と こ だ 。 この 剣 は こん な 形 
で 世に 出 て は いけ な いん だ 」 
ユー リ 「…… お 前 が も ら っ ち まえ よ 」 
レジ 「 言 っ た だ ろう 、 この 剣 は 真 の 騎士 の た め の も の だ 。 
まだ 僕 に は 、 真 の 騎士 が な に を 指す の か も 分 か ら な い ] 
レイ ヴ ン 「 俺 様 が 言う の も な ん だ けど 、 十 分 だ と 思う けど ね え 」 
パテ ィ 「 自 分 の も の に な ら な く て も 取り 返し た いん じゃ な 」 
フレ ン 「 い つか 必ず 相応 し い 者 が 現れ る 。 この 剣 を こん な 状 
態 の まま に し て お く こ と は で き な い ん だ 。 だ か ら ……」 
ユー リ 「 分 か っ た 分 か っ た 、 ん じゃ さっ さと や ろう ぜ 」 
フレ ン | え 半 
ユー リ 「 ど う せ 、 自分 の こだわ り だ か ら 、 ひと り で や る 、 と か 言 。 筆 
い 出す つも り だ っ た ん だ ろ ? 甘い ん だ よ 、 お まえ は ] 
フレ ン ユー リタ ] 
パテ ィ 「 そ うじ ゃ 、 うち ら は 同じ 船 に 乗っ た 仲間 な の じゃ 。 
助け 合う の は 当然 な の じゃ 」 
ラビ ピード 「 ワ ン ロ 」 
カロ ル [うん ! みん な で 力 を 合わ せれ ば 、 き っ と 取り 戻せ る よ 」 
リタ 「 さ っ きま で 怖がっ て た くせ に 調子 いい ん だ か ら 」 
ユー リ 「 ん じゃ 、 最後 の 術 式 、 解除 し に 行こ う ぜ 」 
フレ ン 「…… あ あ !」 4 
一 行 は ユル ゾ レ ア 方 面 の 空洞 帯 で 、 最後 の 術 式 を 発見 する 。 】 
リタ 「 こ れ が 最後 の 術 式 ね 。 準備 は いい ?」 
フレ ン 「 あ あ 」 
術 式 の ロッ ク を 解除 する リタ 。 
リタ [起動 し た わ 」 
ユー リ 「 三 度目 の 正直 だ な 」 


「 あ あ 、 こ れ で 最後 だ 。 今度 こそ 必ず 刻 を 取り 返す | 


「 じ ゃ あ 、 ここ に ある 武器 も 全部 この 魔 導 器 (ブラ ス 


カロ ル 
ティ ア ) が 武 能 ( ス キル ) を 吸収 し た っ て こと ?」 
レイ ヴ ン 「 こ ん だ け の 武器 に 付い て る 武 能 (スキ ル ) っ て 相当 な 
も ん よ ? それ だ け の 武 能 (スキ ル ) を 剣 に 還元 し よう 
と は 、 よっ ぽ ど 究極 の 剣 で も 作り た か っ た の か ね ぇ 」 
ュー [究極 の 剣 …… 軸 の 戚 典 ( デ イン ノモス ) の よう な 、 か ?] 
リタ 「 ア レク セイ あたり が や り そ う な こと ね 。 和 宙 の 戒 典 ( デ 
イン ノモス ) の ニセ モノ 作っ て た くら い だ し 。 も し か 
し た ら そ の 実験 の 一 端 だ っ た と も 考え られ る わ 」 コ 
カロ ル 「 じ ゃ あ 、 この 剣 を 奪っ た の も アレ クセ イ な の か な ?] 
ジュ ディ ス  「 ど うか し ら ね ? 今 と な っ て は 、 確 か め よ う も な いけ れ ど ] 
リタ 「 仮 に アレ クセ イ じ ゃ な か っ た と し て も 、 これ 作っ た 


| シャ ステ ィ ル 


』 フレ ン 
… ヒス カ 


E フレ ッ 


= ュー ワ 


_ ソー ド ダ ン サ ー が 消滅 し 、 ラ グ ク エリ オン だ けが 残る 。 し ゃ が ん で 
_ 剣 を 見 つめ る フレ ン 。 


パテ ィ 「 究 極 の 剣 と いう の も 見 て みた か っ た が の 」 


Eo 「 さ て 、 これ で 晴れ て 剣 が 手 に 入っ た 訳 だ が …… お 
前 、 ホン ト に いら な い の か よ ?」 

「 真 の 騎士 と は どう いう も の か 、 戦い な が ら 、 ずっ と 剣 
に 問わ れ て いる 気 が し た 。 答え は まだ で な いけ ど 、 こ 
の 語 は それ を 考え る 機会 を くれ た 。 それ で 十分 だ よ 」 
| 若い の に 欲 が な い の 一 」 

「 も し か し た ら ……。 剣 を 作っ た 人 や 、 昔 の 持ち 主 た ち の 
思い が 宿っ て 、 フレ ン を 試し て いた の か も し れ ま せん ね 」 
「 い いわ ね 、 そ うい う の 。 な ん だ か ロマ ンチ ッ ク だ わ 」 
ピ と 4 「 ま た そん な 非 科学 的 な こと 言っ て ……」 


「 で も さ 、 あの ふた り が 騎士 団 辞 め て た ら 、 渡す の ま 
ずい ん じゃ な い の ? その 語 、 騎 士 団 の な ん で し ょ ?」 
「 語 が どこ に ある か さえ 分 か っ て いれ ば 、 問題 は な 
いと 思う よ 。 それ に 本 当 の 意味 で の 騎士 か どう か は 
騎士 団 に 属し て いる か と は 関係 な い 、…… と 思 つ 。 
あの ふた りな ら 大 丈夫 だ よ 」 


テリ 「 だ な 。 早 いと こ 届 け て や ろう ぜ 」 


ユー リ 
女性 の 声 


「 さ て と 、 問題 は ヒビ スカ た ち が ど こ に いる か っ て こと だ よ な ]」 
「 呼 ん だ ?」 


le 多 ピ ジ ンー 條 琴 1! だ うし て ここ に 
ま 。 ヒス カ 「 人 づ て に あん た た ち が こ こ に 向かっ た っ て 聞い た の 」 
_ シャ ステ ィ ル 「 ひ ょ っ と し て 祈り の 語 の こと 、 な に か つか ん で る ん 
じゃ な いか と 思っ て ね 」 
フレ ン 「 こ れ で すね 」 


フレ ン は ラグ クエ リオ ン を 、 ら 人 に 差し 出す 。 

フレ ン 「 み ん な の お か げ で 取り 戻す こと が で きま し た 。 い 
つか 相応 し い 者 が 現れ る まで お 願い し ます 」 

ヒス カ [ Si ave 」 

シャ ステ ィ ル ト 清め 人 3 

ら 人 は 顔 を 見 合わ せ た あ と 、 フレ ン に 告げ る 。 

ヒス カ 「 そ れ は フレ ン が 持っ て て 」 

フレ ソン [ え 2 いや 、 で も 、 これ は 』 

「 そ の 剣 の 力 、 きっ と 役に立つ は ず よ 」 

「 け ど 真 の 騎士 の ……」 


だ け 人 々 の た め に 頑張 っ て る か っ て ね 」 

「 そ の 剣 は お 飾り じゃ な いも の 。 今 みた いな 時 に ま 
で 隠し て お く の は 愚か な こと よ 」 

「 十 分 な 実力 を 持っ て て 、 し か も その 剣 を 欲し が ら 
な い 、 そう いう 人 が 一 番 い い の 。 た め ら わ ず に 差し 
出し た あん た な ら 、 心配 な いわ 」 

「 先輩 CS し か し 僕 は に 」 

「 難 し く 考 えす ぎ な ん だ よ 、 お まえ は 。 騎 士 団 の 剣 
を 騎士 団 の 隊長 が 使う 。 大 し て 問題 な い だ ろ 。 用 が 
済ん だ ら 返 し ゃ いい ん だ ]」 


シャ ステ ィ ル 


「 ま た 君 は 、 そ ん な 簡単 に …」 
シャ ステ ィ ル 「 大 丈夫 よ 、 あ ん た な ら 。 それ と も 、 あん た た ちな ら 、 
上 と いう べき か な 」 
フレ ン 「…… 分 か り ま し た 。 お 預かり し ます 」 
ヒス カ 「 で も 、 油 断 は し な いで 。 も し 道 を 踏み 外す よう な ら 、 
。 すぐ 取り 上 げ る か ら ね 」 


「 心 配 い ら ね えっ て 、 こい つ な ら 」 


ヒス カ 「 ふ 上 ぬ 、 か も ね 」 


レイ ヴ ン 「 い や いや 、 そん な 剣 こ わい だ け よ ? た だ 、 そ の 
剣 も 相当 の も ん じゃ な い ?」 

フレ ン が ラグ クエ リオ ン を 手 に 取る 。 

デレ ン 「 え え …… 持 つ だ け で 剣 の 持つ 凄み が 伝わっ て きま す 」 


語 に エア ル を 送り 込ん で いた 転送 術 式 も 、 そ の 機能 を 停止 し て い 
た 。 唯 一 残っ て いた 、 ユル ゾ レ ア 方 面 に つなが る 転送 術 式 か ら 帰 
る 一 行 。 エア ルク レー ネ の 外 に 出 た と ころ で 、 ユー リ が 口 を 開く 。 


ユー リ が ヒス カカ た ちの こと を 口 に し た 矢先 に 、 当 の ら 人 が や っ て くる 。 


「 旅 の 途中 で 、 何 度 も フレ ン の 話 を 聞い た よ 。 ご どれ 


シャ ステ ィ ル 「 さ て と 、 それ じゃ 、 わた し た ち は 引 き 上 げ る か が な 。 
その 剣 に 恥じ な いよ う 頑 張っ て 」 

ヒス カ 「 応 援 し て る か ら ね 」 

フラレ ン 「…… は い ! あり が と う ご ざ いま し た 」 

去っ て いく ヒス カ と シャ ステ ィ ル 。 

エス テル 「 も し か し て あの お たり ] 

カロ ル 1 ス ア | 

エス テル 「 最初 か ら 全部 分 か っ て て ……」 

ユー リ 「 さ あど うだ ろう な 。 ま 、 どっ つっ ち で も いい だ ろ 」 

フレ ン 「 え え 、 お し ろ 試 され る の は これ か ら で す 。 人 々 の た 


め 、 世界 の た め ……。 い つか 、 夢見 た 世界 を 実現 す 
る た め に 、 どん な と きも 全力 で 騎士 団 を 指揮 する こ 
と を 匠 つ 。 必ず 、 この 合 に 片 け て ……」 


一 行 が カプ ワ ・ ト リム に 入る と 、 街 を 発 と うし て いた 魔 狩 り の 剣 ( マ 


ガ り の ツル ギ ) の 面々 と 鉢合わせ る 。 

ユー リ 「…… よ お 、 また 会 っ た な 」 

クリ ント IS ん ……」 

通り 過ぎ よう と する ナン を 、 カロ ル が 引き 止め る 。 


カロ ル 「 ま 、 特 っ て! ナ 、 ナ ン と 話 が し た いん だ …… 」 

チン 「 カ ロ ル ……」 

ディ ソン 「…… ナ ン 、 お 前 の 方 は どう な ん だ ? 話 な ん て あん の か ?] 

デン し 、 師匠 あたし は …… 」 

クリ ント に 。 我ら は これ より ダン グレ スト に 向かう 。 
明日 の 朝 ま で に 戻っ て こい 」]」 

ナン を 残し 、 街 を 出 て いく クリ ント と ティ ソン 。 

ナル 「 首 領 ( ボ ス )……' あ り が と う ご ざ いま す 」 


ナン と 向き 合う カロ ル だ が 、 すぐ に 言葉 が 出 て こない 。 
カロ ル に ーー ] 
イー | 軸 っ C の 


カロ ル 「 う ん …… ボ ク 、 ちゃ ん と ナン と 話 が し た か っ た ん だ 。 


いつ も フラ フラ し て て ・… 迷 惑 ば つか か け て ご めん 。 
で も 、 ユー リ た ちと 旅 を する うち に 大 切な も の が 何 
な の か が わか っ て きた ん だ 。 だ か ら ……」 


ャ ダン 「 だ か ら も う 2 迷惑 か け な い ? …… ずい ぶん 勝手 ね ] 
カロ ル ドナ ジー 
ナノ 「 大 切な も の が わか っ た と 言っ て も 結局 、 あ な た 自身 、 


弱い まま じゃ 何 も 変 えら れ な いわ ]」 


カロ ル 「 強 く な る よ 。 ナ ン に 認め て も ら え る よう に 」 

ペン 4 「 ど うか し ら ? 口 で は 何と で も 言え る も の 。 今 まで 
の あな た みた い に 」 

カロ ル 「 む お 、 無理 か も し れ な いけ ど ……: 信 じ て 欲 し いん だ 。 
今 ま で の ボク と は 違う 」 

ピー に ーッ いい わ 。 あな た に あたし の 技 を 教え て あげ る 。 
一 晩 で マス ター で きれ ば 少し は 見 直し て あげ る わ 」 

カロ ル | ひ 、 一 量 ……」 

ユー リ 「 さ て 、 今日 は この 街 で 一 泊 か 」 

ラ ピ ー ド [ワン ロ 

カロ ル 「 あ り が とう 、 ユー リ …… 」 

ユー リ た ち が 宿 屋 で 休ん で いる 間 に 、 カロ ル は 街 の 外 で ナン か ら 

技 の 指南 を され る 。 

チ ナン 「 い い ? この 技 は ジャ ンプ し た 後 、 全 体重 を か け 


て 頭 か ら 落 下す る の 。 勝 病 な まま の あな た じゃ 、 使 
いこ な せな いわ ]」 


カロ ル 19 つ ーー ポ 、 ボ の に つと 


翌朝 、 ユ ー リ た ちの も と に 、 カロ ル と ナン が 戻っ て くる 。 カ ロ ル は 


ぶ ふら ふら で 、 立っ て いる の も や っ と の 様子 。 


カロ ル | お 、 お また せ ……」 

デン / 「 カ ロ ル 、 あたし の いな い 所 で 死ん だ り し た ら 承 知 し 
な いか ら ね !」 

ナン は 走り 去っ て いく 。 

ユー リ 「 どう や ら 上 手 く 行っ た よう だ な 」 

カロ 上ル 「 へ へ こつ C | 


ジッ シン リー 
カロ ル 
リタ 

カル ロウ X 
シシ リー 
カル ロウ X 


ユー リ 
ジュ ディ ス 
男性 


大 声 に 一 行 が 振り 返る と 、 泥棒 が 逃げ て いく と ころ を 目撃 する 。 


ユー リ 
ラビ ピー ド 


「 お 一 、 ボナ セー ラー 元気 に し て た 一 」 

「 あ 、 シシ リー さん だ 」 

[絶対 、 あ いつ あたし た ちの 行く と ころ に 先回り し て る わ よ 」 
[シシ リー 様 ぁ ー 一 会 いた か っ た ズラ アァ ーー 一 」 

[お 一 、 サ ル ロ ウ じゃ ー ん 。 元 気 に し て た か ー サ ル ロ ウ ー」 
「 元 気 だ っ た ズラ ーーー シ シリ ー 様 も 元気 そう で 何 
ああ スラ ジラ ーーー 

「 名 前 間違え て る ぞ …… サ ル ロ ウ っ て ……」 
[いい ん じゃ な い ? 本 人 も 気 に し て な いよ うだ し 」 
「 ド 、 ド ロボ ー だ ぁ ーーー そ いつ を 捕まえ て くり ぇ ーー 一 」 


「 お い 、 ラ ピ ー ド 」 
「 バ ゥ ッッ] 


ラビ ピード が 駆け て いき 、 ほど な くし て 泥棒 を 追い 詰め る 。 


泥棒 


そこ へ 騎士 と 大 声 の 主 で ある 男性 が 駆け つけ 、 一 件 落着 と な る 。 


男性 
ラビ ピー ド 


「 な 、 な ん だ この 犬 ……!!」 


「 た 、 助かっ た よ …… あ め ありがとう 、 犬 …」 
「 バ ゥ バッ ゥ ッ リ 」 


戻っ て くる ラビ ー ド を 見 な が ら 感 心 す る シシ リー。 


チー 
ユー リ 
シッ シリ ー 
カロ ル 
ラビ ピー ド 
シシ ジー 
ユー リ 
シシ リー 


エス テル 
カル ロウ X 


シシ リー 
ユー リ 
シシ リー 


レイ ヴ ン 


レイ ヴ ン 
シシ リー 
ジュ ディ ス 


シシ リー 


レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 
レイ ヴ ン 
シシ リー 


シシ リー 
ユー リ 
シン ジョ チー 


レイ ヴ ン 


ラビ ー ド の レベ ル が 50 以 上 の 場合 


カル ロウ X 
ほど な くし て 、 シシ リー が 戻っ て くる 。 


「 へ ぇ ー、 あの 犬 す ご いね ーー」 

「 ま 、 そ こい ら の 人 間 よ り も ずっ と 頼り し に な る の は 確か だ な 」 
「 や っ ぱ 戦 える ん だ ね 一 武器 持っ て る し 一 」 

「 そ うだ よ ! ラ ピ ー ド は も の すご く 動 き が 速い ん だ 」 
「 バ ゥ ッ リ 」 

「 ん ーー 一 刺激 を 受け る な ーーー」 

「 あ ? 今度 は ラ ピ ー ド に 興味 を 持っ た の か …… ?] 
に ニー いい 物 作 れ そ うな ん だ けど な 一 
使い こなせ る か な ぁ …… ?」 

「 何 か …… 悩 ん で ます ね 」 

「 静 か に する ズラ ! シシ リー 様 に は 何 か お 考え が ある ズラ よ 


「 ん 一 、 で も 今 の この 犬 な ら 大 丈夫 そう だ な ! うん 
「 ラ ピー ド が どう か し た の か ?」 


「 ち ょ っ と 待っ て て ね ! 今 、 いい 物 作 る か ら … 


シシ リー が 何 か を 作り に 、 その 場 か ら 走 り 去 る 。 


「 ま た 、 カ ル ロ ウ X み た いな ヘン な の じゃ な いよ な ぁ ?」 
け は うに され て る ? き ー。 きっ ぞ ー 由 


「 相 変わ ら ず 早い な ……-」 
「 こ の 犬 に ピッ タリ だ と 思う ん だ よね ーー 一 」 
本 スー デュ 


すぎ が シシ ャ リー 本 ベタ すこ いい スラ ーー」 
「 一 応 、 礼 を 言っ と か ね ぇ と な 」 
「 別 に 礼 な ん て いい よー お れ が 犬 に 興味 も っ た だ け だ か ら 一 」 


「 よ 、 よかっ た な ラ ピ ー ド 」 
「 最 近 、 興味 を 持っ て も ら え な く て 寂し いか し ら ?」 
「 は は は 一 、 何 言っ て ん の ジュ ディ ス ち ゃ ー ん 」」 
[ん じゃ 、 ま た どっ か で 会 お うつ ぜ ー ア リー ヴェ デル チーー」 


シシ リー は 満足 そう に 走り 去っ て いく 。 


ラビ ー ド の レベ ル が 50 未 満 の 場合 


「 ん 一 、 や っ ぱ も うち ょ っ と 強く な っ て か ら か な ー」 
「 ラ ピー ド が どう か し た の か ?」 


た らい い 物 作る か ら さ 一 」 
「 ま た 、 カ ル ロ ウ X み た いな ヘン な の じゃ な いよ な ぁ ?」 


「 こ の 犬 が さぁ も っ と 強く な っ た ら ま た 来 て よー そし 


ユー リ 
シシ ロリ ーー 


ユー リ 


2 SRA ーー 


2 ピー 
に 


シシ リー 


鐘 


秘密 の 改造 
へ リオ ー ド の 有川 を 見 て 、 た そ が れ て いる シシ リー。 そ の 様子 を 物 隊 
か ら 見 て いる ウィ チル に 、 フレ ン が 声 を か ける 。 


フレ ン 


驚い た ウィ チル は 慌て て 答え よう と する 。 


ウィ チル 
ユー リ 


パテ ィ 
ウィ チル 


フレ ン 
ユー リ 
ウィ チル 
フレ ン 


ウィ チル の 視線 の 先 に いる 人 物 に 、 レイ ヴ ン が 気づく 。 
レイ ヴ ン 


カロ ル 


カロ ル に 妙 な 誤解 を され た と 思い 、 焦る ウィ チル 。 


ウィ チル 
リタ 


ウィ チル 


パテ ィ 
| アク 


カル ロウ X [人 バ 力 に され て る ? ぎ 一 ! 


ジュ ディ ス 


「 彼 の 興味 が 他 に 移ら な けれ ば 、 ね | 1 


1 Ps 


( 5 = 


ー gi は ー、 何 言っ て ん の ジュ ディ ス ちゃ ー ル 
_「 ん じゃ 、 また どっ か で 会 うー アリ ー ヴ ェ デル テー} 


さっ そそ ーー 
「 ま 、 ラ ピー ド が 今 よ り 強 く な っ た と き に また 声 か ける わ ]」 
「 う ん 。 が ん っ て ね ーー 


「 ラ ピー ド 、 が ん ば っ て みる か 」 


ーー 


II 5 ラビ ピー ド に 時 時 は ある みた い だ ね - 


の その た 計っ た みた いな 


8 


に KR 2 SS 


「 ウ ィ チ ル 、 何 し て る ん だ い ?」 


に …ー プ 、 フレ ン 隊 長 | ご て れ は 、 そ ゆ うそ ャ 1] 
「 お まえ 、 こ ん な と ころ で 油 売っ て て いい の か が よ ? 魔 導 吉 
(ブラ ステ ィ ア ) ネ ットワーク の 構築 中 じゃ な か っ た の か ?」] 
「 あ か ら さ ま に 怪 し い の じ ゃ 」 

「 あ 、 怪し く な ん か な い ! ネッ トワ ー ク の 構築 は 予定 
通り 着 々 と 進ん で る ! 今 だ っ て ここ の 結界 魔 導 器 ( シ 
ルト ブラ ステ ィ ア ) の 処置 を 行っ た と ころ で ……」 

「 そ うな ん だ 、 ご 苦労 様 、 ウィ チル 」 

「 で ? だ っ た ら 、 さ っ さと 次 の と ころ へ 行っ た ら ど うな ん だ ?] 
「 で 、 で も 今 、 僕 は 今後 の た め の 研 究 を …… |] 

「 研 究 ?」 


「 は れ ? あそこ に いる の シシ リー じゃ な い ?」 
[も し が し て 研究 つて シシリー を - ?」 


「 あ 、 あ の 方 は 偉大 な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 技師 な ん だ 
「 あ ん た 魔 導 士 で し ょ 。 筐 体 ( コ ン テ ナ ) 工 学 は 専門 
外 じ ゃ な い 」」 

[同じ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に 携わる 技術 だ 。 きっ と 学べ る こ 
と は 多い は ず …… ! ボ 、 ボ ク は も っ と 上 を 目指 し た いん だ | 
「 ス トイ ッ ク な の じゃ …… 」 

「 ウ ィ チ ル は ホン ト に 努力 家 だ か ら ね 。 僕 も 見 習わ な けれ ば 」 


。 フレ ン に ほめ られ て ウィ チル が 照れ る 。 


ウィ チル 「 い 、 いや 、 そん な こと ……」 
レイ ヴ ン 「 リ タ っ ち が 天 才 だ と し た ら ウ ィ チ ル 君 は 努力 で ここ 
まで 来 た タ イプ っ て こと ね 。 ウ カウ カ し て た ら 足 元 
か すく われ る ん じゃ な い ?」 
。 リタ 「 こ 、 こん な ヤツ 眼中 に な いわ よ ! ま 、 まぁ 、 努力 
と は 認め る けど ……」 
レイ ヴ ン 「 お ろ ? 珍し く 焦っ て る ?] 
リタ 「 あ 、 焦っ て な い !」 
リタ が 逃げ る よう に 走っ て いく 。 
。 ユー リ 「 あ いつ 、 ち っ と は リン ゴ 頭 の こと 意識 する よう に な る か も な 」 
フレ ン [同じ 魔術 師 同士 、 切 磁 丈 磨 で きる と 良い ん だ けど ね 」 


そこ で シシ リー が 一行 に 気づき 、 あい さ つ を する 。 


シシ リー 「 お 一 、 あん た た ち ー ボ ンジ ョ ルノー」 
※ カロ ル 「 や 、 や ぁ 」 
ウッチ ナル [シシリー 博士 …… 四 

1 刺激 大 好き シシ リー]」 が 発生 中 の 場合 


けど あれ 、 ち ょ っ と 貸し て くれ な い ?」 
「 じ 、 自律 型 だ っ て …… 」 


ウィ チル 
カロ ル 「 カ ル ロ ウ X の こと …… か な ?」 
カロ ル が カバ ン か ら カ ル ロ ウ X を 取り 出す 。 


カル ロウ X  「 シ 、 シ シリ ー 様 ぁ ! 会 いた か っ た ズラ ーー 中 」 
ウィ チル 「 こ 、 これ が 自律 型 …… し ゃ べ っ て る …… 四 

メン リー 「 お 一 、 カル ロウ ー 相 変わ ら ず 元気 そう だ ね ー」 
カル ロウ X  「 シ 、 シ シリ ー 様 が 名 前 を 覚え て て くれ た ! も 、 も 


う 死 ん で も 良い ズラ !」 
カル ロウ X の あま り の 喜び よう に 、 彼 が か わい そう に な る 一 同 。 
パテ ィ 「…… 軽 く < 泣け てく る の じゃ 」 


シシ リー 「 じ ゃ あ 、 ち ょ っ と カル ロウ の こと 借り る よー すぐ 返す か ら 一 」 
カル ロウ X  「 オ レ 様 が いな く て 不安 だ ろう が 我慢 ズラ よ !」 
ウィ チル 「 あ 、 あの シシ リー 博士 ! ボ 、 ボ ク も 着い て いっ て 
良い で すか ?] 
シシ リー 「 ん ーー? あん た 誰 だ 一 ? で も 着い て 来 た い な 
ら 好 き に し て いい よー」 
ウィ チル 「 あ 、 あり が と う ご ざ いま す !」 
シシ リー た ち が 去 っ て いく 。 し ば らく し て 3 人 が 戻っ て くる と 、 カル 
ロウ X は 得意 げに 笑う 。 
カル ロウ X 「 点 似 人 …… ズ ラー」 
ウィ チル 「…… し 、 信じ られ な い 」 
_ カロ ル 「 見 た 感じ 、 変 わっ て な いみ た い だ け ど …… 何 か や っ た の ?| 
* シシ リー 「 ま ぁ 、 秘密 っ て こと に し と く よ ー。 言っ ちゃ っ た ら あ 


ん まり 面白 く な いか ら ね ー」 


カル ロウ X  「 秘 密 な ん だ ズラ ー」 

レイ ヴ ン 「 き っ と 悪い よう に は な っ て な いん じゃ な い ? 今 ま 
で の こと 考え た ら 」 

ユー リ 1 ec・ ま そう か も な 」 


フレ ン 「 ウ ィ チ ル 、 勉強 に な っ た か い ?」 


ウィ チル 「 は い …… 今 の ボク に は と て も 真似 で を ませ ん が 
の で も 、 頑張 り ま す ! いつ か リタ ・ モ ルディ オ も 

見 返し て や り ま す よ 」 

ほ 』 フレ ン 「 あ あ 、 その 意気 だ 」 
を 。 ウィ チル 「 あ の …… フ レン 隊長 も 頑張 っ て 下さ い ! それ で 


は 失礼 し ます !」 
立ち 去る ウィ チル の 背中 に 、 礼 の 言葉 を か ける フレ ン 。 
フレ ン 「 ウ ィ チ ル 、 あり が と う 」 


ダン グレ スト の 広場 に に 人 だ か り が で き て いる 。 

のり 「 あ ? な ん だ ? この 人 だ か り ……」 

本 会 「 さ ぁ 、 そこ の 兄さん も 挑戦 する か い ? ダン グレ ス 
ト 恒例 の ビッ グ ボ イス コン テス ト だ よ 。 参加 資格 は 
な し 。 と に か く 人 より 大 き な 声 を 出し た 奴 が 優勝 だ 。 


優勝 者 に は 豪華 賞品 も ある よ 」 

エス テル 「 大 き な 声 を 競う コン テス ト …… の よう で すね 」 

リタ し …… く だ ら な すぎ 」 

司会 「 現 在 の チャ ン ピ オ ン は 765 ホ ン を 叩き だ し た 宿屋 
経営 の シバ 選手 だ 」 

シバ 「 え いし ゃ ら ぁ ああ ああ あ !」 


シバ の 大 声 で 一 帯 の 空気 が 震え 、 観客 が 静 ま り か える 。 
ジュ ディ ス  「 面 白 そ うじ ゃ な い 。 参 加 し て みよ うか し ら ?」 
ジュ ディ ス が 司会 の 前 に 進み 出る 。 


カロ ル 「 ジ コロ 、 ジロ ディ ス …… ?」 

リタ [ええ …=- あ よっ と 。 本 気 な の ?] 

司会 「 お 一 っ と !? 新た な 挑戦 者 は 何と 女性 だ !」 
ジュディス 「 ち えい や ぁ あ ああ ああ あ !|」 

シバ を は る か に 上 回 る 大 声 に 、 司会 が 仰天 する 。 

司会 「…… す 、 す ご い 記 録 が 出 ま し た ! 1192 ホ ン で す !」 
周囲 か ら 歓 声 が あがる 。 

シバ 「 ば 、 馬鹿 な ……」 

ユー リ …… ま 、 す げ え な 」 

エス テル 「 か 、 か っ つこ いい で す …… 」 

司会 「 さ ぁ 、 すごい 記録 が で た と ころ で 優勝 者 は 決ま っ て し まう の か ] 


男 の 声 「 俺 た ち も 参加 する ぜ 」 
聞き 覚え の ある 声 に カロ ル が 振り 向く と 、 そこ に は 魔 狩 り の 剣 ( マ 
ガ り の ツル ギ ) の 面々 が いた 。 


カロ ル [ ま ン 昌 

ユー リ  「 こ ん な と こ で も 会 うこ は な .…… 魔 物 狩 り が 専門 じゃ 
ね ぇ の か ?] 

ティ ソン 「 は っ ! 勝負 事 は 大 好き な ん で ね ぇ !! 俺 が 行く ぜ ! 
うつ うう うつ が ああ ああ ああ ああ !」 

その 大 声 に 驚く 司会 。 

司会 「 ま 、 また また すご い 記 録 が 出 ま し た ! 1180 ホ ン 


で す ! すご い 記 録 で は あり ます が 、 先 ほど の ジュ ディ 
ス 選 手 に は 一 歩 及 びません で し た ぁ !」 


ディ ジアン 「 ち いい いい いっ 

ジュ ディ ス 「 点 京 」 

クリ ント 「 俺 が 行く 」 

クリ ント が 前 に 出る 。 

ナン 「 ボ 、 首領 (ボス )…… 1 

ユー リ 「…… 真 打 登 場 っ て か ? どう いう 展開 だ よ ……」 
クリ ント 「 ギ ャ ヤ お お お お お お お お お お お お ぅ うう う !|」 


地響き の よう な 振動 を と も な う ク リン ト の 史 軸 に 、 驚く し か な い 司 会 。 

司会 「 こ 、 ご て 、 これ は また すご い 記 録 が で まし た ! な ん 
ーー 1300 ホ ン ! これ で 決ま りか と 思わ れ た ジュ 
ディ ス 選 手 の 更に 上 だ !」 

あら た な 優勝 候補 の 登場 に 盛り 上 が る 会 場 。 

ディス 「 あ ら 」 


ング 「 さ す が 首 領 ( ボ ス ) だ な ……」 

ユー リ 「 つ た く 、 図体 も で か けり ゃ 声 も で け ぇ な 」 

リタ 「 ま る で 魔物 ね ……」 

司会 「 さ ぁ ーー、 さす が に これ は 決ま り で し ょ うか 。 優勝 
者 は クリ ント 選手 に …… 」 

カロ ル 「 ま 、 まっ て ! ボ 、 ボ ク も や る よ ……」 

クリ ント と 相対 する カロ ル 。 

ユー リ 「 お ?」 

クリ ント B も と へ 」 

ジュ ディ ス 「 ふ 上 ふ …… あ の 子 の 前 だ も の ね 」 

ナン ツン 「 カ ロ ル ……」 

司会 「 お ーー っ と 、 今度 こそ 決ま りか と 思わ れ た 瞬間 に 


名 乗り を 上 げた の は な ん と 小さ な 少年 だ !」 


「 手 型 な 技 」 を 選ん だ 


、「 の 8 ダラ グレ スト 上 人 た 
な 武器 を 脂 叶 し ます 日 。 ( 

コ ) 、「 あ …… は い 」 

ジュ ディ ス [の っ こよ り っ た わ よ 」 

カロ ル  「 あ 、 あ り が と う ……」 

[手記 愛 」 を 選ん だ 場合 


ー リ [お る 

0 1 「 あ いつ … ツ 91 

ナン 9 こ 

司会 。 「 お お お お お お っ と ! 何と 愛 の 告白 で 挑戦 だ ! そ 


_ し て また も や 大 記録 !! 1295 ホ ー ン ! し 、 し か し 

し か し ! クリ ント 選 に は 憎 し くも 居 か す ! 1 

大 委 関 の カロ ル に 周 末 を 送る 人 々 。 

IN に 4 ので 

司会 。 「 そ れ に し て も 日 は な ん と 言う 日 で し ょ うか …… 5 
大 記録 に 次 ぐ 大 記録 、 そ し て 歴代 、 稀 に 見 る 白熱 し 
た 戦い で し た 。 そ し て ! 戦い を 制 し た の は 魔 狩 り 
の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ )、 その 伸 領 (ボス )、 クリ ント 


カロ ル 


選手 だ ぁ あ !」 
クリ ント MO 
司会 「 ク リン ト 表 手 た は ダン グレ スト の 地 人 が 作っ た 邊 カ 
ーー な 下 器 を 購 呈 し ます 。 
クリ ント [… 2 」 


クリ ント は 催 品 の 下 を 見 る と 、 カロ ル に 言う 。 コ 
302 


に 2 内 貴様 (ささ ま ) が 受け 
取れ ば いい ……」 寺 
2 あ 、 い い の 3 


カロ ル 


クリ ント と ティ ソン が 立ち る な か 、 ナン カロル を 見 つゆ る 。 


カロ ) bb 「 あ ッッ ナン 2 3 まま 


カロ ル と 少し 見 つめ 合っ た あと 、 クリ ント た ち を 通い か ける ナン 。 
ユー リ ] 


「 ま 、 よく が ん ば っ た 方 じゃ ね ぇ ?」 


リタ  「 選 ん だ 台詞 は どう か と 思う けど …- 
ジュ ディ ス  「 か っ こよ か っ た わ よ 」 
カロ ル  「 あ あり が と う …」 


『 前 P.441 
ぁ 次 P.463 
ぁ 次 P.464 


ダン グレ スト の 酒場 で 、 マ スタ ー か らい つも の よう に 仕事 を 紹介 し 
て も ら お うと する 一 行 。 


ギル ド の 仕事 ・ そ の 7 


re 「 ま た 来 た の か 」 

ユー リ 「 ま た っ て ご 挨拶 だ な 」 

マス ター 「 今 紹介 し て や れる 仕事 は な く て な 」 
カロ ル 「 じ ゃ 、 出直し て くる よ 」 


まえ タ ダー 
カロ ル 
マス ター 
カロ ル 
レイ ヴ ン 
こり 
マス ター 


カロ ル 
ペー スゲー 


ユー リ 


[いや …… も う あ ん まり 紹介 も し て や れ な いか な 」 
[ええ どう し と 人 っ 
「 あ ん た ら よ り も 新しい ギル ド も 増え て き て ん だ よ 」 
「 え 一 だ っ て 、 ボク た ち だ っ て 新しい ギル ド だ よ ?」 

「 ギ ルド と し て 名 乗る だ け な ら タダ だ か ら ね 」 

[毎日 毎晩 、 常に 新しい ギル ド が 増え 続け て る と 」 
「 そ うい うこ と 。 そ れこ そ 1 か 月 も や っ て りゃ 中 堅 ど 
こ だ ぜ 。 そ れ に あん た らく らい 名 が 売れ りゃ 、 うち 
も 必要 ね ぇ だ ろ 。 そ ろ そ ろ 、 自分 た ち で な ん と か し 
て も ら え な いか 」 

「 そ うい うこ と な ら 、 し ょ う が な いよ ね 」 

「 す まな いな 。 影 な が ら 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) の 活躍 祈っ て る ぜ 」 

[ああ 、 色々 世話 に な っ た 」 


ー 行 は 以前 の 仕事 で 助け た ノビ ス の 容態 が 気 に な り 、 マ ンタ イク 
の 宿屋 に 立ち 寄る 。 ノ ビス は 起き 上 が り 、 宿屋 を 出 て いこ うと し て 


いる と ころ だ っ た 。 


エス テル 


「 ノ ビス さん ! まだ じっと し て な いと …… 


ノビ ス 「 じ っ と し て な どい られ ん ……」 に 

そう 言い な が ら も 、 痛み で し ゃ が み 込 む ノ ビス 。 

ユー リ [言わ ん こっ ちゃ な い 」 を 

一 行 は ノビ ス を ベッ ド に 寝かし つけ る 。 

ユー リ [エヴァ ライ ト 手 に 入っ た っ て の に 今度 は どこ 行こ うっ て ん だ ] 

ノビ ス 「 エ ヴァ ライ ト 精 製 の 秘伝 書 を ……」 

ユー リ [な ん で そん な も ん を ?」 

ノビ ス [鉱石 その まま じゃ 使え な いか ら に 決ま っ て いる 」 

カロ ル 「 そ うな の ?] 

リタ [そり ゃ 確か に ちゃ ん と 精製 し て や ん な いと 加工 は 
で き な い わ ね 」 

ノビ ス [エヴァ ライ ト は 特殊 な 精製 法 が 必要 で な 。 か つて 
は ギル ド に 秘伝 書 が あめ っ た ん だ が ……。 昔 持ち 出さ 

: れ た まま 、 行方 知れ ず な の だ ] | 

ジュ ディ ス  「 そ れ で 探し に 行こ うと し て た の ね 」 

エス テル  「 で も 、 ど うし て そこ まで し て ?」 

ノビ ス […… そ れ は …… 我 ら の ギル ド …… 魂 の 鉄 植 ( ス ミス ・ 
ザ ・ ソ ウル ) の た め ……」 

レイ ヴ ン 「 ど うい うこ と よ ?」 

ノビ ス 「…… 我 が ギル ド 存 続 の 危機 な の だ 」 

カロ ル [存続 っ て 、 五大 ギル ド の 一 つが !?」 

ノビ ス [結界 (けっ か い ) の も た ら す 安全 の お 陰 で 、 武器 の 
需要 は 減る 一 方 だ 。 も う 何 年 も 新た な 参入 者 は い 
な いし 、 古参 の 引退 に も 歯止め が か か らん 」 

ユー リ 「 そ れ と エヴァ ライ ト の 精製 が どう 関係 ある ん だ ?」 

ノビ ス 「 エ ヴァ ライ ト は 武器 の 材料 と し て 最良 の 鉱石 な の だ 」 

エス テル 「 そ う 言 えば 、 名 の ある 武器 は これ が 材料 で ある も 
の も 多い っ て 本 に 書い て あっ た 気 が し ます 」 

ノビ ス [ 幸 か 不幸 か 、 こ この と ころ 、 世の中 が 騒が し い 。 そこ 
で 我ら の 作っ た 武器 が 活躍 すれ ば 、 魂 の 鉄 入 ( ス ミス - ザ ・ 
ソウ ル ) は 再び 脚光 を 浴び る こと に な る だ ろう 。 鉱石 が 
手 に 入っ た 今 、 な ん と し て も 秘伝 書 を 取り 戻さ な けれ ば ] 

エス テル 「 で も 、 無 理 は し な い 方 が …」 

ジュ ディ ス  「 無 理 す る な っ て 言っ て も この 人 、 無理 し そう よ 」 

レイ ヴ ン [必死 だ も ん な ぁ 」 

プ ビ ス [ 2 waeo Wi 」 

ユー リ 「 っ た く 、 し ゃ ー ね ぇ な 。 オレ た ち で その 秘伝 書 と や 
ら 探し て き て や ん よ 」 

ノビ ス 「 あ な た た ち が …… ?] 

ユー ロリ [あん た は ここ で 大 人 し く 休 ん で ろ 。 夜 空 に また た 
く 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 名 に 賭け て 、 
仕事 引き 受け る ぜ 」 

カロ ル 「 ち ょ っ 、 ユー リ 勝 手 に …… | 

ジュ ディ ス  「 あ ら 、 義 を も っ て こと を 成せ 、 不 義 に は 罰 を 、 で し ょ ?] 

カロ ル [ う 。 で 、 で も さ 、 当て は ある の ?」 

レイ ヴ ン 「 前 に リア ン ナ ちゃ ん の 親父 さん が 自分 で 鉱石 採っ 


て ぎ き て 加 王 し た っ て 言っ て な か っ だ 2Z] 


3 
BE 


けり 


カロ ル 


エス テル 
ak」 


「 前 に お っ さん が 玉砕 し た 相手 か 。 ユ ニオ ン の 仕事 
で 、 ネッ クレ ス 探 し て くれ っ て 依頼 し て きた 」 

「 そ うだ 、 ボク の 先生 !」 

「 じ ゃ あ 、 リ アン ナ さ ん に 話 を 聞け ば 何 か わ か る か も 」 
「 あ あ 、 行っ て みよ う ぜ 」 


一 行 は リア ン ナ が いる ダン グレ スト の 宿屋 へ 向かう 。 その 扉 の 前 で 、 


カロ ル に 問い か ける ユー リ 。 


の 


エス テル 


「 そ う 言 えば カロ ル 、 先生 に 会 う の は 勘弁 し た いん 
だ っ は?] 

「 っ OO それ な ん だ けど 内 」 

「 ど うし た の か し ら ?] 

「 い つま で も 逃げ て て も し ょ う が な いな っ て 思っ て ……」 
「 そ れ じ ゃ あ 、 一 緒 に 行き まし ょ う !」 


カロ ル は ユー リ た ちと 共に 宿屋 に 入り 、 リア ン ナ と 対面 する 。 


リア フナ 
カロ ル 
リア ン ナ 
カロ ル 
リア ン ナ 


カロ ル 


サヨ アンナ 
カロ ル 


リア ン ナ 
ユー リ 
エス テル 


ジュ ディ ス 


アン ナ 
カロ ル 


り デ ラナ 
レイ ヴ ン 
リア ン ナ 
カロ ル 

リア ン ナ 


カロ ル 
エス テル 
リア ン ナ 
カロ ル 

リア ン ナ 


カロ ル 
リア ン ナ 
カロ ル 
リア ン ナ 
カロ ル 
リア ン ナ 


カロ ル 


デン ナ 


「 あ ら …… あ な た は カロ ル く ん 」 

「 久 し ぶり で す 」 

「 あ な た た ち …… カ ロ ル く ん の お 知り 合い だ っ た の で すね 」 
「 先 生 、 紹介 し ます 。 新しい ギル ド の 仲間 で す 」 

「 色 々 、 ギル ド を 渡り 歩い て いる と 聞き まし た 。 い い 
加減 、 落ち 着き な さい 」 

「 で も 、 今回 は ちょ っ と 違っ て …… 」 


カロ ル が 仲間 た ち を 見 る と 、 リ アン ナ は 彼ら の 絆 の 強 さ を 感じ た 様子 。 


「 そ う で すか 。 つい に 最良 の 仲間 に 恵まれ た の で すね 」 
「 は い 。 そ れ で 、 先生 は 結婚 する っ て …… お めで と 
う ご ざ いま す 」 

「 は い 、 あり が と う ご ざ いま す 」 

「 そ れ で 、 あの 暑 っ 苦し い 婚 約 者 に ……」 

「…… す 、 すい ませ ん 。 あの 恋人 の 方 に 贈ら れ た ネッ 
クレ ス で すけ ど ……」 

「 あ な た の お 父さん が 自分 で エヴァ ライ ト を 加工 し 
て 作っ た の よね ?」 

「 え え 、 その 通り で す 」 

「 エ ヴァ ライ ト を 精製 する の は 、 と て も 特殊 な 方 法 じ ゃ 
な いと ダメ だ っ て 聞い た ん で すけ ど 。 先生 の お 父 さ 
ん は それ を どう し て 知っ て た の か 知り た く て ……」 
「 そ れ は 父 で な いと わか り ま せん ね 」 

「 上 ふむ お 。 で 、 親父 さん は 今 、 どこ に …… ?」 

「 残 念 で す が 、 亡くな り ま し た わ 。 も うず いぶ ん 前 に 」 
「 そ れ じ ゃ あ ……」 

「 で も 父 の 所 属し て いた 彫金 師 ギ ルド の 人 た ちな ら 
知っ て いる か も し れ ま せん 」 

「 本 当 で すか が !?」 

「 そ の 人 た ち は ど こ に いる ん で す ?] 

「 こ の ダン グレ スト の 西 の 海 を 越え る と 隣 の 大 陸 が あり ます ] 
「 ユ ル ゾ レア 大 陸 で すね 」 

「 そ う で す 。 そ の 北 の は ずれ に 妙 な 街 が ある そう で 
す 。 私 は 行っ た こと は な い の だ けれ ど 銀 環 の 征 域 と 
いう 名 で そこ に 店 を 出し て いる そう で す 」 

「 あ り が と う ! 助かり まし た ! …… 行こ 

「 ほ ら 、 そ う や っ て すぐ に 慌て る の が いけ な いと いう の で す ]」 
「 す 、 すい ませ ん …… 」 

「 彼 ら が 知っ て いる か どう か 、 保証 は で きま せん よ 」 
「 は い ! わか っ て ます !」 

「 仲 間 を 大 切 に し て 、 が ん ば っ て くだ さい 」 

「 は …… は い ! 

「 皆 さん も 、 カロ ル く ん を よろ し く お 願 いし ます 」 


リア ン ナ の 言葉 に し た が っ て 、 ナム 孤島 を 訪れ た 一 行 。 出店 を 回 っ 


て いる と 、 銀 環 の 征 域 の 名 で 店 を 出す 男女 ら 人 組 を 見 つけ る 。 


ギル ド 員 A 


、 ギルド 員 B 


ンチ ィ ス 


ギル ド 員 A 


よこ り 


「 銀 環 の 征 域 の ショ ッ プ へ よう こそ 。 どん な アク セ を 
ご 所 望 で すか ?] 

「 ブ ロー チ 、 ネ クタ イ ピ ン 、 素 敵 ピ アス に 素敵 銀 細工 、 
見 て る そく だ ざさ 一 い 」」 

「 装 備品 と し て 使え る も の は 置い こない の ね 」 
「 は い 、 うち は デザ イン 重視 で すか ら 」」 

「 買い物 し に 来 た わ け じ ゃ な い だ ろ 」 


ジュ ディ ズ 
ギル ド 員 B 
カロ ル 


ギル ド 員 A 


ギル ド 員 B 
カロ ル 

ギル ド 員 A 
ギル ド 員 B 
エス テル 


ギル ド 員 A 
ギル ド 員 B 
フレ ン 


「 そう 言え ば 、 そう だ っ た わ ね 」 
「 あ ら 一 買い 物 じ ゃ な か っ た ら 何 の 御 用 で すか ?」 
「 エヴァ ライ ト の 精製 方 法 の こと を ご 存 知 じゃ な いか 


と 思 g ど 」 

「 あ れ か な 、 昔 、 ケ ー ル さん が 持っ て きた 本 に 載っ 
て た や つ 」 

「 あ て ー、 た ぶん そう ね ー-」 

「 そ れ だ …… 1! ノビ ス さ ん が 探し て た ……」 


「 あ の 本 の お 陰 で ずい ぶん 助かっ た も ん だ よ 」 

「 何 し ろ 、 エヴァ ライ ト の 精製 っ て 難し いか ら ね ぇ | 

「 そ れ 、 貸し て も ら え ませ ん か ? 何だ っ た ら 、 全部 
写し て 持っ つて いっ て も いい で す 」 

「 い や 、 それ が も うな い の よ 」 

「 騎 士 団 の 人 に 持っ て か れ ち ゃ っ た の ね ー」 
[騎士 団 に ? …… 僕 は 知ら な いな 」 


フレ ン が 知ら な い の な ら 、 と いっ せい に レイ ヴ ン を 見 る 一 同 。 


レイ ヴ ン 


ギル ド 員 A 
エス テル 
ーー ジリ 
ギル ド 員 A 
ギル ド 員 B 
ュー 
リタ 

カロ ル 
レイ ヴ ン 


フレ ン 


「 お い お い 、 濡れ 衣 濡 れ 衣 。 俺 様 も 知ら な いっ て 。 
誰 よ 、 その 騎士 団 の 人 っ て の は 」 
「 キ ュ モ ー ル 隊 っ て 言っ て た っ け ?」 


「…… こ こ へ 来 て 、 その 名 前 を 聞こ うと は な 」 

「 違 法 だ っ て 没収 され た けど 、 あれ は 絶対 に 口実 だ よね ] 
「 だ ね ー、 話し た 時 か ら 、 興味 津々 だ っ た も ん 、 顔 が 」 
「 強 い 武 器 で も 作っ て な ん と か し よう と 思っ て た の か ね 」 
「 能 力 の な い ヤ ツ ほ ど 、 道具 に こだわ る の よね 」 

「 ど うし よう …… キ ュ モ ー ル が 持っ て っ た っ て こと は ……」 
「 基 本 的 に 騎士 団 が 没収 し た も の は 騎士 団 で 管理 し 
て る は ず ね 。 俺 は よく は 知ら な いけ ど 」 

「 う ー ん 、 没収 品 の 管理 は 原則 、 シュ ヴァ ー ン 隊 の 
管轄 どっ た と ……」 


また また 一 同 の 視線 が レイ ヴ ン に 集中 する 。 


レイ ヴ ン 


リタ 
ユー リ 


フレ ン 


レイ ヴ ン 
フレ ン 


= 


「 な 、 何 だ ? そん な 見 られ て も 、 俺 は その シュ ヴァ ー 
ン っ て や つじ ゃ な いし ……」 


「 案 外 、 シュ ヴァ ー ン っ て 騎士 も ちゃ らん ぼら ん だ っ 
た ん だ な ]」 

没収 品 の 管理 は 事務 方 の 仕事 だ か ら 、 隊長 が ご 存 
知 な い の は 仕方 な いよ 」 

「 青 年 の 親友 は いい 奴 だ な ぁ ……」 

「…… あ り が と う 。 ここ 最近 の も の で な けれ ば 、 写し が こ 
こ に ある 。 で も 、 それ らし いも の は 書い て いな いな ……」 
「 そ っ か …… と りあ え ず キュ モー ル の こと な 5 ら 帝都 
に 戻れ ば 何 か わ か る か ?」 


一 行 は ザー フィ アス で キュ モー ル に つい て 調べ る こと に 。 彼 の 屋 
敷 へ 行く た め 、 貴族 街 の 門番 に 話し か ける 。 


騎士 
エス テル 


騎士 
レイ ヴ ン 
騎士 


カロ ル 
騎士 


エス テル 
騎士 


レイ ヴ ン 
騎士 

カロ ル 
ジュディス 
ユー リ 


「 こ の 先 、 許可 な し で 一 般 市 民 は 通せ な い 。 帰れ | 
「 す いま せん 、 キュ モー ル の お 屋敷 へ 行き た いん で 
す 。 通し て いた だ け ま せん か ?」 

「 ひ 、 姫 様 !? な ぜ こ ん な と ころ に ?」 

「 姫 君 が 一 緒 な ら 、 問題 な いわ よね 」 

「 あ な た は シュ ヴァ ー ン 隊長 …… お 二 人 の ご 命令 と 


「 や っ た ね )」 

「 し か し 、 キュ モー ル 様 の お 屋敷 は 、 今 は も う 誰 も い 
ら つ し ゃ いま せん 」 

「 え …… 2 て で す 7] 

「 キ ュ モ ー ル 隊長 は 色々 と その …… 素行 に 問題 が あ 
り ま し て 。 赴任 先 の へ リオ ー ド や マン タイ ク で 色々 
と 不祥事 を 起こ され た そう で す 。 そ の た め 、 本 家 の 
方 も 貴族 位 を 剥奪 され て し まい まし た 」 

「 上 ふーん 、 な ん か 色々 あっ た の ね 」 

「 お まけ に 姉 君 の ミムラ 様 は 過激 派 に 加担 し て 捕まり まし て ね ] 
「 ミ ムラ っ て 、 も し か し て …… 」 

「 前 に 依頼 受け た 、 あの 失礼 な 人 ね 」 

「 そ うか …… ど お り で 。 誰か に 似 て る と 思っ て た ん だ 」 


カロ ル 「 ね 、 その ミムラ っ て いう 人 、 どこ に いる の ?」 


騎士 [まだ 捕まっ て 間 も な い か ら 、 城 の 地下 中 に いる だ ろう な 」 

騎士 の 言っ た と お り 、 ミムラ は 城 の 地下 宇 に 囚われ て いた 。 

ミムラ 「 ど うし て 足 族 の 私 が こん な と ころ に 閉じ 込め られ る 
の よ ! キー ッ 1] 

カロ ル 「 全 然 、 反省 し て こない ね ……-」 

ミムラ | 価 2。 本? …… あら 、 あの 時 の ギル ド の 」 

ユー リ 「 お 勤め ご 苦労 さん 」 

ミズ ムラ 「 セ バス の 依頼 ね ! た だ 逃げ た だ け じ ゃ な か っ た ん だ わ !」 

ユー リ 「 は ぁ ? 何 の こ と だ ?」 

に イリ 「 セ バス が あな た た ち を ここ へ 寄 越 し た ん で し ょ !? 
私 を 逃がす た め に ……」 

デリ 「 オ レ た ち 、 別 に あん た 逃がし に きた わけ じゃ な いせ ぜ 」 

ミムラ [「 え …… じ ゃ あや っ ぱり セバス は 私 を 見 捨て て 逃げ 
た の ね ! 執事 の 風 上 に も 置け な いわ !」 

カロ ル 「 逃 げた ん だ ……」 

ミムラ 「 そ う よ ! あの 男 ! 私 に 残さ れ て た 財産 、 全 部 持つ 
て 、 逃げ た の より 」 

レイ ヴ ン 「 そ りゃ マジ で お 気の毒 に 」 

ユー リ 「 と ころ で 、 あん た の 第 で キュ モー ル っ て いた ろ 」 

ムジ 「 い た わ よ 、 だ か ら 何 !? 全部 、 あ の 子 の へ マ の せい 

ユー リ 「 キ ュ モ ー ル の 荷物 に 秘伝 書 っ て ヤツ な か っ た か ?」 

ミムラ 「 秘 伝書 ……」 

ジュ ディ ス 「 心 め あたり ある みた い 」 

ミムラ […… こ こ か ら 出 し て くれ た ら 、 教 えて あげ て も よく っ て よ 」 

その 言葉 を 聞い た 瞬間 、 ユー リ は 背 を 向け る 。 

ユー リ 「 行 く ぞ 」 

カロ ル 1 え …… ?] 

に ガリ ーー 「 秘 伝書 の こと 知り の たく な い の !?」 

ユー リ 「 駆 け ぅ | き の 道具 に され る くら いな ら 、 別 の 手がかり 探す ] 

立ち 去る ユー リ 。 

ミムラ 「 あ 、 あん た た ち 、 それ で いい っ て いう の !?」 

カロ ル 「 よ く な いけ ど 、 そ こ か ら 出 し て あげ る わけ に は いか な いも ん 」 

カロ ル も ユー リ に 続く 。 

リタ 「 そ うい うこ と だ か ら 」 

レイ ヴ ン 「 す まん ね 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 、 因果 応報 よ 」 

定か ら 郊 れ て いく 仲間 た ち 。 


ゲー [5 
最後 に ラビ ピー ド が 咲 え 、 走り 去る 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ー 行 は 地下 証 の 出口 で 、 秘伝 書 の 行方 を 思案 する 。 


エス テル 「 セ バス さん っ て 人 が 持っ て っ た の か も し れ ま せん ね 」 
ユー リ 「 そ の セバス っ て の と っ 捕まえ る か 」 

カロ ル 「 で も 、 どこ 行っ ちゃ っ た の か な ?」 

レイ ヴ ン 「 世 界 は 広い か ら ね ぇ ……」 

リタ 「 で も 、 そん な 遠く まで 逃げ られ る ?」 

ユー リ 「 さ あ 、 例え ば 船 に 乗っ て 、 と か な 」 

カロ ル [ 船 か …… じゃ あ 、 港 あ た っ て みよ う よ 」 


セバス の 居所 を 探る た め に 、 一 行 は カプ ワ ・ ノ ー ル に 向かう 。 す る 
と 、 船 を 盗ま れ た と いう 船乗り の 会 話 を 耳 に する 。 


船乗り 「 あ あ 、 困っ た 困 つ た ……」 

女性 「 あ ん た 見 て た ん だ ろ 、 船 座 ん だ ヤツ 」 

船乗り [見 て た と も 。 大 き な 黒 い 軟 を 持っ た 執事 っ ぽい 男 だ よ 」 
秦 衝 . 「 さ っ さと 誰か に 船 借 り て 追っ か けり ゃ よかっ た ん だ 


よ 。 あ ーー も う 情 け な い ね え ……」 
会 話 の 内 容 を 整理 する 一 行 。 


エス テル 「 執 事 っ ぽい 男 っ て 、 セバス さん で し ょ うか ?」 

レイ ヴ ン 「 海 に 逃げ た みた いね ぇ 」 

リタ 「 一 口 に 海 っ た っ て 、 海 は 広い の よ 、 大 きい の 」 
ジュ ディ ズ 「 そ う ね 、 見 つけ られ る か し ら 」 

カロ ル 「 た らい 回 し だ ね ……」 

レイ ヴ ン 「 ノ ビ ち ゃ ん の 秘伝 書 探し 、 こん な に 大 変 と は な ぁ ……」 
リタ 「 ホ ント いい 加減 に し て 欲し いわ …… 」 

ユー リ 「 ム ダ か も し れ ね ぇ が 海 に 出 て ヤツ の 船 を 探す か 」 


ー 行 は 海 に 出 て 、 虹 霊 船 ア ー セ ルム 号 に 乗り 込む 。 そこ に は 、 魔 


カロ ル [ あ ! 見 て 、 あ そこ !」 

セバス ト に 、、 ヒ 、 お 助け 還 - 」 

ユー リ 「 セ バス …… こ ん な と ころ に いや が っ た か 」 

リタ 「 ま っ た く 。 世 話 が 焼け る わ ]」 

セバス を 襲う 魔物 を 蹴 散 らし 、 セバス を 取り 囲む 一 行 。 

セバス | た 、。 だ た 。 一 の から まし た み 」 

リタ 「 で 、 あん た 、 持ち 逃げ し げた も の 、 どこ や っ た の ?] 

セバス な 、 何 の 二 と で すか が と ?] 

ジュ ディ ス 「 ご 主人 様 の も の 、 持っ て 逃げ た ん で し ょ う ?」 

槍 を 振っ て セバス を 脅す ジュ ディ ス 。 

セバス [ ひ サー っ 、 お 助け を …-- ! 言い ます 、 言い ます} 
後 で 取り に 行く つも り で 人 目 の つ か な いと ころ に 隈 
し まし た 」 

エス テル [人 目 に つか な いと ころ っ て …… 』 

セバス 「 ト ルビ キア 大 陸 に ある 廃 の 街 の 真ん中 辺 D り です]」 

カロ ル 「 カルボ クラ ム か な 」 

ユー リ 「…… だ ろう な 。 そ の 中 に 秘伝 書 は な か っ た か ?」 

セバス 「 秘 伝書 …… ? それ は 古代 文字 で 書か れ た 石版 の 
こと で すか 21 

カロ ル [ 石版 が 08 な の し 2 1 

セバス 「 く 、 黒い 石版 に 赤い 文字 で な ん か 書か れ て まし 
た が 私 に は 読め な い の で ……」 の 

ジュ ディ ス 「 本 当 に それ だ け ?」 

ジュ ディ ス は 槍 の 先端 を セバス の 顔 に 向け る 。 い 

セバス 「 ち 、 近い …… ほ 、 他 は お 金 と 肖像 画 く らい で ……」 

し ここ 」 「 じ ゃ あや っ ぱり 、 それ が 秘伝 書か の も し れ な いな 」 


男性 の 声 へ A 「 い や あ 、 そ れ に し て も 収穫 だ ね ぇ 」 
男性 の 声 B 「 し か し 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で な いと ころ が な ん 

と も が っ か り だ が 」 ] 
男性 の 声 A 「 で も 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 謎 を ヒモ 解く 手 掛 


レイ ヴ ン 「 お や 、 あ の 二 人 は -…」 

マー カム 「 む お 、 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 だ っ た か ?] 

カロ ル 「 覚 えて て くれ た ん だ ね コ 

マー カム 「 あ あ 、 ハム フ ァ ー ル 号 を 見 つけ て くれ た 恩人 を 忘 
れる も の か 」 

カロ ル 「…… ね え 、 その 手 に 持っ て る の 、 何 ?] 

マー カム  「 街 の 奥 で 掘り 出し て きた の だ 」 - 

ヨシ ュ ア 「 古 代 文字 で 書い て ある か ら 、 も し か し た ら 、 魔 導 器 


エス テル 「 そ う で すね 」 


物 に 襲わ れ て いる セバス の 姿 が あっ た 。 


槍 を 引っ 込め る ジュ ディ ス 。 

エス テル 「 秘 伝書 っ て 本 か 何 か だ と 思っ て まし た 」 
その 瞬間 、 セ バス が 逃走 する 。 し か し 追い か ける の は カロ ル だ け で 、 
ユー リ や ジュ ディ ス は 動 こ うと し な い 。 


カロ ル 9 | 待て っ ……! お 、 追いかけ ない の !?」 
ユー ジ 「 捕 まえ な きゃ いけ な い 義 理 な いか ら な 」 
レイ ヴ ン 「 話 も 聞け た し 、 結果 オー ライ じゃ な い 」 


ジュ ディ ス  「 い いん じゃ な いか し ら 。 こん な と ころ で 一 大 近 げ " 1 
出す 方 が きっ と 辛い 旅 よ 」 

リタ 「 そ うか も ね 。 い い お 仕 置き じゃ な い ?] の 

ユー リ [それ じゃ 、 カル ボク ラム へ 行く と し ます か 」 

エス テル 「 見 つか る と いい で すね 。 秘伝 書 」 1 要 と ま 

カロ ル 「 う ん 」 


秘伝 書 を 求め て カル ボク ラム に や っ て きた 一 行 。 着い て 早々 、 リ タ 
が 不満 を 漏らす 。 9 


リタ 「 相 変わ ら ず の 蒸し 時 さよ ね ……」 

カロ ル 「 そ う ? ちょ うど いい 気温 じゃ な い ?」 

ユー リ 「 こ の 街 の どこ に 秘伝 書 隠し た ん だ 、 あの 執事 」 
リタ 「 こ こけ っ こう 広い わ よ 。 探 ず っ て 皿 っ て も や ・ デコ 


その と き 、 廃 坦 の 奥 か ら 話し 声 が 聞こ えて くる 。 


か り に な る か も し れ な いよ 」 人 
話 を し な が ら 歩 いて きた の は 、 以前 の 仕事 の 依頼 人 で ある マー カ <: 
ム と ヨシ ュ ア 。 ヨ シュ ア は 石版 を 手 に し て いる 。 


(ブラ ステ ィ ア ) の 重要 文献 か も っ て 話し て た ん だ 」 芝 二 議 


ES 


3 
1 


和 
お は 


ポー イボ シー イー キン 


カカ 


0 


な に 


ワリ 「 ちょ っ と 見 せ て くれ な いか ?」 
石版 を の ぞ き 込む ユー リ た ち 。 


カロ ル 「 黒 い 石 に 赤い 文字 …… こ れ ……」 

レイ ヴ ン 「 思 い が け ず お 仕事 終了 ね )] 

リタ 「…… 今 回 は 予想 以上 に ウロ ウロ させ られ て 疲れ た わ …」 

エス テル 「 わ た し は 今 ま で 行っ た と ころ を 巡 れ て 楽し か っ た で す 」 

その と き 、 石版 を 見 て いた ジュ ディ ス が 、 唐突 に 販 絡 の な いこ と を 

口 に する 。 

ジュ ディ ス  「…… 水 の や り 方 は 苗木 の 時 は 少量 、 実 が 成っ た ら 、 
た っ ぷり と 土 が 乾 か ぬ よう に 」 

カロ ル 2 何 に ジョ ュ ディス?1 


ジュディ スズ 「 お いし い キ ュ ウ リ の 作り 方 よ 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


リタ 「 こ ん な 時 に 、 そん な の どう で も いい わ よ 」 


ジュ ディ ス 「 だ っ て 、 この 石版 に 書い て ある ん で す も の 」 

ユー リ に じゃ … ど つり いう どど だ ?」 

ジェ ディ ズ 「 そ の まま の 意味 だ けど 」 

カロ ル 「 エ ヴァ ライ ト の 精製 方 法 は ?」 

ジュ ティ ォ ス 「 そ う ね …… 残 念 な が ら ど こ に も 書い て な いみ た い 」 

リタ 「 じ ゃ あ 、 これ 、 秘伝 書 じ ゃ な いっ て こと ?」 

レイ ヴ ン 「 で も 黒い 石版 に 、 赤い 文字 よ 」 

エス テル | セバス さん が 持っ て きた も の と 特徴 は まっ た く 同 じ で す よ 」 

md [追い か け て る 途中 で 、 どこ か で 話 が ね じ く れ た っ ぽい な 」 

リタ 「 何 これ …… あたし た ち 、 バカ っ ぽ す ぎ る …… 」 

ヨシ ュ ア 「 エ ヴァ ライ ト の 精製 方 法 が どう と か 聞こ えた ん だ け 
ど 、 それ が どう し た の ?」] 

カロ ル 「 ボ ク た ち 、 それ を 探し て ここ まで 来 た ん だ 。 な の に ……」 

マー カム 「 イ ル マ イ ン さ ん な ら 知 っ て いる は ず だ ]」 

ユー リ 「 誰 だ っ で ?] 

ヨシ ュ ア 「 有 名 な スコ ッ プ 職人 。 ユ ニオ ン の 地下 中 に も う 何 
年 も 閉じ 込め られ て る らし いけ ど 」 

マー カム  「 あ の 人 な ら エ ヴァ ライ ト の 精 受 方 法 を 知っ て いる と 思う 」 

カロ ル 「 そ れ 、 本 当 な の ?」 

ヨシ ュ ア 「 う ん 。 何 を 隠 そ う 、 マー ちゃ ん の ハム ファ ー ル 号 を 
作っ た 人 な ん だ ]」 

マー カム 「 そ し て 八 ム フ ァ ー ル 号 は 、 工 ヴァ ライ ト で 作ら れ て いる 」 

エス テル 「 そ うな ん で す !?] 

カロ ル 「 で も 、 な ん で その 人 、 地 下手 に 閉じ 込め られ て る の ?] 

マー カム 「 さ あ 、 事情 は 知ら ん 。 そん な 罪 を 犯す 人 と も 思え ん が 」 

ユー リ 「 そ いつ の 事情 は と も か く 、 今 は エヴァ ライ ト だ ろ 」 

カロ ル 「 そ うだ ね 。 貴重 な 情報 、 あ り が と う 」 

マー カム 「 仮 に も ユニ オン の 地下 中 だ 。 気 を つけ て な 」 


一 行 は ダン グレ スト の ギル ド ユ ニオ ン 本 部 を 訪れ 、 地下 川 に 下り る 。 


イル マイ ン と お ぼ し き 老 人 が 、 手 屋 に 入っ て いる 。 


ーー リ 「 イ ル マ イ ン さ ん っ て 、 あん た か ?」 

老人 「 う る さい 、 わし に 話し か ける な 」 

カロ ル 「 ボ ク た ち 、 エ ヴァ ライ ト の 精製 方 法 を 聞き た い だ け な ん だ ]」 
老人 | エ ヴ ガ ワザ ト ほう 。 ほう ほう ぼう ……」 


リタ 何 、 半 れつ のみ ・ 2 で つま ーー 


エス テル 「 教 えて も ら え ます か ?」 

老人 「 そ ん な に 教え て ほし いか ? 道具 屋 に いる 売り 子 
さん の スリ ー サ イズ より も か 」 

レイ ヴ ン 「 う 一 ん 、 それ は 悩む …… うつ …… 四 


レイ ヴ ン の 発言 を ジュ ディ ス が さえ ぎる 。 


ジュ ディ ス 「 そ の 前 に …… お じい さん 、 イ ル マ イ ン さ ん な の ね ?」 

老人 「 そ うと も 言う な 」 

リタ 「…… ね 、 本 当 に この じい さん 、 大 丈夫 な の ?] 

So 「 他 に 望み が な い 限 り は これ に 託す し か ね ぇ だ ろ 」 

カロ ル 「 望 み が こ ん な の し か な いな ん て …… な ん だ か ト ホ 
ホホ だ ね っ 洛 3 」 

イル マイ ン  「 誰 が ト 小 ホ じゃ ! お まえ の その 髪型 の 方 が トホホ じゃ 

エス テル  「 ユ ー リ … わ た し 帰り た いで す ……」 

ユー リ 「 情 け な い 声 出 す な 。 な あ 、 じい さん 、 オレ た ち 真 
面目 に 聞き に 来 て る ん だ ぜ 」 

イル マイ ン  「 ワ シ は これ が 精 一 杯 の 真面目 じゃ !」 


ユー リ 「…… と に か くだ な 、 エ ヴァ ライ ト の 精製 方 法 を 聞き た いん だ ] 

イル マイ ン  「 た だ で 聞こ うな ど 、 ヘソ が 茶 が ま 、 茶 が わ 、 茶 ち ゃ ちゃ …」 

レイ ヴ ン 「…… ヘ ン が 茶 を 沸か す な 」 

ユー リ 「 金 か ? それ と も あん た も 屋 か ら 出せ と か 言う 
ん じゃ な い だ ろ うな 」 

イル マイ ン  「 ワ シ を みく びる な ーー !」 

ユー リ 「 じ ゃ 、 何だ よ 」 

イル マイ ン  「 美 味 い も の が 食い た い 」 

カロ ル 「 は い ?」 

イル マイ ン  「 一 度 聞 いて わか らん も ん は 二 度 聞 いて も わか らん 
わ 、 バカ も の !」 

レイ ヴ ン 「 は は っ 、 さ す が の 俺 様 も な ん か イラ イラ し て きた わ 」 


ーーーーーmーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー 一 


一 行 は イル マイ ン か ら 離 れ て 打ち 合わ せ を する 。 


ユー リ 「 避 ん 、 上 等 だ 。 と っ て お き の 料 理 、 お 見 舞い し て や る 」 
カロ ル 「 で も 、 何 、 作っ だ げ る の ?」 
エス テル 「 お じい さん の お 食事 の 世話 し て る 人 と か に 聞け ば 


何 か わ か る か も し れ ま せん ね 」 


エス テル の 提案 に し た が い 、 一 行 は ユニ オン 本 部 で 聞き 込み を する 。 


補 屋 番 
戦士 


「 あ の じい さん 、 絶対 寺 い も の は 食わ ね ぇ ん だ よ な 」 
「 地 下 中 の じじ い 、 冷た いも の は 、 腹 壊す か ら 食 いた 
く な い だ と さ 。 後 、 揚げ 物 も 胃 に も た れる か ら イ ヤ 
な ん だ と 。 ま 、 歳 も 歳 だ か らし ょ う が な いん だ けど さ 」 


バン ダナ の 男 「 后 屋 の じい さん の 食事 番 は 大 変 だ ぜ ? な ん せ 、 


肉 が 入っ て な いと 不満 た ら た ら だ し な 。 肉 っ て も 豚 
と か 和牛 と か が 鳥 と か 羊 と か が 馬 と か 猪 と か そう いう の な 」 


ヘル メッ ト の 男 「 あ の 牛 屋 の じい さん 、 まず いと 容赦 な く 暑 声 浴び せん だ よ 。 


その くせ 、 美味 い 時 は 一 言 も 美味 いっ て 言わ ね ぇ 。 むか つく 」 


私 室内 の 戦士 「 イ ル マ イ ン さ ん に この あい だ 、 イカ と エピ を 塩 ま 


ぶし て 焼い て 出し た ら 、 不機嫌 そう に 何 も 言わ ず に 


食っ て た 。 嫌い な の か な ]」 


エヴァ ライ ト の 精製 方 法 を 聞き 出す た め 、 イル マイ ン に 料理 を 振る 


舞う ユー リ た ち 。 
イル マイ ン  「 美 味 い も ん 食わ せ て くれ る の か 」 


「 は い 」 を 選ん た 場合 
イル マイ ン  「 ほ っ ほ 一 。 何 を 食らわ し て くれ る の じゃ ね 」 
「 そ れ は で き て の お 楽し み だ 」 


イル マイ ン 「 マ ズ イ も ん 食わ せ た ら 、 一 生 口 は 開か ん 」 


「 お 好み 焼き 」 を 選ん だ 場合 
「 ほ ら 、 で きた 。 食っ て みろ 」 


イル マイ ン 


ユー リ 「 ど うだ?」 

イル マイ ン  「 ん ? ああ 、 腹 が くち く な っ た 。 寝る 」 
イル マイ ン は 背 を 向け る 。 

カロ ル | は ほ ぁ マ ちょ っ と の 


の 
ハッ と 目覚 め て 、 振り 返る イル マイ ン 。 
イル マイ ン  「 ワ シ の 寝 首 を か こう と し て も そう は 行か ん ぞ !」 


精製 方 法 を 書い た メモ じゃ 」 
イル マイ ン は 一 冊 の ノー ト を 差し 出す 。 


カロ ル 「 そ れ じ ゃ あ 、 これ が 本 物 の 秘伝 書 !? な ん か も っ 
と 立派 な 本 か と 思っ て た 」 

「 ノ ビス の と ころ へ 持っ て け ば わか る だ ろう ] 

ジュ ディ ス  「 そ れ じ ゃ あ 、 それ 持っ て 、 マン タイ ク に 戻り まし ょ 」 
エス テル 「 き っ と 、 首 を 長く し て 待っ て ます よ 」 

一行 が イル マイ ン の ノー ト を 持っ て マン タイ ク の 宿屋 に 戻る と 、 ノ 
カロ ル 「 起 き て 大 丈夫 な の ?」 

ノビ ス 「 あ あ 、 な ん と か な 。 す っ か り 回 復 し た 」 

ユー リ 「 そ れ は よかっ た 。 そ れ と 約束 の ……」 

ノー ト を 渡す ユー リ 。 

「 そ 、 それ は 秘伝 書 ?」 
「 た ぷん 。 イル マイ ン っ て お じい さん か ら も ら っ た ん だ ]」 
「 う お む お …… 間 違い な い 。 確か に 本 物 だ 」 
「 や っ た あ !」 
「 じ いさ ん は 眉 嘩 く さか っ た けど 秘伝 書 は 本 物 だ っ た な 」 
「 こ れ で エヴァ ライ ト が 精製 で きる 。 匠 っ て 伝説 の 
武器 を 超え る 作品 を 作っ て みせ る ぞ !」 

「 そ れ で また 魂 の 鉄 西 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウル ) が 力 を 
取り 戻せ る ん だ ね 

「 あ あ 、 きっ と や り 遂 げ て みせ る 。 君たち の お 陰 だ 。 
あり が と う 。 …… そう そう 報酬 だ な 」 
カロ ル は ノビ ス か ら 報 酬 を 受け 取る 。 

カロ ル 「 ま た 何 か あ っ た ら 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 
「 お 好み 焼き 以外 を 選ん だ 場合 ー 
ユー リ 「 ほ ら 、 で きた 。 食っ て みろ 」 
イル マイ ン | どれ どれ 

レイ ヴ ン 人 
イル マイ ン 2 jpo XR 2 で 


コー リ 


イル マイ ン  「 甘 一 いっ ! 料理 道 は 狭く 険しい 登り の 道 ! 精進 が 
足り ん 、 出直し て こ 一 い !」 
イル マイ ン は 背 を 向け る 。 


ae 「 自 分 の 好き 嫌い 棚 に 上 げ て 、 精進 が 定 り な い だ っ 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


イル マイ ン  「 腹 が 空く と 、 わし ゃ 、 不機嫌 に な る ぞ 


ギル ド の 仕事 ・ そ の 8 前 P.459 


ダン グレ スト の 広場 で 、 一 行 が これ まで に こなし て きた ギル ド の 仕 


事 を 振り 返る 。 

カロ ル 「 こ れ ま で 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) で 仕事 し 
て き て 思っ た ん だ 。 ギ ルド や っ て いく の っ て 大 変 な ん だ ね 」 

リタ 「 何 を 今 葛 ……』 

カロ ル 「 だ っ て 、 ボク た ち が 仕 事 を 受け る 理由 っ て そん な 
に 深く は な いと 思う ん だ 」 

エス テル 「 誰 か の 豆 点 顔 が 見 た い …… で す ?」 

うな ずく カロ ル 。 

カロ ル 「 な の に 、 依頼 が 悪い 人 の 手伝い だ っ た り 、 誰か を 


不幸 に し た り ……。 ポ ボク た ち が 目 指す の と は 反対 の 
結果 に な る っ て の は 、 どう な の か な ]」 


ユー リ 「 で も 最終 的 に は あい つ …… ビス 、 だ ら け ? 本 し 
そう な 顔 し て た ぜ 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 あれ で あの 人 た ちの ギル ド が 持ち 直せ ば 
いい の だ けれ ど ]」 


エス テル 「 遺 構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) の 人 も スコ ッ プ が 戻っ 
て き て 喜ん で まし た 」 

レイ ヴ ン 「 ス コッ プ ひ と つ で 喜び すぎ だ けど ね 」 

km 「 確 か に ミムラ みた いな オレ た ち を 利用 し よう と す 
る 奴 も いる けど な 」 

レイ ヴ ン 「 世 界 の 綺麗 な 面 も 汚い 面 も 見 て いか な きゃ いけ な 
い 、 それ が ギル ド っ て わけ よ 」 

カロ ル 「 汚い 面 は あま り 見 た く な いな ぁ …… 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ を 真っ 向 か ら 受け 止め る の も 大 切な こと よ 」 

レイ ヴ ン 「 本 来 、 人 は 汚い 生き 物 だ か ら ね 」 

エス テル 「 そ ん な こと な いで す 、 人 の 本 質 は 美しい も の な ん で す 。 
だ か ら 、 汚れ た 部 分 の 内 側 に ある 本 質 を 理解 し な いと 」 

レイ ヴ ン 「 性 善 説 だ ね ぇ えー-」 

エス テル 「 茶 化 さ な いで くだ さい 。 どん な 悪い 人 で も それ ぞ 
れ の 事情 が あっ て ……」 ュー ス 

レイ ヴ ン 「 い や さ 、 嬢 ちゃ ん 、 それ は 違わ ね ぇ か 」 

ユー リ 「 ど っ ち に し ろ 、 目標 は 大 切 だ けど 、 そこ に 辿り 着く 
必要 は な いっ て こっ た 」 

カロ ル [そう が な -"…… マオ 

「 目 標 と は 違っ て も 辿り 着い た と ころ が みん な で 副 
べ る 場所 な ら 、 それ で いい だ ろ ?] 

カロ ル 「 そ れ が 望ま な い 場 所 な ら ?」 

ユー リ 「 次 の 目標 を 目指 せ ば いい だ け 」 

ジュ ディ スズ 「 は だ か で も 、 生き て る うち は どこ だ っ て 目指 せる も の ね 」 

レイ ヴ ン [ 何 ?2 は だ か ? 座 が は だ か だ うつ で ? 、 ツ ュ ョ ディ スズ 
ちゃ ん が ?」 

ユー リ 「 お っ さん は 、 まっ た く ……」 

エス テル  。 「 ユ ー リ は レイ ヴ ン の 味方 で す ? それ と も わた し ?] 

ユー リ 「 ま ぁ 、 待て っ て の ……」 

リタ 「 難 し く 考 える こと な い 。 失敗 か ら 学 ん で いき ゃ あ 
いい の 。…… 学問 の 基本 よ ?」 

カロ ル リタ ー…-」 

リタ 「 と りあ え ず 、 気楽 に や りゃ いい ん じゃ な い の 、 この 
人 バカ ども みた い に 」 

カロ ル 「…… だ ね 、 うん 」 

ラ ピ ー ド し に ん 

前 P.421 
証 当 ハル ル の 樹 前 お スワ ッ 


ハル ル の 樹 の 精霊 に 出会っ た あと 、 再度 ハル ル を 訪れ た 一 行 。 樹 
の 上 ぶ も と で 、 満開 の 花 を 見 上 げ る 。 


カロ ル 
ジュ ディ ス 
ステ ル 
レイ ヴ ン 
エス テル 


ユー リ 


樹 に 歩み 寄り 、 近く で 見 つめ る エス テル 。 


エス テル 


ユー ジワ 
エス テル 


エス テル は うな ずく と 、 ユー リ に 向き 直っ て 自分 の 決意 を 口 に する 。 


エス テル 
カロ ル 

エス テル 
レイ ヴ ン 


エス テル 
エー ジリ 


レイ ヴ ン 


「 今 日 も キレ イ に 花 が 咲い て る ね ……」 

「 精 霊 の お か げ よ ね ?] 

「 き っ と そう で すね )」 

「 そ う 豆 えば 、 リタ っ ち は ?」 

「 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 見 る っ て 言っ て 、 
樹 登 っ て いき まし た 」 

「 元 気 だ ね 、 あい つ 」 


「 確 か ハル モネ ア 、 ル ルリ エ 、 ル ー ネ ン ス 、 三種 の 
樹 の 頭 文字 を と っ て ハル ル ……」 

「 さ す が 、 博学 、 本 に 囲ま れ て 育つ た だ け あ る 」 
「…… あ の 生活 も それ な り に 悪く は な か っ た けど ……」 


「 決 め ま し た 、 わ た し 、 こ の 旅 が 終っ た ら こ こ に 住み ます 」 
「 え えっ 、 お 城 に 戻 ん な い の ?」 

「 こ こ か ら お 城 に 出かけ る ん で す よ 。 お 城 に ずっ と ずっ 
と いる と 、 周り の 慌 し さ に 流さ れ そ うだ か ら ……」 
「 じ ゃ 、 無理 し な いで 、 城 の 方 は ヨー デル 殿下 に 任せ 
と きゃ い 一 ん じゃ な い ?」 

「 そ うい うわ け に も いき ませ ん 」 

「 エ ステ ル は 、 お っ さん みた い に ち ゃ らん ぽ ぼら ん で き 
な いん だ ぜ ?] 

「 あ ら 、 お っ さん だ っ て 、 真 面目 に 生き て る の よ 、 こ れ で も 」 


ムル か 


カロ ル ーー の こ が の 


レイ ヴ ン [に が っ て ] 

リタ 「 あ ん た ら 、 ノ ン キ に 人 バ 力 な 話し て る 暇 、 あ る と 思っ て ん の ?] 

リタ が 戻っ て くる 。 

カロ ル 「 目 分 だ っ て 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 調 べ て た くせ に …」 

リタ 「 あ た し は 、 精霊 化 の た め に 、 ここ の 魔 導 器 ( ブ ラス 
ティ ア ) を 調査 し て た の よ 」 


カロ ル に 駆け 寄っ て 今にも 殴り そう な リタ を 、 エス テル が 慌て て 声 

を か け て 止め る 。 

エス テル 「 それ で 、 何 か わ か り ま し た ?」 

リタ 「 ダ メ 、 ここ の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア )、 ハル ル の 樹 と 共鳴 
し て 変 な 独自 構造 作っ て る 。 さす が 、 勝手 に 精 霊 作る だ 
け あ る わ 。 今 は 時 間 が な いか ら 、 また 調べ に 来る ……」 


エス テル  「 本 当 で すか !?] 

リタ 「 ーー・ レ と ン ャ と 休 まあ ee ECEEEE 何 こ の 反応 PC の ? 
ジュ ディ ス  「 エ ステ ル は 旅 が 終っ た ら 、 こ こ に 住み た いん で すっ て ] 
リタ 「 え ……? あ 、 そ 、 そう …」 

ユー リ 「 ん じゃ 、 と っ と と 星 喰 (ほし は ) み を 片付け に 行き ます か ] 


エス テル 「 は い 」 


 ‥ 前 P.422 


前 P.459 
次 P.464 


精霊 の 研究 を 始め た 魔 導 士 た ち が 、 ハ ルル の 樹 の ふも と に 集まっ 
て いる 。 そ こ に は ユウ と ノビ ス の 次 も ある 。 


リタ 「 今 度 は 何 し て る の 、 あん た た ち 」 

ノビ ス 「…… ん ? 誰か と 思え ば 、 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) の 面々 か 」 

ユー 「 あ あ 、 あん た …… そ の 後 、 傷 の 具合 は どう だ ?」 

ノビ ピス 「 あ あ 、 この 通り 、 な ん と か 全快 だ 」 

ッ ルー リ 「 そ りゃ 、 よかっ た 。 そ れ で こん な と ころ で 魔 導 士 と 
一 緒 に 何 を ?」 

1 「 あ な た 方 が 取っ て き て くれ た エヴァ ライ ト で 武器 を 


作っ た ん で す 。 これ で ここ の 魔 導 士 た ち に 術 式 を 込 
め て も ら お うと 思っ て な 」 

「 い や ーー エヴァ ライ ト な ん て 、 これ は 楽し み だ よ 。 何 
0 エア ル 伝 ーー いか ら ね ぇ 」 


-「 エ アル …… 伝 導 率 ?」 
アル の 伝わり や すさ の こと よ 。 5 な DR する 


DOC 


「 私 た ち も 新しく 開発 し た 、 例 の の 精 雪 の 術 式 を 込め 
た いん だ 。 私 た ち が 予 想 す る に 、 魔術 こし て 力 を 発 
和 揮 し た 時 は エア ル の 魔術 の 数 倍 は ある ね 」 

カロ ル 「 合 と 魔術 の 技術 の 結集 だ ね 」 
まま ノビ ス 「 あ あ …… で は 、 お 願い する 」 


麻 導 土 B 


間 間 OO 
” ノビ ス が 差し 出し た 鎖 状 の 武器 に 、 魔 導 士 が 術 式 を 込め る 。 

| 魔 導 士 B  「… 終 っ た よ ]」 

ノビ ス 「 お お っ …… 凄 まじ い 力 を 発し て いる ……! これ ぞ 、 
我 が 魂 の 鉄 舶 (スミ ス ・ ザ ・ ソ ウル ) 、 復興 の 光 だ ! 
後 は これ を 試し で 使っ て くれ る 人 間 を 探せ ば ……」 
[だ っ た ら 、 我々 も どれ くら い 精 霊 魔術 が その 武器 


、 鹿 導 士 B 
53 に 効果 を 及ぼ し て る の か 記録 し た いな 」 


ユー リ 「 だ っ た ら 、 ここ に 適当 な 人 間 が いる な 」 

リタ 「…… あ だ し の こと 

ーー リ 「 あ の 武器 、 お まえ の 手 に 合い そう じゃ な いか 。 そ 
れ に 正確 な デー タ も 取れ る 。 こん な 適任 な い だ ろ う ]」 

リタ b 芋 か に そう だ けど 」 

ノビ ス 「 あ ん た ら な ら 、 安心 だ 」 

魔 導 士 C 「…… し か た な いな 。 こ の 人 も こう 言っ て る し 、 変人 
に 任せ よう ]」 

リタ は ノビ ス か ら 武 器 を 受け 取る 。 

リタ 2 れれ ee 」 

魔 導 土 C 「 手 に 持っ た だ け で わか る よね 。 スゴ イ っ て の が 」 


エス テル 「 …… あ り が た く 使 わせ て も らい ます 」 
お じ ぎ を する エス テル 。 リ タ は 静か に 一 行か ら 遠 の く 。 


ノビ ス 「 あ あ 。 それ で 一 活躍 し と 、 う ちの ギル ド を アピ ー ル 


し て くれ 。 そ うす れ ば 、 魂 の 鉄 植 ( ス ミス - ザ ソウル) 
の 名 声 は 再び 高まり 、 腕 の 良い 職人 が 来 て くれ る か 


も し れ め ぬ 」 
ユー リ 「 持 ち つ 持た れつ 、 か 」 
プ ビ ス 「 あ あ 」 
遠く で リタ が 武器 を 振り 回 し 、 感触 を 確か め て いる 。 
エス テル 「 お 気に入り みた いで すね 」 
リタ 「…… 行 くわ よ 」 


証 信 廃 導 土 の 道 は 果て し な い ゅ 前 古 衣 P.464 


ハル ル で 精霊 の 研究 を 続け て いる 魔 導 士 が 、 リ タ を 見 て 衣装 を 差 


し 出し て くる 。 

魔 導 士 「 そ う 言え ば 、 お た く 、 この 衣装 ] 

リタ E 0 ここ 村 は 和 魔 導 士 の 決戦 装束 ea 

魔 導 士 「 そ う 、 あん た の 体 に 合わ せ て 作ら せ た ん だ 」 

リタ 「 で も 、 どう し て これ を あたし に …… ?] 1 

魔 導 士 「 今 まで ガキ だ と 思っ て 、 認め られ な か っ た けど 、 ず 
いぶ ん 頑張 っ た みた い だ か ら さ 」 

リタ 「 そ 、 それ ほど じゃ な いわ よ 」 

魔 導 士 「 い や 、 あん た は アス ピオ の 誇り だ 」 

リタ 「 い こい い の :… ?] 

魔 導 士 「 な ん だ よ 、 変 に 殊 勝 だ な 。 いつ も の あん た らし く な い 」 

リタ 「 テテ 」 2 に 

無言 で 決戦 装束 を 受け 取る リタ 。 

魔 導 士 「 そ れ じ ゃ あな 。 が ん ば っ て くれ よ 」 

リタ 「 え 、 ええ ……」 

魔 導 士 は その 場 を あと に する 。 

エス テル 「 リ タ 、 着 て みて くだ さい !」 

リタ [ え 、 うん …-」 

リタ は 決戦 衣装 に 着替え る 。 

エス テル 「 う わぁ 、 カワ イイ 。 似合っ て ます ね 」 

リタ 「 そ 、 そう …… ?」 

エス テル 「 そ の 服 は 研究 者 の 信念 の 証 な ん で すね 」 

リタ 「 信 念 と いう より 、 道 を 究め た 者 の 証 か し ら 」 

エス テル 「 じ ゃ あ 、 リタ に ぴっ た り じ ゃ な いで す ?」 

リタ は 首 を 横 に 振っ て 、 エス テル の 言葉 を 否定 する 。 

リタ 「 ま だ まだ あたし に は 研究 し な きゃ いけ な いこ と が た 
くさ ん ある わ 」 

エス テル 「…… 精 翌 、 で すね ?」 

うな ずく り タ 。 

リタ 「 調 べ て も 、 調べ て も 魔術 の 世界 は 興 が ある ……。 


タマ ネギ の 皮 が 何 枚 も 何 枚 も 重なっ て る みた い に 
謎 が いく つ に も ある の ……」 


エス テル 「 で も 、 その 衣装 は も ら っ ち ゃ うん で す ?」 

リタ 「 え え 、 あり が た く 。 だ っ て これ 着 て る と 、 ぴ し っ と 
身 の ひ き し ま っ た 感じ [が する の 。 な ん で だ ろう …… 
フフ フフ …… な ん か いい アイ デア が 次 か ら 次 に 沸い 
て 出 て くる 気 が す る わ ……」 

エス テル が に が ん ば つと る だ さい ここ と ーー な ん と な く 、 リタ 


が 変人 っ て 呼ば れ て る 理由 、 わか っ た 気 し ます …」 


初め て シシ リー と 会 っ た ハル ル の 宿屋 前 で 、 ふた た び シ シリ ー を 見 
か けた 一 行 。 さ っ そく 彼 と あい さ つ を 交わ す 。 


レイ ヴ ン [よー、 ポン ジョ 形 ノ プー」 

カロ ル 「 ボ 、 ボン ジョ ルノー」 

カル ロウ X [シシ リー 様 一 一 ! ポン ジョ ル ノ 、 ズラ ー」 

シシ リー 「 お 一 、 あん た ら か ボン ジョ ルノー」 

リタ 「 す っ か り 仲良 く な っ ちゃ っ て ……」 

ユー 「 ま 、 良い ん じゃ ね ぇ の ?」 

リタ 「 べ 、 別に 悪い と は 言っ て な いわ よ …… 目 

ジュ ディ ス  「 記 点 、 少し うら や まし い の ね 」 

リタ 「 そ ぞ 、 そん な こと と に" 四 

レイ ヴ ン 「 そ 一 いや 、 は じ め て 会 っ た 時 も ここ だ っ た な 一 。 ま 
た 桜の 花びら で も 数 えて た の か ?」 

シシ リー 「 い や ーー、 そう いう わけ じゃ な いん だ けど ざー。 
ちょ っ と 刺激 的 な も の な いか な ーー っ て 」 

カル ロウ X 「 シ シリ ー 様 は 天才 ゆえ に 常に 刺激 を も と め て お られ る ズラ 

カロ ル 「 じ ゃ 、 じゃ あさ ! ボク た ち に 強い 武器 作っ て よ 」 


味 を も ら っ て いる 場合 


、  「 う 、 う ん -…… ち の と きみ メカ な ? 


ゴト ゴ / ブ - 1 に の 7 に ププ CS 

ジリ ー 「 う 一 ん 、 そう だ な ーー 一 。 今 、 あん まし 武器 に 興味 な 
いん だ けど ね ー、 あん た ら と は 付き 合い 長い し ね ー」 

カロ ル 「 い 、 いい の ?」 

ンク oe 「 そ うだ な ーー…… あ ん た ら が お れ を 刺激 する よう 
な こと を し て くれ た ら 作 る よー」 

カロ ル 「 刺 激 す る よう な こと …… ?」 

ジリ 「 ま た 変 な こと 言い 始め た ぞ ……」 

シシ リー 今 か ら 言 う 刺激 的 な こと を 1 つ し て くれ る た びに 1 


つ 武 器 を 作る よーー」 
シシ リー が 提示 し た 内 容 は 、 ど れ も か な り の 難題 。 途 方 に 暮れ る 一 行 。 


ジッ リー 「 ん じゃ 、 が ん ば っ て ね ーー」 
エス テル 「 ど 、 どう すれ ば 良い の で し ょ う …… ?」 
レイ ヴ ン 「 あ いつ が 言っ て る 刺激 的 な こと を すれ ば いい の か …… ?」 


ュー デリ 「…… ま 、 無視 し て も 何 も 問 題 な い だ ろ うけ ど な 」 
ジュ ディ ス 「 点 点 …… や る だ け や っ て みる の も お も し ろ そ う ね 」 


3 リ 」 
ッ シ リ ーー ン 「 そ ん な あん た に は これ を や る よ !」 


ユー リ は シシ リー か ら 竹 刀 ( 指 導 棒 ) を 受け 取る 。 
「 そ れ で ピ シ ピ シ ! 明日 の 日 に 向かっ て レッ ツ & ゴ ー !」 
に ジッ キス ユー 


シシ リー 


刺激 的 な ダメ ー ジ を 与え て か ら シ シリ ー に 話し か けた 場合 

シシ リー 「 お 、 刺 激 的 な ダメ ー ジ を 与え たたみ たい だ ね ー、 ア ウ グ ー リ ||」 

リタ 「 ま っ た く 。 手間 か けさ せな いで よね 」 

シシ リー 「 測 る 測る ! あれ も これ も ! デー タ 採 取 こ そ 基 本 !」 
「 そ れ は そう だ けど これ で 戦え っ て の ?」 

シシ リー 「 弘 法 筆 を 選ば ず ー」 

リタ 「 ま 、 そう だ けど 


刺激 的 な 戦い の 評価 を 得 て か ら シ シリ ー に 話し か けた 場合 
「 お 、 刺激 的 な 戦い の 評価 を も ら っ た みた い だ ね ー、 


シシ リー 
エス テル は シシ リー か が から ネ コ じ ゃ らし を 受け 取る 。 
シシ リー 


「 こ れ で 魅惑 の に ゃ ん に ゃ ん 攻撃 ! まさ に ネ コジ ェ ラ シー 
「 あ 、 あり が と う ご ざ いま す …… 


エス テル 


和 激 的 な 回 数 戦っ つて か ら シ シリ ー に 話し か けた 場合 年 
シシ リー  「 お 、 利 族 的 な 回 数 戦っ た みた い だ ね ー、 ア ウ グ ー リ | 芋 
| ジュディス  「 ぷ 良い 刺激 に な っ た か し らち 」 | 

| シシ リー  「 そ ん な あん た に は これ を や る よ ! り |i 
ジュ ディ ス は シシ リー か ら デ ッ キ ブラ シ を 受け 取る 。 | 
シシ リー [これ は 伝統 ある 謎 の 棒 ! メイ ド 姿 に な る と 更に 倍 ! 
ドー 、 人 生 RU ) ek MS 1 
| ジュディス 「 そ う 。 何 か の た め に が ん ば る わ 」 | 


刺激 的 な ほど お 金 を 持っ て シシ リー に 話し か けた 場合 
シシ リー 「 お 、 刺激 的 な ほど お 金 を 持っ て いる みた い だ ね ー、| 
ここ だ プラグ ク 000 お NN ES 
レイヴン 、 [お う W。 若 上 5 た ぜ っ まく と WW: 
シシ リー 「 そ ん な あん た に は これ を や る よ !」 
| レイ ヴ ン は シシ リー か ら バ パチ ンコ を 受け 取る 。 | 
/ マゾ リ ーー 「 子 ども 心 を 忘れ ず に 一 。 で も 人 に 向け て 撃つ ちゃ 

だ め 。 これ で 大 人 の 階段 を 上 る の だ -.」 
「 お っ さん に 大 人 の 階段 っ て …… 


レイ ヴ ン 


刺激 的 な 時 間 で 戦い を 終わ ら せ て か ら シ シリ ー に 話し か けた 場合 
シシ リー 「 お 、 刺激 的 な 時 間 で 戦い を 終わ ら せ た みた い だ 
敵 紀 IS' 
ユー リ 「 あ 、 ああ …… ま 、 ラ ピ ー ド が な ]} 電 
| シシ リー  「 そ ん な 犬 ちゃ ん に は これ を や る よ !| | 
| ラビ ピー ド は シシ リー か ら 5 焼き鳥 を 受け 取る 。 
シシ リー 「 ね ぎ ま ! ね ぎ ま ! ほれ !」 
ラビ ピー ド 本 た 4 計 粒 アデ スドー 
シシ リー 「 で も 砂 肝 の 方 が 好き ~ー」 
ラビ ピー ド Se 


そう 言っ て シシ ー 1 、 ラ クモ も アブ 2 


ユーリ. .-「 サ 。 サ ン キ ョ ヨード … ト 0 ee 2 2 


利 激 的 な ほど 和 逃 ば まく っ て か ら シ シリ ー に 話し か けた 場合 

シシ リー 。 「 お 、 刺 沸 69 な ほど 逃げ まく っ た みた い だ ね 一 、 ア ウ グ ー リ リ | 
「 う ん 。 な ん だ か 大 変 だ っ た よ 

シシ リー 「 そ ん な あん た に は これ を や る よ !] 

| カロル は シシ リー か ら 765kg ハ ンマ ー を 受け 取る 。 | 

シシ リー [これ で クー ソー し て か ら 桂 た り 頭 の 肥やし に な る ね ー」 
「 意 味 が わか ら な いん だ けど 


刺激 的 な 時 間 で 30 人 斬り を 達成 し て か ら シ シリ ー に 話し か けた 場合 

| シシ リー  「 お 、 刺 激 的 な 時 間 で 30 人 斬り を 運 成 し た みた い | 
だ ね ー、 アウ グー リ 」] 

| フレ ン 「 は い 、 お 陰 さ まで 、 い い 束 に な り まし た 」 

| シシ リー  「 そ ん な あん た に は これ を や る よ | 

| フレン は シシ リー か ら バ ラ の 花束 を 受け 取る 。 。 


| シシ リー  「 ト グ ゲト ゲ 、 取 っ 手 に も つい て る か ら 気 を つけ て ね ー」| . 
ラ レ ン 「 え …・? そ 、 そ れ は 武器 と し て 欠陥 な の で は ……」 
ッ ンジ リー [だ っ て そ ト ゲト ゲ は パラ の 孝 ャ ー バ ポイ ン ツ だ も の 5 
| 。。、 と 4 トット 4 


フレ ン 1 ぞ そ 、 者 う で まり の 


シシ リー [お 、 刺 激 的 な 回 数 合成 し た みた い だ ね ー、 ア ウ グ ー リ | : 
バテ ィ [うむ 、 ちまちま ちまちま 面倒 だ っ た の じゃ 」 “ 
シシ リー 「 そ ん な あん た に は これ を や る よ 3 


リ 「 い か ! いか ! いざ と 言 うと き は 非常 食 一 」 
イ 


\ テ 「 ス ル メ は うま いか ら の う 」 


シシ リー 「 一 夜 干し も 捨て が た いね 」 1 


パテ ィ [「 ザ ・ キ ング ・ オ ブ ・ 海 の 幸 人 


項目 を 達成 せ ず に シシ リー に 話し か けた 場合 
シシ リー 「 う ー ん 、 新た な 刺激 的 な こと は 何 も や っ て な いみ 
た い だ ね ー」 


ユー リ 「 そ 、 そっ か …-」 


会 話 後 、 項 目 が 残っ て いる 場合 
シシ リー 「 残 り の 刺激 な 項目 は これ だ け 残 っ て る よー」 


残り の 項目 を 提示 する シシ リー。 


ンジ リー | が ん は つる ね ー。 アリ ー ヴ ェ デ ル チ ー」 


会 話 後 、 す べ て の 項目 を 達成 し た 場合 

ジジ リー 「 お 一 一 全て の 刺激 的 な こと を や っ た ん だ ね ー。 マ 
ジリ だ いね ーー アウ グ ェ ジー」 

「 な ん だ か 、 そう みた い だ な 」 

「 だ い 点 刺激 され た よー、 グ ラッ ツェ ! じゃ 、 ま た どっ 
人 ウ つ か > デリ ンー ウ エナ ル チ ー] 

シシ リー が 走り 去る 。 

エス テル 「 お も し ろ い 人 で し た ね 」 


シシ リー 


に と 4 「 あ れ は 変人 っ て いう の よ 」 


2 の に ーー ド 


「 そ う ね 。 色々 珍し いも の も ら っ ち ゃ っ た し 」 
「 役 に 立つ も ん は ちっ と だ けど な 」 


レイ ヴ ン の 一 言 に 替 同 し て みん な 笑う 。 


1 料理 人 の 証 


料理 の 腕 を 磨き 、 多 種 多様 な 料理 を 作れ る よう に な っ た ユー リ た ち 。 
そん な 彼ら を 、 ワン ダー シェ フ が ノー ド ポ リカ で 待ち 受け て いた 。 
ワン ダー シェ フ 「 ど う や ら 、 この 私 が 授け た レシ ピ を すべ て 集め 、 さ 
ら に 研 鐘 を 積ん だ よう だ な 。 私 の 目 に 狂い は な か っ 
た 。 お まえ た ちこ そ 名 誉 の 舞台 に 立つ に ふさ わし い 」 
カロ ル 1 人 
ワン ダー シェ フ 「 近 く 、 帝国 と ギル ド の 友好 を 深め る た め 、 料理 バト 
ル が 開催 され る の だ 。 ギ ルド 側 の 代表 と し て お まえ 
た ち を 推薦 し よう 」 
「 料 理 の 試合 な ん だ ろ 。 あ ん た が 出れ ば いい ん じゃ 
な いか ?」 
ワン ダー シェ フ 「 私 た ち は 帝 国 宮廷 料理 人 と の 本 試合 が ある 。 そ っ 
ち が 毎 年 行わ れ て きた 本 来 の 大 会 さ 。 お まえ た ち 
が 出場 する の は エキ シビ ショ ンマ ッ チ だ 」 


レイ ヴ ン [帝国 の 料理 人 と 、 毎 年 試合 し こ て た だ っ て ? 初耳 だ な 」 

ワン ダー シェ フ 「 私 た ち は 、 料理 の 前 で は 皆 平 等 の 理念 の 下 、 帝国 
の 連中 と 水面 下 で 交流 し て た ん だ ]」 

エス テル 「 帝 国 と ギル ド が 歩み 寄り つつ あ る か ら …… 公 開 試 
合 が で きる よう に な っ た ん で すね 」 


ワン ダー シェ フ が うな ずく 。 
ジン ター シェ ブフ 「 ど うだ 、 出 て みた だ たく な っ だ だ ろ ?」 
カロ ル 「 ギ ルド の 名 を 売る チャ ンス だ けど ・…… 和 失敗 し た ら 


ワン ダー シェ フ 「 つ べ こ べ 言 わ ず 受 け 取 れ !」 

料理 バト ル 招 待 状 を 無理 矢 理 持た され る カロ ル 。 

カロ ル 「 え ええ ええ 。 ど 、 どう し よ 」 

ワン ダー シェ フ 「 案 ずる な 、 相手 も ド 素人 だ 。 そ し て 必勝 の 策 も す 
で に 用 意 さ れ て いる 。 これ が 究極 の メニ ュー だ !」 

マー ボー カレ ー の レシ ピ を 教え る ワン ダー シェ フ 。 

ワン ダー シェ フ 「 そ の メニ ュー と 、 この 私 が これ まで に 授け た レシ ピ 
が お まえ た ち を 一 流 に 育て あげ る ! さぁ 行け ! 寸 
刻 た り と も 無駄 に せ ず 、 修行 に 励 び の だ ! ダン グレ 
スト の 料理 スタ ジア ム 栄 光 の 舞台 で 待っ て いる ぞ !」 

ワン ダー シェ フ は 和 煙 と 共に 消え 去る 。 

カロ ル 「 料 理 バ トル だ っ て 」 

ジュ ディ ス [面白 そう ね 」 


エス テル 「 帝 国 と ギル ド の 親善 試合 で すか ら 、 放っ て お け ま 
せん ね 」 
し 「 ん じゃ 、 今度 ダン グレ スト に 立ち 寄っ て みっ か 」 


一 行 は ダン グレ スト を 訪れ 、 料理 スタ ジア ム の 受付 に 話し か ける 。 

受付 「 会 場 へ の 入場 は 招待 状 が 必要 と な り ま す 。…… 失 
礼 い た し まし た 。 ギ ルド 代表 の 方 で すね 。 一 度 会 坦 
に 入ら れ た ら 途 中 径 権 、 退場 は で きま せん 。 準備 は 
よろ し いで すか ?」 


「 は い 」 を 選ん だ た 場合 


「 ユ ー リ 」 を 選ん だ 場合 
ユー ジリ 「 オ レ が 行く か 。 平和 的 な バト ル っ て の も 面白 そう だ 」 
いね 。 ラ ピード と 待っ て る よ 」 ' 
「 審 査 の 公正 を 期す た め 双方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 
審査 具 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 
本 部 で 行い ます 。 それ で は 、 会場 へ ご 案内 いた し ます 」 

司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 
まし た ! 第 1 回 幸福 の 晩 准 会 エキ シビ ショ ンマ ッ チ 
開幕 で す ! 主催 は ヨー デル 殿下 な ら び に ギル ド ユ 
ニオ ン 、 協賛 は 幸福 の 市 場 (ギル ド ・ ド ・ マル シェ ) 
で お 送り し て いま す 」 


レイ ヴ ン  「 大 規模 な 大 会 だ ね ぇ ] [ 
リタ 「 あ の 天然 殿下 、 本 当 は 暇 に 違い な いわ 」 


司会 「 ま ず 、 ルー ル を ご 説明 し ます 。 作っ て いた だ く 料 理 は 、 
前 菜 、 メ イン 、 デ ザー ト の 3 品 。 料理 の 味 、 盛 付け 、 コ ー 
ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と な り ま す 。 それ 
で は 、 選手 入場 で す ! ギル ドサ イド 、 凛々 の 明星 ( ブ 
レイ プ ヴ ェ ス ペリ ア ) 所 属 、 ユ ー リ : ロ ー ウ ェ ル シェ フー 
司会 「 対 する 帝国 サイ ド 、 帝国 騎士 団 所 属 、 フ レン ・ シ ー 
ユリ 「 ノ ー ド ポリ カ に 続い て か よ 」 
フレ ン 「 今 度 こそ 真剣 勝負 で きそう だ ね 」 


司会 「 そ れ で は 、 第 1 回 幸福 の 晩 礁 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 


受付 


ユー リ と フレ ン が 食材 を 物色 する 。 


エス テル 「 こ うい う 対 決 な らい いで すね 」 


レイ ヴ ン 「 微 笑 ま し く て 、 いん じゃ な い ?」 


食材 を 選ん だ 両者 は 調理 台 に 移り 、 料理 を 始め る 。 し ば らく し て 、 
司会 「 調 理 終了 ー! 早速 試食 に 移り ます 。 料 理 に 評 
価 を つけ る の は 主催 、 協賛 か ら 代表 の お 三方 と 各 
チー ム よ り 選 出さ れ た 二名 で す 。 試食 先攻 、 ギ ルド 
サイ ド 、 ユー リ シ ェ フ の 料理 !」 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 は 満足 し て いる 様子 。 
ルブラン 「 む お む …… こ れ は …… 実 に うま い 。 騎 士 団 食堂 の 味 
カウ フ マ ン  「 悪 く な いわ 。 こ れ な ら お 金 を 払っ て も いい わ ね 」 
ヨー デル 「 お いし いで す 。 お 城 の コッ ク に も ひけ を と り ま せん 
カロ ル 「 お いし 一 ボク 、 ユー リ の 料理 、 大 好き !| 
ワン ダー シェ フ 「 我 が 目 に 狂い な し !」 


勝利 楽 件 を 満た し て いな い 場 合 


料理 を 口 に し た 審査 上 員 の 面々 が 不満 の 表情 を 見 せる 。 


ルブラン 「 ふ お 、 食べ られ な いこ と も な い 」 


カウ フ マ ン  「 お 金 払っ て くれ た ら 食べ て あげ て も いい っ て 味 ね 」 
」 


司会 「 ユ ー リ シェ フ 、 苦戦 必至 か !?] 
司会 「 続 きま し て 、 試 食後 攻 、 需 国 側 、 フ レン シェ フ の 料理 
カロ ル 「 う わ 、 きれ しい は 
うぅ っ !?] 
カウ フ マ ン 」 
カロ ル | う ぇ っ 1?」 
司会 「 お お っ と ぉ ? 審査 員 席 どう し た ! 次 々 と 倒れ て 
私 の 人 選 ミ ス 、 で すね 」 
「 お 口 に 合い ませ ん で し た か 。 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 
上 上手く 出来 た は ず な の に な 」 
ワン ダー シェ フ 「 こ れ は 料理 に 対す る 冒 法 だ ! 足 様 ( き さま )、 恥 
T を 知れ ぇ ぇ !」 
激怒 し た ワン ダー シェ フ が 和 煙 と 共に 消え る 。 
レイ ヴ ン 「 相 変わ ら ず の 味 オ ンチ ね ……」 
「 気 を 利 か せ て 、 レシ ピ 以 上 の 味 を 出 そ う と し た 結 
果 が この 惨状 よ 。 まっ た く は た 迷惑 よね 」 
「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 まし た 。 今 
試合 を 制 し た の は ……」 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 


ユー リ 「 お まえ が レシ ピ ど お り に 作っ て た ら 、 オレ は 負け て 

た か も な 」 

「 こ の 判定 、 納得 いき ませ ん ! 私 に も 試食 を !」 

「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 

険 だ と 思う 。 や め た ほう が いい よ 、 絶対 」 

「 ユ ー リ シェ フ の 勝利 を 称え 、 庶民 派 シ ェ フ の 称号 

を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 

勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 

フレ ン 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 
「 チ ッ 。 見 た 目 と 構成 の 評価 で 差 を つけ られ すぎ た か 」 
「 ギ ルド チー ム 、 ぜ ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい た い 
「 こ れ に て 、 第 1 回 幸福 の 晩 克 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 
チ 終 幕 で す ! 第 2 回 大 会 で お 会 いし まし ょ う !」 

料理 バト ル を 終え た 一 行 に に ワン ダー シェ フ が 言葉 を か ける 。 

ワン ダー シェ フ 「 料 理 は 心 だ 。 結果 に と ら わ れる 事 は な い 、。 貴様 ( き 

_ さま ) の 料理 に は も は や 言う 事 は な い 。 新 た な 料理 

道 に 辿り 着い た と き 語ら お う で は な いか 」」 
「 へ い へ い 

「 エ ステ ル 」 を 選ん だ 場合 

ユー リ 「 エ ステ ル 、 頼む 」 

エス テル 「 わ た し で すか ? いい ん で す ?」 

カロ ル 「 う ん 、 も ちろ ん だ よ 。 頑張 っ て ね エス テル 」 

エス テル 「 は 、 は い 。 全力 を 尽く し ます !」 
「 ギ ルド と 帝国 の 対戦 な ら 僕 は 同席 し な い ほ うがい 
いね 。 ラ ピー ド と 待っ て る よ 」 ーー 


ツテ ディア 
ウィ チル 


「 審 査 の 公正 を 期す た め 双 方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 
審査 員 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 
本 部 で 行い ます 。 それ で は 、 会場 へ ご 案内 いた し ます 」 
会 場 に 案内 され る 一 行 。 そし て いよ いよ 料理 バト ル が 開催 され る 。 
司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 


開幕 で す ! 主催 は ヨー デル 殿下 な ら び に ギル ド ユ 


ニオ ン 、 協賛 は 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 


「 あ の 天然 殿下 、 本 当 は 貝 に 違い な いわ 」 
司会 「 ま ず 、 ルー ル を ご 説明 し ます 。 作 っ て いた だ く 料 
理 は 、 前 菜 、 メイ ン 、 デザ ー ト の 3 品 。 料理 の 味 、 盛 
り 付 け 、 コー ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と 
な り ま す 。 それ で は 、 選手 入場 で す ! ギル ドサ イド 、 
司会 「 対 する 帝国 サイ ド 、 帝 国 騎士 団 所 属 、 フ レン シェ フー |」 


フレ ン 「 お 互い 全力 を 尽く し て いい 試合 を し まし ょ う 。 よ ろ 


し く お 願 いい た し ます 」 
司会 「 そ れ で は 、 第 1 回 幸福 の 晩 故 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 
チレ ディ 、 ゴー リ 」 


両者 は 食材 を 選び 、 調理 台 で 料理 を 始め る 。 し ば らく し て 、 司会 
が 調理 終了 を 告げ る 。 
司会 「 調 理 終了 ー! 
サイ ド 、 エス テリ ー ゼ シェ フ の 料理 !」 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 は 満足 し て いる 様子 。 


早速 試食 に 移り ます 。 料 理 に 評 


実に うま い 。 騎士 団 食 堂 の 味 


を は る か に 超え て いる ]」 
カウ フ マ ン  「 悪 く な いわ 。 こ れ な ら お 金 を 払っ て も いい わ ね 」 


ヨー デル 「 お いし いで す 。 お 城 の コッ ク に も ひけ を と り ま せん 
カロ ル 「 エ ステ ル 、 ホン ト に 料理 うま く な っ た よね 」 
ワン ダー シェ フ 「 我 が 目 に 狂い な し !」 
司会 「 エ ステ リー ゼ シ ェ フ 好 印 象 の よう で す !」 

勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 
ルブラン 「 ふ む お 、 食べ られ な いこ と も な い 」 
カウ フ マ ン  「 お 金 払 っ て くれ た ら 食 べ て あげ て も いい っ て 味 ね 」 
ヨー デル 「 ち ょ っ と 言葉 に 困り ます ね …… 
カロ ル 「 い つも どおり イマ イチ ?」 
ワン ダー シェ フ 「 こ の 私 が …… こ の 私 が 見 込み 違い だ っ た だ と ? 
司会 「 エ ステ リー ゼ シ ェ フ 苦戦 必至 か !?」 
カロ ル 「 う わ 、 きれ い ……」 
カウ フ マ ン [月 す の が 恒 し い 料 理 な ん て 源 多 に 出会え る も の じゃ な いわ 
ワン ダー シェ フ 「 あ の 男 、 料 理 の 何たる か が わか っ て いる な 。 侯 れん 」 
料理 を 口 に し た 骨 間 、 審査 貞 の 面々 が 苦 問 の 表情 を 浮か べ る 。 


衝 査 員 た ち 。 : 
「 お お っ と ぉ ? 審査 員 席 どう し た ! 
いき ます !」 

_「 ヨ ー デ ル 様 、 いか が で す 」 


次 々 と 倒れ て 


フレ ン 「 お 口 に 合い ませ ん で し た か 。 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 
上 手 く 出来 た は ず な の に な 」 
ワン ダー シェ フ 「 こ れ は 料理 に 対す る 冒 法 だ ! 貴様 ( き さ ま )、 恥 
を 知れ ぇ ぇ !」 
激怒 し た ワン ダー シェ フ が 煙 と 共に 消え る 。 
ジュ ディ ス  「 レ シ ピ どおり に 作れ ば お いし い 料 理 を 作れ る の に 。 
| 、. どう し て も 先 @NDG お ゃ 3 の RI 
| リタ  「 気 を 利 か なせ て 、 レ シ ピ 以 上 の 味 を 出 そ うと し た 結 


果 が この 惨状 よ た 。 まっ た く は た 迷惑 よね 」 


司会 「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 まし た 。 今 
試合 を 制 し た の は ……」 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 


「 ギ ルド サイ ド ! 勝者 、 エ ステ リー ゼ シ ェ フ !」 
エス テル 「 勝 つっ ちゃ いま し た ……」 
ジュ ディ ス | や る じゃ な い 、 エス テル 」 
プレ ン 「 城 を 出 て か ら 、 多く を 学ば れ た よう で すね 。 負け る 
と は 思い ませ ん で し た 」 
エス テル 「 わ た し も 、 まさ か フレ ン に 勝て る な ん て 思っ て ませ 
ソ デ ィ ア 「 こ の 判定 、 納得 いき ませ ん ! 私 に も 試食 を !」 


ウィ チル 「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 
険 だ と 思う 。 や め た ほう が いい よ 、 絶対 」 
司会 「 エ ステ リー ゼ シ ェ フ の 勝利 を 称え 、 称号 コル ドン ブ 
ルー を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 
司会 「 需 国 サ イド ! 勝者 、 フ レン シェ フ !」 
フレ ン 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 


カロ ル 「 味 は アレ だ っ た けど 、 フレ ン の 料理 は 、 その 他 の 
評価 項目 が よかっ た ん だ よね 」 
「 ル ー ル で フレ ン に 分 が あり 、 か 。 まあ 、 仕 方 ね えよ な ]」 


「 ギ ルド チー ム 、 ぜ O ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい た い !」 


チ 終幕 で す ! 第 2 回 大 会 で お 会 いし まし ょ う !」 
料理 バト ル を 終え た 一 行 に 、 ワン ダー シェ フ が 言葉 を か ける 。 
ワン ダー シェ フ 「 料 理 は 心 だ 。 結 果 に と ら わ れる 事 は な い 。 レシ ピ 
通り に 作る 事 は 大 事 だ が 新た な 可能 性 を 模索 する 


の も 料理 の 道 だ ぞ 」 
エス テル 「 は 、 は い 」 


「 カ ロ ル 」 を 選ん だ 場合 
ユー リ ここ 一 番 は 、 や っ ば 首領 (ボス ) 候 補 の カロ ル 大 先生 だ ろ 」 
カ 


か ら 、 頑張 る よ 」 
「 ギ ルド と 帝国 の 対戦 な ら 僕 は 同席 し な い ほ うがい 
いね 。 ラ ピー ド と 待っ て る よ 」 
「 審 査 の 公正 を 期す た め 双 方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 
審査 貞 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 
本 部 で 行い ます 。 それ で は 、 会 場 へ ご 案内 いた し ます 」 
会 場 に 案内 され る 一 行 。 そ し て いよ いよ 料理 バト ル が 開催 され る 。 


ニオ ン 、 協賛 は 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 
_ で お 送り し て いま す 」 | 

「 大 規模 な 大 会 だ ね ぇ 」 

「 あ の 天然 殿下 、 本 当 は 暇 に 違い な いわ 」 


前 菜 、 メ イン 、 デ ザー ト の 8 品 。 料 理 の 味 、 盛 り 付 け 、 コ ー 
ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と な り ま す 。 そ れ 
で は 、 選手 入場 で す ! ギル ドサ イド 、 凛々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) 所 属 、 カロ ル ・ カ ペル シェ フー !」 
カロ ル が 入場 する 。 
司会 「 対 する 帝国 サイ ド 、 帝国 騎士 団 所 属 、 フ レン ・ シ ー 
ーー 、 プ ォ オシ エフ ー | 


カロ ル 「 う ん 。 ボク だ っ て ギル ド の 名 を 背負 っ て る ん だ 。 負 
両者 は 食材 を 選び 、 調理 台 で 料理 を 始め る 。 し ば らく し て 、 司会 
司会 「 調 理 終了 ー! 早速 試食 に 移り ます 。 料理 に 評 
価 を つけ る の は 主催 、 協賛 か ら 代表 の お 三方 と 各 
チー ム よ り 選 出さ れ た 二名 で す 。 試食 先攻 、 ギ ルド 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 。 0 
料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 は 満 定 し て いる 様子 。 
ルプ ラン 「 お むむ お …… これ は …… 実に うま い 。 騎士 団 食堂 の 味 


を は る か が に 超え て いる 」 
カウ フ マ ン  「 悪 く な いわ 。 こ れ な ら お 金 を 払っ て も いい わ ね 」 


ヨー デル 「 お いし いで す 。 お 城 の コッ ク に も ひけ を と り ま せん 


WWW 【KW 
エス テル 「 い つも どおり お いし いで す 。 カ ロ ル 、 頑 張り まし た ね 」 
| ワン ダー タネ ラ | 務 が EEgUT 000 
[司会 。 「 カ ロ ル シ ェ フ 、 な か な が 好 印 象 の よう で す !| | 
勝利 条件 を 満た し て いな いり 場合 。 

料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 が 不満 の 表情 を 見 せる も 。 。 | 
ルプ ラン 「 上 ふむ 、 食べ られ な いこ と も な い 」 

カウ フ マ ン  「 お 金 払 っ て くれ た ら 食 べ て あげ て も いい っ て 味 ね 」 
ヨー デル 「 な る ほど 、 これ が 庶民 の 味 で すか …… 


エス テル 「 い つも どおり で す 。 カロ ル 、 頑張 り ま し た 」 
ワン ダー シェ フ 「 こ の 私 が …… この 私 が 見 込み 違い だ っ た だ と ? 
司会 「 続 きま し て 、 試 食後 攻 、 需 国 側 、 フ レン シェ フ の 料理 !」 


並べ られ た 料理 の 美 し さ に 感動 する 審査 員 一 同 。 


料理 を 口 に し た 瞬間 、 審査 上 員 の 面々 が 苦 閥 の 表情 を 浮か べ る 。 


ーーー 


昔 し み 出す 履 査 員 た ち 。 
司会 


「 お お っ と ぉ ? 審査 員 席 どう し た ! 次 々 と 倒れ て 


IIIROITTIIIIII TI 
ワン ダー シェ フ 「 こ れ は 料理 に 対す る 冒 だ ! 貴様 ( き さ ま )、 恥 
ITITISTI0900 oo 
激怒 し た ワン ダー シェ フ が 煙 と 共に 消え る 。 
|" リ | 相 わ ら ず の オン が] 
ジュ ディ ス  「 レ シ ピ どおり に 作れ ば お いし い 料 理 を 作れ る の に 。 
どう し て も 、 気 を 利 か せ ち ゃ う の ね 」 
| リタ  「 気 を 利 か せ て 、 レシ ピ 以 上 の 味 を 出 そ うと し た 結 
果 が この 惨状 よ 。 まっ た く は た 迷惑 よね 」 
| 「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 まし た 。 今 
試合 を 制 し た の は ……」 
除電 八潮 た し て いる 介 信 。  5?50{0{0{〔w 
司会 「 ギ ルド サイ ド ! 勝者 、 カロ ル シ ェ フ !」 


ジュ ディ ス  「 さ す が は 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) を 担 


う 未 来 の 大 物 ね 」 


レイ ヴ ン 「 大 舞台 で 一 旗 挙 げ る な ん て や る ね ぇ 」 


フレ ン 「 お めで と う 。 僕 も 自信 は あっ た ん だ けど 、 君 の 腕 


カロ ル 「 じ 、 自信 あっ た ん だ …… ?」 
ウィ チル 「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 
司会 「 カ ロ ル シ ェ フ の 勝利 を 称え 、 ギル ド の 料理 番 の 称 
号 を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな いり 場合 

司会 「 帝 国 サ イド ! 勝者 、 フ レン シェ フ !」 

プレ ン 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

「 フレ ン の あの 料理 に 負け た の ? な ん で …… ァ 」 
「 味 は アレ で し た けど 、 フレ ン の 料理 は 、 その他 の 


エス テル 


評価 項目 が 素晴らし か っ た か ら 」 
ユー リ [ルー ル で フレ ン に 分 が あり 、 か 。 ま あ 、 仕 方 ね えよ な 」 
司会 「 ギ ルド チー ム 、 ぜ O ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい た い !」 


「 こ れ に て 、 第 1 回 幸福 の 晩 疾 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 
チ 終 幕 で す ! 第 2 回 大 会 で お 会 いし まし ょ う !」 


料理 バト ル を 終え た 一 行 に 、 ワン ダー シェ フ が 言葉 を か ける 。 


ワン ダー シェ フ 「 料 理 は 心 だ 。 結果 に と ら わ れる 事 は な い 。 足 様 ( さ 


カロ ル 「 そ 、 そん な こと 言わ れ て も ……-」 

「 リ タ 」 を 選ん だ 場合 

ユー リ 「 自 分 に は 関係 な いっ て 顔 し て る リタ だ 」 

リタ 「 は あ !? いや よ 、 他 あ た っ て 」 

受付 「 あ っ …… リ タ 様 で 受け 付け て し まい まし た 。…… 受 

リタ 「 ち ょ っ と 、 な ん で よ ! 早まっ た の そっ ち で し ょ !」 

フレ シン 「 ギ ルド と 帝国 の 対戦 な ら 僕 は 同席 し な い ほ うがい 
いね 。 ラ ピ ー ド と 待っ て る よ 」 

受付 「 審 査 の 公正 を 期す た め 双 方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 
審査 上 員 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 
本 部 で 行い ます 。 そ れ で は 、 会 場 へ ご 案内 いた し ます ]」 

司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 
まし た ! 第 1 回 幸福 の 晩 克 会 エキ シビ ショ ンマ ッ チ 

レイ ヴ ン 「 大 規模 な 大 会 だ ね ぇ 」 

司会 [まず 、 ルー ル を ご 説明 し ます 。 作っ て いた だ く 料 
理 は 、 前 菜 、 メイ ン 、 デザ ー ト の G 品 。 料理 の 味 、 盛 

な り ま す 。 それ で は 、 選手 入場 で す ! ギル ドサ イド 、 

美食 の 響 宴 推薦 、 リ タ ・ モ ルディ オシ ェ フ ー !」 

司会 「 対 する 帝国 サイ ド 、 帝 国 騎士 団 所 属 、 フ レン シェ フー |」 

入場 し て きた フレ ン に 驚く ギル ド 席 の 面々 。 


勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
料理 を 口 に し た 和 審査 員 の 面々 は 満足 し て いる 様子 。 


ルブラン 「 お お …… こ れ は -…… 実 に うま い 。 騎士 団 食 堂 の 味 


を は る が に 超え て いる 」 
カウ フ マ ン  「 悪 く な いわ 。 これ な ら お 金 を 払っ て も いい わ ね 」 


ヨー デル  「 お いい で す 。 お 乱 の コッ ク に も ひけ を と 5 ませ ん | 
Il 
司会 。 [リタ シェ フ 、 な か な か 印 殺 の よう で すり] | 
勝利 条件 を 満た し て いな いり 場合 
| 料 理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 が 不満 の 表情 を 見 せる 。 | 
ルプ ラン  「a む 、 食 べら 5 れ な いこ と も な Q」 | 
| カ ウフ マン お金 払 っ て くれ た ら 廊 べ て あげ て も いい っ て 味 ね ]| 


ヨー デル 「 な る ほど 、 これ が 庶民 の 味 で すか ……」 
カロ ル 「 い つも どおり 最悪 」 

ワン ダー シェ フ 「 こ の 私 が …… こ の 私 が 見 込み 違い だ っ た だ と ? 
カロ ル 「 う わ 、 きれ い ……」 “ 
ワン ダー シェ フ 「 あ の 男 、 料 理 の 何たる か が わか っ て いる な 。 作 れ ん 」 
料理 を 口 に し た 瞬間 、 審査 員 の 面々 が 苦 問 の 表情 を 浮か べ る 。 


ルウ フッ くつ 。 | 


ワン ダー シェ フ 「 こ れ は 料理 に 対す る 冒 だ ! 貴様 ( き さ ま )、 恥 


司会 「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 まし た 。 今 


試合 を 制 し た の は …」 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
司会 「 ギ ルド サイ ド ! 勝者 、 リ タ シ ェ フ !] 
ジュ ディ ス  「 予 想 外 の 大 番狂わせ だ わ ] 
リタ 「 あ た し 以下 っ て 、 あ ん た …… 救 いよ うな いん じゃ な い 」 


ヅ デ ィ ア 「 こ の 判定 、 納得 いき ませ ん ! 私 に も 試食 を !」 
ウィ チル 「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 
険 だ と 思う 。 や め た ほう が いい よ 、 絶対 」 
を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 
司会 「 電 国 サ イド ! 勝者 、 フ レン シェ フ !」 


テッ 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 
リタ 「 そ りゃ 当然 の 結果 よね 。 あたし を 出場 させ た の が 
司会 「 ギ ルド チー ム 、 ぜ ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい た い 


ささ 


「 も 一 、 いい で し ょ 。 お な か に 入れ ば 同じ な ん だ か ら 」 

ワン ダー シェ フ 「 ぐ 、 ぐ め ぬう … 」 

「 レ イヴ ン 」 を 選ん だ 場合 | | 

ユー リ 「 全 ギル ド 代 表 な ら お っ さん が 適任 だ ろ 」 

レイ ヴ ン 「 点 お 、 帝国 と の 対決 よね 。 面白 そう だ か ら の る わ 」 

フレ ン 「 ギ ルド と 帝 国 の 対戦 な ら 僕 は 同席 し な い ほ うがい 
いね 。 ラ ピー ド と 待っ て る よ 」 

受付 「 審 査 の 公正 を 期す た め 双 方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 

審査 員 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 

本 部 で 行い ます 。 それ で は 、 会 場 へ ご 案内 いた し ます 」 

会 場 に 案内 され る 一 行 。 そ し て いよ いよ 料理 バト ル が 開催 され る 。 

司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 
まし た ! 第 1 回 幸福 の 晩 交 会 エキ シビ ショ ンマ ッ チ 
開幕 で す ! 主催 は ヨー デル 殿下 な ら び に ギル ド ユ 


| "ニオ ン . 協 換 は 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・- ド ・ マ ル シ ェ )| 
「 ま ず 、 ルー ル を ご 説明 し ます 。 作 っ て いた だ く 料 


理 は 、 前 菜 、 メイ ン 、 デザ ー ト の G 品 。 料理 の 味 、 盛 
_ り 付け 、 コー ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と 

な り ま す 。 それ で は 、 選手 入場 で す ! ギル ドサ イド 、 
美食 の 絡 宴 推 鞍 、 レ イヴ ン シ ェ フー !」 

レイ ヴ ン が 入場 する 。 

司会 「 対 する 帝国 サイ ド 、 帝 国 騎士 団 所 属 、 フ レン シェ フー 

入場 し て きた フレ ン に 驚く ギル ド 席 の 面々 。 

フレ ン 「 あ な た と は 一 度 、 お 手合 わせ 願い た いと 思っ て まし た 」 

レイ ヴ ン 「 お い お い こん な 手合 わせ で も いい の か ?」 

司会 「 そ れ で は 、 第 1 回 幸福 の 晩 人 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 


[ 、 し プ ィ スー リ 
両者 は 食材 を 選び 、 調理 台 で 料理 を 始め る 。 し ば らく し て 、 司 会 


が 調理 終了 を 告げ る 。 

司会 _ 「 調 理 終了 ー! 早速 試食 に 移り ます 。 料 理 に 評 
価 を つけ る の は 主催 、 協賛 か ら 代表 の お 三方 と 各 
チー ム よ り 選 出さ れ た 二名 で す 。 試食 先攻 、 ギ ルド 

。 サイ ド 、 レイ ヴ ン シェ フ の 料理 !」 

勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 は 満足 し て いる 様子 。 
ルブラン 「 お お …… こ れ は …… 実 に うま い 。 騎 士 団 食 堂 の 味 


ヨー デル 「 お いし いで す 。 お 城 の コッ ク に も ひけ を と り ま せん 
カロ ル 「 レ イヴ ン 、 意外 と 料理 上 手 い ん だ よね 」 


ワン ダー シェ フ 「 我 が 目 に 狂い な し !」 

司会 「 レ イヴ ン シ ェ フ 、 な か な か 好 印 象 の よう で す !」 

勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 

料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 が 不満 の 表情 を 見 せる 。 

ルブラン 「 上 ふむ お 、 食べ られ な いこ と も な い 」 

カウ フ マ ン  「 お 金 払っ て くれ た ら 食 べ て あげ て も いい っ て 味 ね 」 

ヨー デル  。 「 な る ほど 、 こ れ が 庶民 の 味 で すか …… 

カロ ル 「 い つも どおり イマ イチ ?] 

ワン ダー シェ フ 「 こ の 私 が …… こ の 私 が 見 込み 違い だ っ た だ と ? 
あり えな い 。 断じて あり え ぬ !」 

司会 「 レ イヴ ン シ ェ フ 、 苦戦 必至 か !?」 

司会 。  「 続 きま し て 、 試 食後 攻 、 帝 国 側 、 フ レン シェ フ の 料理 !」 

並べ られ た 料理 の 美 し さ に 感動 する 審査 員 一 同 。 

カロ ル  。 「 う わ 、 き れい ……」 

ヨー デル  。 「 皿 の 上 の 芸術 で すね ]」 

カウ フ マ ン  「 有 崩す の が 惜しい 料理 な ん て 減 多 に 出会え る も の じゃ な いわ ] 

ワン ダー シェ フ 「 あ の 男 、 料 理 の 何たる か が わか っ て いる な 。 作 れ ん 」 

料理 を 口 に し た 瞬間 、 審査 員 の 面々 が 苦 疾 の 表情 を 浮か べ る 。 

ルフ ラン  「 む わ うぅ っ ピ 」 ー 

カウ フ マ ン < っ | 

_ 4 っ 9」 


可 
H 


苦し み 出 す 審 査 員 た ち 。 


「 ヨ ー デ ル 様 、 いか が で す ]」 
私 の 人 選 ミ ス 、 で すね 」 ] 
「 お 口 に 合い ませ ん で し た か 。 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 


上 手 く 出来 た は はず な の に な 」 

ワン ダー シェ フ 「 こ れ は 料理 に 対す る 冒 だ ! 貴様 ( き を さま )、 恥 
を 知れ ぇ ぇ !] 

激怒 し た ワン ダー シェ フ が 煙 と 共に 消え る 。 
「 相 変わ ら ず の 味 オ ンチ か 」 

ジュ ディ ス  「 レ シ ピ どおり に 作れ ば お いし い 料 理 を 作れ る の に 。 


リ デ 「 気 を 利 か せ て 、 レシ ピ 以 上 の 味 を 出 そ う と し た 結 


果 が この 惨状 よ 。 まっ た く は た 迷惑 よね 」 


司会 「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 ま し た 。 今 
試合 を 制 し た の は ……」 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 


「 ギ ルド サイ ド ! 勝者 、 レ イヴ ン シ ェ フ !」 
「 お っ さん な ら 手 を 抜く と 思っ て た の に 」 
世 れ 入り まし た 。 僕 は 剣 、 料理 共に 、 あな た か ら 多 
く を 学 点 必要 が ある 」 
「 俺 は 弓 使 いな ん だ が …… 
「 こ の 判定 、 納得 いき ませ ん ! 私 に も 試食 を !」 
「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 
険 だ と 思う 。 や め た ほう が いい よ 、 絶対 」 
を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな いり 場合 
「 国 サイ ド ! 勝者 、 フ レン シェ フ !」 


レイ ヴ ン 
ソン ディ ア 
ウィ チル 


「 ジ ュ デ ィ ス 」 を 選ん だ 場合 


ユー リ  「 料 理 と いえ ば ジュ ディ だ ろ 」 


ジュ ディ ス  「 任 せ て 。 必ず 勝つ わ 」 


受付 「 審 査 の 公正 を 期す た め 双方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 
_ 審査 上 員 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 
本 部 で 行い ます 。 そ れ で は 、 会 場 へ ご 案内 いた し ます 」 
司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 
まし た ! 第 1 回 幸福 の 晩 交 会 エキ シビ ショ ンマ ッ チ 
開幕 で す ! 主催 は ヨー デル 殿下 な ら び に ギル ド ユ 
ニオ ン 、 協賛 は 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 
レイ ヴ ン 「 大 規模 な 大 会 だ ね ぇ 」 
リタ 「 あ の 天然 殿下 、 本 当 は 暇 に 違い な いわ 」 
_  「 ま ず 、 ル ー ル を ご 説明 し ます 。 作 っ て いた だ く 料 理 は 、 
前 菜 、 メイ ン 、 デザ ー ト の 3 品 。 料理 の 味 、 盛り 付け 、 
コー ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と な り ます 。 
それ で は 、 選手 入場 で す ! ギル ドサ イド 、 凛々 の 明 


星 ( ブ レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) 所 属 、 ジ ュ デ ィ ス シェ フー !」 


司会 [対す る 帝国 サイ ド 、 帝 国 騎士 団 所 属 、 フ レン シェ フー | 
フレ ン [真剣 に 楽し く や り た いね 。 よろ し く 」 

司会 「 そ れ で は 、 第 1 回 幸福 の 晩 夫 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 
両者 は 食材 を 選び 、 調理 台 で 料理 を 始め る 。 し ば らく し て 、 司会 
| 司会 「 調 理 終了 ー! 早速 試食 に 移り ます 。 料 理 に 評 


| 価 を つけ る の は 主催 、 協賛 か ら 代 表 の お 三方 と 各 


勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 は 満足 し て いる 様子 。 
ルブラン 「 お お …… こ れ は …… 実 に うま い 。 騎士 団 食堂 の 味 
カウ フ マ ン  「 悪 く な いわ 。 これ な ら お 金 を 払っ て も いい わ ね 」 
ヨー デル 「 お いし いで す 。 お 城 の コッ ク に も ひけ を と り ま せん 
| カロ ル [ボク 、 ジ ュ デ ィ ス の 料理 が な いと も う 生 き て いけ な いか も 」 
ワン ダー シェ フ 「 我 が 目 に 狂い な し !」 

司会 。) 「 ジ ュ ディ スシ ェ フ 衝 印 朱 の よう で す ] = 
勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 

ルブラン [ふむ 、 食べ られ な いこ と も な い 」 

カウ フ マ ン  「 お 金 払っ て くれ た ら 食 べ て あげ て も いい っ て 味 ね 」 


コーデ テル 「 皿 の 上 の 芸術 で すね 」 

カウ フ マ ン  「 崩 す の が 惜しい 料理 な ん て 減 多 に 出会え る も の じゃ な いわ ] 

ワン ダー シェ フ 「 あ の 男 、 料 理 の 何たる か が わか っ て いる な 。 作 れ ん 」 

料理 を 口 に し た 明 間 、 審査 員 の 面々 が 苦 関 の 表 情 を 浮か べ る 。 
mn 


カウ マン 
カロ ル 


「 お お っ と ぉ ? 審査 員 席 ご どう し た ! 
いき ます 1 
「 あ ら あ ら 」 


次 々 と 倒れ て 


ジュ ディ ス 


ュー・・ 


ECI 


「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 まし た 。 今 
試合 を 前 し た の は | 。 


司会 「 ギ ルド サイ ド ! 勝者 、 ジ ュ デ ィ ス シェ フ !」 


エス テル 「 さ す が は ジュ ディ ス で す !」 
ジュ ディ ス  「 あ な た は 料理 に 向い て な いと 思う の 」 


「 こ の 判定 、 納得 いき ませ ん ! 私 に も 試食 を !」 
「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 
険 だ と 思う 。 や め た ほう が いい よ 、 絶対 」 
の 称号 を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな い 場 合 
フレ ン 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 
ジュ ディ ス  「 私 の 料理 が 彼 以下 な ん て ……」 
評価 項目 が よかっ た ん だ よね 」 
司会 「 ギ ルド チー ム 、 ぜ ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい た い !」 


し い 腕 前 …… つ い に 次 代 の ワン ダー シェ フ が 誕生 
する の だ な …-」 

「 遠 上 央 し て お くわ 。 サボ テン や ソフ トク リー ム に 入っ 
て 見 つか る の を 待つ な ん て 無理 ね 」 
ワン ダー シェ フ 「 ぬ う …… 
「 バ ティ ] を 選ん だ 場合 
ユー リ 「 確 実に 勝ち に 行く な ら パ ティ だ な 」 


受付 「 審 査 の 公正 を 期す た め 双 方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 


審査 員 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 


本 部 で 行い ます 。 それ で は 、 会 場 へ ご 案内 いた し ます 」 
司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 
まし た ! 第 1 回 幸福 の 晩 堆 会 エキ シビ ショ ンマ ッ チ 

ニオ ン 、 協賛 は 幸福 の 市 場 (ギル ド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 
司会 「 ま ず 、 ルー ル を ご 説明 し ます 。 作 っ て いた だ く 料 
り 付け 、 コー ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と 
司会 「 対 する 帝国 サイ ド 、 帝 国 騎士 団 所 属 、 フ レン シェ フー 
バテ ィ 「 フ レン の 偽者 か ?」 〔 

「 申 し 訳 な いけ ど 本 物 だ 」 

「 そ っ ち 側 に つく な ら 手 加減 は し な い の じ ゃ 」 

「 望 お と ころ だ よ 」 1 
「 そ れ で は 、 第 1 回 幸福 の 晩 響 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 
チレ ディ 、 ゴー 」」 NNINNT _ 
両者 は 食材 を 選び 、 調理 台 で 料理 を 始め る 。 し ば らく し て 、 司会 


ソン ディ ア 
ウィ チル 


L ド 


勝利 条件 を 満た し て いる 場合 


電 プ ラン ) む 


Zn 


カロ ル 「 パ ティ は 料理 の 天才 だ よ 」 
ワン ダー シェ フ 「 我 が 目 に 狂い な し | 
勝利 条件 を 満た し て いな いり] 場合 ー 
料理 を 口 に し た 審査 員 の 面々 が 不満 の 表情 を 見 せる 。 
ルブラン 「 ふ む 、 食 べら れ な いこ と も な い 」 

カウ フ マ ン  「 お 金 払 っ て くれ た ら 食べ て あげ て も いい っ て 味 ね 」 


[くっ DS 


ワン ダー シェ フ 「 こ れ は 料理 に 対す る 冒 涯 だ ! 貴様 ( き さ ま )、 恥 
ユー リ 「 相 変わ や ら ず の 味 オ ンチ か 」 


司会 「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 ま し た 。 今 
試合 を 制 し た の は ……」 

勝利 条件 を 満た し て いる 場合 

司会 「 ギ ルド サイ ド ! 勝者 、 パ ティ シェ フ !」 

パテ ィ 「 海 の 漢 の 料理 は 陸 で も 負け 知ら ず な の じゃ !」 

ワレ ン 「 や っ ぱり 君 に は か な わな か っ た か ……」 

「 味 見 な ら 、 い つ で も 手伝う の じゃ 。 だ か ら 落 ち 込む で な い 」 
ソ デ ィ ア 「 こ の 判定 、 納得 いき ませ ん ! 私 に も 試食 を !] 
ウィ チル 「 ソ ディ ア 、 団長 代行 に は 悪い けど あれ は 本 当 に 危 
司会 [「 パ ティ シェ フ の 勝利 を 称え 、 称号 究極 至高 の 料理 
人 を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな U い 場合 

パテ ィ 「 な ん じゃ 、 これ は 夢 か 。 つ ま ら ん 悪夢 じゃ 」 

カロ ル 「 味 は アレ だ っ た けど 、 フレ ン の 料理 は 、 そ の 他 の 
評価 項目 が よかっ た ん だ よね 」 

「 ル ー ル で フレ ン に 分 が あり 、 か 。 パテ ィ は 盛り 付け 
が 穴 だ か ら な 」 

「 ギ ルド チー ム 、 ぜ ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい いたい 
「 こ れ に て 、 第 1 回 幸福 の 晩 准 会 エキ シビ ショ ンマ ッ 
チ 終 幕 で す ! 第 ら 回 大 会 で お 会 いし まし ょ う !」 
料理 バト ル を 終え た 一 行 に 、 ワン ダー シェ フ が 言葉 を か ける 。 
ワン ダー シェ フ 「 料 理 は 心 だ 。 結果 に と ら わ れる 事 は な い 。 買 様 ( き 


ュ ユーリ 


パテ ィ 「 お まえ も うち の 技術 を 盗み た いな ら 、 弟子 入り さ 


せ て や る の じゃ 」 
ワン ダー シェ フ 「 ぬ 、 ぬう ?] | 


「 フ レン 」 を 選ん だ 場合 
ユー リ 「 フ レン 、 頼む 」 
フレ ン 「 僕 か い ? 騎士 団 に 身 を 置く 僕 が ギル ド の 代表 は 、 


さす が に 」 


レイ ヴ ン 。 「 ギ ルド と 帝国 の 友好 っ て ん だ か ら 一 肌 脱い で も い 


フレ ン 「 レ イヴ ン さ ん ……。 そう だ ね 。 帝国 の 未来 の た め に 、 
受付 「 審 査 の 公正 を 期す た め 双 方 チー ム か ら も 1 名 ずつ 


審査 貞 を 務め て いた だ きま す 。 審査 員 の 選出 は 運営 
本 部 で 行い ます 。 そ れ で は 、 会 場 へ ご 案内 いた し ます 」 
会 場 に 案内 され る 一 行 。 そ し て いよ いよ 料理 バト ル が 開催 され る 。 
司会 「 レ ディ ー ス アン ドジ ェ ン トル メン ! お 待た せい た し 
まし た ! 第 1 回 幸福 の 晩 次 会 エキ シビ ショ ンマ ッ チ 


で お 送り し て いま す 」 


レイ ヴ ン 「 大 規模 な 大 会 だ ね ぇ 」 
リタ 「 あ の 天然 殿下 、 本 当 は 暇 に 違い な いわ 」 
司会 「 ま ず 、 ルー ル を ご 説明 し ます 。 作 っ て いた だ く 料 理 


は 、 前 菜 、 メイ ン 、 デザ ー ト の 3 品 。 料 理 の 味 、 盛り 
付け 、 コー ス メ ニ ュー 構成 の すべ て が 評価 対象 と な 
り ま す 。 そ れ で は 、 選手 入場 で す ! 帝国 サイ ド 、 魔 


導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 研 究 所 所 属 、 ウィ チル シェ フー !」 


ウィ チル 「 上 ぬ 、 フレ …… え え !?」 
い 試 合 を し よう 」 


レイ ヴ ン 「 向 こう の 席 の 連中 呆然 と し て る わ ね 」 
ユー リ 「 そ りゃ そう だ ろ 」 


司会 「 調 理 終了 ー! 早速 試食 に 移り ます 。 料 理 に 評 


価 を つけ る の は 主催 、 協賛 か ら 代 表 の お 三方 と 各 


ウィ チル シェ フ の 料理 !」 
ルプ ラン 「 ふ お 、 可 も な く 不 可 も な く 」 

カロ ル 「 普 通 に お いし いか な 」 
ワン ダー シェ フ 「 ク ク ク - 凡人 め 日 


カロ ル 「 う わ 、 きれ い ……」 


ワン ター シェ フ 「 あ の 男 、 料 理 の 何たる か が わか っ て いる な 。 さ す が た だ | 
勝利 条件 を 満た し て いる 場合 
ルブラン 「 お お む お …… こ れ は …… 実 に うま い 。 騎士 団 食 堂 の 味 


ヨー テル 「 お いし いで す 。 お 城 の コッ ク に も ひけ を と り ま せん 


カロ ル 「 今 日 は アタ リ だ …… よ か っ た 」 

お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 ま し た 。 今 
試合 を 制 し た の は …… ギル ドサ イド ! 勝者 、 金髪 
キラ キラ 貴公子 シェ フ !」 


フレ ン 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 
ジュ ディ ス 「 今 回 は 、 レシ ピ に 頼っ た よう ね 」 


ソ デ ィ ア 「 お 見 事 で す 」 
ボッ コス 「 ど ちら を 応援 し こい る の だ 」 


アデ コー ル  「 相 手 は 敵 な の で あー る 」 
ソ デ ィ ア が アデ コー ル と ボッ コス を に らむ お 。 た じ ろ ぐ ら 人 。 
司会 [金髪 キ ラキ ラ 足 公子 選手 の 勝利 を 称え 、 称号 ミス テ 


リア スシ ェ フ を 授与 し ます 。 お めで と う ご ざ いま し た !」 
勝利 条件 を 満た し て いな いり 場合 


料理 を 口 に し た 瞬間 、 衝 査 員 の 面々 が 苦 問 の 表情 を 浮か べ る 。 


苦し み 出す 審査 員 た ち 。 
司会 「 お お っ と ぉ ? 審査 員 席 どう し た ! 次 々 と 倒れ て 


カロ ル 「 相 変わ ら ず の 対人 兵器 …… ガ クッ 」 


司会 「 審 査 員 席 が 阿鼻 叫喚 の 様相 で す 。 大 丈夫 か ?」 


ユー リ 「 ご 基 傷 様 …」 
エス テル | 審査 員 に 選ば れ な く て よかっ た で す 。 ご めん な さい 、 


カロ ル 」 
司会 「 お 待た せい た し まし た ! 審査 結果 が 出 まし た 。 今 試 
4 帝国 サイ ド ! 勝者 、 ウ ィ チ ル シ ェ フ !」 


ウィ チル 「 あ り が と う ご ざ いま す 」 
フレ ン 「 完 敗 だ 。 これ か ら も 、 料理 道 に 精進 する と いい 」 
ウィ チル 「 い え 、 僕 は 魔 導師 で すし ……」 


ポッ コス 「 相 手 は 敵 な の だ 」 
「 ギ ルド チー ム 、 ぜ ひ 次 回 で 雪辱 を 果たし て も らい た い !」 


PCE 


さら ば だ | 
「 フ レン 」 以 外 を 選ん で いた 場合 “ 
ラビ ピー ド と フレ ン が や っ て くる 。 


_ 「 こ こ で みん な を 待っ て た ら ヨ ー デ ル 様 に お 会 いし 
_ て ね 。 お 願い され た ら 無 則 に も で き な い だ ろう 」] 
_  「 ま 、 オレ と し て は 画 白 か っ た か ら か まわ ね ー け ど ] 
。 はい 1 = ーー 
「 フ レン 」 を 選ん で いた 場合 
消え た ワン ダー シェ フ と 入れ 違い に 、 ラビ ピー ド が や っ て くる 。 
「 待 た せ た な 、 ラビ ー ド 」 ' ーー 
「 ワ シン ワン ッ 


0 た 0  o  .'(? ヶ Rh 
「 ま あな 。 フ レン が 出 て きた 時 の 向こう の 連中 の 顔 
は 先 名 の だ っ た まな |] ーー 
「 そ れ は 言わ な いで あげ な さい よ 」 

「 で も 、 ヨー デル の あの 驚い た 顔 -… 


暫 KZW あり じ ご くぅ ・ そ の 5 と 前 語 机 P.416 

最終 決戦 を 控え た 一 行 が 、 マ ンタ イク の うし に ん を 訪ね る 。 

うし に ん 「 ど も ども うし に ん の 館 へ よう こそ 一 」 

リタ [ 館 ? 建物 な ん て どこ に も な いじ ゃ な い 」 

うし に ん  「 も う 、 これ だ か ら べ た ん こち ゃ ん は ……。 木 を 見 て 森 
を 見 ず な ん だ か ら 。 も っ と 大 局 を 見 て 行こ う よ 。 ね ぇ ー?] 

うし に ん の 人 を 食っ た 言動 に 閉口 する 一 同 。 


うし に ん 「 さ て さて 恒例 と な り ま し た 物 々 交換 ター イム !」 

ユー リ 「 い つか ら 恒 例 に な っ た ん だ 」 

うし に ん 「 ほ い ほ い 細 か いこ と 気 に し な い の ね 」 

レイ ヴ ン 「 ど う せ 、 な ん か 欲し が る ん だ ろう 」 

うし に ん [そう 言っ た ら 身 も 蓋 も 無い ね 。 まぁ 当たっ て る けど 。 
今回 の メニ ュー は 結構 た い へ ん だ よー」 

カロ ル 「 大 変っ て 言わ れ て も 、 そ ん な に すご いも の 持っ て な いよ 」 

うし に ん 「 作 っ て くれ ば いい だ け よ 。 頑張 っ て な ぁ 。 と 言う 事 で 
本 日 の メニ ュー 発表 で すっ ! ダ カ ダ カ ダ カ ダ カ …… ダ 
ン ! 『 シ ル バ ー エ ッ ジ + 1a」 ど ぇ ー す 。 さ 、 ち ょ うだ い 演 」 

ジュ ディ ス  「 随 分 と すご いも の ね だ る の ね 」 

うし に ん 「 だ っ て な ん と な く の 予 感 だ けど 、 これ で 終わ りな 気 


が する か ら 。 うし に ん の 第 六 感 っ て や つ ? ささ 、 く 
れる の 一 ? くれ な い の ー ?] 


「 は い 」 を 選び 、 シル バー エッ ジ 十 1o を 持っ て いる 場合 
カロ ル が 品物 を うし に ん に 渡す 。 

カロ ル 「 は い ! すっ ご い 頑 張っ た ん だ か ら ね 」 
うし に ん 「 さ っ す が ぁ ーー、 リー ゼン トチ ビ 。 頭 で つか ちい ー-」 
カロ ル 「 そ れ 褒め て な いか ら …」 

うし に ん に 呼ば れ て あり じ ご くに ん が 登場 。 無言 で 見 守る 一 同 。 
うし に ん 「 は い 、 極上 品 だ よー-」 

あり じ ご くに ん 「 う つっ つ ひ ょ ー! イカ スーーー!I「 "あん が ちょ ー」 
穴 か ら あ り じ ご くに ん の 声 が こだま する 。 

うし に ん 「 良 か っ た ね ぇ 。 あ じ く ん 喜ん で た よ 。 じゃ あ 、 今回 | _ 


カロ ル 「 あ ん な に 頑張 っ た の に ?」 

うし に ん 「 ジ ャ カジ ャ ン !」 

うし に ん が 差し 出し た の は 、 スペ クタ クル ズ 1 個 。 そ の 報酬 に 不満 
の 一 同 が 、 う し に ん を に ら み つけ る 。 

リタ 「 あ ん た ババ 力 に し て ん の ?」 

うし に ん 「 シ ャ レ も 通じ ね え の か よ 。 こ れ だ か が から べ ぺったんこ は | 
1 
「 


ドー ル を 一 行 に 渡す 。 
レイ ヴ ン 「 わ お ! すげ ぇ じゃ ん よ 、 うし に ん ちゃ ん 漠 」 
うし に ん 「 頑 張っ た 人 に は 正当 な 評価 を 与え な いと ね 。 正直 


者 が 八 力 を 見 る 世の中 は 嫌い な の れ す 」 


エス テル 「 で す よ ね 。 わた し も 本 当 に そう 思い ます 」 


うし に ん 「 カ マト ト 姉 ちゃ ん も も う 少 し 成長 し て ね ぇ 」 
エス テル 「 そう で す よ ね 。 は い 、 頑張 り ま す !」 


カマ トト の 意味 が わか ら ず 元気 に 答え る エス テル 。 そ の 様子 に 一 


同 が 口 を つぐ お 。 


| | レイ ヴ ン [今回 は ちゃ ん と 納得 で きる わ 」 


ジュ ディ ス  「 お むしろ プラ ス じ ゃ な いか し ら ?」 

ユー ジリ 「 ま 、 得 し た っ て 事 で 」 

カロ ル 「 そ うそ う あ り が と ね ぇ 」 

うし に ん 「 あ いあ いこ れ か ら も 頑張 っ て ね ぇ 。 それ じゃ 、 さ いな ら ~ 漠 」 


と 言う か 搾取 と 言う べき か ……」 
さや か な お 返し する よ 」 


_ ちょ と 待っ て て 。 お 待た せ 。 は 
テム を 大 量 に 受け 取る 。 


YC ゃ な い 、 こ ん な に ホク ホク に な れ た ん だ か ら 」 
隊 紋 導 ら と い UO0 し 57] 
(だ ハ の 。 今 まで の お 礼 と 目 の 保養 代 も 兼ね て ね 漠 」 
TTAOOOTTTT や キヤ キ ヘ や え へ kv キ いし いし し ト 
「 は い 」 を 選び 、 シ ル バ ー エ ッ ジ +1g を 持っ て いな い 場 合 
うし に ん 「 そ りゃ 持っ て な いか ぁ 。 ま ぁ 、 あ ん た ら じ ゃ 無理 か も な 」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 


うし に ん 「 ま 、 その 程度 か も ね 」 


再度 話し か けた 場合 、 以 下 の 会 話 の あと 選択 に 戻る 
うし に ん | お 一 、 持 っ て きた か な ? 「 シ ル バ ー エ ッ ジ +]a」 く れる ?] 


PR 


現在 は 廃 壇 と な か っ て いる ヨー ムゲン 。 そ の 廃屋 で 、 一 行 は 以前 ユ 
* 。 イフ ァ ン に 渡し た 紅 の 小 箱 を 発見 する 。 
エス テル 


[この 箱 、 わた し た ち が ア ー セ ルム 号 で 見 つけ て 、 
届け た も の と 同じ で す よ ね ?」 
カロ ル 「 鍵 、 開い て る みた い だ ね 」 


箱 を 開け る と 、 中 に は 本 が 入っ て いた 。 
レイ ヴ ン 「 ん ? そり ゃ 、 日 記帳 ?」 
本 を 読み 上 げ る エス テル 。 


エス テル 「 あ な た を 待ち 続け る の を 今日 で や め よ うと 思い ま 
す 。 あ れ か ら 三 年 。 旅 の 人 が 箱 だ け を 街 に 届け て く 
れ ま し た 。 私 か ら の 贈り 物 だ か ら と 大 切 に し て いた 
箱 を 、 あ な た が 手放す は ず な いか ら 、 きっ と 、 あな 
た な ら 、 新しい 幸せ を 探す よう に と 言っ て くれ る と 思 
に うか ら 。 だ か ら 、 さよ うな ら 。 今 ま で あり が と う 」 
ジュ ディ ス [ユイ ファ ン と 言っ た か し ら ? あの 子 、 強い わ ね 」 
レイ ヴ ン 「 ま 、 死ん だ 相手 を ずっ と 待っ た と ころ で 前 に は 進め 
ん か ら ね え 」 
『。 リタ 「 あ 、 あ の さ 、 あ ん た ら 、 お か し いっ て 気づか な い の ?」 
。 カロ ル 「 何 が ?」 
まま ジュ ディ スズ 「 あ た し た ちの 行っ た ヨー ムゲン は フェ ロー の 作り 出 


し た 幻 ……。 な の に 、 あの と き の 箱 が ここ に ある 」 


リタ 「 日 記 の 中 の 旅 の 人 っ て 、 あたし ら の こと で し ょ ?」 


エス テル 「 ア ー セ ルム 号 は 今 の 時 代 に あっ て 、 箱 も 今 の 時 代 
に あつ た ん で す よ ね 」 

カロ ル 「 あ 、 あれ? ほ 、 ほ ん と だ 。 これ 、 どう いう こと ?」 

ユー リ 「 世 の 中 に ゃ あ 、 オレ ら の 知ら な い 出 来 事 が まだ ま 
だ た くさ ん あん だ よ 」 


骨 し い 君 の 水着 姿 ぁ 前 P.362 


廃 壇 の ヨー ムゲン に て 。 一 行 は 、 明らか に 場違い な 貴族 の 家族 連 
れ と 、 執事 が 棒 立ち に な っ て いる と ころ に 出くわす 。 


ーー ジリ 「 こ ん な と こ で 何 し て ん だ ? あん た ら 。 魔物 も で 
る し 、 危な い ぞ 」 

貴族 の 男性 「 導 4DCK だ た な な CC て ペ スン テ スス で クウ 」 

執事 「 え ー い うる さい 人 は 嘆き 中 だ 。 気 安く する で な い 。 
お る ろ る ろ ー ん 、 お ろ ろ 一 ん 。 …:… と 、 申 し て お り ま す 」 

ユー リ 5 に 入 や て ま だ ぶ べ う 」 

執事 「 申 し 遅れ まし た 。 こち ら は わが 主 ク ルス 、 その 奥方 


セリ カ 。 そ し て 靖 男 の ミ ソ ミ ソン に ご ざい ます 。 ち な 
み に 不 肖 ワ タク シ め は 執事 の ダニ エル 、 と 申し ます 。 


以後 お 見 知り お き を 」 

エス テル 。 「 え 、 え っ と … で 、 何 が あっ た ん で す ?」 

ゼ セリカ 上 本 8: る 0 oYSRSYO2G な 2 」 

ダニ エル  。 「 い え ね ぇ 、 こ の 辺り に 海辺 の リゾ ー ト 村 が ある っ て 
聞い て 遠路 は る ば る 来 た の で すけ れ ど ……。 …… と 、 
申し て お り ま す 」 

ミゾ ミゾ ド 309 が 73296 な 40875 の RE あれ な 生 」 

ダニ エル 「 超 が つっ つかり! せっ か く お ニ ュー の 水着 を ショ ッ プ ご 
と 買っ た の に ! …… と 、 申し て お り ます 」 

ユー リ ト 語る o 」 

エス テル 「 そ れ は 残念 で すね 。 で も 結界 (けっ か い ) も な いし 、 
や っ ぱり ここ は 危険 で す よ 」 

カロ ル 「 シ ョ ッ プ ご と 、 は スル ー な ん 吉 析 | | | 

ダニ エル 「 魔 物 な ら こ の ダニ エル め が 腕 に 覚え が あり ます し 。 
大 丈夫 で で ご ざい ます 。 ほ っ ほっ ほっ 」 

ユー リ 「 確 か に こん な と ころ まで 来れ る ん だ か ら 、 そり ゃ そ 
うな ん だ ろう が …」 

バテ ィ 「 し か も ] 人 で 3 人 を 護衛 し な が ら と は ……' も の すご 
い 腕 な の じゃ 」 

ダニ エル 「 お 褒め に 与 り 光 栄 に に ざい ます 」 

ユニ リ 「 ま 、 残 念 だ っ た っ て こと で 、 諦 め て 帰る か 、 別 の と こ 、 
探す か し た 方 が 早い ぜ 」 

クル ス 「 計 90 で 2 あな 7 」 

ダニ エル  「 そ う は イカ ン 。 こ の まま で は 腹 の 虫 が 収まら ん 。 
いこ と 、 申し て お り ます 」 

ユー リ 「 ま っ た く 、 諦め の 悪い 一 家 だ な ……」 

クル ス 39118: 入党 富 を 」 

ダニ エル 1! いい コト を 思い つい た ぞ 。 お 前 た ち 、 この 水着 
を や ろう 。 …… と 、 申し て お り ま す 」 

リタ 「 い や 、 べつ に いら な い 」 

ダニ エル  「 シ ョ ッ プ ご と 買い 占め て お り ま す の で 、 中 に は 女性 
も の の 水着 も あり ます が ?」 

リタ 「 だ か ら 、 いら な い ……」 

レイ ヴ ン 「 ホ ント ? マジ マジ !? も ら う も ら う も ら う 、 も ら う よー 

ユー リ 「 お っ さん は また ……」 

クル ス ド 8: な な: な 8o1S7B 江 SSa な Se: 」 

ダニ エル 「 た だ し ! タダ で は や ら ぬ 。 この世 の どこ か に ある 
ミク ロサ ー キ ッ ト と か 言う の と 交換 だ ! アン ティ ー 
ク と し て か な り 名 高い 逸品 な の だ が 、 盗ま れ た か で 
その 所 在 が 明らか で な い の で な 。 持っ て くる まで 、 
ワシ ら は ここ を 動か ん ぞ ! …… と 、 申 し て お り ま す 」 

レイ ヴ ン 「 ミ クロ サー キッ ト だ な ? 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) の 
部 品 か 何 か だ っ け ?] 

リタ 「 ま あ 、 そう 、 だ けど ……」 

レイ ヴ ン 「 よ ー し ! 持っ て 来る ぜ ー! 


カロ ル 
レイ ヴ ン 


リタ 


ダニ エル 


フレ ン 
ダニ エル 
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ダニ 王 ル 


フレ ン 
レイ ヴ ン 


「 い よっ っ つ し ゃ ああ ーー !! さぁ 、 クル ス 氏 の 待つ ヨー 


レイ ヴ ン が ミク ロサ ー キ ッ ト を 持っ て け て いく 。 


カロ ル 「 レ イヴ ン …… ひ すっ か り 寒 さ を 忘れ て る よ ……」 

リタ 「 ち ょ っ と 、 待ち な さい よ ! それ 稀少 品 な の よ ! 
あたし に 研究 させ ろ !」 

レイ ヴ ン を 追い か ける リタ 。 

レイ ヴ ン [みっ ず ぎ 更 みっ ず すぎ 漠 | 

ユー リ […… 本 当 、 どう し よう も な い お っ さん だ な 」 

バテ ィ 「 取 り 上 げた ら 、 ショ ッ ク 死 し て し まい そう な の じゃ 」 

ヨー ムゲン に 戻り 、 ミク ロサ ー キ ッ ト を ダニ エル に 渡す レイ ヴ ン 。 

レイ ヴ ン [持っ て きた ぜ ー! ミク ロサ ー キ ッ ト !] 

クル ス 「 人 の 」 

ダニ エル  。 「 お お っ ! まさ に ミク ロサ ー キ ッ ト !! 良く ぞ 見 つけ 
て くれ た 。 余 は 大 変 嬉し い ぞ 。 …… と 、 申 し て お り ま す 」 

リタ 「 ま っ た く …… そ ん な 稀少 品 と 水着 を 交換 する と か 、 
な いわ 、 な い !」 

エス テル [リタ 、 落ち 着い て 」 

レイ ヴ ン [こっ 、 これ で 、 みっ 、 水着 を 交換 し て くれ る ん だ よ な !?] 

クル ス [ 3 サビ ドール セロン レン て 」 

ダニ エル 「 う お む ! どれ で も 好き な も の を 持っ て 行く が よい !」 

レイ ヴ ン 「 い や っ ほう 一 ! サ 、 サ イズ も 見 な きゃ いけ な いか 
ら 、 し 、 試着 と か も し た いな あお っ さん は 」 

ユー リ […… こ の 砂漠 の 廃 壇 の 、 ど こ で 着替え る ん だ っ つ 一 の 」 

プ ニ エ ル [心配 御 無用 に ご ざい ます 。 こん な こと も あろ うか と 、 

に 簡易 更衣 室 を ご 用 意 さ せ て 頂い て お り ま す 」 

フレ ン [えっ !? こん な と ころ に 更衣 室 で すか ?」 

ダニ エル  。「 そ の と お り で ご ざい ます 」 

更衣 室 で 水着 に 着替え た 面々 が 出 て くる 。 た だ し 、 男性 陣 の み 。 

レイ ヴ ン 「 Em を 2G 28 」 

カロ ル [わあ 、 な ん だ か フレ ン 、 ラ イフ セー バー みた いで カッ 
コ い いい なぁ] 

フレ シン 「 点 ぬっ つ 、 あり が と う 。 カロ ル も シュ ノー ケル が サマ 
に な っ て る よ 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ン !」 

カロ ル 「 ラ ピー ド も フレ ン と お そろ い だ ね 」 

ユー リ [「 二 人 も 救助 隊 が いれ ば 、 誰 か が お ぼれ て も 大 丈夫 だ な 」 

フレ ン [そう 言う ユー リ は な ん て 格好 (か っ こう ) な ん だ い ? 
ちょ っ と ハデ すぎ な いか ?」 

ユー リ [まあ バカ ンス に は この くら い が ち ょ うど いい の よ 。 


[そこ まで し て 、 それ 、 も ら う 価値 ある の ?」 
[苦労 し て 、 苦労 し て …… 手 に 入れ た も の に こそ 、 
意味 が ある ん だ っ て 一 の !」 

[ こ 、 こい つ …… 自 分 の 言っ て る こと が ムチ ャ クチ ャ な の 
に 気づい て な い の ね 。 大 体 、 ノー ヒン ト で 探す な ん て ム 
リ ! アン タ 世 界 が どん だ け 広 いか 、 わか っ て ん の !?] 


「 ワ タク シ め も 探し て は みた の で す が ……。 どこ や ら 


極寒 の 地 に ある と いう と ころ まで は 掴ん で お り ま す 」 
「 極 寒 の 地 ? 北の方 と いう こと で すか 」 

「 そ の と お り で ご ざい ます 。 場所 さえ わか れ ば わた 
くし め が す ぐに で も 飛ん で いき ます も の を ……。 し 
か し 、 今 は ここ に て 主 を お 守り し な けれ ば な ら ぬ 身 。 
あな た 方 が 頼り な の で ご ざい ます 」 


「 極 寒 の 地 か ……。 仕 方 ね ぇ 。 見 つけ た ら 持つ て 来 


て や っ か ら 、 あま り ム チャ すん じゃ な い ぞ ?」 


「 ほ っ ほっ ほっ 。 で 武運 を お 祈り いた し ます ぞ 」 
手がかり を も と に ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 を 訪れ た 一 行 が 、 宝 箱 を 見 つけ る 。 


モヤ エモ ヒシ ピュ ゴゴ ニー リー ーー ババ ババ ルルー ニー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 ん ? な ん だ 、 コレ 」 


「 極 寒 の 地 …… な る ほど 、 確か に ね ] 


ムゲン の 跡地 に 行こ うつ ぜ !」 


な 、 お っ さん ?」 


ーー っ エン ーー ー キ ッ ト ね 。 ーー ビン 


レイ ヴ ン ーー っ ] 


カロ ル | レラ ィ ヴ ウン] 

レイ ヴ ン ジン 5 お か し い だ ろ 」 

フレ ン 「?」 

レイ ヴ ン 「 な ん で !? 女性 も の も ある っ て 言っ た じゃ な い ! 


水着 三 ず ぴちぴち ギャ ル だ ろ ! 差別 よく な い ! な ん 
で も ら わ な い の ? ね ぇ 、 ね ぇ 」 


ジュ ディ ス  「 あ ら ? 私 だ っ て も ら え る の な ら ぜ ひ 水 着 ほ し か っ 
た けれ ど ?] 

エス テル  「 そ う で す よ 。 で も ……」 

セリ カ 8 る 近年: 」 

ダニ エル  。 「 ミ クロ サー キッ ト は 主人 の 趣味 ! アタ クシ の 水着 は ソ 
レ で は 差し 上 げ ら れ ま せん わ ! …… と 、 申 し て お り ま す ] * 

レイ ヴ ン 「 そ ん な こと 言っ た っ て 、 カロ ル は お 坊 ち ゃ ま の 水着 3 
も も ら っ て ん じゃ ん !」 1 

ダニ エル 「 お 坊 ち ゃ ま も 主人 と 一 緒 で 骨董 品 に 目 が な い の で 

いま すま に で 
レイ ヴ ン [ん な バカ な ぁ ー」 ・ 
リタ 「…… よ く こ こま で 他人 の 水着 で 熱く な れる わ 」 


ーー テー ニー ニー ニー シー ニニ ーー 


ダニ エル 
レイ ヴ ン 


「 お や ? 如何 され まし た か ? 何 か お 忘れ 物 で も ?] 
「 じ ゃ 、 じゃ あ 奥 さま の お 望み の 品 を 持っ て くれ ば 、 
女性 陣 の 水着 も くれ る !? くれ る の !?] 


「 そ う ね ぇ 、 じゃ あ 超 エア ル 導 板 を 持っ て き て 頂戴 。 
…… と 、 申し て お り ま す 」 
リタ [ん ? 超 エ アル 導 板 っ て 、 それ も 大 昔 の 麻 導 器 ( ブ 
ラス ティ ア ) の パー ツ じ ゃ な い 。 だ っ た ら ご 主人 の 骨 
董 品 も 兼ね て る ん だ し 、 初 め っ か ら そ れ だ け で 良かっ 
た ん じゃ な い ?」 
「 な ん だ よー、 そり ゃ な いよ ー」 
[いえ 、 故 障 中 の 奥様 専用 の エス テ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) に 足り な い の は 、 超 エア ル 導 板 な の で ご ざい ます | 
リタ 「 エ ステ 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア )…? うさ ん くさ いわ ね 」 


レイ ヴ ン 
ダニ エル 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…… 


ジュ ディ ス  「 あ ら ? 私 は 水着 より も そっ ちの ほう が 興味 ある 
けれ ど ? 素敵 じい ゃ な いか し ら 」 

エス テル [えす て 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) ? わか り ま せん け 
れ ど 、 わた し は な に も し て ませ ん よ ?」 

ユー リ 「 ペー ンジ 」 

カロ ル の たい ] 3 

リタ [ 3 eS 」 

ジュ ディ ス 「 2 や 」 

Sr の 。 「 る で Io ] 

ラビ ピー ド [ 13494 4 

ダニ エル [ 3036.206 で 5 な 2 」 : 半 

レイ ヴ ン [と 、 と に か く ! じゃ あ そ の 超 エ アル 導 板 を 持っ て * 
くれ ば いん だ な の そう し た ら ミ お : 女 物 の みみ 』 
み 水 着 を くれ る ん だ な !?」 1 

ダニ エル  「 そ の と お り で ご ざい ます 。 た だ し 、 超 エ アル 導 板 が 』 
どこ に ある の か は 、 まっ た く の 不 明 に ご ざい ます 」 

レイ ヴ ン 。 「 よ っ し ゃ あ ! 燃え て きた ぜ え 一! さあ 、 探 し に 行 』 


く ぞ ! その 超 エ アル 導 板 と や ら を ッ !」 

リタ [ 超 エ アル 導 板 か 。 別に 水着 は 欲し く は な いけ ど …… 
見 て みた いわ ……。 で も 、 また 完全 に ノー ヒン ト で : 半 
し ょ ? 無茶 すぎ る わ よ 、 これ ] 
「 誰 か そう いっ た 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に 詳し い 人  。 
に 聞い て みる の は どう か し ら ? も し く は アイ テム 
を 広く 研究 し て いる 人 、 と か 」 - コ 
アイ テム に 詳し い 人 物 を 探す て こと に し た 一 行 。 ハ ルル の 噴水 前 で 、 : 
コレ クタ ー 図 鑑 を 欲し が っ て いた 魔 導 士 ジェ バン ニニ と 再会 する 。。 


に 3 


ジュ ディ ス 


ジェ バン ニニ  「 や あみ な さん 。 コ レクター 図鑑 の 作成 は 順調 か い ?] 

リタ 「…… そ うだ ! ね え ア ンタ 。 超 エ アル 導 板 な ん だ * 
けど 、 どの 辺 で 発掘 で きる か 知ら な い ?」 - あ ー 

ジェ バン ニニ  「[ 超 エア ル 導 板 ? そん な も の どう する ん だ い ? 最近 


の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に は 使え な い は ず だ けど ……」 ーー 
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馬 。 レイ ヴ ン 「…… 必 要 な ん だ よ 。 世界 を 救う た め に 、 ど うし て も 
リタ ンタ は 条 っ て て ! 


どう ? 前 に いく つか 出 て き 
た 場所 で も いい わ 。 とにかく 情報 が まし い の よ 」 


ジェ バン ニニ  「 情 報 と いう か 、 超 エア ル 導 板 な ら 、 ウチ に 3 枚 ほど 
ト ある けど 」 
レイヴン 「 ホ ント !? くれ 一 くれ くれ くれ くれ いや くだ さい お 
願い し ます ほん と 」 
リタ 「 ア ンタ は 黙っ て ろ っ て 言っ た で し ょ ! で 、 そ の 、 申 
1 し 訳 な いん だ けど 、1] 枚 議 つ て くれ な いか し ら ?] 
” ジェ バン ニニ  「 君 た ち に は 例 の 図鑑 の こと も ある し 、 構わ な いよ 。 


研究 に は 1 枚 あ れ ば じゅ うぶ ん だ し ね 。 取っ て くる か 
ら 、 少し 待っ て て くれ な いか 」 
ジェ バン ニニ が その 場 を あと に する 。 


フレ ン 「 そ ん な 貴重 な も の が ホイ ホイ ある な ん て …… ま さ 
か 、 複製 品 と か は …… ?] 

リタ 「 普 通 の 魔 導 士 な ら 、 そ ん な 複製 品 持っ て くる よう 
な プラ イド な いこ と し な いわ 。 ま 、 万 が 一 の 時 は 、 
袋叩き に すり ゃ いい だ け よ 」 で 細 


リタ の 発言 に 一 同 は 沈黙 。 ほ ど な く し て ジェ バン ニニ が 戻っ て くる 。 


人 ジェバンニ -。 「 は い 。 これ で いい か い ?] 
超 エア ル 導 板 を 受け 取る リタ 。 
リタ 「 ほ ー、 これ が 超 エ アル 導 板 …… 手 に と っ て 見 る の 
は 初め て だ わ 。 で も 、 ホン ト に いい の ?」 
ジェ バン ニニ  「 あ あ 。 実は コレ に つい て の 学会 提出 論文 で の 研究 
は も う 終 わっ て る ん だ 」 
リタ 「 じ ゃ あ 、 いた だ いと くわ 」 


その と き 、 レイ ヴ ン が 横 か ら 超 エ アル 導 板 を 奪い 取る 。 


レイ ヴ ン 。 「 い や も うほ ん と あり が と う ご ざ いま す 」 

その まま 持ち 逃げ する レイ ヴ ン 。 

リタ 「 あ 、 あん た 、 ちょ っ と …… 

ジェ バン ニニ 。 「 い いっ て いい っ て 。 その か わり 、 コレ クタ ー 図 鑑 が 
ん ば っ て くれ よ 」 

レイ ヴ ン は ヨー ムゲン に 戻り 、 超 エ アル 導 板 を ダニ エル に 渡す 。 

レイ ヴ ン [持っ て きた ぜ ー! 超 エア ル 導 板 !」 

リタ 「……… あ ん た 、 いい 加減 に し な さい よ …-」 

セリ カ # きみ:6G19289S る 4 な くっ きま ae を 2 」 

ダニ エル  「… は い 、 え え 、 直 り ま す 。………… ええ 、 そ の よう に ]」 


セリ カ と の 会 話 を 終え た ダニ エル が 、 ユーリ た ち に 向き 直る 。 


ダニ エル 「 奥 様 は 大 変 お 喜び で す 。 女性 も の の 水着 も 好き な 
も の を 持っ て いっ て 一 ん 、 と 申し て お り ま す 」 
レイ ヴ ン 「 ひ や ゃ 、 ひ ゃ や っ ほ ー い !! い 、 い ちば ん キワ キワ な の 


は ドレ デス カ !?」 
リタ 「 な ん で アン タ が そん な こと 聞く の よ !?」 


ジコ ティ ス 「 上 ふ ぶ ふ 、 で も あり が た くい た だ こう か し ら 」 

レイ ヴ ン 「 ソ ウ ダ ネ ! ソウ スル ガイ イネ !」 

リタ 「 あ た し は いら な い 」 

エス テル 「 そ ん な こと 言わ な いで 。 きっ と リタ な ら 、 カワ イイ 
と 思い ます よ 」 

リタ 「 ま …… ま ぁ 、 エス テル が 言う な ら …… ち ょ っ と だ け ……」 

エス テル 「 ほ ら 、 更衣 室 へ 着替え に 行き まし ょ う 」 


水着 に 着替え た 女性 陣 が 、 更衣 室 か ら 出 て くる 。 


エス テル 「 ほ ら 、 リタ 、 や っ ぱり カワ イイ で す よ 」 
リタ 「 あ …… あ ん た も カワ イイ わ よ ……」 
ジュ ディ ス 「 う 上 ふ 、 ちょ っ と 大 胆 す ぎる か し ら ? あら 、 パテ ィ は 
それ で いい の ?」 
パティ 「 ウ チ は そもそも 海 の 漢 じゃ か ら 、 水着 は 自前 の が 
ある の じゃ 。 だ か ら 、 こっ ちの 高級 そう な ワン ピ の 
方 が いい の じゃ 」 
リタ に あう お っ さん 、 や け に 静か ね 。 な ん だ か か えっ 
し て 不気味 だ わ 」 
フレ ン が レイ ヴ ン を の ぞ き 込む と 、 叢 憎 の 事実 に 気づく 。 
ま フレ ジン 「 こ っ ! これ は ッ !?」 
: カロ ル 「 立 っ た まま 気 を 失っ て いる ……」 
。 ユー リ 「 そ れ ほ ど 嬉 し か っ た の か 」 
ダニ エル 「 ほ っ ほっ ほっ 。 若い で す な ぁ 」 
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ぁ 次 P.483 
ユウ マン ジュ を 訪れ る と 、 番頭 が 待ち わび て いた 様子 で 出迎え る 。 


番頭 「 お お ぉ お 、 みな さん お 待ち し て まし た 」 

テリ 「 待 っ て た っ て ……-。 今度 は 何 を ボッ タ く る 気 だ よ ?」 

番 豆 「 そ ん な いじ わる を 言わ な いで くだ さい よ ~。 今 ま 
で サー ビス し て きた の に 。 そ れ よ り も ちょ っ と お 願 
い を 聞い て も ら え な いで し ょ うか ?」 

レイ ヴ ン 「 そ う ね ぇ 報酬 次 第 で っ て 感じ か な ?」 

番頭 「 も ちろ ん も ちろ ん お 礼 を 差し 上 げ ま す よ 。 当 旅館 


の 無料 サー ビス 券 で どう で す ? 
能 な ヤツ で 」 
破格 の 報酬 に 耳 を 疑う 一 同 。 


永久 的 に 利用 可 


カロ ル [無料 サー ビス っ て ずーっと タダ で 入れ る っ て 事 ?」 

番頭 「 え ぇ え 、 ええ 、 も ちろ ん 。 い つ で も お 好き な 時 に 来 て 
頂い て ご 自由 に お 入り 頂け ます か ら 」 

リタ 「 貸 し 切 D60 万 ガル ド だ っ た 旅館 が 、 タ ダ に な る な 
ん て どん な 裏 が め る の か し ら ?」 

番頭 「 実 は 近々 団体 の お 客 さ ん が 来る 予定 な の で す が 


人 手 が 足 りな い の で す 。 た だ その お 手伝い を し て 
頂き た い だ け で ……。 ほ ん と に お 願い し ます よ 」 
事情 を 聞い た ユー リ た ち は 一 考 す る 。 


エス テル 「 お 手伝い し て あげ まし ょ う 。 す ご い 困 っ て いる みた 
いで すし 」 

ユー リ 「 し ゃ あ ね ぇ な 。 こ うな っ た ら 言 う 事 聞か な い お 姫 様 
だ か ら な ぁ 」 

番頭 「 じ ゃ あ 、 じゃ あ 早 速 、 従業 員 室 に 着替え が あり ます 
か ら 適 当 に 着替え て くだ さい 」 


それ ぞ れ が 従業 員 室 で 作業 着 に 着替え 、 仕事 に 就く 。 最後 に 出 て 
きた ユー リ は 、 レイ ヴ ン を 見 か ける 。 


ユー リ 「 オ レ が 一 番 最後 か ……。 っ て 、 レイ ヴ ン か よ 」 

レイ ヴ ン 「 な ん で 俺 様 が 番頭 の 役目 な の よ 」 

ユー リ 「 お っ さん 、 すげ ぇ 格好 (か っ こう ) だ な 」 

レイ ヴ ン 「 そ の 格好 (か っ こう ) の あん ちゃ ん に 言わ れ た く な いね ぇ | 

ユー リ 「 そ うか ぁ ?」 

レイ ヴ ン 「 と ころ で ユー リ 君 お っ さん と 役目 変わ らん か ? 安 
くし で お くま 

ユー リ 「 遠 典 し と くわ 。 み ん な を 見 に 行っ て くる よ 」 


レイ ヴ ン は ユー リ に し つこ く 交 替 を せま る 。 


レイ ヴ ン 「 ユ ー リ くん 、 お っ さん と 変わ ろう 。 玄関 の 掃除 と 
か する よー」」 

ユー リ 「 レ イヴ ン が 外回り だ と 女 湯 を 覗 ( の ぞ ) き に 行く か 
ら そ こ に 立た され て る ん じゃ ね ?」 

図星 を 突 か れ て ギク ッ と する レイ ヴ ン 。 

レイ ヴ ン 「 な 、 バレ て た !? ちょ っ と 、 ち ょ っ と ユー リ 君 俺 様 
は 悪く な いよ ー。 別人 格 の 俺 様 が ね ……」 

ュー 「 は い は いわ か っ た わか っ た 」 

この まま だ と 替わっ て も ら え な いと 思っ た レイ ヴ ン は 、 焦っ て 言い 

訳 を 続け る 。 

レイ ヴ ン 「 よく な いよ く な い 。 見 て な い 、 見 て な いか ら 。 ジ ュ 


ディ ス ち ゃ ん し か 見 て な いか ら 。……… あっ 」」 
余計 な こと を 口 走 り 、 冷や 汗 を 流す レイ ヴ ン 。 
ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は 見 た っ て か 。 だ か ら あ の 時 倒れ た ん だ な 。 
ま 、 お いた は ホ ド ホ ド に し て お け よ 」 
レイ ヴ ン 2 あ 独 ] 
一 方 ジュ ディ ス は 、 お 土産 屋 で 売り 子 を し て いる 。 


ジェ ディ ズ 「 い らっし ゃ いま せ 。 っ て 、 あら 、 ユー リ 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ か 。 一 上 通わ か ん な か っ た よ 。 何 し て る ん だ 
ここ で | 

ジュ ディ ス 「 お 土産 屋 さ ん の 担当 よ 。 い ろ い ろ な 物 売 っ て る か 
ら 見 て る だ け で も 楽し いわ 。 内緒 だ けど レイ ヴ ン の 
見 張り も 兼ね て る の よ 」 

驚く ユー リ 。 


「 エ ステ ル と リタ は 気づい て な いみ た い だ け ど 、 あん な に 
気 が 出 て た ら バ レバ レ 。 け れ ど 、 レ イヴ ン も 案外 ウブ な の ね 」 
まこ 「 ジ ュ デ ィ 、 気付 いて た の か ……」 

ジュディス - [どう か し ら ね | 


ユー リ 「 い や いや ジュ ディ に は 適わ な いな 。 さすが 、 お 土産 


屋 の 看板 娘 。 そう いう 服 も 案外 似合っ て る じゃ ね ぇ か 」 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 そん な 上 手 い 事 言っ て も 何 も 出 な いわ よ ]」 

笑い 合う ユー リ と ジュ ディ ス 。 今度 は 女 湯 の 脱 衣 所 に 入る と 、 中 に 

いた エス テル に 見 と が め ら れる 。 

エス テル 「 あ 、 ユー リ ! 幾ら 従業 員 だ か ら っ て 女 湯 に 来る の 
は ダメ で す よ 」 

ュ ユーリ 「 従 業 員 じゃ な く て バイ ト だ ろ バ イト 。 エス テル た ち 


が ちゃ ん と 働い て る か 見 に 来 た ん だ よ 」 


エス テル 「 ち ゃ ん と お 手伝い し て ます よ 。 今 だ っ て ホラ 」 

ユー リ 「 あ ーー な ん だ そり ゃ ? 仮装 行列 か 何 か か ?] 

エス テル [もう ! 違い ます よ ! エス テテ ィ シ ャ ン で す エ ステ ティ シャ ン 昌 

ユー リ トド え す で そ いし ゃ あー ツ エス か ル が ステ チッ ザ 
……… 。 な ん か の 冗談 か ?」 

エス テル 「 マ ッ サ ー ジ 師 さ ん で す よ 。 女性 を 美しく し て あげ る 
た め に マッ サー ジ を する 人 で す ! 大 変 だ けど 、 楽し 
いで す よ 。 いろ ん な 人 と お 喋り し な が ら 働 け ま すし 」 

ユー リ 「 ふ ーー ん 、 楽し そう で 何より 。 頑張 っ て な 」 

エス テル [はい ! ユー リ も ちゃ ん と 働い て くだ さい ね 」 

ユー リ 「 ふ えて い 」 

リタ は 女 湯 の 掃 除 を し て いる 。 そ の 背後 か ら 話し か ける ユー リ 。 

リタ 「 あ て ぁ 、 入る の は 気持 ち 良 いけ ど 掃 除 は 面倒 ね ぇ 」 

ユー リ 「 愚 痴 を 言っ て ね ぇ で 手 を 動か さ ね ぇ と 」 

リタ 「 そ ん な こと 言っ た っ て 目 の 前 に 露天 風呂 が あっ た 


ら 働 く 気 な ん て 起き な ……」 


返答 の 途中 で ユー リ が 女 湯 に いる と いう 事態 に 気づき 、 リタ は 慌 


て て 振り 返る 。 

リタ 「 ち ょ っ と 何 し て る の よ 、 あん た ! ここ 女 湯 よ ?」 

ユー リ 「 リ タ が サボ っ て な いか 見 に 来 た だ け だ 」 

リタ 「 ア ンタ は あの お っ さん と 大 違い ね 。 あ た し が 裸 で 
いる と か 心配 し て も 良かっ つた ん じゃ な い の ?」 

ユー リ 「 ま 、 そん 時 は 、 そん 時 だ な 」 

リタ 「 は ぁ ー な ん か ムカ つく わ 」 

ユー リ 「 も っ と 女 と し て 見 て ほし いっ て か ?」 

と た ん に リタ の 顔 が 赤く な る 。 照れ隠し に 怒鳴 り 散 ら す リタ 。 

リタ 「 な 、 な に を ! も う 出 て 行き な さい よ ! あん た も 

' 働き な さい !|」 

ユー リ 「 お お ぉ 、 怖い 、 怖い 」 

男 湯 の 脱衣 所 で は 、 フレ ン が 掃除 を し て いる 。 

フレ ン 「 や あ ユ ー リ 。 君 は 見 回 りか い ?」 

ユー リ 「 ま ー な 。 そう いう お 前 は 掃除 か 。 な ん つ 一 か 、 似合っ て る な 」 

フレ ン 「 も と も と キレ イ 好 きだ か ら ね 。 や り が い が あ る よ 」 

ユー リ 「 確 か に お 前 の 部 屋 な ん て 、 整理 され て て 一 見 する 
と 物 が 何 に も 無 え も ん な ぁ 」 

フレ ン 「 見 て て くれ 。 この 脱衣 所 も ピカ ピカ に し て みせ る さ 」 

ユー リ 「 ま あせ い ぜ い キバ ッ て くれ 。 じ ゃ あな 」 

フレ ン [うん 、 また だ た あと で < 」 


そう 言う と フレ ン は すぐ に し ゃ が み 込 み 、 掃除 を 再開 する 。 
プレ ン 「 お っ 、 ここ の カビ は な か な か が 手 ご で わ そ うだ な 。 ふ 上 ふ 


上 ふつ 、 楽し いな ぁ 」 
ユー リ 「 002870S 和 0 な 」 
男 湯 で は 、 タオ ルー 丁 の カロ ル が 暇 を 持て 余 し て いた 。 


っ 「 よ ー、 カロ ル 大 先生 。 こん な と こ で 何 し て ん だ ?」 

カロ ル 「 あ ーーー! ユー リ !! な ん で 僕 だ け 着替え が な く 
て タオ ル 一 枚 な の さ ]」 

ーー リ 「 し ょ う が ね ぇ だ ろ 。 子ども サイ ズ の 物 が 何 も な いん だ か 
ら 。 良い じゃ ん か が よ 。 風呂 人 つて りゃ いい ん だ か ら 。 楽 だ ろ 」 

カロ ル 「 ずーっと な ん て 入っ て られ な いよ 。 も う 、 出 て も いい か な ?」] 

ユー リ 「 出 た と ころ で する こと な い ぞ ー。 大 人 し く 風 呂 に 


いろ っ て 。 み ん な 結構 真面目 に 働い て る か ら 相 手 し 
て も ら え な いし さ ぐ 」 


カロ ル 「 ユ ー リ は ? 今 ブ ラブ ラ し て る じゃ な い ?」 


ユー リ 「 オ レ は 監視 役 だ か ら な 。 これ が 俺 の お ・ し ・ ご ・ と 」 

カロ ル 「 う ぅ 、 ずる いよ ……」 

ユー リ 「 ま ぁ ま ぁ 、 も うち ょ っ と し た ら 上 が っ て 来い よ 。 そろ 
そろ 団体 さん が 入り に 来る だ ろう し さ 」 

カロ ル 「 う ん …… わ か っ た よ 」 

建物 の 外 に 出る と 、 は っ ぴ 姿 の ラビ ピー ド と パテ ィ が いる 。 

ユー リ 「 お っ 、 二 人 は セッ ト か 」 

パテ ィ 「 な の じゃ !」 

ラビ ピー ド [ワン 

ユー リ [で 、 コレ っ て 伺 し て の ?| 

パテ ィ 「 看 板 娘 と 看板 犬 じゃ !」 

クビ ピー ド 7 1 

ユー リ 「…… 看 板 娘 っ つて 、 ちょ っ と 意味 は 違う と 思う けど な 」 

パ バディ [温泉 に お 客 を 呼応 、 大 切な 広報 マン な の じゃ ! で も ウ 


チ ら は マン じゃ な いか ら 広 報 ガ ー ル と 広報 ドッ グ な の じゃ 林 


に 4 ご om ワン 利 


コー リ 「 そ 、 そ うか 。 じゃ あ 広 報 ガ ー ル と ドッ グ 、 が ん ば れ よ 」 


パテ ィ 「 任 は て お け !」 
ラビ ピー ド ワン ロ 


戻り な が らら 人 の 背中 を 振り 返り 、 心 の 声 を 発する ユー リ 。 
aa 。 (言え ね ぇ …… 温 泉 し か な いこ こ に 来る や つら に そ 


ん な 客引き が 無 意 味 だ っ て こと は ) 


仕事 を 終え た 一 行 。 作 業 着 の まま カウ ンタ ー の 前 に 集合 する 。 
番頭 「 い や ー、 みな さん あり が と う ご ざ いま し た 。 本 当 に 


助かり まし た 」 

「 い いん で す よ 。 困 っ た 時 は お 互い 様 で すか ら 。 そ 
れ に みん な も 楽し く 働 いて いた みた いで すか ら 」 
カロ ル 「 楽 し く な か っ た よ ……」 


エス テル 


レイ ヴ ン 「 楽 し く な いっ て ……」 

ジュ ディ ス  「 ほ ん と 、 と て も いい 勉強 に な っ た し 楽し か っ た わ 」 

リタ | ちょ っ と 疲れ ちゃ っ た けど ね 」 

番頭 「 う ち は 、 お か げ で 大 助かり 。 と いう 事 で お 礼 の 無 
料 サ ービス 券 で す 。 あ こと 、 今 着 て いら っ し ゃ る その 
服 も 差し 上 げ ま す の で どう ぞ お 持ち 帰り くだ さい 」 

エス テル 「 え 、 本 当 で すか ? あり が と う ご ざ いま す !」 

その お 礼 に 喜 点 女性 陣 。 

レイ ヴ ン 「 招 待 券 貫 え た の は 嬉し いけ ど 疲 れ ち まっ て 動き た 
くね ぇ え わ 。 こ の 服 だ っ て そん な 嬉し くね ぇ し 」 

カロ ル 「 い いじ ゃ ん レイ ヴ ン は 。 仕事 を し た 充実 感 と 新しい 
服 ま で 貫 え て 。 ボク な ん て た だ お 風呂 に 入っ て 貰っ 
た の は タオ ル だ け だ よ ……」 

レイ ヴ ン 「 少 年 よ 。 そ うつ や っ て みん な 大 人 に な っ て 行く の ご さ 」 

カロ ル | タオ ル で 入っ て 


479| 


無料 サー ビス 券 を も ら っ た 一 行 が 、 ユ ウマ ンジ ュ を 訪れ る 。 


カロ ル 「 温 泉 、 温泉 一 」 

カロ ル が ご 機嫌 で 建物 へ 駆け て いく な か 、 フ レン は 立ち 止ま っ て . 

考え を 巡ら せる 。 

エス テル [フレ ン 、 どう か し まし た 包 

フレ ン 「 み ん な 、 先 に 行っ て て も ら え る か な 。 ち ょ っ と 用 事 
を 思い 出し た 」 

そう 言っ て 引き 返し て いく フレ ン 。 

パテ ィ 「 せ っ けん で も 忘れ た の か の ?」 「 

ユー リ 「 す ぐに 戻っ て くる だ ろ 。 先 に 中 で 待っ て よう ぜ 」 1 

ユー リ た ち は 建 物 に 入り 、 番頭 に 話し か ける 。 ココ 

番頭 「 い らっし ゃ いま せ 。 お や 、 また いら し て くだ さっ た 
の で すね 。 貸し 切り に され ます か ?」 

ユー リ 「 あ あ 、 頼む 」 

番頭 「 で は ご ゆっ くり -」 


ラフ な 衝 訂 で くつ ろく ユー リ た ち 。 そ ど へ 、 同じ く ラブ な 析 を し 3 


た フレ ン が 戻っ て くる 。 


パテ ィ 「 フ レン 、 用 事 は 済ん だ の か の ?」 


ラコ レン 「 あ あ 。 伝令 を 頼ん だ だ け だ か ら 」 
エス テル 「 鎧 次 じゃ な いと 雰囲気 変わ り ま すね 」 
リタ 「 へ ぇ 、 あん た で も そう いう くつ ろ い だ カッ コ す る ん だ 」 
フレ ン 「 温 泉 に 、 鎧 姿 の 騎士 が いた ら 他 の お 客 さ ん を 姜 縮 
させ て し まう か ら ね 」 
。 ユー リ 「 ん じゃ 、 また 男女 交代 で 入る か ?」 
レイ ヴ ン 「 え えー」 
リタ | スー、 じゃ な いっ 1 


その と き 、 ソ デ ィ ア と ウィ チル が フレ ン の 前 に 駆け つけ る 。 


、 ウィ チル 


_ 「 上 緊急 招集 な ん て な に が あっ た ん …… え ?」 
フレ ン の 格好 を 見 て 、 ソ デ ィ ア と ウィ チル が 固まる 。 
ネー リ 「 お まえ が 呼ん だ の か ?」 
うな ずく フレ ン 。 連 の 環 
フレ ン 「 二 人 と も 、 よく 来 た ね 。 ここ に 滞在 する 間 、 君たち 
に は 任務 を 外れ て も ら う 」 
ソ デ ィ ア 「 フ レン 隊長 …… 命 令 が よく 理解 で きま せん ……」 


レイ ヴ ン [騎士 団 の 任務 を 外れ ろ 。 つ まり 、 オ フ っ て こと じゃ な い ?] 
ラプ レン 「 は い 」 
ウィ チル 「 そ れ で 制服 じゃ な いん で すね -…」 
バ パティ  。  「 良 い 考 えな の じゃ 。 疲 れ を 取る に は 温泉 は うっ て つけ じゃ 」 
エス テル 「 で すね 。 そ れ じ ゃ あ 」 
エス テル は ソ デ ィ ア に 近づく 。 
ソ デ ィ ア 「 エ ステ リー ゼ 様 ?」 9 に > 
エス テル 「 女 子 が 先 な ん で す 。 一 緒 に 温泉 、 入 り ま し ょ う 」 
ツ デ ィ ア 、 FU え 、 私 は ] で ゆう 
ジュ ディ ス  「 あ ら 。 せ っ か く の 隊 長 さ ん の 厚意 を 踏み に じ っ ちゃ う の ?] 
ツ デ ィ ア [うー 
バテ ィ 「 お な ご で 裸 の 付き 合い な の じゃ 」 人 
ソ デ ィ ア を 連れ て 女性 陣 が 女 湯 へ 向かう 。 
カロ ル 「 ホ 、 ホン ト に 連れ て っ ちゃ っ た よ 」 
ユー リ 「 ま 、 いけ ど な 」 
いま だ 状況 が つか め ず 、 と ま ど う ウィ チル 。 
フレ ン 「 じ ゃ あ 、 僕たち は 女性 陣 が 出 て くる まで 、 少し 軸 ご うか 」 
ウィ チル は ガチ ャ ゴロ を 眺め て いる 。 横 か ら フ レン が 声 を か ける 。 
フレ ン 「 ウ ィ チ ル 。 これ に 興味 が ある の か い ?」 
ウィ チル 「 あ 、 は い 。 原始 的 な 仕組 みな の か と 気 に な っ て 」 
ま フレ ジ 「 眺 め て な いで 、 や っ て みれ ば いい ん じゃ な いか 」 
。 ガチ ャ ゴロ を 回 す フ レン 。 CI 
に 。 ラフ レン 「 テ ント だ 。 こん な 小さ い 中 に どう や っ て 入っ て た ん だ ろ 」 
フレ ン が も う 一 度 ガ チャ ゴロ を 回 し て みる 。 
フレ ン [クジ グミ か 。 な に が 出 て くる か わか ら な く て 面白 いよ 、 ウ ィ チル ] 
ウィ チル 「 い え 、 僕 が 興味 ある の は この 人 筐 体 (コン テ ナ ) の 仕 
組み だ け で ……」 


普段 と は 違う フレ ン を 前 に あがる ウィ チル 。 そ ん な ら 人 を ユー リ と 
カロ ル が 見 て いる 。 


カロ ル 「 あ の 二 人 、 父子 みた い だ ね 」 
ユー ワリ 「 せ め て 兄弟 っ て 言っ て やれ よ 」 


その スキ に 外 へ 出 て いく レイ ヴ ン 。 し が し フレ ン が 気づき 、 あ と を 
。 追う 。 ユー リ も 外 へ 出 て みる と 、 レイ ヴ ン は 周囲 を うか が っ て いた 。 
そし て 裏手 に 回 ろう と し た と ころ で 、 フレ ン に 呼び 止め られ る 。 


フレ ム A 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 」 

レイ ヴ ン 「 う お わあ っ 
。 笑顔 で レイ ヴ ン に 近寄る フレ ン 。 
ま 。 レイヴン 「 お 、 驚か さ な い で よ 。 フ レン ちゃ ん 」 
を フレ ン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 」 
: レイ ヴ ン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン っ て 誰 よ 。 俺 様 は レイ ヴ 」 
= ラ レ ン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 」 


レイ ヴ ン の 発言 に か ぶせ て シュ ヴァ ー ン 隊長 と 連呼 する フレ ン 。 そ 
し て 笑顔 の まま 、 懇 の 語 に 手 を か ける 。 

フレ ン 「 犯 罪 で す 」 

レイ ヴ ン Pe ] 

レイ ヴ ン が 固まっ た の を 確認 し て 、 フ レン は 建物 へ 戻 ろ うと する 。 
そん な フレ ン に 問い か ける レイ ヴ ン 。 


レイ ヴ ン 「 な 、 な ん で 気付 いた の ……」 
フレ ン 「 騎 士 と し て の 勘 、 で すね 」 

レイ ヴ ン が が っ くり と 肩 を 落と す 。 

ユー リ 「…… ま っ た く 、 あの お っ さん …-」 


ユー リ た ち が 中 に 戻る と 、 女性 陣 は すでに 風呂 か ら 上 が っ て いた 。 
カロ ル 「 ど こ 行 っ て た の ? ボク た ちの 番 だ よ 。 早く 入ろう 」 
フレ ン 「 あ あ 」 

男性 陣 が 風呂 に 入っ て いく と 、 女性 陣 が 談話 を 始め る 。 


ソ デ ィ ア 「 我 々 に その よう な 気遣い は 無用 だ と 言っ た の で す が 」 
エス テル  「 フ レン の 労い だ っ て わか っ て た ん で すね 」 
ソ デ ィ ア 「 当 然 で す 。 だ か ら こ そ 、 フレ ン 隊 長 は 部 下 に 信頼 


され て いる の で す 。 騎士 と し て 以上 に 、 人 と し て 」 


パテ ィ [ん じゃ 。 厳 し くだ け で な く 労 える の は 、 い い 上 司 な の じゃ 」 

エス テル 「 は い 」 

リタ 「 そ う ? 甘 す ぎじ ゃ な い ? 騎士 団長 代行 に な っ て 
も 青く さい まま っ て どう な の よ 」 


ーーーーーーーーーー ア ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーーー 一 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 リタ は 手厳しい わ ね 」 


ソ デ ィ ア 「 何 も 知ら ず に ……。 お まえ を 強制 的 に 連れ 出す こ 
と も で きた の だ 」 

リタ 「 は あ ? 何 よ 」 

ソ デ ィ ア 「 シ ャ イコ ス 遺 跡 へ の 同行 を 断つ っ た お まえ の 意思 を 、 
フレ ン 隊 長 は 尊重 し た は ず だ 。 私 は 、 アス ピオ 研究 員 
の 義務 を 果たす よう 命じ る べき だ と 進言 し た の だ が 」 

リタ 「…… だ か ら 、 それ が 甘い ん じゃ な い 」 

バテ ィ 「 リ タ 旭 は フレ ン に 誘わ れ て た の か ? リタ 糧 の 入っ 
た フレ ン 隊 …… 見 て みた い 気 も する の じゃ 」 

リタ 「 息 詰まっ て 死ね る わ 、 きっ と 」 ン 

エス テル [リタ 。 本 心 じゃ な く て も そう いう うに 言っ ちゃ だ めで す 」 

バテ ィ 「 大 丈夫 な の じゃ 。 リタ 旭 も フレ ン の こと 信頼 し て る の じゃ 」 

ソ デ ィ ア 「 そ う で な けれ ば …… そ の …… 困 る 、 と いう か …-」 

ジュ ディ ス  「 あ ら ? どう し た の か し ら ?] 

ソ デ ィ ア 「 だ か ら っ …… ! お まえ た ち は 、 フレ ン 隊 長 が 仲間 
と 認め た 者 だ か ら …… !」 

ジュ ディ ス 。 「 あ ら ……」 


自分 の 発言 に 照れ る ソ デ ィ ア 。 その ころ 、 男 湯 で は ユー リ 、 カロ ル 、 
フレ ン が 湯船 に 浸かっ て いる 。 レ イヴ ン は 漏電 を 恐れ る ユー リ に 
入浴 を 止め られ て いる 。 


レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と お 、 お っ さん も 入ら せ て よ 」 

そこ へ ウィ チル が 脱衣 所 か ら 出 て くる 。 

ウィ チル 「 あ れ 、 みな さん ? 真っ 白 で 見 えな いん で す が ……」 
ラフト レバ / 「 ウ ィ チ ル 、 眼鏡 が 曇っ て る 」 

ウィ チル 「 あ あ …… 外 し て きま す 」 

カロ ル 「 前 、 前! ドア に が ぶつ か る よ !」 

レイ ヴ ン 「 や れ や れ …… 連 れ て っ て あげ る か ら 動 くん じゃ な いよ 」 


ウィ チル を 連れ て 脱衣 所 へ 戻る レイ ヴ ン 。 そ の 直後 、 フ レン が 女 
湯 の 方 へ 歩い て いく 。 


カロ ル 「 ち ょ 、 フレ ン ! そっ ち 女 湯 だ より 
ユー リ 「 貸 し 切り で 誰 も いな いか ら 、 別に いい だ ろ 」 
カロ ル 「 で も ……」 


フレ ン を 追っ て カロ ル も 女 湯 へ 向かう 。 フ レン は 生け 垣 の 方 を 眺 
め て 考え 込ん で いる 。 


カロ ル 「 ど 、 どう か し た の ?」 

フレ ン 「……' あ そこ が 死角 に な る か 」 

カロ ル 「 え えっ ! フレ ン も 覗 (の ぞ ) く の !?」 

フレ ン 「 女 湯 は 外 に も 注意 し た ほう が いい な 。 忠告 し な けれ ば ……」 
その と き 、 カロ ル の 不 自然 な 言い 回 し に 気づい て 向き 直る フレ ン 。 
タレ ツン ーーー 6 本 時 コ で 表 ら に 2 ーー も 
追求 され た カロ ル が ドキ ッ と する 。 

カロ ル 「 フ 、 フ レン に 限っ て 覗 (の ぞ ) さ な ん て する は ず な いよ ね | 
フレ ン 「 僕 と 誰 を 比較 し て る の か な 」 


必死 に よど ま か す が 、 さら に 踏み 込ま れ て 焦る カロ ル 。 そ こ へ 男 湯 か 
ら 、 ユー リ が 声 を あげ る 。 


ユー リ 「 カ ロ ル 先 生 は そ 一 いう の に 興味 ある お 年 頃 な ん だ よー」 
カロ ル 「 へ ?」 
フレ ン 「 そ れ は 仕方 な いけ ど 、 犯罪 は ダメ だ よ 」 


カロ ル 「 な ん で 納得 する の ! 僕 は 全然 、 関係 な いか ら ……」 
その と き 、 フレ ン が 生け 垣 の 向こう に 気配 を 感じ て 振り 返る 。 す る 
と ラビ ピー ド が 映え て くる 。 


ラビ ピー ド 1 

フレ ン 「 ラ ピー ド 。 あ あお あ 、 待た な せ て ご めん ね 。 そ ろ そ ろ 上 
が ろう か 」 

男 湯 へ 戻っ て いく フレ ン 。 

カロ ル | つう < の レイ ヴ ン の せい で 変 な 誤解 され た …… 」 

男性 陣 も 風呂 か ら 上 が り 、 出発 する ソ デ ィ ア と ウィ チル を 一 行 全員 

で 見 送る 。 

ツン ディ ア 「 そ れ で は 、 我々 は 任務 に 戻り ます 」 


フレ ン 「 あ あ 。 騎士 団 と ヨー デル 様 を 頼む 」 

ウィ チル [は い 」 

ソン ディ ア 「 は い 」 

ウィ チル 「 あ 、 フレ ン 隊 長 。 あ の 筐 体 ( コ ン テ ナ ) か ら 珍 し い 
素材 が 出 た の で 、 鎧 を 強化 する パー ツ を 作っ て み ま 
し た 。 よ か っ た ら 使 っ て くだ さい 」 

ウィ チル か ら ス パイ クア ー マ ー を 受け 取る フレ ン 。 


ソ デ ィ ア 「 あ 、 あの …… 還 

フレ ン [何だ い ?」 

ソン ディア 「 我 々 の た め に お 気遣い いた だ いて …… あり が と う 
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プレ ン 「 い つも 騎士 団 を 影 か ら 日 向 か ら 支え る 君たち へ の 
当然 の 慰労 だ 」 

ソン ディア 。 「 そ れ で も …… あ り が と う ご ざ いま す 」 入 ど 3 

去っ て いく ソ デ ィ ア と ウィ チル 。 

パテ ィ 「 フ レン は 、 あの 二 人 を 相当 信頼 し て る ん じゃ な 」 

フレ ン 「 も ちろ ん だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 信 頼 し て な きゃ 留守 は 任せ な いわ な 」 

フレ ン 「 ソ ディ ア も ウィ チル も 期待 以上 の 働き を し て くれ て 
る ん だ 。 だ か ら 僕 も 彼ら の 期待 に 応え られ る 働き を 
し な けれ ば と 思っ て る 」 

バ パティ 「 猫 目 の ね ー ち ゃ ん に 賛成 な の じゃ 。 フ レン は 理想 
の 上 司 じ ゃ な 」 


エス テル 「 は い 」 
リタ が 突然 、 フ レン の 前 へ 出る 。 


リタ 「 い 、 今 な ら …… 断 ら な か っ た か も ね !」 
それ だ け 言 っ て 、 背 を 向け る リタ 。 

フレ シン 「 え えと …… 何 の こと な の か な ?」 

ジュ ディ ス  「 次 に 誘わ れ た ら 喜 ん で つい て 行く そう よ 」 

リタ 「 ち ょ っ と ! 誰 も そん な こと ……」 

フレ ン 「 あ あ …… う ん 、 あり が と う 。 よろ し く お 願 いす る よ 」 
リタ 「 ひ 、 暇 だ っ た ら ね 」 

カロ ル 「 へ ? 結局 、 何 が な ん な の ?」 

ユー リ [野暮 だ な 、 カ ロ ル 先 生 。 デー ト の 約束 に 決ま っ て る だ ろ 」 
カロ ル [ええ っ !?」 

リタ 「 ち が 一 うっ 」」 

リタ が カロ ル に チョ ッ プ 。 

フレ ン [ユー リ 。 そう いう 茶化し は 感心 し な い 」 

ユー リ 「 へ い へ い 」」 

カロ ル 「 だ か ら 、 な ん で ボク ……-」 


また また ユウ マン ジュ に や っ て きた ユー リ た ち 。 い つも の よう に 番 
頭 に 声 を が ける 。 


番頭 「 あ 、 みな さん ! 先日 は あり が と う ご ざ いま し た 。 
仕事 ぷり も 上 々 で し た よ 」 

ユー リ 「 そ りゃ 、 光栄 だ な 」 

プレ ッッ 「 が ん ば っ た 甲斐 が あっ た ね 」 

番頭 「 そ れ で 、 また ひと つ お 願い し た いこ と が あり まし て ……」 

リタ 「 ま た な ん か や れ っ て の ?」 

番頭 「 い えい え 、 みな さん 全員 に っ て わけ じゃ な く て 、 お 


土産 屋 を 担当 し て くれ た 彼女 !」 


ジコ ディ ス | 私?」 

番頭 ” 「 は い 、 実 は お 客 さ ん か ら の 評判 が すご く て 。 あ の 後 、 
あの 売り 子 さ ん は も うい な い の か 一 っ て 問い 合わ せ 
が 殺到 し た ん で す よ 」 

カロ ル 「 へ ぇ えー、 さす が ジュ ディ ス !」 


レイ ヴ ン  。 「 確 か に 、 あ ん な セク シー な 売り 子 ちゃ ん な ら 、 位 様 
な ん で も 買っ ちゃ う ] き 

リタ 「 そ ん な ん で 金 の 無駄 使い すん な っ 

エス テル [それ で 、 も う 一 度 売り 子 を や っ て ほし いっ て こと で す ?] 

番頭 「 も ちろ ん 、 温 泉 は ご 自由 に お 入り 頂い て いい の で 


お 願い で き な い で し ょ うか ?」 
ジュ ディ ス  「 私 は 構わ な いわ よ 。 この 前 も 楽し か っ た し ] の 


番頭 「 あ り が と う ご ざ いま す ! じゃ あ 、 せっ か く で すか ら 、 
届い た ば か り の 売り 子 用 の 浴衣 、 着 て みて くだ さい 」 


ジュ ディ ス  「 私 は 一 仕事 終え た ら 入 ら せ て も ら う か ら 、 あな た 
た ち は 先 に ゆっ くり し て き て 」 。 

エス テル  「 な ら 、 わ た し も ジュ ディ ス の 仕事 が 終わ る まで 待っ 
て ます 。 ユー リ た ち 、 先 に 入っ て き て くだ さい 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 、 あ り が と う 」 


ジュ ディ ス が 売り 子 を し て いる うち に 、 入浴 を すま せる 男性 陣 。 し 

ば らく し て 、 男性 陣 が 風呂 か ら 上 が っ て くる 。 

「 あ 、 ユー リ ! 上 が っ た ん で すね ] に 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ は 、 まだ 働い て る の か ?」 

エス テル 「 え え 、 な か な か お 客 さ ん が 途切れ な く て 」 

見 る と 、 お 土産 屋 に 客 が 殺到 し て いる 。 そ の 1 人 1 人 に て いね いな 

応対 を する ジュ ディ ス 。 

ジュ ディ ズ 「 い らっし ゃ いま せ 。 こ の お まん じゅ うな ん て どう か 
し ら ? ら 24 個 入り で 、 複数 人 へ の お 土産 に は ぴっ た 
り よ 。 は い 、150 ガ ルド の お つり ね 。 あ り が と う 」 

レイ ヴ ン は ジュ ディ ス の 仕事 点 り で は な く 、 服装 に 目 を と ら わ れる 。 


レイ ヴ ン 「 お ぉ 一 、 今回 は また 超 ミニ 丈 で 素敵 な 浴衣 姿 ! あの 見 
え そ う で 見 えな い ラ イン が 男 の イ マジ ネー ショ ン を ……」 

パテ ィ 「 お っ さん の スケ ベ 心 は 温泉 で は 洗い 流せ な い の じ ゃ 」 

カロ ル 「 な ん か 、 忙し そう だ ね 」 

フレ シン 「 で も 彼女 、 お 客 さ ん と 話 を し て その 人 に 合っ た お 
土産 を 選ん で あげ て る みた い だ ]」 

エス テル 「 あ あい う 細 か い 心 配り が 自然 に で きる の も 、 ジュ 
ディ ス の すご いと ころ で すね 」 

リタ 「 あ た し は ご めん だ わ 。 あ れ だ け 大 勢 の 客 を 相手 に 

ラン ーー する 90CF と も や ここ PF いり ョ l 

そこ に 仕事 を 終え た ジュ ディ ス が 、 番頭 と 一 緒 に や っ て くる 。 1 

ジュ ディ ス 「 終 わっ た わ よ 」 

エス テル 「 お 疲れ さま で し た 」 

番頭 「 い や ー、 あっ と いう 間 に 昨 日 の 売上 超え ちゃ うな ん 
て 本 当 に すご いで す よ ! や っ ぱり 素敵 な 看板 娘 が 
いる と いな いで は 違い ます ね 」 

パテ ィ 「 ジ ュ デ ィ 旭 は 人 気 も うな ぎの ぼり な の じゃ !」 ・ 

番頭 「 は い 、 売上 も 人 気 も 今月 の 売り 子 No.1 で す 」 

ジュ ディ ス  「 じ ゃ あ 、 来 月 も No. 1 狙っ ちゃ お うか し ら ?」 3 

カロ ル 「……| ジ ュ デ ィ ス 、 また バイ ト す る つも り ?」 ( 


ユウ マン ジュ を 訪れ た 一 行 を 見 て 、 番 頭 が 何やら まず い 様 子 を 見 せる 。 


番頭 「 あ ら 一 、 みな さん 、 来 ちゃ いま し た か 一 ……」 4 
リタ 「 何 その 言い 方 …… 客 に 向かっ て 失礼 な 従業 員 ね 」 
番頭 「 す み ま せ ん 、 すみ ませ ん 。 わざ と じゃ な いで す 」 
フレ ン 「 何 か 、 来 て は いけ な か っ た 理由 が ある みた い だ ね 」 書 
番頭 「 実 は 露天 風呂 の 掃除 が まだ な ん で 、 お 風呂 を あけ 
られ な いん で す よ 」 
ユー リ 「 ど れ く らい か か る ん だ ?」 
番頭 「 う ち は い つも ガッ ツリ 清掃 する の で 、 時 間 ま で は な 
ん と も 0 | _ 
リタ 「 そ うい えば 、 最初 に 来 た と きも そん な 理由 で 追い 。 


返 ぐ れ た わ ね 」 


カロ ル 


カロ ル 
フレ ン 


ンー ルー リ 


流れ で 風呂 の 掃除 を ま か さ れ た カロ ル 。 着 替え を 用 意 し た と いう 


[残念 で す 。 ゆ っ くり 温泉 に 入れ る と 思っ た ん で すけ ど ] 
「 そ う ね 。 こ この 温泉 は 肌 が スベ ス べ に な る か ら 、 
来 た ら 絶対 に 入り た いと ころ よね 」 
[無料 サー ビス 券 、 使い た か っ た の じゃ ……」 

「 す いま せん ーー。 せ め て も う 少 し 人 手 が あ れ ば な ん 
と か な る ん で すけ ど 」 

「 よ し 、 番頭 さん の その 悩み 、 解消 し こ て あ げ よ うじ ゃ 
な い の ! 頼ん だ ぜ 、 少 年 !」 

「 え ぇ え 、 まさ か ボク っ !?」 

「 義 を 持っ て 事 を 成せ 、 不義 に は 罰 を 。 困 っ て る 人 
が いた ら 、 助け な いわ け に いか な い の が 凛々 の 明星 


(ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 首領 (ボス ) で し ょ ?」 


「 そ ん な の 無理 や りす ぎる よ 

「 そ う ね ー。 この 前 の バイ ト 、 あん た 温泉 入っ て た だ 
け だ っ た ん だ し 、 ちょ っ と 手伝っ て き な さ いよ 」 

「 本 当 で すか !? いや ー、 この 前 手伝っ て も ら っ た 
ば っ か り で また バイ ト を お 願い する の は 気 が 引 け て 
た ん で 、 そう 言っ て も ら え る と 助かり ます よ 」 
つう ちょ うと の 

「 じ ゃ 、 着替え は 脱衣 所 に 用 意 し て お きま すか ら よ ろ 
し く お ね が いし ま ー す !」 

「 ボ ク ま だ や る な ん て 言っ て な い の に 一 っ 1!」 

「 あ の 番頭 さん 、 涼し い 顔 し て な か な か 酷い ね 」 

「 こ こ に も 、 自分 が や ら な く て いい よう に 子ども に 押 
し 付け た 酷い お っ さん も いる けど な 」 


脱衣 所 に あっ た の は 、 黒 タ イツ だ け だ っ た 。 


。。 リタ 


カロ ル 「…… な ん で ボク の 着替え っ て こん な の ば っ か り …… 」 
パテ ィ 「 カ ロ ル ー、 まだ な の じゃ ー ?」 
エス チル 「 が ん ば っ て くだ さい ね ー」 
ジュ ジィ ンズ 「 楽 し み に し て る わ 」 
「 さ っ さと し な さい よ 
。 外 か ら は カロ ル を 急 か す 女 性 陣 の 声 。 
。 カロ ル 「 く そ ーー っ 、 な ん で ボク ば っ か り 」 
それ で も 掃除 を が ん ば る カロ ル 。 し ば らく し て 男性 陣 が 入っ て くる 。 
ユー リ 「 カ ロ ル 、 終わ っ た か ? …… っ つて 、 すげ ぇ 格好 (か っ 
こう ) だ な 」 
_ カロ ル 「 し ょ う が な いじ ゃ ん ! 濡れ て も いい 格好 (か っ こう ) じ ゃ な 
いと びしょびしょ に な っ ちゃ うし 、 こ れ し か な か っ た ん だ も ん 
レイ ヴ ン 「[ げ どー、 だ か ら っ て 上 半身 裸 に 黒 タ イツ っ て -…… 」 
カロ ル 「 あ の 番頭 さん 、 き っ と ボク の こと が 嫌い な ん だ 。 
だ か ら こ の 前 も タオ ル し か くれ な く て 、 今度 も こん 
な 変 な 格好 (か っ こう )……」 
フレ ン 「 君 に 用 意 さ れ た 着替え な ら ロ ッ カ ー の 上 に 置い て 
あっ た みた い だ け ど …… 気づか な か っ た の か い ?」 
カロ ル た 7』 
レイ ヴ ン [な る ほど ね ぇ 一 。 ロッカー の 上 に あっ た や つ 、 少年 
の 背 だ と 見 えて な か っ た と ]」 
カロ ル [じゃ あ 、 これ っ て …… 」 
ラフ レン 「 お 客 さ ん の 忘れ 物 か 何 か な ん じゃ な いか な ?」] 
レイ ヴ ン 「 大 丈夫 よ 、 少年 。 こ の こと は 俺 様 た ちの 胸 に 留め 
て お く か ら 」 
ユー リ 「 と か いっ て 、 お っ さん が 一 番 し ゃ べり そう だ よ な 」 
レイ ヴ ン 「 そ ん な こと な いっ て ! 男 と 男 の 約束 よ !」 
カロ ル 「 は ぁ 、 な ん か …… ボク も う 疲 れ た …… 」 
フレ ン 「 な ら 、 温泉 に 入っ て 溜まっ た 疲れ を 癒 そ つか 」 
カロ ル 「 う ん …… 。 そう だ ね 、 それ が いい や !」 
ユー リ 「 な ら 、 エ ステ ル た ち に 掃除 終わ っ た っ て 言っ て こい よ 」 
カロ ル 「 う ん 1」 


カロル は 黒 タ イツ ー 丁 の まま 出 て いっ て し まう 。 


馬 リタ 


フレ ン 「 あ 、 カロ ル 、 待つ ……」 

エス テル [ラー つう 
ま 「 こ の 変態 ! ファイアー ボール! 
、 リタ の 攻撃 魔術 の 餌食 に な る カロ ル 。 


ユー リ 


「 あ の 格好 (か っ こう ) の まま 出 て く か ら ……」 


一 行 が ケー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 に 立ち 寄る と 、 ラ ピー ド が 何 か に 気づく 。 


ラ ピ ー ド 「 バ ウッ 

ユー リ に os 何 か が 見 つけ た か ?] 

ラビ ピー ド に つい て いく と 、 負 傷 し て いる 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) 

の ギル ド 員 た ち を 発見 する 。 

ラビ ピー ド 「 バ ゥ バウ !」 

ギル ド 員 A  「 う ぅ …-」 

ユー リ 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の ヤツ じゃ ね ぇ か 。 一 
体 ど うつ し た ん だ ?」 

ギル ド 員 B  「 巨 大 な 魔物 に や られ て …… ぐ っ …… 首 領 ( ボ ス ) た 
ちがい れ ば ……」 

ギル ド 員 C 「 今 も ナン が 一 人 で …… 頼む …… 」 

カロ ル | デン 

カロ ル は すぐ さま 走り 出す 。 

レイ ヴ ン 「 お 、 お い 、 お 前 一 人 で ……」 

エス テル 「 わ 、 わた し も ……」 

ジュ ディ ス ここ か ら 先 は カロ ル の 舞台 。 そう 思う の だ けれ ど ?」 


エス テル  「…… カ ロ ル の 舞台 ……?」 
ナン は 傷 を 負っ た 体 で 魔物 と 対 詩 し て いる 。 


ポン 「 は ぁ は ぁ …… 」 

魔物 「 ギ ィ イ イイ イイ イ !!」 

チン 「 あ ぅ !」 

魔物 の 攻撃 を 受け て 吹き 飛ば され る ナン 。 
魔物 「 キ シャ ーー 一 !」 

カロ ル 「 喰 ら え ! 袋 竜 ア ッ パ ー 中 」 


魔物 が 追撃 し た うと し た その と き 、 カロ ル が 割っ て 入り 魔物 を 倒す 。 
カロ ル 「 ナ ン ……: 怪 我 ( け が )、 な い 」 

し こっ 析 マ や コー 下 先 1 

そこ ヘ へ クリ ント と ティ ソン が や っ て き て 、 ギ ルド 員 た ち を 見 る 。 


ディ ジン 「 あ ぁ ? な ん だ ? この 有 様 は ?」 

クリ ント 「 ナ ン 、 説明 し ろ 」 

ダン 「 あ …… は い ……: 首 領 ( ボ ス ) た ち が 奥 の 魔物 を 狩り 
に 行っ た 後 い き な り 大 き な 魔 物 が 現れ て …… 」 

ティ ソン 「 で 、 そ いつ に みん な や られ ちまっ た ん だ な ?」 

ナー プ | まこ は い 。 で も 、 カロ ル が …… カロ ル が その 魔物 
を 倒し て くれ まし た ]」 

カロ ル 「 や 、 ボク 一 人 の 力 じ ゃ な いん だ けど ……」 

ディ ジン 「 カ ロ ル 、 お 前 か …… 」 

クリ ント は カロ ル の 目 の 前 まで 来 て 、 カロ ル を じっと 見 つめ る 。 

クリ ント 「 SG 」 

カロ ル 「 あ 光生 う ……| 」 

クリ ント 「 助 か っ た 。 礼 を 言う ……」 

そう 言っ て 立ち 去る クリ ント 。 

カロ ル 「 あ 時 5 失 だ こ と る 同 生 を た と ? | 

ディ ソン 「 首 領 ( ボ ス ) が 礼 を 言う と は な …… 一 応 、 オ レ か ら 
も 礼 を 言っ て お く 」 

カロ ル 「 え 、 いや …… そん な 」 

ティ ソン も クリ ント に な らい 、 礼 を 述べ て 去る 。 続け て ナン が 、 カ 

ロ ル に 衣装 を 差し 出す 。 

ンジ 263 これ あげ る 」 

カロ ル 「 え …… 5 は うこ ?」 

レー 。 「 最 近 、 狩っ た 魔物 の 角 や 牙 で 作っ た 衣装 よ 。 黄金 


カロ ル 「 黄金 の 2 流 La 角 OO ? | 

の 「 強 い 人 し か 似合わ な いと 思っ た けど 、 今 の カロ ル 
だ っ た ら ……」 

カロ ル お 和 の / それ っ て きき 」 

いつ か が から か 、 ユー リ た ち が 近 く で ら 人 の や り と り を 見 て いる 。 

レー。 [じゅ 、 行く ね …… 今度 会 うと き は …… ここ の あたし 
も 、 も っ と 強く な っ て る か ら !」 

カロ ル [ う 、 うん 

去っ て いく ナン 。 ユー リ は 彼女 が 何 か を 落と し て いっ た こと に 気づく 。 

ユー リ 「 な ん か が 落と し て っ た ぜ 」 


カロ ル が 拾い 上 げた それ は 、 ティ ソン と ナン か ら の 挑戦 状 だ っ た 。 
カロ ル [ ポ ク も も っ と 取 く な っ て と 、 そし て … こ 』 


カル ボク ラム で 、 魔 狩 り の 侯 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 面々 と 闇 遇 する 
一 行 。 ク リン ト と ティ ソン が 、 部 下 を 責め て いる よう だ 。 


カロ ル 「…… 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) だ 」 

ユー リ 「 何 や っ て ん だ 、 あい つら 」 

ディ ゾ ソ ッ ア 「 て め ぇ 、 捕まえ て お いた 魔物 、 逃がし や が っ た な ?」 

ギル ド 員 「 だ 、 だ っ て 、 も う あ の 魔物 、 ボロ ボロ で 、 見 て られ 
な か っ た すっ よ 

ティ ソリ ジ シ 「 俺 ら の 近 を 言っ て みな 」 

ギル ド 員 「 ま 、 魔物 は 悪 、 だ か ら 狩る ……」 

ティ ソン 「 わ か っ て る じゃ ね ぇ か 。 お まえ の や っ た こと は 、 控 
に 反する こと だ 。 搾 を 破る た ぁ 、 万 死に も 値する ぜ 。 
な あ 、 首領 (ボス ) ?」 

ギル ド 員 「 そ 、 そん な ーー 目 


クリ ント 「…… 腕 一 本 だ 」 


ギル ド 上 員 「 ひ 、 ひい いい っ 中 

見 か ね た カロ ル が 、 割っ て 入る 。 

カロ ル 「 ち ょ 、 ちょ っ と 待っ て よ !」 

ギル ド 員 [お 、 お まえ 四 

クリ ント 「…… な ん の 真似 だ 」 

カロ ル 「 ま 、 魔物 見 逃し た くら いで 、 や りす ぎ だ よ !」 

クリ ント [逃がし た 魔物 が また どこ か で 誰か を 傷つけ る か も 


し れん 。 そ の 責任 を 貴様 ( き さ ま )、 取れ る の か ?」 
カロ ル 「 そ 、 それ は …… で も 、 だ っ た ら な お さら 間違っ て る 
よ 。 そのため に 人 を 傷つけ る な ん て 」 


ティ ソン 「 て め え 、 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) や め て 、 そっ 
ちの ギル ド に 入っ た ん だ ろう が ! よそ の ギル ド に 奈 
計 ( よ けい ) な 口出し し て ん じゃ ね ぇ よ !]」 

クリ ント 「 待 て 、 ティ ソン 」 


ディ ソン 「 へ 5 な の し う し か し Saw 」 
クリ ント 「 足 様 ( き さま ) ら が 我々 の や る こと に 口 を 挿 で の は 


これ で 二 度 目 だ 」 

剣 を 構え る クリ ント 。 

クリ ント 「 俺 は 俺 の 筋 を これ で 通し て きた 。 そ の 俺 に 口 を 挿 
お と いう な ら 言 葉 で は な い 、 力 を 示せ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 そ ん な お 誘い され た ら 受 け な い 訳 に いか な いわ ね 」 

カロ ル 「 気 を つけ て 。 首領 (ボス ) は …… クリ ント は 強い よ 」 

ユー リ 「 あ あ 、 分 か っ て る さ 。 だ い 点 前 、 一 撃 で 魔物 倒す 
の を 見 せ て も ら っ て る か ら な 」 

リタ 「 あ た し た ち だ っ て 、 あの 頃 よ り 強 く な っ て る は ず だ 
し ね 。 勝て な いな ん て こと は な いわ 」 

クリ ント 「 人 間 ご と き …… 俺 の 前 に 立た せん !」 


魔 外 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 首領 (ポス )、 ク リン ト と 戦う 一 行 。 
フェ イタ ルス トラ イク を 使い こなす 彼 に 苦戦 を 強い られ る も 、 な ん 


と が 勝利 を 得る 。 

カロ ル 「 は ぁ は あぁ …… か が 、 勝つ た ……」 
ユー リ 「 つ 、 強い じゃ ね ぇ か ……」 

カロ ル 「 だ 、 だ か ら そ う 言 っ た じゃ ん ……」 
クリ ント が ふら つき な が ら 起 き 上 が る 。 

エス テル 「 き や ゃ っ 」 

リタ 「 な 、 何 、 まだ や る 気 …… ”」 

クリ ント 「 ツ フフ. ン ィ AOWWVUK うこ - 中 
ディ ン 「 ボ 、 首領 (ボス )……」 


カロ ル 「 首 領 ( ボ ポス) が あん な 大 き な 声 で 笑う な ん て ……」 

クリ ント は ひと し きり 笑う と 、 剣 を 収め て 一 言 だ け 告 げ る 。 

クリ ント に 0 もい だ ろ つ 」 

ティ ソン た ち に 目 配 せ し 、 彼ら と 共に 去っ て いく クリ ント 。 魔物 を 

逃がし た ギル ド 員 は 、 カロ ル に 礼 を 言う 。 

ギル ド 員 「 た 、 助 か っ た …… め あり が と う よ 、 カ ロ ル …… だ っ け か が 」 

カロ ル 「 う うん 。 で も 、 どう する の ? も う 魔 狩り の 剣 ( マ ガ 
り の ツル ギ ) に 戻れ な いよ ?] 


ギル ド 員 「 し ょ う が ね ぇ 、 田舎 に 戻っ て 畑 仕 事 を 手伝い な が ら 、 


身 の 振り 方 考え る わ 」 

そこ ヘ ク リ ント が 必 た た び 姿 を 現す 。 

ギル ド 員 「 ひ 、 ひ ぃ っ 中 

クリ ント 「 受 け 取 れ ]」 

クリ ント は 手紙 を 投げ る と 、 きび す を 返す 。 

ユー リ 「 な ん だ 、 あり ゃ や 」 

落ち た 手紙 を 拾い 上 げ 、 その 文面 を 読む お カロ ル 。 

カロ ル 「「 闘 技 場 に て 待つ 」」 

レイ ヴ ン 「 あ りゃ ? 魔物 と 戦う こと し か 興味 な い の か と 思っ て た けど ] 

エス テル 「 わ た し た ち も 魔 物 に 匹 英 す る だ け の 強 さ を 認め て 
も ら え だ っ て こと で し ょ うこ 7】 

カロ ル 「 そ 、 それ っ て 純粋 に また 戦っ て みた いっ て こと ?」 

ユー リ 「 か も な 。 ま 、 恨み つら み だ け で 戦う より 、 よっ ぽ ど 
健全 で いい ん じゃ ね え か ?」 

カロ ル 1 うん …… そう だ ね 、 うん !」 


テム ザ 山 中 腹 の 廃 堪 で 、 大 勢 の クリ ティ ア 族 を 見 か ける 一 行 。 ] 


まり 「 な ん だ …… ク リティ ア 族 が いる ぞ …… ?」 
ジュ ディ ス  「 こ ん な と ころ で 何 を し て る の か が し ら ?」 
男性 「 や あ 。 君たち か 。 ミ ョ ル ゾ が いつ まで も 空 に 浮か ん で ら 


れ な いか も し れ な いと 聞い て ね 、 移 住 先 を 考え て いる の ご 」 
「 そ ん な すぐ の 話 じ ゃ な いと 思 つ うわ 。 精霊 に な る か どう か 
は クロ ー ネ ス が 決め る 事 だ し 。 私 た ち は 四 大 属性 の 精 
霊 を そろ える こと が 目的 で 、 それ は も う 2 達成 で きた も の ]」 
男性 「 そ うか ー。 なら どう し た らい い だ ろ う ?」 


ジュ ディ ス  「 自 分 で 考え る し か 無い と 思う けれ ど 。 ク リティ ア 族 
の 知識 を 困っ て る 人 の 役に立て た ら ど うか し ら 」 

男性 「 う ーー ん 。 難 し いな 」 

こり 「 そ ん な 事 ね えと 思う けど な ……」 

男性 「 こ ん な も の あっ て も 役に立た な い だ ろ うし な ぁ 。 こ 
ん な 槍術 の 奥義 な ん て 誰 も 使え な いし ね 」 

ジュ ディ ス  「 見 せ て も ら え る か し ら ?」 

男性 は 奥義 書 を ジュ ディ ス に 渡す 。 

ゅ ー リ 「 ク リティ ア 族 っ て 、 あま り 戦わ な いわ り に 戦闘 に 関 
する も の も 多い よ な 」 

男性 「 千 年 前 の 星 喰 (ほし は ) み と 戦 つ 時 に 編み 出さ れ た 


も の な の か も し れ な いね 。 自分 た ち で は 扱え な い 

術 技 も ある の は 理論 だ け 確 立 し た か ら だ ろう な 」 1 
ほど な くし て 奥義 書 を 読み 終え た ジュ ディ ス は 、 奥義 書 に 書か れ て  . 
いた 技 、 落 月 爪 を 披露 する 。 


男性 「 お お 。 す ご い 。 君 は クリ ティ ア な の に 勇ましい な 」 

ジュ ユ ディス | 和仁 に と う よ た 

男性 「 な る ほど 、 力 は 貸 せ ず と も 、 知恵 は 貸 せ そう だ 。 
役に立ち そう で 何より だ よ 」 


ジュ ディ ス  「 あ り が と う 。 そ の 調子 で が ん ば っ て ね 」 3 
ー 行 は その 場 を あと に する 。 少 し 離れ た と ころ で 、 ユー リ が 先程 の . 
技 に つい て 尋ね る 。 8 
ユー リ 「 な ぁ …… 今 の 技 っ て 」 

ジュ ディ ス  「 え え 。 力任せ に 地面 を 叩き つけ る だ け 。 コツ は い 
ユー リ 「 連 中 、 自分 じゃ 確か め て な いみ た い だ っ た な 」 


ジュ ディ ス  「 ク リティ ア の 者 も 自分 で や っ て みれ ば いい の に 。 。 
そう すれ ば 、 新しい 事 が 色々 見 つか る の に 、 ね 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ み た い に な 」 

ジュ ディ ス Fu5u 学 う つね) 
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一 行 は リッ チ と カレ ン が 堂 お 請 衣 「 四 険 王 } で 一 泊 す る こと に 。 そ 1 
の 夜 、 カ ロ ル が ラビ ピー ド と 遊ぼ うと し て 物 を 投げ る 。 世 
カロ ル 「 ラ ピー ド ! ほら !」 
ラビ ピード は 興味 を 示さ ず 、 座り 込む 。 


カロ ル 「 も お 、 相変わらず な ん だ か ら -…」 
投げ た 物 を 自分 で 取り に いく カロ ル 。 一 方 リッ チ と カレ ン は 、 ラビ ー 


ド と いう 名 を 耳 に し て 何 か を 思い 出し た 様子 。 


リッ チ 「 の 2 ラ ピ ー ド で ?] 
カレ ン 「 ラ ピー ド っ て まさ か ?」 
ュー" 本 「 ん ? な ん だ ?] 
カレ ン 「 い え 、 知り 合い が 飼っ て いた 犬 と 同じ 名 前 な の で 」 
フ プレン 「 へ え に 」 
E カレ ン 「 ラ ピー ド っ て 名 前 、 あな た が つけ た ん で すか ぁ ?」 
: ユー リ 「 い や …… 前 の 飼い 主 が 付け た 名 前 だ 」 
宙 リッ チ < や っ ぱり …… 」 
カレ ン 「 で も おぉ 」 
” ユー リ 「 ど うし た ん だ ?」 
を ー リッ チ 「 2 待て Se 」 
ーー 
。 ラビ ピード  「 ク ー ン …-」 
。 ユー リ 「 お い お い 、 どう いう こと だ ?]」 
。 リッ チ 「…… お まえ の 母親 か ら 譲ら れ た 技 だ ……」 
、。 カレ ン [えっ こと 、 父 の 知人 が 飼っ て た 犬 の 子ども の 名 前 が ラ ピ ー 


ド だ っ た ん で す 。 で も 、 その 人 が 亡くな っ た 後 、 ラ ピ ー 
ド は 行方 不明 に な っ て 。 その後 、 ラ ピー ド の 母親 も 死 
ん じゃ っ て 、 彼 女 が 使っ て た 術 の 指南 書 が 残っ た ん で す 」 


ユーリ 「 だ か ら っ て 、 うち の ラビ ピー ド が そい つと 同一 人 物 、 
いや 犬 物 と は 限ら な い ぜ 。 それ で も いい の か 、 そい 
つも ら っ て も 」 
に リッ チ 「 な 5 いい まこ や る 際 3 を で 」 
カレン 「 ラ うー ん 、 そ う で すね ぇ …… ど う せ 、 それ は 犬 に し か 


使え な い 技 で すし 。 使 える 人 …… じ ゃ な く て 、 犬 が 持っ 


て た 方 が いい で すか ら 」 

エー 「 そ っ か …… じ ゃ あ 、 あり が た く ……」 
。 フレン 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 よ か っ た ね 、 ラ ピ ー ド 」 
タビ ピード ラン 
。 ユー リ 「…… け ど 、 お まえ 、 指南 書 読め ね ぇ よ な ?」 

する と 、 ラビ ピー ド が 読ん で くれ と 言わ ん ば か り に ユー リ に 近寄る 。 
、。 ラビ ピー ド 「 ワ ン ワン !] 
_。 ユー リ 「 わ か っ た わか っ た 。 付き 合う よ 。 お 前 も だ ぜ 、 フ レン 」 
に プレ ン 「 や れ や れ 、 仕方 な いな 」 


ユー リ と フレ ン の 手 を 借り て 技 の 修得 に 励 お ラビ ピー ド 。 技 を マス ター 


。 し た ころ に は 、 夜 が 明け て いた 。 
まあ ビ ゃ 衣 ーー[ ワ ォ ー ジ リ 
起き て きた カロ ル が 、 ラビ ー ド の 新 技 を 目 に する 。 


| カロ ル  。 「 あ ! ラ ピ ー ド 、 で きる よう に な っ た ん だ ね ! …… 


を あれ 、 ふた り と も 徹夜 ?」 
を フレ ン 「 あ あ 。 お か げ で くたくた だ よ 」 


『 ユー リ 「 ま 、 よかっ た な 。 ラ ピー ド 」 
= ラビ ピー ド 「 ワ オー ン 」 
その 後 、 ふ た た び 『 冒 険 王 } に 泊まっ た 夜 。 馬車 か ら 大 き な 音 が 響く 。 
% ユー リ 「 な ん だ ?」 
カレ ン 「 あ ら あ ら 、 荷 馬車 の 荷物 が 崩れ た みた い 」 
。 する と 、 馬車 の 中 か ら ラ ピー ド が 何 か を くわ えて 出 て くる 。 
。 ユー リ 「 ラ ピー ド ? 何 く わ え て ん だ ?」 
ま = カレン 「 あ ら 、 それ は ……-」 
* ユー リ 「…… 量 章 か ?] 
カレ ジン 「 前 に お 話し て た 、 ラ ピ ー ド の …… あ 、 父 の 知人 の 飼 


い 犬 の 子ども の 方 の 、 で す が 。 そ の 犬 が 騎士 団 か ら 
授かっ た 騎士 の 犬 と し て の 証 な ん で す 。 母 犬 が 死ん 
だ 時 、 ラ ピー ド に 引き 継が れる は ず だ っ た ん で すけ ど ]」 


を 、 了 チー ロリ 「 そ の 時 は そっ ちの ラ ピ ー ド は いな か っ た 、 と 」 
。 カレ ン 「 そ う で す 。 う や お や の うち に 我が家 で お 預かり し て 


た ん で す が 、 な ん か 荷物 に 混じっ て た ん で すね -…」 
_ ユー リ は 勲章 を リッ チ に 返す 。 
サッ チ 「 8 っ 、 あ 2 ] 


の と き 、 空 か ら 魔 物 が 飛来 し て くる 。 ユ ー リ た ち が 驚 く な か 、 ラ ピー 
ド は 以前 修得 し た 技 ・ 円 逆 を 繰り 出し 、 魔物 を 仕 玉 め る 。 


ユー リ 「 よ く や っ た 、 ラビ ー ド 」 

カレ ゾン 「…… すご い …… 」 

リッ チ は ラビ ピー ド に 近づき 、 勲章 を 身 に つけ させ る 。 

リッ チ 「…… や る …… 」 

ユー リ 「 い や 、 や る っ て 大 切な も の だ ろ ?」 

リッ チ 「…… 彼 に こそ 、 点 さ わし い ……」 

ラビ ピー ド [ワン !」 

カレ ン 「 そ う で すね ぇ …… ど う せ 、 私 た ち が 持っ て て も 、 役 
に は 立た な いで すし 。 そ ちら の ラビ ピー ド も お 気 に 入 
りみ た いで すか ら ぁ 」 

コー 「 し ょ う が ね ぇ な あ ・…- 男 前 だ ぜ 、 ラ ピ ー ド 」 


ラ ピ ー ド ウン リ 


証 班 スキ スキ タユ ー リ ・ そ の 3 ゅ 前 古 玉 P423 
恋 の ラッ キー アイ テム を 求め て 、 サル ベー ジ を 繰り 返す バテ ィ 。 信 
回 は 1 本 の 短 會 を 引き 上 げ る 。 


カロ ル 「 こ れ も 恋 の ラッ キー アイ テム な の ?」 

バテ ィ 「 こ れ は 、 大 海賊 ダラ ンカ レイ の ……」 

リタ 「 何 よ 、 そ れ ?」 

パテ ィ [海竜 の 夢 ( サ ー ペ ント の ユメ ) と いう 海賊 ギル ド を 
率い て 世界 を 制覇 し た 大 海賊 で の 。 ま さ に 英雄 と 
呼 に ふさ わし い 人 物 な の じゃ 」 

カロ ル [海竜 の 夢 (サー ペン ト の ユメ )…… ? 海 精 の 牙 ( セ 


イレ ー ン の キバ ) や 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) 
と な ん と な く 名 前 が 似 て る よね 」 

パテ ィ 「 そ れ は そう な の じゃ 。 海 精 の 卸 (セイ レー ン の キバ ) 
も 、 海 凶 の 爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) も 元 は 海竜 の 
夢 ( サ ー ペ ント の ユメ ) だ っ た の じゃ 」 

パテ ィ が 明か し た ら つ の ギル ド の 起源 に 、 カロ ル と リタ は 区 く 。 


リタ 「 へ え -……' そ うだ っ た ん だ 」 
バテ ィ 「 海 竜 の 夢 ( サ ー ペ ント の ユメ ) を 率い て いた グラ ン 


カレ イ が 死ん だ 後 、 二 つ に 分 裂 し た の じゃ 。 一 つ は 
海 に 残っ て 、 海 精 の ( セ イレ ー ン の キバ バ ) に な り 、 
ー つ は 陸 に 上 が っ て 、 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツ 
メ ) に な っ た の じゃ 」 


カロ ル [へ え …… あ 、 も し か し て イエ ガー と パテ ィ が 同じ よ 
うに 銃 を 使っ て る の は …… 」 

バ パティ 「 あ れ は も と も と 海竜 の 夢 ( サ ー ペ ント の ユメ ) の 技 
術 な の じゃ 。 一般に は あま り 普 及 し て お らん が の 」 

リタ 「 ま あ 、 確か に 銃 っ て 珍し いけ ど 」 

カロ ル 「 で 、 それ が その グラ ンカ レイ の 武器 な の ?」 

パテ ィ 「 う む 。 で も 、 銃 で は な い の が 残念 な の じゃ ……」 

武器 を 見 て いた カロ ル は 、 何 か を 思い つく 。 

カロ ル 「 そ うだ 、 パテ ィ 。 そ れ 使 っ て ユー リ に 腕前 を 披露 し 
て みた ら ?」 

パテ ィ 「 そ ん な ん で 、 うま くい く の か の ?」 

カロ ル 「 だ っ て 強い 女性 っ て と て も 魅力 的 だ も ん 」 

リタ 「…… そ れ 、 あん た だ け じ ゃ な い の …… の 

パテ ィ 「 う お む -……: そ う 言 えば 、 海 の 教 え 、 その 7 に も ある の 


じゃ 。「『 海 の 漢 は 強く 華麗 で あれ 』」 な の じゃ ! ユー 
リ に 戦い を 挑む の じゃ !」 


走っ て いく パテ ィ 。 

カロ ル 「 パ 、 パテ イィ ……!2 え 、 え ……!7」 

リタ 「 oe d 

や が て 、 船室 の 裏 か ら 声 が 聞こ えて くる 。 

バテ ィ 「 ユ ー リ 、 勝負 な の じゃ !」 

ユー ワリ [ん ? な ん だ ? うわ っ …… 1 や め ろ 、 お まえ 、 


ちょ っ 、 何 す ん だ 1! 
様子 を じっと うか が う カ ロ ル と リタ 。 す る と 人 金属 音 が 聞こ えて き て 、 
ら 人 は びっ くり する 。 
パテ ィ 「 う ちの 魅力 に 観 す る の じゃ !」 
裏 で は パテ ィ が ユー リ に 斬り か か っ て いる 模様 。 カロ ル と リタ は あ 
然 と し て いる 。 
ユー リ 「 わ け わ か ん ね ー っ て 。 お い 、 こら …… 1] 


や が て 金属 音 は 殴打 音 に 変わ る 。 あ きれ る カロ ル と り リタ 。 音 が 止 
むと 、 勝ち 誇っ た 表情 で パテ ィ が 戻っ て くる 。 


カロ ル 「…… そ うい う 意 味 で 言っ た ん じゃ な いん だ けど …」 
リタ [バカ っ ぽい 、 いや バカ だ わ ……」 


エス テル : ユ ー リ 、 大 寺 夫 ぞ で ま ?」 
船室 の 裏 か ら エ ステ ル の 声 が 聞こ える 。 パ ティ に ノッ クア ウト され 
た ユー リ を 、 エス テル が 発見 し た よう だ 。 


エス テル 「 大 丈夫 で す !? 魔物 に 襲わ れ た ん で す !? どう し 
て 呼ん で くれ な か っ た ん で す ?」 

パテ ィ 「 お お …… エ ステ ル に し て や られ た の じゃ 」 

リタ 「…… 自 分 で 撤 い た 種 じ ゃ な い 」 

パテ ィ 「…… 海 の 教え 、 その 118、 [海賊 は 一 日 に し て な 
ら ず 。 雑 用 十 年 や つて も まだ 素人 』 じ ゃ 。 エステル 
に も 、 ジュ ディ 旭 に も 負け な いよ う 、 女 を 磨く の じゃ ]」 

リタ 「 ど う で も いい けど 、 そこ に あたし の 名 前 が 入っ て な 


い の は ナゼ …… 7 


決戦 装束 を まとい 、 タル カロ ン を 突き 進む レイヴ ン 。 そ の 奥地 で 、 
つい に 音 を 上 げ る 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 つ 一 か ー れ 一 た て 。 お っ ざん も う ダ メ 。 ダ ルカ ロ 


ン 広 すぎ だ っ て 。 休 憩 し よう よー。 ジュディス ちゃ ん 
の 膝枕 で お っ さん 体力 全快 する か ら さ ぁ 」 


リタ づつ で 0 」 

カロ ル 「 レ イヴ ン の こと ちょ っ と 見 直し て た の に 」 

ユー リ 「 あ の 衣装 に 説得 力 が ね え 」 

レイ ヴ ン 「 ね ーー ね ーー、 ジュ ディ ス ち ゃ ぁ ん 」」 

ジュ ディ ス  「 膝 枕 よ り も っ と 休め る 方 法 を 知っ て いる わ 」 

レイ ヴ ン 「 お お 洒 」 

ジュ ディ ス は 槍 を 構え る 。 

ジュ ディ ス  「 永 遠 に 休む 事 に な る けれ ど ]」 

リタ 「 な ん で も いい わ 。 お っ さん 黙ら せ て 」 

レイ ヴ ン 「 冷 た いわ ね 。 お 年 寄り に は 優し くし て よね 」 

エス テル 「 で も ほら 、 レイ ヴ ン らし いじ ゃ な いで すか 」」 

カロ ル 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 と 同一 人 物 と は 思え な く な っ て き 
7 だ ae | 

ユー リ 「 や っ ぱり レイ ヴ ン は レイ ヴ ン だ っ た 、 か 」 


最後 の 魔 装具 を 手 に 入れ 、 す べ て そろ えた 一 行 。 フ ィ エ ル テ ィ ア 
号 の 甲板 で 、 これ ら の 扱い に つい て 検討 する こと に 。 


ユー リ 「 こ いつ で 最後 か 」 

レイ ヴ ン 「 ん だ な ]」 

カロ ル [つい に や っ つっ たね! …… っ て 、 せ っ か くそ ろ っ た の に 、 
も う 、 みん な 感動 薄い よ 」 

ミー リ 「 別 に お 宝 っ て 訳 じ ゃ な いか ら な 」 

カロ ル 「 え ー だ っ て 、 古代 の 遺産 な ん だ よ ? すご い 力 を 
秘め て る ん で し ょ ?」 


レイ ヴ ン 「…… 特 に 何 か 力 を 発し て る 感じ は な いけ ど ね え 」 

エス テル 「 起 動 に 鍵 か 何 か 必 要 な ん で し ょ うか ?」 

ュ ユーリ 「 さ あな 。 た だ 本 当 に すご い 武 器 な ん だ と し て 、 そ 
ん な も ん が 人 知れ ず 隠 され て た っ て の が 、 オレ と し 
ちゃ 、 よっ ぽ ど 気 に な る な 。 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) 


と は 扱い が 大 違い だ 」 

エス テル 「 な に か よく な い 理 由 が あっ た っ て こと で す ?」 

ユー リ 「 そ こま で は 分 か ら ね え け ど な 。 ま 、 と に か く 、 これ 
で 全部 集め られ た っ て わけ だ 」 


フレ ン 「 危 険 な 可能 性 も ある か ら 、 本 当 は 城 で 種 理 し た ほう が 
良い ん だ ろう けど ね 。 いま は ゴタゴタ し て る か ら ま ず は  。 
星 喰 ( ほ し は ) み を 倒し て 、 落 ち 着い た ら 預 か っ て も ら お う 」 

ユー リ 「 も し か し た ら 星 喰 ( ほ し は ) み に 有効 か も し れ ね ぇ し な 」 


ザー フィ アス の 下町 に 立ち 寄っ た 一 行 は 、 テッ ド に あい さ つ を する 。 

テッ ド | ユー リフ レン ! 友 た り と も 、 お か スス 5 の だ っ と 
そ ご ぞ 待っ て て 1 2 

あい さ つ す る な り 、 走り 去る テッ ド 。 や が て ハン クス と 共に 戻っ て ま 

きた テッ ド は 、 剣 を 抱え て いる 。 

ハン クス 「 必 た り と も 、 待っ て お っ た ぞ 」 

フレ ン 「 僕 た ち を ?」 


ハン クス 「 あ あ 。 これ を 渡し た く て な 」 
レイ ヴ ン 「 ふ お む …… 結 構 な 代物 だ ね え 。 店 で 簡単 に 買え る も 

ん じゃ な い 。 ど うし て こん な 剣 が 下町 に ?] ] 
ハン クス 「 以 前 、 下 町 を 訪れ た 高 名 な 備 兵 が 持っ て いた 剣  。 


じゃ 。 男 は 偶然 立ち 寄っ た ここ を 気に入り 、 長い こ . 
と 宿屋 に 滞在 し て お っ た 。 住 ん で いた と 言っ て も よ  』 
い 。 わ し ら は 彼 を 下町 の 住民 と 思っ て お っ た 」 

ユー リ 「 そ ん な 男 の 話 、 初め て 聞く ぜ 」 

「 知 ら な く て 当然 じゃ 。 お まえ た ち が 生 まれ る ずっ と 

前 に 彼 は 帝都 を 出 て 行っ た か ら な 」 

カロ ル 「 そ の 位 兵 は 、 どこ へ 行っ た の ?」 

ハン クス 「 さ あ …… 騎 士 団 や ら ギ ルド や ら が 俺 兵 の 剣 が 残さ 
れ て いな いか と 訪ね て 来 た が 、 見 つか ら な か っ た 」 


リタ 「 何 それ ? 備 兵 よ ? 剣 置 いて っ て どう すん の よ ]」 
テッ ド 「 で も 、 この まえ の 騒 ざ で メチ ャ クチ ャ に な っ た 時 、 
街 廊 付け て た ら 出 て きた ん だ 」 

カロ ル 「……: ど うい うこ と 2」 

エス テル 「 下 町 の 人 へ の お 礼 だ っ た の か も し れ ま せん ね 」 “ 
リタ 「 そ れ な ら 直 接 渡せ ば よかっ た ん じゃ な い ?」 5 
レイ ヴ ン [きっ と いずれ 、 こ こ へ 取り に 戻っ て くる つも り だ っ た の よ 」]  . 
ユー リ 「 そ れ じ ゃ 、 オ レ た ち が 持 っ て 行く わけ に ゃ いか ね ぇ な 」 


仏 ツ クス 「 合 は 守る べき も の の た め に 振る われ る と 男 は 言っ 
て お っ た 。 世 界 を 守る た め に 頑張 っ て いる ユー リ と 
フレ ン に 託す の な ら 、 あの 男 も 許し てく れる じゃ ろう 」 

ジュ ディ ス  「 武 器 は 持ち 主 を 選 応 ……:。 今 に な っ て 剣 が 見 つか っ 
た の も 偶然 で は な い の か も し れ な い 」 

ハン クス 「 使 っ て くれ 。 わし ら の 願い を 引き 受け る と 思っ て 」 


ユー リ 「 わ か っ た 。 使 わせ て も ら う よ 」 
刻 を 受け 取る ユー リ 。 

フレ ン 「 あ り が と う 」 
[ 049 |「 ユーリ の 下町 の 生活 」 を 見 て いる 


中 の な ご ESF つ まっ に 和 に (か 
ュー リ 「 あ あ 。 確か に 受け 取っ た ぜ 」 


最終 決戦 を 控え た 一 行 が 、 戦い の 疲れ を 名 し に ユウ マン ジュ に 立 
ち 寄る 。 すでに 全員 、 以前 ちら っ た 服 に 着替え て くつ ろ ぎ モー ド だ 。 


番頭 「 こ れ は これ は いら っ し ゃ いま せ 。 その 格好 (か っ こう ) 
で お 越し 頂け る と は 」 
エス テル 「 み ん な 気に入っ て ます か ら 清 」 
カロ ル 「 ボ ク だ け タ オル だ けど ね ・…… 」 we 
レイ ヴ ン 「 俺 様 は 、 下 ふ ん ど し だ けど ちょ っ と 気に入り 始め て 
る ぞ 。 少年 な ん て すぐ に 温泉 入れ る 格好 (か っ こ 較 
で 楽 じ ゃ な い の 」 * 
番頭 「 そ れ で 本 日 も お 入り に な られ ます か ? お 客 李 は 


無料 券 が ちり ま すか ら 貸 し 切り で も 構い ませ ん よ 」 


ジュ ディ ス  「 せ っ か くだ か ら 入 っ て 行き まし ょ うか 」 

リタ 「 じ ゃ あ 、 また あたし た ちか ら 入 っ て くる わ ね 」 

ユー リ 「 ん ー い いん じゃ ね ? 一 緒 に 入れ ば 」 

ユー リ か ら 発 せら れ た まさ か の 提案 に 、 ド 肝 を 抜か れる 一 同 。 

カロ ル し ま と え 、 で も 宅 和 っ て *… 

ユー 「 風 呂 ん 中 も 奥 ま で 行か な きゃ 別々 な ん だ か ら 。 気 


に する 事 で も な いさ 。 な ぁ レ イヴ ン ?」 
名 指し で 釘 を 刺さ れ た レイ ヴ ン が うろ た える 。 
レイ ヴ ン 「 そ 、 そう ね 。 俺 様 は な ん で も いい けど ……」 
リタ 「 な ーー ん か が 怪し いわ ね ……」 


ジュ ディ ス  「 ユ ー リ が ああ 言っ て る の だ か ら 心 配 な いわ よ 」 

エス テル 「 そ う で す よ 。 気 に し な いで 入り まし ょ 」 

番頭 「 ど う ぞ 、 どう ぞ ご ゆっ くり 。 で も 、 せっ か く で すか ら 
夜 に 入 つ た らい か が で すか ? 情緒 が あっ て 素敵 で す よ 」 

ユー リ 「 せ っ か くだ か ら そ うさ せ て も ら う か 」 

番頭 の オス ス メ ど お り 、 夜空 の 下 で 入浴 する 一 行 。 男 湯 で レイ ヴ 

ン が リラ ックス し た 声 を あげ る 。 

レイ ヴ ン 「 点 一 落ち 着い た な ぁ 」 

ユー リ 「 い ろ い ろ デ カイ 問題 が 残っ て る ん だ けど な 。 ま 、 
今 は ちょ っ と 置い と く か 」 

つい た て を は さん で 、 リタ が 相づち を 打つ 。 

リタ 「 そ う よ ー せ っ か く な ん だ か ら 忘 れ て お きま し よ ょ 」 

エス テル 「 リ フレ ッシュ する 事 も 大 事 で すか ら ね 」 

レイ ヴ ン 「 な に ? そっ ち も い た の ? 静か に し て る か らい な 
いか と 思っ た わ よ 」 

リタ 「 何 それ ? いる の が わか っ て た ら 見 に 来 よ うと し て 
た わけ ?」 

レイ ヴ ン 「 あ ー? ガキ ン ち ょ の ツル ペタ な ん か わざ わざ 見 
た か ね ぇ っ て の 」 


リタ 「 何 言っ て こん の よこ の エロ ガッ パ !! こっ ち き な さい ! 


ファ イア ー ボ ー ル を お 見 舞い し て や る わ 」 


レイ ヴ ン 「 悔 し か っ た ら 男 湯 に 来 て みろ よ 。 プッ プク ブー だ 」 


に 入浴 を 終え て 、 着替え て いる 。 


リタ 「 あ ん た みた いな オヤ ジ の ブヨブヨ な 裸 な ん て 見 た 


く な いわ よ 」 
レイ ヴ ン 「 あ ん だ と 一 !」 
リタ 「 な に よっ !」 
ユー リ 「 ら 6 人 と も いい 加減 止め と か な いと 湯冷め し ちまう ぜ 」 
エス テル 「 あ れ ? まだ 着替え て 無かっ た ん で すか ? 女子 
は みん な 一 度 あ が っ て 着替え 終わ っ て ます よ 」 
ユー リ 「 女 子 っ て ……。 こ っ ち も 着 替え は 終わ っ て る ぜ 」 
ジコ ティス 「 あ ら 、 そ れ な ら つ いた て 越し に 話し て る 必要 な いじ ゃ な い 」 
カロ ル 「 そ うそ う 。 も う 、 あ が っ て …… ヘ ーーー っ くし ょ いっ 中 
ュー リ 「 タ オル ー 丁 の カロ ル 大 先生 が 風邪 引い ちまう な 」 


リタ = 。 「 な ん で 、 あん た だ け タオ ル 姿 の まま な の よー 


一 行 は その まま ユウ マン ジュ に 一 泊 す る 。 そ し て 翌朝 。 


ジュ ディ ス  「 ふ 一 。 す っ か り 気 分 転換 で きた わ 」 

リタ 「 あ ん た さあ 、 いつ まで その 格好 (か っ こう ) ?」 

カロ ル 「 朝 風呂 入っ て て 急い で 出 て きた か ら …… CE 
みん な だ っ て !」 

ユー リ 「 オ レ ら は まだ 服 だ も ん な 。 それ に 比べ て ……」 

みん な が いっ せい に カロ ル を 見 る 。 

カロ ル 「 え 、 い や ……。 そん な に 見 つめ られ る と ……。 ほら 
も う 行 こう よ ! 

麻生 ・ そ の 4 mg 


| タル カロ ン の 頂上 に て 、 デュ ー ク と の 死闘 を 制 し た ユー リ た ち 。 し 
、 か し 、 突然 デュ ー ク の 身体 が 光 に 包ま れ 、 一 行 の 持っ て いた 麻 装 


| 具 が 共鳴 を 始め る 。 
エス テル  「 な に ? な ん な ん で す !2?] 


魔 装 具 は ひと り で に 飛ん で いき 、 デュ ー ク の 周囲 に 集まる 。 


ッ ュ ユー ク 「 ま さか …… こ れ は スパ イラ ルド ラコ の ……」 


ジュ ディ ス  「 魔 装具 が 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) と 共鳴 し て る ?! 
それ に あの デュ ー ク を 包む お 光 …… !」 
リタ 「 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) と タル カロ ン の 機能 が 魔 


装具 の 力 を 解放 し た !? …… そん な 1」 


デュ ー ク を 和 覆う 光 が 輝 き を 増し 、 あたり 一 面 を 包む お 。 す る と 、 一 帯 
は 明暗 が 反転 し た 世界 に 。 そ の 中 心 に は 魔 装具 と 共鳴 し 、 変貌 を 


遂げ た デュ ー ク の 姿 が あっ た 。 


レイ ヴ ン 「 な な て こう だ ッ み … 」 

エス テル 「 あ れ が 魔 装具 の 真 の 姿 ……!?」 

カロ ル 「 さ っ きま で と 全然 ちがう よ !」 

パティ 「 これ は ちょ っ と 歯応え あり そう じゃ の 」 

た オー ダ 「 こ の お 互い 引け ぬ 一 戦 に お いて 古 の 始祖 の 隷 長 ( 工 


ン テ レ ケイ ア ) の 王 も 私 に 味方 し こく れ て いる …… ! 
それ が …… 世 界 の 意思 、 テ ルカ ・ リュ ミレ ー ス の 意 
思 だ か ら だ !」 


あたり が も と に 戻る と 、 次 を 変え た 魔 装具 も 使い 手 の も と に 戻る 。 
ュー ポリ 「 勝 手 な 理屈 ほざい て ん じゃ ね え ! 自分 の 正義 は 自 


分 で 決め る 。 あと は こい つ で 白黒 つけ る し か ね え だ ろ 」 
「 ど う あ っ て も 受け 入れ な いと いう の だ な 。・…… 3 
れ も よ か ろう 。 この 一 戦 、 世界 の た め に !」 

魔 装具 の 力 を 得 た 、 虹 細 ま と いし 者 と の 戦い が 始ま る 。 


デュ ー ク 


オル ニオ ン で 一 泊 し た 翌朝 、 外 を 出 歩 い て いた フレ ン が 、 起き た 
ば か り の ユー リ に あい さ つ を する 。 


フレ ン 「 お は よう 、 ユー リ 」 

ユー リ 「 お う 、 フレ ン 。 朝 早く か ら 散 歩 で も 行っ て た か ?」 

フレ ン 「 い や 、 ヨー デル 殿下 に 呼ば れ て ね 。 君 の こと に つ 
いて 相談 され て きた 」 

ユー リ 「 オ レ の こと ?」 

フレ ン 「 殿 下 が 君 の 功績 を た た えて 、 自由 聖 騎 士 の 称号 を 
与え た いと お っ し ゃ っ て いる ん だ ]」 

ユー リ 「 ま っ た く あ の 天然 殿下 は …… 困 っ た ガキ だ な 」 

フレ ン 「 相 変わ ら ず 、 口 が 悪い ね 」 

ei 「 言 っ と け 、 オレ みた いな の に ほ い ほ い と 称号 与え 
た りす る な っ て 。 次 期 皇 帝 の 品位 に か か わる ぞ 」 

フレ ン 「…… や っ ぱり 、 君 は そう 言う ん だ ね 」 

ユー リ 「 わ か っ て た ろ 」 

アレ ン 「 あ あ 、 で も 、 例え そう で も 、 君 を 讃え た い 想 い は 


僕 も 同じ な ん だ 。 君 だ っ つて それ は わか っ て る は ず だ 」 


ユー リ 「 は は っ 、 そ ん な 言わ れ 方 し て 、 わ か ら な いと は 言え ね ぇ な 」 


フレ ン 「 じ ゃ あ …… 受 け て くれ る ね ?」 


ュー リ 「 い や …… あ り が た いけ ど 、 気持 ち だ け で 充分 だ 。 


帝国 の そう いう の を オレ が も ら う っ て の は 、 な ん か 
違う ん だ よ な 。 そ れ が 何 か は うま く 言 え ね ぇ けど 」 


フレ ン 「 や っ ぱり 、 ダメ 、 か …… 」 

ユー リ 「 あ あ ……| そう いう わけ だ 」 

去っ て いく ユー リ 。 そ ば で ずっ と 話 を 聞い て いた エス テル が 、 うつ 

むく フ レン に 声 を か ける 。 

エス テル 「 フ レン …-」 

フレ ン 「 エ ステ リー ゼ 様 ……」 

エス テル 「 フ レン 。 騎士 っ て いう の は 、 心 の 持ち よう だ っ て 、 
話し て くれ た こと が あり まし た よね 」 

ッ プレン 「 え ? ええ …… 」 

エス テル 「 心 の 中 に 自分 の 正義 を ちゃ ん と 持っ て いて 、 悪い 


こと は 見 過ごせ な い 。 そ うい うつ 意味 で は 称号 な ん て 
な く て も 、 ど ん な 騎士 より 、 ユ ー リ は 騎士 らし いで す 」 


フレ ン 「 わ か っ て いま す 。 で も 、 それ だ け に よけい 、 認め ら 


れ た 形 に し て や り た い の で す 」 
「 い いじ ゃ な いで すか 、 わた し た ち が 心 の 中 で 認め 
て あげ れ ば 」 


エス テル 


フレ ン 「 そ う で す が -…。… せ め て これ だ け で も …ー」 


フレ ン は ユー リ に 贈る は ず だ っ た 正装 を エス テル に 渡す 。 


エス テル [これ は 正装 ……」 

レジ 「 ヨ ー デ ル 殿 下 か ら 。 叙 任 式 に 着 て き て ほし いと 。 
せめ て これ だ け で も 、 ユー リ に 渡し て 頂け ませ ん か ? 
殿下 や 僕 の 想い の 印 と し て 。 僕 か ら 渡 し た ん じゃ 、 
絶対 に 受け 取ら な いで し ょ うか ら 」 

エス テル 「 そ れ で も ユー リ が 受け 取ら な いっ て 言っ た ら ?」 

ツリ ロン [無理 矢 理 、 荷物 の 中 に ね じ こ ん で お いて くだ さい 」 

エス テル 「 シ ワ に な っ ちゃ いま すね 」 

フレ ン 「 そ こま で 僕 は あい つの 面倒 を 見 きれ ませ ん 」 


エス テル 「 点 点 …… そう で すね 。 じゃ あ 、 お 預かり し ます 」 
エス テル が 去り 、1 人 に な っ た フレ ン は 空 を 見 上 げ て つ 点 や く 。 
ウレ ツン 「 心 の 中 の 騎士 、 か ……」 


追憶 の 迷い 路 と 前 誠 肖 P.398 
[幻影 に て 」 を 見 て いる 場合 


フェ ロー の 岩場 に ある 幻 の ほこ ろ び か ら 、 千年 前 の ヨー ムゲン に 向 


か っ た 一 行 。 す る と 以前 は 無人 だ っ た 街 に 、 人 々 の 姿 が 見 受け ら 
れる 。 一 行 は ふた た び 、 賢人 ソー デス を 訪ね て みる こと に 。 


ソー デス 「 な ん じゃ 、 お まえ さん ら 。 旅 の 人 か ね 」 

カロ ル _「 前 に 会っ た で し ょ 21 | 

ソー デス に は 一 行 と 会 っ た 覚え が な い 様子 。 

ユー リ _「 忘 れ て る みた い だ ぞ 」 」 

レイ ヴ ン (忘れ て る っ て より 、 時 代 的 に 昔 に 戻っ た っ て 感じ よね ) 


ジュ ディ ス (ええ 。 街 の 中 は すっ か り 人 が いる し ) 


ソー デス [ 何 を こそ こそ と 話し て お る ん じゃ 。 そ れ よ り も 、 面 
白い 話 が ある ん じゃ 、 旅 の 人 。 聞い て いか ん か ね 」 
リタ [年 寄り の 長 話 に つき 合わ され る の 、 あ た し 、 ゴ メン だ か ら ] 
ソー デス 「 な に な に 、 短く 済ま す て 」 

ユー リ _「 じ ゃ あ 、 聞か せ て くれ ] 

ソー デス 「 ち ょ っ と 前 に 書庫 の 整理 を し て お っ た ん じゃ 。 す る 


_ と 、 書庫 の 中 か ら ……」 
ソー デス の 話 は 、 この あと 2 時 間 続 く 。 ( 
「…… し て 、 今度 は ネズ ミ が 中 か ら 出 て き お っ て ……」 


ソー デス 

リタ 「…… も う 2 時 間 、 話し て る 」 

ユー リ _「 じ いさ ん 、 要 点 だ け 話 し て くれ れ ば それ で いい ん だ が 

ソー デス 「 何 じゃ 、 こ の 過程 が 重要 な ん じゃ ぞ 」 

レイ ヴ ン 1 もう 売 2 で し ょ | 

ソー デス 「 し ょ う が な い の 、 で 、 書 庫 か ら 一 國 の 本 が 出 て き お っ 
た 。 ここ に は こう 書い て お っ た 。 第 六 大 陸 ユ ル ゾ レ 
ア の 明 険 な る 山脈 地帯 の 底 に 時 を 遥か に 越え る 男 、 

_ 長らく 眠る 。 可憐 な る ミコ 旅立つ 時 、 4 ツ 目 の 次 元 
_ に 降り 立ち 、 熱き 少年 を 見 守り つつ 進む 。 天 の 慈愛 

を 受け な が ら 、 人 の 身 に 堕ち 、 天 に 反逆 する 。 な ? 

_ 面白 いじ ゃ ろ ?」 0 

コー リ 。 | 貞和 の 7 ピ ー 

エス テル 「 な ん か と て も 不思議 な 言葉 び が た くさ ん 出 て きま す 

ー ね 。 面白 そう で す 」 。 「 

ソー デス  「 も っ と 読 お か 。 よ けれ ば や る ぞい ]」 

ルル し UGCMDM の { |)[「 の し 「 

ソー デス 「 よ い ぞ 。 内 容 は 全部 、 頭 の 中 に も う 入 っ と る か ら の 」 

エス チル 5800L9CSUWW| 有 6 {0〔{〔w〔{〔}{ 

ユー リ  「 エ ステ ル の 本 好き は 相当 だ な 」 

エス テル は ソー デス か ら 本 を 譲り 受け る 。 

一 行 が ダン グレ スト を 訪れ る と 、 突然 地 扶 き が 起こ る 。 

男性 「 お っ 、 な ん だ ?」 

女性 「 西 の 方 か ら じ ゃ な い ?」 

カロ ル [地震 …… と は ちょ っ と 違う ね 」 

ジュ ディ ス  「 そ う ね 、 何 か 崖 月 れ が あっ た みた いな 感じ か し ら 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ も 相 当 で か め だ ぜ ?] 

ユー リ 「 見 に 行っ て みる か 」 


バウ ル で ダン グレ スト の 西 、 ユ ル ゾ レア 大 陸 を 飛び 回 っ て いる と 、 
トリ ブダ イ 山 賑 の 地形 が 変化 し て いる こと に 気づく 。 
カロ ル 「 な ん か 、 この 辺り 、 地形 が 変わ っ た 気 が す る …… 3 


エス テル 「 え え …… 確 か ここ は 山脈 地帯 だ と 思っ た ん だ けど 」 
ジュ ディ ス  「 ダ ング レス ト で 聞い た 地 鳴 り の 正体 は これ みた いね 」 
レイ ヴ ン 「…… に し て も 、 山 が 崩れ た に し て も 相当 で か い 陥 梁 よ ?] 
群青 色 の 戦士 の 伝記 を 持っ て いる 場合 
エス テル 「 第 六 大 陸 ユ ル ゾ レア の 明 険 な る 山脈 地帯 の 底 に 時 
を 遥か に 越え る 男 、 長らく 眠る ……」 ー 
「 ん ? ヨー ムゲン で も ら っ た あの 本 に 書い て あっ 
た ーー 
エス チル BU 9 ' 
ュ ユーリ [ふーん …… 関 係 め る か も な 。 ちょ 
群青 色 の 戦士 の 伝記 を 持っ て いな い 場 合 
ユー リ 「 ち ょ い 降 り て 調べ て みる か 」 
ー 行 は 山上 脈 が あっ た 場所 を 調べ る こと に 。 す る と 、 どこ か ら と も な 
く 声 が 聞こ えて くる 。 


し リ 


い 降り て みて 調べ る か 」 


謎 の 声 [これ 以上 、 進む な ら 没 ら に 褐 い が 降 りか か る …… 
6 つけ つば つけ は -……、 は 

カロ ル [な 、 な に ?」 

レイ ヴ ン [気味 悪い ね ぇ 」 

ユー リ 「 お い 、 出 て きた ら ど うだ ?」 

返事 は な い 。 

リタ [人 を 脅し て 楽し ん で る の よ 、 きっ と 。 ぶん 殴る 」 

エス テル 「 で も 、 人 の 気配 は 全く し ませ ん ……」 

リタ [な 、 何 言っ て る の よ 。 エス テル 。 うま く 隠 れ て る ん 
で し ょ 。 き っ と 。 そ う よ …… そ の は す 」 

ジュ ディ ス  「 進 む な っ て 言わ れ た ら 、 進む の が 定石 よね ?」 

ユー リ [人 の 警告 は 素直 に 聞け っ て 言う けど な 」 | 

謎 の 声 [一度 進 め ば 、 戻れ ぬ 。 そ の 覚悟 が で き て いる な ら  】 
進む が よ か ろ う 」 

リタ 「 や 、 や っ ぱ 、 や め と こっ か 。 そ うし よう 。 そ れ が いい わ 」 

ジュ ディ ス  「 早 く 行き まし ょ う 」 

ユー リ 「 ま 、 も うち ょ っ と 見 て みる か 」 

リタ 「 む お 2 」 

謎 の 声 「 流 、 も う 一 度 問う 。 一 度 進 め ば 、 戻れ ぬ 。 そ の 覚 
悟 び が でき て いる の か ?」 


「 は い 」 を 選ん だ た 場合 
バー ティ トッ プ の キャ ラク ター が 発言 


「 も ちろ ん 覚悟 は 。 行き ます 」 
1 ワン 


_「 も ちろ ん じゃ 」 1 
「 で は 通れ 。 迷っ て 、 泣い て 二度と 出 て こら れ な い | 革 
バー ティ トッ プ の キャ ラク ター が 発言 。 
“ 「 上 等 だ 。 受け て 立つ ば 」 | 
「- 223 行き ます ……」 3 


本 や 怖 そう …… お っ さん ちび り そ う だ 」 
ua ふっ 、 と て も 面白 そう じゃ な い ?] 
どう や ら 、 ほう っ て は お け な い 事態 の よう だ ね 」 


ユー リ 「 な ん か の 幻 っ て こと だ ろ 。 存 分 に 楽し ませ て も ら お う ぜ ] 
カロ ル 「 楽 し め る の か な ぁ 
謎 の 声 


ご 親切 ね 」 
ユー リ 「 言 われ る まで も な い 。 行く ぜ 」 
空間 の ゆがみ に 入り 、 別 の 場所 へ 送り 込ま れる 一 行 。 そ こ で カロ 
ル は 、 地面 に 落ち て いる 金 賀 を 見 つけ る 。 
カロ ル 「 ん ? 金貨 ?] 
謎 の 声 「 ま ず 、 いち まい 」 
し ュー ニニ リ 「 な ん だ 、 この 金貨 は ?」 
エス テル 「 ガ ルド 、 じゃ な いで すね 
謎 の 声 「 祥 土 へ 渡る 渡り 賃 、 貯め て 死 へ の 扉 を 開く が よい 。 


」 
カロ ル 「 ね ぇ …… 帰 ら な い ?」 
ユー 「 無 理 だ ろ 、 た ぶん 」 


「 何 に し ろ 、 金貨 集め る し か な いっ て こと ね 」 
ここ に ずっ と 住み た いん じゃ な けれ ば な 」 
「 ち ょ っ 冗談 や め て よね !」 


空間 内 で は 、 これ まで に 戦っ た 強敵 の 幻 が 行く 手 を 阻む お 。 こ れ ら 
を 倒し な が ら 進 ん で いく と 、 と ある 敵 と の 戦闘 後に 、 異質 な 空間 
の ゆがみ が 発生 し た 。 


謎 の 声 「 そ 、 外 に な ど 出 られ ぬ 。 こ 、 この 空間 を 出る に は 、 


最後 に 辿り 着く 以外 に な いっ 
レイ ヴ ン  「 な ん か ちょ っ と 焦っ て る っ ぽい わ よ 」 
ユー リ 「 や っ ぱり ここ か ら 外 に 出 られ る みた い だ な 」 
ジュ ディ ス [ここ まで 来 て 、 帰る な ん て 言わ な いわ よね ?」 
エス テル  「 三 十 大 計 逃 げ る に し か ず 。 体勢 を 立て 直す の も 戦 


な らん ぞ 。 それ で も よい の か ……!?」 
「 出 な い 」 を 選ん だ 場合 
ユー リ 。。 「 先 進む で 」 
[本 、 え ……? 進 お の ?] 


[ん で 、 思 圭 へ の 入り 口 で も ある と 」 
「 そ れ は お まえ た ち 次 第 ] 


謎 の 声  「 彼 の も の に 勝つ か 負け る か 。 負 けれ ば 死 を 、 勝て 


謎 の 戦士 消え て いく 。 


|  . ) り M 作 MC き な さい ょ [| 

リタ の 呼び か け に 応じ る も の は な い 。 _ 

リタ 。 「…… 出 て き な さ いっ て ば ……」 

エス チル 「/ これ は 

エス テル は 戦士 が 消え た 跡 に 紙切れ を 発見 し 、 ユー リ に ( 
ユー リ 「…… こ れ で 終り だ と 思う な よ ? な ん だ 、 こ りゃ ?」 


レイ ヴ ン  「 よ く 分 か らん けど 、 負け 惜しみ っ ぽい ね え 。 て こと 


ユー リ 「 わ か ん ね ぇ けど -…: 行 っ て かよ う …-」 
出現 し た 空間 の ゆがみ に 入る と 、 も と の 世界 へ と 戻る 。 


エス テル 
ジュ ヂ ディス 


「 ほ っ …… よ か っ た で す 」 
「 も うち ょ っ と 楽し みた か っ た わ 」 


り タ ーー 
レイ ヴ ン 


『 較 「 そ う 言 う 事 に し と く か 」 


メ の まま だ も の 」 
レイ ヴ ン 「 そ れ だ と し て も 何 が 目的 な の か さっ ぱり ね ぇ 」 


カロ ル  。  「 ボ ク た ちの お 金 と か ?」 
エス テル 「 ま さか 」 " 

_ 「 ま だ まだ 世の中 に は わけ わか ん ね ー も ん 、 いっ ぱ 
「 いあ ん だ な 」 

「 と りあ え ず 、 も う 行 きま し ょ ! 用 は な いで し ょ !」 
カロ ル 「 葵 成 。 また 引き ずり 込ま れ ち ゃ っ た り し た ら イ ヤ だ も ん 」 
ユー リ 「 は い は い 」 | 
「 出 る 」 を 選ん だ 場合 、 以下 の 会 話 の あと フィ ー ル ド へ 出る 
ユー リ  「 こ の 辺り で 一 旦 、 外 に 出る ぞ 」 


リタ  「 で 、 出 る な らち ゃ っ ちゃ と 出 まし ょ !] 


謎 の 声 [無念 、 柳 が し た か ……」 


「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 フ ィ ー ル ド へ 出る 
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ザウ デ の 地下 で オー マ を 倒し て か ら 、 し ば らく 経っ た ころ 。 一行 が 
ザウ デ 不 落 宮 に 寄っ て みる と 、 十 六 夜 の 幽 居 街 ( い ざ よ い の ゆ うき ょ 


が い ) の 住民 が 地上 に 出 て き て いる 。 
ンー ラン 


ジュ ディ ス 「 あ ら ? あの 人 た ち …… 」 

ユー リ 「 十 六 夜 (いざ よい ) の 街 ( ま ち ) の 住民 じゃ ね え か 。 
な ん で ここ に いる ん だ ?」 

住民 の 1 人 が エス テル に 気づい て 話し か け て くる 。 

住民 「…… そ ちら 、 小さ い 過去 、 会 っ た 」 

エス テル 「 こ こ は 、 外 、 本 当 の 世界 で す よ 。 …… お か えり な さい 」 

住民 「 外 ……。 外 、 明る い 。 息 、 お いし い 。 心地 よい 」 


っ 「 自 分から 外 に 出 て きた の か ?」 


ユー リ が 話し か ける と 、 住民 は 相変わらず お び え て し まう 。 ユ ー リ 


は 会 話 を エス テル に まかせ る こと に 。 


ユー リ 「…… エ ステ ル 、 頼む 」 

エス テル 「 あ 、 は い 」 

エス テル が 話 を 聞き に いく 。 

カロ ル 「 な ん だ か 十 六 夜 (いざ よい ) の 人 た ち 、 思っ た より 
元気 そう だ ね 」 

ユー リ 「 あ あ 、 も っ と 弱 々 し く 見 える か と 思っ た けど 、 心配 
無用 だ っ た か も な ]」 

バテ ィ 「 人 間 、 存外 た くま し いも の な の じゃ 」 

話 を 終え た エス テル が 戻っ て くる 。 

エス テル 「 み な さん 、 も う 下 に は 戻り た く な いそ う で す 。 まだ 
地下 に 残っ て る 人 も いる けど 、 その 人 た ち も 上 が っ 
て くる だ ろう っ て 」 

リタ 「 へ え 、 また 急 に 思い 切っ た も ん ね 」 


術 式 が 出現 し て いた 。 

カロ ル 「 見 て ! 術 式 が !」 

ユー リ 「 ま だ 下 に な に か あっ た の か 。 し ょ 一 が ね ぇ 最後 まで 
付き 合っ て や る よ 」 


無数 の 魔物 を 倒し な が ら 、 ひたすら 墓所 を 下っ て いく 一 行 。 つ い に 
到達 し た 最 下 層 に は 、 倒し た は ず の オー マ と 、 3 つの 首 を 持つ 巨大 


な 魔物 が いた 。 

ラ ピ ー ド [ ウ ウ ウ ウ 」 

カロ ル 「 あ 、 あれ …… 目 

ユー リ 「 オ ー マ の や つ 、 まだ 生き て や が っ た の か 」 

パテ ィ 「 何 な の じゃ 、 あの 物凄い の !」 

レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と 、 魔物 の 専門 家 !」 

カロ ル 「 ボ 、 ボク も あん な の 知ら な いよ !」 

エス テル 「 オ ー マ 、 も う や め て くだ さい 。 あ な た を 閉じ 込め 


た 人 は も う 誰 も いな いん で す !」 
オー マ は 振り 返り 、 答え る 。 


ーー マ 「 我 が 苦し み を 理解 で きる 者 な で お ら ぬ わ 。 限 りあ る 
アム リタ と 引き 替え に 同胞 すべ て の 恨み を この 身 に 
背負 っ た 。 それ を …… こ こ で 終わ ら せ は …… せ ぬ !」 

ンー 「 わ 、 わ 、 わ ]」 


「 見 よ 、 これ ぞ ス パイ ラル ドラ コ ! 
始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 王 ! 彼 奴 ( き ゃ つ ) 
ら を 彼 奴 ( き ゃ つ ) ら 自身 の 王 の 手 で 減 ぼ さん が た 
め に 作り 上 げた が -…… も う よ い 。 世 界 が 我ら を 拒む 


あー マ 


と いう な ら 、 その 世界 が 生ん だ 最強 の 力 で 滅ぼし て  。 


くれ る ! 獣 よ 、 こ の 身 を 喰らえ ! 
な し 、 も っ て 世界 を 焼き 尽く せ !」 
エス テル | まや マ 11] 
リタ 「 エ ステ ル 、 だ め !」 
スパ イラ ルド ラコ が オー マ を 吸収 し 、 一 行 に 迫る 。 


我 が 力 を も 糧 と 


レイ ヴ ン 「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の …… そ の 王 っ て ど 
ん だ け 強 い の よ !?」 

ジュ ディ ス  「 見 た 目 より 弱い っ て こと だ け は な さそ う ね 」] 

カロ ル 「 こ ん な の が 地上 に 出 た ら 大 変 だ よ 、 どう し よう !?] 

エン リ 「 出 さ な い よう に する し か な い だ ろ ! みん な 、 用 あぁ 


くく れ よ !|」 


始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 王 、 ス パイ ラル ドラ コ と の 戦い に 


挑む ユー リ た ち 。 圧倒 的 な 力 を 前 に 、 一 行 は 総力 を 結集 し て 立ち 
向かい 、 や が て 最後 の 一 撃 が スパ イラ ルド ラコ を 消滅 させ る 。 


エー リ 「……:. な ん と か 、 や っ た か 。 大 丈夫 か 、 みん な 」 


フレ ン 「 あ れ ほ どの 存在 が 、 か つて この 世に 存在 し た と は ね 」 

「…… あ ん な の を 蘇ら せな きゃ いけ な い ほ ど に オー 

マ の 中 で 、 恨み は 大 きく な っ て た ん だ ね 」 

エス テル 「…… 悲 し いで す ……。 千年 も の 長い 間 、 彼 を 慕う 
人 々 に 囲ま れ な が ら も 、 まっ た くそ の 恨み が 癒え る 


こと な か っ た な ん て 」 


ユー リ 「 住 民 は 穏やか に な っ て 、 皇 獄 を 楽園 に 変え た の に 、 
や つ だ け は 違っ た 、 か 」 
レイ ヴ ン 「 そ りゃ そう で し ょ 、 閉じ 込め られ た 当 人 な わけ だ し ね 」 
バテ ィ 「 同 じ 場 所 が 皇 獄 に も な り 、 楽園 に も な り …… 難 し い の 」 
ジュ ディ ス  「 彼 は 千年 も の 長い 間 、 恨み を 抱き 続け た 。 で も 、 
住民 た ち は そ ん な 昔 の 恨み が ある こと すら 知ら な 
い 。 寂し いわ ね 」 
エス テル 「 後 、 ど れ く らい の 時 間 が あれ ば 、 オー マ の 恨み は 
癒え た ん で し ょ うか 」 
レイ ヴ ン 「 さ あ ね ぇ 、 何 百 年 、 何 千 年 か ……」 』 
バテ ィ [も し か し た ら 、 グラ ンカ レイ は いつ か その 時 が くる 
と 信じ て た の か も し れん の 」 
カロ ル [どう りう こと 
バテ ィ 「 あ の 本 の 中 途 半端 な 書き 方 、 鍵 を 半分 だ け 持ち 帰っ 
た こと 、 みん な 普通 に 考え た ら 変 な の じゃ 」 
フレ ン 「 時 が 来る まで 手がかり は 残さ ず 、 で も 忘れ る こと 
だ け は な いよ うに 、 そう 考え た か ら …… ーー 才 ま 
エス テル 「 じ ゃ ああ の 本 は 、 グラ ンカ レイ 本 人 が 書い た の か も 


し れ ま せん ね 」 


ジュ ディ ス 「 オ ー マ 自 身 の 恨み は お むしろ 時 と 共に 深まっ て し まっ た けど 、 


住民 に つい て 言え ば 、 それ は 叶っ た の か も し れ な いわ ね 」 


エス テル 「 あ る い は 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) も そう 願っ 
た の か も 」 ( 

バテ ィ [きっ と エス テル の ご 先祖 様 も 、 な の じゃ 」 

リタ 「 さ て と 、 みん な まだ 最後 の 大 仕事 が 残っ て ん の 、 
忘れ て ん じゃ な いで し ょ う ね 」 

ユー 


旅先 で 旅籠 『 言 険 王 を 見 か けた 一 行 は 、 その 日 の 宿 を そこ に 決め 


る 。 そ の 夜 、 エス テル は 地図 を 眺め て 物 思い に ふけ る 。 
エス テル ーー 」 


か つて 存在 し た 


「 そ うだ っ た な 。 それ じゃ 、 一 息 つ いた ら 行く と し ます か 」 半 上 


そこ に カレ ン が や っ て き て 、 地図 を の ぞ き 込む 。 


カレ ン 「 地 図 で すね ぇ ?」 

エス テル 「 え え 。 ずい ぶん 色んな と ころ へ 行っ た な あと 思っ て 」 

カレ ン 「 う ら や まし いで すぅ 」 

エス テル 「 で も 、 カレ ン さ ん だ っ て 、 色んな と ころ へ 行か れ て 
る で し ょ う ?」 

カレ ン 「 私 た ち は 街 や 変わ っ た 場所 に は 行か か な かい です から ……」 

エス テル 「 そ うな ん で すか ?」 

カレ ン 「 え え …… 宿 屋 や っ て る 馬車 屋 が 街 に 入っ た ら お か 
し いで し ょ ?」 

エス テル 「 そ う で し ょ うか …… ?」 

カレ ン 「 え え 、 それ に 森 の 奥 や 谷 の 底 、 そ ん な と ころ も 危 
険 で すか ら ね 」 

エス テル 「 は ぁ …… 」 

カレ ン 「…… 今 まで 行っ た と ころ の お 話 を し て も ら え ませ ん か ?] 

エス テル 「 今 まで の 、 で すか ? えっ と …… 」 

カレ ン 「 よ ろ し く お 願 いし ます 」 

エス テル 「 じ ゃ あ …… 帝都 の お 話 か ら …… 」 

これ まで の 旅 を 語る エス テル 。 

エス テル 「…… と いう こと で 、 わた し た ち は そ の 不思議 な 村 
を 後に し た の で し た 」 

カレ ン 「…… は ぁ 。 本 当 、 大 変 な 旅 を され て きた ん で すね 」 

エス テル 「 ま だ まだ あり ます けど …… も う 夜 も 遅い で すし 」 

カレ ン 「 あ ! すい ませ ん ! 全然 気付 か な く て !」 

エス テル 「 い え 、 大 丈夫 で す 」 

カレ ン 「 も し 、 また お 立ち 寄り に な る こと が あれ ば 、 また 、 


お 話 聞 か せ て も ら え ます か ?」 
エス テル 「 え え 、 も ちろ ん 。 また 来 ま す 」 
カレ ン 「 ふ 上 ふ 点 、 続き が 楽し み だ わ ぁ か 」 


長い 旅 の 果て に 、 コレ クタ ー 図 鑑 を 完成 させ た 一 行 。 図鑑 を 貸す 
約束 を し て いた ジェ バン ニニ と 、 ハル ル の 噴水 前 で 再会 する 。 
リタ 「 あ ! ジェ バン ニ 、 こ ん な と ころ に いた の ね 。 お ー い 」 


ジェ バン ニニ 。 「 お お ! あな た た ち は ! ま 、 ま さか 、 図鑑 が !?」 


エス テル 「 え え 、 お 待た せ し ま し た 」 

ジェ バン ニニ  「 お お お ! た 、 立ち 話 も な ん で すか ら 、 や や 宿 に 
部 屋 を と っ つ ・・ と 、 と っ て あり ます の で 」 

リタ 「 ち ょ っ と 、 落ち 着き な さい よ 」 

ー 行 は 場所 を 宿屋 の 一 室 に 移す 。 

リタ 「 ぶ うん 、 ま 、 アス ピオ が あん な こと に な っ た か ら 逃 
げ て きた の ね 」 

ジェ エル ルッ ル ニ 「 あ あ 、 さす が に あん な と ころ に あの まま 居 座 れ な 
いし ね 。 で は 、 あり が た く 図 鑑 を お 借り する よ 」 

エス テル ええ どう ぞ 」 

リタ 「 い いけ ど …… 明 日 の 朝 ま で に は 返し て よね 」 

ジェ バン ニニ  「 楽 勝 楽 勝 …… つ て 、 ええ っ !?] 

リタ 「 仕 方 な いじ ゃ な い 。 あ た し た ち だ っ て 忙し い の 。 
いつ まで も ここ に いる わけ に も いか な いわ 」 

エル ジニ 。 | うう …… わか っ た 。 こ ちら も 迷惑 は か けら れ な い 」 

エス テル 「 ご めん な さい ね 」 

ジェ バン ニニ  「 い や 、 い いん だ 。 で は あり が た く 一 晩 お 借り する よ 」 

リタ 「 大 切 に 扱っ て よ 」 

ジェ バン ニニ  「 わ か っ て る さ 。 こ の 隣 の 部 屋 を と っ て ある 。 今日 
は そこ で 休ん で いっ て くれ 」 

リタ 「 あら 、 気 が 利く わ ね 」 

の た トッ ニ 「 い や 、 こ の くら い は 当然 さ 。 さ て 、 そ うと 決ま っ た ら 
すぐ に 始め る か !」 

ジェ バン ニ の 用 意 し た 部 屋 で 休む 一 行 。 

カロ ル 「 ね ぇ 、 で も 一 晩 で あの 人 何 を する ん だ ろ ?」 

リタ 「 あ あ 、 アイ ツ 、 研究 員 の 中 で も すご く 筆 が 早い の 。 
書き 写す ん じゃ な い ?」 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン  「 ば 、 ば か な ! あり 得 な い ……」 


ー 夜 明け 、 エス テル は ヴェ バン に 暗 誠 ら と も らら 、 彼 は リタ 
の 言っ た と お り 、 本 当 に 図鑑 を 書き 写し て し まっ た よう だ 。 


ジェ パン ニ は ほ は い 、 コ レ 。 どうも あり が と う 」 


カロ ル 「 ま 、 まさ か 、 本 当 に 一 晩 で ……」 


フレ ン が いる 場合 


フレ ン | あめ 0 朝生 し | {jj うう 6 こう ペ バ 
リタ [ね 言 ら た で し ょ ? し か し 、 机 変わ うず の 笠 人 ね. 」 
ジェ バン ニニ 。 「 い や 、 さ す が に 今回 は キツ か っ た けど ね 。 そう そう 、 


コレ は ほん の 気持 ち だ 。 受け 取っ て くれ ]」 
お 礼 と し て 、 貴重 な アイ テム を も ら う エス テル 。 


エス テル 「 わ 、 わ 。 いい ん で す ?] 

ジェ バン ニニ  「 君 た ち に は も っ と 貴重 な デー タ を も ら っ た ん だ 。 
コレ くら いな ん で も な いよ 。 あ な た の よう な 、 偉大 
な アイ テム マニ ア に 敬意 を 表し て …… 」 

エス テル 「 ア イ テ ム マニ ア ? ま に あ っ て な ん で す ?」 

リタ 「…… ま あ 、 そ の 道 に 詳し い 人 の こと を 言う の よ 。 じゃ 
あ 、 あたし た ち 行 くわ ね 人 析 和 が の eve se ? 

ジェ 寿し … ぐ ー」 

ユー リ 「 立 っ た まま 寝 て る よ ……」 


つい に モン スタ ー 図 鑑 を 完成 さす た カロ ル が 、 カプ ワ ・ ノ ー ル で ナ 
ン と 出会う 。 


カロ ル 「 あ 、 ナン 」 

> 「 カ ロ ル 」 

カロ ル 「 前 も ここ で 会 っ た よね 」 

レー 「 そ う ね 」 

カロ ル 「 大 丈夫 だ っ た ? あれ か ら ど うし て る の ?」 

レデ ー。 「 別 に ……」 

カロ ル 「 そ 、 そう 。 あ 、 ほら 、 モン スタ ー 図 鑑 な ん だ けど 、 


つい に 完成 し た よ !」 
カロ ル は カバ ン か ら 図 鑑 を 取り 出す 。 
と 。 「 え …… | 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) で 出来 な 
か っ た 魔物 生態 記録 係 の 仕事 、 完遂 し た の ね …」 
照れ る カロ ル 。 


カロ ル 「 え へ へ ……: 魔 狩り の 人 語 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 時 より 
成長 し た か な ぁ ?」 

た "me 。 報告 …… い ら な いっ て 言っ た で し ょ ?」 

カロ ル 「 う 、 う ん 。 で も ナン が くれ た も の だ っ た か ら 、 や っ 
ぱり 報告 し こ て お きた か っ た ん だ 」 

ホン | そう 。 で も カロ ル た ち に は 大 事 な 使命 が ある ん で し ょ ?] 

カロ ル し に プル そう だ ね 。 メン | 

ャ ター。 「 べ 、 別に 謝る 事 な ん か な い !」 

カロ ル | え 刷 

ナン 「 ど うし て そん な 図鑑 ずっ と 持っ て た の ? 真っ 白 で 
役に立た な いも の だ っ た の に ! どう せ 完 成 で き な 
いと 思っ て た の に !」 

カロ ル [な 、 何 言っ て る の ? ナン ] 

4 SE も らい つの ま 選 が ea あたし の 方 が ea 」 

カロ ル 「 ナ ン 、 元気 出し て よ 」 

ナン 「 カ ロ ル に 心配 され る 事 な ん か …… な い は ず な の に …-」 

カロ ル 「 ナ ン ……」 

ユー リ 「 宿 で まっ と く か 」 


そう 言う と 、 ユー リ は ラビ ピード と 共に 宿屋 に 向かう 。 
ジュ ディ ス  「 あ ら 。 気 が 利く の ね 」 

ジュ ディ ス も ユー リ に な ら っ て その 場 を 離れ る 。 
リタ 「 ま だ ガキ よ ? あい つら 」 


エス テル 「 恋 に 年 齢 は 関係 な いで す ヵ カロ ル 、 ファイト)」 
レイ ヴ ン 青春 だ ね ぇ え 。 ん むん お む 。 甘酸っぱ いね ぇ 」 


ほか の 仲間 た ち も 宿屋 へ 向かい 、 カロ ル と ナン は ら 人 きり に な る 。 


ナム 孤島 の 体育 館 で 、 ゲー ム を 紹介 し て いる うし に ん が いる 。 


うし に ん 「 さ あさ あ 魅 惑 の ゲー ムコ ー ナ ー で す よ ー。 存 分 に 
お 楽し みく だ さい )」 

リタ 「 な ん か 見 た こと な いも の ば っ つかり ね ぇ 」 

カロ ル 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) と は 違う ん だ よね ?」 

うし に ん 「 う ん 、 そ だ ね 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) じ ゃ な く て 僕 
ら の お 手製 な ん だ よ 。 へ ヘー。 す ごい でしょ 一 」 

レイ ヴ ン 「 お 手製 っ て ちび っ 子 が 作っ た の か ?」 

うし に ん 「 当 然 で し ょ 。 僕 ら が 一 生 懸 命 作 っ た の さ 」 

エス テル 「 す ご いで すね ぇ 。 で も 、 これ は 何 な ん で すか ?」 

うし に ん 「 ん と ね ぇ 『 百 聞 は 一 見 に し か ず 」 っ て こと で 、 早速 プ 
レイ リロ 」 

ユー リ 「 プ レイ っ つて も 遊び 方 知ら ね ぇ の に 」 

うし に ん 「 だ いじ ょ び だ いじ ょ び 。 や りゃ わか る よ 。 せ っ か く 
だ か ら 誰 が プレ イ す る か 決め た げ る よ 。 うーーーー 
ん 。 じゃ あ ク リティ ア 族 の ぼ ぽい ん 姉ちゃん 」 

ジュ ディ ス  「 私 ? こう いう の 苦手 だ と 思う けど ?」 

うし に ん 「 い い の い い の そ うい う 人 の 方 が 楽し め る か ら 一 。 


じゃ あこ っ ち 来 て 。 ほ ん で ちょ っ と その まま よ 。 

ん デーー あ ちょ デーー 
うし に ん の ポー ズ と 共に 、「 テ イル ズ オ ブ ド ラ スピ 」 が スタ ー ト する 。 
や が て ゲー ム を 終え た ジュ ディ ス ほ か 一 同 は 、 言葉 が 出 な い 様 子 。 


ジュ ディ ス 「 あ れ バ ウル …… よね ?」 

うし に ん 「 ぼ いん 姉ちゃん の 頭 に 思い 描い た の が その 画面 に 
出 た の よ 。 ん で 、 それ に ちょ いと ゲー ム 性 を 足し た っ 
て 感じ か な ?」 

ユー リ 「 全 然 意 味 わ か ん ね ぇ な 」 

レイ ヴ ン 「 別 の 人 間 が 考え た ら な ん が 別 の 物 が 出 て くる の か ?」 

うし に ん 「 も う 、 終わ り 。 空 いて た 最後 の 1 台 だ っ た か ら 」 

レイ ヴ ン 「 ち ぇ えっ 、 つま ん ね ぇ の 」 


カロ ル 「 い いじ ゃ ん 。 いつ で も 遊び に 来 て いい ん で し ょ ?」 

うし に ん 「 そ そ 、 いつ で も どう ぞ 。 ぼ いん 姉ちゃん た ち 専 用 
の ゲー ム 台 だ か ら ね 。 あ 、 で も 次 か ら は チッ プ 必 要 
だ か ら 気 を つけ て ちょ うだ い 」」 

ー 行 は も う 一 度 ゲ ー ム を プレ イ す る こと に 。 

うし に ん 「 お 、 き た きた 。 早速 プリ イ す る ? チッ プ 10 枚 必要 だ よ 」 


「 や る !」 を 選び ひ 、 チッ プ が 10 枚 以上 の 場合 0 


ーー resorc 


通い つめ る 。 そ し て チッ プ を 払う の が 30 回 目 と な っ た と き 、 うし に 
ん か ら 声 を か けら れる 。 


うし に ん 「 い や いや いや 遊ん で る ね ぇ 。 楽し ん で る ね ぇ 」 

レイ ヴ ン 「 俺 様 は こう いう の 始め る と 止め られ な い 性 分 な の よ 」 

カロ ル 「 ボ ク も ボク も ! すっ ご い 面 白い よね 」 

リタ 「 ほ ん と 、 揃い も 揃っ て ガキ ん ちょ だ こと …」 

レイ ヴ ン 「 素 直 じ ゃ ね ぇ な ぁ 。 俺 様 た ち が 遊 ん で いる 時 後ろ 
で 真剣 に 見 て た くせ に よ 」 

ミュ ディ ス 「 点 上 、 リ タ ら し く て いい じゃ な い 」 

うし に ん 「 そ そ 、 ぺた ん こち ゃ ん か ぶり つい て た よ 」 

リタ 「 そ れ は あれ よ ! ほら 、 どう いう 構造 に な っ て る の 
が と 時 つて ] 

うし に ん 「 は い は いわ か っ た 、 わか っ た 」 

適当 に あし ら わ れ て 黙 り 込む リ 夕 。 

うし に ん 「 そ れ よ り ち ょ ん まげ さ ー」 


「 ん ? 俺 様 の こと ?」 

うし に ん 「 上 手 い ね ちょ ん まげ の お いち ゃ ん 。 結構 腕 た つね ぇ 」 
レイ ヴ ン 「 ま あ ね ぇ 、 こう いう の 得意 だ か ら ]」 

うし に ん 「 ゲ ー ム 好き で し ょ 』」 


レイ ヴ ン 


レイ ヴ ン 「 そ う ね 、 わり か し 好き よ 。 ま 、 ゲー ム よ り も 女の子 
の 方 が 好き だ けど な 」 

うし に ん 「 オ レ も オレ も 一 」 

レイ ヴ ン 「 い いね ぇ 気 が 合 う ね ぇ 」 

盛り 上 が る ら 人 に リタ が あき れる 。 

リタ 「 な ん つ 一 共同 体 ……」 

うし に ん 「 お いち ゃ ん 、 気に入っ た ! これ か ら タ タダ で 遊ば せ 
て あげ る よ 。 チッ プ な し の タダ で 」 

レイ ヴ ン 「 あ らら 、 あり が た いね ぇ 。 俺 様 と 同じ 思想 っ て の が 
繋 ( つ な ) が っ て る 感 が 強い わ 一 」 

うし に ん 「 せ っ か くだ か ら お いち ゃ ん に あだ名 つけ た げ る 。 え っ 
と ね ぇ 『 ち ょ ん ま ゲ ー マ ー」 で 決ま り ね 」 

レイ ヴ ン 「 な ん だ そり ゃ 。 随 分 楽し げ な 名 前 じゃ ね ぇ か 」 


ら 人 の や り と り に つい て いけ な い リ タ 。 
リタ | こ ゆい つら ダメ だ 』 


再度 話し か けた 場合 

うし に ん [どう ? どう ? また ゲー ム 、 や る ?」 
「 や る !」 を 選ん だ 場合 

うし に ん | よし きた GelU 


fg5 く ー ム を レイ ん た た 、 そ と に を 0 


うし に ん  「 ま た お いで -」 
「 や っ ぱい い 」 を 選ん だ 場合 


すき っ と ぶ ぷ ぶれ いや ーV 1 


ナム 孤島 体育 館 の 展示 コー ナー に は 、 模型 を 紹介 し て いる あり じ 
ご くに ん が いる 。 
あり じ ご くに ん 「 ど う ぞ どう ぞ ぅ 見 て っ て 見 て つて ぇ 」 


カロ ル 「 何 これ ? 変 な 形 し て る けど 模型 だ よね ?」 
あり じ ご くに ん 「 そ う で すそ う で すぅ う も けい も けい い 」 

リタ 「 喋 り 方 が イラ ッ と くる の は あたし だ け か な …… ?」 
こり 「 い や 、 オレ も 軽く 」 


あり じ ご くに ん 「 み な さん が ぁ 今 まで し ゃ べ っ た こ と お 全部 聞け ます うぅ 。 
あそこ で 話し た あぁ ああ ん な こと も お こん な こと も 全部 ぅ 」 


レイ ヴ ン 「 何 を わけ わか ん な いこ と 言っ て ん の よ 。 わ か る よ 
うに 説明 し て ちょ うだ い 」 

あり じ ご くに ん 「 の ぞ け の ぞ け ぇ 見 れ ば わか る よ ぉ お いっ ぱつ で ぇ 」 

エス テル 「 と りあ え ず 見 て み ま せ ん ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 何 事 も 経験 ね ]」 

いっ せい に カロ ル を 見 る 一 同 。 

カロ ル [スタ スタ ルー ポ ク な の ?1 

ーー リ 「 一 番 近 いと こ に いる し 身長 的 に も 覗 (の ぞ ) き や す 
い だ ろ ?」 

カロ ル 「 う うぅ ……。 え えー い ど うに で も な ね れ 1」 

カロ ル が 模型 を の ぞ く と 、 以前 に し た 会 話 の 様子 が 見 える 。 

カロ ル 「 う わ 、 す ご い ! あの 時 話し て た ヤツ だ ! 何 こ れ 一 


あり じ ご くに ん 「 そ の 名 も ぉ 「 す きっ と ぷれ いや ーV」 で すぅ 。 み な さ 
ん の 頭 に ある ぅ 昔 の お 話 を 見 せ て る ぅ それ だ け ぇ 」 

あり じ ご くに ん の 説明 が 理解 で き な い 一 同 。 

リタ 「 ぜ ん っ ぜん 意味 わか ん な いけ ど 要 は 昔 の 会 話 が 見 
られ る わけ ね 」 


あり じ ご くに ん 「 は いい 」 


ーー り 「 ま 、 便利 そう だ か ら 使わ せ て も ら お う ぜ 。 自由 に 


使え る ん だ ろ ?」 
あり じ ご くに ん 「 は いい いつ で も ご 自由 に い ぃ 」 
ステ ル 「 そ れ じ ゃ また 来 ま すね 」 


再度 話し か けた 場合 


あり じ ご くに ん 「 の ぞ け ぇ の ぞ け ぇ 「 す きっ と ぷれ いや ー V」 い ?」 


「 み る 」 を 選ん だ 場合 


ナム 孤島 体育 館 の 展示 コー ナー で 、 う し に ん が 模型 を 紹介 し て いる 。 


うし に ん 「 い ら は い 、 いら は い ど ん ぞ 一 。 め っ た に 見 らん な 
いも ん 見 せ た げ る よ 」 

レイ ヴ ン 「 ど っ か ら ど う 見 て も た だ の 模型 に し か 見え ない じゃ な い の 」 

うし に ん 「 こ れ だ か ら 素 人 は 困る わ 。 まぁ 、 見 て き な っ て 」 

ピ よ 4 「 な ん か 、 普 通 に タメ ロ な ん だ けど ……。 イ ラ つ くわ ー」 

ルナ 「 大 き な 心 で 相手 し て や れ よ 」 

うし に ん 「 ほ れ ほ れ ブ ツブ ツ 言 っ て な いで 見 て み 、 見 て み ]」 

全員 が 模型 の いち ば ん 近く に いた カロ ル を 見 る 。 

カロ ル 「 は ? は ぁ ー? ボク ぅ ?」 

ユー リ 「 い いじ ゃ ん 好奇 心 革 盛 な カロ ル 大 先生 。 目 の 前 に 


いる ん だ し 」 
いや ーV」 を 見 て いる 場合 


…。 な ん か 、 人 生 損 


先導 に な れる な ん て 科 ら し い 事 だ 


カロ ル 「 そ れ っ て いい よう に 言っ て る だ け で し ょ ?] ''・ 


カロ ル 「 も うぅ ……。 見 れ ば いい ん で し ょ 見 れ ば 一 !」 

模型 を の ぞい た カロ ル の 瞳 に 、 週 去 に あっ た 出来 事 の 様子 が 映る 。 
カロ ル 「 す げっ ! あの 時 に 起き た 事件 が その まま 見 られ た より!」 
うし に ん 「 な ぁ 、 だ か ら 言 っ た ろ ? 減 多 に 見 られ な いも ん だ っ 


て 。 その 名 も ズバ リ 『「 む 一 びー ぷれ いや ーーV」』 っ て 言 
うん だ 。 今 まで 起き た 現実 を 改め て 見 せ て る だ け 
だ よ 。 簡 単 な 話 だ ろ ?」 

うし に ん の 説明 に 言葉 を 失う 一 同 。 


エス テル 「 す ご い 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で すね 」 

うし に ん 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ? ん な 、 チン ケ な 物 と 一 
緒 に すん な っ て 」 

リタ 「 チ ン ケ と は 何 よ !」 

し 」 「 気 に す ん な っ て 。 で 、 この 模型 は いつ で も 見 て い 
い の か ?」 

うし に ん 「 汚 い 手 で 触ら な けれ ば いつ で も 見 て いい よ 。 あと 、 
乱暴 に 使っ て 壊す な よ な 」 

ジュ ディ ス 「 大 丈夫 よ 。 み ん な 大 人 で す も の 。 じゃあ 、 また 見 
に 来る わ ね 」 


再度 話し か けた 場合 


| うし に ん 。 「 お ー ど ん どん みて っ て みて っ て みて っ て 」 


「 や め る 」 を 選ん だ 場合 
うし に ん 「 よ か っ た ら ま 


また アイ ツ と 戦い た い ! 
ナム 孤島 の 奥 で 、 妙 な こと を 口走っ て いる うし に ん を 発見 する 一 行 。 


うし に ん 「 光 、 輝 さ て 闇 、 生ま れん 。 正 、 相対 し 悪 を 生む 。 強 
さき 者 、 幾多 の 闘争 の 果て の 犠牲 を た 生み し その 力 で 、 


何 を 守ら ん と する か 」 


ュ ユーリ 「…… な 、 な ん だ よ ? こん な 所 で ワケ の わか ん な 


いこ と 言い や が っ て 」 
カロ ル 「 う 、 占い コー ナー な の か な …… ?」] 
エス テル 「 わ あ 、 わた し 、 占い 大 好き で す 」 
うし に ん 「 否 。 我 占 い に あ ら ず 」 
エス テル 「 そ うな ん で す …… ? あっ 、 じゃ あ 手 相 屋 さん で す 


ね ? ね ぇ リタ 、 見 て も らい まし ょ う よ ?」 

リタ ま OO アン タダ タ 、 それ も 同じ じゃ な い イダ か 3 」 

うし に ん 「 我 、 汐 の 心 の 闇 に 眠る 記憶 の 門 を 開き 、 現に て そ 
の 闇 と 相対 させ る 者 な り 。 ……| 1 門 G00 チ ッ プ 」 

リタ 「 え っ ? チッ プ か か る の ?」 

うし に ん 「1 門 300 チ ッ プ !I」 

エス テル 1 び 、 ぴっ くり し まじ た 一 …」 

リタ 「 心 の 記憶 の 闇 と 相対 す ……? それ っ て 過去 に 戦っ 
た 相手 と また 戦え る っ て こと か し ら 、 有料 で 」 


うし に ん 「 左 様 。 尚 、 ひ と た び 開 き し 門 、 以降 は 意 の まま に 
通れ ん 」 

ユー リ 「 要 する に 1 度 支払 っ た 相手 は 、 何 回 で も 自由 に 戦 
える っ て こと か 。 腕試し に は いい か も な 」 

うし に ん 「 尚 、 初回 に 限り お 得 な 無料 体験 サー ビス な り 。 没 
の 求む も の 、 見 出せ れ ば 再度 挑む こと 請け 負 お う 。 
300 チ ッ プ 」 

ュ ユージ 「 お っ 。 初回 サー ビス か 。 い っ ちょ や っ て みっ か 」 

うし に ん 「 で は 相対 する 闇 を 選定 せよ 」 


ボス を 選ん だ た 場合 


ー 行 は 過去 に 戦っ た 強敵 と 再戦 する 。 


ボス の 選択 を キャ ン セ ル し た 場合 

うし に ん 「 本 意 か ? お 得 な 無料 体験 サー ビス は 今 だ け ぞ 」 
「 は い 」 を 選ん だ 場合 

カロ ル [うー ム 、 お 例 と か 経験 に は な ら な いん た 

「 い いえ 」 を 選ん だ 場合 、 ボス の 選択 に 戻る 


ジュ ディ ス  「 あ ら 、 本 当 に そう か し ら ?」 

レイ ヴ ン 「 ん だ な 。 達成 すべ き 勲章 …… こ いつ は か な り 燃 え 
る アト ラク ショ ン だ わ 」 

カロ ル ト え うえ アイ | 

ユー リ 「 そ こ は 個 人 の 考え 方 ひと つ だ な 。 気 が 向 いた ら ま 
た 来 よ う ぜ 」 

うし に ん 「 新 た な 扉 を 開き し 通行 料 、 300 チ ッ プ な り 」 


再度 話し か けた 場合 
うし に ん 「 我 、 次 の 心 の 闇 に 眠る 記憶 の 門 を 開き 、 現に て そ 
の 闇 と 相対 ぐせ る 者 な り 。 300 チ ッ プ に て 相対 すこ 


と を 望む か ?] 
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ボス を 選ん で 戦闘 し た 場合 
り 様 に 座 す 」 
未 選 択 の ボス を 選び 、 チッ プ が 300 枚 未満 の 場合 


すべ て の ボス を 選ん だ あと に 話し か けた 場合 、 以下 の 会 話 の あと 選択 に 戻る 
「 我 、 汐 の 心 の 闇 に 眠る 記憶 の 門 を 開き 、 現に て その 


闇 と 相対 ぐせ る 者 な り 。 過去 と 相対 すこ と を 望む か ?] 


8 。 全 529 種 類 の スキ ッ ト を 公開 。 回 定 の もの は 発生 する 時 期 特 
_ な 条件 で ea Pe PO 


ご 生 9 に / 


副 発生 時 期 (時 期 固定 スキ ッ ト の み ) 
メイ ン シ ナ リオ で どの 時 期 に 発 生 する か を 、 シー ン 番 号 と タイ トル で 
示し て いる 。 参照 ペー ジ は 、 「 第 1 章 メ イン シナ リオ 」 の 掲載 ペー ジ 。 
スキ ッ ト タ イト ル 

画面 に 表示 され る スキ ッ ト の タイ トル 。 

登場 キャ ラク ター 

その スキ ッ ト に 登場 する キャ ラク ター の 顔 。 

回 カテ ゴリ 

ナム 孤島 の 「 す きっ と ぷれ いや ー V」 で 、 どの カテ ゴリ に 区 分 され て 
いる か を 示す 。 カテ ゴリ に は シナ リオ 1 ノシ ナリ オ 2 ノシ ナリ オ 3 ノ 
戦闘 料理 雑談 / 汎 用 の 7 つが ある 。 

スキ ッ ト 内 容 

スキ ッ ト 中 の 発言 キャ ラク ター と セリ フ 。 


ーー ば 


ウ ビ ピッド 


下町 の 日 常に つい て 


「 昨 日 は 昨日 で 騎士 団 た の も め 事 に 借り 出さ れる わ 、 今 
日 は 今日 で 、 水道 魔 導 器 ( ア クエ ブラ ステ ィ ア ) が 壊れ る 
と きた か 。 な ん だ っ て 、 この 下町 は 、 毎日 騒が し い 事 件 
が 次 か ら 次 へ と 起こ る ん だ ろう な ]」 

「 ワ ン !」 

「 わ こっ て る よ 。 ぼや いて て も 仕方 ね そえ っ て ん だ ろ 」 
フン | | 


「 相 変わ ら ず 足 族 様 は 優雅 な も ん だ 」 
放す 

「 す ぐ そ この 下町 で 起こ っ た 事件 な ん か 関係 ね ぇ と 思っ 
て ん だ ろう な 。 自 分 に 害 が な いと 興味 も 示さ な い 。 家 
で か くし た り 、 身なり よく し た りす る 前 に も っ と 貴族 らし 
い 器 の で か さ を 見 せ て ほし いも ん だ ぜ 」 

プ デ ー」 


富屋 に 入れ られ て w 
ユー リ  「 先 月 、 税 の 徴収 に きた 騎士 と も め て ぶち 込ま れ た ば か り 


だ っ て の に また ここ の 世話 に な る と は な 。 大 人 し くし て りゃ 


飯 は 出 て くる と は いえ ここ の まず い 飯 だ け は 慣れ ね ぇ 。 っ 
た く 。 キュ モ ー ル の せい で 面倒 な こと に な っ ちまっ た ぜ 」 


と ん だ 拾い 物 


ユー リ  「 下 町 の 様子 見 て 戻る つも り が 、 と ん だ 拾い 物 を し ちまっ た な 」 


エス テル 「 拾 い 物 っ て な ん で す ? よろ し けれ ば 、 わた し が お 城 


の 人 に 届け まし ょ うか ?」 
ユー リ  「 い や 、 あん た に だ け は 、 ちょ っ と 頼め な い 拾 い 物 な ん だ よ 」 
エス テル 「 ん ?」 
ユー リ  「 自 覚 が ね えな らい いっ て 」 
エス テル 「 そ う で すか 。 気 が 変 わっ た 
ユー リ 


ら 、 言っ て くだ さい ね 」 
「 世 間 知 ら ず の 貴族 お嬢様 っ て と こ か な 。 で も 、 な ん だ っ て 、 騎 土 に …-」 


エス テル ん 克 れ て た よう お 城 の 外 に 
は いっ ぱい いる ん で し ょ うか ?」 
「 い や 、 あ りゃ 特別 。 あ ん な 頭 の いか れ た や つ 、 そ う 居 る も ん じゃ な い 」 
エス テル 「 そ う で す よ ね 。 よ か っ た で す 。 も し あの 方 が 一 般 的 な 
方 だ っ た ら ど うし よう か と …… 」 
「 あ ん な の が ウジ ャ ウジ ャ いた ら 暮 らし に くく っ て し ょ う が ね えっ て 」 


ルン リ 


So 。 


フレ ン に つい て 


ユー リ  「 フ レン と は 知り 合っ て 長い の か ?」 
エス テル 「 え えっ と …… 二 年 か 、 三 年 …… た 応 ん 、 そ れ く らい 前 だ っ 


ユー リ  「 応 て ん …… あ いつ 、 城 の 中 で うま く や っ て ん の ?」 

エス テル 「 フ レン は と て も 真面目 で 誠実 で すか ら 、 周り の 人 か ら 
も 信頼 され て いる みた いで す よ 。 大 き な が 任務 を 任 さ れ 
る こと も 、 増え て きた と 、 先日 話し て くれ まし た ]」 

ユー リ  「 真 面目 で 、 誠実 ね 。 頭 が 固く て 、 融通 が 利 か な い 、 と 
も 言う けど な 」 

エス テル 「 ユ ー リ さん ?」 


エス メデ テル | コー リ さ こん ら ので 本 EEE う 
ユー リ  「 フ レン か ら そ う 聞 いて る っ て さっ き 自 分 で 言っ て た じゃ ね え か ] 
エス テル 「…… そ れ に し て は お 城 の 構造 に あま り 詳 し く な いよ う 


に 思い まし て -……。 は つ …… ま さか 、 倫 者 『?] 

ユー リ  「 そ りゃ 、 どう いう 想像 力 だ よ 。 下 町 の 一 般 人 に な りす ま 
し て 、 オレ は 何 す ん だ ?」 

エス テル 「 そ 、 それ も そう で すね 」 

ユー リ  「 ほ ら 、 こ ん な と ころ で ウロ ウロ し て て 騎士 に 見 つか る と 厄介 だ ぞ 」 


エス テル の 37 と KEK 

ユー リ  「 別 に お まえ が 感謝 する 必要 は な いん じゃ な いか 」 

エス テル 「 わ た し だ っ て 、 外 へ 行き た か っ た ん だ か ら 、 あな た と お 
ん な じ で す 」 

ユー リ  「 そ れ な ら そ れ で いい ん だ けど …… な ん で か 、 素直 に 感 
謝 す る 気 に な れ な いん だ よ な ]」 

エス テル 「 ダ メ で す 、 思 あ る 人 に は ちゃ ん と お 礼 し な いと 」 

ユー デリ 会 っ た こと も な い 相 手 に よく そう 律儀 に な れる も ん だ な 」 

エス テル 「 会 っ た こと の な い 人 だ か ら こ そ 、 礼 を 失 し て は いけ ませ ん 」 

ユー リ  「 上 ふーん 、 そう いう も ん か ね 」 


エス テル 「 そ うい う も の で す 」 


下町 の みん な あり が と う 


エス テル 「 地 図 に 、 旅 に 必要 な 道具 に 、 それ に お 金 も 。 た くさ ん 、 
いた だ いち ゃ いま し た ね 」 

ユー リ  「 っ た く 、 あい つら も 生活 きつ いっ て の に 、 無理 し て 色々 
よこ し や が っ て 」 

エス テル 「 そ れ だ け 、 ユ ー リ の 旅立ち を 心配 し て くれ て る ん で す よ 」 

ユー リ  「 今 頃 、 問題 見 が いな く な っ て せい せい し て ん だ ろ 」 

エス テル 「 そ ん な こと あり ませ ん よ 」 

ユー リ  「 ま 、 こん だ け 借 り を 作っ ちまっ た ら 、 手ぶら じゃ 帰っ て 
これ ね え 。 な に が な ん で も 水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ 
ア ) の 魔 核 ( コ ア ) は 取り 戻さ ね えと な 」 


ま ス テル | …… E ス テル …… エス テル 」 

ミー リ 「 あ いつ は 、 さっ きか ら 何 ぶつ ぶつ 言っ て ん だ ?」 
ラビ ピー ド 「 ク ー ン ] 

ユー リ  「 お ーー い 、 ぼん や り し て る と 置い て く ぞ 」 

モス テル | エス ゲル 上 ステ ルー コ 

ユー リ  「 聞 こえ ちゃ いな いか 。 おーい ! エス テル !」 
エス テル 「 あ 、 は い ! 今 、 行き ます !」 

ユー リ  「 呼 び 名 が そん な に 珍し い の か ね 」 


は じ め ま し て ラビ ー ド 


エス テル [ユー リ 、 こち ら @ の 大 は …-- 

ユー リ  「 あ あ 、 オ レ の 相棒 の ラビ ピー ド だ ]」 

ラビ ピード | ワ ジ デジ 

エス テル 「 あ 、 こち ら こ そよ ろ し く お 願 いし ます 」 

ユー リ  「 こ ちら こそ っ て 、 ラ ピー ド が 何 言っ た か 、 わ か っ た の か ?」 
エス テル 「 い え 、 全然 …-」 

ユー リ  「 ま 、 そり ゃ そう だ よ な ]」 


ユー リ 「 し っ か し 、 人 に に お の 
か っ た ぜ 」 

エス テル 「 ユ ー リ は 帝都 か ら 離 れ た く な か っ た ん で す ?」 

ユー リ  「 ん ? まあ 、 下町 な ん か に 住ん で る と 、 今日 を 生き る 
の に 精 一 杯 で ね 。 あ ん まし 真剣 に 考え た こと な か っ た ん 
だ よ 。 漠然 と 旅 に 出 て みた いと は 思っ て た けど な 」 

エス テル 「 わ た し は 、 ずっ と 外 の 世界 に 憧れ て まし た 。 た だ 、 外 に 
いる だ け で 、 感激 し て ます 」 

ーー リ 「 ま 、 感激 する の も いい けど ほど ほど に な 。 フレ ン が ピン 
チ な ん だ ろ 」 

エス テル 「 だ か ら 、 フレ ン を 心配 し な が ら と 感激 し て る ん で す 」 

ユー リ  「 フ ッ 、 わ か っ た よ 」 


エス テル 「 話 に は 聞い て いま し た が 、 結界 (けっ か い ) の 外 に は 、 
ご く 当 た り 前 に 魔物 が 生息 し て いる ん で すね 」 

ユー リ  「 あ お あ 」 

エス テル 「 結 界 ( け っ か い ) の 外 が 危険 だ と いう の を 実感 し ます 」 

ユー リ [結界 ( け っ か い ) の 中 じゃ 、 魔物 の 心配 な ん か し な く て 
も いい も ん な 。 気 を 抜か な いよ うに し ね えと 」 

エス テル 「 は い 」 

ラビ ピー ド ラン ロリ 


エス テル を 位 わ な UV の で す 7. 2」 

ユー リ  「 使 わな いん じゃ な く て 使え ね え の 。 オレ 、 そっ ちの 才能 
は な いら し く て ね 」 

エス テル 「 で も 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) さ え あ れ ば 、 魔術 の 理論 
を 学ぶ こと で 誰 で も 使え る よう に な る は ず で す よ ?」 

ユー リ  「 だ か ら 、 その 腐 術 の 理論 を 学ぶ 才能 っ て の が 、 オレ に 
は な か っ た っ て 話 だ よ 」 

エス テル 「 そ れ っ て つま り 、 ユー リ は 勉強 が 嫌い な ん で すね 」 

ユー リ [そう と も 言う な ] 

ーー に し トン ーッ 


帝都 より も 広く 


エス テル 「 世 界 っ て 、 す ご く 広 いん で すね 」 

ユー リ  「 い き な り 、 な に を 言い 出す ん だ か 」 

エス テル 「 帝 都 も すご く 広 いと 思い まし た けど 、 外 は も っ と 広い じゃ 
な いで すか 。 あの 空 な ん て 、 ど こま で 続い て こる ん で し よう ]」 

ユー リ  「 ま 、 そ の 気持 ち お も 、 わ か らん で は な いか 。 下 町 に 比べ 
りゃ 、 人 バカ みた い に 広 いも ん な 」 


ユー リ  「 結 界 ( け っ か い ) の 外 っ て 、 思っ て いた より も ヤバ イ 感 じ 1 
じゃ ね ぇ な 」 
ラビ ピー ド 「 ワ ン !」 。 
エス テル 「 で も 、 結界 の 外 っ て 本 で 読ん で いた 通り 、 魔物 と か い 
て と て も 危険 で す よ 」 
ユー リ  「 そ うか ぁ ? 騎士 団 が 巡礼 な ん て 言っ て 街 を 巡る 事 考 
えれ ば 、 これ ぐら いた いし た も ん じゃ な い だ ろ う 」 
ラビ ピー ド 「 ワ ン ! ワン エ 
エス テル 「 ユ ー リ みた い に 、 ほ と ん ど 街 の 外 に 出 な い 人 も いま すけ ど ね 」 
ユー リ  「 エ ステ ル に 言わ れ て も な ぁ ……」 


エス テル 「 す ご く 注 目 さ れ て まし た ね 。 OPT 
危な か っ た で す 」 

ユー リ | た く 。 目立た な いよ うに っ て 言っ た ろ ?] 

エス テル 「 先 に 飛び 出し た の は ユー リ で す よ ?] 

ユー リ  「 目 の 前 で 、 魔物 に 襲わ れ そ うに な っ て る や つ を 放っ と 
け ね え だ ろ 」 

エス テル 「 応 上 っ 」 

ユ ゴ 1 な ん だ よ ] 

エス テル 「 ご めん な さい 。 フ レン が 話し て た と お り の 人 な ん だ と 思っ 
て 。 目 の 前 に 困っ て いる 人 が いる と 放っ て お け な い ん だ っ 
て 、 よく 言 つ て まし た ] 

コト rrJ  ( ト ーー ーー 今度 会 っ た ら 、 お 互い 様 だ っ 

・ ー リ が 言っ て た っ て 伝え と いて くれ 」 

、 エス テル に わか り ま し た 」 


ミユ ンー リリ 「 さ うき の 道 才 え て くれ た お 策 さ Au 3 55 の 測 だ 3 
で 言っ て た な ] 

エス テル 「 幸 福 の 市 場 ( ギ ルド - ド ・ マ ル シ ェ ) の カウ フ マ ン さん 、 で すね 」 
ユー リ  「 帝 国 の 市 民権 捨て て 、 自分 た ち で 自由 に 生き て る 連中 


。 エス テル 「 ユ ー リ は ギル ド に 興味 が ある ん で す ?」 

ユー リ  「 い や 、 興味 っ て か 、 ちと 珍し く て な 。 帝都 に は 、 騎士 の 
護衛 は 受け な いな ん て 、 肝 の 据わっ た ギル ド の 人 間 い 
な か っ た か ら さ 」 

エス テル 「 こ の 先 も 、 ギ ルド の 方 々 に 会 う 機会 が お る か も し れ ま せん ね | 

ユー リ  「 あ の お 姉さん みた い に 、 押 し の 強い の は 、 ち と 勘弁 だ けど な ] 


エス テル 「 こ の 森 、 に 老 の 向 と うに 抜け られ る ん で すか ?] 

」 「 抜 けら れ な けれ ば 戻り ゃ いい っ て 」 

エス テル 「…… も し 呪い で カエ ル や へ ヘビ に な っ た り し た ら 、 どう し 
まし ょ う 」 

ユー リ  「 そ うし た ら 、 オレ が 責任 も っ て 面倒 見 て や る よ 」 

エス テル | 面倒 見 る …… っ て …… ?」 

2 「 心 配 す る な 、 子ども の 頃 、 カエ ル も へ ヘビ も 飼っ て た こ 
と が ある 。 世話 の 仕方 は ば っ ちり だ ぜ 」 

エス テル 「 わ た し 、 ユー リ が カエ ル や へ ヘビ に な っ た ら 、 お 世話 する 
自信 あり ませ ん …… よ ?」 


PART』 と P.029 
ラビ ー ド に お 礼 同 :: 


エス テル 「 わ た し が 気 を 失っ て いる 間 、 ラ ピ ー ド が 枕 に な っ て くれ 
て いた ん で すね 。 あ り が と う ご ざ いま し た 」 

ユー リ 「…… 何 や っ て ん だ ?」 

エス テル 「 あ …… え と …… ラ ピー ド に お 礼 を ……」 

ユー リ  「 ラ ピー ド ? いな い ぞ 2?」 

エス テル 「 え ? あ 、 あ れ ? …… わた し 、 嫌 われ て る ん で し ょ うか 」 

ユー リ 「 ま あ 、 あい つ は 誰 に だ っ て 素っ気 無い か ら な 」 

エス テル 「 わ た し も 仲良 く な れる よう に が ん ば り ま す 


エス テル 「 な か な か が 森 を 抜け られ ませ ん ね 。 あ ! まさ か 、 これ が 
呪い な の で は !? どう し まし ょ う 、 ユー リ ! 本 当 に 呪い 
は あっ た ん で す よ | 

ユー ビワ 。 「 違 うだ ろ -…] 

エス テル 「 も し か し て ユー リ は 方 向 音痴 で す ?」 

ユー リ  「 い や 、 違う ぞ 。 た が ぶん ……」 

エス テル 「 も し か し て 、 わた し が -…… 7 どう し まし ょ う … 1 

ユー リ  「 バ カ に つけ る 薬 は な いっ て 言う けど 、 方 向 音痴 を 治せ 
る 薬 は ある も ん か ね ……」 

ラ ピ ー ド | クー ンー 


カロ ル 拓く る 
も つう 、 ひ と り の と き は 、 心 細く …… じ ゃ な く て 、 退 屈 で さあ 」 

ユー リ 「 あ あ 、 そう だ な 。 あ 、 カロ ル 、 後ろ に 魔物 が 」 

カロ ル  「 え !2] 

ユー リ  「 悪 い 、 見 間違い だ っ た 」 

カロ ル  「 ち ょ 、 ちょ っ と 脅かさ な いで よ 」 

エス テル 「 急 に に ぎ や か に な り ま し た ね 」 

テー ドー ワン 、 ワン ロロ 


エス テル 「 カ ロ ル の 剣 、 折れ た まま で すけ ど 、 だ いじ ょ う 記 で す ?」 


カロ ル  「 う ん 、 な ん か が 軽く っ て 、 逆 に 使い や すく な っ た 感じ ?」 

ユー リ  「 語 に 振り 回 され ず に すむ わけ か 。 そ りゃ 、 よかっ た じゃ 
ね え か 。 さす が どっ か の ギル ド の エー ス だ な 。 ち ょ うど 
いい 長 さ に 折ら せる な ん て 」 


エス テル 「…… ユ ー リ . も し か し て 、 わざ と 折っ つた ん で す 7] 
ユー リ  「 オ レ 、 そん な 器用 じゃ ね えよ 」 


カロ ル 


「 エ ステ ル 、 何 見 て る の ?」 
エス テル 「 こ の 辺 の 地図 で す よ 」 


カロ ル  「 ど れ ど れ …… つ て 、 な ん だ よこ れ 、 白紙 ば っ か り じ ゃ ん 。 

これ じゃ 、 地図 な ん て 呼べ な いよ 」 

エス テル 「 そ うな ん で す ?」 

カロ ル  「 地 図 と いえ ば 測量 ギル ド ! それ も 『 天 地 の 審 (あな ぐ 
ら )』 の は 本 当 に すご いん だ か ら ! 一 流 ギ ルド の 人 間 な 
ら 、 み ー ん な 持っ て る ん だ よ 」 

ユー リ  「 そ の 理屈 で 言う と カロ ル も 持っ て ん だ ろ ? 見 せ て くれ よ 」 

カロ ル  「 え ~ー っ と 、 ボ 、 ボ ク く らい に な る と も う 地 図 も 必要 な いん だ よね 」 

エス テル 「 そ れ は 残念 で す 。 ぜひ 見 た か っ た の に ……」 


力 和 回 少 1 な な に 、 ラ ビ ピード?] 


ラビ ピー ド 「 グ ルル ル 」 

カロ ル  「] ど と 、 ざ どう 5 し て 奴 み て C る の ? ~ ちょ 、 ちょ 待て! ま べ か が 、 
ボク を 食べ る 気 ? た 、 助け て 、 ユー リ !」 

ユー サ - | どう か し た か カロ ル ?」 

カロ ル  「 な 、 な ん で も な いよ 。 あ は 、 あはは は は は は は 」 

ユー リ  「 勝 手 に に ぎ や か な や つ …」 


2、 カロ ル う と や つ 、 な ん と な く 挙動 不 箇 だ な 」 

エス テル 「 少 し 落ち 着き が な い 感 じ は ある けど 、 悪い 子 じ ゃ な さ 
そう で す よ 」 

ユー リ  「 確 か に 悪 匠 み する よう に は 見 え ね ぇ けど 、 な ん か 妙 な 
こと 考え て る よう な 気 が す る ん だ よ な -…」 

エス テル 「 自 分 と 似 て こる か ら 、 よけい に そう 思う ん で すね 」 


ユー リ  「 オ レ と あい つが 似 て る ?」 

エス テル 「 え え 。 な ん か 本 当 の 気持 ち を 持っ て る の に 、 意地 張っ て 表 
に 出さ な い 感じ と か 。 だ か ら 、 わた し 嫌い に は な れ な いで す 」 

ユー リ 「 ふーん は 2 」 

エス テル 「 不 満 で すか ?」 

ユーリ 「 い や 、 エス テル っ て ここ まで の 短い 間 で 、 意外 と 人 を 
見 て る ん だ な と 思っ て な 」 


エス テル | も お 、 ゴ と つた ら 。・ 」 


ユー リ  「 デ イド ン 砦 じゃ 、 結界 (けっ か い ) が な く て 苦労 し た っ て 
の に あっ た ら あ っ た で 、 別 の 面倒 が 待っ て る の な 」 

エス テル 「 そ れ だ け 人 々 の 生活 に 、 結界 (けっ か い ) は 大 き な 影 響 
を 与え て いる ん で すね 」 

ユー リ  「 あ る だ け で 魔物 の 危険 か ら 、 オレ ら を 守っ て くれ る わけ 
だ か ら な 。 そ りゃ 、 無理 も な いけ ど さ 」 

エス テル 「 皆 さん が 安心 で きる よう に 、 早く ハル ル の 樹 を 治し て 
あげ た いで す 」 


エス テル 「 ハ ルル の 花 、 本 当 に きれ いで す よ ね 。 も う 夢 を 見 て い 
る みた いで す 」 
ユー リ  「 あ あ 、 こり ゃ 、 予想 以上 だ 」 


カロ ル  「 う ん 、 が ん ば っ た か い が あ っ た よね !」 

ユー リ 「 結 界 ( け っ か い ) が この 調子 な ら 、 も う 魔 物 に 攻め 込ま 
れる こと も な い だ ろ 」 

エス テル 「 ハ ルル の 樹 が 、 街 の みん な を 守っ て くれ ます ね 」 

ハル ル の 街 で 赤 眼 発見 y | 

カロ ル  「 も し か し て 、 さっ き の 赤 眼 ( あ か め )? 騎士 団 以外 に 
あん な の に も 追わ れ て る の ?」 


ユー リ  「 な ん か 変 な の に 好 か れる みた いで ね 」 

「 い っ た いこ れ ま で に 何 を や っ て きた ん だ よ 」 

ユー リ  「 全 部 言う の は 、 大 変 そ うだ な 。 な ん せ 、 二 圭 一 年 分 だ ] 
「…… い や 、 も うい いよ 。 何 も 聞か な いか ら 」 


ユー リ  「 花 びら の 洪水 で 流さ れ そ うだ な 」 

エス テル 「 花 びら が 空 に に ひら ひら と 舞っ て 、 そこ は も う 、 夢 の 世 
界 の よう な チー 」 

ユー リ  「 家 と か 落ち た 花びら で 埋もれ て 、 ここ の 連中 どう し て 
ん だ ろ な 。 掃除 も 大 変 そ つ だ し 」 

エス テル 「…… ユ ー リ と 話し て て も 、 な ん だ か 楽しく あ り ま せん 」 


エス テル 「 あ …… ご めん な さい 。 まだ な で る の は 早かっ た で すね 。 わ 
た し た ち は も っ と お 互い を 知る と ころ か ら ス ター ト で す よ ね 」 


エス テル 「 え ーー と で すね 。 わ た し は エス テリ ー ゼ と 言い ます 。 こ 
れ は も う 知 っ て ます よね ? あれ ? ラビ ピー ド ?」 

ユー リ  「 お まえ 、 誰 に 向かっ て 自己 紹介 し て ん だ ?] 

エス テル 「 わ た し 、 負け ませ ん 」 


ニア の 実 が な ぜ ? 較 s 
エス テル 「 ど うし て 森 の 中 に ニア の 実は 落ち て る ん で す ? すぐ 
側 に 、 ニア の 木 は 見 当たり ませ ん で し た よ 」 
カロ ル  「 あ あ 、 あれ は ね 、 森 に 住 び 魔物 の 仕業 だ よ 。 縄張り だ っ 

て いう 印 な の ]」 
エス テル 「 そ れ を 勝手 に 持ち 出し て よかっ た ん で し ょ うか ? 
Ao 確か に 譲っ つて も ら う の も 無理 で し ょ うけ ど ]」 
ユー リ 「 そ りゃ な 、 魔物 の 言葉 な ん て 知ら ね え し 。 カロ ル の ギル 
ド で 、 教え て こく れ な い の か ?] 
カロ ル  「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) は 魔物 狩り ギル ド な の ! 
仲良 くす る 方 法 な ん て ボク ら に は 必要 な いん だ よ 」 
エス テル 「…… そ れれ は 残念 で す 」 


フレ ン っ て 何者 ? 
カロ ル  「 ね え 、 実 際 の と ころ 、 フレ ン っ て 本 当 に 誰 な の ? エス 
テル の わけ あり な 人 ?] 


エス テル 「 な ん で す ? その わけ あり な 人 っ て ? フレ ン は ユー * 


り の お 友達 で す よ 」 

ユー リ  「 ま あ 、 そ ん な と ころ だ 」 

カロ ル | 友人 同士 で ひと り の 女性 を ? 見 か け に よら ず 、 エス 
テル っ て どろ どろ な 人 生 送 っ て る ね ] 

エス テル 「 な ん で す ? その どろ どろ な 人 生 っ て ?」 

カロ ル  「 い や 、 いい ん だ よ 。 これ 以上 は 聞か な いか が か ら ……」 


ユー リ  「 完 全 に 勘違い し て や が ん な 」 


エス テル 「 な ぜ ば 、 ハル ル の 樹 が 、 ハ ルル の 樹 と 呼ば れる か 、 ユー 
リ は 知っ て ます ?」 
ユー リ  「 ん ? な ん か が 理由 ある の か ?」 


エス テル 「 は い 、 ハル ルル の 樹 は みっ つの 植物 が 重なり ちっ て ハル 革 


ル の 樹 と いわ れ て いる ん で す 。 それぞれ は ハル モネ ア 、 
ルル リエ 、 ル ー ネ ン ス と いっ て 、 そ の 頭 文字 を と っ て 、 
ハル ルル と いう そう で す よ 」 

カロ ル  「 へ え 、 そ うだ っ た ん だ 」 

ユー リ  「 な ん だ 、 カロ ル も 知ら な か っ た の か よ 」 

カロ ル  「 植 物 は ボク の 専門 外 だ か ら ね 」 


べべ べべ 
に SM コテ 


に "| ド ・ 


「 態 度 、 素 行 、 ど れ を と っ て も 、 ユ ー リ っ て 騎 
ユー リ  「 な ん だ よ 急 に 」 

「 だ っ て 、 ドロ ボウ みた い に 裏 口 か ら 街 に 入 つ ちゃ うし さ 」 
ユー リ  「 鍵 を 開け られ る カロ ル 先 生 に は 言わ れ た く な いん だ けど ] 


エス テル 「 わ た し 、 フレ ン を 追っ て きた だ け な の に 、 いつ の ま に か 、 


ドロ ボウ に な っ て た ん で すね 」 
ユー リ  「 ま だ 、 何 も と っ て ね えっ て の 」 


花 の 理由 交 い め 加 4 1 


十 っ ぽく な いよ ね 」 
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本 が いっ ぱい 


カロ ル  「 こ の 街 、 な ん か 本 が た くさ ん ある ね 」 
ユー リ  「 オ レ 、 あん ま 本 と か 読む の 得意 じゃ ね え か ら 夜 う な され 


そう だ ま 」 
カロ ル  「 あ 、 ユーリ っ て そん な 感じ する よね 。 じっと し て る の も 
だ め っ ぽ い し 」 


ユー リ  「 カ ロ ル 先 生 に は 言わ れ た くね えな 」 
カロ ル  「 あ れ 、 エス テル は ?」 
ユー リ  「 さ っ きか ら ず っ と 、 そこ で 本 読ん で る ぞ 」 


ユー リ  「 読 み 出 し た ら 止 ま ら な いら し いな 」 

エス テル 「 え ? あ 、 え と 、 な ん で す ? これ 、 古代 文明 の 文献 み 
た いで す よ | 

ユー リ  「 聞 いて ね ぇ か ら 」 


「 な ん か 、 リタ っ て ちょ っ と 怖い よね 」 
エス テル 「 そ う で し ょ うか ?」 
ユー リ  「 ま あ 、 あ ん な も ん じゃ ね え の 。 な ん か 機嫌 悪い みた い だ し 」 
エス テル 「 そ れ は 、 ユー リ が 無 作法 を し た か ら で す よ 」 

ユー リ  「 魔 核 ( コ ア ) ド ロボ ウ に 礼 を 尽く す 気 は ね え か ら な 」 
カロ ル  「 違 っ て た ら ど うす る の ?」 

ユー リ  「 そ ん と きゃ 、 あや まる よ 」 

リタ 「 そ の 言葉 、 忘れ な いで よ 」 

カロ ル  「 あ 、 聞い て た ん だ 」 

サタ 「 聞 こえ た だ け よ 。 あ た し が 怖い と か 」 

ユー リ  「 気 を つけ ろ よ 、 カロ ル 。 あ りゃ 、 根 に 持つ タイ プ だ 」 
カロ ル  「 や 、 や だ な あ 。 脅かさ な いで よ 」 


リタ [あん た だ た 、 エス テリ ー ゼ だ っ け ?」 

エス テル 「 は い 、 長く て 呼び に くい と 思う の で 、 エス テル っ て 呼ん 
で くだ さい 」」 

リタ 「 エ ステ リー ゼ っ て 、 見 た と こ 貴 族 の お 嬢 様 よ ね ? よく 
あん な 素行 の 悪い と の 一 緒 に いる わ ね 」 


それ と 、 わた し の こと は 、 エス テル っ て 呼ん で も ら っ て 
構い ませ ん よ 」 

リタ 「 わ か っ た わ 、 エス テリ ー ゼ 」 

_ ユー リ  「 あ りゃ 、 強敵 だ な 」 


エス テル 「 遺 跡 の 中 っ て 、 外 と は 全然 違う ん で すね 
_ カロ ル  「 う ん 、 な ん か 不思議 な 感じ 。 見 た こと な いも の と か ある し 」 
ユー リ 「 な ん だ 、 カロ ル も 初め て な ん だ ]」 
カロ ル  「 ま 、 ま あ ね 。 ボ ク の 専門 は 魔物 を 狩る こと だ し 。 あ 、 こ 
れ な ん だ ろ 」 
「 あ ん まそ の 辺 の も の に 触ら な い 方 が いい わ よ 。 罠 と か 
ある か が ら 」 
エス テル 「 今 、 何 か カ チ っ て 音 し ませ ん で し た ?」 
ユー リ  「 危 な い 、 カロ ル !」 
カロ ル  「 う ああ あっ 1!」 
ュ ユーリ 「 わ り ぃ 、 余裕 な か っ た ん で や りす ぎ た 」 
カロ ル [これ じゃ 罠 に は まっ た 方 が まし だ っ た よ …… 」 


柱 憂 っ て 言う ん だ よ 


貢 
エス テル 「 あ の 天井 が 崩れ て きた り し た ら 、 
に な っ て し まい ます ね 」 
カロ ル  「 な 、 な に 不吉 な こと 言っ て こる の 、 エス テル ー。 本 当 に 
そん な こと に な っ た ら ……」 

リタ 「 人 バカ っ ぽい わ よ 、 あん た 。 そん な ヤ ワ な つく り の わけ 
な いで し ょ 」 

カロ ル  「 ひ 一 、 エス テル が 変 な こと 言う か ら 、 天井 が 崩れ て 


び 
aM 
回 
T | 隊 語 
」 
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ユー リ  「 あ 、 わり ぃ 。 足元 の 石 に つま づい ちまっ た 」 

リタ 「…… あ 、 あん た 、 わざ と で し ょ 」 

エス テル 「 ユ ー リ …… 意 地 悪 で す ……」 

カロ ル  「 さ 、 さ っ さと 用 事 を 済ま せ て 、 早 く こ ん な 遺跡 か ら 出 よう よ ! 


ユー リ 昔 の 人 間 は 、 こん な リン グ ひ と つ で いろ いろ な も ん を 
動か し て た の か ね え 」 

リタ 「 え え 、 この 遺跡 だ け じ ゃ な く て 、 他 で も 同様 の 仕掛 け 
が 見 つか っ て る わ 」 


カロ ル  「 小 さい くせ に 、 便利 な ん だ ね 」 

リタ 「 誰 か さん と 違っ て ね 」 

カロ ル  「 え ?」 

エス テル 「 で も 、 ソー サラ ー リ ング の 所 有 を 認め られ る な ん て 、 リ 
タ も すご いで す 。 ご く 限 られ た 人 に し か 与え られ て いな 


いと 聞い て いま し た か ら 」 
ユー リ 「 上 ふーん 、 信用 され て ん だ な 」 
リタ 「 あ ん た 以外 に は ね 」 


w 較 ゅ , 
リタ 「 ね え 、 あん た 、 さっ き お 城 が どう と か 言っ て な か っ た ?」 
エス テル 「 え ? あ 、 そ れ は …… 

ao リ 「 あ あ 、 前 に オレ が 城 に いた ん だ よ 。 騎士 や っ て た ん で ね 」 
リタ 「 は あ ? あん た が 、 騎士 ?5 な に バカ 言っ て ん の よ 」 
エス テル 「 信 じ ら れ な いか も 知れ ませ ん が 本 当 の こと な ん で す 」 
リタ 「 は ぁ あん …… 世 の 中 、 ま だ まだ わか ら な いこ と で いっ ぱい ね 」 
ユー リ  「 っ た く 、。 どい つも こい つも 似 た よう な 反応 し や が っ て 。 

ほら 、 行く ぞ 」 


リタ 「 あ 、 話す り 替 えら れ た 」 


エス テル 「 ユ ー リ の 追っ て る 魔 核 ( コ ア ) ド ロボ ウ が リタ じゃ な く て 
よかっ た で すね 」 

ユー リ  「 ん ? な ん だ 、 そ の 理屈 は 。 オレ は 別に 誰が 魔 核 (コア ) 
ドロ ボウ だ っ て か まわ ね え ぞ 。 リタ だ っ た ら 、 面倒 が こ 


こ で 片付い て くれ て 大 歓迎 だ っ た の に な 」 

カロ ル  「 リ タ が 聞い た ら 怒 る よ ……」 

ユー リ  「 ま 、 真犯人 の 手掛かり は 、 ば っ ちり 手 に 入っ た し な 。 ま 
ず は よし と する さ 」 


は か な い 子 っ て 誰 の こと ? ゃ 較 

エス テル 「 は か な い 子 っ て 、 いっ た い 誰 の こと で す ?」 

カル | えっ 7] 

エス テル 「 カ ロ ル が ノー ル 港 に 行き た い の は 、 その 子 に 会 うた め 
な ん で す よ ね ?」 

カロ ル  「 な 、 な ん で 知っ て る の !?] 

エス テル 「 や っ ぱり !」 

カロ ル  「 あ 、 違 う 、 違う よ ! だ いた い 、 ノー ル 港 じゃ な く て ……」 

エス テル 「 ノ ー ル 港 じ ゃ な いん で す ?] 


カロ ル  「 知 ら な い …… ボ ク は 何 も 知 ら な い 」 


ユー リ  「 さ っ さと 白状 し た 方 が いい ぞ 。 エス テル の 顔 に 、 諦め 
な いと 書い て ある 」 

カロ ル  「 そ ん な ん じゃ な いん だ っ て ば 」 

エス テル 「 あ ーー、 カロ ル …」 

この メン バー で 旅 す る の か 2 

ユー リ 「 帝 都 を 出 た と き は 、 オレ と エス テル と ラビ ピー ド だ け だ っ 
た の に な ]」 

エス テル 「 今 は カロ ル と リタ も 一 緒 で す 。 旅 の 仲間 が 増え る と な 
ん だ か うれ し いで すね 」 

カロ ル  「 ボ ク は な ん だ か 、 この メン バー に 不安 を 感じ る けど ]」 


リタ 「 あ た し は あん た に 不安 を 感じ る けど ] 
ユー リ  「 あ ん ま カ ロ ル 先 生 を いじ めん な よ 」 
エス テル 「 仲 良く 旅 を し まし ょ う ね 、 リタ 」 


リタ 「 ズ で ああ ・… そ 、 そうね) 


リタ っ て いく つ ? に 隊 

エス テル 「 リ タ は ずっ と アス ピオ で 研究 を 続け て いた ん で す ?] 

リタ  「 そ う よ 、 も う 五 年 に は な る か し ら ね 」 

エス テル 「 五 年 っ て …… リ タ 、 今 、 いく つ で す ?」 

リタ 。。 「 ん ……? 十 五 だ けど ] 

エス テル 「 し 、 し っ か り し て ます よね 。 十 歳 で も う 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) の 研究 を し て た な ん て 」 

リタ  「 そ う ? そう いう あん た は いく つよ ?] 

「 え と 、 今年 、 十 八 に な り ま し た 」 

リタ ニー 「… し っ か り し な いと ね 」 

「 は 、 は い …… が ん ば り ま す 」 


賠 Em 


リタ 「 な に 見 て る の よ 」 


ラ ピ ー ド 「 ワ ン ョ 
リタ 「 ち ょ うた 。 大 。 こっ ちる な いで よ | 
カロ ル  「 あ れ ? リタ っ て 犬 だ め な 人 ?] 


リタ 「 べ 、 別に そん な ん じゃ な いわ よ 。 う っ ……」 
「 あ の 、 リタ 、 これ な ん で すけ ど ……。 あ 、 ラビ ピー ド !」 
「 ラ ピー ド の 好き 嫌い っ て 、 すご く は っ きり し て る よね 」 


学術 都市 の 沿革 we 雑談 
エス テル 「 元 々 、 アス ピオ は 、 背後 の 山 か ら 出 土 し た 巨大 な 魔 導 器 
(ブラ ステ ィ ア ) を 研究 する た め に 作ら れ た そう で すね 」 
リタ 「 最 初 は ちっ ちゃ な 研究 施設 だ っ た の に 、 徐々 に 人 が 増 
えて 街 み た い に な っ ちゃ っ た みた いね 。 今 じゃ 、 当初 の 
目的 だ っ た 巨大 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 研究 以外 に も 、 


色々 と 盛ん に 行わ れ て る か ら 」 
ユー リ | リタ も ぞ の ひと り っ て わけ だ な 』 
リタ 「 そ う よ 」 


見 た わ 」 

ユー リ 「 ん ? 満開 の 季節 に な っ た ら 、 あ あな る ん じゃ ね え の か ?」 

リタ 「 い くら な ん で も 、 あそこ まで きれ い に 全 部 の つぼ み が 
開い た り は し な いわ よ 」 

ユー リ 「 そ うな の か 。 だ っ た ら 、 貴重 な も ん 見 れ て ラッ キー だ っ 
た な 」 


リタ  「 綱 還っ つて いう か 、 あ た し は 異常 だ と 思っ て ん だ けど …ー」 


エス テル 


ko 


「 砦 の 人 は 雨季 の 少し 前 の 時 期 に し か 現れ な いと 言っ て 
いま し た よ 」 

「 な る ほど 。 時期 に よっ て 場所 を 移動 する 習性 が ある っ 
て わけ か 。 要 する に オレ ら が 最初 に 来 た と きっ て の は 、 
時 期 が 悪かっ た の ね 」 

「 で すね 、 た また まな の に 、 平原 の 主 ( ぬ し ) が 現れ る 時 
と 重なる な ん て ……」 

「 ど うに も 無駄 な 苦労 を 背負 い 込 む 星 の 下 に 生ま れ て き 
た らし いな 」 
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竜 合い につい て 同 : 隔 遇 


「…… あ の 、 エ ステ ル 。 視線 が 気 に な る ん だ けど 、 な に ?」 
「 聞 いて も いい ん で す ? わか り ま し た 。 で は 、 質問 し ま 
す 。 ナ ン と いう の は 、 カロ ル の 大 切な 人 な ん で す ?] 

「 共 っ つ …… ご ほっ …… げ ほっ !」 


「 女 の 子 の 名 前 で す よ ね ? も し か し て 、 ハル ル の 花 を 
見 せ た か っ た カロ ル の ……」 

「 わ ああ ああ っ ! 違う 違っ! そん な ん じゃ !」 

「 違 うん で す ?」 

「 そ ん な ふう に 誤解 され た の 知っ た ら …… 絶 対 怒 る も ん 
な ea 和 」 


「 カ ロ ル 、 が ん ば っ て くだ さい ね ! わた し 、 応 援 し ます か ら 」 
「 あ 、 うん …… あ り が と ね 。 心強い や ……」 


「 世 の 中 に は お か し な 趣味 の や つも いた も ん だ な 。 魔 導 
器 ( ブ ラス ティ ア ) を 破壊 し て 回 る な ん て 」 

「 趣 味 と は 違う と 思い ます けど 」 

「 ど こ か で 会 っ た ら 、 あたし が 上 ぶっ 飛ば し て や る 」 

「 何 か 、 壊す 理由 が ある ん じゃ な い ?」 

「 わ けが あろ う が な か ろう が 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 破 
壊す る な ん て 、 あたし は 許さ な い の よ !」 

「 わ 一 、 ちょ 、 首 、 首 、 首 を ! ぐ べ ええ ーー て ! 
きま ユー リ 」 

「 や だ よ 、 面倒 くさ い 。 が きん ちょ 同士 、 仲良 くし と け 」 
[エス テル テー」 

| えと …… が ん ば っ て くだ さい 」 


「 赤 眼 ( あ か め ) が 出 て きた り 、 騎士 に 追い 回 され た り 、 
も うち ょ っ と ゆっ くり 旅 を 楽し め な いも ん か ね 」 

「 そ れ 、 ユー リ が 言う ん だ 」 

「 騎 士 に 名 前 呼ば れ て た の は あん た で し ょ 」 

「 魔 導 士 と も め た の は 、 リタ だ けど ね 」 

「 い いじ ゃ な いで すか 、 みん な 無事 だ っ た ん で すし 、 これ 
は これ で 楽し か っ た で す 」 

「 追 われ ん の を 楽し め る な ら 、 これ か ら も エス テル の 旅 
は 楽し いこ と だ ら け だ な 」 

「 き れい に まとめ た つも りか も し れ な いけ ど 、 追っ 手 の 
問題 と か 全然 片付い て な いか ら !」 


だ ず げ 


結界 魔 導 器 の 価値 に : 癌 内 


ユー リ  「 し っ か し 、 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) ひ と つ 壊 れ 

て えら い 騒 ざ ぎ だ っ た な 」 

カロ ル  「 ボ ク に は リタ の 起こ し た 方 が 大 き な 騒 ざ だ っ た と 思う よ 」 

リタ 「 小 さい こと 気 に し て ん じゃ な いわ よ 」 

エス テル 「 こ と が 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) と も な れ ば 、 仕 
方 が な いと 思い ます よ 。 それ だ け 人 々 の 生活 に 、 魔 導 器 
(ブラ ステ ィ ア ) は 密接 に 関わ っ て いま すか ら 」 

ユー リ  「 ま 、 そり ゃ 、 も っ と も だ な 。 下町 な ん て 、 水道 魔 導 器 ( ア 
クエ ブラ ステ ィ ア ) が 壊れ た だ け で 、 大 騒ぎ だ か ら な 」 

エス テル 「 早 く 直 る と いい で すね 」 

ユー リ 「 あ あ 。 その た め に わざ わざ こん な と ころ まで 足 を 伸 ば 
し て ん だ か ら な 」 


エス テル 「 ノ ー ル 港 に 行け ば 、 な ちの 5 会 える で し ょ うか 」 
ユー リ  「 ま た 行き 違い に な る よう な 気 が オ レ は し て る ん だ が ……」 
カロ ル  「 も し か し た ら 、 こう し て る 間 に 末 の 道 通 っ て 、 帝都 に 戻っ 


エス テル 「 で も フレ ン は 手紙 を 残し た ん だ か ら 、 き っ と 待っ て ます 
ユー リ 「 ど うだ か …・」 
リタ  「 大 体 、 な ん で こん な イレ ギュ ラー な 道 、 通ら な きゃ な 


ん な い の よ 」 

カロ ル  「 リ タ の せい じゃ ん 」 

リタ 「 し 、 仕方 な いで し ょ 、 あん 時 は …… ! 人 責め て る ヒマ 
あっ た ら 、 足 動か し な ざさ いよ! 本当 に 行き 違い に な っ ちゃ 
うわ よ !」 


エス テル 「 そ 、 それ も そう で すね 。 ノ ー ル 港 に 怠 ぎ まし ょ う 」 


ユー リ の 憂い el 

ユー リ  「 帝 国 が で か い 顔 し こる の は 、 どこ の 街 も 似 に た よう な も 
ん な ん だ な 。 旅 に 出る 前 は 、 下 町 の こと し か 頭 に な か っ 
た か ら 、 全然 考え も し な か っ た けど さ ご 」 

ラ ゼ ピ リド ウーン 

カロ ル  「 特 に ここ 、 イ リキ ア 大 陸 は 帝都 が ある し 、 よけい だ よね 。 
それ に トル ビ キ ア みた い に 大 き な ギ ルド の 拠点 が ある わ 
け で も な いか ら 、 需 国 の 思い の まま な ん だ よ 」 

ユー リ  「 や っ ぱ 、 この まま じゃ いけ ね えよ な ]」 

ラ アピ フン 


執政 官 の 悪行 に つい て の 所 見 | あ 。 

リタ 「 執 政官 が や り た い 放 題 な ん て 、 気分 の 悪い 街 ね 」 

ユー リ  「 帝 国 の 一 部 の 人 間 が で か い 顔 し て ん の は どこ も 同じ だ 
な 。 街 の 入り 口 で 見 た よう な 光景 、 オレ の 住ん で た 下町 
で も 腐る ほど あっ た よ 」 

_。 カロ ル  「 ボ ク は 帝国 管理 下 の 街 に 住ん で な いか らい いけ ど 、 こ 
ん な と ころ に は 絶対 いた く な いな ]」 

エス テル 「 ど うし て 、 執政 官 は 、 こん な こと を ……」 

ユー リ  「 ま 、 オ レ ら まで 街 の 雰囲気 に 付き 合っ て や る こと は ね え 」 

リタ 「 そ ゆこ と ]」 

エス テル 「 は い ……」 


ユー リ  「 そ うい や 、 あの ウィ チル っ て の も アス ピオ の 人 間 だ っ て 
言っ て た な 」 

エス テル 「 リ タ と も 知り 合い な ん で す よ ね ?」 

リタ [ん eaue 2 た と さあ ? 

カロ ル 

E リタ 「 な ん か が 視界 の 端 に は 入れ た こと が あっ た よう な 気 が す 

る ん だ けど ……。 ぼ ん や り と し か 覚え て な い の よ ね 」 


カロ ル  「 な ん か 、 ウィ チル が ケン カ 腰 だ っ た 理由 、 わか っ た 気 が 


する ね 」 


フレ ン の 感想 


カロ ル  「 ボ ク 、 アン ウッ 

な ん か こう 、 まじ めで 、 で きる 人 だ よね 」 

リタ 「 そ う ? あたし に は 融通 の きか な い 、 頭 の 固 そ うな や 
つ に 見 えた けど 」 

エス テル 「 フ レン は 何 か あ れ ば 、 親身 に な っ て 力 を 貸し て くれ る い 

0 生 の ON 人 和 の 

ユー リ 「 今 じゃ あん な ん だ けど 昔 は 下町 で 無茶 し て た ん だ ぜ ]」 

エス テル 「 今 の フレ ン か ら は 、 あま り 想 像 で きま せん ね 」 


フレ ン と の 再会 に つい て sw 避 

ユー リ [どこ で 会 っ て も 、 プレ ン は フレ ン だ うた な 。 っ た く 、 ざら 
に 頭 が 固く な っ て や が る 」 

才 ビ ー ド ワン 1 

ユー リ  「 お 、 ラ ピ ー ド も そう 思う か 」 

ラビ デー ド トウ のみ 

ユー リ 「 ま 、 元気 そう で 何より だ っ た けど さ 」 


強制 調査 権限 っ て ? に : ド 2 

エス テル 「 ね え 、 リ タ 、 フレ ン の 言っ て いた 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
研究 所 の 強制 調査 権限 っ の て な ん で す ?] 

リタ 「 あ あ 、 あ れ ね 。 要 する に 、 帝 国 が 認め た 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) 調 査 で あれ ば 、 どこ で も 入っ て いけ ます と いう も の よ 」 

ユー リ 「 な ん だ 、 そん な すげ え 権 限 あ っ た の か よ 」 

カロ ル  「 ボ ク ら が 苦労 する 必要 っ て 、 全然 な いん じゃ な い の ?」 

リタ 「 た 応 ん 、 無理 だ と 思う わ よ 。 例外 と か いっ て 、 よく 弾 か 
れる の よ 」 

ユー リ  「 帝 国 の や り そ う な こと だ な 」 


リタ 「 ち ょ っ と あん た 、 5 
れ て き な さ いよ 」 

ユー リ 「 は あ ? な ん で オレ に 言う ん だ よ 」 

リタ 「 だ っ て 、 あん た 知り 合い な ん で し ょ ?」 

デリ 「 だ か ら 、 別に 知り 合い じゃ ね えっ て 」 

リタ 「 ど うだ か 。 だ いた い 会 っ た の が 宗 屋 っ て の が うさ ん 邊 
すぎ る の よ 」 

ユー リ に た その 点 は 否定 で き な い な 」 

エス テル 「 変 わっ た 方 だ と は 思い ます が 、 わた し に は 悪い 人 に は 

見 えま せん で し た よ 」 

「 い や 、 けど 、 いい 人 で も な いと 思う よ ……-」 


「 ま さか ラ ゴ ウ の 屋敷 で 、 竜 使い に 
いな か っ た よ 」 

ユー リ 「 竜 、 だ っ け ? あん な 魔物 見 る の も は じ め て だ っ た な 」 
エス テル 「 は い 。 な ん だ か が 他 の 魔物 と は 全然 雰囲気 が 違っ て いま 
し た 。 あ の あと 、 どこ に 飛ん で いっ た ん で し ょ よう]」 

「 ど こ か に アジ ト が ある ん だ ろう けど 、 ち ょ っ と 情報 が 少 
な すぎ る ね 」 

リタ 「 あ ー、 も う ! あたし の 前 で 、 バカ ドラ の 話し な いで 。 
思い 出し た だ け で も 腹 が 立っ て くる 」 


会 うな ん て 考え て も 


エス テル 「 ユ ー リ を 乗せ た まま 、 宙 が 売 守 和 は 攻 うか 


思い まし た 」 


カロ ル  「 ほ ん と 、 は ら は ら も ん だ っ た よ 。 無事 で よかっ た 」 
ユー リ  「 思 っ た より も 早く 沈み や が っ た か ら な 。 オレ も 、 さす が 


に あせ っ た よ 」 


リタ 「 死 に か け て お いて 、 あせ っ た で 済ま せる あん た の 神経 


を 疑う わ 」 


の カロル | コー ワラ て 、 め な 知り 合い が 多い よね 。 : カフ ワ : 5 エリ ルレ 


で あっ た レイ ヴ ン と か 、 襲っ て きた ザ ギ っ て や つと か が さ 」 


リタ 「 ザ ギ っ て 方 は 妙 な ん て も ん じゃ な いわ よ 。 な ん な の よ 、 


あれ は ]」 


ユー リ  「 ん な も ん 、 オレ が 聞き た いよ 。 あ ん な ん に 好 か れ て も 


ちっ と も 嬉し か ね え ぞ 」 
エス テル 「 で も 、 海 に 落ち た みた いで すし 、 も 
じゃ あり ませ ん か ?」 


う 会 うこ と も な いん 


ユー リ  「 ど うだ ろ な 。 あ あい うつ や つ に は 、 オレ ら の 常識 通じ ね え 


だ ろう し 」 
カロ ル  「 や だ な あ 、 ボク 、 二度と 会 いた く な いよ 」 


リタ 「 ま 、 出 て き て も 、 どう せ 狙 い は 、 ユー リ で し ょ 。 あ た し 


に は 関係 な いわ ね 」 
ユー リ  「 ま 、 そ ん 時 は そん 時 だ 」 


吹い て いる 風 の 雰 囲 気 が 、 他 と は 全然 違 い 
ます よね 。 海 の 香り が し ます 」 

リタ 「 あ ん まり 潮風 に あたっ て る と 、 潮 で べ っ た べ た に な る わ よ 」 

エス テル 「…… せ っ か く の 和 気分 が 台無し で す 」 

リタ 「 い や 、 べ っ た べた に な っ て も いい な ら 、 別 に 止め な いけ ど ] 


エス テル 「 港 の 街 は 、 


リタ [ノール 港 と は 違っ て 、 トリ ム 少 は いか (に も 港町 っ て 感じ よね | 


エス テル 「 に ぎ や か だ し 、 船 の 出入 り も すご く 多 いで す 」 


カロ ル  「 そ りゃ 、 この トリ ム 港 を 取り 仕切 っ て る の は 世界 中 の 流 


通 を 撮る 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ド - マ ル シ ェ ) だ か ら ね 。 確か 、 
この トリ ム 港 に 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) の 本 社 
が あっ た は ず だ よ 」 


ユー リ  「 商 売 の 力 で 街 を 動か す な ん て こと も 、 や ろう と 思え ば 


で きる ん だ な 。 考え て も みな か っ た ぜ 」 


レイ ヴ ン に つい て & 魔 核 の 情報 探し て 


ユー リ  「 バ ル ボ ス の いか つい な りな ら 、 街中 歩い て りゃ 目立っ て 
し ょ う が ね えよ な 。 連中 が 逃げ る と こ 、 誰か 見 て て くれ 
る と 助かる ん だ けど 。……' そ うい や 、 レ イヴ ン と か いう お っ 
さん 、 ラ ゴ ウ の 屋敷 で どう し た か な 。 竜 使い や ら 騎 士 団 
が 乗り 込ん で き て 、 あわ くっ て 逃げ 出し た か 」 


地震 で 崩壊 し た 街 国 | 


ユー リ  「 な あ 、 カロ ル 、 地震 で 崩壊 し た 街 の こと で 、 な ん か 他 
に 情報 っ て な い の か ?」 

カロ ル  「 ボ ク も 噂 程度 で し か 聞い て な いけ ど 、 十 年 ぐら い 前 ま 
で は 、 どこ か の ギル ド が 拠点 に し て た っ て 話 だ よ 」 

エス テル 「 ど こ か の ギル ド っ て どこ で す ?」 

カロ ル  「 ご めん 、 そこ まで は ちょ っ と 」 


リタ 「 で も 、 街 が 崩れ る ほど の 地震 が あっ た な ん て 話 、 あ た 
し は 聞い た こと も な いけ ど 」 

カロ ル  「 リ タ の いた アス ピオ は 海 の 向 こう だ し 、 情 報 が 行か な 
か っ た だ け じ ゃ な い ?」 

リタ 「 そ うな の か な ぁ 」 


リタ 「 ま っ た くも っ う 、 錦 陶 し い 雨 ね 。 いつ まで 降る つも りな の よ 」 

カロ ル  「 ト ルビ キア 大 陸 は 熱帯 雨林 だ か ら 、 雨 が 止む 事 は あま 
りな いん だ 」 

エス テル 「 わ た し も 本 で 読ん だ 事 が あり ます 。 降 雨量 の 多い 大 陸 
で 、 植物 や 生物 の 種類 も 多種 多様 だ と 」 

ユー リ  「 そ うい う の 、 興味 な いし な 。 オレ は リタ の 気持 ち が 少 し 
は わか る 」 

カロ ル  「 ボ ク は 生ま れ も 育 ち も こ こ ト ルビ キア 大 陸 だ か ら 、 何 
も 感じ な いけ ど ね 」 

リタ 「 そ う で し ょ う よ 、 そう で し ょ う よ 。 あ ん た みた い に 、 つじ 
うじ 、 じめじめ し た 人 間 に は お 似合い の 大 陸 ね 」 

カロ ル |「 え 、 ポ ボク っ て 、 名 ん な に 暗 し メージ 2 


カロ ル  「 は あ …… な ん で 上 手 く いか な いん だ ろう : 記 4 クレ 
92: クビ っ て 言わ れ た ……」 


エス テル 「 カ ロ ル 、 元気 出し て くだ さい 」 

カロ ル  「 も う 2 元気 で な いよ ……:。 ナ ン の 言葉 が 胸 に 痛い ……」 

ユー リ  「 危 な いか ら 入っ て くる な っ て 心配 し て くれ て た ん だ 。 希 
望 の 光 は ある ん じゃ ね え の 」 

カカ ルー 1 え ト そそ うか な の “ ぞ っ て 、 別に ボク は ナン の こ 
と は どう で も よく て 」 

ユー リ  「 問 題 は ギル ド の 方 っ て こと だ ろ 。 そん な の わか っ て る よ 」 

カロ ル  「 う 、 う ん 、 そう 。 ナン の こと は 全然 関係 な いか ら 」 

リタ 「 見 て らん な いわ 」 

エス テル 「 わ た し 、 カロ ル を 応援 し ます !」 


こ 、 本 当 に 地震 で 滅び た ん で し ょ うか ? 建物 の 感じ 
と か 、 少し 違う 気 が し ます けど 」 

ユー リ  「 あ あ 、 オレ も 同じ こと 思っ て た 。 別 に 揺れ で 家 が 崩れ 
た 様子 も な いし 、 ちと お か し いな 」 

カロ ル  「 え 、 じゃあ 、 な ん で 減 び た の ?」 

ユー リ  「 さ あな 。 昔 こ こ に 住ん せ で た や つ に で も 、 聞き ゃ わか る 


ミス テル | こ 


ん だ ろう けど 」 ]1 
リタ 「 別 に あたし ら の 目的 に は 関係 な いか ら ど う で も いい ん 
じゃ な い の ?] 
ユー リ 「 ま 、 そう な ん だ が な 」 
魔 狩 り の 剣 と は ? s 較 】 
エス テル 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) と は 、 主 に 何 を する ギル 
ド な ん で す ?」 


カロ ル  「 そ の 名 の 通り 、 魔物 狩り を 生業 に し て る ん だ 」 

ユー リ  「 ま 、 結界 (けっ か い ) の 外 に 出る と き に は 、 魔物 が どう し 
て も 邪魔 だ か ら な 。 商売 は 繁盛 し て そう だ な 」 

カロ ル  「 う ん 、 依頼 も 確か に た くさ ん 受け る よ 。 で も 、 魔 狩り の 


刻 ( マ ガ り の ツル ギ ) は 依頼 が め る か ら 、 魔物 を 倒し て る き 


ん じゃ な い 。 魔物 は 悪 。 だ か ら 、 その 悪 を 討つ 。 それ が 、 
魔 勾 り の 刻 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 信念 な ん だ 」 

ユー リ  「 そ りゃ また 、 魔物 に な ん か 恨み で も ある の か ね 」 

カロ ル  「 う ん 、 そう いう 人 が 集まっ て る の は 事実 だ よ 。 ナ ン も 子 
ども の 頃 に 目 の 前 で 、 両親 を 殺さ ぐさ れ て る か ら 」 

ユー リ  「 な る ほど ね 、 そり ゃ 、 魔物 が 憎く も な る わな 」 


エス テル の 歴史 探訪 


エス テル 「 へ え …… こ の 街 は 後期 エリ カズ ム 様 式 の 建築 で すね 。 
も と も と 古い 街 だ っ た ん で すね 」 

ユー リ  「 相 変わ ら ず 、 そう いう の は 得意 だ な 」 

エス テル 「 こ ん な ふう に し て 壊れ て し まう な ん て 、 も っ た いな い ……-」 

リタ 「 ね え 、 あたし ら 、 こん な か び 臭 い 場所 を 、 ゆっ くり 観光 
し て る 場合 な の ?」 

ユー リ  「 確 か に オレ た ちや ん な きゃ いけ な いこ と ある し な -…-」 

リタ 「 そ う 思 うな ら 、 目的 を 持っ て 行動 し た 方 が いい わ よ 」 

エス テル 「 あ … あ の 丸い 屋根 は 、 皇 帝 へ リオ ルス 四 世 が 考案 し 


ユー リ  「 だ な 」 


街 は 迷路 状態 


エス テル 「 避 お ぬお ……」 

カロ ル  「 相 変わ ら ず 、 エス テル は 街 に 興味 津々 だ ね 」 

ユー リ [おーい 、 は ぐれ る な よ !」 

ステル [| 大庄 天 で すす 一 

ユー リ  「 建 物 は ば ぼろ ぼろ だ し 、 外 は 草 が ぼ ー ぼ ー だ し 、 実際 歩 
いて 見 る と 、 結構 や や こし いか ら な ……-」 

リタ 「 街 の 先 が 見 えて いる の に 道 が 閉ざさ れ て いた り し て る か ら ね 」 

カロ ル 「 あ れ …… 庄 を エス テ 砂 !?」 

エス テル 「 横 道 そ れ ち ゃ いま し た 」 

ユー リ  「 は ぐれ る な 、 っ て 言っ た ば っ か りな の に な 」 

リタ 「 あ ん た ら も 気 を つけ て よ 、 迷い や すい ん だ か ら 」 


カロ ル  「 エ アル っ て た だ 魔 導 器 (205 
便利 な も の じゃ な いん だ ね 」 

リタ 「 こ れ だ か ら 素 人 は ……。 エ アル は この 世 の あ ら ゆ る も 
の に 影 響 を 与え る の よ 。 人 の 生命 活動 や 、 生物 の 成長 、 
それ か ら 天 候 に だ っ て 」 

エス テル 「 な ら 、 ラ ゴ ウ の 屋敷 に あっ た 天候 を 操る 魔 導 器 ( ブ ラス 
ティ ア ) は 、 エア ル に 干渉 し て た っ て こと で す ?」 


リタ 「 そ うい うこ と に な る わ ね 」 

ユー リ 「 で 、 今 は エア ル が オレ ら の 体 に 、 和 干渉 し こる っ て こと だ な 」 

カロ ル  「 我 慢 で きる 程度 だ けど 、 この まま 濃い エア ル の 中 に い 
て 平気 な の ?」 

リタ 「 あ まり 長く いな い 方 が いい わ 。 特 に 成長 途中 の あん た 
みた いな ガキ ん ちょ は ね 。 エア ル の 影響 が 強く 出る か ら 」 

ユー リ 「 な る ほど 、 そう いう 理屈 か 」 


回:: 山 

リタ 今度 会 っ た ら 絶対 に あたし の 魔術 で ぶっ 飛ば し て や る 
ん だ か ら 」 

8 「 あ いつ 、 な に 怒っ て ん だ ?] 

エス テル 「 竜 使い を 取り 逃がし た の が 悔し か っ た みた いで す よ 」 

ユー リ 「 竜 使い ね …… カル ボク ラム の 地下 に まで 魔 導 器 (ブラ 
ステ ィ ア ) を 壊し に 来る と は 思わ な か っ た な 。 あ れ は 、 あ 
れ で すげ え 執 念 だ よ 」 

リタ 「 次 こそ は あたし が この 手 で 息の根 を 止め る !」 

エス テル 「 リ タ の 執念 も すご そう で すけ ど ……」 


に 問 賠 


カロ ル  「 は あ …… ま いっ た な あ 」 

エズ デル ド 4 」 

ユー リ  「 さ っ きか ら カ ロ ル ば っ か 気 に し て 、 どう か し た の か が よ 」 

エス テル 「 い え 、 ナン と いう 女の子 と ケン カ を し て いた の が 気 に 
な っ て 。 落ち 込ん で いる みた いで すし 」 


リタ 「 あ れ 、 ケ ンカ じゃ な く て 、 一 方 的 に 言わ れ て た だ け じ ゃ な い 」 

ユー リ  「 上 自分 の 至ら な いと ころ に 意見 を くれ て る うち は 大 丈夫 だ ろ 。 
本 当 に どう で も よく な っ た ら 、 わ ざわ ござ 相手 に な ん か し な いっ て 」 

エス テル -「 そう いう も の で し ょ うか ……」 

カロ ル  「 は あ …… お な か 減っ た な あ 」 

ピ た と 「…… な ん か 、 別 の こと で 悩ん で た みた いよ ?」 


カロ ル  「 そ れ に し て も 、 エス テル が お 尋 様 だ な ん て 、 学 びっ くり だ よ 」 

こり 「 騎 士 の フレ ン と 知り 合い だ し 、 育ち は いい わ で 、 何 か 
ある と は 思っ て た けど な 」 

リタ 「 あ ん た は 気付 いて た ん で し ょ う が 」 

や り [さて な ] 

カロ ル  「 ど うし よう ? ボク 、 な ん か 失礼 な こと し て な か っ た か な ?」 

と 「 ま ず 言 葉 遺 い が な っ て な か っ た な 。 不敬 罪 で 、 カロ ル 
先生 は 打ち 首 と 。 短 い 付き 合い だ っ た けど 、 楽 し か っ た ぜ 」 

カロ ル  「 ユ 、 ユ ー リ の 方 が 、 よっ ぽ ど 無礼 だ っ た じゃ ん !」 

ユー リ  「 ん じゃ 、 上 た り と も 打ち 首 だ 」 

カロ ル 「 え ーー! そ 、 そ ん な ……」 

リタ 「 人 バカ っ ぽい ……」 


エス テル 「 カ ルポ ボク ラム で 見 た 恐ろし い 魔 物 は 、 いつ た いな ん だ ちゃ 
た ん で し ょ う 」 

2 あー り 「 あ の 化け 物 、 これ まで に 見 た 魔物 の 中 で も 桁 違 い に 強 か っ た な 。 
途中 で 逃げ こく れ た か らい い が 、 最 後 ま で や っ て た ら や ば か っ た ぞ 」 

リタ 「 あ ん た に し て は 殊 勝 な 意見 ね 。 ま 、 あん な 化け 物 が 相 
手 じ ゃ や わから な くも な いけ ど さ 」 

エス テル 「 逆 結界 (けっ か い ) に 閉じ 込め て いた の は 、 魔 狩 り の 剣 
(マガ り の ツル ギ ) な ん で し ょ うか ?」 

ユー リ  「……| ど うだ ろう な …… 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 
連中 は 、 あい つ を や る つも り だ っ た みた い だ し 。 な ん に 


し て も 、 ああ いう 化け 物 の 相手 は も う 勘 弁 だ ぜ 」 


ユー リ  「 騎 士 団 に 取調 べ さ れん の も 久々 で 、 さす が に ちと 疲れ 
た な 。 お 姫 様 や ら 殿 下 や ら も 出 て き て よ 」 

2 だ デ ド キワ ウン 

ユー リ  「 お まけ に 騎士 団 の 隊長 格 が ふた り に 騎士 団長 まで 登場 
と は な 。 フ レン も ここ に いる ん じゃ 、 帝都 、 が ら 空 さじ ゃ 
ね え か が か 。 こ ん な ん で いい の か ね え 、 まっ た く 」 


リタ | 導 ス デル 、 3 だ いら 5 お 7 がけ 
エス テル 「 は い 、 な ん で す ? ー …… ん ?」 

リタ 「 ん ? どう か し た の ?」 

エス テル 「 さ っ き の も う 一 度 言っ て も ら え ます ?」 

リタ 「 だ か ら 、 聞き た いこ と が ある ん だ っ て 」 

エス テル 「 そ の 前 で す !」 


リタ [|………… I2 エス …… テル ?1 

エス テル 「 や っ と 、 そう 呼ん で くれ る よう に な つた ん で すね 。 ち ょ っ 
と みん な に 教え て きま す 」 

リタ |…………… 5 ペタ ま 、 いい か …… 」 


カロ ル | 騎士 団長 の アレ クセ イ っ て 人 が 、 話 の わか る 人 で よかっ た ね ] 
リタ 「 あ た し も 、 も っ と 頭 の 固い いけ 好 か な いや つか と 思っ て た わ ] 


エス テル 「 ユ ー リ は 面識 が あめ っ た ん で す ?」 


ユー リ  「 オ レ の 方 か ら は 知っ て た けど 、 向こう は こっ ち を 知ら な 
か っ た ん じゃ ね え か ? 騎士 団 に いた 時 期 な ん て 、 すご 


く 短 か っ た ん だ か ら な 」 
カロ ル  「 ど うい う 人 な の ? あの 人 」 


エス テル 「 厳 し いと ころ は あり ます 。 で も 、 帝国 騎士 の 鑑 の よう 


な 人 で す 。 彼 に 憧れ て 騎士 に な る 方 も 多い と か 」 


ユー リ  「 フ ッ 。 俺 と は 縁 が な さそ うな ヤツ っ て こと は わか っ た わ ]」 


リタ  「…… ほ ん と 、 あ の 娘 …」 
カロ ル  [ 何 ?] 


リタ 「 エ ステ ル よ 。 すぐ 無茶 する し 、 や め ろ つ て 言っ て る の に 、 


勝手 に 行動 する し ……」 
ユー リ  「 エ ステ リー ゼ 、 が 、 エス テル に 変わ っ た な 」 
リタ [ ま 、 前 か ら 、 そう よ …… 何 言っ て ん の ?」 


カロ ル  「 そ れ に …… な ん か 声 の 調子 、 変わ っ て る 気 が す る の 


リタ 「 き 、 気 の せ いな の だ !」 

カカ 用 | くく っ つ 、 な の だ 、 だ っ て この 

リタ 「 尺 ん っ !」 

カロ ル |「 ぎ や ゃ っ 、 あい た っ ……」 

リタ 「 う 、 うる さい わ よ 、 いい で し ょ 、 な ん で も !」 


エス テル 「 カ ロ ル が ドン を 尊敬 し て る の は 、 な ん と な く 伝 わっ て き 
まし た ……。 あと ば ぢ ま うと …* 当 

カロ ル  「 だ か が ら 、 ド ン は 言葉 で 言い 表せ な いく らい すご いっ て こと 昌 

ユー け  「[ ま 、 そう いう こと に し と こう ぜ ] 


百 ギ ルド の 長 


ee 。 「 こ の 街 に ギル ド っ て どれ ぐ らい いる ん だ ?」 

カロ ル  「 正 確 な 数 は 知ら な いけ ど 、 ざ っ と 百 以 上 は いる と 思う よ 」 

ユー リ 「 げ 、 そ ん な に か が よ 。 それ 全部 が ユニ オン に 入っ て ん の か ?] 

ラビ ピー ド | ワン 由 

カロ ル  「 う うん 、 全部 っ つて わけ じゃ な いけ ど 、 で も 、 そう だ な あ 、 
九 割 くら い は 入っ て る か も 」 

ユー リ  「 そ れ の トッ プ 張 っ て る っ て こと は 、 ド ン っ て や っ ぱ ほ ん と 
に すげ えん だ な 」 

カロ ル  「 そ りゃ 、 な ん た っ て ドン だ か ら ね !」 


リタ 「 な ん で 、 あん た が 誇らしげ ?] 


フレ ン は 何 を し に ? : 門 

カロ ル  「 そ うい えば 、 フ レン は 何 を し に 、 ダン グレ スト まで きた 
ん だ ろ ね ? 帝国 と ユニ オン は 基本 的 に 仲 悪い か ら 、 騎 
士 が くる 事 な ん て 減 多 に な い の に ]」 

ユー リ  「 た だ の 観光 な わき ゃ ね え か ら な 。 当然 な ん か の 任務 で っ 
て こと だ ろう よ 」 

エス テル 「 フ レン 、 大 丈夫 で し ょ うか ? ギル ド の 人 た ちの 風 当 た 
り は 強かっ た みた いで すし 」 


ユー リ 「 そ の 程度 で つま づく ほど 、 あい つ は デリ ケー ト に は で 
きち ゃ いね えよ 。 な ん せ 、 騎士 に な る まで ずっ と 、 下町 
で 育っ て きた ん だ か ら な 」 

エス テル 「 そ うだ と いい ん で す が …] 


ユー リ  「 魔 物 が 来 た と た ん に 結界 (けっ か い ) が 消え る っ て 、 こ 


の 街 い っ た い ど うな っ て ん だ よ 」 


カロ ル  「 生 まれ た と きか ら ダ ング レス ト に いる けど 、 こん な こと 


ボク も は じ め て だ よ 」 


リタ 「 そ の は じ め て が 、 な ん で あたし ら が 来 た と き に 起こ る の より!」 


カロ ル  「 ボ ク に 聞か れ た っ て わか ら な いっ て 」 


ユー リ  「 お い お い 、 な ん か 漂い て る な ん て 話 、 本 気 に し て ん じゃ 


ね え だ ろ うな 」 


エス テル 「 ダ ング レス ト の 雰囲気 っ て 、 帝 都 と は まる で 違い ます ね 。 


な ん か 、 街 全体 に 活気 が あめ っ て 、 みん な が 生き 生き し て 
いる 気 が し ます 」 


カロ ル  「 そ りゃ あ ね ! ギル ド 最 大 の 街 だ し 、 み ん な 信 訪 持 っ て 


生き て る か ら 。 エス テル は ダン グレ スト は 好き ?」 
エス テル 「 は い 、 すご くい い 街 だ と 思い ます 」 
カロ ル コニー リ は ?] 


ユー リ  「 ん ? 結界 (けっ か い ) が 消え た り し な けり ゃ 、 すげ えい 


い 場 所 な ん じゃ ね え の 」 
カロ ル  「 ま た 、 そう いう こと を ……」 


ユー リ  「 冗 談 だ よ 。 悪 くね えと 思う ぜ 。 少 し 下町 に 雰囲気 似 て る し 」 


ドン っ て どん な 人 ? 


エス テル 「 ユ ニオ ン を 東 ね る 、 ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス と は どの よう 


な 人 物 な ん で す ?」 


カロ ル  「 と に か く 大 きい 。 声 も 、 体 も 、 態度 も 、 全部 が !」 
ユー リ  「 見 た 目 の 話 な らし な く て いい ぞ 。 オ レ ら も う 姿 だ け な 


ら 見 て る か ら 」 


カロ ル  「 だ と する と そう だ な 。 と に か くす ご い 人 な ん だ よ !」 


ユー リ 「 わ か っ た だ が か が 。 エズ テルマ] 


リタ 「 あ ら た め て 言う こと じゃ な いけ ど 、 お っ さん 、 まじ で う 
さん 臭い ん だ けど 」 

カロ ル  「 ど こま で 一 緒 に 来る つも りな ん だ ろ ね 」 

エス テル 「 ケ ー ブ ・ モ ッ ク の 森 に 、 用 が ある ん で し ょ うか ?」 

ユー リ 「 と か 、 言 われ て る けど 、 な ん か 答え られ る こと ね え の か ?] 

レイ ヴ ン 「 ん ? そり ゃ どこ まで も つい て いき ます よ 。 そ れ と 森 に 
きた 理由 は 、 本 当 の 自分 を 探す た め っ て 言っ た で し ょ ?」 

リタ 「 あ ん た が さっ き 言 っ た 理由 は 、 自然 観察 と 森林 浴 で し ょ 
う が 」 

レイ ヴ ン 「 あ れ 、 そう だ っ け ?」 

ユー リ 「 そ う 頻 繁 に 記憶 が 飛ぶ ん じゃ 、 自分 も 探し た に く な る わな 」 

レイ ヴ ン 「 そ うい うこ と 

カロ ル  「…… 本 当 に 、 うさ ん 臭い ね ]」 


カロ ル  「…… ね え 、 な る べく 早く 、 この 森 、 出 な い ?」 

エス テル 「 ど うか し まし た ? そわそわ し て 」 

カロ ル  「 ベ べ 、 別 に 、 そん な こと な いよ 」 

ユー リ  「 お 、 な ん だ 、 変 な 虫 が いる ぜ 。 す げ え 気持 ち 悪 いな 」 

レイ ヴ ン 「 と か が 言い な が ら 、 あっ さり 手 で 掴 お の は どう な の よ 」 

ユー リ  「 な あ 、 カロ ル 、 こい つが 何だ か 知っ て る か ?」 

カロ ル  「…… そ ん な の 持っ て こない で よ !] 

よ え デル 「 ど うし た ん で す が キ て 

カロ ル  「 え ? い 、 い や 、 だ っ て そん な ふう に 掴ん だ ら 、 虫 が か 
わい そう で し ょ ! ほら 、 早く 虫 捨て て !」 

リタ 「 < 本 当 に > < 由 

カロ ル  「 本 当 ……!」 

ユー リ 「 計る 23 ーー ル ん ルー 」 


「 も お -…… こ ん な と ころ 、 早く 出 た い の に い ……」 
[そう 焦 ん な さん な っ て 。 ゆっ た り ま っ た り 行 きま し ょ うっ て 」 
「 あ ん た みた い に 安 穏 と し た 生き 方 し こない の よ 」 

「 人 生 っ て の は この 森 み た いな も ん よ 、 曲がり くね っ て 、 
絡み 合い …… あ あ 、 この 森 落 ち 着 くわ ぁ 」 

「 馬 鹿 は ほっ と いて いく ぞ 」 

「 話 は 最後 まで 聞い て よ 」 

「 ん で 、 その 人 生 っ て 名 前 の 森 ん 中 で 今 も 迷い 中 っ て 言 
いた い の か ?」 

「 おろ っ 、 わか っ た …… ? 1 

[それ 以前 に 今 、 わた し た ち も こ の 森 の 中 で 迷っ て る ん 


「 そ れ じ ゃ あ 、 人 生 の 迷い 道 を 幾度 も 抜け て きた 達人 の 
俺 様 が だ な あ …… お い 、 待て 、 聞い て っ て っ て ば ……」 


「 ド ン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス ね 。 ユ ニオ ン の トッ プ 張 る だ け の 
こと は あっ た な 。 すげ え 人 迫力 だ っ た よ 」 

「 け ど 、 話 が 通じ る 人 で わた し は 安心 し まし た 。 知 り も し 
な いわ た し た ち が あ っ て も 、 相手 に し て も ら え な いか も っ 
て 思っ て まし た か ら 」 

「 そ こ が 、 ドン の すご いと ころ な ん だ よ ! 
ン は すご いん だ か ら 1」 

「 な ん で あん た が そん な に 自慢 する の よ 」 


も うっ 本当 に ド 


w | 國 | み | ゅ 。 
カロ ル  「 そ れ に し て も 、 レイ ヴ ン が 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) の 一 
員 だ っ た な ん て 」 
誠 ッ ーー り 「 見 た と ころ 、 ド ン と も 親しい みた い だ っ た な 。 結構 重要 
な ポス ト な ん じゃ ね え か 」 
カロ ル  「 う 、 うん …… 信 じ ら れ な いけ ど 、 た ぶん 天 を 射る 矢 ( ア 
ルト スク ) の 幹部 クラ ス だ と 思う よ 。 天 を 射る 矢 ( ア ルト 
スク ) の 一 員 で 、 街 を 離れ て 仕事 する の は 、 ドン に 信用 
され た 一 部 の 人 間 だ け だ か ら 」 
リタ 「 あ ん な お っ さん が ね え 」 
エス テル 「 人 は 見 か け に より ませ ん ね 」 
ミュ ユーリ 「 ま すま すう さん くさ く な っ た だ け だ けど な 」 
森 の 奥 に いた 謎 の 男 回 ゅ 
エス テル 「 さ っ き の 不 思 議 な 剣 を 持っ て いた 人 は 、 いっ た い 何 者 
だ っ た ん で し ょ よう 」 
『。 力 口 ル 「 ひ と り で ケー ブ ・ モ ッ ク ま で 来 た の か な ? 魔物 も た く 
さん いる の に 」 
ユー リ 「 あ の 物腰 か らし て 、 腕 に は 自信 が ある ん じゃ ね え か 。 静か っ 
て いう か 、 達 観 し て る っ て いう か が 、 まあ 、 変 な や つ だ っ た な ]」 
カロ ル 「 う ん 、 よく わか ら な い 人 だ っ た ね 」 
ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 同 問 
ュ ユーリ 「……… まさ か 、 あん な じい さん に 負け る と は な 」 
カロ ル 「 ド ン に 勝つ つも り で いた の ? 無理 だ よ 。 い くつ も の 
武勇 伝 を 持つ ドン だ も の 。 勝て る わけ な いっ て 」 
レイ 明 『 そ うそ う 。 ピン シャ ン し て る だ け で も よかっ た わ よ 。 も 
うお っ さん 、 ド ン と や り 合 うっ て 聞い た だ け で ド ギ マ ギ も 
の だ っ た も の 」 
シュ ラー リ 「 な ん で だ よ 」 


レイ ヴ ン 
0 
レイ ヴ ン 
カロ ル 


レイ ヴ ン 


エス デル 


リタ 


カロ ル 


km 


リタ 
ユー リ 


エス テル 
ユー リ 
エス テル 
ユー リ 


エス テル 
Ar 


エス テル 


= トー ジリ 


「 ド ン と や り 合 っ た 若い も ん は 大 抵 、 あ ば ら の ほとん ど を 
ボロ ボロ に され て し ば らく 起き 上 が れ な く な る の に さ 」 

「 ど この 乱暴 者 の 話 だ 、 それ は 」 

「 い や いや ホン ト 。 じい さん の 機嫌 が よく て 助かっ た ね 」 
「 若 い 頃 に は 一 人 で ギザ ギザ 甲 紀 の 魔物 トー タス を ま と 
め て 100 匹 、 倒し た こと も あっ た らし いよ 」 

「 そ れ に ダン グレ スト の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア )、 
あれ 倒れ そう に な っ た の を 鎖 引 つっ 張っ て 一 人 で 直し た っ 
て 伝説 も ある よ 」 

「 そ りゃ 、 化 け も ん だ な ……。 で も 、 ま 、 い つか 、 勝 て る さ 、 
きっ と 」 

「 ま だ 、 勝つ つも り で いる よ ……」 

「 あ の 青年 、 負け ず 嫌 いな の ね 、 本 当 は 」 


[ヨー CDP 2 が 
た し に は 信じ られ ませ ん 。 き っ と 、 何 か の 間違い で す 」 
「 あ た し ら も ヨー デル 殿下 に は 会 っ て る し ね 。 確か に そ 
うい う 性 格 に は 見 えな か っ た けど 」 

「 で も 、 現に ドン の 首 を 差し 出せ っ て 、 書状 に 書か れ て た 
ん だ よ ?」 

「 と な る と 、 ヨー デル と フレ ン の 行動 を 那 魔 し た い 連 中 
の 仕業 っ て と こ だ な ]」 

「 あ くま で 想像 で し ょ ?」 

「 ま 、 そう だ な 。 今 、 は つき り し て ん の は 、 この まま だ と 、 
フレ ン が や ば いっ て こと だ け だ 」 


「 ユ ー リ は どこ で ドン と 話 を し て た ん で す ? ずっ と 姿 を 
見 ませ ん で し た が ]」 

「 冷 た い 鉄 格子 の 中 で 、 だ よ 」 

ae も し か し て 、 ユー リ 、 フレ ン の 代わ り に ?」 
「 別 に そん な ん じゃ ね えよ 。 オ レ が し ゃ し ゃ り 出 な く て も 、 
フレ ン は 皇 か ら 出 られ た みた い だ し 」 

[どう いう こと で すず?」 

「 ド ン は 捕らえ た フレ ン 使 っ て 、 黒幕 探し を し よう と し て 
や が っ た 」 

「 ド ン も フレ ン も 事件 の 裏 で 糸 を 引い て いる 人 が いる こ 
と 気づい で ゆい た めで す ?」 

「 そ うい うこ っ た 。 っ た く 、 奈 計 (よけい ) な こと する ん じゃ 
な か っ た ぜ 。 ド ン に まで 仕事 を 押し 付け られ て いい 迷惑 だ 」 


ウン 
「 お っ 、 ワン コ 、 どう し た ? 何 か あ っ た か ?」 
「 あ ん まり 離れ る と 、 暗い か ら 迷 っ ちゃ いま す よ 」 


「 あ ん が と 、 嬢 ちゃ ん 、 だ 一 いじ ょ うぶ よ お 」 

「…… カ ビ く さい …… あ まり 長く いた く な いわ ね 、 こ こ は 」 
「 カ ビ く さい で す が 、 わた し は あの 地上 の 賑やか さ が 嘘 
の よう な この 地下 水道 の 静けさ が 心地 よい で す ……」 
「 あ 、 そ …… こ の 子 の 感性 に は 毎度 、 つ いて け な い わ ……-」 


レイ ヴ ン 「 お 一 い ! ワン コ 、 どこ 、 あっ …… 痛 っ つ …… う ひ ゃ っ !」 


リタ 「…… あ な た の 言っ て た 、 静けさ 台無し よね 」 


エス テル 「 い え 、 ーー ーー に 」 


ユー リ 「 我 ら の 語 は 自由 の た め 、 か 」 
カロ ル  「 さ っ き の ユ ニオ ン 著 約 ?」 


ユー リ  「 融 通 の きか な い 帝 国法 な ん か じゃ な く て 、 自分 た ちの 


自由 の た め っ て の は いい な 」 


カロ ル  「 共 感 で きる な ら 、 ユー リ は ギル ド 向 きか も ね 」 


ユー リ 「 ん ? ああ 、 騎士 団 向 き で は な か っ た な 」 
ラ ピ ー ド 「 ワ ラッ !」 

カロ ル  「 え 、 ラ ピー ド 、 同意 し ちゃ うん だ ?」 
に だ ー ド ワン ワウ シッ 

ユー リ 「 ギ ルド 、 か ……」 


ユー リ  「 な あ 、 な ん で あん な 暑 苦 し そ うな 鎧 着 て た ん だ ?」 
ジュ ディ ス 「 あ れ ? 素敵 だ っ た で し ょ ? 結構 頑丈 で 、 怪 我 か ら 守 っ 


て くれ る の よ 。 お か げ で ほら 、 傷 ひ と つない きれ いな 肌 」 


ユー リ  「 確 か に 、 目 の や り 場 に 困る ほど 、 き れい な 肌 し て る けど さ 」 


ジュ ディ ス 「 全然 、 困っ て る よう に は 見 えな いけ ど ]」 


ユー リ  「 顔 に 出 な い タ イプ な ん だ よ 。 そ れ よ り い い の か ? そ 


の 頑丈 な 鎧 を 置い に きち まっ て 」 


ジュ ディ ス 「 頑 丈 な 分 、 重い の よ 。 あ れ 着 た まま 歩い て た ら 、 疲れ 


て 倒れ て し まう わ 」 


ユー リ  「 ま 、 オ レ と し て も 、 鎧 は 脱い で いて くれ た 方 が あり が た 


いけ ど ご ど な]」 


ジュ ディ ス 「 そ の オシ ャ レ な 指輪 、 誰か か ら の プレ ゼン ト ?」 


ユー リ 「 ま ぁ 、 プレ ゼン ト っ ちゃ 、 プレ ゼン ト か な 」 
ジュ ディ ス 「 モ テ る の ね 」 


ユー リ  「 そ ん な ん じゃ ね ぇ よ 、 上 手 く 利用 され て る だ けさ 」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 力 が 秘め て ある だ け で も すご い の に 、 エア ル に 


反応 し て パワ ー が さら に 上 が る 指輪 よ 。 よ ぼ ほど 、 強い 絆 
で 結ば れ て いる の ね 、 彼女 と ] 
ユー リ  「 す ぐに で も 、 解消 し た い 絆 だ な ……」 


レイ ヴ ン 「 俺 様 と し た こと が 大 きす ぎる ミス を 犯し た ! こん な こ 
と な ら も っ と 早く に 、 乗り 込ん で くる べき だ っ た 」 

リタ 「 は い 、 ちょ っ と ちょ っ と 、 誰か お っ さん を 黙ら せ て よ 」 

エス テル 「 ミ ス っ て な ん で す ?」 

レイ ヴ ン 「 よ ・ く ・ ぞ 、 聞い て くれ まし た 。 ユー 


リ よ り も 先 に 、 そちら の ク 
リティ ア 族 の お 嬢 さん に 出会え て いれ ば 、 今頃 ふた り は …… 唱 

リタ 「 と お っ 1 

レイ ヴ ン 「 ふ べら 1 

カロ ル  「 ち ょ 、 ちょ っ と リタ や りす ぎ 」 

リタ 「 な に 、 文句 あめ る の ?」 

カロ ル  「 な 、 な いで す 」 


ユー リ  「 や っ ぱり D、 お っ さん に と っ ちゃ 、 オレ と の 合流 は どう で も 


よかっ た ん だ な 」 


エス テル 「 え と 、 わ た し は ユー リ が 無事 で すご く よ か っ た と 思っ て ます よ ] 


ユー リ 「 ぞ りゃ 、 ご つも 」 


ラビ ピー ド と ジュ ディ ス 5 

ジュ ディ ス 「 こ の 子 も 、 あな た た ちの 仲間 ?」 

ユー リ  「 あ あ 、 あ ん ま 人 に な つか な いけ ど 、 気 に し な いで くれ よ 」 
ジュ ディ ス 「 私 は ジュ ディ ス よ 、 よろ し くね 」 

当 絆 ー [クー シ 』 

エス テル 「 え ? どう し て ジュ ディ ス が な で る の は 許し て くれ る ん で す ?] 
レイ ヴ ン 「 わ ん こも 見 る と こ 見 て る ん じゃ な あい ?」 

王 ス テル 「 わ 、 わ た し じ し だ っ て 

ジュ ディ ス 「 あ ら 」 

エス テル 「…… わ た し の 何 が いけ な いん で す ?] 


バル ボス を 追っ て 


よろ ス ま ルル | フレ ここ に は ソ デ ィ ア さ ん た ちと 一 生ん 
な いん で す ?」 

フレ ン 「 は い 。 ソ デ ィ ア た ち に は 、 ラ ゴ ウ の 捕縛 と 連行 を 任せ 
た の で 、 私 一 人 で す 」 

リタ 「 部 下 ほ っ ぽ っ て 小隊 長 が 一 人 で っ て 、 いく ら な ん で も 


突っ 走り すぎ じゃ な い ?」 
ユー リ 「 フ レン らし いっ ちゃ あ 、 らし いけ ど 」 
ラビ ピード 「 ワ ン !」 


フレ ン  「 バ ル ボ ス は 、 帝国 が 法 に 基づい て 裁く 。 その た め に 奴 
を 捕らえ る の が 、 騎士 団 の 責務 だ 。 それ な の に 、 ユー リ 
た ち に 任せ きり に は で き な い よ 」 1 
リタ 「 い ちい ち 口 実 並べ な きゃ 動け な いわ け ? あん た 」 4 
ユー リ  「 そ れ が 帝国 騎士 っ て も ん な ん だ よ 」 


お 邊 有 [えつ と = グミ と か いる 

フレ ン 「 ありがとう 。 だ が 、 僕 の こと な ら 心 配 は 要ら な い 。 それ 
より 、 周り に 注意 を 払っ た ほう が いい 。 どこ に 敵 が 潜ん 
で いる か 、 わか ら な いか ら ね 」 

カロ ル  「 あ 、 は い 、 気 を つけ ます ……」 

リタ 「 な ん で 敬語 な の よ 」 

ユー リ  「 炒 な 空気 だ な 」 

エス テル 「 フ レン と カロ ル た ち 、 ぎこちない で すね 」 

ジュ ディ ス 「 騎 士 さ ん と ご 一 緒 する 機会 な ん て な いか ら 、 緊 張 し ちゃ うわ ] 

フレ ン  「 今 は 、 背中 を 任せ 合う 相手 と 思っ て ほし いな 」 

ジュ ディ ス 「 そ う 、 よかっ た 」 

ユー リ 「 ジ ュ デ ィ 、 緊張 し て た か …… ?] 


ユー リ  「 こ の 塔 、 和紀 に 作っ 上 の 方 は 
新しい よ な ?」 

ジュ ディ ス 「 そ の よう ね 。 昔 か ら あ っ た 建物 の 上 に 、 増築 し た か ん じ 」 

カロ ル  「 こ ん な 場所 に 塔 が あめ る な ん て 、 ボク 、 全然 知ら な か っ 
た よ 。 いつのまに で きた ん だ ろう 」 

レイ ヴ ン 「 見 た と ころ 、 上 の 方 は 相当 新しい し 、 か な り 最 近 な ん じゃ 
な い の ?」 

エス テル 「 バ ル ボ ス が 建て た ん で し ょ うか ?」 

カロ ル  「 紅 の 絆 億 兵団 (ブラ ッ ド アラ イア ンス ) は 確か に 大 き な 
ギル ド だ けど 、 これ だ け の も の を 作る 力 は な いと 思う よ 」 

ユー リ  「 金 は ラ ゴ ウ が 工面 (くめ ん ) し て た 、 そん な と こ だ ろ 」 

カロ ル  「 あ 、 そう か 。 それ な ら 納 得 で きる ね 」 

レイ ヴ ン 「 こ ん な も ん を 何で 作っ た の か は 、 さっ ぱり わか ら な いま 
まだ けど ね 」 


ユー リ  「 よ う や く の ん びり で きる と 思え ば 、 また すぐ に 次 の 厄介 
ご と が や っ て くん の な ]」 

カロ ル  「 や っ ぱり 、 ユー リ っ て 絶対 に 、 な ん か 漂い て る ん だ よ !」 
ユー リ  「 オ レ だ け の せい に すん な っ て の 。 カロ ル だ っ て 当事者 


だ ろう が 」 
_ カロ ル  「 で も 、 ユー リ に 会 うま で は 、 化け 物 に あっ た り 、 騎士 に 
捕まっ た り し な か っ た よ 」 
コンプ そりゃ 、 閑 レ 温 っ て ここ まで 酷く な っ だ の は 、 エス テル 
連れ て 帝都 飛び 出し て か ら だ よ 」 


ユー リ  「 つ まん ね ぇ 事 考え て な いで 、 と っ と と 行く ぞ 」 
カロ 1 ヨ 、 う ん 」 


p 
ユー リ  「 さ っ き 飛 ん で っ た 化け 物 、 言葉 喋っ て た よ な …… で か 
か っ た し …… あ ん な の あり か よ 」 

カロ ル  「 あ ん な 魔物 、 見 た こと も 聞い た こと も な いよ 。 た 上 ん 、 
魔 狩 り の 剣 ( マ ガ D り の ツル ギ ) で も 知ら な いと 思う 」 

ユー リ 「 カ ル ボ クラ ム で あっ た ヤツ と いい 、 世の中 に ゃ あ 、 まだ 
と ん で も ね え の が いん だ な 。 あん な の と や りあ っ て た ら 、 
命 が い くつ あっ て も 足り ね え ぞ 」 

カロ ル  「 さ 、 さ す が に ボク も 、 さ っ き の 化け 物 と は 戦い た く な いよ 」 


ユー リ  「 法 で 裁 け な い 悪党 を どう 裁く か ……。 フ レン だ っ た ら 、 
きっ と 違う 答え だ っ た ん だ ろ つ な 」 


ユー リ  「 け ど 、 帝国 の ルー ル が 変わ ら ね ぇ か ら っ て 変わ る の を 
待っ て たら どん だ け の ヤツ が 痛い 想い する か わか ら ね ぇ 。 
オレ が 選ん だ 答え は 、 これ だ っ た 」 
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ユー リ  「 わ か っ て る っ て 。 腹 決め て や っ た こと だ 。 や っ た こと か 

ら 目 を 背け る よう な こと は し ね ぇ えさ 。…… あい つら に も 、 

いつ か が は 話さ ご な きゃ な ん ね ぇ かも し れ な いし な 」 


魔物 が し ゃ べ っ た ! s 較 記 

カロ ル  「-…: ね え 、 念 の た め 確 認 し て お きた いん だ けど ]」 

エス テル 「 な ん で す ?」 

カロ ル  「 さ っ き の 魔 物 さ ご …… 人 の 言葉 を し ゃ べ っ た よ ね ?」 

エス テル 「 は い 、 確か に この 耳 で 聞き まし た 」 

ユー リ 「 上 ふた り が 聞い て る っ て こと は 、 や っ ぱり 和 気 の せい じゃ な 
か っ た ん だ な ]」 

カロ ル  「 人 の 言葉 を し ゃ べ る 魔物 が いる な ん て …… 」 

エス テル 「…… あ の 魔物 、 何者 な ん で し ょ う 」 


ダン グレ スト は 大 丈夫 ? lk 
エス テル 「 魔 物 の 襲撃 で 、 橋 が 壊れ た り し て いま し た が 、 ダン グレ 
スト は 大 丈夫 で し ょ うか ? けが 人 も 、 出 て いた よう で すし 」 
カロ ル  「 騎 士 団 も た くさ ん いた か ら 、 あと の こと は 任せ て 大 丈 
夫 じ ゃ な い ? それ に 、 ダ ング レス ト に は ドン も いる し 、 
ギル ド の みん な は た くま し いか ら 」 

ユー リ  「 心 配 な の は わか る が 、 今 戻っ た ら フ レン に 捕まっ て 旅 に 
出る な ん て で き な く な る ぞ 」 

エス テル 「 そ う 、 で すね 。 騎士 団 た ギル ド の 人 た ち を 信じ ます 。 わ 
た し は 旅 を する っ て 決め た ん で すか ら 」 


ヘラ クレ ス っ て すご い 癌 に : 問 
レス つて 表 つ た っ つけ ?」 


ユー リ  「 あ っ ち は あ っ ち で 化け 物 だ っ た な 。 帝国 …… て か 、 騎 
士 団 が あん な も ん 持っ て る と は ね 」 

エス テル 「 わ た し も 詳し く は 知り ませ ん が 、 アレ クセ イ の 指揮 の 下 
で 、 作ら れ た も の らし いで す よ 」 

ユー リ  「 ヘ ラク レス が な けり ゃ 、 今頃 全員 揃っ て 、 空 飛 化け物 
の 胃袋 の 中 …… だ っ た か も な 」 


カロ ル  「 う ん 、 ヘラ クレ ス 様 々 だ ね 」 


ギル ド の 立ち 上 げ 


エス テル 「 わ た し 、 ちょ っ と 意外 で し た 。 ユー リ が ギル ド を 立ち 上 
げ る な ん て 」 

ユー リ 「 オ レー 人 じゃ ギル ド な ん て や ら ね ぇ よ 」 

ジュ ディ ス 「 切 っ 掛け は カロ ル 、 か し ら ?」 

ユー リ 「 ま 、 オレ に も 思う と ころ は ある けど な 。 オレ な り の 方 法 
を 探す た め に 騎士 団 辞 め た くせ に 、 な ん も し て な か っ た 」 

エス テル 「 港 の 街 で フレ ン に 言わ れ た こと 、 気 に し て いた ん で すね 」 

ユー リ  「 別 に 、 気 に し ちゃ いね ぇ よ 」 

ジュ ディ ス 「 素 直 じ ゃ な いわ ね 。 彼 」 


エス テル 「 ホ ント で す 」 


カロ ル  「 名 前 も 決ま っ て 、 捉 も 作っ て 、 初 仕事 も 受け て 、 立派 
な ギル ド ら し く な っ た よね !」 

ユー リ 「 と は 言っ て も 、 ま だ た っ た の 三 人 だ ぞ ? これ 、 立 派 か ?」 

カロ ル  「 人 数 な ん て 関係 な いよ ! 有名 な 盗賊 ギル ド 、 漆 黒 の 要 
(し っ こく の つば さ ) だ っ て 三 人 し か いな いし 」 

ジュ ディ ス 「 要 する に 、 量 よ り 質 っ て わけ ね 」 

キー ジリ 「 あ ん ま ぞ ろ ぞ ろ と いる の は 面倒 な ん で 、 オレ は 人 数 少 
な い 方 が 良い けど さ 。 ド ン の 跡 継 い で ダン グレ スト 守 ろ うっ 
て ん な ら 、 あ る 程度 の 頭数 は 必要 に な る ん じゃ ね ぇ の ?」 

カロ ル  「 そ うだ ね …… で も 、 ちょ っ と ずつ で も 前 に 進め れ ば いつ 
か は きっ と 大 っ き な ギ ルド に な る よ ! うん ! 多分 そう !」 

ジュ ディ ス 「 な ら 、 気楽 に し て て いい の か し ら 」 

カロ ル  「 だ め だ め ! 張り 切っ て いか な いと !」 


ユー リ  「 は っ は っ は 。 了 解 」 


エス テル 「 や る こと も 、 目的 地 も 決ま っ た ら 、 まだ 旅 が 続く ん だ っ 
て 実感 が わい て きま し た 」 


ユー リ  「 フ レン 追っ か け て 帝都 を 飛び 出し た の と は 、 規模 が 違っ 
て きそう だ けど な 。 な ん た っ て 、 得体 の し れ な いし ゃ べ 
る 魔物 を 探す 旅 だ 」 

エス テル 「 デ ズ エ ー ル 大 陸 に 行く と な る と 、 また 海 も 越え な けれ ば 
な り ま せん し ……。 コ ゴー ル 砂 漠 と いう 場所 も 、 きっ と 時 
さ の 厳し い 過 酷 な 環境 だ と 思い ます 。 で も 、 今 は また 旅 
を 続け られ る こと が 、 わた し は 純粋 に 嬉し いで す 。 まだ 見 
た こと も な い 景 色 が 、 わた し た ち を 待っ て いる ん で す よ 」 

ユー リ  「 ま 、 旅 の 目的 だ け は 見 失わ な いよ うに な 」 

エス テル 「 そ れ は 、 わか っ て ます よ 」 


ラビ ピー ド も ギル ド の メン バー? 門 

エス テル 「 ラ ピー ド も 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 一 員 
な ん で す よ ね ?」 

ユー リ 「 あ あ 。 も ちろ ん 」 

ジュ ディ ス 「 で も 、 ギル ド に 入る な ら 、 搾 に 故 い を 立て る の で し ょ ?」 

カロ ル  「 え っ と 、 この 場合 は ……」 

ユー リ 「 な に 、 悩む こと ね えっ て 。 ラ ピ ー ド な ら そ ん くら いわ か っ 
て る か ら 」 
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カロ ル  「 時 々 思う ん だ けど 、 ラ ピ ー ド っ て ボク た ちの 言葉 理解 し 
て な い ?」 


エス テル 「 あ 、 わた し も そう 思い ます 」 
ユー リ  「 さ あ 、 どう だ ろう な 。 どう な ん だ 、 ラ ピ ー ド 」 


ジュ ディ ス 「 ラ ピー ド な ら 、 あっ ち に マー キン グ し に いっ た わ よ ?」 


カロ ル  「 ね え 、 色 仕掛 け な ら 、 5 ける 521 
エス テル 「 む お 、 カロ ル ま で そう いう こと 言う ん で すか 。 だ いじ ょ う 


上 ぶ ぷ ぶ で す よ 、 わた し に も で きま す 」 
ジュ ディ ス 「 意 地 ね 。 必 点 ぬ 。 お も し ろ い わ 」 
カロ ル 「 な ん か 性格 ま で 変わ っ て る 気 が す る けど …… 」 


ユー リ  「 は っ は っ は 。 広い 世界 を 旅 し て 回 れ ば 、 人 間 変 わり も する さ ご] 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 た か だ か 色仕掛け で 、 随分 と スケ ー ル の 大 き な 


話 に な る の ね 」 


ユー リ  「 そ りゃ あ 、 ジュ ディ な ら 、 た か だ か だ ろう けど 、 お 姫 様 


の エス テル に と っ ちゃ あ 、 一 大 決心 だ うろ うか ら な 」 
エス テル 「 絶 対 に や り と げ て みせ ます !」 


の カロル し …- 5 寺 ィ の 和 他 けが 3 な ん か 、 や も うこ の 作戦 、 
な ん の 心配 も いら な いね 」 
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ユー リ  「 ん ? エス テル 、 な ん か 言っ た か ?」 
エス テル 「 あ 、 いえ 、 こっ ちの 話 で す 」 


カロ ル  「… ね え 、 まだ 間に合う か ら 、 や っ ぱり ボク が 色仕掛け 


は や め て お か な い ?」 


ユー リ  「 男 が 一 度 決め た か ら に は 、 最後 まで や り 遂 げ ね えと な 」 
ジュ ディ ス 「 そ う よ 、 これ も ギル ド の お 仕事 。 ひと り は ギル ド の た め に 、 ね 」 


カロ ル  「 い や 、 な ん か 控 の 使い 方 、 間違っ て る 気 が す る し 」 


エス テル 「 だ いじ ょ うぶ で す よ 、 カロ ル な ら 。 きっ と か わい く で き 


る と 思い ます 」 


カロ ル  「……: ボ ク の 人 生 の 目標 に 、 か わい く な る こと は 含ま れ 


て な いん だ けど 」 


エス テル 「 応 点 点 点 」 
リタ 「 な に ? 慌て た り 笑 っ た り 忙 し いわ ね 」 
カロ ル  「 リ タ も 忙し いけ ど ね 」 


ユー リ  「 そ れ を 言う な ら カ ロ ル も な 」 
リタ 「 そ こ ! 黙 り な さい !] 


エス テル 「 避 ふ 点 。 会 えて 嬉し いん で す 。 こ こ で 会 えて 本 当 に よかっ 


た 。 帝都 に 戻る の を や め て し まっ た か ら リ タ が 帝都 に 遊 
びに き て くれ て も 会 えな いと ころ で し た ]」 
ユー リ  「 へ え 、 リ タ が 帝都 に 遊び に 行く 、 ね ] 


リタ ば …… ! べ 、 別に 遊び に 行く わけ じゃ な いわ よ 。 エ ア 


ルク レー ネ の 調査 が 終わ っ た ら 報 告 に 帝都 へ 行く か ら 
ちょ うそ 、 その …… o つい で に 顔 を 出 そ う と 思っ た だ 
け ……・。・…… 記 解 し な いで よね 」 


ジュ ディ ス 「 お か し いわ ね 。 私 に は 遊び に 行く 口実 の よう に 聞こ える わ 」 


リタ ーー 「……… | う 、 う る さい な !| 


ユー リ  「 ま 、 な ん に せよ 、 再会 で を て よかっ た ん な ら 、 それ で い 


いじ ゃ ね え か 」 


エス テル 「 騎 士 の 格好 (か っ こう ) を する と 、 ユー リ も 共に 見 え 


る ん で すね 。 か っ こい いで す よ 」 


ジュ ディ ス 「 せ っ か く 褒 め ら れ て いる の だ か ら 、 も っ と 嬉し そう に し 


て は どう ?」 


ユー リ  「 オ レ は あん ま 好 きじ ゃ ね えん だ よ 、 こ の 格好 (か っ こう ) 。 


騎士 団 に いた ころ 、 フレ ン に 全然 似合わ ね えっ て 言わ れ 
て 、 大 笑い され た 苦い 記憶 が あっ て ね ……」 


カロ ル  「 そ の フレ ン の 気持 ち …… ボ 、 ボク は わか る な 。 だ っ つて 、 


な ん か 衣装 着せ られ て る みた いで -…: あ は は は !] 


エス テル 「 そ ん な こと な いで す よ 。 その 意外 性 が いい じゃ な いで すか 」 
ジュ ディ ス 「 た だ 普通 に 似合う の で は な く 意外 性 を 狙う な ん て 、 さ す が ね 」 


ユー リ  「 こ れ だ か ら 嫌 な ん だ よ な 」 


エス テル 「 カ ロ ル 、 よく あの 背丈 で 、 大 の 礎 二 だ ば れれ な か っ 


た で すね 」 
ジュ ディ ス 「 不 思 議 な こと も ある の ね 。 鎧 も 全部 着 て いた わけ で は 
な い の に 」 
ユー リ  「 そ ん だ け 呼 びに きた 騎士 が 慌て て た の か 、 か ぶ と し か 
見 て な か っ た ん じゃ ね え の 」 


エス テル 「 そ れ に し て も 、 普通 ば れ ま す よ ね ?」 
カロ ル  「 そ う 思 うん だ っ た ら 、 は じ め か ら ボ ク に や ら せ な いで よ 


エス テル 「 イ エガ ー と 呼ば れ て いた 人 、 と で も 信 性 的 な Up べべ 5 
方 を され て いま し た ね 」 

リタ 「 あ れ は 個性 的 じゃ な く て 、 いか れ て る っ て 言う の よ 」 

カロ ル  「 と ころ どこ ろ 意 味 不明 で 、 何 言っ て る か も よく わか ん な 
か っ た よ 」 

ジュ ディ ス 「 今 は 伝わっ て な い 失 われ た 言葉 …… 」 

エス テル 「 え ! そう な ん で す !?」 

ジュ ディ ス 「…… だ っ た りす る と 、 歴史 ロマ ン を 感じ られ る か も 」 


カロ ル  「 ね ぇ 、 XibooC っ Fi ?」 

ユー リ  「 騎 士 団 と し て は お 姫 様 は お 城 に 連れ 戻し た い だ ろ うつ から な 。 
その 辺 応 ら ふ ら さ れ た ら 心 配 で 仕方 ね えっ て と ころ だ ろ 」 

ジュ ディ ス 「 だ けど 、 エス テル 自身 が 旅 に 出る と 言っ た の だ か ら 、 あ 
な た は それ を 尊重 し て あげ た い の ね 」 

ユー リ  「 別 に そん な 難し く 考 え ち ゃ いね えよ 」 

リタ 「 で も 、 エス テル を 連れ て る 限り 、 あん た ら 、 騎士 団 に 追 
われ る ん じゃ な い ?」 

ユー リ  「 騎 士 団 と 揉め 事 お こす な ん て 、 ギ ルド らし く て いい じゃ ね え か ] 


ジュ ディ ス | それ に し て も 、 けた 7 

ユー リ 「 キ ュ モ ー ル と イエ ガー の こと か ?」 

ジュ ディ ス 「 え え 。 似 た も の 同士 、 気 で も や あっ た の か し ら ね 」 

エス テル 「 似 た も の 同士 ?」 

リタ 「 変 態 同士 、 気 が あ っ た っ て こと で し ょ 。 よ り に も よっ て 、 
な ん て 組合 せよ 」 

カロ ル  「 あ の 人 達 見 て た ら 、 ボク っ て 普通 だ な っ て 思っ ちゃ っ た 」 

ユー リ 「 ろ く で も な い 組 合せ だ か ら ど う せ 企ん で た こと も ろく 
で も な いこ と だ ろ 。 や や こし く な る 前 に フレ ン に 任せ ら 
れ て 良かっ た わ 」 


カロ ル  「 と いう わけ で 、 の き 7 | 

リタ 「 何 が 「 と いう わけ 』」 か よく わか ん な いん だ けど 」 

カロ ル  「 ギ ルド の 名 前 は 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ! 
エス テル が 考え て くれ た ん だ よ !」 

リタ 「 ふ ぶーん 。 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) ね ぇ 。 ま 

さか 、 エス テル まで ギル ド の メン バー っ て わけ じゃ な い 

で し ょ う ね 」 


エス テル 「 街 の 奥 に 、 大 き な 滝 が 流れ て まし た よ 。 ユー 
た < すご く 壮 大 で 、 力 強く て 、 そ れ で いて きれ いで し た 。 
光 の 反射 に よっ て は 虹 が 掛か っ た り も する みた いで す 」 


リ も 見 まし 


ユー リ  「 あ あ 、 ち ら っ と は 見 た けど 、 あん だ け 水 が 流れ て る と 便 
利 で いい よ な 。 水 道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) な ん 
が か が なく て も 、 な ん と か な り そ う だ し 」 

カロ ル  「 エ ステ ル は 観賞 用 と し て みて る の に 、 ユー リ は 生活 用 


水 だ と 思っ て る よ ……」 
レイ ヴ ン 「 こ れ ぞ 、 生活 水準 の 違い だ な 」 


| 数 える 手ごたえ 
。 エス テル 「 今 の で 、 35 個 目 ……」 


ユー リ  「 ん ? な ん の 話 だ ?」 

エス テル 「 歯 車 の 数 が 、 で す 」 

リタ 「 そ ん な も の 数 えて …… 緊 張 感 っ て も ん な いわ ね 」 

エス テル 「 あ 、 ご めん な さい 、 な ん と な く …… 数 えて まし た 」 

ユー リ  「 そ うい う マ メ な こと 、 よく や る よ な 、 お まえ 」 

エス テル 「 え へ へ ……」 

り ダ 「 今 の 堂 の て な いわ よね …… ?」 

ユー リ  「 と りあ え ず 、 ち ゃ っ ちゃ と 行く か 、 エス テル が 暇 を も て 
あま さ な い よう に な 」 

エス テル 「 あ 、 べ 、 別に わた し は 暇 だ っ た っ て わけ じゃ な く て ……」 


エス テル 「 こ の 街 の 結界 魔 導 器 の 2 ンー 劇 
港 の 結界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) は 、 元々 は ひと つ 
の 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) だ っ た みた いで す よ 」 

ユー リ  「 そ れ も 城 の 本 で 読ん だ の か ?」 

エス テル 「 は い 。 正確 に は 、 みっ つ で ひと つの 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) ら 
し く て あと ひと つ は ふた つの 街 の 中 央 に 沈ん で いる そう で す 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ 引 き 上 げ ら ん な いか ね え 。 そ ん で それ を 売れ ば 、 

ー 生 遊ん で 暮らせ る 金 が 手 に 入る よ 」 

「 そ れ が 出来 て りゃ 、 帝国 が と っ くに や っ て ん だ ろ 。 誰 だ っ 

て 考え そう な こと だ ぜ 」 

レイ ヴ ン 「…… そ ん な 冷た い 言い 方 し な く て も いい じゃ な い 」 


ユー リ 


「 立 ち 上 げた ば っ か な の に 、 天地 り ルド だ 放 っ が で 
きる な ん て 幸先 いい な 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 カ ロ ル も 夢 に 一 歩 近 づい て 、 喜ん で る ん じゃ 
な いか が しら ?」 


カロ ル  「 そ れ は 、 さ す が に …… 。 今 の と ころ 三 人 だ け だ よ 。 首領 
(ボス ) が ボク で 、 それ に ユー リ と ジュ ディ ス ! どう 、 す 
ご いで し ょ 

リタ 「 は ー ん …… そう ね 、 すご いわ ね 。 あん た が 首領 (ボス ) っ 
て いう の が 特に 」 


リタ 「 ガ キ ん ちょ な ら 、 な ん か あっ ちの 方 で 悩ん で る わ よ 」 

カロ ル  「 い き な り 人 人 (ぎょ じん ) が 相手 だ な ん て 、 凛 々 の 明星 ( ブ 
レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) は 、 運 が 悪い の か な ……。 う わっ ~、 
ご ど つう しよう! し か も 和 失敗 し た ら 、 幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ 
マル シェ ) の 社長 (ボス ) か ら の 印象 が 悪く な る よ 。 た い 
へ ん だ 。 た い へ ん だ 」 

エス テル 「 ユ ー リ と ジュ ディ ス と は 、 まっ た く 逆 の こと 考え て ます ね … | 

ジュ ディ ス 「 カ ロ ル は 慎重 な の ね 」 

リタ 「 あ れ は 慎重 じゃ な く て 後ろ 向き っ て 言う ん で し ょ 」 


了 霊 船 の お 楽し み * 
エス テル 「 残 し て きた みん な は だ いじ ょ うぶ で し ょ うか ?] 


ユー リ  「 人 の 心配 より も 、 オレ ら の 心配 し た 方 が いい か も し れ ね 
え ぞ 。 こん な 怪し い 船 だ 。 何 が 起こ る か わか ら ね え か ら な 」 


エス テル 「 そ う 言 っ て る わり に 、 ユー リ は 楽し そう で すね 。 な ん か 、 


その せい か 、 わた し も あん まり 怖く な く な っ て きま し た 」 
「 そ りゃ 、 残念 。 エス テル が 怖がっ て くれ な いと な る と オ 
レ の お 楽し み が ひ と つ 減 っ た な ……」 

エス テル 「 お 楽し み ?」 

ユー リ | いや な ん で も ね ぇ よ ] 


ミー… り 


カロ ル  「 お 、 待 っ て よ 、 ユ ー リ ! DE 

ユー リ  「 カ ロ ル 先 生 、 背中 に 張り 付か れる と 、 オレ 、 歩き に くい 
ん だ けど 」 

カロ ル  「 だ 、 大 丈夫 だ よ 。 全 然 平 気 だ っ て 。 歩 き に くく な ん て な いよ 」 

ユー リ  「 い や 、 オレ が 歩き に くい っ て 言っ て ん だ けど 」 

カロ ル  「 い や 、 だ か ら 、 歩き に くく な いっ て 」 

ユー リ 。 「 い や いや 、 だ か ら な 。…… まあ 、 仕方 ね え か 」 


ジュ ディ ス 「 外 見 は と て も 怪し い 感 じ が し た けど 、 精 8i 
起こ っ た り は し な いも の ね 」 

「……: そ うだ な 。 な ん か 、 色 々 と あて が 外れ た 気 が す る し 」 
ジュ ディ ス 「 あ て ?」 


ユー リ 
コー ジリ 「 ち ょ っ と 期待 し て いた こと が あっ た ん だ が 、 ジュ ディ 、 
全然 怖がら ね え し ……」 

ジュ ディ ス 「 わ か っ た わ 。 き ゃ ー こ わーい 、 と 言っ て 抱き つけ ば いい の ね ?] 
ユー リ  「 は ぁ -…… 宣 言 さ れ て や られ る の も 虚しい か ら 、 遠 慮 し と くわ 」 
ジュ ディ ス 「 残 念 。 私 は 面白 いと 思う の に 」 


レイ ヴ ン 「 お た く 、 どう いう 基準 で 、 3 所 生 で を た お 


ーー リリ 「 ん ? どう いう っ て 、 まあ 、 色々 と 役に立つ か と 思っ て 」 
レイ ヴ ン 「 か 一 、 わ か っ て な い の ね 。 こう いう と き は 、 密着 の 大 チャ 
ンス じゃ な い の ! 野郎 同士 で 来 て どう すん の よ ! きゃ 
<、 こわ ー い ! ひし っ ! 大 丈夫 だ よ 、 子猫 ちゃ ん 、 僕 
が つい て る 。 と か 、 な ん と か 楽し い イ ベン ト が 、 普通 待っ 
て る は ず で し ょ 」 

「 と りあ え ず 、 な ん か や ば いこ と あっ た ら 、 オレ 、 お っ さ 
ん オト リ に し て 逃げ る か ら 、 よろ し く 」 

レイ ヴ ン 「 へ ? 色々 と 役に立つ っ て 、 捨て 駒 ?」 


re 


「 し っ か し 、 な ん だ ろう な …… こ の 鏡 は ……」 


は で 

ラド [フン 

ユー リ  「 向 こう の 奥 に も 部 屋 が ある よう な 変 な 錯覚 を 起こ し そ 
つ だ ぜ es ss 」 

あ ここ 

ユー リ  「 わ か っ て る よ 、 迷わ な いよ うに 気 を つけ ろ っ て ん だ ろ ? 


ん じゃ 、 張り 切っ て 行き ます か 」 


エス テル 独り 言 る 
エス テル 「 コ ユー リ た ち は 心 配 で す が 、 さ す が に この 雰 囲 気 は 、 ち ょ っ 
と 怖い で すね ……。 早 く 行 っ て 、 早く 帰っ て こない と 」 


カロ ル 


「 ち ょ っ と 、 心細い けど 、 ユー 0 株 あ 3 
だ も ん ね 。 今 は ボク た ち が 助 け に いか な いと 。 よ 、 よし 、 
が ん ば る ぞ 」 


リタ OPT 5 あたし まで 行 
か な きゃ な ん な く な っ た じゃ な い 。 追い つい た ら 絶 対 に 
文句 言っ て や る ん だ か ら 」 


ジュ ディ ス 「 先 に 行っ た みん な に は 悪い けど 、 人 邊 を 錠 索 する ロ 
実 び が で き て よかっ た わ 。 こ ん な 楽し そう な 場所 、 減 多 に 
お 目 に か か れ な いも の 」 


めん どく さく て 、 や が て お も ろ き 癌 

レイ ヴ ン 「 あ っ ひ 、 面倒 くさ い 、 うー、 面倒 くさ い 。 あ いつ ら 、 自力 
で 出 て き て くん な いか な あ 。 う ひ 一 、 な ん だ よー、 雰 囲 
気 出 て て 、 結構 、 怖 そ うじ ゃ な い の 」 


エス テル 「 ど うし た ん で す ? パテ ィ 」 


パテ ィ  「 ユ ー リ と 一 緒 に 行き た か っ た の じゃ ……」 

エス テル 「 わ 、 わた し と 一 緒 は 、 嫌 な ん で す ?」 

パテ ィ  「 そ れ は どう で も よい の じゃ 。 うち は 、 コバ ン ザ メ よ り も 
ぴっ た ん と 、 ユー リ に くっ つい て いた い の じ ゃ 」 

エス テル 「 そ 、 それ は 難し いと 思い ます よ 。 あ ! で も 、 ラ ピ ー ド に 
な ら 、 コ バン ザ メ みた い に く っ つく の は で きそう で す よ ね !」 

パテ ィ  「 コ バン ザ メ が 問題 で は な い の じ ゃ 」 


バテ ィ  . 「 う ちと 生 つ りり は ラブ ラブ が の じゃ ) 


ジュ ディ ス 「 ど うし た の 、 突然 ?」 

パテ ィ  「 牽 制 な の じゃ 」 

ジュ ディ ス 「 会 っ て 間 も な い の に 、 私 は 嫌 わ れ て る の ね 。 悲し いわ 」 
パテ ィ  「 う ん に ゃ 。 複雑 な 乙女 心 と いう も の じゃ 」 

ジュ ディ ス 「 避 上 、 か わい い 娘 」 

パテ ィ  「 誘 惑 し て も 無駄 な の じゃ 。 う ち は ユ ー リ の も の だ か ら の ]」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 残念 」 


勇敢 な カロ ル ? 
カロ ル 


「 待 っ て 、 パテ ィ ! ゆっ くり 進ま な いと 危な いよ 。 何 が 
潜ん で る か わか ん な いん だ か ら 、 注意 し な きゃ 」 
パテ ィ 「 ほ じゃ の 。 で は 、 うち は カロ ル の 後に つい て いく の じゃ 」 
カル Se 生ま 
バ パティ 「 さ あ 、 カロ ル 。 ずん ずん 突き 進む の じゃ あ 」 


カロ ル  「 あ 、 あの 、 ボク は 別に 前 じゃ な く て も ……」 
パテ ィ [カロ ル は 案外 頼り し に な る 男 じ ゃ な 。 ユ ー リ に は か な わん が ] 
カロ ル  「 ち ょ 、 パ ティ ! お 、 押 さ な い で っ て ば ぁ !」 


レイ ヴ ン 「 お 嬢 ちゃ ん 、 の 3 おっ あら そり 胡 1 あく 

パテ ィ  「 ユ ー リ に 誤解 され た ら 困 る の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 誤 解 ?」 

バテ ディ |「 う お と ヨー リ は ラノ ラブ な ん じゃ 』 

レイ ヴ ン 「 心 配 し な く て も 、 お 嬢 ちゃ ん は お っ さん の 守備 範囲 外 よ 」 

パテ ィ  「 誤 魔 化 し て も ムダ じゃ 。 お っ さん は も う 、 うち の 魅力 に 
メロ メロ と 知っ て る の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 ど こま で 本 気 で 言っ て る の か ね -…-」 

パテ ィ  「 う ちの 勘 が 警告 し に る ん じゃ あ 」 


宝 を 探し て 問 回 


リタ 「 ち ょ 、 ちょ っ と ! さっ きか ら フ ラフ ラジ 寄り 道 ば っ か し て 
ん じゃ な いわ よ 」」 

パテ ィ 「 お 宝 が ある か も し れ な い の じ ゃ 」 

リタ 「 そ 、 そん な も の いい か ら 、 先 へ 行く わ よ !」 

バ パティ 「 ひ ょ っ と し て 、 怖い の か ?] 

リタ 「 こ っ 、 べ 、 別に 、 こ 、 怖く な ん て ……。 ひ や ゃ っ ! な な な 


な な な な な に ?」 

パテ ィ [ドア が 勝手 に 閉まっ た の じゃ 。 怪 し い の ぉ お …… 調 べ に 行 
く の じ ゃ か 了 」 

リタ 「 ま っ 、 待ち な さい ! は ぐれ た ら ど うす ん の より!」 


や っ ぱり みん な 一 緒 が 安心 


エス テル 「 や っ ぱり 、 みん な 一 ーー た さ 91C ず ね 

カロ ル [こう いう と き に 実感 する な あ 。 協 力 す る こと の 大 切 さ を さ 」 

リタ 「 ま 、 ま あ 、 そ う ね 。 ガ キ ん ちょ に し て は いい こと 言う じゃ な い 」 

ユー リ  「 協 力 ら し いこ と は 一 切 や っ て な いけ ど な ]」 

ジュ ディ ス 「 う 必 っ 、、 ま あ 、 い いじ ゃ な い 、。 一 緒 に いて 怖 さ が や わら ぐ な ら 」 

レイ ヴ ン 「 そ ん な 簡単 な も ん か ね え 。 ぎ ゃ ー! あそこ に 亡霊 の 影 が 

エス テル 「 き ゃ あっ !] 

リタ 「 い や ああ っ !」 

カロ ル  「 ぎ ゃ ああ ああ !」 

レイ ヴ ン 「 あ 、 悪い 、 わ ん この 影 だ つた みた い 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ソワン 、 ワン リ 

リタ 「 あ 、 あん た 、 殺す わ 。 今 すぐ 殺し て あん た を 亡霊 に し 
て あげ る !」 


エス テル 「 リ タ 、 大 丈夫 で す ?」 
リタ 「 何 が ? 大 丈夫 に 決ま っ て る で し ょ …… で も さっ さと 出 


レイ ヴ ン 「 何 よー せっ か がく 来 た ん だ か ら 、 ゆ っ くり し て いき まし ょ う よ ー」 
リタ 「 ゆ っ くり な ん て し て らん な いわ っ ! あ 、 あ た し に は エ 
アル の こと を 調べ る っ て いう 大 切な 使命 が あめ る ん だ か ら 


_ で < 目 69 を 果たし まし kl vv 


リタ 「 や っ ぱり 、 何 を や っ て も 、: 


2 
箱 は 開か な いわ ね ……。 こ ん な 怪し げ な 場所 に あっ た 
も の だ か ら 、 中 身 の 確 認 く らい は し て お きた い の に ]」 

カロ ル  「 魔 術 で 壊し ちゃ うと か 、 どう ?」 

リタ 「 そ れ は 、 だ め よ 」 

エス テル 「 そ う で すね 、 中 身 ま で 壊れ た ら 、 本 人 ゲ つる の 
まい ます 」 

リタ 「 い や 、 そう じゃ な く て 、 も う 試し た けど 、 こい つが な か 
な か 頑丈 で 壊れ な か っ た の よ 」 

エス テル 「…… え っ と 、 上 手 い 言 葉 が 見 つか り ま せん 」」 

カロ ル  「 い いん だ よ 、 エス テル 。 無理 に フォ ロー し な く て も 」] 

エス テル 「 と 、 と に か く 、 中 身 が すご く 大 切な も の だ か ら 、 頑丈 な 
箱 に 入れ た っ て こと で す よ ね 」 


カロ ル  「 あ の ガイ コツ の 化け 物 、 本 普通 の 魔 


物 と は 違っ た よね 」 


ーー 
パテ ィ  「 ア ー セ ルム 号 を 科 委 う 魂 が 宿っ た 魔物 か も し れ な い の じ ゃ 」 


リタ 「 そ そ 、 そ ん な こと ある わけ な いで し ょ ! 非 科 学 的 よっ 

エス テル 「 ラ ピー ド は な に か 感じ ませ ん で し た ?] 
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カロ ル  「 ラ ピー ド 、 な ん て ?] 

エス テル | えと …… わか り ま せん 」 

カロ ル  「 通 訳 は ユー リ じ ゃ な いと 無理 だ ね 。 ね え 、 ユー リー | 

リタ 「 ち ょ 、 ち ょ っ と 、 別に そこ まで し て 解明 し な く た っ て い 
いん じゃ な い !?] 


バ パティ  「 あ の 魔物 、 逃がし た まま で よかっ た の か の ……」 
トー mass 


カロ ル [ねえ 、 ーー まさ か 、 
橋 の 下 と か じゃ な いよ ね 」 

ユー リ  「 お まえ 、 オレ し を な ん だ と 思っ て ん だ 」 

宝 ビ ー ド 「 タ クー ンジ: …」] 

リタ 「 な ら 、 どこ で 暮らし て た の よ ?」 

ユー リ  「 騎 士 団 辞 め て か ら は 、 ずっ と 宿屋 に 厄介 に な っ て た な 。 
お か みさ ん が いい 人 で 、 行く と こない な ら 、 うち の 部 屋 
を 貸し て あげ る っ て 言っ て くれ て ね 」 

カロ ル  「 ふ ぶーん 、 な ん か それ を 聞く と 、 ユー リ が 下町 で 暮らし て 
た 実感 が わい て きた 」 

リタ 「 そ う ね 。 あん た 、 昔 か ら その 辺 、 ぬ ふら ふら し て た 感じ する し 」 

ユー リ |「 つ た く 、 言い た い 放 題 だ な 」 

ラビ ピー ド 「 ク ー ン |」 


ベリ ウス に つい て | の , 

ユー リ  「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の ベリ ウス っ て 、 いっ た い 
どん な や つ な ん だ ?」 

レイ ヴ ン 「 さ あま 、 名 前 だ け は よく 耳 に する けど 、 会 っ た こと も な け 
れ ば 、 見 た こと も な いん で 知ら な い の よ 」 

エス テル 「 カ ロ ル は 知ら な いん で す ?」 

カロ ル  「 ボ ク も 活動 は ずっ と ダン グレ スト だ っ た か ら 、 ノー ド ポ リ 
カ の ギル ド の こと は ちょ っ と 」 

ユー リ  「 ド ン み た いな じい さん が も う ひ と り 出 て きた ら 、 た まん ね えな ] 

レイ ヴ ン 「 は は っ 、 そ ら 言 えて る わ 。 あん な じい さん は ひと り で 十分 よね | 

カロ ル  「 ベ リウ ス に 会 う の 、 楽し み だ ね 」 


エス テル 2 た 20 お 泊 Ia 
さま ざま で すね 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 目的 が ば ら ば ら だ も の 。 戦う 人 も いれ ば 、 見 
物 寄 も いる 」 

リタ 「 あ た し ら み た い の も ね 」 

エス テル 「 わ た し た ち は 、 周囲 の 人 人 た ち に どん な 風 に 見 られ て い 
る ん で し ょ う ?」 

ジュ ディ ス 「 う 一 ん ? 戦い 目的 じゃ な いか し ら ?」 

リタ [あん た と ユー リ は そう で し ょ うけ ど 、 エス テル は どう 見 
た っ て 見 物 客 で し ょ 」 

カロ ル  「 な ら 、 ボク は ?] 

リタ 「 迷 子 の 子ども じゃ な い ?」 

カロ ル 「 そ ん な 、 ひど い 

レイ ヴ ン 「 じ ゃ あ 、 俺 …… あ 、 や っ ぱり いい わ 。 な ん か 予想 で きた ん で ]」 


エス テル 「 パ ティ 、 大 丈夫 で し ょ うか ……」 

ジュ ディ ス 「 強 い 子 で す も の 。 その うち 、 また ひょっこり 顔 を 出す わ 」 

カロ ル  「 パ ティ が アイ フリ ー ド の 孫 っ て 、 本 当 に 本 当 な の か な 」 

エス テル 「 本 当 だ と し て も 、 あん な 仕打ち は ひど いで す ! パテ ィ 
は 何 も 悪 いこ と 、 し て な い の に ……」 

ジュ ディ ス 「 ギ ルド の 信用 は と も か く 、 事件 の 怒り や 悲し み の 矛 先 
が パテ ィ に 向く の は 、 無理 も な い の か も し れ な い 。 憎む 
べき アイ フリ ー ド が いな いん で す も の 」 

カロ ル  「…… だ けど 、 パテ ィ を 責め て いい わけ で も 、 な いよ ね 」 

ジュ ディ ス 「 当 然 よ 」 

エス テル 「 パ ティ ……| あ ん な こと に 、 慣れ ちゃ 駄目 で す 」 


ユー リ 「 ラ ー ギ ィ の 野郎 …」 


エス テル 「 い っ た い 、 な ん の た め に あの 箱 を ? | 

レイ ヴ ン 「 天 才 少 女 の 魔 法 、 ち ょ い 異常 だ っ た か ら ね ぇ 。 あ の 箱 
と 関係 し て る っ て 思っ た ん じゃ な い ?」 

カロ ル  「 ラ ー ギ ィ さ ん 、 箱 の 中 身 が 何 か わ か っ た っ て 事 ?」 

リタ 「 追 いか け て 捕まえ れ ば は っ きり する わ 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 中 身 が わか っ た か ら 盗 ん だ と いう の な ら 、 澄 明 
の 刻 晶 (クリ アシ エル ) の こと も 知っ て る ん で し ょ うし 」 

カロ ル  「 捕 まえ れ ば 、 ヨー ムゲン の 街 の こと も わか る か も 」 

ユー リ 「 こ りゃ 、 ます ます 逃がす わけ に いか ね え 」 

エス テル 「 は い 、 急い で 追い か け ま し ょ う 」 


今回 の 騒動 に つい て > 引 : 

ユー リ  「 闘 技 場 で 悪党 を ぶっ 飛ば す だ | だ っ た は ず な ん だ が な 、 
いろ いろ ご ちゃ ご ちゃ 出 て き や が っ て 」 

エス テル 「 フ レン まで いる と は 思い ませ ん で し た 」 

カロ ル  「 そ れ に 、 あの ザ ギ っ て いう の も 」 

リタ 「 逃 げた ラー ギィ も ね 。 全 部 が 偶然 と も 思え な いわ ね 。 
さす が に 重なり すぎ よ 」 

ユー リ  「 偶 然 だ っ た ら 、 最 悪 だ な 。 オ レ ら どん だ け 運 が 悪い ん だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 あ れ も 、 これ も 、 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) が 裏 
か ら 糸 で も 引い て る の か ね え 」 

ジュ ディ ス 「 状 況 を 見 つめ な お す の も いい けど 、 ゆっ くり し て いる と 
逃げ られ ちゃ うわ よ 、 ラー ギィ に 」 

ユー リ 。 | だ な 。 話 ほ ここ まで 、 行く ぞ 」 
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エス テル 「 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) 、 ーー ny ティ 
それ に 遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) と 紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ 
ドア ライ アン ス )…… 。 や っ ぱり 、 ひと つ 足 り ま せん ね 」 

ユー リ 。 「 そ りゃ 、 いっ た い 何 の 軒 だ ? | 

エス テル 「 ユ ニオ ン の 五大 ギル ド で す よ 。 こ れ ま で 四 つ と は 関わ 
り ま し た けど 、 あと ひと つが …… ] 

ユー リ  「…… あ 、 そう いや 名 前 も 聞い た こと ね え 気 が する な 。 


な あ 、 カロ ル 。 五大 ギル ド っ て あと ひと つど こ な ん だ ?」 

カロ ル  「 あ 、 それ な ら 、 鍛冶 ギル ド 『「 魂 の 鉄 植 ( ス ミス ・ ザ ・ ソ ウ 
ル )」 だ よ 」 

ユー リ  「 へ え 、 そん な ギル ド も あっ た ん だ な 」 

カロ ル  「 た ぶん 、 ユーリ も 魂 の 鉄 西 ( ス ミス ・ ザ プ ・ ソ ウル ) が 作っ 
た 刻 と か 、 知 ら ず に 使っ て た は ず だ よ 。 鉄 鉛 の ギル ド マ ー 
ク が 入っ た 武器 と か 、 見 た こと ある で し ょ ?」 


ユー リ  「 あ あ 、 下宿 先 の 女 持 さん が 使っ て た 包丁 に 、 そう つい や 、 
刻ま れ て た な 」 


リタ [聞い て は いた けど 、 衣 つ て の も 生 分 な 場所 に ある の ね | 

エス テル 「 デ ズ エ ー ル 大 陸 の 突端 に で す も の ね 」 

ユー リ  「 こ の 大 陸上 自体 、 不思議 な 形 し て る も ん な 」 

エス テル 「 な ん で 、 こん な 形状 な ん で し ょ うか ?」 

カロ ル  「 あ ー、 そ れ は デズ エー ル 大 陸 を 隅 々 まで 歩く と 、 何 か 
わか る と 思 つ よ 」 

ユー リ  「 さ す が 、 地図 大 好き っ 子 の カロ ル 先 生 。 オレ に ゃ マネ 
で き ね ぇ わ 」 

りあ 「 素 敵 な 趣味 ね ] 

カロ ル  「 そ 、 そ れ っ て 褒め て な いよ ね ……」 


ジュ ディ ス 「 な に 、 びく びく し て る の 、 カロ ル さっ きか ら 」 

ユー リ  「 ぐ ず ぐ ず し て る と ラー ギィ に 逃げ られ ん ぞ !」 

カロ ル  「 で も 、 こ の 奥 に 危険 な 魔物 が あぁ ……」 

リタ 「 何 言っ て ん の よ 、 な め ら れ て 黙っ て らん な いで し ょ !?」 

エス テル 「 あ の 箱 は 勝手 に 誰か に あげ て いい も の じゃ な いで す よ 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん は 、 な ん で 奴 さ ん が 箱 を 盗ん で つた か ちと だ け 、 
本 当 、 ちっ と だ け だ けど 興味 は ある わ ]」 

ラビ み ド | ワ あ ポン リロ 

ユー リ  「 命 知ら ず な 連中 だ な 、 まっ た く 」 

カロ ル | これ うつ て 多数 決 … マ 」 

リタ 「 あ ー、 面 倒 く さい わ ね ! あたし が 魔物 も ラー ギィ も ぶっ 
と ば す ! 行く わ よ !」 


エス テル 「 記 憶 喪 失っ て 、 の 中 人 けど し] 

リタ 「 案 外 簡単 に な る わ よ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 実験 に 
失敗 、 爆発 に 巻き 込ま れ て 記憶 が 吹っ飛ん だ っ て 、 よく 
聞く し 。 で も 、 記憶 が 一 切な いっ て いう の は 珍し いわ ね 」] 

エス テル 「 寂 し いで すね 」 

パチ ィ 。 1 そう じゃ な お -… 

ジュ ディ ス 「 で も 、 昔 の 記憶 が な く て も 、 今 よ り 先 の 記憶 は 、 これ か 
ら で き て いく も の よ 。 そ う 悲 観 し た も の で も な いと 思う わ ]」 

パテ ィ  「 な る ほど ーー、 そう いう 考え 方 も ちる の じゃ な 。 うち の 思 
い 出 の アル バム は 、 これ か ロロ ユー リム ら ユ ー リ に ユー リ 6 
埋め て いく ん じゃ か 」 

リタ 「 ぞ っ と する アル バム だ わ ]」 

エス テル 「 わ 、 わた し た ちの こと も 、 少し は 入れ て ほし いで す ……]」 

パテ ィ  「 ん じゃ 。 隅っこ に ちまっ と 、 入れ て お いて や る の じゃ 」 


リタ 「 エ アル を 食べ る 魔物 な ん て ……」 

エス テル 「 い っ た いな ん だ っ た ん で し ょ うつ 」 

カロ ル  「 少 し 、 他 の 魔物 と は 雰囲気 が 違っ て た よね 」 

ユー リ  「……|' め あ 、 それ は 感じ た 。 オ レ ら の こと 、 じっと 見 て た 
よう に も 思う し 」 

レイ ヴ ン 「 誰 を 食べ よう か 、 悩ん で た ん じゃ な あい ?」 

エス テル 「…… わ 、 わた し 、 長い 時 間 、 目 が 合っ て いた ん で すけ ど ……」 

ジュ ディ ス 「 よ か っ た わ ね 。 き っ と 一 番 美味 し そう に 見 えた の よ 」 

エス テル 「 そ れ 、 全然 よく な いで す 」 


リタ 「 ま さか 、 カ ドス の 忠 笛 で 、 ェ ア ルク レー PTET 
パテ ィ 「 う むう む 」 
カロ ル  「 少 し は 人 も 行き 来 し て る の に 誰 も 気付 か な か っ た の か な 」 


リタ 「 た ぶん 、 今 ま で は 、 異変 を 感じ る ほど 、 エア ル が 出 て な 
か っ た ん だ と 思う わ 」 

パテ ィ  「 じ ゃ の 」 

ユー リ  「 最 悪 の タイ ミン グ で 噴出 し てこ くれ た お か げ で 、 こっ ち は 
いい 迷惑 だ けど な 」 

リタ 「 お か げ で 、 発見 は で きた か ら 、 よし と し と きま し ょ 」 

ユー リ  「 そ りゃ 、 お まえ は 満足 だ ろう けど な 」 

パテ ィ  「 で 、 そ の 発見 し た 『 え ある くれ 一 ね 』 と いう お 宝 は 、 誰 
が 持っ て る の じゃ ?」 

っ 1 け 「 リ タ 、 説明 し て や れ 」 

リタ 「 い いけ ど …… だ っ た ら な ん で 相 梓 打っ て ん の よ 」 


カロ ル  「 あ の ラー ギィ さん が 、 イ CTR 

ユー リ  「 こ れ で 遺構 の 門 ( ル ルー イン ズ ゲ ー ト ) と 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ 
イア サン の ツメ ) の 関係 が 、 は っ きり と わか っ た な 。 ど つっ 
ち も イ エガ ー が 首領 (ボス ) だ っ た っ て わけ だ 」 

レイ ヴ ン 「 そ う 決 め つ ける の は 早い ん じゃ な あい ? 俺 達 の 会 つ 
た ラー ギィ が 、 イエ ガー の 変装 し た 偽者 だ っ て 可能 性 も 
ある で し ょ 。 本 物 は 今 も どこ か の 遺跡 で 、 せっ せ と 発掘 


ユー リ  「 そ こま で 事情 が 入り 組ん で た ら 、 面 倒 で し ょ う が ね えな 」 
レイ ヴ ン 「 へ っ …… さ す が に これ は 考え すぎ か な 」 
ユー リ  「 そ の 辺 まで 含め て 、 は つき りさ せ と き た いな 」 


ユー リ 「 帝 都 か ら 離 れ た こん な 街 に まで 、 は る ば る 麻未 
て る と は な 。 街 の 治安 維持 の っ みた いな 殊 勝 な 理由 だ っ 
た らい いん だ が ……。 や な 予感 が する ぜ ]」 


リタ 「……: ま だ 、 砂漠 の 端っこ 3 失 た っ oe こう も 暑 
いと 、 頭 が くら くら する わ 」 

レイ ヴ ン 「 若 いも ん が だ らし な いね え 」 

リタ 「…… は あ 」 

カロ ル  「 あ れ 、 リ タ が 反論 し な い 」 

リタ 「…… 暑 い 、 まじ で 暑い わ ]」 

エス テル 「 暑 さ の せい で 、 聞こ えて な か っ た みた いで すね 」 


ユー リ  「 せ っ か く の 結 界 な の に 、 な ん で こん な 住み に くい 得 所 
に 設置 し た ん だ ?] 

エス テル 「 設 置 し た の で は な く て 、 元々 、 オ アシ ス の 底 で 発見 さ 
れ た の を その まま 使っ て いる そう で す よ 。 さ っ き 親 切な 
街 の 人 が 教え て くれ まし た 」 

ジュ ディ ス 「 結 界 魔 導 器 (シル トブ ラス ティ ア ) を 持ち 運ぶ に も 、 沈 
ん で いる ん じゃ 移動 させ られ な いと いう わけ ね 」 

リタ 「 誰 だ っ て 、 こ ん な 暑苦しい 場所 に 、 好 き 好 ん で 結界 (けっ 
か い ) 張 っ た り し な いわ よ 」 

ユー リ  「 な る ほど ね 、 何事 に も 理由 っ て の が あん だ な 」 


レイ ヴ ン 「 進 めど も 、 進 めど も 、 見 える の は 、 砂 と 青 空 の みよ 、 うと 』 

カロ ル  「 レ イヴ ン 、 空 が 見 える な ん て 元気 だ ね 。 ボ ク 、 も う 砂 し 
か 見 えな く な っ て きた よ 」 

リタ 「…… な ん で 、 お っ さん の くせ に 、 そん な に 元気 な の よ 」 

ユー リ  「 無 駄 話し て る と 余計 (よけい ) に 疲れ る ぞ 。 誰か ひと り 
で も 倒れ た ら 、 連れ て 帰る だ け で も 一 苦労 だ 。 この 状況 
下 で 、 背負 っ て 歩く な ん て 勘弁 だ か ら な 」 

カロ ル  「 ボ ク が 倒れ た ら 、 レイ ヴ ン よろ し く 」 

レイ ヴ ン 「 残 念 、 俺 様 の 背中 は 女性 専用 よ 」 

リタ 「 あ ぁ 、 あたし は 死ん で も 倒れ な いわ 」 

エス テル 「 わ た し も ご 迷惑 は か け ま せん 」」 

ジュ ディ ス 「 も ちろ ん 、 私 も ね 」 

レイ ヴ ン 「 わ ざわ ざ 、 言わ な く て いい ん じゃ な い ?」 


カロ ル  「 ね え 、 2 大潮 お けど ] 

リタ 「 奇 四 ね 、 あたし も 言い た いこ と が ある わ 」 

カロ ル  「 早 く 和 砂漠 を 出 よう よ 」 

リタ 「 早 く 砂 漠 を 出 まし ょ 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ し か 言う こと な い の ? も っ と この 暑 さ と 砂 だ ら け 
の 風景 を 楽し ん で 、 だ な ……」 

エス テル 「 無 理 で す …… 絶 対 無理 …… 早 く 砂 漠 を 出 ま し ょ う ……」 

ユー リ  「 早 く 出 よう ぜ ……」 

イヴ ン 「 シ ジュ ディ ス ち ゃ ー ん ル ん …… 四 

ジュ ディ ス 「 早 く 出 まし ょ う ……」 

レイ ヴ ン 「 お いっ ! 情け な いね ぇ …… 戻 る か 進む か 選ぶ の は 早 
い 方 が よさ げ ……」 


クラ 科 HP 4 ワン ツジ 日 
パテ ィ  「 な ん じゃ ラ ピ ー ド 。 う ちの 服 を 引っ 張ら ん で くれ な の じゃ 」 
ユー リ  「 パ ティ 、 足元 。 危 ね え ぞ 」 


パテ ィ  「 お お 、 危 機 一 愛 な の じゃ 。 ラ ピー ド は 教え て くれ て た ん じゃ な 」 
ラ ピ ー ド 「 ワ ン ッ !」 

エス テル 「 ラ ピー ド 、 パテ ィ に は 懐い て ます 。 どう し て …… ?] 
ーー | ラビ ピー ド は 子ども 好き だ か ら な 」 

パテ ィ  「 タ イ よ り も ピチ ピチ な うち に メロ メロ な の じゃ 」 

エス テル 「 わ た し に 足り な い の は 、 若 さ だ っ た ん で すね ……」 
ユー リ  「 い や 、 確 か に パテ ィ は 若い けど 、 な ん か お か し く な いか ?] 
全学 ウデ シッ] 


パテ ィ  「 こ の 砂漠 に は 、 まだ お 社 が 眠っ て る 気 が す る の じゃ 」 
カロ ル  「 ち ょ 、 フ ラフ ラ し て る と は ぐれ ちゃ う よ !」 


パテ ィ  「 お ぅ 。 じゃ が 、 お 宝 の に お い が ……」 

ラビ ピー ド 「 ク ウー ン ?] 

カロ ル  「 ラ ビ ピード に も わか ら な い お 宝 の に お い だ な ん て 、 パ ティ 、 
どん な 鼻 し て る の ?] 

パテ ィ 「 鼻 で は な い の じ ゃ 。 勘 な の じゃ 。 お 宝 の 隠し 場所 は 、 な 
ん と な くわ か る の じゃ 」 


カロ ル  「 勘 だ け で 砂漠 まで 来 ち ゃ や うな ん て 、 危な いよ 」 
ラビ [ワン ッ 晶 

パテ ィ  「 う ちの 勘 は 百 発 百 中 な の じゃ 」 

カロ ル  「 百 発 百 中 な ら 、 億 万 長者 に な れる か も ね 」 

_ パ ティ  「 欲 を か く と 身 を 減 ぼ ぎす の じゃ 」 

カロ ル  「 パ ティ に は 言わ れ た く な いか も …… 」 
ラ ピ デ ド [ ワ フ ウッ 


汰 4 は れ 、 ラ ピ ー ド お CO の ID」 


ラビ ピー ド [ウン リロ 

エス テル 「 お いし そう で すね 」 

レイ ヴ ン 「 や っ ぱり お で ん の 中 で は ゆで 卵 が 最高 よね 」 

リタ 「 何 言っ て こん の ! お で ん の 王様 は 大 根 よ ! パテ ィ 、 大 根 

パテ ィ  「 ち ょ っ と 待つ の じゃ あ 」 

レイ ヴ ン 「 珍 し いね ぇ 、 食べ られ れ ば な ん で も いい リタ っ ち が そ 
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パテ ィ 「 そ れ が お で ん の 魅力 な の じゃ 。 で も 、 お っ さん も リタ 
旭 も 間違っ て る の じゃ 」 

エス テル 「 な 、 何 が で す ?」 

バディ 「 お で ん の 花形 は 、 練り 物 な の じゃ ! 中 で も 、 白 は ん ペ 
ん が 最強 な の じゃ !」 

ラビ ピード 「 ワ ン !」 

エス テル 「 は ぁ 、 最強 、 で すか …… ラ ピ ー ド も …… 。 わた し は お い 


エス テル 「 ア ルフ と ライ ラ の ご 両親 、 3 お は お お 
レイ ヴ ン 「 こ れ だ け 砂 漠 が 過酷 と な る と 、 無事 か どう か も 難し い 
ん じゃ な い の ?」 

リタ 「 こ の くそ 暑い 中 で 、 そ うい う 気 の 減 入 る よう な 話 を し な いで 」 
カロ ル  「 こ ん な と ころ に 、 嫌がる 人 を 放り 出す な ん て 酷い よね 」 
ユー リ  「 ま っ た くだ 。 ま 、 人 の 心配 出来 る や うち に と っ と と ガキ た 
2 he 打 抽 移 折 電 き が この Do 
エス テル 「 は い 」 


カロ ル  「 砂 と 骨 、 サボ ジン と 上 ae と 2 」 


ジュ ディ ス 「 延 と それ だ け ね ……」 

ラ ピ ー ド [ ワ フ ー ン …-」 

っ ed け 「 か えっ て 見 通し が よく て いい や …… 」 

レイ ヴ ン 「 強 が り も いい けど さぁ …… お た くら 、 も う 大 丈夫 じゃ な い 
わ よ ね 。 見 通し よく て も 、 迷子 に な る 時 は な っ ちまう わ よ 」 

リタ 「 迷 子 に な ん て 、 な っ て な いわ …」 

ユー リ 「 で も 確か に …… 探 し 物 見 つけ る 前 に 、 オレ た ち が 探さ 

1 の 導 相 衝 の コメン だ ね 2 の き に ュ 


ジュ ディ ス 「 で も ここ で 引き 返す の も …… シ ャ ク ね 」 

カロ ル  「 戻 ら な いと ヤバ イ …… か も ……」 

レイ ヴ ン 「 そ ろ そ ろ 、 な ん と か し な いと 、 や ば いん じゃ な ーー い ?」 

パテ ィ  「…… 確 か に 何と か し な いと ヤバ イ が 、 お っ さん が 元気 
な の は 納得 いか ん ー」 


カロ ル 生生 の ある 人 53 砂 漢 の 中 な の に 、 緑 
が いっ ぱい だ し ……-」 
リタ 「 マン タイ ク も 似 た よう な も ん だ っ た わ よ 」 


ユー リ  「…… に し て も 、 な ん と な く 違 和 感 ある な 」 
エス テル | て う で すま?」 
ジュ ディ ス 「 目 に 映る こと が すべ て じゃ な い 、 真実 は 巧み に 隠さ れ 


レイ ヴ ン 「 さ す が ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん 、 含 鞭 ある お 言葉 」 


ユー リ  「 勘 の 鋭さ が も の を 言う っ っ て こと だ な 」 
エス テル 「 わ た し が 鈍い っ て こと で す ?」 
リタ 「 あ た し が 鈍い っ て こと ?」 


ユー リ 「 コ ゴー ル 砂 漠 で あっ た 、 志和 打 まお 7 
た ん だ ろう な 」 


エス テル 「 今 で も 思い 出し た だ け で 背筋 が で く ぞ くし ます ……」 
カロ ル  「 生 き 物 だ っ た の か な ……」 


ユー リ  「 ん ? どう いう 事 だ ?」 


カロ ル  「 砂 漠 で 生き て いる よう な 感じ の 魔物 じゃ な か っ た か ら ……-」 
ユー リ  「 な る ほど 。 カロ ル 先 生 ら し い 着眼 点 だ な 」 

エス テル 「 も う 会 いた く あ り ま せん ね 」 

カロ ル  「 う ん 」 


フェ ロー に 会 えな か っ た こと に つい て 操 放 


ユー リ  「 苦 労 し て 砂漠 越え て きた っ て の に フェ ロー に は 会 え ず 終 いか ] 

エス テル 「 み ん な 、 せっ か く 命 が け で 手伝っ て くれ た の に …… 」 

カロ ル 会 えな く て 良かっ た か も だ けど ね ……」 

レイ ヴ ン 「 そ う ね ぇ 。 あ ん な へ ば っ て る 状態 で も し 戦い に な っ た り 
し た ら 逃 げ る の も 難し か っ た ろう し ね 」 

ユー リ  「 考 えて みり ゃ 、 フェ ロー は 自由 に 空 を 飛べ ん だ 。 どこ に 
だ っ て 簡単 に 移動 で を ちまう 。 この 辺 に 巣 で も な い 限 り 、 
見 つけ る の は 難し い の か も し れ な いな 」 


ジュ ディ ス 「 ま だ 、 会 えな いと 決ま っ た わけ じゃ な いわ 」 

リタ 「 街 の 人 に 話 を 聞け ば 、 何 か 手 掛か り が ある か も し れ な 
し いで も ょ ] 

エス テル 「 は い 。 あり が と う 。 二 人 と も 」 


に TEE ボク 、 全然 知ら な 


カロ ル 
か っ た な 」 

レイ ヴ ン 「 結 界 ( け っ か い ) も な し で 生活 し て ん だ か ら 、 みん な た 
いし た も ん よね え 」 


ユー リ  「 防 壁 も な いん じゃ 、 魔物 に 襲わ れ た らい ちこ ろ じ ゃ ね え 
か 。 オレ は 、 ここ じゃ 安心 し て 眠れ る 気 が し ね えな 」 


エス テル 「 確 か に 、 魔物 に は どう や っ て 対処 し て る ん で し ょ う 」 
カロ ル  「 き っ と 、 街 の 人 は みん な 強い ん だ よ ] 

リタ  「…… こ こ に バカ が いる わ 」 

ラビ ピー ド 「 ク ー ン …-」 


リタ 「 同 じ 砂漠 の 中 の 街 だ けど 、 ニア Pr 海 
も 近く に ある せい か 、 あん まり 暑く は な いわ ね 」 

パテ ィ  「 海 が ある の は よい な 、 う ん 。 それ に 、 き れい な トコ ロ な の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 で も 、 退屈 そう な 街 よ ね え 。 こ この 連中 は 何 を 楽し み 
に 生き て る ん だ か 」 

ジュ ディ ス 「 私 は 嫌い じゃ な いわ よ 。 こ うい う 静 か な 街 は 。 つう る さい 
の は 苦手 だ も の 〕」 

ユー リ  「 苦 手 だ っ て 言わ れ て る ぜ 、 お っ さん 」 

レイ ヴ ン 「 今 の は 街 の 話 で あっ て 、 人 じゃ な いっ て 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 どう か し ら ?」 

レイ ヴ ン 「 そ 、 そん な 、 お っ さん 嫌 わ れ て る の ?」 


カロ ル 


「 本 当 に 、 性 明 の 交 呈 (クリア ん の を 人 3 と 結界 (けっ 
か い ) な ん か 作れ る の か が な 」 


ユー リ  「 も し 、 それ が 本 当 な ら 、 澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) が た くさ 
ん あれ ば 、 いく ら で も 結界 (けっ か い ) が 作れ る こと に な る な 」 

エス テル 「 そ うな れ ば 、 魔 物 の 被害 が 出る 危険 な 土地 も 、 結 界 ( け っ 
か い ) を 張る こと で 安全 が 約束 され ます ね 」 

レイ ヴ ン 「 と 、 まあ 、 そん な こと が 本 当 に で きる な ら 、 も う 世 の 中 
は と っ くに そう な っ て る ん じゃ な あい ?」 

リタ 「 そ 、 まあ 、 あん まり 期待 し な い 方 が いい わ ね 」 

ジュ ディ ス 「 相 変わ ら ず 、 現実 的 な 子 ね 」 

リタ 「 あ た し は 単に 、 可能 性 の 高い 方 を 選択 し て る だ け よ 」 

エス テル 「 た ぶん 、 それ を 現実 的 つて いう ん だ と 思い ます 」 


デュ ー ク に つい て 同 :: 同 内 


エス テル 「 デ ュー ク っ て 、 不思議 な 雰囲気 の 方 で す よ ね ]」 
パテ ィ  「 男 前 な の じゃ 」 
レイ ヴ ン 「 パ ティ ちゃ ん は 男前 が 好き ね 」 


カロ ル  「 ボ ク は 冷た い 人 だ と 思っ た けど な 。 ち ょ っ と くら い 話 を 
| MG4 を ui の ET OL 
惑 っ た ん だ ろう よ 」 


リタ 「 誰 か が 失礼 な こと 言っ た ん じゃ な い ?」 

カロ ル  「 そ れ . リタ が 置 う ん だ - や > 

リタ 「 た ぁ っ !」 

カロ ル  「…… つ て 、 あいた! ちょ 、 点 た な いで よ 」] 

ジュ ディ ス 「 彼 、 ず っ と ヨー ムゲン の 街 に 住ん で いる の か し ら ?」 

レイ ヴ ン 「 ど うな ん だ ろう ね え 。 ずっ と っ て こと は な い 気 が する けど ]」 

ユー リ  「 デ ュー ク も 不思議 だ が 、 ヨー ムゲン の 街 自体 も 不思議 
な 街 だ よ な 」 

パテ ィ  「 不 思 議 だ けど 、 きっ と 長閑 で 住み 心地 が よい の じゃ 」 


2 2 コ 


カロ ル [ の あ …… う …… 」 

ユー リ  「 ど し た 、 カロ ル 大 先生 ] 

ジュ ディ ス 「 暑 過ぎ て 、 声 も 出 な いと いっ た と ころ か し ら ?」 

レイ ヴ ン 「 お い お い ーー、 これ ぐら い 歩 いた だ け で へ こ た れ る な ん 
て 、 みん な 若い くせ に 情け な いね ぇ えー」 

リタ | ジウ ざさ 4 

エス テル 「 レ イヴ ン は 厚着 な の に 、 な ぜ 平 気 な ん で すか ?] 

レイ ヴ ン 「 ん ー、 俺 様 の 衣装 は ちょ いと 特殊 加工 が し て あん の よね ] 


カロ ル 「 か 、 貸 し て …」 

レイ ヴ ン 「 お ぁ ぉ 、 苦し みか ら 逃 れ た い 少 年 よ 、 俺 様 の 匂い が 染み 
付い て て も よけれ ば 貸す ぜ 」 

カロ ル 「… ヤ ダ ]」 


ユー リ  「 暑 さよ り も 、 匂い の 方 が 嫌 だ っ て よ 」 


この 街 の 騎士 団 の 具合 に つい て 
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ユー リ  「 力 で 住民 を 脅し て 、 いい よう に 使う な ん ざ 、 帝都 の 下 
町 より 性 質 が 悪い じゃ ね え か 。 …… キュ モー ル 、 お まえ ズ 、 
や りす ぎ だ よ 」 


コ ゴ ー ル 砂漠 の な ぞ 
カロ ル 


「 帰 D は 迷わ ず 砂 漠 を 抜け られ た ね 」 

パテ ィ  「 あ の 不気味 な 魔物 も いな か っ た の じゃ 。 や っ ぱり 砂漠 
の 罠 は 、 あの 魔物 の せい だ っ た ん じゃ 」 
「 そ ん な 能力 を 持っ た 魔物 、 聞い た こと な いけ ど …-」 


カロ ル 

エス テル 「 そ うい えば 、 あの 魔物 が 消え た と き 、 
が 落ち て きた ん で す 」 

ユー リ  「 フ ェ ロ ー の 羽根 か 」 

エス テル 「 な に か 、 関係 が ある ん で し ょ うか 」 

ジュ ディ ス 「 迷 わり な いた め の お 守り か し ら ね 」 

ユー リ  「 羽 根 が 残っ て た ん だ 、 迷っ た の と フェ ロー は 無関係 じゃ 
な い の か も し れ ね えな 」 


空 か ら こ の 羽根 


で 


り 


フリ 


) 


スー リ 


カロ ル 


ユー リ 


カロ ル 
ジュ ディ ス 「 親 玉 を 取り 逃し て し まっ た の が 、 少し 気がかり で は ある 


カロ ル 


カロ ル 


カロ ル 


「 フ レン の お か げ で 、 マ ンタ イ 2 


けど ね 」 
「 そ れ も す ぐに フレ ン が 捕まえ て くれ る よ 、 ね 、 ユー リリ!」 
「… が し 、 遇 お そう だ お な 」 


ジュ ディ ス 「 ど うか し た の か し ら ? 浮か な い 顔 を し て ……」 


「 な ん か が か 、 エス テル も 元気 な いわ ね 」 


エス テル 「 あ 、 そん な こと な いで す よ 。 マ ンタ イク が 解放 され て 、 


よかっ た で す 」 
[そそ を うつ 、 なら い ゅ けど 」 


ジュ ディ ス 「 あ な た の お 友達 、 ーー DP コ 


と て も 優秀 な の ね 」 

「 ま 、 あ いつ な ら 、 この くら い 、 別 に どう っ て こと も ね えよ 」 
「…… ユ ー リ っ て 、 フ レン の こと 、 本 当 に よく わか っ て る よね 」 
「 そ りゃ 、 ガキ の 頃 か ら 一 緒 だ し な 」 


レイ ヴ ン 「 今 は 一 緒 に いな いじ ゃ な い の よ 」 


「 ユ ー リ ?] 


封鎖 作戦 に つい て 


「 毎 か ら の 所 げ 道 を 全 郭 抽 鋼 する な ん て や っ ぱり 帝国 
の 力 は 、 まだ まだ 大 きい ん だ ね 」 


レイ ヴ ン 「 そ りゃ ね 、 ギル ド と は も と も と の 力 が 違う か ら 。 い くら 


ユニ オン で も こう は いか な いわ な 」 

「 ま さ に 電 国 な ら で は の 有力 押し の 作戦 だ よ な 。 い っ た い 、 
何 が 目的 な ん だ か 。 街道 の 封鎖 な ん て 、 胸 糞 悪い 手 使 
いや が っ て よ 」 


ジュ ディ ス 「 そ れ も ノ ー ド ポリ カ に 行け ば わか る ん じゃ な い ? 今 は 


ユー リ 
パテ ィ 
ユー リ 
パテ ィ 
ユー リ 
パテ ィ 
ユー リ 
パテ ィ 
ユー リ 
パテ ィ 
ユー リ 
パテ ィ 


ユー リ 
パテ ィ 


リタ 
ルッ ー リ 
リタ 


レイ ヴ ン 


追っ手 に 捕まら な いよ うに 、 切 ぎ まし ょ う 」 


お っ さん の 約束 


「 で 、 さっ き 言 っ て た 約束 っ て 何 の こ と だ ?」 
[約束 ? 誰 と の 何 の 約束 の こと じゃ ?」 
「 カ ドス で 、 お っ さん と 約束 が どう と か 言っ て た だ ろ ?」 
「 忘れ た の か ?] 

いや 、 忘れ と らん ぞ 」 

「(…… 忘 れ て た な ……) や っ ぱり ヒミツ な の か ?」 

「 ユ ー リ に は 特別 に 教え て や る 」 

「 そ りゃ 、 あり が た いこ っ て 」 

「 こ こ で が ん ば っ た ら 、 ジュ ディ 旭 の スリ ー サ イズ を 聞い 
て や る っ て 言っ た ん じゃ 」 


「 わ か りや すい の じゃ 」 

「 何 ? ご し た の よ 。 さっ さと 先 急 ご う ぜ 一 」 

「 お っ さん …… も うい い 歳 な ん だ か ら 、 抽 えて いこ う ぜ 」 
「 ぜ 、 な の じゃ 」 


レイ ヴ ン 「 な 、 何 な の よ !?」 
エア ルク レー ネ 調 査 に つい て 


「 も し 、 エア ルク レー ネ に 干渉 し た の が …… 」 

「 調 べ て 何 か わ か っ た の か ?」 

ee* 今 は まだ な ん と も 言え な いわ 。 わ か っ た こと も あ 
る けど 、 まだ 確信 が 持て な いか ら 」 


エー リ 
けり タ 
eo 
リタ 


「 ん じゃ 、 確信 が 持て た ら 話 し て くれ よ 」 


「 ほ ら 、 行く ぞ 」 
「 た ぷん 、 あん た に も 、 関係 し て くる し 」 


パテ ィ 


ミー リロ 


「 な ん じゃ あい つら は ! まっ た く 、 な 連中 の 
「 ノ ー ド ポリ カ に 用 が ある の は 、 騎 士 団 だ と 思っ て た ん だ が な 」 


レイ ヴ ン 「 ま さか 、 魔 狩 り の 人 九 ( マ ガ り の ツル ギ ) が 出 て くる と は 、 


カロ ル 
2 


正直 予想 外 よ ね 」 
「 ど うし て 、 魔 狩 り の 剣 ( マ ガリ の ツル ギ ) の みん な が ……」 
「 事 情 は 知ら ね え が 、 ベリ ウス に 用 が ある の は 間違い な 
さそ うだ っ た な 」 


エス テル 「 も し か し て 、 騎士 団 、 い え 、 フレ ン の 狙い も ベリ ウス な 


Po 


の で し ょ うか 」 
「 詳 し いこ と は 、 会 っ て 聞け ば わか る 。 と に か く 、 今 は こ 
の 騒動 を どう に か する ぞ 」 


カロ ル 
こよ エー 引 
カロ ル 


コリ 


カロ ル 


「…… う ん 。 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) し か 知ら な い 
こと 、 た くさ ん あっ た は ず な の に 」 

「 そ れ に 戦士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 統領 (ドゥ ー チ ェ ) 
と し て どん な こと 考え て た の か 、 と か な 。 も っ と 早く に 会 っ 
て お きた か っ た 」 

「 ユ ー リ 06 」 


ジュ ディ ス の 正体 由 

ユー リ  「 ジ ュ デ ィ の こと 、 い つか は ば れる と 思っ て た が 、 よ り に よっ 
て こん な 形 に な る と は な 。 ち ょ っ と は 心 の 準備 っ て の を 
させ ろ よ 。 オレ まで 何 が な ん だ か わか ら ね えよ 」 

パー ティ 崩壊 の 危機 円 

ユー リ  「 悪 党 を 斬る 覚悟 まき ちん と で きた っ て の に 、 結局 オ 


レ は それ を 自分 か ら 言 い 出 せな か っ た わけ か 。…… も 
ステ ル ん と きも 、 今回 も 。 肝心 な と ころ が 締まっ て ね え 。 
カロ ル も 気 に し て た か ら な 。 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) も 、 どう な る か わか ら な く な っ ちまっ た 」 


「 今 は まだ 街 の 中 も 静か だ が 、 本 
か も し れ ね え 」 

今 ま で も 面倒 ば っ か だ っ た じゃ な い 」 

「 そ の 比 じ ゃ ね えっ て こと だ よ 。 ベ リウ ス を 討た れ た 戦士 
の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) が 、 黙っ て いる と 思う か ?] 
Fe 事件 に ドン の 孫 息 子 が 絡ん で る ん で し ょ ? 大 人 
し くし て る っ て こと は な いか も ね 。 筋 だ か 、 ケ ジ メ だ か 
が 重要 な ん で し ょ ? ギル ド の 連中 っ て 」 


ユー リ | そう いこ っ た 】 

リタ 「 ギ ルド っ て ホン ト 面 倒 く さい 。 理解 に 苦し む わ 」 

ユー リ  「 つ っ て も オレ 達 も 絡ん で ん だ 。 巻 き 込 まれ る か も し れ 
ね え 。 そ の 準備 だ け は し と いた 方 が いい 」 


リタ 「……※…i お っ た わ よ 」 


エス テル 「 ド ン が 本 当 に イエ ガー に 会 い に 行っ た の な ら 、 いっ た い 
何 の た め な ん で し ょ う 。 そ れ も 単 身 で 」 

ユー リ [親睦 を 深め る た め っ て こと は ね え か ら な 。 ひと り で 行っ た 
の は 、 部下 を 巻き 込み た く な か っ た 、 っ て と ころ じゃ ね え か 」 

リタ 「 だ と する な ら 、 ギル ド の 人 間 っ て の は 、 つく づく 面倒 な 
性 格 し て る わ ね 。 筋 を 通す だ の 、 ケ ジ メ を つけ る だ の っ て 。 


それ が そん な に 大 切な の か し ら 」 
レイ ヴ ン 「 ほ れ 、 ドン を 追う な ら さ っ さと 行こ う や 。 立ち 話 な ん ぞ 
し て な いで さ 」 
ドン に 会 いた い が 
パテ ィ 「 ド ン は どん な 人 な ん じゃ ?」 
ユー リ 一 言 で いう な ら 、 豪快 な じい さん だ な ]」 


パテ ィ  「 ド ン に 会 えば 、 きっ と アイ フリ ー ド の 手がかり が 得 られ 
る は ず じ ゃ 。 ドン ……… ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 」 

ユニ けり ん?1 

バ パティ  「…… う に ゃ ? ドン は ホワ イト ホー ス と いう の か の ?」 

ユー リ  「 あ あ 、 そ うだ …… っ て …… ん ? お まえ 今 、 自分 で そう 
言っ た よ な ?」 


パテ ィ 人 2 際 2 ? 


レイ ヴ ン 「 ド ン を 追っ て きた 先 で 、 ジュ ディ ス ち ゃ ん の 話 を 聞く こ 
と に な る と は 思わ な か っ た わな 。 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の 
ツル ギ ) も 動い て るみ たい だし 」 

ユー リ  「 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) が その 情報 を 掴ん で 
る っ て こと 自体 が 、 オ レ は 気 に な る が な 。 当 然 、 な ん か 
狙い が あっ て 、 調べ て ん だ ろう けど ]」 

だ スチ ーー ツユ ティ ス | 

ユー リ  「 心 配 な の は わか る けど 、 今 は 目 の 前 の や れる こと か ら 
片付け る ん だ ろ ?」 


エス テル 「 は い 、 ド ン を 探し まし ょ う 」 


ユー リ  「 こ ん な 人 里 離 れ た と ころ に こん な 屋敷 建て て 、 何 企ん 
で や が ん だ 、 あい つら 」 

レイ ヴ ン 「 決 まっ て る じゃ な ー い 、 悪 だ くみ よ 」 

エス テル 「 巻 き 込 まれ る 前 に 、 ち ゃ っ ちゃ と 用 事 済 ませ て 帰っ た 方 
が いい で す 」 

レイ ヴ ン 「 い 一 じゃ な い の 、 お 嬢 ちゃ ん 、 ゆ っ くり と 見 学 し て いき まし ょ ]」 

ユー リ  「 来 た つい で に 悪 だ くみ を 暴 い て くっ て 算段 だ な 」 

レイ ヴ ン 「 い や いや 、 自宅 に いる 気分 で 落ち 着い ちゃ っ て ね 。 そ 
の 発想 は な か っ た わ 」 

リタ 「 あ ん た ね ぇ ……」 

ユー リ  「 ぐ すず ぐず し て る 暇 は ね ぇ え 、 こん な お っ さん 、 ほっ と く ぞ 」 

レイ ヴ ン 「 待 て 待て っ て ……」 


パテ ィ  「 う ち が ア イフ リー ド の 生き 写し ……。 ずい ぶん イメ ー ジ 
と 違う の じゃ 」 


エス テル 「 そ う で すね 。 ド ン み た い に 、 人 迫力 の ある 人 だ と 思っ て まし た 」 
パテ ィ  「 混 乱 し て きた の じゃ 。 ド ン に 、 も っ と 詳し い 話 を 聞く の じゃ 」 


ドン の 最期 に つい て [ 
ユー リ 「 オ レ の 手 は 、 斬り た くね えも の まで 、 斬っ ちまう よう に 
な っ た ん だ な 。…… ドン 、 あん た の 感覚 が 、 手 か らち っ 
と も 消え て くれ ね えよ 。 ほん と 、 と ん で も ね え 、 じ じい だ っ 


ト w 


た よ 、 あん た は 」 


レイ ヴ ン 「 ユ ニオ ン 碑 約 や ね 」 


パテ ィ  「 ア イフ リー ド も 、 あの 区 い の 言葉 に 従っ て 生き た の じゃ 
ろ つ か 。 そ れ と も 、 何 か の きっ か け で ……」 


レイ ヴ ン 「 少 な く と も 、 アイ フリ ー ド が ユニ オン 玖 約 に 署名 し た こ 
と は 、 紛れ も な い 事 実 な ん じゃ な い の 」 

パテ ィ  「……: じ ゃ の 。 よし 、 ドン と アイ フリ ー ド に 代わ り 、 う ち が 
この 痺 い を 受け 継い で や る の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 じ いさ ん 、 あん た や アイ フリ ー ド の 想い は 、 若 人 た ち が 
受け 止め て くれ た みた いよ 」 


ユー リ [ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス …… 潔 い 引き まだ っ た な …」 
レイ ヴ ン 「 あ あ 、 青年 も 介錯 し て 、 刃 (や い ば ) に その 重 さ を 感じ た 


で し ょ う よ 。 すま な か っ た ね 、 損 な 役 回 りさ せ ち ゃ っ て さ 」 
ユー リ  「 ま あな 」 
リタ 「 ま っ た く 、 あい つ …… あ ん な キツ イ 役 回 り 、 引き 受け 


エス テル | ご コート 大 丈夫 で 5 よう か が?1 

レイ ヴ ン 「 大 丈夫 っ て こと は な いで し ょ うけ ど 、 た ぶん 、 自分 の 中 
で 整理 つけ て る で し ょ 。 色々 と 覚悟 し て る か ら ね 、 青 年 は 」 

エス テル 「 覚 悟 …… そ れ っ て 、 ラ ゴ ウ や キュ モー ル の こと …… ?]」 

レイ ヴ ン 「 そ う 。 腹 くく っ て 背負 い 込 ん だ ら 最後 、 そ れ が どん な 
に 重く て も 最後 まで 向き 合う つも りな の よ 。 そ ん な 道 は 
し ん どく て 、 お っ さん に は 選べ そう に な いわ ]」 

リタ 「 上 ぶん …… そ ん な の あん た だ け じ ゃ な いわ よ ……-」 

レイ ヴ ン 「 俺 ら に ゃ 、 そ ん な 青年 を 見 守っ て や る こと くら いし か で 
き な い の か ね ぇ 」 


カロ ル  「 人 魔 戦争 っ て 、 本当 に すご か っ た ん だ ろう ね 。 山 が 削 
れ て 穴 ぼ ぽこ だ ら け に な る な ん て 、 考え られ な いよ 」 5 
ユー リ  「 戦 争っ て いう より 、 こ ん だ け の 力 を 持っ た 始祖 の 隷 長 ( 工 
_ ン テ レ ケイ ア ) が いる っ て 事 が と ん で も ね え ぜ ] = 
リタ 「 そ ん な 力 を 持っ た ヤツ と 戦争 し て 人 間 が 大 負け し な か っ  。 
た っ て の が 謎 よ 。 それ こそ 考え られ な い 」 
エス テル 「 そ う で すね …… 人 魔 戦争 は 私 た ちの 知ら な い 大 き な 秘 
密 が 隠さ れ て る の か も し れ ま せん 」 
パテ ィ  「 こ の 山 に は きっ と その 秘密 が 眠っ て いる の か も し れん な ] 
カロ ル  「 ま 、 ま ぁ も う 終 わっ た 戦争 の 話 だ し 。 ボク 達 に は 関係 な 
いよ ね 。 きっ と 」 
ユー リ  「 だ と 良い ん だ が な 」 


ユー リ  「 お っ さん 、 何 、 感傷 に 浸っ て る ん だ ?」 

レイ ヴ ン 「 い や ね 、 色々 と 戦争 の 時 の こと を 思い 出し て ね 。 で き 
れ ば 、 あま り 長 くい た く な い 気 分 で は ある の よ 」 

リタ 「 そ う も 言っ て られ な いわ よ 」 


レイ ヴ ン 「 リ タ っ ち は 厳 し いね 」 
リタ 「 当 た り 前 で し ょ 。 人 は 思い 出し た く な いこ と を 抱え な が 
ら 、 成長 する の よ 」 


ー 「 な ん か 重み が ある な 。 な ん か あっ た の か 」]」 
リタ 「 別 に 何 も な いわ よ 、 一 般 論 を 言っ た だ け 。 と っ と と 、 行 
く な ら 行 くわ よ 」 
レイ ヴ ン 「 天 才 少 女 は 大 人 だ わ 」 


「 ま た 磨 狩 り の 刻 ( マ ガ り の ツル ギ ) か 」 
「 な て ん と な く 居 合わ せ た ん じゃ な く て 、 今度 は 目的 も 
一 緒 だ か ら 、 さす が に 衝突 は 避け られ な いか も ね ぇ ] 


ユー リ 
レイ ヴ ン 


カロ ル  「 も 、 も し そう な っ て も 、 ボ ク な ら 大 丈夫 だ か ら 。 それ より 、 
ジュ ディ ス が 心配 だ よ 。 急 ご !」 寺 

エス テル 「 カ ロ ル …-」 

レイ ヴ ン 「 強 が っ ちゃ っ て まぁ 」 

ユーリ 、 | ああ 」 

エス テル 「 魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) と の 戦い 、 何と か 回 避 で 
き な い で し ょ うか ?」 

ユー リ  「 そ うし た い の は 山々 だ が 向こう が ゆる し て くれ ね え だ ろ うな 」 

レイ ヴ ン 「 だ ろう ね ぇ 」 

クリ ティ ア の 街 w eie」 ま 

ユー リ  「 ク リティ ア 族 の 町 が ある っ て の は 、 聞い た こと ある が 、 
どこ に ある か は 知ら な か っ た な 」 


リタ 「 あ た し も 。 テム ザ 山 に あっ た な ん て 」 


ユー リ  「 わ ざわ ざ 山 に 町 を 構え る な ん て 、 人 目 を は ば か っ て 引 
きこ も っ て る みた い だ よ な 」 

レイ ヴ ン 「 同 族 以 外 に は 、 お お っ ぱら に し た く な い 理 由 が あっ た 
の か も ね ぇ 」 


パテ ィ  「 ク リティ ア 族 は 、 秘密 主義 な の じゃ な 」 


ジュ ディ ス と これ か ら 


「 ジ ュ デ ティ の こと は 話 を 聞い て みな いこ と に は 、 まだ な ん 
と も 言え ね え け ど ……。 何 も 言わ ず に 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) 壊し て 、 ギル ド に 迷惑 を か けた の は 事実 だ 。 ど ん な 
理由 が あっ て も 、 その 事実 が な く な る わけ じゃ ね え 。 ケ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ユー リ 


エズ スル | ジュ ディ ス は ラ エ ロー 7 和 お] 

カロ ル や っ ぱり フェ ロー っ で 和 怖い の ?」 

ジュ ディ ス 「 ど うか し ら ? 理性 的 な と きも あれ ば 感情 的 な と きも 
ある 。 怖 いと きも あれ ば 優し いと きも ある 」 

リタ 「 全 然 わ か ん な いん だ けど ]」 

ジュ ディ ス 「 た だ 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 中 で も 、 か な り 

強い 力 を 持っ て いる の は 事実 ね ]」 

レイ ヴ ン [| 会 っ た と た ん に 、 テ ム ザ 山 の よ うな 無残 な 姿 に され た り し て ね ] 

ユー リ 「 山 で あれ だ か ら オ レ ら な ん て ちり ひと つ 残 ら ね え だ ろ うな 」 

カロ ル  「 怖 いこ と を 楽し そう に 言わ な いで よ 、 ユー リ 」 

リタ 「 今 か ら 怖 が っ て も 仕方 な いで し ょ 。 そ ん だ け 力 に 差 が 

ある な ら な お さら よ 」 

[ボク は 、 ユー リ や リタ みた い に は 、 考え られ そう に な いな ……」 


カロ ル 


ジュ ディ ス の 意 伝 達 (コミ ュ ニケ ーション ) 回 6 


「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) と 話 が で きる と は 、 状 
入っ た だ た な] 


ーー 


ジュ ディ ス 


ユー リ 
ラビ ピード 
エス テル 
ジュ ディ ス 
ユー リ 
ラビ ピー ド 
ジュ ディ ス 


「 ク リティ ア の 技術 を 使っ て だ けど ね 。…… あら 7 つら 
や まし い の か し ら ?」 

の ん 。 どう だ の 9 な 。 な ?] 

ウッ 


「 ユ ー リ も ラ ピ ー ド と 話 が し た いん で す ?」 

「 あ な た 方 は 充分 意思 疎通 で き て る と 思う ん だ けど ……」 
[オレ は わか っ で て る ん だ けど 、 ラ ピ ー ド が な 」 

ウント ワウ ワン]」 

っ 充分 な 気 が す る の だ けれ ど ?」 


始祖 の 隷 長 に つい て 


ユー リ 


ジュ ディ ス 


に も っ と も 上 古く か ら 存 在 する 知 的 生命 体 よ 」 


カロ ル 
ジュ ディ ス 
パテ ィ 


ユー リ 
ジュ ディ ス 
バウ ル 


「 フ ェ ロ ー、 ベリ ウス 、 バウ ル …… 始 祖 の 隷 長 (エン テレ 
ケイ ア ) っ て 、 どん な 存在 な ん だ ?」 

「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 、 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス 
「 魔 物 と は 違う の ?」 2 
「 違 うわ 。 始祖 の 療 長 (エン テレ ケイ ア ) は 、 人 より も 高等 な 
知恵 を 持つ と いわ れ て いる 。 文明 は 築い て いな いけ れ ど ね ] 
「 な ん と ! 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 頭 が よかっ 
た ん じゃ な 」 

「 バ ウル が くれ る 報告 も 、 結構 的 確 だ も ん な 」 

「 賢 い 子 で す も の ] 

1 ンチ ナー] 


ET ポ ク 、 ただ 人 精 
が わか な いよ 」 

「 そ りゃ 、 オレ だ っ て 同じ だ 。 ち ょ っ と 前 まで は まとも に 
帝都 か ら は な れ た こと も な か っ た くら い だ し な 。 そ れ が 
ここ に 来 て 世界 だ が ぜ 。 人 生 っ て の は 何 が 起こ る か ほん と 
わか ら ね えよ な 」 

「 け ど 、 だ か ら こ そ て 面白 いっ て と こ か し ら ?」 

「 そ ん な 悠長 な こと 、 も う 言 っ て らん な いで し ょ 。 エス テ 
ル に 残さ れ た 時 間 は 、 限ら れ て る の よ 」 

[深刻 に 考え れ ば 問題 が 解決 する わけ で も な いし 、 別に 
いい ん じゃ な あい ?」 

「 私 達 が 沈ん だ 顔 を し て いる と 、 エ ステ ル が 気 を つか うし ね 」 
「 そ 、 それ は 確か に そう か も し れ な いけ ど ]」 

[ちゃ ん と フェ ロー に 言わ れ た こと は 受け 止め て る か ら 


ーーーーーーーーーー… 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


安心 し ろ っ て 」 
「 な ら 、 いい けど ]」 0 


「 本 当 に つら い の は エス テル だ 。 オ レ ら まで 引 つ 張ら れ 
て ちゃ 、 解決 で きる も ん も で き な く な る ぜ 」 


「 カ ロ ル 、 お 前 ずっ と ひと り で 、 ジュ ディ の ケ ジ メ を どう 


する か 考え て た の か ?」 


「 う ん 、 ノー ド ポ リカ を 抜け 出し て か ら 、 その こと ば か り 


4 


考え で た 気 が す る 。 その 、 ユー リ が ラコ ゴウ や キュ モー ル 


を 斬っ た こと も 含め て ね 」 


ディ ス 「 そ うだ っ た の 。 私 の いな いと ころ で も 、 カロ ル は 私 の 


こと を 考え て くれ て た の ね 」 


カロ ル  「 う ん ……。 最 初 は 何 も わ か ら な か っ た けど 。 何 が 正 し 
い の か も 、 何 が 間違っ て る の か も 。 た ぶん 、 切っ 掛け を 
くれ た の は ドン だ と 思う 。 ドン の 最後 の 言葉 が な けれ ば 、 
ボク は 今 の 答え を 出せ な か っ た よう な 気 が す る ん だ ] 

ユー リ  「 こ れ か ら は て め ぇ の 足 で 歩け 、 か 」 

カロ ル  「 う ん 、 そ の 意味 や も ずっ と 考え た 。 そ うし た ら 、 何 が 正 し 
いか じゃ な く て 、 ボク が どう し た い の か を 、 いつ の 間 に か 


ジュ ディ ス 「 そ れ が 、 ギル ド に 対す る 答え に な っ た の ね 」 
カロ ル  「 う ん 。 だ か ら 、 これ か ら も よろ し くね !」 
ユー リ  「 あ お |] 

ジュ ディ ス [こう ら と こそ 」 


幸吉 

ジュ ディ ス 「 記 上 っ 、 カロ ル 、 格好 (か っ こう ) 良かっ た わ ね 」 

ユー リ  「 ま さか 、 オ レ も 自分 の こと 、 改め て 言わ れる と は 思っ て 
な か っ た ぜ …… om そう いや 、 ジュ ディ は その 辺 の て 
と は 聞か ね ぇ よ な 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 聞い て も いい の か し ら ?」 

ユー リ  「 別 に いい も 悪い も ね ぇ だ ろ ? ま 、 そ ん な こと 聞か な く 

_ て も ジュ ディ は 全部 お 見 通し な ん だ ろう けど な 」 

ジュ ディ ス 「 ど うか し ら ね …… 例 え 、 そ うだ と し て も 、 あ な た は あな た 、 
私 は 私 。 選ん だ 道 が 同じ な ら 一 緒 に 行く 。 違う と 思え ば 
Non 私 は ここ に は いな い 」 

ユー リ  「 や っ ぱ 、 お 見 通し じゃ ね ぇ か 」 

ジュ ディ ス 「 あ な た だ っ て 私 の 思っ て いる こと な ん て お 見 通し じゃ な い ?] 

ユー リ  「 自 分 の 道 を 選ん で る 者 同士 、 考 える こと は 近い っ て こと か 」 


レイ ヴ ン 「 記 憶 が な く て 、 じい さん が 何 や っ た か 知ら な い の に あ 
ん な 現実 だ け 見 せら れ た だ た ら 、 めげ る で し ょ う よ 」 


エス テル 「 な ん か が 痛々 し く て …… な ん て 声 か が け て あげ れ ば いい の 


レイ ヴ ン 「 ほ っ と く の が 一 番 よ 、 こう いう 時 は 」 
エス テル 「 あ …… ラ ピー ド …… !」 

の ビン | フン 

ティ 「 ラ ピー の つう し た 0 
ツン レ ルー 19 り 9 ンド リン 


レイ ヴ ン 「 こ うい う 時 、 ワン コ は いい 話 相手 な の よね 」 
エス テル 「…… そ れ で パテ ィ が 少し で も 気持 ちの 整理 が つけ ば い 
いん で すけ ど ……」 


クリ ティ ア 族 に つい て に ドコ ドコ | 

カロ ル  「 こ こ に ミ ョ ル ゾ が ある の か な ? 

エス テル 「 ど うな ん で し ょ う 」 

リタ 「 簡 単に は いけ な いよ うに な っ て る 気 が す る けど ?」 

レイ ヴ ン 「 ミ ョ ル ゾ な ん て 街 の 存在 は 、 聞い た こと も な か っ た くら 
い だ し ね え 」 

ユー リ  「 こ ん な と ころ に 街 が ある っ て 知ら れ て た ら 、 も っ と 賑わっ 
て そう な も ん だ ろ ] 

リタ 「 そ うじ ゃ な いっ て こと は 、 な か な か 険しい 道のり っ て こ 
と か も し れ な いわ ね 」 


「 う て ん ……| よ どう し て 、 そん な 場所 に 、 クリ ティ ア 族 は 街 
を 作っ た ん だ ろう 」 

ユー リ  「 人 目 を 避け た い 理 由 で も あっ た ん じゃ ね ぇ か ?」 
レイ ヴ ン 「 ま 、 自分 の 目 で みり ゃ 、 は つき りす る で し ょ 一 よ 」 


カロ ル  「…… パ ティ 、 無理 し こる ん じゃ な い ?」 

パテ ィ 「 平 気 な の じゃ …… だ た だ も うみ し だ け ・ だ | いろ いろ 頭 の 

中 の 整理 が 必要 な の じゃ ……。 じっと し て て も 、 堂々 巡 

り に な る だ け 。 み ん な の バカ な 会 話 を 聞い て お っ た 方 

が 気 が 紛 れる の じゃ 」 

「 人 バカ な 会 話 っ つて ……」 

リタ 「…… あ ん た 、 ちょ っ と ドコ 行く の よ 」 

エス テル 「 あ 、 この 草 カ ワイ イ か ら 、 踏ま な いよ うに こっ ち を 歩 こ 
うか が と 豚 っ て - で > ほら 、 リタ も こっ ち へ 」 

リタ 「 あ ん た 、 めん どく さい こと し て る わ ね 、 そん な こと し て 
た ら 、 いつ まで も 前 に 進め な いわ よ 」 

エス テル 「 で も 、 ほら 、 ここ を こう 通っ て ……・」 


話 で 」 
リタ 「 誰 が バカ だ っ て ?」 
カロ ル  「 い や 、 そう じゃ な く て …… イ ダッ 1」 


ユー リ  「 ど ん だ け 歩 いて も 、 普通 の 森 だ な 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 」 

カロ ル  「 で も 普通 の 森 に は 普通 の 森 の よさ が ある よね 。 緑 が あっ 
て 川 が あめ っ て 、 山 が あっ て ……。 な ん が 癒さ れる よね 」 

ジュ ディ ス 「 さ す が 、 カロ ル は よく わか っ て る わ 」 ww 

レイ ヴ ン 「 確 か に いろ いろ な こと に か まけ て 、 こう いう 素朴 さ を 忘 


れ て た か も ね ー-」 

ユー リ  「 あ あ 、 癒 され て よかっ た な あ 、 お っ さん 、 カ ロ ル 。 さ 、 さ っ 
CS だ 1 くり 

カロ ル  「 気 持ち が こも っ て いな い ……」 


リタ と エス テル 


リタ 「 エ ステ ル は あたし の 後ろ を 離れ な いで ね 。 兵 装 魔 導 器 ( ホ 
ブロ ー ブ ラ ステ ィ ア ) の 攻撃 が を た ら 、 あ た し が 魔術 で 守る 」 

エス テル 「 そ れ じ ゃ あ 、 リタ が 危険 な 目 に 遭い ます 」 

リタ [危険 な の は 全員 一 緒 だ か ら 、 気 に し な いで 。 そ れ と も 、 
あたし の こと 信じ られ な い ?] 

エス テル 「 そ うじ ゃ な く て 。 私 は リタ が 心配 な ん で す 」 

リタ 「 私 は あん た が 心配 な の よ 」 の 

カロ ル  「 あ の 放り 、 最初 は あん な ん じゃ な か っ た の に ね 」 

ユー リ  「 最 初 の 頃 の か み 合っ て な い 感 じ も よかっ た けど 、 ま 、 こ っ 
ちの 方 が 健全 で いい ん じゃ ね え か 」 

カロ ル  「 う ん 、 ボ ク も そう 思う 」 

リタ 「 そ この ふた り 、 無駄 話し て る と 置い て くわ よ 」 

カロ ル  「 こ うい うと ころ も 少し は 変わ っ て 欲し いよ …」 


カロ ル  「 な ん か 、 了 和 人 の た た のり 員 像 し て た の 
と 違っ て た 気 が す る …… 」 

レイ ヴ ン 「 あ ー、 それ 、 俺 様 も 同意 見 」 

ジュ ディ ス 「 ど の 辺 が どう 違っ て いた の か し ら ?」 


カロ ル  「 な ん か も っ と こう ……。 ジ ュ デ ィ ス っ ぽい 感じ を 想像 し 

て た か ら 」 

レイ ヴ ン 「 そ う 、 それ ! 想像 以上 に 、 露出 が 少な く て が っ か り よ 」 

リタ 「 あ ん た ら 、 そん な こと 期待 し て た わけ 」 

パテ ィ 「 人 バカ っ ぽい の じゃ 」 

カロ ル  「 あ ん た ら っ て 、 ボク まで 含め な いで よ ! ボク が 言っ た 
の は 、 性 格 の 話 だ か ら ね !」 

ユー リ  「 っ た く 、 緊張 感 の ね え 連 中 だ な 」 

エス テル 「 心 な し か 、 ユー リ も 残念 そう で す よ ?」 

パテ ィ  「 ユ ー リ 、 残念 な の か ?」 

ak どり 「 そ そり ゅ 。 気 の せい だ 」 

レイ ヴ ン 「 同 志 よ !」 


大 チイ 。 | ジョ ディ 粗 は 若 、 
ジュ ディ ス 「 え え 。 子ども の 頃 に ね 」 

バ パティ |「 ど ん な 子ども だ っ た の じゃ ?」 

ジュ ディ ス 「 少 し 人 見 知り で 、 甘え ん ぼう だ っ た か し ら 」 
バ パティ 。 | 人 見 知り で -… |?」 


0 ァ 」 


カロ ル  「 ボ ク 、 イメ ー ジ 湧か な いん だ けど ……」 

ユー リ  「 想 像 の 限界 を 超え て る な 」 

ジュ ディ ス 「 み ん な か ら は 、 変わ っ た 子 だ っ て 言わ れ て た わ ね 」 

カロ ル  「 あ ー、 だ よね ぇ ! あの 変わ っ た 人 た ち に 、 変わ っ て る っ 

の て 言わ れる 子ども だ っ た ん だ ね !」 

ユー リ 「 ジュディ は 子ども の 頃 か ら 、 ジュ ディ イ ら し か っ た ん だ な 」 

ジュ ディ ス 「 あ な た た ちの 私 に 対す る イメ ー ジ に つい て 、 詳し く 聞 
いて みた いわ ね 」 


カロ ル  「 長 老 の 話 、 EE よね] 


ジュ ディ ス 「 壁 画 の 解釈 に 間違い が ある か も し れ な いけ れ ど 言葉 と 
壁画 を 照ら し 合わ せる と 、 説得 力 は あっ た わ 」 

ユー リ  「 フ ェ ロ ー に 話 を 聞い た 時 点 で 、 問題 が 世界 規模 だ っ て こ 

_ と は わか っ て ん だ 。 あ いつ は 、 これ を 見 た オレ た ち が ど う 
反応 する か 、 そ れ を わか っ た 上 で 、 時 間 を くれ た ん だ ろう な 」 

レイ ヴ ン 「 所 訟 、 人 間 ご と き に 対処 で きる 事態 じゃ な い 、 と で も 思 
わせ た か っ た の か ね 」 


ジュ ディ ス 「 そ し て 、 8 ?」 


消え た 二 人 


リタ 「 こ ん な こと な ら 、 エス テル を ひと り に する ん じゃ な か っ 
た 。 何 も で き な く て も 、 思い つめ た あの 子 の 側 に いて 
あげ る ん だ っ た ……」 

ユー リ  「 別 に お 前 の 責任 じゃ ね えん だ 。 自 分 責め て た っ て エス 


テル は 戻っ て こね え ぞ 」 
リタ 「 わ か っ て る わ ……」 


カロ ル  「 レ イヴ ン も どう し ちゃ っ た ん だ ろう 」 

ジュ ディ ス 「 彼 、 少し 様子 が お か し か っ た か ら 」 

カロ ル  「 そ も そ も 、 ふた り は 一 緒 な の か な ?」 

ユー リ | 別々 に いな く な っ た っ て こと は 、 さす が に ね え だ ろ 」 
カ 器 比 | ご ど 、 ど うし て いたり だ け で …:」 

コー サ 。 | で ーー ウツ さら 、 逮 り た く は ね え け ざ ご な 。 レイ ヴ ン …--」 


パテ ィ 「 や っ ぱり 、 コ ゴ ー ル 砂漠 で 倒れ て た うち ら を 助け て くれ 
た の は 、 デュ ー ク の 友達 だ っ た の じゃ 」 

カロ ル  「 デ ュー ク の 友達 っ て 、 あの カド ス で 会 っ た 魔物 ?」 

ジュ ディ ス 「 魔物 で は な く て 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) ね 。 カ 
ドス の 喉 笛 で 、 エア ル を 調整 し て いた で し ょ 」 


ユー リ  「 確 か に 、 砂漠 で 倒れ る 前 に 見 た 気 は する が ……」 

カロ ル  「 あ の 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 、 人 間 の 味方 な の か な 」 

パテ ィ  「 バ ウル や ベリ ウス と 同じ な の じゃ 。 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ 
レ ケ イア ) と は 、 言葉 で 分 か り 合え る か ら 、 きっ と 仲良 く 


で きる の じゃ 」 っ 
ジュ ディ ス 「 え え 」 
2 ] 


[これ で も う 、 フレ ン と 争う こと は な いん だ ね 」 

ユー リ  「 そ うい や お まえ 、 ど こ で アレ クセ イ の 課 反 に 気付 いた ?] 

フレ ン  「 騎 士 団長 か ら の 指示 に 、 以前 か ら 疑 問 は 感じ て いた ん 
だ 。 ノー ド ポ リカ で ユー リ に 忠告 され て …… こ れ ま で の 
事件 を 、 徹底 的 に 洗い 直し て みた 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ で 、 バル ボス や ラ ゴ ウ 、 キュ モー ル の 件 も 、 アレ ク 
セイ が 裏 で 手 を 引い て いた と わか っ た の ね 」 

フレ ン  「 エ ステ リー ゼ 様 が 拘束 され た と 聞い て 、 確信 し た 。 も っ 
と 早く に 気付 いて いれ ば ……」 

バテ ィ  「 そ れ で も 、 ア レク セイ の 企み に 自分 か ら 気付 けた 。 ま 
だ 間に合う の じゃ 。 エス テル を 取り 戻す の じゃ 」 

フレ ン  「 あ あ 。 パテ ィ 、 だ よね 。 エス テリ ー ゼ 様 救出 に 、 君 も カ 
を 貸し て くれ る ん だ ね 」 

バテ ィ  「 も ちろ ん じゃ ! これ 以上 、 アレ クセ イ の 好き に は させ 
な い の じ ゃ !」 


リタ 「 冗 談 じ ゃ な いわ ! あの / 義和 I」 


カル | バル ポス も 、 ラ コウ も 、 それ に イエ ガー も 、 宇都 、 アレ 


クセ イ の 仕業 だ っ た ん だ 」 


リタ 「 エ ステ ル ま で 連れ て いっ て 
カロ ル | 肖 2、 義 対 に アレ クセ イ を せ は ない  。 2 だ 


リタ 「 エ ステ ル を 取り 戻し た ら 、 真 っ 先 に ぶっ 飛ば し て や る わ !」 
ジュ ディ ス 「 え え 。 彼 は 報い を 受け る べき 存在 。 見 逃す わけ に は い 


か な い | 

フレ ン  「 エ ステ リー ゼ 様 へ の 仕打ち …… 今 の アレ クセ イ は 、 僕 
が 信じ た 彼 と は 違う の か 」 

ユー リ  「……| め あ 、 あい つ は 悪党 だ 。 救い よう が ね え ほ ど の な 。 
相応 の 報い は 受け て も ら う 」 


ユー リ 「 い と ころ アレ クセ イ を 追い か け ね えと 、 さっ き の 始 往 
、 の 匠 長 (エン テレ ケイ ア ) が 聖 核 (アバ ティ ア ) に され ちまう 」 


ジュ ディ ス 「 ア スタ ル の 傷 、 遠目 に 見 て も 、 酷かっ た わ 。 も っ う 、 長く 
は 持た な いか も し れ な い ……」 


カロ ル 


ュー ジリ 


リタ 


ユー リ 


「 さ す が の 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) も 、 ヘラ クレ ス 
に は か な わな いん だ ね 」 

「 そ れ を 見 越し た 上 で 、 アレ クセ イ は 、 ヘラ クレ ス を 建造 
し た の か も し れ ね えな 」 

「 そ う 考 える の が 自然 ね 。 対 ギ ルド の た め だ け に は し て は 、 
大 げ さ すぎ る わ 」 

「 な ん に し て も 、 アス タル が 無事 な つう ち に 、 アレ クセ イ を 
追い か け て 止め る ぞ 」 


「 ア レラ セイ は 生 板 (アバ テ ィ ア ) に つい て 、 ご どこ まで 知っ 
て ん だ 」 

「 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) に は 、 凄まじ い 力 が 秘め られ て いる 
と 言っ て いた 。 そ れ が ユニ オン の 手 に 渡る と 、 ギル ド が 
帝国 に 対し 、 武力 で 反抗 する 可能 性 が あめ る 。 だ か ら 、 騎 
士 団 が 集め て 管理 する の だ と ]」 

「 エ ステ ル さ ら っ て 、 ヘル メス 式 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 
まで 持ち 出し て お いて ?」 

「 ア レク セイ は 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 悪用 する つも り じ ゃ !」 
「 だ と し て 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 一 体 何 に 使う つつ も りな ん 
だ ろう 」 

「 彼 は 、 今 また アス タル の 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 狙っ て いる ……」 
「 ア スタ ル 、 さっ き の 始 祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) か 」] 
「 と りあ え ず 、 あい つ 必 ん 捕まえ て エス テル 取り 戻し て 、 
その あと に 吐 か せれ ば 全部 わか る で し ょ !」 

「 そ うだ な 。 切 ご つう 」 


「 ま だ 詳し い 理由 、 聞 いて な か っ た な 。 カ ドス の 喉 笛 で ノー 
ド ポ リカ を 封鎖 な ん か し や が っ て 、 何 の つも り だ っ た ん だ 、 
お まえ は 」 

「…… ア レク セイ の 指示 に 従っ て 、 封 針 し た 」 

「 魔 物 ま で 飼い 慣らし て 、 それ も あい つの 指示 か ?] 

F お そちら ちく -…… だ が 、 それ は 隊 の 編成 を 、 把握 で き て い 
な か っ た 僕 の 責任 だ 。 隊 長 失 格 と いわ れ て も 仕方 な い 」 
「 自 覚 し こん だ な 」 

「 こ の 失態 の 穴埋め は 、 必ず する 」 


ディ 
プレ ンジ 
ティ 


「 ま だ 吹っ切れ て いな い 顔 な の じゃ 」 

[………… 」 

「 ア レク セイ は 、 心底 性 根 の 腐っ た 奴 な の じゃ 。 信 じ れ ば 
馬鹿 を みる の じゃ 」 

「 わ か っ て る よ 。 ア レク セイ の 行い は 、 許さ れる も の じゃ 
だ ト し )。 で や も な 」 


「 で も 、 で は な い の じ ゃ 。 迷う な な の じゃ 。 ア レク セイ の 
真実 は 、 フ レン の 目 に 映っ て いる は ず じ ゃ 」 

「 そ の と お り だ 。 君 は 、 意外 に し っ か り し て いる ん だ ね 」 
「 そ うか の ? 初め て 言わ れ た の じゃ 」 

「 僕 も し っ つっ かり し な けれ ば ね 」 

「 ん じゃ 。 地 に 定 つ け て 、 アレ クセ イ を 打倒 する の じゃ 」 
「 あ あ ]」 


に いて お き 


近く 


「 も っ と 僕 が エス テリ ー ゼ 様 の 
いれ ば 、 よかっ た の に …… 」 

「 そ れ は 無理 だ ろ 。 あ いつ は オレ た ちと 旅 す る こと を 選ん だ ん だ ] 
「 そ う 、 だ ね ……-」 

「 責 め は 負う ぜ 」 

まや ーーー そん な つも り は な いよ 。 僕 に は …… そん な 資 
格 は な い 」 


り で き て 


ーー り 「 資 格 云 ん っ て 話 で も な いけ ど な 」 

7 ピ [そう だ ね 』 

パテ ィ  「 気 の せい か 、 海 の 底 より も 息苦し い の じ ゃ 」 
カロ ル | うんこ … な ん か 気まずい ね 、 ユー リ と フレ ン 」 


日 それ に フェ ロー 

悟 で すっ て ? あの デュ ー ク っ で 男 、 ぼん と 
に いっ た い 何 者 な の ?」 

ジュ ディ ス 「 話 し 振り か らし て 、 フ ェ ロ ー と も 交流 が ある よう に 思え た わ ね 」 


リタ 「 宙 の 戒 典 ( デ イン ノモス )、 
が 認め た 覚 


カロ ル  「 ヨ ー デ ル 殿 下 が 探 し て た 箇 の 戒 典 ( デ イン ノモス ) ま で 
持っ て る し …… 怪 し すぎ る よ 」 

ユー リ  「 け ど 、 その 大 事 な 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) を 、 簡単 に 
貸し て くれ た ぜ 。 石頭 な ん て 言っ ちまっ た けど 、 話せ ば 


わか る や つ な ん じゃ ね え か な 」 
リタ 「 油 断 は し な い ほ うがい いわ 」 
パテ ィ  「 今 は 出来 る こと を すべ き な の じゃ 」 
「 あ あ 。 旋 ご う 」 


リタ 「 次 は 絶対 に エス テル を 助け 出す ……。 も う あ の 子 が 傷 
つく の を 、 これ 以上 見 た く な い 」 


リタ 「 痛 い 想 い を し て る の は エス テル な の に 、 な ん で 、 あ た 
し の 体 ま で 、 こん な に 痛い の よ 」 

ジュ ディ ス 「 次 こそ 必ず 、 ね 」 

ユー リ 。 「…… あ あ 、 絶対 に 助け 出す 。 ア レク セイ の 道具 に され 
て る あい つ を 見 る の は 、 も う ご め ん だ 」 


レイ ヴ ン が まさ か [ き 
「 ま さか 、 レ イヴ ン が 、 国 の 騎士 、 そ れ も 隊長 格 だ っ た な ん て ] 


カロ ル 

ツレ ルン | シュ ヴァ ー ン 際 技 っ 】 

カロ ル  「 そ れ に 、 あ の 体 も ……。 ボク 、 レ イヴ ン の こと 、 何 に も わか っ 
て な か っ た 。 な の に 、 レイ ヴ ン 、 ボク た ちの こと 守っ て ……」 

ユー リ  「 そ う 思 っ て や れる な ら 、 レイ ヴ ン も 、 満 定 だ ろう よ 。 そ 


れ に 、 だ か ら こ そ 、 オレ し たち は 、 ここ で 足 を 止め る わけ に 
は いか ね え だ ろ 」 
ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 そ の た め に 、 彼 も 命 を 賭け こく れ た の だ か ら 」 
リタ 「 な で うつ ん] 
カロ ルル | 行こ る 
フレ ン 「 あ あ 」 


エス テル を 助け に !」 


の じゃ 。 で も な ………… ] 
ラ ピ ー ド 「 ワ ン !] 
パテ ィ 「…… う ち は ど うす れ ば いい の か の ……。 まだ …… 決 め 


られ な い の じ ゃ ……」 
リタ 「 何 を 決め る か 知ら な いけ ど 、 回 ら な い 知恵 で 急い で 出 
し た 結論 な ん て ろく な こと な いわ よ 」 
「 あ う …… リ タタ 旭 聞 いと っ た の か 」 
リタ 「 そ れ に 犬 に 相談 し て も 何 も 解 決し な いで し ょ 」 
「 解 決 よ し な いけ ど 、 な ん と な く 気 分 は 軽く な る の じゃ 。 
リタ 旭 も ラビ ピー ド に 悩み を 打ち 明け て は どう じゃ ?」 


。 バテ ィ 


、 レイ ウン 


「 照 れる こと な い の に の 一 」 
ラビ ピー ド 「 ワ ン !」 
パテ ィ 2 9 ナギ ラウ 2 うち に は 3: 和 」 
ラ ピ ー ド 「 ワ フ ?」 
親衛 隊 に つい て els 旧 シ ナリ オ 2| 
ユー リ  「 フ レン も レイ ヴ ン も アレ クセ イ か ら 離 れ た し 。 ヤ ツ 自 慢 
の 騎士 団 も 相当 弱っ た な 」 
レイ ヴ ン 「 ど うか な ぁ 。 まだ アレ クセ イ 直 属 の 親衛 隊 が 残っ て る 。 親衛 
隊 は アレ クセ イ に 心酔 し て る か ら 、 裏切る こと も まず な いせ ぜ ] 
ユー リ 「 こ ん な 大 事件 起こ し て も 、 信用 され て る っ て の か 。 っ た 
く 、 あん な クズ 野郎 の どこ が 良い ん だ か 」 
レイ ヴ ン 「 ア レク セイ も 最初 か ら ク ズ だ っ た ワケ じゃ ね ぇ さ 」 
。 ユー リ 「…… お っ さん ?」 
_ レイ ヴ ン 「 徐 平 の 世 を 生み 出さ な きゃ いけ な いっ て 責任 …… 相 当 
へ ビィ だ っ た っ て 事 」 
ユー リ  「…… も うい い 。 詳し く 聞か な い 方 が 剣 が 鈍ら な そう だ 」 
「 は っ は 。 お まえ さん らし いね 」 


ロ T 

が 凌 旋 

回 | 1] 
リロ デ 


パテ ィ 「 フ レン は ユー リ を どう 思っ て る ん じゃ ?」 
フレ ン  「 友 人 だ よ 」 

パティ | で も 、 か が か ゃ 1 

プレ ジン 「 も ちろ ん だ 」 


「? 何 か 、 僕 に 聞き た いこ と が ある の か い ?」 

「 う ん に ゃ 。 十 分 な の じゃ 。 引き 止め て 悪かっ た の 」 

ジュ ディ ス 「 す ご いわ ね 、 彼 。 ユー リ の し た こと を 罪 と 指摘 し な が ら 、 
それ で も ユー リ を 友 と 呼べ る ん で す も の 」 

「 じ ゃ の 」 

リタ 「 ユ ー リ の 友だち や っ て る くら い だ か ら 、 類 友 な ん じゃ な い ?」 
[あー:…: わ か る 気 が す る 。 フレ ン っ て や っ ぱり 、 ユー リ 
の 友だち だ よね 」 


レイ ヴ ン 「 点 ん 点 ん 、 点 上 ん あー …… お わっ っ と 中 


カロ ルル [お ょ 、 レ イヴ ン っ 1!」 
レイ ヴ ン 「 ふ ぃ 一 危な い 危 な い 。 あ り が と ね 、 カロ ル 君 」 
カロ ル  「 点 わ ふ わし て る か ら だ よ ……。 気 を つけ て よね 、 足場 


悪い ん だ か ら 」 

フレ ン 「…… レ イヴ ン さ ん は いつ も ああ な の か い ?」 

「 お っ さん は いつ も あん な 感じ だ ぜ 。 そ れ が どう し た ?] 

「 い や 、 レイ ヴ ン さん と し て の 彼 と 、 シュ ヴァ ー ン 隊長 と し 

て の 彼 ……。 ど ちら が 本 当 の あの 人 な ん だ ろう と 思っ て ね 」 

ジュ ディ ス 「 あ な た に と っ て は 、 シュ ヴァ ー ン と し て の 彼 の 方 が 印象 
が 大 きい の ね 、 きっ と 」 


リタ 「 ま っ た く 、 生き て る ん だ っ た ら さ っ さと そう 言い な さい よ 」 
較 ACg。 「 そ うな の じゃ ! あの 時 の みん な の 気持 ち を 返す の じゃ 」 
_ レイ ヴ ン 「 お ろ ? も し か し て 、 パテ ィ ち ゃ ん も リタ っ ち も 俺 様 の 
た め に 泣い て くれ ちゃ っ た ?」 
パテ ィ  「 そ ん な わけ な い の じ ゃ !」 
リタ 「 そ ん な わけ な いで し ょ !」 
リタ 「 誰 が あん た な ん か の た め に 泣く か ! ガキ ん ちょ くら い 
の しま] 
カロ ル  「 え ー、 ボク だ っ て 泣い て な ん か な いっ て !」 
レイ ヴ ン 「 誰 も 俺 様 の た め に 泣い て くれ な か っ た の ね 。 俺 様 ショ ッ ク ー」 
フレ ン  「 で も 、 本 当 に ご 無事 で 何より で し た 。 その 、 レイ … ヴ ン 
PA RM さん 」 
写 ビ ー ド | フワ ー…」 
カロ ル  「 フ レン ……、 そ の 呼び 方 変じ ゃ ない? な ん で いき な り 
カタ コト な の ?」 
フレ ン  「 い や 、 不 自然 な の は わか っ て る ん だ ……。 で も 、 シュ 
ヴァ ー ン 隊長 ご 本 人 だ と 思う と レイ ヴ ン さん と 呼ぶ の に 
な ん だ が 抵抗 が ある 、 と いう か 慣れ な く て ね 」 
パテ イィ  「 呼 び 方 な ん て な ん だ っ て いい の じゃ 。 騎 士 団 は 面倒 な の じゃ 」 
レイ ヴ ン 「 ま 、 パテ ィ ち ゃ ん の 言う と お り よ 。 そ れ に 、 シュ ヴァ ー 
ン は バク ティ オン の 奥 で 埋まっ て る じゃ な い 。 お まえ さ 
ん の 前 に いる の は た だ の お っ さん の レイ ヴ ン よ 」 
フレ ン  「 わ か り ま し た 。 早く 慣れ る よう に 努力 し ます 」 
移動 要 寒 ヘラ クレ ス 同 同 癌 に 
カロ ル  「 レ イヴ ン も フレ ン も 、 騎士 団 の 隊長 な の に ヘラ クレ ス 
の こと あん まり 知ら な いん だ ね 」 
レイ ヴ ン 「 こ いつ は アレ クセ イ の 命 で 極秘 に 建造 が 進め られ た も 
の だ か ら ね 。 騎士 団 の 隊長 クラ ス だ か ら っ て 内 部 構造 や 
ら 詳 細 ま で 知っ て る や つ は ほとん どい な い だ ろ う よ 」 
。 フレ ン  「 ダ ング レス ト の こと で ヘラ クレ ス の 存在 を 知っ た と いう 
者 も 少な く な い は ず だ 。 建造 に 携わっ た 人 も 、 高い 技術 
を 持っ た ご く 限 られ た 人 た ち だ け だ っ た らし い 」 
リタ 「 ふ ぶーん 、 だ か ら こ ん な 急 ご し ら え で 作り まし た っ て いう 
よう な と ころ も ある わけ ね 」 
カロ ル  「 で も 、 な ん で そん な 秘密 に する 必要 が ある の ? ダン 
グレ スト で フェ ロー を 追い 払っ た くら い 、 も の すご い 威 
力 持 っ て る の に 」 
フレ ン  「 も し か し た ら 、 騎士 団 の 力 と し て 使う の で は な く ……。 
元々 、 アレ クセ イ が や ろう と し て いた こと の た め に 作っ た 
の で は < 」 
リタ 結局 、 自 分 の 目的 の た め っ て こと ? 職権 藩 用 も いい と こね 」 
レイ ヴ ン 「 と りあ え ず 、 今 は こい つの こと より や る べき こと を や ろ 
うじ ゃ な い の 」 
EL 中 はい 1 


mv [ぞう い 和 0 お まえ レイ ヴ ン が ジョ ヴァ ー ン 忌 う て 気づか 
な か っ た の か ?」 

フレ ン  「 初 め て 会 っ た と き 、 な に か 変 だ と は 思っ て いた 。 けど 、 
レイ ヴ ン さん と し て の 彼 は シュ ヴァ ー ン 隊長 と 同一 人 物 
と は 思え な い ほ ご ど 、 その ……」 

ユー リ  「 ち ゃ らん ぼら ん な お っ さん だ っ た 、 っ て こと か 」 

レイ ヴ ン 「 誰 が ちゃ らん ぽ ぼら ん だ っ て ? まっ た く 、 この 若 人 ども 
は …… お っ さん の 知ら な いと ころ で 何 言 っ て こる か わか ら 
な いわ よ 」 

ユー リ ” 。( ま 、 レ イヴ ン だ ろう が シュ ヴァ ー ン だ ろう が お っ ざん は お っ 
さん っ て こと だ ろ ? そん な 難し く 考え る こと じゃ ね ぇ えよ 」 

フレ ン  「 そ うだ ね 」 


「 ガ ス フ ァ ロス ト で も 、 付い た ん だ よね ?」 

ジュ ディ ス 「 あ の 時 は 、 私 と あな た 、 ふた り し か いな か っ た も の ね 」 
リタ 「 時 間 が あれ ば 、 も っ と 研究 し た いけ ど 、 それ どこ ろ じ ゃ 
な いし 」 

「 ま ぁ 、 これ で 新しい と ころ に も 行け る 訳 だ 。 お 得 っ て こ 


と で いい じゃ な い の 」 

「 そ うそ う 、 ガン ガン 撃ち まく っ て 、 入れ る と ころ と か が 探 

し て みよ う よ 」 

「 反 応 す る か し な いか が は 、 見 て て も ハッ キリ と わか ら ね ぇ 

か ら な 」 

リタ 「 そ ん な 、 無造作 に 撃ち まく る な ん て 、 全然 スッ キリ し な 
5 だ けど ーー」 

ジュ ディ ス 「 男 らし く て いい じゃ な い 、 私 そう いう の 好き よ 」 

レイ ヴ ン |…… 好 き ? うお お お ぉ お ーー! ここ か 、 ここ な の か ー 一 ! 


ひ ゃ っ ほ ー! や っ た ぞ ー! 開い た 、 開い た !!」 
ユー リ 「 7 か だ に 」 
用 回 及 ] 
リタ 「 = セン 」 
2 す スー ] 
ラビ ピー ドー「 フ ン ] 


ジュ ディ ス [EE 浅間 
ユー リ 「 な ん だ よ 。 ジ ュ デ ィ 」 

ジュ ディ ス 「 あ の ザ ギ と いう 子 だ け は 緑 を 切る 事 を お 勧め する わ 」 
ユー リ  「 オ レ だ っ て 縁切り た いっ て の !」 

レイ ヴ ン 「 あ の 個性 的 な お 友達 、 どこ で 知り 合っ た の よ ? 随分 


と し つこ く 好 か れ て る みた い だ け ど 」 

パテ ィ  「 聞 きた い の 一 どう いう な れ そ めじ ゃ 」 

ユー リ  「 オ レ が 帝都 を 飛び 出す ちょ っ と 前 に 、 城 の 中 で 会 っ た ん 
だ よ 。 あ いつ の 最初 の 狙い は フレ ン だ っ た は ず な ん だ 
けど 、 いつ の ま に か 、 オレ に 乗り 換え た らし い 」 


り リタ 「 あ ん た も 変 な の に 想わ れ て 大 変 ね 」 
ユー リ  「 全 くだ ぜ 。 あ いつ の 愛 は ちと 重 過 ぎ る わ ] 


海 凶 の 爪 に つい て 」 癌 
カロ ル 「 イ エガ ー、 ど うい うつ も りな ん だ ろう 。 ボク ら を 助け る 
よう な まね し て 」 


ジュ ディ ス 「 帝 国 ば か り に 力 を 与え られ な い 、 と 言っ て いた わ ね 」 

レイ ヴ ン 「 な ら 、 言葉 通り の 意味 な ん じゃ な あい ? 何 か 、 怪し げ 
な 工作 員 っ て イメ ー ジ 強い けど 、 あい つら の 本 職 は 武器 
商人 の は ず だ か ら 」 

ユー リ  「 帝 国 が ひと り 勝ち し て た ら 、 世の中 が 安 
武器 が 売れ な く な る っ て わけ か 」 

レイ ヴ ン 「 そ うだ と する と 、 納得 で きる で し ょ ?] 

ユー リ  「 結 局 っ く な も ん じゃ ね ぇ な 。 戦争 を 長 引 か せよ うっ て 事 
だ か ら な 」 

カロ ル  「 ボ ク …… 絶 対 に 許せ な い !」 

レイ ヴ ン 「…… ま ぁ 、 な 」 


定 し ちまっ て 


| アレ クセ ゼイ. 軍記 に いな か っ た ね ] 


バテ ィ  「 お っ さん に 誤 情 報 を つか まさ れ た の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん だ っ て 、 まさ か アレ クセ イ が 、 こん な で か い の 
を 捨て 内 に する と は 思わ な か っ た の よ 。 あ れ ほ ど 大 事 に 
し て た の に ね ぇ 」 

カロ ル  「 そ ん な に 大 事 に し て た の ?」 

パテ ィ  「 自 分 の 船 は 、 と て も 、 と ー っ て も 大 切な の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 長 い 年 月 か け て 造り 上 げた 代物 だ し ね 」 

リタ 「 確 か に 、 これ だ け の 設備 、 簡単 に は 造れ な い 」 

ユー リ  「 そ いつ を 捨て 軸 に し た ん だ 。 そ れ だ け 本 気 っ て こと だ ろ 」 


フレ ン  「 さ っ き 君 が 言 で いた 「 唱 只 み (ほし は あみ )』 と いう の は 


いっ た いな ん な ん だ い ?」 
リタ 「 過 去 に 大 いな る 災い と 呼ば れ て いた も の らし いわ 」 
フレ ン  「 な っ ……!! その 災い を エス テリ ー ゼ 様 が 引き 起こ す 
か も し れ な いっ て どう いう こと な ん だ !?」 
リタ ここ の っ 」 


ジュ ディ ス 「 星 喰 み ( ほ し は み ) は 、 エア ル の 乱れ が 豆 じ る こと で 引 
き 起こ され る の 。 エ アル の 乱れ は 、 今 、 稼動 し て いる 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 消費 する エア ル の 量 で 既に 起き 
て いた けど 。 エス テル の 力 は 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 
何 倍 も の エア ル を 消費 する 」 

フレ ン  「 じ ゃ あ 、 ア レク セイ が エス テリ ー ゼ 様 の 力 を 使い 続け れ ば …」 

リタ 「…… 過 去 に 星 喰 み ( ほ し は み ) を 引き 起こ し た 時 と 同じ 


状態 に な る っ て こと よ 」 
フレ ン  「 そ ん な ……。 で も 、 どう し て エス デリ - ゼ 様 に そん な 
力 が ……」 


ジュ ディ ス 「 今 は ここ で 立ち 止ま っ て いる わけ に は いか な いん じゃ 
な い ? エス テル の 力 …… バ 満月 の 子 の 力 の こと は 、 進 
みな が ら 話 し まし ょ う 」 


バラ の 
レク ン caC6 スーッ バー ジー テー 
ゼ 様 の 力 は いっ た い …… 


カロ ル  「 よ か っ た ~。 も う 委 生 る 0EF 

ユー リ  「 あ あ 、 目 の 前 で 下町 が 破壊 され る と こ な ん か 、 絶対 に 
見 た くね え か ら な 」 

ジュ ディ ス 「 お 友達 に 助け られ た わ ね 」 

リタ 「 で も 、 すっ ご い 強 引 な や り 方 。 部 下 の 騎 士 や あたし 達 
が 中 に いた っ て の に 」 

ユー リ  「 フ レン も 帝都 を 守る た め に 必死 だ っ た っ て こと さ 。 それ に 
いい いざ と な っ た ら 体 当たり こっ て の は フレ ン の 十八番 だ 」 

レイ ヴ ン 「 彼 も 激しい の ね ……」 

カロ ル  「 ユ ー リ の 友達 だ も ん ね …… 


「 力 が 完全 に 発動 する 寸前 に 、 エス テル 、 何 が 言っ て た 
よね ? あれ 、 な ん て 言っ て た ん だ ろう 」 

レイ ヴ ン 「 さ あ 、 お っ さん に は 聞き 取れ な か っ た な 」 

ユー リ 上 人 」 

カ 各 上 | コー リフ] 


バウ ル 心 配 だ ね 


ジュ ディ ス 「…… バ ウル 」 

リタ […… バ ウル の 傷 、 す ぐに よく な る の ?」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 心配 し て くれ る の ?」 

リタ [ん 、 そり ゃ ね ・… 無 理 さ せ ち ゃ っ た わけ だ し ] 
ジュ ディ ス 「 少 し 時 間 は か か る と 思う けれ ど 、 大 丈夫 。 バウ ル は 強 3 

「 い 子 だ か ら 」 の 

リタ 「 そ う …… よ か っ た わ 」 [ ] 

ジュ ディ ス 「 だ か ら 心 配 し な いで 」 

リタ うん … ご っ て 、 慰め て る の は あたし で し ょ !」 


カロ ル 


「 ど うし た の ? レイ ヴ ン 」 
レイ ヴ ン 「 パ ティ ちゃ ん も どう し た の よ 」 
パテ ィ 「 カ ロ ル こ そ 、 うな っ て た の じゃ 」 、 
「 な ん か 、 違和感 ある ん だ 。 こ う 、 胸 の と ころ に 圧迫 感 
が ある と いう か 」 
バテ ィ  「 そ う 、 ウ チ も そん な 感じ な の じゃ 」 
レイ ヴ ン 「 あ りゃ りゃ 。 オ レ 様 も よ 」 na。 
ジュ ディ ス 「 軽 い エ アル 酔い か も し れ な いわ ね 。 世界 の エア ル の 総 
量 が 増え て き て る か ら エ アル の 影響 受け や すい 人 は 違 


和 感 を 感じ 始め て る か も 」 er 
カロ ル  「 そ うな ん だ …… な ん だ か …… ど ん どん 暮らし に くく な っ 
て る ん だ ね 」 ーー 


レイ ヴ ン 「 確 実に 限界 に 近づい て る っ て ワケ か ……」 


レイ ヴ ン EC お オクタ し 沈滞 ち で 
ん じ ね ぇ 」 


カロ ル  「 普 通 に 暮らし て た だ け な の に 突然 帝都 は あん な ん な っ 
ちゃ うし 。 ヘ ラク レス の 撃っ た 主砲 の せい で 地形 すら 変 
わ つ ちゃっ た し 」 
リタ 「 落 ち 着け っ て の が 無理 な 話 よ 」 
) ユー リ 「 こ ん な 有 様 じゃ 誰 も あい つの 治世 な ん ざ 受 け 入 れる わ 


きゃ ね え 。 ア レク セイ ……- 何 を 考え て や が る 」 
リタ 「 興 怖 政治 で も し よう っ て の か し ら 」 
ジュ ディ ス 「 彼 が 人 々 を 支配 で きる か どう か は と も か く 、 この まま だ 
と 世界 は 本 当 の 危機 を 迎え る 」 
ユー リ  「 何 も 知ら な い 奴ら に 、 エア ル の 乱れ が も た ら す 災厄 、 
_ な ん て 話し て も 理解 で き ね え だ ろう 。 理解 し て る オレ し 達 
だ け で や る し か が ない 」 
「 厳 し い 戦 い だ ね ……」 


カロ ル 


ミラ デリ | カロ ル 、 EID いっ 

た い ど ん な 場所 な ん だ ?」 

「 ボ ク も 行っ た こと は な いし 、 人 に 聞い た 話 だ けど 、 一 面 

が 氷 の 世界 らし いよ 。 今 ぐら い の 季 節 が 一 番 そ の 氷 が 

分 厚く て 、 そ こ に 出る 魔物 を 狩っ た っ て 、 ナ ン が 言っ て た 。 

結構 、 凶暴 な 魔物 も いる みた い 」 

レイ ヴ ン 「 一 面 が 氷 の 世界 ね 。 聞い た だ け で も 寒 そ うだ わ 」 

パテ ィ  「 う 一 、 話 を 聞い た だ け で 、 寒気 が し て きた の じゃ 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 何 の 準備 も し て な いけ ど 、 大 丈夫 か し ら ?」 

リタ 「 ま 、 コ ゴ ー ル 砂漠 の 暑 さ に 比べ た ら 、 寒い 方 が まし な 
ん じゃ な い の 」 

ユー リ  「 ま し か どう か は し ら ね え が 、 あま り 時 間 も ね え こ と だ し 、 

1 この まま 行く ぞ 」 

KK パテ ィ [風邪 を ひか ぬ よ うに だ け は 気 を つけ る の じゃ 」 


カロ ル 


リタ 「 ラ ゴウ が いな く な っ て 、 所 しい 束 贅 記 が 来 て せっ か く 
ノー ル 港 の 街 が よく な っ た の に …… 」 

カロ ル  「 エ ステ ル に も 見 せ て あげ た か っ た ね 」 

ユー リ  「 な ー に 、 さ っ さと 助け 出し て 、 連 れ て くり ゃ いい じゃ ね え か ] 

ジュ ディ ス 「 ポ リー と も 約束 を し て し まっ た こと だ し ね 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ を 破る と あっ て は 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 

リア ) の 捉 に 反する こと に な っ ちゃ うわ な ]」 

「 不 義 に は 罰 を …… つ うん 、 そう だ ね 。 エ ステ ル を 助け て 、 

また 行け ば いい ん だ 」 


カロ ル 


サタ し TU な いな コン TE 
達 は 、 逃げ 出す こと も で き な い わ ね 」 

レイ ヴ ン 「 そ うな る わな 。 空 を 飛べ る わけ で も な いし 」 

ジュ ディ ス 「 こ の まま 、 帝都 上 空 に た まっ た エア ル が 増え れ ば 、 す 

べ て の 生物 に と っ て 危険 な 環境 に な る わ ]」 

「 そ うな っ た ら 、 ボク た ち だ っ て 帝都 に は 近づけ な く な っ 

ちゃ う よ 」 

ユー リ  「 そ うい うわ け だ か ら 、 口 じゃ な く て 足 を 動か せよ 」 


カロ ル 


レイ ヴ ン 「 う ぅ うう: 寒い っ ! ED まう 


ュー デリ 「 そ れ な ら 、 も っ と 体 を 動か し た 方 が いい な 。 それ か 、 さ っ 
さと 暖か いと とこ 行く か 、 だ な 」 
レイ ヴ ン 「 ど っ ち に し ろ 、 じっと し て た ら 、 打開 策 は な いっ て か ?」 


ユー リ  「 あ ん ま ウ ロウ ロ し て て も 、 体力 使い 果たし て 、 行き 倒 
れ に な る か も だ けど な 」 

レイ ヴ ン 「 こ りゃ 、 や っ ぱり さっ さと 用 事 す ませ て 、 ここ 
いい わ 」 

ラビ ュー ド | ウシ 

レイ ヴ ン 「 わ ん こ は 寒 く て も 元気 だ ね え 」 


出 た 方 が 


レイ ヴ ン 「 ま っ た く カ ロ ル 少 年 … 3 
リタ 「 ホ ント よね 。 ガキ ん ちょ な ん だ か ら 大 人 し くし と けっ 
ちゅ 一 の ]」 


に っ に ワン ロン 1 

レイ ヴ ン 「 柄 に も な く 根 性 見 せる も ん だ か ら 見 て る こっ ちの 寿命 
が 縮ん だ わ よ 」 

リタ ーー っ ーー つた か ら 

レイ ヴ ン 93 コ ば けり 生け う の は どうか ど 凍 生ま 無茶 無茶 」 

リタ 「 ホ ント よ 。 ま た 無茶 な こと し な いよ うに ちゃ ん と 見 と か な いと ] 

レイ ヴ ン 「 だ な 。 も 寿命 縮 び の は 勘弁 だ し 」 

縛 ピ ー ド 5 ウン ロ 

ユー リ  「 珍 し く 気 が あっ て ん じゃ ね ぇ か 」 

ジュ ディ ス 「 カ ロ ル を 誉め て あげ た い 気 持ち は みん な 同じ っ て こと ね 」 

ユー リ  「 は っ は 。 ち っ と 素直 じゃ ね ぇ けど な 」 


リタ [帝都 の 様子 を 聞く ん だ っ た ら 、 DO 打 に に の 
一 番 な ん じゃ な い ?」 

し ー リ 「 そ うだ な 。 あ そこ は 結界 (けっ か い ) も ある し 、 安心 し 
て 体 も 休め られ る 」 

パテ ィ 「 ん じゃ 、 そろ そろ 休み た い の じ ゃ ー」 

レイ ヴ ン 「 そ うと 決ま れ ば 早い と ころ 行こ う ぜ ば 。 す っ か り 体 が 冷え 


ちまっ た 
リタ 「 ひ と り で あん な 無茶 し て 、 5 は た た おけ 
カロ ル 「 え 、 あ 、 どう だ ろう 。 今 は 大 丈夫 みた い だ け ど 」 


ジュ ディ ス 「 カ ロ ル の 心配 な ん て 珍し いわ ね 」 
リタ 「 べ 、 別に 心配 し て る ん じゃ な く て ……」 


ユー リ  「 ケ ガ 人 見 る と 放っ て お け な い お 姫 様 を 助け に 行く の に 、 
ケガ 人 を 連れ て は いけ ね えも ん な 」 


ピル 4 ト る 。 子 つ いら こと まあ ] 
レイ ヴ ン 「 ま 、 それ で 納得 し て お きま し ょ 」 


ユー リ  「 な ん か 、 懐か し い 感じ だ な 」 


フ ビ ピード | ワッ 


ユー リ  「 初 め て ここ に 来 た と き は 水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ 
ア ) 取 り 返 し に っ て だ け だ っ た の に 。 まさ か 世界 を どう の っ 
て 旅 に な る な ん て な ]」 


ラビ ピー ド 「 ワ ン ワ ン 」 
ユー リ 「 ん ? 心配 すん な ラ ピ ー ド 。 オレ は そん 時 と 変わ っ て 
な いせ ぜ 。 変わ っ た の は オレ じゃ な く …… 状 況 だ 。 そ う 


レイ ヴ ン 「 さ っ きか らき ょ ろ き ょ ろ と 、 族 し て る 人 で も いる わけ る 」 


ユー リ  「 あ ん 、 別 に きょろきょろ な ん て し て ね え ぞ 」 

ジュ ディ ス 「 隠 し た っ て 無駄 よ 。 視線 が 左右 に 泳い で る も の 」 

ユー リ  「……: ま いっ た な 。 別に た に いし た こと じゃ ね え け ど 、 帝都 
か ら 来 た 連中 の 中 に 、 下町 の 住人 が いね えな っ て さ 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ が 心配 な の ね 。 隠 さ な く て も いい の に 」 

ユー リ  「…… 余 計 ( よ けい ) な 心配 ご と 、 増やせ る 状況 じゃ ね え だ ろ ]」 


リタ 「 あ の 殿下 が 皇帝 に な れ ば 、 TS 
の か し ら 」 

ユー リ 「 さ あ 、 それ は どう だ か な 」 

リタ 「 何 よ 、 その 気 の な い 答 え は 。 ちょ っ と は 期待 し こる の か 
と 思っ た けど 」 

ユー リ  「 ま あ 、 で も そう だ な 。 フ レン も つい て ん だ 、 ちょ っ と は 
まし に な る だ ろ 」 


ジュ ディ ス 「 ち ょ っ と だ け な の ね 」 

ユー リ  「 い き な り 何もかも が 変わ る と 思え る ほど オレ も ガキ じゃ 
な いん で ね 」 

リタ 「 ま 、 あん た らし いけ ど ね 」 


レイ ダン | よみ よー」 


ユー リ  「 な ん だ よ 。 お っ さん 」」 

レイ ヴ ン 「 実 際 ど う する つも りな ん よ 。 エス テル 嬢 ちゃ ん 」 

ユー リ | 日 

レイ ヴ ン 「 オ レ た ちゃ も う 一 蓮 所 生 で し ょ 。 話し て み ?」 

ユー リ  「……… 話 ちまう と 、 揺らい じまい そう な ん だ 。 だ か ら 、 そ 
の 時 まで 待っ て くれ ]」 

レイ ヴ ン 「…… 覚悟 決 め て る が 諦め て も な いっ て と こ か 」 

ユー リ  「……… そ ん な と ころ だ な 」 

レイ ヴ ン 「 お まえ さん らし い が …… 無 理 に 抱え 込む ん じゃ な い ぜ 」 

ユー リ 「 フ ッ 、 レイ ヴ ン 、 に あわ ね ぇ ぜ ]」 


レイ ヴ ン 「 は っ は 。 まっ た く よ ね 」 


レイ ヴ ン 「 く らい ! リタ っ ち 、 どう し て そう 暗い の !?」 

リタ 「 何 、 そ の 呼び 方 …… や め て よね …… そ れ に あたし は お っ 
さん ほど 楽観 的 じゃ な い ……」 

レイ ヴ ン 「…… お っ さん だ っ て 不安 が な いわ け じ ゃ な い ぜ 」 


レイ ヴ ン 「 で も 、 暗く な っ た っ て し ょ う が ね ー。 俺 た ち は そ れ を 止 
め る た め に が ん ば っ て ん だ か ら 。 自分 を 信じ て …… 2 
あれ ? これ リタ っ ちの 専売 特許 じゃ な か っ た っ け ?] 

リタ 「…・ そう よ : 訟 れれ を た わ よ 、 ど ぞう せ ! あー、 む か つく っ ! 
お っ さん に 正論 説 か れる な ん て !」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 天才 魔 導 士 少 女 が その 調子 な ら ま だ まだ 世 
界 は 大 丈夫 っ て こと よ 」 


リタ 「 は ぁ ……」 

方 日 「 点 うー…] 

ジュ ディ ス 「 そ ろ っ て た め 息 ?」 

リタ 「 ほ っ と いて よ 」 

ジュ ディ ス 「 エ ステ ル の こと 、 決め な きゃ な ら な いも の ね 」 
リタ 「 


カロ ル 中 


リタ 「 そ れ 以 上 言う な …… 2 言わ な いで ]」 
ジュ ディ ス 「 ユ ー リ は 、 も う 決 め て いる ん じゃ な いか が しら 」 
リタ 「 ど うし て 、 そん な こと わか る の よ …… ?」 


ジュ ディ ス 「…… 私 た ち も 決め な いと 。 ね ?」 
リタ 「 わ か っ て る CFP けど CC 」 
託さ れ た 想い 


ジュ ディ ス 「 フ レン は 、 あな た に エス テル を 託し た の ね 」 
ユーリ | ある] 


ジュ ディ ス 「 彼 が 他 の 厄介 ご と を 引き 受け て くれ る か ら 、 私 た ち は 


エス テル 救出 に 専念 する こと が で きる 。 で も …… 悔 し い 
で し ょ う ね 」 

ラビ ピー ド - 上 クゥ ウー ンー ここ ョ 

ユー リ 「 あ いつ の 覚悟 は 、 オレ が 持っ て いく 」 

ジュ ディ ス 「 え え 。 必ず 、 エス テル を 助け まし ょ う 」 

ラビ ピー ド | ワン ッ リ 」 


騎士 団 の 礁 闘 


リタ 「 騎 士 団 も や る 時 に ゃ 、 5 六 3 ある の 
ユー リ  「 そ れ な り 、 に か よ 。 フ レン が 泣く ぜ 」 
レイ ヴ ン 「 ま あま あ 、 リタ っ ち に し て は 最大 の 賛辞 よ 」 


ジュ ディ ス 「 そ れ な り ど ころ か 、 か な り 善 戦 し こく れ て いる わ ]」 
カロ ル  「 う ん 、 命 を 賭し て 、 騎士 団 と し て の 務め を 全う し て くれ 


て いる …… | 今 の うち に 帝都 へ 入ろう !」 


ユー リ  「 よ し ! 絶対 、 エ ステ ル を 助け 、 ア レク セイ を 倒す ぞ ! 


あい つら の 頑張 り を ムダ に し な いた め に な 」 
ジウ だ om 衝 1 ウォ ー ン 
パテ ィ ~ 1 うむ “ご 境 …] 
ユー リー | お る く ぞ 


リタ 「 こ の ぴり ぴり し た 空気 、 ち ょ っ と どう に か し て ほし いん 


だ けど 。 下 町 の 知り 合い が 心配 な の も 、 アレ クセ イ が お む 
か つく の も わか る けど さ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 た ま に は いい じゃ な い 」 

リタ 「 ど こ が い い の よ 」 


ジュ ディ ス 「 周 り が 不愉快 に な る と わか っ て る の に 、 昔 立 ち を まき 散 


ら す の は 、 甘え て る 証拠 で し ょ ? 以前 の ユー リ だ っ た ら 、 
私 達 の 前 で は 、 絶 対 に 今 み た いな 態度 は 取ら な か っ た わ よ ] 


ユー リ  「…… 目 の 前 で 、 そ う 冷 静 に 分 析 さ れる と 、 さす が に 気 


持ち も 冷め る な 」 


カロ ル  「 よ か っ た ね 、 ユー リ ! 下町 の 人 た ち が み ん な 無事 で 」 
ユー リ  「 あ あ 、 これ で あと は アレ クセ イ の 野郎 を ぶっ 飛ば し て 、 


エス テル を 助け る だ け だ 」 


リタ 「 お っ さん の 部 下 が 、 初め て 仕事 らし い 仕 事 を し た わ ね 」 


レイ ヴ ン 「 だ か ら 、 も う 俺 様 の 部 下 じ ゃ な いっ て の 」 


パテ ィ  「 あ いつ ら 、 お っ さん を 見 る と き の 目 が 輝い て る の じゃ 」 
ジュ ディ ス 「 あ ん な に 尊敬 され て いる の に 、 出 て くる な ん て 酷い 人 ね 」 
レイ ヴ ン 「 な ーー ん か 、 今度 は お っ さん が 釈然 と し な い 気 持ち に な っ 


た ん だ けど 」 


カロ ル に なこ 本 
エス テル 「 皆 さん 、 改め て よろ し く お 願 いし ます 」 

リ 多 「 え え 」 

パテ ィ  「 こ ちら こそ な の じゃ !」 

ジュ ディ ス 「 体 に だ け は 気 を つけ て ね 」 

フレ ン  「 無 理 は 禁物 で すか ら ね 」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 適当 に や ろう や 」 

ラド 1 ワン 」」 

よ ス テル 「 お | 」 


生 こ as 1AP 、 こ つが し た か ?」 


エス テル 「[ 今 、 ラ ピ ー ド が 歓迎 し て くれ まし た よ !] 
昌 ユー リ [し -… い や 、 ラ ピー ド 、 向こう 行っ ちまっ た けど 」 
エス テル 「…… や っ ぱら] 


ユン トワ ウル 、 も う 元 先 に な っ た ん だ な 」 


ジュ ディ ス 「 吸 収 で きる エア ル も 大 量 に ある か ら 、 それ を 使っ て 傷 


を 癒し た みた いね 」 


レイ ヴ ン 「 ア レク セイ の せい で 面倒 な こと に な っ て る の が 変 な と 


ころ で 役に立つ も ん だ わな 」 
ユー リ  「 だ か ら っ て アレ クセ イ を 許す わけ に も いか ね え 」 


ジュ ディ ス 「 ア レク セイ が どこ に 行こ うと も 、 バウ ル が いれ ば すぐ に 


追い か けら れる わ 」 


レイ ヴ ン 「 フ ェ ロ ー み た いな お っ か な い の が 、 5 


な と か が 言う と 意味 深 よ ね 」 


。 カロ ル [どう せな ら 、 も っ と わか りや すい 言葉 で 言っ て くれ れ ば いい の に | 
ユー リ  「 確 か に な 。 あ れ が そん な や ば いも ん な ら 出 し 惜しみ し 


て る 場合 で も ね え だ ろ 」 


ジュ ディ ス 「 フ ェ ロ ー も フェ ロー な り に 、 悩ん だ 結果 選ん だ 言葉 な 


ん じゃ な いか し ら 。 わざ わざ 忠告 し こく れ た ん だ か ら 、 少 
し は 和 気 に か け て くれ て いる ん で し ょ 」 

コー フェ ロー も ち う と は 丸く な っ だ うっ う て こ と か 」 

ジュ イィ イス | ええ 」 


カロ ル  「 な ん か 、 フレ ン 見 て る と さ 、 に 生 団 の 了 で 


感じ が する けど 。 レイ ヴ ン が 騎士 団 の 隊長 だ っ た 姿 っ て な 
ん か 、 想像 で き な く な い ?」 


リタ 「 あ の お っ さん に 胡 散 ( う さん ) 臭 い オ ー ラ が 漂っ て いる 


以上 、 無理 ね ]」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 レイ ヴ ン と し て 振舞 うた め に 騎士 と し て の 品 を 隠 


し て いる だ け か も し れ な いわ よ ?」 


リタ 「 あ の お っ さん に そん な も の が ある と は 到底 思え な いわ 」 


だ ワン 


フレ ン  「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 は 、 威厳 ある 素晴らし い 人 だ っ た 。 そ 


の 腕 を 認め られ 、 淀 に 極秘 任務 に 就 い て いた か ら ね 。 騎 


忠実 で 凛と し た 立ち 居 振 る 舞い に 憧れ る 騎士 も 多い 」 
カロ ル  「 え っ 、 そう な の !?」 


フレ ン  「 そ れ に 、 厳し い 反面 、 部 下 想 い の や さ し い 一 面 を 持っ 


て いる か ら 部 下 か ら の 信頼 は と て も 厚い ん だ 」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 部 下 の 3 人 を 見 て いれ ば 慕 わ れ て いる の が わ 


か る わ 」 


リタ 「 な ん か 、 聞け ば 聞く ほど あの お っ さん に は 程遠い わ ね 」 
レイ ヴ ン 「 だ か ら お っ さん は シュ ヴァ ー ン じゃ な いっ て 言っ て る で し ょ ]」 


リタ 「 う わっ 、 あん た いつ か らい た の !?」 


レイ ヴ ン 「 ま ーー っ た く 、 人 が 聞い て な いと 思っ て 好き 勝手 言っ て く 


れる わ 」 


士 団 の 中 で 隊長 の 名 を 知ら な い 者 は いな いし 、 任務 に 


フレ ン  「 で も 、 時 々 、 会 話 に シュ ヴァ ー ン 隊長 らし い 言 葉 が 含ま 
れ て いま す よ 。 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 と し て の 品格 も 密か に 
持ち 続け て お られ る ん で すね 」 

レイ ヴ ン 「 そ うい う の 、 勘弁 し て よ 」 


デジ | レイ リン ベル ん 


レイ ヴ ン 「 ん ? どう し た 若者 ?] 

フレ ン 「 も う 触 れ て ほし く な いこ と か も し れ ま せん が 、 同じ 騎士 
と し て 聞か ひ せ て ほし いこ と が ある の で す 」 

レイ ヴ ン 「 ど うし て シュ ヴァ ー ン は アレ クセ イ に 従っ て た の か 、 っ て ?] 

メレ プ 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 と も あろ う 方 が アレ クセ イ の 行為 を 悪 
と 見 抜け な い ほ ど 盲 目だっ た と は 思え ませ ん 」 

レイ ヴ ン 「 買 いか ぶり すぎ で し ょ 、 シュ ヴァ ー ン は な ん も 考え な い 
空っぽ な ヤツ だ っ た の よ 。 手 駒 に され よう が な ん だ ろう が 、 
与え られ た 任務 を や る だ け 、 本 当 の シュ ヴァ ー ン は 、10 
年 前 死ん じ ま っ て た の さ 」 

2/ 「…… こ ん な 状況 に な っ て も 、 そ れ は 変わ ら な か っ た と ?」 

レイ ヴ ン 「 さ す が に あん な で か い 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が 出 て くる 
と は 思っ ちゃ いな か っ た けど 、 それ で も 最後 まで アレ クセ 
イ に 従っ た か も ね 。 ま 、 ほ ん と の と ころ は も うわ か らん けど 」 

フレ ン  「…… あ な た が 今 、 決着 を つけ よう と し て いる の は 、 レイ 
ヴ ン と し て 生き る と 決め た か ら で す か ?」 

レイ ヴ ン 「 こ ん な 俺 の こと に 、 本 気 に な っ て くれ る ヤツ ら が いた も 
ん で ね 、 死ぬ に 死ね な く な っ ちゃ っ た の よ 。 け ど 、 生き る 
ん な ら シ ュ ヴ ァ ー ン が や っ た こと の けじめ を つけ な いわ 


け に は いか な いで し よ 」 
フレ ン  「……: 良 い 出会い が 、 あな た を 変え た ん で すね 」 


レイ ヴ ン 「 そ ん な 大 げ さ な も ん じゃ な いっ て 」 


リタ 「 あ ん た が あたし た ちと 一 一 邊 に い る と 訂 二 国 が 人 いつ 
いて きた と き 、 また 面倒 な こと に な る ん じゃ な い の ? 
アレ クセ イ と や り 合 う 前 に 、 こ っ ち で 問題 起こ し て た ん じゃ 


シャ レ に な ん な いわ よ ?」 
ジュ ディ ス 「 あ の 、 騎士 の お 姉さん ね 、 一 番 の 問題 は 。 ど うす る つ 
も りな の か し ら ?」 


フレ ン  「…… 彼 女 は 僕 を 理想 化し すぎ て いる ん だ 。 世 の 中 は 、 
良い も の と 悪い も の に 割り 切れ る べき だ と 思っ て いる 」 

ユー リ  「 お まえ な ら 、 そ うい う 世 界 を 実現 で きる と 信じ て ん だ ろ 」 

ジュ ディ ス 「 だ けど 、 現実 は そう 単純 じゃ な い 」 

フレ ン | そう 。 だ か ら 早 く < 気づい て ほし い 。 彼女 な ら 、 気づけ 
る は ず な ん だ ]」 

パテ ィ 「 き っ と 、 視野 が 狭く な っ て し まっ て いる ん じゃ の 」 

ユー リ  「 ま 、 そ うい う 部 分 は リン ゴ 頭 の 方 が わか っ て そう だ よ な 」 

フレ ン 「 ユ ー リ 、 その 言い 方 は 彼 に 失礼 だ よ 。 ウィ チル は アス ピ 
オ で 将来 を 有望 視 さ れ て いる 優秀 な 魔 導 士 な ん だ か ら 」 

リタ 「 上 ふーん 、 あい つが ね 」 

ユー リ 「 な ん だ 、 知ら な か っ た の か ?」 

リタ 「 別 に 、 興味 な か っ た か ら 。 言 われ て みれ ば 、 他 の や つ 
より は 的 を 射 た こと を 言っ て た よう な 気 は する わ ね 」 

フレ ン  「 協 力 要請 の 後 も ずっ と 僕 や 騎士 団 に 力 を 貸し て くれ て 
いる 。 まじめ で 熱心 な 子 だ よ 」 

パテ ィ  「 フ レン は 部 下 想い の いい 隊長 さん じゃ な 」 


エス テル | ヨー デル は 、 フレ ン の 心 の 内 を わか っ て いた ん で すね 」 

レイ ヴ ン 「 殿 下 自ら に 背中 を 押し て も ら っ た ん じゃ 、 が ん ば ら な い 
わけ に いか な いわ ね 」 

ラビ ピュ ドウ ン ロコ 

フレ ン  「 え え 、 必ず お 役に立ち ます よ 」 

ユー リ  「 し か し 、 オレ た ちと 一 緒 に アレ クセ イ を 止め る こと を な を 命 
じ る な ん て 。 あ の 天然 殿下 …… 単 な る お 人 好 し か と 思っ 
て た が 、 見 る と こと はち ゃ ん と 見 て ん だ な 」 


ジュ ディ ス 「 世 の 中 、 善意 や 理想 だ け で 通用 し な いけ ど 、 あん な 粋 
な こと で きる な ん て 、 皇帝 と し て 期待 持て る わ 」 

ユー リ 「 ま 、 そう じゃ な きゃ 困る っ て も ん だ ]」 

レイ ヴ ン 「 大 局 を 見 る 目 や 人 を 使う 能力 、 そし て 善意 。 両 方 を 兼 
ね そなえ た 人 な ん て そう は いな いか ら ね 」 

エス テル 「 大 丈夫 で す 。 ヨー デル な らき っ と 」 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン ワ ン リ 」 

ユー リ 「 と も か く 、 ヨー デル か ら 連 れ て けっ て 言っ た ん だ 。 こ き 
使う か ら 覚悟 し と け よ 」 

フレ ン  「 あ あ ! 殿下 の ご 好意 で 頂い た 機会 を 無駄 に は し な い 」 

ユー リ 「 よ し 、 行く ぞ 」 


エス テル 「 斉 っ て の 補 座 ね で 1 馬 た ん で び が 、 この 
街 は ゲラ イオ ス 文 明 の 未 期 に 空 に 浮か ん だ みた いで す 」 

リタ 「 上 ふーん 、 じゃ あ 、 それ まで は どこ か 地上 に あっ た っ て こ 
と か し ら 」 

エス テル 「 は っ きり と 本 に は 書か れ て いま せん で し た が 、 恐らく 海 
に 浮か ん で いた ん だ と 思い ます 」 

カロ ル  「 そ れ で 、 クラ ゲ っ ぽい の に 食べ られ ちゃ っ た ん だ ね ……」 

エス テル 「 そ れ は ちょ っ と 違う か と ……」 


カロ ル | 周り の 地形 …… 少し ずつ 変わ っ て な い ?」 

5 [流水 の せい だ ろ ? 氷 が 流れ て っ て 周り の 風景 も それ 
に 合わ せ て 少し ずつ だ けど 変わ っ て っ て る ん だ 」 

カロ ル  「 さ っ さと 抜け な いと 、 道 の 形 が 変わ っ て 氷 の 上 に 孤立 っ 
て こと に な りか ね な いっ て わけ ?」 

リタ 「 あ りえ る ん じゃ な い ?」 

レイ ヴ ン 「 そ の まま 、 氷 に 乗っ て 、 海 の 上 、 漂流 する っ て の も 手 よ 」 

ユー ジリ 「 お っ ざん 、 一 人 で や コ て ろ ] 

レイ ヴ ン 「 冗 談 じ い ゃ な い の よ 。 ち ょ っ と くら いつ き 合 っ て よ 」 

ユー リ 「 生 憎 、 オレ は 心 が 狭 く て ね 」 

レイ ヴ ン 「 い いわ よ 、 も ぉ 一 。 心 の 狭い 人 と 氷 の 上 で 二 人 き り に 
な る の は 勘弁 だ わ よ ー、 さっ さと 行こ う 」 

ユー リ 「 は い は い 」 


カロ ル ロリ が 到 衝 2 
まさ か その 上 を 歩い て 横断 な ん て 、 驚き だ よね 」 

ユー リ  「 ま ぁ 、 知 っ た 所 で 、 二度と 渡り て ぇ と は 思わ な いけ ど な 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 どう し て ?」 

カロ ル 「 え ーーー、 だ っ て 、 あん な 寒い 場所 、 また 行き た いな 


ん て 思わ な いで し ょ ?」 

ジュ ディ ス 「 そ うか し ら ? と て も 美しい と ころ だ っ た じゃ な い 、 ね ぇ え 
ラ ピ ー ド ?」 

ラビ ピー ド 「 ワ ン | 

ユー リ [ジュ ディ の あの 格好 (か っ こう ) で 、 寒 さ に 耐え られ る と は ね ぇ 」 

力 ロ ル  「 ま さか 。 ラビ ピー ド み た く 毛 を か が が] 

ジュ ディ ス 「? 点 史 、 ふたり と も そん な に 人 の 体 を ジロ ジロ 見 る 
な ん て 案外 男の子 ね 」 


ジュ ディ ス 5 た よら 計 和 全 は かり づつ お は] 
カロ ル  「 そ う で も な いよ 、 地図 書い て る と ね 、 けっ こつ 面白 い 作 


り に な っ て る こと が わか る ん だ よ 」 


リタ 「 あ ん た 地図 な ら な ん で も いい の ?」 

カロ ル  「 う ん 。 すべて の 地図 は 男 の ロ マン だ よ !」 

ユー リ  「 そ ん な ロマ ン 知 ら ね ぇ 。 地 図 見 せろ 、 道 さ そえ わか りゃ い 
いか ら 」 

ラビ ピード | フワ フリ 

カロ ル  「 あ 、 ち ょ っ と ! まだ 魔物 の いる 場所 、 


書き 込ん で な い 


カロ ル  「 そ ろ そ ろ 、 先進 まな い ?」 

ユー リ  「 あ あ 、 進 も うば ぜ 。 そ れ と も 道 に 迷っ た か ?] 

リタ 「 ま さか 、 地図 が ある で し ょ ?」 

ユー リ  「 地 図 だ け あ っ て も 読め な きゃ 意味 が な いか ら な 。 ま 、 
書い た 本 人 な ら 大 丈夫 だ ろ 。 な 、 カロ ル 先 生 ?」 

カロ ル  「 え えっ と 、 こっ ち が 北 で 、 今 の 位置 が "… の お れ て 2 

ジュ ディ ス 「 今 の 位置 は ここ 、 北 は 逆 よ 」 

ユー リ  「 お 、 ジュ ディ すご いな 」 

リタ 「 そ れ に 引き 換え …… 何 、 書い た 本 人 が これ ?」 

カロ ル  「 あ れ ……? ボ 、 ボ ク こ うい う 室 内 の 地図 と か 苦手 み 
た い 、 あはは ……」 

ユー リ  「 笑 っ て る 場合 じゃ な い だ ろ 。 ほ ら 、 行く ぞ 」 


ジュ ディ ス 「 戦 う 前 に 聞き た いん だ けど 、 ET どれ くら 
い 強 い の か し ら ?] 

エス テル 「 先 の 陸 下 の 時 代 に 御前 試合 で 優勝 し て 、 そ れ が 元 で 騎 
士 団 に 推挙 され た っ て 聞い て ます 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん も 一 度 だ け 手 合わ せ し た けど 、 3 分 持た な か っ 
た わ よ 」 

も の [「 彼 の 場合 、 名 前 だ け じ ゃ な い 、 騎士 団 の 頂点 に 立つ に 
点 さ わし い 実 力 の 持ち 主 だ っ た ん だ ] 

バテ ディ [騎士 団 最 強 と 考え た ほう が いい ん か の 」 

レイ ヴ ン 「 そ れ に あっ ち は 親 衛 隊 が つい て る し ね 」 

リタ 「 ネ ガ テ ィ ブ な ネタ ば っ か …」 

ユー リ  「 な に 、 こっ ち に ゃ 、 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) が ある 」 

ラ ピ ー ド | ワン !」 

カロ ル  「 そ れ に ボク た ち は 旅 の 中 で 力 を 合わ せ て きた ん だ 」 

ユー リ  「 あ あか 、 親 衛 隊 な ん か より 結束 力 あ る ぜ 、 きっ と 」 欄 

レイ ヴ ン 「 親 衛 隊 は 0K ね 。 で も よう や く これ で 五 分 と 五 分 っ て と こ ?] 間 

リタ 「 ア レク セイ に 対し て は 、 注意 し て も 、 し すぎ る っ て こと 
は な さそ う ね 」 7 

フレ ン  「 油 断 は 間違い な く 、 命取り に な る だ ろう 」 

ジュ ディ ス 「 え え 、 気 を 引き 締め て か か る の が 吉 ね 」 


フェ ロー の 助力 に つい て babe 」 き 
カロ ル 「 そ う 計 えば 、 フ ェ ロー、 エ アリル だ 収 じ て た け な 、 あれ 
も 安定 させ る た め ?」 


レイ ヴ ン 「 こ ん な 時 まで ご 苦労 さん ね 」 


リタ 「 た ぶん 、 違 づ わ 。 エア ル を 中 収 し て ザウ デ の 機能 を 


め よ うと し て た ん じゃ な いか っ て 思う つ ]」 


カロ ル  「 そ れ で 、 アレ クセ イ の や ろう と し て た こと を 妨害 し よう 


し て だ うつ て あ きす 
リタ 「 そ う 。…… で し よ ょ ?」 


ジュ ディ ス 「…… あ ら 、 私 ? 何 の 話 か し ら ?」 


リタ ト に > も あい の わ よ ] 


カロ ル  「 で も 中 に 入っ ちゃ えば こっ ちの も ん だ よ 。 この まま 、 一 


気 に 止 めちゃ え 」 


レイ ヴ ン 「 科 単に 言う わ ね ぇ 。 仕 掛け も 親衛 隊 も て ん こ 盛 りな の に 」 


リタ 「 上 っ つ …… 頼 も し く て いい ん じゃ な い の 」 
カロ ル 「 OS 本 当 に そつ 胡 っ と る ?」 


ジュ ディ ス 上 に さや も フェ ロー…… 大 丈夫 か し ら に ] 


。 還 呈 ! 
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レイ ヴ ン [いう ん な 放 細 (ブラ ステ ィ ア ) を 見 て さ た が ここ は 
また 格別 だ ね え 」 

ジュ ディ ス 「 こ れ が ゲラ イオ ス 文 明 の 未 期 に 作ら れ た の で あれ は ば 、 
技術 の 集大成 な の か も し れ な いわ 」 

カロ ル  「 ミ ョ ル ゾ で 見 た レリーフ の 建物 が この ザウ デ な ら 、 その 
可能 性 は 高い よね ] 

エス テル 「 世 界 を 破滅 に 導 こ うと し た 災厄 、 星 喰 あ (ほし は み ) と 

_ 何 が 関係 が ある ん で し ょ うか 」 

リタ  「 本 当 に ゲラ イオ ス 文明 の 未 期 に 作ら れ た ん な ら 、 星 鳴 
み ( ほ し は み ) を 抑え る 力 を 持っ て いる の か も し れ な いわ 」 

ユー リ 「 そ れ で レリーフ に 残さ れ て る っ て か 。 筋 は 通っ て る が 、 
フェ ロー の 言葉 が 引っ か か る な 」 

レイ ヴ ン 「 ザ ウデ に は 触れ る な っ て ? ま 、 考 えた と ころ で わか ん 


な いん だ し 、 進む し か な いで し ょ 」 


_ カロ ル  「 う うっ 、 何 …… こ の 仕掛 け …… めん どく さい っ 
エス テル 「 海 の 底 の こん な 宮殿 に どう し て 仕掛 け な ん て …… すき 
ユー リ  「 往 々 に し て 侵入 者 対策 っ て と こ だ ろ 」 
リタ 「 シ ャ イコ ス 遺 跡 に も 似 た よう な の が あっ た し 。 選ば れ 

こと 証 を 持っ た も の だ けが 入れ る っ て や つね 」 
エス テル 「 手 順 を 知る 者 だ けが 入れ る っ て こと で す ?」 
キー 「 そ うい うこ と 。 ま 、 ちょ い 頭 ひね りゃ 解け る だ ろ 」 
カロ ル  「 じ ゃ 、 な ん で 今 解け て な い の ?」 
ユー リ  「 頭 ひね る の は カロ ル 先 生 の 専門 だ ろ 」 
カロ ル  「 え えっ 、 いつ そん な の 決ま っ た の !?」 
ヨー リ  「 た っ た 今 。 ほ ら 、 早く 、 が ん ば れ ] 
カロ ル  「 う うっ …… そ ん な ぁ …… 」 


ラ ピ ー ド [ワン 1 

フレ ン  「 大 丈夫 だ よ 、 ラ ピ ー ド 」 

ユー リ  「 な ん で そん な に 嬉し そう な ん だ よ 、 リタ 」 
リタ 「 別 に 一 」 

ユー リ  「 ラ ピー ド が ビク ビク な の が 嬉し いん だ な 」 
リタ 「 別 に っ て 言っ て る じゃ な い の よ 」 


フレ ン  「 ち ょ っ と 水 が 苦 手 な だ け な ん だ よね 」 

ユー リ  「 そ うそ う 、 だ か ら こ の 海 の 底 っ て 環境 が ちょ っ と 耐え 難 
い だ け っ て 感じ だ ろ 」 

倒 層 - ド トウ シロ 

リタ 。  「 ち ょ っ と ……? だ け ……?」 


に 2 名 3 pP.28 フ 
打倒 アレ クセ イ ! 還 ゆ 


フレ ン  「 ア レク セイ ……|. あ な た が エス テリ ー ゼ 様 や シュ ヴァ ー 
隊長 に し た こと 、 僕 は 許せ な い 。 で も 、 ーー ン 
すべ て 嘘 だ っ た と も 思え な い …… せ め て 戦う 前 に 、 な ぜ 
こう な っ た の か 、 僕 は 知り た い 」 


パテ ィ  「 難 し そう な 顔 を し て ピリ ピリ ムー ド に な っ と る と 魚 が 逃 
げ て し まう ぞ 」 

フレ ン  「…… す まな い 、 ア レク セイ と 決着 を つけ る ん だ と 思う と 、 
つい 気 を 張っ て し まっ て ね 」 

バ パティ  「 ま ぁ 、 その 気持 ち は わ か る の じゃ 。 うち も 、 アレ クセ イ 
と は ケリ を 着け た いか ら の 」 

フレ ン  「 み ん な 、 同じ 気持 ちな ん だ ね 」 

パテ ィ  「 で も 、 ま だ アレ クセ イ は 目 の 前 に いな い の じ ゃ 。 今 は と 


りあ え ず 、 お で ん を 食べ て 落ち 着け 」 


グリ ンー 上 トニー ち らら に ね) 
パテ ィ  「 フ レン も 食う か ? うち の お で ん は 特製 じゃ ぞ !」 
フレ ン  「 あ り が た く 頂 く よ 」 


レイ ヴ ン 「 イ エガ ー、 か ……」 

パテ ィ 「 お っ さん と 同じ 身の上 に あっ て 、 全然 違う 道 を 歩ん だ 
の じゃ な 」 

レイ ヴ ン 「 だ な 。 一 方 は 騎士 団 に 居残り 続け 、 一 方 は ギル ド の 首 

0 


レイ ヴ ン 「 で も 、 どっ ち も 結 局 は 奴 の 言い な り に な る し か な か っ た 
情け な い 男 よ 。 俺 の 場合 、 ドン の と ころ に いた の も も と 
も と は 奴 の 命令 だ っ た わけ だ し 」 

バテ ィ  「 そ うな の か !?」 

レイ ヴ ン 「 も と も と は スパ イ と し て ユニ オン に 潜り 込ん だ ん だ け 
ご ど ね 。 それ が ドン に ば れ ち ゃ っ て 、 で も 、 ド ン は な ん か が 軽 一 
く ス ルー し て くれ た の よ 」 

パテ ィ  「 い つ で も 俺 の 首 を か き に 来れ る も の な ら 来 て みや が れ っ 
て な 、 感じ か の ?] 

レイ ヴ ン 「 お っ 、 パテ ィ ち ゃ ん 、 その 通り 。 よ くわ か っ た ね ?」 

パテ ィ  「 そ れ で 、 男 惚れ し て ユニ オン に も どっ ぷり は まり 込ん だ 
ん じゃ な 」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 。 な ん だ か ん だ で 、 二 重 生 活 よ 。 俺 様 、 困っ 
た 男 よ ね ぇ 」 

ラ ピ ー ド [ワン リ 

パテ ィ  「 イ エガ ー に も そう いう 出 会 い が あ れ ば 、 人 生 の 終わ り 
も 変わ っ て た か も し れん の う ……|」 


カロ ル  「 部 下 も た くさ ん いる の に 、 の 
来 た ん だ ろう 」 

リタ 「 取 り 巻き の ふた り の 女 の 姿 は あっ た わ よ 」 

ジュ ディ ス 「 襲 っ て は こ な か っ た けれ ど ね 」 

レイ ヴ ン 「 な ん だ ろう ね え 、 死ん で し が ら み を 全部 断ち 切る つも 
り だ っ た の か な ]」 

エス テル 「 ど うい う 意 味 で す ?」 

レイ ヴ ン 「 さ て 、 お っ さん に も よく わか ら な いわ 」 


レイ ヴ ン 「 も うこ こま で きた ら 、 の の 件 
リタ 「 ア レク セイ を 応 っ 倒す ! それ だ け よ !」 
エス テル 「 こ れ 以 上 、 世界 を 混乱 させ る わけ に は いき ませ ん 」 
カロ ル  「 ボ ク た ち が 止 め る し か な いん だ よね 」 
ジュ ディ ス 「 え え 、 その た め に ここ に きた の だ か ら 」 


ユー リ  「 今 さら 覚悟 の 決ま っ て ね え や つ は ひと り も いな い だ ろ 。 行く ぞ !」 
フー ドー ワシ ロリ 


カロ ル  「 そ う 言 えば さ の たら あっ た で 
し ょ ? あれ 、 結局 何だ っ た の ?」 

バ パティ  「 肌 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) な の じゃ 。 あ れ が あれ ば 、 大 
海賊 こと し て の 名 誉 が 手 に 入れ られ る 、 みた いな 」 

カロ ル  「 み た いな っ て …… そ ん な に すご いも の な の ? あん な 
ちっ ちゃ な も の が -…… \」 

バ パティ  「 た だ 、 ち っ ちゃ い だ け で は な い の じ ゃ 。 あ れ を 使え ば 、 
か ゆく な っ た 頭 も か ける の じゃ 」 

カロ ル [頼も >…!2] 


パテ ィ 「 よ て く 磨 け ば 鏡 代 わり に も な っ て 、 ほっ ぺ に つい た ご 飯 
粒 も 取れ る の じゃ 」 


カロ ル  「 鏡 代わ り に ……!?] 


な ん か いつ も 、 パテ ィ の ペー ス に 巻き 込ま れ ち ゃ う よ ……」 
パテ ィ  「 見 た か 、 こ れ ぞ 大 海賊 の 証 の 力 な の じゃ 」 
カロ ル 「…… そ う 、 な の …?」 
リタ 「 ん な わけ な いで し ょ ]」 


ユー 「 エ ステ ル 、 ラビ ピー ド 、 で E か けた な 」 


ジジ ビード | フウ プン 

エス テル 「 私 た ち も ザ ウデ で みん な は ぐれ て し まっ て 。 フ レン 達 、 
騎士 の みん な が 助け こく れ た ん で す 」 

ユー リ  「 そ っ か 。 み ん な も 大 変 だ っ た ん だ な 」 

エス テル 「 け ど 、 みん な 無事 で よかっ た で す 。 本 当 に ……」 


に だ ング 
ユー リ  「 エ アル の 問題 に デュ ー ク 、 量 喰 み (ほし は み ) ……。 
問題 は 山積 み だ け ど な 」 


エス テル 「…… ホ ント に 不気味 で すね 。 空 の …… の 呈 只 み ( ほ し は あり 」 

ユー リ  「……: あ あ 。 伝承 の 災厄 が 隠さ れ て た だ け な ん て な 。 ホ 
ント 、 薄 気 味 悪い つた ら ね ぇ 」 

エス テル 「 み ん な 不安 で し ょ う ね ……。 突然 あん な も の が 空 に 現 


ジュ ディ ス 「 隠 され た まま 、 知ら な い 間 に 手 に 負え な く な っ て いる 
より いっ そ 見 えて いる 方 が スッ キリ する わ 」 

エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス の そう いう と ころ 、 いつ も すご いっ て 思い ます ……]」 

ユー リ  「 け ど 、 確か に や ば い の が 目 に 見 える っ て の は いい か も 

* し れ な いな 。 仲 悪 い 奴ら が 協力 する 口実 に な る し な 」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 も う 星 喰 み の ( ほ し は み ) の 存在 を 認め て 、 挑む 
し か な い の だ か ら 」 


パテ ィ の お 宝探し 

パテ ィ [本当 に ユー リ が 生き て て 、 よかっ た の じゃ 」 

ユー リ  「 悪 か っ た な 、 ずい ぷん 、 探さ せ ち まっ た みた いで 」 

バ パティ  「 な ん て こと は な い の じ ゃ 、 お 宝探し は お 手 の も の じゃ 」 


ジュ ディ ス 「 一 番 最初 に 見 つけ た の は エス テル だ っ た けど ]」 

エス テル 「 は い 」 

パテ ィ 「 先 を 越 さ れ て 残念 な の じゃ 」 

ユー リ [オレ が お 宝 扱い され て る っ て と ころ は 問題 じゃ ね ぇ の か が かよ 」 

パテ ィ 「 う ち に と っ て は 一 番 の お 宝 な の じゃ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら ? 何 か 意味 深 な 発言 ね 、 そ れ ] 

パテ ィ [深い 意味 な ど な い 、 その まま の 意味 な の じゃ 」 

エス テル 「 そ う で すね 。 わ た し に と っ て 、 み ん な 、 大 切な 宝 も の で す 」 

7 パテ ィ 「 そ の 宝 も の を これ か ら 拾 い に 行く っ て わけ じゃ な ?」 

ジュ ディ ス [そう いう こと ね ] 

ユー リ 「 足 重 な 宝物 だ し 、 誰か に 横 か ら 捕 め 取 られ な いつ うち に 
急い だ 方 が いい か も な 」 

パテ ィ 「 の じゃ 」 


パテ ィ し に ゴ つ は 8 箇 た が 砂 ちち どう や っ て 助 
か っ た ん じゃ ろ ?」 

よ ス テル | 邊 は 海 で し た し " 誰か に 助け られ た ん で し ょ うか ?」 

バテ ィ 「 う ち 、 フィ エル ティ ア 号 で くま な く 捜 し た の じゃ 。 で も 、 

ー リ は 見 つか ら な か っ た ん じゃ 。 ど こ か の 街 に 流れ 着 

いた ん か の ?」 

ラビ ピー ド 「 ワ ウッ ! ワン ワン !」 

ジュ ディ ス 「 ユ ー リ だ か ら 、 か し ら ?」 

ラビ ピー ド 「 バ ウッ !」 


エス テル 「…… で すね 。 無事 だ っ た の だ か ら 、 それ で 十分 で す ] 
パテ ィ  「 じ ゃ の ]」 


リタ 「 ま っ た く ! Sc 
あの バカ!」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 無事 だ っ て 言っ て くれ て た ら 捜 索 に 無駄 な 時 
間 割 か ず に すん だ わ ね 」 

エス テル 「 で も 、 捜索 し な いと 無事 か わか り ま せん よ ?」 

リタ [だ か ら 言 い に 来 な さい っ て の よ ! いっ ぱい 捜索 し ちゃ っ 
た じゃ な い !」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 捜索 し な いと 心配 だ も の 」 

エス テル 「 リ タ 、 いっ ぱい 心配 し て た ん で すね 」] 

リタ [し な 」 

パテ ィ  「 ユ ー リ が 無事 で よかっ た の う 」 

エス テル 「 は い 。 ホ ント 良かっ た で す 。 リ タ も こん な に 嬉し そう で す 」 

リタ 「 う れ ……!2] 


リタ era ョ 


ユー リ  「 エ アル を 抑制 する 方 法 、 か 。 3 の PD 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 そ うな ら な いと 、 フェ ロー と の 約束 を 守ら な い 
と いけ な い 」 

ラビ ピー ド 「 ク ゥ ー ン 」 

ユー リ に な ら 、 今 の 内 に 止め る か ?」 


ユー リ 「 あ あ 。 きっ と うま くい く 」 
に と CA 「M6 今 は 素直 に そう 信じ られ る わ 」 


5 の 人 PA 2 7 2 6 


カロ ル 


[よかっ つ だ 。 ホ ポンド に * 

ラウ ビード し 6 えッ 

レイ ヴ ン 「 星 喰 み ( ほ し は み ) が 復活 し た り し て 世の中 めちゃ くち ゃ 
な と き に 先 に と ん ずら し ちまう あん ちゃ ん じゃ な いっ し ょ 」 

カロ ル  「 レ イヴ ン は 心配 じゃ な か っ た の ?」 

レイ ヴ ン 「 ま ぁ 、 気 に は な っ て た けど な 。 あ あい う ヤ ツ っ て どう せ 
何 が あっ て も ひょっこり 出 て くる っ し ょ ? だ か ら 別 段 心 
配っ て こ た な か っ た な ぁ 」 

カロ ル  「 ふ ー ん …… レイ ヴ ン は すご く ユ ー リ を 信じ て る ん だ ね !」 

ラビ ピード | ワン ワン !」 

レイ ヴ ン 「 っ と ぉ お 。 


エス テル 「 ユ ニ ナラ の 本] 

リタ [ドン に 頼り すぎ て た ん で し ょ 。 色 々 決め て くれ て た 人 が 
居 な く な っ て 不安 、 っ て と こ ?] 

エス テル 「 そ の 不安 な 気持 ち 、 何と な くわ か り ま す 。 間 違っ た 事 
を し て し まわ な いか 、 怖い ん だ と 思い ます 」 

ジュ ディ ス 「 間 違え る の が 怖い か ら 決 め ら れ な いと いう 気持 ち は 私 
に は ちょ っ と わか ら な いわ 」 

リタ [「 ん …… ? 珍し く 同 意 一 」 

エス テル 「 ド ン が 居 な く な っ て 色々 な こと を 考え な いと いけ な く 
な っ た ん で すね ユニ オン は ……」 ' 

ジュ ディ ス 「 そ れ が 正しい 姿 な ん じゃ な いか し ら ?」 の 

リタ 「 そ ゆこ と 」 


真 靖 で そう 言わ れる と お っ さん 、 と まどっ ちまう わ 」 半 。 


リタ 「 そ も そ も 、 ユー リ は どう し て ザウ デ か ら 落 ち た わけ ?」 

カロ ル  「 あ の と き 、 魔 核 ( コ ア ) が 墜落 し て よく 見 えな か っ た けど 、 
中 を 滑ら せ た の か な ?] 

レイ ヴ ン 「 お や お や 。 意外 に ドジ っ 子 だ っ た の ね ぇ 」 

カロ ル  「 ア レク セイ に 、 何 か す る 余裕 は な か っ た だ ろう し 」 

リタ 「 暑 か っ た か ら 、 青い 海 見 て 飛び 込み た く な っ た ん じゃ な 
い の ?」 

レイ ヴ ン 「 何 よ 、 そ れ は 母 な る 海 に お か えり 一 っ て 感じ 2 それ 
ちょ っ と 青年 の キャ ラ じ ゃ な いわ よ 」 

カロ ル  「…… で 、 で も ・…… 想 像 し た ら 、 ちょ っ と 笑え る 、 か も ……」 

粗悪 の 美学 る Le 雑談 

乱 ー ワ 。 [な あこ こっ で 、 計時 52 な Ui の が | 

レイ ヴ ン 「 作 りか け ? いん に ゃ 。 な ん で よ ?」 

ユー リ  「 な ん で っ て -…: 通 路 が 板 つ ぎ は ぎの まん まだ せ ぜ ?」 

レイ ヴ ン 「 な っ !? お まえ さん 、 そ れ が いい ん じゃ な い の ! わ 
か ん ね ぇ か な ー」 

ユー リ  「 わ か ん ね ぇ 」 

レイ ヴ ン 「 こ れこ そ 素 朴 さ の 美学 よ 、 完璧 に 作ら れ た も の より 、 
打ち っ ぱな し の 壁 と か 、 むき 出し の パイ プ と か さぁ ……」 

ユー リ  「 素 朴 さっ て の と ちょ っ と 違う 気 す る ん だ が ]」 

リタ 「 要 は こい つが 動き ゃ 、 い いっ て こと な ん で し ょ 」 

レイ ヴ ン 「 ま た 、 天 才 魔 導 士 少女 は そん な 花 も 色気 も な いこ と 言っ 
ち ぢ ちゃ っ て 。 ほ ら 、 見 て よ 、 この 錆び た 金網 、 ち ょ っ と よく 
が Am ?」 

ユー リ  「 こ れ 以 上 、 お っ さん の 美学 聞か され ちゃ た ま ら ん な 」 

リタ 「 無 視 し て 、 先 急 い だ 方 が いい ん じゃ な い ?」 


エス テル 「 こ の 砦 は いつ 建て られ た も の な の で し ょ う 」 


am 」 
レイ ヴ ン 


カロ ル 


ユー リ 


エス テル 「 と いう こと は 、 平原 の 主 ( ぬ し ) は 、 百 歳 以 上 の お じい 


ラー 
カロ ル 


げ リタ 
0 
カロ ル 
リア 


カロ ル 
ユー リ 
リタ 


「 見 た と こ 、 結構 年 季 入 っ て る よ な 」 
「 少 な く と も お っ さん が ガキ の 頃 に は 、 も う 当たり 前 の よ 
つう に 存在 し て た よ 」 


「 ボ ク が 前 に いた ある ギル ド っ て 、 首領 (ボス ) が すご い 


お じい ちゃ ん だ っ た ん だ けど ……。 そ の 首領 (ボス ) お じ 
いち ゃ ん の さら に お じい ちゃ ん が 子供 の 頃 に 建て られ た っ 
て 言っ て た よ 」 

「 と な る と 、 ざっ と 百年 は 前 に な る な 」 


さん な ん で すね 」 
「 い や 、 ば あさ ん か も し れ ね え ぞ 」 
「 突 っ 込む と ころ 、 そこ な ん だ 」 


「 応 点 点 点 」 

「 な ん だ ? リタ 。 嬉し そう だ な 」 

も ユーリ も ね 」 

「 エ ステ ル を 縛る も の が 何 も 無く な っ た の よ 。 も う 力 を 
使っ て も 命 を 削る 事 も な い 。 エア ル を 乱す 事 も な い 。 知 
し い に 決 まっ て る で し ょ 」 

「 エ ステ ル は ホン ト に 自由 に な っ た ん だ ね !」 

「 あ あ 。 けど 、 お か げ で また 無茶 する だ ろう か ら ……」 

「 し っ か り 見 て お か な いと ね 。 が ぶっ 倒れ る まで 人 を 治し 続 
けち ゃ うか も 」 


どっ か の / の の 3 人生) 」 

エス テル 「 ザ ウデ で 何 が あっ た ん で し ょ う ……」 

レイ ヴ ン 「 技 術 を 独り 占め し よう と し や が っ た 奴ら が 下手 に いじ っ 
て 壊し ちまっ た 、 そん な と こ か ね ぇ 」 


リタ 「 も う ! 


リタ 「 ア レク セイ の せい で ザウ デ の 機能 は 不 完全 に な っ て た の に !」 

パテ ィ  「 欲 は 身 を 減 ぼ す の じ ゃ 。 自 業 自得 で 済む 程度 な ら 、 よ か っ 
た ん じゃ が の 」 

ユー リ  「 ホ ント に いつ まで 経っ て も くだ ら ね ぇ 。 最悪 の 事態 に な 


ら な いと ちゃ ん と 考え る 事 も し ね ぇ ん だ か ら な 」 
ジュ ディ ス 「 で も 、 今にも 星 ご と 飲み 込み そう な あれ を 見 せら れ た 
ら ど ん な バカ で も バカ で は いら れ な いん じゃ な いか し ら 」 


カロ ル  「 そ うだ よね 。…… そ う 信 じたい よ ……」 


カロ ル  「 う うう …… の の 白村 共 ち 7 は ii 
ら 生 まれ た も の だ っ た な ん て 」 

「 ワ ゥ ゥ 」 
エス テル 「 フ ェ ロ ー 


ラビ ピー ド 

が 見 せ た 幻 …… あ れ は 星 喰 み (ほし は み ) の 脅 

威 を 体験 ベ せ る た め だ っ た ん で すね 」 

「 で も 今度 の は 幻 じゃ な い ……:。 これ か ら ド ンド ン あ ん な 

の が 隈 っ て くる の か な ……」 

ラビ ピー ド 「 ワ ウ ワ ウ ロ 

エス テル 「 き ゃ あ 」 

カロ ル  「 あ いた た た ! 

ラビ ピー ド 「 ガ ウ !」 

エス テル 「 だ いじ ょ うぶ で す 。 ラ ピ ー ド 。 今 は 少し と まどっ て る だ け で す | 

カロ ル  「 ち ょ っ と ぐら いび びっ て も いい で し ょ ー。 逃げ 出し た り - 
し な いよ 。 絶対 !」 

ラビ ピー ド 「 ワ ワン ! ワン リロ 」 


カロ ル 


や め て 、 噛ま な いで !」 


カロ ル | いや ー、 に 箇 氏 未 大 大隊 Cf 
ユー リ  「 ま ぁ 、 こん な 高い と ころ に ある 大 陸 な ん て 、 バウ ル で も 


いな きゃ 来れ な いよ な 」 
エス テル 「 そ う で す よ ね 。 だ か ら 、 この 大 陸 の くわ し いこ と は 、 文 
柚 に も 書い て な い の だ と 思い ます 」 


カロ ル  「 で も さぁ 、 そん な 高い と ころ を 、 結構 歩き 続け て る よ 」 
ユー リ  「 崖 か ら 下 を 覗 ( の ぞ ) い て も 、 霞 ん で て 見 えな い ぐ ら い 


だ し な 」 
レイ ヴ ン 「 お お ぉ 、 怖い 怖い 」 
ジュ ディ ス 「 足 を 一 歩 踏み 外し た ら 、 あ っ と いう 間 に 落 ち て し まう も の ね 」 
リタ 「 
レイ ヴ ン 「 大 怪我 (けが ) ど ころ か 、 命 の 保障 も な いっ て か ? い 
や ー、 こり ゃ 気 を つけ て 歩か な いと な ぁ 」 


リタ 「 923SW9' どの 」 


フェ ロー の 気持 ち 
エス テル 「 よ が かう た で すね 。 フェ ロー 還 力 じ で ぐれ で] 


ユー リ  「 極 端 な 奴 だ っ た けど 、 ジュ ディ の 言う と お り ホ ント に 世 
界 を 愛し て る ん だ ろう な ]」 

レイ ヴ ン 「 き つい 事 言っ て た けど 、 結局 ずっ と 助け こく れ て た し 」 

エス テル 「 は い 。 彼 の 想い の た め に も 星 喰 み ( ほ し は み ) を 討た な 
いと 、 で すね !」 

ユー リ  「 ん ん …… そ うい う の 」]」 

レイ ヴ ン 「 柄 じゃ ね えっ て 」 

エス テル 「 も う 一 。 二 人 と も 素直 じゃ な いで す 」 


レイ ヴ ン 「 次 か ら 次 へ と 厄介 ご と が 目白 押し 。 に 
い の ね ぇ 」 
カロ ル に コン ュー と 


ユー リ 「 な ん だ よ っ お まえ ら …… 俺 の 顔 に 何 か つ いて る ?」 

カロ ル  「 ユ ー リ 、 厄介 ご と に 縁 が あり すぎ 」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 。 や っ ぱな ん か 取り 源 い て る っ て 」 

ユー リ  「 ん ーー…… こ こま で 色々 ある と 俺 も そん な 気 が す る わ 。 
けど その 都度 その 都度 、 解決 策 も 見 えて き て る だ ろ ? 
それ で チャ ラ っ て こと に し て くれ 」 

レイ ヴ ン 「 応 っ …… ユ ー リ に か か りゃ 、 世界 の 危機 も その 程度 の 
扱い な の ね 」 

カロ ル  「 も し か し た ら そ の お か げ で いつ も 光明 が 見 い だ せ る の 
か も ね 」 

レイ ヴ ン 「 前 向き 思考 の な せる 技 、 か ……」 


ジュ ディ ス 「 世 界 は 変わ る の ね 」 


エス テル 「 ど うし た ん で す ? 女 に 」 

ジュ ディ ス 「 ひ と つ 間 違え た ら 、 より 破滅 へ と 向かう 選択 だ っ た の に 
それ が 精霊 を 生む 事 に な っ た 」 

エス テル 「…… 変 わる た め に は 時 に 重大 な 選択 を し な けれ ば いけ 
な い ……。 精 霊 は それ を 現し た 存在 な の か も で すね 」 

ジュ ディ ス 「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 選ん だ 未来 も あの 次 
に 現れ て いる の か し ら ?」 

エス テル 「 そ う で すね ……。 そ うな の か も し れ ま せん 」」 

バ パウル 、「2 ラ 24 オー | 

ジュ ディ スズ | …" いつ か バウ ル も 精霊 に な る こと を 選 応 時 が 来る の 
か も し れ な いわ ね 。 精霊 が 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) 
の 進化 の 先 と いう の な ら ……」 


カロ ル 「 あ ん な こと 言っ て る よ …… ?」 

ユー リ  「 こ の 水晶 で 目 が チカ チカ する の が な けり ゃ 、 も っ と いい 
ん だ けど な 」 

エス テル 「 あ 、 それ 慣れ て きち ゃ いま し た 」 

リタ 「…… め れ ? そう 言え ば 、 あ た し も あん ま 気 に な ら な 
く な っ た わ 」 

ユーリ 。、 ト | とう だ な > コ 

レイ ヴ ン [お り 2? 俺 様 も …… 」 

カロ ル [| え そ マチカ チカ し そる の ラウ だ け …: ・ ?」 

ユー リ 「 よ し 、 さっ と 用 事 す ませ て 、 さっ と 出る ぜ 」 

エス テル 「 ウ フフ 、 な ん か 急 に テン ショ ン が 上 が り ま し た ね 」 

カル | ボク 、 仲間 は ずれ ?」 

ジュ ディ ス 「 人 」 


エス チチ 才 「 エ レプ シミ 
リタ 「 え え 、 カル ボク ラム で も 似 た よう な 結晶 が 落ち て た の 


カロ ル  「 グ シオ ス が カル ボク ラム に いた の は 、 エア リル を 食べ る た め 3] 
ジュ ディ ス 「 え え 、 そ こ を 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) に 逆 結界 (けっ 


か い ) で 捕え られ た みた いよ 」 


ユー リ  「 そ うい えば ジュ ディ が あん 時 、 バウ ル と 飛び 込ん で き 


た の っ て グ シ オス を 助け る た めか ?」 


ジュ ディ ス 「 そ れ は つい で 。 ど ちら か と 言う と 逆 結界 (けっ か い ) を 


作っ て た ヘル メス 式 の 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す た め 、 
よ 。 だ っ て 結局 、 わた し に …… グ シオ ス は 救え な か っ た 」 
バウ ル tee | | 


ジュ ディ ス 「 グ シオ ス は 精霊 化 に まだ 区 成 と も 反対 と も 言っ て な か っ た わ ] 


カロ ル  「 し ょ う が な いよ …… 他 に 方 法 は な か っ た ん だ も の J]」 


ユー リ  「 尊 い 犠牲 を ムダ に し な いよ うに し よう ぜ 。 精霊 の 力 を 


正しく 使っ て 、 星 喰 みあ (ほし は み ) を 倒す 、 っ と ] 
ジュ ディ ス 「 そ う ね -…--」 
バウ ル [ ピス | 


ジュ ディ ス 「 え え …… バ ウル も 精霊 化 に 力 を 貸 せ な い 分 、 で きる 限 


り の こと は する っ て 」 
ユー リ  「 心 強い な 」 


5 0 ジテ) を 


単に は 消え ね ぇ ん だ ろう な 」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね -……| 私 急 も ある ん で し ょ うけ ど 魔 物 を 狩る こと が 、 


彼 の 生き る 目的 に な っ て いる よう に も 感じ た わ 。 前 に 私 
が そう だ っ た も の ……… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 壊す こと 
だ けが 生き が い だ っ た わ ]」 

パテ ィ  「 で も 、 ジュ ディ 旭 は 今 は 違う の じゃ 」 


エス テル 「 だ っ た ら 、 変わ れる ん じゃ な いで し ょ うか ? ジュ ディ ス 


の よう に 」 


ユー リ  「 ど うだ ろう な …… ど っ ち に し ろ 俺 た ち ぢ は 俺 た ちの 目的 


を 果す だ けさ 。 そ ー だ ろ ? カロ ル ] 
カロ ル 「 え ……?2 …… う ん 、 そ うだ ね 


レイ ヴ ン 「 応 ぃ ー。 グ っ ちゃ ん も 無事 ノー の イー ミラ ミー 
エス テル 「 は い …… も し 彼 が あの まま 、 星 喰 み ( ほ し は み ) に な っ 


て し まっ て いた ら 、 救 わ れ な さす ぎ で すか ら ……」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 彼 は た だ 役目 を 果たそ うと し た だ け 。 そ の 結 


果 自 身 が 災厄 その も の に な る な ん て 想像 も し て な か が っ 
た は ず だ か ら 」 


エス テル 「…… 過 去 、 星 喰 み ( ほ し は み ) に な っ て し まっ た 始祖 の 


隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) が 可哀想 で す ……。 も し その 時 
に 精霊 化 、 と いう 選択 び が で き て いれ ば ……-」 


レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん 。「 も し 』 は も う 考 えな いで お こう や 」 
ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 選択 の 余地 は な か っ た と は いえ 星 喰 み ( ほ し は の み ) 


に な っ た 彼ら は 世界 を 飲み 込 も や うと し て る 。 これ が 現実 よ 」 


エス テル 「 は い …… で も 、 切な いで す ……」 


人 お の 


思い 出し た わ 」 


ユー リ  「 よ く 見 て た な 、 あん な バタ バタ し て た の に 」 
エス テル 「 リ タ ア ン テ ナ は 常に 面白 そう な も の に 、 反応 し ちゃ うん 


で すね 」 


リタ 「…… あ っ …… し まっ た 精霊 化し た ら 、 グ シ オス の こ 


と 調べ られ な いじ ゃ な い …… 


ユー リ 「 ほ ど ほ ど に し と け よ 」 


ジュ ディ ス 「 グ シオ ス の 力 に いろ いろ な 要因 が 絡ん だ か ら こ そ 、 島 
ほど の 大 き さ に な っ た ん だ と 思う わ 」 


れ て 、 蓄え られ た 精神 力 っ て と こ か し ら 」 


レイ ヴ ン 「 そ れ ら が 複合 的 に 合わ さっ て 、 この 短期 間 に 水晶 の 島 
を 作っ ちまっ た っ て わけ ね 」 


いた ん で し ょ う ね 」 


カロ ル  「 本 当 に ここ 、 3 導 所 れ 1 ] 

リタ 「 岩 と 山 、 それ に 寂し い 風 の 音 、 それ ば っ か り ……」 
エス テル 「 だ ん だ ん 心 が 寂 し く な っ て いっ ちゃ いま す ……」 
ユー リ  「 早 々 に 用 事 を 済ま せ て 退散 する の が 吉 だ な 」 


リタ [楽観 的 …」 


合 、 運 が いい っ て こと か も ね 」 


と こ か 。 よ し 、 気 を 取り 直し て いく ぞ 」 
エス テル 「 え え 、 うろ うろ し て な いで 、 前 へ …… 1」 
リタ 「 調 子 い いわ ね 」 


エス テル 「 ユ ー リ 、 怒っ て ます ?」 

ユー リ  「…… あ あ 。 ち っ と な 」 

エス テル 「 シ ルフ の 話し て くれ た 、 デュ ー ク の 過去 の 出来 事 の せ 
いで す ?」 

ユー リ 「…… 結 局 デュ ー ク が 人 の 命 を 引き 替え に し よう と し て 
る 原因 っ て な ぁ 、 元 は と いえ ば バカ が や ら か し た ツケ 、 か 。 
へ っ …… く だ ら ね ぇ よ な 」 

エズ 当 ル 「 デ ュー ク も エル シフ ル も 人 々 の た め に 戦っ た の に …… 
悲し いで す …… 」 

ユー リ  「 英 雄 の 放つ 光 は 凡人 に は 骸 し すぎ て 怖く な っ た 、 っ て 
と こ か 」 

エス テル 「…… 強 すぎ る 力 が 恐れ を 生ん で し まっ た ん で すね 」 

ユー リ  「 ホ ント くだ ら ね ぇ ……」 


性 の 精 雪が 生ま れ ま し た ね ロコ 


ユー リト | グ シ オス も 、 の を 迷っ 8 る さす が 、 始祖 
の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) だ 」 
エス テル 「 こ の 結晶 の 事 で すか ?] 


カロ ル  「 ピ ビッ クリ だ よね 、 何 も 無かっ た 場所 だ っ た の に 、 島 を 一 
つ 作 っ ちゃ うな ん て さ 」 


リタ 「 エ アル 、 海流 、 そ し て 逆 結界 (けっ か い ) に 閉じ 込め ら 


エス テル 「 こ ん な に 綺麗 な 物 を 作れ る な ん て 、 素晴らし い 能 力 で す …-」 
ジュ ディ ス 「 グ シオ ス は 自分 の 体 を 守る た め に 、 水晶 を 作り 続け て 


ユー リ  「 そ れ も こ れ 以 上 は 、 水晶 の 島 も 大 きく な る こと は な い 
ん だ よ な ……」 


ジュ ディ ス 「 で も 、 お 日 様 が と て も 暖か く て 、 気持 ちい いわ よ 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 こう いう 時 こそ 、 ピク ニッ ク 気 分 で 行か な いと 」 
レイ ヴ ン 「 確 か に 砂 宙 が 吹い て も よさ げ な 場所 な の に この 晴れ 具 


ユー リ  「 オ レ た ち 、 ち ょ っ と 場所 の 雰囲気 に 飲ま れ か け て た っ て 


リタ 「 や っ ぱり 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) 、 世界 の 事 を 思っ 


て る の ね 。 ど うな る 事 か と 思っ た けど 、 すん な り 行 っ て 


よかっ た わ 」 

カロ ル  「 半 々 で 戦っ て る の が すん な り ?」 

リタ [だ っ 1! 

カロ ル  「 い で っ 。 と 、 と に か く 、 これ で 星 喰 みあ (ほし は み ) も や っ 
つけ られ る ん だ よね ?」 

リタ 「 ま だ よ 。 不 確 定 要素 が 多 す ぎる ん だ か ら 。 仮説 、 検証 、 


考察 、 実証 …… ち ゃ ん と し な いと 確実 性 に 欠け る わ 。 そ 
も そ も 四 大 属性 で エア ル を マナ に 変換 する 際 に どれ だ 


カロ ル 15 う . で こん っ ちゃ っ た …… ス イッ チ 1 
エス テル 「 入 り ま し た ね 。 も う 大 丈夫 で す 」 


エス テル 「 ウ ン デ ィ ー ネ 、 ノー ム に 、 イフ リー ト 、 シル フ …… こ の 

_ 四 精 圭 が いれ ば 、 世 界 を 変え られ る ん で すね 」 ・ 

ラ ピ ー ド | ワウ 

ユー リ  「 後 は 、 こ いつ で どう や っ て 、 あの 災厄 野郎 を 応 ち の め 
すか っ て こと だ が ……|」 

リタ 「 精 霊 は 計算 外 だ っ た けど 、 予想 以上 の 結果 は 得 ら れ た 
と 思う 。 後 の 方 法 に つい て は 任せ て 」 

パテ ィ  「 そ れ じ ゃ あ 、 旅 の 目的 は 一 段落 つい た ん じゃ な 」 

ユー リ  「 だ な 。 まだ 、 最後 の 大 仕事 は 残っ て る けど 」 


リタ 「 で も 、 これ 以上 、 事態 も 悪い 方 へ と は 転 が ら な いと 思 
うわ 、 お そら く 」 


パテ ィ 。 「 そ うか …」 

カロ ル 「 パ ティ 、 ど うし た の ?] 

パテ ィ  「 腹 が 減っ た の じゃ 。 腹 が 減っ て は 戦 が で きん の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 い つも みた い に お で ん で も 食っ と け ば ?] 

パテ ィ  「 そ れ は いい アイ デア な の じゃ 。 そう する の じゃ 。 い つま 
で も …… う や お や に は で きん の 」 


レイ ヴ ン 「 美 女 が 見 せる 、 物 憂 げ な 表情 っ て の も 、 た まん な いね ぇ 」 


カロ ル  「 ジ ュ デ ィ ス どう し た の 、 海 を ずっ と 見 つめ て 」 

パテ ィ  「 海 の 中 に 何 か 落ち て る の か ?] 

ジュ ディ ス 「 海 中 の 、 色とりどり な 瑞 環 が 綺麗 だ と 思っ て 」 

ュー リ 。 | さん ご ぉ 7 っ て な ん だ 列 

エス テル 「 一 定 の 高い 水温 と 高い 塩分 、 そ し て 水深 が 浅く 水 の 綺 
肌 な 海域 に 生息 する 物 で す 」 

レイ ヴ ン 「 へ ぇ 、 あ れ が 生き 物 だ っ て 言う の ? な ん だ か が 眉 嘩 物 ね 」 

リタ 「 あ ん た みた いな 、 博 学 の 欠片 も な い 人 間 に は わか ら な い の よ 」 

カロ ル  「 本 当 に 綺麗 な 色 だ よね 」 

エス テル 「 私 も 本 で 読ん だ 事 し か 無かっ た の で 、 実物 を 見 る の は 
初め て で す 」 

ジュ ディ ス 「 で きる な ら 、 も っ と 近く で 見 て みた いも の ね 」 

ユー リ  「 ジ ュ デ ィ な ら 、 その 格好 (か っ こう ) の まま 海 に 入れ ば い 
いじ ゃ な いか 」 

パテ ィ 「 海 の 中 、 気持 ちい い の じ ゃ 」 

レイ ヴ ン 「 い いね ぇ 、 水 も 滴る いい 女 。 お っ さん も 一 緒 に 入り た 


り タ 「 パ ティ ー、 全速 前 進一 !」 
パ デ ィ [アイ テイ リー 


カロ ル | フレ ルン 5 ら て 、 2 お 0 いつ 介 際 な 日 に ち 3 どる 鬼 が みる わ 」 


エス テル 「 彼 は いつ も そう で す 。 人 々 を 守る た め に 自分 が 傷つく 
事 を 情 わな い 」 

ユー リ  「 あ いつ 、 無茶 する か ら な ぁ 」 

リタ 「 あ ん た も そう で し ょ 。 まさ に 類 友 っ て や つね ] 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 みん な 同じ で し ょ う ?」 

リタ [ eS 何 が よ 」 

レイ ヴ ン 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) は 面倒 な こと に な っ 
て も 結局 放っ て お け な い も の な ぁ 」 

ユー リ 「 は っ は っ は 。 み ん な ほっ と け な い 病 だ か ら な ]」 

エス テル 「 は い 。 だ か ら フ レン も ほっ と け な い ん で す 」 

カ 自 ル  「 う ん らん 。 そうそう] 

ジュ ディ ス 「 じ ゃ 、 ほっ と け な い か ら 無 茶 し に 行き まし ょ ]」 


パテ ィ  「 み ん な 、 補っ に 2 

リタ 「 正 直 、 か な り 入 いた わ 。 て ゆー か 、 今 で も 信じ が た いわ 。 
あん た が あの アイ フリ ー ド だ な ん て 」 

レイ ヴ ン 「 確 か に アイ フリ ー ド に 関す る 情報 は 少な いけ ど お っ さ 
ん 、 アイ フリ ー ド は て っ きり 男 だ と 思っ て た わ ]」 

パテ ィ  「 海 捕 の 牙 ( セ イレ ー ン の キ 人 バ ) は 外 と の 交渉 を サイ ファ ー が や っ て お っ 
た か ら の 。 奴 の こと を アイ フリ ー ド だ と 思う 人 も 多かっ た みた いじ ゃ ] 

エス テル 「 あ の …… パ ティ は ブラ ッ ク ホ ー ブ プ 号 事件 の 真実 を 世 の 
中 に 伝え な いん で す ?」 

パテ ィ  「 こ こま で 広がっ た 汚名 じゃ 。 そ う 科 単に 消え る と は 思え 


ジュ ディ ス 「 そ れ に …… な あぁ に ?」 

パテ ィ [真実 は みん な が 知っ て て くれ て れ ば 、 そ れ だ け で ウチ は 満 定 じ ゃ 」 

ユー リ  「 じ ゃ あ 俺 た ち は ア イフ リー ド の 真実 を 知る 生き 証人 っ て 
こと で 。 責任 重大 だ な 」 

カロ ル  「 で も いか に も 仲間 っ て 感じ で いい よね 」 

ジュ ディ ス 「 フ フ …:… そ ー ゆ ー の 嫌い じゃ な いわ ]」 

リタ 「 上 ー、 し ょ ーー が な いか ら 乗 つっ て あげ る 」 

レイ ヴ ン 「 お ? お っ さん も 混ぜ て よ 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ゥ 1!」 

エス テル 「 パ ティ 、 改め て 、 これ か ら も よろ し く で す 」] 

パテ ィ 「 み ん な …… あ 、 あり が と うな の じゃ 。 サギ ザ ファー …… 
お まえ の よう に 心から 信頼 で きる 仲間 が 、 また ウチ に は 
で きだ よう じゃ 」 


カロ ル  「 で さ 、 結 局 、 IE 大陸 に リツ な 
ん だ っ け 、 匠 し の 殖 (マリ スゲ ンマ ) だ っ け 、 何 な の ?] 

バ パティ 「 だ か ら 、 大 海賊 の 証 な の じゃ 。 この 二 つ が 一 つ に な っ 
た 時 、 楽園 の 扉 が 開か れる の じゃ 」 

リタ [楽園 ? 嘘 く べ い わ ね 」 

カロ ル  「 楽 園 ? うわ ぁ 、 本 当 に ?] 

リタ 「 サー 」 


リタ 「 あ ん た ら 、 夢見 すぎ 」 
カロ ル  「 も っ と 夢 を 持 と う よ 」 


リタ ここ そもそも 古今 東西 、 そ うい う 楽 園 の 伝説 っ て の は 
山 ほ ど あ っ て 、 どれ も これ も 眉 嘩 な の よ 」 

パテ ィ 「 眉 睡 を 眉 隆 じゃ な くす る の が 、 冒 険 家 た る うち ら の 使命 な の じゃ ] 

カロ ル  「 ね ぇ ね ぇ 、 その 楽園 っ て 何 が ある の ?」 

パテ ィ 「 さ あの う 」 

リタ 「 ど こ に ある の よ 」 

パテ ィ どの) 

リタ 「 何 よ 、 わか ら な いこ と ば っ か じゃ な い 」 

パテ ィ 「 わ か ら な いか ら こ そ ロ マン が ある の じゃ 。 リタ 旭 の 求 
め て る 魔 導 学 も 同じ な の じゃ 」 

リタ 「 答 え が は っ きり 出る 魔 導 学 と ある か どう か わか ら な い 
も の を 一 緒 に する な !」 

カ 加 | バ パティ 、 リタ に 何 理 っ て も ムダ だ よ …… 」 


エス テル 孤 る に こら 50: いく 米 人 だ 


カロ ル  「 結 界 ( け っ か い ) も な いし ね 」 

ユー リ  「 ま 、 案 外人 間 っ て の は た くま し いか ら 、 な ん と か な る だ ろ 」 

エス テル 「 そ うい う も の で し ょ うか 」 

レイ ヴ ン 「 そ うい う も ん よ 。 す ぐに 自分 た ちの 住み や すい よう に 
家 な ん か も 建て ちゃ う で し ょ う よ 」 

ジュ ディ ス 「 結 界 ( け っ つかい ) が な く て も 、 騎士 た ち も い る し 、 みん 
な が 力 を 結束 すれ ば 魔物 も 撃退 で きる か も ね 」 

エス テル 「 こ こ に 街 が 生ま れる ん で すね 。 そ う 思 うと 、 な ん だ か が 楽 
し そう で すね 」 


レイ ヴ ン 「 ユ ー リ の あん ちゃ ん 、 いう 5 衣 P 

リタ 「 わ か る 気 が す る けど ね 。 あ あ 言 う 全 身 か ら 堅 物 オ ー ラ 
が 漂っ て る の っ て 好き く な いし 」 

レイ ヴ ン 「 ま ぁ そ う 言 いな さん な 。 騎士 な ん て 奴ら は みん な そん 
な も ん よ 。 お まえ さん や ユー リ み た く 思 考 が 早い 子 達 
に は な い 頑 な さ が 、 彼 女 み た いな の の 売り な ん だ か ら さ 」 

リタ 「 頑 な さ が 売 り …… ? 余計 (よけい ) わ か ん な く な っ た 
ん だ けど ]」 

レイ ヴ ン 「 そ うだ ろう ね ぇ 。 だ か ら 話 し て る と お 互い イラ イラ し ちゃ 
うん だ ろう ね ぇ 」 


リタ 「 ま さ に 孤島 っ て 感じ ね ] 


カロ ル  「 う ーー、 こん だ け 歩 いて いる と 、 西 日 が 厳し いよ 」 

レイ ヴ ン 「 陸 地 自 体 狭い くせ に 、 周り は 海 だ け だ し ね ー」 

エス テル 「 そ う で すか ? と っ て も 素敵 な 場所 じゃ な いで すか 、 こ こ 

ユー リ  「 そ う は 言っ て も 、 この 街 に いる や つら っ て の も 、 酔狂 な 
も ん だ よ な 」 

ジュ ディ ス 「 我 が 道 を 行く タイ プ み た い だ し ね 、 ここ の 人 た ち 」 

リタ 「 人 っ て いう か 、 家畜 つて いう か ……|」 

ユー リ 「 ま 、 不思議 ご さ が あ る 方 が 、 探究 心 が く すぐ られ る ん じゃ 
ね ぇ の ?」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 謎 が ある 方 が 面白 いっ つて も ん で し ょ 、 俺 様 み 
た い に 」 

カロ ル  「 レ イヴ ン は 謎 っ て いう か 、 詐欺 っ て いう か ………」 

リタ 「 お っ さん の 場合 は 、 た だ の ペテン で し ょ 、 ペ ・ テ ・ ン 

ユー リ 「 い や 、 キテ レツ だ ろ ?」 

レイ ヴ ン 「 も う 、 みん な 俺 様 に 首ったけ じゃ な ー い 。 照れ る わぁ ー-」 


エス テル 「 や っ ぱり まだ 、 トン つた 星 が あ る ん で ね] 


パテ ィ  「 ま だ な ん が 怪し い 雰 囲 気 が び み ょ ー に 漂っ て お る の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 ん 一 、 まぁ そり ゃ あな 。 けど 、 上 手 く や っ て そう じゃ な い 」 

エス テル 「 そ う …… な ん で す ?」 

ユー リ  「 あ あ 。 素直 じゃ な いけ ど な 。 ま 、 ああ いう 奴ら の 関係 
は あれ ぐら い が ち ょ うど いい の さ 」 

レイ ヴ ン 「 そ そ 。 な め ら れ て も だ め 、 い が み 合っ て も ダメ 。 牽 制 
し つつ 、 助 け 合 い 、 つ か ず 離 れず -……。 良い 感じ じゃ な い ] 

エス テル 「 た だ 仲良 く 、 じゃ ダメ な 関係 …… 男 の 人 っ て 難し いん で 
すね 」 

パテ ィ  「 男 心 は 複雑 な の じゃ 」 

ユー リ  「 男 だ け じ ゃ ね えと 思う けど ……」 


隊 二 の 民 芝 の 状態 に つい て に : 同 6 


け リア 「 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー ー ン の 二 タフ ね 」 

エス テル 「 は い 。 同 技 場 も 変わ ら ず に 運営 し て いる よう で すし 」 

ユー リ  「 ベ リウ ス の 力 が 大 きく て も それ に 頼り 切っ て な か っ た っ 
て と ころ が ユニ オン と の 差 な の か も な 」 

リタ 「 暮らし て る 街 の 連中 も 相変わらず 。 これ が ベリ ウス の 
築い て きた も の な の ね 」 

エス テル 「 生 きる た め に 頑張 っ て る 。 それ が この 街 の 、 戦 士 の 殿堂 
(0 レス トラ ー レ ) の あり 方 な の か も で すね 」 

ユー リ | 世界 が 変わ っ て も この 街 は 大 丈夫 そう だ な 」 

エス テル 「 で すね 」 


ユー リ | は うっ! た ぁ 


訪中 ルル 「 え いい それ リリ 

レイ ヴ ン 「 お り ょ 。 珍し い 。 どっ た の ? 突然 修行 ?] 

カロ ル  「 デ ュー ク と も し 戦い に な っ た ら と 思う と …… ち ょ っ と で 
も 強く な ら な きゃ っ て !」 

フレ ン  「 い い 心 が け だ ね 」 

ツタ ロッ ー ド [ワン ジッ リ 」 

レイ ヴ ン 「 カ ロ ル 少 年 は 、 まあ いつ も 通り だ けど 。 ユー 
さん が 修行 っ て の が お っ さん ちょ っ と 新 鯉 よ 」 

ユー リ  「 ん じゃ 、 や め る か 」 

カロ ル  「 え ー! そん な ーー」」 

レイ ヴ ン 「 嘆 く な 少年 。 俺 様 が 相手 し て や ろう 。 あ り が た く 思 い 
な さい 。 ほ っ ほっ ほ 」 

ユー リ  「 お っ 、 な ん だ ? レイ ヴ ン 。 そ ん な 珍し い 事 さ れ た ら な 
ん か 不吉 だ ぜ ?」 

レイ ヴ ン | は っ は っ は 。 そ う 言 うな っ て 。 若 人 よ 。 お っ さん だ っ て 
負け られ な い 時 は 負け られ な いも の よ ?] 

フレ ン  「 僕 と も 手合 わせ お 願い し ます 、 レイ ヴ ン さん 」 

ユー リ 「 フ ッ 、 ふた り ま で その 気 な ら 、 や め ら れ な いな 。 デ ュー ク 相 
手 に まぐ れ 勝 ち は ね ぇ だ ろう か ら な 。 いっ ちょ ハー ド に や る か | 

フレ ン 「 よ し 

カロ ル  「 う ん 」」 

ピー ド | ワウ yl」 

レイ ヴ ン 「 あ いよ う !」 


リ 、 お まえ 


エス テル 「 デ ュー ク と は …… PE き 
ジュ ディ ス 「 タ ルカ ロン に 彼 が 居る の な ら 戦 う 事 に な る で し ょ う ね 」 
パテ ィ  「 う ち は も う 覚 悟 を 決め た の じゃ 」 

エス テル 「 彼 が 術 式 を 完成 させ る 前 に 精霊 で 星 喰 み ( ほ し は み ) を 


ジュ ディ ス 「 そ れ を 黙っ て 見 て いる 人 か し ら ? 彼 は 」 
に と 4 「 あ いつ が タル カロ ン で 人 の 命 を 犠牲 に し よう と し て る 
限り 、 避け られ な いわ 」 


が 、 「 ど うじ た の じゃ 、 エス テル 

リタ 「 迷 っ て る の ? あい つと 戦う 事 」 

エス テル 「 は い …… 6 迷い を 持っ た まま 挑ん で も 勝て な い 
で す よ ね 」 

ジュ ディ ス 「 ど うか が しら? 迷う 事 が あな た の あり 方 な ら そ の まま 、 
ぶつ か れ ば いい と 思う わ 」 

ww ルス ペ テ ル 「 え ?」 

リタ 「 良 い 事 言う わ ね 。 それで いい の か も 。 あ た し た ち は 英 
雄 や 勇者 様 じ ゃ な いん だ か ら 」 

ジュ ディ ス 「 当 た っ て 砕け て 。 で も 負け な い 。 そん な と ころ か し ら ?」 

枯 テ ィ 「 迷 えば 迷う ほど 、 エ ステ ル は も っ と 輝 く と 、 う ち は 思 う の じ ゃ 」 

エス テル 「 み ん な ……。 あ り が と う 」 


オル ニオ ン の 元気 に つい て 問 同 内 間 に 

カロ ル 「 オ ル ニ オ ン 、 これ か ら も ドン ドン 立派 に な っ て いく ん だ 
ろう ね 」 

エス テル 「 で すね 。 帝国 も ギル ド も 力 を 合わ せ て 生ま れ た 街 … 
すてき な 街 に な っ て いく と 思い ます 」 

ユー リ  「 ま 、 世 界 が や ば く な っ た か ら 協 力 す る な ん て 現金 な 理 
由 だ けど な 」 

レイ ヴ ン 「 世 界 の 危機 が 人 を 繋げ る 、 か 皮肉 な も ん ね ぇ 」 

カロ ル 「 い いじ ゃ な い 。 気持 ち を 同じ に 出来 た ん な ら 」 

エス テル 「 は い 。 今 は そう で も 、 未来 に は きっ と 心から 同じ 気持 
ち に な れる 、 そう 思い ます 」 

フレ ン  「 え え 。 今 回 限り の 協力 で 終わ ら せ る つも り は あり ませ ん 。 

戻っ た あと の 、 僕たち の 課題 で すね 」 


カロ ル  「 う ん 」 
ユー リ  「 そ の まえ に 、 星 喰 み ( ほ し は み ) を 排除 し ね えと な 」 


世界 変革 通達 に つい て 問 | 

カロ ル  「 み ん な わか っ て くれ る と いい ね 。 世界 が 変わ る 事 の 」 

ジュ ディ ス 「 理 解す る 事 と 受け 入れ る 事 は 違う 。 す ぐに は 無理 ね 。 き っ と ] 

カロ ル  「 け ど 、 も うこ れ し か 方 法 は な いん だ 。 受け 入れ て いく し 
か な いん だ よ ?」 

ジュ ディ ス 「 自 分 で 選択 を し た わけ で は な いか ら 。 選ば され て いる だ け ] 

バ パティ  「 確 か に 納得 で き な い 募 も 出る じゃ ろう な 」 

回 形 。 で も …」 

ジュ ディ ス 「 や る し か な い 、 そう 言い た ん で し ょ ?」 

カロ ル  「 う 、 う ん 」 

ジュ ディ ス 「 な ら 、 それ で いい ん じゃ な いか し ら ? 元気 を 出し て 、 

2 まう (の 光 人 際 の 

カロ ル  「 う ん 。 き っ と 大 丈夫 だ よね ?」 

ジュ ディ ス 「 さ ぁ ?」 

カロ ル  「…… ジ ュ デ ィ ス …… 慰 め て くれ て る の か そう じゃ な い の 
か わか ん な い …… 」 

パテ ィ  「 理 想 と 現実 や 違う か ら の 一 。 と くに 現実 は シビ ア な の じゃ 」 


パテ ィ 陸生 末 5 て HL の 5 ロ 

レイ ヴ ン 「 お っ 、 パテ ィ ち ゃ ん 、 や る 気 十分 ね 」 

バ パティ  「 あ ん な 大 きい 星 喰 み ( ほ し は み ) を や っ つけ る に は 、 や 
る 気 が あ りす ぎ て も 足り な い の じ ゃ 」」 

ユー リ  「 あ ん まし 気 合 入れ すぎ て 、 途中 で バテ ん じゃ ね ぇ ぞ 」 

エス テル 「・…… 星 喰 み (ほし は み ) を 倒し た ら 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ 
ア ) の な い 新 し い 世 界 が 始ま る ん で すね 」 

フレ ン  「 大 丈夫 で す よ 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) が な く な っ て も 、 
きっ と みん な 新しい 一 歩 を 踏み 出す こと が で きま す 」 

ユー リ  「 オ ル ニ オ ン で の ヨー デル や ギル ド の 連中 、 見 た だ ろ ? 
あの 様子 な ら 、 す ぐに は うま くい か な く て も みん な 少し 
ずつ 、 新しい 生き 方 が で きる だ ろう よ 」 

バ パティ  「 未 来 の 可能 性 は シロ ナガ スク ジラ より も 大 きい の じゃ !」 

エス テル 「 そ う で すね 」 

フレ ン  「 人 々 の 命 を 犠牲 に し よう と し て いる デュ ー ク の や り 方 で 
は 、 量 喰 み ( ほ し は み ) が 倒せ て も その 未来 は 無い 。 そ 
の 未来 を 守る た め に 僕 も 、 ユー リ 、 君 と 一 緒 に 闘う よ 」 


ユー で リ 。 し vo あお て に りら と で る ぼ 」 


リタ 生ま おお なわ おら も う 街 み た い に 
な っ ちゃ っ て 」 


エス テル 「 今 も 、 新しい 家 を 次 々 と 作っ て いる みた いで す よ 」 

カロ ル  「 う ん 、 ほ ら 、 あそこ の 屋根 の 上 に いる の は 大 エギ ルド 
の 棟梁 だ よ 。 オ ル ニ オ ン の 話 を 聞い て 、 大 工 道具 と 弟 
子 を 引っ さげ て や っ て きた ん だ 。 し か も 、 お 金 は 要ら な 
いっ て いう ん だ か ら 、 すご い 太 っ 腹 だ よね 」 

レイ ヴ ン 「 へ え 、 男気 溢れ る 大 工 が いた も ん だ ね え 」 

リタ 「 あ ん た も 少し 見 習っ た ら ?」 


ヒビ オニ ア 大 陸 の 可能 性 回 に 関 際 
コー | フレ ン の お 76、 的 の の 衣 全 生還 て 


た 感じ だ な 」 

ラビ ピー ド | ワン !」 

エス テル [気候 的 に は 帝都 に 近い で すし 過ごし や すい ん じゃ な い 
で し ょ うか 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ に 、 元々 は 人 が いた 大 陸 だ か ら 、 土地 柄 も 適し て 
いる の じゃ な いか し ら 」 

ユー リ [これ で 、 ヒビ ピオ ニア 大 陸 も 、 徐々 に 人 が 増え て っ て くれ 
る と いい けど な 」 


レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 住め ば 都 っ て ね 」 
カロ ル  「 ボ ク も この 辺 だ っ た ら 、 住ん る で も いい な ぁ ] 
プー ノラ 50 


エス テル 「 素 朴 な 疑問 な の で す が 、 お 5 で し お 

生 あ 。 「 そ う ね …… 見 た こと な い 文 字 ら し きも の と か 建物 の 感 
じ も ちょ っ と 不思議 よね ]」 

ジュ ディ ス 「 バ ウル に 乗っ て 私 も 色々 と 旅 し た けど 、 似 た よう な 場 
所 は 見 た こと な いわ ね 」 

ユー リ  「 な ん か の ギル ド の 活動 な ん じゃ ね え の ?」 

カロ ル  「 ボ ク 、 こん な ギル ド 知 ら な いけ ど な ]」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 いい じゃ な い の 。 不思議 な 街 を 楽し ませ て も ら え ば さ ご 」 


es 國 zl ょ 
カロ ル  「 湯 源 郷 は 昔 か ら 、 の 生計 SID 
ルド な ん だ よ 。 ま さか 、 こう し て 見 つけ る 日 が 来る な ん 
て 思わ な か っ た な あ 」 
ユー リ  「 幻 の ギル ド ね え 」 
エス テル 「 や は り ギ ルド だ け に 搾 や 目的 が ちゃ ん と ある ん で し ょ うか 」 


カロ ル  「 う ん 、 ボク の 聞い た 話 だ と 、 お 客 様 に 最高 の お も て 
な し を する こと が 目的 らし いよ 。 近 は 、 お 客 様 に 無礼 を 
働い た も の は 即 、 切腹 だ っ て ウワサ が あっ た けど 」 

リタ 「 の ん びり し た 外見 に 反し て 、 捉 は 厳し いわ ね ] 紹 


エス テル 「 証 代 グ ライ オス 文明 。 ご れ ほ どの 建物 を つく る 
文明 の 時 代 に は どん な 人 た ち が 生 き て いた ん で し ょ う 」 

リタ  「 そ う ね 。 人 々 の 生活 が どん な だ っ た の か 、 っ て の は 専 
門外 だ けど 、 発掘 され て る 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) か ら 想 
像 する と 星 喰 みあ (ほし は み ) さ え 生ま れ な けれ ば 科学 文 
明 と し て は か な 完成 さ れ て た ん じゃ な いか な 」 

ジュ ディ ス 「 麻 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に よっ て 始祖 の 款 長 (エン テレ ケ 


イア ) と 対等 の 力 を 持っ て いた は ず ね 」 

カロ ル  「 そ っ か 。 で な いと 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) に 減 ぼ 
され ちゃ っ て る は ず だ も ん ね 」 

パテ ィ  「 魔 物 を 娘 れ て 結界 (けっ か い ) に 閉じ こも っ て る 人 間 に 
そん な すご い 力 が あっ た な ん て 信じ られ な い の じ ゃ 」 

ユー リ  「 力 を つけ すぎ た 奴ら が その ツケ で 崩壊 …… よ く あ る 話 
だ が 笑え ね ぇ 点 が ひと つ あ る 」 

レイ ヴ ン 「…… ん だ な 。 星 喰 み ( ほ し は み ) を 後 の 時 代 の 奴ら に 押 
し つけ や が っ た ん だ か ら 」 

ユー リ  「 当 時 は 他 に 手 が 無 か っ た の か も し れ な い が や っ ば ぱ 許せ 
ね ぇ 。 て め え の や っ た 事 は て め え で ケツ を 持て っ て ん だ ]」 

エス テル 「 私 た ち …… こ れ か ら や ろう と する 事 の 責任 、 ち ゃ ん と 持 
た な いと いけ ませ ん ね 」 

カロ ル  「 そ うだ ね 。 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の な い 世 の 中 …… そ 
れ を 生み 出し た まま 放り 出さ な いよ うに 」 

パテ ィ  「 う ちら の 手 で 、 すべ て の けじめ を つけ る の じゃ 」 

ユー リ  「 あ あ 。 も ちろ ん だ ]」 


カロ ル SL 36 な 」 

ユー リ  「 こ りゃ 迷子 に な る な っ て 方 が 間違っ て る な 」 

ジュ ディ ス 「 最 初 は 計画 的 に 作ら れ て た ん だ と 思う わ 。 それ が だ ん 
だ ん 個々 の 思惑 で 改造 され て いっ た 結果 、 こん な 複雑 


な 街 が で き あ が っ た ん じゃ な いか し ら 」 

リタ 「 こ ん な 進ん だ 文明 を 持つ 人 た ち が そ ん な 無 計画 ? お 
か し く な い ?」 

エス テル 「…… 進 ん で る か ら こ そ 、 日進 月 歩 の 進化 に 人 々 の 考え 
が つい て いけ な か っ た 、 と か ?」 

フレ ン  「 た っ た 数 年 前 の 技術 が 古い 思想 に な っ て 、 何 度 も 計画 
変更 され た 、 と も 考え られ る ね 」 

ユー リ  「 減 び た 連 中 の こと 、 考え て て も 仕方 な い 。 先進 も う ぜ 」 

ジュ ディ ス 「 そ の 減 び た 連中 が 迷子 に な ら な いよ うに どう し て た か 
は 興味 な い ?」 

ユー リ  「 道 は オレ た ちの 前 に で きる ん だ ぜ 」 

カロ ル  「 そ うい うこ と !」 

ジュ ディ ス 「 呆 れ た 人 た ち 」 

リタ 「 だ っ た ら 、 その 道 を さっ さと 進み ゃ や いい で し ょ 」 


カロ ル [高い …" どこ まで 昇 れ ば いい の Pe 」 

ジュ ディ ス 「 え え 。 バ ウル で も 登っ た こと が な い 高 さだ わ ]」 

パテ ィ  「 高 い 高い 言う か ら 疲 れる の じゃ ……' も う 高 い 言う の 禁 
止 な の じゃ !」 

ユー リ 「 し っ か し 、 まさ か これ が 星 喰 み ( ほ し は み ) を 倒す 兵器 
だ な ん て ね 」 

ラ ピ ー ド 「 キ ュー ン ……」 

リタ 「 古 代 ゲ ライ オス 文明 …… あたし の 想像 以上 だ っ た ……」 

カロ ル  「 で も 、 星 喰 み (ほし は み ) を 倒す の は ボク た ち だ よ 」 

ユー リ  「 あ あ 、 デュ ー ク に 任せ と いた ら 、 えら いこ と に な る し な 。 
急 ご う ぜ 」 


カロ ル  「 ザ ギ 、 ホン ト ど うし よう も 無い ヤツ だ っ た ね 」 』 

ユー リ 「 あ あ 。 あ の エネ ルギー を も っ と 別 の と ころ に 向け ろ っ  * 
て ん だ ]」 ー 

レイ ヴ ン 「 自 分 と 対等 な ヤツ に よう や く 出 会 えた っ て の に 敵 と し て 
だ っ た 。 それ が ヤツ の 不幸 っ て な も ん よ 」 

ユー リ 、 [あん] 

レイ ヴ ン 「 対 等 の 友 を 失っ た デュ ー ク 、 対等 の 者 の 存在 を 認め な 


か っ た アレ クセ イ 、 そん で ザ ギ 。 力 が ある ヤツ っ て の は 
力 の ある ダチ が 居 な いと 何 か 和 歪ん じ り ま う の か も ね ぇ ] 

ユー リ  「…… そ ん な も ん な の か ね 」 “ 

レイ ヴ ン 「 ド ン に は ベリ ウス と いう 対等 の 友 が いた っ し ょ ?] 

カロ ル 「…… レ イヴ ン 、 た ま に 難 し い 事 いう よね 」 

レイ ヴ ン 「 え ーー。 す げ ぇ 渋く て イカ スコ メン ト し た の に そり ゃ ね ー よ 、 
少年 一 」 

ユー リ  「 は っ は っ は 」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 お た くら は 大 丈夫 だ な 。 良い ダチ も っ て る か ら 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら ? 珍し い 。 あ な た に と っ て は 「 何 あい つう ざ 
バカ っ ぽい !」 の 種類 の 人 だ と 思っ た けれ ど ]」 

リタ 「 似 て な い 物真似 し な いで 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 ご めん な さい 」」 


ある の よ 。 毎日 が 。 あ た し が と っ くに 見 つけ て た 事 を 一 月 
も 二 月 も 後に 嬉々 と し て 話し 合っ て る 奴ら を 見 て る と 。 こ 
いつ ら と 話し て も つま ら な そう っ て 思っ ちゃ っ た り し て た 」 


日 々 積み 重ね 


エス テル 「 日 々 の 積み 重ね っ て 大 切 で すね …… 
ユー リ  「 ん 、 ど うし た ん だ 、 いき な り 」 


も の で すか ら 」 
リタ 「 そ りゃ 、 あたし た ち 運 悪い か ら よ 」 


ん な 運 悪く 、 色んな トコ で 戦わ され て た ら 強 くも な る わ よ 」 
カロ ル  「 え ー…… そ れ っ て ホン ト に 運 な の ?」 


少し ずつ 追い 風 に な っ て わた し た ちの 方 に 吹い て きま す 」 


知り 「 「 和 5 そう つ 、 っ ーー 
カロ ル  「 な ん か …… 論点 すり 替わっ て る ん だ けど ……」 


い 、 不動 の ギル ド 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 中 |」 


カロ ル  「 ち ょ 、 ち ょ っ と 、 人 が いい 気分 で いた の に -」 
リタ 「 お っ さん が 一 番 油 断 し て る じゃ な い の 」 
ジュ ディ ス 「 あ ら ? それ は 演技 で し ょ ?」 


大 人 の 女 。 な か な か が お子様 た ち に は わか っ て も ら え な く て 」 
ウジ ビ ピード | フロ ルリ 
ユー リ  「 お っ さん が 嘘 つ く 時 、 耳 が 動く ん だ よ な 」 
カロ ル  「 あ 、 レイ ヴ ン 、 耳 動い て る !」 
パテ ィ  「 た し か に 、 耳 が 動い て いる の -」 


冷静 沈着 、 慎重 に 行動 し こる の よ ?」 
カロ ル  「 あ 、 ま た 耳 が ……」 
エス テル 「 と 、 と りあ え ず 


レイ ヴ ン 「 俺 様 た ち 、 BGP の 入 p ね っ 」 


ーー | だ ね か 」 
ユー リ  「 い くら な ん で も 調子 に 乗り すぎ だ よ 、 お まえ ら 」 
ジュ ディ ス 「 で も 今 の 私 た ちな ら 、 どん な 敵 で も 一 共 ぎ よ 、 きっ と 」 
レイ ヴ ン 「 ぼ ら 、 ジュ ディ ス ち ゃ ん も こう 言っ て る し 沈 」 
エス テル 「 で も 、 少 し 不安 に な り ま せん ? こん な に 強く な っ ちゃ っ 


ン レ ン 「 ど うい うこ と で すか ? エス テリ ー ゼ 様 」 

エス テル 「 こ ん な 強く な っ て 、 逆 に みん な に 怖がら れ て 、 誰 も 近 
付い て ここ な く な っ た ら ど うし よう か っ て ……」 

リタ 「 捕 まっ て 、 棋 の 中 で 一 生 見 世 物 に な っ た り し て ね 」 
パテ ィ  「 そ うい う 話 も ある か の ~-」 

カロ ル  「 そ 、 そ っ か 、 そん な こと ある ん だ ……-」 

ユー リ 「 あ る わけ ね ー だ ろ …… 」 


リタ 「 ザ ギ っ て ヤッ 、 Leu だ oesA 


リタ 「…… 他 の 人 より 出来 ちゃ うと ね 、 物足りな いと 思う 時 が 


エス テル 「 い え 、 知ら ず 知 ら ず の うち に 強く な っ て る な あと 思っ た 


_ カロ ル  「 強 く な っ た の と 運 が 悪い の が な ん で 関係 ある の ?」 
リタ 「 行 く 先々 、 空振り 。 ギ ルド に 帝 国 、 周り は 敵 だ ら け 。 こ 


エス テル 「 大 丈夫 で す よ 。 カロ ル 。 運勢 も 、 旅 を 続け こい くう ち に 


カロ ル  「 ボ ク た ち 、 テー 強い 、 負け な 


レイ ヴ ン 「 そ ん な ふう に 油断 し て る と 足元 すく われ る わ よ ー ?」 


レイ ヴ ン 「 お ほぼ ほ 、 わか っ て らっし ゃ る 、 さす が ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 


レイ ヴ ン 「 何 言っ こん の よ 、 ん な わけ な いで し ょ 。 俺 様 は いつ も 


、 お ご ら ず 、 行動 は 慎重 に っ て こと で す よ ね 」 


カロ ル  「 最 強 軍団 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア )、 ここ に 


ジュ ディ ス 「 彼 が …… そ れ と 同じ だ っ た ?」 

リタ 「 そ うな の か も な て っ て そう 思う と 、 な ん か ね 。…… な 
ん で こん な 事 あ ん た に 話し て ん だ ろ 。 忘れ て 」 

ジュ ディ ス 「 ご めん な さい 。 私 、 物 覚え が 良い の 」 

リタ 「 じ ゃ 、 秘密 に し て 」 

ジュ ディ ス 「 避 上 。 わ か っ た わ 」 


レイ ヴ ン 「 そ れ も い いん じゃ な い の 、 一 生 橋 の 中 で 左 団扇 で 暮 ら 
せる な ら そ れ は それ で 吉 よ 」 
ユー リ  「…… 強 く な っ て も 、 みん な あん まり 中 身 変わ っ て ね ぇ よ 


ジュ ディ ス 「…… フ フフ …… あ な た も ね 」 


エス テル 魔物 っ て 選 っ た より 出 単 に 側 せ る も の な ん で すね の 」 
ユー リ  「 て こ ず る より は いい だ ろ 」 
エス テル 「 だ っ て 、 可哀想 だ か ら ……」 


ae の … ずい 上 ぶん と お 嬢 さん は 心 優し いな 。 オ レ に は お と 
な し く 食 われ る 趣味 は な い ぜ ?」 

エス ゲル 「 そ ぞ そう 、 で す よ ね . ここ は お 城 の 中 と は 違う …… 弱い 
も の は 強い も の に 食べ られ て し まう ん で すね 」 

衣 " リ 「 オ レ た ち は 食 べ や し ね ぇ けど な 」 

マビ ピー ド | ワン リ 

エス テル 「…… わ た し 、 魔 物 を 倒す こと に 迷い ませ ん 。 その 代わ り 、 
どん な 魔物 と どこ で 戦っ た か 全部 覚え て お きま す 」 

ユー リ  「 え …… ま 、 まあ そり ゃ か まわ ん が ……」 

エス テル 「 そ し て 帝都 に 戻っ た 時 、 倒し た 魔物 の お 慕 を 建て て そ 
こ に 倒し た 魔物 の 名 前 を 全部 彫り た いと 思い ます 」 


ユー リ |[ い 、 いい ん じゃ な いか な ……。…… お 嬢 ご さん の 考え る 


カロ ル  「 ボ ク た ちず いぶ ん 、 た くさ ん の 敵 と 報 っ て きた ね 」 
エス テル 「 こ れ だ け 戦 っ て も 、 魔 物 っ て いな く な ら な いも の な ん で すね ] 


ジュ ディ ス 「 避 避 …… エ ステ ル ら し い 発 想 だ わ 」 


ユー リ  「 オ レ た ちの 力 で 簡単 に いな く な る ん だ っ た ら 、 結 界 ( け っ 


か が かい) な ん て いら な い だ ろ 」 
カロ ル  「 け ど 、 どう し て 魔物 っ て いる ん だ ろ -…… ァ 」 
リタ 「 人 間 に 倒 され る た め よ 」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 また 極端 な こと 言う の ね 」 


り 夕 「 だ っ て 、 魔 物 な ん て それ 以外 に 百害 あっ て 一 利 な し で し ょ 」 
エス テル 「 本 当 に そう な ん で し ょ うか ? そこ に いる か ら に は な に 


か 意味 が ある よう な ……」 


レイ ヴ ン 「 深 く 考 えて も し ょ う が ね ー で し ょ 。 そん な こと 言い 出し た 


ら 、 人 間 だ っ て どう し て いる ん だ っ て こと に な っ ちまう し ね 」 
エス テル |「 ぞ つう で すね -…。 ど どう し て な ん で し ょ よう -…-」 
ユー リ  「 ま た 、 や や こし いこ と 言う な よ 、 お っ さん 」」 


レイ ヴ ン 「 い や 、 それ 以上 考え る な っ て 意味 で 言っ た つも り だ っ 


リス テル !? 


エス テル 「 リ タ 、 空 飛 点 の っ て 、 どん な 気持 ちな ん で す ?] 

リタ 「 そ う ね ぇ 、 別 に ビ どう っ て こと な いけ ど 悪 いも ん じゃ な いわ ね 」 
エス テル 「 気 持ち よさ そう で す よ ね ー」 

リタ 「 じ ゃ 、 飛ん で みる ?」 


エス チル 「 え 2 1 
リタ [あん た 一 人 くら いな ら ど うっ て こと な いわ 。 ほら 、 足 つ 
か まっ て 」 


エス テル 「 応 わぁ ああ 、 楽し いで すぅ 一 」 

リタ 「 ス トレ ス 発 散 に は な る わ ね 」 
ユー リ  「 そ ろ そ ろ 出 発 す ん ぞ ー。 リス テル 」 
エス テル | リー デル 5 リ 

リタ 「 り ゃ 、 略 さ れ た !!」 


エス テル EC デイ 7 お だ 
リタ 「 そ う ね 。 で も 犬 が くわ えた グミ な ん て あたし は 食べ た 
く な いわ 」 


ラビ ピー ド | ガッ ゥ ッ ヨ | 

ユー リ [まぁ 、 そう 言わ ず に 、 ピン チ の 時 に は 受け 取れ つて 言っ 
で る ぞ | 

ゆ ょ る 「 な 、 な に よ 、 犬 の くせ に …… っ て いう か ホン ト に そう 言っ 
て ん の ?2 ガッ ゥ ッ !! っ て し か 言っ て こない じゃ な い 」 

ユー リ 「 長 くい りゃ 、 わか る よう に な る さ 。 そう だ ろ 、 ラ ピ ー ド 」 

ラビ ピード 「 ガ ウッ 」 

リタ 「 Me 」 

エス テル 「 ち ょ っ と うら や まし そう で す リタ ] 

リタ ト [そそ 、 そ ん な ご と 


ジュ ディ ス 「 ど うし て 逃げ た の ?」 
ユー リ  「 あ の まま 戦っ て た ら 、 オレ た ち 、 確実 に あの 化け 物 に 
食わ れ て た ぜ 」 


ラード 」 ワ ソン!」 

ジュ ディ ス 「 そ うな っ て も お 腹 突 き 破っ て 出 て こら れ な いか が しら ]」 
リタ 「 メ チャ クチ ャ 言っ て る わ よ 、 この 女 ……」 

ユー リ  「 ジ ュ デ ィ だ っ た ら 、 普通 に や り そ う だ か ら 怖 いな 」 


エス テル 「 そ ん な に ジュ ディ ス は あの 魔物 と 戦い た か っ た ん で すか ?」 

ジュ ディ ス 「 戦 いた いと いう か …… 中 途 半 端 が 好き じゃ な い だ け ] 

ユー リ  「 こ こ は 戦 略 的 撤退 だ よ 。 マ ジ で 喰わ れ ち まっ た らし ゃ れ 
に な ら ね ぇ だ ろ 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね -…:・ で も また 来 ま し ょ う 」 

ユー リ  「 ま 、 気 が 向い た ら な 」 


ユー リ  「 な か な か の 強敵 だ っ た けど 、 ま 、 の ん な ん だ ろう 

カロ ル  「 あ ん な も ん じゃ な いよ ! あん な で か い 魔 物 を 倒 は た 
ん だ よ !?」 

ユー リ  「 落 ち 着け っ て 、 そん な に は し ゃ ぐ な よ 」 

方 ロロ ル  「 ユ コー リ ご そ 、 も っ と 書 ば ぼう まお"-。…… あれ ? エス 
テル どう し た の ? 座り 込ん で 」 

エス テル 「…… 二 人 と も 、 な ん で そん な 元気 な ん で す ?」 

ユー リ  「 な ん だ 、 腰 で も 抜け た か 」 

エス テル 「 わ た し 、 大 き な 魔 物 を 前 に ドキ ドキ で 、 も う ……」 

ユー リ  「 戦 っ て る 時 は あん な に 元気 だ っ た の に な 」 

エス テル 「 だ っ て 、 戦っ て る 途中 に こん な ふう に な っ た ら 、 迷惑 か 
けち ゃ いま すか ら 」 

ユー リ  「 し ょ う が ね ぇ な -…… は ほら 、 手 貸し て や る か ら 」 


エス テル 「 ご 、 ご の めん な さい ……」 
の が | の も の とこ ! 次 は どん な ヤツ が 相手 か …… ま 、 な ん 
で も 来い っ て と ころ か ?」 


エス テル 「 次 は も うな し に し た いで す ……」 
カロ ル の 7 も だ な 、 ユ コーク 本 当 は 戦う 気力 満々 な ん 
じゃ な い 」」 


エス テル 「 誰 に 何 話 し て る ん で す 、 カロ ル 」 
カロ ル 「 う わあ あっ -…… 四 


カロ ル 「 コ ゴメ ン 、 ろ の 開い て た 

ジュ ディ ス 「 え え 、 聞い て た わ よ 」 

リタ 「 何 、 武器 に 話し か け て る の よ 」 

カロ ル  「 こ う や る と 、 武器 が よく 斬れ る よう に な る ん だ よ 。 現に 
今 の 戦い だ っ て 戦う 前 に ちゃ ん と 励ま し て あげ た か ら な 
ん だ 」 

エス テル 「 本 当 で すか …… ?] 

リタ と ま 、 いい ん じゃ な い の 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 意外 」 

リタ 「 何 よ ?] 

ジュ チン いえ じゃ 、 次 も が ん ば っ て も ら わ な いと ね 。 お 願い 
ね 、 次 も また 活躍 を 期待 し て る わ 」 

リタ [頼り な い 主 人 持っ て 大 変 ね も 、 あ ん た だ けが 頼り よ 」 

エス テル トス え 、 え えつ と っ 。 が ん ば っ て くだ さい …… 」 

カロ ル 「 み ん な に 励ま し て も ら っ た し 、 次 は 攻撃 力 、 倍増 し で 行 
く よ 日 

リタ 「 調 子 に 乗 ん な 」 

カロ ル  「 い た っ !」 


カロ ル  「 こ れ で 、 ーー イン フー ) を 
全部 倒し た ね !」 

レイ ヴ ン 「 最 初 は びっ くり し た けど 倒せ る も ん ね ぇ 」 

ユー リ 「 ま 、 あん な の が 普通 の 魔物 みた い に 群 れ て た ら 勝 て や 


し な か っ た ろう が な 」 

リタ 「 縄 張り 意識 が 強かっ つた の か な ? お か げ で 助かっ た っ 
ここ 

ジュ ディ ス 「 普 通 の 魔物 より 断然 強い か ら 取 れる 素材 も 貴重 な も の 
が 多かっ た わ ね 」 


パテ ィ  「 そ うじ ゃ の 苦労 し て 倒し た 甲斐 が あっ た の 一 」 

エス テル 「 そ れ に 、 巨大 獣 ( ギ ガン トモ ンス ター) を 倒し て 凛々 の 
明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) も 有名 に な り ま すし ね 」] 

リタ 「 噂 の 域 を 出 な い 魔物 を 倒し た か ら っ て 有名 に な ら な い 
と 思う けど ?」 

レイ ヴ ン 「 確 か に 普通 に 生活 し て た ら 会 う 事 も な い 魔 物 だ し な ぁ 」 

ユー リ  「 ま 、 素直 に 喜ん で いい ん じゃ ね ぇ え か ?」 

エス テル 「 そ う 言 う 割 に は 、 ユー リ 、 な ん が 元気 な いで す 」 

ユー リ  「 ん ーー? ああ 。 な ん て いう か 、 達成 感 と いう が 脱力 感 
と いう か な ……」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね -…。 手応え の ある 許 物 を 倒し て し まう と 少し 用 


リタ 「 ま っ た く 。 戦闘 マニ ア ど も は …-」 


カロ ル  「 ユ ー リ 、 さっ き の 技 すご か っ た ね 」 
レイ ヴ ン 「 だ な 。 あ ん な の 受け た ら 大 抵 の 魔物 は 立っ て らん な い 


で し ょ う よ 」 
ラ ピ ー ド 「 ワ ンコ 
ユー リ 「 eia:oi き すぐ 守 邊 


カ 捉 引 | コー リリ 2 


ユー リ  「 ど う 動く べき な の か 、 瞬間 的 に わか っ ちまっ た こん な 感 


じ 、 初め て だ と 思っ て な ・…・」 
カロ ル  「 そ うな ん だ …… な ん か か っ こい いね 」 
ラ ピ ー ド | ワ ォ キーン! 
レイ ヴ ン 「 ど う や ら 、 一 皮 お むけ た よう ね 。 まっ た く ……: 頼 り に な る わ 」 


し 。 。 WW 
の 


し 
テー 
KO 


< 
キ 
メ 
ト 


ピチ 4 「 エ ステ ル 、 あん た 今 の 術 -……」 
エス テル 「 は い 、 自分 で も ビッ クリ で す 。 攻撃 と 補助 の 魔術 を 何 
と な く 合 わせ て みた ら 出 来 ち ゃ っ た みた いで す 」 


リタ 「 何 と な くっ て -…… そ ん な ん で 出来 る レベ ル じ ゃ な か っ 
た わ よ 」 


の 2 そそ ゴ C り ガー 7] 
ユー リ  「 エ ステ ル も そん だ け 強 く な っ た っ て 事 だ ろ ?」 
に コ ド [ワシ 1 


リタ 「 ま ぁ 、 最初 に 会 っ た と きよ り は ずい ぶん 、 強く な っ た と 
は 思う けど 」 


ユー リ  「 こ れ か ら も 頼む お ぜ 、 エス テル 」 
エス テル 「 は い 、 こち ら こ そ で す 」 


カロ ル  「 い 、 今 の ボク の 技 、 見 て くれ た !?] 

ユー リ  「 あ あ 、 す ご か っ た ぜ 、 マジ で 」 

ラビ ピー ド | ワウ ゥ ッ 」 

カロ ル  「 ボ 、 ボ ク だ っ て 強く な っ て る ん だ 、 う ん ……」 

ユー リ  「 ま 、 カ ロ ル が これ だ け や っ て くれ りゃ 凛々 の 明星 (ブレ 
イブ ヴェ スペ リア ) も 安泰 か 」 

。 カロ ル  「 う うん 、 こ れ で 満足 し て ちゃ ダメ だ か ら も っ と 頑張 ら な きゃ 」 

ユー リ  「 へ ぇ 、 強く な っ た の は 心 の 方 も …… か 」 


エス テル 「 リ タ 、 さっ き の 魔 術 すご か っ た で すね !」 

リタ 「 な 、 な に よ …… あ ん な の 別に た に いし た こと な いわ よ 」 

エス テル 「 た いし た こと 、 あり ます ! ホン ト か っ こよ か っ た で す よ 」 

リタ 「 も 、 も お いい か ら …… ホン ト 、 た いし た こと な いん だ か 
ら あ ん た と くら べた ら 」 

エス テル 「 そ う で すか …… ? あん な すご い 魔 術 が で きる リタ が 
友達 で よかっ た っ て 思い まし た よ ?」 

リタ 『 そ 、 そ ぉ …… ?] 

エス テル 「 は い !」 


リタ 「 あ 、 あ 、 あり が と ……」 


レイ ヴ ン 「 ス パ ァ ーーー ク ! オレ 様 の 活躍 、 見 て くれ た ぁ !?」 
ジュ ディ ス 「 え え 、 すご か っ た わ 。 で も 大 丈夫 な の か し ら ?」 

め p イ ウン | ペ 2」 

ジュ ディ ス 「 心 臓 、 負担 か か る ん で し ょ ? あの 技 使う と 」 
レイ ヴ ン 「 う 一 ん 、 ま 、 何と か な る で し ょ 」 

ジュ ディ ス 「 そ ? ほど ほど に ね 」 

レイ ヴ ン 「 も っ て くれ る よ な ? オレ の 心臓 ……」 


派手 に いき まし ょ el 戦 革 
ゴー デリ 今 み た いな 戦い 方 も で きん だ な 」 

。 ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 で きる よう に な っ た っ て 言う の が 正解 か し ら 」 
| べべ 先 。 で も また 、 派手 に や っ た な 」 

生 本 で 生 「 ワン 

ジュ ディ ス 「 え え 。 ど う せ な 5 ら 派手 な 方 が 良い か と 思っ て 」 
バウ ル  「[ バ ウゥ ゥ ウ 」 

ジュ ディ ス 「 バ ウル も そう 言っ て る わ 」 

ユー リ 「 は は 、 そう か も な 。 頼り に し て る ぜ 」 

ジュ ディ ス 「 お 互い に ね 」 


ラビ ピー ド 「 ワ ォ オ ォ オ オオ オン !」 

レイ ヴ ン 「 お ? 気合 入っ て る ね ぇ 」 

カロ ル  「 さ っ き の 技 すご か っ た も ん ね 。 ズ ビ ビビ アタ ッ ク っ て 感じ ?」 

レイ ヴ ン 「 カ ロ ル 君 よ お それ は な いよ 。 ど っ ちか っ つ 一 と 秘技 
一 気 思 成 斬り っ て 感じ で し ょ う が 」 

_ カロ ル  「 え ー、 そ ん な お っ さん 臭い 名 前 ダメ だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 は ぁ !? 名 前 に お っ さん 臭い も な いで し ょ う よ !?」 


リタ 「 あ ー、 も うう っ さい !! そん な の 斬る ん だ か ら 『 斬 !!」 と 
か で いい で し ょ 中 

ラビ ピー デー ド 「 ワ ゥ っ ッ ロ 

ユー リ  「 は い 、 決定 」 


フレ ン  「 こ の 技 、 これ が 僕 の 力 ……」 

エス テル 「 さ す が で す 、 フ レン ! あん な すご い 技 が 使え る な ん て | 

フレ ン  「 い え 、 エス テリ ー ゼ 様 …… ま だ まだ こん な こと で 満足 
する わけ に は いき ませ ん 」」 


エス テル | 

か 「 人 々 の た め に は も っ と 自分 自身 を 磨 か な く て は !」 

エス デル 年 …: そ 、 そう で まね 。 ブ レン な ら も っ と も っ と 強く な れ 
る と 思い ます 」 

ユー リ  「 あ いか わら ず 、 あい つ は 真面目 だ よ な ー」 

ラビ ピード | ワ ォ ン 」 

ユー リ  「 今 は 、 素直 に 喜べ ば いい の に よ 」 

フレ ン  「 ユ ー リ 、 すま な い が 稽 古 を 手伝っ て くれ な いか 。 ま だ 


まだ 納得 で き な い ん だ 」 
ユー リ  「 お い お い 、 稽古 っ て その 技 、 オレ に 使う 気 か よ !」 
フレ ン  「 大 丈夫 だ よ 。 ユー リ な ら 耐 えら れる は ず だ 」 
ユー リ  「 本 当 に 使う 気 だ っ た の か よ -…-」 


パテ ィ 「 な に が で る か な 、 な に が で る か な 。 な に が で る か は お 
楽し み ー な の じゃ 

リタ 「 い い 加 減 な ……… 」 

カロ ル  「 な ん で 自分 が 出し た 技 な の に 、 な に が で る か わか ら な い の |」 

パテ ィ 「 そ れ は ……… 」 

カロ ル [だ だれ は ?] 

パテ ィ 「 そ れ は うち に も わか らん の じゃ 。 これ で いい の じゃ ー-」 

リタ 「 こ れ で いい っ て ……… 」 

エス テル 「 い いん じゃ な いで し ょ うか 」 

カロ ル  「 い い の …… ぞう だ ね 、 いい よね 』 


リタ ダ 「 な に よ 、 この バカ っ ぽい 会 話 は …… あ いか わら すず 適当 
な ん だ か ら !] 


パテ ィ  「 そ うじ ゃ 、 そう じゃ 、 これ で いい ん じゃ ー」 


Po 」 
カロ ル  「 ど うし た の ? ユー リ 。 自 分 の 武器 な ん か 見 つめ ちゃ っ て 」 
ユー リ  「 い や 、 剣 と 療 じ ゃ 結構 使い 勝手 が 違う な 、 と 思っ て ……」 


ラ ピ ー ド 「[ ワ フッ l」 

エス テル 「 ユ ー リ は 剣 と 導 、 両方 使い ます か ら ね 」 

ユー リ  「 あ あか 、 技 一 個 見 て も 剣 と 族 じ ゃ 感じ が 変わ っ て くる 。 ま 、 
た いし た 問題 じゃ な いけ ど な 」 

カロ ル 「 応 一 ん 、 で も ユー リ は 著 使 っ て る 方 が 似合っ て る よ 。 
何 か 強 そう だ し 」 

受 ピード 「 ワ ン リ | 

エス テル 「 そ う で し ょ うか ? 私 は 剣 を 使っ て る ユー リ の 方 が 好き 
で す よ 」 

ジュ ディ ス 「 両 方 持て ば いい ん じゃ な い ? 右 と 左 で 」 

ユー リ  「 勘 弁 し て くれ ・・・」 


エス テル 「 ユ ー リ 、 や り ま し た ね !」 

ユー リ  「 こ れ く らい は 軽い も ん だ 」 

レイ ヴ ン 「 何 よ 、 優勝 し た ん だ か ら 、 も っ と 喜び ゃ いい じゃ な い 」 
ユー リ  「 優 勝 、 ね …… な ん か オレ が 求め て た も の と は 違う ん だ 


レイ ヴ ン 「 ぜ 一 た くね 、 大 会 に 出 て て っ ぺん 以外 、 求め る も の が 
ある っ て いう の ?」 

エス テル 「 ユ ー リ が 欲し か っ た の は 優勝 と か っ て 肩書 きよ り も 戦っ 
た 実感 な ん じゃ な いん で す ?] 

Pe 「 あ あ … そう いう こと か も な 」 


レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん 、 青年 の こと 、 よく わか っ て る じゃ な い 」 

エス テル 「 こ れ ま で の ユー リ 見 て た ら 、 それ くら い は わか る よう に 
な り ま し た 」 

レイ ヴ ン 「 何 、 それ 。 以心伝心 っ て ヤツ ? いや らし い ー-」 

エス テル 「 そ 、 そん な ん じゃ あり ませ ん ・…… ] 


ユー リ  「 よ し っ 


エス テル 「 や り ま し た !」 

レイ ヴ ン 「 お ろ 、 い つも クー ル な 青年 が 、 今 日 は 妙 に 嬉し そう じゃ な い ?] 

エス テル 「 当 然 で す 、 強 い 敵 相手 に 勝ち 抜い て 優勝 し た ん で すか ら 」 

ユー リ  「 そ うだ な 、 今回 ば か り は 優勝 っ て 言葉 が 胸 に ずん と 響 
いて る っ て 感じ だ な 」 

エス テル 「 戦 っ た 実感 っ て と ころ で すね 」 

ユー リ  「 そ うそ う 、 同じ 大 会 で も 、 前 ん 時 より も 、 重み が 伴っ て 
る 感じ が する な 」 

レイ ヴ ン 「 何 よ 、 妙 に お 嬢 ちゃ ん と 息 が 合っ ちゃ っ て 。 い や らし いわ ね 」 

エス テル 「 ち ょ っ と 、 レイ ヴ ン 、 何 言 っ て る ん で すか …… 目 

ユー リ 「 お っ さん 喜ん で くれ て る っ て こと は お っ さん も 以 心 伝 
心 で いや らし いっ て 事 だ な 」 


レイ ヴ ン |「 う へ 。 そう きた か 」 


カロ ル  「 や っ た ね ! エス テル な ら や れる と 思っ た ん だ ]」 

エス テル 「 あ り が と う ご ざ いま す !」 

リタ 「 ガ キ ん ちょ は 調子 いい こと 言っ て 」 

お EL 「 ほ 、 ほ ん と ど 症 よー 目 

リタ 「 上 ー ん …… で も 、 と りあ え ず お めで と う 、 エス テル 」 

エス テル 「 は い ! こう し て みん な に 喜ん で も ら え る と 、 嬉 し いで す 」 

ユー リ  「 そ りゃ よかっ た 。 浮 か な い 顔 し て た か ら 気 に な っ て た ん だ が ] 

エス テル 「 だ っ て …… 自 分 が 見 世 物 に な る よう な 感じ が し て た か ら ……」 

リタ [賭け の 対象 に され る っ て の は あま し 気持 ちい いも ん じゃ 
な いわ ね 」 

エス テル 「 え え …… で も 周囲 が どう 見 て る か より も 、 自分 自身 が どう 
相手 と 向き 合う か っ て こと に 気付 きま し た 。 相手 に 勝ち わた いっ 


て 思う よう に な れる と 、 勝 つっ た 時 の 喜び は 大 きく な る ん で す 
ユー リ  「 そ っ か 。 エス テル に と っ て 、 い い 、 経 験 に な つっ て よかっ た な ]」 
エス テル 「 は い ! それ に 皆さん の 応援 で 、 わた し も も っ と が ん ば 

ろう っ て 気 に な っ た し 」 


ユー リ 「 お い 、 よかっ た な 、 カロ ル 、 優勝 だ ぞ ? ま 、 それだけ 
お 前 が 強く な っ た っ て こと か 」 

の ー ド ウォ オーラ 

「 つ 、 うつ ん. あり が あう 1 

レイ ヴ ン 「 優 勝 し た 人 間 が いる ギル ド は 、 ハン パ な くそ の 名 を 知 
られ て くっ て 聞く ぜ ?」 

エス テル 「 カ ロ ル の お か げ で 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 

の 名 前 が 有名 に な る か も し れ ま せん ね 」 

Py の No、 そ 、 そ 、 チ ラフ そう だ ね | 

ユー リ 「 な ん だ 、 カロ ル 、 あん ま 嬉 し そう じゃ な いな 」 

「 そ 、 そん な ほ と な い ほ ーー へ も 、 な ん は 自 必 ん で 自 ふ ん 

の 活 は くに ひ ッ クリ ひ は っ た …… (そん な こと な いよ 、 で 

も 、 な ん か 自分 で 自分 の 活躍 に びっ くり し ちゃ っ た )」 

エス テル | な 、 何 言 つ て る か …… わか り ま せん …… 」 

4 「 慣 れ な いこ と だ か ら 、 急 に 卑屈 に な っ た な 。 い つも の 
カロ ル 先 生 ら し く な い ぜ 」 

レイ ヴ ン 「 く っ くっ く 。 こ の 、 最 後に ビッ と 決ま らん と ころ が 少年 らし いわ ] 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 


リタ 「 終 わっ た わ よ 」 

エス テル 「 ク ー ル で すね …… も っ と 喜ば な いん で す ?] 

リタ 「 人 ハナ か ら 楽 勝 だ か ら 」 

レイ ヴ ン 「 強 が っ ちゃ っ て 。 け っ こう 苦戦 し て る よう に 見 えた わ よ 」 


リタ 「 お っ さん の 目 は フシ アナ ね 。 引 ら こ 抜い て 直し て あげ よう か ] 
レイ ヴ ン 「 い や っ 、 それ は 勘弁 し て …… 1 
エス テル 「 で も 、 優勝 っ て スゴ イ で す よ 。 も っ と 喜ん で も いい と 守 


リタ 「 だ っ て 、 た だ 勝つ だ け で 何 が どう な る っ て わけ じゃ な いか ら 」 

レイ ヴ ン 「 で も 、 優勝 者 に 合わ せ て ご 褒美 くれ て ん だ か ら 」 

カロ ル  「 そ うだ ね 」 

リタ 「 そ っ か …… あ た し に 合わ せ て くれ る ん な ら も っ と 勝て 
ば 研究 に 役立つ も の くれ た の か も …… そ れ な ら も っ と 


。 。 . 層 う と し 3 誠 が よかっ た 上 と の 
レイ ヴ ン 「 い や 、 勝っ た っ て 優勝 だ が ら 、 それ 以上 は な いつ じ ょ ・"H 


ユー リ  「……: お っ さん 、 どう し た 。 優勝 し た ん だ ぞ 」 

レイ ヴ ン 「 こ れ は 夢 よ 、 憧れ の 闘技 場 大 会 で 優勝 する な ん て 」 
ジュ ディ ス [憧れ ?_ そう だ っ た の ?2」 

レイ ヴ ン 「 ギ ルド の 人 間 な ら 一 度 は 優勝 し た いっ て 思う も ん よ 」 
ウリ 「 そ の 夢 が か な っ て よかっ た じゃ な いか 」 

レイ ヴ ン 「 い や 違う 、 きっ と これ が 夢 な の よ 」 


トワ 「 夢 の 中 な ら 痛 み は な いけ ど 」 

ジュ ディ ス 「 や っ て みる ?」 

レイ ヴ ン 「 点 ぎゃ っ …… 四 

ユー リ  「 お い …… お っ さん 、 本 当 に 夢 の 中 に 行っ ちまっ た ぜ 」 


ジュ ディ ス 「 も う 終 り ?] 

ユー リ  「 暴 れ 足 りな いか 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 私 っ て そん な 暴力 的 か し ら ? 傷つく わ ] 

リタ [よく 言う わ 。 慎 まし い 乙女 だ っ て 思っ て る と は 言わ せな いわ よ ]」 
ユー リ  「 慎 まし や か で うら 若い 乙女 は 闘技 大 会 に は 出 た り し な いよ な ] 
ジュ ディ ス 「 慎 まし や か で うら 若い 乙女 は ツワモノ ぞろい の 大 会 で * 


優勝 し た り し な いわ よね 」 
ユー リ  「 そ うだ まな 、 八 人 ハハ ッ ……』 
ジュ ディ スズ oy ] 


リタ 「 も し か し て 自分 で 言っ て へ コ ん で る ?」 

レイ ヴ ン 「 お よ 、 う ら 若 き 乙 女 の た め 息 は メラ ンコ リッ ク で 絵 に な る ね 」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 」 

レイ ヴ ン 「 も し か が し て 暴れ 足り な い の ?」 

ジュ ディ ス [ の ] 


ラビ ピー ド | ワオ ーーー ン !」 

「 何 、 ア レ ? 勝利 の 雄叫び ?] 

ユー リ  「 ま 、 そ うい うこ と だ ろう な 」 | 

リタ 「 所 訟 ケダモノ よね 、 どう せ 狩 り に 成功 し た くら い に し か 
思っ て な いわ よ 」 

ラビ ピー ド 「 ガ ウッ リロ 」 

ユー リ  「 聞 こえ て る ぜ 。 コ イツ だ っ て コイ ツ な り に 色々 、 考え て 
ん だ 、 気 悪く し て る ぜ 」 

リタ 「 何 よ 、 色々 っ て 」 

う ラ 時 ツ ド た 「 ワ ン 、 ワ ヨー ンー ッッ. 1 

ユー リ  「 自 分 が 人 間 世 界 で 催さ れ て いる 大 会 に 勝っ て どれ ほど 
の 意味 が ある の か 、 と か 、 そう いう こと を な 」 J 

ラビ ピー ド 「 ワ オン 、 ワン !」 昌 

ユー リ  「 犬 と いう 動物 が どれ だ け 強 く て 誇り 高い も の か 、 世間 
の 人 間 に 知ら し め る いい チャ ンス だ と 思っ て る 」 

リタ 「 何 、 犬 が 哲学 者 気取り ? は ん 、 笑っ ちゃ う 」 

ラビ ピー ド 「 ガ ウ 、 ガウ ガウ !」 

ユー リ  「 な ん だ っ た ら ラ ピー ド と や っ て みっ か 、 誇り を 賭け た 一 
戦っ て ヤツ を さ 」 

リタ 「 ち ょ っ と 、 あっ 、 あたし は 戦 ( や ) ん な いわ よ ! コ 、 コ ラ ! 
噛む な 噛む な 、 引っ 張る な ぁ …… !」 。 
「…… 前 か ら 気 に な っ て た けど …… や っ ぱり ユー リ っ て ラ 
ピー ド の 言葉 わか っ て る よね ?」 


カロ ル  「 す ご いや パテ ィ ! 200 人 斬り を クリ ア す る な ん て | 

パテ ィ  「 そ れ ほ ど で も …… あ …… し まっ た の じゃ 

訪 ロ ル | ん? どう し た の 2 パテ ィ ] 

バテ イィ  「…… す る ん じゃ っ た 」 

カロ ル | え ?1 

パテ ィ  「 景 品 は 要ら な いか ら 、 ウチ が 倒し た や つ は 全員 「 ウ チ の 子 
分 に な る 契約 」 に すれ ば よかっ た の じゃ ー。 そう すれ ば 新生 
海 柄 の 所 (セイ レー ン の キバ ) の 立ち 上 げ が で きた の じゃ ー」」 

カロ ル  「 え えっ !? 何 言 っ て ん の 。 ム リム リ ] 

バ パティ  「 や り も し な いで あき ら め る な ! や っ て か ら で も 後悔 は 
で きる の じゃ 。 そ れ に 可能 性 が 19%6 で も ある な ら 、 ウチ 
は それ に 賭け る の じゃ 

カロ ル  「 な いな い 。 カッ コ よ さそ うな 台詞 で 言っ て も ダメ だ っ て 」 


フレ ン  「 ぅ 」 

カロ ル  「 す ご いや ! さっ す が フ レン 。 い いな ーー、 ボク も フレ ン 
みた い に 強 く な り た いよ 」 

フレ ン  「 な れる さ 。 そ れ ど ころ か 、 今 の カロ ル と 比べ た ら そ の 
年 の 頃 の 僕 な ん て 全然 大 し た こと 無かっ た し ね 」 

放 如 ル 「 そ 、 そう か な …、 え へ へ 」 


ユー リ  「 騙 され ん な よ 、 カロ ル 。 こ いつ の 大 し た こと 無い 、 は 
ちょ っ と ひと 味 違う ぜ 」 

カロ ル 1 

ユー リ  「 忘 れ も し ね ぇ 、 七 歳 の 夏 、 二 人 で 川 へ 遊び に 出 た ん だ 。 
そし た ら 、 コイ ツ 、 落ち て 流さ れ た ん だ よ 」 

フレ ン  「 あ あ 、 その 話 か 。 川 の 流れ が 急 で ね 、 さす が に 僕 も ヤ 


修 いっ て 思っ た ん だ ]」 

カロ 形 | て そ 、 そ れ で ?] 

ユー リ  「 で 、 追い つい た 時 、 こい つが 必死 に し が みつ いて た も の 
見 て オレ は びっ くり し た ぜ 、 人 魚 人 (ぎょ じん ) だ っ た ん だ か ら 」 


フレ ン  「 運 よく 通り が か り の キャ ラバ ン 隊 に 助け られ た けど 、 八 
ンク ス さ ん に こっ ぴ ぱど く 叱 られ た よね 」 

ユー リ  「 そ れ で 、 解放 され た 時 の コイ ツ の 一 言 だ 。 ユ ー リ 、 大 し た 
こと 無く て よかっ た ね 、 だ と よ 。 全然 大 し た こと ある っ つ 一 の 

フレ ン  「 い や あ 、 魚 人 (ぎょ じん ) を 倒し た わけ で も な いし それ 
も 向こう が 逃 げ て いっ た ん だ し さ 、 大 し た こと な いよ 」 

ユー リ  「 オ レ も た だ 川 に 落ち た こと は あっ た けど 、 そ れ だ け で じゅ 
うぶ ぷん パニ くっ た ぜ …… そ れ を 」 


カロ ル  「 大 し た こと ある 、 大 し た こと ある よー !」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 みん な の 力 を 信じ て な か っ た の ?」 

ラロ ピ テ ド ガウ ッ コ 」 

カロ ル  「 そ 、 そう いう こと じゃ な いっ て ば ー」 

ユー リ  「 で も 、 これ で オレ た ちの 団結 力 が 証明 され た っ て こと 
だ ろう な 」 

ラ ト 和 人 フン 1 

エス テル 「 一 人 で 戦う より も 、 みん な で 戦っ て 得 た 勝利 の 方 が 豆 
び が 大 きい で す よ ね 」 

レイヴン 「 う ん うん 、 これ を 機 に 全員 で も っ と 力 を 合わ せ て が ん 

(の つて こく 

リタ 「 力 を 合わ せ た か ら っ て 、 お っ さん 一 人 で 力 を 抜く よう な 
マネ し た ら 、 許さ な いわ よ 」 

レイ ヴ ン 「 し な いっ て ば よ 。 何 よ 、 うま くま と め た の に 一 」 


敵 の 動き を 止め る に は 同国 
カロ ル 「 ア ワー グラ ス っ て スゴ イ よ ね 、 敵 の 動き 、 止め ちゃ うん 


だ も ん 」 
ユー リ  「 あ あか 、 確か に 戦い や すく は な る な 」 


カロ ル  「 う ん 、 その 間 に 体 勢 整 えて も よし 、 相手 に 攻撃 し て も よ 
し 、 戦闘 の 隊形 変え る こと も で きる し ね 。 敵 の 攻撃 か ら 
逃れ られ な く て も 、 こ れ が あれ ば 、 簡 単に 逃げ り けれ る し ね 。 
あ 、 そう そう 、 逆 に 敵 が 逃げ る の を 防ぐ こと も で きる ん 
だ よね 。 ほん と 、 優れ も の ……」 

リタ < デーン ゲ ラス] 

カロ ル  「 あ が っ …… !」 

リタ 「 動 止め る な ら 、 こっ ちの 方 が 便利 よね 」 


カロ ル  「 オ ー ル ディ バイ ド っ て 便利 だ ね 」 

レイ ヴ ン 「 あ あい う の は ダメ よ 、 ダメ 」 

ラレー ド - ピリ フッ の 

エス テル 「 な ん で で す ? あれ が あれ ば 、 戦い が 楽に な る の に ……」 
レイ ヴ ン 「 あ あい う も の に 頼る と 、 その うち 、 あれ な し で は 戦う こ 


と が で き な く な る 、 それ で は いか ん の だ !」 
ユー リ  「 道 具 使う の も 戦略 の うち だ っ て の 」 


レイ ヴ ン 「 こ れ だ か ら 、 今時 の 若い も ん は ……10 年 前 まで は あ 
ん な も ん な く て も 戦っ て た の よ 」 


らい か ら こ ご wl 


カロ ル  「 さ っ き の 戦 闘 、 早かっ た ね ー。 楽々 だ っ た 」 
ーー け 「 楽 っ て いう か 、 全然 、 余韻 も 何 も 感 じ ね ぇ 。 も っ と じ っ 


くり 楽し みた いん だ が 」 

レイ ヴ ン 「 お や 、 青年 は ボロ ボロ に な りな が ら 、 四苦八苦 し て 強 
い 魔 物 を 倒す の が お 好み ?」 

ユー リ  「 イ ヤ な こと を 言う な 、 お っ さん 。 そ うい う 時 は 四苦八苦 
じゃ な く 大 豆 雀 雇 し な が ら 、 だ よ 。 つら い 戦い だ か ら こ そ 、 


楽し くっ て こと 」 
カロ ル  「 つ らい か ら こ そ 、 楽し く 、 か ……。 うん 、 それ な ん か い 
いね か) 了 」 


レイ ヴ ン 「 あ あ 、 いや 、 いい こと 言っ た 後に 申し 訳 な いけ ど 、 老 体 
に は 持久 戦は 勘弁 願い た い の よ 、 正直 な と こ -」 

ユー リ [だからこそ 楽し く 】 

レイ ヴ ン 「 ご どうやって ?] 

ユー リ  「 そ れ は お っ さん が 見 つけ ろ っ て 」 


情け 無用 の 真剣 勝負 w ol | あ 

ジュ ディ ス [一 瞬 だ っ た わ ね 、 さっ き の 戦 闘 。 情 け 容赦 な いわ 、 あ 
な た た ち 」 

リタ 「 英 に 殺 ら れる 前 に 殺 る 。 先 手 必勝 、 一 撃 必 殺 よ 」 

カロ ル  「 敵 に 情け は 無用 、 っ て こと だ よね 」 

レイ ヴ ン 「 下 手 に 情け を か けた ら 、 思わ せ 点 り で 敵 さ ん が よ け 一 
に 可哀想 じゃ な い 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ で も 、 ち ょ っ と 情け を か け て あげ る 余裕 は 見 せ て 
あげ て も よかっ た と 思う ん だ けど 」 

レイ ヴ ン 「 涼 し い 顔 し て 一 番 容赦 な い の は ジュ ディ ス ち ゃ ん か も ね 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら ? そう か が しら!?」 

ユー リ  「 自 覚 な いら し い ぜ 」 

リタ 「 な いふ ぶり し て ん じゃ な い の …… ?」 


カカ 口 ル | お ょ よ 、 ちょ っ と 待っ て で デ 」 


ユー リ  「 な ん だ よ 、 大 変 そ うだ な 」 

カロ ル  「 ね 、 ち ょ 、 ち ょ っ と 道具 整理 する の 手伝っ て 一 」 

エス テル 「 い つの 間 に そ ん な に た まっ た ん で す ?」 

ジュ ディ ス 「 使 っ て な いも の 。 た まる で し ょ う ね 」 

ユー リ  「 使 わな いで すむ も の な ら 、 それ に 越し た こと な い だ ろ 」 

ジュ ディ ス 「 あ れこ れ 道 具 、 使っ ちゃ う 癖 が つい て 、 ムダ な 出費 し た 
く な いで し よ ょ ?」 

エス テル 「 え っ と ……: わ た し は 単純 に 道具 使う っ て こと を 知ら な く 


カロ ル 


エス テル 
ュー リ 
カロ ル 


カロ ル 
レイ ヴ ン 
エス テル 


リタ 
ラ ピ ー ド 
ユー リ 


「 な ん で も いい か ら 使 っ て …… 持 ち 腐れ だ よ 、 も っ た い 
な ーー い 」 

| で 、 そう こま ね 。 ユー 
「 気 が 向い た ら な 」 

「 だ っ た ら 、 荷物 の 整理 係 代 わっ て 一 !」 


リ 、 使い まし よ 」 


Cu に ボク た な ち 、 六 
俺 様 た ち 、 つ えー」 

合せ て も 、 痛い の は イヤ で す も ん ね 」 

ジュ ディ ス 「 痛 め つ けら れる の を 見 る の も 意外 と お も し ろ い けれ ど 」 


トス ゴイ ま 9 
に コ え ンー 。 
「 傷 が 治 


「 あ ん た 、 コワ イ ……」 

「 ワ フッ 馬 eok 」 

「 傷 は 男 の 勲 章 な ん だ よ 。 傷 つか な い 戦 いな ん て 意味 
が な い 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 。 痛 い の が お 好き ?」 


ユー リ 
リタ 
レイ ヴ ン 


リタ 
レイ ヴ ン 


リタ 
ユー リ 
レイ ヴ ン 


エス テル 
カロ ル 
エス テル 


カロ ル 
テリ 


カロ ル 
エス テル 
リタ 


カロ ル 
リタ 


「 そ うい うこ と じゃ ね えっ て の ……] 

「 全 然 わ か らん 」 

「 リ タ っ ち は 痛 め つ けら れる より 、 痛め つけ る 方 が 好き そ 
うだ し ね 演 」 

[そう よ | 


「 あ ー た も 十分 コワ イ わ ……」 


「 さ 、 さ み い な あぁ あ …… 守 さ し の 小屋 と か ね ぇ の か ?」 
「 氷 の 上 で すか ら 、 小屋 は ちょ っ と な いん じゃ ……」 


「 は っ …… く し ゅ ん ! ああ 、 さ み ー…… せ め て 火 が あり ゃ 
ね ……。 お 、 そう だ 、 リタ っ ち 、 魔術 で 火 出 し て よ 」 

「 あ 、 あたし は 装 き 火 か ……。 そもそも 、 お っ さん ご と き 
に 使う な ん て エア ル が ムダ ムダ 」 

「 い いじ ゃ ね ー の 。 さっ きか ら ば ん ば ん 使っ て る ん だ か ら さ 」 
「 そ れ は 魔物 倒す た めで し ょ 。 そ れ に どこ に 燃え る も ん 
が あん の よ 。 あ ん た 、 けっ こう し まっ た 体 し て る わ ね 」 
AM や 73 と や の や ? まあ 、 ギ ルド も 騎士 団 も 
肉体 労働 だ か ら か ね ぇ 」 


「 は っ は っ は 。 そ りゃ 残念 だ 」 
「…… っ て 、 お い 、 何 の 話 だ !?」 


「 本 つく し ゅ ん 生き | | 

「 な に ? エス テル 、 風邪 ?」 

「 あ っ 、 いえ …… さ っ きか ら リ タ の 使う 水 っ ぽい 魔術 見 て 
た ら 、 な ん か 寒々 し く な っ て き て ……」 

「 大 変 、 大 丈夫 …… は くし ょ ん っ …… !」 

「 お い お い 、 二 人 し て な ん だ 。 そ ん な ら リ タ に そう いう 
魔術 や め め ろ っ て 言 や いい じゃ ね ぇ か 」 

「 リ タ の こと だ か らき っ と 、 あたし が 何 を 使う か あたし が 
決め る 、 指図 し な いで 一 つと か 言う よ 」 

「 カ ロ ル は リタ を 誤解 し すぎ で す 。 わ た し た ち が 風 邪 か 
も っ て 言え ば きっ と …… 」 

「 何 ? あたし が どう し た っ て ? っ つく し ゅ ん 」」 

「 あ 、 リタ も 風邪 …… ?] 

1 誰か あたし の こと …… 噂 し て る 」 


「 66: 」 

[ SD 」 

「 シッ 」 
てこ 


ジュ ディ ス 「 困 つた わ ね え ……」 


パテ ィ 


ジュ ョ ディ ス | 私 、 一 日 に 一 


カロ ル 


「 ど うか し た の か ?」 

回 、 水浴 び し な いと 死ん じゃ う の …… こ ん 
な 水 も 何 も な いと ころ じゃ ……」 

「 ほ 、 ほん と !? 大 変 だ 、 リ タタ! 


リタ 


「 バ カ っ ぽい …… そ ん な わき ゃ な いで し ょ 。 花 じゃ ある ま 
いし 。 水 浴び な ん て し な く て も 死な な いわ よ 。 現に あ た 
し は も う 10 日 も 水 沿 び て な いか ら 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 そん な に -~ 私 だ っ た ら 、 も う 交 状 態 ね …ー」 


パテ ィ 
カロ ル 
リタ 

カロ ル 


「 で も 、 リタ 旭 か ら は 払 か に いい 匂い が する の じゃ 」 
「 わ か っ た ! リタ は ドラ イフ ラ ワ ー な ん だ !」 


「 う ぎゃ ああ っ 


「 あ っ つ な 」 

「 リ タ っ ち が ば ん ば ん 火 の 魔 術 、 使っ ちゃ や っ て る か ら ね 」 
「 砂 漠 が 暑い の は 、 あたし の 魔術 と は 別 で し ょ !」 
[うば っ ょ 。」 

「 け ど 、 ホン ト に 署 いよ …」 

「 何 よ …… だ か ら や め ろ っ て …… ?」 

「 そ うし て くれ る と 助かる か な っ て と こ か 」 

「 や め な い ……」 


「 お まえ だ っ て 暑い ん だ ろ 、 だ か ら …… 」 

「 暑 いけ ど 、 応 っ ぱな す と すっ と する か ら や め な い ! すっ 
と し た ら 、 暑い の 忘れ る か ら や め な い !」 

「 う わっ 、 リタ が 壊れ た よっ 


エス テル 
ユー リ 
エス テル 
ユー リ 


エス テル 


つり リ 
エス テル 
ーー リ 
エス テル 


ユー リ 
エス テル 


の 
エス テル 


「 剣 振る 姿 が 様 に な っ て ます ね 、 ユー リ ]」 

「 エ ステ ル も な か な か の も ん だ せ ぜ 」 

「 そ う で すか ? 師匠 (せん せい ) に は 叱 られ っ ぱな し で し た が -…-」 
「 ま 、 あん まり こなれ た 動き され た ら 、 オレ が びっ くり す 
る けど な 」 

「 本 当 は 戦う つの 好き じゃ な いん で す …… 人 を 傷つけ る わ 


「 お 嬢 様 ら し い 意見 だ な 」 

「 で も 、 そう し な きゃ 自分 が 傷つく ん で す よ ね 」 

「 ま あ 、 そう いう こと だ な 」 

「 ユ ー リ みた い に 戦う こと その も の を 楽し め れ ば 、 も っ と 
いい ん で すけ ど ……」 

「 誰 が 楽し ん で る っ て ?」 

「 違 うん で すか ? だ っ て 、 戦っ て る 時 は 目 が 生き 生き し 
て ます よ ? いつ も と 大 違い 」 

「 そ 、 そう か …… よ く 見 て る な 」 

「 は い 、 人 を 見 る の 好き な ん で す 」 


[ウー、 ワン 

「 爪 と か 牙 使う の は 犬 の 戦い 方 だ し な 」 

[ え ?2 だ っ て 、 ラビ ピー ド は 犬 。 で す よ ね 過 ] 
ト [ワッ ピル 

「 ラ ピー ド は ラ ピ ー ド っ て 生き 物 だ よ 」 


「 ガ ウッ ガウ ッ 、 ワ ォ ー ン !」 
[何で あれ 、 こい つ は 自分 の こと 犬 だ と 思っ で な の 。 だ | 


_ か ら 、 武 器 を 使っ て 攻撃 する し 、 道 具 も 使う 。 で も だ か 


ら と 言っ て 自分 の こと を 人 間 だ と も 思っ て な い 」 ] 
「…… よ くわ か ら な いけ ど -… 気 位 の よう な も の を 感じ ます 」 
「 ワ オー ン !」 
「 だ ろ ? 敬 え よ 」 

「…… ね 、 ユ ー リ 。 も し か し て 、 ラ ピー ド の 言葉 、 訳 し て る ?] 
「 気 の せい だ ろ 」 


くら い 必 要 な ん だ ]」 


リタ 「 大 きく 見 せ て 魔物 騙す の ね 」 


する ん で す よ ね 」 


いか ら な ]」 
リタ 「 危 険 だ っ た ら す ぐに 言い な さい よ 」 


「 エー ス だ か ら 」」 

ユー リ  「…… そ れ が その ハッ タリ の 一 部 じゃ な いこ と を 祈る よ 、 
オレ は 」 

リタ 、 戦 闘 の 心得 由 に 問 際 


すね 」 


リタ 「 魔 術 を 使い 慣れ て る だ け 、 それ と どん な こと に も 動揺 


し な い 心 を 磨い て いる だ け よ 」 

ユー リ 「 ど ん な こと に も 動 無 し な い 心 、 ね …-」 
エス テル 「 何 か 問題 で も ?」] 

放し ーー- ね うい た っ ら 1』 

* リタ  「 コ メン 、 魔 物 と 間違え た 」 

『。 カロル 「< ぅ …… い つか びっ くり させ て や る 一 …-」 


ま 。 と キッ イ よ 」 
。 カロ ル 「 そ う ? ボク た ち 、 い つも これ くら い だ よ ?] 
* ユー リ 「 年 寄り の ペー ス に 合わ せ て や ろう か 」 

、。 レイ ヴ ン 「 誰 が 年 寄り よ 」 

ジュ ディ ス 「 大 丈夫 よ 、 まだ お 若く て いら っ し ゃ る わ 」 


カロ ル  「 自 分 で 年 寄り っ て 言っ た くせ に ……」 


変わ っ た 者 の 一 部 e | 図 | 戦 較 


は と て も 素敵 で す 」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 光栄 ね 」 


は ず だ よ な ]」 


ジュ ディ ス 「 戦 う ひ が あま り 好 きじ ゃ な いみ た い 」」 
- エス テル 「 じ ゃ あ 、 ジュ ディ ス は 特別 っ て こと で すね 」 
ユーリ  「 変 わり 者 の 変わ り 者 っ て わけ だ 」 


普通 だ と 思う けれ ど 」 
ユー リ  「 ま 、 そ りゃ そう か 」 
ユー リ [普通 だ よ な 」 

ジュ ディ ス 「 普 通 よね 」 

エス テル 「 ふ 、 普 通 で すか ね -…-」 


し て くれ て る し 」 


し な いで す ?」 


エス テル 「 そ ん な 大 き な が 武器 使い に くい ん じゃ な いで す ?」 
カロ ル  「 ち ょ っ と 重い けど 、 自分 を お っ きく 見 せる た め に は これ 


ユー リ  「 小 さい カロ ル 先 生 が ハッ タリ か ます に は ちょ うど いい な 」 
エス テル 「 そ う 言 えば 、 小さ い 魔 物 は 体 を 大 きく 膨らませ て 威 瞳 
カロ ル  「 そ う 、 そ れ と 一 緒 …… つ て あれ ? ボク 、 魔 物 と 一 緒 ?」 


ユーリ  「 で も 、 見 た 目 を 変え た か ら っ て 、 中 身 変わ る わけ じゃ な 


カロ ル  「 大 丈夫 だ っ て ! ボク は 魔 狩 り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 


エス テル 「 ず っ と アス ピオ に いた の に 、 ずい ぶん 、 戦い 慣れ し て ま 
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エス テル 「 そ う 言 えば …… ク リティ ア 族 っ て 戦わ な いん で す ?」 


ジュ ディ ス 「 お か し いわ ね 。 そ こ に 敵 が いれ ば 戦 お うっ て 思う の が 


エス テル 「 そ ん な に ずっ と 戦っ て る と 、 疲れ た り し ませ ん ?」 
ユー リ  「 い や ? エス テル が 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) 使っ て 、 傷 治 


エス テル [えっ と -…・ 働 体力 は ちょ っ と 違う と ぐっ た り と か 


ユー リ 。 「 ん ーー……: 剣 を 振り 回 し て た ら 、 逆 に どん どん 元気 に な 


る ぜ ?」] 
リタ 「 限 界 ま で は し ゃ ぎ 回 る ガキ みた いね 」 
ユー リ  「 ガ キ よ り 体力 ある 分 、 タチ が 悪い けど な 」 


レイ ヴ ン 「 若 い 証 だ ね ぇ え 、 お っ さん 、 剣 振っ た ら 息 切れ する も ん 。 


俺 様 も 青春 に 戻り た いね ぇ 」 
ユー リ  「 情 け ね ぇ な 」 
レイ ヴ ン 「 心 配 す る な 、 青年 も すぐ こう な る さ 
リタ 「 何 、 そ れ 。 イヤ な の ]」 


。 は つ は っ は っ は 一 」 


ユー リ  「 ま 、 お っ さん は 後ろ で 若い 俺 の 雄姿 に 憧れ て 、 も だ え 


休ん で ろ 」 


エス テル 「 も だ え 休 む 、 な ん て 言葉 、 私 、 初め て 聞き まし た ……」 


ムダ な 動き を な くす た め に 


エス テル は は 了 う こと に 拭 所 あっ た ん で すけ ど 最近 は 随 


分 慣れ て きま し た 」 
ユー リ 「 そ っ か 。 結構 戦っ て きた し な 」 
ジュ ディ ス 「 け れ ど 、 まだ バダ な 動き を し て し まう よう ね 」 


エス テル 「 色 々 、 考え な が ら 戦っ つて る ん で すけ ど 、 な か な か うま く 


0 がく ぐ で 2 」 
ユー リ  「 考 える か らい け な い ん じゃ な い の か ?」 


ジュ ディ ス 「 も っ と 感覚 的 に 戦え ば すっ と 体 が 動い て くれ る も の よ ?] 
エス テル 「 感 覚 …… わ か り ま し た ! 本 能 の まま で すね !| 


ユー リ  「……: な ん か が 誤解 され た ん じゃ ね ぇ か ?」 
ジュ ディ ス 「 い いん じゃ な いか し ら 」 


や れ ば で きる 子 


カロ ル  「 は 点 う ……」 
レイ ヴ ン 「 な に ? お 疲れ ? 情け な いわ ね 」 
カロ ル  「 つ 、 疲れ て な ん て な いよ 、 全然 」 


ジュ ディ ス 「 し ょ う が な いわ 。 だ っ て この 中 で カロ ル は 一 番 活躍 し て 


る ん だ か ら 」 
カロ ル  「 か 、 活 躍 …… へ へ 、 そう か な あ ……」 


レイ ヴ ン 「 一 番 若い ん だ か ら 、 が ん ば る の は 当然 な の よね 」 


ジュ ディ ス 「 若 いと 言っ て も まだ カロ ル は 子供 だ し 、 私 や みん な に 


比べ た ら ま だ 体力 も な いわ ]」 


カロ ル  「 だ 、 大 丈夫 だ よ ! ボク だ っ て ジュ ディ ス や レイ ヴ ン 並 


に が ん ば れる よ !」 


レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 都合 の いい 時 だ け 子供 に な る の は 反則 よん 」 


カロ ル  「 わ 、 わ か っ て る よっ !」 
ジュ ディ ス 「 カ ロ ル は や れ ば で きる 子 よね 」 


カロ ル ト For 」 
レイ ヴ ン 「 も し か し て 、 カロ ル . ジュ ディ ス ち ゃ ん に 淀 め て ほし 
い だ け ?] 


カロ ル 「 な に な に 5 


リタ 「 ち ょ 、 変 な こと 言わ な いで ……」 
ジュ ディ ス 「 魔 術 詠唱 し て た わ ]」 
の カロル 。 | >。 何 、 そ れ ? 色気 も 何 も な いな あ 」 


ワタ 「 つ うつ 、 う る さい わ ね 、 何 期待 し こん の よ !] 
カロ ル  「 戦 いす ぎ で 疲れ て ん じゃ な い の 、 リタ 」 


ジュ ディ ス 「 寝 な が ら 詠唱 し て る リタ は と て も 可愛 いか っ た わ 」 


リタ 「 な 、 何 言っ こん の よ 」 


ジュ ディ ス 「 で も その 後 、 本 当 に 魔術 が 発動 し た の は 、 本 当 、 びっ く 


り し た わ 」 
カロ ル  「 マ 、 マ ジー……?」 


ジュ ディ ス 「 ね ? や っ ぱり 、 ちょ っ と 休ん だ 方 が いい わ よ ?」 


りあ っ の と まで が 本 当 で 、 どこ まで が ウソ 
ジュ ディ ス 「 あ ら ? 私 、 ウソ つく の 苦手 よ ?」 


「 い や ぁ 、 こん だ け の 連戦 連戦 で 死な な いな ん て 、 俺 様 
も こん だ け 運 が 強い と 困っ ちゃ うわ 」 

| ワラ ウマ 」 

「 い いこ と だ ろ 。 それと も 、 一 度 死に か けた 命 、 どう な っ 
て も いい っ て 、 まだ 思っ て る の か 」 

「 お 一 、 それ は な いで も な いけ ど 、 前 ほど で は な く な っ 
た か も 」 

「 な ん だ よ 、 それ じゃ あ も っ と 喜ん どけ よ 」 


「 運 っ て や つ は 、 喜ん で 調子 に 乗っ た は ずみ に 全部 落ち 
て くっ て か ら 、 素直 に な れ な い の よ 」 
「 そ れ で 、 ず っ と 困っ て る 上 ふり し 続け て 、 天 を 騙し 続け て 


の ⑳ つ で と と か 7」 


「 よ くわ か っ て る わ 、 青年 。 い っ その こと 、 この 強 運 が ど 
こま で 続く か 、 無茶 続け こみ よう か ね 」 

「 天 罰 が 下っ て も 知ら ね ぇ ぞ 」 

フン 


一 直線 だ よね 」 
「 迷 いと か 全然 あり ませ ん ね 」 
ウン 


「 ジ ュ デ ィ ス 、 魔物 に 


エス テル 


ユー リ 


「 ま さ に 猪突 猛進 だ な 」 

「 猪 突 猛進 っ て な に ?] 

「 イ ノシ シ み た い に 突 進 し て いく こと だ よ 」 

「 イ ノシ シ は 一 度 走り 出す と 曲がっ た り 、 戻っ た り で き な 
いん で す よ 」 

へ ツバ あれ ?2 ジュ ディ ス い な いよ 」 

アゲ スッ 

「 た だ いま 」 

どこ へ 行う て だ ん で する 

「 何 か 見 えた か ら 。 魔物 で は な か っ た よう 」 

「 本 能 的 に 動く も の に 襲い か か る っ て 犬 猫 と 同じ だ ぜ ……」 


この 玉生 は は 
「 ラ ピー ド っ て どう し て こん な に 強い の ?] 


の ワン ワン 

「 修 行 し た ん だ よ 、 ビッ グ ボ ス 争 礁 戦争 に 勝っ て 、 ビッ グ 
ボス の 地位 に 立つ た め に な 」 

「 な ん で すか …… そ の ビッ グ ボ ス 争 礁 戦争 っ て ……」 
「 ワ ゥ ー ン 、 ワン !」 


「 帝 都 の 犬 猫 の トッ プ に 君臨 し て いた プチ ウル フ を 倒す 
た め の 戦 い だ 」 

「 そ 、 そん な も の が あっ た ん で す …… の ] 

「 話 せ ば 長く な る が 、 犬 猫 に 圧政 を 敷い て 、 時 に は 人 に 
被害 を 及ぼ し て いた 先代 ビッ グ ボ ス は ……-」 

「 あ 、 あの さ …… その 話 、 と っ て も 興味 ある ん だ けど ……」 
「 ス 、 え え ・~‥ 長く な り そ う な の で 、 今度 の 機会 で も い 
し です? 

「 ウ ー、 ワン 1 

「 面 白い 話 な ん だ が 。 ま 、 いっ か 。 つ まり 、 ラ ピ ー ド は 帝 
都 の 犬 猫 の た め に 戦い 、 今や その 大 将 っ て こと だ 」 

「 大 切な も の を 守る た め に 強く な っ た ん だ ね 」 

「 今 、 戦 っ つて る の も 、 そ の 大 切な も の の た め 、 な ん で すね 」 
ワン ワン 


フレ ン 、 5 た DTE 和 の の 
[これ くら い ど うっ て こと な いよ 」 

「 気 の せい か 、 戦う ほど 生き 生き し て な い ? 
と か 、 誰か さん みた い に 」 


誰か が さん 


ョ ヨー リ | 槍 だ | 

ジュ ディ ス 「 誰 か し ら ?」 

フレ ン  「 隊 長 に 昇進 し て 、 前 線 に 出る 機会 が 減っ た か ら ね 。 剣 
を 鈍ら せな いた め の 、 いい 修行 に な っ て る よ 」 

リタ 「 ど ん な に 理由 を 取り 繕 っ た と ころ で 、 あん た も 戦闘 バ 
力 の 仲間 よね 」 

フレ ン  「 せ 、 戦 闘 バカ は 、 初め て 言わ れ た よ 」 

リタ 「 は ぁ …… フ レン だ け は 、 常識 人 だ と 思っ て た の に ]」 

パテ ィ  「 う ちら は 常識 人 と 思わ れ て な いん じゃ の 」 

ジュ ディ ス 「 心 外 ね ] 

フレ ン  「 リ タ は 、 今 まで 僕 に ビ ん な イメ ー ジ を 抱い て た ん だ い ?」 

リタ 「 は ? な に よ 急 に 」 

フレ ン  「 い や 、 君 の 感覚 な ら 、 ユ ー リ の 友人 に 対し て 常識 人 な 
ん て 評価 は し な いと 思っ た か ら 、 意外 で ね 」 

リタ 「………… 。 あ ん た 、 や っ ぱ ユ ー リ の 同類 だ わ 」 

ユー リ  「 お まえ ら 二 人 と も 、 オレ に 失礼 だ ろ …」 

じまん の 望遠 鏡 に 関 に 

パテ ィ  「 お むう っ ! ウチ は 常に 大 活躍 な の じゃ いわ ゆる 『 し ゅ せん 
り ょ く 』 っ て ヤツ な の じゃ 」 

エス テル 「 確 か に …… 最 近 の パテ ィ は 頼も し いで すね 」 

パテ ィ 「 避 つつ 上 ぬ …… ウチ の 強 さ の 秘密 、 そ れ は この 望遠 鏡 
な の じゃ 

レイ ヴ ン 「 い や 、 まあ 、 た し か に ソレ 、 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ 
ステ ィ ア ) だ けん ど さ 」 

パテ ィ  「 こ の 望遠 鏡 と 出会う 前 、 貧弱 だ っ た ウチ は 暗 還 い 理音 を 
送っ つと っ た 。 で も ! この 望遠 鏡 の お か げ で 、 まっ た く ! 
簡単 に ! お きむ おき に な れ た の じゃ !」 

レイ ヴ ン 「 お む お 、 お むき お き 、 は 違う と 思う な 。 お っ さん は 」 

パテ ィ  「…… そ れ は と も か く 、 こ の 望遠 鏡 は そこ ら の 武 醒 魔 導 器 
(ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) と は 違う の じゃ !」 

エス テル 「 そ うな ん で す ?] 

パテ ィ  「 そ うじ ゃ ! …… まず 遠く が 見 える の じゃ !」 

レイ ヴ ン 「 ジー | 

パテ ィ  「 そ し て こう 、 日 光 の 角度 と レン ズ を 調整 すれ ば 火 を お 
こす こと も で きる の じゃ !」 

エス テル 「 写本 823e 3 る 」 

パテ ィ [さち に こう や っ て 、 で つう や っ つて 1 

レイ ヴ ン 「 い た っ ! いた た っ !」 に 

パテ ィ  「 武 器 と し て ! 使用 する こと も ! で きる の じゃ !」 

レイ ヴ ン 「 わ ひっ ! 暴力 反対 ! ムチ ャ クチ ャ だ ! ひび 一 」 

エス テル 「…… あ 、 後 で レイ ヴ ン に 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) か け て お あ 
げ な いと ……」 

トレ ー ニ ング を 欠か さ ず に e 悦 kzl 戦 園 | 

カロ ル .「 あ れ 92 きこ リ は 2 

エス テル 「 な ん か その 辺 、 走っ て くる っ て 行っ ちゃ いま し た けど ……」 

カロ ル  「 何 それ ? 元気 だ ね ……」 

ユー リ  「 よ 、 カ ロ ル 」 

カロ ル  「 ど うし た の 、 ユー リ ] 

ユー リ  「 い や 、 戦 闘 に 参加 し て な いか ら 、 体 が な まん な いよ う 
に な 。 一緒 に や る か ?] 

カロ ル  「 え 、 っ と 、 それ じゃ つき 合 お っ か な 」 

エス テル 「 じ ゃ か あ 、 私 も 」 

ユー リ 「 よ し こつ か ら 本 番 だ 。3 キ ロ 先 まで 往復 し た ら 、 立 
て 伏せ 、 腹筋 、 背筋 100 回 ! 行く ぞ 」 

カロ ル  「 ま 、 ま 、 待 っ て …… に ーー 1 まま 、 
エス テル は 大 丈夫 な の ?」 

エス テル 「 え ? それ くら い は 普通 な の で は ?」] 

ユー リ  「 さ す が お 姫 様 は 感覚 が ベレ て る な 。 よ し 、 行く ぞ 」 

カロ ル  「 な 、 な ん で っ !?」 


エス テル 「 い つも 皆さん に 迷惑 を お か けし て すい ませ ん 。 最初 の 


頃 は ユー リ と も 一 緒 に 戦っ て た の に 最近 じゃ ……」 


レイ ヴ ン 「 エ ステ ル の こと を 傷つけ た く な いっ て 言う の よ 、 ユ ー リ が ] 
ジュ ディ ス 「 そ れ っ て 大 切 に され て る っ て こと ね ? うら や まし いわ ]」 


キス テル | ええ) も そん な こと っ て で" 


レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん は 、 ユー リ 青 年 の こと 、 どう 思っ て る ん だ ?] 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 も ちろ ん ~…」 
エス テル 「 や 、 や め て くだ さい 、 そ 、 そん な ん じゃ あり ませ ん 


リタ ダ 「 い い 大 人 が 二 人 し て 何 や っ て ん の よ 」 
レイ ヴ ン 「 お や 、 天才 少女 も 混ざる か い ?」 


リタ 「 た だ 、 エス テル が あの フレ ン っ て 騎士 か ら の 預かり 者 


だ か ら で し よ 」 
エス テル 「 そ 、 そう で す よ ね 。 そ うな ん で す 、 そん な 特別 な こと 、 
ジュ ディ ス 「 可哀想 ね 、 エ ステ ル 」 
レイ ヴ ン 「 残 隻 な の よね ? そう な の よね ?」 
エス テル 「 そ ん な ん じゃ な いで すっ て ば 


「 な ん だ カロ ル 。 そ ん な に 戦い た いか ?」 

「 う ん 、 凛々 の 明星 (ブレ イプ ブ ヴェスペリア) の た め に 戦 
いた いん だ …… 1」 

「 戦 う 事 だ けが みん な の 役に立つ こと じゃ な いと 思う ぜ ?」 
ユー リ  「…… お っ さん に し て は まとも な 意見 だ 」 


カロ ル  「 で も 、 だ っ た ら 何 を すれ ば いい の ?」 

ユー リ  「 そ うだ な …… 戦 い 終 っ た みん な の た め に 料理 作る と か 
これ か ら 行 く と ころ の 情報 を 集め た り と か 。 そ うい う の 
カロ ル 得 意 だ ろ ?」 

カロ ル 「 そっ か あぁ あ …… 」 


「 そ うそ う 、 カワ イイ 女の子 と 話す きっ か け 作 っ た り 
と か …… し て くれ て る じゃ な い ?」 
葬り | 待て 。 カロ ル 、 そん な こと し て る の か ?」 


レイ ヴ ン 「 う ちの 少年 、 カ ワイ イ か ら 、 女の子 に モテ モテ な の よ 湯 」 
ユー リ 『…… カロ ル 、 少し は 疑問 に 思え 」 
レイ ヴ ン 「 え な ん で ?] 
カロ ル 「 え 、 何 を ?] 
ユー リ  「 ま 、 い いけ ど よ ……」 
スト レス 解消 と か 4 世 Le | 戦 國 
ユー リ  「 な る ほど 、 だ か ら か 」 
カロ ル 「 う ん 、 た ぶん 」 


リタ 「 な に ? 何 が ?」 

「 人 が 戦っ て る の ずっ と 見 て る だ け だ と スト レス 溜 ま ん 
ね ぇ か ?」 

リタ 「 あ ん た と 一 緒 に し な いで くれ る ?」 

「 な ん で 頼っ て も ら え な い の か 、 自分 の どこ が 悪い の か 
な と か 考え な い ?] 

リタ 「 そ れ は あん た で し ょ 」 

回 ル | リタ は 人 間 が で き て る ね 」 


り タ 「 あ ん た た ち が 戦 っ て いる 時 間 に 、 色々 考え が 整理 で き 


の ちょ うつ だし いね 
ユー リ  「 上 ふ 一 ん 、 カロ ル 叩 いた り 、 お っ さん 蹴っ た り は スト レス 
解消 じゃ な いみ た い だ ぜ 」 
リタ 「 こ ん な の が スト レス 解消 に な る わけ な いで し ょ 」 
カロ ル 「 い て っ …… 1 じゃ あや め て よー-」 
ユー リ  「 レ イヴ ン 、 と うと う 、 ここ まで 、 あま り 戦 い に 加 わる こと 


が な か っ た な 」 
レイ ヴ ン ( 「 お や 、 そう で も な いわ よ 」 


エス テル 
レイ ヴ ン 


コー ワリ 


エス テル 


レイ ヴ ン 


に そう で も な し らら て ど だ 9 と と で すか 7」 

「 そ っ ち が 戦 っ て る 間 、 俺 様 だ っ て 水面 下 で 激しい 戦い 
を 繰り 返し て た の よ 」 

「 オ レ た ち が 戦 い に 集中 し て る せい で 、 それ に 気付 いて 
な い だ け っ て か 」 

「 ? だ つと この 前 チ ラッ と 見 だ ら 、 レイ ヴ ン 、 う と うと う 


「 そ うそ う 、 襲い くる 睡魔 と か 、 空腹 と か 、 敵 は 強大 だ っ 
た わけ 」 

「 な る ほど 、 そり ゃ 大 変 だ わ 、 緊張 感 も 何 も な く て な 」 

「 で も 、 いつ も 惨敗 だ っ た ん で すね 」 

[そう な の よ ……:- そ ろ そ ろ 、 使っ て くれ な い ? いい 仕 
事 す る わ よ ?」 


ジュ チャ スズ 
カロ ル 
ユー リ 
ジュ ディ ス 
カロ ル 
ジュ ディ ス 
カロ ル 
ジュ ディ ス 
カロ ル 


ジュ ディ ス 
ユー リ 


[ SS は ぁ 」 

「 ね 、 ユー リ 、 ジュ ディ ス が 何 か 変 だ よ 」 

「 ジ ュ デ ィ は いつ も 変 だ ろ 」 

「 ひ どい …… 私 、 こん な に 悩ん で いる の に 」 

「 え 、 どう し た の ? 何 か あ っ た の ?」 

「 私 …… あ な た 達 の 役に立っ て いな い の ね ……|」 
「 そ ん な こと な いよ ! 一 体 ど うし た ん だ よ 」 

「 い い の よ 。 私 は 弱い も の ね 」 
E 舞 し … つ て 、 ジュ ディ ス が !? 
な いっ て !」 

「 い い の よ 。 気 を 遣わ な く て も 。 楽 な の は 楽 だ し 」 
「…… 戦 えな く て 退屈 っ て か ?」 

「 あ ら 」 

「…… 悩 みっ て それ ?」 

「 良 い の よ 。 退屈 で も 。 バウ ル と お 話 で きる し 」 

「 つ だ た く 」 


誰 も そん な こと 思っ て 


[ラビ ピー ド 、 眠 そう だ ね ] 

「 ワ ロン 1 ガウ っ 1 

「 痛 っ ! な 、 何 唱 

「 眠 そう に 見 える の は 敵 を 油断 させる た め だ 」 

「 て 、 敵 っ て 、 ボク 敵 じ ゃ な いよ !?] 

「 ずっ と 戦っ て な く て 、 力 が あり あま っ て ん だ ろ 、 相手 し 
て や っ て くれ よ 」 

「 そ 、 そ ん な の ユー リ が や れ ば ……。…… うっ つっ …… ぎ や ゃ ああ っ | 
ウー ワン !」 

「 よ か っ た な 、 カロ ル 。 ラ ピ ー ド が お まえ に な つい た ぞ 」 
「 な 、 な つい た っ て …… 戦闘 で を な く て 、 すね て る 

門 け …… は 、 は な し て 一 」 


「 は ぁ ー」 

[どう し た バディ タク] 

「 ん 、 最近 戦闘 で 出番 が 無い と 思っ て の う 。 ウチ は そん 
な に 頼り な い の か の ?」 

「…… そ ん こと は な いん じゃ な い の ?」 

「 き っ と ウチ は いら な い 子 な の じゃ ……」 

「 何 言っ て る ん だ 、 パテ ィ 。 お まえ は 秘密 兵器 、 最後 の 
切り 札 な ん だ よ 」 

「 最 後 の 切 り 札 ?] 

「 そ うだ 。 最後 の 切り 札 だ か ら な 、 ここ ぞ と いう と きま で 
溜め て 、 溜め て ……:。 重 要 な 局面 で 一 気 に 爆 発 さ せる 
ん だ よ 。 だから 普段 は 安売り は し な い の さ 」 

「 お お おぉ ー-」 

「 だ か ら な 、 落 ち 込む 必要 は ね ぇ 。 その 分 パワ ー を 溜め と け ] 
「 わ か っ た の じゃ ! 広 っ ふっ ふ …… 燃 えて きた の じゃ 1 


「 大 変 ね ぇ 、 あ ん た も 」 


ae 


[ボク の カバ ン …… 殴 る の に 使っ た ら 、 な 
魔物 に 効く ん だ ろ …… ?] 

リタ [は ? あん た 、 自分 の カバ ン の こと も 知ら な い の ?」 

1 「 う ん 、 よく わか ん な いん だ 」 

リタ 「…… き っ と エア ル 伝 導 率 が 高い ん で し ょ ? その カバ ン 」 
「 エ アル …… 伝 導 率 ?」 

リタ 「 エ アル の 伝わり や すさ の こと 。 あ ん た が 技 を 使う と き 
の エア ル が その カバ ン に は 伝わり や すい の よ 、 きっ と 」 
[それ で 、 カバ ン で 殴ら れ た 魔物 は 弱っ ちゃ うっ て こと ?] 
リタ 「 そ う ゆ うこ と 。 あ た し の 帯 と 一 緒 ね 。 人 に よっ て エア ル 
を 伝え や すい も の っ て それ ぞ れ っ て 事 よ 」 

[ふーん 、 そっ か 。 あ り が と う 、 リタ ] 

リタ 「 て ゆー か 、 あん た 自分 の こと くら い 知っ と き な さ いよ 」 
「 ボ ク の カバ ン …… 大 事 に し な きゃ 」 


| アア ドル パン ス フ ォ ー ム うっ も 
「 ブ 、 ブレ イネ ルフ ォ ー ム っ 1!」 


パテ ィ  「 ダ メ な の じゃ ! それ じゃ 気合 が 足り な い の じ ゃ !| 


ユー リ 「 あ ? な に や っ て ん だ ?」 

レイ ヴ ン 「 い や 、 パ ティ ちゃ ん っ て 戦闘 スタ イル を 変え な が ら 戦 う づ で し ょ ?] 

カロ ル  「 ボ ク た ち に も 出来 な いか な と 思っ て 教え て もら っ て た ん だ ]」 

ユー リ 「 教 わっ て で きる よう な も ん じゃ な い だ ろ 。 あ の 手 の 特 
殊 な 戦闘 スタ イル は 大 体 、 血筋 が 絡ん で る も ん だ 」 

パテ ィ 「 い や いや 、 ユー リ も 練習 し て みる の じゃ ! や っ て みな 
いこ と に は 何 も 始 ま ら な い の じ ゃ !」 

ユー リ  「 そ ん な も ん か ぁ …… ?」 

バテ ィ  「 さ ぁ ! . イエ ス 、 ウィ ー キ ャ ン ! な の じゃ 1! 

ユー リ 「 ん 一 、 そ ー だ な …… じ ゃ あ …… ク 、 クリ ティ カル フォ ー ム 1 

パテ ィ 「 や っ た 一 !! ウチ の 勝ち じゃ ー 中 」 

カロ ル  「 負 けち ゃ っ た 一 ! も ぉ 、 ユー リ の バカ ー 1 

レイ ヴ ン 「 し か も クリ ティ カル を チョ イス する と は ! 青年 、 意外 と 
ミー ハー だ っ た !!」 

パテ ィ 「 こ れ で し ば らく カロ ル と レイ ヴ ン の グミ は 頂く の じゃ ! 
ユー リ 、 あり が と う の チ ュー な の じゃ ー !」 

ユー リ  「 お 、 お まえ ら …… オ レ で か け て や が っ た な !」 


「 さ っ き の …… あ の 、 パテ ィ の 秘 奥 義 で 出 て きた ヤツ 、 
あの 本 まっ と し で て … ?」 

パテ ィ  「 う お む お あれ こそ 、 我 が 海 靖 の 所 (セイ レー ン の キバ ) の 参 
斉 サ イフ ァ ー な の じゃ 。 あ の 次 に な る 前 は 、 あん な に 男 
前 だ っ た の じゃ 。 サ イフ ァ ー は 頭 が 切れ て 、 戦闘 術 に も 
長け た 、 文武 両道 の スー パー マン な の じゃ 」 


パテ ィ  「 お ? 始 い と る な ? ユー リ が 心配 する こと は な い 。 
も うつ サイファー は いな い の じ ゃ 。 過 去 は 過去 じゃ 」 

「 い や 、 別に 何 も 勘 繰 っ ちゃ な いん だ が -…-」 

リタ 「 な ん で ……- 死 ん だ サイ ファ ー が :… あ ん な ふう に 。 出 


「 魂 を 呼び 寄せ 、 そ れ を 力 に 変え る 、 それ が サモ ン フ レ 
ンズ じゃ ! 死ん だ 者 も 例外 で は な い !」 

リタ 「 し 、 死 者 の 魂 な ん て …… そ 、 そ ん な の 、 あ る わけ 、 な い !] 
「 ま た 始ま っ た よ ……-」 

パテ ィ 「 怖 が る こと は な い ぞ 。 サ イフ ァ ー は 心根 の 優し い 男 な 
の じゃ 。 リ 夕 旭 に も きっ と プレ ゼン ト を くれ た りす る か も 


し れ な い の じ ゃ 」 
リタ 「 や 、 や め ろ ~ っ 日 


ly あ ドン | 


「 ね ぇ え 、 フ レン 、 盾 持っ つて あげ よっ か ?」 


カロ ル 
パテ ィ  「 フ レン 、 ウチ の 双眼鏡 を 覗 ( の ぞ ) か せ て あげ る の じゃ 」 
フレ ン  「 は は 、 あり が と う 」 


エス テル 
まけ 


ンプ レプ 
カロ ル 
パテ ィ 
リタ 

ユー リ 
エス テル 
リタ 
エス テル 
リタ 


「 フ レン の 周り に は 人 が 集まり ます ね ] 

「 騎 士 団 の トッ プ に 上 (の ぼ ) り 詰 ( つ ) め よう っ て 男 だ 。 
人 も 自然 に 集まっ て くる も ん さ 」 

「 あ 、 あん な と ころ に 探索 ポイ ント が ……」 

「 あ 、 待っ て よー、 フレ ン 」 

「 ウ チ も つい て いく の じゃ ー」 

「 あ 、 あたし も いく わ ー」 

[リタ ?] 

「 リ タ も フレ ン の こと を 慕っ て る ん で すね 」 

「 へ ? あたし が ……? な ん で ?」 

半生: だ っ て * 

「 あ いつ の 近く に いる と 受け た ダメ ー ジ を ある 程度 肩 代 わ 
り し て くれ て 楽 じゃ な い 、 ほ ら 、 デ ィ ボ ーション っ て ヤツ で さ 」 
「 も し か し て 、 みん な そう いう 理由 で ……」 

ドジ レジ や: 頑張 れ よ で eiee < 」 


「 パ ティ 、 今 の 術 す ご か っ た で す !」 

「 そ う ね ー、 お っ さん 長い こと 生き て きた けど 、 敵 を 一 瞬 
で 全 減 な ん て 芸当 で きる や つ 、 は じ め て みた わ 」 

「 バ ゥ 1」 

「 そ うか の ? へ へ ……: 褒 め ら れる の は 嫌い じゃ な い の じ ゃ 」 
「 じ ゃ あ 、 その 術 ば っ か り 使っ て れ ば も し か し て 無敵 じゃ 
な いで すか ?」 

「 そ れ も そ う は いか ん の じゃ 。 こ の 術 は 、 どん な 効果 が 
で る か ウチ に も わか らん の じゃ 」 

「 そ う で すか 、 使い どこ ろ が 難し いん で すね ……」 

「 逆 に 使い どこ ろ を 見 誤 ら な けれ ば か な り 、 使え る 術 っ て 
こと な ん だ けど ね 」 

「 條 ゥ !!] 

「 潮 風 よ り も 気まぐれ な の が ウチ 流 な の じゃ !」 


ちょ よう の 全 や で 4 
うら ご ! 

「 雨 が 降れ ば 槍 が 降る 日 も ある 、 し ょ う が な い の じ ゃ 」 

「 ホ ント 、 何 が 起こ る か わか ん な いも ん な の ね 、 その 術 」 


「 ま さか ! も っ と ひど いこ と 起こ っ た り し な いよ ね ? ガ 
ルド を 全部 落と し た り 、 い き な り 戦闘 不能 こなつ っ ちゃ っ た り ] 
「 そ れ は ウチ に も わか らん の じゃ 」 

「 ち ょ 、 ち ょ っ と ! そん な わけ わか ん な い 術 、 使 わな いで より 
「 そ お ? いち か ば ちか っ て ロマ ン が あっ て お っ さん は 好き よ 」 
「 ロ マン で 戦闘 不能 に な っ ちゃ シャ レ に な ら な いで し ょ !」 
「 あ きら め る の じゃ 。 何 が 出 て も ウチ ら は 運命 共同 体 な の じゃ 
「…… あ る 意味 ボク た ち パ ティ に 手綱 を 握ら れ ち ゃ っ て る 


に 


「 ね ぇ 、 ユー リ 」 

「 ん 、 どう し た カロ ル ?」 

「 ユ ー リ っ て フレ ン と 同じ 技 も 使う けど 、 な ん か が 違 く な い ?」 
「 そ れ は ユー リ が 騎士 団 時 代 に 学ん だ 技 だ か ら ね 。 で も 
ユー リ は 真面目 に 訓練 を 受け て いな か っ た か ら ……」 
「 な に いっ て ん だ 、 お まえ みた いな 爪 竜 連 斬 だ と 敵 に 
逃げ られ ちまう よ 」 

「 だ か ら っ て 蹴り を いれ る こと は な いじ ゃ な いか 。 あ れ じ ゃ 、 
爪 竜 連 牙 蹴 に な っ て し まう よ 。 それ に 虎牙 破 斬 ……………| 」 
「 な ん だ よ …… あ りゃ 騎士 団 時 代 に な ら っ た も ん じゃ な い ぞ 」 
「 殴 る 必要 は な い は ず だ ]」 

「 オ レ は あれ が いい ん だ よ 」 

「 い や よく な い ! 代々 引き 継が れ て きた 技 を キミ は !」 

「 ま あま あ 、 そん な 喧嘩 し な いで 最近 は 個性 の 時 代 だ し 、 
いい ん じゃ な い の 。 伝統 を 重んじ る フレ ン ! 新しい 波 
を 作る ユー リ ! 青春 だ ね ー」 

オー ] 


カロ ル 「 ユ ー リ の コロ ッ ケ 、 電 品 


ジュ ディ ス 「 隠し 味 が きい て る の よ 」 

_。 レイ ヴ ン 「 へ ぇ 、 何 入れ て ん の ?」 

ゴー リ | 秋 情 だ よ 」 

リタ [お ぐっ ! …… ゲ ホ ッ 、 ゴ ホ 、 ゴ ホ !」 

カロ ル  「 い い 、 今 、 ユー リ ら し く な い 言 葉 が ……」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん 耳 遠 く な っ た か な 。 隠 し 味 は な ん だ っ て ?] 

ユー リ  「 だ か ら 、 愛情 。 料理 は 愛情 だ っ て 世話 に な っ て る 宿屋 
の 女将 さん が 言っ て た ん だ 。 た っ ぷり 入れ と いた か ら な 。 
心して 食え よ 」 

カロ ル  「 ユ ー リ の 愛情 た っ り コ ロッ ケ ……」 

リタ |「 う 一 っ 」 
_ レイ ヴ ン 「 不 本 意 な が ら 美 味 い の よね ……」 


ユー リ  「 ま 、 大 し た モノ 入れ て な いん だ けど な ]」 


カロ ル  「 エ ステ ル の ジャ ガイ モス 一 プ お いし いね 」 

ユー リ  「 ス ー プ が 冷た いっ て 妙 な 感じ だ が 、 うま いよ な 」 
エス テル 「 ジ ャ ガイ モス ー プ じゃ な く て 、 ヴィ シソ ワー ズ で す ] 
ユー リ  「 エ ステ ル 、 た まね ぎの スー プ は な ん て いう ん だ ?」 
エス テル 「 オ ニオ ンス ー プ で すけ ど ]」 
* カロ ル 「 な ら 、 ポ テト スー プ だ ね 」 

。 エス テル 「 ち ゃ ん と ヴィ シソ ワー ズ っ て 料理 名 が ある ん で す |」 
ユー リ  「 お ー い 、 リ タ 。 この スー プ な ん て 名 前 だ ?] 

リタ Fw: 芋 汁 で し ょ ] 

エス テル 「 ど うし て 誰 も ヴィ シソ ワー ズ っ て 呼ん で くれ な いん で す 


カロ ル [じゃー ん ! 今日 は オム ライ ス だ よ 」 


ます よ 。 これ 、 ラ ピ ー ド の 顔 で す よ ね 」 

ユー リ  「 オ レ の は 左向き の ラビ ピー ド だ 」 
ラビ ピー ド | ワン シッ 1] 
』 リタ 「 あ た し の コレ 、 ひょっと し て 人 型 魔 導 器 (ゴー レム ) ? 
あん た 、 細か いと こま で よく 覚え て た わ ね 」 

ユー リ  「 お まえ ホン ト に 器用 だ な 」 
カロ ル 「 ペ ヘー、 上 手 い で し ょ ! 味 も も ちろ ん …… あ れ ? み 
ん な 、 な ん で 食べ な い の ]」 

エス テル 「 だ っ て 、 か わい く て …… 有 崩す の も っ た いな いで す 」 

me ー 「 あ の 子 、 助け て あげ た か っ た …」 
_ カロル  「 ち ょ 、 食べ て よ ! せっ か く 作 っ た ん だ か ら 眺 め て な い 
で 食べ て っ て ば ぁ !] 


レイ ヴ ン 「 お や 、 リタ っ ち つ い に 野 菜 炒 め マス ター 2 

ジュ ディ ス 「 教 える 先生 が よかっ た ん じゃ な いか が しら ?」 

リタ 「 な に 自分 の 手柄 に し て ん の よ 。 あ た し の 才能 よ 、 才能 。 
で も 、 野菜 炒め っ て 食べ づら い の が いや な の よね 。 両手 
上 ぶさ が っ て 、 研究 で き な い じゃ な い ]」 

カロ ル  「 食 べ な が ら 本 読ん だ り し た ら 、 エス テル に 怒ら れる よ 」 


で サン ドウ ィ ッ チ に すれ ば 」 
も b 和 っ で ば 1 
レイ ヴ ン 「…… 取 り 入 れる 気 満々 に 見 える ん だ が 」 


カロ ル  「 リ タ が 絡む と 、 ろく な こと な いよ 」 
リタ 「 あ ん た た ち に は 言わ れ た く な い 」 


リタ 「 た だ の ジャ ガイ モ の 塊 の くせ に 、 不思議 よね 」 


ジュ ディ ス 「 隠し 味 は 料理 人 の 命 で す も の 、 教え た く な いわ よね 」 


エス テル 「 豚 の 角 天 は 、 作る の が 大 変 だ っ て 聞き まし た 」 


エス テル 「 え ? リタ 、 何 か が 言い まし た ?」 


ユー リ  「 何 や っ て ん だ ? パテ ィ 」 


リタ 「 ま あ ね 。 あ た し に 不可 能 な ん て な いん だ か ら 」 
パテ ィ  「 は うっ ! ユー リ か 。 驚 かさ な いで ほし い の じ ゃ 。 見 て 


リク 「 そ うだ ! 野菜 炒め も 食べ や すい よう に パン に は さん 
カロ ル  「 せ っ か く 上 手 に 作れ る 料理 わざ わざ 台無し に し な く て 


ジュ ディ ス 「 野 菜 炒 め の サ ンド ウィ ッ チ …… 新 鮮 な 発想 だ わ 」 


乙女 の ハー ト 荻 掴み ? 


カロ ル  「 レ イヴ ン が クレ ー DTB 


甘い も の 苦手 な の に 」 


レイ ヴ ン 「 わ か っ て な いね ぇ 、 少 年 。 甘 い お 菓 子 は 女の子 た ち が 


大 好き で し ょ う が 。 絶品 クレ ー プ が 乙女 の ハー ト を と ろ 
か し て 彼女 は 俺 様 に だ っ こん っ て な も ん よ 」 


エス テル 「 確 か に 、 と て も お いし い ク レー プ な ら 甘 いも の が 好き 


な 人 は 、 た ま ら な いと 思い ます 」 


ジュ ディ ス 「 し か も 自分 の た め に 作っ て くれ た の だ か ら 、 嬉 し いわ ね 」 
カロ ル | あー …^ で そう 選 ね 、 フ レー ブ に 着 か れ て だ ら っ と きち ゃ 


リタ 「 す で に 結構 ぐ ぺら っ と き て ん じゃ な い ?」 
レイ ヴ ン [| こしょ 7 お つう さん モテ モデ よ 」 

カロ ル  「 う 、 う ん 、 じゃ あ 、 が ん ば っ て 」 

レ ウ レイヴン 「 任 せ て よ 」 


コー ンー リ 本 く 了 2257 導 PIO5 計 和 な の か 9] 
リタ 「 別 に 好き じゃ な いわ 。 で も 、 これ の 味 は 悪く な いと 思う 」 


ジュ ディ ス 「 リ タ の 口 に 合っ た の な ら 嬉 し いわ 」 


ジュ ディ ス 「 柔 ら か く 煮 込む た め に 、 最低 ら 日 は 必要 ね 」 
ユー リ  「 ジ ュ デ ィ は 手 の 込 ん だ 料理 得意 だ よ な 」 


ジュ ディ ス 「 昔 、 よく 作っ て た の よ 。 お いし そう に 食べ て くれ る 相手 


が いる と 、 手 を か ける の は 苦 じ ゃ な いわ 」 
ユー リ  「 昔 、 家族 に 作っ て た と か ?」 


ジュ ディ ス 「 え え 。 父 に ね 。 今 は 、 あな た た ち が 食 べ て くれ る か ら 。 


腕 の 揮 い 甲斐 が ある の ]」 
リ ダ 「…… お いし いわ よ 」 


リタ 「 気 の せい じゃ な い ?」 


ジュ デ ティス [フフ 、 あり が と う 」 


パティ 今日 の ハン バー グ は フワ フワ で お いし い の じ ゃ 」 
ユー リ  「 や っ と 安定 し て きた な 、 フレ ン の 料理 」 


フレ ン  「…… や っ ぱり 、 味 が 薄い ん じゃ な いか ? すま な い 。 今 


すぐ に 、 ソー ス を 作り 直す か ら 」 
カロ ル  「 こ の まま で 十分 お いし いよ !」 


ジュ ディ ス 「 そ ん な に 大 量 の 香 辛 科 を 、 どう する つも り ? 味 の き 


つい ソー ス を か けた ら 、 素材 の 風味 が 台無し よ 」 
フレ ン  「 し か し 、 こん な 味 の ぼ や けた 料理 で は 」 


ユー リ  「 好 みっ て の が ある し 、 自分 で 味 を 調節 すれ ば いい だ ろ 」 


ブフ 。 | > そう た ね 」 


パテ ィ  「 フ レン の 皿 が 、 赤い 粉 ま みれ な の じゃ ……」 


パテ ィ 真 剣 勝負 ! 


バテ ィ 「 手 に し た 刃 ( や い ば ) に 全霊 を こめ 、 か 弱き 乙女 が ひと 


り で 挑む お 。 い ざ 、 勝負 な の じゃ !」 


の と お り 、 人 魚 を 所 いて る の じゃ 」 
ユー リ  「 儀 式 み た いな の し て な か っ た か ?」 


パテ ィ  「 お いし く 魚 が お ろ せ る よう っ 、 気合 い を 入れ て た の じゃ 。 


全力 勝負 が 、 うち ら の 糧 と な る 魚 へ の 礼儀 な の じゃ 」 


リタ 「 つ て いう か 、 あん た の ほう が 魚の 糧 に され そう だ っ だ た わ 


よね 。 人魚 人 (ぎょ じん ) 退 治 の と き ]」 


レイ ヴ ン 「 料 理 中 に 、 パク ッ と 丸呑み され な いよ う 気 を つけ て ね 」 
パテ ィ  「 飲 み 込 まれ た ら 、 中 か ら お いし く 所 く の じ ゃ 。 刺身 を 極 


め た 今 の つう ち な ら 、 魚 ご と き に 負け は せめ ぬ 」 
ユー リ  「 気 合い 十分 だ な 。 メシ 、 楽し み に し て る ぜ 、 パテ ィ 」 
パティ  「 任 せる の PPw! ユー リ の た め に 、 二 匹 で も 三 臣 で も 十 
匹 で も ! 心 を 込め て お ろ し まく る の じゃ 


ユー リ  「 い や 、 刺身 ば っ か り 、 そん な に は いら ね え ……」 


リタ [ね ま CRE し で 650 の 

ユー リ  「 腹 に 入れ ば な ん で も 一 緒 じ ゃ な か っ た の か ?」 

リタ [普通 の 食事 と 犬 ご は ん は 次 元 が 違う で し ょ 」 

カロ ル [食べ 慣れ て っ て る の が 怖い よね 」 

エス テル 「 で も 、 病 みつ き に な る 味 じ ゃ な いで す ? わた し は 珍味 っ 
ぽく て 好き で す 」 

ユー リ  「 通 好み の 味 っ て や つか 」 

ラビ ピー ド | ワン 、 ワ ン ッ リ ] 

カロ ル  「 ボ ク は 通 に な れ な く て も いい か な ……]」 


カロ ル コー 料理 手記 お 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 

フレ ン  「 で も 、 カ ロ ル だ っ て いい 腕 し て る ん じゃ な いか な ?] 

レイ ヴ ン 「 そ う 言 う フ レン ちゃ ん の 舌 は 、 ちと 危険 よね 。 腕 が あっ 
て も 、 レシ ピ ど お り に 作っ て くれ た ほう が 助かる わ 」 

ユー リ  「 だ っ た ら 自 分 で 作り ゃ いい だ ろ ? や り た く な いっ て 言 
う 割 に 、 お っ さん 料理 で きる ほう な ん だ し さ 」 

レイ ヴ ン 「 料 理 の 上 手 い 男 は モテ る か ら ね 」 

カロ ル  「 嘘 だ ち も 。 そ れ な ら 僕 だ っ て 今頃 モテ モテ だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 嘘 じゃ な いっ て 」 

カロ ル  「 モ テ な く て も さ 、 ボク は 作っ た 料理 を 他 の 人 に 食べ て 
も ら え る だ け で 嬉し いか な 」 

フレ ン  「 そ うだ ね 。 自分 ひと り で 食べ る より 、 作り 甲斐 ある し ね 」 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 

レイ ヴ ン 「 幸 せ そ うに 食べ る 姿 は いい ね ぇ 。 野郎 は どう で も いい けど ]」 

カロ ル  「 今 度 か ら 、 レ イヴ ン の 分 だ け バ ター サン ドウ ィ ッ チ に する 」 

ユー リ  「 バ ター 塗る の も 面倒 ど だ 。 パン の 耳 で いい だ ろ 」 

レイ ヴ ン 「 誰 か の た め に 作る 喜び は どこ いっ た の よ ……」 


キス テル | ラー ん 、 レジ ピ お お Dc 作 う て の に 、 どう し て ジュ ディ 
ス の お 料理 と 同じ 味 が 出せ な いん で し ょ う 」 

ジュ ディ ス 「 私 の 場合 、 味付け は 舌 頼 り の だ か ら 」 

リタ 「 調 味 料 の 配合 バラ ンス を 変え て みた り レ シ ピ に な い 調 
味 料 を 加え て みた ら ?」 

エス テル 「 な る ほど 。 や っ て み ま す 」 

パテ ィ  「 リ タ 旭 か ら 的 確 な アド バイ ス が 聞け る と は の 」 

リタ 「 な 、 な に よ :…: そ りゃ あたし は 料理 苦手 だ けど 味付け は 、 
薬品 の 調合 と 似 た よう な も ん じゃ な い 」 

ジュ ディ ス 「 異 諭 は な いけ ど -……- 納 得 し て は いけ な い 気 が する わ 」 

パテ ィ  「 味 見 を 忘れ な けれ ば 、 大 丈夫 じゃ ろ 。…… た ぶん 」 

エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス や ユー リ の お 料理 が お いし い の は や っ ぱり 
独自 の 味付け だ か ら な ん で す ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 レシ ピ に 頼っ て た ら お いし い 料 理 に は な ら な いわ ]」 

エス テル 「 料 理 っ て 難し いん で すね 。 で も 、 が ん ば り ま す 。 も っ と 
お いし い 料 理 、 作り た いで す 」 

パテ ィ 「 一 番 の 調味 料 は 、 その 気持 ちな の じゃ 」 


カロ ル  「 お な か 減っ た 一 ……」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん も 限界 ……-」 

ユー リ  「 も うそ ん な 時 間 か ? エス テル た ち は 平 気 み た い だ ぞ 」 

カロ ル CT 今 の 、 エス テル ? お な か 減っ て る ん じゃ な い の 」 

エス テル 「 ま だ 我慢 で す 。 最近 ちょ っ と …… き つい か ら 」 

レイ ヴ ン 「 ん ん ん ? 今度 は リタ っ ちの ほう か ら 」 

ユー リ  「 ジ ュ デ ィ ま で ? 我慢 大 会 で も し て ん の か 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 ダイ エッ ト は ある 意味 我慢 大 会 ね 」 

レイ ヴ ン 「 ダ イエ ッ ト ? 必要 な いっ し ょ 。 特に リタ っ ち は 、 それ 
以上 薄く な っ た ら 」 

リタ 「 あ た し は この 本 読み 終わ る まで いら な い だ け 


カロ ル |「 も うだ め -…… ET すこ 」 

レイ ヴ ン 「 グ ミ 食 っ て いい 2」 

ユー リ 「 だ め だ ]」 

ラビ ピー ド 「 グ ルル ルル ル 」 

レイ ヴ ン 「 な 、 な ん か ワン コ が 獲物 を 狙う 目 に な っ て な い ?」 
リタ 「 空腹 で 野性 の 本 能 に 目覚 め た ん じゃ な い の 」 
ジュ ディ ス 「 0 」 


レイ ヴ ン 「 こ っ ちの 二 人 も 野性 に 目覚 めそ う よ ] 

ユー リ  「 ダ イエ ッ ト っ て 苦行 な ん だ な 」 

カロ ル 「 こ れ 、 も う 単 な る 断食 だ よ …… な ん で ボク た ち ま で 」 

ジュ ディ ス 「 隣 で お いし そう な 香り が し た ら 食べ た く な る で し ょ う ? 
私 た こち だ っ て お な か が 減っ て る ん で す も の 」 

カロ ル  「 お 、 横暴 だ ぁ ……」 


琶 | 

カロ ル  「 お 一 な 一 か ー す 一 い ー た ー! る まま 6 拉 売る 
て ば ぁ 」 

ジュ ディ ス 「 騒 ぐ く と も っ と お な か が 減る わ よ ?」 

エス テル 「 で も 衣食 足り て 礼節 を 知る 、 で す 」 

カロ ル  「…… ど うい う 意味 ?」 ' 

ユー リ  「 腹 減っ て る か ら 、 振る 舞い が 乱暴 に な る っ て さ 。 鉄 拳 埋 


制裁 予告 だ ろ ?] 

レイ ヴ ン 「 意 味 、 少し 違う ん じゃ な い ? それ より 、 ユー リ と リタ っ 
ち は 腹 減っ て て も 平然 と し て る わ ね 」 

ユー リ 「 慣 れ て っ か ら 」 

リタ 「 慣 れ て る か ら 」 

レイ ヴ ン 「 あ っ そ ……」 

エス テル 「 あ …… ラ ピー ド の 背中 に 、 ハン バー グ ……」 

ジュ ディ ス 「 あ れ は 陰謀 よ 。 誘 惑 に 負け て は だ め 」 

ユー リ  「 大 丈夫 か ? - く 昔 ] 


カロ ル  「 ユ ー リ ユー リ ! 買 の 底 か ら 緑 の つ ぶつ ぶ ぷ 野 菜 パ ポン が 
出 て きた よ 』 食べ て いい よね?。 の いい よね 
ユー リ  「 ば っ …… カ ロ ル 、 それ は や め と け ! お い 、 そろ そろ マ  』 
ジ で ヤバ いか ら メ シ に し よう ぜ !」 


ユー リ  「 街 に 寄っ て 買い 足 さ ね えと な 」 

カロ ル  「 ね え ね え 、 間 の 底 に 緑 の つ ぶつ 避 野 菜 パ ポン が 残っ て た より !」 
エス テル 「 緑 の つが ぶつ 点 …… ? 珍し い パ ン が ある ん で すね 」 
ラウ ピード [| ワウ フック 


ユー リ  「…… カ ロ ル 、 その パン いつ 買っ た 」 
カロ ル  「 さ あ ?] 


リタ  「 あ た し 、 こ の ご 飯 い ら な い 。 嫌い な も の ば っ か り 」 : 
ユー リ [好き 嫌い は 体 に よく ね え ぞ 」 


の た ピッ ン 
カロ ル  「 そ うだ よ 。 リ タ は ちゃ ん と 食べ て も っ と 大 きく な る 必要 
が ある ん じゃ な い ?」 


リタ [どこ 見 て 書 っ て ん の よ 

ユー リ  「 カ ロ ル 、 乙女 心 っ て や つが わか っ て な いな 」 

ビード | クー ジャ ンー」 

エス テル 「 ユ ー リ に 女性 心理 を 思い や る 器用 さ は あり ませ ん っ て 
フレ ン が 言っ て まし た 」 

リタ 「 あ ん た が 言う な っ て さ 」 


レイ ブン 1 ちょ っ と | っ 違 
う の 作 っ て よ 。 お っ さん いじ め 反 対 ー」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 じゃ ああ な た は 食事 抜き に する の ね 」 

カロ ル  「 ボ ク た ち だ っ て 嫌い な も の で も 我慢 し て 食べ て る ん だ 
か ら 。 レイ ヴ ン も 我慢 し な よー」 

リタ 「 あ た し な ん て 、 読書 の 手 を 止め て 食事 に 付き 合っ て や っ 
て る ん だ か が ら 、 あり が た く 思 いな さい よ !」 

エス テル 「 偏 食 は 栄養 が か た よっ て 体 に よく な いで す よ 」 

レイ ヴ ン 「 も う 十 分 成長 し ちゃ っ た お っ さん に 、 いま さら ね ぇ 」 

学 紀 ドド (リン ワ フ ソン 1 

ユー リ  「 ラ ピー ド が バカ に し て る ぞ 。 人 間 の 風 上 に も 置け な いっ 
て さ 。 一 番 年 上 の くせ し て 、 恥ず か し く な い の か ?」 

レイ ヴ ン 「 別 に い 。 お っ さん ダメ な 大 人 だ も ん 」」 


ユー リ 「 開 き 直り や が っ た …」 
ジュ ディ ス 「 最 低 ね ] 


3 ] 
エス テル 「 フ レン 、 あ まり 食 が 進ん で ませ ん ね 。 ご どこ か 具合 で も 
悪い ん で す ?」 


ユー リ 「 嫌 いな ん だ よ 、 今日 の メニ ュー。 ここ ん と こ ず っ と 、 フ 
レン の 嫌い な メニ ュー 続き 」 

カロ ル  「 そ うな の ? 残さ すず 食べ て た か ら 、 気付 か な か っ た 」 

フレ ン 「 嫌 い だ か ら っ て 理由 で 、 食べ 物 を 粗末 に する の は よく 
な い だ ろ う ?」 

ジュ ディ ス 「 ユ ー リ の よう に 、 好 き 嫌 い は な いと 思っ て た わ 。 意外 ね 」 

レイ ヴ ン 「 そ うい や 、 二 人 と も 好き な 食べ 物 も 違っ て た わ ね 」 

パテ ィ  「 嗜 好 の 違い は あっ て 、 当然 な の じゃ 」 

リタ 「 好 み の 違い っ て レベ ル じ ゃ な いん じゃ な い ?」 

_ ユー リ  「 で も 、 好 き な 理 由 は お ん な じ だ ぜ ? 子ども の 頃 の ご 
馳走 メニ ュー だ か ら 、 だ よ な 」 

フレ ン  「 あ あ 。 昔 好 きだ っ た も の が 、 今 で も 好き な ん だ 。 た ま 
に 出る ご 馳走 だ っ た か ら 、 執着 が 強い の か も ね 」 

ジュ ディ ス 「 明 日 は 、 フレ ン の 好き な メニ ュー に し まし ょ うか 」 

レイ ヴ ン 「 こ うま で 嬉し そう な 顔 さ れる と ね ぇ 」 

パテ ィ 「 作 っ て あげ た く な る の じゃ 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ン l」 


カロ ル | 今日 の メニ ュー も 、 また これ ……」 

エス チル | 定番 で すね 。 で も …… 貞 全 しそ めい つも 同じ メニ ュー な 
ん で し ょ うか が 。 レ シ ピ は 他 に も 持っ て る の に 」 

パテ ィ 「 カ ロ ル が いつ も 決ま っ た 材料 し か 補充 し な い の じ ゃ 」 


カロ ル  「 リ タ が この メニ ュー な ら 毎 日 で も 食べ られ る っ て 言っ た 
ん だ よ 」 

リタ 「 違 うわ よ 。 お っ さん が 他 の メニ ュー は 嫌 だ っ て ご ね た 
ん で し ょ 』」 


レイ ヴ ン 「 ユ ー リ が 安上がり な メニ ュー だ っ て こだわ っ て た の よ 」 
ユー リ  「 ジ ュ デ ィ が 味 比 べ だ と か 言っ て な か っ た か ?」 

ジュ ディ ス 「 エ ステ ル が この メニ ュー で 特訓 し て た の だ と 思っ た けど ]」 
ユー リ  「……: オ レ 、 そろ そろ 違う も の が 食い た いな 」 

カロ ル  「 ボ ク も !」 

レイ ヴ ン 「 右 に 同じ 」 

リタ . 「 飽き た 」 

パテ ィ 「 の じゃ 

ジュ ディ ス 「 レ シ ピ の 持ち 腐れ だ わ 」 

エス テル 「 じ ゃ あ 、 次 は 違う メニ ュー に し まし ょ う ね 」 

パテ ィ 「 み ん な 不満 だ っ た ん じゃ の ……-」 


* ス テル 「 コ ヨー リ っ て 、 3E じ と 笠 遇 3 さき な で すう 1 
ユー リ  「 好 きっ て ほど じゃ な い が 、 な ん で だ ?」 


エス テル 「 最 近 ず っ と 料理 を 任 さ れ て ます けど 一 度 も 断っ て ませ 
ん よね 」 

レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん ダメ よ 。 み ん な 黙っ て た の に 」 

ユー リ | いや 、 気付 いて っ けど ]」 

カロ ル  「 え ー、 や じゃ な い の ? 大 変 で し ょ 」 

ユー リ  「 帝 都 に いた 頃 は 自炊 も し て た し 、 苦 じゃ な いな 」 

ジュ ディ ス 「 苦 で は な いな ら 、 好き っ て いえ る ん じゃ な いか し ら 」 

ユー リ  「 ど うだ ろう な 。 少な く と も 、 破壊 的 な 味 の 料 理 を 毎日 食 
わ さ ざれ る より は 、 作っ た ほう が まし だ っ た 。 本 人 自覚 な い 
上 に 、 親 切 心 で 作る か ら 他 に 止め る 手段 が な か っ た ん だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 そ りゃ ご 肥 傷 様 」 

リタ 「 な ん で あたし 見 て 言う の よ !」 

ユー 「 リ タ の 料理 な ん て か わい いも ん だ 。 も っ と 凄まじ い 」 

ジュ ディ ス 「 そ ん な 料理 が 作れ る 人 、 会 っ て みた いわ ね 」 

レイ ヴ ン 「 怖 いも の 見 た さや ね 。 食う の は ご めん だ けど 」 

ユー リ  「………: す で に 会 っ て ん だ けど な 」 


リタ [和え エス テル 、 和 35 提 ほ B の 2 た ま に 
は 男 共 に 代わ っ て も ら っ た ら 」 

エス テル 「 い いん で す 、 料理 は 作る ほど 上 手 く な れ ま すか ら 」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 料 理 は 慣れ だ も の 。 エス テル の 料理 、 と て も 
上 達し た と 思う わ 」 

エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス の お 墨 付き を も ら え る な ん て 、 嬉し いで す 。 
野菜 の 千切り ら 個 、 み じん 切り 1 個 、 桂 む きら 本 を 毎日 
続け て きた 甲斐 びあ り ま し た 」 

カロ ル  「 そ こま で し な く て も …… ね 、 ユー リ 」 

0 」 「 あ あ 。 野菜 が も っ た いな いか ら な ]」 

リタ 「 問 題 そ こ ?] 

エス テル 「 大 丈夫 で す 。 使 っ た 野菜 は ネギ 以外 ラ ピ ー ド が 食べ て 
くれ まし た か ら 」 

ユー リ 「 ラ ピー ド 』 

ラビ ピー ド | ワ 、 ワン ウーー」 

ジュ ディ ス 「 最 近 ラ ピー ド の お な か が ぷよ ぷよ し て る の は そう いう 理由 」 

レイ ヴ ン 「 戦 闘 ん 時 の 動き に も キレ が な か っ た わ ね 」 

ユー | ラビ ピー ド 、 断 れ よ ……」 


カロ ル  「 み ん な 、 ご は ん で きた よ sai 

工 学 ル | 入っ と 。 カロ リル … 昨 日 も 周 ウ メニ ュー で し た よね 7?] 

リタ 「 昨 日 だ け じ ゃ な く 、 一 昨日 も その 前 も よ 」 

レイ ヴ ン 「 い つも の これ 、 カロ ル の 好き な メニ ュー で し ょ ?」 

「 そ うだ よ 。 毎日 で も 食べ た い 味 だ よ !」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん は も っ と きり っ と し た 大 人 味 が 好み な の よね 」 

「 ず っ と ボク が 作っ て る ん だ か ら ボ ク の 好き な も の に し て 

いい っ て こと だ よね 」 

ユー リ  「 ま あ 、 そ うだ な ]」 

リタ 「 ち ょ っ と ! あん た これ か ら 毎 日 同じ も の 食べ させ られ 
て も いい の ?」 

ユー リ  「 食 える だ け で も あり が た い だ ろ 。 カロ ル の 料理 、 けっ こ 

う イ ケ る し な 」 

「 あ り が と ユー リ ! ボク 、 明日 も が ん ば っ て 作る よ 」 

レイ ヴ ン 「 つ まり 、 明日 も 同じ メニ ュー な わけ ?」 

ジュ ディ ス 「 そ うみ た いね 。 残 意 ……」 

エス テル 「 栄 養 が 偏っ て し まわ な いか 、 心配 で す 」 

リタ 「 し ょ う が な い …… 面 倒 く さい し 我慢 する か ……」 


リタ [ちよ つと 。 この と こす っ とめ た し に 笠 和 少 じ 侍 け で る 
わ よ ね 」 

レイ ヴ ン 「 お や 、 腕 が 上 が っ て 料理 に 目覚 め た ん じゃ な い の ?」 

リタ 「 ん な わけ な いで し ょ ! 料理 な ん か 面倒 くさ いし 、 時 間 
の 無駄 。 食事 な ん て 、 生命 を 維持 で きれ ば いい ん だ か 
ら パ ン で も バナ ナ で も 、 適当 に 食べ れ ば いい の よ 」 


ユー リ  「 材 料 そ の まま 食え っ て か 」 
カロ ル  「 思 い 出 すね …… パ ン に 生 卵 を は さん だ だ け の リタ の サ 
ント ド ウィッチ] 


ジュ ディ ス 「 生 卵 は 斬新 ね 」 

レイ ヴ ン 「 お い お い 、 真似 し な いで よ ?」 

リタ 「 次 も あたし に 料理 させ た ら …… 入れ る か ら 」 
レイ ヴ ン 「 入 れる っ て 、 何 を ?」 

リタ 「 と っ て お き の 、 入れ る か ら 」 

ジュ ディ ス 「 そ れ は 楽し みね ] 

カロ ル  「 も う ジ ュ デ ィ ス 、 煽 ら な いで っ て ば ]」 

リタ 「 次 、 絶対 あたし に 料理 まわ すん じゃ な いわ より 」 

エス テル 「 リ タ の と っ て お き の 料 理 …… 食 べ て みた か っ た で す 」 
カロ ル  「 エ ステ ル 、 それ た ぶん 違う よ …… 」 


お っ さん の 料理 


レザン 1 ちょ よっ ご お っ さん に ば か り 料 理 さ せ て ずる く な い ? 
誰か 代わ っ て よ 」 

リタ 「 い や 。 冗談 じ ゃ な いわ 」 

「 わ た し より 上 手 で すし …… お 願い し ます 」 

[ 住 せ た ] 

ジュ ディ ス 「 あ な た の 料理 、 好き よ ?」 

「 な ん で 誰 も 交代 し て くれ な い の よ !」 

「 日 頃 の 行い じゃ な い ? いい じゃ な い 、 レイ ヴ ン の 料理 

お いし いん だ か ら 」 

「 そ れ は 君たち の 都合 で し ょ 。 俺 様 は 作り た く な い の ]」 

リタ 「 作 り た く な いで 免除 し て も ら お うな ん て どん だ け 我 位 
な の よ 」 

レイ ヴ ン 「…… リタ っ ち に は 言わ れ た く な いん だ けど 」 


ユー リ  「 自 分 で 料理 し と け ば 、 いつ 食っ た か 忘れ な い だ ろ 」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 最近 物忘れ が ひど く …… ーー しい! そそ 
まで 記憶 力 悪 く な い ぞ ! 君たち の お っ さん の 認識 っ て 、 
どん な な の よ ……」 


エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス 、 いつ も 任せ て し まっ て ます けど 、 大 変じ ゃ 
な いで す ?」 


ユー リ  「 た ま に は 交代 する か ?」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 いい の よ 。 料 理 は 好き だ し 、 楽し ん で る わ 。 私 
の 料理 に 飽き た の な ら 、 交代 する けど ]」 

カロ ル  「 そ ん な こと な いよ ! ジュ ディ ス の 料理 は 全然 飽き な いよ 」 


レイ ヴ ン 「 そ う ね 。 懐 かしい 味 と いう か ……| お っ さん は 毎日 で も 
食べ られ る 味付け よ 」 

ジュ ディ ス 「 フ フ 、 嬉し いわ 。 そう いう 料理 を 目指 し て た か ら 。 時 を 
経て も 、 みん な が ある 日 ふっ と 私 の 料理 を 食べ た く な っ 
て くれ た ら 素 敵 で し ょ う ?」 

ユー リ  「 確 か に た ま に 食 いた く な る 味 だ な 」 

リタ 「…… ね え 男 ども 、 気付 いて な いよ うな ら 忠 
あん た た ち 、 餌付け され て る わ よ 」 

カル | え ス 517 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 ば れ ち ゃ っ た 」 

レイ ヴ ン | は 、 は は 餌付け 、 ね 」 


ユー リ  「 悪 い 、 オレ 抵抗 で きる 自信 が な い ……」 


告 す る わ 。 


スリ リン グ な 料理 4 に 2 

「 今 日 も フレ ン が 料理 当番 か ? うち が 代わ る の じゃ 」 

「 あ り が と う 。 料理 は 嫌い じゃ な いか ら 大 丈夫 だ 」 

ジュ ディ ス 「 私 に も 、 腕 を 揮 う 機会 を 与え て ほし いわ 。 そ れ と も 、 
私 の 料理 、 お いし く な い ?] 

「 そ ん な こと は な いよ 。 だ けど 、 も う 作り 始め て し まっ た か ら 」 


パテ ィ 
フレ ン 


レン 
カル | ここ 人 と も 、 ちっ と 粘っ て 日 
リタ 「 こ こ は あ ん た の 出番 で し ょ 、 オト モダ チ 」 


ユー リ  「 し ゃ ー ね ぇ な 。 フ レン 、 今日 は オレ が 料理 当番 だ 」 

フレ ン  「 そ うだ っ た ? 昔 は よく ユー リ に 手料理 を 振舞 っ て も 
ら っ て た し 、 今日 は 僕 に 任せ て くれ ]」 

ユー リ | ダス だ っ だ J 


レイ ヴ ン 「 少 し は 頭 使っ て よ ! も う 権 力 に 頼る し か な いわ ね 。 嬢 
ちゃ ん 、 頼ん だ 」 “ 

エス テル 「 気 は 進み ませ ん が 、 みん な の た めで す 」 

フレ ン  「 エ ステ リー ゼ 様 。 も うす ぐ で きま す の で 、 お 待ち いた 
だ け ま すか 」 

エス テル 「 は 、 は い ……」 

レイ ヴ ン 「 撃 沈 …… あ と は 成功 を 祈る し か な いっ て か 」 

カロ ル  「 は ぁ ー っ 。 フレ ン の 料理 、 お いし いか 破壊 的 な マズ さか 、 
差 が 激しい か ら 怖 いん だ よね ぇ 」 

パテ ィ  「 料 理 に スリ ル は いら ん の じゃ 」 

パー ティ の 権力 者 wb9」 き | の 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 ティ 。 日 も 料理 当 符 な の ? ここ の と ころ 、 ず っ 
と よね 。 代 わり まし ょ うか ?」 

パテ ィ  「 う ん に ゃ 。 好き で や っ て る か ら 、 問題 な い の じ ゃ 」 

リタ 「…… 本 当 に 下心 が な い の か し ら 。 あの 子 の こと だ か ら 、 
な ー ん か 打算 が ある 気 が す る の よね 」 

エス テル 「 パ ティ は いい 子 で す よ …… ?」 

レイ ヴ ン 「 で も 、 食事 で ユー リ を 的 ろう くら い は 考え て そう ね 」 

ユー リ  「 食 い モ ン で オレ を 釣る な ら 、 オレ だ け 特 別 メ ニュ ー、 く 
らい は し て くれ ね ぇ と な 」 

カロ ル  「 そ こま で の ひい き は され て な いよ ね 。 うー ん ……」 

パテ ィ  「 知 らん の な ら 教 えて や ろう 。 一 家 の 食 事 を あず か る 者 
が 、 真 の 権力 者 な の じゃ 」 

エス テル 「 権 力 者 …… ?]」 

ジュ ディ ス 「 食 事 を 任 さ れ た 人 間 が 、 家 で は 一 番 力 が ある と いう こと ね 」] 

パテ ィ  「 な の じゃ 。 食事 は 大 事 だ か ら 、 うち を な い が し ろ に は で 
き な い は ず じ ゃ 」 

ユー リ  「 確 か に 、 食事 を 握ら れる と 、 逆らい が た く は ある な 」 

パテ ィ  「 み ん な うち を 敬う と いい の じゃ 」 

暑い 時 こそ 熱い も の ……? 記 wlelw 四 料理 | 

エス テル 「 も う 少 し 考え て ほし いで す ……」 

ユー リ  「 同 感 だ な 。 鍋 焼 き う どん みた い に 味 の 濃い 料理 は 熱い 
上 に 喉 が 湯 く だ ろ 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ン 、 ワ ワ ン !」 

ジュ ディ ス 「 食 べ る ほど に 、 体力 を 消耗 し て る 気 が す る わ ね ……」 

ユー リ  「 さ っ きか ら 汗 が 止ま ん ね ぇ 。 く そ 、 最悪 だ 」」 

カロ ル  「 ユ ー リ が 珍し く キ レ て る よ ……」 

レイ ヴ ン 「……: 大 将 、 これ 貸し に し て いい ?] 

ユー リ  「 な に が だ ?」 

レイ ヴ ン 「 キ レ て 誤 魔 化 そ うっ た っ て 、 お っ さん に は バレ バレ よ 。 
昨日 、 う どん 食い た いっ て 言っ て た よね 。 自 分 で 作っ た の ? 
リク エス ト し た の ? ん ?」] 

ユー リ  「…… オ レ が 悪かっ た 。 砂漠 で 鍋 焼 ほう どん は 食う も ん じゃ ね えな 

ラビ ピー ド 「 ク ー ン ……」 

リタ 「 だ だ だ 誰 よ 、 この クン 寒い 中 シャ ー ベ sy ト 、 た た 食べ よ 
うな ん て 言い 出し た の ……」 ンー 

カロ ル  「 つ め 、 冷た く て 、 は は は 歯 が 、 噛み 合わ な い ……」 

ジュ ディ ス 「 寒 い 中 の シャ ー ベ ッ ト も お いし いと 思う ん だ けど 」 

リタ 「 あ ん た か !」 

ジュ ディ ス 「 感 想 を 述べ た だ け で 、 私 と は 言っ て な いわ よ ?」 

カロ ル  「 じ ゅ じゅ 、 ジュ ディ ス 、 その 格好 (か っ こう ) で シャ ー ベ ッ 
ト 食べ て 、 へ へ 、 平気 な の ?] 

レイ ヴ ン 「 お な か 、 壊し た と ら 、 お っ さん が 、 さす っ て 、 あげ る わ よ 」 

リタ 「 唇 お お 紫 の 人 間 が 、 は は 鼻水 垂らし な が ら 言 う 台 詞 じ 
な な 、 な いわ ね ] 

ユー リ  「 リ タ 、 その 調子 だ と 、 詠唱 、 で き な い だ ろ 」 ( 

リタ 「 無 理 か か 、 か も ……: 歯 が 、 ガチ ガチ 、 いい 言っ て る し 」 

カロ ル  「 ぼ ぼ ボ ク も 、 手 が か じ か ん で 、 武器 、 武器 も て な 、 い 」 

ユー リ 「 シ ャ ー ベ ッ ト 食 っ て 、 寺原 で 、 遭難 っ て シャ レ に 、 な ん ね 1 


カ HjM 1 うえ -・ ベ ズ ]」 


い は ず の 具 が 入っ て る ぞ 」 

エス テル 「 少 し 前 か ら 、 レシ ピ が 見 当たら な く な いで すか 」 
レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 どこ か いっ ちゃ っ た みた いね 」 
ピル あれ 7 も し の し て … レシ ピ つ て 、 これ ?] 
ジュ ディ ス 「 リ タ が 持っ て た の 」 


カロル  「 武 器 と し て 使っ て た の …… ?] 


な く な っ て る の に 気付 か な い ほ う が 悪 い 」 
ユー リ  「 ま 、 反論 で き ね えな 」 


ジュ ディ ス 「 レ シ ピ の 数 も 全然 少な いし …… つう 少し 、 料理 に 興味 
9 


ee ク よ り も 上 手 か も し れ ま せん 」 
ラ ピ ー ド 「 ワ フッ !」 
ユー リ  「 お い お い 、 褒め て も 何 も 出 な い ぞ 」 


推薦 し ます 」 
- ラ ピ ー ド 「 ワ ン ! ワン 
ユー リ  「 お 世辞 の 上 手 い お 嬢 べ ん だ 」 


潜 エス テル 「 ま ず は 、 その 髪 を 何と か し な いと だ めで すね 。 厨房 は 


身だしなみ に 厳し いそ うつ で すか ら 」 
員 デ リ | 「 る と まで 本 気 な ん だ …… イ ] 


エス テル ここ も ず い いん 立 派 に な り まし た ね ] 
ユー リ  「 ほ ん と だ な 。 完全 に 街 に な っ ちまっ て や が る 」 


_ フレ ン  「 み ん な が 力 を あわ せれ ば 、 こ ん な こと も で き て し まう ん だ ね 」 


ラド | ワン 、 ウ ワレ リリ 
世界 は まだ まだ 危険 な 状態 だ つて いう の に 」 


ね え か 。 ま 、 いい こと だ と は 思う けど な 」 
ウロ Y ド 「 ワ ン ! リ | 
エス テル 「 そ う で すね 」 


望 凍 の 草 所 に つい て 


バテ シャ 「 すごい 遺跡 じゃ 、 宝 の 匂い が する の じゃ 」 
専 計 KR ウォ オー ン 」 


役立て る の じゃ 」 
ラ ピ ー ド 「 ワ ォ 、 ワ ォ ー ン 」 


パテ ィ  「 こ ら フ レン 、 お まえ も 宝探し を 手伝う の じゃ 」 


十 六 夜 の 幽 居 街 に つい て に 関 問 聞 EE: 臣 : 毛 
ジュ ディ ス 「 変 な 街 ね 」 

ラ ピ ー ド 「 ク ゥ ー ン 」 

パテ ィ  「 じ ゃ の 一 、 活気 も な けれ ば 穫 気 も な い !」 

エス テル 「 街 の 人 ……… 無気力 な 感じ で すね 」 

ジュ ディ ス 「 あ な た に 少し 似 て る わ 。 見 た 目 だ け ど ] 

エス テル 「 そ う で すか ?」 

フレ ン  「 え え 、 髪 の 色 と か 少し ……… 」 


だ ね 」 


カロ ル  「 な いよ ね ? それ は 、 な いよ ね 」 
ジュ ディ ス 「 ご どう かしら 」 


トン | 癌 阿 間 回 


ユー リ  「 お い 、 ちゃ ん と レシ ピ 見 て 作っ て ん の か ? 材料 に な 


リタ 「 薄 っ ぺら く て 威力 が 出 な いと 思っ て た ら 、 どおり で 」 


リタ 「 誰 か が 勝手 に あたし の 本 と 取り 替え た ん じゃ な い の 。 


エス テル 「 ユ ー リ の お 料理 、 こ て も お いし か っ た で す 。 お 城 の コッ 


カロ ル  「 避 難し て きた 人 た ち も 、 な ん だ か 生き 生き し て る よね 。 


ユー リ  「 四 の 五 の 言っ て も 仕方 が な いっ て 、 開き 直っ た ん じゃ 


パテ ィ  「 よ ー し 、 ラ ピ ー ト よ 、 探す の じゃ 。 お まえ の 鼻 を 今 こ そ 


フレ ン 【「 な ん て 大 き さ の 像 だ 。 これ も 古代 文明 の 技術 か ……」 


カロ ル  「 髪 の 色 っ て いえ ば 、 あの ザ ギ っ て ヤツ も 髪 の 色 、 同じ 


エス テル 「 ザ ギ で すか ……… ま さか 、 そん な こと は ……」 


エス テル の お 祈り 


も 」 

ーー リ 。 | エス テル 、 何 じてん だ ?」 

エス テル 「 え ? ああ 、 ユ ー リ 。 亡くな っ た 方 の 安らか な 眠り を 祈っ 
て る ん で す 」 

レイ ヴ ン 「 そ の まま 、 全部 の お 慕 に お 祈り する 勢い ね ー」 

エス テル | スィ ええ 、 そ の の も り で すけ どう 

レイ ヴ ン 「 じ ょ 、 嬢 ちゃ ん 、 本 当 に や る つも り だ っ た の !?。 …… 俺 
様 の 想像 の 上 を 行く 姫 様 だ わ ……」 

パテ ィ  「 何 か の 修行 みた いじ ゃ の 」 

レイ ヴ ン 「 お 祈り し て も 、 願い 事 は 叶う わけ じゃ な い の よ 」 

エス テル 「 別 に そう いう わけ じゃ あり ませ ん 。 亡 く な っ た 方 々 の 魂 
の 冥福 を お 祈り し て いる ん で す 」 

ユー リ  「 知 ら な い 奴 ら の 冥福 を 祈っ て も な ……」 

エス テル 「 ユ ー リ 、 そん な こと 言っ て る と 、 バチ が 当たり ます よ 」 

バ パティ  「 エ ステ ル っ て 意外 と 迷信 深い の じゃ 」 

レイ ヴ ン 「 意 外 で も な ん で も な いけ ど ね ー-」 


パテ ィ  「 リ タタ 旭 は お 幕 は 怖く な い の か ?」 

リタ 「 な ん で あたし が 慕 な ん か 怖がら な くち ゃ いけ な い の よ 」 

パテ ィ  「 だ っ て 衣 霊 と か 怖い ん じゃ ろ ? じゃ っ た ら 、 お 幕 も 怖 か ろ ?] 

サタ 「 幽 霊 イ コー ル 慕 っ て 、 それ 因果 関係 が 成り 立っ て な い 。 
それ こそ あり えな いわ 」 

レイ ヴ ン 「 幕 :…: そ れ は 死者 の 魂 が 眠る と ころ …… 慕 石 が ベル ズ 
ル っ と 動い て 土 の 下 か ら 目 が こそ っ と ……」 

バグ ィ 1 ツリ ぴり し と ッ 」 

レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と パテ ィ ち ゃ ん 、 そこ は 笑う と ころ じゃ な い の よ 」 

パテ ィ  「 レ イヴ ン の 話 は コワ く な い の じ ゃ あ ……。…… つ て あれ ? 
リタ 旭 ど うつ し た ん じゃ ?」 

リタ [時 の 下 か ら 旦 SN 上 0 回 


ジュ ディ ス お うめ 7 お お 意 な ん で も 035 だ の が 

フレ ン  「 死 ん だ 人 間 の 魂 を 慰め る た め 、 だ ろう ね 」 

ユー リ  「 実 際 は こん な ん で 、 その 魂 っ て ヤツ が 慰め られ て る か 
どう か は わか ん ね ぇ けど な 」 

ジュ ディ ス 「 そ うい う 意 味 じ ゃ な い の 。 そ れ に 、 慰め る べき は 死ん だ 
人 間 じ ゃ な く て 、 生 き て いる 人 の 悲し い 想い じゃ な いか し ら 」 

ユー リ  「 上 ふーん …… そ うい う 考 え 方 も ちる な 」 

ジュ ディ ス 「 で 、 そこ で 最初 の 質問 に 戻る の 。 お 幕 な ん て た だ の 石 
に 過ぎ な い 。 こん な も の で 悲し い 思 いな ん て 救 わ れ な 
い の に 、 どう し て みん な お 墓 を 作り た が る の か し ら 」 

ユー リ  「 他 に どう し よう も な い 、 切な い 気 持ち の 結晶 が この 墓 
石 …… つ て こと じゃ ね ぇ か ?」 

フレ ン  「 ユ ー リ に し て は ロマ ンチ スト な 考え だ ね 」 

ユー リ  「 何 か 文句 で も あん の か ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね …… そ うい うど うに も で き な い こと は 私 は さっ さ 
と 忘却 の 彼方 へ 投げ 捨て る よう に し て る か ら 」 2 

ユー リ  「 み ん な 、 ジ ュ デ ィ み た い に 強 く な いん だ よ 」 

ジュ ディ ス 「…… 私 だ っ て 、 それ ほど 強く な いけ れ ど ね 」 


エス テル 「 モ ンス ター 図鑑 、 ず いん 埋まり まし た ね 」 

カロ ル  「 ま だ 後半 分 ある けど 、 いい 感じ に な っ て きた で し ょ ?」 
ユー リ  「 意 外 と マメ に や る の な 。 三日坊主 な の か と 思っ た ら 」 
カロ ル  「 そ 、 そう …… あ は は は …-」 

リタ 「 大 方 、 や め る に や め ら れ な く な っ た の ね 。 あ ん た ら に 
生還 は 昌 NASI 0 {06060 
カロ ル  「 そ 、 そ ん な ん じゃ な いっ て | 

リタ 「 あ 、 そ う 。 半 分 まで 来 た ん な ら 、 最 後 まで 書き な さい よ 」 
カロ ル [当然 

ユー リ  「 ま 、 が ん ば れ よ 」 


エス テル 「 飽 きた ら 、 わ た し が カロ ル の 後 を 立派 に 引き 継ぎ ます か ら ] 
ユー リ  「 エ ステ ル 、 そう いう の 好き だ な 」 
エス テル | え ペ て 1 


カロ ル  「 エ ステ ル に 渡さ な いよ うに が ん ば っ て 続け る 」 


カロ ル  「 見 て 見 て 、 モン スタ ー 図 鑑 、 いっ ぱい に な っ た よ 」 

エス テル 「 見 せ で ぐだ さい な 2229 の: の Sic2 」 

ユー リ  「 た くさ ん の 種類 の 敵 と 戦っ て きた ん だ な ]」 

エス テル 「……| で も まだ 少し だ け 空 白 の ペー ジ が 残っ て ます ね 」 

カロ ル  「 コ メン …… び 完全 に 埋め る の は 無理 か も ……」 

ユー リ  「 何 も お まえ 一 人 が 埋め て る わけ じゃ な い だ ろ 」 

の お 上 ル | え ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 みん な で 旅 し て 戦っ た 結果 が それ な の よね ?」 

エス テル 「 そ う で す よ 、 カロ ル 。 諦め ちゃ ダメ で す 」 

カロ ル |「 そ っ か … だ よね ! じゃ 、 みん な で バー フェ クト を 目 
指し て が ん ば ろ !] 


| 。 と 
| ヘチ パ 


カロ ル  「 や っ た ぁ ! 今度 こそ 、 モン スタ ー 図 鑑 、 完成 だ よ !」 

パテ ィ 「 お お ぅ ! た いし た も の じゃ な ー」 

エス テル [すし いり G す | カル] 

ユー リ  「 よ か っ た な 、 カロ ル 。 よく が ん ば っ た 」 

ラビ ー ド | ワオ ー ン 1」 

リタ 「 ま …… お めで と 」 

レイ ヴ ン 「 少 年 。、 す げ ー ぞ ] 

ジュ ディ ス 「 え え 、 素晴らし いわ 」 

フレ ツル | そう だ ね お めで と うけ! 

カロ ル  「 う うん 、 これ は ボク だ け じ ゃ な く 、 みん な が 戦っ た 記録 
な ん だ 」 

ユー リ  「 つ まり 、 そい つ は オレ た ちの 足跡 っ て こと か 」 

カロ ル  「 ボ ク 、 こう いう の 全部 成し遂げ られ た の 、 これ が 初め て 
な ん だ 、 全部 、 みん な の お か 、 お か げ ……」 

レイ ヴ ン 「 泣 く な よ 、 少年 」 

エス テル 「 よ か っ た 、 よかっ た で す 」 

リタ 「 大 交 汐 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら ? あな た も 涙 目 よ ?] 

リタ 「 あ た し は 目 が 大 きい だ け よ ッ ……」 

ユー リ  「 お い お い 、 モン スタ ー 図 第 一 つ で な ん だ よ 、 この 成り 


エス テル 「 点 ん 点 点 ふーん 」 
ユー リ 「 ん ? な に 書い て ん だ 、 これ ? アイ テム か ?」] 
エス テル 「 え え 。 コ レク ター 図鑑 で す 。 こ ん な に た くさ ん 、 埋まっ 


た ん で す よ 」 

ユー リ  「 ほ ー、 ず いぶ ん 書き 込ん だ な ぁ 。 お まえ 本 好き だ し な 。 
が ん ば っ 2 な Se 」 

リタ 「 全 然 ね 。 あ た し の 見 た と ころ -…… そ う ね 、 ま だ 半分 程度 っ 
て と どこ か し ら 」 


エス デル | ええ っ 1? は. 半分 0] 

リタ 「 も っ と も っ と 精進 し て 、 また いら っ し ゃ い J」 

エス テル 「 く 、 くぅ 一 。 いつ か いっ ぱい に し て 、 リタ を ギャ フン と 言 
わせ て あげ ます !」 

ユー リ 。 も と も と これ っ て リタ の 図鑑 だ っ た ん じゃ な か っ た 


エス テル 「 ね え 、 リ ダ 。 て れ 見 て くだ ざい] 

リタ 「 ん ? ああ 。 コ レク ター 図鑑 ね 。 どれ どれ ……」 

モス デ リル 「 深 6(2 昌 

リタ 「 ふ ーー ん 。 よ く こ こま で 埋め た わ ね 。 武器 の わずか な 違 
いと か も 細か く チ ェ ッ ク で き て る …… 」 

エス テル 「 や 、 や っ た だ た こ 『 リツ 、 これ っ て ギャ フン すけ す デ ギャ フン 2 


リタ 「 ギ ャ フン て …… 実 際 そ ん な こと 言う 人 間 が いた ら 見 て 


みた いわ 。 それ に …… 」 
エス テル 「 そ れ に ?」 


リタ 「 た い へ ん よく で きま し た 、 っ て 言う に も あと 一 歩 足り な 


いわ ね 。 だ っ て まだ あたし の 知っ て る アレ と か ソレ と か が 、 
あー ん な の も 入っ て いな いも の 」 


エス テル 「 そ 、 そん な ー 知っ て る の が ある の な ら 、 リタ 書い て く 


だ も し 」 


リタ 「 バ カ ね 。 そ し た ら あ ん た の た め に な ら な いで し ょ ? で 


も ホラ 、 も うち ょ っ と な ん だ か ら 、 が ん ば る が ん ば る 」 | 
エス テル 「 う っ う 一 よ 、 よー し 。 が ん ば り ま す 一 -」 
ユー リ  「…… エ ステ ル の た め な の か ? コレ っ て 」 


コレ クタ ー 図 鑑 の 真実 み 雑談 
エス テル 「 2 」 
リタ E で で 」 
キス メス 去 比 「 38 」 


リタ 「…… つ うん 、 これ な ら 完 成っ て 言っ て いい ん じゃ な い ? 


この コレ クタ ー 図 鑑 」 
エス テル 「 ホ 、 ホン ト !? ギャ フン っ て 感じ で す ?」 
リタ 「 そ 、 そう ね 。 よく が ん ば っ た わ 」 
エス テル 「 ギ ャ ラン 21 
リタ [ 交 、. ギ ャ ラン 」 


エス テル 「 や 、 や っ た 一 ね ぇ みん な 、 見 て ! 見 て くだ さい -」 
ユー リ  「 お 前 、 こ の 図鑑 の ほとん どの アイ テム を 知っ て た ろ 。 


で な さき ゃ 半分 と か 、 そ うつ いう の わか ん ね ー し な 」 


リタ 「 気 付い て た ? さす が に 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) や 二 の 式典 


(デイ ン ノ モス ) と か 、 知ら な い の も あっ た けど ね 」 


ユー リ  「 そ りゃ 気付 くだ ろ 。 ん で 、 どう し て わざ わざ エス テル に 


書か せ た ん だ ?」 
リタ 「 ん 一 、 その うち 書類 に し と か な きゃ っ て 分 か っ て た ん だ け 


ど さ -……。 頭 の 中 に ある デー タ を 、 わざ わざ 書く っ て の が * 
めん どく さか っ た の よー。 それ だ け 、 本 当 に それ だ け よ ?] 


ユー リ  「…… 本 の 世界 し か 知ら ず に 育つ た ん だ 。 実物 に 触れ る 


会 は 多い ほう が いい よ な 」 | 
リタ 「 pi e5 な 」 
ユー リ き 」 
船旅 悲 喜 こ も ご も w les| 錠 還 状 談 
ユー リ 「 船 の 旅 に も 慣れ て きた な 」 
ジュ ディ ス 「 え え 、 船 酔い も ある けど 、 船 の 上 は 潮風 が 気持 ちい いわ ね ]」 
パテ ィ  「 じ ゃ ろ ? じゃ ろ ? これ こそ 航海 の 醍醐 味 じ ゃ !」 
バウ ル 0 」 
リタ 「 な ん か 、 犬 っ ころ が 船 の 真ん中 で 丸まっ て る わ よ 。 具 
合 が 悪い ん じゃ な い ?」 


ラビ ー ド 「 ウ ー…-」 


ユー リ 「 あ あ …… そ うじ ゃ ね ぇ よ ] 


リタ 「 じ ゃ 、 何 ?」 
ユー リ 「 い や yes 」 


リタ 「 ち ょ っ と 、 犬 っ ころ 、 あん た こっ ち に 来 な さい いよ 


ウジ ビ ュー ド | ウー つの 


ユー リ  「 お い 、 リ タ 、 あん ま シ ッ ポ 引っ 張っ て や ん な よ !」 


ジュ ディ ス 「 ど うし た の ?」 


ユー リ  「 い や 、 あい つ 水 苦手 な ん だ よ な 。…… お い 、 リ タロ 


ラビ ピー ド 「 ワ ン ワ ン !」 
リタ 「 ん あっ …… 1 て ら っ 、 待ち な さい !」 
バディ 「 水 が 苦手 と は 、 も っ た いな い の う 」 


エス テル 「 あ の …… ど うし て 、 バウ ル が 空 を 飛べ る の に 、 わざ わざ 
海 の 上 を ずっ と 移動 し て る ん で すか ?」 
レイ ヴ ン 「 船 が 好き だ か ら よ 。 波 を 蹴 上 げ て 真っ 青 な 水 の 上 を 進 
、 すむ)…… ロマ ン ね 」 
_ パテ ィ  「 お っ さん も わか っ て きた よう じゃ の 一 。 きれ いな 海 …… 
潮風 、 磯 の 香り 、 波音 …… ま さ に ロマ ン の 宝石 箱 な の 
2 じゃ ー!」 
_ リタ 「 ロ マン な ん か 知ら な い 。 ロマ ン と 効率 だ っ た ら 、 あたし 
に は 効率 の いい 方 を 選ぶ 
レイ ヴ ン 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に ロマ ン 感 じ て る リタ っ ちな ら 、 
理解 し て くれ る と 思っ た ん だ けど ね え 、 この 気持 ち 」 
リタ 「 あ ん た の 不条理 な ロマ ン と あたし の 崇高 な 美意識 を 
ご っ ちゃ に し な いで 」 
レイ ヴ ン 「 つ れ な いね ー」 
_ リタ [好き嫌い に 関係 な く 、 あたし は 合理 的 な や り 方 を 選択 
する の 、 どん な 時 で も ね 」 


、ー レイヴン 「-… リタ っ ち も こ っ ち 来 た ら ? 船 の 真ん中 で じっと し 
て な いで 」 

* リタ  「 後 で ね ] 

*※ レイ ヴ ン 「 つ れ な いわ ね 。 お っ さん と は は し ゃ いで られ な いっ て ?」 


リタ 「 何 、 ち ょ っ と 犬 ! 引っ 張 ん な ! は な し な さい よ ! 何 

1 すん の …… ダ メ …… ダ メ だ っ て は 」 

* レイ ヴ ン 「 あ ら ? も し か し て リタ っ ち 、 高い と こ ダ メ ?] 

KW リタ  「 そ 、 そ ん な ん じゃ な い の ! 離せ 、 離 し て っ て ば ……! 
レイ ヴ ン 「 は な し て や ん な さい っ て 」 


パウ ル  「 ぐ お ~」 

ジュ ディ ス 「 避 点 避 ] 

ユー リ 「 ん で 、 バウ ル は な ん だ っ て ?」 

ジュ ディ ス 「 自 分 で も 、 力 が 溢れ て き て る の が わか っ て いる みた い 」 
カロ ル  「 す ご いね ぇ ー、 始祖 の 隷 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) つ っ て 、 成長 
する ん だ ね 」 

ジュ ディ ス 「 バ ウル は まだ 若い 子 だ か ら 、 この 先 も 成長 する か も し 
0 
レイ ヴ ン 「 こ の 大 き さ で 若い な ん て 、 お っ さん うら や まし いわ ー」 
ユー リ  「 お っ さん は 、 別 の 意味 で 成長 し た 方 が いい も ん な 」 
レイ ヴ ン 「 ん ?」 


le uh トト 7 

リタ 「 さ す が に 、 これ 以上 は 、 形状 が 変わ り そ う に な いわ ね 」 

エス テル 「 こ こま で で 、 いろ いろ な 機能 が 付き まし た ね 」 

レイ ヴ ン 「 で も 、 寂し いわ ー、 これ で 終わ りな ん て 」 

ジュ ディ ス 「 レ イヴ ン は 、 まだ まだ 便利 機能 が 欲し いみ た いね 」 
ロ ル  「 ボ ク も 、 も っ と も っ と 機能 が 付く と 思っ て た の に 、 残 念 一 」 

ー リ  「 こ れ 以 上 何 が 欲し いん だ よ 、 カロ ル 大 先生 」 

カロ ル  「 う ん 、 な ん だ ろう ……。 動物 と 話せ る 機能 と か あっ た 

- 5 楽し ぞう じゃ な い ?」 

エス テル 「 そ れ 、 素敵 で すね 。 ラ ピー ド と お 話し て みた いで す 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん は 、 も っ と 実用 的 な 機能 が いい わ 」 

ジュ ディ ス 「 今 まで の 機能 だ っ て 、 充分 実用 的 だ と 思う けれ ど ?」 


レイ ヴ ン 「 い や いや 、 例え ば さ 、 ジュ ディ ス ち ゃ ん の 考え て る 事 が 
わか る 機能 と か ぁ ー。 嬢 ちゃ ん が 、 俺 様 の 事 を 好き に な 
る 機能 と か ぁ ー。 ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん の 着 て いる 服 が 、 透 
ほ は て 逮 え こら 5 お つ 1 

リタ 「 結 局 、 あ ん た は 下心 だ け か い ! ソー サラ ー リ ング を 、 
な ん だ と 思っ て る の よ !! くたばれ 中 |」 

ユー リ  「 あ て ぁ 。 お っ さん 、 今 な ら な ん の 機能 が 欲し いよ ?] 

レイ ヴ ン 「 う ……、 うぅ ……・、 時 を 、 時 を 戻す 機能 を …… 今 すぐ ……」 


レイ ヴ ン 「 う は ぁ 、 動 怪 が する !」 

ユー リ  「 お い お い 、 お っ さん 、 大 丈夫 か よ 」 

レイ ヴ ン 「 い や 、 金 の 音 聞く だ け で 興奮 し て も うい か ん の よ …… 
その じゃ ら じ ゃ ら や め て 、 カロ ル 君 」 

ユー リ 「 な ん だ よ 、 それ 。 勝手 に し て ろ 」 

カロ ル  「 そ れ に し て も 、 貯まっ た ね ー」 

ユー リ  「 こ ん だ け あ っ た ら 、 ぱー っ と 使う と 気分 良さ そう だ な 」 

カロ ル  「 ダ メ だ よ 、 まだ まだ 貯め る ん だ か ら 」 

レイ ヴ ン 「 お っ と 、 さす が は 少年 。 将来 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) の アジ ト を 買う た め に 貯金 、 だ な 」 

カロ ル  「 え 、 そん な こと 考え て な か っ た よ ぉ …… た だ -ー、 お 金 が 
貯まっ て いく の っ て …… 気 持ち いい よね ?」 

レイ ヴ ン 「 知 っ て いる か い 、 少 年 、 そ うい う の を 守銭奴 っ て 言う の よ ]」 

ユー リ  「 男 は 表 越 し の 金 を 持た な いも ん だ 。 ぜ ー ん ぶ 、 ぱー っ 
と 使っ ち ま お う ぜ 」 

レイ ヴ ン 「 お い お い 、 それ は も っ と ダメ よ 。 まっ た く バ ラン ス 感 覚 、 
悪い わ ね 、 お た くら は 」 

ユー リ  「 じ ゃ あ 、 お っ さん は どう すん だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん に 投資 し て みな 。 ギ ルド 直伝 の 秘術 で 十 倍 に 
も 百倍 に も し て 。 だ な ……] 


カロ ル [却下 ! 
ユー リ  「[ 誠 下 !」 


金 は 天下 の … トイ 


エス テル 「 お金 っ て 知ら な いう ち に な く な っ て ます ね …」 0 

リタ 「 そ ん な わけ な いで し ょ 、 使う か ら な く な る の 」 

ジュ ディ ス 「 少 し ずつ 使っ て る と 出費 し て る 自覚 は あま りな いも の ね 」 

エス テル 「 ち ょ っ と 使い すぎ ちゃ いま し た …… 反 夢 9 」 

リタ 「 何 言っ て こん の 、 どん どん 使う の 」 

エス テル 多 生生 な ん で の の 

リタ 「 お 金 は 使え ば 使っ た だ け 、 その 人 の と ころ に 戻っ つて くる 
の よ 、 仲間 を 連れ て ね 」 

エス テル 「 ほ 、 本 当 で すか ?」 

ジュ ディ ス 「 お も し ろ い わ 」 

エズ スチ テル 「 あ を お 金 に リタ の 名 前 が 人 」 

リタ 「 そ う 、 いつ 自分 の と ころ に お 金 が 戻っ て き て も わか る よ 
うに 名 前 を 書い て る の よ 。 そ の 時 に は きっ と お 金 は 倍 に 


増え て る の 。 さ 、 どん どん 使い まし ょ 」 
ジュ ディ ス 「 点 ふ 。 素敵 な お と ぎ 話 ね 」 


持ち 物 に は 必ず … EK4 語 

カロ ル  「 ね ぇ .…: さ っ き 買 い 物 し た 時 の お 釣り に リタ の 名 前 が …」 

ステ ルル 「 え 、 琴 の: こう … け 、 リ タダ 11 

リタ 「 何 よ 、 大 声 出し て 」 

エス テル 「 さ っ き の お 買い 物 で 、 わた し た ちの お 金 が 手元 に 戻っ 
て きた ん で す 、 ほら 」 

リタ し | だ か ら 言 っ た じゃ な い 、 使え ば お 金 は 仲間 
を 連れ て 戻っ て くる っ て 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら ? あれ っ て お と ぎ 話 じゃ な か っ た の ね 」 

旋回 | | リク. モル ディ オ っ て 、 ソ ルネ イー ム ん だ お と 恥ず か し い 


ユー リ 「 最 近 、 妙 に 金 を 使い た が る と 思っ た ら 、 エス テル に 変 
な こと 教え た の 、 お まえ か 」 

レイ ヴ ン 「 金 は と も か くさ 、 道具 まで 名 前 書く っ て の は どう いう こ 
と よ 」 


リタ 「 売 っ た 道具 を 誰か が 買っ て 、 それ が 役に立っ た ら 、 売っ 
た あたし た ち に 何 か 返 っ て くる か も し れ な いで し よ ょ ]」 

カロ ル [ 和輝 あざ と い 2 」 

レイ ヴ ン 「 道 具 は と も か く 、 グミ に も 書く の は 勘弁 し て 」 


リタ し ズ 。 だ つて 4 


カロ ル  「 ね え ね え 、 グミ ー 個 も ら っ て も いい ?」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 カロ ル 。 ム ダ 使 い は 良く な いと 思う わ 」 

カロ ル  「 で も あの 味 、 あの 歯ごたえ が 忘れ られ な く て 今 も 口 の 
中 に ほ わ っ と 広がっ て ……」 

ユー リ  「 ず いぶ ん グミ が 減っ た 気 が し て た の は 、 お まえ が 時 々 
つま み 食 いし て た か ら か 」 

リタ 「 あ た し が 我慢 し て た の に 、 あ ん た そん な こと し て た の !?] 

カロ ル [ちち 、 違う よー、 そ ん な こと て な いっ て -・ っ て り 和 
我慢 し て た っ て …… ?] 

リタ 「…… ち 、 違う 、 な ん で も な い …… 1] 

レイ ヴ ン 「 そ ん な に パク パク 食う も ん じゃ な いわ よ 、 あれ 。 あ ん 
な 小さ い 割 に 一 個 の 値段 が 高い ん だ か ら 」 

エス テル 「 わ た し 、 あの 味 と 食 感 、 ち ょ っ と 苦手 で す ……」 

ジュ ディ ス 「 お姫様 の 口 に は 合わ な い の か し ら ね 」 

ユー リ  「 別 に そう いう わけ じゃ な い だ ろ 。 オレ だ っ て そん な に 美 


味 い も ん だ と は 思わ な いな 」 
カロ ル  「 あ の シン プル な 味わい が 病み つき な ん だ よ 。 わ っ か ん 
な いか な あぁ き 生 d 
レイ ヴ ン 「…… グ ミ っ て 子供 で も 口 に し や すい よう 甘く 柔らか く 作 
4 られ て る の よね 」 


カロ ル 「-… そ れ っ て ーー ボク の 味覚 が お 子 様 つて 意味 7] 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 いい じゃ な い 、 子供 な ん だ も の ]」 


合成 の 職人 さん 、 すご いで すね 。 あん な 短 時 間 で キッ 

チリ 作っ て し まう ん で すか ら 」 

リタ 「 え え 、 まさ に 職人 技 よ ね 。 品 質 も 常に 一 定 だ し 。 し か 
も あたし た ちの 行く 街 、 いつ も 先回り し て る の よ 」 

エス テル 「 え っ !? そう な ん で すか が !?」 

カロ ル |「 っ 37 そう な の !?] 

レイ ヴ ン 「 ホ ント ホン ト 。 あ の バイ タリ ティ に は 負け る わ 。 こ と 旅 
に か けち ゃ 、 俺 ら は まだ まだ ヒ ヨ ッ コ だ わ 」 

カロ ル  「 ま た また ーー ウ ソ ば っ か り 。 そん な わけ な いじ ゃ ん ……」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 あん な 凄腕 の 職人 が 何人 も いる ほう が 不 自然 じゃ 
な い ?」 

カカ 日 ル 「 ジ っ ジュ ディ ス ま で 9 ちち そう ばり の 77 

ジュ ディ ス 「 し か も 、 素 敵 な 勘 の 持ち 主 よ 。 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ 
スペ リア ) に スカ ウト し た いく らい ね 」 

エス テル 「 す 、 す ご いで す 。 "カカ 、 カロ ル 、 稼 度 うた つら 、 ズ カウ 
ト し て みて は どう で す ?] 

邊 ル と そう だ 和 に つん 1 り 

ユー リ  「 お 、 お い お い 。 ホ ント に 信じ て る ぞ 、 あの 二 人 ……」 

レイ ヴ ン 「 ま だ まだ 甘い な ー、 少年 と 姫君 は 」 

リタ 「 ホ ント は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) で 合成 し て る っ て 話 だ けど ね ー」 

ジュ ディ ス 「 す こし 悪 ノ リ し すぎ た か し ら 」 


切な い エ ステ ル 


エス テル 「 外 で キャ ンプ し て 食べ る ご 飯 つ て 最高 に 美味 し いで す 
ね か 星 の ス パイ ス が 効い て る ん で し ょ うか ?」 

ユー リ  「 星 の スパ イス が 、 か 。 そ うか も し ん ね ー な 」 

ラビ ピー ド コワ ン 

カロ ル  「 街 の 宿屋 で 食べ る ご 飯 の 方 が 美味 し いよ 」 

レイ ヴ ン 「 少 年 、 嬢 ちゃ ん が いい こと 言っ て ん の に 台無し よー」 

ラビ ピー ド [ワラ ウー] 

カル えー で も ーー」 

リタ 「 ど こ で 食べ て も 料理 は 料理 、 お 腹の中 に 入っ ちゃ っ た 
ら 全 部 お ん な じ よ 」 


レイ ヴ ン [こっ ちの 少女 も また 、 情 緒 の な いこ と 言っ て くれ る わ ね 」 
エス テル 「 い いん で す …… ど う せ 、 宿屋 の ご 飯 の 方 が 美味 し いし 、 


どこ で 食べ た っ て 同じ な ん で す ……」 
ユー リ 「 ほら 、 エス テル が 抑 ね ちち まっ た ぞ ]」 


リタ 「 え 、 いや 、 だ っ て 、 そ う 、 で し ょ …… あ れ 、 違う か な 


so ゴメ ン な さい 」 


遠く に あり て 想う 回 回 同 際 較 回 に 
エス テル 「 世 界 に は 色んな 街 が ある ん で すね ー」 


カロ ル  「 そ っ か 、 エ ステ ル は お 城 の 中 し が 知ら な か っ た ん だ も ん ね ] 


ユー リ  「 で も 、 や っ ぱり 帝都 が 一 番 だ な 」 


エス テル 「 わ た し も 。 開放 感 が ある 帝都 の 空気 が 好き で す 」 


カロ ル  「 ボ ク 、 ダン グレ スト の あの 適度 な ジ ト ジ ト 感 が 好き 」 
リタ 「 あ ん な 蒸し 蒸し し た 街 よ り ア スピ オ の 方 が 涼し く て 周 ご 


し や すい わ 」 


ジュ ディ ス 「 そ れ っ て や っ ぱり 、 自分 の 住み 倶 れ た と ころ が 一 番 っ て 


こと よね 」 
カロ ル  「 住 め ば 都 の 花 が 咲く っ て ヤツ だ ね 」 


パテ ィ  「 確 か に 船 の 上 も 良い が 、 トリ ム 港 も 大 好き な の じゃ 1 
レイ ヴ ン 「 う ん 、 お っ さん は ダラ グレ スズ ド よ が 、 ユウ マン ジュル ゆ 


方 が 好き ょ 」 
カロ ル  「 女 湯 覗 ( の ぞ ) き 放題 だ か ら ?」 
エス テル | 
リタ 副 
パティ 一 
ジュ ディ ス [ 3 」 


レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 男 湯 と 女 湯 の 間 の 壁 の 亀裂 が こう 小さ く て - 


指 で カリ カリ …… つ て 違う っ !」 


ユー リ 「-… 年 いた 体 の 狂 し に ゃ 、 ちょ うど いい よ ょ な 」 


レイ ウン | … そう そう よく わか 5 に ヴ ョ し ゃ る 6」 


カロ ル  「 避 ぎゃ …… 目 
ユー リ 「 ど うし た 、 カロ ル ?」 


カロ ル  「 い 、 今 、 お 、 虫 が … こ の 森 、 ボク 、 ボク 嫌い !」 
ユー リ  「 こ ん な と ころ ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 ( ひ ょ うじ ん か い ) に 比べ た 


ら 全 然 マ シ だ ろ 。 虫 が いる だ け だ し 」 
レイ ヴ ン 「 寒 い の は 死ぬ わ ね 湯 」 


リタ [厚着 すれ ば いい だ け じ ゃ な い 。 砂漠 な ん て どう し よう 4 


も な い の よ 」 


ジュ ディ ス 「 服 脱が な きゃ ダメ だ し 、 脱ぐ に も 限界 が ある し ね 」 


レイ ヴ ン 「 じ ゃ あ 、 脱い で みよ うか ぁ )」 


リタ 「 くら か ss 」 
レザ ワン | 猟 ー~ 四 
リタ 「 後 、 アー セル ム 号 も も う イ ヤ 」 


ジュ ディ ス 「 リ タ は 行き た く な い 場 所 が いっ ぱい ある の ね 」 


リタ 「 そ うい う あ ん た は どう な の よ ?」 


ジュ ディ ス 「 ヘ ラク レス は あま り 好 きじ ゃ な いわ 。 あ ん な 大 き な 魔 


導 器 (ブラ ステ ィ ア ) な ん て ……」 
リタ 「 あ ん た の 基準 は そう いう と ころ な の ね ……」 
ジュ ディ ス 「 そ の 辺 、 フ レン は どう な の か が しら ?」 


フレ ン  「 僕 は 行く 場所 に 選 り 好み は し な い 。 騎士 と し て 活動 し 


な けれ ば いけ な いと ころ に は 迷わ ず 赴 くん だ 」 


リタ  「 あ た し た ち 、 個 人 的 な 好み の 話し て る ん だ けど …ー」 


コラ じゃ ド | フン 
デリ | エミ テル は どう に 2 


エス テル 「 え ? わた し で すか ? わた し は 魔物 の いな い 場 所 が 


いい で す 」 


カロ ル  「 魔 物 が いな い 場 所 つて …… 結 界 ( け っ か い ) の 中 じゃ ん 」 


エス テル 「 え ? そう いう こと じゃ な いん で すか …… ? 1 


ユー リ  「 で も エス テル が 言っ て る こと は わか る 気 が す る けど な 」 
リア 「 世 界 全 体 が そう だ と いい けど 、 そう いう わけ に は いか _ 


な い 、 と 」 
エス テル | そう で す 村 -。』 


カロ ル  「 世 界 中 を 巡り 巡っ た ね ぇ ー」 

エス テル 「 本 に 載っ て いた 場所 は も ちろ ん で すけ ど 、 見 た 事 の 無 

= い 場 所 に も た くさ ん 行き まし た し ね 」 

フレ ン  「 自 分 の 目 で 世界 中 を 見 て 周 る こと は 今 の 世の中 、 な か 
な が 難し いで すか ら ね 」 

_ レイ ヴ ン 「 い や ー、 そ うい うこ と に 感動 で きる 若 さ っ て 、 素 晴らし いわ 」 

_ パテ ィ  「 お っ さん は 枯れ すぎ て る の じゃ 」 

リタ 「 そ れ 同 感 。 だ か ら な ん に も 感動 で を ない だ け じ ゃ な い の ?] 

レイ ヴ ン 「 ひ どい ! ま ー、 ひ どい ! こん な 純粋 無垢 ……」 

ユー リ  「 ジ ュ デ ィ は 、 バウ ル で 世界 中 回 っ つて る か ら 、 結構 知っ て 

1 る 場所 多かっ た ん じゃ な いか ?] 

ジュ ディ ス 「 そ う で も な いわ よ 。 見 た 事 の な い 場 所 も けっ こう あっ た わ 」 

カロ ル  「 ね ? 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) に 入っ て 良 

か っ た で し ょ ? みん な 世界 中 を 回 れ た し さ 」 
エス テル 「 え え 、 ほん と 、 お 城 に いた 頃 と 違っ て 、 世界 の 広 さ が 感 


じ ら れ た し 」 
本 ルト S し AZ で し ょ ?」 
リタ 「 得 意 げ に な っ ちゃ っ て 。 あ ん た の 功績 っ て わけ じゃ な い 
わ よ 」 
レイ ヴ ン 「 お お ぉ 、 同じ 境遇 の 少年 よ 、 お いで お いで 。 互い に 傷 を 
舐め ゆあ おう じゃ な いか 」 


ユー リ  「 遂 に 全部 埋まっ た な 、 この 地図 。 下町 を 出 た 時 は ほぼ と 
ん ご ど 真っ白 だ っ た の に 」 
ラビ ピー ド 「 ワ ン !」 
エス テル 「 お 城 に いた 頃 に は 想像 も つき ませ ん で し た 、 自分 が 世 
す 界 の 隅 々 まで 行け る な ん て 」 
_ ユー リ  「 世 界 っ て こん な に 広かっ た ん だ な 。 地図 を 埋め て 初め 
に て わか っ た ぜ 」 
エス テル 「 本 を 読ん で いる だ け で は 、 暑 さ も 寒さ 
きま せん し 」 
ユー リ  「 そ うだ よ な ぁ 、 や っ ぱり 身 を 持っ て 体験 し し ナン ボ っ て 
こと か 」 
エス テル 「「 百 聞 は 一 見 に し か ず 」 で す 」 
ユー リ  「 ま 、 知 識 だ け に 頼る な っ て こと だ な 」 うす 
ラビ ピー ド 「 ワ ン !」 
エス テル 「 ユ ー リ は 、 も っ と 知識 を 得る べき で す 」 
。 ユー リ  「 へ い へ い 、 知識 知識 」 
エス テル 「 も うっ 」」 


も 感じ る 事 は で 


カロ ル  「 あ れ 、 ジュ ディ ス 何 し て る の ?」 
ジュ ディ ス 「 バ ウル ど 変 償 し て いた の ] 

レイ ヴ ン 「 そ うい えば 、 結構 ほっ た ら か し だ っ た わ ね 」 

エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス が いな いか ら 、 寂 し が っ て る ん じゃ な いで すか ?」 

ジュ ディ ス 「 そ ん な こと は な いわ 。 あ の 子 と は 、 いつ で も 交信 で き 

"まあ も の 

ユー リ  「 で 、 バ ウル は 今 、 何 し て る っ て ?」 

ジュ ディ ス 「 お 空 の 散歩 を し な が ら 、 食事 を し て いる みた い だ わ 」 

ーー リタ 「 し ょ くじ ーーー !? 空 の 上 飛び な が ら 、 どう や っ て 食事 
ずる っ て 言う の 2?」 

レイ ヴ ン 「 あ の 大 き な 口 を 開け て 飛ん で れ ば 、 餌 が 勝手 に 入っ て 
くる ん じゃ な く て ?」 

出自 ル | ええ 穫 え スー デーーー 1 うそ ーー、 バ ウル っ て 肉食 な の 一 ?] 

ジュ ディ ス 「 う 上 ふ 尺 。、 そ ん な に 気 に な る な ら 、 本 人 に 聞い て みた ら 
どう か し ら ?」 

リタ 「 あ た し た ち 、 バウ ル と 話 で き な い し …… 」 


2 1 だ どこ に 来 で か ら 、 RF EIDT 
は どう し て る か な ?」 

ユー リ 「 お 利口 さん に 、 ちゃ ん と 留守 番 し て くれ て る の か ね ぇ 」 

レイ ヴ ン 「 案 外 、 陽 の 光 の 当たら な い 所 に は いら ん な いっ て 、 帰っ 
ちゃ っ て る か も よ 」 

カロ ル  「 レ イヴ ン じ ゃ ある まい し 」 

レイ ヴ ン 「 あ ら 、 少年 に そん な こと 言わ れ た ら 、 お っ さん ほん と に 
帰 つ ちゃ うわ よ ?」 

リタ 「 帰 れ ば ? で も 、 術 式 の 近く だ か ら 、 バウ ル も キツ イ ん 
じゃ な い の ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 昔 の バウ ル だ っ た ら 、 耐え られ な か っ た か も し れ 
な いわ 。 で も 、 始祖 の 送 長 (エン テレ ケイ ア ) と し て は 若い 
か も し れ な いけ ど 、 成長 し た バウ ル な ら ま だ まだ 平気 よ 」 

エス テル 「 ジ ュ デ ィ ス は 、 バウ ル を 信頼 し て いる ん で すね 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん も 、 バウ ル み た い に 信 頼 さ れ た いわ 」 


た ま に は 寄り 道 


レイ ヴ ン 「 随 分 、 5 た いえ 

ユー リ  「 誰 に 言っ て る ん だ 2?] 

ラ ピ ー ド 「 ワ フリ ウィ 

レイ ヴ ン 「 ん -、 独り 言 」 

リタ 「 と うと う 、 ボケ が 始ま っ た みた いね 」 

エス テル 「 で も 、 外 に 出 て か ら ブ ラブ ラ し て ます よ 」 

ジュ ディ ス 「 た ま に は 合成 用 の 素材 を 集め て みる の も 、 気分 転換 に 
な り そ う ね 」 

カロ ル  「 バ ウル も いる ん だ か ら 、 ぴゅ ー っ と 空 飛ん で 探し に 行け 
ば 、 いっ ぱい 集まる ん じゃ な い ?」 

ユー リ  「 バ ウル に お 手伝い し て も ら う っ て か ?] 

ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 バウ ル も みん な の 役に立ち た いと 、 思っ て る ん 
じゃ な いか し ら ?」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 合成 素材 を 探す の も 、 ブラ ブラ すん の も 、 その 人 
次 第 っ て こと で し ょ 」 

リタ 「 だ か ら 、 誰 に 言っ て ん の よ ……」 

ラビ ピー ド 「 ワ フゥ 9] 


カロ ル  「 拾 い に 拾っ た り 合成 素材 語 に 1000 男 | 

リタ  「 な に それ !? あん た 数 えて た わけ ?] 上 

カロ ル  「 え ? う 、 う ん 、 見 つけ た 場所 と か 、 数 と か メモ つけ て 

リタ  「 う わ ! 地味 ! っ て いう か 根 暗 ! きも っ 」」 

ユー リ  「 そ りゃ あ 、 カ ロ ル 大 先生 、 地 図 大 好き っ 子 だ も ん な 。 ワー 
ルド マッ プ も 、 一 生 馬 命 つけ て た ぐら い だ し 」 

レイ ヴ ン 「 い や ー、 ほん と 、 拾っ た わ 、 見 つけ た わ 、 大 漁 だ わ 。 こ 
ん な 綺麗 な キノ コ は 、 相当 旨い ん だ ろう な 」 


レイ ヴ ウン | ん AI2_ … ッ うま っ 1!] 

カロル  ] まこ ち ゃ っ た 」 

レイ ヴ ン [アー ヒヤ ャ ヒ ャ ヒ ャ ヒビ ャ ! ハー ッ ハ ッ ハ ッ ハ ッ ! くく る 
し し | ワール / リ し 

カロ ル 合成 素材 の /『 エ アル ホウ セン ダケ 」 だ か ら 、 食べ ちゃ ダ 


リタ 「 あ れ ぐ らい の バチ が 当たら な いと 、 食い 意地 は 治ら な 
TWO020 OTst050 tt rh 
レイ ヴ ン 「 ま 、 まる で 、 俺 が 悪い みた いじ ゃ な いか 、 コノ ヤロー 

ユー リ 「 笑 いな が ら キ レ ら れ て も 、 冗談 に し か 見 え ね ぇ な 」 


エス テル 「 接 客 業 っ て 、 未 外 楽 し いも の で すね 」 
ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 い ろ い ろ な 人 と 話 が で きる し 、 自分 の 見 聞 も 


広がる で し ょ うし 」 

カロ ル  「 ず る いよ 、 みん な 。 な ん で 、 ボク だ け 注 文 間違え る と 、 
お 客 さ ん に 怒ら れる の …… ? 

ユー リ  「 そ れ は 、 愛情 の 裏返し だ ろう ]」 

レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 可愛 さ 余 っ て 憎 さ 100 倍 、 みた いな ?] 

カロ ル  「 結 局 、 憎い ん じゃ な いか ……」 

リタ 「 ガ キ ん ちょ は 放っ て お く と し て 、 ユー リ は な ん で や ら な 
い の よ ?」 

ユー リ  「 あ ? な ん で っ て 面倒 くせ ぇ じゃ ん 、 それ だ け だ よ 」 

レイ ヴ ン 「 あ ら あ ら 、 楽し み を 知ら な い 人 だ ね ー。 お 客 の か わい 


こち ゃ ん と 、 仲良 く な れる チャ ンス が ある か も 
リタ 「 あ ん た は 二度と や る な 、 この エロ お や じ !」 


よー」 


リタ 「…… い っ た い 何 な の 、 この 技術 ? DD 
を 画面 に 投影 し て 、 さら に ゲー ム に し て し まう な ん て ……」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 天才 魔 導 士 で も 、 わ から な いこ と が ある の ね 」 


ユー リ 「 つ 一 か 、 こ の 街 自体 が わ 
ラビ ピード 「 ワ ン ロ ] 
レイ ヴ ン 「 い いん じゃ な い ? 楽し けれ ば 、 それ で さ 」 


か ら な いこ と だ ら け だ よ な 」 


リタ 「 能 天気 な お っ さん は 、 それ で いい ん で し ょ うけ ど ね 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 レイ ヴ ン が 言う 事 も 、 真理 じゃ な くっ て ? 謎 が 
解明 で き な く て も 、 楽し いも の は 楽し いわ よ 」 

レイ ヴ ン 「 だ し ょ ! だ し ょ ! や っ ぱり 、 ジュ ディ ス ち ゃ ん は 誰か さ 
ん と 違う わ ー。 俺 様 と 息 が ピッ タリ よね ぇ 」 


ユー リ  「…… こ ん な お っ さん が 、 頭 に 思い 描い て いた ら 、 どん 


な も の が 出 て きた ん だ ろ な ?」 
ラビ ピー ド 「 ワ フゥ …-」 


リタ 「 想 像 し た く な いし 、 きっ と 、 あたし た ち に は 想像 も で き 


な いも の が 出 て くる わ よ ……」 


な よっ つと 。 お ょ つと ずん 楽し そう じゃ な い お っ さん 
に も や ら せ て よ 」 
ラビ ピー ド [ を で で ーー 」 


レイ ヴ ン 


ユー リ  「 お っ さん が 滑っ て る の を 見 て も 誰 も や り た いと は 思わ 
な い だ ろ 」 

LA 

「 そ ん な こと な いわ よ 。 お っ さん だ っ て や る 時 は 。 え い 。 
ぐっ !? が ぁ あ ……」 

「 あ れ じ ゃ 、 楽し さ な ん て 伝わら ね ぇ な 」 

「 クーン) 


ラビ ピー ド 
レイ ヴ ン 


ユー リ 
ラ ピ ー ド 


「 ラ ピー ド 、 本 当 に か っ こよ か っ た で す 。 お か げ で 素敵 な 


衣装 が も ら え まし た 」 

「 ワ ン ワン 

エス テル 「 わ た し の は ユー リ と ラ ピ ー ド と お 揃い な ん で す よ 。 
。 か ふか し て て と て も あたたか いん で す 」 

[ふか ふか な わり に は 動き や すい し な 」 

パテ ィ  「 う ちの 圭 だ る ま の 衣装 は 、 も うつ な の じゃ 。 ひね り が 
足り な い の じ ゃ 」 

「 そ う 、 で す ? 十分 、 カワ イイ と 思い ます けど ……」 
リタ 「 あ た し の も 寝る 時 に ちょ うど いい わ 、 着 や すい し 」 

「 ワ ン 」 

「 僕 た ちの スー 
ン さ ん 」 
レイ ヴ ン 「 そ う ね ぇ …… で も 俺 様 は ジュ ディ ス ち ゃ ん の ドレ ス の 方 が 
ジュ ディ ス 「 あ り が と う 、 あな た の スー ツ も 素敵 よ 」 


ツ も フォ ー マ ル で いい で す よ ね 、 レイ ヴ 


カロ ル 


ジュ ディ ス 


カロ ル 
エス テル 


「 み ん な は 良い よね …… 素 敵 な 衣装 で …… ぼ く な ん て ト 
ナカ イ だ よ 」 上 
「 あ ら 、 トナ カイ みた い に 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ 
リア ) を 力強く 引っ 振る 頼も し い カ ロ ル に は びっ た り よ ] 
「 そ 、 そう か な ぁ 」 

[トナ カイ っ て ソリ を 引っ 張っ て は いま すけ ど 、 リー ダー っ 
て わけ で は な い の で は -……・ ?] 

「 い いん じゃ ね ぇ か 、 納得 し て くれ た みて ぇ だ し 」 
「 そ れ で いい ん で す …… ? 1 


「 素 敵 で すね 、 この 彫像 ] 

「 彫 像 っ つ 一 より は 、 お も ちゃ に 近い けど な 」 

「 お 城 に いた か ら 、 こ うい う の エ ステ ル に は 珍し いん だ よ 」 
「 他 の 彫像 も 、 見 て みた いで す 」 

「 始 まっ た な 、 エス テル の 収集 癖 が ……」 

「 あ ら 、 芸術 観 な ん て 人 それ ぞ れ な ん だ か ら 、 お か が しく 
は な いわ よ 」 

「 そうね ぇ 、 あたし も 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 以外 に は 、 た 
いし て 興味 な いわ 」 。 
「 ボ ク は ギル ド の マー ク は 、 格好 (か っ こう 
気 に な る な ぁ 」 

「 ユ ー リ は ?] 
「 ん ? そもそも 芸術 的 な も ん な ん て 、 気 に し た こと な 
いし な 。 そ うい う 目 で 見 る 事 自体 な いわ 」 

「 聞 いて 聞い て ! お っ さん は ね ぇ 、 何 が 好き か っ て ね ぇ 


) し いい い ヤ セツ と か 


「 女 の 人 !」 
「 女 の 人 !」 
「 女 の 人 !」 
「 女 の 人 !」 
「 女 の 人 !」 


「 不 思 議 な 人 た ち だ ね ぇ 、 CE に だ 

「 目 的 も 、 正体 も わか ら な いし な 」 

「 別 に 知り た いと は 思わ な いけ ど ね 」 

「 さ す が は 、 天 才 魔 導 士 さん 。 も っ と 大 き な 謎 を 求め て ら っ 
し ゃ る と 」 

「 で も 、 あの 洋服 ? と いう か 、 着 て いる 物 、 可愛 か っ た 
で す よ 」 

「 あ ら 、 私 は うし に ん の 方 が 好み だ わ 」 

「 お っ さん も 、 も っ と 背 が 小さ けれ ば 、 あの 洋服 を 着 ら れ 


「 そ うそ う 、 カロ ル ぐ らい な ら 着 られ る ん じゃ な い ?」] 
「 ボ 、 ボ ク ? え 、 いや 、 絶対 似合わ な いっ て 、 うん ……」 
「 そ ん な ん 、 着 て みね ぇ と わか ん ね ぇ ぞ ]」 

| ユ 、 ユー リ ま で や めど よ -:。“ 」 

「 そ うと な れ ば ……」 

「 さ っ そく ee 」 

| え ……: 本 し を キーーーーーー 中 |] 
「 こう いう 時 だ け 、 あの ふた り は 息 が 合 
「 ふ 上 ふ 、 ほん と お 似合い ね 」 

「 ぴ ぎゃ ーー 一 !! く ぁ w せ drftgy ふ じ こ て Ip] 


うな 」 


ンー 


ユー リ 2 ら 2 歳 お めで と う 、 オレ …-」 
リタ 「 何 や っ て る の よ 、 一 人 で ぼそぼそ と 暗い わ ね 」 
ユー リ  「 い や 、 な ん で も な い 」」 
「 な ん で も な いこ と な いで し ょ 、 誕 生日 お めで と う 、 ユ ー リ | 
「 な ん で 、 知っ て る ?」 
「 ハ ンク ス さ ん に 聞き まし た 」 
「 そ うそ う 、 自分 で は 言わ な い だ ろ うか ら 、 ボ ク た ち で 祝っ 
」 て や っ て くれ っ て 」 
_ ユー リ  「 ま た 、 あ の じい さん 余計 (よけい ) な こと を …」 
エス テル 「 い いじ ゃ な いで すか 、 ユー リ の こと を よく 知っ て くれ て 
る 人 が 身近 に いて 」 
_ ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 私 た ち に も 幸せ の お すそ 分 け 」 
カロ ル 「 め で た いこ と は みん な で 祝 お う よ !」 
_ ユー リ  「 め で た い の か どう か わか ん ね ぇ けど 」 
ジュ ディ ス 「 自 分 で お めで と うっ て 言っ て た じゃ な い 」」 
ユー リ  「 聞 いて た の か よ 」 
_ エス テル 「 フ フフ 、 と も か く お め で と う ご ざ いま す !」 
_ レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 楽し い 話 題 は みん な で 共有 し な いと な ]」 
ユー リ  「 ま だ 他 に 何 が ある ん だ ]」 
レイ ヴ ン 「14 歳 年 上 の 初恋 の 相手 と か 、 下町 の 川 に 落ち て 流さ 
1 れ そ うに な っ た 話 と か ……」 


El カロ 上 。「 あ の さ …… ユ ー リ 」 

用 ユー リ 「 な ん だ よ ] 

カロ ル  「 な ん か 、 リ ラッ クス し すぎ じゃ な い ?」 

ラロ | ワウ ラッ ーー 

* ユー リ 「 な に が ?] 

* エス テル 「 そ の 格好 (か っ こう ) で す ! いく ら な ん で も その 格好 
(か っ こう ) で うろ うろ する の は どう か と 思い ます !」 

ユー リ  「 動 き や す く て 良い ん だ けど ]」 

カロ ル  「 恥 ず か し く な い の ?] 

ユー リリ 。 「 な ん で の] 

レイ ヴ ン 「 意 外 に も この 手 の 基 恥 心 が な い の ね ……」 

リタ 「 こ の 手 の 攻 恥 心 っ て ?」 

レイ ヴ ン 「 あ あ … 魔 導 少女 も 同じ か ……」 

リタ 「?] 


エス テル 「 さ ぁ ! SS 

カロ ル  「 も み も みっ て ! エス テル 、 な ん で マッ サー ジ 師 の 格好 
(か っ こう ) し て る の ?」 

リタ 「 ま さか その 格好 (か っ こう )、 気に入っ た ?] 

エス テル 「 は い ) お 城 じ ゃ 見 た 事 無 服 で と て も 好き で す )] 

ジュ ディ ス 「 似 合っ て は いる わ ね 」 

_ エス テル 「 お 気に入り は この バイ ザー で す 。 さぁ 、 カロ ル 、 も み も 

み し て あげ ます 

カロ ル  「 ち ょ 、 ち ょ 、 ち ょ ! 往来 で マッ サー ジ 師 に な りき ら な いで !」 

ジュ ディ ス 「 お 姫 様 と マッ サー ジ 師 …… ひ と つ に な る と ああ な る の ね 」 

リタ 「 化 学 反応 か みた いな も の な の か な -…」 


カロ ル 「 ね 、 ね ぇ リタ …] 
リタ  「 ち ょ っ 近寄ら な いで !] 


レイ ヴ ン 「 な ぁ 、 少年 。 さ す が に その 格好 (が つっ こう 
近付く の は どう か と 思う わ 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 私 は 嫌い じゃ な いわ 。 お も し ろ い も の 。 で も 近 
付か な いで 、 ね ?」 


) で 女の子 に 


ユー リ  「 ま ぁ け ど 、 応 っ ちゃ け ド ン 引 きだ 」 

カロ ル  「 お も し ろ が っ て この 格好 (か っ こう ) さ せ た く せ に ! ひど いよ 
ユーリ  「 馬 が ?1 

レイ ヴ ン 「 誰 だ ろ ?] 

ジュ ディ ス 「 も ちろ ん 私 じゃ な いわ 」 


2 | ええ" そ ( ら て ?」 


は し た な い ! ご 隊 間 

エス テル 「 リ タ ? いつ まで その 格好 (か っ こう ) し て る ん で す ?」 

リタ 「 え ? 別に 決め て な いけ ど 」 

エス テル 「 そ れ 、 お 風呂 上 が り の 格好 (か っ こう ) で す よ ね ?」 

リタ 「 そ う よ 。 動 きやすい し 涼し いし 、 いい よね 」 

エス テル 「 ダ メ で す ! 若い 女の子 が そん な 格好 (か っ こう ) で うろ う 
ろ し ちゃ いけ ませ ん ! 変 な 人 に 柚 わ れ た ら ど うす る ん で す !] 

リタ 「 そ ん な の ぶっ 飛ば すわ よ 」 

エス チル 「 そ ぞう づ で すね 。 リタ な ら …… つ て !| そう じゃ な く て 

リタ 「 こ ん な の 庶民 の 普段 着 よ ? これ で そん な に 騒い だ ら 
ジュ ディ ス は どう な ん の よ 」 

よ ス テル | 宅 和 れ は …-」 

ジュ ディ ス 「 そ こ で 言い 淀 ま れ て も 複雑 ね ] 


eo 「 お っ さん 。 ご つろ の で ん が こそ 8 好 (の 9) し て 」 

レイ ヴ ン 「 お う よ 。 これ で 大 人 の 男 の 魅 力 を だ な 、 ムン 、 ムン 、 ム 
ン 、 と くり ゃ 世界 中 の 俺 の ファ ン が だ な 」 

リタ 「 ア ホ か 」 

レイ ヴ ン 「 な ん だ よ 。 リタ っ ち ~。 俺 様 の ファ ン に な り た いで し ょ ? 
の うみ - ムジ シー ムン 

リタ 「 あ ーー! うつ ざい! て こっち 来 な いで ま 。 犬 : ちょ つと あい 
つ 何 と か し て 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ン ワ ン !」 

レイ ヴ ン 「 お ぅ 。 俺 様 の 魅力 が わん こ に 通じ る か どう か が 勝負 の 
分 か れ 目 だ な 」 

ラビ ピー ド 「 ガ ルル ル |」 

レイ ヴ ン 「 見 よ ! レイ ヴ ン 様 の 肉体 美 を !」 

エー リ 1 ラビ と ザ は 謎 だ っ て の …… 」 


エス テル 「 あ の 、 ジュ ディ ス ? わた し 、 その 格好 (か っ こ ーー 
て も 可愛 いと 思い ます 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 。 あ り が と う 」 

エス テル 「 だ けど 、 その ……。 ジュディス が その 格好 (か っ こう ) し 
て る と で すね 」 

リタ 「 男 共 の 鼻 の 下 の び て る の が 気 に な る っ て 言い た いみ た 
いよ 」 

エス テル 「 え っ と 、 あの そう じゃ な く て 。 わた し た ち は で すね 、 ほら 、 
重要 な 仕事 を で すね 、 だ か ら そ の ]」 

ジュ ディ ス 「 つ まり 、 始 い て いる の ?] 

も スカ 。 「 つ ] 

ジュ ディ ス 「 そ れ な ら 、 あな た も この 格好 (か っ こう 
な い ?」 

エス テル 「 そ 、 そん な 胸 、 わた し に は 無理 で す !」 

ジュ ディ ス 「 胸 の 話 は し て な い の に 」 


) す れ ば 解決 じゃ 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 エス テル 、 カワ イイ わ ね 」 

エス テル 」 あっ 本当 で す ? よかっ た 似合っ て な いか と 
思っ た か ら CR 」 

リタ 「 で も 、 な ん と な く 古 めか し い 感 じ 」 

エス デル | それ が カワ イイ ん で す 。 こ … あ 、 わた し が っ て こと じゃ 
な いで す よ 」 

リタ 「 わ か っ て る わ よ 」 

エス テル 「 服 が カワ イイ ん で あっ て 、 わた し は ……-」 

リタ 「 そ ん な 卑屈 に な ら な く て も 」 

ジュ ディ ス 「 う ふつ 王 …… 力 ワイ イ わ ね 」 


「 さ あ 、 ば ん ば ん よそ っ ちゃ う よ ー ロ 


カロ ル 
ユー リ  「 よ そう っ て 何 を だ よ 」 
カロ ル  「 あ …… こ ん な 格好 (か っ こう ) し て る か ら 、 な ん か 、 は り 


きら な くち ゃ っ て 思っ て つい …」 
レイ ヴ ン 「 う ん うん 、 な ん と な く 、 立ち 姿 が 勇ましい わ よ 、 少年 」 
カロ ル 「 え へ へ …-」 


ユー リ  「 そ うか ぁ ?」 

レイ ヴ ン 「-……. ど と いう わけ で 、 今日 の 夕飯 係 は カロ ル く ん に 決定 な 」 

カロ ル 今日 の 当番 、 レ イヴ ン で し ょ ! ちょ っ と ! と 、 い うわ けっ 
て 、 ど うし うわ け !?] 

ユー リ 「 い や 、 も うそ の まん ま の 意味 だ な 」 


いま す 。 カ ワイ 


店 


エス テル 「 う わぁ 、 リタ 。 な ん か いつ も と 雰 囲 


エス テル 「 あ 、 そう いう こと じゃ な いで すっ つて ば ……-」 

リタ 「 い や 、 別に いい ん だ けど 」 

エス テル 「 ね 、 ユー リ 、 カワ イイ で す よ ね 。 ね 、 ね っ ?」 

ユー リ  「 ん ? ああ 、 そ うだ な …… そ の ネコ っ ぽい 耳 が いい か な 」 

リタ [ 且 、 だ け ー ズ 7 

エス テル | あ 5、 ちょ つと ユー 
よ ?1 

ユー リ  「………: 耳 が 悪い ん だ っ て の 」 

リタ 「 な に 、 それ 」 


リ 、 何 照れ て る ん で す ? 顔 赤 いで す 


「 な ん だ 、 意外 と 似合っ て ん な 、 お っ さん 」 

レイ ヴ ン 「 意 外 と っ て の が 意外 だ ね 。 決ま っ て ん で し よ ょ ?」 

リタ 「 そ う ね 、 お っ さん に は 、 そう いう ム サ い 格好 (か っ こう ) 
が お 似合い だ わ 」 

レイ ヴ ン 「 ど ご どうせ 、 大 人 の 渋 さ の 
に ゃ わか らん よ 」 

リタ 「 わ か っ て た まる か 」」 


ユー リ 


きら めき な ん て 、 ウブ な リタ っ ち 


ユー リ  「 な あ 、 そ れ は 大 人 の 渋 さ の きら めき っ て よ か ……」 

レイ ヴ ン PF で 

ユー リ 「 大 人 の 渋 さ が 、 ます ます お っ さん の うさ ん くさ さ 爆 発 
させ て る っ て 感じ 」 

リタ 「 そ れ な ら わ か る 」 

レイ ヴ ン 「 そ りゃ な いわ よ 」 


ジュ ディ ス 「 ど う ? 似合っ て る ?」 


カロ ル 「 ほ えー」 

レイ ヴ ン 「 ち ょ っ と 少年 、 何 ば ぼーっと 見 と れ て ん の 」 

用 自 | え / ええ うた …… ジュ ディ ス み た いな 店 員 さ ん が お 店 
に いた ら 、 毎日 通っ ちゃ うか も 一 っ て !」 

レイ ヴ ン 「 い っ ちょ 前 に 大 人 の 色香 に 迷っ ちゃ っ て 。 で も 、 俺 様 も 

ジュ ディ ス 「 点 ふつ 、 あり が と う 。 も っ と サー ビス し ちゃ お っ かしら ?」 

レイ ヴ ン | し て し て -」 

カロ ル [や っ ば ぱ ば 、 や め て と 、 ジュディ 衝 …“ も うこ れ 以 上 、 ダメ な 


レイ ヴ ン 見 る の に 耐え られ な い ……」 


フレ ン | うこ くっ 、 は は ば 

ユー リ  「 お まえ な ぁ ……。 そん な に 笑い 堪え る の が 大 変 な らち ゃ 
ん と 似合わ ね ぇ っ て 言っ た ら ど うだ ?」 

フレ ン  「 な ん だ 、 や っ ぱり 自覚 し こい る ん じゃ な いか 。 気に入っ つ 


て 着 て いる よう だ っ た か ら 率 直 な 感想 を 言う の も どう か 
と 思っ て た ん だ 」 

ユー リ  「 別 に 気に入っ て いる わけ じゃ ね ぇ よ 。 着替え る タイ ミン 
グ を 逃し て る だ け だ 」 


フレ ン  「 僕 は また 騎士 団 に 戻っ て くれ る の か と 思っ た よ 」 


ーー リ 


フレ ン 
ユー リ 
プレ ンジ 
ユー リ 
プレ ツル 
ユー リ 


フレ ン 
ウ ビ ピード 


ユー リ  「 な ぁ ] 

パテ ィ 。 「 ん ? な ん じゃ ?」 

ユー リ  「 お まえ の その 服 な ん だ が ……… バ 温泉 っ て いう の と は 違う 
気 が す ん だ よ な 。 お れ も 温泉 に 詳しい わけ じ b な いけ ど . 
くつ ろ ぐ っ て より は 派手 に 暴れ て や る ぜ っ て 感じ が すん な 」 

パテ ィ  「 そ うか の ? どこ ぞ の 民族 の 戦闘 装束 な の か も し れん の ]」 

リタ 「 あ ー、 それ あたし も 思っ た 。 な ん が 『 二 代目 」 と か 書い 
て ある し 、 名 乗り あげ て る っ ぽい し ね 」 

エス テル 「 あ あ 、 それ は 「 ボ ン オ ドリ 」 用 の 衣装 だ そう で す よ ? 
本 で 見 た こと が あり ます 」 

ユー リ  「 ボ ン オ ドリ ? 鳥 の 一 種 …… じ ゃ な さそ うだ な 」 

エス テル 「 え え 、 な ん で も みん な で 輪 に な っ て 、 中 央 に は 大 き な 
打撃 台 を 置い て 、 ロロ きま くる ん だ そう で す 。 さら に 周り 
に は 動植物 を 焼い て 陳列 する そう で す 。 な に か の 祈 笠 
の よう な も の で し ょ うか ?」 

パテ ィ 「 う っ 、 な ん が 猟奇 的 な の じゃ 」 

エス テル 「 実 は も う 一 説 あっ て 、 な ん で も その 衣装 を 着 た 大 勢 の 
人 で ブロ ッ ク を 持ち 上 げ て 運ぶ ん だ そう で す 。 そ の 時 の 
掛け 声 に は 決ま り が あっ て 、 た し か えー と そーいや 、 そ 一 
いや と か 、 わし ょ ー い …… だ っ た よう な 」 

リタ 「 そ 一 いや ? そう 言 や 、 っ て こと か し ら 。 わ し ょ ー い 、 
も まっ た く 意 味 が わか ら な いわ 。 …… ん ? も し か し て 、 
その 掛け 声 と 衣装 が 連動 し て 、 何 か の エア ル に 共鳴 作 
用 を 起こ す の か も し れ な いわ ね ……」 

パテ ィ  「 う ー ん 、 よく わか ら ぬ が 深い 衣装 じゃ の ……」 

レイ ヴ ン 「 違 う 、 絶対 違う 」 

騎士 と は 違う wlele」e 隊 昨 親 談 

カロ ル  「 フ レン が そう いう ラフ な 格好 (か っ こう ) し て る の っ て な 
ん だ か すご い 新 鮮 だ よね ]」 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン ロ 」 

ユー リ  「 ま ぁ 、 騎 士 団 の 重い 鎧 着 て る 時 間 の 方 が 圧倒 的 に 長い 
か ら な 。 だ か ら 頭 も 固く な る ん じゃ ね ぇ の ?] 4 

フレ ン  「 相 変わ ら ず 酷 い 言い 草 だ な 。 で も 、 確か に 君 の 言う と 
お り 、 重い 鎧 を 着 て る より 、 こう いう 格好 (か っ こう ) の 方 
が 心 に も ゆとり が で きる 気 が す る よ 」 

ジュ ディ ス 「 普 段 と の ギャ ッ プ か し ら 。 年 相応 の 男の子 っ て いう 感じ 
が し て な ん だ か 可愛 いわ 」 1 

フレ ン  「 か 、 可 愛 い っ て …… か ら か わな いで くれ な いか 」 | 

レイ ヴ ン 「 け ど さ ぁ 、 その 格好 (か っ こう ) で 騎士 た ち に 指示 出し . 
て る 姿 想像 し て み ? ちょ っ と 間抜け じゃ な い ?」 ーー 

ユー リ  「 つ 一 か 、 その 格好 (か っ こう ) だ と 、 騎士 の 連中 、 フレ ン 
だ っ て こと 気づか な いん じゃ ね ぇ か ?」 

カロ ル  「 普 段 と 格好 (か っ こう ) が 変わ る と 、 案外 わか ら な いも 
ん だ よね 」 

フレ ン  「 さ す が に この 格好 (か っ こう ) の まま 騎士 団 を 指揮 する 
よう な こと は で き な い よ 」 

レイ ヴ ン 「 ま 、 そり ゃ そう だ 」 

フレ ン  「…… 騎 士 の 格好 (か っ こう ) の 時 と は そん な に 違う も の 


「 戻 る わけ な い だ ろ ? 袖 を 通し た の だ っ て 、 た だ の 気 
まぐ れ だ 」 

「 そ の 気まぐれ で も ?] 

「 万 に 一 つ で も そん な 気まぐれ は 起き な いな 」 

「 な ん だ 、 残 訪 

「 全 然 、 残念 そう じゃ な い ぜ ?] 

「 そ うか な ?」 

「 っ た く 、 顔 が 笑っ て る っ て の 。 人 の こと か ら か いや が っ 


「 残 念 だ けど 、 自由 な 姿 の 方 が ユー 
「 ク ー ン 」 


リ に は 似合う ね …-」 


な ん だ ろう か )」 


玉 デ ィ 
エス テル 
パテ ィ 


ユー リ 
パテ ィ 
ラビ ピー ド 
4 


の り 
エス テル 
パテ ィ 
リタ 


ネス テル 
バテ ディ 


ラビ ー ド の は っ ぴ 回 :: 屈 同 病 


ユー リ  「 し っ か し 、 ま さか ラ ピ ー ド 用 の 衣装 まで 用 意 す る と は な 」 
ラビ ピー ド 「 わ ん 
_ エス テル 「 な ん で も あの 番頭 さん が 従業 員 さ ん の は っ ぱぴ を ラ ピ ー 
ド 用 に あわ せ た そ う で す よ ?] 
。 ユー リ  「 よ くそ ん な 時 間 あ っ た な ……」 
ラ ピ ー ド [ワンワン |」 
。 ユー リ  「……- そ うか 、 な る ほど 」 
_ エス テル 「 え ? な ん で すっ て ?] 
ユー リ  「 ど う も 布 ざ わり が 気に入っ た みた い だ な 。 番頭 ぐん に 
礼 を 言っ て お いて くれ っ て さ 」 
エス テル [うふふ 、 そう で すね 」 
mn レ し 「*:… 工 , エス テル は 本 気 で 信じ て そう ね ] 
レイ ヴ ン 「 い いん で な い ? 夢 が あっ て 」 
ツ ヴ の デー プリ eie」 や 
バディ  「 う 避 点 、 じゃ じゃ ー ん 」 
エス テル 「 わ ぁ 、 パテ ィ か わい いで す 」 
_ レ イヴ ン 「 ワ ンダ ー シ ェ フ な ら ぬ ワン ダー バテ ィ 、 っ て と こね 」 
パテ ィ  「 な ん だ か 料理 の 腕 が 更に アッ プ し た 気 が す る の じゃ 」 
レイ ヴ ン 「 甘 い 。 まだ まだ フル ー ツ ポン チ の よう に 甘い な 」 
パテ ィ  「 何 を 言う か 、 うち は 海峡 の 渦潮 の 波 よ り も し ょ っ か らい 
女 な の じゃ !」 
レイ ヴ ン 「 忘 れ て いる ぜ …… ワ ンダ ー シ ェ フ は 擬態 が で き な き ゃ 
いけ な いっ て こと を ッ 
* パティ 「 が っ が 一 ん ! そ 、 そ うじ ゃ っ た …… で も どう すれ ば あ 
ま ん な 擬態 が で きる の か の う ?] 
"レイヴン 「 そ う ね -…… よ し ! まず は 観察 力 か ら 養 お う ! 物 を 知 
ら な いと 擬態 は 無理 だ か ら な ! で は まず は 、 ジュ ディ 
」 ス ち ゃ ん の 謙 相 と 寝言 を 記録 し て くる の じゃ 
* パテ ィ 「 は い ッ ! 師匠 ッ !」 
Kk エス テル 「 あ ! ちょ っ と パテ ィ !? も う 、 変 な た こと させ な いで く 
だ さい ! パテ ィ ! パテ ィ ー ロ 
リタ 「 了 の ie 人 0 」 


「 う 上 ぬ 上 じ や じゃ ー ん 」 

「 わ ぁ 、 パテ ィ か わい いで す 」 

「 ち ょ っ と 気合 入れ て みた の じゃ 。 水際 の ヒト デ よ り も オ 
シャ レ じ ゃ ろ 」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね 。 か な り い いん じゃ な いか し ら ? それ で ユー リ 


を 誘う の ね ?] 

「 ん ? な ん だ ? いま オレ の こと 呼ん だ か ?] 

「 な ん で も な い の じ ゃ ! 早く あっ ち に 行け な の じゃ あ !」 
1 ワン!2 | 

[邪魔 し ちゃ 悪い よ 。 行 こう 、 ユー 
ん だ けど さ ……」 

「 マ ジ か よー! お い お い そり ゃ ドリ ル じ ゃ な いか ……] 」 
「 誘 わな く て よかっ た ん で す ?」 

「 も うち ょ っ と 予習 し て か ら な の じゃ 


リ 。 で 、 その ワカ メ な 


ジュ ディ ス 「 予 習 ? ああ 、 ダン グレ ウォ ー カ ー ね 」 


「 あ あ …… 知 っ て る 。 ナウ な ヤン グ 向 け の デー トス ポッ ト 
紹介 雑誌 ね 」 

「 な うな や ん ぐ ? わか り ま せん ……」 

[『 今 日 は 飲む ぜ ! 荒く これ ども が 集う 人 気 の 酒場 』『 決 
闘 な ら コ コ ! 熱く 血 が た ぎる スト リー ト 特 集 』 …… 「 本 
当 に あっ た ! ギル ド の 怖い 近 』『 ド ン の ファ ッ シ ョ ンチ ェ ッ 
ク ! ポイ ント の 大 剣 解剖 』」「 ぜ こっ た い 気 を つけ た い ! 
暗殺 スポ ッ ト 』 な 、 な ん じゃ これ --! いつ も は も っ 
と 違う の に ……」 


ジュ ディ ス 「 あ 、 あら 。 今回 は 「 漢 の ギル ド 総 特集 !! な の ね 。 それ じゃ 


仕方 な いわ ね 」 


リタ 「 う み ー うみ こ ) ヵ ET TS ダ 党 は ヨコ 
ッ ツン で と う て い る 一 」】 


エス テル 「 あ ら 、 うふ 点 。 リタ 、 な ん だ か ご 機嫌 で すね ?」 
リタ 「 具 材 は こん も り シ ー フ ー ド ォ ーJ)。 …… あ 、 あ れ ? な 
ん で だ ろ ? 歌う つつ も り は な か っ た の に ]」 


ユー リ 「 耳 障 りな 歌 に よう や く 自 覚 で きた 分 だ け 、 少し は マシ と 
いつ うこ と か 」 

パテ ィ 「 あ あー ん 、 ユー リ さ ま 一 形 素敵 で すぅ --。 パ ティ ちゃ 
ん は 耳障り だ と 思い ま ー す !」 

リタ 「 な ん だ と うー! 燃やし て や る 一 ! ちち ん ぷいぷい 、 
えー い 」 1 

エス テル 「……… ?? リタ も パテ ィ も 明らか に お か し いし 、 ユー 
り も いつ も より キツ めで す 」 

カロ ル  「 お い お い 、 みん な ! ドワーフ の 区 い 、 その 1、 平和 な 世 
界 が 生ま れる よう に みん な で 努力 し よう 、 仲良 くい こう ぜ !」 

エス テル 「 カ ロ ル も 変 …… 」 

ジュ ディ ス 「 み ん な 、 この 衣装 の 人 物 っ ぽい 性 格 に な っ て いる の ね 、 
きっ の | 

エス テル 「 衣 装 の 人 物 っ て …… R 空 の お 話 で す よ ね ?」 

ジュ ディ ス 「 そ う ね ぇ ……。 あ ! お 金 み っ け ! ラッ キー!! …… 09 


て あら ? ビン の ふた か が ぁ 。 ち っ ……。…… は っ 1 あら 
や だ 。 私 つた ら 」 
エス テル 「……|' あ 、 フレ ン 、 みん な が 変 な ん だ …… で す 」 


フレ ン  「-…… み た いで すね 。 幸い ぼく ら は キャ ラ が 近い せい か 、 
あま 影響 無い よう で す が ……。…… 一 応 、 レ イヴ ン さん 、 
どう 思い ます ?」 

レイ ヴ ン 「 そ の 相談 は 契約 に は 入っ て いな い 。 そもそも ガキ の お 
守り は ゴメ ン だ 」 

エス テル 「!! ラビ ピー ド な ん か も う 獣 人 に !! ま 、 ま ずい 。 こ の ま 
表 演 引 直 了 」 

フレ ン  「 落 ち 着い て くだ さい 。 ラ ピー ド は も と も と で す | 

エス テル 「 み 、 みん な ! 大 変 だ …… う わっ !」 

フレ ン  「 あ ! コケ た 。 エス テリ ー ゼ 様 、 大 丈夫 で すか !? 


STY この 事態 、 俺 が な ん と し て も 止め て みせ る ッ ! み 
ん な 俺 の 話 を 聞い て くれ …… 四 
アァ ビード | わ お ー/ が 


い 。 恥ず か し い 


エス テル [あん まり じろじろ 見 な いで くだ さ 


ジュ ディ ス 「 い いじ ゃ な い 。 減 る も ん じゃ な いん だ し 」 


カロ ル  「 ボ 、 ボ ク は 見 て な いよ っ !」 

バディ エス テル ] 

レイ ヴ ン 「80 点 」 

パテ ィ 「 リ タ 旭 」 

レイ ヴ ン 「2 点 ] 

フレ ン  「 な ッ ! 何 を し て る ん で すか 、 あな た た ち は ! 水着 姿 
の 女性 に 点数 を つけ る な ど 」 

バ パティ  「 ジ ョ ディ 粗 ] 

レイ ヴ ン 「2 兆 点 」 

フレ ン  「 い や 、 確 か に 圧倒 的 …… じ ゃ な く て 

カロ ル  「 フ レン も し っ か り 見 て る ん だ ね -…-」 

フレ ン  「 そ 、 そ ん な こと は …… パ ティ 、 君 も 女性 な ん だ か ら ……」 

パテ ィ  「 ウ チ は 既に 「 あ る 意味 90 点 J を も ら っ た の じゃ 」 

フレ ン  「90 点 ……? 点数 を つけ る 基準 が わか ら な い ! 何 点 
満点 だ と いう ん だ !?」 

ユー リ  「 ツ ッ こ お と こ 、 そこ か よ ……]」 

プレ ン | 、 う ユー いつのまに |」 

ユー リ  「 い や 、 ま あな 。 で 、 それ ぞ れ 何 点 だ っ て ?] 

フレ ン  「 い 、 い や …… エ ステ リー ゼ 様 が 80 点 、 リタ が ら 点 。 ジュ 
ディ ス が ら 兆 点 で 、 パ ティ が マニ アッ ク な ん だ 。 あ 、 あ れ ? 


みん な どう し た ん だ ?] 


俺 は 、 俺 た ち は ! 


エス テル | 和え うと へ … そら めく エア ル を この 身 に まとい AR 」 

カロ ル  「 光 の ご と く 大 地 を 駆け る !」 

ジュ ディ ス 「 悪 いや つ は 華 英 に 成 敗 !」 

フレ ン  「 弱 者 を 助け に 東 へ 西 へ !」 

パテ ィ  「 結 界 ( シ ルト ) も 運命 (さだ め ) も 突破 し て !」 

ラ ピ ー ド | ワ ォ ナー ンク 

レイ ヴ ン 「 無 限 の 想い が この 世 を 照ら す 一 」 

ユー リ  「 壮 絶 合体 。 大 暴走 団 ヴ ェ ス ペリ ア 」 

みん な  「 俺 た ちの 力 、 見 せ て 、 や る ぜ -」 

リタ に 何 、 し て ん の ?」 

カロ ル  「 あ 、 リ タ 。 ラ ピー ド に 乗っ か っ て る こい つら の セリ フ を 
ね ……。 あ 、 リ タ の セリ フ も 用 意 し て る ん だ よ 。 や ら な い ? 
うん 、 も し セリ ンプ 、 な ん 、 だ ここ] は だ ど 」 


エス テル 「 凛 々 の 明星 ( ブ レイ ブ ヴ ェ ス ペリ ア ) も ギル ド と し て だ ん 
だ ん さま に な っ て 来 ま し た 」 

リタ 「 ま だ 全然 だ と 思う けど 」 

エス テル 「 で も 、 みん な 、 が ん ば っ て ます 」 


リタ 「 上 ふん 、 確か に いい 味 は 出し て る と 思う けど 」 


ーー プー ペー プーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


エス テル 「 味 っ て 何 味 で す ?」 

リタ 「 ガ キ ん ちょ が 大 ボケ 、 クリ ティ ア 女 が 小 ボ ケ 、 ユー リ が 
ツ ッ ロ ミ ] 

エス テル 「 あ っ 、 そう いう こと で すか 。 味 っ て いう か ら 、 今晩 の お 
か ず の こと か と 思い まし た 」 

リタ 「 さ な が ら あ ん た は 天然 ボケ っ て と こね 」 

エス テル |「 り リタ は 超 ツ ッ ンコ ェ で すす 

リタ 「 あ た し は 入ら な いわ よ 、 そん な お 笑い グル ー プ 」 

ユー リ 「…… ギ ルド だ よ 」 


カロ ル の 明 呈 (ワレ イブ ヴェ スベリ アド 再 に 衣 邊 だ ちり 」 

ジュ ディ ス 「 で も 、 どっ ちの 方 向 に 向かっ て いる の か が 、 私 よく わか 
ら な いわ 」 

カロ ル  「…… 周 り が 肥 だ ら け っ て 感じ …… ?]」 

ユー リ 「 い いん じゃ ね ぇ の か 、 鬼 が 出る か 蛇 が 出る か 」 

ラビ ピー ド 「 ワ フォ ー ン !!」 

ジュ ディ ス 「 無 計画 と いう か 、 無軌道 ね 」 

カロ ル  「 で も 、 それは それ で 楽し みか も 。 目 の 前 に すご い お 宝 
が 現れ た り し て ね 」 

ユー リ  「 は は っ 、 カロ ル 先 生 は すぐ ぴっ くり する の に 、 そう いう 
こと 言う ん だ か ら な 」 

カロ ル  「 ボ 、 ボ ク は 、 ぴっ くり する の が 趣味 な の 。 旅 は びっ くり 
し て こそ 価値 が ある 、 で し ょ ?」 

ジュ ディ ス 「 ふ 必 、 そ れ は いい わ ね 。 じゃ あ 、 これ は この まま で 行き まし よ ょ ] 

ラビ ピー ド 「 ワ ン リ 」 


レイ ヴ ン 「 ユ ー リ に も 歴史 あり 、 や ね ] 

エス テル 「 わ た し 、 みん な の 昔 の 話 も 聞い て みた いで す 」 
カロ ル  「 ボ ク は ね ぇ 」 

リタ 「 あ ん た は 言わ な く て も わか る わ 。 ヘ タレ 」 


カロ ル  「 お 3 う .… そう いう リタ は どう な の 」 

リタ 「 あ た し は ずっ と 前 か ら ア スピ オ で 研究 し て た わ よ 」 

カロ ル  「 リ タ だ っ て 、 今 と 変わ ん な いじ ゃ ん 。 …… ジュ ディ ス は ?] 

ジュ ディ ス 「 私 ? バウ ル と 出会う 前 は 街 で 過ごし て た わ 。 お し と や 
か な 子 っ て 評判 だ っ た の 」 

ユー リ  「 へ ぇ 、 そ りゃ 意外 だ な 。 エ ステ ル は …… や っ ぱ 城 の 中 、 か ?」 

エス テル 「 は い 。 お 城 で 、 本 ば か り 読 ん で まし た 。 ユ ー リ た ち が 
羨まし いで す ] 


カロ ル  「 で も ほら 、 リタ も 似 た よう な も ん だ し 」 


レイ ヴ ン 「 ど うし て 誰 も お っ さん に 訓 か が か ない の? 一 番 歴史 あり 


そう じゃ な い ?」 
リタ 「 お っ さん は な ん と な く 想 像 つく わ ] 


レイ ヴ ン 「 い や 、 お っ さん の 週 去 、 意 表 を つく よ ? 惚れ ちゃ う よ ?」 


ユー リ  「 そ う 言 っ て る 時 点 で 、 信 性 な いし な 」 


レイ ヴ ン 「 冷 た いこ と 言わ な いで 、 お っ さん の 話 聞こ う よ 」 


ジュ ディ ス 「 あ た た か い 人 た ち ね 、 下町 の みん な 。 私 も 投 放 が 本 


し く な る わ 」 
ユー リ  「 ジ ュ デ ィ の 故郷 っ て 、 確か ……」 


さこ 


ジュ ディ ス 「 え え 、 今 は も うな いわ 」 


リタ 「 故 卿 ね …… あ た し は アス ピオ だ か ら 懐 か し いつ っ て 気持 


ち は そ ん な に な いわ ね 」 
カロ ル  「 ボ ク も ダン グレ スト だ し な ぁ 」 


エス テル 「 わ た し は …… 少し 、 お 城 が 懐か し くも あり ます 」 
フレ ン  「 エ ステ リー ゼ 様 は お 城 に いた 時 間 が 長かっ た で すか ら 


ね 。 僕 も 、 下 町 に 帰っ て くる と 懐か し い 気 持ち に な り ま す ] 
ユー リ  「 ま 、 オレ も 同感 だ な 」 
カロ ル  「 レ イヴ ン の 故郷 は どこ な の ?」 
レイ ヴ ン 「 俺 ? そう ね …… ダ ング レス ト か な 」 


カロ ル  「 え 、 で も レイ ヴ ン 、 ダン グレ スト 出身 じゃ な いよ ね ?」 


今 の 俺 に と っ て 、 還る 場所 は ダン グレ スト ……. そ う 思 う 
か ら 、 ダン グレ スト が 故郷 だ 」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ 


エス テル 「 そ う で すね 。 還る 場所 、 選 り た いと ころ を 故郷 っ て 呼 


点 の か も し れ ま せん 」 


エス 却 紅 | どう し て 、 ンジ で し の 松 わ 5 せら れれ な か っ た ん で し まう が 」 
レイ ヴ ン 「 俺 た ちの と っ た 方 法 は 正しかっ た の か 、 いま さら 惹 し 返 


し て も 仕方 が な い 」 


ジュ ディ ス 「 で も 、 考 える 必要 は ある わ 。 同 じ こ と を 繰り 返さ な いた め に | ぅ 
ユー リ  「 ま っ と うな 人 間 が 生き に くい 世の中 に な っ て る 。 そ ん 


な と ころ じゃ な いか 。 だ か ら っ て 、 オレ の し た こと が 許さ 
れる と は 思わ な い が 」 


リタ [正しい だけ じゃ 世の中 渡っ て いけ な い 。 残 念 だ けど 、 』 


それ が 現実 よ 」 


カロ ル  「 で も 、 正義 の た め に 剣 を ふる っ た 人 が 悪 に な る の は 仕 


方 が な いわ け じ ゃ な いよ ね 。 正しい 人 を 守る た め に 戦っ 
た ん だ か ら …」 1 


レイ ヴ ン 「 だ が 、 それ を 認め た ら 無 法 地帯 に な つっ ち ま う 」 
エス テル 「 正 し い 人 が 、 正しく 生き られ る 世の中 に し た いで す 。 対 


か を 悪者 に 仕立 て な けれ ば 正義 を 守れ な い 世 界 な ん て 、 
悲し いで す 」 

カロ ル  「 話 し 合い で 解決 で きた らい いね 」 

レイ ヴ ン 「 ま ず は 、 それ だ ろう ね 」 

ユー リ 「 る な 」 


リタ 「 だ か ら 、 あ ん た 一 人 で 何で も 背負 い 込む ん じゃ な いわ よ 」 


忘れ られ な い 旅 了 区 


カロ ル  「 皇 族 と ギル ド の 人 間 …… エ ステ ル と は この 先 、 立場 か 


違 つ ちゃ うつ ん だ ね 」 


ユー リ  「 将 来 の こと な ん て わか りゃ し ね ぇ よ 。 エス テル が 今 と そ 


う 変わ る こと が な けり ゃ ……」 


エス テル 「 今 の この 思い 出 を 忘れ な いよ うに に そう すれ ば 変わ 


ら な いと 思い ます 。 で も 、 わた し は ずっ と この まま 旅 を 
続け て いた い …… ] 


ユー リ 「 な に 、 いつ で も 忍び こん で 、 連れ 出し て や る よ 、 出会っ 


た 時 みた い に ]」 
カロ ル 今度 は 鍵 開け 名 人 の ボク も いる よ !」 


エス テル 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 で も 、 犯罪 は ダメ で す よ 」 
カロ ル  「 じ ゃ あ 、 表 か らち ゃ ん と 誘い に 行く よ 、 ね 、 ユー リ ]」 
ユー リ  「 城 に 正面 か の ら 堂 々 の っ て ガラ じゃ な いけ ど :…… し ゃ あ ね ぇ な 」 


エス テル 「 よ ろ し く お 願 いし ます 」 


り ダ 「 そ れ に し て も 、 ロリ ル の あの 荻 きよ う 、 ちょ っ と な いわ ね 」 

カロ ル  「 誰 に だ っ て 、 怖い も の の ひと つや ふた つ あ る で し ょ !?] 

で り 「 あ た し に は そん な も の な い 」 

レイ ヴ ン 「 ウ ソ つ いち ゃ イヤ よ 、 天才 魔 導 士 少女 。 お っ さん だ っ 
て コワ イ も の あん だ か ら 」 

ユー リ  「 な ん だ 、 お っ さん の コワ イ も の っ て 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん は 美女 が こわ い !」 

カロ ル  「 何 それ !?」 

ユー リ  「 は い は い …… リ タ 、 正直 に な っ た 方 が いい ぞ 。 い ざと 
いう 時 、 守っ て や れる だ ろ ?」 

リタ 「 だ 一 れ が 、 あ ん た な ん か に 。 自 分 の 身 は 自分 で 守る っ て の 」 

レイ ヴ ン 「 こ うい う の に 限っ て 、 けっ こう コワ イ も ん が あん だ よ な 」 


し イヴ ン | の 頭痛 い 」 

_ エス テル 「 大 丈夫 で すか ? 治癒 術 ( ち ゆ じ ゅ つ ) で 治し まし ょ うか ?」 

り リタ 「 放 っ て お き な さ いよ 。 普 段 か ら 脳みそ 使っ て こない から 、 
あれ ぐら い の 問 題 で 頭 が 春 え る の よ 」 

ユー リ  「 そ う は 言っ て も 、 リタ は すげ ぇ よ な 、 な ん で も 知っ て る 


も ん だ ]」 
リタ 「 ま ぁ 、 どん な 事 が 研究 に 役立つ か わか ら な いか ら ね 」 


ジュ ディ ス [知識 は 荷物 に な ら な いと 言う わ よ 」 

、。 ユー リ  「 エ ステ ル を 見 て も 、 それ は わか る わ 」 

。 エス テル 「 本 を 読ん で いれ ば 、 自然 と 身 に つき ます よ 」 

ジュ ディ ス 「 普 段 か ら そ うい う 癖 が つい て いる 人 だ か ら 、 顕著 に 出 
る の で し ょ う ね 」 

ユー リ  「 そ りゃ 、 あの お っ さん じゃ 無理 だ な 」 

『 - 力 口 務 うう 55……、 頭痛 い ……」 

* リタ 「 こ こ に も う 一 人 、 お バカ さん が いた わ ……」 


レイ ヴ ン わら た 大 うな な 中 預 っ で わら お う 5 
か ね 」 

ユー リ  「 語 る っ て 何 を 」 

イヴ ン [| 決ま っ て る で し ょ 、 コイ バナ よ 、 コイ バナ 」 

馬 リタ 、「 ア ホ < さ ] 

』 エス テル 「 わ た し …… ち ょ っ と 聞い て みた いで す 」 

ジュ ディ ス 「 あ ら 、 それ な ら ま ず は エス テル か ら 話 さ な く ちゃ 。 エス 
テル の 理想 の 異性 の タイ プ は ?] 

エス テル | 理想 は …… 翠 星 物語 の 現 斑 の 聖 騎士 の よう な 人 が 」 

ジュ ディ ス [ 誰 ?」 

エス テル 「 翠 星 物語 っ て 小説 に 出 て くる 、 主人 公 の 友人 で ……」 

レイ ヴ ン 「 は い 、 次 、 次 ] 

カロ ル  「 ボ ク は ね 、 優し く て 、 大 人 し く て 、 ちょ っ と 気弱 な 背 の 
小さ い 女の子 が 、 か わい いな っ て 思う か な 」 

し レイヴン あの 娘 そ ん な 子 だ っ た ?」 

店 一 | どちら か っ つと 、 和 が 強 そ うだ っ た な ] 

方 可 比 | リタ と ジョ ディ ス は ?〕 

リタ 「 お っ さん みた いじ ゃ な い 人 」 

ジュ ディ ス 「 妥 当 な 線 ね 」 

ユー リ 「 じ ゃ 、 オレ も それ で 」 

レイ ヴ ン 「 中 年 の 魅力 が わか ら な いよ うじ ゃ 、 まだ まだ よ ?」 


カロ ル 村井 に 0 と も ちび ュ ラッ ス が あん な に br 
思わ な か っ た よ 」 

ジョ ュ ディス 「 そ う ? べつ に 普通 だ と 思う けど ] 

レイ ヴ ン 「 そ うい えば 、 聞い た こと が ある 」 

ユー リ 「 何 ? 知っ て いる の か レイ ヴ ン 」 

レイ ヴ ン 「 あ あ 、 その 昔 、 竜 に また が っ た さす らい の ギャ ン ブ ラ ー の 
ウワサ が あっ て な 。 そい つが 行く カジ ノ と いう カジ ノ は 、 片 っ 
端 か ら そ れ は も うし ぼり 取ら れ て 潰れ て いっ た と いう …」 


カロ ル  「 竜 に また が っ た 、 っ て 。 それ 、 その まん ま ジ ュ デ ィ ス の 
こと じゃ ん 1 

ジュ ディ ス 「 ウ ワサ に 尾ひれ が つい て る わ ね 。 ノ ー ド ポリ カ の は 、 魔 
導 器 (ブラ ステ ィ ア ) 壊し た だ け よ ? くだ ら な い 事 言っ 
て な いで 、 で 、 行き まし よう 」 

レイ ヴ ン 「 い や 、 竜 に 乗っ た ギャ ン ブ ラ ー に 濱 さ れ た カジ ノ っ て 、 
ひと つや 点 た つじ ゃ な いっ て 話 な ん で すけ ど ……」 


露天 は いい よ に ゃ て 

ユー リ  「 な ん だ か ん だ 言っ て 、 し っ か り 働い ちまっ た な ぁ 」 

リタ 「 ほ ん と 、 エス テル な ん て 、 その 気 に な り ま くっ て た し ね 」 

カロ ル  「 何 言っ て こる ん だ よ 、 リタ だ っ て ノリ ノリ だ っ た じゃ ん 。 そ の 
格好 (か っ こう ) だ っ て 気に入っ て 、 何 度 も 鏡 見 て た くせ に 」 

リタ 「 ば …… ば っ 、 ば か ! そん な ん じゃ な いっ て ば 1」 

レイ ヴ ン 「 照 れ ち お ゃ っ て 、 か わい いと ころ も ある の ~-」 

リタ 「 タ アッ …… 四 

レイ ヴ ン 「 ぐ 、 ぐ ぼ っ ……」 

ジュ ディ ス 「 い い 汁 も 揺 け た し 、 そ の あと の 赴 天 風呂 も 気持 ち お 良かっ た わ ] 

エス テル 「 こ うい う 文 化 っ て 、 素敵 で す よ ね ぇ 。 み ん な で 一 緒 に 、 
大 き な 露 天風 呂 入る の も 楽し いで すし 」 

レイ ヴ ン | だ へ 、 和 共 、 そ う ……、 ろ 、 疾 天 は 、 い いま - へ 、 
に ゃ - ン 和 和 026 」 

ユー リ 。 | に ゃ て 

エス テル | にゃー ?」 

カロ ル 「 に ゃ ー ?] 

リタ 「 に ゃ ー ?」 


ワン ダー シェ フ の な ぞ 


パテ ィ  「 い まさ ら じ ゃ が 、 ワン ター ー シ ェ フ と は 何者 じゃ ろ 」 

リタ 「 そ も そ も 人 間 な の ?」 

エス テル 「 ワ ンダ ー シ ェ フ に つい て 書か れ た 文献 は 読ん だ こと が 
な いで す 」 

レイ ヴ ン 「 置 物 に 変身 する 能力 は 伝授 し て も らい た いわ ね 」 

カロ ル  「 え ー っ 、 動け な く な っ ちゃ う よ ?」 

レイ ヴ ン 「 動 け な く て も 、 いろ いろ 見 られ る じゃ な い 。 俺 様 が 置 
物 に な っ た ら 、 ぜひ 女の子 の 部 屋 に 」 

リタ 「 て いっ …… | 

レイ ヴ ン アン し 。 ギド へ y 1 

ユー リ  「 あ いつ 、 オレ た ち が 見 つけ る まで 置物 の まま だ よ な 。 
オレ た ち が 見 つけ な か っ た ら 、 どう な る ん だ ?」 

ジュ ディ ス 「 壊 れ た ら ど うな る の か も 、 気 に な る わ ね 」 

エス テル [だ 、 だ めで す よ ! 本 当 に 人 だ っ た ら 大 変 で す !」 

カロ ル  「 と りあ え ず 、 落書 きく らい か ら は じ め な い ?」 

ミン リ | だ な ] 

パテ ィ  「 落 書き し て 放置 し て 観察 な の じゃ !」 


エス テル | リタ 、 最初 は 嫌がっ て まし た けど 、 だ ん だ ん と 演技 が 本 
格 的 に な っ て きま し た ね 」 

リタ 「 あ 、 あん た が 真面目 に や っ て る か ら 、 あわ せな いと 浮く 
と 思っ た だ け よ ] 

ジュ ディ ス 「 格 好 ( か っ こう ) も か わい らし か っ た し ね 。 いい も の が 見 
れ た わ 」 

リタ 「 あ 、 あん た ね え 」 

ユー リ  「 カ ロ ル の や られ る 演技 は 、 まさ に 真 に 迫っ てい たよ な 」 

カロ ル  「 ま 、 まあ ね 。 ボ ク 、 前 に 演技 ギル ド に も いた こと も ある 


レイ ヴ ン 「 う っ か り 余 計 ( よ けい ) な 過去 が 掘り 起こ され て る よ 」 
リタ 「 そ れ 以 前 に 、 あれ 演技 じゃ な いで し ょ う が ]」 

エス テル 「 ま た 、 みん な で や り た いで すね 」 

リタ 「 あ た し は 絶対 いや よ 」 

カロ ル  「 ボ ク も 、 いや だ よ ! リタ が むちゃ くち ゃ する か ら 」 

ジュ ディ ス 「 今 度 は 私 も 出 て みた いわ 」 

レイ ヴ ン 「 俺 様 が 出る と し た ら 、 当然 主役 だ な 」 

ユー リ  「 ど うな る こと か と 思っ た けど 、 結 構 みん な 楽し ん で た ん だ な ]」 


より | し から. こい つら も 注 捧 が 好 計 だ ね これ で ら 通 


目 だ ぜ ?] 


カロ ル  「 で 、 で も 今回 は 首領 (ボス ) の だ よ ? な 、 何 て 書い て 


あっ た ん だ っ け ?」 
エス テル 「 え っ と 、『 闘 技 場 に て 待つ ] だ っ た か と ……」 
ユー リ 「 ま た えら く シ ンプ ル だ よ な 」 


カロ ル  「 で 、 で も そっ ちの ほう が 怖い 気 が す る …… い か に も 首領 


(ボス ) っ て 感じ だ よ ……」 


ユー リ  「 い い ぜ 、 お も し れ え 。 や っ て や ろう じゃ ね え か が 。 で も 、 


カロ ル が や っ た っ て いい ん だ せ ぜ ?」 


カロ ル  「 え えっ ! ボ 、 ボ ク が 首領 (ボス ) と !? お むむむ ム リム リ 


ムリ り 。 あ わ わ わ 」 


ユー リ  「 ビ ビ る こと は ね ぇ っ て 。 お まえ だ っ て 強く な っ て ん だ し 、 


な に より 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 首領 ( ボ 
ス ) だ ろ ?」 

の だ の ドー フン ロ 

エス テル 「 ほ ら 、 ラビ ピー ド も そう だ っ て 言っ て ます 」 


カロ ル  「 う う 、 う ん 。 そ 、 そう だ ね 。 ぼ 、 ボク だ っ て 昔 の まま じゃ 


な いん だ 」 
ユー ンー リ | そう そう その間 気 / だ 」 


レイ ワン 93-、 3 し 守 5 の 直 伯 の つら 


ん 鳥肌 が た っ ちゃ っ た よー-」 
パテ ィ  「 じ ゃ の -」 
ラビ ピー ド | ワル] 
エス テル 「 89620906 」 
フレ ジン [どう が か し まし た か ? エズ デリ ー ゼ 秩 ) 


エス テル 「 あ れ が 満月 の 子 …… わ た し の 祖先 …… わ た し も 彼 と 同 


じ 境 遇 な ら 、 彼 の よう に ……」 


フレ ン  「 彼 は その 力 の た め に どこ か で 、 間違っ て し まっ た の か も 


し れ ま せん 。 で も エス テリ ー ゼ 様 、 あな た は そう は な り 
ませ ん 。 僕 た ち が そ うさ せま せん 、 大 丈夫 で す 」 

パテ ィ  「 そ の 通り じゃ 、 よ いこ と を いっ た の 一 」 

ラビ ー ド 「 ワ ン 、 ワン 」 

エス テル 「 フ レン ……、 みん な …」 


レイ ヴ ン 「 そ うそ う 、 それ に 嬢 ちゃ ん が 、 どん な 姿 に な っ て も お っ 


さん の 愛 は 変わ ら な い ぜ 」 
エス テル 「 点 ふ 、 あり が と う ご ざ いま す 」 
リタ 「 な に いっ て ん だ か 、 お っ さん は 」 


カロ ル 2 イラ ルド ラコ 、 すごい 泊 さ だ っ た ね 」 


ユー リ  「 あ あ 、 あん な ヤツ は 今 ま で に あっ た こと な いな 」 


ジュ ディ ス 「 そ う ね 、 すべ て の 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) の 頂 に 


いた と いう の も うな ず け る わ 」 


レイ ヴ ン 「 倒 せ た か ら よ か っ た も の の 、 お っ さん 、 も う ク タク タ よ 」 
エス テル 「 え え 、 も し あん な 魔物 が 世の中 に 放 た れ て いた ら と 思 


うと ぞっと し ます ね 」 


フレ ン  「 そ う で すね 。 星 喰 みあ (ほし は み ) の 脅威 と 同等 の 、 いや 


それ 以上 の 災厄 に な っ て いた か も し れ ま せん 」」 
パテ ィ  「 そ うじ ゃ の ~、 史上 最強 の 強 さ じゃ 」 
ラビ ピー ド に りり ワ ォ オン 』 
リタ 「 魔 装具 を 生み 出し た 元凶 の 力 …… か 」 


カロ ル  「 魔 装具 っ て いえ ば 、 ミ ョ ル ゾ の 長老 が いっ て な か っ た ? 


14 の 頭 を 持つ 魔物 っ て ……」 
ジュ ディ ス 「 お と ぎ 話 な ん て 誇張 され る も の よね 」 


リタ TL つう 拓 で 和 の 上 の 生じ て 3] 

ユー リ ま そう せ か が かせ か し て も し ょ う が な いっ て 。 オレ 、 嫌 いじ ゃ 
な い ぜ 、 の ん びり と 行く の 」 

カロ ル  「 そ うだ ね ーー。 ちょ っ と 遅い けど 、 海 の 上 っ て の が いい よね 」 


フレ ン  「 波 の 音 が 気持 ち を 落ち 着 か せ て くれ る の も 船 の いい と 
ころ だ ね 」 

コラ ピー ド ウン リ 

レイ ヴ ン 「 お 、 これ で 男子 は 全員 、 俺 様 の 味方 よ 」 

ジュ ディ ス 「 じ ゃ 、 女子 は 女子 で 対抗 する ?」 

リタ 「 ま と も に 相手 する だ け バ カバ カ し いわ 。 勝 手 に し ろ 。 
あたし た ち は 下 で お 茶 で も し よう 」 

キス テル し お 。 ちょ うど だ と に 】 

バテ ィ 「 男 じゃ な く て も 、 う ち は ど こよ り 海 の 上 が 好き な の じゃ 

レイ ヴ ン 「 お 、 さす が パテ ィ ち ゃ ん 、 よく わか っ て る ね 。 よ し 、 これ 
で この 船 は 俺 様 の 天下 だ 。 野郎 ども 、 進む ぜ 、 この 大 海 


バディ | おこ ー と うう 

カロ ル  「 レ イヴ ン が 変 だ よ ……}」 

ラビ ピード .| ワ ラウ] 

ユー リ  「 お っ さん の その わけ の わか らん 情熱 、 割 と 好き だ けど 
目的 地 忘れ て くれ ん な よ 」 


そっ ち は ヤ バ い よ \ 関 ce 汎用 
リタ 「 ど こ 行 く 気 ? シア 
カロ ル  「 ボ ク た ち 、 ハ ルル の 方 、 向い て る よね ?」 


エス テル 「 ま だ 赤 眼 (あか め ) た ちがい る か も ……」 
ユー リ  「 じ ゃ 、 そっ ち は 避 け ま すか 」 


こっ ち じ ゃ な い 

ユー リ  「 こ っ ち じ ゃ ね ぇ か 」 
戻ら な い 方 が いい 

コー は 「 今 は 戻 ん な い 方 が いい な …… 」 


間違え まし た 、 。 
エス テル 「 あ れ ? 行く 方 、 間違っ ちゃ いま し た …」 


カロ ル  「 あ れ ? こっ ち じ ゃ な く な い ?」 


カロ ル  「 や ば っ …… よ こっ ち 行 か な い 方 が -… いい よね 2」 


ーー 了 信 | 


リタ 「 こ っ ち じ ゃ な いわ ね ……」 


リタ 「 こ っ ち は 行 っ ちゃ マズ イ わ ね -……」 


ぼーっと し て た 病 1 


レイ ヴ ン 「 お っ ? お っ さん 、 ぼ ー っ と し て 行き 先 間違え ちまっ た わ よ 」 


お ひ ょ ひ ょ 開 4 


レイ ヴ ン 「 お ひ ょ ひ ょ 、 こっ ちはや ば いっ て 」 


ジュ ディ ス 「 あ ら ? 間違え ちゃ っ た みた い 」 


こっ ちはや め ま し ょ 
ジュ ディ ス 「 こ っ ちや め て 、 あっ ち 行 きま し ょ よ 」 


人 気 投票 の 結果 発表 ! 。xo3 


この ペー ジ で アン ケー ト 「 キ ャ ラク ター 人 気 投票 」 の 結果 発表 は ラス ト !  (*o 1 詳 認 
ファ ン の 皆様 、 た くさ ん の ご 応募 あり が と う ご ざ いま し た !| っ P.348 


Q5 学校 の 先生 (職場 の 上 司 ) 部 下 に 慕 わ れ て いる 姿 が 印象 強い レイ ヴ ン と シュ ヴァ ー ン 双方 が ラ 


So は し | ンク イン 。10 位 より 下 は カロ ル 、 イエ ガー、 ドン と 続い た 。 


! 位 レイ ヴ ン を 選ん だ 火 の コ メシ ド 
ON と OFF の 切り 替え が うま そう 。 部 下 思い な の も いい で す (YasU- 
男性 他 多 数 ) ご 見 て な いよ う で 、 温か く 見 守っ て くれ て いそ うだ か ら 


人 らい 女性 時 PP 


や っ ぱり キッ チリ し た 人 が 上 司 じゃ な いと 嬢 な の で ( 小 望月 - 女 性 ) ノ 
公平 、 公正 な 評価 を し て くれ そう だ か ら ( ひ ろ ・ 女 性 ) わからない 
と ころ は きち ん と 優し く 教 えて くれ そう !( ロ キ ・ 女 性 他 多 数 ) 


アメ と ムチ の 加減 が うま そう (うみ ・ 女 性 他 多 数 ) /「 楽 しく や り ま 
し ょ ?」 と 、 辛い と き で も 素敵 な 笑顔 を くれ そう (らら そ ・ 女 性 ) ン こ 
ん な 先生 が 憧れ だ か ら (テイ ルズ 大 好き ・ 男 性 ) 


| 先生 が ら ず 、 一 定 の 距離 を 保ち つつ も ちゃ ん と 見 て いて くれ そう だ か ら ( 橋 祈 和 ・ 女 性 ) 
わか りや すく 丁寧 に 教え て くれ そう で す ( 秋 芽 ・ 女 性 他 多数 ) ン 豊富 な 知識 と 優し さ で 授業 し て ほし い !( 夏 奈 ・ 女 性 ) 

| や っ ぱり 天才 だ し ! で も わか ら な か っ た ら 、 ファ イア ボー ル が 飛ん で きそう だ な ぁ (somalight・ 女 性 ) 

| 部 下 に あれ ほど 慕 わ れる の は 本 当 に すご いと 思う (yuriturbo・ 女 性 ) ン 隊長 と な ら 残 業 し て も いい (羊毛 ・ 女 性 ) 

【| 後ろ で 温か く 見 守り 、 時 に は そっ と 手助け し て くれ そう だ か ら で す (ハニー. 女性 ) ン 物知り そう -……( 黒 須 璃 音 ・ 女 性 ) 

| 授業 に な ら な いか も し れ な いけ ど 、 楽し そう !!( ま ちこ ・ 女 性 ) ノ 毎回 ハチ ャ メチ ャ で 楽し そう !( エ ア ・ 男性 ) 

| アレ クセ イ は 校長 先生 っ ぽい (alice ・ 女性 他 多数 ) 世界 征 服 さえ 考え て な けれ ば 、 きっ と いい 上 司 (な と や ・ 女性 ) 


ー 店 悦 湘 昔 洒 悦 統 と 


eS 


手作り 料理 を コロ ッ ケ が 食べ た い ! な どの 具体 的 な コメ ント が 数 多く 寄せ られ 
食べ て みた い ! た 。 ち な み に 、 ワン ダー シェ フ は 1 1 位 に ラン クイ ン 。 


] 位 ユー リ を 選ん だ 火 の コ メシ ド 

ー リ の 愛情 た っ ぷり コロ ッ ケ を 食べ て みた いで す !( う いん ぐ ・ 女 
性 他 多 数 )- ら 人 で パフ ェ を 食べ させ あい た いか)( 暁 ・ 女 性 ) ノ 一 生 
に 一 度 は 、 9 つの 2 


ュ テ ィ ス を 選 だ だ 火 の コ メン ド ーー 
みん な が ふと 食べ た く な る 味 を 食べ て みた いか ら (gor 男 性 ) ン ジ 
ディ の 作っ た 豚 の 角 煮 が 食べ た いで す ( ゆ こ 太 ・ 女 性 他 多 数 ) ノ メ 
ン バ ー に 好評 だ と いう 料理 を 一 度 食し て みた いで す ( 梨 ・ 女 性 ) 
3 位 フレン を 選 だ だ 次 の コ メン ド 
あえ て 、 あの 殺人 料理 に 挑ん で みた い ( 兎 和 ・ 女 性 他 多数 ) ン どの 


くら い の 破 壊 力 が ある か 気 に な る !!( コ マ ・ 女 性 他 多数 ) プ も の すご 
く お い し い 方 の 料理 を 食べ て みた い !(MAIYA・ 女 性 ) 


ミ | ゲ イフ リー ド 秘 伝 の お で ん を ぜひ !( ヤ スマ 女性 他 多数 ) ン 海鮮 鍋 を 作っ て ほし い (syunn・ 男 性 他 多数 ) 
ー 生 懸命 作っ て くれ そう だ か ら 。 味 が いま いち で も 大 丈夫 (fumirl ・ 男 性 ) ン 丁寧 で お いし そう (サン シャ イン ・ 男 性 ) 
ー リ を 虜 に し た 極上 クレ ー プ を 食べ て みた い !( も りさ き ・ 女 性 他 多数 ) ン 愛情 料理 を 食べ て みた い ( レ モン ・ 女 性 ) 
「 べ 、 別に アン タ の た め に 作っ た わけ じゃ な いん だ か ら ね っ っ 」 と 、 言わ れ た い (momo ・ 女性 他 多数 ) 
ミ | 大 ご は ん が めちゃ くち ゃ 気 に な り ま す の で !!(( ヴ ェ ス ペリ ア 学 園 ら 年 で す ・ 男性 ) ン 珍味 そう な の で (ラム 肉 ・ 女 性 ) 
ミ ※| オ ムラ イス に イラ スト 描い て も らい た い ( あ まみ や ・ 女 性 他 多数 ) プ 職人 技 が 見 て みた い ( イ ン ゲ ン 人 間 民 源 ・ 男 性 ) 
いっ た い ど ん な 手料理 な の か 食べ て みた い ( さ くま る - 女性 他 多数 ) プ どん な 味 に な る の か 想像 が つか な い ( リ リ - 女性 ) 


| 
| 
] 


プン ベス 220 の て スー メン OS 


『 開 始 時 


_ 1 アレ クセ イ 「 世 界 は 生ま れ 変わ る 、Q 邪 魔 を する な 
14 ジコ ディ フ 記 和 : ん な の 了承 し た 覚え は な いわ !2] 
らら ユー リ  「 て め ぇ 好み の 世界 な ん ざ 生 まれ る 必要 ね ぇ !」 
[ふざけ ん な 、 あ ん た こそ メチ ャ クチ ャ すん な 


「 あ な た を 倒し て 、 あ な た を 信じ た 自分 に ケリ を つけ る |!」 


5 フレ ン 


6 アレ クセ イ 「 道 具 の 分 際 で 主 に 刃 向かう の か 
フ レイ ヴ ン 「 へ へ ん 。 道 具 も 上 手 く 使わ な いと 怪我 する ぜ ぇ | 


8B アレ クセ イ 「 己 の 運命 を 拒む と いう の で すか 、 愚 か な ] 


9 エス テル [運命 な ら も う 選び まし た 。 わ た し 、 あ な た と 戦い ます | 


9 アレ クセ イ 「 お まえ の よう な 甘い 考え で 、 世 界 に 変革 を も た ら 
せる と で も 思っ て いる の か が !」 


強敵 と 遭遇 し た と き 


相手 に 不足 は ね ぇ 気 い 引き 綿 め ろ よ 
強敵 で す ! | 僕 重 に 行き まし ょ う 
み 、 み ん な ! 気 を デリ て ! | か 、 勝 て る の ? 


リタ ヤバ そう な 敵 ね …… | グダグダ 言っ て な いで 
な ん か ヤ パ そう だ わ -…… | 適当 な と こ で 遂げ る ? 
PT = CPP 


Li 時 た た っ 


ユー リ 「 オ レ に 勝つ の は 百年 早い 
エス テル 諾 財 長生 き な ん で すね ] 
「 そ うじ ゃ な い だ ろ 」 


ユー リ 


戦闘 中 に 発生 する 会 話 を 収録 。 ボス 敵 と の 緊 』 
勝利 後 の 和 気 あ いあ いと し た 掛け 合い を 堪能 し て ほし い 。 。 


川 


と の 此 張 感 あふ れる や り と りや 、 


シー ン 番 号 プ サブ イベ ント 番号 

メイ ン シ ナ リオ で 発生 する 戦闘 の 場合 、 発生 時 期 を (n。ooo〕( 第 1 章 
メイ ン シ ナ リオ の シー ン 番 号 ) で 示す 。 サブ イベ ント で 発生 する 戦闘 
の 場合 、 該当 する サブ イベ ント を 劉 計 (第 2 章 サ ブイ ベン ト の サブ 
イベ ント 番号 ) で 示す 。 

タイ トル 

メイ ン シ ナ リオ で の 戦闘 で は 戦う 相手 や 状況 、 サ ブイ ベン ト で の 戦 
闘 で は サブ イベ ント の タイ トル と 戦う 相手 を 記載 し て いる 。 


回 会 話 ウ イミ ング 
会 話 が 発生 する タイ ミン グ 。 


回 発言 番号 

発言 順序 を 示す 番号 。 同 一 の 番号 に 複数 の 発言 キャ ラク ター が い 
る 場合 は 、 上 か ら 優先 的 に 1 人 だ け 発言 する 。 た だ し 、 戦闘 不参加 、 
戦闘 不能 、 石化 状態 の いずれ か に 該当 する キャ ラク ター は 発言 し な 
い 。 また 、 会 話 の 流れ に よっ て も 発言 し な い 場合 が ある 。 


会 話 内 容 


発言 する キャ ラク ター と セリ フ 。 戦闘 不参加 、 戦闘 不能 、 石化 状態 
の いずれ か に 該当 する キャ ラク ター の セリ フ は 発生 し な い 。 


回 条件 つき を セリフ 
特定 の 条件 を 満た す と 発生 する セリ フ 。 


シチュ エー ショ ン 
掛け 合い が 発生 する 状況 。 


回 掛け 合い 内 容 


掛け 合い を する キャ ラク ター と セリ フ 。 戦闘 に 参加 し て いて 戦闘 不 
能 ま た は 石化 状態 で な い キ ャ ラク ター の な か か ら 、 前 振り と 返答 を 
それ ぞ れ ラン ダム で 1 人 が 発言 する 。 た だ し シチュ エー ショ ン に よっ 
て は 、 前 振り や 返答 を する の が 、 その 状況 を 作っ た キャ ラク ター に な 
る 。 な お 、 前 振り と 返答 の キャ ラク ター が 同じ に な る こと は な い 。 


掛け 合い の 見 方 ーー 


参加 キャ ラク ター 
掛け 合い を する キャ ラク ター と 、 その キャ ラク ター の 顔 。 


発生 打 件 
掛け 合い が 発生 する 条件 。 


掛け 合い 内 容 
掛け 合い を する キャ ラク ター と セリ フ 。 


1 で 


イベ ント 癌 聞 の セリ フ 
アデ コー ル & ボ ッ コ ス 戦 PO14 


戦闘 勝利 時 
1 ユー リ  「 感 謝 し ろ よ 。 稽古 に 付き 合っ て や っ た ん だ か ら ] 


サプライ ズ エ ンカ ウン ト の 
チュ ー ト リア ル 。 


「 不 意 討 お で 勝て る と で も ?] 
カロ ル  「 後 ろか ら 突然 、 卑 改 だ よ 」 


女性 と 出会っ た と き の 
騎士 と の 戦闘 リタ 「 魔 物 は 何 も 考 えて な いわ よ 」 


エス テル 「 こ ん な と ころ で 負け られ ませ ん 」 


戦闘 勝利 時 


1 ユー リ 「 っ た く 。 そ れ が 騎士 の や る こと か よ 」 

ザキ ギ 戦 (1 回 目 ) 

戦闘 開始 時 1 カロ ル 「 こ ん な も の が 動く な ん て …… 

1 ユー リ 「 人 違い だ っ つ 一 の 」 っ リタ 「 あ ん た ら 気 を つけ な さい よ 、 相 手 は 加減 知ら な い 
ら ザ ギ 「 死 ね …-」 ん だ か ら !」 

は ユ コー リ 「 ち っ と は 人 の 話 聞 いた 方 が いい ぜ 」 エス テル 「 本 当 に こん な 大 きい の 倒せ る ん で す ?」 

4 ザ ギ 「 ザ ギ だ 。 オ レ の 名 前 を 覚え て お け 、 フ レン 」 3 ユー リ 「 ま っ た く こ ん な 厄介 な も の 作り や が っ た の 誰 だ よ !」 
5 ユー リ 「 フ レン じゃ ね ぇ え …… っ て 聞け よ 」 ラビ ピード 「 ワ オー ン 中 

6 ザ ギ [くく くく …… な ん だ よ 、 お まえ …」 ^ リタ 「 お 願い 、 お と な し くし て !」 

7 ユー リ 「 ま っ た く 、 お まえ こそ 何だ よ !」 エス テル | じっと し で くだ だ さい 

8 ザ ギ 「 オ レ は お まえ を 殺し て 、 自 ら の 血 に その 名 を 刻む -…-」 ロ ユー リ 「 聞 いち ゃ くれ な いっ て 、 こ いつ は 」 

ら ユー リ 「 そ れ 、 最 高 に 趣味 悪い な ]」 カロ ル 「 こ いつ 人 の 言葉 な ん て わか る の !?] 

10 ザ ギ [楽しく …… 楽し く な っ て きた ぜ ?」 6 リタ 「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に だ っ て 心 は ある の よ !」 


エス テル 「 え 、 え っ と た だ な ん と な く …"」 
ユー リ  「 乱 暴 者 に ゃ 剣 が 一 番 効 くん だ ぜ ?] 


/ カロ ル [言い 聞か せる 前 に 僕ら が べし ゃ ん こ に され ちゃ う よ り 

1] ザ ギ [うわ は は っ …… 楽 し いじ ゃ ね ぇ か 。 リタ  「 あ ー も お っ ! し ょ う が な いわ ね 
。 女性 。 [落ち 着い て 。 あ あや っ て 、 こ っ ちの ペー ス 乱 そう エス テル 「 な ん と な く 忍び な いん で すけ ど ……-」 

と し て る ん で す !」 。 ユー リ 「 ち ゃ ん と 体 に 教え 込ん で や ん な いと 」 
3 ユー リ  「 お まえ が 沙 ち 着け 。 あ いつ に そん な 深い 意図 ね ぇ っ て 」 カロ ル  「 や 、 や ば いか も …… リ 
4 女性 「 じ ゃ 、 じ ゃ あ 、 あ れ が 素 な ん で す ……!?」 
5 ザ ギ  「 ご ちゃ ご ちゃ 喋っ て た ら 、 死 ぬ ぜ ば ぇ ? フレ ン ! 」 リタ  「 導 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 惑 用 は 放 さ ない 1 
6 ユー リ 「 だ 一 か ら 人 違い …… つ て 弁明 し て も ムダ っ ぽい な 」 エス テル 「 コ ユー リ の 探し て た 人 で す ?」 
フ 女性 「 で 、 で も 誤解 な ら 、 戦 う よ り 話し 合い の 道 を …… 。 ユー リ [追っ か け て ぷん 項 ろ う せ ] 
B ザ ギ [あはは は っ ! オレ と 会 っ た が 運 の ツキ だ な ぁ 」 エス テル 「 捕 まえ て お 話 聞 か な いと 」 
9 ユー リ  「 話 し 合い の で きる 状況 か ? の し ちまっ た 方 が 早い ! .。 カロ ル 「 休 ん で る 最 、 な し ?] 
1 ザ ギ 「 く うつ …… 強 え じ ゃ ね え か …… き ゃ は は は っ 、 痛 え 、 エス テル 「 穏 便 に 行き ましょ ……?] 

痛 え タネ 目 


戦闘 肝 利 時 。 PDB9 


1 ザ ギ 「 く っ …… は は っ 、 は は は は は っ 明 」 
ら ユー リ 「 オ レ 、 フ レン に 見 えな いよ な ?] 1 ユー リ 「 任 務 ご 苦労 さん 」 
3 女性 「 全 然 違 いま す よ ね 」 ら ど エス テル 「 ゴ メン な さい 、 わ た し 帰れ ませ ん 」」 


1 カロ ル  「 ボ ク の 力 で ひと ひね り だ !」 ] カロ ル  「 か 、 か 、 勝 つっ た よ !」 
培 フラ ピード | ワウ ー?」 リタ 「 ふ ん 、 余 裕 よね 」 
3 エス テル 「 ラ ピー ド も が ん ば り ま し た よ 」 ー エス テル 「 こ れ で ハル ル の 街 も 安心 で す 」 
引 ユー リ  「 ラ フォ ロー あり が と な ] リタ 「 ム ダ な 勝利 ね ]」 
ー ユー リ  「 そ りゃ どう お が お ね 」 


リタ 「 だ と いい けど ね ]」 


ユー リ  「 こ れ で 終わ り じ ゃ ね ぇ よ な ]」 
エス テル 「 こ れ で 執政 官 に 会 えま す ] 
の ロ ル まだ まだ 大 変 そう -・」 
エス テル 「 み ん な で 力 を 合わ せ て !」 


紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ ア 
ンス ) と の 戦闘 


PO070 


』 ユー リ  「 こ いつ ら も 魔 核 ( コ ア ) ド ロ ポ ウ と 関係 が …… ?] 
ら エス テル 「 執 政官 は 一 体 、 何 を た くら ん で ……-」 


「 さ ぁ 、 殺 れる も ん な ら 殺 っ て みろ !」 
ユー リ 「 言 われ な く と も その つも り だ っ て の 」 
リタ ト 何 、 こい つ 、 う ざ っ ] 


3 カロ ル  「 ま 、 負 ける も ん か ぁ っ !」 
4 ザ ギ 「 そ の 調子 だ | あ が け ! も が け ! そし て 死ん で いけ !」 
5 ユー リ  「 一 体 、 お まえ は 何 が し た いん だ よ !」 


エス テル 「 そ こ を どい て くだ さい 」 
リタ 「 た わ ご と は いい ! さっ さと そこ を どけ ]!」 
「 は は は は ……' お まえ ら の 攻撃 な ど 効 か ね ぇ ……!」 


8B カロ ル  「 と っ て お き の 一 発 お 見 舞い し て や る 

リタ 「 あ ん た ご と き に 本 気 出す の も も っ た いな いわ 」 
戦闘 勝利 時 
1 ザ ギ 「 く っ …… は は っ 、 は は は は は っ 中 

ユー リ  「 も う 二 度 と 出 て くん な 」 

リタ 「 こ いつ 、 な ん か が イヤ] 

エス テル 「 同 感 で す 」 

リタ 「 何 、 コ イツ も あん た の 友達 ?] 


フェ イタ ルス トラ イク の 
2 ュー トリ アル 


戦闘 勝利 時 

| ユー リ 「 和 爽 快 だ な 」 
内 和 I ル こも が 、 ぴ こい 、 ユー リー 
も う チ ル | ユー リ 、 すご いで す … 


虹 頂 され し 巨体 戦 

戦闘 勝利 時 

1 ュー リ  「 な ん て で け は ー 詩 物 で 」 
エス テル 「 ま だ ドキ ドキ し て ます 」 

っ リア 「 あ れ ? ガキ ん ちょ は ?」 
エス テル | で も 、 勝 ち ま し だ ・… 日 


。 フラ ビード | ワ ォ ン 7」 


PO79 


ユー リ  「 な ら ば も う 遠 慮 な く と こと ん まで や ら せ て も ら う ぜ ] 


PO090 


ダン グレ スト へ の 魔物 の 襲撃 
( 
戦闘 勝利 時 


1 ユー リ  「 気 い 抜 く な 、 す ぐ 次 の 来る ぞ !」 
ら エス テル 「 こ ん な に た くさ ん の 魔物 …… ど うし て ?」 


ダン グレ スト へ の 魔物 の 
(2 問 上 )” "ご ご "PO5o 


』 リタ 「 こ の まま じゃ キリ な いわ よ !」 
ラビ ピード |1 ワ ォ ー ン |」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ラビ ピー ド 「 人 ババ フォ ッ ]」 
ユー リ 「 結 界 壊す か 、 普 通 ?」 
ユー リ 「 乱 異な こと し や が る …」 


レイ ヴ ン 「 何 ? この 森 ど うな っ て ん の よ 」 
「 エ アル の せい な の ……? これ っ て ……-」 
wm ドン | ウ m … ワンワン ワン J 


ら レイ ヴ ン 「 ま さか この 森 の 奥 に 、 こ ん な と こ が あ る な ん て ね 」 
3③ カロ ル  「 街 が よく 襲わ れ た の は 、 こ れ の せい だ 、 き っ と ]」 
4 エス テル 「 な ん と か 魔物 た ち を し ず め る 方 法 は な いん で し ょ うか 」 
5 ユー リ  「 や られ る 前 に や る し か な いな 」 

6 カロ ル  「 ボ ク た ち 生 き て 帰れ な いか も ……」 

フ レイ ヴ ン 「 何 、 ちょ っ と 強い っ て だ け の 魔物 よ 、 すら っ と や っ ちゃ お ] 
引 リタ 「 こ いつ 一 匹 倒し ゃ 終わ り 、 と か だ っ た らい いけ ど 」 
9G ユー リ  「 油 断 す ん な よ 」 

10 エス テル 「 気 を 抜い た ら 、 命 取り に な り ま す 」 

11 カロ ル  「 全 力 全 開 だ よ !」 


。 カロ ル  「 こ れ で 街 も 一 安心 」 
エス テル | 本 当 …… び げっ つぐ くり し まし た …~] 
ユー リ 「 安 心 す る の は 早い ぞ 」 
レイ ヴ ン 「 ラ ッ キ ー ハ ッ ピ ー な 気分 ね ] 
リタ 「 ま だ エア ル が 暴走 し て る わ 」 
則 ラ ピ ー ド 「 ワ フッ 
エス テル 「 え え …… ま だ 不穏 な 雰囲気 は し ます 」 


』 ユー リ 


「 年 寄り な ら 年 寄り らし く 、 隠 居 し て 茶 で も すす っ て ろ よ !」 
ドン 「 す まね ぇ えな 、 そう いう の は 俺 の 性 (し ょ う ) に 合っ て 


と 6 
ね ぇ ん だ より] 


戦闘 勝利 時 


| ドン 「…… お も し れ ぇ 若 僧 じ ゃ ね ぇ か 」 
ら ユー リ  「 ハ アァ ハァ …… 化 け も ん か 、 こ の じい さん ……」 


バル ボス 戦 


戦闘 開始 時 
1 バル ボス 
ユー リ 
選 エス テル 
ジュ ディ ス 
バル ボス 


[加減 する な 、 行 け 、 し も べ ど も 
[ここ で 白黒 つけ て や る 
[観念 し て 、 お と な し く 法 の 裁き を 受け な さい 」 

「 ろ く で も な いあ な た の 夢 、 ここ で 終わ り に し まし ょ } 
[貴様 ガキ な ん ぞ ワ シ の 前 で は チリ に も 等 し いわ ! ワシ 
は いずれ ユニ オン を ぷっ 潰し 、 そ し て 世界 を 制 罰 す る 男 」 
「 そ りゃ 素敵 な 夢 だ な 。 で も 許す わけ に ゃ いか ね ぇ | 
[野望 も そこ まで 現実 味 が な いと 、 憐 れ み すら 覚え る わ 」 
「 お まえ に 人 々 の 平和 を 和 脅 か す 権利 は な い !」 

「 ボ ク た ち が 絶 対 、 そ ん な こと させ な いか ら 」 

5 まま ー ン | 
「 や か まし いわ ! 


ユニー リ 
レイ ヴ ン 
プレ ン 
5 カロ ル 
マビ ピード 
6 バル ボス 
戦闘 勝利 時 
1 バル ボス 
ニー ロリ 


嵐 の バル ボス の 真 の 力 を 思い 知れ !」 


「 そ ん な BC 馬鹿 な 生か 

「 も う 起 き て くん な よ 」 

「 ま だ 悪あがき する の ?」 

「 お まえ の 野望 、 こ こま で だ !」 
「 終 わり で す 、 覚 悟 を !」 

リタ 「 も ひと つ ト ド メ さ す ?」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 帝 国 が 悪 を か ば うな ん て !」 
ジュ ディ ス 「 困 っ た 人 た ち ね 」 

「 逃 が すわ きゃ いか ね ぇ な 」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 よ く あ る こと よ 」 
「 捕 まえ な きゃ 」 

ジュ ディ ス 「 水 か 応 っ て 反省 な さい 」 


魚 人 退治 


戦闘 勝利 時 
』 レイ ヴ ン 「[ 三 覆 に 下ろ し て 完了 U 
リタ [それ 、 ど うす ん の よ …- の 
ら ど ユー リ 「 真 剣 に や れ っ て 」 
カロ ル [魔物 は マズ イ よ ……?」 


ぁみ P.147 


「 幽 霊 船 に ふさ わし い 親 玉 じ ゃ ね ぇ か 」 


今 ま で の 魔物 と は 少し 違う よう な …」 
「 こ れ 、 た ぶん 、 魔 物 じ ゃ な い ! 

「 や っ ぱ 、 幽 霊 な ん か ね 、 こ いつ ぁ 」 

「 ワ ウン リー ニン | 


4 レイ ヴ ン 
プ ビ た 


5 

ら リタ 「 も 、 も う 、 な ん で も いい じゃ な い ! 倒す …… 倒 すわ よ 中 
/ ジュ ディ ス 

B バテ ディ 


「 ゆ っ くり 眠っ て も らい まし ょ う 」 


「 で 、 な ん だ っ た ん だ 、 今 の 」 

「 ち ゃ ん と 成仏 し て ちょ ー だ いよ 」 
リタ 「 も 、 も うこ ん な 船 イ ヤリ 

[うー む 3 す )、 す ) 弧 た だ の | 


エル ン ガ ー 戦 


戦闘 勝利 時 


1 


ュー リ 


戦闘 勝利 時 


1 


エー リ 


「 ま 、 肩 な らし は こん な も ん か 」 


ジュ ゲ ム 戦 


「 ま だ まだ 軽い 軽い 」 


ジョ アン 戦 


1 


ュ ユーリ 


「 な ん だ ? こん な も ん か が よ ?」 


wo.0 74| ザ サギ 戦 


エス テル 


5 ザ ギ 
戦闘 勝 利 時 


1 


ザ ギ 
は 
レイ ヴ ン 
リタ 

ジュ ディ ス 
レイ ヴ ン 
リタ 

ラビ ピー ド 
レイ ヴ ン 
カロ ル 


Topics 


「 ひ ゃ っ は は は 、 こ こ が 責 様 ら の 終 意 の 地 だ !」 

「 あ ん た 、 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を そん な 使い 方 し 
て 許さ れる と 思っ て ん の !?」 

「 そ ん な 手 に し た か ら っ て 勝て る わけ じゃ ね ぇ だ ろ 」 

「 あ な た こそ 、 覚 悟 が 必要 な ん じゃ な いか が しら?] 
「/ ふ ひ ゃ ひ ゃ ひ ゃ 、 う ら や まし い の か 、 オ レ の 左腕 が ぁ ] 
「 そ の 執 訪 、 も っ と 別 の と ころ に 向け ろ よ ……-」 
「 許 せな い 、 魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) に 対す る 冒 と く 


近 1 
「 気 分 天 い …… で す …… 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 
許 が な ん て | 


「 ひ ゃ は は 、 崇 め ろ 、 ひ れ 伏 せ 、 恐 れろ ぉ お 、 き ゃ は は は ]」 


「 避 つゆ つ ぬ …… ア ーッ ハッ ハッ 八 目 

「 奇 妙 な 腕 に し や が っ て ……」 

「 ろ く な 死に 方 し な いわ ね 」 

「 あ の 腕 、 ヤ バイ 音 し て る ……! 

「 見 逃さ な いわ よ 、 私 は 」 

「 は っ は っ は 、 ダ メ 人 間 め 」 

「 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) を 周 め る ヤツ は 許さ な い 」」 
「 ワ フッ ?」] 

「 ジ ュ デ ィ ス ちゃ ん 目 コ ワイ 」 

2 ユ デ ィ ス ? どう し た の 7 


人 気 投票 の コメ ント ピッ クア ッ プ ・ そ の 4 


GO 手作り 料理 を 食べ で みた い ! 


イエ ガー 8 票 

「 そ も そ も 料 理 を する の か わか り ま せん が 、 意外 と 器 
用 に お いし く 作っ て くれ そう で す 」 (上 臨 / 女 性 ) 

「 何 を 作る か 楽し み に な る 」 (心太 男性 ) 

「 フ ラン ス 料 理 あ た り が 上 手 そう 」 (まい た け / 男 性 ) 


クリ ント 1 票 
「 ボ ス の 豪快 な 料理 が 食べ て みた いで す ! 
狩っ た 魔物 を その まま 焼い て 『 食 え 】 

と か 言わ れ そ う 」 (ウェ ーーーー ブ ング 男 性 ) 


9 ベリ ウス 「 殺 レー バッ 日 
海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツ カロ ル  「 こ ん な こと っ て …※ ん まり だ よ 、 本 当 に や ら な 
.O 7 メ ) と P.160 い 


きゃ な の ?」 
戦闘 勝利 時 1 1 ベリ ウス 「…… き っ し ゃ ああ ああ っ | 
ユー リ  「 ど こま で も 邪魔 な 連中 だ ぜ 」 12 リタ [行く わ 、 本 気 で …… い いわ ね ……?」 
1] カロ ル 「 な ん で ラー ギィ さん が ?] 13 ラビ ピー ド 「 ワ ン ワ ワン リ 
92 『ppokb、 ゃ 80 リコ 
ら ラビ ピー ド 「 ワ ォ ー ン 、 ワ ン ワ ン !| 1] ベリ ウス 「 よ く … や っ た …」 
ユー リ  「 止 まっ た か …-」 
| no.075| プ テ ロ プス 戦 pP.160 ら エス テル 「 わ た し の 、 せ い 、 で …-」 
戦闘 勝利 時 ジュ ディ ス 「 ご めん な さい ……」 
リタ 「 や れ や れ ね 」 カロ ル  「 で も 、 な ん で …-」 
] レイ ヴ ン 「 お い お い ピッ クリ 魔物 だ よ 」 .。 エス テル [わた し の 、 せい 、 で …」 
カロ ル  「 強 い の を 倒し ちゃ っ た よ !| ラビ ピー ド 「 ク ー ン ……」 
カロ ル  「 そ れ よ り ラ ー ギ ィ さ ん 、 え っ と …-」 ジュ ディ ス 「……( た め 息 )」 
ら エス テル 「 そ れ よ り も 早く 、 急 ぎ ま し ょ う 」 
ジュ ディ ス 「 勝 利 に ひ た っ て る 場合 じゃ な いわ 屋外 で の 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サ 
本 NE ーー ン の ツメ ) と の 戦 本 ” ”PeO6 
戦闘 開始 時 ユー リ  「 ち ょ いと 派手 に や りす ぎ た か ?] 
] ユー リ [な 、 な ん だ よ 、 こ いつ は …-」 1 リタ 「 こ ん な と こ で 手間 取っ て らん な いわ ] 
ら レイ ヴ ン 「 ま っ た く 得 体 が 知れ ね ぇ わ 」 レイ ヴ ン 「 さ ぁ て 、 ち ゃ っ ちゃ と 行き まし ょ ] 
3 カロ ル  「 き 、 気 持ち 悪い …」 
4 エス テル 「 出 来れ ば 関わ り た く な いで す 」 ホー ル で の 海 凶 の 爪 ( リ ヴァイ ア 
5 リタ 「 み ん な 、 が ん ば ん な さい よ -…: サン の ツメ ) と の 戦闘 de 
ド 6 ジュ ディ ス 「 や る し か な いよ う ね ]」 
【 ”” 7 パティ  「 暑 さ な ん て 、 な ん の その な の じゃ …… リ レイ ヴ ン [ドン 人 で 無茶 し すぎ よ 」 
[ ユー リ  「 倒 し は し た も ん の …-」 リタ 「 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) の 秘密 を 聞か な きゃ ね 」 
1 リタ 余裕 ね 、 こ 、 こ ん な の 」 
カロ ル  「 暑 いし 、 強 いし …-」 | mo.095| ティ ソン & ナ ン 戦 
エス テル 「 も う …… へ と へ と …-」 戦闘 開始 時 
。。 パテ ィ 「 暑 さ に 負け る な ぁ 、 な の じゃ … コ ] ティ ソン 「 す べ て の 魔物 は 退治 され る べき な の だ | 
リタ [みん な ふら ふら …」 ら ナン 「 そ れ が 魔 狩 り の 剣 の 近 な ん だ か ら ! 
レイ ヴ ン 「 半 端 な いわ よ …」 3 カロ ル  「 彼 は 違う ん だ 、 ジ ュ デ ィ ス の 大 切な ……! 
カロ ル  「 ボ ク 、 も う ダ メ ……」 4 ジュ ディ ス 「 バ ウル は 私 が 守る の 、 命 を 賭け て も 」 
。 り リタ 「 し っ か り し な さい よ … 昌 。 ユー リ  「 得 体 が 知れ な いも の イコ ー ル 悪 つ っ て の は 、 短絡 的 
ジュ ディ ス 「 こ れ は 一 体 、 何 ……?] な 思考 だ な 」 
ラビ ピー ド 「 ワ フゥ …-」 B パテ ィ  「 ジ ュ デ ィ 如 の 友達 は うち ら の 友達 じゃ | 


フ プ ティ ソン 「 魔 物 を か ば うな ど 万 死に 値する !」 
カロ ル  「 で も 、 バ ウル は 違う ! 意味 も や も なく 人 を 傷つけ た り 


8 
し な い ! 
ユー リ  「 好 き 勝 手 暴れ や が っ て 」 MM ナン 「 何 寝ぼけ た こと 言っ て る の ? そん な わけ な いで し ょ !」 
1 エス テル 「 早 くみ な さん に 治療 を ……」 1 レイ ヴ ン 「 頭 の 堅い 連中 ね 、 若 いく せ に 困っ た チャ ン だ わ ] 
レイ ヴ ン 「 ド ン が 黙っ つ ち ゃ いね ぇ な 、 こ りゃ や 」 ユー リ  「 ま っ た く 、 お まえ ら は 本 能 で 動く 魔物 以下 だ な ] 


11 ティ ソン 「 ほ ざい て ろ ! 魔物 狩り に 関し て は 俺 は 議 ら ん !」 


| Ro.O8 7| ベリ ウス 戦 ユー リ  「 じ ゃ 、 譲れ ね ぇ 同士 、 ぶつ か る し か な いっ て こと か 
戦闘 開始 時 「 ジュ ティ ス 「 役 さ な い 程 度 に 相手 し て あげ る わ )」 

] ユー リ [や 5 な いと や られ る 、 か …- 悪 い が や ら せ て も ら う ぜ …-」 13 ナン  「 ど うな っ て も 知ら な いわ よ … 
bepese」 = 
3 ジュ ディ ス 「 私 が 間違っ て た っ て いう の -…-」 ] ティ ソン 「 や っ て くれ ん じゃ ね ぇ か …」 

4 ベリ ウス 「…- 間 違っ て お ら ぬ -…… そ な た は …… キ イイ イッ | 2 ナン  「 負 けた く 、 な い の に …-」 

5 エス テル 「 フ ェ ロ ー が 言っ た 世界 の 毒 …- わ た し の カカ が ……?] 、。 カロ ル 「 唆 く や D す ぎ た か な …] 

6 ベリ ウス 「…… 生 キロ 、 強 クゥ ッッ ツ …-」 ユー リ  「 促 間 傷つけ る ヤツ は 英 

フ レイ ヴ ン [ 只 談 きつい わ …… こ いつ を ぶっ 叩か な きゃ な ん な いっ て ] 。。 ユー リ  [ 了 に 情け は 茜 物 だ な | 

パテ ィ 「 う ぅ …… や D に くい の じゃ …」 リタ [手加減 し て た の ?] 


ジュ ディ ス 「 私 が 守る わ 、 バ ウル は ] 
MM ラビ ピー ド | ワン リ 
エス テル 「 不 当 な 暴力 は 許せ ませ ん | 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ユー リ  「 さ て と 、 有 象 無 象 (3 ぞう お む お ぞ う ) が お で まし だ ぜ 」 
レイ ヴ ン 「 こ りゃ 、 な か が な か 骨 が 折れ る わ ]」 
ジュ ディ ス 「 休 ませ て くれ な いみ た いね 」] 


パテ ィ ミジンコ ー 匹 、 通さ ん の じゃ 」 


1 
2 

3 

4 カロ ル  「 こ っ ち が バ テ る の を 待っ て る ん だ -…」 
5 

6 エス テル 「 リ タ 、 こ こ は わ た し た ち が 守 り ま す 」 
7 


ラビ ピー ド 1 ウォ ー ン | 
リタ 防衛 戦 (2 回 目 ) >P234 
戦闘 開始 時 
1 カロ ル  「 な ん だ か が 長期 戦 に な り そ う 」 
ら ユー リ  「 集 中 切ら すん じゃ ね ぇ ぞ !」 
3③ ジュ ディ ス 「 こ こ は 通 さ な い 」 
4 バテ ィ 「 正 意 場 な の じゃ 


戦闘 勝利 時 


パテ ィ 「 み ん な で リタ 旭 を 守る の じゃ !」 
ユー リ  「 通 すわ け に ゃ 行か ね ぇ ん だ ]」 
エス テル 「 こ こ は 通 し ませ ん 

ジュ ディ ス 「 き り が な いわ ね 」 


4 シュ ヴァ ー ン 「 君 と 戦う 機会 が で き て 、 俺 は 嬉し い ] 


ジュ ディ ス 「 あ な た と 戦わ な きゃ いけ な いな ん て 、 と て も 悲し 
い 宿 命 ね ] 

シュ ヴァ ー ン 「 俺 も 悲し い 。 あ な た の よう な 美しい 方 と 戦わ な け 
れ ば いけ な いと は ]」 


11 ユー リ 「 い つも その 調子 で や っ て くれ よ !」 
12 シュ ヴァ ー ン 「 い つも と は 、 ど の いつ も の こと だ !?] 


13 カロ ル 「 ポ ボク 、 レ イヴ ン の こと 好き だ っ た ん だ よ 」 


18 シュ ヴァ ー ン | 敵対 する 者 に …… 許さ れる つも り は な い !」 


時 フレ ン こう な れ ば 敵 と し て 僕 は あな た を 倒す 」 
0 シュ ヴァ ー ン 「 い い だ ろ う 、 俺 も 同じ 全力 で 行く 」 


ら 1 ジュ ディ ス 「 あ な た …… ま さか 、 こ こ で 死ぬ つも りな の か し ら ?」 
どら シュ ヴァ ー ン 「 戦 場 で は いつ だ っ て 死ぬ 覚悟 …… ゆ え に 、 手 は 抜か ぬ !」 


8 ラビ ピー ド |「 ワ ォ ー ン 中 
どら 4 シュ ヴァ ー ン 「 君 に は 尊敬 の 刃 を も っ て 戦 お う 」 


戦闘 勝利 時 
シュ ヴァ ー ン [ > ふ < つの で の ナチ 0 


ら ど ユー リ  「 邪 魔 す る ヤツ は 容赦 し ね ぇ 」 
コ カロ ル 「 で も 、 レイ ヴ ン だ よ …」 
パテ ィ [レイ ヴ シ レ e ぞ …- コ 

人 4 リタ [関係 な い …… 」 


フ プレン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 …… 」 
5 ジュ ディ ス 「 本 心 で 言っ て る の か が しら?」 
プ ビ ピー ド | ウラ ウー ンー 


1 ザ ギ 「 ひ は は は っ ! また 会 えて 嬉し い ぜ !」 
品 ユー リ | まっ だ く 、 こ …・ どこ まで 追い か け て くる つも り だ !?」 
a ジュ ディ ス 「…… 今 度 こ そ 破 壊す る わ 、 そ の 腕 を 」 
リタ 「 あ ん た 、 ま だ その 腕 ……」 
4 フレ ン  「 闘 技 場 の 時 と いい 、 こ いつ は 一 体 …」 
5 ザ ギ 「 そ ん な に オレ と の 再会 が 嬉し いか ぁ っ !?」 


パテ ィ 「 変 な こと を 言う ヤツ な の じゃ 」 
カロ ル  「 そ ん な わけ な いで し ょ ]」 
レイ ヴ ン 「 冗 談 き を つい ね 、 こ の 人 」 
ユー リ  「…… 涙 が 出る ほど 嬉し いね 」 
SM がい …… は は は は は は っ :…-」 
「 も う 、 な ん な の よ 、 こ いつ !」 
ユー リ  「 さ っ と 倒し て アレ クセ イ の ヤツ を 追う ぜ 」 
カロ ル  「 も う ボ ク た ちの 邪魔 し な いで !」 
3 ザ ギ 「 オ レ 様 より も 大 切な こと な ん て お まえ に は な い は 
ず だ ぁ っ !」 
ユー リ  「 マ ジ で 、 い い 加 減 に し ろ よ ……」 
11 ジュ ディ ス 「 御 託 ( こ た く ) は 聞き 飽き を た わ ね 、 も う や っ ちゃ いま し ょ ]」 
リタ 「 永 遠 に 寝 て ろ っ !」 


戦闘 勝利 時 


1] ザ ギ 「 上 ぬっ ゆっ つぶ …… ア ーッ ハッ ハッ ルル 目 
ー ユー リ  「 ど こま で 追い か け て くん だ ]」 

リタ 「 何 な の 、 こ いつ ……-」 

カロ ル  】 ま ざか が こん な と ころ まで だ 


3 ジュ ディ ス 「 こ こ で 始末 つけ まし ょ ] 
リタ 「 あ ん た が 命 果 て る まで よ 」 
フレ ン  「 こ の 男 、 普 通じ ゃ な い ……」 
パテ ィ 「 ま っ た く よ う 飽き ん の う 」 

引 ラビ ピー ド | ワン | 
レイ ヴ ン 「 遠 路 は る ば る ご 苦労 さん 」 
リタ 「 人 バカ の 相手 、 後 は 任せ た わ 」 


バイ ト ジ ョ ー 戦 (2 回 目 ) yP268 


戦闘 開始 時 


1 ジュ ディ ス 「 1 人 に し て ご めん な さい 」 

8 パテ ィ 「 見 事 な 奮 戦 パ り だ っ た の じゃ 」 

3 リタ 「 今 度 は あたし た ちがい る わ 」 

4 ユー リ 「 み ん な で 息 合 わせ て いこ う ぜ ]」 

ちら レイ ヴ ン 「 こ ん だ けい りゃ コワ ク な いで し ょ ?」 

6 カロ ル 「 あ り が と -…… 今 度 こ そ ト ド メ さ そう !」 

ノ ユー リ  「 確 実に 決め で こう ぜ ] 

お リタ 「 み ん な ガキ ん ちょ に 甘い の よ !| 

4 ラビ ピー ド |「 ワ ォ ー ン ワン ワン 

0 カロ ル 「 ボ ク た ち は 、 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 
だ アア つ 2 | | 

戦闘 勝利 時 


1 カロ ル 「 ギ ルド は ボク が 守る 
8 バテ ィ 「 男 前 さん な の じゃ 、 カ ロ ル 」 
3 ユー リ 「1 人 で き ば ん な よ 」 
4 リタ 「 い き が っ ちゃ っ て 」 

ジュ ディ ス 「 で も 、 が ん ば っ た わ 」 

レイ ヴ ン 「 お っ さん も いる か ら ね 」 


Oi 


『 ブロ ル ~ | 上 ステ ル 、 もう - “や の て つっ | 
ジュ ディ ス 「 気 を つけ て ! この 娘 ( こ )、 そ れ な り に 強い の よ 


3 リタ 「 傷 つけ る な ん て …… で き な い っ 中 
編 レイ ヴ ン 「 こ りゃ 、 ち ょ いき つい わ ね …〕 
ら パテ ィ トス テル 
科 ユー リ - | エス テル 、 目 ぇ え 光 ませ |!] 
プ エス テリ ー ゼ 「 う っ …… つ うわ ぁ あ あっ !」 
8 リタ 「 エ ステ ル ぅ っ ! し っ か り し て っ !」 
9 カロ ル 「 エ ステ ル っ !」 

4J ユー リ 「 や っ ぱり や る し か ね ぇ の か …-」 

11 バテ ィ 「 全 部 …… 全 部 アレ クセ イ の 仕業 !」 
12 レイ ヴ ン 「 く っ …… あ の 外道 団長 が っ !」 

43 ジュ ディ ス 「 エ ステ ル …… 痛 くし て 、 こ ご めん“…… リ 
14 エス テリ ー ゼ 「 う わぁ ああ っ !」 


ユー リ 対 エス テリ ー ゼ 戦 LP277 


1 ユー リ [一 体 、 お まえ は 何 や っ て ん だ よ ! 
。 エス テリ ー ゼ 「 わ 、 わた し …… わ た し …ー| イヤ ……! も う 、 も 


っ ユー リ 「 こ ん な と ころ で 本 当 に 死ぬ つも りか よ !? 死ん で 
も いい の か っ 中 」 

4 エス テリ ー ゼ 「 あ ああ ああ っ …… 日 

ら ユー リ 「……: オ レ の 目 を 見 ろ つっ ! エステ ルッ! 

6 エス テリ ー ゼ [ 20: 目 

1] エステ リーゼ 「 き ゃ ああ ああ っ !」 

ら ユー リ 「 目 を 覚ませ ! エス テル !」 


イエ ガー 戦 (1 回 目 ) ル P287 


O) 
へ 
H 
1 


「 所 舌 、 あん た ら と は 相容れない 関係 つっ て と こ な の か ね 」 
「 ど うし て ? ヘラ クレ ス で は 助け こく れ た の に ]」 
「 悲 しい です が 、 エ ター ニテ ィ 、 フ レン ド な ん て ムリ で 一 す ]」 
「 ギ ルド と ギル ド 、 ち ゃ ん と つなが れ ば 世界 の 人 々 
は も っ と 幸せ に な れ ま す !」 

「 ど ん な 事情 に し ろ 、 一 緒 に アレ クセ イ を 倒せ ば い 
いん じゃ な いか が しら?] 

「 そ ん な に 戦い た いな ら 、 後 で 相手 し て あげ る わ !」 
「 う ちら の 邪魔 を する の は 、 ナ ン セ ンス な の じゃ 」 
で 4 - て 、 ファ ッ タ ジー っ て と も ん です] 
そう だ な -… 決着 は つけ る 」 

「 戦 うし か な いと いう こと か 」 

「 こ れ が 宿命 っ て わけ ね 、 し ゃ ー ね ー か 」 

「 ち ゃ ん と し た 場 で ギル ド と し て の ケジメ を つけ た 
か っ た で | 

「 我 が アタ ッ ク の シン フォ ニー 聴き な さ ー い 」」 


イエ ガー 戦 (2 回 目 ) 


戦闘 開始 時 


ユー リ 
イエ ガー 


ユー リ 
ジュ ディ ス 
エス チル 
ツレ ンプ 

イエ ガー 


レイ ヴ ン 


ら バテ ィ 
カロ ル 
ユー リ 


イエ ガー 
6 


「 ま さか …… 俺 様 こ おんなじ と は な ]」 
「 く っ …… 何 よ 、 そん な 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) の 使 


「 ち っ 、 し ょ う も ね ぇ …… が 、 同 情 は し ね ぇ !」 

[ご れ を ルッ ク し た 人 は 、 デ ィ ー ブ な アピ ス へ 。 プリ ー 
ズ よ !」 

「 や な こっ た !」 

「 あ な た こそ 、 地 獄 の 底 が 見 えて る ん じゃ な い ?」 
「…… か わい そう な 人 ……| で も 、 負 け ま せん 
[同情 は し な い 、 こ こ は …… 押 し 通る !」 

「 さ っ さと 負け て 、 リ バー ス な さい 、 で な けれ ば こ 
こ で デッド よ 」 

「 は は っ 、 お 互い 一 度 死 ん だ 身の上 、 死 ぬ の な ん て 
怖く な いっ し よ ょ ?」 

「 死 ぬ 気 で や れ ば 、 ど ん な 敵 に も 勝て る の じゃ !」 

「 ボ ク は 勝つ よ 、 守 る っ て 決め た ん だ 、 み ん な を 」 
「 地 獄 を 見 る の は そっ ち だ ぜ 」 

「 ふ 上 ふつ 、 ユ ー た ちと の バト ル 、 我 が 心 の レジ ェ ン ド 
と な る で し ょ う !」 


戦闘 勝利 時 


年 イエ ガー 
レイ ヴ ン 
リタ 
カロ ル 


ジュ ディ ス 


ユー リ 
エス テル 
カロ ル 
バテ ィ 
エス テル 


ジュ ディ ス 


フレ ン 
四 ラビ ピード 
カロ ル 


「C で の つも アレ クセ ザイ に 7?] 
「 バ カ ば っ か り ……! 
ルン と 選 て る 7] 

「 勝 っ た けど ……」 
[同類 っ て か 」 


[「 ク ォ ー ン 228 」 
「 こ ん な の あり …!?」 


1 アレ クセ イ 「 世 界 は 生ま れ 変 わる 、 邪 魔 を する な !」 
ジュ ディ ス 「 そ ん な の 了承 し た 覚え は な いわ !?] 

ど ユー リ 「 て め ぇ 好み の 世界 な ん ざ 生 まれ る 必要 ね ぇ !」 
リタ 「 ふ ざけ ん な 、 あ ん た こそ メチ ャ クチ ャ すん な !」 


5 フレ ン  「 あ な た を 倒し て 、 あ な た を 信じ た 自分 に ケリ を つけ る |」 


6 アレ クセ イ 「 道 具 の 分 際 で 主 に 刃 向 か う の か !」 
フ レイヴン 「 へ へ ん 。 道 具 も 上 手 く 使わ な いと 怪我 する ぜ ぇ 」 


0 
R ュ 


アレ クセ イ 「 お まえ の よう な 甘い 考え で 、 世 界 に 変革 を も た 
せる と で も 思っ て いる の か 
「 友 に 暫 っ た ! 変え て みせ る と ! 


12 パテ ィ 「1 人 で 突っ 走っ て 、 は た 迷惑 な 男 な の じゃ !」 


13 アレ クセ イ 「 ど こ か で 会 っ た か …… ? だ が 我 が 前 に 立つ 以上 、 
容赦 は せん | 
15 アレ クセ イ 「 そ ろ い も そろ っ て 、 次 元 の 低い …… も は や 誰 も 私 に 及ば ぬ | 
エス テル 「 道 を 踏み 外し まし た ね 」 
5 リタ 「 あ ん た の 知識 の 使い 方 、 間 違っ て ん の よ !」 
ジュ ディ ス 「 消 える べき な の 。 あ な た や ヘル メス は 」 


+ 』 プレン 


ユー リ  「 こ れ で 全部 ケリ を つけ る !」 

フレ ン  「 僕 は あな た が な る は ず だ っ た も の を 目指 す 」 
1/ パテ ィ 「 た くさ ん の 涙 の 無念 、 今 こそ 晴らす の じゃ !」 

カロ ル 「 ド ン の 仙 だ 、 く ら え !」 


レイ ヴ ン 「 ケ リ つ け よ う ぜ い 、 大 将 」 
] アレ クセ イ 「 お まえ ら は …… も う 終 わり だ ……-」 
ユー リ 「 こ の 辺 で 勘弁 し と いて や る 」 
ら ど レイ ヴ ン 「 す まな いね 、 大 将 」 
パテ ィ 「 鬼 ご っ こ は こ こま で じゃ 」 
エス テル 「 後 は 法 が 裁く で し ょ う 」 
ジュ ディ ス 「 帝 国 の 事 は 帝国 に 任せ て 」 
カロ ル 「 後 は フレ ン の 仕事 だ ね 」 
レイ ヴ ン 「 後 始末 は 帝国 が や る だ ろ 」 
カロ ル 「 ち ゃ ん と や っ て くれ る か な?」 
レイ ヴ ン 「 騎 士 団長 剥 礁 、 か な ……」 
4 ジュ ディ ス 「 ゴ メン じゃ すま され な いわ ね 」 
プレ ジン 「 坊 き を 受け 、 そ の 罪 を 償 え 、 ア レク セイ 」 
リタ 「 ち ゃ ん と や っ て くれ る の ?」 


デイ ブレ ー カ ー & ナ イト ブレ ー カ ー 戦 P305 


戦闘 勝利 時 
ユー リ 
リタ 


「 楽 勝 !」 
「 ふ ん 、 軽 いわ ね 」 


6 
ノ 


エス テル 
カロ ル 


戦闘 勝利 時 


10 


11 


カロ ル 
ジッ ディス 
エス テル 
リタ 

ユー リ 
ジュ ディ ス 
エス テル 
リタ 


クロ ー ム 
ジュ ディ ス 
カロ ル 
ユー リ 


パテ ィ 
クローム 
ュ ユーリ 
リタ 

レイ ヴ ン 
プロー ム 
カロ ル 
ュー リ 
エス テル 
ン ロ ー ム 


エス テル 
ユーリ 
リタ ダ 


「 気 持ち 悪かっ た ……」 
「 街 は 大 丈夫 で し ょ うか 」 

「 余 韻 に ひ た っ て る 場合 ?」 
[さて 、 ど うす っ か ね ー」 

「 早 く 行 こ !」 

「 見 に いく わ よ 」 

「 ち ょ っ と まず そう ね ] 

| ウォ ー ン リ U 

「 急 ぐ の じゃ !」 


「 結 局 こ うな っ ちまっ た か 」 

「 倒 すし か …… 救 う 道 が な いな ん て 」 

「 も う 、 戦 っ て 止め る し か な い の ?」 

「 ど う や ら ……: や る し か な いよ うだ ね ぇ 」 

「 他 に 方 法 が な い の な ら 、 や る し か な いわ 」 

「 え え …… 星 喰 ( ほ し は ) み に な っ て し まう 前 に 」 
[手加減 は 無用 な の じゃ ……-」 

ウン ワッ リン 1 

「 あ あ 。 ヤ ツ が 量 喰 (ほし は ) み に な っ ちまっ た ら 、 
それ こそ 救 わ れ ね ぇ 。 だ ろ ?」 

[そう 、 で すね 」 

「…… 迷 っ て られ な いん だ ね 」 


「 倒 すし か な か っ た の ……?] 

「 せ め て これ で 救 わ れれ ば -……-」 
「 痛 くし て 、 ゴ コメ ン な さい ……」 
「 倒 すし か な か っ た -…-」 

「 オ レ た ち に で きる 精 一 杯 だ 」 

「 せ め て これ で 救 わ れれ ば ……」 
「 こ うす る し か 他 に 方 法 は ……」 
「 仕 方 な いわ 、 気 の 毒 だ けど ] 


「 私 に 勝て な い 限 D は 、 デュ ー ク の と ころ へ 行っ て も ムダ で す ] 
「 い いわ ね 、 腕 試し 、 し て みる わ 」 

「 す ご い 、 威 圧 感 だ よ !」 

「 さ す が 、 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は ダテ じゃ 
ね ぇ えっ て こと か )」」 

「 う ちら の 覚悟 、 し っ か と 見 る の じゃ 」 

「 ンー 日 ( 史 叶 ) 」 

「 み ん な 、 し っ か り し ろ よ !」 

「 ひ る お も ん で すか !」 

「 お っ さん の 足 、 ち ょ っ と 民 え て る わ 」 

「 ま だ お し まい じゃ あり ませ ん よ 」 

「 ど ん と 来い ! 

「 く た ば る まで 相手 し て や る !」 

「 勝 つっ て 、 あ な た の 望み 、 か な えて みせ ます !」 

「 こ れ は 私 の 賭け ……' あ な た た ち が 勝 つか 私 が 勝つ 
か 。 そ う 、 た だ それ だ け で す ! も っ と 来 な さい ] 

「 こ う 見 えて も 運 は 強い 方 で す !」 

「 最 高 の 結 果 を 出し て や ろう じゃ ね ぇ か !」 

[ん ……|: あ た し た ち に 任せ な さい !」 


1 


4 


初 筆 う 敗 の 凶 戦 十 戦 


戦闘 勝利 時 


クロ ー ム 
ジュ ティ ス 
エス テル 
レイ ヴ ン 
カロ ル 
ュー リ 
エス テル 
レイ ヴ ン 
カロ ル 
パテ ィ ※ 


「 素 晴らし き 戦い 、 で し た ……」 
「 ず っ と 見 守っ て きた の ね -…」 
「 あ な た の 願い 、 お 預かり し ます 」 
「 ず っ と 見 守っ て きた ん だ な ……」 
「 ボ ク た ち が デ ュー ク を 止め る 」 
「 後 は オレ た ち に 任せ ろ 」 

「 あ な た の 願い は きっ と ……」 
「 後 は オレ た ち に 任せ て 」 

「 後 は ボク た ち に 任せ て ] 

「 必 ず 叶え る の じゃ 」 


ぁ P.321 


戦闘 開始 時 


「 何 よ 2 こい つ 、 パ ティ ちゃ ん の 知り 合い ?」 
「 ア イフ リー ド は どこ 行っ た の ……?」 
「 ワ ォ ー ン !」 


ジュ ディ ス 「 何 も か も が 謎 だ ら け だ けど ……-」 

リタ 「 と りあ え ず 、 こ こ は 片 付け る わ よ !」 

ユー リ  「 す っ きり 星 喰 (ほし は ) み と 戦え る な ら 、 全力 で 協 
力 す る ぜ 」 

バテ ィ 「 心 強い 仲間 の 力 が 、 う ちの 決着 を 後押し し て くれ 


る -…。 サイ ファ ー、 今 、 楽 に し て や る の じゃ 


戦闘 勝利 時 


1 


パテ ィ 「 サ イフ ァ ー……-] 

ユー リ  「 一 体 、 こ いつ ぁ 何 も ん だ ?] 
エス テル 「 こ れ は -…… 魔 物 じ ゃ な い ?」 
レイ ヴ ン 「 上 ふい ぃ 一 。 気味 い 悪い わ ……-」 
ジュ ディ ス 「 事 情 を 聞き た いと ころ ね 」 
リタ 「 事 情 を 聞か せ て も ら う わ よ 」 


ヒビ オニ ア 大 陸 北 東 で の 
訂 物 の 群れ と の 曲 


戦闘 開始 時 
1] ユーリ  「 そ こ 、 く た ば ん な いよ うに 気 を つけ ろ よ 」 
ら ど フレ ン  「 心 配 無用 ! 君 こ そよ そ 見 し て た ら 足 元 す くわ れる よ 」 
ユー リ  「 は は っ 、 お まえ が あま り に も いい 男 だ か ら 見 と れ 
ちまっ た よ 」 
4 フレ ン  「 何 、 人 バカ な 冗談 を っ !」 
5 ユー リ  「 ほ ら 、 動 揺 し て る 場合 じゃ ね ぇ ぞ 」 
6 フレ ン  「 動 揺 な ん て し て いな い !」 
フ 7 ユー リ  「 隠 す な 、 隠 す な 」 
8 フレ ン  「 真 面目 に 戦え よ 」 
9 コー リ 「 こ れ で も 真面目 だ ぜ 」 
10 フレ ン  「 話 し か けら れる と 集中 で き な い ん だ !」 
ユー リ  「 オ レ 、 話 し て な いと 集中 で き な い ん だ けど な …… 


し ょ う が ね ぇ っ !」 


戦闘 勝利 時 


1 
ー 


ユー リ 
フレ ン 


「 さ す が 、 騎 士 団長 」 
「 君 も 腕 上 げた ね 」 


※ 3 の 発言 者 が エス テル だ っ た 場合 の み 発 言 。 


11 


1@ 
13 


ルー 
フレ ン 
ユー リ 
フレ シン 
ユー ロリ 
ラフ レン 
ユー リ 


フレ ン 
ユー リ 


戦闘 勝利 時 


1 
ら 


フレ ン 
ゴー ワリ 


ーー ワリ 
フレ ン 
エス テル 
カロ ル 


「 更 に 腕 を 上 げた な 」 

「 腕 を 上 げた の は 君 も 同じ だ ろ 」 

「 お 互い ムダ に 年 月 重ね て きた わけ じゃ な い 、 か ……」 
「…… で も 、 こ うし て 剣 を 合わ せる の は も う 何 年 京 
り だ ろう !」 

「 闘 技 場 で も 戦っ た だ ろ !? 忘れ ちまっ た か ?] 

「 違 う よ 、 こ こま で 色々 あっ た か ら ね ! それ に …… 
「 そ れ に ?」 

「 あ の 時 と 今 は 何 か 違 うん だ 」 

「 奇 届 だ な 、 オ レ も な ん か あの 時 と 違う 気 が する 」 
「 な ん だ ろう 、 こ の 感じ …-」 

「 な ん だ っ て いい だ ろ ? オレ は 全力 で お まえ に ぶ 
つか っ て く !」 

「……: そ れ じ ゃ あ 、 僕 も 全力 で 君 を 倒す !」 

「 倒 せる も ん な ら 倒 し て みろ !」 


[無念 人 」 Or [ここ … ま で か 人 」 
に 二 に の 人 


「 ひ ゃ は は は は は は は は …… さ あ 、 散 れ 散れ 散れ 


3、 ここ まで に し と こう ば 

「 頭 いっ ぽん 突き 抜け て る わ ね !」 

「 一 体 、 ど こま で 追い か け て くる つも り で す !?」 

「 そ の 情熱 、 別 に 向け た 方 が いい ぞう 」 

「 ひ ゃ は っ …… オ レ は 貴様 が 死ぬ まで 追い 詰め て や る !」 
「 先 に 死ぬ の は お まえ だ よ 」 

「 ボ ク た ち は 、 お まえ に な ん か 負け た り し な い !」 

「 し つこ くす りゃ いい っ て も ん じゃ な いわ よ 、 野暮 天 
(や ぼ て ん ) ね 」 

「 け けけ けけ けけ …… へ ら ず 口 も 叩け る うち に 叩い 
と け よ お ぉ 」 

「 お まえ こそ 、 そ ろ そ ろ 黙 っ と け !」 

「 負け 犬 ほど 声 が 大 きい っ て 言う わ よ ?」 


「 ホ ント 、 か ら み づら いわ ……… 昌 
「 お ら お ら お ら お ら お ら 、 どう し た 、 どう し た 、 どう だ 、 
どう だ ぁ あ ああ っ !」 


「 マ ジ で ケリ つけ る ぜ ……」 

「 ザ ギ 、 お まえ と の 付き 合い も ここ まで だ ! 

「 や れる だ け や り まし ょ う !」 

「 こ こま で 旅 を 続け て きた ボク た ちな ら …… 勝 て る 


戦闘 勝利 時 


1 


ザ ギ 

ユー リ 
ジュ チ ィ ス 
レイ ヴ ン 
プレ ン 
バテ ィ 
エス テル 
ラビ ピード 
リタ 


「 ア ーッ ハッ ハッ ル 中 
「 い い 加 減 、 く た ば りや が れ 」 


「 し つこ い 人 は 嫌 わ れる わ よ ?」 
「 オ タク ほど 暇 じゃ な い の よ 」 

「 ザ ギ 、 哀 れ な 男 だ -…」 

「 執 念 深い 男 じ ゃ の 」 

「 邪 魔 し な いで くだ さい !」 

| フン フー | 

「 こ こ で お し まい よ !」 


戦闘 開始 時 
ォ ユーリ 
g エス テル 


デュ ー ク 戦 (1 回 目 ) 


「 オ レ た ち が 星 喰 ( ほ し は ) み を 倒す 。 邪 魔 し な いで くれ ] 


「 こ れ は わた し た ち だ けが 選ん だ 道 じ ゃ な い ] 


ョ ジュ ディ ス 「 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) も クリ ティ ア も 、 同 


時 ラビ ピー ド 

埋 デュ ー ク 

6 リタ 
カロ ル 


ユー ジ 


上 組 フレ ン 
10 バテ ィ 

デュ ー ク 
11 


12 レイ ヴ ン 
13 エス テル 
44 ユー リ 
5 カロ ル 


じ 道 を 選ん だ の ]」 

「 ウ ンー ワ シンワ ウシ 

「 私 が それ に 賛同 する 道理 は な い ] 

[この 石頭 | どう し て …… ど うし て わか ら な い の よ !」 


「 ボ ク た ち が 新 し い 未 来 を 切り 開 こ うと し て る の は 、 
悲し い 過 去 を 繰り 返 べ な いた めで も ある の に 」 

「 こ れ は 、 人 と 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) が 新 し 
い 道 を 歩 お た め の 選 択 だ 」 

「 そ こ に 新た な 希望 が ある 、 僕 は それ を 確信 し て いる 」 
「 う ちら は 成し遂げ る 、 希 望 の た め に 」 

「 き っ と 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は その 選択 
を 後悔 する 。 人 も また 、 死ん で いた 方 が よかっ た 
と 思う だ ろう 」 

「 死 ん だ 方 が いい っ て こ た ぁ な いん だ けど ね 、 実 際 」 
[わた し は 、 後 悔し な い 、 後 悔 さ せな い ……」 

「 オ レ た ちの 決意 は そん な 生半可 な も ん じゃ ね ぇ よ 」 
「 ボ ク た ち は 未 来 へ この 想い を 伝え る た め 、 こ の 先 
も 旅 を 続け る ん だ ]」 


16 ジュ ディ ス 「 必 要 が あれ ば 、 命 を 賭け て も 戦 つ で し ょ う ね 」 


デュ ユー ク 
レイ ヴ ン 
パテ ィ 

1B コー リ 
リタ 
ジン レン 


ジュ ディ ス 「 私 た ち で は あな た を 変え る こと は で き な い の か し ら …-」 


19 カロ ル 


「 愚 者 の 結論 だ ……' も は や 話 の 才 地 な し 」 

「 そ りゃ 残念 な こと で 」 

「 お まえ と も わか り 合 えれ ば 、 よ か っ た ん じゃ が の 」 
「 勝 負 を 決め る し か な いか …-」 

「 理 解 し て もら える と は 思っ て な か っ た けど 」 

「 そ れ ほ ど ま で に あな た の 決意 は 固い の か 」 


「 今 か ら で も 遅く な いよ 、 ボ ク た ちと 一 緒 に …… 行 こう つよ 」 


エス テル 「 こ の 気持 ち …… あ な た に 伝われ ば …」 


0 デュ ー ク 


[ムダ だ …… 


デュ ー ク 戦 (2 回 目 ) 


戦闘 開始 時 


デュ ー ク 


リタ 
ら 


[精霊 ……? 愚か な …- 始 祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ 
ア ) た ち も ど うし て そん な 不 確 実 な 話 に 乗 つ た ……」 
「 不 只 実 な ん か じゃ な い 。 現に 始祖 の 隷 長 (エン テ 
レ ケ イア ) を 精霊 化す る こと が で きた 」 


3 エス テル 「 決 し て 、 非 現実 的 な こと じゃ あり ませ ん !」 


4 バテ ィ 
フレ ン 
レイ ヴ ン 
ユー リ 


B ジュ ディ ス 「 彼 と の 思い 出 が あな た を 縛っ て いる …… が わい そ 


カロ ル 


1 デュ ー ク 


戦闘 勝利 時 


] デュ ー ク 
ら カロ ル 


「 み ん な で 願え ば 理想 は 、 形 に な る !」 

「 世 界 の 変化 を 拒 ま な いで 下さ い ] 

「 世 界 は ある べき 形 に な ろう と し て る の よ 」 
「 あ ん た は 思い 出 に すがっ て る だ け だ ]」 


うな 人 」 

「 こ れ が 世界 の みん な が 、 お 互い の た め を 思っ つて 出 
し た 結論 な ん だ 。 だ か ら 邪 魔 し な いで !」 

「 私 1 人 が 頑 迷 ど と いう の か …… い や 、 間違っ て な ど 
いな い …… 私 は 全力 で お まえ ら の 思惑 、 排除 する !」 


[ う あ っ ……」 
「 ボ ク た ちの 勝ち だ !」 


8 ユー リ 


[観念 し な 、 デ ュー ク !」 


4 エス テル 「 こ れ で すべ て 終わ り に し まし ょ う !」 


SS フレン 
6 バテ ィ 
フ ラビ ピード 


ら ど ボッ コス 
ユー リ 


「 世 界 は 僕たち の や り 方 で 守る 」 
「 う ちら の 想い 、 誰 も 止め られ な い の じ ゃ ! 
「 ワ ォ ー ン !」 


ザ ・ 無 尽 斬り 
ユー リ 対 アデ コー ル & ボ ッ コ ス 


pyP.38 ど ら 


1] アデ コー ル 「 今 日 と いう 日 は 貴様 が 負け る た め に ある の で あー て る!」 


今日 こそ は 絶対 、 帝 都 へ 連行 する の だ 
「 泌 り ね ぇ ヤツ ら だ な 。 こ こま で 来る と も う 誉 め て や 
り た いく らい だ よ 」 


4 アデ コー ル 「 な ら ば 、 誉 め る で あて る !] 


ユー リ 


ボッ コス 
6 


ナン 
ら カロ ル 
まま 


4 カロ ル 
ia ナン 
6 カロ ル 


ジュ ディ ス 「 あ ら ? 


ゲキ ンプ 


ディ ゾン 


「 あ あ 、 え らい 、 え らい 。 そ れ が 出世 に つなが ら な 
い の は 憐 れ だ よ な 」 

「 お うぅ うう うう 、 我 々 が 気 に し て いる こと を お お ! 許 
さん 


ザ ・ 無 尽 斬 り 〆 
カロ ル 対 ナン (1 回目 ) 


「 カ ロ ル ! あな た の 成長 を 見 せな さい !」 

「 そ れ は いい けど …… こ ん な ふう に 戦わ な く て も !」 

「 そ うじ ゃ な いと 、 わ た し の 気持 ち が 収 ま ら な い ! 

自分 の こと を 許せ な い の !」 

[ナン が 何 言っ て る か 、 よ くわ か ん な いん だ けど ……-」 
「 い いか ら 、 相 手 す る の !」 

「 ど 、 ど 基 ま ー 和 1 


ザ ・ 無 尽 斬り 


ジュ ディ ス 対 ティ ソン 


うち の バウ ル と 遊ん で くれ た 人 ね 」 
「 女 ぁ ー、 足 様 、 あ の 化け 物 め と どう いう 関係 だ !?] 


1 
ら 
3 ジュ ディ ス 「 友 達 よ 。 そ れ に 化け 物 じ ゃ な く て バウ ル 」 
4 


「 化 け 物 の 友達 が 俺 に 説教 する と は 言語 も 道断 よ !」 


ジュ ディ ス 「 じ ゃ あ 、 こ こ で あな た を 叩き の めし て わか ら せ て 


幸 ディ イン ソン 


ザ ・ 無尽 斬り / カ ロ ル 対 クリ ント yP38g 


戦闘 開始 時 
クリ ント 


ら ど カロ ル 
中 フリ ント 


あげ る わ 」] 
「 面 白 え 、 望 お むと ころ だ !」 


「 区 わ せ て みろ 、 俺 の 心 を ! 
楽 を 俺 に !」 

「 も う あの 頃 の ボク と は 違う …… 必 ず …… 
言葉 は 不要 だ 、 か か っ て 来い 


魔物 と 戦う 以上 の 快 


ゴー シュ 
レイ ヴ ン 
ドロ ワッ ト 
ゴー シュ 
レイ ヴ ン 
ドロ ワッ ト 
ゴー シュ 
レイ ヴ ン 
ドロ ワッ ト 
ゴー シュ 
ドロ ワッ ト 


Oi0O1NIOIOIRIOIDODI 一 


we | こつ 
ご | 〇 


ザ ・ 無 尽 斬 り / 


レイ ヴ ン 対 ゴ ーシュ & ド ロワ ッ ト "388 


「 イ エガ ー 様 の 仙 ……! 

[悪かっ た 、 謝 る か ら 、 許 し て ちょ うだ いよ 」 
「 う ん 、 許 す の ね 」 

「 ド ロワ ッ ト 黙 っ て ろ 」 

「 お や お や 仲間 割れ か い ?] 

「 い や いや 、 あ た し た ちん は ケン カ な ん て し な い の 」 
「 そ うだ 、 貴様 は 黙っ て 戦え !」 

「 ん な 勝手 な …… も め て る っ ぽい じゃ な い 」 
[終わ り 終 わり 、 楽 し く 戦 お う !」 

「 ド ロワ ッ ト 、 帰 つた ら 話 が ある 」 

「 あ 応 ー」 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ザ ・ 無 尽 斬り ユー リ 対 フレ ン bpP382 


「 来 る と 思っ て た ぜ 、 フ レン !」 

「 君 も ね 、 ユ ー リ !」 

「 そ ろ そ ろ ケ リ つ け よ う ぜ 、 ど っ ち が 強 いか な 」 
「 望 お と ころ だ よ 、 勝 つの は …」 

「 僕 だ !」 

「 オ レ だ !」 


ザ ・ 無 尽 斬 り ブ 
カロ ル 対 ナン (2 回 目 ) 


「 さ っ き ボ ク 、 ナ ン に 勝つ っ た よね !?」 

「 さ っ き 負 けた の は 調子 が 悪かっ たから …… も う 一 
度 、 勝 負 よ !」 

「 な ぜ ば ボ ク に 勝て な いと 自分 を 許せ な い の !?] 

「 わ 、 わ た し の 好き な タイ プ は 師匠 みた い に 強 い 人 


| そう な の ……!? で も ボク と 戦う こと に 何 の 関 係 が !?] 
「 鈍 い ! 察し ろ お っ !」 
「 わ か ん な いよ ーー 一 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーー 一 


「 腹 が 減っ つて こち ょ うど よかっ た 」 

「 お 相手 あり が と う ご ざ いま し た !」 
= ン フ ー( ア ン ピ )] 

「 奈 裕 だ ね !」 

「 こ ん な の 時 間 の ムダ よ 」 

「 プ コ の 相手 も 疲れ る わ ]」 

「 あ ら ? も う 終 わり か し ら ?」 

「 こ ん な も の か 」 

「 弱 い メ ダ カ に 本 気 は 出せ ん の ぉ ] 


ーーーーー0ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


「 い い 準 備 運動 に な か っ た ぜ ]」 
「 お 疲れ 様 で し た !」 

[ワン 

「 体 が ずい ぶん 暖まっ た ね 」 


リタ 

レイ ヴ ン 
| ジュ デ ティス 

フレ ン 

パテ ィ 


戦闘 勝利 時 
ユー リ 
エス テル 
ラビ ピー ド 
カロ ル 

1 リタ 
レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 
プレ ン 
パテ ィ 


戦闘 勝利 時 
ユー リ 
エス テル 
ラビ ピー ャ ド 
カロ ル 

』 リタ 
レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 
フレ ン 
パテ ィ 


戦闘 勝利 時 
ユー リ 
エス テル 
ラビ ピー ド 
カロ ル 

』 リタ 
レイ ヴ ン 
ジュ ディ ス 
プレ ン 
パテ ィ 


』 ラビ ピード 
カロ ル 
ユー リ 
ジュ デ ティス 
エス テル 
ジュ ヴァ ー ン 


ザ ・ 無 尽 斬り プ ザ ・80 人 斬り P382 


ザ ・ 無 尽 斬り プ ザ ・100 人 斬り P382 


ザ ・ 無 尽 親 り / 幻 の ザ ・200 人 斬り PP382 


「 あ た し 相手 に 千年 早い わ ] 

「 下 手 な 鉄砲 は 数 打っ て も 当たら ね ぇ わ よ 」 
「 ま だ まだ これ か ら じ ゃ な い の ?」 

「 楽 し ませ て も ら っ た よ 」 

「 イ ワシ より も 骨 は あっ た の 」 


「 な か な か の 手ごたえ ある 戦い だ っ た ぜ ]」 
「 わ た し 、 こ こま で や れる な ん て ……」 


ワウ ジー ピン ン 

「 ボ ク 、 や っ た よ 』」 

「 も っ と まとめ て か か っ て こい 
「 も う 歳 ね ぇ ー」 

「 い い 感 じ だ わ 、 こ の 感触 」 

「 い い …… 戦 い だ っ た 」 

「 イ カ く らい は 歯ごたえ あっ た の 」 


「 ふ ぶん 、 こ れ ぞ 論 快 な 勝利 !」 

「 今 まで に な い 達 成 感 で す ……!」 

5 ホー ジン 

「100 人 斬り 、 達成 !」 

「 こ れ が あん た た ちと の 実力 差 よ 」 

「 ぶ い ー や っ と 終わ っ た わ よ 」 

IS ふ ぶ 、 な か な か 素敵 な 戦い だ っ た わ 」 

「 こ の 結果 は 何より 確か な 手ごたえ だ ……」 
「 マ グロ を 釣り 上 げ る より 快感 な の じゃ !」 


[遂に 来 た ぜ 、 こ の 高み に !」 
「5VAA…… ド も う 立 っ つて る の 、 精 一 杯 で す …-」 


「 ワ ォ ー ン ! ワン ワン ワン !」 
「 こ れ が ボク の 自信 に な る …… リ 
「 や 、 や っ た …… 5 あ … 」 


「 お っ さん 、 も う 寝 て いい ……?] 

「 強 すぎ て 自分 で 自分 が こわ いわ 、 私 」 
「 上 り 詰 め た 、 こ の 頂き !」 

「 今 な ら ク ジラ に も 勝て そう じゃ ぞ !」 


ザ ・ 団 体 戦 / 対 騎士 団 シ ュ ヴ ァ ー 


ン 隊 (レイ ヴ ン 不参加 時 ) りー 


[ワン ワン ウン | 

「 な 、 何 や っ て ん の さ 、 レ イヴ ン 」 

「 お い お い 、 お っ さん 、 ち ょ っ と 待て よ 」 

「 あ ら ? 何 を や っ て いる の か しら?」 

[し 。 レイ ヴ ン 。 ど うし て 。 学ん な と ころ に … 

「 な れ な れ し い 口 を 利く な 、 俺 は 騎士 団 隊 長 シ ュ 
ヴァ ー ン の 」 


リタ 「 あ 、 ジ ュ デ ィ ス が 脱い で る !」 
パテ ィ  「 あ 、 ジ ュ デ ィ 旭 が 脱い で る の じゃ 
4 カロ ル 「 あ 、 ジ ュ デ ィ ス が 裸 に …… 晶 
ユー リ  「 あ 、 ジ ュ デ ィ が 脱い で る !」 
エス テル 「 あ 、 ジ ュ デ ィ ス が 脱い で ます !」 
コ シコ アーズ 1 、 と こと と こり! ーー つ で ん ご こ ん の うつ 偽 
は レイ ヴ ン で は な い ……-」 
ら フレ ン 「 た 、 際 長 ……] 
/ リタ ーー」 
は バテ ィ 「…… め ん どく さい お っ さん な の じゃ 」 
9 ユー リ  「 誰 で も いい さ 、 あ ん た と は も う 一 度 や り た か っ た し な 」 


10 ジュ ディ ス 「 お 相手 し て あげ る わ 、 優 し く エ スコ ー ト し て ね 」 
] ] シュ ヴァ ー ン 「 は は っ …… 本 気 で …… 行 く ぜ ! 


ザ ・ 団 体 戦 / 対 魔 狩 り の 合 
(カロ ル 不 参加 時 ) 


109 pkP415 


戦闘 開始 時 
ユー リ 「 カ ロ ル !? カロ ル だ ろ 、 お まえ ?] 
パテ ィ 「 カ ロ ル ? そん な と こ で 何 し て る の じゃ ?」 
1 エス テル 「 カ ロ ル 、 そ ん な 格好 し て どう し た ん で す ?] 
フレ ツル | カル 、 ど うし た ん だ U7」 
ジュ ディ ス 「 あ ら ? カロ ル 、 何 し て る の ? そん な と ころ で 」 


ら カロ ル  「 ボ 、 ボ っ …… オ レ は カロ ル じ ゃ な く て 、 ドッカン 王 だ ぁ !」 
-。 リタ 「 何 言っ て ん の 、 あ の ガキ ……-」 
4 ユー リ  「 あ の ネー ミン グセ ンス じゃ 、 隠 し よう ね え じ ゃ ね ぇ か ……」 


ジュ ディ ス 「 あ の 子 の こと 、 ほ っ と け な い の ね 」] 
エス テル 「 ナ ン の こと 、 ほ っ と け な か っ た ん で すね 」 
5 レイ ヴ ン 「 あ の 嬢 ちゃ ん の こと 、 ほ っ と け な か っ た ん で し ょ ]」 


フレ ン 「 好 きな子 を ほっ と け な か っ た ん だ ね …… 男 だ よ 、 
カロ ル 」 
6 カロ ル 「 オ レ は ドッ カン 王 だ よっ 中 
ザ ・ 団 体 戦 / 対 凛々 の 明星 アナ ザー PP415 


戦闘 開始 時 


2 


] ラ ピ ー ド 「 ワ ン ワ ン ! 
ら ユー リ 「 お まえ ら 、 何 や っ て ん だ よ ! 


3 エス テル 「 不 毛 な 戦い は や め ま し ょ ?」 
4 カロ ル  「 お と な し く 見 て た ん じゃ な か っ た の !?] 
5 リタ 「 あ ん た た ち 、 何 や っ て ん の !?] 


033 EER SSScSoc 2 


SE OS 923 
さ 


6 バテ ィ [こん な 戦い 見 て お と な し く な ん て し て られ な い の じ ゃ 」 
7 レイ ヴ ン 「 い や ね 、 も 一 体 が び むず むず し て きち ゃ っ て 」 


紀 フレ ン 「 実 は 一 度 、 み ん な と 戦 ( や ) つ て みた か っ た ん だ 」 
9 ジュ ディ ス 「 見 て る だ け な ん て つま ん な いも の ]」 
ー エス テル 「 す 、 す いま せん 、 み ん な が 出 た いつ て 言 


うか ら 、 


11 リタ 
18 パテ ィ  「 う ぉ お 、 ス ゴイ の じゃ ! 素 英 ドリ ー ム 対決 な の じゃ 
13 レイ ヴ ン 「 や れ や れ 、 も う -…… 困 っ た ちゃ ん の 集まり ね 」 

14 ユー リ 「 な る ほど な 、 け ど 、 仲 間 だ か ら っ て 手 え 抜か ね ぇ ぜ ! 


15 ジュ ディ ス 「 面 白い じゃ な い ? 仲間 と の 本 気 勝負 」 


魔 剣 ・ そ の 4 / 虹 細 ま と いし 者 戦 P484 


we 
ol 較 の ) 


13 


「 ま だ や ろう と 言う の な ら 、 本 気 を 出さ ざる を えな い 」 
[こっち だ っ て 、 ま だ まだ これ か ら だ !」 

「 お た く の 本 気 と や り 合 える な ん て 光栄 よ 」 

「 強 が り を …… 何 が そこ て まで お まえ た ち を 駆り 立て 
る と いう の だ 」 

「 誰 か を 守り た いっ て いう 気持 ち で す !」 

[選び 踏み 進ん で いく 勇気 !」 

[互い を 補え る 友 と の 痺 い !」 

「 泣 きた し 気持 ち を 受け 止め て くれ る 絆 じゃ !」 

「 仲 間 へ の 、 信 頼 よ !」 

「 情 熱 か し ら 、 ね ]」 

「 未 来 っ て ヤツ の 可能 性 よ 」 

「 あ ん た だ っ て 持っ て る ん じゃ な い の か が ?」 

「 す べ て 絵空事 に 過ぎ な い 。 人 が 作り 出し た 妄想 だ 
ー ツ 。 それ は は か な く 裏 切ら れ 、 月 れる の み 」 

「 月 れれ ば また 積み 直せ ば いい 」 

「 た と え 崩 れ て も 、 何 度 だ っ て 立ち 上 が り ま す 」 

「 裏 切ら れ た っ て いい じゃ な い 。 それ で も 私 は みん 
な を 好き で いら れる も の 」 

「 信 じ た 相手 は 、 信 じ て い れ ば いつ か 必ず 答え て くれ る |!」 
「 あ た し た ち は 言 葉 に すれ ば 、 ち ゃ ん と 想い を 伝え 
あう こと が で きる の よ 」 

「 そ れ が わか らん あん た で も な いで し ょ ?] 

ワシ | 

ーー 私 に 勝つ が いい 。 そ の 想い の 強 さ を 証明 し て 


| デュ ー ク 、 と こま て C す 

「 も うつ さすが に 立て ね ぇ だ ろ 」 

「 こ れ で あな た の 負け で す !」 

「 こ れ で 終わ り ね ] 

「 い い 加 減 に お し まい に し よう ぜ 」 
「 ゆ っ くり お や すみ な さい ] 


追憶 の 迷い 路 / 


天上 に 反 送 せ し 戦士 戦 1 


「 ま た お 手合 わせ 願い た いも ん だ 」 
「 一 体 、 誰 だ っ た ん で し ょ うか ……?] 
「 だ 、 誰 ?」 

「 こ ん な と こと は さっ さと お さら ば よ !」 
「 俺 様 より 男前 は 許さ ん よ 」 


「 な か な か 素敵 な 戦い だ っ た わ 」 
[ウオ ー ン !] 


HP が 少な い 状 態 で 続け て エン カウ ント し た 


慎重 に 行き まし ょ う | 回 復 し た 方 が …… 治癒 術 を 使え ば …… 
み 、 み ん な ! 気 を つけ て ! | か 、 勝 て る の ? 体力 ババ く な い ? 」 か 回 復 し な きゃ ! 
ヤバ そう な 敵 ね …… | グダグダ 言っ て な いで | だ る …… 回 復 し な さい よ ! 
な ん か ヤバ そう だ わ -…… | 適当 な と こ で 逃げ る ? 


そろ そろ 休み た いわ 
腕 が 鳴る わ ね | ぞくぞく する わ ね … ジュ ディ ス | きつ く な っ て きた わ ね | 休息 が 必要 ね 
強敵 の よう だ ね | 手加減 無用 
真剣 勝 負 じ ゃ ! | 連戦 な の じゃ … 休み た い の じ ゃ ー 


簡単 そう で すね 
款 裕 才 裕 | 
楽勝 ハード ね 
| 楽 で きそう だ わ 
練習 台 ね 
いい 訓練 に な り そ う だ | 油断 せ ず に 行こ う 


パテ ィ アイ テム な く な る の じゃ | ご めん な の じゃ 


TP が な く な っ た と き 


敵 の 数 が 多い と き 


多 す ぎ だ 全部 ぶっ と ば す ! 


すご い 数 で す 一 体 ず つ 確 実に ! 
いっ ぱい いる よ ぉ ー! | まとめ て 倒す よ ! 

ご ちゃ ご ちゃ 、 う ざ っ | 一 発 撃 胡 よ ! 

これ 全部 倒す の ? 弱 え ヤツ ほど 群れ た が る っ て な 
ジュ ディ ス | みん な お 仲間 ? 克 快 ね 

フレ ン | な ん て 数 だ ! | 落ち 着い て 行こ う 

| 群れ すぎ じゃ の ぅ 集中 な の じゃ ! 


も っ と 考え て 技 使え っ て | 調子 に 乗り すぎ た か 
術 技 の 使い すぎ で す | ご 、 ご めん な さい ! 
当り すぎ だ よ 
考え て 技 使い な さい よ | だ 、 誰 か 回 復 し て よ ! 
術 技 使い すぎ じゃ ね ぇ の ? | お っ さん と し た こと が 

| 術 技 の 使い すぎ ね 気持 ちい いん だ も の 
術 技 の 使い すぎ だ 面目 な い … 

| 技 、 ばっかり じゃ の 回 復 頼 お の じゃ ー…… 


サプライ スズ エン カウ ント ウゴ イー: 


隊列 乱 され まし た ! | 十分 乗り 切れ ます ! 
不意 討ち だ っ ! 今 こそ 絆 の 見 せ ど ころ ! 
後ろ か ら ! 卑 羽 な マネ を ……! 
レイ ヴ ン | 後ろ 取ら れ た わ 慣れ な い メ ン ツ 
ジョ ディス 
フレ ン | みん な 、 気 を つけ て 


つう し ろ じ ゃ ! よく ある こと じゃ 


誰か が 戦闘 不能 に な っ た と き 


肌 つ の が 完 た 
| 間に合わ な か っ た 
仙 は ボク が 討つ ! 


リタ | や っ て くれ る わ ね ! 今 は 戦い に 集中 し て ! 
あら らら 自分 を 責め ちゃ ダメ よ 


ジュ ディ ス | 助け られ な か っ た わ あな た も 気 を つけ て 


回 復 の 準備 を ! 


うち が 仙 を ! 


カ 


アド バン テー ジエン カウ ント し た と き ーー 


エス テル | 隙 だ ら け で す 
カロ ル チャ ンス 到来 ! 
た た みか ける わ よ 
お 、 チャ ンス ! 
隙 だ ら け ね 


悪く 思う な よ 


エス テル 
カロ ル 


さっ さと 片付け まし ょ 。 | | レイ ヴ ン | 強力 だ っ た わぁ …… 


これ も 戦略 の うち よ 


じ 術 技 を 10 回 連続 で 使っ た と き 


| ュ ユーリ 


| それ 好き な ん で す ? | ええ 、 好 き な ん で す ! 
| 同じ の ば っ か じゃ な い ? | これ が ボク の 美学 ! 
| バカ の 一 つ 覚え | 別に いい で し ょ 


SS 


< 


ユー リ 「 オ レ に 勝つ の は 百年 早い !」 
エス テル 「 長 生き な ん で すね ] 

ユー リ 「 そ うじ ゃ な い だ ろ ]」 

エス テル 「 決 まり まし た !」 

ュー リ 「 決 め た の は オレ 」 


ユー リ 「 へ っ 、 一 昨日 (お と と い ) 来 や が れ !」 
エス テル 「 ど う や っ て 一 昨 回 (お と と し り 氏 …… ?」 
ユー リ [真剣 に 悩む な 」 

ー 記 本 ( 玩 3 : エス テル が トド メ を 刺す 
エス テル 「 こ の 旅 の すべ て が 勉強 で す !」 

ユー リ 「 も っ と 気楽 に 行こ う ぜ 」 

エス テル 「 勝 利 の 合図 行き ます !」 

ユー リ 「 ほ い ]」 

エス テル 「 は いっ 

ユー リ 「 う まく な っ た も ん だ 」 


ユー リン エス テル ノラ ビ ピード 較 に 
ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥義 で トド メ を 刺す 


エス テル 「 ラ ピー ド の 素敵 な 技 、 名 前 は ?] 
ラビ ピー ド に フー 4 

ユー リ 「 斬 る し 「 斬 !!』 で いい ん じゃ ね ?」 
エス テル 「 そ ん な の で いい ん で す ……?」 


きま | わか っ た 任せ ろ ! 
エス テル | 誰が 詠唱 中 の 護衛 を …… 護り ます ! 

ジュ ディ ス aa ーー OK は よ 0 
フレ ン 誰か 、 援護 を ! 任せ て くれ ! 

パテ ィ | 護っ て くれ ん か の ? 了解 な の じゃ ! 


無理 し や が っ て ! 
| ダ 、 ダメ で す | 回 復 で きれ ば 
2 ーー 
クゥ ウー ン 科 だ ら | に 


ーーー ーー ーー 
| も つう ダ メ か も | 後ろ 下がっ て ! 


エー リエ ステ ルプ カロル 

記 ( 少 0】 まで : エス テル か カロ ル が トド メ を 刺す 
カロ ル 「 ボ ク た ち 、 息 ぴっ た り !」 

エス テル 「 二 人 三脚 で が ん ば り ま し ょ !] 

ユー リ 「 オ レ 、 忘 れん な よ 」 

ユー リ 「 チ ョ ロ い ぜ ]」 

カロ ル 「 甘 い ぜ 」 

エス テル 「 チ ョ ロ 甘 で すね 」 


ー : 10 移 M 内 に リタ 2 が トド メ を 講 し て 勝利 する 


デリ 「 道 は オレ の 前 に で きる 

カロ ル 「 道 は ボク た ち で 作る ん だ !] 

エス テル 「 わ た し た ちか が 道 を 切り 開き ます !」 
リタ 「 暑 苦し いわ ね ……」 

ユー リ 「 オ レ た ちの 武器 は 、 合 と !」 

リタ 「 魔 法 と !」 

カロ ル [団結 力 !」 

エス テル 「 素 敵 で す !」 


ユー リン エス テル プ カ ロ ルプ ジュ ディ ス 


以降 

カロ ル 「 ボ ク た ち 、 No.1 ギ ルド 」 

も 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 
ジュ ディ ス 「 売 り 出し 中 よ !」 

エス テル 「 か っ こい いで す ……-」 


カロ ル 


「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 
ユー リ 「 見 (けん ) !」 

「 参 (ざん ) !」 

「 か っ こい いで す -…」 


ジュ ディ ス 
エス テル 


駅 衣 区 少 】 まで : レイ ヴ ン が トド メ を 刺し て 辛勝 する 


リタ 「 へ ば っ て る 場合 ?」 
コー リ 「 英 は 次 々 来る ぞ 」 
レイ ヴ ン 「 ひ 一 こら 、 き つい わ 」 
エス テル 「 が ん ば り ま し ょ う !」 


エス テル 「 わ た し た ちの 武器 は 、 愛 と !」 
ユー リ 「 正 義 と !」 

レイ ヴ ン 「 男 の 色気 !」 

リタ | 前 それ や め ろ 0 」 


界 比 4 以降: レイヴン が トド メ を 刺し て 辛勝 する 


レイ ヴ ン | ひけ ー ビ ワ 、 き つい ね 」] 

ユー リ 「 歳 だ し ね ] 

リタ 「 お っ さん だ し ね 」 

エス テル [無理 びき かない 年 齢 な ん で すね 」 
レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん まで 言う ?] 


ユエ デリ ソン エス テル フレ イワ ウフ 
まで : 辛勝 する 


エス テル 「 回 復 が 遅れ て ご めん な さい -……-」 
レイ ヴ ン 「 ま 、 勝 つっ た か らい いけ ど ]」 

ユー リ 「 次 か ら は 頼む ぜ 」 

エス テル 「 か っ こい いで す !」 

レイ ヴ ン 「 も っ と 誉め て 誉め て 」 

ユー リ 「 し ゃ ー な い お っ さん だ な ]」 
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エス テル 「 わ た し た ちの 武器 は 、 愛 と !」 
ユー リ 「 正 義 と !」 

レイ ヴ ン 「 男 の 色気 !」 

プレ ン 「 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊長 ……」 
ユー リエ ステ ルン ジュ ディ ス 

エス テル 「 空 飛ぶ イカ みた いで す ] 
ジュ デ ッ ス 「 あ ら 、 ウ マイ わ ね 」 

ユー リ 「 お い 、 そ れ で いい の か ?」 


まで : エス テル が トド メ を 刺す 


エス テル 「 旅 は 日 々 戦い で す !」 
フレ ジ 「 あ まり 無茶 は ……」 
ジン ュ ティス 「 お も り も 大 変 ね ] 


コニー リ [心配 性 な ん だ よ 、 お まえ は ……-」 


ユー リン エス テル ノン ジュ ディ スン パテ ィ 問 E 
5 衣 】 以降 : ジュ ディ ス か パテ ィ が トド メ を 刺す 


ジュ ディ ス 「 問 題 な し ね 」 

パテ ィ 「 問 題 な し ね 」 

ユー リ 「 真 似 し た い 年 頃 だ な ……」 

エス テル 「 カ ワイ イ で すか ヵ ] 

エー リバ エス チル グフ レン 

エス テル 「 旅 は 日 々 戦い で す !」 

フレ ン 「 あ まり 無茶 は ……」 

ユー リ 「 心 配 性 な ん だ よ 、 お まえ は ……-」 

記 * 時 人 】 まで : ユー リ か フレ ン が トド メ を 刺す 

フレ ン 「 ま だ まだ 精進 が 必要 だ 」 

ユー リ 「 相 変わ ら ず 固い な 」 

フレ シ [それ だ か ら 、 キ ミ は ……-」 

エス テル 「 仲 良し で すね 」 

ユー リン エス テル パテ ィ FE に" ド ・ 
ユー リ 「 チ ョ ロ い ぜ 」 
パテ ィ 「 甘 い ぜ 」」 

エス テル 「 チ ョ ロ 甘 で すね 」 


ユー リ か ラビ ピー ド が トド メ を 刺す 


ユー リ 「 轟 け 、 勝 利 の 歌 !」 
ラビ ピー ド 「 ワ ォ ー ン ! ワン ワン ! 
ユー リ 「 決 まっ た な 」 


エー リン ラビ ピー ドン カロ ル 
ラビ ー ド が 初め て の 秘 奥義 で トド メ を 刺す 


カロ ル 「 ラ ピー ド 、 そ の 技 の 名 前 何 ?] 
ラビ ピー ド 「 ワ ォ ー ン 」 

ユー リ 「 斬 る し 『 斬 !!』 で いい ん じゃ ね ?」 
カロ ル 「 チ ョ ー 適 当 ……」 


ユー リ 「 華 が な いな 」 

レイ ヴ ン 「 女 の 子 入れ まし ょ か 」 
カロ ル 「 レ イヴ ン 抜 いて ね 」 
レイ ヴ ン 「 そ りゃ な いよ 」 

ラビ ピー ド 「 ワ ラシン | 

カロ ル 「 勝 っ た ぁ っ !」 

ユー リ 「 や っ た ぜ |!」 

ラビ ピー ド 所 サーーー ン 日 

レイ ヴ ン 「 男 くさ い の 、 や っ !」 


ユー リ 「 よ し っ !」 
ラ ピ ー ド 「 ワ ォ ー ン 」 
リタ 「 息 合い すぎ て て コワ イ わ よ -…」 


ユー リノ ラビ ピー ドン ノリ タン ジュ ディ ス 回 較 了 


ラビ ピー ド | ワ ォ ー ン | 

ジコ ゲ ィ スズ 「 あ ら 、 敵 は ?」 
リタ 「 全 部 倒し た 」 
ユー リ 「 ま さ に 瞬 殺 だ な 」 


ユー リラ ピー ド / ジュ ディ ス 円 の 


ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 そ の 技 、 な ん て 名 前 ?」 
ラフ ピ ー ド ドリ オー アッ] 

ユー リ 「 斬 る し 『 斬 !!』 で いい ん じゃ ね ?」 
ジュ ディ ス [あら 、 ジ ンプ ル で 素 者 ] 


カロ ル 「 コ ワ く な ん て な いや い !」 
ユー リ 「 足 居 え て る ぞ 」 

カロ ル ウレ ンー 

ユー リ 「 ウ ソン だ よ 」 

カロ ル 「 勝 利 の 合図 !」 

ユー リ 「 ほ れ 」 

カロ ル 「 ハ ー イ 日 

oe 「 痛 い ぞ 、 カ ロ ル ……」 
ユー リン カロ ルプ リタ プレ イヴ ン La 
カロ ル 「 す 、 す ご い …… 昌 
ユー リ 「 さ す が 年 の 功 、 か が]」 
レイ ヴ ン 「 も っ と 誉め て 誉め て 」 
リタ 「 う ざい !」 


ュ ユーリ / カロル ノ リタ ノンノ ジュ ディ ズ 


カロ ル 「 ボ ク た ちの 武器 は ! 

リタ 「 知 恵 と 」 

ジュ ディ ス  「 上 魅力 と ] 

ユー リ 「 こ の 剣 だ !」 

カロ ル 今 は ちっ ちゃ い ギ ルド だ けど ] 

ユー リ 「 も っ と 大 きく する ぞ 」 

ジュ ディ ス  「 我 ら 凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 
リタ [恥ずかしい から …-」 
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カロ ル 「 ボ ク た ち 、 No. 1 ギル ド 」 

ユー リ [凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 
ジュ ディ ス  「 売 り 出 し 中 よ !」 


リタ [恥ずかし いか ら -…-」 


カロ ル 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 


ユー リ 「 見 (けん ) 
ジュ ディ ス  「 参 (ざん )!」 
リタ [恥ず か し いか ら ……」 


ユー リン カロ ル ノ リタ ン / フレ ン 


以降 

ュー リ [オレ た ちの 武器 は 、 剣 と | 

リタ [魔法 と !」 

カロ ル [団結 カ ! 

フレ ン 「 決 まっ た ね 」 

S 旨 計 光 】 以降 : 10 秒 以内 に リタ 以外 が トド メ を 刺し て 勝利 する 
まり 「 道 は オレ の 前 に で きる 

カロ ル 「 道 は ボク た ち で 作る ん だ ! 

フレ ン 「 僕 の 剣 が 道 を 切り 開く 

リタ 「 暑 苦し いわ ね -…-」 


ユー リプ カロ ルプ レイ ヴ ン 


放 少 】 まで : カロ ル が トド メ を 刺す 。 
カロ ル 「 や っ た ぁ 、 勝 つっ た よ !」 

ユー リ 「 が ん ば っ て ん な 」 

レイ ヴ ン 「 青 年 も が ん ば れ 」 

ユーリ 「 お っ さん は も っ と が ん ば れ ] 


ユー リン カロ ルレ イヴ ン ン ノア ュ 
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ユー リ 「 オ レ た ちの 武器 は !」 

カロ ル 「 勇 気 と !」 

レイ ヴ ン 「 若 さと !」 

ジュ ディ ス 「 お し と や か さ ね 」 

ユー リ 「 な いも の ね だ りか よ ……」 
ユー リア カロル ジュ ディ ス 

まで : ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
ユー リ 「 強 さ の 秘訣 は ?」 

ジュ デ ティ スズ 「 こ の 和 失っ た 耳 か し ら 」 

カロ ル 「 な る ほど 、 ボ ク も !」 

ユー リ [無理 !」 

放 双 計 4 まで : カロ ル が トド メ を 刺す 。。 
カロ ル 「 も っ と 強く な り た い …… 昌 
ジュ ティ ス 「 な れる と いい わ ね 」 

ユー リ 「 な れる さ 、 き っ と 」 

ー 記紀 素人 | ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
ユー リ 「 強 さ の 秘訣 は ?」 

ジュ ディ ス  「 戦 い を 楽し お むこ と か し ら ?」 
カロ ル 「 な る ほど 、 ボ ク も !」 

カロ ル 「 も っ と 強く な り た い ……! 
ジュ ディ ス 「 十 分 強い ん じゃ な い ?」 
ユーリ 「 あ く な き 向 上 心 っ て か 」 


ユー リノ カロ ル ノ ジ ュ デ ィ ス ノバ パテ ィ 


ユー リ か パティ が トド メ を 刺す 


パテ ィ 「 ユ ー リ 、 う ちら の 愛 の 勝利 じゃ !」 

ユー リ 「 は い は い …-」 

ジュ ディ ス 「 そ の 冷た さ は 愛情 の 裏返し ?」 

カロ ル [| ア イー プイ っ て 全 だ ろう ~ 2」 
Lno.102 妥 選 

カロ ル 「 今 は ちっ ちゃ い ギ ルド だ けど ]」 

ユー リ 「 も っ と 大 きく する ぞ 」 

ジュ デ ティス 「 我 ら 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 
パテ ィ 「 よ く で きま し た 、 な の じゃ 」 
Lno.136 脱 由 

カロ ル 「 凛 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) !」 
ユー リ 「 見 (けん ) !」 

ジュ ディ ス  「 参 (ざん ) !」 

バテ ィ 「 よ く で きま し た 、 な の じゃ 」 


ユー リ 「 チ ョ ロ い ぜ 」 
カロ ル 「 甘 い ぜ 」]」 
フツ レン 「 チ ョ ロ 甘 だ ね 」 


ユー リプ カロル パテ ィ 
ユー リ か バテ ィ が トド メ を 刺す 


バディ 「 ユ ー リ 、 う ちら の 愛 の 勝利 じゃ !」 
ユー リ 「 は い は い ……」 
カロ ル 「 ア イ …… ア イ っ て 何だ ろう ……?」 


コー リン リタ 


記 放 】 まで : リタ が トド メ を 刺す 


リタ 「 も の の 数 じゃ な いわ ] 
ユー リ 「 盗 人 ( ぬ す っ と ) に は 惜しい な 」 
リタ 「 違 うっ て 言っ て ん で し ょ !」 


エー リア リタ / ジュ デ ティス 3 
まで : ユー リ か リタ か ジュ ディ ス が 秘 奥義 で トド メ を 刺す 


ユー リ 「 ち ょ っ と や りす ぎ だ ろ 」 
ジュ ディ ス  。 | あな た こそ 」 
リタ 「 五 十 歩 百 歩 ] 
ユー リ 「 お まえ も な 」 
ジュ ディ ス 「 あ な た も ね 」 


訳 施 放 衣 】 以降 ユー リ か リタ か ジュ ディ ス が 秘 奥義 で トド メ を 刺す 
ユー リ 「 容 赦 な いね ぇ 」 


ジュ ディ ス  「 も っ と 手加減 し た ら ?] 

ユー リ [リタ だ な 」 

ジュ ディ ス  「 リ タ ね ] 

リタ 「 え 、 あ た し ?」 

用 大 】 以降 : ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
ユー リ 「 強 さ の 秘訣 は ?」 

ジュ ディ ス  「 戦 い を 楽し むこ と か し ら ?」 
リタ 「 根 っ か ら の 戦闘 独 ね …」 


ュー リン ノリ タン / フ レン パテ ィ 
ユー リ 「 オ レ た ちの 武器 は 、 剣 と !」 
リタ 「 魔 法 と !」 

パティ 「 推 進 力 

フレ ン で れれ 皇 つよ ーー 

コー リン レイ ワン 

アシ を 4 - 世紀 : レイ ヴ ン が トド メ を 刺す 
レイ ヴ ン 「 俺 様 天 才 

ユニ リ 「 と いう より ……-」 

レイ ヴ ン 「 う さん くさ い ?」 
ユー リ 「 正 解 ] 


ユー リン ノレ イヴ ン ンジ ュ デ ィ ズ ス 


2 和 「 が ん ば っ た わ ね 」 

レイ ヴ ン 「 な 、 な ん の ピロ シキ …|」 
ユー リ 「 ほ れ 深 呼吸 」 

ジュ ディ ス 「 お じ 様 か っ こい い 」 

レイ ヴ ン 「 あ 、 あ な た の 、 た め な ら ……|」 
ユー リ 「 息 切れ て る ぜ ]」 


ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 


ジュ ディ ス 「 こ ん な 感じ で どう ?] 
ユー リ 「 い や 、 お 見 事 」 

ユー リ 「 考 える の は 時 間 の ムダ 層 
ジュ ディ ス 「 記 っ 叩く が 勝ち 、 ね !」 


アメ レン 「 ま だ まだ 精進 が 必要 だ 」 
ユー リ 「 相 変わ ら ず 固 いな 」 
フレ ン 「 そ れ だ か ら 、 君 は …」 
ジュ ディ ス 「 仲 いい わ ね 」 


ユー リ か が か パティ が トド メ を 刺す 


バテ ィ 「 ユ ー リ 、 う ちら の 愛 の 勝利 じゃ | 
ユー ドリ 「 は い は い ……」 
ジュ デ ティス 「 そ の 冷た さ は 愛情 の 裏返し ?] 


ユー リ と フレ ン の 合体 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 


フレ ン 「 我 が 信念 、 燃 え 果 て る まで ]」 
ユー リ 「 こ の 正義 、 買 き 通す !」 

ユー リ 「 ほ れ ] 

フレ ン 「 よ し !」 

ユー リ [気合 十分 だ な 」 


フレ ン 「 君 も ね ] 


ユー リプ フレ ンプ パテ ィ 
以降 : 苦戦 せ すず に 勝利 する 


ユー リ 「 チ ョ ロ い ぜ 」 
パテ ィ 「 甘 い ぜ 」 ヵ ] 
フラ レン 「 チ ョ ロ 甘 だ ね 」 


エス テル / ラビ ピー ド 


エス テル 「 勝 利 の 雄叫び を !」 

ラ ピ ー ド ビー 

エス テル 「 ラ 、 ラ ピー ド …-」 

エス テル 「 ラ ピー ド !」 

ラビ ピー ド 「 ワ ゥ ッ l」 

エス テル 「 尻 尾 …… で すか 」 

以降 : エス テル か ラビ ピー ド が トド メ を 刺す 
エス テル 「 勝 ち ま し た !」 

ラビ ピー ド 「 ワ ォ ー ン ! ワン ワン !」 

エス テル 「 勝 利 の 歌 、 で すね !」 


エス テル ノラ ピー ドン カロ ル 
まで : ラ ピ ー ド が トド メ を 刺す 


カロ ル [ラビ ピー ド すさ しり 

エス テル 「 ラ ピー ド 、 か っ こい いで す !] 
ラ ピ ー ド 「 ワ フウ ー」 

カロ ル 「 准 め て る の に この 態度 ?」 


ハズ ルン プレー ドン サク 


ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 


エス テル 「 ラ ピー ド の 素敵 な 技 、 名 前 は ?」 
ラビ ピー ド [ウチ テン ン ] 

リタ 「 斬 る し 「 斬 !!』 で いい ん じゃ な い 」 
エス テル 「 そ ん な の で いい ん で す ……?」 


ジュ ディ ス 「 美 女 軍団 は 無敵 ね 」 

エス テル 「 美 女 軍団 、 い い 感じ で すね 」 
ラビ ピード [| ワウ ォ ー ン | 

リタ 「 あ ん た は オス で し ょ ]」 


エス テル プラ ピー ド プ レイ ヴ ン 


ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 


エス テル 「 ラ ピー ド の 素敵 な 技 、 名 前 は ?」 
ラビ ピー ド ほこ ン 

レイ ヴ ン 「 斬 る か ら 「『 斬 !!』 と か ね 」 

エス テル 「 そ ん な の で いい ん で す ……?」 


エス テル プラ ピー ド プ ジュ ディ スパ ティ 


ジュ ディ ス 「 美 女 軍団 は 無敵 ね 」 

エス テル 「 美 女 軍団 、 い い 感じ で すね 」 
ラビ ピー ド [キー ン 

パテ ィ 「 ラ ピー ド も 仲間 に 入る か ?」 


エス テル カロ ル 1 
以降 

カロ ル 「 勝 利 の 合図 

エス テル 「 は いっ !」 

カロ ル 「 は ぁ ー い ! 人 息 ぴったり !」 

エス テル カロ ルン ノリ タ 

リタ 「 ザ コ ね …… 昌 

エス テル 「 か っ こい いで す || 

カロ ル 「 ヒ ュー ヒュ ー」 

リタ 「 は い 、 そ こう る さい 」」 


以降 : 辛勝 する 


エス テル 「 回 復 が 遅れ て ご めん な さい ……-」 
カロ ル 「 エ ステ ル 、 ど ん まい 

リタ 「 あ ん た も よ !」 

カロ ル | うみ 。 ポ ク 。 どん まじ り 


まで : エス テル か カロ ル か ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 


カロ ル 「 勝 利 の ポー ズ !」 


ジュ ディ ス 「 ポ ー ズ !」 

エス テル 「 ポ ー ズ !」 

リタ MENS の 」 
カロ ル 「 ど ん な も ん だ い !」 

り けり が 「 馬 鹿 に 張り 切っ て る わ ね 」 
エス テル 「 両 手 に 花 で すか ら ね か)」 
ジュ ディ ス 「 あ ら 、 ジュ デイ ズ 。 | の あら 、 先 が 光 の ね | し とこ プシ 
カロ ル カロ ル 。 :。 | ポ 、 ポ ク は っ 簡 吉 ま こら "oeo Pe ボク は 一 途 だ よ ……! 


カロ ル 「 勝 利 の ポー ズ !」 


ジュ ディ ス 「 ポ ー ズ !」 
エス テル 「 ポ ー ズ !」 
リタ 「 ポ ー ズ !」 


パテ ィ 「 終 わり よけれ ば スベ スベ マン ジュ ウ ガ ニ な の じゃ 」 
カロ ル 「 ス ベス べ っ て 何 さ ?] 

リタ 「 ツ ッ コ お と こ 違 うか ら 」 

エス テル 「 わ た し も 気 に な り ま す ……-」 


カロ ル 「 勝 利 の ポー ズ !」 


エス テル 「 ポ ー ズ |!」 
リタ 「 ポ ー ズ !」 
パテ ィ 「 ポ ー ズ な の じゃ !」 


エス テル カロ ルプ レイ ヴ ン 
まで : エス テル が トド メ を 刺す 


エス テル 「 英 を 知り 己 を 知れ ば …… え っ と 」 
レイ ヴ ン 「 百 戦 あ や か り た い ?] 
カロ ル 「 な ん か が 違う と 思う ……]」 


記 渦 人 7 た 】 まで : エス テル か カロ ル か ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
カロ ル 「 勝 利 の ポー ズ !」 


ジュ ディ ス 「 ポ ー ズ !」 

エス テル 「 ポ ー ズ !」 

パテ ィ Lee 決ま っ た の じゃ !」 
カロ ル 「 勝 利 の ポー ズ !」 

ジュ ディ ス 。 [ポー ズリ 

エス テル 「 ポ ー ズ !」 

パテ ィ 「 ポ ー ズ な の じゃ !」 


バテ ィ [終わ り よ けれ ば スペ スベ マン ジュ ウ ガ ニ な の じゃ 」 
カロ ル 「 ス ベス べ っ て 何 さ ?」 

エス テル  。 「 わ た し も 気 に な り ま す …-」 

記 江 (た 】 まで : エス テル か カロ ル が トド メ を 刺す 

カロ ル 「 ボ ク た ち 、 息 び ぴったり!」 

エス テル 「 二 人 三脚 で が ん ば り ま し ょ !」 

パテ ィ 「 う ち も い る の じゃ あ !」 


エス テル 「 手 出し て くだ さい 」 
リタ こつ 2 

エス テル 「 は いっ 

リタ 「 な 、 何 よ 、 こ れ ……」 


FI ル ルリ TRW た f:] | リタ が トド メ を 利き 


エス テル 「 リ タ 、 や り ま し た より 
リタ 「 え 、 ええ 、 ま ぁ ね …] 
エス テル 「 そ し て クー ル で す !」 
リタ 「 な ん か 調子 狂う わ …-」 
リタ 「 あ ん た の 武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア )…」 
2 プ ゃ Pe すま ね や ーー ドー ャ ジーー 
リタ 「 あ いや 、 そ うじ ゃ な く て …-」 
「 ほ ら 、 や る わ よ ] 
エス テル 「 は いっ !」 
リタ 「 や っ た わ ね 」 
エス テル 「 や り ま し た 


パテ ィ が トド メ を 刺し て 苦戦 せ すず に 勝利 する 


パテ ィ 「 カ レイ より も 華 豚 に 戦う の じゃ 」 


エス テル [カレ イ の …… あ 、 ダ ジャ レ で すね | 
レイ ヴ ン 「 そ れ 、 言 っ ちゃ う の ね ……」 

リタ 「 さ す が 、 ポ ボケ 殺し 」 

エス テル プリ タン ジュ ディ ス 

ジュ ディ ス  「 美 女 軍 団 は 無敵 ね ] 

エス テル 「 美 女 軍団 、 い い 感じ で すね ] 


リタ 「 自 分 で 美女 っ て 言う の か ] 


「 女 だ け だ か ら っ て な め な いで 」 
ジュ ディ ス 「 キ レイ な も の に は トゲ が ある の よ 」 
エス テル 「 ト ゲ だ ら け で すけ ど ] 
リタ 言う よう に な っ た わ ね ……-」 
エス テル リタン ソフ ョ ディ スン パチ ティ 
ジュ ディ ス 「 2 
エス テル 。 [| 美女 還 団 、 い い 感 じ で すね | いい 感じ で すね 」 
パテ ィ CTO 
EE IN lt 
ジュ ィ ス | ポー オス 1 殖 包 本 RI は 着 隊 0 IOOoODOD 
エス 先 用  「 美 女 業 団 、 い じい 感 じ C す ね お 3  、 
パテ ィ 「 美 女 軍 団 、 や っ た の じゃ 」 
リタ 2 ao 言う の か 」 

[ 女 だ け だ か ら っ て な め な いで ] 
ジュ ディ ス 「 キ レイ な も の に は トゲ が ある の よ 」 
エス テル 「 ト ゲ だ ら け で すけ ど 」 
パテ ィ 「 今 エス テル の トゲ が 刺さ っ た の じゃ 」 
エス テル レイヴン 
レイ ヴ ン 「 嬢 ちゃ ん 、 ハ イ !」 
エス テル 「 は いっ ! 
レイ ヴ ン 「 胸 に 飛び 込ん で お いで 」 
エス テル 「 そ れ は ちょ っ と ……」 


エス テル 「 少 し や りす ぎじ ゃ あ ……?] 
ジュ ディ ス  「 情 け は 人 の た め な ら ず よ ] 
レイ ヴ ン 「 そ れ 意 味 違う わ よ 」 


レイ ヴ ン か ジュ ディ ス が バー スト アー ツ で トド メ を 刺す 


エス テル 「 少 し や りす ぎじ ゃ あ ……?] 
レイ ヴ ン 「 や られ る 前 に や る 」 

ジュ ディ ス  「 全 力 あ る の み 、 よ 」 

エス テル ジュ ディ ス 

常時 

エス テル 「 勝 利 の 合図 行き ます !」 
人 ディス [どうぞ 」 

エス テル 「 は いっ !」 

ジュ ディ ス 「 が ん ば っ た わ ね 」 

まで : ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
エス テル 「 揺 れ て ます …」 

ジュ ディ ス 「 ド コ 見 て る の ?] 

エス テル 「 わ た し も も う 少 し あれ ば …-」 


記 利 放 】 以降 : ジュ ディ ス か バテ ィ が トド メ を 刺す 


ジュ ディ ス 「 問 題 な し ね 」 
バテ ィ [問題 な し ね 」 
エス テル 「 カ ワイ イ で すか)] 


エス テル フレ ン 


エス テル 
フレ ン 「 大 丈夫 で す よ !」 


54 じき 。 


エス テル 「 勝 利 の 合図 、 行 きま す !」 
フレ ン | だ おう 

エス テル 「 八 イリ 

リー/ 「 勝 て て よかっ た で すね ] 


エス テル 「 勝 利 の 」 

パテ ィ 合図 な の じゃ 」 

エス ゲル 「 人 ルイ ! や り ま し た |!」 

パテ ィ [へ い ! や っ た の じゃ 

ラビ ピード / ノ カロル ン リタ プン, 
ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥義 で トド メ を 刺す 

カロ ル 「 ラ ピー ド 、 そ の 技 の 名 前 何 ?」 

ラ ピ ー ド [ ワ ォ ー ン 」] 

リタ 「 斬 る し 『 斬 !!』 で いい ん じゃ な い )」 

カロ ル 「 チ ョ ー 適 当 ……」 

ラビ ピー ドン カロ ルン レイヴン wu 
ラビ ー ド が 初め て の 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 

カロ ル 「 ラ ピー ド 、 そ の 技 の 名 前 何 ?」 

ラ ピ ー ド 「 ワ ォ ー ン ] 

レイ ヴ ン 「 斬 る か ら 「 斬 !!』 と か ね 」 

カロ ル [チョ ー 適 当 …」 


ラ ピ ー ド ノリ タ 

まで : ラ ピ ー ド が トド メ を 刺す 
ラ ピ ー ド 「 ワ ォ ー ン !」 

リタ 「 犬 の くせ に や る じゃ な い 」 
ー 旗 誠人 】 | ラビ ー ド が トド メ を 刺す 
リタ 「 や っ た わ ね 、 犬 っ ころ 」 

ラ ピ ー ド 「 ワ ン !」 

リタ [さす が 、 ラ ビ ピード] 

ラ ピ ー ド 「 ワ フッ リ 


ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥義 で トド メ を 刺す 
ジュ ディ ス  「 あ ら 、 そ の 技 、 な ん て 名 前 ?」] 
ラ ピ ー ド ウォ ー ジ 』 

リタ 「 斬 る し 「『 斬 !!」 で いい ん じゃ な い 」 
「 あ ら 、 シ ンプ ブル で 素敵 


YK 少 】 降 5 秒 以内 に 勝利 する 


ラ ピ ー ド 「 ワ ォ ー ン |」 
ジュ ディ ズ 「 あ ら 、 敵 は ?] 
リタ 「 全 部 倒し た 」 


パテ ィ 「 手 ご た え ゼ ロ じ ゃ の お ぉ お 」 


ラビ ー ド ノリ タン フレ ン 
ラビ ピー ド か フレ ン が トド メ を 刺す 


プレ ン 「 よ し っ !」 
ラビ ピー ド 「 ワ ォ ー ン ] 
リタ 「 息 合い すぎ て て コワ イ わ よ ……-」 


プ ビ ピード ン レキ フン ジュ ディス 


ラビ ピー ド が 初め て の 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 


ジュ ディ ス 「 あ ら 、 そ の 技 、 な ん て 名 前 ?] 
ラビ ピー ド トワ ウネ ーッ ジン] 

レイ ヴ ン 「 斬 る か ら 『 斬 !!』 と か ね 」 

ジュ ディ ス  「 あ ら 、 シン プル で 生 敵 ] 


ラビ ピード ノ フ レン 閉じ 


ラビ ー ド か フレ ン が トド メ を 刺す 


フレ ン 「 轟 け 、 勝 利 の 歌 


レー [ウォ ー ョ | ワン ワン 


フレ ン 「 心 地 よ い 勝 利 だ ね 」 


カロ ル が トド メ を 刺し て 辛勝 する 


カロ ル 「 ど ん まい 、 リ タリ 
リタ [くそ 、 言 い 返せ な い 自 分 に お か つく わ 」 
カロ ルプ リタ レイ ヴ ン 


記 * 放 区 】 以降 : リタ が トド メ を 刺し て 苦戦 せ は ず に 勝利 する 


レイ ヴ ン 「 よ っ 、 千 両 役者 !」 

リタ 「…… 誉 め て も 何 も な いわ よ 」 

カロ ル 「 ち ょ っ と 嬉し そう ……」 

カロ ルン ノリ タン ジュディス 

まで : カロ ル が トド メ を 刺す 

カロ ル 「 も っ と 強く な り た い …… 昌 

ジュ ディ ス 「 な れる と いい わ ね 」 

リタ 「 せ め て 、 足 引っ 張 ん な い 程 度 に ね 」 
ー 記紀 計 723 | カロ ル か ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
カロ ル [勝利 の ポー ズ !」 

ジュ ディ ス  「 ほ ら 、 あ な た も 」 

リタ 「 や 、 や ん な いわ よ !」 


以降 


カロ ル 「 ボ ク た ちの 武器 は !」 
リタ 「 知 恵 と 」 

ジュ ディ ス [魅力 と 」 

フレ ン 「 正 義 の 心 !」 


カロ ルプ リタ ンジ ュ デ ィ ス プ パ ティ 問 問 同 本 


カロ ル 「 勝 利 の ポー ズ !」 
ッ ロ ディ ス 「 ポ ー ズ !」 

リタ 「 ポ ー ズ !」 

パテ ィ 「 ポ ー ズ な の じゃ 


5g0 : 


[終わ り よ けれ ば スベ スベ マン ジュ ウ ガ ニ な の じゃ 」 


「 ス ベス べ っ て 何 さ ?] 
リタ 「 ツ ッ コ お と こ 違 うか ら 」 
パテ ィ 「 大 海賊 の 道 は 険しい の じゃ 」 
リタ 「 楽 な 道 な ん て な い の よ 」 
パテ ィ 「 は い ! シシ ョ ー|!」 
カロ ル 「 師 匠 は 選ん だ 方 が いい よ ……」 
カロ ルン ジュ ディ ス 閥 癌 
まで : カロ ル が トド メ を 刺す 
ジュ ディ ス  「 素 敵 よ 、 カ ロ ル 」 
カロ ル 「 へ へ へ っ つっ に 」 
は ダディ ス  。「 そ も の カバ ン 」 
カロ ル 「…… 名 っ ち ?」 
カロ ルプ パテ ィ 問 四 


称号 「 ケ ロロ 軍曹 」 設 定 中 の カロ ル が トド メ を 刺す 
「 さ す が 、 我 募 で あり ます な ー」 
バ パティ 「 こ の 、 ボケ ガエル 。 は て 、 ウチ は 何 を 言っ と る の じゃ 


称号 「 ケ ロロ 軍曹 」 設 定 中 の カロ ル が トド メ を 刺す 


「 呼 ば れ て 飛び 出 て じゃ じゃ じゃ ー ん 」 
パテ ィ 「 こ の 、 ボケ ガエル 。 は て 、 ウチ は 何 を 言っ と る の じゃ 


称号 「 ケ ロロ 軍曹 」 設 定 中 の カロ ル か 、 パテ ィ が トド メ を 刺す 


「 わ 一 い 、 勝 つた 勝っ た 一 」 
状 デ ィ 「 私 が いれ ば 地球 は も う 大 丈夫 」 


まで : レイ ヴ ン が トド メ を 刺す 


レイ ヴ ン 「 こ の 戦い に 終わ り は ある の か 
リタ 「 ふ ん 、 終 わっ た わ よ 」 

レイ ヴ ン 「 あ れ ……?] 

K 呈 KU】 以降 : レイ ヴ ン が トド メ を 刺す 
レイ ヴ ン 「 こ の 戦い に 終わ り は な い 」 
リタ じゃ あ 、 置 いて くわ よ 」 

レイ ヴ ン 「 あ ら 、 切 な い …-」 


記 電 KKU】 以降 ジュディ ス が トド メ を 刺す 


ジュ ディ ス 「 決 まっ た わ ね 」 

レイ ヴ ン 「 俺 様 も 飛び た いも ん だ ]」 
リタ 「 飛 べ ば ? ロッ ク ブ レイ ク ]」 
レイ ヴ ン 「 う 、 う は ぁ っ !」 

リタ ジュ ディ ス 

まで : リタ が トド メ を 刺す 
ジュ ディ ス  「 容 赦 な いわ ね 」 

リタ 「 あ ん た が 言う ?」 

まで : ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 
リタ 「 手 加減 な し ?」 

ジュ ディ ス 「 手 抜い ちゃ 失礼 で し ょ ?] 


以降 : リタ か ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 


リタ 「 敵 に 情け は 無用 よ 」 
ジュ ディ ス 「 と こと ん や り ま し ょ 」 
レイ ヴ ン ジュ ディ ス 癌 回 


ジュ ディ ス が トド メ を 刺す 


レイ ヴ ン 「 ヒ ュー 惚れ ちゃ うー-」 

ジュ ディ ス 「 ヤ ケド する わ よ ?] 

レイ ヴ ン 「 俺 様 、 も う 真 っ 黒焦げ 」 

レイ ヴ ン ン フ レン 問 に 


呈す 以降: レイヴン か フレ ン が トド メ を 刺す 


フレ ン 「 や り ま し た ね シュ ヴァ ー ン 隊長 ! 
レイ ヴ ン 「 俺 は シュ ヴァ ー ン じゃ な く レ イヴ ン 」 
フレ ン 「 レ イヴ ン 隊 長 」 

レイ ヴ ン 「 と ほぼ ほ ……」 


以降 : フレ ン か パテ ィ が トド メ を 刺す 


フレ ン 「 我 が 語 に 斬れ ぬ も の な し !」 
パテ ィ 「 我 が 銃弾 に 砕け ぬ も の な し !」 
レイ ヴ ン 「 頼 り に な る わ 」 


記者 村 計 以降 : バテ ィ が 秘 奥 義 で トド メ を 刺す 


パテ ィ 「 う ちの 背後 に 立つ な 」 

レイ ヴ ン 「 何 、 何 !?] 

パテ ィ [無意識 に 撃つ て し まう の じゃ 」 
レイ ヴ ン [ ひ ー、 お っ と ろ し いり 


以降 : フレ ン か パティ が トド メ を 刺す 


プレ ン 「 我 が 刻 に 斬れ ぬ も の な し !」 
パテ ィ 「 我 が 銃弾 に 砕け ぬ も の な し !」 
ジュ ディ ス 「 頼 も し いわ ね 」 


人 人気 投票 の コメ ント ピッ クア ッ プ ・ そ の 5 


QO 手作り 料理 を 食べ で みた い ! 


ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 4 票 
「 ギ ルド 流 の 男らしい 料理 を 食べ て みた い 
、 か ら で す 」( 葵 ノ 女 性 ) 
「 ぜ O、 密 蜜 ザ ッ ハト ル テ を 作っ て ほし い 
で す 、 あの 顔 で 」 ( 未 咲 ノ 女性 ) 


Topics 


キュ モー ル 24 票 
「『 僕 が 料理 だ っ て !? 冗談 じゃ な いよ ! 
この 下 民 が !! っ て 言い そう だ けど 、 
無理 や り 作 ら せ た い ( 笑 )」 (蓮華 女性 ) 


シナ リオ 解説 


テル カカ ・ リ ュ ミ レー ス 誕 生 


始祖 の 隷 長 
(エン テレ ケイ ア ) 誕 生 


人 類 誕生 


クリ ティ ア 族 、 
満月 の 子 誕生 


魔 導 器 ( プ ラス ティ ア ) 


が 発明 され る 


エア ル が 乱れ は じ め る 


星 喰 み 誕生 


星 喰 み 封印 に 成功 


帝国 建国 


魔 導 器 が 再発 見 


ギル ド 発 足 


ユニ オン 先 選 


ヘル メス 式 魔 導 器 を 発明 


に ち が 星 喰 み を 撃退 す 
で 説明 し て いる こと 


は る か 音 、 巨 大 な カカ の 塊 が 集まっ て テル カ ・ リ ュ ミ レー ス (P.584) と な っ た 。 こ の と き に 残っ 
た 力 が 世界 の 内 側 に 留まり 、 万 物 の 源 と な る 。 この 力 は エア ル (P.584) と 呼ば れる 。 


エア ル へ の 高い 耐性 を 備え 、 さ ら に 直接 摂取 で きる 種 が 登場 。 な か で も 知性 を 兼ね 備え 
た も の は 始祖 の 痕 長 (P.594) と 呼ば れる よう に な る 。 


人 類 が 誕生 。 文 明 を 築き は じ め る 。 


人 類 の な か か ら ク リティ ア 族 (P.586 ) 、 満月 の 子 (P.595) が 生ま れる 。 ク リティ ア 族 は 
通常 の 人 間 よ り も エア ル に 対す る 順応 力 が 高く 、 さ ら に 物事 の 本 質 を 見 抜く カナ ギー グ 
(P.586) を 持つ 。 一 方 の 満月 の 子 は 、 直接 エア ル に 干渉 で きる 能力 を 持ち 、 人 間 社 会 
に お ける 支配 者 と な っ て いく 。 


クリ ティ ア 族 が 発明 し た 魔 導 器 (P.585) が 普及 。 古代 ゲラ イオ ス 文 明 と し て 繁栄 する 。 


魔 導 器 の 乱用 に より エア ル が 乱れ は じ め る 。 こ れ を 止め る た め 、 始 祖 の 隷 長 が 人 里 を 紅 
い 魔 導 器 を 破壊 する よう に な る 。 そ し て 、 始 祖 の 隷 長 と 人 間 の 争い が 勃発 する 。 


エア ル の 乱れ は ます ます 深刻 に な る 。 始祖 の 隷 長 た ち は エ アル の 乱れ を 元 に も ど そ うと し 
て 過剰 に エア ル を 吸い 込み 、 星 喰 み (P.600) に 変異 し て し まう 。 


人 類 と 始祖 の 隷 長 が 協力 し て 星 喰 み に 立ち 向かう 。 そし て 満月 の 子 ら の 命 と 引き 替え に 、 
ザウ デ 不 沙 宮 (P.600) を 使っ て 星 喰 み を 封印 する こと に 成功 する 。 


同じ 過ち を 繰り 返さ な いた め 、 人 類 と 始祖 の 隷 長 
は 協定 を 結ぶ 。 人 間 は 必要 以上 の 魔 導 器 を 放棄 
し 、 始 祖 の 隷 長 は 人 類 に 干渉 し な いこ と を 約 東 。 
満月 の 子 が 人 間 の 指導 者 と な り 、 魔 導 器 の 管理 を 
行う こと に 。 こ れ が 帝国 (P.587) の 興 り と な る 。 


か つて 放棄 し た 魔 導 器 が 、 ふ た た び 人 類 の 手 に よっ て 発見 。 魔 導 器 は 一 気 に 普及 する 
も 、 和 帝国 に よっ て 規制 され る 。 これ は エア ル の 乱れ を 危 恨 し た も の で は な く 、 魔 導 器 の 普 
及 に よっ て 自分 た ちの 権力 が 危う く な る と 判断 し た た め だ っ た 。 


上 流 階層 の 人 々 に 対す る 魔 導 器 の 規制 が あま り 行 われ な か っ た こと か ら 、 身 分 の 差 が 強 
く 認 識 さ れる よう に 。 こ れ に 不満 を 抱い た 人 々 の 一 部 が 帝国 か ら 造 反する 。 これ が ギル 
ド (P.590) の 始ま り と な る 。 


ギル ド の 拠点 で ある ダン グレ スト を 常 国 が 制圧 。 そ れ ま で 個別 に 活動 し て いた ギル ド は 、 
団結 し て 帝国 を 退け る 。 これ が ユニ オン (P.591) の 発足 と な り 、 以 降 ギ ルド を まとめ る 機 
能 を 果たす 。 


クリ ティ ア 族 の 科学 者 ヘル メス (P.586) が 、 従 来 の も の より 高 出力 な 魔 導 器 を 発明 。 こ 
れ に 注目 し た 帝国 騎士 アレ クセ イ ・ デ ィ ノ イア (P.597) が 量産 を は じ め 、 エ アル の 乱れ 
が 急速 に 進む 。 


人 魔 戦争 勃発 


クル ノ ス 14 世 崩御 


プラ ッ ク ホ ー ブ プ 号 事件 


ヨー デル 誘拐 


ユー リ と エス テル 出会う 


帝国 騎士 団 と ギル ド 、 
一 触 即発 


ギル ド 凛 々 の 明星 
(プレ イブ プ ヴェスペリア) 結成 


ギル ド 間 で 抗争 勃発 


ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 死亡 


エス テリ ー ゼ 誘拐 


帝都 ザー フィ アス 変異 


星 喰 み 復活 


霊 誕生 


タル カロ ン 復 活 


星 喰 み 撃退 


協定 を 破っ た 人 間 に 対 し 、 一 部 の 始祖 の 隷 長 が 攻撃 を 開始 。 始祖 の 隷 長 の 長 エ ル シ フ 
ル と 、 人間 の デュ ー ク ・ バ ンタ レイ (P.596) の 活躍 に より 、 人 類 が 勝利 を 収め る 。 これ は 、 
ユー リ と エス テル が 出会う 10 年 前 の で き ご と で ある 。 な お 、 こ の 戦争 時 に 皇 交 の 証 と な る 
宙 の 式典 (デイ ン ノ モス ) が デュ ー ク に より 持ち 去ら れる 。 


帝国 を 統治 し て いた クル ノ ス 14 世 が 死去 。 婚 子 が お ら ず 、 跡 継ぎ に 関す る 遺言 も な か っ 
た た め 、 評 議会 (P.589) と 騎士 団 (P.588) の 間 で 跡継ぎ 争い が 勃発 する 。 


アレ クセ イ の 企み で 、 ブ ラッ ク ホ ー プ 号 (P.598) の 乗客 と 、 彼 ら を 護衛 し て いた ギル ド 海 
精 の 牙 ( モ セイ レーン の キバ ) が 魔物 化し た 末 、 命 を 落と す 。 この 事件 の 事実 は アレ クセ イ 
に より 隠匿 され 、 海 精 の 牙 の 首領 (ボス ) ア イフ リー ド に よる 殺 二 事 件 と し て 世間 に 広まる 。 


騎士 団 が 次 期 上 皇帝 候補 と し て いた ヨー デル ・ ア ル ギ ロ ス ・ ヒ ュ ラ ッ セ イン (P.587) が 、 
評議 会 の 一 員 ラ ゴウ に 誘拐 され る 。 帝国 騎士 プレン ン シ ー フ ォ 、 ヨ ー デ ル 捜 索 の た め 旅 立つ 。 


評議 会 が 皇帝 候補 と し て いた エス テリ ー ゼ ・ シ デス ・ _pTPpP 
ヒュ ラッ セイ ン 、 フレ ン の 身 に 迫る 危機 を 伝え る た め 、 も し か し て 、 フ レン の お 友達 の ? 
フレ ン の 親友 ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル と 共に 帝都 を 脱走 。 


ラ ゴ ウ と ギル ド 紅 の 絆 備 兵 団 ( プ ラッド アラ イア ンス ) の 策略 に より 、 騎士 団 と ダン グレ スト の 
ギル ド が 対立 。 衝突 する か と 思わ れ た が 、 フ レン の 活躍 に より 争い は 回 避 さ れる 。 


ユー リ 、 仲 間 と 共に ギル ド 凛 々 の 明星 を 結成 。 


ユニ オン を 束ね る ギル ド 天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) 、 
偽 情報 に より ギル ド 戦 士 の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) を 
襲撃 。 これ に よっ て 戦士 の 殿堂 の 統領 (ドゥ ー チ ェ ) 
ベリ ウス が 死亡 する 。 


ユニ オン と 戦士 の 殿堂 の 抗争 を 収め る た め 、 ユ ニオ ン の 元首 ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 
(P.591) が 自刃 。 これ に より 、 ユ ニオ ン が 事実 上 機能 停止 する 。 


エス テリ ー ゼ 、 ア レク セイ に 拉致 され る 。 エ ステ リー 
ゼ の 満月 の 子 と し て の 力 を 支配 下 に 置い た こと で 、 
アレ クセ イ は 本 格 的 に ザウ デ 不 落 宮 復活 の た め に 
活動 を 開始 する 。 


ぞう 、 満 月 の と 型 核 、 
それ に 我 が 知識 が あれ ば 


エス テリ ー ゼ の 力 の 影響 で 帝都 に 異変 が 起こ る 。 住 民 は 避難 を 余儀 な くさ れる が 、 ユ ー 
リ た ち が エ ステ リー ゼ を 春 還 。 変異 は 収まる 。 


アレ クセ イ 、 ザ ウデ 不 落 宮 を 復活 させ る 。 星 喰 み を 封じ て いた 結界 の 一 部 が 破損 し 、 星 
喰 み が 再 出現 する 。 アレ クセ イ 、 ザ ウデ の 魔 核 ( コ ア ) (P.585) の 下敷 き に な り 死 亡 。 


凛々 の 明星 、 エ ステ リー ゼ の 力 を 抑え る 方 法 を 模索 。 そ の 過程 で 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) 
(P.594) か ら 精 霊 (P.595) が 誕生 する 。 


人 魔 戦争 の 英雄 デュ ェ ー ク に より 、 千年 前 の 古代 塔 市 タル カロ ン (P.601) が 復活 。 デュ ー 
ク は 星 喰 み を 撃破 する た め 、 人 間 の 生命 力 を 吸収 する 術 式 を 展開 する 。 


星 喰 み を 倒す た め 、 デ ュー ク を 止め る た め 、 凛 々 の 
明星 は タル カロ ン に 向かう 。 そ し て 、 精 霊 と 魔 導 器 
の 魔 核 の 力 を 利用 し 、 星 喰 み の 撃 退 に 成功 する 。 


RS 只 
ェ デ 


ント] 


- 呈 表 ユキ ニ す ぐ 


は る か 昔 、 巨大 な 力 の 塊 が 集まっ て 
世界 を 形成 し た 。 こ の と き 余 っ た 力 は 
世界 に 留まり 、 万 物 の 源 と な っ た 。 こ 
の 力 こ そ 、 エア ル と 呼ば れる も の だ 。 
その 後 、 世界 に 始祖 の 隷 長 (エン テ 
レ ケ イア ) や 魔物 、 人 類 が 誕生 する 。 


人 テル カ ・ 


リュ ミレ ー ス の 種族 


5 | 。 半生 
人 類 は 魔 導 器 (ブラ ステ ィ ア ) に よる 文 EE 0 コ 「 ー 
明 を 築く が 、 古代 の ※ 災 厄 と 呼ば れる 事 の 千広 カ が 高い クリ ティ 内 に 甘え る と と が で き や 地域 に よっ て 活動 す 
家 を 境 に 人 口 が 激減 。 現 在 は 安全 な ア 族 な ど が いる 。 ク リ る 。 高 い 身 体 能 力 と 知 る 種 が 異な る 。 人 を 襲う 
場所 に 寄り 集まっ て 暮らし て いる 。 ティ ア 族 は 少数 民族 だ 。 能 、 長 い 寿 命 を 持つ 。 た め 、 人 類 の 天敵 。 


エア ル と は 、 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス の 万 物 を 構成 す 
る エネ ルギー の こと 。 大 気 中 に 漂っ て お り 、 生命 に と っ 
て 欠か せな い 存 在 だ が 、 過 度 に 濃い 場合 は 有害 と な る 。 

エア ル に は 濃度 を 一 定 に 保 と うと する 性 質 が あり 、 
濃度 が 薄 ま る と 、 あら た な エア ル を 地 中 か ら 供 給 する 。 
その た め エ アル の 欠 が 激しく な る と 、 生命 に と っ て 
有害 な 量 の エア ル が 、 一 気 に 噴出 する 危険 が ある の だ 。 


、 エア ル を 自在 に 探れ る リゾ マー タ の 公式 


ある か 


エア ル の 制御 に は 術 式 と いう プロ グラ ム が 用 いら れ 


る 。 そ の 最高 峰 が 、 エア ル の 仕組 み に 自由 に 干渉 する 
こと を 可能 と する リゾ マー タ の 公式 だ 。 千年 前 に 人 類 
と 始祖 の 隷 長 が 共同 開発 し た 宙 の 戒 典 (デイ ン ノ モス ) 


に 実装 され て いる も の の 、 再現 する 技術 は 確立 し て お 


ら ず 、 魔 導 士 に よる 理 語 、 艇 2 の 4 


RW と な る エア ル 


人 エア ルク レー ネ 


エア ル は 地 中 に も 水脈 の よう に 
流れ て いる 。 地 中 の エア ル が 
地上 に 噴出 し て いる 場所 が 世 
界 に 点 在 し て お り 、 そ こ は エ ア 
ルク レー ネ と 呼ば れ て いる 。 濃 
い エ アル が 漂い 、 動 植物 に 異 
常 を きた す 危 険 な 場所 だ 。 


エア ル は いく つか の 段階 を 経て 物質 に な り 、 その 段 
| 階 の 途中 で マナ と いう 状態 に な る 。 マナ は エア ル と は 
異な る エネ ルギー で あり 、 生 物 が 持つ 生命 力も 純度 
: の 高い マナ で ある と され て いる 。 


2 


= 9 
生命 は 純度 の 高い マナ 。 
…… そ れ を 攻撃 に 使う つも り ? 


古代 の クリ ティ ア 族 が 発明 し た 魔 導 器 は 、 エア ル 
を 動力 と し 、 術 式 に よっ て さま ざま な 効果 を 生み 出 
す 装置 。 魔 核 ( コ ア ) と 筐 体 ( コ ン テ ナ ) で 構成 され て 
お り 、 魔 核 に よっ て エア ル を 制御 ・ 変 換 し 、 筐 体 が 変 
換 後 の 生 成 物 を 安定 させ て 外部 に 出力 する 仕組 み 
だ 。 魔 核 の 生産 が 極め て 困難 な た め 、 主 に 古代 遺跡 


人 普及 し て いる 魔 導 器 


レー ーーーーーー ビ ーーーー バ ーー 


「 シル トブ ラス テ 


| 結界 訂 導 器 


| ドー ム 状 の 結界 を 展開 し 、 魔物 の 侵入 を は ば 
| | お 効果 を 持つ 。 か な り 巨大 で 動か すこ と が 不 | | 
| 可能 な た め 、 結 界 魔 導 器 が ある 場所 に 人 が 集 | 

| まり 、 街 が で き て いく こと に な っ た 。 | 


0 ニーヨ ーーー ニ ーー ニー ニー ニーー ニ ーー 
ポー ディ ブラ ステ ィ ア 


起 醒 魔 導 器 | 
身体 能力 を 向上 させ 、 技 や | 
魔術 を 使用 可能 に する 。 武 | 
器 に 込め られ た 武 能 ( ス キ 
ル ) を 引き 出し 、 所 持 者 に 
習得 させ る 効果 も 。 | 


1 ホブ ロー ブラ ステ ィ ア 
テー ロロ 


上 | 
。 大 規模 か つ 広 範囲 に 攻撃 
する こと が 可能 な 火器 型 魔 | 
導 器 を 指す 。 破 壊 カ が ある | 
ぶん 、 エ アル を 激しく 消費 | 
し て し まう 。 | 


魔 導 器 は 帝国 が 管理 し て いる 。 魔 
導 器 が 治安 上 の 脅威 に な る と 危 恨 し 
た 帝国 は 、 民衆 か ら 魔 導 器 を 取り 上 げ 、 
貴族 な どの 上 流 階級 だ け で 独占 。 こ 
れ に より 身分 差 は 拡大 し 、 民衆 の 反発 
も 増加 の 一 途 を た どっ た 。 な お 、 魔 導 
器 の 研究 者 が 集まる 学術 都市 アス ビ 
オ も 帝国 の 管理 下 に あり 、 許可 な く 立 
ち 入 る こと は 禁じ られ て いた 。 


アク エ ブ ラ ステ ィ ア 技 1 誠  A 


水道 魔 導 器 | 、 人 型 魔 導 器 | 

地下 水 を 流 み 上 げ る | 人 を 模 し た 形 の 自立 

こと が で き 、 井 戸 の | | 型 麻 導 器 で 、 侵 入 者 

較 WW 呈 役割 を 困 た し て いる 。 | 6 本 国 授 な と に 使わ れる 。 

Tn Wa 必 0272707770 ) 
器 | 空調 魔 導 器 

天候 を 操れる 。 複 数 | | | 温度 や 湿度 を 調整 す 


) せ で 構成 され て いる 。 | な ど で 使 用 され る 。 | 療 

し クス プラ ステ ィ ア 6 Ne ーーーーーーーーーー NNNNNW ) 人 第 
照 魔 導 器 | 測 温 魔 導 器 | | 5 
エア ル を 充填 する ご | 気温 計測 する た め | 将 
と で 光 を 発し 、 照 明 と | の 魔 導 器 。 ヘ ル メ ス | | 

還 詳 較 尋 し て 利用 で きる 。 詳 が 作っ た も の 。 
り デ ィ ス プラ ステ ィ ア WT 0 TRNA フォ トグラフ プラ ステ ィ ア 
い 器 


EE | | 人 半 
大 型 の 船 や 機械 の 動 | | アイ テム と アイ テム を 


かせ て mo7| 


形状 な ど は さま さま 。 | |L__ フイ テム を 作成 で きる 。 」 
22922070 7 「 9 | | 1 還 還 7294 (0 ] 
魔 導 器 | エス テ 魔 導 器 | 


アス ピオ の 研究 員 。 神 速 の 筆 


違 いと し て 知ら れ て お り 、 コレ 
クタ ー 図 鑑 を 一 晩 で 筆写 し た 。 


か ら の 発掘 品 が 利用 され て いる 。 
水道 や 照明 、 魔物 と 戦う た め の 力 、 街 を 守る 結界 
な ど 、 あ ら ゆ る 効果 を も た ら す 魔 導 器 は 、 人 々 の 生 
活 に 欠か せな い 。 た だ し 人 々 は 、 魔 導 器 の 使用 に よっ 
て エア ル が 消費 され る と 、 エア ル の 過剰 供給 が 引き 
起こ され る 危険 が ある と は 知ら ず に 使用 し て いた 。 


| 
の 魔 導 器 の 組み 合わ | PAqE | る 機能 を 持つ 。 倉庫 
し 


生命 を 動 カ と し て 、| | | 映像 を 紙 に 焼き 付け 、 
PAPA 二 上 | 印刷 する こと が で き 
ーー ルー _ | 還 較 還る . いわ ゅ る カメ ラ 。 | 


度 表 ユニ すぐ 
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物体 を 任意 の 場所 に | | 
移動 で きる 。 ミ ョ ル ゾ | | 
に 遺棄 され て いる 。 | | 


ニン カカ ユタ リオ ン 

その 風貌 か ら は 想像 し に くい 
が 、 魔 導 器 研究 の 第 一 人 者 で 、 
リタ も 尊敬 する ほど の 人 物 。 


の 
” 筐 体 の 作成 や 研究 を 行う 魔 導 器 技師 。 筐 体 工学 の 申し 子 
と いわ れる 天才 で 、 さま ざま な 発明 を 行う 。 


人 間 誕生 か ら ほ ど な く し て 、 長い 
耳 と 触覚 と いう 身体 的 特徴 を 有する 


賢人 (さか びと ) 


千年 前 の ヨー ムゲン に いた クリ ティ ア 族 の ソー デス は 
豊富 な 知識 を 持ち 、 村 人 か ら 賢 人 と 崇拝 され て いた 。 
ソー デス は 魔 導 器 の 危険 性 を 知り つつ も 、 結 界 魔 導 器 
で 村 を 守る た め 、 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) 探し を 命じ る 。 だ 
が 、 聖 李 は も た ら さ れず 、 村 は 減 ん で し まっ た 。 


種族 、 ク リティ ア 族 が 生ま れ た 。 高 い 
エア ル 適 応力 と ナギ ー グ と いう 能力 
を 持つ 彼ら は 、 エ アル を 活用 する 術 
を 研究 し 魔 導 器 を 発明 し た 。 こ れ を 
機 に 古代 ゲラ イオ ス 文 明 が 栄え る が 、 
や が て 魔 導 器 が 原因 で 災厄 が 起き 、 
人 類 は 魔 導 器 を 放棄 。 ほ と ん どの ク 
リティ ア 族 は 人 里 離 れ た 場所 へ 姿 を 
消し た 。 通 常 の 人 間 と 共に 暮らす 者 
も いる が 、 その 数 は わずか で ある 。 


古代 の 災厄 を き 

卿 で ある ミ ョ ル ゾ に も どっ て いっ た 。 ミ ョ ル ゾ は 魔 導 器 
の 発祥 の 地 で も あっ た が 、 彼ら は すべ て の 腐 導 器 を 放 
棄 し 、 地上 の 喧 喋 と は 無縁 の 日 々 を 送っ て いる 。 現在 、 
ミ ョ ル ゾ は 隠さ れ た 街 と 呼ば れ 、 地上 に 残っ た クリ ティ 
ア 族 の 間 で も その 場所 は 知ら れ て いな い 。 

谷 )。 ミ ョ ル ゾ を 治め て いる 長老 。 楽天 家 で の ん き と 

届 。 い う クリ ティ ア 族 の 気質 を 体現 し て いる 。 


ミ ョ ル ゾ へ の 行き 方 を 地上 の 同族 に 伝え る 役 
目 を に な い 、 アス ピオ で 同胞 を 待っ て いた 。 


10 年 ほど 前 、 クリ ティ ア 族 の 科学 者 で ヘル メス と い 
う 男 が いた 。 並外れ た 頭脳 を 持つ ヘル メス は 、 純粋 な 
好奇 心から 新しい 魔 導 器 を 発明 。 こ の ヘル メス 式 魔 
導 器 は 高 性 能 だ が 、 そ の ぶん エア ル の 消耗 が 激しく 、 


エア ル の 乱れ を 引き 起こ し た 。 これ が きっ か け で 人 魔 


戦争 が 起き 、 ヘル メス も その 際 に 命 を 落と す 。 

人 魔 戦 争 後 も や ヘル メス 式 魔 導 器 は 各地 で 使用 され 
つづ ける 。 これ 以上 エア ル を 乱 さ な いた め 、 ヘル メス 
の 娘 で ある ジュ ディ ス は 、 始祖 の 隷 長 バウ ル と 共に へ 
ル メ ス 式 魔 導 器 を 破壊 する 旅 に 出 た の だ 。 


$ ナギ ー グ 


質 を 直感 的 に 読み 取る こと が で きる 。 人 間 に は 見 えな 
いも の や 聞こ えな いも の を 感じ 取る こと が で き 、 遠 く 離 
れ た 始祖 の 隷 長 と の 対話 も 可能 。 ま た 、 武 醒 魔 導 器 を 
使わ な く て も 武 能 を 扱う こと も で きる の だ 。 


クリ ティ ア 族 の 街 と 暮らし 


_ 革新 を も た ら す は ず だ っ た ヘル メス 式 廣 


クリ ティ ア 族 は 特有 の 能 カ ナギ ー グ に より 、 物質 の 本 。 二 socsroy:oe 計 


| と れ が 現実 の 続き …… 


うす 。【 き 
rtu 斗 器 交 で // 


# 油 Rt 具 (て 


ミ 
ミ 


念 減 び た 街 テ ム ザ ーー 

か つて 、 コ ゴー ル 砂 漠 の 北 に ある テム ザ 山 に も 、 クリ ティ ア 族 
の 街 が 築 か れ て いた 。 そ こ に 住む クリ ティ ア 族 の 科学 者 ヘル メ 
ス が 、 新型 の 魔 導 器 を 開発 し た こと が きっ か け で 人 魔 戦争 が 
勃発 。 人 魔 戦争 の 舞台 と な っ た 
テム ザ は 、 見 る 影 も な く 破 壊さ 
れ て し まっ た 。 今 も な お 荒れ 果 議 隊 
て て いる が 、 ク リティ ア 族 が 移 議 
住 し て あら た に 街 を 作ろ うと い 
う 動 きも ある よう だ 。 


ラド スミ テ ョ イア 


ユー リ た ちと 行動 を 
共に する 間 も 、 ジ ュ 
wo 料 ディ イス は ヘル メス 式 
魔 導 器 を 破壊 。 


リタ 

ちゃ ん と ヘル メス は 
わか っ て た の よ 、 

エア ル 増 加 の 可能 性 


だ 


ヘル メス は 魔 導 器 
の 危険 性 を 察し て 
お り 、 破壊 方 法 を 
書き 残し て いる 。 


帝国 の 主 な 役割 は 魔 導 器 の 管理 と 治安 維持 だ が 、 

そもそも は 古代 の 災厄 時 に 始祖 の 隷 長 と 結ん だ 「 魔 導 
器 の 使用 を 最低 限 に する 」 と いう 協定 を 遵守 する た め 
の 機関 だ っ た 。 し か し 、 世代 を 重ね て 帝国 は 本 来 の 役 
目 と 協定 を 忘れ 、 自ら の 繁栄 と 権力 維持 の た め だ け に 
魔 導 器 を 独占 、 管理 する 国 と 化し た の だ 。 


帝国 は その 名 の と お り 帝 政 で あり 、 皇帝 を 補佐 する 
組織 と し て 評議 会 と 騎士 団 が 存在 する 。 し か し 、 クル 
ノ ス 14 世 が 生 子 も 、 跡継ぎ を 指名 する 遺言 も 残さ すず 
に 崩御 。 さら に 、 皇帝 の 証 と な る 宙 の 成 典 が 失わ れ て 
いた こと か ら 、 次 期 皇 帝 が 不在 と いう 事態 に 陥る 。 権 
力 を 拡大 する 好機 と みた 評議 会 と 騎士 団 は 、 それ ぞ れ 
が 皇帝 候補 を 挙げ て 全面 的 に 対立 。 こ の 権力 争い は 
何 年 に も 渡っ て 続い て いく こと に な る 。 


|  / 次 期 皇帝 に つい て 
旨 。 な ん の お 触れ も あり ゃ せ ぬ 。 
不思議 な こと だ 


せ ン へ は O 紀 訳 導 居 
ざ 演 RYTW ど へ OK 同 生 ど と 
吾 貞 伺 羽 慎 過 著 深 均 呆 斗 


先 の 場 ヨ ー デ ル は 騎士 団 に よっ て 皇 需 候補 に 推 
挙 さ れ た 。 穏やか な 人 柄 な が ら 、 帝国 と ギル ド の 友好 
協定 を 結ぶ な ど 確 か な 政治 手腕 を 見 せる 。 

評議 会 の ラ ゴ ウ に 拉致 され る も 、 ユー リ た ち に よっ 
て 救出 。 そ の 後 は 評議 会 か ら も 次 期 皇 錠 に 選ば れ 、 
魔 導 器 の な く な っ た 世界 を 導く 指導 者 と し て 歩み 出す 。 


帝国 の 紋章 は 、 天 か ら 人 を 支配 ・ 監 視 する 
意味 合い を 込め て 、 支 配 の 象徴 で ある 鳥 と 、 
監視 する イメ ー ジ の 眼 が モチ ー フ と な っ て い 
る 。 帝都 に 掲げ られ て いる 旗 や 城内 の ステ ン 
ドグラ ス な ど に も この 紋章 が 使用 され る 。 


て や 


人 


肢 表 ニキ ぐー 


評議 会 が 次 期 皇帝 候補 に 挙げ た の は 、 ク ル ノ ス 1 4 世 の 遠縁 に 
あたる エス テリ ー ゼ 。 対 する 騎士 団 は 、 先 帝 の 場 ヨ ー デ ル を 擁 
立 し た 。 騎士 団 が 警護 を 口実 に エス テリ ー ゼ を 軟禁 する と 、 評 
議会 は ヨー デル を 誘拐 する な ど 、 争 い は 泥沼 化し て し まう 。 


帝国 崎 士 プレ ン ・ シ ー フ ォ 、 


ギル ド 凛 々 の 明星 と 力 を 合わ せ 
m、 アレ クセ イ を 止め な さい 


- 員 素 キ ニ イ エマ 革 り 洋 み 


騎士 団 は 帝国 が 有する 軍隊 で あり 、 治安 維持 の た 
め の 警 備 組織 で も ある 。 騎士 団 を 束ね る の は 騎士 団 
長 で 、 そ の 下 に 数 名 の 隊長 、 小 隊長 、 騎 士 と 続く 。 ま た 、 
騎士 団長 の 直下 に は 皇 需 を 護衛 する 親衛 隊 が つく が 、 
旦 帝 不在 時 は アレ クセ イ の 私 兵 と 化し て いた 。 皇帝 
の 指揮 下 で 行動 する の が 
騎士 団 の 本 来 の 密 だ が 、 
旦 帝 不在 の 間 に 軍 事 力 を 
拡大 させ 、 評 議会 に 迫る 
権力 を 握る まで に な る 。 


、 フ レン を 理想 と 仰 騎 士 ソ ディ ア 


隊長 首席 の 肩書 き が 与え られ る 。 
シュ ヴァ ー ン は その 隊長 首席 で 、 ア 
レク セイ の 懐 刀 と し て 極秘 任務 に 


就 いて いた 。 厳 し い 反面 、 部 下 思 : 


い の 一 面 も あり 、 部 下 か ら 厚 い 信 

頼 を 得 て い る 。 そ の 威厳 ある 姿 か 

ら 、 彼 に 憧れ る 騎士 も 多い 。 
真面目 か つ 頑 固 だ が 義 
に 厚く 、 帝都 の 異変 時 に 


は 下町 の 人 を 救出 する な 電信 
どの 活躍 を みせ る 。 


アデ コー ル S ボ ッ コ ス 


ルブラン 小隊 の 騎士 。 敬愛 する シュ ヴァ ー ン を 、 
倒壊 し た バク ティ オン か ら 命 が け で 救出 し た 。 


ソ デ ィ ア は 、 理想 の 騎士 と 信じ る 
フレ ン が 、 ユー リ の よう な 男 の た め 
に 悩む こと が 許せ な か っ た 。 そ し て 、 
ザウ デ で フレ ン が ユー リ を か ば っ て 
傷 を 負っ た 容 を 見 て 、 彼女 は と っ さ 


に ユー リ を 刺し て し まう 。 罪 の 意識 : 
: ミムラ は キュ モー ル の 姉 で 、 セ 
| バス は その 執事 。 キュ モー ル 
で も 守り た いも の が ある 。 そ の 気持 : の 死後 、 彼 の 悪事 が 露見 し て 
: 貴族 の 位 を 剥奪 され る 。 


に さい な まれ る ソ デ ィ ア を 、 ユ ー リ 
は 責め な か っ た 。 自 分 の 手 を 汚し て 


ち を 、 ユー リ も 知っ て いた か ら 。 


アス ピオ の 魔 導 士 は 帝国 の 指示 に 


従う 義務 が ある 。 ウ ィ チ ル は その 義 
、 務 を 拒否 し た リタ の 代わ り と し て フ 


レン に 協力 する 。 あ ん な 非常 識 な 女 
に 負け る も の か 。 そ う 賠 志 を 燃やす 


: も 、 肝心 の リタ に は 相手 に され ず じ 
、 まい 。 し か し 、 星 喰 み 撃退 の 際 は 魔 
導 器 ネッ トワ ー ク の 構築 を 請け 負い 、 
、 その 有 能 さ を 披露 する の だ っ た 。 


、 キュ モー ル の 非道 な 行い 。 


キュ モー ル は 貴族 で ある こと を 


鼻 に か け て 市 民 を 虫 けら 扱い し 、 
、 治安 を 乱す 。 ア レク セイ の 命令 で 
: へ ヘリ オー ド や マン タイ ク の 民 に 強 
制 労働 させ る 一 方 で 、 海 凶 の 爪 ( リ 


ヴァ イア サン の ツメ ) の イエ ガー か 


、 ら 武 器 を 買い 、 騎 士 団長 の 座 を 乗っ 
、 取る 計画 を 立て て いた 。 そ の 非道 
を 断罪 し よう と し た ユー リ に 追わ 
、 れ 、 流砂 に 飲み 込ま れ 命 を 落と す 。 


ウィ チル 


キュ モー ル 


、 評議 会 は 帝国 の 法 を 司る 


帝国 の 政治 機関 は 評議 会 と いい 、 足 族 の 有力 者 で 
構成 され て いる 。 本 来 は 皇帝 を 補佐 する 役割 を に な う 2 ロ ・ 
組織 だ が 、 皇 帝 不 在 の 間 は 代行 し て 国政 を 執っ て いる 。 NE 
た だ 、 騎士 団 と の 抗争 が 続く な か で 本 来 の 機能 を 果 た 
さ な い こと も 多く 、 ラ ゴ ウ の よう な 存在 に 好き 勝手 を 
許し て し まう 事態 に 陥っ て いた 。 


計 と へ で 圧 仙 江 了 暴 湖 避 
に 
中 可 対 半 び 普 潮 認 侍 陰 


帝国 の 実権 を 握 ろ うと し た 男 ラ コウ 


評議 員 で ある ラ ゴ ウ は カプ ワ ・ ノ ー ル の 執政 官 に 就任 す 
る と 、 その 権力 を 盾 に し て 住民 に 重税 を 課 し 、 払え な い 者 
は 殺し て 魔物 の エサ に する と いう 圧政 を 敷い た 。 さ ら な る 
権力 を 求め た 彼 は 、 バル ボス と 結託 。 騎 士 団 失 脚 を 在 て る 
一 方 で 、 ヘルメス 式 魔 導 器 の 研究 を 進め 、 宙 の 戒 典 の レプ 
リカ を 手中 に 収め よう と 画策 し て いた の だ 。 

これ ら の 悪事 は すべ て フレ ン に 暴 か れる も 、 ラ ゴ ウ は 権 
力 を 駆使 し て 罪 か ら 逃 れ た 。 し か し 、 ラ ゴ ウ の 罪 を 許す こ 
と が で き な か っ た ユー リ に 追い 詰め られ 、 命 妥 いも お む な し 
く 暗殺 され る と いう 最期 を 迎え る 。 


最 雪 せこ IN 


帝国 の 首都 ザー フィ アス は 強力 な 結界 魔 
導 器 の 下 に 築 か れ た 都市 。 頂上 に 城 を 置き 、 
貴族 街 、 市民 街 、 下町 と 続く 。 結 界 魔 導 器 
の 周囲 に は 御剣 の 階 桶 ( み つる ぎの き ざ は 
し ) と いう ザウ デ を 起動 させ る シス テム が あ 
り 、 アレ クセ イ は エス テル の 満月 の 子 の 力 
を 利用 し て 、 この シス テム を 起動 させ た 。 
御剣 の 階 桶 を 起動 する た め に 溜め 込ん だ 
エア ル の 影響 で 、 帝都 は 人 が 住め な い 地 と 
化す が 、 ユー リ た ちの 活躍 で 異変 は 収まる 。 


ユー リ を 支え る 下町 の 住人 た ち 


下町 は 特に 貧し い 者 が 住む 区 域 で 、 結界 に 守ら れ て 
は いる も の の 、 城壁 の 外 に 位置 し て いる 。 身 分 差 が 激 
し い 帝 都 で は 、 下町 の 人 々 は 役人 や 貴族 か ら 不 当 に 
扱わ れる こと も 多い が 、 互い に 協力 し あっ て 明る く 暮 
っ 5 RS 下町 で 自治 会 長 の 役割 ” コー リ が 下宿 する 宿屋 の 
らし て いる 。 幼い 頃 に 両親 を 亡くし た ユー リ に と っ て 、 を 務め る 老人 。 下 町 を 守 息子 。 ユ ー リ と フレ ン を 
下町 の 住人 た ち は 家 族 同然 の 存在 。 口 に 出す こと は る た め に 無茶 を し が ちな 見 て 育っ た た め 、 2 人 の 


な い が 、 つね に 彼ら の 身 を 案じ て いる の だ 。 ユー リ を 気 に か ける 。 関係 を 熟知 し て いる 。 


- 


調 国 に 反 放 を ひる が え し た 人 々 の 組 


魔 導 器 の 普及 に よっ て 権力 が 脅かさ れる こと を 恐れ 
た 帝国 は 、 魔 導 器 の 回 収 ・ 管 理 を 行っ た 。 そ の 結果 、 
上 流 階級 ば か り が 魔 導 器 を 持つ よう に な り 、 身分 差 が 
拡大 する 。 これ に 反発 し た 人 々 の 一 部 は 、 市 民権 を 捨 


い 3 登場 する 主 な ギル ド 


備 兵 ギル ド 。 幸福 の 市 場 に 船 の 護 
衛 を 依頼 され る も 、 魚 人 を 恐れ て 
逃走 。 ブ ラッ クリ スト 入り する 。 


ED 


内 五大 ギル ド の ひと つ で 、 規 模 ・ 勢 | 


て て 自治 ・ 上 自衛 の た め に 団結 。 首領 (ボス ) を 戴き 、 独 
自 の 軍事 や 商業 を 築い こい っ た 。 さらに 、 魔 導 器 の 発 
掘 を 行い 、 ついに は 帝国 の 支配 の 及ば な い 街 を 手 に 
人 人 れる 。 これ が ギル ド の 起こ り で ある 。 


人 々 の お し ゃ れ に つい て 指南 する | 
ギル ド 。 首 領 は サス ー ン ・ ド ・ モ | 
ホル ン で 、 ザ マス ロ 調 が 特徴 。 J 


| 、。 | 大 虐 グ ラン カレ イ が 率い て いた | | 
Image | 汚 股 ギル ド 。 グラ ンカ レイ の 死後 、 | 


シ | | _ 羽 疾 地 較 作 成 を 生業 と する 測量 ギル ド 。 | 
力 共に 最大 の ギル ド 。 ダ ング レス | | 受 FCIOD を 1 

7 。__ 還 議 謙 下 の 防 箱 を 主 な 活動 と し て いる 。 | | 。。 計上 師 琴 成 な どの 情報 を 教え て くれ る 。 | 
オ 5 信和 の 市 場 の 人 下 に ある 海 机 ギ ル 2 容 を も て な すこ と を 目的 と し た ギ | 
解 ド 。 提 縦 か ら 修理 まで 、 船 に 関す | 湯 ルド 。 客 に 無礼 を 働い た 者 は 切腹 
記 mW る スペ シャ リス ト が 集う 。 ーJ し 鐘 と いう 厳し い 近 が ある 。 リコ 
ダン グレ スト の 備 兵 ギル ド 。 首領 | | 。、。。, 委 の 眼 さ を 伝え る た め 、 関連 

は 好戦 的 か つ 荒 っ ぽい 性 格 と いう | | 四季 を 証する ギル ド の 宣 活 を 

仙 ギ ルド に ふさ わし い 和 人物 。 | | 人 行う 、 いわ る 友和 店 ギル ト 。 

| に >。 人 語 請 識 笛田 と ギル ド と いう 枠 を 超え て 、| | 。。。、。 ノー ド ボ リ カ を 建設 し 、 闘技 場 を | 

| 『 六 流通 を 取り し きる 。 首領 の カウ フ | 戦士 の 運営 し て いる 大 規模 な ギル ド 。 ユ | 

リノ マン は 社長 (ボス ) と 呼ば れる 。 | | 旧 ニオ ン に は 加盟 し て いな い 。 | 

| ze。 suu。 較 識 議 チム 抽 人 で ネッ クレ ス や ブロ ー チ 、| | 。。。 を 占い師 の ギル ド 。 突然 占っ て は 見 | 

銀 環 の ビア ス な どの 銀 細工 の アク セ サ | | 料 と し て 1000 ギ ルド を 要求 し て く 

舞 還 蘭 リー を 製作 、 販売 し て いる 。 。 | | 用 る 、 や や 強引 な 手口 で 知ら れる 。 | 


間 バル ボス が 首領 を 務め る 億 兵 ギル 


affectugxediaeBes20 ッ Root 人 


ーー 


に 。 3 五大 ギル ド に 入る ほど の 知名 度 を ! 
| 叶 持つ 鍛治 ギル ド だ が 、 没 落し て し | 


まう 。 現在 は 復興 の た め に 侍 走 中 。| 


] アイ フリ ー ド 率い る 海 農 ギ ルド 。 
| ブラ ッ ク ホー ブ 号 事件 (P.598) | 


| 海 靖 の 臣 | 
| ー コ 以降 は 事実 上 崩壊 し て いる 。 


| jmAGE | 


| ブ プラッ ド アラ イア ンス | 

の 夢 | 紅 の 絆 偽 兵 団 ド 。 五 大 ギル ド の ひと つ だ っ た が 、| 

い : 海 靖 の 牙 と 海 鐘 の 爪 に 分 裂 する 。 | | 騰 バル ボス の 造反 に より 除名 され る 。 ) 
2/// 写 影 席 導 器 を 用 いて 写真 撮影 を | | 。。 。。 蘭 バン バー の 大 半 が 廃物 に 大 切な 人 | 
| 写 影 機 ギル ド 行う ギル ド 。 カロ ル が 以前 に 所 属 | | 魔 狩 り の 刻 を 奪わ れ た 過去 を 持ち 、 そ の 倶 み | 
ON ー) し て いた ギル ド の 1 つ 。 2 人 か ら 府 授 治 を 生業 と し て いる 。 
「 還 較 議 : 芝 / gem aa マ ル > | ェ デ デス T 海 凶 の 爪 の 卒 下 の 商 人 ギル ド 。 遺 
| ショ ー タ イム み の せ いで メン バー が 集まら ず 、| | ン ケ ル 構 の 門 が 横流し し た 兵 装 魔 導 器 な | 
、 埋 還 因 ュ ー リ た ち に 助け を 求め る 。 | 才 どの 武器 を 売り き ば ば いて いる 。 | 
| 。。。。 回 議 議 ※ 叶 し いも の を 食べ る と と が 目的 | | " | ダン グレ スト の 老人 を 首領 と する 、| 
| 食 の 花道 の 美食 ギル ド 。 パ ティ の 料理 の 評 | | | ラナ リ こ ウリ ギル ド ウサ ギ を 愛でる ギル ド 。 ユ ー リ た | 
| - 作 拉 を 聞き 、 ス カウ ト に や っ て くる 。 | | ち に 宣伝 活動 を 依頼 する 。 | 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーーーーーーーーーーーーー ペ ーー ペー ペーーーーーーーーーーーー ぞ 


! 4 表向き は 武器 商人 の ギル ド だ が 、 


暗殺 業 も 請け 負う た め 「 死 の 商人 」 


と 呼ば れ て いる 。 
ラー ギィ が 首領 を 務め る 、 魔 導 器 | 


で 


リヴ ァ イ ア サン ツメ 


| 遺構 の 門 発掘 を 専門 と する ギル ド 。 帝国 魔 
1 に 導 士 の 遺 中 発掘 の 手伝い も 行う 。 | 


六 衝 と 


か つて 、 ギル ド の 総本山 で ある ダン グレ スト が 帝国 
に 制圧 され る 事件 が 起き た 。 そ れ ま で 個別 に 活動 し て 
いた ギル ド は 玖 約 を 掲げ て 団結 し 、 帝 国軍 を 追い 出す 。 
これ が きっ か け で 誕生 し た の が ユニ オン だ 。 

ユニ オン の 主 な 役割 は 、 ギル ド の 総括 と ダン グレ ス 
ト の 自治 。 ギル ド の 捉 を 決め た り 、 新参 ギル ド に 仕事 
を 韓 旋 する な ど 、 ギル ド の 円 滑 な 運営 に 必須 の 存在 と 


ト 首領 は 不明 | 


が 歩む 道 を 決め る きっ か け に な っ た 。 


ハリ ー は 偉大 な 祖父 を 持っ た が ゆえ に 、 周囲 か ら の 
期待 を 一 身 に 集め て いた 。 そ の た め 功 を 焦り 、 海 凶 の 
爪 (リヴ ァ イ ア サン の ツメ ) の 偽 情 報 に 踊り ら さ れ て 戦士 
の 殿堂 (パレ スト ラー レ ) の 統領 (ドゥ ウー チェ ) ベ リウ ス 
を 死に 追い や り 、 ドン を 自刃 させ て し まう 。 ハ リー は 上 自 
暴 自 棄 に な る が 、 ドン に 憧れ る カロ ル の まっ すぐ さ に 
点 れ 、 少し ずつ 前 を 向く よう に な る 。 


天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) の 首領 で 、 ユニ オン の 元首 ドン ・ 
ホワ イト ホー ス 。 レ イヴ ン の 正体 を 知り な が ら 手 元 に 置く 
剛 胆 さと 、 ユニ オン を まとめ る カリ スマ 性 か ら 彼 に 憧れ る 
者 は 多く 、 レ イヴ ン や イエ ガー も 敬意 を 抱い て いた 。 ドン は 、 
孫 の ハ リー の 失態 の 責任 を と る た め に 自刃 し その 生涯 を 終 
える 。 そ の 死に 様 や 最期 に 残し た 言葉 は 、 ユー リ や カロ ル 


ドン の 跡 を 継ぐ 者 


な っ て いる 。 ユ ニオ ン へ の 加盟 は 強制 で は な い が 、 こ 
の 組織 の 意向 を 無視 で きる ギル ド は な い 。 

ユニ オン を 統率 する の は 五大 ギル ド だ が 、 元首 ドン ・ 
ホワ イト ホー ス に 指揮 を ゆだね て いる の が 実際 の と こ 
ろ 。 そ の た め ド ン が 死去 する と ユニ オン と し て の 機能 
は 停止 し 、 混乱 状態 に 。 ハ リー を は じ め 、 残さ れ た 幹 
部 た ち が 新 し いあ り 方 を 模索 し て いる 。 


信 ユニ オン 鶴 約 


か つて 我ら の 父祖 は 
民 を 護る 務め を 忘れ し 国 を 捨て _ 
垢 自ら 真 の 自由 の 護り 手 と な っ た 語 。 


これ 即ち ギル ド の 起こ り で ある 


し か し 今や 圧 制 者 の 鉄 の 鎖 は | 
再び 我ら の 首 に 届く に 至っ た 
我ら が 父祖 の 導 い を 忘れ | 
利 を 巡り 互い の 争い に | 誠 
明け 暮れ た か ら で あ る | 
| 第 
ゆえ に 我ら は 今 一 度 | 5 
ギル ド の 本 義 に 立ち 戻り 伸 音 
持て る 力 を ひと つ に せん 中 
我ら の 剣 は 自由 の た め 唱 耳 
我ら の 盾 は 友 の た め 提 | リ 
我ら の 命 は 皆 の た め | オ 
ここ に 古き 痺 い を 新た に す | 餅 


ユー リ . お め え の 将来 を 
見 て みた か っ た が な 。 
俺 は 先 に 地獄 で 休ん で る と する ぜ 


億 兵 ギ ルド や 魔 狩 り の 剣 だ け じ ゃ 
ま か な え ね ぇ し な 


イエ ガー は 人 魔 戦 争 で 命 を 落と す も 、 アレ クセ イ に 
心臓 魔 導 器 (カディス ブラ ステ ィ ア ) を 与え られ て 菊 り 、 
彼 の 手足 と な っ た 。 海 凶 の 爪 の 首領 と 遺構 の 門 (ルー 
イン ズ ゲ ー ト ) の 首領 ラー ギィ と いう 2 つの 顔 を 駆使 し 
て 陰謀 に 荷担 する 一 方 で 、 ユ ー リ た ち を 助け る な ど ア 
レク セイ の 意 に そお むく イエ ガー。 こ の 裏切り は や が て 
アレ クセ イ に 露見 し 、 イエ ガー は ゴー シュ と ドロ ワッ ト 
を 見 逃す 代償 と し て ユー リ た ち に 戦い を 挑み 、 敗れ た 。 

道 化 の めい た 言動 で 真意 を 隠し た 男 は 笑顔 で 息 絶 え 
る 。 イ エガ ー も また 、 シュ ヴァ ー ン の よう に 死に 場所 
を 求め て いた の か も し れ な い 。 
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| イエ ガー を 慕う 2 人 の 少女  : 


レト : 舞 


付 と いう 形 で 救う 。 6 人 は その 恩 
に 報い る た め 、 剣 の 腕 を 磨い て イ 
| エガ ー の 護衛 と な っ た の だ 。 


て いる こと も 、 非道 な 行い を し て 


品 表 キ ユニ エー 


どら 人 は イエ ガー を 慕い 、 つき 従う 。 


は 、 揺 る ざ な いも の な の だ か ら 。 


紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) の 首領 バル ボ 
ス は 、 ドン を 倒し て ユニ オン の 元首 と な り 、 や が て は 
世界 を 支配 する 野望 を 抱い て いた 。 そ の た め に ラ ゴ 
ウ や アレ クセ イ と 手 を 組み 、 デ デッキ た ち に 魔 核 を 次 
ませ て ガス ファ ロス ト を 建造 し た の だ 。 し か し 、 その 野 
望 も や ユーリ た ち に 打ち 砕 か 
れる 。 バ ル ボ ス は 思っ た 。 
ユー リ に 、 若い 頃 の ドン に 
そっ くり な 男 に 敗れ た 自分 
は 、 結 局 ド ン に お よ ば な か っ 
た の だ 。 も は や 未練 は な 
い 。 そ れ ゆ え に 彼 は 、 塔 の 
頂上 か ら 身 を 投げ 出し た 。 


ゴー シュ と ドロ ワッ ト は 、 カブ ワ ・ 
トリ ム の 救 児 院 で 育っ た 。 貧 し い 
彼女 た ちの 暮らし を イエ ガー は 寄 
” う 男 だ っ た 。 ユ ー リ は 強く 、 戦う と 
、 今 ま で に な い 高 場 感 を 味わえ た 。 


彼 が 世間 か ら 死 の 商人 と 呼ば れ 
| を 狂わ せ 、 つい に 腕 を 魔 導 器 に 改 
いる こと も 知っ て いる 。 そ れ で も 


彼 が 自分 た ち を 救っ て くれ た 事実 


くっ 、 こ ここ 、 こ こ は ………… 


ミー の リア ル な パワ ー を ……/ 


海 欠 の 爪 に 雇 わ れ た ザ ギ は 、 フ 
レン を 暗殺 する た め 帝 都 に 向かう 。 
し か し 、 そこ に いた の は ユー リ と い 


それ 以来 、 ザ ギ の 目的 は ユー リ と 
戦う こと に な る 。 そ の 執念 は ザ ギ 


造 す る まで に いた る 。 
ら 人 の 戦い は タル カロ ン で 終結 
を 迎え る が 、 最期 まで ザ ギ の 頭 に 


は 、 ユー リ と 戦う こと し か な か っ た 。 才 放 233》 


人 歯車 の 楼 導 ガス ファ ロス ト 


バル ボス が 自ら の 野望 を か な える た め 、 ア レク セイ の 支援 を 受 
け て ダン グレ スト の 北 に 築き あげ た 塔 。 古 い 遺 跡 が 土台 に な っ 
て いる が 、 塔 自体 は 各地 か ら 盗 ませ た 魔 導 器 で で き て お り 、 ふ 
だ ん は 竜巻 を 起こ すこ と で 侵入 者 を 阻ん で いる 。 紅 の 絆 備 兵 団 
の アジ ト と し て 利用 し つつ 、 バ 
ル ボ ス は ここ で ヘル メス 式 魔 導 
器 の 研究 を 進め 、 宙 の 戒 典 の レ 
プリ カ を 作成 し て いた 。 ま た 、 
ガス ファ ロス ト の 地下 に は 、 ア レ 
クセ イ の 命令 で 魔 導 器 ネッ トワ ー 
ク が 作ら れ て いる 。 こ の ネッ ト 
ワー ク に よっ て 、 各 地 の 魔 導 器 
が 吸い 上 げ る エア ル が ザウ デ に 
結集 する 仕組 み に な っ て いた 。 


魔 狩り の 剣 ( マ ガ り の ツル ギ ) の 大 半 は 、 魔物 に 大 切 
な 人 を 奪わ れ た 過去 が ある 。 首領 の クリ ント は 始祖 の 
隷 長 に 家族 を 殺さ れ た 過去 を 持ち 、 始祖 の 隷 長 が 魔 
物 を 束ね る 悪 だ と みな す 。 世 界 が 星 喰 み の 脅威 に さ 
ら さ れ て も な お 、 魔物 へ の 憎しみ を 抱き つづ けた 。 

グ シ オス を 狩る た め に 訪れ た エレ アル ー ミ ン 石 英 林 
で 、 魔 狩 り の 剣 の 憎悪 は ユー リ た ち に 否定 され る 。 大 
切な 者 を 失っ て も 、 前 向き に 生き る 者 も いる の だ と 。 
か つて の 部 下 カ ロ ル の 真 語 な 表情 に 心 を ゆ さ ぶら れ 
た クリ ント は 、 石英 林 を 去る 。 憎 し み を 忘れ 、 前 を 向 
いて も いい の で は な いか 。 そ う 思 い は じ め た の だ 。 


お り 、 大 切 に 思っ て いる 。 
エレ アル ー ミ ン 石 英 林 で ナン が 


ン は 彼女 を 「 定 手 ま と い だ 」 と 置き 去り に する 。 一 見 厳 
情 が 込め られ て いた 。 自 分 た ち は 、 憎悪 する 魔物 と の 


れ て いけ ば 、 死な せ て し まう こと に な る か も し れ な い 。 
そう 考え た うえ で の 行動 だ つた の だ 。 


五大 ギル ド の ひと つづ 幸福 の 市 場 ( ギ 
ルド ドド ・ マ マルシェ) は デル カカ リュ ミレ ーー 

の 流通 の 大 半 を 取り し きっ て いる 。 
また 、 戦士 の 殿堂 は 大 を 射る 矢 に 引け 
を 取ら な い 大 規模 な ギル ド で 、 ノー ド 
ポリ カ を 治め 闘技 場 を 運営 し て いる 。 
統領 は 始祖 の 隷 長 の ベリ ウス だ が 、 海 


憎しみ を 組 に 生き る 席 狩 り の 刻 


技 を 磨い て 戦う こと を 何より も 
好み 、 魔物 と の 戦い に し か 興味 を 
示さ な いよ うに みえ る ティ ソン だ が | 
弟子 の ナン の こと は か わい が っ て 
、 と 行っ て し まっ た 。 あ ん な 
| 弱虫 、 も う 知ら な い 。 
戦い に 迷い を 見 せ た と き 、 ティソ 
| る が 、 
し く 見 える 態度 の 裏 に は 、 彼 な り の ナン を 思い や る 愛 
: 分 で ギル ド を 作り た くま し 
戦い を や め る こと は で き な い 。 迷い を 抱え る ナン を 連 
彼女 は その 感情 の 答え を 
知る の だ っ た 。 


_。 ツルギ 


、 俺 だ け で は な い . 鹿 狩り の 剣 の 
メン バー 人 大 事 な も の を 


家族 を 魔物 に 殺さ れ た ナン は 、 その 恨み か ら 魔 狩り 
の 語 の 一 員 に な っ た 。 幼 な じみ の カロ ル を 魔 狩 り の 合 
に 誘っ た の は 「 今 度 こそ 絶対 に 逃げ な い 」 と 約束 し た か 
ら 。 そ れ な の に 、 カロ ル は クオ イ の 森 で 1 人 どこ か へ 


。 0 ど 。 
は カロ ル を 見 か が ぎ ざ ろ うと す 
な ぜ か 気 に か け て し 
まつ う 。 や が て 、 カロ ル が 上 自 


く 成 長 し て いく 姿 を 見 て 、 


その 他 の 葛 る キル ド 


幸福 の 市 場 を まとめ る 社長 。 
帝国 と ギル ド の 両方 を 相手 に 
し て 商売 を 行う 才能 の 持ち 主 。 


2 戦士 の 殿堂 の 首領 で 、 新 

凶 の 爪 の 際 斉 に より 死亡 。 その 代理 OO 

は 腹心 で ちや る ナッ ツ が 務め て いる 。 い 。 皆 か ら は 尊敬 を 込め 
どちら も 多大 な 影響 力 を も つ ギ ルド て 統領 と 呼ば れ て いる 。 


で あり 、 魔 導 器 が な く な っ た あと の 世 
界 を 牽引 し て いく こと と な る 。 


ベリ ウス の 腹心 。 過 去 に べ ベリ 
ウス に 勝負 を 挑む も 敗れ 、 そ 
れ 以 来 仕 上 る よう に な っ た 。 


始祖 の 隷 長 は 、 人 類 よ り も 前 か ら テ ルカ ・ リ ュ ミ レー 


言 年 

ス に 存在 する 種族 。 彼ら は エア ル を 直接 摂取 する こと | [ を 

が で き 、 長い 寿命 と 高い 知性 を 持つ 。 er また を 
始祖 の 緑 長 は 、 エア ル を 摂取 で きる 自ら の 役割 を エ が 抽 

アル の 均衡 を 保つ こと だ と 結論 づけ た 。 そ の 使命 は 、 能 時 

時 彼ら に と っ て 何より も 大 事 な も の で あっ た た め 、 エア 
H と 幾度 と な く 争う こと に な る 。 の 


始祖 の 隷 長 の 盟主 。 満 月 の 子 で ある エ 戦士 の 殿堂 を 治め る 。 魔 狩り の 語 と の 


ステ ル を 殺 そ うと する も 、 ユー リ た ちの 戦い で 傷つき 、 それ を 癒 そ うと し た エス 
説得 に 心 を 動か され て 見 守る こと に 。 テル の 力 で 暴走 し た 結果 、 命 を 落と す 。 


カル ボク ラム や エレ アル ー ミ ン で 魔 狩 り 
|、 の 剣 に 狙わ れる 。 エ アル の 過剰 摂取 で 
り 星 喰 み に な りか け 、 ユー リ に 討た れ 


計 吉 キ ュー ン に 2 


人 魔 戦 争 で 死亡 し た 始祖 の 隷 長 エル シ 
フル の 娘 。 デ ュー ク を 慕い 、 彼 が 人 間 
の 命 を 奪 お うと し て いる こと を 憂う 。 


アス タル ハ 


ジュ ディ ス の 相棒 で ある 若 寺 始祖 の 款 バク ティ オン で 崇め られ て いた 始祖 の ミ ョ ル ゾ を 抱え て 空 を 漂う 、 クラ ゲ の よ 
長 。 フ ィ エ ル テ ィ ア 号 を 運ぶ な ど 、 旅 の 隷 長 。 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) を 入手 し よう と うな 姿 を し た 始祖 の 隷 長 。 ミ ョ ル ゾ の 住 
手助け を し て くれ る 。 し た アレ クセ イ に 殺 され た 。 人 か ら は 守護 神 と 呼ば れる 。 


始祖 の 隷 長 が 遺す 聖 核 


始祖 の 隷 長 が 摂取 し た エア ル は 、 長い 時 間 を か け 加 
て 体内 で 結晶 化す る 。 これ が 聖 核 ( ア パテ ィ ア ) で あり 、 匠 の 
始祖 の 塚 長 が 命 を 落と す と き に 生み 出さ れる 。 聖 核 信 き 
は 純粋 か つ 高 密度 の エネ ルギー を 秘め て お り 、 アレ ク よ は 
セイ の よう に 、 その 強大 な 力 を 求め て 始祖 の 吉 長 を 討 * 苦 
と うと する 者 も いる 。 ちなみに 魔 導 器 の 魔 核 は 、 この る エ 
聖 核 を 砕い て 術 式 を 刻み 込ん だ も の だ 。 ル 


千年 ほど 前 、 エア ル を 操る 能力 を 有する 満月 の 子 が 
現れ る 。 彼 ら の 力 は 、 魔 導 器 を 使わ ず に エア ル を 制御 
で きる 優れ た も の だ っ た が 、 その ぶん エア ル を 大 量 に 
消費 し 、 乱れ を 引き 起こ す と いう 欠点 が あっ た 。 

や が て この 力 と 魔 導 器 の 存在 が 、 の ち に 古代 の 災 
厄 と 呼ば れる 星 喰 み ( ほ し は み ) を 生み 出し て し まう 。 
責任 を 感じ た 満月 の 子 た ち は 、 自ら の 命 を 使っ て 星 喰 
みか ら 世 界 を 守る 。 わずか に 残さ れ た 満月 の 子 は 、 始 
祖 の 隷 長 と 協定 を 結び 、 魔 導 器 の 乱用 を 防ぐ た め に 希 
国 を 築い た 。 現在 の 皇族 は その 子孫 な の で ある 。 


ザウ デ の 地下 に は 、 星 喰 みか ら 世 界 を 守る た め に 命 
を 捧げ た 満月 の 子 が 眠る 望郷 の 墓所 と 、 満月 の 子 の 
子孫 が 暮らす 十 六 夜 の 幽 居 街 が 存在 する 。 十 六 夜 の 
幽 居 街 は 、 千年 前 に 命 を 捧げ る こと を 拒ん だ 満月 の 子 
が 幽閉 され た 場所 。 そ こ で 人 々 を 束ね る 館 主 オー マ 
も また 満月 の 子 で あり 、 始 祖 の 隷 長 と 自分 た ち を 裏切っ 
た 満月 の 子 を 憎み つづ け て いた 。 

オー マ は 地上 の 人 々 に 復讐 する た め 、 霊 業 アム リタ 
の 力 で 異形 の に な りな が ら も 千年 の 時 を 生き 長らえ 
て いた 。 し か し オー マ の 企み は ユー リ た ち に 阻ま れ 、 
千年 の 妄 執 は 打ち 砕 か れる こと と な る 。 


満月 の 子 の 力 で 聖 核 に エア ル を 注ぎ 込む こと で 誕 
生 し た の が 精霊 で ある 。 エ アル を 効率 よく 物質 に 変換 
する 装置 を 作る こと で 、 エア ル の 過剰 な 慕 延 を 防 ご う 
と する リタ の 試み で 生ま れ た も の だ 。 

精霊 は 単なる 変換 装置 で は な く 、 始祖 の 隷 長 だ っ た 
頃 の 記憶 と 意志 を 備え て いる 。 ま た 、 精霊 が 用 いる 力 
は エア ル と は 異な る マナ で ある た め 、 エア ル の 塊 で あ 
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_ エ アル を 直接 操る 満月 の 子 


望郷 の 墓所 と 十 六 夜 の 幽 居 街 


現在 の 皇族 は 血 が 薄れ 、 満月 の 子 と し て の 力 を ほとん ど 持 た な い 。 
唯一 の 例外 が エス テル で 、 彼女 だ け は 強い 力 を 備え て いる 。 


人 ト 


多 祖 の 緑 長 、 裏 切り 者 ども 4 
の みな ら ず 、 た だ の 入間 まで が 5 
) か くも 増長 する と は 、 


- 器 素 きこ ニ せ ぐー 


始祖 の 款 長 ペリ ウス が 転生 
| し た 姿 。 一 番 最初 に 生ま れ | 
| た 精 圭 で 、 水 を 司る 。 


フェ ロー が 転生 し た 姿 で 、 火 
を 司 る 。 精 雲 と な っ て も 彼ら 
| の リー ダー 的 存在 を に な う 。 
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| 転生 し た も の 。 言葉 を 発 さ ず 、| | 精霊 と な っ た 姿 。 和博 
| シル フ に 訳し て も ら っ て いる 。 | て e な な デューク を 案じ る 。 
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惜 素 キ ニ サ ぐ 。 


で か で で ドー ーー で 


長 は 人 KA これ が 0 年 


宙 国 建国 の 頃 、 人 類 と 始祖 の 隷 長 は 「 魔 導 器 を 必要 
以上 に 使わ な い 」 と いう 協定 を 結ん だ 。 し か し 千年 の 
うち に その こと を 忘れ た 人 類 は 魔 導 器 を 乱用 し 、 ヘル 
メス 式 魔 導 器 まで 普及 させ る 。 協定 が 破 ら れ た と 見 な 
し た 始祖 の 隷 長 は 、 人類 を 減 ぼ そう と する 切 進 派 と 、 
対話 で の 解決 を めざす 穏健 派 に 分 か れ て 様子 を 見 た 
が 、 業 を 煮やし た 訪 進 派 が テム ザ の 街 を 襲っ て し まう 。 
この 攻撃 に 人 類 も 抗戦 。 ア レク セイ や シュ ヴァ ー ン 
と いっ た 帝国 騎士 を 筆頭 に 、 ドン や アイ フリ ー ド な ど 
ギル ド の 人 間 も 参 戦 し 、 大 規模 な 戦い へ 発展 する 。 


苦戦 を 強い られ る 錠 国 を 助け た の は 、 始祖 の 隷 長 
の 長 エ ル シ フ ル と 、 その 友 で ある 人 間 の デュ ー ク だ っ 
た 。 ら 人 は 女 進 派 の 始祖 の 隷 長 を 倒し 、 人 間 の 勝利 と 
いう 形 で 人 魔 戦 争 は 幕 を 閉じ た 。 

そし て 悲劇 が 起き る 。 エル シフ ル の 力 を 恐れ た 帝 
国 は 静観 する と いう 約束 を 破り 、 戦い で 傷つい た エル 
シフ ル の 命 を 奪っ た の だ 。 裏切ら れ 、 か けが え の な い 
友 を 殺 ぐ され た デュ ー ク は 、 この と き 人 間 を 見 か ぎっ た 。 
彼 は 始祖 の 隷 長 の 下 に 身 を 寄せ 、 友 の 遺 志 を 継い で 
エア ル を 鎮め る 役目 を に な う よ う に な る 。 


シュ ヴァ ー ン の 友人 に キャ ナリ と いう 騎士 が いた 。 
キル タン サス の 花 を 好み 、 弓 の 手練 れ で ある 彼女 に シュ 
ヴァ ー ン は ひそ か に 思い を 寄せ る が 、 キ ャ ナリ に は ほ 
か に 思う 人 が いた 。 思 い を 伝え られ ぬ ま ま 、 人 魔 戦 争 
で キャ ナリ は 命 を 落と し 、 彼 の 恋 も 散っ た 。 

彼女 が 愛し た の は 当時 騎士 団 に いた イエ ガー。 彼 
も また キャ ナリ を 思い 、 相思 相愛 の 関係 に あっ た の だ 。 


人 人 間 て 始祖 の 隷 長 の 戦 【Y_ 


ヘル メス 式 放 器 の 普及 に より 、 エア ル が 乱れ る と と を 危 慣 し た 始 福 の 痕 
起き た 人 訂 戦 争 の 始ま り で ある 。 


人 間 の 愚か さか 引き金 と な っ た 戦争 


語ら れる こと の な い 英 雄 


7 その 魔物 と いう の が 
1 BS うこ と も 


は 公 に され ず 、 縛 
と 廃物 の 戦争 と 伝 
えら れ て いる 。 


ドン と ペリ ウス は 人 
魔 戦 争 で 出会っ た 。 
ペリ ウス が ドン の 世 
話 に な っ た よう だ 。 
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キャ ナリ の じゃ ね え の 。 可 。 

お 前 ら が 持っ て た の か | 

di た は 

ら ャ 

| 積 

IN け 

1 て だ 

。 (いい 遺 

だ し 

和 ド に 】 た 

弓 


アレ クセ イ は 、 クル ノ ス 1 4 世 の た め に 開か れ た 御前 試合 で 優勝 し 、 騎士 団 に 推挙 さ 
れ た 。 騎士 と な り 、 帝国 の 腐敗 を 目の当たり に し た 彼 は 、 それ を 変え る べく 寿 走 する も 、 
幾度 も 厳し い 現実 に 打ち の め さ ざさ れる 。 も っ と 力 が あれ ば 、 帝国 を 変え られ る 。 そ の 思 
い に 囚 われ た アレ クセ イ は 、 し だ い に 力 を 得る た め の 手 段 を 選ば な く な っ て いく 。 


圧倒 的 な 力 を 求め て 


アレ クセ イ は 高い 性 能 を 備え る ヘル メス 式 魔 導 器 "た アレ クセ イ は 、 彼ら の 打倒 も 目 論 お よう に な る 。 
に 目 を つけ 、 改革 の 力 と すべ く 量 産 を 進め る 。 こ れ や が て ザウ デ 不 落 宮 の 存 在 を 知っ た アレ クセ イ は 、 
が 始祖 の 未 長 の 目 に 止ま り 、 人 魔 戦争 へ と 発展 。 始 それ が 始祖 の 隷 長 の 力 を も 上 回 る 究極 の 兵器 と 思い 
祖 の 隷 長 は 魔 導 器 を 奪い 、 人 間 を 縛る 存在 と みな し 込み 、 そ の 復活 の た め に 動き 出す 。 


人 アレ クセ イ ーー 


mw / 

| | ラ ゴ ウ と バル ボス を 利用 し て 、 ヘル メス 式 魔 
| サザ ウデ 不 落 吉 復活 | 四 の 式典 の レプ リカ 作成 導 器 の デー タ を 研究 し 、 ザウ デ 復活 の 鍵 と な 
| ザウ デ 不 落 宮 を 最強 の 兵器 だ | し ュー Ha る 宙 の 戒 典 の レプ リカ を 作成 。 ) 
| と 考え る 。 そ の 強大 な 力 を 自 | | 一 一 ーーーーーーーーー、 
| 1 _ 各地 の 魔 導 器 が 吸い 上 げ る エア ル を ザウ デ に | 

の も の に し た い | ッ ト ワ ー 
90605 。 1 ネッ トー の 情 生 人 め る ネッ トワ ー ク を 、 ガス ファ ロス ト に 構築 
| 腐敗 し きっ た 回 問 還 晴 mmmmm'|b コ 1l ーーーーーTD7 ア mr PTY TP 
を < 較 | | 糧 福 の 基 長 を 倒す | 満 朋 の 子 の 力 を 利用 。 子 を 作り 出 そ うと ブラ ッ ク ホー ブ 呈 事件 を 起 
ゴリ 73 国 E 守 詳 | | 計 画 を 妨害 する 邪 廃 な 存在 を ! | こす で 和 最 的 に は エス テル の を 利用 
際 細 証 | 朱 除 する と 同時 に 、 強力 な 力 還 還 ease 時 aa の 只 呈 を 品 た ALー cage ヘー ニク 
強大 な 力 が 必要 1 | 始祖 の 隷 長 を 倒す た め に 、 移 動 要 寒 ヘ ラク レ 
L 月 語 と つ 理 和枝 を 得る | ーー ス を 建造 動力 に は 聖 核 を 利用 する 邊 
い 3 邊 福 の 長 と いう 陸 斉 を 排球 する と 共に 、 サ | 
ユニ オン の 弱体 化 フロ 捜索 と 時 核 人手 > 生 洛 の た め に 聖 核 を 求め る | 


国 を お ちび や か す 存 信和 人 | | ドン の 監視 を レイ ヴ ン に 命じ る と 同時 に 、 ユ ニオ ン の 静 体 化 を イエ ガー に 命 | 
し 化し 、 いずれ は 排除 し た い | | じ る 。 結 果 、 天 を 射る 矢 と 戦士 の 典 堂 の 抗争 や 、 ドン の 死 を 招く | 


失意 の 果て に 


ユー リ た ちの 妨害 に 遭い な が ら も 、 つい に アレ クセ イ は ザウ デ 不 落 宮 
を 復活 させ る 。 し か し 、 ザウ デ の 復活 が も た らし た の は 野望 の 成就 で は 
な く 、 星 喰 み と い う 災 厄 の 復活 だ っ た 。 ア レク セイ は 、 ザウ デ が 星 喰 み 
か ら 世 界 を 守る た め の 存 在 だ っ た と 悟り 、 絶 望 する 。 世界 を 変え る は ず が 、 
世界 を 減 ぼ すこ と に な る と は 。 帝国 最強 の 騎士 は 失意 の 涙 と 共に 、 ザウ 
デ の 魔 核 の 下敷 き と な っ て 、 その 生涯 を 終え る の だ っ た 。 


5gg 


アレ クセ イ は 騎士 と し て の 実力 、 高い 指導 力 、 そし 
て カリ スマ 性 を 兼ね そなえ て いた 。 さらに 平民 を 騎士 
団 に 積極 的 に 登用 する 政策 を 進め 、「 正 し い 者 が 正 し 
く 生 きる 」 な ど と いっ た 理想 を 掲げ る 。 
そん な アレ クセ イ の 姿 は 騎士 と し て 理想 的 に 映り 、 
彼 に 心酔 する 騎士 は 次 第 に 増え て いっ た 。 こ れ を 利用 
し た アレ クセ イ は エリ ー ト 騎士 の 集まり で ある 親衛 隊 
を 私 兵 化 し 、 さら に シュ ヴァ ー ン や フレ ン と いっ た 騎士 
隊長 を 利用 し て 計画 を 進め て いっ た の だ 。 
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デュ ー ク が 持ち 去っ た 笛 の 戒 典 が ザウ デ 復 活 の 鍵 だ 
と 知っ た アレ クセ イ は 、 その 代用 に 宙 の 戒 典 と 同様 の 
力 を 持つ 満月 の 子 を 求め た 。 し か し 、 彼 の 知る 満月 の 
子 の 力 は 微弱 だ っ た た め 、 人 為 的 な 強化 を 試み る 。 ア 
レク セイ は 選抜 し た 人 々 を ブラ ッ ク ホ ー プ 号 に 乗せ 、 
船 に 設置 し た 魔 導 器 を 使っ て 被験 者 に エア ル を 注入 し 
て 力 を 強化 させ た の だ 。 こ の 実験 は 失敗 に 終わ り 、 船 
上 の 人 々 は 魔物 と 化す 。 ア レク セイ は 、 護衛 を させ て 
いた 海 精 の 牙 ( セ イレ ー ン の キバ ) の 首領 アイ フリ ー ド 
が 乗客 を 殺 鐵 し た と 公表 し 、 この 失敗 を 隠匿 し た 。 


船上 の 人 々 が 魔物 化す る な か 、 海 柄 の 牙 の 首領 ア 
イフ リー ド と 腹心 の サイ ファ ー だ け は 助かっ つた 。 サ イ 
ファ ー は アイ フリ ー ド を 守る た め に 魔物 と 化し た 人 々 
を 殺し 、 沢 死 の アイ フリ ー ド を アム リタ で 癒 や す 。 そ 
し て ら 人 は 、 亡くな っ た 人 々 を レナ ンス ジラ 岩 虚 に 葬っ た 。 

その 後 、 ア ムリ タ の 作用 で アイ フリ ー ド は 和 々 に 若 
返っ て いき 、 記憶 も 失っ て し まう 。 サイ ファ ー も また 、 
体 が 魔物 へ と 変異 し つつ あっ た 。 こ れ 以 上 アイ フリ ー 

ド と 共に いら れ な いと 判断 し た サイ ファ ー は 、 少女 と 
な っ た アイ フリ ー ド に パテ ィ と いう 名 を 与え 、 自ら は 死 
に 場所 を 求め て 海 の 彼方 に 変 を 消す の だ っ た 。 


_ 利用 され た 財団 


サイ ファ ー と アイ フリ ー ド 


e 誘拐 され た ヨー デル の 捜索 


e エス テル の 監視 と 誘拐 

e 本 物 の 宙 の 戒 典 を 始末 する た 
め の 時 間 稼 ぎ 

委 ぁ フ ェ ロ ー の 雪 。 。 章 
"へ リオ ー ド の 軍事 点 化 。 


騎 土 団長 こそ が 
我ら の 従う べき お 方 、 
束 士 の 営 れ だ 』 


。 の AS きい (人 は Ok 征 
S 礎 4 せい り 共 和 へ ば 
で ヾ へ ヽ | へ 欄 婦 詳 下 S 衣 環 問 


デュ ニク デュ ー ク が 宙 の 式典 

エア ルク レー ネ を 鎮め 、 

その 原因 を 取り 除く を 持ち 去っ た の は 、 
人 魔 戦争 の と き の 


こと で ある 。 


ちょ っ と 、 言 っ た じゃ な か 、 
ギル ド の 義 に 反し た 奴 の 球 が 
来 た ら 店 の イメ ー ジ ダウ ン だ っ て 


海 精 の 牙 の 首領 ア 
イフ リー ド は 、 人 々 莉 
か ら は 大 罪人 と し て 隊 .。 
認知 され て いく 。 


グラ ンカ レイ は 海竜 の 夢 ( サ ー ペ ント の ユメ ) を 率い 
る 首領 と し て 、 世 界 中 を 旅 し て いた 。 ある と き 彼 は 、「 テ 
ルカ ・ リ ュ ミ レー ス の へ そ 」 と 呼ば れる 海域 で 海 に 沈ん 
だ 遺跡 を 発見 。 遺跡 と は ザウ デ の こと だ っ た が 、 彼 は 
それ を 知ら ず に 侵入 し 、 地下 に ある 十 六 夜 の 幽 居 街 に 
た どり 着く 。 グ ラン カレ イ 
は そこ で 満月 の 子 の 未 商 
が 暮らし て いる こと を 知る 
が 、 彼ら の 生活 を 乱す べき 
で は な いと 考え た 。 た が だ 、 
到達 し た 証 に アム リタ と 散 
し の 再 殖 (マリ ス ・ ゲ ンマ ) 
を 持ち 帰る こと に する 。 


グラ ンカ レイ の 死後 、 海竜 の 夢 は 今後 の 方 針 を 巡っ 
て 分 裂 。 海 凶 の 爪 と 海 精 の 所 と いう ら つ の ギル ド が 生 
まれ る こと に な る 。 海 凶 の 爪 は 陸 に 上 が り 、 武器 商人 
兼 暗 殺 者 の ギル ド へ と 変わ っ て いく 。 一 方 の 海 策 の 牙 
は 、 グラ ンカ レイ の 残し た アム リタ と 芝 し の 瑞 玖 を 引 
きき 継ぎ 、 彼 が 隠し た と され る 豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) 
発見 の た め に 海賊 ギル ド で あり つづ けた 。 


時 代 は 過ぎ 、 海 精 の 牙 に 女 首領 アイ フリ ー ド が 誕生 
する 。 彼女 は 男 社会 で ある ギル ド の 世界 で 、 理不尽 な 
反発 を 受け る こと も 多かっ た た め 、 細か い 交 渉 を サイ 
ファ ー に 一 任 。 や が て 膨 半 は サイ ラフ テー が アイ フリ ー 
ド だ と 誤解 する よう に な っ て いく 。 な お 、 ア イフ リー ド 
は ドン と 親交 を 持ち 、 帝国 が ダン グレ スト に 攻め 込ん 
だ 際 の 抵抗 戦 や 、 人 魔 戦争 で ドン に 協力 し て いる 。 


海竜 の 夢 の その 後 


海 精 の 牙 の 女 首領 アイ フリ ー ド 


楽園 へ 至る 鍵 ーー 
麗し の 星 ( マ リス ・ ステ ラ ) と 英 し の 下 欧 は 、 ザウ 

デ の 地下 に 隠さ れ た 望郷 の 墓所 と 十 六 夜 の 幽 居 。 
街 に 通じ る 鍵 。 こ れ を ザウ デ 最 奥 部 で 掲げ 「 星 輝 
き て 、n⑧ 区 萌 え 、 こ の 海 の 安寧 を 知る 」 と 唱え る 
と 望 卿 の 墓所 へ の 道 が 開く 。 貢 し の 瑞 環 は グラ ン 
カレ イ が 持ち 帰り 、 麗 し の 星 は ザウ デ に 残さ れ た 。 


人 不老 長寿 の 圭 薬 アム リタ 
エア ル か ら 成 る 薬 で 、 飲 むと 傷 が 癒え 
た り 寿 命 が 延び る 作用 が ある 。 満 月 の 
子 オ ー マ は 、 ア ムリ タ を 服用 し て 千年 
間 生き 長らえ た が 、 過 剰 打 取 し た た め 
に 体 が 変異 し て し まう 。 ま た 、 満 月 の 子 
で は な い パ ティ が 服用 し た 際 は 、 若 返 
り と 記憶 喪失 と いう 効果 を も た らし た 。 


…… ん 2 ぞう 言え ば 、 
あの 上 の 羽根 広げ た みた いな 
部 分 、 ど こ か で 見 た こと が ある な 


。 肖 店 0 起り まっ で 
ふ (rrW ご へ 導 さ さ マース 


ざり い 
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お 頭 が まだ 貴族 だ っ た 中 
ども の 頃 に 親父 さん か ら 邊 
も ら っ た っ て 服 だ よ | 


。tSG で EEG 湖 RN 激 べき 太 
党 。 昌 圧 S 甘 症 電 テ ーー 
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ドー で イード ーー 


千年 前 、 魔 導 器 と 満月 の 子 の 力 が エア ル を 激しく 乱 

し た 。 始祖 の 隷 長 は 過剰 な エア ル を 摂取 する 一 方 で 、 
元凶 で ある 人 類 を 襲う 。 人 類 は これ に 対抗 し 、 両者 の 
間 で 争い が 起き た 。 や が て 、 エア ル を 限界 まで 摂取 
し た 始祖 の 隷 長 た ち は 星 喰 み に 変異 。 星 喰 み は あら 
ゆる も の を 飲み 込み 、 消滅 させ る 性 質 を 持っ て いた 。 
星 喰 み が 世 界 全体 を 飲み 込 も うと し て いる こと を 察し 
た 両者 は 、 争い を や め て 共同 戦線 を 張る 。 

し か し 、 彼ら は 星 喰 み を 撃退 する 術 を 見 い だ す こと 0 
が で き な か っ た 。 そ こ で 、 人類 の 指導 者 で ある 満月 SE 
の 子 が 、 星 喰 み を 招い た 償い と し て 命 と 引き 替え に 2 
星 喰 み を 遠ざけ 、 か ろう じ て 世 界 を 守っ た の だ 。 これ 
ら の で き ご と は 時 が 経つ に つれ て 忘れ られ 、 ミ ョ ル ゾ 
の 壁画 に 伝説 と し て 残る の み と な っ た 。 


シル ドブ フラ ラスティ ア 

人 巨大 な 結界 魔 導 器 ・ ザ ウデ 不 落 宮 

古代 の 人 々 は 星 喰 みか ら 世 界 を 守る た め 、 ザウ デ 不 
落 宮 と 凛々 の 明星 (りり の あか ぼ し ) と いう 巨大 な 結界 
魔 導 器 を 作り 上 げた 。 空 に 打ち 上 げ ら れ た 凛々 の 明 
星 が 空中 で 結界 を 展開 し て 星 喰 み を 抽 え 、 ザウ デ 不 
落 宮 が これ を 遠隔 操作 する 役割 を 果たし て いた 。 

この 結界 は 満月 の 子 の 生命 力 を 動力 と し 、 半永久 的 
に 稼働 する は ず だ っ た が 、 アレ クセ イ が 問 違 っ た 制御 
を 行っ た た め に シス テム が 破損 する 。 凛々 の 明星 


衛星 部 。 結 界 を 展開 し 


人 凛々 の 明星 に まつ わる 苦 話 
\ や る 役割 を 持つ 。 ーーー 
_ その 昔 、 世 界 を 減 亡 に 追い 込む 活 厄 が 起こ り ま し た TT ザウ デ 不 沙 宮 
_ 信 々 は 災厄 に 立ち 向かい 、 多 く の 命 が 失 われ まし た 凛々 の 明星 を 操作 する | 
さ 、 力 尽き た と き 、 * に メイ ン シ ス テム 。 満月 
_ 皆 が 倒れ 、 力 尽き た と き 、 あ る 兄妹 が 現れ まし た の 手 の 生 林 価 | 


その 兄妹 は 、 力 を 合わ せ 、 和 災厄 と 戦い 、 世 界 を 赤 い まし た 

妹 は 満月 の 子 と 呼ば れ 、 戦 い の あ と も 、 大 地 に 残り まし た 
兄 は 凛々 の 明星 (りり の あか ぼ し ) と 呼ば れ 靖 

空 か ら 世界 を 見 守る こと に し まし た 


アレ クセ イ が ザウ デ の 結界 を 崩壊 させ た こと で 、 世 
界 は ふた た び 星 喰 み の 脅 威 に さら され た 。 星 喰 み は 
エア ル か ら 成 る た め 、 魔 導 器 に よる 攻撃 や 魔術 な ど 、 
エア ル を 用 いた 手段 で は 倒せ な い 。 し か し 、 エア ル を 
効率 よく 物質 に 変換 で きる 精霊 の 力 な ら 、 エア ル の 塊 
で ある 星 喰 み に 対向 で きる は ず 。 そ う 考 えた ユー リ た 
ち は 世 界 を 回 り 、 始祖 の 隷 長 の 協力 を 得 て 彼 ら を 精霊 
化 さ せ て いく 。 だ が 、 4 体 の 精霊 の 力 を 得 て も まだ 力 


デュ ー ク は 計画 を 実行 すべ く 、 古代 塔 市 タル カロ ン 
を 復活 させ る 。 タル カロ ン は 、 古代 人 が 始祖 の 隷 長 を 
倒す た め に 兵器 に 改造 し た 都市 。 か つて 魔 導 器 と 共に 
破棄 され た が 、 その 中 枢 機 能 は 生き て いた の だ 。 

デュ ー ク は タル カロ ン で 人 々 の 生命 力 を 吸収 し は じ 
め る 。 彼 を 止め る た め 、 そし て 星 喰 み を 倒す た め 、 ユー 
り リ た ち も タ ルカ ロン へ と 足 を 踏み 入れ る 。 


エル シフ ル を 殺さ れ た 日 か ら 、 デ ュー ク は 人 間 と い 
う 存在 を 信じ られ な く な っ た 。 そ し て 、 人 間 の 愚か さ 
を 象徴 する 星 喰 み が 再 来 し た こと で 、 彼 の 心 は 決ま っ 
た 。 ユ ー リ た ちの 存在 に は 心 を 動か され た が 、 や は り 
人 間 は 世界 に 仙 な す 存 在 で し か な い 。 デ ュー ク は 上 自分 
を 含め た 人 間 の 死 と 引き 替え に 、 世界 を 守る 道 を 選ぶ 。 
そん な デュ ー ク に 、 ユー リ た ち は 否 を 唱え る 。 人 は 
変わ る こと が で きる 。 た と え 間 違え て も や り 直 し 、 より 
よい 方 向 へ 歩い て いけ る の だ と 。 互い の 主張 は 相 容 
れる こと な く 、 それ ぞ れ が 選ん だ 道 は 平行 線 の まま 。 
残さ れ た 方 法 は 、 剣 を と っ て 戦う こと だ け だ っ た 。 


古代 塔 市 タル カロ ン の 復活 


相 容 れ ぬ 思い 、 交 差し な い 人道 


が 足り な い 。 そ こ で ユー リ は 世界 中 の 魔 導 器 の 魔 核 
を 精霊 化 させ 、 星 喰 み を 撃つ 力 を 強化 する 方 法 を 提案 。 
魔 導 器 は 失わ れ て し まう が 、 これ が 星 喰 み を 倒せ る 唯 
ー の 方 法 だ と 、 ユー リ た ち は 世 界 の 要 人 を 説得 し た 。 

一 方 、 人 魔 戦争 の 英雄 デュ ー ク は 、 星 喰 み 打倒 の た 
め に 別 の 手段 を と る 。 そ れ は 、 純度 の 高い マナ で ある 
人 類 の 生命 力 を 使っ て 、 星 喰 み を 倒す と いう も の 。 人 
類 の 命 と 引き 替え に 、 世界 を 救う つも りな の だ 。 


e 未 演 NRtGNfi 肛 枯 憲 全 べ り 許 
峠 古志 式 代 符 口 で 性 


私 は 友 に 胡 っ た の だ 。 
この 世界 を 守る と 


未来 は 創り 出す も ん だ ろ 。 を 
選ん だ 道 を 信じ て 創り 出す も ん だ 


1 新しく 始ま る 世界 


デュ ー ク を 止め た ユー リ た ち は 、 つ い に 星 喰 み に 立ち 向かう 。 
精霊 と 、 精霊 と 化し た 魔 核 の 力 が 収束 され 、 光 と な っ て 星 喰 み 
を 撃つ 。 人 間 が 腐 導 器 を 放棄 し た 光景 を 目の当たり に し 、 デ ュー 
ク の 心 が 動い た 。 彼 は 宙 の 戒 典 を 成 し て いた 聖 核 を 精霊 化 さ 
せる 。 そ の 力 が 後押し と な り 、 つい に 星 喰 み は 減 び る 。 

打ち 砕 か れ た 星 喰 み も また 精霊 と な っ て 生ま れ 変 わり 、 流 
星 の よ うに 降り 注ぐ 。 それ は 、 これ か ら 新 し く 始ま ろう つと し て い 
る 世界 を 祝福 し て いる よう で あっ た 。 


| 己 の 正義 を 貫く 道 


か つて ユー リ は 、 親友 で ある フレ ン 
と 「 人 々 の 笑顔 の た め に 戦 お う 」 と 暫 っ 
た 。 フ レン は 騎士 団 で 地位 を 得 て 、 帝 
国 の 法 を 変え る 道 を 選ぶ 。 し か し 、 ユ ー 
り リ は その 道 を 選べ な か っ た 。 法 を 変 
える た め に 出世 する まで の 間 、 不正 に 
よっ て 苦し お 人 々 を 助け られ な いこ と 
に 、 耐え られ な か っ た の だ 。 

ラ ゴ ウ が 法 で 裁 け な いと 知っ た と 

ー リ は 心 を 決め た 。 法 を 変え て 
世の中 を 正す や り 方 は フレ ン に 任せ 、 
自分 は 今 苦し お 人 を 助け る た め に 動 こ 
う 。 た と え 、 それ が 血 に 汚れ 、 罪人 と 
指 を ささ れる 道 で あろ うと も 。 


凛々 の 明星 の 近 


アレ クセ イ に 囚われ た エス テル を 助け る と きも 、 訂 物 に 囲ま れ た フレ ン を 
助け る と きも 、 ユー リ は 1 人 で 行こ うと し た 。 そ れ は 仲間 が 苦し ん だ り 傷 つ 
か が ず に すむ よう に と いう 、 不器用 な ユー リ な り の 思い や り だ っ た 。 

そん な ユー リ を 仲間 は 全力 で 叱る 。 も っ と 信用 し ろ 、 仲間 じゃ な いか と 。 

ー リ は 知る 。 仲 間 は 自分 が 守る だ け の 存在 で は な く 、 自分 を 守る も の で 
も ある の だ と 。 ひと り は ギル ド の た め に 、 ギル ド は ひと り の た め に 。 この 凛々 
の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の 近 を 、 ユー リ は 今 一 度 胸 に 刻ん だ 。 


仲間 と 共に 創る 未来 


星 喰 み を 倒す た め 、 ユ ー リ た ち は 魔 導 器 を 手放し た 。 生活 の 基盤 を 支え 
る も の を 失っ て も 、 悲嘆 する こと な く 未来 を 見 据え る ユー リ を デュ ー ク は 強 
いと 評 す 。 ユ ー リ は 答え た 。「 な に 、 ひと り じ ゃ な いか ら な 」。 そ う 、 ユー リ 
| 。 蓄 に は 仲間 が いる 。 共に 悩み 、 歩ん で くれ る 仲間 が 。 だ か ら 、 この 先 の 未来 も 
度 交 人 削り 出し て いけ る 。 今 の ユー リ に は それ が 信じ られ る の だ っ た 。 


3 物語 の 中 枢 を に な う 9 人 の キャ ラク ター が 、 何 を 考え 、 何 に 悩み 、 結 果 と 
し て どん な 道 を 選び と っ で いっ た の か 。 - その 哉 基 を 紹介 する 。 


オレ は オレ の や り 方 で …… か 


…… お まそ は オレ が 背負 えな いも < 
背負 っ て くれ て ん じゃ ね える か 


た 
みん な で 行こ う . 
最後 まで な 


| 自分 の た め だ け の 選択 

アレ クセ イ に 力 を 操 ら れ た エス テル は 、 
も うこ れ 以 上 誰か を 傷つけ た く な い 一 心 で 、 
ユー リ に 「 殺 し て 」 と 告げ る 。 自 分 より も 他 
人 を 優先 する 。 そ れ は 確か に 優し さだ っ た 
が 、 同時 に 自分 で 道 を 決め られ ず 、 他人 に 
ゆだね よう と する 弱 さ で も あっ た 。 

ユー リ は エス テル に 、 それ が 本 当 の 願い 
な の か と 問い た だ す 。 そ うし て 初め て 、 エ 
ステ ル は 自分 の た め の 答え を 出し た 。「 わ 
た し は まだ 人 と し て 生き て いた い !」 


「 世 界 の 毒 」 と 言わ れ て 。。 


は cf 
SKY_ あ et、 


フェ ロー が 毒 と 呼ん だ エス テル の 満月 の 子 の 力 は 、 エア ル を 乱す 。 そ の 
せい で ベリ ウス は 死に 、 仲間 が 傷つい た 。 この 力 は 、 リタ に よっ て エス テル 
の 生命 力 と 引き 替え に 抑制 され る 。 力 さえ 使わ な けれ ば 、 平穏 に 生き て い 
ける 。 一 度 は そう 思う エス テル だ っ た が 、 命 を 削っ て で も 仲間 の た め に 力 を 
使う こと を 望む お 。 自ら 選ん だ 彼女 の 瞳 に 、 た め ら い は な か っ た 。 


PT YY CK ER KERSRORERRSRERRRRRRSSARAEEESEE 2 


で も ラビ ー ド が 伝っ て くれ る * 
と は 思わ な か っ た な 
ちょ っ と びっ くり 


人 を 仲間 と 認め る の だ っ た 。 


ラ ピ ー ド は 基本 的 に 人 に な つか な い が 、 
出会っ た ころ の エス テル や カロ ル に は 特に 
そっ け な い 態度 を と る 。 そ れ は 、 エス テル 
た ち に 覚悟 が な か っ た か ら 。 ラビ ー ド に と っ 
て 、 人 は 信頼 する に 足る 存在 で は な か っ 
た 。 仲 間 と は 馴れ 合う も の で は な く 、 命 を 
預け あう も の 。 それ が ラビ ピー ド の 信念 な の 
だ 。 や が て エス テル と カロ ル が 成長 し 、 そ 
れ ぞ れ の 覚悟 見 せ た と き 、 ラビ ピー ド は ら 


9 傷 に 秘め られ た 思い 6 
前 の 飼い 主 を 失い 、 片目 を 失う ほど の 傷 を 負っ た ラビ ー ド を 、 ユー リ は 絆 


者 や SNESNeS 5 
、 わた し に も 出来 る こと が ある 。 
。 仲間 の た め に 出来 る こと が 


ト 


導 ら 導 


訟 天 キ こす 


ず に 看病 し て くれ た 。 そ の 因 を ラ ピ ー ド は 忘れ な い 。 ユ ー リ が 、 アレ クセ イ 
か ら エ ステ ル を 取り も どす た め に 1 人 で 旅立つ と き 、 ラ ビー ド は 黙っ て 従っ た 。 
だ が 、 彼 は ユー リ が 眠っ た スキ に 、 仲間 を 連れ て 戻っ て くる 。 主 人 に と っ て 、 
最良 な 道 を 選ぶ 。 そ れ が ラ ピ ー ド の 恩返し な の だ 。 


。 弱い 自分 と の 決別  : ESECPPe 
バイ ト ジ ョ ー に 襲わ れ 罠 に 陥っ た と き 、 た 

だ 1 人 動け る カロ ル に 仲間 は 逃げ ろ と 言っ 
た 。 仲 間 の 危機 を 目の当たり に し 、 脚 が す 
く お 。 手 が 震え る 。 だ けど 、 逃げ る な ん て 
嫌 だ 。 弱 い 自分 か ら 目 を 背け る の は も う 嫌 ul 
だ 。 膳 病 な 自分 を 受け 入れ て くれ た 仲間 を ボク の 諸 ち だ 7 
救え る の は 今 、 自分 し か いな いん だ 。「 今 の 
や ら な く て いつ や る ん だ ぁ !!」。 か すか な 
勇気 に し が みつ いて 戦う カロ ル 。 彼 は も う 、 
か つて の 騰 虫 で は な か っ た 。 


1 人 じゃ な く 、 み ん な で _ 溢 


る か よう 


oo ーー 


カロ ル は 、 憧れ の ドン や ユー リ の よう に 、 な ん で も 1 人 で で きる よう に な り 
た か っ た 。 そ れ が で きず に 落ち 込 お カロ ル に 、 ドン は 「 だ っ た ら 助 け て も ら え 
ば いい 。 そ の た め に 仲間 が いん だ ろ ?」 と いう 言葉 を 遺す 。 や が て カロ ル は 
気づく 。 目 分 は 1 人 じゃ な い 。 1 人 で で き な け れ ば 、 みん な で が ん ば れ ば い 
いん だ と 。 そ れ が 、 ドン の 言葉 に 対す る カロ ル の 答え だ っ た 。 


カロ ル 


仲間 が 支え て くれ る か 
きる 


see ev を se teee et Sesameveaeeeeeweeco 


初め て の 友だち  : 


幼い 頃 に 両親 を 亡くし た リタ は 、 魔 導 器 
と 共に 暮らし て きた 。 魔 導 器 は 自分 の 愛情 
に 応え て 稼働 し て くれ る し 、 裏切ら な い 。 
バカ っ ぽい 人 間 な ん か より 、 ずっ と いい 。 
そん な リタ の 前 に 、 エス テル が 現れ る 。 エ 
we ステ ル は リタ を 友だち と いい 、 へ リオ ー ド 

と 。 。 で は 身 の 危 険 を 省 み ず に リタ を 助け て くれ 
た 。 こ ん な 危な っ か し い 子 、 放 っ て お け な い 。 
あたし が 守ら な きゃ 。 そ れ は 、 リタ が 初め 
て 他人 に 抱い た 、 暖か い 感情 だ っ た 。 


放 リタ 、 だ いじ ょ うぶ で すか ? 


ー 8 愛情 を 向け られ る も の “ 
例え 麻 導 ヵ く な っ て こ ーー oe 
の 世界 中 の 魔 導 器 と 引き 替え に 星 喰 み を 倒す 。 魔 導 器 研究 が 生き が い だ っ 


た リタ に 、 ジュ ディ ス や デュ ー ク は それ で いい の か と 問う 。 リタ は 、 悲し くも 
辛く も な か っ た 。 今 の 自分 に は 、 魔 導 器 より も 大 事 な も の が ある 。 た と え 
世界 が 魔 導 器 を 失っ て も 、 愛し た り 信 じ ら れ る も の が な く な る わけ じゃ な い 。 
この 世界 に は 、 エス テル が 、 そし て 仲間 た ちがい る の だ か ら 。 


人 魔 戦 争 で 命 を 落と し 、 ア レク セイ の 取 
りつ けた 心臓 魔 導 器 に よっ て 生き 返っ た レ 
イヴ ン は 、 そ の と きか ら 生 きる 目的 を 失っ 
た 。 体 は 蘇っ た が 、 心 は 死ん だ まま だ っ た 
の だ 。 レイ ヴ ン は ユー リ た ち に 死に 場所 を 
ゆだね よ まう と 思っ た 。 しかし: ユー リ た おち 引 
それ を 許さ な い 。 レ イヴ ン を 殴り 、 最後 ま 
で ちゃ ん と 生き ろ と 本 気 で 怒る 。 そ うま で 
言わ れ ち ゃ 、 死ぬ わけ に は いか な い 。 レ イ 
? ヴ ン の 心 は 、 この と き 菊 っ た 。 


生き る 目的 、 譲 れ な い 思 い 


く 示 を 
見 守る 決意 を 固め る 。 世 界 が 変わ る の を 見 る こと な く 逝 っ た ドン や アレ クセ 
イ の 代わ り に 、 次 の 時 代 が 紡ぐ 未来 を 見 届け た い 。 だ か ら 、 人 々 の 未来 を 奪っ 
て 世界 を 救 お うと する デュ ー ク の 手段 を 認め る こと は で き な い 。 10 年 ぶり 
に 抱い た 生き る 目的 を 胸 に 、 レイ ヴ ン は デュ ー ク と 対 財 する の だ つた 。 


て そ キー 


ジュ ディ ス は バウ ル と 共に ヘル メス 式 魔 
導 器 を 壊し 、 エア ル の 安定 を 守る と いう 道 
を 選ん だ 。 凛 々 の 明星 に 入り 、 ユー リ た ち 
と 行動 を 共に し て も その 道 は 変わ ら な い は 
ず だ っ た 。 だ か ら 仲 間 を 裏切り 、 駆動 魔 導 
器 ( セ ロス ブラ ステ ィ ア ) を 壊し て 逃げ た 。 
けれ ど 、 仲間 は そん な ジュ ディ ス を 許し 、 
受け 入れ た 。 生 まれ て 初め て バウ ル 以 外 と 
の 絆 を 感じ た ジュ ディ ス は 微笑 お む 。 彼 女 は 
この と き 、 あら た な 道 を 歩み は じ め た の だ 。 


父 と の 思い 出 


ジュ ディ ス は 魔 導 器 を 愛し 、 その 研究 を 生き が い に し て いる 父 を 愛し て い 


| 一 人 で 勝手 に 終わ っ た 気 に 
な っ て ん じゃ ね ぇ / 


こ だ れ ね ぇ の さ 。 
生き る こと を 選ん だ 以上 は 


党 の 送 


RSe 


た 。 ヘルメス 式 魔 導 器 を 壊す 道 を 選ん だ の は 、 そん な 父 の 名 誉 を 守る た め 
で も あっ た の だ 。 あ る と き 、 ジュ ディ ス は 父 の 本 が 、 リタ の 家 に あっ た こと を 
知る 。 そ の 本 は 、 娘 の た め に 彼 が 書き 残し た も の 。 も し か し て 、 リタ は 上 自分 
の ……。 察する ジュ ディ ス だ っ た が 、 その 思い は 自分 の 胸 に 秘め た 。 


っ 


撲 は ずっ と 善悪 の 明確 な 境目 を 
探し て いた ん だ 。 
法律 が 万 全 で な いと 知っ て 以来 ね 


善 と 悪 の 境 


ユー リ 、 そし て アレ クセ イ の 行い を 知っ 
て か ら 、 フレ ン は 善悪 の 境界 線 を 捜し て い 
た 。 法 で 裁 け な い 悪 人 を 斬っ た ユー リ 。 帝 
国 を 変え る た め に 力 を 求め た アレ クセ イ 。 
ら 人 の 行い は 罪 で あっ た が 、 彼ら の 目的 を 
悪 と する こと は で き な か っ た の だ 。 

悩ん だ 末 に フレ ン が 見 出し た の は 、 その 
つど 悩み 抜い て 答え を 出す し か な いと いう 
結論 。 罪 を 、 善悪 の どちら か に 押し 込め る 
こと は で き な い と 気づい た の だ っ た 。 


よく な いさ 。 
な ぜ 自 分 だ け 損 な 選 択 を する ? 


ヨー デル の 救出 や 変異 し た 帝都 の 解放 。 フ レン の 功績 と され る それ ら は 、 
ユー リ た ち が 成 し 遂げ た こと だ っ た 。 だ が 、 ユー リ は その 名 誉 を 受け 取 ろ う 
と し な い 。 苦 労 を 分 か ち 合 えな い 昔 立ち を 抱え た フレ ン に 、 ユー リ は 剣 を 向 
ける こと で 応え る 。 剣 を 交わ し 、 フレ ン は 気づく 。 道 が 違う か ら 、 支え る こと 
が で きる 。 自 分 と ユー リ の 関係 は 、 そう いう 形 な の だ と 。 


記憶 に 残る 優し いま な ざし が 祖父 アイ フ 
リー ド だ と 信じ 、 パテ ィ は 旅 を 続け て きた 。 
し か し 、 レナ ンス ラ に 置か れ た 海賊 帽 を 見 
て 、 パテ ィ は すべ て を 思い 出す 。 捜 し て い 
た 人 物 は アイ フリ ー ド で は な く サ イフ ァ ー 
うち は 革 科 の の 人 人 で あっ た こと 。 魔物 と 化し た 彼 を 救う に は 、 


アイ フリ ー ド な の じゃ 。 


か ら …… 泣 か な い …… 殺す し か な いこ と ……。 パ ティ は 迷う が 、 
自分 の 道 を 選ぶ ユー リ た ちの 姿 に 勇気 づけ 


られ 、 覚悟 を 決め て 銃 を 手 に 取っ た 。 


あら た な 仲間 の た め に 


お キミ グッ ん な うとい うな 1 人 で アー セル ム 号 に 向かう パテ ィ を 、 ユー リ た ち は 当 然 の よう に 追い か 
snrpocecoPel け て き て 、 当然 の よう に つい て いく と 言っ て くれ た 。 そ し て 、 過去 と の 辛い 

決着 を 迎え て 涙する パテ ィ を 支え て くれ た 。 か つて 海 靖 の 中 を 率い て いた 
頃 の よう に 、 今 の 自分 は 1 人 じゃ な い 。 信頼 で きる 仲間 が いる 。 そ の 思い を 
胸 に 、 パテ ィ は デュ ー ク に 立ち 向かう 。「 お まえ が みん な を 奪う と いう な ら 、 
うち は や め さ せ る た め に 戦う 。 そ れ だ け の こと な の じゃ 」」 


Ouestion 1 


フレ ン は な ぜ エ ステ ル と 親しい ん で すか ? どん な エピ ソー 
ド が あっ た の か 気 に な り ま す ! 


具体 的 な 出会い が どの よう な も の だ っ た か は 不明 で す が 、 
フレ ン が 騎士 団 に 入り 帝都 の 城 に 勤め る よう に な っ た と き 、 
エス テル は すでに 軟禁 状態 で し た 。 友人 らし い 友 人 も お ら ず 、 


寂し い 思い を し て いた エス テル に 、 フレ ン は 朴 論 か つ 精 一 杯 「: 


誠実 に 接し よう と (ほか の 騎士 が 腫れ 物 に 触る よう な 応対 に 


終始 する な か ) し た 、 つま り エ ステ ル に 対し て 人 間 らし い 接し 


方 を し つづ けた 数 少な い 人 間 ( し か も 同 世代 ) で し た 。 そ れ 
は エス テル に 強い 親しみ を 抱か せ た こ と で し ょ う 。 


srtOrtO 計 時 装 党 畑 学 


VN で NAO で で HH し 代 
京 へ OOk 時 et 絹 民 沙 


| 鋼 焼 き う どん (男性 ) 
| 無 月 (女性) 他 多数 


Ouestion 2 


の か どう か に つい て 教え て 


くだ さい 。 また 、 シー 潤 寺 は を 由 20 
何 が きっ か け で 友情 が 芽生 えた の で し ょ うか ? 


デュ ー ク は 騎士 団 に 在籍 し て いた こと も あり ます が 、 その 
記録 は 抹消 され て いま す 。 そ の た め 、 彼 の 年 齢 も また 正確 
な と ころ は わか り ま せん 。 若く し て 帝国 社会 に な じ め な か っ 
た 彼 は 、 単身 、 危険 な 外 の 世界 を 旅 す る こと を 好み 、 そこで 
エル シフ ル と 出会い まし た 。 同じ 世界 に 対す る 深い 共感 に よっ 
て 、 両者 は 種族 を 越え た 友情 を 結び まし た 。 


ーーーーーーーーーーーーーーー……ーーーーーーーーーーー……… へ へ 


| 有 子 ん (男性 ) | 
| ゆ と う ( 女 性 ) 他 多 数 | 
ーーーーーーーーー ーー 


スキ ッ ト 「 親 衛 隊 に つい て 」 で 、 ドア レク ドイ 時 生 本 も フ ピ 5 
シャ ー が 大 きく な っ た ゆえ に 、 あん な 行動 に で た こと が 示唆 
され て いま し た が 、 アレ クセ イ が あれ ほど の こと を 行っ た の 
は な ぜ な の で し ょ うか ? 彼 の 強 さ を 考え た ら 、 余 程 の こと 
が あっ た と 思う の で す が ……。 ま た 、 アレ クセ イ の 最期 の 涙 
の 意味 は 、 「 一 番 の 道 化 は 自分 だ っ た ご と に 気づい た た め の 
涙 」 だ っ た の か 、 「 今 まで 自分 が し て きた こと へ の 後悔 の 涙 」 
だ っ た の か 、 開発 者 様 か ら 見 て の 意味 を 教え て くだ さい ! 


アレ クセ イ は 、 は た か ら 見 れ ば 人 箇 慢 な 悪人 以外 の 何者 で 
も あり ませ ん が 、 か つて は 本 当 に 尊敬 に 値する 人 物 で し た 。 
目的 を 追求 し すぎ る あま り 、 次 第 に つい て これ な い 他 人 を 見 
下 し 、 手段 を 選ば な く な っ て いっ た の で す が 、 不幸 に し て 本 
人 は その こと に 疑問 を 抱か ず 、 指 摘 す る 者 も いま せん で し た 。 
本 人 と し て は あく まで すべ きこ と を し て いる つも り だ っ た の 
で す が 、 最後 の 最後 で 成功 し た は ず が その 実 、 自分 の 一 番 
望ま な い 事 態 を 自ら 招い て し まっ た こと で 、 本 当 に 愚か だ っ 
た の は 誰 な の か 気づか され た 、 その 絶望 か ら 流 し た 涙 で す 。 


( ざー ょ さく た に を > の ーーーーーー へ 
| 日 の 俺 は 線 士 的 (男性 ) | 
.Ouestion 4 | 野 う さき (男性 ) | 


ee 苦手 な 
の か な ?) な ん で すか ? エス テル を 避け て いる の は 、 実は 
始祖 の 革 長 だ か ら と か ? ラビ ピー ド が 濃い エア ル の 中 に いて 
も 凶暴 化し な い の は 、 も し か し て エア ル に 順応 で きる 始祖 の 


ラビ ー ド は あく まで (少し ば か り 家 し いい ) 犬 で す 。 ユー 
リ が 冗談 めか し て 変 な こと を 言っ て いま す が 、 犬 で す 。 は じ 
めのう ち エ ステ ル を 避け て いた の は 、 じゃ れつ か れる の が 嫌 
いな の と 、 地 に 足 が 着 いて いな い 相 手 が 嫌い だ っ た か ら で す 。 


| 


| 
| 


フト: 人 


品 長 ユニ サキ ぐ ー 


RTR 


fP テバ 


.Ouestion 5 


凛々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) の メン バー は ユー リ 、 
ラビ ピー ド 、 カロ ル 、 ジュ ディ ス で し た が 、 PART ら が 終わ っ た 
あと か ら は 、 ほ か の パー ティ ー メ ン バ ー も 凛々 の 明星 に 加わ っ 
た ん で し ょ うか ? 気 に な つっ て いた の で 教え て ほし いで す ! 


[ | ざく ろ ( 女 性 ) | 
| ティ シュ ー( 女 性 ) 他 多数 | 


いわ ゆる ギル ド と し て の 正式 な メン バー は 最後 まで 3 人 と 
1 匹 の まま で す 。 た だ 「 仲 間 ]」 と し て の 「 凛 々 の 明星 」 は 、 パー 
ティ ー 全 員 を 含ん で いま す 。 心情 の 上 で は 彼ら 全員 が 「 メ ン 

ー」 な の で す 。 ギ ルド の 名 前 で ある の と 同時 に 、 「 凛 々 の 
明星 」 は 彼ら の 絆 を 表す 言葉 で も ある の で す 。 


|Y( 色 性) 。 | 
| 小 望月 (女性 ) 。 | 


Queston6 


レイ ヴ ン は ミ ョ ル ゾ で どう や っ て エス テル を さら っ た の で 
すか ? 転送 魔 導 器 ( キ ネス ブラ ステ ィ ア ) の 魔 核 (コア ) を 
動か す た め に エス テル の 力 を 利用 し た と いう 展開 で し た が 、 
エス テル を つま いこ と 口説 いた の で し ょ うか ? 


アレ クセ イ が 使っ た よう な 、 エス テル の 自由 を 奪う な ん ら 
か の 装置 を 用 いた も の と 思わ れ ま す 。 彼 女 を 操っ て その 能 
力 を 使い 、 転送 魔 導 器 を 作動 させ た の で す 。 


| ろ ん ( 婦 性 ) 。 
| ハル ( 男 人 性) 他 多数 


エン ディ ング で 訂 間 器 (ブラ ステ ィ ア ) は すべ て 失わ れ て し 
まい ます が 、 レイ ヴ ン の 心臓 魔 導 器 (カディス ブラ ステ ィ ア ) 
が 失わ れず 、 彼 が 生き つづ け て いる の は 、 心臓 魔 導 器 を 稼 
働 さ せ て いる エネ ルギー が エア ル で は な く 、 自身 の 生命 力 


で あっ た か ら で す か ? 


そう いう こと で す 。 ち な み に 心 臓 魔 導 器 と 彼 自 身 は 互い に 
補間 し あう こと で 機能 を 維持 し て いま す が 、 永久 機関 と いう 
わけ で は な い の で 、 彼 自 身 が 食事 を する な ど し て 補充 を 行う 
必要 が あり ます 。 そ の あたり は 生身 の 心臓 と 同じ で す 。 


それ が 不思議 と 楽 な の よ 。 
多少 の 無理 を し て も な ん と も な いし 


吾 移 は へ で (rr ン ン 注 
届 吾 ,. へ て ざと へ で て 隊 悪 
ゆら 開 計 志 主 次 編 肖 吉 の 


る る の 


.Ouestion 8 


レイ ヴ ン と シュ ヴァ ー ン で は 口調 や 態度 が が ら っ と 変わ り 
ます が 、 どちら が 素 な ん で すか ? また 、 レ イヴ ン は 「 レ イ 
ヴ ン 」 と し て 生き る こと を 決め た よう で す が 、 そう な る と シュ 
ヴァ ー ン 隊 は どう な る の か が 気 に な り ま す 。 エ ン デ ィング の 
スタ ッ フ ロー ル の イラ スト で 、 「 レ イヴ ン 」 の 格好 で 騎士 団 の 
前 に 立っ て いる シー ン も 気 に な り ま し た 。 


| 一 口 (女性 ) 
| み と (女性 ) 他 多 数 


口調 に つい て は 、 彼 は その 時 々 の 立場 で 使い 分 け て いま 
す 。 た だ 、 あ えて レイ ヴ ン と し て 生き て いく こと を 選ん だ か 
ら に は 、 こち ら が より 素 に 近い の で し よう 。 

星 喰 み 撃破 後 、 需 国 と ギル ド は 協調 路線 を 歩 お こと に な っ 
て いる の で 、 レイ ヴ ン は その 両方 に 顔 が 利く 立場 を 生か し て 
活動 し こい く こ と に な り ま す 。 エ ン デ ィング の イラ スト で は 騎 
士 だ け で な く ギ ルド の 人 間 も 並 ん で お り 、 混成 部 隊 が 作ら れ 
て いる こと が うか が えま す 。 


イラ スト : 柳沼 和良 


は と っ に に か 


.Ouestion 9 


イエ ガー と レイ ヴ ン の 心臓 魔 導 器 で す が 、 彼ら 以外 に も 心 
臓 魔 導 器 の 実験 は 行わ れ た の で し ょ うか ? また 、 ア レク セ 
イ が この ら 人 を 選ん だ 理由 は あり ます か ? 


FT 
| コマ イ 3( 女 性 ) 他 多 数 


『Answer 


受 な が ら ア レク セイ が 過去 に 行っ た さま ざま な 行為 の 大 
半 は 、 謎 に 包ま れ て いま す 。 


| こみ や (女性 ) 
| 秋 芽 (女性 ) 他 多数 。 | 


.Ouestion 10 


スキ ッ ト 「 十 六 夜 の 幽 居 街 に つい て 」 で 、 「 ザ ギ は 満月 の 子 
の 未 商 な の で は ?」 と いう 疑問 が 浮上 し ます が 、 本 当 に 洪 月 
の 子 の 未 商 な ん で し ょ うか ? 真相 を 教え て くだ さい ! 


エス テル や 幽 居 街 の 住民 と 同じ ビ ピンク の 髪 を し て いる の で 
まさ か 、 と いう 訳 で す が 、 彼 の 場合 は ああ いう 人 な の で 、 単 
に 染め て いる ん じゃ な いか と ……。 


ーー て ーー て ーー ツー ハバ 


| ワン ダー 記者 の 卵 ( 女 1 性 ) | 
| ス バイ ス ( 男 性 ) 他 多数 ] 


Ouestion 1 1 


ザ ギ は 左腕 を 魔 導 器 に 改造 し まし た が 、 自分 で や っ た の で 
すか ? また 、 結局 ザ ギ は 死ん で し まっ た ん で すか ? ヘラ 
クレ ス か ら 落 と ざれ て も 、 テム ザ 山 で ギガ ント モン スタ ー ム と 
1 人 で 戦っ て も し ぶ と く 生 き て いた 彼 な ら 、 生き の びている 
よう な 和 気 も し ます が ……。 


彼 は 海 欠 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) に 雇 わ れ た 殺し 屋 
な の で 、 腕 の 魔 導 器 も 遺構 の 門 り ルー イン ズ ゲ ー ト ) 経 由 で 
イエ ガー が 提供 し た も の で し ょ う 。 終盤 の 取引 が 果たし て 租 
当 な も の で あっ た か は 謎 で す が ……。 彼 の 最期 に つい て は 、 
死体 を 確認 し て いる 訳 で は な い の で 、 その 意味 で は 生死 不 
明 と いう つべ きか も し れ ま せん ね 。 


。 と ひど へ さ (K 敵 席 志 人 英 対 


S 閉 寺 で 対人 SV で 


この 96bSS 8 cot 疫 旨 | 
.Ouestion 12 | よっ た (人 


パテ ィ は 今後 、 成長 し て 元 の 姿 に 戻る の か 、 それ と も 成長 
は 止ま っ て いる の か 、 この 点 に 関し て の 設定 は あり ます か ? 


『Answer_ 


パテ ィ が 現在 の 姿 に な つた の は アム リタ の 副作用 に よる も 
の で す が 、 お そら く 、 今後 は 人 並み に 成長 し て いく も の と 思 
われ ます 。 


ーーー ンー ンー っ oc っ or 


.Ouestion 1 は 3 | イシ コ ュー( 撤 性) | 


人 孝信 ニニ 


ペーーーーー キ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ビ 


ヘラ ク レス 知生 電 陸 G アパ ティ ア ) は 最期 に 
「 あ り が と う 」 と 言い まし た が 、 誰 の 聖 概 だ っ た ん で すか ? 
も し か し て エル シフ ル で は …… の 


デュ ー ク が 探し て いな か っ た こと か ら 、 少な く と も エル シ 
フル の も の で は あり ませ ん 。 い ずれ に せよ 、 聖 核 と し て 利用 
され る こと を 強い られ た 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) で す 。 


か 姿 聖 

ぎ 形 柱 

り は と 

男 不 な 

性 明 つっ 

の だ た 

よ が 妙 

つう 人 

だ 表 の 

間 長 

く の 

em 還 上 上 

Ques estion n14 は We 
バル ボス が 最期 に 、 ユ 6 JCT 半生 Mbti 褒 
敵 を 作る 」 と 言っ て いま し た が 、 ユ ー リ が 魔 導 器 を な くす 提 


案 を し た こと で 、 の ち に 誰か に 恨 ま れ た りす る の で し ょ うか 。 


/ OL ポス の 言葉 は 具体 的 な 予言 と いう より 、 ユ ー リ の 生き 
方 に 対し て の 一 種 の 忠告 で す 。 直接 、 魔 導 器 を な くし た の が 

ー リ た ち だ と 知れ ば 、 や は り 恨 む 人 も 出 て くる で し ょ う が 、 
ここ で は どちら か と いう と 、 自分 の 信念 を 徹底 し て 貫 こ うと 
すれ ば 、 敵 を 作ら ず に は すま され な い 、 と いう こと を 示唆 し 
て いま す 。 


ーー 


| お 星 様 の し っ ぽ ( 男 性 ) | 
| 本 病 (女性 ) 他 多数 。 | 


Ouestion 15 


デュ ー ク は ザウ デ 不 藩 宮 に つい て 完 ま な 知識 を 持っ て い 
た の に 、 ア レク セイ の 知識 は 中 途 半 端 で 間違っ た も の で し た 。 
ら 人 は それ ぞ れ どの よう に し て 、 ザウ デ 不 落 宮 に つい て の 知 
識 を 得 た の で し ょ うか ? 


アレ クセ イ は 、 帝国 に 残さ れ た 古文 書 の 断片 の 寄せ 集め 
な どか ら 知 識 を 得 ま し た 。 この た め 、 多く の 点 で 彼 の 知識 は 
不 完全 な も の で し た 。 ま た 、 彼 自身 の 願望 が 解釈 を 誤 ら せ も 
し まし た 。 一 方 、 デュ ー ク は (こと に よれ ば 直接 当時 を 知る ) 
始祖 の 隷 長 か ら 正 確 な 知識 を 学び と り ま し た 。 


に こめ (女性 ) 
- 選 録 ( 女 性 ) 他 多数 


彼 自身 は 貴族 の 出身 で す 。 い か に 実力 が あっ た と し て も 、 
当時 の 帝国 で は 平民 が 団長 に 就任 する こと は 不可 能 で し た 。 


rr 


lestion 17 


SPA 


| ささ み ( 女 性 ) 
| Ye 


Qi 


ラビ ピー ド の マー キン グ 対 決 の サブ イベ ント で 、 ラ ピ ー ド と 
プチ ウル フ の 戦い に 決着 が つい た あと 、 ラ ピ ー ド が アタ ッ チ 
メン ト 「 骨 付き 肉 ]」 を 入手 し ます が 、 も し か し て プチ ウル フ は 
骨 付 き 肉 に な っ て し まっ た の で すか ? サブ イベ ント の 最後 
に 出 て こ な か っ た の で 、 すご く 気 に な っ て いま す ! 


『Answer に 


1 さす が に それ は な いか と ……( 笑 )。 た ぶん 、 潔く い ず こ か 
* へ と 姿 を 消し た の で し ょ う 。 


ッ 


に 
プ 


。O で 章 英 へ て 
垢 ,.AQS ン 光 寺 へ べべ 洒 S さ 
③ ヽ | で 財 四 捉 腔 OK 証 連 


の な し 


Ouestion 18 


sv た _pAA、 


帝国 が 文字 どおり 正式 な 名 称 で す 。 こ の 世界 に お いて 唯 
ー の 国家 で ある た め 、 普通 名 詞 が その まま 固有 名 詞 と し て 
通用 し て いま す 。 


sw ぎ ーー 


Oxeston19 


人 かる 


| 桜 雛 (女性 ) | 
記 花 有 ( 男 性 ) 他 多数 。 | 


物語 の 冒頭 、 ア スピ オ の リタ の 部 屋 に ある 机 の 中 を エス テ 
ル が の ぞい た 瞬間 に 画面 が 真っ 暗 に な り 、 エス テル が 固まっ 
て し まい まし た が 、 何 が 入っ て いた の で し ょ うか ? 


| 秋 還 ( 性 ) | 
Qvestion 20 | (人) 人 科 


so テ 各 る 電 


「 ヴ ェ スペ リア 」 の 世界 に は 、 マ ナ 、 精 霊 な ど が 登場 し ます が 、 
ほか の 『 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ の 世界 と の つなが り は ある 
の で すか ? 


シリ ー ズ と し て キー ワー ドレ ベル で の 関連 づけ は 行っ て い 
ます が 、 特に 同一 の 世界 、 歴史 の 上 に ある と いう わけ で は あ 
り ま せん 。 


ーーーーー ei ee 
| シュ ウ ( 男 性 ) | 
Ouestion 2 1 上 に 3 他 多数 。 | 


『「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ 恒 例 の 、 主人 公 と ヒロ イン の 恋 
愛 が 「 ヴ ェ ス ペリ ア 」 に は み ら れ ませ ん で し た が 、 エン ディ ン 
グ 後 に ユー リ と エス テル の 仲 は 進展 する の で し ょ うか ? 


この 先 、 将来 の こと が 語ら れる か どう か 、 な ん と も 言え ま 
せん が 、 ここ は ご 想像 に お まかせ し た いと 思い ます 。 


PE 


| 陸 ( 女 性 ) 他 多 数 | 


ボツ に な っ た 設定 、 物語 の 展開 、 サ ブイ ベン ト な ど は あり 
ます か ? また 、 あ る と し た ら ど ん な 内 容 だ っ た の で すか ? 


ポ ボツ に な っ た ネタ は それ こそ 大 量 に あり ます 。 ま る で 異な 
る 展開 の 構 規 も あり まし た 。 あ まり そう し た ネタ に 言及 する 
の は スマ ー ト で は な い の で 控え ます が 、 た と えば 特撮 ば り の 
巨大 ロボ な ど と いう アイ ディ ア も あり まし た 。 


ダテ た きき 


OS 23 


今 の と ころ は 未定 で す 。 


「 不変 と 流転 の 狭間 で 』 


作 : 奥田 孝明 
イラ スト : 材 沿 和良 


612 


ーーーー ーー 


な だ ら か な 草むら が 広がる ペイ オキ ア 平 原 。 北 を 遮る 高峰 
の 連なり - 一 一 も っ と も その 最高 峰 は いま は 失わ れ 、 代わ っ て 
廃 と 化し た 巨大 構造 物 が そこ に 横たわっ て いる 一 を 背 
に 、 いた る と ころ に ぽつぽつ と 身 を 寄せ 合っ て 生い茂る 木々 
が 黒い わだかまり の よう に 点 在 し て いる 。 

そん な 小さ な 森 た ち に 取り 囲ま れ て 、 周り か ら 切 り 離 され た 
よう に ぽっかり と 空い た 土地 が あっ た 。 和 錦 蒼 と し た 枝葉 に 遮 
られ 、 外 か ら ほ と ん ど 用 う こと も で き な い が 、 あちら こち ら に 一 
見 し て 場違い な 石 の 塊 が 転がっ て いる 。 

様々 な 形 を し た 白い 石 。 い つの も の と も し れ な い 程 、 風化 
し 古び て いる が 、 それ で も 人 の 手 が 加 わ え られ て いる の は 明 
ら か だ 。 

大 半 は 慕 に 覆 わ れ 、 半ば 草 に 理 ま っ て いる 。 そ れ で も 柱 
の いく つか は 、 容赦 な い 時 の 流れ に 品 然 と 立ち 向かう よう に 、 
未だ に 倒れ る こと な くそ の 白い 姿 を 真っ 直ぐ 空 に 向け 続け て 
な y ん お 

太陽 は まだ 中 天 ま で 昇り きっ て いな い 。 

近く を 通る 街道 も な く 、 た ま に 聞こ える 音 と 言え ば 、 鳥 の 
りか そよ 風 が 起こ す 槽 の ざわ めき < くらい だ 。 

誰か ら も 忘れ 去ら れ た まま ひっ そり と 存在 し 続け る 遺跡 。 

その 遺跡 が 久しぶり の 客 を 迎え て いた 。 

黒 と 白 。 ふた り の 男 が 抜き 身 の 剣 を 構え て 、 無言 の まま 向 

合っ て いた 。 

どちら の 表情 に も 戯れ めい た と ころ は 後塵 も な い 。 じっと 
相手 の 目 を 見 つめ た まま 、 そ の 切っ 先 と も ども 微動 だ に し な い 。 

ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル と フレ ン ・ シ ー フ ォ 。 同じ 道 を まっ た く < 違う 
足取り で 歩む 若者 た ち 。 

ふた り の 間 で 高まる 緊張 に 、 空気 が 皿 む 。 

その 対 財 す る ふた り 見 守る 小柄 な 姿 一 エス テル 。 

か つて 数 奇 な 運命 に 翻 罪 さ れ た 少女 は 、 いま 大 切な 人 た 
ち が 互 い に 刃 を 向け 合う 様 を 、 心配 そう に 見 守っ て いた 。 

彼女 の 修 ら に は 一 頭 の 犬 、 ラ ビード が いた 。 エス テル と 培っ 
て 、 こち ら は まる で 弟子 の 腕前 を 見 極め よう と する 師匠 で あ 
る か の よう に 、 どっ か り と 腰 を 降ろ し て ふた り に じっと 視線 を 向 
け て いる 。 

胸元 を 抑え る エス テル の 手 が 、 ぎゅ っ と 握ら れ た 。 

ラビ ー ド の 耳 が ぴん と 立つ 。 

どこ か 遠く で 鳥 が 鳴い た 。 


つぶ や 
玉 く よ う な ユ 4 の 声 。 


ほとん ど 見 える か 見 えな いか と いう 微か な 動き で フレ ン が う 
な ずく 。 

ふた り は 同時 に 地 を 蹴っ た 。 

一 気 に 距 離 を 詰め られ た 胸 と 胸 の 間 で 、 必 殺 の 銀 光 が 関 
く 。 

エス テル は 思わ ず 目 を 閉じ た 一 


ーーーーー ーー 
「 ね そ ち ょ っ と レイ ヴ ン 、 ほん と に こっ ち で あっ て る の ?」 

「 な に よ 少 年 、 こ の 俺 様 の 土地 勘 を 信用 で き な い っ て の ? 
これ で も お っ さん 、 大 陸 と いう 大 陸 を 隅 か ら 隅 ま で 歩き 回 っ て 
きだ たよ ?」] 

これ ほど 信用 し よう と いう 気 の 起 き な い 声 も な い 、 と 思い な 
が ら 少 年 、 カロ ル は た め 息 を つい た 。 自分 で お っ さん と いう だ 
け あ っ て 、 うん と 歳 は 上 だ と いう の に 、 この レイ ヴ ン と きた ら 一 
瞬 た り と も し ゃ ん と し な い の だ 。 物事 が うま くい っ て いる 時 な ら 
一 緒 に いて 楽し い 相手 だ が 、 そう で な い 時 と な る と ーー 一 
|「 さっ きも そん な こと 言っ て て 、 危う く 川 に 落ち か けた じゃ ん か 」 
「 あれ は ちょ っ と し た 見 落と し っ て や つよ 。 それ に 方 角 は 間違っ 
て な いっ し ょ ? 」 

「 そ うい う 間 題し じゃ な いよ ……」 

抗議 の 声 に も 、 レイ ヴ ン は どこ 吹く 風 。 だ いた い 方 向 音痴 
か どう か と いう 話 な ら 、 カ ロ ル も あま り 威 張れ た 話 で は な い の だ 。 
哀れ な 少年 は また た め 息 を つい た 。 

「 お ?」 
| か で な 松 ご こと どう し だ の て る 

カロ ル が 顔 を 上 げ る と 、 レイ ヴ ン が 手 を 額 に か ざし て 目 を 細 
め て いた 。 

「 ほれ あれ 、 あそこ 」 

レイ ヴ ン の 指し た 先 、 木々 の 間 か ら に ゅ っ と 白い 石 の 柱 が 
生え て いる の が 見 える 。 カロ ル の 顔 が 輝い た 。 
「 ほん と だ ! も う 、 や っ と 着い た よ …… お 一 い !」 
「 あ 、 これ 、 ちょ いと !」 

浮か れ て 駆け 出し た カロ ル を 追っ て 、 レイ ヴ ン も 慌て て 走り 
出す 。 

柱 を 目指 す カ ロ ル は 、 通り や すさ な ぞ お 構い な し に 茂み の 
中 に 突っ 込ん で いく 。 カ ロ ル と 違っ て か さば る 大 人 の レイ ヴ ン 
は 枝 に 引っ 掛か り 、 根 に 足 を 取ら れ な が ら 進 む 破 目 に な っ た 。 
「 いて っ 、 待ち な さい っ て の 、 少年 。 あ だ っ 、 っ て 魔物 だ っ て 
いる か も し れん し 、 お ー い こら 一 」 

散々 歩き 回 ら さ れ た こと へ の 錦 慎 晴らし も あっ て 、 カロ ル は 


どん どん 進ん で いく 。 柱 は も う 目 前 だ 。 茂み を か き 分 け て いく と 、 

木立 の 終わ り が 見 えた 。 最後 の 緑 の 塊 を 突き 抜け 、 葉っぱ 

を 撤 き 散ら し な が ら 開 けた 場所 に 飛び 出し た 、 その 瞬間 
鋭い 金属 音 が 響い た 。 

反射 的 に 音 の 方 を 向い た カロ ル の 目 に 、 うな り を 上 げ て 飛 
ん で 来る 抜き 身 の 刀 身 が 映っ た 。 

[ え 、 う 、 わ ひぃ いい いい |? 」 

咽 唯 に 弟 を すく め た カロ ル の 頭上 すれ すれ 一 一 髪の毛 を 
数 本 刈り 取ら れ た か も 一 一 を 挟 め た 剣 は 、 そ の まま 彼 の 背後 
の 樹 の 幹 に 音 を 立て て 突き 刺さ っ た 。 

両 肩 に 頭 を 挟ん だ まま 、 カロ ル は まだ ちゃ ん と 頭 が くっ つい 
て いる こと を 、 恐る 恐る 両手 で 確か め た 。 どう や ら 大 丈夫 ら 
し いと 分 か っ て 、 思わ ず 安 堪 の た め 息 が 漏れ る 。 

[| カロ ル ? 」 

聞き 覚え を の ある 、 柔らか い 声 。 

「 あ 、 エス テル !」 
[よう 、 遅かっ た な カロ ル 」 

さら に 少し 離れ た と ころ か ら ユ ー リ が 呼び か けた 。 そ の 手 
は 手ぶら だ 。 

「…… な ー に 物騒 な こと し て ん の 。 危な いね ぇ 」 

水平 に 幹 に 突き 立っ た ユー リ の 剣 を 横目 で 見 な が ら 、 葉 っ 
ぱ ま みれ の レイ ヴ ン が 呆れ だ た よう に 言っ た 。 

. そ の 言葉 に カロ ル は 直前 の 恐怖 を 思い 出し た 。 笑顔 か ら 
一 転 、 顔 を 真っ 赤 に し て 叫ぶ 。 
「 よ う 、 じゃ な いよ ユー リ | な に し て ん の きる 

きょとん と し た 表情 で 頭 を 搬 い て 、 ユー リ は フレ ン の 方 を 向 
いた 。 

「 ほら 、 怒っ て ん ぞ 、 カロ ル の や つ 」 

フレ ン は 額 に 手 を 当て て 天 を 仰い だ 。 

その や り 取 り に 困っ た よう な 笑顔 を 浮か べ る エス テル の 横 
で 、 ラ ビード が 欠 伸 を か み 殺 し て いた 。 


「 っ か し いな 。 あそこ で 弾 か れる っ て の は 」 

ユー リ は 左腕 を お か し な 具合 に 曲げ た り 回 し た り し な が ら 、 
首 を ひね っ た 。 傍 か ら は な に や ら 怪 しげ な 踊り の よう に も 見 える 。 
「 余 計 な 手首 の 返し の せい だ 。 だ か ら そ こ で 打 た れる と ああ 
な る 。 手放さ な か っ た ら 手 首 を 挫 き か ね な いと ころ だ よ 」 

フレ ン が 厳し い 表情 で 指摘 し た 。 
「 だ いた い 和 無駄 な 振り 回 し が 多 す ぎる ん だ 、 ユー リ は 」 
「 こっ ちの 方 が や りや すい ん だ よ 、 オレ は 」 


[それで 結局 うま くい っ て いな いん だ か ら 、 直す の は 当然 じゃ 
な いか 」 
「 な ん の 話 ? 」 

自分 た ち そ っ ちの け で 言い 争う ユー リ た ち を 見 て 、 カロ ル 
は エス テル に 尋ね た 。 
[新しい 剣 技 の 研究 を し て た ん で す 。 カ ロ ル た ち を 待っ て る 間 、 
ヒマ だ か ら っ て 3 」 

世界 を 工 っ た 星 喰 み の 償 威 を 退け た 結果 、 これ まで 人 間 
社会 を 支 を て いた 魔 導 器 は 一 切 使え を なくなっ た 。 戦い で 強 
力 な 術 技 を 発揮 する た め に 欠か せな か っ た 武 醒 麻 導 器 も 例 
外 で は な く 、 その 穴 を 埋め る 新た な 戦術 の 開発 は 誰 に と っ て 
も 急務 だ っ た 。 
「 こ ん な と ころ まで 来 て 、 ふ た り と も 熱心 だ ね え 。 いや 、 さす 
が 俺 様 の 見 込ん だ 男 ども 、 うん うん 」 

か ら か いと も 本 気 と もつ か な い 調 子 で レイ ヴ ン が うな ずい た 。 
[ だ か ら っ て 出会い 頭 に 剣 投げ つけ られ た ん じゃ 敵 わ な いよ ! 
せっ か く < 久しぶり に 顔合わせ た の に ……」 

カロ ル は な お も お 福 だ 。 
「 そう 怒る な っ て 、 首領 。 悪かっ た か らき 」 

フレ ン と の 議論 を 切り 上 げ て 、 ユー リ が 言っ た 。 首領 と 呼 
ば れ た 途 端 、 カロ ル の 態度 が 一 変 し た 。 に や け そ うに な る の 
を 必死 で 堪え な が ら 、 大 人 ぶろ うと する 様子 が 微笑 まし い 。 
「 う 、 う ん 、 まあ その 、 次 か ら は 気 を つけ て よね 」 

その 言葉 に ウイ ンク と 相手 の 頭 を くし ゃ くし ゃ に する こと で 
ユー リ ば 応じ た だ 。 
「 わ 、 ちょ っ と 、 や め て よー] 
「 お 久しぶり で す 、 レイ ヴ ン さん 」 

フレ ン は レイ ヴ ン に 会 釈 し て 微笑 ん だ 。 そ の 言葉 に ユー リ 
が 片 眉 を 吊り 上 げ る 。 
「 お 久しぶり っ て 、 お っ さん 、 騎士 団 の 仕事 し て ん じゃ ね え の 
か ?」 
「…… レ イヴ ン さ ん 、 最近 あま り ザ ー フ ィ ア ス に 寄り 付か な いん 
だ | 

フレ ン の 苦笑 い に レ イヴ ン は 白々 し くそ っ ぱ ぽ を 向く 。 
[な る ほど な 、 お お か た 面倒 に な っ た ん で 逃げ 出し て 、 酒場 
に で も 立て 穫 も っ て た っ て と こ か 」 
「 ち 、 違 うっ て 、 な に 言う の よ 、 失礼 ね を 。 も う 俺 様 が いな く た っ 
て ちゃ ん と や っ て ける っ て 判断 し た か ら 、 若い 者 に 道 を 譲っ 
て だ な 本 」 | 
「 冗談 だ よ 。 本当 に 途中 で 放り 出す よう な お っ さん じゃ ね えも 
ん な 」 
「 は い 、 レイ ヴ ン 、 いろ ん な 人 か ら 頼 り に きれ て まし た か ら 」 
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「 うう 、 嬢 ちゃ ん まで 、 お っ さん を あま り い じ め な いで ぇ 」 

エス テル に 曇り ひと つない 笑顔 を 向け られ て は 、 さしも の レ 
イヴ ン も 降参 する し か な い 。 
「 …… ま あ 、 実際 の と こ 、 帝都 に は 色々 あっ て ね 。 それ に あっ 
ち に は フレ ン が いる っ し ょ ? お っ さん は ギル ド 側 の 秒 入れ や っ 
た 方 が いい と 思っ た の よ 」 
「 で も お 険 で ユニ オン も よう や く ド ン が いた 頃 み た い に 、 ちゃ ん 
と 機能 する よう に な っ て きた ん だ よ 」 
「 へ え 、 カロ ル 先 生 が 擁護 する と は 、 お っ さん も 株 上 げた な 」 
「 ま っ か せな さい っ て 」 

レイ ヴ ン は 大 げ さ に 胸 を 張っ て みせ た 。 

エス テル が 楽し そう に 笑っ た 

気 の 置け な いや り 取 り を 楽し みな が ら 、 ユー リ は 辺り を 見 渡 
し た 。 草木 に 埋もれ た 古い 遺構 。 柔 ら か な 日 差し と 、 鳥 の 
声 を 運ん で くる 穏やか な 風 。 何 を する に し て も 申し 分 な い 日 だ 。 
「 そん じゃ ま 、 帝国 と ギル ド 、 それ ぞ れ の 立会 いも そろ っ た こと 
だ し 、 そろ そろ 始め る か 、 首領? 」 
「 う ん 、 し っ か り 測 っ て いい 地図 作る か ら ね !」 


= = で 
思っ た より 木 が 多い な 」 

草 を 拉 き 分 け な が ら フ レン が つぶ や いた 。 木 の み な ら ず 、 
草 も 場所 に よっ て は 大 人 の 背丈 を 上 回 る 高き に 生い茂っ て 
いる 。 草 に 気 を 取ら れ て いる と 、 思 いも よら な いと ころ に 木 の 
根 や 石 塊 が 隠れ て いた り し て 、 危う く 足 を 取ら れ そ うに な る 。 

カロ ル な ど 、 すでに 数 回 、 派手 に 転ん で 打ち 身 と 擦り 傷 を 
作っ て いる 。 そ れ で も 泣き 言 を 言わ ず に 黙々 と 地図 に 書き 込 
み 続 ける の は 、 今 が 仕事 中 だ か ら だ 。 

その 姿 を 見 て ユー リ は 、 カロ ル と 初め て 出会っ た 頃 の こと 
を 思い 出し て いた 。 あ の 頃 の カロ ル を 見 て 、 誰が 今 の 彼 を 
想像 し た だ ろう 。 

「 や れ や れ 、 な に も こん な 仕事 引き 受け な く た っ て 、 お た くら な 
ら も っ と まし な の が あり そう な も ん だ けど ね ぇ 」 

| な に 言っ て の さ 。 ギ ルド が 仕事 の 選 り 好 みな ん か し て ちゃ 
駄目 で し ょ 。 ボク ら ま だ まだ 駆け 出し な ん だ か ら 」 

早く も 息切れ 気味 の レイ ヅ ン に 対し 、 カロ ル は 元気 が 有り 
祭 つ て 仕方 が な い 、 と いう 様子 だ 。 フレ ン が 引き 返し て き て レ 
イヴ ン に 手 を 貸す 。 

仕事 と いう の は 、 ギル ド 凛 々 の 明星 が 請け 負っ た 、 こ の 土 
地 の 測 量 の こと だ 。 オ ル ニ オ ン に 続く 新しい 街 を 築く た め の 
候補 地 と し て この 場所 が 選ば れ た の だ が 、 古い 地図 頼み の 


選定 だ っ た た め 、 実地 検分 を 行う 必要 が ある の だ っ た 。 

フレ ン と レイ ヴ ン は それ ぞ れ 帝国 、 ギル ド の 代表 と し て 来 て 
いた 。 エ ステ ル は - 一 一 フレ ン の 付き 添い と いう と ころ 一 ある 
い は その 逆 か 。 
( ま 、 半分 以上 は 名 目 だ ろ うけ ど な ) 

軽く < 苦 括 し な が ら ユ ー リ は 思っ た 。 

土地 の 測量 な ら 、 本 当 は それ を 専門 と する ギル ド が いる の 
だ る 

それ に ユー リ や カロ ル は と も か く 、 他 の 三 人 は 本 来 な ら 自 
分 た ち だ け で こん な と ころ に いて いい 身 で は な い 。 立会 い だ 
け な ら 、 そ こそ この 立場 で さえ あれ ば 、 な に も 彼ら で ある 必 
要 は な い の だ 。 それ が 今回 、 一 見 た また ま 顔 を そろ えた 背 
景 に は 、 色 々 な 人 た ちの 好意 と 配慮 が 働い て いる は ず だ っ た 。 

特に エス テル は ヨー デル の 依頼 で と いう こと に な っ て いる 。 
ヨー デル ー 一 現 皇 帝 の 。 


以前 か ら あ の 天然 殿下 いや 今 と な っ て は 天然 陸 下 と 
呼ぶ べき か は 、 変 に 気 の 回 し の よい と ころ が あっ た 。 


その 意味 で は フレ ン も 例外 で は な い は ず だ 。 異例 の 若 さ 
を 誇る 現 騎 士 団 長 が 、 皇帝 の 許可 な し に こん な と ころ に ひと 
り い られ る は ず が な い 。 

ユー リ は フレ ン の 後ろ 姿 に 目 を 向け た 。 

力強く 前 に 進み 続け る 姿 は 彼 の 信条 を その まま 表し て いる 
よう だ 。 前 ある の み 。 後ろ は 一 一 自分 の 仕事 だ 。 
ee り 、 どう し た ん す 7?」] 

脇 か ら 体 を 傾け て 覗き 込む エス テル の 声 に ユー リ は 我 に 
返っ た 。 澄ん だ 大 き な 瞳 が じっと こち ら を 見 つめ て いる 。 気 
が 付け ば 、 他 の みん な は ラビ ピー ド を 先頭 に だ いぶ 先 に 行っ て 
し まま CV37 が たら 
「 な ん で も ね えよ 」 

安心 させ る よう 笑顔 で 肩 を すす くめ る 。 な お も 怪 許 そ うに 見 
つめ る エス テル の 額 を 、 ユー リ は 指 で つつ いた 。 

不意 を 衝 か れ て 思わ ず 閉 じ た 目 を エス テル が 開く と 、 目 の 
前 に ユー リ の 顔 が あっ た 。 互い の 瞳 に 映る 自分 の 姿 が は っ 
きり と 視認 で きる 距離 。 

認識 が 脳 に 届く 一 瞬 の 間 を 置い て 、 反射 的 に エス テル は 
身 を 引い た 。 す かさ ず ユ ー リ が 一 歩 進む 。 顔 と 顔 の 距離 は 
変わ ら な い 。 

後退 。 前 進 。 

後退 。 前 進一 一 

エス テル の 背 に 木 の 幹 が 触れ た 。 真意 を 測り か ね て 混乱 
する その 頑 が 桜色 に 染まる 。 

2 に だ 2 の 


ええ 、 も 0 

いち いち 目 を 白黒 させ る 彼女 の 反応 が ユー リ は 面白 く て し ょ 
う が な いら し い 。 抗議 の 声 を 上 げ よ うと し た エス テル の 表情 が 、 
急 に 一 変 し た 。 
「 あ ] 

彼女 の 視線 が 自分 の 背後 に 向け られ る の を 見 て 、 ユー リ 
も それ を 辿 ろ うと し た 、 その 瞬間 

ユー リ の 頭 を 後頭 部 か ら 前 に 衝撃 が 突き 抜け た 。 目 の 中 
で 火花 が 散る 。 
「 い で っ !?」 

続い て な に か 重い も の が 足元 の 草むら に 落ち る 音 。 
「 っ て え 一 一 。 な ん だ あ ?」 

ユー リ は 草むら の 間 か ら 一 冊 の 分 厚い 本 を 拾い 上 げた 。 
エス テル の 上 顔 は な お も ユー リ の 背後 に 向け られ た まま だ 。 そ 
の 顔 に は 夏 の 花 の よう な 笑み が 広がっ て いる 。 

ふた り の 上 に 巨大 な 影 が 投げ か けら れ た 。 

振り 仰い だ ユー リ の 視界 が 褐色 の 木 の 記 に 埋め 尽く され 
た 。 歴 は 緩やか な 線 を 描い て 視界 の 左右 に 曲がっ て いる 。 
その 上 に さら に 大 き な 物 体 が 浮か び 、 陽光 を 遮っ て いる 。 

すべ て を 見 渡す まで も な く 、 ユ ー リ は その 正体 を 悟っ て いた 。 
「 バ ウル 1」 

離れ た と ころ か ら カ ロ ル が 叫ん だ 。 

いつ の 間 に 近 付い て いた の か 、 始祖 の 隷 長 パウ ル と その 
彼 が 運ぶ 、 空 行 船 フィ エル ティ ア 号 が 、 地面 すれ すれ の と 
ころ に 浮か ん で いた 。 

その 船 縁 に 片足 を か け て 、 ひと り の 少女 が 仁王 立ち し て 
いた だ 。 
1 

ユー リ の 声 は 頭上 か ら の 軟 声 に 打ち 消さ れ た 。 
「 な に や っ て ん の よ 、 この バカ l」 


p 一 ーーー ャ ーーー- 短 


「 リ タ |」 

空中 か ら 下 ろ さ れ た タラ ッ プ を 駆け 下り て きた 小柄 な 少女 
に 、 エス テル は 嬉し そう に 抱き つい た 。 
「 ち ょ 、 ちょ っ と エス テル 、 離れ て 、 離れ な さい っ て ば |!] 
「 あ 、 ご めん な さい 」 

口調 こそ 怒っ て いる が 、 リタ の 交 度 は 明らか に 照れ の それ 
だ 。 一 方 の エス テル に は な ん の 街 い 、 気負い も な い 。 この 
ふた り は 出会い 頭 は いつ も こん な 調子 だ 。 

出鼻 を 挫 か れ た 格好 の リタ は 、 後頭 部 を さす りな が ら ユ ー 


リ が 差し 出し た 本 を 、 奪い 去る よう に 受け 取っ た 。 
[リタ 、 お まえ 角 は な い だ ろ 、 角 は 」 
「 あ ん た が いけ な いん で し ょ 、 お か し な こと し て る か ら よ 」 
「 な ん も し て ね えっ て の 。 た だ の 冗談 だ ろ 」 

ユー リ は 大 仰 に 肩 を すく め て 、 両 の 手の平 を 上 に 差し 上 
のり ま た 
So 本 

エス テル は 複雑 な 表情 を 浮か べた 。 残念 の よう な 、 ほっ と 
し た よう な 、 どっ ちの 反応 を し た らい い の か 決め か ね て いる 
顔 だ ど 。 それ が ます ます リタ を いき り 立 た せる 。 
「 と 、 とにかく ! 今度 また や っ た ら 承 知 し な いわ よ |」 
「 相 変わ ら ず 仲 が いい わ ね ] 

ユー リ た ち が 声 の 方 を 見 る と 、 美 し い ク リティ ア 族 の 女性 ジュ 
ディ ス が 、 軽やか な 足取り で タラ ッ プ を 降り て くる と ころ だ っ た 。 
「 今 の は 仲 が いい と か 、 そう いう ん じゃ な いで し ょ !」 
「 あ ら 、 普通 に うら や まし いと 思う の だ けど 」 

さら り と 言っ て リタ を 黙ら せる と 、 ジ ュ デ ィ ス は に こ や か に ユー 
リ た ち に 微笑 みか けた 。 
「 お 久しぶり 」 
トゲ イス ご リタ ー|。 お っ 9) 

ラビ ー ド を 伴っ て 、 カロ ル が 叫び な が ら 走 っ て きた 。 フレ ン と 
レイ ヴ ン も 後に 続い て や っ て きた 。 
「 は ぁ い ジュ ディ ス ち ゃ ん 、 ご 無 沙汰 。 相変わらず 見 目 豚 し い 
ね ん 』 

ほとん ど 決 まり 文 名 の よう な レイ ヴ ン の 挨拶 に もち 、 ジュ ディ ス 
は 動じ ず 笑 顔 で 返す 。 
「 ず いぶ ん そろ っ た な 。 する と 後 は ……」 
「 も ちろ ん うち も お る ぞ !」 

ユー リ に 答え る よう に 、 声 と 共に 、 小さ な 体 が 降っ て きた 。 
「 パ ティ 1!」 

エス テル が 声 を 上 げ る 中 、 危う いと ころ で ユー リ は パテ ィ を 
抱き と め た 。 
「 ユーリ 、 会 いた か っ た の じゃ ー」 
「 ど うし た の 、 みん な ? な ん で ここ に ?1 

息 を 切ら せな が ら カ ロ ル が 尋ね る と 、 ジュ ディス は 空中 の 
船 の 方 を 指し 示し た 。 
「 私 は お 仕事 の 途中 」 | 

一 同 が 見 上 げ る と 、 般 側 か ら こ ちら を 見 下ろ し て いる 人 び 
と の 姿 が 見 えた 。 | 
「 う ちの 依頼 な の じゃ 。 ノー ル 港 に トビ ウオ の 速 さ で お 届け 中 
で の 」 

引き 剥が そう と する ユー リ に 、 そう は させ じ と し が みつ き な 
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が ら パ ティ が 言っ た 。 
「 リタ は タル カロ ン の 近く を 通っ た 時 、 呼ん で いる みた い だ っ た 
か ら 」 と ジュ ディ ス が 引き 取っ た 。 
「 ちょ っ と 、 あたし は 別に 頼ん だ り し て な いわ よ 」 
| あら 、 で も 来 た か っ た ん で し ょ う ? ここ に 」 
[>…* そ それは まあ 、 そ うな ん だ けど ] 
「 ジュ ディ ス は リタ の 考え が 分 か る ん で す ?」 
エス テル の 問い に ジュ ディ ス は 悪 蔵 っ ぽく 笑っ た 。 
「 さ あ 、 どう か し ら ?」 
「 い い の か ? 客 を 待た せ て る っ て こと だ ろ ? 」 

よう や く パ ティ を 引っ ぺ が すこ と に 成功 し た ユー リ が 言っ た 。 
「 大 丈夫 。 少し だ け 寄 り 道 さ せ て っ て 頼ん で ある わ 」 

パテ ィ は 辺り に 散ら ば る 石柱 や 石組み を 興味 深 そ うに 眺め 
な 。 
| な る ほど 、 リタ 旭 は 遺跡 発掘 だ し た か っ た ん じゃ な 」 

「 違う わ よ ! あたし は エス テル か ら 近 くに 来る っ て 聞い た か ら 

…… っ て そう じゃ な く て 、 だ いた いこ の 遺跡 、 相当 古い じゃ な 

い 。 多分 、 魔 導 器 以前 の も の ね 

「 魔 導 器 …… つ まり ゲラ イオ ス 文 明 期 より 古い っ て こと で す ? 」 
エス テル の 質問 に リタ は うな ずい た 。 

「 考 古 学 は 専門 じゃ な いか ら 確 証 は な いけ ど ね 。 そ れ に 

魔 導 器 に 対応 し た 構造 も 見 当たら な いし 」 

「 さす が は リタ っ ち 。 ど ん な と き に も 探究 心 を 忘れ な いね え 。 

で も そん な ん じゃ 男 が 寄り 付か …… ぐ お っ !? 」 

一 瞬 で 研究 者 の 顔 か ら 十 代 の 娘 に 戻っ た リタ は 、 レイ ヴ ン 
に 容赦 な い 肘 打ち を 叩き 込ん だ 。 問 絶 し て 転がる レイ ヴ ン を 
見 て カロ ル が 首 を か し げ る 。 

「 な ん で そう な る っ て 分 か っ て て わざ わざ 言う ん だ ろ …… 」 
「 と に か く こ れ で 全員 そろ っ た っ て 訳 だ ね 」 

フレ ン の 言葉 に ユー リ は うな ずい た 。 集 っ た 面々 ひと り ひと 
り に 視線 を 巡ら せ て いく 。 

エス テル 、 カロ ル 、 リタ 、 レイ ヴ ン 、 ジュ ディ ス 、 フレ ン 、 パティ 、 
に て ラビ eK。 

凛々 の 明星 一 一 

彼ら に と っ て それ は 単なる ギル ド の 名 前 以上 の も の だ っ た 。 

仲間 。 

どの 顔 に も 笑み が 浮か ん で いる 。 

穏やか で 特別 な 笑み 。 大 切な も の を 分 か ち 合 う 笑 み 。 

「 っ た く こ ん な と こ で 同窓 会 で や な い だ ろ うに な 」 

ラビ ー ド が 高らか に 一 声 叫 える と 、 周囲 の 木々 か ら 鳥 た ち 

が 羽ばたき 舞い 上 が っ た 。 


計 ーー ーー 
「 み ん な 忙し いか ら 全員 が 顔 を そろ える の っ て 、 ホン ト 久 し ぶ 
UP 邊 

「 や る こと が ある の は いい こと な の じゃ 」 

「 う ん 、 そう だ ね 」 

パテ ィ の 言葉 に カロ ル は 力強く うな ずい た 。 

星 喰 み 消滅 、 す な わ ち 麻 導 器 終 得 の 陰 で 凛々 の 明星 が 
来たし た 働き に つい て は 、 今 も 世間 に は ほとん ど 知 られ て い 
な い 。 

ヨー デル が 一 連 の 事情 を 凛々 の 明星 に は 触れ る こと の な 
い 形 で 発表 し て し まっ た か ら だ 。 

星 喰 み を 目の当たり に し た 人 びと は 、 事態 収拾 の た め に 
魔 導 器 を 差し 出す こと を た め ら わな か っ た 。 そ れ で も 騒動 が 
ひと 段落 つい た 今 、 魔 導 器 を 失っ た こと で の 不便 に 対す る 
人 びと の 不満 が 、 そ れ を 招い た 者 た ち に 向かう 可能 性 は 十 
分 ある 。 ヨー デル は それ を 危 恨 し た の だ っ た 。 

「 誰 か が や ら な けれ ば な ら な か っ た こと で 、 その 当 人 が 責め 
を 負う の は 間違っ て いま す 」 

それ は 本 来 、 為政者 が 負う べき も の 。 若い 皇帝 は 頑 と し 
て 譲ら な か っ た 。 

ヨー デル の 言う こと も 一 理 あ っ た が 、 相応 の 覚悟 で こと を な 
し た ユー リ た ち に し て みれ ば 、 い ささ か 釈然 と し な いも の が あっ 
7 だ ぁ る 

それ な ら 目 分 た ちな り の 形 で 責任 を 果たそ う 。 それ が ユー 
リ た ちの 出し た 答え だ っ た 。 と いっ て も る 何 か 特 別 た こと を し よ 
うと いう 訳 で は な い 。 そ れ ぞ れ の 信じ る と ころ に 従っ て 一 生 
懸命 生き る ぁ 、 それ だ け だ 。 

そし て 凛々 の 明星 は 各地 に 散っ て いっ た 。 以来 、 時 に 何 
人 か が 集まる こと は あっ て も 、 全員 が 一 堂 に 介する の は カロ 
ル の 言う 通り 、 ずっ と な か っ た 。 

測量 を 続け な が ら 、 話題 は 自然 と 互い の 近況 に な っ た 。 

エス テル は 帝都 と ハル ル を 行き 来 し な が ら 、 ある 時 は ヨー 
デル の 政務 - 一 一 と いっ て も 敏 妙 な 政治 の 駆け 引き に 参加 す 
る 訳 で は な い が 一 一 を 手伝い 、 ある 時 は 絵本 に 思い を つづ 
る 暮らし を 送っ て いた 。 

一 見 両立 し 得 な いふ た つの 暮らし 。 だ が エス テル は 混 じ 
り け の な い 笑 顔 で 言い 切っ た 。 

「 誰 か に 喜ん で 欲し い 。 絵 本 を 描く こと も 、 ヨー デル の お 手 
伝い も ゃ やわ た し に は 同じ こと な ん で す 」 

皇族 と し て で あれ 、 絵本 作家 と し て で あれ 、 彼女 が 何 か 
を 成し遂げ る まで に は 、 まだ まだ 学ば な けれ ば な ら な いこ と が 


た くさ ん ある 。 

彼女 と 結び つい た 精霊 た ちゃ その 助け に は な ら な い だ ろ 
う 一 一 も と より 精霊 た ち は 人 間 個 々 の 運命 に は 関わ る 意志 は 
な いら し い が 。 精霊 た ちの 関心 は あく まで 世界 その も の に 向 
けら れ て いる の だ 。 

だ が エス テル は それ を 当然 の こと と し て 受け 止め て いる 。 
彼女 は 自分 自身 の 努力 に よっ て 目指 す も の を 手 に し よう と 決 
意 し た 。 そこ に 迷い は な い 。 

カロ ル は ギル ド 凛 々 の 明星 を 育て る こと に 専念 し て いる 。 
ダン グレ スト を 中 心 に 新しい メン バー を 募っ て いる が 、 あい に 
く 順 調 と は 言い が た い 。 

[みん な な か な か 居 つ いて くれ な いん だ よね ・…… 」 

どう や ら 知 名 度 の 割 に 仕事 を 選ば な い 姿 勢 が 災い し て 、 
地味 で 細か いも の か ら 和 危険 を 伴う $ の まで 多岐 に 渡る こと が 、 
た いて い の 加 入 希 望 者 の 予想 を 裏切る た め ら し い 。 

それ で も 一 一 本 人 は 気付 いて いな いよ うだ が 一 一 最近 は 
仕事 で 子供 の 首領 と 驚か れる こと も 減っ て きた 。 そこ に ギル 
ド と し て の 知名 度 の 高まり だ け で は な い 理 由 が ある こと を 、 
ユー リ は 知っ て いる 。 

「 カロル 、 また 少し 背 が 伸び た か し ら ? 」 と ジュ ディ ス 。 

「 え 、 そう か な ?」 

「 ぇ ええ 。 その うち 、 追 い 抜か され て し まう か も し れ な いわ ね 、 リ タ 」 
「 な ん で あたし に 言う の よ 」 

その リタ は 相変わらず の 研究 三昧 だ 。 魔 導 器 に 代わ る 新 
た な 動力 機関 の 探求 で 日 々 悩ん で いる の だ と いう 。 

「 古 いも る の か ら 新しい も の まで 、 色 々 アイ ディ イ ア は ある ん だ けど 、 
大 勢 が 使う と な る と 結局 、 な に か し ら 弊 害 が 予想 で きち ゃ う の 
よね 。 それ じゃ 魔 導 器 と 同じ だ し 」 

「 それなら みん な ミ ョ ル ゾ を 真似 し た らい い の と 培 うか 」 

「 あ れ は クリ ティ ア 族 じゃ な いと 無理 な ん じゃ な いか な ……」 
[ ミ ョ ル ゾ emie 作 そう か 」 

パテ ィ と カロ ル が 言い 合い を 始め る の を 尻目 に 、 リタ は いそ 
いそ と 遺跡 を 調べ 始め た 。 この 土地 一 一 魔 導 器 の な い 暮 ら 
し の 六 跡 一 一 の 可能 性 に 気付 いた らし い 。 

そん な リタ に 優し い 視 線 を 注ぐ ジュ ディ ス に 気が付い て 、 
ユー リ は 声 を か けた だ 。 

「 ジ ュ デ ィ は どう し て ん だ ? いつ も 運び 屋 し て る 訳 じ ゃ な い だ 
ろ ?」 

クリ ティ ア の 美女 は うな ずい た 。 凛 々 の 明星 、 あるいは 個 
人 で 引き 受け た 仕事 が な い 時 で も 、 ジュ ディ ス は 決し て ひと 
つと ころ に 留まる こと は な く 、 バウ ル と 共に 飛び 回 っ て いた 。 
何 が 目的 と いう の で は な い 、 た だ 心 の 向く まま に 科 往 う の だ 。 


の 0026 世界 を 見 
て は いな か っ た 」 | 

ジュ ディ ス は 少し 培い 目 を し て 言っ た 。 
[ 今 の 私 は みん な が 見 て いる の と 同じ も の を 見 て いる の - 一 一 
世界 は 美しい わ ね 」 

張り 詰め た も の が な く な っ て も 、 そこ は 以前 と 変わ ら な い 、 
謎 めい て 魅力 的 な 微笑 み を ジュ ディ ス は 浮か べた 。 
[守っ て いか な いと いけ ませ ん ね 」 

エス テル が 言っ た 。 時々 、 リタ と 共に 空 の 旅 に 同行 し て い 
る の だ 。 
「 旅 な ら うち も 負け と らん ぞ 」 

一 方 的 に カロ ル と の や り 取 り を 打ち 切っ て 、 パテ ィ が 口 を 上 
婦 だ 。 
「 ジ ュ デ ィ 旭 が 空 な ら 、 うち は 海 。 海 に は 漢 の ロマ ン が 満ち 
溢れ て いる の じゃ ] | 
[ 漢 っ て あん た …… 」 

聞き つけ た リタ の ツッコ ミ も どこ 吹く 風 の パ ティ は 、 
半 福 の 市 場 か ら 借り た 船 で 人 や 物 を 運ん だ り 、 宝 を 求め て 
未開 の 地 に 赴 い た り と 、 ジュ ディ ス と 同じ よう な こと を し て いる 
と いう 。 
「 海 は 陸 よ り 安 全 じ ゃ か ら の 。 お 陰 で うち は 大 繁盛 な の じゃ 」 
「 あ れ 、 海 精 の 牙 を 再建 する ん じゃ な か っ た の ?」 

カロ ル の 問い に パテ ィ は 少し 間 を 置い て か ら 品 を 開い た 。 
「 い ずれ は 自分 の 船 を 手 に 入れ て 、 そう し た いと 思っ て お る の 
じゃ 。 た だ …… 海 精 の 牙 は アイ フリ ー ド の ギル ド 。 そ の アイ フ 
リー ド は も うお らん 。 そ し て うち は パテ ィ じ ゃ 。 最近 は そん な 風 
に も 思う よう に な っ て の 」 


「 で も うち は 冒険 家 で あり 海賊 な の じゃ 」 

パテ ィ は 再び 明る い 調 子 に 戻っ て 言っ た 。 
[きっ と その うち 海賊 パテ ィ ・ フ ルー ル の ギル ド を 作る 。 で も そ 
の 前 に ユー リ の 嫁 に な ら ね ば の ]」 
[「 ちょ っ と お っ さん の こと も 聞い て よ 」 

レイ ヴ ン が すね た よう に 割り 込ん で きた 。 
「 さっ き 聞 いた だ ろ 」 | 

ユー リ は 呆れ た よう に 手 を ひら ひら させ た 。 
[さっ き は ジュ ディ ス ち ゃ ん た ちい な か っ た で し ょ ? だ いた だ たい 
回 な 、 あれ っ ぱっ ち で この 他 欄 の 活 寿 ぶり が 言い くせ る な 
eyas | | 
[| はいはい 」 

つれ な い ユ ー リ を よそ に レイ ヴ ン は ジュ ディ ス 相 手 に 熱弁 を 
振る い 始 め た 。 当 の ジュ ディ ス は 笑顔 で うな ずい て いる が 、 


6172 


果たし て 聞い て いる の や ら 。 
「 レ イヴ ヅ ン さん の こと は た ぶん 、 み ん な も う 知 っ て いる ん じゃ な 
いか な 」 

いつ の 間 に か ユー リ の 人 に フレ ン が 立っ て いた 。 
「 だ か が 」 

帝国 と ギル ド 。 協調 を 深め た と は いえ 、 ふた つの 勢力 で 同 
じ よ うに 称え られ る よう な 人 間 は 多く な い 。 量 喰 み の 一 件 が 
終息 し た 後 、 レイ ヴ ン は 自分 の ふた つの 顔 の こと を 公 に し た 。 
下手 を すれ ば どちら か ら ゃ 非難 され か ね な い 行 為 。 に も 関わ 
ら ず 、 彼 は 今 も 変わ ら ず こう し て いる 。 これ 以上 に 彼 の 行い 
を 証明 する も の が ある だ ろう か ? 

それ に 本 人 が どう 感じ て いる か は 、 見 て いれ ば 十分 よく 分 
が か の ん だ つっ 

相変わらず の 芝居 が か っ た 物腰 だ が 、 以前 と は 微妙 な 
変化 が あっ た 。 な いも の を ある か の よう に みせ よう と する よう な 
不 自然 さ が 、 今 の レイ グン に は な い の だ 。 
「 お っ きん 、 明日 を 見 つけ た な 」 

レイ ヴ ン だ け で は な い 。 仲間 た ち は み な し っ か り と 自分 の 
足 で 歩い て いる 。 ユ ー リ は ひと り 小 さく うな ずい た 。 

そこ へ フレ ン が 声 を か けた 。 
「 それ は それ と し て 、 君 の 近況 を 聞き た いな 」 
「 オ レ ?」 

そう いえ ば そう だ と 、 他 の 面々 も 言い 出し た 。 
「 そう だ よ 、 さっ きか ら ボ ク ら の 話 ば っ か り じ ゃ ん か 」 
「 そ うい を ば そう で すね 」 
「 じ ゃ の 」 
|: で m だ そ モー だ 不 公平 だ ー」 
「 いや 、 オレ は 別に そん な 話す よう な こと は な い ぞ ]」 
「 あら 、 そう は 思え な いけ ど 」 
「 な に 急 に 歯 功 れ 悪 く 、 な っ て ん の よ 」 
ワン 1] 

ロ 々 に 人 迫 ら れ て ユー リ は そっ ぱ ぽ を 向い た 。 いい 歳 し て 、 こ 
うな る と 途 端 に 素直 で な く な る の は 今 も 昔 も 変わ ら な い 。 
「 っ て いう か フレ ン 、 お まえ は どう な ん だ よ 。 騎士 団長 が こん な 
と こ で ひと り ふ ら ふ らし や が っ て 」 
「 ソ ディ ア が し っ か りや っ て くれ て いる か ら ね 。 な ん の 心配 も し 
て いな い 」 
「 ああ 、 あの 姉ちゃん か 」 

ユー リ は 相変わらず 、 彼女 が 苦手 だ 。 過 去 の こと は も う 
気 に し て いな い が 、 向こう は そう も いか な いよ う で 、 会 えば 必 
要 以 上 に 丁重 に 接し て くる 。 性 格 も ああ る だ ろう し 、 仕方 の 無 
いこ と か も し れ な い が 、 付き 合い と し て は や り づ らい 。 


それ で も 皇帝 を 支え る と いう 重責 を 抱え る フレ ン の 俊 に 、 頼 
り に な る 人 間 が いる と いう の は 、 ユー リ に と っ て も 素直 に 喜ば 
し い 話 だ っ た 。 

騎士 団 は フレ ン の 指揮 の も と 、 多く の 場面 で ギル ド と 協力 
し て 活動 する よう に な っ て いる 。 星 喰 み 消滅 前 後に お ける 彼 
ら の 尽力 の お 陰 で 、 人 びと は 魔 導 器 の 終 屯 の 混乱 を 最小 
限 の 形 で 受け 止め る こと が で きた 。 

「 と は いえ 」 と フレ ン 。 

「 隆 下 が 予 見 され た よう に 、 こ れ か ら も 人 びと か ら の 不満 は 出 
る だ ろう か ら ね 。 そ れ に 騎士 団 と 評議 会 、 貴族 と 平民 、 帝 
国 と ギル ド 。 長年 の 対立 と 不信 は そう 簡単 に は は な く な ら な い 。 
信頼 関係 を し っ か り と し た も の に する に は 、 むし ろ こ れ か ら が 
重要 な ん だ 」 

これ に 珍し く 真 面目 な 調子 で レイ ヴ ン が 相 植 を 打っ た 。 

「 な ん だ か ん だ いっ て も 、 今 は まだ 個人 の 信頼 関係 で 成り 立っ 
て る よう な も ん だ か ら ね え 。 そ うい う 連 中 が いな く な っ て も ちゃ 
ん と 機能 する よう に な る に は 、 まだ まだ 時 間 が か か る わな ]」 

「 な ん だ 、 お っ さん まで 。 で も どう せ 、 な ん と か する つも り は あ 
ん だ ろ 、 ふた り と も ?」 


「 も ちろ ん だ 」 
「 ま あ ね え ぇ 」 

それ で 自分 の 話 は 終わ り と ば か り 、 フレ ン は 改め て ユー リ 
に 向き 直っ た 。 


に Go 導 だ 】 
「 だ か ら 大 し て 話す こと な ん て な いっ て の 」 
「 そ ん な 訳 な いで し ょ 。 だ いた い 最 近 、 仕事 で 呼び 出し た 時 
し か ダン グレ スト に いな いじ ゃ ん か 」 

非難 が まし く カ ロ ル が 口 を 挿 ん だ 。 
「 そ うな の か い ? て っ きり この 間 、 下 町 に いた の は た また まだ 
と 思っ て た 。 は ほら 一 緒 に 例 の 強盗 団 を 捕まえ た 時 」 意外 そう 
に フレ ン が 言 っ た 。 
「 こ の 前 、 ハル ル に も 来 て くれ まし た よ ? 」 と エス テル 。 

みな が それ ぞ れ の 目撃 情報 を 持ち 寄る と 、 た ち ま ち あ ちら 
こち ら と 神出鬼没 な ユー リ 像 が で き あ が っ た 。 
「 お っ さん 並み に うさ ん くさ いわ ね 。 な に し て ん の よ 、 一 体 」 リ 
タ が じ ろ り と 見 つめ る 。 
[リタ っ ち ひ ど い …… ほれ 青年 、 そ ん な うろ うろ と な に し て ん の 
さ 。 素直 に 言っ て お し まい 」 

レイ ヴ ン が に や に や し な が ら に じ り よ る 。 ユ ー リ は た だめ 人 息 を 
完 0MS> 。 
「 分 か っ た 分 か っ た 。 っ て いっ て も な あ …… あ 、 そ うい や ラビ ピー 
ド に 子供 出来 た っ て 話 は し た か ? 二 匹 いて どっ ち も あ いつ 


そっ くり な ん だ ぜ 」 
「 へ ぇ えー そう な ん だ 。 っ て だ か ら そ うじ ゃ な く て !」 人 分 か りや すい 
カロ ル の 反応 。 
「 え 。 な ん で すか それ 、 わた し 知り ませ ん | ラビ ピー ドゥ っ だ らい 
つの 間 に 」 

も っ と 分 か りや すい エス テル の 反応 。 
「 あ ょ っ と 、 エス テル 、 今 は テー リ の 語 ……~] 

リタ の 制止 も 耳 に 入ら ぬ 様 子 で 、 エ ステ ル は ユー リ に ラビ ー 
ド の こと を 問い 質 す 。 
「 ユ ー リ 、 本 当 な ん で すか 、 今 の 話 」 
[本 当 だ っ て 。 な あ ラ ビー ド ] 

応じ る 代わ り に ラビ ピー ド は あら ぬ 方 向 を 向い た 。 そ っ ぱ を 
向く の と は な に や ら 様 子 が 違う 。 
の し た だこ ラビ ピー ド J 

ユー リ た ち が そ ちら を 見 る と 、 草むら の 向こう に 数 人 の 人 
影 が 見 えた 。 ひと り の 女性 を 先頭 に こち ら に 向かっ て 走っ て 
くる 。 レイ ヴ ン が 目 を 凝ら す 。 
「 あ れ 、 お 客 さ ん じゃ な い の ? ちょ いと ば か し 長 話 が すぎ た 
か ね ]」 

ジュ ディ ス が 進み 出 て 叫ん だ 。 
「 船 を 降り て は 駄目 。 すぐ に 戻っ て 一 一 

だ が 女性 は 引き 返 そ を うす る どこ ろか 叫び 返し た 。 
「 子 供 が 一 一 息子 が いな いん で す !] 


「 あ ん た ら は 船 に 戻っ て ろ 。 ラビ ー ド |」 

ユー リ の 声 に 心得 た と ば か り 、 猛然と ラビ ピード が 駆け 出す 。 
すか さ ず ユー リ た ち は そ の 後 を 追っ た 。 
「 母親 が 目 を 離し た 隙 に 、 勝手 に 船 を 降り た 、 と 。 や れ や れ 」 

ぼや く レ イヴ ン に フレ ン が 応じ る 。 
「 こ の 辺り に だ っ て 魔物 は いま す 。 急ぎ ま し ょ う ] 

ユー リ た ちな ら と も か く 、 た だ の 子供 が ひと り で うろ つく に は 、 
や は り 外 界 は 危険 すき た 。 

走り な が ら カ ロ ル が 声 を 張り 上 げ る 。 
「 夫 一 の 

幸い ラビ ピード に は 確信 が ある よう だ っ た 。 真っ 直ぐ ひと つ 
の 方 向 に 向かっ て 走り 続け る 。 
「 あ 、 いた 、 あそこ じゃ !」 

パテ ィ の 指し た 先 に な に や ら 塚 の よう な も の が 見 えた 。 遺 
跡 の 石組み を 飲み 込む よう に し て 、 何 本 か の 木 が 互い に 和 
み 合 っ て 、 大 き な 塊 を 形成 し て いる の だ 。 


その 石 と 樹木 の 塊 の 前 に 、 幼い 少年 が ひと り 立っ て いた 。 
恐らく 十 歳 に も 満た な い の だ ろう 、 目 の 前 の 塊 に 比べ 、 ひど く 
小 き く 見 える 。 手 を 前 に か ざし て 、 し きり に な に か 叫ん で いる 。 
「 お い 、 出 て 来い よ ! 魔 導 器 で や っ つけ て や る 。 寝 て な い 
で 出 て 来い 、 出 て こい っ た ら |」 

どう や ら 魔 導 器 が 使い 物 に な ら な く な っ た こと を 、 まだ 理解 
で き て いな いら し い 。 ユ ー リ は 微か に 眉 を ひそ め た 。 

ラビ ピー ド が 突然 、 走り な が ら 叫 えた 。 


カロ ル は 風 の 中 に 微か に 何 か を 喫 ぎ 取っ た 。 これ は 一 一 

少年 が か が みこ む 。 身 を 起こ し た その 手 に 拳 大 の 石 が 提 
られ て いる の を 見 て 、 フレ ン が 叫ぶ 。 

「 ょ せ |」 

だ が 聞こ えて いな い の か 、 少 年 は 大 きく 振り か ぶる と 、 石 
を 木 の 塊 に 投げ つけ た 。 石 は 木々 の 隙間 に で きた 大 き な 暗 
闇 に 飲み 込ま れる よう に し て 消え た 。 」 

凄まじ い 史 呼 が 響き わた っ た 。 石組み を 震わせ 、 その 上 
の 木々 の 葉 を 振り 落と す 。 少 年 が 弾 か れ た よう に 尻餅 を つ 
3 だ っ 

木々 の 隙間 か ら ぞ ろり と な に か が 現れ た 。 剛毛 で 覆 わ れ 
た その 先 に は 鋭い 釣 爪 が 付い て いる 。 

続い て 頭 が 現れ た 。 大 きい 。 ユー リ た ちの 丈 の 倍 は あ 
り そ う な 高 さ か ら 、 燃え る よう な 目 が 見 下ろ し て いる 。 開 か れ 
た 口 か ら は ずら り と 並ん だ 牙 が 伸び すぎ て 上 下 に 飛び 出し て 
いる 。 

半身 を 巣 か ら 突 き 出し た 状態 で 、 魔物 は も う 一 度 員 えた 。 
へ た り 込 ん だ 少年 が すく み 上 が る 。 

並み の 魔物 と は 一 味 違 う 迫 力 に 、 レイ ヴ ン は 弓 を 構え な が 
ら 口 元 を 人 歪 ま せ た 。 

「 や べ え 、 あり ゃ た だ の 魔物 レ ゃ な いわ よ 」 
「 巨 大 獣 ね ] 

猫 を 見 て 猫 ね 、 と いう の と 大 差 な い 口 調 で ジュ ディ ス が 応 
じ る 。 た だ こち ら も 言い な が ら 槍 を 構え る 。 

ラビ ピー ド を 先頭 に 、 ユー リ た ち は 少 年 と 魔物 の 間 に 割 っ て 
ンー 
「 見 た こと な い 種 類 だ よ !」 と カロ ル 。 

「 リ タ 旭 、 な ん か 発明 な い の か の ?」 
「 そ ん な 都合 よく ある 訳 な いで し ょ |」 

リタ は パテ ィ に 怒鳴 り 返 し た 。 

巨大 獣 は 巣 か ら 完全 に 姿 を 現し た 。 全 身 毛むくじゃら で 
直立 し て いる 。 額 か ら 背 中 に 向かっ て 、 短い 角 の よう な も の 
が 連なっ て いる 。 有 眠り を 妨げ られ で も し た の か 、 既 り 狂っ て いた 。 
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ユー リ は 素早 く 相 手 の 力 を 値 踏み し た 。 

腕 だ け で な く 足 も 分 厚い 筋肉 に 覆 わ れ て いる らし い 。 下 
手 に 逃げ て も 、 追 いつ か れる 可能 性 が 高い だ ろう 。 第 一 、 フ ィ 
エル ティ ア 号 に 近づけ る 訳 に は いか な い 。 

少年 は 完全 に 腰 を 抜か し て いて 、 皿 う こと も で き な い よう だ 。 
「 こり ゃ 小脇 に 抱え て 逃げ る より 、 相手 し た 方 が よさ そう だ な 」 

魔 導 器 に 頼る 必要 の な い ジ ュ デ ィ ス は 、 今 で も 術 技 を 行 
使 す る こと が で きる 。 ユ ー リ た ち に し て も 、 鍛え 上 げた 剣 技 
は 以前 同様 に 控え る 。 精 霊 が 力 を 貸し て くれ る か どう か は 
分 か ら な い が 、 油断 し な けれ ば 勝て な い 相 手 で は な い 。 

王 を 抜い て ユー リ が 踏 み 出し か けた 、 その 時 一 

巣 の 奥 か ら 別 の 声 が し た 。 弱 々 し く 甲 高い 。 そ れ も る 複数 。 
「 仔 が いる の か 」 

フレ ン の 言葉 に エス テル が 表情 を 曇ら せる 。 

(まず いな ) 

ユー リ も 内 心 で 舌打ち し た 。 勝て る と いっ て も 手加減 抜き 
の 話 だ っ た の に 、 いき な りや り づ らく な っ て し まっ た 。 

巨大 獣 の 方 は そ を ん な ユー リ た ちの 思い な ど お 構 いな し だ っ 
た 。 狗 上 爪 の 生え た 両 腕 を 振り 上 げ 、 猛 然 と 襲い 掛か っ て くる 。 
| ちっ 」 

今度 は 本 当 に 舌打ち を し て 、 ユー リ は 身構え た 。 
PO ら まま の] 

脳裏 に 直接 響く よう な 低い 声 が し た 。 

ユー リ た ちば か りか 魔物 まで が 動き を 止め て 向い た 先 に 、 
銀 を 戴 く 赤 と 黒 の 人 影 が 立っ て いた 。 

見 覚え ある 姿 だ っ た が 、 それ で も に わか に 信じ られ な か っ 
た 。 信じ られ な か っ た が 、 そ の 名 は ユー リ の 口 を 突い て 出 た 。 
「 デ ュー ク 『?」 

驚く ユー リ た ち に は 目 も る くれ ず 、 デュ ー ク は す た す た と 歩み 
寄る と 、 見 る か ら に 無防備 の まま 、 魔 物 の 目 の 前 で 立ち 止ま っ 
た 。 その 手 に は 何 も 握ら れ て いな い 。 

同時 に 呪縛 が 解け 、 巨 大 獣 は デュ ー ク に 襲い 掛か っ た 。 
彼 を 知る ユー リ た ち で さえ 、 次 の 瞬間 に 美 丈夫 の 次 が 無残 
に 打ち 砕 か れる 様 を 想像 し た 。 

押し 留め る よう に デュ ー ク が 手 を か ざす 。 そ れ だ け で 魔物 
の 動き は 再び ぴた り と 止ま っ た 。 

一 歩 前 に 出れ ば 触れ 合う こと の で きる 距離 。 ユー リ た ち は 
固 嘩 を 呑ん で 見 守っ た 。 

魔物 が 荒 々 し く 鼻 息 を 漏らす 中 、 デュ ー ク は 常 の ご と く 彫 
刻 の よう に 静か に た た ずん だ まま 、 じ っ と 相手 の 顔 を 見 つめ 
て いる 。 

「 語 し …… か け て いる ん で す ?」 


「 し っ 」 

エス テル の つぶ や き を ユー リ は 制 し た 。 

言葉 こそ な いも の の 、 巨 大 獣 と デュ ー ク が 向かい 会 う 様 は 、 
まる で 対話 が 交わ され て いる よう だ っ た 。 荒 々 し い 意志 の 衝 
突 で は な く 、 穏やか に 語り か ける 者 と 、 それ に 耳 を 傾け る 者 
の で ぞ で 刀 だ っ だ 。 

次 第 に 巨大 獣 の 目 か ら 商 々 と し た ぎら つき が 消え て 行っ た 。 
その 巨体 か ら 力 が 抜け 、 最後 に ふり か ざし か け て いた 釣 爪 
が 下ろ され た 。 

デュ ー ク が 手 を 下ろ し た 。 

巨大 獣 は 眠 そ うに 目 を 細め る と 、 ゆっ くり と 出 て きた 巣 穴 に 
引き 返し だ し た 。 一 同 が 黙っ て 見 守る 中 、 その まま 魔物 は ね 
ぐら の 暗がり へ と 次 を 消し た 。 

それ きり 何 の 音 も し な い 。 

や や あっ て 、 ユー リ た ちゃ も 体 の 力 を 抜い た 。 フレ ン が 少年 
の 傍 に 歩み 寄り 、 立た せ て や る 。 

「 これ は も う 使え な いん だ 」 

まだ 強 張 り 記 えて いる 少年 の 手 か ら 、 フレ ン は そっ と か つ 
て 魔 導 器 と 呼ば て いた も の を 取り 上 げた 。 

「 助かっ た よ 、 デュ ー ク 」 

ユー リ の 礼 に 、 彫像 の よう な 姿 が うな ずく 。 
「 お まえ た ちゃ も 元 気 そう だ な 」 

他愛 の な い 挨 拶 だ っ た が 、 ユー リ は 虚 を 突 か れ た 気 が し 
た 。 彼 が 言葉 に 詰まっ た 隙 に 、 エス テル が 進み 出 て お 辞 儀 
ね だ っ ゃ 
「 あり が と う ご ざ いま し た 。 で も 、 どう し て ここ に 一 ? 」 
「 お まえ た ち が こ こ に いる と * 声 , が 教え て くれ た 」 
「* 声 2?」 

それ に は 直接 答え ず デ ュー ク は 告げ た 。 
「 ここ に 街 を 作る つも り だ そう だ な 」 

計画 の 当事者 の 一 方 で ある フレ ン が 進み 出 た 。 

「 は い 。 帝国 と ギル ド の 融和 を 進め る た め に 、 共同 で 開発 を 


「 見 て の 通り 、 すでに ここ に は 先 に 棲み 付い た 者 が いる 。 他 
を あたる が いい 」 
「 え ?」 
「 世界 は 広い 。 た と え こ こ で な く と も 、 お まえ た ちの 都合 に 叶 
う 土地 は ある だ ろう 」 
[「 そん な 、 ちょ っ と な に 勝手 な こと 言っ て ん の よ 」 
に べ も な い 物 言い に フレ ン よ り 先 に リタ が 反応 し た 。 
「 や っ ぱり そう いう 流れ に な る の か よ 」 
ユー リ は つぶ や いた 。 デ ュー ク は 自分 た ちと 巨大 獣 、 そ の 


両方 を 助け た の だ 。 タル カロ ン で の 対決 を 経て 、 人 間 を 目 の 

仙 に する こと は な く な っ た と は いえ 、 だ か ら と いっ て こと さら 他 

より 人 間 を 優遇 する つも り が な い の は 明らか だ っ た 。 

「 お まえ た ち に は あの 生き 物 に 場所 を 譲る よう 、 言い 聞か せる 

こと は で きま い 。 そ し て 私 も それ を する 気 は な い 。 そ れ と も ゃ 」 
デュ ー ク の 目 が すっ と 細く な る 。 

「 あ くま で 力 で どう に か する か ?」 

「 それ な ら 相 手 に な る っ て か 」 

レイ ヴ ン が 発し た 挑発 的 な 言葉 へ の 返事 は 、 意外 に も 、 
だ つの 7 だ 。 

「 先ほど の 衝突 は 意図 され ざる も の だ っ た 。 だ が それ を 描く と 
し て る 結局 戦い を 選ぶ の か どう か 、 そ れ を 見 届け させ て も ら う 」 

ジュ ディ ス が 口 を 開い た 。 

「 タ ルカ ロン で の 問答 の 続き 、 と いう こと か し ら 」 

「 お まえ た ちの 決意 は すでに 聞い た 。 だ が それ が どう 実 を 結 
ぶ の か 、 魔 導 器 を 失っ た 人 間 た ち が こ の 世界 で どう 生き て い 
く の か 、 その 答え を 私 は まだ 見 て いな い 。 も し 新た な 人 間 の 
生き 方 が 結局 は 同じ 、 ある い は 別 の 災い を 呼 尽 も る の と な る の 
な ら 一 」 

「 そ の 時 こそ 、 再び あん た の お で まし っ て 訳 だ 」 

ユー リ の 言葉 に デュ ー ク は うな ずい た が 、 それ 以上 は 話 そ 
うと し な か っ た 。 

「 よ うす る に ここ を 諦め る の か どう する の じゃ ?」 

パテ ィ の 言葉 は 仲間 た ち に 向け られ た も の だ 。 

「 デ ュー ク の 言う 通り 、 他人 ん 家 に 土足 で 上 が りこ ん で 好き 
勝手 や ろう と し た の は こっ ち だ か ら な 。 ここ が 具合 悪い っ て ん 
な ら 、 諦め りゃ いい だ け の 話 だ 。 だ が 」 

ユー リ の 言葉 を フレ ン が 継い だ 。 

「 こ の 場 の こと だ け じ ゃ な い 。 あ の 人 は 僕ら の 未来 を 問い か 
け て いる ん だ 」 

これ か ら も 同じ よう な こと は いく ら で も 起こ りう る 。 その 時 一 一 
きっ と デュ ー ク は いな い どう する つも りな の か 。 重い 、 だ 
が 避け る こと の で き な い 間 い だ っ た 。 

凛々 の 明星 の 面々 は 考え 込ん だ 。 

過ち を 繰り 返す こと な く 、 より よい 世界 を 作り た い 。 そ の 思 
い は みな 同じ だ 。 

だ が 人 間 社 会 全体 に 対す る 責任 を 問わ れ て 、 一体 、 誰 
が 応え られ る と いう の だ ろう 。 誰 に も 応え られ は し な い 。 な ぜ 
75 
2 デュ ー ク 、 あん た 、 オレ た ち が ど こ か の 英雄 みた い に 
振舞 う の を 期待 し て ん の か ?」 

ユー リ の 言葉 に 、 仲間 た ち は は っ と 顔 を 上 げた 。 


[勇者 だ の 英雄 だ の 皇 益 だ の が 、 偉 そ うに ああ し ろ こ うし ろ 


と 言っ た くら いで 物事 は そう うま くい き や し な い 。 仮 に うま くい っ 
た っ て 、 そい つが いな く な れ ば また 振り 出し だ 。 そ ん な の は 
解決 じゃ な い 」 | 
「 な ら ば 、 ど う 答 える 」 
「 こ う 言 を ば いい か ? オレ た ち は 世 の 中 を 導 か な い 」 
「 今 きら 己 の し た こと へ の 責任 を 放棄 する と いう の か 」 
デュ ー ク の 口調 に 冷た さき が 増し た 。 か つて の ご と く 。 
だ が 腫 す る こと な く ユ ー リ は 言っ た 。, 
「 そう じゃ な い 。 た だ オレ た ち は 世 界 の 代表 じゃ な いっ て だ け 
の 話さ き 。 オレ た ち は オ レ た ち が 正 し いと 思う こと を する 。 死ぬ 
まで 、 真剣 に 、 一 生 懸 命 に 、 だ 。 そ れ で 同じ よう に し よう っ て 
や つが ひと り で も 増え れ ば 御の字 さ 」 
「 そ うだ …… そ れ が ポ ボク ら の 貢 任 の 取り 方 。 そう みん な で 決 
め た ん だ 」 | 
デュ ー ク の 眼 を まっ すぐ 見 つめ な が ら 、 カロ ル が 言っ た 。 
「 選 べ る 限り 、 人 は 自ら 選ぶ べき 。 そ う も 話し 合っ た わ ね 」 と ジュ 
ディ ス 。 
だ が デュ ー ク は 納得 し な い 。 
[「 それ で も 間違っ た 選択 を し た ら ? 」 
「 そ の た め の あ ん た だ ろ ?」 
「 心 配 い らん 。 遠く の 目標 が 見 えて いる 者 は 、 少々 転ん だ く 
らい じゃ 道 に 迷っ た り は せん の じゃ 」 パ ティ が 自信 た っ ぷり に 
ユー リ に 言い 湊 え た 。 
デュ ー ク は 黙 り 込ん だ 。 | 
うべ きこ と は 言っ た と ば か り 、 ユ ー リ は フレ ン に 顔 を 向け た 。 
「 と いう 訳 だ 。 差し 当たり 、 ここ は な し 。 天然 隆 下 に 土下座 
する の で も な ん で も 付き 合う ぜ 」 | 
フレ ン は 微笑 ん で 小 き く 首 を 振っ た 。 
「 依頼 を 取り 下げ る よう 、 手配 する よ 。 その 代わ り 、 新た な 候 
補 地 探し に 協力 し て も ら う 。 凛 々 の 明星 に は 休み 無し で 働 
いて も ら う こと に な る けど 、 いい ね ?」 
「 う ん 、 し ょ う が な いね 。 偽善 っ て 言わ れる か も し れ な いけ ど 
の 自分 の 感情 に は 嘘 は つけ な いよ 」 と カロ ル 。 
「 ま 、 妥 当 な 線 か ね 。 ユニ オン に は お っ さん か ら 言 っ と くわ 。 ま 、 
も と も と 帝国 側 か ら 出 た 話 だ し 、 こ じ れ や せん で し ょ 」 
レイ ヴ ン が 肩 を すく め る と 、 リタ が 音 を か し げた 。 
「 言 っ て る こと は 分 か る けど 、 な ん か 、 2 
する わ ね 」 
「 それ を 決め る の は 、 わた し た ちの 行い 次 第 で す よ 、 リタ] 
エス テル に 言わ れ て 、 リタ は それ も そう ね と うな ずい た 。 
その や り 取り を 黙っ て 見 て いた デュ ー ク が ぼ ぽつり と 言っ た 。 
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Pos 限界 を 知る 者 だ か ら こ そ 信 じ ら れ る も の も ある 、 か 」 

つか の 間 、 デュ ー ク は 槽 の 上 、 遠く 広がる 空 に 視線 を 向 
けた 。 そ こ に は な い 、 見 果て ぬ な に か を 見 透 か そ うと する よ 
うに 。 それ か ら そ っ と 目 を 伏せ た 。 
「 楽 し み だ な 」 

そう つぶ や く < と 、 デュ ー ク は ユー リ た ちの 方 に 顔 を 向け た 。 
超 然 と し た その 上 顔 に 不意 に 変化 が 一 一 さながら 大 理 石 に 血 
が 通っ た よう に 一 一 生じ た 。 
「 さ ら ば だ 」 

ユー リ た ち が 驚 き 、 も う 一 度 確か め よ うと し た 時 に は 、 も う 
デュ ー ク は 背 を 向け て いた 。 

比 天 な き そ の 後姿 が 木々 の 間 に 消え る の を 、 ユー リ た ち 
は あっ け に 取ら れ た よう に 見 送っ た 。 
「 ね 、 ね を え 、 今 ……」 
| お っ さん も 見 た …… ど 還 う 」 
「 うち も 見 た の じゃ 。 …… た ぶん 」 
| 半 は だ っ て あい つよ で 」 

ロ 々 に 言い な が ら も 、 みな の 表情 は 次 第 に ほこ ろ ん で いっ 
た 。 た っ た 今見 た も の の 意味 を 理解 する に つれ 。 
「 あ いつ も 取り 戻せ た ん だ な 」 

ユー リ は エス テル に 言っ た 。 その 顔 に も 笑み が 宿っ て いる 。 
「 は い 」 

エス テル は 嬉し そう に 、 だ が 確信 を こめ て 言っ た 。 
BS の 和 ら で まし た 」 


キー ーーーーー _。 ン 
。 

「 まさ か あの 人 まで 出 て くる と は 思わ な か っ た よ 」 

地上 を 離れ た フィ エル ティ ア 号 の 上 で フレ ン は 言っ た 。 甲 
板 の 一 角 で は 、 保護 され た 少年 が 落ち 着き を 取り 戻し 、 母 
親 と 談笑 し て いる 。 

デュ ー ク の 求め に 応じ 、 開拓 候補 地 を 諦め た 一 行 は 、 そ 
の まま ジュ ディ ス に それ ぞ れ の 場所 に 運ん で も ら う こと に し た 
2 この 7 に 。 
| デュ ニク を 呼ん だ 声 っ て な ん だ っ た の じゃ 」 と パテ ィ 。 す で 
に 後方 に 遠ざかっ た 遺跡 に 黒衣 の 姿 が 見 えな いも の か と 、 
双眼鏡 を 覗い て いる 。 
「 さ あ 。 ジュ ディ ス が リタ の こと 分 か っ た みた いな も ん じゃ な い 
の ? 」 
「 変 な こと 言う な 、 ガ キ ん ちょ | 」 

リタ が カロ ル の 頭 を 叩く の を 見 な が ら 、 ふと エス テル は 自分 
と 共に ある 存在 た ちの こと を 思い 出し た 。 そ の 中 に は か つて 


デュ ー ク を 気遣い 慕い 続け た 者 が 

エス テル は 誰 に も 気付 か れ な い ほ ど 小 さく 首 を 振る と 、 そ 
れ を そっ と 自分 の 胸 の 内 に 秘め て お く こ と に し た 。 
「 し っ か し 、 魔物 と 話 つ ける と は ね え 。 ます ます 人 間 離 れ し て 
き て る 気 も する わ 」 と レイ ヴ ン 。 
「 そ うい えば 俺 様 、 初め て 会 っ た の は も うず いぶ ん 前 に な る ん 
だ けど 、 や っ こさ ん 、 一 向 歳 を 重ね る よう に 見 えん の よね 」 
「 ね え そ れ っ て も し か し て 、 デュ ー ク 、 実は 始祖 の 絹 長 だ っ た 
EE で て 」 

頭 の 天辺 を さす りな が ら カ ロ ル が 言っ た 。 
「 そり ゃ また 大 胆 な 説 だ な 、 カロ ル 先 生 」 

ユー リ は 半分 果 れ た よう な 調子 で 言っ た が 、 リタ は 検討 に 
値する と 思っ た らし い 。 
「 で も 確か に 始祖 の 隷 長 が 色んな 種族 か ら 生ま れる っ て の 
が 本 当 な ら 、 絶対 な いと は 言い 切れ な いか も 」 
「 あ の 男 な ら や りか ね ん の じゃ 」 

パテ ィ や も 同調 し て うな ずい た が 、 それ まで じっと 黙っ て いた 
ジュ ディ ス が つぶ や いた 。 
「 あ る 生命 が 始祖 の 隷 長 と し て 成 熱 する まで に は 、 長い 時 
間 が か か る わ 。 と て も と て も 長い 時 間 が ね 」 
「 そ れ と 、 た ぶん 安定 し た エア ルク レー ネ も ね 」 リ タ が 付け 加 
7 か と 
「 星 喰 み か ら た くさ ん の 精霊 が 生ま れ て か ら 、 世界 の エア ル 
は 安定 し て いる みた い だ し 、 これ か ら 始 祖 の 隷 長 に な ろう と 
し て も 、 十分 な エア ル は 得 ら れ な いか も 」 

だ が 珍し く カ ロ ル は 食い 下がっ た 。 
「 で も さ 、 そう な れ た ら す ご いよ ね 」 
「 す ご い ?」 

少し 心 動か され る も の を 感じ て ユー リ は 言っ た 。 
「 だ っ て 始祖 の 隷 長 っ て いつ か 精霊 に な る ん で し ょ ? ボク ら 
と 同じ 人 間 か ら 精 霊 が 生ま れる な ん て すご いと 思わ な い ? 」 
「 人間 か ら 精 霊 …… 」 

考え て も みな か っ た 発想 に 、 一 同 は 舌 を 巻い た 。 
| すご いで す 、 カロ ル | 」 

偽り な い 口 調 で エス テル が 言っ た 。 
| 誰 よ り も 世界 を 愛し た 人 で すか ら …… そん な 人 が 世界 と より 
深く 結び つい た 存在 に な れる と し た ら と て も 素敵 で す 」 

その 考え は 、 ユー リ た ちの 中 に 様々 な 思い を 去 来 させ た 。 
や が て ユー リ が 口 を 開い た 。 
「 ま 、 あい つの 運命 は オレ た ち に は 分 か ら ね え 。 そ こ は 未 来 
の 誰か に 見 届け て も ら う と し て 、 オレ た ち は オ レ た ちの 手 の 届 
く こ と を や ろう ぜ 」 


「 う ん 、 いつ か デュ ー ク に も 喜ん で も ら え る よう が ん ば ろう よ 」 
カロ ル の 言葉 に 一 同 は 力強く うな ずい た 。 
「 あ 」 
ぁ ふと 思い 出し た よう に ユー リ は 言っ た 。 
「 オ レ の 近況 は も うい い の か ?」 
[うん 、 さっ き の で だ いた い 分 か っ た か ら 」 
あっ さり と カロ ル が 言っ た 。 
「 そうね 、 細々 聞く の も な ん か 今さら だ し 」 
「 君 が 相 変わ ら ず だ っ て 分 か れ ば 十分 だ よ 」 
「 だ な 。 変 に で か いこ と 言い 出さ れ て も 気持 ち 悪 いし 」 
「 手 の 届く こと を 、 死ぬ まで 、 真剣 に 、 一 生 懸 命 に 、 な ん で し ょ 
ジル | 
「 それ が 積もり 積もっ て で か いこ と に な る 。 そ れ が ユー リ な の 
じゃ 」 
みな 互い の 言葉 に うな ず き 合 う 。 
に 村 M9hー リ は エー リ で すず 」 
最後 に エス テル が 宣言 し た 。 
「 あ の な あお まえ ら 、 散々 、 語れ と 詰め 寄っ て お いて ……」 
釈然 と し な い ユ ー リ を 見 透 か す よう に ラビ ー ド が 寄っ て き て 
見 上 げた 。 みん な よく 分 か っ て る じゃ な いか 、 と その 顔 は 言っ 


て いる よう だ っ た o 
た め 息 ひと つつ いて 、 ユ ー リ は 降参 と いい た げに 両手 を 
リル か 


誰 と も な し に 笑い 声 が 濁 き 起こ っ た 。 笑 い の 輪 は ひと り ま 
た ひと り と 広がり 、 ユー リ を も 巻き 込ん で 、 や が て 船 の 上 を 満 
こも で うだ っ 

心地 よい 笑い を 後ろ ク に こぼれ 落と し な が ら 、 バウ ル は 大 空 
を 力強く 進ん で いっ た 。 


ーーーーーー- 


木々 の 下 を 中 邊 し な が ら 、 デ ュー ク は ひと り 思 い を 巡ら せ た 。 

世界 は 変わ り 続け る 。 そ れ で いて な お 世界 は そこ に あり 
続け る 。 

テル カ ・ リ ュ ミ レー ス と 呼ば れる この 世界 が いずれ どの よう な 
次 に な る の か 、 デ ュー ク に は 分 か ら な い 。 始祖 の 隷 長 で あ 
れ 精 霊 で あれ 、 確か な こと を 言え る 者 は いな い だ ろ う 。 

だ が た と えど の よう に 変わ っ て いこ うと も 、 彼 の 世界 に 対す 
る 思い は いさ さき か も 揺らぐ こと は な い 。 それ こそ は 彼 が 亡き 友 
と 交わ し た 神聖 な 誓い だ っ た 。 

デュ ー ク の 足元 に 一 匹 の 栗 遇 が 近寄っ て きた 。 立 ち 止 ま 
り 、 手 を 差し 伸 べ る と 恐れ る 様子 も な く 、 駆け 上 り デュ ー ク の 


腕 に 乗っ た 。 

木々 の 間 か ら 一 匹 、 ま た 一 匹 、 鳥 や 小動物 か ら 魔物 まで 、 
様々 な 生き 物 た ち が 姿 を 現し た 。 争 うこ と な く 、 デュ ー ク の 周 
り に 集まっ て < くる 。 

彼ら は 誰が 護り 手 な の か 知っ て いる の だ 。 

フィ エル ティ ア 号 を 運ぶ バウ ル の 体 が 、 空 の 下端 を か すめ 
て 飛ん で いく の が 見 えた 。 タ ルカ ロン の 巨大 な 廃 玉 の 向こう 
に 消え て いく 。 

デュ ー ク の 顔 は 穏やか だ っ た 。 

この 生 は 自ら 選ん だ も の 。 そこ に は 敏 塵 も 後悔 は な い 。 

光 と 生命 に 取り 囲ま れ な が ら 、 デュ ー ク は 心 の 中 で 幾度 と 
な < 繰り 返し て きた 想い を 、 も う 一 度 繰 り 返 し た 。 

世界 は 愛す る に 足る 。 

た と え 肉 体 が 朽ち 果て よう と も 、 我 が 心 は いつ いつ まで $ 寄 
り 添い 続け る こと だ ろう 。 


『 
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